
年度 2014 
授業コード DIE00110 
成績評価 達成目標に対する達成度を判断して評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 数理・環境システム専攻(12〜) 
見出し DIE00110 数理システム特別研究 
担当教員名 宮地 功、榊原 道夫、濱谷 義弘、劉 渤江、菅野 幸夫、小野 忠良、森 裕

一、矢 
単位数 15 
教科書 適宜、指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 情報、シミュレーション、社会、経営・経済 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 数理システム特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DIE00110 
実務経験のある教員  
達成目標 数理システム分野における研究者として、自立的に、調査・研究ができる能力を

身につけ、学会などにおいて発表し、論文を作成できるようにする。 
受講者へのコメント  
連絡先 各担当教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Mathematical System Science 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 数理システム分野に関する調査・研究能力を身につけてもらう。 

大学の内外における調査・研究、学会発表や論文作成などを通して、研究者とし
て自立できるように努力してもらう。 

対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 各自の研究を進める上で必要な論文や著書、それらに関連する文献などについて

調べ、読んでおくこと。 
 



年度 2014 
授業コード DIE00210 
成績評価 達成目標に対する達成度を判断して評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 数理・環境システム専攻(12〜) 
見出し DIE00210 数理システムゼミナール 
担当教員名 山口 隆久、宮地 功、榊原 道夫、濱谷 義弘、劉 渤江、菅野 幸夫、小野 

忠良、 
単位数 5 
教科書 適宜、指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 情報、シミュレーション、社会、経営・経済 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 数理システムゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DIE00210 
実務経験のある教員  
達成目標 数理システム分野における研究者として、自立的に、調査・研究ができる能力を

身につけてもらう。 
受講者へのコメント  
連絡先 各担当教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Mathematical System Science 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 数理システム分野に関する研究能力を高めるとともに、関連分野の研究に関して

も理解できるように努力してもらう。 
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 発表する内容について、必要な論文や著書、それらに関連する文献などについて

調べ、読んでおくこと。 
 



年度 2014 
授業コード DIE00310 
成績評価 達成目標に対する達成度を判断して評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 数理・環境システム専攻(12〜) 
見出し DIE00310 地球環境システム特別研究 
担当教員名 ⻲⽥ 修一、⻄村 直樹、⽥邉 健茲、名取 真人、大橋 唯太、中島 経夫、

久保⽥ 
単位数 15 
教科書 適宜、指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 宇宙、地球、植物、動物、人間、環境、情報 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 地球環境システム特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DIE00310 
実務経験のある教員  
達成目標 地球環境分野における研究者として、自立的に、調査・研究ができる能力を身に

つけ、学会などにおいて発表し、論文を作成できるようにする。 
受講者へのコメント  
連絡先 各担当教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Geosphere Environmental System Science 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球環境分野に関する調査・研究能力を身につけてもらう。 

野外における調査、室内における実験、学会発表や論文作成などを通して、研究
者として自立できるように努力してもらう。 

対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 各自の研究を進める上で必要な論文や著書、それらに関連する文献などについて

調べ、読んでおくこと。 
 



年度 2014 
授業コード DIE00410 
成績評価 達成目標に対する達成度を判断して評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 数理・環境システム専攻(12〜) 
見出し DIE00410 地球環境システムゼミナール 
担当教員名 ⻲⽥ 修一、⻄村 直樹、⽥邉 健茲、名取 真人、大橋 唯太、中島 経夫、

久保⽥ 
単位数 5 
教科書 適宜、指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 宇宙、地球、植物、動物、人間、環境、情報 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 地球環境システムゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DIE00410 
実務経験のある教員  
達成目標 地球環境分野における研究者として、自立的に、調査・研究ができる能力を身に

つけてもらう。 
受講者へのコメント  
連絡先 各担当教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Geosphere Environmental System Science 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球環境分野に関する調査・研究能力を高めるとともに、関連分野の研究に関し

ても理解できるように努力してもらう。 
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 発表する内容について、必要な論文や著書、それらに関連する文献などについて

調べ、読んでおくこと。 
 



年度 2014 
授業コード DSM00110 
成績評価 達成目標に対する到達度を教員と確認して評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(09〜) 
見出し DSM00110 代数学特別研究 
担当教員名 澤江 隆一、池⽥ 岳 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 代数学特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSM00110 
実務経験のある教員  
達成目標 自ら代数学分野の論文を精査し、内容について過不足なくまとめる力を身につけ

ること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Algebra 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 代数学分野における論文の調査能力を高めるとともに、関連分野について精査す

る能力を身につけさせる。 
さらに発表を通して、研究者としての能力の向上を図る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 発表する論文について、その内容だけでなく参考文献や、内容から予想される関

連分野まで精査し、発表に際しての質問等に対応できるよう準備する。 
 



年度 2014 
授業コード DSM00210 
成績評価 達成目標に対する到達度を教員と確認して評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(09〜) 
見出し DSM00210 代数学ゼミナール 
担当教員名 澤江 隆一、池⽥ 岳 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 代数学ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSM00210 
実務経験のある教員  
達成目標 自ら代数学分野の論文を精査し、内容について過不足なくまとめる力を身につけ

ること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Algebra 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 代数学分野における論文の調査能力を高めるとともに、関連分野について精査す

る能力を身につけさせる。 
さらに発表を通して、研究者としての能力の向上を図る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 発表する論文について、その内容だけでなく参考文献や、内容から予想される関

連分野まで精査し、発表に際しての質問等に対応できるよう準備する。 
 



年度 2014 
授業コード DSM00310 
成績評価 達成目標に対する到達度を教員と確認して評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(09〜) 
見出し DSM00310 幾何学特別研究 
担当教員名 澤江 隆一、山崎 正之、橋爪 道彦、須藤 清一 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 幾何学特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSM00310 
実務経験のある教員  
達成目標 幾何学分野における研究を自立的に推進できる能力、および学会・研究会での発

表の準備等を自立的に進めることができるようになること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Geometry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 幾何学分野における研究能力を身につけさせる。 

さらに発表や論文作成を通して、研究者としての能力の向上を図る。 
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 幾何学分野において各自の研究テーマについて研究を進める上で必要な論文や

それに関する参考文献について十分調査し、精読しておくこと。 
 



年度 2014 
授業コード DSM00410 
成績評価 達成目標に対する到達度を教員と確認して評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(09〜) 
見出し DSM00410 幾何学ゼミナール 
担当教員名 澤江 隆一、山崎 正之、橋爪 道彦、須藤 清一 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 幾何学ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSM00410 
実務経験のある教員  
達成目標 自ら幾何学分野の論文を精査し、内容について過不足なくまとめる力を身につけ

ること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Geometry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 幾何学分野における論文の調査能力を高めるとともに、関連分野について精査す

る能力を身につけさせる。 
さらに発表を通して、研究者としての能力の向上を図る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 発表する論文について、その内容だけでなく参考文献や、内容から予想される関

連分野まで精査し、発表に際しての質問等に対応できるよう準備する。 
 



年度 2014 
授業コード DSM00510 
成績評価 達成目標に対する到達度を教員と確認して評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(09〜) 
見出し DSM00510 応用解析学特別研究 
担当教員名 澤江 隆一、⽥中 敏、⻑渕 裕、大江 貴司 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 応用解析学特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSM00510 
実務経験のある教員  
達成目標 応用解析学分野における研究を自立的に推進できる能力、および学会・研究会で

の発表の準備等を自立的に進めることができるようになること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Applied Analysis 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 応用解析学分野における研究能力を身につけさせる。 

さらに発表や論文作成を通して、研究者としての能力の向上を図る。 
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 応用解析学分野において各自の研究テーマについて研究を進める上で必要な論

文やそれに関する参考文献について十分調査し、精読しておくこと。 
 



年度 2014 
授業コード DSM00610 
成績評価 達成目標に対する到達度を教員と確認して評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(09〜) 
見出し DSM00610 応用解析学ゼミナール 
担当教員名 澤江 隆一、⽥中 敏、⻑渕 裕、大江 貴司 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 応用解析学ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSM00610 
実務経験のある教員  
達成目標 自ら応用解析学分野の論文を精査し、内容について過不足なくまとめる力を身に

つけること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Applied Analysis 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 応用解析学分野における論文の調査能力を高めるとともに、関連分野について精

査する能力を身につけさせる。 
さらに発表を通して、研究者としての能力の向上を図る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 発表する論文について、その内容だけでなく参考文献や、内容から予想される関

連分野まで精査し、発表に際しての質問等に対応できるよう準備する。 
 



年度 2014 
授業コード DSM01610 
成績評価 達成目標に対する到達度を教員と確認して評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(09〜) 
見出し DSM01610 情報数理学特別研究 
担当教員名 澤江 隆一、中村 忠、竹中 茂夫、高嶋 恵三、大江 貴司 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 情報数理学特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSM01610 
実務経験のある教員  
達成目標 情報数理学分野における研究を自立的に推進できる能力、および学会・研究会で

の発表の準備等を自立的に進めることができるようになること。 
受講者へのコメント 特になし 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Thesis Work of Informatics and Applied Probability 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 情報数理学分野における研究能力を身につけさせる。 

さらに発表や論文作成を通して、研究者としての能力の向上を図る。 
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 情報数理学分野において各自の研究テーマについて研究を進める上で必要な論

文やそれに関する参考文献について十分調査し、精読しておくこと。 
 



年度 2014 
授業コード DSM01710 
成績評価 達成目標に対する到達度を教員と確認して評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(09〜) 
見出し DSM01710 情報数理学ゼミナール 
担当教員名 澤江 隆一、中村 忠、竹中 茂夫、高嶋 恵三、大江 貴司 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 情報数理学ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSM01710 
実務経験のある教員  
達成目標 自ら情報数理学分野の論文を精査し、内容について過不足なくまとめる力を身に

つけること。 
受講者へのコメント 特になし 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Seminar of Informatics and Applied Probability 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 情報数理学分野における論文の調査能力を高めるとともに、関連分野について精

査する能力を身につけさせる。 
さらに発表を通して、研究者としての能力の向上を図る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 発表する論文について、その内容だけでなく参考文献や、内容から予想される関

連分野まで精査し、発表に際しての質問等に対応できるよう準備する。 
 



年度 2014 
授業コード DSM02010 
成績評価 指導教員及び専攻内の複数の教員が協議して決定する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(09〜) 
見出し DSM02010 インターナショナルキャリア 
担当教員名 澤江 隆一 
単位数 2 
教科書 指導教員より指示 
アクティブラーニング  
キーワード 国際学会、英語プレゼンテーション、英語コミニュケーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 受講者なし、or 自由記述無し 
科目名 インターナショナルキャリア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員より指示 
授業形態 講義 
注意備考 海外発表の一か月前までに、履修登録を済ませること。 
シラバスコード DSM02010 
実務経験のある教員  
達成目標 １）発表内容を整理できること 

２）英文での発表原稿を作成できること 
３）プレゼンテーション用資料の作成ができること 
４）英語によるプレゼンテーションができること 
５）研究者間の英語でのコミニュケーションができること 

受講者へのコメント 受講者なし、or コメント無し 
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 評価無し 
英文科目名 International Career 
関連科目 指導教員より指示 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 学生の国際学会での発表を、積極的にサポートする事を目的とする。 具体的に

は、発表内容の整理、英文での発表原稿、プレゼンテーション用資料の作成、発
表練習、現地での直前・直後も含めた発表指導、事後指導も含む。 

対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容 1 回 国際会議の情報収集・参加決定、発表題目登録等外国語による手続き指導 

2 回 英語による発表原稿の作成。 
5 回 プレゼンテーション用資料の作成及びそれを使った発表練習 



8 回 現地における、直前・発表時・直後の指導 
11 回 帰国後の事後指導。 他教員への報告も含む 
13 回 プロシーディング等の作成 

準備学習 1 回 国際会議の検索サイト、分野等を調べておく事 
2 回 参考となる英語表現を調べておく事 
5 回 研究内容をしっかり把握しておく事 
8 回 発表原稿の用意、英語の発音等を確認する事 
11 回 パワーポイント等でプレゼン資料を作成しておく事 
13 回 研究内容等をまとめておく事 

 



年度 2014 
授業コード DSM02020 
成績評価 指導教員及び専攻内の複数の教員が協議して決定する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(09〜) 
見出し DSM02020 インターナショナルキャリア 
担当教員名 澤江 隆一 
単位数 2 
教科書 指導教員より指示 
アクティブラーニング  
キーワード 国際学会、英語プレゼンテーション、英語コミニュケーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 インターナショナルキャリア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員より指示 
授業形態 講義 
注意備考 海外発表の一か月前までに、履修登録を済ませること。 
シラバスコード DSM02020 
実務経験のある教員  
達成目標 １）発表内容を整理できること 

２）英文での発表原稿を作成できること 
３）プレゼンテーション用資料の作成ができること 
４）英語によるプレゼンテーションができること 
５）研究者間の英語でのコミニュケーションができること 

受講者へのコメント 特になし 
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者の通知無し 
英文科目名 International Career 
関連科目 指導教員より指示 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 学生の国際学会での発表を、積極的にサポートする事を目的とする。 具体的に

は、発表内容の整理、英文での発表原稿、プレゼンテーション用資料の作成、発
表練習、現地での直前・直後も含めた発表指導、事後指導も含む。 

対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容 1 回 国際会議の情報収集・参加決定、発表題目登録等外国語による手続き指導 

2 回 英語による発表原稿の作成。 
5 回 プレゼンテーション用資料の作成及びそれを使った発表練習 



8 回 現地における、直前・発表時・直後の指導 
11 回 帰国後の事後指導。 他教員への報告も含む 
13 回 プロシーディング等の作成 

準備学習 1 回 国際会議の検索サイト、分野等を調べておく事 
2 回 参考となる英語表現を調べておく事 
5 回 研究内容をしっかり把握しておく事 
8 回 発表原稿の用意、英語の発音等を確認する事 
11 回 パワーポイント等でプレゼン資料を作成しておく事 
13 回 研究内容等をまとめておく事 

 



年度 2014 
授業コード DSR00110 
成績評価 天然物有機化学に関する学識・研究成果に関する報告書を総合的に判断し、成績

の評価の基準とする。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(09〜) 
見出し DSR00110 天然物有機化学特別研究 
担当教員名 林 謙一郎、野崎 浩、濱⽥ 博喜、大平 進 
単位数 15 
教科書 必要に応じて、適時指定する。 
アクティブラーニング  
キーワード 有機化学 

ケミカルバイオロジー 
生体物質化学 
不⻫合成化学 

開講学期 通年 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 天然物有機化学特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて、適時指定する。 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR00110 
実務経験のある教員  
達成目標 天然物有機化学に関する分野で、博士として必要な専門知識や当該分野の最新技

術を身につけ、最終的には研究・実験の成果を、学会発表や研究論文として、発
表することを目的とする。 

受講者へのコメント 特になし。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし。 
英文科目名 Thesis Work of Organic Natural Product Chemistry 
関連科目 有機合成化学 

機器分析学 
ケミカルバイオロジー 
生物有機化学 

次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 天然物有機化学に関する最新の研究知見、実験技術を研究・実験過程を通じて実

施することにより、博士として必要な学識や当該分野の最新技術を身につける。 



対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 天然物有機化学に関して下記の事項を予習し、会得しておくことが望まれる。 

（１）カラムクロマトグラフィーの基礎理論・実験手法・装置に関する知識 
（２）ＮＭＲ、質量分析、分光分析に関する基礎理損・操作方法関する知識 
（３）有機合成化学・化学反応論に関する知識 
（４）微生物・植物・培養細胞に関する実験操作手法 

 



年度 2014 
授業コード DSR00710 
成績評価 具体的研究成果の発表をもって評価する｡各種学術集会等での研究発表､学会誌

等への論文発表などを評価する｡ 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(09〜) 
見出し DSR00710 分子設計特別研究 
担当教員名 赤司 治夫、山⽥ 真路 
単位数 15 
教科書 適宜指示する｡ 
アクティブラーニング  
キーワード 分子設計 機能性化合物 機器分析 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 分子設計特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する｡ 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR00710 
実務経験のある教員  
達成目標 新規なモノづくりを通して､世の中に貢献することができる知識の獲得を目指

し､学位論文を作成するための研究を立案･実施することができることを目標と
する｡ 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Molecular Design 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 社会的に要請の高い物性をもった新規化合物の合成と物性の評価を行うことが

できる能力を獲得することを目的とする｡ 
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 博士論文を作成するうえで必要となる幅広い分野の情報を積極的に吸収するよ

う努める｡⻑期の研究計画を見据えた情報収集を⼼がけ、研究達成目標について
は常に担当教員と議論すること。 
研究を実施する分野の外国語論文からの情報収集はとくに重要であるため、外国



語(おもに英語)の能力の獲得に努めること。 
 



年度 2014 
授業コード DSR00910 
成績評価 専門学会での発表と学術雑誌上の論文発表などによる研究成果の発表に基づい

て行う。 
基本的に努力目標ではなく、成果主義で評価する。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(09〜12) 
見出し DSR00910 錯体化学特別研究 
担当教員名 山崎 重雄、横山 崇 
単位数 15 
教科書 適宜指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 器機分析 測定法 回分法と流路反応法 自動化 分離分析 溶存状態 

環境計測 生体成分 データ処理 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 錯体化学特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 学部生・修士課程在籍時からスタートし、⻑期的な意欲の持続と展望・予定と 

確実な学習・研究の遂行が必要である。 
シラバスコード DSR00910 
実務経験のある教員  
達成目標 単独で研究を企画・遂行する能力であり、博士論文作成に必要な概念・知識・学

力が 
獲得すること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Coordination Chemistry 
関連科目 化学分野だけでなく、隣接の諸分野に関する知識も意識的に深めることに努める

必要がある。 
具体的には物理分野の電気・電子は装置の原理・運転に必要であり、医学・薬学・
生化学分 
野では測定対象の価値を把握する上で必要である。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 分離科学と分析科学の方法論の概念・知識について原理・実際について把握させ



ること。 
対象学年 2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 博士論文作成に必要な各種の多種多様な基本的知識項目について調査しておく。 

⻑い期間を要する研究を遂行するための⻑期スケジュールを、常日頃から指導 
担当教員と検討し、これに基づき専門分野の知識の獲得を準備し、またこの分 
野専門の英語力を涵養すること。 

 



年度 2014 
授業コード DSR01110 
成績評価 平常点（1/3)、特別研究論文（1/3)、特別研究発表（1/3）で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(09〜) 
見出し DSR01110 界面化学特別研究 
担当教員名 森重 國光 
単位数 15 
教科書 指導教員から支持する。 
アクティブラーニング  
キーワード 英語文献読解力、問題解決能力、プレゼンテーション能力、コミュニケーション

能力 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 界面化学特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 指導教員の指導に従って研究室ごとに行う。 
シラバスコード DSR01110 
実務経験のある教員  
達成目標 英文の文献の読解能力を身に着けること。 

特定の研究課題に取り組む中で、研究計画の実施が正しくできること。 
特定の研究課題に従事し、得られた結果について正しく解釈できること。 
与えられた課題に対して、自主的に問題を解決し、自らの創造性を発揮できるこ
と。 
得られた結果を正確に解析し、プレゼンテーションがとれること。 
得られた結果の発表に際して、適格なコミュニケーションがとれること。 

受講者へのコメント 特になし。 
連絡先 各自動教員の研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講生がいなかったので、特になし。 
英文科目名 Thesis Work of Surface Chemistry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 指導教員の指導の下で、年間を通して最先端の界面化学に関するテーマの研究を

行う。また、界面化学特別研究論文の作成および研究発表を通して、自主的に学
習および研究することができる能力、文章作成および読解能力、プレゼンテーシ
ョン能力、コミュニケーション能力、論理的思考力、持運大解決力、自己管理力



を磨くことを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 指導教員の指導の下、研究計画を立てること。 

 



年度 2014 
授業コード DSR01310 
成績評価 トピックス発表およびまとめを見て総合的に判断して評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(09〜) 
見出し DSR01310 無機固体科学特別研究 
担当教員名 林 宏哉 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 無機固体科学特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR01310 
実務経験のある教員  
達成目標 最新の研究のまとめができる。まとめたことを発表できる。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Inorganic Solid State Chemistry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 無機固体材料研究のトピックスを理解し、まとめる力とそれを伝える力をつける

こと。さらにそれを自分の研究に生かす力をつけること。 
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 無機固体材料の最新のトピックスを調べておく。 

 



年度 2014 
授業コード DSR01510 
成績評価 １）講義や演習を通じた物理現象の理解と数式的理解の程度、および関連する英

語論文の購読における内容理解の程度、学会等でのプレゼンテーション、英語の
研究論文作製などを通じて評価を行なう。 
２）具体的なテーマについて、国際会議でのプレゼンテーションを目標に行う過
程と成果を評価する 
３） １）に同じ 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(09〜13) 
見出し DSR01510 理論物理特別研究 
担当教員名 金子 敏明、中川 幸子、宮川 和也 
単位数 15 
教科書 １）特にはない。関連する英語の論文や著書を適宜指示する。 

２）特定の教科書に載っている内容は、研究を進める上ではパーツに過ぎない。
むしろ最新の国際ジャーナルの論文を、できるだけ多く読み、自分の研究テーマ
の位置づけを考えながら読み下すことが必須である。よく整理されたという意味
では論文のほうが適宜な教科書になる。 
３） １）に同じ 

アクティブラーニング  
キーワード １）イオンビーム、クラスターイオン、誘電関数、電離作用、阻止能、２次電子

放出、非散乱、クラスター効果 
２）量子効果、複雑系、相転移機構 

開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 理論物理特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １）適宜、指示する。 

２）自分で探すべきである。そのためには、自分の研究の「議論の核⼼」がどこ
にあるか、常に考えること。 
３） １）に同じ 

授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR01510 
実務経験のある教員  
達成目標 １）荷電粒子線の電離作用について定性的に把握することを第１として、次に電

離作用に関与する素過程を理解してモデル化し、そのうえで理論計算など定量的
な把握ができるようになることを目指す。 
２）自分の研究テーマに関係する世の中の動きに注意し、第三者に聞かれた時、
「何を研究しているか、現在どの点で行き詰まっているか、どういう解決を望ん
でいるか」、この 3 点に即答できるのが、望ましい。 



3) 分野の研究動向の把握ができるようになること、自立して研究できる能力の
基礎を築くことを目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 １）金子研究室 

  
２）中川研究室 
３）宮川研究室 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Theoretical Physics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 １）荷電粒子線は、粒子線によるがん治療や半導体の作製などのほか、植物の品

種改良、⾷物の⻑期保存など実社会において多種多様に応用されている。この背
景には、荷電粒子線による電離作用（電子励起効果）が介在している。この講義
では、電離作用の本質を原子物理や電磁気学、量子力学などを用いてミクロな立
場から理解し、それを拡張できるようになることを目的とする。 
２）粒子線物理における、被照射側の物理的・化学的・生物学的変化を予見する
には、相互作用の詳細な理論モデルが必要である。各分野で研究が進み、キー因
子となるたんぱく 

対象学年 2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 １）に対する準備学習：３次元および４次元でのフーリエ変換、微分積分などの

素養を高めておくこと。また、数値計算を行なうため、ＦＯＲＴＲＡＮなどでの
プログラミング能力も必要である。また、テーマに関連した英文文献の内容を理
解するため、英文解釈の能力も高めておくこと。 
２）に対する準備：放射線物理は総合科学（複合科学）の一つであり、それまで
に履修した講義科目のことごとくが広く関係するので、忘れていた原理や述語が
あれば、関係の教科書を復習して、事象の相互の関連への理解を深めて欲しい。
特別研究は、ある課題に対して、 

 



年度 2014 
授業コード DSR01910 
成績評価 平常点(40%) 、 レポート(60%) 

授業における質疑応答、レポートの正確さ、論理性、表現力に基づいて評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(09〜13) 
見出し DSR01910 固体物性特別研究 
担当教員名 中川 益生、平岡 裕、若村 国夫 
単位数 15 
教科書 特に指定せず、関連の論文に基づいて講義を行う。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 固体物性特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR01910 
実務経験のある教員  
達成目標 物性の基礎理論と測定方法を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 masuo[at]dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Condensed Matter Physics 
関連科目 量子力学、物理化学、半導体物理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 種々の物性の測定技術とその理論的背景を理解し、未知の現象の解明に応用する

ための基礎的能力を培う 
対象学年 2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 固体の電気的・磁気的・光学的・熱的・力学的・化学的性質の測定方法とその基

礎理論について予習をしておくこと。 
 



年度 2014 
授業コード DSR02110 
成績評価 研究テーマに関連する論文紹介及びそのプレゼンテーションとディスカッショ

ン，現在の研究のまとめ方，研究手法について，研究者としての到達段階に応じ
て，成績を評価する． 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(09〜) 
見出し DSR02110 放射線物理特別研究 
担当教員名 伊代野 淳、豊⽥ 新、川端 晃幸、蜷川 清隆 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 放射線物理特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR02110 
実務経験のある教員  
達成目標 大学院生自身が携わっている研究分野ばかりでなく，それ以外の放射線物理学分

野に対する知見，研究能力を身に付けさせる． 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Radiation Physics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自立し，幅広い視野を備えた放射線物理学の研究者を養成する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 あらかじめ提示する専門分野の論文・専門書をよく吟味しておくこと．その概要

をまとめ，レジメやプレゼンテーションを用いて発表などを行う．研究の目的，
研究手法を理解するだけでなく，自らの研究テーマと照らし合わせて議論できる
ように準備すること． 

 



年度 2014 
授業コード DSR02310 
成績評価 平常点(40%) 、 レポート(60%) 

授業における質疑応答、レポートの正確さ、論理性、表現力に基づいて評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(09〜13) 
見出し DSR02310 量子物性特別研究 
担当教員名 中川 益生、平岡 裕、若村 国夫 
単位数 15 
教科書 特に指定せず、関連の論文に基づいて講義を行う。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 量子物性特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR02310 
実務経験のある教員  
達成目標 物性の基礎理論と測定方法を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 masuo[at]dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Properties of Materials 
関連科目 量子力学、物理化学、半導体物理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 種々の物性の測定技術とその理論的背景を理解し、未知の現象の解明に応用する

ための基礎的能力を培う 
対象学年 2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 固体の電気的・磁気的・光学的・熱的・力学的・化学的性質の測定方法とその基

礎理論について予習をしておくこと。 
 



年度 2014 
授業コード DSR02510 
成績評価 課題演習（４０％）とレポート（６０％）により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(09〜) 
見出し DSR02510 地球物性特別研究 
担当教員名 小林 祥一、⻄⼾ 裕嗣、板谷 徹丸、兵藤 博信 
単位数 15 
教科書 指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 地球物性特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介する。 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR02510 
実務経験のある教員  
達成目標 ・地球の誕生から分化について、地球科学のダイナミックスの観点から理解でき

ること。 
・いろいろな地質事象の証拠からどのように地球ダイナミックスのメカニズムを
推察するか理解できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⻄⼾裕嗣 26 号館 3 階 TEL:086-256-9406  E-mail:nishido@rins.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Geosciences 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球形成初期には地表の温度が岩石の融点を超えマグマオーシャンを経験し、さ

らに分化を起こし核・マントル・地殻の層状構造を持つようになった。地球は他
の惑星にはない海洋を有し、これが地殻の複雑な分化を引き起こすとともに生命
の誕生や地球環境の変化へ大きな影響をもたらした。このような経緯を踏まえ、
地球内部の高温高圧環境条件下で安定な物質やダイナミックな変化を遂げる地
表物質、さらには地球の起源物質と考えられる微惑星(隕石)物質を通して地球物
性を考察する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年 



授業内容  
準備学習 対象は各種地球および隕石物質(鉱物)である。鉱物は化学的性質と結晶構造によ

り定義される。したがって、結晶化学について深く理解するとともに、生成場で
ある地球の化学的物理的環境や地質時代を通しての変化過程を正確に把握する
必要があり、広く地球惑星科学の内容を復習し十分に習熟しておきこと。 

 



年度 2014 
授業コード DSR02710 
成績評価 各セクション終了後に行う小テストの結果を総合的に判断する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(09〜) 
見出し DSR02710 特別講義Ⅰ 
担当教員名 片桐 昌直＊ 
単位数 1 
教科書 １回〜６回：プリントを配布予定 

７回〜８回：産業財産権標準テキスト（総合編）⼯業所有権情報研修館（配布予
定） 

アクティブラーニング  
キーワード 外来異物代謝、化学物質の安全性、酵素免疫測定法、バイオ特許 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別講義Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 1 回〜２回 

薬物代謝学―医療薬学・医薬品開発の基礎として 加藤 隆一 (編集), 横井 毅 
(編集), 山添 康 (編集) 東京化学同人; 第 3 版 ISBN-10: 4807907115 
５回 
抗体科学入門 岡村 和夫 (著) ⼯学社; 改訂版  ISBN-10: 4777514390 
７回〜８回 
これからの生命科学研究者のためのバイオ特許入門講座 隅蔵 康一 (著) 羊土
社 ISBN-10: 4897063590 

授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード DSR02710 
実務経験のある教員  
達成目標 薬物代謝を理解する 

化学物質の安全性の考え方を理解する 
酵素免疫測定法を理解する 
特許制度を理解する 

受講者へのコメント  
連絡先 大阪教育大学自然研究講座  katagiri@cc.osaka-kuoiku.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics I 
関連科目 生物化学専攻開講講義全般 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 バイオ応用の産業領域として代表的な領域である、医薬品開発や臨床検査領域で

重要な分野である薬物代謝、酵素免疫測定法について基本的な内容を理解するこ
とは、研究を行っていくうえで各自の研究領域の広がりを知るという観点から重
要なことである。また、特に同じ系でまた薬物代謝と同じ代謝系でなされる外来
異物代謝は環境問題における安全性の考え方にもつながる分野であり、その考え
方も知る必要があり概説を行う。さらに、バイオ産業において、特許は生命線と
も呼ばれる制度で、特許の制度、考え方をしることは今後の研究生活においても
必要な 

対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容 1 回 薬物代謝を理解する上で重要な代謝酵素であるシトクロムＰ４５０（ＣＹ

Ｐ）の特性の基本を説明する。 
2 回 薬物代謝について理解するために、中でも特にＣＹＰが関与する反応につ
いて説明し、薬物相互作用等についても説明する。 
3 回 化学物質の安全性の考え方を理解するために、環境汚染物質や⾷品添加物
等における安全性の考え方と代謝の関係を説明する。 
4 回 化学物質の安全性の考え方を理解するために、環境汚染物質や⾷品添加物
等における安全性の考え方、特に発癌試験について説明する。 
5 回 代謝物等の検出系として臨床検査 

準備学習 1 回 事前配布の資料をあらかじめ読んでおくこと。 
2 回 事前配布の資料をあらかじめ読んでおくこと。 
3 回 事前配布の資料をあらかじめ読んでおくこと。 
4 回 事前配布の資料をあらかじめ読んでおくこと。 
5 回 事前配布の資料をあらかじめ読んでおくこと。 
6 回 事前配布の資料をあらかじめ読んでおくこと。 
7 回 配布テキストの特許のところを読んでおくこと。 
8 回 各自の興味ある領域の特許を調べておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード DSR02810 
成績評価 レポート（50 点満点）と授業中におこなう演習および質疑（50 点満点）を合わ

せて評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(09〜) 
見出し DSR02810 特別講義Ⅱ 
担当教員名 崎山 博史＊ 
単位数 1 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別講義Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード DSR02810 
実務経験のある教員  
達成目標 配位子場理論にもとづいて遷移金属錯体の配位構造とエネルギー項（スペクトル

項）の関係について理解することができる。また基底項がスピン軌道相互作用を
持つ金属錯体の磁気的性質について概略を説明できる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 遷移金属錯体の構造と諸性質の間には密接な関係があり、配位子場理論をはじめ

とする諸理論を学習することで化合物の性質を制御することができる。本授業で
は特に配位構造とエネルギー項の関係および磁気的性質への影響について学習
する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容 1 回 本授業の内容を概説する。 

配位子場理論の概要：配位子場理論について概要を学び，軌道の分裂について演
習する。 



2 回 自由イオンの項 エネルギー項について学び，演習で項を求める練習をす
る。 
配位子場による項の分裂：d2 から d9 電子配置について，配位子場による項の分
裂を学習する。 
3 回 分光学的データとの関連：分光学的なデータと配位子場分裂の関係を学習
する。 
スペクトルの解析：スペクトルの波形解析をおこない，配位子場パラメータを求
める方法について学習する。 
4 回 磁気的性質：配位子場理論と磁気的性質 

準備学習 1 回 これまでに学習した錯体化学・配位子場理論について復習しておくこと。 
2 回 前回の内容を理解し、疑問がある場合には疑問点を明確にしておくこと。 
3 回 前回の内容を理解し、疑問がある場合には疑問点を明確にしておくこと。 
4 回 前回の内容を理解し、疑問がある場合には疑問点を明確にしておくこと。 
5 回 前回の内容を理解し、疑問がある場合には疑問点を明確にしておくこと。 
6 回 前回の内容を理解し、疑問がある場合には疑問点を明確にしておくこと。 
7 回 前回の内容を理解し、疑問がある場合には疑問点を明確にしておく 

 



年度 2014 
授業コード DSR02910 
成績評価 レポートにより評価する． 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(09〜) 
見出し DSR02910 特別講義Ⅲ 
担当教員名 小室 光世＊ 
単位数 1 
教科書 指定しない． 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱床，エネルギー資源，鉱物資源，海底熱水鉱床，ウラン鉱床． 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別講義Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介する． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード DSR02910 
実務経験のある教員  
達成目標 鉱床学の専門知識の習得．元素濃集過程への熱力学の適用手法の習得． 
受講者へのコメント  
連絡先 ⻄⼾裕嗣 26 号館 3 階 TEL:086-256-9406  E-mail:nishido@rins.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics III 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球の鉱物資源，エネルギー資源の性状，産状，形成過程，形成場について，地

球表層でおこっている現象とあわせて理解する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 地質学，鉱物学，地球化学の基礎についての復習． 

 



年度 2014 
授業コード DSR03210 
成績評価 特別研究論文（1/2），特別研究発表（1/2）で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(09〜) 
見出し DSR03210 有機合成化学特別研究 
担当教員名 山⽥ 晴夫、豊⽥ 真司、山崎 重雄 
単位数 15 
教科書 指導教員から指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 文献読解力，問題解決能力，プレゼンテーション能力，コミュニケーション能力 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 有機合成化学特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 指導教員の指導に従って研究室毎に行う。 
シラバスコード DSR03210 
実務経験のある教員  
達成目標 ・文献（特に英文の）の読解能力を身につけること。 

・特定の研究課題に取り組む中で、研究計画の実施が正しくできること。 
・特定の研究課題に従事し，得られた結果について正しい解釈ができること。 
・与えられた課題に対して，自主的に問題を解決し，自らの創造性を発揮できる
こと。 
・得られた結果を正しく整理し，プレゼンテーションができること。 
・得られた結果の発表に際して，的確なコミュニケーションがとれること。 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員の研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Organic Synthetic Chemistry 
関連科目 化学専攻の全ての開講科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の指導の下で，３年間を通して最先端の化学に関するテーマの研究を行

う。また，特別研究論文の作成および研究発表を通して，自主的に学習および研
究することができる能力，文章作成および読解能力，プレゼンテーション能力，
コミュニケーション能力，論理的思考力，問題解決力，自己管理力を磨くことを
目的とする。 



対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 指導教員の指導の下，研究計画を立てること。 

 



年度 2014 
授業コード DSR03610 
成績評価 生体機能化学に関する学識・研究成果に関する報告書を総合的に判断し、成績の

評価の基準とする。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(09〜) 
見出し DSR03610 生体機能化学特別研究 
担当教員名 ⻘⽊ 宏之、尾堂 順一、三井 亮司、⽥中 三男 
単位数 15 
教科書 必要に応じて適宜指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 応用微生物学 

環境生物化学 
生物無機化学 
自己組織化形態 

開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 生体機能化学特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR03610 
実務経験のある教員  
達成目標 実験計画を作成し実施できる。周辺研究に関して文献の調査などから自身の研究

位置を把握し、研究の方向性をディスカッションできる。実験を行った内容をま
とめ、学会発表や論文発表を行う。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Biofunctional Chemistry 
関連科目 応用微生物学 

環境生物化学 
生物無機化学 
自己組織化形態 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物機能化学に関して必要な学識や当該分野の最新技術を身につける。博士課程

学生として必要な研究計画力・実施力を身につける。 



対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  生体機能化学に必要な文献などの調査、その他関連内容の知見をまとめてお

く。大学院博士課程の研究者として必要な準備を自主的に行うことが望まれる。 
 



年度 2014 
授業コード DSR03810 
成績評価 博士論文の内容、英語論文、学会発表などを総合的に評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(09〜) 
見出し DSR03810 分子生物学特別研究 
担当教員名 南 善子、淺⽥ 伸彦、池⽥ 正五 
単位数 15 
教科書 指導教員から適宜指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 分子生物学、生化学、遺伝学、細胞生物学などの分野の高度な研究 

学会活動、英語学術論文の作製、博士論文の作製 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答 学生からのアンケートの回答なし 
科目名 分子生物学特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 各学生に対する指導教員と専攻⻑、および博士論文予備審査会委員からの指示、

意見をよく聞くこと。 
シラバスコード DSR03810 
実務経験のある教員  
達成目標 １）高度な専門知識と実験技術取得する。  

２）自主的に実験計画を立て、実行できる。 
３）研究成果をまとめ、学会などでプレゼンテーションすることができる。  
４）研究成果を英語論文としてまとめ、査読付き雑誌に発表することができる。 
５）学位論文をまとめることができる。 

受講者へのコメント 学生からのアンケートの回答なし 
連絡先 各学生に対する指導教員と専攻⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 学生からのアンケートの回答なし 
英文科目名 Thesis Work of Molecular Biology 
関連科目 コンプリヘンシブゼミナールとインターナショナルキャリア、および生物系の特

別講義。 
次回に向けての改善変更予定 学生からのアンケートの回答なし 
講義目的 分子生物学専攻の研究室に所属し、それぞれの博士論文テーマについて研究する

ことで、自ら課題を見いだし、計画を立案し、解決して行く能力を身につける。
これにより、将来自立した研究者・技術者・教育者として活躍できる道を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年 



授業内容  
準備学習 指導教員と密に連絡を取り、研究の進捗状況および今後の研究計画について報告

する。積極的に活動することが重要である。 
 



年度 2014 
授業コード DSR04010 
成績評価 平常点(30%) 、 レポート(40%) 、 授業参画度(30%) 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(〜13) 
見出し DSR04010 極限物性特別研究 
担当教員名 中川 益生、若村 国夫、平岡 裕、米⽥ 稔、森 嘉久、財部 健一 
単位数 15 
教科書 特に指定せず、関連の論文で講義をすすめていく 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 極限物性特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 超高圧、低温 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR04010 
実務経験のある教員  
達成目標 実際の測定において原理が理解できるようになること 
受講者へのコメント  
連絡先 mori[at]das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 （該当者なし） 
英文科目名 Thesis Work of Condensed Matters at Extreme Conditions 
関連科目 量子科学、物理化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高圧と低温の極限環境下での測定技術を理解すること 
対象学年 2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 高圧や低温の測定技術に関して予習をしておく 

 



年度 2014 
授業コード DSR04210 
成績評価   博士論文の内容，学会発表，論文投稿，公聴会でのプレゼンテーションなど

を総合的に評価する 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(09〜) 
見出し DSR04210 臨床生命科学特別研究 
担当教員名 松浦 信康、片岡 健、益岡 典芳、石原 浩二 
単位数 15 
教科書 教科書 

  指導教員から適時指示を行う 
アクティブラーニング  
キーワード   ライフサイエンス，医⾷同源，生化学，化学，生物学，臨床科学，⾷科学 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床生命科学特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 参考書 

  指導教員から適時指示を行う 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR04210 
実務経験のある教員  
達成目標 達成目標 

１）高度な専門知識の習得 
２）自ら立案した実験計画に基づいて実験を行う 
３）研究成果をまとめ，学会でのプレゼンテーションを行う 
４）学術論文への投稿 
５）一人前の研究者としての自立 

受講者へのコメント  
連絡先 連絡先 

  指導教員（主査）1 名と，その他の指導教員（副査）4 名，および専攻⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Life Science 
関連科目 関連科目 

  臨床生命科学専攻の全ての開講科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 講義目的 



１．臨床生命科学専攻の研究室に所属し，それぞれの博士論文テーマについて自
主的に研究を行う。 
２．高度な専門知識の理解と応用，実験技術の習得，プレゼンテーション能力，
コミュニケーション能力の向上と実践力を高める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 準備学習 

 指導教員と密にディスカッションを行いながら，研究の進捗状況および研究計
画について報告を行い，今後に必要な準備について相談する。 

 



年度 2014 
授業コード DSR04410 
成績評価 国際学会への参加・学会発表回数、登壇者（口演者）回数・時間等々を勘案する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(09〜) 
見出し DSR04410 インターナショナルキャリア 
担当教員名 金子 敏明、野崎 浩、池⽥ 正五、赤司 治夫、山崎 重雄、豊⽥ 新、財部 

健一、 
単位数 2 
教科書 適宜指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 国際学会 英語（外国語）能力 コミュニケーション パワーポイント 発表能

力 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 インターナショナルキャリア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 発表者・発言者として能力が問われている。 

海外発表の一か月前までに、履修登録を済ませること。 
シラバスコード DSR04410 
実務経験のある教員  
達成目標 単独で研究が遂行できる研究者として、自分の研究内容について、単独で国内あ

るいは海外で開催される各種関連国際学会に参加し、学会発表をし、発表会席上
での討論が可能にすること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 International Career 
関連科目 英語表現法 専門英語用語集 異文化コミュニケーション パワーポイント表

現法 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 単独で研究が遂行できる研究者として、自分の研究内容について、国内あるいは

海外で開催される各種関連国際学会に参加し、学会発表をし、発表会席上での討
論を経験することで、海外との研究交流をより一層可能とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  



準備学習 国内あるいは海外で開催される各種関連国際学会に参加し、学会発表をし、発表
会席上での討論を経験するうえで必要される知識・概念の獲得と、発表者・発言
者としてのとるべき姿勢・態度を検討しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード DSR04420 
成績評価 国際学会への参加・学会発表回数、登壇者（講演者）の回数・時間等々を勘案す

る。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(09〜) 
見出し DSR04420 インターナショナルキャリア 
担当教員名 金子 敏明 
単位数 2 
教科書 適宜指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 国際学会 英語（外国語）能力 コミュニケーション パワーポイント 発表能

力 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 インターナショナルキャリア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 発表者・発言者として能力が問われている。 

海外発表の一か月前までに、履修登録を済ませること。 
シラバスコード DSR04420 
実務経験のある教員  
達成目標 単独で研究が遂行できる研究者として、自分の研究内容について、単独で国内あ

るいは海外で開催される各種関連国際学会に参加し、学会発表をし、発表会席上
での討論が可能にすること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 International Career 
関連科目 英語表現法 専門英語用語集 異文化コミュニケーション パワーポイント表

現法 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 単独で研究が遂行できる研究者として、自分の研究内容について、国内あるいは

海外で開催される各種関連国際学会に参加し、学会発表をし、発表会席上での討
論を経験することで、海外との研究交流をより一層可能とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  



準備学習 国内あるいは海外で開催される各種関連国際学会に参加し、学会発表をし、発表
会席上での討論を経験するうえで必要される知識・概念の獲得と、発表者・発言
者としてのとるべき姿勢・態度を検討しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード DSR04510 
成績評価 広領域な研究課題の選別結果と調査研究に対する考察結果の討議内容を検討し

て、行う。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(09〜) 
見出し DSR04510 コンプリヘンシブゼミナール 
担当教員名 金子 敏明、野崎 浩、豊⽥ 真司、池⽥ 正五、赤司 治夫、山崎 重雄、豊

⽥ 新、 
単位数 5 
教科書 適宜指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 歴史的観点 地政学的観点 科学史 技術史 文明論 文化史 経済史 産業

構造論 貿易史 人口動態史 エネルギー論 ガリレオ ニュートン アイン
シュタイン N・ボーア 

開講学期 通年 
自由記述に対する回答 指導が適切であるとの意見であり、回答を要しない。 
科目名 コンプリヘンシブゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 学習の対象範囲の確定だけでも十分な学力が必要とされる。 
シラバスコード DSR04510 
実務経験のある教員  
達成目標 自分の専攻分野だけに限らず、ほかの理系全分野の基本構造が指摘でき、これに

ついて一定の理解と発言が出来るようにすること。 
受講者へのコメント 指導教員の指示に従って下さい。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 記載なし。 
英文科目名 Comprehensive Seminar 
関連科目 地政学 科学史 技術史 文明論 文化史 経済史 産業構造論 貿易史 人

口動態史 エネルギー論 
次回に向けての改善変更予定 改善や変更を要する点は特になし。 
講義目的 自分の専攻分野にだけに限らず、ほかの理系全分野を含めてバランスのとれた広

い範囲の統一的理解を可能にする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 歴史的背景を含めて、現今の理系学問の全領域に関するすべての基本的な知識・



概念について、検討・把握しておき、必要に応じて再学習すれば、一定の程度ま
で把握できる程度まで学習しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード DSR04610 
成績評価 専門学会での発表と学術雑誌上の論文発表などによる研究成果の発表に基づい

て行う。 
基本的に努力目標ではなく、成果主義で評価する。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(13〜) 
見出し DSR04610 分離科学特別研究 
担当教員名 山崎 重雄、横山 崇 
単位数 15 
教科書 適宜指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 器機分析 測定法 回分法と流路反応法 自動化 分離分析 溶存状態 

環境計測 生体成分 データ処理 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 分離科学特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 学部生・修士課程在籍時からスタートし、⻑期的な意欲の持続と展望・予定と 

確実な学習・研究の遂行が必要である。 
シラバスコード DSR04610 
実務経験のある教員  
達成目標 単独で研究を企画・遂行する能力であり、博士論文作成に必要な概念・知識・学

力が 
獲得すること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 化学分野だけでなく、隣接の諸分野に関する知識も意識的に深めることに努める

必要がある。 
具体的には物理分野の電気・電子は装置の原理・運転に必要であり、医学・薬学・
生化学分 
野では測定対象の価値を把握する上で必要である。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 分離科学と分析科学の方法論の概念・知識について原理・実際について把握させ



ること。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 博士論文作成に必要な各種の多種多様な基本的知識項目について調査しておく。 

⻑い期間を要する研究を遂行するための⻑期スケジュールを、常日頃から指導 
担当教員と検討し、これに基づき専門分野の知識の獲得を準備し、またこの分 
野専門の英語力を涵養すること。 

 



年度 2014 
授業コード DSR04810 
成績評価 １）講義や演習を通じた物理現象の理解と数式的理解の程度、および関連する英

語論文の購読における内容理解の程度、学会等でのプレゼンテーション、英語の
研究論文作製などを通じて評価を行なう。 
２）具体的なテーマについて、国際会議でのプレゼンテーションを目標に行う過
程と成果を評価する 
３） １）に同じ 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(14〜) 
見出し DSR04810 量子物理特別研究 
担当教員名 金子 敏明、宮川 和也、中川 幸子 
単位数 15 
教科書 １）特にはない。関連する英語の論文や著書を適宜指示する。 

２）特定の教科書に載っている内容は、研究を進める上ではパーツに過ぎない。
むしろ最新の国際ジャーナルの論文を、できるだけ多く読み、自分の研究テーマ
の位置づけを考えながら読み下すことが必須である。よく整理されたという意味
では論文のほうが適宜な教科書になる。 
３） １）に同じ 

アクティブラーニング  
キーワード １）イオンビーム、クラスターイオン、誘電関数、電離作用、阻止能、２次電子

放出、非散乱、クラスター効果 
２）量子効果、複雑系、相転移機構 

開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 量子物理特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １）適宜、指示する。 

２）自分で探すべきである。そのためには、自分の研究の「議論の核⼼」がどこ
にあるか、常に考えること。 
３） １）に同じ 

授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR04810 
実務経験のある教員  
達成目標 １）荷電粒子線の電離作用について定性的に把握することを第１として、次に電

離作用に関与する素過程を理解してモデル化し、そのうえで理論計算など定量的
な把握ができるようになることを目指す。 
２）自分の研究テーマに関係する世の中の動きに注意し、第三者に聞かれた時、
「何を研究しているか、現在どの点で行き詰まっているか、どういう解決を望ん
でいるか」、この 3 点に即答できるのが、望ましい。 



3) 分野の研究動向の把握ができるようになること、自立して研究できる能力の
基礎を築くことを目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 １）金子研究室 

  
２）中川研究室 
３）宮川研究室 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 １）荷電粒子線は、粒子線によるがん治療や半導体の作製などのほか、植物の品

種改良、⾷物の⻑期保存など実社会において多種多様に応用されている。この背
景には、荷電粒子線による電離作用（電子励起効果）が介在している。この講義
では、電離作用の本質を原子物理や電磁気学、量子力学などを用いてミクロな立
場から理解し、それを拡張できるようになることを目的とする。 
２）粒子線物理における、被照射側の物理的・化学的・生物学的変化を予見する
には、相互作用の詳細な理論モデルが必要である。各分野で研究が進み、キー因
子となるたんぱく 

対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 １）に対する準備学習：３次元および４次元でのフーリエ変換、微分積分などの

素養を高めておくこと。また、数値計算を行なうため、ＦＯＲＴＲＡＮなどでの
プログラミング能力も必要である。また、テーマに関連した英文文献の内容を理
解するため、英文解釈の能力も高めておくこと。 
２）に対する準備：放射線物理は総合科学（複合科学）の一つであり、それまで
に履修した講義科目のことごとくが広く関係するので、忘れていた原理や述語が
あれば、関係の教科書を復習して、事象の相互の関連への理解を深めて欲しい。
特別研究は、ある課題に対して、 

 



年度 2014 
授業コード DSR04910 
成績評価 平常点(40%) 、 レポート(60%) 

授業における質疑応答、レポートの正確さ、論理性、表現力に基づいて評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(14〜) 
見出し DSR04910 物性物理特別研究 
担当教員名 中川 益生、若村 国夫、財部 健一、平岡 裕、米⽥ 稔、森 嘉久 
単位数 15 
教科書 特に指定せず、関連の論文に基づいて講義を行う。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 物性物理特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR04910 
実務経験のある教員  
達成目標 物性の基礎理論と測定方法を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 masuo[at]dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 （該当者なし） 
英文科目名  
関連科目 量子力学、物理化学、半導体物理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 種々の物性の測定技術とその理論的背景を理解し、未知の現象の解明に応用する

ための基礎的能力を培う 
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 固体の電気的・磁気的・光学的・熱的・力学的・化学的性質の測定方法とその基

礎理論について予習をしておくこと。 
 



年度 2014 
授業コード DTS00310 
成績評価  研究課題の設定から始まり、研究成果を学術論文として発表するまでの全研究

過程における、研究態度、学会活動，発表論文などの内容をもとに総合的に評価
する。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(11〜13) 
見出し DTS00310 情報通信特別研究 
担当教員名 信吉 輝己、小松 雅治 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報通信特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS00310 
実務経験のある教員  
達成目標  本講義の達成目標は次の通りである：（１）研究分野の最先端の情報を収集し，

その分野で価値があると認められる研究課題を見つけることができる。（２）研
究課題を解決するのに有用で独創的な解析方法あるいは実験方法を考え、適用
し、実行できる。（３）解析・実験で得られた結果を分析し、論理的に正しくまと
めることができる。（４）関連する分野の学会で、研究結果を口頭で発表し、か
つ、学術論文として投稿し、掲載される。 

受講者へのコメント  
連絡先 各教員の研究室の所在とオフィスアワーは次の通りである： 

信吉 輝己：17 号館 4 階、火曜日 7・8 時限 
小松 雅治：20 号館３階、月曜日 7・8 時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  高度な専門分野の研究活動を通して，自立して，最先端の専門分野の動向を把

握でき、課題を見つけ、課題解決のための手法や計画を立案し、実施し、研究成



果を論文としてまとめ、発表できる、高度な研究遂行能力を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 文献調査等により研究の背景や目的を調べ、研究課題の設定を行い、研究計画を

立案し、問題解決のための解析・実験方法の決定し、解析・実験を実施し，解析・
実験の結果を考察する、研究活動を行う。 

 



年度 2014 
授業コード DTS00410 
成績評価 発表および質疑応答の内容により、総合的に評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(11〜13) 
見出し DTS00410 情報通信ゼミナール 
担当教員名 信吉 輝己、小松 雅治 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 情報通信ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS00410 
実務経験のある教員  
達成目標  本講義の達成目標は次の通りである：（１）研究分野の情報を収集し，必要とさ

れる研究課題を見つけることができる。（２）研究課題を遂行するための方法を
考え、実行できる。（３）調査・研究内容をまとめ、分かりやすく発表することが
できる。（４）論理的に正しく議論することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 各教員の研究室の所在とオフィスアワーは次の通りである： 

信吉 輝己：17 号館 4 階、火曜日 7・8 時限 
小松 雅治：20 号館３階、月曜日 7・8 時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  研究分野の動向を理解し、研究方法を習得し、自主的に高度な研究を進めるた

めの基礎力および応用力を養うことを目的とする。 
対象学年 2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 文献等により研究の背景、目的、方法論等を調べ、様々な角度から考察し、その

結果をまとめ、発表するための準備を行う 



 



年度 2014 
授業コード DTS00510 
成績評価 国内外の学会での研究発表、学会誌への論文投稿、博士論文の作成・発表などに

よって総合的に判断する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(11〜) 
見出し DTS00510 情報数理特別研究 
担当教員名 南原 英生、岩崎 彰典、クルモフ バレリー、片山 謙吾、⻄原 典孝、太⽥

垣 博一 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 情報数理特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS00510 
実務経験のある教員  
達成目標 ①文献等による研究の背景や目的、研究の意義を調べること。 

②課題を設定し、研究計画が立てられること。 
③複数の問題解決法を考案し、比較検討ができること。 
④実験結果やシミュレーション結果について議論し、分析や考察ができること。 
⑤研究成果を学会や論文をとおして国内外に発表すること。 
⑥得られた研究成果の社会的意義や影響について考察することができること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Mathematical Informatics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の指導の下で情報数理分野における研究課題を設定し、研究を行うため

の能力を養成することを目標とする。また、学会での研究発表、学会誌への投稿、
博士論文の作成・発表を通して、情報数理分野における高度な専門知識と技術を
応用する能力、自主的に研究する能力、研究内容をまとめる能力、プレゼンテー



ション能力、コミュニケーション能力を養うことを目標とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 準備学習として、文献等による研究の背景や目的を調べ、指導教員と課題設定、

⻑期的研究計画、短期的研究計画、問題解決法、実験結果などについて、日々議
論し、研究活動を行う。 

 



年度 2014 
授業コード DTS00610 
成績評価 国内外の学会での研究発表、学会誌への論文投稿、博士論文の作成・発表などに

よって総合的に判断する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(11〜) 
見出し DTS00610 情報数理ゼミナール 
担当教員名 南原 英生、岩崎 彰典、クルモフ バレリー、片山 謙吾、⻄原 典孝、太⽥

垣 博一 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 情報数理ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS00610 
実務経験のある教員  
達成目標 ①文献等による研究の背景や目的、研究の意義を調べること。 

②課題を設定し、研究計画が立てられること。 
③複数の問題解決法を考案し、比較検討ができること。 
④実験結果やシミュレーション結果について議論し、分析や考察ができること。 
⑤研究成果を学会や論文をとおして国内外に発表すること。 
⑥得られた研究成果の社会的意義や影響について考察することができること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Mathematical Informatics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の指導の下で情報数理分野における研究課題を設定し、研究を行うため

の能力を養成することを目標とする。また、学会での研究発表、学会誌への投稿、
博士論文の作成・発表を通して、情報数理分野における高度な専門知識と技術を
応用する能力、自主的に研究する能力、研究内容をまとめる能力、プレゼンテー



ション能力、コミュニケーション能力を養うことを目標とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 準備学習として、文献等による研究の背景や目的を調べ、指導教員と課題設定、

⻑期的研究計画、短期的研究計画、問題解決法、実験結果などについて、日々議
論し、研究活動を行う。 

 



年度 2014 
授業コード DTS00710 
成績評価 学会での発表、論文の投稿、博士論文の作成などを考慮して総合的に評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(11〜) 
見出し DTS00710 制御システム特別研究 
担当教員名 堂⽥ 周治郎、松下 尚史、藤本 真作、衣笠 哲也、久野 弘明、山⽥ 訓、

赤⽊ 徹 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 制御システム特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS00710 
実務経験のある教員  
達成目標 研究を行うための能力を身につけること。国内学会、国際会議での研究発表や質

疑応答ができること。学術雑誌への投稿・査読結果に対する回答などができるこ
と。博士論文が作成できること。研究する能力、研究内容をまとめる能力、プレ
ゼンテーション能力、コミュニケーション能力を十分身につけること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Control Systems 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ロボット、移動体、内燃機関、熱・流体系など実在制御システムの制御法、設計

法、あるいは現象解明などに関して、指導教員の下で研究課題を設定し、研究を
行うための能力を養成することを目的とする。また、学会での研究発表、学会誌
への投稿、博士論文の作成・発表を通して、自主的に研究する能力、研究内容を
まとめる能力、プレゼンテーション能力、コミュニケーション能力を養うことを
目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年 



授業内容  
準備学習 研究課題の設定、⻑期的研究計画、短期的研究計画、問題解決法、実験装置の設

計や製作、実験結果の考察などができるように、関係分野の文献調査、情報交換、
日頃の議論などを行っておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード DTS00810 
成績評価 学会での発表、論文の作成などを考慮して総合的に評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(11〜) 
見出し DTS00810 制御システムゼミナール 
担当教員名 堂⽥ 周治郎、赤⽊ 徹也、山⽥ 訓、吉⽥ 浩治、衣笠 哲也、久野 弘明、

藤本 真 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 制御システムゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS00810 
実務経験のある教員  
達成目標 研究を行うための能力を身につけること。国内学会、国際会議での研究発表や質

疑応答ができること。学術雑誌への投稿・査読結果に対する回答などができるこ
と。博士論文が作成できること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Control Systems 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ロボット、移動体、内燃機関、熱・流体系など実在制御システムの制御法、設計

法、あるいは現象解明などに関して、指導教員の下で研究課題を設定し、研究を
行うための能力を養成する。具体的には、学会での研究発表、学会誌への投稿を
通して、自主的に研究する能力、研究内容をまとめる能力、プレゼンテーション
能力、コミュニケーション能力を養うことを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 研究課題の設定、⻑期的研究計画、短期的研究計画、問題解決法、実験装置の設



計や製作、実験結果の考察などができるように、関係分野の文献調査、議論など
を行っておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード DTS00910 
成績評価 学会での研究発表、学会誌への論文投稿、博士論文の作成・発表による。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(11〜) 
見出し DTS00910 最適設計特別研究 
担当教員名 ⽥中 雅次、金谷 輝人、金枝 敏明、蜂谷 和明、横山 隆、中川 惠友、松

浦 洋司 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答 なし。 
科目名 最適設計特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS00910 
実務経験のある教員  
達成目標 参考文献等による研究の背景や目的を調べ、指導教員と課題設定、⻑期的研究計

画、短期的研究計画、問題解決法、実験結果などについて、日々議論し、研究活
動を行う。 

受講者へのコメント 特になし。 
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし。 
英文科目名 Thesis Work of Optimum Design 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 指導教員の下で研究課題を設定し、研究を行うための能力を養成することを目標

とする。また、学会での研究発表、学会誌への論文投稿、博士論文の作成・発表
を通して、自主的に研究する能力、研究内容をまとめる能力、プレゼンテーショ
ン能力、コミュニケーション能力を養うことを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 準備学習として、参考文献等による研究の背景や目的を調べ、指導教員と課題設

定、⻑期的研究計画、短期的研究計画、問題解決法、実験結果などについて、日々



議論し、研究活動を行う。 
 



年度 2014 
授業コード DTS01010 
成績評価 学会での研究発表、学会誌への論文投稿、博士論文の作成・発表による。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(11〜) 
見出し DTS01010 最適設計ゼミナール 
担当教員名 ⽥中 雅次、金谷 輝人、金枝 敏明、蜂谷 和明、横山 隆、中川 惠友、松

浦 洋司 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答 なし。 
科目名 最適設計ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS01010 
実務経験のある教員  
達成目標 参考文献等による研究の背景や目的を調べ、指導教員と課題設定、⻑期的研究計

画、短期的研究計画、問題解決法、実験結果などについて、日々議論し、研究活
動を行う。 

受講者へのコメント 特になし。 
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし。 
英文科目名 Seminar of Optimum Design 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 指導教員の下で研究課題を設定し、研究を行うための能力を養成することを目標

とする。また、学会での研究発表、学会誌への論文投稿、博士論文の作成・発表
を通して、自主的に研究する能力、研究内容をまとめる能力、プレゼンテーショ
ン能力、コミュニケーション能力を養うことを目標とする。研究内容としては、
材料強度学、塑性加⼯学、精密加⼯学、および設計学を基盤として、これらを総
合した最適設計法の確立を目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  



準備学習 準備学習として、参考文献等による研究の背景や目的を調べ、指導教員と課題設
定、⻑期的研究計画、短期的研究計画、問題解決法、実験結果などについて、日々
議論し、研究活動を行う。 

 



年度 2014 
授業コード DTS01110 
成績評価 学位取得相当の研究成果であるかを評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(11〜) 
見出し DTS01110 電子物理⼯学特別研究 
担当教員名 秋山 宜生、垣谷 公徳、河村 実生、笠 展幸、栗⽥ 満史 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答 この講義は 2014 年度受講者がいなかったため開講していません。 
科目名 電子物理⼯学特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS01110 
実務経験のある教員  
達成目標 学会での研究発表、学会誌への投稿、博士論文の作成・発表を通して、自主的に

研究する能力、研究内容をまとめる能力、プレゼンテーション能力、コミュニケ
ーション能力を養うことを目標とする。 

受講者へのコメント この講義は 2014 年度受講者がいなかったため開講していません。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この講義は 2014 年度受講者がいなかったため開講していません。 
英文科目名 Thesis Work of Applied Electronic Physics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 この講義は 2014 年度受講者がいなかったため開講していません。 
講義目的 指導教員の下で研究課題により、自主的に研究する能力を養成することを目的と

する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 準備学習として、文献等による研究の背景や目的を調べ、指導教員と課題設定、

⻑期的研究計画、短期的研究計画、問題解決法、実験結果などについて、日々議
論し、研究活動を行う。 

 



年度 2014 
授業コード DTS01210 
成績評価 学位取得相当の研究内容であるかを評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(11〜) 
見出し DTS01210 電子物理⼯学ゼミナール 
担当教員名 秋山 宜生、垣谷 公徳、河村 実生、笠 展幸、栗⽥ 満史 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答 この講義は 2014 年度受講者がいなかったため開講していません。 
科目名 電子物理⼯学ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS01210 
実務経験のある教員  
達成目標 学会での研究発表、学会誌への投稿、博士論文の作成・発表を通して、自主的に

研究する能力、研究内容をまとめる能力、プレゼンテーション能力、コミュニケ
ーション能力を養うことを目標とする。 

受講者へのコメント この講義は 2014 年度受講者がいなかったため開講していません。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この講義は 2014 年度受講者がいなかったため開講していません。 
英文科目名 Seminar of Applied Electronic Physics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 この講義は 2014 年度受講者がいなかったため開講していません。 
講義目的 指導教員の下で研究課題により、自主的に研究する能力を養成することを目的と

する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 準備学習として、文献等による研究の背景や目的を調べ、指導教員と課題設定、

⻑期的研究計画、短期的研究計画、問題解決法、実験結果などについて、日々議
論し、研究活動を行う。 

 



年度 2014 
授業コード DTS01310 
成績評価 年度初めに設定する目標に対する到達度を教員と確認して決定する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(11〜) 
見出し DTS01310 天然物生産システム特別研究 
担当教員名 滝澤 昇、安藤 秀哉、大塚 隆尚、竹⽥ 邦雄、野上 潤造、森山 佳子 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 天然物生産システム特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS01310 
実務経験のある教員  
達成目標 論文博士にふさわしい知識と技術を習得し、その分野の研究者としての見識を備

える。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Chemistry of Natural Products 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 それぞれの分野で最先端の知識と技術を習得し、自立した研究者を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 天然物生産システムに所属する各研究室で与えられた研究テーマとそれに関連

する研究に関して、研究論文をよく読んで自分の研究に関して下調べを十分にし
ておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード DTS01410 
成績評価 年度初めに設定する目標に対する到達度を教員と確認して決定する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(11〜) 
見出し DTS01410 天然物生産システムゼミナール 
担当教員名 滝澤 昇、安藤 秀哉、大塚 隆尚、竹⽥ 邦雄、野上 潤造、森山 佳子 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 天然物生産システムゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS01410 
実務経験のある教員  
達成目標 論文博士にふさわしい知識と技術を学び、その分野の研究者としての見識を備え

る。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Chemistry of Natural Products 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 それぞれの分野で最先端の知識と技術を習得し、自立した研究者を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 天然物生産システムに所属する各研究室で与えられた研究テーマとそれに関連

する研究に関して、研究論文をよく読んでおくこと。 
まとめたことを発表する際には、あらゆる質問に答えられるよう周到な準備をし
ておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード DTS01510 
成績評価 指導教員と研究課題に関して日々議論を重ねた具体的な成果としての，学会発表

要旨あるは専門学術雑誌への投稿論文によって評価する． 
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(11〜13) 
見出し DTS01510 装置設計学特別研究 
担当教員名 平野 博之、宮原 敏郎、永谷 尚紀 
単位数 15 
教科書 適宜，学術論文あるいは学術図書を配布・指示する． 
アクティブラーニング  
キーワード 流動，伝熱，拡散，反応⼯学，単位操作，装置設計 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 装置設計学特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜，学術論文あるいは学術図書を配布・指示する． 
授業形態 実験実習 
注意備考 日々，研究課題について理解を深化させること． 
シラバスコード DTS01510 
実務経験のある教員  
達成目標 関連分野の国内学会や国際会議において研究発表を行えるようになること． 

他の研究者と研究課題について，的確な議論を交わせるようになること． 
学会誌などの専門学術誌への論文を執筆するとともに，論文を投稿し掲載を目指
すようになること． 
成果をもとに，博士論文の作成にとりかかる見通しを立てることができるように
なること． 

受講者へのコメント  
連絡先 宮原敏郎，永谷尚紀（３号館１階） 

平野博之（３号館２階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 移動現象⼯学ゼミナール 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 移動現象に関わる研究課題について，研究遂行ならびに研究発表を行うための能

力を養うこと．合わせて，専門知識に関して，プレゼンテーション能力，コミュ
ニケーション能力の涵養を図ること． 

対象学年 2 年/3 年 



授業内容  
準備学習 日々，学術論文や学術図書などの調査を周到に行って，研究背景や研究目的につ

いて精査するとともに，関連する内容の研究方法や研究成果についても最新の情
報を収集することを怠らないこと．その上で，指導教員と⻑期的あるいは短期的
な研究計画などについて，日々議論し，更新しながら研究を遂行し，質を高めて
いくこと．さらに，国際会議や学術論文執筆に備え，専門の科学英語力の向上に
努めること． 

 



年度 2014 
授業コード DTS01610 
成績評価 研究課題に関する中間発表について，移動現象⼯学的観点から評価する 
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(11〜13) 
見出し DTS01610 装置設計学ゼミナール 
担当教員名 平野 博之、宮原 敏郎、永谷 尚紀 
単位数 5 
教科書 適宜指示する． 
アクティブラーニング  
キーワード 流動⼯学，伝熱⼯学，拡散⼯学，反応⼯学 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 装置設計学ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する． 
授業形態 実験実習 
注意備考 移動現象⼯学について，広く理解しようと努めること． 
シラバスコード DTS01610 
実務経験のある教員  
達成目標 自らの研究課題を，流動⼯学，伝熱⼯学，拡散⼯学，反応⼯学的な観点から理解

し，移動現象⼯学との関連について，的確に論究できるようになること． 
受講者へのコメント  
連絡先 宮原敏郎，永谷尚紀（３号館１階） 

平野博之（３号館２階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 移動現象⼯学特別研究 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 博士論文作成のための研究課題について，広く移動現象⼯学的な観点から理解を

深めるために必要な専門知識を修得すること． 
対象学年 2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 自らの研究課題のみならず，広く移動現象⼯学に関する情報の収集に努めるとと

もに，自然科学の修得に努めること． 
 



年度 2014 
授業コード DTS01710 
成績評価 個々の学生に各人の研究テーマに関連した文献調査を課し、独自のアイデアを盛

り込むことで有用物質の新規合成ルートを創出させる。提出された合成ルートの
新規性、実用性を吟味することで評価する 

曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(11〜) 
見出し DTS01710 材料システム特別研究 
担当教員名 冨永 敏弘、折⽥ 明浩、福原 実、竹崎 誠 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 材料システム特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS01710 
実務経験のある教員  
達成目標 既知の反応や合成法に関する文献を徹底的に調査し、これを理解・解析すること

から、新たな合成手法や合成ルートの提案を目指す。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Organic and Inorganic Materials 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 研究者として十分な思考力を発揮し、直面するテーマや問題点を解決できる能力

を獲得する 
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 準備学習として、文献等による研究の背景や目的を調べ、指導教員と課題設定、

⻑期的研究計画、短期的研究計画、問題解決法、実験結果などについて、日々議
論し、研究活動を行う。 

 



年度 2014 
授業コード DTS01810 
成績評価 個々の学生に各人の研究テーマに関連した文献調査を課し、独自のアイデアを盛

り込むことで有用物質の新規合成ルートを創出させる。提出された合成ルートの
新規性、実用性を吟味することで評価する 

曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(11〜) 
見出し DTS01810 材料システムゼミナール 
担当教員名 冨永 敏弘、折⽥ 明浩、福原 実、竹崎 誠 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 材料システムゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS01810 
実務経験のある教員  
達成目標 既知の反応や合成法に関する文献を徹底的に調査し、これを理解・解析すること

から、新たな合成手法や合成ルートの提案を目指す。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of 0rganic and Inorganic Materials 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 研究者として十分な思考力を発揮し、直面するテーマや問題点を解決できる能力

を獲得する 
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 準備学習として、文献等による研究の背景や目的を調べ、指導教員と課題設定、

⻑期的研究計画、短期的研究計画、問題解決法、実験結果などについて、日々議
論し、研究活動を行う。 

 



年度 2014 
授業コード DTS01910 
成績評価 学会での研究発表、学会誌への投稿、博士論文の作成・発表による。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(13〜) 
見出し DTS01910 生体医⼯学特別研究 
担当教員名 内貴 猛、⽊原 朝彦、猶原 順、中路 修平、松⽊ 範明、小畑 秀明、二見 

翠、松 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 生体医⼯学特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS01910 
実務経験のある教員  
達成目標 文献等による研究の背景や目的を調べ、課題設定、⻑期的研究計画、短期的研究

計画、問題解決法、実験結果などについて、日々議論し、研究活動を行うことを
達成目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Biomedical Engineering 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の下で研究課題を設定し、研究を行うための能力を養成することを目標

とする。また、学会での研究発表、学会誌への投稿、博士論文の作成・発表を通
して、自主的に研究する能力、研究内容をまとめる能力、プレゼンテーション能
力、コミュニケーション能力を養うことを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 準備学習として、文献等による研究の背景や目的を調べ、指導教員と課題設定、

⻑期的研究計画、短期的研究計画、問題解決法、実験結果などについて、日々議



論し、研究活動を行う。 
 



年度 2014 
授業コード DTS02010 
成績評価 学会での研究発表、学会誌への投稿、博士論文の作成・発表による。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(13〜) 
見出し DTS02010 生体医⼯学ゼミナール 
担当教員名 内貴 猛、⽊原 朝彦、猶原 順、中路 修平、松⽊ 範明、小畑 秀明、二見 

翠、松 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 生体医⼯学ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS02010 
実務経験のある教員  
達成目標 文献等による研究の背景や目的を調べ、課題設定、⻑期的研究計画、短期的研究

計画、問題解決法、実験結果などについて、日々議論し、研究活動を行うことを
達成目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Biomedical Engineering 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の下で研究課題を設定し、研究を行うための能力を養成することを目標

とする。また、学会での研究発表、学会誌への投稿、博士論文の作成・発表を通
して、自主的に研究する能力、研究内容をまとめる能力、プレゼンテーション能
力、コミュニケーション能力を養うことを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 準備学習として、文献等による研究の背景や目的を調べ、指導教員と課題設定、

⻑期的研究計画、短期的研究計画、問題解決法、実験結果などについて、日々議



論し、研究活動を行う。 
 



年度 2014 
授業コード DTS02110 
成績評価 学会での研究発表、学会誌への論文投稿、博士論文の作成・発表による。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(13〜) 
見出し DTS02110 建築設計学特別研究 
担当教員名 ⽥中 利幸、江面 嗣人、後藤 義明、山崎 雅弘、吉⽥ 治典、小林 正実、

中山 哲 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 建築設計学特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS02110 
実務経験のある教員  
達成目標 先行研究による研究の背景を調査し、指導教員と課題設定、⻑期的研究計画、短

期的研究計画、問題解決法、研究結果などを考察・分析し論文をまとめる。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Architecture and Building Engineering Design 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の下で研究課題を設定し、学会での研究発表、学会誌への論文投稿、博

士論文の作成・発表を通して、自主的に研究する能力、研究内容をまとめる能力、
プレゼンテーション能力、コミュニケーション能力を養うことを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 準備学習として、文献等による研究の背景や目的を調べ、指導教員と課題設定、

⻑期的研究計画、短期的研究計画、問題解決法、実験結果などについて、日々議
論し、研究活動を行う。 

 



年度 2014 
授業コード DTS02210 
成績評価 学会での研究発表、学会誌への論文投稿、博士論文の作成・発表による。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(13〜) 
見出し DTS02210 建築設計学ゼミナール 
担当教員名 ⽥中 利幸、江面 嗣人、後藤 義明、山崎 雅弘、吉⽥ 治典、小林 正実、

中山 哲 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 建築設計学ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS02210 
実務経験のある教員  
達成目標 先行研究による研究の背景を調査し、指導教員と課題設定、⻑期的研究計画、短

期的研究計画、問題解決法、研究結果などについて、日々議論し、研究活動を行
う。 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Architecture and Building Engineering Design 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の下で研究課題を設定し、研究を行うための能力を養成することを目標

とする。また、学会での研究発表、学会誌への論文投稿、博士論文の作成・発表
を通して、自主的に研究する能力、研究内容をまとめる能力、プレゼンテーショ
ン能力、コミュニケーション能力を養うことを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 準備学習として、文献等による研究の背景や目的を調べ、指導教員と課題設定、

⻑期的研究計画、短期的研究計画、問題解決法、実験結果などについて、日々議



論し、研究活動を行う。 
 



年度 2014 
授業コード DTS02310 
成績評価 研究成果および発表を総合し各担当指導教員が判断する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(14〜) 
見出し DTS02310 情報システム特別研究 
担当教員名 小畑 正貴、小松 雅治、信吉 輝己、大倉 充、島⽥ 恭宏、島⽥ 英之、道

⻄ 博行 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 情報システム特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS02310 
実務経験のある教員  
達成目標 指導教員の下で研究課題を設定し、研究を行うためのことができること。また、

学会での研究発表、学会誌への投稿、博士論文の作成・発表を通して、自主的に
研究する能力、研究内容をまとめる能力、プレゼンテーション能力、コミュニケ
ーション能力が充分身につくこと。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の下で研究課題を設定し、研究を行うための能力を養成することを目標

とする。また、学会での研究発表、学会誌への投稿、博士論文の作成・発表を通
して、自主的に研究する能力、研究内容をまとめる能力、プレゼンテーション能
力、コミュニケーション能力を養うことを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 準備学習として、文献等による研究の背景や目的を調べ、指導教員と課題設定、



⻑期的研究計画、短期的研究計画、問題解決法、実験結果などについて、日々議
論し、研究活動を行う。 

 



年度 2014 
授業コード DTS02410 
成績評価 研究への取り組み方及びその成果、またプレゼンテーション能力などを総合的に

判断し成績評価を行う。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(14〜) 
見出し DTS02410 情報システムゼミナール 
担当教員名 小畑 正貴、小松 雅治、信吉 輝己、大倉 充、島⽥ 恭宏、島⽥ 英之、道

⻄ 博行 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 情報システムゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS02410 
実務経験のある教員  
達成目標 指導教員の下で研究課題を設定し、独自に研究を遂行できること. 

また、学会での研究発表、学会誌への投稿、博士論文の作成・発表を通して、自
主的に研究する能力、研究内容をまとめる能力、プレゼンテーション能力、コミ
ュニケーション能力を身につけること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の下で研究課題を設定し、研究を行うための能力を養成することを目標

とする。また、学会での研究発表、学会誌への投稿、博士論文の作成・発表を通
して、自主的に研究する能力、研究内容をまとめる能力、プレゼンテーション能
力、コミュニケーション能力を養うことを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  



準備学習 準備学習として、文献等による研究の背景や目的を調べ、指導教員と課題設定、
⻑期的研究計画、短期的研究計画、問題解決法、実験結果などについて、日々議
論し、研究活動を行う。 

 



年度 2014 
授業コード DTS02510 
成績評価 指導教員と研究課題に関して日々議論を重ねた具体的な成果としての，学会発表

要旨あるは専門学術雑誌への投稿論文によって評価する． 
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(14〜) 
見出し DTS02510 移動現象⼯学特別研究 
担当教員名 平野 博之、永谷 尚紀、宮原 敏郎 
単位数 15 
教科書 適宜，学術論文あるいは学術図書を配布・指示する． 
アクティブラーニング  
キーワード 流動，伝熱，拡散，反応⼯学，単位操作，装置設計 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 移動現象⼯学特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜，学術論文あるいは学術図書を配布・指示する． 
授業形態 実験実習 
注意備考 日々，研究課題について理解を深化させること． 
シラバスコード DTS02510 
実務経験のある教員  
達成目標 関連分野の国内学会や国際会議において研究発表を行えるようになること． 

他の研究者と研究課題について，的確な議論を交わせるようになること． 
学会誌などの専門学術誌への論文を執筆するとともに，論文を投稿し掲載を目指
すようになること． 
成果をもとに，博士論文の作成にとりかかる見通しを立てることができるように
なること． 

受講者へのコメント 引き続き，移動現象⼯学に基づいた装置設計に関わる研究・教育の指導を行い，
学位論文作成のための一助としたい． 

連絡先 宮原敏郎，永谷尚紀（３号館１階） 
平野博之（３号館２階） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 アンケートを実施していない 
英文科目名  
関連科目 移動現象⼯学ゼミナール 
次回に向けての改善変更予定 引き続き，移動現象⼯学に基づいた装置設計に関わる研究・教育の指導を行い，

学位論文作成のための一助としたい． 
講義目的 移動現象に関わる研究課題について，研究遂行ならびに研究発表を行うための能

力を養うこと．合わせて，専門知識に関して，プレゼンテーション能力，コミュ



ニケーション能力の涵養を図ること． 
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 日々，学術論文や学術図書などの調査を周到に行って，研究背景や研究目的につ

いて精査するとともに，関連する内容の研究方法や研究成果についても最新の情
報を収集することを怠らないこと．その上で，指導教員と⻑期的あるいは短期的
な研究計画などについて，日々議論し，更新しながら研究を遂行し，質を高めて
いくこと．さらに，国際会議や学術論文執筆に備え，専門の科学英語力の向上に
努めること． 

 



年度 2014 
授業コード DTS02610 
成績評価 研究課題に関する中間発表について，移動現象⼯学的観点から評価する 
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(14〜) 
見出し DTS02610 移動現象⼯学ゼミナール 
担当教員名 平野 博之、永谷 尚紀、宮原 敏郎 
単位数 5 
教科書 適宜指示する． 
アクティブラーニング  
キーワード 流動⼯学，伝熱⼯学，拡散⼯学，反応⼯学 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 移動現象⼯学ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する． 
授業形態 実験実習 
注意備考 移動現象⼯学について，広く理解しようと努めること． 
シラバスコード DTS02610 
実務経験のある教員  
達成目標 自らの研究課題を，流動⼯学，伝熱⼯学，拡散⼯学，反応⼯学的な観点から理解

し，移動現象⼯学との関連について，的確に論究できるようになること． 
受講者へのコメント 引き続き，移動現象⼯学に関わる実験的手法ならびに数値解析的手法に関する研

究指導を実施していきたい 
連絡先 宮原敏郎，永谷尚紀（３号館１階） 

平野博之（３号館２階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 アンケートを実施していない 
英文科目名  
関連科目 移動現象⼯学特別研究 
次回に向けての改善変更予定 引き続き，移動現象⼯学に関わる実験的手法ならびに数値解析的手法に関する研

究指導を実施していきたい． 
講義目的 博士論文作成のための研究課題について，広く移動現象⼯学的な観点から理解を

深めるために必要な専門知識を修得すること． 
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 自らの研究課題のみならず，広く移動現象⼯学に関する情報の収集に努めるとと

もに，自然科学の修得に努めること． 
 



年度 2014 
授業コード FA000410 
成績評価 評価にあたって，日常の学習状況を特に重視する．日常の学習の成果（６０％），

定期試験（４０％）で成績を評価する．ただし，日常学習は（小テスト）：（課題）
＝２：１で評価する．これらの総得点を 100 点に換算し，60 点以上を合格とす
る．また，授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合と定期試験が未受験の場合
には無効とみなし，E と評価する． 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),基礎理学科(〜14),生物

化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),動物学科(〜14),バイオ・応用化学科(〜14),
電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),知能機械⼯学科(〜14),生体医⼯
学科(〜14),建築学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14),総合情報学部(〜
14),生物地球学科(〜14) 

見出し FA000410 入門物理 
担当教員名 沖 隆義 
単位数 2 
教科書 ポータルサイトの共有スペースの学部共通の中のフォルダ入門物理沖の教材を

ダウンロードしておくこと．そのほかの作成教材は適宜配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード SI 単位，変位，x-t グラフ，v-t グラフ，ベクトル，スカラー，速度，加速度，運

動方程式，運動量原理，仕事，エネルギー，エネルギー原理，力学的エネルギー
保存の法則 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 上で述べた改善が，「例題をしっかりやってほしかったです．」というコメントを

書いてくれた人への返礼となると思います． 
科目名 入門物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新しい高校物理の教科書/山本明利他（講談社）：人物で語る物理入門/米沢富美

子/（岩波新書） 
授業形態 講義 
注意備考 多様化度調査の物理を受験し，受講を勧められた 1 年生が対象である．基礎科目

履修の前提として入門物理の受講が必要な学科もあるので確認すること．試験は
定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とする．小テストの結果により必要
な受講生には学習相談室で再テスト並びに学習指導をする．「疑問点の解消など
のため，学習相談室を自主的に訪問すること」を期待する．なお、この授業は基
礎的内容を系統的に理解するように構成され，評価にも影響するので，遅刻，欠
席のないようにすること． 

シラバスコード FA000410 
実務経験のある教員  
達成目標 単なる暗記だけでなく，力学の法則を理解し，簡潔な図が描け，それをもとに計

算をして，単位をつけて数値が出せる． 



受講者へのコメント 授業に満足してくれた人が 61.1％いたことはうれしく感じています．最後まで講
義をあきらめないで受けた人は，たとえ単位をとれなかったとしても，何か有益
なものが残ったはずです．あともう少しの努力が大きな飛躍につながると思いま
す．各項目評価に対する所見で述べたことをぜひとも実行してください． 

連絡先 学習相談室 25 号館 5 階  Tel.: 086（256）8438 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 途中でやめた人や遅刻が例年以上に多く残念です．授業以外の学習が入門物理で
は最低 2 時間は必要です．一時間以下の人がほとんどという実態は少し悲しい．
物理の必要な人は，今からでも遅くないので，電子教材などを友達と一緒にやっ
てください．分からないことがあれば，ぜひとも学習相談室を訪問してください．
高校で物理Ⅰを未履修の人が 55.6％と多くいたので，未履修の人でこれから物理
がいる人は，特にそうしてください． 

英文科目名 Introductory Physics 
関連科目 物理学Ⅰ・Ⅱ，物理実験，力学Ⅰ・Ⅱなど 
次回に向けての改善変更予定 基本を講義してきましたが，実効性が思ったように上がっていません．秋学期か

らは予習を各自やってもらうことを前提として，演習問題のいくつかをグループ
別に当てて，プレゼンテーションしてもらうことに重点を置こうと思います． 

講義目的 物理学は理⼯系，医療系科目の基礎になっている．高校で物理学が未履修，また
は十分に学ぶことができなかった 1 年生を対象に，入門的な解説と演習を行う．
物理学の基本になる力やエネルギーを通して，物理的な見方や考え方にふれてい
く． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教材配布（2 回目以降も適宜配布していく）と学習上の注意．物理量の国際

単位について説明し，平均の速さについての復習をする． 
課題１を提示し宿題とする．A4 レポート用紙に表題と学籍番号と学科，氏名を
一番上に書き，答えを書いて次回に朱筆添削をして提出する．複数枚になるとき
は左端を 2 か所ステップラー留めしておくこと．以下課題は同じように処理す
る． 
2 回 課題 1 の解説をする．赤いボールペンで各自の答えに加筆訂正する．添削
した課題 1 を回収する． 
  
運動の表し方１；変位を図示によって説明する．変位を使って平均 

準備学習 1 回 国際単位系について調べ，また義務教育課程で習った速さについて復習を
しておくこと． 
2 回 前回の学習の定着を確認しながら課題 1 をやり，変位と平均速度，ｘ−ｔ
グラフについて教材を読んで学習内容の概要を把握し，特にその傾きが何にあた
るか考えておくこと． 
3 回 前回の講義を踏まえて，課題２を解いておくこと．等速直線運動を v-t グラ
フで表し，その傾きと時間軸との間の面積が何に当たるかを予習しておくこと． 
4 回 第 3 回で学習したことを復習すること．課題 3 をやっておくこと．等加速
度直線運動について予習したうえで， 



 



年度 2014 
授業コード FA000411 
成績評価 評価にあたって，日常の学習状況を特に重視する．日常の学習の成果（６０％），

定期試験（４０％）で成績を評価する．ただし，日常学習は（小テスト）：（課題）
＝２：１で評価する．これらの総得点を 100 点に換算し，60 点以上を合格とす
る．また，授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合と定期試験が未受験の場合
には無効とみなし，E と評価する． 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13),生物地球システム学科(〜13),建築学科(〜13) 
見出し FA000411 入門物理(再) 
担当教員名 沖 隆義 
単位数 2 
教科書 ポータルサイトの共有スペースの学部共通の中のフォルダ入門物理沖の教材を

ダウンロードしておくこと．そのほかの作成教材は適宜配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード SI 単位，変位，x-t グラフ，v-t グラフ，ベクトル，スカラー，速度，加速度，運

動方程式，運動量原理，仕事，エネルギー，エネルギー原理，力学的エネルギー
保存の法則 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門物理(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新しい高校物理の教科書/山本明利他（講談社）：人物で語る物理入門/米沢富美

子/（岩波新書） 
授業形態 講義 
注意備考 多様化度調査の物理を受験し，受講を勧められた 1 年生が対象である．基礎科目

履修の前提として入門物理の受講が必要な学科もあるので確認すること．試験は
定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とする．小テストの結果により必要
な受講生には学習相談室で再テスト並びに学習指導をする．「疑問点の解消など
のため，学習相談室を自主的に訪問すること」を期待する．なお、この授業は基
礎的内容を系統的に理解するように構成され，評価にも影響するので，遅刻，欠
席のないようにすること． 

シラバスコード FA000411 
実務経験のある教員  
達成目標 単なる暗記だけでなく，力学の法則を理解し，簡潔な図が描け，それをもとに計

算をして，単位をつけて数値が出せる． 
受講者へのコメント  
連絡先 学習相談室 25 号館 5 階  Tel.: 086（256）8438 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Introductory Physics 
関連科目 物理学Ⅰ・Ⅱ，物理実験，力学Ⅰ・Ⅱなど 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学は理⼯系，医療系科目の基礎になっている．高校で物理学が未履修，また

は十分に学ぶことができなかった 1 年生を対象に，入門的な解説と演習を行う．
物理学の基本になる力やエネルギーを通して，物理的な見方や考え方にふれてい
く． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教材配布（2 回目以降も適宜配布していく）と学習上の注意．物理量の国際

単位について説明し，平均の速さについての復習をする． 
課題１を提示し宿題とする．A4 レポート用紙に表題と学籍番号と学科，氏名を
一番上に書き，答えを書いて次回に朱筆添削をして提出する．複数枚になるとき
は左端を 2 か所ステップラー留めしておくこと．以下課題は同じように処理す
る． 
2 回 課題 1 の解説をする．赤いボールペンで各自の答えに加筆訂正する．添削
した課題 1 を回収する． 
  
運動の表し方１；変位を図示によって説明する．変位を使って平均 

準備学習 1 回 国際単位系について調べ，また義務教育課程で習った速さについて復習を
しておくこと． 
2 回 前回の学習の定着を確認しながら課題 1 をやり，変位と平均速度，ｘ−ｔ
グラフについて教材を読んで学習内容の概要を把握し，特にその傾きが何にあた
るか考えておくこと． 
3 回 前回の講義を踏まえて，課題２を解いておくこと．等速直線運動を v-t グラ
フで表し，その傾きと時間軸との間の面積が何に当たるかを予習しておくこと． 
4 回 第 3 回で学習したことを復習すること．課題 3 をやっておくこと．等加速
度直線運動について予習したうえで， 

 



年度 2014 
授業コード FA000420 
成績評価 評価にあたって，日常の学習状況を特に重視する．日常の学習の成果（６０％），

定期試験（４０％）で成績を評価する．ただし，日常学習は（小テスト）：（課題）
＝２：１で評価する．これらの総得点を 100 点に換算し，60 点以上を合格とす
る．また，授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合と定期試験が未受験の場合
には無効とみなし，E と評価する． 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),基礎理学科(〜14),生物

化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),動物学科(〜14),バイオ・応用化学科(〜14),
電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),知能機械⼯学科(〜14),生体医⼯
学科(〜14),建築学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14),総合情報学部(〜
14),生物地球学科(〜14) 

見出し FA000420 入門物理 
担当教員名 三村 茂＊ 
単位数 2 
教科書 ポータルサイトの共有スペースの学部共通の中のフォルダ入門物理沖の教材を

ダウンロードしておくこと．そのほかの作成教材は適宜配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード SI 単位，変位，x-t グラフ，v-t グラフ，ベクトル，スカラー，速度，加速度，運

動方程式，運動量原理，仕事，エネルギー，エネルギー原理，力学的エネルギー
保存の法則 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 〇教科書がほしいです。〇問題集がほしいです。問題をたくさん解かないと身に

つかないので。 
回答：「問題をたくさん解かないと身につかない」というのは，物理に関しては全
く正しいです。教科書や問題集は用意しませんが，ポータルサイトに進んだ学習
教材を用意していますので利用してください。また，詳しいことは学習相談室へ
行って尋ねてください。 

科目名 入門物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新しい高校物理の教科書/山本明利他（講談社）：人物で語る物理入門/米沢富美

子/（岩波新書） 
授業形態 講義 
注意備考 多様化度調査の物理を受験し，受講を勧められた 1 年生が対象である．基礎科目

履修の前提として入門物理の受講が必要な学科もあるので確認すること．試験は
定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とする．小テストの結果により必要
な受講生には学習相談室で再テスト並びに学習指導をする．「疑問点の解消など
のため，学習相談室を自主的に訪問すること」を期待する．なお、この授業は基
礎的内容を系統的に理解するように構成され，評価にも影響するので，遅刻，欠
席のないようにすること． 



シラバスコード FA000420 
実務経験のある教員  
達成目標 単なる暗記だけでなく，力学の法則を理解し，簡潔な図が描け，それをもとに計

算をして，単位をつけて数値が出せる． 
受講者へのコメント 1 週間の勉強時間が少ないです。初めて物理を学習する者の姿勢としてはいただ

けません。何事も初めが肝⼼です。分からない言葉や式が多くてたいへんだから
こそ，家庭での学習や質問が大切になってくると思います。 

連絡先 学習相談室 25 号館 5 階  Tel.: 086（256）8438 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]２）授業時間外の学習時間が 30 分程度という人が一番多かったのが気にな
る。 
[B]授業を受けて，物理に対する理解が深まったという人が多くて良かった。 
[C]６）授業に対する教員（私）の意欲を感じてもらえたようである。 
[E]８）理解しやすいように，説明にもう少し⼯夫を加えてほしいという意見が
多かった。実は同感で，私も授業しながら，もう少し分かりやすく説明できない
ものかと思案していました。 
９）板書やスライドがよく見えなかった点はお詫びします。 

英文科目名 Introductory Physics 
関連科目 物理学Ⅰ・Ⅱ，物理実験，力学Ⅰ・Ⅱなど 
次回に向けての改善変更予定 配布プリントや板書等に⼯夫をしたいと思います。 
講義目的 物理学は理⼯系，医療系科目の基礎になっている．高校で物理学が未履修，また

は十分に学ぶことができなかった 1 年生を対象に，入門的な解説と演習を行う．
物理学の基本になる力やエネルギーを通して，物理的な見方や考え方にふれてい
く． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教材配布（2 回目以降も適宜配布していく）と学習上の注意．物理量の国際

単位について説明し，平均の速さについての復習をする． 
課題１を提示し宿題とする．A4 レポート用紙に表題と学籍番号と学科，氏名を
一番上に書き，答えを書いて次回に朱筆添削をして提出する．複数枚になるとき
は左端を 2 か所ステップラー留めしておくこと．以下課題は同じように処理す
る． 
2 回 課題 1 の解説をする．赤いボールペンで各自の答えに加筆訂正する．添削
した課題 1 を回収する． 
  
運動の表し方１；変位を図示によって説明する．変位を使って平均 

準備学習 1 回 国際単位系について調べ，また義務教育課程で習った速さについて復習を
しておくこと． 
2 回 前回の学習の定着を確認しながら課題 1 をやり，変位と平均速度，ｘ−ｔ
グラフについて教材を読んで学習内容の概要を把握し，特にその傾きが何にあた
るか考えておくこと． 
3 回 前回の講義を踏まえて，課題２を解いておくこと．等速直線運動を v-t グラ



フで表し，その傾きと時間軸との間の面積が何に当たるかを予習しておくこと． 
4 回 第 3 回で学習したことを復習すること．課題 3 をやっておくこと．等加速
度直線運動について予習したうえで， 

 



年度 2014 
授業コード FA000421 
成績評価 評価にあたって，日常の学習状況を特に重視する．日常の学習の成果（６０％），

定期試験（４０％）で成績を評価する．ただし，日常学習は（小テスト）：（課題）
＝２：１で評価する．これらの総得点を 100 点に換算し，60 点以上を合格とす
る．また，授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合と定期試験が未受験の場合
には無効とみなし，E と評価する． 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13),生物地球システム学科(〜13),建築学科(〜13) 
見出し FA000421 入門物理(再) 
担当教員名 三村 茂＊ 
単位数 2 
教科書 ポータルサイトの共有スペースの学部共通の中のフォルダ入門物理沖の教材を

ダウンロードしておくこと．そのほかの作成教材は適宜配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード SI 単位，変位，x-t グラフ，v-t グラフ，ベクトル，スカラー，速度，加速度，運

動方程式，運動量原理，仕事，エネルギー，エネルギー原理，力学的エネルギー
保存の法則 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門物理(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新しい高校物理の教科書/山本明利他（講談社）：人物で語る物理入門/米沢富美

子/（岩波新書） 
授業形態 講義 
注意備考 多様化度調査の物理を受験し，受講を勧められた 1 年生が対象である．基礎科目

履修の前提として入門物理の受講が必要な学科もあるので確認すること．試験は
定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とする．小テストの結果により必要
な受講生には学習相談室で再テスト並びに学習指導をする．「疑問点の解消など
のため，学習相談室を自主的に訪問すること」を期待する．なお、この授業は基
礎的内容を系統的に理解するように構成され，評価にも影響するので，遅刻，欠
席のないようにすること． 

シラバスコード FA000421 
実務経験のある教員  
達成目標 単なる暗記だけでなく，力学の法則を理解し，簡潔な図が描け，それをもとに計

算をして，単位をつけて数値が出せる． 
受講者へのコメント  
連絡先 学習相談室 25 号館 5 階  Tel.: 086（256）8438 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Introductory Physics 
関連科目 物理学Ⅰ・Ⅱ，物理実験，力学Ⅰ・Ⅱなど 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学は理⼯系，医療系科目の基礎になっている．高校で物理学が未履修，また

は十分に学ぶことができなかった 1 年生を対象に，入門的な解説と演習を行う．
物理学の基本になる力やエネルギーを通して，物理的な見方や考え方にふれてい
く． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教材配布（2 回目以降も適宜配布していく）と学習上の注意．物理量の国際

単位について説明し，平均の速さについての復習をする． 
課題１を提示し宿題とする．A4 レポート用紙に表題と学籍番号と学科，氏名を
一番上に書き，答えを書いて次回に朱筆添削をして提出する．複数枚になるとき
は左端を 2 か所ステップラー留めしておくこと．以下課題は同じように処理す
る． 
2 回 課題 1 の解説をする．赤いボールペンで各自の答えに加筆訂正する．添削
した課題 1 を回収する． 
  
運動の表し方１；変位を図示によって説明する．変位を使って平均 

準備学習 1 回 国際単位系について調べ，また義務教育課程で習った速さについて復習を
しておくこと． 
2 回 前回の学習の定着を確認しながら課題 1 をやり，変位と平均速度，ｘ−ｔ
グラフについて教材を読んで学習内容の概要を把握し，特にその傾きが何にあた
るか考えておくこと． 
3 回 前回の講義を踏まえて，課題２を解いておくこと．等速直線運動を v-t グラ
フで表し，その傾きと時間軸との間の面積が何に当たるかを予習しておくこと． 
4 回 第 3 回で学習したことを復習すること．課題 3 をやっておくこと．等加速
度直線運動について予習したうえで， 

 



年度 2014 
授業コード FA000430 
成績評価 評価にあたって，日常の学習状況を特に重視する．日常の学習の成果（６０％），

定期試験（４０％）で成績を評価する．ただし，日常学習は（小テスト）：（課題）
＝２：１で評価する．これらの総得点を 100 点に換算し，60 点以上を合格とす
る．また，授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合と定期試験が未受験の場合
には無効とみなし，E と評価する． 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),基礎理学科(〜14),生物

化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),動物学科(〜14),バイオ・応用化学科(〜14),
電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),知能機械⼯学科(〜14),生体医⼯
学科(〜14),建築学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14),総合情報学部(〜
14),生物地球学科(〜14) 

見出し FA000430 入門物理 
担当教員名 沖 隆義 
単位数 2 
教科書 ポータルサイトの共有スペースの学部共通の中のフォルダ入門物理沖の教材を

ダウンロードしておくこと．そのほかの作成教材は適宜配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード SI 単位，変位，x-t グラフ，v-t グラフ，ベクトル，スカラー，速度，加速度，運

動方程式，運動量原理，仕事，エネルギー，エネルギー原理，力学的エネルギー
保存の法則 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 この時間の入門物理の自由記述は 1 名だけで，「これからの授業の準備になっ

た．」とコメントしてくれました．うれしかったです．なお，上で述べた改善が，
他の時間の入門物理で「例題をしっかりやってほしかったです．」というコメン
トを書いてくれた人への返礼となると思います． 

科目名 入門物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新しい高校物理の教科書/山本明利他（講談社）：人物で語る物理入門/米沢富美

子/（岩波新書） 
授業形態 講義 
注意備考 多様化度調査の物理を受験し，受講を勧められた 1 年生が対象である．基礎科目

履修の前提として入門物理の受講が必要な学科もあるので確認すること．試験は
定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とする．小テストの結果により必要
な受講生には学習相談室で再テスト並びに学習指導をする．「疑問点の解消など
のため，学習相談室を自主的に訪問すること」を期待する．なお、この授業は基
礎的内容を系統的に理解するように構成され，評価にも影響するので，遅刻，欠
席のないようにすること． 

シラバスコード FA000430 
実務経験のある教員  



達成目標 単なる暗記だけでなく，力学の法則を理解し，簡潔な図が描け，それをもとに計
算をして，単位をつけて数値が出せる． 

受講者へのコメント 授業に満足してくれた人が 75％いたことはうれしく感じています．最後まで講
義をあきらめないで受けた人は，たとえ単位をとれなかったとしても，何か有益
なものが残ったはずです．あともう少しの努力が大きな飛躍につながると思いま
す．各項目評価に対する所見で述べたことをぜひとも実行してください． 

連絡先 学習相談室 25 号館 5 階  Tel.: 086（256）8438 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 多様化度で指定した人がほとん受講してくれなかったことは残念です．授業以外
の学習が入門物理では最低 2 時間は必要です．一時間以下の人がほとんどという
実態は少し悲しい．物理の必要な人は，今からでも遅くないので，電子教材など
を友達と一緒にやってください．分からないことがあれば，ぜひとも学習相談室
を訪問してください． 

英文科目名 Introductory Physics 
関連科目 物理学Ⅰ・Ⅱ，物理実験，力学Ⅰ・Ⅱなど 
次回に向けての改善変更予定 基本を講義してきましたが，実効性が思ったように上がっていません．秋学期か

らは予習を各自やってもらうことを前提として，演習問題のいくつかをグループ
別に当てて，プレゼンテーションしてもらうことに重点を置こうと思います． 

講義目的 物理学は理⼯系，医療系科目の基礎になっている．高校で物理学が未履修，また
は十分に学ぶことができなかった 1 年生を対象に，入門的な解説と演習を行う．
物理学の基本になる力やエネルギーを通して，物理的な見方や考え方にふれてい
く． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教材配布（2 回目以降も適宜配布していく）と学習上の注意．物理量の国際

単位について説明し，平均の速さについての復習をする． 
課題１を提示し宿題とする．A4 レポート用紙に表題と学籍番号と学科，氏名を
一番上に書き，答えを書いて次回に朱筆添削をして提出する．複数枚になるとき
は左端を 2 か所ステップラー留めしておくこと．以下課題は同じように処理す
る． 
2 回 課題 1 の解説をする．赤いボールペンで各自の答えに加筆訂正する．添削
した課題 1 を回収する． 
  
運動の表し方１；変位を図示によって説明する．変位を使って平均 

準備学習 1 回 国際単位系について調べ，また義務教育課程で習った速さについて復習を
しておくこと． 
2 回 前回の学習の定着を確認しながら課題 1 をやり，変位と平均速度，ｘ−ｔ
グラフについて教材を読んで学習内容の概要を把握し，特にその傾きが何にあた
るか考えておくこと． 
3 回 前回の講義を踏まえて，課題２を解いておくこと．等速直線運動を v-t グラ
フで表し，その傾きと時間軸との間の面積が何に当たるかを予習しておくこと． 
4 回 第 3 回で学習したことを復習すること．課題 3 をやっておくこと．等加速



度直線運動について予習したうえで， 
 



年度 2014 
授業コード FA000431 
成績評価 評価にあたって，日常の学習状況を特に重視する．日常の学習の成果（６０％），

定期試験（４０％）で成績を評価する．ただし，日常学習は（小テスト）：（課題）
＝２：１で評価する．これらの総得点を 100 点に換算し，60 点以上を合格とす
る．また，授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合と定期試験が未受験の場合
には無効とみなし，E と評価する． 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13),生物地球システム学科(〜13),建築学科(〜13) 
見出し FA000431 入門物理(再) 
担当教員名 沖 隆義 
単位数 2 
教科書 ポータルサイトの共有スペースの学部共通の中のフォルダ入門物理沖の教材を

ダウンロードしておくこと．そのほかの作成教材は適宜配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード SI 単位，変位，x-t グラフ，v-t グラフ，ベクトル，スカラー，速度，加速度，運

動方程式，運動量原理，仕事，エネルギー，エネルギー原理，力学的エネルギー
保存の法則 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門物理(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新しい高校物理の教科書/山本明利他（講談社）：人物で語る物理入門/米沢富美

子/（岩波新書） 
授業形態 講義 
注意備考 多様化度調査の物理を受験し，受講を勧められた 1 年生が対象である．基礎科目

履修の前提として入門物理の受講が必要な学科もあるので確認すること．試験は
定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とする．小テストの結果により必要
な受講生には学習相談室で再テスト並びに学習指導をする．「疑問点の解消など
のため，学習相談室を自主的に訪問すること」を期待する．なお、この授業は基
礎的内容を系統的に理解するように構成され，評価にも影響するので，遅刻，欠
席のないようにすること． 

シラバスコード FA000431 
実務経験のある教員  
達成目標 単なる暗記だけでなく，力学の法則を理解し，簡潔な図が描け，それをもとに計

算をして，単位をつけて数値が出せる． 
受講者へのコメント  
連絡先 学習相談室 25 号館 5 階  Tel.: 086（256）8438 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Introductory Physics 
関連科目 物理学Ⅰ・Ⅱ，物理実験，力学Ⅰ・Ⅱなど 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学は理⼯系，医療系科目の基礎になっている．高校で物理学が未履修，また

は十分に学ぶことができなかった 1 年生を対象に，入門的な解説と演習を行う．
物理学の基本になる力やエネルギーを通して，物理的な見方や考え方にふれてい
く． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教材配布（2 回目以降も適宜配布していく）と学習上の注意．物理量の国際

単位について説明し，平均の速さについての復習をする． 
課題１を提示し宿題とする．A4 レポート用紙に表題と学籍番号と学科，氏名を
一番上に書き，答えを書いて次回に朱筆添削をして提出する．複数枚になるとき
は左端を 2 か所ステップラー留めしておくこと．以下課題は同じように処理す
る． 
2 回 課題 1 の解説をする．赤いボールペンで各自の答えに加筆訂正する．添削
した課題 1 を回収する． 
  
運動の表し方１；変位を図示によって説明する．変位を使って平均 

準備学習 1 回 国際単位系について調べ，また義務教育課程で習った速さについて復習を
しておくこと． 
2 回 前回の学習の定着を確認しながら課題 1 をやり，変位と平均速度，ｘ−ｔ
グラフについて教材を読んで学習内容の概要を把握し，特にその傾きが何にあた
るか考えておくこと． 
3 回 前回の講義を踏まえて，課題２を解いておくこと．等速直線運動を v-t グラ
フで表し，その傾きと時間軸との間の面積が何に当たるかを予習しておくこと． 
4 回 第 3 回で学習したことを復習すること．課題 3 をやっておくこと．等加速
度直線運動について予習したうえで， 

 



年度 2014 
授業コード FA000440 
成績評価 評価にあたって，日常の学習状況を特に重視する．日常の学習の成果（６０％），

定期試験（４０％）で成績を評価する．ただし，日常学習は（小テスト）：（課題）
＝２：１で評価する．これらの総得点を 100 点に換算し，60 点以上を合格とす
る．また，授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合と定期試験が未受験の場合
には無効とみなし，E と評価する． 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),基礎理学科(〜14),生物

化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),動物学科(〜14),バイオ・応用化学科(〜14),
電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),知能機械⼯学科(〜14),生体医⼯
学科(〜14),建築学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14),総合情報学部(〜
14),生物地球学科(〜14) 

見出し FA000440 入門物理 
担当教員名 三村 茂＊ 
単位数 2 
教科書 ポータルサイトの共有スペースの学部共通の中のフォルダ入門物理沖の教材を

ダウンロードしておくこと．そのほかの作成教材は適宜配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード SI 単位，変位，x-t グラフ，v-t グラフ，ベクトル，スカラー，速度，加速度，運

動方程式，運動量原理，仕事，エネルギー，エネルギー原理，力学的エネルギー
保存の法則 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 〇いつもお話しが面白いので授業が楽しい。〇物理への理解が深まった。〇ノー

トが取りやすく分かりやすかった。〇授業に対する先生のやる気が強く感じら
れ，受けている自分自身もやる気になった。 
回答：「分かりやすかった」「やる気が出た」と言ってもらって私もますます元気
が出ました。ありがとう。 
〇入門物理なので，もう少し限定的に，そして難易度も低く設定してほしい。 
回答：それは無理です。これくらいは必ず必要だという内容を講義しています。
程度を下げる方向に向かうのではなく，私としては説明に⼯夫を，君たちとして
は学習時間 

科目名 入門物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新しい高校物理の教科書/山本明利他（講談社）：人物で語る物理入門/米沢富美

子/（岩波新書） 
授業形態 講義 
注意備考 多様化度調査の物理を受験し，受講を勧められた 1 年生が対象である．基礎科目

履修の前提として入門物理の受講が必要な学科もあるので確認すること．試験は
定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とする．小テストの結果により必要
な受講生には学習相談室で再テスト並びに学習指導をする．「疑問点の解消など



のため，学習相談室を自主的に訪問すること」を期待する．なお、この授業は基
礎的内容を系統的に理解するように構成され，評価にも影響するので，遅刻，欠
席のないようにすること． 

シラバスコード FA000440 
実務経験のある教員  
達成目標 単なる暗記だけでなく，力学の法則を理解し，簡潔な図が描け，それをもとに計

算をして，単位をつけて数値が出せる． 
受講者へのコメント 1 週間の勉強時間が少ないです。初めて物理を学習する者の姿勢としてはいただ

けません。何事も初めが肝⼼です。分からない言葉や式が多くてたいへんだから
こそ，家庭での学習や質問が大切になってくると思います。 

連絡先 学習相談室 25 号館 5 階  Tel.: 086（256）8438 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]２）授業時間外の学習時間が 30 分程度という人が一番多かったのが気にな
る。 
[B]授業を受けて，物理に対する理解が深まったという人が多くて良かった。 
[C]６）授業に対する教員（私）の意欲を感じてもらえたようである。 
[E]８）理解しやすいように，説明にもう少し⼯夫を加えてほしいという意見が
多かった。実は同感で，私も授業しながら，もう少し分かりやすく説明できない
ものかと思案していました。 
９）板書やスライドがよく見えなかった点はお詫びします。 

英文科目名 Introductory Physics 
関連科目 物理学Ⅰ・Ⅱ，物理実験，力学Ⅰ・Ⅱなど 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学は理⼯系，医療系科目の基礎になっている．高校で物理学が未履修，また

は十分に学ぶことができなかった 1 年生を対象に，入門的な解説と演習を行う．
物理学の基本になる力やエネルギーを通して，物理的な見方や考え方にふれてい
く． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教材配布（2 回目以降も適宜配布していく）と学習上の注意．物理量の国際

単位について説明し，平均の速さについての復習をする． 
課題１を提示し宿題とする．A4 レポート用紙に表題と学籍番号と学科，氏名を
一番上に書き，答えを書いて次回に朱筆添削をして提出する．複数枚になるとき
は左端を 2 か所ステップラー留めしておくこと．以下課題は同じように処理す
る． 
2 回 課題 1 の解説をする．赤いボールペンで各自の答えに加筆訂正する．添削
した課題 1 を回収する． 
  
運動の表し方１；変位を図示によって説明する．変位を使って平均 

準備学習 1 回 国際単位系について調べ，また義務教育課程で習った速さについて復習を
しておくこと． 
2 回 前回の学習の定着を確認しながら課題 1 をやり，変位と平均速度，ｘ−ｔ



グラフについて教材を読んで学習内容の概要を把握し，特にその傾きが何にあた
るか考えておくこと． 
3 回 前回の講義を踏まえて，課題２を解いておくこと．等速直線運動を v-t グラ
フで表し，その傾きと時間軸との間の面積が何に当たるかを予習しておくこと． 
4 回 第 3 回で学習したことを復習すること．課題 3 をやっておくこと．等加速
度直線運動について予習したうえで， 

 



年度 2014 
授業コード FA000441 
成績評価 評価にあたって，日常の学習状況を特に重視する．日常の学習の成果（６０％），

定期試験（４０％）で成績を評価する．ただし，日常学習は（小テスト）：（課題）
＝２：１で評価する．これらの総得点を 100 点に換算し，60 点以上を合格とす
る．また，授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合と定期試験が未受験の場合
には無効とみなし，E と評価する． 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13),生物地球システム学科(〜13),建築学科(〜13) 
見出し FA000441 入門物理(再) 
担当教員名 三村 茂＊ 
単位数 2 
教科書 ポータルサイトの共有スペースの学部共通の中のフォルダ入門物理沖の教材を

ダウンロードしておくこと．そのほかの作成教材は適宜配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード SI 単位，変位，x-t グラフ，v-t グラフ，ベクトル，スカラー，速度，加速度，運

動方程式，運動量原理，仕事，エネルギー，エネルギー原理，力学的エネルギー
保存の法則 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門物理(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新しい高校物理の教科書/山本明利他（講談社）：人物で語る物理入門/米沢富美

子/（岩波新書） 
授業形態 講義 
注意備考 多様化度調査の物理を受験し，受講を勧められた 1 年生が対象である．基礎科目

履修の前提として入門物理の受講が必要な学科もあるので確認すること．試験は
定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とする．小テストの結果により必要
な受講生には学習相談室で再テスト並びに学習指導をする．「疑問点の解消など
のため，学習相談室を自主的に訪問すること」を期待する．なお、この授業は基
礎的内容を系統的に理解するように構成され，評価にも影響するので，遅刻，欠
席のないようにすること． 

シラバスコード FA000441 
実務経験のある教員  
達成目標 単なる暗記だけでなく，力学の法則を理解し，簡潔な図が描け，それをもとに計

算をして，単位をつけて数値が出せる． 
受講者へのコメント  
連絡先 学習相談室 25 号館 5 階  Tel.: 086（256）8438 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Introductory Physics 
関連科目 物理学Ⅰ・Ⅱ，物理実験，力学Ⅰ・Ⅱなど 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学は理⼯系，医療系科目の基礎になっている．高校で物理学が未履修，また

は十分に学ぶことができなかった 1 年生を対象に，入門的な解説と演習を行う．
物理学の基本になる力やエネルギーを通して，物理的な見方や考え方にふれてい
く． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教材配布（2 回目以降も適宜配布していく）と学習上の注意．物理量の国際

単位について説明し，平均の速さについての復習をする． 
課題１を提示し宿題とする．A4 レポート用紙に表題と学籍番号と学科，氏名を
一番上に書き，答えを書いて次回に朱筆添削をして提出する．複数枚になるとき
は左端を 2 か所ステップラー留めしておくこと．以下課題は同じように処理す
る． 
2 回 課題 1 の解説をする．赤いボールペンで各自の答えに加筆訂正する．添削
した課題 1 を回収する． 
  
運動の表し方１；変位を図示によって説明する．変位を使って平均 

準備学習 1 回 国際単位系について調べ，また義務教育課程で習った速さについて復習を
しておくこと． 
2 回 前回の学習の定着を確認しながら課題 1 をやり，変位と平均速度，ｘ−ｔ
グラフについて教材を読んで学習内容の概要を把握し，特にその傾きが何にあた
るか考えておくこと． 
3 回 前回の講義を踏まえて，課題２を解いておくこと．等速直線運動を v-t グラ
フで表し，その傾きと時間軸との間の面積が何に当たるかを予習しておくこと． 
4 回 第 3 回で学習したことを復習すること．課題 3 をやっておくこと．等加速
度直線運動について予習したうえで， 

 



年度 2014 
授業コード FA000450 
成績評価 評価にあたって，日常の学習状況を特に重視する．日常の学習の成果（６０％），

定期試験（４０％）で成績を評価する．ただし，日常学習は（小テスト）：（課題）
＝２：１で評価する．これらの総得点を 100 点に換算し，60 点以上を合格とす
る．また，授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合と定期試験が未受験の場合
には無効とみなし，E と評価する． 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),基礎理学科(〜14),生物

化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),動物学科(〜14),バイオ・応用化学科(〜14),
電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),知能機械⼯学科(〜14),生体医⼯
学科(〜14),建築学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14),総合情報学部(〜
14),生物地球学科(〜14) 

見出し FA000450 入門物理 
担当教員名 三村 茂＊ 
単位数 2 
教科書 ポータルサイトの共有スペースの学部共通の中のフォルダ入門物理沖の教材を

ダウンロードしておくこと．そのほかの作成教材は適宜配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード SI 単位，変位，x-t グラフ，v-t グラフ，ベクトル，スカラー，速度，加速度，運

動方程式，運動量原理，仕事，エネルギー，エネルギー原理，力学的エネルギー
保存の法則 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 〇高校で習ったことが復習できて良かったです。〇一つ一つの分野に対して解説

が充実しており，高校で物理をとっていなかった私でもよく理解できました。 
回答：好意的な意見が多かったということは，みなさんが努力して理解していっ
てくれたからだと思います。これからも努力を続けていってください。 

科目名 入門物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新しい高校物理の教科書/山本明利他（講談社）：人物で語る物理入門/米沢富美

子/（岩波新書） 
授業形態 講義 
注意備考 多様化度調査の物理を受験し，受講を勧められた 1 年生が対象である．基礎科目

履修の前提として入門物理の受講が必要な学科もあるので確認すること．試験は
定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とする．小テストの結果により必要
な受講生には学習相談室で再テスト並びに学習指導をする．「疑問点の解消など
のため，学習相談室を自主的に訪問すること」を期待する．なお、この授業は基
礎的内容を系統的に理解するように構成され，評価にも影響するので，遅刻，欠
席のないようにすること． 

シラバスコード FA000450 
実務経験のある教員  



達成目標 単なる暗記だけでなく，力学の法則を理解し，簡潔な図が描け，それをもとに計
算をして，単位をつけて数値が出せる． 

受講者へのコメント 1 週間の勉強時間が少ないです。初めて物理を学習する者の姿勢としてはいただ
けません。何事も初めが肝⼼です。分からない言葉や式が多くてたいへんだから
こそ，家庭での学習や質問が大切になってくると思います。 

連絡先 学習相談室 25 号館 5 階  Tel.: 086（256）8438 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]２）授業時間外の学習時間が 30 分程度という人が一番多かったのが気にな
る。 
[B]授業を受けて，物理に対する理解が深まったという人が多くて良かった。 
[C]６）授業に対する教員（私）の意欲を感じてもらえたようである。 
[E]８）理解しやすいように，説明にもう少し⼯夫を加えてほしいという意見が
多かった。実は同感で，私も授業しながら，もう少し分かりやすく説明できない
ものかと思案していました。 

英文科目名 Introductory Physics 
関連科目 物理学Ⅰ・Ⅱ，物理実験，力学Ⅰ・Ⅱなど 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学は理⼯系，医療系科目の基礎になっている．高校で物理学が未履修，また

は十分に学ぶことができなかった 1 年生を対象に，入門的な解説と演習を行う．
物理学の基本になる力やエネルギーを通して，物理的な見方や考え方にふれてい
く． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教材配布（2 回目以降も適宜配布していく）と学習上の注意．物理量の国際

単位について説明し，平均の速さについての復習をする． 
課題１を提示し宿題とする．A4 レポート用紙に表題と学籍番号と学科，氏名を
一番上に書き，答えを書いて次回に朱筆添削をして提出する．複数枚になるとき
は左端を 2 か所ステップラー留めしておくこと．以下課題は同じように処理す
る． 
2 回 課題 1 の解説をする．赤いボールペンで各自の答えに加筆訂正する．添削
した課題 1 を回収する． 
  
運動の表し方１；変位を図示によって説明する．変位を使って平均 

準備学習 1 回 国際単位系について調べ，また義務教育課程で習った速さについて復習を
しておくこと． 
2 回 前回の学習の定着を確認しながら課題 1 をやり，変位と平均速度，ｘ−ｔ
グラフについて教材を読んで学習内容の概要を把握し，特にその傾きが何にあた
るか考えておくこと． 
3 回 前回の講義を踏まえて，課題２を解いておくこと．等速直線運動を v-t グラ
フで表し，その傾きと時間軸との間の面積が何に当たるかを予習しておくこと． 
4 回 第 3 回で学習したことを復習すること．課題 3 をやっておくこと．等加速
度直線運動について予習したうえで， 



 



年度 2014 
授業コード FA000451 
成績評価 評価にあたって，日常の学習状況を特に重視する．日常の学習の成果（６０％），

定期試験（４０％）で成績を評価する．ただし，日常学習は（小テスト）：（課題）
＝２：１で評価する．これらの総得点を 100 点に換算し，60 点以上を合格とす
る．また，授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合と定期試験が未受験の場合
には無効とみなし，E と評価する． 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13),生物地球システム学科(〜13),建築学科(〜13) 
見出し FA000451 入門物理(再) 
担当教員名 三村 茂＊ 
単位数 2 
教科書 ポータルサイトの共有スペースの学部共通の中のフォルダ入門物理沖の教材を

ダウンロードしておくこと．そのほかの作成教材は適宜配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード SI 単位，変位，x-t グラフ，v-t グラフ，ベクトル，スカラー，速度，加速度，運

動方程式，運動量原理，仕事，エネルギー，エネルギー原理，力学的エネルギー
保存の法則 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門物理(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新しい高校物理の教科書/山本明利他（講談社）：人物で語る物理入門/米沢富美

子/（岩波新書） 
授業形態 講義 
注意備考 多様化度調査の物理を受験し，受講を勧められた 1 年生が対象である．基礎科目

履修の前提として入門物理の受講が必要な学科もあるので確認すること．試験は
定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とする．小テストの結果により必要
な受講生には学習相談室で再テスト並びに学習指導をする．「疑問点の解消など
のため，学習相談室を自主的に訪問すること」を期待する．なお、この授業は基
礎的内容を系統的に理解するように構成され，評価にも影響するので，遅刻，欠
席のないようにすること． 

シラバスコード FA000451 
実務経験のある教員  
達成目標 単なる暗記だけでなく，力学の法則を理解し，簡潔な図が描け，それをもとに計

算をして，単位をつけて数値が出せる． 
受講者へのコメント  
連絡先 学習相談室 25 号館 5 階  Tel.: 086（256）8438 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Introductory Physics 
関連科目 物理学Ⅰ・Ⅱ，物理実験，力学Ⅰ・Ⅱなど 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学は理⼯系，医療系科目の基礎になっている．高校で物理学が未履修，また

は十分に学ぶことができなかった 1 年生を対象に，入門的な解説と演習を行う．
物理学の基本になる力やエネルギーを通して，物理的な見方や考え方にふれてい
く． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教材配布（2 回目以降も適宜配布していく）と学習上の注意．物理量の国際

単位について説明し，平均の速さについての復習をする． 
課題１を提示し宿題とする．A4 レポート用紙に表題と学籍番号と学科，氏名を
一番上に書き，答えを書いて次回に朱筆添削をして提出する．複数枚になるとき
は左端を 2 か所ステップラー留めしておくこと．以下課題は同じように処理す
る． 
2 回 課題 1 の解説をする．赤いボールペンで各自の答えに加筆訂正する．添削
した課題 1 を回収する． 
  
運動の表し方１；変位を図示によって説明する．変位を使って平均 

準備学習 1 回 国際単位系について調べ，また義務教育課程で習った速さについて復習を
しておくこと． 
2 回 前回の学習の定着を確認しながら課題 1 をやり，変位と平均速度，ｘ−ｔ
グラフについて教材を読んで学習内容の概要を把握し，特にその傾きが何にあた
るか考えておくこと． 
3 回 前回の講義を踏まえて，課題２を解いておくこと．等速直線運動を v-t グラ
フで表し，その傾きと時間軸との間の面積が何に当たるかを予習しておくこと． 
4 回 第 3 回で学習したことを復習すること．課題 3 をやっておくこと．等加速
度直線運動について予習したうえで， 

 



年度 2014 
授業コード FA000460 
成績評価 評価にあたって，日常の学習状況を特に重視する．日常の学習の成果（６０％），

定期試験（４０％）で成績を評価する．ただし，日常学習は（小テスト）：（課題）
＝２：１で評価する．これらの総得点を 100 点に換算し，60 点以上を合格とす
る．また，授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合と定期試験が未受験の場合
には無効とみなし，E と評価する． 

曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),基礎理学科(〜14),生物

化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),動物学科(〜14),バイオ・応用化学科(〜14),
電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),知能機械⼯学科(〜14),生体医⼯
学科(〜14),建築学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14),総合情報学部(〜
14),生物地球学科(〜14) 

見出し FA000460 入門物理 
担当教員名 三村 茂＊ 
単位数 2 
教科書 ポータルサイトの共有スペースの学部共通の中のフォルダ入門物理沖の教材を

ダウンロードしておくこと．そのほかの作成教材は適宜配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード SI 単位，変位，x-t グラフ，v-t グラフ，ベクトル，スカラー，速度，加速度，運

動方程式，運動量原理，仕事，エネルギー，エネルギー原理，力学的エネルギー
保存の法則 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 〇教科書があったほうがよかったです。 

回答：科書や問題集は用意しませんが，ポータルサイトに進んだ学習教材を用意
していますので利用してください。ただし，かなりむずかしい問題も含まれてい
ます。また，詳しいことは学習相談室へ行って尋ねてください。 
〇高校で学んでいない人向けの入門講座だと聞いたので履修しましたが，全くそ
んな風には感じませんでした。 
回答：内容は高校物理の，それも力学分野の基本的なところだけなのですが，初
めてのみなさんにはやはり相当むずかしかったようですね。原因としては，私の
説明が初⼼者には少しあ 

科目名 入門物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新しい高校物理の教科書/山本明利他（講談社）：人物で語る物理入門/米沢富美

子/（岩波新書） 
授業形態 講義 
注意備考 多様化度調査の物理を受験し，受講を勧められた 1 年生が対象である．基礎科目

履修の前提として入門物理の受講が必要な学科もあるので確認すること．試験は
定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とする．小テストの結果により必要
な受講生には学習相談室で再テスト並びに学習指導をする．「疑問点の解消など



のため，学習相談室を自主的に訪問すること」を期待する．なお、この授業は基
礎的内容を系統的に理解するように構成され，評価にも影響するので，遅刻，欠
席のないようにすること． 

シラバスコード FA000460 
実務経験のある教員  
達成目標 単なる暗記だけでなく，力学の法則を理解し，簡潔な図が描け，それをもとに計

算をして，単位をつけて数値が出せる． 
受講者へのコメント 1 週間の勉強時間が少ないです。初めて物理を学習する者の姿勢としてはいただ

けません。何事も初めが肝⼼です。分からない言葉や式が多くてたいへんだから
こそ，家庭での学習や質問が大切になってくると思います。 

連絡先 学習相談室 25 号館 5 階  Tel.: 086（256）8438 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]２）授業時間外の学習時間が 30 分程度という人が一番多かったのが気にな
る。 
[B]授業を受けて，物理に対する理解が深まったという人が多くて良かった。 
[C]６）授業に対する教員（私）の意欲を感じてもらえたようである。 
[E]８）理解しやすいように，説明にもう少し⼯夫を加えてほしいという意見が
多かった。実は同感で，私も授業しながら，もう少し分かりやすく説明できない
ものかと思案していました。 

英文科目名 Introductory Physics 
関連科目 物理学Ⅰ・Ⅱ，物理実験，力学Ⅰ・Ⅱなど 
次回に向けての改善変更予定 説明の仕方や板書等に⼯夫をしたいと思います。 
講義目的 物理学は理⼯系，医療系科目の基礎になっている．高校で物理学が未履修，また

は十分に学ぶことができなかった 1 年生を対象に，入門的な解説と演習を行う．
物理学の基本になる力やエネルギーを通して，物理的な見方や考え方にふれてい
く． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教材配布（2 回目以降も適宜配布していく）と学習上の注意．物理量の国際

単位について説明し，平均の速さについての復習をする． 
課題１を提示し宿題とする．A4 レポート用紙に表題と学籍番号と学科，氏名を
一番上に書き，答えを書いて次回に朱筆添削をして提出する．複数枚になるとき
は左端を 2 か所ステップラー留めしておくこと．以下課題は同じように処理す
る． 
2 回 課題 1 の解説をする．赤いボールペンで各自の答えに加筆訂正する．添削
した課題 1 を回収する． 
  
運動の表し方１；変位を図示によって説明する．変位を使って平均 

準備学習 1 回 国際単位系について調べ，また義務教育課程で習った速さについて復習を
しておくこと． 
2 回 前回の学習の定着を確認しながら課題 1 をやり，変位と平均速度，ｘ−ｔ
グラフについて教材を読んで学習内容の概要を把握し，特にその傾きが何にあた



るか考えておくこと． 
3 回 前回の講義を踏まえて，課題２を解いておくこと．等速直線運動を v-t グラ
フで表し，その傾きと時間軸との間の面積が何に当たるかを予習しておくこと． 
4 回 第 3 回で学習したことを復習すること．課題 3 をやっておくこと．等加速
度直線運動について予習したうえで， 

 



年度 2014 
授業コード FA000461 
成績評価 評価にあたって，日常の学習状況を特に重視する．日常の学習の成果（６０％），

定期試験（４０％）で成績を評価する．ただし，日常学習は（小テスト）：（課題）
＝２：１で評価する．これらの総得点を 100 点に換算し，60 点以上を合格とす
る．また，授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合と定期試験が未受験の場合
には無効とみなし，E と評価する． 

曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13),生物地球システム学科(〜13),建築学科(〜13) 
見出し FA000461 入門物理(再) 
担当教員名 三村 茂＊ 
単位数 2 
教科書 ポータルサイトの共有スペースの学部共通の中のフォルダ入門物理沖の教材を

ダウンロードしておくこと．そのほかの作成教材は適宜配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード SI 単位，変位，x-t グラフ，v-t グラフ，ベクトル，スカラー，速度，加速度，運

動方程式，運動量原理，仕事，エネルギー，エネルギー原理，力学的エネルギー
保存の法則 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門物理(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新しい高校物理の教科書/山本明利他（講談社）：人物で語る物理入門/米沢富美

子/（岩波新書） 
授業形態 講義 
注意備考 多様化度調査の物理を受験し，受講を勧められた 1 年生が対象である．基礎科目

履修の前提として入門物理の受講が必要な学科もあるので確認すること．試験は
定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とする．小テストの結果により必要
な受講生には学習相談室で再テスト並びに学習指導をする．「疑問点の解消など
のため，学習相談室を自主的に訪問すること」を期待する．なお、この授業は基
礎的内容を系統的に理解するように構成され，評価にも影響するので，遅刻，欠
席のないようにすること． 

シラバスコード FA000461 
実務経験のある教員  
達成目標 単なる暗記だけでなく，力学の法則を理解し，簡潔な図が描け，それをもとに計

算をして，単位をつけて数値が出せる． 
受講者へのコメント  
連絡先 学習相談室 25 号館 5 階  Tel.: 086（256）8438 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Introductory Physics 
関連科目 物理学Ⅰ・Ⅱ，物理実験，力学Ⅰ・Ⅱなど 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学は理⼯系，医療系科目の基礎になっている．高校で物理学が未履修，また

は十分に学ぶことができなかった 1 年生を対象に，入門的な解説と演習を行う．
物理学の基本になる力やエネルギーを通して，物理的な見方や考え方にふれてい
く． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教材配布（2 回目以降も適宜配布していく）と学習上の注意．物理量の国際

単位について説明し，平均の速さについての復習をする． 
課題１を提示し宿題とする．A4 レポート用紙に表題と学籍番号と学科，氏名を
一番上に書き，答えを書いて次回に朱筆添削をして提出する．複数枚になるとき
は左端を 2 か所ステップラー留めしておくこと．以下課題は同じように処理す
る． 
2 回 課題 1 の解説をする．赤いボールペンで各自の答えに加筆訂正する．添削
した課題 1 を回収する． 
  
運動の表し方１；変位を図示によって説明する．変位を使って平均 

準備学習 1 回 国際単位系について調べ，また義務教育課程で習った速さについて復習を
しておくこと． 
2 回 前回の学習の定着を確認しながら課題 1 をやり，変位と平均速度，ｘ−ｔ
グラフについて教材を読んで学習内容の概要を把握し，特にその傾きが何にあた
るか考えておくこと． 
3 回 前回の講義を踏まえて，課題２を解いておくこと．等速直線運動を v-t グラ
フで表し，その傾きと時間軸との間の面積が何に当たるかを予習しておくこと． 
4 回 第 3 回で学習したことを復習すること．課題 3 をやっておくこと．等加速
度直線運動について予習したうえで， 

 



年度 2014 
授業コード FA000470 
成績評価 評価にあたって，日常の学習状況を特に重視する．日常の学習の成果（６０％），

定期試験（４０％）で成績を評価する．ただし，日常学習は（小テスト）：（課題）
＝２：１で評価する．これらの総得点を 100 点に換算し，60 点以上を合格とす
る．また，授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合と定期試験が未受験の場合
には無効とみなし，E と評価する． 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),基礎理学科(〜14),生物

化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),動物学科(〜14),バイオ・応用化学科(〜14),
電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),知能機械⼯学科(〜14),生体医⼯
学科(〜14),建築学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14),総合情報学部(〜
14),生物地球学科(〜14) 

見出し FA000470 入門物理 
担当教員名 三村 茂＊ 
単位数 2 
教科書 ポータルサイトの共有スペースの学部共通の中のフォルダ入門物理沖の教材を

ダウンロードしておくこと．そのほかの作成教材は適宜配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード SI 単位，変位，x-t グラフ，v-t グラフ，ベクトル，スカラー，速度，加速度，運

動方程式，運動量原理，仕事，エネルギー，エネルギー原理，力学的エネルギー
保存の法則 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 〇スライドやプリントが分かりにくい。 

回答：反省しています。もう少し分かりやすいものにしていこうと思います。 
〇：授業自体は面白いです。しかし，テストがあるのに，その範囲のプリントを
回収されては勉強できません。 
回答：これも反省しています。回収の方法などをもう少し⼯夫しないといけませ
んね。 
〇途中，余計な話が入ってきて聞く気がしなくなります。 
回答：余談と言っても物理に関する面白い話をしたつもりなのですが。そのとき
の「例」などがその場に相応しいものだったかどうかは反省してみる必要がある
かもしれませんね。 

科目名 入門物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新しい高校物理の教科書/山本明利他（講談社）：人物で語る物理入門/米沢富美

子/（岩波新書） 
授業形態 講義 
注意備考 多様化度調査の物理を受験し，受講を勧められた 1 年生が対象である．基礎科目

履修の前提として入門物理の受講が必要な学科もあるので確認すること．試験は
定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とする．小テストの結果により必要



な受講生には学習相談室で再テスト並びに学習指導をする．「疑問点の解消など
のため，学習相談室を自主的に訪問すること」を期待する．なお、この授業は基
礎的内容を系統的に理解するように構成され，評価にも影響するので，遅刻，欠
席のないようにすること． 

シラバスコード FA000470 
実務経験のある教員  
達成目標 単なる暗記だけでなく，力学の法則を理解し，簡潔な図が描け，それをもとに計

算をして，単位をつけて数値が出せる． 
受講者へのコメント 1 週間の勉強時間が少ないです。初めて物理を学習する者の姿勢としてはいただ

けません。何事も初めが肝⼼です。分からない言葉や式が多くてたいへんだから
こそ，家庭での学習や質問が大切になってくると思います。 

連絡先 学習相談室 25 号館 5 階  Tel.: 086（256）8438 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]２）授業時間外の学習時間が 30 分程度という人が圧倒的に多かったのが気に
なる。 
[B]授業を受けて，物理に対する理解が深まったという人が多くて良かった。 
[C]６）授業に対する教員（私）の意欲を感じてもらえたようである。 
[E]８）「教科書や資料が，少し平易なものの方が良い」という意見がかなりあっ
たのには少しびっくりしました。内容は高校物理の力学分野の基礎部分だけだっ
たからです。内容の質を落とすのではなく，それを理解しないと自分たちが困る
んだと言う意識で勉強してほしいですね。 

英文科目名 Introductory Physics 
関連科目 物理学Ⅰ・Ⅱ，物理実験，力学Ⅰ・Ⅱなど 
次回に向けての改善変更予定 配布プリントや板書等に⼯夫をしたいと思います。 
講義目的 物理学は理⼯系，医療系科目の基礎になっている．高校で物理学が未履修，また

は十分に学ぶことができなかった 1 年生を対象に，入門的な解説と演習を行う．
物理学の基本になる力やエネルギーを通して，物理的な見方や考え方にふれてい
く． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教材配布（2 回目以降も適宜配布していく）と学習上の注意．物理量の国際

単位について説明し，平均の速さについての復習をする． 
課題１を提示し宿題とする．A4 レポート用紙に表題と学籍番号と学科，氏名を
一番上に書き，答えを書いて次回に朱筆添削をして提出する．複数枚になるとき
は左端を 2 か所ステップラー留めしておくこと．以下課題は同じように処理す
る． 
2 回 課題 1 の解説をする．赤いボールペンで各自の答えに加筆訂正する．添削
した課題 1 を回収する． 
  
運動の表し方１；変位を図示によって説明する．変位を使って平均 

準備学習 1 回 国際単位系について調べ，また義務教育課程で習った速さについて復習を
しておくこと． 



2 回 前回の学習の定着を確認しながら課題 1 をやり，変位と平均速度，ｘ−ｔ
グラフについて教材を読んで学習内容の概要を把握し，特にその傾きが何にあた
るか考えておくこと． 
3 回 前回の講義を踏まえて，課題２を解いておくこと．等速直線運動を v-t グラ
フで表し，その傾きと時間軸との間の面積が何に当たるかを予習しておくこと． 
4 回 第 3 回で学習したことを復習すること．課題 3 をやっておくこと．等加速
度直線運動について予習したうえで， 

 



年度 2014 
授業コード FA000471 
成績評価 評価にあたって，日常の学習状況を特に重視する．日常の学習の成果（６０％），

定期試験（４０％）で成績を評価する．ただし，日常学習は（小テスト）：（課題）
＝２：１で評価する．これらの総得点を 100 点に換算し，60 点以上を合格とす
る．また，授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合と定期試験が未受験の場合
には無効とみなし，E と評価する． 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13),生物地球システム学科(〜13),建築学科(〜13) 
見出し FA000471 入門物理(再) 
担当教員名 三村 茂＊ 
単位数 2 
教科書 ポータルサイトの共有スペースの学部共通の中のフォルダ入門物理沖の教材を

ダウンロードしておくこと．そのほかの作成教材は適宜配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード SI 単位，変位，x-t グラフ，v-t グラフ，ベクトル，スカラー，速度，加速度，運

動方程式，運動量原理，仕事，エネルギー，エネルギー原理，力学的エネルギー
保存の法則 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門物理(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新しい高校物理の教科書/山本明利他（講談社）：人物で語る物理入門/米沢富美

子/（岩波新書） 
授業形態 講義 
注意備考 多様化度調査の物理を受験し，受講を勧められた 1 年生が対象である．基礎科目

履修の前提として入門物理の受講が必要な学科もあるので確認すること．試験は
定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とする．小テストの結果により必要
な受講生には学習相談室で再テスト並びに学習指導をする．「疑問点の解消など
のため，学習相談室を自主的に訪問すること」を期待する．なお、この授業は基
礎的内容を系統的に理解するように構成され，評価にも影響するので，遅刻，欠
席のないようにすること． 

シラバスコード FA000471 
実務経験のある教員  
達成目標 単なる暗記だけでなく，力学の法則を理解し，簡潔な図が描け，それをもとに計

算をして，単位をつけて数値が出せる． 
受講者へのコメント  
連絡先 学習相談室 25 号館 5 階  Tel.: 086（256）8438 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Introductory Physics 
関連科目 物理学Ⅰ・Ⅱ，物理実験，力学Ⅰ・Ⅱなど 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学は理⼯系，医療系科目の基礎になっている．高校で物理学が未履修，また

は十分に学ぶことができなかった 1 年生を対象に，入門的な解説と演習を行う．
物理学の基本になる力やエネルギーを通して，物理的な見方や考え方にふれてい
く． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教材配布（2 回目以降も適宜配布していく）と学習上の注意．物理量の国際

単位について説明し，平均の速さについての復習をする． 
課題１を提示し宿題とする．A4 レポート用紙に表題と学籍番号と学科，氏名を
一番上に書き，答えを書いて次回に朱筆添削をして提出する．複数枚になるとき
は左端を 2 か所ステップラー留めしておくこと．以下課題は同じように処理す
る． 
2 回 課題 1 の解説をする．赤いボールペンで各自の答えに加筆訂正する．添削
した課題 1 を回収する． 
  
運動の表し方１；変位を図示によって説明する．変位を使って平均 

準備学習 1 回 国際単位系について調べ，また義務教育課程で習った速さについて復習を
しておくこと． 
2 回 前回の学習の定着を確認しながら課題 1 をやり，変位と平均速度，ｘ−ｔ
グラフについて教材を読んで学習内容の概要を把握し，特にその傾きが何にあた
るか考えておくこと． 
3 回 前回の講義を踏まえて，課題２を解いておくこと．等速直線運動を v-t グラ
フで表し，その傾きと時間軸との間の面積が何に当たるかを予習しておくこと． 
4 回 第 3 回で学習したことを復習すること．課題 3 をやっておくこと．等加速
度直線運動について予習したうえで， 

 



年度 2014 
授業コード FA000480 
成績評価 評価にあたって，日常の学習状況を特に重視する．日常の学習の成果（６０％），

定期試験（４０％）で成績を評価する．ただし，日常学習は（小テスト）：（課題）
＝２：１で評価する．これらの総得点を 100 点に換算し，60 点以上を合格とす
る．また，授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合と定期試験が未受験の場合
には無効とみなし，E と評価する． 

曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜14) 
見出し FA000480 入門物理 
担当教員名 沖 隆義 
単位数 2 
教科書 ポータルサイトの共有スペースの学部共通の中のフォルダ入門物理沖の教材を

ダウンロードしておくこと．そのほかの作成教材は適宜配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード SI 単位，変位，x-t グラフ，v-t グラフ，ベクトル，スカラー，速度，加速度，運

動方程式，運動量原理，仕事，エネルギー，エネルギー原理，力学的エネルギー
保存の法則 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 教科書を指定して欲しいと言ってくれたひと： 配布した電子教材の縮小コピー

では使いにくかったのでしょう．用意していた教科書形式の電子教材ではだめで
しょうか？ 
ありがとうございましたと言ってくれたひと： こちらこそ，ありがとうござい
ました．うれしかったです． 

科目名 入門物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新しい高校物理の教科書/山本明利他（講談社）：人物で語る物理入門/米沢富美

子/（岩波新書） 
授業形態 講義 
注意備考 多様化度調査の物理を受験し，受講を勧められた 1 年生が対象である．基礎科目

履修の前提として入門物理の受講が必要な学科もあるので確認すること．試験は
定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とする．小テストの結果により必要
な受講生には学習相談室で再テスト並びに学習指導をする．「疑問点の解消など
のため，学習相談室を自主的に訪問すること」を期待する．なお、この授業は基
礎的内容を系統的に理解するように構成され，評価にも影響するので，遅刻，欠
席のないようにすること． 

シラバスコード FA000480 
実務経験のある教員  
達成目標 単なる暗記だけでなく，力学の法則を理解し，簡潔な図が描け，それをもとに計

算をして，単位をつけて数値が出せる． 
受講者へのコメント 総体的に頑張ってくれたと思います．気持ちよく授業ができました．感謝します．



基礎力を固め，国試を乗り越えられることを祈念しています． 
連絡先 学習相談室 25 号館 5 階  Tel.: 086（256）8438 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]授業に対するあなたの取り組み： 欠席も少なく，大部分のひとがしっかり
と取り組んでくれました．感激です． 
[B]この授業におけるあなたの成⻑について： 理解が深まったと興味がわいた
と答えてくれた人が全体の 86.6％いました．懸命に取り組んだ分，必ず他の物理
分野に好影響があるものと確信しています．成功を祈っています． 
[C]総合評価： 目標を達成できたとだいたいできたと答えてくれたひとが
80.0％，半分できたひとを入れると 100％でした．春休みに苦手なところをもう
一度見直しておくともっと成果が出ると思い 

英文科目名 Introductory Physics 
関連科目 物理学Ⅰ・Ⅱ，物理実験，力学Ⅰ・Ⅱなど 
次回に向けての改善変更予定 残念ながら，次年度からは入門レベルの物理は学科で実施されるとのことなの

で，当該学科には改善などができなくなりました．生体医⼯のこのクラスで行っ
た，グループ学習形式を他学科にも行ってみようと思っています． 

講義目的 物理学は理⼯系，医療系科目の基礎になっている．高校で物理学が未履修，また
は十分に学ぶことができなかった 1 年生を対象に，入門的な解説と演習を行う．
物理学の基本になる力やエネルギーを通して，物理的な見方や考え方にふれてい
く． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教材配布（2 回目以降も適宜配布していく）と学習上の注意．物理量の国際

単位について説明し，平均の速さについての復習をする． 
課題１を提示し宿題とする．A4 レポート用紙に表題と学籍番号と学科，氏名を
一番上に書き，答えを書いて次回に朱筆添削をして提出する．複数枚になるとき
は左端を 2 か所ステップラー留めしておくこと．以下課題は同じように処理す
る． 
2 回 課題 1 の解説をする．赤いボールペンで各自の答えに加筆訂正する．添削
した課題 1 を回収する． 
  
運動の表し方１；変位を図示によって説明する．変位を使って平均 

準備学習 1 回 国際単位系について調べ，また義務教育課程で習った速さについて復習を
しておくこと． 
2 回 前回の学習の定着を確認しながら課題 1 をやり，変位と平均速度，ｘ−ｔ
グラフについて教材を読んで学習内容の概要を把握し，特にその傾きが何にあた
るか考えておくこと． 
3 回 前回の講義を踏まえて，課題２を解いておくこと．等速直線運動を v-t グラ
フで表し，その傾きと時間軸との間の面積が何に当たるかを予習しておくこと． 
4 回 第 3 回で学習したことを復習すること．課題 3 をやっておくこと．等加速
度直線運動について予習したうえで， 

 



年度 2014 
授業コード FA000490 
成績評価 評価にあたって，日常の学習状況を特に重視する．日常の学習の成果（６０％），

定期試験（４０％）で成績を評価する．ただし，日常学習は（小テスト）：（課題）
＝２：１で評価する．これらの総得点を 100 点に換算し，60 点以上を合格とす
る．また，授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合と定期試験が未受験の場合
には無効とみなし，E と評価する． 

曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学科(〜14),応用物理学科(〜14),基礎理学科(〜14),生物化学科(〜14),臨床生

命科学科(〜14),動物学科(〜14),バイオ・応用化学科(〜14),電気電子システム学
科(〜14),情報⼯学科(〜14),知能機械⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),建築学
科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学科(〜
14) 

見出し FA000490 入門物理 
担当教員名 三村 茂＊ 
単位数 2 
教科書 ポータルサイトの共有スペースの学部共通の中のフォルダ入門物理沖の教材を

ダウンロードしておくこと．そのほかの作成教材は適宜配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード SI 単位，変位，x-t グラフ，v-t グラフ，ベクトル，スカラー，速度，加速度，運

動方程式，運動量原理，仕事，エネルギー，エネルギー原理，力学的エネルギー
保存の法則 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ◆分かりやすいいい授業だった，高校時代に物理を未履修だったので受講して良

かった，小さな実験をしてくれて理解しやすかった，などの感想がありうれしく
思いました。 
◆運動方程式以降の，例えば落体の法則に関する公式などが多くて覚えきれなか
ったと言う人。君たちの年代で１０や２０の公式が覚えられないはずがありませ
ん。ただ，物理などでは「演習」が本質的に大事です。君たちにはきっとその「演
習」が不足していたのではないかと思われます。「理解は個別にしか得られませ
ん」すなわち，いくら公式を教わっても，それの使い方は「自ら手を 

科目名 入門物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新しい高校物理の教科書/山本明利他（講談社）：人物で語る物理入門/米沢富美

子/（岩波新書） 
授業形態 講義 
注意備考 多様化度調査の物理を受験し，受講を勧められた 1 年生が対象である．基礎科目

履修の前提として入門物理の受講が必要な学科もあるので確認すること．試験は
定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とする．小テストの結果により必要
な受講生には学習相談室で再テスト並びに学習指導をする．「疑問点の解消など
のため，学習相談室を自主的に訪問すること」を期待する．なお、この授業は基



礎的内容を系統的に理解するように構成され，評価にも影響するので，遅刻，欠
席のないようにすること． 

シラバスコード FA000490 
実務経験のある教員  
達成目標 単なる暗記だけでなく，力学の法則を理解し，簡潔な図が描け，それをもとに計

算をして，単位をつけて数値が出せる． 
受講者へのコメント 開講の目的および目標を達成すべく努力してきたつもりですが，欲張りすぎて内

容過多になり過ぎた感がありました。すみませんでした。 
連絡先 学習相談室 25 号館 5 階  Tel.: 086（256）8438 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ２）週当たりの学習時間は例年とほぼ同じで 1 時間程度の人が多かったです。し
かし，1 時間の授業に対して最低 2 時間の予習復習の時間は必要だと思います。
それが最後の単位認定時の結果に現れたのではないかと考えています。次年度か
らのどの授業においてもそれぐらいの勉強はしてほしいものです。 
３）B この授業でこの分野への理解が深まったのは良かったと思います。本当
はさらにこの分野への興味・関⼼も高まってほしかったのですが，こちらの力不
足，および簡単な実験さへあまり出来なかったことなどで，少数だったのは残念
です。 

英文科目名 Introductory Physics 
関連科目 物理学Ⅰ・Ⅱ，物理実験，力学Ⅰ・Ⅱなど 
次回に向けての改善変更予定 より分かりやすくするために，初めに本日の目的を明示し，終わりに本日学んだ

ことのまとめをしていきたいと思います。それから，できるだけ抗議内容に即し
た小さな面白い演示実験をしていきたいと思います。 

講義目的 物理学は理⼯系，医療系科目の基礎になっている．高校で物理学が未履修，また
は十分に学ぶことができなかった 1 年生を対象に，入門的な解説と演習を行う．
物理学の基本になる力やエネルギーを通して，物理的な見方や考え方にふれてい
く． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教材配布（2 回目以降も適宜配布していく）と学習上の注意．物理量の国際

単位について説明し，平均の速さについての復習をする． 
課題１を提示し宿題とする．A4 レポート用紙に表題と学籍番号と学科，氏名を
一番上に書き，答えを書いて次回に朱筆添削をして提出する．複数枚になるとき
は左端を 2 か所ステップラー留めしておくこと．以下課題は同じように処理す
る． 
2 回 課題 1 の解説をする．赤いボールペンで各自の答えに加筆訂正する．添削
した課題 1 を回収する． 
  
運動の表し方１；変位を図示によって説明する．変位を使って平均 

準備学習 1 回 国際単位系について調べ，また義務教育課程で習った速さについて復習を
しておくこと． 
2 回 前回の学習の定着を確認しながら課題 1 をやり，変位と平均速度，ｘ−ｔ



グラフについて教材を読んで学習内容の概要を把握し，特にその傾きが何にあた
るか考えておくこと． 
3 回 前回の講義を踏まえて，課題２を解いておくこと．等速直線運動を v-t グラ
フで表し，その傾きと時間軸との間の面積が何に当たるかを予習しておくこと． 
4 回 第 3 回で学習したことを復習すること．課題 3 をやっておくこと．等加速
度直線運動について予習したうえで， 

 



年度 2014 
授業コード FA000491 
成績評価 評価にあたって，日常の学習状況を特に重視する．日常の学習の成果（６０％），

定期試験（４０％）で成績を評価する．ただし，日常学習は（小テスト）：（課題）
＝２：１で評価する．これらの総得点を 100 点に換算し，60 点以上を合格とす
る．また，授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合と定期試験が未受験の場合
には無効とみなし，E と評価する． 

曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13),生物地球システム学科(〜13),建築学科(〜13) 
見出し FA000491 入門物理(再) 
担当教員名 三村 茂＊ 
単位数 2 
教科書 ポータルサイトの共有スペースの学部共通の中のフォルダ入門物理沖の教材を

ダウンロードしておくこと．そのほかの作成教材は適宜配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード SI 単位，変位，x-t グラフ，v-t グラフ，ベクトル，スカラー，速度，加速度，運

動方程式，運動量原理，仕事，エネルギー，エネルギー原理，力学的エネルギー
保存の法則 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門物理(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新しい高校物理の教科書/山本明利他（講談社）：人物で語る物理入門/米沢富美

子/（岩波新書） 
授業形態 講義 
注意備考 多様化度調査の物理を受験し，受講を勧められた 1 年生が対象である．基礎科目

履修の前提として入門物理の受講が必要な学科もあるので確認すること．試験は
定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とする．小テストの結果により必要
な受講生には学習相談室で再テスト並びに学習指導をする．「疑問点の解消など
のため，学習相談室を自主的に訪問すること」を期待する．なお、この授業は基
礎的内容を系統的に理解するように構成され，評価にも影響するので，遅刻，欠
席のないようにすること． 

シラバスコード FA000491 
実務経験のある教員  
達成目標 単なる暗記だけでなく，力学の法則を理解し，簡潔な図が描け，それをもとに計

算をして，単位をつけて数値が出せる． 
受講者へのコメント  
連絡先 学習相談室 25 号館 5 階  Tel.: 086（256）8438 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Introductory Physics 
関連科目 物理学Ⅰ・Ⅱ，物理実験，力学Ⅰ・Ⅱなど 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学は理⼯系，医療系科目の基礎になっている．高校で物理学が未履修，また

は十分に学ぶことができなかった 1 年生を対象に，入門的な解説と演習を行う．
物理学の基本になる力やエネルギーを通して，物理的な見方や考え方にふれてい
く． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教材配布（2 回目以降も適宜配布していく）と学習上の注意．物理量の国際

単位について説明し，平均の速さについての復習をする． 
課題１を提示し宿題とする．A4 レポート用紙に表題と学籍番号と学科，氏名を
一番上に書き，答えを書いて次回に朱筆添削をして提出する．複数枚になるとき
は左端を 2 か所ステップラー留めしておくこと．以下課題は同じように処理す
る． 
2 回 課題 1 の解説をする．赤いボールペンで各自の答えに加筆訂正する．添削
した課題 1 を回収する． 
  
運動の表し方１；変位を図示によって説明する．変位を使って平均 

準備学習 1 回 国際単位系について調べ，また義務教育課程で習った速さについて復習を
しておくこと． 
2 回 前回の学習の定着を確認しながら課題 1 をやり，変位と平均速度，ｘ−ｔ
グラフについて教材を読んで学習内容の概要を把握し，特にその傾きが何にあた
るか考えておくこと． 
3 回 前回の講義を踏まえて，課題２を解いておくこと．等速直線運動を v-t グラ
フで表し，その傾きと時間軸との間の面積が何に当たるかを予習しておくこと． 
4 回 第 3 回で学習したことを復習すること．課題 3 をやっておくこと．等加速
度直線運動について予習したうえで， 

 



年度 2014 
授業コード FA000500 
成績評価 評価にあたって，日常の学習状況を特に重視する．日常の学習の成果（６０％），

定期試験（４０％）で成績を評価する．ただし，日常学習は（小テスト）：（課題）
＝２：１で評価する．これらの総得点を 100 点に換算し，60 点以上を合格とす
る．また，授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合と定期試験が未受験の場合
には無効とみなし，E と評価する． 

曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜14),応用物理学科(〜14),基礎理学科(〜14),生物化学科(〜14),臨床生

命科学科(〜14),動物学科(〜14),バイオ・応用化学科(〜14),電気電子システム学
科(〜14),情報⼯学科(〜14),知能機械⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),建築学
科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学科(〜
14) 

見出し FA000500 入門物理 
担当教員名 三村 茂＊ 
単位数 2 
教科書 ポータルサイトの共有スペースの学部共通の中のフォルダ入門物理沖の教材を

ダウンロードしておくこと．そのほかの作成教材は適宜配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード SI 単位，変位，x-t グラフ，v-t グラフ，ベクトル，スカラー，速度，加速度，運

動方程式，運動量原理，仕事，エネルギー，エネルギー原理，力学的エネルギー
保存の法則 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ◆出欠の取り方については，コメント通りもう一⼯夫いると思います。 

◆授業の内容を一生懸命伝えていると評価してくれてありがとう。一方，再テス
ト等に当たり少々やる気を損ねる場面があったとしたらお詫びします。すみませ
んでした。私としては今後とも君たちのやる気を促し，積極的に物理を学ぼうと
いう意欲を引き出すような授業，サポートをしていきたいと思います。 

科目名 入門物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新しい高校物理の教科書/山本明利他（講談社）：人物で語る物理入門/米沢富美

子/（岩波新書） 
授業形態 講義 
注意備考 多様化度調査の物理を受験し，受講を勧められた 1 年生が対象である．基礎科目

履修の前提として入門物理の受講が必要な学科もあるので確認すること．試験は
定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とする．小テストの結果により必要
な受講生には学習相談室で再テスト並びに学習指導をする．「疑問点の解消など
のため，学習相談室を自主的に訪問すること」を期待する．なお、この授業は基
礎的内容を系統的に理解するように構成され，評価にも影響するので，遅刻，欠
席のないようにすること． 

シラバスコード FA000500 



実務経験のある教員  
達成目標 単なる暗記だけでなく，力学の法則を理解し，簡潔な図が描け，それをもとに計

算をして，単位をつけて数値が出せる． 
受講者へのコメント 開講の目的および目標を達成すべく努力してきたつもりですが，欲張りすぎて内

容過多になり過ぎた感がありました。すみませんでした。 
連絡先 学習相談室 25 号館 5 階  Tel.: 086（256）8438 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ２）週当たりの学習時間は例年より少なく 30 分程度の人が多かったです。これ
では大学生としてはいけません。1 回の授業に対して最低 2 時間の予習復習の時
間は必要だと思います。それが最後の単位認定時の結果に現れたのではないかと
考えています。次年度からのどの授業においてもそれぐらいの勉強はしてほしい
ものです。 ３）B この授業でこの分野への理解が深まったのは良かったと思い
ます。この分野への興味・関⼼も高まっていたようでうれしかったです。これか
らも前向きに学んでいってください。 

英文科目名 Introductory Physics 
関連科目 物理学Ⅰ・Ⅱ，物理実験，力学Ⅰ・Ⅱなど 
次回に向けての改善変更予定 より分かりやすくするために，初めに本日の目的を明示し，終わりに本日学んだ

ことのまとめをしていきたいと思います。それから，できるだけ抗議内容に即し
た小さな面白い演示実験をしていきたいと思います。 

講義目的 物理学は理⼯系，医療系科目の基礎になっている．高校で物理学が未履修，また
は十分に学ぶことができなかった 1 年生を対象に，入門的な解説と演習を行う．
物理学の基本になる力やエネルギーを通して，物理的な見方や考え方にふれてい
く． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教材配布（2 回目以降も適宜配布していく）と学習上の注意．物理量の国際

単位について説明し，平均の速さについての復習をする． 
課題１を提示し宿題とする．A4 レポート用紙に表題と学籍番号と学科，氏名を
一番上に書き，答えを書いて次回に朱筆添削をして提出する．複数枚になるとき
は左端を 2 か所ステップラー留めしておくこと．以下課題は同じように処理す
る． 
2 回 課題 1 の解説をする．赤いボールペンで各自の答えに加筆訂正する．添削
した課題 1 を回収する． 
  
運動の表し方１；変位を図示によって説明する．変位を使って平均 

準備学習 1 回 国際単位系について調べ，また義務教育課程で習った速さについて復習を
しておくこと． 
2 回 前回の学習の定着を確認しながら課題 1 をやり，変位と平均速度，ｘ−ｔ
グラフについて教材を読んで学習内容の概要を把握し，特にその傾きが何にあた
るか考えておくこと． 
3 回 前回の講義を踏まえて，課題２を解いておくこと．等速直線運動を v-t グラ
フで表し，その傾きと時間軸との間の面積が何に当たるかを予習しておくこと． 



4 回 第 3 回で学習したことを復習すること．課題 3 をやっておくこと．等加速
度直線運動について予習したうえで， 

 



年度 2014 
授業コード FA000501 
成績評価 評価にあたって，日常の学習状況を特に重視する．日常の学習の成果（６０％），

定期試験（４０％）で成績を評価する．ただし，日常学習は（小テスト）：（課題）
＝２：１で評価する．これらの総得点を 100 点に換算し，60 点以上を合格とす
る．また，授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合と定期試験が未受験の場合
には無効とみなし，E と評価する． 

曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13),生物地球システム学科(〜13),建築学科(〜13) 
見出し FA000501 入門物理(再) 
担当教員名 三村 茂＊ 
単位数 2 
教科書 ポータルサイトの共有スペースの学部共通の中のフォルダ入門物理沖の教材を

ダウンロードしておくこと．そのほかの作成教材は適宜配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード SI 単位，変位，x-t グラフ，v-t グラフ，ベクトル，スカラー，速度，加速度，運

動方程式，運動量原理，仕事，エネルギー，エネルギー原理，力学的エネルギー
保存の法則 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門物理(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新しい高校物理の教科書/山本明利他（講談社）：人物で語る物理入門/米沢富美

子/（岩波新書） 
授業形態 講義 
注意備考 多様化度調査の物理を受験し，受講を勧められた 1 年生が対象である．基礎科目

履修の前提として入門物理の受講が必要な学科もあるので確認すること．試験は
定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とする．小テストの結果により必要
な受講生には学習相談室で再テスト並びに学習指導をする．「疑問点の解消など
のため，学習相談室を自主的に訪問すること」を期待する．なお、この授業は基
礎的内容を系統的に理解するように構成され，評価にも影響するので，遅刻，欠
席のないようにすること． 

シラバスコード FA000501 
実務経験のある教員  
達成目標 単なる暗記だけでなく，力学の法則を理解し，簡潔な図が描け，それをもとに計

算をして，単位をつけて数値が出せる． 
受講者へのコメント  
連絡先 学習相談室 25 号館 5 階  Tel.: 086（256）8438 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Introductory Physics 
関連科目 物理学Ⅰ・Ⅱ，物理実験，力学Ⅰ・Ⅱなど 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学は理⼯系，医療系科目の基礎になっている．高校で物理学が未履修，また

は十分に学ぶことができなかった 1 年生を対象に，入門的な解説と演習を行う．
物理学の基本になる力やエネルギーを通して，物理的な見方や考え方にふれてい
く． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教材配布（2 回目以降も適宜配布していく）と学習上の注意．物理量の国際

単位について説明し，平均の速さについての復習をする． 
課題１を提示し宿題とする．A4 レポート用紙に表題と学籍番号と学科，氏名を
一番上に書き，答えを書いて次回に朱筆添削をして提出する．複数枚になるとき
は左端を 2 か所ステップラー留めしておくこと．以下課題は同じように処理す
る． 
2 回 課題 1 の解説をする．赤いボールペンで各自の答えに加筆訂正する．添削
した課題 1 を回収する． 
  
運動の表し方１；変位を図示によって説明する．変位を使って平均 

準備学習 1 回 国際単位系について調べ，また義務教育課程で習った速さについて復習を
しておくこと． 
2 回 前回の学習の定着を確認しながら課題 1 をやり，変位と平均速度，ｘ−ｔ
グラフについて教材を読んで学習内容の概要を把握し，特にその傾きが何にあた
るか考えておくこと． 
3 回 前回の講義を踏まえて，課題２を解いておくこと．等速直線運動を v-t グラ
フで表し，その傾きと時間軸との間の面積が何に当たるかを予習しておくこと． 
4 回 第 3 回で学習したことを復習すること．課題 3 をやっておくこと．等加速
度直線運動について予習したうえで， 

 



年度 2014 
授業コード FA000510 
成績評価 小テスト、課題提出等（３０％）定期考査（７０％） 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用物理学科(〜14),基礎理学科(〜14),生物化学科(〜14),臨床生命科学科(〜

14),動物学科(〜14),知能機械⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),⼯学プロジェク
トコース(〜14),生物地球システム学科(〜14),生物地球学科(〜14) 

見出し FA000510 入門化学 
担当教員名 二場 敬史＊ 
単位数 2 
教科書 Primary 大学テキスト これだけはおさえたい「化学」／井口洋夫・⽊下實・斎

藤幸一ほか／実教出版／978-4-407319880 
アクティブラーニング  
キーワード 高等学校化学分野の基礎知識を再確認する 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  高等学校での教材に限りなく近いものを使用しています。３年目になります。

もう一度基礎からやり直せば必ず力がつくはずです。頑張ってください。（上に
も書きましたが、もう少し自主的に取り組むとさらに良い結果が出るでしょう。） 

科目名 入門化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 多様化度テストの化学を受験し、受講するように勧められた 1 年生が対象であ

る。 
シラバスコード FA000510 
実務経験のある教員  
達成目標 日常生活の中で、生命科学、地球科学、環境科学等での化学分野への理解と応用

ができるような知識を身につけること。 
受講者へのコメント  卒業、進級単位には含まれませんが、基礎力をつけ今後の専門につながるよう

頑張ってください。基礎的な質問は是非、学習相談室を利用してください。 
連絡先 学習相談室（２５号館５階 9:00〜17:00）にいます。 

ほかに数学、物理、生物、英語の担当者が常駐していますので、是非質問に来て
ください。 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 今年度は､化学式・物質量を各１時間ずつ取り､学期中間に小テストで内容の確認
をしました。それと今回は化学Ⅱの範囲を削り､濃度計算と酸塩基は新課程化学
基礎の内容で講義しました。１人物足りない方もいたようですが、演習時間を増
やしたので､十分復習をし、自主学習と正確な計算力が身につくよう努力して下
さい。 



英文科目名 Introductory Chemistry 
関連科目 高等学校化学Ⅰ（Ⅱの一部） 
次回に向けての改善変更予定  演習プリントに時間を割いたので､教科書に沿った授業になってないとの声が

ありました。反省点です。 
講義目的 化学の基本的な知識を身につけ、各現象や反応が私たちの生活の身近な部分にど

のような影響を与えているのかを知ること。それにより化学の基礎を学び、その
関⼼を高め、さらに専門科目への準備と生活への応用として利用してもらいた
い。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション・講義内容の確認をする。また、第 1 章 3 節５より化

学の歴史について説明をする。 
2 回 1 節。物質の探求として、混合物と純物質、化合物と単体に分類する。さら
に混合物の分離方法にはどんなものがあるのかを紹介する。 
3 回 2 節。物質の構成粒子。原子の構造と分子の成り立ち、さらに電子配置につ
いて学習する。元素の性質と周期表は電子配置と関係が深いこと、その周期表に
もとずく元素の分類、特徴についてもう一度確認する。 
4 回 3 節。物質量と化学反応式では、基本となる原子量、分子量、式量の概念を
理解し 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、教材に目を通しておくこと。第 2 回の授業についても
予習をしておくこと。 
2 回 「教科書 1.1〜1.2」  各現象、混合物の分離方法などについて、図・写真
等を見て今までに学習してきたものをまとめておくこと。 
3 回 「教科書 2.1〜2.3」 まず周期表での主な元素の位置を確認しておくこと。
元素の化学的性質と電子配置について調べておくこと。教科書の次回の範囲をよ
く見ておくこと。 
4 回 「教科書 3.1〜3.2」 分子量、式量、の計算ができるようにしておくこと、
さらに組成式も作れるようにしてお 

 



年度 2014 
授業コード FA000511 
成績評価 小テスト、課題提出等（３０％）定期考査（７０％） 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜10) 
見出し FA000511 入門化学(再) 
担当教員名 二場 敬史＊ 
単位数 2 
教科書 Primary 大学テキスト これだけはおさえたい「化学」／井口洋夫・⽊下實・斎

藤幸一ほか／実教出版／978-4-407319880 
アクティブラーニング  
キーワード 高等学校化学分野の基礎知識を再確認する 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門化学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 多様化度テストの化学を受験し、受講するように勧められた 1 年生が対象であ

る。 
シラバスコード FA000511 
実務経験のある教員  
達成目標 日常生活の中で、生命科学、地球科学、環境科学等での化学分野への理解と応用

ができるような知識を身につけること。 
受講者へのコメント  
連絡先 学習相談室（２５号館５階 9:00〜17:00）にいます。 

ほかに数学、物理、生物、英語の担当者が常駐していますので、是非質問に来て
ください。 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introductory Chemistry 
関連科目 高等学校化学Ⅰ（Ⅱの一部） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学の基本的な知識を身につけ、各現象や反応が私たちの生活の身近な部分にど

のような影響を与えているのかを知ること。それにより化学の基礎を学び、その
関⼼を高め、さらに専門科目への準備と生活への応用として利用してもらいた
い。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション・講義内容の確認をする。また、第 1 章 3 節５より化



学の歴史について説明をする。 
2 回 1 節。物質の探求として、混合物と純物質、化合物と単体に分類する。さら
に混合物の分離方法にはどんなものがあるのかを紹介する。 
3 回 2 節。物質の構成粒子。原子の構造と分子の成り立ち、さらに電子配置につ
いて学習する。元素の性質と周期表は電子配置と関係が深いこと、その周期表に
もとずく元素の分類、特徴についてもう一度確認する。 
4 回 3 節。物質量と化学反応式では、基本となる原子量、分子量、式量の概念を
理解し 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、教材に目を通しておくこと。第 2 回の授業についても
予習をしておくこと。 
2 回 「教科書 1.1〜1.2」  各現象、混合物の分離方法などについて、図・写真
等を見て今までに学習してきたものをまとめておくこと。 
3 回 「教科書 2.1〜2.3」 まず周期表での主な元素の位置を確認しておくこと。
元素の化学的性質と電子配置について調べておくこと。教科書の次回の範囲をよ
く見ておくこと。 
4 回 「教科書 3.1〜3.2」 分子量、式量、の計算ができるようにしておくこと、
さらに組成式も作れるようにしてお 

 



年度 2014 
授業コード FA000520 
成績評価 課題提出等（３０％）定期考査（７０％） 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),基礎理学科(〜14),生物化学科(〜14),

臨床生命科学科(〜14),動物学科(〜14),知能機械⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜
14),⼯学プロジェクトコース(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学科(〜14) 

見出し FA000520 入門化学 
担当教員名 山本 峻三＊ 
単位数 2 
教科書 Primary 大学テキストこれだけはおさえたい「化学」／井口洋夫・⽊下實・斎藤

幸一／実教出版（ISBN978-4-407-31988-0） 
昨年度と異なっているので注意してください。 

アクティブラーニング  
キーワード 高等学校の化学の基礎知識を確認する。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 化学が苦手だったので、よくわかった。」という記述があった。本講義の目的にあ

った講義でであったと思われる。一方で「もう少し字を大きく書いてほしい。」と
いう記述もあった。気を付けたいと思う。 

科目名 入門化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 原則として 1 年生のみの受講です。2 年生でも教職取得のために必要で、1 年次

未履修という人は受講してください。3 年生以上の学生諸君の履修は遠慮してく
ださい。どうしてもという人はチューターの許可を得ること。 

シラバスコード FA000520 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的な観察力を育て、化学の基本法則を理解し、原子・分子や物質量の概念を

得ることができます。また授業の各単元で扱うそれぞれの現象に関する知識が理
解できます。たとえば、化学結合、物質の三態、気体の性質、固体の溶解度、希
薄溶液の性質などを理解し、物質量、溶液の濃度、pH の計算もできるようにな
ります。 

受講者へのコメント 講義内容で解からないところがあれば遠慮なく指摘してもらいたい。字が小さく
て見にくいとか、説明をもう一度してほしいということでもいい。また前の方の
席が空いているときは前に移動してもらいたい。前と後ろでは集中力が全然違う
と思われる。 

連絡先 非常勤講師室 25 号館７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 項目１：89.6％が欠席 2 回以下であり、特に問題はない。項目２：時間外の学習



時間が 30 分程度とまったくしなかったがそれぞれ 37.9％と 27.6%であり、問題
である。期間中数回宿題を課したが、さらに回数多くの宿題を課すことで解決す
ることしかできないと思われる。項目３：宿題などに取り組んだが 65.5％と最も
多かった。今後は宿題の回数を増やすことで時間外の学習を促したい。項目４：
58.6％がこの分野への理解が深まったと答え、この分野への興味、関⼼が高まっ
たも 27.6％であった。本講義の目的はある程度達成された 

英文科目名 Introductory Chemistry 
関連科目 高等学校化学ⅠとⅡ 
次回に向けての改善変更予定 よく指摘される板書（字の大きさと消すタイミング）に関しては十分配慮するつ

もりである。またそのつど教科書の該当箇所を指摘することにより板書との対応
をはっきりさせる。 

講義目的 化学の基本的な知識を身につけ、各現象や反応が私たちの生活に身近な部分にど
のような影響を与えているのかを知ること。それにより、化学の基礎を学び、そ
の関⼼を高め、さらに専門科目への準備と生活の応用としてもらいたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回  シラバスを確認し教材に目を通しておくこと。古典法則もまとめておくこ

と。  
２回  「教科書 1.1〜1.2」 各現象、混合物の分離方法などについて、図・写真
等を見て今までに学習してきたものをまとめておくこと。  
３回  「教科書 2.1〜2.3」 まず周期表での主な元素の位置を確認しておくこと。
元素の化学的性質と電子配置について調べておくこと。 
４回  「教科書 3.1〜3.4」 分子量、式量の計算ができるようにしておく、さら
に組成式も作れるようにしておくこと。気体１モルの占める体積、分子の数、モ
ル質量 

 



年度 2014 
授業コード FA000521 
成績評価 課題提出等（３０％）定期考査（７０％） 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜10),生物地球システム学科(〜10) 
見出し FA000521 入門化学(再) 
担当教員名 山本 峻三＊ 
単位数 2 
教科書 Primary 大学テキストこれだけはおさえたい「化学」／井口洋夫・⽊下實・斎藤

幸一／実教出版（ISBN978-4-407-31988-0） 
昨年度と異なっているので注意してください。 

アクティブラーニング  
キーワード 高等学校の化学の基礎知識を確認する。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門化学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 原則として 1 年生のみの受講です。2 年生でも教職取得のために必要で、1 年次

未履修という人は受講してください。3 年生以上の学生諸君の履修は遠慮してく
ださい。どうしてもという人はチューターの許可を得ること。 

シラバスコード FA000521 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的な観察力を育て、化学の基本法則を理解し、原子・分子や物質量の概念を

得ることができます。また授業の各単元で扱うそれぞれの現象に関する知識が理
解できます。たとえば、化学結合、物質の三態、気体の性質、固体の溶解度、希
薄溶液の性質などを理解し、物質量、溶液の濃度、pH の計算もできるようにな
ります。 

受講者へのコメント  
連絡先 非常勤講師室 25 号館７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introductory Chemistry 
関連科目 高等学校化学ⅠとⅡ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学の基本的な知識を身につけ、各現象や反応が私たちの生活に身近な部分にど

のような影響を与えているのかを知ること。それにより、化学の基礎を学び、そ
の関⼼を高め、さらに専門科目への準備と生活の応用としてもらいたい。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回  シラバスを確認し教材に目を通しておくこと。古典法則もまとめておくこ

と。  
２回  「教科書 1.1〜1.2」 各現象、混合物の分離方法などについて、図・写真
等を見て今までに学習してきたものをまとめておくこと。  
３回  「教科書 2.1〜2.3」 まず周期表での主な元素の位置を確認しておくこと。
元素の化学的性質と電子配置について調べておくこと。 
４回  「教科書 3.1〜3.4」 分子量、式量の計算ができるようにしておく、さら
に組成式も作れるようにしておくこと。気体１モルの占める体積、分子の数、モ
ル質量 

 



年度 2014 
授業コード FA000530 
成績評価 課題提出等（３０％）定期考査（７０％） 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),基礎理学科(〜14),生物化学科(〜14),

臨床生命科学科(〜14),動物学科(〜14),知能機械⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜
14),⼯学プロジェクトコース(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学科(〜14) 

見出し FA000530 入門化学 
担当教員名 山本 峻三＊ 
単位数 2 
教科書 Primary 大学テキストこれだけはおさえたい「化学」／井口洋夫・⽊下實・斎藤

幸一／実教出版（ISBN978-4-407-31988-0） 
アクティブラーニング  
キーワード 高等学校の化学の基礎知識を確認する。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「字をもうすこし大きくしてほしい。」とあったが気を付けたいと思う。 
科目名 入門化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 原則として 1 年生のみの受講です。2 年生でも教職取得のために必要で、1 年次

未履修という人は受講してください。3 年生以上の学生諸君の履修は遠慮してく
ださい。どうしてもという人はチューターの許可を得ること。 

シラバスコード FA000530 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的な観察力を育て、化学の基本法則を理解し、原子・分子や物質量の概念を

得ることができます。また授業の各単元で扱うそれぞれの現象に関する知識が理
解できます。たとえば、化学結合、物質の三態、気体の性質、固体の溶解度、希
薄溶液の性質などを理解し、物質量、溶液の濃度、pH の計算もできるようにな
ります。 

受講者へのコメント 講義内容で解からないところがあれば遠慮なく指摘してもらいたい。字が小さく
て見にくいとか、説明をもう一度してほしいということでもいい。また前の方の
席が空いているときは前に移動してもらいたい。前と後ろでは集中力が全然違う
と思われる。 

連絡先 非常勤講師室 ２５号館７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 項目１：92.8％が欠席 2 回以下であり、特に問題はない。項目２：時間外の学習
時間が 1 時間程度と 2 時間程度はそれぞれ 28.6％と 21.4％であるが、一方 30 分
程度とまったくしなかったがそれぞれ 21.4％と 28.6%であり、問題である。期間
中数回宿題を課したが、さらに回数多くの宿題を課すことで解決することしかで



きないと思われる。項目３：宿題などに取り組んだが 57.1％と最も多かった。今
後は宿題の回数を増やすことで時間外の学習を促したい。項目４：42.9％がこの
分野への理解が深まったと答え、この分野への興味、 

英文科目名 Introductory Chemistry 
関連科目 高等学校化学ⅠとⅡ 
次回に向けての改善変更予定 よく指摘される板書（字の大きさと消すタイミング）に関しては十分配慮するつ

もりである。またそのつど教科書の該当箇所を指摘することにより板書との対応
をはっきりさせる。 

講義目的 化学の基本的な知識を身につけ、各現象や反応が私たちの生活に身近な部分にど
のような影響を与えているのかを知ること。それにより、化学の基礎を学び、そ
の関⼼を高め、さらに専門科目への準備と生活の応用としてもらいたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 シラバスを確認し教材に目を通しておくこと。古典法則もまとめておくこ

と。  
２回 「教科書 1.1〜1.2」 各現象、混合物の分離方法などについて、図・写真等
を見て今までに学習してきたものをまとめておくこと。  
３回 「教科書 2.1〜2.3」 まず周期表での主な元素の位置を確認しておくこと。
元素の化学的性質と電子配置について調べておくこと。 
４回 「教科書 3.1〜3.4」 分子量、式量の計算ができるようにしておく、さらに
組成式も作れるようにしておくこと。気体１モルの占める体積、分子の数、モル
質量とは何か 

 



年度 2014 
授業コード FA000531 
成績評価 課題提出等（３０％）定期考査（７０％） 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜10),生物地球システム学科(〜10) 
見出し FA000531 入門化学(再) 
担当教員名 山本 峻三＊ 
単位数 2 
教科書 Primary 大学テキストこれだけはおさえたい「化学」／井口洋夫・⽊下實・斎藤

幸一／実教出版（ISBN978-4-407-31988-0） 
アクティブラーニング  
キーワード 高等学校の化学の基礎知識を確認する。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門化学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 原則として 1 年生のみの受講です。2 年生でも教職取得のために必要で、1 年次

未履修という人は受講してください。3 年生以上の学生諸君の履修は遠慮してく
ださい。どうしてもという人はチューターの許可を得ること。 

シラバスコード FA000531 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的な観察力を育て、化学の基本法則を理解し、原子・分子や物質量の概念を

得ることができます。また授業の各単元で扱うそれぞれの現象に関する知識が理
解できます。たとえば、化学結合、物質の三態、気体の性質、固体の溶解度、希
薄溶液の性質などを理解し、物質量、溶液の濃度、pH の計算もできるようにな
ります。 

受講者へのコメント  
連絡先 非常勤講師室 ２５号館７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introductory Chemistry 
関連科目 高等学校化学ⅠとⅡ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学の基本的な知識を身につけ、各現象や反応が私たちの生活に身近な部分にど

のような影響を与えているのかを知ること。それにより、化学の基礎を学び、そ
の関⼼を高め、さらに専門科目への準備と生活の応用としてもらいたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容  
準備学習 １回 シラバスを確認し教材に目を通しておくこと。古典法則もまとめておくこ

と。  
２回 「教科書 1.1〜1.2」 各現象、混合物の分離方法などについて、図・写真等
を見て今までに学習してきたものをまとめておくこと。  
３回 「教科書 2.1〜2.3」 まず周期表での主な元素の位置を確認しておくこと。
元素の化学的性質と電子配置について調べておくこと。 
４回 「教科書 3.1〜3.4」 分子量、式量の計算ができるようにしておく、さらに
組成式も作れるようにしておくこと。気体１モルの占める体積、分子の数、モル
質量とは何か 

 



年度 2014 
授業コード FA000540 
成績評価 課題提出等（３０％）定期考査（７０％） 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),基礎理学科(〜14),生物化学科(〜14),

臨床生命科学科(〜14),動物学科(〜14),知能機械⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜
14),⼯学プロジェクトコース(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学科(〜14) 

見出し FA000540 入門化学 
担当教員名 山本 峻三＊ 
単位数 2 
教科書 教科書  Primary 大学テキストこれだけはおさえたい「化学」／井口洋夫・⽊下

實・斎藤幸一／実教出版（ISBN978-4-407-31988-0） 
アクティブラーニング  
キーワード 高等学校の化学の基礎知識を確認する。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 該当なし 
科目名 入門化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 原則として 1 年生のみの受講です。2 年生でも教職取得のために必要で、1 年次

未履修という人は受講してください。3 年生以上の学生諸君の履修は遠慮してく
ださい。どうしてもという人はチューターの許可を得ること。 

シラバスコード FA000540 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的な観察力を育て、化学の基本法則を理解し、原子・分子や物質量の概念を

得ることができます。また授業の各単元で扱うそれぞれの現象に関する知識が理
解できます。たとえば、化学結合、物質の三態、気体の性質、固体の溶解度、希
薄溶液の性質などを理解し、物質量、溶液の濃度、pH の計算もできるようにな
ります。 

受講者へのコメント 講義内容で解からないところがあれば遠慮なく指摘してもらいたい。字が小さく
て見にくいとか、説明をもう一度してほしいということでもいい。また前の方の
席が空いているときは前に移動してもらいたい。前と後ろでは集中力が全然違う
と思われる。 

連絡先 非常勤講師室 ２５号館７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 60.0％が欠席 2 回以下であり、40％が欠席 3，4 回であった。項目２：時間外の
学習時間が 30 分程度とまったくしなかったがそれぞれ 40％と 0%であり、問題
である。期間中数回宿題を課したが、さらに回数多くの宿題を課すことで解決す
ることしかできないと思われる。項目３：宿題などに取り組んだが 100％と多か



った。今後は宿題の回数を増やすことで時間外の学習を促したい。項目４：80％
がこの分野への理解が深まったと答え、この分野への興味、関⼼が高まったも
60％であった。本講義の目的はある程度達成されたと考えられる。項目５ 

英文科目名 Introductory Chemistry 
関連科目 高等学校化学ⅠとⅡ 
次回に向けての改善変更予定 今までは講義時間内にできるだけ多くの内容を盛り込むことを優先していたが、

次年度からは毎回の講義内容の量を少し減らして、小テストや質疑応答などに時
間を使うことを⼼がけたい。小テストの答案にはできるだけ丁寧にコメントを書
くことを⼼がける。板書を消すのがが早すぎるという意見があったが、板書（字
の大きさと消すタイミング）に関しては十分配慮するつもりである。またそのつ
ど教科書の該当箇所を指摘することにより板書との対応をはっきりさせる 

講義目的 化学の基本的な知識を身につけ、各現象や反応が私たちの生活に身近な部分にど
のような影響を与えているのかを知ること。それにより、化学の基礎を学び、そ
の関⼼を高め、さらに専門科目への準備と生活の応用としてもらいたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 シラバスを確認し教材に目を通しておくこと。古典法則もまとめておくこ

と。  
２回 「教科書 1.1〜1.2」 各現象、混合物の分離方法などについて、図・写真等
を見て今までに学習してきたものをまとめておくこと。  
３回 「教科書 2.1〜2.3」 まず周期表での主な元素の位置を確認しておくこと。
元素の化学的性質と電子配置について調べておくこと。 
４回 「教科書 3.1〜3.4」 分子量、式量の計算ができるようにしておく、さらに
組成式も作れるようにしておくこと。気体１モルの占める体積、分子の数、モル
質量とは何か 

 



年度 2014 
授業コード FA000541 
成績評価 課題提出等（３０％）定期考査（７０％） 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜10),生物地球システム学科(〜10) 
見出し FA000541 入門化学(再) 
担当教員名 山本 峻三＊ 
単位数 2 
教科書 教科書  Primary 大学テキストこれだけはおさえたい「化学」／井口洋夫・⽊下

實・斎藤幸一／実教出版（ISBN978-4-407-31988-0） 
アクティブラーニング  
キーワード 高等学校の化学の基礎知識を確認する。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門化学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 原則として 1 年生のみの受講です。2 年生でも教職取得のために必要で、1 年次

未履修という人は受講してください。3 年生以上の学生諸君の履修は遠慮してく
ださい。どうしてもという人はチューターの許可を得ること。 

シラバスコード FA000541 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的な観察力を育て、化学の基本法則を理解し、原子・分子や物質量の概念を

得ることができます。また授業の各単元で扱うそれぞれの現象に関する知識が理
解できます。たとえば、化学結合、物質の三態、気体の性質、固体の溶解度、希
薄溶液の性質などを理解し、物質量、溶液の濃度、pH の計算もできるようにな
ります。 

受講者へのコメント  
連絡先 非常勤講師室 ２５号館７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introductory Chemistry 
関連科目 高等学校化学ⅠとⅡ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学の基本的な知識を身につけ、各現象や反応が私たちの生活に身近な部分にど

のような影響を与えているのかを知ること。それにより、化学の基礎を学び、そ
の関⼼を高め、さらに専門科目への準備と生活の応用としてもらいたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容  
準備学習 １回 シラバスを確認し教材に目を通しておくこと。古典法則もまとめておくこ

と。  
２回 「教科書 1.1〜1.2」 各現象、混合物の分離方法などについて、図・写真等
を見て今までに学習してきたものをまとめておくこと。  
３回 「教科書 2.1〜2.3」 まず周期表での主な元素の位置を確認しておくこと。
元素の化学的性質と電子配置について調べておくこと。 
４回 「教科書 3.1〜3.4」 分子量、式量の計算ができるようにしておく、さらに
組成式も作れるようにしておくこと。気体１モルの占める体積、分子の数、モル
質量とは何か 

 



年度 2014 
授業コード FA000550 
成績評価 課題提出等（３０％）定期考査（７０％） 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜14) 
見出し FA000550 入門化学 
担当教員名 二場 敬史＊ 
単位数 2 
教科書 Primary 大学テキスト これだけはおさえたい「化学」／井口洋夫・⽊下實・斎

藤幸一ほか／実教出版（ISBN978-4-407-31988-0） 
アクティブラーニング  
キーワード 高等学校化学分野の基礎知識を再確認する 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ありがとうという言葉に気持ちが和みました。 

高等学校の教材に限りなく近いものを使用しています。もう一度、基礎からやり
直せば必ず力がつくはずです。頑張ってください。 

科目名 入門化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FA000550 
実務経験のある教員  
達成目標 日常生活の中で、生命科学、地球科学、環境科学等での化学分野への理解と応用

ができるような知識を身につけること。 
受講者へのコメント 授業でも説明したように､高等学校の 3 単位×35 時間＝105 時間を 90 分 15 コ

マで講義するために､進度が速すぎた傾向があるのは改善する点です。しかし、
国家試験を受験するためなので､できるだけ省かずに進めました。 

連絡先 学習相談室（２５号館５階 9:00〜17:00）にいます。 
ほかに数学、物理、生物、英語の担当者が常駐していますので、是非質問に来て
ください。 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 入門化学の中で単独学科での講義なので､一部化学を履修していない人にとって
は扱う量が多かったと思います。また、⼯夫が欲しいとの声がありました。国家
試験受験を考慮し､できるだけ広範囲に基礎を復習したいという講義の進め方を
しました。皆さん真面目に取り組めた年度であったと思います。 

英文科目名 Introductory Chemistry 
関連科目 高等学校化学Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 次回からは､単独の授業ではなくなるので､復習をしたい人は是非相談室へ足を



運んでください。 
講義目的 化学の基本的な知識を身につけ、各現象や反応が私たちの生活の身近な部分にど

のような影響を与えているのかを知ること。それにより化学の基礎を学び、その
関⼼を高め、さらに専門科目への準備と生活への応用として利用してもらいた
い。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション・講義内容の確認をする。また、第 1 章 3 節５より化

学の歴史について説明をする。 
2 回 1 節。物質の探求として、混合物と純物質、化合物と単体に分類する。さら
に混合物の分離方法にはどんなものがあるのかを紹介する。 
3 回 2 節。物質の構成粒子。原子の構造と分子の成り立ち、さらに電子配置とイ
オンのでき方について学習する。元素の性質と周期表は電子配置と関係が深いこ
と、その周期表にもとずく元素の分類、特徴についてもう一度確認する。 
4 回 3 節。物質量と化学反応式では、基本となる原子量、分子量、式 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、教材に目を通しておくこと。古典法則もまとめておくこ
と。第 2 回の授業についても予習をしておくこと。 
2 回 「教科書 1.1〜1.2」  各現象、混合物の分離方法などについて、図・写真
等を見て今までに学習してきたものをまとめておくこと。（節末問題 1-1 をやっ
ておくこと。） 
3 回 「教科書 2.1〜2.3」 まず周期表での主な元素の位置を確認しておくこと。
元素の化学的性質と電子配置について調べておくこと。教科書の次回の範囲をよ
く見ておくこと。（節末問題 1-2 をやっておくこと。） 
4 回 「教科 

 



年度 2014 
授業コード FA000551 
成績評価 課題提出等（３０％）定期考査（７０％） 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科 
見出し FA000551 入門化学(再) 
担当教員名 二場 敬史＊ 
単位数 2 
教科書 Primary 大学テキスト これだけはおさえたい「化学」／井口洋夫・⽊下實・斎

藤幸一ほか／実教出版（ISBN978-4-407-31988-0） 
アクティブラーニング  
キーワード 高等学校化学分野の基礎知識を再確認する 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門化学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FA000551 
実務経験のある教員  
達成目標 日常生活の中で、生命科学、地球科学、環境科学等での化学分野への理解と応用

ができるような知識を身につけること。 
受講者へのコメント  
連絡先 学習相談室（２５号館５階 9:00〜17:00）にいます。 

ほかに数学、物理、生物、英語の担当者が常駐していますので、是非質問に来て
ください。 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introductory Chemistry 
関連科目 高等学校化学Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学の基本的な知識を身につけ、各現象や反応が私たちの生活の身近な部分にど

のような影響を与えているのかを知ること。それにより化学の基礎を学び、その
関⼼を高め、さらに専門科目への準備と生活への応用として利用してもらいた
い。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション・講義内容の確認をする。また、第 1 章 3 節５より化

学の歴史について説明をする。 



2 回 1 節。物質の探求として、混合物と純物質、化合物と単体に分類する。さら
に混合物の分離方法にはどんなものがあるのかを紹介する。 
3 回 2 節。物質の構成粒子。原子の構造と分子の成り立ち、さらに電子配置とイ
オンのでき方について学習する。元素の性質と周期表は電子配置と関係が深いこ
と、その周期表にもとずく元素の分類、特徴についてもう一度確認する。 
4 回 3 節。物質量と化学反応式では、基本となる原子量、分子量、式 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、教材に目を通しておくこと。古典法則もまとめておくこ
と。第 2 回の授業についても予習をしておくこと。 
2 回 「教科書 1.1〜1.2」  各現象、混合物の分離方法などについて、図・写真
等を見て今までに学習してきたものをまとめておくこと。（節末問題 1-1 をやっ
ておくこと。） 
3 回 「教科書 2.1〜2.3」 まず周期表での主な元素の位置を確認しておくこと。
元素の化学的性質と電子配置について調べておくこと。教科書の次回の範囲をよ
く見ておくこと。（節末問題 1-2 をやっておくこと。） 
4 回 「教科 

 



年度 2014 
授業コード FA000610 
成績評価 提出課題（２０％）＋小テストの結果（３０％）＋定期試験（５０％）により成

績を評価する。但し、定期試験において基準点を設け、得点が１００点満点中、
６０点未満の場合は不合格とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),基礎理学科(〜14),生物

化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),動物学科(〜14),バイオ・応用化学科(〜14),
知能機械⼯学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14),総合情報学部(〜14),生物
地球学科(〜14) 

見出し FA000610 入門生物 
担当教員名 森本 政秀＊ 
単位数 2 
教科書 生物科学入門（三訂版）／石川統著／裳華房／978-4-785352035 
アクティブラーニング  
キーワード 生命、進化、細菌、植物、動物、細胞、酵素、光合成、呼吸、生殖、遺伝、呼吸、

分化、ＤＮＡ，フェロモン、胚、ミトコンドリア 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門生物 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指定しない 
授業形態 講義 
注意備考 遅刻、欠席のないようにすること。多様化度テストの生物を受験し、うけるよう

進められた１年生が対象である。基礎科目履修の前提として入門生物を受ける必
要のある学科もあるので注意すること。試験は定期試験期間中の行い、試験形態
は筆記試験とする。疑問点の解消など、自主的に学習相談室に訪問することを期
待する。 

シラバスコード FA000610 
実務経験のある教員  
達成目標 生物や生命現象の基礎・基本的な内容を理解して、大学における専門分野の学習

を進めていくのに必要な能力を習得すること。 
受講者へのコメント 教科書に載っていない画像とか、欲しい場合は遠慮なく申し出てください。入門

科目なので、専門と重ならないように広く浅く講義をしますので、わからないこ
とがあれば、学習相談室へ来てください。 

連絡先 ２５号館５Ｆ 学習相談室 ０８６−２５６−８４３８ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野の理解が深まった。（６９．８％）、この分野への興味、関⼼が高まった。
（４９．１％）、目標の達成においては、できた、だいたいできた（５８．５％）。
いい評価をいただき、これからもいろいろ⼯夫をして、さらにいい授業ができる



ようにしていきます。 
英文科目名 Introductory Biology 
関連科目 生物学、生物学実験 
次回に向けての改善変更予定 これからもいい画像とか新しい情報があれば、取り入れていきます。 
講義目的 生物や生物現象に関する基本的な概念や原理・法則を理解するとともに、生物学

的な探究の過程と科学の方法を習得し、創造的な能力や態度を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義の進め方について説明する。生物の特質、生物科学について説明す

る。 
2 回  生命の起源、進化など、生物の歴史を説明する。 
3 回  生物の分類法、細菌界、原生生物界について説明する。 
4 回  菌類界、植物界、動物界に分類し、生物の多様性について説明する。講義
の後半に第１回小テストを行う。 
5 回  生物が、機能上、構造上の単位として細胞から成り立っていることを説明
する。 
6 回  未分化な細胞が分化し、それらが集合して多様な組織や器官ができるこ
とを説明する。 
7 回  生態を構成する物質、酵素、光合成に 

準備学習 1 回  生物と生物科学の基本について学ぶため、教科書Ｐ．１〜Ｐ．１４まで読
んでおくこと。 
2 回  Ｐ．１５のまとめの問題をやり、生物の歴史について学ぶため、教科書
Ｐ．１８〜Ｐ．３５まで読んでおくこと。 
3 回  Ｐ．３６のまとめの問題をやり、生物の分類などを学ぶため、教科書Ｐ．
３８〜Ｐ．４９まで読んでおくこと。 
4 回  Ｐ．６１のまとめの問題、１〜６までをやり、菌類界、植物界、動物界な
どを学ぶため教科書Ｐ．５０〜Ｐ．６１まで読んでおくこと。第 1 回小テストを
行うので、準備をしておくこと。 
5 回  Ｐ．６１のま 

 



年度 2014 
授業コード FA000611 
成績評価 提出課題（２０％）＋小テストの結果（３０％）＋定期試験（５０％）により成

績を評価する。但し、定期試験において基準点を設け、得点が１００点満点中、
６０点未満の場合は不合格とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜13),生物地球システム学科(〜13) 
見出し FA000611 入門生物(再) 
担当教員名 森本 政秀＊ 
単位数 2 
教科書 生物科学入門（三訂版）／石川統著／裳華房／978-4-785352035 
アクティブラーニング  
キーワード 生命、進化、細菌、植物、動物、細胞、酵素、光合成、呼吸、生殖、遺伝、呼吸、

分化、ＤＮＡ，フェロモン、胚、ミトコンドリア 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門生物(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指定しない 
授業形態 講義 
注意備考 遅刻、欠席のないようにすること。多様化度テストの生物を受験し、うけるよう

進められた１年生が対象である。基礎科目履修の前提として入門生物を受ける必
要のある学科もあるので注意すること。試験は定期試験期間中の行い、試験形態
は筆記試験とする。疑問点の解消など、自主的に学習相談室に訪問することを期
待する。 

シラバスコード FA000611 
実務経験のある教員  
達成目標 生物や生命現象の基礎・基本的な内容を理解して、大学における専門分野の学習

を進めていくのに必要な能力を習得すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２５号館５Ｆ 学習相談室 ０８６−２５６−８４３８ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introductory Biology 
関連科目 生物学、生物学実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物や生物現象に関する基本的な概念や原理・法則を理解するとともに、生物学

的な探究の過程と科学の方法を習得し、創造的な能力や態度を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  講義の進め方について説明する。生物の特質、生物科学について説明す
る。 
2 回  生命の起源、進化など、生物の歴史を説明する。 
3 回  生物の分類法、細菌界、原生生物界について説明する。 
4 回  菌類界、植物界、動物界に分類し、生物の多様性について説明する。講義
の後半に第１回小テストを行う。 
5 回  生物が、機能上、構造上の単位として細胞から成り立っていることを説明
する。 
6 回  未分化な細胞が分化し、それらが集合して多様な組織や器官ができるこ
とを説明する。 
7 回  生態を構成する物質、酵素、光合成に 

準備学習 1 回  生物と生物科学の基本について学ぶため、教科書Ｐ．１〜Ｐ．１４まで読
んでおくこと。 
2 回  Ｐ．１５のまとめの問題をやり、生物の歴史について学ぶため、教科書
Ｐ．１８〜Ｐ．３５まで読んでおくこと。 
3 回  Ｐ．３６のまとめの問題をやり、生物の分類などを学ぶため、教科書Ｐ．
３８〜Ｐ．４９まで読んでおくこと。 
4 回  Ｐ．６１のまとめの問題、１〜６までをやり、菌類界、植物界、動物界な
どを学ぶため教科書Ｐ．５０〜Ｐ．６１まで読んでおくこと。第 1 回小テストを
行うので、準備をしておくこと。 
5 回  Ｐ．６１のま 

 



年度 2014 
授業コード FA000620 
成績評価 提出課題（２０％）＋小テストの結果（３０％）＋定期試験（５０％）により成

績を評価する。但し、定期試験において基準点を設け、得点が１００点満点中、
６０点未満の場合は不合格とする。 

曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),基礎理学科(〜14),生物

化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),動物学科(〜14),バイオ・応用化学科(〜14),
知能機械⼯学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14),総合情報学部(〜14),生物
地球学科(〜14) 

見出し FA000620 入門生物 
担当教員名 森本 政秀＊ 
単位数 2 
教科書 生物科学入門（三訂版）／石川統著／裳華房／978-4-785352035 
アクティブラーニング  
キーワード 生命、進化、細菌、植物、動物、細胞、酵素、光合成、呼吸、生殖、遺伝、呼吸、

分化、ＤＮＡ，フェロモン、胚、ミトコンドリア 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門生物 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指定しない 
授業形態 講義 
注意備考 遅刻、欠席のないようにすること。多様化度テストの生物を受験し、うけるよう

進められた１年生が対象である。基礎科目履修の前提として入門生物を受ける必
要のある学科もあるので注意すること。試験は定期試験期間中の行い、試験形態
は筆記試験とする。疑問点の解消など、自主的に学習相談室に訪問することを期
待する。 

シラバスコード FA000620 
実務経験のある教員  
達成目標 生物や生命現象の基礎・基本的な内容を理解して、大学における専門分野の学習

を進めていくのに必要な能力を習得すること。 
受講者へのコメント 教科書に載っていない画像とか、欲しい場合は遠慮なく申し出てください。入門

科目なので、専門と重ならないように広く浅く講義をしますので、わからないこ
とがあれば、学習相談室へ来てください。 

連絡先 ２５号館５Ｆ 学習相談室 ０８６−２５６−８４３８ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野の理解が深まった。（９０％）、この分野への興味、関⼼が高まった。（１
０％）、目標の達成においては、できた、だいたいできた（６０％）という評価を
いただきました。これからもいろいろ⼯夫をして、さらにいい授業ができるよう



にしていきます。 
英文科目名 Introductory Biology 
関連科目 生物学、生物学実験 
次回に向けての改善変更予定 これからもいい画像とか新しい情報があれば、取り入れていきます。 
講義目的 生物や生物現象に関する基本的な概念や原理・法則を理解するとともに、生物学

的な探究の過程と科学の方法を習得し、創造的な能力や態度を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義の進め方について説明する。生物の特質、生物科学について説明す

る。 
2 回  生命の起源、進化など、生物の歴史を説明する。 
3 回  生物の分類法、細菌界、原生生物界について説明する。 
4 回  菌類界、植物界、動物界に分類し、生物の多様性について説明する。講義
の後半に第１回小テストを行う。 
5 回  生物が、機能上、構造上の単位として細胞から成り立っていることを説明
する。 
6 回  未分化な細胞が分化し、それらが集合して多様な組織や器官ができるこ
とを説明する。 
7 回  生態を構成する物質、酵素、光合成に 

準備学習 1 回  生物と生物科学の基本について学ぶため、教科書Ｐ．１〜Ｐ．１４まで読
んでおくこと。 
2 回  Ｐ．１５のまとめの問題をやり、生物の歴史について学ぶため、教科書
Ｐ．１８〜Ｐ．３５まで読んでおくこと。 
3 回  Ｐ．３６のまとめの問題をやり、生物の分類などを学ぶため、教科書Ｐ．
３８〜Ｐ．４９まで読んでおくこと。 
4 回  Ｐ．６１のまとめの問題、１〜６までをやり、菌類界、植物界、動物界な
どを学ぶため教科書Ｐ．５０〜Ｐ．６１まで読んでおくこと。第 1 回小テストを
行うので、準備をしておくこと。 
5 回  Ｐ．６１のま 

 



年度 2014 
授業コード FA000621 
成績評価 提出課題（２０％）＋小テストの結果（３０％）＋定期試験（５０％）により成

績を評価する。但し、定期試験において基準点を設け、得点が１００点満点中、
６０点未満の場合は不合格とする。 

曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜13),生物地球システム学科(〜13) 
見出し FA000621 入門生物(再) 
担当教員名 森本 政秀＊ 
単位数 2 
教科書 生物科学入門（三訂版）／石川統著／裳華房／978-4-785352035 
アクティブラーニング  
キーワード 生命、進化、細菌、植物、動物、細胞、酵素、光合成、呼吸、生殖、遺伝、呼吸、

分化、ＤＮＡ，フェロモン、胚、ミトコンドリア 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門生物(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指定しない 
授業形態 講義 
注意備考 遅刻、欠席のないようにすること。多様化度テストの生物を受験し、うけるよう

進められた１年生が対象である。基礎科目履修の前提として入門生物を受ける必
要のある学科もあるので注意すること。試験は定期試験期間中の行い、試験形態
は筆記試験とする。疑問点の解消など、自主的に学習相談室に訪問することを期
待する。 

シラバスコード FA000621 
実務経験のある教員  
達成目標 生物や生命現象の基礎・基本的な内容を理解して、大学における専門分野の学習

を進めていくのに必要な能力を習得すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２５号館５Ｆ 学習相談室 ０８６−２５６−８４３８ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introductory Biology 
関連科目 生物学、生物学実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物や生物現象に関する基本的な概念や原理・法則を理解するとともに、生物学

的な探究の過程と科学の方法を習得し、創造的な能力や態度を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  講義の進め方について説明する。生物の特質、生物科学について説明す
る。 
2 回  生命の起源、進化など、生物の歴史を説明する。 
3 回  生物の分類法、細菌界、原生生物界について説明する。 
4 回  菌類界、植物界、動物界に分類し、生物の多様性について説明する。講義
の後半に第１回小テストを行う。 
5 回  生物が、機能上、構造上の単位として細胞から成り立っていることを説明
する。 
6 回  未分化な細胞が分化し、それらが集合して多様な組織や器官ができるこ
とを説明する。 
7 回  生態を構成する物質、酵素、光合成に 

準備学習 1 回  生物と生物科学の基本について学ぶため、教科書Ｐ．１〜Ｐ．１４まで読
んでおくこと。 
2 回  Ｐ．１５のまとめの問題をやり、生物の歴史について学ぶため、教科書
Ｐ．１８〜Ｐ．３５まで読んでおくこと。 
3 回  Ｐ．３６のまとめの問題をやり、生物の分類などを学ぶため、教科書Ｐ．
３８〜Ｐ．４９まで読んでおくこと。 
4 回  Ｐ．６１のまとめの問題、１〜６までをやり、菌類界、植物界、動物界な
どを学ぶため教科書Ｐ．５０〜Ｐ．６１まで読んでおくこと。第 1 回小テストを
行うので、準備をしておくこと。 
5 回  Ｐ．６１のま 

 



年度 2014 
授業コード FA000630 
成績評価 提出課題（２０％）＋小テストの結果（３０％）＋定期試験（５０％）により成

績を評価する。但し、定期試験において基準点を設け、得点が１００点満点中、
６０点未満の場合は不合格とする。 

曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),基礎理学科(〜14),生物

化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),動物学科(〜14),バイオ・応用化学科(〜14),
知能機械⼯学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14),総合情報学部(〜14),生物
地球学科(〜14) 

見出し FA000630 入門生物 
担当教員名 森本 政秀＊ 
単位数 2 
教科書 生物科学入門（三訂版）／石川統著／裳華房／978-4-785352035 
アクティブラーニング  
キーワード 生命、進化、細菌、植物、動物、細胞、酵素、光合成、呼吸、生殖、遺伝、呼吸、

分化、ＤＮＡ，フェロモン、胚、ミトコンドリア 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門生物 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指定しない 
授業形態 講義 
注意備考 遅刻、欠席のないようにすること。多様化度テストの生物を受験し、うけるよう

進められた１年生が対象である。基礎科目履修の前提として入門生物を受ける必
要のある学科もあるので注意すること。試験は定期試験期間中の行い、試験形態
は筆記試験とする。疑問点の解消など、自主的に学習相談室に訪問することを期
待する。 

シラバスコード FA000630 
実務経験のある教員  
達成目標 生物や生命現象の基礎・基本的な内容を理解して、大学における専門分野の学習

を進めていくのに必要な能力を習得すること。 
受講者へのコメント 教科書に載っていない画像とか、欲しい場合は遠慮なく申し出てください。入門

科目なので、専門と重ならないように広く浅く講義をしますので、わからないこ
とがあれば、学習相談室へ来てください。 

連絡先 ２５号館５Ｆ 学習相談室 ０８６−２５６−８４３８ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野の理解が深まった。（７３．７％）、この分野への興味、関⼼が高まった。
（３５．１％）、目標の達成においては、できた、だいたいできた（６３．２％）
という評価をいただきました。これからもいろいろ⼯夫をして、さらにいい授業



ができるようにしていきます。 
英文科目名 Introductory Biology 
関連科目 生物学、生物学実験 
次回に向けての改善変更予定 これからもいい画像とか新しい情報があれば、取り入れていきます。 
講義目的 生物や生物現象に関する基本的な概念や原理・法則を理解するとともに、生物学

的な探究の過程と科学の方法を習得し、創造的な能力や態度を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義の進め方について説明する。生物の特質、生物科学について説明す

る。 
2 回  生命の起源、進化など、生物の歴史を説明する。 
3 回  生物の分類法、細菌界、原生生物界について説明する。 
4 回  菌類界、植物界、動物界に分類し、生物の多様性について説明する。講義
の後半に第１回小テストを行う。 
5 回  生物が、機能上、構造上の単位として細胞から成り立っていることを説明
する。 
6 回  未分化な細胞が分化し、それらが集合して多様な組織や器官ができるこ
とを説明する。 
7 回  生態を構成する物質、酵素、光合成に 

準備学習 1 回  生物と生物科学の基本について学ぶため、教科書Ｐ．１〜Ｐ．１４まで読
んでおくこと。 
2 回  Ｐ．１５のまとめの問題をやり、生物の歴史について学ぶため、教科書
Ｐ．１８〜Ｐ．３５まで読んでおくこと。 
3 回  Ｐ．３６のまとめの問題をやり、生物の分類などを学ぶため、教科書Ｐ．
３８〜Ｐ．４９まで読んでおくこと。 
4 回  Ｐ．６１のまとめの問題、１〜６までをやり、菌類界、植物界、動物界な
どを学ぶため教科書Ｐ．５０〜Ｐ．６１まで読んでおくこと。第 1 回小テストを
行うので、準備をしておくこと。 
5 回  Ｐ．６１のま 

 



年度 2014 
授業コード FA000631 
成績評価 提出課題（２０％）＋小テストの結果（３０％）＋定期試験（５０％）により成

績を評価する。但し、定期試験において基準点を設け、得点が１００点満点中、
６０点未満の場合は不合格とする。 

曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜13),生物地球システム学科(〜13) 
見出し FA000631 入門生物(再) 
担当教員名 森本 政秀＊ 
単位数 2 
教科書 生物科学入門（三訂版）／石川統著／裳華房／978-4-785352035 
アクティブラーニング  
キーワード 生命、進化、細菌、植物、動物、細胞、酵素、光合成、呼吸、生殖、遺伝、呼吸、

分化、ＤＮＡ，フェロモン、胚、ミトコンドリア 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門生物(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指定しない 
授業形態 講義 
注意備考 遅刻、欠席のないようにすること。多様化度テストの生物を受験し、うけるよう

進められた１年生が対象である。基礎科目履修の前提として入門生物を受ける必
要のある学科もあるので注意すること。試験は定期試験期間中の行い、試験形態
は筆記試験とする。疑問点の解消など、自主的に学習相談室に訪問することを期
待する。 

シラバスコード FA000631 
実務経験のある教員  
達成目標 生物や生命現象の基礎・基本的な内容を理解して、大学における専門分野の学習

を進めていくのに必要な能力を習得すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２５号館５Ｆ 学習相談室 ０８６−２５６−８４３８ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introductory Biology 
関連科目 生物学、生物学実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物や生物現象に関する基本的な概念や原理・法則を理解するとともに、生物学

的な探究の過程と科学の方法を習得し、創造的な能力や態度を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  講義の進め方について説明する。生物の特質、生物科学について説明す
る。 
2 回  生命の起源、進化など、生物の歴史を説明する。 
3 回  生物の分類法、細菌界、原生生物界について説明する。 
4 回  菌類界、植物界、動物界に分類し、生物の多様性について説明する。講義
の後半に第１回小テストを行う。 
5 回  生物が、機能上、構造上の単位として細胞から成り立っていることを説明
する。 
6 回  未分化な細胞が分化し、それらが集合して多様な組織や器官ができるこ
とを説明する。 
7 回  生態を構成する物質、酵素、光合成に 

準備学習 1 回  生物と生物科学の基本について学ぶため、教科書Ｐ．１〜Ｐ．１４まで読
んでおくこと。 
2 回  Ｐ．１５のまとめの問題をやり、生物の歴史について学ぶため、教科書
Ｐ．１８〜Ｐ．３５まで読んでおくこと。 
3 回  Ｐ．３６のまとめの問題をやり、生物の分類などを学ぶため、教科書Ｐ．
３８〜Ｐ．４９まで読んでおくこと。 
4 回  Ｐ．６１のまとめの問題、１〜６までをやり、菌類界、植物界、動物界な
どを学ぶため教科書Ｐ．５０〜Ｐ．６１まで読んでおくこと。第 1 回小テストを
行うので、準備をしておくこと。 
5 回  Ｐ．６１のま 

 



年度 2014 
授業コード FA000650 
成績評価 提出課題（２０％）＋小テストの結果（３０％）＋定期試験（５０％）により成

績を評価する。但し、定期試験において基準点を設け、得点が１００点満点中、
６０点未満の場合は不合格とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),基礎理学科(〜14),生物

化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),動物学科(〜14),バイオ・応用化学科(〜14),
知能機械⼯学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14),総合情報学部(〜14),生物
地球学科(〜14) 

見出し FA000650 入門生物 
担当教員名 森本 政秀＊ 
単位数 2 
教科書 生物科学入門（三訂版）／石川統著／裳華房／978-4-785352035 
アクティブラーニング  
キーワード 生命、進化、細菌、植物、動物、細胞、酵素、光合成、呼吸、生殖、遺伝、呼吸、

分化、ＤＮＡ，フェロモン、胚、ミトコンドリア 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門生物 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指定しない 
授業形態 講義 
注意備考 遅刻、欠席のないようにすること。多様化度テストの生物を受験し、うけるよう

進められた１年生が対象である。基礎科目履修の前提として入門生物を受ける必
要のある学科もあるので注意すること。試験は定期試験期間中の行い、試験形態
は筆記試験とする。疑問点の解消など、自主的に学習相談室に訪問することを期
待する。 

シラバスコード FA000650 
実務経験のある教員  
達成目標 生物や生命現象の基礎・基本的な内容を理解して、大学における専門分野の学習

を進めていくのに必要な能力を習得すること。 
受講者へのコメント 教科書に載っていない画像とか、欲しい場合は遠慮なく申し出てください。入門

科目なので、専門と重ならないように広く浅く講義をしますので、わからないこ
とがあれば、学習相談室へ来てください。 

連絡先 ２５号館５Ｆ 学習相談室 ０８６−２５６−８４３８ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野の理解が深まった。（９０．９％）、この分野への興味、関⼼が高まった。
（１８．２％）、目標の達成においては、できた、だいたいできた（６３．７％）
という評価をいただきました。これからもいろいろ⼯夫をして、さらにいい授業



ができるようにしていきます。 
英文科目名 Introductory Biology 
関連科目 生物学、生物学実験 
次回に向けての改善変更予定 これからもいい画像とか新しい情報があれば、取り入れていきます。 
講義目的 生物や生物現象に関する基本的な概念や原理・法則を理解するとともに、生物学

的な探究の過程と科学の方法を習得し、創造的な能力や態度を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義の進め方について説明する。生物の特質、生物科学について説明す

る。 
2 回  生命の起源、進化など、生物の歴史を説明する。 
3 回  生物の分類法、細菌界、原生生物界について説明する。 
4 回  菌類界、植物界、動物界に分類し、生物の多様性について説明する。講義
の後半に第１回小テストを行う。 
5 回  生物が、機能上、構造上の単位として細胞から成り立っていることを説明
する。 
6 回  未分化な細胞が分化し、それらが集合して多様な組織や器官ができるこ
とを説明する。 
7 回  生態を構成する物質、酵素、光合成に 

準備学習 1 回  生物と生物科学の基本について学ぶため、教科書Ｐ．１〜Ｐ．１４まで読
んでおくこと。 
2 回  Ｐ．１５のまとめの問題をやり、生物の歴史について学ぶため、教科書
Ｐ．１８〜Ｐ．３５まで読んでおくこと。 
3 回  Ｐ．３６のまとめの問題をやり、生物の分類などを学ぶため、教科書Ｐ．
３８〜Ｐ．４９まで読んでおくこと。 
4 回  Ｐ．６１のまとめの問題、１〜６までをやり、菌類界、植物界、動物界な
どを学ぶため教科書Ｐ．５０〜Ｐ．６１まで読んでおくこと。第 1 回小テストを
行うので、準備をしておくこと。 
5 回  Ｐ．６１のま 

 



年度 2014 
授業コード FA000651 
成績評価 提出課題（２０％）＋小テストの結果（３０％）＋定期試験（５０％）により成

績を評価する。但し、定期試験において基準点を設け、得点が１００点満点中、
６０点未満の場合は不合格とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜13),生物地球システム学科(〜13) 
見出し FA000651 入門生物(再) 
担当教員名 森本 政秀＊ 
単位数 2 
教科書 生物科学入門（三訂版）／石川統著／裳華房／978-4-785352035 
アクティブラーニング  
キーワード 生命、進化、細菌、植物、動物、細胞、酵素、光合成、呼吸、生殖、遺伝、呼吸、

分化、ＤＮＡ，フェロモン、胚、ミトコンドリア 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門生物(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指定しない 
授業形態 講義 
注意備考 遅刻、欠席のないようにすること。多様化度テストの生物を受験し、うけるよう

進められた１年生が対象である。基礎科目履修の前提として入門生物を受ける必
要のある学科もあるので注意すること。試験は定期試験期間中の行い、試験形態
は筆記試験とする。疑問点の解消など、自主的に学習相談室に訪問することを期
待する。 

シラバスコード FA000651 
実務経験のある教員  
達成目標 生物や生命現象の基礎・基本的な内容を理解して、大学における専門分野の学習

を進めていくのに必要な能力を習得すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２５号館５Ｆ 学習相談室 ０８６−２５６−８４３８ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introductory Biology 
関連科目 生物学、生物学実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物や生物現象に関する基本的な概念や原理・法則を理解するとともに、生物学

的な探究の過程と科学の方法を習得し、創造的な能力や態度を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  講義の進め方について説明する。生物の特質、生物科学について説明す
る。 
2 回  生命の起源、進化など、生物の歴史を説明する。 
3 回  生物の分類法、細菌界、原生生物界について説明する。 
4 回  菌類界、植物界、動物界に分類し、生物の多様性について説明する。講義
の後半に第１回小テストを行う。 
5 回  生物が、機能上、構造上の単位として細胞から成り立っていることを説明
する。 
6 回  未分化な細胞が分化し、それらが集合して多様な組織や器官ができるこ
とを説明する。 
7 回  生態を構成する物質、酵素、光合成に 

準備学習 1 回  生物と生物科学の基本について学ぶため、教科書Ｐ．１〜Ｐ．１４まで読
んでおくこと。 
2 回  Ｐ．１５のまとめの問題をやり、生物の歴史について学ぶため、教科書
Ｐ．１８〜Ｐ．３５まで読んでおくこと。 
3 回  Ｐ．３６のまとめの問題をやり、生物の分類などを学ぶため、教科書Ｐ．
３８〜Ｐ．４９まで読んでおくこと。 
4 回  Ｐ．６１のまとめの問題、１〜６までをやり、菌類界、植物界、動物界な
どを学ぶため教科書Ｐ．５０〜Ｐ．６１まで読んでおくこと。第 1 回小テストを
行うので、準備をしておくこと。 
5 回  Ｐ．６１のま 

 



年度 2014 
授業コード FA000710 
成績評価 課題提出 (60%) と定期試験 (40%) により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),基礎

理学科(〜14),生物化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),動物学科(〜14),バイオ・
応用化学科(〜14),電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),知能機械⼯学
科(〜14),生体医⼯学科(〜14),建築学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14),
情報科学科(〜14),生物地球学科(〜14) 

見出し FA000710 入門数学 
担当教員名 中川 重和＊ 
単位数 2 
教科書 ドリルと演習シリーズ 基礎数学／日本数学教育学会高専・大学部会教材研究グ

ループ TAMS 編／電気書院／978-4-485302019 
アクティブラーニング  
キーワード ２次関数，三角関数，指数関数，対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし． 
科目名 入門数学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教養の数学／「教養の数学」編集委員会編 ／学術図書出版社：計算力が身に付く

数学基礎／佐野公朗／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 数学・情報教育センターと学習支援センターの指示に従って履修すること。高校

で学んだ数学の内容を整理や復習することが望ましい。 
シラバスコード FA000710 
実務経験のある教員  
達成目標 １年次の数学（微分積分学）を学ぶ上で必要な三角関数，指数関数，対数関数の

基本概念を理解し，これらの簡単な計算が自在にできるようになること。 
受講者へのコメント 特になし． 
連絡先 中川研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし． 
英文科目名 Pre-Calculus 
関連科目 本科目に引き続き、学科の数学系科目を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 特になし． 
講義目的 1 年次の数学の単位修得に必要な数学の基本的内容を学習する．さらに，これを

理解して簡単な計算が自在にできるようにする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 1 整式の加法・減法, 2 単項式の積と商, 3 整式の積について説明する。 
2 回 4 基本的な展開公式, 5 発展的な展開公式, 6 因数分解（共通因数）につい
て解説する。 
3 回 7 2 次式の因数分解, 8 因数分解（たすきがけ）, 9 因数分解（3 次式）につ
いて説明する。 
4 回 10 整式の除法, 12 分数式の約分・乗法・除法, 13 分数式の加法・減法につ
いて解説する。 
5 回 15 平方根を含む計算, 17 絶対値, 18 複素数について説明する。 
6 回 21 因数分解による 2 次方程式の解法 

準備学習 1 回 番号 1，2，3 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
2 回 番号 4，5，6 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
3 回 番号 7，8，9 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
4 回 番号 10，12，13 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
5 回 番号 15，17，18 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
6 回 番号 21，22，23 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
7 回 番号 24，25，29 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
8 回 番号 30，41，4 

 



年度 2014 
授業コード FA000711 
成績評価 課題提出 (60%) と定期試験 (40%) により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13),生物地球システム学科(〜13),建築学科(〜13) 
見出し FA000711 入門数学(再) 
担当教員名 中川 重和＊、竹内 渉 
単位数 2 
教科書 ドリルと演習シリーズ 基礎数学／日本数学教育学会高専・大学部会教材研究グ

ループ TAMS 編／電気書院／978-4-485302019 
アクティブラーニング  
キーワード ２次関数，三角関数，指数関数，対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門数学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教養の数学／「教養の数学」編集委員会編 ／学術図書出版社：計算力が身に付く

数学基礎／佐野公朗／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 数学・情報教育センターと学習支援センターの指示に従って履修すること。高校

で学んだ数学の内容を整理や復習することが望ましい。 
シラバスコード FA000711 
実務経験のある教員  
達成目標 １年次の数学（微分積分学）を学ぶ上で必要な三角関数，指数関数，対数関数の

基本概念を理解し，これらの簡単な計算が自在にできるようになること。 
受講者へのコメント  
連絡先 中川研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Pre-Calculus 
関連科目 本科目に引き続き、学科の数学系科目を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1 年次の数学の単位修得に必要な数学の基本的内容を学習する．さらに，これを

理解して簡単な計算が自在にできるようにする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1 整式の加法・減法, 2 単項式の積と商, 3 整式の積について説明する。 

2 回 4 基本的な展開公式, 5 発展的な展開公式, 6 因数分解（共通因数）につい
て解説する。 
3 回 7 2 次式の因数分解, 8 因数分解（たすきがけ）, 9 因数分解（3 次式）につ



いて説明する。 
4 回 10 整式の除法, 12 分数式の約分・乗法・除法, 13 分数式の加法・減法につ
いて解説する。 
5 回 15 平方根を含む計算, 17 絶対値, 18 複素数について説明する。 
6 回 21 因数分解による 2 次方程式の解法 

準備学習 1 回 番号 1，2，3 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
2 回 番号 4，5，6 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
3 回 番号 7，8，9 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
4 回 番号 10，12，13 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
5 回 番号 15，17，18 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
6 回 番号 21，22，23 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
7 回 番号 24，25，29 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
8 回 番号 30，41，4 

 



年度 2014 
授業コード FA000720 
成績評価 課題提出 (60%) と定期試験 (40%) により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),基礎

理学科(〜14),生物化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),動物学科(〜14),バイオ・
応用化学科(〜14),電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),知能機械⼯学
科(〜14),生体医⼯学科(〜14),建築学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14),
情報科学科(〜14),生物地球学科(〜14) 

見出し FA000720 入門数学 
担当教員名 和⽥ 真治＊ 
単位数 2 
教科書 ドリルと演習シリーズ 基礎数学／日本数学教育学会高専・大学部会教材研究グ

ループ TAMS 編／電気書院／978-4-485302019 
アクティブラーニング  
キーワード ２次関数，三角関数，指数関数，対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「内容が少しずつ分かるようになってきた」「自分のペースで授業を受けられる

ので良い」とあったが，とてもうれしく思います。しっかり理解して専門で役立
ててください。「授業のスピードがすこし早いです」「前半は問題ないが，後半は
もう少しゆっくりやってほしかった」「高校内容を半年で済ませるので仕方ない
が，やはり難しく，講義についていけない」とあったが，そういう時こそ，学習
相談室を利用してください。講義についていけないときこそ，自分で 25 号館 5
階を訪ねて，たとえ 10 分や 20 分でも一緒に勉強していけば講義についていける
は 

科目名 入門数学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教養の数学／「教養の数学」編集委員会編 ／学術図書出版社：計算力が身に付く

数学基礎／佐野公朗／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 数学・情報教育センターと学習支援センターの指示に従って履修すること。高校

で学んだ数学の内容を整理や復習することが望ましい。 
シラバスコード FA000720 
実務経験のある教員  
達成目標 １年次の数学（微分積分学）を学ぶ上で必要な三角関数，指数関数，対数関数の

基本概念を理解し，これらの簡単な計算が自在にできるようになること。 
受講者へのコメント しっかり予習して講義に臨んでほしい。解からない所があったり，赤プリントを

もらったら，必ず学習相談室に来てほしい。いっしょに頑張りましょう。 
連絡先 和⽥ ２５号館５階学習相談室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 A については，欠席 3，4 回が 14％で，前年より減った。また授業時間外の学習
が 30 分程度の学生が 43％で，その内訳は宿題に取り組んだ学生が 43％，シラバ
ス，授業で提示された教科書や参考書に取り組んだ学生が 43％だった。また授業
時間外の学習をまったくしなかったが 29％なので，もっと時間を増やしてほし
い。B については理解が深まった技能・技術が向上したが多かった。C について
は全体的にほぼ満足しているものと思われる。E については少数意見として，理
解しやすいように，説明にもう少し⼯夫を加えてもらえると良いが 21％だが 

英文科目名 Pre-Calculus 
関連科目 本科目に引き続き、学科の数学系科目を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 説明の時間を少しでも少なくして，問題を解く時間をもう少し確保したい。 
講義目的 1 年次の数学の単位修得に必要な数学の基本的内容を学習する．さらに，これを

理解して簡単な計算が自在にできるようにする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1 整式の加法・減法, 2 単項式の積と商, 3 整式の積について説明する。 

2 回 4 基本的な展開公式, 5 発展的な展開公式, 6 因数分解（共通因数）につい
て解説する。 
3 回 7 2 次式の因数分解, 8 因数分解（たすきがけ）, 9 因数分解（3 次式）につ
いて説明する。 
4 回 10 整式の除法, 12 分数式の約分・乗法・除法, 13 分数式の加法・減法につ
いて解説する。 
5 回 15 平方根を含む計算, 17 絶対値, 18 複素数について説明する。 
6 回 21 因数分解による 2 次方程式の解法 

準備学習 1 回 番号 1，2，3 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
2 回 番号 4，5，6 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
3 回 番号 7，8，9 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
4 回 番号 10，12，13 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
5 回 番号 15，17，18 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
6 回 番号 21，22，23 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
7 回 番号 24，25，29 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
8 回 番号 30，41，4 

 



年度 2014 
授業コード FA000721 
成績評価 課題提出 (60%) と定期試験 (40%) により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13),生物地球システム学科(〜13),建築学科(〜13) 
見出し FA000721 入門数学(再) 
担当教員名 和⽥ 真治＊ 
単位数 2 
教科書 ドリルと演習シリーズ 基礎数学／日本数学教育学会高専・大学部会教材研究グ

ループ TAMS 編／電気書院／978-4-485302019 
アクティブラーニング  
キーワード ２次関数，三角関数，指数関数，対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門数学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教養の数学／「教養の数学」編集委員会編 ／学術図書出版社：計算力が身に付く

数学基礎／佐野公朗／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 数学・情報教育センターと学習支援センターの指示に従って履修すること。高校

で学んだ数学の内容を整理や復習することが望ましい。 
シラバスコード FA000721 
実務経験のある教員  
達成目標 １年次の数学（微分積分学）を学ぶ上で必要な三角関数，指数関数，対数関数の

基本概念を理解し，これらの簡単な計算が自在にできるようになること。 
受講者へのコメント  
連絡先 和⽥ ２５号館５階学習相談室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Pre-Calculus 
関連科目 本科目に引き続き、学科の数学系科目を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1 年次の数学の単位修得に必要な数学の基本的内容を学習する．さらに，これを

理解して簡単な計算が自在にできるようにする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1 整式の加法・減法, 2 単項式の積と商, 3 整式の積について説明する。 

2 回 4 基本的な展開公式, 5 発展的な展開公式, 6 因数分解（共通因数）につい
て解説する。 
3 回 7 2 次式の因数分解, 8 因数分解（たすきがけ）, 9 因数分解（3 次式）につ



いて説明する。 
4 回 10 整式の除法, 12 分数式の約分・乗法・除法, 13 分数式の加法・減法につ
いて解説する。 
5 回 15 平方根を含む計算, 17 絶対値, 18 複素数について説明する。 
6 回 21 因数分解による 2 次方程式の解法 

準備学習 1 回 番号 1，2，3 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
2 回 番号 4，5，6 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
3 回 番号 7，8，9 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
4 回 番号 10，12，13 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
5 回 番号 15，17，18 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
6 回 番号 21，22，23 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
7 回 番号 24，25，29 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
8 回 番号 30，41，4 

 



年度 2014 
授業コード FA000730 
成績評価 課題提出 (60%) と定期試験 (40%) により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),基礎

理学科(〜14),生物化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),動物学科(〜14),バイオ・
応用化学科(〜14),電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),知能機械⼯学
科(〜14),生体医⼯学科(〜14),建築学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14),
情報科学科(〜14),生物地球学科(〜14) 

見出し FA000730 入門数学 
担当教員名 梶原 徳彦＊ 
単位数 2 
教科書 ドリルと演習シリーズ 基礎数学／日本数学教育学会高専・大学部会教材研究グ

ループ TAMS 編／電気書院／978-4-485302019 
アクティブラーニング  
キーワード ２次関数，三角関数，指数関数，対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 質問のような記述はなかった。 
科目名 入門数学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教養の数学／「教養の数学」編集委員会編 ／学術図書出版社：計算力が身に付く

数学基礎／佐野公朗／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 数学・情報教育センターと学習支援センターの指示に従って履修すること。高校

で学んだ数学の内容を整理や復習することが望ましい。 
シラバスコード FA000730 
実務経験のある教員  
達成目標 １年次の数学（微分積分学）を学ぶ上で必要な三角関数，指数関数，対数関数の

基本概念を理解し，これらの簡単な計算が自在にできるようになること。 
受講者へのコメント 講義があったその日のうちに復習をしてほしい。 
連絡先 梶原 ２５号館７階非常勤講師控室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 内容に強弱を付けて重点的に説明したので理解が深まったように思える。 
英文科目名 Pre-Calculus 
関連科目 本科目に引き続き、学科の数学系科目を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 授業の内容を少し絞って、できるだけよく理解できるように詳しく丁寧に説明し

たい。 
講義目的 1 年次の数学の単位修得に必要な数学の基本的内容を学習する．さらに，これを

理解して簡単な計算が自在にできるようにする。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1 整式の加法・減法, 2 単項式の積と商, 3 整式の積について説明する。 

2 回 4 基本的な展開公式, 5 発展的な展開公式, 6 因数分解（共通因数）につい
て解説する。 
3 回 7 2 次式の因数分解, 8 因数分解（たすきがけ）, 9 因数分解（3 次式）につ
いて説明する。 
4 回 10 整式の除法, 12 分数式の約分・乗法・除法, 13 分数式の加法・減法につ
いて解説する。 
5 回 15 平方根を含む計算, 17 絶対値, 18 複素数について説明する。 
6 回 21 因数分解による 2 次方程式の解法 

準備学習 1 回 番号 1，2，3 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
2 回 番号 4，5，6 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
3 回 番号 7，8，9 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
4 回 番号 10，12，13 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
5 回 番号 15，17，18 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
6 回 番号 21，22，23 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
7 回 番号 24，25，29 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
8 回 番号 30，41，4 

 



年度 2014 
授業コード FA000731 
成績評価 課題提出 (60%) と定期試験 (40%) により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13),生物地球システム学科(〜13),建築学科(〜13) 
見出し FA000731 入門数学(再) 
担当教員名 梶原 徳彦＊ 
単位数 2 
教科書 ドリルと演習シリーズ 基礎数学／日本数学教育学会高専・大学部会教材研究グ

ループ TAMS 編／電気書院／978-4-485302019 
アクティブラーニング  
キーワード ２次関数，三角関数，指数関数，対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門数学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教養の数学／「教養の数学」編集委員会編 ／学術図書出版社：計算力が身に付く

数学基礎／佐野公朗／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 数学・情報教育センターと学習支援センターの指示に従って履修すること。高校

で学んだ数学の内容を整理や復習することが望ましい。 
シラバスコード FA000731 
実務経験のある教員  
達成目標 １年次の数学（微分積分学）を学ぶ上で必要な三角関数，指数関数，対数関数の

基本概念を理解し，これらの簡単な計算が自在にできるようになること。 
受講者へのコメント  
連絡先 梶原 ２５号館７階非常勤講師控室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Pre-Calculus 
関連科目 本科目に引き続き、学科の数学系科目を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1 年次の数学の単位修得に必要な数学の基本的内容を学習する．さらに，これを

理解して簡単な計算が自在にできるようにする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1 整式の加法・減法, 2 単項式の積と商, 3 整式の積について説明する。 

2 回 4 基本的な展開公式, 5 発展的な展開公式, 6 因数分解（共通因数）につい
て解説する。 
3 回 7 2 次式の因数分解, 8 因数分解（たすきがけ）, 9 因数分解（3 次式）につ



いて説明する。 
4 回 10 整式の除法, 12 分数式の約分・乗法・除法, 13 分数式の加法・減法につ
いて解説する。 
5 回 15 平方根を含む計算, 17 絶対値, 18 複素数について説明する。 
6 回 21 因数分解による 2 次方程式の解法 

準備学習 1 回 番号 1，2，3 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
2 回 番号 4，5，6 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
3 回 番号 7，8，9 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
4 回 番号 10，12，13 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
5 回 番号 15，17，18 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
6 回 番号 21，22，23 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
7 回 番号 24，25，29 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
8 回 番号 30，41，4 

 



年度 2014 
授業コード FA000740 
成績評価 課題提出 (60%) と定期試験 (40%) により成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),基礎

理学科(〜14),生物化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),動物学科(〜14),バイオ・
応用化学科(〜14),電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),知能機械⼯学
科(〜14),生体医⼯学科(〜14),建築学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14),
情報科学科(〜14),生物地球学科(〜14) 

見出し FA000740 入門数学 
担当教員名 和⽥ 真治＊ 
単位数 2 
教科書 ドリルと演習シリーズ 基礎数学／日本数学教育学会高専・大学部会教材研究グ

ループ TAMS 編／電気書院／978-4-485302019 
アクティブラーニング  
キーワード ２次関数，三角関数，指数関数，対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「字が読みやすくてわかりやすい」「数Ⅰの復習に良かったと思う」「数ⅠAⅡB

をこの授業で思い出せたので良かったです」「基礎を１からやり直すことができ
て良かったです」とあったが，とてもうれしく思います。しっかり理解して専門
で役立ててください。「発表を指名することもしてほしい」とあったが，公式の復
習では指名していましたよ。問題の解答では指名して発表する時間的な余裕があ
りません。15 回の授業で高校 2 年間分を復習するので先生からの模範解答を自
分の解答と照らし合わせてください。「曜日選択だけゆとりを持ってほしかった」 

科目名 入門数学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教養の数学／「教養の数学」編集委員会編 ／学術図書出版社：計算力が身に付く

数学基礎／佐野公朗／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 数学・情報教育センターと学習支援センターの指示に従って履修すること。高校

で学んだ数学の内容を整理や復習することが望ましい。 
シラバスコード FA000740 
実務経験のある教員  
達成目標 １年次の数学（微分積分学）を学ぶ上で必要な三角関数，指数関数，対数関数の

基本概念を理解し，これらの簡単な計算が自在にできるようになること。 
受講者へのコメント しっかり予習して講義に臨んでほしい。解からない所があったら，必ず学習相談

室に来てほしい。いっしょに頑張りましょう。 
連絡先 和⽥ ２５号館５階学習相談室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 A については，欠席 3，4 回が 30％で，欠席するとわからなくなるので，欠席し



ないでください。また授業時間外の学習が 30 分程度の学生が 58％で，その内訳
は宿題に取り組んだ学生が 67％だったので，もっと予習に力を入れてほしい。B
については理解が深まった技能・技術が向上したが多かった。C については全体
的に満足しているものと思われる。E については少数意見として，教科書や資料
のレベルがもう少し高くても良いが 9％だが，そう思った人は，講義でとばした
単元を自分で解いてみてください。このレベルで十分と思えるでしょう。宿題な 

英文科目名 Pre-Calculus 
関連科目 本科目に引き続き、学科の数学系科目を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 説明の時間を少しでも少なくして，問題を解く時間をもう少し確保したい。 
講義目的 1 年次の数学の単位修得に必要な数学の基本的内容を学習する．さらに，これを

理解して簡単な計算が自在にできるようにする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1 整式の加法・減法, 2 単項式の積と商, 3 整式の積について説明する。 

2 回 4 基本的な展開公式, 5 発展的な展開公式, 6 因数分解（共通因数）につい
て解説する。 
3 回 7 2 次式の因数分解, 8 因数分解（たすきがけ）, 9 因数分解（3 次式）につ
いて説明する。 
4 回 10 整式の除法, 12 分数式の約分・乗法・除法, 13 分数式の加法・減法につ
いて解説する。 
5 回 15 平方根を含む計算, 17 絶対値, 18 複素数について説明する。 
6 回 21 因数分解による 2 次方程式の解法 

準備学習 1 回 番号 1，2，3 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
2 回 番号 4，5，6 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
3 回 番号 7，8，9 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
4 回 番号 10，12，13 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
5 回 番号 15，17，18 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
6 回 番号 21，22，23 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
7 回 番号 24，25，29 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
8 回 番号 30，41，4 

 



年度 2014 
授業コード FA000741 
成績評価 課題提出 (60%) と定期試験 (40%) により成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13),生物地球システム学科(〜13),建築学科(〜13) 
見出し FA000741 入門数学(再) 
担当教員名 和⽥ 真治＊ 
単位数 2 
教科書 ドリルと演習シリーズ 基礎数学／日本数学教育学会高専・大学部会教材研究グ

ループ TAMS 編／電気書院／978-4-485302019 
アクティブラーニング  
キーワード ２次関数，三角関数，指数関数，対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門数学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教養の数学／「教養の数学」編集委員会編 ／学術図書出版社：計算力が身に付く

数学基礎／佐野公朗／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 数学・情報教育センターと学習支援センターの指示に従って履修すること。高校

で学んだ数学の内容を整理や復習することが望ましい。 
シラバスコード FA000741 
実務経験のある教員  
達成目標 １年次の数学（微分積分学）を学ぶ上で必要な三角関数，指数関数，対数関数の

基本概念を理解し，これらの簡単な計算が自在にできるようになること。 
受講者へのコメント  
連絡先 和⽥ ２５号館５階学習相談室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Pre-Calculus 
関連科目 本科目に引き続き、学科の数学系科目を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1 年次の数学の単位修得に必要な数学の基本的内容を学習する．さらに，これを

理解して簡単な計算が自在にできるようにする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1 整式の加法・減法, 2 単項式の積と商, 3 整式の積について説明する。 

2 回 4 基本的な展開公式, 5 発展的な展開公式, 6 因数分解（共通因数）につい
て解説する。 
3 回 7 2 次式の因数分解, 8 因数分解（たすきがけ）, 9 因数分解（3 次式）につ



いて説明する。 
4 回 10 整式の除法, 12 分数式の約分・乗法・除法, 13 分数式の加法・減法につ
いて解説する。 
5 回 15 平方根を含む計算, 17 絶対値, 18 複素数について説明する。 
6 回 21 因数分解による 2 次方程式の解法 

準備学習 1 回 番号 1，2，3 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
2 回 番号 4，5，6 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
3 回 番号 7，8，9 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
4 回 番号 10，12，13 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
5 回 番号 15，17，18 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
6 回 番号 21，22，23 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
7 回 番号 24，25，29 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
8 回 番号 30，41，4 

 



年度 2014 
授業コード FA000750 
成績評価 課題提出 (60%) と定期試験 (40%) により成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),基礎

理学科(〜14),生物化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),動物学科(〜14),バイオ・
応用化学科(〜14),電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),知能機械⼯学
科(〜14),生体医⼯学科(〜14),建築学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14),
情報科学科(〜14),生物地球学科(〜14) 

見出し FA000750 入門数学 
担当教員名 池上 数一＊ 
単位数 2 
教科書 ドリルと演習シリーズ 基礎数学／日本数学教育学会高専・大学部会教材研究グ

ループ TAMS 編／電気書院／978-4-485302019 
アクティブラーニング  
キーワード ２次関数，三角関数，指数関数，対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 内容は分かり、やすかったという評価の反面もっとゆっくり、話した方がいいと

の意見 
も見られたが、習慣を治すのは、かなりたいへんですが、ゆっくり話すようにし
ましょう。 

科目名 入門数学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教養の数学／「教養の数学」編集委員会編 ／学術図書出版社：計算力が身に付く

数学基礎／佐野公朗／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 数学・情報教育センターと学習支援センターの指示に従って履修すること。高校

で学んだ数学の内容を整理や復習することが望ましい。 
シラバスコード FA000750 
実務経験のある教員  
達成目標 １年次の数学（微分積分学）を学ぶ上で必要な三角関数，指数関数，対数関数の

基本概念を理解し，これらの簡単な計算が自在にできるようになること。 
受講者へのコメント 質問があれば、数学なら何でも受け、一緒に考えて解いた。かなりよく理解して

いる子もいて、 
質問問題を解いていくのは学生らの理解力もわかり、講義にいかせたのはよかっ
た。 
簡単な微分計算も少しずつ混ぜ、特に、三角、指数、対数関数はこれから使うこ
とも多い 
と思えるので、微分の基本までは、教えたつもりです。あとは個人で学習する習
慣を 
つけていってください。 



連絡先 池上 ２５号館７階非常勤講師控室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 思ったより時間外の学習時間がおおかった。またこの授業で理解力など深まった
のはよかった。基本を理解する力は 
十分あると、感じた。 

英文科目名 Pre-Calculus 
関連科目 本科目に引き続き、学科の数学系科目を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 ポイントをもっと絞り、基本がわかり、自分自身で考えながら学習していける能

力を 
養えるように、基礎ずけをしてあげたい。板書問題はかなりやりましたが、もっ
と 
多くの学生の参加をさせるようにもっていきたい。 

講義目的 1 年次の数学の単位修得に必要な数学の基本的内容を学習する．さらに，これを
理解して簡単な計算が自在にできるようにする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1 整式の加法・減法, 2 単項式の積と商, 3 整式の積について説明する。 

2 回 4 基本的な展開公式, 5 発展的な展開公式, 6 因数分解（共通因数）につい
て解説する。 
3 回 7 2 次式の因数分解, 8 因数分解（たすきがけ）, 9 因数分解（3 次式）につ
いて説明する。 
4 回 10 整式の除法, 12 分数式の約分・乗法・除法, 13 分数式の加法・減法につ
いて解説する。 
5 回 15 平方根を含む計算, 17 絶対値, 18 複素数について説明する。 
6 回 21 因数分解による 2 次方程式の解法 

準備学習 1 回 番号 1，2，3 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
2 回 番号 4，5，6 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
3 回 番号 7，8，9 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
4 回 番号 10，12，13 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
5 回 番号 15，17，18 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
6 回 番号 21，22，23 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
7 回 番号 24，25，29 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
8 回 番号 30，41，4 

 



年度 2014 
授業コード FA000751 
成績評価 課題提出 (60%) と定期試験 (40%) により成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13),生物地球システム学科(〜13),建築学科(〜13) 
見出し FA000751 入門数学(再) 
担当教員名 池上 数一＊ 
単位数 2 
教科書 ドリルと演習シリーズ 基礎数学／日本数学教育学会高専・大学部会教材研究グ

ループ TAMS 編／電気書院／978-4-485302019 
アクティブラーニング  
キーワード ２次関数，三角関数，指数関数，対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門数学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教養の数学／「教養の数学」編集委員会編 ／学術図書出版社：計算力が身に付く

数学基礎／佐野公朗／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 数学・情報教育センターと学習支援センターの指示に従って履修すること。高校

で学んだ数学の内容を整理や復習することが望ましい。 
シラバスコード FA000751 
実務経験のある教員  
達成目標 １年次の数学（微分積分学）を学ぶ上で必要な三角関数，指数関数，対数関数の

基本概念を理解し，これらの簡単な計算が自在にできるようになること。 
受講者へのコメント  
連絡先 池上 ２５号館７階非常勤講師控室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Pre-Calculus 
関連科目 本科目に引き続き、学科の数学系科目を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1 年次の数学の単位修得に必要な数学の基本的内容を学習する．さらに，これを

理解して簡単な計算が自在にできるようにする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1 整式の加法・減法, 2 単項式の積と商, 3 整式の積について説明する。 

2 回 4 基本的な展開公式, 5 発展的な展開公式, 6 因数分解（共通因数）につい
て解説する。 
3 回 7 2 次式の因数分解, 8 因数分解（たすきがけ）, 9 因数分解（3 次式）につ



いて説明する。 
4 回 10 整式の除法, 12 分数式の約分・乗法・除法, 13 分数式の加法・減法につ
いて解説する。 
5 回 15 平方根を含む計算, 17 絶対値, 18 複素数について説明する。 
6 回 21 因数分解による 2 次方程式の解法 

準備学習 1 回 番号 1，2，3 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
2 回 番号 4，5，6 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
3 回 番号 7，8，9 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
4 回 番号 10，12，13 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
5 回 番号 15，17，18 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
6 回 番号 21，22，23 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
7 回 番号 24，25，29 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
8 回 番号 30，41，4 

 



年度 2014 
授業コード FA000760 
成績評価 課題提出 (60%) と定期試験 (40%) により成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),基礎

理学科(〜14),生物化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),動物学科(〜14),バイオ・
応用化学科(〜14),電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),知能機械⼯学
科(〜14),生体医⼯学科(〜14),建築学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14),
情報科学科(〜14),生物地球学科(〜14) 

見出し FA000760 入門数学 
担当教員名 梶原 徳彦＊ 
単位数 2 
教科書 ドリルと演習シリーズ 基礎数学／日本数学教育学会高専・大学部会教材研究グ

ループ TAMS 編／電気書院／978-4-485302019 
アクティブラーニング  
キーワード ２次関数，三角関数，指数関数，対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 自由記述がない。 
科目名 入門数学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教養の数学／「教養の数学」編集委員会編 ／学術図書出版社：計算力が身に付く

数学基礎／佐野公朗／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 数学・情報教育センターと学習支援センターの指示に従って履修すること。高校

で学んだ数学の内容を整理や復習することが望ましい。 
シラバスコード FA000760 
実務経験のある教員  
達成目標 １年次の数学（微分積分学）を学ぶ上で必要な三角関数，指数関数，対数関数の

基本概念を理解し，これらの簡単な計算が自在にできるようになること。 
受講者へのコメント 復習に重点をおき、その日のうちに学習をしてほしい。 
連絡先 梶原 ２５号館７階非常勤講師控室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 項目を絞って重点的に説明したつもりであるが、このクラスには数学を高校生の
時まったく履修していない学生もいるようで理解できていない学生も少しいる
ようです。 

英文科目名 Pre-Calculus 
関連科目 本科目に引き続き、学科の数学系科目を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 もっとも重要な項目をゆっくり丁寧に説明しようと思う。 
講義目的 1 年次の数学の単位修得に必要な数学の基本的内容を学習する．さらに，これを



理解して簡単な計算が自在にできるようにする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1 整式の加法・減法, 2 単項式の積と商, 3 整式の積について説明する。 

2 回 4 基本的な展開公式, 5 発展的な展開公式, 6 因数分解（共通因数）につい
て解説する。 
3 回 7 2 次式の因数分解, 8 因数分解（たすきがけ）, 9 因数分解（3 次式）につ
いて説明する。 
4 回 10 整式の除法, 12 分数式の約分・乗法・除法, 13 分数式の加法・減法につ
いて解説する。 
5 回 15 平方根を含む計算, 17 絶対値, 18 複素数について説明する。 
6 回 21 因数分解による 2 次方程式の解法 

準備学習 1 回 番号 1，2，3 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
2 回 番号 4，5，6 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
3 回 番号 7，8，9 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
4 回 番号 10，12，13 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
5 回 番号 15，17，18 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
6 回 番号 21，22，23 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
7 回 番号 24，25，29 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
8 回 番号 30，41，4 

 



年度 2014 
授業コード FA000761 
成績評価 課題提出 (60%) と定期試験 (40%) により成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13),生物地球システム学科(〜13),建築学科(〜13) 
見出し FA000761 入門数学(再) 
担当教員名 梶原 徳彦＊ 
単位数 2 
教科書 ドリルと演習シリーズ 基礎数学／日本数学教育学会高専・大学部会教材研究グ

ループ TAMS 編／電気書院／978-4-485302019 
アクティブラーニング  
キーワード ２次関数，三角関数，指数関数，対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門数学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教養の数学／「教養の数学」編集委員会編 ／学術図書出版社：計算力が身に付く

数学基礎／佐野公朗／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 数学・情報教育センターと学習支援センターの指示に従って履修すること。高校

で学んだ数学の内容を整理や復習することが望ましい。 
シラバスコード FA00761 
実務経験のある教員  
達成目標 １年次の数学（微分積分学）を学ぶ上で必要な三角関数，指数関数，対数関数の

基本概念を理解し，これらの簡単な計算が自在にできるようになること。 
受講者へのコメント  
連絡先 梶原 ２５号館７階非常勤講師控室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Pre-Calculus 
関連科目 本科目に引き続き、学科の数学系科目を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1 年次の数学の単位修得に必要な数学の基本的内容を学習する．さらに，これを

理解して簡単な計算が自在にできるようにする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1 整式の加法・減法, 2 単項式の積と商, 3 整式の積について説明する。 

2 回 4 基本的な展開公式, 5 発展的な展開公式, 6 因数分解（共通因数）につい
て解説する。 
3 回 7 2 次式の因数分解, 8 因数分解（たすきがけ）, 9 因数分解（3 次式）につ



いて説明する。 
4 回 10 整式の除法, 12 分数式の約分・乗法・除法, 13 分数式の加法・減法につ
いて解説する。 
5 回 15 平方根を含む計算, 17 絶対値, 18 複素数について説明する。 
6 回 21 因数分解による 2 次方程式の解法 

準備学習 1 回 番号 1，2，3 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
2 回 番号 4，5，6 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
3 回 番号 7，8，9 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
4 回 番号 10，12，13 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
5 回 番号 15，17，18 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
6 回 番号 21，22，23 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
7 回 番号 24，25，29 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
8 回 番号 30，41，4 

 



年度 2014 
授業コード FA000770 
成績評価 課題提出 (60%) と定期試験 (40%) により成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),基礎

理学科(〜14),生物化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),動物学科(〜14),バイオ・
応用化学科(〜14),電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),知能機械⼯学
科(〜14),生体医⼯学科(〜14),建築学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14),
情報科学科(〜14),生物地球システム学科(〜14),生物地球学科(〜14) 

見出し FA000770 入門数学 
担当教員名 池上 数一＊ 
単位数 2 
教科書 ドリルと演習シリーズ 基礎数学／日本数学教育学会高専・大学部会教材研究グ

ループ TAMS 編／電気書院／978-4-485302019 
アクティブラーニング  
キーワード ２次関数，三角関数，指数関数，対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 記述を見ると楽しく、数学に自信がもてるようになった人もおり、数学への理解

が深まったと評価 
してくれる人もいて、教えがいがありました。中には室内が寒すぎるという人も
いました。温度 
管理には注意します。 

科目名 入門数学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教養の数学／「教養の数学」編集委員会編 ／学術図書出版社：計算力が身に付く

数学基礎／佐野公朗／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 数学・情報教育センターと学習支援センターの指示に従って履修すること。高校

で学んだ数学の内容を整理や復習することが望ましい。 
シラバスコード FA000770 
実務経験のある教員  
達成目標 １年次の数学（微分積分学）を学ぶ上で必要な三角関数，指数関数，対数関数の

基本概念を理解し，これらの簡単な計算が自在にできるようになること。 
受講者へのコメント 真面目に授業に取り組んだ学生が大半でしたね。自信をもって今後も、目標にむ

け頑張って 
行けると思われる人も多く期待しています。最初はなれることですから、演習問
題で慣れて 
いってください。ほかの教科も同じだと思いますよ。教えていても楽しい時間で
したよ。 

連絡先 池上 ２５号館７階非常勤講師控室 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 半分以上の人が時間外に学習していたのは、感⼼しました。理解が深まったなど

の、前向きな評価、が多かったのは、うれしい 
かぎりです。 

英文科目名 Pre-Calculus 
関連科目 本科目に引き続き、学科の数学系科目を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 やはり板書の回数を、全員が参加できるように、講義に個々が参加するように、

⼯夫したい。 
講義目的 1 年次の数学の単位修得に必要な数学の基本的内容を学習する．さらに，これを

理解して簡単な計算が自在にできるようにする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1 整式の加法・減法, 2 単項式の積と商, 3 整式の積について説明する。 

2 回 4 基本的な展開公式, 5 発展的な展開公式, 6 因数分解（共通因数）につい
て解説する。 
3 回 7 2 次式の因数分解, 8 因数分解（たすきがけ）, 9 因数分解（3 次式）につ
いて説明する。 
4 回 10 整式の除法, 12 分数式の約分・乗法・除法, 13 分数式の加法・減法につ
いて解説する。 
5 回 15 平方根を含む計算, 17 絶対値, 18 複素数について説明する。 
6 回 21 因数分解による 2 次方程式の解法 

準備学習 1 回 番号 1，2，3 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
2 回 番号 4，5，6 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
3 回 番号 7，8，9 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
4 回 番号 10，12，13 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
5 回 番号 15，17，18 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
6 回 番号 21，22，23 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
7 回 番号 24，25，29 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
8 回 番号 30，41，4 

 



年度 2014 
授業コード FA000771 
成績評価 課題提出 (60%) と定期試験 (40%) により成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13),建築学科(〜13) 
見出し FA000771 入門数学(再) 
担当教員名 池上 数一＊ 
単位数 2 
教科書 ドリルと演習シリーズ 基礎数学／日本数学教育学会高専・大学部会教材研究グ

ループ TAMS 編／電気書院／978-4-485302019 
アクティブラーニング  
キーワード ２次関数，三角関数，指数関数，対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門数学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教養の数学／「教養の数学」編集委員会編 ／学術図書出版社：計算力が身に付く

数学基礎／佐野公朗／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 数学・情報教育センターと学習支援センターの指示に従って履修すること。高校

で学んだ数学の内容を整理や復習することが望ましい。 
シラバスコード FA000771 
実務経験のある教員  
達成目標 １年次の数学（微分積分学）を学ぶ上で必要な三角関数，指数関数，対数関数の

基本概念を理解し，これらの簡単な計算が自在にできるようになること。 
受講者へのコメント  
連絡先 池上 ２５号館７階非常勤講師控室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Pre-Calculus 
関連科目 本科目に引き続き、学科の数学系科目を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1 年次の数学の単位修得に必要な数学の基本的内容を学習する．さらに，これを

理解して簡単な計算が自在にできるようにする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1 整式の加法・減法, 2 単項式の積と商, 3 整式の積について説明する。 

2 回 4 基本的な展開公式, 5 発展的な展開公式, 6 因数分解（共通因数）につい
て解説する。 
3 回 7 2 次式の因数分解, 8 因数分解（たすきがけ）, 9 因数分解（3 次式）につ



いて説明する。 
4 回 10 整式の除法, 12 分数式の約分・乗法・除法, 13 分数式の加法・減法につ
いて解説する。 
5 回 15 平方根を含む計算, 17 絶対値, 18 複素数について説明する。 
6 回 21 因数分解による 2 次方程式の解法 

準備学習 1 回 番号 1，2，3 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
2 回 番号 4，5，6 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
3 回 番号 7，8，9 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
4 回 番号 10，12，13 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
5 回 番号 15，17，18 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
6 回 番号 21，22，23 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
7 回 番号 24，25，29 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
8 回 番号 30，41，4 

 



年度 2014 
授業コード FA000780 
成績評価 課題提出 (60%) と定期試験 (40%) により成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),基礎

理学科(〜14),生物化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),動物学科(〜14),バイオ・
応用化学科(〜14),電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),知能機械⼯学
科(〜14),生体医⼯学科(〜14),建築学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14),
情報科学科(〜14) 

見出し FA000780 入門数学 
担当教員名 和⽥ 真治＊ 
単位数 2 
教科書 ドリルと演習シリーズ 基礎数学／日本数学教育学会高専・大学部会教材研究グ

ループ TAMS 編／電気書院 
アクティブラーニング  
キーワード ２次関数，三角関数，指数関数，対数関数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「マンツーマンで教えてくれる点は良かった」とあったが，後期はいつも 10 人

未満で TA が 3 人いるのでマンツーマン気味になります。前期に単位を落とした
人にとっては非常に有効な講義だと思います。マンツーマンなのですべての問題
のわからない所が聞けて解決できます。前期単位を落とした人，数学が苦手な人
は是非この講義を取ってください。 

科目名 入門数学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教養の数学／「教養の数学」編集委員会編 ／学術図書出版社：計算力が身に付く

数学基礎／佐野公朗／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 数学・情報教育センターと学習支援センターの指示に従って履修すること。高校

で学んだ数学の内容を整理や復習することが望ましい。 
シラバスコード FA000780 
実務経験のある教員  
達成目標 １年次の数学（微分積分学）を学ぶ上で必要な三角関数，指数関数，対数関数の

基本概念を理解し，これらの簡単な計算が自在にできるようになること。 
受講者へのコメント しっかり予習，復習して講義に臨んでほしい。解からない所があったり，赤プリ

ントをもらったら，必ず学習相談室に来てほしい。いっしょに頑張りましょう。
予習，復習している学生や，赤プリントを学習相談室で添削している学生は力が
ついています。 

連絡先 和⽥ ２５号館５階学習相談室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 A については，欠席回数 0 回が 66.7％，3・4 回が 33.3％でした。また，授業時



間外の学習が 1 時間程度の学生が 33.3％，30 分程度の学生が 33.3％，全くしな
かったが 33.3％で，その内訳は宿題に取り組んだ学生が 66.7％だったので，もっ
と予習に力を入れてほしい。B については理解が深まった,学習方法の改善に役立
ったが多かった。C についてはほぼ満足していると思われる。E については，特
にないが 100％でした。 

英文科目名 Pre-Calculus 
関連科目 本科目に引き続き、学科の数学系科目を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 説明の時間を１０分ぐらいにして、問題を解く時間を１５分から２０分ぐらい確

保したい。 
講義目的 1 年次の数学の単位修得に必要な数学の基本的内容を学習する．さらに，これを

理解して簡単な計算が自在にできるようにする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1 整式の加法・減法, 2 単項式の積と商, 3 整式の積について説明する。 

2 回 4 基本的な展開公式, 5 発展的な展開公式, 6 因数分解（共通因数）につい
て解説する。 
3 回 7 2 次式の因数分解, 8 因数分解（たすきがけ）, 9 因数分解（3 次式）につ
いて説明する。 
4 回 10 整式の除法, 12 分数式の約分・乗法・除法, 13 分数式の加法・減法につ
いて解説する。 
5 回 15 平方根を含む計算, 17 絶対値, 18 複素数について説明する。 
6 回 21 因数分解による 2 次方程式の解法 

準備学習 1 回 番号 1，2，3 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
2 回 番号 4，5，6 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
3 回 番号 7，8，9 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
4 回 番号 10，12，13 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
5 回 番号 15，17，18 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
6 回 番号 21，22，23 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
7 回 番号 24，25，29 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
8 回 番号 30，41，4 

 



年度 2014 
授業コード FA000781 
成績評価 課題提出 (60%) と定期試験 (40%) により成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13),生物地球システム学科(〜13),建築学科(〜13) 
見出し FA000781 入門数学(再) 
担当教員名 和⽥ 真治＊ 
単位数 2 
教科書 ドリルと演習シリーズ 基礎数学／日本数学教育学会高専・大学部会教材研究グ

ループ TAMS 編／電気書院 
アクティブラーニング  
キーワード ２次関数，三角関数，指数関数，対数関数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門数学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教養の数学／「教養の数学」編集委員会編 ／学術図書出版社：計算力が身に付く

数学基礎／佐野公朗／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 数学・情報教育センターと学習支援センターの指示に従って履修すること。高校

で学んだ数学の内容を整理や復習することが望ましい。 
シラバスコード FA000781 
実務経験のある教員  
達成目標 １年次の数学（微分積分学）を学ぶ上で必要な三角関数，指数関数，対数関数の

基本概念を理解し，これらの簡単な計算が自在にできるようになること。 
受講者へのコメント  
連絡先 和⽥ ２５号館５階学習相談室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Pre-Calculus 
関連科目 本科目に引き続き、学科の数学系科目を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1 年次の数学の単位修得に必要な数学の基本的内容を学習する．さらに，これを

理解して簡単な計算が自在にできるようにする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1 整式の加法・減法, 2 単項式の積と商, 3 整式の積について説明する。 

2 回 4 基本的な展開公式, 5 発展的な展開公式, 6 因数分解（共通因数）につい
て解説する。 
3 回 7 2 次式の因数分解, 8 因数分解（たすきがけ）, 9 因数分解（3 次式）につ



いて説明する。 
4 回 10 整式の除法, 12 分数式の約分・乗法・除法, 13 分数式の加法・減法につ
いて解説する。 
5 回 15 平方根を含む計算, 17 絶対値, 18 複素数について説明する。 
6 回 21 因数分解による 2 次方程式の解法 

準備学習 1 回 番号 1，2，3 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
2 回 番号 4，5，6 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
3 回 番号 7，8，9 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
4 回 番号 10，12，13 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
5 回 番号 15，17，18 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
6 回 番号 21，22，23 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
7 回 番号 24，25，29 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
8 回 番号 30，41，4 

 



年度 2014 
授業コード FA000790 
成績評価 課題提出 (60%) と定期試験 (40%) により成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),基礎

理学科(〜14),生物化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),動物学科(〜14),バイオ・
応用化学科(〜14),電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),知能機械⼯学
科(〜14),生体医⼯学科(〜14),建築学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14),
情報科学科(〜14) 

見出し FA000790 入門数学 
担当教員名 池上 数一＊ 
単位数 2 
教科書 ドリルと演習シリーズ 基礎数学／日本数学教育学会高専・大学部会教材研究グ

ループ TAMS 編／電気書院 
アクティブラーニング  
キーワード ２次関数，三角関数，指数関数，対数関数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門数学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教養の数学／「教養の数学」編集委員会編 ／学術図書出版社：計算力が身に付く

数学基礎／佐野公朗／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 数学・情報教育センターと学習支援センターの指示に従って履修すること。高校

で学んだ数学の内容を整理や復習することが望ましい。 
シラバスコード FA000790 
実務経験のある教員  
達成目標 １年次の数学（微分積分学）を学ぶ上で必要な三角関数，指数関数，対数関数の

基本概念を理解し，これらの簡単な計算が自在にできるようになること。 
受講者へのコメント  
連絡先 池上 ２５号館７階非常勤講師控室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Pre-Calculus 
関連科目 本科目に引き続き、学科の数学系科目を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1 年次の数学の単位修得に必要な数学の基本的内容を学習する．さらに，これを

理解して簡単な計算が自在にできるようにする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 1 整式の加法・減法, 2 単項式の積と商, 3 整式の積について説明する。 
2 回 4 基本的な展開公式, 5 発展的な展開公式, 6 因数分解（共通因数）につい
て解説する。 
3 回 7 2 次式の因数分解, 8 因数分解（たすきがけ）, 9 因数分解（3 次式）につ
いて説明する。 
4 回 10 整式の除法, 12 分数式の約分・乗法・除法, 13 分数式の加法・減法につ
いて解説する。 
5 回 15 平方根を含む計算, 17 絶対値, 18 複素数について説明する。 
6 回 21 因数分解による 2 次方程式の解法 

準備学習 1 回 番号 1，2，3 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
2 回 番号 4，5，6 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
3 回 番号 7，8，9 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
4 回 番号 10，12，13 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
5 回 番号 15，17，18 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
6 回 番号 21，22，23 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
7 回 番号 24，25，29 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
8 回 番号 30，41，4 

 



年度 2014 
授業コード FA000791 
成績評価 課題提出 (60%) と定期試験 (40%) により成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13),生物地球システム学科(〜13),建築学科(〜13) 
見出し FA000791 入門数学(再) 
担当教員名 池上 数一＊ 
単位数 2 
教科書 ドリルと演習シリーズ 基礎数学／日本数学教育学会高専・大学部会教材研究グ

ループ TAMS 編／電気書院 
アクティブラーニング  
キーワード ２次関数，三角関数，指数関数，対数関数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門数学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教養の数学／「教養の数学」編集委員会編 ／学術図書出版社：計算力が身に付く

数学基礎／佐野公朗／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 数学・情報教育センターと学習支援センターの指示に従って履修すること。高校

で学んだ数学の内容を整理や復習することが望ましい。 
シラバスコード FA000791 
実務経験のある教員  
達成目標 １年次の数学（微分積分学）を学ぶ上で必要な三角関数，指数関数，対数関数の

基本概念を理解し，これらの簡単な計算が自在にできるようになること。 
受講者へのコメント  
連絡先 池上 ２５号館７階非常勤講師控室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Pre-Calculus 
関連科目 本科目に引き続き、学科の数学系科目を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1 年次の数学の単位修得に必要な数学の基本的内容を学習する．さらに，これを

理解して簡単な計算が自在にできるようにする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1 整式の加法・減法, 2 単項式の積と商, 3 整式の積について説明する。 

2 回 4 基本的な展開公式, 5 発展的な展開公式, 6 因数分解（共通因数）につい
て解説する。 
3 回 7 2 次式の因数分解, 8 因数分解（たすきがけ）, 9 因数分解（3 次式）につ



いて説明する。 
4 回 10 整式の除法, 12 分数式の約分・乗法・除法, 13 分数式の加法・減法につ
いて解説する。 
5 回 15 平方根を含む計算, 17 絶対値, 18 複素数について説明する。 
6 回 21 因数分解による 2 次方程式の解法 

準備学習 1 回 番号 1，2，3 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
2 回 番号 4，5，6 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
3 回 番号 7，8，9 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
4 回 番号 10，12，13 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
5 回 番号 15，17，18 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
6 回 番号 21，22，23 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
7 回 番号 24，25，29 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
8 回 番号 30，41，4 

 



年度 2014 
授業コード FA000810 
成績評価 試験によって評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14) 
見出し FA000810 地球型惑星の歴史と物質科学 
担当教員名 豊⽥ 新、能美 洋介、畠山 唯達、蜷川 清隆、小林 祥一、⻄⼾ 裕嗣、板

谷 徹丸 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 地球史 年代測定 放射線 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球型惑星の歴史と物質科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岩波講座 地球惑星科学１−１４ 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FA000810 
実務経験のある教員  
達成目標 ４６億年の地球史概略と歴史を調べる年代測定法を理解し、それに密接に関連す

る地球惑星の構成物質の分析法について理解する． 
受講者へのコメント  
連絡先 新 6 号館 2 階 板谷徹丸研究室 itaya@rins.ous.ac.jp 

26 号館 3 階 ⻄⼾裕嗣研究室 nishido@rins.ous.ac.jp 
26 号館 3 階 豊⽥ 新研究室 toyoda@dap.ous.ac.jp 
1 号館 3 階 蜷川清隆研究室 ninagawa@dap.ous.ac.jp 
アイソトープ実験施設 2 階 兵藤博信研究室 hhyodo@rins.ous.ac.jp 
21 号館 6 階 能美洋介研究室 y_noumi@big.ous.ac.jp 
11 号館 5 階 畠山唯達 hatake@center.ou 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 History and Material Science of Planet Earth 
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球環境の問題がクローズアップされている現代において、過去の地球・惑星の

歴史を調べることが、未来予測につながる。地球型惑星の歴史とそれを構成する
物質について学び、歴史を調べる年代測定法について講義と演習を行う。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 地球型惑星の歴史（１）隕石と太陽系誕生史について学ぶ。 

2 回 地球型惑星の歴史（２）地球の形成と進化について学ぶ。 
3 回 地球型惑星の歴史（３）人類の発生と進化・環境変動史について学ぶ。 
4 回 地球型惑星の要素（１）岩石と鉱物について学ぶ。 
5 回 地球型惑星の要素（２）地球内部構造について学ぶ。（兵藤） 
6 回 年代測定法の基礎 放射能と放射線について学ぶ 
7 回 年代測定法（１）同位体年代測定法について学ぶ。 
8 回 年代測定法（２）フィッショントラック年代測定法について学ぶ。 
9 回 年代測定法（３）古 

準備学習 1 回 太陽系の構成を調べておくこと 
2 回 地球の歴史を調べておくこと 
3 回 第四紀とは何か、人類とは何かについて調べておくこと 
4 回 地殻をつくる岩石は 10 種類ほどの造岩鉱物から構成されている。どのよう
なものがあるか調べておくこと 
5 回 地震波(P 波, S 波)について調べておくこと 
6 回 放射能と放射線について調べておくこと 
7 回 同位体を用いた年代測定法について調べておくこと。 
8 回 フィッショントラックについて調べておくこと 
9 回 古地磁気について調べておくこと 
10 回 X 線回折について調べておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FA000811 
成績評価 試験によって評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FA000811 地球型惑星の歴史と物質科学(再) 
担当教員名 豊⽥ 新、能美 洋介、畠山 唯達、蜷川 清隆、小林 祥一、⻄⼾ 裕嗣、板

谷 徹丸 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 地球史 年代測定 放射線 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球型惑星の歴史と物質科学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岩波講座 地球惑星科学１−１４ 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FA000811 
実務経験のある教員  
達成目標 ４６億年の地球史概略と歴史を調べる年代測定法を理解し、それに密接に関連す

る地球惑星の構成物質の分析法について理解する． 
受講者へのコメント  
連絡先 新 6 号館 2 階 板谷徹丸研究室 itaya@rins.ous.ac.jp 

26 号館 3 階 ⻄⼾裕嗣研究室 nishido@rins.ous.ac.jp 
26 号館 3 階 豊⽥ 新研究室 toyoda@dap.ous.ac.jp 
1 号館 3 階 蜷川清隆研究室 ninagawa@dap.ous.ac.jp 
アイソトープ実験施設 2 階 兵藤博信研究室 hhyodo@rins.ous.ac.jp 
21 号館 6 階 能美洋介研究室 y_noumi@big.ous.ac.jp 
11 号館 5 階 畠山唯達 hatake@center.ou 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 History and Material Science of Planet Earth 
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球環境の問題がクローズアップされている現代において、過去の地球・惑星の

歴史を調べることが、未来予測につながる。地球型惑星の歴史とそれを構成する
物質について学び、歴史を調べる年代測定法について講義と演習を行う。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 地球型惑星の歴史（１）隕石と太陽系誕生史について学ぶ。 

2 回 地球型惑星の歴史（２）地球の形成と進化について学ぶ。 
3 回 地球型惑星の歴史（３）人類の発生と進化・環境変動史について学ぶ。 
4 回 地球型惑星の要素（１）岩石と鉱物について学ぶ。 
5 回 地球型惑星の要素（２）地球内部構造について学ぶ。（兵藤） 
6 回 年代測定法の基礎 放射能と放射線について学ぶ 
7 回 年代測定法（１）同位体年代測定法について学ぶ。 
8 回 年代測定法（２）フィッショントラック年代測定法について学ぶ。 
9 回 年代測定法（３）古 

準備学習 1 回 太陽系の構成を調べておくこと 
2 回 地球の歴史を調べておくこと 
3 回 第四紀とは何か、人類とは何かについて調べておくこと 
4 回 地殻をつくる岩石は 10 種類ほどの造岩鉱物から構成されている。どのよう
なものがあるか調べておくこと 
5 回 地震波(P 波, S 波)について調べておくこと 
6 回 放射能と放射線について調べておくこと 
7 回 同位体を用いた年代測定法について調べておくこと。 
8 回 フィッショントラックについて調べておくこと 
9 回 古地磁気について調べておくこと 
10 回 X 線回折について調べておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FB10231A 
成績評価 試験６０％、小テスト１５％、提出物１５％、発表点１０％ 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),基礎理学科(〜14) 
見出し FB10231A 英語Ⅰ 
担当教員名 赤羽 美鳥＊ 
単位数 2 
教科書 Overall Skills for the TOEIC Test / 石井隆之 他/ 成美堂 / 

978-4-7919-1018-2 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 わかりやすく、とても面白かった。丁寧な授業で分かりやすかった。英語のやる

気がでた。 
―わかりやすく、丁寧な授業がわたしのモットーです。今後もお互い頑張りまし
ょう。 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典（手持ちのもの、但し携帯電話、スマートフォンの辞書は不可） 
授業形態 講義 
注意備考 欠席日数が 1/3 をこえる者は定期試験の受験資格を失う。 
シラバスコード FB10231A 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC450 点相当になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント このクラスは概ね学習意欲が高く、授業態度も良い人が多い。授業は教員の一方

的なものではなく、学生の皆さんと教員による相互関係が大切である。皆さんの
熱⼼さ、前向きな態度が、よい授業づくりに不可欠なものである。今後も頑張っ
てください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 このクラスの皆さんの授業時間外の学習時間は、週当たり３０分から１時間の人
が多かった。このクラスは学習意欲が高い人が多いので、できればもう少し多く
時間をとってもらいたい。 
授業に対する満足度は、満足・ほぼ満足が８５％であった。今後も皆さんが満足
できる授業づくりに頑張りたいと思う。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語 II,科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 学習レベルの高いクラスなので、少し苦手意識のある人には、ついて行くだけで



大変だと思われます。高いレベルに身を置くということは、自分を向上させるた
めには大切なことですが、もう少し基本的なことも丁寧に説明していきたいと思
っています。また、基本的なことの質問がしにくい雰囲気があるので、もう少し
気楽に質問できる雰囲気作りに努めていきたいと思います。 

講義目的 聞き、話し、読み、書くという 4 技能を用いた総合的コミュニケーション能力を
養成する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 テクストの確認、準備学習、復習などを含めた学習方法の説明、講義の進め

方についての説明をする。 
2 回 Unit 1(1)を学習する。（進度については、変更する場合がある） 
3 回 Unit 1(2)を学習する。 
4 回 Unit 2(1)を学習する。 
5 回 Unit 2(2)を学習する。 
6 回 Unit 3(1)を学習する。 
7 回 Unit 3(2)を学習する。 
8 回 Unit 4(1)を学習する。 
9 回 Unit 4(2)を学習する。 
10 回 Unit 5(1)を学習する。 
11 回 Unit 5(2)を 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、テクストに目を通しておくこと。 
2 回 分からない語彙などを辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
3 回 分からない語彙などを辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
4 回 分からない語彙などを辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
5 回 分からない語彙などを辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
6 回 分からない語彙などを辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
7 回 分からない語彙などを辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
8 回 分からない語彙などを辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
9 

 



年度 2014 
授業コード FB10231B 
成績評価 定期試験 70％, 小テスト 10％, レポート 10％, Class-work (vocabulary test) 10％ 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),基礎理学科(〜14) 
見出し FB10231B 英語Ⅰ 
担当教員名 ⻄岡 啓治 
単位数 2 
教科書 American Headway 1 Second edition ／ Liz and John Soars ／ Oxford ／

9780194729451 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 テキストのレベルについて：英語のよくできる方には物足らず苦手な方には難し

すぎる、という問題が常にあります。物足らない方は、授業以外のところでイン
ターネットを利用した学習などやってくださるようお願いします。 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和, 和英, 英英などの辞書（電子辞書も可), Root and Trunk Sentences ＆ CD 
授業形態 講義 
注意備考 There are two class-works and a small test to improve your vocabulary and everyday 

English. 
シラバスコード FB10231B 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC 350 点相当以上になるような英語力を身につけること 
受講者へのコメント 授業で質問された場合、積極的に答えていただけることを希望します。反応がな

いと、こちらもやりにくいので。また、授業準備としては、単語を調べてきてほ
しいのですが、授業で進むページを一度、目をとおすだけでもやってから出席し
てくれればずいぶん分かりやすくなります。 

連絡先 ⻄岡研究室（27 号館 2 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合的には、無難な評価をいただいたようです。英語に対する必要性を感じてい
る人が多いからでしょうか。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語 II, 科学英語 I・II・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 力のある方が多いという印象でした。自主的な授業以外での学習を増やし、世界

を相手にするという意気込みで学習してください。 
講義目的 ４技能を用いた日常的コミュニケーション能力の養成を目指す 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 Vocabulary notebook. Class-work. Small Test. Report.  
Root ＆ Trunk Sentences---Textbook & CD 
2 回 Unit 1: Hello everybody!  R ＆ T=Truck 1. 
Key Sentence: What's her name? Where's she from? What's your phone number? 
3 回 Unit 1: Hello everybody!  R ＆ T=Truck 

準備学習 １．教材としてテキスト２種類、辞書(電子辞書も可）、ノートは必需品です。毎
回チェックすること。 
２．シラバスでその日のレッスンページを確認し、所定の形式で単語帳を作って
授業に臨むこと。 
３．復習も準備につながるので、前回読んだページを最低 3 回は音読しておくこ
と。耳から自分の英語を聞き日本語訳しなくても内容がほぼ理解できるようにな
ること。 
４．宿題をやって出席すること。 

 



年度 2014 
授業コード FB10231C 
成績評価 小テスト・ワークシート等(20%)、レポート・課題(30%)、定期試験(50%)として

評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),基礎理学科(〜14) 
見出し FB10231C 英語Ⅰ 
担当教員名 ⻄川 憲一 
単位数 2 
教科書 SUCCESSFUL KEYS TO THE TOEIC TEST 1 [Second Edition]／水本篤・Mark 

D.Stafford／ピアソン桐原／978-4-342552700 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 各自の専門分野の学習と同様重要なものであるとの意識で臨むこと。また、自己

の知識や見識を深めるよう努力すること。講義時には辞書を携行することが望ま
しい。説明のためにパワーポイント等の電子教材をプロジェクターなどで提示す
る場合がある。 

シラバスコード FB10231C 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC 350 点相当以上となるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅰ/Ⅱ, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能力の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  Orientation and Introduction 

2 回  Unit 1 Daily Life (1) 
3 回  Unit 1 Daily Life (2) 
4 回  Unit 2 Places (1) 



5 回  Unit 2 Places (2) 
6 回  Unit 3 People (1) 
7 回  Unit 3 People (2) 
8 回  Review (Units 1, 2, and 3) 
9 回  Unit 4 Travel (1) 
10 回  Unit 4 Travel (2) 
11 回  U 

準備学習 1 回 シラバスの内容をよく確認し、本講義の学習内容および過程を把握してお
くこと。 
2 回 事前に Warm-up の各問題 (Check Your Vocaburary!/Word Association) 
を解答して各語句が表す意味・概念を理解しておくこと。また、これらの語句や 
p.1, p.2 で示されているポイント(囲み部分)などを参考にして、本章のテーマに
ついて把握しておくこと。 
3 回 p.4 で示されているポイント (囲み部分) を読んで理解しておくこと。加え
て、Tips で取り上げられている文法 

 



年度 2014 
授業コード FB10231D 
成績評価 定期試験 60 点、演習課題 30 点、提出課題 10 点により評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),基礎理学科(〜14) 
見出し FB10231D 英語Ⅰ 
担当教員名 平松 進＊ 
単位数 2 
教科書 The TOEIC Test Trainer Target 350/ ⽥ 辺 正 美 他 / セ ン ゲ ー ジ ラ ー ニ ン グ

/9784902902839 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 音声英語への効率的攻略と文法力が高まったことが伺え意を強くしています。板

書をもう少し分かりやすくして欲しいとの意見を⼼に留め、要望に沿えるよう努
力していきます。文法やイディオムなどを項目化して説明して欲しいとのことで
す。教科書の主要な側面は文法項目が大きな基準になっていて、それに基づいて
TOEIC 問題を手段にして英語力強化を図る構成になっているので、私としては
現状で良いと思っています。教科書通りに進めなくてもよいと思うという意見で
すが、「教科書の進行＝シラバスの授業計画」ですので、原則として恣意的に変更
す 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 授業回数の 3 分の 2 以上の出席を必要とし、遅刻・早退は 30 分以内とし 1 回に

つき 0.5 回分の欠席となる。 
シラバスコード FB10231D 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC350 点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 授業時間外の学習を強化することを願っています。特にお願いしたいのは、予習

です。授業の進行がスムーズにいかないことが発生するとすればその大きな原因
はこの点にあります。この改善によって、90 分授業の内 20 分程度は節約でき、
もっと充実した演習が展開できると思います。そして、授業以外の全般的な英語
力強化への取り組みをめざし、語学教材、学習相談室、英語カフェ等の活用をし
て自律学習に励んでいくことを期待します。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習がやはり不足していることが残念ながら否めません。この分野
（英語）への理解・興味・関⼼が深まり、学習方法の改善に役立ったという比率



が高く、満足のゆく結果だと思います。授業目標の達成がやや低めであることが
懸念されます。担当者の意欲への反応は高かったものの、それが授業への満足度
と相関関係を有していないことが今後に向けての課題となります。自由設問で設
けた英文の構造理解能力を深めるための文法力の進化と活用については、浸透度
が今一歩と感じます。別の自由設問の音声英語の詳細な分析と実践は、思いのほ
か強力 

英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 英語力を構成する種々の要素の中で、とりわけ構文把握が自動的にできるまで授

業や自己学習で行うよう動機付けを促進してきましたが、「文法嫌い」ともいえ
る潜在的な意識が影響してか、功を奏するのがやや困難でした。このことは語学
習得に対する担当者の信念の反映でもあるので、今後とも飽くことなく訴え続
け、実践して参りたいと決意しています。 

講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能力の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。授業の進め方等を説明する。 

2 回 英語の音声体系と、取り組む各種学習法・訓練法を概観する。 
3 回 Pre-test (pp.8-15)に取り組み、解説する。 
4 回 Unit 1 オフィスで―自動詞と他動詞 Listening Section (pp.16-18)に取り
組み、解説する。 
5 回 Unit 1 オフィスで―自動詞と他動詞 Reading Section (pp.19-21)に取り組
み、解説する。 
6 回 Unit 2 買い物―形容詞・副詞・前置詞 Listening Se 

準備学習 1 回 シラバスをよく理解し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 英語の発音記号(International Phonetic Alphabet（IPA）国際音標文字)を辞
書・参考書等で予習すること。 
3 回 Pre-test (pp.8-15)に取り組むこと。 
4 回 Unit 1 オフィスで―自動詞と他動詞 Listening Section (pp.16-18)をよく
理解し練習問題に取り組むこと。 
5 回 Unit 1 オフィスで―自動詞と他動詞 Reading Section (pp.19-21)をよく 

 



年度 2014 
授業コード FB10231E 
成績評価 多読の課題提出（３０％）、発表点（１０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),基礎理学科(〜14) 
見出し FB10231E 英語Ⅰ 
担当教員名 丸山 糸美 
単位数 2 
教科書 THE TOEIC TEST TRAINER Target 350／Masami Tanabe ほか／センゲージラ

ーニング ／9784902902839 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar,Vocabulary,Communication,TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 [楽しかった。ポイント制がよい」[ラジカセで音がにごって聞き取りにくい」と

いう 2 種類のコメントがありました。ポイント制というのは、自発的に発表する
ことによってポイントを獲得する評価方法です。社会人になれば自分の意見を積
極的に発表しなければいけません。その予行演習と思ってください。シャイであ
ることは⻑所ではないのです。間違いを恐れて自分の殻に閉じこもってはいけま
せん。それを皆さんに伝えたくて、ポイント制にしています。それが「楽しかっ
た」に繋がったのなら、本当によかったと思います。また、ラジカセに関するク
レー 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で資料を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回、辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10231E 
実務経験のある教員  
達成目標 ＴＯＥＩＣ３５０点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 真面目で熱⼼に学習するクラスです。積極的に発言する学生さんも多く、楽しく

授業を行っています。秋学期も春学期同様に自主的な授業参加を期待していま
す。 

連絡先  ２７号館２Ｆ 丸山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価の 3 項目のすべてが概ね高評価を得ており、教授法に対する自信を深め
ています。ただ、授業時間外の学習時間が全くなかったり、30 分程度であった学
生が多かったのが問題であり、これからの課題かもしれません。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語 II、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 



次回に向けての改善変更予定 総合的に評価が安定しており、満足している学生さんが多いので、秋学科も同様
な教授法を続けます。授業時間外の学習時間を確保するため、時には課題をだす
のも良いかもしれないと思っています。 

講義目的 ４技能を用いた日常的コミュニケーション能力の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 多読をする。中学校・高校で学んだ基礎的文法の復習をする。 

2 回 多読をする。Pre-test(第１回)をすることによって、TOEIC テストの全体像
を把握する。 
3 回 多読をする。Unit 1 「オフィスでー自動詞と他動詞」について学習する。
自動詞と他動詞の違いについて、目的語の有無に言及することによって説明す
る。 
4 回 多読をする。Unit 1 「オフィスでー自動詞と他動詞」について学習する。
テキストの問題を解くことによって、自動詞と他動詞への理解を深める。 
5 回 多読をする。Unit ２ 「買い物 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程をよく把握しておくこと。 
2 回 テキストの５〜７ページを読み、TOEIC について理解を深めておくこと。 
3 回 テキストの１９ページを読み、自動詞と他動詞の違いを理解しておくこと。 
4 回 Unit１の Part７に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
5 回 テキストの２５ページを読み、形容詞、副詞、前置詞について理解しておく
こと。 
6 回 Unit２の Part６に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
7 回 テキストの３１ページを読み、名詞の種類や冠詞 

 



年度 2014 
授業コード FB10231F 
成績評価 定期試験 50% 宿題予習 50%の合計で評価します。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),基礎理学科(〜14) 
見出し FB10231F 英語Ⅰ 
担当教員名 下林 千賀子＊ 
単位数 2 
教科書 English First Basic/ Robert Hickling / KINSEIDO /ISBN978-4-7647-3970-3 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 欠席しない、英語がんばる、後期もがんばって理解を深めたいというコメントが

たくさんあったので、期待しています。あと半年がんばりましょう。海外旅行に
ももちろん役立ちます。 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 15 回のうち 3 分の 1 以上欠席すると、単位は与えられません。出席は毎回とり

ます。 
遅刻 3 回で欠席 1 回とみなします。辞書を持参すること。 
宿題、予習プリントは必ずやってきて提出すること。 

シラバスコード FB10231F 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC３００点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 大部分の方が、予習、課題復習に取り組み、授業中もよく勉強できていたと思い

ます。後期も英語しっかりがんばってください。まだまだ勉強すると伸びる力が
あるので、これまでよりもっと努力してください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 2）授業時間以外にどのくらい学習しましたか に対して、３時間学習した方が
5 人、２時間が１人、１時間が１２人、３０分以上が  33 人と、よく学習をし
てきていたようです。  
3)宿題などの課題によく取り組めていました。指示された課題以外にも取り組ん
だ人もいて、自宅学習ができていました。（B)この授業におけるあなたの成⻑は
の回答として、この分野への理解が深まった、興味関⼼が深まった、技能、技術
が向上した。学習方法の改善に役立ったと回答した人もいました。 

英文科目名 English I 



関連科目 英語 I/Ⅱ， 科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ， 英会話Ⅰ・Ⅱ， TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業以外で学習をまったくしなかった人が４人いたので、指導改善していきたい

と思います。 
講義目的 語彙力、文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 シラバス、授業、予習、宿題の進め方、評価、注意事項を説明する。 

Self-Introduction 自己紹介の書き方を学習する。 
2 回 Pre-Unit の答え合わせ 
Unit 1 Welcome to Japan 動詞の現在形 Listening / Grammar を学習する。 
3 回 Unit 1 Welcome to Japan 動詞の現在形 Challenge Reading/Express 
yourself を学習する。 
4 回 Unit 2 That sounds like fun 代名詞 L 

準備学習 1 回 Pre-Unit を宿題としてやってくること。 
2 回 Unit 1 Welcome to Japan Challenge Reading を書いてくること。 
3 回 Unit 1 Welcome to Japan 動詞の現在形 の復習プリントをすること。 
4 回 Unit 2 That sounds like fun 代名詞 Challenge Reading を予習すること。 
5 回 Unit 2 That sounds like fun 代名詞 復習プリントをすること。 
6 回 Unit 3 We leav 

 



年度 2014 
授業コード FB10231G 
成績評価 課題 30％, 定期試験 70％により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),基礎理学科(〜14) 
見出し FB10231G 英語Ⅰ 
担当教員名 橋本 信子＊ 
単位数 2 
教科書 大学英語『グラマー・プラス』／アンドルー・ベネット 小宮徹／南雲堂／

9784523177210 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 眠っている人に起きてもらいたいのと、文化的な背景を知ってもらいたくて話を

しているつもりです。 
問題の回答を言っている時には、全然説明を聞かないで、後から答えだけを聞き
に来る人がいますが、説明を聞いて理解する力をつけてもらいたいです。 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 辞書を用意すること。 
シラバスコード FB10231G 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙力・文法力をつけること。 
受講者へのコメント 予習をしないま受講すると、十分理解出来なくて授業が面白く感じられません。

必ず授業の準備をして受講してください。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 約半数の人が欠席を一度もしませんでした。その反面、授業時間以外に全く勉強
しなかった人がかなりいるのは残念です。 
授業レベルについてもう少し難易度を上げてほしいと思う人がいるかと思うと
逆にもっと平易にしてほしいと思う人がいて、対応に苦慮します。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語 II, 科学英語 I・II・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 一回に扱う量と難易度について配慮する努力をします。もう少し丁寧に説明を⼼

がけるようにします。 
講義目的 語彙力、文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。 
英語で自己紹介をする。 
2 回 １ Be Verb 
Be 動詞について説明する。 
3 回 2 Simple Present Tense 
現在形について説明する。 
4 回 3 Simple Past Tense 
過去形について説明する。 
5 回 4 Pronouns 
代名詞について説明する。 
6 回 5 Prepositions 
前置詞について説明する。 
7 回 6 Progressive Tense 
進行形について説明する。 
8 回 7 Nouns and Articl 

準備学習 1 回 英語での自己紹介を考えておくこと。 
2 回 1 Be 動詞の文法問題を解いておくこと。 
3 回 2 現在形についての問題を解いておくこと。 
4 回 3 過去形についての問題を解いておくこと。 
5 回 4 代名詞についての問題を解いておくこと。 
6 回 5 前置詞についての問題を解いておくこと。 
7 回 6 進行形についての問題を解いておくこと。 
8 回 7 名詞と冠詞についての問題を解いておくこと。 
9 回 8 助動詞についての問題を解いておくこと。 
10 回 9 提案と説明についての問題を解いておくこと。 
11 回 1 

 



年度 2014 
授業コード FB10231H 
成績評価 期末試験 70%, 小テスト 20%, 課題 10%により評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),基礎理学科(〜14) 
見出し FB10231H 英語Ⅰ 
担当教員名 松岡 由美子＊ 
単位数 2 
教科書 English Primer (Revised Edition) 大学生の英語入門／Tetsuzo Sato, Yukari Aiko 

／南雲堂／9784523177173 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「分かりやすい授業でした。」「とても分かりやすかったです。」「後期もよろしく

お願いします。」というコメントはとても嬉しく、励みになります。きっとご自身
も予習、復習を頑張り、真面目に授業に取り組んだのだと思います。皆さんにこ
のような感想を持ってもらえるように、さらに努力します。 
「予習が多すぎる。」というコメントがありましたが、適量と考えています。語学
には予習が不可欠ですので、時間を⼯夫して継続して欲しいです。必ず成果がで
るので、根気強く頑張りましょう。 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典 
授業形態 講義 
注意備考 必ず予習・復習をし，英和辞典を持参して授業に臨むこと。 
シラバスコード FB10231H 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント ほとんどの受講生が、出席率も良く、私語もなく、真摯な態度で受講してくれた

ことに感謝しています。英語は予習、復習が特に大切なので、辞書を引いて、丁
寧に予習をして授業に臨んでください。後期も一緒に頑張りましょう。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]〜[C]の項目では、意欲を持って、積極的に授業に取り組んでいる受講生が大
多数であることが分かりました。特に、96.8%の受講生が、教員の意欲を「感じ
られた」「少し感じられた」と回答し、授業の満足度の高さにつながったことを嬉
しく思います。[E]の項目では、約 90%の受講生が「特にない」と回答していま
すが、さらに授業改善に努めたいと思います。 

英文科目名 English I 



関連科目 英語Ⅱ，科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ，英会話Ⅰ・Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 特に大きな変更予定はありません。後期は、前期より内容が難しくなるので、さ

らに分かりやすい説明を⼼がけたいと思います。 
講義目的 語彙力，文法力をつけ，日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。Unit 1 be 動詞の説明と，基本問題の演習，解答・解

説をする。 
2 回 Unit 1 be 動詞の発展問題，⻑文問題の演習，解答・解説をする。 
3 回 Unit 2 一般動詞（現在）の説明と，基本問題，発展問題，⻑文問題の演習，
解答・解説をする。 
4 回 Unit 3 一般動詞（過去）の説明と，基本問題，発展問題，⻑文問題の演習，
解答・解説をする。 
5 回 Unit 4 進行形の説明と，基本問題，発展問題，⻑文問題の演習，解答・解
説をする。 
6 回 Unit 5 未来形の説明と，基本問題 

準備学習 1 回 テキストを購入し，Unit 1 be 動詞の説明を読み，p.7 の問題を解いておく
こと。分からない単語や熟語，語法などを辞書を引いて調べておくこと。 
2 回 Unit 1 be 動詞の pp.8-9 の問題を解いておくこと。分からない単語や熟語，
語法などを辞書を引いて調べておくこと。 
3 回 Unit 2 一般動詞（現在）の説明を読み，pp.11-13 の問題を解いておくこと。
分からない単語や熟語，語法などを辞書を引いて調べておくこと。 
4 回 Unit 3 一般動詞（過去）の説明を読み，pp.15-17 の問題を解い 

 



年度 2014 
授業コード FB10231J 
成績評価 提出課題 20%、 試験 80%により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),基礎理学科(〜14) 
見出し FB10231J 英語Ⅰ 
担当教員名 石⽥ 美佐江 
単位数 2 
教科書 English First Starter／Robert Hickling 他／金星堂／9784764739697 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 記述がありませんでした。 
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を必ず持参すること。 
シラバスコード FB10231J 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙力・文法力をつけ、異文化理解を深めること。 
受講者へのコメント 週当たり学習時間で「全くしなかった」の回答が 29.6%ありました。宿題がださ

れているにもかかわらず取り組まない人がいるのは残念です。 英語力アップの
ためには積極的に自ら学習に取り組んでもらいたいと思います。 

連絡先 27 号館石⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「この分野への理解が深まった」に 70.4%、「この分野への興味、関⼼が高まっ
た」に 18.5%、、「今後の進路の参考になった」と「この分野での技能・技術が向
上した」にそれぞれ 1 人の回答があった。教員の意欲が「感じられた」と「少し
感じられた」に合わせて 88.9%「あまり感じられなかった」に 0%の回答であっ
た。この授業に「満足」と「ほぼ満足」に合わせて 85.2%、「やや不満」の回答は
１人であった。 授業の手法について「特にない」に 100%、授業の進行と教材の
提示について「特にない」に 96.3%の回答でした。10 

英文科目名 English I 
関連科目 英語 II 科学英語 I・II・III・IV 英会話 I・II TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 問題になる評価ではないと考えますので、特にはありません。 
講義目的 語彙力、文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 英語学習方法や今後の講義について説明する。 



2 回 Unit 1 It's Nice to Meet You で使われる Vocabulary や Grammar について
説明する。 
Conversation を聞きとり、口頭で練習する。 
英文の内容を説明する。 
練習問題を解説する。 
3 回 Unit 1 It's Nice to Meet You で使われる Vocabulary や Grammar について
説明する。 
Conversation を聞きとり、口頭で練習する。 
英文の内容を説明する。 
練習問題を解説する。 
4 回 

準備学習 1 回 シラバスの内容を確認しておくこと。 
簡単な英語での自己紹介文を考えておくこと。 
2 回 Unit 1 It's Nice to Meet You で使われる英文法を確認し、読んでおくこと。 
Unit 1 で使われる知らない単語を辞書で調べ、練習問題をしておくこと。 
3 回 前回の復習しておくこと。 
4 回 Unit 1 を復習しておくこと。 
Unit 2 Take a Hike で使われる英文法を確認し、読んでおくこと。Unit 2 で使わ
れる知らない単語を辞書で調べ、練習問題をしておくこと。 
5 回 前回の復習 

 



年度 2014 
授業コード FB10232A 
成績評価 試験６０％、小テスト１５％、提出物１５％、発表点１０％ 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),生物化学科(〜14),臨床生命科学科(〜

14),動物学科(〜14) 
見出し FB10232A 英語Ⅰ 
担当教員名 赤羽 美鳥＊ 
単位数 2 
教科書 Overall Skills for the TOEIC Test / 石井隆之 他/ 成美堂 / 

978-4-7919-1018-2 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ていねいでわかりやすかった。英語が面白いと思った。自分がもっと勉強すれば

よかった。英語は苦手だが、授業は面白かった。 
進度をもっと早くしてもよかった。授業内容が難しかった。外国人の発想などを
もっと教えてほしかった。 
― 皆さんそれぞれの意見があります。意見があるということは、自分を向上さ
せたいという表れです。それぞれの立場で頑張りましょう。苦手な人と得意な人
の要望を同時に両方かなえるのは難しいことですが、丁寧な授業を⼼がけていき
たいと思います。また、TOEIC の内容からさらに発展させて、英語圏の人々の
考え 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典（手持ちのもの、但し携帯電話、スマートフォンの辞書は不可） 
授業形態 講義 
注意備考 欠席日数が 1/3 をこえる者は定期試験の受験資格を失う。 
シラバスコード FB10232A 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC450 点相当になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント このクラスは、発言の声もはきはきしていて音読の声も大きく、学習意欲の高さ

を実感している。授業は教員の一方的なものではなく、教員と学生の皆さんの相
互作用によってつくられるものである。満足度が高かったということは、すなわ
ち皆さんの学習意欲の高さを物語っている。今後もお互いに目標を高く頑張りま
しょう。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習時間が、週当たり２時間、３時間以上の人が約１８%、３０分
~１時間程度の人が約７０％であった。レベルの高いクラスなので、３０分から



１時間程度の人はもう少し学習時間を増やしてほしい。また、ごく少数ではある
が、全くしなかったという人もいた。やはり、自分を向上させるためにも、しっ
かりと時間をかけて学習してもらいたい。 
授業の満足度は、満足・ほぼ満足で約９０％であった。テキストのレベルに関し
て、皆さんの習熟度によって、ばらつきがあった。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語 II,科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業外の学習時間に差があったように、苦手な人にとっては、難しいクラスです。

もう少し基本的なことも丁寧に説明するよう努めたいと思います。 
また、どんどん基本的な質問も気楽にできるような雰囲気作りをしていきたい。 

講義目的 聞き、話し、読み、書くという 4 技能を用いた総合的コミュニケーション能力を
養成する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 テクストの確認、準備学習、復習などを含めた学習方法の説明、講義の進め

方についての説明をする。 
2 回 Unit 1(1)を学習する。（進度については、変更する場合がある） 
3 回 Unit 1(2)を学習する。 
4 回 Unit 2(1)を学習する。 
5 回 Unit 2(2)を学習する。 
6 回 Unit 3(1)を学習する。 
7 回 Unit 3(2)を学習する。 
8 回 Unit 4(1)を学習する。 
9 回 Unit 4(2)を学習する。 
10 回 Unit 5(1)を学習する。 
11 回 Unit 5(2)を 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、テクストに目を通しておくこと。 
2 回 分からない語彙などを辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
3 回 分からない語彙などを辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
4 回 分からない語彙などを辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
5 回 分からない語彙などを辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
6 回 分からない語彙などを辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
7 回 分からない語彙などを辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
8 回 分からない語彙などを辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
9 

 



年度 2014 
授業コード FB10232B 
成績評価 Mini test 30%   提出 10%   Final test 60% 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),生物化学科(〜14),臨床生命科学科(〜

14),動物学科(〜14) 
見出し FB10232B 英語Ⅰ 
担当教員名 是近 成子＊ 
単位数 2 
教科書 FAST PASS FOR THE TOEIC TEST／Ritsuko Uenaka, Seiko Korechika／セン

ゲージラーニング ／9784863122215 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 試験に出る問題の形式は授業の中である程度連絡しておりましたが、やはり試験

ですので全ての問題形式を事前に知らせるわけではありません。高校ではないの
で大学生に見合った試験にしております。 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 毎回必ず辞書を持参するようにして下さい。携帯やスマートフォンの辞書の使用

は認めておりません。 
シラバスコード FB10232B 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC450 点相当以上になるような英語力を身につけることを目標としていま

す。 
受講者へのコメント 授業時間外での学習時間が週あたり 30 分程度が一番多かったようですが、英語

専門ではないので致し方ない状態であろうと推測します。この授業を通して
TOEIC への関⼼が高まり、技能、技術がさらに高まることを期待します。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 一限目のクラスにも関わらず授業への出席状況も非常に良く、宿題等にも丁寧に
取り組んでいたようです。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語 I/II, 科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 より多くの学生が満足できる授業になるように自分なりに改善していくつもり

でおります。 
講義目的 聞き、話し、読み、書くという 4 技能を用いた総合的なコミュニケーション能力



を養成することを目的としています。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Orientation 

TOEIC についての説明等 
Pre-test listening section ＊テイストを必ず持参すること 
2 回 Pre-test Reading section 
3 回 Unit 1 Travel - Listening section 
4 回 Unit 1 Travel - Reading section 
5 回 Unit 2 Entertainment - Listening section 
6 回 Unit 2 Entertainment - Reading sectio 

準備学習 1 回 テキストの内容に入ってくると、授業内容を予習しておいて下さい。また、
新出単語をノートにまとめておく等を自主的に行って下さい。 
2 回 テキストの内容に授業が入ってくると、授業内容を予習しておいて下さい。
また、新出単語をノートにまとめておく等を自主的に行って下さい。 
3 回 テキストの内容に授業が入ってくると、授業内容を予習しておいて下さい。
また、新出単語をノートにまとめておく等を自主的に行って下さい。 
4 回 テキストの内容に授業が入ってくると、授業内容を予習しておいて下さい。
また、新出単語をノートにまと 

 



年度 2014 
授業コード FB10232C 
成績評価 定期試験 ５０％、提出課題 ３０％、小テスト ２０％ 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),生物化学科(〜14),臨床生命科学科(〜

14),動物学科(〜14) 
見出し FB10232C 英語Ⅰ 
担当教員名 井上 麻美子＊ 
単位数 2 
教科書 English Challenger（リーディングに役立つ基本英文）／岡本＆Rowlett 他／成美

堂／9784791910168 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 個々のコメントへの回答は授業中に対応します。 
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 毎回辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10232C 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC３５０点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント １?２限の時間帯にも関わらず、約８割が１回以内の欠席で、課題の予習もよく

できていて、真剣に授業に臨んでいる受講者が多数を占めていました。後期は、
課題だけでなく、それ以外の学習にも自主的に取り組み、引き続き積極的授業参
加を⼼がけてください。後期授業終了時には、英語の基礎力向上を実感できる授
業を実現していきたいと思います。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ９割以上が「宿題などの課題」に取り組み、「授業に満足、ほぼ満足」また、時間
差はあるものも１名を除く全員が「時間外学習」を行っている、と回答している
ことから、大多数が積極的に授業参加した姿勢がうかがえます。これに対して、
「この分野への理解が深まった」、「授業の目標を達成できた、だいたいできた」、
とした受講者の割合がやや低いと感じました。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 アンケートの授業の手法及び進行についての意見を加味し、受講者との意思の疎

通を図りながら、この分野への理解をさらに深め、目標の達成度を高めていく努



力をしていきたい。 
講義目的 ４技能を用いた日常的コミュニケーション能力の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教科書と提出課題への取り組み方、授業の内容、および辞書の活用法につい

て説明する。 
2 回 Unit 1: Literacy and Education を学習する。予習済みの課題プリントを完
成する。 
3 回 Unit 1: Literacy and Education を学習する。予習済みの課題プリントを完
成する。 
4 回 Unit 2: Sustainable City を学習する。予習済みの課題プリントを完成する。
Unit 1 の小テストをする。 
5 回 Unit 2: Sustainable City 

準備学習 初回は、シラバスを読み、教科書の内容に目を通すこと。次回より、教科書と課
題プリントの事前に指示した個所の予習、および各章の小テストに備えた復習を
行うこと。 

 



年度 2014 
授業コード FB10232D 
成績評価 課題 30%, 定期試験 70%で評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),生物化学科(〜14),臨床生命科学科(〜

14),動物学科(〜14) 
見出し FB10232D 英語Ⅰ 
担当教員名 橋本 信子＊ 
単位数 2 
教科書 English Challenger / 岡本京子他 / 成美堂 / 978-4-7919-1016-8 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 文法の復習を⼼がけたつもりですが、十分ではなかったようなので、文法の説明

に努めます。他の科目と違って語学の勉強には暗記しなければならない面がある
ことを理解していただきたいと思います。 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB10232D 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC350 点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 予習をしないで受講すると理解が深まらず、授業が面白く感じられません。必ず

予習をして授業に出席してください。授業で学んだことに関連したことにも関⼼
を広げることが出来ると嬉しいです。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 約三分の一の人が無欠席でした。授業以外では全く勉強しなかった人が 7 名いる
のは残念です。少数ですが、質問したり学習相談室を利用した人がいたのは嬉し
いです。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語 II, 科学英語 I・II・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業に不満を感じている人がいるようなので、板書を⼼がけ、進行速度やレベル

などに配慮します。 
講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能力の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 授業の進め方について説明する。 



Unit１Literacy and Educaton の文法的説明をする。 
2 回 Unit1 Literacy and Education のリーディング部分を読んで解説する。 
3 回 Unit2 Sustainable City の文法的説明をする。 
4 回 Unit2 Sustainable City のリーディング部分を読んで解説する。 
5 回 Unit3 Friendly Robots の文法的解説をする。 
6 回 Unit3 Friendly Robots 

準備学習 1 回 unit1 Literacy and Education の問題をやっておくこと。 
2 回 Unit1 Literacy and Education のリーディング部分を読んで問題をやってお
くこと。 
3 回 Unit2 Sustainable City の問題をやっておくこと。 
4 回 Unit2 Sustainable City のリーディング部分を読んで問題をやっておくこと。 
5 回 Unit3 Friendly Robots の問題をやっておくこと。 
6 回 Unit3 Friendly Robots のリーディン 

 



年度 2014 
授業コード FB10232E 
成績評価 多読の課題提出（３０％）、発表点（１０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),生物化学科(〜14),臨床生命科学科(〜

14),動物学科(〜14) 
見出し FB10232E 英語Ⅰ 
担当教員名 丸山 糸美 
単位数 2 
教科書 THE TOEIC TEST TRAINER Target 350／Masami Tanabe ほか／センゲージラ

ーニング ／9784902902839 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar,Vocabulary,Communication,TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「カセットでなくＣＤにしてほしい」というのは、毎回目にするコメントです。

いつも回答しているように、日常生活での会話は CD で効くような明瞭なものば
かりではなく、多くの場合、雑音の中で発話されます。それに慣れるように、現
在では故意にノイズをいれた英会話 CD もあるようです。テープは音がこもって
聞き取りにくいこともありますが、文の一部を繰り返し聞き取れるという CD に
はない利点もあります。「今までで一番分かりやすい英語の授業だった」「このま
までＯＫ］「初めよりリスニングがよくなった」「英語は苦手だったが、ポイント
を 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で資料を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回、辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10232E 
実務経験のある教員  
達成目標 ＴＯＥＩＣ３５０点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 朝 1 コマ目にも拘わらず、遅刻も欠席もすくない真面目で学習意欲に満ちたクラ

スです。こちらの「やる気」を高めてくれるようなクラスであることに満足して
います。 

連絡先  ２７号館２Ｆ 丸山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価の 3 項目全てが高評価であり、教授法や教える姿勢に自信がもてる結果
になっています。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語 II、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 



次回に向けての改善変更予定 授業アンケート結果で見る限り、このままのやり方でよいと思います。変更予定
はありません。 

講義目的 ４技能を用いた日常的コミュニケーション能力の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 多読をする。中学校・高校で学んだ基礎的文法の復習をする。 

2 回 多読をする。Pre-test(第１回)をすることによって、TOEIC テストの全体像
を把握する。 
3 回 多読をする。Unit 1 「オフィスでー自動詞と他動詞」について学習する。
自動詞と他動詞の違いについて、目的語の有無に言及することによって説明す
る。 
4 回 多読をする。Unit 1 「オフィスでー自動詞と他動詞」について学習する。
テキストの問題を解くことによって、自動詞と他動詞への理解を深める。 
5 回 多読をする。Unit ２ 「買い物 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程をよく把握しておくこと。 
2 回 テキストの５〜７ページを読み、TOEIC について理解を深めておくこと。 
3 回 テキストの１９ページを読み、自動詞と他動詞の違いを理解しておくこと。 
4 回 Unit１の Part７に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
5 回 テキストの２５ページを読み、形容詞、副詞、前置詞について理解しておく
こと。 
6 回 Unit２の Part６に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
7 回 テキストの３１ページを読み、名詞の種類や冠詞 

 



年度 2014 
授業コード FB10232F 
成績評価 提出課題 20%、 試験 80%により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),生物化学科(〜14),臨床生命科学科(〜

14),動物学科(〜14) 
見出し FB10232F 英語Ⅰ 
担当教員名 石⽥ 美佐江 
単位数 2 
教科書 Overall Skills for the TOEIC Test/石井隆之 他／成美堂／9784791910182 

および多読本 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「先生の体験談もお話しくださってくれたり、多読もあって楽しかったです。」-

--肯定的な評価をありがとう。秋学期も英語を楽しんでください。 
「忙しくてリンガポルタを毎日やるとはいきませんでしたが、なるべくやるよう
にしています。タブレットからもできるので便利でした。」---秋学期も継続して
付属の e-Learning 教材に取り組んでください。 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10232F 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC350 点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 朝１・２時限の講義だったため注意したにもかかわらず、欠席数が 3・4 回以上

になった学生が５人いました。不規則な生活を改善し、遅刻しないように気をつ
けましょう。  
週当たり学習時間で「１時間程度」以上の学生が 25％いましたが、「全くしなか
った」の回答が 18.8%ありました。毎週多読用テキストを１冊読んで感想を書く
課題を課していますが、取り組まない人がいるのは残念です。 英語力アップの
ためには積極的に自ら学習に取り組んでもらいたいと思います。 

連絡先 ２７号館石⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「この分野への理解が深まった」に 59.4%、「この分野への興味、関⼼が高まっ
た」に 21.9%、、「この分野での技能・技術が向上した」に 28.1%、「今後の進路
の参考になった」と「学習方法の改善に役立った」にそれぞれ 2 人、「コミュニ
ケーション力やプレゼンテーション力などの実社会で必要な力が高まった」に 1



人の回答があった。この授業の目標が達成「できた」と「だいたいできた」に 62.6%
の回答であった。教員の意欲が「感じられた」と「少し感じられた」に合わせて
93.8%「あまり感じられなかった」に 0%の回答であった 

英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ， 科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ， 英会話Ⅰ・Ⅱ， TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 「授業の進行と教材の提示」について「板書、スライド、配布資料がよく見えな

かった」に２人回答がありましたが、これは使用教室の⿊板が劣化している箇所
があり、チョークがかすれることがるためであると考えます。秋学期には書く際
にさらに注意をします。 

講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能力の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 英語の学習方法や今後の講義について説明する。 

2 回 Chapter1 Listening Section を練習、説明する。 
Restaurant をテーマにリスニングの練習する。 
3 回 Chapter1 Reading Section を練習、説明する。 
現在と過去・進行時制について確認する。 
ニュース記事やレストランのメニューを読む練習をする。 
4 回 Chapter2 Listening Section を練習、説明する。 
Hotel をテーマにリスニングの練習をする。 
5 回 Chapter2 Readi 

準備学習 1 回 簡単な自己紹介を考えておくこと。 
シラバスを読んで確認しておくこと。 
2 回 pp.8-11 を読んで、わからない単語や文法を調べておくこと。 
3 回 Chapter1 Listening Section を再度聴いて、口頭で練習して 
おくこと。 
pp.12-15 を読んで、わからない単語や文法を調べておくこと。 
4 回 pp.16-19 を読んで、わからない単語や文法を調べておくこと。 
5 回 Chapter2 Listening Section を再度聴いて、口頭で練習して 
おくこと。 
pp.20-23 を読んで、 

 



年度 2014 
授業コード FB10232G 
成績評価 定期試験 50% 宿題予習 50%の合計で評価します。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),生物化学科(〜14),臨床生命科学科(〜

14),動物学科(〜14) 
見出し FB10232G 英語Ⅰ 
担当教員名 下林 千賀子＊ 
単位数 2 
教科書 English First Basic/ Robert Hickling / KINSEIDO /ISBN978-4-7647-3970-3 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 欠席しない、英語がんばる、後期もがんばって理解を深めたいというコメントが

たくさんあったので、期待しています。あと半年がんばりましょう。たのしく勉
強できる、わかりやすい と書いてくれた人もいるので、もっともっと 英語が
身近になるようにがんばります。 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 15 回のうち 3 分の 1 以上欠席すると、単位は与えられません。出席は毎回とり

ます。遅刻 3 回で欠席 1 回とみなします。 
辞書を持参すること。 
宿題、予習プリントは必ずやってきて提出すること。 

シラバスコード FB10232G 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC３００点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 受講生へのコメント 

 大部分の方が、予習、課題復習に取り組み、授業中もよく勉強できていたと思
います。後期も英語しっかりがんばってください。まだまだ勉強すると伸びる力
があるので、これまでよりもっと努力してください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 2）授業時間以外にどのくらい学習しましたか に対して、２時間以上学習した
方が 4 人、１時間が１２人、３０分以上が  28 人と、よく学習をしてきていた
ようです。  
3)宿題などの課題によく取り組めていました。指示された課題以外にも取り組ん
だ人もいて、自宅学習ができていました。（B)この授業におけるあなたの成⻑は
の回答として、この分野への理解が深まった、興味関⼼が深まった、技能、技術



が向上した。コミュニケーションの力が高まったと回答した人もいました。 
英文科目名 English I 
関連科目 英語 I/Ⅱ， 科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ， 英会話Ⅰ・Ⅱ， TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業以外で学習をまったくしなかった人が 2 人いたので、指導改善していきたい

と思います。 
講義目的 語彙力、文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 シラバス、授業、予習、宿題の進め方、評価、注意事項を説明する。 

Self-Introduction 自己紹介の書き方を学習する。 
2 回 Pre-Unit の答え合わせ 
Unit 1 Welcome to Japan 動詞の現在形 Listening / Grammar を学習する。 
3 回 Unit 1 Welcome to Japan 動詞の現在形 Challenge Reading/Express 
yourself を学習する。 
4 回 Unit 2 That sounds like fun 代名詞 L 

準備学習 1 回 Pre-Unit を宿題としてやってくること。 
2 回 Unit 1 Welcome to Japan Challenge Reading を書いてくること。 
3 回 Unit 1 Welcome to Japan 動詞の現在形 の復習プリントをすること。 
4 回 Unit 2 That sounds like fun 代名詞 Challenge Reading を予習すること。 
5 回 Unit 2 That sounds like fun 代名詞 復習プリントをすること。 
6 回 Unit 3 We leav 

 



年度 2014 
授業コード FB10232H 
成績評価 定期試験 60 点、演習課題 30 点、提出課題 10 点により評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),生物化学科(〜14),臨床生命科学科(〜

14),動物学科(〜14) 
見出し FB10232H 英語Ⅰ 
担当教員名 平松 進＊ 
単位数 2 
教科書 The TOEIC Test Trainer Target 350/ ⽥ 辺 正 美 他 / セ ン ゲ ー ジ ラ ー ニ ン グ

/9784902902839 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 もう少しレベルの高い授業をして欲しいという意見については、具体的な点が不

明ですが教科書のレベルだと推測すると、これは大学として選定しているので致
し方ありません。おそらくクラス編成の際、成績上位でこのクラスに分類された
のでなないかと思います。本来もう 1 ランク上のクラスで充分やっていける実力
があるものと推察します。テキスト以外に⻑文読解の期待がありましたが、教科
書の内容と時間的制約で発展的学習としての⻑文読解資料の導入は無理でした。
早口で聞き取りづらいことがあったとのことですが、声の大きさは人並み以上に
大きい 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 授業回数の 3 分の 2 以上の出席を必要とし、遅刻・早退は 30 分以内とし 1 回に

つき 0.5 回分の欠席となる。 
シラバスコード FB10232H 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 授業への取り組みで欠かせないことは、きちんと出席し学習することですが、朝

一番ということあってか達成度が低かったことが残念です。さらに、居眠りや授
業とは無関係の行動も散見されました。基本的なルールを守り、明るく満足のゆ
く授業展開を共々に目指していきましょう。また、演習部分に対する準備が不足
していて、その悪影響が授業に及ぶことが多かったです。無駄な時間は決して作
らないように、効率的な運営には励んでいきましょう。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 実際問題として、遅刻や欠席が散見されました。授業が 1・2 時限ということも



あるのでしょうが、⼼すべき問題です。常日頃から自主的学習の必要性を訴えて
いますが、授業時間外の学習が「全くしなかった」が 43％程度あり⼼外に思いま
す。それを思うと、授業を受けてよかった点が、複数の項目に及び高いのは少々
意外でした。教員の意欲は、高い評価が分かりました。また、満足度も良好な傾
向を示していることに安⼼します。また、自由設問で掲げた文法への実力強化は
80％程度が理解を示しており、大変⼼強く感じました。その一方で別の自由設問
で 

英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 やるべき内容と進度はシラバスに明記されていて、遵守する必要があります。こ

のことを踏まえて、改善を目指して変更できるのは概説時間を短めにし、演習時
間に焦点を当てて、時間を割きたいと思います。一人一人の理解度がしっかり把
握でき、対処できるよう⼯夫を加えたいと思います。その効果を期待するには、
授業外の学習がどうしても不可決ですので、協力をお願いしたいと思います。 

講義目的 語彙力、文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。授業の進め方等を説明する。 

2 回 英語の音声体系と、取り組む各種学習法・訓練法を概観する。 
3 回 Pre-test (pp.8-15)に取り組み、解説する。 
4 回 Unit 1 オフィスで―自動詞と他動詞 Listening Section (pp.16-18)に取り
組み、解説する。 
5 回 Unit 1 オフィスで―自動詞と他動詞 Reading Section (pp.19-21)に取り組
み、解説する。 
6 回 Unit 2 買い物―形容詞・副詞・前置詞 Listening Se 

準備学習 1 回 シラバスをよく理解し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 英語の発音記号(International Phonetic Alphabet（IPA）国際音標文字)を辞
書・参考書等で予習すること。 
3 回 Pre-test (pp.8-15)に取り組むこと。 
4 回 Unit 1 オフィスで―自動詞と他動詞 Listening Section (pp.16-18)をよく
理解し練習問題に取り組むこと。 
5 回 Unit 1 オフィスで―自動詞と他動詞 Reading Section (pp.19-21)をよく 

 



年度 2014 
授業コード FB10232J 
成績評価 定期試験 50％， 課題・小テスト・プレゼンテーション等 50％ 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),生物化学科(〜14),臨床生命科学科(〜

14),動物学科(〜14) 
見出し FB10232J 英語Ⅰ 
担当教員名 山根 真由美＊ 
単位数 2 
教科書 English Primer／佐藤哲三／南雲堂 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 丁寧に説明してくれるので、英語の基礎を振り返ることができてよかったという

声をもらい、嬉しく思っています。 
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 講義には必ず辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10232J 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント まじめに授業に臨んでくれる学生が多いので、とても⼼強いです。これからもそ

の姿勢を大切にしてほしいと思っています。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好な評価をもらい、嬉しく思っています。 
英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ，科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ，英会話Ⅰ・Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 文法事項の確認を重視した前期の授業形態を肯定してくれる声が多かったので、

後期もこの形態を続けたいと思います。また、進度に余裕があれば、リスニング
問題も取り入れていけたらよいと考えています。 

講義目的 語彙力、文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。 

2 回 Unit 1 の内容を中⼼に講義する。 
3 回 Unit 2 の内容を中⼼に講義する。 
4 回 Unit 3 の内容を中⼼に講義する。 



5 回 Unit 4 の内容を中⼼に講義する。 
6 回 Unit 5 の内容を中⼼に講義する。 
7 回 Unit 6 の内容を中⼼に講義する。 
8 回 Unit 7 の内容を中⼼に講義する。 
9 回 Unit 8 の内容を中⼼に講義する。 
10 回 Unit 9 の内容を中⼼に講義する。 
11 回 Unit 10 の内容を中⼼に講義する。 
12 回 Un 

準備学習 1 回 必ずテキストを購入しておくこと。辞書・CD を用いて Unit 1 を予習する
こと。 
2 回 辞書・CD を用いて Unit 1 を予習・復習すること。 
3 回 辞書・CD を用いて Unit 2 を予習・復習すること。 
4 回 辞書・CD を用いて Unit 3 を予習・復習すること。 
5 回 辞書・CD を用いて Unit 4 を予習・復習すること。 
6 回 辞書・CD を用いて Unit 5 を予習・復習すること。 
7 回 辞書・CD を用いて Unit 6 を予習・復習すること。 
8 回 辞書・CD を用いて Unit 7 を予習・復習すること。 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FB10232L 
成績評価 課題(40%)、定期試験(60%)に受講態度を加えて評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),生物化学科(〜14),臨床生命科学科(〜

14),動物学科(〜14) 
見出し FB10232L 英語Ⅰ 
担当教員名 嶋村 優枝＊ 
単位数 2 
教科書 ENGLISH FIRST STARTER／Robert Hickling, Misato Usukura／金星堂／ISBN 

978-4-7647-3969-7  C1082 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教科書が解りやすいと感じていることは、より良い成果につながります。楽しく

学習してください。 
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じてプリントを配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 授業には英和辞書を持参する。教科書を忘れた時は、受講前に必ず必要ページの

コピーを取っておく。 
シラバスコード FB10232L 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙力・文法力をつけ、異文化理解を深めること。 
受講者へのコメント １時限目のためか欠席と遅刻が多いので、出席への努力が必要です。また、３０

分以上の遅刻は欠席とするので、時間厳守で授業内容をきちんと理解すること。
予習・復習の時間を多くして、毎回提出の課題の得点向上を目指してほしい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 出席率がやや低く、一度も欠席しなかった受講者は４０％にとどまっている。予
習と復習をすることになっており、具体的な宿題も出ているが、授業時間外の学
習時間が少ない。３０分程度と答えた受講者が５６％で、１時間程度が少数いる
もののそれ以上はいない。全くしなかった受講者も２４％いる。反面、７６％が
宿題などの指示された課題に取り組んだと答えている。半数がこの分野への理解
が深まったと肯定的である。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語 Ⅱ、科学英語 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話 Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 予習、復習を義務づけではいるが、宿題のように具体的な形での指示を多くする



ことで、授業時間外の学習時間を増やすようにする。 
講義目的 語彙力、文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Introduction 

Listening の練習をする。 
Pre-Unit の練習問題の解答を確認をする。授業の最後に、課題に取組み提出す
る。 
2 回 Unit 1 It's Nice to Meet You: Listening Warm Up と Conversation で英語の
音声を正しく発音し、聴き取れるようにする。Grammar Points で文法事項を確
認する。復習のための課題に取組み、提出する。 
3 回 前回提出の課題の返却後、説明を聞いて解答を確認する。 
Unit 1 It's Nice 

準備学習 1 回 シラバスを読み、授業の進み方と評価方法を確認しておくこと。 
教科書の Pre-Unit を読み、練習問題をしておくこと。 
2 回 Unit 1 の Listening Warm Up と Conversation の問題をすること。Grammar 
Check の練習問題をすること。 
3 回 返却された課題の重要点を見直し、Unit 1 の Grammar Points を覚えるこ
と。Express Yourself の本文を聞き、繰り返し音読をすること。練習問題をやっ
ておくこと。 
4 回 返却された課題の重要点を見直し 

 



年度 2014 
授業コード FB10233A 
成績評価 前期テスト,小テストで 60％,予習、宿題合計で 40 ％ 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14),機械システム⼯学科(〜14),知能機械⼯学科(〜14),建

築学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FB10233A 英語Ⅰ 
担当教員名 下林 千賀子＊ 
単位数 2 
教科書 FAST PASS FOR THE TOEIC TEST／Ritsuko Uenaka, Seiko Korechika／セン

ゲージラーニング ／ISBN9784863122215 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 出席は毎回とります。３分の１以上欠席すると単位はとれません。 

３回遅刻すると１回欠席とします。 
英和、あるいは英英辞書は毎回持参すること。 
予習は必須です。課題を提出すること。 

シラバスコード FB10233A 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC 450 点相当になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English I 
関連科目 科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 聞き、話し、読み、書くという４技能を用いた総合的なコミュニケーション能力

を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Introduction: Syllabus 

 授業計画、テキスト、出席、予習宿題等 履修上の注意の説明をする。 
TOEIC の説明、Pre test を実施する。 



2 回 Pre test の解答と説明 
Unit 1 Travel Words/Listening section の学習をする。 
3 回 Unit 1 Travel Listening /Reading を学習する。 
4 回 Unit 1 Travel Reading section /Mini test を学習する。 
5 回 Unit 1 Tra 

準備学習 1 回 pre test Reading Part を解いてくること。 
Unit 1 Travel Words を予習すること。 
2 回 Unit 1 Travel Reading の予習をすること。 
3 回 Unit 1 Travel Mini test を予習すること。 
4 回 Unit 1 Travel Mini test  
Unit 2 Entertainment Words/Reading を予習すること。 
5 回 Unit１の復習プリントをすること。 
Unit 2 Entertainment Readin 

 



年度 2014 
授業コード FB10233B 
成績評価 期末試験 50%、課題（レポート）30%、プレゼンテーション 20%。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14),機械システム⼯学科(〜14),知能機械⼯学科(〜14),建

築学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FB10233B 英語Ⅰ 
担当教員名 小迫 勝＊ 
単位数 2 
教科書 SUCCESSFUL KEYS TO THE TOEIC TEST 1 [Second Edition]／水本篤・Mark 

D.Stafford／ピアソン桐原／9784342552700 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 聞き取りやすく説明を詳しくすることを⼼がけてきたことがあるていど受講生

に伝わっているようだ。英語学習にさらに意欲をもやしてもらうべく模索してゆ
きたい。 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 研究社新英和中辞典 
授業形態 講義 
注意備考 大学の規定に従い、出席回数が規定授業回数の３分の２を超えていない場合は受

験資格を喪失する。なお、欠席回数は自己管理とする。 
シラバスコード FB10233B 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC 350 点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 授業外での英語の取り組みについて、授業中に適宜指示しているが、少しずつで

もよいので実践する時間をつくってほしい。 
連絡先 教務課 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習は、宿題の取り組みがほとんどで、自主的な学習が２（５．９％）
であったが。自主的な学習を積極的に行うような動機づけを模索する必要があ
る。英語単語の構成要素（接頭語、語幹など）の原義の説明を意図的に詳しくし、
あわせて関連語に言及してきたが、語彙に関する学生の理解を深めるきっかけに
なったようである。授業満足度も、満足（４１．２％）、ほぼ満足（３５．３％）
をあわせて７６．５％であったのは、まずまずの結果であった。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語 II、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 小テストの解説にもう少し時間をさいて、丁寧におこない、授業の課題の補足を



充実させていく。 
講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能力の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション：授業の導入をする。授業の進め方、勉学の方法および

英語学習上の注意点などについて、テキストをもとに解説する。 
2 回 Unit 1 (Daily Life) の Check Your Vocabulary, Word Association および 
Listening Section (Part 1 ~ 4) を練習し、解説する。 
3 回 Unit 1 (Daily Life) : Reading Section: Part 5 ~ 7 を練習し、解説する。 
4 回 Unit  2 (Pl 

準備学習 1 回 テキストの導入部をはじめ、Unit l: Daily Life (品詞の違い。広告を読む。) 
を辞書を参照しながら予習しておくこと。 
2 回 Unit 1 (Daily Life) の Check Your Vocabulary, Word Association および 
Part 1 ~ 4 の英語部分を辞書を引いて予習しておくこと。 
3 回 Unit 1 Reading Section: Part 5 ~ 7 を辞書を引いて予習しておくこと。 
4 回 Unit  2 (Places) Check Your 

 



年度 2014 
授業コード FB10233C 
成績評価 小テスト・ワークシート等(20%)、レポート・課題(30%)、定期試験(50%)として

評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14),機械システム⼯学科(〜14),知能機械⼯学科(〜14),建

築学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FB10233C 英語Ⅰ 
担当教員名 ⻄川 憲一 
単位数 2 
教科書 SUCCESSFUL KEYS TO THE TOEIC TEST 1 [Second Edition]／水本篤・Mark 

D.Stafford／ピアソン桐原／978-4-342552700 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 各自の専門分野の学習と同様重要なものであるとの意識で臨むこと。また、自己

の知識や見識を深めるよう努力すること。講義時には辞書を携行することが望ま
しい。説明のためにパワーポイント等の電子教材をプロジェクターなどで提示す
る場合がある。 

シラバスコード FB10233C 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC 350 点相当以上となるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅰ/Ⅱ, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能力の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  Orientation and Introduction 

2 回  Unit 1 Daily Life (1) 
3 回  Unit 1 Daily Life (2) 



4 回  Unit 2 Places (1) 
5 回  Unit 2 Places (2) 
6 回  Unit 3 People (1) 
7 回  Unit 3 People (2) 
8 回  Review (Units 1, 2, and 3) 
9 回  Unit 4 Travel (1) 
10 回  Unit 4 Travel (2) 
11 回  U 

準備学習 1 回 シラバスの内容をよく確認し、本講義の学習内容および過程を把握してお
くこと。 
2 回 事前に Warm-up の各問題 (Check Your Vocaburary!/Word Association) 
を解答して各語句が表す意味・概念を理解しておくこと。また、これらの語句や 
p.1, p.2 で示されているポイント(囲み部分)などを参考にして、本章のテーマに
ついて把握しておくこと。 
3 回 p.4 で示されているポイント (囲み部分) を読んで理解しておくこと。加え
て、Tips で取り上げられている文法 

 



年度 2014 
授業コード FB10233D 
成績評価 定期試験 70％, 小テスト 10％, レポート 10％, vocabulary test10％ 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14),機械システム⼯学科(〜14),知能機械⼯学科(〜14),建

築学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FB10233D 英語Ⅰ 
担当教員名 野上 憲男＊ 
単位数 2 
教科書 American Headway 1 Second edition ／ Liz and John Soars ／ Oxford ／

9780194729451 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和, 和英, 英英などの辞書（電子辞書も可) 
授業形態 講義 
注意備考 “Slow and steady wins the race 
シラバスコード FB10233D 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC 350 点相当以上になるような英語力を身につけること 
受講者へのコメント 少数者の意見も謙虚に受け止め、受講者にとって感激の味わえる授業展開を進め

る⼯夫をする。 
連絡先 ⻄岡研究室（27 号館 2 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合的に予想通りの授業展開ができた。更に学生中⼼の充実した授業展開を目指
したい。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語 II, 科学英語 I・II・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 受講者の更なる学ぶ姿勢の向上に向けて、創意⼯夫したい。 
講義目的 ４技能を用いた日常的コミュニケーション能力の養成を目指す 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Orientation--授業、成績の説明 

2 回 Unit 1: Hello everybody! 
Key Sentence: What's her name? Where's she from? What's your phone number? 
3 回 Unit 2: Meeting people. 
Key Sentence: What's her last name? What's her first name? 



Reading=p. 94 
4 回 Unit 2: Meeting people. 
 

準備学習 １．教材としてテキスト、辞書(電子辞書も可）、ノートは必需品です。毎回チェ
ックすること。 
２．シラバスでその日のレッスンページを確認し、所定の形式で単語帳を作って
授業に臨むこと。 
３．復習も準備につながるので、前回読んだページを最低 3 回は音読しておくこ
と。耳から自分の英語を聞き日本語訳しなくても内容がほぼ理解できるようにな
ること。 
４．宿題をやって出席すること。 

 



年度 2014 
授業コード FB10233E 
成績評価 定期試験（８０％）  課題提出（２０％） 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14),機械システム⼯学科(〜14),知能機械⼯学科(〜14),建

築学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FB10233E 英語Ⅰ 
担当教員名 鳥越 洋子＊ 
単位数 2 
教科書 Grammar Plus ／ ア ン ド ル ー Ｅ ベ ネ ッ ト / 小 宮  徹  著 ／ 南 雲 堂 ／

9784523177210 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 個別の質問にも対応できるよう，授業の最後に時間を取りたいと思います。 
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10233E 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC350 点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 授業や課題などにしっかり取り組めている点はとてもよいと思います。自ら積極

的に取り組んでいけるようになると，もっとすばらしいと思います。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ほとんどの学生さんが学習目標を達成でき，授業にもほぼ満足しているように思
います。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅰ，Ⅱ，科学英語Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ，英会話，Ⅰ，Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業時間外の学習時間を増やすため，また，自ら学んでいく姿勢を養うため，課

題を増やしたり，課題に⼯夫を加えたりしていきたい。 
講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能力の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Unit 1 Be Verbs 

2 回 Unit 2 Simple Present Tense 
3 回 Unit 3 Simple Past Tense 
4 回 Unit 4 Pronouns 



5 回 Review 
6 回 Unit 5 Prepositions 
7 回 Unit 6 Progressive Tenses 
8 回 Unit 7 Nouns and Articles 
9 回 Unit 8 Modals 
10 回 Review 
11 回 Unit 9 Suggestions and Commands 
12 回 

準備学習 予習としては，CD を聴き，解説を読み，問題を解いてくること。単語・熟語な
どの意味は辞書で調べてくること。１回目はシラバスを読んでくること。２回目
以降は，前回の授業の復習をきちんとしてくること。 

 



年度 2014 
授業コード FB10233F 
成績評価 定期試験 ７０％、ミニテストと提出物 ３０％とする。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14),機械システム⼯学科(〜14),知能機械⼯学科(〜14),建

築学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FB10233F 英語Ⅰ 
担当教員名 佐久川 豊子＊ 
単位数 2 
教科書 ENGLISH PRIMER／Ｎan'un―do／ISBN978-4-523-17717-3 C0082 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar,Vocabulary,Communication,TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 肯定的に受け止めてくれたコメントが多く、うれしく思いました。いっそうの発

展を期待しています。 
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典 
授業形態 講義 
注意備考 英語を自分のものにするために積極的に授業に参加してくれるように期待して

います。 
シラバスコード FB10233F 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC３００点相当以上になるような英語力を身につけること 
受講者へのコメント 基礎的な学力がついたと思うので、自主的に達成目標をたてて専門科目と結びつ

いた英語力を修得していくことを期待しています。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 大方の学生が非常にまじめに取り組んでくれたのでアンケートにもそれが反映
していると思う。さらに次年度で応用を含めて発展的に学習していってくれるこ
とを期待している。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 語彙力、文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテイション、英文法のアウトライン、授業の進め方 

Unit 1  be 動詞 基本と発展問題などを行う。 
2 回 Unit 1 & 2 一般動詞 Shadowing を行いコミュニケーションにつなげる。 



3 回 Unit 2 & 3 一般動詞（過去）Conprehention を重点的に学習する。 
4 回 Unit 3 & 4 進行形 基本と応用を習得する。 
5 回 Unit 4 & 5 未来形を修得する。 
6 回 Unit 5 & 6 助動詞 使い方の確認と習得をする。 
7 回 Unit 6 & 7 名詞、 

準備学習 1 回 単語、英文の下調べをすること。 
2 回 CD を聞くこと。単語、英文の下調べをすること。 
3 回 読解を復習する。単語、英文の下調べをすること。 
4 回 今までの授業の復習をする。単語、英文の下調べをすること 
5 回 単語と英文の下調べをすること。 
6 回 単語、英文の下調べをすること。 
7 回 単語、英文の下調べをすること。 
8 回 単語と英文の下調べをすること。 
9 回 これまでの復習をする。 単語、英文の下調べをすること。 
10 回 単語、英文の下調べをすること。 
11 回 単語、英文の下調べをすること。 
12 回 

 



年度 2014 
授業コード FB10233G 
成績評価 提出課題・小テスト４０％、期末テスト６０％により成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14),機械システム⼯学科(〜14),知能機械⼯学科(〜14),建

築学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FB10233G 英語Ⅰ 
担当教員名 林 玉美＊ 
単位数 2 
教科書 English First, Basic ／ Robert Hicking, Misato Usukura ／ 金 星 堂 ／

9784764739703 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 週末でしかも１コマ目なので、遅刻せずに授業に出るだけでも大変な学生もいる

ようですが、これから勉強できる時間は限られています。この時間を有効に使っ
てください。 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 辞書 
授業形態 講義 
注意備考 予習・復習は必ずすること。 

Unit ごとに復習課題を提出する。 
小テストは確認テストと単語テストにより実施する。 
期末テストは記述を含む基礎的な文法問題を中⼼に実施する。 

シラバスコード FB10233G 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC３００点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 英語に苦手意識をもっている学生が多いようですが、インターネットや映画、歌

など、いろいろなツールを使って、自分の興味のある分野の英語に触れてみてく
ださい。授業中は、できるだけ⿊板に書いたことや先生が話したことをメモして、
習ったことをその場で取り込む努力をしましょう。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 基礎的な文法が身についていないために、文意の正確な理解がまだ困難な学生が

多いようなので、文法の解説をもっと丁寧にするとともに練習問題を増やしてい



きたいと思っています。 
講義目的 語彙力、文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Orientation をする。 

Pre-Unit を解説し、確認問題をする。 
2 回 Unit 1  Welcome to Japan. 「日本へようこそ」 
「動詞の現在形」について、文法説明の後、Listening、練習問題を確認する。 
3 回 Unit 1  Welcome to Japan. 「日本へようこそ」 
読解問題を確認し、自己紹介する英文を書く。 
4 回 Unit 2  That Sounds Like Fun. 「楽しそうですね」 
「代名詞」について、文法説明の後、Listening、練習問 

準備学習 1 回 テキストの Contents を確認しておくこと。 
2 回 Unit 1 の予習をしておくこと。 
3 回 Unit 1 の予習をしておくこと。 
4 回 Unit 2 の予習をしておくこと。 
Unit 1 の復習課題を提出すること。 
5 回 Unit 2 の予習をしておくこと。 
6 回 Unit 3 の予習をしておくこと。 
Unit 2 の復習課題を提出すること。 
7 回 Unit 3 の予習をしておくこと。 
8 回 Unit 4 の予習をしておくこと。 
Unit 1〜3 の重要単語と基礎的文法事項を覚えておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FB10233H 
成績評価 課題提出 20％  試験 80％（中間試験 30％：学期末試験 50％） 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14),機械システム⼯学科(〜14),知能機械⼯学科(〜14),建

築学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FB10233H 英語Ⅰ 
担当教員名 有⽊ 恭子＊ 
単位数 2 
教科書 Grammar Plus/ Andrew E. Bennett/ 南雲堂・ISBN 978-4-523-17721-0 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 説明をもっと丁寧にというコメントがありました。かなり丁寧にしているつもり

ですが、「もっと説明が必要」と思われる場合には「質問、およびわかない個所」
の確認する時間を授業内で何回かとっていますので、そのとき遠慮せずに申し出
てください。 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 辞書を必ず持参すること 
シラバスコード FB10233H 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC３００点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 英語の授業はまず自分で辞書を使ってしっかりと予習して授業に参加すること

が英語上達のもっとも重要な事柄です。 
しっかり予習をして授業に臨むと理解度が違います。予習をして授業に臨んでい
る方も多くいますが、一方でほとんど準備しないまま授業に来られている方もあ
ります。後期はぜひとも予習に力を入れてください。 

連絡先 25 号館非常勤講師室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 50 名近い受講者で英語の授業は教員としては多すぎると感じたが、「受講者が多
すぎる」と感じている学生さんが全くいないのが以外だった。 
テキストが難しすぎると感じている学生がいる一方で、やさしすぎると感じてい
る人も多少いた。やさしすぎると感じる学生に別メニューの課題などを出すこと
も考えてみたい。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ， 科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ， 英会話Ⅰ・Ⅱ， TOEIC セミナー 



次回に向けての改善変更予定 声が聞こえにくいというコメントをされた方については、席を前にいどうしてい
ただくことを検討したい。 
後期は学習進度を学生さんの理解度により合わせていきたい。 

講義目的 語彙力、文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 コースガイダンス：授業の進め方、予習の仕方を説明 

2 回 Unit1  Be 動詞: Be 動詞の正しい使い方を説明する。リスニング練習・会話
練習・Reading Passage の応用問題 
3 回 Unit2  現在形：現在形の正しい使い方を説明する。 
    リスニング練習・会話練習・Reading Passage の応用問題 
4 回 Unit3  過去形：過去形の正しい使い方を説明する。 
    リスニング練習・会話練習・Reading Passage の応用問題 
5 回 Unit4  代名詞:代名詞の正しい使 

準備学習 1 回 英語で簡単に自己紹介ができるようにしておくこと。 
2 回 Unit1:be 動詞について学習し、Unit1 の問題を辞書を使いながら、すべて解
答を準備しておくこと。 
3 回 Unit2:現在形について学習し、Unit2 の問題を辞書を使いながら、すべて解
答を準備しておくこと。 
4 回 Unit3:過去形について学習し、Unit3 の問題を辞書を使いながら、すべて解
答を準備しておくこと。 
5 回 Unit4:代名詞について学習し、Unit4 の問題を辞書を使いながら、すべて解
答を準備しておくこと。 
6 回 Unit5:前 

 



年度 2014 
授業コード FB10233J 
成績評価 予習課題・ライティング課題（４０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14),機械システム⼯学科(〜14),知能機械⼯学科(〜14),建

築学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FB10233J 英語Ⅰ 
担当教員名 奥⻄ 有理 
単位数 2 
教科書 Living Grammar / 山本厚子・大須賀直子・真野千佳子・岡本京子・Benedict 

Rowlett / 成美堂 / 9784791910885 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar,Vocabulary,Communication,TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回、辞書を持参すること。 

授業には必ず、予習（①分からない単語を辞書で調べておく、②練習問題を解い
ておく、の２点）をしてから臨むこと。第 3 回の授業からは、各 Unit の予習が
出来ているかどうか、毎回確認します。これは、予習課題として成績評価の対象
となります。 
また、ライティング課題については、水準に達していなければ「再提出」となり
ますので丁寧に取り組み、必ず A4 サイズの紙に丁寧な手書きをするか、パソコ
ンで作成の上印刷するかして、提出のこと。 
予習課題１０回分２０点、ライティング課題１０回分２０点として、計 

シラバスコード FB10233J 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙力・文法力をつけ、異文化理解を深めること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館２Ｆ 奥⻄研究室 

Email: yokunishi@bme.ous.ac.jp 
Tel: 086-256-9634 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English I 
関連科目 英語 II、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 語彙力・文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：授業の目的と具体的内容について説明する。予習、復

習のやり方について説明する。 
2 回 Unit 1: Profile 自分を語ろう  
be 動詞を用いた文の作り方について学び、自分の自己紹介文を書く。 
【ライティング課題１】 
3 回 Unit 2: Sports 多彩だね、スポーツの世界 
一般動詞を用いた文の作り方について学び、英語で e メールの返事を書く。 
【ライティング課題２】 
4 回 Unit 3: Special Occasions 特別な日は誰に何をしてあげる！？ 
より複雑な一般 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程をよく把握しておくこと。 
2 回 p.1~p.6 の分からない単語を調べ、問題をやっておくこと。 
3 回 p.7~p.12 の分からない単語を調べ、問題をやっておくこと。 
4 回 p.13~p.18 の分からない単語を調べ、問題をやっておくこと。 
5 回 p.19~p.24 の分からない単語を調べ、問題をやっておくこと。 
6 回 p.25~p.30 の分からない単語を調べ、問題をやっておくこと。 
7 回 p.31~p.36 の分からない単語を調べ、問題をやっておくこと。 
8 回 p.37~p. 

 



年度 2014 
授業コード FB10233Z 
成績評価 予習課題・ライティング課題（４０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB10233Z 英語Ⅰ 
担当教員名 奥⻄ 有理 
単位数 2 
教科書 Living Grammar / 山本厚子・大須賀直子・真野千佳子・岡本京子・Benedict 

Rowlett / 成美堂 / 9784791910885 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar,Vocabulary,Communication,TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回、辞書を持参すること。 

授業には必ず、予習（①分からない単語を辞書で調べておく、②練習問題を解い
ておく、の２点）をしてから臨むこと。第 3 回の授業からは、各 Unit の予習が
出来ているかどうか、毎回確認します。これは、予習課題として成績評価の対象
となります。 
また、ライティング課題については、水準に達していなければ「再提出」となり
ますので丁寧に取り組み、必ず A4 サイズの紙に丁寧な手書きをするか、パソコ
ンで作成の上印刷するかして、提出のこと。 
予習課題１０回分２０点、ライティング課題１０回分２０点として、計 

シラバスコード FB10233Z 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙力・文法力をつけ、異文化理解を深めること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館２Ｆ 奥⻄研究室 

Email: yokunishi@bme.ous.ac.jp 
Tel: 086-256-9634 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English I 
関連科目 英語 II、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 語彙力・文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：授業の目的と具体的内容について説明する。予習、復

習のやり方について説明する。 
2 回 Unit 1: Profile 自分を語ろう  
be 動詞を用いた文の作り方について学び、自分の自己紹介文を書く。 
【ライティング課題１】 
3 回 Unit 2: Sports 多彩だね、スポーツの世界 
一般動詞を用いた文の作り方について学び、英語で e メールの返事を書く。 
【ライティング課題２】 
4 回 Unit 3: Special Occasions 特別な日は誰に何をしてあげる！？ 
より複雑な一般 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程をよく把握しておくこと。 
2 回 p.1~p.6 の分からない単語を調べ、問題をやっておくこと。 
3 回 p.7~p.12 の分からない単語を調べ、問題をやっておくこと。 
4 回 p.13~p.18 の分からない単語を調べ、問題をやっておくこと。 
5 回 p.19~p.24 の分からない単語を調べ、問題をやっておくこと。 
6 回 p.25~p.30 の分からない単語を調べ、問題をやっておくこと。 
7 回 p.31~p.36 の分からない単語を調べ、問題をやっておくこと。 
8 回 p.37~p. 

 



年度 2014 
授業コード FB10234A 
成績評価 提出課題・小テスト４０％、期末テスト６０％により成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),⼯学プロジ

ェクトコース(〜14) 
見出し FB10234A 英語Ⅰ 
担当教員名 林 玉美＊ 
単位数 2 
教科書 FAST PASS FOR THE TOEIC TEST／Ritsuko Uenaka, Seiko Korechika／セン

ゲージラーニング ／9784863122215 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ご苦労様でした。インターネットなどのいろいろなツールを使って、生きた英語

にも触れてみましょう。 
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 辞書 
授業形態 講義 
注意備考 予習・復習は必ずすること。 

TOEIC Mini Test の結果を提出すること。 
読解問題の一部を和訳して提出すること。 
期末テストはリスニングを含む TOEIC 形式の問題と記述により実施する。 

シラバスコード FB10234A 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC450 点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント ビジネス英語に使用される用語や文章は、正確な意味の理解をすることが最も大

切ですが、用途によって、特有のパターンがありますので、慣れると意外に簡単
です。語彙を増やすととともに、できるだけ速読して、正確に重要ポイントをつ
かむようがんばってください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 テキストのレベルが高く、TOEIC やビジネス英語に慣れていない学生にとって、
予習や課題をやるのはかなり困難だったことでしょうが、多くの学生が努力した
という実感を持っているようですね。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ、 科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 少しスピードアップして、より多くの実戦的問題に挑戦して、速読により問いの



答えを見つけるスキルを磨きたい。 
講義目的 聞き、話し、読み、書くという 4 技能を用いた総合的なコミュニケーション能力

を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Orientation の後、TOEIC について説明する。 

Pre-Test を実施する。 
2 回 Unit 1 Travel 旅行、観光 ー 文法説明・問題確認・Listening Test を
する。 
3 回 Unit 1 Travel 旅行、観光 ー TOEIC Mini Test をする。 
4 回 Unit 2 Entertainment 娯楽、芸術 ー 文法説明・問題確認・Listenig 
Test をする。 
5 回 Unit 2 Entertainment 娯楽、芸術 ー TOEIC Mini Test をす 

準備学習 1 回 テキストの Contents を確認してこと。 
2 回 P.20〜P.23 までの単語を調べ、各問題を予習しておくこと。 
3 回 P.24〜P.27 までの TOEIC Mini Test を予習しておくこと。 
4 回 P.28〜P.31 までの単語を調べ、各問題を予習しておくこと。 
Unit 1 の課題を提出すること。 
5 回 P.32〜P.35 までの TOEIC Mini Test を予習しておくこと。 
6 回 P.36〜P.39 までの単語を調べ、各問題を予習しておくこと。 
Unit 1〜2 の重要単語を覚えておくこと。 
Un 

 



年度 2014 
授業コード FB10234B 
成績評価 期末試験 70 点、 ミニテスト、提出物 30 点 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),⼯学プロジ

ェクトコース(〜14) 
見出し FB10234B 英語Ⅰ 
担当教員名 佐久川 豊子＊ 
単位数 2 
教科書 OPEN THE GATE FOR THE TOEIC TEST／金星堂／ISBN978-4-7647-3979-6 

C1082 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar,Vocabulary,Communication,TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 単語をしっかりと定着するように練習することは大切だと思いますので今後⼯

夫したいと思います。授業時間を充実Ｓ自他内容にするように努力したいと思い
ます。 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和字典 
授業形態 講義 
注意備考 総合的英語力を身につけるため、積極的に授業に参加してくれることを期待しま

す。 
シラバスコード FB10234B 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC３５０点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 総合的な英語力を伸ばすのには、自主的な取り組みが求められると思います。今

後応用力をさらに高める目標に向かって一層の努力を期待しています。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ＴＯＥＩＣに対応したテキストで時に難しい問題もあったが、真面目にとりくん
でくれたと思う。リスニングも集中して聞いてくれたので全体的にかなり伸びた
と実感している。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 ４技能を用いた日常的コミュニケーション能力の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  



準備学習 単語、英文の下調べをしておく。リスニング能力の向上を目指して CD をできる
だけ多く聞くように努力してすること。 

 



年度 2014 
授業コード FB10234C 
成績評価 小テスト・ワークシート等(20%)、レポート・課題(30%)、定期試験(50%)として

評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),⼯学プロジ

ェクトコース(〜14) 
見出し FB10234C 英語Ⅰ 
担当教員名 ⻄川 憲一 
単位数 2 
教科書 SUCCESSFUL KEYS TO THE TOEIC TEST 1 [Second Edition]／水本篤・Mark 

D.Stafford／ピアソン桐原／978-4-342552700 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 各自の専門分野の学習と同様重要なものであるとの意識で臨むこと。また、自己

の知識や見識を深めるよう努力すること。講義時には辞書を携行することが望ま
しい。説明のためにパワーポイント等の電子教材をプロジェクターなどで提示す
る場合がある。 

シラバスコード FB10234C 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC 350 点相当以上となるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅰ/Ⅱ, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能力の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  Orientation and Introduction 

2 回  Unit 1 Daily Life (1) 
3 回  Unit 1 Daily Life (2) 



4 回  Unit 2 Places (1) 
5 回  Unit 2 Places (2) 
6 回  Unit 3 People (1) 
7 回  Unit 3 People (2) 
8 回  Review (Units 1, 2, and 3) 
9 回  Unit 4 Travel (1) 
10 回  Unit 4 Travel (2) 
11 回  U 

準備学習 1 回 シラバスの内容をよく確認し、本講義の学習内容および過程を把握してお
くこと。 
2 回 事前に Warm-up の各問題 (Check Your Vocaburary!/Word Association) 
を解答して各語句が表す意味・概念を理解しておくこと。また、これらの語句や 
p.1, p.2 で示されているポイント(囲み部分)などを参考にして、本章のテーマに
ついて把握しておくこと。 
3 回 p.4 で示されているポイント (囲み部分) を読んで理解しておくこと。加え
て、Tips で取り上げられている文法 

 



年度 2014 
授業コード FB10234D 
成績評価 定期試験 60 点、演習課題 30 点、提出課題 10 点により評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),⼯学プロジ

ェクトコース(〜14) 
見出し FB10234D 英語Ⅰ 
担当教員名 平松 進＊ 
単位数 2 
教科書 The TOEIC Test Trainer Target 350/ ⽥ 辺 正 美 他 / セ ン ゲ ー ジ ラ ー ニ ン グ

/9784902902839 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 すごく良い講義内容だったとは、過分の評価です。初めて TOEIC を受けて受け

て英語に対する意欲が湧いたとの報告に、力強い手応えを感じました。授業は楽
しかったが、自分の英語力が付いたかというと付いていない気がするという意見
に留意し授業に生かすつもりです。また、文法をやって欲しかったとありますが、
授業の 3 分の 1 は文法確認に費やしたはずです。これで充分という内容ではあり
ません。後は自己学習で取り組みながら、質問・相談で補ってほしいと思います。
しかし、文法の必要性を理解していることが分かり意を強くします。 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 授業回数の 3 分の 2 以上の出席を必要とし、遅刻・早退は 30 分以内とし 1 回に

つき 0.5 回分の欠席となる。 
シラバスコード FB10234D 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC350 点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 何度も言ってきていることですが、自己学習に一層励んでください。その気にな

れば、学習環境はかなり整備されているのではないでしょうか。ぜひ活用してほ
しいと願っています。このことと関連して、もっと積極的に質問・相談してもら
えるよう⼼から願っています。担当者の意欲の高揚はやはり学生との積極的な関
わりだと思っています。力を合わせて英語に前向きに楽しく取り組めるようにし
て参りましょう。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 相対的に判断して授業時間外の学習が不足していると言わざるを得ません。平均
的には 1 時半程度のようですが、授業の進行度に及ぼす状況から言っても不足し



ていることが皆さんも分かっているのではないでしょうか。取り組み内容につい
ては、授業が主体でそれ自体はよいのですが、発展的に自律学習を身に付けて欲
しいと強く願っています。この授業を受けてよかった点が複数項目にわたり、高
い反応であったので⼼強く思います。達成状況も高く、教員の意欲、授業の満足
度も高く評価されています。自由設問で提示した英文構造把握力への対策は良好
な回答 

英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 文法能力と音声言語の重要さは、英語の基礎力を活性化する意味においても言う

までもないことです。毎回このことに取り組みましたが、私の訴える力量不足か
らか充分に浸透しているとは言えない状況です。教科書を主体とした授業の中で
メリハリを付けながら、不足している項目の中で「力動的な音声側面の活性化」
に一層励んでいきたいと思います。 

講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能力の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。授業の進め方等を説明する。 

2 回 英語の音声体系と、取り組む各種学習法・訓練法を概観する。 
3 回 Pre-test (pp.8-15)に取り組み、解説する。 
4 回 Unit 1 オフィスで―自動詞と他動詞 Listening Section (pp.16-18)に取り
組み、解説する。 
5 回 Unit 1 オフィスで―自動詞と他動詞 Reading Section (pp.19-21)に取り組
み、解説する。 
6 回 Unit 2 買い物―形容詞・副詞・前置詞 Listening Se 

準備学習 1 回 シラバスをよく理解し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 英語の発音記号(International Phonetic Alphabet（IPA）国際音標文字)を辞
書・参考書等で予習すること。 
3 回 Pre-test (pp.8-15)に取り組むこと。 
4 回 Unit 1 オフィスで―自動詞と他動詞 Listening Section (pp.16-18)をよく
理解し練習問題に取り組むこと。 
5 回 Unit 1 オフィスで―自動詞と他動詞 Reading Section (pp.19-21)をよく 

 



年度 2014 
授業コード FB10234E 
成績評価 定期試験 50% 宿題予習 50%の合計で評価します。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),⼯学プロジ

ェクトコース(〜14) 
見出し FB10234E 英語Ⅰ 
担当教員名 下林 千賀子＊ 
単位数 2 
教科書 English First Basic/ Robert Hickling / KINSEIDO /ISBN978-4-7647-3970-3 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 欠席しない、英語がんばる、後期もがんばって理解を深めたいというコメントが

たくさんあったので、期待しています。あと半年がんばりましょう。前向きに自
分の目標を持って行うことができた。というしっかり学習に取り組めている人も
います。 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 15 回のうち 3 分の 1 以上欠席すると、単位は与えられません。出席は毎回とり

ます。遅刻 3 回で欠席 1 回とみなします。 
辞書を持参すること。 
宿題、予習プリントは必ずやってきて提出すること。 

シラバスコード FB10234E 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC３００点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 大部分の方が、予習、課題復習に取り組み、授業中もよく勉強できていたと思い

ます。後期も英語しっかりがんばってください。まだまだ勉強すると伸びる力が
あるので、これまでよりもっと努力してください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 1)欠席０回が 18 人、２回が 7 人と 出席率が良かったです。  
2）授業時間以外にどのくらい学習しましたか に対して、３０分以上が  25
人と、まあまあ学習をしてきていたようです。  
3)宿題などの課題によく取り組めていました。指示された課題以外にも取り組ん
だ人もいて、自宅学習ができていました。（B)この授業におけるあなたの成⻑は
の回答として、この分野への理解が深まった、興味関⼼が深まった、学習方法の
改善に役立った、コミュニケーションの力が高まったと回答した人もいました。 



英文科目名 English I 
関連科目 英語 I/Ⅱ， 科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ， 英会話Ⅰ・Ⅱ， TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業以外で学習をまったくしなかった人が５人もいたので、指導改善していきた

いと思います。 
講義目的 語彙力、文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 シラバス、授業、予習、宿題の進め方、評価、注意事項を説明する。 

Self-Introduction 自己紹介の書き方を学習する。 
2 回 Pre-Unit の答え合わせ 
Unit 1 Welcome to Japan 動詞の現在形 Listening / Grammar を学習する。 
3 回 Unit 1 Welcome to Japan 動詞の現在形 Challenge Reading/Express 
yourself を学習する。 
4 回 Unit 2 That sounds like fun 代名詞 L 

準備学習 1 回 Pre-Unit を宿題としてやってくること。 
2 回 Unit 1 Welcome to Japan Challenge Reading を書いてくること。 
3 回 Unit 1 Welcome to Japan 動詞の現在形 の復習プリントをすること。 
4 回 Unit 2 That sounds like fun 代名詞 Challenge Reading を予習すること。 
5 回 Unit 2 That sounds like fun 代名詞 復習プリントをすること。 
6 回 Unit 3 We leav 

 



年度 2014 
授業コード FB10234F 
成績評価 定期試験(54％)、小テスト(32％)、課題提出(7％)、発表点(7％)により総合的に

行う。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),⼯学プロジ

ェクトコース(〜14) 
見出し FB10234F 英語Ⅰ 
担当教員名 大野 浩恵＊ 
単位数 2 
教科書 Successful Keys to the TOEIC Test 1 ／水本篤、Mark D. Stafford／桐原書店 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回小テストを行うので、なるべく休まないようにすること。 

必ず英和辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10234F 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 語彙力、文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Orientation 

2 回 Unit 1: Listening Section 
3 回 Unit 1: Listening Test 
Unit 1: Reading Section 
4 回 Unit 1: Words Quizzes 
Unit 2: Listening Section 



5 回 Unit 2: Listening Test 
Unit 2: Reading Section 
6 回 Unit 2: Words Quizzes 
Unit 3: Listening Section 
7 回 Unit 3 

準備学習 1 回 シラバスの内容を確認しておくこと。 
2 回 Unit 1 のリスニングセクションの分からない語彙を辞書で調べておくこと。 
3 回 Unit 1 のリスニングセクションを自習用 CD で確認しておくこと。 
Unit 1 のリーディングセクションの分からない語彙を辞書で調べておくこと。 
4 回 Unit 1 で出てきた語彙を確認しておくこと。 
Unit 2 のリスニングセクションの分からない語彙を辞書で調べておくこと。 
5 回 Unit 2 のリスニングセクションを自習用 CD で確認しておくこと。 
Unit 2 のリーディングセク 

 



年度 2014 
授業コード FB10234G 
成績評価 多読の課題提出（３０％）、発表点（１０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),⼯学プロジ

ェクトコース(〜14) 
見出し FB10234G 英語Ⅰ 
担当教員名 丸山 糸美 
単位数 2 
教科書 English Primer (Revised Edition) 大学生の英語入門／ Tetsuzo Sato and Yukari 

Aiko ／南雲堂／9784523177173 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar,Vocabulary,Communication,TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回、辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10234G 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙力・文法力をつけ、異文化理解を深めること。 
受講者へのコメント  
連絡先  ２７号館２Ｆ 丸山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English I 
関連科目 英語 II、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 語彙力・文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 多読をする。中学校・高校で学んだ基礎的文法の復習をする。 

2 回 多読をする。Unit 1 ：be 動詞について学ぶ。 be 動詞の活用と意味、およ
び、その否定文と疑問文の作り方を説明する。There is (are)構文にも言及する。 
3 回 多読をする。前回学習した be 動詞に関する設問を各自で解き、グループ毎
にディスカッションを行った後、発表する。 
4 回 多読をする。Unit 2: 一般動詞について学習する。be 動詞と一般動詞の違い
に焦点をあて、一般動詞の現在形の否定文、疑問文の作り方を説明する。 



5 回 
準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程をよく把握しておくこと。 

2 回 テキストの６ページを読み、be 動詞について理解を深めておくこと。 
3 回 be 動詞に関する設問の「Ａ基本問題」（７ページ）を解くこと。 
4 回 テキストの１０ページを読み、一般動詞の現在形について理解を深めてお
くこと。 
5 回 一般動詞（現在形）に関する設問の「Ａ基本問題」（１１ページ）を解くこ
と。 
6 回 テキストの１４ページを読み、一般動詞の過去形について理解を深めてお
くこと。 
7 回 一般動詞（過去形）に関する設問の「Ａ基本問題」（１５ペー 

 



年度 2014 
授業コード FB10235A 
成績評価 課題(30%),  定期試験(70%) 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14),生物地球システム学科(〜14),社会情報学科(〜14),生物地球学

科(〜14) 
見出し FB10235A 英語Ⅰ 
担当教員名 嶋村 優枝＊ 
単位数 2 
教科書 FAST PASS FOR THE TOEIC TEST ／ 上 仲 律 子 、 是 近 成 子 ／ CENGAGE 

Learning／ISBN 978-4-86312-221-5 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 高校までの学習内容を確認しながら関連する新しい内容を学ぶことは、これから

も続けます。引き続き意欲的に取り組んで下さい。丁寧な説明は今後もする予定
ですが、授業速度があがるので集中力もあげて十分理解してください。授業が楽
しかったと感じることは大切です。内容理解にも役立っているはずです。今後も
楽しく学んでください。 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じてプリントを配布。 
授業形態 講義 
注意備考 英和辞書を持参する。教科書を忘れた場合は、授業前に必ず必要部分のコピーを

取っておく。 
シラバスコード FB10235A 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC４５０点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 使用教科書の特質として予習が欠かせないので、継続して取り組んでください。

できれば、復習にも時間を割いて学習内容の定着を高めてほしいと思います。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 出席率がよく、６８％の受講者が皆勤で１回欠席とあわせて８０％である。授業
時間外の学習時間はやや少なく、１時間と３０分が各４０％であるが、２時間程
度の受講者が１２％おり、ゼロも８％いる。その反面、７２％が宿題など指示さ
れた課題に取り組み、２４％が指示された課題以外の学習にも取り組んだと答え
ている。全体的に満足度が高く、意欲的である。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語 Ⅱ, 科学英語 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ,  英会話 Ⅰ・Ⅱ,  TOEIC セミナー 



次回に向けての改善変更予定 TOEIC に慣れるまでは、ゆっくりとしたペースで解説にも時間をかけてきまし
たが、教科書にも慣れたので後期は授業速度があがります。これまで以上に、予
習・復習に励んで下さい。 

講義目的 聞き、話し、読み、書く、という４技能を用いた総合的なコミュニケーション能
力を養成する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Introduction: 授業の進め方と評価方法の確認をする。 

Listening に取組み、課題を提出する。 
2 回 Pre-test に取り組み、解答を確認する。復習課題を提出する。 
3 回 前回の課題の返却と解答の提示の後、各自の問題点を確認する。 
Unit 1 Travel: Strategies for the Listening Section と Strategies for the Reading 
Section の練習問題を通じて、strategies を身につける。復習課題を提出する 

準備学習 1 回 シラバスと教科書の TOEIC の説明を読むこと。 
2 回 教科書の Pre-test に目を通し、問題の指示文を理解すること。Listening 問
題以外 
の問題をやっておくこと。 
3 回 Unit 1 の Vocabulary を調べて覚えること。Strategies for the Listening 
Section と Strategies for the Reading Section の問題をやっておくこと。 
4 回 Unit 1 の TOEIC MINI TEST を strategies を使いながらやってお 

 



年度 2014 
授業コード FB10235B 
成績評価 課題提出３０％、講義中に発生するアクティビィテイー等の提出物２０％、定期

試験５０％により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14),生物地球システム学科(〜14),社会情報学科(〜14),生物地球学

科(〜14) 
見出し FB10235B 英語Ⅰ 
担当教員名 バーデン 京子＊ 
単位数 2 
教科書 American Headway 1 Second edition ／ Liz and John Soars ／ Oxford ／

9780194729451 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 後期は TOEIC のアドバイスを授業中にしていきます。 

コミュニケーション能力が向上したのは、非常に喜ばしい。 
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 必ず辞書を持参すること。電子辞書も可とする。ただし、授業中に携帯電話の辞

書機能の使用は不可とする。 
シラバスコード FB10235B 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC350 点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 水曜日の１限目という時間帯で早起きが大変だったとは思いますが、欠席が少な

くみなさんよく頑張りました。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野への興味・関⼼が高まった学生さんが大多数に上ったのは喜ばしい。 
英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業進行が速すぎたという意見があったので、学生の理解を確認しながら進めて

いこうと思っています。 
講義目的 ４技能を用いた日常的コミュニケーション能力の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションにて講義の概要説明をする。アクティビィティーにて

自己紹介をする。Unit 1 Hello everybody!の Introduction をする。 



2 回 Warm-up ならびに Unit 1 Hello everybody!の Practice, Vocabulary and 
Pronunciation, Everyday English をする。 
3 回 Warm-up ならびに Unit 2 Meeting people の Grammar, Practice, Vocabulary
をする。 
4 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、教科書に目を通しておくこと。 
2 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
3 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
4 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
5 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
6 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
7 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
8 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
9 回 課題の単語プリントの新出単 

 



年度 2014 
授業コード FB10235C 
成績評価 小テスト（４０％）、期末試験（６０％） 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14),生物地球システム学科(〜14),社会情報学科(〜14),生物地球学

科(〜14) 
見出し FB10235C 英語Ⅰ 
担当教員名 奥⻄ 有理 
単位数 2 
教科書 English Challenger / 岡 本 京 子 ・ Benedict Rowlett ・ ⽊ 下 綾 ・ Sara Ellis / 

9784791910168 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar,Vocabulary,Communication,TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回、辞書を持参すること。 

授業には必ず、予習（①分からない単語を辞書で調べておく、②練習問題を解い
ておく、の２点）をしてから臨むこと。 

シラバスコード FB10235C 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙力・文法力をつけ、異文化理解を深めること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館２Ｆ 奥⻄研究室 

Email: yokunishi@bme.ous.ac.jp 
Tel: 086-256-9634 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English I 
関連科目 英語 II、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 語彙力・文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：授業の目的と具体的内容について説明する。予習、復

習のやり方について説明する。 
2 回 Unit 1: Literacy and Education  



識字率と教育をテーマにした⻑文を読解する。 
3 回 Unit 1: Literacy and Education  
識字率と教育をテーマにした⻑文を読解する。 
4 回 Unit 2: Sustainable City 
持続可能な都市をテーマにした⻑文を読解する。 
5 回 Unit 2: Sustainable City 
持続可能な都市をテー 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程をよく把握しておくこと。 
2 回 p.1~p.6 の分からない単語を調べ、問題をやっておくこと。 
3 回 p.1~p.6 の分からない単語を調べ、問題をやっておくこと。 
4 回 p.7~p.12 の分からない単語を調べ、問題をやっておくこと。 
5 回 p.7~p.12 の分からない単語を調べ、問題をやっておくこと。 
6 回 p.13~p.18 の分からない単語を調べ、問題をやっておくこと。 
7 回 p.13~p.18 の分からない単語を調べ、問題をやっておくこと。 
8 回 Unit1〜Unit 

 



年度 2014 
授業コード FB10235D 
成績評価 期末試験 50%, 課題（レポート）30%, プレゼンテーション 20% 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14),生物地球システム学科(〜14),社会情報学科(〜14),生物地球学

科(〜14) 
見出し FB10235D 英語Ⅰ 
担当教員名 小迫 勝＊ 
単位数 2 
教科書 OPEN THE GATE FOR THE TOEIC TEST／ David P. Thompson, Hiroyo 

Nakagawa, Tomoyasu Miyano／金星堂／978-4-7647-3979-6 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 単語の構成要素（接頭辞、語幹、接尾辞）の意味の説明を詳しく述べながら、関

連語の説明も付加してきたことが、学生の語彙学習に寄与しているようである。
もう少し詳しい説明が求められているので、要望に応えてゆきたい。話す速度が
速いとのことであるので、もう少しゆっくりと解説するように⼼がけたい。 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新英和中辞典／竹林滋、東信行、諏訪部仁、市川泰男／研究社／978-4-7674-1068-

5 c7582 
授業形態 講義 
注意備考 大学の規定に従い、出席回数が規定授業回数の３分の２を超えていない場合は受

験資格を喪失する。なお、欠席回数は自己管理とする。 
シラバスコード FB10235D 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC 350 点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 自主学習の仕方など授業中に指示しているが、実践して欲しい。 
連絡先 教務課 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の取り組みは、宿題にあてられているだけの模様である。自主的な学
習意欲を喚起させるべく模索する必要がある。授業への満足（１５．８％）ほぼ
満足（３９．５％）をあわせて５５．３％であったが。もっと満足度をあげる授
業を⼼がけたい。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語 II、科学英語 I ・II・ III・ IV、英会話 I ・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 もっとゆっくりと話すことで、聞き取りやすくしたい。板書もみやすくする必要

がある。 



講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能力の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション：授業の導入をする。授業の進め方、勉学の方法、およ

び英語学習上の注意点などについて、テキストをもとに解説する。 
2 回 Unit 1 Pre-Test: Part 1 ~ 5 の問題を解き、解説する。 
3 回 Unit 1 Pre-Test: Part 6 ~ 7 の問題を解き、解説する。 
4 回 Unit 2 Daily Life: Grammar Tips を解説し、Quiz および Part 5 Check the 
Grammar, Part 1 Look at the Pictu 

準備学習 1 回 テキストの導入部をはじめ、Unit 1 Pre-Test を辞書を引きながら予習して
おくこと。 
2 回 Unit 1 Pre-Test: Part 1 ~ 5 の英語を辞書を引いて予習しておくこと。 
3 回 Unit 1 Pre-Test: Part 6 ~ 7 の英語を辞書を引いて予習しておくこと。 
4 回 Unit 2 Daily Life: Quiz および Part 5 Check the Grammar, Part 1 Look at 
the Pictures の英語を辞書を引いて予習しておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FB10235E 
成績評価 定期試験(54％)、小テスト(32％)、課題提出(7％)、発表点(7％)により総合的に

行う。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14),生物地球システム学科(〜14),社会情報学科(〜14),生物地球学

科(〜14) 
見出し FB10235E 英語Ⅰ 
担当教員名 大野 浩恵＊ 
単位数 2 
教科書 Successful Keys to the TOEIC Test 1／水本篤、Mark D. Stafford／桐原書店 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回小テストを行うので、なるべく休まないようにすること。 

必ず英和辞典を持参すること。 
シラバスコード FB10235E 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC350 点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能力の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Orientation 

2 回 Unit 1: Listening Section 
3 回 Unit 1: Listening Test 
Unit 1: Reading Section 
4 回 Unit 1: Words Quizzes 
Unit 2: Listening Section 



5 回 Unit 2: Listening Test 
Unit 2: Reading Section 
6 回 Unit 2: Words Quizzes 
Unit 3: Listening Section 
7 回 Unit 3 

準備学習 1 回 シラバスの内容を確認しておくこと。 
2 回 Unit 1 のリスニングセクションの分からない語彙を辞書で調べておくこと。 
3 回 Unit 1 のリスニングセクションを自習用 CD で確認しておくこと。 
Unit 1 のリーディングセクションの分からない語彙を辞書で調べておくこと。 
4 回 Unit 1 に出てきた語彙を確認しておくこと。 
Unit 2 のリスニングセクションの分からない語彙を辞書で調べておくこと。 
5 回 Unit 2 のリスニングセクションを自習用 CD で確認しておくこと。 
Unit 2 のリーディングセク 

 



年度 2014 
授業コード FB10235F 
成績評価 多読の課題提出（３０％）、発表点（１０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14),生物地球システム学科(〜14),社会情報学科(〜14),生物地球学

科(〜14) 
見出し FB10235F 英語Ⅰ 
担当教員名 丸山 糸美 
単位数 2 
教科書 English Primer (Revised Edition) 大学生の英語入門／ Tetsuzo Sato and Yukari 

Aiko ／南雲堂／9784523177173 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar,Vocabulary,Communication,TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回、辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10235F 
実務経験のある教員  
達成目標 ＴＯＥＩＣ３００点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館２Ｆ 丸山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English I 
関連科目 英語 II、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 語彙力・文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 多読をする。中学校・高校で学んだ基礎的文法の復習をする。 

2 回 多読をする。Unit 1 ：be 動詞について学ぶ。 be 動詞の活用と意味、およ
び、その否定文と疑問文の作り方を説明する。There is (are)構文にも言及する。 
3 回 多読をする。前回学習した be 動詞に関する設問を各自で解き、グループ毎
にディスカッションを行った後、発表する。 
4 回 多読をする。Unit 2: 一般動詞について学習する。be 動詞と一般動詞の違い
に焦点をあて、一般動詞の現在形の否定文、疑問文の作り方を説明する。 



5 回 
準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程をよく把握しておくこと。 

2 回 テキストの６ページを読み、be 動詞について理解を深めておくこと。 
3 回 be 動詞に関する設問の「Ａ基本問題」（７ページ）を解くこと。 
4 回 テキストの１０ページを読み、一般動詞の現在形について理解を深めてお
くこと。 
5 回 一般動詞（現在形）に関する設問の「Ａ基本問題」（１１ページ）を解くこ
と。 
6 回 テキストの１４ページを読み、一般動詞の過去形について理解を深めてお
くこと。 
7 回 一般動詞（過去形）に関する設問の「Ａ基本問題」（１５ペー 

 



年度 2014 
授業コード FB10235G 
成績評価 小テスト 20％、課題 20％、定期試験 60％として評価を行う。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14),生物地球システム学科(〜14),社会情報学科(〜14),生物地球学

科(〜14) 
見出し FB10235G 英語Ⅰ 
担当教員名 佐藤 佳子＊ 
単位数 2 
教科書 Grammar Plus／Andrew E. Bennet, Toru Komiya／南雲堂 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特にありませんでした。 
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜資料を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を携帯すること。予習、復習をすること。 
シラバスコード FB10235G 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC３００点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 教科書が文法項目の問題集形式であるため、特に予習に時間をかけなくても教室

でできると考える学生が多くいたようです。授業時間以外に全く学習しなかった
と回答した学生が 40％もいました。英語は教科書以外でも興味を持てばいくら
でも身近に教材があふれています。大学生として、自ら何らかの形で英語に触れ
てほしいと思います。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の目標達成について、回答者全員が「できた」〜「少しできた」としており、
できなかったとする学生はいませんでした。授業の満足度に関しても不満を感じ
た学生はいませんでした。また、「この分野への理解が深まった〜技能・技術が向
上した」と回答した学生が 90％を超えていたことから授業に対する大きな不満
はなかったものと思われます。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ， 科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ， 英会話Ⅰ・Ⅱ， TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 教科書自体が問題集形式であるため、問題を解きながら説明を加えるという授業

でした。そのため、家庭学習の必要性を感じにくかったようです。ユニットごと
に教科書以外の予習プリントや復習テストを実施、提出することとし家庭学習を



促していくようにしたいと思います。 
講義目的 語彙力、文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。この講義の目標を提示し、授業の進め方を説明する。 

2 回 be 動詞に関する基本事項を復習し、文法問題、リーディング問題に取り組
む。 
3 回 現在形に関する基本事項を復習し、文法問題、リーディング問題に取り組
む。 
4 回 過去形に関する基本事項を復習し、文法問題、リーディング問題に取り組
む。 
5 回 代名詞に関する基本事項を復習し、文法問題、リーディング問題に取り組
む。 
6 回 前置詞に関する基本事項を復習し、文法問題、リーディング問題に取り組
む。 
7 回 進行形に関する基本事項を復習し、文法 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。テキストとその学習内容を確認しておくこと。 
2 回 教科書 8〜11 ページを予習して質問に答えられるようにしておくこと。単
語、語句を調べておくことこと。 
3 回 前回の復習をして、質問に答えられるようにしておくこと。教科書 12〜15
ページを予習しておくこと。単語、語句を調べておくことこと。 
4 回 前回の復習をして、質問に答えられるようにしておくこと。教科書 16〜19
ページを予習しておくこと。単語、語句を調べておくことこと。 
5 回 前回の復習をして、質問に答えられるようにしておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FB10235H 
成績評価 定期試験 50％， 課題・小テスト・プレゼンテーション等 50％ 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14),生物地球システム学科(〜14),社会情報学科(〜14),生物地球学

科(〜14) 
見出し FB10235H 英語Ⅰ 
担当教員名 山根 真由美＊ 
単位数 2 
教科書 English Primer／佐藤哲三／南雲堂 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 説明がとても分かり易という声をもらい、嬉しく思っています。⿊板の下まで書

かないでほしいという声もありました。善処します。小テストの配点が高いとい
う声ももらいましたが、毎回の授業を大切にしてほしいという思いと、試験の比
重を大きくして負担に感じさせたくないという思いからです。理解してもらえる
と嬉しいです。 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 講義には必ず辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10235H 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 一生懸命な姿勢に好感を持っています。これからも英語力の向上をめざし、一緒

にがんばりましょう。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好な評価をもらい、嬉しく思っています。 
英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ，科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ，英会話Ⅰ・Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 文法事項の確認を重視した前期の授業形態を肯定してくれる声が多かったので、

後期もこの形態で授業を進めたいと思います。進度に余裕があれば、リスニング
の練習も増やしたいと思っています。 

講義目的 語彙力、文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。 



2 回 Unit 1 の内容を中⼼に講義する。 
3 回 Unit 2 の内容を中⼼に講義する。 
4 回 Unit 3 の内容を中⼼に講義する。 
5 回 Unit 4 の内容を中⼼に講義する。 
6 回 Unit 5 の内容を中⼼に講義する。 
7 回 Unit 6 の内容を中⼼に講義する。 
8 回 Unit 7 の内容を中⼼に講義する。 
9 回 Unit 8 の内容を中⼼に講義する。 
10 回 Unit 9 の内容を中⼼に講義する。 
11 回 Unit 10 の内容を中⼼に講義する。 
12 回 Un 

準備学習 1 回 必ずテキストを購入しておくこと。辞書・CD を用いて Unit 1 を予習する
こと。 
2 回 辞書・CD を用いて Unit 1 を予習・復習すること。 
3 回 辞書・CD を用いて Unit 2 を予習・復習すること。 
4 回 辞書・CD を用いて Unit 3 を予習・復習すること。 
5 回 辞書・CD を用いて Unit 4 を予習・復習すること。 
6 回 辞書・CD を用いて Unit 5 を予習・復習すること。 
7 回 辞書・CD を用いて Unit 6 を予習・復習すること。 
8 回 辞書・CD を用いて Unit 7 を予習・復習すること。 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FB10235J 
成績評価 定期試験 70％, 小テスト 10％, レポート 10％, Class-work (vocabulary test) 10％ 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14),生物地球システム学科(〜14),社会情報学科(〜14),生物地球学

科(〜14) 
見出し FB10235J 英語Ⅰ 
担当教員名 ⻄岡 啓治 
単位数 2 
教科書 American Headway 1 Second edition ／ Liz and John Soars ／ Oxford ／

9780194729451 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 テキストのレベルについて：英語のよくできる方には物足りなく、苦手な方には

難しすぎる、という問題が常にあります。物足らない方は、授業以外のところで
インターネットを利用した学習などやってくださるようお願いします 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和, 和英, 英英などの辞書（電子辞書も可), Root and Trunk Sentences ＆ CD 
授業形態 講義 
注意備考 There are two class-works and a small test to improve your vocabulary and everyday 

English. 
シラバスコード FB10235J 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙力・文法力をつけ、異文化理解を深めること。 
受講者へのコメント 真面目に取り組んでいただきました。でも、欠席が 2 回以上の方が約 3 割おられ

ます、本人が自覚してほしいです。プリゼンは大変だったと思いますが、良い経
験になったという感想は嬉しいです。英語を人前でしゃべるということは、やは
り珍しい体験でしょう。 

連絡先 ⻄岡研究室（27 号館 2 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合的には、無難な評価をいただいたようです。英語に対する必要性を感じてい
る人が多いからでしょうか。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語 II, 科学英語 I・II・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 １年間、私の授業を受けることにより英語学習の方法が少しでも改善されるよ

う、⼯夫します。 
講義目的 語彙力、文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を養成する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Vocabulary notebook. Class-work. Small Test. Report.  

Root ＆ Trunk Sentences---Textbook & CD 
2 回 Unit 1: Hello everybody!  R ＆ T=Truck 1. 
Key Sentence: What's her name? Where's she from? What's your phone number? 
3 回 Unit 1: Hello everybody!  R ＆ T=Truck 

準備学習 １．教材としてテキスト２種類、辞書(電子辞書も可）、ノートは必需品です。毎
回チェックすること。 
２．シラバスでその日のレッスンページを確認し、所定の形式で単語帳を作って
授業に臨むこと。 
３．復習も準備につながるので、前回読んだページを最低 3 回は音読しておくこ
と。耳から自分の英語を聞き日本語訳しなくても内容がほぼ理解できるようにな
ること。 
４．宿題をやって出席すること。 

 



年度 2014 
授業コード FB10241A 
成績評価 試験６０％、小テスト１５％、提出物１５％、発表点１０％ 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),基礎理学科(〜14) 
見出し FB10241A 英語Ⅱ 
担当教員名 赤羽 美鳥＊ 
単位数 2 
教科書 Overall Skills for the TOEIC Test / 石井隆之 他/ 成美堂 / 

978-4-7919-1018-2 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 難しくてついていくのがやっとだったとコメントしてくれた人がいました。一年

間がんばりましたね。難しいことにチャレンジしたことで、きっと何か得るもの
があったと信じています。 
正解率１００%チャレンジですが、残念ながら失敗に終りました。頑張ってくれ
た人たち、ありがとう！ 

科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典（手持ちのもの、但し携帯電話、スマートフォンの辞書は不可） 
授業形態 講義 
注意備考 欠席日数が 1/3 をこえる者は定期試験の受験資格を失う。 
シラバスコード FB10241A 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC450 点相当になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 高校までと異なり、大学に入学してしまうと、英語に関して目標を失ってしまう

人が出てきます。新たに目標を設定しなおすことが重要になってきます。例えば、
TOEIC などは新しい目標になりやすいものだと思います。英語の学習において、
授業は一つのステップにすぎません。今後、いかに自主学習をするかが重要とな
ってきます。しっかりとした目標をたて、今後も頑張ってもらいたいと思います。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 春学期に引き続きこのクラスの皆さんの多くは、受講態度も熱⼼で学習意欲も高
かったようです。アンケートの結果からも、まじめに宿題などの指示された課題
に取り組んだという回答数が多かったです。今後も英語の学習をしっかりと続け
てもらいたいと思います。しかし、授業外の学習時間が「全くしなかった」と回
答した人が、わずかですがいました。また授業の目標を達成できたか、という項
目では、７割近くの人が「できた」「だいたいできた」と回答しました。さらに、
満足度ですが「満足」「ほぼ満足」と回答した人が９割以上でした。これは、皆さ



ん 
英文科目名 English II 
関連科目 英語 I,科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業時間外の英語学習をいかに増やすか、ということに⼯夫が必要だと思いまし

た。また、授業のためだけの学習ではなく、自ら進んで興味をもったことを学習
するということが課題です。授業の中で、さまざまな辞書や参考書、その他の書
籍などを紹介し、自主学習に対する興味を持ってもらうよう⼯夫したいと思いま
す。 

講義目的 聞き、話し、読み、書くという 4 技能を用いた総合的コミュニケーション能力を
養成する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 前期の復習をする。 

2 回 Unit 8(1)を学習する。（進度については、変更する場合がある） 
3 回 Unit 8(2)を学習する。 
4 回 Unit 9(1)を学習する。 
5 回 Unit 9(2)を学習する。 
6 回 Unit 10(1)を学習する。 
7 回 Unit 10(2)を学習する。 
8 回 Unit 11(1)を学習する。 
9 回 Unit 11(2)を学習する。 
10 回 Unit 12(1)を学習する。 
11 回 Unit 12(2)を学習する。 
12 回 Unit 13(1)を学習する。 
13 回 

準備学習 1 回 前期に学習したことを十分復習しておくこと。 
2 回 分からない語彙などを辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
3 回 分からない語彙などを辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
4 回 分からない語彙などを辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
5 回 分からない語彙などを辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
6 回 分からない語彙などを辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
7 回 分からない語彙などを辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
8 回 分からない語彙などを辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
9 回 分から 

 



年度 2014 
授業コード FB10241B 
成績評価 定期試験 70％、小テスト 10％、レポート 10％、Class-work (vocabulary test) 10％ 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),基礎理学科(〜14) 
見出し FB10241B 英語Ⅱ 
担当教員名 ⻄岡 啓治 
単位数 2 
教科書 Liz and John Soars/ Amerian Headway 1 Second edition/ Oxford: Oxford U.P. 

(ISBN 978-0-19-472945-1) 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和, 和英, 英英などの辞書（電子辞書も可), Root and Trunk Sentences 
授業形態 講義 
注意備考 There are two class-works and a small test to improve your vocabulary and everyday 

English. 
シラバスコード FB10241B 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC 350 点相当以上になるような英語力を身につけること 
受講者へのコメント 英語を成績のためにだけ勉強するのでなく、世界共通語のコミュニケーションツ

ールとして勉強してください。 
連絡先 ⻄岡研究室（27 号館２階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「授業に対するあなたの取り組について」―＞“授業時間外にどの程度、学習し
ましたか“の回答で「30 分程度」が３割強、「全くしなかった」が３割弱でした。
世界の誰もが英語を使ってコミュニケーションをする時代になってきているこ
とを考えるとこれは危機的な状況です。 

英文科目名 English II 
関連科目 英語 I, 科学英語 I・II・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 勉強の方法については、インターネットの活用、学習方法などについて紹介しま

す。 
講義目的 ４技能を用いた日常的コミュニケーション能力の養成を目指す 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1st Semester Result: Class-work, Small Test, Report, and Examination. 2nd 

Semester Schedule. Unit 7: CD listening. 



2 回 Unit 7: Then and now. 
Key Sentence: Where did her father work? 
3 回 Unit 7: On the Job. 
Key Sentence: Amilia was born in her grandparent 

準備学習 １．教材としてテキスト２種類、辞書(電子辞書も可）、ノートは必需品です。毎
回チェックすること。 
２．シラバスでその日のレッスンページを確認し、所定の形式で単語帳を作って
授業に臨むこと。 
３．復習も準備につながるので、前回読んだページを最低 3 回は音読しておくこ
と。耳から自分の英語を聞き日本語訳しなくても内容がほぼ理解できるようにな
ること。CD 等があれば聞く練習を怠らないこと。 
４．宿題をやって出席すること。 

 



年度 2014 
授業コード FB10241C 
成績評価 小テスト・ワークシート等(20%)、レポート・課題(30%)、定期試験(50%)として

評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),基礎理学科(〜14) 
見出し FB10241C 英語Ⅱ 
担当教員名 ⻄川 憲一 
単位数 2 
教科書 SUCCESSFUL KEYS TO THE TOEIC TEST 1 [Second Edition]／水本篤・Mark 

D.Stafford／ピアソン桐原／9784342552700 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 各自の専門分野の学習と同様重要なものであるとの意識で臨むこと。また、自己

の知識や見識を深めるよう努力すること。講義時には辞書を携行することが望ま
しい。説明のためにパワーポイント等の電子教材をプロジェクターなどで提示す
る場合がある。 

シラバスコード FB10241C 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC350 点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English II 
関連科目 英語Ⅰ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅰ/Ⅱ, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能力の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Orientation and Introduction 

2 回 Unit 7 Technology (1) 
3 回 Unit 7 Technology (2) 
4 回 Unit 8 Personnel (1) 



5 回 Unit 8 Personnel (2) 
6 回 Unit 9 Management (1) 
7 回 Unit 9 Management (2) 
8 回 Review (Units 7, 8, and 9) 
9 回 Unit 10 Purchasing (1) 
10 回 Unit 10 Purchas 

準備学習 1 回 シラバスの内容をよく確認し、本講義の学習内容および過程を把握してお
くこと。 
2 回 事前に Warm-up の各問題 (Check Your Vocaburary! / Word Association) 
を解答して各語句が表す意味・概念を理解しておくこと。また、これらの語句や 
p.37, p.38 で示されているポイント (囲み部分) などを参考にして、本章のテー
マについて把握しておくこと。 
3 回 p.40 で示されているポイント (囲み部分) を読んで理解しておくこと。加
えて、Tips で取り上げ 

 



年度 2014 
授業コード FB10241D 
成績評価 定期試験 60 点、演習課題 30 点、提出課題 10 点により評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),基礎理学科(〜14) 
見出し FB10241D 英語Ⅱ 
担当教員名 平松 進＊ 
単位数 2 
教科書 The TOEIC Test Trainer Target 350/ ⽥ 辺 正 美 他 / セ ン ゲ ー ジ ラ ー ニ ン グ

/9784902902839 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「発音の違いとか文法を教えてくれたがあまり違いが分からなかった」は正直な

コメントだと思います。確かにデリケートな違いまで踏み込んで授業を行ったの
でそういう意見を抱いたのではないかと推測しています。「英語が好きになった」
とは大きな励みであります。「分かりやすい板書をして欲しかった」は常日頃か
ら意識しているところではありますが、時間に追われる際にはついつい丁寧さに
欠ける板書になった可能性があります。 

科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 授業回数の 3 分の 2 以上の出席を必要とし、遅刻・早退は 30 分以内とし 1 回に

つき 0.5 回分の欠席となる。 
シラバスコード FB10241D 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC350 点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント おおむね満足していますが、欲を言えばいろいろな学習環境や教材を活用して英

語習得に一層身を投じて欲しいと願っています。また、密度の濃い授業とするた
め、前後の学習と授業内課業での素早い反応を期待しています。また全般的に質
問や相談が少なかったのが気がかりです。質問などは担当者を鼓舞する絶好の要
因ですので、ぜひ積極的に取り組んでいただきたいものです。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習が３時間程度またはそれ以上もありましたが、実際に最も多い
のは１時間程度であり、一層の努力を期待するところです。授業を受けて「分野
への、理解、興味、関⼼が高まった」が９割以上で担当者として手応えを感じて
います。「教員の意欲」に対しても９割以上が高く評価しておりやりがいを覚え
ます。ただ「授業の満足度」」が８割程度で少し改善の必要性を考えています。



「音声英語の重要さ」を絶えず訴え実践してきました。受講者の側からの手応え
が今一歩ではなかろうかと予測していましたが、８割程度が肯定的に捉えており
少なか 

英文科目名 English II 
関連科目 英語Ⅰ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業を超えた自律的な学習の大切さも絶えず訴えていきたいと思います。また、

教材の英文の音声化も動機づけを定着させる観点からも実践と奨励を行いたい
と思います。理解の促進に供する目的で、大量の板書もしてきましたが読みにく
いとか消すのが早いという意見もありそうなので若干メリハリをつけた手法を
取りたいと思います。毎回、参考資料を配布し授業の充実度を高めるよう努力し
ましたが、時間的制約から消化不良気味になることもありましたので時間配分を
含めた改善策を講じようと思います。 

講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能力の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。授業の進め方等を説明する。 

2 回 Unit 7 日常生活のトラブル―動名詞 Listening Section (pp.52-54)に取り組
み、解説する。 
3 回 Unit 7 日常生活のトラブル―動名詞 Reading Section (pp.55-57)に取り組
み、解説する。 
4 回 Unit 8 余暇・社交―関係代名詞と関係副詞 Listening Section (pp.58-60)
に取り組み、解説する。 
5 回 Unit 8 余暇・社交―関係代名詞と関係副詞 Reading 

準備学習 1 回 シラバスをよく理解し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 Unit 7 日常生活のトラブル―動名詞 Listening Section (pp.52-54)をよく理
解し練習問題に取り組むこと。 
3 回 Unit 7 日常生活のトラブル―動名詞 Reading Section (pp.55-57)をよく理
解し練習問題に取り組むこと。 
4 回 Unit 8 余暇・社交―関係代名詞と関係副詞 Listening Section (pp.58-60)
をよく理解し練習問題に取り組むこと。 
5 回 Unit 8 余 

 



年度 2014 
授業コード FB10241E 
成績評価 多読の課題提出（３０％）、発表点（１０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),基礎理学科(〜14) 
見出し FB10241E 英語Ⅱ 
担当教員名 丸山 糸美 
単位数 2 
教科書 The TOEIC TEST TRAINER Target 350/Masami Tanabe 他/トムソンコーポレ

ーション株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication,TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「ありがとうございました」という、お礼の言葉が書かれていました。また、

awesome という英単語だけを書いた方がありました。awesome というのは、元
来は「恐ろしい」という意味ですが、口語では「とてもいい」という意味になり
ますね。更に英語でその理由が書いてあれば、もっとうれしかったのですが・・・ 

科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で資料を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回、辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10241E 
実務経験のある教員  
達成目標 ＴＯＥＩＣ３５０点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 教員志望の学生さんが多いせいか、授業への取り組みに真剣さが感じられまし

た。教えることを楽しいと感じさせてくれたクラスでした。 
連絡先  ２７号館２Ｆ 丸山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価（「授業に対する教員の意欲」「授業に満足しましたか」）が概ね良好であ
ったので、授業に関しては、このような取り組みを続けようと思います。また、
「この授業を受けてよかった点」として、多くの方が「この分野への理解が深ま
った」という項目を挙げている一方、少数ではありますが、「コミュニケーション
力やプレゼンターション力などの実社会で必要な力が高まった」を挙げている方
がいたのは、それらの力の養成を目指した授業形態でしたから、特にうれしく思
いました。 

英文科目名 English II 
関連科目 英語 I、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 とくに変更の予定はありません。 



講義目的 ４技能を用いた日常的コミュニケーション能力の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 多読をする。Unit7「日常生活のトラブルー動名詞」について学習する。プ

リントを配布し、不定詞と比較しながら動名詞の基本的性質を説明する。不定詞
のみを目的語にとる動詞と動名詞のみを目的語にとる動詞についても言及する。 
2 回 多読をする。Unit7「日常生活のトラブルー動名詞」について学習する。前
回配布したプリントをもとに、動名詞の意味上の主語、および動名詞を含む慣用
表現について学ぶ。 
3 回 多読をする。Unit８「余暇・社交ー関係代名詞と関係副詞」について学習す
る。プリントを配布し、関係代名詞と関係 

準備学習 1 回 テキストの５５ページを読み、動名詞について理解しておくこと。 
2 回 Unit7 の Part7 に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
3 回 テキストの６１ページと６２ページを読み、関係代名詞と関係副詞につい
て理解しておくこと。 
4 回 Unit８の Part６に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
5 回 テキストの６７ページと６８ページを読み、複文と重文について理解して
おくこと。 
6 回 Unit９の Part7 に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
7 回 テキストの７３ペー 

 



年度 2014 
授業コード FB10241F 
成績評価 定期試験 50% 宿題予習 50%の合計で評価します。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),基礎理学科(〜14) 
見出し FB10241F 英語Ⅱ 
担当教員名 下林 千賀子＊ 
単位数 2 
教科書 English First Basic/ Robert Hickling / KINSEIDO /ISBN978-4-7647-3970-3 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「英語の理解がより深まった。」「遅刻せず来て、がんばった。」みなさんがしっか

り取り組んでくれて、成果があってよかったです。 
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 15 回のうち 3 分の 1 以上欠席すると、単位は与えられません。出席は毎回とり

ます。 
遅刻 3 回で欠席 1 回とみなします。辞書を持参すること。 
宿題、予習プリントは必ずやってきて提出すること。 

シラバスコード FB10241F 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC３００点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 一年間 予習、課題復習に取り組み、授業中も授業外もよく勉強できていたと思

います。まだまだ勉強すると伸びる力があるので、もっと努力して、2 年生にな
ってもがんばってください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 A 2)3）授業時間外の学習について。３時間以上学習者が 12.5％、2 時間が 6.3％、
1 時間が約 40.6％、30 分が 28.1％と授業以外にも学習時間をとって、予習復習
をしている学生が多かったです。主に宿題などの指定した課題ですが、課題以外
に自主的に取り組めた人もいました。 B この授業における成⻑についてでは、
分野への理解、興味関⼼が高まった、が 96.9％、技術技能が向上した、が 9.4％、
コミュニケーションなどに必要な力が高まった、が 3.1％でした。ｃ）総合評価
では、授業に満足、ほぼ満足が 90．6％でした 

英文科目名 English II 
関連科目 英語 I/Ⅱ， 科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ， 英会話Ⅰ・Ⅱ， TOEIC セミナー 



次回に向けての改善変更予定 授業以外で学習をまったくしなかった人が少数ながらいたので、指導改善してい
きたいと思います。 

講義目的 語彙力、文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Unit 8 I'll remember that 助動詞 Listening / Grammar を学習する。 

2 回 Unit 8 I'll remember that 助動詞 Challenge Reading/Express yourself を学
習する。 
3 回 Unit 9 Hiro forgot to 不定詞、動名詞 Listening / Grammar を学習する。 
4 回 Unit 9 Hiro forgot to 不定詞、動名詞 Reading / Express yourself を学習
する。 

準備学習 1 回 Unit 8 I'll remember that 助動詞 Challenge Reading を書いてくること。 
2 回 Unit 8 I'll remember that 助動詞 の復習プリントをすること。 
3 回 Unit 9 Hiro forgot to 不定詞、動名詞 Challenge Reading を予習するこ
と。 
4 回 Unit 9 Hiro forgot to 不定詞、動名詞復習プリントをすること。 
5 回 Unit 10 How have you been? 現在完了 Challenge R 

 



年度 2014 
授業コード FB10241G 
成績評価 課題 30％, 定期試験 70％により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),基礎理学科(〜14) 
見出し FB10241G 英語Ⅱ 
担当教員名 橋本 信子＊ 
単位数 2 
教科書 大学英語『グラマー・プラス』/ アンドルー・ベネット 小宮徹 / 南雲堂 / 978-

4-523-17721-0 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 授業内容と関連した話をしているつもりですが、もっと授業内容と関連付けるよ

うに努力します。 
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 辞書を用意すること。 
シラバスコード FB10241G 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 語学の勉強は継続することが何より大事ですので、出席することを大事に考えて

ください。 
少数ですが、真面目に取り組んでいる人がいて、教える方も元気が出ます。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 出席状況は比較的良かったと思いますが、語学は継続が大切ですので、出席する
ことをもっと大切に考えてほしいです。 
半数以上の人が宿題などの課題に取り組んでくれていますが、回答していない人
が多いことや、学習時間の少ないことが気になります。少人数ですが、進路の参
考になった、あるいは実社会で必要な力が高まったと回答した人がいて、力をも
らいました。 

英文科目名 English II 
関連科目 英語 I, 科学英語 I・II・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 １回に扱う量について、多いと思う人がいるかと思えば、少ないと感じている人

もいたり、また、教科書の難易度についても相反する意見があって、対応が難し
いのですが、説明の仕方でカバーできるように努力します。マイクを使ってはい



るのですが、さらに聞き取り易いように努力します。 
講義目的 語彙力, 文法力をつけ, 日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 13 Comparatives 

比較について説明する。 
2 回 14 Adverbs 
副詞について説明する。 
3 回 15 Infinitives 
不定詞について説明する。（１） 
4 回 15 Infinitives 
不定詞について説明する。（２） 
5 回 16 Gerunds 
動名詞について説明する。 
6 回 17 Conjunctions 
接続詞について説明する。 
7 回 18 Passive Voice 
受動態について説明する。 
8 回 19 Word Parts 
語形について説明する。 
9 回 20 Adj 

準備学習 1 回 13 比較についての問題を解いておくこと。 
2 回 14 副詞についての問題を解いておくこと。 
3 回 15 不定詞についての問題を解いておくこと。 
4 回 15 不定詞についての問題を解いておくこと。 
5 回 16 動名詞についての問題を解いておくこと。 
6 回 17 接続詞についての問題を解いておくこと。 
7 回 18 受動態についての問題を解いておくこと。 
8 回 19 語形についての問題を解いておくこと。 
9 回 20 形容詞節についての問題を解いておくこと。 
10 回 21 副詞節についての問題を解いておく 

 



年度 2014 
授業コード FB10241H 
成績評価 期末テスト 70%, 小テスト 20%, 課題 10%により評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),基礎理学科(〜14) 
見出し FB10241H 英語Ⅱ 
担当教員名 松岡 由美子＊ 
単位数 2 
教科書 English Primer 〈Revised Edition〉／ Tetsuzo Sato, Yukari Aiko ／ 南雲堂 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「１年間楽しく授業を受けることができました。」「松岡先生の授業は分かりやす

かったです。」「基礎的な文法の復習ができた。」「英語は苦手なのでしっかりとや
っていきたい。」といったコメントはとても嬉しく、励みになります。ご自身で努
力し、成⻑を実感し、今後の学習へのモーチベーションを高めてもらえたという
のは、教師にとって大きな喜びです。学習を継続し、さらに英語力に磨きをかけ
てください。学習内容が難しいと感じた受講生もいたようですが、予習、復習に
かける時間を増やし、基礎力を固めれば、必ず成果がでるので、根気強く頑張 

科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典 
授業形態 講義 
注意備考 必ず予習・復習をし，英和辞典を持参して授業に臨むこと。 
シラバスコード FB10241H 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント ほぼ全ての受講生が、出席率が非常に良く、私語もなく、真摯な態度で受講して

くれたことに感謝しています。授業外の学習時間をさらに増やし、培った英語力
を伸ばして欲しいと思います。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]〜[C]の項目ではほぼ全ての受講生が、意欲を持って、積極的に授業に取り組
んでいることが分かりました。特に、教員の意欲を「感じられた」「少し感じられ
た」と回答した受講生が 92.8%であり、授業の満足度や目標達成度の高さにつな
がったことを、大変嬉しく思います。[E]の項目では、授業の手法では 89.3%, 進
行では 96.4%の受講生が「特にない」と回答していますが、授業改善のため、さ
らに努力したいと思います。 

英文科目名 English II 



関連科目 英語Ⅰ，科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ，英会話Ⅰ・Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 特に大きな変更予定はありません。より分かりやすい説明を⼼がけて、基礎力錬

成を目指します。 
講義目的 語彙力，文法力をつけ，日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。Unit 13 接続詞（Ⅰ）の説明と，基本問題の演習，解

答・解説をする。 
2 回 Unit 13 接続詞（Ⅰ）の発展問題，⻑文問題の演習，解答・解説をする。 
3 回 Unit 14 不定詞（Ⅰ）・動名詞（Ⅰ）の説明と，基本問題，発展問題，⻑文
問題の演習，解答・解説をする。 
4 回 Unit 15 受動態の説明と，基本問題，発展問題，⻑文問題の演習，解答・解
説をする。 
5 回 Unit 16 完了形の説明と，基本問題，発展問題，⻑文問題の演習，解答・解
説をする。 
6 回 Unit 17 接続 

準備学習 1 回 Unit 13 接続詞（Ⅰ）の説明を読み，p.55 の問題を解いておくこと。分から
ない単語や熟語，語法などを辞書を引いて調べておくこと。 
2 回 Unit 13 接続詞（Ⅰ）の pp.56-57 の問題を解いておくこと。分からない単
語や熟語，語法などを辞書を引いて調べておくこと。 
3 回 Unit 14 不定詞（Ⅰ）・動名詞（Ⅰ）の説明を読み，pp.59-61 の問題を解い
ておくこと。分からない単語や熟語，語法などを辞書を引いて調べておくこと。 
4 回 Unit 15 受動態の説明を読み，pp.63-65 の問題を 

 



年度 2014 
授業コード FB10241J 
成績評価 提出課題 20%、 試験 80%により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),基礎理学科(〜14) 
見出し FB10241J 英語Ⅱ 
担当教員名 石⽥ 美佐江 
単位数 2 
教科書 English First Starter／Robert Hickling 他／金星堂/9784764739697 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を必ず持参すること。 
シラバスコード FB10241J 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙力・文法力をつけ、異文化理解を深めること。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号館石⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English II 
関連科目 英語 I 科学英語 I・II・III・IV 英会話 I・II TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 語彙力、文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 後期の講義について説明をする。 

前期の内容について確認する。 
2 回 Unit 8 I Have to Study で使われる Vocabulary や Grammar について説明す
る。 
Conversation を聞きとり、口頭で練習する。 
英文の内容を説明する。 
練習問題を解説する。 
3 回 Unit 8 I Have to Study で使われる Vocabulary や Grammar について説明す
る。 



Conversation を聞きとり、口頭で練習する。 
英文の内容を説明する。 
練習問題を解説する。 
4 回 Un 

準備学習 1 回 シラバスの内容を読んで確認しておくこと。 
前期の復習をしておくこと。 
2 回 Unit 8 I Have to Study で使われる英文法を確認し、読んでおくこと。 
Unit 8 で使われる知らない単語を辞書で調べ、練習問題をしておくこと。 
3 回 前回の復習しておくこと。 
4 回 Unit 8 を復習しておくこと。 
Unit 9 What do You Think of My Sketch?で使われる英文法を確認し、読んでお
くこと。 
Unit 9 で使われる知らない単語を辞書で調べ、練習問題を 
しておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FB10242A 
成績評価 試験６０％、小テスト１５％、提出物１５％、発表点１０％ 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),生物化学科(〜14),臨床生命科学科(〜

14),動物学科(〜14) 
見出し FB10242A 英語Ⅱ 
担当教員名 赤羽 美鳥＊ 
単位数 2 
教科書 Overall Skills for the TOEIC Test / 石井隆之 他/ 成美堂 / 

978-4-7919-1018-2 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 TOEIC を受験し、よい得点を目指して頑張りたいとコメントしてくれた人が２

名いました。頑張ってください。高得点がとれるよう応援しています。 
正解率１００%チャレンジですが、残念ながら失敗に終わりました。頑張ってく
れた人たち、ありがとう！ 

科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典（手持ちのもの、但し携帯電話、スマートフォンの辞書は不可） 
授業形態 講義 
注意備考 欠席日数が 1/3 をこえる者は定期試験の受験資格を失う。 
シラバスコード FB10242A 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC450 点相当になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 高校までと異なり、大学に入学してしまうと、英語に関して目標を失ってしまう

人が出てきます。新たに目標を設定しなおすことが重要になってきます。例えば、
TOEIC などは新しい目標になりやすいものだと思います。英語の学習において、
授業は一つのステップに過ぎません。今後、いかに自主学習をするかが重要とな
ってきます。しっかりとした目標をたて、今後も頑張ってもらいたいと思います。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 春学期に引き続きこのクラスの皆さんの多くは、受講態度も熱⼼で学習意欲も高
かったようです。アンケートの結果からも、まじめに宿題などの指示された課題
に取り組んだという回答数が多かったです。今後も英語の学習をしっかりと続け
てもらいたいと思います。しかし、授業外の学習時間が「全くしなかった」と回
答した人が、わずかですがいました。また授業の目標を達成できたか、という項
目では、８割以上の人が「できた」「だいたいできた」と回答しました。さらに、
満足度ですが「満足」「ほぼ満足」と回答した人が９割近かったです。これは、皆



さ 
英文科目名 English II 
関連科目 英語 I,科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業時間外の英語学習をいかに増やすか、ということに⼯夫が必要だと思いまし

た。また、授業のためだけの学習ではなく、自ら進んで興味をもったことを学習
するということが課題です。授業の中で、さまざまな辞書や参考書、その他の書
籍などを紹介し、自主学習に対する興味を持ってもらうよう⼯夫したいと思いま
す。 

講義目的 聞き、話し、読み、書くという 4 技能を用いた総合的コミュニケーション能力を
養成する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 前期の復習をする。 

2 回 Unit 8(1)を学習する。（進度については、変更する場合がある） 
3 回 Unit 8(2)を学習する。 
4 回 Unit 9(1)を学習する。 
5 回 Unit 9(2)を学習する。 
6 回 Unit 10(1)を学習する。 
7 回 Unit 10(2)を学習する。 
8 回 Unit 11(1)を学習する。 
9 回 Unit 11(2)を学習する。 
10 回 Unit 12(1)を学習する。 
11 回 Unit 12(2)を学習する。 
12 回 Unit 13(1)を学習する。 
13 回 

準備学習 1 回 前期に学習したことを十分復習しておくこと。 
2 回 分からない語彙などを辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
3 回 分からない語彙などを辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
4 回 分からない語彙などを辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
5 回 分からない語彙などを辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
6 回 分からない語彙などを辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
7 回 分からない語彙などを辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
8 回 分からない語彙などを辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
9 回 分から 

 



年度 2014 
授業コード FB10242B 
成績評価 Mini test 30%, 提出 10%, Final test 60%[ 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),生物化学科(〜14),臨床生命科学科(〜

14),動物学科(〜14) 
見出し FB10242B 英語Ⅱ 
担当教員名 是近 成子＊ 
単位数 2 
教科書 FAST PASS FOR THE TOEIC TEST／Ritsuko Uenaka＆Seiko Korechika／ 

Cengage Learning 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 授業には必ず辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10242B 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC450 点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English II 
関連科目 英語 I/II, 科学英語 I・II・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 聞き、話し、読み、書く、という 4 技能を用いた総合的なコミュニケーション能

力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Unit 7 Office work 1 -- Listening section 

2 回 Unit 7 Office work 1 - Reading section 
3 回 Unit 8 Office work 2 - Listening section 
4 回 Unit 8 Office work 2 - Reading section 
5 回 Unit 9 Employment - Listening section 
6 回 Unit 9 Employment - Reading section 



7 回 
準備学習 1 回 授業の前までに内容を予習して、ノートに新出単語等をまとめておくよう

にすること。 
2 回 授業の前までに内容を予習して、ノートに新出単語等をまとめておくよう
にすること。 
3 回 授業の前までに内容を予習して、ノートに新出単語等をまとめておくよう
にすること。 
4 回 授業の前までに内容を予習して、ノートに新出単語等をまとめておくよう
にすること。 
5 回 授業の前までに内容を予習して、ノートに新出単語等をまとめておくよう
にすること。 
6 回 授業の前までに内容を予習して、ノートに新出単語等をまとめておくよう
にするこ 

 



年度 2014 
授業コード FB10242C 
成績評価 定期試験 ５０％、提出課題 ３０％、小テスト ２０％ 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),生物化学科(〜14),臨床生命科学科(〜

14),動物学科(〜14) 
見出し FB10242C 英語Ⅱ 
担当教員名 井上 麻美子＊ 
単位数 2 
教科書 English Challenger（リーディングに役立つ基本英文）／岡本＆Rowlett 他／成美

堂／9784791910168 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特にありません。 
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 毎回辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10242C 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC３５０点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 半数以上が無欠席でしたが、3、4 回の欠席者が増加しました。それに伴い、数名

が成績不振に陥りましたが、その他の大多数の受講者は、前期以上に、学習に自
主的に取り組んだ結果、各自の英語の基礎力向上を実感できたのではないかと思
います。今後も一層自分で考えながら学び続けて下さい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 約 95％が「宿題など課題」に取り組み、ほぼ全員が「時間外学習」を行っている、
と回答していることから、前期同様、積極的に授業参加した姿勢がうかがえます。
総合評価も全ての項目で 高まり、課題としていた受講者の成⻑についても、「こ
の分野への理解が深まった」、「授業の目標を達成できた」割合がかなり向上しま
した。 

英文科目名 English II 
関連科目 英語Ⅰ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 アンケートの授業の手法及び進行についての意見を加味して、受講者との意思の

疎通を図りながら、この分野への理解をさらに深め、目標の達成度を高めていく
努力をしていきたい。 



講義目的 ４技能を用いた日常的コミュニケーション能力の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Unit 8: Future Food を学習する。予習済みの課題プリントを完成する。 

2 回 Unit 8: Future Food を学習する。予習済みの課題プリントを完成する。 
3 回 Unit 9: The Ideal Wedding を学習する。予習済みの課題プリントを完成す
る。Unit 8 の小テストをする。 
4 回 Unit 9: The Ideal Wedding を学習する。予習済みの課題プリントを完成す
る。 
5 回 Unit 10: How to stay Young and Healt 

準備学習 初回は、シラバスを読み、教科書の内容に目を通すこと。次回より、教科書と課
題プリントの事前に指示した個所の予習、および各章の小テストに備えた復習を
行うこと。 

 



年度 2014 
授業コード FB10242D 
成績評価 課題 30%, 定期試験 70%で評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),生物化学科(〜14),臨床生命科学科(〜

14),動物学科(〜14) 
見出し FB10242D 英語Ⅱ 
担当教員名 橋本 信子＊ 
単位数 2 
教科書 English Challenger / 岡本京子他 / 成美堂 / 978-4-7919-1016-8 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 訳が十分理解できないという意見があるので、難しいところは板書するなどの⼯

夫をします。 
暗記に対する不満があるようですが、外国語の学習には、ある程度は覚えること
がどうしても必要です。 

科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB10242D 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC350 点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 語学の学習には継続が何より大切ですので、出席することを大切に考えてくださ

い。 
授業以外には全く学習していない人がいますが、授業を十分理解するためには、
予習・復習が必要です。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ３・４回欠席した人が７名いるのは少し多いように感じます。授業以外に全く勉
強しない人が８名もいるのは残念です。 
その一方で、少人数ながら、指示された課題以外の学習にも自主的に取り組んだ
人や質問に来る人がいたのは嬉しいことです。 

英文科目名 English II 
関連科目 英語 I, 科学英語 I・II・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 理解し易いように、説明の仕方を⼯夫します。 

授業の性格上、プロジェクターの使用は必要ないのですが、板書については、も



っと利用するように努力します。 
講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能力の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Unit8 Future Food の文法的説明をする。 

2 回 Unit8 Future Food のリーディング部分を読んで解説する。 
3 回 Unit9 The Ideal Wedding の文法的説明をする。 
4 回 Unit9 The Ideal Wedding のリーディング部分を読んで解説する。 
5 回 Unit10 How to Stay Young and Healthy の文法的解説をする。 
6 回 Unit10 How to Stay Young and Healthy のリーディング部分を読んで解 

準備学習 1 回 unit8 Future Food の問題をやっておくこと。 
2 回 Unit８ Future Food のリーディング部分を読んで問題をやっておくこと。 
3 回 Unit9 The Ideal Wedding の問題をやっておくこと。 
4 回 Unit9 The Ideal Wedding のリーディング部分を読んで問題をやっておくこ
と。 
5 回 Unit10 How to Stay Young and Healthy の問題をやっておくこと。 
6 回 Unit10 How to Stay Young and Hea 

 



年度 2014 
授業コード FB10242E 
成績評価 多読の課題提出（３０％）、発表点（１０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),生物化学科(〜14),臨床生命科学科(〜

14),動物学科(〜14) 
見出し FB10242E 英語Ⅱ 
担当教員名 丸山 糸美 
単位数 2 
教科書 The TOEIC TEST TRAINER Target 350/Masami Tanabe 他/トムソンコーポレ

ーション株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication,TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「カセットじゃなく CD にしてほしい」との、いつものコメントがありました。

毎回このコメントがあるので、ためしに来年度は CD を使用することにしまし
た。１年やってみて、やはりカセットの方が有益だということなら、もう一度カ
セットに戻そうと思います。 

科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で資料を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回、辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10242E 
実務経験のある教員  
達成目標 ＴＯＥＩＣ３５０点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 朝１コマ目でしたが、遅刻者もそれほど多くない良いクラスでした。真面目に学

習に取り組む姿勢には好感がもて、もっと教えたいと教師に思わせるようなクラ
スでした。 

連絡先  ２７号館２Ｆ 丸山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価のうち、「授業に対する教員の意欲」が特に好評価であり、概ね授業に満
足しているという結果に満足しています。今後も同様な教授法を続けていこうと
思っています。 

英文科目名 English II 
関連科目 英語 I、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 特に変更は予定していません。 
講義目的 ４技能を用いた日常的コミュニケーション能力の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 多読をする。Unit7「日常生活のトラブルー動名詞」について学習する。プ
リントを配布し、不定詞と比較しながら動名詞の基本的性質を説明する。不定詞
のみを目的語にとる動詞と動名詞のみを目的語にとる動詞についても言及する。 
2 回 多読をする。Unit7「日常生活のトラブルー動名詞」について学習する。前
回配布したプリントをもとに、動名詞の意味上の主語、および動名詞を含む慣用
表現について学ぶ。 
3 回 多読をする。Unit８「余暇・社交ー関係代名詞と関係副詞」について学習す
る。プリントを配布し、関係代名詞と関係 

準備学習 1 回 テキストの５５ページを読み、動名詞について理解しておくこと。 
2 回 Unit7 の Part7 に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
3 回 テキストの６１ページと６２ページを読み、関係代名詞と関係副詞につい
て理解しておくこと。 
4 回 Unit８の Part６に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
5 回 テキストの６７ページと６８ページを読み、複文と重文について理解して
おくこと。 
6 回 Unit９の Part7 に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
7 回 テキストの７３ペー 

 



年度 2014 
授業コード FB10242F 
成績評価 提出課題 20%、 試験 80%により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),生物化学科(〜14),臨床生命科学科(〜

14),動物学科(〜14) 
見出し FB10242F 英語Ⅱ 
担当教員名 石⽥ 美佐江 
単位数 2 
教科書 Overall Skills for the TOEICR Test ／石井 隆之 他／成美堂/9784791910182 

と多読用洋書 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「先生が優しく授業をしてくださるのでやりやすかったです。」---肯定的な評価

をありがとう。教員として励みになります。 
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10242F 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC350 点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 「指示された課題以外の学習にも自主的に取り組んだ」が 20%、「関連する図書

や資料を自分で探して勉強した」6.7%であった。これからも英語の力を伸ばすた
めに続けてください。 
多読本の読書も続けてください。 

連絡先 ２７号館石⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価で、「この授業の目標を達成できた」「だいたいできた」を合わせて 80%、
教員の意欲が感じられた」が 80%、授業に「満足」と「ほぼ満足」を合わせて
86.3%であり、良好な評価が得られていると考えている。 
授業の手法について「特にない」が 93.3%、授業の進行と教材の提示について「特
にない」が 90%であるので、特に問題はないと考えている。 

英文科目名 English II 
関連科目 英語 I， 科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ， 英会話Ⅰ・Ⅱ， TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 良好な評価が得られており、特に問題もないと思われるので、改善・変更予定は

ありません。 



講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能力の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 後期の講義について説明する。 

2 回 Chapter8 Listening Section を練習、説明する。 
Sightseeing をテーマにリスニングの練習をする。 
3 回 Chapter8 Reading Section を練習、説明する。 
現在分詞と過去分詞について確認する。 
友人とのＥメールや名所旧跡を読む練習をする。 
4 回 Chapter9 Listening Section を練習、説明する。 
Office Issues をテーマにリスニングの練習をする。 
5 回 Chapter9 Reading 

準備学習 1 回 シラバスを読んで内容を確認しておくこと。 
2 回 pp.64-67 を読んで、わからない単語や文法を調べておくこと。 
3 回 pp.68-71 を読んで、わからない単語や文法を調べておくこと。 
Chapter8 Listening Section を再度聴いて、口頭で練習しておくこと。 
4 回 pp.72-75 を読んで、わからない単語や文法を調べておくこと。 
5 回 Chapter9 Listening Section を再度聴いて、口頭で練習して 
おくこと。 
pp.76-79 を読んで、わからない単語や文法を調べて 

 



年度 2014 
授業コード FB10242G 
成績評価 定期試験 50% 宿題予習 50%の合計で評価します。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),生物化学科(〜14),臨床生命科学科(〜

14),動物学科(〜14) 
見出し FB10242G 英語Ⅱ 
担当教員名 下林 千賀子＊ 
単位数 2 
教科書 English First Basic/ Robert Hickling / KINSEIDO /ISBN978-4-7647-3970-3 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「来年からも引き続き英語をがんばります。」「英語をやっていこうと思います。」

という頼もしい回答を書いてもらえました。がんばってください。また、「わかり
やすい授業だった。」「楽しかった。」という意見もありました。みなさんがしっか
り取り組んでくれて、成果があってよかったです。2 年になってもしっかり学習
に取り組んでくださいね。 

科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 15 回のうち 3 分の 1 以上欠席すると、単位は与えられません。出席は毎回とり

ます。遅刻 3 回で欠席 1 回とみなします。辞書を持参すること。 
宿題、予習プリントは必ずやってきて提出すること。 

シラバスコード FB10242G 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC３００点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 一年間 予習、課題復習に取り組み、授業中も授業外もよく勉強できていたと思

います。まだまだ勉強すると伸びる力があるので、もっと努力して、2 年生にな
ってもがんばってください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 A 2)3）授業時間外の学習について。2 時間以上が 13.3％、1 時間が約 40.0％、
30 分が 26.7％と授業以外にも学習時間をとって、予習復習をしている学生が多
かったです。主に宿題などの指定した課題ですが、課題以外に自主的に取り組め
た人も 13.3％いました。 B この授業における成⻑についてでは、分野への理解
が深まった、が 83.3％、興味関⼼が高まった、30．0％、技術技能が向上した、
が 23.3％、学習方法の改善に役立った、10％でした。ｃ）総合評価では、授業に
満足、ほぼ満足が 100％でした。 



英文科目名 English II 
関連科目 英語 I/Ⅱ， 科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ， 英会話Ⅰ・Ⅱ， TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業以外で学習をまったくしなかった人が少数ながらいたので、指導改善してい

きたいと思います。 
講義目的 語彙力、文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Unit 8 I'll remember that 助動詞 Listening / Grammar を学習する。 

2 回 Unit 8 I'll remember that 助動詞 Challenge Reading/Express yourself を学
習する。 
3 回 Unit 9 Hiro forgot to 不定詞、動名詞 Listening / Grammar を学習する。 
4 回 Unit 9 Hiro forgot to 不定詞、動名詞 Reading / Express yourself を学習
する。 

準備学習 1 回 Unit 8 I'll remember that 助動詞 Challenge Reading を書いてくること。 
2 回 Unit 8 I'll remember that 助動詞 の復習プリントをすること。 
3 回 Unit 9 Hiro forgot to 不定詞、動名詞 Challenge Reading を予習するこ
と。 
4 回 Unit 9 Hiro forgot to 不定詞、動名詞復習プリントをすること。 
5 回 Unit 10 How have you been? 現在完了 Challenge R 

 



年度 2014 
授業コード FB10242H 
成績評価 定期試験 60 点、演習課題 30 点、提出課題 10 点により評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),生物化学科(〜14),臨床生命科学科(〜

14),動物学科(〜14) 
見出し FB10242H 英語Ⅱ 
担当教員名 平松 進＊ 
単位数 2 
教科書 The TOEIC Test Trainer Target 350/ ⽥ 辺 正 美 他 / セ ン ゲ ー ジ ラ ー ニ ン グ

/9784902902839 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「説明が分かりにくい、声が聞き取りにくい、⿊板に向かって説明している、い

らん話をする、途中で意味の分からんことを言う、しかし問題をあてられたとき
は一つ一つ説明してくれて答えやすい」との意見が寄せられました。担当者とし
ては最大限の努力を払っているつもりですが、意を尽くせない部分があるのでし
ょう。そういった際は授業の最中で言いにくければ、授業の前後なども活用して
教えてください。そういった新鮮な意見を期待しています。なにせ限られた時間
を最大限に活用しようとしているので、板書と説明を同時に進行させることへの
抵抗が 

科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 授業回数の 3 分の 2 以上の出席を必要とし、遅刻・早退は 30 分以内とし 1 回に

つき 0.5 回分の欠席となる。 
シラバスコード FB10242H 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 授業を自分の英語力の確認の場として一層積極的に英語習得に挺身して欲しい

と強く願っています。全般的な印象として主体的な取り組みの不足を感じざると
得ません。今後に期待します。また、質問や相談は担当者の私にかけがえのない
「栄養」となりますので、もっとどしどし体当たりをして欲しいと期待していま
す。少数の人たちではありましたが、頻繁に質問などを寄せてくれたことは、時
として｢目からうろこが落ちる思い」で、いろんな発見や気づきとなりました。担
当者としていろいろと学ぶことができました。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 授業時間外の学習が不足していると言わざるを得ません。もっと真摯な取り組み
を求めます。従って、「授業時間外の学習」の内容も「宿題などの指示された課題
に取り組んだ」レベルを超えていないのも⼼残りです。その一方で「授業を受け
てこの分野への理解、興味、関⼼が深まった」が９割を超えていたことには多少
の驚きとともに満足を覚えた次第です。「授業の目標を達成できたか」が７割程
度と期待値を下回り、今後の対策が必要と考えます。「教員の熱意」は９割程度と
高くやりがいを覚えます。その一方で「この授業への満足度」がやや低いので対
策 

英文科目名 English II 
関連科目 英語Ⅰ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 時間に追われることもしばしばあるので、緩急をつけたメリハリのある授業を構

築していきたいと反省しています。授業の内容を豊かにするために各種資料を配
布していますが、時間不足から活用不足になることも時折あります。ですから活
用方法を再検討していきたいと思っています。 

講義目的 語彙力、文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。授業の進め方等を説明する。 

2 回 Unit 7 日常生活のトラブル―動名詞 Listening Section (pp.52-54)に取り組
み、解説する。 
3 回 Unit 7 日常生活のトラブル―動名詞 Reading Section (pp.55-57)に取り組
み、解説する。 
4 回 Unit 8 余暇・社交―関係代名詞と関係副詞 Listening Section (pp.58-60)
に取り組み、解説する。 
5 回 Unit 8 余暇・社交―関係代名詞と関係副詞 Reading 

準備学習 1 回 シラバスをよく理解し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 Unit 7 日常生活のトラブル―動名詞 Listening Section (pp.52-54)をよく理
解し練習問題に取り組むこと。 
3 回 Unit 7 日常生活のトラブル―動名詞 Reading Section (pp.55-57)をよく理
解し練習問題に取り組むこと。 
4 回 Unit 8 余暇・社交―関係代名詞と関係副詞 Listening Section (pp.58-60)
をよく理解し練習問題に取り組むこと。 
5 回 Unit 8 余 

 



年度 2014 
授業コード FB10242J 
成績評価 定期試験 50％， 課題・小テスト・プレゼンテーション等 50％ 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),生物化学科(〜14),臨床生命科学科(〜

14),動物学科(〜14) 
見出し FB10242J 英語Ⅱ 
担当教員名 山根 真由美＊ 
単位数 2 
教科書 English Primer／佐藤哲三／南雲堂 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 好意的な記述をありがとうございました。 
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 講義には必ず辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10242J 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 真面目に取り組む学生が多く、授業が楽しみでした。この姿勢を大切に、科学英

語にも取り組んでほしいと思います。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 多くの学生に良い評価をもらい、嬉しく思っています。 
英文科目名 English II 
関連科目 英語Ⅰ，科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ，英会話Ⅰ・Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 これからも学生の声を大切にする授業を⼼掛けたいと思います。 
講義目的 語彙力、文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Unit 14 の内容を中⼼に講義する。 

2 回 Unit 15 の内容を中⼼に講義する。 
3 回 Unit 16 の内容を中⼼に講義する。 
4 回 Unit 17 の内容を中⼼に講義する。 
5 回 Unit 18 の内容を中⼼に講義する。 
6 回 Unit 19 の内容を中⼼に講義する。 
7 回 Unit 20 の内容を中⼼に講義する。 



8 回 Unit 21 の内容を中⼼に講義する。 
9 回 Unit 22 の内容を中⼼に講義する。 
10 回 Unit 23 の内容を中⼼に講義する。 
11 回 Unit 24 の内容を中⼼に講義する。 
 

準備学習 1 回 辞書・CD を用いて Unit 14 を予習・復習すること。 
2 回 辞書・CD を用いて Unit 15 を予習・復習すること。 
3 回 辞書・CD を用いて Unit 16 を予習・復習すること。 
4 回 辞書・CD を用いて Unit 17 を予習・復習すること。 
5 回 辞書・CD を用いて Unit 18 を予習・復習すること。 
6 回 辞書・CD を用いて Unit 19 を予習・復習すること。 
7 回 辞書・CD を用いて Unit 20 を予習・復習すること。 
8 回 辞書・CD を用いて Unit 21 を予習・復習すること。 
9 回 辞書・C 

 



年度 2014 
授業コード FB10242L 
成績評価 課題(40%)、定期試験(60%)に受講態度を加えて評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),生物化学科(〜14),臨床生命科学科(〜

14),動物学科(〜14) 
見出し FB10242L 英語Ⅱ 
担当教員名 嶋村 優枝＊ 
単位数 2 
教科書 ENGLISH FIRST STARTER／Robert Hickling, Misato Usukura／金星堂／ISBN 

978-4-7647-3969-7  C1082 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述なし。 
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じてプリントを配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 授業には英和辞書を持参する。教科書を忘れた時は、受講前に必ず必要ページの

コピーを取っておく。 
シラバスコード FB10242L 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙力・文法力をつけ、異文化理解を深めること。 
受講者へのコメント 週に１度の授業で語学学習には頻度が十分ではないので、前回の復習をして受講

することが向上につながります。予習はシラバスにも具体的に指示があるとお
り、不可欠です。授業時間外の学習時間がゼロでは、準備不足で受講しているた
めに成果が十分に得られません。 
学習法が身に付いていない受講生もいますが、自分に合った学習方法の発見は授
業に積極的に取り組むことから始まります。シラバスや授業時間内に伝えている
ように、教科書が音読できて内容が理解できるまで繰り返し読む習慣をつけるこ
とが重要です。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ３・４回欠席した受講生が５０％と欠席率が高いことが目立つ。Ⅰ・２限の授業
のためか、欠席理由を尋ねると寝坊、起きられなかったと言う学生が多い。また
授業時間外の学習時間も、３０分程度：３６.４％、１時間程度：２７.３％ に対
して、全くしなかった：３１.８％と少ない。反面では、半数以上の学生が宿題な
どの指示された課題に取り組んでおり、２割弱が自主的な学習に取り組んでい
る。更に、大半が理解が深まったと感じており、満足度も高い。今後は、高い意



欲を持って自主的に学習を進めていくよう期待する。 
英文科目名 English II 
関連科目 英語 Ⅰ、科学英語 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話 Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 毎回授業後に提出する課題に真面目に取り組んでいましたが、時間がかかりすぎ

る受講生もいました。定期試験の際に役立つように、制限時間を守る練習をしま
す。音読の練習を促すため、授業時間内に当たる回数をさらに多くなるようにし
ます。 

講義目的 語彙力、文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Introduction の後、 Listening の練習をする。 

Unit 1 から Unit 7 までの Grammar Points を確認する。復習課題に取組み提
出する。 
2 回 前回提出の課題の返却後、説明を聞いて解答を確認する。 
Unit 8 I Have to Study: Listening Warm Up と Conversation で英語の音声を正し
く発音し、聴き取れるようにする。Grammar Points で文法事項を確認する。復
習のための課題に取組み、提出する。 
3 回 前回提出の課 

準備学習 1 回 Unit 1 から Unit 7 までの Grammar Points を覚え直すこと。Grammar 
Check をやり直すこと。 
2 回 Unit 8 の Listening Warm Up と Conversation を聞き、問題をすること。
Grammar Points を読み、Grammar Check の練習問題をすること。 
3 回 返却された課題の重要点を見直し、Unit 8 の Grammar Points を覚えるこ
と。Express Yourself の本文を聞き、繰り返し音読をすること。練習 

 



年度 2014 
授業コード FB10243A 
成績評価 前期テスト 小テスト 60％ 、予習、宿題合計で 40 ％ 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14),機械システム⼯学科(〜14),知能機械⼯学科(〜14),建

築学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FB10243A 英語Ⅱ 
担当教員名 下林 千賀子＊ 
単位数 2 
教科書 FAST PASS FOR THE TOEIC TEST / Ritsuko Uenaka, Seiko Korechika / 

 CENGAGE Learning / ISBN9784863122215 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 出席は毎回とります。３分の１以上欠席すると単位はとれません。 

３回遅刻すると１回欠席とします。 
英和、あるいは英英辞書は毎回持参すること。 
予習は必須です。課題を提出すること。 

シラバスコード FB10243A 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC 450 点相当になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English II 
関連科目 科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 聞き、話し、読み、書くという４技能を用いた総合的なコミュニケーション能力

を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Unit6 Housing and Accomodations Words/ listening / Reading  の学習をす

る。 
2 回 Unit6 Housing and Accomodations Reading section /Mini test の学習を



する。 
3 回 Unit6 Housing and Accomodations Mini test を学習する。 
4 回 Unit 7 Office Work(1) Words/ Listening / Reading を学習する。 
5 回 U 

準備学習 1 回 Unit6 Housing and Accomodations Reading section の予習をすること。 
2 回 Unit6 Housing and Accomodations Mini test の予習をすること。 
3 回 Unit 7 Office Work(1) Words /Reading  の予習をすること。 
Unit6 復習プリントをすること。 
4 回 Unit 7 Office Work(1) Reading section を予習すること。 
5 回 Unit 7 Office Wo 

 



年度 2014 
授業コード FB10243B 
成績評価 定期試験 ５０％、課題（レポート）３０％、プレゼンテーション ２０％とする。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14),機械システム⼯学科(〜14),知能機械⼯学科(〜14),建

築学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FB10243B 英語Ⅱ 
担当教員名 小迫 勝＊ 
単位数 2 
教科書 Successful Keys To The TOEIC TEST 1／Atsushi Mizumoto & Mark D. Stafford

／Pearson Longman. 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC. 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Kenkyusha’s New College English-Japanese Dictionary 新英和中辞典 第７版／

竹林 滋、東 信行、諏訪部仁、市川泰男／研究社 
授業形態 講義 
注意備考 大学の規定に従って、出席回数が規定授業回数の３分の２を超えていない場合は

受験資格を喪失する。なお、出席回数は自己管理とする。 
シラバスコード FB10243B 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC 350 点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 特になし。 
連絡先 教務係 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野への理解が深まった回答が 78.1%であり、この分野への興味、関⼼が高
まったのが 15.6%、この分野での技能・技術が向上したのが 9.4％であったのは、
当初の目的がまずは達成された と判 断している。この授業に対する学生の満足
度も、ほぼ満足の 34.4%を含めると 78.2%となり、ほぼ成果を挙げる事ができた
と判断する。 

英文科目名 English II 
関連科目 英語 I, 科学英語 I・ II ・III・ IV, 英会話 I・ II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 ４技能を用いた日常的コミュニケーション能力の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Unit  8 (Personnel) Warm-up: Check Your Vocabulary, Word Association 



および Listening Section Part 1 ~ 4 を練習し、解説する。 
2 回 Unit  8 (Personnel) Reading Section Part 6 ~ 7 を練習し、解説する。 
3 回  Unit  9 (Management)  Warm-up: Check Your Vocabulary, Word 
Association および Li 

準備学習 1 回 Unit  8 (Personnel) Warm-up: Check Your Vocabulary, Word Association 
および Listening Section Part 1 ~ 4 を辞書を引いて予習しておくこと。 
2 回 Unit  8 (Personnel) Reading Section Part 6 ~ 7 を辞書を引いて予習してお
くこと。 
3 回 Unit  9 (Management) Warm-up: Check Your Vocabulary, Word Associ 

 



年度 2014 
授業コード FB10243C 
成績評価 小テスト・ワークシート等(20%)、レポート・課題(30%)、定期試験(50%)として

評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14),機械システム⼯学科(〜14),知能機械⼯学科(〜14),建

築学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FB10243C 英語Ⅱ 
担当教員名 ⻄川 憲一 
単位数 2 
教科書 SUCCESSFUL KEYS TO THE TOEIC TEST 1 [Second Edition]／水本篤・Mark 

D.Stafford／ピアソン桐原／9784342552700 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 各自の専門分野の学習と同様重要なものであるとの意識で臨むこと。また、自己

の知識や見識を深めるよう努力すること。講義時には辞書を携行することが望ま
しい。説明のためにパワーポイント等の電子教材をプロジェクターなどで提示す
る場合がある。 

シラバスコード FB10243C 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC350 点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English II 
関連科目 英語Ⅰ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅰ/Ⅱ, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能力の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Orientation and Introduction 

2 回 Unit 7 Technology (1) 
3 回 Unit 7 Technology (2) 



4 回 Unit 8 Personnel (1) 
5 回 Unit 8 Personnel (2) 
6 回 Unit 9 Management (1) 
7 回 Unit 9 Management (2) 
8 回 Review (Units 7, 8, and 9) 
9 回 Unit 10 Purchasing (1) 
10 回 Unit 10 Purchas 

準備学習 1 回 シラバスの内容をよく確認し、本講義の学習内容および過程を把握してお
くこと。 
2 回 事前に Warm-up の各問題 (Check Your Vocaburary! / Word Association) 
を解答して各語句が表す意味・概念を理解しておくこと。また、これらの語句や 
p.37, p.38 で示されているポイント (囲み部分) などを参考にして、本章のテー
マについて把握しておくこと。 
3 回 p.40 で示されているポイント (囲み部分) を読んで理解しておくこと。加
えて、Tips で取り上げ 

 



年度 2014 
授業コード FB10243D 
成績評価 定期試験 70％、小テスト 10％、レポート 10％、Class-work (vocabulary test) 10％ 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14),機械システム⼯学科(〜14),知能機械⼯学科(〜14),建

築学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FB10243D 英語Ⅱ 
担当教員名 野上 憲男＊ 
単位数 2 
教科書 Liz and John Soars/ Amerian Headway 1 Second edition/ Oxford: Oxford U.P. 

(ISBN 978-0-19-472945-1) 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和, 和英, 英英などの辞書（電子辞書も可), Root and Trunk Sentences 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB10243D 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC 350 点相当以上になるような英語力を身につけること 
受講者へのコメント  
連絡先 25 号館非常勤講師室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English II 
関連科目 英語 I, 科学英語 I・II・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ４技能を用いた日常的コミュニケーション能力の養成を目指す 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1st Semester Result. 2nd Semester Schedule. Unit 7: CD listening. 

2 回 Unit 7: Then and now. 
Key Sentence: Where did her father work? 
3 回 Unit 7: On the Job. 
Key Sentence: Amilia was born in her grandparents' house in Kansas. 
4 回 Unit 8: A date to remember 

準備学習 １．教材としてテキスト２種類、辞書(電子辞書も可）、ノートは必需品です。毎



回チェックすること。 
２．シラバスでその日のレッスンページを確認し、所定の形式で単語帳を作って
授業に臨むこと。 
３．復習も準備につながるので、前回読んだページを最低 3 回は音読しておくこ
と。耳から自分の英語を聞き日本語訳しなくても内容がほぼ理解できるようにな
ること。CD 等があれば聞く練習を怠らないこと。 
４．宿題をやって出席すること。 

 



年度 2014 
授業コード FB10243E 
成績評価 定期試験（８０％）  課題提出（２０％） 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14),機械システム⼯学科(〜14),知能機械⼯学科(〜14),建

築学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FB10243E 英語Ⅱ 
担当教員名 鳥越 洋子＊ 
単位数 2 
教科書 Grammar Plus （南雲堂） 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10243E 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC３５０点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English II 
関連科目 英語Ⅰ，Ⅱ，科学英語Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ，英会話，Ⅰ，Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能力の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Unit 13 Comparatives 

2 回 Unit 14 Adverbs 
3 回 Unit 15 Infinitives 
4 回 Unit 16 Gerunds 
5 回 Review 
6 回 Unit 17 Conjunctions 
7 回 Unit 18 Passive Voice 
8 回 Unit 19 Word Parts 



9 回 Unit 20 Adjective Clauses 
10 回 Review 
11 回 Unit 21 Adverb Clauses 
12 回 Unit 22 Conditiona 

準備学習 予習としては，CD を聴き，解説を読み，問題を解いてくること。単語・熟語な
どの意味は辞書で調べてくること。１回目はシラバスを読んでくること。２回目
以降は，前回の授業の復習をきちんとしてくること。 

 



年度 2014 
授業コード FB10243F 
成績評価 定期試験 70% ミニテスト、提出物 30% 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14),機械システム⼯学科(〜14),知能機械⼯学科(〜14),建

築学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FB10243F 英語Ⅱ 
担当教員名 佐久川 豊子＊ 
単位数 2 
教科書 ENGLISH PRIMER／Ｎan'un-do／ISBN978-4-523-17717-3 C0082 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典 
授業形態 講義 
注意備考 英語力向上を目指して、積極的に授業に参加してくれることを期待しています。  

試験実施 
シラバスコード FB10243F 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC 300 点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English II 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ、 科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 語彙力、文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を身につけること。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテイション 

Unit 13 接続詞（Ⅰ） 
2 回 Unit 13 & 14 不定詞（Ⅰ）、動名詞（Ⅰ） 
3 回 Unit 14 & 15 受動態 
4 回 Unit 15 & 16 完了形 
5 回 Unit 15 & 16 
6 回 Unit 16 & 17 接続詞（Ⅱ） 



7 回 Unit 17 & 18 基本文型 
8 回 Unit 18 & 19 疑問文 
9 回 Unit 19 までの復習 
10 回 Unit 20 不定詞（Ⅱ） 
11 回 Unit 20 & 21 It の特別用法 
12 回 Unit 21 & 2 

準備学習 1 回 単語、英文の下調べをすること。 
2 回 単語、英文の下調べをすること。 
3 回 単語、英文の下調べをすること。 
4 回 単語、英文の下調べをすること。 
5 回 単語、英文の下調べをすること。 
6 回 単語、英文の下調べをすること。 
7 回 単語、英文の下調べをすること。 
8 回 単語、英文の下調べをすること。 
9 回 これまでの復習をすること。 
10 回 単語、英文を下調べすること。 
11 回 単語、英文を下調べすること。 
12 回 単語、英文を下調べすること。 
13 回 単語、英文を下調べすること。 
14 回 単語、英文を 

 



年度 2014 
授業コード FB10243G 
成績評価 提出課題・小テスト４０％、期末テスト６０％により成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14),機械システム⼯学科(〜14),知能機械⼯学科(〜14),建

築学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FB10243G 英語Ⅱ 
担当教員名 林 玉美＊ 
単位数 2 
教科書 English First, Basic ／ Robert Hicking, Misato Usukura ／ 金 星 堂 ／

9784764739703 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ご苦労様でした。文法に重点をおいた授業でしたが、基本的な文の構造を理解す

ることで、英文の正確な意味を把握しやすくなったと期待します。 
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 辞書 
授業形態 講義 
注意備考 予習・復習は必ずすること。 

Unit ごとに復習課題を提出する。 
小テストは確認テストと単語テストにより実施する。 
期末テストは記述を含む基礎的な文法問題を中⼼に実施する。 

シラバスコード FB10243G 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC３００点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 英語の苦手な学生が多いと思いますが、簡単な文章からでいいので、英語に触れ、

語句を覚えるようにしましょう。まず、語彙力を伸ばすこと、そして、映画でも
歌詞でも何でもいいですから、声に出して読んでみましょう。好きなフレーズは
覚えましょう。英語を通して、皆さんの世界を広げてください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 文法の解説と確認問題が多く、読解はやや難解だったかもしれませんが、自分な
りにがんばって、宿題、小テストに取り組み、英語力が向上したと感じている学
生も多いようですね。 

英文科目名 English II 
関連科目 英語Ⅰ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 語彙力、文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Unit 8  I'll Remember That. 「それを覚えておきます」 

「助動詞」について、文法説明の後、Listening、練習問題を確認する。 
2 回 Unit 8  I'll Remember That. 「それを覚えておきます」 
読解問題を確認し、自分の今晩の予定について英文を書く。 
3 回 Unit 9  Hiro Forgot. 「ヒロが忘れたんだ」 
「to 不定詞・動名詞」について、文法説明の後、Listening、練習問題を確認する。 
4 回 Unit 9  Hiro Forgot 

準備学習 1 回 Unit 8 の予習をしておくこと。 
2 回 Unit 8 の予習をしておくこと。 
3 回 Unit 9 の予習をしておくこと。 
Unit 8 の復習課題を提出すること。 
4 回 Unit 9 の予習をしておくこと。 
5 回 Unit 10 の予習をしておくこと。 
Unit 9 の復習課題を提出すること。 
6 回 Unit 10 の予習をしておくこと。 
7 回 Unit 11 の予習をしておくこと。 
Unit 8〜10 の重要単語と基礎的文法事項を覚えておくこと。 
8 回 Unit 11 の予習をしておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FB10243H 
成績評価 課題提出 20％  試験 80％（中間試験 30％：学期末試験 50％） 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14),機械システム⼯学科(〜14),知能機械⼯学科(〜14),建

築学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FB10243H 英語Ⅱ 
担当教員名 有⽊ 恭子＊ 
単位数 2 
教科書 Grammar Plus/ Andrew E. Bennett/ 南雲堂・ISBN 978-4-523-17721-0 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 とくにありません。 
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 辞書を必ず持参すること 
シラバスコード FB10243H 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC３００点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント しっかりと予習して授業に臨んでほしい。 
連絡先 25 号館非常勤講師室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業アンケートをまじめに書いてくれていることがわかった。 
「週当たりの時間数」の項目で「まったくしなかった」という回答が 16．7 パー
セントもいた。語学の授業では事前に予習することで学習効果が表れるのに、予
習しないで授業に臨んでいる学生に今後どのように対処するかが問題だと思う。 

英文科目名 English II 
関連科目 英語 I, 科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ， 英会話Ⅰ・Ⅱ， TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 シラバスの記述にはなかったが、辞書を持たないで来る学生がいて困った。今回

からは全員辞書持参で出席してもらうように⼯夫したい。 
講義目的 語彙力、文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 コースガイダンス：授業の進め方、予習の仕方を説明 

2 回 Unit13  比較:比較の正しい使い方を説明する。 
    リスニング練習・会話練習・Reading Passage の応用問題 
3 回 Unit14  副詞：副詞の正しい使い方を説明する。 



    リスニング練習・会話練習・Reading Passage の応用問題 
4 回 Unit15  不定詞：不定詞の正しい使い方を説明する。 
    リスニング練習・会話練習・Reading Passage の応用問題 
5 回 Unit16 動名詞:動名詞の正しい 

準備学習 1 回 英語で簡単に休暇の過ごし方ができるようにしておくこと。 
2 回 Unit13:be 比較について学習し、Unit13 の問題を辞書を使いながら、すべ
て解答を準備しておくこと。 
3 回 Unit14:副詞について学習し、Unit14 の問題を辞書を使いながら、すべて解
答を準備しておくこと。 
4 回 Unit15:不定詞について学習し、Unit15 の問題を辞書を使いながら、すべて
解答を準備しておくこと。 
5 回 Unit16:動名詞について学習し、Unit16 の問題を辞書を使いながら、すべて
解答を準備しておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FB10243J 
成績評価 予習課題・ライティング課題（４０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14),機械システム⼯学科(〜14),知能機械⼯学科(〜14),建

築学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FB10243J 英語Ⅱ 
担当教員名 奥⻄ 有理 
単位数 2 
教科書 Living Grammar / 山本厚子・大須賀直子・真野千佳子・岡本京子・Benedict 

Rowlett / 成美堂 / 9784791910885 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar,Vocabulary,Communication,TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なぜ英語を勉強するのか大切さに気付けたという記述があった。今後も、英語学

習の意味について学生とともに考えていきたい。 
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回、辞書を持参すること。 

授業には必ず、予習（①分からない単語を辞書で調べておく、②練習問題を解い
ておく、の２点）をしてから臨むこと。第 2 回の授業からは、各 Unit の予習が
出来ているかどうか、毎回確認します。これは、予習課題として成績評価の対象
となります。 
また、ライティング課題については、水準に達していなければ「再提出」となり
ますので丁寧に取り組み、必ず A4 サイズの紙に丁寧な手書きをするか、パソコ
ンで作成の上印刷するかして、提出のこと。 
予習課題１０回分２０点、ライティング課題１０回分２０点として、計 

シラバスコード FB10243J 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙力・文法力をつけ、異文化理解を深めること。 
受講者へのコメント 英語の苦手を克服できた学生がいたことが良かったと思います。 
連絡先 ２７号館２Ｆ 奥⻄研究室 

Email: yokunishi@bme.ous.ac.jp 
Tel: 086-256-9634 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全体的に良かった。 
英文科目名 English II 



関連科目 英語 II、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 次回は、シャドーイング学習も入れていきたい。 
講義目的 語彙力・文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：授業の目的と具体的内容について説明する。予習、復

習のやり方について説明する。 
2 回 Unit 12: Rules しきたりはむずかしい 
助動詞を用いた文の作り方について学び、英語で自分の決まり事について書く。 
【ライティング課題１】 
3 回 Unit 13: Folk Tales 昔話に思わぬ教訓を発見！？ 
接続詞を用いた文の作り方について学び、英語で昔話を書く。 
【ライティング課題２】 
4 回 Unit 14: News & Events ニュースに敏感になろう 
受動態を用いた文の 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程をよく把握しておくこと。 
2 回 p.67~p.72 の分からない単語を調べ、問題をやっておくこと。 
3 回 p.73~p.78 の分からない単語を調べ、問題をやっておくこと。 
4 回 p.79~p.84 の分からない単語を調べ、問題をやっておくこと。 
5 回 p.85~p.90 の分からない単語を調べ、問題をやっておくこと。 
6 回 p.91~p.96 の分からない単語を調べ、問題をやっておくこと。 
7 回 p.97~p.102 の分からない単語を調べ、問題をやっておくこと。 
8 回 p.1 

 



年度 2014 
授業コード FB10243Z 
成績評価 予習課題・ライティング課題（４０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB10243Z 英語Ⅱ 
担当教員名 奥⻄ 有理 
単位数 2 
教科書 Living Grammar / 山本厚子・大須賀直子・真野千佳子・岡本京子・Benedict 

Rowlett / 成美堂 / 9784791910885 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar,Vocabulary,Communication,TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回、辞書を持参すること。 

授業には必ず、予習（①分からない単語を辞書で調べておく、②練習問題を解い
ておく、の２点）をしてから臨むこと。第 2 回の授業からは、各 Unit の予習が
出来ているかどうか、毎回確認します。これは、予習課題として成績評価の対象
となります。 
また、ライティング課題については、水準に達していなければ「再提出」となり
ますので丁寧に取り組み、必ず A4 サイズの紙に丁寧な手書きをするか、パソコ
ンで作成の上印刷するかして、提出のこと。 
予習課題１０回分２０点、ライティング課題１０回分２０点として、計 

シラバスコード FB10243Z 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙力・文法力をつけ、異文化理解を深めること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館２Ｆ 奥⻄研究室 

Email: yokunishi@bme.ous.ac.jp 
Tel: 086-256-9634 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English II 
関連科目 英語 II、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 語彙力・文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：授業の目的と具体的内容について説明する。予習、復

習のやり方について説明する。 
2 回 Unit 12: Rules しきたりはむずかしい 
助動詞を用いた文の作り方について学び、英語で自分の決まり事について書く。 
【ライティング課題１】 
3 回 Unit 13: Folk Tales 昔話に思わぬ教訓を発見！？ 
接続詞を用いた文の作り方について学び、英語で昔話を書く。 
【ライティング課題２】 
4 回 Unit 14: News & Events ニュースに敏感になろう 
受動態を用いた文の 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程をよく把握しておくこと。 
2 回 p.67~p.72 の分からない単語を調べ、問題をやっておくこと。 
3 回 p.73~p.78 の分からない単語を調べ、問題をやっておくこと。 
4 回 p.79~p.84 の分からない単語を調べ、問題をやっておくこと。 
5 回 p.85~p.90 の分からない単語を調べ、問題をやっておくこと。 
6 回 p.91~p.96 の分からない単語を調べ、問題をやっておくこと。 
7 回 p.97~p.102 の分からない単語を調べ、問題をやっておくこと。 
8 回 p.1 

 



年度 2014 
授業コード FB10244A 
成績評価 提出課題・小テスト４０％、期末テスト６０％により成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),⼯学プロジ

ェクトコース(〜14) 
見出し FB10244A 英語Ⅱ 
担当教員名 林 玉美＊ 
単位数 2 
教科書 FAST PASS FOR THE TOEIC TEST／Ritsuko Uenaka・Seiko Korechika／セン

ゲージラーニング／9784863122215 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 辞書 
授業形態 講義 
注意備考 予習・復習は必ずすること。 

TOEIC Mini Test の結果を提出すること。 
読解問題の一部を和訳して提出すること。 
期末テストはリスニングを含む TOEIC 形式の問題と記述により実施する。 

シラバスコード FB10244A 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC450 点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント かなりレベルの高いテキストを使用したので、理解が大変だったと思います。で

も、よく頑張った学生が多かったと思います。皆さんは、英語の基礎力も日本語
の文章表現もありますので、自分の得意分野だけでなく、アップトゥデイトな話
題にも挑戦して、英語を通して世界観を広げていってください。If you can Dream 
it, you can Do it. Success is never a destination - it is a journey. 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English II 
関連科目 英語Ⅰ、 科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 聞き、話し、読み、書くという 4 技能を用いた総合的なコミュニケーション能力

を養成する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Unit 7 Office Work (1) 日常業務、販売 ー 文法説明・問題確認・

Listening Test をする。 
2 回 Unit 7 Office Work (1) 日常業務、販売 ー TOEIC Mini Test をする。 
3 回 Unit 8 Office Work (2) クレーム処理、出荷 ー 文法説明・問題確認・
Listening Test をする。 
4 回 Unit 8 Office Work (2) クレーム処理、出荷 ー TOEIC Mini Test を
する。 
5 回 Unit 9 

準備学習 1 回 P.68〜P.71 までの単語を調べ、各問題を予習しておくこと。 
2 回 P.72〜P.75 までの TOEIC Mini Test を予習しておくこと。 
3 回 P.76〜P.79 までの単語を調べ、各問題を予習しておくこと。 
Unit 7 の課題を提出すること。 
4 回 P.80〜P.83 までの TOEIC Mini Test を予習しておくこと。 
5 回 P.84〜P.87 までの単語を調べ、各問題を予習しておくこと。 
Unit7〜8 の重要単語を覚えておくこと。 
Unit 8 の課題を提出すること。 
6 回 P.88〜P. 

 



年度 2014 
授業コード FB10244B 
成績評価 定期試験 70 点、 ミニテスト 提出物 30 点 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),⼯学プロジ

ェクトコース(〜14) 
見出し FB10244B 英語Ⅱ 
担当教員名 佐久川 豊子＊ 
単位数 2 
教科書 OPEN THE GATE FOR THE TOEIC TEST/金星堂／ISBN978-4-7647-3979-6 

C1082 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar,Vocabulary,Communication,TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典 
授業形態 講義 
注意備考 総合的な英語力を修得するために、積極的に授業に参加してくれるように期待し

ています。 
シラバスコード FB10244B 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC350 点相当以上のなるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English II 
関連科目 英語Ⅰ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ４技能を用いた日常的コミュニケーション能力の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 単語、英文の下調べをしっかりして、授業に備えること。リスニング能力向上の

ために、ＣＤを一回でも多く聞く努力をしてほしい。 
 



年度 2014 
授業コード FB10244C 
成績評価 小テスト・ワークシート等(20%)、レポート・課題(30%)、定期試験(50%)として

評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),⼯学プロジ

ェクトコース(〜14) 
見出し FB10244C 英語Ⅱ 
担当教員名 ⻄川 憲一 
単位数 2 
教科書 SUCCESSFUL KEYS TO THE TOEIC TEST 1 [Second Edition]／水本篤・Mark 

D.Stafford／ピアソン桐原／9784342552700 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 各自の専門分野の学習と同様重要なものであるとの意識で臨むこと。また、自己

の知識や見識を深めるよう努力すること。講義時には辞書を携行することが望ま
しい。説明のためにパワーポイント等の電子教材をプロジェクターなどで提示す
る場合がある。 

シラバスコード FB10244C 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC350 点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English II 
関連科目 英語Ⅰ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅰ/Ⅱ, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能力の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Orientation and Introduction 

2 回 Unit 7 Technology (1) 
3 回 Unit 7 Technology (2) 



4 回 Unit 8 Personnel (1) 
5 回 Unit 8 Personnel (2) 
6 回 Unit 9 Management (1) 
7 回 Unit 9 Management (2) 
8 回 Review (Units 7, 8, and 9) 
9 回 Unit 10 Purchasing (1) 
10 回 Unit 10 Purchas 

準備学習 1 回 シラバスの内容をよく確認し、本講義の学習内容および過程を把握してお
くこと。 
2 回 事前に Warm-up の各問題 (Check Your Vocaburary! / Word Association) 
を解答して各語句が表す意味・概念を理解しておくこと。また、これらの語句や 
p.37, p.38 で示されているポイント (囲み部分) などを参考にして、本章のテー
マについて把握しておくこと。 
3 回 p.40 で示されているポイント (囲み部分) を読んで理解しておくこと。加
えて、Tips で取り上げ 

 



年度 2014 
授業コード FB10244D 
成績評価 定期試験 60 点、演習課題 30 点、提出課題 10 点により評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),⼯学プロジ

ェクトコース(〜14) 
見出し FB10244D 英語Ⅱ 
担当教員名 平松 進＊ 
単位数 2 
教科書 The TOEIC Test Trainer Target 350/ ⽥ 辺 正 美 他 / セ ン ゲ ー ジ ラ ー ニ ン グ

/9784902902839 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「ありがとうございました」が唯一の自由記述でしたが、短いながらもその字体

に表われたような誠実な気持ちが⼼を豊かにさせてくれました。なお、どんな些
細なことでもよいので他の受講者も何らかのメッセージを記述して欲しいと願
っています。 

科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 授業回数の 3 分の 2 以上の出席を必要とし、遅刻・早退は 30 分以内とし 1 回に

つき 0.5 回分の欠席となる。 
シラバスコード FB10244D 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC350 点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント ぜひ実践してもらいたいのは何といっても自発的にして発展的な取り組みです。

今後の努力に期待しています。なお、授業内活動に限定していえば、お互いに効
率的な運営に協力しましょう。例えば、素早い反応を期待していても反応が鈍け
れば無駄な時間を費やす結果となってしまいます。また、午後からの授業という
こともあって居眠りなども散見されたので十分留意したいと思います。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「授業時間以外の学習」が３時間以上の人もいましたが、１時間前後が主流とす
ると⼼寂しい思いに駆られます。一層の鋭意努力を期待しなければなりません。
従って、「授業時間外の学習」の内容も「宿題などの指示された課題に取り組ん
だ」が最多であり、意識変革を図り自発的で発展的な学習態度の養成を求めたい
と思います。しかしある意味で対照的に「この授業を受けて、分野への理解、興
味、関⼼が深まった」が９割程度であり⼼強く感じ、励まされました。「授業の目



標達成」も、前項目と比べるとやや低いものの８割台であり安堵しました。「教員
の 

英文科目名 English II 
関連科目 英語Ⅰ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業を根幹に予習・復習などの自主的活動に思いを巡らせ想定しながら全般的な

諸活動を展開している以上、いかにすれば効率的な授業運営ができるかに⼼を砕
いていますが、今後も絶えず自己点検をしていきたいと思います。ほんの一例で
すが、素早い反応を期待しても空白の時間が数秒経過すれば質問の角度を変えた
り、ヒントを投げかけたりしてとにかく積極的授業内活動を促進しようと思いま
す。また、「あれも伝えたい、これも問題提起したい」という欲張った期待を少し
削り、メリハリのついた授業環境を作り上げたいと思います。 

講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能力の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。授業の進め方等を説明する。 

2 回 Unit 7 日常生活のトラブル―動名詞 Listening Section (pp.52-54)に取り組
み、解説する。 
3 回 Unit 7 日常生活のトラブル―動名詞 Reading Section (pp.55-57)に取り組
み、解説する。 
4 回 Unit 8 余暇・社交―関係代名詞と関係副詞 Listening Section (pp.58-60)
に取り組み、解説する。 
5 回 Unit 8 余暇・社交―関係代名詞と関係副詞 Reading 

準備学習 1 回 シラバスをよく理解し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 Unit 7 日常生活のトラブル―動名詞 Listening Section (pp.52-54)をよく理
解し練習問題に取り組むこと。 
3 回 Unit 7 日常生活のトラブル―動名詞 Reading Section (pp.55-57)をよく理
解し練習問題に取り組むこと。 
4 回 Unit 8 余暇・社交―関係代名詞と関係副詞 Listening Section (pp.58-60)
をよく理解し練習問題に取り組むこと。 
5 回 Unit 8 余 

 



年度 2014 
授業コード FB10244E 
成績評価 定期試験 50% 宿題予習 50%の合計で評価します。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),⼯学プロジ

ェクトコース(〜14) 
見出し FB10244E 英語Ⅱ 
担当教員名 下林 千賀子＊ 
単位数 2 
教科書 English First Basic/ Robert Hickling / KINSEIDO /ISBN978-4-7647-3970-3 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 15 回のうち 3 分の 1 以上欠席すると、単位は与えられません。出席は毎回とり

ます。 
遅刻 3 回で欠席 1 回とみなします。辞書を持参すること。 
宿題、予習プリントは必ずやってきて提出すること。 

シラバスコード FB10244E 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC３００点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English II 
関連科目 英語 I/Ⅱ， 科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ， 英会話Ⅰ・Ⅱ， TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 語彙力、文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Unit 8 I'll remember that 助動詞 Listening / Grammar を学習する。 

2 回 Unit 8 I'll remember that 助動詞 Challenge Reading/Express yourself を学
習する。 
3 回 Unit 9 Hiro forgot to 不定詞、動名詞 Listening / Grammar を学習する。 
4 回 Unit 9 Hiro forgot to 不定詞、動名詞 Reading / Express yourself を学習



する。 
準備学習 1 回 Unit 8 I'll remember that 助動詞 Challenge Reading を書いてくること。 

2 回 Unit 8 I'll remember that 助動詞 の復習プリントをすること。 
3 回 Unit 9 Hiro forgot to 不定詞、動名詞 Challenge Reading を予習するこ
と。 
4 回 Unit 9 Hiro forgot to 不定詞、動名詞復習プリントをすること。 
5 回 Unit 10 How have you been? 現在完了 Challenge R 

 



年度 2014 
授業コード FB10244F 
成績評価 定期試験(54％)、小テスト(32％)、課題提出(7％)、発表点(7％)により総合的に

行う。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),⼯学プロジ

ェクトコース(〜14) 
見出し FB10244F 英語Ⅱ 
担当教員名 大野 浩恵＊ 
単位数 2 
教科書 Successful Keys to the TOEIC Test 1／水本篤、Mark D. Stafford／桐原書店 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回小テストを行うので、なるべく休まないようにすること。 

必ず英和辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10244F 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 分からないことがあれば、どんな小さなことでもかまわないので、質問してくだ

さい。また、これからも宿題や課題に積極的に取り組んでください。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 宿題などの課題に取り組み、英語への理解が深まったと答えた学生が多かった。
逆に、教員に質問したと答えた学生はいなかった。 

英文科目名 English II 
関連科目 英語Ⅰ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 その分野に関連した資料を提示したり、課題をふやしたりして、英語への理解、

関⼼がさらに高まるように努力したい。 
講義目的 語彙力、文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Orientation 

2 回 Unit 8: Listening Section 
3 回 Unit 8: Listening Test 



Unit 8: Reading Section 
4 回 Unit 8: Words Quizzes 
Unit 9: Listening Section 
5 回 Unit 9: Listening Test 
Unit 9: Reading Section 
6 回 Unit 9: Words Quizzes 
Unit 10: Listening Section 
7 回 Unit 

準備学習 1 回 シラバスの内容を確認しておくこと。 
2 回 Unit 8 のリスニングセクションの分からない語彙を辞書で調べておくこと。 
3 回 Unit 8 のリスニングセクションを自習用 CD で確認しておくこと。 
Unit 8 のリーディングセクションの分からない語彙を辞書で調べておくこと。 
4 回 Unit 8 で出てきた語彙を確認しておくこと。 
Unit 9 のリスニングセクションの分からない語彙を辞書で調べておくこと。 
5 回 Unit 9 のリスニングセクションを自習用 CD で確認しておくこと。 
Unit 9 のリーディングセク 

 



年度 2014 
授業コード FB10244G 
成績評価 多読の課題提出（３０％）、発表点（１０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),⼯学プロジ

ェクトコース(〜14) 
見出し FB10244G 英語Ⅱ 
担当教員名 丸山 糸美 
単位数 2 
教科書 English Primer (Revised Edition)/ Tetsuzo Sato, Yukari Aiko/ 南雲堂 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar,Vocabulary,Communication,TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回、辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10244G 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙力・文法力をつけ、異文化理解を深めること。 
受講者へのコメント  
連絡先  ２７号館２Ｆ 丸山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English II 
関連科目 英語 I、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 語彙力・文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 多読をする。Unit 10: 形容詞・副詞について学習する。形容詞と副詞の様々

な用法を説明し、特に数量を表す形容詞に言及する。それらに関する設問を各自
で解き、グループ毎にディスカッションを行った後、発表する。 
2 回 多読をする。Unit 11: 比較について学習する。原級・比較級・最上級の基
本的用法を学ぶ。比較に関する設問を各自で解き、グループ毎にディスカッショ
ンを行った後、発表する。 
3 回 多読をする。Unit 12: 命令文・感嘆文について学習する。命令文の作り方、
および what と how で始まる 



準備学習 1 回 テキストの４２ページを読み、形容詞・副詞について理解を深め、設問の
「Ａ基本問題」（４３ページ）を解くこと。 
2 回 テキストの４６ページを読み、比較について理解を深め、設問の「Ａ基本問
題」（４７ページ）を解くこと。 
3 回 テキストの５０ページを読み、命令文・感嘆文ついて理解を深め、設問の
「Ａ基本問題」（５１ページ）を解くこと。 
4 回 テキストの５４ページを読み、接続詞について理解を深め、設問の「Ａ基本
問題」（５５ページ）を解くこと。 
5 回 テキストの５８ページを読み、不定詞・動名詞について理解を深め、 

 



年度 2014 
授業コード FB10245A 
成績評価 課題(30%),  定期試験(70%) 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14),生物地球システム学科(〜14),社会情報学科(〜14),生物地球学

科(〜14) 
見出し FB10245A 英語Ⅱ 
担当教員名 嶋村 優枝＊ 
単位数 2 
教科書 FAST PASS FOR THE TOEIC TEST ／ 上 仲 律 子 、 是 近 成 子 ／ CENGAGE 

Learning／ISBN 978-4-86312-221-5 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 『課題にもう少し時間を取ってほしかった』のは、授業に手間取り、課題に時間

延⻑ができない時があったからですね。忙しい時もあったでしょうが、手際よく
問題をこなす練習になったかもしれません。 
『授業が楽しかった』ことは今後の英語能力の向上につながるはずです。これか
らも楽しく学んでください。 
『丁寧で分かりやすい』よう⼼がけていますが、課題の時間がもっと欲しいと感
じることのないように注意します。 

科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じてプリントを配布。 
授業形態 講義 
注意備考 英和辞書を持参する。教科書を忘れた場合は、授業前に必ず必要部分のコピーを

取っておく。 
シラバスコード FB10245A 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC４５０点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント ３・４回休んだ受講生もいますが、大多数が欠席ゼロで、シラバスや授業での指

示どおり予習をして受講するため、意欲あふれるクラスになりました。積極的な
雰囲気のクラスでの学習は、より良い成果をもたらします。お互いが高め合うク
ラスメートの重要性を感じることができたのは収穫です。今後は、授業時間外で
の取り組みにも、授業時間内の発表にも、各学生がさらに積極性を発揮すること
を期待します。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 出席率が高く、ほとんど欠席がない。授業時間外学習では、７５％が指示された
課題に取り組み、指示された課題以外にも自主的に取り組んだ：５％、シラバス



や授業で提示された参考書や資料を利用して勉強した：３５％と授業に対する意
欲も高い。その結果、授業への満足度は高く、自身の成⻑にも評価は高いが、授
業の目標達成度に関しては、やや謙虚である。 

英文科目名 English II 
関連科目 英語 Ⅰ, 科学英語 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ,  英会話 Ⅰ・Ⅱ,  TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 教科書のリスニングがレベルが高く苦労する受講生もいますが、授業後に CD を

繰り返し聴いて復習を十分にするよう勧めます。 
教科書だけでは、読解練習が不足するので、⻑文をきちんと読むための追加プリ
ントを増やす予定です。 

講義目的 聞き、話し、読み、書く、という４技能を用いた総合的なコミュニケーション能
力を養成する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Introduction: 授業の進め方と評価方法の確認をする。 

Listening に取組み、課題を提出する。 
2 回 TOEIC 練習問題に取り組み、解答を確認する。文法事項の復習後、課題を
提出する。 
3 回 前回の課題の返却と解答の提示の後、各自の問題点を確認する。 
Unit 7 Office Work(1): Strategies for the Listening Section と Strategies for the 
Reading Section の練習問題を通じて、strategies 

準備学習 1 回 Unit 1 から Unit 6 までの vocabulary と Grammar Points を復習し、strategies
を確認しておくこと。 
2 回 配布された TOEIC 練習問題の問題を strategies を使いながらやっておくこ
と。 
3 回 Unit 7 の Vocabulary を調べて覚えること。Strategies for the Listening 
Section と Strategies for the Reading Section の問題をやっておくこと。 
4 回 Unit 7 の TOEIC MI 

 



年度 2014 
授業コード FB10245B 
成績評価 課題提出３０％、講義中に発生するアクティビィティー等の提出物２０％、試験

５０％により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14),生物地球システム学科(〜14),社会情報学科(〜14),生物地球学

科(〜14) 
見出し FB10245B 英語Ⅱ 
担当教員名 バーデン 京子＊ 
単位数 2 
教科書 American Headway Second Edition/Liz and John Soars/Oxford University Press 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar、Vocabulary、Communication、TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 教室が寒かったということですが、地球温暖化が深刻化しているので、自分で調

節できるような服装で授業に臨んで欲しかったです。 
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 必ず辞書を持参すること。電子辞書も可とする。ただし、授業中に携帯電話の辞

書機能の使用は不可とする。 
シラバスコード FB10245B 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC350 点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 学生の皆さんは水曜日 1 限目にもかかわらず、遅刻・欠席もあまりなくよく頑張

りました。課題もきちんと提出していました。２年生以降の科学英語や英会話の
講義でもこの調子で頑張って下さい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標を達成またはだいたい達成できた学生が８０％近くいたことは意義深いで
す。また分野への理解が深まった学生が多かったのも喜ばしいことです。 

英文科目名 English II 
関連科目 英語Ⅰ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業時間外の学習時間が３０分〜１時間の学生が大半でしたが、さらなる学習を

促すように⼼がけたいです。 
講義目的 ４技能を用いた日常的コミュニケーション能力の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションにて講義の概要説明をする。アクティビィテイーにて



クラスメートの夏休みの行動について探る。 
2 回 Warm-up ならびに Unit 7 Then and now の Grammar, Practice をする。 
3 回 Warm-up ならびに Unit 7 Then and now の Reading and Speaking をする。 
4 回 Warm-up ならびに Unit 7 Then and now の Listening, Everyday English を
する。 
5 回 Warm-up ならびに Uni 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、教科書に目を通しておくこと。 
2 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
3 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
4 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
5 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
6 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
7 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
8 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
9 回 課題の単語プリントの新出単 

 



年度 2014 
授業コード FB10245C 
成績評価 小テスト（４０％）、期末試験（６０％） 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14),生物地球システム学科(〜14),社会情報学科(〜14),生物地球学

科(〜14) 
見出し FB10245C 英語Ⅱ 
担当教員名 奥⻄ 有理 
単位数 2 
教科書 English Challenger / 岡 本 京 子 ・ Benedict Rowlett ・ ⽊ 下 綾 ・ Sara Ellis / 

9784791910168 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar,Vocabulary,Communication,TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回、辞書を持参すること。 

授業には必ず、予習（①分からない単語を辞書で調べておく、②練習問題を解い
ておく、の２点）をしてから臨むこと。 

シラバスコード FB10245C 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙力・文法力をつけ、異文化理解を深めること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館２Ｆ 奥⻄研究室 

Email: yokunishi@bme.ous.ac.jp 
Tel: 086-256-9634 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English II 
関連科目 英語 II、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 語彙力・文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：授業の目的と具体的内容について説明する。予習、復

習のやり方について説明する。 
2 回 Unit 8: Future Food  



未来の⾷べ物をテーマにした⻑文を読解する。 
3 回 Unit 8: Future Food  
未来の⾷べ物をテーマにした⻑文を読解する。 
4 回 Unit 9: The Ideal Wedding 
結婚式の場所をテーマにした⻑文を読解する。 
5 回 Unit 9: The Ideal Wedding 
結婚式の場所をテーマにした⻑文を読解する。 
6 回 Unit 1 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程をよく把握しておくこと。 
2 回 p.43~p.48 の分からない単語を調べ、問題をやっておくこと。 
3 回 p.43~p.48 の分からない単語を調べ、問題をやっておくこと。 
4 回 p.49~p.54 の分からない単語を調べ、問題をやっておくこと。 
5 回 p.49~p.54 の分からない単語を調べ、問題をやっておくこと。 
6 回 p.55~p.60 の分からない単語を調べ、問題をやっておくこと。 
7 回 p.55~p.60 の分からない単語を調べ、問題をやっておくこと。 
8 回 Unit 

 



年度 2014 
授業コード FB10245D 
成績評価 期末試験 50%, 課題（レポート）30%, プレゼンテーション 20% 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14),生物地球システム学科(〜14),社会情報学科(〜14),生物地球学

科(〜14) 
見出し FB10245D 英語Ⅱ 
担当教員名 小迫 勝＊ 
単位数 2 
教科書 OPEN THE GATE FOR THE TOEIC TEST／ David P. Thompson, Hiroyo 

Nakagawa, Tomoyasu Miyano／金星堂／978-4-7647-3979-6 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新英和中辞典／竹林滋、東信行、諏訪部仁、市川泰男／研究社／978-4-7674-1068-

5 c7582 
授業形態 講義 
注意備考 大学の規定に従い、出席回数が規定授業回数の３分の２を超えていない場合は受

験資格を喪失する。なお、欠席回数は自己管理とする。 
シラバスコード FB10245D 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC 350 点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 特になし。 
連絡先 教務課 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野への理解が深まった回答が 77.5%であり、この分野への興味、関⼼が高
まったのが 20%、この分野での技能・技術が向上したのが 22.5％であったのは、
当初の目的がほぼ達成されたと判断している。この授業に対する学生の満足度
も、ほぼ満足の 35%を含めると 77.5%となり、ほぼ成果を挙げる事ができたと判
断する。 

英文科目名 English II 
関連科目 英語 I、科学英語 I ・II・ III・ IV、英会話 I ・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能力の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Unit 8 Meeting: Grammar Tips を解説し、Quiz および Part 6 Check the 



Grammar, Part 1 Look at the Pictures の問題を解き、解説する。 
2 回 Unit 8 Meeting: Part 2 Listen to the Questions および  Part 7 Read the 
Documents の問題を解き、解説する。 
3 回 Unit 9 Employment:  Grammar Tips を解説し、Quiz およ 

準備学習 1 回 Unit 8 Meeting: Grammar Tips、Quiz および Part 6 Check the Grammar, 
Part 1 Look at the Pictures の英語を辞書を引いて予習しておくこと。 
2 回 Unit 8 Meeting: Part 2 Listen to the Questions および  Part 7 Read the 
Documents の英語を辞書を引いて予習しておくこと。 
3 回 Unit 9 Employment:  Grammar Tips、Qui 

 



年度 2014 
授業コード FB10245E 
成績評価 定期試験(54％)、小テスト(32％)、課題提出(7％)、発表点(7％)により総合的に

行う。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14),生物地球システム学科(〜14),社会情報学科(〜14),生物地球学

科(〜14) 
見出し FB10245E 英語Ⅱ 
担当教員名 大野 浩恵＊ 
単位数 2 
教科書 Successful Keys to the TOEIC Test 1／水本篤、Mark D. Stafford／桐原書店 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回小テストを行うので、なるべく休まないようにすること。 

必ず英和辞書を持参する k と。 
シラバスコード FB10245E 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC350 点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English II 
関連科目 英語Ⅰ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能力の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Orientation 

2 回 Unit 8: Listening Section 
3 回 Unit 8: Listening Test 
Unit 8: Reading Section 
4 回 Unit 8: Words Quizzes 
Unit 9: Listening Section 



5 回 Unit 9: Listening Test 
Unit 9: Reading Section 
6 回 Unit 9: Words Quizzes 
Unit 10: Listening Section 
7 回 Unit 

準備学習 1 回 シラバスの内容を確認しておくこと。 
2 回 Unit 8 のリスニングセクションの分からない語彙を辞書で調べておくこと。 
3 回 Unit 8 のリスニングセクションを自習用 CD で確認しておくこと。 
Unit 8 のリーディングセクションの分からない語彙を辞書で調べておくこと。 
4 回 Unit 8 で出てきた語彙を確認しておくこと。 
Unit 9 のリスニングセクションの分からない語彙を辞書で調べておくこと。 
5 回 Unit 9 のリスニングセクションを自習用 CD で確認しておくこと。 
Unit 9 のリーディングセク 

 



年度 2014 
授業コード FB10245F 
成績評価 多読の課題提出（３０％）、発表点（１０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14),生物地球システム学科(〜14),社会情報学科(〜14),生物地球学

科(〜14) 
見出し FB10245F 英語Ⅱ 
担当教員名 丸山 糸美 
単位数 2 
教科書 English Primer (Revised Edition)/ Tetsuzo Sato, Yukari Aiko/ 南雲堂 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar,Vocabulary,Communication,TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回、辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10245F 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC３００点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント  
連絡先  ２７号館２Ｆ 丸山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English II 
関連科目 英語 I、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 語彙力・文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 多読をする。Unit 10: 形容詞・副詞について学習する。形容詞と副詞の様々

な用法を説明し、特に数量を表す形容詞に言及する。それらに関する設問を各自
で解き、グループ毎にディスカッションを行った後、発表する。 
2 回 多読をする。Unit 11: 比較について学習する。原級・比較級・最上級の基
本的用法を学ぶ。比較に関する設問を各自で解き、グループ毎にディスカッショ
ンを行った後、発表する。 
3 回 多読をする。Unit 12: 命令文・感嘆文について学習する。命令文の作り方、
および what と how で始まる 



準備学習 1 回 テキストの４２ページを読み、形容詞・副詞について理解を深め、設問の
「Ａ基本問題」（４３ページ）を解くこと。 
2 回 テキストの４６ページを読み、比較について理解を深め、設問の「Ａ基本問
題」（４７ページ）を解くこと。 
3 回 テキストの５０ページを読み、命令文・感嘆文ついて理解を深め、設問の
「Ａ基本問題」（５１ページ）を解くこと。 
4 回 テキストの５４ページを読み、接続詞について理解を深め、設問の「Ａ基本
問題」（５５ページ）を解くこと。 
5 回 テキストの５８ページを読み、不定詞・動名詞について理解を深め、 

 



年度 2014 
授業コード FB10245G 
成績評価 小テスト 20％、課題 20％、定期試験 60％として評価を行う。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14),生物地球システム学科(〜14),社会情報学科(〜14),生物地球学

科(〜14) 
見出し FB10245G 英語Ⅱ 
担当教員名 佐藤 佳子＊ 
単位数 2 
教科書 Grammar Plus／Andrew E. Bennet, Toru Komiya／南雲堂 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「授業がわかりやすかった」→理解を助けることができてよかったです。さらに

勉強を続けて下さい。 
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜資料を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を携帯すること。予習、復習をすること。 
シラバスコード FB10245G 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC３００点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 授業に対する取り組みの項目から多くの学生が授業の予習と復習、課題に取り組

んだと回答しています。授業にまじめに受講した様子がうかがえます。そういっ
た態度が発展的な学習にまで及ぶとさらに良いと思います。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価の項目から、60%以上の学生が「授業の目標を達成できた、だいたいで
きた」と感じ、80%以上が教員の意欲を「感じられた、少し感じられた」、70%以
上が授業に「満足、ほぼ満足」と回答しています。授業に対する大きな不満を感
じた学生はいなかったようです。 

英文科目名 English II 
関連科目 英語Ⅰ， 科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ， 英会話Ⅰ・Ⅱ， TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業の手法や教材に関するコメントはありませんでしたので、アンケートからの

改善・変更点は特にありませんが、学生にとって興味ある教材や題材をさらに研
究したいと思います。 

講義目的 語彙力、文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 この講義の目標と授業の進め方を再確認する。比較に関する基本事項を説
明する。 
2 回 比較に関する基本事項を復習し、文法問題、リーディング問題に取り組む。 
3 回 副詞に関する基本事項を復習し、文法問題、リーディング問題に取り組む。 
4 回 不定詞に関する基本事項を復習し、文法問題、リーディング問題に取り組
む。 
5 回 動名詞に関する基本事項を復習し、文法問題、リーディング問題に取り組
む。 
6 回 接続詞に関する基本事項を復習し、文法問題、リーディング問題に取り組
む。 
7 回 受動態に関する基本事項を復習し、文法 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。テキストとその学習内容を確認しておくこと。 
2 回 教科書 56〜59 ページを予習して質問に答えられるようにしておくこと。単
語、語句を調べておくことこと。 
3 回 前回の復習をして、質問に答えられるようにしておくこと。教科書 60〜63
ページを予習しておくこと。単語、語句を調べておくことこと。 
4 回 前回の復習をして、質問に答えられるようにしておくこと。教科書 64〜67
ページを予習しておくこと。単語、語句を調べておくことこと。 
5 回 前回の復習をして、質問に答えられるようにしておく 

 



年度 2014 
授業コード FB10245H 
成績評価 定期試験 50％， 課題・小テスト・プレゼンテーション等 50％ 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14),生物地球システム学科(〜14),社会情報学科(〜14),生物地球学

科(〜14) 
見出し FB10245H 英語Ⅱ 
担当教員名 山根 真由美＊ 
単位数 2 
教科書 English Primer／佐藤哲三／南雲堂 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 好意的な記述をありがとうございました。教室が大きかったため、座席によって

は見づらかったという声もありました。遠慮なく声をかけてください。 
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 講義には必ず辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10245H 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当以上になるような英語力を身につけること。 
受講者へのコメント 真面目に取り組む学生が多く、授業が楽しみでした。この姿勢を大切に、科学英

語にも取り組んでほしいと思います。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 多くの学生に良い評価をもらい、嬉しく思っています。 
英文科目名 English II 
関連科目 英語Ⅰ，科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ，英会話Ⅰ・Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 これからも学生の声を大切にする授業を⼼掛けたいと思います。 
講義目的 語彙力、文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Unit 14 の内容を中⼼に講義する。 

2 回 Unit 15 の内容を中⼼に講義する。 
3 回 Unit 16 の内容を中⼼に講義する。 
4 回 Unit 17 の内容を中⼼に講義する。 
5 回 Unit 18 の内容を中⼼に講義する。 
6 回 Unit 19 の内容を中⼼に講義する。 



7 回 Unit 20 の内容を中⼼に講義する。 
8 回 Unit 21 の内容を中⼼に講義する。 
9 回 Unit 22 の内容を中⼼に講義する。 
10 回 Unit 23 の内容を中⼼に講義する。 
11 回 Unit 24 の内容を中⼼に講義する。 
 

準備学習 1 回 辞書・CD を用いて Unit 14 を予習・復習すること。 
2 回 辞書・CD を用いて Unit 15 を予習・復習すること。 
3 回 辞書・CD を用いて Unit 16 を予習・復習すること。 
4 回 辞書・CD を用いて Unit 17 を予習・復習すること。 
5 回 辞書・CD を用いて Unit 18 を予習・復習すること。 
6 回 辞書・CD を用いて Unit 19 を予習・復習すること。 
7 回 辞書・CD を用いて Unit 20 を予習・復習すること。 
8 回 辞書・CD を用いて Unit 21 を予習・復習すること。 
9 回 辞書・C 

 



年度 2014 
授業コード FB10245J 
成績評価 定期試験 70％、小テスト 10％、レポート 10％、Class-work (vocabulary test) 10％ 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14),生物地球システム学科(〜14),社会情報学科(〜14),生物地球学

科(〜14) 
見出し FB10245J 英語Ⅱ 
担当教員名 ⻄岡 啓治 
単位数 2 
教科書 Liz and John Soars/ Amerian Headway 1 Second edition/ Oxford: Oxford U.P. 

(ISBN 978-0-19-472945-1) 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和, 和英, 英英などの辞書（電子辞書も可), Root and Trunk Sentences 
授業形態 講義 
注意備考 There are two class-works and a small test to improve your vocabulary and everyday 

English. 
シラバスコード FB10245J 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙力・文法力をつけ、異文化理解を深めること。 
受講者へのコメント 英語を成績のためにだけ勉強するのでなく、世界共通語のコミュニケーションツ

ールとして勉強してください。 
連絡先 ⻄岡研究室（27 号館２階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 “授業時間外にどの程度、学習しましたか“の回答で「30 分程度」が 52％、「全く
しなかった」が 24％でした。世界の誰もが英語を使ってコミュニケーションをす
る時代になってきていることを考えるとこれは危機的な状況です。 

英文科目名 English II 
関連科目 英語 I, 科学英語 I・II・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 英語の基礎力を養成するためには基本的な英文を２００〜３００文、基本的な語

彙を 1000 語くらいはどうしても覚えていただかねばなりません。R&T などでコ
ツコツと学習していだだけるようにわたしも⼯夫をします。 

講義目的 語彙力、文法力をつけ、日常的コミュニケーション能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1st Semester Result: Class-work, Small Test, Report, and Examination. 2nd 



Semester Schedule. Unit 7: CD listening. 
2 回 Unit 7: Then and now. 
Key Sentence: Where did her father work? 
3 回 Unit 7: On the Job. 
Key Sentence: Amilia was born in her grandparent 

準備学習 １．教材としてテキスト２種類、辞書(電子辞書も可）、ノートは必需品です。毎
回チェックすること。 
２．シラバスでその日のレッスンページを確認し、所定の形式で単語帳を作って
授業に臨むこと。 
３．復習も準備につながるので、前回読んだページを最低 3 回は音読しておくこ
と。耳から自分の英語を聞き日本語訳しなくても内容がほぼ理解できるようにな
ること。CD 等があれば聞く練習を怠らないこと。 
４．宿題をやって出席すること。 

 



年度 2014 
授業コード FB103310 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜13),応用物理学科(〜13),基礎理学科(〜13),生物化学科(〜13),臨床生

命科学科(〜13),動物学科(〜13),⼯学部(〜13),総合情報学部(〜13),生物地球学
部(〜13) 

見出し FB103310 英会話Ⅰ 
担当教員名 フィリップ ガジオン＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 3nd Edition Starter／Ken Wilson／Oxford／9780194407366 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB103310 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 
4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB103311 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FB103311 英会話Ⅰ 
担当教員名 フィリップ ガジオン＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 3nd Edition Starter／Ken Wilson／Oxford／9780194407366 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB103311 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 



4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB103320 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(13〜13) 
見出し FB103320 英会話Ⅰ 
担当教員名 フィリップ ガジオン＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 3nd Edition Starter／Ken Wilson／Oxford／9780194407366 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB103320 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 



4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB103330 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学科(〜13),応用物理学科(〜13),基礎理学科(〜13),生物化学科(〜13),臨床生

命科学科(〜13),動物学科(〜13),⼯学部(〜13),総合情報学部(〜13),生物地球学
部(〜13) 

見出し FB103330 英会話Ⅰ 
担当教員名 フィリップ ガジオン＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 3nd Edition Starter／Ken Wilson／Oxford／9780194407366 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB103330 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 
4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB103331 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FB103331 英会話Ⅰ 
担当教員名 フィリップ ガジオン＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 3nd Edition Starter／Ken Wilson／Oxford／9780194407366 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB103331 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 



4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB103340 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜13),応用物理学科(〜13),基礎理学科(〜13),生物化学科(〜13),臨床生

命科学科(〜13),動物学科(〜13),⼯学部(〜13),総合情報学部(〜13),生物地球学
部(〜13) 

見出し FB103340 英会話Ⅰ 
担当教員名 デイビット ニール 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 3nd Edition Starter／Ken Wilson／Oxford／9780194407366 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 Thank you for your nice comments. I am sorry that the classes were too large. 
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB103340 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント Thank you for trying hard during the class. I hope you will try to study English 
harder. 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Thank you for the nice ranking. 
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 Next year I will use a new textbook. This textbook will have online practice and 

video to give you more practice. 
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 
4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB103341 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FB103341 英会話Ⅰ 
担当教員名 デイビット ニール 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 3nd Edition Starter／Ken Wilson／Oxford／9780194407366 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB103341 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 



4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB103350 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜13),応用物理学科(〜13),基礎理学科(〜13),生物化学科(〜13),臨床生

命科学科(〜13),動物学科(〜13),⼯学部(〜13),総合情報学部(〜13),生物地球学
部(〜13) 

見出し FB103350 英会話Ⅰ 
担当教員名 ギャビン トーマス＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 3nd Edition Starter／Ken Wilson／Oxford／9780194407366 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB103350 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 
4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB103351 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FB103351 英会話Ⅰ 
担当教員名 ギャビン トーマス＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 3nd Edition Starter／Ken Wilson／Oxford／9780194407366 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB103351 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 



4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB103360 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学科(〜13),応用物理学科(〜13),基礎理学科(〜13),生物化学科(〜13),臨床生

命科学科(〜13),動物学科(〜13),⼯学部(〜13),総合情報学部(〜13),生物地球学
部(〜13) 

見出し FB103360 英会話Ⅰ 
担当教員名 デイビット ニール 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 3nd Edition Starter／Ken Wilson／Oxford／9780194407366 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 Thank you for your nice comments. I am sorry that the classes were too large. 
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB103360 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント Thank you for trying hard during the class. I hope you will try to study English 
harder. 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Thank you for the nice ranking. 
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 Next year I will use a new textbook. This textbook will have online practice and 

video to give you more practice. 
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 
4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB103361 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FB103361 英会話Ⅰ 
担当教員名 デイビット ニール 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 3nd Edition Starter／Ken Wilson／Oxford／9780194407366 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB103361 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 



4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB103370 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(13〜13) 
見出し FB103370 英会話Ⅰ 
担当教員名 デイビット ニール 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 3nd Edition Starter／Ken Wilson／Oxford／9780194407366 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 Thank you for your nice comments. I am sorry that the classes were too large. 
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB103370 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント Thank you for trying hard during the class. I hope you will try to study English 
harder. 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Thank you for the nice ranking. 
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 Next year I will use a new textbook. This textbook will have online practice and 

video to give you more practice. 
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 
4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB103380 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜13),応用物理学科(〜13),基礎理学科(〜13),生物化学科(〜13),臨床生

命科学科(〜13),動物学科(〜13),⼯学部(〜13),総合情報学部(〜13),生物地球学
部(〜13) 

見出し FB103380 英会話Ⅰ 
担当教員名 デイビット ニール 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 3nd Edition Starter／Ken Wilson／Oxford／9780194407366 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 Thank you for your nice comments. I am sorry that the classes were too large. 
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB103380 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント Thank you for trying hard during the class. I hope you will try to study English 
harder. 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Thank you for the nice ranking. 
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 Next year I will use a new textbook. This textbook will have online practice and 

video to give you more practice. 
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 
4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB103381 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FB103381 英会話Ⅰ 
担当教員名 デイビット ニール 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 3nd Edition Starter／Ken Wilson／Oxford／9780194407366 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB103381 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 



4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB103390 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学科(〜13),応用物理学科(〜13),基礎理学科(〜13),生物化学科(〜13),臨床生

命科学科(〜13),動物学科(〜13),⼯学部(〜13),総合情報学部(〜13),生物地球学
部(〜13) 

見出し FB103390 英会話Ⅰ 
担当教員名 デイビット ニール 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 3nd Edition Starter／Ken Wilson／Oxford／9780194407366 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 Thank you for your nice comments. I am sorry that the classes were too large. 
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB103390 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント Thank you for trying hard during the class. I hope you will try to study English 
harder. 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Thank you for the nice ranking. 
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 Next year I will use a new textbook. This textbook will have online practice and 

video to give you more practice. 
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 
4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB103391 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FB103391 英会話Ⅰ 
担当教員名 デイビット ニール 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 3nd Edition Starter／Ken Wilson／Oxford／9780194407366 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB103391 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 



4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB1033A0 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学科(〜13),応用物理学科(〜13),基礎理学科(〜13),生物化学科(〜13),臨床生

命科学科(〜13),動物学科(〜13),⼯学部(〜13),総合情報学部(〜13),生物地球学
部(〜13) 

見出し FB1033A0 英会話Ⅰ 
担当教員名 フィリップ ガジオン＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 3nd Edition Starter／Ken Wilson／Oxford／9780194407366 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB1033A0 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 
4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB1033A1 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FB1033A1 英会話Ⅰ 
担当教員名 フィリップ ガジオン＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 3nd Edition Starter／Ken Wilson／Oxford／9780194407366 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB1033A1 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 



4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB1033B0 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学科(〜13),応用物理学科(〜13),基礎理学科(〜13),生物化学科(〜13),臨床生

命科学科(〜13),動物学科(〜13),⼯学部(〜13),総合情報学部(〜13),生物地球学
部(〜13) 

見出し FB1033B0 英会話Ⅰ 
担当教員名 林 玉美＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 3nd Edition Starter／Ken Wilson／Oxford／9780194407366 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB1033B0 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント 間違いを恐れずに、オープンマインドで人と会話をする楽しさを経験しましょ
う。相手のことを知り、自分のことを伝えようという意志があれば、会話が成立
し、お互いの交流が始まります。人との関わりを通して、自分の世界を広げてい
ってください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 教材を増やして、多様な場面での実用的な英会話をさらに体験します。自分につ

いての情報を発進する力をつけるとともに、「大学生がよく使う表現」を使って、
多様な場面での英語にも親しんでもらいます。また、日本人が苦手とする子音や



⺟音の発音練習もしていきましょう。 
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 
4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB1033B1 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FB1033B1 英会話Ⅰ 
担当教員名 林 玉美＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 3nd Edition Starter／Ken Wilson／Oxford／9780194407366 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB1033B1 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 



4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB1033C0 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学科(〜13),応用物理学科(〜13),基礎理学科(〜13),生物化学科(〜13),臨床生

命科学科(〜13),動物学科(〜13),⼯学部(〜13),総合情報学部(〜13),生物地球学
部(〜13) 

見出し FB1033C0 英会話Ⅰ 
担当教員名 シミッチ ヤマシタ ミラ＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 3nd Edition Starter／Ken Wilson／Oxford／9780194407366 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 授業を楽しく受講してくれてすごく嬉しいです。これからも英語の勉強を頑張り

続けて下さい。 
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB1033C0 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント 朝一番早い授業のに、良く頑張ってくれました。教科書の内容は少し簡単すぎる
と思いましたが、皆が文句言わず、やるべきことを真面目にやってくれて、嬉し
かったです。毎回、授業の終わりにコメントを書いてくれてありがとうございま
した。好きな⾷べ物、好きな音楽、グループ等、得意な事について書いてくれた
ので、一人一人のことを少し分かるようになって、すごく楽しかったです。授業
で勉強したことを忘れずに、一生懸命活かして下さい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ほとんどの学生が、「分野への理解が深まった」、「興味、関⼼が高まった」と言う
回答をしたので、満足出来ます。二人の学生が「教科書や資料のレベルがもう少
し高くても良い」と回答して、それも考慮すべきだと思いました。 



英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 来年度の教科書がもう少しレベルアップになると聞きました。学生にも良い刺激

になると思います。 
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 
4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB1033C1 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FB1033C1 英会話Ⅰ 
担当教員名 シミッチ ヤマシタ ミラ＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 3nd Edition Starter／Ken Wilson／Oxford／9780194407366 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB1033C1 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 



4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB1033D0 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜13),応用物理学科(〜13),基礎理学科(〜13),生物化学科(〜13),臨床生

命科学科(〜13),動物学科(〜13),⼯学部(〜13),総合情報学部(〜13),生物地球学
部(〜13) 

見出し FB1033D0 英会話Ⅰ 
担当教員名 フィリップ ガジオン＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 3nd Edition Starter／Ken Wilson／Oxford／9780194407366 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB1033D0 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 
4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB1033D1 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FB1033D1 英会話Ⅰ 
担当教員名 フィリップ ガジオン＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 3nd Edition Starter／Ken Wilson／Oxford／9780194407366 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB1033D1 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 



4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB1033E0 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学科(〜13),応用物理学科(〜13),基礎理学科(〜13),生物化学科(〜13),臨床生

命科学科(〜13),動物学科(〜13),⼯学部(〜13),総合情報学部(〜13),生物地球学
部(〜13) 

見出し FB1033E0 英会話Ⅰ 
担当教員名 フィリップ ガジオン＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 3nd Edition Starter／Ken Wilson／Oxford／9780194407366 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB1033E0 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 
4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB1033E1 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FB1033E1 英会話Ⅰ 
担当教員名 フィリップ ガジオン＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 3nd Edition Starter／Ken Wilson／Oxford／9780194407366 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB1033E1 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 



4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB1033F0 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜13),応用物理学科(〜13),基礎理学科(〜13),生物化学科(〜13),臨床生

命科学科(〜13),動物学科(〜13),⼯学部(〜13),総合情報学部(〜13),生物地球学
部(〜13) 

見出し FB1033F0 英会話Ⅰ 
担当教員名 フィリップ ガジオン＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 3nd Edition Starter／Ken Wilson／Oxford／9780194407366 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB1033F0 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 
4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB1033F1 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FB1033F1 英会話Ⅰ 
担当教員名 フィリップ ガジオン＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 3nd Edition Starter／Ken Wilson／Oxford／9780194407366 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB1033F1 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 



4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB1033G0 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学科(〜13),応用物理学科(〜13),基礎理学科(〜13),生物化学科(〜13),臨床生

命科学科(〜13),動物学科(〜13),⼯学部(〜13),総合情報学部(〜13),生物地球学
部(〜13) 

見出し FB1033G0 英会話Ⅰ 
担当教員名 フィリップ ガジオン＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 3nd Edition Starter／Ken Wilson／Oxford／9780194407366 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB1033G0 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 
4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB1033G1 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FB1033G1 英会話Ⅰ 
担当教員名 フィリップ ガジオン＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 3nd Edition Starter／Ken Wilson／Oxford／9780194407366 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB1033G1 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 



4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB1033H0 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学科(〜13),応用物理学科(〜13),基礎理学科(〜13),生物化学科(〜13),臨床生

命科学科(〜13),動物学科(〜13),⼯学部(〜13),総合情報学部(〜13),生物地球学
部(〜13) 

見出し FB1033H0 英会話Ⅰ 
担当教員名 フィリップ ガジオン＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 3nd Edition Starter／Ken Wilson／Oxford／9780194407366 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB1033H0 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 
4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB1033H1 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FB1033H1 英会話Ⅰ 
担当教員名 フィリップ ガジオン＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 3nd Edition Starter／Ken Wilson／Oxford／9780194407366 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB1033H1 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 



4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB1033J0 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(13〜13) 
見出し FB1033J0 英会話Ⅰ 
担当教員名 デイビット ニール 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 3nd Edition Starter／Ken Wilson／Oxford／9780194407366 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB1033J0 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 



4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB1033K0 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(13〜13) 
見出し FB1033K0 英会話Ⅰ 
担当教員名 林 玉美＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 3nd Edition Starter／Ken Wilson／Oxford／9780194407366 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB1033K0 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント ご苦労様でした。間違いを恐れずに、人と分かち合いたいという気持ちを持って、
話してみましょう。英語は単なるコミュニケーションのツールだけど、これを使
うことで世界は広がり、理解が深まりますよ。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 
4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB1033L0 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学科(〜13),応用物理学科(〜13),基礎理学科(〜13),生物化学科(〜13),臨床生

命科学科(〜13),動物学科(〜13),⼯学部(〜13),総合情報学部(〜13),生物地球学
部(〜13) 

見出し FB1033L0 英会話Ⅰ 
担当教員名 フィリップ ガジオン＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 3nd Edition Starter／Ken Wilson／Oxford／9780194407366 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB1033L0 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 
4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB1033L1 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FB1033L1 英会話Ⅰ 
担当教員名 フィリップ ガジオン＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 3nd Edition Starter／Ken Wilson／Oxford／9780194407366 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB1033L1 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 



4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB103410 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜13),⼯学部(〜13),総合情報学部(〜13),生物地球学部(〜13) 
見出し FB103410 英会話Ⅱ 
担当教員名 デイビット ニール 
単位数 2 
教科書 smart Choice 2nd Edition Starter(oxford) 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB103410 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先 第六学舎４階 ニール研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation II 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅰ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 7: What is she wearing? 
3 回 Unit 7: What is she wearing? 



4 回 Unit 8: Is there a desk? 
5 回 Unit 8: Is there a desk? 
6 回 Unit 9: The bank is on the corner. 
7 回 Unit 9: The bank is on the corner? 
8 回 Unit 10: Do we have any milk? 
9 回 Unit 10: D 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB103420 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜13),⼯学部(〜13),総合情報学部(〜13),生物地球学部(〜13) 
見出し FB103420 英会話Ⅱ 
担当教員名 ギャビン トーマス＊ 
単位数 2 
教科書 smart Choice 2nd Edition Starter(oxford) 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB103420 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先 第六学舎４階 ニール研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation II 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅰ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 7: What is she wearing? 
3 回 Unit 7: What is she wearing? 



4 回 Unit 8: Is there a desk? 
5 回 Unit 8: Is there a desk? 
6 回 Unit 9: The bank is on the corner. 
7 回 Unit 9: The bank is on the corner? 
8 回 Unit 10: Do we have any milk? 
9 回 Unit 10: D 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB103430 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜13),⼯学部(〜13),総合情報学部(〜13),生物地球学部(〜13) 
見出し FB103430 英会話Ⅱ 
担当教員名 デイビット ニール 
単位数 2 
教科書 smart Choice 2nd Edition Starter(oxford) 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB103430 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先 第六学舎４階 ニール研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation II 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅰ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 7: What is she wearing? 
3 回 Unit 7: What is she wearing? 



4 回 Unit 8: Is there a desk? 
5 回 Unit 8: Is there a desk? 
6 回 Unit 9: The bank is on the corner. 
7 回 Unit 9: The bank is on the corner? 
8 回 Unit 10: Do we have any milk? 
9 回 Unit 10: D 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB103440 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜13),⼯学部(〜13),総合情報学部(〜13),生物地球学部(〜13) 
見出し FB103440 英会話Ⅱ 
担当教員名 デイビット ニール 
単位数 2 
教科書 smart Choice 2nd Edition Starter(oxford) 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB103440 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先 第六学舎４階 ニール研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation II 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅰ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 7: What is she wearing? 
3 回 Unit 7: What is she wearing? 



4 回 Unit 8: Is there a desk? 
5 回 Unit 8: Is there a desk? 
6 回 Unit 9: The bank is on the corner. 
7 回 Unit 9: The bank is on the corner? 
8 回 Unit 10: Do we have any milk? 
9 回 Unit 10: D 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB103450 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜13),⼯学部(〜13),総合情報学部(〜13),生物地球学部(〜13) 
見出し FB103450 英会話Ⅱ 
担当教員名 デイビット ニール 
単位数 2 
教科書 smart Choice 2nd Edition Starter(oxford) 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB103450 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先 第六学舎４階 ニール研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation II 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅰ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 7: What is she wearing? 
3 回 Unit 7: What is she wearing? 



4 回 Unit 8: Is there a desk? 
5 回 Unit 8: Is there a desk? 
6 回 Unit 9: The bank is on the corner. 
7 回 Unit 9: The bank is on the corner? 
8 回 Unit 10: Do we have any milk? 
9 回 Unit 10: D 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB103460 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜13),⼯学部(〜13),総合情報学部(〜13),生物地球学部(〜13) 
見出し FB103460 英会話Ⅱ 
担当教員名 フィリップ ガジオン＊ 
単位数 2 
教科書 smart Choice 2nd Edition Starter(oxford) 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB103460 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先 第六学舎４階 ニール研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation II 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅰ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 7: What is she wearing? 
3 回 Unit 7: What is she wearing? 



4 回 Unit 8: Is there a desk? 
5 回 Unit 8: Is there a desk? 
6 回 Unit 9: The bank is on the corner. 
7 回 Unit 9: The bank is on the corner? 
8 回 Unit 10: Do we have any milk? 
9 回 Unit 10: D 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB103470 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜13),⼯学部(〜13),総合情報学部(〜13),生物地球学部(〜13) 
見出し FB103470 英会話Ⅱ 
担当教員名 シミッチ ヤマシタ ミラ＊ 
単位数 2 
教科書 smart Choice 2nd Edition Starter(oxford) 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB103470 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先 第六学舎４階 ニール研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation II 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅰ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 7: What is she wearing? 
3 回 Unit 7: What is she wearing? 



4 回 Unit 8: Is there a desk? 
5 回 Unit 8: Is there a desk? 
6 回 Unit 9: The bank is on the corner. 
7 回 Unit 9: The bank is on the corner? 
8 回 Unit 10: Do we have any milk? 
9 回 Unit 10: D 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB103480 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜13),⼯学部(〜13),総合情報学部(〜13),生物地球学部(〜13) 
見出し FB103480 英会話Ⅱ 
担当教員名 フィリップ ガジオン＊ 
単位数 2 
教科書 smart Choice 2nd Edition Starter(oxford) 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB103480 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先 第六学舎４階 ニール研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation II 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅰ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 7: What is she wearing? 
3 回 Unit 7: What is she wearing? 



4 回 Unit 8: Is there a desk? 
5 回 Unit 8: Is there a desk? 
6 回 Unit 9: The bank is on the corner. 
7 回 Unit 9: The bank is on the corner? 
8 回 Unit 10: Do we have any milk? 
9 回 Unit 10: D 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 

 



年度 2014 
授業コード FB103610 
成績評価 演習（４０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),バイオ・応用化学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),⼯学プロジェ

クトコース(〜14) 
見出し FB103610 ドイツ語Ⅰ 
担当教員名 三⽊ 恒治 
単位数 2 
教科書 絵から入るドイツ語／⻄野 雅二・髙池 久隆・三⽊ 恒治／白水社／

9784560013991 
アクティブラーニング  
キーワード 異文化理解、コミュニケーション能力 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「冷房が効きすぎて・・・」という意見が複数ありました。坂を上って汗だくだ

くの状態で授業が始まるので、 
冷房を必要以上に使用したのではと反省しています。今後「ほどほど」というこ
とに留意します。 

科目名 ドイツ語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 授業には独和辞典を持参すること。 
シラバスコード FB103610 
実務経験のある教員  
達成目標 文字と発音の基本を理解し、必要な表現力、語彙力をつける。 
受講者へのコメント 秋学期も引き続きまじめに取り組んでくれることを希望します。 
連絡先 １１号館８階、オフィスアワー別途参照 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 課題に積極的に取り組んだという声が多かったのは、喜ばしいことでした。全般
的にまずまずの評価でしたので、安⼼しました。 

英文科目名 German I 
関連科目 ドイツ語Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 特にありませんが、より分かりやすい講義を目指してゆきたいと思います。 
講義目的 人称変化、格変化、形容詞の変化など、ドイツ語文法の初歩の学習をねらいとす

る。基本的な会話表現を身につけたり、平易な文章を理解する読解力を養うとと
もに、ドイツ語圏の国々の文化や社会に対する理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 



2 回 アルファベート、つづりと発音（１） 
3 回 つづりと発音（２） 
4 回 動詞の現在人称変化（１） 
5 回 動詞の現在人称変化（２） 
6 回 第２章の読解 
7 回 動詞の現在人称変化（３） 
8 回 第３章の読解 
9 回 名詞と冠詞の格変化 
10 回 名詞の複数形 
11 回 第４章の読解 
12 回 前置詞 
13 回 人称代名詞、所有冠詞 
14 回 第５章の読解 
15 回 ドイツ人のライフスタイルとまとめ 

準備学習 1 回 シラバスの内容を確認し、本講義の主旨を把握しておくこと。 
2 回 第１章の単語を調べて、辞書に慣れるようにすること。 
3 回 アルファベートを復習し、発音に慣れておくこと。また、「つづりと発音」
の単語の発音を復習しておくこと。 
4 回 単語の発音練習を中⼼に、第１章の復習をしておくこと。その際⺟音の発音
をしっかりと覚え込むこと。 
5 回 第２章の文法事項の復習をし、練習問題の単語を調べておくこと。 
6 回 練習問題を通じて第２章の重要事項の整理をし、読章の単語を調べておく
こと。 
7 回 第２章全般の復習をし、自 

 



年度 2014 
授業コード FB103620 
成績評価 中間試験（４０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用物理学科(〜14),電気電子システム学科(〜14),知能機械⼯学科(〜14),⼯学プ

ロジェクトコース(〜14) 
見出し FB103620 ドイツ語Ⅰ 
担当教員名 高池 久隆 
単位数 2 
教科書 絵から入るドイツ語／⻄野 雅二・髙池 久隆・三⽊ 恒治／白水社／

9784560013991 
：独和辞典／（第１回目の授業の際、辞書の種類、出版社などについてガイダン
スを行なうので、辞書を第１回目の授業前に購入する必要はない。） 

アクティブラーニング  
キーワード ドイツ語、ドイツ文化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「単語や重要な個所をまとめてプリントで配布してほしい」 

 →現在の教科書は理大のドイツ語教員３名で作った教科書です。適度な分量を
まとめていますので、加えての資料は基本的に必要ないと考えています。ご理解
ください。  
「ドイツ文化についても取り上げていることを評価」→ 有難うございます。 

科目名 ドイツ語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回必ず、教科書・独和辞典を持参のこと。 
シラバスコード FB103620 
実務経験のある教員  
達成目標 独和辞典を使えば、平易なドイツ語の文章を正確に理解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 2 階 髙池研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【Ｅ】 
８）「説明に⼯夫を」（４人）→よりわかりやすい説明を⼼がけたいと思います。 
  「扱う量が少ない」（２人）「平易な教科書を」（２人）→この相対立する意見
に対してどう対応するか、なかなか難しいのですが、この現状を常に念頭に置き
たいと思います。 
９）「はっきりした声で」（２人）「私語などに注意を」（２人）→気をつけたいと
思います。 



英文科目名 German I 
関連科目 ドイツ語 II 
次回に向けての改善変更予定 ドイツ文化紹介に使用するＤＶＤの充実をはかっていきます。 
講義目的 ドイツ語文法の最重要ポイントについて学びつつ、１）ドイツ語で書かれた比較

的平易な文章を読んで内容を正確に理解する、２）簡単な会話的表現を使って意
思の伝達をはかる、３）自分自身で簡単なドイツ語の文章を書いてみる、などの
経験を積むことによって、総合的なドイツ語運用能力の基礎習得を目指す。（原
則として現在時称のみを扱う。） 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ドイツ語の学習を始める準備として、ドイツ語がどのような言葉であるの

か、についての説明をする。 
2 回 ドイツ語発音の基本についての説明をする。 
3 回 発音について復習するとともに、動詞の現在人称変化についての説明をす
る。 
4 回 動詞の現在人称変化について復習するとともに、練習問題に関する解説を
する。 
5 回 文章読解を通じて、動詞の現在人称変化についての理解が進むよう、さらに
詳しい説明をする。 
6 回 不規則変化動詞の現在人称変化についての説明をする。 
7 回 不規則変化動詞の現在人称変化について復習すると 

準備学習 1 回 シラバスを読み、質問事項を整理しておくこと。 
2 回 第１回の内容について、質問事項を整理しておくこと。 
3 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ２ １１ページを読み、動詞の現在人称変化について質問
事項を整理しておくこと。 
4 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ２ １３ページの練習問題に出てくる単語の意味を独和辞
典で確認しておくこと。 
5 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ２ １２ページの文章に出てくる単語の意味を独和辞典で
確認しておくこと。 
6 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ３ １５ページを読み、不規則変化動詞の現在人称変化に
ついて質問事項を整理しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FB103630 
成績評価 中間試験（４０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物化学科(〜14),建築学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FB103630 ドイツ語Ⅰ 
担当教員名 高池 久隆 
単位数 2 
教科書 絵から入るドイツ語／⻄野 雅二・髙池 久隆・三⽊ 恒治／白水社／

9784560013991 
：独和辞典／（第１回目の授業の際、辞書の種類、出版社などについてガイダン
スを行なうので、辞書を第１回目の授業前に購入する必要はない。） 

アクティブラーニング  
キーワード ドイツ語、ドイツ文化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「もう少し文法の説明を詳しく」→より一層丁寧な説明を⼼がけます。 
科目名 ドイツ語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回必ず、教科書・独和辞典を持参のこと。 
シラバスコード FB103630 
実務経験のある教員  
達成目標 独和辞典を使えば、平易なドイツ語の文章を正確に理解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 2 階 髙池研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【Ｅ】 
８）「扱う量が少ない」（２人）、「レベルをもう少し高く」（３人） 
  →テストの点数から見ても、このような意見の人がある程度いることは予想
しているのですが、クラス全体を考えると現状を大きく変えることは難しいのが
現状です。ご理解ください。 

英文科目名 German I 
関連科目 ドイツ語 II 
次回に向けての改善変更予定 ドイツ文化紹介に使用するＤＶＤの充実をはかっていきます。 
講義目的 ドイツ語文法の最重要ポイントについて学びつつ、１）ドイツ語で書かれた比較

的平易な文章を読んで内容を正確に理解する、２）簡単な会話的表現を使って意
思の伝達をはかる、３）自分自身で簡単なドイツ語の文章を書いてみる、などの
経験を積むことによって、総合的なドイツ語運用能力の基礎習得を目指す。（原



則として現在時称のみを扱う。） 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ドイツ語の学習を始める準備として、ドイツ語がどのような言葉であるの

か、についての説明をする。 
2 回 ドイツ語発音の基本についての説明をする。 
3 回 発音について復習するとともに、動詞の現在人称変化についての説明をす
る。 
4 回 動詞の現在人称変化について復習するとともに、練習問題に関する解説を
する。 
5 回 文章読解を通じて、動詞の現在人称変化についての理解が進むよう、さらに
詳しい説明をする。 
6 回 不規則変化動詞の現在人称変化についての説明をする。 
7 回 不規則変化動詞の現在人称変化について復習すると 

準備学習 1 回 シラバスを読み、質問事項を整理しておくこと。 
2 回 第１回の内容について、質問事項を整理しておくこと。 
3 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ２ １１ページを読み、動詞の現在人称変化について質問
事項を整理しておくこと。 
4 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ２ １３ページの練習問題に出てくる単語の意味を独和辞
典で確認しておくこと。 
5 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ２ １２ページの文章に出てくる単語の意味を独和辞典で
確認しておくこと。 
6 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ３ １５ページを読み、不規則変化動詞の現在人称変化に
ついて質問事項を整理しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FB103640 
成績評価 中間試験（４０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),機械システム⼯学科(〜14),⼯学プロジェク

トコース(〜14) 
見出し FB103640 ドイツ語Ⅰ 
担当教員名 高池 久隆 
単位数 2 
教科書 絵から入るドイツ語／⻄野 雅二・髙池 久隆・三⽊ 恒治／白水社／

9784560013991 
：独和辞典／（第１回目の授業の際、辞書の種類、出版社などについてガイダン
スを行なうので、辞書を第１回目の授業前に購入する必要はない。） 

アクティブラーニング  
キーワード ドイツ語、ドイツ文化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「問題を出したら、担当者を早く指名してほしい」→あえて時間をおいて指名し

ています。まずは全員に考えてほしいからです。 
科目名 ドイツ語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回必ず、教科書・独和辞典を持参のこと。 
シラバスコード FB103640 
実務経験のある教員  
達成目標 独和辞典を使えば、平易なドイツ語の文章を正確に理解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 2 階 髙池研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【Ｅ】 
８）「説明にもう少し⼯夫を」（４人）→一層わかりやすい説明を⼼がけます。 
  「教科書をもう少し平易なものに」（２人）、「教科書をもっと程度の高いもの
に」（１人） 
   →この両意見がある現状を常に念頭に置きたいと思います。 
９）「進行が速すぎ」（２人）→十分に理解できるスピードで進めたいと思います。 
  「⿊板をもっと使って」（３人）→わかりやすい板書に努めます。 
  「時間配分を考えて」（２人）→バランスをよく考えていきたいと思います。 

英文科目名 German I 
関連科目 ドイツ語 II 



次回に向けての改善変更予定 ドイツ文化紹介に使用するＤＶＤの充実をはかっていきます。 
講義目的 ドイツ語文法の最重要ポイントについて学びつつ、１）ドイツ語で書かれた比較

的平易な文章を読んで内容を正確に理解する、２）簡単な会話的表現を使って意
思の伝達をはかる、３）自分自身で簡単なドイツ語の文章を書いてみる、などの
経験を積むことによって、総合的なドイツ語運用能力の基礎習得を目指す。（原
則として現在時称のみを扱う。） 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ドイツ語の学習を始める準備として、ドイツ語がどのような言葉であるの

か、についての説明をする。 
2 回 ドイツ語発音の基本についての説明をする。 
3 回 発音について復習するとともに、動詞の現在人称変化についての説明をす
る。 
4 回 動詞の現在人称変化について復習するとともに、練習問題に関する解説を
する。 
5 回 文章読解を通じて、動詞の現在人称変化についての理解が進むよう、さらに
詳しい説明をする。 
6 回 不規則変化動詞の現在人称変化についての説明をする。 
7 回 不規則変化動詞の現在人称変化について復習すると 

準備学習 1 回 シラバスを読み、質問事項を整理しておくこと。 
2 回 第１回の内容について、質問事項を整理しておくこと。 
3 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ２ １１ページを読み、動詞の現在人称変化について質問
事項を整理しておくこと。 
4 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ２ １３ページの練習問題に出てくる単語の意味を独和辞
典で確認しておくこと。 
5 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ２ １２ページの文章に出てくる単語の意味を独和辞典で
確認しておくこと。 
6 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ３ １５ページを読み、不規則変化動詞の現在人称変化に
ついて質問事項を整理しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FB103650 
成績評価 中間試験（４０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),基礎理学科(〜14),情報⼯学科(〜14),

⼯学プロジェクトコース(〜14),情報科学科(〜14) 
見出し FB103650 ドイツ語Ⅰ 
担当教員名 三⽊ 恒治 
単位数 2 
教科書 絵から入るドイツ語／⻄野 雅二・髙池 久隆・三⽊ 恒治／白水社／

9784560013991 
アクティブラーニング  
キーワード 異文化理解、コミュニケーション能力 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 わかりやすかったという感想が多かったのですが、「厳しい」「怒り方に配慮がな

い」という声もありました。 
厳しい（生成期評価ではなく、授業に臨む姿勢についてですが）ということは否
定しませんが、やはり「けじめ」 
は大切だと思いますので、今後も必要な場合は厳しい態度で臨みます。なるべく
感情的にならないようには注意 
しますが・・・ 

科目名 ドイツ語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 授業には独和辞典を持参すること。 
シラバスコード FB103650 
実務経験のある教員  
達成目標 文字と発音の基本を理解し、必要な表現力、語彙力をつける。 
受講者へのコメント このクラスはＪＡＢＥＥ対象の受講生も交じっていたので、成績評価が若干ダブ

ルスタンダード気味になり、一部の受講生には 
気の毒な事をしたと思っています。 

連絡先 １１号館８階、オフィスアワー別途参照 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 他のクラスと同じように、授業に対する取り組みが全般的にまじめだったのと、
遅刻もほとんどなくて、 
授業もやりやすかったです。 

英文科目名 German I 
関連科目 ドイツ語Ⅱ 



次回に向けての改善変更予定 より皆さんの満足ゆく講義にしたいと思います。 
講義目的 人称変化、格変化、形容詞の変化など、ドイツ語文法の初歩の学習をねらいとす

る。基本的な会話表現を身につけたり、平易な文章を理解する読解力を養うとと
もに、ドイツ語圏の国々の文化や社会に対する理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 

2 回 アルファベート、つづりと発音（１） 
3 回 つづりと発音（２） 
4 回 動詞の現在人称変化（１） 
5 回 動詞の現在人称変化（２） 
6 回 第２章の読解 
7 回 動詞の現在人称変化（３） 
8 回 第３章の読解 
9 回 名詞と冠詞の格変化 
10 回 名詞の複数形 
11 回 第４章の読解 
12 回 前置詞 
13 回 人称代名詞、所有冠詞 
14 回 第５章の読解 
15 回 ドイツ人のライフスタイルとまとめ 

準備学習 1 回 シラバスの内容をよく確認し、本講義の主旨を把握しておくこと。 
2 回 第１章の単語を調べて、少しでも辞書に慣れるようにすること。 
3 回 アルファベートの発音を復習し、「つづりと発音」を調べておくこと。 
4 回 第１章を復習し、⺟音の発音を覚え込んでおくこと。 
5 回 第２章の文法事項の復習をし、練習問題の単語を調べておくこと。 
6 回 第２章の重要事項を整理し、読章の単語を調べておくこと。 
7 回 第３章の文法事項の復習をし、練習問題の単語を調べておくこと。 
8 回 動詞の人称変化を中⼼に第３章の重要事項を整理 

 



年度 2014 
授業コード FB103660 
成績評価 演習（４０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 動物学科(〜14),生物地球システム学科(〜14),社会情報学科(〜14),生物地球学科

(〜14) 
見出し FB103660 ドイツ語Ⅰ 
担当教員名 三⽊ 恒治 
単位数 2 
教科書 絵から入るドイツ語／⻄野 雅二・髙池 久隆・三⽊ 恒治／白水社／

9784560013991 
アクティブラーニング  
キーワード 異文化理解、コミュニケーション能力 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 生物地球学科の学生（2 年次）は金曜日に野外実習が入るので、曜日時限を何と

かしてほしいという意見が寄せられました。 
ドイツ語は、一年次生の空いているところを充てているので、二年次生が受講で
きない場合がどうしても出てきます。ただし、 
そういう事情があれば、自分の空いている曜日時限でもし開講していれば受講で
きますので、その旨ご了承ください。 

科目名 ドイツ語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 授業には独和辞典を持参すること。 
シラバスコード FB103660 
実務経験のある教員  
達成目標 文字と発音の基本を理解し、必要な表現力、語彙力をつける。 
受講者へのコメント 人数が少ないこともあり、皆さん緊張感を持ってまじめに取り組んでくれたとい

う印象です。 
連絡先 １１号館８階、オフィスアワー別途参照 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業に対する取り組みをはじめ、授業に対する取り組みの真摯さがよく見てとれ
ました。 

英文科目名 German I 
関連科目 ドイツ語Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 大体満足のゆくものといった声が多かったですが、より興味ある分かりやすい講

義にしてゆく 
⼯夫を怠らないようにします。 



講義目的 人称変化、格変化、形容詞の変化など、ドイツ語文法の初歩の学習をねらいとす
る。基本的な会話表現を身につけたり、平易な文章を理解する読解力を養うとと
もに、ドイツ語圏の国々の文化や社会に対する理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 

2 回 アルファベート、つづりと発音（１） 
3 回 つづりと発音（２） 
4 回 動詞の現在人称変化（１） 
5 回 動詞の現在人称変化（２） 
6 回 第２章の読解 
7 回 動詞の現在人称変化（３） 
8 回 第３章の読解 
9 回 名詞と冠詞の格変化 
10 回 名詞の複数形 
11 回 第４章の読解 
12 回 前置詞 
13 回 人称代名詞、所有冠詞 
14 回 第５章の読解 
15 回 ドイツ人のライフスタイルとまとめ 

準備学習 1 回 シラバスの内容をよく確認し、本講義の主旨を把握しておくこと。 
2 回 第１章の単語を調べて、少しでも辞書に慣れるようにすること。 
3 回 アルファベートの発音を復習し、「つづりと発音」を調べておくこと。 
4 回 第１章を復習し、⺟音の発音を覚え込んでおくこと。 
5 回 第２章の文法事項の復習をし、練習問題の単語を調べておくこと。 
6 回 第２章の重要事項を整理し、読章の単語を調べておくこと。 
7 回 第３章の文法事項の復習をし、練習問題の単語を調べておくこと。 
8 回 動詞の人称変化を中⼼に第３章の重要事項を整理 

 



年度 2014 
授業コード FB103710 
成績評価 演習（４０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),バイオ・応用化学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),⼯学プロジェ

クトコース(〜14) 
見出し FB103710 ドイツ語Ⅱ 
担当教員名 三⽊ 恒治 
単位数 2 
教科書 絵から入るドイツ語/⻄野：高池：三⽊/白水社 
アクティブラーニング  
キーワード 異文化理解、コミュニケーション能力 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 授業の進め方、わかりやすい⼯夫についてポジティブな評価をいただき、ありが

とうございました。 
科目名 ドイツ語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 授業には独和辞典を持参すること。 
シラバスコード FB103710 
実務経験のある教員  
達成目標 辞書の正しい使い方を身につけ、ある程度まとまった内容の文章が理解できる。 
受講者へのコメント 皆さん、まじめに取り組んで頂き、感謝しています。 
連絡先 １１号館８階、オフィスアワー別途参照 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「満足」の回答が過半数だったので、安⼼しました。 
英文科目名 German II 
関連科目 ドイツ語Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 さらにわかりやすい講義を目指して、努力します。 
講義目的 ドイツ語Ⅰで学習した知識を基に、会話表現や文法の学習をさらに進め、初級文

法の一通りの知識を習得することをねらいとする。辞書を引きながら中級程度の
文章を理解することができるような読解力を養うと同時に、ドイツ語圏の文化や
社会に対する理解をさらに深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 形容詞の格変化、比較表現 

2 回 第６章の練習問題 
3 回 第６章の読章 
4 回 分離・非分離動詞、副文、現在分詞 



5 回 第７章の練習問題 
6 回 第７章の読章と話法の助動詞、未来形 
7 回 ＺＵ不定詞と第８章の練習問題 
8 回 第８章の読章と三基本形 
9 回 過去形、命令表現と第９章の練習問題 
10 回 第９章の読解 
11 回 ドイツ紹介 
12 回 現在完了と第１０章の練習問題 
13 回 第１０章の読章 
14 回 付録（受動・関係代名詞・接続法）の説明 
15 回 まとめ 

準備学習 1 回 ドイツ語Ⅰで学習した文法事項のポイントを復習しておくこと。 
2 回 第６章の文法事項を復習し、練習問題の単語を調べておくこと。 
3 回 形容詞の格変化、比較表現を中⼼に第６章の重要事項を整理して、読章の単
語を調べておくこと。 
4 回 第７章の文法事項を復習し、練習問題の単語を調べておくこと。 
5 回 枠構造、副文を中⼼に第７章の重要事項を整理しておくこと。 
6 回 第７章の読章の単語を調べておくこと。 
7 回 話法の助動詞の人称変化を覚え込み、第８章の練習問題１，２を調べておく
こと。 
8 回 話法の助動詞、未来形 

 



年度 2014 
授業コード FB103720 
成績評価 中間試験（４０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用物理学科(〜14),電気電子システム学科(〜14),知能機械⼯学科(〜14),⼯学プ

ロジェクトコース(〜14) 
見出し FB103720 ドイツ語Ⅱ 
担当教員名 高池 久隆 
単位数 2 
教科書 絵から入るドイツ語／⻄野 雅二・髙池 久隆・三⽊ 恒治／（白水社）： 独和

辞典（指定なし） 
アクティブラーニング  
キーワード ドイツ語、ドイツ文化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・「プリントにまとめてくれると復習しやすい」→教科書自体がコンパクトな記

述になっていますので、全受講生にとって有益なまとめを作るのは非常に困難で
あると思われます。 

科目名 ドイツ語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回必ず、教科書・独和辞典を持参のこと。 
シラバスコード FB103720 
実務経験のある教員  
達成目標 独和辞典を使えば、平易なドイツ語の文章を正確に理解できること。 
受講者へのコメント 特にありません。 
連絡先 27 号館 2 階 髙池研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【E】８)「授業時間外の学習方法の明示を」→シラバス「準備学習」の項をお読
みください。 
【E】９）「私語に注意を」→受講者数が多いとの指摘もありましたが、外国語の
授業としては若干受講生が多かったため、後ろの方に目が届きにくかったかもし
れません。 

英文科目名 German II 
関連科目 ドイツ語 I 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 ドイツ語文法の最重要ポイントについて学びつつ、１）ドイツ語で書かれた比較

的平易な文章を読んで内容を正確に理解する、２）簡単な会話的表現を使って意
思の伝達をはかる、３）自分自身で簡単なドイツ語の文章を書いてみる、などの



経験を積むことによって、総合的なドイツ語運用能力の基礎習得を目指す。（現
在時称以外に過去・現在完了・未来などの時称を扱う。） 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 形容詞の格変化・比較変化についての説明をする。 

2 回 形容詞の格変化・比較変化について復習するとともに、練習問題に関する解
説をする。 
3 回 分離動詞・非分離動詞、副文についての説明をする。 
4 回 分離動詞・非分離動詞、副文について復習するとともに、練習問題に関する
解説をする。 
5 回 文章読解を通じて、分離動詞・非分離動詞、副文についての理解が進むよ
う、さらに詳しい説明をする。 
6 回 話法の助動詞、未来、zu 不定詞についての説明をする。 
7 回 話法の助動詞、未来、zu 不定詞について復習するとともに、練 

準備学習 1 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ６ ２７ページを読んで、形容詞の変化について質問事項
を整理しておくこと。 
2 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ６ ２９ページの練習問題に出てくる単語の意味を独和辞
典で確認しておくこと。 
3 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ７ ３１ページを読んで、分離動詞・非分離動詞、副文に
ついて質問事項を整理しておくこと。 
4 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ７ ３３ページの練習問題に出てくる単語の意味を独和辞
典で確認しておくこと。 
5 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ７ ３２ページの文章に出てくる単語の意味を独和辞典で
確認しておくこと。 
6 回 Ｌｅｋｔ 

 



年度 2014 
授業コード FB103730 
成績評価 中間試験（４０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物化学科(〜14),建築学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FB103730 ドイツ語Ⅱ 
担当教員名 高池 久隆 
単位数 2 
教科書 絵から入るドイツ語／⻄野 雅二・髙池 久隆・三⽊ 恒治／（白水社）： 独和

辞典（指定なし） 
アクティブラーニング  
キーワード ドイツ語、ドイツ文化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・「文法をもう少し詳しく」→上記の回答どおりです。 
科目名 ドイツ語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回必ず、教科書・独和辞典を持参のこと。 
シラバスコード FB103730 
実務経験のある教員  
達成目標 独和辞典を使えば、平易なドイツ語の文章を正確に理解できること。 
受講者へのコメント 特にありません。 
連絡先 27 号館 2 階 髙池研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【E】８）「説明にもう少し⼯夫を」→わかりやすい説明を⼼がけてはいますが、
なお一層努力したいと思います。 
     「教科書のレベルがもう少し高くても」→このような声があることも
認識していますが、クラス全体を考えると現状を大き     く変えることは
難しい、と判断しています。 

英文科目名 German II 
関連科目 ドイツ語 I 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 ドイツ語文法の最重要ポイントについて学びつつ、１）ドイツ語で書かれた比較

的平易な文章を読んで内容を正確に理解する、２）簡単な会話的表現を使って意
思の伝達をはかる、３）自分自身で簡単なドイツ語の文章を書いてみる、などの
経験を積むことによって、総合的なドイツ語運用能力の基礎習得を目指す。（現
在時称以外に過去・現在完了・未来などの時称を扱う。） 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 形容詞の格変化・比較変化についての説明をする。 
2 回 形容詞の格変化・比較変化について復習するとともに、練習問題に関する解
説をする。 
3 回 分離動詞・非分離動詞、副文についての説明をする。 
4 回 分離動詞・非分離動詞、副文について復習するとともに、練習問題に関する
解説をする。 
5 回 文章読解を通じて、分離動詞・非分離動詞、副文についての理解が進むよ
う、さらに詳しい説明をする。 
6 回 話法の助動詞、未来、zu 不定詞についての説明をする。 
7 回 話法の助動詞、未来、zu 不定詞について復習するとともに、練 

準備学習 1 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ６ ２７ページを読んで、形容詞の変化について質問事項
を整理しておくこと。 
2 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ６ ２９ページの練習問題に出てくる単語の意味を独和辞
典で確認しておくこと。 
3 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ７ ３１ページを読んで、分離動詞・非分離動詞、副文に
ついて質問事項を整理しておくこと。 
4 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ７ ３３ページの練習問題に出てくる単語の意味を独和辞
典で確認しておくこと。 
5 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ７ ３２ページの文章に出てくる単語の意味を独和辞典で
確認しておくこと。 
6 回 Ｌｅｋｔ 

 



年度 2014 
授業コード FB103740 
成績評価 中間試験（４０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),機械システム⼯学科(〜14),⼯学プロジェク

トコース(〜14) 
見出し FB103740 ドイツ語Ⅱ 
担当教員名 高池 久隆 
単位数 2 
教科書 絵から入るドイツ語／⻄野 雅二・髙池 久隆・三⽊ 恒治／（白水社）： 独和

辞典（指定なし） 
アクティブラーニング  
キーワード ドイツ語、ドイツ文化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・「テキストがわかりにくい」→説明に⼯夫を加えたいと思います。 

・「もっとゆっくり発音を」→⼼がけます。 
・「あててから発表までの時間が短い」→あまり早くあててしまうと自分で考え
ることをやめてしまう人が増えるため、敢えてそうしています。 

科目名 ドイツ語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回必ず、教科書・独和辞典を持参のこと。 
シラバスコード FB103740 
実務経験のある教員  
達成目標 独和辞典を使えば、平易なドイツ語の文章を正確に理解できること。 
受講者へのコメント 特にありません。 
連絡先 27 号館 2 階 髙池研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【E】８）「説明にもう少し⼯夫を」→一層努力します。 
     「もっと平易な教科書を」「一回で扱う量が多すぎる」→クラス全体を
見渡した時、現状程度のレベルを維持する必要があ     ると判断していま
す。 

英文科目名 German II 
関連科目 ドイツ語 I 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 ドイツ語文法の最重要ポイントについて学びつつ、１）ドイツ語で書かれた比較

的平易な文章を読んで内容を正確に理解する、２）簡単な会話的表現を使って意
思の伝達をはかる、３）自分自身で簡単なドイツ語の文章を書いてみる、などの



経験を積むことによって、総合的なドイツ語運用能力の基礎習得を目指す。（現
在時称以外に過去・現在完了・未来などの時称を扱う。） 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 形容詞の格変化・比較変化についての説明をする。 

2 回 形容詞の格変化・比較変化について復習するとともに、練習問題に関する解
説をする。 
3 回 分離動詞・非分離動詞、副文についての説明をする。 
4 回 分離動詞・非分離動詞、副文について復習するとともに、練習問題に関する
解説をする。 
5 回 文章読解を通じて、分離動詞・非分離動詞、副文についての理解が進むよ
う、さらに詳しい説明をする。 
6 回 話法の助動詞、未来、zu 不定詞についての説明をする。 
7 回 話法の助動詞、未来、zu 不定詞について復習するとともに、練 

準備学習 1 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ６ ２７ページを読んで、形容詞の変化について質問事項
を整理しておくこと。 
2 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ６ ２９ページの練習問題に出てくる単語の意味を独和辞
典で確認しておくこと。 
3 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ７ ３１ページを読んで、分離動詞・非分離動詞、副文に
ついて質問事項を整理しておくこと。 
4 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ７ ３３ページの練習問題に出てくる単語の意味を独和辞
典で確認しておくこと。 
5 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ７ ３２ページの文章に出てくる単語の意味を独和辞典で
確認しておくこと。 
6 回 Ｌｅｋｔ 

 



年度 2014 
授業コード FB103750 
成績評価 中間試験（４０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),基礎理学科(〜14),情報⼯学科(〜14),

⼯学プロジェクトコース(〜14),情報科学科(〜14) 
見出し FB103750 ドイツ語Ⅱ 
担当教員名 三⽊ 恒治 
単位数 2 
教科書 絵から入るドイツ語/⻄野：高池：三⽊/白水社 
アクティブラーニング  
キーワード 異文化理解、コミュニケーション能力 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ほぼ「良かった」というコメントを頂きましたが、一件「もう少し詳しい説明を」

というリクエストが 
ありました。「わかりやすさ」を最優先していますので、あまり内容が複雑になら
ないようにしている 
結果、どうしても一部の受講生には物足らなかったのかもしれません。もちろん
基本的な授業ポリシー 
を変えるつもりはありませんが、「中級」以上を目指す受講生もいるということ
も配慮してやっていき 
たいと思います。 

科目名 ドイツ語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 授業には独和辞典を持参すること。 
シラバスコード FB103750 
実務経験のある教員  
達成目標 辞書の正しい使い方を身につけ、ある程度まとまった内容の文章が理解できる。 
受講者へのコメント ＪＡＢＥＥ審査と関係した学科もあり、大変な面もあったかと思いますが、 

まじめに取り組んで頂き感謝しています。 
連絡先 １１号館８階、オフィスアワー別途参照 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「満足」の回答を多く寄せていただいて、安⼼しました。 
英文科目名 German II 
関連科目 ドイツ語Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 さらに「わかりやすい授業」を目指します。 
講義目的 ドイツ語Ⅰで学習した知識を基に、会話表現や文法の学習をさらに進め、初級文



法の一通りの知識を習得することをねらいとする。辞書を引きながら中級程度の
文章を理解することができるような読解力を養うと同時に、ドイツ語圏の文化や
社会に対する理解をさらに深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 形容詞の格変化、比較表現 

2 回 第６章の練習問題 
3 回 第６章の読章 
4 回 分離・非分離動詞、副文、現在分詞 
5 回 第７章の練習問題 
6 回 第７章の読章と話法の助動詞、未来形 
7 回 ＺＵ不定詞と第８章の練習問題 
8 回 第８章の読章と三基本形 
9 回 過去形、命令表現と第９章の練習問題 
10 回 第９章の読解 
11 回 ドイツ紹介 
12 回 現在完了と第１０章の練習問題 
13 回 第１０章の読解 
14 回 付録（受動・関係代名詞・接続法）の説明 
15 回 まとめ 

準備学習 1 回 ドイツ語Ⅰで学習した文法事項のポイントを復習しておくこと。 
2 回 第６章の文法事項を復習し、練習問題の単語を調べておくこと。 
3 回 形容詞の格変化、比較表現を中⼼に第６章の重要事項を整理して、読章の単
語を調べておくこと。 
4 回 第７章の文法事項を復習し、練習問題の単語を調べておくこと。 
5 回 枠構造、副文を中⼼に第７章の重要事項を整理しておくこと。 
6 回 第７章の読章の単語を調べておくこと。 
7 回 話法の助動詞の人称変化を覚え込み、第８章の練習問題１，２を調べておく
こと。 
8 回 話法の助動詞、未来形 

 



年度 2014 
授業コード FB103760 
成績評価 演習（４０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 動物学科(〜14),生物地球システム学科(〜14),社会情報学科(〜14),生物地球学科

(〜14) 
見出し FB103760 ドイツ語Ⅱ 
担当教員名 三⽊ 恒治 
単位数 2 
教科書 絵から入るドイツ語/⻄野：高池：三⽊/白水社 
アクティブラーニング  
キーワード 異文化理解、コミュニケーション能力 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「ドイツに興味がもてるようになった」という回答を頂きました。 

「異文化」に対する関⼼は、人生の幅を広げてくれますので、今後 
こうした評価を多くいただけるよう努力していきます。 

科目名 ドイツ語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 授業には独和辞典を持参すること。 
シラバスコード FB103760 
実務経験のある教員  
達成目標 辞書の正しい使い方を身につけ、ある程度まとまった内容の文章が理解できる。 
受講者へのコメント 少人数で予習が大変だったかもしれませんが、全体的に 

非常にまじめに取り組んで頂き、感謝しています。 
連絡先 １１号館８階、オフィスアワー別途参照 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「満足」の回答が大半でしたので、安⼼しました。 
英文科目名 German II 
関連科目 ドイツ語Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 さらに「わかりやすい丁寧な授業」を目指します。 
講義目的 ドイツ語Ⅰで学習した知識を基に、会話表現や文法の学習をさらに進め、初級文

法の一通りの知識を習得することをねらいとする。辞書を引きながら中級程度の
文章を理解することができるような読解力を養うと同時に、ドイツ語圏の文化や
社会に対する理解をさらに深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 形容詞の格変化、比較表現 

2 回 第６章の練習問題 



3 回 第６章の読章 
4 回 分離・非分離動詞、副文、現在分詞 
5 回 第７章の練習問題 
6 回 第７章の読章と話法の助動詞、未来形 
7 回 ＺＵ不定詞と第８章の練習問題 
8 回 第８章の読章と三基本形 
9 回 過去形、命令表現と第９章の練習問題 
10 回 第９章の読章 
11 回 ドイツ紹介 
12 回 現在完了と第１０章の練習問題 
13 回 第１０章の読章 
14 回 付録（受動・関係代名詞・接続法）の説明 
15 回 まとめ 

準備学習 1 回 ドイツ語Ⅰで学習した文法事項のポイントを復習しておくこと。 
2 回 第６章の文法事項を復習し、練習問題の単語を調べておくこと。 
3 回 形容詞の格変化、比較変化を中⼼に第６章の重要事項を整理して、読章の単
語を調べておくこと。 
4 回 第７章の文法事項を復習し、練習問題の単語を調べておくこと。 
5 回 枠構造、副文を中⼼に第７章の重要事項を整理しておくこと。 
6 回 第７章の読章の単語を調べておくこと。 
7 回 話法の助動詞の人称変化を覚え込み、第８章の練習問題１，２を調べておく
こと。 
8 回 話法の助動詞、未来形 

 



年度 2014 
授業コード FB103810 
成績評価 筆記テスト２回（６０％）定期試験（口頭発表）（３０％） 課題提出 （１０％） 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB103810 フランス語Ⅰ 
担当教員名 ⻄本 眞理子＊ 
単位数 2 
教科書 パスカル・オ・ジャポン／藤⽥裕二著／白水社／9784560060834 
アクティブラーニング  
キーワード 伝える⼼ 男・女・単数・複数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 楽しく授業を受けられたことはとても良かったと思います。実用的な会話練習を

繰り返して、フランス語独特の発音やイントネーションを身につけられるよう、
⼯夫しています。ぜひフランスに行ってみてください。 

科目名 フランス語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 パスポート仏和・和仏小辞典 白水社 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること 
シラバスコード FB103810 
実務経験のある教員  
達成目標 フランス語とフランス文化に親しむ。フランス語で簡単なコミュニケーションが

できる。 
受講者へのコメント 語学はグローバルな社会を生き抜く重要なアイテムです。これを機会に、様々な

言語に取り組んで欲しいと思います。 
連絡先 e-mail: macaron@js7.so-net.ne.jp 

件名に岡山理科大学フランス語受講生と明記すること 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 多くの人がフランス語に対する理解や関⼼が高まったと答えていることを嬉し
く思います。授業外の学習は３０分から１時間が最も多かったですが、専門の勉
強もしながらですから、充分だと思います。 

英文科目名 French I 
関連科目 フランス語Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 数字やアルファベットの聞き取りにも、力を入れていきたいと思います。 
講義目的 日本に興味を抱いてやってきたフランス人を観光案内するとしたら、どんな知識

が必要だろう。外国からきた若者は、日本の何を知りたいと思っているだろう。
相手を思いやることが、コミュニケーションの第一歩。初歩の文法を学びながら、
小グループでの口頭練習を通して日常の会話を学び、異文化への理解を深める。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ０課 教室で使うフランス語表現を口頭練習する。 フランス語のアルフ

ァベットの発音を学び、自分の名前をアルファベットで言えるようにする。 
2 回 １課 主語人称代名詞と動詞 etre, 第一群規則動詞について説明する。国籍
の言い方を口頭練習する。 
3 回 ２課 職業を表す名詞と形容詞の性・数の一致について説明する。自分の名
前と職業を言う、口頭練習をる。前課の Dialogue のディクテと練習問題をする。 
4 回 フランス語の発音と綴り字の読み方について説明する。０〜２課の復習を
する。前課の Dialogue のディ 

準備学習 予習：教科書付属のＣＤを聞き、音読をすること。新出単語の意味を調べ、メモ
しておくこと。 
復習：その日のノートを読み返し、できなかった練習問題を整理、もう一度やっ
てみること。付属のＣＤを繰り返し聞き、音読すること。 

 



年度 2014 
授業コード FB103820 
成績評価 筆記テスト２回（６０％）定期試験（口頭発表）（３０％） 課題提出 （１０％） 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB103820 フランス語Ⅰ 
担当教員名 ⻄本 眞理子＊ 
単位数 2 
教科書 パスカル・オ・ジャポン／藤⽥裕二著／白水社／9784560060834 
アクティブラーニング  
キーワード 伝える⼼ 男・女・単数・複数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ペアでの会話練習は、大変実践的で、語学の上達にはかかせません。毎時間かな

らず取り入れていきたいと思います。文法の解説が少ないという回答に対して
は、板書の⼯夫で考えるようにします。 

科目名 フランス語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 パスポート仏和・和仏小辞典 白水社 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること 
シラバスコード FB103820 
実務経験のある教員  
達成目標 フランス語とフランス文化に親しむ。フランス語で簡単なコミュニケーションが

できる。 
受講者へのコメント 練習問題や会話練習に、積極的に取り組めていました。最後の面接でも、ほとん

どの人が自信を持って質問に答えられていました。 
連絡先 e-mail: macaron@js7.so-net.ne.jp 

件名に岡山理科大学フランス語受講生と明記すること 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 多くの人が、フランス語に対する興味や関⼼が高まったと答えていることを嬉し
く思います。授業時間外の学習は 3 週３０分程度が多かったですが、他の授業も
ありますので、授業以外に３０分勉強できると充分だと思います。 

英文科目名 French I 
関連科目 フランス語Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 数字やアルファベットの聞き取りを少しずつ、毎回繰り返していきたいと思いま

す。 
講義目的 日本に興味を抱いてやってきたフランス人を観光案内するとしたら、どんな知識

が必要だろう。外国からきた若者は、日本の何を知りたいと思っているだろう。
相手を思いやることが、コミュニケーションの第一歩。初歩の文法を学びながら、



小グループでの口頭練習を通して日常の会話を学び、異文化への理解を深める。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ０課 教室で使うフランス語表現を口頭練習する。 フランス語のアルフ

ァベットの発音を学び、自分の名前をアルファベットで言えるようにする。 
2 回 １課 主語人称代名詞と動詞 etre, 第一群規則動詞について説明する。国籍
の言い方を口頭練習する。 
3 回 ２課 職業を表す名詞と形容詞の性・数の一致について説明する。自分の名
前と職業を言う、口頭練習をる。前課の Dialogue のディクテと練習問題をする。 
4 回 フランス語の発音と綴り字の読み方について説明する。０〜２課の復習を
する。前課の Dialogue のディ 

準備学習 予習：教科書付属のＣＤを聞き、音読をすること。新出単語の意味を調べ、メモ
しておくこと。 
復習：その日のノートを読み返し、できなかった練習問題を整理、もう一度やっ
てみること。付属のＣＤを繰り返し聞き、音読すること。 

 



年度 2014 
授業コード FB103830 
成績評価 課題（３０%）、複数回の小試験（４０%）、定期試験（３０%）の総合評価 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB103830 フランス語Ⅰ 
担当教員名 石井 成人＊ 
単位数 2 
教科書 新・赤い風船 (Le ballon rouge)／大津俊克+藤井宏尚 朝日出版社／ISBN978-

4-255-35227-5 
アクティブラーニング  
キーワード フランス語、外国語 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フランス語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 仏和辞書（例 プチロワイヤル、スタンダード、クラウンなど）（仏語辞書につい

ては教室で解説、指示の予定） 
授業形態 講義 
注意備考 授業の途中で、学習した範囲ごとにそのつど「課題」や「小試験」を複数回実施

する予定 
シラバスコード FB103830 
実務経験のある教員  
達成目標 フランス語文法の基礎を知ることで、フランス語の発音ができるようになるこ

と、一文の基本となる動詞の活用変化をふまえた仏作文の経験をすること、また
さらにフランス語辞書を使いこなしながら、フランス語の文章を読むことが出来
ることを目指す。 

受講者へのコメント  
連絡先 elmar35@yahoo.co.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 French I 
関連科目 フランス語 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 既習の英語とは大きく異なる言語の組み立てを、フランス語の、綴り字、発音、

日常会話表現、そして基本文法を通して学習していく。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回  なし  



２回  なし  
３回  フランス語名詞・冠詞、性と数の復習  
４回  前回までの復習  
５回  規則動詞活用の復習  
６回  前回までの復習  
７回  形容詞性・数一致の復習  
８回  前回までの復習  
９回  不規則動詞活用の復習  
１０回  前回までの復習  
１１回  不規則動詞変化表利用の復習  
１２回  前回までの復習  
１３回  不規則動詞 ALLER・VENIR 活用と用法の復習  
１４回  前回の復習  
１５回  半期の総復習 

 



年度 2014 
授業コード FB103910 
成績評価 筆記テスト２回 （６０％） 定期試験(口頭発表）（３０％） 課題提出 （１

０％） 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB103910 フランス語Ⅱ 
担当教員名 ⻄本 眞理子＊ 
単位数 2 
教科書 パスカル・オ・ジャポン 藤⽥裕二著 白水社 
アクティブラーニング  
キーワード 伝える⼼ 男・女・単数・複数 異文化交流 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 新学期になって、⿊板が新しくなりました！ チョークののりが違います。今期

は見やすい板書ができます。 
科目名 フランス語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 パスポート仏和・和仏小辞典 白水社 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること 
シラバスコード FB103910 
実務経験のある教員  
達成目標 フランス語とフランス文化に親しむ。フランス語で時刻や天候など、周囲の状況

が話せる。実用フランス語検定５級程度の初級文法の知識と日常の会話表現を身
につける。 

受講者へのコメント 語学は継続が大切です。この機会により研鑽を積んで、フランス語検定などに挑
戦しましょう。４級合格は夢ではありません。 

連絡先 e-mail: macaron@js7.so-net.ne.jp 
件名に岡山理科大学フランス語受講生と明記すること 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 多くの受講生が積極的に授業に取り組んでいました。時間外の学習は多くありま
せんが、３０分〜１時間の予習・復習でも、充分な効果ががあります。授業の成
果や目標に対する自己評価が高いのは、積極的に取り組んだことへの自信が見ら
れ、嬉しく思います。 

英文科目名 French II 
関連科目 フランス語Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 好評の会話練習をより充実させていきます。今期は１５回の会話を続けて、ひと

つのストーリーを作っていきます。 
講義目的 もしもフランス人の友人が出来たら、何を話すだろう。自分や家族の紹介や趣味、



好きな⾷べ物など、身近な話題をとりあげて、フランス語で話してみよう。 
積極的に異文化に触れ、コミュニケーションする力を養う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ９課 否定文における冠詞の変形、女性形容詞の特殊な形を説明する。兄弟

姉妹を聞く口頭練習をする。１〜８課のビデオを見て、前期の復習をする。 
2 回 １０課 年齢のあらわし方、疑問副詞について説明する。年齢の言い方を口
頭練習する。前課の Dialogue のディクテと練習問題をする。 
3 回 １１課 時刻の言い方、時の前置詞について説明する。時刻の言い方の口頭
練習をする。前課の Dialogue のディクテと練習問題をする。 
4 回 Exercices３ ９〜１１課の復習をする。パリの鉄道駅のビデオを見て、感想
を提出 

準備学習 予習：教科書付属のＣＤを聞き、音読すること。新出単語の意味を調べ、メモし
ておくこと。 
復習：その日のノートを読み返し、できなかった練習問題を整理、もう一度やっ
てみること。付属のＣＤを繰り返し聞き、音読すること。 

 



年度 2014 
授業コード FB103920 
成績評価 筆記テスト２回 （６０％） 定期試験(口頭発表）（３０％） 課題提出 （１

０％） 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB103920 フランス語Ⅱ 
担当教員名 ⻄本 眞理子＊ 
単位数 2 
教科書 パスカル・オ・ジャポン 藤⽥裕二著 白水社 
アクティブラーニング  
キーワード 伝える⼼ 男・女・単数・複数 異文化交流 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 授業を楽しんでもらえてよかったです。楽しく、使えてこそ次の学習への意欲が

わくのですから。「フランスに行ってみたい」という気持ちを、ぜひ実行して欲し
いです。筆記体に関しては、授業でも説明したとおり、テキストに書かれている
文をそのまま書き写す際にのみ使っています。筆記体を読めることも学習目標の
ひとつなので、なくすることはできません。 

科目名 フランス語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 パスポート仏和・和仏小辞典 白水社 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること 
シラバスコード FB103920 
実務経験のある教員  
達成目標 フランス語とフランス文化に親しむ。フランス語で時刻や天候など、周囲の状況

が話せる。実用フランス語検定５級程度の初級文法の知識と日常の会話表現を身
につける。 

受講者へのコメント 語学は継続が大切です。この機会により研鑽を積んで、フランス語検定などに挑
戦しましょう。４級合格は夢ではありません。授業への参加は歓迎します。 

連絡先 e-mail: macaron@js7.so-net.ne.jp 
件名に岡山理科大学フランス語受講生と明記すること 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 多くの受講生が積極的に授業に取り組んでいました。時間外の学習は多くありま
せんが、３０分〜１時間の予習・復習でも、充分な効果ががあります。授業の成
果や目標に対する自己評価が高いのは、積極的に取り組んだことへの自信が見ら
れ、嬉しく思います。⿊板が古くて、板書が見えにくかったことは申し訳なかっ
たですが、今期は改善されました。 

英文科目名 French II 



関連科目 フランス語Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 好評の会話練習をより充実させていきます。今期は１５回の会話を続けて、ひと

つのストーリーを作っていきます。 
講義目的 もしもフランス人の友人が出来たら、何を話すだろう。自分や家族の紹介や趣味、

好きな⾷べ物など、身近な話題をとりあげて、フランス語で話してみよう。 
積極的に異文化に触れ、コミュニケーションする力を養う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ９課 否定文における冠詞の変形、女性形容詞の特殊な形を説明する。兄弟

姉妹を聞く口頭練習をする。１〜８課のビデオを見て、前期の復習をする。 
2 回 １０課 年齢のあらわし方、疑問副詞について説明する。年齢の言い方を口
頭練習する。前課の Dialogue のディクテと練習問題をする。 
3 回 １１課 時刻の言い方、時の前置詞について説明する。時刻の言い方の口頭
練習をする。前課の Dialogue のディクテと練習問題をする。 
4 回 Exercices３ ９〜１１課の復習をする。パリの鉄道駅のビデオを見て、感想
を提出 

準備学習 予習：教科書付属のＣＤを聞き、音読すること。新出単語の意味を調べ、メモし
ておくこと。 
復習：その日のノートを読み返し、できなかった練習問題を整理、もう一度やっ
てみること。付属のＣＤを繰り返し聞き、音読すること。 

 



年度 2014 
授業コード FB103930 
成績評価 課題（３０%）、複数回の小試験（４０%）、定期試験（３０%）の総合評価 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB103930 フランス語Ⅱ 
担当教員名 石井 成人＊ 
単位数 2 
教科書 新・赤い風船 (Le ballon rouge)／大津俊克+藤井宏尚 朝日出版社／ISBN978-

4-255-35227-5 
アクティブラーニング  
キーワード フランス語、外国語 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 フランス語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 仏和辞書（例 プチロワイヤル、スタンダード、クラウンなど）（（仏語辞書につ

いては教室で解説、指示の予定） 
授業形態 講義 
注意備考 小試験について・・・授業の途中で、学習した範囲ごとにそのつど「課題」や「小

試験」を複数回実施する予定 
シラバスコード FB103930 
実務経験のある教員  
達成目標 フランス語文法の基礎を知ることで、フランス語の発音ができるようになるこ

と、一文の基本となる動詞の活用変化をふまえた仏作文の経験をすること、また
さらにフランス語辞書を使いこなしながら、フランス語の文章を読むことが出来
ることを目指す。 

受講者へのコメント  
連絡先 質問・問い合わせは elmar35@yahoo.co.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 French II 
関連科目 フランス語 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 既習の英語とは大きく異なる言語の組み立てを、フランス語の、綴り字、発音、

日常会話表現、そして基本文法を通して学習していく。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 フランス語後期授業ガイダンス 

2 回 人称代名詞の学習 



3 回 テキスト本文、練習問題で演習 
4 回 代名動詞の学習 
5 回 テキスト本文、練習問題で演習 
6 回 過去形１・複合過去形を学習 
7 回 テキスト本文、練習問題で演習 
8 回 過去形２・半過去形を学習 
9 回 テキスト本文、練習問題で演習 
10 回 未来形を学習 
11 回 テキスト本文、練習問題で演習 
12 回 フランス語動詞・条件法を学習 
13 回 テキスト本文、練習問題で演習 
14 回 フランス語動詞・接続法を学習 
15 回 後期学習内容の整理・まとめ 

準備学習 1 回 前期内容の確認、復習 
2 回 前期内容の確認、復習 
3 回 人称代名詞の復習 
4 回 前回までの復習 
5 回 代名動詞の活用と用法の復習 
6 回 前回までの復習 
7 回 複合過去形の復習 
8 回 前回までの復習 
9 回 半過去形の復習 
10 回 前回までの復習 
11 回 未来形の活用、用法の復習 
12 回 フランス語動詞の法と時制の復習 
13 回 前回までの復習 
14 回 フランス語動詞の法と時制の復習 
15 回 ここまでの総復習 

 



年度 2014 
授業コード FB104010 
成績評価 定期試験（50％）中間試験（20％）クイズ（10％）提出物等（２０％） 
曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部,⼯学部,総合情報学部,生物地球学部 
見出し FB104010 日本語理解 
担当教員名 ⻘井 由佳＊ 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード 外国語としての日本語 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本語理解 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考 ・辞書を必ず持ってくること・積極的にクラスに参加し、自分で課題を見つける

姿勢を持つこと・15 回講義終了後に最終試験を実施する＊受講者のレベルやク
ラスの人数によっては、シラバスの内容を変更することがある。 

シラバスコード FB104010 
実務経験のある教員  
達成目標 中級・中上級の表現や語彙を増やし、大学の講義に役立てる。「見ればわかる」で

はなく「聞いて理解できる」を目標にする。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Japanese Comprehension 
関連科目 日本語、日本語会話、日本語表現 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 大学の講義に必要な中級・中上級の表現を増やし、整理する。「知っている」だけ

ではなく「使える」ようにするため、口頭で練習したり、実際に文を作ってみる。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 文法① 「時」に関する表現（１） 

2 回 文法② 「時」に関する表現（２） 
3 回 漢字・語彙① 「自然と人間」 
4 回 漢字・語彙② 「日本文化」 
5 回 文法③ 原因・理由 



6 回 漢字・語彙③ 「社会・教育」 
7 回 中間テスト フィードバック 
8 回 文法④ 「結果」「逆説」 
9 回 文法⑤ 条件表現（１） 
10 回 文法⑥ 条件表現（２） 
11 回 漢字・語彙④ 「政治・経済」 
12 回 漢字・語彙⑤ 「産業」 
13 回 漢字語彙⑥ 「マスコミ」 
14 回 文法⑦ 「強調」 
15 回 復習 

準備学習 1 回 時間に関係のある表現を整理しておくこと。 
2 回 先週の文型をよく復習しておくこと。 
3 回 「季節・自然」についての言葉について考えてくること。 
4 回 「日本文化」についてどんな言葉があるか、考えてくること。 
5 回 原因・理由を述べる表現を整理しておくこと。 
6 回 「社会・教育」について話す時必要な語彙を集めてくること。 
7 回 今までのプリント、クイズなどをまとめ、試験に備えること。 
8 回 「結果」を述べる表現や、「逆説」の表現を復習しておくこと。 
9 回 「と」「ば」「たら」「なら」などについて復習し 

 



年度 2014 
授業コード FB10421A 
成績評価 定期試験 70％, Small Test 10％, レポート 10％, Class-work 10％ 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜13),化学科(〜13),臨床生命科学科(〜13) 
見出し FB10421A 科学英語Ⅰ 
担当教員名 野上 憲男＊ 
単位数 2 
教科書 Animals in Danger ／ Hopkins, A. & Potter, J ／ Oxford ／ 9780194233798 ：

Recycling／Stewart S／Oxford／9780194236003 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, writing, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和, 和英, 英英などの辞書（電子辞書も可), Root and Trunk Sentences ＆ CD 
授業形態 講義 
注意備考 There are two class-works and a small test to build up your vocabulary and basic 

sentences. 
シラバスコード FB10421A 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること 
受講者へのコメント 概ね予想通りであった。しかし少数の意見も尊重し、更なる教育の質向上を目指

したい。 
連絡先 ⻄岡研究室（27 号館２階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 予想通り学習者の研究意欲を向上させるのに役だったと考える。更に受講者中⼼
の授業展開を目指していきたい。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語 I・II, 科学英語 II・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 受講者の目指すものは何かを念頭に置き、本時展開を目指す。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養

う 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Orientation--授業内容、成績等の説明 

2 回 Chapter 1: Why are animals in danger? 
Key Sentence: In 1900 there were 100,000 tigers in the world. 
3 回 Chapter 2: Why are animals in danger? 



Key Sentence: We are never going to see a dodo alive again. 
4 回 Chapter 3: Animals m 

準備学習 1 回 予習--該当ページを読み通し、単語ノートを作ること。 
復習--授業で読んだページを音読すること。 
2 回 予習--Chapter 1 を読み通し、単語ノートを作ること。 
復習--授業で読んだページを音読すること。 
3 回 予習--chapter 2 を読み通し、単語ノートを作ること。 
復習--授業で読んだページを音読すること。 
4 回 予習--Chapeter 3 を読み通し、単語ノートを作ること。 
復習--授業で読んだページを音読すること。 
5 回 予習--該当ページを読み通し、単語ノートを作ること。 
復習- 

 



年度 2014 
授業コード FB10421B 
成績評価 多読の課題提出（３０％）、発表点（１０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜13),化学科(〜13),臨床生命科学科(〜13) 
見出し FB10421B 科学英語Ⅰ 
担当教員名 丸山 糸美 
単位数 2 
教科書 The World of Science and Technology／Charles Taylor and Stephen Pople／英潮

社フェニックス／9784268003201 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 [楽しかった」というコメントが複数ありました。多読や、私の英語でのスピーチ

を楽しいと感じたり、英語をもっと学習したいと思った学生さんもいました。多
読は毎回 15 ページ程度の簡単な英文で書かれた物語を読み、要約する課題です
が、これは英語教育で効果があると承認された学習法の一つです。また、私の英
語でのスピーチは、なるべく簡単な英語を使って、内容も皆に興味があるものを
選んでいます。楽しんでくれたらうれしいです。「（和訳を言うとき）早口で聞き
取れない」というコメントがありましたが、私は構文を捉えることを重視してい
ま 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、資料を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回、必ず辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10421B 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容のより高度な英文が読解できること。 
受講者へのコメント 少人数ということもあり、アイコンタクトなどを通して意思疎通ができたと思い

ます。皆の英語に対する意欲が感じられ、このクラスを教えることに教員として
の充足感があります。 

連絡先 ２７号館２Ｆ 丸山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 綜合評価の 3 項目、特に「授業に対する教員の意欲」に対し高評価を得ました。
これは教員に対する最高の評価だと思っています。また、「授業時間外の学習時
間」も、全くしなかった学生さんもいるようですが、概ね 30 分〜2 時間程度の学
習ができたようで、よかったと思います。 

英文科目名 Scientific English I 



関連科目 英語 I・II、科学英語 II・III・IV、英会話 I・II、ＴＯＥＩＣセミナー 
次回に向けての改善変更予定 このままの教授法を続けます。変更予定はありません。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語を精読する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションを行う。多読をする。 

2 回 Lesson 1: Heat in Action の本文を音読し、精読・和訳を行う。「熱の活動」
について学習し、重要な構文である so~that, 付帯状況の with, 形式主語の it に
ついて説明する。多読をする。 
3 回 Lesson 1: Heat in Action の本文の精読・和訳を完了する。グループに分か
れて各設問を解く。多読をする。 
4 回 Lesson 2: Plants and the Atmosphere の本文を音読し、精読・和訳を行う。
「植物 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習の過程をよく把握しておくこと。 
2 回 Lesson 1 の本文を音読し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
3 回 前回の学習内容を復習しておくこと。Lesson 1 の設問[3][4][5]を予習する
こと。 
4 回 Lesson ２の本文を音読し、判らない語彙や構文を調べておくこと。 
5 回 前回の学習内容を復習しておくこと。Lesson 2 の設問[1][3][5]を予習する
こと。 
6 回 Lesson ３の本文を音読し、判らない語彙や構文を調べておくこと。 
7 回 前回の学習内容を復 

 



年度 2014 
授業コード FB10421C 
成績評価 前期定期試験８０％,講義内試験２０％により成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜13),化学科(〜13),臨床生命科学科(〜13) 
見出し FB10421C 科学英語Ⅰ 
担当教員名 浅利 明子＊ 
単位数 2 
教科書 Factfiles Disaster!with CDs ／ MARY McINTOSH ／Oxford University Press 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 授業の進め方、雰囲気、発音等高い評価を頂きました。これからも、楽しい雰囲

気の中で、時に厳しく、時に少しのプレッシャーを感じながら、 
実践力をつけていきましょう。 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 英和辞書を毎回持参すること。 

科学英語用のノート（形式は問わない）を準備すること。 
集中力のある充実した授業を目指します。無遅刻・無欠席を⼼がけて下さい。 

シラバスコード FB10421C 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント 英語の上達に日々のトレーニングは欠かせません。授業外でも授業で取り上げた

重要構文の含まれるセンテンスやディクテーションで書き取ったセンテンス等
を持ち歩き、声に出したり書いたりして練習を繰り返しましょう。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Group Discussion を通して、他者の意見に耳を傾け、更に、自分の考えを述べる
ことに慣れてきたように思われます。インターネット等で背景を調べてテキスト
を読むと、更に内容理解を深めることができます。添付のＣＤを活用して音読の
練習にも取り組みましょう。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語 I・II、 科学英語 I・II・III・IV、 英会話 I・II、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 テキストの内容をしっかりと把握した上で、自分の意見が発表できるようにコミ

ュニケーション力やプレゼンテーション力を磨いていきたいと思います。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養



う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Orientation, 授業の進め方を説明する。Warm-up Exercises をする。 

2 回 1.1 Vesuvious の重要構文、語彙等ポイントを押さえながら精読する。 
音読の練習をする。 
3 回 1.1 Vesuvious の重要構文、語彙等ポイントを押さえながら精読する。 
音読の練習をする。 
4 回 1.2 Earthquakes の重要構文、語彙等ポイントを押さえながら精読する。 
音読の練習をする。 
5 回 1.2 Earthquakes の重要構文、語彙等ポイントを押さえながら精読する 

準備学習 1 回 シラバスを確認して、学習の過程を把握しておく。 
2 回 1.1 Vesuvious の CD を何度も聞いて音読の練習をしておくこと。 
1.1 Vesuvious の分からない単語は辞書等で調べて、下読みをしておくこと。 
3 回 1.1 Vesuvious の CD を何度も聞いて音読の練習をしておくこと。 
1.1 Vesuvious の分からない単語は辞書等で調べて、下読みをしておくこと。 
4 回 1.2 Earthquakes の CD を何度も聞いて音読の練習をしておくこと。 
1.2 Earthqu 

 



年度 2014 
授業コード FB10421D 
成績評価 試験 80%、提出課題 20%により成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜13),化学科(〜13),臨床生命科学科(〜13) 
見出し FB10421D 科学英語Ⅰ 
担当教員名 石⽥ 美佐江 
単位数 2 
教科書 English for Science  役に立つ科学技術英語／須川亜紀子 他／南雲堂／

452317458X 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「少し寒かったです。」---エアコン温度集中管理の部屋ですので、衣服で調整で

きるようにお願いします。 
「文章の内容ではなく文法的なことをもっとやってほしいです。」---トピックセ
ンテンスに注意しながら文章の大意をつかむこと、 
論理的展開などを理解することなどを主眼として授業をおこなっています。文法
の細かい点については、高校の参考書などを参考に 
自主的に学びなおしてください。 
「なぜいつも笑っているんですか？」---教員自ら授業に楽しく取り組みたいと思
っています。 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10421D 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント 週当たり学習時間で「１時間程度」以上の学生が 34.4％いましたが、「全くしな

かった」の回答が 25%ありました。毎週多読用テキストを１冊読んで感想を書く
課題を課していますが、取り組まない人がいるのは残念です。 英語力アップの
ためには積極的に自ら学習に取り組んでもらいたいと思います。 

連絡先 27 号館石⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「この分野への理解が深まった」に 84.4%、「この分野への興味、関⼼が高まっ
た」に 15.6%、、「この分野での技能・技術が向上した」に２人、「今後の進路の
参考になった」と「この分野でと他の分野との関連性がわかった」にそれぞれ 1
人の回答があった。教員の意欲が「感じられた」と「少し感じられた」に合わせ



て 90.6%の回答であった。この授業に「満足」と「ほぼ満足」に合わせて 81.2%
の回答は１人であった。 授業の手法について「特にない」に 93.8%、授業の進
行と教材の提示について「特にない」に 93.8%の回答でし 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、 科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 「板書、スライド、配布資料がよく見えなかった」に１人、「板書やスライドの切

り替えなど、授業進行が速すぎた」に１人の回答がありました。授業中に次に進
んでも良いかどうかの確認を行いつつ授業をすすめていますが、さらに気をつけ
たいと思います。 

講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養
う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 今後の講義や英語の勉強方法について説明する。 

2 回 Unit1-1 Introduction の分類についての英文を読み、語彙や文法事項等につ
いて説明する。 
分類を表現する英文を確認する。 
3 回 Unit1-2 Main Reading: The Infinitesimal Atom についての英文を読み、語
彙や文法事項等について説明する。 
4 回 Unit1-2 Main Reading: The Infinitesimal Atom についての英文を読み、語
彙や文法事項等について説明する。 
5 回 Uni 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義の内容を確認して講義に臨むこと。 
2 回 Unit1-1 Introduction に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
3 回 前回の Unit1-1 Introduction にでてきた語彙や内容を復習しておくこと。 
Unit1-2 Main Reading に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
4 回 前回の Unit1-2 Main Reading 

 



年度 2014 
授業コード FB10421E 
成績評価 小テスト（４０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜13),化学科(〜13),臨床生命科学科(〜13) 
見出し FB10421E 科学英語Ⅰ 
担当教員名 奥⻄ 有理 
単位数 2 
教科書 Integrated Technical English （テクニカルイングリッシュ入門）／ Terry 

Phillips, Kenji Hitomi, Eiichi Yubune／成美堂／9784791900756 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10421E 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館２Ｆ 奥⻄研究室 

Email: yokunishi@bme.ous.ac.jp 
Tel: 086-256-9634 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ｉ・II、科学英語 II・III・IV、英会話Ｉ・II、ＴＯＥＩＣセミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：授業の目的と具体的内容について説明する。 

2 回 Unit 1 Numbers「整数」や「分数」等、数に関する語句を学び、関連した文
章を理解できるようにする。 
3 回 Unit 1 Numbers「整数」や「分数」等、数に関する語句を学び、関連した文
章を理解できるようにする。 



4 回 Unit 1 Numbers「整数」や「分数」等、数に関する語句を学び、関連した文
章を理解できるようにする。 
5 回 Unit 2 Arithmetic「四則演算」に関する語句を学び、関連した文章を理解で
き 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 Unit 1 p.1 Section 1 Vocabulary A. を音読し、分からない単語を調べておく
こと。 
Unit 1 pp.2~3 Section 2 Reading を音読し、分からない単語を調べておくこと。 
3 回 Unit 1 p.1 Section 1 Vocabulary A. を音読し、分からない単語を調べておく
こと。 
Unit 1 pp.2~3 Section 2 Reading を音読し、分からない単語を調べておくこと。 
小テストのため復習を 

 



年度 2014 
授業コード FB10421F 
成績評価 期末試験 100% 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜13),化学科(〜13),臨床生命科学科(〜13) 
見出し FB10421F 科学英語Ⅰ 
担当教員名 河本 誠 
単位数 2 
教科書 Our Place in the Universe／Ian 他／成美堂／978-4-7919-1015-1 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 正当な理由がある場合を除き、５回以上の欠席で評価なし(E)とする。 
シラバスコード FB10421F 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 河本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、ＴＯＥＩＣセミナー 
次回に向けての改善変更予定 より分かりやすい説明を⼼がけていきたいと思います 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

次回からの発表割り当てを行う。 
2 回 Unit 1 Impact Craters . Evidence of a Violent Past を読み始める。１パラグ
ラフごとに担当学生が日本語訳を発表し、それに対しコメントした後日本語訳を
繰り返す。その後、質問を受けた後、次のパラグラフに進んでいく。 
3 回 Unit 1 Impact Craters . Evidence of a Violent Past を引き続き読み進める。 
4 回 Unit 2 Tides . The Ocean 

準備学習 1 回 教科書に目を通しておくこと！ 



2 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
3 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
4 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
5 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
6 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
7 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
8 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
9 回 今回読み進む範囲のと 

 



年度 2014 
授業コード FB10421G 
成績評価 定期テスト 40％、中間テスト 30％、課題 20％、小テスト 10％ 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜13),化学科(〜13),臨床生命科学科(〜13) 
見出し FB10421G 科学英語Ⅰ 
担当教員名 今城 暁子＊ 
単位数 2 
教科書 Machines Then and Now [Oxford Read and Discover]／James Styring／Oxford 

University Press／9780194644372 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「英語は苦手でしたが少し得意になった気がします」 「英語は苦手だけど、ち

ょっとわかるようになった！」と嬉しい記述がありました。「暗唱が良かった」
「確認がこまめにあって良かった」という記述もありました。 
英語嫌いになってほしくないので、これからも分かりやすく丁寧な授業をするよ
う⼼がけます。 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回（初回を除く）、前回のチェック事項を確認してくること。 

また、科学英語用のノートと辞書（電子辞書可、携帯不可）を持参し、積極的な
態度で講義に臨むこと。 

シラバスコード FB10421G 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント 前回の復習と 1 時間程度の予習をし、休まず出席すること、そして積極的に講義

に参加することが大切です。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 86.3％の受講者が、「授業に対する教員の意欲を感じ」てくれ、77.3％が「この授
業に満足し」86.4％が「授業の目標をだいたい達成できた」ことは教員にとって
とても嬉しいことです。 
また、半分以上の受講者が一度も欠席しないで、授業時間外に一時間以上学習し
てくれたことも喜ばしく思います。 
残念なことは、3,4 回欠席した人が 27.3％いたことです。秋期はお休みしないで
出席してほしいと思っています。 



英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 受講者が、より興味が持てるよう、講義内容を再度研究、改善したいと思ってい

ます。 
講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 科学英語の取り組み方を説明し、テキストの Introduction(p3)を学習する。 

2 回 1 The First Machines を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
3 回 Activity 1(pages 24-5)をする。 
2 Round and Round を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
4 回 Activity 2(pages 26-27)をする。 
3 Ramps and Cranes を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
5 回 Activity 3(pages 2 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義内容を確認して講義に臨むこと。 
テキストの Introduction(p3)の質問の答えを考えてくること。 
2 回 前回のチェック事項を確認し、1 The First Machines を読み、語彙、構文を
調べて講義に臨むこと。 
3 回 前回のチェック事項を確認し、Activity 1(pages 24-25)をしてくること。 
2 Round and Round を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
4 回 前回のチェック事項を確認し、Activity 2(pages 26-2 

 



年度 2014 
授業コード FB10421H 
成績評価 定期試験 60%   Mini test 30%  提出 10% 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜13),化学科(〜13),臨床生命科学科(〜13) 
見出し FB10421H 科学英語Ⅰ 
担当教員名 是近 成子＊ 
単位数 2 
教科書 ①All About Islands [Oxford Read and Discover]／James Styring／Oxford／

9780194645430 
②All About Islands Activity Book [Oxford Read and Discover] 

アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 みなさんに配布しているノートプリントが使いやすいとのコメント、有難うござ

いました。更に改善を加えてより使いやすいノートを作りたいと考えています。
自由記述の内容を今後の参考にさせていただきます。有難うございました。 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 毎回辞書を持参するようにして下さい。電子辞書でも従来の紙辞書でもかまいま

せん。ただし、携帯やスマートフォン等の辞書以外の機能がある機器の使用は、
授業の中では認めておりませんので注意して下さい。 

シラバスコード FB10421H 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解することを目標にしています。 
受講者へのコメント 宿題などの指示した課題にとてもよく取り組んでいました。科学の内容を英語で

読んでいくという困難な授業なので、どうしても事前学習が必要になります。予
習の習慣が体得できれば良いと思います。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 他のクラスに比べて欠席率が少し高いクラスであったと思います。 
授業時間外での学習はとてもよく取り組んでおり、週当たりの学習時間が３時間
程度以上という学生も８％ほどいて熱⼼な取り組み方だと思います。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語 I/II、科学英語 I/II, III、IV 
次回に向けての改善変更予定 授業内容については 60％以上の方が満足しているようですが、さらに多くの学

生が満足できる授業になるように丁寧な説明と指導を⼼掛けたいと思います。 



講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れることを目的とし
ています。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Orientation 

Introduction 
2 回 What is an island? 
3 回 Volcanic islands 
4 回 Tropical islands 
5 回 Amazing island species 
6 回 Supplement 1 (Presentation) 
7 回 Supplement 2 (Presentation) 
8 回 Remote islands 1 
9 回 Remote islands 2 
10 回 Big islands 
11 回 Man-made islands 
 

準備学習 1 回 一回目の授業には必ずテキストを持参して下さい。前もって学内のテキス
ト販売所で購入しておくことを忘れないで下さい。 
2 回 授業までに予習をして、新出単語の意味をノートにまとめておくようにし
ておいて下さい。また、授業には毎回必ず辞書を持参するようにして下さい。 
3 回 授業までに予習をして、新出単語の意味をノートにまとめておくようにし
ておいて下さい。また、授業には毎回必ず辞書を持参するようにして下さい。 
4 回 授業までに予習をして、新出単語の意味をノートにまとめておくようにし
ておいて下さい。また、授業には 

 



年度 2014 
授業コード FB10421J 
成績評価 課題(40%), 定期試験(50%), 発表(10%)に受講態度を加えて評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜13),化学科(〜13),臨床生命科学科(〜13) 
見出し FB10421J 科学英語Ⅰ 
担当教員名 嶋村 優枝＊ 
単位数 2 
教科書 FACTFILES Rainforests ／ ROWENA AKINYEMI ／ OXFORD UNIVERSITY 

PRESS／ISBN 978-0-19-423381-1 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 内容に興味が持てると理解度も高まります。教科書後半も深く理解しながら読ん

で下さい。内容が難しいと感じる場合は、参考資料や授業での解説で補ってくだ
さい。質問も積極的にしてください。「訳をゆっくり言ってほしい」という希望は
よくありますが、予習・復習を十分にして、全文訳をひたすら書き取るという授
業態度から脱出できるよう努力しましょう。 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。必要に応じて、プリントを配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回、辞書を持参する。教科書を忘れた場合は、必ず必要部分をコピーして受講

する。 
シラバスコード FB10421J 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント 授業で伝えたとおり、易しい英語で書かれた教科書は読解力が必要です。想像力

も発揮して内容を十分に理解してください。また、音読がまだまだ足りません。
CD を聴き、音読する回数を増やしましょう。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 出席率は比較的よい。欠席ゼロと１回を合わせて約７割に達している。授業時間
外の学習時間は多い。３時間またはそれ以上と答えた受講者が１割強おり、約半
数が１時間以上かけている。授業時間外に宿題などの指示された課題に取り組ん
だ受講生は約７割で、７２％がこの分野への理解が深まったと感じている。授業
の目標達成はだいたいできたも含めて過半数が達成できたと感じている。授業の
満足度も同様に、ほぼ満足とあわせて過半数が満足としている。 

英文科目名 Scientific English I 



関連科目 英語 Ⅰ・Ⅱ, 科学英語 Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ, 英会話 Ⅰ・Ⅱ, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 内容理解を助けるため、参考資料が多くなります。日本語の資料ですが、授業時

間内に一緒に読める量は少ないので、残りは自主的に読んで教科書の内容を深く
理解してください。 

講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Introduction： 

① 受講と評価に関する注意点を確認する。 
② Listening に取り組み、課題を提出する。 
2 回 INTRODUCTION： 
①教科書の INTRODUCTION を音読し、内容を正しく理解して、本文の内容理
解の基礎とする。 
②次回以降に発表したい部分を探す。 
③復習課題を提出する。 
3 回 1 Rainforests(1)： 
①返却された前回の課題の解答例を確認する。 
②教科書を見ながら、CD を聴き、正しい発音を確認する。 
③発表者は、担当部分を音読し、内容を説明する。文法 

準備学習 1 回 シラバスを確認すること。 
2 回 教科書の表紙の次のページの RAINFORESTS と題のついた一節を音読する
こと。滑らかに読めるまで練習し、判らない語を辞書で調べて、全体の内容を考
えること。 
3 回 1 Rainforests p.1~2 を音読し、内容を理解すること。発音や意味の解らない
語があれば、辞書で調べておくこと。発表したい部分を選ぶこと。 
4 回 1 Rainforests p.3~5 を音読し、内容を理解しておくこと。発音や意味の解ら
ない語は辞書で調べておくこと。 
5 回 2 Why rainfor 

 



年度 2014 
授業コード FB10421L 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 40%, 

Final Test - 60% 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜13),化学科(〜13),臨床生命科学科(〜13) 
見出し FB10421L 科学英語Ⅰ 
担当教員名 デイビット ニール 
単位数 2 
教科書 Animals in Danger ／ Hopkins, A. & Potter, J ／ Oxford ／ 9780194233798 ：

Rainforests (Bookworms Factfiles) ／ Rowena Akinyem ／ Oxford ／
9780194235860 

アクティブラーニング  
キーワード Reading and Technical Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 Thank you for your nice comments. I am glad you enjoyed the class. 
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB10421L 
実務経験のある教員  
達成目標 The students will read one page at a time and underline the important information. 

The teacher and the class will go over the page and discuss which information is 
important. Basic technical writing will be practiced using information from the 
students la 

受講者へのコメント Thank you for trying hard during the class. I hope you will try to study English 
harder. 

連絡先 27 号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Thank you for the nice ranking. 
英文科目名 Scientific English I 
関連科目 English 1 and 2, Scientific English 1, Eikawa 1 and 2, TOEIC Seminar 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve reading and technical writing. The focus will be on reading but basic 

technical writing will also be covered. 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Introduction and Chapter 1 (Why are animals in danger?) 



2 回 Chapter 1 (Why are animals in danger?) and Writing 
3 回 Chapter 2 (The effects of humans) and Writing 
4 回 Chapter 2 (The effects of humans) and Writing 
5 回 Chapter 3 (Animals matter) and Writing 
6 回 

準備学習 1 回 Bring the Textbook, notebook and writing instrument to class. 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Underline any words you still do not know from last week. Bring your homework 
and worksheets. 
3 回 Review what 

 



年度 2014 
授業コード FB10422A 
成績評価 定期試験（６０％）、小テスト（１５％）、課題提出（１０％）、発表点（１５％）

により行う。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13),基礎理学科(〜13),生物化学科(〜13),

動物学科(〜13) 
見出し FB10422A 科学英語Ⅰ 
担当教員名 赤羽 美鳥＊ 
単位数 2 
教科書 Our Place in the Universe / Ian Bowring 他 / 成美堂 / 978-4-7919-1015-1 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 進度が速く、予習が大変だった。授業中に訳を書き取る余裕がなかった。予習の

範囲が広く、全てをやる時間がなかった。授業の解説は分かり易かった。難しい
授業だったが、このクラスで授業が受けられてよかた。先生の流暢な英語が聴け
てよかった。 
― 難しい授業ですが、レベルの高いところに身を置くということは、自分を向
上させるためには大切なことです。頑張りましょう。英語の発音の上達は、音読
あるのみです。 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典（手持ちのもの、但し携帯電話、スマートフォンの辞書は不可） 
授業形態 講義 
注意備考 欠席日数が 1/3 をこえる者は定期試験の受験資格を失う。 
シラバスコード FB10422A 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容のより高度な英文が読解できること。 
受講者へのコメント この授業は、進度も速く、扱う量も多いが、大部分の人が頑張ってついてきてく

れているという印象である。自分が努力した分だけ力が確実につくので、今後も
頑張ってほしいと思っている。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習時間の項目で、ごく少数であるが、全くしなかったとの回答が
あった。このクラスは、学生の皆さんのレベルが高く、真剣に取り組もうと努力
をすれば、必ず力がつくと考えています。自分を向上させるために、頑張りまし
ょう。 
授業の満足度は、満足・ほぼ満足で１００％であった。皆さんが努力したおかげ
です。 



少数ではあるが、授業の進行、扱う量が多いという意見もあった。 
英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語 I・II,科学英語 II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 進度が少し速いので、若干ゆっくりにしようと思っている。また、基本的なこと

を質問しにくい雰囲気があるので、気楽に質問できる雰囲気づくりをしていきた
い。 

講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語を精読する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 テクストの確認、準備学習、復習などを含めた学習方法の説明、講義の進め

方についての説明をする。 
Unit 1 (1)を学習する。 
2 回 Unit 1 (2)を学習する。 
3 回 Unit 2 (1)を学習する。 
4 回 Unit 2 (2)を学習する。 
5 回 Unit 3 (1)を学習する。 
6 回 Unit 3 (2)を学習する。 
7 回 Unit 4 (1)を学習する。 
8 回 Unit 4 (2)を学習する。 
9 回 Unit 5 (1)を学習する。 
10 回 Unit 5(2)を学習する。 
11 回 Unit 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、テクストに目を通しておくこと。 
細かく読み進める前に、テクストの英文全体に目を通し、まずは概要をつかむ。
その後、辞書で分からない語彙を調べながら読み進めていく。音読も必ずするこ
と。 
2 回 細かく読み進める前に、テクストの英文全体に目を通し、まずは概要をつか
む。その後、辞書で分からない語彙を調べながら読み進めていく。音読も必ずす
ること。 
3 回 細かく読み進める前に、テクストの英文全体に目を通し、まずは概要をつか
む。その後、辞書で分からない語彙を調べながら読み進めていく。音読も必ず 

 



年度 2014 
授業コード FB10422B 
成績評価 期末試験 ７０％ 提出物、ミニテストなど ３０％ 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13),基礎理学科(〜13),生物化学科(〜13),

動物学科(〜13) 
見出し FB10422B 科学英語Ⅰ 
担当教員名 佐久川 豊子＊ 
単位数 2 
教科書 Understanding Basic Science／EIHOSHA／ISBN4-269-18022-6 C1082 
アクティブラーニング  
キーワード Reading,Science,Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典 
授業形態 講義 
注意備考 専門科目の準備として、積極的に取り組んでくれることを、期待しています。 
シラバスコード FB10422B 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容のより高度な英文が読解できること。 
受講者へのコメント 英語で科学の基礎を学習することで、より明確に把握できたのではないかと思い

ます。専門に進んでからも英語での記述に対して積極的に取り組んでくれるよう
に期待します。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 とても熱⼼に取り組んでくれたと思います。細かいところもしっかり聞いてメモ
を取ってくれたのでアンケートにも反映していると思います。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語を精読する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 単語、英文の下調べおよび練習問題もやってみる。具体的には学期の初めと授業

のときその都度説明することとする。 
 



年度 2014 
授業コード FB10422C 
成績評価 試験 80%、提出課題 20%により成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13),基礎理学科(〜13),生物化学科(〜13),

動物学科(〜13) 
見出し FB10422C 科学英語Ⅰ 
担当教員名 石⽥ 美佐江 
単位数 2 
教科書 English for Science  役に立つ科学技術英語／須川亜紀子 他／南雲堂／

452317458X 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「⿊板の字が大きくて見やすいですが、反射で見えなくなるので少し濃く書いて

ほしいです。」---座る位置を移動してもらってもかまいません。 
「後期もお願いします。」---秋学期も一緒に頑張りましょう。 
「ポケモンの映画おもしろかったです。」---ありがとう。英語への取り組みの一
助になればと思います。秋学期も英語カフェをします。参加してくださいね。 
「進度をもう少し考えてやってほしい」---少し遅れ気味になってしまったので、
秋学期はシラバスどおりに進みたいと思います。授業の準備を行い、授業進行に
協力してください 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10422C 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント 週当たり学習時間で「１時間程度」以上の学生が 24.1％いました。「指示された

課題以外の学習にも自主的に取り組んだ」に３人、「シラバス、授業で提示された
教科書や参考書、資料を利用して勉強した」に３人、「関連する図書や資料を自分
で探して勉強した」に１人の回答がありました。このような前向きな姿勢が英語
力アップにつながると思います。今後も続けてください。 
その一方で、「全くしなかった」の回答が 10.3%ありました。毎週多読用テキス
トを１冊読んで感想を書く課題を課していますが、取り組まない人がいるのは残
念です。 

連絡先 27 号館石⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 「この分野への理解が深まった」に 79.3%、「この分野への興味、関⼼が高まっ
た」に 31.0%、、「この分野での技能・技術が向上した」に 1 人、「今後の進路の
参考になった」に 3 人、「この分野でと他の分野との関連性がわかった」に 2 人
の回答があった。教員の意欲が「感じられた」と「少し感じられた」に合わせて
96.6%の回答であった。この授業に「満足」と「ほぼ満足」に合わせて 82.7%の
回答であった。 授業の手法について「特にない」に 93.1%、授業の進行と教材
の提示について「特にない」に 89.7%の回答でした。特に 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、 科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 少し遅れ気味でしたのでシラバスどおりに進みたいと考えています。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 今後の講義や英語の勉強方法について説明する。 

2 回 Unit1-1 Introduction の分類についての英文を読み、語彙や文法事項等につ
いて説明する。 
分類を表現する英文を確認する。 
3 回 Unit1-2 Main Reading: The Infinitesimal Atom についての英文を読み、語
彙や文法事項等について説明する。 
4 回 Unit1-2 Main Reading: The Infinitesimal Atom についての英文を読み、語
彙や文法事項等について説明する。 
5 回 Uni 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義の内容を確認して講義に臨むこと。 
2 回 Unit1-1 Introduction に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
3 回 前回の Unit1-1 Introduction にでてきた語彙や内容を復習しておくこと。 
Unit1-2 Main Reading に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
4 回 前回の Unit1-2 Main Reading 

 



年度 2014 
授業コード FB10422D 
成績評価 定期テスト 40%、中間テスト 30%、 課題 20%、 小テスト 10% 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13),基礎理学科(〜13),生物化学科(〜13),

動物学科(〜13) 
見出し FB10422D 科学英語Ⅰ 
担当教員名 今城 暁子＊ 
単位数 2 
教科書 FACTFILES [Disaster!] ／  MARY McINTOSH ／ Oxford University Press ／

9780194233958 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「日本語訳を書き取れないので日本語訳のプリントが欲しい」という記述があり

ました。テキスト以外の英文も理解できるよう、訳を聞いて書き取るのではなく、
文法、構文、文の構造の説明を聞いてほしいと思っています。講義中にしっかり
聞いて、もし聞きもらしたり理解できない場合は、講義最後の質問時間か、講義
終了後に質問に来て下さい。 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回（初回を除く）、前回のチェック事項を確認してくること。また、科学英語用

のノートと辞書（電子辞書可、携帯不可）を持参し、積極的な態度で講義に臨む
こと。 

シラバスコード FB10422D 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント 前回の復習と 1 時間程度の予習をし、休まず出席すること、そして積極的に講義

に参加することが大切です。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 70％の受講者が欠席は一回以下、80％が「授業時間外に一時間以上」学習してく
れ、「この分野での理解が深まった」だけではなく、「興味、関⼼が高まり」「技
能、技術が向上した」受講者も数多くいて嬉しく思いました。また、73.3％が「こ
の授業の目標をだいたい達成でき」、96.6％の受講者が、「授業に対する教員の意
欲を感じ」てくれたことも教員にとっては喜ばしいことでした。 
残念だったのは、三回以上欠席した受講者が 20％いたこと、「一回の授業で扱う
量が多い」と答えた受講者が数名いたことです。秋期はもう少しゆっくりと 



英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、 科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 受講者が、より興味が持てるよう、講義内容を再度研究、改善したいと思ってい

ます。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 科学英語の取り組み方について説明する。 

また、テキストの Before Reading(p76)  を学習しながら、講義の進め方を説明
する。 
2 回 Can we survive?(p1) 1 Natural disasters  を読み、内容を理解し、文法事項
等学習する。 
3 回 1.1 Vesuvius を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
4 回 1.1 Vesuvius を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
5 回 1.3 The Asian Tsunami を読み、内容を理解し、文法事 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義内容を確認して講義に臨むこと。 
テキストの Before Reading(p76) を読み、学習してくること。 
2 回 前回のチェック事項を確認し、Can we survive?(p1) 1 Natural disasters  を
読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
3 回 前回のチェック事項を確認し、1.1 Vesuvius を読み、語彙、構文を調べて講
義に臨むこと。 
4 回 前回のチェック事項を確認し、1.1 Vesuvius を読み、語彙、構文を調べて講
義に臨むこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FB10422E 
成績評価 期末試験 100% 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13),基礎理学科(〜13),生物化学科(〜13),

動物学科(〜13) 
見出し FB10422E 科学英語Ⅰ 
担当教員名 河本 誠 
単位数 2 
教科書 Our Place in the Universe／Ian 他／成美堂／978-4-7919-1015-1 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 正当な理由がある場合を除き、５回以上の欠席で評価なし(E)とする。 
シラバスコード FB10422E 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 河本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、ＴＯＥＩＣセミナー 
次回に向けての改善変更予定 より分かりやすい説明を⼼がけていきたいと思います 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

次回からの発表割り当てを行う。 
2 回 Unit 1 Impact Craters . Evidence of a Violent Past を読み始める。１パラグ
ラフごとに担当学生が日本語訳を発表し、それに対しコメントした後日本語訳を
繰り返す。その後、質問を受けた後、次のパラグラフに進んでいく。 
3 回 Unit 1 Impact Craters . Evidence of a Violent Past を引き続き読み進める。 
4 回 Unit 2 Tides . The Ocean 



準備学習 1 回 教科書全体に目を通しておくこと！ 
2 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
3 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
4 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
5 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
6 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
7 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
8 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
9 回 今回読み進む範囲 

 



年度 2014 
授業コード FB10422F 
成績評価 小テスト・ワークシート等(20%)、レポート・課題(30%)、定期試験(50%)として

評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13),基礎理学科(〜13),生物化学科(〜13),

動物学科(〜13) 
見出し FB10422F 科学英語Ⅰ 
担当教員名 ⻄川 憲一 
単位数 2 
教科書 English for Science  役に立つ科学技術英語／須川亜紀子 他／南雲堂／

9784523174585 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 各自の専門分野の学習と同様重要なものであるとの意識で臨むこと。また、自己

の知識や見識を深めるよう努力すること。講義時には辞書を携行することが望ま
しい。説明等で、プレゼンテーションソフト等を使用することがある。 

シラバスコード FB10422F 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語 I・II、 科学英語 II・III・IV、 英会話 I・II、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Orientation and Introduction 

2 回 Unit 1-1 Language Focus: Classifying / Topic Focus: The Composition of 
Matter 



3 回 Unit 1-2 Main Reading: The Infinitesimal Atom (1) 
4 回 Unit 1-2 Main Reading: The Infinitesimal Atom (2) 
5 回 Unit 2-1 Language Focus: Comparin 

準備学習 1 回 シラバスの内容をよく確認し、本講義の学習内容および過程を把握してお
くこと。 
2 回 Sentence Patterns で示されている語彙や表現の内容をあらかじめ辞書等で
確認しておくこと。 
3 回 Vocabulary Building の説明および表に目を通し、Vocabulary in Context の
各問題に解答しておくこと。また、⻑文で書かれていることはどんなことかおお
まかな予想を立てておくことこと。 
4 回 前回の内容を復習し、⻑文についてわからない語句や表現などについても
辞書等であらかじめ調 

 



年度 2014 
授業コード FB10422G 
成績評価 プレゼンテーション・提出課題３０％、小テスト２０％、期末テスト５０％によ

り成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13),基礎理学科(〜13),生物化学科(〜13),

動物学科(〜13) 
見出し FB10422G 科学英語Ⅰ 
担当教員名 林 玉美＊ 
単位数 2 
教科書 AFP Science Report：AFP で知る科学の世界／涼平淳：Bill Benfield：辻本智子：

村尾純子／成美堂／9784791912889 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ご苦労様でした。科学記事を読むことはおもしろいことですね。 
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 辞書 
授業形態 講義 
注意備考 予習と復習、Web 学習をすること。 

Unit ごとに復習課題を提出すること。 
Unit ごとに確認テストを実施する。 
各自の選んだ課題について、感想を英文でプレゼンテーションする。 
期末テストは記述により実施する。 

シラバスコード FB10422G 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント ほとんどの学生が毎回課題を提出していました。また、要約文の和訳も次第に内

容を正確に理解して、適切な表現で書けるようになりました。小テストの英作文
はやや苦手な学生もいましたが、主語。動詞の語順に気をつけて、意味を考えな
がら、文を作っていきましょう。今後は、インターネットや雑誌の英文記事も積
極的に読んでみて、英語で知識を広げる楽しさを体験していってください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 最新の科学情報が満載の教材で、内容の理解に困難なところがあったうえに、宿
題や小テストが毎回あって、大変だったと思いますが、ほとんどの学生はがんば
ったという実感をもって終了しているようです。 

英文科目名 Scientific English I 



関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、ＴＯＥＩＣセミナー 
次回に向けての改善変更予定 少しスピードアップして、できるだけ多くの科学記事に親しんでもらいたいと思

っています。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Orientation の後、ニュース英文を使って、読解のポイントを説明する。 

2 回 Unit 1 New Look for Luxury Cars “子顔”が売りのアメ車（アメリカ） 
Listening を通して、重要語句、英文を音読した後、英文の内容を読解し、確認問
題をする。 
Listening を通して、ニュース英文を音読し、英文の理解を確認する。 
3 回 Unit 2 Net Surffing for Robots 自律するロボット（日本） 
Listening を通して、重要語句、英文を音読した後、英 

準備学習 1 回 テキストの Contents を読んでおくこと。 
2 回 Unit 1 の“Presenting the Contents” まで予習しておくこと。 
3 回 Unit 2 の“Presenting the Contents” まで予習しておくこと。 
Unit 1 の復習課題を提出すること。 
4 回 Unit 3 の“Presenting the Contents” まで予習しておくこと。 
Unit 2 の復習課題を提出すること。 
5 回 Unit 4 の“Presenting the Contents” まで予 

 



年度 2014 
授業コード FB10422H 
成績評価 前期定期試験８０％,講義内試験２０％により成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13),基礎理学科(〜13),生物化学科(〜13),

動物学科(〜13) 
見出し FB10422H 科学英語Ⅰ 
担当教員名 浅利 明子＊ 
単位数 2 
教科書 Factfiles Disaster! with CDs ／ MARY McINTOSH／Oxford／9780194236065 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 『発音する機会が多くあって良かった。』との記述がありました。しっかり声に

出して英語の筋肉をつけていきましょう。 
これからも、楽しい雰囲気の中で、時に厳しく、時に少しのプレッシャーを感じ
ながら、実践力をつけていきましょう。 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 英和辞書を毎回持参すること。 

科学英語用のノート（形式は問わない）を準備すること。 
集中力のある充実した授業を目指します。無遅刻・無欠席を⼼がけて下さい。 

シラバスコード FB10422H 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント 英語の上達に日々のトレーニングは欠かせません。授業外でも授業で取り上げた

重要構文の含まれるセンテンスやディクテーションで書き取ったセンテンス等
を持ち歩き声に出したり、書いたりして練習を繰り返しましょう。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Group Discussion を通して、他者の意見に耳を傾け、更に、自分の考えを述べる
ことに慣れてきたように思われます。インターネット等で背景を調べてテキスト
を読むと、更に内容理解を深めることができます。添付のＣＤを活用して音読の
練習にも取り組みましょう。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語 I・II、 科学英語 I・II・III・IV、 英会話 I・II、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 テキストの内容をしっかりと把握した上で、自分の意見が発表できるようにコミ



ュニケーション力やプレゼンテーション力を磨いていきたいと思います。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Orientation, 授業の進め方を説明する。Warm-up Exercises をする。 

2 回 1.1 Vesuvious の重要構文、語彙等ポイントを押さえながら精読する。 
音読の練習をする。 
3 回 1.1 Vesuvious の重要構文、語彙等ポイントを押さえながら精読する。 
音読の練習をする。 
4 回 1.2 Earthquakes の重要構文、語彙等ポイントを押さえながら精読する。 
音読の練習をする。 
5 回 1.2 Earthquakes の重要構文、語彙等ポイントを押さえながら精読する 

準備学習 1 回 シラバスを確認して、学習の過程を把握しておく。 
2 回 1.1 Vesuvious の CD を何度も聞くこと。 
1.1 Vesuvious の分からない単語は辞書等で調べて、下読みをしておくこと。 
3 回 1.1 Vesuvious の CD を何度も聞くこと。 
1.1 Vesuvious の分からない単語は辞書等で調べて、下読みをしておくこと。 
4 回 1.2 Earthquakes の CD を何度も聞くこと。 
1.2 Earthquakes の分からない単語は辞書等で調べて、下読みをしておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FB10422J 
成績評価 定期試験 60%   Mini test 30%  提出 10% 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13),基礎理学科(〜13),生物化学科(〜13),

動物学科(〜13) 
見出し FB10422J 科学英語Ⅰ 
担当教員名 是近 成子＊ 
単位数 2 
教科書 ①All About Islands [Oxford Read and Discover]／James Styring／Oxford／

9780194645430 
②All About Islands Activity Book [Oxford Read and Discover] 

アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特にありません。 
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 毎回辞書を持参するようにして下さい。電子辞書でも従来の紙辞書でもかまいま

せん。ただし、携帯やスマートフォン等の辞書以外の機能がある機器の使用は、
授業の中では認めておりませんので注意して下さい。 

シラバスコード FB10422J 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解することを目標にしています。 
受講者へのコメント 宿題などの指示した課題にとてもよく取り組んでおり、この分野への理解や関⼼

が科学英語を通して深められたことはとても良いと思います。さらに科学の分野
への興味、関⼼が高まることを期待します。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 午後からの授業ということもあり、少し欠席が多いクラスでした。 
授業時間外での学習にはとてもよく取り組んでいて、週当たり学習時間が 1 時間
以上の学生が 60％を超えるという素晴らしい学習態度だったと思います。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語 I/II、科学英語 I/II, III、IV 
次回に向けての改善変更予定 英語の内容読解を学生に指導することはできるのですが科学が専門分野ではな

いので、次回はより熱意をもって指導出来るように努力したいと思います。 
講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れることを目的とし



ています。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Orientation 

Introduction 
2 回 What is an island? 
3 回 Volcanic islands 
4 回 Tropical islands 
5 回 Amazing island species 
6 回 Supplement 1 (Presentation) 
7 回 Supplement 2 (Presentation) 
8 回 Remote islands 1 
9 回 Remote islands 2 
10 回 Big islands 
11 回 Man-made islands 
 

準備学習 1 回 一回目の授業には必ずテキストを持参して下さい。前もって学内のテキス
ト販売所で購入しておくことを忘れないで下さい。 
2 回 授業までに予習をして、新出単語の意味をノートにまとめておくようにし
ておいて下さい。また、授業には毎回必ず辞書を持参するようにして下さい。 
3 回 授業までに予習をして、新出単語の意味をノートにまとめておくようにし
ておいて下さい。また、授業には毎回必ず辞書を持参するようにして下さい。 
4 回 授業までに予習をして、新出単語の意味をノートにまとめておくようにし
ておいて下さい。また、授業には 

 



年度 2014 
授業コード FB10422L 
成績評価 課題(40%), 定期試験(50%), 発表(10%)に受講態度を加えて評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13),基礎理学科(〜13),生物化学科(〜13),

動物学科(〜13) 
見出し FB10422L 科学英語Ⅰ 
担当教員名 嶋村 優枝＊ 
単位数 2 
教科書 FACTFILES Rainforests ／ ROWENA AKINYEMI ／ OXFORD UNIVERSITY 

PRESS／ISBN 978-0-19-423381-1 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 受講態度は学習内容の理解に大きく影響します。私語は迷惑行為の一つですか

ら、禁止し注意します。ただし、授業内容に関する質問は積極的にして下さい。 
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。必要に応じて、プリントを配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回、辞書を持参する。教科書を忘れた場合は、必ず必要部分をコピーして受講

する。 
シラバスコード FB10422L 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント 教科書は易しい英語で書かれていますが、読解力が必要です。想像力を働かせて、

理解する努力をしてください。また、音読の回数を増やしましょう。CD をよく
聴き、音読をすると効果的です。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 出席率はよく、66.7％の受講生が欠席ゼロである。授業時間外の学習時間は幅が
ある。３時間またはそれ以上と答えた受講生が８％いるが、全くしなかった受講
生は１２％おり、１時間程度と３０分程度がそれぞれ約３割と４割である。授業
時間外の学習は、宿題などの指示された課題に 66.7％が取組み、20.8％がシラバ
ス、授業で提示された資料を利用して勉強したと答えている。その結果、約半数
がこの分野への理解が深まり、３割が興味・関⼼が高まったと感じている。全体
的に満足度が高く、意欲的といえる。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語 Ⅰ・Ⅱ, 科学英語 Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ, 英会話 Ⅰ・Ⅱ, TOEIC セミナー 



次回に向けての改善変更予定 教科書の内容理解を助けるため、参考資料が多くなります。日本語の資料なので、
授業時間内に一緒に読めなかったところは自主的に読んで、理解を深めてくださ
い。 

講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Introduction： 

① 受講と評価に関する注意点を確認する。 
② Listening に取り組み、課題を提出する。 
2 回 INTRODUCTION： 
①教科書の INTRODUCTION を音読し、内容を正しく理解して、本文の内容理
解の基礎とする。 
②次回以降に発表したい部分を探す。 
③復習課題を提出する。 
3 回 1 Rainforests(1)： 
①返却された前回の課題の解答例を確認する。 
②教科書を見ながら、CD を聴き、正しい発音を確認する。 
③発表者は、担当部分を音読し、内容を説明する。文法 

準備学習 1 回 シラバスを確認すること。 
2 回 教科書の表紙の次のページの RAINFORESTS と題のついた一節を音読する
こと。滑らかに読めるまで練習し、判らない語を辞書で調べて、全体の内容を考
えること。 
3 回 1 Rainforests p.1~2 を音読し、内容を理解すること。発音や意味の解らない
語があれば、辞書で調べておくこと。発表したい部分を選ぶこと。 
4 回 1 Rainforests p.3~5 を音読し、内容を理解しておくこと。発音や意味の解ら
ない語は辞書で調べておくこと。 
5 回 2 Why rainfor 

 



年度 2014 
授業コード FB10422M 
成績評価 定期試験(55％)、課題提出(21％)、小テスト(10％)、発表点(14％)により総合的

に行う。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13),基礎理学科(〜13),生物化学科(〜13),

動物学科(〜13) 
見出し FB10422M 科学英語Ⅰ 
担当教員名 大野 浩恵＊ 
単位数 2 
教科書 Japan's Skyline／椋平淳、辻本智子、村尾純子、玉⽥麻里子、Ryan Smithers／金

星堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回予習をしてから授業に臨むこと。 

必ず英和辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10422M 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Orientation 

2 回 Unit 1: Design First! 
3 回 Unit 1: Design First! (Activities) 
4 回 Unit 2: Meeting Athletes' Needs 
5 回 Unit 2: Meeting Athletes' Needs (Activities) 



6 回 Unit 3: Seven Years in the Making 
7 回 Unit 3: Seven Years in the Making (Activities) 
8 回 Unit 

準備学習 1 回 シラバスの内容を確認しておくこと。 
2 回 Unit 1 の英文を読んで（音読も含む）内容を把握し、辞書で分からない語彙
を調べること。 
3 回 Unit 1 の練習問題を解いておくこと。 
4 回 Unit 2 の英文を読んで（音読も含む）内容を把握し、辞書で分からない語彙
を調べること。 
5 回 Unit 2 の練習問題を解いておくこと。 
6 回 Unit 3 の英文を読んで（音読も含む）内容を把握し、辞書で分からない語彙
を調べること。 
7 回 Unit 3 の練習問題を解いておくこと。 
8 回 Unit 4 の英文を読んで（音 

 



年度 2014 
授業コード FB10423A 
成績評価 多読の課題提出（３０％）、発表点（１０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13),情報⼯学科(〜13),知能機械⼯学科(〜13),⼯学プロジ

ェクトコース(〜13) 
見出し FB10423A 科学英語Ⅰ 
担当教員名 丸山 糸美 
単位数 2 
教科書 The World of Science and Technology／Charles Taylor and Stephen Pople／英潮

社フェニックス／9784268003201 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、資料を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回、必ず辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10423A 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容のより高度な英文が読解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先  ２７号館２Ｆ 丸山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語 I・II、科学英語 II・III・IV、英会話 I・II、ＴＯＥＩＣセミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語を精読する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションを行う。多読をする。 

2 回 Lesson 1: Heat in Action の本文を音読し、精読・和訳を行う。「熱の活動」
について学習し、重要な構文である so~that, 付帯状況の with, 形式主語の it に
ついて説明する。多読をする。 
3 回 Lesson 1: Heat in Action の本文の精読・和訳を完了する。グループに分か
れて各設問を解く。多読をする。 
4 回 Lesson 2: Plants and the Atmosphere の本文を音読し、精読・和訳を行う。



「植物 
準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習の過程をよく把握しておくこと。 

2 回 Lesson 1 の本文を音読し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
3 回 前回の学習内容を復習しておくこと。Lesson 1 の設問[3][4][5]を予習する
こと。 
4 回 Lesson ２の本文を音読し、判らない語彙や構文を調べておくこと。 
5 回 前回の学習内容を復習しておくこと。Lesson 2 の設問[1][3][5]を予習する
こと。 
6 回 Lesson ３の本文を音読し、判らない語彙や構文を調べておくこと。 
7 回 前回の学習内容を復 

 



年度 2014 
授業コード FB10423B 
成績評価 定期試験 50％， 課題・小テスト・プレゼンテーション等 50％ 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13),情報⼯学科(〜13),知能機械⼯学科(〜13),⼯学プロジ

ェクトコース(〜13) 
見出し FB10423B 科学英語Ⅰ 
担当教員名 山根 真由美＊ 
単位数 2 
教科書 Our Place in the Universe／Ian Bowring／成美堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 繰り返し説明してくれるので理解しやすかったという声と、スピードが速いので

もう少しゆっくり説明してほしいとの声がありました。みなさんの反応を見なが
ら対応したいと思います。 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 講義には必ず辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10423B 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント 皆さんがまじめに授業に臨んでくれるので、毎時間がとても楽しみです。これか

らもこの姿勢を大切に授業に取り組んでほしいと思っています。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好な評価をもらい、嬉しく思っています。 
英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ，科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ，英会話Ⅰ・Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 文法事項の確認をもう少ししたいという声がありましたので、できるだけその要

望に応えたいと思います。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Unit 1 の内容を、Reading 中⼼に講義する。 

2 回 Unit 1 の内容定着を目指し、講義する。 
3 回 Unit 3 の内容を、Reading 中⼼に講義する。 



4 回 Unit 3 の内容定着を目指し、講義する。 
5 回 Unit 5 の内容を、Reading 中⼼に講義する。 
6 回 Unit 5 の内容定着を目指し、講義する。 
7 回 Unit 7 の内容を、Reading 中⼼に講義する。 
8 回 Unit 7 の内容定着を目指し、講義する。 
9 回 Unit 7 の内容定着を目指し、講義する。 
10 回 Unit 9 

準備学習 1 回 辞書を用いて Unit 1 を予習・復習すること。 
2 回 辞書を用いて Unit 1 を予習・復習すること。 
3 回 辞書を用いて Unit 3 を予習・復習すること。 
4 回 辞書を用いて Unit 3 を予習・復習すること。 
5 回 辞書を用いて Unit 5 を予習・復習すること。 
6 回 辞書を用いて Unit 5 を予習・復習すること。 
7 回 辞書を用いて Unit 7 を予習・復習すること。 
8 回 辞書を用いて Unit 7 を予習・復習すること。 
9 回 辞書を用いて Unit 7 を予習・復習すること。 
10 回 辞書を用いて Un 

 



年度 2014 
授業コード FB10423C 
成績評価 定期試験 70％, Small Test 10％, レポート 10％, Class-work 10％ 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13),情報⼯学科(〜13),知能機械⼯学科(〜13),⼯学プロジ

ェクトコース(〜13) 
見出し FB10423C 科学英語Ⅰ 
担当教員名 ⻄岡 啓治 
単位数 2 
教科書 Animals in Danger／Hopkins, A. & Potter, J／Oxford／9780194233798 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 もっと早く進めて欲しい――英語のよくできる方には物足りなく、苦手な方には

難しすぎる、という問題が常にあります。物足らない方は、授業以外のところで
インターネットを利用した学習などやってくださるようお願いします。 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和, 和英, 英英などの辞書（電子辞書も可), Root and Trunk Sentences ＆ CD 
授業形態 講義 
注意備考 There are two class-works and a small test to build up your vocabulary and basic 

sentences. 
シラバスコード FB10423C 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること 
受講者へのコメント 真面目に取り組んでいただきました。クラスの雰囲気も勉強するという空気でし

た。 
連絡先 ⻄岡研究室（27 号館２階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合的には、無難な評価をいただいたようです。英語に対する必要性を感じてい
る人が多いからでしょうか。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語 I・II, 科学英語 II・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 宿題など指示された課題に取り組む人は８割以上います、したがって、取り組み

安い課題をもう少し出そうと考えています。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養

う 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Vocabulary notebook. Class-work. Small Test. Report. Presentation. Root ＆ 



Trunk Sentences CD. 
2 回 Chapter 1: Why are animals in danger? R ＆ T=trucks 1 ＆ 2. 
Key Sentence: In 1900 there were 100,000 tigers in the world. 
3 回 Chapter 1: Why are animals in da 

準備学習 １．教材としてテキスト２種類、辞書(電子辞書も可）、ノートは必需品です。毎
回チェックすること。 
２．シラバスでその日のレッスンページを確認し、所定の形式で単語帳を作って
授業に臨むこと。 
３．復習も準備につながるので、前回読んだページを最低 3 回は音読しておくこ
と。耳から自分の英語を聞き日本語訳しなくても内容がほぼ理解できるようにな
ること。CD 等があれば聞く練習を怠らないこと。 
４．宿題をやって出席すること。 

 



年度 2014 
授業コード FB10423D 
成績評価 期末試験 70%、 小テスト 30%により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13),情報⼯学科(〜13),知能機械⼯学科(〜13),⼯学プロジ

ェクトコース(〜13) 
見出し FB10423D 科学英語Ⅰ 
担当教員名 松岡 由美子＊ 
単位数 2 
教科書 Disaster／MARY McINTOSH ／Oxford／9780194236065 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「後期も頑張ります。」「英語の授業っていう感じを味わえた。」「自主的に CD を

聞いた。」等の積極的なコメントはとても嬉しく、励みになります。予習、復習を
頑張り、真面目に授業に取り組んでいたのですね。この努力を継続し、さらにレ
ベルアップして欲しいと思います。 
「⿊板の端が見づらい時があった。」という記述がありました。今後も、ブライン
ドを閉めたり、見え方の確認をしながら注意をしてゆきますので、そのような時
は遠慮なく言ってください。 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典 
授業形態 講義 
注意備考 必ず予習・復習をし、英和辞典を持参して授業に臨むこと。 
シラバスコード FB10423D 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント 出席率も良く、私語もなく、ほぼ全受講生が大変真摯な態度で受講してくれたこ

とに感謝しています。受講生のみなさんの予習、復習の努力と授業での集中力に
はいつも感⼼していました。後期も一緒に頑張りましょう。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]〜[C]の項目では、意欲を持って、積極的に授業に取り組んでいる受講生が大
多数であることが分かりました。特に、94.4%の受講生が、教員の意欲を「感じ
られた」「少し感じられた」と回答し、授業の満足度や目標達成度の高さにつなが
ったことを嬉しく思います。[E]の項目では、90%以上の受講生が「特にない」と
回答していますが、さらに授業改善に努めたいと思います。 

英文科目名 Scientific English I 



関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、 科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 特に大きな変更予定はありません。基礎的な文法の復習もしながら読解力の向上

を目指します。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。Can we survive? の英文を読み、解説をする。英文中

の重要な文法、語法、構文の説明をする。 
2 回 1 Natural disasters、 1.1 Vesvius の英文を読み、解説をする。英文中の重
要な文法、語法、構文の説明をする。 
3 回 1.1 Vesvius の英文を読み、解説をする。英文中の重要な文法、語法、構文
の説明をする。 
4 回 p.77 ACTIVITIES  1.1 Vesvius の練習問題の解答をしながら、英文内容の
理解を確認する。 
1.2 Ear 

準備学習 1 回 テキストを購入し、Can we survive? の英文を読み、分からない単語や熟語，
語法などを辞書を引いて調べておくこと。 
2 回 1 Natural disasters と 1.1 Vesuvius の英文を読み、分からない単語や熟語、
語法などを辞書を引いて調べておくこと。 
3 回 1.1 Vesuvius の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを辞書を引い
て調べておくこと。 
4 回 1.1 Vesuvius の復習をして、p.77 ACTIVITIES  1.1 の練習問題を解いてお
くこと。 
1 

 



年度 2014 
授業コード FB10423E 
成績評価 定期試験(55％)、課題提出(21％)、小テスト(10％)、発表点(14％)により総合的

に行う。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13),情報⼯学科(〜13),知能機械⼯学科(〜13),⼯学プロジ

ェクトコース(〜13) 
見出し FB10423E 科学英語Ⅰ 
担当教員名 大野 浩恵＊ 
単位数 2 
教科書 Japan's Skyline／椋平淳、辻本智子、村尾純子、玉⽥麻里子、Ryan Smithers／金

星堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回予習をしてから授業に臨むこと。 

必ず英和辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10423E 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Orientation 

2 回 Unit 1: Design First! 
3 回 Unit 1: Design First! (Activities) 
4 回 Unit 2: Meeting Athletes' Needs 



5 回 Unit 2: Meeting Athletes' Needs (Activities) 
6 回 Unit 3: Seven Years in the Making 
7 回 Unit 3: Seven Years in the Making (Activities) 
8 回 Unit 

準備学習 1 回 シラバスの内容を確認しておくこと。 
2 回 Unit 1 の英文を読んで（音読も含む）内容を把握し、辞書で分からない語彙
を調べること。 
3 回 Unit 1 の練習問題を解いておくこと。 
4 回 Unit 2 の英文を読んで（音読も含む）内容を把握し、辞書で分からない語彙
を調べること。 
5 回 Unit 2 の練習問題を解いておくこと。 
6 回 Unit 3 の英文を読んで（音読も含む）内容を把握し、辞書で分からない語彙
を調べること。 
7 回 Unit 3 の練習問題を解いておくこと。 
8 回 Unit 4 の英文を読んで（音 

 



年度 2014 
授業コード FB10423F 
成績評価 試験 80%と提出課題 20%により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13),情報⼯学科(〜13),知能機械⼯学科(〜13),⼯学プロジ

ェクトコース(〜13) 
見出し FB10423F 科学英語Ⅰ 
担当教員名 石⽥ 美佐江 
単位数 2 
教科書 Materials To Products／Alex Raynham／Oxford／9780194645058 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 回答がありませんでした。 
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10423F 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント 週当たり学習時間で「１時間程度」以上の学生が４２．１％いましたが、「全くし

なかった」に 4 人の回答がありました。 復習課題を２週に１度は取り組んでも
らっていますが、それ以外にも積極的に自ら学習に取り組んでもらいたいと思い
ます。 

連絡先 27 号館石⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「この分野への理解が深まった」に 78.9%、「この分野への興味、関⼼が高まっ
た」に 15.8%、、「この分野での技能・技術が向上した」に 1 人、「コミュりょく
やプレゼン力などの実社会で必要な力が高まった」に 1 人の回答があった。教員
の意欲が「感じられた」と「少し感じられた」に合わせて 94.7%の回答であった。
この授業に「満足」と「ほぼ満足」に合わせて 84.2%の回答であった。 授業の
手法について「特にない」に 89.5%、授業の進行と教材の提示について「特にな
い」に 84.2%の回答でした。[ 
受講者数が多すぎる」 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、 科学英語 II・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 特に問題のない評価であると考えますのでありません。 



講義目的 基本的な語彙、文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 英語学習の方法や今後の講義について説明する。 

2 回 Unit1 The First Materials の p4-p5 の Flint and Fur と Wood and Plant につ
いての英文読み、語彙や文法事項等について説明する。 
3 回 Unit1 The First Materials の p6-p7 の Clay、Bronze and Iron、Stone につ
いての英文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
p36-p37 の練習問題を説明する。 
4 回 Unit2 Rocks and Minerals 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義内容を確認して講義に臨むこと。 
2 回 Unit1 The First Materials の p4-p5 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこ
と。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
3 回 前回の Unit1 The First Materials の p4-p5 の語彙や内容を復習しておくこ
と。 
Unit1 The First Materials の p6-p7 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FB10423G 
成績評価 定期試験 ５０％、提出課題 ３０％、小テスト ２０％ 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13),情報⼯学科(〜13),知能機械⼯学科(〜13),⼯学プロジ

ェクトコース(〜13) 
見出し FB10423G 科学英語Ⅰ 
担当教員名 井上 麻美子＊ 
単位数 2 
教科書 Rainforests (Bookworms Factfiles) ／ Rowena Akinyem ／ Oxford ／

9780194235860 
アクティブラーニング  
キーワード Readiing, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 個々のコメントへの回答は授業中に対応します。 
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 毎回辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10423G 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント 約８割が１回以内の欠席で、課題の予習も、回を重ねるごとに完成度が高まり、

真剣に授業に臨む受講者が増加しました。後期は、課題だけでなく、テキスト全
体の学習にも自主的に取り組み、引き続き積極的授業参加を⼼がけて、一層「自
分で考える」習慣を身に付けてください。なお、前期同様、私語や居眠りは授業
の進行の妨げになりますので、慎みましょう。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ８割弱が、「宿題などの課題に取り組んだ」、３名を除く全員が「時間外学習」を
行っている、と回答していることから、大多数が、積極的に授業参加した姿勢が
うかがえます。「授業の目標を達成できた、だいたいできた」が８割、「授業に満
足、ほぼ満足」が８割強でしたが、「この分野への興味、関⼼が高まった」とした
受講者の割合が 3 割程度で、低いと感じました。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 アンケートの授業の手法及び進行についての意見を加味し、受講者との意思の疎

通を図りながら、この分野への興味、関⼼そして目標の達成度を高めていく努力



をしていきたい。 
講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教科書と課題への取り組み方、授業の内容、及び辞書の活用方法について説

明する。教科書の序文を読解する。 
2 回 Chapter 1: Rainforests を読解する。予習済みの課題プリントを完成する。 
3 回 Chapter 1 を読解する。予習済みの課題プリントを完成する。 
4 回 Chapter 1 を読解する。予習済みの課題プリントを完成する。 
5 回 Chapter 1 を読解する。予習済みの課題プリントを完成する。 
6 回 Chapter 2 : Why rainforests are impor 

準備学習 初回は、シラバスに目を通し、テキストの読解予定の箇所を予習すること。次回
より、教科書と課題プリントの事前に指示した個所の予習，及び小テストに備え
た復習を行うこと。 

 



年度 2014 
授業コード FB10423H 
成績評価 期末試験 100% 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13),情報⼯学科(〜13),知能機械⼯学科(〜13),⼯学プロジ

ェクトコース(〜13) 
見出し FB10423H 科学英語Ⅰ 
担当教員名 河本 誠 
単位数 2 
教科書 Japan's Skyline／椋平 他／金星堂／978-4-7647-3985-7 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 正当な理由がある場合を除き、５回以上欠席すると評価なし(E)とする。 
シラバスコード FB10423H 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 河本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、ＴＯＩＥＣセミナー 
次回に向けての改善変更予定 より分かりやすい説明を⼼がけていきたいと思います 
講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 1 Design First!: このユニットに対し、学生に１文ずつ英文の意味を考
え発表させながら読み進んでいく。その際、まずは単語の意味を問い、次にその
文をブロックに分けて各ブロック内の意味を考え発表させた後、最終的に文全体
の意味をまとめ上げさせる。 
3 回 Unit 1 Design First!: 引き続き、同じようにして読み進める。 
4 回 Unit 1 Design First!: 引き続き、同じようにして読み進める。 
5 回 Unit 1 Design Fi 



準備学習 1 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
2 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
3 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
4 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
5 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
6 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
7 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
8 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 

 



年度 2014 
授業コード FB10424A 
成績評価 期末試験 70%、 小テスト 30%により評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13),電気電子システム学科(〜13),生体医⼯学科(〜13),⼯

学プロジェクトコース(〜13) 
見出し FB10424A 科学英語Ⅰ 
担当教員名 松岡 由美子＊ 
単位数 2 
教科書 Disaster／MARY McINTOSH ／Oxford／9780194236065 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特にありませんでした。 
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典 
授業形態 講義 
注意備考 必ず予習・復習をし、英和辞典を持参して授業に臨むこと。 
シラバスコード FB10424A 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容のより高度な英文が読解できること。 
受講者へのコメント 出席率が非常に良く、私語もなく、ほぼ全ての受講生が大変真摯な態度で受講し

てくれたことに感謝しています。受講生のみなさんの予習、復習の努力と授業で
の集中力にはいつも感⼼していました。みなさんの、日々の地道な努力の積み重
ねは、着実に成果を上げていると思います。後期も一緒に頑張りましょう。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]〜[C]の項目では、ほぼ全ての受講生が、意欲を持って、積極的に授業に取り
組んでいることが分かりました。特に、教員の意欲を「感じられた」「少し感じら
れた」と回答した受講生が 100%であり、授業の満足度や目標達成度の高さにつ
ながったことを、大変嬉しく思います。[E]の項目では、90%以上の受講生が「特
にない」と回答していますが、さらに授業改善に努めたいと思います。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、 科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 特に大きな変更予定はありません。文法、語法、構文の理解を確実に強化しなが

ら、読解力の向上を目指します。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語を精読する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション。Can we survive? の英文を読み、解説をする。英文中
の重要な文法、語法、構文の説明をする。 
2 回 1 Natural disasters、 1.1 Vesvius の英文を読み、解説をする。英文中の重
要な文法、語法、構文の説明をする。 
3 回 1.1 Vesvius の英文を読み、解説をする。英文中の重要な文法、語法、構文
の説明をする。 
4 回 p.77 ACTIVITIES  1.1 Vesvius の練習問題の解答をしながら、英文内容の
理解を確認する。 
1.2 Ear 

準備学習 1 回 テキストを購入し、Can we survive? の英文を読み、分からない単語や熟語，
語法などを辞書を引いて調べておくこと。 
2 回 1 Natural disasters と 1.1 Vesuvius の英文を読み、分からない単語や熟語、
語法などを辞書を引いて調べておくこと。 
3 回 1.1 Vesuvius の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを辞書を引い
て調べておくこと。 
4 回 1.1 Vesuvius の復習をして、p.77 ACTIVITIES  1.1 の練習問題を解いてお
くこと。 
1 

 



年度 2014 
授業コード FB10424B 
成績評価 試験 80%、提出課題 20%により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13),電気電子システム学科(〜13),生体医⼯学科(〜13),⼯

学プロジェクトコース(〜13) 
見出し FB10424B 科学英語Ⅰ 
担当教員名 石⽥ 美佐江 
単位数 2 
教科書 Techinical English 1／Daid Bonamy／PEARSON／9781405845458 

と多読用洋書 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「ありがとうございました」---秋学期も一緒にがんばりましょう。 
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10424B 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント 週当たり学習時間で「１時間程度」以上の学生が３９．５％いました。「指示され

た課題以外の学習にも自主的に取り組んだ」に 4 人、「シラバス、授業で提示さ
れた教科書や参考書、資料を利用して勉強した」に３人の回答がありました。こ
のような前向きな姿勢が英語力アップにつながると思います。今後も続けてくだ
さい。 その一方で、「全くしなかった」の回答が 18.2%ありました。 英語力ア
ップのためには積極的に自ら学習に取り組んでもらいたいと思います。 

連絡先 27 号館石⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「この分野への理解が深まった」に 57.6%、「この分野への興味、関⼼が高まっ
た」に 30.3%、、「この分野での技能・技術が向上した」に 15.2%、「今後の進路
の参考になった」に 2 人、「この分野でと他の分野との関連性がわかった」に 2
人、「学習方法の改善に役立った」に 1 人の回答があった。教員の意欲が「感じ
られた」と「少し感じられた」に合わせて 87.9%の回答であった。この授業に「満
足」と「ほぼ満足」に合わせて 78.8%の回答であった。 授業の手法について「特
にない」に 97.0%、授業の進行と教材の提示について 

英文科目名 Scientific English I 



関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、 科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 特に問題がない評価であると考えていますのでありません。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 今後の講義や英語の勉強方法について説明する。 

2 回 Unit1 Check-up(pp.4-6)で使われる語彙や文法事項等について説明する。 
多読用洋書を読む。 
3 回 Unit1 Check-up(pp.7-9)で使われる語彙や文法事項等について説明する。 
多読用洋書を読む。 
4 回 Unit2 Parts(1)(pp.10-12)で使われる語彙や文法事項等について説明する。 
多読用洋書を読む。 
5 回 Unit2 Parts(1)(pp.13-15)で使われる語彙や文法事項等について説明する。 
多読用 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義の内容を確認して講義に臨むこと。 
2 回 Unit1 で使われる語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
3 回 前回にでてきた語彙や内容を復習しておくこと。 
4 回 前回にでてきた語彙や内容を復習しておくこと。 
Unit2 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
5 回 前回にでてきた語彙や内容を復習しておくこと。 
6 回 前回にでてきた語彙や内容を復習しておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FB10424C 
成績評価 小テスト（４０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13),電気電子システム学科(〜13),生体医⼯学科(〜13),⼯

学プロジェクトコース(〜13) 
見出し FB10424C 科学英語Ⅰ 
担当教員名 奥⻄ 有理 
単位数 2 
教科書 Integrated Technical English （テクニカルイングリッシュ入門）／ Terry 

Phillips, Kenji Hitomi, Eiichi Yubune／成美堂／9784791900756 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10424C 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館２Ｆ 奥⻄研究室 

Email: yokunishi@bme.ous.ac.jp 
Tel: 086-256-9634 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ｉ・II、科学英語 II・III・IV、英会話Ｉ・II、ＴＯＥＩＣセミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：授業の目的と具体的内容について説明する。 

2 回 Unit 1 Numbers「整数」や「分数」等、数に関する語句を学び、関連した文
章を理解できるようにする。 
3 回 Unit 1 Numbers「整数」や「分数」等、数に関する語句を学び、関連した文



章を理解できるようにする。 
4 回 Unit 1 Numbers「整数」や「分数」等、数に関する語句を学び、関連した文
章を理解できるようにする。 
5 回 Unit 2 Arithmetic「四則演算」に関する語句を学び、関連した文章を理解で
き 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 Unit 1 p.1 Section 1 Vocabulary A. を音読し、分からない単語を調べておく
こと。 
Unit 1 pp.2~3 Section 2 Reading を音読し、分からない単語を調べておくこと。 
3 回 Unit 1 p.1 Section 1 Vocabulary A. を音読し、分からない単語を調べておく
こと。 
Unit 1 pp.2~3 Section 2 Reading を音読し、分からない単語を調べておくこと。 
小テストのため復習を 

 



年度 2014 
授業コード FB10424D 
成績評価 定期試験 70％, Small Test 10％, レポート 10％, Class-work 10％ 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13),電気電子システム学科(〜13),生体医⼯学科(〜13),⼯

学プロジェクトコース(〜13) 
見出し FB10424D 科学英語Ⅰ 
担当教員名 ⻄岡 啓治 
単位数 2 
教科書 Animals in Danger／Hopkins, A. & Potter, J／Oxford／9780194233798 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 私の授業を受けることにより英語学習の方法が少しでも改善されるよう、⼯夫し

ます。 
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和, 和英, 英英などの辞書（電子辞書も可), Root and Trunk Sentences ＆ CD 
授業形態 講義 
注意備考 There are two class-works and a small test to build up your vocabulary and basic 

sentences. 
シラバスコード FB10424D 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること 
受講者へのコメント 単語ノート、作ってください。必ず底力になります。 
連絡先 ⻄岡研究室（27 号館２階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 真面目に取り組んでいただきありがたかったです。ただ 56 限は時に眠い授業に
なりました、私の力不足でしょうか。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語 I・II, 科学英語 II・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業以外での英語学習時間が「30-60 分」が 70％を超えています。隙間時間を有

効利用して 1 日に 10 分勉強してくれると、週当たり 1-2 時間の学習時間になり
ますのでやってみてください。Slow and steady wins the race. 

講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養
う 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Vocabulary notebook. Class-work. Small Test. Report. Presentation. Root ＆ 

Trunk Sentences CD. 



2 回 Chapter 1: Why are animals in danger? R ＆ T=trucks 1 ＆ 2. 
Key Sentence: In 1900 there were 100,000 tigers in the world. 
3 回 Chapter 1: Why are animals in da 

準備学習 １．教材としてテキスト２種類、辞書(電子辞書も可）、ノートは必需品です。毎
回チェックすること。 
２．シラバスでその日のレッスンページを確認し、所定の形式で単語帳を作って
授業に臨むこと。 
３．復習も準備につながるので、前回読んだページを最低 3 回は音読しておくこ
と。耳から自分の英語を聞き日本語訳しなくても内容がほぼ理解できるようにな
ること。CD 等があれば聞く練習を怠らないこと。 
４．宿題をやって出席すること。 

 



年度 2014 
授業コード FB10424E 
成績評価 定期試験 ５０％、提出課題 ３０％、小テスト ２０％ 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13),電気電子システム学科(〜13),生体医⼯学科(〜13),⼯

学プロジェクトコース(〜13) 
見出し FB10424E 科学英語Ⅰ 
担当教員名 井上 麻美子＊ 
単位数 2 
教科書 Rainforests (Bookworms Factfiles) ／ Rowena Akinyem ／ Oxford ／

9780194235860 
アクティブラーニング  
キーワード Readiing, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 個々のコメントへの回答は授業中に対応します。 
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 毎回辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10424E 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント 約７割が１回以内の欠席で、課題の予習も、回を重ねるごとに完成度が高まり、

私語もほとんどなく、真剣に授業に臨む受講者が増加していきました。後期は、
課題だけでなく、テキスト全体の学習にも自主的に取り組み、引き続き積極的授
業参加を⼼がけて、一層「自分で考える」習慣を身に付けてください。なお、居
眠りは授業進行の妨げになりますので、慎みましょう。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ９割が「宿題などの課題に取り組んだ」、１名を除く全員が「時間外学習」を行っ
ている、と回答していることから、大半が積極的に授業参加した姿勢がうかがえ
ます。これに対して、「授業の目標を達成できた、だいたいできた」が７割弱、と
やや低く、「この分野への興味、関⼼が高まった」とした受講者は１割程度で、非
常に残念な結果でした。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 アンケートの授業の手法及び進行についての意見を加味して、受講者との意思の

疎通を図りながら、この分野への理解を深め、目標の達成度を高めていく努力を



していきたい。 
講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教科書と課題への取り組み方、授業の内容、及び辞書の活用方法について説

明する。教科書の序文を読解する。 
2 回 Chapter 1: Rainforests を読解する。予習済みの課題プリントを完成する。 
3 回 Chapter 1 を読解する。予習済みの課題プリントを完成する。 
4 回 Chapter 1 を読解する。予習済みの課題プリントを完成する。 
5 回 Chapter 1 を読解する。予習済みの課題プリントを完成する。 
6 回 Chapter 2 : Why rainforests are impor 

準備学習 初回は、シラバスに目を通し、テキストの読解予定の箇所を予習すること。次回
より、教科書と課題プリントの事前に指示した個所の予習，及び小テストに備え
た復習を行うこと。 

 



年度 2014 
授業コード FB10424F 
成績評価 期末試験 100% 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13),電気電子システム学科(〜13),生体医⼯学科(〜13),⼯

学プロジェクトコース(〜13) 
見出し FB10424F 科学英語Ⅰ 
担当教員名 河本 誠 
単位数 2 
教科書 Japan's Skyline／椋平 他／金星堂／978-4-7647-3985-7 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 正当な理由がある場合を除き、５回以上欠席すると評価なし(E)とする。 
シラバスコード FB10424F 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 河本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、ＴＯＩＥＣセミナー 
次回に向けての改善変更予定 より分かりやすい説明を⼼がけていきたいと思います 
講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 1 Design First!: このユニットに対し、学生に１文ずつ英文の意味を考
え発表させながら読み進んでいく。その際、まずは単語の意味を問い、次にその
文をブロックに分けて各ブロック内の意味を考え発表させた後、最終的に文全体
の意味をまとめ上げさせる。 
3 回 Unit 1 Design First!: 引き続き、同じようにして読み進める。 
4 回 Unit 1 Design First!: 引き続き、同じようにして読み進める。 
5 回 Unit 1 Design Fi 



準備学習 1 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
2 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
3 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
4 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
5 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
6 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
7 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
8 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 

 



年度 2014 
授業コード FB10424G 
成績評価 課題 20％、小テスト 20％、定期試験 60％として評価を行う。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13),電気電子システム学科(〜13),生体医⼯学科(〜13),⼯

学プロジェクトコース(〜13) 
見出し FB10424G 科学英語Ⅰ 
担当教員名 佐藤 佳子＊ 
単位数 2 
教科書 Incredible Energy／Louise&Richard Spilsbury／Oxford 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「課題の量や授業のペースが適当だった」→負担なく学習できてよかったです。 

「手を挙げて答えたら点をあげるようにしたらよいと思う」→いつもその通りに
するのは難しいですが、試してみたいと思います。意見をありがとう。 
「意味わからん」→率直な意見に感謝しますが、わからない時は質問をしたり、
提出プリントにわからない箇所を提示しましょう。説明を加えるようにします。 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜資料を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 予習復習をすること。辞書を携帯すること。 
シラバスコード FB10424G 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント ほとんどの学生が授業時間以外に学習（30 分〜3 時間）をしています。その姿勢

を継続してください。だた、全くしなかったと回答した学生もいました。英語で
は家庭学習や予・復習が授業の満足度や達成感に大きく関わります。自学、自習
の習慣をつけてください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「この授業の目標を達成できた〜半分程度できた」と回答した学生が 90％以上
いました。しかし、できなかったと回答した学生が約 3％（1 名）いました。授
業に満足、ほぼ満足したと回答した学生が 70％、不満を感じた学生はいませんで
した。回答者の多くは授業自体に大きな不満を持たなかったと考えます。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語 I・II、科学英語 II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 「板書、スライド、配布資料が良く見えなかった」という意見と、「⿊板やプロジ



ェクターをもっと利用するとよい」という意見がありました。考慮しようと思い
ます。 

講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。教科書の Introduction を使って授業の進め方につい

て説明する。 
2 回 熱エネルギーに関する英文を読んで、この項目に関係のある語彙、文法項
目、英語表現について学習する。 
3 回 電気に関する英文を読んで、この項目に関係のある語彙、文法項目、英語表
現について学習する。 
4 回 バッテリーに関する英文を読んで、この項目に関係のある語彙、文法項目、
英語表現について学習する。 
5 回 化石燃料に関する英文を読んで、この項目に関係のある語彙、文法項目、英
語表現について学習する。 
6 回 火力 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。教科書 3 ページに目を通しておくこと。 
2 回 予習として教科書の該当するページを読んで、単語を調べておくこと。 
3 回 前回の復習をして質問に答えられるようにしておくこと。予習として教科
書の該当するページを読んで、単語を調べておくこと。 
4 回 前回の復習をして質問に答えられるようにしておくこと。予習として教科
書の該当するページを読んで、単語を調べておくこと。 
5 回 前回の復習をして質問に答えられるようにしておくこと。予習として教科
書の該当するページを読んで、単語を調べておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FB10425A 
成績評価 小テスト（４０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜13),⼯学プロジェクトコース(〜13),情報科学科(〜13),建築学科(〜

13) 
見出し FB10425A 科学英語Ⅰ 
担当教員名 奥⻄ 有理 
単位数 2 
教科書 Integrated Technical English （テクニカルイングリッシュ入門）／ Terry 

Phillips, Kenji Hitomi, Eiichi Yubune／成美堂／9784791900756 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 分かりやすいとのことでよかった。 
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10425A 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント 予習が良くできており授業進行をスムーズに行うことができました。 
連絡先 ２７号館２Ｆ 奥⻄研究室 

Email: yokunishi@bme.ous.ac.jp 
Tel: 086-256-9634 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 満足の評価だった。 
英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ｉ・II、科学英語 II・III・IV、英会話Ｉ・II、ＴＯＥＩＣセミナー 
次回に向けての改善変更予定 難易度が若干簡単に感じた学生もいますので、後期は少し上げていきます。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：授業の目的と具体的内容について説明する。 

2 回 Unit 1 Numbers「整数」や「分数」等、数に関する語句を学び、関連した文
章を理解できるようにする。 
3 回 Unit 1 Numbers「整数」や「分数」等、数に関する語句を学び、関連した文



章を理解できるようにする。 
4 回 Unit 1 Numbers「整数」や「分数」等、数に関する語句を学び、関連した文
章を理解できるようにする。 
5 回 Unit 2 Arithmetic「四則演算」に関する語句を学び、関連した文章を理解で
き 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 Unit 1 p.1 Section 1 Vocabulary A. を音読し、分からない単語を調べておく
こと。 
Unit 1 pp.2~3 Section 2 Reading を音読し、分からない単語を調べておくこと。 
3 回 Unit 1 p.1 Section 1 Vocabulary A. を音読し、分からない単語を調べておく
こと。 
Unit 1 pp.2~3 Section 2 Reading を音読し、分からない単語を調べておくこと。 
小テストのため復習を 

 



年度 2014 
授業コード FB10425B 
成績評価 課題提出(30%)、試験(70%)により行う。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜13),⼯学プロジェクトコース(〜13),情報科学科(〜13),建築学科(〜

13) 
見出し FB10425B 科学英語Ⅰ 
担当教員名 笠本 晃代＊ 
単位数 2 
教科書 Understanding Basic Science ／ Graham Hill and John Holman ／ 英 宝 社 ／

9784269180222 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB10425B 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養

う 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 科学英語の目的・意義について説明する。 

2 回 UNIVERSE について説明する。 
3 回 THE SUN, THE EARTH AND THE MOON について説明する。 
4 回 LIVING THINGS について説明する。 
5 回 CELLS について説明する。 
6 回 BLOOD Ⅰについて説明する。 



7 回 BLOOD Ⅱについて説明する。 
8 回 ATOMS AND MOLECULES について説明する。 
9 回 MOVING PARTICLES について説明する。 
10 回 RUSTING について説明する。 
1 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 P.6-7 の問題を解いておくこと 
3 回 P.11-12 の問題を解いておくこと 
4 回 P.16-17 の問題を解いておくこと 
5 回 P.21-22 の問題を解いておくこと 
6 回 P.26-27 の問題を解いておくこと 
7 回 P.31-32 の問題を解いておくこと 
8 回 P.36-37 の問題を解いておくこと 
9 回 P.42-43 の問題を解いておくこと 
10 回 P.47-48 の問題を解いておくこと 
11 回 P.52-53 の問題を解いておく 

 



年度 2014 
授業コード FB10425C 
成績評価 定期試験 70％, Small Test 10％, レポート 10％, Class-work 10％ 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜13),⼯学プロジェクトコース(〜13),情報科学科(〜13),建築学科(〜

13) 
見出し FB10425C 科学英語Ⅰ 
担当教員名 ⻄岡 啓治 
単位数 2 
教科書 Animals in Danger／Hopkins, A. & Potter, J／Oxford／9780194233798 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 好意的なコメントが多かったです。 
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和, 和英, 英英などの辞書（電子辞書も可), Root and Trunk Sentences ＆ CD 
授業形態 講義 
注意備考 There are two class-works and a small test to build up your vocabulary and basic 

sentences. 
シラバスコード FB10425C 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること 
受講者へのコメント 授業で質問された場合、積極的に答えていただけることを希望します。反応がな

いと、こちらもやりにくいので。また、授業準備としては、単語を調べてきてほ
しいのですが、授業で進むページを一度、目をとおすだけでもやってから出席し
てくれればずいぶん分かりやすくなります。 

連絡先 ⻄岡研究室（27 号館２階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合的には、無難な評価をいただいたようです。英語に対する必要性を感じてい
る人が多いからでしょうか。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語 I・II, 科学英語 II・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 宿題など指示された課題に取り組む人は７割弱います、したがって、取り組み安

い課題を出して、さらに勉強してもらいたいです。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養

う 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Vocabulary notebook. Class-work. Small Test. Report. Presentation. Root ＆ 



Trunk Sentences CD. 
2 回 Chapter 1: Why are animals in danger? R ＆ T=trucks 1 ＆ 2. 
Key Sentence: In 1900 there were 100,000 tigers in the world. 
3 回 Chapter 1: Why are animals in da 

準備学習 １．教材としてテキスト２種類、辞書(電子辞書も可）、ノートは必需品です。毎
回チェックすること。 
２．シラバスでその日のレッスンページを確認し、所定の形式で単語帳を作って
授業に臨むこと。 
３．復習も準備につながるので、前回読んだページを最低 3 回は音読しておくこ
と。耳から自分の英語を聞き日本語訳しなくても内容がほぼ理解できるようにな
ること。CD 等があれば聞く練習を怠らないこと。 
４．宿題をやって出席すること。 

 



年度 2014 
授業コード FB10425D 
成績評価 定期テスト 40％、中間テスト 30％、課題 20％、小テスト 10％ 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜13),⼯学プロジェクトコース(〜13),情報科学科(〜13),建築学科(〜

13) 
見出し FB10425D 科学英語Ⅰ 
担当教員名 今城 暁子＊ 
単位数 2 
教科書 Machines Then and Now [Oxford Read and Discover]／James Styring／Oxford 

University Press／9780194644372 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 一人の受講者から「専門的かつ多少は学生が苦しむぐらいの教材を使ってほし

い」という記述がありました。 
アンケートの 8)で「教科書や資料が、少し平易なもののほうがよい」と答えた受
講者もいるので、教科書選びはむずかしいのですが、要望に応えられるよう少し
レベルの高いプリント等を準備したいと思っています。 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回（初回を除く）、前回のチェック事項を確認してくること。 

また、科学英語用のノートと辞書（電子辞書可、携帯不可）を持参し、積極的な
態度で講義に臨むこと。 

シラバスコード FB10425D 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント 前回の復習と 1 時間程度の予習をし、休まず出席すること、そして積極的に講義

に参加することが大切です。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 95.2％の受講者が、「授業に対する教員の意欲を感じ」てくれ、80.9％が「この授
業に満足し」90.4％が「この授業の目標をだいたい達成できた」ことは嬉しいこ
とです。そして、61.9％の受講者が一度も欠席しないで、76.2％が授業時間外に
一時間以上学習してくれたことも喜ばしく思います。  
また「この分野での理解が深まった」だけではなく、「興味、関⼼が高まり」「技
能、技術が向上した」受講者も数多くいて、教員にとっては、もっと頑張りたい
と思うアンケート結果でした。 



英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 受講者が、より興味が持てるよう、講義内容を再度研究、改善したいと思ってい

ます。 
講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 科学英語の取り組み方を説明し、テキストの Introduction(p3)を学習する。 

2 回 1 The First Machines を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
3 回 Activity 1(pages 24-5)をする。 
2 Round and Round を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
4 回 Activity 2(pages 26-27)をする。 
3 Ramps and Cranes を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
5 回 Activity 3(pages 2 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義内容を確認して講義に臨むこと。 
テキストの Introduction(p3)の質問の答えを考えてくること。 
2 回 前回のチェック事項を確認し、1 The First Machines を読み、語彙、構文を
調べて講義に臨むこと。 
3 回 前回のチェック事項を確認し、Activity 1(pages 24-25)をしてくること。 
2 Round and Round を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
4 回 前回のチェック事項を確認し、Activity 2(pages 26-2 
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授業コード FB10425E 
成績評価 課題提出（３０％） 定期試験（７０％） 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜13),⼯学プロジェクトコース(〜13),情報科学科(〜13),建築学科(〜

13) 
見出し FB10425E 科学英語Ⅰ 
担当教員名 鳥越 洋子＊ 
単位数 2 
教科書 Machines Then and Now ／Robert Quinn／Oxford／9780194644372 
アクティブラーニング  
キーワード Reading,Science,Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10425E 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること 
受講者へのコメント 英語に苦手意識を持っている方が多いように思われましたが，基礎を大切にしな

がら授業を進めていきたいと思いますので，ついてきてください。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野への理解が深まり，興味，関⼼が高まってきているように思いました。 
英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ，Ⅱ，科学英語Ⅰ，Ⅲ，Ⅳ，英会話，Ⅰ，Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業外の学習時間を増やすため，課題の量を増やすなどの⼯夫をしたいと思いま

す。 
講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる. 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Introduction 

2 回 The First Machines 
3 回 Round and Round 
4 回 Review 
5 回 Ramps and Cranes 
6 回 Water and Wind 



7 回 Telling the Time 
8 回 Review 
9 回 Engines and Energy 
10 回 Flying Machines 
11 回 Communications 
12 回 Review 
13 回 Computers 
14 回 Big and Small 
15 回 Review 

準備学習 予習としては，英文を読み，新出単語,熟語の意味を辞書で調べ，内容の概略を捉
えてくること。１回目はシラバスを読んでくること。２回目以降は，前回の授業
の復習をきちんとしてくること。 

 



年度 2014 
授業コード FB10426A 
成績評価 定期テスト 40%、中間テスト 30%、 課題 20%、 小テスト 10% 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜13),社会情報学科(〜13),生物地球学科(〜13) 
見出し FB10426A 科学英語Ⅰ 
担当教員名 今城 暁子＊ 
単位数 2 
教科書 FACTFILES [Disaster!] ／  MARY McINTOSH ／ Oxford University Press ／

9780194233958 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回（初回を除く）、前回のチェック事項を確認してくること。また、科学英語用

のノートと辞書（電子辞書可、携帯不可）を持参し、積極的な態度で講義に臨む
こと。 

シラバスコード FB10426A 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容のより高度な英文が読解できること 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、 科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語を精読する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 科学英語の取り組み方について説明する。 

また、テキストの Before Reading(p76)  を学習しながら、講義の進め方を説明
する。 
2 回 Can we survive?(p1) 1 Natural disasters  を読み、内容を理解し、文法事項
等学習する。 
3 回 1.1 Vesuvius を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 



4 回 1.1 Vesuvius を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
5 回 1.3 The Asian Tsunami を読み、内容を理解し、文法事 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義内容を確認して講義に臨むこと。 
テキストの Before Reading(p76) を読み、学習してくること。 
2 回 前回のチェック事項を確認し、Can we survive?(p1) 1 Natural disasters  を
読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
3 回 前回のチェック事項を確認し、1.1 Vesuvius を読み、語彙、構文を調べて講
義に臨むこと。 
4 回 前回のチェック事項を確認し、1.1 Vesuvius を読み、語彙、構文を調べて講
義に臨むこと。 
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授業コード FB10426B 
成績評価 課題提出(30%)、試験(70%)により行う。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜13),社会情報学科(〜13),生物地球学科(〜13) 
見出し FB10426B 科学英語Ⅰ 
担当教員名 笠本 晃代＊ 
単位数 2 
教科書 Understanding Basic Science ／ Graham Hill and John Holman ／ 英 宝 社 ／

9784269180222 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB10426B 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養

う 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 科学英語の目的・意義について説明する。 

2 回 UNIVERSE について説明する。 
3 回 THE SUN, THE EARTH AND THE MOON について説明する。 
4 回 LIVING THINGS について説明する。 
5 回 CELLS について説明する。 
6 回 BLOOD Ⅰについて説明する。 
7 回 BLOOD Ⅱについて説明する。 



8 回 ATOMS AND MOLECULES について説明する。 
9 回 MOVING PARTICLES について説明する。 
10 回 RUSTING について説明する。 
1 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 P.6-7 の問題を解いておくこと 
3 回 P.11-12 の問題を解いておくこと 
4 回 P.16-17 の問題を解いておくこと 
5 回 P.21-22 の問題を解いておくこと 
6 回 P.26-27 の問題を解いておくこと 
7 回 P.31-32 の問題を解いておくこと 
8 回 P.36-37 の問題を解いておくこと 
9 回 P.42-43 の問題を解いておくこと 
10 回 P.47-48 の問題を解いておくこと 
11 回 P.52-53 の問題を解いておく 
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授業コード FB10426C 
成績評価 定期試験 ７０％、ミニテスト、提出物 ３０％ 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜13),社会情報学科(〜13),生物地球学科(〜13) 
見出し FB10426C 科学英語Ⅰ 
担当教員名 佐久川 豊子＊ 
単位数 2 
教科書 Understanding Basic Science／EIHOSHA／ISBN4-269-18022-6 C1082 
アクティブラーニング  
キーワード Reading,Science,Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 理解できたという反応がありほっとしているところです。よく頑張ってくれまし

た。 
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典 
授業形態 講義 
注意備考 積極的に授業に参加してくれるよう期待しています。 
シラバスコード FB10426C 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント かがくの基礎を英語で読むことでより明確にはあくできたのではないかと思い

ます。リスニングがやや難しいと思う人がいたかもしれません。専門に進んでも
英語の文献などに積極的に取り組んでくれるように期待しています。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 大方の学生がまじめに取り組んでくれたことがアンケートにも反映していると
思われる。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行するマイ段階として、科学英語への基礎的な読解力を

養う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 単語、英文の下調べ、練習問題をしてくる。 

 



年度 2014 
授業コード FB10426D 
成績評価 定期試験 70％, Small Test 10％, レポート 10％, Class-work 10％ 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜13),社会情報学科(〜13),生物地球学科(〜13) 
見出し FB10426D 科学英語Ⅰ 
担当教員名 ⻄岡 啓治 
単位数 2 
教科書 Animals in Danger／Hopkins, A. & Potter, J／Oxford／9780194233798 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 英語で教えられることにはまだアレルギー反応を示す方が少しおられます。これ

は慣れていただくより仕方がありません。外国語は外国語で教えられるほうが効
果的です。 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和, 和英, 英英などの辞書（電子辞書も可), Root and Trunk Sentences ＆ CD 
授業形態 講義 
注意備考 There are two class-works and a small test to build up your vocabulary and basic 

sentences. 
シラバスコード FB10426D 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること 
受講者へのコメント 授業で質問された場合、積極的に答えていただけることを希望します。反応がな

いと、こちらもやりにくいので。また、授業準備としては、単語を調べてきてほ
しいのですが、授業で進むページを一度、目をとおすだけでもやってから出席し
てくれればずいぶん分かりやすくなります。 

連絡先 ⻄岡研究室（27 号館２階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合的には、無難な評価をいただいたようです。 
英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語 I・II, 科学英語 II・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 週に一度の英語の授業では英語力アップに多くは期待できません。より挑戦的な

学習をしていただけるよう、教材や諸外国の様子などを紹介します。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養

う 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Vocabulary notebook. Class-work. Small Test. Report. Presentation. Root ＆ 



Trunk Sentences CD. 
2 回 Chapter 1: Why are animals in danger? R ＆ T=trucks 1 ＆ 2. 
Key Sentence: In 1900 there were 100,000 tigers in the world. 
3 回 Chapter 1: Why are animals in da 

準備学習 １．教材としてテキスト２種類、辞書(電子辞書も可）、ノートは必需品です。毎
回チェックすること。 
２．シラバスでその日のレッスンページを確認し、所定の形式で単語帳を作って
授業に臨むこと。 
３．復習も準備につながるので、前回読んだページを最低 3 回は音読しておくこ
と。耳から自分の英語を聞き日本語訳しなくても内容がほぼ理解できるようにな
ること。CD 等があれば聞く練習を怠らないこと。 
４．宿題をやって出席すること。 

 



年度 2014 
授業コード FB10426E 
成績評価 提出課題・小テスト４０％、 期末テスト６０％により評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜13),社会情報学科(〜13),生物地球学科(〜13) 
見出し FB10426E 科学英語Ⅰ 
担当教員名 林 玉美＊ 
単位数 2 
教科書 Machines, Then and Now / Oxford University Press／9780194644372 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 辞書 
授業形態 講義 
注意備考 予習・復習をすること。 

各 Unit の復習課題を提出すること。 
複数の Unit を全訳して提出すること。 
定期的に単語問題を含む小テストを実施する。 
期末テストでは語彙と読解の力を総合的に問う。 

シラバスコード FB10426E 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント 英語の⻑文を読むことに慣れていない学生が多いようですが、まず語彙を増やす

努力をしましょう。英語は日常生活の中にも溢れていますが、その意味を把握し
て、英文の中で応用しましょう。英文は声に出して読むこととともに、頭の中で
英単語の意味をつないでいくことにより、文意を理解するようにしましょう。繰
り返して実践するうちに、できるようになります。授業中は、⿊板に書いたこと
や訳文などを筆写し、その場で学んだことを自分の中に取り込んでいってくださ
い。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、 科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 ＴＯＥＩＣセミナー 
次回に向けての改善変更予定 テキストのレベルがアップして、文が⻑くなりますが、前期の授業を通して、⻑

文読解に慣れたと期待しています。したがって、授業のスピードもアップして、



テキスト以外の最新の科学記事の読解にも挑戦していきたいと思っています。 
講義目的 基礎的な語彙、文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

Contents と Introduction を読む。 
2 回 Unit 1  The First Machines 「最初の機械」 
構文と単語を確認した後、読解する。 
Activity 1 を確認する。 
3 回 Unit 2  Round and Round 「ぐるぐる回って」 
構文と単語を確認した後、読解する。 
Activity 2 を確認する。 
4 回 Unit 3  Ramps and Cranes 「スロープと起重機」 
構文と単語を確認した後、読解する。 
Activity 3 を確認す 

準備学習 1 回 テキストの Contents と Introduction を予習しておくこと。 
辞書を持参すること。 
2 回 Unit 1 を予習し、和訳を書いてこと。 
Activity 1 を予習しておくこと。 
3 回 Unit 2 を予習し、和訳を書いてこと。 
Activity 2 を予習しておくこと。 
Unit 1 の復習課題を提出すること。 
4 回 Unit 3 を予習し、和訳を書いてこと。 
Activity 3 を予習しておくこと。 
Unit 2 の復習課題を提出すること。 
5 回 Unit 4 を予習し、和訳を書いてこと。 
Activ 

 



年度 2014 
授業コード FB10426F 
成績評価 課題提出（３０％） 定期試験（７０％） 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜13),社会情報学科(〜13),生物地球学科(〜13) 
見出し FB10426F 科学英語Ⅰ 
担当教員名 鳥越 洋子＊ 
単位数 2 
教科書 Machines Then and Now ／Robert Quinn／Oxford／9780194644372 
アクティブラーニング  
キーワード Reading,Science,Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10426F 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること 
受講者へのコメント 多くが英語に苦手意識を持っているようですが，基礎的な事に重点を置きなが

ら，授業を進めていきたいと思っていますのでついてきてください。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野への理解が深まり，興味，関⼼が高まってきているように思われました。 
英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ，Ⅱ，科学英語Ⅰ，Ⅲ，Ⅳ，英会話，Ⅰ，Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業外の学習時間を増やすため，課題等を増やしていきたいと思っています。英

語に対する苦手意識を少なくするよう，音声教材等にも⼯夫をしたいと思いま
す。 

講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる. 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Introduction 

2 回 The First Machines 
3 回 Round and Round 
4 回 Review 
5 回 Ramps and Cranes 
6 回 Water and Wind 



7 回 Telling the Time 
8 回 Review 
9 回 Engines and Energy 
10 回 Flying Machines 
11 回 Communications 
12 回 Review 
13 回 Computers 
14 回 Big and Small 
15 回 Review 

準備学習 予習としては，英文を読み，新出単語,熟語の意味を辞書で調べ，内容の概略を捉
えてくること。１回目はシラバスを読んでくること。２回目以降は，前回の授業
の復習をきちんとしてくること。 

 



年度 2014 
授業コード FB10431A 
成績評価 定期試験 70％, Small Test 10％, レポート 10％, Class-work 10％ 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜13),化学科(〜13),臨床生命科学科(〜13) 
見出し FB10431A 科学英語Ⅱ 
担当教員名 野上 憲男＊ 
単位数 2 
教科書 (1)Hopkins, A., and J. Potter. 2008. /Oxford Bookworms Library-Factfiles: 

Animals in Danger./ Oxford: Oxford U.P. (ISBN 978-0-19-423379-8) (2)Stewart 
S. 2008.  Oxford Bookworms Library-Factfiles:  Recycling./ Oxford: Oxford 
U.P. (ISBN 978-0-19-423389-7) 

アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和, 和英, 英英などの辞書（電子辞書も可) 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB10431A 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容のより高度な英文が読解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 25 号館非常勤講師室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語 I・II, 科学英語 I・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語を精読する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1st semester results. 2nd semester schedule. Internet Learning. 

2 回 Chapter 1: The rubbish problem 
3 回 chapter 1: The rubbish problem 
4 回 Chapter 2: 5,000 years of rubbish and recyling 
5 回 Chapter 2: 5,000 years of rubbish and recyling 
6 回 Chapter 3: Our th 



準備学習 1 回 予習：Check your textbook, dictionary, and notebook. 
復習：Make an access to the today's web site. 
2 回 予習：Read through chapter 1 and make vocabulary note.  
復習：Read aloud today's pages at least three times. 
3 回 予習：Read through chapter 1 and make vocabulary note 

 



年度 2014 
授業コード FB10431B 
成績評価 多読の課題提出（３０％）、発表点（１０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜13),化学科(〜13),臨床生命科学科(〜13) 
見出し FB10431B 科学英語Ⅱ 
担当教員名 丸山 糸美 
単位数 2 
教科書 The World of Science and Technology / Charles Taylor and Stephen Pople / 英潮

社フェニックス 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「勉強方法が広がりました」というコメントがありました。３年生になったら英

語は必修ではなくなるのですが、ラジオ・TV・インターネット等を利用して、独
自に英語学習を続けてください。 

科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、資料を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回、必ず辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10431B 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容のより高度な英文が読解できること。 
受講者へのコメント 習熟度の高いクラスなので、高度な内容の授業を行いました。重要な構文等はプ

リントで補いながら、グループでのディスカッションを通してコミュニケーショ
ン能力を高めつつ、互いに切磋琢磨しながら英語力が高まるよう⼯夫しました。
難しい構文や語彙も多かったのですが、最後まで誰一人脱落することなくよくが
んばってくれたと思います。 

連絡先 ２７号館２Ｆ 丸山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価（「授業に対する教員の意欲」「授業に満足しましたか」）が概ね良好であ
ったので、授業に関しては、このような取り組みを続けようと思います。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語 I・II、科学英語 I・III・IV、英会話 I・II、ＴＯＥＩＣセミナー 
次回に向けての改善変更予定 教授法に関しては、特に変更は考えていません。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語を精読する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。前期に学習した重要文法項目を復習する。多読をす



る。 
2 回 Lesson 11: A colourful World の本文を音読し、精読・和訳を行う。「色」に
ついて学習し、仮定法の were to を学習する。多読をする。 
3 回 Lesson 11: A colourful World の本文の精読・和訳を完了する。グループに
分かれて各設問を解く。多読をする。 
4 回 Lesson 12: Computers の本文を音読し、精読・和訳を行う。受動態を学び、
重要な構文である too~to につい 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習の過程をよく把握しておくこと。 
2 回 Lesson 11 の本文を音読し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
3 回 前回の学習内容を復習しておくこと。Lesson 11 の設問[4][5]を予習するこ
と。 
4 回 Lesson 1２の本文を音読し、判らない語彙や構文を調べておくこと。 
5 回 前回の学習内容を復習しておくこと。Lesson 12 の設問[1][4]を予習するこ
と。 
6 回 Lesson 15 の本文を音読し、判らない語彙や構文を調べておくこと。 
7 回 前回の学習内容を復習 

 



年度 2014 
授業コード FB10431C 
成績評価 前期定期試験８０％,講義内試験２０％により成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜13),化学科(〜13),臨床生命科学科(〜13) 
見出し FB10431C 科学英語Ⅱ 
担当教員名 浅利 明子＊ 
単位数 2 
教科書 Factfiles Disaster!with CDs / Mary MaIntosh / Oxford University Press 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 授業は楽しく、先生は優しいとの記述がありました。楽しい雰囲気の中で、優し

く、 
時に厳しく、指導して参ります。 

科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 英和辞書を毎回持参すること。 

科学英語用のノート（形式は問わない）を準備すること。 
集中力のある充実した授業を目指します。無遅刻・無欠席を⼼がけて下さい。 

シラバスコード FB10431C 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント 大部分の学生がこの分野に興味を抱き、熱⼼に課題に取り組みました。インター

ネット等で背景を調べてテキストを読むと、更に内容理解を深めることができま
す。添付のＣＤを活用して音読の練習にも取り組みましょう。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業にたいする教員の熱意・この分野への理解・関⼼が高まった等、高い評価を
頂きました。又、宿題など指示された課題等には、よく取り組んでいました。
Group Discussion を通して、他者の意見に耳を傾け、更に、自分の考えを述べる
ことに慣れてきたように思われます。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語 I・II、 科学英語 I・II・III・IV、  英会話 I・II、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 音読、並びにテキストの内容をしっかりと把握した上で、自分の意見が発表でき

るようにコミュニケーション力やプレゼンテーション力を磨いていきたいと思
います。 



講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養
う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 これまでの復習並びに Warm-up Exercises をする。後期授業の進め方を説

明する。 
2 回 2.3 Bhopal の重要構文、語彙等ポイントを押さえながら精読する。 
音読の練習をする。 
3 回 2.3 Bhopal の重要構文、語彙等ポイントを押さえながら精読する。 
音読の練習をする。 
4 回 2.4 Challenger and Columbia の重要構文、語彙等ポイントを押さえながら
精読する。 
音読の練習をする。 
5 回 2.4 Challenger and Columbia の重要構文、 

準備学習 1 回 前期に学んだ重要表現の確認をしておくこと。シラバスを確認して、学習の
過程を把握しておく。 
2 回 2.3 Bhopal  の CD を何度も聞くこと。 
2.3 Bhopal の分からない単語は辞書等で調べて、下読みをしておくこと。 
3 回 2.3 Bhopal の CD を何度も聞くこと。 
2.3 Bhopal の分からない単語は辞書等で調べて、下読みをしておくこと。 
4 回 2.4 Challenger and Columbia の CD を何度も聞くこと。 
2.4 Challenger and Col 

 



年度 2014 
授業コード FB10431D 
成績評価 試験 80%、提出課題 20%により成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜13),化学科(〜13),臨床生命科学科(〜13) 
見出し FB10431D 科学英語Ⅱ 
担当教員名 石⽥ 美佐江 
単位数 2 
教科書 English for Science  役 に 立 つ 科 学 技 術 英 語 ／ 須 川 亜 紀 子  他 ／ 南 雲 堂

/452317458X 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 （学生の回答はすべて原文のまま） 

「単語に苦手意しきをもっているが教科書の内容には興味をもてた」---興味をも
って取り組めたようですので教科書の選択についてよかったと思っています。 
「とても理解しやすく丁寧に教えてくれてよかった。個人的には満足です。」---
肯定的なコメントをありがとう。教員として励みになります。 
「試験に持ち込みができる単語チェック表をはやめに配布してほしいです」---で
きる限り早く配布します。 
「英訳の説明（物語の説明）をするのではなく、文法や単語についてもっと詳し
く授業してほしかった 

科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10431D 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント 「指示された課題以外の学習にも自主的に取り組んだ」14.7%、「関連する図書や

資料を自分で探して勉強した」5.9%であた。これからも英語の力を伸ばすために
続けてください。 
多読本の読書も続けてください。 

連絡先 27 号館石⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価で、教員の意欲が「感じられた」と「少し感じられた」が合わせて 82.4%、
この授業に「満足」と「ほぼ満足」が合わせて 76.5%であったので、特に問題が
ないと考えられる。 



英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、 科学英語 I・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 「毎回の学習目標を明示してほしい」「宿題など、授業時間外の学習方法を、はっ

きりと示してほしい」にそれぞれ 2 名の回答がありました。授業を始める前にそ
の日の目標を説明し、宿題についてもその都度指示をしていますが、指示を徹底
したいと考えています。 

講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養
う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 今後の講義について説明する。 

2 回 Unit5-1 Introduction の言葉の定義についての英文を読み、語彙や文法事項
等について説明する。 
定義を表現する英文について確認する。 
3 回 Unit5-2 Main Reading: エネルギーについての英文を読み、語彙や文法事項
等について説明する。 
4 回 Unit5-2 Main Reading: エネルギーについての英文を読み、語彙や文法事項
等について説明する。 
5 回 Unit6-1 Introduction の事例についての英文を読み、語彙や文法 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義の内容を確認して講義に臨むこと。 
2 回 Unit5-1 Introduction に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
3 回 前回の Unit5-1 Introduction にでてきた語彙や内容を復習しておくこと。 
Unit5-2 Main Reading に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
4 回 前回の Unit5-2 Main Reading に 

 



年度 2014 
授業コード FB10431E 
成績評価 小テスト（４０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜13),化学科(〜13),臨床生命科学科(〜13) 
見出し FB10431E 科学英語Ⅱ 
担当教員名 奥⻄ 有理 
単位数 2 
教科書 Integrated Technical English （テクニカルイングリッシュ入門） / Terry Phillips, 

Kenji Hitomi, Eiichi Yubune / 成美堂 / 9784791900756 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10431E 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館２Ｆ 奥⻄研究室 

Email: yokunishi@bme.ous.ac.jp 
Tel: 086-256-9634 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ｉ・II、科学英語 I・III・IV、英会話Ｉ・II、ＴＯＥＩＣセミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：授業の目的と具体的内容について説明する。 

2 回 Unit 8 Elements and compounds「元素」や「化合物」に関する語句を学び、
関連した文章を理解できるようにする。 
3 回 Unit 8 Elements and compounds「元素」や「化合物」に関する語句を学び、
関連した文章を理解できるようにする。 



4 回 Unit 8 Elements and compounds「元素」や「化合物」に関する語句を学び、
関連した文章を理解できるようにする。 
5 回 Unit 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 Unit 8 pp.34~35 Section 1 Vocabulary A を音読し、分からない単語を調べ
ておくこと。 
Unit 8 p.36 Section 2 Reading を音読し、分からない単語を調べておくこと。 
3 回 Unit 8 pp.34~35 Section 1 Vocabulary A を音読し、分からない単語を調べ
ておくこと。 
Unit 8 p.36 Section 2 Reading を音読し、分からない単語を調べておくこと。 
小テストのた 

 



年度 2014 
授業コード FB10431F 
成績評価 期末試験 100% 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜13),化学科(〜13),臨床生命科学科(〜13) 
見出し FB10431F 科学英語Ⅱ 
担当教員名 河本 誠 
単位数 2 
教科書 Our Place in the Universe／Ian 他／成美堂／978-4-7919-1015-1 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 正当な理由がある場合を除き、５回以上の欠席で評価なし(E)とする。 
シラバスコード FB10431F 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 河本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、ＴＯＥＩＣセミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

次回からの発表割り当てを行う。 
2 回 Unit 12 Saving the Kakapo . Back from the Brink を読み始める。１パラグラ
フごとに担当学生が日本語訳を発表し、それに対しコメントした後日本語訳を繰
り返す。その後、質問を受けた後、次のパラグラフに進んでいく。 
3 回 Unit 12 Saving the Kakapo . Back from the Brink を引き続き読み進める。 
4 回 Unit 13 The Birth of Genetics 

準備学習 1 回 教科書全体に目を通しておくこと！ 



2 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
3 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
4 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
5 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
6 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
7 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
8 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
9 回 今回読み進む範囲 

 



年度 2014 
授業コード FB10431G 
成績評価 定期テスト 40％、中間テスト 30％、課題 20％、小テスト 10％ 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜13),化学科(〜13),臨床生命科学科(〜13) 
見出し FB10431G 科学英語Ⅱ 
担当教員名 今城 暁子＊ 
単位数 2 
教科書 Machines Then and Now [Oxford Read and Discover]／James Styring／Oxford 

University Press／9780194644372 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「文法プリントや教科書の本文中などで基礎的なことを丁寧に説明してくれた

のでよく理解することができた」 「今まで分からなかった文法がわかるように
なった」「わかりやすい説明有り難うございました」と嬉しい記述がありました。 
これからも分かりやすく丁寧な授業をするよう⼼がけます。 

科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回（初回を除く）、前回のチェック事項を確認してくること。 

また、科学英語用のノートと辞書（電子辞書可、携帯不可）を持参し、積極的な
態度で講義に臨むこと。 

シラバスコード FB10431G 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント 前回の復習と 1 時間程度の予習をし、休まず出席すること、そして積極的に講義

に参加することが大切です。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 95％の受講者が、「授業に対する教員の意欲を感じ」てくれ、90％が「この授業
にほぼ満足、もしくは満足し」、85％が「授業の目標をだいたい達成でき」、80％
が「この分野への理解が深まり」40％が「この分野への興味、関⼼が高まった」
ことは教員にとってとても嬉しいことです。 また、70％が欠席 2 回以内で、授
業時間外に一時間以上学習してくれたことも喜ばしく思います。 
3,4 回欠席した人が 30％いたことと、授業時間外に学習を全くしなかった人が
10％いたことは、とても残念に思います。 

英文科目名 Scientific English II 



関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 受講者が、より興味が持てるよう、講義内容を再度研究、改善したいと思ってい

ます。 
講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 科学英語の取り組み方を確認し、テキストの Introduction(p3)を学習する。 

2 回 1 The First Materials を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
3 回 1 The First Materials(続き) を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。
また、Activity 1(pages 36-37)をする。 
4 回 2 Rocks and Minerals を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
5 回 2 Rocks and Minerals(続き) を読み、内容を 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義内容を確認して講義に臨むこと。 
テキストの Introduction(p3)の質問の答えを考えてくること。 
2 回 前回のチェック事項を確認し、1 The First Materials を読み、語彙、構文を
調べて講義に臨むこと。 
3 回 前回のチェック事項を確認し、1 The First Materials (続き)を読み、語彙、
構文を調べて講義に臨むこと。 
また、Activity 1(pages 36-37)をしてくること。 
4 回 前回のチェック事項を確認し、 2 Rocks 

 



年度 2014 
授業コード FB10431H 
成績評価 Final Test 60%, Mini test 30 %, 提出 10% 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜13),化学科(〜13),臨床生命科学科(〜13) 
見出し FB10431H 科学英語Ⅱ 
担当教員名 是近 成子＊ 
単位数 2 
教科書 ①Incredible Energy (Oxford Read and Discover 6)／Louise & Richard Spilsbury

／OXFORD UNIVERSITY PRESS 
②Incredible Energy Actvity Book (Oxford Read and Discover) 

アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 授業で使用したノートプリントが役立ったとのこと、これからも改善をしながら

使用していくつもりです。 
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 授業にはかならず辞書を持参するようにして下さい。 
シラバスコード FB10431H 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント 科学英語への理解が深まった学生が多くみられました。これを機会に科学系の文

献等を日本語だけではなく英語でも読んでいけると良いと思います。また、授業
を通して予習復習のやり方を指導してきましたが、学習方法の改善に役立ったこ
とは効果があったと思います。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業開講時限が 3・4 限目と比較的授業に参加しやすい時間帯でしたが、欠席数
が 0 回と 3・４回の学生の比率が同じで 27.3％なのは少し残念です。 
授業時間外の学習の取り組みが平均して週に 30 分〜１時間になっているのは、
英語専門ではない学生にとっては仕方ないと思いますが、週に 2,3 時間取り組ん
でいる学生もみられます。大変努力していると思います。 
また、指示された課題に 95.5%の学生が取り組んでおり、とても積極的な学習へ
の取り組みだと思います。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語 I・II, 科学英語 I/II・III・IV 英会話 I・II,TOEIC セミナー 



次回に向けての改善変更予定 学生がもっと出席したくなるような授業を⼼掛けて欠席数が減少するように積
極的に授業改善を試みます。 

講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Orientation 

2 回 Introduction 
3 回 Energy Everywhere 
4 回 Heat Energy 
5 回 Sound and Light 
6 回 Mini test 
Supplement 1 
7 回 Supplement 2 
8 回 Chemical Energy 
9 回 Electricity 
10 回 Fuels for Energy 
11 回 Problems with Fuels 
12 回 Saving Energy 
13 回 Activities 
14 回 Projects 
15 

準備学習 1 回 授業開始までに学内の教科書販売所で教科書を購入して授業に持参するこ
と。 
2 回 毎回授業内容を予習して、新出単語等をノートにまとめておくこと。 
3 回 毎回授業内容を予習して、新出単語等をノートにまとめておくこと。 
4 回 毎回授業内容を予習して、新出単語等をノートにまとめておくこと。 
5 回 毎回授業内容を予習して、新出単語等をノートにまとめておくこと。 
6 回 毎回授業内容を予習して、新出単語等をノートにまとめておくこと。 
7 回 毎回授業内容を予習して、新出単語等をノートにまとめておくこと。 
8 回 毎回授 

 



年度 2014 
授業コード FB10431J 
成績評価 課題(40%), 定期試験(50%), 発表(10%) に受講態度を加えて評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜13),化学科(〜13),臨床生命科学科(〜13) 
見出し FB10431J 科学英語Ⅱ 
担当教員名 嶋村 優枝＊ 
単位数 2 
教科書 FACTFILES Rainforests ／ ROWENA AKINYEMI ／ OXFORD UNIVERSITY 

PRESS／ISBN 978-0-19-423381-1 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。必要に応じて、プリントを配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回、英和辞書を持参する。教科書を忘れた場合は、必ず受講前にコピーを用意

する。 
シラバスコード FB10431J 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語 Ⅰ・Ⅱ, 科学英語 Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ, 英会話 Ⅰ・Ⅱ, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Introduction 

①受講内容と評価方法を確認する。 
②Listening 演習後、課題を作成提出する。 
2 回 Review 
①教科書 p.45 の ACTIVITIES の解答を確認する。教科書本文から、それぞれの
根拠となる部分を見つける。 
②復習課題を作成提出する。 



③次回以降の発表希望者は担当部分を決める。 
3 回 7 Disappearing forests(1) 
①前回提出した課題の解答を確認する。 
②発表者が担当部分を音読し、内容を説明する。文法に関する質問に答える。 
③復習課題を作成提出する 

準備学習 1 回 シラバスの確認をすること。 
2 回 教科書 p.45 の ACTIVITIES を予習すること。教科書の前期に読んだ部分か
ら判断し、解らない語は辞書で調べて、答を導くこと。後期に発表したい部分を
探すこと。 
3 回 7 Disappearing forests p.25 を音読し、内容を理解すること。解らない語は
辞書で調べておくこと。今後発表したい部分を選ぶこと。 
4 回 7 Disappearing forests p.27 を音読し、内容を理解すること。解らない語は
辞書で調べておくこと。教科書 p41 の GLOSSAR 

 



年度 2014 
授業コード FB10431L 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 40%, 

Final Test - 60% 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜13),化学科(〜13),臨床生命科学科(〜13) 
見出し FB10431L 科学英語Ⅱ 
担当教員名 デイビット ニール 
単位数 2 
教科書 (1) Hopkins, A. & Potter, J./ Oxford Bookworms Library-Factfiles: Animals in 

Danger (ISBN=978-0-19-423378-8)/ Oxford University Press.  (2)Akinyemi, 
R./ Oxford Bookworms Library-Factfiles: Rainforests (ISBN=978-0-19-423381-
1)/ Oxford University Press. 

アクティブラーニング  
キーワード Reading and Techincal Writing 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB10431L 
実務経験のある教員  
達成目標 The students will read one page at a time and underline the important information. 

The teacher and the class will go over the page and discuss which information is 
important. Basic technical writing will be practiced using information from the 
students la 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English II 
関連科目 English 1 and 2, Scientific English 1, Eikawa 1 and 2, TOEIC Seminar 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve reading and technical writing. The focus will be on reading but basic 

technical writing will also be covered 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  



準備学習 The students will read one page at a time and underline the important information. 
The teacher and the class will go over the page and discuss which information is 
important. Basic technical writing will be practiced using information from the 
students la 

 



年度 2014 
授業コード FB10432A 
成績評価 定期試験（６０％）、小テスト（１５％）、課題提出（１０％）、発表点（１５％）

により行う。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13),基礎理学科(〜13),生物化学科(〜13),

動物学科(〜13) 
見出し FB10432A 科学英語Ⅱ 
担当教員名 赤羽 美鳥＊ 
単位数 2 
教科書 Our Place in the Universe / Ian Bowring 他 / 成美堂 / 978-4-7919-1015-1 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「分かりやすい講義でした」（２名）― 常に⼼がけています。 

「英語が苦手でしたが頑張れた」− 素晴らしいです。絶対に自信と力になって
いますよ！ 
「予習が大変だった」− よく頑張りました。目には見えなくとも、力になって
います！！ 

科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典（手持ちのもの、但し携帯電話、スマートフォンの辞書は不可） 
授業形態 講義 
注意備考 欠席日数が 1/3 をこえる者は定期試験の受験資格を失う。 
シラバスコード FB10432A 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容のより高度な英文が読解できること。 
受講者へのコメント この授業は、一回に進む量が多く、予習・復習が本当に大変だったと思います（テ

キストのレベルがもう少し高くても良かった、進む分量ももう少し多くてもよか
ったという人もいましたよ）。しかし、多くの皆さんはしっかりとノートを作り、
辛抱強く授業についてきてくれました。それがテストの高得点につながったとい
う人も多かったです。残念ながら、期待した得点が取れなかった人も、得点には
現れない英語の力がついていると確信しています。一緒にがんばってくれてあり
がとうございました。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 春学期に引き続きこのクラスの皆さんの多くは、受講態度も熱⼼で学習意欲も高
かったようです。アンケートの結果からも、まじめに宿題などの指示された課題
に取り組んだという回答数が多かったです。今後も英語の学習をしっかりと続け
てもらいたいと思います。しかし、授業外の学習時間が「全くしなかった」と回



答した人が、わずかですがいました。また授業の目標を達成できたか、という項
目では、９割以上の人が「できた」「だいたいできた」と回答しました。さらに、
満足度ですが「満足」「ほぼ満足」と回答した人が１００％でした。嬉しいのひと
言 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語 I・II,科学英語 I・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業の中で指示されたことだけを学習するのではなく、授業外での発展学習に繋

げることが課題です。そのためには、さまざまな学習スタイルや、辞書・参考書・
英語に関するその他の書籍を紹介するなどした⼯夫が必要だと思いました。 

講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語を精読する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Unit 8(1)を学習する。 

2 回 Unit8 (2)を学習する。 
3 回 Unit 9 (1)を学習する。 
4 回 Unit 9 (2)を学習する。 
5 回 Unit 10 (1)を学習する。 
6 回 Unit 10 (2)を学習する。 
7 回 Unit 11 (1)を学習する。 
8 回 Unit 11 (2)を学習する。 
9 回 Unit 12 (1)を学習する。 
10 回 Unit 12(2)を学習する。 
11 回 Unit 13 (1)を学習する。 
12 回 Unit 13 (2)を学習する。 
13 回 Uni 

準備学習 1 回 細かく読み進める前に、テクストの英文全体に目を通し、まずは概要をつか
む。その後、辞書で分からない語彙を調べながら読み進めていく。音読も必ずす
ること。 
2 回 細かく読み進める前に、テクストの英文全体に目を通し、まずは概要をつか
む。その後、辞書で分からない語彙を調べながら読み進めていく。音読も必ずす
ること。 
3 回 細かく読み進める前に、テクストの英文全体に目を通し、まずは概要をつか
む。その後、辞書で分からない語彙を調べながら読み進めていく。音読も必ずす
ること。 
4 回 細かく読み進める前に、テクストの英文 

 



年度 2014 
授業コード FB10432B 
成績評価 期末試験 ７０％ 提出物、ミニテストなど ３０％ 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13),基礎理学科(〜13),生物化学科(〜13),

動物学科(〜13) 
見出し FB10432B 科学英語Ⅱ 
担当教員名 佐久川 豊子＊ 
単位数 2 
教科書 Understanding Basic Science／EIHOSHA／ISBN4-269-18022-6 C1082 
アクティブラーニング  
キーワード Reading,Science,Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典 
授業形態 講義 
注意備考 専門科目の準備として、積極的に取り組んでくれることを、期待しています。 
シラバスコード FB10432B 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容のより高度な英文が読解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語を精読する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 単語、英文の下調べおよび練習問題もやってみる。具体的には学期の初めと授業

のときその都度説明することとする。 
 



年度 2014 
授業コード FB10432C 
成績評価 試験 80%、提出課題 20%により成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13),基礎理学科(〜13),生物化学科(〜13),

動物学科(〜13) 
見出し FB10432C 科学英語Ⅱ 
担当教員名 石⽥ 美佐江 
単位数 2 
教科書 English for Science  役 に 立 つ 科 学 技 術 英 語 ／ 須 川 亜 紀 子  他 ／ 南 雲 堂

/452317458X 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「日本語訳をちゃんと言ってほしい」---パワーポイントを使って提示しています

ので、聞き漏らした時にはスクリーン上で確認してください。 
「Assiment（原文のまま）のリスニングは授業中にやってください お願いしま
す」---Assignment の問題は、提出課題になっています。リスニングも含めて授
業外にしてください。 

科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10432C 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント 「指示された課題以外の学習にも自主的に取り組んだ」11.5%、「関連する図書や

資料を自分で探して勉強した」7.7%であった。 
これからも英語の力を伸ばすために続けてください。 
多読本の読書も続けてください。 

連絡先 27 号館石⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価で、この授業の目標を達成「できた」「だいたいできた」合わせて 76.9%、
教員の意欲が「感じられた」73.1%、この授業に「満足」「ほぼ満足」合わせて 88.4%
であった。まずまずの評価であると考えれられる。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、 科学英語 I・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業の手法について「特にない」が 100%、授業の進行と教材の提示について「特



にない」が 92.3%であったので、特に改善・変更予定はありません。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 今後の講義について説明する。 

2 回 Unit5-1 Introduction の言葉の定義についての英文を読み、語彙や文法事項
等について説明する。 
定義を表現する英文について確認する。 
3 回 Unit5-2 Main Reading: エネルギーについての英文を読み、語彙や文法事項
等について説明する。 
4 回 Unit5-2 Main Reading: エネルギーについての英文を読み、語彙や文法事項
等について説明する。 
5 回 Unit6-1 Introduction の事例についての英文を読み、語彙や文法 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義の内容を確認して講義に臨むこと。 
2 回 Unit5-1 Introduction に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
3 回 前回の Unit5-1 Introduction にでてきた語彙や内容を復習しておくこと。 
Unit5-2 Main Reading に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
4 回 前回の Unit5-2 Main Reading に 

 



年度 2014 
授業コード FB10432D 
成績評価 定期テスト 40%、中間テスト 30%、 課題 20%、 小テスト 10% 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13),基礎理学科(〜13),生物化学科(〜13),

動物学科(〜13) 
見出し FB10432D 科学英語Ⅱ 
担当教員名 今城 暁子＊ 
単位数 2 
教科書 FACTFILES [Disaster!] ／ MARY McINTOSH ／ OXFORD UNIVERSITY 

PRESS／9780194233958 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回（初回を除く）、前回のチェック事項を確認してくること。また、科学英語用

のノートと辞書（電子辞書可、携帯不可）を持参し、積極的な態度で講義に臨む
こと。 

シラバスコード FB10432D 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、 科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 科学英語の取り組み方について確認する。 

2.4 Challenger and Columbia を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
2 回 2.4 Challenger and Columbia を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
3 回 2.4 Challenger and Columbia を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 



4 回 2.6 Chernobyl を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
5 回 2.6 Chernobyl を読み、内容を理解し、文法事項等学習する 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義内容を確認して講義に臨むこと。 
2.4 Challenger and Columbia を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
2 回 前回のチェック事項を確認し、2.4 Challenger and Columbia を読み、語彙、
構文を調べて講義に臨むこと。 
3 回 前回のチェック事項を確認し、2.4 Challenger and Columbia  を読み、語
彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
4 回 前回のチェック事項を確認し、2.6 Chernobyl を読み、語彙、構 

 



年度 2014 
授業コード FB10432E 
成績評価 期末試験 100% 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13),基礎理学科(〜13),生物化学科(〜13),

動物学科(〜13) 
見出し FB10432E 科学英語Ⅱ 
担当教員名 河本 誠 
単位数 2 
教科書 Our Place in the Universe／Ian 他／成美堂／978-4-7919-1015-1 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 正当な理由がある場合を除き、５回以上の欠席で評価なし(E)とする。 
シラバスコード FB10432E 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 河本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、ＴＯＥＩＣセミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

次回からの発表割り当てを行う。 
2 回 Unit 12 Saving the Kakapo . Back from the Brink を読み始める。１パラグラ
フごとに担当学生が日本語訳を発表し、それに対しコメントした後日本語訳を繰
り返す。その後、質問を受けた後、次のパラグラフに進んでいく。 
3 回 Unit 12 Saving the Kakapo . Back from the Brink を引き続き読み進める。 
4 回 Unit 13 The Birth of Genetics 



準備学習 1 回 教科書全体に目を通しておくこと！ 
2 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
3 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
4 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
5 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
6 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
7 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
8 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
9 回 今回読み進む範囲 

 



年度 2014 
授業コード FB10432F 
成績評価 小テスト・ワークシート等(20%)、レポート・課題(30%)、定期試験(50%)として

評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13),基礎理学科(〜13),生物化学科(〜13),

動物学科(〜13) 
見出し FB10432F 科学英語Ⅱ 
担当教員名 ⻄川 憲一 
単位数 2 
教科書 English for Science  役に立つ科学技術英語／須川亜紀子 他／南雲堂／

9784523174585 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 各自の専門分野の学習と同様重要なものであるとの意識で臨むこと。また、自己

の知識や見識を深めるよう努力すること。講義時には辞書を携行することが望ま
しい。説明等で、プレゼンテーションソフト等を使用する場合がある。 

シラバスコード FB10432F 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語 I・II、 科学英語 I・III・IV、 英会話 I・II、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Orientation and Introduction 

2 回 Unit 5-1 Language Focus: Defining / Topic Focus: Energy 
3 回 Unit 5-2 Main Reading: E = mc^2 (1) 



4 回 Unit 5-2 Main Reading: E = mc^2 (2) 
5 回 Unit 6-1 Language Focus: Exemplifying / Topic Focus: Heat 
6 回 Unit 6-2 Main Reading: 

準備学習 1 回 シラバスの内容をよく確認し、本講義の学習内容および過程を把握してお
くこと。 
2 回 Sentence Patterns で示されている語彙や表現の内容をあらかじめ辞書等で
確認しておくこと。 
3 回 Vocabulary Building の説明および表に目を通し、Vocabulary in Context の
各問題に解答しておくこと。また、⻑文で書かれていることはどんなことかおお
まかな予想を立てておくこと。 
4 回 前回の内容を復習し、⻑文についてわからない語句や表現などについても
辞書等であらかじめ調べて 

 



年度 2014 
授業コード FB10432G 
成績評価 プレゼンテーション・提出課題３０％、小テスト２０％、期末テスト５０％によ

り成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13),基礎理学科(〜13),生物化学科(〜13),

動物学科(〜13) 
見出し FB10432G 科学英語Ⅱ 
担当教員名 林 玉美＊ 
単位数 2 
教科書 AFP Science Report：AFP で知る科学の世界／涼平淳：Bill Benfield：辻本智子：

村尾純子／成美堂／9784791912889 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 辞書 
授業形態 講義 
注意備考 予習と復習、Web 学習をすること。 

Unit ごとに復習課題を提出すること。 
小テストは確認テストと単語テストにより実施する。 
各自の選んだ課題について、感想を英文でプレゼンテーションする。 
期末テストは筆記と Listening により実施する。 

シラバスコード FB10432G 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント ニュース英語を読むことで、今、世界で関⼼を集めている様々な科学トピックに

触れることができました。皆さんは、英語の基礎力は十分ありますから、このよ
うなライブな英語を読むことで、英語の楽しさや理解が増したのではないでしょ
うか。これからは、インターネットなどのニュースサイトを利用して、自分から
アップトゥデイトな話題ににアクセスして、自分の世界を広げていってくださ
い。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、ＴＯＥＩＣセミナー 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ニュース英文を使って、読解のポイントを確認し、速読の練習をする。 

2 回 Unit 11 Robotic Seniors “カレイ”なる先端技術市場（日本） 
Listening を通して、重要語句、英文を音読した後、英文の内容を読解し、確認問
題をする。 
Listening を通して、ニュース英文を音読し、英文の理解を確認する。 
3 回 Unit 12 Restoring the Ruins 文明の科学的修復（ギリシャ） 
Listening を通して、重要語句、英文を音読した後、英文の内容を読解し、確認問
題をす 

準備学習 1 回 Unit 11 〜 20 までのニュース英文を DVD を使って、シャドーイングして
おくこと。 
2 回 Unit 11 の“Presenting the Contents” まで予習しておくこと。 
3 回 Unit 12 の“Presenting the Contents” まで予習しておくこと。 
Unit 11 の復習課題を提出すること。 
4 回 Unit 13 の“Presenting the Contents” まで予習しておくこと。 
Unit 12 の復習課題を提出すること。 
5 回 Unit 14 の 

 



年度 2014 
授業コード FB10432H 
成績評価 前期定期試験８０％,講義内試験２０％により成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13),基礎理学科(〜13),生物化学科(〜13),

動物学科(〜13) 
見出し FB10432H 科学英語Ⅱ 
担当教員名 浅利 明子＊ 
単位数 2 
教科書 Factfiles Disaster!with CDs / Mary MaIntosh / Oxford University Press 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述は特にありませんでしたが、学生・教員共に達成感の得られる授業を目

指して 
実践力をつけていきたいと思います。 

科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 英和辞書を毎回持参すること。 

科学英語用のノート（形式は問わない）を準備すること。 
集中力のある充実した授業を目指します。無遅刻・無欠席を⼼がけて下さい。 

シラバスコード FB10432H 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平滑な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント 授業外でも授業で取り上げた重要構文の含まれるセンテンスやディクテーショ

ンで書き取ったセンテンス等を持ち歩き声に出したり、書いたりして練習を繰り
返しましょう。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の手法・進行・この分野への理解・関⼼が高まった等、高い評価を頂きまし
た。又、宿題など指示された課題等には、よく取り組んでいました。Group 
Discussion を通して、他者の意見に耳を傾け、更に、自分の考えを述べることに
慣れてきたように思われます。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語 I・II、 科学英語 I・II・III・IV、  英会話 I・II、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 音読、並びにテキストの内容をしっかりと把握した上で、自分の意見が発表でき

るようにコミュニケーション力やプレゼンテーション力を磨いていきたいと思



います。 
講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文になれる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 これまでの復習並びに Warm-up Exercises をする。後期授業の進め方を説

明する。 
2 回 2.3 Bhopal の重要構文、語彙等ポイントを押さえながら精読する。 
音読の練習をする。 
3 回 2.3 Bhopal の重要構文、語彙等ポイントを押さえながら精読する。 
音読の練習をする。 
4 回 2.4 Challenger and Columbia の重要構文、語彙等ポイントを押さえながら
精読する。 
音読の練習をする。 
5 回 2.4 Challenger and Columbia の重要構文、 

準備学習 1 回 前期に学んだ重要表現の確認をしておくこと。シラバスを確認して、学習の
過程を把握しておく。 
2 回 2.3 Bhopal  の CD を何度も聞くこと。 
2.3 Bhopal の分からない単語は辞書等で調べて、下読みをしておくこと。 
3 回 2.3 Bhopal の CD を何度も聞くこと。 
2.3 Bhopal の分からない単語は辞書等で調べて、下読みをしておくこと。 
4 回 2.4 Challenger and Columbia の CD を何度も聞くこと。 
2.4 Challenger and Col 

 



年度 2014 
授業コード FB10432J 
成績評価 Final Test 60%, Mini test 30 %, 提出 10% 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13),基礎理学科(〜13),生物化学科(〜13),

動物学科(〜13) 
見出し FB10432J 科学英語Ⅱ 
担当教員名 是近 成子＊ 
単位数 2 
教科書 ①Incredible Energy (Oxford Read and Discover 6)／Louise & Richard Spilsbury

／OXFORD UNIVERSITY PRESS 
②Incredible Energy Actvity Book (Oxford Read and Discover) 

アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特に記載することはありません。 
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 授業にはかならず辞書を持参するようにして下さい。 
シラバスコード FB10432J 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント 科学英語への理解が深まった学生が多くみられました。これを機会に科学系の文

献等を日本語だけではなく英語でも読んでいけると良いと思います。また、授業
を通して予習復習のやり方を指導してきましたが、学習方法の改善に役立ったこ
とは効果があったと思います。積極的が学習の取り組み方を今後の学生生活の中
でも続けていくことを期待します。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業出席がとてもよいクラスだったと感じます。欠席 0 回の比率が 50%と半数
の学生がほとんど欠席することがありませんでした。また、授業時間外の学習の
取り組みが 30 分から 3 時間程度あり、授業の予習復習にとても積極的に取り組
んで努力していたのがわかります。しかし、その一方で「全くしなかった」とい
う学生が 11.1%いるのは指導不足だと反省しています。 
授業で指示された課題には 72.2%と非常に多くの学生が真面目に取り組んでい
たようです。とても評価できる学習態度だと思います。 

英文科目名 Scientific English II 



関連科目 英語 I・II, 科学英語 I/II・III・IV 英会話 I・II,TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 学生がもっと出席したくなるような授業を⼼掛けて欠席数が減少するように積

極的に授業改善を試みます。 
講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Orientation 

2 回 Introduction 
3 回 Energy Everywhere 
4 回 Heat Energy 
5 回 Sound and Light 
6 回 Mini test 
Supplement 1 
7 回 Supplement 2 
8 回 Chemical Energy 
9 回 Electricity 
10 回 Fuels for Energy 
11 回 Problems with Fuels 
12 回 Saving Energy 
13 回 Activities 
14 回 Projects 
15 

準備学習 1 回 授業開始までに学内の教科書販売所で教科書を購入して授業に持参するこ
と。 
2 回 毎回授業内容を予習して、新出単語等をノートにまとめておくこと。 
3 回 毎回授業内容を予習して、新出単語等をノートにまとめておくこと。 
4 回 毎回授業内容を予習して、新出単語等をノートにまとめておくこと。 
5 回 毎回授業内容を予習して、新出単語等をノートにまとめておくこと。 
6 回 毎回授業内容を予習して、新出単語等をノートにまとめておくこと。 
7 回 毎回授業内容を予習して、新出単語等をノートにまとめておくこと。 
8 回 毎回授 

 



年度 2014 
授業コード FB10432L 
成績評価 課題(40%), 定期試験(50%), 発表(10%) に受講態度を加えて評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13),基礎理学科(〜13),生物化学科(〜13),

動物学科(〜13) 
見出し FB10432L 科学英語Ⅱ 
担当教員名 嶋村 優枝＊ 
単位数 2 
教科書 FACTFILES Rainforests ／ ROWENA AKINYEMI ／ OXFORD UNIVERSITY 

PRESS／ISBN 978-0-19-423381-1 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 『課題作成の時間をもっと⻑く』との希望が複数あります。授業の進行に手間取

り、課題に取り組む時間を延⻑できない時は、忙しかったことでしょう。手際よ
く課題を完成させるには、当日の本文読解が十分で、設問内容が正しく理解でき
ることが必要です。予習と復習を習慣付け、授業内容の理解に余裕が出れば、課
題作成での時間不足の解消に役立ちます。 

科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。必要に応じて、プリントを配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回、英和辞書を持参する。教科書を忘れた場合は、必ず受講前にコピーを用意

する。 
シラバスコード FB10432L 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント 内容を正確に読み取ることがこの授業の目標であると理解しているため、目標達

成「できた」は３割に及ばず、多くの受講生が目標達成を「だいたいできた」と
考えているようです。今後も、文の組み立てをきちんと捉えて、正しく理解する
努力を続けて下さい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 １度も欠席しなかった受講生は８割近いが、２回欠席と３・４回欠席の受講生も
合わせて２割強おり、二極化している。授業時間外の学習時間は広く分布してい
るが、半数が３０分程度と少なめである。全くしなかった学生も２名いるが、授
業時間外の学習内容から、ほとんどの受講生が予習をして受講したと推測でき
る。授業における自身の成⻑には肯定的で、半数が理解が深まったと感じ、関⼼
が高まったと感じる学生と技能向上を感じる学生も約２割ずついる。７割が授業



に満足しているが、目標達成に関しては少し控え目で、できた：２７.３％、だい
たいで 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語 Ⅰ・Ⅱ, 科学英語 Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ, 英会話 Ⅰ・Ⅱ, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 シラバスと授業で、授業時間外の学習に音読を指示していますが、まだ全員に徹

底できていないようです。次回は、より多くの受講生の教科書音読を聴く機会を
設けます。CD を聴き、自信が持てるまで繰り返し練習してください。また、辞
書の使用に習熟するため、授業時に重要語句の用例を実際に調べてみるので、シ
ラバスの指示どおり毎回持参する必要があります。 

講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Introduction 

①受講内容と評価方法を確認する。 
②Listening 演習後、課題を作成提出する。 
2 回 Review 
①教科書 p.45 の ACTIVITIES の解答を確認する。教科書本文から、それぞれの
根拠となる部分を見つける。 
②復習課題を作成提出する。 
③次回以降の発表希望者は担当部分を決める。 
3 回 7 Disappearing forests(1) 
①前回提出した課題の解答を確認する。 
②発表者が担当部分を音読し、内容を説明する。文法に関する質問に答える。 
③復習課題を作成提出する 

準備学習 1 回 シラバスの確認をすること。 
2 回 教科書 p.45 の ACTIVITIES を予習すること。教科書の前期に読んだ部分か
ら判断し、解らない語は辞書で調べて、答を導くこと。後期に発表したい部分を
探すこと。 
3 回 7 Disappearing forests p.25 を音読し、内容を理解すること。解らない語は
辞書で調べておくこと。今後発表したい部分を選ぶこと。 
4 回 7 Disappearing forests p.27 を音読し、内容を理解すること。解らない語は
辞書で調べておくこと。教科書 p41 の GLOSSAR 

 



年度 2014 
授業コード FB10432M 
成績評価 定期試験(55％)、課題提出(21％)、小テスト(10％)、発表点(14％)により総合的

に行う。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13),基礎理学科(〜13),生物化学科(〜13),

動物学科(〜13) 
見出し FB10432M 科学英語Ⅱ 
担当教員名 大野 浩恵＊ 
単位数 2 
教科書 Japan's Skyline／椋平淳、辻本智子、村尾純子、玉⽥麻里子、Ryan Smithers／金

星堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回予習をしてから授業に臨むこと。 

必ず英和辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10432M 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント 分からないことがあれば、どんな小さなことでもかまわないので、質問してくだ

さい。また、これからも宿題や課題に積極的に取り組んでください。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 宿題などの課題に取り組み、英語への理解が深まったと答えた学生が多かった。
逆に、教員に質問したと答えた学生はいなかった。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 その分野に関連した資料を提示したり、課題をふやしたりして、英語への理解、

関⼼がさらに高まるように努力したい。 
講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Orientation 

2 回 Unit 8: Directing the Blind 



3 回 Unit 8: Directing the Blind (Activities) 
4 回 Unit 9: Music and Architecture in Harmony 
5 回 Unit 9: Music and Architecture in Harmony (Activities) 
6 回 Unit 10: Painless Injections 
7 回 Unit 10: Painless Injection 

準備学習 1 回 シラバスの内容を確認しておくこと。 
2 回 Unit 8 の英文を読んで（音読も含む）内容を把握し、辞書で分からない語彙
を調べること。 
3 回 Unit 8 の練習問題を解いておくこと。 
4 回 Unit 9 の英文を読んで（音読も含む）内容を把握し、辞書で分からない語彙
を調べること。 
5 回 Unit 9 の練習問題を解いておくこと。 
6 回 Unit 10 の英文を読んで（音読も含む）内容を把握し、辞書で分からない語
彙を調べること。 
7 回 Unit 10 の練習問題を解いておくこと。 
8 回 Unit 11 の英文を読ん 

 



年度 2014 
授業コード FB10433A 
成績評価 多読の課題提出（３０％）、発表点（１０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13),情報⼯学科(〜13),知能機械⼯学科(〜13),⼯学プロジ

ェクトコース(〜13) 
見出し FB10433A 科学英語Ⅱ 
担当教員名 丸山 糸美 
単位数 2 
教科書 The World of Science and Technology / Charles Taylor and Stephen Pople / 英潮

社フェニックス 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、資料を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回、必ず辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10433A 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容のより高度な英文が読解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館２Ｆ 丸山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語 I・II、科学英語 I・III・IV、英会話 I・II、ＴＯＥＩＣセミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語を精読する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。前期に学習した重要文法項目を復習する。多読をす

る。 
2 回 Lesson 11: A colourful World の本文を音読し、精読・和訳を行う。「色」に
ついて学習し、仮定法の were to を学習する。多読をする。 
3 回 Lesson 11: A colourful World の本文の精読・和訳を完了する。グループに
分かれて各設問を解く。多読をする。 
4 回 Lesson 12: Computers の本文を音読し、精読・和訳を行う。受動態を学び、



重要な構文である too~to につい 
準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習の過程をよく把握しておくこと。 

2 回 Lesson 11 の本文を音読し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
3 回 前回の学習内容を復習しておくこと。Lesson 11 の設問[4][5]を予習するこ
と。 
4 回 Lesson 1２の本文を音読し、判らない語彙や構文を調べておくこと。 
5 回 前回の学習内容を復習しておくこと。Lesson 12 の設問[1][4]を予習するこ
と。 
6 回 Lesson 15 の本文を音読し、判らない語彙や構文を調べておくこと。 
7 回 前回の学習内容を復習 

 



年度 2014 
授業コード FB10433B 
成績評価 定期試験 50％， 課題・小テスト・プレゼンテーション等 50％ 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13),情報⼯学科(〜13),知能機械⼯学科(〜13),⼯学プロジ

ェクトコース(〜13) 
見出し FB10433B 科学英語Ⅱ 
担当教員名 山根 真由美＊ 
単位数 2 
教科書 Our Place in the Universe／Ian Bowring／成美堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 好意的な記述をありがとうございました。もう少し身近な内容を扱うテキストの

方が読みやすかったかもしれないという声もありました。善処します。 
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 講義には必ず辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10433B 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント 真面目に取り組む学生ばかりで、授業が楽しみでした。今後もこの姿勢を大切に、

それぞれの研究分野に専念してほしいと思います。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 多くの学生に良い評価をもらい、嬉しく思っています。 
英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ，科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ，英会話Ⅰ・Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 これからも学生の声を大切にする授業を⼼掛けたいと思います。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Unit 11 の内容を、Reading 中⼼に講義する。 

2 回 Unit 11 の内容定着を目指し、講義する。 
3 回 Unit 13 の内容を、Reading 中⼼に講義する。 
4 回 Unit 13 の内容定着を目指し、講義する。 
5 回 Unit 15 の内容を、Reading 中⼼に講義する。 



6 回 Unit 15 の内容定着を目指し、講義する。 
7 回 Unit 17 の内容を、Reading 中⼼に講義する。 
8 回 Unit 17 の内容定着を目指し、講義する。 
9 回 Unit 17 の内容定着を目指し、講義する。 
1 

準備学習 1 回 辞書を用いて Unit 11 を予習・復習すること。 
2 回 辞書を用いて Unit 11 を予習・復習すること。 
3 回 辞書を用いて Unit 13 を予習・復習すること。 
4 回 辞書を用いて Unit 13 を予習・復習すること。 
5 回 辞書を用いて Unit 15 を予習・復習すること。 
6 回 辞書を用いて Unit 15 を予習・復習すること。 
7 回 辞書を用いて Unit 17 を予習・復習すること。 
8 回 辞書を用いて Unit 17 を予習・復習すること。 
9 回 辞書を用いて Unit 17 を予習・復習すること。 
10 回 

 



年度 2014 
授業コード FB10433C 
成績評価 定期試験 70％, Small Test 10％, レポート 10％, Class-work 10％ 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13),情報⼯学科(〜13),知能機械⼯学科(〜13),⼯学プロジ

ェクトコース(〜13) 
見出し FB10433C 科学英語Ⅱ 
担当教員名 ⻄岡 啓治 
単位数 2 
教科書 Animals in Danger／Hopkins, A. & Potter, J／Oxford U.P. ／9780194233798 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和, 和英, 英英などの辞書（電子辞書も可), Root and Trunk Sentences＆CD 
授業形態 講義 
注意備考 There are two class-works and a small test to build up your vocabulary and basic 

sentences. 
シラバスコード FB10433C 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること 
受講者へのコメント 英語は世界共通語になりましたので、学習の態度も成績のためだけでなく、コミ

ュニケーションツールの習得という気持ちで取り組んでください。“科学英語”は
“仕事英語”と考えてください。 

連絡先 ⻄岡研究室（27 号館 2 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 “授業時間外にどの程度、学習しましたか“の回答で「１時間程度」が 20％強、「３
０分程度」が 30％、「全くしなかった」が 37％でした。やはり成績のための勉強
という域を脱していないかな、と思います。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語 I・II, 科学英語 I・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 クラスの雰囲気は、学習の意気込みが感じられました。これからも互いに協力し

て良い雰囲気を作ってください。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養

う 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1st semester results. 2nd semester schedule. Chapter 6 In the sky 



Key Sentence: They cannot live with people or other animals and they do not have 
many babies. 
2 回 Chapter 6 In the sky 
Key Sentence: Why did they stop coming? 
3 回 Chapter 7 What can countr 

準備学習 １．教材としてテキスト２種類、辞書(電子辞書も可）、ノートは必需品です。毎
回チェックすること。 
２．シラバスでその日のレッスンページを確認し、所定の形式で単語帳を作って
授業に臨むこと。 
３．復習も準備につながるので、前回読んだページを最低 3 回は音読しておくこ
と。耳から自分の英語を聞き日本語訳しなくても内容がほぼ理解できるようにな
ること。CD 等があれば聞く練習を怠らないこと。 
４．宿題をやって出席すること。 

 



年度 2014 
授業コード FB10433D 
成績評価 期末試験 70%、 小テスト 30%により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13),情報⼯学科(〜13),知能機械⼯学科(〜13),⼯学プロジ

ェクトコース(〜13) 
見出し FB10433D 科学英語Ⅱ 
担当教員名 松岡 由美子＊ 
単位数 2 
教科書 Disaster ／ MARY McINTOSH ／ Oxford ／ 9780194236065 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「高校で習った復習と単語がでてきたけど、表現が難しくなっていたので、やり

がいがあった。」「難しかった。」というコメントがありました。難しい内容にもか
かわらず、真面目に取り組み、やりがいを感じてもらえたということは、教師に
とって大きな喜びであり、励みになります。この努力を継続し、さらにレベルア
ップして欲しいと思います。 

科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典 
授業形態 講義 
注意備考 必ず予習・復習をし、英和辞典を持参して授業に臨むこと。 
シラバスコード FB10433D 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント ほぼ全ての受講生が出席率もよく、私語もなく、大変真摯な態度で受講してくれ

たことに感謝しています。受講生のみなさんの予習、復習の努力と授業中の集中
力にはいつも感⼼していました。辞書を引いて、英文の構造をとらえながら読解
する力を身につけたと思うので、英文の専門書の読解にもチャレンジして欲しい
と思います。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]〜[C]の項目では、ほぼ全ての受講生が、意欲を持って、積極的に授業に取り
組んでいることが分かりました。特に、教員の意欲を「感じられた」「少し感じら
れた」と回答した受講生が 100%であり、授業の満足度や目標達成度の高さにつ
ながったことを、大変嬉しく思います。[E]の項目では、93.3%以上の受講生が「特
にない」と回答していますが、さらに授業改善に努めたいと思います。 

英文科目名 Scientific English II 



関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、 科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 特に大きな変更予定はありません。基礎的な文法の復習も行いながら、読解力の

向上を目指します。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。2.2 The Titanic の英文を読み、解説をする。英文中

の重要な文法、語法、構文の説明をする。 
2 回 2.2 The Titanic の英文を読み、解説をする。英文中の重要な文法、語法、
構文の説明をする。 
3 回 2.2 The Titanic の英文を読み、解説をする。英文中の重要な文法、語法、
構文の説明をする。 
4 回 p.78 ACTIVITIES  2.2 The Titanic の練習問題の解答をしながら、英文内
容の理解を確認する。 
2.3 Bhopal の英文を読 

準備学習 1 回 2.2 The Titanic の英文を読み、分からない単語や熟語，語法などを辞書を
引いて調べておくこと。 
2 回 2.2 The Titanic の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを辞書を
引いて調べておくこと。 
3 回 2.2 The Titanic の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを辞書を
引いて調べておくこと。 
4 回 2.2 The Titanic の復習をして、p.78 ACTIVITIES  2.2 の練習問題を解い
ておくこと。 
2.3 Bhopal の英文を読み、分からな 

 



年度 2014 
授業コード FB10433E 
成績評価 定期試験(55％)、課題提出(21％)、小テスト(10％)、発表点(14％)により総合的

に行う。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13),情報⼯学科(〜13),知能機械⼯学科(〜13),⼯学プロジ

ェクトコース(〜13) 
見出し FB10433E 科学英語Ⅱ 
担当教員名 大野 浩恵＊ 
単位数 2 
教科書 Japan's Skyline／椋平淳、辻本智子、村尾純子、玉⽥麻里子、Ryan Smithers／金

星堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回予習をしてから授業に臨むこと。 

必ず英和辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10433E 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Orientation 

2 回 Unit 8: Directing the Blind 
3 回 Unit 8: Directing the Blind (Activities) 
4 回 Unit 9: Music and Architecture in Harmony 



5 回 Unit 9: Music and Architecture in Harmony (Activities) 
6 回 Unit 10: Painless Injections 
7 回 Unit 10: Painless Injection 

準備学習 1 回 シラバスの内容を確認しておくこと。 
2 回 Unit 8 の英文を読んで（音読も含む）内容を把握し、辞書で分からない語彙
を調べること。 
3 回 Unit 8 の練習問題を解いておくこと。 
4 回 Unit 9 の英文を読んで（音読も含む）内容を把握し、辞書で分からない語彙
を調べること。 
5 回 Unit 9 の練習問題を解いておくこと。 
6 回 Unit 10 の英文を読んで（音読も含む）内容を把握し、辞書で分からない語
彙を調べること。 
7 回 Unit 10 の練習問題を解いておくこと。 
8 回 Unit 11 の英文を読ん 

 



年度 2014 
授業コード FB10433F 
成績評価 試験 80%と提出課題 20%により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13),情報⼯学科(〜13),知能機械⼯学科(〜13),⼯学プロジ

ェクトコース(〜13) 
見出し FB10433F 科学英語Ⅱ 
担当教員名 石⽥ 美佐江 
単位数 2 
教科書 Incredible Energy ／ Louise & Richard Spilsbury ／ OXFORD UNIVERSITY 

PRESS/9780194645645 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10433F 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号館石⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、 科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基本的な語彙、文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 今後の講義について説明する。 

教科書 p3 の Introduction を説明する。  
Unit1 Energy Everywhere の p4-p5 の Converting Energy や Different Types of 
Energy についての英文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
2 回 Unit1 Energy Everywhere の p6-p7 の How Potential Energy Works や From 
High to Low についての英文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
p36- 



準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義内容を確認して講義に臨むこと。 
教科書の p3 の Introduction の質問の答えを考えてくること。 
Unit1 Energy Everywhere の p4-p5 のを読み、語彙を辞書で調べ読んで 
おくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
2 回 前回の Unit1 Energy Everywhere の p4-p5 の語彙や内容を復習しておく 
こと。 
Unit1 Energy Everywhere の p6-p7 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らな 

 



年度 2014 
授業コード FB10433G 
成績評価 定期試験 ５０％、提出課題 ３０％、小テスト ２０％ 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13),情報⼯学科(〜13),知能機械⼯学科(〜13),⼯学プロジ

ェクトコース(〜13) 
見出し FB10433G 科学英語Ⅱ 
担当教員名 井上 麻美子＊ 
単位数 2 
教科書 Rainforests (Bookworms Factfiles)／Rowena Akinyemi／Oxford University Press 
アクティブラーニング  
キーワード Readiing, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特にありません。 
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 毎回辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10433G 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント 76％が無欠席で、出席率が向上しました。また、課題の予習も、前期以上に自主

的に取り組み、引き続き真剣に授業に臨む姿勢が感じられました。一方で、度重
なる注意を無視して、居眠りや授業の妨害をする受講者が数名いたのが残念で
す。今後も一層自分で考え学び続けて下さい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 前期と比較して、「宿題など課題に取り組んだ」割合が増加し、「時間外学習」も
全員が行っていることから、より積極的に授業参加した姿勢がうかがえます。後
半に入り、英語の難易度が増した影響と思われますが、総合評価、及び「この分
野への興味、関⼼が高まった」とした受講者の割合が全体に低下しました。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 アンケートの授業の手法及び進行についての意見を加味して、受講者との意思疎

通を図りながら、この分野への興味、関⼼そして目標の達成感を高めていく努力
をしていきたい。 

講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 Chapter 5: Rainforest plants を読解する。予習済みの課題プリントを完成す
る。 
2 回 Chapter 5 を読解する。予習済みの課題プリントを完成する。 
3 回 Chapter 6: Money を読解する。予習済みの課題プリントを完成する。
Chapter 5 の小テストをする。 
4 回 Chapter 6 を読解する。予習済みの課題プリントを完成する。 
5 回 Chapter 7: Disappearing forests を読解する。予習済みの課題プリントを完
成する。Chap 

準備学習 教科書と課題プリントの事前に指示した個所の予習，及び小テストに備えた復習
を行うこと。 

 



年度 2014 
授業コード FB10433H 
成績評価 期末試験 100% 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13),情報⼯学科(〜13),知能機械⼯学科(〜13),⼯学プロジ

ェクトコース(〜13) 
見出し FB10433H 科学英語Ⅱ 
担当教員名 河本 誠 
単位数 2 
教科書 Japan's Skyline／椋平 他／金星堂／978-4-7647-3985-7 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 記述自体がなかった 
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 正当な理由がある場合を除き、５回以上欠席すると評価なし(E)とする。 
シラバスコード FB10433H 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント 特になし 
連絡先 河本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、ＴＯＩＥＣセミナー 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 8 Directing the Blind: このユニットに対し、学生に１文ずつ英文の意
味を考え発表させながら読み進んでいく。その際、まずは単語の意味を問い、次
にその文をブロックに分けて各ブロック内の意味を考え発表させた後、最終的に
文全体の意味をまとめ上げさせる。 
3 回 Unit 8 Directing the Blind: 引き続き、同じようにして読み進める。 
4 回 Unit 8 Directing the Blind: 引き続き、同じようにして読み進める。 
5 



準備学習 1 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
2 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
3 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
4 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
5 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
6 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
7 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
8 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 

 



年度 2014 
授業コード FB10434A 
成績評価 期末試験 70%、 小テスト 30%により評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13),電気電子システム学科(〜13),生体医⼯学科(〜13),⼯

学プロジェクトコース(〜13) 
見出し FB10434A 科学英語Ⅱ 
担当教員名 松岡 由美子＊ 
単位数 2 
教科書 Disaster ／ MARY McINTOSH ／ Oxford ／ 9780194236065 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特にありませんでした。 
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典 
授業形態 講義 
注意備考 必ず予習・復習をし、英和辞典を持参して授業に臨むこと。 
シラバスコード FB10434A 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容のより高度な英文が読解できること。 
受講者へのコメント ほぼ全ての受講生が、出席率が非常に良く、私語もなく、大変真摯な態度で受講

してくれたことに感謝しています。受講生のみなさんの予習、復習の努力と授業
中の集中力にはいつも感⼼していました。引き締まった⼼地よい緊張感の中で、
とてもよい学びができました。積み重ねてきた努力の成果をさらに飛躍させ、英
文の専門書の読解にもチャレンジして欲しいと思います。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]〜[C]の項目では、ほぼ全ての受講生が、意欲を持って、積極的に授業に取り
組んでいることが分かりました。特に、教員の意欲を「感じられた」「少し感じら
れた」と回答したした受講生が 100%であり、授業の満足度や目標達成度の高さ
につながったことを、大変嬉しく思います。[E]の項目では、95.5%以上の受講生
が「特にない」と回答していますが、さらに授業改善に努めたいと思います。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、 科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 特に大きな変更予定はありません。文法、語法、構文の理解を確実に強化しなが

ら、読解力の向上を目指します。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語を精読する。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。2.2 The Titanic の英文を読み、解説をする。英文中

の重要な文法、語法、構文の説明をする。 
2 回 2.2 The Titanic の英文を読み、解説をする。英文中の重要な文法、語法、
構文の説明をする。 
3 回 2.2 The Titanic の英文を読み、解説をする。英文中の重要な文法、語法、
構文の説明をする。 
4 回 p.78 ACTIVITIES  2.2 The Titanic の練習問題の解答をしながら、英文内
容の理解を確認する。 
2.3 Bhopal の英文を読 

準備学習 1 回 2.2 The Titanic の英文を読み、分からない単語や熟語，語法などを辞書を
引いて調べておくこと。 
2 回 2.2 The Titanic の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを辞書を
引いて調べておくこと。 
3 回 2.2 The Titanic の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを辞書を
引いて調べておくこと。 
4 回 2.2 The Titanic の復習をして、p.78 ACTIVITIES  2.2 の練習問題を解い
ておくこと。 
2.3 Bhopal の英文を読み、分からな 

 



年度 2014 
授業コード FB10434B 
成績評価 試験 80%、提出課題 20%により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13),電気電子システム学科(〜13),生体医⼯学科(〜13),⼯

学プロジェクトコース(〜13) 
見出し FB10434B 科学英語Ⅱ 
担当教員名 石⽥ 美佐江 
単位数 2 
教科書 Techinical English 1／Daid Bonamy／PEARSON／9781405845458 

と多読用洋書 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10434B 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号館石⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、 科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 今後の講義や英語の勉強方法について説明する。 

2 回 Unit7 Specifications(pp.52-54)で使われる語彙や文法事項等について説明
する。 
多読用洋書を読む。 
3 回 Unit7 Specifications(pp.55-57)で使われる語彙や文法事項等について説明
する。 



多読用洋書を読む。 
4 回 Unit8 Reporting(pp.58-60)で使われる語彙や文法事項等について説明する。 
多読用洋書を読む。 
5 回 Unit8 Reporting(pp.61-63)で使われる語彙や 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義の内容を確認して講義に臨むこと。 
2 回 Unit7 で使われる語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
3 回 前回にでてきた語彙や内容を復習しておくこと。 
4 回 前回にでてきた語彙や内容を復習しておくこと。 
Unit8 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
5 回 前回にでてきた語彙や内容を復習しておくこと。 
6 回 前回にでてきた語彙や内容を復習しておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FB10434C 
成績評価 小テスト（４０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13),電気電子システム学科(〜13),生体医⼯学科(〜13),⼯

学プロジェクトコース(〜13) 
見出し FB10434C 科学英語Ⅱ 
担当教員名 奥⻄ 有理 
単位数 2 
教科書 Integrated Technical English （テクニカルイングリッシュ入門） / Terry Phillips, 

Kenji Hitomi, Eiichi Yubune / 成美堂 / 9784791900756 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10434C 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館２Ｆ 奥⻄研究室 

Email: yokunishi@bme.ous.ac.jp 
Tel: 086-256-9634 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ｉ・II、科学英語 I・III・IV、英会話Ｉ・II、ＴＯＥＩＣセミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：授業の目的と具体的内容について説明する。 

2 回 Unit 8 Elements and compounds「元素」や「化合物」に関する語句を学び、
関連した文章を理解できるようにする。 
3 回 Unit 8 Elements and compounds「元素」や「化合物」に関する語句を学び、



関連した文章を理解できるようにする。 
4 回 Unit 8 Elements and compounds「元素」や「化合物」に関する語句を学び、
関連した文章を理解できるようにする。 
5 回 Unit 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 Unit 8 pp.34~35 Section 1 Vocabulary A を音読し、分からない単語を調べ
ておくこと。 
Unit 8 p.36 Section 2 Reading を音読し、分からない単語を調べておくこと。 
3 回 Unit 8 pp.34~35 Section 1 Vocabulary A を音読し、分からない単語を調べ
ておくこと。 
Unit 8 p.36 Section 2 Reading を音読し、分からない単語を調べておくこと。 
小テストのた 

 



年度 2014 
授業コード FB10434D 
成績評価 定期試験 70％, Small Test 10％, レポート 10％, Class-work 10％ 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13),電気電子システム学科(〜13),生体医⼯学科(〜13),⼯

学プロジェクトコース(〜13) 
見出し FB10434D 科学英語Ⅱ 
担当教員名 ⻄岡 啓治 
単位数 2 
教科書 Hopkins, A., and J. Potter. 2008./ Animals in Danger. Oxford Bookworms Library, 

Factfile./ Oxford: Oxford U.P. (ISBN 978-0-19-423379-8) 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和, 和英, 英英などの辞書（電子辞書も可), Root and Trunk Sentences＆CD 
授業形態 講義 
注意備考 There are two class-works and a small test to build up your vocabulary and basic 

sentences. 
シラバスコード FB10434D 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること 
受講者へのコメント コミュニケーションツールの習得という気持ちで取り組んでください。“科学英

語”は“仕事英語”と考えればよいのです。 
連絡先 ⻄岡研究室（27 号館 2 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 “授業時間外にどの程度、学習しましたか“の回答で「1 時間程度」が 20％、「30
分程度」が 40％でした。世界の誰もが英語を使ってコミュニケーションをする時
代になってきていることをだんだん意識しているのかな？ 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語 I・II, 科学英語 I・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 クラスの雰囲気は、学習の意気込みが感じられました。これからも互いに協力し

て良い雰囲気を作ってください。私語に対しては注意を！との指摘がありまし
た。当然です。互いによい学習ムードを作るよう頑張りましょう。 

講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養
う 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 1st semester results. 2nd semester schedule. Chapter 6 In the sky 
Key Sentence: They cannot live with people or other animals and they do not have 
many babies. 
2 回 Chapter 6 In the sky 
Key Sentence: Why did they stop coming? 
3 回 Chapter 7 What can countr 

準備学習 1 回 予習--該当ページを読み通し、単語ノートを作ること。 
復習--授業で読んだページを音読すること。 
2 回 予習--該当ページを読み通し、単語ノートを作ること。 
復習--授業で読んだページを音読すること。 
3 回 予習--該当ページを読み通し、単語ノートを作ること。 
復習--授業で読んだページを音読すること。 
4 回 予習--該当ページを読み通し、単語ノートを作ること。 
復習--授業で読んだページを音読すること。 
5 回 予習--該当ページを読み通し、単語ノートを作ること。 
復習--授業で読んだページを音読す 

 



年度 2014 
授業コード FB10434E 
成績評価 定期試験 ５０％、提出課題 ３０％、小テスト ２０％ 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13),電気電子システム学科(〜13),生体医⼯学科(〜13),⼯

学プロジェクトコース(〜13) 
見出し FB10434E 科学英語Ⅱ 
担当教員名 井上 麻美子＊ 
単位数 2 
教科書 Rainforests (Bookworms Factfiles)／Rowena Akinyemi／Oxford University Press 
アクティブラーニング  
キーワード Readiing, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特にありません。 
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 毎回辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10434E 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント 54％が無欠席でしたが、全体に出席率が低下しました。課題の予習については、

前期以上に自主的に取り組み、引き続き真剣に授業に臨む姿勢が感じられまし
た。今後も一層自分で考えながら学び続けて下さい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 前期と比較して、「宿題など課題に取り組んだ」割合、及び「時間外学習」の時間
数がかなり増加しました。後半に入り、英語の難易度が増したことに対処した、
より積極的受講姿勢がうかがわれます。総合評価はやや低下しましたが、「この
分野への理解が深まった」、「授業の目標を達成できた」割合は、共に少し向上し
ました。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 アンケートの授業の手法及び進行についての意見を加味して、受講者との意思の

疎通を図りながら、この分野への理解を深め、目標の達成感を高めていく努力を
していきたい。 

講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 Chapter 5: Rainforest plants を読解する。予習済みの課題プリントを完成す
る。 
2 回 Chapter 5 を読解する。予習済みの課題プリントを完成する。 
3 回 Chapter 6: Money を読解する。予習済みの課題プリントを完成する。
Chapter 5 の小テストをする。 
4 回 Chapter 6 を読解する。予習済みの課題プリントを完成する。 
5 回 Chapter 7: Disappearing forests を読解する。予習済みの課題プリントを完
成する。Chap 

準備学習 教科書と課題プリントの事前に指示した個所の予習，及び小テストに備えた復習
を行うこと。 

 



年度 2014 
授業コード FB10434F 
成績評価 期末試験 100% 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13),電気電子システム学科(〜13),生体医⼯学科(〜13),⼯

学プロジェクトコース(〜13) 
見出し FB10434F 科学英語Ⅱ 
担当教員名 河本 誠 
単位数 2 
教科書 Japan's Skyline／椋平 他／金星堂／978-4-7647-3985-7 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 記述自体がなかった 
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 正当な理由がある場合を除き、５回以上欠席すると評価なし(E)とする。 
シラバスコード FB10434F 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント 特になし 
連絡先 河本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、ＴＯＩＥＣセミナー 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 8 Directing the Blind: このユニットに対し、学生に１文ずつ英文の意
味を考え発表させながら読み進んでいく。その際、まずは単語の意味を問い、次
にその文をブロックに分けて各ブロック内の意味を考え発表させた後、最終的に
文全体の意味をまとめ上げさせる。 
3 回 Unit 8 Directing the Blind: 引き続き、同じようにして読み進める。 
4 回 Unit 8 Directing the Blind: 引き続き、同じようにして読み進める。 
5 



準備学習 2 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
3 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
4 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
5 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
6 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
7 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
8 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 
9 回 今回読み進む範囲のところの単語や文の意味を予習すること。 

 



年度 2014 
授業コード FB10434G 
成績評価 課題 20％、小テスト 20％、定期試験 60％として評価を行う。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13),電気電子システム学科(〜13),生体医⼯学科(〜13),⼯

学プロジェクトコース(〜13) 
見出し FB10434G 科学英語Ⅱ 
担当教員名 佐藤 佳子＊ 
単位数 2 
教科書 Materials to Products／Alex Raynham／Oxford 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特にありませんでした。 
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜資料を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 予習復習をすること。辞書を携帯すること。 
シラバスコード FB10434G 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント 授業に対する取り組みから、80%の学生は授業の予習、復習をしたことが覗えま

すが、20%の学生が授業時間以外に全く勉強しなかったと回答しています。授業
時間以外の勉強がとても大切です。全員に対してのコメントですが、いろいろな
形で英語に触れるようにすることを勧めます。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価の項目から、70%以上の学生が授業の目標を「達成できた、だいたいで
きた」と回答し、90%以上が教師の熱意を「感じられた、少し感じられた」とし、
80%以上がこの授業に「満足、ほぼ満足」と回答しています。事業に対する大き
な不満は見られませんでした。受講したほぼ全員が真面目に授業を受けていたと
思います。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語 I・II、科学英語Ⅰ・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業の手法や教材に関するコメントはありませんでしたので、アンケートからの

改善・変更点は特にありませんが、学生にとって興味ある教材や題材をさらに研
究したいと思います。 

講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。教科書の Introduction を使って授業の進め方につい

て説明する。 
2 回 Unit 1 The first materials を読んで、この項目に関係のある語彙、文法項目、
英語表現について学習する。 
3 回 Unit 1 The first materials を読んで、この項目に関係のある語彙、文法項目、
英語表現について学習する。 
4 回 Unit 2 Rocks and Minerals を読んで、この項目に関係のある語彙、文法項
目、英語表現について学習する。 
5 回 Unit 2 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。教科書 3 ページに目を通しておくこと。 
2 回 予習として教科書 4〜5 ページを読んで、単語を調べておくこと。 
3 回 前回の復習をして質問に答えられるようにしておくこと。予習として教科
書 6〜7 ページを読んで、単語を調べておくこと。 
4 回 前回の復習をして質問に答えられるようにしておくこと。予習として教科
書 8〜9 ページを読んで、単語を調べておくこと。 
5 回 前回の復習をして質問に答えられるようにしておくこと。予習として教科
書 10〜11 ページを読んで、単語を調べておくこと。 
6 回 前 

 



年度 2014 
授業コード FB10435A 
成績評価 小テスト（４０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜13),⼯学プロジェクトコース(〜13),情報科学科(〜13),建築学科(〜

13) 
見出し FB10435A 科学英語Ⅱ 
担当教員名 奥⻄ 有理 
単位数 2 
教科書 Integrated Technical English （テクニカルイングリッシュ入門） / Terry Phillips, 

Kenji Hitomi, Eiichi Yubune / 成美堂 / 9784791900756 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 リスニングやスピーキングも練習出来たと感じていただけたという記述があっ

た。良かったです。 
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10435A 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント 学習に取り組む姿勢が良く、モチベーションが高かったと思います。 
連絡先 ２７号館２Ｆ 奥⻄研究室 

Email: yokunishi@bme.ous.ac.jp 
Tel: 086-256-9634 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全体的に良かった。 
英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ｉ・II、科学英語 I・III・IV、英会話Ｉ・II、ＴＯＥＩＣセミナー 
次回に向けての改善変更予定 英語での授業実施を継続し、またシャドーイング学習も取り入れていきたい。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：授業の目的と具体的内容について説明する。 

2 回 Unit 8 Elements and compounds「元素」や「化合物」に関する語句を学び、
関連した文章を理解できるようにする。 



3 回 Unit 8 Elements and compounds「元素」や「化合物」に関する語句を学び、
関連した文章を理解できるようにする。 
4 回 Unit 8 Elements and compounds「元素」や「化合物」に関する語句を学び、
関連した文章を理解できるようにする。 
5 回 Unit 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 Unit 8 pp.34~35 Section 1 Vocabulary A を音読し、分からない単語を調べ
ておくこと。 
Unit 8 p.36 Section 2 Reading を音読し、分からない単語を調べておくこと。 
3 回 Unit 8 pp.34~35 Section 1 Vocabulary A を音読し、分からない単語を調べ
ておくこと。 
Unit 8 p.36 Section 2 Reading を音読し、分からない単語を調べておくこと。 
小テストのた 

 



年度 2014 
授業コード FB10435B 
成績評価 課題提出(30%)、試験(70%)により行う。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜13),⼯学プロジェクトコース(〜13),情報科学科(〜13),建築学科(〜

13) 
見出し FB10435B 科学英語Ⅱ 
担当教員名 笠本 晃代＊ 
単位数 2 
教科書 Understanding Basic Science／Graham Hill and John Holman／英宝社 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB10435B 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養

う 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 前期の内容を確認する。 

2 回 WEATHER MAPS について説明する。 
3 回 ENERGY Ⅰについて説明する。 
4 回 ENERGY Ⅱについて説明する。 
5 回 ENERGY RESOURCES について説明する。 
6 回 ENERGY IN THE FUTURE について説明する。 
7 回 INTERNAL COMBUSTION ENGINES について説明する。 



8 回 ELECTRICITY Ⅰについて説明する。 
9 回 ELECTRICITY Ⅱについて説明する。 
10 回 ELECTRIC RESIST 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 P.67-68 の問題を解いておくこと 
3 回 P.72-73 の問題を解いておくこと 
4 回 P.77-78 の問題を解いておくこと 
5 回 P.83-84 の問題を解いておくこと 
6 回 P.88-89 の問題を解いておくこと 
7 回 P.93-94 の問題を解いておくこと 
8 回 P.98-99 の問題を解いておくこと 
9 回 P.103-104 の問題を解いておくこと 
10 回 P,108-109 の問題を解いておくこと 
11 回 P.113-114 の 

 



年度 2014 
授業コード FB10435C 
成績評価 定期試験 70％, Small Test 10％, レポート 10％, Class-work 10％ 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜13),⼯学プロジェクトコース(〜13),情報科学科(〜13),建築学科(〜

13) 
見出し FB10435C 科学英語Ⅱ 
担当教員名 ⻄岡 啓治 
単位数 2 
教科書 Hopkins, A., and J. Potter. 2008./ Animals in Danger. Oxford Bookworms Library, 

Factfile./ Oxford: Oxford U.P. (ISBN 978-0-19-423379-8) 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「もう少し日本語で説明を」「もっと日本語訳もして」という意見がありました。

1 週間に 90 分の英語の授業です。英語を聞く時間として、耳を傾けていただけ
ませんか？わたしも正しくて易しい英語を使うように頑張ります。 

科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和, 和英, 英英などの辞書（電子辞書も可), Root and Trunk Sentences＆CD 
授業形態 講義 
注意備考 There are two class-works and a small test to build up your vocabulary and basic 

sentences. 
シラバスコード FB10435C 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること 
受講者へのコメント 英語は世界共通語になりましたので、学習の態度も成績のためだけでなく、コミ

ュニケーションツールの習得という気持ちで取り組んでください。“科学英語”は
“仕事英語”と考えればよいのです。 

連絡先 ⻄岡研究室（27 号館 2 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 “授業時間外にどの程度、学習しましたか“の回答で「30 分程度」が３割強、「全
くしなかった」が４割弱でした。世界の誰もが英語を使ってコミュニケーション
をする時代になってきていることを考えるとこれは危機的な状況です。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語 I・II, 科学英語 I・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 科学英語を読むだけではなく、英語での質問、応答を声に出してできるよう、テ

キストの内容について基本的な応答練習をします。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養



う 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1st semester results. 2nd semester schedule. Chapter 6 In the sky 

Key Sentence: They cannot live with people or other animals and they do not have 
many babies. 
2 回 Chapter 6 In the sky 
Key Sentence: Why did they stop coming? 
3 回 Chapter 7 What can countr 

準備学習 １．教材としてテキスト２種類、辞書(電子辞書も可）、ノートは必需品です。毎
回チェックすること。 
２．シラバスでその日のレッスンページを確認し、所定の形式で単語帳を作って
授業に臨むこと。 
３．復習も準備につながるので、前回読んだページを最低 3 回は音読しておくこ
と。耳から自分の英語を聞き日本語訳しなくても内容がほぼ理解できるようにな
ること。CD 等があれば聞く練習を怠らないこと。 
４．宿題をやって出席すること。 

 



年度 2014 
授業コード FB10435D 
成績評価 定期テスト 40％、中間テスト 30％、課題 20％、小テスト 10％ 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜13),⼯学プロジェクトコース(〜13),情報科学科(〜13),建築学科(〜

13) 
見出し FB10435D 科学英語Ⅱ 
担当教員名 今城 暁子＊ 
単位数 2 
教科書 Machines Then and Now [Oxford Read and Discover]／James Styring／Oxford 

University Press／9780194644372 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回（初回を除く）、前回のチェック事項を確認してくること。 

また、科学英語用のノートと辞書（電子辞書可、携帯不可）を持参し、積極的な
態度で講義に臨むこと。 

シラバスコード FB10435D 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 科学英語の取り組み方を確認し、テキストの Introduction(p3)を学習する。 

2 回 1 The First Materials を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
3 回 1 The First Materials(続き) を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。
また、Activity 1(pages 36-37)をする。 
4 回 2 Rocks and Minerals を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 



5 回 2 Rocks and Minerals(続き) を読み、内容を 
準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義内容を確認して講義に臨むこと。 

テキストの Introduction(p3)の質問の答えを考えてくること。 
2 回 前回のチェック事項を確認し、1 The First Materials を読み、語彙、構文を
調べて講義に臨むこと。 
3 回 前回のチェック事項を確認し、1 The First Materials (続き)を読み、語彙、
構文を調べて講義に臨むこと。 
また、Activity 1(pages 36-37)をしてくること。 
4 回 前回のチェック事項を確認し、 2 Rocks 

 



年度 2014 
授業コード FB10435E 
成績評価 課題提出（３０％） 定期試験（７０％） 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜13),⼯学プロジェクトコース(〜13),情報科学科(〜13),建築学科(〜

13) 
見出し FB10435E 科学英語Ⅱ 
担当教員名 鳥越 洋子＊ 
単位数 2 
教科書 Incredible Earth ／Richard Northcott／Oxford／9780194644389 
アクティブラーニング  
キーワード Reading,Science,Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 授業の最後に質問の時間をとり，個別の質問にも対応するようにしていきたいと

思います。 
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10435E 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること 
受講者へのコメント 毎日，こつこつと勉強を続けていってほしいと思います。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野への理解が深まり，技能技術が向上し，興味関⼼が高まってきているよ
うに思いました。 「授業時間外にどの程度学習しましたか」の項目では，１時間
から３０分程度しか勉強していない学生もいました。「この授業への目標を達成
できましたか」の項目では，ほとんどの学生が理解できていました。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ，Ⅱ，科学英語Ⅰ，Ⅲ，Ⅳ，英会話，Ⅰ，Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業の予習・復習の量を増やすよう指導するとともに，宿題の量を増やしたり毎

回行っている小テストの量を増やしたりするなどの⼯夫をしていきたいと思い
ます。 また，英語に興味・関⼼を持ってもらえるよう，教科書に加え，楽しめる
教材なども随時加えていきたいと思います。 

講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる. 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Introduction 



2 回 Earth's Crust 
3 回 Oceans 
4 回 Review 
5 回 Rivers and Waterfalls 
6 回 Glaciers and Icebergs 
7 回 Hot Water 
8 回 Review 
9 回 Mountains and Lakes 
10 回 Caves 
11 回 Earthquakes and Tunamis 
12 回 Review 
13 回 Deserts 
14 回 Erosion 
15 回 Review 

準備学習 予習としては，英文を読み，新出単語,熟語の意味を辞書で調べ，内容の概略を捉
えてくること。１回目はシラバスを読んでくること。２回目以降は，前回の授業
の復習をきちんとしてくること。 

 



年度 2014 
授業コード FB10436A 
成績評価 定期テスト 40%、中間テスト 30%、 課題 20%、 小テスト 10% 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜13),社会情報学科(〜13),生物地球学科(〜13) 
見出し FB10436A 科学英語Ⅱ 
担当教員名 今城 暁子＊ 
単位数 2 
教科書 FACTFILES [Disaster!] ／ MARY McINTOSH ／ OXFORD UNIVERSITY 

PRESS／9780194233958 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「今後も確認テストがあった方がいい」という記述がありました。 受講生の学

習の確認になるのではないかと始めたものですが、これからも続けたいと思いま
す。 
 受講生の一人から「もっと教科書のレベルをあげてほしい」という記述があり
ました。が、「教科書や資料がもう少し平易なものの方がよい」と思う人も 10％
いました。受講生は一人ではなく多数なので全員に丁度いいレベルというのはな
かなか難しいですが、全員に満足してもらえる何か良い方法を探したいと思って
います。 

科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回（初回を除く）、前回のチェック事項を確認してくること。また、科学英語用

のノートと辞書（電子辞書可、携帯不可）を持参し、積極的な態度で講義に臨む
こと。 

シラバスコード FB10436A 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容のより高度な英文がら読解できること。 
受講者へのコメント 前回の復習と 1 時間程度の予習をし、休まず出席すること、そして積極的に講義

に参加することが大切です。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 95％の受講者が、「授業に対する教員の意欲を感じ」てくれ、85％が「この授業
にほぼ満足、もしくは満足し」80％が「この分野への理解が深まり」90％が「授
業の目標をだいたい達成できた」ことは教員にとってとても嬉しいことです。ま
た、70％が欠席 2 回以内で、授業時間外に一時間以上学習してくれたことも喜ば
しく思います。  



月曜日の 1,2 時限のためか、3,4 回欠席した人が 30％いたことは残念に思いま
す。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、 科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 受講者が、より興味が持てるよう、講義内容を再度研究、改善したいと思ってい

ます。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語を精読する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 科学英語の取り組み方について確認する。 

2.4 Challenger and Columbia を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
2 回 2.4 Challenger and Columbia を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
3 回 2.4 Challenger and Columbia を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
4 回 2.6 Chernobyl を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
5 回 2.6 Chernobyl を読み、内容を理解し、文法事項等学習する 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義内容を確認して講義に臨むこと。 
2.4 Challenger and Columbia を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
2 回 前回のチェック事項を確認し、2.4 Challenger and Columbia を読み、語彙、
構文を調べて講義に臨むこと。 
3 回 前回のチェック事項を確認し、2.4 Challenger and Columbia  を読み、語
彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
4 回 前回のチェック事項を確認し、2.6 Chernobyl を読み、語彙、構 

 



年度 2014 
授業コード FB10436B 
成績評価 課題提出(30%)、試験(70%)により行う。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜13),社会情報学科(〜13),生物地球学科(〜13) 
見出し FB10436B 科学英語Ⅱ 
担当教員名 笠本 晃代＊ 
単位数 2 
教科書 Understanding Basic Science／Graham Hill and John Holman／英宝社 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB10436B 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養

う 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 前期の内容を確認する。 

2 回 WEATHER MAPS について説明する。 
3 回 ENERGY Ⅰについて説明する。 
4 回 ENERGY Ⅱについて説明する。 
5 回 ENERGY RESOURCES について説明する。 
6 回 ENERGY IN THE FUTURE について説明する。 
7 回 INTERNAL COMBUSTION ENGINES について説明する。 
8 回 ELECTRICITY Ⅰについて説明する。 



9 回 ELECTRICITY Ⅱについて説明する。 
10 回 ELECTRIC RESIST 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 P.67-68 の問題を解いておくこと 
3 回 P.72-73 の問題を解いておくこと 
4 回 P.77-78 の問題を解いておくこと 
5 回 P.83-84 の問題を解いておくこと 
6 回 P.88-89 の問題を解いておくこと 
7 回 P.93-94 の問題を解いておくこと 
8 回 P.98-99 の問題を解いておくこと 
9 回 P.103-104 の問題を解いておくこと 
10 回 P,108-109 の問題を解いておくこと 
11 回 P.113-114 の 

 



年度 2014 
授業コード FB10436C 
成績評価 定期試験 70％  ミニテスト、提出物 30％ 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜13),社会情報学科(〜13),生物地球学科(〜13) 
見出し FB10436C 科学英語Ⅱ 
担当教員名 佐久川 豊子＊ 
単位数 2 
教科書 Understanding Basic Science／EIHOSHA／ISBN4-269-18022-6 C1082 
アクティブラーニング  
キーワード Reading,Science,Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典 
授業形態 講義 
注意備考 専門への足掛かりとして、積極的に授業に参加してくれることを期待していま

す。 
シラバスコード FB10436C 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 単語、英文の下調べ、練習問題の予習をしておく。具体的には学期の初め、授業

の時にその都度伝える。 
 



年度 2014 
授業コード FB10436D 
成績評価 定期試験 70％, Small Test 10％, レポート 10％, Class-work 10％ 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜13),社会情報学科(〜13),生物地球学科(〜13) 
見出し FB10436D 科学英語Ⅱ 
担当教員名 ⻄岡 啓治 
単位数 2 
教科書 Animals in Danger／Hopkins, A. & Potter, J／Oxford U.P. ／9780194233798 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「授業を英語だけでするのは止めて」−＞1 週間に 90 分の英語授業のなかでも

その何分かですから、集中して聞いてくだささい。慣れるものです。 
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和, 和英, 英英などの辞書（電子辞書も可), Root and Trunk Sentences＆CD 
授業形態 講義 
注意備考 There are two class-works and a small test to build up your vocabulary and basic 

sentences. 
シラバスコード FB10436D 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること 
受講者へのコメント 英語は世界共通語になりましたので、学習の態度も成績のためだけでなく、コミ

ュニケーションツールの習得という気持ちで取り組んでください。“科学英語”は
“仕事英語”と考えればよいのです。 

連絡先 ⻄岡研究室（27 号館 2 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 “授業時間外にどの程度、学習しましたか“の回答で「30 分程度」が 44％、「全く
しなかった」が 32％でした。世界の誰もが英語を使ってコミュニケーションをす
る時代になってきていることを考えるとこれは危機的な状況です。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語 I・II, 科学英語 I・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 これからも互いに協力して学習の雰囲気を作りましょう。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解力を養

う 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1st semester results. 2nd semester schedule. Chapter 6 In the sky 

Key Sentence: They cannot live with people or other animals and they do not have 



many babies. 
2 回 Chapter 6 In the sky 
Key Sentence: Why did they stop coming? 
3 回 Chapter 7 What can countr 

準備学習 １．教材としてテキスト２種類、辞書(電子辞書も可）、ノートは必需品です。毎
回チェックすること。 
２．シラバスでその日のレッスンページを確認し、所定の形式で単語帳を作って
授業に臨むこと。 
３．復習も準備につながるので、前回読んだページを最低 3 回は音読しておくこ
と。耳から自分の英語を聞き日本語訳しなくても内容がほぼ理解できるようにな
ること。CD 等があれば聞く練習を怠らないこと。 
４．宿題をやって出席すること。 

 



年度 2014 
授業コード FB10436E 
成績評価 提出課題・小テスト４０％、 期末テスト６０％により評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜13),社会情報学科(〜13),生物地球学科(〜13) 
見出し FB10436E 科学英語Ⅱ 
担当教員名 林 玉美＊ 
単位数 2 
教科書 Transportation, Then and Now / Oxford University Press／9780194644990 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 英語への理解が増したという学生さん、これからも積極的に英文に触れてくださ

い。 
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 辞書 
授業形態 講義 
注意備考 予習・復習をすること。 

各 Unit の復習課題を提出すること。 
複数の Unit を全訳して提出すること。 
定期的に単語問題を含む小テストを実施する。 
期末テストでは語彙と読解の力を総合的に問う。 

シラバスコード FB10436E 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント 英語が苦手というだけでなく、日本語の文章表現も苦手な学生が多いようです

が、まずは語彙力を伸ばしましょう。そして、基礎的な文法は踏まえて、スラッ
シュリーディングでいいので、文意を追ってみましょう。意味が分かれば、その
知識は自分のものとなり、読むこともおもしろくなります。自分の好きな分野か
らでいいですから、基本的な文章構造を意識して、ひとつひとつの語句の意味を
つなげ、文意を理解してください。英語に自信が持てると、世界が広がりますよ。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 毎回、テキストの和訳や復習問題のプリントの提出を求めたため、大変だったか
もしれませんが、自分なりに努力したと感じている学生が多いようですね。ご苦
労様でした。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、 科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 ＴＯＥＩＣセミナー 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な語彙、文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Unit 1  Then and Now 「昔と今」 ① 

構文と単語を確認した後、読解する。 
2 回 Unit 1  Then and Now 「昔と今」 ② 
読解した後、Activity 1 を確認する。 
3 回 Unit 2  Boats and Ships 「舟と船」 ① 
構文と単語を確認した後、読解する。 
4 回 Unit 2  Boats and Ships 「舟と船」 ② 
読解した後、Activity 2 を確認する。 
5 回 Unit 3  Trauns, Buses, and Trucks 「汽 

準備学習 1 回 辞書を持参すること。 
Unit 1 を予習し、和訳を書いてこと。 
2 回 Unit 1 を予習し、和訳を書いてこと。 
Activity 1 を予習しておくこと。 
3 回 Unit 2 を予習し、和訳を書いてこと。 
Unit 1 の復習課題を提出すること。 
4 回 Unit 2 を予習し、和訳を書いてこと。 
Activity 2 を予習しておくこと。 
5 回 Unit 3 を予習し、和訳を書いてこと。 
Unit 2 の復習課題を提出すること。 
6 回 Unit 3 を予習し、和訳を書いてこと。 
Activity 3 を予習しておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FB10436F 
成績評価 課題提出（３０％） 定期試験（７０％） 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜13),社会情報学科(〜13),生物地球学科(〜13) 
見出し FB10436F 科学英語Ⅱ 
担当教員名 鳥越 洋子＊ 
単位数 2 
教科書 Incredible Earth ／Richard Northcott／Oxford／9780194644389 
アクティブラーニング  
キーワード Reading,Science,Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 DVD などの教材も少し加えていきたいと思います。 
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること。 
シラバスコード FB10436F 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること 
受講者へのコメント 毎日，こつこつと勉強を続けていってほしいと思います。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野への理解が深まり，技能技術が向上し，興味関⼼が高まってきているよ
うに思いました。 「この授業への目標を達成できましたか」「授業に対する教員
の意欲は感じられましたか」「この授業に満足しましたか」の３つの項目では，ほ
とんどの学生が満足のいくものだったようです。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ，Ⅱ，科学英語Ⅰ，Ⅲ，Ⅳ，英会話，Ⅰ，Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業時間外の勉強時間を増やすため，もう少し多くレポート等の課題を出すなど

の⼯夫をしたい。 
講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる. 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Introduction 

2 回 Earth's Crust 
3 回 Oceans 
4 回 Review 
5 回 Rivers and Waterfalls 



6 回 Glaciers and Icebergs 
7 回 Hot Water 
8 回 Review 
9 回 Mountains and Lakes 
10 回 Caves 
11 回 Earthquakes and Tunamis 
12 回 Review 
13 回 Deserts 
14 回 Erosion 
15 回 Review 

準備学習 予習としては，英文を読み，新出単語,熟語の意味を辞書で調べ，内容の概略を捉
えてくること。１回目はシラバスを読んでくること。２回目以降は，前回の授業
の復習をきちんとしてくること。 

 



年度 2014 
授業コード FB104410 
成績評価 期末試験 100% 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),⼯学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB104410 科学英語Ⅲ 
担当教員名 河本 誠 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 正当な理由がある場合を除き、５回以上の欠席で評価なし(E)とする。 

英語の基礎が出来ており、自分の専門の分野の英文を読んでみようと思っている
意欲のある学生の受講を望む。 

シラバスコード FB104410 
実務経験のある教員  
達成目標 「英文の構造を押さえた上で意味を取る」という部分に力点を置き、それを身に

付けさせること。 
受講者へのコメント  
連絡先 河本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 とくになし 
英文科目名 Scientific English III 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定 より分かりやすい説明を⼼がけていきたいと思います 
講義目的 各自の専門の科学・技術分野に関する英文をインターネットから取得し、実際の

英文を正確に読み取ることが出来るようになることを目的とする。河本担当の科
学英語Ⅲは火曜の２コマ目と３コマ目にあるが、可能であれば次の形を希望しま
す。 
＜火曜２コマ目＞---生物、化学系の学生 
＜火曜３コマ目＞---それ以外の学生 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



次回からの発表の割り当てを行う。また、各自、読みたいと思う科学・技術に関
する文書を（主に）インターネットで探し、提出することを指示する。この中か
ら取捨選択することにより、５つの文書を読んでいくことにする。 
2 回 １つ目の文書を読み始める。事前に割り当てられた学生がパラグラフ全体
の日本語訳を発表する。そのあと、その発表の問題点を指摘したり、文法的な説
明を加えながら、日本語訳を繰り返す。質問がなければ、次のパラグラフに進ん
でいく。 
3 回 １つ目の文書を同じようにして読み進める。 
4 回 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 発表担当の学生は自分で辞書を引いて十分準備しておくこと。発表担当で
ない学生は、読み進んでいく数パラグラフは自分で読んでおいて、講義にうまく
理解できていなかったところをしっかり意識すること。 
3 回 発表担当の学生は自分で辞書を引いて十分準備しておくこと。発表担当で
ない学生は、読み進んでいく数パラグラフは自分で読んでおいて、講義にうまく
理解できていなかったところをしっかり意識すること。 
4 回 発表担当の学生は自分で辞書を引いて十分準備しておくこと。発表担当で
ない学生は、読み進んでいく数 

 



年度 2014 
授業コード FB104420 
成績評価 期末試験 100% 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),⼯学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB104420 科学英語Ⅲ 
担当教員名 河本 誠 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 正当な理由がある場合を除き、５回以上の欠席で評価なし(E)とする。 

英語の基礎が出来ており、自分の専門の分野の英文を読んでみようと思っている
意欲のある学生の受講を望む。 

シラバスコード FB104420 
実務経験のある教員  
達成目標 「英文の構造を押さえた上で意味を取る」という部分に力点を置き、それを身に

付けさせること。 
受講者へのコメント  
連絡先 河本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 とくになし 
英文科目名 Scientific English III 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定 より分かりやすい説明を⼼がけていきたいと思います 
講義目的 各自の専門の科学・技術分野に関する英文をインターネットから取得し、実際の

英文を正確に読み取ることが出来るようになることを目的とする。河本担当の科
学英語Ⅲは火曜の２コマ目と３コマ目にあるが、可能であれば次の形を希望しま
す。 
＜火曜２コマ目＞---生物、化学系の学生 
＜火曜３コマ目＞---それ以外の学生 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



次回からの発表の割り当てを行う。また、各自、読みたいと思う科学・技術に関
する文書を（主に）インターネットで探し、提出することを指示する。この中か
ら取捨選択することにより、５つの文書を読んでいくことにする。 
2 回 １つ目の文書を読み始める。事前に割り当てられた学生がパラグラフ全体
の日本語訳を発表する。そのあと、その発表の問題点を指摘したり、文法的な説
明を加えながら、日本語訳を繰り返す。質問がなければ、次のパラグラフに進ん
でいく。 
3 回 １つ目の文書を同じようにして読み進める。 
4 回 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 発表担当の学生は自分で辞書を引いて十分準備しておくこと。発表担当で
ない学生は、読み進んでいく数パラグラフは自分で読んでおいて、講義にうまく
理解できていなかったところをしっかり意識すること。 
3 回 発表担当の学生は自分で辞書を引いて十分準備しておくこと。発表担当で
ない学生は、読み進んでいく数パラグラフは自分で読んでおいて、講義にうまく
理解できていなかったところをしっかり意識すること。 
4 回 発表担当の学生は自分で辞書を引いて十分準備しておくこと。発表担当で
ない学生は、読み進んでいく数 

 



年度 2014 
授業コード FB104430 
成績評価 4 つのライティング課題を各 25％とし、100％で評価します。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),⼯学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB104430 科学英語Ⅲ(論文) 
担当教員名 奥⻄ 有理 
単位数 2 
教科書 適宜ハンドアウトを配布します。 
アクティブラーニング  
キーワード Writing, Communication, Science & Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅲ(論文) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 ・ライティング課題は、必ずパソコンを使用して作成の上、A4 紙に印刷し提出

のこと。 
・辞書を持参のこと。 
・受講希望人数により、受講者を制限する場合もあります。 

シラバスコード FB104430 
実務経験のある教員  
達成目標 英語のロジックや英文の構造に対する理解を深め、英語的にみて説得力のあるセ

ンテンスが作れるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号 2F 奥⻄研究室 

Email: yokunishi@bme.ous.ac.jp 
Tel: 086-256-9634 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English III 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 将来、理⼯系研究者や技術者として必要となるライティング・スキルの基礎力を

身に付ける。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：授業の目的と具体的内容について説明する。 

2 回 英語の文章の構成について、科学論文、エッセイ等を取り上げながら説明す



る。小グループに分かれて、論文やエッセイの構成についてディスカッションを
行う。IMRaD 構造について解説する。 
3 回 時制（現在形、現在完了形、過去形）について復習し、論文の中での使い分
けについて解説する。関連したライティングの練習をする。 
4 回 時制（現在形、現在完了形、過去形）について復習し、論文の中での使い分
けについて解説する。関連したライティングの練習をする 

準備学習 1 回 シラバスを読み、授業の流れと課題提出締め切りについて把握しておくこ
と。 
2 回 配布資料に目を通しておくこと。 
自分の興味のある科学論文を 1 本プリントアウトし、太字で書かれている見出し
を日本語に訳しておくこと。 
3 回 配布資料に目を通しておくこと。 
4 回 配布資料に目を通しておくこと。 
5 回 配布資料に目を通しておくこと。 
6 回 配布資料に目を通しておくこと。 
7 回 配布資料に目を通しておくこと。 
8 回 【ライティング課題１．実験の手順】に取り組むこと。 
9 回 配布資料に目を通しておくこと。 
10 回 

 



年度 2014 
授業コード FB104510 
成績評価 課題（シャドーイング、暗唱）40％、最終ショートプレゼンテーション 60％ 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),⼯学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB104510 科学英語Ⅳ(ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ) 
担当教員名 奥⻄ 有理 
単位数 2 
教科書 Sci-Tech Discovery-科学技術英語入門テキスト/Brian Cullen/研究社/ISBN 978-

4-327-42163-2 
アクティブラーニング  
キーワード Presentation, Communication, Science & Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅳ(ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 最終のプレゼンテーションの原稿は、パソコンで作成の上、提出すること。 

辞書を持参のこと。 
シラバスコード FB104510 
実務経験のある教員  
達成目標 英語のロジックや異文化間コミュニケーションについて理解した上で、アカデミ

ックな英語を用いてショートプレゼンテーションができるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号 2F 奥⻄研究室 

Email: yokunishi@bme.ous.ac.jp 
Tel: 086-256-9634 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English IV 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 将来、理⼯系研究者や技術者として英語によるプレゼンテーションをするのに必

要となる基礎的な言語・コミュニケーションスキルを習得する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：授業の目的と具体的内容について説明する。 

2 回 Unit6 Materials に関するプレゼンテーションを学ぶ。 
3 回 Unit6 Materials に関するプレゼンテーションを学ぶ。ショートプレゼンテ



ーションの練習をする。 
4 回 Unit7 Describing Function & Quality に関するプレゼンテーションを学
ぶ。ショートプレゼンテーションの練習をする。 
5 回 Unit7 Describing Function & Quality に関するプレゼンテーションを学 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 p.54 の Conversation の CD を聞いてシャドーイングすること。 
国際学会プレゼンテーション暗唱課題を覚えること。 
3 回 p.54 の Conversation の CD を聞いてシャドーイングすること。 
国際学会プレゼンテーション暗唱課題を覚えること。 
ショートプレゼンテーションの準備をすること。 
4 回 p.62 の Conversation の CD を聞いてシャドーイングすること。 
国際学会プレゼンテーション暗唱課題を覚えること。 
ショートプレゼンテーションの準備をするこ 

 



年度 2014 
授業コード FB104520 
成績評価 期末試験 100% 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),⼯学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB104520 科学英語Ⅳ 
担当教員名 河本 誠 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 正当な理由がある場合を除き、５回以上の欠席で評価なし(E)とする。 

英語の基礎が出来ており、自分の専門の分野の英文を読んでみようと思っている
意欲のある学生の受講を望む。 

シラバスコード FB104520 
実務経験のある教員  
達成目標 「英文の構造を押さえた上で意味を取る」という部分に力点を置き、それを身に

付けさせること。 
受講者へのコメント  
連絡先 河本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English IV 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 各自の専門の科学・技術分野に関する英文をインターネットから取得し、それを

正確に読み取ることが出来るようになることを目的とする。河本担当の科学英語
Ⅳは火曜の２コマ目と３コマ目にあるが、可能であれば次の形を希望します。 
＜火曜２コマ目＞---生物、化学系の学生 
＜火曜３コマ目＞---それ以外の学生 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

次回からの発表の割り当てを行う。また、各自、読みたいと思う科学・技術に関



する文書を（主に）インターネットで探し、提出することを指示する。この中か
ら取捨選択することにより、５つの文書を読んでいくことにする。 
2 回 １つ目の文書を読み始める。事前に割り当てられた学生がパラグラフ全体
の日本語訳を発表する。そのあと、その発表の問題点を指摘したり、文法的な説
明を加えながら、日本語訳を繰り返す。質問がなければ、次のパラグラフに進ん
でいく。 
3 回 １つ目の文書を同じようにして読み進める。 
4 回 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 発表担当の学生は自分で辞書を引いて十分準備しておくこと。発表担当で
ない学生は、読み進んでいく数パラグラフは自分で読んでおいて、講義にうまく
理解できていなかったところをしっかり意識すること。 
3 回 発表担当の学生は自分で辞書を引いて十分準備しておくこと。発表担当で
ない学生は、読み進んでいく数パラグラフは自分で読んでおいて、講義にうまく
理解できていなかったところをしっかり意識すること。 
4 回 発表担当の学生は自分で辞書を引いて十分準備しておくこと。発表担当で
ない学生は、読み進んでいく数 

 



年度 2014 
授業コード FB104530 
成績評価 期末試験 100% 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),⼯学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB104530 科学英語Ⅳ 
担当教員名 河本 誠 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 正当な理由がある場合を除き、５回以上の欠席で評価なし(E)とする。 

英語の基礎が出来ており、自分の専門の分野の英文を読んでみようと思っている
意欲のある学生の受講を望む。 

シラバスコード FB104530 
実務経験のある教員  
達成目標 「英文の構造を押さえた上で意味を取る」という部分に力点を置き、それを身に

付けさせること。 
受講者へのコメント  
連絡先 河本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English IV 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 各自の専門の科学・技術分野に関する英文をインターネットから取得し、実際の

英語を正確に読み取ることが出来るようになることを目的とする。河本担当の科
学英語Ⅳは火曜の２コマ目と３コマ目にあるが、可能であれば次の形を希望しま
す。 
＜火曜２コマ目＞---生物、化学系の学生 
＜火曜３コマ目＞---それ以外の学生 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



次回からの発表の割り当てを行う。また、各自、読みたいと思う科学・技術に関
する文書を（主に）インターネットで探し、提出することを指示する。この中か
ら取捨選択することにより、５つの文書を読んでいくことにする。 
2 回 １つ目の文書を読み始める。事前に割り当てられた学生がパラグラフ全体
の日本語訳を発表する。そのあと、その発表の問題点を指摘したり、文法的な説
明を加えながら、日本語訳を繰り返す。質問がなければ、次のパラグラフに進ん
でいく。 
3 回 １つ目の文書を同じようにして読み進める。 
4 回 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 発表担当の学生は自分で辞書を引いて十分準備しておくこと。発表担当で
ない学生は、読み進んでいく数パラグラフは自分で読んでおいて、講義にうまく
理解できていなかったところをしっかり意識すること。 
3 回 発表担当の学生は自分で辞書を引いて十分準備しておくこと。発表担当で
ない学生は、読み進んでいく数パラグラフは自分で読んでおいて、講義にうまく
理解できていなかったところをしっかり意識すること。 
4 回 発表担当の学生は自分で辞書を引いて十分準備しておくこと。発表担当で
ない学生は、読み進んでいく数 

 



年度 2014 
授業コード FB104610 
成績評価 定期試験（50％）中間試験（20％）クイズ（10％）提出物等（２０％） 
曜日時限 月曜日 9・10 時限、⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB104610 日本語 
担当教員名 ⻘井 由佳＊ 
単位数 4 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード 外国語としての日本語 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本語 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考 ・辞書を必ず持ってくること・積極的にクラスに参加し、自分で課題を見つける

姿勢を持つこと・30 回講義終了後に最終試験を実施する＊受講者のレベルやク
ラスの人数によっては、シラバスの内容を変更することがある 

シラバスコード FB104610 
実務経験のある教員  
達成目標 初級の文法項目、特に、自他動詞、受身・使役・使役受身が正しく使えるように

する。中級の表現や語彙をできるだけ増やし、大学の講義や生活に役立てる。漢
字語彙を正しく読み、書けるようにする。日本語らしい表現や発音を身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Japanese 
関連科目 日本語会話、日本語理解、日本語表現 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 初級で学んだ文法項目や語彙を確認し、正しく使えるようにする。基礎を固めた

後、中級、中上級レベルの表現を学び、大学での生活がスムーズに行えるように
する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。レベルチェック。 

2 回 文法① 初級の助詞の整理 
3 回 文法② 自動詞・他動詞 



4 回 文法③ V ている・V てある・V ておく 
5 回 漢字・語彙① 看板・注意書き などに使われる語彙 
6 回 漢字・語彙② コンピュータ関連の語彙 
7 回 漢字・語彙③ 自動販売機・リモコンなど 
8 回 文法④ 授受表現 
9 回 文法⑤ 受身・使役・使役受身 
10 回 文法⑥ 「よう・そう・らしい」など 
11 回 語彙④ 家事関連語彙（１） 
12 回 語彙⑤ 家事関連語彙（２） 
13 回 語彙⑥ 交通機関関連語彙 
14 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 初級で学んだ教科書、文法書などをもう一度読んでおくこと。 
3 回 自動詞・他動詞について復習しておくこと。 
4 回 自他動詞をきちんと覚えておくこと。 
5 回 街や学校にある「看板・注意書き」を注意して読んでおくこと。読めない言
葉、知らない言葉を集めてくること。 
6 回 コンピュータの部分の名前や作業について、日本語で表現できるか確認し
ておくこと。 
7 回 自動販売機・リモコンなどの名前や使い方について、どんな言葉があるか調
べておくこと。 
8 回 「あげる・もらう・くれる」 

 



年度 2014 
授業コード FB104710 
成績評価 定期試験 70%、小テストの結果 30%により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限、金曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB104710 日本語会話(月･金) 
担当教員名 堂⽥ 左和子＊ 
単位数 4 
教科書 毎回プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 普通体、丁寧体、場面 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本語会話(月･金) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 みんなの日本語 初級Ⅱ／新日本語の中級／（スリーエーネッチワーク） 

「エリンが挑戦」（NHK 教育テレビ日本語講座）／日本放送出版協会 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 30 回講義終了後行う。積極的な学習活動を望む。 

試験は定期試験期間中に行い、試験形態は会話試験と筆記試験とする。 
シラバスコード FB104710 
実務経験のある教員  
達成目標 日常的なコミュニケーション、特に実生活で直面するであろう場面で相手の話を

理解し、自分の要求や考えが適切な表現で表せるようになる。また、スピーチの
練習を通して、人前で話せるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Japanese Conversation 
関連科目 日本語、日本語理解、日本語表現 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 講義 2 回を一組とし、1 回目に「みんなの日本語 初級Ⅱ」や「新日本語の中級」

にある文法、語彙、表現の定着を図り、2 回目にそれらを使った実際の場面、状
況を想定し、話したり、聞いたりできるようにする。また、CD、DVD を視聴し、
現代の若者の使用していることば、表現、アクセントなどを知らせる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 自己紹介の仕方を練習する。 

2 回 言葉や文の引用の仕方や条件を表す文法・表現を復習し、練習する。 



3 回 「尋ねる・確かめる」場面での会話を練習する。 
スピーチをする。（自国や故郷の紹介） 
4 回 希望や要求を表す表現を復習し、練習する。 
スピーチをする。（自国や故郷の紹介） 
5 回 「頼む」場面での会話を練習する。 
スピーチをする。（自国や故郷） 
6 回 動詞の使役形を復習し、使役文の使い方を練習する。 
7 回 「許可をもらう」場面での会話を練習する。 
8 回 付帯状況を表す表現を学習する。 
9 回 「誘う・断 

準備学習 1 回 留学目的、将来の夢などが言えるようにしておくこと。 
2 回 引用・伝聞・条件表現を復習しておくこと。 
スピーチする学生は「自国や故郷の紹介」ができるようにしておくこと。 
3 回 日常生活で疑問に思うことや尋ねたいことをまとめておくこと。 
スピーチする学生は「自国や故郷の紹介」ができるようにしておくこと。 
4 回 使役表現の作り方・使い方の復習をしておくこと。 
スピーチする学生は「自国や故郷の紹介」ができるようにしておくこと。 
5 回 何かを頼むとき、相手によって変わる表現を復習しておくこと。 
6 回 使役表現 

 



年度 2014 
授業コード FB104720 
成績評価 定期試験 70%、小テスト 30% 
曜日時限 水曜日 9・10 時限、金曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB104720 日本語会話(水･金) 
担当教員名 梅川 ゆう子＊ 
単位数 4 
教科書 毎回プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 普通体、丁寧体、場面 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 無し 
科目名 日本語会話(水･金) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 みんなの日本語 初級Ⅱ／スリーエーネットワーク：新日本語の中級／スリーエ

ーネットワーク：エリンが挑戦／NHK 教育テレビ日本語講座：マンガで学ぶ日
本語会話術／アルク：会話に挑戦！ 中級前期からの日本語ロールプレイ／スリ
ーエーネットワーク、WEEKLY 日本語で話す６週間 book1／凡人社 

授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は会話試験と筆記試験とする。 

最終試験は 30 回講義終了後行う。積極的な学習活動を望む。 
シラバスコード FB104720 
実務経験のある教員  
達成目標 日常的なコミュニケーション、特に実生活で直面するであろう場面で相手の話を

理解し、自分の要求や考えが適切な表現で表せるようになる。 
受講者へのコメント 教師側が与えた課題に対して全員よく努力し、達成していたが、応用力が弱いの

で、教室外でも積極的に日本語を使用するなどして更に力をつけてもらいたい。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 学生の日本語レベルに差があったため、進度に関しては早すぎると感じる学生と
もう少し早いほうが良いと感じる学生もいたが、大半の学生に合った進度であっ
たことが確認できた。授業内容に関しても概ね満足していたようである。今回は
学生側の評価とこちらが想定していた結果とがほぼ一致していた。 

英文科目名 Japanese Conversation 
関連科目 日本語、日本語理解、日本語表現 
次回に向けての改善変更予定 日本人との自然な日本語に触れる機会を更に増やすための時間を設けたい。 
講義目的 講義 2 回を一組とし、1 回目に「WEEKLY」や「新日本語の中級」にある文法、

語彙、表現の定着を図り、2 日目にそれらを使った実際の場面、状況を仮定し、



話したり、聞いたりできるようにする。また、CD、DVD を視聴し、現代の若者
の使用していることば、表現、アクセントなどを知らせる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 自己紹介をする。来日した目的や将来の夢について話せるようにする。 

2 回 尋ねたり、聞き取った内容を確認したりする練習をする。 
3 回 連絡したり、要件を伝える練習をする。 
4 回 希望を伝えたり、依頼したりする練習をする。 
5 回 使役形を使った表現を学び、許可をもらう練習をする。 
6 回 誘い方、断り方を学び、練習する。 
7 回 訪問先などで話題に上りやすい内容を話すのに必要な表現を学習する。 
8 回 病院での必要な表現や語彙などを学習する。 
9 回 買い物をする場面で必要となる表現を練習する。 
10 回 道順を 

準備学習 1 回 留学目的、将来の夢などが言えるようにしておくこと。 
2 回 尋ねたり、内容を確認したりする表現を復習しておくこと。 
3 回 伝聞表現を復習しておくこと。 
4 回 どのような依頼をすることがあるか考えておくこと。 
5 回 使役を使った表現を復習しておくこと。 
6 回 誘ったり、断ったりした経験について話せるようにしておくこと。 
7 回 国や家族について紹介するために必要な情報を集めておくこと。 
8 回 どのような症状になったことがあるか、病院で耳にした表現などをまとめ
ておくこと。 
9 回 買い物をするとき困ること、疑 

 



年度 2014 
授業コード FB104810 
成績評価 提出課題 20％、定期試験 80％により成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB104810 日本語表現 
担当教員名 堂⽥ 左和子＊ 
単位数 2 
教科書 教科書は使わない。毎回講義内容に練習問題をつけたプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 書きことば、文体、表現 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本語表現 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大学・大学院 留学生の日本語②作文編／アカデミック・ジャパニーズ研究会／

（アルク） 
留学生のためのここがたいせつ文章表現のルール／石⿊ 圭／（スリーエー） 

授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は作文と筆記試験とする。 
シラバスコード FB104810 
実務経験のある教員  
達成目標 さまざまな書式で要求される文体・表現を使って、適切な文が書けるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Japanese Expressions 
関連科目 日本語、日本語会話、日本語理解 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 今までに学習者は日本語の基礎的な文法や日常生活に必要な語彙を学習してき

た。また、日常生活ではそれらを使用して、話したり、聞いたりできるようにな
っている。この講義では日本語で文を書くのに必要な基礎知識―表記（文字、外
来語、原稿用紙の使い方）、表現（文体の統一、書きことば）、書式（手紙文、意
見文、説明文、レポート文）など―を説明し、それらの知識を使って目的に沿っ
た文が書けるようにする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 表記のしかた（文字・記号の書き方/句読点の打ち方）を練習する。  

＊自己紹介文を書く。 



2 回 文体と書きことば（「だ・である」体／連用中止形／書きことば）を復習し、
練習する。  
＊先輩への手紙や友達へのメール文を書く。 
3 回 段落に分ける（文章の構成／段落内の構成）方法を学習する。 
 ＊「日本語」について書く。 
4 回 「は」と「が」の違いを知り、使い方を学習する。  
＊「自国の有名な人」の紹介文を書く。 
5 回 「テーマを述べる」表現について学習する。  
＊「自国の特別なもの」について書く。 
6 回 「 

準備学習 1 回 新聞や教科書を見て、日本語の書き方の特徴をつかんでおくこと。 
2 回 文末の形（ます形・普通形）の復習をしておくこと。 
3 回 第１回の講義で習った原稿用紙の使い方を復習しておくこと。 
4 回 既習の「は」と「が」について復習しておくこと。 
5 回 各自の「国」にある特別なものについて調べておくこと。 
6 回 理由を述べるとき使う表現「〜ので」「〜から」「〜て」や理由を表す接続詞
を復習しておくこと。 
7 回 動詞につく「こと」「の」の使い方を復習しておくこと。 
8 回 最近問題になっていることについて調べ、自分の 

 



年度 2014 
授業コード FB104910 
成績評価 課題提出（１０％）中間テスト（３０％）期末テスト（６０％）により行う 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB104910 中国語Ⅰ 
担当教員名 林 侑靜＊ 
単位数 2 
教科書 旅して学ぶ中国語／楊凱栄・張麗群／朝日出版社 ／9784255451848 
アクティブラーニング  
キーワード 会話・表現 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 楽しく授業ができたとコメントが多くありました。そう感じてもらえて良かった

と思います。このような雰囲気で、秋期も一緒に頑張りましょう。 
科目名 中国語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント（資料）を随時配布する 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB104910 
実務経験のある教員  
達成目標 発音、基礎文法と簡単な会話が出来る様に 
受講者へのコメント より中国語が出来るようになるには、教科書に付いているＣＤを聞いたり、ビデ

オの映像を良く観る事です。そして、生の会話をする事で上達していきます。で
きれば授業の前に予習をするといいと思います。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全体的に、授業内容が理解しやすかったという事と、皆さんの中国語に対する興
味が高まった事には嬉しく思います。また、中国語をもっと出来るようにしたい
というコメントがあり、教師として何より嬉しいです 

英文科目名 Chinese I 
関連科目 中国語Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 発音が出来るようになりたいという希望がありましたので、発音練習の時間をも

う少し増やします。 
講義目的 テキストは中国の主な都市・地方を中⼼にした内容。その内容に沿って、 発音、

基礎文法を習得し、自己紹介、挨拶や簡単な基礎会話が出来るようになることを
目的とします。テキスト内容とビデオを参考にしながら中国の生活や風習文化、
および現在の中国を知ることができます。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーションをする 
2 回 発音：声調、⺟音・複⺟音を学習する 
3 回 声調練習・子音・挨拶用語を学習する 
4 回 王府井へ行きましょう （どこへ行きます？・〜です・だれですか？）など
の表現を学習する 
5 回 鳥の巣はどこですか？ （疑問・所在・数字）などの表現を学習する 
6 回 天壇公園はここから遠いですか？ （形容詞・願望と意見）などの表現を学
習する 
7 回 北京ダック知ってますか？ （連動文・時間・少し〜）などの表現を学習す
る 
8 回 泰山へ登る （名前の言い方・〜をしてもいいですか？・A それとも B 

準備学習 1 回 シラバスをよく見て、講義計画や目的を確認しておくこと 
2 回 発音を予習しておくこと 
3 回 発音を予習しておくこと 
4 回 第１課【北京１】：単語と本文を予習しておくこと 
5 回 第２課【北京２】：単語と本文を予習しておくこと 
6 回 第３課【北京３】：単語と本文を予習しておくこと 
7 回 第４課【北京４】：単語と本文を予習しておくこと 
8 回 第５課【泰山・高山】：単語と本文を予習しておくこと 
9 回 第１課〜第５課を復習しておくこと 
10 回 第６課【⻄安】：単語と本文を予習しておくこと 
11 回 第７課【成都】 

 



年度 2014 
授業コード FB104920 
成績評価 課題提出（１０％）中間テスト（３０％）期末テスト（６０％）により行う 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB104920 中国語Ⅰ 
担当教員名 林 侑靜＊ 
単位数 2 
教科書 旅して学ぶ中国語／楊凱栄・張麗群／朝日出版社 ／9784255451848 
アクティブラーニング  
キーワード 会話・表現 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 楽しく授業ができたとコメントが多くありました。そう感じてもらえて良かった

と思います。このような雰囲気で、秋期も一緒に頑張りましょう。 
科目名 中国語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント（資料）を随時配布する 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB104920 
実務経験のある教員  
達成目標 発音、基礎文法と簡単な会話が出来る様に 
受講者へのコメント より中国語が出来るようになるには、教科書に付いているＣＤを聞いたり、ビデ

オの映像を良く観る事です。そして、生の会話をする事で上達していきます。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全体的に、授業内容が理解しやすかったという事と、皆さんの中国語に対する興
味が高まった事には嬉しく思います。また、中国語をもっと出来るようにしたい
というコメントがあり、教師として何より嬉しいです。 

英文科目名 Chinese I 
関連科目 中国語Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 できれば授業の前に予習をするといいと思います。  発音が出来るようになりた

いという希望がありましたので、発音練習の時間をもう少し増やします。 
講義目的 テキストは中国の主な都市・地方を中⼼にした内容。その内容に沿って、 発音、

基礎文法を習得し、自己紹介、挨拶や簡単な基礎会話が出来るようになることを
目的とします。テキスト内容とビデオを参考にしながら中国の生活や風習文化、
および現在の中国を知ることができます。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする 



2 回 発音：声調、⺟音・複⺟音を学習する 
3 回 声調練習・子音・挨拶用語を学習する 
4 回 王府井へ行きましょう （どこへ行きます？・〜です・だれですか？）など
の表現を学習する 
5 回 鳥の巣はどこですか？ （疑問・所在・数字）などの表現を学習する 
6 回 天壇公園はここから遠いですか？ （形容詞・願望と意見）などの表現を学
習する 
7 回 北京ダック知ってますか？ （連動文・時間・少し〜）などの表現を学習す
る 
8 回 泰山へ登る （名前の言い方・〜をしてもいいですか？・A それとも B 

準備学習 1 回 シラバスをよく見て、講義計画や目的を確認しておくこと 
2 回 発音を予習しておくこと 
3 回 発音を予習しておくこと 
4 回 第１課【北京１】：単語と本文を予習しておくこと 
5 回 第２課【北京２】：単語と本文を予習しておくこと 
6 回 第３課【北京３】：単語と本文を予習しておくこと 
7 回 第４課【北京４】：単語と本文を予習しておくこと 
8 回 第５課【泰山・高山】：単語と本文を予習しておくこと 
9 回 第１課〜第５課を復習しておくこと 
10 回 第６課【⻄安】：単語と本文を予習しておくこと 
11 回 第７課【成都】 

 



年度 2014 
授業コード FB104930 
成績評価 定期試験（１００％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB104930 中国語Ⅰ 
担当教員名 華 信来＊ 
単位数 2 
教科書 みんなで中国語／中村俊也、謝謀、綾部武彦、頼明／朝日出版社／9784255450568 
アクティブラーニング  
キーワード 発音、会話、文化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 中国語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。初回の授業に必ず出席すること。 
シラバスコード FB104930 
実務経験のある教員  
達成目標 一部の略字、基本の文法と会話の習得。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chinese I 
関連科目 中国語Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中国語の発音と基礎段階の文型と文法事項を習得し、今後の勉強への基礎づくり

をめざす。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 入門（中国とは？中国語とは？)についてを勉強する 

2 回 声調、単⺟音、複合⺟音、会話を勉強する 
3 回 子音、鼻音、軽声、会話を勉強する 
4 回 声調変化、年月日の言い方、会話を勉強する 
5 回 的、是、在、会話を勉強する 
6 回 有（所有）、有（存在）、会話を勉強する 
7 回 看、要、会話を勉強する 
8 回 量詞、去、自己紹介、略字、会話を勉強する 



9 回 形容詞述語文、喜歓、会話を勉強する 
10 回 主述述語文、程度補語、略字、会話を勉強する 
11 回 時間の言い方、略字、会話を勉強する 
12 回 曜日の言い方、略 

準備学習 1 回 シラバスを読んで授業内容などを把握すること 
2 回 声調、⺟音（Ｐ２〜Ｐ３）を読むこと 
3 回 子音、鼻音（Ｐ４〜Ｐ６）を読むこと 
4 回 声調、⺟音、子音を復習すること 
5 回 人称代詞（Ｐ１１）を読むこと 
6 回 きのう、きょう、あした（Ｐ１７）を読むこと 
7 回 指示代詞（Ｐ２３）を読むこと 
8 回 習った名詞を調べること 
9 回 新出単語（Ｐ３４）を読むこと 
10 回 指示代詞（場所）（Ｐ３９）を読むこと 
11 回 数の言い方（Ｐ５）を復習すること 
12 回 数１〜６を言えるように練習すること 
13 回 時間と曜日 

 



年度 2014 
授業コード FB104940 
成績評価 課題提出（１０％）中間テスト（３０％）期末テスト（６０％）により行う 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB104940 中国語Ⅰ 
担当教員名 林 侑靜＊ 
単位数 2 
教科書 旅して学ぶ中国語／楊凱栄・張麗群／朝日出版社 ／9784255451848 
アクティブラーニング  
キーワード 会話・表現 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 楽しく授業ができたとコメントが多くありました。そう感じてもらえて良かった

と思います。このような雰囲気で、秋期も一緒に頑張りましょう。 
科目名 中国語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント（資料）を随時配布する 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB104940 
実務経験のある教員  
達成目標 発音、基礎文法と簡単な会話が出来る様に 
受講者へのコメント より中国語が出来るようになるには、教科書に付いているＣＤを聞いたり、ビデ

オの映像を良く観る事です。そして、生の会話をする事で上達していきます。で
きれば授業の前に予習をするといいと思います。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全体的に、授業内容が理解しやすかったという事と、皆さんの中国語に対する興
味が高まった事には嬉しく思います。また、中国語をもっと出来るようにしたい
というコメントがあり、教師として何より嬉しいです。 

英文科目名 Chinese I 
関連科目 中国語Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 発音が出来るようになりたいという希望がありましたので、発音練習の時間をも

う少し増やします。 
講義目的 テキストは中国の主な都市・地方を中⼼にした内容。その内容に沿って、 発音、

基礎文法を習得し、自己紹介、挨拶や簡単な基礎会話が出来るようになることを
目的とします。テキスト内容とビデオを参考にしながら中国の生活や風習文化、
および現在の中国を知ることができます。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーションをする 
2 回 発音：声調、⺟音・複⺟音を学習する 
3 回 声調練習・子音・挨拶用語を学習する 
4 回 王府井へ行きましょう （どこへ行きます？・〜です・だれですか？）など
の表現を学習する 
5 回 鳥の巣はどこですか？ （疑問・所在・数字）などの表現を学習する 
6 回 天壇公園はここから遠いですか？ （形容詞・願望と意見）などの表現を学
習する 
7 回 北京ダック知ってますか？ （連動文・時間・少し〜）などの表現を学習す
る 
8 回 泰山へ登る （名前の言い方・〜をしてもいいですか？・A それとも B 

準備学習 1 回 シラバスをよく見て、講義計画や目的を確認しておくこと 
2 回 発音を予習しておくこと 
3 回 発音を予習しておくこと 
4 回 第１課【北京１】：単語と本文を予習しておくこと 
5 回 第２課【北京２】：単語と本文を予習しておくこと 
6 回 第３課【北京３】：単語と本文を予習しておくこと 
7 回 第４課【北京４】：単語と本文を予習しておくこと 
8 回 第５課【泰山・高山】：単語と本文を予習しておくこと 
9 回 第１課〜第５課を復習しておくこと 
10 回 第６課【⻄安】：単語と本文を予習しておくこと 
11 回 第７課【成都】 

 



年度 2014 
授業コード FB104950 
成績評価 定期試験（１００％） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB104950 中国語Ⅰ 
担当教員名 華 信来＊ 
単位数 2 
教科書 みんなで中国語／中村俊也、謝謀、綾部武彦、頼明／朝日出版社／9784255450568 
アクティブラーニング  
キーワード 発音、会話、文化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 中国語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。初回の授業に必ず出席すること。 
シラバスコード FB104950 
実務経験のある教員  
達成目標 一部の略字、基本の文法と会話の習得。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chinese I 
関連科目 中国語Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中国語の発音と基礎段階の文型と文法事項を習得し、今後の勉強への基礎づくり

をめざす。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 入門（中国とは？中国語とは？)についてを勉強する 

2 回 声調、単⺟音、複合⺟音、会話を勉強する 
3 回 子音、鼻音、軽声、会話を勉強する 
4 回 声調変化、年月日の言い方、会話を勉強する 
5 回 的、是、在、会話を勉強する 
6 回 有（所有）、有（存在）、会話を勉強する 
7 回 看、要、会話を勉強する 
8 回 量詞、去、自己紹介、略字、会話を勉強する 



9 回 形容詞述語文、喜歓、会話を勉強する 
10 回 主述述語文、程度補語、略字、会話を勉強する 
11 回 時間の言い方、略字、会話を勉強する 
12 回 曜日の言い方、略 

準備学習 1 回 シラバスを読んで授業内容などを把握すること 
2 回 声調、⺟音（Ｐ２〜Ｐ３）を読むこと 
3 回 子音、鼻音（Ｐ４〜Ｐ６）を読むこと 
4 回 声調、⺟音、子音を復習すること 
5 回 人称代詞（Ｐ１１）を読むこと 
6 回 きのう、きょう、あした（Ｐ１７）を読むこと 
7 回 指示代詞（Ｐ２３）を読むこと 
8 回 習った名詞を調べること 
9 回 新出単語（Ｐ３４）を読むこと 
10 回 指示代詞（場所）（Ｐ３９）を読むこと 
11 回 数の言い方（Ｐ５）を復習すること 
12 回 数１〜６を言えるように練習すること 
13 回 時間と曜日 

 



年度 2014 
授業コード FB104960 
成績評価 定期試験（１００％） 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB104960 中国語Ⅰ 
担当教員名 華 信来＊ 
単位数 2 
教科書 みんなで中国語／中村俊也、謝謀、綾部武彦、頼明／朝日出版社／9784255450568 
アクティブラーニング  
キーワード 発音、会話、文化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 中国語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。初回の授業に必ず出席すること。 
シラバスコード FB104960 
実務経験のある教員  
達成目標 一部の略字、基本の文法と会話の習得。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chinese I 
関連科目 中国語Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中国語の発音と基礎段階の文型と文法事項を習得し、今後の勉強への基礎づくり

をめざす。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 入門（中国とは？中国語とは？)についてを勉強する 

2 回 声調、単⺟音、複合⺟音、会話を勉強する 
3 回 子音、鼻音、軽声、会話を勉強する 
4 回 声調変化、年月日の言い方、会話を勉強する 
5 回 的、是、在、会話を勉強する 
6 回 有（所有）、有（存在）、会話を勉強する 
7 回 看、要、会話を勉強する 
8 回 量詞、去、自己紹介、略字、会話を勉強する 



9 回 形容詞述語文、喜歓、会話を勉強する 
10 回 主述述語文、程度補語、略字、会話を勉強する 
11 回 時間の言い方、略字、会話を勉強する 
12 回 曜日の言い方、略 

準備学習 1 回 シラバスを読んで授業内容などを把握すること 
2 回 声調、⺟音（Ｐ２〜Ｐ３）を読むこと 
3 回 子音、鼻音（Ｐ４〜Ｐ６）を読むこと 
4 回 声調、⺟音、子音を復習すること 
5 回 人称代詞（Ｐ１１）を読むこと 
6 回 きのう、きょう、あした（Ｐ１７）を読むこと 
7 回 指示代詞（Ｐ２３）を読むこと 
8 回 習った名詞を調べること 
9 回 新出単語（Ｐ３４）を読むこと 
10 回 指示代詞（場所）（Ｐ３９）を読むこと 
11 回 数の言い方（Ｐ５）を復習すること 
12 回 数１〜６を言えるように練習すること 
13 回 時間と曜日 

 



年度 2014 
授業コード FB104970 
成績評価 小テストまたは小レポート（40％）、定期試験（60％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB104970 中国語Ⅰ 
担当教員名 支 洪涛＊ 
単位数 2 
教科書 ビデオで学ぶ入門中国語 一年生のころ（改訂版）／相原 茂 ほか／朝日出版社

／9784255450872 
アクティブラーニング  
キーワード ⺟音、子音、四声、動詞述語文、形容詞述語文、疑問文、日中対照 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「講義が分かりやすい」「中国に関⼼を持つようになった」「板書も見やすく説明

も分かりやすい」などのコメントが、励みとなる。「香水くさい。非常識だ。」と
いう記述があったが、そこまで把握していないので、今後、特別な事例にも、発
見した場合は個別に対応していきたい。 

科目名 中国語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際、適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 後期、引き続き支の担当する「中国語Ⅱ」を受講することが望ましい。 

受講希望者が多い場合、人数を制限する。 
シラバスコード FB104970 
実務経験のある教員  
達成目標 音声構造及び簡単な構文を理解し、中国語の基礎的な知識を身に付け、中国語を

使ってあいさつや簡単な日常会話ができること。 
受講者へのコメント 授業時間外に「週当たり３０程度学習した（４０．９％）」と「全くしなかった

（３８．６％）」の人がほとんどだったが、語学の勉強において自主学習もとても
大事なので、普段は復習をするほか（週当たり１時間以上）、教科書の CD を生
かして自分で発音と聴解の練習をしてほしい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価で、「満足（５０％）」と「ほぼ満足（４３．２％）」と答えた人が合わせ
て９３．２％だったので、講義内容及び方法が多くの学生に支持されたと思われ
る。 

英文科目名 Chinese I 
関連科目 中国語Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 中国語の音声を構成する子音・⺟音・声調及び簡単な構文についての説明を通じ
て、中国語に関する基礎的な知識を理解させ、中国語能力の養成の基礎を培って
もらう。なお、理解を深めるために、中国語の表現上の特徴や日中両言語の類似
点と相違点を取り上げる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、中国語について概説する。 

2 回 単⺟音、複⺟音、四声などについて説明する。 
3 回 子音を中⼼に説明する。 
4 回 鼻音を伴う⺟音を中⼼に説明する。 
5 回 軽声、声調の付け方、声調変化、アル化音などについて説明する。 
6 回 「是」構文、人称代名詞、諾否疑問文などについて説明する。 
7 回 副詞「也」「都」、助詞「的」、疑問詞疑問文などについて説明する。 
8 回 動詞述語文、反復疑問文などについて説明する。 
9 回 形容詞述語文、程度を表す副詞などについて説明する。 
10 回 選択疑問文を中⼼ 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
3 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
4 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
5 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
6 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（ 

 



年度 2014 
授業コード FB104980 
成績評価 小テストまたは小レポート（40％）、定期試験（60％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB104980 中国語Ⅰ 
担当教員名 支 洪涛＊ 
単位数 2 
教科書 ビデオで学ぶ入門中国語 一年生のころ（改訂版）／相原 茂 ほか／朝日出版社

／9784255450872 
アクティブラーニング  
キーワード ⺟音、子音、四声、動詞述語文、形容詞述語文、疑問文、日中対照 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「授業が面白い」「中国語を学べ中国に対して理解が少し深まった」などのコメ

ントが、励みとなる。「紙が飛んでいくので扇風機をつけないでほしい」という記
述については、「空気が悪くて換気してほしい」との意見への配慮もあるので、今
後、具体的な状況を見て個別に対応していきたい。 

科目名 中国語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際、適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 後期、引き続き支の担当する「中国語Ⅱ」を受講することが望ましい。 

受講希望者が多い場合、人数を制限する。 
シラバスコード FB104980 
実務経験のある教員  
達成目標 音声構造及び簡単な構文を理解し、中国語の基礎的な知識を身に付け、中国語を

使ってあいさつや簡単な日常会話ができること。 
受講者へのコメント 授業時間外に「週当たり３０程度学習した（５６．５％）」と「全くしなかった

（２８．３％）」の人がほとんどだったが、語学の勉強において自主学習もとても
大事なので、普段は復習をするほか（週当たり１時間以上）、教科書の CD を生
かして自分で発音と聴解の練習をもっとしてほしい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価で、「満足（５８．７％）」と「ほぼ満足（２８．３％）」と答えた人が合
わせて８７％だったので、講義内容及び方法が多くの学生に支持されたと思われ
る。 

英文科目名 Chinese I 
関連科目 中国語Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 「中国に関するビデオをもっと見たかった」「ビデオがよかった」とのコメント



があったが、今後もできるだけ「中国文化」紹介のビデオを取り上げたい。 
講義目的 中国語の音声を構成する子音・⺟音・声調及び簡単な構文についての説明を通じ

て、中国語に関する基礎的な知識を理解させ、中国語能力の養成の基礎を培って
もらう。なお、理解を深めるために、中国語の表現上の特徴や日中両言語の類似
点と相違点を取り上げる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、中国語について概説する。 

2 回 単⺟音、複⺟音、四声などについて説明する。 
3 回 子音を中⼼に説明する。 
4 回 鼻音を伴う⺟音を中⼼に説明する。 
5 回 軽声、声調の付け方、声調変化、アル化音などについて説明する。 
6 回 「是」構文、人称代名詞、諾否疑問文などについて説明する。 
7 回 副詞「也」「都」、助詞「的」、疑問詞疑問文などについて説明する。 
8 回 動詞述語文、反復疑問文などについて説明する。 
9 回 形容詞述語文、程度を表す副詞などについて説明する。 
10 回 選択疑問文を中⼼ 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
3 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
4 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
5 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
6 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（ 

 



年度 2014 
授業コード FB104990 
成績評価 小テストまたは小レポート（40％）、定期試験（60％） 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB104990 中国語Ⅰ 
担当教員名 支 洪涛＊ 
単位数 2 
教科書 ビデオで学ぶ入門中国語 一年生のころ（改訂版）／相原 茂 ほか／朝日出版社

／9784255450872 
アクティブラーニング  
キーワード ⺟音、子音、四声、動詞述語文、形容詞述語文、疑問文、日中対照 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「テスト内容を客観的に見てもわかるようにしてほしい」との記述があって、具

体的に何について述べているか分からないが、今後、少数の、普段授業に真面目
に取り組んでいない者や理解力の低い受講者に対しても、もっと丁寧に説明し、
必要な場合個別に対応していきたい。 

科目名 中国語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際、適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 後期、引き続き支の担当する「中国語Ⅱ」を受講することが望ましい。 

受講希望者が多い場合、人数を制限する。 
シラバスコード FB104990 
実務経験のある教員  
達成目標 音声構造及び簡単な構文を理解し、中国語の基礎的な知識を身に付け、中国語を

使ってあいさつや簡単な日常会話ができること。 
受講者へのコメント 授業時間外に「週当たり３０程度学習した（３４．８％）」と「全くしなかった

（３７．７％）」の人がほとんどだったが、語学の勉強において自主学習もとても
大事なので、普段は復習をするほか（週当たり１時間以上）、教科書の CD を生
かして自分で発音と聴解の練習をもっとしてほしい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価で、「満足（５２．２％）」と「ほぼ満足（３０．４％）」と答えた人が合
わせて８２．６％だったので、講義内容及び方法が多くの学生に支持されたと思
われる。 

英文科目名 Chinese I 
関連科目 中国語Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 中国語の音声を構成する子音・⺟音・声調及び簡単な構文についての説明を通じ
て、中国語に関する基礎的な知識を理解させ、中国語能力の養成の基礎を培って
もらう。なお、理解を深めるために、中国語の表現上の特徴や日中両言語の類似
点と相違点を取り上げる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、中国語について概説する。 

2 回 単⺟音、複⺟音、四声などについて説明する。 
3 回 子音を中⼼に説明する。 
4 回 鼻音を伴う⺟音を中⼼に説明する。 
5 回 軽声、声調の付け方、声調変化、アル化音などについて説明する。 
6 回 「是」構文、人称代名詞、諾否疑問文などについて説明する。 
7 回 副詞「也」「都」、助詞「的」、疑問詞疑問文などについて説明する。 
8 回 動詞述語文、反復疑問文などについて説明する。 
9 回 形容詞述語文、程度を表す副詞などについて説明する。 
10 回 選択疑問文を中⼼ 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
3 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
4 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
5 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
6 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（ 

 



年度 2014 
授業コード FB1049A0 
成績評価 小テストまたは小レポート（40％）、定期試験（60％） 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB1049A0 中国語Ⅰ 
担当教員名 支 洪涛＊ 
単位数 2 
教科書 ビデオで学ぶ入門中国語 一年生のころ（改訂版）／相原 茂 ほか／朝日出版社

／9784255450872 
アクティブラーニング  
キーワード ⺟音、子音、四声、動詞述語文、形容詞述語文、疑問文、日中対照 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「授業が面白かった」などのコメントがとても励みとなる。  

「教科書に日本語訳のない所があって、プリントがよく分からないときがあっ
た」との記述があったが、今後も、授業中解説をよく聞くように、またもっと積
極的に質問するように、「粘り強く」説明していく。少数の、理解力の低い受講者
に対しても、もっと丁寧に説明し、できる限りの配慮をおこなう。 
「教室が遠い」との意見については、先輩などに「教室や時間帯の面で自分にと
ってもっと都合のいい授業がないか」と聞いたりしてから履修するように勧めた
い。 

科目名 中国語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際、適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 後期、引き続き支の担当する「中国語Ⅱ」を受講することが望ましい。 

受講希望者が多い場合、人数を制限する。 
シラバスコード FB1049A0 
実務経験のある教員  
達成目標 音声構造及び簡単な構文を理解し、中国語の基礎的な知識を身に付け、中国語を

使ってあいさつや簡単な日常会話ができること。 
受講者へのコメント 授業時間外に「週当たり３０程度学習した（４８．３％）」と「全くしなかった

（２０．０％）」の人が多いようだが、語学の勉強において自主学習もとても大事
なので、普段は復習をするほか（週当たり１時間以上）、教科書の CD を生かし
て自分で発音と聴解の練習をしてほしい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価で、「満足（６３．３％）」と「ほぼ満足（２０．０％）」と答えた人が合
わせて８３．３％だったので、講義内容及び方法が多くの学生に支持されたと思
われる。 



英文科目名 Chinese I 
関連科目 中国語Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 「板書やプロジェクターの文字を大きくしてほしい」との意見があったが、今後、

前のほうの空席に座るように勧めるとともに、できる限りのことをしたい。 
講義目的 中国語の音声を構成する子音・⺟音・声調及び簡単な構文についての説明を通じ

て、中国語に関する基礎的な知識を理解させ、中国語能力の養成の基礎を培って
もらう。なお、理解を深めるために、中国語の表現上の特徴や日中両言語の類似
点と相違点を取り上げる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、中国語について概説する。 

2 回 単⺟音、複⺟音、四声などについて説明する。 
3 回 子音を中⼼に説明する。 
4 回 鼻音を伴う⺟音を中⼼に説明する。 
5 回 軽声、声調の付け方、声調変化、アル化音などについて説明する。 
6 回 「是」構文、人称代名詞、諾否疑問文などについて説明する。 
7 回 副詞「也」「都」、助詞「的」、疑問詞疑問文などについて説明する。 
8 回 動詞述語文、反復疑問文などについて説明する。 
9 回 形容詞述語文、程度を表す副詞などについて説明する。 
10 回 選択疑問文を中⼼ 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
3 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
4 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
5 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
6 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（ 

 



年度 2014 
授業コード FB1049B0 
成績評価 期末テスト 100％により行う 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB1049B0 中国語Ⅰ 
担当教員名 矯 学真＊、姜 波＊ 
単位数 2 
教科書 中国語の世界（第 2 版）（ＣＤ付）／姜波・矯学真著／大学教育出版／

9784864291507 
アクティブラーニング  
キーワード 中国言葉・文化への了解 交流できる会話能力 正しい文章表現 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 中国語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業の時指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 ● 中国に関して相談に乗ります。努力さえすれば、中国語が上手になります。

授業に応じて、授業中中国の映画もみます。 
● 「受講希望者が多い場合、人数を制限します。」 
 これにより、クラス間の人数較差の是正や教育効果の向上を目指しており、実
施方法の詳細については後日連絡致します。何卒ご協力のほどよろしくお願い申
し上げます。 
 なお、この件に関しまして何かご質問がございましたら、下記宛てにご連絡下
さい。 
問合せ先： 
語学関係教務担当 
石⽥美佐江 （内線 3645 外線 086-256-9516 メールアドレス is 

シラバスコード FB1049B0 
実務経験のある教員  
達成目標 中国語を使って簡単な日常会話ができること。発音・文法・会話を分かりやすく

説明し、繰り返し練習します。読む・書く・聞く、話す力を身につけ、役に立つ
中国語を面白く勉強しましょう。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chinese I 



関連科目 「中国語Ⅰ」に引き続き「中国語Ⅱ」を受講することが望ましいです。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中国語の発音・声調（イントネーション）をわかりやすく説明します。習得した

基礎文法・慣用句を応用できるように⼯夫します。実用的な会話を想定して、簡
単な会話練習を重ねます。ビデオ・漫画などの補助教材も使い、言葉の勉強と共
に中国の社会・文化・習慣などに触れます。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 中国語とは。中国語の特徴、勉強法などを紹介します。１.漢字だけ使うこ

と ２.簡体字使うこと ３.「ピンイン」で発音すること ４.声調が重要であるに
ついて説明する。 
2 回 中国語の発音Ⅰ(子音、⺟音、複合⺟音)（よく使う挨拶の言葉）１.ピンイン 
２.中国語の音節構造 ３.簡体字 ４.⺟音 ５.声調 ６.子音 ７.複合⺟音につい
て説明する。 
3 回 中国語の発音Ⅱ(鼻⺟音)（中国の発音で漢詩を楽しむ）８.鼻⺟音 ９.声調
の変化 10.儿化音について説明する。 
4 回 第１課 お名前は何ですか？(本文、新しい 

準備学習 1 回 指定教科書の目次とシラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 教科書とその付 CD により「ピンイン」の発音を予習すること。 
3 回 教科書とその付 CD により「ピンイン」の発音を練習、予習すること。 
4 回 第１課 お名前は何ですか？(本文などの聴く、読む練習を予習すること。) 
5 回 第１課の復習と練習１を予習すること。 
6 回 第２課 私も嬉しいです。(本文などの聴く、読む練習を予習すること。) 
7 回 第２課の復習と練習２を予習すること。 
8 回 第３課 私は肉まん二つ⾷べます。 (本文などの聴 

 



年度 2014 
授業コード FB1049C0 
成績評価 期末テスト 100％により行う 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB1049C0 中国語Ⅰ 
担当教員名 矯 学真＊、姜 波＊ 
単位数 2 
教科書 中国語の世界（第 2 版）（ＣＤ付）／姜波・矯学真著／大学教育出版／

9784864291507 
アクティブラーニング  
キーワード 中国言葉・文化への了解 交流できる会話能力 正しい文章表現 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 中国語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業の時指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 ● 中国に関して相談に乗ります。努力さえすれば、中国語が上手になります。

授業に応じて、授業中中国の映画もみます。 
● 「受講希望者が多い場合、人数を制限します。」 
 これにより、クラス間の人数較差の是正や教育効果の向上を目指しており、実
施方法の詳細については後日連絡致します。何卒ご協力のほどよろしくお願い申
し上げます。 
 なお、この件に関しまして何かご質問がございましたら、下記宛てにご連絡下
さい。 
問合せ先： 
語学関係教務担当 
石⽥美佐江 （内線 3645 外線 086-256-9516 メールアドレス is 

シラバスコード FB1049C0 
実務経験のある教員  
達成目標 中国語を使って簡単な日常会話ができること。発音・文法・会話を分かりやすく

説明し、繰り返し練習します。読む・書く・聞く、話す力を身につけ、役に立つ
中国語を面白く勉強しましょう。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chinese I 



関連科目 「中国語Ⅰ」に引き続き「中国語Ⅱ」を受講することが望ましいです。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中国語の発音・声調（イントネーション）をわかりやすく説明します。習得した

基礎文法・慣用句を応用できるように⼯夫します。実用的な会話を想定して、簡
単な会話練習を重ねます。ビデオ・漫画などの補助教材も使い、言葉の勉強と共
に中国の社会・文化・習慣などに触れます。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 中国語とは。中国語の特徴、勉強法などを紹介します。１.漢字だけ使うこ

と ２.簡体字使うこと ３.「ピンイン」で発音すること ４.声調が重要であるに
ついて説明する。 
2 回 中国語の発音Ⅰ(子音、⺟音、複合⺟音)（よく使う挨拶の言葉）１.ピンイン 
２.中国語の音節構造 ３.簡体字 ４.⺟音 ５.声調 ６.子音 ７.複合⺟音につい
て説明する。 
3 回 中国語の発音Ⅱ(鼻⺟音)（中国の発音で漢詩を楽しむ）８.鼻⺟音 ９.声調
の変化 10.儿化音について説明する。 
4 回 第１課 お名前は何ですか？(本文、新しい 

準備学習 1 回 指定教科書の目次とシラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 教科書とその付 CD により「ピンイン」の発音を予習すること。 
3 回 教科書とその付 CD により「ピンイン」の発音を練習、予習すること。 
4 回 第１課 お名前は何ですか？(本文などの聴く、読む練習を予習すること。) 
5 回 第１課の復習と練習１を予習すること。 
6 回 第２課 私も嬉しいです。(本文などの聴く、読む練習を予習すること。) 
7 回 第２課の復習と練習２を予習すること。 
8 回 第３課 私は肉まん二つ⾷べます。 (本文などの聴 

 



年度 2014 
授業コード FB105010 
成績評価 課題提出（１０％）中間テスト（３０％）期末テスト（６０％）により行う 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB105010 中国語Ⅱ 
担当教員名 林 侑靜＊ 
単位数 2 
教科書 旅して学ぶ中国語／楊凱栄・張麗群／朝日出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 会話・表現 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 中国語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント（資料）を随時配布する 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB105010 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎文法を完成・応用会話が出来るように 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chinese II 
関連科目 中国語Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 前期に続きテキストの内容に沿って、文法やより応用的な会話力を高めます。テ

キスト内容とビデオを参考にしながら中国の各地方や⺠族の生活や風習文化、お
よび現在の中国を知ることができます。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする 

2 回 タクシ-できました （どうやて？・いつ、どこで？・すぐ・〜しないで）
などの表現を学習する 
3 回 明日一緒にぶらぶらいきましょう （なぜ？・もう少し〜・〜にお願い）な
どの表現を学習する 
4 回 良く見るべきだ （ＡはＢより〜・〜すべき・先に〜して、それから〜する）
などの表現を学習する 



5 回 第１１〜１３課を復習する 
6 回 すみません、新天地どうやて行きますか？ （何をしていますか？・〜にさ
れた・まだ）などの表現を学習する 
7 回 ここから歩いていきましょう （〜から・ますま 

準備学習 1 回 シラバスをよく見て、講義計画や目的を確認しておくこと。 
2 回 第１１課【大連】：単語と本文を予習しておくこと 
3 回 第１２課【⻘島】：単語と本文を予習しておくこと 
4 回 第１３課【上海１】：単語と本文を予習しておくこと 
5 回 第１１〜１３課を予習しておくこと 
6 回 第１４課【【上海２】：単語と本文を予習しておくこと 
7 回 第１５課【【上海３】：単語と本文を予習しておくこと 
8 回 第１６課【【上海４】：単語と本文を予習しておくこと 
9 回 第１４〜１６課を予習しておくこと 
10 回 第１７課【杭州】：単語 

 



年度 2014 
授業コード FB105020 
成績評価 課題提出（１０％）中間テスト（３０％）期末テスト（６０％）により行う 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB105020 中国語Ⅱ 
担当教員名 林 侑靜＊ 
単位数 2 
教科書 旅して学ぶ中国語／楊凱栄・張麗群／朝日出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 会話・表現 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 中国語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント（資料）を随時配布する 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB105020 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎文法を完成・応用会話が出来るように 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chinese II 
関連科目 中国語Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 前期に続きテキストの内容に沿って、文法やより応用的な会話力を高めます。テ

キスト内容とビデオを参考にしながら中国の各地方や⺠族の生活や風習文化、お
よび現在の中国を知ることができます。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする 

2 回 タクシ-できました （どうやて？・いつ、どこで？・すぐ・〜しないで）
などの表現を学習する 
3 回 明日一緒にぶらぶらいきましょう （なぜ？・もう少し〜・〜にお願い）な
どの表現を学習する 
4 回 良く見るべきだ （ＡはＢより〜・〜すべき・先に〜して、それから〜する）
などの表現を学習する 



5 回 第１１〜１３課を復習する 
6 回 すみません、新天地どうやて行きますか？ （何をしていますか？・〜にさ
れた・まだ）などの表現を学習する 
7 回 ここから歩いていきましょう （〜から・ますま 

準備学習 1 回 シラバスをよく見て、講義計画や目的を確認しておくこと。 
2 回 第１１課【大連】：単語と本文を予習しておくこと 
3 回 第１２課【⻘島】：単語と本文を予習しておくこと 
4 回 第１３課【上海１】：単語と本文を予習しておくこと 
5 回 第１１〜１３課を予習しておくこと 
6 回 第１４課【【上海２】：単語と本文を予習しておくこと 
7 回 第１５課【【上海３】：単語と本文を予習しておくこと 
8 回 第１６課【【上海４】：単語と本文を予習しておくこと 
9 回 第１４〜１６課を予習しておくこと 
10 回 第１７課【杭州】：単語 

 



年度 2014 
授業コード FB105030 
成績評価 定期試験（１００％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB105030 中国語Ⅱ 
担当教員名 華 信来＊ 
単位数 2 
教科書 中村俊也、謝謀、綾部武彦、頼明・「みんなで中国語」朝日出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 略字、文法、会話 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 中国語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 前期の履修者に限ります。 
シラバスコード FB105030 
実務経験のある教員  
達成目標 ある程度の略字、文法と会話の習得。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chinese II 
関連科目 中国語Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中国語Ⅰで習得した能力を土台にし、文型と文法事項を習得し、比較的簡単な文

章の読解力を養成することを主たる目的とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 中国語Ⅰを復習する 

2 回 想、要、住在、会話を勉強する 
3 回 給、略字、会話を勉強する 
4 回 限定語、会話を勉強する 
5 回 是〜的、略字、会話を勉強する 
6 回 会、会話を勉強する 
7 回 結果補語、略字、会話を勉強する 
8 回 過、略字、会話を勉強する 



9 回 要、会話を勉強する 
10 回 方向補語、略字、会話を勉強する 
11 回 別、略字、会話を勉強する 
12 回 在、会話を勉強する 
13 回 可是、比を勉強する 
14 回 Ｖ着、時間補語を勉強する 
15 回 手紙を勉強する 

準備学習 1 回 発音、文法、略字、会話を復習すること 
2 回 習った地名を調べること 
3 回 人称代詞を復習すること 
4 回 名詞を調べること 
5 回 地名、年、月、日を復習すること 
6 回 動詞を読むこと 
7 回 過去（時制）を調べること 
8 回 動詞を復習すること 
9 回 目的語を読むこと 
10 回 来、去動作の方向を理解すること 
11 回 動詞をまとめること 
12 回 現在進行形を予習すること 
13 回 動詞、形容詞を読むこと 
14 回 動詞、数を読むこと 
15 回 まとめ、復習をすること 

 



年度 2014 
授業コード FB105040 
成績評価 課題提出（１０％）中間テスト（３０％）期末テスト（６０％）により行う 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB105040 中国語Ⅱ 
担当教員名 林 侑靜＊ 
単位数 2 
教科書 旅して学ぶ中国語／楊凱栄・張麗群／朝日出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 会話・表現 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 中国語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント（資料）を随時配布する 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB105040 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎文法を完成・応用会話が出来るように 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chinese II 
関連科目 中国語Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 前期に続きテキストの内容に沿って、文法やより応用的な会話力を高めます。テ

キスト内容とビデオを参考にしながら中国の各地方や⺠族の生活や風習文化、お
よび現在の中国を知ることができます。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする 

2 回 タクシ-できました （どうやて？・いつ、どこで？・すぐ・〜しないで）
などの表現を学習する 
3 回 明日一緒にぶらぶらいきましょう （なぜ？・もう少し〜・〜にお願い）な
どの表現を学習する 
4 回 良く見るべきだ （ＡはＢより〜・〜すべき・先に〜して、それから〜する）
などの表現を学習する 



5 回 第１１〜１３課を復習する 
6 回 すみません、新天地どうやて行きますか？ （何をしていますか？・〜にさ
れた・まだ）などの表現を学習する 
7 回 ここから歩いていきましょう （〜から・ますま 

準備学習 1 回 シラバスをよく見て、講義計画や目的を確認しておくこと。 
2 回 第１１課【大連】：単語と本文を予習しておくこと 
3 回 第１２課【⻘島】：単語と本文を予習しておくこと 
4 回 第１３課【上海１】：単語と本文を予習しておくこと 
5 回 第１１〜１３課を予習しておくこと 
6 回 第１４課【【上海２】：単語と本文を予習しておくこと 
7 回 第１５課【【上海３】：単語と本文を予習しておくこと 
8 回 第１６課【【上海４】：単語と本文を予習しておくこと 
9 回 第１４〜１６課を予習しておくこと 
10 回 第１７課【杭州】：単語 

 



年度 2014 
授業コード FB105050 
成績評価 定期試験（１００％） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB105050 中国語Ⅱ 
担当教員名 華 信来＊ 
単位数 2 
教科書 中村俊也、謝謀、綾部武彦、頼明・「みんなで中国語」朝日出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 略字、文法、会話 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 中国語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 前期の履修者に限ります。 
シラバスコード FB105050 
実務経験のある教員  
達成目標 ある程度の略字、文法と会話の習得。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chinese II 
関連科目 中国語Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中国語Ⅰで習得した能力を土台にし、文型と文法事項を習得し、比較的簡単な文

章の読解力を養成することを主たる目的とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 中国語Ⅰを復習する 

2 回 想、要、住在、会話を勉強する 
3 回 給、略字、会話を勉強する 
4 回 限定語、会話を勉強する 
5 回 是〜的、略字、会話を勉強する 
6 回 会、会話を勉強する 
7 回 結果補語、略字、会話を勉強する 
8 回 過、略字、会話を勉強する 



9 回 要、会話を勉強する 
10 回 方向補語、略字、会話を勉強する 
11 回 別、略字、会話を勉強する 
12 回 在、会話を勉強する 
13 回 可是、比を勉強する 
14 回 Ｖ着、時間補語を勉強する 
15 回 手紙を勉強する 

準備学習 1 回 発音、文法、略字、会話を復習すること 
2 回 習った地名を調べること 
3 回 人称代詞を復習すること 
4 回 名詞を調べること 
5 回 地名、年、月、日を復習すること 
6 回 動詞を読むこと 
7 回 過去（時制）を調べること 
8 回 動詞を復習すること 
9 回 目的語を読むこと 
10 回 来、去動作の方向を理解すること 
11 回 動詞をまとめること 
12 回 現在進行形を予習すること 
13 回 動詞、形容詞を読むこと 
14 回 動詞、数を読むこと 
15 回 まとめ、復習をすること 

 



年度 2014 
授業コード FB105060 
成績評価 定期試験（１００％） 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB105060 中国語Ⅱ 
担当教員名 華 信来＊ 
単位数 2 
教科書 中村俊也、謝謀、綾部武彦、頼明・「みんなで中国語」朝日出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 略字、文法、会話 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 中国語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 前期の履修者に限ります。 
シラバスコード FB105060 
実務経験のある教員  
達成目標 ある程度の略字、文法と会話の習得。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chinese II 
関連科目 中国語Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中国語Ⅰで習得した能力を土台にし、文型と文法事項を習得し、比較的簡単な文

章の読解力を養成することを主たる目的とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 中国語Ⅰを復習する 

2 回 想、要、住在、会話を勉強する 
3 回 給、略字、会話を勉強する 
4 回 限定語、会話を勉強する 
5 回 是〜的、略字、会話を勉強する 
6 回 会、会話を勉強する 
7 回 結果補語、略字、会話を勉強する 
8 回 過、略字、会話を勉強する 



9 回 要、会話を勉強する 
10 回 方向補語、略字、会話を勉強する 
11 回 別、略字、会話を勉強する 
12 回 在、会話を勉強する 
13 回 可是、比を勉強する 
14 回 Ｖ着、時間補語を勉強する 
15 回 手紙を勉強する 

準備学習 1 回 発音、文法、略字、会話を復習すること 
2 回 習った地名を調べること 
3 回 人称代詞を復習すること 
4 回 名詞を調べること 
5 回 地名、年、月、日を復習すること 
6 回 動詞を読むこと 
7 回 過去（時制）を調べること 
8 回 動詞を復習すること 
9 回 目的語を読むこと 
10 回 来、去動作の方向を理解すること 
11 回 動詞をまとめること 
12 回 現在進行形を予習すること 
13 回 動詞、形容詞を読むこと 
14 回 動詞、数を読むこと 
15 回 まとめ、復習をすること 

 



年度 2014 
授業コード FB105070 
成績評価 小テストまたは小レポート（40％）、定期試験（60％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB105070 中国語Ⅱ 
担当教員名 支 洪涛＊ 
単位数 2 
教科書 ビデオで学ぶ入門中国語 一年生のころ（改訂版）／相原 茂 ほか／朝日出版社

／9784255450872 
アクティブラーニング  
キーワード 前置詞、アスペクト、補語、助動詞、異文化理解 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 中国語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際、適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 支の担当する中国語Ⅰを履修しておくことが望ましい。 

受講希望者が多い場合、人数を制限する。 
シラバスコード FB105070 
実務経験のある教員  
達成目標 発音や構文に対する理解を深め、中国語の初歩的理解力と初歩的作文能力を養成

する。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chinese II 
関連科目 中国語Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中国語の常用表現の学習を通じて、中国語に関する基礎的な知識を理解させ、中

国語の初歩的応用能力を養成してもらう。また、異文化理解を深めるために、中
国の名勝や中国人の生活習慣などを紹介する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 年月日や時刻の言い方などについて説明する。 

2 回 「了」その１を紹介し、「不」と「没」の違いを中⼼に説明する。 
3 回 「了」その２を紹介し、前置詞を中⼼に説明する。 
4 回 進行形の表し方を中⼼に説明する。 



5 回 「了」その３を紹介し、数詞とものの数え方について説明する。 
6 回 結果補語、持続状態を表す「着」などについて説明する。 
7 回 助動詞「会」、動詞の重ね型などについて説明する。 
8 回 二重目的語をとる動詞、経験を表す「過」などについて説明する。 
9 回 補語を導く助詞「得」を中⼼に説明する。 
1 

準備学習 1 回 中国語Ⅰの内容を確認しておくこと（支が担当のものに限らない）。 
2 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
3 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
4 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
5 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
6 回 前回の指示 

 



年度 2014 
授業コード FB105080 
成績評価 小テストまたは小レポート（40％）、定期試験（60％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB105080 中国語Ⅱ 
担当教員名 支 洪涛＊ 
単位数 2 
教科書 ビデオで学ぶ入門中国語 一年生のころ（改訂版）／相原 茂 ほか／朝日出版社

／9784255450872 
アクティブラーニング  
キーワード 前置詞、アスペクト、補語、助動詞、異文化理解 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 中国語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際、適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 支の担当する中国語Ⅰを履修しておくことが望ましい。 

受講希望者が多い場合、人数を制限する。 
シラバスコード FB105080 
実務経験のある教員  
達成目標 発音や構文に対する理解を深め、中国語の初歩的理解力と初歩的作文能力を養成

する。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chinese II 
関連科目 中国語Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中国語の常用表現の学習を通じて、中国語に関する基礎的な知識を理解させ、中

国語の初歩的応用能力を養成してもらう。また、異文化理解を深めるために、中
国の名勝や中国人の生活習慣などを紹介する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 年月日や時刻の言い方などについて説明する。 

2 回 「了」その１を紹介し、「不」と「没」の違いを中⼼に説明する。 
3 回 「了」その２を紹介し、前置詞を中⼼に説明する。 
4 回 進行形の表し方を中⼼に説明する。 



5 回 「了」その３を紹介し、数詞とものの数え方について説明する。 
6 回 結果補語、持続状態を表す「着」などについて説明する。 
7 回 助動詞「会」、動詞の重ね型などについて説明する。 
8 回 二重目的語をとる動詞、経験を表す「過」などについて説明する。 
9 回 補語を導く助詞「得」を中⼼に説明する。 
1 

準備学習 1 回 中国語Ⅰの内容を確認しておくこと（支が担当のものに限らない）。 
2 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
3 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
4 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
5 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
6 回 前回の指示 

 



年度 2014 
授業コード FB105090 
成績評価 小テストまたは小レポート（40％）、定期試験（60％） 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB105090 中国語Ⅱ 
担当教員名 支 洪涛＊ 
単位数 2 
教科書 ビデオで学ぶ入門中国語 一年生のころ（改訂版）／相原 茂 ほか／朝日出版社

／9784255450872 
アクティブラーニング  
キーワード 前置詞、アスペクト、補語、助動詞、異文化理解 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 中国語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際、適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 支の担当する中国語Ⅰを履修しておくことが望ましい。 

受講希望者が多い場合、人数を制限する。 
シラバスコード FB105090 
実務経験のある教員  
達成目標 発音や構文に対する理解を深め、中国語の初歩的理解力と初歩的作文能力を養成

する。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chinese II 
関連科目 中国語Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中国語の常用表現の学習を通じて、中国語に関する基礎的な知識を理解させ、中

国語の初歩的応用能力を養成してもらう。また、異文化理解を深めるために、中
国の名勝や中国人の生活習慣などを紹介する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 年月日や時刻の言い方などについて説明する。 

2 回 「了」その１を紹介し、「不」と「没」の違いを中⼼に説明する。 
3 回 「了」その２を紹介し、前置詞を中⼼に説明する。 
4 回 進行形の表し方を中⼼に説明する。 



5 回 「了」その３を紹介し、数詞とものの数え方について説明する。 
6 回 結果補語、持続状態を表す「着」などについて説明する。 
7 回 助動詞「会」、動詞の重ね型などについて説明する。 
8 回 二重目的語をとる動詞、経験を表す「過」などについて説明する。 
9 回 補語を導く助詞「得」を中⼼に説明する。 
1 

準備学習 1 回 中国語Ⅰの内容を確認しておくこと（支が担当のものに限らない）。 
2 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
3 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
4 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
5 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
6 回 前回の指示 

 



年度 2014 
授業コード FB1050A0 
成績評価 小テストまたは小レポート（40％）、定期試験（60％） 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB1050A0 中国語Ⅱ 
担当教員名 支 洪涛＊ 
単位数 2 
教科書 ビデオで学ぶ入門中国語 一年生のころ（改訂版）／相原 茂 ほか／朝日出版社

／9784255450872 
アクティブラーニング  
キーワード 前置詞、アスペクト、補語、助動詞、異文化理解 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 中国語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際、適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 支の担当する中国語Ⅰを履修しておくことが望ましい。 

受講希望者が多い場合、人数を制限する。 
シラバスコード FB1050A0 
実務経験のある教員  
達成目標 発音や構文に対する理解を深め、中国語の初歩的理解力と初歩的作文能力を養成

する。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chinese II 
関連科目 中国語Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中国語の常用表現の学習を通じて、中国語に関する基礎的な知識を理解させ、中

国語の初歩的応用能力を養成してもらう。また、異文化理解を深めるために、中
国の名勝や中国人の生活習慣などを紹介する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 年月日や時刻の言い方などについて説明する。 

2 回 「了」その１を紹介し、「不」と「没」の違いを中⼼に説明する。 
3 回 「了」その２を紹介し、前置詞を中⼼に説明する。 
4 回 進行形の表し方を中⼼に説明する。 



5 回 「了」その３を紹介し、数詞とものの数え方について説明する。 
6 回 結果補語、持続状態を表す「着」などについて説明する。 
7 回 助動詞「会」、動詞の重ね型などについて説明する。 
8 回 二重目的語をとる動詞、経験を表す「過」などについて説明する。 
9 回 補語を導く助詞「得」を中⼼に説明する。 
1 

準備学習 1 回 中国語Ⅰの内容を確認しておくこと（支が担当のものに限らない）。 
2 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
3 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
4 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
5 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
6 回 前回の指示 

 



年度 2014 
授業コード FB1050B0 
成績評価 課題提出（１０％）中間テスト（３０％）期末テスト（６０％）により行う。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB1050B0 中国語Ⅱ 
担当教員名 姜 波＊ 
単位数 2 
教科書 『中国語の世界』（第 2 版）（ＣＤ付） 姜波・矯学真著 

ISBN978-4-86429-150-7 大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 中国言葉・文化への了解 交流できる会話能力 正しい文章表現 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 中国語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業の時指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 ● 中国に関して相談に乗ります。努力さえすれば、中国語が上手になります。

授業に応じて、授業中中国の映画もみます。 
● 「受講希望者が多い場合、人数を制限します。」 
 これにより、クラス間の人数較差の是正や教育効果の向上を目指しており、実
施方法の詳細については後日連絡致します。何卒ご協力のほどよろしくお願い申
し上げます。 
 なお、この件に関しまして何かご質問がございましたら、下記宛てにご連絡下
さい。 
問合せ先： 
語学関係教務担当 
石⽥美佐江 （内線 3645 外線 086-256-9516 メールアドレス is 

シラバスコード FB1050B0 
実務経験のある教員  
達成目標 中国語を使って簡単な日常会話ができること。発音・文法・会話を分かりやすく

説明し、繰り返し練習します。読む・書く・聞く、話す力を身につけ、役に立つ
中国語を面白く勉強しましょう。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chinese II 



関連科目 「中国語Ⅰ」に引き続き「中国語Ⅱ」を受講することが望ましいです。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中国語の発音・声調（イントネーション）をわかりやすく説明します。習得した

基礎文法・慣用句を応用できるように⼯夫します。実用的な会話を想定して、簡
単な会話練習を重ねます。ビデオ・漫画などの補助教材も使い、言葉の勉強と共
に中国の社会・文化・習慣などに触れます。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 第７課 すぐ先生に電話をします。(本文、新しい単語と基本文型７)１．「在」

+場所 +動詞 ２．主語+教+人（に）+物事（を）３．動詞「?」＋人（に）物
（を） ４．能＋動詞について説明する。 
2 回 基本文型における会話と練習７から説明する。 
3 回 第８課 コンサートにご招待します。(本文、新しい単語と基本文型８)１.
副詞 在・正・正在 ２.（請） +人 +動作 （招待するの表現）３.先+動作１,
然后+動作２ ４.去/来＋動詞について説明する。 
4 回 基本文型における会話と練習８から説明する。 
5 回 第 

準備学習 1 回 第７課 すぐ先生に電話をします。(教科書とその付 CD により本文などの
聴く、読む練習を予習すること。) 
2 回 第７課の復習と練習７を予習すること。 
3 回 第８課 コンサートにご招待します。(本文などの聴く、読む練習を予習す
ること。) 
4 回 第８課の復習と練習８を予習すること。 
5 回 第９課 私は風邪ぎみです。(本文などの聴く、読む練習を予習すること。) 
6 回 第９課の復習と練習９を予習すること。 
7 回 第 10 課 国際ホテルまでお願いします。(本文などの聴く、読む練習を予
習すること。) 
8 回 第 10 課の 

 



年度 2014 
授業コード FB1050C0 
成績評価 課題提出（１０％）中間テスト（３０％）期末テスト（６０％）により行う。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB1050C0 中国語Ⅱ 
担当教員名 姜 波＊ 
単位数 2 
教科書 『中国語の世界』（第 2 版）（ＣＤ付） 姜波・矯学真著 

ISBN978-4-86429-150-7 大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 中国言葉・文化への了解 交流できる会話能力 正しい文章表現 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 中国語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業の時指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 ● 中国に関して相談に乗ります。努力さえすれば、中国語が上手になります。

授業に応じて、授業中中国の映画もみます。 
● 「受講希望者が多い場合、人数を制限します。」 
 これにより、クラス間の人数較差の是正や教育効果の向上を目指しており、実
施方法の詳細については後日連絡致します。何卒ご協力のほどよろしくお願い申
し上げます。 
 なお、この件に関しまして何かご質問がございましたら、下記宛てにご連絡下
さい。 
問合せ先： 
語学関係教務担当 
石⽥美佐江 （内線 3645 外線 086-256-9516 メールアドレス is 

シラバスコード FB1050C0 
実務経験のある教員  
達成目標 中国語を使って簡単な日常会話ができること。発音・文法・会話を分かりやすく

説明し、繰り返し練習します。読む・書く・聞く、話す力を身につけ、役に立つ
中国語を面白く勉強しましょう。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chinese II 



関連科目 「中国語Ⅰ」に引き続き「中国語Ⅱ」を受講することが望ましいです。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中国語の発音・声調（イントネーション）をわかりやすく説明します。習得した

基礎文法・慣用句を応用できるように⼯夫します。実用的な会話を想定して、簡
単な会話練習を重ねます。ビデオ・漫画などの補助教材も使い、言葉の勉強と共
に中国の社会・文化・習慣などに触れます。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 第７課 すぐ先生に電話をします。(本文、新しい単語と基本文型７)１．「在」

+場所 +動詞 ２．主語+教+人（に）+物事（を）３．動詞「?」＋人（に）物
（を） ４．能＋動詞について説明する。 
2 回 基本文型における会話と練習７から説明する。 
3 回 第８課 コンサートにご招待します。(本文、新しい単語と基本文型８)１.
副詞 在・正・正在 ２.（請） +人 +動作 （招待するの表現）３.先+動作１,
然后+動作２ ４.去/来＋動詞について説明する。 
4 回 基本文型における会話と練習８から説明する。 
5 回 第 

準備学習 1 回 第７課 すぐ先生に電話をします。(教科書とその付 CD により本文などの
聴く、読む練習を予習すること。) 
2 回 第７課の復習と練習７を予習すること。 
3 回 第８課 コンサートにご招待します。(本文などの聴く、読む練習を予習す
ること。) 
4 回 第８課の復習と練習８を予習すること。 
5 回 第９課 私は風邪ぎみです。(本文などの聴く、読む練習を予習すること。) 
6 回 第９課の復習と練習９を予習すること。 
7 回 第 10 課 国際ホテルまでお願いします。(本文などの聴く、読む練習を予
習すること。) 
8 回 第 10 課の 

 



年度 2014 
授業コード FB105110 
成績評価 2 回の小テスト（40％）、期末試験（60％） 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB105110 ハングルⅠ 
担当教員名 柳 枝⻘＊ 
単位数 2 
教科書 よくわかる韓国語 STEP1/入佐信宏・文賢珠/白帝社 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ハングルⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 書いて身につくテキスト韓国語をはじめよう初級/李昌圭/朝日出版社 
授業形態 講義 
注意備考 必ずノートを持参すること。 
シラバスコード FB105110 
実務経験のある教員  
達成目標 韓国の文字と文化を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Hangul I 
関連科目 ハングルⅡ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この講義はハングルの基礎を培っていくものです。 

外国語を学習するということは単に言葉を「覚える」ことにとどまらず、最終的
にはその国の人と文化を「理解する」ということだと思います。 
日々の授業に対し「受け身」でいるのではなく、異なる言語・文化を、自ら「能
動的」に理解しようと努めてみてください。韓国の文化や歴史などに対するみな
さんの関⼼と理解がより広く深くなることを願っています。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ＜オリエンテーション＞授業の進め方や準備物についての説明をする。韓

国語とはどういう言語で、どういった⼼構えで学習してゆけばよいか話をする。 
2 回 ＜基本⺟音＞ハングルの１０の基本⺟音を成り立ちを踏まえながら学習す
る。 



3 回 ＜基本子音＞ハングルの１４の基本子音を成り立ちを踏まえながら学習す
る。 
4 回 ハングルの書き方の練習を重点的にする。 
5 回 ハングルの読み方の練習を重点的にする。主に発音の変化に関する主要な
規則について説明する。また半切表の小テスト①を実施する。 
6 回 ＜激音＞激音の発音と書き方 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習過程を把握しておくこと。 
2 回 自分なりに言語というものの成り立ちを考えてみること。 
興味のある生徒は、「言語を創った人がわかる言語」を調べてみること。 
3 回 ⺟音を覚えておくこと。 
4 回 子音⺟音をちゃんと書けるようになっておくこと。 
自分の名前をハングルで書けるようになっておくこと。 
5 回 小テストの勉教をしておくこと。授業前に読み方を確認してくること。 
6 回 薄い紙かティッシュを用意すること。 
7 回 激音をマスターしてくること。 
8 回 濃音をマスターしてくること。 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FB105120 
成績評価 2 回の小テスト（40％）、期末試験（60％） 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB105120 ハングルⅠ 
担当教員名 柳 枝⻘＊ 
単位数 2 
教科書 よくわかる韓国語 STEP1/入佐信宏・文賢珠/白帝社 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ハングルⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 書いて身につくテキスト韓国語をはじめよう初級/李昌圭/朝日出版社 
授業形態 講義 
注意備考 必ずノートを持参すること。 
シラバスコード FB105120 
実務経験のある教員  
達成目標 韓国の文字と文化を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Hangul I 
関連科目 ハングルⅡ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この講義はハングルの基礎を培っていくものです。 

外国語を学習するということは単に言葉を「覚える」ことにとどまらず、最終的
にはその国の人と文化を「理解する」ということだと思います。 
日々の授業に対し「受け身」でいるのではなく、異なる言語・文化を、自ら「能
動的」に理解しようと努めてみてください。韓国の文化や歴史などに対するみな
さんの関⼼と理解がより広く深くなることを願っています。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ＜オリエンテーション＞授業の進め方や準備物についての説明をする。韓

国語とはどういう言語で、どういった⼼構えで学習してゆけばよいか話をする。 
2 回 ＜基本⺟音＞ハングルの１０の基本⺟音を成り立ちを踏まえながら学習す
る。 



3 回 ＜基本子音＞ハングルの１４の基本子音を成り立ちを踏まえながら学習す
る。 
4 回 ハングルの書き方の練習を重点的にする。 
5 回 ハングルの読み方の練習を重点的にする。主に発音の変化に関する主要な
規則について説明する。また半切表の小テスト①を実施する。 
6 回 ＜激音＞激音の発音と書き方 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習過程を把握しておくこと。 
2 回 自分なりに言語というものの成り立ちを考えてみること。 
興味のある生徒は、「言語を創った人がわかる言語」を調べてみること。 
3 回 ⺟音を覚えておくこと。 
4 回 子音⺟音をちゃんと書けるようになっておくこと。 
自分の名前をハングルで書けるようになっておくこと。 
5 回 小テストの勉教をしておくこと。授業前に読み方を確認してくること。 
6 回 薄い紙かティッシュを用意すること。 
7 回 激音をマスターしてくること。 
8 回 濃音をマスターしてくること。 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FB105130 
成績評価 定期試験 100％ 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB105130 ハングルⅠ 
担当教員名 林 正黙＊ 
単位数 2 
教科書 親しくなれる韓国語 ／崔瑞? 著／白帝社 
アクティブラーニング  
キーワード ハングル文字・日韓交流・簡単な日常会話 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 外国語の学習は言語のみならずその国の文化や歴史を理解することもとても大

切なことだと思います。出来るだけ幅広く関⼼を持って勉強してください。 
科目名 ハングルⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 韓国語文法辞典／白峰子 著／ 三修社 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB105130 
実務経験のある教員  
達成目標 1)ハングル文字の構成を理解し、読み書きができるようになる。 

2）挨拶などの簡単な日常会話を身につける。 
3）韓国のことに関⼼や興味を持つ。 

受講者へのコメント 色々な意見を述べてくれてありがとう。まずは文字の読み書きがちゃんと出来る
ようにしてください。 

連絡先 pojagi@pony.ocn.ne.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 もう少しハングル文字のことを理解しやすく説明するための⼯夫が必要だと思
いました。 

英文科目名 Hangul I 
関連科目 本科目に引き続き「ハングルⅡ」を受講することが望ましい 
次回に向けての改善変更予定 基本的には同じ内容になりますが文字説明にもう少し⼯夫したいです。 
講義目的 日韓関係は両国にとってますます重大な意味をもつ時代を迎えました。そこで、

お互いをより深く理解するためには言葉の壁を乗り越えなくてはいけないと思
います。ハングルを学ぶことで韓国語のみならず、大切なパートナーシップが求
められる隣国への歴史や文化にも親しんでもらうこと。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ハングル文字の歴史と構成にする。 



2 回 基本⺟音の読み方、書き方にする。 
3 回 子音の読み方、書き方にする。 
4 回 合成⺟音の読み方、書き方にする。 
5 回 パッチム（終声）の種類と読み書きにする。 
6 回 ハングル文字の復習と簡単な挨拶にする。 
7 回 第８課 「自己紹介」にする。 
8 回 第 9 課 「私は韓国人ではありません」にする。 
9 回 第 10 課 「韓国語は面白いですか 1」にする。 
10 回 第 10 課 「韓国語は面白いですか 2」にする。 
11 回 第 11 課 「週末に何をしますか」にする。 
12 回 第 12 課 

準備学習 1 回 韓国語及びハングル文字の基本構成を調べておくこと。 
2 回 基本⺟音 10 文字について予習すること。 
3 回 基本⺟音の復習と子音の予習すること。 
4 回 子音の復習と合成⺟音の予習すること。 
5 回 合成⺟音の復習とパッチムの予習すること。 
6 回 韓国語の語順について調べておくこと。 
7 回 簡単な自己紹介文について考えること。 
8 回 第 9 課の本文を読むこと。 
9 回 韓国語の格式体について調べること。 
10 回 格式体をよく復習すること。 
11 回 11 課の本文を読んでおくこと。 
12 回 韓国語の数詞について予習 

 



年度 2014 
授業コード FB105140 
成績評価 定期試験 100％ 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB105140 ハングルⅠ 
担当教員名 林 正黙＊ 
単位数 2 
教科書 親しくなれる韓国語 ／崔瑞? 著／白帝社 
アクティブラーニング  
キーワード ハングル文字・日韓交流・簡単な日常会話 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 外国語の学習は言語のみならずその国の文化や歴史を理解することも大切なこ

とだと思います。出来るだけ幅広く関⼼を持って勉強してください。 
科目名 ハングルⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 韓国語文法辞典／白峰子 著／ 三修社 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB105140 
実務経験のある教員  
達成目標 1)ハングル文字の構成を理解し、読み書きができるようになる。 

2）挨拶などの簡単な日常会話を身につける。 
3）韓国のことに関⼼や興味を持つ。 

受講者へのコメント 色々な意見を述べてくれてありがとう。まずはハングル文字をちゃんと読み書き
できるようにしてください。 

連絡先 pojagi@pony.ocn.ne.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 文字説明にもう少し⼯夫が必要だと思います。 
英文科目名 Hangul I 
関連科目 本科目に引き続き「ハングルⅡ」を受講することが望ましい 
次回に向けての改善変更予定 基本的には同じですが文字説明にはもう少し⼯夫したいです。 
講義目的 日韓関係は両国にとってますます重大な意味をもつ時代を迎えました。そこで、

お互いをより深く理解するためには言葉の壁を乗り越えなくてはいけないと思
います。ハングルを学ぶことで韓国語のみならず、大切なパートナーシップが求
められる隣国への歴史や文化にも親しんでもらうこと。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ハングル文字の歴史と構成にする。 

2 回 基本⺟音の読み方、書き方にする。 



3 回 子音の読み方、書き方にする。 
4 回 合成⺟音の読み方、書き方にする。 
5 回 パッチム（終声）の種類と読み書きにする。 
6 回 ハングル文字の復習と簡単な挨拶にする。 
7 回 第８課 「自己紹介」にする。 
8 回 第 9 課 「私は韓国人ではありません」にする。 
9 回 第 10 課 「韓国語は面白いですか 1」にする。 
10 回 第 10 課 「韓国語は面白いですか 2」にする。 
11 回 第 11 課 「週末に何をしますか」にする。 
12 回 第 12 課 

準備学習 1 回 韓国語及びハングル文字の基本構成を調べておくこと。 
2 回 基本⺟音 10 文字について予習すること。 
3 回 基本⺟音の復習と子音の予習すること。 
4 回 子音の復習と合成⺟音の予習すること。 
5 回 合成⺟音の復習とパッチムの予習すること。 
6 回 韓国語の語順について調べておくこと。 
7 回 簡単な自己紹介文について考えること。 
8 回 第 9 課の本文を読むこと。 
9 回 韓国語の格式体について調べること。 
10 回 格式体をよく復習すること。 
11 回 11 課の本文を読んでおくこと。 
12 回 韓国語の数詞について予習 

 



年度 2014 
授業コード FB105150 
成績評価 2 回の小テスト（40％）、期末試験（60％） 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB105150 ハングルⅠ 
担当教員名 柳 枝⻘＊ 
単位数 2 
教科書 よくわかる韓国語 STEP1/入佐信宏・文賢珠/白帝社 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 韓国語に興味を持ってくれてありがとうございます。それからもその興味を持続

させてくれるとうれしいです。 
科目名 ハングルⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 書いて身につくテキスト韓国語をはじめよう初級/李昌圭/朝日出版社 
授業形態 講義 
注意備考 必ずノートを持参すること。 
シラバスコード FB105150 
実務経験のある教員  
達成目標 韓国の文字と文化を理解すること。 
受講者へのコメント 外国語を学ぶという事は外国の文化を学ぶという事です。これからも関⼼と理解

を継続して深めてほしいです。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「積極的に教員に質問した」という項目に取り組んでいた学生が少なかったよう
に思われます。 

英文科目名 Hangul I 
関連科目 ハングルⅡ 
次回に向けての改善変更予定 今までも授業中に軽く紹介はしていましたが、テレビやラジオの番組等を紹介す

るなどより自主的に韓国語が学習出来るように⼯夫していきたいです。また積極
的に質問できるような環境を作りたいです。 

講義目的 この講義はハングルの基礎を培っていくものです。 
外国語を学習するということは単に言葉を「覚える」ことにとどまらず、最終的
にはその国の人と文化を「理解する」ということだと思います。 
日々の授業に対し「受け身」でいるのではなく、異なる言語・文化を、自ら「能
動的」に理解しようと努めてみてください。韓国の文化や歴史などに対するみな
さんの関⼼と理解がより広く深くなることを願っています。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ＜オリエンテーション＞授業の進め方や準備物についての説明をする。韓

国語とはどういう言語で、どういった⼼構えで学習してゆけばよいか話をする。 
2 回 ＜基本⺟音＞ハングルの１０の基本⺟音を成り立ちを踏まえながら学習す
る。 
3 回 ＜基本子音＞ハングルの１４の基本子音を成り立ちを踏まえながら学習す
る。 
4 回 ハングルの書き方の練習を重点的にする。 
5 回 ハングルの読み方の練習を重点的にする。主に発音の変化に関する主要な
規則について説明する。また半切表の小テスト①を実施する。 
6 回 ＜激音＞激音の発音と書き方 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習過程を把握しておくこと。 
2 回 自分なりに言語というものの成り立ちを考えてみること。 
興味のある生徒は、「言語を創った人がわかる言語」を調べてみること。 
3 回 ⺟音を覚えておくこと。 
4 回 子音⺟音をちゃんと書けるようになっておくこと。 
自分の名前をハングルで書けるようになっておくこと。 
5 回 小テストの勉教をしておくこと。授業前に読み方を確認してくること。 
6 回 薄い紙かティッシュを用意すること。 
7 回 激音をマスターしてくること。 
8 回 濃音をマスターしてくること。 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FB105160 
成績評価 2 回の小テスト（40％）、期末試験（60％） 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB105160 ハングルⅠ 
担当教員名 柳 枝⻘＊ 
単位数 2 
教科書 よくわかる韓国語 STEP1/入佐信宏・文賢珠/白帝社 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 もう少しゆっくり話すようにしようと思います。 
科目名 ハングルⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 書いて身につくテキスト韓国語をはじめよう初級/李昌圭/朝日出版社 
授業形態 講義 
注意備考 必ずノートを持参すること。 
シラバスコード FB105160 
実務経験のある教員  
達成目標 韓国の文字と文化を理解すること。 
受講者へのコメント 外国語を学ぶという事は外国の文化を学ぶという事です。これからも関⼼と理解

を継続して深めてほしいです。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「積極的に教員に質問した」という項目に取り組んでいた学生が少なかったよう
に思われます。 

英文科目名 Hangul I 
関連科目 ハングルⅡ 
次回に向けての改善変更予定 今までも授業中に軽く紹介はしていましたが、テレビやラジオの番組等を紹介す

るなどより自主的に韓国語が学習出来るように⼯夫していきたいです。また積極
的に質問できるような環境を作りたいです。 

講義目的 この講義はハングルの基礎を培っていくものです。 
外国語を学習するということは単に言葉を「覚える」ことにとどまらず、最終的
にはその国の人と文化を「理解する」ということだと思います。 
日々の授業に対し「受け身」でいるのではなく、異なる言語・文化を、自ら「能
動的」に理解しようと努めてみてください。韓国の文化や歴史などに対するみな
さんの関⼼と理解がより広く深くなることを願っています。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 ＜オリエンテーション＞授業の進め方や準備物についての説明をする。韓
国語とはどういう言語で、どういった⼼構えで学習してゆけばよいか話をする。 
2 回 ＜基本⺟音＞ハングルの１０の基本⺟音を成り立ちを踏まえながら学習す
る。 
3 回 ＜基本子音＞ハングルの１４の基本子音を成り立ちを踏まえながら学習す
る。 
4 回 ハングルの書き方の練習を重点的にする。 
5 回 ハングルの読み方の練習を重点的にする。主に発音の変化に関する主要な
規則について説明する。また半切表の小テスト①を実施する。 
6 回 ＜激音＞激音の発音と書き方 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習過程を把握しておくこと。 
2 回 自分なりに言語というものの成り立ちを考えてみること。 
興味のある生徒は、「言語を創った人がわかる言語」を調べてみること。 
3 回 ⺟音を覚えておくこと。 
4 回 子音⺟音をちゃんと書けるようになっておくこと。 
自分の名前をハングルで書けるようになっておくこと。 
5 回 小テストの勉教をしておくこと。授業前に読み方を確認してくること。 
6 回 薄い紙かティッシュを用意すること。 
7 回 激音をマスターしてくること。 
8 回 濃音をマスターしてくること。 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FB105170 
成績評価 2 回の小テスト（40％）、期末試験（60％） 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB105170 ハングルⅠ 
担当教員名 柳 枝⻘＊ 
単位数 2 
教科書 よくわかる韓国語 STEP1/入佐信宏・文賢珠/白帝社 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ハングルⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 書いて身につくテキスト韓国語をはじめよう初級/李昌圭/朝日出版社 
授業形態 講義 
注意備考 必ずノートを持参すること。 
シラバスコード FB105170 
実務経験のある教員  
達成目標 韓国の文字と文化を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Hangul I 
関連科目 ハングルⅡ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この講義はハングルの基礎を培っていくものです。 

外国語を学習するということは単に言葉を「覚える」ことにとどまらず、最終的
にはその国の人と文化を「理解する」ということだと思います。 
日々の授業に対し「受け身」でいるのではなく、異なる言語・文化を、自ら「能
動的」に理解しようと努めてみてください。韓国の文化や歴史などに対するみな
さんの関⼼と理解がより広く深くなることを願っています。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ＜オリエンテーション＞授業の進め方や準備物についての説明をする。韓

国語とはどういう言語で、どういった⼼構えで学習してゆけばよいか話をする。 
2 回 ＜基本⺟音＞ハングルの１０の基本⺟音を成り立ちを踏まえながら学習す
る。 



3 回 ＜基本子音＞ハングルの１４の基本子音を成り立ちを踏まえながら学習す
る。 
4 回 ハングルの書き方の練習を重点的にする。 
5 回 ハングルの読み方の練習を重点的にする。主に発音の変化に関する主要な
規則について説明する。また半切表の小テスト①を実施する。 
6 回 ＜激音＞激音の発音と書き方 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習過程を把握しておくこと。 
2 回 自分なりに言語というものの成り立ちを考えてみること。 
興味のある生徒は、「言語を創った人がわかる言語」を調べてみること。 
3 回 ⺟音を覚えておくこと。 
4 回 子音⺟音をちゃんと書けるようになっておくこと。 
自分の名前をハングルで書けるようになっておくこと。 
5 回 小テストの勉教をしておくこと。授業前に読み方を確認してくること。 
6 回 薄い紙かティッシュを用意すること。 
7 回 激音をマスターしてくること。 
8 回 濃音をマスターしてくること。 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FB105180 
成績評価 2 回の小テスト（40％）、期末試験（60％） 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB105180 ハングルⅠ 
担当教員名 柳 枝⻘＊ 
単位数 2 
教科書 よくわかる韓国語 STEP1/入佐信宏・文賢珠/白帝社 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 楽しく聞いてくれてありがとうございます。韓国に興味を抱いてもらえてとても

にうれしいです。 
科目名 ハングルⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 書いて身につくテキスト韓国語をはじめよう初級/李昌圭/朝日出版社 
授業形態 講義 
注意備考 必ずノートを持参すること。 
シラバスコード FB105180 
実務経験のある教員  
達成目標 韓国の文字と文化を理解すること。 
受講者へのコメント 外国語を学ぶという事は外国の文化を学ぶという事です。これからも関⼼と理解

を継続して深めてほしいです。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「積極的に教員に質問した」という項目に取り組んでいた学生が少なかったよう
に思われます。 

英文科目名 Hangul I 
関連科目 ハングルⅡ 
次回に向けての改善変更予定 今までも授業中に軽く紹介はしていましたが、テレビやラジオの番組等を紹介す

るなどより自主的に韓国語が学習出来るように⼯夫していきたいです。また積極
的に質問できるような環境を作りたいです。 

講義目的 この講義はハングルの基礎を培っていくものです。 
外国語を学習するということは単に言葉を「覚える」ことにとどまらず、最終的
にはその国の人と文化を「理解する」ということだと思います。 
日々の授業に対し「受け身」でいるのではなく、異なる言語・文化を、自ら「能
動的」に理解しようと努めてみてください。韓国の文化や歴史などに対するみな
さんの関⼼と理解がより広く深くなることを願っています。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ＜オリエンテーション＞授業の進め方や準備物についての説明をする。韓

国語とはどういう言語で、どういった⼼構えで学習してゆけばよいか話をする。 
2 回 ＜基本⺟音＞ハングルの１０の基本⺟音を成り立ちを踏まえながら学習す
る。 
3 回 ＜基本子音＞ハングルの１４の基本子音を成り立ちを踏まえながら学習す
る。 
4 回 ハングルの書き方の練習を重点的にする。 
5 回 ハングルの読み方の練習を重点的にする。主に発音の変化に関する主要な
規則について説明する。また半切表の小テスト①を実施する。 
6 回 ＜激音＞激音の発音と書き方 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習過程を把握しておくこと。 
2 回 自分なりに言語というものの成り立ちを考えてみること。 
興味のある生徒は、「言語を創った人がわかる言語」を調べてみること。 
3 回 ⺟音を覚えておくこと。 
4 回 子音⺟音をちゃんと書けるようになっておくこと。 
自分の名前をハングルで書けるようになっておくこと。 
5 回 小テストの勉教をしておくこと。授業前に読み方を確認してくること。 
6 回 薄い紙かティッシュを用意すること。 
7 回 激音をマスターしてくること。 
8 回 濃音をマスターしてくること。 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FB105190 
成績評価 授業への取り組み（30％）、小テスト（30％）、期末試験（40％）で総合的に評価

する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB105190 ハングルⅠ 
担当教員名 河 智弘＊ 
単位数 2 
教科書 講義の中で提示する。書店販売しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 韓国語、韓国文化、異文化理解。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ハングルⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 ノートを用意すること。 
シラバスコード FB105190 
実務経験のある教員  
達成目標 韓国語の文字、発音を丁寧に習得する。その上、簡単な自己紹介、日常会話がで

きるように練習を行う。韓国の文化や現代韓国事情にも触れて、総合的な側面で
韓国語を学んでいく。韓国語能力試験 1 級合格を目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 jihonghajp@yahoo.co.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Hangul I 
関連科目 ハングルⅡ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 韓国語の基礎を習得するために必要な文字、発音を学んだ上で、簡単な会話文を

ロールプレイなどで実践する。文字、発音をマスターして、実際に使える日常会
話が駆使できることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 1 回 授業の内容を確認すること。 

2 回〜4 回 ハングルの文字を書きながら十分復習すること。 
5 回〜14 回 韓国語を読み書きの練習を行うこと。教科書で予習、復習を十分す



ること。 
15 回 前期で学んだ内容を総復習をすること。 

 



年度 2014 
授業コード FB1051A0 
成績評価 授業への取り組み（30％）、小テスト（30％）、期末試験（40％）で総合的に評価

する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB1051A0 ハングルⅠ 
担当教員名 河 智弘＊ 
単位数 2 
教科書 講義の中で提示する。書店販売しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 韓国語、韓国文化、異文化理解。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ハングルⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 ノートを用意すること。 
シラバスコード FB1051A0 
実務経験のある教員  
達成目標 韓国語の文字、発音を丁寧に習得する。その上、簡単な自己紹介、日常会話がで

きるように練習を行う。韓国の文化や現代韓国事情にも触れて、総合的な側面で
韓国語を学んでいく。韓国語能力試験 1 級合格を目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 jihonghajp@yahoo.co.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Hangul I 
関連科目 ハングルⅡ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 韓国語の基礎を習得するために必要な文字、発音を学んだ上で、簡単な会話文を

ロールプレイなどで実践する。文字、発音をマスターして、実際に使える日常会
話が駆使できることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 1 回 授業の内容を確認すること。 

2 回〜4 回 ハングルの文字を書きながら十分復習すること。 
5 回〜14 回 韓国語を読み書きの練習を行うこと。教科書で予習、復習を十分す



ること。 
15 回 前期で学んだ内容を総復習をすること。 

 



年度 2014 
授業コード FB105210 
成績評価 2 回の小テスト（40％）、期末試験（60％） 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB105210 ハングルⅡ 
担当教員名 柳 枝⻘＊ 
単位数 2 
教科書 よくわかる韓国語 STEP1/入佐信宏・文賢珠/白帝社 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ハングルⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 書いて身につくテキスト韓国語をはじめよう初級/李昌圭/朝日出版社 
授業形態 講義 
注意備考 必ずノートを持参すること。 
シラバスコード FB105210 
実務経験のある教員  
達成目標 韓国の文字と文化を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Hangul II 
関連科目 ハングルⅡ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この講義はハングルの基礎を培っていくものです。 

外国語を学習するということは単に言葉を「覚える」ことにとどまらず、最終的
にはその国の人と文化を「理解する」ということだと思います。 
日々の授業に対し「受け身」でいるのではなく、異なる言語・文化を、自ら「能
動的」に理解しようと努めてみてください。韓国の文化や歴史などに対するみな
さんの関⼼と理解がより広く深くなることを願っています。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ＜オリエンテーション＞授業の進め方や準備物についての説明をする。韓

国語とはどういう言語で、どういった⼼構えで学習してゆけばよいか話をする。 
2 回 ＜基本⺟音＞ハングルの１０の基本⺟音を成り立ちを踏まえながら学習す
る。 



3 回 ＜基本子音＞ハングルの１４の基本子音を成り立ちを踏まえながら学習す
る。 
4 回 ハングルの書き方の練習を重点的にする。 
5 回 ハングルの読み方の練習を重点的にする。主に発音の変化に関する主要な
規則について説明する。また半切表の小テスト①を実施する。 
6 回 ＜激音＞激音の発音と書き方 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習過程を把握しておくこと。 
2 回 自分なりに言語というものの成り立ちを考えてみること。 
興味のある生徒は、「言語を創った人がわかる言語」を調べてみること。 
3 回 ⺟音を覚えておくこと。 
4 回 子音⺟音をちゃんと書けるようになっておくこと。 
自分の名前をハングルで書けるようになっておくこと。 
5 回 小テストの勉教をしておくこと。授業前に読み方を確認してくること。 
6 回 薄い紙かティッシュを用意すること。 
7 回 激音をマスターしてくること。 
8 回 濃音をマスターしてくること。 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FB105220 
成績評価 2 回の小テスト（40％）、期末試験（60％） 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB105220 ハングルⅡ 
担当教員名 柳 枝⻘＊ 
単位数 2 
教科書 よくわかる韓国語 STEP1/入佐信宏・文賢珠/白帝社 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ハングルⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 書いて身につくテキスト韓国語をはじめよう初級/李昌圭/朝日出版社 
授業形態 講義 
注意備考 必ずノートを持参すること。 
シラバスコード FB105220 
実務経験のある教員  
達成目標 韓国の文字と文化を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Hangul II 
関連科目 ハングルⅡ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この講義はハングルの基礎を培っていくものです。 

外国語を学習するということは単に言葉を「覚える」ことにとどまらず、最終的
にはその国の人と文化を「理解する」ということだと思います。 
日々の授業に対し「受け身」でいるのではなく、異なる言語・文化を、自ら「能
動的」に理解しようと努めてみてください。韓国の文化や歴史などに対するみな
さんの関⼼と理解がより広く深くなることを願っています。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ＜オリエンテーション＞授業の進め方や準備物についての説明をする。韓

国語とはどういう言語で、どういった⼼構えで学習してゆけばよいか話をする。 
2 回 ＜基本⺟音＞ハングルの１０の基本⺟音を成り立ちを踏まえながら学習す
る。 



3 回 ＜基本子音＞ハングルの１４の基本子音を成り立ちを踏まえながら学習す
る。 
4 回 ハングルの書き方の練習を重点的にする。 
5 回 ハングルの読み方の練習を重点的にする。主に発音の変化に関する主要な
規則について説明する。また半切表の小テスト①を実施する。 
6 回 ＜激音＞激音の発音と書き方 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習過程を把握しておくこと。 
2 回 自分なりに言語というものの成り立ちを考えてみること。 
興味のある生徒は、「言語を創った人がわかる言語」を調べてみること。 
3 回 ⺟音を覚えておくこと。 
4 回 子音⺟音をちゃんと書けるようになっておくこと。 
自分の名前をハングルで書けるようになっておくこと。 
5 回 小テストの勉教をしておくこと。授業前に読み方を確認してくること。 
6 回 薄い紙かティッシュを用意すること。 
7 回 激音をマスターしてくること。 
8 回 濃音をマスターしてくること。 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FB105230 
成績評価 定期試験 100％ 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB105230 ハングルⅡ 
担当教員名 林 正黙＊ 
単位数 2 
教科書 親しくなれる韓国語 ／崔瑞? 著／白帝社 
アクティブラーニング  
キーワード 日常会話、国際交流、文章の読み書き。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ハングルⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 韓国語文法辞典／白峰子 著／三修社 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB105230 
実務経験のある教員  
達成目標 1）日常会話に必要な基礎レベルの会話能力を身につける。 

2）簡単な韓国語の文を読み書き出来るようにする。 
受講者へのコメント  
連絡先 pojagi@pony.ocn.ne.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Hangul II 
関連科目 ハングルⅠ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 韓国語の簡単な日常会話能力を身につけることで隣国である韓国及び韓国文化

に興味や関⼼を持ってもらい、国際人の感覚を実感出来る講義にする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 第 13 課 「前期のまとめ」にする。 

2 回 第 13 課 「この鞄はいくらですか」にする。 
3 回 第 14 課 「運転出来ますか 1」にする。 
4 回 第 14 課 「運転出来ますか 2」にする。 
5 回 第 15 課 「韓国の⾷べ物が好きですか 1」にする。 
6 回 第 15 課 「韓国の⾷べ物が好きですか 2」にする。 
7 回 第 16 課 「ここから南大門市場まで遠いですか 1」にする。 



8 回 第 16 課 「ここから南大門市場まで遠いですか 2」にする。 
9 回 第 17 課 「写真を取ってください 1」にする。 
10 回 第 17 課 「写真を取ってく 

準備学習 1 回 ハングル文字の読み、書きを復習すること。 
2 回 漢語数詞を予習すること。 
3 回 韓国語の可能体について調べてみること。 
4 回 第 14 課の本文内容を予習すること。 
5 回 否定文の作り方について調べてみること。 
6 回 第 15 課の本文内容を予習すること。 
7 回 非格式体について調べてみること。 
8 回 第 16 課の本文内容を予習すること。 
9 回 副詞について調べてみること。 
10 回 第 17 課の本文内容を予習すること。 
11 回 尊敬表現について調べてみること。 
12 回 第 18 課の本文内容を予習すること。 
13 回 

 



年度 2014 
授業コード FB105240 
成績評価 定期試験 100％ 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB105240 ハングルⅡ 
担当教員名 林 正黙＊ 
単位数 2 
教科書 親しくなれる韓国語 ／崔瑞? 著／白帝社 
アクティブラーニング  
キーワード 日常会話、国際交流、文章の読み書き。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ハングルⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 韓国語文法辞典／白峰子 著／三修社 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、人数を制限します。 
シラバスコード FB105240 
実務経験のある教員  
達成目標 1）日常会話に必要な基礎レベルの会話能力を身につける。 

2）簡単な韓国語の文を読み書き出来るようにする。 
受講者へのコメント  
連絡先 pojagi@pony.ocn.ne.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Hangul II 
関連科目 ハングルⅠ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 韓国語の簡単な日常会話能力を身につけることで隣国である韓国及び韓国文化

に興味や関⼼を持ってもらい、国際人の感覚を実感出来る講義にする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 第 13 課 「前期のまとめ」にする。 

2 回 第 13 課 「この鞄はいくらですか」にする。 
3 回 第 14 課 「運転出来ますか 1」にする。 
4 回 第 14 課 「運転出来ますか 2」にする。 
5 回 第 15 課 「韓国の⾷べ物が好きですか 1」にする。 
6 回 第 15 課 「韓国の⾷べ物が好きですか 2」にする。 
7 回 第 16 課 「ここから南大門市場まで遠いですか 1」にする。 



8 回 第 16 課 「ここから南大門市場まで遠いですか 2」にする。 
9 回 第 17 課 「写真を取ってください 1」にする。 
10 回 第 17 課 「写真を取ってく 

準備学習 1 回 ハングル文字の読み、書きを復習すること。 
2 回 漢語数詞を予習すること。 
3 回 韓国語の可能体について調べてみること。 
4 回 第 14 課の本文内容を予習すること。 
5 回 否定文の作り方について調べてみること。 
6 回 第 15 課の本文内容を予習すること。 
7 回 非格式体について調べてみること。 
8 回 第 16 課の本文内容を予習すること。 
9 回 副詞について調べてみること。 
10 回 第 17 課の本文内容を予習すること。 
11 回 尊敬表現について調べてみること。 
12 回 第 18 課の本文内容を予習すること。 
13 回 

 



年度 2014 
授業コード FB105250 
成績評価 2 回の小テスト（40％）、期末試験（60％） 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB105250 ハングルⅡ 
担当教員名 柳 枝⻘＊ 
単位数 2 
教科書 よくわかる韓国語 STEP1/入佐信宏・文賢珠/白帝社 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ハングルⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 書いて身につくテキスト韓国語をはじめよう初級/李昌圭/朝日出版社 
授業形態 講義 
注意備考 必ずノートを持参すること。 
シラバスコード FB105250 
実務経験のある教員  
達成目標 韓国の文字と文化を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Hangul II 
関連科目 ハングルⅡ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この講義はハングルの基礎を培っていくものです。 

外国語を学習するということは単に言葉を「覚える」ことにとどまらず、最終的
にはその国の人と文化を「理解する」ということだと思います。 
日々の授業に対し「受け身」でいるのではなく、異なる言語・文化を、自ら「能
動的」に理解しようと努めてみてください。韓国の文化や歴史などに対するみな
さんの関⼼と理解がより広く深くなることを願っています。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ＜オリエンテーション＞授業の進め方や準備物についての説明をする。韓

国語とはどういう言語で、どういった⼼構えで学習してゆけばよいか話をする。 
2 回 ＜基本⺟音＞ハングルの１０の基本⺟音を成り立ちを踏まえながら学習す
る。 



3 回 ＜基本子音＞ハングルの１４の基本子音を成り立ちを踏まえながら学習す
る。 
4 回 ハングルの書き方の練習を重点的にする。 
5 回 ハングルの読み方の練習を重点的にする。主に発音の変化に関する主要な
規則について説明する。また半切表の小テスト①を実施する。 
6 回 ＜激音＞激音の発音と書き方 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習過程を把握しておくこと。 
2 回 自分なりに言語というものの成り立ちを考えてみること。 
興味のある生徒は、「言語を創った人がわかる言語」を調べてみること。 
3 回 ⺟音を覚えておくこと。 
4 回 子音⺟音をちゃんと書けるようになっておくこと。 
自分の名前をハングルで書けるようになっておくこと。 
5 回 小テストの勉教をしておくこと。授業前に読み方を確認してくること。 
6 回 薄い紙かティッシュを用意すること。 
7 回 激音をマスターしてくること。 
8 回 濃音をマスターしてくること。 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FB105260 
成績評価 2 回の小テスト（40％）、期末試験（60％） 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB105260 ハングルⅡ 
担当教員名 柳 枝⻘＊ 
単位数 2 
教科書 よくわかる韓国語 STEP1/入佐信宏・文賢珠/白帝社 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 授業を楽しんでもらえたようでよかったです。 

これからも頑張ってください。 
科目名 ハングルⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 書いて身につくテキスト韓国語をはじめよう初級/李昌圭/朝日出版社 
授業形態 講義 
注意備考 必ずノートを持参すること。 
シラバスコード FB105260 
実務経験のある教員  
達成目標 韓国の文字と文化を理解すること。 
受講者へのコメント 継続は力なり 

時折、授業で習った韓国語を復習してあげてください。 
いつか、何らかの形で、皆さんの役に立つかもしれません。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 次の授業の参考にしていきたいと思います。 
英文科目名 Hangul II 
関連科目 ハングルⅡ 
次回に向けての改善変更予定 来年からは最近出版された新しい教材を使う予定です。 

変化を続ける言葉に合わせて、より分かりやすい授業をしていきたいと思いま
す。 

講義目的 この講義はハングルの基礎を培っていくものです。 
外国語を学習するということは単に言葉を「覚える」ことにとどまらず、最終的
にはその国の人と文化を「理解する」ということだと思います。 
日々の授業に対し「受け身」でいるのではなく、異なる言語・文化を、自ら「能
動的」に理解しようと努めてみてください。韓国の文化や歴史などに対するみな
さんの関⼼と理解がより広く深くなることを願っています。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ＜オリエンテーション＞授業の進め方や準備物についての説明をする。韓

国語とはどういう言語で、どういった⼼構えで学習してゆけばよいか話をする。 
2 回 ＜基本⺟音＞ハングルの１０の基本⺟音を成り立ちを踏まえながら学習す
る。 
3 回 ＜基本子音＞ハングルの１４の基本子音を成り立ちを踏まえながら学習す
る。 
4 回 ハングルの書き方の練習を重点的にする。 
5 回 ハングルの読み方の練習を重点的にする。主に発音の変化に関する主要な
規則について説明する。また半切表の小テスト①を実施する。 
6 回 ＜激音＞激音の発音と書き方 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習過程を把握しておくこと。 
2 回 自分なりに言語というものの成り立ちを考えてみること。 
興味のある生徒は、「言語を創った人がわかる言語」を調べてみること。 
3 回 ⺟音を覚えておくこと。 
4 回 子音⺟音をちゃんと書けるようになっておくこと。 
自分の名前をハングルで書けるようになっておくこと。 
5 回 小テストの勉教をしておくこと。授業前に読み方を確認してくること。 
6 回 薄い紙かティッシュを用意すること。 
7 回 激音をマスターしてくること。 
8 回 濃音をマスターしてくること。 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FB105270 
成績評価 2 回の小テスト（40％）、期末試験（60％） 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB105270 ハングルⅡ 
担当教員名 柳 枝⻘＊ 
単位数 2 
教科書 よくわかる韓国語 STEP1/入佐信宏・文賢珠/白帝社 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ハングルⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 書いて身につくテキスト韓国語をはじめよう初級/李昌圭/朝日出版社 
授業形態 講義 
注意備考 必ずノートを持参すること。 
シラバスコード FB105270 
実務経験のある教員  
達成目標 韓国の文字と文化を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Hangul II 
関連科目 ハングルⅡ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この講義はハングルの基礎を培っていくものです。 

外国語を学習するということは単に言葉を「覚える」ことにとどまらず、最終的
にはその国の人と文化を「理解する」ということだと思います。 
日々の授業に対し「受け身」でいるのではなく、異なる言語・文化を、自ら「能
動的」に理解しようと努めてみてください。韓国の文化や歴史などに対するみな
さんの関⼼と理解がより広く深くなることを願っています。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ＜オリエンテーション＞授業の進め方や準備物についての説明をする。韓

国語とはどういう言語で、どういった⼼構えで学習してゆけばよいか話をする。 
2 回 ＜基本⺟音＞ハングルの１０の基本⺟音を成り立ちを踏まえながら学習す
る。 



3 回 ＜基本子音＞ハングルの１４の基本子音を成り立ちを踏まえながら学習す
る。 
4 回 ハングルの書き方の練習を重点的にする。 
5 回 ハングルの読み方の練習を重点的にする。主に発音の変化に関する主要な
規則について説明する。また半切表の小テスト①を実施する。 
6 回 ＜激音＞激音の発音と書き方 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習過程を把握しておくこと。 
2 回 自分なりに言語というものの成り立ちを考えてみること。 
興味のある生徒は、「言語を創った人がわかる言語」を調べてみること。 
3 回 ⺟音を覚えておくこと。 
4 回 子音⺟音をちゃんと書けるようになっておくこと。 
自分の名前をハングルで書けるようになっておくこと。 
5 回 小テストの勉教をしておくこと。授業前に読み方を確認してくること。 
6 回 薄い紙かティッシュを用意すること。 
7 回 激音をマスターしてくること。 
8 回 濃音をマスターしてくること。 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FB105280 
成績評価 2 回の小テスト（40％）、期末試験（60％） 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB105280 ハングルⅡ 
担当教員名 柳 枝⻘＊ 
単位数 2 
教科書 よくわかる韓国語 STEP1/入佐信宏・文賢珠/白帝社 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 看板やニュースで出た来るちょっとした韓国語がわかるようになったという回

答があり先生もうれしいです。 
これからも頑張ってください。 

科目名 ハングルⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 書いて身につくテキスト韓国語をはじめよう初級/李昌圭/朝日出版社 
授業形態 講義 
注意備考 必ずノートを持参すること。 
シラバスコード FB105280 
実務経験のある教員  
達成目標 韓国の文字と文化を理解すること。 
受講者へのコメント 継続は力なり 

時折、授業で習った韓国語を復習してあげてください。 
いつか、何らかの形で、皆さんの役に立つかもしれません。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 今後の授業の参考にしていきます。 
英文科目名 Hangul II 
関連科目 ハングルⅡ 
次回に向けての改善変更予定 来年からは最近出版された新しい教材を使う予定です。 

変化を続ける言葉に合わせて、より分かりやすい授業をしていきたいと思いま
す。 

講義目的 この講義はハングルの基礎を培っていくものです。 
外国語を学習するということは単に言葉を「覚える」ことにとどまらず、最終的
にはその国の人と文化を「理解する」ということだと思います。 
日々の授業に対し「受け身」でいるのではなく、異なる言語・文化を、自ら「能
動的」に理解しようと努めてみてください。韓国の文化や歴史などに対するみな



さんの関⼼と理解がより広く深くなることを願っています。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ＜オリエンテーション＞授業の進め方や準備物についての説明をする。韓

国語とはどういう言語で、どういった⼼構えで学習してゆけばよいか話をする。 
2 回 ＜基本⺟音＞ハングルの１０の基本⺟音を成り立ちを踏まえながら学習す
る。 
3 回 ＜基本子音＞ハングルの１４の基本子音を成り立ちを踏まえながら学習す
る。 
4 回 ハングルの書き方の練習を重点的にする。 
5 回 ハングルの読み方の練習を重点的にする。主に発音の変化に関する主要な
規則について説明する。また半切表の小テスト①を実施する。 
6 回 ＜激音＞激音の発音と書き方 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習過程を把握しておくこと。 
2 回 自分なりに言語というものの成り立ちを考えてみること。 
興味のある生徒は、「言語を創った人がわかる言語」を調べてみること。 
3 回 ⺟音を覚えておくこと。 
4 回 子音⺟音をちゃんと書けるようになっておくこと。 
自分の名前をハングルで書けるようになっておくこと。 
5 回 小テストの勉教をしておくこと。授業前に読み方を確認してくること。 
6 回 薄い紙かティッシュを用意すること。 
7 回 激音をマスターしてくること。 
8 回 濃音をマスターしてくること。 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FB105290 
成績評価 授業への取り組み（30％）、小テスト（30％）、期末試験（40％）で総合的に評価

する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB105290 ハングルⅡ 
担当教員名 河 智弘＊ 
単位数 2 
教科書 講義の中で提示する。書店販売しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 韓国語、韓国文化、異文化理解。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ハングルⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 ノートを用意すること。 
シラバスコード FB105290 
実務経験のある教員  
達成目標 前期で学んだ韓国語の基礎の文字、発音を生かして場面の中で適当な会話ができ

るように繰り返し練習を行う。基本文型と文法を会話文の中で習得し、日韓の文
化の比較になる読解文も取り入れる。韓国語能力試験 1 級合格を目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 jihonghajp@yahoo.co.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Hangul II 
関連科目 ハングルⅡ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 前期で学んだ韓国語の基礎を生かして、会話、慣用的な表現などを用いて読み、

書き、聞き取り、話すことをバランスよく習得していくことを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 1 回 後期の授業の内容を確認すること。 

2 回〜14 回 会話文の読む練習の予習を行うこと。ノートに書きながら復習を十
分行うこと。 
15 回 後期で学んだ内容を総復習をすること。 



 



年度 2014 
授業コード FB1052A0 
成績評価 授業への取り組み（30％）、小テスト（30％）、期末試験（40％）で総合的に評価

する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB1052A0 ハングルⅡ 
担当教員名 河 智弘＊ 
単位数 2 
教科書 講義の中で提示する。書店販売しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 韓国語、韓国文化、異文化理解。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ハングルⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 ノートを用意すること。 
シラバスコード FB1052A0 
実務経験のある教員  
達成目標 前期で学んだ韓国語の基礎の文字、発音を生かして場面の中で適当な会話ができ

るように繰り返し練習を行う。基本文型と文法を会話文の中で習得し、日韓の文
化の比較になる読解文も取り入れる。韓国語能力試験 1 級合格を目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 jihonghajp@yahoo.co.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Hangul II 
関連科目 ハングルⅡ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 前期で学んだ韓国語の基礎を生かして、会話、慣用的な表現などを用いて読み、

書き、聞き取り、話すことをバランスよく習得していくことを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 1 回 後期の授業の内容を確認すること。 

2 回〜14 回 会話文の読む練習の予習を行うこと。ノートに書きながら復習を十
分行うこと。 
15 回 後期で学んだ内容を総復習をすること。 



 



年度 2014 
授業コード FB106910 
成績評価 定期試験 40％ 発表 20％ 小テスト 10％ 課題 20％ 授業への参加度 

10％ 
※５回欠席すると評価対象としない。早退・遅刻は２回で１回の欠席とする。遅
刻は 20 分まで。それ以降の入室は認めない。 

曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB106910 基礎日本語 
担当教員名 佐藤 美穂＊ 
単位数 2 
教科書 特定の教科書は指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 聞く、話す 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「特になし」という記述だけであった。 
科目名 基礎日本語 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考 ・毎回の出席、積極的な授業参加を望む。 

・宿題は毎回提出すること。 
・授業中の飲⾷、私語は禁止する。 
・携帯電話の電源は切り、机の上に置かず、しまっておくこと。 
・授業中に配布する資料の予備は保管しないため、欠席した場合は、出席者の資
料をコピーすること。 

シラバスコード FB106910 
実務経験のある教員  
達成目標 ①規定のテーマについての情報を聞き取ることができる。 

②日本語を使って規定のテーマについて話すことができる。 
③日本語を使って規定のテーマについて意見交換ができる。 

受講者へのコメント 事前準備をすることが授業理解に役立つ。課題に積極的に取り組むことによって
実社会で必要な力を高めることができる。 

連絡先 mihosato0919@yahoo.co.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好のようだ。 
英文科目名 Basic Japanese 
関連科目 日本語、日本語会話、日本語表現、日本語理解 
次回に向けての改善変更予定 毎回の学習目標を授業前に提示し、授業終了時に確認するようにする。 



講義目的 日本語を聞いて話すことに中⼼をおいた授業である。身近な話題に関する情報を
聞き取る能力を養い、その話題について自ら話すために必要な基礎的な文法を復
習し、さらに新しい文法を学び、それらを用いて口頭で表現できるようにする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。講義の進め方を説明する。 

１．日本人が写真を見ながら友だちを紹介している CD を聞いて、どんな表現が
使われているか意識化する。 
2 回 ２．写真を見ながら友だちを紹介するために必要な表現文型を理解し、使え
るようにする。 
3 回 ３．日本人が友だちの性格について話している CD を聞いて、どんな表現
が使われているか意識化する。 
4 回 ４．自分の友だちの性格について話すために必要な表現文型を理解し、使え
るようにする。 
5 回 ５．日本の町について紹介している CD を聞いて、どんな表現が使われて
いるか意識化 

準備学習 1 回 講義の進め方を確認すること。この課で使われている語いの意味や漢字の
読み方を覚えるようにすること。漢字クイズの準備をすること。 
2 回 この課で学習した表現文型を使って作文を書くこと。 
3 回 この課で使われている語いの意味や漢字の読み方を覚えるようにすること。
表現文型を確認すること。漢字クイズの準備をすること。 
4 回 この課で学習した表現文型を使って作文を書くこと。 
5 回 この課で使われている語いの意味や漢字の読み方を覚えるようにすること。
表現文型を確認すること。漢字クイズの準備をすること。 
6 回 この 

 



年度 2014 
授業コード FB106920 
成績評価 定期試験 40％ 発表 20％ 小テスト 10％ 課題 20％ 授業への参加度 

10％ 
※５回欠席すると評価対象としない。早退・遅刻は２回で１回の欠席とする。遅
刻は 20 分まで。それ以降の入室は認めない。 

曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB106920 基礎日本語 
担当教員名 佐藤 美穂＊ 
単位数 2 
教科書 特定の教科書は指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 聞く、話す 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎日本語 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考 ・毎回の出席、積極的な授業参加を望む。 

・宿題は毎回提出すること。 
・授業中の飲⾷、私語は禁止する。 
・携帯電話の電源は切り、机の上に置かず、しまっておくこと。 
・授業中に配布する資料の予備は保管しないため、欠席した場合は、出席者の資
料をコピーすること。 

シラバスコード FB106920 
実務経験のある教員  
達成目標 ①規定のテーマについての情報を聞き取ることができる。 

②日本語を使って規定のテーマについて話すことができる。 
③日本語を使って規定のテーマについて意見交換ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 mihosato0919@yahoo.co.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Japanese 
関連科目 日本語、日本語会話、日本語表現、日本語理解 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 日本語を聞いて話すことに中⼼をおいた授業である。身近な話題に関する情報を



聞き取る能力を養い、その話題について自ら話すために必要な基礎的な文法を復
習し、さらに新しい文法を学び、それらを用いて口頭で表現できるようにする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。講義の進め方を説明する。 

１．日本人が写真を見ながら友だちを紹介している CD を聞いて、どんな表現が
使われているか意識化する。 
2 回 ２．写真を見ながら友だちを紹介するために必要な表現文型を理解し、使え
るようにする。 
3 回 ３．日本人が友だちの性格について話している CD を聞いて、どんな表現
が使われているか意識化する。 
4 回 ４．自分の友だちの性格について話すために必要な表現文型を理解し、使え
るようにする。 
5 回 ５．日本の町について紹介している CD を聞いて、どんな表現が使われて
いるか意識化 

準備学習 1 回 講義の進め方を確認すること。この課で使われている語いの意味や漢字の
読み方を覚えるようにすること。漢字クイズの準備をすること。 
2 回 この課で学習した表現文型を使って作文を書くこと。 
3 回 この課で使われている語いの意味や漢字の読み方を覚えるようにすること。
表現文型を確認すること。漢字クイズの準備をすること。 
4 回 この課で学習した表現文型を使って作文を書くこと。 
5 回 この課で使われている語いの意味や漢字の読み方を覚えるようにすること。
表現文型を確認すること。漢字クイズの準備をすること。 
6 回 この 

 



年度 2014 
授業コード FB200210 
成績評価 定期試験（100%）により評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB200210 環境と社会 
担当教員名 井上 堅太郎＊ 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 環境 公害健康被害（公害病） 一般廃棄物 産業廃棄物 リサイクル 循環型

社会 拡大生産者責任 自然保護 自然環境保全 生物多様性保全 地球温暖
化 地球環境保全 持続可能な開発（発展） 環境政策 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境と社会 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB200210 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）人類の文明と環境および環境問題の関係の経緯を理解できるようになるこ

と。 
（２）地球環境問題を初めとする環境問題の現状を理解できるようになること。 
（３）社会経済活動における環境配慮、持続的に発展する社会構築の緊要性を理
解できるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environment and Society 
関連科目 環境政策（社会情報学科 A 郡科目） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 人類の文明と環境および環境問題の関係の経緯、環境問題の現状、社会経済活動

における環境配慮と持続的に発展する社会構築の緊要性などを理解することと
なるよう講義する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「環境」が自然的環境、人⼯的環境、社会的環境の３つの要素からなること



について講義する。 
2 回 環境と人類社会の関係について、過去から現在までに至る経緯、現状につい
て講義する。 
3 回 環境の汚染がもたらした水俣病、イタイイタイ病、四日市喘息などの公害病
について、発生の状況、発生原因、社会的な対応等について講義する。 
4 回 環境の汚染による健康への影響、騒音による生活環境への影響について講
義する。 
5 回 公害紛争に係る経緯、および「公害紛争処理法」による公害紛争を処理する
ための社会的な仕組について講義す 

準備学習 1 回 「環境」という言葉について、自然的環境、人⼯的環境、社会的環境の３つ
の側面からどのような「環境」があるのかを考え、ノートの記載すること。 
2 回 火の使用、農耕・牧畜、鉱⼯業、都市形成などの文明と環境影響の関係を考
え、ノートの記載すること。 
3 回 水俣病、イタイイタイ病、四日市喘息について、概要を調べておくこと。 
4 回 「大気汚染」、「水質汚濁」、「騒音」がどのような問題を引き起こしてきたの
かを調べておくこと。 
5 回 「四大公害裁判」および「公害紛争処理法」について、概要を調べておくこ
と。 
6 回 日本 

 



年度 2014 
授業コード FB200220 
成績評価 定期試験（100%）により評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB200220 環境と社会 
担当教員名 井上 堅太郎＊ 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 環境 公害健康被害（公害病） 一般廃棄物 産業廃棄物 リサイクル 循環型

社会 拡大生産者責任 自然保護 自然環境保全 生物多様性保全 地球温暖
化 地球環境保全 持続可能な開発（発展） 環境政策 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境と社会 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB200220 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）人類の文明と環境および環境問題の関係の経緯を理解できるようになるこ

と。 
（２）地球環境問題を初めとする環境問題の現状を理解できるようになること。 
（３）社会経済活動における環境配慮、持続的に発展する社会構築の緊要性を理
解できるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environment and Society 
関連科目 「環境政策」（社会情報学科 A 郡科目） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 人類の文明と環境および環境問題の関係の経緯、環境問題の現状、社会経済活動

における環境配慮と持続的に発展する社会構築の緊要性などを理解することと
なるよう講義する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「環境」が自然的環境、人⼯的環境、社会的環境の３つの要素からなること



について講義する。 
2 回 環境と人類社会の関係について、過去から現在までに至る経緯、現状につい
て講義する。 
3 回 環境の汚染がもたらした水俣病、イタイイタイ病、四日市喘息などの公害病
について、発生の状況、発生原因、社会的な対応等について講義する。 
4 回 環境の汚染による健康への影響、騒音による生活環境への影響について講
義する。 
5 回 公害紛争に係る経緯、および「公害紛争処理法」による公害紛争を処理する
ための社会的な仕組について講義す 

準備学習 1 回 「環境」という言葉について、自然的環境、人⼯的環境、社会的環境の３つ
の側面からどのような「環境」があるのかを考え、ノートの記載すること。 
2 回 火の使用、農耕・牧畜、鉱⼯業、都市形成などの文明と環境影響の関係を考
え、ノートの記載すること。 
3 回 水俣病、イタイイタイ病、四日市喘息について、概要を調べておくこと。 
4 回 「大気汚染」、「水質汚濁」、「騒音」がどのような問題を引き起こしてきたの
かを調べておくこと。 
5 回 「四大公害裁判」および「公害紛争処理法」について、概要を調べておくこ
と。 
6 回 日本 

 



年度 2014 
授業コード FB200230 
成績評価 定期試験（100%）により評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB200230 環境と社会 
担当教員名 井上 堅太郎＊ 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 環境 公害健康被害（公害病） 一般廃棄物 産業廃棄物 リサイクル 循環型

社会 拡大生産者責任 自然保護 自然環境保全 生物多様性保全 地球温暖
化 地球環境保全 持続可能な開発（発展） 環境政策 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境と社会 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB200230 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）人類の文明と環境および環境問題の関係の経緯を理解できるようになるこ

と。 
（２）地球環境問題を初めとする環境問題の現状を理解できるようになること。 
（３）社会経済活動における環境配慮、持続的に発展する社会構築の緊要性を理
解できるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environment and Society 
関連科目 「環境政策」（社会情報学科 A 郡科目） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 人類の文明と環境および環境問題の関係の経緯、環境問題の現状、社会経済活動

における環境配慮と持続的に発展する社会構築の緊要性などを理解することと
なるよう講義する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「環境」が自然的環境、人⼯的環境、社会的環境の３つの要素からなること



について講義する。 
2 回 環境と人類社会の関係について、過去から現在までに至る経緯、現状につい
て講義する。 
3 回 環境の汚染がもたらした水俣病、イタイイタイ病、四日市喘息などの公害病
について、発生の状況、発生原因、社会的な対応等について講義する。 
4 回 環境の汚染による健康への影響、騒音による生活環境への影響について講
義する。 
5 回 公害紛争に係る経緯、および「公害紛争処理法」による公害紛争を処理する
ための社会的な仕組について講義す 

準備学習 1 回 「環境」という言葉について、自然的環境、人⼯的環境、社会的環境の３つ
の側面からどのような「環境」があるのかを考え、ノートの記載すること。 
2 回 火の使用、農耕・牧畜、鉱⼯業、都市形成などの文明と環境影響の関係を考
え、ノートの記載すること。 
3 回 水俣病、イタイイタイ病、四日市喘息について、概要を調べておくこと。 
4 回 「大気汚染」、「水質汚濁」、「騒音」がどのような問題を引き起こしてきたの
かを調べておくこと。 
5 回 「四大公害裁判」および「公害紛争処理法」について、概要を調べておくこ
と。 
6 回 日本 

 



年度 2014 
授業コード FB200810 
成績評価 レポート 2 回（各２５％）、試験（５０％）。  

レポートは、必ず手書きのこと。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB200810 哲学 
担当教員名 山口 信夫＊ 
単位数 2 
教科書 疎まれし者デカルト／山口信夫／世界思想社 2009 年。2200 円(税抜き）  

ISBN：978-4-7907-1083-7 
アクティブラーニング  
キーワード 哲学、フランス、デカルト、18 世紀、現代、思想史。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 哲学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教室で提示。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB200810 
実務経験のある教員  
達成目標 人文系の入門的テキストが一人で読解できるようになることを目指す。 
受講者へのコメント  
連絡先 ylutetia@gmail.com 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Philosophy 
関連科目 ⻄洋史 倫理学 科学史 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 思想の変遷と展開における歴史的問題の理解。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 この授業について 

2 回 デカルト哲学と現代 
3 回 デカルト哲学の基本的構造１ 
4 回 デカルト哲学の基本的構造２ 
5 回 デカルト哲学の基本的構造３ 
6 回 デカルト哲学の基本的構造４ 
7 回 デカルト哲学の基本的構造５ 



8 回 ①アカデミー・フランセーズにおけるコンクールとデカルト神話１ 
9 回 ②アカデミー・フランセーズにおけるコンクールとデカルト神話２ 
10 回 ③『デカルト伝』の作者、バーイエとデカルト神話の展開 
11 回 ④ヴォルテールのデカルト批判とデカルト神話 
12 回 ⑤デカルト対ニュートン 
13 回 

準備学習 1 回 これまで、哲学についてどのように考えていたかをまとめておいてくださ
い。 
2 回 事前配布の資料の予習 
3 回 事前配布の資料の予習 
4 回 事前配布の資料の予習 
5 回 事前配布の資料の予習 
6 回 事前配布の資料の予習 
7 回 事前配布の資料の予習 
8 回 教科書第１章の予習 
9 回 教科書第２章の予習 
10 回 教科書第３章の予習 
11 回 教科書第４章の予習 
12 回 教科書第５章の予習 
13 回 教科書第６章の予習 
14 回 教科書第７章の予習 
15 回 この授業の感想について考えてください。 

 



年度 2014 
授業コード FB200820 
成績評価 レポート 2 回（各２５％）、試験（５０％）。  

レポートは、必ず手書きのこと。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB200820 哲学 
担当教員名 山口 信夫＊ 
単位数 2 
教科書 疎まれし者デカルト／山口信夫／世界思想社 2009 年。2200 円(税抜き）  

ISBN：978-4-7907-1083-7 
アクティブラーニング  
キーワード 哲学、フランス、デカルト、18 世紀、現代、思想史。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 哲学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教室で提示。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB200820 
実務経験のある教員  
達成目標 人文系の入門的テキストが一人で読解できるようになることを目指す。 
受講者へのコメント  
連絡先 ylutetia@gmail.com 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Philosophy 
関連科目 ⻄洋史 倫理学 科学史 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 思想の変遷と展開における歴史的問題の理解。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 この授業について 

2 回 デカルト哲学と現代 
3 回 デカルト哲学の基本的構造１ 
4 回 デカルト哲学の基本的構造２ 
5 回 デカルト哲学の基本的構造３ 
6 回 デカルト哲学の基本的構造４ 
7 回 デカルト哲学の基本的構造５ 



8 回 ①アカデミー・フランセーズにおけるコンクールとデカルト神話１ 
9 回 ②アカデミー・フランセーズにおけるコンクールとデカルト神話２ 
10 回 ③『デカルト伝』の作者、バーイエとデカルト神話の展開 
11 回 ④ヴォルテールのデカルト批判とデカルト神話 
12 回 ⑤デカルト対ニュートン 
13 回 

準備学習 1 回 これまで、哲学についてどのように考えていたかをまとめておいてくださ
い。 
2 回 事前配布の資料の予習 
3 回 事前配布の資料の予習 
4 回 事前配布の資料の予習 
5 回 事前配布の資料の予習 
6 回 事前配布の資料の予習 
7 回 事前配布の資料の予習 
8 回 教科書第１章の予習 
9 回 教科書第２章の予習 
10 回 教科書第３章の予習 
11 回 教科書第４章の予習 
12 回 教科書第５章の予習 
13 回 教科書第６章の予習 
14 回 教科書第７章の予習 
15 回 この授業の感想について考えてください。 

 



年度 2014 
授業コード FB200830 
成績評価 レポート 2 回（各２５％）、試験（５０％）。  

レポートは、必ず手書きのこと。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB200830 哲学 
担当教員名 山口 信夫＊ 
単位数 2 
教科書 疎まれし者デカルト／山口信夫／世界思想社 2009 年。2200 円(税抜き）  

ISBN：978-4-7907-1083-7 
アクティブラーニング  
キーワード 哲学、フランス、デカルト、18 世紀、現代、思想史。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 哲学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教室で提示。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB200830 
実務経験のある教員  
達成目標 人文系の入門的テキストが一人で読解できるようになることを目指す。 
受講者へのコメント  
連絡先 ylutetia@gmail.com 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Philosophy 
関連科目 ⻄洋史 倫理学 科学史 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 思想の変遷と展開における歴史的問題の理解。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 この授業について 

2 回 デカルト哲学と現代 
3 回 デカルト哲学の基本的構造１ 
4 回 デカルト哲学の基本的構造２ 
5 回 デカルト哲学の基本的構造３ 
6 回 デカルト哲学の基本的構造４ 
7 回 デカルト哲学の基本的構造５ 



8 回 ①アカデミー・フランセーズにおけるコンクールとデカルト神話１ 
9 回 ②アカデミー・フランセーズにおけるコンクールとデカルト神話２ 
10 回 ③『デカルト伝』の作者、バーイエとデカルト神話の展開 
11 回 ④ヴォルテールのデカルト批判とデカルト神話 
12 回 ⑤デカルト対ニュートン 
13 回 

準備学習 1 回 これまで、哲学についてどのように考えていたかをまとめておいてくださ
い。 
2 回 事前配布の資料の予習 
3 回 事前配布の資料の予習 
4 回 事前配布の資料の予習 
5 回 事前配布の資料の予習 
6 回 事前配布の資料の予習 
7 回 事前配布の資料の予習 
8 回 教科書第１章の予習 
9 回 教科書第２章の予習 
10 回 教科書第３章の予習 
11 回 教科書第４章の予習 
12 回 教科書第５章の予習 
13 回 教科書第６章の予習 
14 回 教科書第７章の予習 
15 回 この授業の感想について考えてください。 

 



年度 2014 
授業コード FB200840 
成績評価 レポート 2 回（各２５％）、試験（５０％）。  

レポートは、必ず手書きのこと。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB200840 哲学 
担当教員名 山口 信夫＊ 
単位数 2 
教科書 疎まれし者デカルト／山口信夫／世界思想社 2009 年。2200 円(税抜き）  

ISBN：978-4-7907-1083-7 
アクティブラーニング  
キーワード 哲学、フランス、デカルト、18 世紀、現代、思想史。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 哲学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教室で提示。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB200840 
実務経験のある教員  
達成目標 人文系の入門的テキストが一人で読解できるようになることを目指す。 
受講者へのコメント  
連絡先 ylutetia@gmail.com 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Philosophy 
関連科目 ⻄洋史 倫理学 科学史 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 思想の変遷と展開における歴史的問題の理解。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 この授業について 

2 回 デカルト哲学と現代 
3 回 デカルト哲学の基本的構造１ 
4 回 デカルト哲学の基本的構造２ 
5 回 デカルト哲学の基本的構造３ 
6 回 デカルト哲学の基本的構造４ 
7 回 デカルト哲学の基本的構造５ 



8 回 ①アカデミー・フランセーズにおけるコンクールとデカルト神話１ 
9 回 ②アカデミー・フランセーズにおけるコンクールとデカルト神話２ 
10 回 ③『デカルト伝』の作者、バーイエとデカルト神話の展開 
11 回 ④ヴォルテールのデカルト批判とデカルト神話 
12 回 ⑤デカルト対ニュートン 
13 回 

準備学習 1 回 これまで、哲学についてどのように考えていたかをまとめておいてくださ
い。 
2 回 事前配布の資料の予習 
3 回 事前配布の資料の予習 
4 回 事前配布の資料の予習 
5 回 事前配布の資料の予習 
6 回 事前配布の資料の予習 
7 回 事前配布の資料の予習 
8 回 教科書第１章の予習 
9 回 教科書第２章の予習 
10 回 教科書第３章の予習 
11 回 教科書第４章の予習 
12 回 教科書第５章の予習 
13 回 教科書第６章の予習 
14 回 教科書第７章の予習 
15 回 この授業の感想について考えてください。 

 



年度 2014 
授業コード FB200910 
成績評価 提出物 15％、講義関与度 35％、テスト 50％により成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB200910 倫理と宗教 
担当教員名 藤丸 智雄＊ 
単位数 2 
教科書 プレップ倫理学／柘植尚則／弘文堂 
アクティブラーニング  
キーワード 「現代社会」「倫理」「宗教」 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 倫理と宗教 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 倫理学案内−理論と課題／小松光彦他／慶応義塾大学出版会 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験中に行われる。試験形態は、講義内容を受けた形の論述試験形式

となる。 
シラバスコード FB200910 
実務経験のある教員  
達成目標 ①現代社会が抱える倫理的課題についての情報を得る。 

②社会を構成する基盤となっている思想・哲学の基礎的な知識を獲得する。 
③宗教についての基礎的な知識を学ぶ。 
④宗教と倫理との関係についての基礎知識を身につける。 
⑤倫理的な思考法を身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 fujimarutomoo@gmail.com 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Ethics and Religion 
関連科目 特になし。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ①現代社会が抱える倫理的な課題について、理解し、②それに適応しうる哲学・

思想について学び、③さらに、宗教における思想材によって、現代社会の中にあ
る、倫理的な課題について思考できる基礎力の獲得を目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「倫理学」とは何かについて、講義します。ethics や「倫理」という言葉の

意味について確認します。「倫理学」が、善悪を扱う学問であることを確認しま



す。 
2 回 「幸福」と＜目的＞−＜手段＞について、学びます。 
ギリシャ神話とギリシャ哲学について学びます。 
3 回 「幸福」と自分らしさの発揮の問題について、学びます。 
ギリシャ哲学の「イデア」について学びます。 
4 回 「幸福」の分類について、学びます。 
5 回 帰結主義の「善」の問題について、学びます。 
インド思想史について、基本的な情報を学びます。 
バラモ 

準備学習 1 回 教科書の 1-9 ページを読みましょう。 
2 回 前回の講義内容を復習しましょう。 
教科書の 9−10,27−28 ページを読みましょう。 
3 回 前回の講義内容を復習しましょう。 
教科書の 27−28 ページを読みましょう。 
4 回 これまでの講義内容を復習しておきましょう。 
5 回 これまでの講義内容を復習しておきましょう。 
教科書の 28 ページを読みましょう。 
6 回 前回の講義内容を復習しておきましょう。 
7 回 前回の講義内容を復習しておきましょう。 
教科書の 33-38 ページを読みましょう。 
8 回 前回の講義内容を 

 



年度 2014 
授業コード FB200920 
成績評価 提出物 15％、講義関与度 35％、テスト 50％により成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB200920 倫理と宗教 
担当教員名 藤丸 智雄＊ 
単位数 2 
教科書 プレップ倫理学／柘植尚則／弘文堂 
アクティブラーニング  
キーワード 「現代社会」「倫理」「宗教」 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 倫理と宗教 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 倫理学案内−理論と課題／小松光彦他／慶応義塾大学出版会 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験中に行われる。試験形態は、講義内容を受けた形の論述試験形式

となる。 
シラバスコード FB200920 
実務経験のある教員  
達成目標 ①現代社会が抱える倫理的課題についての情報を得る。 

②社会を構成する基盤となっている思想・哲学の基礎的な知識を獲得する。 
③宗教についての基礎的な知識を学ぶ。 
④宗教と倫理との関係についての基礎知識を身につける。 
⑤倫理的な思考法を身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 fujimarutomoo@gmail.com 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Ethics and Religion 
関連科目 特になし。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ①現代社会が抱える倫理的な課題について、理解し、②それに適応しうる哲学・

思想について学び、③さらに、宗教における思想材によって、現代社会の中にあ
る、倫理的な課題について思考できる基礎力の獲得を目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「倫理学」とは何かについて、講義します。ethics や「倫理」という言葉の

意味について確認します。「倫理学」が、善悪を扱う学問であることを確認しま



す。 
2 回 「幸福」と＜目的＞−＜手段＞について、学びます。 
ギリシャ神話とギリシャ哲学について学びます。 
3 回 「幸福」と自分らしさの発揮の問題について、学びます。 
ギリシャ哲学の「イデア」について学びます。 
4 回 「幸福」の分類について、学びます。 
5 回 帰結主義の「善」の問題について、学びます。 
インド思想史について、基本的な情報を学びます。 
バラモ 

準備学習 1 回 教科書の 1-9 ページを読みましょう。 
2 回 前回の講義内容を復習しましょう。 
教科書の 9−10,27−28 ページを読みましょう。 
3 回 前回の講義内容を復習しましょう。 
教科書の 27−28 ページを読みましょう。 
4 回 これまでの講義内容を復習しておきましょう。 
5 回 これまでの講義内容を復習しておきましょう。 
教科書の 28 ページを読みましょう。 
6 回 前回の講義内容を復習しておきましょう。 
7 回 前回の講義内容を復習しておきましょう。 
教科書の 33-38 ページを読みましょう。 
8 回 前回の講義内容を 

 



年度 2014 
授業コード FB200930 
成績評価 提出物 15％、講義関与度 35％、テスト 50％により成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB200930 倫理と宗教 
担当教員名 藤丸 智雄＊ 
単位数 2 
教科書 プレップ倫理学／柘植尚則／弘文堂 
アクティブラーニング  
キーワード 「現代社会」「倫理」「宗教」 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 倫理と宗教 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 倫理学案内−理論と課題／小松光彦他／慶応義塾大学出版会 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験中に行われる。試験形態は、講義内容を受けた形の論述試験形式

となる。 
シラバスコード FB200930 
実務経験のある教員  
達成目標 ①現代社会が抱える倫理的課題についての情報を得る。 

②社会を構成する基盤となっている思想・哲学の基礎的な知識を獲得する。 
③宗教についての基礎的な知識を学ぶ。 
④宗教と倫理との関係についての基礎知識を身につける。 
⑤倫理的な思考法を身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 fujimarutomoo@gmail.com 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Ethics and Religion 
関連科目 特になし。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ①現代社会が抱える倫理的な課題について、理解し、②それに適応しうる哲学・

思想について学び、③さらに、宗教における思想材によって、現代社会の中にあ
る、倫理的な課題について思考できる基礎力の獲得を目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「倫理学」とは何かについて、講義します。ethics や「倫理」という言葉の

意味について確認します。「倫理学」が、善悪を扱う学問であることを確認しま



す。 
2 回 「幸福」と＜目的＞−＜手段＞について、学びます。 
ギリシャ神話とギリシャ哲学について学びます。 
3 回 「幸福」と自分らしさの発揮の問題について、学びます。 
ギリシャ哲学の「イデア」について学びます。 
4 回 「幸福」の分類について、学びます。 
5 回 帰結主義の「善」の問題について、学びます。 
インド思想史について、基本的な情報を学びます。 
バラモ 

準備学習 1 回 教科書の 1-9 ページを読みましょう。 
2 回 前回の講義内容を復習しましょう。 
教科書の 9−10,27−28 ページを読みましょう。 
3 回 前回の講義内容を復習しましょう。 
教科書の 27−28 ページを読みましょう。 
4 回 これまでの講義内容を復習しておきましょう。 
5 回 これまでの講義内容を復習しておきましょう。 
教科書の 28 ページを読みましょう。 
6 回 前回の講義内容を復習しておきましょう。 
7 回 前回の講義内容を復習しておきましょう。 
教科書の 33-38 ページを読みましょう。 
8 回 前回の講義内容を 

 



年度 2014 
授業コード FB200940 
成績評価 提出物 15％、講義関与度 35％、テスト 50％により成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB200940 倫理と宗教 
担当教員名 藤丸 智雄＊ 
単位数 2 
教科書 プレップ倫理学／柘植尚則／弘文堂 
アクティブラーニング  
キーワード 「現代社会」「倫理」「宗教」 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 倫理と宗教 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 倫理学案内−理論と課題／小松光彦他／慶応義塾大学出版会 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験中に行われる。試験形態は、講義内容を受けた形の論述試験形式

となる。 
シラバスコード FB200940 
実務経験のある教員  
達成目標 ①現代社会が抱える倫理的課題についての情報を得る。 

②社会を構成する基盤となっている思想・哲学の基礎的な知識を獲得する。 
③宗教についての基礎的な知識を学ぶ。 
④宗教と倫理との関係についての基礎知識を身につける。 
⑤倫理的な思考法を身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 fujimarutomoo@gmail.com 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Ethics and Religion 
関連科目 特になし。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ①現代社会が抱える倫理的な課題について、理解し、②それに適応しうる哲学・

思想について学び、③さらに、宗教における思想材によって、現代社会の中にあ
る、倫理的な課題について思考できる基礎力の獲得を目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「倫理学」とは何かについて、講義します。ethics や「倫理」という言葉の

意味について確認します。「倫理学」が、善悪を扱う学問であることを確認しま



す。 
2 回 「幸福」と＜目的＞−＜手段＞について、学びます。 
ギリシャ神話とギリシャ哲学について学びます。 
3 回 「幸福」と自分らしさの発揮の問題について、学びます。 
ギリシャ哲学の「イデア」について学びます。 
4 回 「幸福」の分類について、学びます。 
5 回 帰結主義の「善」の問題について、学びます。 
インド思想史について、基本的な情報を学びます。 
バラモ 

準備学習 1 回 教科書の 1-9 ページを読みましょう。 
2 回 前回の講義内容を復習しましょう。 
教科書の 9−10,27−28 ページを読みましょう。 
3 回 前回の講義内容を復習しましょう。 
教科書の 27−28 ページを読みましょう。 
4 回 これまでの講義内容を復習しておきましょう。 
5 回 これまでの講義内容を復習しておきましょう。 
教科書の 28 ページを読みましょう。 
6 回 前回の講義内容を復習しておきましょう。 
7 回 前回の講義内容を復習しておきましょう。 
教科書の 33-38 ページを読みましょう。 
8 回 前回の講義内容を 

 



年度 2014 
授業コード FB201010 
成績評価 定期試験（100％） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB201010 ⼼理学 
担当教員名 三島 勝正 
単位数 2 
教科書 ⼼理学概説／稲⽥準子、細⽥和雅、松本卓三（編）／ナカニシヤ出版／

9784888481311 
アクティブラーニング  
キーワード ⼼理学の歴史と方法、動機、感情、パーソナリティ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⼼理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 学んだことを自分の問題としてもとらえ、平素からよく考えていくことを望む。 

受講希望者が多数の場合、人数制限をすることがある。 
シラバスコード FB201010 
実務経験のある教員  
達成目標 ⼼理学の歴史と方法、動機、感情、パーソナリティについての基本的な知識を理

解し、説明できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 第一学舎３階 三島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Psychology 
関連科目 社会⼼理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代⼼理学が明らかにした人間の行動の仕組に関する研究成果を、特定の学派や

立場にかたよらないように体系化して概説する。そして、⼼理学に関する基本的
な知識を理解させ、よりよい人間性の育成を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。講義の進め方を説明する。 

2 回 ⼼理学とは何かについて説明する。 
3 回 ⼼理学の歴史（前半）について説明する。 
4 回 ⼼理学の歴史（後半）について説明する。 



5 回 ⼼理学の方法について説明する。 
6 回 動機（１） 動機づけについて説明する。 
7 回 動機（２） 動機の分類について説明する。 
8 回 動機（３） １次的動機について説明する。 
9 回 動機（４） １次的動機について説明する。 
10 回 感情とは何かについて説明する。 
11 回 感情（１） 情動の分類と発達的分化について説明する。 
12 

準備学習 1 回 シラバスを読んで、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 ⼼理学とはどんな学問と思うのか考えておくこと。 
3 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
4 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
5 回 前回の復習をし、⼼理学の方法を教科書で調べておくこと。 
6 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
7 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
8 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
9 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでお 

 



年度 2014 
授業コード FB201020 
成績評価 定期試験（100％） 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB201020 ⼼理学 
担当教員名 三島 勝正 
単位数 2 
教科書 ⼼理学概説／稲⽥準子、細⽥和雅、松本卓三（編）／ナカニシヤ出版／

9784888481311 
アクティブラーニング  
キーワード ⼼理学の歴史と方法、動機、感情、パーソナリティ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⼼理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 学んだことを自分の問題としてもとらえ、平素からよく考えていくことを望む。 

受講希望者が多数の場合、人数制限をすることがある。 
シラバスコード FB201020 
実務経験のある教員  
達成目標 ⼼理学の歴史と方法、動機、感情、パーソナリティについての基本的な知識を理

解し、説明できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 第一学舎３階 三島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Psychology 
関連科目 社会⼼理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代⼼理学が明らかにした人間の行動の仕組に関する研究成果を、特定の学派や

立場にかたよらないように体系化して概説する。そして、⼼理学に関する基本的
な知識を理解させ、よりよい人間性の育成を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。講義の進め方を説明する。 

2 回 ⼼理学とは何かについて説明する。 
3 回 ⼼理学の歴史（前半）について説明する。 
4 回 ⼼理学の歴史（後半）について説明する。 



5 回 ⼼理学の方法について説明する。 
6 回 動機（１） 動機づけについて説明する。 
7 回 動機（２） 動機の分類について説明する。 
8 回 動機（３） １次的動機について説明する。 
9 回 動機（４） １次的動機について説明する。 
10 回 感情とは何かについて説明する。 
11 回 感情（１） 情動の分類と発達的分化について説明する。 
12 

準備学習 1 回 シラバスを読んで、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 ⼼理学とはどんな学問と思うのか考えておくこと。 
3 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
4 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
5 回 前回の復習をし、⼼理学の方法を教科書で調べておくこと。 
6 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
7 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
8 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
9 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでお 

 



年度 2014 
授業コード FB201030 
成績評価 定期試験（100％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB201030 ⼼理学 
担当教員名 三島 勝正 
単位数 2 
教科書 ⼼理学概説／稲⽥準子、細⽥和雅、松本卓三（編）／ナカニシヤ出版／

9784888481311 
アクティブラーニング  
キーワード ⼼理学の歴史と方法、動機、感情、パーソナリティ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 重要なところを書いてほしいという感想がありました。もちろん、重要なところ

は板書しています。講義を聞いて書けるようにも練習していきましょう。 
科目名 ⼼理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 学んだことを自分の問題としてもとらえ、平素からよく考えていくことを望む。 

受講希望者が多数の場合、人数制限をすることがある。 
シラバスコード FB201030 
実務経験のある教員  
達成目標 ⼼理学の歴史と方法、動機、感情、パーソナリティについての基本的な知識を理

解し、説明できること。 
受講者へのコメント 学んだことを自分の問題としてもとらえ、平素からよく考えていくことを望んで

います。 
連絡先 第一学舎３階 三島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習として、その日のうちにノートを見直し補充するなどして、復
習することを習慣づけてほしいものです。 

英文科目名 Psychology 
関連科目 社会⼼理学 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 現代⼼理学が明らかにした人間の行動の仕組に関する研究成果を、特定の学派や

立場にかたよらないように体系化して概説する。そして、⼼理学に関する基本的
な知識を理解させ、よりよい人間性の育成を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。講義の進め方を説明する。 



2 回 ⼼理学とは何かについて説明する。 
3 回 ⼼理学の歴史（前半）について説明する。 
4 回 ⼼理学の歴史（後半）について説明する。 
5 回 ⼼理学の方法について説明する。 
6 回 動機（１） 動機づけについて説明する。 
7 回 動機（２） 動機の分類について説明する。 
8 回 動機（３） １次的動機について説明する。 
9 回 動機（４） １次的動機について説明する。 
10 回 感情とは何かについて説明する。 
11 回 感情（１） 情動の分類と発達的分化について説明する。 
12 

準備学習 1 回 シラバスを読んで、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 ⼼理学とはどんな学問と思うのか考えておくこと。 
3 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
4 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
5 回 前回の復習をし、⼼理学の方法を教科書で調べておくこと。 
6 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
7 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
8 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
9 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでお 

 



年度 2014 
授業コード FB201040 
成績評価 定期試験（100％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB201040 ⼼理学 
担当教員名 三島 勝正 
単位数 2 
教科書 ⼼理学概説／稲⽥準子、細⽥和雅、松本卓三（編）／ナカニシヤ出版／

9784888481311 
アクティブラーニング  
キーワード ⼼理学の歴史と方法、動機、感情、パーソナリティ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ⼼理学への興味、理解が深まったという感想はうれしく思います。これからもわ

かりやすい例を挙げながら講義をすすめたいと考えています。 
科目名 ⼼理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 学んだことを自分の問題としてもとらえ、平素からよく考えていくことを望む。 

受講希望者が多数の場合、人数制限をすることがある。 
シラバスコード FB201040 
実務経験のある教員  
達成目標 ⼼理学の歴史と方法、動機、感情、パーソナリティについての基本的な知識を理

解し、説明できること。 
受講者へのコメント 学んだことを自分の問題としてもとらえ、平素からよく考えていくことを望んで

います。 
連絡先 第一学舎３階 三島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習として、その日のうちにノートを見直し補充するなどして、復
習することを習慣づけてほしいものです。 

英文科目名 Psychology 
関連科目 社会⼼理学 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 現代⼼理学が明らかにした人間の行動の仕組に関する研究成果を、特定の学派や

立場にかたよらないように体系化して概説する。そして、⼼理学に関する基本的
な知識を理解させ、よりよい人間性の育成を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。講義の進め方を説明する。 



2 回 ⼼理学とは何かについて説明する。 
3 回 ⼼理学の歴史（前半）について説明する。 
4 回 ⼼理学の歴史（後半）について説明する。 
5 回 ⼼理学の方法について説明する。 
6 回 動機（１） 動機づけについて説明する。 
7 回 動機（２） 動機の分類について説明する。 
8 回 動機（３） １次的動機について説明する。 
9 回 動機（４） １次的動機について説明する。 
10 回 感情とは何かについて説明する。 
11 回 感情（１） 情動の分類と発達的分化について説明する。 
12 

準備学習 1 回 シラバスを読んで、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 ⼼理学とはどんな学問と思うのか考えておくこと。 
3 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
4 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
5 回 前回の復習をし、⼼理学の方法を教科書で調べておくこと。 
6 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
7 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
8 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
9 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでお 

 



年度 2014 
授業コード FB201050 
成績評価 定期試験（100％） 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB201050 ⼼理学 
担当教員名 三島 勝正 
単位数 2 
教科書 ⼼理学概説／稲⽥準子、細⽥和雅、松本卓三（編）／ナカニシヤ出版／

9784888481311 
アクティブラーニング  
キーワード ⼼理学の歴史と方法、動機、感情、パーソナリティ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⼼理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 学んだことを自分の問題としてもとらえ、平素からよく考えていくことを望む。 

受講希望者が多数の場合、人数制限をすることがある。 
シラバスコード FB201050 
実務経験のある教員  
達成目標 ⼼理学の歴史と方法、動機、感情、パーソナリティについての基本的な知識を理

解し、説明できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 第一学舎３階 三島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Psychology 
関連科目 社会⼼理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代⼼理学が明らかにした人間の行動の仕組に関する研究成果を、特定の学派や

立場にかたよらないように体系化して概説する。そして、⼼理学に関する基本的
な知識を理解させ、よりよい人間性の育成を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。講義の進め方を説明する。 

2 回 ⼼理学とは何かについて説明する。 
3 回 ⼼理学の歴史（前半）について説明する。 
4 回 ⼼理学の歴史（後半）について説明する。 



5 回 ⼼理学の方法について説明する。 
6 回 動機（１） 動機づけについて説明する。 
7 回 動機（２） 動機の分類について説明する。 
8 回 動機（３） １次的動機について説明する。 
9 回 動機（４） １次的動機について説明する。 
10 回 感情とは何かについて説明する。 
11 回 感情（１） 情動の分類と発達的分化について説明する。 
12 

準備学習 1 回 シラバスを読んで、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 ⼼理学とはどんな学問と思うのか考えておくこと。 
3 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
4 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
5 回 前回の復習をし、⼼理学の方法を教科書で調べておくこと。 
6 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
7 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
8 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
9 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでお 

 



年度 2014 
授業コード FB201060 
成績評価 定期試験（100％） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB201060 ⼼理学 
担当教員名 三島 勝正 
単位数 2 
教科書 ⼼理学概説／稲⽥準子、細⽥和雅、松本卓三（編）／ナカニシヤ出版／

9784888481311 
アクティブラーニング  
キーワード ⼼理学の歴史と方法、動機、感情、パーソナリティ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 具体的に例を挙げて話してくださるのでとてもわかりやすく、理解しやすいとい

う感想がありました。これからもわかりやすい例を挙げながら講義を進めたいと
考えています。 

科目名 ⼼理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 学んだことを自分の問題としてもとらえ、平素からよく考えていくことを望む。 

受講希望者が多数の場合、人数制限をすることがある。 
シラバスコード FB201060 
実務経験のある教員  
達成目標 ⼼理学の歴史と方法、動機、感情、パーソナリティについての基本的な知識を理

解し、説明できること。 
受講者へのコメント 学んだことを自分の問題としてもとらえ、平素からよく考えていくことを望んで

います。 
連絡先 第一学舎３階 三島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間内に集中して学習すると共に、復習を習慣づけてほしいものです。 
英文科目名 Psychology 
関連科目 社会⼼理学 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 現代⼼理学が明らかにした人間の行動の仕組に関する研究成果を、特定の学派や

立場にかたよらないように体系化して概説する。そして、⼼理学に関する基本的
な知識を理解させ、よりよい人間性の育成を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。講義の進め方を説明する。 



2 回 ⼼理学とは何かについて説明する。 
3 回 ⼼理学の歴史（前半）について説明する。 
4 回 ⼼理学の歴史（後半）について説明する。 
5 回 ⼼理学の方法について説明する。 
6 回 動機（１） 動機づけについて説明する。 
7 回 動機（２） 動機の分類について説明する。 
8 回 動機（３） １次的動機について説明する。 
9 回 動機（４） １次的動機について説明する。 
10 回 感情とは何かについて説明する。 
11 回 感情（１） 情動の分類と発達的分化について説明する。 
12 

準備学習 1 回 シラバスを読んで、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 ⼼理学とはどんな学問と思うのか考えておくこと。 
3 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
4 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
5 回 前回の復習をし、⼼理学の方法を教科書で調べておくこと。 
6 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
7 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
8 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
9 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでお 

 



年度 2014 
授業コード FB201070 
成績評価 定期試験（100％） 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB201070 ⼼理学 
担当教員名 三島 勝正 
単位数 2 
教科書 ⼼理学概説／稲⽥準子、細⽥和雅、松本卓三（編）／ナカニシヤ出版／

9784888481311 
アクティブラーニング  
キーワード ⼼理学の歴史と方法、動機、感情、パーソナリティ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 難しいと思っていた⼼理学をわかりやすく学べたのでよかったという感想があ

りました。⼼理学に関⼼を持っていただければ幸いです。 
科目名 ⼼理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 学んだことを自分の問題としてもとらえ、平素からよく考えていくことを望む。 

受講希望者が多数の場合、人数制限をすることがある。 
シラバスコード FB201070 
実務経験のある教員  
達成目標 ⼼理学の歴史と方法、動機、感情、パーソナリティについての基本的な知識を理

解し、説明できること。 
受講者へのコメント 学んだことを自分の問題としてもとらえ、平素からよく考えていくことを望んで

います。 
連絡先 第一学舎３階 三島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間内に集中して学習すると共に、復習を習慣づけてほしいものです。 
英文科目名 Psychology 
関連科目 社会⼼理学 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 現代⼼理学が明らかにした人間の行動の仕組に関する研究成果を、特定の学派や

立場にかたよらないように体系化して概説する。そして、⼼理学に関する基本的
な知識を理解させ、よりよい人間性の育成を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。講義の進め方を説明する。 

2 回 ⼼理学とは何かについて説明する。 



3 回 ⼼理学の歴史（前半）について説明する。 
4 回 ⼼理学の歴史（後半）について説明する。 
5 回 ⼼理学の方法について説明する。 
6 回 動機（１） 動機づけについて説明する。 
7 回 動機（２） 動機の分類について説明する。 
8 回 動機（３） １次的動機について説明する。 
9 回 動機（４） １次的動機について説明する。 
10 回 感情とは何かについて説明する。 
11 回 感情（１） 情動の分類と発達的分化について説明する。 
12 

準備学習 1 回 シラバスを読んで、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 ⼼理学とはどんな学問と思うのか考えておくこと。 
3 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
4 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
5 回 前回の復習をし、⼼理学の方法を教科書で調べておくこと。 
6 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
7 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
8 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
9 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでお 

 



年度 2014 
授業コード FB201210 
成績評価 課題（３０％）、定期試験（７０％） 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB201210 健康の科学 
担当教員名 吉村 直樹＊ 
単位数 2 
教科書 プリント類などを適宜配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 妊娠・出産、⻘年期、生活習慣病、疾病、⼼身相関、欲求、臨床⼼理学、適応機

制、生涯スポーツ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 健康の科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント類などを適宜配布する 
授業形態 講義 
注意備考 受講者が多い場合人数制限をすることがある。 
シラバスコード FB201210 
実務経験のある教員  
達成目標  人間の誕生、乳幼児期、⻘年期から⽼年期まで、各ライフステージの特徴を理

解し、それに応じた基礎的なヘルスプロモーションができること。 
 健康について各自が理解を深め、自己の健康を見つめることの必要性を知るこ
と。 
 人間理解を深め、個人の可能性を高め、対人関係を見つめる目を養うこと。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Health and Physical Science 
関連科目 生涯スポーツⅠ、Ⅱ、Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  自己実現を可能にするためにも、自己を見つめる目を養い、健康についての理

解を深め生涯におけるヘルスプロモーションについて理解し、実践していく態度
を育成する。 
 私たちをとりまく社会や環境についても理解を深め、地球規模での考えが必要
なことを理解し、自己だけでなく、社会や環境との関わりについて考える。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 健康の科学 15 回の目的と内容について学習する。 
2 回 人類の誕生と、健康観について学習する。 
3 回 人の誕生から思春期について学習する。 
4 回 加齢による身体の変化と精神的な変化について学習する。 
5 回 生活習慣病について学習をする。 
6 回 疾病構造の変化を時代にそって理解する。 
7 回 感染症について理解をする。 
8 回 現在社会の健康とストレスについて学習をする。 
9 回 ⼼身相関のしくみと⼼身症について学習する。 
10 回 マズローの欲求階層説について理解する 
11 回 人間理解のそのⅠとしてコンプレッ 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、講義の内容を把握しておくこと 
2 回 自分自身の健康観を考えておくこと 
3 回 妊娠出産の科学と、乳児・幼児の成⻑の過程、性の確定と二次性徴について
調べておくこと。 
4 回 年齢による身体の変化と高齢者社会について理解を深めておくこと。 
5 回 ライフスタイルが健康のキーポイントになることの理解しておくこと。 
6 回 疾病構造が変化した内容を調べておくこと。 
7 回 感染症と性感染症について調べておくこと 
8 回 社会状況が私たちにおよぼす影響について調べておくこと 
9 回 ⼼身症について理解をし 

 



年度 2014 
授業コード FB201220 
成績評価 平常点（１０％）、課題提出２回（２０％）、不定期試験（２０％）、 

定期試験（５０％） 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB201220 健康の科学 
担当教員名 山口 立雄＊ 
単位数 2 
教科書  指定なし。適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 健康、体力、運動、休養、栄養、トレーニング、スポーツ、生活習慣病 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 分かり難い，暴言があった：具体的に記述してもらわないと回答のしようがあり

ません。 
シラバス通りに：予定より早かったり遅かったりした場合がありますが、シラバ
スに記載したことは実施しました。どこがおかしかったか具体的に指摘願いま
す。 
タバコは吸わない：そういう価値観を得て欲しくてテーマに入れました。本人は
勿論、周囲の人たちの健康に悪影響を及ぼしますから、今後、タバコ煙が周囲に
ないような生活を送って下さい。 

科目名 健康の科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 受講者多数の場合、人数制限をするので必ず出席する事。やむを得ず 

欠席する場合は事前に連絡すること。 
以下の携帯用掲示板に連絡事項を掲示することがあるので、適宜、 
チェックして下さい。http://id50.fm-p.jp/521/ridai/ 

シラバスコード FB201220 
実務経験のある教員  
達成目標  ⼼身の健康を維持増進する方法の実践力を培う。 
受講者へのコメント 小試験で同じ問題を出題しても正答率が顕著に上がったとは認められなかった。

予告しておいてもこのような結果になると、諸君の学習意欲がどうなってるのか
と考えてしまいます。疑問があればその場で質問して解決してしまえばいいので
す。授業外学習もしない、質問もしないでは受講しても意味がないのではないで
すか？ 

連絡先 自宅 TEL&FAX：086-207-2578 mail：rkcfk406@ybb.ne.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習を「全くしなかった」が 48.8%とのことです。小試験の成績が



芳しくないのもむべなるかなです。 
自由記述にも声の大きさ、板書等への要望がみられますが、第１週にそのことに
ついてはコメントをしました。ガラガラに空いてた前の席に来ればすべて解決し
ます。授業後に言われてもどうしようもないし、する気もありません。 

英文科目名 Health and Physical Science 
関連科目 生涯スポーツⅠ、Ⅱ、Ⅲ、福祉環境論 
次回に向けての改善変更予定 第 1 週の伝達事項を書類にして配布します。 
講義目的 生体の構造や機能を理解し、健康と体力に関する知見を獲得する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス（講義の概要、テーマ希望調査） 

2 回 人生、生き甲斐とは何か。また、それらと健康のかかわりについて 
3 回 身体の仕組みと働きについて 
4 回 身体の発育と発達について 
5 回 全身持久性能力について 
6 回 全身持久性のトレーニングについて 
7 回 筋力について 
8 回 筋力のトレーニングについて 
9 回 健康と体力について 
10 回 生活習慣病について 
11 回 ⾷生活について 
12 回 運動について 
13 回 休養について 
14 回 性をめぐる諸問題ついて 
15 回 健康問題 Q＆A 

準備学習 1 回 WHO の健康の定義を参考に、⼼身の健康について考えておくこと 
2 回 各自、生きる目的について考えておくこと 
3 回 身体を構成する器官系とその機能について調べておくこと 
4 回 出生時の身⻑・体重を調べてくること 
5 回 同一の動作を⻑時間継続するのに必要な事を考えておく 
6 回 最大酸素摂取量について予習をしておくこと 
7 回 筋の収縮様式にはどのようなものがあるか調べておく 
8 回 筋力にはどのような種類があるか考えておく 
9 回 体力の有無と健康レベルはどのような関係にあるのか考えてみる 
10 回 健康に影響 

 



年度 2014 
授業コード FB201230 
成績評価 課題（３０％）、定期試験（７０％） 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB201230 健康の科学 
担当教員名 吉村 直樹＊ 
単位数 2 
教科書 プリント類などを適宜配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 妊娠・出産、⻘年期、生活習慣病、疾病、⼼身相関、欲求、臨床⼼理学、適応機

制、生涯スポーツ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 健康の科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント類などを適宜配布する 
授業形態 講義 
注意備考 受講者が多い場合人数制限をすることがある。 
シラバスコード FB201230 
実務経験のある教員  
達成目標  人間の誕生、乳幼児期、⻘年期から⽼年期まで、各ライフステージの特徴を理

解し、それに応じた基礎的なヘルスプロモーションができること。 
 健康について各自が理解を深め、自己の健康を見つめることの必要性を知るこ
と。 
 人間理解を深め、個人の可能性を高め、対人関係を見つめる目を養うこと。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Health and Physical Science 
関連科目 生涯スポーツⅠ、Ⅱ、Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  自己実現を可能にするためにも、自己を見つめる目を養い、健康についての理

解を深め生涯におけるヘルスプロモーションについて理解し、実践していく態度
を育成する。 
 私たちをとりまく社会や環境についても理解を深め、地球規模での考えが必要
なことを理解し、自己だけでなく、社会や環境との関わりについて考える。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 健康の科学 15 回の目的と内容について学習する。 
2 回 人類の誕生と、健康観について学習する。 
3 回 人の誕生から思春期について学習する。 
4 回 加齢による身体の変化と精神的な変化について学習する。 
5 回 生活習慣病について学習をする。 
6 回 疾病構造の変化を時代にそって理解する。 
7 回 感染症について理解をする。 
8 回 現在社会の健康とストレスについて学習をする。 
9 回 ⼼身相関のしくみと⼼身症について学習する。 
10 回 マズローの欲求階層説について理解する 
11 回 人間理解のそのⅠとしてコンプレッ 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、講義の内容を把握しておくこと 
2 回 自分自身の健康観を考えておくこと 
3 回 妊娠出産の科学と、乳児・幼児の成⻑の過程、性の確定と二次性徴について
調べておくこと。 
4 回 年齢による身体の変化と高齢者社会について理解を深めておくこと。 
5 回 ライフスタイルが健康のキーポイントになることの理解しておくこと。 
6 回 疾病構造が変化した内容を調べておくこと。 
7 回 感染症と性感染症について調べておくこと 
8 回 社会状況が私たちにおよぼす影響について調べておくこと 
9 回 ⼼身症について理解をし 

 



年度 2014 
授業コード FB201240 
成績評価 定期試験（７０％）、提出課題（３０％）により成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB201240 健康の科学 
担当教員名 森 博史 
単位数 2 
教科書 講義で資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 健康観、生活習慣病、マズローの欲求階層説、メンタルヘルス（精神衛生）、適応

機制、⼼身症、自己実現 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「一般教養が身についたと思っています。」「分かりやすかったです。」「一つ一つ

の指導が丁寧で学生のことをしっかり考えてくれる先生である。」「進行を受講者
に配慮して行われていること。」「教科書がほしかった。」「先生のやる気の感じら
れるとても良い授業だった。」「自分の健康について考えられるきっかけになりま
した。ただ扇風機が少し寒いです。」「人について学ぶことができたのでとても自
分のためになった。」「先生もわかりやすく授業をしてたので楽しかった。」「パワ
ーポイントのページがわかりやすく待ち次へ送る早さもよくわかり 

科目名 健康の科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指定しない。 
授業形態 講義 
注意備考 課題の提出期限を守ること。受講希望者が多数の場合、人数調整を行う（100 人

程度）。 
シラバスコード FB201240 
実務経験のある教員  
達成目標 ①きわめて多様な価値観が共存する今日の社会の中では、⼼身両面の健康課題も

多い。 
 健康を保持増進するためには、正しい知識と適切な行動が重要であることが理
解できること。 
②生活習慣病とその予防法を理解すること。 
③マズローの欲求階層説と、適応規制について理解すること。 
④⼼身症について正しく理解すること。 
⑤自己実現に必要な能力について理解すること。 

受講者へのコメント 現在では、自分自身で健康を獲得していかなければならないという考えにたち、
将来にわたってよりよく生きていくために、健康について主体的に学び、考え、
判断し、責任ある決定をすることができるようになってほしい。 

連絡先 第一学舎３階 森 博史研究室 mori@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 ［Ａ］授業に対するあなたの取り組み方について 「授業時間外に 30 分程度、全

くしなかった」と「宿題などの指示された課題に取り組んだ」の回答が多かった。
将来にわたってよりよく生きていくために主体的に学んでほしい。 
［Ｂ］この授業におけるあなたの成⻑について「この分野への理解が深まった」
と「この分野への興味・関⼼が高まった」という回答が多かったのはよかった。 
［Ｃ］総合評価 より授業の目標達成ができ、満足度が高くなるよう、意欲を持っ
て授業に取り組みたい。 

英文科目名 Health and Physical Science 
関連科目 生涯スポーツⅠ、Ⅱ、Ⅲを履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 より興味・関⼼がわく教材や旬の話題を取り入れていきたい。また、質問や発言

の機会を増やし、積極的に講義に参加できるようにしたい。 
講義目的 世界有数の⻑寿国となったわが国ではあるが、国⺠が健康を謳歌し、元気で活気

のある生活を送れているかは疑問である。近年の健康問題は、生活習慣病（ガン・
脳卒中・⼼臓病など）や⼼の病気（⼼身症など）が主要となり、ライフスタイル
（個人や集団の生き方）が健康水準に大きく影響していることが明らかになって
いる。現在では、自分自身で健康を獲得していかなければならないという考えに
たち、将来にわたってよりよく生きていくために、一人ひとりが健康について主
体的に学び、考え、判断し、責任ある決定をすることができるようにする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の進め方、内容・目的・受講の⼼得について説明する。人体の構造、ス

キャモンの発達・発育曲線、体力について説明する。 
2 回 健康を意識し始める思春期以降、いろいろと変化する健康観（健康の捉え
方）と健康の定義について説明する。 
3 回 わが国の平均寿命と死亡率からみた健康水準の変化と、死亡状況と傷病状
況からみた疾病構造の変化について説明する。また、実質的な寿命を測る指標と
して用いられるようになった健康寿命について説明する。 
4 回 「成人病」という用語が「生活習慣病」に変わった経緯と、「自業自得病」
といわ 

準備学習 1 回 授業内容・目的等の確認。人体の構造、スキャモンの発達・発育曲線、体力
について復習を行うこと。次回の授業までに、健康観（健康の捉え方）と健康の
定義について予習を行うこと。 
2 回 いろいろと変化する健康観（健康の捉え方）と健康の定義について説明でき
るように復習を行うこと。次回の授業までに、わが国の健康水準と疾病構造の変
化、健康寿命について予習を行うこと。 
3 回 わが国の健康水準と疾病構造の変化、健康寿命について説明できるように
復習を行うこと。次回の授業までに、「生活習慣病」を進行させる生活習慣につい
て予 

 



年度 2014 
授業コード FB201250 
成績評価 定期試験（７０％）、提出課題（３０％）により成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB201250 健康の科学 
担当教員名 森 博史 
単位数 2 
教科書 講義で資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 健康観、生活習慣病、マズローの欲求階層説、メンタルヘルス（精神衛生）、適応

機制、⼼身症、自己実現 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「自分に関することも多いので聞きやすかった。」「声も聞きとりやすくて講義の

内容も分かりやすくて良かった。良い先生だと思った。」「高校の時とは違い、⼼
身や健康についてさらに深く学べたので良かったです。」「毎回、この講義を受け
るのが楽しみです。先生の声も聞き取りやすいし、説明も分かりやすいのでとて
も助かっています。自分の知識を増やすことのできる良い講義だと思います。」
「いつも大きな声なので聞こえやすいです。態度の悪い生徒にも毎回注意してく
れるので良い環境で授業をうけられます。」「健康や病気のことについてよく知 

科目名 健康の科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指定しない。 
授業形態 講義 
注意備考 課題の提出期限を守ること。受講希望者が多数の場合、人数調整を行う（100 人

程度）。 
シラバスコード FB201250 
実務経験のある教員  
達成目標 ①きわめて多様な価値観が共存する今日の社会の中では、⼼身両面の健康課題も

多い。 
 健康を保持増進するためには、正しい知識と適切な行動が重要であることが理
解できること。 
②生活習慣病とその予防法を理解すること。 
③マズローの欲求階層説と、適応規制について理解すること。 
④⼼身症について正しく理解すること。 
⑤自己実現に必要な能力について理解すること。 

受講者へのコメント 現在では、自分自身で健康を獲得していかなければならないという考えにたち、
将来にわたってよりよく生きていくために、健康について主体的に学び、考え、
判断し、責任ある決定をすることができるようになってほしい。 

連絡先 第一学舎３階 森 博史研究室 mori@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 ［Ａ］授業に対するあなたの取り組み方について 「授業時間外に 30 分程度、全

くしなかった」と「宿題などの指示された課題に取り組んだ」の回答が多かった。
将来にわたってよりよく生きていくために主体的に学んでほしい。［Ｂ］この授
業におけるあなたの成⻑について「この分野への理解が深まった」「この分野へ
の興味・関⼼が高まった」「今後の進路の参考になった」という回答が多かったの
はよかった。［Ｃ］総合評価  より授業の目標達成ができ、満足度が高くなるよ
う、意欲を持って授業に取り組みたい。 

英文科目名 Health and Physical Science 
関連科目 生涯スポーツⅠ、Ⅱ、Ⅲを履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 より興味・関⼼がわく教材や旬の話題を取り入れていきたい。また、質問や発言

の機会を増やし、積極的に講義に参加できるようにしたい。 
講義目的 世界有数の⻑寿国となったわが国ではあるが、国⺠が健康を謳歌し、元気で活気

のある生活を送れているかは疑問である。近年の健康問題は、生活習慣病（ガン・
脳卒中・⼼臓病など）や⼼の病気（⼼身症など）が主要となり、ライフスタイル
（個人や集団の生き方）が健康水準に大きく影響していることが明らかになって
いる。現在では、自分自身で健康を獲得していかなければならないという考えに
たち、将来にわたってよりよく生きていくために、一人ひとりが健康について主
体的に学び、考え、判断し、責任ある決定をすることができるようにする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の進め方、内容・目的・受講の⼼得について説明する。人体の構造、ス

キャモンの発達・発育曲線、体力について説明する。 
2 回 健康を意識し始める思春期以降、いろいろと変化する健康観（健康の捉え
方）と健康の定義について説明する。 
3 回 わが国の平均寿命と死亡率からみた健康水準の変化と、死亡状況と傷病状
況からみた疾病構造の変化について説明する。また、実質的な寿命を測る指標と
して用いられるようになった健康寿命について説明する。 
4 回 「成人病」という用語が「生活習慣病」に変わった経緯と、「自業自得病」
といわ 

準備学習 1 回 授業内容・目的等の確認。人体の構造、スキャモンの発達・発育曲線、体力
について復習を行うこと。次回の授業までに、健康観（健康の捉え方）と健康の
定義について予習を行うこと。 
2 回 いろいろと変化する健康観（健康の捉え方）と健康の定義について説明でき
るように復習を行うこと。次回の授業までに、わが国の健康水準と疾病構造の変
化、健康寿命について予習を行うこと。 
3 回 わが国の健康水準と疾病構造の変化、健康寿命について説明できるように
復習を行うこと。次回の授業までに、「生活習慣病」を進行させる生活習慣につい
て予 

 



年度 2014 
授業コード FB201260 
成績評価 課題（３０％）、定期試験（７０％） 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB201260 健康の科学 
担当教員名 吉村 直樹＊ 
単位数 2 
教科書 プリント類などを適宜配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 妊娠・出産、⻘年期、生活習慣病、疾病、⼼身相関、欲求、臨床⼼理学、適応機

制、生涯スポーツ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 健康の科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント類などを適宜配布する 
授業形態 講義 
注意備考 受講者が多い場合人数制限をすることがある。 
シラバスコード FB201260 
実務経験のある教員  
達成目標  人間の誕生、乳幼児期、⻘年期から⽼年期まで、各ライフステージの特徴を理

解し、それに応じた基礎的なヘルスプロモーションができること。 
 健康について各自が理解を深め、自己の健康を見つめることの必要性を知るこ
と。 
 人間理解を深め、個人の可能性を高め、対人関係を見つめる目を養うこと。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Health and Physical Science 
関連科目 生涯スポーツⅠ、Ⅱ、Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  自己実現を可能にするためにも、自己を見つめる目を養い、健康についての理

解を深め生涯におけるヘルスプロモーションについて理解し、実践していく態度
を育成する。 
 私たちをとりまく社会や環境についても理解を深め、地球規模での考えが必要
なことを理解し、自己だけでなく、社会や環境との関わりについて考える。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 健康の科学 15 回の目的と内容について学習する。 
2 回 人類の誕生と、健康観について学習する。 
3 回 人の誕生から思春期について学習する。 
4 回 加齢による身体の変化と精神的な変化について学習する。 
5 回 生活習慣病について学習をする。 
6 回 疾病構造の変化を時代にそって理解する。 
7 回 感染症について理解をする。 
8 回 現在社会の健康とストレスについて学習をする。 
9 回 ⼼身相関のしくみと⼼身症について学習する。 
10 回 マズローの欲求階層説について理解する 
11 回 人間理解のそのⅠとしてコンプレッ 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、講義の内容を把握しておくこと 
2 回 自分自身の健康観を考えておくこと 
3 回 妊娠出産の科学と、乳児・幼児の成⻑の過程、性の確定と二次性徴について
調べておくこと。 
4 回 年齢による身体の変化と高齢者社会について理解を深めておくこと。 
5 回 ライフスタイルが健康のキーポイントになることの理解しておくこと。 
6 回 疾病構造が変化した内容を調べておくこと。 
7 回 感染症と性感染症について調べておくこと 
8 回 社会状況が私たちにおよぼす影響について調べておくこと 
9 回 ⼼身症について理解をし 

 



年度 2014 
授業コード FB201270 
成績評価 課題（３０％）、定期試験（７０％） 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB201270 健康の科学 
担当教員名 吉村 直樹＊ 
単位数 2 
教科書 プリント類などを適宜配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 妊娠・出産、⻘年期、生活習慣病、疾病、⼼身相関、欲求、臨床⼼理学、適応機

制、生涯スポーツ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 健康の科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント類などを適宜配布する 
授業形態 講義 
注意備考 受講者が多い場合人数制限をすることがある。 
シラバスコード FB201270 
実務経験のある教員  
達成目標  人間の誕生、乳幼児期、⻘年期から⽼年期まで、各ライフステージの特徴を理

解し、それに応じた基礎的なヘルスプロモーションができること。 
 健康について各自が理解を深め、自己の健康を見つめることの必要性を知るこ
と。 
 人間理解を深め、個人の可能性を高め、対人関係を見つめる目を養うこと。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Health and Physical Science 
関連科目 生涯スポーツⅠ、Ⅱ、Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  自己実現を可能にするためにも、自己を見つめる目を養い、健康についての理

解を深め生涯におけるヘルスプロモーションについて理解し、実践していく態度
を育成する。 
 私たちをとりまく社会や環境についても理解を深め、地球規模での考えが必要
なことを理解し、自己だけでなく、社会や環境との関わりについて考える。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 健康の科学 15 回の目的と内容について学習する。 
2 回 人類の誕生と、健康観について学習する。 
3 回 人の誕生から思春期について学習する。 
4 回 加齢による身体の変化と精神的な変化について学習する。 
5 回 生活習慣病について学習をする。 
6 回 疾病構造の変化を時代にそって理解する。 
7 回 感染症について理解をする。 
8 回 現在社会の健康とストレスについて学習をする。 
9 回 ⼼身相関のしくみと⼼身症について学習する。 
10 回 マズローの欲求階層説について理解する 
11 回 人間理解のそのⅠとしてコンプレッ 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、講義の内容を把握しておくこと 
2 回 自分自身の健康観を考えておくこと 
3 回 妊娠出産の科学と、乳児・幼児の成⻑の過程、性の確定と二次性徴について
調べておくこと。 
4 回 年齢による身体の変化と高齢者社会について理解を深めておくこと。 
5 回 ライフスタイルが健康のキーポイントになることの理解しておくこと。 
6 回 疾病構造が変化した内容を調べておくこと。 
7 回 感染症と性感染症について調べておくこと 
8 回 社会状況が私たちにおよぼす影響について調べておくこと 
9 回 ⼼身症について理解をし 

 



年度 2014 
授業コード FB201280 
成績評価 課題提出３回（３０％）、定期試験（７０％） 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB201280 健康の科学 
担当教員名 ⻄村 次郎 
単位数 2 
教科書 適宜配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 自己実現、至高経験、マスロー、健康、スポーツ、オリンピック 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 健康の意味を理解し、実践する能力や態度を身につけ自己実現に取り組んでくだ

さい。 
科目名 健康の科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜配布する 
授業形態 講義 
注意備考 受講者が多数の場合、人数制限をすることがある。 
シラバスコード FB201280 
実務経験のある教員  
達成目標 自我同一性、自己実現などの概念が理解できること。感染症の予防や生涯におけ

るヘルスプロモーションを理解し、実践できること。 
受講者へのコメント 健康の要素として、⼼（精神）と身体、社会との関わりがあげられます。これら

は、生涯にわたる自己実現に必要なものです。 
健康の意味を理解し、実践する能力や態度を身につけ自己実現に取り組んでくだ
さい。 

連絡先 一学舎３階 ⻄村（次）研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 国際人としての品格（教養）を身につけてください。 
英文科目名 Health and Physical Science 
関連科目 生涯スポーツⅠ、Ⅱ、Ⅲ福祉環境論 
次回に向けての改善変更予定 視聴覚教材の充実。 
講義目的 ⼼と身体は相互に密接な関係をもっている。⻘年期は第二の誕生ともいわれ、一

人の絶対的存在として納得のいく価値観を確立する時期である。そのためにも、
自己実現、至高経験、人間理解の意味について探究したい。⼼と身体活動、社会
との関わりについて、基本的な知識と理解を深めて、健康の保持増進に努める態
度を育成したい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 ガイダンス（講義の概要、現代社会における健康の意義）をおこなう。 
2 回 健康と自己実現との関わり、⼼と健康、人生の一回性の認識、生きがい感の
創造について説明する。 
3 回 創造的人間と至高経験、 マスローの⼼理学について説明する。 
4 回 人間理解の⼼理学、カウンセリングについて説明する。 
5 回 人間らしさの⼼理学、性格と人格について説明する。 
6 回 ＹＧ性格検査をおこなう。 
7 回 健康と身体活動について説明する。スポーツ文化、スポーツの意味、歴史に
ついて説明する。 
8 回 スポーツ文化について考える。 

準備学習 1 回 ⼼と身体の健康について考えておくこと。受講者多数の場合、人数制限をす
るので必ず出席のこと。 
2 回 自己実現の意味について考えておくこと。 
3 回 創造的人間について考えておくこと。 
4 回 人間理解について調べておくこと。 
5 回 性格と人格について調べておくこと。 
6 回 性格検査の目的について考えておくこと。 
7 回 スポーツの目的について考えておくこと。 
8 回 スポーツの魅力について考えておくこと。 
9 回 障がい者スポーツについて調べておくこと。 
10 回 競技スポーツについて考えておくこと。 
11 回 生 

 



年度 2014 
授業コード FB201290 
成績評価 定期試験（７０％）、提出課題（３０％）により成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB201290 健康の科学 
担当教員名 森 博史 
単位数 2 
教科書 講義で資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 健康観、生活習慣病、マズローの欲求階層説、メンタルヘルス（精神衛生）、適応

機制、⼼身症、自己実現 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「分かりやすいでした。」「写した方が良い所と、その必要がない所などを示して

頂けたのでとても分かりやすかったです。」「スライド切り替えの時間が早くて追
いつかないこともあった。」「一番前の人が授業中に勝手に発言するのをやまさせ
てほしいです。」などの記述がありました。参考にさせてもらい、より分かりやす
く内容のある講義にしていきたいと考えている。 

科目名 健康の科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指定しない。 
授業形態 講義 
注意備考 課題の提出期限を守ること。受講希望者が多数の場合、人数調整を行う（100 人

程度）。 
シラバスコード FB201290 
実務経験のある教員  
達成目標 ①きわめて多様な価値観が共存する今日の社会の中では、⼼身両面の健康課題も

多い。 
 健康を保持増進するためには、正しい知識と適切な行動が重要であることが理
解できること。 
②生活習慣病とその予防法を理解すること。 
③マズローの欲求階層説と、適応規制について理解すること。 
④⼼身症について正しく理解すること。 
⑤自己実現に必要な能力について理解すること。 

受講者へのコメント 現在では、自分自身で健康を獲得していかなければならないという考えにたち、
将来にわたってよりよく生きていくために、健康について主体的に学び、考え、
判断し、責任ある決定をすることができるようになってほしい。 

連絡先 第一学舎３階 森 博史研究室 mori@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 〔A〕授業に対するあなたの取り組み方について「宿題などの指示された課題に



取り組んだ」の回答が多かったが、その他の回答は少なかった。将来にわたって
よりよく生きていくために、主体的に学んでほしい。〔B〕この授業におけるあな
たの成⻑について 「この分野への理解が深まった」と「この分野への興味・関⼼
が高まった」という回答が多かったのはよかった。〔C〕総合評価 より授業の目
標達成ができ、満足度が高くなるよう、意欲を持って授業をしたい。〔E〕授業の
手法についてはいずれも「特にない」が多かった。 

英文科目名 Health and Physical Science 
関連科目 生涯スポーツⅠ、Ⅱ、Ⅲを履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 より興味・関⼼がわく教材や旬の話題を取り入れていきたい。また、質問や発言

の機会を増やし、積極的に講義に参加できるようにしたい。授業の進行が速すぎ
ないように注意したい。 

講義目的 世界有数の⻑寿国となったわが国ではあるが、国⺠が健康を謳歌し、元気で活気
のある生活を送れているかは疑問である。近年の健康問題は、生活習慣病（ガン・
脳卒中・⼼臓病など）や⼼の病気（⼼身症など）が主要となり、ライフスタイル
（個人や集団の生き方）が健康水準に大きく影響していることが明らかになって
いる。現在では、自分自身で健康を獲得していかなければならないという考えに
たち、将来にわたってよりよく生きていくために、一人ひとりが健康について主
体的に学び、考え、判断し、責任ある決定をすることができるようにする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の進め方、内容・目的・受講の⼼得について説明する。人体の構造、ス

キャモンの発達・発育曲線、体力について説明する。 
2 回 健康を意識し始める思春期以降、いろいろと変化する健康観（健康の捉え
方）と健康の定義について説明する。 
3 回 わが国の平均寿命と死亡率からみた健康水準の変化と、死亡状況と傷病状
況からみた疾病構造の変化について説明する。また、実質的な寿命を測る指標と
して用いられるようになった健康寿命について説明する。 
4 回 「成人病」という用語が「生活習慣病」に変わった経緯と、「自業自得病」
といわ 

準備学習 1 回 授業内容・目的等の確認。人体の構造、スキャモンの発達・発育曲線、体力
について復習を行うこと。次回の授業までに、健康観（健康の捉え方）と健康の
定義について予習を行うこと。 
2 回 いろいろと変化する健康観（健康の捉え方）と健康の定義について説明でき
るように復習を行うこと。次回の授業までに、わが国の健康水準と疾病構造の変
化、健康寿命について予習を行うこと。 
3 回 わが国の健康水準と疾病構造の変化、健康寿命について説明できるように
復習を行うこと。次回の授業までに、「生活習慣病」を進行させる生活習慣につい
て予 

 



年度 2014 
授業コード FB2012A0 
成績評価 定期試験（７０％）、提出課題（３０％）により成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB2012A0 健康の科学 
担当教員名 森 博史 
単位数 2 
教科書 講義で資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 健康観、生活習慣病、マズローの欲求階層説、メンタルヘルス（精神衛生）、適応

機制、⼼身症、自己実現 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「時々ある実体験の話は興味深かったです。」の記述がありました。参考にさせ

てもらい、より分かりやすく内容のある講義にしていきたいと考えている。 
科目名 健康の科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指定しない。 
授業形態 講義 
注意備考 課題の提出期限を守ること。受講希望者が多数の場合、人数調整を行う（100 人

程度）。 
シラバスコード FB2012A0 
実務経験のある教員  
達成目標 ①きわめて多様な価値観が共存する今日の社会の中では、⼼身両面の健康課題も

多い。 
 健康を保持増進するためには、正しい知識と適切な行動が重要であることが理
解できること。 
②生活習慣病とその予防法を理解すること。 
③マズローの欲求階層説と、適応規制について理解すること。 
④⼼身症について正しく理解すること。 
⑤自己実現に必要な能力について理解すること。 

受講者へのコメント 現在では、自分自身で健康を獲得していかなければならないという考えにたち、
将来にわたってよりよく生きていくために、健康について主体的に学び、考え、
判断し、責任ある決定をすることができるようになってほしい。 

連絡先 第一学舎３階 森 博史研究室 mori@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 〔A〕授業に対するあなたの取り組み方について「宿題などの指示された課題に
取り組んだ」の回答が多かったが、その他の回答は少なかった。将来にわたって
よりよく生きていくために、主体的に学んでほしい。〔B〕この授業におけるあな
たの成⻑について「この分野への理解が深まった」と「この分野への興味・関⼼



が高まった」という回答が多かったのはよかった。〔C〕総合評価 より授業の目
標達成ができ、満足度が高くなるよう、意欲を持って授業をしたい。〔E〕授業の
手法について いずれも「特にない。」が多かった。 

英文科目名 Health and Physical Science 
関連科目 生涯スポーツⅠ、Ⅱ、Ⅲを履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 より興味・関⼼がわく教材や旬の話題を取り入れていきたい。また、質問や発言

の機会を増やし、積極的に講義に参加できるようにしたい。授業の進行が速すぎ
ないように注意したい。 

講義目的 世界有数の⻑寿国となったわが国ではあるが、国⺠が健康を謳歌し、元気で活気
のある生活を送れているかは疑問である。近年の健康問題は、生活習慣病（ガン・
脳卒中・⼼臓病など）や⼼の病気（⼼身症など）が主要となり、ライフスタイル
（個人や集団の生き方）が健康水準に大きく影響していることが明らかになって
いる。現在では、自分自身で健康を獲得していかなければならないという考えに
たち、将来にわたってよりよく生きていくために、一人ひとりが健康について主
体的に学び、考え、判断し、責任ある決定をすることができるようにする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の進め方、内容・目的・受講の⼼得について説明する。人体の構造、ス

キャモンの発達・発育曲線、体力について説明する。 
2 回 健康を意識し始める思春期以降、いろいろと変化する健康観（健康の捉え
方）と健康の定義について説明する。 
3 回 わが国の平均寿命と死亡率からみた健康水準の変化と、死亡状況と傷病状
況からみた疾病構造の変化について説明する。また、実質的な寿命を測る指標と
して用いられるようになった健康寿命について説明する。 
4 回 「成人病」という用語が「生活習慣病」に変わった経緯と、「自業自得病」
といわ 

準備学習 1 回 授業内容・目的等の確認。人体の構造、スキャモンの発達・発育曲線、体力
について復習を行うこと。次回の授業までに、健康観（健康の捉え方）と健康の
定義について予習を行うこと。 
2 回 いろいろと変化する健康観（健康の捉え方）と健康の定義について説明でき
るように復習を行うこと。次回の授業までに、わが国の健康水準と疾病構造の変
化、健康寿命について予習を行うこと。 
3 回 わが国の健康水準と疾病構造の変化、健康寿命について説明できるように
復習を行うこと。次回の授業までに、「生活習慣病」を進行させる生活習慣につい
て予 

 



年度 2014 
授業コード FB201610 
成績評価 試験７０％、講義の終わりに書いてもらう小レポート（時事ニュースなどについ

て）３０％。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB201610 マスメディア論 
担当教員名 八⽊ 一郎＊ 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード メディア・リテラシー 

セレンディピティ 
想像力 
情報環境 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 板書について「見にくい」「わかりにくい」といった指摘がありました。配布して

いるプリントと合わせ、できるだけわかりやすくしたつもりでしたが、不十分な
面があったことと思います。今後の講義では改善に努めます。 

科目名 マスメディア論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「図説 日本のメディア」（藤竹暁編著、ＮＨＫ出版） 

「メディア社会 現代を読み解く視点」（佐藤卓己著、岩波新書） 
「メディアと日本人」（橋元良明著、岩波新書 
「メディア・リテラシー 世界の現場から」（菅谷明子著、岩波新書） 
「新版 マス・コミュニケーション概論」（清水英夫ほか著、学陽書房） 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB201610 
実務経験のある教員  
達成目標 マスメディアが現代社会で果たす役割を理解する。 

マスメディアとネットメディアの関係、それぞれの功罪を知り、適切な接し方を
身に付ける。 
正しい情報の扱い方、発信する側の責任など情報モラルの大切さを学ぶ。 

受講者へのコメント 疑問点や聞きたいことがあれば、講義の中だけでなく、終わった後でも積極的に
聞いてもらえればよかったと思います。 

連絡先 山陽新聞社論説委員会：岡山市北区柳町２−１−１ 電話 086（803）8170 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 マスメディアに対する理解を深めたり興味、関⼼を多くの受講生が持ってもらえ
たというように感じました。 



授業の手法や進行については、さらに⼯夫が求められていると思います。 
英文科目名 Mass Media-Theory and Practice 
関連科目 情報社会論 

ジャーナリズム論 
次回に向けての改善変更予定 講義内容にもっと興味や関⼼が持てるよう、身近な話題や時事ニュースなどを取

り上げながらより楽しいものにしていきます。 
自身が現役の社会人という立場から、将来の進路に役立つようなことも今以上に
取り入れていきたいと思います。 

講義目的  現代社会において情報を得る手段としてマスメディアは欠かせない存在であ
る。その特性を知り、情報の取捨選択に生かしていくことは実社会を生きていく
上での重要な要素となる。特に急速に普及しているネットメディアとの違いにつ
いて考えることで、新しい情報環境の中での想像力豊かな社会人としての資質を
身に付けていく。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習  日々流れるニュースや話題に接すること。 

 特に新聞やテレビで社会の動きを知ること。 
 ネットについては日常的に使用しているでしょう。しかし、新聞やテレビはど
うでしょうか。新聞を読み、テレビを見る。それぞれのニュースやニュース解説
などを読んだり、聞いたりすること。それも政治、経済、国際、文化、スポーツ
などさまざまなジャンルのニュースに関⼼を持つこと。 
 それによってそれぞれのメディアの特性やニュースの扱いの違いなどをつか
んでおくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FB201620 
成績評価 課題（小レポート）３０％、試験７０％によって評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB201620 マスメディア論 
担当教員名 ⽊村 邦彦 
単位数 2 
教科書 適宜、資料などを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 情報社会、マス・コミュニケーション、ジャーナリズム 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 マスメディア論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 日ごろ、社会の動きに関⼼を持って講義に出席して欲しい。 
シラバスコード FB201620 
実務経験のある教員  
達成目標 ・マスメディアには「情報の伝達」という本来の役割に加えて、「権力の監視」と

いう重要な 役割があることを学ぶ。 
・マスメディアは、新聞や放送の“オールド・メディア”に、インターネットの“ニ
ュー・メ ディア”が加わり、マルチメディアの世界を作っている。市⺠は、マス
メディアに利用されるのでなく、逆に、マスメディアを利用しなければならない
ことを学び、今なすべきことを考える。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⽊村邦彦研究室（２１号館７階）kimura@soci.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mass Media-Theory and Practice 
関連科目 ジャーナリズム論、情報メディア、情報と社会、コミュニケーションを履修する

ことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「情報」を伝える「マスメディア」には、活字メディアの「新聞」「出版」と、電

波メディアの「電信」「放送（ラジオ、テレビ）」、映像メディアには「写真」「映
画」があり、他に「広告」が加わる。近年登場した「インターネット」も“ニュー・
マスメディア”として、大きな役割を持ってきている。いわばマルチメディアの
時代だが、同時に、いくつかの問題が噴出し始めている。講義では、マスメディ



アを理解するために、それぞれのメディアの特徴、役割、流れを学びながら、課
題を探る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 マスメディアの概略と社会における役割についての説明する。 

2 回 インターネット時代の中で変化する放送をテーマに学習する。ラジオ、テレ
ビの変遷をたどりながら、現代における課題を考察する。 
3 回 課題を突き付けられたテレビを取り上げて、これからのあり方を考察する。
業界の自浄作用を焦点に学習する。 
4 回 放送のデジタル化に焦点を合わせ、インターネットとの融合を考察する。 
5 回 インターネットと活字メディア、なかでも新聞との融合を学習する。焦点に
「インターネットの広がりで、新聞はなくなるのか」をおき、欧米、 

準備学習 前回の学習内容を復習、理解して講義に臨むこと。 
日々のニュースに接しておくこと。できれば、というより、文書力などを身に着
けるためにも、必ず日々の新聞を読んで講義に出席すること。 
講義は、最近の社会の動きをテーマにする。毎講義、気になったり、関⼼のあっ
たニュースを書いてもらうので、コンパクトにまとめてくること。 

 



年度 2014 
授業コード FB201630 
成績評価 試験７０％、講義の終わりに書いてもらう小レポート（時事ニュースなどについ

て）３０％。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB201630 マスメディア論 
担当教員名 八⽊ 一郎＊ 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード メディア・リテラシー 

セレンディピティ 
想像力 
情報環境 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 メディアやニュースへの関⼼を持てたという声はとてもうれしく思います。 
科目名 マスメディア論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「図説 日本のメディア」（藤竹暁編著、ＮＨＫ出版） 

「メディア社会 現代を読み解く視点」（佐藤卓己著、岩波新書） 
「メディアと日本人」（橋元良明著、岩波新書 
「メディア・リテラシー 世界の現場から」（菅谷明子著、岩波新書） 
「新版 マス・コミュニケーション概論」（清水英夫ほか著、学陽書房） 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB201630 
実務経験のある教員  
達成目標 マスメディアが現代社会で果たす役割を理解する。 

マスメディアとネットメディアの関係、それぞれの功罪を知り、適切な接し方を
身に付ける。 
正しい情報の扱い方、発信する側の責任など情報モラルの大切さを学ぶ。 

受講者へのコメント 毎回、講義の最後に最近のニュースについて書いてもらいましたが、しっかりと
書くことのできる人と、そうでない人との落差がけっこう目立っていました。 

連絡先 山陽新聞社論説委員会：岡山市北区柳町２−１−１ 電話 086（803）8170 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の目標達成度や満足度など一定の評価を得ていると感じました。 
英文科目名 Mass Media-Theory and Practice 
関連科目 情報社会論 



ジャーナリズム論 
次回に向けての改善変更予定 学習目標の明示を求める声や説明への注文、板書などへの要望が一部ありまし

た。今後の改善点にしたいと思います。 
講義目的  現代社会において情報を得る手段としてマスメディアは欠かせない存在であ

る。その特性を知り、情報の取捨選択に生かしていくことは実社会を生きていく
上での重要な要素となる。特に急速に普及しているネットメディアとの違いにつ
いて考えることで、新しい情報環境の中での想像力豊かな社会人としての資質を
身に付けていく。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習  日々流れるニュースや話題に接すること。 

 特に新聞やテレビで社会の動きを知ること。 
 ネットについては日常的に使用しているでしょう。しかし、新聞やテレビはど
うでしょうか。新聞を読み、テレビを見る。それぞれのニュースやニュース解説
などを読んだり、聞いたりすること。それも政治、経済、国際、文化、スポーツ
などさまざまなジャンルのニュースに関⼼を持つこと。 
 それによってそれぞれのメディアの特性やニュースの扱いの違いなどをつか
んでおくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FB201640 
成績評価 課題（小レポート）３０％、試験７０％によって評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB201640 マスメディア論 
担当教員名 ⽊村 邦彦 
単位数 2 
教科書 適宜、資料などを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 情報社会、マス・コミュニケーション、ジャーナリズム 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 マスメディア論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 日ごろ、社会の動きに関⼼を持って講義に出席して欲しい。 
シラバスコード FB201640 
実務経験のある教員  
達成目標 ・マスメディアには「情報の伝達」という本来の役割に加えて、「権力の監視」と

いう重要な 役割があることを学ぶ。 
・マスメディアは、新聞や放送の“オールド・メディア”に、インターネットの“ニ
ュー・メ ディア”が加わり、マルチメディアの世界を作っている。市⺠は、マス
メディアに利用されるのでなく、逆に、マスメディアを利用しなければならない
ことを学び、今なすべきことを考える。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⽊村邦彦研究室（２１号館７階）kimura@soci.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mass Media-Theory and Practice 
関連科目 ジャーナリズム論、情報メディア、情報と社会、コミュニケーションを履修する

ことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「情報」を伝える「マスメディア」には、活字メディアの「新聞」「出版」と、電

波メディアの「電信」「放送（ラジオ、テレビ）」、映像メディアには「写真」「映
画」があり、他に「広告」が加わる。近年登場した「インターネット」も“ニュー・
マスメディア”として、大きな役割を持ってきている。いわばマルチメディアの
時代だが、同時に、いくつかの問題が噴出し始めている。講義では、マスメディ



アを理解するために、それぞれのメディアの特徴、役割、流れを学びながら、課
題を探る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 マスメディアの概略と社会における役割についての説明する。 

2 回 インターネット時代の中で変化する放送をテーマに学習する。ラジオ、テレ
ビの変遷をたどりながら、現代における課題を考察する。 
3 回 課題を突き付けられたテレビを取り上げて、これからのあり方を考察する。
業界の自浄作用を焦点に学習する。 
4 回 放送のデジタル化に焦点を合わせ、インターネットとの融合を考察する。 
5 回 インターネットと活字メディア、なかでも新聞との融合を学習する。焦点に
「インターネットの広がりで、新聞はなくなるのか」をおき、欧米、 

準備学習 前回の学習内容を復習、理解して講義に臨むこと。 
日々のニュースに接しておくこと。できれば、というより、文書力などを身に着
けるためにも、必ず日々の新聞を読んで講義に出席すること。 
講義は、最近の社会の動きをテーマにする。毎講義、気になったり、関⼼のあっ
たニュースを書いてもらうので、コンパクトにまとめてくること。 

 



年度 2014 
授業コード FB201710 
成績評価 レポート(30 点)／小テスト(20 点)／定期考査(50 点) 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB201710 日本国憲法 
担当教員名 中⻄ 俊二 
単位数 2 
教科書 テキスト日本国憲法(改訂版)／中⻄俊二／大学教育出版／978-4-864290968：法

学六法／石川明・池⽥真朗／信山社／978-4-797257366 
アクティブラーニング  
キーワード 国⺠主権、基本的人権、個人の尊厳、平和主義、法の支配 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 憲法９条について先生の意見を押し付けないでくださという意見があったが、政

府見解と学説(通説)の見解を紹介し、集団的自衛権について、通説の見解を支持
する説明をしたに過ぎない。研究者は(特に法学の)自己のよってたつ根拠を条
文・判例・学説等から導き、法的主張ができなければ、研究者としての資格はな
い。 
また、レポートや択一問題で評価するのは、こつこつ頑張る人の励みになるとの
意見には講義意欲が高揚する。 

科目名 日本国憲法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 憲法１人権/有斐閣アルマ/憲法判例百選 I[第６版]別冊ジュリスト／有斐閣 
授業形態 講義 
注意備考 新聞等を読み、日々生起する政治的・社会的事象に対して憲法的問題意識をもっ

て講義に出席すること。『法学六法』(信山社)は常に机上に置き、参照しながら受
講すること。毎回、教科書巻末の択一問題を解き提出すること。 

シラバスコード FB201710 
実務経験のある教員  
達成目標 「個人の尊厳」を基本とする「法の支配」の理解と国⺠主権・基本的人権・平和

主義という基本原理に立って、政治的・社会的問題に対して憲法的論究ができる
こと。 

受講者へのコメント 授業前に少なくとも教科書の択一問題位は予習しておいてもらいたい。 
連絡先 第一学舎３階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 満足度は、「満足」が 24.1％、「ほぼ満足」が 23．0％であった。また、「この分野
への理解が深まった」が 57.5％、「この分野への虚興味・関⼼が高まった」が 37.9％
であった。一方、「週当たり学習時間」では「全くしなかった」が 36.8％もいた。 

英文科目名 The Constitution of Japan 



関連科目 法学 
次回に向けての改善変更予定 より満足度が高まるように、分かり易い用語を極力使用するように⼼がける。 
講義目的 憲法は、国家と国⺠の関係を規律する国家の根本法である。では、日本国憲法は、

いかなる理念と根本原理に基づいて成立しているのか。いかなる基本的人権の制
限・侵害が問題とされ、その侵害からの救済はどのようにして可能となるのか。
具体的事件に関わる判例を適宜取り上げ、基本的人権と違憲審査制に焦点を当て
て、日本国憲法の法理を考察する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをかねて憲法とは何かを考え、広義と狭義の意味を解

説する。日本国憲法がいかなる経緯から制定されるに至ったか、明治憲法の改正
手続きに言及する。 
2 回 国家と憲法の関係および立憲主義の意義と内容について講義する。特に三
権分立がどのような機能をはたしているかを解説する。さらに、明治憲法の特徴
にも言及する。 
3 回 国⺠主権と憲法の最高法規性について考える。憲法は国法秩序の最高法規
と解されているが、それは何故なのか、個人の尊厳および国⺠主権との関係で理
解を深めるよう解説する。憲法９６条は、憲法 

準備学習 1 回 【オリエンテーション 憲法とは何か】法学六法にある日本国憲法の前文を
読んでおくこと。 
2 回 【憲法と立憲主義】教科書を読み、立憲主義について予習しておくこと。 
3 回 【憲法の最高法規性】教科書を読み、憲法の最高法規性について予習してお
くこと。 
4 回 【自由主義的⺠主制と平和主義】教科書を読み、⺠主制について予習してお
くこと。 
5 回 【憲法の私人間効力】教科書を読み、憲法規定の適用範囲について予習して
おくこと。 
6 回 【新しい人権】教科書を読み、新しい人権について予習しておくこと。 
7 回 【法の下の平 

 



年度 2014 
授業コード FB201720 
成績評価 成績は、授業の最後に行われるテストの結果（６０％）と、随時提出していただ

く予定の｢課題図書・課題行事レポートや小レポート（授業についての感想や質
問）（４０％）を加味して、総合的に評価します。なお、｢課題図書・課題行事レ
ポート｣については、開講時に説明します。 

曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB201720 日本国憲法 
担当教員名 塩見 佳也＊、山口 和秀＊ 
単位数 2 
教科書 憲法読本〔第３版〕／杉原泰雄著／岩波書店／9784005004713 

講義レジュメや資料のプリント及びビデオ等を用いて講義します。 
アクティブラーニング  
キーワード 近代憲法、現代憲法、立憲主義、主権、人権、権力分立、平和（国際協調）主義、

憲法改正 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ○配布資料についてＡ３裏表にＡ４要旨を縮刷したレイアウトは改善する。また

図表には通し番号を振る。ただ、憲法は、憲法のみで存在しているのではなく、
たとえば刑法や国家公務員法・人事院規則等の法令との構造的な関連性のなかで
はたらいているものである。構造的複合関係を可視化してゆくために、煩雑をい
とわず、具体的な法制度等との関連を具体的に辿ってゆきながら憲法の姿をみる
姿勢は維持してゆきたい。そのうえでは、レジュメと参考資料との役割分担、印
刷の鮮明度（特に輪転機の解像度は絶望的であるからＷｅｂ上のＰＤＦファイル
を通じ 

科目名 日本国憲法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 開講時に｢課題（参考）図書｣の一覧表（プリント）を配布します。 
授業形態 講義 
注意備考 座席は前のほうに詰めて座るようにしてください。レポート及び質問・注文をど

しどし提出してください。質問・注文には丁寧に答えるつもりです。 
シラバスコード FB201720 
実務経験のある教員  
達成目標 この授業を通じて、受講生の皆さんが、（１）近代憲法の歴史的展開（＝憲法の世

界史）についての基礎知識を整理・習得し、（２）憲法の世界史の中で日本国憲法
が持つ諸特徴について理解を深め、そのことによって、（３）今日の政治的・社会
的諸問題とその解決方法を憲法と結びつけて考えることができるようになるた
めの前提条件を習得すること。 

受講者へのコメント （１）前任者のシラバスをほぼ全面的に変更したことについて。現在の一般的な
非法学部初年次教育における内容、教員採用試験等で問われる問題の性質、現在
の憲法学の標準的な内容等をからも、変更することが現在の水準での教育目的に



ふさわしいと判断した。授業の前半部分では、誰もが耳にした歴史的出来事の内
容を手掛かりにして、一般教養として理解しておくべき憲法上の制度（統治機構）
の理解と世界史の基本知識を併合した。しかし、世界史の歴史的内容の解説を通
じて現在の統治制度や憲法の説明をはたすというやり方はかなり強引であった。
この 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 （１）時間外学習について 
時間外に 1 時間から 3 時時間以上自習した学生は 18.7％であるのに対し全くし
ないと答えた学生が 54．8％であった。これについては、指定教科書が下記事情
により活用しにくかったことが要因となっているものと思われるが、参考文献指
示や課題を指示し自主的な勉強をしやすい授業運営を模索したい。この点につい
ては下記、改善・変更予定の項目を参照していただきたい。 
（２）受けてよかった点について 
 この分野への関⼼の増進については 8 割以上の学生が深まったと回答してい
る。より自主的な学習やニュース等 

英文科目名 The Constitution of Japan 
関連科目 法学、その他の社会科学系の科目 
次回に向けての改善変更予定 ①毎回、基本概念・基本用語を穴埋め式ワークシート状のプリントを配布し、そ

の空欄に補充し教科書を参照しながら、条文や制度についての知識の定着と確認
をはかるための自習ができるように⼯夫する。プリントはなるべく縮刷しないよ
うにする。 
②スライドは、ことば上の概念と具体的な現象とをつなげることを目標に画像・
図を中⼼に作成している。この側面を一層強化し、ワークシートと併用する。 
③教科書で基本的な概念や条文、キーワードを検索できるようにする。 
④これまでのようにミニッツペーペーによるフィードバックを用いて、理解の定 

講義目的 市⺠革命期に始まる近代憲法の歴史的展開を概観し、日本国憲法を世界の憲法史
の中に位置づけ、その特徴を明らかにする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ｢そもそも憲法とは？｣（開講の辞）…「憲法とは何か」について講義する。

併せて、授業の進め方、課題（参考）図書、レポートの作製・提出要領等につい
て説明する。 
2 回 憲法の世界史１．近代市⺠革命と憲法（17 世紀）①イギリス市⺠革命と憲
法 
 憲法が、近代市⺠革命期（17・18 世紀）の⻄欧において、どのように誕生した
のかについて講義する｡まず、17 世紀イギリスで誕生した憲法とその特徴につい
て、「権利章典」（1689 年）などの資料を用いて説明する。 
3 回 憲法の世界史 １．近代市⺠革命と憲法（18 世紀）②アメ 

準備学習 1 回 シラバスで本講義の目的、達成目標、講義計画を確認しておくこと。 
2 回 配布したレジュメ③~④の「イギリス市⺠革命と憲法」の部分、及び資料①
の「権利章典（1689 年）」に目を通しておくこと。 



3 回 レジュメ⑤、「独立宣言」（別紙資料②）に目を通しておくこと。 
4 回 レジュメ⑥⑦、「フランス人権宣言」（別紙資料④）に目を通しておくこと。 
5 回 レジュメ⑧に目を通しておくこと。 
6 回 レジュメ⑨~⑪に目を通しておくこと。 
7 回 レジュメ⑫に目を通しておくこと。 
8 回 レジュメ⑫〜⑬、「大日本帝国憲法」（別 

 



年度 2014 
授業コード FB201730 
成績評価 レポート（20％）、期末試験（80％）により成績評価を行う。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB201730 日本国憲法 
担当教員名 菅川 健二＊ 
単位数 2 
教科書 伊藤真の憲法入門 第４版／伊藤真著／日本評論社／9784535517349 
アクティブラーニング  
キーワード 国⺠主権 基本的人権 平和主義 三権分立 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ⿊板の字が読みやすいように努めたい。 
科目名 日本国憲法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「小六法」出版社はどこでもよい。 
授業形態 講義 
注意備考 特になし。 
シラバスコード FB201730 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的人権や日本の統治構造の基本的な事項を理解し、具体的な政策決定や事件

を通して日本国憲法の果たす役割を認識することを目標とする。 
受講者へのコメント 特になし 
連絡先 e-mail: kenji@sugekawa.gr.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 The Constitution of Japan 
関連科目 法学 政治学 
次回に向けての改善変更予定 授業の目標達成度の向上に努めたい。 
講義目的 憲法は、基本的人権と国家の統治構造及びその運用方法を定めた最高法規であ

り、すべての法律や命令の基本となる法である。本講は、⻑年わたる政治、行政
の経験を基に、憲法に関わる具体的な問題を取り上げて、それらを通じて憲法の
役割を考えていくことを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方と憲法の性格について説明する。 

2 回 日本国憲法の生い立ちとその基本的な考え方を説明する。 
3 回 国⺠主権と象徴天皇ついて説明する。 
4 回 平和主義（戦争放棄、自衛隊と安全保障条約）について説明する。 
5 回 基本的人権（1）。人権尊重の原理と公共の福祉との関係について説明する。 



6 回 基本的人権（2）。人権の体系と法の下の平等について説明する。 
7 回 基本的人権（3）。自由権（精神的自由権、人身の自由）について説明する。 
8 回 基本的人権（4）。自由権（経済的自由権） 

準備学習 1 回 教科書を用意すること。 
2 回 教科書の憲法の特質,立憲主義に係る部分の予習をすること。 
3 回 憲法の前文を読んでおくこと。 教科書の国⺠主権の原理に係る部分の予
習をすること。 
4 回 憲法第九条を読んでおくこと。 教科書の平和主義の原理 
に係る部分の予習をすること。 
5 回 教科書の基本的人権ﾉ原理及び限界に係る部分の予習をすること。 
6 回 教科書の包括的基本権ﾄ法の下の平等に係る該当部分の予習をすること。 
7 回 教科書の精神的自由権､人身の自由に係る部分の予習をすること。 
8 回 教科書の経済的自由権､ 

 



年度 2014 
授業コード FB201740 
成績評価 レポート(30 点)／小テスト(20 点)／定期考査(50 点) 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB201740 日本国憲法 
担当教員名 中⻄ 俊二 
単位数 2 
教科書 テキスト日本国憲法(改訂版)／中⻄俊二／大学教育出版／978-4-864290968：法

学六法／石川明・池⽥真朗／信山社／978-4-797257366 
アクティブラーニング  
キーワード 国⺠主権、基本的人権、個人の尊厳、平和主義、法の支配 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「レポートの書き方を課題提示の前にしておいてほしかった」という意見につい

ては、もっともな意見で、秋学期からは課題提示前に形式的な面があるが、書き
方を一応指導している。 

科目名 日本国憲法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 憲法１人権/有斐閣アルマ/憲法判例百選 I[第６版]別冊ジュリスト／有斐閣 
授業形態 講義 
注意備考 新聞等を読み、日々生起する政治的・社会的事象に対して憲法的問題意識をもっ

て講義に出席すること。『法学六法』(信山社)は常に机上に置き、参照しながら受
講すること。毎回、教科書巻末の択一問題を解き提出すること。 

シラバスコード FB201740 
実務経験のある教員  
達成目標 「個人の尊厳」を基本とする「法の支配」の理解と国⺠主権・基本的人権・平和

主義という基本原理に立って、政治的・社会的問題に対して憲法的論究ができる
こと。 

受講者へのコメント 憲法や法学は専門性の高い学問であるから、あらかじめ予習をして授業に臨んで
もらいたい。少なくとも、択一問題位は事前に読んで次の講義ではどうゆう問題
を扱うのかという問題意識をもって出席して欲しい。 

連絡先 第一学舎３階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外での週当たり学習時間が、「30 分程度」と「全くしなかった」とを合
わせると 50％になるのは、予習・復習をほとんどしていないということを意味し
ており、大いに問題だと考える。 
授業を受けた後の感想では、複数回答可ながら、「この分野への理解が深まった」
「この分野への興味・関⼼が高まった」で 104％となり、まずまず講義したかい
があったのではと自己評価している。 
満足度では、「満足」と「ほぼ満足」とをあわせて 63.2 パーセントであった。 



英文科目名 The Constitution of Japan 
関連科目 法学 
次回に向けての改善変更予定 満足度をもう少し高めて 70％以上を目指したい。教員の意欲については、88.1％

の受講生が、「感じられた」または「少し感じられた」と回答しているが、28.9％
の「少し感じられた」と回答した学生や「どちらとも言えない」と答えた学生に
も講義意欲と理解が行き渡るように努めたい。 

講義目的 憲法は、国家と国⺠の関係を規律する国家の根本法である。では、日本国憲法は、
いかなる理念と根本原理に基づいて成立しているのか。いかなる基本的人権の制
限・侵害が問題とされ、その侵害からの救済はどのようにして可能となるのか。
具体的事件に関わる判例を適宜取り上げ、基本的人権と違憲審査制に焦点を当て
て、日本国憲法の法理を考察する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをかねて憲法とは何かを考え、広義と狭義の意味を解

説する。日本国憲法がいかなる経緯から制定されるに至ったか、明治憲法の改正
手続きに言及する。 
2 回 国家と憲法の関係および立憲主義の意義と内容について講義する。特に三
権分立がどのような機能をはたしているかを解説する。さらに、明治憲法の特徴
にも言及する。 
3 回 国⺠主権と憲法の最高法規性について考える。憲法は国法秩序の最高法規
と解されているが、それは何故なのか、個人の尊厳および国⺠主権との関係で理
解を深めるよう解説する。憲法９６条は、憲法 

準備学習 1 回 【オリエンテーション 憲法とは何か】法学六法にある日本国憲法の前文を
読んでおくこと。 
2 回 【憲法と立憲主義】教科書を読み、立憲主義について予習しておくこと。 
3 回 【憲法の最高法規性】教科書を読み、憲法の最高法規性について予習してお
くこと。 
4 回 【自由主義的⺠主制と平和主義】教科書を読み、⺠主制について予習してお
くこと。 
5 回 【憲法の私人間効力】教科書を読み、憲法規定の適用範囲について予習して
おくこと。 
6 回 【新しい人権】教科書を読み、新しい人権について予習しておくこと。 
7 回 【法の下の平 

 



年度 2014 
授業コード FB201750 
成績評価 平常点 15％，レポート 15％、期末試験 70％ 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB201750 日本国憲法 
担当教員名 矢吹 香月＊ 
単位数 2 
教科書 『憲法とそれぞれの人権』現代憲法教育研究会編(法律文化社) 
アクティブラーニング  
キーワード 立憲主義 基本的人権 個人の尊厳 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本国憲法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 『憲法フィールドノート』棟居快行(日本評論社)『基本的人権の事件簿』棟居快

行他著(有斐閣) 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB201750 
実務経験のある教員  
達成目標 自らの人権を守り，相手を尊重するためのルールを考える力を身につける。日本

で生起している憲法問題について、その憲法的意味を理解し共感し判断すること
ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 The Constitution of Japan 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 歴史的な，あるいは現実に生起している憲法問題を取り上げ，それがいかなる意

味で憲法問題であるのか，どのような解決が試みられているのかを学習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 法とは何かについて説明する 

2 回 憲法とは① 
3 回 憲法とは② 
4 回 憲法と司法①：裁判所のはたらき１ 
5 回 憲法と司法②：裁判員制度 



6 回 憲法と司法③：裁判所のはたらき２ 
7 回 憲法と法教育 
8 回 憲法と消費者①：⺠法との関係 
9 回 憲法と消費者②：環境権を考える 
10 回 憲法と消費者③：医療契約から自己決定権を考える 
11 回 憲法と労働：女性労働者 
12 回 憲法と家族①：結婚について 
13 回 憲法と家族②：子どもについて 
14 回 憲法と家族③：子どもの人権 1 
15 回 憲法と家族④：こどもの人権 

準備学習 1 回 オリエンテーションを行う。特に準備は必要ない。 
2 回 教科書の「憲法の目的」を読んでくること。 
3 回 教科書の「２つの憲法のあいだに」を読んでくること。 
4 回 教科書の「裁判所の働きと私たちのかかわり」を読んでくること。 
5 回 教科書のコラム②を読んでくること。 
6 回 教科書の該当部分を読んでくること。 
7 回 教科書のコラム③④⑤を読んでくること。 
8 回 事前配布レジュメを読んでくること。 
9 回 教科書の「よりよい環境とくらし」を読んでくること。 
10 回 事前配布のレジュメを読んでくること。 
11 回 

 



年度 2014 
授業コード FB201760 
成績評価 レポート(30 点)／小テスト(20 点)／定期考査(50 点) 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB201760 日本国憲法 
担当教員名 中⻄ 俊二 
単位数 2 
教科書 テキスト日本国憲法(改訂版)／中⻄俊二／大学教育出版／978-4-864290968：法

学六法／石川明・池⽥真朗／信山社／978-4-797257366 
アクティブラーニング  
キーワード 国⺠主権、基本的人権、個人の尊厳、平和主義、法の支配 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 受講するまでは、法律とは縁がないと考えていた学生が身近な問題に関係してい

ると感じてくれるようになり、今後ともそうした 
学生が増えてくれるように努力したい。 

科目名 日本国憲法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 憲法１人権/有斐閣アルマ/憲法判例百選 I[第６版]別冊ジュリスト／有斐閣 
授業形態 講義 
注意備考 新聞等を読み、日々生起する政治的・社会的事象に対して憲法的問題意識をもっ

て講義に出席すること。『法学六法』(信山社)は常に机上に置き、参照しながら受
講すること。毎回、教科書巻末の択一問題を解き提出すること。 

シラバスコード FB201760 
実務経験のある教員  
達成目標 「個人の尊厳」を基本とする「法の支配」の理解と国⺠主権・基本的人権・平和

主義という基本原理に立って、政治的・社会的問題に対して憲法的論究ができる
こと。 

受講者へのコメント ただ受身で授業を聴いても、落語を聴くわけではないので、専門用語等も一応予
習して授業に臨んでもらいたい。 

連絡先 第一学舎３階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外学習時間について、「全くしなかった」が２８．２％、「３０分程度」
が４７．４％、であった。講義を理解するには、是非とも予習が必要である。満
足度は、「満足」２９．５％、「ほぼ満足」が３５．９％、「普通」が２９．５％で
あった。 

英文科目名 The Constitution of Japan 
関連科目 法学 
次回に向けての改善変更予定 満足度がさらに向上するように、分かりやすい授業を⼼がけたい。 



講義目的 憲法は、国家と国⺠の関係を規律する国家の根本法である。では、日本国憲法は、
いかなる理念と根本原理に基づいて成立しているのか。いかなる基本的人権の制
限・侵害が問題とされ、その侵害からの救済はどのようにして可能となるのか。
具体的事件に関わる判例を適宜取り上げ、基本的人権と違憲審査制に焦点を当て
て、日本国憲法の法理を考察する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをかねて憲法とは何かを考え、広義と狭義の意味を解

説する。日本国憲法がいかなる経緯から制定されるに至ったか、明治憲法の改正
手続きに言及する。 
2 回 国家と憲法の関係および立憲主義の意義と内容について講義する。特に三
権分立がどのような機能をはたしているかを解説する。さらに、明治憲法の特徴
にも言及する。 
3 回 国⺠主権と憲法の最高法規性について考える。憲法は国法秩序の最高法規
と解されているが、それは何故なのか、個人の尊厳および国⺠主権との関係で理
解を深めるよう解説する。憲法９６条は、憲法 

準備学習 1 回 【オリエンテーション 憲法とは何か】法学六法にある日本国憲法の前文を
読んでおくこと。 
2 回 【憲法と立憲主義】教科書を読み、立憲主義について予習しておくこと。 
3 回 【憲法の最高法規性】教科書を読み、憲法の最高法規性について予習してお
くこと。 
4 回 【自由主義的⺠主制と平和主義】教科書を読み、⺠主制について予習してお
くこと。 
5 回 【憲法の私人間効力】教科書を読み、憲法規定の適用範囲について予習して
おくこと。 
6 回 【新しい人権】教科書を読み、新しい人権について予習しておくこと。 
7 回 【法の下の平 

 



年度 2014 
授業コード FB201770 
成績評価 ○評価方法：①客観問題（選択枝問題・穴埋め式の問題１００点満点）により試

験で評価を行う。②小テスト（5×4 点）課題及び③小レポート課題を課す。 
○評価の割合： 上記各方法につき、①＝70％、②＝20％、 ③＝10％とする。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB201770 日本国憲法 
担当教員名 塩見 佳也＊ 
単位数 2 
教科書 現代憲法教育研究会編／憲法とそれぞれの人権（第二版）／法律文化社 ISBN978-

4-589-03580-6 
アクティブラーニング  
キーワード 人権、 司法審査、 国⺠主権、 行政権、 リベラルデモクラシー、 立憲主

義、 自由権、 社会権 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 以下、改善の要望があった事項についてのみコメントする。 

○「印刷がつぶれているなど資料がみづらい」。鮮明な印刷に細⼼の注意をはら
う。また、憲法と法律との構造的複合関係を示すための図解はいっそう明晰なも
のとなるよう努力する。法律にもとづく行政の決定（行政処分）や判決に対して、
その内容・判断の手続きが憲法に適合しているかどうかをチェックするのが違憲
立法審査権の機能であることはしっかりと理解することが必要だ。 
○スライドや図解のセンスを磨くべし。実に的確な指摘である。理系の皆さんの
図解、スライド作成の技術に学 

科目名 日本国憲法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 以下は、必読ではないが、理解を深めるうえで参考にしてほしい。その他学習に

有益な書籍については適宜情報提供する。 
・芦部信喜（高橋和之補訂）『憲法（第五版）』岩波書店（シンプルな定番書だが、
凝縮されており、必ずしも初⼼者向けではないが、授業内容をより深め全体像を
展望する際に参照するとよい） 
・⼯藤達郎編『よくわかる憲法』ミネルヴァ書房（網羅的でありかつ、説明がわ
かりやすくコンパクト） 
・高⽥敏ほか編『新・資料で考える日本国憲法』法律文化社（事件や判例が詳し
く資料集として便利） 
・大沢秀介『判例ライン 憲法（ 

授業形態 講義 
注意備考 ・ミニッツペーパーにより、簡単な確認問題、感想・要望、質問等を受け付ける。

その提出をもって出席のカウントを行う。皆さんに説明が届いているかどうかを
確認するためのものであり、その記載内容がいかに講師にとり厳しい内容であっ
たとしても、受講者にとり不利に働くことは一切ない。 



・予習では指定されたテキストの項目を読み、復習では、憲法の条文をみて具体
例を説明できるようになっているかどうか（可能であれば友人と）確認すること。
憲法の条文はいかようにも読めるので、一定の法解釈の「枠」と具体例を関連付
けることができることが 

シラバスコード FB201770 
実務経験のある教員  
達成目標 憲法・人権の歴史と役割・性質・具体的な事件での役割を理解することができる。 

基本的な人権に関する条文の意味を理解し、具体例を挙げて説明することができ
る。 
統治の仕組みに関する条文の意味を理解し、具体的な仕組みがどうであるかを説
明することができる。 

受講者へのコメント １．授業全体 
（１）授業の前半部分は、歴史的事実の中から国家の権力を縛る法として憲法が
生成した歴史（立憲主義）と統治の仕組みを学んだ。 
（２）後半では人権の意義・背景、そして、具体的な裁判例を学んだ。人権は単
なる価値や政治的主張ではなく法的に裁判により強制力を持って実現でき、人権
を侵害する法律に対しては違憲無効（法律的効果が否定される結果）となること
解説した。しかし、我が国の裁判例をみると、実は人権はいかようにも政府によ
り調整・制限可能であり、人権はあまり保障されていないという印象を持った方
もいるだろう。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 〇理解・興味関⼼が深まったと 95．9％の受講者が回答している。技能技術の向
上や他の分野との関連性などについても満足を得ていただける授業となるよう、
⼯夫を重ねてゆきたいと考えている。特に、憲法は歴史のつみかさねのなかで人
権や政治秩序の全体構造を構成する原理が凝集したものであり、かつ、現在の法
制度の運用の基礎条件をかたちづくるものである。これらは私たちの社会生活の
インフラであり、それらをより具体的・体系的にみてゆく知見をなんとか提供し
てゆきたいと願って試行錯誤を重ねてゆきたい。 
〇何らかの満足度を得ていただい 

英文科目名 The Constitution of Japan 
関連科目 法学を受講しておくことが望ましい。併せて、科学技術倫理、技術者倫理も受講

しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 ①配布資料の改善に際しては、情報量の抑制につとめる。また、基礎的な考え方

をつかいこなせるようにするための⼯夫をおこなう。 
?違憲立法審査権がもちいられる場面で、だれとだれのどのような利益が対立し
ており、どのような法律によってどのように対立が調整されており、その調整は
憲法上妥当であるかどうかなど、論点ごとにより事案を立体的・論理的に理解で
きるように⼯夫する。これらを確認する演習問題等を小テストでよりこまめに実
施する。 
③スライドをより見えやすくするうえでは、フローチャートをより一層一覧的・



構造的になるよう改 
講義目的  皆さんは憲法がどのような法として働き、どのような内容を持っているかをご

存知だろうか。憲法とは、国や政治の在り方、個人の自由など根源的な問題にか
かわると同時に、裁判所により解釈される法でもある。この授業では、憲法の歴
史、役割、仕組を理解することにより憲法をめぐる基本的知識・考え方を学ぶ。
近時、憲法をめぐる政治的話題が豊富であるし、教育現場でも人権が問題となる
場合がふえてきている。憲法の意味を具体的に学び、技術者としてあるいは社会
人として、政治や法律にかかわる基本的な素養を身に着けることを目的とする。 
 授 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス： 三権分立と人権の概要を学ぶ。この授業全体を通じて理解す

べきキーワードを確認をしたのちに、法律の世界における憲法の「最高法規」と
してのはたらきを解説する。日本国憲法成立史についても確認する。 
○法律と憲法、 最高法規、 憲法の制定と改正、 日本国憲法制定過程 
2 回 「世界史」（欧米諸国）の基本的な知識（高校レベル）を確認しながら、国
⺠主権と三権分立を中⼼とする近代憲法及び「人権」が成立した歴史的背景を解
説する。併せて国際社会の共通常識となっている基本的価値を解説する。 
○キーワード： 主 

準備学習 1 回 教科書を読み以下の問題を事前に調べておくこと(pp.2-8)。 
憲法はどのような役割・働きをする法なのか、憲法は何を基本的に定めているの
か？法と倫理はどうちがうのか？ 
2 回 教科書を読み以下の問題を事前に調べておくこと(pp.14-30)。 
憲法はどのような歴史的背景によって成立してきたのか？価値について世界共
通のスタンダードは存在するのか？ 
3 回 教科書を読み以下の問題を事前に調べておくこと(pp.31-39,pp.174-
176,181)。 
国会と法律はどのような働きをしているのか？「全国⺠を代 

 



年度 2014 
授業コード FB201780 
成績評価 レポート（20％）、期末試験（80％）により成績評価を行う。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14) 
見出し FB201780 日本国憲法 
担当教員名 菅川 健二＊ 
単位数 2 
教科書 伊藤真の憲法入門/伊藤真著/ 日本評論社 9784535517349 
アクティブラーニング  
キーワード 国⺠主権 基本的人権 平和主義 三権分立 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 板書の字が読みやすいように努めたい。 
科目名 日本国憲法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「小六法」出版社はどこでもよい。 
授業形態 講義 
注意備考 特になし。 
シラバスコード FB201780 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的人権や日本の統治構造の基本的な事項を理解し、具体的な政策決定や事件

を通して日本国憲法の果たす役割を認識することを目標とする。 
受講者へのコメント 現下の大きな政治課題であり、諸君の将来の人生に係わるので、引き続き、憲法

の動向に関⼼をもって欲しい。 
連絡先 e-mail: kenji@sugekawa.gr.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし。 
英文科目名 The Constitution of Japan 
関連科目 法学 政治学 
次回に向けての改善変更予定 最近の憲法改正の動向等を逐次教えたい。 
講義目的 憲法は、基本的人権と国家の統治構造及びその運用方法を定めた最高法規であ

り、すべての法律や命令の基本となる法である。本講は、⻑年わたる政治、行政
の経験を基に、憲法に関わる具体的な問題を取り上げて、それらを通じて憲法の
役割を考えていくことを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方と憲法の性格について説明する。 

2 回 日本国憲法の生い立ちとその基本的な考え方を説明する。 
3 回 国⺠主権と象徴天皇ついて説明する。 
4 回 平和主義（戦争放棄、自衛隊と安全保障条約）について説明する。 



5 回 基本的人権（1）。人権尊重の原理と公共の福祉との関係について説明する。 
6 回 基本的人権（2）。人権の体系と法の下の平等について説明する。 
7 回 基本的人権（3）。自由権（精神的自由権、人身の自由）について説明する。 
8 回 基本的人権（4）。自由権（経済的自由権） 

準備学習 1 回 教科書を用意すること。 
2 回 教科書の憲法の特質､立憲主義仁係る部分の予習をすること。 
3 回 憲法の前文を読んでおくこと。 教科書の国⺠主権の原理に係る部分の予
習をすること。 
4 回 憲法第九条を読んでおくこと。 教科書の平和主義の原理に係る部分の予
習をすること。 
5 回 教科書の基本的人権の原理及びその限界に係る部分の予習をすること。 
6 回 教科書の包括的基本権と法の下の平等に係る部分の予習をすること。 
7 回 教科書の精神的自由権､人身の自由に係る部分の予習をすること。 
8 回 教科書の経済的自由権､社 

 



年度 2014 
授業コード FB201790 
成績評価 レポート(30 点)／小テスト(20 点)／定期考査(50 点) 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB201790 日本国憲法 
担当教員名 中⻄ 俊二 
単位数 2 
教科書 テキスト日本国憲法(改訂版)／中⻄俊二／大学教育出版／978-4-864290968：法

学六法／石川明・池⽥真朗／信山社／978-4-797257366 
アクティブラーニング  
キーワード 国⺠主権、基本的人権、個人の尊厳、平和主義、法の支配 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 今まで法律は無縁だと考えていた受講生が、授業を受けて法律が身近な存在とな

ったという感想を書いてくれているのを見て、さらに一人でも多くの学生にその
ように感じてもらえるように努力したいと励まされた。 

科目名 日本国憲法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 憲法１人権/有斐閣アルマ/憲法判例百選 I[第６版]別冊ジュリスト／有斐閣 
授業形態 講義 
注意備考 新聞等を読み、日々生起する政治的・社会的事象に対して憲法的問題意識をもっ

て講義に出席すること。『法学六法』(信山社)は常に机上に置き、参照しながら受
講すること。毎回、教科書巻末の択一問題を解き提出すること。 

シラバスコード FB201790 
実務経験のある教員  
達成目標 「個人の尊厳」を基本とする「法の支配」の理解と国⺠主権・基本的人権・平和

主義という基本原理に立って、政治的・社会的問題に対して憲法的論究ができる
こと。 

受講者へのコメント 憲法をはじめ法律学は専門性の強い学問であるから、必ず受講の前には予習をす
る習慣を身につけてもらいたい。噺家の落語を聴くのとは訳が違うのである。 

連絡先 第一学舎３階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習時間について、「全くしなかった」が３４．８％、「３０分程度」
が４３．５％、であった。授業における成⻑については、「この分野への理解が深
まった」が６３．８％、「この分野への興味、関⼼が高まった」が３０．４％であ
った。満足度は、「満足」が３３．３％、「ほぼ満足」が３３．３％、「普通」が２
６．１％であった。もう少し、勉強時間を増やしてもらいたい。 

英文科目名 The Constitution of Japan 
関連科目 法学 



次回に向けての改善変更予定 受講生に分かりやすい授業を判例等を利用して⼼掛けたい。 
講義目的 憲法は、国家と国⺠の関係を規律する国家の根本法である。では、日本国憲法は、

いかなる理念と根本原理に基づいて成立しているのか。いかなる基本的人権の制
限・侵害が問題とされ、その侵害からの救済はどのようにして可能となるのか。
具体的事件に関わる判例を適宜取り上げ、基本的人権と違憲審査制に焦点を当て
て、日本国憲法の法理を考察する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをかねて憲法とは何かを考え、広義と狭義の意味を解

説する。日本国憲法がいかなる経緯から制定されるに至ったか、明治憲法の改正
手続きに言及する。 
2 回 国家と憲法の関係および立憲主義の意義と内容について講義する。特に三
権分立がどのような機能をはたしているかを解説する。さらに、明治憲法の特徴
にも言及する。 
3 回 国⺠主権と憲法の最高法規性について考える。憲法は国法秩序の最高法規
と解されているが、それは何故なのか、個人の尊厳および国⺠主権との関係で理
解を深めるよう解説する。憲法９６条は、憲法 

準備学習 1 回 【オリエンテーション 憲法とは何か】法学六法にある日本国憲法の前文を
読んでおくこと。 
2 回 【憲法と立憲主義】教科書を読み、立憲主義について予習しておくこと。 
3 回 【憲法の最高法規性】教科書を読み、憲法の最高法規性について予習してお
くこと。 
4 回 【自由主義的⺠主制と平和主義】教科書を読み、⺠主制について予習してお
くこと。 
5 回 【憲法の私人間効力】教科書を読み、憲法規定の適用範囲について予習して
おくこと。 
6 回 【新しい人権】教科書を読み、新しい人権について予習しておくこと。 
7 回 【法の下の平 

 



年度 2014 
授業コード FB201810 
成績評価 レポート(30 点)／小テスト(20 点)／定期試験(50 点) 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB201810 法学 
担当教員名 中⻄ 俊二 
単位数 2 
教科書 テキスト法学（改訂版）／中⻄俊二著／大学教育出版／9784864292047：法学六

法／石川明・池⽥真朗／信山社／9784797257366 
アクティブラーニング  
キーワード 法の解釈、二重の基準、信義誠実の原則、罪刑法定主義 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 授業の進め方が早いという指摘に対しては、反省しもう少し内容を絞って講義し

たいと考えている。ただ、毎回提出してもらう巻末の択一問題は各章全般に関す
る設問なので、どうしても一応全部を説明しておかねばという意識が、講義の進
め方が早いと感じるの出だろうと分析している。 

科目名 法学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 現代社会における法学入門第２版／斎藤信宰編／成文堂／ 
授業形態 講義 
注意備考 新聞等を読み、政治的・社会的事象に対する法的意識と関⼼をもって講義に出席

すること。『法学六法』(信山社)は常に机上に置き、参照しながら受講すること。
毎回、教科書巻末の択一問題を解き提出してもらうので、教科書を忘れず持参す
ること。 

シラバスコード FB201810 
実務経験のある教員  
達成目標 公法と私法、⺠事法と刑事法の基礎概念の理解と区別ができること。日々生起す

る政治的・社会的事象に対して、法的問題構成と解決ができるリーガルマインド
(法的判断能力)を養成すること。 

受講者へのコメント 法学の勉強は、受け身ではなく積極的・能動的に問題意識をもって取り組んでも
らいたい。自分の努力なくして、法学の勉強から得られるものは皆無である。 

連絡先 第一学舎３階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外での週当たり時間数は、「30 分程度」(35.4％)・「全くしなかった」
(32.9％)で合わせて 68.3％である。これは、ほとんどの学生が予習・復習をして
いないことを意味している。法学は専門性の高い学問であり、取り上げる判例の
判決文もキャリアの裁判官が書くので専門用語がよく出てくることを考えると
予習・復習は是非とも必要である。受身の勉強では理解に至らないと思われる。
満足度は、「満足」と「ほぼ満足」とを合わせて 52.4％である。教員の意欲につ



いては、「感じられた」と「少し感じられた」を合わせると 78 
英文科目名 Law 
関連科目 日本国憲法 
次回に向けての改善変更予定 授業は教員と受講生とのいわば一種の共働作業であり、教員だけが一生懸命にな

っても、受講生が何の予習も復習もしなければ、 
実質的には授業は空虚なものになってしまう。日常の事件やニュース等も触れて
法学がより身近なものに感じられるように問題意識を高める努力をしていきた
い。また、極力平易な用語を用いるように努めていきたい。 

講義目的 普段は気に留めないが、私たちは、常に法規範に取り巻かれて生活している。い
ざお互いの利益が衝突したり権利が侵害されると、法が顕在化し、私たちは法に
則って問題を解決することになる。法は社会のおける問題解決基準となり得る。
では、法とは何か。判例を通して、身近な具体的問題を取り上げつつ、自由・財
産・犯罪等の観点から法というものを考察する。なお、その回の講義内容の理解
度をはかるため、毎回授業の最後に教科書巻末の択一問題を解答し提出してもら
う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションを兼ねて、法とは何かについて説明する。項目として

は、法の内容、法と道徳との関係（「カルネアデスの板」）、法の理念、法の分類、
法の適用（三段論法）、法の解釈について触れ、判例としては、「ガソリンカー転
覆事件」「電気窃盗事件」等を取り上げることとする。 
2 回 今回から４回は、基本三法の内憲法を講義する。プライバシー権等のいわゆ
る新しい人権の根拠規定としての憲法１３条の幸福追求権の内容としていかな
る権利が保障されるかを受講生とともに考察する。「『エホバの証人』輸血拒否事
件」等の判例を取り 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】「法学を学ぶにあたって」を読んでおくこと。 
2 回 【幸福追求と法】教科書を読み、新しい人権について予習しておくこと。 
3 回 【法の下の平等】教科書を読み、法の下の平等について予習しておくこと。 
4 回 【思想・良⼼の自由】教科書を読み、思想・良⼼の自由及び信教の自由につ
いて予習しておくこと。 
5 回 【表現の自由】教科書を読み、表現の自由について予習しておくこと。 
6 回 【⺠法の原理】教科書を読み、⺠法の沿革について予習しておくこと。 
7 回 【物権と債権】教科書を読み、物権と債権に 

 



年度 2014 
授業コード FB201820 
成績評価 平常点１５％、レポート１５％、試験７０％ 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB201820 法学 
担当教員名 矢吹 香月＊ 
単位数 2 
教科書 ライフステージと法（第６版）／副⽥隆重・浜村彰・棚村政行・武⽥万里子／有

斐閣アルマ 
アクティブラーニング  
キーワード 法の目的、個人の尊重と他者の尊重、正義、自由、責任 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 法学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 身のまわりの事象を法の側面から考えるようすること。 
シラバスコード FB201820 
実務経験のある教員  
達成目標 自分は社会の一員であることを自覚し、他者との関係を考えることができるよう

になること、つまり、社会について考えることができることを達成目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Law 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 一生の中で起きる様々な事象が、私たちが気に留めない「法規範」に基づいて解

決されていることに気づくことを通して、 
「法とは何か」「法の目的とは何か」を考える力を身に付けることを本講義の目
的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：法とは何かについて説明する 

2 回 憲法① 
3 回 憲法② 
4 回 裁判所の役割について① 



5 回 裁判所の役割について② 
6 回 労働について考える 
7 回 消費者としての自分を考える① 
8 回 消費者としての自分を考える② 
9 回 消費者としての自分を考える③ 
10 回 恋愛について考える 
11 回 結婚について考える 
12 回 子どもについて考える 
13 回 相続について考える 
14 回 刑事罰について考える① 
15 回 刑事罰について考える② 
16 回 試験 

準備学習 1 回 レジュメを準備するので、特に準備は必要ない。 
2 回 高校で使用した「現代社会」の教科書、資料集を用い憲法について復習をし
てくること。 
3 回 高校で使用した「現代社会」の教科書、資料集を用い憲法について復習をし
てくること。 
4 回 レジュメを準備するので、特に準備は必要ない。 
5 回 裁判員制度について予習してくること。 
6 回 教科書：Ｓｔａｇｅ１〜３を読んでくること。 
7 回 教科書：Ｓｔａｇｅ４を読んでくること。 
8 回 教科書：Ｓｔａｇｅ４を読んでくること。 
9 回 教科書：Ｓｔａｇｅ４を読んでくること。 

 



年度 2014 
授業コード FB201830 
成績評価 レポート（20％）期末試験（80％）により成績評価を行う。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14) 
見出し FB201830 法学 
担当教員名 菅川 健二＊ 
単位数 2 
教科書 法の世界へ／池⽥真朗ほか著／有斐閣／9784641124592 
アクティブラーニング  
キーワード 法の支配 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ⿊板の字が読みやすいように努めたい。 
科目名 法学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 できれば「小六法」を準備すること。出版社はいろいろあるが、迷う場合は、三

省堂「新六法」を推奨する。 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード FB201830 
実務経験のある教員  
達成目標 ⺠法、刑法等身近な法律の基本的な考え方を理解し、具体的な事件に直面したと

き、解決方法を身に付けることを目標とする。 
受講者へのコメント 特になし 
連絡先 e-mail：kenji@sugekawa.gr.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Law 
関連科目 日本国憲法 
次回に向けての改善変更予定 授業の目的達成度の向上に努めたい。 
講義目的 本講は、私たちが一生涯で関わる（あるいは関わるかもしれない)さまざまな法

制度について、その基本構造を理解し、法学的なものの見方を身に付けることを
目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。法学を学ぶ⼼構えと法とは何かを説明する。 

2 回 日常生活と契約との係わり、契約とは何かを説明する。 
3 回 日常生活と契約について、具体的な契約の内容(不動産、お金の取引等）を
説明する。 
4 回 日常生活においてよく起こるアクシデント（交通事故、医療事故、欠陥商



品、悪徳商法）への対応を説明する。 
5 回 家族関係（結婚、離婚、親子、相続）の法について説明する。 
6 回 雇用社会のルール（雇用、労働条件、労働基本権）について説明する。 
7 回 企業と法の係わり（企業の正体、株主、舵取り）につ 

準備学習 1 回  教科書を準備すること。 
2 回 教科書の関係部分(日常生活と契約）の予習を行うこと。 
3 回 教科書の関係部分(日常生活と契約）の復習・予習を行うこと。 
4 回 教科書の関係部分（日常生活のアクシデント）の予習を行うこと。 
5 回 教科書の関係部分(家族関係）の予習を行うこと。 
6 回 教科書の関係部分（雇用社会のルール）の予習を行うこと。 
7 回 教科書の関係部分（企業と法）の予習を行うこと。 
8 回 刑法のあらましについて予習しておくこと。 
9 回 教科書の関係部分（紛争の解決）の予習を行うこと。 
10 回 教 

 



年度 2014 
授業コード FB201840 
成績評価 レポート(30 点)／小テスト(20 点)／定期試験(50 点) 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB201840 法学 
担当教員名 中⻄ 俊二 
単位数 2 
教科書 テキスト法学（改訂版）／中⻄俊二著／大学教育出版／9784864292047：法学六

法／石川明・池⽥真朗／信山社／9784797257366 
アクティブラーニング  
キーワード 法の解釈、二重の基準、信義誠実の原則、罪刑法定主義 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 早口で聴きとれないところがあったが、婚外子についての解説は印象に残ったと

の記述があった。やや早口になりがちなのは、講義時間内に提出用択一テストの
範囲をカヴァーしたいからである。しかし、これからは、そのことにこだわらず
より重点的に講義をしていこうと考えている。 

科目名 法学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 現代社会における法学入門第２版／斎藤信宰編／成文堂／ 
授業形態 講義 
注意備考 新聞等を読み、政治的・社会的事象に対する法的意識と関⼼をもって講義に出席

すること。『法学六法』(信山社)は常に机上に置き、参照しながら受講すること。
毎回、教科書巻末の択一問題を解き提出してもらうので、教科書を忘れず持参す
ること。 

シラバスコード FB201840 
実務経験のある教員  
達成目標 公法と私法、⺠事法と刑事法の基礎概念の理解と区別ができること。日々生起す

る政治的・社会的事象に対して、法的問題構成と解決ができるリーガルマインド
(法的判断能力)を養成すること。 

受講者へのコメント 法学は専門性の高い学問であるので、法律用語等を理解する上でも、是非とも授
業の予習をして受講する習慣を身につけてもらいたい。 

連絡先 第一学舎３階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習時間について、「全くしなかった」が３６．５％、「３０分程度」
が４０．４％であった。授業における成⻑について、「この分野への理解が深まっ
た」が７６．９％、「この分野への興味、関⼼が高まった」が３２．７％であった。
満足度は、「満足」が３４．６％、「ほぼ満足」が３６．５％、「普通」が２１．２％
であった。 



英文科目名 Law 
関連科目 日本国憲法 
次回に向けての改善変更予定 判例解説等を利用し、受講生に分かりやすい授業を⼼がけていきたい。 
講義目的 普段は気に留めないが、私たちは、常に法規範に取り巻かれて生活している。い

ざお互いの利益が衝突したり権利が侵害されると、法が顕在化し、私たちは法に
則って問題を解決することになる。法は社会のおける問題解決基準となり得る。
では、法とは何か。判例を通して、身近な具体的問題を取り上げつつ、自由・財
産・犯罪等の観点から法というものを考察する。なお、その回の講義内容の理解
度をはかるため、毎回授業の最後に教科書巻末の択一問題を解答し提出してもら
う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションを兼ねて、法とは何かについて説明する。項目として

は、法の内容、法と道徳との関係（「カルネアデスの板」）、法の理念、法の分類、
法の適用（三段論法）、法の解釈について触れ、判例としては、「ガソリンカー転
覆事件」「電気窃盗事件」等を取り上げることとする。 
2 回 今回から４回は、基本三法の内憲法を講義する。プライバシー権等のいわゆ
る新しい人権の根拠規定としての憲法１３条の幸福追求権の内容としていかな
る権利が保障されるかを受講生とともに考察する。「『エホバの証人』輸血拒否事
件」等の判例を取り 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】「法学を学ぶにあたって」を読んでおくこと。 
2 回 【幸福追求と法】教科書を読み、新しい人権について予習しておくこと。 
3 回 【法の下の平等】教科書を読み、法の下の平等について予習しておくこと。 
4 回 【思想・良⼼の自由】教科書を読み、思想・良⼼の自由及び信教の自由につ
いて予習しておくこと。 
5 回 【表現の自由】教科書を読み、表現の自由について予習しておくこと。 
6 回 【⺠法の原理】教科書を読み、⺠法の沿革について予習しておくこと。 
7 回 【物権と債権】教科書を読み、物権と債権に 

 



年度 2014 
授業コード FB201850 
成績評価 レポート(30 点)／小テスト(20 点)／定期試験(50 点) 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB201850 法学 
担当教員名 中⻄ 俊二 
単位数 2 
教科書 テキスト法学（改訂版）／中⻄俊二著／大学教育出版／9784864292047：法学六

法／石川明・池⽥真朗／信山社／9784797257366 
アクティブラーニング  
キーワード 法の解釈、二重の基準、信義誠実の原則、罪刑法定主義 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 板書の文字が読みづらいという記述があったが、限られた授業時間の中で解説を

しながらまた図示もしながら講義を行っている。そのためやや書くスピードが速
くならざるを得ない場合があるので、受講生からみると理解しにくいのかもしれ
ない。受講生が予習をしてきていることを前提にして、これからは、より焦点を
絞って分かりやすい板書を⼼がけたい。 

科目名 法学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 現代社会における法学入門第２版／斎藤信宰編／成文堂／ 
授業形態 講義 
注意備考 新聞等を読み、政治的・社会的事象に対する法的意識と関⼼をもって講義に出席

すること。『法学六法』(信山社)は常に机上に置き、参照しながら受講すること。
毎回、教科書巻末の択一問題を解き提出してもらうので、教科書を忘れず持参す
ること。 

シラバスコード FB201850 
実務経験のある教員  
達成目標 公法と私法、⺠事法と刑事法の基礎概念の理解と区別ができること。日々生起す

る政治的・社会的事象に対して、法的問題構成と解決ができるリーガルマインド
(法的判断能力)を養成すること。 

受講者へのコメント ただ受身で授業を聴くのではなく、より積極的に予習をして授業に臨む習慣を身
につけてもらいたい。 

連絡先 第一学舎３階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習時間は、「全くしなかった」が４７．２％、「３０分程度」が３
３．１％であった。授業における成⻑について、「この分野への理解が深まった」
が６５．４％、「この分野への興味、関⼼が高まった」が２６．０％であった。満
足度は、「満足」が２６．０％、「ほぼ満足」が２９．１％、「普通」が３６．２％
であった。 



英文科目名 Law 
関連科目 日本国憲法 
次回に向けての改善変更予定 判例解説をより丁寧に行い、より受講生に分かりやすい授業を⼼がけたい。そし

て、受講生の満足度の向上にもつなげていきたい。 
講義目的 普段は気に留めないが、私たちは、常に法規範に取り巻かれて生活している。い

ざお互いの利益が衝突したり権利が侵害されると、法が顕在化し、私たちは法に
則って問題を解決することになる。法は社会のおける問題解決基準となり得る。
では、法とは何か。判例を通して、身近な具体的問題を取り上げつつ、自由・財
産・犯罪等の観点から法というものを考察する。なお、その回の講義内容の理解
度をはかるため、毎回授業の最後に教科書巻末の択一問題を解答し提出してもら
う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションを兼ねて、法とは何かについて説明する。項目として

は、法の内容、法と道徳との関係（「カルネアデスの板」）、法の理念、法の分類、
法の適用（三段論法）、法の解釈について触れ、判例としては、「ガソリンカー転
覆事件」「電気窃盗事件」等を取り上げることとする。 
2 回 今回から４回は、基本三法の内憲法を講義する。プライバシー権等のいわゆ
る新しい人権の根拠規定としての憲法１３条の幸福追求権の内容としていかな
る権利が保障されるかを受講生とともに考察する。「『エホバの証人』輸血拒否事
件」等の判例を取り 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】「法学を学ぶにあたって」を読んでおくこと。 
2 回 【幸福追求と法】教科書を読み、新しい人権について予習しておくこと。 
3 回 【法の下の平等】教科書を読み、法の下の平等について予習しておくこと。 
4 回 【思想・良⼼の自由】教科書を読み、思想・良⼼の自由及び信教の自由につ
いて予習しておくこと。 
5 回 【表現の自由】教科書を読み、表現の自由について予習しておくこと。 
6 回 【⺠法の原理】教科書を読み、⺠法の沿革について予習しておくこと。 
7 回 【物権と債権】教科書を読み、物権と債権に 

 



年度 2014 
授業コード FB201860 
成績評価 レポート（20％）期末試験（80％）により成績評価を行う。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB201860 法学 
担当教員名 菅川 健二＊ 
単位数 2 
教科書 法の世界へ/池⽥真朗ほか著/出版社 有斐閣 
アクティブラーニング  
キーワード 法の支配 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 板書の字が読みやすいように努めたい。 
科目名 法学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 できれば「小六法」を準備すること。出版社はいろいろあるが、迷う場合は、三

省堂「新六法」を推奨する。 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード FB201860 
実務経験のある教員  
達成目標 ⺠法、刑法等身近な法律の基本的な考え方を理解し、具体的な事件に直面したと

き、解決方法を身に付けることを目標とする。 
受講者へのコメント 日常生活に関係の深い法律の改正等に関⼼をもって欲しい。 
連絡先 e-mail：kenji@sugekawa.gr.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Law 
関連科目 日本国憲法 
次回に向けての改善変更予定 ⺠法等の改正の動向を教えたい。 
講義目的 本講は、私たちが一生涯で関わる（あるいは関わるかもしれない)さまざまな法

制度について、その基本構造を理解し、法学的なものの見方を身に付けることを
目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。法学を学ぶ⼼構えと法とは何かを説明する。 

2 回 日常生活と契約との係わり、契約とは何かを説明する。 
3 回 日常生活と契約について、具体的な契約の内容(不動産、お金の取引等）を
説明する。 
4 回 日常生活においてよく起こるアクシデント（交通事故、医療事故、欠陥商



品、悪徳商法）への対応を説明する。 
5 回 家族関係（結婚、離婚、親子、相続）の法について説明する。 
6 回 雇用社会のルール（雇用、労働条件、労働基本権）について説明する。 
7 回 企業と法の係わり（企業の正体、株主、舵取り）につ 

準備学習 1 回  教科書を準備すること。 
2 回 教科書の関係部分(日常生活と契約）の予習を行うこと。 
3 回 教科書の関係部分(日常生活と契約）の復習・予習を行うこと。 
4 回 教科書の関係部分（日常生活のアクシデント）の予習を行うこと。 
5 回 教科書の関係部分(家族関係）の予習を行うこと。 
6 回 教科書の関係部分（雇用社会のルール）の予習を行うこと。 
7 回 教科書の関係部分（企業と法）の予習を行うこと。 
8 回 刑法のあらましについて予習しておくこと。 
9 回 教科書の関係部分（紛争の解決）の予習を行うこと。 
10 回 教 

 



年度 2014 
授業コード FB201910 
成績評価 中間試験(40%)、定期試験(60%)により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB201910 論理学 
担当教員名 中島 聰 
単位数 2 
教科書 論理学研究／中島 聰／ふくろう出版／978-4-861865466 
アクティブラーニング  
キーワード ⻄洋論理学の歴史 概念・命題・推理 論理的推論の形態と技法 自然言語の記

号処理 論理式の真偽計算 述語と量化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 論理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教科書巻末に掲載した参考文献を参照してください。 
授業形態 講義 
注意備考 論理学はその内容が文系理系の両分野にわたる学問です。学習成果を確実に積み

上げていくには復習が必須です。毎週講義の後は必ず復習をして、不明な箇所は
次週にでも質問してください。理解できるまで指導します。 

シラバスコード FB201910 
実務経験のある教員  
達成目標 1)各論理学の基礎的な事項について正確な理解ができること。  

2)初級的な推論の問題演習を通して、その技法を習得すること。  
3)社会生活上での問題解決能力や幅広い場でのコミュニケーション能力が展開
ができるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 7 階 中島(聰)研究室 086−256−9630  nakashima@soci.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Logic 
関連科目 基礎科目なので、B2 群科目には特に関連した科目はありません。講義への準備

学習と復習の徹底が大切です。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 伝統的論理学、帰納論理学、命題論理学、述語論理学という⻄洋の代表的な四つ

の論理学を取り上げ、各々の論理学の基礎的な事項を学習します。おそらく論理
学は大学で初めて学習する科目でしょう。論理学は根本的・形式的な学問です。
基礎的な知識・技法をしっかり学習することで、社会生活上での問題解決能力や



言語表現力・プレゼンテーション等のコミュニケーション能力も上達します。こ
のように論理学の基礎的な学習とその応用・展開を目的としています。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。序論として、論理学の定義・その学問的な特徴・論理

的な推論の形態について説明する。 
2 回 ⻄洋の論理学の歴史を概説する。 
3 回 伝統的論理学(1) 名辞(概念)の意味と種類、外延と内包、定義について学
習する。 
4 回 伝統的論理学(2) 命題(判断)の性質・種類・標準形式、周延不周延につい
て学習する。 
5 回 伝統的論理学(3) 直接推理の性質、種類として対当推理・変形推理につい
て学習する。 
6 回 伝統的論理学(4) 間接推理のうち、定言的三段論法の形式・要素、格式の
基本形について学習 

準備学習 1 回 講義全体の学習内容を、シラバスで確認し、把握しておくこと。 
2 回 教科書第一部「⻄洋論理学の思想史的背景」を読み、⻄洋論理学の歴史の概
略を把握しておくこと。 
3 回 教科書第二部「名辞」を読み、名辞(概念)の意味、外延と内包、種類、定義
について理解しておくこと。 
4 回 教科書第二部「命題」を読み、命題(判断)の性質、種類と標準形式、周延不
周延について理解しておくこと。 
5 回 教科書第二部「直接推理」を読み、推理の性質、その種類として対当推理・
変形推理について理解しておくこと。 
6 回 教科書第二部「間接 

 



年度 2014 
授業コード FB201920 
成績評価 中間試験(40%)、定期試験(60%)により成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB201920 論理学 
担当教員名 中島 聰 
単位数 2 
教科書 論理学研究／中島 聰／ふくろう出版／978-4-861865466 
アクティブラーニング  
キーワード ⻄洋論理学の歴史 概念・命題・推理 論理的推論の形態と技法 自然言語の記

号処理 論理式の真偽計算 述語と量化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 論理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教科書巻末に掲載した参考文献を参照してください。 
授業形態 講義 
注意備考 論理学はその内容が文系理系の両分野にわたる学問です。学習成果を確実に積み

上げていくには復習が必須です。毎週講義の後は必ず復習をして、不明な箇所は
次週にでも質問してください。理解できるまで指導します。 

シラバスコード FB201920 
実務経験のある教員  
達成目標 1)各論理学の基礎的な事項について正確な理解ができること。  

2)初級的な推論の問題演習を通して、その技法を習得すること。  
3)社会生活上での問題解決能力や幅広い場でのコミュニケーション能力が展開
ができるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 7 階 中島(聰)研究室 086−256−9630  nakashima@soci.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Logic 
関連科目 基礎科目なので、B2 群科目には特に関連した科目はありません。講義への準備

学習と復習の徹底が大切です。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 伝統的論理学、帰納論理学、命題論理学、述語論理学という⻄洋の代表的な四つ

の論理学を取り上げ、各々の論理学の基礎的な事項を学習します。おそらく論理
学は大学で初めて学習する科目でしょう。論理学は根本的・形式的な学問です。
基礎的な知識・技法をしっかり学習することで、社会生活上での問題解決能力や



言語表現力・プレゼンテーション等のコミュニケーション能力も上達します。こ
のように論理学の基礎的な学習とその応用・展開を目的としています。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。序論として、論理学の定義・その学問的な特徴・論理

的な推論の形態について説明する。 
2 回 ⻄洋の論理学の歴史を概説する。 
3 回 伝統的論理学(1) 名辞(概念)の意味と種類、外延と内包、定義について学
習する。 
4 回 伝統的論理学(2) 命題(判断)の性質・種類・標準形式、周延不周延につい
て学習する。 
5 回 伝統的論理学(3) 直接推理の性質、種類として対当推理・変形推理につい
て学習する。 
6 回 伝統的論理学(4) 間接推理のうち、定言的三段論法の形式・要素、格式の
基本形について学習 

準備学習 1 回 講義全体の学習内容を、シラバスで確認し、把握しておくこと。 
2 回 教科書第一部「⻄洋論理学の思想史的背景」を読み、⻄洋論理学の歴史の概
略を把握しておくこと。 
3 回 教科書第二部「名辞」を読み、名辞(概念)の意味、外延と内包、種類、定義
について理解しておくこと。 
4 回 教科書第二部「命題」を読み、命題(判断)の性質、種類と標準形式、周延不
周延について理解しておくこと。 
5 回 教科書第二部「直接推理」を読み、推理の性質、その種類として対当推理・
変形推理について理解しておくこと。 
6 回 教科書第二部「間接 

 



年度 2014 
授業コード FB201930 
成績評価 中間試験(40%)、定期試験(60%)により成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB201930 論理学 
担当教員名 中島 聰 
単位数 2 
教科書 論理学研究／中島 聰／ふくろう出版／978-4-861865466 
アクティブラーニング  
キーワード ⻄洋論理学の歴史 概念・命題・推理 論理的推論の形態と技法 自然言語の記

号処理 論理式の真偽計算 述語と量化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 論理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教科書巻末に掲載した参考文献を参照してください。 
授業形態 講義 
注意備考 論理学はその内容が文系理系の両分野にわたる学問です。学習成果を確実に積み

上げていくには復習が必須です。毎週講義の後は必ず復習をして、不明な箇所は
次週にでも質問してください。理解できるまで指導します。 

シラバスコード FB201930 
実務経験のある教員  
達成目標 1)各論理学の基礎的な事項について正確な理解ができること。  

2)初級的な推論の問題演習を通して、その技法を習得すること。  
3)社会生活上での問題解決能力や幅広い場でのコミュニケーション能力が展開
ができるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 7 階 中島(聰)研究室 086−256−9630  nakashima@soci.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Logic 
関連科目 基礎科目なので、B2 群科目には特に関連した科目はありません。講義への準備

学習と復習の徹底が大切です。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 伝統的論理学、帰納論理学、命題論理学、述語論理学という⻄洋の代表的な四つ

の論理学を取り上げ、各々の論理学の基礎的な事項を学習します。おそらく論理
学は大学で初めて学習する科目でしょう。論理学は根本的・形式的な学問です。
基礎的な知識・技法をしっかり学習することで、社会生活上での問題解決能力や



言語表現力・プレゼンテーション等のコミュニケーション能力も上達します。こ
のように論理学の基礎的な学習とその応用・展開を目的としています。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。序論として、論理学の定義・その学問的な特徴・論理

的な推論の形態について説明する。 
2 回 ⻄洋の論理学の歴史を概説する。 
3 回 伝統的論理学(1) 名辞(概念)の意味と種類、外延と内包、定義について学
習する。 
4 回 伝統的論理学(2) 命題(判断)の性質・種類・標準形式、周延不周延につい
て学習する。 
5 回 伝統的論理学(3) 直接推理の性質、種類として対当推理・変形推理につい
て学習する。 
6 回 伝統的論理学(4) 間接推理のうち、定言的三段論法の形式・要素、格式の
基本形について学習 

準備学習 1 回 講義全体の学習内容を、シラバスで確認し、把握しておくこと。 
2 回 教科書第一部「⻄洋論理学の思想史的背景」を読み、⻄洋論理学の歴史の概
略を把握しておくこと。 
3 回 教科書第二部「名辞」を読み、名辞(概念)の意味、外延と内包、種類、定義
について理解しておくこと。 
4 回 教科書第二部「命題」を読み、命題(判断)の性質、種類と標準形式、周延不
周延について理解しておくこと。 
5 回 教科書第二部「直接推理」を読み、推理の性質、その種類として対当推理・
変形推理について理解しておくこと。 
6 回 教科書第二部「間接 

 



年度 2014 
授業コード FB202010 
成績評価 小テスト 30％、学期末試験 70％ 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB202010 経済学 
担当教員名 三原 裕子 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 経済学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 教科書は指定せず、レジュメを配布します。また、必要に応じて適宜参考文献を

紹介します。受講生の様子を見ながら授業の内容を変更する場合があります。 
シラバスコード FB202010 
実務経験のある教員  
達成目標 ①経済学の基礎的な知識を身に着け、理論的に物事が判断できるための力を養

う。 
②新聞記事を読み、自分自身で政策の効果が評価できるようになるための知識を
身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 7 階 三原研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Economics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現実に行われる政策の効果を理解する事を目的とする。そのため、「一次接近」と

して、できるだけシンプルな箱庭経済を作り上げ、その箱庭経済がある政策によ
ってどのような影響を受けるかを、理論的に考察していくことを目的とする。そ
して、財政政策と金融政策の効果について検討する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  ガイダンス。講義の進め方およびマクロ経済の概観を説明する。 

2 回 マクロ経済学の課題とその分析方法について説明し、授業に最低限必要な



連立方程式について復習する。 
3 回 国内総生産には 3 つの側面があり、それらは何によって構成されているの
かについて説明する。さらに、国内総生産の三面等価の法則について説明する。 
4 回 実際の過去のデータを用いて、日本経済の推移を説明する。 
5 回 国内総生産の大きさはどのように決定されるのかについて説明する（45 度
線分析）。 
6 回 政府支出の拡大および租税が経済活動の規模 

準備学習 1 回 マクロ経済学の目的について復習しておくこと。 
2 回 連立方程式を解き、与えられた関数を図示できるように復習をしておくこ
と。 
3 回 国内総生産に関する記事を最低でも 1 つは読んでおくこと。 
4 回 日本経済の歩みについて整理しておくこと。 
5 回 国内総生産の定義についてきちんと復習をしておくこと。 
6 回 授業の内容を復習しておくこと。 
7 回 授業の内容を復習しておくこと。 
8 回 授業の内容を復習しておくこと。 
9 回 授業の内容を復習しておくこと。 
10 回 授業の内容を復習しておくこと。 
11 回 授業の内容 

 



年度 2014 
授業コード FB202020 
成績評価 課題提出（２０％），期末試験（８０％） 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB202020 経済学 
担当教員名 横尾 昌紀＊ 
単位数 2 
教科書 ゲーム理論・入門／岡⽥章著／有斐閣アルマ／9784641123625 
アクティブラーニング  
キーワード 経済学，戦略，戦略的状況，戦略的思考，ゲーム理論，ナッシュ均衡，部分ゲー

ム完全均衡，完全ベイジアン均衡，進化． 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 経済学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 『ミクロ経済学 戦略的アプローチ』，梶井厚志・松井彰彦著，日本評論社 
授業形態 講義 
注意備考 参考書として挙げた『ミクロ経済学 戦略的アプローチ』（以前教科書として指

定）をすでに入手している場合は，新たに教科書を買う必要はありません．講義
の前半（１回目から７回目まで）部分に単位取得に関する重要な内容が集中しま
すので注意してください．期末試験の「過去問」を授業の最初の方で配布します
ので，入手漏れがないように気をつけてください． 

シラバスコード FB202020 
実務経験のある教員  
達成目標 ・戦略形表現のゲームの構造を理解する． 

・簡単な戦略形ゲームにおける純粋戦略のナッシュ均衡を求める． 
・簡単な戦略形ゲームにおける混合戦略のナッシュ均衡を求める． 
・展開形表現のゲームの構造を理解する．・簡単な展開形ゲームにおける部分ゲ
ーム完全均衡を求める． 
・簡単な展開形ゲームと戦略形ゲームの関連，およびナッシュ均衡と部分ゲーム
完全均衡の関係を理解する． 
・簡単な不完備情報のゲームの記述法を理解する． 
・簡単な不完備情報ゲームで完全ベイジアン均衡を求める． 
・簡単なレプリケータダイナミクスの記述の仕方を 

受講者へのコメント  
連絡先 電子メール： yokoo@e.okayama-u.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Economics 
関連科目 社会と人間 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代の経済学のひとつの基礎を成す理論であるゲーム理論の基礎を講義します．

人々の意思決定が相互に依存している状況，すなわち，駆け引きのある状況を「戦
略的状況」と呼びます．ゲーム理論はそのような状況をシステマティックに分析
するために開発された比較的新しい学問分野です．このゲーム理論の学習を通じ
て，「戦略的思考」を身につけることを目的とします． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 経済学の概要とゲーム理論の関係について 

2 回 囚人のジレンマ 
3 回 戦略形ゲームとナッシュ均衡 
4 回 戦略形ゲームの応用例：価格競争，家事の分担，ＯＳの選択等 
5 回 混合戦略のナッシュ均衡：ジャンケンの‘必勝法’ 
6 回 展開形ゲームと部分ゲーム完全均衡 
7 回 展開形ゲームの応用例（１）：参入阻止ゲーム，ネズミ講，チェインストア
パラドクス 
8 回 展開形ゲームと戦略形ゲームの関係について 
9 回 展開形ゲームの応用例（２）：「裁量かルールか？」あるいは「なぜ大学の講
義にシラバスが必要なのか？」 
10 回 非 

準備学習 1 回 教科書の第１章を授業の前か後に読んでおいてください． 
2 回 教科書の第２章と第５章の最初の節を読んでおいてください． 
3 回 教科書の第３章と４章を読んでおいてください． 
4 回 教科書の第３章と４章を読んでおいてください． 
5 回 教科書の第４章と５章を読んでおいてください． 
6 回 教科書の第６章を読んでおいてください． 
7 回 教科書の第６章を読んでおいてください． 
8 回 教科書の第６章を読んでおいてください． 
9 回 配布した資料を読んでおいてください． 
10 回 教科書の第８章を読んでおいてください． 
 

 



年度 2014 
授業コード FB202030 
成績評価 定期試験(100%) 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB202030 経済学 
担当教員名 山下 賢二＊ 
単位数 2 
教科書 ① １からの経済学／中谷武・中村保編著／碩学舎/中央経済社／9784502680809 

② プリント(ホームページからダウンロード。URL は第 1 回目の講義で指示す
る。） 

アクティブラーニング  
キーワード ミクロ経済学・マクロ経済学・家計・企業・政府・消費・投資・市場・国⺠所得・

経済政策 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 話の細部まで聞いていてもらえたことを喜んでおります。 

学生諸君の移動時間も考慮した開始時刻は今後も維持するつもりです。 
科目名 経済学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義では，微分（偏微分・全微分含む）を多用する。高校で微分を既に学んでい

ることが望ましい。そうでない場合は各自で初等的な「微分積分」の科目を受講
するなりすることを勧める。 
試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 

シラバスコード FB202030 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的な経済理論を理解できるようになること，様々な経済問題を科学的・論理

的に把握できるようになること 
受講者へのコメント 経済学に興味をもってもらえたことを喜んでいます。 
連絡先 岡山商科大学経済学部 山下賢二研究室 kenyamashita@po.osu.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 妥当な評価です。 
英文科目名 Economics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 「経済学」の基本的な知識のみならず、「教養科目」のひとつとして、他の科目に

も応用できるような知識や方法論をさらに教えていきたいと考えております。 
講義目的 経済現象は日々変化しており，その把握は経済理論の助けなしでは困難なものが

ある。本講義では，経済現象に対する科学的・論理的な冷静なる視点を養うこと



を目的として，若干の数学を用いながら，経済理論の最も基本的な部分を講義す
る。主として，個々の経済主体や個々の市場の経済行動を取り扱うミクロ経済理
論について講義するが，国レベルでの経済行動を取り扱うマクロ経済理論につい
ても講義する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 経済学とは何かについての概要を講義する。 

2 回 ミクロ経済理論のうち消費者の理論について講義する。 
特に消費者行動の原則と効用の概念について講義する。 
3 回 ミクロ経済理論のうち消費者の理論について講義する。 
特に無差別曲線と効用関数の関係について講義する。 
4 回 ミクロ経済理論のうち消費者の理論について講義する。 
特に最適消費点の導出について講義する。 
5 回 ミクロ経済理論のうち消費者の理論について講義する。 
特に最適消費点を解析的に求める方法について講義する。 
6 回 ミクロ経済理論のうち企業の理 

準備学習 1 回 新聞などから経済ニュースを読んでおくこと（※内容は何でもよい。） 
2 回 1.微分の復習をしておくこと 2.第 1 回目の講義で指示したホームページか
ら資料をダウンロードしておくこと 
3 回 第 2 回目の講義の復習をしておくこと 
4 回 第 3 回目の講義の復習をしておくこと 
5 回 第 4 回目の講義の復習をしておくこと 
6 回 企業行動の原則について考えておくこと 
7 回 第 6 回目の講義の復習をしておくこと 
8 回 第 7 回目の講義の復習をしておくこと 
9 回 第 8 回目の講義の復習をしておくこと 
10 回 第 9 回目の講義の復習をし 

 



年度 2014 
授業コード FB202040 
成績評価 試験（100%） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB202040 経済学 
担当教員名 野村證券＊ 
単位数 2 
教科書 適宜、資料をコピーして配布 
アクティブラーニング  
キーワード 金融、企業、経営 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 好意的なコメントばかりを集めていただき、ご配慮⼼から感謝いたします。 

辛口のコメントもいただけましたら幸いです。 
今後ともよろしくお願い申し上げます。 

科目名 経済学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「証券投資の基礎」 野村證券投資情報部 編／丸善株式会社 
授業形態 講義 
注意備考 講義計画は内容が変更になる場合がございます 
シラバスコード FB202040 
実務経験のある教員  
達成目標 経済において証券市場が果たす役割はきわめて大きいものであるが、その実態は

どのようなものかを現場の鋭い実務感覚をベースに分かりやすく解説していき
たい。証券市場と証券投資の現実を知ることは、将来の資産運用に役立つ知識を
得るだけではなく、生きた経済を肌で感じる機会に出会うことでもある。多くの
意欲的な学生諸君が受講して、自らの学問的感覚を磨いてくれることを期待して
いる。 

受講者へのコメント まじめに授業に出席いただき、大変ありがとうございます。 
せめて試験直前の準備を多少なりともしていただければ、よろしいのではないで
しょうか。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業にはまじめに出席いただいたようですが、授業時間外の学習時間がゼロの方
が、7 割近くに上ったことは残念です。一方で、この分野への理解が深まったと
お答えの方が 8 割近くに達した点は、大変⼼強く思っております。総合評価にお
ける満足の割合が 100％となるよう、講師一同努力していきたいと思います。 

英文科目名 Economics 
関連科目  



次回に向けての改善変更予定 2 とも絡むのですが、時間的な余裕があれば、試験直前の講義において試験問題
の傾向等をお知らせできればと思いますが、確約は難しいです。努力目標とさせ
ていただきます。 

講義目的 直接金融への期待が高まる現在、資本市場に求められる役割とは何か。金融ビッ
グバン以降、激変する日本の資本市場の全容と投資とリスク＆リターンの考え
方、株式投資・債券投資・グローバル証券投資・分散投資の方法など実務の観点
から解説します。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 

2 回 経済情報の捉え方 
3 回 金融資本市場の役割とその変化 
4 回 証券投資のリスク・リターン 
5 回 ポートフォリオ・マネジメント 
6 回 債券市場の役割と投資の考え方Ⅰ 
7 回 債券市場の役割と投資の考え方Ⅱ 
8 回 株式市場の役割と投資の考え方Ⅰ 
9 回 株式市場の役割と投資の考え方Ⅱ 
10 回 外国為替相場とその変動要因について 
11 回 投資信託の役割とその仕組み 
12 回 日本の株式市場史 
13 回 財務分析と企業評価について 
14 回 資本市場における投資家⼼理 
15 回 資産運用とライフ・プラン 

準備学習 1 回 メディアなどを通じ経済の流れに日々関⼼を持っておくこと 
2 回 メディアなどを通じ経済の流れに日々関⼼を持っておくこと 
3 回 メディアなどを通じ経済の流れに日々関⼼を持っておくこと 
4 回 メディアなどを通じ経済の流れに日々関⼼を持っておくこと 
5 回 メディアなどを通じ経済の流れに日々関⼼を持っておくこと 
6 回 メディアなどを通じ経済の流れに日々関⼼を持っておくこと 
7 回 メディアなどを通じ経済の流れに日々関⼼を持っておくこと 
8 回 メディアなどを通じ経済の流れに日々関⼼を持っておくこと 
9 回 メディア 

 



年度 2014 
授業コード FB202050 
成績評価 課題提出（２０％），期末試験（８０％） 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB202050 経済学 
担当教員名 横尾 昌紀＊ 
単位数 2 
教科書 ゲーム理論・入門／岡⽥章著／有斐閣アルマ／9784641123625 
アクティブラーニング  
キーワード 経済学，戦略，戦略的状況，戦略的思考，ゲーム理論，ナッシュ均衡，部分ゲー

ム完全均衡，完全ベイジアン均衡，進化． 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 経済学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 『ミクロ経済学 戦略的アプローチ』，梶井厚志・松井彰彦著，日本評論社 
授業形態 講義 
注意備考 参考書として挙げた『ミクロ経済学 戦略的アプローチ』（以前教科書として指

定）をすでに入手している場合は，新たに教科書を買う必要はありません．講義
の前半（１回目から７回目まで）部分に単位取得に関する重要な内容が集中しま
すので注意してください．期末試験の「過去問」を授業の最初の方で配布します
ので，入手漏れがないように気をつけてください． 

シラバスコード FB202050 
実務経験のある教員  
達成目標 ・戦略形表現のゲームの構造を理解する． 

・簡単な戦略形ゲームにおける純粋戦略のナッシュ均衡を求める． 
・簡単な戦略形ゲームにおける混合戦略のナッシュ均衡を求める． 
・展開形表現のゲームの構造を理解する． 
・簡単な展開形ゲームにおける部分ゲーム完全均衡を求める． 
・簡単な展開形ゲームと戦略形ゲームの関連，およびナッシュ均衡と部分ゲーム
完全均衡の関係を理解する． 
・簡単な不完備情報のゲームの記述法を理解する． 
・簡単な不完備情報ゲームで完全ベイジアン均衡を求める． 
・簡単なレプリケータダイナミクスの記述の仕方 

受講者へのコメント  
連絡先 電子メール： yokoo@e.okayama-u.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Economics 
関連科目 社会と人間 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代の経済学のひとつの基礎を成す理論であるゲーム理論の基礎を講義します．

人々の意思決定が相互に依存している状況，すなわち，駆け引きのある状況を「戦
略的状況」と呼びます．ゲーム理論はそのような状況をシステマティックに分析
するために開発された比較的新しい学問分野です．このゲーム理論の学習を通じ
て，「戦略的思考」を身につけることを目的とします． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 経済学の概要とゲーム理論の関係について 

2 回 囚人のジレンマ 
3 回 戦略形ゲームとナッシュ均衡 
4 回 戦略形ゲームの応用例：価格競争，家事の分担，ＯＳの選択等 
5 回 混合戦略のナッシュ均衡：ジャンケンの‘必勝法’ 
6 回 展開形ゲームと部分ゲーム完全均衡 
7 回 展開形ゲームの応用例（１）：参入阻止ゲーム，ネズミ講，チェインストア
パラドクス 
8 回 展開形ゲームと戦略形ゲームの関係について 
9 回 展開形ゲームの応用例（２）：「裁量かルールか？」あるいは「なぜ大学の講
義にシラバスが必要なのか？」 
10 回 非 

準備学習 1 回 教科書の第１章を授業の前か後に読んでおいてください． 
2 回 教科書の第２章と第５章の最初の節を読んでおいてください． 
3 回 教科書の第３章と４章を読んでおいてください． 
4 回 教科書の第３章と４章を読んでおいてください． 
5 回 教科書の第４章と５章を読んでおいてください． 
6 回 教科書の第６章を読んでおいてください． 
7 回 教科書の第６章を読んでおいてください． 
8 回 教科書の第６章を読んでおいてください． 
9 回 配布した資料を読んでおいてください． 
10 回 教科書の第８章を読んでおいてください． 
 

 



年度 2014 
授業コード FB202060 
成績評価 定期試験(100%) 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB202060 経済学 
担当教員名 山下 賢二＊ 
単位数 2 
教科書 ① １からの経済学／中谷武・中村保編著（碩学舎／中央経済社） 

ISBN : 9784502680809 
② プリント(ホームページからダウンロード。URL は第 1 回目の講義で指示す
る。） 

アクティブラーニング  
キーワード ミクロ経済学・マクロ経済学・家計・企業・政府・消費・投資・市場・国⺠所得・

経済政策 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 さらに多くの世間話を例話として用いていくつもりである。 
科目名 経済学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義では，微分（偏微分・全微分含む）を多用する。高校で微分を既に学んでい

ることが望ましい。そうでない場合は各自で初等的な「微分積分」の科目を受講
するなりすることを勧める。 
試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 

シラバスコード FB202060 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的な経済理論を理解できるようになること，様々な経済問題を科学的・論理

的に把握できるようになること 
受講者へのコメント 世間知ではなく、学問的な視点から経済・社会を見ていくことを今後も続けてほ

しい。 
連絡先 岡山商科大学経済学部 山下賢二研究室 kenyamashita@po.osu.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね、妥当である。 
英文科目名 Economics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 数式と、その背景にある現象を表す言葉の関係をよりはっきりさせていく。 
講義目的 経済現象は日々変化しており，その把握は経済理論の助けなしでは困難なものが

ある。本講義では，経済現象に対する科学的・論理的な冷静なる視点を養うこと



を目的として，若干の数学を用いながら，経済理論の最も基本的な部分を講義す
る。主として，個々の経済主体や個々の市場の経済行動を取り扱うミクロ経済理
論について講義するが，国レベルでの経済行動を取り扱うマクロ経済理論につい
ても講義する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 経済学とは何かについての概要を講義する。 

2 回 ミクロ経済理論のうち消費者の理論について講義する。 
特に消費者行動の原則と効用の概念について講義する。 
3 回 ミクロ経済理論のうち消費者の理論について講義する。 
特に無差別曲線と効用関数の関係について講義する。 
4 回 ミクロ経済理論のうち消費者の理論について講義する。 
特に最適消費点の導出について講義する。 
5 回 ミクロ経済理論のうち消費者の理論について講義する。 
特に最適消費点を解析的に求める方法について講義する。 
6 回 ミクロ経済理論のうち企業の理 

準備学習 1 回 新聞などから経済ニュースを読んでおくこと（※内容は何でもよい。） 
2 回 1.微分の復習をしておくこと 2.第 1 回目の講義で指示したホームページか
ら資料をダウンロードしておくこと 
3 回 第 2 回目の講義の復習をしておくこと 
4 回 第 3 回目の講義の復習をしておくこと 
5 回 第 4 回目の講義の復習をしておくこと 
6 回 企業行動の原則について考えておくこと 
7 回 第 6 回目の講義の復習をしておくこと 
8 回 第 7 回目の講義の復習をしておくこと 
9 回 第 8 回目の講義の復習をしておくこと 
10 回 第 9 回目の講義の復習をし 

 



年度 2014 
授業コード FB202110 
成績評価 上記達成目標の到達度を定期試験(70%)と小テスト(30%)で評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB202110 国際関係論 
担当教員名 砂川 和泉＊ 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 国際機構、国際連合、国際法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 出席をとる回数については今後検討したい。 

淡々と講義をしていることについては、自分の講義のスタイルであると思ってい
ます。ただ、今後は、時折雑談もするつもりである。 
教科書については、適切なものがあれば、教科書として指定するしたい。 

科目名 国際関係論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 定員 100 名。先着順に受講を許可するので、初回の講義に必ず出席し、教室の前

から詰めて着席してください。 
シラバスコード FB202110 
実務経験のある教員  
達成目標 ①国際連盟と国際連合の設立の経緯について、その概略を説明できる。 

②国際連盟と国際連合の基本的な仕組みについて説明できる。 
③国際紛争を処理するための基本的な仕組みについて説明できる。 
④国際社会の平和と安全を維持するための基本的な仕組みについて説明できる。 

受講者へのコメント 概ね適切に評価してくれたと思う。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各項目とも概ね適切な評価であった。 
英文科目名 Approaches to Transnational Relations 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 授業時間外の学習を促す⼯夫をしたい。 
講義目的  国際社会に政府は存在しないが、完全な無秩序状態という訳ではなく､そこに

は一定の秩序が形成されている。この秩序形成に重要な役割を果たしている国際
機構に関する様々な問題を検討することにより、国際社会の基本的な構造を明ら
かにする。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の進め方・受講上の注意点などを説明する。 

国際社会の特徴を国内社会と比較しながら説明する。 
2 回 国際関係の歴史(1)：近代ヨーロッパ国際社会の成立を中⼼に説明する。 
3 回 国際関係の歴史(2)：国際連盟の設立の経緯を概観する。 
4 回 国際関係の歴史(3)：国際連合設立の経緯を概観する。 
5 回 国際連合の組織構造(1)国際連合の主要な機関を概観する。特に総会と安全
保障理事会について説明する。 
6 回 国際連合の組織構造(2)国際連合の主要な機関について概観する。特に前回
扱わなか 

準備学習 1 回 新聞の国際面に目を通しておくこと。 
2 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
3 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
4 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
5 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
6 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
7 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
8 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
9 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
10 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
11 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
12 

 



年度 2014 
授業コード FB202120 
成績評価 上記達成目標の到達度を定期試験(70%)と小テスト(30%)で評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB202120 国際関係論 
担当教員名 砂川 和泉＊ 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 国際機構、国際連合、国際法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 改善に努めます。 
科目名 国際関係論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 定員 100 名。先着順に受講を許可するので、初回の講義に必ず出席し、教室の前

から詰めて着席してください。 
シラバスコード FB202120 
実務経験のある教員  
達成目標 ①国際連盟と国際連合の設立の経緯について、その概略を説明できる。 

②国際連盟と国際連合の基本的な仕組みについて説明できる。 
③国際紛争を処理するための基本的な仕組みについて説明できる。 
④国際社会の平和と安全を維持するための基本的な仕組みについて説明できる。 

受講者へのコメント 適切に評価してもらえたと思います。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 適切な評価であった。 
英文科目名 Approaches to Transnational Relations 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 教科書の指定について検討したい。 
講義目的  国際社会に政府は存在しないが、完全な無秩序状態という訳ではなく､そこに

は一定の秩序が形成されている。この秩序形成に重要な役割を果たしている国際
機構に関する様々な問題を中⼼に検討することにより、国際社会の基本的な構造
を明らかにする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の進め方・受講上の注意点などを説明する。 

国際社会の特徴を国内社会と比較しながら説明する。 



2 回 国際関係の歴史(1)：近代ヨーロッパ国際社会の成立を中⼼に説明する。 
3 回 国際関係の歴史(2)：国際連盟の設立の経緯を概観する。 
4 回 国際関係の歴史(3)：国際連合設立の経緯を概観する。 
5 回 国際連合の組織構造(1)国際連合の主要な機関を概観する。特に総会と安全
保障理事会について説明する。 
6 回 国際連合の組織構造(2)国際連合の主要な機関について概観する。特に前回
扱わなか 

準備学習 1 回 新聞の国際面に目を通しておくこと。 
2 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
3 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
4 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
5 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
6 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
7 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
8 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
9 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
10 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
11 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
12 

 



年度 2014 
授業コード FB202210 
成績評価 定期試験（１００％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB202210 比較文化論 
担当教員名 小阪 清行＊ 
単位数 2 
教科書 プリント『コラージュ 比較文化 ― ドイツ文化を軸として ― 』（2014 年版）数

回に分けて配布。２回続けて欠席するとプリントを入手できなくなるので、要注
意！！やむを得ず連続欠席する場合は友人などに頼んでおくこと。 

アクティブラーニング  
キーワード ドイツ、歴史、文学、宗教（仏教、キリスト教、ユダヤ教）、ユダヤ人問題、ルタ

ー、ゲーテ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 比較文化論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB202210 
実務経験のある教員  
達成目標 「ドイツ的なるものとは何か？ドイツ文化を支えるものは何か？」「われわれを

取り囲む仏教とはいかなる宗教か？それはキリスト教など一神教とどこが違う
のか？あるいはどこに共通点が見いだせるのか？」「なぜユダヤ人は迫害された
のか？」などの素朴な問いの解明。 

受講者へのコメント 静かによく聴いてくれて、とてもやりやすかったです。 
連絡先 kosaka_kiyoyuki@hotmail.com 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 以前より少しは平均値が向上しているようなので、今後も向上するよう努めるつ
もり。 

英文科目名 Comparative Cultures 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 声が少し小さい、字が薄いとの指摘があったので改善するつもり。 
講義目的  文化をその最も深いところで支える宗教を通して、日本と欧米を比較する。特

に仏教・日本文学を通して東洋的・日本的ものの見方について、またキリスト教
（特にルター）やゲーテなどを通してヨーロッパ的・ゲルマン的ものの見方につ
いて考えてみたい。 



 また、高度の芸術・文化を誇ったドイツで、なぜあのような蛮行（ホロコース
ト）が起こりえたのか、そもそもユダヤ人問題とは何なのか、などについても考
えてみたい。 
 担当者が⻑年携わってきたドイツ文化に軸足を置きつつ、かつ国際共通語エス
ペラントを介して得た体験などをベースにして、 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 自然・言語・風土と⺠族性 
3 回 宗教一般 
4 回 仏教 
5 回 キリスト教 
6 回 ルターと宗教改革 
7 回 ユダヤ教 
8 回 ユダヤ人の歴史 
9 回 ユダヤ人迫害史 
10 回 ナチス時代のドイツ 
11 回 ユダヤ人の能力 
12 回 ドイツ語圏の文学と思想 
13 回 ゲーテとドイツ 
14 回 試験発表（時間があればまとめ） 
15 回 定期試験 

準備学習 特に必要なし 
 



年度 2014 
授業コード FB202220 
成績評価 定期試験（１００％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB202220 比較文化論 
担当教員名 小阪 清行＊ 
単位数 2 
教科書 プリント『コラージュ 比較文化 ― ドイツ文化を軸として ― 』（2014 年版）数

回に分けて配布。２回続けて欠席するとプリントを入手できなくなるので、要注
意！！やむを得ず連続欠席する場合は友人などに頼んでおくこと。 

アクティブラーニング  
キーワード ドイツ、歴史、文学、宗教（仏教、キリスト教、ユダヤ教）、ユダヤ人問題、ルタ

ー、ゲーテ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 比較文化論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB202220 
実務経験のある教員  
達成目標 「ドイツ的なるものとは何か？ドイツ文化を支えるものは何か？」「われわれを

取り囲む仏教とはいかなる宗教か？それはキリスト教など一神教とどこが違う
のか？あるいはどこに共通点が見いだせるのか？」「なぜユダヤ人は迫害された
のか？」などの素朴な問いの解明。 

受講者へのコメント 特になし。 
連絡先 kosaka_kiyoyuki@hotmail.com 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 以前より少しは平均値が向上しているようなので、今後も向上するよう努めるつ
もり。 

英文科目名 Comparative Cultures 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 声が少し小さい、字が薄いとの指摘があったので改善するつもり。 
講義目的  文化をその最も深いところで支える宗教を通して、日本と欧米を比較する。特

に仏教・日本文学を通して東洋的・日本的ものの見方について、またキリスト教
（特にルター）やゲーテなどを通してヨーロッパ的・ゲルマン的ものの見方につ
いて考えてみたい。 



 また、高度の芸術・文化を誇ったドイツで、なぜあのような蛮行（ホロコース
ト）が起こりえたのか、そもそもユダヤ人問題とは何なのか、などについても考
えてみたい。 
 担当者が⻑年携わってきたドイツ文化に軸足を置きつつ、かつ国際共通語エス
ペラントを介して得た体験などをベースにして、 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 自然・言語・風土と⺠族性 
3 回 宗教一般 
4 回 仏教 
5 回 キリスト教 
6 回 ルターと宗教改革 
7 回 ユダヤ教 
8 回 ユダヤ人の歴史 
9 回 ユダヤ人迫害史 
10 回 ナチス時代のドイツ 
11 回 ユダヤ人の能力 
12 回 ドイツ語圏の文学と思想 
13 回 ゲーテとドイツ 
14 回 試験発表（時間があればまとめ） 
15 回 定期試験 

準備学習 特に必要なし 
 



年度 2014 
授業コード FB202230 
成績評価 定期試験（８０％）、小レポート（２０％） 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB202230 比較文化論 
担当教員名 高池 久隆 
単位数 2 
教科書 新ドイツの街角から−ドイツ文化事情／髙橋 憲／郁文堂／9784261012408 
アクティブラーニング  
キーワード 文化、異文化、比較文化、ドイツ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・教科書をパラパラとやっていたので、内容が頭に入ってこない。⿊板にもっと

詳しく書いてほしい。 
   →この講義は、その対象の性格上、積み重ね式に段階をおって進めていく
タイプのものではないため、まとまりのなさを感じられたのかもしれません。少
しでもまとまりを生み出せるように、⼼がけたいと思います。 
・途中で出ていく学生に注意をしすぎ→受講者数が多い授業の場合、これを大目
に見ていると収拾がつかなくなります。 
・出欠確認の際フルネームで呼んでほしい。→多人数のため時間節約を図ったつ
もりですが、多人数だからこそフル 

科目名 比較文化論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 新聞やテレビ・ラジオのニュースなどを通して世界の動きに注目してほしい。 
シラバスコード FB202230 
実務経験のある教員  
達成目標 文化の多様性について認識できること。さまざまな習慣の相違に遭遇したとき、

優劣を問うのではなく、相違を生み出す文化的背景に関⼼を持つことができるこ
と。 

受講者へのコメント 特にありません。 
連絡先 27 号館 2 階 髙池研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【E】８）「毎回の学習目標の明示を」（２）「説明にもう少し⼯夫を」（４）「授業
中にもっと質問できるように」（２） 
       →⼼がけたいと思います。 
     「教科書のレベルがもう少し高くても」（２）→概説的な書物ですの
で、このような印象を持つ人がいるのも理解できます        が、専門
的すぎる書物を使った場合のリスクも考慮しなければなりません。 



【E】９）「受講者が多すぎる（１６０名登録）」（１６）→全く同感ですが、やむ
をえませんでした。 
     「⿊板をもっと利用してほしい」（６）→ポイン 

英文科目名 Comparative Cultures 
関連科目 文学 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 異質な文化圏との比較を通じて自らの価値観を常に相対化することは、今日の社

会を生きるために欠かせない姿勢である。本講義では、日本とドイツを比較し、
文化の特殊・普遍の諸相について考察する。このことを通じて、受講生が固定化
した価値観を柔軟に相対化できるよう、その手がかりの提供を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の進め方、成績評価、などについての説明をする。 

2 回 ドイツという国について概観する。 
3 回 ドイツと日本の間に見られる大きな相違について説明する。（１）（車社会、
ルール、マイスター制度を中⼼に） 
4 回 ドイツと日本の間に見られる大きな相違について説明する。（２）（メディ
ア、余暇、環境問題を中⼼に） 
5 回 ドイツと日本の間に見られる大きな相違について説明する。（３）（結婚、育
児、学生生活を中⼼に） 
6 回 ドイツと日本の間に見られる大きな相違について説明する。（４）（大学、68
年世代、サッカーを中 

準備学習 1 回 シラバスを読み、質問事項を整理しておくこと。 
2 回 テキストの１０〜２４ページを読み、質問事項を整理しておくこと。 
3 回 テキストの２６〜３６ページを読み、質問事項を整理しておくこと。 
4 回 テキストの３６〜４７ページを読み、質問事項を整理しておくこと。 
5 回 テキストの４７〜５５ページを読み、質問事項を整理しておくこと。 
6 回 テキストの５６〜６９ページを読み、質問事項を整理しておくこと。 
7 回 テキストの７２〜８３ページを読み、質問事項を整理しておくこと。 
8 回 テキストの８６〜９７ページを読み 

 



年度 2014 
授業コード FB202240 
成績評価 定期試験（８０％）、小レポート（２０％） 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB202240 比較文化論 
担当教員名 高池 久隆 
単位数 2 
教科書 新ドイツの街角から−ドイツ文化事情／髙橋 憲／郁文堂／9784261012408 
アクティブラーニング  
キーワード 文化、異文化、比較文化、ドイツ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・興味を持てる内容にしてほしい。→常に⼯夫を⼼がけたいと思います。。 

・先生の趣味で話していると感じる。→自らの体験を交えてお話しするようには
していますが、「趣味」と映ったとすれば残念です。 
・大切な点はまとめてほしかった。→要点は⿊板に書いているつもりですが、一
層⼼がけたいと思います。 

科目名 比較文化論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 新聞やテレビ・ラジオのニュースなどを通して世界の動きに注目してほしい。 
シラバスコード FB202240 
実務経験のある教員  
達成目標 文化の多様性について認識できること。さまざまな習慣の相違に遭遇したとき、

優劣を問うのではなく、相違を生み出す文化的背景に関⼼を持つことができるこ
と。 

受講者へのコメント 特にありません。 
連絡先 27 号館 2 階 髙池研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【E】８）「学習目標の明示を」（４）「説明にもう少し⼯夫を」（３）「授業中に質
問できるように」（３） 
      →⼼がけたいと思います。 
     「１回の授業で扱う量が少ない」（２）「教科書のレベルがもう少し高
くても」（２）   
      →このような意見の人がいることも予想できるのですが、一方で
「もう少し平易な教科書を」という意見もあるのが現実       です。バ
ランスをどうはかるかはいつも悩むところです。 
【E】９）「受講者数が多すぎる（登録者数８５）」（３）→少なくはありませんが、
この数はや 



英文科目名 Comparative Cultures 
関連科目 文学 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 異質な文化圏との比較を通じて自らの価値観を常に相対化することは、今日の社

会を生きるために欠かせない姿勢である。本講義では、日本とドイツを比較し、
文化の特殊・普遍の諸相について考察する。このことを通じて、受講生が固定化
した価値観を柔軟に相対化できるよう、その手がかりの提供を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の進め方、成績評価、などについての説明をする。 

2 回 ドイツという国について概観する。 
3 回 ドイツと日本の間に見られる大きな相違について説明する。（１）（車社会、
ルール、マイスター制度を中⼼に） 
4 回 ドイツと日本の間に見られる大きな相違について説明する。（２）（メディ
ア、余暇、環境問題を中⼼に） 
5 回 ドイツと日本の間に見られる大きな相違について説明する。（３）（結婚、育
児、学生生活を中⼼に） 
6 回 ドイツと日本の間に見られる大きな相違について説明する。（４）（大学、68
年世代、サッカーを中 

準備学習 1 回 シラバスを読み、質問事項を整理しておくこと。 
2 回 テキストの１０〜２４ページを読み、質問事項を整理しておくこと。 
3 回 テキストの２６〜３６ページを読み、質問事項を整理しておくこと。 
4 回 テキストの３６〜４７ページを読み、質問事項を整理しておくこと。 
5 回 テキストの４７〜５５ページを読み、質問事項を整理しておくこと。 
6 回 テキストの５６〜６９ページを読み、質問事項を整理しておくこと。 
7 回 テキストの７２〜８３ページを読み、質問事項を整理しておくこと。 
8 回 テキストの８６〜９７ページを読み 

 



年度 2014 
授業コード FB202410 
成績評価 定期試験（８０％）、小レポート（２０％） 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB202410 文学 
担当教員名 高池 久隆 
単位数 2 
教科書 増補 ドイツ文学案内／手塚 富雄、神品 芳夫／岩波文庫／9784003500033 
アクティブラーニング  
キーワード 文学、ドイツ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特に回答を要する記述はありませんでした。 
科目名 文学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新しく読むドイツ文学／三⽊ 恒治／（あきづ文庫） 
授業形態 講義 
注意備考 作品の日本語訳を利用するので、ドイツ語についての知識の有無は問わない。 
シラバスコード FB202410 
実務経験のある教員  
達成目標 言語の多義性に対する認識を得ること。文学作品の解釈において複数の解答があ

りうることを理解し、自らの解釈を作品内の言葉によって根拠づけることができ
るようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 2 階 髙池研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【Ｅ】 
８）「学習目標明示を」（２人）、「説明に⼯夫を」（３人）→一層⼼がけます。 
  「教科書をもっと平易なものに」（２人）→少し古く言葉づかいが難しいので
すが、他に手ごろなものがない状況です。ご理解ください。 
９）「⿊板をもっと利用」（２人）→わかりやすい板書を⼼がけたいと思います。 

英文科目名 Literature 
関連科目 比較文化論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 外国の文学作品を読む場合、それを生み出した国・時代に固有な文化が色濃く反

映していることを認識すると同時に、時空を超える普遍的問題の数々にも出会
う。本講義では、ドイツ語圏の文学を対象として、各作家・作品に見られる諸問
題を検討する。そのことを通じて、今の日本に住む私たちにとって距離的にも時
代的にも大きく隔たる作家・作品の抱える問題が特殊性と普遍性の両面を持って



いることについての理解を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の進め方、成績評価、などについての説明をする。 

2 回 ドイツ文学の特徴について概観する。 
3 回 ドイツ中世の文学について説明する。 
4 回 レッシングを中⼼に啓蒙主義時代の文学について説明する。 
5 回 若いゲーテの文学活動について説明する。 
6 回 円熟期のゲーテ、ならびに若いシラーの文学活動について説明する。 
7 回 円熟期のシラーの文学活動について説明する。 
8 回 ロマン派に属する詩人たち（シュレーゲル兄弟、ノヴァーリス他）の文学活
動について説明する。 
9 回 ハイネの文学活動について説明する。 
1 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、質問事項を整理しておくこと。 
2 回 テキストの１５〜２３ページ（序説）を読み、質問事項を整理しておくこ
と。 
3 回 テキストの２４〜３６ページ（中世期）を読み、質問事項を整理しておくこ
と。 
4 回 テキストの５１〜５７ページ（啓蒙主義とレッシング）を読み、質問事項を
整理しておくこと。 
5 回 テキストの５８〜７０ページ（シュトゥルム・ウント・ドラングの地盤）を
読み、質問事項を整理しておくこと。 
6 回 テキストの７１〜１２３ページ（ゲーテ）を読み、質問事項を整理しておく
こと。 
7 回 テキ 

 



年度 2014 
授業コード FB202420 
成績評価 定期試験（８０％）、小レポート（２０％） 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB202420 文学 
担当教員名 高池 久隆 
単位数 2 
教科書 増補 ドイツ文学案内／手塚 富雄、神品 芳夫／岩波文庫／9784003500033 
アクティブラーニング  
キーワード 文学、ドイツ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「授業とテストの内容が違う」→授業で時間をかけて扱った個所から出題してい

ます。 
「レポートを８００字１回から４００字２回にしてほしい」→参考意見として伺
っておきます。 

科目名 文学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新しく読むドイツ文学／三⽊ 恒治／（あきづ文庫） 
授業形態 講義 
注意備考 作品の日本語訳を利用するので、ドイツ語についての知識の有無は問わない。 
シラバスコード FB202420 
実務経験のある教員  
達成目標 言語の多義性に対する認識を得ること。文学作品の解釈において複数の解答があ

りうることを理解し、自らの解釈を作品内の言葉によって根拠づけることができ
るようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 2 階 髙池研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【Ｅ】 
８）「学習目標明示を」（１人）、「説明に⼯夫を」（１人）→一層⼼がけます。 
  「受講生の学習参加を」（１人）→今回は受講生が少なかったので、ディスカ
ッションも少し取り入れられたと反省しています。 
９）「⿊板をもっと利用」（２人）→わかりやすい板書を⼼がけたいと思います。 

英文科目名 Literature 
関連科目 比較文化論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 外国の文学作品を読む場合、それを生み出した国・時代に固有な文化が色濃く反

映していることを認識すると同時に、時空を超える普遍的問題の数々にも出会



う。本講義では、ドイツ語圏の文学を対象として、各作家・作品に見られる諸問
題を検討する。そのことを通じて、今の日本に住む私たちにとって距離的にも時
代的にも大きく隔たる作家・作品の抱える問題が特殊性と普遍性の両面を持って
いることについての理解を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の進め方、成績評価、などについての説明をする。 

2 回 ドイツ文学の特徴について概観する。 
3 回 ドイツ中世の文学について説明する。 
4 回 レッシングを中⼼に啓蒙主義時代の文学について説明する。 
5 回 若いゲーテの文学活動について説明する。 
6 回 円熟期のゲーテ、ならびに若いシラーの文学活動について説明する。 
7 回 円熟期のシラーの文学活動について説明する。 
8 回 ロマン派に属する詩人たち（シュレーゲル兄弟、ノヴァーリス他）の文学活
動について説明する。 
9 回 ハイネの文学活動について説明する。 
1 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、質問事項を整理しておくこと。 
2 回 テキストの１５〜２３ページ（序説）を読み、質問事項を整理しておくこ
と。 
3 回 テキストの２４〜３６ページ（中世期）を読み、質問事項を整理しておくこ
と。 
4 回 テキストの５１〜５７ページ（啓蒙主義とレッシング）を読み、質問事項を
整理しておくこと。 
5 回 テキストの５８〜７０ページ（シュトゥルム・ウント・ドラングの地盤）を
読み、質問事項を整理しておくこと。 
6 回 テキストの７１〜１２３ページ（ゲーテ）を読み、質問事項を整理しておく
こと。 
7 回 テキ 

 



年度 2014 
授業コード FB202430 
成績評価 定期試験８０％、レポート２０％ 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB202430 文学 
担当教員名 三⽊ 恒治 
単位数 2 
教科書 「新しく読むドイツ文学」/三⽊恒治/蜻文庫 
アクティブラーニング  
キーワード 文学、社会 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「よかった」という声があった一方、「板書をわかりやすく」「少し早口でききと

れなかった」という 
意見もいただきました。悪筆はなかなか治らないかもしれませんが、丁寧にまと
めていくようにします。 
また意識的に重要な部分はゆっくりとせつめいしてゆくよう⼼がけます。 

科目名 文学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 作品は、原則として日本語訳を参考にして説明します。 
シラバスコード FB202430 
実務経験のある教員  
達成目標 作品に登場するさまざまな世界や人間像を考察することによって、文学や社会の

構造に対する理解を深めてゆくことを目標としています。 
受講者へのコメント １００人を超える多人数の講義なので、一部やる気のない受講生もおり残念でし

た。 
私のほうも皆さんの興味を引く授業を目指しますが、受講するうえはきちんとや
って 
もらいたいと思います。（もちろんこれは一部の受講生についてです） 

連絡先 １１号館８階、オフィスアワー別途参照 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 過半数の「満足」の回答を頂き、前年度に比べ大幅に改善された感じで安⼼しま
した。 
少し説明にメリハリをつける⼯夫をしたのが良かったのかなと思います。 

英文科目名 Literature 
関連科目 ドイツ語Ⅰ、Ⅱ（ただし受講にあたって習得の必要はまったくありません。） 
次回に向けての改善変更予定 「文学」という一見堅苦しい内容の科目を、できるだけわかりやすい言葉で説明



するよう 
努力していきます。 

講義目的 ドイツ語圏の文学の主要作品を手がかりとして、ヨーロッパ文化の特質、ドイツ
人のものの考え方、日本と⻄洋の違いについて、さまざまな観点から考えてみた
いと思います。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 

2 回 ヨーロッパとドイツ 
3 回 「ニーベルンゲンの歌」 英雄の人間像に見るゲルマン気質について 
4 回 「エミーリア・ガロッティー」 近代市⺠悲劇の誕生 
5 回 「若きヴェルテルの悩み」 若者の情熱と社会の確執をめぐって 
6 回 「ファウスト」 人間の飽くなき欲望の行き着くところ 
7 回 「⻘い花」 真理を求める果てしなき憧れ 
8 回 「金髪のエックベルト」 夢と現実の相克に引き裂かれる人間像 
9 回 「グリムのメルヘン」 メルヘンに託された庶⺠の願望 
10 回 「みずうみ」 過ぎ去った⻘春時代と人生 

準備学習 1 回 シラバスの内容を確認し、講義の主旨を把握しておくこと。 
2 回 ヨーロッパの地図を見て、ドイツの位置関係を確認しておくこと。 
3 回 テキストの第一章に目を通して、物語の概略を理解しておくこと。 
4 回 テキストの第二章に目を通して、物語の概略を理解しておくこと。 
5 回 テキストの第三章に目を通して、物語の概略を理解しておくこと。 
6 回 テキストの第四章に目を通して、物語の概略を理解しておくこと。また前回
配付のゲーテの年譜を必ず持参すること。 
7 回 テキストの第五章に目を通して、物語の概略を理解しておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FB202440 
成績評価 定期試験８０％、レポート２０％ 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB202440 文学 
担当教員名 三⽊ 恒治 
単位数 2 
教科書 「新しく読むドイツ文学」/三⽊恒治/蜻文庫 
アクティブラーニング  
キーワード 文学、社会 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 このクラスは、「よかった」というコメントが大半でした。 

ただ、教室が「寒かったり暑かったりした」というコメント 
がありました。温度調節には十分留意し、皆さんの健康管理 
には万全を期したいと思います。 

科目名 文学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 作品は、原則として日本語訳を参考にして説明します。また初回出席時に必ずテ

キストを 
持参してください。 

シラバスコード FB202440 
実務経験のある教員  
達成目標 作品に登場するさまざまな世界や人間像を考察することによって、文学や社会の

構造に対する理解を深めてゆくことを目標としています。 
受講者へのコメント 「講義」の形態の科目としては、皆さんきちんと 

授業に取り組んでくれたという印象です。 
私のほうで小言を言わなければならないという状況が 
ほとんどなく、その点感謝します。 

連絡先 １１号館８階、オフィスアワー別途参照 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 過半数の「満足」の回答を頂き、安⼼しました。 
英文科目名 Literature 
関連科目 ドイツ語Ⅰ、Ⅱ（ただし受講にあたって習得の必要はまったくありません。） 
次回に向けての改善変更予定 「文学」という堅苦しい科目を皆さんの視点でわかりやすく 

説明してゆく努力をします。 
講義目的 ドイツ語圏の文学の主要作品を手がかりとして、ヨーロッパ文化の特質、ドイツ



人のものの考え方、日本と⻄洋の違いについて、さまざまな観点から考えてみた
いと思います。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 

2 回 ヨーロッパとドイツ 
3 回 「ニーベルンゲンの歌」 英雄の人間像に見るゲルマン気質について 
4 回 「エミーリア・ガロッティー」 近代市⺠悲劇の誕生 
5 回 「若きヴェルテルの悩み」 若者の情熱と社会の確執をめぐって 
6 回 「ファウスト」 人間の飽くなき欲望の行き着くところ 
7 回 「⻘い花」 真理を求める果てしなき憧れ 
8 回 「金髪のエックベルト」 夢と現実の相克に引き裂かれる人間像 
9 回 「グリムのメルヘン」 メルヘンに託された庶⺠の願望 
10 回 「みずうみ」 過ぎ去った⻘春時代と人生 

準備学習 1 回 シラバスの内容を確認し、講義の主旨を把握しておくこと。 
2 回 ヨーロッパの地図を見て、ドイツの位置関係を確認しておくこと。 
3 回 テキストの第一章に目を通して、物語の概略を理解しておくこと。 
4 回 テキストの第二章に目を通して、物語の概略を理解しておくこと。 
5 回 テキストの第三章に目を通して、物語の概略を理解しておくこと。 
6 回 テキストの第四章に目を通して、物語の概略を理解しておくこと。また前回
配付のゲーテの年譜を必ず持参すること。 
7 回 テキストの第五章に目を通して、物語の概略を理解しておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FB202610 
成績評価 試験(100%)により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB202610 考古学 
担当教員名 白石 純 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 考古理化学、文化財、文化財科学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 考古学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 考古学ゼミナール／江上波夫／山川出版社：考古学の基礎知識／広瀬和雄／角川

選書 
授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード FB202610 
実務経験のある教員  
達成目標 理系。文系を問わず、さまざまな知識、学問に応用できるように発想や資料分析

法の仕方の基礎知識を獲得することを目標とする。 
受講者へのコメント 受講者が多く、教室が狭いようだった。 
連絡先 21 号館 6F 白石研究室 086-256-9655 shiraish@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 評価は平均的に良いようである。 
英文科目名 Archaeology 
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定 もっと事例を増やして、講義をしたい。 
講義目的 考古学がなぜ必要であるのか。どんな学問であるのか。現代社会においてどのよ

うに役立っているのか。歴史が不得意な受講生にも理解しやすいように解説す
る。具体的には考古学における資料の分析や研究方法について解説し、考古学で
扱う分析資料の分類や基礎的な知識を理解させる。また、考古学における年代決
定法(相対年代・絶対年代)について理解させることで、考古学が人文学的研究法
のみでなく、自然科学的分析法によっても研究されていることを学習することを
目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 考古学がなぜ必要かについて実例を挙げながら説明する。 



2 回 考古学はどんな学問か。考古学の定義について実例を挙げながら説明する。 
3 回 考古学の研究対象・時間的範囲・地域的範囲ついて実例を挙げながら説明す
る。 
4 回 いろいろな考古学(時代・地域・宗教・その他)について実例を挙げながら説
明する。 
5 回 考古学はどのように発達したか、について実例を挙げながら説明する。 
6 回 考古学資料の種類(遺跡･遺構・遺物)について実例を挙げながら説明する。 
7 回 考古学の研究方法(型式学・一括遺物と共存関係)につい 

準備学習 シラバスを確認し、考古学の目的、定義、研究方法、年代測定、先史・原始時代
の考古学について、図書館等で調べておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FB202620 
成績評価 試験(100%) 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB202620 考古学 
担当教員名 白石 純 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 考古理化学、文化財、文化財科学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 考古学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 江上波夫「考古学ゼミナール」(山川出版社)、広瀬和雄「考古学の基礎知識」(角

川選書) 
授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード FB202620 
実務経験のある教員  
達成目標 理系。文系を問わず、さまざまな知識、学問に応用できるように発想や資料分析

法の仕方の基礎知識を獲得することを目標とする。 
受講者へのコメント この分野への興味が少しでも深まったようである。 
連絡先 アイソトープ実験棟 2 階 白石研究室  

shiraish@rins.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この講義を受講して７５％以上の学生が、満足しているようである。 
英文科目名 Archaeology 
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定 今後も新しい考古学の情報を随時追加しながら講義を進めていきたい。 
講義目的 考古学がなぜ必要であるのか。どんな学問であるのか。現代社会においてどのよ

うに役立っているのか。歴史が不得意な受験生にも理解しやすいように解説す
る。具体的には考古学における資料の分析や研究方法について解説し、考古学で
扱う分析資料の分類や基礎的な知識を理解させる。また、考古学における年代決
定法(相対年代・絶対年代)について理解させることで、考古学が人文学的研究法
のみでなく、自然科学的分析法によっても研究されていることを学習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 考古学がなぜ必要かについて実例を挙げながら説明する。 



2 回 考古学はどんな学問か。考古学の定義について実例を挙げながら説明する。 
3 回 考古学の研究対象・時間的範囲・地域的範囲ついて実例を挙げながら説明す
る。 
4 回 いろいろな考古学(時代・地域・宗教・その他)について実例を挙げながら説
明する。 
5 回 考古学はどのように発達したか、について実例を挙げながら説明する。 
6 回 考古学資料の種類(遺跡･遺構・遺物)について実例を挙げながら説明する。 
7 回 考古学の研究方法(型式学・一括遺物と共存関係)につい 

準備学習 シラバスを確認し、考古学の目的、定義、研究方法、年代測定、先史・原始時代
の考古学について、図書館等で調べておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FB202810 
成績評価 定期試験（100％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB202810 社会⼼理学 
担当教員名 三島 勝正 
単位数 2 
教科書 ⼼理学概説／稲⽥準子、細⽥和雅、松本卓三（編）／ナカニシヤ出版 
アクティブラーニング  
キーワード 対人行動、コミュニケーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 楽しい授業でよかったという感想がありました。この講義が皆さんの学びのきっ

かけになれば幸いです。 
科目名 社会⼼理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 学んだことを自分の問題としてもとらえ、平素からよく考えていくことを望む。 

受講希望者が多数の場合、人数制限をすることがある。 
シラバスコード FB202810 
実務経験のある教員  
達成目標 対人行動、コミュニケーションについての基本的な知識を理解し、説明できるこ

と。 
受講者へのコメント 学んだことを自分の問題としてもとらえ、平素からよく考えていくことを望んで

います。 
連絡先 第一学舎３階 三島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間内に集中して学習すると共に、復習を習慣づけてほしいものです。 
英文科目名 Social Psychology 
関連科目 ⼼理学 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 現代社会⼼理学が明らかにした人間の社会的行動に関する研究成果を、特定の学

派や立場にかたよらないように体系化して概説する。そして、社会⼼理学に関す
る基本的な知識を理解させ、よりよい人間性の育成を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。講義の進め方を説明する。 

2 回 社会⼼理学とは何かについて説明する。 
3 回 社会的行動の動機（１） 社会的行動について説明する。 



4 回 社会的行動の動機（２） 達成動機について説明する。 
5 回 社会的行動の動機（３） 親和動機について説明する。 
6 回 社会的行動の動機（４） 社会化について説明する。 
7 回 社会的行動の動機（５） 社会化について説明する。 
8 回 対人認知（１） 対人認知の諸側面について説明する。 
9 回 対人認知（２） 感情の認知について説明する。 
10 回 対人認知（３） 

準備学習 1 回 シラバスを読んで、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 社会⼼理学とはどんな学問と思うのか考えておくこと。 
3 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
4 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
5 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
6 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
7 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
8 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
9 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでお 

 



年度 2014 
授業コード FB202820 
成績評価 定期試験（100％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB202820 社会⼼理学 
担当教員名 三島 勝正 
単位数 2 
教科書 ⼼理学概説／稲⽥準子、細⽥和雅、松本卓三（編）／ナカニシヤ出版 
アクティブラーニング  
キーワード 対人行動、コミュニケーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 授業はとても楽しく、時間があればもっと深い部分も勉強したいという感想があ

りました。社会⼼理学への興味が増すきっかけになったのならうれしいことで
す。 

科目名 社会⼼理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 学んだことを自分の問題としてもとらえ、平素からよく考えていくことを望む。 

受講希望者が多数の場合、人数制限をすることがある。 
シラバスコード FB202820 
実務経験のある教員  
達成目標 対人行動、コミュニケーションについての基本的な知識を理解し、説明できるこ

と。 
受講者へのコメント 学んだことを自分の問題としてもとらえ、平素からよく考えていくことを望んで

います。 
連絡先 第一学舎３階 三島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間内に集中して学習すると共に、復習を習慣づけてほしいものです。 
英文科目名 Social Psychology 
関連科目 ⼼理学 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 現代社会⼼理学が明らかにした人間の社会的行動に関する研究成果を、特定の学

派や立場にかたよらないように体系化して概説する。そして、社会⼼理学に関す
る基本的な知識を理解させ、よりよい人間性の育成を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。講義の進め方を説明する。 

2 回 社会⼼理学とは何かについて説明する。 



3 回 社会的行動の動機（１） 社会的行動について説明する。 
4 回 社会的行動の動機（２） 達成動機について説明する。 
5 回 社会的行動の動機（３） 親和動機について説明する。 
6 回 社会的行動の動機（４） 社会化について説明する。 
7 回 社会的行動の動機（５） 社会化について説明する。 
8 回 対人認知（１） 対人認知の諸側面について説明する。 
9 回 対人認知（２） 感情の認知について説明する。 
10 回 対人認知（３） 

準備学習 1 回 シラバスを読んで、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 社会⼼理学とはどんな学問と思うのか考えておくこと。 
3 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
4 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
5 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
6 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
7 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
8 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
9 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでお 

 



年度 2014 
授業コード FB202830 
成績評価 定期試験（100％） 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB202830 社会⼼理学 
担当教員名 三島 勝正 
単位数 2 
教科書 ⼼理学概説／稲⽥準子、細⽥和雅、松本卓三（編）／ナカニシヤ出版 
アクティブラーニング  
キーワード 対人行動、コミュニケーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 社会⼼理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 学んだことを自分の問題としてもとらえ、平素からよく考えていくことを望む。 

受講希望者が多数の場合、人数制限をすることがある。 
シラバスコード FB202830 
実務経験のある教員  
達成目標 対人行動、コミュニケーションについての基本的な知識を理解し、説明できるこ

と。 
受講者へのコメント  
連絡先 第一学舎３階 三島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Social Psychology 
関連科目 ⼼理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代社会⼼理学が明らかにした人間の社会的行動に関する研究成果を、特定の学

派や立場にかたよらないように体系化して概説する。そして、社会⼼理学に関す
る基本的な知識を理解させ、よりよい人間性の育成を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。講義の進め方を説明する。 

2 回 社会⼼理学とは何かについて説明する。 
3 回 社会的行動の動機（１） 社会的行動について説明する。 
4 回 社会的行動の動機（２） 達成動機について説明する。 
5 回 社会的行動の動機（３） 親和動機について説明する。 



6 回 社会的行動の動機（４） 社会化について説明する。 
7 回 社会的行動の動機（５） 社会化について説明する。 
8 回 対人認知（１） 対人認知の諸側面について説明する。 
9 回 対人認知（２） 感情の認知について説明する。 
10 回 対人認知（３） 

準備学習 1 回 シラバスを読んで、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 社会⼼理学とはどんな学問と思うのか考えておくこと。 
3 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
4 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
5 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
6 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
7 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
8 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
9 回 前回の復習をし、教科書の該当箇所を読んでお 

 



年度 2014 
授業コード FB203110 
成績評価 毎回の講義ごとに、別途指示するテーマにより提出されたレポートを担当教員が

評価する。レポート（１００％） 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜13),⼯学部(〜13),総合情報学部(〜13),生物地球学部(〜13) 
見出し FB203110 企業情報特論 
担当教員名 中村 修 
単位数 2 
教科書 毎週プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 経営理念、経営戦略、技術マネジメント（MOT)、産学連携 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 講義のレジメなどの配付資料を希望する意見が複数ありました。大学外部の企業

幹部や有識者に講義をしていただくというスタイルの特質から、残念ながら、そ
のような意見を十分に反映させることが難しいのが現状です。簡潔に記録を取
り、後でまとめることも社会人として要求される能力の一つだと思います。配付
資料がないことは、その練習だと前向きに考えてほしい。又、レポート作成で、
何を書いていいか判らないことがあったとの意見がありました。一方で、非常に
肯定的な意見もありました。人の感じ方や価値観はそれぞれですが、もう少し、
問題点や 

科目名 企業情報特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 藤末健三著 「技術経営入門」 日経 BP 社発行 
授業形態 講義 
注意備考 企業経営者の講義であるから、入社面接の際の注意事項と同様な態度で受講する

こと。 
シラバスコード FB203110 
実務経験のある教員  
達成目標 企業や社会に貢献する技術者として、身に付けるべき素養として、・経営理念と

企業活動のあるべき姿・戦略的経営および商品戦略・技術経営と研究開発戦略・
企業における人材育成・企業にとっての地域社会との関わりと社会貢献・産学官
連携と大学への期待 

受講者へのコメント アンケートでは、肯定的な回答が多く見られた一方、授業時間以外の学習の取り
組みに対しては、大部分の学生は指示された課題以外の取り組みが少ないようで
す。これを機会に、少しの時間でいいですから、日経ビジネスオンライン等を読
むような習慣をつけると、より視野が広がると思います。 

連絡先 教務課（２５号館６階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この授業を受けて良かった点として、大部分の学生は、理解が深まった、興味、



関⼼が高まった、今後の進路の参考になったとあり、この科目の講義の目的は達
成されていると思われます。 

英文科目名 Business Leader Lecture Series 
関連科目 技術マネジメント、企業等体験実習（インターンシップ）、科学技術倫理、プレゼ

ンテーション 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 経済活動や企業間競争のグローバリゼーションの急速な展開に伴い、本質的な市

場ニーズを正確に把握し、それに対応した事業戦略・技術開発戦略を構築するこ
とが、企業の重要な課題になっている。本科目では、確固たる経営理念のもとに
企業や産業界をリードしている卓越した経営者等に、企業活動のあるべき姿、事
業・商品戦略、研究開発戦略、求められる技術者像と人材育成、企業と大学の連
携や地域貢献、等について、判りやすくお話いただく。これにより企業や社会に
貢献する技術者として持つべき素養を身に付ける。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 始めに、講義課目の概要を説明するとともに、レポート作成に必要な

MOMOTARO 登録について説明し、レポート作成について指導する。2 回目以
降は、毎回、委嘱教授による講演を聞き、それについてレポートを作成し提出す
る。委嘱教授は、サービス関係企業経営幹部、文化芸術・産業分野有識者、⾷品
関係企業経営幹部、服飾メーカー経営幹部、繊維・衣料メーカー経営幹部、マス
コミ関係経営幹部、システム関係企業経営幹部、政治・社会分野有識者、教育界
有識者、金融機関経営幹部等である。 
2 回 学ぶこと 働くこと 
（株式会社瀬⼾内海 

準備学習 2 回 新聞を読む習慣を付け、毎回の講師の企業について、事前知識を得ておく。 
3 回 新聞を読む習慣を付け、毎回の講師の企業について、事前知識を得ておく。 
4 回 新聞を読む習慣を付け、毎回の講師の企業について、事前知識を得ておく。 
5 回 新聞を読む習慣を付け、毎回の講師の企業について、事前知識を得ておく。 
6 回 新聞を読む習慣を付け、毎回の講師の企業について、事前知識を得ておく。 
7 回 新聞を読む習慣を付け、毎回の講師の企業について、事前知識を得ておく。 
8 回 新聞を読む習慣を付け、毎回の講師の企業について、 

 



年度 2014 
授業コード FB203610 
成績評価 定期試験(90%)、小テスト(10%)により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB203610 日本史 
担当教員名 小林 博昭 
単位数 2 
教科書 使用しない。講義の進行過程で、資料をプリント等で配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 古代、弥生時代、古墳時代、日本史 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本史 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の進行過程で適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 ケガ、病気、その他で欠席した場合はそれらを証明するもの、また就活等で欠席

した場合、活動報告書を提出することが必要となる。 
これら証明するものや、活動報告書等が無い場合は、欠席扱いとなるので、十分
注意して受講すること。 

シラバスコード FB203610 
実務経験のある教員  
達成目標 我が国の国家形成等にかかわる古代史を構成する諸要素を時系列の中で客観的

に把握し、その因果関係をはじめ、歴史的な事象とその背景について、分析でき
る力と、その分析結果について深く考察できる力を得る。 

受講者へのコメント  
連絡先 13 号館 2 階 小林（博）研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Japanese History 
関連科目 遺跡と遺物の基礎、遺跡と遺物（いずれも社会情報学科 A 群科目） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 主として、日本列島内における古代史を扱う。具体的には物質文化の発達過程に

視座をおき、列島の弥生時代から古墳時代までの人類が製作した「もの」から、
当時の文化を復原し、時系列の中でそれらの変遷の様相や、極東アジア地域から
の文化伝播の問題に関して講義を展開する。そのプロセスで歴史的な事象から得
られる情報について、批判、そして客観的に再構築できる力を得る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 イントロダクション。授業の進め方を説明する。くわえて弥生時代の特色に
ついて説明する。 
2 回 弥生時代の時期区分、弥生時代に海外から伝播した技術について、水⽥によ
るコメ作り技術について、具体例をスライドプロジェクター、配布プリントや
OHC を使用しながら説明する。 
3 回 前回に続いて、水⽥によるコメ作りの技術について説明し、さらにガラス加
⼯技術について、具体例をスライドプロジェクター、配布プリントや OHC を使
用しながら説明する。 
4 回 弥生時代におこなわれた⻘銅器加⼯技術について、具体例をスライドプロ
ジ 

準備学習 1 回 弥生時代の特色についてノートを中⼼に復習すること。弥生時代のコメ作
りについて、図書館等で予習しておくこと。 
2 回 弥生時代の水⽥によるコメ作り技術について十分に復習すること。弥生時
代のガラス製品について図書館等で予習しておくこと。 
3 回 弥生時代のガラスについて、復習すること。弥生時代に製作、使用された⻘
銅器について、図書館等で予習しておくこと。 
4 回 ⻘銅器加⼯技術について、配布プリントを中⼼に復習すること。弥生時代の
鉄器についてどのような種類があるのか、図書館等で予習しておくこと。 
5 回 鉄器加 

 



年度 2014 
授業コード FB203620 
成績評価 定期試験(90%)、小テスト(10%)により成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB203620 日本史 
担当教員名 小林 博昭 
単位数 2 
教科書 使用しない。講義の進行過程で、資料をプリント等で配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 古代、弥生時代、古墳時代、日本史 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本史 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の進行過程で適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 ケガ、病気、その他で欠席した場合はそれらを証明するもの、また就活等で欠席

した場合、活動報告書を提出することが必要となる。 
これら証明するものや、活動報告書等が無い場合は、欠席扱いとなるので、十分
注意して受講すること。 

シラバスコード FB203620 
実務経験のある教員  
達成目標 我が国の国家形成等にかかわる古代史を構成する諸要素を時系列の中で客観的

に把握し、その因果関係をはじめ、歴史的な事象とその背景について、分析でき
る力と、その分析結果について深く考察できる力を得る。 

受講者へのコメント  
連絡先 13 号館 2 階 小林（博）研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Japanese History 
関連科目 遺跡と遺物の基礎、遺跡と遺物（いずれも社会情報学科 A 群科目） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 主として、日本列島内における古代史を扱う。具体的には物質文化の発達過程に

視座をおき、列島の弥生時代から古墳時代までの人類が製作した「もの」から、
当時の文化を復原し、時系列の中でそれらの変遷の様相や、極東アジア地域から
の文化伝播の問題に関して講義を展開する。そのプロセスで歴史的な事象から得
られる情報について、批判、そして客観的に再構築できる力を得る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。くわえて弥生時代の特色に
ついて説明する。 
2 回 弥生時代の時期区分、弥生時代に海外から伝播した技術について、水⽥によ
るコメ作り技術について、具体例をスライドプロジェクター、配布プリントや
OHC を使用しながら説明する。 
3 回 前回に続いて、水⽥によるコメ作りの技術について説明し、さらにガラス加
⼯技術について、具体例をスライドプロジェクター、配布プリントや OHC を使
用しながら説明する。 
4 回 弥生時代におこなわれた⻘銅器加⼯技術について、具体例をスライドプロ
ジ 

準備学習 1 回 弥生時代の特色についてノートを中⼼に復習すること。弥生時代のコメ作
りについて、図書館等で予習しておくこと。 
2 回 弥生時代の水⽥によるコメ作り技術について十分に復習すること。弥生時
代のガラス製品について図書館等で予習しておくこと。 
3 回 弥生時代のガラスについて、復習すること。弥生時代に製作、使用された⻘
銅器について、図書館等で予習しておくこと。 
4 回 ⻘銅器加⼯技術について、配布プリントを中⼼に復習すること。弥生時代の
鉄器についてどのような種類があるのか、図書館等で予習しておくこと。 
5 回 鉄器加 

 



年度 2014 
授業コード FB204010 
成績評価 講義内容確認テスト（ほぼ毎週行なう）４０点 中間試験 ３０点 期末試験 

３０点 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB204010 政治学 
担当教員名 前⽥ 浩＊ 
単位数 2 
教科書 はじめて出会う政治学【第３版】／真淵・久米・北山著／有斐閣アルマ／978-4-

641123687 
アクティブラーニング  
キーワード 現代政治 政治学 現代社会 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「語句の説明がほとんど記載されていない」という意見があったが、最初に説明

したとおり、テキストの最後に「用語解説」があるので、それを参照して復習し
てください。マイクの音量には注意したい。 

科目名 政治学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB204010 
実務経験のある教員  
達成目標 現代政治についての基本的知識とその捉え方を修得する。また現代の政治につい

て自分の考え方を文章で表現することができる。 
受講者へのコメント 政治や時事問題に関⼼を持った人は、これからも関⼼を持ち続けてください。 
連絡先 欠席・質問・問合せ先 mae◎law.okayama-u.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 約 89％の人が欠席２回以内であったので、出席率はとてもよい。「この分野の理
解が深まった」という人が約 74％であり、およそ目標は達成できた。やや不満と
不満である人を合わせて、約 1％であったのはよかった。 

英文科目名 Political Science 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 履修制限を行ったが、受講生が 200 名を超えたため窮屈で申し訳なかった。板書

の書き方はより⼯夫したい。 
講義目的 本講義では、政治学の基礎知識を学ぶとともに、現代の社会や政治を自分の頭で

捉えるための視点と考え方を身につける。また、現在進行中の重要な時事問題を
講義の素材として活用し、現代政治を理解する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス〜講義方針と講義予定 

2 回 第１章 組織された集団（１） 
3 回 第１章 組織された集団（２） 
4 回 第２章 官と⺠の関係（１） 
5 回 第２章 官と⺠の関係（２） 
6 回 第３章 大企業と政治（１） 
7 回 第３章 大企業と政治（２） 
8 回 中間試験および解説 
9 回 第４章 選挙と政治 
10 回 第５章 地方分権 
11 回 第７章 国会 
12 回 第８章 内閣と総理大臣 
13 回 第９章 官僚 
14 回 第１０章 冷戦の終わり 
15 回 講義のまとめ 

準備学習 1 回 なし 
2 回 第１章（前半）を読んでくる 
3 回 第１章（前半）の復習・第１章（後半）を読んでくる 
4 回 第１章（後半）の復習・第２章（前半）を読んでくる 
5 回 第２章（前半）の復習・第２章（後半）を読んでくる 
6 回 第２章（後半）の復習・第３章（前半）を読んでくる 
7 回 第３章（前半）の復習・第３章（後半）を読んでくる 
8 回 第１章・第２章・第３章の復習・まとめ 
9 回 第４章を読んでくる 
10 回 第４章の復習・第５章を読んでくる 
11 回 第５章の復習・第７章を読んでくる 
12 回 第７章の復習・第８章を 

 



年度 2014 
授業コード FB204020 
成績評価 講義内容確認テスト（ほぼ毎週行なう）４０点 中間試験 ３０点 期末試験 

３０点 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB204020 政治学 
担当教員名 前⽥ 浩＊ 
単位数 2 
教科書 はじめて出会う政治学【第３版】／真淵・久米・北山著／有斐閣アルマ／978-4-

641123687 
アクティブラーニング  
キーワード 現代政治 政治学 現代社会 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 マイクの音量には注意したい。 
科目名 政治学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB204020 
実務経験のある教員  
達成目標 現代政治についての基本的知識とその捉え方を修得する。また現代の政治につい

て自分の考え方を文章で表現することができる。 
受講者へのコメント 政治や時事問題に関⼼を持った人は、これからも関⼼を持ち続けてください。 
連絡先 欠席・質問・問合せ先 mae◎law.okayama-u.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 約 87％の人が欠席２回以内であったので、出席率はとてもよい。「この分野の理
解が深まった」という人が約 62％であり、およそ目標は達成できた。やや不満と
不満である人を合わせて、約３％であったのはよかった。 

英文科目名 Political Science 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 板書の書き方はより⼯夫したい。 
講義目的 本講義では、政治学の基礎知識を学ぶとともに、現代の社会や政治を自分の頭で

捉えるための視点と考え方を身につける。また、現在進行中の重要な時事問題を
講義の素材として活用し、現代政治を理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス〜講義方針と講義予定 

2 回 第１章 組織された集団（１） 



3 回 第１章 組織された集団（２） 
4 回 第２章 官と⺠の関係（１） 
5 回 第２章 官と⺠の関係（２） 
6 回 第３章 大企業と政治（１） 
7 回 第３章 大企業と政治（２） 
8 回 中間試験および解説 
9 回 第４章 選挙と政治 
10 回 第５章 地方分権 
11 回 第７章 国会 
12 回 第８章 内閣と総理大臣 
13 回 第９章 官僚 
14 回 第１０章 冷戦の終わり 
15 回 講義のまとめ 

準備学習 1 回 なし 
2 回 第１章（前半）を読んでくる 
3 回 第１章（前半）の復習・第１章（後半）を読んでくる 
4 回 第１章（後半）の復習・第２章（前半）を読んでくる 
5 回 第２章（前半）の復習・第２章（後半）を読んでくる 
6 回 第２章（後半）の復習・第３章（前半）を読んでくる 
7 回 第３章（前半）の復習・第３章（後半）を読んでくる 
8 回 第１章・第２章・第３章の復習・まとめ 
9 回 第４章を読んでくる 
10 回 第４章の復習・第５章を読んでくる 
11 回 第５章の復習・第７章を読んでくる 
12 回 第７章の復習・第８章を 

 



年度 2014 
授業コード FB204030 
成績評価 小テスト  30 点（10 点×3 回） 

期末テスト 70 点 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),情報科学科(〜14),生物地球システム学科(〜14),建

築学科(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB204030 政治学 
担当教員名 松村 博行 
単位数 2 
教科書 『はじめての政治学』／池尾靖志・佐藤史郎・上野友也・松村博行／法律文化社

／ISBN03589-9 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 回答を要する記述はなかった。 
科目名 政治学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業内で適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 担当教員は、学習者たる皆さんに最大限の敬意をもって講義を行います。受講生

の皆さんも、学習者としての自負と責務をしっかりと認識して講義に臨んで下さ
い。とりわけ、他の受講生の妨害になる振る舞いについては厳しく対処します。 

シラバスコード FB204030 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）日本の政治制度の概要を知る。 

（２）政治参加の方法について学ぶ。 
（３）地方自治の仕組みについて学ぶ。 

受講者へのコメント 「英語ワンポイントレクチャー」については 31%が「満足」、49.2%が「どちら
かと言えば満足」との回答だったので、来年も継続してみたい。 

連絡先 松村研究室（21 号館 7 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 理解度と満足度が高かったので、講義の目標は一定達成できたと思われる 
英文科目名 Political Science 
関連科目 国際政治学、行政学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 皆さんの多くは「政治」という言葉を聞くと、国会議員や官僚たちが織りなす、

何やら遠い世界の話のようにイメージしていることと思います。しかし私たちの
日々の暮らしのなかには、実は政治とつながるさまざまな出来事が潜んでいま



す。 
この講義は、そうしたわれわれの身の回りのできごとを切り口に、私たちを取り
巻く、そして私たちが構成する「政治」とはどのようなものなのかを学びます。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンスとして講義の進め方を説明する。また政治にかかわる時事的な

トピックスを紹介しながら政治、あるいは政治学のイメージを概説する。 
2 回 「権力」。政治学の基本的な概念である権力について説明する。 
3 回 「政治意識と政治文化」。国や社会によって異なる政治への関⼼や態度の背
景を説明する。 
4 回 市⺠革命と⺠主主義 
5 回 現代の⺠主主義 ※第１回小テスト 
6 回 現代の政治体制 
7 回 選挙 
8 回 世論とマスメディア 
9 回 国会と立法 
10 回 内閣と行政 ※第２回小テスト 
11 回 政党 
12 回 利益団体 
 

準備学習 1 回 日本の政治に関するニュースを見ておくこと。 
2 回 テキスト第２章を読み、さまざまな権力の種類について理解しておく。 
3 回 テキスト第３章を読み、リースマンとラズウェルによる類型を理解してお
く。 
4 回 テキスト第４章を読み、欧米での市⺠革命の背景としてのホッブス，ロッ
ク，ルソーの思想について学んでおく。 
5 回 テキスト第５章を読み、⺠主主義以外の政治体制の特徴について知ってお
く。 
6 回 テキスト第６章を読み、三権分立の意義について理解しておくこと。 
7 回 テキスト第７章を読み、多数代表制と比例代表制の 

 



年度 2014 
授業コード FB204110 
成績評価 定期テスト（80％） レポート（20％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB204110 社会と人間 
担当教員名 榎原 宥＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない。講義中にレジメを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 市⺠性、社会的責任、ルールと秩序 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「政治の事や社会の事が知れて楽しかったです。」や「気が付かないうちに、テレ

ビ、Yahoo 等を利用して、毎日ニュースをチェックするようになりました。」と
いうコメントがあった。講師にとっては、大変嬉しい報告である。 

科目名 社会と人間 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB204110 
実務経験のある教員  
達成目標 憶測や予見を排して問題点を観察し、自主的・主体的に｢社会的に妥当｣な判断が

出来、それを言葉や文章で表現出来ること。 
受講者へのコメント 講義の成否の責任は、講師にあることは当然ではあるが、受講生の授業参加は授

業を有意義なものにする重要な要素である。不明な時には質問をする等積極的な
態度を期待する。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 学生の社会性(集団での生活能力、社会への関⼼）が問題となっている昨今、この
授業では、現在進行形の社会問題を題材にして、社会（集団）と個人の関わりに
ついて講義をしている。従って、授業を受けた結果として「この分野への理解・
興味・関⼼が深まった」という評価が得られるかどうかが、講師の最大の関⼼事
である。アンケート結果では、複数回答可の為受講生の全員が満足したかは定か
ではないが、120％の受講生が何らかの点で成⻑を感じたと回答しているので、
先ずは、講義目標は達成できたと判断する。 

英文科目名 Society and Human Beings 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 時宜を得たトピックを紹介し、受講生が社会への関⼼を維持できるよう講義内容



に留意する。 
講義目的 ｢人間｣が集まるところに｢社会｣が出現します。そして、この｢社会｣には一定のル

ールと秩序が存在します。そこでは、そのルールと秩序を巡って、色々な対立が
起き、様々な人間模様、社会問題が生まれます。この講義では、政権交代や憲法
の解釈論議、アベノミクスを巡る議論、原発再稼働の可否論議等々の時事問題を
教材として、皆が、良き市⺠として成⻑し、社会とどのように関わっていけばよ
いかを学びます。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション ― 私達が存在している「社会」とは一体何だろう、

というテーマで講義内容を説明する。 
2 回 市⺠性の授業 ― 私達の社会参画の意義について解説する。 
3 回 市⺠参加の第一歩 ― 投票に行こう。参政権や選挙制度について解説す
る。 
4 回 立法への市⺠参加（１）憲法：私達を見つめる究極のルール、憲法改定論議
について解説する。 
5 回 立法への市⺠参加（２）憲法：特に憲法第九条について議論する。 
6 回 立法への市⺠参加（３）憲法：ワイツゼッカー⻄ドイツ大統領演説について
解説する。 
7 回 行政 

準備学習 1 回 シラバスを読み、授業内容を把握しておくこと。 
2 回 日本での選挙の投票率について調べておくこと。 
3 回 日本の選挙制度の予備知識を持っておくこと。 
4 回 日本国憲法の前文を読んでおくこと。 
5 回 自衛隊は何故存在するのかを考えておくこと。 
6 回 靖国問題とは何か。予備知識を持って受講のこと。 
7 回 アファーマティブ・アクションとは何かを調べておくこと。 
8 回 ワーク・ライフ・バランスとは何を意味するかを考えておくこと。 
9 回 あなたにとって、企業の良し悪しを判断する基準は何かを考えておくこと。 
10 

 



年度 2014 
授業コード FB204120 
成績評価 毎回の講義のミニ感想文（３０％）、中間レポート（２０％）、期末試験（５０％） 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB204120 社会と人間 
担当教員名 市場 恵子＊ 
単位数 2 
教科書 愛する・愛される〜デートＤＶをなくす若者のレッスン７／山口のり子／梨の⽊

舎／978-4-816604096 
アクティブラーニング  
キーワード 自尊感情、セックス、ジェンダー、セクシュアリティ、性的少数者、性同一性障

害、性的指向、インターセックス、リプロダクティブ・ヘルス＆ライツ、避妊、
性感染症、性暴力、売買春、障がい、発達障害、虐待、いじめ、ＤＶ、デートＤ
Ｖ、セクハラ、アカハラ、パワハラ、日本軍「慰安婦」、貧困、ホームレス、犯罪、
傾聴、アサーティブ・トレーニング 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 社会と人間 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 砂川秀樹『カミングアウトレターズ』（太郎次郎社）、上川あや『変えてゆく勇気』 

(岩波新書)、沼崎一郎『男はなぜ暴力を選ぶのか』（かもがわブックレット）、レ
ジリエンス『傷ついたあなたへ（１・２）』（梨の⽊舎）、夾竹桃ジン『コミックち
いさいひと（1〜4 巻）』（小学館）、坂上香『ライファーズ』（みすず書房）、北村
年子『「ホームレス」襲撃事件と子どもたち』（太郎次郎社エディタス）、VAWW-
NET ジャパン『ＮＨＫ番組改変と政治介入―女性国際戦犯法廷をめぐって何が
起きたか』（世羅書房）、上野千鶴子『おひとりさまの⽼ 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB204120 
実務経験のある教員  
達成目標 社会には性差別やさまざまな人権侵害が起きています。誤って身につけた「神話」

や偏見を学び落とし、自他の意識変革・行動変容を促す力を身につけましょう。
自尊感情を高め、自分も相手も尊重する自己表現のこつを学び、平和で対等なパ
ートナーシップを築いていきましょう。 

受講者へのコメント  
連絡先 ＰＣメール：kei3@po1.oninet.ne.jp 

Ｔ＆Ｆ：086-277-7522 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Society and Human Beings 
関連科目 日常生活論・社会福祉など 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 性や人権に関する基礎知識を学び、現代社会で起きている様々な問題や、そこに

暮す多様な人間の存在を理解します。人権を守ったり、回復していくために必要
な視点や、被害者支援の方法についても学び、他者と対等につながっていくため
のコミュニケーション・スキルを練習します。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【自尊感情とジェンダー】性に関するキーワード「sex,gender,sexuarity」を

理解し、エンパワメントの理念を学ぶ。 
2 回 【性の多様性と可変性】性同一性障害・性分化疾患・同性愛など、性的少数
者への理解を深める。 
3 回 【リプロダクティブ・ヘルス＆ライツ】妊娠・出産・中絶・不妊など、生殖
に関する基本的知識や、「性的自己決定権」を尊重し合う関係を学ぶ。性暴力や売
買春についても検証する。 
4 回 【障がいとともに生きる】「障がい」とは？ 自らの差別感や社会のバリア
を検証する。 
5 回 【ＤＶと虐待 

準備学習 1 回 【自尊感情とジェンダー】シラバスを確認し、学習の過程を把握しておく。
教科書『愛する・愛される』Lesson５（63〜76 ページ）を読んでおく。 
2 回  【性の多様性と可変性】テレビ番組や雑誌などで、性的少数者を差別・侮
蔑・嘲笑したりする場面はないか、チェックしてみる。 
3 回 【リプロダクティブ・ヘルス＆ライツ】男性性器・女性性器の科学的名称、
避妊の方法、性感染症など、復習しておく。 
4 回 【障がいとともに生きる】大学や駅、公共施設などに設置されたトイレ・エ
レベーター・自販機など、障がいをもつ人にとっ 

 



年度 2014 
授業コード FB204130 
成績評価 受講態度（20％）・試験（80％）による評価。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB204130 社会と人間 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて 指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 視野・判断・常識・ノーブレスオブリージ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 たくさんのコメント ありがとうございます。 

私も この講義がとても楽しみでした。 
ありがとうございました。 

科目名 社会と人間 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて 資料を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者多数の場合は 止むを得ず 選抜することもあり得ます。 
シラバスコード FB204130 
実務経験のある教員  
達成目標 学士という最高学府の肩書きを持つ社会人、日本人として、常識のある判断と行

動ができるようになること。 
受講者へのコメント 毎回 熱⼼に聞いて下さり ありがとうございました。 

諸君の真剣な眼差しのおかげで、講義に熱が入りました。 
諸君と一緒に講義を作り上げたような気がしています。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特にありません。 
英文科目名 Society and Human Beings 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 早口でしたね。熱が入ると つい 早口になって、、、、。気をつけるようにします。 
講義目的 国内・地域社会だけでなく、グローバルで総合的な観点で我々が直面する様々な

問題を捉えられるようになること。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の最終目的、概要、講義の進め方、講義中の注意点、学生に期待する事

柄について説明する。 
2 回 社会通念・社会常識について知り、現状の自己レベルを自覚する。 



3 回 日本人論について説明する。 
4 回 今、世界で何が起こっているか――日本のおかれている立場を考える ① 
5 回 今、世界で何が起こっているか――日本のおかれている立場を考える ② 
6 回 今、世界で何が起こっているか――日本のおかれている立場を考える ③ 
7 回 今、世界で何が起こっているか――日本のおかれている立場を考える ④ 
8 回 今、世界で 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義の全体像を把握し、この講義に何を求めるかを自分
なりに把握しておくこと。 
2 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおくこ
と。 
3 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおくこ
と。 
4 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおくこ
と。 
5 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおくこ
と。 
6 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおくこ
と。 
7 回 経済新 

 



年度 2014 
授業コード FB204140 
成績評価 定期テスト（80％） レポート（20％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB204140 社会と人間 
担当教員名 榎原 宥＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない。講義中にレジメを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 市⺠性、社会的責任、ルールと秩序 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「ニュースなどで取り上げられている事柄を根本から学ぶことができて良かっ

た。」というコメントがあった。講師にとっては、大変嬉しい報告である。 
科目名 社会と人間 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB204140 
実務経験のある教員  
達成目標 憶測や予見を排して問題点を観察し、自主的・主体的に｢社会的に妥当｣な判断が

出来、それを言葉や文章で表現出来ること。 
受講者へのコメント 講義の成否の責任は、講師にあることは当然ではあるが、受講生の授業参加は授

業を有意義なものにする重要な要素である。不明な時には質問をする等積極的な
態度を期待する。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 学生の社会性(集団での生活能力、社会への関⼼）が問題となっている昨今、この
授業では、現在進行形の社会問題を題材にして、社会（集団）と個人の関わりに
ついて講義をしている。従って、授業を受けた結果として「この分野への理解・
興味・関⼼が深まった」という評価が得られるかどうかが、講師の最大の関⼼事
である。アンケート結果では、複数回答可の為受講生の全員が満足したかは定か
ではないが、前述の項目に対し、合算で 120％の受講生が YES と回答しているの
で、先ずは、講義目標は達成できたと判断する。 

英文科目名 Society and Human Beings 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 時宜を得たトピック（憲法改正問題等）を紹介し、受講生が社会への関⼼を維持

できるよう講義内容に留意する。 



講義目的 ｢人間｣が集まるところに｢社会｣が出現します。そして、この｢社会｣には一定のル
ールと秩序が存在します。そこでは、そのルールと秩序を巡って、色々な対立が
起き、様々な人間模様、社会問題が生まれます。この講義では、政権交代や憲法
の解釈、アベノミクスを巡る論議、原発再稼働の可否等々、今日の時事問題を教
材として、皆が、良き市⺠として成⻑し、社会とどのように関わっていけばよい
かを学びます。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション ― 私達が存在している「社会」とは一体何だろう、

というテーマで講義内容を説明する。 
2 回 市⺠性の授業 ― 私達の社会参画の意義について解説する。 
3 回 市⺠参加の第一歩 ― 投票に行こう。参政権や選挙制度について解説す
る。 
4 回 立法への市⺠参加（１）憲法：私達を見つめる究極のルール、憲法改定論議
について解説する。 
5 回 立法への市⺠参加（２）憲法：特に憲法第九条について議論する。 
6 回 立法への市⺠参加（３）憲法：ワイツゼッカー⻄ドイツ大統領演説について
解説する。 
7 回 行政 

準備学習 1 回 シラバスを読み、授業内容を把握しておくこと。 
2 回 日本での選挙の投票率について調べておくこと。 
3 回 日本の選挙制度の予備知識を持っておくこと。 
4 回 日本国憲法の前文を読んでおくこと。 
5 回 自衛隊は何故存在するのかを考えておくこと。 
6 回 靖国問題とは何か。予備知識を持って受講のこと。 
7 回 アファーマティブ・アクションとは何かを調べておくこと。 
8 回 ワーク・ライフ・バランスとは何を意味するかを考えておくこと。 
9 回 あなたにとって、企業の良し悪しを判断する基準は何かを考えておくこと。 
10 

 



年度 2014 
授業コード FB204150 
成績評価 毎回の講義のミニ感想文（３０％）、中間レポート（２０％）、期末試験（５０％） 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB204150 社会と人間 
担当教員名 市場 恵子＊ 
単位数 2 
教科書 愛する・愛される〜デートＤＶをなくす若者のレッスン７／山口のり子／梨の⽊

舎／978-4-816604096 
アクティブラーニング  
キーワード 自尊感情、セックス、ジェンダー、セクシュアリティ、性的少数者、性同一性障

害、性的指向、インターセックス、リプロダクティブ・ヘルス＆ライツ、避妊、
性感染症、性暴力、売買春、障がい、発達障害、虐待、いじめ、ＤＶ、デートＤ
Ｖ、セクハラ、アカハラ、パワハラ、日本軍「慰安婦」、貧困、ホームレス、犯罪、
傾聴、アサーティブ・トレーニング 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 社会と人間 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 砂川秀樹『カミングアウトレターズ』（太郎次郎社）、上川あや『変えてゆく勇気』 

(岩波新書)、沼崎一郎『男はなぜ暴力を選ぶのか』（かもがわブックレット）、レ
ジリエンス『傷ついたあなたへ（１・２）』（梨の⽊舎）、夾竹桃ジン『コミックち
いさいひと（1〜4 巻）』（小学館）、坂上香『ライファーズ』（みすず書房）、北村
年子『「ホームレス」襲撃事件と子どもたち』（太郎次郎社エディタス）、VAWW-
NET ジャパン『ＮＨＫ番組改変と政治介入―女性国際戦犯法廷をめぐって何が
起きたか』（世羅書房）、上野千鶴子『おひとりさまの⽼ 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB204150 
実務経験のある教員  
達成目標 社会には性差別やさまざまな人権侵害が起きています。誤って身につけた「神話」

や偏見を学び落とし、自他の意識変革・行動変容を促す力を身につけましょう。
自尊感情を高め、自分も相手も尊重する自己表現のこつを学び、平和で対等なパ
ートナーシップを築いていきましょう。 

受講者へのコメント  
連絡先 ＰＣメール：kei3@po1.oninet.ne.jp 

Ｔ＆Ｆ：086-277-7522 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Society and Human Beings 
関連科目 日常生活論・社会福祉など 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 性や人権に関する基礎知識を学び、現代社会で起きている様々な問題や、そこに

暮す多様な人間の存在を理解します。人権を守ったり、回復していくために必要
な視点や、被害者支援の方法についても学び、他者と対等につながっていくため
のコミュニケーション・スキルを練習します。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【自尊感情とジェンダー】性に関するキーワード「sex,gender,sexuarity」を

理解し、エンパワメントの理念を学ぶ。 
2 回 【性の多様性と可変性】性同一性障害・性分化疾患・同性愛など、性的少数
者への理解を深める。 
3 回 【リプロダクティブ・ヘルス＆ライツ】妊娠・出産・中絶・不妊など、生殖
に関する基本的知識や、「性的自己決定権」を尊重し合う関係を学ぶ。性暴力や売
買春についても検証する。 
4 回 【障がいとともに生きる】「障がい」とは？ 自らの差別感や社会のバリア
を検証する。 
5 回 【ＤＶと虐待 

準備学習 1 回 【自尊感情とジェンダー】シラバスを確認し、学習の過程を把握しておく。
教科書『愛する・愛される』Lesson５（63〜76 ページ）を読んでおく。 
2 回  【性の多様性と可変性】テレビ番組や雑誌などで、性的少数者を差別・侮
蔑・嘲笑したりする場面はないか、チェックしてみる。 
3 回 【リプロダクティブ・ヘルス＆ライツ】男性性器・女性性器の科学的名称、
避妊の方法、性感染症など、復習しておく。 
4 回 【障がいとともに生きる】大学や駅、公共施設などに設置されたトイレ・エ
レベーター・自販機など、障がいをもつ人にとっ 

 



年度 2014 
授業コード FB204160 
成績評価 受講態度（20％）・試験（80％）による評価。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB204160 社会と人間 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて 指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 視野・判断・常識・ノーブレスオブリージ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 たくさんのコメント ありがとうございます。 

私も この講義がとても楽しみでした。 
ありがとうございました。 

科目名 社会と人間 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて 資料を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者多数の場合は 止むを得ず 選抜することもあり得ます。 
シラバスコード FB204160 
実務経験のある教員  
達成目標 学士という最高学府の肩書きを持つ社会人、日本人として、常識のある判断と行

動ができるようになること。 
受講者へのコメント 毎回 熱⼼に聞いて下さり ありがとうございました。 

諸君の真剣な眼差しのおかげで、講義に熱が入りました。 
諸君と一緒に講義を作り上げたような気がしています。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特にありません。 
英文科目名 Society and Human Beings 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 早口でしたね。熱が入ると つい 早口になって、、、、。気をつけるようにします。 

板書も ⼼して丁寧に書くように⼼がけます。 
講義目的 国内・地域社会だけでなく、グローバルで総合的な観点で我々が直面する様々な

問題を捉えられるようになること。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の最終目的、概要、講義の進め方、講義中の注意点、学生に期待する事

柄について説明する。 



2 回 社会通念・社会常識について知り、現状の自己レベルを自覚する。 
3 回 日本人論について説明する。 
4 回 今、世界で何が起こっているか――日本のおかれている立場を考える ① 
5 回 今、世界で何が起こっているか――日本のおかれている立場を考える ② 
6 回 今、世界で何が起こっているか――日本のおかれている立場を考える ③ 
7 回 今、世界で何が起こっているか――日本のおかれている立場を考える ④ 
8 回 今、世界で 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義の全体像を把握し、この講義に何を求めるかを自分
なりに把握しておくこと。 
2 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおくこ
と。 
3 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおくこ
と。 
4 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおくこ
と。 
5 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおくこ
と。 
6 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおくこ
と。 
7 回 経済新 

 



年度 2014 
授業コード FB204170 
成績評価 受講態度（20％）・試験（80％）による評価。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB204170 社会と人間 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて 指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 視野・判断・常識・ノーブレスオブリージ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 たくさんのコメント ありがとうございます。 

私も この講義がとても楽しみでした。 
ありがとうございました。 

科目名 社会と人間 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて 資料を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者多数の場合は 止むを得ず 選抜することもあり得ます。 
シラバスコード FB204170 
実務経験のある教員  
達成目標 学士という最高学府の肩書きを持つ社会人、日本人として、常識のある判断と行

動ができるようになること。 
受講者へのコメント 毎回 熱⼼に聞いて下さり ありがとうございました。 

諸君の真剣な眼差しのおかげで、講義に熱が入りました。 
諸君と一緒に講義を作り上げたような気がしています。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特にありません。 
英文科目名 Society and Human Beings 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 早口でしたね。熱が入ると つい 早口になって、、、、。気をつけるようにします。 

板書も ⼼して丁寧に書くように⼼がけます。 
講義目的 国内・地域社会だけでなく、グローバルで総合的な観点で我々が直面する様々な

問題を捉えられるようになること。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の最終目的、概要、講義の進め方、講義中の注意点、学生に期待する事

柄について説明する。 



2 回 社会通念・社会常識について知り、現状の自己レベルを自覚する。 
3 回 日本人論について説明する。 
4 回 今、世界で何が起こっているか――日本のおかれている立場を考える ① 
5 回 今、世界で何が起こっているか――日本のおかれている立場を考える ② 
6 回 今、世界で何が起こっているか――日本のおかれている立場を考える ③ 
7 回 今、世界で何が起こっているか――日本のおかれている立場を考える ④ 
8 回 今、世界で 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義の全体像を把握し、この講義に何を求めるかを自分
なりに把握しておくこと。 
2 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおくこ
と。 
3 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおくこ
と。 
4 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおくこ
と。 
5 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおくこ
と。 
6 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおくこ
と。 
7 回 経済新 

 



年度 2014 
授業コード FB204210 
成績評価 課題提出３回（３０％）、定期試験（７０％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB204210 福祉環境論 
担当教員名 ⻄村 次郎 
単位数 2 
教科書 適宜配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 幸福追求の権利、障がい者、高齢者、バリアフリー、ユニバーサルデザイン 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 観る、触れる、考える、実践する、内容の充実に努めたいと思います。 
科目名 福祉環境論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 車椅子の擬似体験なども予定しているので、受講者の積極性を期待しています。 

見て、触れて、考えましょう。 
シラバスコード FB204210 
実務経験のある教員  
達成目標 障がい者や高齢者の課題について、それらは限定された特別なものではなく、社

会全体や一人ひとりの人間の共通課題として捉えられること。 
受講者へのコメント 福祉環境は、政治、経済、医学、⼼理、教育、科学、芸術など様々な分野と 

大きく重なっています。広い視野で複眼的にものごとを捉えることが肝要です。 
連絡先 一学舎３階 ⻄村（次）研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 福祉環境論は、人間の幸福追求の権利や自己実現について考える内容になってい
ます。 
人生の一回性を認識しながら、「生きがい感の創造」や「生きる意味」について探
求しましょう。 

英文科目名 Welfare Environmental Science 
関連科目 健康の科学。、生涯スポーツⅡ（ヨット）では、障がいのある学生も受講できるよ

うに、ユニバーサルデザインのヨットを使っています。 
次回に向けての改善変更予定 視覚教材を刷新していきます。 
講義目的 人間尊重の視点に立ち、障がい者や高齢者の幸福追求の権利（自己実現）や生き

がい感獲得の方策について考えるとともに、一人ひとりの人間の幸せについて探
求したい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 本講義のガイダンス（福祉の目的、意義、講義概要）をする。 
2 回 幸福追求の権利と福祉ー世界人権宣言、日本国憲法、障がい者の権利宣言に
ついて解説する。 
3 回 生命力にあふれた人、街、社会 について説明する。 
4 回 生命力にあふれた人、街、社会 について説明する。 
5 回 バリアフリーとユニバーサルデザインについて説明する。 
6 回 福祉用具について説明する。 
7 回 ⼼と身体 D.M.D 症について説明する。 
8 回 ⼼と身体 D.M.D 症について説明する。 
9 回 動物介在療法と動物介在活動について説明する。 
 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んで講義の全体像を把握しておくこと。 
受講者調整の可能性があるので必ず出席のこと。 
2 回 人間の生涯（生⽼病死など）や幸せについて考えておくこと。 
3 回 私たちをとりまく環境（人、街、社会）について考えておくこと。 
4 回 私たちをとりまく環境（人、街、社会）について考えておくこと。 
5 回 バリアフリー、ユニバーサルデザインについて調べておくこと。 
6 回 福祉用具について調べておくこと。 
7 回 「障がい」について考えておくこと。 
8 回 「障がい」について考えておくこと。 
9 回 動物介在 

 



年度 2014 
授業コード FB204230 
成績評価 定期試験（70％）、レポート（30％） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB204230 福祉環境論 
担当教員名 土橋 恵美子＊ 
単位数 2 
教科書 適宜配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 障がい、聴覚障がい者、知る、支援、バリア 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 福祉環境論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 ・障がいのある学生で何らかの支援を必要とする場合は、初回講義までに申し出

ること。 
・定期試験実施日時等については講義の中で伝える。 

シラバスコード FB204230 
実務経験のある教員  
達成目標 ①新聞記事、番組（NHK 教育テレビ「手話ニュース」など）、書籍などから障が

い者とは何か、バリアとは何かを『理解する』ことができる。 
②『知』を通して、支援する・される間にあるバリアを『わかり』、当事者が求め
る支援について、合理的配慮の支援から理論を用いて説明できる。 
③能動的な支援として「かわる・かえる」過程を体感し、障がい者支援について、
具体案を提示し、その効果を説明することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 jt-sss01@mail.doshisya.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Welfare Environmental Science 
関連科目 健康の科学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ｢障がい」および「障がい者」について学び、聴覚障がい者に関する法律や当事者

の声を通して『知る』ことにより、バリアがどこにあるかを感じとり、考察する
ことを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション 
講義の目的、進め方について説明する｡ 
2 回 障がい者の差別禁止を促す国連の障害者権利条約について説明する｡ 
3 回 聴覚障がい者とその程度・二次障害について説明する｡ 
4 回 聴覚障がいの疑似体験を実施する｡ 
5 回 手話通訳の起源とろう文化について説明する｡ 
6 回 ろう学生の支援について説明する｡ 
7 回 手話入門（実技）① 
8 回 手話入門（実技）② 
9 回 聴覚障がい学生支援について説明する｡ 
10 回 ノートテイク入門（実技） 
11 回 パソコン通訳入門（実技） 
12 回 パソコン通訳入門 

準備学習 1 回 シラバスを読んで、講義全体の過程を把握しておくこと｡ 
2 回 障がい者の差別に関する日本の現状について考えておくこと｡ 
3 回 聴覚障がいについて調べておくこと｡ 
4 回 聴覚障がいのある当事者について考えておくこと｡ 
5 回 手話の歴史について調べておくこと｡ 
6 回 ろう学生の支援について調べておくこと｡ 
7 回 第５回目の講義で配布する指文字について自分の名前を表現できるように
しておくこと｡ 
8 回 手話実技で覚えた表現を繰り返し練習しておくこと｡ 
9 回 聴覚障がい学生支援について考えておくこと｡ 
10 回 

 



年度 2014 
授業コード FB204240 
成績評価 課題提出３回（３０％）、定期試験（７０％） 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB204240 福祉環境論 
担当教員名 ⻄村 次郎 
単位数 2 
教科書 適宜配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 幸福追求の権利、障がい者、高齢者、バリアフリー、ユニバーサルデザイン 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 人生の一回性の認識など、「生きること」の本質をとらえて欲しい。 
科目名 福祉環境論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 車椅子の擬似体験なども予定しているので、受講者の積極性を期待しています。 

見て、触れて、考えましょう。 
シラバスコード FB204240 
実務経験のある教員  
達成目標 障がい者や高齢者の課題について、それらは限定された特別なものではなく、社

会全体や一人ひとりの人間の共通課題として捉えられること。 
受講者へのコメント 本講義は、一人の人間として現代社会をどのように生きるのか、をテーマにして

います。 
「生⽼病死」は人間にとって避けれないものです。「生きる」意味を考えましょ
う。 

連絡先 一学舎３階 ⻄村（次）研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 人生の一回性の認識など、「生きること」の本質をとらえて欲しい。 
英文科目名 Welfare Environmental Science 
関連科目 健康の科学。、生涯スポーツⅡ（ヨット）では、障がいのある学生も受講できるよ

うに、ユニバーサルデザインのヨットを使っています。 
次回に向けての改善変更予定 見て、触れて、考える、教材の充実を図りたい。 
講義目的 人間尊重の視点に立ち、障がい者や高齢者の幸福追求の権利（自己実現）や生き

がい感獲得の方策について考えるとともに、一人ひとりの人間の幸せについて探
求したい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 本講義のガイダンス（福祉の目的、意義、講義概要）をする。 



2 回 幸福追求の権利と福祉ー世界人権宣言、日本国憲法、障がい者の権利宣言に
ついて解説する。 
3 回 生命力にあふれた人、街、社会 について説明する。 
4 回 生命力にあふれた人、街、社会 について説明する。 
5 回 バリアフリーとユニバーサルデザインについて説明する。 
6 回 福祉用具について説明する。 
7 回 ⼼と身体 D.M.D 症について説明する。 
8 回 ⼼と身体 D.M.D 症について説明する。 
9 回 動物介在療法と動物介在活動について説明する。 
 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んで講義の全体像を把握しておくこと。 
受講者調整の可能性があるので必ず出席のこと。 
2 回 人間の生涯（生⽼病死など）や幸せについて考えておくこと。 
3 回 私たちをとりまく環境（人、街、社会）について考えておくこと。 
4 回 私たちをとりまく環境（人、街、社会）について考えておくこと。 
5 回 バリアフリー、ユニバーサルデザインについて調べておくこと。 
6 回 福祉用具について調べておくこと。 
7 回 「障がい」について考えておくこと。 
8 回 「障がい」について考えておくこと。 
9 回 動物介在 

 



年度 2014 
授業コード FB204310 
成績評価 授業ごとの小問試験と定期試験の得点による。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部,⼯学部,総合情報学部,生物地球学部 
見出し FB204310 科学技術と人間 
担当教員名 若村 国夫 
単位数 2 
教科書 教科書を執筆中だが間に合わなければプリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード 日欧技術比較、伝統技術、環境、水車、船、社会、経済、封建制、⺠主主義、資

本主義、産業革命、大英帝国、戦争、技術アイデア、風土、グローバル化、人権、
発明 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学技術と人間 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 高校の教科書「日本史」、「世界史」、世界地図 
授業形態 講義 
注意備考 地球温暖化、自然破壊、日本の伝統技術の消滅、近隣諸国との資源争奪戦など、

技術立国日本の足下を揺るがす変化が多い中、本講義では科学や技術の視点から
客観的に歴史や社会をみる眼を養い、日本はどうあるべきかを考える。このこと
は、科学技術を学ぶ者にとって大いに必要となっている。学科の専門いかんにと
らわれず科学者、技術者の品格を得る一助として受講を薦める。本講義は筆者の
３０年に渡る日欧の伝統技術の研究と最も⻄洋科学的な物理学的視点とを融合
させ、技術と生活の結びつき、歴史や経済、人権などとの関係を加えた構成とし
ている。 

シラバスコード FB204310 
実務経験のある教員  
達成目標 科学や技術の視点から日本、⻄洋、中国の歴史を紹介し、客観的に社会現象をみ

る眼を養う。地球温暖化軽減の技術の方向や技術社会、人権と技術、技術のグロ
ーバル化の行く道などを日本の伝統技術思考や産業革命前後の社会の構造変化
や⻄洋の論理などから考察し、技術を幅広く捉えられる知識と思考を養い、２１
世紀の技術の進むべき方向を自ら考えられる素地を準備する。科学や技術の歴史
を社会、経済、政治史などと結びつけて観ることで、２１世紀の技術社会の方向
が見えてくる。 

受講者へのコメント  
連絡先 若村研究室 ７号館１階（電話：０８６−２５６−９４０４） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Science-Technology and Human Beings 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 科学技術が人間社会に与えてきた影響、文化との密接な関係、目先にとらわれな

い多様な技術アイデアの重要性などを、技術の歴史や固有性、風土などを通して
認識する。最近の環境問題や中国の台頭なども視野に入れ、科学技術と自然との
関係や科学技術が開けてきた社会変遷の様子を観る。人間社会を根本から変えた
エネルギー獲得の歴史的な装置、熱機関のデモンストレーションも取り入れ、写
真と図を中⼼とした映像で話を進める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 はじめに：①自己紹介、②本講義で何を学ぶかを概観し、講義の流れを紹介

する。例えば、日本とヨーロッパの風土の違いやこれから派生した技術の違いを
知る。科学技術の発展が宗教や経済、歴史などを変え、自由、⺠主主義、資本主
義などをはぐくんできたこと、技術の発展が自然や人間に与える負の遺産どの紹
介。映像を多用するので、お茶飲み話程度に講義を聴いてもらえれば、卒業後に
大いに役立つと信じている。 
2 回 日本とヨーロッパの風土の違いの実例を絵や写真で紹介１：日本とヨーロ
ッパの風土は正反対である。これらが家の作り、建築 

準備学習 1 回 特に無し 
2 回 身の周りの自然や風俗に関⼼を持つ 
3 回 身の周りの自然や風俗に関⼼を持つおよび第 2 回の講義内容の復習 
4 回 第 3 回の講義内容の復習 
5 回 第 4 回の講義内容の復習 
6 回 第 5 回の講義内容の復習 
7 回 第 6 回の講義内容の復習 
8 回 第 7 回の講義内容の復習 
9 回 第 8 回の講義内容の復習 
10 回 第 9 回の講義内容の復習 
11 回 第 10 回の講義内容の復習 
12 回 第 11 回の講義内容の復習 
13 回 第 12 回の講義内容の復習 
14 回 第 13 回の講義内容の復習 
15 回 第 14 回の講義内容の復習 

 



年度 2014 
授業コード FB204320 
成績評価 定期試験の成績、および適宜出題するレポートの成績、に依り評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部,⼯学部,総合情報学部,生物地球学部 
見出し FB204320 科学技術と人間 
担当教員名 助台 榮一＊ 
単位数 2 
教科書  講義に必要な資料を準備・配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 距離の測定、新幹線、高速運転、広軌道、車軸、疲労破壊、ボーイング 747 型機、

垂直尾翼 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「  」内は、学生の記述。 ・・・・の次が回答。 

１） 「席が狭い」・・・学務部の方、意見を参考にして下さい。 
２） 「いろいろな分野のことが学べてとてもためになった。フル・マラソン
を完走する体力に驚きました」・・・分野は教員の選択に偏ったところは否めない
が、どの分野にも共通する視点からの講義に⼼がけました。 
体力；なにをするにも、物理的に体力が第一に必要です。健康を持続するよう若
いうちから⼼がけるように。 
３） 「出席簿の回し方の件（２）」・・・出席簿を回すことは、何度か説明し
学生さんに任せていました 

科目名 科学技術と人間 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 （１）人物で語る物理入門（下）、米澤富美子著（岩波新書）、2006。 

（２）新幹線をつくった男、高橋団吉著（小学館）、2000。 
（３）日航ジャンボ機墜落事故、朝日新聞社会部編（朝日文庫）、1990。 

授業形態 講義 
注意備考 独学は不可能であり、講義に必ず出席し、内容をよく理解すること。 
シラバスコード FB204320 
実務経験のある教員  
達成目標  科学技術の進歩・発展には相応の理由があり、その理由を各講義において説明

する。その理由を理解することができ、そして、新たな問題に自らが解決法を考
えることができるようになること。 

受講者へのコメント  最終試験に代えて、レポートに依る講義理解の評価を行いました。 
 その結果、大多数の受講生が、それぞれ選択したテーマについて、講義内容の
理解と講義の趣旨をよく把握していることが分かりました。 
 なお、講義は、シラバスに表示したように「科学技術を生み出したその人が、
どのような経緯でその技術を生み出すに至ったか、その理由を中⼼に説明し、学
生諸君がそれをよく理解して参考にし、自らの将来に生かせるよう」に焦点を絞
って行いました。 



連絡先 E-mail:sukedai@mech.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A] 出席は全般によかった。講義の内容を補うため、自主的によく勉強している
人が多数いたことが、レポートを読んで分かった。大学の講義では、全てを網羅
して話す余裕がないので、自主勉強が必要であり、今後も続けるように期待しま
す。 
[B] この講義が、多くの方面・分野で、役立ちそうである、と理解できました。 
[C] 5) 目標達成：多くの学部・学科の学生対象の講義であり、講義内容も広く選
ぶようにしたので、全員が“できた”は困難と考えます。6),7) の上位２つが７０％
であり、5) を勘案すると、講義は及第であっ 

英文科目名 Science-Technology and Human Beings 
関連科目 特になし。 
次回に向けての改善変更予定  次回がありません。 
講義目的  科学技術が生み出された背景を知り、開発者が、どのような経緯でその技術を

生み出すに至ったか、その理由を中⼼に説明する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 （１）星までの距離を測る 

   ・自分の方法を考えること。 
     ・人物で語る物理入門（下）、米澤富美子著（岩波新書）を参照すること。 
（２）新幹線が創られた歴史背景と貢献した人々 
   ・新幹線が創られた理由（必要性）を考えること。また、 
   ・高速運転において発生する問題を予測してみること。 
（３）日航ジャンボ機 Boeing 747 の墜落事故原因とその背景 
    ・「日航ジャンボ機墜落事故」、朝日新聞社会部編（朝日文庫）を参照する
こと。 

 



年度 2014 
授業コード FB204610 
成績評価 期末試験（100％） 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB204610 外国史 
担当教員名 志野 敏夫 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード ヨーロッパ人の世界観、近代、明治維新 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 外国史 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各人のもつ「高校世界史」（高校時代の教科書） 

それ以外は、講義中に紹介する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB204610 
実務経験のある教員  
達成目標 1.現代ヨーロッパ社会の前提としての、前近代ヨーロッパ史を理解する 

2.「近代」とはどのようなものであるかを理解する 
3.明治維新を世界史的な視野の中で理解する 
4.年号を覚えることだけが歴史の勉強ではないことを理解する 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 7 階、志野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 World History 
関連科目 東アジアの歴史 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代社会は 19 世紀のヨーロッパによる世界侵略がベースとなって形作られてい

ることを理解するとともに、そのヨーロッパ人の世界観に影響を与えたヨーロッ
パの歴史についても理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、および、歴史を学ぶことの意義について講義する。 

2 回 歴史を学ぶときに留意すべき点、特にテキストクリティークについて講義
する。 



3 回 現代ヨーロッパの前提としてのヨーロッパ古代史、とくに、古代ギリシャの
「⺠主政治」について講義する。 
4 回 引き続き現代ヨーロッパの前提としてのヨーロッパ古代史、とくに、古代ロ
ーマの「皇帝」の意味と、キリスト教の考え方・普及について講義する 
5 回 現代ヨーロッパの前提としてのヨーロッパ中世史、とくに、キリスト教教会
の政治的支配について講義する 
6 回 

準備学習 1 回 歴史の勉強を「暗記モノ」と考えてよいのか。歴史をなぜ学ぶのかを考えて
おくこと。 
2 回 歴史を学ぶ意義についての前回の復習をしておくこと。 
3 回 高校世界史（古代ギリシャ・ローマ）の復習をしておくこと。 
4 回 「⺠主主義」に対する現代ヨーロッパ人の思いについての前回の復習と、キ
リスト教の基本的教義について予習しておくこと。 
5 回 高校世界史（中世ヨーロッパ）の復習をしておくこと。 
6 回 教会が政治を支配することについての前回の復習をしておくこと。 
7 回 現代の世界政治のグローバルスタンダードとヨーロッ 

 



年度 2014 
授業コード FB204710 
成績評価 中間テスト（３０％）および定期試験（７０％）による。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB204710 日本の文化と歴史Ⅰ 
担当教員名 ⻄野 雅二 
単位数 2 
教科書 プリント（資料）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 日本文化、日本語表現、昔話 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本の文化と歴史Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ※中国からの留学生の場合、日本の漢字と中国語簡体字の違いに注意すること。 

※辞書（電子辞書でよい）を携行する事。 
シラバスコード FB204710 
実務経験のある教員  
達成目標 日本語を⺟語とする人が日本語を話す上で基礎として持っている(と思われる)

「桃太郎」、「かぐや姫」等に関する知識を習得して、自分の言葉で表現すること
ができるようになること。投書欄の記事を理解し、それに対して自分の言葉で賛
否などの表現ができること。 

受講者へのコメント 今後とも日本語をより良いものにし、日本文化への理解を深めていったくださ
い。 

連絡先 ⻄野研究室（２１号館７階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業アンケートを実施することを失念し、気がついたときには実施のタイミング
を逸しておりました。今後、このようなことの無いよう、気を引き締めるつもり
です。 

英文科目名 Culture and History of Japan I 
関連科目 日本の文化と歴史 II 
次回に向けての改善変更予定 留学生の皆さんの日本語が上達し、日本文化への理解も深められるよう、いっそ

う力を入れます。 
講義目的 岡山の昔話、日本の昔話、新聞の投書記事等を見ていくなかで、留学生に、日本

の文化や歴史、風俗、習慣について理解を深め、日本での生活と日本語により一
層なじんでもらうことを目的とする。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。担当者（⻄野）および岡山理科大学について日本語で

説明する。 
2 回 ー 岡山の昔話 ー 
配布資料により、岡山に伝わる昔話を読み、その内容について解説する。また、
発音がしっかりとできるように、口頭での発音指導をする。さらに、岡山の昔話
に見られる文化と自国の文化とを比較し口頭発表をしてもらうよう指導する。 
5 回 ー 日本の昔話 ー 
配布資料により、日本に伝わる昔話を読み、その内容について解説する。また、
発音がしっかりとできるように、口頭での発音指導をする。さらに、日本の昔話
に見られる文 

準備学習 1 回 自分自身のことを日本語で口頭により紹介できるよう準備しておくこと。 
2 回 配布資料に目をとおし、日本語として読めない漢字があれば、読み方を予習
しておくこと。また、講義終了後は、文章が口頭でスラスラと読めるよう、何度
も読んで練習しておくこと。さらに、岡山のことばと標準的なことばの違いにと
まどわないよう、注意して整理しておくこと。 
5 回 配布資料に目をとおし、日本語として読めない漢字があれば、読み方を予習
しておくこと。また、講義終了後は、文章が口頭でスラスラと読めるよう、何度
も読んで練習しておくこと。さ 

 



年度 2014 
授業コード FB204810 
成績評価 小テスト（30％）、期末試験（70％） 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB204810 日本の文化と歴史Ⅱ 
担当教員名 志野 敏夫 
単位数 2 
教科書 特にない 
アクティブラーニング  
キーワード 日本文化、日本の歴史、日本の地理、日本語 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本の文化と歴史Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 辞書・翻訳機は必携のこと。留学生はできる限り受講すること。 
シラバスコード FB204810 
実務経験のある教員  
達成目標 1.音読み、訓読みの区別になれる 

2.日本の地方について、基本的な事項を覚える 
3.日本の習慣や文化を理解する 
4.よりこなれた日本語を話せるようにする 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 7 階、志野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Culture and History of Japan II 
関連科目 東アジアの歴史 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 日本語の文化的背景を理解しつつ、日本語表現を学習する 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 漢字の音読み・訓読みについて講義する 

2 回 岡山の地理について講義する 
3 回 岡山の歴史について講義する 
4 回 日本の地方区分と都道府県を教える 
5 回 北海道地方と東北地方の地理と文化について講義する 
6 回 北陸地方の地理と文化について講義する 



7 回 関東地方の地理と文化について講義する 
8 回 これまでの復習ののち、小テストを実施、その後その解説を行う 
9 回 中部地方の地理と文化を講義する 
10 回 近畿地方の地理と文化を講義する 
11 回 中国地方の地理と文化を講義する 
12 回 四国地方の地理と文化を 

準備学習 1 回 前期開講の「日本の文化と歴史Ⅰ」の復習をしておくこと。 
2 回 漢字の読み方についての前回講義の復習をしておくこと。 
3 回 前回講義の復習をし、岡山の主要都市を覚えておくこと。 
4 回 前回講義の復習をしておくこと。 
5 回 前回講義の復習をし、北海道・東北地方の県名・県庁所在地を覚えておくこ
と。 
6 回 前回講義の復習をし、また北陸地方の県名・県庁所在地を覚えておくこと。 
7 回 前回講義の復習をし、関東地方の県名・県庁所在地を覚えておくこと。 
8 回 これまでの復習をし、日本の県名・県庁所在地を覚えておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FB205310 
成績評価 課題提出(60％)定期試験(40％)60 点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB205310 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 尾崎 美恵＊ 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 己を知り、相手の⼼をつかもう 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 必要に応じ参考資料を配布 
授業形態 講義 
注意備考 受講生の人数によっては授業のスケジュール変更もありえる。講義の性格上、毎

回文章作成の課題提出があり、課題も授業もかなり厳しいことを理解した上で、
受講すること。 
原則として、定期試験の受験資格は毎回の課題提出をしたものに限る。従って、
無断で３回以上課題提出ができていない学生並びに無断で３回以上講義を休ん
だ学生は試験を受けられない場合がある。 
文章は手書きではなく、パソコンのワード機能を使って作成し、課題提出はイン
ターネットを利用する。 

シラバスコード FB205310 
実務経験のある教員  
達成目標 個々のテーマに沿って、自分の過去、現在、未来の出来事を通して自己分析をす

る。 
自分自身の言葉で自分の体験や意思を明確に表現する。 
決められた文字数で説得力のある文章を作成する。 

受講者へのコメント  
連絡先 bonjourmie@kyf.biglobe.ne.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Technical Writing I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自分の経験を言葉にして文章にまとめ、それを更に、相手が興味を引く文章にす



る。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 就職活動におけるエントリーシートの役割と重要性を説明する。 

自己体験を言語化し、それを的確に他人に伝えるポイントを説明する 
インターネットによる講座の履修登録について説明する。 
『イメージマップ』を使って文章作成を指導する。 
2 回 受講生何人かの提出課題①を皆で共有し「どうすれば説得力のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題①を修正出
来るように指導する。 
②『ピラミッド図』を使って「あなたが熱中していることは？」を指導する。 
3 回 受講生何人かの提出課題②を皆で共有 

準備学習 1 回 復習：シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
大学のキャリヤセンターやインターネットで就職情報を集めておくこと。 
予習：①「野球とサッカーどちらが好き？」 
『イメージマップ』を使ってスクリプトを４００字で作成すること 
2 回 復習：①のスクリプトを修正すること。 
予習：②「あなたが熱中していることは？」 
『ピラミッド図』を使って、スクリプトを４００字で作成すること。 
3 回 復習：②のスクリプトを修正すること。 
予習③「あなたの得意なことは？」 
『ピラミッド図』や『イメージマップ』を使ってス 

 



年度 2014 
授業コード FB205320 
成績評価 課題添削・修正作業（４０%）、中間提出（４０%）、最終提出（２０%）の総合

評価 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB205320 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 石井 成人＊ 
単位数 2 
教科書 教室にてプリント配布予定 
アクティブラーニング  
キーワード 文章表現、アイデア・構成・アウトライン・要約・作文 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 マルチメディア教室にて、インターネット上の課題システムを毎回利用して授業

を行う。講義の性質上、ある程度受講制限を行う場合もある。 
シラバスコード FB205320 
実務経験のある教員  
達成目標 文章の構成をあやつる「アウトライン」の重要性を理解し、それに基づいて 800

字の小論文を独力で完成できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 質問・問い合わせは elmar35@yahoo.co.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 プレゼンテーション 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 小論文、レポートなどの作成において必要とされる、論理的で明晰な文章の書き

方の基礎を知り、認識し、そして実現すること 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「文章表現法」講義概説 

2 回 文章の構成、アウトラインについて 
3 回 アウトライン作成の実際 
4 回 アウトラインの推敲 
5 回 アウトラインの完成 



6 回 序論・本論・結論の作成１ 
7 回 序論・本論・結論の作成２ 
8 回 序論・本論・結論の作成３ 
9 回 序論・本論・結論の作成４ 
10 回 ８００字小論文の完成・提出 
11 回 別テーマによる二本目論文の作成 
12 回 アウトライン添削・修正 
13 回 ８００字小論文作成 
14 回 ８００字小論文添削・修正 
15 回 ８００字小論文の完成 

準備学習 1 回 なし 
2 回 なし 
3 回 課題テーマの草案 
4 回 アウトラインの作成、修正 
5 回 アウトラインの作成、修正 
6 回 アウトラインの仕上げ 
7 回 ８００字小論文、序論の作成 
8 回 ８００字小論文、本論の作成 
9 回 ８００字小論文、結論の作成 
10 回 ８００字小論文の仕上げ 
11 回 アウトラインの復習 
12 回 アウトライン作成１ 
13 回 アウトライン作成２ 
14 回 ８００字小論文作成 
15 回 ８００字小論文仕上げ 

 



年度 2014 
授業コード FB205330 
成績評価 課題提出(60％)定期試験(40％)60 点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB205330 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 尾崎 美恵＊ 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 己を知り、相手の⼼をつかもう 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 必要に応じ参考資料を配布 
授業形態 講義 
注意備考 受講生の人数によっては授業のスケジュール変更もありえる。講義の性格上、毎

回文章作成の課題提出があり、課題も授業もかなり厳しいことを理解した上で、
受講すること。 
原則として、定期試験の受験資格は毎回の課題提出をしたものに限る。従って、
無断で３回以上課題提出ができていない学生並びに無断で３回以上講義を休ん
だ学生は試験を受けられない場合がある。 
文章は手書きではなく、パソコンのワード機能を使って作成し、課題提出はイン
ターネットを利用する。 

シラバスコード FB205330 
実務経験のある教員  
達成目標 個々のテーマに沿って、自分の過去、現在、未来の出来事を通して自己分析をす

る。 
自分自身の言葉で自分の体験や意思を明確に表現する。 
決められた文字数で説得力のある文章を作成する。 

受講者へのコメント  
連絡先 bonjourmie@kyf.biglobe.ne.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Technical Writing I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自分の経験を言葉にして文章にまとめ、それを更に、相手が興味を引く文章にす



る。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 就職活動におけるエントリーシートの役割と重要性を説明する。 

自己体験を言語化し、それを的確に他人に伝えるポイントを説明する 
インターネットによる講座の履修登録について説明する。 
『イメージマップ』を使って文章作成を指導する。 
2 回 受講生何人かの提出課題①を皆で共有し「どうすれば説得力のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題①を修正出
来るように指導する。 
②『ピラミッド図』を使って「あなたが熱中していることは？」を指導する。 
3 回 受講生何人かの提出課題②を皆で共有 

準備学習 1 回 復習：シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
大学のキャリヤセンターやインターネットで就職情報を集めておくこと。 
予習：①「野球とサッカーどちらが好き？」 
『イメージマップ』を使ってスクリプトを４００字で作成すること 
2 回 復習：①のスクリプトを修正すること。 
予習：②「あなたが熱中していることは？」 
『ピラミッド図』を使って、スクリプトを４００字で作成すること。 
3 回 復習：②のスクリプトを修正すること。 
予習③「あなたの得意なことは？」 
『ピラミッド図』や『イメージマップ』を使ってス 

 



年度 2014 
授業コード FB205340 
成績評価 授業における課題レポート５０％、定期試験 ５０％ 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB205340 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 崎重 敏幸＊ 
単位数 2 
教科書 資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 目的意識、基礎知識、実行力 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ○ 授業での説明用に、内容の基本的事項や重要事項については、できるだけ詳

しい資料を準備し、必要に応じて記入できるようなスペースも用意して配布し
た。またこの資料は、授業の効率化と、内容を復習しやすいようにとも配慮して
作成した。多くの学生に評価していただいたが、一部、少し説明がはやかったと
か、記入スペースが狭かったとかの意見もあり、今後、改善していきたい。また、
⿊板に書く量を増やしてほしいとの意見もあったので、今後、⼯夫して対応をす
る。 

科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 授業内容の「ポイント」については必ずメモをとること。 

提出物等については、記述内容や形式の見直し、確認を徹底すること。 
シラバスコード FB205340 
実務経験のある教員  
達成目標 １．論理的で、説得力のある「小論文」が書くことができる。 

２．「自己啓発」に取り組むことができる。 
受講者へのコメント ○ 授業で学習したことを、必ず一度は復習して、身に付けていただきたい。（定

期試験に向けて、復習をして学習内容を身に付けた人と、復習ができていなかっ
たか、復習が十分でなかった人との、定期試験での点数に、格差が顕著に出てい
た） 

連絡先 sakishige.toshiyuki@lime.plala.or.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ○ 授業時間外の取り組みが、44.8％（複数回答）あったことは、学生の勉強へ
の真面目な取り組みが評価できる。 
○ この授業を受けてよかった点について、「この分野への、理解が深まった。興
味・関⼼が高まった。技能・技術が向上した」が、 
合計で 93.1％（複数回答）は、授業の基本方針としていた「実学」（大学卒業後、



実社会に出て、実際に役に立つ授業）が、学生に理解・評価されたものとして、
方針の良さが確信できた。 
○ 総合評価の中で、授業に対する教員の意欲が感じられた点について、86.2％
の支持を得たことは、企業経 

英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 プレゼンテーションⅠ 
次回に向けての改善変更予定 ○ 授業で、一部の人に、やや聞き取りにくかったところがあったとのこと。限

られた時間の中で、やや早口になった面があると思われるので、全体、もう少し、
ゆっくりと話すように⼼がけたい。 

講義目的 生涯を通じての「学び」の意味について考える。 
倫理的な思考を養い、社会人として必要な文章表現上の知識や技術を身に付け
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

講義の目的、進め方について説明する。 
2 回 自己の将来設計について文章を作成し、その意味を考える。 
3 回 レポートの書き方について説明する。 
4 回 小論文の書き方[１]について説明する。 
「作文」「小論文」「論文」等について説明する。 
5 回 小論文の書き方[２]について説明する。 
発想力と現代社会の「キーワード」「用語」について説明する。 
6 回 小論文の書き方[３]について説明する。 
提示されたテーマから１つを選択し、小論文を書く。 
7 回 情報の探し方について説明する。 
8 回 「 

準備学習 1 回 シラバスを読んで、講義全体の内容、過程を把握しておくこと。 
2 回 将来の目標について考えておくこと。 
3 回 レポート作成の基本的な構成の型や留意点について考えておくこと。 
4 回 「作文」と「小論文」の違いについて考えておくこと。 
5 回 現代社会の「キーワード」「用語」について考えておくこと。 
6 回 事前にテーマを選択し、関連する情報や資料を準備してくること。 
7 回 必要な情報の探し方について考えておくこと。 
8 回 読書の意味について考えておくこと。 
9 回 「日本の世界遺産」について調べておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FB205360 
成績評価 授業における課題レポート５０％、定期試験 ５０％ 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB205360 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 崎重 敏幸＊ 
単位数 2 
教科書 資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 目的意識、基礎知識、実行力 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ○ 授業での説明用に、内容の基本的な事項や重要事項については、できるだけ

詳しい資料を準備し、必要に応じて記入できるようなスぺースも用意して配布し
た。またこの資料は、授業の効率化と、内容を復習しやすいようにとも配慮して
作成した。多くの学生に評価していただいたが、一部、説明がはやかったとか、
記入スぺースが狭かったとかの意見もあり、今後、改善していきたい。さらに⿊
板に書く量を増やしてほしいとの意見もあったので、今後、⼯夫して対応をする。 

科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 授業内容の「ポイント」については必ずメモをとること。 

提出物等については、記述内容や形式の見直し、確認を徹底すること。 
シラバスコード FB205360 
実務経験のある教員  
達成目標 １．論理的で、説得力のある「小論文」が書くことができる。 

２．「自己啓発」に取り組むことができる。 
受講者へのコメント ○ 授業で学習したことは、必ず一度は復習して、身に付けていただきたい。（定

期試験に向けて、復習をして学習内容を身に付けた人と、復習ができていなかっ
たか、復習が十分でなかった人との、定期試験での点数に格差が顕著に出てい
た。） 

連絡先 sakishige.toshiyuki@lime.plala.or.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ○ 授業時間外の取り組みが、67.2％（複数回答）あったことは、学生の勉強へ
の真面目な取り組みが評価できる。 
○ この授業を受けてよかった点について、「この分野への、理解が深まった。興
味・関⼼が高まった。技能・技術が向上した」が、全体で 106.2％（複数回答）
あったことは、授業の基本方針としていた「実学」（大学卒業後、実社会に出て、
実際に役に立つ授業）が、学生に評価されたものとして、方針の良さが確信でき



た。 
○ 総合評価の中で、授業に対する教員の意欲が感じられた点について、78.1％
の支持を得たことは、企 

英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 プレゼンテーションⅠ 
次回に向けての改善変更予定 ○ 授業で、一部の人に、やや聞き取りにくかったところがあったとのこと。限

られた時間の中で、やや早口になった面があると思われるので、全体、もう少し、
ゆっくり話すように⼼がけたい。 

講義目的 生涯を通じての「学び」の意味について考える。 
倫理的な思考を養い、社会人として必要な文章表現上の知識や技術を身に付け
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

講義の目的、進め方について説明する。 
2 回 自己の将来設計について文章を作成し、その意味を考える。 
3 回 レポートの書き方について説明する。 
4 回 小論文の書き方[１]について説明する。 
「作文」「小論文」「論文」等について説明する。 
5 回 小論文の書き方[２]について説明する。 
発想力と現代社会の「キーワード」「用語」について説明する。 
6 回 小論文の書き方[３]について説明する。 
提示されたテーマから１つを選択し、小論文を書く。 
7 回 情報の探し方について説明する。 
8 回 「 

準備学習 1 回 シラバスを読んで、講義全体の内容、過程を把握しておくこと。 
2 回 将来の目標について考えておくこと。 
3 回 レポート作成の基本的な構成の型や留意点について考えておくこと。 
4 回 「作文」と「小論文」の違いについて考えておくこと。 
5 回 現代社会の「キーワード」「用語」について考えておくこと。 
6 回 事前にテーマを選択し、関連する情報や資料を準備してくること。 
7 回 必要な情報の探し方について考えておくこと。 
8 回 読書の意味について考えておくこと。 
9 回 「日本の世界遺産」について調べておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FB205380 
成績評価 ・授業（グループワーク・口頭発表等）への参加度（10％） 

・小テスト（10％） 
・課題提出（80％） 
※5 回欠席すると評価対象としない。早退・遅刻は 2 回で 1 回の欠席とする。遅
刻は 30 分まで、それ以降の入室は認めない。 
※1 点でも課題の未提出物がある場合や協同作業および口頭発表での欠席がある
場合は、評価対象としない。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB205380 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 松尾 美香 
単位数 2 
教科書 特定の教科書は指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 考える力、書く力、読む力、論理表現、コミュニケーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・授業中の飲⾷、私語は禁止する。 

・携帯電話の電源は切り、机の上に置かずしまっておくこと。 
・授業中で配布する資料の予備は保管しないため、欠席した場合は、出席者から
コピーをしておくこと。 
・当日、欠席により課題提出が遅れる場合は、事前に受け付ける。・受講生の既習
知識や進度によって、一部シラバスの変更の場合がある。ない。 

シラバスコード FB205380 
実務経験のある教員  
達成目標 ①自分の考えや主張を具体的に書くことができる。 

②要点を把握したうえで、その前後のつながりを最小限の言葉によってまとめる
ことができる。 
③論理的な文章（問題提起・主張・根拠・データを用いる）を書くことができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 一学舎 3F（松尾研究室） 

E-Mail：matsuo@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 学びの基礎論、地域フィールドスタディ、文章表現法Ⅱ、プレゼンテーションⅠ、

プレゼンテーションⅡ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 文章を書くということは思考することであり、かつ相手に伝えていくことであ

る。文章と言っても、事務的な文章から企画書、報告書等のビジネス文書、小論
文、レポートなど様々な文章があるが、文章の目的はどれも共通している。 
そこで、この授業では文章の書き方の基本的なルールを示し、学生や社会人とし
て必要な文章表現上の知識や技術を身につけることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 

講義の概要、進め方、評価方法等の説明をする。 
2 回 自分史づくりの準備 
相互にｲﾝﾀﾋﾞｭｰする。 
3 回 自分史づくり 
自分の考えを表現する。 
4 回 読む技術 
効果的な読み方を説明する。 
5 回 要約トレーニング①（資料活用①） 
資料を用いて、要約を作成する。 
6 回 要約トレーニング①（資料活用②） 
資料を用いて、要約を作成する。 
7 回 要約トレーニング②（視聴覚教材活用） 
視聴覚教材を用いて、要約を作成する。 
8 回 要約トレーニング③（協同作業） 
グループで要約を作成する。 
9 回 口頭発 

準備学習 1 回 講義の目的を理解し、シラバスを確認しておくこと。 
2 回 授業内容を確認し、自分史づくりのための材料を考えておくこと。 
3 回 自分史づくりのための考えをまとめておくこと。 
4 回 マーキングのポイントを考えておくこと。 
5 回 要約のポイントについて考えておくこと。 
6 回 要約のポイントについて理解しておくこと。 
7 回 要約作成のポイントを理解しておくこと。 
8 回 視聴覚教材の要約を作成しておくこと。 
9 回 口頭発表できる準備をしておくこと。 
10 回 レポートの構造について考えておくこと。 
11 回 レポー 

 



年度 2014 
授業コード FB2053A0 
成績評価 演習（60％）定期試験（40％） 原則として、演習をすべて行うことが定期試験

の受験資格となる。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB2053A0 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 三⽊ 恒治 
単位数 2 
教科書 藤野薫・三⽊恒治・世良利和著／「文章表現法Ⅰ基礎編」／蜻文庫 
アクティブラーニング  
キーワード 文章表現、小論文、日本語、就職活動 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「国語力が上達したようだ」「文章を書くのが楽しくなった」というコメントは

うれしかったです。 
反面「自分の意見に固執しすぎ」という辛口の評価もいただきました。時事問題
をはじめ、私自身 
もう少し幅広く勉強しないといけないなと痛感しました。いずれにせよ、ご意見
ありがとうございました。 

科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 1.講義の性質上、ある程度の人数制限を設けることがある。 

2.受講希望者は必ずテキストを購入し、初回の講義に出席すること。 
3.講義には必ず国語辞典（通信機能のない電子辞書も可）を持参すること。 
4.講義中の飲⾷や無断入退室は禁じる。講義中は通信器機の電源を切ること。 
5.受講マナーが守れない者や指示に従わない者は「評価不能」とする。 

シラバスコード FB2053A0 
実務経験のある教員  
達成目標 文章表現の目的を理解し、800 字程度の文章をわかりやすく書くことができる。 
受講者へのコメント 今まで私が担当した「文章表現法」で、平均的には一番熱⼼に予習、復習を 

してくれたという印象です。私のほうもいろいろと勉強させてもらいました。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 課題に取り組む姿勢、満足度など、まずまずの評価をいただき安⼼しました。 
英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 プレゼンテーションⅠ、プレゼンテーションⅡ、文章表現法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 「文章表現法」を担当するのは三年ぶりでしたので、手際が悪い部分も正直 



ありました。また人数（５０名近く）を考えれば、もう少し段取りよく、かとい
って 
個々人の文章力向上という視点は忘れずに、きめ細かい指導を⼼掛けてゆきたい
と 
思います。 

講義目的 一般社会で通用する文章を書くために、基本的な取り組みの姿勢とスキルを身に
つける。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 文章スキルの大切さ、テキストと講義の進め方について説明する。 

2 回 受講シートの記入について説明する。 
3 回 文章を要約する①：参考文を読みながら、アウトラインの作成を指導する。 
4 回 文章を要約する②：参考文を読みながら、文章の組み立てを説明する。 
5 回 文章を要約する③：参考文を要約する。 
6 回 文章を書くときの注意点①：文章表現の形式とルールについて解説する。 
7 回 経験や知識の文章化と構成のパターンについて解説する。 
8 回 経験や知識を文章化する。 
9 回 文章を書くときの注意点②：正確でわか 

準備学習 1 回 予習：シラバスを読み、テキストを購入しておくこと。 
復習：受講上の注意を再確認すること。 
2 回 予習：受講シート記入上の注意を読んでおくこと。 
復習：記入した内容を自己点検すること。 
3 回 予習：指示された参考文を読んでおくこと。 
復習：アウトラインの大切さを確認すること。 
4 回 予習：指示された参考文を読んでおくこと。 
復習：文章の基本的な組み立てを確認すること。 
5 回 予習：文章の要約についてまとめておくこと。 
復習：取り組んだ要約を自己点検すること。 
6 回 予習：文章の基本的な書き方を確認して 

 



年度 2014 
授業コード FB2053B0 
成績評価 演習（60％）定期試験（40％） 原則として、演習をすべて行うことが定期試験

の受験資格となる。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB2053B0 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 藤野 薫＊ 
単位数 2 
教科書 文章表現法Ⅰ基礎編／藤野薫・三⽊恒治・世良利和著／蜻文庫／9784904789063 
アクティブラーニング  
キーワード 文章表現、小論文、日本語、就職活動 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ありがとうございました。今後の参考にします。 
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 1.講義の性質上、ある程度の人数制限を設けることがある。 

2.受講希望者は必ずテキストを購入し、初回の講義に出席すること。 
3.講義には必ず国語辞典（通信機能のない電子辞書も可）を持参すること。 
4.講義中の飲⾷や無断入退室は禁じる。講義中は通信器機の電源を切ること。 
5.受講マナーを守らない者や指示に従わない者は「評価不能」とする。 

シラバスコード FB2053B0 
実務経験のある教員  
達成目標 文章表現の目的を理解し、800 字程度の文章をわかりやすく書くことができる。 
受講者へのコメント 半年間、しっかり考えて頑張って書いてくれました。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 今後の参考にします。 
英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 プレゼンテーションⅠ、プレゼンテーションⅡ、文章表現法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 キャリア支援科目としての必要性の周知徹底 
講義目的 一般社会で通用する文章を書くために、基本的な取り組みの姿勢とスキルを身に

つける。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 文章スキルの大切さ、テキストと講義の進め方について説明する。 

2 回 受講シートの記入について説明する。 
3 回 文章を要約する①：参考文を読みながら、アウトラインの作成を指導する。 



4 回 文章を要約する②：参考文を読みながら、文章の組み立てを説明する。 
5 回 文章を要約する③：参考文を要約する。 
6 回 文章を書くときの注意点①：文章表現の形式とルールについて解説する。 
7 回 経験や知識の文章化と構成のパターンについて解説する。 
8 回 経験や知識を文章化する。 
9 回 文章を書くときの注意点②：正確でわか 

準備学習 1 回 予習：シラバスを読み、テキストを購入しておくこと。 
復習：受講上の注意を再確認すること。 
2 回 予習：受講シート記入上の注意を読んでおくこと。 
復習：記入した内容を自己点検すること。 
3 回 予習：指示された参考文を読んでおくこと。 
復習：アウトラインの大切さを確認すること。 
4 回 予習：指示された参考文を読んでおくこと。 
復習：文章の基本的な組み立てを確認すること。 
5 回 予習：文章の要約についてまとめておくこと。 
復習：取り組んだ要約を自己点検すること。 
6 回 予習：文章の基本的な書き方を確認して 

 



年度 2014 
授業コード FB2053C0 
成績評価 演習（60％）定期試験（40％） 原則として、演習をすべて行うことが定期試験

の受験資格となる。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB2053C0 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 藤野 薫＊ 
単位数 2 
教科書 文章表現法Ⅰ基礎編／藤野薫・三⽊恒治・世良利和著／蜻文庫／9784904789063 
アクティブラーニング  
キーワード 文章表現、小論文、日本語、就職活動 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ありがとうございました。今後の参考にします。 
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 1.講義の性質上、ある程度の人数制限を設けることがある。 

2.受講希望者は必ずテキストを購入し、初回の講義に出席すること。 
3.講義には必ず国語辞典（通信機能のない電子辞書も可）を持参すること。 
4.講義中の飲⾷や無断入退室は禁じる。講義中は通信器機の電源を切ること。 
5.受講マナーを守らない者や指示に従わない者は「評価不能」とする。 

シラバスコード FB2053C0 
実務経験のある教員  
達成目標 文章表現の目的を理解し、800 字程度の文章をわかりやすく書くことができる。 
受講者へのコメント 半年間、しっかり考えて頑張って書いてくれました。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 今後の参考にします。 
英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 プレゼンテーションⅠ、プレゼンテーションⅡ、文章表現法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 キャリア支援科目としての必要性の周知徹底 
講義目的 一般社会で通用する文章を書くために、基本的な取り組みの姿勢とスキルを身に

つける。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 文章スキルの大切さ、テキストと講義の進め方について説明する。 

2 回 受講シートの記入について説明する。 
3 回 文章を要約する①：参考文を読みながら、アウトラインの作成を指導する。 



4 回 文章を要約する②：参考文を読みながら、文章の組み立てを説明する。 
5 回 文章を要約する③：参考文を要約する。 
6 回 文章を書くときの注意点①：文章表現の形式とルールについて解説する。 
7 回 経験や知識の文章化と構成のパターンについて解説する。 
8 回 経験や知識を文章化する。 
9 回 文章を書くときの注意点②：正確でわか 

準備学習 1 回 予習：シラバスを読み、テキストを購入しておくこと。 
復習：受講上の注意を再確認すること。 
2 回 予習：受講シート記入上の注意を読んでおくこと。 
復習：記入した内容を自己点検すること。 
3 回 予習：指示された参考文を読んでおくこと。 
復習：アウトラインの大切さを確認すること。 
4 回 予習：指示された参考文を読んでおくこと。 
復習：文章の基本的な組み立てを確認すること。 
5 回 予習：文章の要約についてまとめておくこと。 
復習：取り組んだ要約を自己点検すること。 
6 回 予習：文章の基本的な書き方を確認して 

 



年度 2014 
授業コード FB2053D0 
成績評価 課題提出 14 回分(56%)，定期試験(44%)， 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB2053D0 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 生⽥ 夏樹＊ 
単位数 2 
教科書 なし。 
アクティブラーニング  
キーワード 文章表現、作文、アウトライン、要約 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「この授業を受けて、論理的で読み易い小論文の書き方を学ぶことができた」、

「論文を書く技術だけでなく、タイピングが速くなった」といったコメントがあ
ったが、４か月間の授業で論文を書く技術の習得は「完成」ではないので、今後
もさらに技術を磨いてもらえると嬉しい。 

科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント（資料）を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 課題点も成績評価に含まれるので、毎回の課題を必ず提出すること。 
シラバスコード FB2053D0 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 文章を要約するために必要な発想ならびに技法を習得すること。  

② 文章を作成するための「アウトライン」の重要性を理解すること。  
③ 与えられた課題について、アウトラインに基づいて 800 字の作文を独力で完
成させることができること。 

受講者へのコメント 遅刻しないように。授業の前半で、その日の課題を処理するための注意点やポイ
ントを説明し、後半は実習作業に取り掛かるので、遅刻すると、大事な情報を聞
き漏らすことになるから。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし。 
英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 「文章表現法 II」「プレゼンテーション I および II」 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 小論文、レポート等の作成において必要とされる、論理的で明晰な文章の書き方

の基礎を受講者が身につけることである。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーションを実施する。 
2 回 文章①（「使用後を考えなかった兵器」）を要約する(1) 第 1 課題：アウト
ラインを作成する。 
3 回 文章①を要約する(2) 第２課題：要約本文を作成する。 
4 回 文章②（「はたして科学者はパズルを解いているのか」）を要約する(1) 第３
課題：アウトラインを作成する。 
5 回 文章②を要約する(2) 第４課題：要約本文を作成する。 
6 回 与えられたテーマ A（「協力のあり方について」）の文章を作成する（1） 第
５課題：アウトライン１回目を作成する。 
7 回 与えられたテー 

準備学習 1 回 特に無いが、学内でパソコンを使用するためのアカウントを準備しておく
こと。 
2 回 前回、配布のプリントに目を通しておくこと。 
3 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。（アウトラインに改良
すべき所がある場合は、改良したファイルを用意しておくこと。） 
4 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
次回の要約のための課題文を通読しておくこと。 
5 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
（アウトラインに改良すべき所がある場合は、改良したファイルを用意しておく
こと。） 
6 回 

 



年度 2014 
授業コード FB2053E0 
成績評価 課題提出 14 回分(56%)，定期試験(44%)， 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB2053E0 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 生⽥ 夏樹＊ 
単位数 2 
教科書 なし。 
アクティブラーニング  
キーワード 文章表現、作文、アウトライン、要約 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 今回は、自由記述欄へのコメントは無かった。 
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント（資料）を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 課題点も成績評価に含まれるので、毎回の課題を必ず提出すること。 
シラバスコード FB2053E0 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 文章を要約するために必要な発想ならびに技法を習得すること。  

② 文章を作成するための「アウトライン」の重要性を理解すること。  
③ 与えられた課題について、アウトラインに基づいて 800 字の作文を独力で完
成させることができること。 

受講者へのコメント 遅刻しないように。授業の前半で、その日の課題を処理するための注意点やポイ
ントを説明し、後半は実習作業に取り掛かるので、遅刻すると、大事な情報を聞
き漏らすことになるから。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし。 
英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 「文章表現法 II」「プレゼンテーション I および II」 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 小論文、レポート等の作成において必要とされる、論理的で明晰な文章の書き方

の基礎を受講者が身につけることである。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションを実施する。 

2 回 文章①（「使用後を考えなかった兵器」）を要約する(1) 第 1 課題：アウト
ラインを作成する。 



3 回 文章①を要約する(2) 第２課題：要約本文を作成する。 
4 回 文章②（「はたして科学者はパズルを解いているのか」）を要約する(1) 第３
課題：アウトラインを作成する。 
5 回 文章②を要約する(2) 第４課題：要約本文を作成する。 
6 回 与えられたテーマ A（「協力のあり方について」）の文章を作成する（1） 第
５課題：アウトライン１回目を作成する。 
7 回 与えられたテー 

準備学習 1 回 特に無いが、学内でパソコンを使用するためのアカウントを準備しておく
こと。 
2 回 前回、配布のプリントに目を通しておくこと。 
3 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。（アウトラインに改良
すべき所がある場合は、改良したファイルを用意しておくこと。） 
4 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
次回の要約のための課題文を通読しておくこと。 
5 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
（アウトラインに改良すべき所がある場合は、改良したファイルを用意しておく
こと。） 
6 回 

 



年度 2014 
授業コード FB2053F0 
成績評価 課題提出(60％)定期試験(40％)60 点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14) 
見出し FB2053F0 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 尾崎 美恵＊ 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 己を知り、相手の⼼をつかもう 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 パソコンの立ち上がりが３０分かかることを理由に、サイトでの出席確認を変え

てほしいというリクエストに対する答え。 
始業１０分前に来れば十分間に合うので、サイトでの出席確認は従来道理続けま
す。 

科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 必要に応じ参考資料を配布 
授業形態 講義 
注意備考 受講生の人数によっては授業のスケジュール変更もありえる。講義の性格上、毎

回文章作成の課題提出があり、課題も授業もかなり厳しいことを理解した上で、
受講すること。 
原則として、定期試験の受験資格は毎回の課題提出をしたものに限る。従って、
無断で３回以上課題提出ができていない学生並びに無断で３回以上講義を休ん
だ学生は試験を受けられない場合がある。 
文章は手書きではなく、パソコンのワード機能を使って作成し、課題提出はイン
ターネットを利用する。 

シラバスコード FB2053F0 
実務経験のある教員  
達成目標 個々のテーマに沿って、自分の過去、現在、未来の出来事を通して自己分析をす

る。 
自分自身の言葉で自分の体験や意思を明確に表現する。 
決められた文字数で説得力のある文章を作成する。 

受講者へのコメント  
連絡先 bonjourmie@kyf.biglobe.ne.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Technical Writing I 



関連科目 プレゼンテーションⅠ、プレゼンテーションⅡ、文章表現法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自分の経験を言葉にして文章にまとめ、それを更に、相手が興味を引く文章にす

る。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 就職活動におけるエントリーシートの役割と重要性を説明する。 

自己体験を言語化し、それを的確に他人に伝えるポイントを説明する 
インターネットによる講座の履修登録について説明する。 
『イメージマップ』を使って文章作成を指導する。 
2 回 受講生何人かの提出課題①を皆で共有し「どうすれば説得力のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題①を修正出
来るように指導する。 
②「あなたが熱中していることは？」を『ピラミッド図』を使って指導する 
3 回 受講生何人かの提出課題②を皆で共有し 

準備学習 1 回 復習：シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
大学のキャリヤセンターやインターネットで就職情報を集めておくこと。 
予習：①「野球とサッカーどちらが好き？」 
『イメージマップ』を使ってスクリプトを４００字で作成すること 
2 回 復習：①のスクリプトを修正すること。 
予習：②「あなたが熱中していることは？」 
『ピラミッド図』を使って、スクリプトを４００字で作成すること。 
3 回 復習：②のスクリプトを修正すること。 
予習③「あなたの得意なことは？」 
『ピラミッド図』や『イメージマップ』を使ってス 

 



年度 2014 
授業コード FB2053G0 
成績評価 課題提出(60％)定期試験(40％)60 点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14) 
見出し FB2053G0 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 尾崎 美恵＊ 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 己を知り、相手の⼼をつかもう 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 良い点を指摘してほしいというリクエストに対する答え 

各学生の良い点を見つけ出して指導していきたい。 
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 必要に応じ参考資料を配布 
授業形態 講義 
注意備考 受講生の人数によっては授業のスケジュール変更もありえる。講義の性格上、毎

回文章作成の課題提出があり、課題も授業もかなり厳しいことを理解した上で、
受講すること。 
原則として、定期試験の受験資格は毎回の課題提出をしたものに限る。従って、
無断で３回以上課題提出ができていない学生並びに無断で３回以上講義を休ん
だ学生は試験を受けられない場合がある。 
文章は手書きではなく、パソコンのワード機能を使って作成し、課題提出はイン
ターネットを利用する。 

シラバスコード FB2053G0 
実務経験のある教員  
達成目標 個々のテーマに沿って、自分の過去、現在、未来の出来事を通して自己分析をす

る。 
自分自身の言葉で自分の体験や意思を明確に表現する。 
決められた文字数で説得力のある文章を作成する。 

受講者へのコメント  
連絡先 bonjourmie@kyf.biglobe.ne.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 プレゼンテーションⅠ、プレゼンテーションⅡ、文章表現法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 自分の経験を言葉にして文章にまとめ、それを更に、相手が興味を引く文章にす
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 就職活動におけるエントリーシートの役割と重要性を説明する。 

自己体験を言語化し、それを的確に他人に伝えるポイントを説明する 
インターネットによる講座の履修登録について説明する。 
『イメージマップ』を使って文章作成を指導する。 
2 回 受講生何人かの提出課題①を皆で共有し「どうすれば説得力のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題①を修正出
来るように指導する。②「あなたが熱中していることは？」を『ピラミッド図』
を使って指導する 
3 回 受講生何人かの提出課題②を皆で共有し「 

準備学習 1 回 復習：シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
大学のキャリヤセンターやインターネットで就職情報を集めておくこと。 
予習：①「野球とサッカーどちらが好き？」 
『イメージマップ』を使ってスクリプトを４００字で作成すること 
2 回 復習：①のスクリプトを修正すること。 
予習：②「あなたが熱中していることは？」 
『ピラミッド図』を使って、スクリプトを４００字で作成すること。 
3 回 復習：②のスクリプトを修正すること。 
予習③「あなたの得意なことは？」 
『ピラミッド図』や『イメージマップ』を使ってス 

 



年度 2014 
授業コード FB2053K0 
成績評価 課題添削・修正作業（４０%）、中間提出（４０%）、最終提出（２０%）の総合

評価 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14) 
見出し FB2053K0 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 石井 成人＊ 
単位数 2 
教科書 教室にてプリント配布予定 
アクティブラーニング  
キーワード 文章表現、アイデア・構成・アウトライン・要約・作文 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 マルチメディア教室にて、インターネット上の課題システムを毎回利用して授業

を行う。講義の性質上、ある程度受講制限を行う場合もある 
シラバスコード FB2053K0 
実務経験のある教員  
達成目標 文章の構成をあやつる「アウトライン」の重要性を理解し、それに基づいて 800

字の小論文を独力で完成できること 
受講者へのコメント  
連絡先 質問・問い合わせは elmar35@yahoo.co.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 プレゼンテーション 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 小論文、レポートなどの作成において必要とされる、論理的で明晰な文章の書き

方の基礎を知り、認識し、そして実現すること 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「文章表現法」講義概説 

2 回 文章の構成、アウトラインについて 
3 回 アウトライン作成の実際 
4 回 アウトラインの推敲 
5 回 アウトラインの完成 



6 回 序論・本論・結論の作成１ 
7 回 序論・本論・結論の作成２ 
8 回 序論・本論・結論の作成３ 
9 回 序論・本論・結論の作成４ 
10 回 ８００字小論文の完成・提出 
11 回 別テーマによる二本目論文の作成 
12 回 アウトライン添削・修正 
13 回 ８００字小論文作成 
14 回 ８００字小論文添削・修正 
15 回 ８００字小論文の完成 

準備学習 1 回 なし 
2 回 なし 
3 回 課題テーマの草案 
4 回 アウトラインの作成、修正 
5 回 アウトラインの作成、修正 
6 回 アウトラインの仕上げ 
7 回 ８００字小論文、序論の作成 
8 回 ８００字小論文、本論の作成 
9 回 ８００字小論文、結論の作成 
10 回 ８００字小論文の仕上げ 
11 回 アウトラインの復習 
12 回 アウトライン作成１ 
13 回 アウトライン作成２ 
14 回 ８００字小論文作成 
15 回 ８００字小論文仕上げ 

 



年度 2014 
授業コード FB2053M0 
成績評価 ・授業（グループワーク・口頭発表等）への参加度（10％） 

・小テスト（10％） 
・課題提出（80％） 
※5 回欠席すると評価対象としない。早退・遅刻は 2 回で 1 回の欠席とする。遅
刻は 30 分まで、それ以降の入室は認めない。 
※1 点でも課題の未提出物がある場合や協同作業および口頭発表での欠席がある
場合は、評価対象としない。 

曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14) 
見出し FB2053M0 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 松尾 美香 
単位数 2 
教科書 特定の教科書は指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 考える力、書く力、読む力、論理表現、コミュニケーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・授業中の飲⾷、私語は禁止する。 

・携帯電話の電源は切り、机の上に置かずしまっておくこと。 
・授業中で配布する資料の予備は保管しないため、欠席した場合は、出席者から
コピーをしておくこと。 
・当日、欠席により課題提出が遅れる場合は、事前に受け付ける。・受講生の既習
知識や進度によって、一部シラバスの変更の場合がある。ない。 

シラバスコード FB2053M0 
実務経験のある教員  
達成目標 ①自分の考えや主張を具体的に書くことができる。 

②要点を把握したうえで、その前後のつながりを最小限の言葉によってまとめる
ことができる。 
③論理的な文章（問題提起・主張・根拠・データを用いる）を書くことができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 一学舎 3F（松尾研究室） 

E-Mail：matsuo@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 学びの基礎論、地域フィールドスタディ、文章表現法Ⅱ、プレゼンテーションⅠ、

プレゼンテーションⅡ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 文章を書くということは思考することであり、かつ相手に伝えていくことであ

る。文章と言っても、事務的な文章から企画書、報告書等のビジネス文書、小論
文、レポートなど様々な文章があるが、文章の目的はどれも共通している。 
そこで、この授業では文章の書き方の基本的なルールを示し、学生や社会人とし
て必要な文章表現上の知識や技術を身につけることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 

講義の概要、進め方、評価方法等の説明をする。 
2 回 自分史づくりの準備 
相互にｲﾝﾀﾋﾞｭｰする。 
3 回 自分史づくり 
自分の考えを表現する。 
4 回 読む技術 
効果的な読み方を説明する。 
5 回 要約トレーニング①（資料活用①） 
資料を用いて、要約を作成する。 
6 回 要約トレーニング①（資料活用②） 
資料を用いて、要約を作成する。 
7 回 要約トレーニング②（視聴覚教材活用） 
視聴覚教材を用いて、要約を作成する。 
8 回 要約トレーニング③（協同作業） 
グループで要約を作成する。 
9 回 口頭発 

準備学習 1 回 講義の目的を理解し、シラバスを確認しておくこと。 
2 回 授業内容を確認し、自分史づくりのための材料を考えておくこと。 
3 回 自分史づくりのための考えをまとめておくこと。 
4 回 マーキングのポイントを考えておくこと。 
5 回 要約のポイントについて考えておくこと。 
6 回 要約のポイントについて理解しておくこと。 
7 回 要約作成のポイントを理解しておくこと。 
8 回 視聴覚教材の要約を作成しておくこと。 
9 回 口頭発表できる準備をしておくこと。 
10 回 レポートの構造について考えておくこと。 
11 回 レポー 

 



年度 2014 
授業コード FB2053N0 
成績評価 ・授業（グループワーク・口頭発表等）への参加度（10％） 

・小テスト（10％） 
・課題提出（80％） 
※5 回欠席すると評価対象としない。早退・遅刻は 2 回で 1 回の欠席とする。遅
刻は 30 分まで、それ以降の入室は認めない。 
※1 点でも課題の未提出物がある場合や協同作業および口頭発表での欠席がある
場合は、評価対象としない。 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14) 
見出し FB2053N0 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 松尾 美香 
単位数 2 
教科書 特定の教科書は指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 考える力、書く力、読む力、論理表現、コミュニケーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・授業中の飲⾷、私語は禁止する。 

・携帯電話の電源は切り、机の上に置かずしまっておくこと。 
・授業中で配布する資料の予備は保管しないため、欠席した場合は、出席者から
コピーをしておくこと。 
・当日、欠席により課題提出が遅れる場合は、事前に受け付ける。・受講生の既習
知識や進度によって、一部シラバスの変更の場合がある。ない。 

シラバスコード FB2053N0 
実務経験のある教員  
達成目標 ①自分の考えや主張を具体的に書くことができる。 

②要点を把握したうえで、その前後のつながりを最小限の言葉によってまとめる
ことができる。 
③論理的な文章（問題提起・主張・根拠・データを用いる）を書くことができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 一学舎 3F（松尾研究室） 

E-Mail：matsuo@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 学びの基礎論、地域フィールドスタディ、文章表現法Ⅱ、プレゼンテーションⅠ、

プレゼンテーションⅡ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 文章を書くということは思考することであり、かつ相手に伝えていくことであ

る。文章と言っても、事務的な文章から企画書、報告書等のビジネス文書、小論
文、レポートなど様々な文章があるが、文章の目的はどれも共通している。 
そこで、この授業では文章の書き方の基本的なルールを示し、学生や社会人とし
て必要な文章表現上の知識や技術を身につけることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 

講義の概要、進め方、評価方法等の説明をする。 
2 回 自分史づくりの準備 
相互にｲﾝﾀﾋﾞｭｰする。 
3 回 自分史づくり 
自分の考えを表現する。 
4 回 読む技術 
効果的な読み方を説明する。 
5 回 要約トレーニング①（資料活用①） 
資料を用いて、要約を作成する。 
6 回 要約トレーニング①（資料活用②） 
資料を用いて、要約を作成する。 
7 回 要約トレーニング②（視聴覚教材活用） 
視聴覚教材を用いて、要約を作成する。 
8 回 要約トレーニング③（協同作業） 
グループで要約を作成する。 
9 回 口頭発 

準備学習 1 回 講義の目的を理解し、シラバスを確認しておくこと。 
2 回 授業内容を確認し、自分史づくりのための材料を考えておくこと。 
3 回 自分史づくりのための考えをまとめておくこと。 
4 回 マーキングのポイントを考えておくこと。 
5 回 要約のポイントについて考えておくこと。 
6 回 要約のポイントについて理解しておくこと。 
7 回 要約作成のポイントを理解しておくこと。 
8 回 視聴覚教材の要約を作成しておくこと。 
9 回 口頭発表できる準備をしておくこと。 
10 回 レポートの構造について考えておくこと。 
11 回 レポー 

 



年度 2014 
授業コード FB2053R0 
成績評価 演習（60％）定期試験（40％） 原則として、演習をすべて行うことが定期試験

の受験資格となる。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14) 
見出し FB2053R0 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 三⽊ 恒治 
単位数 2 
教科書 藤野薫・三⽊恒治・世良利和著／「文章表現法Ⅰ基礎編」／蜻文庫 
アクティブラーニング  
キーワード 文章表現、小論文、日本語、就職活動 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「よかった」という声があった一方、「教科書が高い、自分のテキストだからと言

って買わすくそ野郎」という 
意見が一件ありました。金額は通常ですし、こちらとしては皆さんの学習を少し
でも効率的にする⼯夫でテキスト 
を作ったわけで、採算は度外視しています。（というのか採算はまったくとれて
いません）また、選択科目ですから 
買いたくなければ他の授業を受講すればいいのです。 
しかも、いくら自由記述といっても言っていいことと悪いことがあります。もち
ろん授業の中身に対する辛口の 
意見には真摯に耳を傾けます。しかし、この手（「 

科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 1.講義の性質上、ある程度の人数制限を設けることがある。 

2.受講希望者は必ずテキストを購入し、初回の講義に出席すること。 
3.講義には必ず国語辞典（通信機能のない電子辞書も可）を持参すること。 
4.講義中の飲⾷や無断入退室は禁じる。講義中は通信器機の電源を切ること。 
5.受講マナーが守れない者や指示に従わない者は「評価不能」とする。 

シラバスコード FB2053R0 
実務経験のある教員  
達成目標 文章表現の目的を理解し、800 字程度の文章をわかりやすく書くことができる。 
受講者へのコメント 大半の受講生はまじめに取り組んでいたという印象です。一方、 

朝一コマ目ということで、遅刻者が多かったのは残念でした。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 多くの「満足」の声を頂き、一応安⼼しています。 



英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 プレゼンテーションⅠ、プレゼンテーションⅡ、文章表現法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 受講生の皆さんが確実に文章力を身につけていくよう、いろんな 

⼯夫をしたいと思います。 
講義目的 一般社会で通用する文章を書くために、基本的な取り組みの姿勢とスキルを身に

つける。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 文章スキルの大切さ、テキストと講義の進め方について説明する。 

2 回 受講シートの記入について説明する。 
3 回 文章を要約する①：参考文を読みながら、アウトラインの作成を指導する。 
4 回 文章を要約する②：参考文を読みながら、文章の組み立てを説明する。 
5 回 文章を要約する③：参考文を要約する。 
6 回 文章を書くときの注意点①：文章表現の形式とルールについて解説する。 
7 回 経験や知識の文章化と構成のパターンについて解説する。 
8 回 経験や知識を文章化する。 
9 回 文章を書くときの注意点②：正確でわか 

準備学習 1 回 予習：シラバスを読み、テキストを購入しておくこと。 
復習：受講上の注意を再確認すること。 
2 回 予習：受講シート記入上の注意を読んでおくこと。 
復習：記入した内容を自己点検すること。 
3 回 予習：指示された参考文を読んでおくこと。 
復習：アウトラインの大切さを確認すること。 
4 回 予習：指示された参考文を読んでおくこと。 
復習：文章の基本的な組み立てを確認すること。 
5 回 予習：文章の要約についてまとめておくこと。 
復習：取り組んだ要約を自己点検すること。 
6 回 予習：文章の基本的な書き方を確認して 

 



年度 2014 
授業コード FB2053S0 
成績評価 演習（60％）定期試験（40％） 原則として、演習をすべて行うことが定期試験

の受験資格となる。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14) 
見出し FB2053S0 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 藤野 薫＊ 
単位数 2 
教科書 文章表現法Ⅰ基礎編／藤野薫・三⽊恒治・世良利和著／蜻文庫／9784904789063 
アクティブラーニング  
キーワード 文章表現、小論文、日本語、就職活動 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 今後の参考にします。 
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 1.講義の性質上、ある程度の人数制限を設けることがある。 

2.受講希望者は必ずテキストを購入し、初回の講義に出席すること。 
3.講義には必ず国語辞典（通信機能のない電子辞書も可）を持参すること。 
4.講義中の飲⾷や無断入退室は禁じる。講義中は通信器機の電源を切ること。 
5.受講マナーを守らない者や指示に従わない者は「評価不能」とする。 

シラバスコード FB2053S0 
実務経験のある教員  
達成目標 文章表現の目的を理解し、800 字程度の文章をわかりやすく書くことができる。 
受講者へのコメント 半年間、しっかり取り組んでくれました。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 今後の参考にします。 
英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 プレゼンテーションⅠ、プレゼンテーションⅡ、文章表現法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 キャリア支援科目として、実社会での有用性を踏まえた課題への取り組み方を周

知徹底する。 
講義目的 一般社会で通用する文章を書くために、基本的な取り組みの姿勢とスキルを身に

つける。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 文章スキルの大切さ、テキストと講義の進め方について説明する。 

2 回 受講シートの記入について説明する。 



3 回 文章を要約する①：参考文を読みながら、アウトラインの作成を指導する。 
4 回 文章を要約する②：参考文を読みながら、文章の組み立てを説明する。 
5 回 文章を要約する③：参考文を要約する。 
6 回 文章を書くときの注意点①：文章表現の形式とルールについて解説する。 
7 回 経験や知識の文章化と構成のパターンについて解説する。 
8 回 経験や知識を文章化する。 
9 回 文章を書くときの注意点②：正確でわか 

準備学習 1 回 予習：シラバスを読み、テキストを購入しておくこと。 
復習：受講上の注意を再確認すること。 
2 回 予習：受講シート記入上の注意を読んでおくこと。 
復習：記入した内容を自己点検すること。 
3 回 予習：指示された参考文を読んでおくこと。 
復習：アウトラインの大切さを確認すること。 
4 回 予習：指示された参考文を読んでおくこと。 
復習：文章の基本的な組み立てを確認すること。 
5 回 予習：文章の要約についてまとめておくこと。 
復習：取り組んだ要約を自己点検すること。 
6 回 予習：文章の基本的な書き方を確認して 

 



年度 2014 
授業コード FB2053T0 
成績評価 演習（60％）定期試験（40％） 受講マナーを守り、演習をすべて行うことが定

期試験の受験資格となる。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14) 
見出し FB2053T0 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 世良 利和＊ 
単位数 2 
教科書 藤野薫・三⽊恒治・世良利和著／「文章表現法Ⅰ基礎編」／蜻文庫 
アクティブラーニング  
キーワード 文章表現、小論文、日本語、就職活動 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 1.講義の性質上、ある程度の人数制限を設けることがある。 

2.受講希望者は必ずテキストを購入し、初回の講義に出席すること。 
3.講義には必ず国語辞典（通信機能のない電子辞書も可）を持参すること。 
4.講義中の飲⾷や無断入退室は禁じる。講義中は通信器機の電源を切り、かばん
等に片付けること。 
5.受講マナーが守れない場合や指示に従わない場合は「評価不能」とする。 

シラバスコード FB2053T0 
実務経験のある教員  
達成目標 文章表現の目的と取り組みの姿勢を理解し、800 字程度の文章をわかりやすく書

くことができる。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 プレゼンテーションⅠ、プレゼンテーションⅡ、文章表現法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 一般社会で通用する文章を書くために、基本的な取り組みの姿勢とスキルを身に

つける。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 文章スキルの大切さ、テキストと講義の進め方について説明する。 



2 回 受講シートの記入について説明する。 
3 回 文章を要約する①：参考文を読みながら、アウトラインの作成を指導する。 
4 回 文章を要約する②：参考文を読みながら、文章の組み立てを説明する。 
5 回 文章を要約する③：参考文を要約する。 
6 回 文章を書くときの注意点①：文章表現の形式とルールについて解説する。 
7 回 経験や知識の文章化と構成のパターンについて解説する。 
8 回 経験や知識を文章化する。 
9 回 文章を書くときの注意点②：正確でわか 

準備学習 1 回 予習：シラバスを読み、テキストを購入しておくこと。 
復習：受講上の注意を再確認すること。 
2 回 予習：受講シート記入上の注意を読んでおくこと。 
復習：記入した内容を自己点検すること。 
3 回 予習：指示された参考文を読んでおくこと。 
復習：アウトラインの大切さを確認すること。 
4 回 予習：指示された参考文を読んでおくこと。 
復習：文章の基本的な組み立てを確認すること。 
5 回 予習：文章の要約についてまとめておくこと。 
復習：取り組んだ要約を自己点検すること。 
6 回 予習：文章の基本的な書き方を確認して 

 



年度 2014 
授業コード FB2053V0 
成績評価 ・授業（グループワーク・口頭発表等）への参加度（10％） 

・小テスト（10％） 
・課題提出（80％） 
※5 回欠席すると評価対象としない。早退・遅刻は 2 回で 1 回の欠席とする。遅
刻は 30 分まで、それ以降の入室は認めない。 
※1 点でも課題の未提出物がある場合や協同作業および口頭発表での欠席がある
場合は、評価対象としない。 

曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14) 
見出し FB2053V0 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 松尾 美香 
単位数 2 
教科書 特定の教科書は指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 考える力、書く力、読む力、論理表現、コミュニケーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・授業中の飲⾷、私語は禁止する。 

・携帯電話の電源は切り、机の上に置かずしまっておくこと。 
・授業中で配布する資料の予備は保管しないため、欠席した場合は、出席者から
コピーをしておくこと。 
・当日、欠席により課題提出が遅れる場合は、事前に受け付ける。・受講生の既習
知識や進度によって、一部シラバスの変更の場合がある。ない。 

シラバスコード FB2053V0 
実務経験のある教員  
達成目標 ①自分の考えや主張を具体的に書くことができる。 

②要点を把握したうえで、その前後のつながりを最小限の言葉によってまとめる
ことができる。 
③論理的な文章（問題提起・主張・根拠・データを用いる）を書くことができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 一学舎 3F（松尾研究室） 

E-Mail：matsuo@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 学びの基礎論、地域フィールドスタディ、文章表現法Ⅱ、プレゼンテーションⅠ、

プレゼンテーションⅡ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 文章を書くということは思考することであり、かつ相手に伝えていくことであ

る。文章と言っても、事務的な文章から企画書、報告書等のビジネス文書、小論
文、レポートなど様々な文章があるが、文章の目的はどれも共通している。 
そこで、この授業では文章の書き方の基本的なルールを示し、学生や社会人とし
て必要な文章表現上の知識や技術を身につけることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 

講義の概要、進め方、評価方法等の説明をする。 
2 回 自分史づくりの準備 
相互にｲﾝﾀﾋﾞｭｰする。 
3 回 自分史づくり 
自分の考えを表現する。 
4 回 読む技術 
効果的な読み方を説明する。 
5 回 要約トレーニング①（資料活用①） 
資料を用いて、要約を作成する。 
6 回 要約トレーニング①（資料活用②） 
資料を用いて、要約を作成する。 
7 回 要約トレーニング②（視聴覚教材活用） 
視聴覚教材を用いて、要約を作成する。 
8 回 要約トレーニング③（協同作業） 
グループで要約を作成する。 
9 回 口頭発 

準備学習 1 回 講義の目的を理解し、シラバスを確認しておくこと。 
2 回 授業内容を確認し、自分史づくりのための材料を考えておくこと。 
3 回 自分史づくりのための考えをまとめておくこと。 
4 回 マーキングのポイントを考えておくこと。 
5 回 要約のポイントについて考えておくこと。 
6 回 要約のポイントについて理解しておくこと。 
7 回 要約作成のポイントを理解しておくこと。 
8 回 視聴覚教材の要約を作成しておくこと。 
9 回 口頭発表できる準備をしておくこと。 
10 回 レポートの構造について考えておくこと。 
11 回 レポー 

 



年度 2014 
授業コード FB2053W0 
成績評価 演習（60％）定期試験（40％） 原則として、演習をすべて行うことが定期試験

の受験資格となる。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14) 
見出し FB2053W0 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 藤野 薫＊ 
単位数 2 
教科書 文章表現法Ⅰ基礎編／藤野薫・三⽊恒治・世良利和著／蜻文庫／9784904789063 
アクティブラーニング  
キーワード 文章表現、小論文、日本語、就職活動 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 今後の参考にします。 
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 1.講義の性質上、ある程度の人数制限を設けることがある。 

2.受講希望者は必ずテキストを購入し、初回の講義に出席すること。 
3.講義には必ず国語辞典（通信機能のない電子辞書も可）を持参すること。 
4.講義中の飲⾷や無断入退室は禁じる。講義中は通信器機の電源を切ること。 
5.受講マナーを守らない者や指示に従わない者は「評価不能」とする。 

シラバスコード FB2053W0 
実務経験のある教員  
達成目標 文章表現の目的を理解し、800 字程度の文章をわかりやすく書くことができる。 
受講者へのコメント 半年間、しっかり取り組んでくれました。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 今後の参考にします。 
英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 プレゼンテーションⅠ、プレゼンテーションⅡ、文章表現法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 キャリア支援科目として、実社会での有用性を踏まえた課題への取り組み方を周

知徹底する。 
講義目的 一般社会で通用する文章を書くために、基本的な取り組みの姿勢とスキルを身に

つける。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 文章スキルの大切さ、テキストと講義の進め方について説明する。 

2 回 受講シートの記入について説明する。 



3 回 文章を要約する①：参考文を読みながら、アウトラインの作成を指導する。 
4 回 文章を要約する②：参考文を読みながら、文章の組み立てを説明する。 
5 回 文章を要約する③：参考文を要約する。 
6 回 文章を書くときの注意点①：文章表現の形式とルールについて解説する。 
7 回 経験や知識の文章化と構成のパターンについて解説する。 
8 回 経験や知識を文章化する。 
9 回 文章を書くときの注意点②：正確でわか 

準備学習 1 回 予習：シラバスを読み、テキストを購入しておくこと。 
復習：受講上の注意を再確認すること。 
2 回 予習：受講シート記入上の注意を読んでおくこと。 
復習：記入した内容を自己点検すること。 
3 回 予習：指示された参考文を読んでおくこと。 
復習：アウトラインの大切さを確認すること。 
4 回 予習：指示された参考文を読んでおくこと。 
復習：文章の基本的な組み立てを確認すること。 
5 回 予習：文章の要約についてまとめておくこと。 
復習：取り組んだ要約を自己点検すること。 
6 回 予習：文章の基本的な書き方を確認して 

 



年度 2014 
授業コード FB2053X0 
成績評価 定期試験 30％ 課題提出 40％、小テスト 20％、授業への参加度 10％ 

※５回欠席すると評価対象としない。早退・遅刻は２回で１回の欠席とする。遅
刻は 20 分まで。それ以降の入室は認めない。 

曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14) 
見出し FB2053X0 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 佐藤 美穂＊ 
単位数 2 
教科書 小論文への12のステップ／友松悦子／スリエーネットワーク／978-4883194889 
アクティブラーニング  
キーワード 書き方のルール、構造、論理的、読み手、文章表現 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考 ・授業中の飲⾷、私語は禁止する。 

・携帯電話の電源は切り、机の上に置かず、しまっておくこと。 
・授業中に配布する資料の予備は保管しないため、欠席した場合は、出席者の資
料をコピーすること。 
・当日、欠席により課題提出が遅れる場合は、事前に受け取る。 
・受講生の既習知識や進度によって、一部、シラバスを変更する場合がある。 

シラバスコード FB2053X0 
実務経験のある教員  
達成目標 ①日本語の文章の書き方のルールに従って文章を書くことができる。 

②論理的な文章を書くことができる。 
③読み手をに配慮したわかりやすい文章を書くことができる。 
④自分の考えや自分について文章表現できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 mihosato0919@yahoo.co.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 日本語表現法Ⅰ・Ⅱ、プレゼンテーションⅠ・Ⅱ、日本語関連授業 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 日本語の文章の書き方の基本的ルール、文や文章の構造を理解し、読み手を意識



したわかりやすい文章表現の方法を身につけることを目的とする。さらに話し合
いを通して文章を推敲する力を養うことを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 

講義の概要、進め方、評価方法等を理解する。 
2 回 自己紹介文を作成する。 
3 回 表記のしかた 
句読点の使い方、よく使われる記号、カタカナ表記の効果を学習する。 
4 回 文体 
文の種類と文体、連用中止形を学習する。 
5 回 話し言葉と書き言葉 
話し言葉と書き言葉の表現の違いを理解する。 
6 回 正しい文の構造① 
主語と述語の関係、修飾する言葉とされる言葉の関係を理解する。 
7 回 正しい文の構造② 
文末の制限を学習する。簡潔な文を書く練習をする。 
8 回 文のつながり 
指示語の使い方と接続詞の種類と 

準備学習 1 回 授業内容の確認をすること。第２回授業までに自分の性格を表す言葉を調
べておくこと。 
2 回 性格を表す言葉と表現について復習すること。第３回授業までに自分の国
の言葉と日本語で書くときのルールの違いについて考えてくること。また、どん
な言葉にカタカナが使われているか、どんな時にカタカナを使うか調べておくこ
と。 
3 回 日本語の文章の記号と使い方、カタカナ表記の効果について復習、小テスト
の準備をすること。第４回授業までに、子どもが読むために書かれた新聞の文章
と大人が読むために書かれた新聞の文章の違いについて考え 

 



年度 2014 
授業コード FB2053Y0 
成績評価 課題提出 14 回分(56%)，定期試験(44%)， 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14) 
見出し FB2053Y0 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 生⽥ 夏樹＊ 
単位数 2 
教科書 なし。 
アクティブラーニング  
キーワード 文章表現、作文、アウトライン、要約 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 回答を必要とするような自由記述はなかった。 
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント（資料）を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 課題点も成績評価に含まれるので、毎回の課題を必ず提出すること。 
シラバスコード FB2053Y0 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 文章を要約するために必要な発想ならびに技法を習得すること。  

② 文章を作成するための「アウトライン」の重要性を理解すること。  
③ 与えられた課題について、アウトラインに基づいて 800 字の作文を独力で完
成させることができること。 

受講者へのコメント 毎回の課題をきちんと提出するように。課題提出を怠っていると、成績評価の際
の影響が大きいし、普段の実習が十分に出来ていなければ、試験課題の好成績も
期待できなくなるから。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし。 
英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 「文章表現法 II」「プレゼンテーション I および II」 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 小論文、レポート等の作成において必要とされる、論理的で明晰な文章の書き方

の基礎を受講者が身につけることである。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションを実施する。 

2 回 文章①（「使用後を考えなかった兵器」）を要約する(1) 第 1 課題：アウト
ラインを作成する。 



3 回 文章①を要約する(2) 第２課題：要約本文を作成する。 
4 回 文章②（「はたして科学者はパズルを解いているのか」）を要約する(1) 第３
課題：アウトラインを作成する。 
5 回 文章②を要約する(2) 第４課題：要約本文を作成する。 
6 回 与えられたテーマ A（「協力のあり方について」）の文章を作成する（1） 第
５課題：アウトライン１回目を作成する。 
7 回 与えられたテー 

準備学習 1 回 特に無いが、学内でパソコンを使用するためのアカウントを準備しておく
こと。 
2 回 前回、配布のプリントに目を通しておくこと。 
3 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。（アウトラインに改良
すべき所がある場合は、改良したファイルを用意しておくこと。） 
4 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
次回の要約のための課題文を通読しておくこと。 
5 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
（アウトラインに改良すべき所がある場合は、改良したファイルを用意しておく
こと。） 
6 回 

 



年度 2014 
授業コード FB205410 
成績評価 演習（60％）定期試験（40％） 受講マナーを守り、演習をすべて行うことが定

期試験の受験資格となる。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(09〜),生物地球学部(09〜) 
見出し FB205410 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 世良 利和＊ 
単位数 2 
教科書 藤野薫・三⽊恒治・世良利和著／「文章表現法Ⅰ基礎編」／蜻文庫 
アクティブラーニング  
キーワード 文章表現、小論文、日本語、就職活動 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 1.講義の性質上、ある程度の人数制限を設けることがある。 

2.受講希望者は必ずテキストを購入し、初回の講義に出席すること。 
3.講義には必ず国語辞典（通信機能のない電子辞書も可）を持参すること。 
4.講義中の飲⾷や無断入退室は禁じる。講義中は通信器機の電源を切り、かばん
等に片付けること。 
5.受講マナーが守れない場合や指示に従わない場合は「評価不能」とする。 

シラバスコード FB205410 
実務経験のある教員  
達成目標 文章表現の目的と取り組みの姿勢を理解し、800 字程度の文章をわかりやすく書

くことができる。 
受講者へのコメント 今後の学生生活、就活、院進に役立ててもらいたい。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 スキルの向上に積極的な取り組みができた。 
英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 プレゼンテーションⅠ、プレゼンテーションⅡ、文章表現法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 一般社会で通用する文章を書くために、基本的な取り組みの姿勢とスキルを身に

つける。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 文章スキルの大切さ、テキストと講義の進め方について説明する。 



2 回 受講シートの記入について説明する。 
3 回 文章を要約する①：参考文を読みながら、アウトラインの作成を指導する。 
4 回 文章を要約する②：参考文を読みながら、文章の組み立てを説明する。 
5 回 文章を要約する③：参考文を要約する。 
6 回 文章を書くときの注意点①：文章表現の形式とルールについて解説する。 
7 回 経験や知識の文章化と構成のパターンについて解説する。 
8 回 経験や知識を文章化する。 
9 回 文章を書くときの注意点②：正確でわか 

準備学習 1 回 予習：シラバスを読み、テキストを購入しておくこと。 
復習：受講上の注意を再確認すること。 
2 回 予習：受講シート記入上の注意を読んでおくこと。 
復習：記入した内容を自己点検すること。 
3 回 予習：指示された参考文を読んでおくこと。 
復習：アウトラインの大切さを確認すること。 
4 回 予習：指示された参考文を読んでおくこと。 
復習：文章の基本的な組み立てを確認すること。 
5 回 予習：文章の要約についてまとめておくこと。 
復習：取り組んだ要約を自己点検すること。 
6 回 予習：文章の基本的な書き方を確認して 

 



年度 2014 
授業コード FB205420 
成績評価 演習（60％）定期試験（40％）受講マナーを守り、演習をすべて行うことが定期

試験の受験資格となる。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(09〜),⼯学部(09〜),総合情報学部(09〜),生物地球学部(09〜) 
見出し FB205420 文章表現法Ⅱ 
担当教員名 世良 利和＊ 
単位数 2 
教科書 文章表現Ⅱ応用編／世良利和・藤野薫著／蜻文庫／9784904789025 
アクティブラーニング  
キーワード 文章表現、小論文、レポート、日本語表現、エントリーシート、就職活動、大学

院入試 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 文章表現法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 1.講義の性質上、ある程度の人数制限を設けることがある。 

2.受講希望者は必ずテキストを購入した上で、初回の講義に出席すること。 
3.講義には必ず国語辞典（通信機能のない電子辞書も可）を持参すること。 
4.講義中の飲⾷や無断入退室は禁じる。講義中は通信器機の電源を切り、かばん
等に片付けること。 
5.受講マナーが守れない場合や指示に従わない場合は「評価不能」とする。 

シラバスコード FB205420 
実務経験のある教員  
達成目標 エントリーシートや筆記課題の文章がしっかり書ける。 
受講者へのコメント 身に着けた文章スキルをぜひ活用してください。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 参考になりました。 
英文科目名 Technical Writing II 
関連科目 プレゼンテーションⅠ、プレゼンテーションⅡ、文章表現法Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 なし 
講義目的 文章スキルの基本を確認しながら、さまざまな種類の文章に取り組み、筆記課題

への柔軟な対応力を養う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 文章スキルの大切さや講義の進め方、テキストについて説明する。 



2 回 受講シートを提出する。 
3 回 文章表現の注意点①：リライトのポイントを解説する。 
4 回 小論文を書く①：800 字の組み立てを説明する。 
5 回 小論文を書く②：800 字の組み立てを文章化する。 
6 回 ストーリーを書く①：400 字のストーリーを構想する。 
7 回 ストーリーを書く②：800 字のストーリーを構想する。 
8 回 文章表現の注意点②：表記・表現のポイントを解説する。 
9 回 広告文を書く①：指示されたテーマで広告コピーを構想する。 
 

準備学習 1 回 予習：シラバスを読み、テキストを購入しておくこと。 
復習：受講上の注意を再確認すること。 
2 回 予習：受講シート記入上の注意を読んでおくこと。 
復習：記入した内容を自己点検すること。 
3 回 予習：文章表現で大切な点をまとめること。 
復習：リライトのポイントを整理すること。 
4 回 予習：文章の組み立て方を理解しておくこと。 
復習：800 字の組み立てのポイントを整理すること。 
5 回 予習：指示されたテーマについて調べておくこと。 
復習：組み立てた文章を自己点検すること。 
6 回 予習：ストーリーの基本構成 

 



年度 2014 
授業コード FB205421 
成績評価 小テスト（10％程度）＋ 感想シートの記入と提出（10％程度）＋第１〜３課題

の作成と提出（20〜30％程度）＋最終課題（20％程度）＋ 定期試験（30〜40％
程度） 
なお、試験は定期試験期間中に行う。試験形態は筆記とする。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜08),⼯学部(〜08),総合情報学部(〜08),生物地球学部(〜08) 
見出し FB205421 文章表現法Ⅱ 
担当教員名 皿⽥ 琢司 
単位数 2 
教科書 刊行物の形態のものは使用しない。配付資料を適宜用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード 文章表現力、文章作法、小論文、論作文、論述試験、教員採用試験、教員試験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 文章表現法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 受験校種の学習指導要領（受験予定の校種の最新年度版。文科省ウェブサイトか

らダウンロードしたものでもよい）。このほか適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ○信頼される教員をめざそうとする強い目的意識をもって学習に取り組むこと 

 が望ましい。 
○担当教科の意義や魅力等の啓蒙を目的とした読書を励行していることが望ま 
 しい。 
○授業第１回開始までに、学内のコンピュータ実習室とマルチメディア教室内 
 の PC 操作用のアカウントを控えておき、常時使えるようにしておくこと（問 
 い合わせは情報処理センター事務室［11 号館 4 階］へ）。 
○大学でアドレスを交付されたウエブメールを常時使えるようにしておき、送 
 受信の状況を頻繁に確認すること（問い合わせは情報処理センター事 

シラバスコード FB205421 
実務経験のある教員  
達成目標 １．文章表現法Ⅰ、Ⅱの学習目標を十分に達成した上で、教員に求められる資 

 質能力の一つとして文章構成力・表現力を身につけている意義を簡潔に説明 
 できること。 
２．教職に関する授業科目で修得した知見や自ら収集した教職に関する時事情 
 報等をもとに、適切な表現を用い、与えられた主題に即して自らの考えを 
 800〜900 字程度の文章にまとめることができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 13 号館 3 階皿⽥研究室 salad＠chem.ous.ac.jp 086-256-9714 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見  
英文科目名 Technical Writing II 
関連科目 ○１〜２年次開講Ｃ群科目（基礎理学科生は教育学原論、教育⼼理学に代えてそ

れぞれ教育基礎論、学習・ 
 発達論）及び文章表現法Ⅰ、Ⅱをすべて修得していることが望ましい。 
○教育実習の研究Ⅰを同時に履修中であるか、修得していることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 次のことを受講者が修得することを目的とする。 

 １．いわゆる教員採用試験の論作文問題に有効に対応できる文章作成の基礎 
 ２．中学校または高等学校の教員に求められる文章構成力・表現力の基礎 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。教員採用試験における論作文の出題傾向を踏まえ、講

義概要と受講要領を説明するとともに、教員に求められる資質能力にもとづいて
文章作成力の意義を考察する。 
2 回 「読まれる」小論文をめざして。小論文の組み立てと表現技法に関する基本
的事項を説明する。 
第１課題（教職の志望動機、理想の教師像、使命感・職業観等）の作成を指示し、
作成要領の要点を説明する。 
3 回 第１課題の検討。グループ学習を通して、互いの答案の構成と表現技法を検
討する。 
4 回 第１課題の再検討。修正版について、グループ学習を 

準備学習 1 回 受験予定の都道府県市の教員採用試験で出題された論作文の過去３年分（内
容・形式）を控えておくこと。 
学内のコンピュータ実習室の端末を使えるよう必要なアカウントを確認し控え
ておくこと。 
2 回 Ｃ群科目で修得してきた知見を総復習するとともに、国の諮問機関や受験
予定の都道府県市から公表されている教育施策や教員像にもとづいて、前時に控
えた出題の傾向を分析し、論作文の作成に必要な課題を整理しておくこと。 
3 回 前時の授業で提示された設問から１つを選び、所定の要領で答案を作成し
ておくこと。 
4 回 前時までの学習に 

 



年度 2014 
授業コード FB205510 
成績評価 課題添削・修正作業（４０%）、中間提出（４０%）、最終提出（２０%）の総合

評価 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB205510 プレゼンテーションⅠ 
担当教員名 石井 成人＊ 
単位数 2 
教科書 教室にてプリント等配布予定 
アクティブラーニング  
キーワード プレゼンテーション、PowerPoint、非言語的コミュニケーション、自己表現 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 プレゼンテーションⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考 マルチメディア教室にて、インターネット上の課題システムを毎回利用して授業

を行う。講義の性質上、ある程度受講制限を行う場合もある 
シラバスコード FB205510 
実務経験のある教員  
達成目標 PowerPoint を用いながらプレゼンテーションにおける非言語的要素の重要性を

理解した発表を行うことができる。（パワーポイント資料、責任者としての発表
者のプレゼンス、アピールポイントの軸のぶれない内容構成、など） 

受講者へのコメント  
連絡先 質問・問い合わせは elmar35@yahoo.co.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Presentation Skills I 
関連科目 文章表現法、およびその他のプレゼンテーション 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 聴衆を前にした単独での発表の場において、自分のアピールポイントを明瞭かつ

論理的、戦略的に展開する技法の基礎を身につける。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 授業概説 

2 回 非言語的コミュニケーションの特徴、スクリプトの作成 
3 回 模擬発表とプレゼンテーションスクリプトの改良 
4 回 リハーサル・プレゼンテーションの実施 



5 回 PowerPoint 利用のプレゼンテーション 
6 回 PowerPoint 資料の改良 
7 回 PowerPoint 資料を使ったリハーサル・プレゼンテーション 
8 回 プレゼンテーションの実施 
9 回 別テーマによる二本目プレゼンテーション準備 
10 回 要点を押さえたスクリプトに改良 
11 回 説得力のある実証的なスクリプトに改良 
12 回 無駄 

準備学習 1 回 なし 
2 回 スクリプト準備 
3 回 スクリプト修正 
4 回 プレゼンテーション練習とスクリプト修正 
5 回 プレゼンテーション改良 
6 回 PowerPoint の作成 
7 回 PowerPoint の修正 
8 回 プレゼンテーション準備の仕上げ 
9 回 なし 
10 回 スクリプト・PowerPoint 資料準備 
11 回 スクリプト・PowerPoint 資料準備 
12 回 スクリプト・PowerPoint 資料準備 
13 回 スクリプト・PowerPoint 資料準備 
14 回 最終プレゼンテーション準備 
15 回 最終プレゼンテー 

 



年度 2014 
授業コード FB205520 
成績評価 演習（60％）定期試験（40％） 受講マナーを守り、演習をすべて行うことが定

期試験の受験資格となる。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB205520 プレゼンテーションⅠ 
担当教員名 世良 利和＊ 
単位数 2 
教科書 プレゼンテーションⅠ 基礎編／世良利和・藤野薫著／蜻文庫／9784904789049 
アクティブラーニング  
キーワード プレゼンテーション、コミュニケーション、日本語表現、就職活動、キャリア支

援 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 プレゼンテーションⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 1.講義の性質上、ある程度の人数制限を設けることがある。 

2.受講希望者は必ずテキストを購入した上で、初回の講義に出席すること。 
3.講義中の飲⾷や無断入退室は禁じる。講義中は通信器機の電源を切り、かばん
等に片付けること。 
4.受講マナーが守れない場合や指示に従わない場合は「評価不能」とする。 

シラバスコード FB205520 
実務経験のある教員  
達成目標 与えられたテーマで数分程度のスクリプトを構成し、発表することができる。 
受講者へのコメント 学生生活および就活・院進に役立ててもらいたい。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 スキルの向上に積極的な取り組みができた。 
英文科目名 Presentation Skills I 
関連科目 プレゼンテーションⅡ、文章表現法Ⅰ、文章表現法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 自分の考えをわかりやすく、印象的に他人に伝えるための基本を身につける。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「①プレゼンテーションの大切さ ②テキストと講義の進め方 ③受講シ

ートの記入と提出」について説明する。 
2 回 プレゼンテーションの基本を解説する。 



3 回 スクリプトの組み立てを解説する。 
4 回 プレゼンテーション演習①を行い、演習を講評する。 
5 回 人前で話すためのポイントを解説する。 
6 回 印象で損をしないためのポイントを解説する。 
7 回 プレゼンテーション演習②を行い、演習を講評する。 
8 回 グループ・ミーティングを実施する。 
9 回 つかみ・アイコンタクト・身ぶりといった技法を解説する。 
10 回 

準備学習 1 回 予習：シラバスを読み、テキストを購入しておくこと。 
復習：受講上の注意を再確認すること。 
2 回 予習：テキスト第 1 章を読んでおくこと。 
復習：プレゼンテーションの基本についてまとめること。 
3 回 予習：テキスト第 2 章を読んでおくこと。 
復習：スクリプトの組み立てを確認すること。 
4 回 予習：指示されたテーマで短いプレゼンテーションを準備しておくこと。 
復習：講評で指摘された点を確認すること。 
5 回 予習：演習①のレポートを書き、テキスト第 3 章を読んでおくこと。 
復習：人前で話すためのポイントを確認す 

 



年度 2014 
授業コード FB205530 
成績評価 ・プレゼン作成作業への参加状況（20％） 

・与えられた課題に対するプレゼンテーション（80％） 
 発表内容の内訳は、内容構成（40％）、話し方（30％）、図表の使い方（30％）
とする。 
 ※5 回欠席すると評価対象としない。早退・遅刻は、2 回で 1 回の欠席とする。
遅刻は 30 分まで、それ以降の入室は認めない。 
 ※プレゼン作成およびプレゼン発表（リハーサルも含む）の欠席の場合は、そ
の時点で評価対象としない。 

曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB205530 プレゼンテーションⅠ 
担当教員名 松尾 美香 
単位数 2 
教科書 特定の教科書は指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード コミュニケーション、グループワーク、論理表現、情報収集、情報分析 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 プレゼンテーションⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・授業中の飲⾷、私語は禁止する。ただし、私語については、グループワークを

行うときはこの限りではない。 
・携帯電話の電源は切り、机の上に置かずしまっておくこと。 
・授業で配布する資料の予備は保管しないため、出席者からコピーしてもらうこ
と。 
・グループワークがあるため、理由なき欠席は認めない。 
・パワーポイントを利用した実習をおこなう。 
・受講生の既習知や進度によって、一部シラバスの変更の場合がある。 

シラバスコード FB205530 
実務経験のある教員  
達成目標 ①自分の考えや主張を具体的に述べることができる。 

②パワーポイントの使用方法を学び、説得力ある視覚に訴えるプレゼンテーショ
ンスライドを作成することができる。 
③聴衆を前にした発表の場で、自分の考えや主張を根拠やデータを用いて説得さ
せることができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 一学舎 3F（松尾研究室） 



E‐Mail：matsuo@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Presentation Skills I 
関連科目 学びの基礎論、地域フィールドスタディ、プレゼンテーションⅡ、文章表現法Ⅰ、

文章表現法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学生であれば、卒業研究や就職活動において、社会人であれば社内での成果報告

会や企画提案、社外での発表や新製品の売り込みなどプレゼンテーションを行う
機会が増えており、相手に効果的に情報を伝え、了承・意思決定させる必要性が
高まっている。そこで、この授業では、自分の考えや主張を相手に正確に理解、
納得させられるよう、コミュニケーション能力をベースに、明確かつ効果的に伝
える説得力ある表現力を養うことを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 

講義の概要、進め方、評価方法等の説明をする 
2 回 プレゼンテーションの基本 
プレゼンテーションの重要性を知り、プレゼンテーションの定義を学ぶ 
3 回 プレゼンテーションの準備 
プレゼンテーションの構成や⼼得について学ぶ 
4 回 プレゼンテーションの進め方 
話し方や態度等ついて学ぶ 
5 回 プレゼンテーションのテーマ設定 
プレゼンテーションのストーリーをつくる 
6 回 プレゼンテーションの作成 
プレゼンテーションのレイアウトを考える 
7 回 プレゼンテーションの実践① 
プレゼンテーションの実践とフィ 

準備学習 1 回 講義の目的を理解し、シラバスを確認しておくこと 
2 回 授業内容を確認すること 
3 回 プレゼンテーションの基本を理解しておくこと 
4 回 プレゼンテーションの話し方や態度について理解しておくこと 
5 回 プレゼンテーションの話し方や態度について理解しておくこと 
6 回 目で見てわかりやすいプレゼンテーションを考えておくこと 
7 回 相手を引き付ける⼯夫を考えておくこと 
8 回 相手を引き付ける⼯夫を考えておくこと 
9 回 自分が行ったプレゼンテーションの改善点を理解しておくこと 
10 回 目で見て分かりやすいプレゼ 

 



年度 2014 
授業コード FB205540 
成績評価 課題添削・修正作業（４０%）、中間提出（４０%）、最終提出（２０%）の総合

評価 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学部(11〜),総合情報学部(11〜) 
見出し FB205540 プレゼンテーションⅠ 
担当教員名 石井 成人＊ 
単位数 2 
教科書 教室にてプリント等配布予定 
アクティブラーニング  
キーワード プレゼンテーション、PowerPoint、非言語的コミュニケーション、自己表現 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 プレゼンテーションⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考 マルチメディア教室にて、インターネット上の課題システムを毎回利用して授業

を行う。講義の性質上、ある程度受講制限を行う場合もある 
シラバスコード FB205540 
実務経験のある教員  
達成目標 PowerPoint を用いながらプレゼンテーションにおける非言語的要素の重要性を

理解した発表を行うことができる。（パワーポイント資料、責任者としての発表
者のプレゼンス、アピールポイントの軸のぶれない内容構成、など） 

受講者へのコメント  
連絡先 質問・問い合わせは elmar35@yahoo.co.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Presentation Skills I 
関連科目 文章表現法、およびその他のプレゼンテーション 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 聴衆を前にした単独での発表の場において、自分のアピールポイントを明瞭かつ

論理的、戦略的に展開する技法の基礎を身につける 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 授業概説 

2 回 非言語的コミュニケーションの特徴、スクリプトの作成 
3 回 模擬発表とプレゼンテーションスクリプトの改良 
4 回 リハーサル・プレゼンテーションの実施 



5 回 PowerPoint 利用のプレゼンテーション 
6 回 PowerPoint 資料の改良 
7 回 PowerPoint 資料を使ったリハーサル・プレゼンテーション 
8 回 プレゼンテーションの実施 
9 回 別テーマによる二本目プレゼンテーション準備 
10 回 要点を押さえたスクリプトに改良 
11 回 説得力のある実証的なスクリプトに改良 
12 回 無駄 

準備学習 1 回 なし 
2 回 スクリプト準備 
3 回 スクリプト修正 
4 回 プレゼンテーション練習とスクリプト修正 
5 回 プレゼンテーション改良 
6 回 PowerPoint の作成 
7 回 PowerPoint の修正 
8 回 プレゼンテーション準備の仕上げ 
9 回 なし 
10 回 スクリプト・PowerPoint 資料準備 
11 回 スクリプト・PowerPoint 資料準備 
12 回 スクリプト・PowerPoint 資料準備 
13 回 スクリプト・PowerPoint 資料準備 
14 回 最終プレゼンテーション準備 
15 回 最終プレゼンテー 

 



年度 2014 
授業コード FB205550 
成績評価 ・プレゼン作成作業への参加状況（20％） 

・与えられた課題に対するプレゼンテーション（80％） 
 発表内容の内訳は、内容構成（40％）、話し方（30％）、図表の使い方（30％）
とする。 
 ※5 回欠席すると評価対象としない。早退・遅刻は、2 回で 1 回の欠席とする。
遅刻は 30 分まで、それ以降の入室は認めない。 
 ※プレゼン作成およびプレゼン発表（リハーサルも含む）の欠席の場合は、そ
の時点で評価対象としない。 

曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14) 
見出し FB205550 プレゼンテーションⅠ 
担当教員名 松尾 美香 
単位数 2 
教科書 特定の教科書は指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード コミュニケーション、グループワーク、論理表現、情報収集、情報分析 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 プレゼンテーションⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・授業中の飲⾷、私語は禁止する。ただし、私語については、グループワークを

行うときはこの限りではない。 
・携帯電話の電源は切り、机の上に置かずしまっておくこと。 
・授業で配布する資料の予備は保管しないため、出席者からコピーしてもらうこ
と。 
・グループワークがあるため、理由なき欠席は認めない。 
・パワーポイントを利用した実習をおこなう。 
・受講生の既習知や進度によって、一部シラバスの変更の場合がある。 

シラバスコード FB205550 
実務経験のある教員  
達成目標 ①自分の考えや主張を具体的に述べることができる。 

②パワーポイントの使用方法を学び、説得力ある視覚に訴えるプレゼンテーショ
ンスライドを作成することができる。 
③聴衆を前にした発表の場で、自分の考えや主張を根拠やデータを用いて説得さ
せることができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 一学舎 3F（松尾研究室） 



E‐Mail：matsuo@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Presentation Skills I 
関連科目 学びの基礎論、地域フィールドスタディ、プレゼンテーションⅡ、文章表現法Ⅰ、

文章表現法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学生であれば、卒業研究や就職活動において、社会人であれば社内での成果報告

会や企画提案、社外での発表や新製品の売り込みなどプレゼンテーションを行う
機会が増えており、相手に効果的に情報を伝え、了承・意思決定させる必要性が
高まっている。そこで、この授業では、自分の考えや主張を相手に正確に理解、
納得させられるよう、コミュニケーション能力をベースに、明確かつ効果的に伝
える説得力ある表現力を養うことを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 

講義の概要、進め方、評価方法等の説明をする 
2 回 プレゼンテーションの基本 
プレゼンテーションの重要性を知り、プレゼンテーションの定義を学ぶ 
3 回 プレゼンテーションの準備 
プレゼンテーションの構成や⼼得について学ぶ 
4 回 プレゼンテーションの進め方 
話し方や態度等ついて学ぶ 
5 回 プレゼンテーションのテーマ設定 
プレゼンテーションのストーリーをつくる 
6 回 プレゼンテーションの作成 
プレゼンテーションのレイアウトを考える 
7 回 プレゼンテーションの実践① 
プレゼンテーションの実践とフィ 

準備学習 1 回 講義の目的を理解し、シラバスを確認しておくこと 
2 回 授業内容を確認すること 
3 回 プレゼンテーションの基本を理解しておくこと 
4 回 プレゼンテーションの話し方や態度について理解しておくこと 
5 回 プレゼンテーションの話し方や態度について理解しておくこと 
6 回 目で見てわかりやすいプレゼンテーションを考えておくこと 
7 回 相手を引き付ける⼯夫を考えておくこと 
8 回 相手を引き付ける⼯夫を考えておくこと 
9 回 自分が行ったプレゼンテーションの改善点を理解しておくこと 
10 回 目で見て分かりやすいプレゼ 

 



年度 2014 
授業コード FB205610 
成績評価 演習（60％）定期試験（40％） 受講マナーを守り、演習をすべて行うことが定

期試験の受験資格となる。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(09〜),⼯学部(09〜),総合情報学部(09〜),生物地球学部(09〜) 
見出し FB205610 プレゼンテーションⅡ 
担当教員名 世良 利和＊ 
単位数 2 
教科書 世良利和・藤野薫／「プレゼンテーションⅡ実用編」／蜻文庫 
アクティブラーニング  
キーワード プレゼンテーション、コミュニケーション、日本語表現、就職活動、キャリア支

援、大学院進学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 プレゼンテーションⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 1.講義の性質上、ある程度の人数制限を設けることがある。 

2.受講希望者は必ずテキストを購入し、初回の講義に出席すること。 
3.講義中の飲⾷や無断入退室は禁じる。講義中は通信器機の電源を切り、かばん
等に片付けること。 
4.受講マナーが守れない者や指示に従わない者は「評価不能」とする。 

シラバスコード FB205610 
実務経験のある教員  
達成目標 プレゼンテーションの技法と発想を理解し、コミュニケーションのスキルを身に

着ける。 
受講者へのコメント 全員積極性があり、レベルの高い内容になりました。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 参考になりました。 
英文科目名 Presentation Skills II 
関連科目 プレゼンテーションⅠ、文章表現法Ⅰ、文章表現法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 なし 
講義目的 就職活動や研究発表、ビジネスに必要なコミュニケーション力を養う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「①プレゼンテーションとは何か ②テキストと講義の進め方 ③受講シ

ートの記入と提出」について説明する。 



2 回 プレゼンテーション用ツールの要点を解説する。 
3 回 自己分析の大切さについて解説する。 
4 回 プレゼンテーション演習①を行い、演習を講評する。 
5 回 情報の収集と整理、スクリプトの作成について解説する。 
6 回 プレゼンテーションの技法と効果について解説する。 
7 回 ディスカッションとディベートについて解説する。 
8 回 グループ・ディスカッションについて解説する。 
9 回 プレゼンテーション演習 

準備学習 1 回 予習：シラバスを読み、テキストを購入しておくこと。 
復習：受講上の注意を再確認すること。 
2 回 予習：テキスト第 1 章を読んでおくこと。 
復習：プレゼンテーション用ツールの要点を確認すること。 
3 回 予習：テキスト第 2 章を読んでおくこと。 
復習：自己分析について確認すること。 
4 回 予習：指示されたテーマでプレゼンテーションを準備してくること。 
復習：講評で指摘された点を確認すること。 
5 回 予習：テキスト第 3 章を読んでおくこと。 
復習：スクリプトの書き方を確認すること。 
6 回 予習：テキスト第 4 章を 

 



年度 2014 
授業コード FB205611 
成績評価 授業各時の発表・提出物 (50〜70％程度) ＋ 定期試験 (40〜60％程度)。受講状

況により見直すことがある。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜08),⼯学部(〜08),総合情報学部(〜08),生物地球学部(〜08) 
見出し FB205611 プレゼンテーションⅡ 
担当教員名 皿⽥ 琢司 
単位数 2 
教科書 必要に応じて配付資料または提示資料を用いる。刊行物は必要に応じて各自が用

意。 
アクティブラーニング  
キーワード 教員採用試験、教員の資質能力、実践的指導力、人物重視、教師力、教育観、教

師像 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 プレゼンテーションⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 学習指導要領（希望校種の最新版。文科省ウェブサイトからダウンロードしても

よい）。 
受験希望都道府県市の教員採用試験で過去出題された内容（各自治体の情報公開
制度を利用してもよい）。 
その他適宜指示する。 

授業形態 講義 
注意備考 ○信頼される教員をめざそうとする強い目的意識をもって学業に取り組むこと

が望ましい。 
○不断に学び続け、自らの知見を絶えず見直す習慣を身につけていること、担当
教科の意義や魅力を的確に伝えられるよう専攻分野の読書（ただし一般向け）を
励行していること、これらの知見の活用に努めることが望ましい。 
○日常生活のあらゆる場面で望ましい話し方や聴き方を観察、応用するなどして
絶えず検討し続けることが望ましい。 
○30 名程度以内の少人数指導とする。受講希望者が多数に上る場合には、第１回
授業出席者のうち受験予定の採用試験で面 

シラバスコード FB205611 
実務経験のある教員  
達成目標  授業目的に挙げた各事項について、次のことができるようになること。 

  ○身につけた学識・知見を論理的に組み立て、説得的に説明できる。 
  ○聴取者の理解や思考を深めることを意識し、表情や語調等に注意しなが 
   ら話すことができる。 
  ○聴取者の理解度に即して、表現、用語、構成等を柔軟に調整して話すこ 
   とができる。 



受講者へのコメント  
連絡先 １３号館３階皿⽥研究室 salad＠chem.ous.ac.jp 086-256-9714 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Presentation Skills II 
関連科目 ○１〜２年次開講Ｃ群科目（基礎理学科生は教育学原論、教育⼼理学に代えてそ

れぞれ教育基礎論、学習・発達論）及びプレゼンテーションⅠ、Ⅱをすべて良好
な成績で修得していることが望ましい。 
○教育実習の研究Ⅰ・Ⅱを同時に履修中であるか、修得していることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的  将来教員をめざす者が次の各事項を理解し、口頭で明瞭に表現する技能と方法

を修得することを目的とする。 
  １．志望動機、理想的教師像、教職の意義、担当教科の指導目標・意義・ 
   魅力 
  ２．教員に求められる資質と実践的指導力、学校に期待される役割 
  ３．学校現場で想定される具体的な場面における対応の基本的な方針 
  ４．上記に関する自らの課題の明確化と努力の見通し 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。教員の職責・役割からみた資質とプレゼンテーション

能力について説明する。 
2 回 教員採用試験における面接と討論を主題に、出題傾向と評価の観点を説明
する。 
3 回 個人面接と集団面接の基本。簡単な自己紹介を通して話し方（視線、表情を
含む）の評価指標を説明する。 
4 回 個人面接と集団面接の練習（１）―自己アピールと志望動機を例に、実践練
習、相互評価、指導講評を行う。 
5 回 個人面接と集団面接の練習（２）―時事問題を例に、実践練習、相互評価、
指導講評を行う。 
6 回 個人面接と集団面接の練習 

準備学習 1 回 受験予定の都道府県市の教員採用試験のうち、過去３年間の面接または討
論の出題内容及び形式を整理しておくこと。 
2 回 受験予定の都道府県市が公表している教育施策の基本方針と望ましい教師
像を整理しておくこと。 
3 回 前時までに整理した主題から３〜４題を選び、それぞれ１分程度で話せる
よう要点をノートに整理しておくこと。 
選択した主題をもとに、生徒にとって理解しやすい話し方（視線や表情を含む）
を検討し練習しておくこと。 
4 回 前時までの学習成果の定着・伸張、課題の克服、新たな課題の発見・克服に
それぞれ努めるこ 

 



年度 2014 
授業コード FB205621 
成績評価 授業各時の発表・提出物 (50〜70％程度) ＋ 定期試験 (40〜60％程度)。受講状

況により見直すことがある。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜08),⼯学部(〜08),総合情報学部(〜08),生物地球学部(〜08) 
見出し FB205621 プレゼンテーションⅡ 
担当教員名 皿⽥ 琢司 
単位数 2 
教科書 必要に応じて配付資料または提示資料を用いる。刊行物は必要に応じて各自が用

意。 
アクティブラーニング  
キーワード 教員採用試験、教員の資質能力、実践的指導力、人物重視、教師力、教育観、教

師像 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 プレゼンテーションⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 学習指導要領（希望校種の最新版。文科省ウェブサイトからダウンロードしても

よい）。 
受験希望都道府県市の教員採用試験で過去出題された内容（各自治体の情報公開
制度を利用してもよい）。 
その他適宜指示する。 

授業形態 講義 
注意備考 ○信頼される教員をめざそうとする強い目的意識をもって学業に取り組むこと

が望ましい。 
○不断に学び続け、自らの知見を絶えず見直す習慣を身につけていること、担当
教科の意義や魅力を的確に伝えられるよう専攻分野の読書（ただし一般向け）を
励行していること、これらの知見の活用に努めることが望ましい。 
○日常生活のあらゆる場面で望ましい話し方や聴き方を観察、応用するなどして
絶えず検討し続けることが望ましい。 
○30 名程度以内の少人数指導とする。受講希望者が多数に上る場合には、第１回
授業出席者のうち受験予定の採用試験で面 

シラバスコード FB205621 
実務経験のある教員  
達成目標  授業目的に挙げた各事項について、次のことができるようになること。 

  ○身につけた学識・知見を論理的に組み立て、説得的に説明できる。 
  ○聴取者の理解や思考を深めることを意識し、表情や語調等に注意しなが 
   ら話すことができる。 
  ○聴取者の理解度に即して、表現、用語、構成等を柔軟に調整して話すこ 
   とができる。 



受講者へのコメント  
連絡先 １３号館３階皿⽥研究室 salad＠chem.ous.ac.jp 086-256-9714 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Presentation Skills II 
関連科目 ○１〜２年次開講Ｃ群科目（基礎理学科生は教育学原論、教育⼼理学に代えてそ

れぞれ教育基礎論、学習・発達論）及びプレゼンテーションⅠ、Ⅱをすべて良好
な成績で修得していることが望ましい。 
○教育実習の研究Ⅰ・Ⅱを同時に履修中であるか、修得していることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的  将来教員をめざす者が次の各事項を理解し、口頭で明瞭に表現する技能と方法

を修得することを目的とする。 
  １．志望動機、理想的教師像、教職の意義、担当教科の指導目標・意義・ 
   魅力 
  ２．教員に求められる資質と実践的指導力、学校に期待される役割 
  ３．学校現場で想定される具体的な場面における対応の基本的な方針 
  ４．上記に関する自らの課題の明確化と努力の見通し 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。教員の職責・役割からみた資質とプレゼンテーション

能力について説明する。 
2 回 教員採用試験における面接と討論を主題に、出題傾向と評価の観点を説明
する。 
3 回 個人面接と集団面接の基本。簡単な自己紹介を通して話し方（視線、表情を
含む）の評価指標を説明する。 
4 回 個人面接と集団面接の練習（１）―自己アピールと志望動機を例に、実践練
習、相互評価、指導講評を行う。 
5 回 個人面接と集団面接の練習（２）―時事問題を例に、実践練習、相互評価、
指導講評を行う。 
6 回 個人面接と集団面接の練習 

準備学習 1 回 受験予定の都道府県市の教員採用試験のうち、過去３年間の面接または討
論の出題内容及び形式を整理しておくこと。 
2 回 受験予定の都道府県市が公表している教育施策の基本方針と望ましい教師
像を整理しておくこと。 
3 回 前時までに整理した主題から３〜４題を選び、それぞれ１分程度で話せる
よう要点をノートに整理しておくこと。 
選択した主題をもとに、生徒にとって理解しやすい話し方（視線や表情を含む）
を検討し練習しておくこと。 
4 回 前時までの学習成果の定着・伸張、課題の克服、新たな課題の発見・克服に
それぞれ努めるこ 

 



年度 2014 
授業コード FB205711 
成績評価 演習（講義内でのプレゼンテーション等）８０％、定期試験２０％ 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜10),生物地球学部(〜10) 
見出し FB205711 教養演習Ⅰ 
担当教員名 三⽊ 恒治 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード 旅、文化、自己表現 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教養演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 時事、文化に関する情報、知識を、書物等を通じて日頃から収集するよう⼼がけ

てください。 
シラバスコード FB205711 
実務経験のある教員  
達成目標 学習テーマについて調べた内容を「まとめる」ことによって豊かな表現力を育み、

グループ作業を通じて協調性を身につけることを目標としています。 
受講者へのコメント  
連絡先 １１号館８階、オフィスアワー別途参照 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar on Liberal Arts I 
関連科目 プレゼンテーションⅠ、Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 まずは「旅」という誰しも体験可能なテーマについて語ることからスタートしま

すが、自分の興味がある分野を中⼼にさまざまなことを調べ、発表や討論によっ
て「自分を表現する」力を養うことをねらいとしています。また資料やレジュメ
の作成方法を学ぶことによって、卒論や就職活動の基礎学力を身につけることも
目指しています。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 

2 回 印象的な旅（１） 
3 回 印象的な旅（２） 



4 回 印象的な旅（３） 
5 回 岡山について語る（１） 
6 回 岡山について語る（２） 
7 回 岡山について語る（３） 
8 回 話し方の基本的な手順 
9 回 グループ学習（１） 
10 回 グループ学習（２） 
11 回 グループ学習（３） 
12 回 話を興味深いものにするための⼯夫 
13 回 レジュメの作成方法 
14 回 ディスカッション、５分間スピーチの要領 
15 回 総まとめ 

準備学習 1 回 シラバスの内容を確認し、講義の主旨を把握しておくこと。 
2 回 自分の経験した旅について、話ができるように準備しておくこと。 
3 回 自分の経験した旅について、話ができるように準備しておくこと。 
4 回 自分の経験した旅について、話ができるように準備しておくこと。 
5 回 自分の体験の範囲内で、「岡山」について話ができるように準備しておくこ
と。 
6 回 自分の体験の範囲内で、「岡山」について話ができるように準備しておくこ
と。 
7 回 自分の体験の範囲内で、「岡山」について話ができるように準備しておくこ
と。 
8 回 

 



年度 2014 
授業コード FB205721 
成績評価 レポート（８０％）、定期試験（２０％） 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜10),生物地球学部(〜10) 
見出し FB205721 教養演習Ⅰ 
担当教員名 高池 久隆 
単位数 2 
教科書 プリントを配布するので教科書の購入は必要なし。 
アクティブラーニング  
キーワード 比較文化、異文化理解、討論 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教養演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB205721 
実務経験のある教員  
達成目標 様々なテーマに対して自らの考えを整理し、説得力のある発言が行なえること。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 2 階 髙池研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar on Liberal Arts I 
関連科目 比較文化論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この演習は次の２つを柱とする。 

１）教員側が選んだ新聞記事を読みながら議論をする。 
２）各受講者が関⼼を持つ問題（分野を問わない）についての簡単な個人発表を
行なう。 
上記のような作業を行なうことにより、思考能力、表現能力の向上を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 演習の進め方、方針などについて説明をする。 

2 回 受講生に、自己紹介などをまじえた５分程度の発表を順番に行なうことを
求め、発表・質疑応答の際⼼がけるべきことについての説明をする。（１） 
3 回 受講生に、自己紹介などをまじえた５分程度の発表を順番に行なうことを
求め、発表・質疑応答の際⼼がけるべきことについての説明をする。（２） 



4 回 受講生に、自己紹介などをまじえた５分程度の発表を順番に行なうことを
求め、発表・質疑応答の際⼼がけるべきことについての説明をする。（３） 
5 回 教員側が選んだ新聞記事を題材 

準備学習 1 回 シラバスを読んで、質問事項を整理しておくこと。 
2 回 自分自身の特徴について整理しておくこと。 
3 回 故郷の言語的特徴について調べておくこと。 
4 回 岡山の文化的特徴について調べておくこと。 
5 回 前回配布した資料を読み、質問事項を整理しておくこと。 
6 回 前回配布した資料を読み、質問事項を整理しておくこと。 
7 回 前回配布した資料を読み、質問事項を整理しておくこと。 
8 回 前回配布した資料を読み、質問事項を整理しておくこと。 
9 回 前回配布した資料を読み、質問事項を整理しておくこと。 
10 回 前回 

 



年度 2014 
授業コード FB205731 
成績評価 演習（講義内でのプレゼンテーション等）８０％、定期試験２０％ 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB205731 教養演習Ⅰ 
担当教員名 三⽊ 恒治 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード 旅、文化、自己表現 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教養演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 時事、文化に関する情報、知識を、書物等を通じて日頃から収集するよう⼼がけ

てください。 
シラバスコード FB205731 
実務経験のある教員  
達成目標 学習テーマについて調べた内容を「まとめる」ことによって豊かな表現力を育み、

グループ作業を通じて協調性を身につけることを目標としています。 
受講者へのコメント  
連絡先 １１号館８階、オフィスアワー別途参照 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar on Liberal Arts I 
関連科目 プレゼンテーションⅠ、Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 まずは「旅」という誰しも体験可能なテーマについて語ることからスタートしま

すが、自分の興味がある分野を中⼼にさまざまなことを調べ、発表や討論によっ
て「自分を表現する」力を養うことをねらいとしています。また資料やレジュメ
の作成方法を学ぶことによって、卒論や就職活動の基礎学力を身につけることも
目指しています。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 

2 回 印象的な旅（１） 
3 回 印象的な旅（２） 



4 回 印象的な旅（３） 
5 回 岡山について語る（１） 
6 回 岡山について語る（２） 
7 回 岡山について語る（３） 
8 回 話し方の基本的な手順 
9 回 グループ学習（１） 
10 回 グループ学習（２） 
11 回 グループ学習（３） 
12 回 話を興味深いものにするための⼯夫 
13 回 レジュメの作成方法 
14 回 ディスカッション、５分間スピーチの要領 
15 回 総まとめ 

準備学習 1 回 シラバスの内容を確認し、講義の主旨を把握しておくこと。 
2 回 自分の経験した旅について、話ができるように準備しておくこと。 
3 回 自分の経験した旅について、話ができるように準備しておくこと。 
4 回 自分の経験した旅について、話ができるように準備しておくこと。 
5 回 自分の体験の範囲内で、「岡山」について話ができるように準備しておくこ
と。 
6 回 自分の体験の範囲内で、「岡山」について話ができるように準備しておくこ
と。 
7 回 自分の体験の範囲内で、「岡山」について話ができるように準備しておくこ
と。 
8 回 

 



年度 2014 
授業コード FB205741 
成績評価 レポート（８０％）、定期試験（２０％） 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学部(〜10),総合情報学部(〜10) 
見出し FB205741 教養演習Ⅰ 
担当教員名 高池 久隆 
単位数 2 
教科書 プリントを配布するので教科書の購入は必要なし。 
アクティブラーニング  
キーワード 比較文化、異文化理解、討論 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教養演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB205741 
実務経験のある教員  
達成目標 様々なテーマに対して自らの考えを整理し、説得力のある発言が行なえること。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 2 階 髙池研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar on Liberal Arts I 
関連科目 比較文化論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この演習は次の２つを柱とする。 

１）教員側が選んだ新聞記事を読みながら議論をする。 
２）各受講者が関⼼を持つ問題（分野を問わない）についての簡単な個人発表を
行なう。 
上記のような作業を行なうことにより、思考能力、表現能力の向上を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 演習の進め方、方針などについて説明をする。 

2 回 受講生に、自己紹介などをまじえた５分程度の発表を順番に行なうことを
求め、発表・質疑応答の際⼼がけるべきことについての説明をする。（１） 
3 回 受講生に、自己紹介などをまじえた５分程度の発表を順番に行なうことを
求め、発表・質疑応答の際⼼がけるべきことについての説明をする。（２） 



4 回 受講生に、自己紹介などをまじえた５分程度の発表を順番に行なうことを
求め、発表・質疑応答の際⼼がけるべきことについての説明をする。（３） 
5 回 教員側が選んだ新聞記事を題材 

準備学習 1 回 シラバスを読んで、質問事項を整理しておくこと。 
2 回 自分自身の特徴について整理しておくこと。 
3 回 故郷の言語的特徴について調べておくこと。 
4 回 岡山の文化的特徴について調べておくこと。 
5 回 前回配布した資料を読み、質問事項を整理しておくこと。 
6 回 前回配布した資料を読み、質問事項を整理しておくこと。 
7 回 前回配布した資料を読み、質問事項を整理しておくこと。 
8 回 前回配布した資料を読み、質問事項を整理しておくこと。 
9 回 前回配布した資料を読み、質問事項を整理しておくこと。 
10 回 前回 

 



年度 2014 
授業コード FB205910 
成績評価 各種スポーツの進行、運営（３０％）、知識と技術（６０％）安全への配慮（１

０％） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB205910 生涯スポーツⅠ 
担当教員名 ⻄村 次郎 
単位数 1 
教科書 適宜指示する 
アクティブラーニング  
キーワード バドミントン、テニス、バレーボール、バスケットボール、卓球、スポーツ傷害 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生涯スポーツⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 初回は２５号館柔道場で行う。生涯スポーツは加計記念体育館で行います。四季

を味わいながら山越えを楽しみましょう！ 
シラバスコード FB205910 
実務経験のある教員  
達成目標 各種スポーツのルールを理解するとともに、実践し、ゲームの進行、運営が出来

ること。スポーツ傷害の予防ができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 一学舎３階 ⻄村（次）研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Lifelong Sports I 
関連科目 生涯スポーツⅡ、Ⅲ健康の科学、福祉環境論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生涯のライフステージにおいて、それぞれの環境や能力に応じたスポーツ活動を

安全に継続的に実践する能力や態度を養う。スポーツ活動を観戦、支援（ボラン
ティア）する楽しさも身につけたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス（講義概要、種目、安全管理など）をする。 

2 回 バドミントンの基礎をおこなう。 
3 回 バドミントンのゲームをおこなう。 
4 回 バドミントンのゲームをおこなう。 



5 回 硬式テニス、ソフトボールの基礎をおこなう。 
6 回 硬式テニス、ソフトボールのゲームをおこなう。 
7 回 硬式テニス、ソフトボールのゲームをおこなう。 
8 回 バレーボールの基礎をおこなう。 
9 回 バレーボールのゲームをおこなう。 
10 回 バレーボールのゲームをおこなう。 
11 回 バスケットボールの基礎をおこなう。 
12 回 バスケッ 

準備学習 1 回 シラバスを見て、どのような種目をするのか把握しておくこと。 
2 回 バドミントンのルールについて調べておくこと。 
3 回 バドミントンの基本技術について調べておくこと。 
4 回 試合ルールについて調べておくこと。 
5 回 硬式テニスやソフトボールのルールについて調べておくこと。 
6 回 硬式テニスやソフトボールのルールについて調べておくこと。 
7 回 野外スポーツの疾病、傷害予防について調べておくこと。 
8 回 バレーボールのルールについて調べておくこと。 
9 回 バレーボールのルールについて調べておくこと。 
10 

 



年度 2014 
授業コード FB205920 
成績評価 各種スポーツの進行、運営（３０％）、知識と技術（６０％）安全への配慮（１

０％） 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB205920 生涯スポーツⅠ 
担当教員名 山口 立雄＊ 
単位数 1 
教科書 適宜指示する 
アクティブラーニング  
キーワード バドミントン、テニス、バレーボール、バスケットボール、卓球、スポーツ傷害 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 暑い：動いて暑いならある程度の運動強度を満たした証左です。体育実技授業の

目的の一つが達成されたと言えます。結構でした。 
出欠：名簿で２回は呼んでます。返事は聞こえるようにしないと返事したことに
なりません。また、遅刻した場合も教員に直接申し出てくれないと確認のしよう
がありません。事後では確認が困難ですから、その時間内に自ら確認する行動を
起こして下さい。 
移動経路：道路の整備は教員の直接の担当ではないので然るべき部署に伝達して
おきます。遠いのもどうしようもありません。シャトルバスの運行などアイディ
アがあれば教 

科目名 生涯スポーツⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 初回は２５号館柔道場で行う。生涯スポーツは加計記念体育館で行います。四季

を味わいながら山越えを楽しみましょう！ 
シラバスコード FB205920 
実務経験のある教員  
達成目標 各種スポーツのルールを理解するとともに、実践し、ゲームの進行、運営が出来

ること。スポーツ傷害の予防ができること。 
受講者へのコメント キャンパスと授業場所の行き来に時間が取られ、正味時間が少なくて十分な授業

展開ができなかったので、不満を抱く場合があったかも知れませんが、皆さん良
く頑張って円滑な授業運営に協力してくれました。感謝します。 

連絡先 自宅 TEL&FAX：086-207-2578 mail：rkcfk406@ybb.ne.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 体育実技授業にも関わらず、授業時間外に 3 時間程度かそれ以上もの学習をして
いるとの回答が 10%以上もあり、少々驚いた。 



英文科目名 Lifelong Sports I 
関連科目 生涯スポーツⅡ、Ⅲ健康の科学、福祉環境論 
次回に向けての改善変更予定 実施種目に対する希望調査をし、それに基づく種目選択ができるよう努力した

い。 
講義目的 生涯のライフステージにおいて、それぞれの環境や能力に応じたスポーツ活動を

安全に継続的に実践する能力や態度を養う。スポーツ活動を観戦、支援（ボラン
ティア）する楽しさも身につけたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス（講義概要、種目、安全管理など）をする。 

2 回 バドミントンの基礎をおこなう。 
3 回 バドミントンのゲームをおこなう。 
4 回 バドミントンのゲームをおこなう。 
5 回 硬式テニス、ソフトボールの基礎をおこなう。 
6 回 硬式テニス、ソフトボールのゲームをおこなう。 
7 回 硬式テニス、ソフトボールのゲームをおこなう。 
8 回 バレーボールの基礎をおこなう。 
9 回 バレーボールのゲームをおこなう。 
10 回 バレーボールのゲームをおこなう。 
11 回 バスケットボールの基礎をおこなう。 
12 回 バスケッ 

準備学習 1 回 シラバスを見て、どのような種目をするのか把握しておくこと。 
2 回 バドミントンのルールについて調べておくこと。 
3 回 バドミントンの基本技術について調べておくこと。 
4 回 試合ルールについて調べておくこと。 
5 回 硬式テニスやソフトボールのルールについて調べておくこと。 
6 回 硬式テニスやソフトボールのルールについて調べておくこと。 
7 回 野外スポーツの疾病、傷害予防について調べておくこと。 
8 回 バレーボールのルールについて調べておくこと。 
9 回 バレーボールのルールについて調べておくこと。 
10 

 



年度 2014 
授業コード FB205930 
成績評価 積極性（２０％）、ルール・マナーの遵守（２０％）、協調性（２０％）、安全への

配慮（２０％）、技術（２０％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB205930 生涯スポーツⅠ 
担当教員名 森 博史 
単位数 1 
教科書 使用しない。必要な場合、資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード バドミントン、バレーボール、バスケットボール、ルール、審判法、チームワー

ク 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「運動をすることの楽しさが分かった。」「久しぶりに運動できる機会があったの

で良かった。」「仲間と楽しくできて良いと思います。」「久しぶりにバレーボール
ができて楽しかったです。前後を移動時間をとってあるから時間が少なかったで
す。」「高校ぶりに体を動かせてよかった。」「他の学生とコミュニケーションがと
れてとてもよかった。」との記述があり、講義の目的が達成できていると感じた。  
「テニスコートを整備してほしい。」との記述については、努力していきたい。 
「運動する場所を変えてほしい。」「途中の山道でケムシが大量発 

科目名 生涯スポーツⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 実験実習 
注意備考 １回目の授業は、大学２５号館２階（トレーニングルームⅡ：柔道場）で行う。 

２回目以降は、笹ヶ瀬キャンパス（加計記念体育館・グラウンド・テニスコート）
で行う。 
受講希望者が多数の場合、人数調整を行う（定員６０人）。 

シラバスコード FB205930 
実務経験のある教員  
達成目標 ①授業における各スポーツ種目の歴史・特性・審判法等を理解すること。 

②各スポーツ種目を楽しむためのチームワーク（協力、助け合い）、ルール・マナ
ーの遵守、安全への配慮について理解すること。③コミュニケーション能力（受
講者同士がお互いに考えを伝達し合うこと）を身に付けること。? 

受講者へのコメント 学部、学科、学年、男女の枠を超えた授業に積極的に参加しスポーツ（運動）を
したことは、ルールの理解と遵守、マナー、協調性、公正、安全への配慮、コミ
ュニケーション能力等が養われたと思います。今後の生活に役立ててほしい。 ま
た、生活習慣病の予防やクオリティーオブライフ（QOL）のため、適度な運動を
生活の中に取り入れることが重要であることを理解してほしい。 

連絡先 第一学舎３階 森 博史研究室 mori@dls.ous.ac.jp 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ［Ｂ］この授業におけるあなたの成⻑（授業を受けてよかった点） 「この分野
への興味が深まった」「この分野への興味、関⼼が高まった」「この分野での技能・
技術が向上した」「コミュニケーション力やプレゼンテーション力などの実社会
で必要な力が高まった」という回答が多く、講義の目的が達成できていると感じ
た。［Ｃ］総合評価 より目標達成ができ、満足度の高い内容になるよう、意欲を
持って授業をしたい。 

英文科目名 Lifelong Sports I 
関連科目 健康の科学、生涯スポーツⅡ、生涯スポーツⅢを履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 より楽しく、運動量が確保できる授業にしたい。 
講義目的 だれでも健康で明るく、生きがいのある豊かな人生を送りたいと思う。そのため

のひとつの手段として、私たちはスポーツ（運動）に取り組んでいこうと考える
ものである。講義で取り上げる種目を通して、主体的にスポーツを行ったり楽し
んだりすることで、生涯にわたってスポーツを実践していける習慣や能力を育て
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の実施場所、内容・目的・受講の⼼得について説明する。 

2 回 施設・設備の利用方法と留意事項の説明を行った後、“体ほぐし運動”を行い
ながら、「体力」について説明をする。 
3 回 バドミントンの歴史、用具（ラケット、シャトル、ポール、ネット）の準備
と片付けの仕方、基本技術（ラケットの握り方、ショットの種類と打ち方、サー
ブの打ち方）の説明を行った後、練習をする。 
4 回 シングルスのルールと審判法の説明を行った後、班に分かれて練習とゲー
ムをする。 
5 回 ダブルスのルールと審判法の説明を行った後、班に分かれ 

準備学習 1 回 授業内容の確認。次回授業までに「体力」について予習を行うこと。 
2 回 「体力」について復習を行うこと。次回授業までに、バドミントンの歴史、
用具、基本技術について予習を行うこと。 
3 回 バドミントンの基本技術（ラケットの振り方、ショットの種類と打ち方、サ
ーブの打ち方）について復習を行うこと。次回の授業までに、バドミントンのシ
ングルスについて予習を行うこと。 
4 回 シングルスについて復習を行うこと。次回授業までに、バドミントンのダブ
ルスについて予習を行うこと。 
5 回 ダブルスについて復習を行うこと。次回 

 



年度 2014 
授業コード FB205940 
成績評価 積極性（２０％）、ルール・マナーの遵守（２０％）、協調性（２０％）、安全への

配慮（２０％）、技術（２０％） 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB205940 生涯スポーツⅠ 
担当教員名 森 博史 
単位数 1 
教科書 使用しない。必要な場合、資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード バドミントン、バレーボール、バスケットボール、ルール、審判法、チームワー

ク 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「外で競技をもっとやりたかった。」との記述については、検討したい。 
科目名 生涯スポーツⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 実験実習 
注意備考 １回目の授業は、大学２５号館２階（トレーニングルームⅡ：柔道場）で行う。 

２回目以降は、笹ヶ瀬キャンパス（加計記念体育館・グラウンド・テニスコート）
で行う。 
受講希望者が多数の場合、人数調整を行う（定員６０人）。 

シラバスコード FB205940 
実務経験のある教員  
達成目標 ①授業における各スポーツ種目の歴史・特性・審判法等を理解すること。 

②各スポーツ種目を楽しむためのチームワーク（協力、助け合い）、ルール・マナ
ーの遵守、安全への配慮について理解すること。③コミュニケーション能力（受
講者同士がお互いに考えを伝達し合うこと）を身に付けること。? 

受講者へのコメント 学部、学科、学年、男女の枠を超えた授業に積極的に参加しスポーツ（運動）を
したことは、ルールの理解と遵守、マナー、協調性、公正、安全への配慮、コミ
ュニケーション能力等が養われたと思います。今後の生活に役立ててほしい。 ま
た、生活習慣病の予防やクオリティーオブライフ（QOL）のため、適度な運動を
生活の中に取り入れることが重要であることを理解してほしい。 

連絡先 第一学舎３階 森 博史研究室 mori@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ［Ｂ］この授業におけるあなたの成⻑（授業を受けてよかった点） 「この分野
への興味が深まった」「この分野への興味、関⼼が高まった」「この分野での技能・
技術が向上した」「コミュニケーション力やプレゼンテーション力などの実社会
で必要な力が高まった」という回答が多く、講義の目的が達成できていると感じ



た。［Ｃ］総合評価 より目標達成ができ、満足度の高い内容になるよう、意欲を
持って授業をしたい。 

英文科目名 Lifelong Sports I 
関連科目 健康の科学、生涯スポーツⅡ、生涯スポーツⅢを履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 より楽しく、運動量が確保できる授業にしたい。 
講義目的 だれでも健康で明るく、生きがいのある豊かな人生を送りたいと思う。そのため

のひとつの手段として、私たちはスポーツ（運動）に取り組んでいこうと考える
ものである。講義で取り上げる種目を通して、主体的にスポーツを行ったり楽し
んだりすることで、生涯にわたってスポーツを実践していける習慣や能力を育て
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の実施場所、内容・目的・受講の⼼得について説明する。 

2 回 施設・設備の利用方法と留意事項の説明を行った後、“体ほぐし運動”を行い
ながら、「体力」について説明をする。 
3 回 バドミントンの歴史、用具（ラケット、シャトル、ポール、ネット）の準備
と片付けの仕方、基本技術（ラケットの握り方、ショットの種類と打ち方、サー
ブの打ち方）の説明を行った後、練習をする。 
4 回 シングルスのルールと審判法の説明を行った後、班に分かれて練習とゲー
ムをする。 
5 回 ダブルスのルールと審判法の説明を行った後、班に分かれ 

準備学習 1 回 授業内容の確認。次回授業までに「体力」について予習を行うこと。 
2 回 「体力」について復習を行うこと。次回授業までに、バドミントンの歴史、
用具、基本技術について予習を行うこと。 
3 回 バドミントンの基本技術（ラケットの振り方、ショットの種類と打ち方、サ
ーブの打ち方）について復習を行うこと。次回の授業までに、バドミントンのシ
ングルスについて予習を行うこと。 
4 回 シングルスについて復習を行うこと。次回授業までに、バドミントンのダブ
ルスについて予習を行うこと。 
5 回 ダブルスについて復習を行うこと。次回 

 



年度 2014 
授業コード FB205950 
成績評価 各種スポーツの進行、運営（３０％） 知識と技術（６０％） 安全への配慮（１

０％） 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB205950 生涯スポーツⅠ 
担当教員名 吉村 直樹＊ 
単位数 1 
教科書 適宜指示する 
アクティブラーニング  
キーワード バドミントン、テニス、バレーボール、バスケットボール、ソフトボール、スポ

ーツ傷害 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生涯スポーツⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考  初回は２５号館柔道場で行う。受講者（60 名）が多数の場合は人数調整を行

う。  
 ２回目以降の生涯スポーツは加計記念体育館（篠ヶ瀬キャンパス）で行います。 
 四季を味わいながら山越えを楽しみましょう！ 

シラバスコード FB205950 
実務経験のある教員  
達成目標 各種スポーツのルールを理解し、ゲームの進行、運営が出来ること。 

スポーツ傷害の予防ができること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Lifelong Sports I 
関連科目 生涯スポーツⅡ、Ⅲ健康の科学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生涯の各ステージにおいて、環境や能力に応じたスポーツ活動を安全に継続的に

実践する能力や態度を身につけるようにする。 
スポーツ活動を観戦、支援（ボランティア）する楽しさを身につけた留用にする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンスにて講義概要、種目、安全管理など説明する。 



2 回 バドミントンを実施する。 
3 回 バドミントンを実施する。 
4 回 バドミントンを実施する。 
5 回 硬式テニス、ソフトボールを実施する。 
6 回 硬式テニス、ソフトボールを実施する。 
7 回 硬式テニス、ソフトボールを実施する。 
8 回 バレーボールを実施する。 
9 回 バレーボールを実施する。 
10 回 バレーボールを実施する。 
11 回 バスケットボールを実施する。 
12 回 バスケットボールを実施する。 
13 回 バスケットボールを実施する。 
14 回 バ 

準備学習 1 回 シラバスを見て、どのような種目をするのか把握しておくこと。 
2 回 バドミントンのルールについて調べておくこと。 
3 回 バドミントンの基本技術について調べておくこと。 
4 回 試合ルールについて調べておくこと。 
5 回 硬式テニスやソフトボールのルールについて調べておくこと。 
6 回 硬式テニスやソフトボールのルールについて調べておくこと。 
7 回 野外スポーツの疾病、傷害予防について調べておくこと。 
8 回 バレーボールのルールについて調べておくこと。 
9 回 バレーボールのルールについて調べておくこと。 
10 

 



年度 2014 
授業コード FB205960 
成績評価 各種スポーツの進行、運営（３０％） 知識と技術（６０％） 安全への配慮（１

０％） 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB205960 生涯スポーツⅠ 
担当教員名 吉村 直樹＊ 
単位数 1 
教科書 適宜指示する 
アクティブラーニング  
キーワード バドミントン、テニス、バレーボール、バスケットボール、ソフトボール、スポ

ーツ傷害 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生涯スポーツⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考  初回は２５号館柔道場で行う。受講者（60 名）が多数の場合は人数調整を行

う。  
 ２回目以降の生涯スポーツは加計記念体育館（篠ヶ瀬キャンパス）で行います。 
 四季を味わいながら山越えを楽しみましょう！ 

シラバスコード FB205960 
実務経験のある教員  
達成目標 各種スポーツのルールを理解し、ゲームの進行、運営が出来ること。 

スポーツ傷害の予防ができること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Lifelong Sports I 
関連科目 生涯スポーツⅡ、Ⅲ健康の科学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生涯の各ステージにおいて、環境や能力に応じたスポーツ活動を安全に継続的に

実践する能力や態度を身につけるようにする。 
スポーツ活動を観戦、支援（ボランティア）する楽しさを身につけた留用にする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンスにて講義概要、種目、安全管理など説明する。 



2 回 バドミントンを実施する。 
3 回 バドミントンを実施する。 
4 回 バドミントンを実施する。 
5 回 硬式テニス、ソフトボールを実施する。 
6 回 硬式テニス、ソフトボールを実施する。 
7 回 硬式テニス、ソフトボールを実施する。 
8 回 バレーボールを実施する。 
9 回 バレーボールを実施する。 
10 回 バレーボールを実施する。 
11 回 バスケットボールを実施する。 
12 回 バスケットボールを実施する。 
13 回 バスケットボールを実施する。 
14 回 バ 

準備学習 1 回 シラバスを見て、どのような種目をするのか把握しておくこと。 
2 回 バドミントンのルールについて調べておくこと。 
3 回 バドミントンの基本技術について調べておくこと。 
4 回 試合ルールについて調べておくこと。 
5 回 硬式テニスやソフトボールのルールについて調べておくこと。 
6 回 硬式テニスやソフトボールのルールについて調べておくこと。 
7 回 野外スポーツの疾病、傷害予防について調べておくこと。 
8 回 バレーボールのルールについて調べておくこと。 
9 回 バレーボールのルールについて調べておくこと。 
10 

 



年度 2014 
授業コード FB205970 
成績評価 各種スポーツの進行、運営（３０％）、知識と技術（６０％）安全への配慮（１

０％） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB205970 生涯スポーツⅠ 
担当教員名 ⻄村 次郎 
単位数 1 
教科書 適宜指示する 
アクティブラーニング  
キーワード バドミントン、テニス、バレーボール、バスケットボール、卓球、スポーツ傷害 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生涯スポーツⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 初回は２５号館柔道場で行う。生涯スポーツは加計記念体育館で行います。四季

を味わいながら山越えを楽しみましょう！ 
シラバスコード FB205970 
実務経験のある教員  
達成目標 各種スポーツのルールを理解するとともに、実践し、ゲームの進行、運営が出来

ること。スポーツ傷害の予防ができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 一学舎３階 ⻄村（次）研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Lifelong Sports I 
関連科目 生涯スポーツⅡ、Ⅲ健康の科学、福祉環境論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ライフステージにおいて、それぞれの環境や能力に応じたスポーツ活動を安全に

継続的に実践する能力や態度を養う。スポーツ活動を観戦、支援（ボランティア）
する楽しさも身につけたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス（講義概要、種目、安全管理など）をする。 

2 回 バドミントンの基礎をおこなう。 
3 回 バドミントンのゲームをおこなう。 
4 回 バドミントンのゲームをおこなう。 



5 回 硬式テニス、ソフトボールの基礎をおこなう。 
6 回 硬式テニス、ソフトボールのゲームをおこなう。 
7 回 硬式テニス、ソフトボールのゲームをおこなう。 
8 回 バレーボールの基礎をおこなう。 
9 回 バレーボールのゲームをおこなう。 
10 回 バレーボールのゲームをおこなう。 
11 回 バスケットボールの基礎をおこなう。 
12 回 バスケッ 

準備学習 1 回 シラバスを見て、どのような種目をするのか把握しておくこと。 
2 回 バドミントンのルールについて調べておくこと。 
3 回 バドミントンの基本技術について調べておくこと。 
4 回 試合ルールについて調べておくこと。 
5 回 硬式テニスやソフトボールのルールについて調べておくこと。 
6 回 硬式テニスやソフトボールのルールについて調べておくこと。 
7 回 野外スポーツの疾病、傷害予防について調べておくこと。 
8 回 バレーボールのルールについて調べておくこと。 
9 回 バレーボールのルールについて調べておくこと。 
10 

 



年度 2014 
授業コード FB205980 
成績評価 各種スポーツの進行、運営（３０％）、知識と技術（６０％）安全への配慮（１

０％） 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB205980 生涯スポーツⅠ 
担当教員名 ⻄村 次郎 
単位数 1 
教科書 適宜指示する 
アクティブラーニング  
キーワード バドミントン、テニス、バレーボール、バスケットボール、卓球、スポーツ傷害 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生涯スポーツⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 初回は２５号館柔道場で行う。生涯スポーツは加計記念体育館で行います。四季

を味わいながら山越えを楽しみましょう！ 
シラバスコード FB205980 
実務経験のある教員  
達成目標 各種スポーツのルールを理解するとともに、実践し、ゲームの進行、運営が出来

ること。スポーツ傷害の予防ができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 一学舎３階 ⻄村（次）研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Lifelong Sports I 
関連科目 生涯スポーツⅡ、Ⅲ健康の科学、福祉環境論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ライフステージにおいて、それぞれの環境や能力に応じたスポーツ活動を安全に

継続的に実践する能力や態度を養う。スポーツ活動を観戦、支援（ボランティア）
する楽しさも身につけたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス（講義概要、種目、安全管理など）をする。 

2 回 バドミントンの基礎をおこなう。 
3 回 バドミントンのゲームをおこなう。 
4 回 バドミントンのゲームをおこなう。 



5 回 硬式テニス、ソフトボールの基礎をおこなう。 
6 回 硬式テニス、ソフトボールのゲームをおこなう。 
7 回 硬式テニス、ソフトボールのゲームをおこなう。 
8 回 バレーボールの基礎をおこなう。 
9 回 バレーボールのゲームをおこなう。 
10 回 バレーボールのゲームをおこなう。 
11 回 バスケットボールの基礎をおこなう。 
12 回 バスケッ 

準備学習 1 回 シラバスを見て、どのような種目をするのか把握しておくこと。 
2 回 バドミントンのルールについて調べておくこと。 
3 回 バドミントンの基本技術について調べておくこと。 
4 回 試合ルールについて調べておくこと。 
5 回 硬式テニスやソフトボールのルールについて調べておくこと。 
6 回 硬式テニスやソフトボールのルールについて調べておくこと。 
7 回 野外スポーツの疾病、傷害予防について調べておくこと。 
8 回 バレーボールのルールについて調べておくこと。 
9 回 バレーボールのルールについて調べておくこと。 
10 

 



年度 2014 
授業コード FB205990 
成績評価 積極性（２０％）、ルール・マナーの遵守（２０％）、協調性（２０％）、安全への

配慮（２０％）、技術（２０％） 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB205990 生涯スポーツⅠ 
担当教員名 森 博史 
単位数 1 
教科書 使用しない。必要な場合、資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード バドミントン、バレーボール、バスケットボール、ルール、審判法、チームワー

ク 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「楽しかったもう一度受けたい。」日頃ほとんど運動しないのでちょうどよかっ

たです。「好きなバドミントン、バスケ、卓球ができてとても楽しかった。できれ
ばもっと時間がほしい。笑」「いい運動になった、特に山登りが」「たくさんの人
と接することができてよかった」「とても楽しくスポーツができました。」と記述
があり、講義の目的が達成できていると感じた。 「雨の日体育館までの道がグチ
ョグチョでちょっといやだった。」の記述についてについて、学園の土地ではな
いので難しい問題である。 

科目名 生涯スポーツⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 実験実習 
注意備考 １回目の授業は、大学２５号館２階（トレーニングルームⅡ：柔道場）で行う。 

２回目以降は、笹ヶ瀬キャンパス（加計記念体育館・グラウンド・テニスコート）
で行う。 
受講希望者が多数の場合、人数調整を行う（定員６０人）。 

シラバスコード FB205990 
実務経験のある教員  
達成目標 ①授業における各スポーツ種目の歴史・特性・審判法等を理解すること。 

②各スポーツ種目を楽しむためのチームワーク（協力、助け合い）、ルール・マナ
ーの遵守、安全への配慮について理解すること。 
③コミュニケーション能力（受講者同士がお互いに考えを伝達し合うこと）を身
に付けること。? 

受講者へのコメント 学部、学科、学年、男女の枠を超えた授業に積極的に参加しスポーツ（運動）を
したことは、ルールの理解と遵守、マナー、協調性、公正、安全への配慮、コミ
ュニケーション能力等が養われたと思います。今後の生活に役立ててほしい。 ま
た、生活習慣病の予防やクオリティーオブライフ（QOL）のため、適度な運動を
生活の中に取り入れることが重要であることを理解してほしい。 



連絡先 第一学舎３階 森 博史研究室 mori@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 〔B〕この授業におけるあなたの成⻑（授業を受けてよかった点） 「この分野
への興味が深まった」「この分野への興味、関⼼が高まった」「この分野での技能・
技術が向上した」「コミュニケーション力やプレゼンテーション力などの実社会
で必要な力が高まった」という回答が多く、講義の目的が達成できていると感じ
た。 〔C〕総合評価 より目標達成ができ、満足度の高い内容になるよう、意欲
を持って授業をしたい。 

英文科目名 Lifelong Sports I 
関連科目 健康の科学、生涯スポーツⅡ、生涯スポーツⅢを履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 より楽しく、運動量が確保できる授業にしたい。 
講義目的 だれでも健康で明るく、生きがいのある豊かな人生を送りたいと思う。そのため

のひとつの手段として、私たちはスポーツ（運動）に取り組んでいこうと考える
ものである。講義で取り上げる種目を通して、主体的にスポーツを行ったり楽し
んだりすることで、生涯にわたってスポーツを実践していける習慣や能力を育て
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の実施場所、内容・目的・受講の⼼得について説明する。 

2 回 施設・設備の利用方法と留意事項の説明を行った後、“体ほぐし運動”を行い
ながら、「体力」について説明をする。 
3 回 バドミントンの歴史、用具（ラケット、シャトル、ポール、ネット）の準備
と片付けの仕方、基本技術（ラケットの握り方、ショットの種類と打ち方、サー
ブの打ち方）の説明を行った後、練習をする。 
4 回 シングルスのルールと審判法の説明を行った後、班に分かれて練習とゲー
ムをする。 
5 回 ダブルスのルールと審判法の説明を行った後、班に分かれ 

準備学習 1 回 授業内容の確認。次回授業までに「体力」について予習を行うこと。 
2 回 「体力」について復習を行うこと。次回授業までに、バドミントンの歴史、
用具、基本技術について予習を行うこと。 
3 回 バドミントンの基本技術（ラケットの振り方、ショットの種類と打ち方、サ
ーブの打ち方）について復習を行うこと。次回の授業までに、バドミントンのシ
ングルスについて予習を行うこと。 
4 回 シングルスについて復習を行うこと。次回授業までに、バドミントンのダブ
ルスについて予習を行うこと。 
5 回 ダブルスについて復習を行うこと。次回 

 



年度 2014 
授業コード FB2059A0 
成績評価 積極性（２０％）、ルール・マナーの遵守（２０％）、協調性（２０％）、安全への

配慮（２０％）、技術（２０％） 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB2059A0 生涯スポーツⅠ 
担当教員名 森 博史 
単位数 1 
教科書 使用しない。必要な場合、資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード バドミントン、バレーボール、バスケットボール、ルール、審判法、チームワー

ク 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「体を動かす良い機会になりました。」「楽しかったです。」「授業は楽しかったが、

時間が短かった。」「フットサルをもっとやりたかった。」「大学に入って運動する
機会がなかったので、すごく体にもタメになった。」「普段運動していなかったの
で機会が出来て良かったです。」「他の学科の人と仲良くできて楽しかったです。」
「普段運動する機会がほとんど無かったので、とても良い機会になりました。ま
た先生は、持病を気にかけて積極的に声を掛けてくれたので、安⼼して全力でや
りきることができました。ありがとうございました。」「テニスコー 

科目名 生涯スポーツⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 実験実習 
注意備考 １回目の授業は、大学２５号館２階（トレーニングルームⅡ：柔道場）で行う。 

２回目以降は、笹ヶ瀬キャンパス（加計記念体育館・グラウンド・テニスコート）
で行う。 
受講希望者が多数の場合、人数調整を行う（定員６０人）。 

シラバスコード FB2059A0 
実務経験のある教員  
達成目標 ①授業における各スポーツ種目の歴史・特性・審判法等を理解すること。 

②各スポーツ種目を楽しむためのチームワーク（協力、助け合い）、ルール・マナ
ーの遵守、安全への配慮について理解すること。③コミュニケーション能力（受
講者同士がお互いに考えを伝達し合うこと）を身に付けること。? 

受講者へのコメント 学部、学科、学年、男女の枠を超えた授業に積極的に参加しスポーツ（運動）を
したことは、ルールの理解と遵守、マナー、協調性、公正、安全への配慮、コミ
ュニケーション能力等が養われたと思います。今後の生活に役立ててほしい。 ま
た、生活習慣病の予防やクオリティーオブライフ（QOL）のため、適度な運動を
生活の中に取り入れることが重要であることを理解してほしい。 

連絡先 第一学舎３階 森 博史研究室 mori@dls.ous.ac.jp 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 〔B〕この授業におけるあなたの成⻑（授業を受けてよかった点） 「この分野
への興味が深まった」「この分野への興味、関⼼が高まった」「この分野での技能・
技術が向上した」「コミュニケーション力やプレゼンテーション力などの実社会
で必要な力が高まった」という回答が多く、講義の目的が達成できていると感じ
た。 〔C〕総合評価 より目標達成ができ、満足度の高い内容になるよう、意欲
を持って授業をしたい。 

英文科目名 Lifelong Sports I 
関連科目 健康の科学、生涯スポーツⅡ、生涯スポーツⅢを履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 より楽しく、運動量を確保した授業にしたい。 
講義目的 だれでも健康で明るく、生きがいのある豊かな人生を送りたいと思う。そのため

のひとつの手段として、私たちはスポーツ（運動）に取り組んでいこうと考える
ものである。講義で取り上げる種目を通して、主体的にスポーツを行ったり楽し
んだりすることで、生涯にわたってスポーツを実践していける習慣や能力を育て
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の実施場所、内容・目的・受講の⼼得について説明する。 

2 回 施設・設備の利用方法と留意事項の説明を行った後、“体ほぐし運動”を行い
ながら、「体力」について説明をする。 
3 回 バドミントンの歴史、用具（ラケット、シャトル、ポール、ネット）の準備
と片付けの仕方、基本技術（ラケットの握り方、ショットの種類と打ち方、サー
ブの打ち方）の説明を行った後、練習をする。 
4 回 シングルスのルールと審判法の説明を行った後、班に分かれて練習とゲー
ムをする。 
5 回 ダブルスのルールと審判法の説明を行った後、班に分かれ 

準備学習 1 回 授業内容の確認。次回授業までに「体力」について予習を行うこと。 
2 回 「体力」について復習を行うこと。次回授業までに、バドミントンの歴史、
用具、基本技術について予習を行うこと。 
3 回 バドミントンの基本技術（ラケットの振り方、ショットの種類と打ち方、サ
ーブの打ち方）について復習を行うこと。次回の授業までに、バドミントンのシ
ングルスについて予習を行うこと。 
4 回 シングルスについて復習を行うこと。次回授業までに、バドミントンのダブ
ルスについて予習を行うこと。 
5 回 ダブルスについて復習を行うこと。次回 

 



年度 2014 
授業コード FB2059B0 
成績評価 各種スポーツの進行、運営（３０％） 知識と技術（６０％） 安全への配慮（１

０％） 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB2059B0 生涯スポーツⅠ 
担当教員名 吉村 直樹＊ 
単位数 1 
教科書 適宜指示する 
アクティブラーニング  
キーワード バドミントン、テニス、バレーボール、バスケットボール、ソフトボール、フッ

トサル、卓球、スポーツ傷害 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生涯スポーツⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考  初回は２５号館柔道場で行う。受講者（60 名）が多数の場合は人数調整を行

う。  
 ２回目以降の生涯スポーツは加計記念体育館（篠ヶ瀬キャンパス）で行います。 
 四季を味わいながら山越えを楽しみましょう！ 

シラバスコード FB2059B0 
実務経験のある教員  
達成目標 各種スポーツのルールを理解し、ゲームの進行、運営が出来ること。 

スポーツ傷害の予防ができること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Lifelong Sports I 
関連科目 生涯スポーツⅡ、Ⅲ健康の科学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生涯の各ステージにおいて、環境や能力に応じたスポーツ活動を安全に継続的に

実践する能力や態度を身につけるようにする。 
スポーツ活動を観戦、支援（ボランティア）する楽しさを身につけるようにする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンスにて講義概要、種目、安全管理など説明する。 



2 回 バドミントンを実施する。 
3 回 バドミントンを実施する。 
4 回 バドミントンを実施する。 
5 回 硬式テニス、ソフトボールを実施する。 
6 回 硬式テニス、ソフトボールを実施する。 
7 回 硬式テニス、ソフトボールを実施する。 
8 回 バレーボールを実施する。 
9 回 バレーボールを実施する。 
10 回 バレーボールを実施する。 
11 回 バスケットボール､フットサル、卓球を実施する。 
12 回 バスケットボール､フットサル、卓球を実施する。 
13 回 バス 

準備学習 1 回 シラバスを見て、どのような種目をするのか把握しておくこと。 
2 回 バドミントンのルールについて調べておくこと。 
3 回 バドミントンの基本技術について調べておくこと。 
4 回 試合ルールについて調べておくこと。 
5 回 硬式テニスやソフトボールのルールについて調べておくこと。 
6 回 硬式テニスやソフトボールのルールについて調べておくこと。 
7 回 野外スポーツの疾病、傷害予防について調べておくこと。 
8 回 バレーボールのルールについて調べておくこと。 
9 回 バレーボールのルールについて調べておくこと。 
10 

 



年度 2014 
授業コード FB2059C0 
成績評価 各種スポーツの進行、運営（３０％） 知識と技術（６０％） 安全への配慮（１

０％） 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB2059C0 生涯スポーツⅠ 
担当教員名 吉村 直樹＊ 
単位数 1 
教科書 適宜指示する 
アクティブラーニング  
キーワード バドミントン、テニス、バレーボール、バスケットボール、ソフトボール、フッ

トサル、卓球、スポーツ傷害 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生涯スポーツⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考  初回は２５号館柔道場で行う。受講者（60 名）が多数の場合は人数調整を行

う。  
 ２回目以降の生涯スポーツは加計記念体育館（篠ヶ瀬キャンパス）で行います。 
 四季を味わいながら山越えを楽しみましょう！ 

シラバスコード FB2059C0 
実務経験のある教員  
達成目標 各種スポーツのルールを理解し、ゲームの進行、運営が出来ること。 

スポーツ傷害の予防ができること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Lifelong Sports I 
関連科目 生涯スポーツⅡ、Ⅲ健康の科学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生涯の各ステージにおいて、環境や能力に応じたスポーツ活動を安全に継続的に

実践する能力や態度を身につけるようにする。 
スポーツ活動を観戦、支援（ボランティア）する楽しさを身につけるようにする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンスにて講義概要、種目、安全管理など説明する。 



2 回 バドミントンを実施する。 
3 回 バドミントンを実施する。 
4 回 バドミントンを実施する。 
5 回 硬式テニス、ソフトボールを実施する。 
6 回 硬式テニス、ソフトボールを実施する。 
7 回 硬式テニス、ソフトボールを実施する。 
8 回 バレーボールを実施する。 
9 回 バレーボールを実施する。 
10 回 バレーボールを実施する。 
11 回 バスケットボール､フットサル、卓球を実施する。 
12 回 バスケットボール､フットサル、卓球を実施する。 
13 回 バス 

準備学習 1 回 シラバスを見て、どのような種目をするのか把握しておくこと。 
2 回 バドミントンのルールについて調べておくこと。 
3 回 バドミントンの基本技術について調べておくこと。 
4 回 試合ルールについて調べておくこと。 
5 回 硬式テニスやソフトボールのルールについて調べておくこと。 
6 回 硬式テニスやソフトボールのルールについて調べておくこと。 
7 回 野外スポーツの疾病、傷害予防について調べておくこと。 
8 回 バレーボールのルールについて調べておくこと。 
9 回 バレーボールのルールについて調べておくこと。 
10 

 



年度 2014 
授業コード FB206010 
成績評価 積極性（２０％）、ルール・マナーの遵守（２０％）、協調性（２０％）、安全への

配慮（２０％）、技術（２０％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB206010 生涯スポーツⅡ(ゴルフ) 
担当教員名 森 博史 
単位数 1 
教科書 教科書は使用しない。必要な場合、資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード クラブ（アイアン、パター、ドライバー、フェアウエイウッド）、バンカー、グリ

ーン、マナー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 自由記述はなかった。 
科目名 生涯スポーツⅡ(ゴルフ) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 実験実習 
注意備考 １回目の授業は大学２５号館２階（トレーニングルームⅡ：柔道場）で行う。 

２回目以降は「みのるゴルフ笹ヶ瀬」で行う（実費：入場料・ボール代が必要）。
クラブは無料で貸し出す。 
受講希望者が多数の場合、人数調整を行う（２０人程度）。 

シラバスコード FB206010 
実務経験のある教員  
達成目標 ①ゴルフの基本（グリップ、スタンス、スイングなど）を習得すること。 

②ラウンドで必要なショット（ティーショット、アプローチショット、バンカー
ショット、パット）を習得すること。 
③ラウンド（コースを回る）を経験することで、ゴルフについて理解を深めるこ
と。 
④ルールを遵守する態度やマナーを身に付けること。 

受講者へのコメント 授業で習得した技術、ルール、社会的態度（マナー）を今後の生活に役立ててほ
しい。また、生涯にわたってゴルフ（スポーツ）を実践してほしい。 

連絡先 一学舎３階 森 博史研究室 mori@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ［Ｂ］この授業におけるあなたの成⻑について 「この分野への理解が深まった」
「この分野への興味・関⼼が高まった」「この分野での技能・技術が向上した」の
回答が多かったのはよかった。［Ｃ］総合評価 より目標達成ができ、満足度の高
い内容になるよう、意欲を持って授業をしたい。 



英文科目名 Lifelong Sports II 
関連科目 生涯スポーツⅠ、生涯スポーツⅢ、健康の科学を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 より楽しい授業にしたい。 
講義目的 ゴルフ競技では、最大１４本までのクラブ（ウッド、アイアン、ウェッジ、パタ

ー）が使用できる。各クラブの基礎技術を習得し、ショートコースでのラウンド
を体験する。また、ルールを理解し、重要視されるマナーについても知識を深め、
社会的態度を育てる。さらに、生涯を通じて継続的にスポーツ（運動）を実践し
ていける習慣や態度を育てる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義（ゴルフ）の実施場所・内容・目的・受講の⼼得、ゴルフの歴史、クラ

ブ、シューズ、ボールについて説明する。 
2 回 練習場の利用方法とマナー、グリップ（クラブの握り方）、スタンス（打つ
ときの足の開き具合）、スイング（クラブの振り方）、ボールの位置（打点）につ
いて説明を行った後、ボールを打つことに慣れる練習をする。 
3 回 ウェッジの練習① ： スタンスと打点、スイングについて説明を行った後、
練習をする。 
4 回 ウェッジの練習② ： 打球（方向、角度、距離）を安定させるための練習を
する。 
5 回 ウェッジの 

準備学習 1 回 授業内容の確認。ゴルフの歴史、クラブ、ボール、シューズについて復習を
行うこと。次回の授業までに、ゴルフクラブの握り方（グリップ）について予習
を行うこと。 
2 回 練習場でのマナー、グリップ、スタンス、スイングの復習を行うこと。次回
授業までに、ウェッジの種類と特性について予習を行うこと。 
3 回 ウエッジの打ち方について復習を行うこと。次回授業までに、ウェッジの打
ち方について予習を行うこと。 
4 回 ウエッジの打ち方について復習を行うこと。次回授業までに、ウェッジでの
距離の打ち分け方の予習を行うこと。 
5 回 

 



年度 2014 
授業コード FB206020 
成績評価 スコアのアベレージ（６０％）  態度、姿勢、技術等（２０％）  ボウリン

グの知識（２０％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB206020 生涯スポーツⅡ(ボウリング) 
担当教員名 吉村 直樹＊ 
単位数 1 
教科書 適宜指示する 
アクティブラーニング  
キーワード 専門の追求、技術、体力、健康、礼儀 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生涯スポーツⅡ(ボウリング) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 【初回の講義は大学２５号館２階・トレーニングルームⅡ（柔道場）に集合のこ

と。】 
実技場所・両備ボウル（岡山市北区桑⽥町 13-32）   
有料実費 定員（60 名）オーバーの場合人数制限する場合がある。 

シラバスコード FB206020 
実務経験のある教員  
達成目標  初歩から始めて専門的にボウリングを追求することで技術力、調整力、またチ

ームを組みお互いに協力することにより協調性を学び、体を動かすことで、身体
的、精神的な健康増進を計ること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Lifelong Sports II 
関連科目 健康の科学 生涯スポーツⅠ、Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 より深くボウリングを理解することを目的にする。 

専門的にボウリングに取り組むことから生涯スポーツの糸口になるように各自
努力する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生涯スポーツⅡとしてのボウリングの目的、内容、⼼得を理解させる 



2 回 ボウリング学習の意義と性質、基本動作タイミングを理解する。 
3 回 スコア・スペアのとり方３・６・９理論、⑦⑩スペアアングルを理解させる。 
4 回 スコア・スペアのとり方３・６・９理論、⑦⑩スペアアングルを理解させる。 
5 回 規格について、アドレス、スイング、スタンス、練習投球を理解させる。 
6 回 規格について、アドレス、スイング、スタンス、練習投球を理解させる。 
7 回 ３・１・２理論、リーグ戦について練習投球について理解させる。 
8 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し講義の内容を把握しておくこと。 
2 回 ボウリングの歴史、マナー、シューズ、ボウルについて調べてみておくこ
と。 
3 回 スコアのつけ方を事前に調べてみておくこと。 
4 回 前回の講義の反省点を考えておくこと。 
5 回 アドレス、スタンス、スイングについて事前に調べイメージトレーニングを
しておくこと。 
6 回 前回の講義の反省点を考えておくこと。 
7 回 リーグ戦のやり方について調べておくこと。 
8 回 スコアアップを計る為のイメージトレーニングをしておくこと。 
9 回 前回の講義の反省をしておく 

 



年度 2014 
授業コード FB206030 
成績評価 艤装、帆走技術、解装、海でのマナー（７０％）、安全に対する知識（３０％） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB206030 生涯スポーツⅡ(ヨット) 
担当教員名 ⻄村 次郎、森 博史、藤川 貴司＊ 
単位数 1 
教科書 適宜指示する 
アクティブラーニング  
キーワード ディンギー、マリンスポーツ、海図、天気図、安全備品、ヨットレース 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生涯スポーツⅡ(ヨット) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 岡山県瀬⼾内市⽜窓ヨットハーバーで実施する（前期集中、宿泊）。事前に説明会

（４月）を実施するので（２５号館７Ｆに掲示します）希望者は必ず参加のこと。
初⼼者や障がいのある学生も受講できます。天候などにより変更になる場合があ
ります。 

シラバスコード FB206030 
実務経験のある教員  
達成目標 安全、環境に配慮して楽しくマリンスポーツが行えること。基本的な帆走技術を

習得すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 一学舎３階 ⻄村（次）研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Lifelong Sports II 
関連科目 生涯スポーツⅠ、Ⅲ 健康の科学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 科学技術の進歩とともに、新しい素材、用具が開発されスポーツ空間も拡大して

いる。岡山県は瀬⼾内海と穏やかな気候というマリンスポーツの実施に絶好の環
境にある。風の力で動くヨット技術を習得し、自然の安全、保護にも配慮しなが
ら共存していく態度を身につけたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス（講義概要、海洋スポーツ・ヨットセーリング）をおこなう。 

2 回 海洋文化、海とヨットの基礎知識について説明する。 



3 回 ヨットの科学の基礎知識（抵抗、復元力、浮力、安全性、帆走の原理）につ
いて説明する。 
4 回 海洋スポーツの安全教育をおこなう。 
5 回 海図、潮、天気図の見方について説明する。 
6 回 水に慣れる（ライフジャケット着用での水泳）、艇体（マスト無し）を使っ
ての浮力体験など。 
7 回 陸上での艤装、帆走練習、海上で沈の起こし方をおこなう。 
8 回 離岸、接岸、基本的な海上帆走練習をおこ 

準備学習 1 回 シラバスを見て講義内容を把握しておくこと。 
2 回 ヨットの科学について調べておくこと。 
3 回 ヨットの科学について調べておくこと。 
4 回 海での安全管理について考えておくこと。 
5 回 海での安全管理について考えておくこと。 
6 回 救命胴衣やヨットの艇体について調べる 
7 回 艤装について調べておくこと。 
8 回 ヨットの走らせ方を確認しておくこと。 
9 回 ヨットの走らせ方を確認確認しておくこと。 
10 回 海の法律、ルール、マナーを確認しておくこと。 
11 回 海の法律、ルール、マナーを確認しておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FB206040 
成績評価 技術、スコア（６０％）、ルール、マナーなどの知識（４０％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB206040 生涯スポーツⅡ(ゴルフ) 
担当教員名 ⻄村 次郎 
単位数 1 
教科書 適宜指示する 
アクティブラーニング  
キーワード アイアンクラブ、パター、バンカー、グリーン 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生涯スポーツⅡ(ゴルフ) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 初回は２５号館柔道場で行います。笹ヶ瀬みのるゴルフ練習場で実施します。ク

ラブ、靴は貸し出します。 
シラバスコード FB206040 
実務経験のある教員  
達成目標 ゴルフの基本的な技術を習得するとともに、ルールやマナーも身につける。 
受講者へのコメント  
連絡先 一学舎３階 ⻄村（次）研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Lifelong Sports II 
関連科目 生涯スポーツⅠ、Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生涯スポーツとしてゴルフは広く普及している。ショートアイアンを使った基本

練習からバンカーショット、パターなどショートコースでプレーできる基本的技
術、ルール、マナー、知識を習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス（講義の概要、ゴルフの歴史、ルール、マナーなど）をおこなう。 

2 回 ショートアイアンの基礎練習をおこなう。 
3 回 ショートアイアンの基礎練習をおこなう。 
4 回 ショートアイアンの基礎練習をおこなう。 
5 回 ショートアイアンの応用練習をおこなう。 
6 回 パターの基礎練習をおこなう。 



7 回 グリーンでのパター練習をおこなう。 
8 回 バンカーショットの基礎練習をおこなう。 
9 回 バンカーショットの基礎練習をおこなう。 
10 回 総合練習をおこなう。 
11 回 ショートコースでのラウンドをおこなう。 
 

準備学習 1 回 シラバスを見て、講義概要を把握しておくこと。 
2 回 ゴルフの起源、歴史について調べておくこと。 
3 回 ルールについて調べておくこと。 
4 回 ルールについて調べておくこと。 
5 回 マナーについて調べておくこと。 
6 回 グリーン上でのマナーについて調べておくこと。 
7 回 グリーン上でのマナーについて調べておくこと。 
8 回 バンカー内でのマナーとルールについて調べておくこと。 
9 回 バンカー内でのマナーとルールについて調べておくこと。 
10 回 効果的な練習法について考えておくこと。 
11 回 体調管理やルー 

 



年度 2014 
授業コード FB206050 
成績評価 積極性（２０％）、ルール・マナーの遵守（２０％）、協調性（２０％）、安全への

配慮（２０％）、技術（２０％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB206050 生涯スポーツⅡ(テニス) 
担当教員名 森 博史 
単位数 1 
教科書 教科書は使用しない。必要な場合、資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード グラウンドストローク、サーブ、レシーブ、ネットプレー、シングルス、ダブル

ス 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「クレーコートをオムにコートにしてほしい」「テニスが楽しくなった」「ラケッ

トが新しくなったのはよかった」「テニスのやり方、ルールを覚えられたので良
かったです」「楽しかった」「初めてやってみたが楽しかった。もう少し時間がと
れていたらよかった」「他の人と試合がやれてよかった」などの回答があり、講義
の目的（主体的にスポーツを行ったり楽しんだりすることで、生涯にわたってス
ポーツを実践していける習慣や能力を育てる）が達成できている人が多いと実感
した。 場所や設備が良いとはいえない環境だが、⼯夫して良い授業にしたい。 

科目名 生涯スポーツⅡ(テニス) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 実験実習 
注意備考 １回目の授業は大学２５号館２階（トレーニングルームⅡ：柔道場）で行う。 

２回目以降は、笹ヶ瀬キャンパスのテニスコート（雨天時は加計記念体育館）で
行う。 
受講希望者が多数の場合、人数調整を行う（２５人程度）。 

シラバスコード FB206050 
実務経験のある教員  
達成目標 ①テニスの技術（グラウンドストローク、サーブ、レシーブ、ボレー、スマッシ

ュ）を習得すること。 
②シングルス、ダブルスのゲームのルールと審判法を習得すること。 
③テニスを楽しむため、プレースタイルや戦術を考えられる能力を身に付けるこ
と。 
④ルールを遵守する態度やマナーを身に付けること。 

受講者へのコメント テニスは生涯スポーツに最適な種目だ。生活習慣の一部として継続される“生涯
スポーツが”、健康的ライフスタイルの形成とＱＯＬ（Quality of Life）の向上に
大きな役割を果たしていることを理解し、今後の生活に適度の身体活動（運動や
スポーツ）を取り入れてもらいたい。是非、テニスを継続してほしい。 



連絡先 第一学舎３階 森 博史研究室 mori@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【Ｂ】この授業におけるあなたの成⻑について 「この分野への理解が深まった」
「この分野への興味、関⼼が高まった」「この分野での技能・技術が向上した」
「コミュニケーション力やプレゼンテーション力などの実社会で必要な力が高
まった」との回答が多く、講義の目的が達成できていると感じた。 【Ｃ】総合
評価 ５）この授業の目標を達成できましたか ほとんどの受講者が「できた」「だ
いたいできた」の回答であった。今後も目標が達成できる授業にしたい。 ６）授
業に対する教員の意欲が感じられましたか 「感じられた」の回答が多かった。 

英文科目名 Lifelong Sports II 
関連科目 生涯スポーツⅠ、生涯スポーツⅢ、健康の科学を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 テニスが、より楽しく感じられるような講義にしたい。 
講義目的 テニスの技術を修得すると同時に、体力の向上や、公正・協力・責任などの社会

的態度を身につけ、生涯を通じて継続的にスポーツ（運動）を実践していける習
慣や態度を育てる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義（テニス）の実施場所、内容・目的・受講の⼼得、テニスの歴史、ラケ

ット、コート、シューズ、ボール等について説明をする。 
2 回 テニス場の使用方法とマナーについて説明をおこなった後、ラケットとボ
ールに慣れる練習をする。 
3 回 フォアハンドストロークのグリップ（ラケットの握り方）、スタンス（打つ
ときの足の開き具合）、インパクト（打点）、スイング（ラケットの振り方）につ
いて説明を行った後、練習をする。 
4 回 バックハンドストロークのグリップ（ラケットの握り方）、スタンス（打つ
ときの足の開き具合）、）、イ 

準備学習 1 回 受業内容の確認。テニスの歴史、ラケット、コート、シューズ、ボール等に
ついて復習を行うこと。次回の授業までに、テニス用のシューズを用意しておく
こと。 
2 回 ラケットでボールを打ったときのイメージトレーニングをし、復習を行う
こと。次回の授業までに、フォアハンドストロークについて予習を行うこと。 
3 回 フォアハンドストロークのイメージトレーニングをし、復習を行うこと。次
回の授業までに、バックハンドストロークについて予習を行うこと。 
4 回 バックハンドストロークのイメージトレーニングをし、復習を行うこと。次 

 



年度 2014 
授業コード FB206060 
成績評価 スコアのアベレージ（６０％）  態度、姿勢、技術等（２０％）  ボウリン

グの知識（２０％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB206060 生涯スポーツⅡ(ボウリング) 
担当教員名 吉村 直樹＊ 
単位数 1 
教科書 適宜指示する 
アクティブラーニング  
キーワード 専門の追求、技術、体力、健康、礼儀 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生涯スポーツⅡ(ボウリング) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 【初回の講義は大学２５号館２階・トレーニングルームⅡ（柔道場）に集合のこ

と。】 
実技場所・両備ボウル（岡山市北区桑⽥町 13-32）   
有料実費 定員（60 名）オーバーの場合人数制限する場合がある。 

シラバスコード FB206060 
実務経験のある教員  
達成目標  初歩から始めて専門的にボウリングを追求することで技術力、調整力、またチ

ームを組みお互いに協力することにより協調性を学び、体を動かすことで、身体
的、精神的な健康増進を計ること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Lifelong Sports II 
関連科目 健康の科学 生涯スポーツⅠ、Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 より深くボウリングを理解することを目的にする。 

専門的にボウリングに取り組むことから生涯スポーツの糸口になるように各自
努力する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生涯スポーツⅡとしてのボウリングの目的、内容、⼼得を理解させる 



2 回 ボウリング学習の意義と性質、基本動作タイミングを理解する。 
3 回 スコア・スペアのとり方３・６・９理論、⑦⑩スペアアングルを理解させる。 
4 回 スコア・スペアのとり方３・６・９理論、⑦⑩スペアアングルを理解させる。 
5 回 規格について、アドレス、スイング、スタンス、練習投球を理解させる。 
6 回 規格について、アドレス、スイング、スタンス、練習投球を理解させる。 
7 回 ３・１・２理論、リーグ戦について練習投球について理解させる。 
8 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し講義の内容を把握しておくこと。 
2 回 ボウリングの歴史、マナー、シューズ、ボウルについて調べてみておくこ
と。 
3 回 スコアのつけ方を事前に調べてみておくこと。 
4 回 前回の講義の反省点を考えておくこと。 
5 回 アドレス、スタンス、スイングについて事前に調べイメージトレーニングを
しておくこと。 
6 回 前回の講義の反省点を考えておくこと。 
7 回 リーグ戦のやり方について調べておくこと。 
8 回 スコアアップを計る為のイメージトレーニングをしておくこと。 
9 回 前回の講義の反省をしておく 

 



年度 2014 
授業コード FB206070 
成績評価 総合滑降（７０％）、マナー、安全への態度、知識（３０％） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(〜14),⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB206070 生涯スポーツⅡ(スキー) 
担当教員名 ⻄村 次郎、森 博史、吉村 直樹＊、松尾 美香、山口 立雄＊、⿊⽥ 隆之

＊、杉本 
単位数 1 
教科書 適宜指示する 
アクティブラーニング  
キーワード ボーゲン、パラレル、ウエーデルン、斜滑降、横滑り 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生涯スポーツⅡ(スキー) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 後期集中講義（実習場所：北海道サホロリゾートスキー場４泊５日）。事前に説明

会(４月）を実施するので希望者は必ず参加のこと。 
シラバスコード FB206070 
実務経験のある教員  
達成目標 一人ひとりの技術に応じて、雪面の状況に合った基本的な滑降ができること。雪

山でのマナー、安全に対する知識、判断力を身につける。 
受講者へのコメント  
連絡先 一学舎３階 ⻄村（次）研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Lifelong Sports II 
関連科目 生涯スポーツⅠ、Ⅲ、健康の科学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 冬のスポーツの代表ともいえるスキーは歴史も古く、これまで多くの人々に親し

まれてきた。生涯スポーツとしてスキー技術の向上を目指すとともに、マナー、
安全に対する知識も身につける。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス（講義概要、目的）をおこなう。 

2 回 スキーの特性、安全とマナーについて説明する。 
3 回 雪に慣れる、スキー板の脱着、転倒起立をおこなう。 
4 回 平地歩行、方向転換、滑降、登降をおこなう。 



5 回 直滑降、プルーク、プルークボーゲンをおこなう。 
6 回 斜滑降、横滑り、山まわり、プルークターンをおこなう。 
7 回 シュテムターンをおこなう。 
8 回 パラレルをおこなう。 
9 回 ウエーデルンをおこなう。 
10 回 制限滑降、新雪滑降をおこなう。 
11 回 安全、危機管理について説明する。 
12 回 総合滑 

準備学習 1 回 シラバスを見て、講義内容を把握しておくこと。 
2 回 スキーの楽しみ方について考えておくこと。 
3 回 スキー板や靴のはき方について調べておくこと。 
4 回 基本的な技術について調べておくこと。 
5 回 基本的な技術について調べておくこと。 
6 回 基本的な技術について調べておくこと。 
7 回 基本的な技術について調べておくこと。 
8 回 基本的な技術について調べておくこと。 
9 回 基礎から応用の技術について調べておくこと。 
10 回 さまざまな条件下の技術について調べておくこと。 
11 回 野外スポーツ（山）の安全 

 



年度 2014 
授業コード FB206210 
成績評価 調査レポート(30 点)／集団討論(20 点)／定期試験(50 点) 
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(〜13),⼯学部(〜13),総合情報学部(〜13),生物地球学部(〜13) 
見出し FB206210 科学技術倫理 
担当教員名 中⻄ 俊二 
単位数 2 
教科書 技術者の倫理入門(第４版)／杉本泰治・高城重厚／丸善出版／9784621080290 
アクティブラーニング  
キーワード 公衆優先の原則、技術者の専門性、法と倫理、説明責任、コンプライアンス 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 授業で扱った事例問題のレポート(まとめ)を毎回受講生に課しているが、「レポ

ートをもっと早く書けるように練習します」という意見があり、是非実行しても
らいたいと思った。現代は、パソコン・スマートホン等の普及で文字を手で書く
ことが少なく、学習した事柄をまとめるのに極めて要領が悪く時間がかかり過ぎ
ると感じている。こうした自覚にめざめた受講生が増加するように指導していき
たい。 

科目名 科学技術倫理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 科学技術倫理／中⻄俊二／(講義概要の冊子であり、授業で配布する)／科学技術

と倫理／石⽥三千雄他／ナカニシヤ出版 
授業形態 講義 
注意備考 基本的に毎回パワーポイントを 15 分程度使用する。また、スペースシャトル・

チャンレジャー事故については２回、コンプライアンスについては５回、それに
関するＤＶＤを各２０分程度見て科学技術倫理上の問題点を考え、その対策につ
いて自己の意見を簡単にまとめて配布用紙に記載し提出してもらう。新聞等を読
み、日々生起する社会的事象に対して科学技術倫理的問題意識と関⼼をもって講
義に出席すること。集団討論では、積極的に自己の意見を発表すること。 

シラバスコード FB206210 
実務経験のある教員  
達成目標 １ 技術者倫理、公衆、コンプライアンス、知的財産権などの基本概念について具

体的説明ができること。 
２ 技術者倫理が関係する事件を分析し、問題点の指摘と自己の改善策を提示で
きること。 
３ 技術者倫理・コンプライアンスに関わる DVD を見て、集団討論の中で自己
の意見を主張できること。 

受講者へのコメント もう少し勉強時間を取って、予習・復習を行ってほしい。学習については、アン
ケートの回答では「指示された課題に取り組んだ」が 53.2％であるが、より積極
的に自ら課題を見つけて考えるエンジニアを志してもらいたい。 

連絡先 第一学舎３階研究室 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の週当たり時間数が、「30 分程度」と「全くしなかった」を合わせる
と 74.2％というのは、授業の理解という観点からかなり問題であると思われる。
授業を受けての感想では、「この分野への理解が深まった」と「この分野への興
味・関⼼が高まった」とを合わせると 112.7％(複数回答可)であった。教員の意
欲に関しては、「感じられた」と「少し感じられた」を合わせると 90.4％であっ
た。 
満足度については、「満足」が 53.2％、「ほぼ満足」が 30.6％であった。不満は２
名で 3.2％であった。 

英文科目名 Science and Engineering Ethics 
関連科目 法学 
次回に向けての改善変更予定 満足度は、「満足」と「ほぼ満足」とを合わせて 83.8％であったが、より 100％

に近づくように努力したい。集団討論等を通じて、 
受講生の積極性を引き出していきたい。 

講義目的 科学技術は、人間の活動範囲を大幅に拡大し、新しい活動の可能性を増大させた
が、一方で、ねつ造・偽造・偽装等の不正行為も生じ、責任の範囲や在り方が拡
大・変容してきた。技術者としては、公衆の安全・健康及び福利を最優先しなけ
ればならない。国内外の典型的事例を取り上げ、科学技術の時代における状況に
ふさわしい専門職としての技術者の普遍的道徳的意識の在り方及び倫理ならび
に法を考究する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションを兼ねて、科学技術倫理とは何かについて問題提起を

する。応用倫理学の一つである科学倫理学がなぜ必要なのか、倫理違反の不正行
為やモラル上の不一致の事例を取り上げて講義する。事故と安全確保のための要
素についても解説する。 
2 回 技術者と倫理の関係について講義する。技術者倫理の目的および NSPE 綱
領の倫理規程について解説する。また、技術者の使命について考えるために、「日
本海中部地震」「有珠山・三宅島噴火」「東京・埼玉 80 万⼾停電」等の事例を取
り上げることにする。さらに、フェイルセーフ、フー 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】教科書を読み、倫理とは何かを考えておくこと。 
2 回 【技術者と倫理】教科書を読み、技術者の専門性と倫理について予習してお
くこと。 
3 回 【組織の中の一人の人の役割】教科書を読み、組織員としての技術者の在り
方について予習しておくこと。 
4 回 【モラル上の人間関係】チャレンジャー事故を復習するとともに、教科書で
モラルと人間関係について予習しておくこと。 
5 回 【技術者のアイデンティティ】教科書を読み、JCO 臨界事故について予習
しておくこと。 
6 回 【技術者の資格】教科書を読み、技術 

 



年度 2014 
授業コード FB206220 
成績評価 調査レポート(30 点)／集団討論(20 点)／定期試験(50 点) 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜13),⼯学部(〜13),総合情報学部(〜13),生物地球学部(〜13) 
見出し FB206220 科学技術倫理 
担当教員名 中⻄ 俊二 
単位数 2 
教科書 技術者の倫理入門(第４版)／杉本泰治・高城重厚／丸善出版／9784621080290 
アクティブラーニング  
キーワード 公衆優先の原則、技術者の専門性、法と倫理、説明責任、コンプライアンス 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 DVD のチャレンジャー事故の映像が印象に残った学生が多かったのにはいささ

かうれしい感動であった。また、毎回の授業を受けての 
感想レポートの時間をもう少し⻑く取って欲しいとの要望に対しては、極力努力
するが受講生ももっと文字を書いて自己の意見を表現する訓練をしてもらいた
い。 

科目名 科学技術倫理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 科学技術倫理／中⻄俊二／(講義概要の冊子であり、授業で配布する)／科学技術

と倫理／石⽥三千雄他／ナカニシヤ出版 
授業形態 講義 
注意備考 基本的に毎回パワーポイントを 15 分程度使用する。また、スペースシャトル・

チャンレジャー事故については２回、コンプライアンスについては５回、それに
関するＤＶＤを各２０分程度見て科学技術倫理上の問題点を考え、その対策につ
いて自己の意見を簡単にまとめて配布用紙に記載し提出してもらう。新聞等を読
み、日々生起する社会的事象に対して科学技術倫理的問題意識と関⼼をもって講
義に出席すること。集団討論では、積極的に自己の意見を発表すること。 

シラバスコード FB206220 
実務経験のある教員  
達成目標 １ 技術者倫理、公衆、コンプライアンス、知的財産権などの基本概念について具

体的説明ができること。 
２ 技術者倫理が関係する事件を分析し、問題点の指摘と自己の改善策を提示で
きること。 
３ 技術者倫理・コンプライアンスに関わる DVD を見て、集団討論の中で自己
の意見を主張できること。 

受講者へのコメント 授業を受ける目標をしっかり立てて、勉強時間もそれなりに確保してもらいた
い。ただの受身ではよい成果は生まれない。 

連絡先 第一学舎３階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 授業時間外の学習程度では、「全くしなかった」が５４．３％、「３０分程度」３
４．３％であった。成⻑度合については、「この分野への理解が深まった」が７
２．９％、「この分野への興味、関⼼が高まった」が４２．９％であった。授業満
足度は、「満足」が３８．６％、「ほぼ満足」が４４．３％、「普通」が１２．９％
であった。 

英文科目名 Science and Engineering Ethics 
関連科目 法学 
次回に向けての改善変更予定 受講生の意見・感想を聴く機会をもっと設けたいと考えている。 
講義目的 科学技術は、人間の活動範囲を大幅に拡大し、新しい活動の可能性を増大させた

が、一方で、ねつ造・偽造・偽装等の不正行為も生じ、責任の範囲や在り方が拡
大・変容してきた。技術者としては、公衆の安全・健康及び福利を最優先しなけ
ればならない。国内外の典型的事例を取り上げ、科学技術の時代における状況に
ふさわしい専門職としての技術者の普遍的道徳的意識の在り方及び倫理ならび
に法を考究する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションを兼ねて、科学技術倫理とは何かについて問題提起を

する。応用倫理学の一つである科学倫理学がなぜ必要なのか、倫理違反の不正行
為やモラル上の不一致の事例を取り上げて講義する。事故と安全確保のための要
素についても解説する。 
2 回 技術者と倫理の関係について講義する。技術者倫理の目的および NSPE 綱
領の倫理規程について解説する。また、技術者の使命について考えるために、「日
本海中部地震」「有珠山・三宅島噴火」「東京・埼玉 80 万⼾停電」等の事例を取
り上げることにする。さらに、フェイルセーフ、フー 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】教科書を読み、倫理とは何かを考えておくこと。 
2 回 【技術者と倫理】教科書を読み、技術者の専門性と倫理について予習してお
くこと。 
3 回 【組織の中の一人の人の役割】教科書を読み、組織員としての技術者の在り
方について予習しておくこと。 
4 回 【モラル上の人間関係】チャレンジャー事故を復習するとともに、教科書で
モラルと人間関係について予習しておくこと。 
5 回 【技術者のアイデンティティ】教科書を読み、JCO 臨界事故について予習
しておくこと。 
6 回 【技術者の資格】教科書を読み、技術 

 



年度 2014 
授業コード FB206510 
成績評価 企業体験（企業レポート含む）(50％)、体験発表（プレゼン内容、プレゼン技術

等）(50％) により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部,⼯学部,総合情報学部,生物地球学部 
見出し FB206510 インターンシップ 
担当教員名 太⽥ 寛志、能美 洋介、能美 洋介、安藤 覺＊ 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。 

インターンシップ・キャンパスウェブのサイトを利用する。 
http://www.campusweb.or.jp/internship/web/ 

アクティブラーニング  
キーワード インターンシップ、企業研修 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 インターンシップ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 キャリアセンターホームページ 

http://www.job.office.ous.ac.jp/ 
授業形態 実験実習 
注意備考 賠償保険：インターンシップ前に、学生課で「学研災付帯賠償責任保険」（1 年間

210 円）へ必ず加入すること。 
履修登録：制限外科目（前期の履修登録を必ず確認すること） 
実施場所：学内・学外など、様々な形で講義・講習・実習が行われるので、注意
すること。 
実施期間：不定期かつ随時実施するので、電子メールや WEB サイトの環境を準
備すること。 

シラバスコード FB206510 
実務経験のある教員  
達成目標 ・インターンシップ参加の⼼構えを身につけること。 

・インターンシップを通して実社会の現状を把握すること。 
・インターンシップ終了後、自らの経験をまとめるととともに、プレゼンテーシ
ョンができること。 
・社会に貢献できる人材となること。（建学の理念） 

受講者へのコメント  
連絡先 なし 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Internship 
関連科目 文章表現法Ⅰ、文章表現法Ⅱ、プレゼンテーションⅠ、プレゼンテーションⅡ、

教養演習、企業と人間、キャリア形成講座、企業情報特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 インターンシップとは、実社会の企業等において、学生が将来の職業・キャリア

選択に関連した就業体験をすることによって、社会や企業の実情を知り、学生が
自らの職業適性や将来設計を考えるとともに、大学における学習教育目標の達成
を向上・促進する学習制度です。 
講義内容：年間スケジュールの目安を例示したもので、受入企業と学生の状況に
よって異なります。 
対象学生：企業受入がマッチングし、その実習を修了した学生のみ、単位申請で
きます。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ・インターンシップの流れについて概要説明をする。 

・評価方法について説明する。 
2 回 ・Internship Campusweb にログインして個人の ID とパスワードを取得す
る。 
・取得した個人の ID とパスワードでログインし自己プロフィールを記載する。 
・企業検索システムの検索方法を理解する。 
3 回 ・自己プロフィール 企業応募資料を完成し大学に応募資料を送付する。 
・就職ガイダンス DVD からエントリーシートの記載方法を紹介する。 
4 回 面接の受け方（DVD による説明）、学内面接について説明する。 
5 

準備学習 1 回 インターンシップの意義等を事前に確認しておくこと。 
2 回 メーリングリストに登録するメールアドレスを連絡すること。 
キャリアセンター資料を読んで自己ＰＲを作成しておくこと。 
3 回 インターンシップを体験したい企業候補を２社決め、企業研究を行ってお
くこと。 
4 回 自己プロフィールを完成させ応募企業を決め応募（大学に）すること。 
5 回 面接で指摘された項目の修正しておくこと。 
6 回 エントリーシートを提出すること。 
7 回 インターンシップの流れについて、事前に確認しておくこと。 
8 回 インターンシップ実 

 



年度 2014 
授業コード FB208111 
成績評価 レポートの内容（70%）、発表会の内容（30%）によって評価する。発表会の評価

には、受講生相互の評価も加味する。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(08〜11),⼯学部(08〜11),総合情報学部(08〜11),生物地球学部(08〜11) 
見出し FB208111 科学・⼯作ボランティア入門 
担当教員名 高原 周一、クルモフ バレリー、小野 忠良、吉村 功＊、森⽥ 明義＊、武

⽥ 芳紀 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 楽しい実験・⼯作、科学・⼯作教室、科学ボランティア活動 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学・⼯作ボランティア入門 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「科学的とはどういうことか」板倉聖宣/著・仮説社、「仮説実験授業の ABC 楽

しい授業への招待」板倉聖宣/著・仮説社、「サイエンスシアター シリーズ」板倉
聖宣ほか/著・仮説社、「ものづくりハンドブック 1〜7」たのしい授業編集委員
会/編・仮説社、「おもしろ実験・ものづくり事典」左巻健男・内村浩/編著・東京
書籍、「小学生の 100 円ショップ大実験」学研、「大人もハマる週末面白実験」左
巻健男・滝川洋二・こうのにしき/編著・講談社 

授業形態 講義 
注意備考 1) 本講義は基本的に⽊曜日 9・10 時限目に行われるが、一部は土曜日に行う予

定であるので注意すること。 
2) 受講者が多数の場合は受講制限することがあるので、ガイダンス（＝初回の
講義）には必ず出席すること。 
3) ガイダンスおよびその後の開講日時の情報は、教務の掲示板および科学ボラ
ンティアセンターのホームページ（http://ridai-svc.org/）に掲載される。 
4) 発表会の材料費は受講生の自己負担とする。 
5) 本講義は科学ボランティアリーダー資格認定の必修の講義である。科学ボラ
ンティアリーダ 

シラバスコード FB208111 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 科学ボランティア活動の意義と楽しさを理解し、これに積極的に参加する意

欲をもつこと。 
2. 科学ボランティア活動を行う上で最低限必要となる知識・能力を身につける。 
3. 非専門分野も含む科学・技術全般に関⼼をもつ。 
4. 地域での科学ボランティア活動の現状を知る。 
5. 社会人として必要な企画力、情報収集力、問題解決力、チームワークとリーダ



ーシップ、コミュニケーション力などを身につけること。 
受講者へのコメント  
連絡先 理学部化学科 高原周一  

（13 号館 3 階、e-mail: takahara[アットマーク]chem.ous.ac.jp  
TEL: 086-256-9607） 
もしくは科学ボランティアセンター  
（16 号館 1 階、e-mail: svc[アットマーク]office.ous.ac.jp  
TEL: 086-256-9570） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Volunteer Activitiy for Science and Technology 
関連科目 科学ボランティア実践指導Ⅰ・Ⅱ（B3 群）、科学ボランティア活動（B3 群） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 科学は本来楽しいものであり、その楽しさを科学イベント等により⻘少年や一般

市⺠と共有する科学ボランティア活動が市⺠権を得るようになってきた。これ
は、科学技術立国日本の土台を揺るがしかねない⻘少年の理⼯系離れに対する有
力な対策としても注目されている。本講義では、地域で活躍している外部講師お
よび科学ボランティアセンターコーディネーターの講習により科学ボランティ
ア活動を実践的に紹介する。また、グループを組んで、自分たちで選んだ楽しい
実験・⼯作（基本的に身近な材料を使ってできるもの）を準備し、発表会で披露
してもらう 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ※ 第１回と第２回は土曜日に連続して行う。 

ガイダンス（講義内容と進め方の説明） 
理科離れの現状、科学ボランティア活動の意義について説明するとともに、地域
で行われている活動を紹介する。また、科学ボランティアリーダー資格認定制度
を説明する。本講義の過去の受講生などが準備した楽しい科学実験を体験する。 
3 回 ※ 第３回と第４回は土曜日に連続して行う。 
外部講師による講習 
講師： 内⽥ 正夫 先生（岡山県生涯学習センター「人と科学の未来館サイピ
ア」・実験担当） 
演題： 「水分子の冒険」 
内容： ティッシュ 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
3 回 本やインターネットで発表会に使えそうな実験内容を調べること。 
5 回 本やインターネットで発表会に使えそうな実験内容を調べること。 
6 回 発表会の内容についての各人の提案をレポートにまとめること。 
7 回 発表会での実験内容に関連すること（原理・類似の実験など）を調べるこ
と。 
8 回 科学・技術に関する本を読んで読書感想文を書くこと。 
9 回 各人が分担した作業（物品の確保、シナリオの作成など）を行うこと。 



10 回 企画書・発表会配布資料の原稿を作成すること。 
各人が分担し 

 



年度 2014 
授業コード FB208121 
成績評価 レポートの内容（70%）、発表会の内容（30%）によって評価する。発表会の評価

には、受講生相互の評価も加味する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(08〜11),⼯学部(08〜11),総合情報学部(08〜11),生物地球学部(08〜11) 
見出し FB208121 科学・⼯作ボランティア入門 
担当教員名 高原 周一、クルモフ バレリー、小野 忠良、吉村 功＊、森⽥ 明義＊、武

⽥ 芳紀 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 楽しい実験・⼯作、科学・⼯作教室、科学ボランティア活動 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学・⼯作ボランティア入門 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「科学的とはどういうことか」板倉聖宣/著・仮説社、「仮説実験授業の ABC 楽

しい授業への招待」板倉聖宣/著・仮説社、「サイエンスシアター シリーズ」板倉
聖宣ほか/著・仮説社、「ものづくりハンドブック 1〜7」たのしい授業編集委員
会/編・仮説社、「おもしろ実験・ものづくり事典」左巻健男・内村浩/編著・東京
書籍、「小学生の 100 円ショップ大実験」学研、「大人もハマる週末面白実験」左
巻健男・滝川洋二・こうのにしき/編著・講談社 

授業形態 講義 
注意備考 1) 本講義は基本的に土曜日に行う。 

2) 受講者が多数の場合は受講制限することがあるので、ガイダンス（＝初回の
講義）には必ず出席すること。 
3) ガイダンスおよびその後の開講日時の情報は、教務の掲示板および科学ボラ
ンティアセンターのホームページ（http://ridai-svc.org/）に掲載される。 
4) 発表会の材料費は受講生の自己負担とする。 
5) 本講義は科学ボランティアリーダー資格認定の必修の講義である。科学ボラ
ンティアリーダー資格認定制度については、科学ボランティアセンターのホーム
ページに 

シラバスコード FB208121 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 科学ボランティア活動の意義と楽しさを理解し、これに積極的に参加する意

欲をもつこと。 
2. 科学ボランティア活動を行う上で最低限必要となる知識・能力を身につける。 
3. 非専門分野も含む科学・技術全般に関⼼をもつ。 
4. 地域での科学ボランティア活動の現状を知る。 
5. 社会人として必要な企画力、情報収集力、問題解決力、チームワークとリーダ



ーシップ、コミュニケーション力などを身につけること。 
受講者へのコメント  
連絡先 理学部化学科 高原周一  

（13 号館 3 階、e-mail: takahara[アットマーク]chem.ous.ac.jp  
TEL: 086-256-9607） 
もしくは科学ボランティアセンター  
（16 号館 1 階、e-mail: svc[アットマーク]office.ous.ac.jp  
TEL: 086-256-9570） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Volunteer Activitiy for Science and Technology 
関連科目 科学ボランティア実践指導Ⅰ・Ⅱ（B3 群）、科学ボランティア活動（B3 群） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 科学は本来楽しいものであり、その楽しさを科学イベント等により⻘少年や一般

市⺠と共有する科学ボランティア活動が市⺠権を得るようになってきた。これ
は、科学技術立国日本の土台を揺るがしかねない⻘少年の理⼯系離れに対する有
力な対策としても注目されている。本講義では、地域で活躍している外部講師お
よび科学ボランティアセンターコーディネーターの講習により科学ボランティ
ア活動を実践的に紹介する。また、グループを組んで、自分たちで選んだ楽しい
実験・⼯作（基本的に身近な材料を使ってできるもの）を準備し、発表会で披露
してもらう 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス（講義内容と進め方の説明） 

理科離れの現状、科学ボランティア活動の意義について説明するとともに、地域
で行われている活動を紹介する。また、科学ボランティアリーダー資格認定制度
を説明する。本講義の過去の受講生などが準備した楽しい科学実験を体験する。 
3 回 外部講師による講習 
講師： 内⽥ 正夫 先生（岡山県生涯学習センター「人と科学の未来館サイピ
ア」・実験担当） 
演題： 「水分子の冒険」 
内容： ティッシュペーパーとコップなどの身近な材料を使った実験と、水分子
の１億倍の模型を使って、水の動きを 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
3 回 本やインターネットで発表会に使えそうな実験内容を調べること。 
5 回 発表会の内容についての各人の提案をレポートにまとめること。 
7 回 発表会での実験内容に関連すること（原理・類似の実験など）を調べるこ
と。 
科学・技術に関する本を読んで読書感想文を書くこと。 
9 回 各人が分担した作業（物品の確保、シナリオの作成など）を行うこと。 
企画書・発表会配布資料の原稿を作成すること。 
11 回 各人が分担した作業（物品の確保、シナリオの作成など）を行うこと。 



企画書・発表会配布資 
 



年度 2014 
授業コード FB208210 
成績評価 ・毎回のレポート 60％・課題ワークへの取り組み姿勢 20％・最終レポート 20％ 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB208210 キャリア形成講座 
担当教員名 飯⽥ 哲司＊、桑⽥ 朋美＊ 
単位数 2 
教科書 毎回プリントを配布 
アクティブラーニング  
キーワード 社会人基礎力、コミュニケーション力、課題解決力、自己表現力、自己分析・自

己理解、偶発的行動論、セルフコントロール、企画発想、アサーティブ、ゆとり
世代 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 キャリア形成講座 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB208210 
実務経験のある教員  
達成目標 ・コミュニケーション力、課題解決力、自己表現等のレベルアップを、ペアワー

クおよび 演習を通じて実現する 
・自己分析と自己理解について、個働と協働の両視点から実施し、答え・課題等
をつかむ 
・発想〜会議〜プレゼン〜検証の過程から、実社会での企画展開を体験し、自分
の個性・ 特徴・強み・弱みを知る 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Career Design 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ・社会で必要とされる力（コミュニケーション力・課題解決力・チーム力・自己

表現力） を実践的な演習を通じて習得する 
・実践的ワークを通じて、主張力・傾聴力・展開力を徹底強化する 
・就活対策のみならず、社会人となった以降に役立つ生涯キャリア形成の意識と



実践力に ついて学ぶ 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【オリエンテーション】 キャリア形成とは何か、実社会で求められる社会

人基礎力とは何かを確認し、その習得を目的とした講義を開始する。 
2 回 【自分を知る】 自己分析・自己診断チェックと体験型交流ワークを通じ
て、自己認識を深めるとともに自分の高め方・活かし方について理解する。 
3 回 【コミュニケーションの強化①】 現代社会におけるコミュニケーションの
意味・目的を知り、「話すこと」の基本と応用技術を体験ワークにより理解・習得
する。 
4 回 【コミュニケーションの強化②】 コミュニケーション能力のさらなる向上 

準備学習 ・体験型ワーク（ペアワーク、グループワーク）を軸とした講義につき、積極的
な交流と 参画の姿勢・意識で臨むこと 
・能力向上について、ステップアップ方式（連続的な積み上げ方式）で実施する
ため、毎 回を欠席・遅刻せず参加のこと 
・実社会の実践的な課題・テーマを取り上げる内容であり、平素よりニュースを
チェック する等、社会情勢にも関⼼を持つこと 

 



年度 2014 
授業コード FB208220 
成績評価 ・毎回のレポート 60％・課題ワークへの取り組み姿勢 20％・最終レポート 20％ 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14) 
見出し FB208220 キャリア形成講座 
担当教員名 飯⽥ 哲司＊、桑⽥ 朋美＊ 
単位数 2 
教科書 毎回プリントを配布 
アクティブラーニング  
キーワード 社会人基礎力、コミュニケーション力、課題解決力、自己表現力、自己分析・自

己理解、偶発的行動論、セルフコントロール、企画発想、アサーティブ、ゆとり
世代 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 キャリア形成講座 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB208220 
実務経験のある教員  
達成目標 ・コミュニケーション力、課題解決力、自己表現等のレベルアップを、ペアワー

クおよび 演習を通じて実現する 
・自己分析と自己理解について、個働と協働の両視点から実施し、答え・課題等
をつかむ 
・発想〜会議〜プレゼン〜検証の過程から、実社会での企画展開を体験し、自分
の個性・ 特徴・強み・弱みを知る 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Career Design 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ・社会で必要とされる力（コミュニケーション力・課題解決力・チーム力・自己

表現力） を実践的な演習を通じて習得する 
・実践的ワークを通じて、主張力・傾聴力・展開力を徹底強化する 
・就活対策のみならず、社会人となった以降に役立つ生涯キャリア形成の意識と



実践力に ついて学ぶ 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【オリエンテーション】 キャリア形成とは何か、実社会で求められる社会

人基礎力とは何かを確認し、その習得を目的とした講義を開始する。 
2 回 【自分を知る】 自己分析・自己診断チェックと体験型交流ワークを通じ
て、自己認識を深めるとともに自分の高め方・活かし方について理解する。 
3 回 【コミュニケーションの強化①】 現代社会におけるコミュニケーションの
意味・目的を知り、「話すこと」の基本と応用技術を体験ワークにより理解・習得
する。 
4 回 【コミュニケーションの強化②】 コミュニケーション能力のさらなる向上 

準備学習 ・体験型ワーク（ペアワーク、グループワーク）を軸とした講義につき、積極的
な交流と 参画の姿勢・意識で臨むこと 
・能力向上について、ステップアップ方式（連続的な積み上げ方式）で実施する
ため、毎 回を欠席・遅刻せず参加のこと 
・実社会の実践的な課題・テーマを取り上げる内容であり、平素よりニュースを
チェック する等、社会情勢にも関⼼を持つこと 

 



年度 2014 
授業コード FB208411 
成績評価 受講態度（20％）・試験（80％）による評価 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜10),生物地球学部(〜10) 
見出し FB208411 企業と人間Ⅰ 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて教示 
アクティブラーニング  
キーワード 向上⼼・挑戦・⼯夫・論理性・判断 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 企業と人間Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布 
授業形態 講義 
注意備考 参加型講義のため、受講希望者が多数の場合は 止むを得ず 講師による選抜を

行う。 
シラバスコード FB208411 
実務経験のある教員  
達成目標 当事者意識を喚起することによって、意欲のある学生の自分では気づいていない

潜在能力や可能性を最大限に伸ばす。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Industry and Humans I 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 企業や経済のしくみ、社会人・組織人に求められる責任範囲や能力を具体的に理

解する。 
より良い人間関係の構築や自己の能力を発揮するために不可欠な知識や能力を
習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の最終目的、概要、講義の進め方、講義中の注意点、学生に期待する事

柄について説明する。 
2 回 社会人/組織人に求められる能力、責任と義務について説明する。 
社会人としての常識度レベルを自覚する。 



3 回 コミュニケーション力（伝える技術）を習得する。 
4 回 コミュニケーション力（相手を意識する/特定の相手にアピールする技術）
を習得する。 
5 回 コミュニケーション力（書く技術）を習得する。 
6 回 コミュニケーション力（聞き取る力・読み取る技術）を習得する。 
7 回 より良い人間関係を築くための「⼼のメカ 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義の全体像を把握し、この講義に何を求めるかを自分
なりに整理しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
3 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
4 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
5 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
6 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
7 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
8 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
9 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
10 回 経済新聞に目を通す習 

 



年度 2014 
授業コード FB208421 
成績評価 定期テスト（80％）課題提出（20％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜10),生物地球学部(〜10) 
見出し FB208421 企業と人間Ⅰ 
担当教員名 榎原 宥＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない。講義中にレジメを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 石の上にも三年、組織、キャリア・アンカー、マーケティング 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 企業と人間Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要あれば、講義中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 マーケティングの SWQT 分析演習では、グループ活動を予定しているので、チ

ームワークの成果を最大にするために、特にこの講義期間には、受講者の全員参
加を強く希望します。 

シラバスコード FB208421 
実務経験のある教員  
達成目標 自分達が今置かれている就職状況を理解し、組織の中で発揮出来うる自分の強さ

を棚卸し、何処に出しても恥ずかしくない自分（能力）を見つけ出すこと。マー
ケティングの基礎知識を身に付けること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Industry and Humans I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 東日本大震災、欧州金融・財政危機、政権交代と、企業を取り巻く環境は、刻々

としかもスピードをもって変化し続けています。また、今春の大学新卒者就職状
況は、アベノミクス効果か好転の兆しを見せています。しかしながら、中国バブ
ル崩壊の懸念等がくすぶり世界経済の先行きはまだ予断を許さない状況です。こ
のような変化の大きい時期だからこそ、この講義では、働くことの意義や、就職
戦線を勝ち抜く個々人の強さを見つける作業をし、更に、組織の中で個々人を生
かす手段としてのマーケティングの基礎知識と、その分析手法を学びます。企業



から求 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 働くことの意義、企業経験紹介、就職戦線の現状を説明する。 

2 回 組織と個人（１） ― 求められる人材について解説する。 
3 回 組織と個人（２） ― SPI、キャリアー・アンカーについて解説する。 
4 回 組織と個人（３） ― みんなが目指すのはスペシャリストか、ジェネラリ
ストか。野球脳、サッカー脳とは一体何のことなのかについて解説する。 
5 回 マーケティング（１） ― 組織の中で個人を輝かすものとしてのマーケテ
ィングとは何か、またその重要性について解説する。 
6 回 組織と個人（４） ― 会社の種類、組 

準備学習 1 回 シラバスを読み、授業内容を把握しておくこと。 
2 回 大学新卒者の採用に当り､企業が重視する採用基準は何か、を考えておくこ
と。 
3 回 君は何が得意で、何が不得意か、を考えておくこと。 
4 回 将来、どのような職種で働きたいか、イメージしておくこと。 
5 回 ｢マーケティング｣という言葉から何をイメージするか、を考えておくこと。 
6 回 君達の関係者（親兄弟等）の勤務先の組織を聞いておくこと。 
7 回 前回の講義内容の復習をしておくこと。 
8 回 第 5 回の講義内容を復習しておくこと。 
9 回 ＳＷＯＴとはある英語の 

 



年度 2014 
授業コード FB208431 
成績評価 受講態度（20％）・試験（80％）による評価 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜10),生物地球学部(〜10) 
見出し FB208431 企業と人間Ⅰ 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて教示 
アクティブラーニング  
キーワード 向上⼼・挑戦・⼯夫・論理性・判断 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 企業と人間Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布 
授業形態 講義 
注意備考 参加型講義のため、受講希望者が多数の場合は 止むを得ず 講師による選抜を

行う。 
シラバスコード FB208431 
実務経験のある教員  
達成目標 当事者意識を喚起することによって、意欲のある学生の自分では気づいていない

潜在能力や可能性を最大限に伸ばす。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Industry and Humans I 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 企業や経済のしくみ、社会人・組織人に求められる責任範囲や能力を具体的に理

解する。 
より良い人間関係の構築や自己の能力を発揮するために不可欠な知識や能力を
習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の最終目的、概要、講義の進め方、講義中の注意点、学生に期待する事

柄について説明する。 
2 回 社会人/組織人に求められる能力、責任と義務について説明する。 
社会人としての常識度レベルを自覚する。 



3 回 コミュニケーション力（伝える技術）を習得する。 
4 回 コミュニケーション力（相手を意識する/特定の相手にアピールする技術）
を習得する。 
5 回 コミュニケーション力（書く技術）を習得する。 
6 回 コミュニケーション力（聞き取る力・読み取る技術）を習得する。 
7 回 より良い人間関係を築くための「⼼のメカ 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義の全体像を把握し、この講義に何を求めるかを自分
なりに整理しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
3 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
4 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
5 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
6 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
7 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
8 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
9 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
10 回 経済新聞に目を通す習 

 



年度 2014 
授業コード FB208441 
成績評価 受講態度（20％）・試験（80％）による評価 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜10),生物地球学部(〜10) 
見出し FB208441 企業と人間Ⅰ 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて教示 
アクティブラーニング  
キーワード 向上⼼・挑戦・⼯夫・論理性・判断 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 企業と人間Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布 
授業形態 講義 
注意備考 参加型講義のため、受講希望者が多数の場合は 止むを得ず 講師による選抜を

行う。 
シラバスコード FB208441 
実務経験のある教員  
達成目標 当事者意識を喚起することによって、意欲のある学生の自分では気づいていない

潜在能力や可能性を最大限に伸ばす。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Industry and Humans I 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 企業や経済のしくみ、社会人・組織人に求められる責任範囲や能力を具体的に理

解する。 
より良い人間関係の構築や自己の能力を発揮するために不可欠な知識や能力を
習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の最終目的、概要、講義の進め方、講義中の注意点、学生に期待する事

柄について説明する。 
2 回 社会人/組織人に求められる能力、責任と義務について説明する。 
社会人としての常識度レベルを自覚する。 



3 回 コミュニケーション力（伝える技術）を習得する。 
4 回 コミュニケーション力（相手を意識する/特定の相手にアピールする技術）
を習得する。 
5 回 コミュニケーション力（書く技術）を習得する。 
6 回 コミュニケーション力（聞き取る力・読み取る技術）を習得する。 
7 回 より良い人間関係を築くための「⼼のメカ 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義の全体像を把握し、この講義に何を求めるかを自分
なりに整理しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
3 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
4 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
5 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
6 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
7 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
8 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
9 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
10 回 経済新聞に目を通す習 

 



年度 2014 
授業コード FB208451 
成績評価 受講態度（20％）・試験（80％）による評価 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学部(〜10),総合情報学部(〜10) 
見出し FB208451 企業と人間Ⅰ 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて教示 
アクティブラーニング  
キーワード 向上⼼・挑戦・⼯夫・論理性・判断 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 企業と人間Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布 
授業形態 講義 
注意備考 参加型講義のため、受講希望者が多数の場合は 止むを得ず 講師による選抜を

行う。 
シラバスコード FB208451 
実務経験のある教員  
達成目標 当事者意識を喚起することによって、意欲のある学生の自分では気づいていない

潜在能力や可能性を最大限に伸ばす。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Industry and Humans I 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 企業や経済のしくみ、社会人・組織人に求められる責任範囲や能力を具体的に理

解する。 
より良い人間関係の構築や自己の能力を発揮するために不可欠な知識や能力を
習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の最終目的、概要、講義の進め方、講義中の注意点、学生に期待する事

柄について説明する。 
2 回 社会人/組織人に求められる能力、責任と義務について説明する。 
社会人としての常識度レベルを自覚する。 



3 回 コミュニケーション力（伝える技術）を習得する。 
4 回 コミュニケーション力（相手を意識する/特定の相手にアピールする技術）
を習得する。 
5 回 コミュニケーション力（書く技術）を習得する。 
6 回 コミュニケーション力（聞き取る力・読み取る技術）を習得する。 
7 回 より良い人間関係を築くための「⼼のメカ 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義の全体像を把握し、この講義に何を求めるかを自分
なりに整理しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
3 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
4 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
5 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
6 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
7 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
8 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
9 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
10 回 経済新聞に目を通す習 

 



年度 2014 
授業コード FB208461 
成績評価 定期テスト（80％）課題提出（20％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学部(〜10),総合情報学部(〜10) 
見出し FB208461 企業と人間Ⅰ 
担当教員名 榎原 宥＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない。講義中にレジメを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 石の上にも三年、組織、キャリア・アンカー、マーケティング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 企業と人間Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要あれば、講義中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 マーケティングの SWQT 分析演習では、グループ活動を予定しているので、チ

ームワークの成果を最大にするために、特にこの講義期間には、受講者の全員参
加を強く希望します。 

シラバスコード FB208461 
実務経験のある教員  
達成目標 自分達が今置かれている就職状況を理解し、組織の中で発揮出来うる自分の強さ

を棚卸し、何処に出しても恥ずかしくない自分（能力）を見つけ出すこと。マー
ケティングの基礎知識を身に付けること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Industry and Humans I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 東日本大震災、欧州金融・財政危機、政権交代と、企業を取り巻く環境は、刻々

としかもスピードをもって変化し続けています。また、今春の大学新卒者就職状
況は、アベノミクス効果か、好転の兆しをみせています。しかしながら、中国バ
ブルの崩壊懸念等がくすぶり、世界経済の先行きはまだ予断を許さない状況で
す。このような変化の大きい時期だからこそ、この講義では、働くことの意義や、
就職戦線を勝ち抜く個々人の強さを見つける作業をし、更に、組織の中で個々人
を生かす手段としてのマーケティングの基礎知識と、その分析手法を学びます。



企業か 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 働くことの意義、企業経験紹介、就職戦線の現状を説明する。 

2 回 組織と個人（１） ― 求められる人材について解説する。 
3 回 組織と個人（２） ― SPI、キャリアー・アンカーについて解説する。 
4 回 組織と個人（３） ― みんなが目指すのはスペシャリストか、ジェネラリ
ストか。野球脳、サッカー脳とは一体何のことなのかについて解説する。 
5 回 マーケティング（１） ― 組織の中で個人を輝かすものとしてのマーケテ
ィングとは何か、またその重要性について解説する。 
6 回 組織と個人（４） ― 会社の種類、組 

準備学習 1 回 シラバスを読み、授業内容を把握しておくこと。 
2 回 大学新卒者の採用に当り､企業が重視する採用基準は何か、を考えておくこ
と。 
3 回 君は何が得意で、何が不得意か、を考えておくこと。 
4 回 将来、どのような職種で働きたいか、イメージしておくこと。 
5 回 ｢マーケティング｣という言葉から何をイメージするか、を考えておくこと。 
6 回 君達の関係者（親兄弟等）の勤務先の組織を聞いておくこと。 
7 回 前回の講義内容の復習をしておくこと。 
8 回 第 5 回の講義内容を復習しておくこと。 
9 回 ＳＷＯＴとはある英語の 

 



年度 2014 
授業コード FB208471 
成績評価 受講態度（20％）・試験（80％）による評価 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学部(〜10),総合情報学部(〜10) 
見出し FB208471 企業と人間Ⅰ 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて教示 
アクティブラーニング  
キーワード 向上⼼・挑戦・⼯夫・論理性・判断 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 企業と人間Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布 
授業形態 講義 
注意備考 参加型講義のため、受講希望者が多数の場合は 止むを得ず 講師による選抜を

行う。 
シラバスコード FB208471 
実務経験のある教員  
達成目標 当事者意識を喚起することによって、意欲のある学生の自分では気づいていない

潜在能力や可能性を最大限に伸ばす。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Industry and Humans I 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 企業や経済のしくみ、社会人・組織人に求められる責任範囲や能力を具体的に理

解する。 
より良い人間関係の構築や自己の能力を発揮するために不可欠な知識や能力を
習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の最終目的、概要、講義の進め方、講義中の注意点、学生に期待する事

柄について説明する。 
2 回 社会人/組織人に求められる能力、責任と義務について説明する。 
社会人としての常識度レベルを自覚する。 



3 回 コミュニケーション力（伝える技術）を習得する。 
4 回 コミュニケーション力（相手を意識する/特定の相手にアピールする技術）
を習得する。 
5 回 コミュニケーション力（書く技術）を習得する。 
6 回 コミュニケーション力（聞き取る力・読み取る技術）を習得する。 
7 回 より良い人間関係を築くための「⼼のメカ 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義の全体像を把握し、この講義に何を求めるかを自分
なりに整理しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
3 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
4 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
5 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
6 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
7 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
8 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
9 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
10 回 経済新聞に目を通す習 

 



年度 2014 
授業コード FB208481 
成績評価 受講態度（20％）・試験（80％）による評価 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学部(〜10),総合情報学部(〜10) 
見出し FB208481 企業と人間Ⅰ 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて教示 
アクティブラーニング  
キーワード 向上⼼・挑戦・⼯夫・論理性・判断 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 企業と人間Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布 
授業形態 講義 
注意備考 参加型講義のため、受講希望者が多数の場合は 止むを得ず 講師による選抜を

行う。 
シラバスコード FB208481 
実務経験のある教員  
達成目標 当事者意識を喚起することによって、意欲のある学生の自分では気づいていない

潜在能力や可能性を最大限に伸ばす。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Industry and Humans I 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 企業や経済のしくみ、社会人・組織人に求められる責任範囲や能力を具体的に理

解する。 
より良い人間関係の構築や自己の能力を発揮するために不可欠な知識や能力を
習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の最終目的、概要、講義の進め方、講義中の注意点、学生に期待する事

柄について説明する。 
2 回 社会人/組織人に求められる能力、責任と義務について説明する。 
社会人としての常識度レベルを自覚する。 



3 回 コミュニケーション力（伝える技術）を習得する。 
4 回 コミュニケーション力（相手を意識する/特定の相手にアピールする技術）
を習得する。 
5 回 コミュニケーション力（書く技術）を習得する。 
6 回 コミュニケーション力（聞き取る力・読み取る技術）を習得する。 
7 回 より良い人間関係を築くための「⼼のメカ 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義の全体像を把握し、この講義に何を求めるかを自分
なりに整理しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
3 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
4 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
5 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
6 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
7 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
8 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
9 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
10 回 経済新聞に目を通す習 

 



年度 2014 
授業コード FB208491 
成績評価 受講態度（20％）・試験（80％）による評価 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学部(〜10),総合情報学部(〜10) 
見出し FB208491 企業と人間Ⅰ 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて教示 
アクティブラーニング  
キーワード 向上⼼・挑戦・⼯夫・論理性・判断 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 企業と人間Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布 
授業形態 講義 
注意備考 参加型講義のため、受講希望者が多数の場合は 止むを得ず 講師による選抜を

行う。 
シラバスコード FB208491 
実務経験のある教員  
達成目標 当事者意識を喚起することによって、意欲のある学生の自分では気づいていない

潜在能力や可能性を最大限に伸ばす。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Industry and Humans I 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 企業や経済のしくみ、社会人・組織人に求められる責任範囲や能力を具体的に理

解する。 
より良い人間関係の構築や自己の能力を発揮するために不可欠な知識や能力を
習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の最終目的、概要、講義の進め方、講義中の注意点、学生に期待する事

柄について説明する。 
2 回 社会人/組織人に求められる能力、責任と義務について説明する。 
社会人としての常識度レベルを自覚する。 



3 回 コミュニケーション力（伝える技術）を習得する。 
4 回 コミュニケーション力（相手を意識する/特定の相手にアピールする技術）
を習得する。 
5 回 コミュニケーション力（書く技術）を習得する。 
6 回 コミュニケーション力（聞き取る力・読み取る技術）を習得する。 
7 回 より良い人間関係を築くための「⼼のメカ 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義の全体像を把握し、この講義に何を求めるかを自分
なりに整理しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
3 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
4 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
5 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
6 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
7 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
8 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
9 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
10 回 経済新聞に目を通す習 

 



年度 2014 
授業コード FB2084A1 
成績評価 定期テスト（80％）課題提出（20％） 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜10),機械システム⼯学科(〜10),電気電子システム学科(〜

10),情報⼯学科(〜10),知能機械⼯学科(〜10),生体医⼯学科(〜10),⼯学プロジェ
クトコース(〜10),情報科学科(〜10),生物地球システム学科(〜10),社会情報学科
(〜10),建築学科(〜10) 

見出し FB2084A1 企業と人間Ⅰ 
担当教員名 榎原 宥＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない。講義中にレジメを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 石の上にも三年、組織、キャリア・アンカー、マーケティング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 企業と人間Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要あれば、講義中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 マーケティングの SWQT 分析演習では、グループ活動を予定しているので、チ

ームワークの成果を最大にするために、特にこの講義期間には、受講者の全員参
加を強く希望します。 

シラバスコード FB2084A1 
実務経験のある教員  
達成目標 自分達が今置かれている就職状況を理解し、組織の中で発揮出来うる自分の強さ

を棚卸し、何処に出しても恥ずかしくない自分（能力）を見つけ出すこと。マー
ケティングの基礎知識を身に付けること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Industry and Humans I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 東日本大震災、欧州金融・財政危機、政権交代と、企業を取り巻く環境は、刻々

としかもスピードをもって変化し続けています。また、今春の大学新卒者就職状
況は、アベノミクス効果か、好転の兆しを見せています。しかしながら、中国バ
ブル崩壊の懸念等がくすぶり、世界経済の先行きはまだ予断を許さない状況で



す。このような変化の大きい時期だからこそ、この講義では、働くことの意義や、
就職戦線を勝ち抜く個々人の強さを見つける作業をし、更に、組織の中で個々人
を生かす手段としてのマーケティングの基礎知識と、その分析手法を学びます。
企業か 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 働くことの意義、企業経験紹介、就職戦線の現状を説明する。 

2 回 組織と個人（１） ― 求められる人材について解説する。 
3 回 組織と個人（２） ― SPI、キャリアー・アンカーについて解説する。 
4 回 組織と個人（３） ― みんなが目指すのはスペシャリストか、ジェネラリ
ストか。野球脳、サッカー脳とは一体何のことなのかについて解説する。 
5 回 マーケティング（１） ― 組織の中で個人を輝かすものとしてのマーケテ
ィングとは何か、またその重要性について解説する。 
6 回 組織と個人（４） ― 会社の種類、組 

準備学習 1 回 シラバスを読み、授業内容を把握しておくこと。 
2 回 大学新卒者の採用に当り､企業が重視する採用基準は何か、を考えておくこ
と。 
3 回 君は何が得意で、何が不得意か、を考えておくこと。 
4 回 将来、どのような職種で働きたいか、イメージしておくこと。 
5 回 ｢マーケティング｣という言葉から何をイメージするか、を考えておくこと。 
6 回 君達の関係者（親兄弟等）の勤務先の組織を聞いておくこと。 
7 回 前回の講義内容の復習をしておくこと。 
8 回 第 5 回の講義内容を復習しておくこと。 
9 回 ＳＷＯＴとはある英語の 

 



年度 2014 
授業コード FB2084B1 
成績評価 受講態度（20％）・試験（80％）による評価 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学部(〜10),総合情報学部(〜10) 
見出し FB2084B1 企業と人間Ⅰ 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて教示 
アクティブラーニング  
キーワード 向上⼼・挑戦・⼯夫・論理性・判断 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 企業と人間Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布 
授業形態 講義 
注意備考 参加型講義のため、受講希望者が多数の場合は 止むを得ず 講師による選抜を

行う。 
シラバスコード FB2084B1 
実務経験のある教員  
達成目標 当事者意識を喚起することによって、意欲のある学生の自分では気づいていない

潜在能力や可能性を最大限に伸ばす。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Industry and Humans I 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 企業や経済のしくみ、社会人・組織人に求められる責任範囲や能力を具体的に理

解する。 
より良い人間関係の構築や自己の能力を発揮するために不可欠な知識や能力を
習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の最終目的、概要、講義の進め方、講義中の注意点、学生に期待する事

柄について説明する。 
2 回 社会人/組織人に求められる能力、責任と義務について説明する。 
社会人としての常識度レベルを自覚する。 



3 回 コミュニケーション力（伝える技術）を習得する。 
4 回 コミュニケーション力（相手を意識する/特定の相手にアピールする技術）
を習得する。 
5 回 コミュニケーション力（書く技術）を習得する。 
6 回 コミュニケーション力（聞き取る力・読み取る技術）を習得する。 
7 回 より良い人間関係を築くための「⼼のメカ 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義の全体像を把握し、この講義に何を求めるかを自分
なりに整理しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
3 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
4 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
5 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
6 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
7 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
8 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
9 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
10 回 経済新聞に目を通す習 

 



年度 2014 
授業コード FB208510 
成績評価 課題に対する取り組み方（50％） 及び 試験（50％）の両面から総合的に評価

します。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜10),⼯学部(〜10),総合情報学部(〜10) 
見出し FB208510 企業と人間Ⅱ 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて 指示します。 
アクティブラーニング  
キーワード 自主性・自立 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特にありません。 
科目名 企業と人間Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて 資料を配布します。 
授業形態 講義 
注意備考 少人数制・参加型の講義のため、受講希望者多数の場合は止むを得ず選抜します。 
シラバスコード FB208510 
実務経験のある教員  
達成目標 自分の潜在能力や可能性に気づき自信をもつようになること。 

失敗を恐れないようになること。 
物怖じせずに、物事にぶつかっていくこと強さを持つこと。 

受講者へのコメント 毎回 課題に真剣に取り組んで下さり ありがとうございました。 
諸君の熱⼼さが 私を支えてくれました。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特にありません。 
英文科目名 Industry and Humans II 
関連科目 ⽥邉麻里子講師の「企業と人間」を事前に履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 ひとことで言えば『ビジネスセンス養成講座』です。「⼯夫力」「問題発見能力」

「分析力」「プレゼンテーション力」「リーダーシップ」などを実践的総合的に学
びます。毎回与えられた課題やケーススタディについて、各自が考え発表するこ
とによって就職時に不可欠な自己 PR 力や論理的に考える力を強化します。受講
者各自が課題やケーススタディに取り組み自分で考えることが求められますの
で、講師から事前に資料を読んでくることや考えをまとめておくことなどの事前
学習が要求されます。少人数制のため、受講希望者が多数の場合は選抜します。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の最終目的、概要、達成レベル、講義の進め方、講義中の注意点及び学

生に期待する事柄について説明する。 
2 回 考える力をつける ①  
講師の求める着地点に基づき 自分なりの計画を立てる。 
3 回 考える力をつける ② 
4 回 考える力をつける ③ 
5 回 考える力をつける ④ 
6 回 考える力をつける ⑤ 
7 回 企業研究 ① 
企業のケーススタディを通して、仕事の仕方、考え方、生き様、リーダーシップ
とは何かを考える。 
8 回 企業研究 ② 
企業のケーススタディを通して、仕事の仕方、考え方、生き様、リーダーシップ 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義の全体像を把握し、この講義に何を求めるかを自分
なりに整理しておくこと。 
2 回 課題図書に目を通すこと。 
3 回 課題図書、関連経済記事に目を通すこと。 
4 回 課題図書、関連経済記事に目を通すこと。 
5 回 課題図書、関連経済記事に目を通すこと。 
6 回 課題図書、関連経済記事に目を通すこと。 
7 回 関連経済新聞に目を通しておくこと。 
8 回 関連経済新聞に目を通しておくこと。 
9 回 関連経済新聞に目を通しておくこと。 
10 回 関連経済新聞に目を通しておくこと。 
11 回 関連経済新聞に目を 

 



年度 2014 
授業コード FB208610 
成績評価 課題（60％）定期試験（40％） 受講マナーを守り、課題をすべて提出すること

が定期試験の受験資格となる。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(09〜),⼯学部(09〜),総合情報学部(09〜),生物地球学部(09〜) 
見出し FB208610 ボランティア論 
担当教員名 世良 利和＊ 
単位数 2 
教科書 ボランティアへの視点／世良利和著／蜻文庫／9784904789087 
アクティブラーニング  
キーワード ボランティア NPO 社会貢献 社会福祉 企業の責任 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ボランティア論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 1.受講希望者は必ずテキストを購入した上で、初回の講義に出席すること。 

2.ボランティア経験の有無は問わない。 
3.講義中の飲⾷や無断入退室は禁じる。講義中は通信器機の電源を切り、かばん
等に片付けること。 
4.受講マナーが守れない場合や指示に従わない場合は「評価不能」とする。 

シラバスコード FB208610 
実務経験のある教員  
達成目標 ボランティア活動の可能性と問題点を理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Volunteer 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ボランティアを多角的な視点から分析し、その背景・歴史・現状について考える。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の進め方とテキスト、テーマの背景について説明する。 

2 回 ボランティアのイメージについて考察する。 
3 回 ボランティアのきっかけと実例を検証する。 
4 回 ボランティアの特徴を分析する。 



5 回 ボランティアの可能性について考察する。 
6 回 第 2 回から第 5 回までのまとめを行い、提出課題を配布する。 
7 回 ボランティアの発生と歴史について検証する。 
8 回 近代社会の成立とボランティアの関係を考察する。 
9 回 現代社会の矛盾とボランティアの関係を考察する。 
10 回 第 7 回から第 9 回までのまとめを行い、提 

準備学習 1 回 予習：テキストを購入し、シラバスに目を通しておくこと。 
復習：受講上の注意を再確認すること。 
2 回 予習：ボランティアの体験やイメージをまとめておくこと。 
復習：ボランティアについての多様な視点を確認すること。 
3 回 予習：ボランティアのきっかけについて考えておくこと。 
復習：ボランティアの実例をまとめること。 
4 回 予習：ボランティアの特徴について考えておくこと。 
復習：ボランティアの定義をまとめること。 
5 回 予習：ボランティアの可能性について考えておくこと。 
復習：ボランティアが果たす役割をま 

 



年度 2014 
授業コード FB208620 
成績評価 課題（60％）定期試験（40％） 受講マナーを守り、課題をすべて提出すること

が定期試験の受験資格となる。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(09〜),⼯学部(09〜),総合情報学部(09〜),生物地球学部(09〜) 
見出し FB208620 ボランティア論 
担当教員名 世良 利和＊ 
単位数 2 
教科書 ボランティアへの視点／世良利和著／蜻文庫／9784904789087 
アクティブラーニング  
キーワード ボランティア NPO 社会貢献 社会福祉 企業の責任 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ボランティア論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 1.受講希望者は必ずテキストを購入した上で、初回の講義に出席すること。 

2.ボランティア経験の有無は問わない。 
3.講義中の飲⾷や無断入退室は禁じる。講義中は通信器機の電源を切り、かばん
等に片付けること。 
4.受講マナーが守れない場合や指示に従わない場合は「評価不能」とする。 

シラバスコード FB208620 
実務経験のある教員  
達成目標 ボランティア活動の可能性と問題点を理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Volunteer 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ボランティアを多角的な視点から分析し、その背景・歴史・現状について考える。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の進め方とテキスト、テーマの背景について説明する。 

2 回 ボランティアのイメージについて考察する。 
3 回 ボランティアのきっかけと実例を検証する。 
4 回 ボランティアの特徴を分析する。 



5 回 ボランティアの可能性について考察する。 
6 回 第 2 回から第 5 回までのまとめを行い、提出課題を配布する。 
7 回 ボランティアの発生と歴史について検証する。 
8 回 近代社会の成立とボランティアの関係を考察する。 
9 回 現代社会の矛盾とボランティアの関係を考察する。 
10 回 第 7 回から第 9 回までのまとめを行い、提 

準備学習 1 回 予習：テキストを購入し、シラバスに目を通しておくこと。 
復習：受講上の注意を再確認すること。 
2 回 予習：ボランティアの体験やイメージをまとめておくこと。 
復習：ボランティアについての多様な視点を確認すること。 
3 回 予習：ボランティアのきっかけについて考えておくこと。 
復習：ボランティアの実例をまとめること。 
4 回 予習：ボランティアの特徴について考えておくこと。 
復習：ボランティアの定義をまとめること。 
5 回 予習：ボランティアの可能性について考えておくこと。 
復習：ボランティアが果たす役割をま 

 



年度 2014 
授業コード FB208630 
成績評価 レポートおよび発表・発言の内容で評価する。（100％） 
曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(09〜),⼯学部(09〜),総合情報学部(09〜),生物地球学部(09〜) 
見出し FB208630 ボランティア論 
担当教員名 高原 周一、猪口 雅彦 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 大学コンソーシアム岡山 地域貢献活動 ボランティア活動 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ボランティア論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 受講生自身が講義を作り上げていくという意識で、積極的に講義に参加するこ

と。グループ討議を含むので、欠席は極力避けること。 
シラバスコード FB208630 
実務経験のある教員  
達成目標 岡山県内の大学と学生がおこなっている、地域貢献ボランティア活動について、

その方針と具体的活動について理解する。 
受講生どうし（特に専門の大きく異なる他大学の学生）とコミュニケーションが
できる。 
地域貢献ボランティア活動に主体的に参画する意欲をもち、その改善案もしくは
新規の企画案を考えることができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 理学部化学科 高原周一 （13 号館 3 階，takahara@chem.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Volunteer 
関連科目 ボランティア活動，科学・⼯作ボランティア入門 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 大学コンソーシアム岡山が行っている子ども・環境・災害復興等に関係した地域

貢献ボランティア活動を紹介し、その改善案・新規提案を考える中で、ボランテ
ィア活動についての実践的な知識と参加意欲を高めることを目的とする。 
岡山県内の複数の大学（本学・岡山商科大学・山陽学園大学）をテレビ会議シス
テムで結び、双方向ライブ型遠隔授業として実施する。 



講義の内容は、３大学を中⼼に、大学コンソーシアム岡山が共同で制作する。 
授業は毎週約６０分間の共同制作・同時中継の時間帯（授業内容欄では【中継】
と表記）と、その前後で教室内で 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

【中継】 他大学との共通部分の内容について説明する。 
【教室内】 本学独自部分の内容について説明する。 
2 回 【中継】 岡山県下の様々な地域貢献ボランティア活動について紹介する。
また、現代社会におけるボランティア活動の意義と魅力について説明する。（予
定講師：ゆうあいセンター職員） 
【教室内】 この講義の受講動機および自分が行ってきたボランティア活動につ
いて受講生が発表する。 
3 回 【中継】 大学コンソーシアム岡山の地域貢献活動について紹介する。（予
定講師：参加大学担当教員） 
【教 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 これまで自分が行ってきたボランティア活動についてまとめておくこと。
ボランティア活動の経験がない人は、自分がボランティア活動に対して持ってい
るイメージをまとめておくこと。 
3 回 学生が参画する地域貢献活動の企画案を考えておくこと。 
4 回 学生が参画する地域貢献活動の企画案について，グループ討議の内容も踏
まえて再度考えておくこと。 
5 回 学生が参画する地域貢献活動についての発表準備を行っておくこと。 
6 回 「日ようび子ども大学」の改善案を考えておくこと。 
7 回 「日よう 

 



年度 2014 
授業コード FB208711 
成績評価 個人評価：各自作成する毎回活動レポートとポートフォリオを担当教員が評価す

る（40%）。 
科学イベントでの科学ボランティア体験の活動報告書(10%)と事後自己評価
(10%)。 
班評価：科学イベントでの教員評価(20%）と受講生相互の評価(20%)。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(09〜11),⼯学部(09〜11),総合情報学部(09〜11),生物地球学部(09〜11) 
見出し FB208711 科学ボランティア実践指導Ⅰ 
担当教員名 山口 一裕、米⽥ 稔、高原 周一、クルモフ バレリー、小野 忠良、竹崎 誠、

齋藤 
単位数 1 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 地域での実践 科学博物園 科学イベント 科学ボランティア 楽しい科学実験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学ボランティア実践指導Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 全体講義(1 回目・2 回目)は土曜日の午後に行う予定であるが、科学イベント準

備はチームごとに担当教員と相談して日時を決定する。受講者が多数の場合は受
講制限することがあるので、初回の講義（別途掲示）は 必ず出席すること。この
授業は本学の科学ボランティアリーダー認定の必修科目である。 
科学ボランティアリーダー認定制度については、以下のサイトに説明がある。 
http://ridai-svc.org 

シラバスコード FB208711 
実務経験のある教員  
達成目標 1) 地域の科学ボランティア活動に積極的に参画・協力する意欲をもつ。 

2) 科学イベントへのブースの出展が、教材開発・選定から準備、実施まで自力で
できるようになる。 
3) 科学イベントへのブースの出展に必要な科学的知識を習得することができ
る。 
4) 社会人として必要な企画力、情報収集力、問題解決力、チームワーク、リーダ
ーシップ、コミュニケーション力などを身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 科学ボランティアセンター 

（16 号館 1 階、e−mail：svc[アトマーク]office.ous.ac.jp) 
もしくは理学部基礎理学科 山口一裕 



（7 号館 1 階、e-mail:yamaguti〔アトマーク〕das.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practical Course for Science Educational Volunteer Activitie I 
関連科目 科学・⼯作ボランティア入門、科学ボランティア実践指導Ⅱ、ボランティア活動

（認定科目、B2 群） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 チームを組んで地域などで開催される科学イベント（例えば本学の大学祭企画

「わくわく科学の広場」など）で科学ボランティア活動を 2 時間以上実践する（主
にブース出展形式）。この科学ボランティア活動を安全かつ効果的に実施できる
よう、主にチームごとに決めた指導教員が手厚く事前・事後指導を行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  ガイダンス（講義内容と進め方の説明）理科大学認定資格：科学ボランテ

ィアリーダーとは？ 出展可能な科学イベント（科学博物園など）の紹介 
2 回  チームおよび指導教員の決定 
3 回  科学イベント準備（１） チーム毎に他のメンバーに書籍紹介を行う。出展
内容決定 毎回活動レポート作成 
4 回  科学イベント準備（２） 実験器具およびプレゼンテーションなどの準備 
毎回活動レポート作成 
5 回  科学イベント準備（３） 発表会予行演習 毎回活動レポート作成 
6 回  科学イベント準備（４） 仕上げ 事前レポートと実 

準備学習 1 回 科学⼯作ボランティア入門の授業の復習をすること。このシラバスを読ん
で授業内容と科学ボランティアリーダーについて理解しておくこと。 
2 回 第 1 回授業で紹介された科学イベントでどのような実験をしたいかを考え
ておく。チームメンバーが決定している場合は実験内容を決定するための話合い
をグループで行っておくこと。関⼼のある分野の自然科学の書籍を読んでおくこ
と。 
3 回 チーム内での事前準備 実験内容決定のための情報を書籍やインターネッ
トで収集する。 
4 回 チーム内での事前準備 実験に必要な器具や予備実験の内容を考 

 



年度 2014 
授業コード FB208811 
成績評価 毎回の授業において自己の活動をレポートとして提出する。科学イベントでの科

学ボランティア体験の活動報告書で総合評価する。 
報告書の記載内容は，(1)活動日時・場所・実働時間、(2)活動内容(詳細に)、(3)
活動の自己評価(400 字程度)などである。イベントでの評価は、活動報告書とと
もに教員の評価ならびに受講生相互の評価も加味する。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(09〜11),⼯学部(09〜11),総合情報学部(09〜11),生物地球学部(09〜11) 
見出し FB208811 科学ボランティア実践指導Ⅱ 
担当教員名 滝澤 昇、山口 一裕、米⽥ 稔、高原 周一、クルモフ バレリー、小野 忠

良、吉村 
単位数 1 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 地域での実践 科学イベント 科学ボランティア 楽しい科学実験 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学ボランティア実践指導Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。科学ボランティアセンターには、関連する図書・資料が多数あ

りますので、利用して下さい。 
授業形態 実験実習 
注意備考 ・受講希望者は必ず前期の初めに開催されるガイダンスに参加し、前期に履修登

録すること。前期期間中に実践の機会が得られなかった場合は、前期の受講届け
は取り消されるので、後期に受講することができる。 
・主にチームごとに決めた指導教員が事前・事後指導を行う。 
・講義(ガイダンス等)は基本的に土曜日の午後に行うが、科学イベント準備はチ
ームごとに担当教員と相談して日時を決定する。受講者が多数の場合は受講制限
することがあるので、初回の講義（別途掲示）は 必ず出席すること。 
・この授業は本学の科学ボランティアリーダー認定 

シラバスコード FB208811 
実務経験のある教員  
達成目標 1) 地域の科学ボランティア活動に積極的に参画・協力する意欲をもつこと。 

2) 科学実験教室や科学実験ショーが、教材開発・選定から準備、実施まで自力で
できるようになること。 
3) 科学実験教室や科学実験ショーの実施に必要な科学的知識を習得することが
できること。 
4) 社会人として必要な企画力、情報収集力、問題解決力、チームワークとリーダ
ーシップ、コミュニケーション力などを身につけること。 

受講者へのコメント  



連絡先 ○⼯学部 バイオ・応用化学科 滝澤 昇研究室：12 号館５階電話：086-256-
9552 
電子メール：takizawan[アトマーク]dac.ous.ac.jp 
○科学ボランティアセンター所在：16 号館１階電話：086-256-9570 
電子メール：ｓｖｃ[アトマーク]office.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practical Course for Science Educational Volunteer Activitie II 
関連科目 科学・⼯作ボランティア入門、科学ボランティア実践指導 Ｉ 、科学ボランテ

ィア活動 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 チームを組んで地域などで開催される科学イベントで講師として科学ボランテ

ィア活動を２時間以上実践する（現地での準備時間等を含む。ただし 40 分以上
の教室形式、またはサイエンスショーを実践する）ことができるようになること。
またこの科学ボランティア活動を安全かつ効果的に実施できるようなること。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス（講義内容と進め方の説明を受けこの講義の意義と進め方を理

解する。 
また理科大学認定資格：科学ボランティアリーダーの詳細説明と出展可能な科学
イベントの紹介をうける。 
2 回 チームおよび指導教員が決定され、各グループで活動方針・内容についての
討論をする。 
3 回 科学イベント準備（１）： 出展内容を決定し 、次回までにメンバー各自が
やっておくべきこと（宿題）を決める。 
4 回 科学イベント準備（２）： 事前準備に基づいて実験器具およびプレゼンテー
ションなどの準備・練習をし、次回までの宿題を決める。 

準備学習 1 回 このシラバスをよく読んでこの講義の内容を理解するとともに、「科学ボラ
ンティアリーダー」について理解しておくこと。 
2 回 第１回ガイダンスで紹介された情報に基づいて、どのイベントで、どのよう
な活動をしたいかを考ておくこと。 
3 回 前回の討論に基づいて、内容を各自考案し、チームメンバーと情報を交換し
ておくこと。 
4 回 各自持ち帰った宿題をすること。さらに必要に応じ、随時チーム打ち合わせ
を持つこと。 
6 回 各自持ち帰った宿題をすること。さらに必要に応じ、随時チーム打ち合わせ
を持つこと。 
7 回 本番に備え、 

 



年度 2014 
授業コード FB208821 
成績評価 毎回の授業において自己の活動をレポートとして提出する。科学イベントでの科

学ボランティア体験の活動報告書で総合評価する。 
報告書の記載内容は，(1)活動日時・場所・実働時間、(2)活動内容(詳細に)、(3)
活動の自己評価(400 字程度)などである。イベントでの評価は、活動報告書とと
もに教員の評価ならびに受講生相互の評価も加味する。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(09〜11),⼯学部(09〜11),総合情報学部(09〜11),生物地球学部(09〜11) 
見出し FB208821 科学ボランティア実践指導Ⅱ 
担当教員名 滝澤 昇、山口 一裕、米⽥ 稔、高原 周一、クルモフ バレリー、小野 忠

良、吉村 
単位数 1 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 地域での実践 科学イベント 科学ボランティア 楽しい科学実験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学ボランティア実践指導Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。科学ボランティアセンターには、関連する図書・資料が多数あ

りますので、利用して下さい。 
授業形態 実験実習 
注意備考 ・この授業は、前期に何らかの理由で受講できない者を対象とします。後期を希

望する場合でも必ず前期の初めに開催されるガイダンスに参加し、担当教員と打
ち合わせる、前期に履修登録すること。前期期間中に実践の機会が得られなかっ
た場合は、前期の受講届けは取り消されるので、後期に受講することができる。 
・主にチームごとに決めた指導教員が事前・事後指導を行う。 
・講義(ガイダンス等)は基本的に土曜日の午後に行うが、科学イベント準備はチ
ームごとに担当教員と相談して日時を決定する。受講者が多数の場合は受講制限
することがあるの 

シラバスコード FB208821 
実務経験のある教員  
達成目標 1) 地域の科学ボランティア活動に積極的に参画・協力する意欲をもつこと。 

2) 科学実験教室や科学実験ショーが、教材開発・選定から準備、実施まで自力で
できるようになること。 
3) 科学実験教室や科学実験ショーの実施に必要な科学的知識を習得することが
できること。 
4) 社会人として必要な企画力、情報収集力、問題解決力、チームワークとリーダ
ーシップ、コミュニケーション力などを身につけること。 

受講者へのコメント  



連絡先 ○⼯学部 バイオ・応用化学科 滝澤 昇研究室：12 号館５階電話：086-256-
9552 
電子メール：takizawan[アトマーク]dac.ous.ac.jp 
○科学ボランティアセンター所在：16 号館１階電話：086-256-9570 
電子メール：ｓｖｃ[アトマーク]office.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practical Course for Science Educational Volunteer Activitie II 
関連科目 科学・⼯作ボランティア入門、科学ボランティア実践指導 Ｉ 、科学ボランテ

ィア活動 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 チームを組んで地域などで開催される科学イベントで講師として科学ボランテ

ィア活動を２時間以上実践する（現地での準備時間等を含む。ただし 40 分以上
の教室形式、またはサイエンスショーを実践する）ことができるようになること。
またこの科学ボランティア活動を安全かつ効果的に実施できるようなること。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス（講義内容と進め方の説明を受けこの講義の意義と進め方を理

解する。 
また理科大学認定資格：科学ボランティアリーダーの詳細説明と出展可能な科学
イベントの紹介をうける。 
2 回 チームおよび指導教員が決定され、各グループで活動方針・内容についての
討論をする。 
3 回 科学イベント準備（１）： 出展内容を決定し 、次回までにメンバー各自が
やっておくべきこと（宿題）を決める。 
4 回 科学イベント準備（２）： 事前準備に基づいて実験器具およびプレゼンテー
ションなどの準備・練習をし、次回までの宿題を決める。 

準備学習 1 回 このシラバスをよく読んでこの講義の内容を理解するとともに、「科学ボラ
ンティアリーダー」について理解しておくこと。 
2 回 第１回ガイダンスで紹介された情報に基づいて、どのイベントで、どのよう
な活動をしたいかを考ておくこと。 
3 回 前回の討論に基づいて、内容を各自考案し、チームメンバーと情報を交換し
ておくこと。 
4 回 各自持ち帰った宿題をすること。さらに必要に応じ、随時チーム打ち合わせ
を持つこと。 
6 回 各自持ち帰った宿題をすること。さらに必要に応じ、随時チーム打ち合わせ
を持つこと。 
7 回 本番に備え、 

 



年度 2014 
授業コード FB208910 
成績評価 小テスト（10％程度）＋ 感想シートの記入と提出（10％程度）＋第１〜３課題

の作成と提出（20〜30％程度）＋最終課題（20％程度）＋ 定期試験（30〜40％
程度） 
なお、試験は定期試験期間中に行う。試験形態は筆記とする。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(09〜),⼯学部(09〜),総合情報学部(09〜),生物地球学部(09〜) 
見出し FB208910 文章表現法Ⅲ 
担当教員名 皿⽥ 琢司 
単位数 2 
教科書 刊行物の形態のものは使用しない。配付資料を適宜用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード 文章表現力、文章作法、小論文、論作文、論述試験、教員採用試験、教員試験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 提出されたものを添削し再提出を指示する過程については、厳しいという意見が

ありました。各受講者が自らの課題を見付けられる支援に徹するよう添削要領の
改善を検討します。なお、教職に必要な資質能力の水準は、受講者によってでは
なく教育現場の実態にもとづいているものであることを忘れないようにしまし
ょう。 

科目名 文章表現法Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 受験校種の学習指導要領（受験予定の校種の最新年度版。文科省ウェブサイトか

らダウンロードしたものでもよい）。このほか適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ○信頼される教員をめざそうとする強い目的意識をもって学習に取り組むこと 

 が望ましい。 
○担当教科の意義や魅力等の啓蒙を目的とした読書を励行していることが望ま 
 しい。 
○授業第１回開始までに、学内のコンピュータ実習室とマルチメディア教室内 
 の PC 操作用のアカウントを控えておき、常時使えるようにしておくこと（問 
 い合わせは情報処理センター事務室［11 号館 4 階］へ）。 
○大学でアドレスを交付されたウエブメールを常時使えるようにしておき、送 
 受信の状況を頻繁に確認すること（問い合わせは情報処理センター事 

シラバスコード FB208910 
実務経験のある教員  
達成目標 １．文章表現法Ⅰ、Ⅱの学習目標を十分に達成した上で、教員に求められる資 

 質能力の一つとして文章構成力・表現力を身につけている意義を簡潔に説明 
 できること。 
２．教職に関する授業科目で修得した知見や自ら収集した教職に関する時事情 
 報等をもとに、適切な表現を用い、与えられた主題に即して自らの考えを 



 800〜900 字程度の文章にまとめることができること。 
受講者へのコメント どのような資格も、それらに見合うだけの資質能力を身に付けて初めて意味のあ

るものとなります。教職の特質に照らして自らの課題を見付け、学業や読書をは
じめ自らの日常生活のさまざまな面を見直して目標に近づきましょう。 

連絡先 13 号館 3 階皿⽥研究室 salad＠chem.ous.ac.jp 086-256-9714 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 指摘のあった課題の分析に努めるとともに、教職に必要な「考えを書いて組み立
て伝える能力」と受講者の学習実態を勘案し、指導方針の修正を検討します。 

英文科目名 Technical Writing III 
関連科目 ○１〜２年次開講Ｃ群科目（基礎理学科生は教育学原論、教育⼼理学に代えてそ

れぞれ教育基礎論、学習・ 
 発達論）及び文章表現法Ⅰ、Ⅱをすべて修得していることが望ましい。 
○教育実習の研究Ⅰを同時に履修中であるか、修得していることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定 教職に必要とされる「考えを書いて組み立て伝える能力」のあり方と受講者の学
習実態を勘案し、指導方針の修正を検討します。 

講義目的 次のことを受講者が修得することを目的とする。 
 １．いわゆる教員採用試験の論作文問題に有効に対応できる文章作成の基礎 
 ２．中学校または高等学校の教員に求められる文章構成力・表現力の基礎 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。教員採用試験における論作文の出題傾向を踏まえ、講

義概要と受講要領を説明するとともに、教員に求められる資質能力にもとづいて
文章作成力の意義を考察する。 
2 回 「読まれる」小論文をめざして。小論文の組み立てと表現技法に関する基本
的事項を説明する。 
第１課題（教職の志望動機、理想の教師像、使命感・職業観等）の作成を指示し、
作成要領の要点を説明する。 
3 回 第１課題の検討。グループ学習を通して、互いの答案の構成と表現技法を検
討する。 
4 回 第１課題の再検討。修正版について、グループ学習を 

準備学習 1 回 受験予定の都道府県市の教員採用試験で出題された論作文の過去３年分（内
容・形式）を控えておくこと。 
学内のコンピュータ実習室の端末を使えるよう必要なアカウントを確認し控え
ておくこと。 
2 回 Ｃ群科目で修得してきた知見を総復習するとともに、国の諮問機関や受験
予定の都道府県市から公表されている教育施策や教員像にもとづいて、前時に控
えた出題の傾向を分析し、論作文の作成に必要な課題を整理しておくこと。 
3 回 前時の授業で提示された設問から１つを選び、所定の要領で答案を作成し
ておくこと。 
4 回 前時までの学習に 

 



年度 2014 
授業コード FB209010 
成績評価 授業各時の発表・提出物 (50〜70％程度) ＋ 定期試験 (40〜60％程度)。受講状

況により見直すことがある。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(09〜),⼯学部(09〜),総合情報学部(09〜),生物地球学部(09〜) 
見出し FB209010 プレゼンテーションⅢ 
担当教員名 皿⽥ 琢司 
単位数 2 
教科書 必要に応じて配付資料または提示資料を用いる。刊行物は必要に応じて各自が用

意。 
アクティブラーニング  
キーワード 教員採用試験、教員の資質能力、実践的指導力、人物重視、教師力、教育観、教

師像 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 プレゼンテーションⅢ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 学習指導要領（希望校種の最新版。文科省ウェブサイトからダウンロードしても

よい）。 
受験希望都道府県市の教員採用試験で過去出題された内容（各自治体の情報公開
制度を利用してもよい）。 
その他適宜指示する。 

授業形態 講義 
注意備考 ○信頼される教員をめざそうとする強い目的意識をもって学業に取り組むこと

が望ましい。 
○不断に学び続け、自らの知見を絶えず見直す習慣を身につけていること、担当
教科の意義や魅力を的確に伝えられるよう専攻分野の読書（ただし一般向け）を
励行していること、これらの知見の活用に努めることが望ましい。 
○日常生活のあらゆる場面で望ましい話し方や聴き方を観察、応用するなどして
絶えず検討し続けることが望ましい。 
○30 名程度以内の少人数指導とする。受講希望者が多数に上る場合には、第１回
授業出席者のうち受験予定の採用試験で面 

シラバスコード FB209010 
実務経験のある教員  
達成目標  授業目的に挙げた各事項について、次のことができるようになること。 

  ○身につけた学識・知見を論理的に組み立て、説得的に説明できる。 
  ○聴取者の理解や思考を深めることを意識し、表情や語調等に注意しなが 
   ら話すことができる。 
  ○聴取者の理解度に即して、表現、用語、構成等を柔軟に調整して話すこ 
   とができる。 



受講者へのコメント  
連絡先 １３号館３階皿⽥研究室 salad＠chem.ous.ac.jp 086-256-9714 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Presentation Skills III 
関連科目 ○１〜２年次開講Ｃ群科目（基礎理学科生は教育学原論、教育⼼理学に代えてそ

れぞれ教育基礎論、学習・発達論）及びプレゼンテーションⅠ、Ⅱをすべて良好
な成績で修得していることが望ましい。 
○教育実習の研究Ⅰ・Ⅱを同時に履修中であるか、修得していることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的  将来教員をめざす者が次の各事項を理解し、口頭で明瞭に表現する技能と方法

を修得することを目的とする。 
  １．志望動機、理想的教師像、教職の意義、担当教科の指導目標・意義・ 
   魅力 
  ２．教員に求められる資質と実践的指導力、学校に期待される役割 
  ３．学校現場で想定される具体的な場面における対応の基本的な方針 
  ４．上記に関する自らの課題の明確化と努力の見通し 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。教員の職責・役割からみた資質とプレゼンテーション

能力について説明する。 
2 回 教員採用試験における面接と討論を主題に、出題傾向と評価の観点を説明
する。 
3 回 個人面接と集団面接の基本。簡単な自己紹介を通して話し方（視線、表情を
含む）の評価指標を説明する。 
4 回 個人面接と集団面接の練習（１）―自己アピールと志望動機を例に、実践練
習、相互評価、指導講評を行う。 
5 回 個人面接と集団面接の練習（２）―時事問題を例に、実践練習、相互評価、
指導講評を行う。 
6 回 個人面接と集団面接の練習 

準備学習 1 回 受験予定の都道府県市の教員採用試験のうち、過去３年間の面接または討
論の出題内容及び形式を整理しておくこと。 
2 回 受験予定の都道府県市が公表している教育施策の基本方針と望ましい教師
像を整理しておくこと。 
3 回 前時までに整理した主題から３〜４題を選び、それぞれ１分程度で話せる
よう要点をノートに整理しておくこと。 
選択した主題をもとに、生徒にとって理解しやすい話し方（視線や表情を含む）
を検討し練習しておくこと。 
4 回 前時までの学習成果の定着・伸張、課題の克服、新たな課題の発見・克服に
それぞれ努めるこ 

 



年度 2014 
授業コード FB209020 
成績評価 授業各時の発表・提出物 (50〜70％程度) ＋ 定期試験 (40〜60％程度)。受講状

況により見直すことがある。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(09〜),⼯学部(09〜),総合情報学部(09〜),生物地球学部(09〜) 
見出し FB209020 プレゼンテーションⅢ 
担当教員名 皿⽥ 琢司 
単位数 2 
教科書 必要に応じて配付資料または提示資料を用いる。刊行物は必要に応じて各自が用

意。 
アクティブラーニング  
キーワード 教員採用試験、教員の資質能力、実践的指導力、人物重視、教師力、教育観、教

師像 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 教員採用試験のさらに先にある課題を見通した取り組みを期待しています。学校

ボランティアなど実際の学習支援に取り組んだり、所属学科の専門分野について
一般向けに書かれた本を広く読んだりするなど、普段の学業の強みを活かした指
導力の向上に取り組みましょう。 

科目名 プレゼンテーションⅢ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 学習指導要領（希望校種の最新版。文科省ウェブサイトからダウンロードしても

よい）。 
受験希望都道府県市の教員採用試験で過去出題された内容（各自治体の情報公開
制度を利用してもよい）。 
その他適宜指示する。 

授業形態 講義 
注意備考 ○信頼される教員をめざそうとする強い目的意識をもって学業に取り組むこと

が望ましい。 
○不断に学び続け、自らの知見を絶えず見直す習慣を身につけていること、担当
教科の意義や魅力を的確に伝えられるよう専攻分野の読書（ただし一般向け）を
励行していること、これらの知見の活用に努めることが望ましい。 
○日常生活のあらゆる場面で望ましい話し方や聴き方を観察、応用するなどして
絶えず検討し続けることが望ましい。 
○30 名程度以内の少人数指導とする。受講希望者が多数に上る場合には、第１回
授業出席者のうち受験予定の採用試験で面 

シラバスコード FB209020 
実務経験のある教員  
達成目標  授業目的に挙げた各事項について、次のことができるようになること。 

  ○身につけた学識・知見を論理的に組み立て、説得的に説明できる。 
  ○聴取者の理解や思考を深めることを意識し、表情や語調等に注意しなが 



   ら話すことができる。 
  ○聴取者の理解度に即して、表現、用語、構成等を柔軟に調整して話すこ 
   とができる。 

受講者へのコメント どのような資格も、それらに見合うだけの資質能力を身に付けて初めて意味のあ
るものとなります。教職の特質に照らして自らの課題を見付け、学業や読書をは
じめ自らの日常生活のさまざまな面を見直して目標に近づきましょう。 

連絡先 １３号館３階皿⽥研究室 salad＠chem.ous.ac.jp 086-256-9714 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 指摘のあった課題の原因分析に努めるとともに、教職に必要とされる基礎理論と
受講者の学習実態を勘案し、指導方針の修正を検討します。 

英文科目名 Presentation Skills III 
関連科目 ○１〜２年次開講Ｃ群科目（基礎理学科生は教育学原論、教育⼼理学に代えてそ

れぞれ教育基礎論、学習・発達論）及びプレゼンテーションⅠ、Ⅱをすべて良好
な成績で修得していることが望ましい。 
○教育実習の研究Ⅰ・Ⅱを同時に履修中であるか、修得していることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定 教職に必要な話す能力・聴く姿勢のあり方と受講者の学習実態を勘案し、指導方
針の修正を検討します。 

講義目的  将来教員をめざす者が次の各事項を理解し、口頭で明瞭に表現する技能と方法
を修得することを目的とする。 
  １．志望動機、理想的教師像、教職の意義、担当教科の指導目標・意義・ 
   魅力 
  ２．教員に求められる資質と実践的指導力、学校に期待される役割 
  ３．学校現場で想定される具体的な場面における対応の基本的な方針 
  ４．上記に関する自らの課題の明確化と努力の見通し 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。教員の職責・役割からみた資質とプレゼンテーション

能力について説明する。 
2 回 教員採用試験における面接と討論を主題に、出題傾向と評価の観点を説明
する。 
3 回 個人面接と集団面接の基本。簡単な自己紹介を通して話し方（視線、表情を
含む）の評価指標を説明する。 
4 回 個人面接と集団面接の練習（１）―自己アピールと志望動機を例に、実践練
習、相互評価、指導講評を行う。 
5 回 個人面接と集団面接の練習（２）―時事問題を例に、実践練習、相互評価、
指導講評を行う。 
6 回 個人面接と集団面接の練習 

準備学習 1 回 受験予定の都道府県市の教員採用試験のうち、過去３年間の面接または討
論の出題内容及び形式を整理しておくこと。 
2 回 受験予定の都道府県市が公表している教育施策の基本方針と望ましい教師
像を整理しておくこと。 
3 回 前時までに整理した主題から３〜４題を選び、それぞれ１分程度で話せる



よう要点をノートに整理しておくこと。 
選択した主題をもとに、生徒にとって理解しやすい話し方（視線や表情を含む）
を検討し練習しておくこと。 
4 回 前時までの学習成果の定着・伸張、課題の克服、新たな課題の発見・克服に
それぞれ努めるこ 

 



年度 2014 
授業コード FB209110 
成績評価 シーカヤック、スノーケリングの技術、安全に対する知識（７０％）、奄美の自然

や文化に対する知識（３０％） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(09〜),⼯学部(09〜),総合情報学部(09〜),生物地球学部(09〜) 
見出し FB209110 生涯スポーツⅢ 
担当教員名 ⻄村 次郎、森 博史、森 一治＊、松尾 美香、高野 洋志＊ 
単位数 2 
教科書 適宜指示する 
アクティブラーニング  
キーワード エコツーリズム、自然、シーカヤック、スノーケリング、文化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生涯スポーツⅢ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 ⿅児島県奄美大島瀬⼾内町で実施予定（８月〜９月の間で４泊５日で実施、４月

の説明会で実施日を通知する）。天候や諸事情により日程が変更になる場合があ
ります。事前に説明会を実施するので希望者は必ず参加のこと。予定地である大
島海峡、加計呂麻島海域は海面が非常に穏やかで透明度も高く、美しい場所です。 

シラバスコード FB209110 
実務経験のある教員  
達成目標 シーカヤックやスノーケリングの基本的技術の習得。安全に対する理解を深め危

険回避ができること。自然や文化の保全、保護に関われること。 
受講者へのコメント  
連絡先 一学舎３階 ⻄村（次）研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Lifelong Sports III 
関連科目 生涯スポーツⅠ、Ⅱ、健康の科学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 エコツーリズムのための野外スポーツにおいて、基本技法の一つにシーカヤッ

ク、スノーケリングがあげられる。このような海でのフィールド活動の技術を習
得するとともに、自然の素晴らしさや厳しさを体感し学びたい。地域の自然環境
や文化の保全、保護について理解を深め、大切に守っていく態度を養いたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「エコツーリズムのための野外スポーツ」について説明をする。 



2 回 「エコツーリズムのための野外スポーツ」について説明をする。 
3 回 エコツーリズムについて説明する。 
4 回 エコツーリズムについて説明する。 
5 回 奄美大島の自然と気候について説明する。 
6 回 奄美大島の自然と気候について説明する。 
7 回 奄美大島の動物と植物について説明する。 
8 回 奄美大島の伝統文化について説明する。 
9 回 シーカヤックの部分名称と取り扱い方について説明する。 
10 回 シーカヤックの部分名称と取り扱い方について説明す 

準備学習 1 回 エコツーリズムについて調べておくこと。 
2 回 エコツーリズムについて調べておくこと。 
3 回 エコツーリズムについて調べておくこと。 
4 回 エコツーリズムについて調べておくこと。 
5 回 奄美大島の自然について調べておくこと。 
6 回 奄美大島の自然について調べておくこと。 
7 回 奄美大島の動植物について調べておくこと。 
8 回 奄美大島の動植物について調べておくこと。 
9 回 シーカヤックについて調べておくこと。 
10 回 シーカヤックの取り扱いについて調べておくこと。 
11 回 基本操作を調べておくこと。 
1 

 



年度 2014 
授業コード FB209210 
成績評価 演習（講義内でのプレゼンテーション等）８０％、定期試験２０％ 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB209210 教養演習 
担当教員名 三⽊ 恒治 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード 旅、文化、自己表現 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「プレゼンのこつがつかめました」といった内容のものが多かったので、それが

一番教師の立場からするとうれしいことでした。 
科目名 教養演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 演習 
注意備考 時事、文化に関する情報、知識を、書物等を通じて日頃から収集するよう⼼がけ

てください。 
シラバスコード FB209210 
実務経験のある教員  
達成目標 学習テーマについて調べた内容を「まとめる」ことによって豊かな表現力を育み、

グループ作業を通じて協調性を身につけることを目標としています。 
受講者へのコメント 火曜日は少し人数が多かった（４０名）ため、一人のプレゼンテーションの時間

があまり取れませんでした。 
その点、少し悔いが残ります。それから、まじめに取り組んだ受講生と（多人数
のためか）まったくやる気が 
ない受講生の差が激しかったようにも感じました。人数に関係なく緊張感を持っ
て授業に臨まないと「けじめのなさ」 
が習性になってしまいますので、その点十分気を付けてください。 

連絡先 １１号館８階、オフィスアワー別途参照 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 課題に取り組む姿勢、満足度など、高い評価をいただいて安⼼しています。 
英文科目名 Seminar on Liberal Arts 
関連科目 プレゼンテーションⅠ、Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 多人数の場合を想定してなかったので、私自身授業の進行に頭を悩ました部分が

ありましたし、もう少し効率性を 
考えないといけないと反省しています。 



講義目的 まずは「旅」という誰しも体験可能なテーマについて語ることからスタートしま
すが、自分の興味がある分野を中⼼にさまざまなことを調べ、発表や討論によっ
て「自分を表現する」力を養うことをねらいとしています。また資料やレジュメ
の作成方法を学ぶことによって、卒論や就職活動の基礎学力を身につけることも
目指しています。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 

2 回 印象的な旅（１） 
3 回 印象的な旅（２） 
4 回 印象的な旅（３） 
5 回 岡山について語る（１） 
6 回 岡山について語る（２） 
7 回 岡山について語る（３） 
8 回 話し方の基本的な手順 
9 回 グループ学習（１） 
10 回 グループ学習（２） 
11 回 グループ学習（３） 
12 回 話を興味深いものにするための⼯夫 
13 回 レジュメの作成方法 
14 回 ディスカッション、５分間スピーチの要領 
15 回 総まとめ 

準備学習 1 回 シラバスの内容を確認し、講義の主旨を把握しておくこと。 
2 回 自分の経験した旅について、話ができるように準備しておくこと。 
3 回 自分の経験した旅について、話ができるように準備しておくこと。 
4 回 自分の経験した旅について、話ができるように準備しておくこと。 
5 回 自分の体験の範囲内で、「岡山」について話ができるように準備しておくこ
と。 
6 回 自分の体験の範囲内で、「岡山」について話ができるように準備しておくこ
と。 
7 回 自分の体験の範囲内で、「岡山」について話ができるように準備しておくこ
と。 
8 回 

 



年度 2014 
授業コード FB209220 
成績評価 レポート（８０％）、定期試験（２０％） 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB209220 教養演習 
担当教員名 高池 久隆 
単位数 2 
教科書 プリントを配布するので教科書の購入は必要なし。 
アクティブラーニング  
キーワード 比較文化、異文化理解、討論 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「積極的に発言する受講生が少なかった」→受講生の間にばらつきがあるのは確

かです。発言の少ない人にも毎回一度は発言するように促しています。 
「評価の基準がわからない」→授業中に何度か説明したと思いますが、発表用の
レジュメ（レポート）８０％、作文（定期試験）２０％で評価しています。 

科目名 教養演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FB209220 
実務経験のある教員  
達成目標 様々なテーマに対して自らの考えを整理し、説得力のある発言が行なえること。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 2 階 髙池研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【Ｅ】 
９）「受講者が多すぎる」（１人）→１５人程度の授業でしたから、一般的に言え
ば、多すぎるとは言えないのかもしれませんが、授業の性格上、１０人程度の方
がもっと議論を深めやすかったかもしれません。 

英文科目名 Seminar on Liberal Arts 
関連科目 比較文化論 
次回に向けての改善変更予定 毎学期、集まった受講生数などに応じて、授業の進め方に変化を持たせるように

しています。 
講義目的 この演習は次の２つを柱とする。 

１）教員側が選んだ新聞記事を読みながら議論をする。 
２）各受講者が関⼼を持つ問題（分野を問わない）についての簡単な個人発表を
行なう。 



上記のような作業を行なうことにより、思考能力、表現能力の向上を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 演習の進め方、方針などについて説明をする。 

2 回 受講生に、自己紹介などをまじえた５分程度の発表を順番に行なうことを
求め、発表・質疑応答の際⼼がけるべきことについての説明をする。（１） 
3 回 受講生に、自己紹介などをまじえた５分程度の発表を順番に行なうことを
求め、発表・質疑応答の際⼼がけるべきことについての説明をする。（２） 
4 回 受講生に、自己紹介などをまじえた５分程度の発表を順番に行なうことを
求め、発表・質疑応答の際⼼がけるべきことについての説明をする。（３） 
5 回 教員側が選んだ新聞記事を題材 

準備学習 1 回 シラバスを読んで、質問事項を整理しておくこと。 
2 回 自分自身の特徴について整理しておくこと。 
3 回 故郷の言語的特徴について調べておくこと。 
4 回 岡山の文化的特徴について調べておくこと。 
5 回 前回配布した資料を読み、質問事項を整理しておくこと。 
6 回 前回配布した資料を読み、質問事項を整理しておくこと。 
7 回 前回配布した資料を読み、質問事項を整理しておくこと。 
8 回 前回配布した資料を読み、質問事項を整理しておくこと。 
9 回 前回配布した資料を読み、質問事項を整理しておくこと。 
10 回 前回 

 



年度 2014 
授業コード FB209230 
成績評価 演習（講義内でのプレゼンテーション等）８０％、定期試験２０％ 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜14),生物地球学部(〜14) 
見出し FB209230 教養演習 
担当教員名 三⽊ 恒治 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード 旅、文化、自己表現 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 大体（といっても人数はごくわずかですが）「受講生が少なくて大変だったけど

ためになった」といった意見を 
頂き、満足しています。少人数だからこそ他の講義に比べてコミュニケーション
も取れて、ずいぶん講義の役に立った 
という印象です。 

科目名 教養演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 演習 
注意備考 時事、文化に関する情報、知識を、書物等を通じて日頃から収集するよう⼼がけ

てください。 
シラバスコード FB209230 
実務経験のある教員  
達成目標 学習テーマについて調べた内容を「まとめる」ことによって豊かな表現力を育み、

グループ作業を通じて協調性を身につけることを目標としています。 
受講者へのコメント ⽊曜日は受講生が 6 名と少人数だったので、皆さん毎時間のように発表してもら

い、 
そのため準備が大変だったと思います。それでも受講態度、取り組みがきちんと
していて 
感謝しています。 

連絡先 １１号館８階、オフィスアワー別途参照 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 満足のゆく内容との回答が多かったので、安⼼しました。 
英文科目名 Seminar on Liberal Arts 
関連科目 プレゼンテーションⅠ、Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 受講生をもう少し確保したいと思います。 
講義目的 まずは「旅」という誰しも体験可能なテーマについて語ることからスタートしま



すが、自分の興味がある分野を中⼼にさまざまなことを調べ、発表や討論によっ
て「自分を表現する」力を養うことをねらいとしています。また資料やレジュメ
の作成方法を学ぶことによって、卒論や就職活動の基礎学力を身につけることも
目指しています。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 

2 回 印象的な旅（１） 
3 回 印象的な旅（２） 
4 回 印象的な旅（３） 
5 回 岡山について語る（１） 
6 回 岡山について語る（２） 
7 回 岡山について語る（３） 
8 回 話し方の基本的な手順 
9 回 グループ学習（１） 
10 回 グループ学習（２） 
11 回 グループ学習（３） 
12 回 話を興味深いものにするための⼯夫 
13 回 レジュメの作成方法 
14 回 ディスカッション、５分間スピーチの要領 
15 回 総まとめ 

準備学習 1 回 シラバスの内容を確認し、講義の主旨を把握しておくこと。 
2 回 自分の経験した旅について、話ができるように準備しておくこと。 
3 回 自分の経験した旅について、話ができるように準備しておくこと。 
4 回 自分の経験した旅について、話ができるように準備しておくこと。 
5 回 自分の体験の範囲内で、「岡山」について話ができるように準備しておくこ
と。 
6 回 自分の体験の範囲内で、「岡山」について話ができるように準備しておくこ
と。 
7 回 自分の体験の範囲内で、「岡山」について話ができるように準備しておくこ
と。 
8 回 

 



年度 2014 
授業コード FB209240 
成績評価 レポート（８０％）、定期試験（２０％） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学部(〜14),総合情報学部(〜14) 
見出し FB209240 教養演習 
担当教員名 高池 久隆 
単位数 2 
教科書 プリントを配布するので教科書の購入は必要なし。 
アクティブラーニング  
キーワード 比較文化、異文化理解、討論 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 この授業をきっかけとして新聞を読むようになった、との記述がありました。今

後の継続を期待します。 
科目名 教養演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FB209240 
実務経験のある教員  
達成目標 様々なテーマに対して自らの考えを整理し、説得力のある発言が行なえること。 
受講者へのコメント 受講者全員が人前で意見を言うことに少しでも慣れてほしい、というのが私の願

いでした。さまざまな機会をとらえて経験を積み重ねてください。 
連絡先 27 号館 2 階 髙池研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]２)時間外の学習を「全くしなかった」という回答が多かったのですが、これ
は授業で扱う題材(主に新聞記事)選びの作業を学習と捉えていない人が多かっ
たためでしょう。 

英文科目名 Seminar on Liberal Arts 
関連科目 比較文化論 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 この演習は次の２つを柱とする。 

１）教員側が選んだ新聞記事を読みながら議論をする。 
２）各受講者が関⼼を持つ問題（分野を問わない）についての簡単な個人発表を
行なう。 
上記のような作業を行なうことにより、思考能力、表現能力の向上を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 演習の進め方、方針などについて説明をする。 



2 回 受講生に、自己紹介などをまじえた５分程度の発表を順番に行なうことを
求め、発表・質疑応答の際⼼がけるべきことについての説明をする。（１） 
3 回 受講生に、自己紹介などをまじえた５分程度の発表を順番に行なうことを
求め、発表・質疑応答の際⼼がけるべきことについての説明をする。（２） 
4 回 受講生に、自己紹介などをまじえた５分程度の発表を順番に行なうことを
求め、発表・質疑応答の際⼼がけるべきことについての説明をする。（３） 
5 回 教員側が選んだ新聞記事を題材 

準備学習 1 回 シラバスを読んで、質問事項を整理しておくこと。 
2 回 自分自身の特徴について整理しておくこと。 
3 回 故郷の言語的特徴について調べておくこと。 
4 回 岡山の文化的特徴について調べておくこと。 
5 回 前回配布した資料を読み、質問事項を整理しておくこと。 
6 回 前回配布した資料を読み、質問事項を整理しておくこと。 
7 回 前回配布した資料を読み、質問事項を整理しておくこと。 
8 回 前回配布した資料を読み、質問事項を整理しておくこと。 
9 回 前回配布した資料を読み、質問事項を整理しておくこと。 
10 回 前回 

 



年度 2014 
授業コード FB209310 
成績評価 受講態度（20％）・試験（80％）による評価 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(11〜14),生物地球学部(11〜14) 
見出し FB209310 企業と人間 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて教示 
アクティブラーニング  
キーワード 向上⼼・挑戦・⼯夫・論理性・判断 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 たくさんの感想をありがとうございました。 

諸君のコメントは 私の宝物です。 
感謝！ 

科目名 企業と人間 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布 
授業形態 講義 
注意備考 参加型講義のため、受講希望者が多数の場合は 止むを得ず 講師による選抜を

行う。 
シラバスコード FB209310 
実務経験のある教員  
達成目標 当事者意識を喚起することによって、意欲のある学生の自分では気づいていない

潜在能力や可能性を最大限に伸ばす。 
受講者へのコメント 毎回 課題に真剣に取り組んで下さり ありがとうございました。 

諸君の熱⼼さが 私を支えてくれました。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特にありません。 
英文科目名 Industry and Humans 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 企業や経済のしくみ、社会人・組織人に求められる責任範囲や能力を具体的に理

解する。 
より良い人間関係の構築や自己の能力を発揮するために不可欠な知識や能力を
習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の最終目的、概要、講義の進め方、講義中の注意点、学生に期待する事



柄について説明する。 
2 回 社会人/組織人に求められる能力、責任と義務について説明する。 
社会人としての常識度レベルを自覚する。 
3 回 コミュニケーション力（伝える技術）を習得する。 
4 回 コミュニケーション力（相手を意識する/特定の相手にアピールする技術）
を習得する。 
5 回 コミュニケーション力（書く技術）を習得する。 
6 回 コミュニケーション力（聞き取る力・読み取る技術）を習得する。 
7 回 より良い人間関係を築くための「⼼のメカ 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義の全体像を把握し、この講義に何を求めるかを自分
なりに整理しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
3 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
4 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
5 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
6 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
7 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
8 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
9 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
10 回 経済新聞に目を通す習 

 



年度 2014 
授業コード FB209320 
成績評価 定期テスト（80％）課題提出（20％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(11〜14),生物地球学部(11〜14) 
見出し FB209320 企業と人間 
担当教員名 榎原 宥＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない。講義中にレジメを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 石の上にも三年、組織、キャリア・アンカー、マーケティング 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 受講生よりも、演習の際の個々人の関わり具合についてのコメント（演習に積極

的に参加しない人がいる等）があった。グループ構成の仕方を考慮する。 
科目名 企業と人間 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要あれば、講義中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 マーケティングの SWQT 分析演習では、グループ活動を予定しているので、チ

ームワークの成果を最大にするために、特にこの講義期間には、受講者の全員参
加を強く希望します。 

シラバスコード FB209320 
実務経験のある教員  
達成目標 自分達が今置かれている就職状況を理解し、組織の中で発揮出来うる自分の強さ

を棚卸し、何処に出しても恥ずかしくない自分（能力）を見つけ出すこと。マー
ケティングの基礎知識を身に付けること。 

受講者へのコメント 講義の成否の一義的責任は、講師にあることは言うまでもないが、授業中の講師
と学生のコミュニケーションも、講義の成否を決める大きな要素である。講師へ
の積極的な質問、演習への自主的な参画を期待したが、学生の積極性にやや不満
を感じた。（次回この講義を選択しようと思っている学生へのコメント：特に学
期後半の演習では、チームワークを重視しているので、その期間は欠席をしない
という⼼意気のある学生の受講を望む。） 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この講義は、企業に入って求められる基礎知識、将来役立つと考えられる基本業
務知識（「組織と個人の関係」と「マーケティング」）を題材としている。この授
業を通じて、受講生の企業への興味、関⼼が高まれば良し、とする。従って、授
業アンケート結果では、何らかの点で、この授業を受けて良かったと評価してく
れているので、一定の成果は達成できていると判断する。 



英文科目名 Industry and Humans 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 「この分野への理解・興味・関⼼が高まった」「この授業に満足した」という受講

生の回答が増えることを願い、社会や企業に関する時宜を得た情報を提供できる
よう努力する。 

講義目的 東日本大震災、欧州金融・財政危機、政権交代と、企業を取り巻く環境は、刻々
としかもスピードをもって変化し続けています。また、今春の大学新卒者就職状
況は、アベノミクス効果か好転の兆しを見せています。しかしながら、中国バブ
ル崩壊の懸念等がくすぶり世界経済の先行きはまだ予断を許さない状況です。こ
のような変化の大きい時期だからこそ、この講義では、働くことの意義や、就職
戦線を勝ち抜く個々人の強さを見つける作業をし、更に、組織の中で個々人を生
かす手段としてのマーケティングの基礎知識と、その分析手法を学びます。企業
から求 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 働くことの意義、企業経験紹介、就職戦線の現状を説明する。 

2 回 組織と個人（１） ― 求められる人材について解説する。 
3 回 組織と個人（２） ― SPI、キャリアー・アンカーについて解説する。 
4 回 組織と個人（３） ― みんなが目指すのはスペシャリストか、ジェネラリ
ストか。野球脳、サッカー脳とは一体何のことなのかについて解説する。 
5 回 マーケティング（１） ― 組織の中で個人を輝かすものとしてのマーケテ
ィングとは何か、またその重要性について解説する。 
6 回 組織と個人（４） ― 会社の種類、組 

準備学習 1 回 シラバスを読み、授業内容を把握しておくこと。 
2 回 大学新卒者の採用に当り､企業が重視する採用基準は何か、を考えておくこ
と。 
3 回 君は何が得意で、何が不得意か、を考えておくこと。 
4 回 将来、どのような職種で働きたいか、イメージしておくこと。 
5 回 ｢マーケティング｣という言葉から何をイメージするか、を考えておくこと。 
6 回 君達の関係者（親兄弟等）の勤務先の組織を聞いておくこと。 
7 回 前回の講義内容の復習をしておくこと。 
8 回 第 5 回の講義内容を復習しておくこと。 
9 回 ＳＷＯＴとはある英語の 

 



年度 2014 
授業コード FB209330 
成績評価 受講態度（20％）・試験（80％）による評価 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(11〜14),生物地球学部(11〜14) 
見出し FB209330 企業と人間 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて教示 
アクティブラーニング  
キーワード 向上⼼・挑戦・⼯夫・論理性・判断 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 たくさんの感想をありがとうございました。 

諸君のコメントは 私の宝物です。 
感謝！ 

科目名 企業と人間 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布 
授業形態 講義 
注意備考 参加型講義のため、受講希望者が多数の場合は 止むを得ず 講師による選抜を

行う。 
シラバスコード FB209330 
実務経験のある教員  
達成目標 当事者意識を喚起することによって、意欲のある学生の自分では気づいていない

潜在能力や可能性を最大限に伸ばす。 
受講者へのコメント 毎回 課題に真剣に取り組んで下さり ありがとうございました。 

諸君の熱⼼さが 私を支えてくれました。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特にありません。 
英文科目名 Industry and Humans 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 企業や経済のしくみ、社会人・組織人に求められる責任範囲や能力を具体的に理

解する。 
より良い人間関係の構築や自己の能力を発揮するために不可欠な知識や能力を
習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の最終目的、概要、講義の進め方、講義中の注意点、学生に期待する事



柄について説明する。 
2 回 社会人/組織人に求められる能力、責任と義務について説明する。 
社会人としての常識度レベルを自覚する。 
3 回 コミュニケーション力（伝える技術）を習得する。 
4 回 コミュニケーション力（相手を意識する/特定の相手にアピールする技術）
を習得する。 
5 回 コミュニケーション力（書く技術）を習得する。 
6 回 コミュニケーション力（聞き取る力・読み取る技術）を習得する。 
7 回 より良い人間関係を築くための「⼼のメカ 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義の全体像を把握し、この講義に何を求めるかを自分
なりに整理しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
3 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
4 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
5 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
6 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
7 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
8 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
9 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
10 回 経済新聞に目を通す習 

 



年度 2014 
授業コード FB209340 
成績評価 受講態度（20％）・試験（80％）による評価 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(11〜14),生物地球学部(11〜14) 
見出し FB209340 企業と人間 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて教示 
アクティブラーニング  
キーワード 向上⼼・挑戦・⼯夫・論理性・判断 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 たくさんの感想をありがとうございました。 

諸君のコメントは 私の宝物です。 
感謝！ 

科目名 企業と人間 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布 
授業形態 講義 
注意備考 参加型講義のため、受講希望者が多数の場合は 止むを得ず 講師による選抜を

行う。 
シラバスコード FB209340 
実務経験のある教員  
達成目標 当事者意識を喚起することによって、意欲のある学生の自分では気づいていない

潜在能力や可能性を最大限に伸ばす。 
受講者へのコメント 毎回 課題に真剣に取り組んで下さり ありがとうございました。 

諸君の熱⼼さが 私を支えてくれました。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特にありません。 
英文科目名 Industry and Humans 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 企業や経済のしくみ、社会人・組織人に求められる責任範囲や能力を具体的に理

解する。 
より良い人間関係の構築や自己の能力を発揮するために不可欠な知識や能力を
習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の最終目的、概要、講義の進め方、講義中の注意点、学生に期待する事



柄について説明する。 
2 回 社会人/組織人に求められる能力、責任と義務について説明する。 
社会人としての常識度レベルを自覚する。 
3 回 コミュニケーション力（伝える技術）を習得する。 
4 回 コミュニケーション力（相手を意識する/特定の相手にアピールする技術）
を習得する。 
5 回 コミュニケーション力（書く技術）を習得する。 
6 回 コミュニケーション力（聞き取る力・読み取る技術）を習得する。 
7 回 より良い人間関係を築くための「⼼のメカ 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義の全体像を把握し、この講義に何を求めるかを自分
なりに整理しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
3 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
4 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
5 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
6 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
7 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
8 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
9 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
10 回 経済新聞に目を通す習 

 



年度 2014 
授業コード FB209350 
成績評価 受講態度（20％）・試験（80％）による評価 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学部(11〜14),総合情報学部(11〜14) 
見出し FB209350 企業と人間 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて教示 
アクティブラーニング  
キーワード 向上⼼・挑戦・⼯夫・論理性・判断 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 たくさんの感想をありがとうございました。 

諸君のコメントは 私の宝物です。 
感謝！ 

科目名 企業と人間 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布 
授業形態 講義 
注意備考 参加型講義のため、受講希望者が多数の場合は 止むを得ず 講師による選抜を

行う。 
シラバスコード FB209350 
実務経験のある教員  
達成目標 当事者意識を喚起することによって、意欲のある学生の自分では気づいていない

潜在能力や可能性を最大限に伸ばす。 
受講者へのコメント 毎回 課題に真剣に取り組んで下さり ありがとうございました。 

諸君の熱⼼さが 私を支えてくれました。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特にありません。 
英文科目名 Industry and Humans 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 企業や経済のしくみ、社会人・組織人に求められる責任範囲や能力を具体的に理

解する。 
より良い人間関係の構築や自己の能力を発揮するために不可欠な知識や能力を
習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の最終目的、概要、講義の進め方、講義中の注意点、学生に期待する事



柄について説明する。 
2 回 社会人/組織人に求められる能力、責任と義務について説明する。 
社会人としての常識度レベルを自覚する。 
3 回 コミュニケーション力（伝える技術）を習得する。 
4 回 コミュニケーション力（相手を意識する/特定の相手にアピールする技術）
を習得する。 
5 回 コミュニケーション力（書く技術）を習得する。 
6 回 コミュニケーション力（聞き取る力・読み取る技術）を習得する。 
7 回 より良い人間関係を築くための「⼼のメカ 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義の全体像を把握し、この講義に何を求めるかを自分
なりに整理しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
3 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
4 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
5 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
6 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
7 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
8 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
9 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
10 回 経済新聞に目を通す習 

 



年度 2014 
授業コード FB209360 
成績評価 定期テスト（80％）課題提出（20％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学部(11〜14),総合情報学部(11〜14) 
見出し FB209360 企業と人間 
担当教員名 榎原 宥＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない。講義中にレジメを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 石の上にも三年、組織、キャリア・アンカー、マーケティング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「グループ活動楽しかったです。」というコメントを貰っているので、一人でも

多くの受講生が、そのような意見を述べてくれるような講義にしたいと考える。 
科目名 企業と人間 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要あれば、講義中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 マーケティングの SWQT 分析演習では、グループ活動を予定しているので、チ

ームワークの成果を最大にするために、特にこの講義期間には、受講者の全員参
加を強く希望します。 

シラバスコード FB209360 
実務経験のある教員  
達成目標 自分達が今置かれている就職状況を理解し、組織の中で発揮出来うる自分の強さ

を棚卸し、何処に出しても恥ずかしくない自分（能力）を見つけ出すこと。マー
ケティングの基礎知識を身に付けること。 

受講者へのコメント 講義の成否は、一義的には講師の責任であることはいうまでもないが、受講者の
自主的な授業参画が、一層の成果を上げる大きな要素と考える。受講者には、質
問をする、疑問を投げかける等の授業態度を期待する。特に、演習ではより積極
的な授業参加を望む。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業では、社会人・企業人となる準備のための講義を行っている。従って、働く
ことへの関⼼を高めることが出来、「この授業を受けて良かった点は何ですか」
という項目に対する受講者の評価が、講師にとっての最大の関⼼事である。 
「理解が深まった」或いは「興味、関⼼が高まった」等々の声が多くなるよう題
材を提供したい。今回の評価では、複数回答可ではあるが、これらの項目の合算
で、百数十％の受講生が YES と回答しているので、所定の成果は上げられたか
と判断している。 



英文科目名 Industry and Humans 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 時宜を得た、授業に関連のある話題を提供することにより、受講生の関⼼を高く

維持することに努める。 
講義目的 東日本大震災、欧州金融・財政危機、政権交代と、企業を取り巻く環境は、刻々

としかもスピードをもって変化し続けています。また、今春の大学新卒者就職状
況は、アベノミクス効果か、好転の兆しをみせています。しかしながら、中国バ
ブルの崩壊懸念等がくすぶり、世界経済の先行きはまだ予断を許さない状況で
す。このような変化の大きい時期だからこそ、この講義では、働くことの意義や、
就職戦線を勝ち抜く個々人の強さを見つける作業をし、更に、組織の中で個々人
を生かす手段としてのマーケティングの基礎知識と、その分析手法を学びます。
企業か 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 働くことの意義、企業経験紹介、就職戦線の現状を説明する。 

2 回 組織と個人（１） ― 求められる人材について解説する。 
3 回 組織と個人（２） ― SPI、キャリアー・アンカーについて解説する。 
4 回 組織と個人（３） ― みんなが目指すのはスペシャリストか、ジェネラリ
ストか。野球脳、サッカー脳とは一体何のことなのかについて解説する。 
5 回 マーケティング（１） ― 組織の中で個人を輝かすものとしてのマーケテ
ィングとは何か、またその重要性について解説する。 
6 回 組織と個人（４） ― 会社の種類、組 

準備学習 1 回 シラバスを読み、授業内容を把握しておくこと。 
2 回 大学新卒者の採用に当り､企業が重視する採用基準は何か、を考えておくこ
と。 
3 回 君は何が得意で、何が不得意か、を考えておくこと。 
4 回 将来、どのような職種で働きたいか、イメージしておくこと。 
5 回 ｢マーケティング｣という言葉から何をイメージするか、を考えておくこと。 
6 回 君達の関係者（親兄弟等）の勤務先の組織を聞いておくこと。 
7 回 前回の講義内容の復習をしておくこと。 
8 回 第 5 回の講義内容を復習しておくこと。 
9 回 ＳＷＯＴとはある英語の 

 



年度 2014 
授業コード FB209370 
成績評価 受講態度（20％）・試験（80％）による評価 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学部(11〜14),総合情報学部(11〜14) 
見出し FB209370 企業と人間 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて教示 
アクティブラーニング  
キーワード 向上⼼・挑戦・⼯夫・論理性・判断 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 たくさんの感想をありがとうございました。 

諸君のコメントは 私の宝物です。 
感謝！ 

科目名 企業と人間 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布 
授業形態 講義 
注意備考 参加型講義のため、受講希望者が多数の場合は 止むを得ず 講師による選抜を

行う。 
シラバスコード FB209370 
実務経験のある教員  
達成目標 当事者意識を喚起することによって、意欲のある学生の自分では気づいていない

潜在能力や可能性を最大限に伸ばす。 
受講者へのコメント 毎回 課題に真剣に取り組んで下さり ありがとうございました。 

諸君の熱⼼さが 私を支えてくれました。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特にありません。 
英文科目名 Industry and Humans 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 企業や経済のしくみ、社会人・組織人に求められる責任範囲や能力を具体的に理

解する。 
より良い人間関係の構築や自己の能力を発揮するために不可欠な知識や能力を
習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の最終目的、概要、講義の進め方、講義中の注意点、学生に期待する事



柄について説明する。 
2 回 社会人/組織人に求められる能力、責任と義務について説明する。 
社会人としての常識度レベルを自覚する。 
3 回 コミュニケーション力（伝える技術）を習得する。 
4 回 コミュニケーション力（相手を意識する/特定の相手にアピールする技術）
を習得する。 
5 回 コミュニケーション力（書く技術）を習得する。 
6 回 コミュニケーション力（聞き取る力・読み取る技術）を習得する。 
7 回 より良い人間関係を築くための「⼼のメカ 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義の全体像を把握し、この講義に何を求めるかを自分
なりに整理しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
3 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
4 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
5 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
6 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
7 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
8 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
9 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
10 回 経済新聞に目を通す習 

 



年度 2014 
授業コード FB209380 
成績評価 受講態度（20％）・試験（80％）による評価 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学部(11〜14),総合情報学部(11〜14) 
見出し FB209380 企業と人間 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて教示 
アクティブラーニング  
キーワード 向上⼼・挑戦・⼯夫・論理性・判断 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 たくさんの感想をありがとうございました。 

諸君のコメントは 私の宝物です。 
感謝！ 

科目名 企業と人間 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布 
授業形態 講義 
注意備考 参加型講義のため、受講希望者が多数の場合は 止むを得ず 講師による選抜を

行う。 
シラバスコード FB209380 
実務経験のある教員  
達成目標 当事者意識を喚起することによって、意欲のある学生の自分では気づいていない

潜在能力や可能性を最大限に伸ばす。 
受講者へのコメント 毎回 課題に真剣に取り組んで下さり ありがとうございました。 

諸君の熱⼼さが 私を支えてくれました。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特にありません。 
英文科目名 Industry and Humans 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 企業や経済のしくみ、社会人・組織人に求められる責任範囲や能力を具体的に理

解する。 
より良い人間関係の構築や自己の能力を発揮するために不可欠な知識や能力を
習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の最終目的、概要、講義の進め方、講義中の注意点、学生に期待する事



柄について説明する。 
2 回 社会人/組織人に求められる能力、責任と義務について説明する。 
社会人としての常識度レベルを自覚する。 
3 回 コミュニケーション力（伝える技術）を習得する。 
4 回 コミュニケーション力（相手を意識する/特定の相手にアピールする技術）
を習得する。 
5 回 コミュニケーション力（書く技術）を習得する。 
6 回 コミュニケーション力（聞き取る力・読み取る技術）を習得する。 
7 回 より良い人間関係を築くための「⼼のメカ 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義の全体像を把握し、この講義に何を求めるかを自分
なりに整理しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
3 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
4 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
5 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
6 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
7 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
8 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
9 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
10 回 経済新聞に目を通す習 

 



年度 2014 
授業コード FB209390 
成績評価 受講態度（20％）・試験（80％）による評価 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学部(11〜14),総合情報学部(11〜14) 
見出し FB209390 企業と人間 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて教示 
アクティブラーニング  
キーワード 向上⼼・挑戦・⼯夫・論理性・判断 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 たくさんの感想をありがとうございました。 

諸君のコメントは 私の宝物です。 
感謝！ 

科目名 企業と人間 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布 
授業形態 講義 
注意備考 参加型講義のため、受講希望者が多数の場合は 止むを得ず 講師による選抜を

行う。 
シラバスコード FB209390 
実務経験のある教員  
達成目標 当事者意識を喚起することによって、意欲のある学生の自分では気づいていない

潜在能力や可能性を最大限に伸ばす。 
受講者へのコメント 毎回 課題に真剣に取り組んで下さり ありがとうございました。 

諸君の熱⼼さが 私を支えてくれました。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特にありません。7 
英文科目名 Industry and Humans 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 企業や経済のしくみ、社会人・組織人に求められる責任範囲や能力を具体的に理

解する。 
より良い人間関係の構築や自己の能力を発揮するために不可欠な知識や能力を
習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の最終目的、概要、講義の進め方、講義中の注意点、学生に期待する事



柄について説明する。 
2 回 社会人/組織人に求められる能力、責任と義務について説明する。 
社会人としての常識度レベルを自覚する。 
3 回 コミュニケーション力（伝える技術）を習得する。 
4 回 コミュニケーション力（相手を意識する/特定の相手にアピールする技術）
を習得する。 
5 回 コミュニケーション力（書く技術）を習得する。 
6 回 コミュニケーション力（聞き取る力・読み取る技術）を習得する。 
7 回 より良い人間関係を築くための「⼼のメカ 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義の全体像を把握し、この講義に何を求めるかを自分
なりに整理しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
3 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
4 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
5 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
6 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
7 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
8 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
9 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
10 回 経済新聞に目を通す習 

 



年度 2014 
授業コード FB2093A0 
成績評価 定期テスト（80％）課題提出（20％） 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学部(11〜14),総合情報学部(11〜14) 
見出し FB2093A0 企業と人間 
担当教員名 榎原 宥＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない。講義中にレジメを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 石の上にも三年、組織、キャリア・アンカー、マーケティング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「グループワークの機会が良かった。」「授業ごとの新しい話題に毎回興味がわき

ました。」というコメントを貰っているので、一人でも多くの受講生が、そのよう
な意見を述べてくれるような講義にしたい。 

科目名 企業と人間 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要あれば、講義中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 マーケティングの SWQT 分析演習では、グループ活動を予定しているので、チ

ームワークの成果を最大にするために、特にこの講義期間には、受講者の全員参
加を強く希望します。 

シラバスコード FB2093A0 
実務経験のある教員  
達成目標 自分達が今置かれている就職状況を理解し、組織の中で発揮出来うる自分の強さ

を棚卸し、何処に出しても恥ずかしくない自分（能力）を見つけ出すこと。マー
ケティングの基礎知識を身に付けること。 

受講者へのコメント 講義の成否は、一義的には講師の責任であることはいうまでもないが、受講者の
自主的な授業参画が、一層の成果を上げる大きな要素と考える。受講者には、質
問をする、疑問を投げかける等の授業態度を期待する。特に、グループ演習では
より積極的な授業参加を望む。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業では、社会人・企業人となる準備のための講義を行っている。従って、働く
ことへの関⼼を高めることが出来、「この授業を受けて良かった点は何ですか」
という項目に対する受講者の評価が、講師にとっての最大の関⼼事である。 「理
解が深まった」或いは「興味、関⼼が高まった」等々の声が多くなるよう題材を
提供したい。今回の評価では、複数回答可ではあるが、これらの項目の合算で、
百数十％の受講生が YES と回答しているので、所定の成果は上げられたかと判
断している。 



英文科目名 Industry and Humans 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 時宜を得た、授業に関連のある話題を提供することにより、受講生の関⼼を高く

維持することに努める。 
講義目的 東日本大震災、欧州金融・財政危機、政権交代と、企業を取り巻く環境は、刻々

としかもスピードをもって変化し続けています。また、今春の大学新卒者就職状
況は、アベノミクス効果か、好転の兆しを見せています。しかしながら、中国バ
ブル崩壊の懸念等がくすぶり、世界経済の先行きはまだ予断を許さない状況で
す。このような変化の大きい時期だからこそ、この講義では、働くことの意義や、
就職戦線を勝ち抜く個々人の強さを見つける作業をし、更に、組織の中で個々人
を生かす手段としてのマーケティングの基礎知識と、その分析手法を学びます。
企業か 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 働くことの意義、企業経験紹介、就職戦線の現状を説明する。 

2 回 組織と個人（１） ― 求められる人材について解説する。 
3 回 組織と個人（２） ― SPI、キャリアー・アンカーについて解説する。 
4 回 組織と個人（３） ― みんなが目指すのはスペシャリストか、ジェネラリ
ストか。野球脳、サッカー脳とは一体何のことなのかについて解説する。 
5 回 マーケティング（１） ― 組織の中で個人を輝かすものとしてのマーケテ
ィングとは何か、またその重要性について解説する。 
6 回 組織と個人（４） ― 会社の種類、組 

準備学習 1 回 シラバスを読み、授業内容を把握しておくこと。 
2 回 大学新卒者の採用に当り､企業が重視する採用基準は何か、を考えておくこ
と。 
3 回 君は何が得意で、何が不得意か、を考えておくこと。 
4 回 将来、どのような職種で働きたいか、イメージしておくこと。 
5 回 ｢マーケティング｣という言葉から何をイメージするか、を考えておくこと。 
6 回 君達の関係者（親兄弟等）の勤務先の組織を聞いておくこと。 
7 回 前回の講義内容の復習をしておくこと。 
8 回 第 5 回の講義内容を復習しておくこと。 
9 回 ＳＷＯＴとはある英語の 

 



年度 2014 
授業コード FB2093B0 
成績評価 受講態度（20％）・試験（80％）による評価 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学部(11〜14),総合情報学部(11〜14) 
見出し FB2093B0 企業と人間 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて教示 
アクティブラーニング  
キーワード 向上⼼・挑戦・⼯夫・論理性・判断 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 たくさんの感想をありがとうございました。 

諸君のコメントは 私の宝物です。 
感謝！ 

科目名 企業と人間 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布 
授業形態 講義 
注意備考 参加型講義のため、受講希望者が多数の場合は 止むを得ず 講師による選抜を

行う。 
シラバスコード FB2093B0 
実務経験のある教員  
達成目標 当事者意識を喚起することによって、意欲のある学生の自分では気づいていない

潜在能力や可能性を最大限に伸ばす。 
受講者へのコメント 毎回 課題に真剣に取り組んで下さり ありがとうございました。 

諸君の熱⼼さが 私を支えてくれました。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特にありません。 
英文科目名 Industry and Humans 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 企業や経済のしくみ、社会人・組織人に求められる責任範囲や能力を具体的に理

解する。 
より良い人間関係の構築や自己の能力を発揮するために不可欠な知識や能力を
習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の最終目的、概要、講義の進め方、講義中の注意点、学生に期待する事



柄について説明する。 
2 回 社会人/組織人に求められる能力、責任と義務について説明する。 
社会人としての常識度レベルを自覚する。 
3 回 コミュニケーション力（伝える技術）を習得する。 
4 回 コミュニケーション力（相手を意識する/特定の相手にアピールする技術）
を習得する。 
5 回 コミュニケーション力（書く技術）を習得する。 
6 回 コミュニケーション力（聞き取る力・読み取る技術）を習得する。 
7 回 より良い人間関係を築くための「⼼のメカ 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義の全体像を把握し、この講義に何を求めるかを自分
なりに整理しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
3 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
4 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
5 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
6 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
7 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
8 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
9 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
10 回 経済新聞に目を通す習 

 



年度 2014 
授業コード FB209410 
成績評価 定期試験の点数で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(11〜),⼯学部(11〜),総合情報学部(11〜),生物地球学部(11〜) 
見出し FB209410 岡山学(VOD) 
担当教員名 ⻲⽥ 修一、⻄⼾ 裕嗣、北川 文夫、志野 敏夫、能美 洋介、白石 純、波

⽥ 善夫 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントなどを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 岡山、地域学、旭川、蒜山、真庭、岡山平野、地質、植生、温泉、歴史、考古、

文化、情報、まちづくり 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 岡山学(VOD) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岡山理科大学『岡山学』研究会編『旭川を科学する』Part1〜4（シリ−ズ『岡山

学』3〜6）、吉備人出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB209410 
実務経験のある教員  
達成目標 １．岡山の自然科学的特徴を記述できる。 

２．岡山を考古学・歴史学の観点から見た要点を記述できる。 
３．岡山の文化的・社会的特徴を記述できる。 
４．地域を調べる分析手法について、その成果と解釈を記述できる。 
５．岡山県下の自然と文化のつながりを記述することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⻲⽥修一 

21 号館 6 階 
086-256-9621 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Okayamaology 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  本講義では、岡山の自然･歴史･文化・社会などいろいろなことがらについて、

地球科学・植物学・考古学・歴史学・情報科学・社会科学など多様な分野から検



討する。 
 それぞれの講義は独立しているのであるが、これらの内容をいくつか組み合わ
せて、また総合的に理解することによって、多様で深みのある岡山が見えてくる
ものと考えている。これらの講義を通して岡山の自然･歴史･文化・社会について、
知っていただければ幸いである。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「旭川の概要（能美）」というテーマで、能美が旭川の上流から下流までの

概要を説明する。 
2 回 「蒜山の地史（⻄⼾）」というテーマで、⻄⼾が旭川最上流部に位置する蒜
山地域の地史について説明する。 
3 回 「蒜山の自然と植物（波⽥）」というテーマで、波⽥が旭川最上流部の蒜山
地域の自然と植物について説明する。 
4 回 「遺構や遺物から見た原始・古代の蒜山（白石）」というテーマで、白石が
旭川最上流部の蒜山地域の原始・古代について考古資料を基に説明する。 
5 回 「神庭滝とその周辺の岩石（能美）」というテーマで、能美 

準備学習 1 回 書籍や Web を用いて旭川に関して調べておくこと 
2 回 書籍や Web を用いて蒜山地域に関して調べておくこと 
3 回 書籍や Web を用いて蒜山地域に関して調べておくこと 
4 回 書籍や Web を用いて蒜山地域に関して調べておくこと 
5 回 書籍や Web を用いて神庭滝や鍾乳洞に関して調べておくこと 
6 回 書籍や Web を用いて旭川中流域に関して調べておくこと 
7 回 書籍や Web を用いて白猪屯倉（しらいのみやけ）に関して調べておくこと 
8 回 書籍や Web を用いて岡山県内の神社に関して調べておくこと 
9 回 書籍や Web 

 



年度 2014 
授業コード FB209710 
成績評価 課題への取り組み（20％）レポート（40％）課題研究発表（40％） 

＊5 回欠席すると評価対象としない。早退・遅刻は 2 回で 1 回の欠席とする。遅
刻は 30 分ま で、それ以降の入室は認めない。 
＊課題発表、グループワークの欠席の場合は、その時点で評価対象としない。 

曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(13〜),⼯学部(13〜),総合情報学部(13〜),生物地球学部(13〜) 
見出し FB209710 学びの基礎論 
担当教員名 ⻄村 次郎、松尾 美香 
単位数 2 
教科書 大学生・短大生のためのコミュニケーション力テキスト／／旺文社／ 
アクティブラーニング  
キーワード 学び、人間力、コミュニケーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 いくつかの答えの中から、自分自身の納得のいく価値観や複眼的な視点で最善解

が得られるような力を身につけてください。 
科目名 学びの基礎論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考 ・授業中の飲⾷・私語は禁止する。 

・携帯電話の電源は切り、机の上に置かずしまっておくこと。 
・授業中で配布する資料の予備は保管しないため、欠席した場合は出席者からコ
ピーをし ておくこと。 
・当日、欠席により課題提出が遅れる場合は、事前に受け付ける。 
・受講生の既習知識や進度によって、一部シラバスの変更の場合がある。 

シラバスコード FB209710 
実務経験のある教員  
達成目標 ①大学、とりわけ本学で学ぶ意義について理解できる。 

②社会において大学や学問が果たす役割について理解できる。 
受講者へのコメント 総合的なまとめであるプレゼンテーションは、各発表グループとも特色があり興

味深い内容でした。 
連絡先 1 学舎 3F ⻄村（次）研究室:jiro@ee.ous.ac.jp 

    松尾研究室：matsuo@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 学びの基礎論は、生涯を通じての学びへの動機づけ、コミュニケーション力の育
成、課題解決力育成のための 
プレゼンテーションの内容となっています。 
上述のような社会人力を高めてください。 



英文科目名 Introduction to Life Long Learning 
関連科目 地域フィールドスタディ 
次回に向けての改善変更予定 観る、触れる、考える、実践する内容の充実に努めたい。 
講義目的  新入生を対象に、本学の学⻑をはじめとする経験豊かな講師陣が大学と学び、

あるいは人生と学びについて広いテーマで講義を行う。本講義では、大学での学
びや自分の今後の生き方についてじっくりと考えてみる機会を受講生に提供す
るとともに、新入生を中⼼とする受講生が早く大学生活に慣れ、明確な目的意識
をもって自律的に学修していくことができるように、大学生活と学びへの道案内
をすることを目的とする。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（本講義の目的、内容など） 

2 回 大学と学びについて 
3 回 大学生活入門 
4 回 生涯の学びを考える（大学における学び）① 
5 回 生涯の学びを考える（大学における学び）② 
6 回 生涯の学びを考える（大学における学び）③ 
7 回 大学における学び方の基礎① 
8 回 大学における学び方の基礎② 
9 回 コミュニケーション力とは 
10 回 コミュニケーションと人間理解 
11 回 コミュニケーショントレーニング 
12 回 課題発表準備 
13 回 課題発表準備 
14 回 課題発表① 
15 回 課題発表② 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 大学で学ぶ意義について考えておくこと。 
3 回 これから始まる大学生活のイメージを作っておくこと。 
4 回 学びとは何かを考えておくこと。 
5 回 大学で何を学ぶのかを考えておくこと。 
6 回 自分の今後の生き方について考えておくこと。 
7 回 高校での学びと大学での学びの違いを考えておくこと。 
8 回 前回の学びを整理し、理解しておくこと。 
9 回 コミュニケーションとは何かを考えておくこと。 
10 回 テキストを読んでおくこと。 
11 回 これまでの自分のコミュニケーションについ 

 



年度 2014 
授業コード FB209720 
成績評価 課題への取り組み（20％）レポート（40％）課題研究発表（40％） 

＊5 回欠席すると評価対象としない。早退・遅刻は 2 回で 1 回の欠席とする。遅
刻は 30 分ま で、それ以降の入室は認めない。 
＊課題発表、グループワークの欠席の場合は、その時点で評価対象としない。 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(13〜),⼯学部(13〜),総合情報学部(13〜),生物地球学部(13〜) 
見出し FB209720 学びの基礎論 
担当教員名 ⻄村 次郎、松尾 美香 
単位数 2 
教科書 大学生・短大生のためのコミュニケーション力テキスト／／旺文社／ 
アクティブラーニング  
キーワード 学び、人間力、コミュニケーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 いくつかの答えの中から、自分自身の納得のいく価値観や複眼的な視点で最善解

が得られるような力を身につけてください。 
科目名 学びの基礎論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考 ・授業中の飲⾷・私語は禁止する。 

・携帯電話の電源は切り、机の上に置かずしまっておくこと。 
・授業中で配布する資料の予備は保管しないため、欠席した場合は出席者からコ
ピーをし ておくこと。 
・当日、欠席により課題提出が遅れる場合は、事前に受け付ける。 
・受講生の既習知識や進度によって、一部シラバスの変更の場合がある。 

シラバスコード FB209720 
実務経験のある教員  
達成目標 ①大学、とりわけ本学で学ぶ意義について理解できる。 

②社会において大学や学問が果たす役割について理解できる。 
受講者へのコメント 総合的なまとめであるプレゼンテーションは、各発表グループとも特色があり興

味深い内容でした。 
連絡先 1 学舎 3F ⻄村（次）研究室:jiro@ee.ous.ac.jp 

    松尾研究室：matsuo@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 学びの基礎論は、生涯を通じての学びへの動機づけ、コミュニケーション力の育
成、課題解決力育成のための 
プレゼンテーションの内容となっています。 
上述のような社会人力を高めてください。 



英文科目名 Introduction to Life Long Learning 
関連科目 地域フィールドスタディ 
次回に向けての改善変更予定 観る、触れる、考える、実践する内容の充実に努めたい。 
講義目的  新入生を対象に、本学の学⻑をはじめとする経験豊かな講師陣が大学と学び、

あるいは人生と学びについて広いテーマで講義を行う。本講義では、大学での学
びや自分の今後の生き方についてじっくりと考えてみる機会を受講生に提供す
るとともに、新入生を中⼼とする受講生が早く大学生活に慣れ、明確な目的意識
をもって自律的に学修していくことができるように、大学生活と学びへの道案内
をすることを目的とする。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（本講義の目的、内容など） 

2 回 大学と学びについて 
3 回 大学生活入門 
4 回 生涯の学びを考える（大学における学び）① 
5 回 生涯の学びを考える（大学における学び）② 
6 回 生涯の学びを考える（大学における学び）③ 
7 回 大学における学び方の基礎① 
8 回 大学における学び方の基礎② 
9 回 コミュニケーション力とは 
10 回 コミュニケーションと人間理解 
11 回 コミュニケーショントレーニング 
12 回 課題発表準備 
13 回 課題発表準備 
14 回 課題発表① 
15 回 課題発表② 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 大学で学ぶ意義について考えておくこと。 
3 回 これから始まる大学生活のイメージを作っておくこと。 
4 回 学びとは何かを考えておくこと。 
5 回 大学で何を学ぶのかを考えておくこと。 
6 回 自分の今後の生き方について考えておくこと。 
7 回 高校での学びと大学での学びの違いを考えておくこと。 
8 回 前回の学びを整理し、理解しておくこと。 
9 回 コミュニケーションとは何かを考えておくこと。 
10 回 テキストを読んでおくこと。 
11 回 これまでの自分のコミュニケーションについ 

 



年度 2014 
授業コード FB209810 
成績評価 課題への取り組み（10％）現地実習（30％）レポート（30％）課題研究発表（30％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜13),⼯学部(〜13),総合情報学部(〜13),生物地球学部(〜13) 
見出し FB209810 地域フィールドスタディ 
担当教員名 ⻄村 次郎、松尾 美香 
単位数 2 
教科書 特定の教科書は指定しない 
アクティブラーニング  
キーワード 地域、シーカヤック、実体験、コミュニケーション、問題解決、チームワーク 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地域フィールドスタディ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考 ・本科目の受講は「学びの基礎論」単位修得者に限る。 

・本科目の実習費用については自己負担になる。詳細は初回の講義時に説明する。 
・実習の日程および内容は関係者等の調整により、変更する可能性がある。 

シラバスコード FB209810 
実務経験のある教員  
達成目標 ①地域の活性化に向けて、適切なプレゼンテーションができること。 

②調査研究や課題解決において他者との協働ができること。 
③地域の生涯学習社会の構築に寄与できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⻄村（次）研究室：jiro@ee.ous.ac.jp 

松尾研究室：matsuo@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Community Field Study 
関連科目 学びの基礎論、文章表現法Ⅰ、Ⅱ、プレゼンテーションⅠⅡ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本科目は学生が瀬⼾内市⽜窓町の自然、歴史、文化等の地域資源を多角的視点か

ら掘り起し、地域活性化の方策を検討する。地域における学びを通して、文章表
現力やプレゼンテーション力、問題発見・解決力の育成を図る。主体的な学びへ
の態勢づくりとして、シーカヤックを教育ツールとした実体験型教育を展開し、
自分で考え判断し行動する力を育む。他分野の学生や教員等との宿泊体験等によ
り、ヒューマンコミュニケーションをベースに人間力の育成を図る。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

講義の概要、進め方、評価方法等の説明をする。 
2 回 学問と社会のつながりを考える① 
⽜窓町を見学する。 
3 回 学問と社会のつながりを考える② 
講演を聴講する。 
4 回 学問と社会のつながりを考える③ 
⽜窓町の課題について考える。 
5 回 大学における学び方の実践 
話の要点整理とレポートを作成する。 
6 回 海洋（シーカヤック）実体験型教育における事前指導を実施する。 
宿泊研修 
7 回 海洋（シーカヤック）実体験型教育：チームビルディングを実施する。 
宿泊研修 
8 回 課題研究① 
宿泊研修 
 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 ⽜窓町（地理、産業、文化等）について調べておくこと。 
3 回 自分にとって学問とは何かを考えておくこと。 
4 回 講演から得た情報を整理しておくこと。 
5 回 レポートの作成方法について理解を深めておくこと。 
6 回 これまでの学びの理解を深め、体調管理をしておくこと。 
7 回 シーカヤックの操作方法について理解しておくこと。 
8 回 取り扱うテーマを整理しておくこと 
9 回 役割分担を決定させておくこと。 
10 回 計画作成を概ね完了させておくこと。 
11 回 パソコンの操作（パワ 

 



年度 2014 
授業コード FB301610 
成績評価 ・授業時間中での発言状況（グループ内相互評価を含む）と、毎回の授業時間の

終わりに提出するリフレクションシート（２０％） 
・自由課題の発表（５０％） 
・ラーニングポートフォリオ（３０％） 

曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(12〜),⼯学部(12〜),総合情報学部(12〜),生物地球学部(12〜) 
見出し FB301610 現代人の科学(怪しげな科学情報について考える) 
担当教員名 滝澤 昇、櫃本 泰雄、猪口 雅彦、高原 周一 
単位数 1 
教科書 特にありません。授業に関する資料は、授業時間中に配布します。 
アクティブラーニング  
キーワード 批判的思考力、似非科学、自分の考えをまとめて他人に伝える力（コミュニケー

ション力、プレゼンテーション力） 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ほとんどがこちらのもくろみ通り、よいコメントでした。皆さんが伸びているこ

とを実感されていることが判りました。ただ１件、「授業のレベルが一定ではな
い」というのがありました。具体的にどの点なのか、どのテーマなのか、推し量
りかねています。 

科目名 現代人の科学(怪しげな科学情報について考える) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・気になる科学/元村有希子/毎日新聞社/1500 円（税別） 

その他、各テーマに関する参考書や資料、その他の情報は、図書館やインターネ
ット上において各自で検索すること。科学ボランティアセンターにも多くの参考
となる図書を置いています。 

授業形態 講義 
注意備考 ◯この授業は１単位８回です。具体的な講義日程は、オリエンテーション時にお

知らせします。 
◯月曜日の授業時間以外に、外部講師により１回、土曜日午後に講演会を開催す
る予定です。（日時・タイトル未定） 
◯授業の進め方 
 一つのテーマについて、次のように進行します 
 第１日：問題提起。意見分布調査後、グループに分かれての討論 
 第２日：教員からの情報提供。グループでの討論の後、要約の発表 
以上を繰り返します。 
 グループでの討論に際しては、情報収集のためノート PC やタブレット PC、 
 スマートフォン等を持参 

シラバスコード FB301610 
実務経験のある教員  
達成目標 この授業での達成目標は、次の通りです。 



・科学的かつ批判的思考力を養う。すなわち、普段の生活において耳にする一見
科学的にと思われる情報について情報を収集し、科学的根拠に基づいてその信憑
性について考察し、判断し、考えを人に伝える能力を養成する 
・チームを組んで調査し発表する能力の養成 
 （コミュニケーション力、プレゼンテーション力） 

受講者へのコメント 授業中、ほとんどのグループで活発な討論が行われていましたが、一部、時折低
調となるグループも見られました。事前に情報をしっかりと取って準備しておく
ことの重要性を感じられたことでしょう。それを体感することもこの授業の意義
です。自分の考えを持ち、他人の意見を聞いて再度自分の考えを見直し、新たな
疑問を持つ。そして最終的には意見を集約させていく。よい体験をして､能力を
伸ばしてもらえたことと思います。 

連絡先 滝澤 昇：12 号館５階、takizawan[アトマーク]dac.ous.ac.jp 
櫃本泰雄：24 号館３階、hitsumot[アトマーク]dls.ous.ac.jp 
猪口雅彦：１号館２階、ino[アトマーク]dbc.ous.ac.jp 
高原周一：13 号館３階、takahara[アトマーク]chem.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 みなさん、１回の授業あたり１?２時間は時間外学修をやっており、理解・興味・
関⼼が深まったという回答が出ています。主体的なまなび。アクティブラーニン
グが行われていることが判ります。よって満足度も大変高いです。教員としては、
大変嬉しいです。 

英文科目名 Science Literacy for Citizen in Contemporary Society I 
関連科目 現代人の科学の他のクラス 

パソコン入門などの情報リテラシー科目 
次回に向けての改善変更予定 テーマについては、より適切なものは無いかどうかを検討します。 
講義目的 「現代人の科学」へようこそ。「現代人の科学」では理⼯系の皆さんが、リテラシ

ー（常識）として身につけておくのが望ましい科学に関するテーマを取り上げ、
素養を高めていこうという科目です。理⼯系の学生さんは、自分の専門だけを深
めることに注力し、そのすぐ周辺の事柄にすら興味や理解を持たないこともよく
あります。「現代人の科学」を履修することで、幅広い「科学教養人」として活躍
する基礎を築きましょう。 
「現代人の科学」ではいくつかのテーマを取り上げ、テーマ毎にクラスが構成さ
れています。このクラスでは、世の中でに広まってい 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ◯オリエンテーション 

「現代人の科学」全般、およびこの授業を受けるに当たっての手続きや、授業の
概要と進め方について説明します。初回は大切ですので、必ず出席してください。 
◯テーマ１：血液型と性格（問題提起と意見分布） 
日本においては血液型と性格の関係が、しばしば話題となります。人の性格は血
液型と関連つける事ができるのか／できないのかについて問題提起をし、その
後、受講生の意見発言を求め、分布を調査します。 
2 回 ◯テーマ１：血液型と性格（討論とまとめの報告） 



テーマ１について、担当教員からの情報提供 
準備学習 1 回 このシラバスを読んでおくこと。 

2 回 テーマ１について書籍やインターネットを通じて情報を収集して、各自の
考えをまとめておくこと。 
3 回 テーマ２について書籍やインターネットを通じて情報を収集して、各自の
考えをまとめておくこと。 
4 回 テーマ２について書籍やインターネットを通じてさらに情報を収集して、
各自の考えをまとめておくこと。 
5 回 似非科学とは何か、調べておくこと 
6 回 テーマ３について書籍やインターネットを通じて情報を収集して、各自の
考えをまとめておくこと。 
自由課題のテーマ探し 
 これまで 

 



年度 2014 
授業コード FB301620 
成績評価 講義毎のレポート結果および最終講のレポート結果により判断する。 
曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(12〜),⼯学部(12〜),総合情報学部(12〜),生物地球学部(12〜) 
見出し FB301620 現代人の科学(放射線の科学) 
担当教員名 沢⽥ 昭二＊、高原 周一、小野 忠良 
単位数 1 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 原子、原子核、電磁波、アルファ線、ベータ線、ガンマー線、放射線、放射能、

放射線量、 
被爆、原子力発電所、原子爆弾、医学的利用 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 現代人の科学(放射線の科学) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 放射能のはなし／野口邦和／新日本出版社 

放射能 地震 津波 正しく怖がる１００知識／河⽥恵昭、小出裕章、坂本廣子
ほか監修 
／集英社  
ブルーバックス B-1359 世界の放射線被曝地調査／高⽥純著／講談社 
放射線が人体に与える医学的生物学的影響／ユーリ・I・バンダジェフスキー、久
保⽥護 
／合同出版 
知っていますか？ 放射線の利用／岩崎⺠子著／放射線医学総合研究所 
ブルーバックス B-1518 放射線利用の基礎知識／東嶋和子著／講談社 
放射線技術学シリーズ 放射線生物学／江島洋介、⽊村博編者／オーム社 
ブル 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB301620 
実務経験のある教員  
達成目標 ○放射線の基本的な性質などを理解できること。 

○原発事故による放射線被害や健康への影響などに関するニュースや話題、新聞
記事、書籍な 
 どに 関⼼を示し、科学的知識に基づいて考えられるようになること。 
○非専門分野も含む様々な理系分野について興味や関⼼を持つようになること 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階 小野（忠）研究室 tel: (086)-256-9619 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見  
英文科目名 Science Literacy for Citizen in Contemporary Society I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 講義は、ほとんど数式を使わないで、原子と原子核の構造と性質、核エネルギー、

放射線の種 
類と性質、放射線の人体への影響と安全基準などについて基礎的な知識の取得と
理解を目指す 
。大学構内での放射線量の測定を含む。この講義内容を理解することにより、現
在、日本のみ 
ならず世界でも大問題になっている福島原子力発電所の事故による放射能流出
と汚染、被ばく 
、安全性などについて関⼼をもち、科学的知識を基礎にして考えることができる
ようになるこ 
と。なお、講義では高校での物理の履修を前提にしない。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンスをする。 

2 回 原子と原子核の構造と性質について講義する。その後、問題提起と討論をお
こない、講義と討論に関するレポートの作成・提出を課する 
3 回 電磁波と核エネルギーについて講義する。その後、問題提起と討論をおこな
い、講義と討論に関するレポートの作成・提出を課する。 
4 回 放射線の種類について講義する。その後、問題提起と討論をおこない、講義
と討論に関するレポートの作成・提出を課する。 
5 回 放射線の人体への影響について講義する。その後、問題提起と討論をおこな
い、講義と討論に関するレポートの 

準備学習 1 回 シラバスを読んでこのコースではどういうテーマが取り上げられるかを確
認し、また、講義の目的、達成目標についても把握しておくこと。 
2 回   高校で使用した物理の教科書や、大学の図書館にある非専門向けの書籍、
インターネット上のサイトにある説明などに目を通して、原子と原子核の構造と
性質について調べておくこと。 
3 回 高校で使用した物理の教科書や、大学の図書館にある非専門向けの書籍、イ
ンターネット上のサイトにある説明などに目を通して、電磁波と核エネルギーに
ついて調べておくこと。 
4 回 高校で使用した物理の教 

 



年度 2014 
授業コード FB301630 
成績評価 毎回実施するレポートで評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(12〜),⼯学部(12〜),総合情報学部(12〜),生物地球学部(12〜) 
見出し FB301630 現代人の科学(観察でわかる自然の仕組み) 
担当教員名 山口 一裕、高原 周一、吉村 功＊ 
単位数 1 
教科書 使用しない。プリントを配布。 
アクティブラーニング  
キーワード 自然観察，生物，岩石 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 現代人の科学(観察でわかる自然の仕組み) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が 50 名を超えるときは受講制限を行うので，初回の講義日には必ず

出席すること。 
シラバスコード FB301630 
実務経験のある教員  
達成目標 身近な自然や自然現象に興味をもち、関連の本や観察に親しめるようになる。 

 非専門分野も含む様々な理系分野について興味を持つようになる。 
 分野横断的な知の楽しさを具体例を挙げて説明できるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 科学ボランティアセンター(16 号館 1 階，e-mail：svc[アトマーク]office.ous.ac.jp 

もしくは 
理 学 部 基 礎 理 学 科 山 口 一 裕 (7 号 館 1 階 ， e-mail ： yamaguti[ ア ト マ ー
ク]das.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Science Literacy for Citizen in Contemporary Society I 
関連科目 科学・⼯作ボランティア入門 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物・岩石等の身近な自然を題材にし、それらを注意深く観察することで、その

中に潜んでいる様々な自然の不思議や原理を認識させる。また、それぞれの題材
が生物・地学のみならず、他の理科分野（物理・化学）や数学ともつながってい
ることを解説し、分野横断的な知の楽しさを理解させる。扱うテーマは，植物の
形に潜む数学，虫の目の世界，生物発光，生物によるケイ素の循環，生物と岩石，



理科大の石から知る地球の歴史など。科学の各分野（物理・化学・生物・地学）
および数学についての基礎知識の修得を前提とせず、わかりやすい説明に徹す
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「現代人の科学」の全体ガイダンスを実施する。 

2 回 植物の形にひそむ数学について学習する。 
3 回 動物のエラとあごの発達について学習する。 
魚の耳石の実験を行う。 
4 回 身近な放射線について学習する。 
岩石・鉱物だけでなく，⾷べ物から出る放射線を”目で見る”実験を行う。 
5 回 生物によってつくられた岩石 カルシウムの循環について学習する。 
6 回 生物発光 ウミホタルの発光現象の謎について学習する。 
7 回 秋の⽊の実とどんぐりの秘密について学習する。 
8 回 進化と動物の性戦略について学習する。 
これま 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 復習：前回の講義内容についてのレポートを作成する。 
予習：授業内容をインターネット，書籍で事前に調査しておくこと。 
3 回 復習：前回の講義内容についてのレポートを作成する。 
予習：授業内容をインターネット，書籍で事前に調査しておくこと。 
4 回 復習：前回の講義内容についてのレポートを作成する。 
予習：授業内容をインターネット，書籍で事前に調査しておくこと。 
5 回 復習：前回の講義内容についてのレポートを作成する。 
予習：授業内容をインターネット，書籍で事前に調査 

 



年度 2014 
授業コード FB301640 
成績評価 毎回の授業時のレポート（100％）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(12〜),⼯学部(12〜),総合情報学部(12〜),生物地球学部(12〜) 
見出し FB301640 現代人の科学(天文学の歴史と現代科学の成立) 
担当教員名 高原 周一、高見 寿＊、中力 眞一 
単位数 1 
教科書 使用しない。プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 科学史、星座、占星術、天動説、地動説、万有引力、素粒子、宇宙論、科学的な

ものの見方 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 現代人の科学(天文学の歴史と現代科学の成立) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 1. 「現代人の科学」として秋学期⽊曜日 9･10 時限目に 6 つの講義が開講されて

いるが、ガイダンス（＝1 回目の講義）は共同で行う。ガイダンスは秋学期の授
業開始後最初の⽊曜日 9・10 時限目に行う。場所は教務の掲示板に掲示する。 
2. 本講義はガイダンス以外は秋学期の前半に行う。 
3. 本講義の定員は 100 名程度である。受講希望者が定員を超える場合は、ガイ
ダンス参加者から受講生を選抜する可能性があるので、必ずガイダンスに出席す
ること。 

シラバスコード FB301640 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 天体の運動を科学的な用語を使って説明できる。 

2. 科学的なものの見方とは何かについて自分なりの意見を持ち、それを他者に
説明できる。 
3. 量的に検討することの重要性を認識する。 

受講者へのコメント  
連絡先 科 学 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー （ 16 号 館 1 階 、 e − mail ： svc[ ア ト マ ー ク ] 

office.ous.ac.jp)  
または  
中力眞一（自然科学研究所、21 号館 5 階） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Science Literacy for Citizen in Contemporary Society I 



関連科目 科学・⼯作ボランティア入門 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  天文学の歴史は自然科学の発達の歴史でもある。特に、地動説から天動説への

転換は、近代科学の確立でもある。このような天文学の歴史を題材にして、科学
的なものの見方を養う。また、天体現象の中に貫かれているニュートン力学につ
いて実験・簡単な計算を交えて明らかにすることで、ニュートン力学が身近な現
象（物体の落下など）から天体現象までを遍く支配していることを実感するとと
もに、量的に検討することの重要性を認識する。最後に現代の科学では宇宙をど
のようにとらえているかを学ぶ。 
 力学および数学についての基礎知識の修得を前提 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 この講義の履修方法と概要についてのガイダンスを行う。 

この授業の開講形態が通常の講義とは異るので、必ずオリエンテーションには出
席すること。 
2 回 古代人は宇宙をどのように理解していたかを理解し、星座と星占いの関係
について考える。 
3 回 天動説と地動説、それぞれによって惑星の運動はどのように理解されたか
について学ぶ。 
4 回 日⾷と月⾷の起きる理由を理解し、時刻と暦、現在の迷信について考える。 
5 回 地動説とケプラーの法則に基づいて、惑星の運動について理解する。 
6 回 ニュートンの万有引力とアインシュタ 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、本講義の趣旨を承知しておくこと。 
この授業の開講形態が通常の講義とは異るので、必ずオリエンテーションには出
席すること。 
2 回 前回の講義内容を復習し、インターネット・本による追加調査を行っておく
こと。 
3 回 前回の講義内容を復習し、インターネット・本による追加調査を行っておく
こと。 
4 回 前回の講義内容を復習し、インターネット・本による追加調査を行っておく
こと。 
5 回 前回の講義内容を復習し、インターネット・本による追加調査を行っておく
こと。 
6 回 前回の講義内容を復習し、インタ 

 



年度 2014 
授業コード FB301650 
成績評価 毎回の授業時のレポートの結果とまとめのレポート結果により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(12〜),⼯学部(12〜),総合情報学部(12〜),生物地球学部(12〜) 
見出し FB301650 現代人の科学(原子力発電を考える) 
担当教員名 小野 忠良、⽊村 邦彦、沢⽥ 昭二＊、高原 周一 
単位数 1 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 原子力発電、ウラン、プルトニウム、原発の安全性、地震、活断層、放射能、⾷

品汚染、海洋 
汚染、内部被曝、医学的生物学的影響、使用済み核燃料の処理、高速増殖炉、プ
ルサーマル、 
再生可能エネルギー、エネルギー政策 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 現代人の科学(原子力発電を考える) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「大震災・原発事故とメヂア」／メヂア総合研究所・放送レポート編集委員会編

／大月書展 
「福島原発メルトダウン」／広瀬隆／朝日新書 
「日本の原発、どこで違えたの j か」／内橋克人／朝日新聞出版 
「｢科学の目｣で原発災害を考える」／不破哲三／日本共産党中央委員会出版局 
「原発の闇 その源流と野望を暴く」／赤旗編集局／新日本出版社 
「隠される原子力 核の真実」／小出裕章／創史社 
「日本の核開発：１９３９〜１９５５」／山崎正勝／績文堂 
「坂⽥昌一 原子力をめぐる科学者の社会的責任」／樫本喜一／岩波書店 
「放射能事件フ 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB301650 
実務経験のある教員  
達成目標 原発や日本のエネルギーのあり方に関するニュースや話題、新聞記事、書籍など

に関⼼を示し 
、また、それらについて科学的知識に基づいて考えられるようになる。非専門分
野も含む様々 
な理系分野について興味や関⼼をもつようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館５階 小野（忠）tel: (086)256-9619 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見  
英文科目名 Science Literacy for Citizen in Contemporary Society I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 講義は、原子力発電の仕組みと安全性、原子力発電所事故の特異性、原子力発電

の優位性と経 
済性の検証、原発を維持するか廃止するか、廃止する場合、それに代わるエネル
ギー開発をど 
うするかなど日本のエネルギーの現在と将来のあり方について、科学的知識の獲
得を目指す。 
講義内容を理解することにより、日本社会の愁眉の大問題である、原子力発電を
めぐる諸問題 
や課題について、科学的知識を基礎に考えることができるようになる。なお、現
代人の科学ー 
放射線の科学を受講していることが望ましい。また、科学の各分野（物理，化学、
生物、 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンスのあと、原発事故と原発導入の経緯に関する DVD を視聴し、そ

の後、討論する。 
2 回 原子力発電導入の歴史的経過、原子力発電の仕組みと安全性、原子核崩壊に
ついて講義し、その後、討論する。 
3 回 原子力発電所事故とその特異性について考え、その後、討論する。 
4 回 原子力発電で事故が発生すると、未曾有の大災害が発生する。発生と状況、
影響などをどのように対応していくかを２回にわたって考える。１回目は、災害
全般の報道について考える。 
5 回 原子爆弾や核兵器の世界における配備状況、核兵器廃絶を目指す世界 

準備学習 1 回 シラバスに目を通し、この講義で取り上げるテーマについて確認し、講義目
的と達成目標について把握しておくこと。現代人の科学ー放射線の科学を受講し
た人は、そこで渡された資料や参考書などで放射能と放射線について復習してお
くこと。 
2 回 大学の図書館にある書籍やインターネット上にあるサイトにある説明や資
料に目を通し、原子力発電導入の歴史的経過、原子力発電の仕組みと安全性、原
子核崩壊について調べておくこと。 
3 回 大学の図書館にある書籍やインターネット上にあるサイトにある説明や資
料に目を通し、原子力発電所事故と 

 



年度 2014 
授業コード FB301660 
成績評価 レポート（授業中の発言も評価に加味，85%）、定期テスト（15%）の結果により

評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(12〜),⼯学部(12〜),総合情報学部(12〜),生物地球学部(12〜) 
見出し FB301660 現代人の科学(実験で理解する電磁波の世界) 
担当教員名 高原 周一、森⽥ 明義＊、武⽥ 芳紀＊ 
単位数 1 
教科書 なし。必要に応じてプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 電磁波、電子レンジ、アンテナ、偏光 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 現代人の科学(実験で理解する電磁波の世界) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし。 
授業形態 講義 
注意備考 1. 「現代人の科学」として秋学期⽊曜日 9･10 時限目に 6 つの講義が開講されて

いるが、ガイダンス（＝1 回目の講義）は共同で行う。ガイダンスは秋学期の授
業開始後最初の⽊曜日 9・10 時限目に行う。場所は教務の掲示板に掲示する。 
2. 本講義はガイダンス以外は秋学期の後半に行う。 
3. 本講義の定員は 30 名程度である。受講希望者が定員を超える場合は、ガイダ
ンス参加者から受講生を選抜するので、必ずガイダンスに出席すること。 

シラバスコード FB301660 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 電磁波とは何かということについて概要を理解する。 

2. 電磁波の発生と反射・吸収の仕組みについて概要を理解し、定性的な問題に答
えることができる。 
3. 偏光とは何かということについて概要を理解し、定性的な問題に答えること
ができる。 
4．電磁波が様々な現象や技術に関わっていることを理解する。 
5. 科学における予想・討論・実験の楽しさと重要性を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 科 学 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー （ 16 号 館 1 階 、 e − mail ： svc[ ア ト マ ー

ク]office.ous.ac.jp)  
もしくは  
高原周一（理学部化学科、13 号館 3 階） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Science Literacy for Citizen in Contemporary Society I 
関連科目 科学・⼯作ボランティア入門，科学ボランティア実践指導Ⅰ・Ⅱ，科学ボランテ

ィア活動 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代の科学技術になくてはならない電磁波を題材に取り上げ、予測→討論→実験

による検証という流れで双方的に授業を進行させることにより、電磁波の基本を
楽しく修得するとともに科学的なものの見方を育成する。電磁波は、天文学、化
学、物理、生物など自然科学の多くの分野に深く関係し、その知識・技術は人間
の生活の多方面で応用されている。このような電磁波の世界の分野横断的な広が
りを実感してもらう。科学についての基礎知識の修得を前提とせず、わかりやす
い説明に徹する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス： 「現代人の科学」の授業の進め方について説明する。 

2 回 電波を発生させてみよう： 電波の発生と受信について、実験を通して理解
する。 
3 回 電波とアンテナ： アンテナの原理を、実験や電波のモデルを使って理解す
る。 
4 回 電磁波と光・偏光： 偏光の発生原理と性質について、偏光板を使った実験
を通して理解する。 
5 回 偏光をキャッチしよう： 自然界や身近にある偏光について、偏光の発見の
歴史や実験と実例を通して理解するとともに、電磁波の世界についてのイメージ
を作る。 
6 回 電子レンジと電磁波（１ 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 特になし。 
3 回 前回配布された資料を読んで復習しておく。 
4 回 前回配布された資料を読んで復習しておく。 
5 回 前回配布された資料を読んで復習しておく。 
6 回 前回配布された資料を読んで復習しておく。 
7 回 前回配布された資料を読んで復習しておく。 
8 回 前回配布された資料を読んで復習しておく。 

 



年度 2014 
授業コード FB301670 
成績評価 課題提出(100%) 
曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(12〜),⼯学部(12〜),総合情報学部(12〜),生物地球学部(12〜) 
見出し FB301670 現代人の科学(環境・医療データの仮説と検証) 
担当教員名 山本 英二、高原 周一、津⽥ 敏秀＊ 
単位数 1 
教科書 なし。必要に応じてプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 因果レベル、個人と集団、決定論と蓋然性、実験と観察、反事実と因果 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 現代人の科学(環境・医療データの仮説と検証) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 医学と仮説(岩波科学ライブラリー184)／津⽥敏秀／岩波書店／2011 

医学的根拠とは何か（岩波新書新赤版 1458）／津⽥敏秀／岩波書店／2013 
授業形態 講義 
注意備考 1. 履修制限を設けることがある。（定員 100 名程度） 

2. 受講希望者は必ず初回の講義に出席すること。 
シラバスコード FB301670 
実務経験のある教員  
達成目標 環境・医療における事例研究を通じて、仮説設定とその検証における観察研究の

重要性と 
その方法論について学び、因果関係を考えるときの視点として生かせる様になる
ことが 
目標になる。 

受講者へのコメント 積極的に質問しましょう．また，カリキュラムに従い，授業テーマに関する予習
を行うと質問事項が準備できると思います． 

連絡先 １号館４Ｆ 山本英二研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各項目とも，良好な評価をいただきました． 
英文科目名 Science Literacy for Citizen in Contemporary Society I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 より深く課題に取り組めるように，課題テーマを⼯夫したいと思います． 
講義目的 なぜタバコやピロリ菌が発がん物質と言えるのか。放射線被曝と、その後に発症

した癌との 
因果関係はどのように証明されるのか。水俣病，O157 ⾷中毒事件、雪印低脂肪
乳⾷中毒事件 



などの具体例を通じて、「実験によるメカニズムの解明こそ科学」という陥りや
すい問題点を 
示し、因果関係の解明における観察研究の重要性を明らかにする。 
特に人の健康問題に関しては、検証可能な仮説を設定し、観察を通じて検証する
との認識が 
必要となる。因果関係とは何か、因果関係を検証するにはどうすればよいかを考
える上での、 
基本的な事項の整理と 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 授業のガイダンスをする。科学における実験と観察の違いを授業する。 

2 回 科学とは何かについて，科学と仮説をキーワードに授業する． 
3 回 ⾷中毒事件と水俣病について授業する。 
4 回 症例対照研究とオッズ比について授業する。 
5 回 クスリの効果と副作用について授業する。 
6 回 放射線の人体影響について授業する。 
7 回 医学，科学，数学，水俣病問題について授業する。 
8 回 反事実と因果モデルについて授業する。 

準備学習 シラバスを読んでおくことと、前回の内容を復習しておくこと。また、講義課題
についてインターネットで課題に関連した情報を学んでおくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FB301680 
成績評価 毎回の授業時のレポート（100％）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(12〜),⼯学部(12〜),総合情報学部(12〜),生物地球学部(12〜) 
見出し FB301680 現代人の科学(自然災害とその対応を考える) 
担当教員名 佐藤 丈晴、徳⽥ 恭子＊、高原 周一、⻄村 敬一 
単位数 1 
教科書 講義ごとに必要に応じて資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 土砂災害、地震、ソフト対策、防災、防災知識、住⺠協働型地域防災活動 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 現代人の科学(自然災害とその対応を考える) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 東日本大震災は災害名、東北地方太平洋沖地震は地震名なので、 

シラバスでは区別して記述しています。 
シラバスコード FB301680 
実務経験のある教員  
達成目標 1)最近の自然災害を知り、説明することができる。 

2)どのようなメカニズムで災害が発生するのかを説明することができる 
3)住⺠協働型地域防災活動について知り、防災知識を知る。 

受講者へのコメント  
連絡先 佐藤（生物地球学部 21 号館 6 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Science Literacy for Citizen in Contemporary Society I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 我が国は、9 割が山地、脆弱な地質、湿潤な気候、プレートの端に位置する細⻑

い島国であるため、世界でも有数の自然災害が多発する地域です。 
この狭い国土に 1 億人以上の人が生活していることから、ひとたび災害が発生す
ると被害が甚大なものとなります。 
しかしながら、自然災害の発生を抑止することはできなくても、自然災害による
被害を小さくすることはできます。 
それは、自然災害の特性を知ることで、自らの安全を確保することです。 
本講義の目的は、自然災害を実感し、その対応方法について学び、自然災害に対



する対応を考えることです 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 第１回  授業のガイダンスをする。 

2 回 第２回  100 年に 1 度の災害を考える 
2011 年に発生した東日本大震災と紀伊半島大水害について、どのような災害で
あったのか現地の写真を交えて説明する。 
3 回 第３回  近年の土砂災害の特徴と国の対応を考える 
毎年防災対策が実施されているにもかかわらず土砂災害が減少しない理由と土
砂災害対策について説明する。 
4 回 第４回  地形図を見て土砂災害の恐れのある箇所をさがそう 
地形図の等高線を見ると、以前に土砂災害が発生した場所、あるいは今斜面が動
いている箇所、こ 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 東日本大震災、紀伊半島大水害について調べておくこと。 
3 回 防災と減災 深層崩壊 土砂災害防止法について調べておくこと。 
4 回 等高線について調べておくこと。 
5 回 東北地方太平洋沖地震について調べておくこと。 
6 回 南海トラフ巨大地震について調べておくこと。 
7 回 南海トラフ巨大地震について調べておくこと。 
8 回 防災知識、住⺠協働型地域防災活動について調べておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FB301711 
成績評価 ・授業時間中での発言状況（グループ内相互評価を含む）と、毎回の授業時間の

終わりに提出するリフレクションシート（２０％） 
・自由課題の発表（５０％） 
・ラーニングポートフォリオ（３０％） 

曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(12〜),⼯学部(12〜),総合情報学部(12〜),生物地球学部(12〜) 
見出し FB301711 現代人の科学(怪しげな科学情報について考える) 
担当教員名 滝澤 昇、猪口 雅彦、高原 周一、櫃本 泰雄 
単位数 1 
教科書 特にありません。授業に関する資料は、授業時間中に配布します。 
アクティブラーニング  
キーワード 批判的思考力、似非科学、自分の考えをまとめて他人に伝える力（コミュニケー

ション力、プレゼンテーション力） 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 現代人の科学(怪しげな科学情報について考える) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・気になる科学/元村有希子/毎日新聞社/1500 円（税別） 

その他、各テーマに関する参考書や資料、その他の情報は、図書館やインターネ
ット上において各自で検索すること。科学ボランティアセンターにも多くの参考
となる図書を置いています。 

授業形態 講義 
注意備考 ◯この授業は１単位８回です。具体的な講義日程は、オリエンテーション時にお

知らせします。 
◯月曜日の授業時間以外に、外部講師により１回、土曜日午後に講演会を開催す
る予定です。（日時・タイトル未定） 
◯授業の進め方 
 一つのテーマについて、次のように進行します 
 第１日：問題提起。意見分布調査後、グループに分かれての討論 
 第２日：教員からの情報提供。グループでの討論の後、要約の発表 
以上を繰り返します。 
 グループでの討論に際しては、情報収集のためノート PC やタブレット PC、 
 スマートフォン等を持参 

シラバスコード FB301711 
実務経験のある教員  
達成目標 この授業での達成目標は、次の通りです。 

・科学的かつ批判的思考力を養う。すなわち、普段の生活において耳にする一見
科学的にと思われる情報について情報を収集し、科学的根拠に基づいてその信憑
性について考察し、判断し、考えを人に伝える能力を養成する 



・チームを組んで調査し発表する能力の養成 
 （コミュニケーション力、プレゼンテーション力） 

受講者へのコメント  
連絡先 滝澤 昇：12 号館５階、takizawan[アトマーク]dac.ous.ac.jp 

櫃本泰雄：24 号館３階、hitsumot[アトマーク]dls.ous.ac.jp 
猪口雅彦：１号館２階、ino[アトマーク]dbc.ous.ac.jp 
高原周一：13 号館３階、takahara[アトマーク]chem.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Science Literacy for Citizen in Contemporary Society II 
関連科目 現代人の科学の他のクラス 

パソコン入門などの情報リテラシー科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「現代人の科学」へようこそ。「現代人の科学」では理⼯系の皆さんが、リテラシ

ー（常識）として身につけておくのが望ましい科学に関するテーマを取り上げ、
素養を高めていこうという科目です。理⼯系の学生さんは、自分の専門だけを深
めることに注力し、そのすぐ周辺の事柄にすら興味や理解を持たないこともよく
あります。「現代人の科学」を履修することで、幅広い「科学教養人」として活躍
する基礎を築きましょう。 
「現代人の科学」ではいくつかのテーマを取り上げ、テーマ毎にクラスが構成さ
れています。このクラスでは、世の中でに広まってい 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ◯オリエンテーション 

「現代人の科学」全般、およびこの授業を受けるに当たっての手続きや、授業の
概要と進め方について説明します。初回は大切ですので、必ず出席してください。 
◯テーマ１：血液型と性格（問題提起と意見分布） 
日本においては血液型と性格の関係が、しばしば話題となります。人の性格は血
液型と関連つける事ができるのか／できないのかについて問題提起をし、その
後、受講生の意見発言を求め、分布を調査します。 
2 回 ◯テーマ１：血液型と性格（討論とまとめの報告） 
テーマ１について、担当教員からの情報提供 

準備学習 1 回 このシラバスを読んでおくこと。 
2 回 テーマ１について書籍やインターネットを通じて情報を収集して、各自の
考えをまとめておくこと。 
3 回 テーマ２について書籍やインターネットを通じて情報を収集して、各自の
考えをまとめておくこと。 
4 回 テーマ２について書籍やインターネットを通じてさらに情報を収集して、
各自の考えをまとめておくこと。 
5 回 似非科学とは何か、調べておくこと 
6 回 テーマ３について書籍やインターネットを通じて情報を収集して、各自の
考えをまとめておくこと。 



自由課題のテーマ探し 
 これまで 

 



年度 2014 
授業コード FB301721 
成績評価 講義毎のレポート結果および最終講のレポート結果により判断する。 
曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(12〜),⼯学部(12〜),総合情報学部(12〜),生物地球学部(12〜) 
見出し FB301721 現代人の科学(放射線の科学) 
担当教員名 沢⽥ 昭二＊、高原 周一、小野 忠良 
単位数 1 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 原子、原子核、電磁波、アルファ線、ベータ線、ガンマー線、放射線、放射能、

放射線量、 
被爆、原子力発電所、原子爆弾、医学的利用 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 現代人の科学(放射線の科学) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 放射能のはなし／野口邦和／新日本出版社 

放射能 地震 津波 正しく怖がる１００知識／河⽥恵昭、小出裕章、坂本廣子
ほか監修 
／集英社  
ブルーバックス B-1359 世界の放射線被曝地調査／高⽥純著／講談社 
放射線が人体に与える医学的生物学的影響／ユーリ・I・バンダジェフスキー、久
保⽥護 
／合同出版 
知っていますか？ 放射線の利用／岩崎⺠子著／放射線医学総合研究所 
ブルーバックス B-1518 放射線利用の基礎知識／東嶋和子著／講談社 
放射線技術学シリーズ 放射線生物学／江島洋介、⽊村博編者／オーム社 
ブル 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB301721 
実務経験のある教員  
達成目標 ○放射線の基本的な性質などを理解できること。 

○原発事故による放射線被害や健康への影響などに関するニュースや話題、新聞
記事、書籍な 
 どに 関⼼を示し、科学的知識に基づいて考えられるようになること。 
○非専門分野も含む様々な理系分野について興味や関⼼を持つようになること 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階 小野（忠）研究室 tel: (086)-256-9619 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見  
英文科目名 Science Literacy for Citizen in Contemporary Society II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 講義は、ほとんど数式を使わないで、原子と原子核の構造と性質、核エネルギー、

放射線の種 
類と性質、放射線の人体への影響と安全基準などについて基礎的な知識の取得と
理解を目指す 
。大学構内での放射線量の測定を含む。この講義内容を理解することにより、現
在、日本のみ 
ならず世界でも大問題になっている福島原子力発電所の事故による放射能流出
と汚染、被ばく 
、安全性などについて関⼼をもち、科学的知識を基礎にして考えることができる
ようになるこ 
と。なお、講義では高校での物理の履修を前提にしない。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンスをする。 

2 回 原子と原子核の構造と性質について講義する。その後、問題提起と討論をお
こない、講義と討論に関するレポートの作成・提出を課する 
3 回 電磁波と核エネルギーについて講義する。その後、問題提起と討論をおこな
い、講義と討論に関するレポートの作成・提出を課する。 
4 回 放射線の種類について講義する。その後、問題提起と討論をおこない、講義
と討論に関するレポートの作成・提出を課する。 
5 回 放射線の人体への影響について講義する。その後、問題提起と討論をおこな
い、講義と討論に関するレポートの 

準備学習 1 回 シラバスを読んでこのコースではどういうテーマが取り上げられるかを確
認し、また、講義の目的、達成目標についても把握しておくこと。 
2 回   高校で使用した物理の教科書や、大学の図書館にある非専門向けの書籍、
インターネット上のサイトにある説明などに目を通して、原子と原子核の構造と
性質について調べておくこと。 
3 回 高校で使用した物理の教科書や、大学の図書館にある非専門向けの書籍、イ
ンターネット上のサイトにある説明などに目を通して、電磁波と核エネルギーに
ついて調べておくこと。 
4 回 高校で使用した物理の教 

 



年度 2014 
授業コード FB301731 
成績評価 毎回実施するレポートで評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(12〜),⼯学部(12〜),総合情報学部(12〜),生物地球学部(12〜) 
見出し FB301731 現代人の科学(観察でわかる自然の仕組み) 
担当教員名 山口 一裕、高原 周一、吉村 功＊ 
単位数 1 
教科書 使用しない。プリントを配布。 
アクティブラーニング  
キーワード 自然観察，生物，岩石 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 現代人の科学(観察でわかる自然の仕組み) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が 50 名を超えるときは受講制限を行うので，初回の講義日には必ず

出席すること。 
シラバスコード FB301731 
実務経験のある教員  
達成目標 身近な自然や自然現象に興味をもち、関連の本や観察に親しめるようになる。 

 非専門分野も含む様々な理系分野について興味を持つようになる。 
 分野横断的な知の楽しさを具体例を挙げて説明できるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 科学ボランティアセンター(16 号館 1 階，e-mail：svc[アトマーク]office.ous.ac.jp 

もしくは 
理 学 部 基 礎 理 学 科 山 口 一 裕 (7 号 館 1 階 ， e-mail ： yamaguti[ ア ト マ ー
ク]das.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Science Literacy for Citizen in Contemporary Society II 
関連科目 科学・⼯作ボランティア入門 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物・岩石等の身近な自然を題材にし、それらを注意深く観察することで、その

中に潜んでいる様々な自然の不思議や原理を認識させる。また、それぞれの題材
が生物・地学のみならず、他の理科分野（物理・化学）や数学ともつながってい
ることを解説し、分野横断的な知の楽しさを理解させる。扱うテーマは，植物の
形に潜む数学，虫の目の世界，生物発光，生物によるケイ素の循環，生物と岩石，



理科大の石から知る地球の歴史など。科学の各分野（物理・化学・生物・地学）
および数学についての基礎知識の修得を前提とせず、わかりやすい説明に徹す
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「現代人の科学」の全体ガイダンスを実施する。 

2 回 植物の形にひそむ数学について学習する。 
3 回 動物のエラとあごの発達について学習する。 
魚の耳石の実験を行う。 
4 回 身近な放射線について学習する。 
岩石・鉱物だけでなく，⾷べ物から出る放射線を”目で見る”実験を行う。 
5 回 生物によってつくられた岩石 カルシウムの循環について学習する。 
6 回 生物発光 ウミホタルの発光現象の謎について学習する。 
7 回 秋の⽊の実とどんぐりの秘密について学習する。 
8 回 進化と動物の性戦略について学習する。 
これま 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 復習：前回の講義内容についてのレポートを作成する。 
予習：授業内容をインターネット，書籍で事前に調査しておくこと。 
3 回 復習：前回の講義内容についてのレポートを作成する。 
予習：授業内容をインターネット，書籍で事前に調査しておくこと。 
4 回 復習：前回の講義内容についてのレポートを作成する。 
予習：授業内容をインターネット，書籍で事前に調査しておくこと。 
5 回 復習：前回の講義内容についてのレポートを作成する。 
予習：授業内容をインターネット，書籍で事前に調査 

 



年度 2014 
授業コード FB301741 
成績評価 毎回の授業時のレポート（100％）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(12〜),⼯学部(12〜),総合情報学部(12〜),生物地球学部(12〜) 
見出し FB301741 現代人の科学(天文学の歴史と現代科学の成立) 
担当教員名 高原 周一、高見 寿＊、中力 眞一 
単位数 1 
教科書 使用しない。プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 科学史、星座、占星術、天動説、地動説、万有引力、素粒子、宇宙論、科学的な

ものの見方 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 現代人の科学(天文学の歴史と現代科学の成立) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 1. 「現代人の科学」として秋学期⽊曜日 9･10 時限目に 6 つの講義が開講されて

いるが、ガイダンス（＝1 回目の講義）は共同で行う。ガイダンスは秋学期の授
業開始後最初の⽊曜日 9・10 時限目に行う。場所は教務の掲示板に掲示する。 
2. 本講義はガイダンス以外は秋学期の前半に行う。 
3. 本講義の定員は 100 名程度である。受講希望者が定員を超える場合は、ガイ
ダンス参加者から受講生を選抜する可能性があるので、必ずガイダンスに出席す
ること。 

シラバスコード FB301741 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 天体の運動を科学的な用語を使って説明できる。 

2. 科学的なものの見方とは何かについて自分なりの意見を持ち、それを他者に
説明できる。 
3. 量的に検討することの重要性を認識する。 

受講者へのコメント  
連絡先 科 学 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー （ 16 号 館 1 階 、 e − mail ： svc[ ア ト マ ー ク ] 

office.ous.ac.jp)  
または  
中力眞一（自然科学研究所、21 号館 5 階） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Science Literacy for Citizen in Contemporary Society II 



関連科目 科学・⼯作ボランティア入門 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  天文学の歴史は自然科学の発達の歴史でもある。特に、地動説から天動説への

転換は、近代科学の確立でもある。このような天文学の歴史を題材にして、科学
的なものの見方を養う。また、天体現象の中に貫かれているニュートン力学につ
いて実験・簡単な計算を交えて明らかにすることで、ニュートン力学が身近な現
象（物体の落下など）から天体現象までを遍く支配していることを実感するとと
もに、量的に検討することの重要性を認識する。最後に現代の科学では宇宙をど
のようにとらえているかを学ぶ。 
 力学および数学についての基礎知識の修得を前提 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 この講義の履修方法と概要についてのガイダンスを行う。 

この授業の開講形態が通常の講義とは異るので、必ずオリエンテーションには出
席すること。 
2 回 古代人は宇宙をどのように理解していたかを理解し、星座と星占いの関係
について考える。 
3 回 天動説と地動説、それぞれによって惑星の運動はどのように理解されたか
について学ぶ。 
4 回 日⾷と月⾷の起きる理由を理解し、時刻と暦、現在の迷信について考える。 
5 回 地動説とケプラーの法則に基づいて、惑星の運動について理解する。 
6 回 ニュートンの万有引力とアインシュタ 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、本講義の趣旨を承知しておくこと。 
この授業の開講形態が通常の講義とは異るので、必ずオリエンテーションには出
席すること。 
2 回 前回の講義内容を復習し、インターネット・本による追加調査を行っておく
こと。 
3 回 前回の講義内容を復習し、インターネット・本による追加調査を行っておく
こと。 
4 回 前回の講義内容を復習し、インターネット・本による追加調査を行っておく
こと。 
5 回 前回の講義内容を復習し、インターネット・本による追加調査を行っておく
こと。 
6 回 前回の講義内容を復習し、インタ 

 



年度 2014 
授業コード FB301751 
成績評価 毎回の授業時のレポートの結果とまとめのレポート結果により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(12〜),⼯学部(12〜),総合情報学部(12〜),生物地球学部(12〜) 
見出し FB301751 現代人の科学(原子力発電を考える) 
担当教員名 小野 忠良、沢⽥ 昭二＊、⽊村 邦彦、高原 周一 
単位数 1 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 原子力発電、ウラン、プルトニウム、原発の安全性、地震、活断層、放射能、⾷

品汚染、海洋 
汚染、内部被曝、医学的生物学的影響、使用済み核燃料の処理、高速増殖炉、プ
ルサーマル、 
再生可能エネルギー、エネルギー政策 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 現代人の科学(原子力発電を考える) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「大震災・原発事故とメヂア」／メヂア総合研究所・放送レポート編集委員会編

／大月書展 
「福島原発メルトダウン」／広瀬隆／朝日新書 
「日本の原発、どこで違えたの j か」／内橋克人／朝日新聞出版 
「｢科学の目｣で原発災害を考える」／不破哲三／日本共産党中央委員会出版局 
「原発の闇 その源流と野望を暴く」／赤旗編集局／新日本出版社 
「隠される原子力 核の真実」／小出裕章／創史社 
「日本の核開発：１９３９〜１９５５」／山崎正勝／績文堂 
「坂⽥昌一 原子力をめぐる科学者の社会的責任」／樫本喜一／岩波書店 
「放射能事件フ 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB301751 
実務経験のある教員  
達成目標 原発や日本のエネルギーのあり方に関するニュースや話題、新聞記事、書籍など

に関⼼を示し 
、また、それらについて科学的知識に基づいて考えられるようになる。非専門分
野も含む様々 
な理系分野について興味や関⼼をもつようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館５階 小野（忠）tel: (086)256-9619 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見  
英文科目名 Science Literacy for Citizen in Contemporary Society II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 講義は、原子力発電の仕組みと安全性、原子力発電所事故の特異性、原子力発電

の優位性と経 
済性の検証、原発を維持するか廃止するか、廃止する場合、それに代わるエネル
ギー開発をど 
うするかなど日本のエネルギーの現在と将来のあり方について、科学的知識の獲
得を目指す。 
講義内容を理解することにより、日本社会の愁眉の大問題である、原子力発電を
めぐる諸問題 
や課題について、科学的知識を基礎に考えることができるようになる。なお、現
代人の科学ー 
放射線の科学を受講していることが望ましい。また、科学の各分野（物理，化学、
生物、 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンスのあと、原発事故と原発導入の経緯に関する DVD を視聴し、そ

の後、討論する。 
2 回 原子力発電導入の歴史的経過、原子力発電の仕組みと安全性、原子核崩壊に
ついて講義し、その後、討論する。 
3 回 原子力発電所事故とその特異性について考え、その後、討論する。 
4 回 原子力発電で事故が発生すると、未曾有の大災害が発生する。発生と状況、
影響などをどのように対応していくかを２回にわたって考える。１回目は、災害
全般の報道について考える。 
5 回 原子爆弾や核兵器の世界における配備状況、核兵器廃絶を目指す世界 

準備学習 1 回 シラバスに目を通し、この講義で取り上げるテーマについて確認し、講義目
的と達成目標について把握しておくこと。現代人の科学ー放射線の科学を受講し
た人は、そこで渡された資料や参考書などで放射能と放射線について復習してお
くこと。 
2 回 大学の図書館にある書籍やインターネット上にあるサイトにある説明や資
料に目を通し、原子力発電導入の歴史的経過、原子力発電の仕組みと安全性、原
子核崩壊について調べておくこと。 
3 回 大学の図書館にある書籍やインターネット上にあるサイトにある説明や資
料に目を通し、原子力発電所事故と 

 



年度 2014 
授業コード FB301761 
成績評価 レポート（授業中の発言も評価に加味，85%）、定期テスト（15%）の結果により

評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(12〜),⼯学部(12〜),総合情報学部(12〜),生物地球学部(12〜) 
見出し FB301761 現代人の科学(実験で理解する電磁波の世界) 
担当教員名 高原 周一、森⽥ 明義＊、武⽥ 芳紀＊ 
単位数 1 
教科書 なし。必要に応じてプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 電磁波、電子レンジ、アンテナ、偏光 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 現代人の科学(実験で理解する電磁波の世界) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし。 
授業形態 講義 
注意備考 1. 「現代人の科学」として秋学期⽊曜日 9･10 時限目に 6 つの講義が開講されて

いるが、ガイダンス（＝1 回目の講義）は共同で行う。ガイダンスは秋学期の授
業開始後最初の⽊曜日 9・10 時限目に行う。場所は教務の掲示板に掲示する。 
2. 本講義はガイダンス以外は秋学期の後半に行う。 
3. 本講義の定員は 30 名程度である。受講希望者が定員を超える場合は、ガイダ
ンス参加者から受講生を選抜するので、必ずガイダンスに出席すること。 

シラバスコード FB301761 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 電磁波とは何かということについて概要を理解する。 

2. 電磁波の発生と反射・吸収の仕組みについて概要を理解し、定性的な問題に答
えることができる。 
3. 偏光とは何かということについて概要を理解し、定性的な問題に答えること
ができる。 
4．電磁波が様々な現象や技術に関わっていることを理解する。 
5. 科学における予想・討論・実験の楽しさと重要性を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 科 学 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー （ 16 号 館 1 階 、 e − mail ： svc[ ア ト マ ー

ク]office.ous.ac.jp)  
もしくは  
高原周一（理学部化学科、13 号館 3 階） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Science Literacy for Citizen in Contemporary Society II 
関連科目 科学・⼯作ボランティア入門，科学ボランティア実践指導Ⅰ・Ⅱ，科学ボランテ

ィア活動 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代の科学技術になくてはならない電磁波を題材に取り上げ、予測→討論→実験

による検証という流れで双方的に授業を進行させることにより、電磁波の基本を
楽しく修得するとともに科学的なものの見方を育成する。電磁波は、天文学、化
学、物理、生物など自然科学の多くの分野に深く関係し、その知識・技術は人間
の生活の多方面で応用されている。このような電磁波の世界の分野横断的な広が
りを実感してもらう。科学についての基礎知識の修得を前提とせず、わかりやす
い説明に徹する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス： 「現代人の科学」の授業の進め方について説明する。 

2 回 電波を発生させてみよう： 電波の発生と受信について、実験を通して理解
する。 
3 回 電波とアンテナ： アンテナの原理を、実験や電波のモデルを使って理解す
る。 
4 回 電磁波と光・偏光： 偏光の発生原理と性質について、偏光板を使った実験
を通して理解する。 
5 回 偏光をキャッチしよう： 自然界や身近にある偏光について、偏光の発見の
歴史や実験と実例を通して理解するとともに、電磁波の世界についてのイメージ
を作る。 
6 回 電子レンジと電磁波（１ 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 特になし。 
3 回 前回配布された資料を読んで復習しておく。 
4 回 前回配布された資料を読んで復習しておく。 
5 回 前回配布された資料を読んで復習しておく。 
6 回 前回配布された資料を読んで復習しておく。 
7 回 前回配布された資料を読んで復習しておく。 
8 回 前回配布された資料を読んで復習しておく。 

 



年度 2014 
授業コード FB301771 
成績評価 課題提出(100%) 
曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(12〜),⼯学部(12〜),総合情報学部(12〜),生物地球学部(12〜) 
見出し FB301771 現代人の科学(環境・医療データの仮説と検証) 
担当教員名 山本 英二、高原 周一、津⽥ 敏秀＊ 
単位数 1 
教科書 なし。必要に応じてプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 因果レベル、個人と集団、決定論と蓋然性、実験と観察、反事実と因果 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 現代人の科学(環境・医療データの仮説と検証) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 医学と仮説(岩波科学ライブラリー184)／津⽥敏秀／岩波書店／2011 

医学的根拠とは何か（岩波新書新赤版 1458）／津⽥敏秀／岩波書店／2013 
授業形態 講義 
注意備考 1. 履修制限を設けることがある。（定員 100 名程度） 

2. 受講希望者は必ず初回の講義に出席すること。 
シラバスコード FB301771 
実務経験のある教員  
達成目標 環境・医療における事例研究を通じて、仮説設定とその検証における観察研究の

重要性と 
その方法論について学び、因果関係を考えるときの視点として生かせる様になる
ことが 
目標になる。 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館４Ｆ 山本英二研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Science Literacy for Citizen in Contemporary Society II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 なぜタバコやピロリ菌が発がん物質と言えるのか。放射線被曝と、その後に発症

した癌との 
因果関係はどのように証明されるのか。水俣病，O157 ⾷中毒事件、雪印低脂肪
乳⾷中毒事件 
などの具体例を通じて、「実験によるメカニズムの解明こそ科学」という陥りや



すい問題点を 
示し、因果関係の解明における観察研究の重要性を明らかにする。 
特に人の健康問題に関しては、検証可能な仮説を設定し、観察を通じて検証する
との認識が 
必要となる。因果関係とは何か、因果関係を検証するにはどうすればよいかを考
える上での、 
基本的な事項の整理と 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 授業のガイダンスをする。科学における実験と観察の違いを授業する。 

2 回 科学とは何かについて，科学と仮説をキーワードに授業する． 
3 回 ⾷中毒事件と水俣病について授業する。 
4 回 症例対照研究とオッズ比について授業する。 
5 回 クスリの効果と副作用について授業する。 
6 回 放射線の人体影響について授業する。 
7 回 医学，科学，数学，水俣病問題について授業する。 
8 回 反事実と因果モデルについて授業する。 

準備学習 シラバスを読んでおくことと、前回の内容を復習しておくこと。また、講義課題
についてインターネットで課題に関連した情報を学んでおくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FB301781 
成績評価 毎回の授業時のレポート（100％）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(12〜),⼯学部(12〜),総合情報学部(12〜),生物地球学部(12〜) 
見出し FB301781 現代人の科学(自然災害とその対応を考える) 
担当教員名 佐藤 丈晴、徳⽥ 恭子＊、高原 周一、⻄村 敬一 
単位数 1 
教科書 講義ごとに必要に応じて資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 土砂災害、地震、ソフト対策、防災、防災知識、住⺠協働型地域防災活動 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 現代人の科学(自然災害とその対応を考える) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 東日本大震災は災害名、東北地方太平洋沖地震は地震名なので、 

シラバスでは区別して記述しています。 
シラバスコード FB301781 
実務経験のある教員  
達成目標 1)最近の自然災害を知り、説明することができる。 

2)どのようなメカニズムで災害が発生するのかを説明することができる 
3)住⺠協働型地域防災活動について知り、防災知識を知る。 

受講者へのコメント  
連絡先 佐藤（生物地球学部 21 号館 6 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Science Literacy for Citizen in Contemporary Society II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 我が国は、9 割が山地、脆弱な地質、湿潤な気候、プレートの端に位置する細⻑

い島国であるため、世界でも有数の自然災害が多発する地域です。 
この狭い国土に 1 億人以上の人が生活していることから、ひとたび災害が発生す
ると被害が甚大なものとなります。 
しかしながら、自然災害の発生を抑止することはできなくても、自然災害による
被害を小さくすることはできます。 
それは、自然災害の特性を知ることで、自らの安全を確保することです。 
本講義の目的は、自然災害を実感し、その対応方法について学び、自然災害に対



する対応を考えることです 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 第１回  授業のガイダンスをする。 

2 回 第２回  100 年に 1 度の災害を考える 
2011 年に発生した東日本大震災と紀伊半島大水害について、どのような災害で
あったのか現地の写真を交えて説明する。 
3 回 第３回  近年の土砂災害の特徴と国の対応を考える 
毎年防災対策が実施されているにもかかわらず土砂災害が減少しない理由と土
砂災害対策について説明する。 
4 回 第４回  地形図を見て土砂災害の恐れのある箇所をさがそう 
地形図の等高線を見ると、以前に土砂災害が発生した場所、あるいは今斜面が動
いている箇所、こ 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 東日本大震災、紀伊半島大水害について調べておくこと。 
3 回 防災と減災 深層崩壊 土砂災害防止法について調べておくこと。 
4 回 等高線について調べておくこと。 
5 回 東北地方太平洋沖地震について調べておくこと。 
6 回 南海トラフ巨大地震について調べておくこと。 
7 回 南海トラフ巨大地震について調べておくこと。 
8 回 防災知識、住⺠協働型地域防災活動について調べておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FB301810 
成績評価 レポートの内容（70%）、発表会の内容（30%）によって評価する。発表会の評価

には、受講生相互の評価も加味する。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(12〜),⼯学部(12〜),総合情報学部(12〜),生物地球学部(12〜) 
見出し FB301810 科学・⼯作ボランティア入門 
担当教員名 高原 周一、吉村 功＊、森⽥ 明義＊、武⽥ 芳紀＊、高見 寿＊、滝澤 昇、

山口 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 楽しい実験・⼯作、科学・⼯作教室、科学ボランティア活動 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学・⼯作ボランティア入門 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「科学的とはどういうことか」板倉聖宣/著・仮説社、「仮説実験授業の ABC 楽

しい授業への招待」板倉聖宣/著・仮説社、「サイエンスシアター シリーズ」板倉
聖宣ほか/著・仮説社、「ものづくりハンドブック 1〜7」たのしい授業編集委員
会/編・仮説社、「おもしろ実験・ものづくり事典」左巻健男・内村浩/編著・東京
書籍、「小学生の 100 円ショップ大実験」学研、「大人もハマる週末面白実験」左
巻健男・滝川洋二・こうのにしき/編著・講談社 

授業形態 講義 
注意備考 1) 本講義は基本的に⽊曜日 9・10 時限目に行われるが、一部は土曜日に行う予

定であるので注意すること。 
2) 受講者が多数の場合は受講制限することがあるので、ガイダンス（＝初回の
講義）には必ず出席すること。 
3) ガイダンスおよびその後の開講日時の情報は、教務の掲示板および科学ボラ
ンティアセンターのホームページ（http://ridai-svc.org/）に掲載される。 
4) 発表会の材料費は受講生の自己負担とする。 
5) 本講義は科学ボランティアリーダー資格認定の必修の講義である。科学ボラ
ンティアリーダ 

シラバスコード FB301810 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 科学ボランティア活動の意義と楽しさを理解し、これに積極的に参加する意

欲をもつこと。 
2. 科学ボランティア活動を行う上で最低限必要となる知識・能力を身につける。 
3. 非専門分野も含む科学・技術全般に関⼼をもつ。 
4. 地域での科学ボランティア活動の現状を知る。 
5. 社会人として必要な企画力、情報収集力、問題解決力、チームワークとリーダ



ーシップ、コミュニケーション力などを身につけること。 
受講者へのコメント  
連絡先 理学部化学科 高原周一  

（13 号館 3 階、e-mail: takahara[アットマーク]chem.ous.ac.jp  
TEL: 086-256-9607） 
もしくは科学ボランティアセンター  
（16 号館 1 階、e-mail: svc[アットマーク]office.ous.ac.jp  
TEL: 086-256-9570） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Volunteer Activitiy for Science and Technology 
関連科目 科学ボランティア実践指導Ⅰ・Ⅱ（B3 群）、科学ボランティア活動（B3 群） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 科学は本来楽しいものであり、その楽しさを科学イベント等により⻘少年や一般

市⺠と共有する科学ボランティア活動が市⺠権を得るようになってきた。これ
は、科学技術立国日本の土台を揺るがしかねない⻘少年の理⼯系離れに対する有
力な対策としても注目されている。本講義では、地域で活躍している外部講師お
よび科学ボランティアセンターコーディネーターの講習により科学ボランティ
ア活動を実践的に紹介する。また、グループを組んで、自分たちで選んだ楽しい
実験・⼯作（基本的に身近な材料を使ってできるもの）を準備し、発表会で披露
してもらう 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ※ 第１回と第２回は土曜日に連続して行う。 

ガイダンス（講義内容と進め方の説明） 
理科離れの現状、科学ボランティア活動の意義について説明するとともに、地域
で行われている活動を紹介する。また、科学ボランティアリーダー資格認定制度
を説明する。本講義の過去の受講生などが準備した楽しい科学実験を体験する。 
3 回 ※ 第３回と第４回は土曜日に連続して行う。 
外部講師による講習 
講師： 内⽥ 正夫 先生（岡山県生涯学習センター「人と科学の未来館サイピ
ア」・実験担当） 
演題： 「水分子の冒険」 
内容： ティッシュ 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
3 回 本やインターネットで発表会に使えそうな実験内容を調べること。 
5 回 本やインターネットで発表会に使えそうな実験内容を調べること。 
6 回 発表会の内容についての各人の提案をレポートにまとめること。 
7 回 発表会での実験内容に関連すること（原理・類似の実験など）を調べるこ
と。 
8 回 科学・技術に関する本を読んで読書感想文を書くこと。 
9 回 各人が分担した作業（物品の確保、シナリオの作成など）を行うこと。 



10 回 企画書・発表会配布資料の原稿を作成すること。 
各人が分担し 

 



年度 2014 
授業コード FB301820 
成績評価 レポートの内容（70%）、発表会の内容（30%）によって評価する。発表会の評価

には、受講生相互の評価も加味する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(12〜),⼯学部(12〜),総合情報学部(12〜),生物地球学部(12〜) 
見出し FB301820 科学・⼯作ボランティア入門 
担当教員名 高原 周一、クルモフ バレリー、小野 忠良、吉村 功＊、森⽥ 明義＊、武

⽥ 芳紀 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 楽しい実験・⼯作、科学・⼯作教室、科学ボランティア活動 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学・⼯作ボランティア入門 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「科学的とはどういうことか」板倉聖宣/著・仮説社、「仮説実験授業の ABC 楽

しい授業への招待」板倉聖宣/著・仮説社、「サイエンスシアター シリーズ」板倉
聖宣ほか/著・仮説社、「ものづくりハンドブック 1〜7」たのしい授業編集委員
会/編・仮説社、「おもしろ実験・ものづくり事典」左巻健男・内村浩/編著・東京
書籍、「小学生の 100 円ショップ大実験」学研、「大人もハマる週末面白実験」左
巻健男・滝川洋二・こうのにしき/編著・講談社 

授業形態 講義 
注意備考 1) 本講義は基本的に土曜日に行う。 

2) 受講者が多数の場合は受講制限することがあるので、ガイダンス（＝初回の
講義）には必ず出席すること。 
3) ガイダンスおよびその後の開講日時の情報は、教務の掲示板および科学ボラ
ンティアセンターのホームページ（http://ridai-svc.org/）に掲載される。 
4) 発表会の材料費は受講生の自己負担とする。 
5) 本講義は科学ボランティアリーダー資格認定の必修の講義である。科学ボラ
ンティアリーダー資格認定制度については、科学ボランティアセンターのホーム
ページに 

シラバスコード FB301820 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 科学ボランティア活動の意義と楽しさを理解し、これに積極的に参加する意

欲をもつこと。 
2. 科学ボランティア活動を行う上で最低限必要となる知識・能力を身につける。 
3. 非専門分野も含む科学・技術全般に関⼼をもつ。 
4. 地域での科学ボランティア活動の現状を知る。 
5. 社会人として必要な企画力、情報収集力、問題解決力、チームワークとリーダ



ーシップ、コミュニケーション力などを身につけること。 
受講者へのコメント  
連絡先 理学部化学科 高原周一  

（13 号館 3 階、e-mail: takahara[アットマーク]chem.ous.ac.jp  
TEL: 086-256-9607） 
もしくは科学ボランティアセンター  
（16 号館 1 階、e-mail: svc[アットマーク]office.ous.ac.jp  
TEL: 086-256-9570） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Volunteer Activitiy for Science and Technology 
関連科目 科学ボランティア実践指導Ⅰ・Ⅱ（B3 群）、科学ボランティア活動（B3 群） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 科学は本来楽しいものであり、その楽しさを科学イベント等により⻘少年や一般

市⺠と共有する科学ボランティア活動が市⺠権を得るようになってきた。これ
は、科学技術立国日本の土台を揺るがしかねない⻘少年の理⼯系離れに対する有
力な対策としても注目されている。本講義では、地域で活躍している外部講師お
よび科学ボランティアセンターコーディネーターの講習により科学ボランティ
ア活動を実践的に紹介する。また、グループを組んで、自分たちで選んだ楽しい
実験・⼯作（基本的に身近な材料を使ってできるもの）を準備し、発表会で披露
してもらう 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス（講義内容と進め方の説明） 

理科離れの現状、科学ボランティア活動の意義について説明するとともに、地域
で行われている活動を紹介する。また、科学ボランティアリーダー資格認定制度
を説明する。本講義の過去の受講生などが準備した楽しい科学実験を体験する。 
3 回 外部講師による講習 
講師： 内⽥ 正夫 先生（岡山県生涯学習センター「人と科学の未来館サイピ
ア」・実験担当） 
演題： 「水分子の冒険」 
内容： ティッシュペーパーとコップなどの身近な材料を使った実験と、水分子
の１億倍の模型を使って、水の動きを 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
3 回 本やインターネットで発表会に使えそうな実験内容を調べること。 
5 回 発表会の内容についての各人の提案をレポートにまとめること。 
7 回 発表会での実験内容に関連すること（原理・類似の実験など）を調べるこ
と。 
科学・技術に関する本を読んで読書感想文を書くこと。 
9 回 各人が分担した作業（物品の確保、シナリオの作成など）を行うこと。 
企画書・発表会配布資料の原稿を作成すること。 
11 回 各人が分担した作業（物品の確保、シナリオの作成など）を行うこと。 



企画書・発表会配布資 
 



年度 2014 
授業コード FB301910 
成績評価 個人評価：各自作成する毎回活動レポートとポートフォリオを担当教員が評価す

る（40%）。 
科学イベントでの科学ボランティア体験の活動報告書(10%)と事後自己評価
(10%)。 
班評価：科学イベントでの教員評価(20%）と受講生相互の評価(20%)。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(12〜),⼯学部(12〜),総合情報学部(12〜),生物地球学部(12〜) 
見出し FB301910 科学ボランティア実践指導Ⅰ 
担当教員名 山口 一裕、米⽥ 稔、高原 周一、クルモフ バレリー、小野 忠良、竹崎 誠、

齋藤 
単位数 1 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 地域での実践 科学博物園 科学イベント 科学ボランティア 楽しい科学実験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学ボランティア実践指導Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 全体講義(1 回目・2 回目)は土曜日の午後に行う予定であるが、科学イベント準

備はチームごとに担当教員と相談して日時を決定する。受講者が多数の場合は受
講制限することがあるので、初回の講義（別途掲示）は 必ず出席すること。この
授業は本学の科学ボランティアリーダー認定の必修科目である。 
科学ボランティアリーダー認定制度については、以下のサイトに説明がある。 
http://ridai-svc.org 

シラバスコード FB301910 
実務経験のある教員  
達成目標 1) 地域の科学ボランティア活動に積極的に参画・協力する意欲をもつ。 

2) 科学イベントへのブースの出展が、教材開発・選定から準備、実施まで自力で
できるようになる。 
3) 科学イベントへのブースの出展に必要な科学的知識を習得することができ
る。 
4) 社会人として必要な企画力、情報収集力、問題解決力、チームワーク、リーダ
ーシップ、コミュニケーション力などを身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 科学ボランティアセンター 

（16 号館 1 階、e−mail：svc[アトマーク]office.ous.ac.jp) 
もしくは理学部基礎理学科 山口一裕 



（7 号館 1 階、e-mail:yamaguti〔アトマーク〕das.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practical Course for Science Educational Volunteer Activitie I 
関連科目 科学・⼯作ボランティア入門、科学ボランティア実践指導Ⅱ、ボランティア活動

（認定科目、B2 群） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 チームを組んで地域などで開催される科学イベント（例えば本学の大学祭企画

「わくわく科学の広場」など）で科学ボランティア活動を 2 時間以上実践する（主
にブース出展形式）。この科学ボランティア活動を安全かつ効果的に実施できる
よう、主にチームごとに決めた指導教員が手厚く事前・事後指導を行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  ガイダンス（講義内容と進め方の説明）理科大学認定資格：科学ボランテ

ィアリーダーとは？ 出展可能な科学イベント（科学博物園など）の紹介 
2 回  チームおよび指導教員の決定 
3 回  科学イベント準備（１） チーム毎に他のメンバーに書籍紹介を行う。出展
内容決定 毎回活動レポート作成 
4 回  科学イベント準備（２） 実験器具およびプレゼンテーションなどの準備 
毎回活動レポート作成 
5 回  科学イベント準備（３） 発表会予行演習 毎回活動レポート作成 
6 回  科学イベント準備（４） 仕上げ 事前レポートと実 

準備学習 1 回 科学⼯作ボランティア入門の授業の復習をすること。このシラバスを読ん
で授業内容と科学ボランティアリーダーについて理解しておくこと。 
2 回 第 1 回授業で紹介された科学イベントでどのような実験をしたいかを考え
ておく。チームメンバーが決定している場合は実験内容を決定するための話合い
をグループで行っておくこと。関⼼のある分野の自然科学の書籍を読んでおくこ
と。 
3 回 チーム内での事前準備 実験内容決定のための情報を書籍やインターネッ
トで収集する。 
4 回 チーム内での事前準備 実験に必要な器具や予備実験の内容を考 

 



年度 2014 
授業コード FB302010 
成績評価 毎回の授業において自己の活動をレポートとして提出する。科学イベントでの科

学ボランティア体験の活動報告書で総合評価する。 
報告書の記載内容は，(1)活動日時・場所・実働時間、(2)活動内容(詳細に)、(3)
活動の自己評価(400 字程度)などである。イベントでの評価は、活動報告書とと
もに教員の評価ならびに受講生相互の評価も加味する。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(12〜),⼯学部(12〜),総合情報学部(12〜),生物地球学部(12〜) 
見出し FB302010 科学ボランティア実践指導Ⅱ 
担当教員名 滝澤 昇、山口 一裕、米⽥ 稔、高原 周一、クルモフ バレリー、小野 忠

良、吉村 
単位数 1 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 地域での実践 科学イベント 科学ボランティア 楽しい科学実験 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 科学ボランティア独自のアンケートを実施しており、それについては科学ボラン

ティアセンターの年次報告にまとめて行います。 
科目名 科学ボランティア実践指導Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。科学ボランティアセンターには、関連する図書・資料が多数あ

りますので、利用して下さい。 
授業形態 実験実習 
注意備考 ・受講希望者は必ず前期の初めに開催されるガイダンスに参加し、前期に履修登

録すること。前期期間中に実践の機会が得られなかった場合は、前期の受講届け
は取り消されるので、後期に受講することができる。 
・主にチームごとに決めた指導教員が事前・事後指導を行う。 
・講義(ガイダンス等)は基本的に土曜日の午後に行うが、科学イベント準備はチ
ームごとに担当教員と相談して日時を決定する。受講者が多数の場合は受講制限
することがあるので、初回の講義（別途掲示）は 必ず出席すること。 
・この授業は本学の科学ボランティアリーダー認定 

シラバスコード FB302010 
実務経験のある教員  
達成目標 1) 地域の科学ボランティア活動に積極的に参画・協力する意欲をもつこと。 

2) 科学実験教室や科学実験ショーが、教材開発・選定から準備、実施まで自力で
できるようになること。 
3) 科学実験教室や科学実験ショーの実施に必要な科学的知識を習得することが
できること。 
4) 社会人として必要な企画力、情報収集力、問題解決力、チームワークとリーダ
ーシップ、コミュニケーション力などを身につけること。 



受講者へのコメント 担当の先生からの評価・コメント見ると、皆さんの活躍の様子が目に浮かぶよう
です 

連絡先 ○⼯学部 バイオ・応用化学科 滝澤 昇研究室：12 号館５階電話：086-256-
9552 
電子メール：takizawan[アトマーク]dac.ous.ac.jp 
○科学ボランティアセンター所在：16 号館１階電話：086-256-9570 
電子メール：ｓｖｃ[アトマーク]office.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 初回のオリエンテーション時以外はそれぞれの担当の先生に分かれて随時指導
を受け、最終実践日まちまちでありるため、指定期間中に のアンケート実施が
不可能なため、実施してしない。 

英文科目名 Practical Course for Science Educational Volunteer Activitie II 
関連科目 科学・⼯作ボランティア入門、科学ボランティア実践指導 Ｉ 、科学ボランテ

ィア活動 
次回に向けての改善変更予定 特にはなし 
講義目的 チームを組んで地域などで開催される科学イベントで講師として科学ボランテ

ィア活動を２時間以上実践する（現地での準備時間等を含む。ただし 40 分以上
の教室形式、またはサイエンスショーを実践する）ことができるようになること。
またこの科学ボランティア活動を安全かつ効果的に実施できるようなること。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス（講義内容と進め方の説明を受けこの講義の意義と進め方を理

解する。 
また理科大学認定資格：科学ボランティアリーダーの詳細説明と出展可能な科学
イベントの紹介をうける。 
2 回 チームおよび指導教員が決定され、各グループで活動方針・内容についての
討論をする。 
3 回 科学イベント準備（１）： 出展内容を決定し 、次回までにメンバー各自が
やっておくべきこと（宿題）を決める。 
4 回 科学イベント準備（２）： 事前準備に基づいて実験器具およびプレゼンテー
ションなどの準備・練習をし、次回までの宿題を決める。 

準備学習 1 回 このシラバスをよく読んでこの講義の内容を理解するとともに、「科学ボラ
ンティアリーダー」について理解しておくこと。 
2 回 第１回ガイダンスで紹介された情報に基づいて、どのイベントで、どのよう
な活動をしたいかを考ておくこと。 
3 回 前回の討論に基づいて、内容を各自考案し、チームメンバーと情報を交換し
ておくこと。 
4 回 各自持ち帰った宿題をすること。さらに必要に応じ、随時チーム打ち合わせ
を持つこと。 
6 回 各自持ち帰った宿題をすること。さらに必要に応じ、随時チーム打ち合わせ
を持つこと。 
7 回 本番に備え、 



 



年度 2014 
授業コード FB302020 
成績評価 毎回の授業において自己の活動をレポートとして提出する。科学イベントでの科

学ボランティア体験の活動報告書で総合評価する。 
報告書の記載内容は，(1)活動日時・場所・実働時間、(2)活動内容(詳細に)、(3)
活動の自己評価(400 字程度)などである。イベントでの評価は、活動報告書とと
もに教員の評価ならびに受講生相互の評価も加味する。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(12〜),⼯学部(12〜),総合情報学部(12〜),生物地球学部(12〜) 
見出し FB302020 科学ボランティア実践指導Ⅱ 
担当教員名 滝澤 昇、山口 一裕、米⽥ 稔、高原 周一、クルモフ バレリー、小野 忠

良、吉村 
単位数 1 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 地域での実践 科学イベント 科学ボランティア 楽しい科学実験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学ボランティア実践指導Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。科学ボランティアセンターには、関連する図書・資料が多数あ

りますので、利用して下さい。 
授業形態 実験実習 
注意備考 ・この授業は、前期に何らかの理由で受講できない者を対象とします。後期を希

望する場合でも必ず前期の初めに開催されるガイダンスに参加し、担当教員と打
ち合わせる、前期に履修登録すること。前期期間中に実践の機会が得られなかっ
た場合は、前期の受講届けは取り消されるので、後期に受講することができる。 
・主にチームごとに決めた指導教員が事前・事後指導を行う。 
・講義(ガイダンス等)は基本的に土曜日の午後に行うが、科学イベント準備はチ
ームごとに担当教員と相談して日時を決定する。受講者が多数の場合は受講制限
することがあるの 

シラバスコード FB302020 
実務経験のある教員  
達成目標 1) 地域の科学ボランティア活動に積極的に参画・協力する意欲をもつこと。 

2) 科学実験教室や科学実験ショーが、教材開発・選定から準備、実施まで自力で
できるようになること。 
3) 科学実験教室や科学実験ショーの実施に必要な科学的知識を習得することが
できること。 
4) 社会人として必要な企画力、情報収集力、問題解決力、チームワークとリーダ
ーシップ、コミュニケーション力などを身につけること。 

受講者へのコメント  



連絡先 ○⼯学部 バイオ・応用化学科 滝澤 昇研究室：12 号館５階電話：086-256-
9552 
電子メール：takizawan[アトマーク]dac.ous.ac.jp 
○科学ボランティアセンター所在：16 号館１階電話：086-256-9570 
電子メール：ｓｖｃ[アトマーク]office.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practical Course for Science Educational Volunteer Activitie II 
関連科目 科学・⼯作ボランティア入門、科学ボランティア実践指導 Ｉ 、科学ボランテ

ィア活動 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 チームを組んで地域などで開催される科学イベントで講師として科学ボランテ

ィア活動を２時間以上実践する（現地での準備時間等を含む。ただし 40 分以上
の教室形式、またはサイエンスショーを実践する）ことができるようになること。
またこの科学ボランティア活動を安全かつ効果的に実施できるようなること。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス（講義内容と進め方の説明を受けこの講義の意義と進め方を理

解する。 
また理科大学認定資格：科学ボランティアリーダーの詳細説明と出展可能な科学
イベントの紹介をうける。 
2 回 チームおよび指導教員が決定され、各グループで活動方針・内容についての
討論をする。 
3 回 科学イベント準備（１）： 出展内容を決定し 、次回までにメンバー各自が
やっておくべきこと（宿題）を決める。 
4 回 科学イベント準備（２）： 事前準備に基づいて実験器具およびプレゼンテー
ションなどの準備・練習をし、次回までの宿題を決める。 

準備学習 1 回 このシラバスをよく読んでこの講義の内容を理解するとともに、「科学ボラ
ンティアリーダー」について理解しておくこと。 
2 回 第１回ガイダンスで紹介された情報に基づいて、どのイベントで、どのよう
な活動をしたいかを考ておくこと。 
3 回 前回の討論に基づいて、内容を各自考案し、チームメンバーと情報を交換し
ておくこと。 
4 回 各自持ち帰った宿題をすること。さらに必要に応じ、随時チーム打ち合わせ
を持つこと。 
6 回 各自持ち帰った宿題をすること。さらに必要に応じ、随時チーム打ち合わせ
を持つこと。 
7 回 本番に備え、 

 



年度 2014 
授業コード FB302110 
成績評価 本学および地域で行った科学ボランティア活動の活動時間・件数（20%）および

活動報告書（30%）  
成果発表会の企画書（10%）および発表内容（40%） 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(12〜),⼯学部(12〜),総合情報学部(12〜),生物地球学部(12〜) 
見出し FB302110 科学ボランティア活動 
担当教員名 高原 周一、クルモフ バレリー、菅野 幸夫、小野 忠良、衣笠 哲也、高橋 

亮雄、 
単位数 1 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 地域貢献 科学イベント 科学実験教室 成果発表会 科学ボランティアリーダ

ー 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学ボランティア活動 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 1) この科目は本学の科学ボランティアリーダー認定制度の必修科目である。 

2) 成果発表会までに科学ボランティア活動の活動時間数が 24 時間に達する見
込みのある学生が履修すること。 
3) 科学・⼯作ボランティア入門、科学ボランティア実践指導Ⅰ・Ⅱの単位を修得
済か履修中であることが望ましい。 
4) 科学ボランティア活動部分（2〜13 回目）については 1 年次から活動を認め
る。ただし、科学ボランティア活動の説明会（科学・⼯作ボランティア入門の講
義の 1 回目）に参加するか科学ボランティアセンターでの講習を受けた後に活動 

シラバスコード FB302110 
実務経験のある教員  
達成目標 1) 地域の科学教育振興に貢献する意欲をもつ。  

2) 科学実験教室や科学イベントを自ら企画・運営することができる。 
3) 科学実験教室や科学イベントで使える教材を 5 つ以上知っている。 
4) 社会人として必要な企画力、情報収集力、問題解決力、チームワークとリーダ
ーシップ、コミュニケーション力などをもっている。 

受講者へのコメント  
連絡先 科学ボランティアセンター  

 所在：16 号館１階  
 電話：086-256-9570  
 電子メール：ｓｖｃ[アトマーク]office.ous.ac.jp 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Science Educational Volunteer Activitie 
関連科目 科学・⼯作ボランティア入門、科学ボランティア実践指導Ｉ・Ⅱ（B3 群） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地域で開催される科学イベントや科学実験教室にボランティアとして参加する

ことで地域の科学教育振興に貢献することを目的とする。 
この活動を通して、楽しい科学実験・⼯作の知識と技術、企画力、情報収集力、
問題解決力、チームワークとリーダーシップ、コミュニケーション力などの科学
ボランティア活動に必要な能力の向上を図る。 
最後に、これまでの科学ボランティア活動のまとめとして成果発表会を行い、達
成目標に掲げた能力が獲得されていることを判定する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 科学ボランティア活動に関する説明、成果発表会の説明 

科学ボランティアリーダー資格認定についての説明 
2 回 地域で 24 時間以上の科学ボランティア活動を行う。この中で少なくとも 1
回は、科学ボランティア実践指導ⅠおよびⅡで扱ったテーマ以外で、科学教室（サ
イエンスショーも含む）の講師もしくはブース出展責任者を務めること。 
14 回 成果発表会の準備を行う。企画書およびプレゼン用資料を作成する。 
15 回 成果発表会を行う。 

準備学習 1 回 このシラバスをよく読んでこの講義の内容を理解するとともに、本学の「科
学ボランティアリーダー養成事業」について理解しておくこと 
2 回 参加する科学ボランティア活動の事前申請および準備を行う。活動参加後
に所定の様式で報告書を作成し、速やかに科学ボランティアセンターまで提出す
ること。 
14 回 これまでの科学ボランティア活動についてまとめ、科学ボランティアリー
ダー認定申請書および科学ボランティア活動実績報告書を作成する。 
15 回 企画書を完成させる。成果発表会の準備を行う。成果発表会で行う実験・
⼯作等につい 

 



年度 2014 
授業コード FB302120 
成績評価 本学および地域で行った科学ボランティア活動の活動時間・件数（20%）および

活動報告書（30%）  
成果発表会の企画書（10%）および発表内容（40%） 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(12〜),⼯学部(12〜),総合情報学部(12〜),生物地球学部(12〜) 
見出し FB302120 科学ボランティア活動 
担当教員名 高原 周一、クルモフ バレリー、菅野 幸夫、小野 忠良、衣笠 哲也、高橋 

亮雄、 
単位数 1 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 地域貢献 科学イベント 科学実験教室 成果発表会 科学ボランティアリーダ

ー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学ボランティア活動 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 1) この科目は本学の科学ボランティアリーダー認定制度の必修科目である。 

2) 成果発表会までに科学ボランティア活動の活動時間数が 24 時間に達する見
込みのある学生が履修すること。 
3) 科学・⼯作ボランティア入門、科学ボランティア実践指導Ⅰ・Ⅱの単位を修得
済か履修中であることが望ましい。 
4) 科学ボランティア活動部分（2〜13 回目）については 1 年次から活動を認め
る。ただし、科学ボランティア活動の説明会（科学・⼯作ボランティア入門の講
義の 1 回目）に参加するか科学ボランティアセンターでの講習を受けた後に活動 

シラバスコード FB302120 
実務経験のある教員  
達成目標 1) 地域の科学教育振興に貢献する意欲をもつ。  

2) 科学実験教室や科学イベントを自ら企画・運営することができる。 
3) 科学実験教室や科学イベントで使える教材を 5 つ以上知っている。 
4) 社会人として必要な企画力、情報収集力、問題解決力、チームワークとリーダ
ーシップ、コミュニケーション力などをもっている。 

受講者へのコメント  
連絡先 科学ボランティアセンター  

 所在：16 号館１階  
 電話：086-256-9570  電子メール：ｓｖｃ[アトマーク]office.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見  
英文科目名 Science Educational Volunteer Activitie 
関連科目 科学・⼯作ボランティア入門、科学ボランティア実践指導Ｉ・Ⅱ（B3 群） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地域で開催される科学イベントや科学実験教室にボランティアとして参加する

ことで地域の科学教育振興に貢献することを目的とする。 
この活動を通して、楽しい科学実験・⼯作の知識と技術、企画力、情報収集力、
問題解決力、チームワークとリーダーシップ、コミュニケーション力などの科学
ボランティア活動に必要な能力の向上を図る。 
最後に、これまでの科学ボランティア活動のまとめとして成果発表会を行い、達
成目標に掲げた能力が獲得されていることを判定する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 科学ボランティア活動に関する説明、成果発表会の説明 

科学ボランティアリーダー資格認定についての説明 
2 回 地域で 24 時間以上の科学ボランティア活動を行う。この中で少なくとも 1
回は、科学ボランティア実践指導ⅠおよびⅡで扱ったテーマ以外で、科学教室（サ
イエンスショーも含む）の講師もしくはブース出展責任者を務めること。 
14 回 成果発表会の準備を行う。企画書およびプレゼン用資料を作成する。 
15 回 成果発表会を行う。 

準備学習 1 回 このシラバスをよく読んでこの講義の内容を理解するとともに、本学の「科
学ボランティアリーダー養成事業」について理解しておくこと 
2 回 参加する科学ボランティア活動の事前申請および準備を行う。活動参加後
に所定の様式で報告書を作成し、速やかに科学ボランティアセンターまで提出す
ること。 
14 回 これまでの科学ボランティア活動についてまとめ、科学ボランティアリー
ダー認定申請書および科学ボランティア活動実績報告書を作成する。 
15 回 企画書を完成させる。成果発表会の準備を行う。成果発表会で行う実験・
⼯作等につい 

 



年度 2014 
授業コード FC000110 
成績評価 平素の学習の取り組み（提出物）（10〜15％）、課題の作成と提出（15〜35％）、

定期試験の評定点（55〜75％）を総合して評価する。なお、これらの比率は受講
状況により見直すことがある。 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),生物

化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),動物学科(〜14),バイオ・応用化学科(〜14),
機械システム⼯学科(〜14),電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),知能
機械⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),建築学科(〜14),総合情報学部(〜14),生
物地球学部(〜14),教職特別課程(〜14) 

見出し FC000110 教育学原論 
担当教員名 皿⽥ 琢司 
単位数 2 
教科書 現代社会における人間と教育―理論と実践の探究／曽我 雅比児・皿⽥ 琢司

（編著）／大学教育出版／9784864291392 
アクティブラーニング  
キーワード 教育観、教育理念、教育史、教育思想、教育職員免許法、教職課程、公教育、社

会教育、生涯学習、博物館学芸員課程、博物館法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育学原論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ○取得をめざす資格の特性を理解し、高い目的意識をもって学業に取り組む態 

 度が求められる。 
○日ごろから新聞に目を通すこと、特に専攻分野と教育に関する記事に親しむ 
 ことが望ましい。 
○専攻分野の意義・魅力等を広い視野から伝えられるよう読書を励行している 
 ことが望ましい。 
○授業内容の理解にあたっては、普段の学業・読書等との関連を意識すること 
 が望ましい。 
○授業内容の復習にあたっては、教育にかかわる具体的な言動への反映を意識 
 することが望ましい。 
○指導計画は受講状況により変更することがある。 
○ 

シラバスコード FC000110 
実務経験のある教員  
達成目標 ○人間にとってなぜ教育が必要であるかを説明することができる。 

○教育思想や教育観を中⼼とした教育史の大要を整理することができる。 



○教育の目的・目標、内容、方法がどのような要素から成り立ってきたかを 
 説明することができる。 
○公教育を成り立たせてきた基本的な考え方について説明することができる。 
○望ましい教育のあり方を考えるための基本的な手がかりについて説明する 
 ことができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 １３号館３階皿⽥研究室 salad＠chem.ous.ac.jp 086-256-9714 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Principles of Education 
関連科目 ○基礎理学科生は教育基礎論（Ａ群科目）を履修すること。 

○教員免許状または博物館学芸員資格の希望者を対象とする。本科目担当教員 
 は２名であるが、教員免許状の取得を希望せず学芸員資格の取得のみを希望 
 する者は、皿⽥担当の教育学原論を受講すること。 
○教員免許状の取得を希望する１年次生は、本年度中に１年次開講Ｃ群科目を 
 すべて修得することが望ましい。 
○学芸員資格取得を希望する１年次生は、本年度中に１年次開講Ｄ群科目をす 
 べて修得することが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的  教育職員免許法施行規則第６条及び博物館法施行規則第１条に基づき、学校の

教員または社会教育の指導系職員に求められる教育の基礎理論のうち教育（生涯
学習に関するものを含む。）の理念並びに教育に関する歴史及び思想を（受講者
が）修得することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。本科目を学ぶ意義と目的について説明する。 

2 回 教育とは何か(1)。教育の意義と理念について説明する。 
3 回 教育とは何か(2)。近代教育思想を概観しながら教育観を考察する。 
4 回 社会の動向と教育目的の関連について、年表を通して考察する。 
5 回 教育の歴史と思想(1)。⻄洋の教育目的観の変遷について説明する。 
6 回 教育の歴史と思想(2)。日本の教育目的観の変遷について説明する。 
7 回 「教育を受ける権利」を支える(1)。公教育思想の形成・発展と基本的な考
え方について説明する。 

準備学習 1 回 取得をめざす資格に必要とされる資質能力の範囲や水準について見通しを
もつとともに、シラバスと教科書に目を通し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通して所定の課題に
取り組むとともに、自らの知識と経験にもとづいて教育という営みの特徴を整理
しておくこと。 
3 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通して前時までの復
習と所定の課題に取り組むとともに、教育目的の特徴を他の諸活動の目的と比較
して整理しておくこと。その際、各自の専攻分野の知識・技能 

 



年度 2014 
授業コード FC000120 
成績評価 平素の学習の取り組み（提出物）（10〜15％）、課題の作成と提出（15〜35％）、

定期試験の評定点（55〜75％）を総合して評価する。なお、これらの比率は受講
状況により見直すことがある。 

曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),生物

化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),動物学科(〜14),バイオ・応用化学科(〜14),
機械システム⼯学科(〜14),電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),知能
機械⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),建築学科(〜14),総合情報学部(〜14),生
物地球学部(〜14),教職特別課程(〜14) 

見出し FC000120 教育学原論 
担当教員名 皿⽥ 琢司 
単位数 2 
教科書 現代社会における人間と教育―理論と実践の探究／曽我 雅比児・皿⽥ 琢司

（編著）／大学教育出版／9784864291392 
アクティブラーニング  
キーワード 教育観、教育理念、教育史、教育思想、教育職員免許法、教職課程、公教育、社

会教育、生涯学習、博物館学芸員課程、博物館法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育学原論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ○取得をめざす資格の特性を理解し、高い目的意識をもって学業に取り組む態 

 度が求められる。 
○日ごろから新聞に目を通すこと、特に専攻分野と教育に関する記事に親しむ 
 ことが望ましい。 
○専攻分野の意義・魅力等を広い視野から伝えられるよう読書を励行している 
 ことが望ましい。 
○授業内容の理解にあたっては、普段の学業・読書等との関連を意識すること 
 が望ましい。 
○授業内容の復習にあたっては、教育にかかわる具体的な言動への反映を意識 
 することが望ましい。 
○指導計画は受講状況により変更することがある。 
○ 

シラバスコード FC000120 
実務経験のある教員  
達成目標 ○人間にとってなぜ教育が必要であるかを説明することができる。 

○教育思想や教育観を中⼼とした教育史の大要を整理することができる。 



○教育の目的・目標、内容、方法がどのような要素から成り立ってきたかを 
 説明することができる。 
○公教育を成り立たせてきた基本的な考え方について説明することができる。 
○望ましい教育のあり方を考えるための基本的な手がかりについて説明する 
 ことができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 １３号館３階皿⽥研究室 salad＠chem.ous.ac.jp 086-256-9714 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Principles of Education 
関連科目 ○基礎理学科生は教育基礎論（Ａ群科目）を履修すること。 

○教員免許状または博物館学芸員資格の希望者を対象とする。本科目担当教員 
 は２名であるが、教員免許状の取得を希望せず学芸員資格の取得のみを希望 
 する者は、皿⽥担当の教育学原論を受講すること。 
○教員免許状の取得を希望する１年次生は、本年度中に１年次開講Ｃ群科目を 
 すべて修得することが望ましい。 
○学芸員資格取得を希望する１年次生は、本年度中に１年次開講Ｄ群科目をす 
 べて修得することが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的  教育職員免許法施行規則第６条及び博物館法施行規則第１条に基づき、学校の

教員または社会教育の指導系職員に求められる教育の基礎理論のうち教育（生涯
学習に関するものを含む。）の理念並びに教育に関する歴史及び思想を（受講者
が）修得することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。本科目を学ぶ意義と目的について説明する。 

2 回 教育とは何か(1)。教育の意義と理念について説明する。 
3 回 教育とは何か(2)。近代教育思想を概観しながら教育観を考察する。 
4 回 社会の動向と教育目的の関連について、年表を通して考察する。 
5 回 教育の歴史と思想(1)。⻄洋の教育目的観の変遷について説明する。 
6 回 教育の歴史と思想(2)。日本の教育目的観の変遷について説明する。 
7 回 「教育を受ける権利」を支える(1)。公教育思想の形成・発展と基本的な考
え方について説明する。 

準備学習 1 回 取得をめざす資格に必要とされる資質能力の範囲や水準について見通しを
もつとともに、シラバスと教科書に目を通し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通して所定の課題に
取り組むとともに、自らの知識と経験にもとづいて教育という営みの特徴を整理
しておくこと。 
3 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通して前時までの復
習と所定の課題に取り組むとともに、教育目的の特徴を他の諸活動の目的と比較
して整理しておくこと。その際、各自の専攻分野の知識・技能 

 



年度 2014 
授業コード FC000130 
成績評価 課題提出等普段の受講態度についての評価(30%)と試験の得点(70%)をあわせて

評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),生物

化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),動物学科(〜14),バイオ・応用化学科(〜14),
機械システム⼯学科(〜14),電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),知能
機械⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),建築学科(〜14),総合情報学部(〜14),生
物地球学部(〜14),教職特別課程(〜14) 

見出し FC000130 教育学原論 
担当教員名 曽我 雅比児 
単位数 2 
教科書 現代社会における人間と教育ー理論と実践の探究ー／曽我雅比児・皿⽥琢司編／

大学教育出版／9784864291392 
アクティブラーニング  
キーワード 教育目的、教育内容、教育方法、教育評価、教員の職務 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育学原論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 教師に必要な意欲的かつ研究的態度を受講者にも求める。 
シラバスコード FC000130 
実務経験のある教員  
達成目標 ・人間にとってなぜ教育が必要かを理解する。 

・教育観は大きくは、「教」を重視する立場と「育」を重視する立場の、２つに分
かれることを理解する。 
・人類の教育史の大まかな流れを把握する。 
・カリキュラムの法制と主たる学習理論を把握する。 
・学校の管理運営や教員の服務についての基本的な事柄を把握する。 

受講者へのコメント  
連絡先 14 号館 4 階 曽我研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Principles of Education 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 今日の学校教育を成り立たしめている事柄についての基礎的認識の獲得を目標
にすえる。講義のプロセスは、義務教育制度の成立と発展という観点から、学校
教育の理念や目標、教育内容と方法に関する諸理論、学校の管理や運営、教員の
本務等を考察する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション−教職の魅力を紹介する。 

2 回 教育とは何か１―教育の必要性と可能性を概説する。 
3 回 教育とは何か２―２つの教育観を概説する。 
4 回 教育の目的（理想的人間像）１―⻄洋の場合を概説する。 
5 回 教育の目的（理想的人間像）２―日本の場合を概説する。 
6 回 現代学校の種類、体系、目的を概説する。 
7 回 これまでのまとめと中間テストをする。 
8 回 教育の内容１−カリキュラムの意義と理論を概説する。 
9 回 教育の内容２−教育課程の法制を概説する。 
10 回 教育の内容３−学習指導要領の変遷 

準備学習 1 回 特に必要なし 
2 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
3 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
4 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
5 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
6 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
7 回 試験の準備をすること。 
8 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
9 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
10 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
11 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
12 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこ 

 



年度 2014 
授業コード FC000140 
成績評価 平素の学習の取り組み（提出物）（10〜15％）、課題の作成と提出（15〜35％）、

定期試験の評定点（55〜75％）を総合して評価する。なお、これらの比率は受講
状況により見直すことがある。 

曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),生物

化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),動物学科(〜14),バイオ・応用化学科(〜14),
機械システム⼯学科(〜14),電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),知能
機械⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),建築学科(〜14),総合情報学部(〜14),生
物地球学部(〜14),教職特別課程(〜14) 

見出し FC000140 教育学原論 
担当教員名 皿⽥ 琢司 
単位数 2 
教科書 現代社会における人間と教育―理論と実践の探究／曽我 雅比児・皿⽥ 琢司

（編著）／大学教育出版／9784864291392 
アクティブラーニング  
キーワード 教育観、教育理念、教育史、教育思想、教育職員免許法、教職課程、公教育、社

会教育、生涯学習、博物館学芸員課程、博物館法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育学原論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ○取得をめざす資格の特性を理解し、高い目的意識をもって学業に取り組む態 

 度が求められる。 
○日ごろから新聞に目を通すこと、特に専攻分野と教育に関する記事に親しむ 
 ことが望ましい。 
○専攻分野の意義・魅力等を広い視野から伝えられるよう読書を励行している 
 ことが望ましい。 
○授業内容の理解にあたっては、普段の学業・読書等との関連を意識すること 
 が望ましい。 
○授業内容の復習にあたっては、教育にかかわる具体的な言動への反映を意識 
 することが望ましい。 
○指導計画は受講状況により変更することがある。 
○ 

シラバスコード FC000140 
実務経験のある教員  
達成目標 ○人間にとってなぜ教育が必要であるかを説明することができる。 

○教育思想や教育観を中⼼とした教育史の大要を整理することができる。 



○教育の目的・目標、内容、方法がどのような要素から成り立ってきたかを 
 説明することができる。 
○公教育を成り立たせてきた基本的な考え方について説明することができる。 
○望ましい教育のあり方を考えるための基本的な手がかりについて説明する 
 ことができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 １３号館３階皿⽥研究室 salad＠chem.ous.ac.jp 086-256-9714 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Principles of Education 
関連科目 ○基礎理学科生は教育基礎論（Ａ群科目）を履修すること。 

○教員免許状または博物館学芸員資格の希望者を対象とする。本科目担当教員 
 は２名であるが、教員免許状の取得を希望せず学芸員資格の取得のみを希望 
 する者は、皿⽥担当の教育学原論を受講すること。 
○教員免許状の取得を希望する１年次生は、本年度中に１年次開講Ｃ群科目を 
 すべて修得することが望ましい。 
○学芸員資格取得を希望する１年次生は、本年度中に１年次開講Ｄ群科目をす 
 べて修得することが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的  教育職員免許法施行規則第６条及び博物館法施行規則第１条に基づき、学校の

教員または社会教育の指導系職員に求められる教育の基礎理論のうち教育（生涯
学習に関するものを含む。）の理念並びに教育に関する歴史及び思想を（受講者
が）修得することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。本科目を学ぶ意義と目的について説明する。 

2 回 教育とは何か(1)。教育の意義と理念について説明する。 
3 回 教育とは何か(2)。近代教育思想を概観しながら教育観を考察する。 
4 回 社会の動向と教育目的の関連について、年表を通して考察する。 
5 回 教育の歴史と思想(1)。⻄洋の教育目的観の変遷について説明する。 
6 回 教育の歴史と思想(2)。日本の教育目的観の変遷について説明する。 
7 回 「教育を受ける権利」を支える(1)。公教育思想の形成・発展と基本的な考
え方について説明する。 

準備学習 1 回 取得をめざす資格に必要とされる資質能力の範囲や水準について見通しを
もつとともに、シラバスと教科書に目を通し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通して所定の課題に
取り組むとともに、自らの知識と経験にもとづいて教育という営みの特徴を整理
しておくこと。 
3 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通して前時までの復
習と所定の課題に取り組むとともに、教育目的の特徴を他の諸活動の目的と比較
して整理しておくこと。その際、各自の専攻分野の知識・技能 

 



年度 2014 
授業コード FC000150 
成績評価 平素の学習の取り組み（提出物）（10〜15％）、課題の作成と提出（15〜35％）、

定期試験の評定点（55〜75％）を総合して評価する。なお、これらの比率は受講
状況により見直すことがある。 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),生物

化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),動物学科(〜14),バイオ・応用化学科(〜14),
機械システム⼯学科(〜14),電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),知能
機械⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),建築学科(〜14),総合情報学部(〜14),生
物地球学部(〜14),教職特別課程(〜14) 

見出し FC000150 教育学原論 
担当教員名 皿⽥ 琢司 
単位数 2 
教科書 現代社会における人間と教育―理論と実践の探究／曽我 雅比児・皿⽥ 琢司

（編著）／大学教育出版／9784864291392 
アクティブラーニング  
キーワード 教育観、教育理念、教育史、教育思想、教育職員免許法、教職課程、公教育、社

会教育、生涯学習、博物館学芸員課程、博物館法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 授業で指示された提出物はすべて指導と評価の対象となります。授業の主題や学

習目標に見合う水準の理解に達成されていない箇所については、必要な指導を行
います。それは、資格に見合うだけの思考や行動のあり方を受講者の皆さん自身
が見直すことを促すものです。放送番組などの感想とは異なります。 
提出物の添削を含め指導のねらいは、受講者一人一人の学習実態に即して各自の
学業の見直しを促すことにあります。人格や人間性を対象としたものではありま
せん。提出物については閲覧の希望に応じる用意があります。 
注意を受けるのは、学習目標や 

科目名 教育学原論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ○取得をめざす資格の特性を理解し、高い目的意識をもって学業に取り組む態 

 度が求められる。 
○日ごろから新聞に目を通すこと、特に専攻分野と教育に関する記事に親しむ 
 ことが望ましい。 
○専攻分野の意義・魅力等を広い視野から伝えられるよう読書を励行している 
 ことが望ましい。 
○授業内容の理解にあたっては、普段の学業・読書等との関連を意識すること 
 が望ましい。 
○授業内容の復習にあたっては、教育にかかわる具体的な言動への反映を意識 



 することが望ましい。 
○指導計画は受講状況により変更することがある。 
○ 

シラバスコード FC000150 
実務経験のある教員  
達成目標 ○人間にとってなぜ教育が必要であるかを説明することができる。 

○教育思想や教育観を中⼼とした教育史の大要を整理することができる。 
○教育の目的・目標、内容、方法がどのような要素から成り立ってきたかを 
 説明することができる。 
○公教育を成り立たせてきた基本的な考え方について説明することができる。 
○望ましい教育のあり方を考えるための基本的な手がかりについて説明する 
 ことができる。 

受講者へのコメント どのような資格も、それらに見合うだけの資質能力を身に付けて初めて意味のあ
るものとなります。それらに照らして自らの課題を見付け、学業や読書をはじめ
自らの日常生活のさまざまな面を見直して目標に近づきましょう。 

連絡先 １３号館３階皿⽥研究室 salad＠chem.ous.ac.jp 086-256-9714 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 指摘のあった課題の原因分析に努めるとともに、教育・学習支援に必要とされる
基礎理論と受講者の学習実態を勘案し、指導方針の見直しを検討します。 

英文科目名 Principles of Education 
関連科目 ○基礎理学科生は教育基礎論（Ａ群科目）を履修すること。 

○教員免許状または博物館学芸員資格の希望者を対象とする。本科目担当教員 
 は２名であるが、教員免許状の取得を希望せず学芸員資格の取得のみを希望 
 する者は、皿⽥担当の教育学原論を受講すること。 
○教員免許状の取得を希望する１年次生は、本年度中に１年次開講Ｃ群科目を 
 すべて修得することが望ましい。 
○学芸員資格取得を希望する１年次生は、本年度中に１年次開講Ｄ群科目をす 
 べて修得することが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定 教育・学習支援に必要とされる基礎理論と受講者の学習実態を勘案し、指導方針
の修正を検討します。 

講義目的  教育職員免許法施行規則第６条及び博物館法施行規則第１条に基づき、学校の
教員または社会教育の指導系職員に求められる教育の基礎理論のうち教育（生涯
学習に関するものを含む。）の理念並びに教育に関する歴史及び思想を（受講者
が）修得することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。本科目を学ぶ意義と目的について説明する。 

2 回 教育とは何か(1)。教育の意義と理念について説明する。 
3 回 教育とは何か(2)。近代教育思想を概観しながら教育観を考察する。 
4 回 社会の動向と教育目的の関連について、年表を通して考察する。 
5 回 教育の歴史と思想(1)。⻄洋の教育目的観の変遷について説明する。 
6 回 教育の歴史と思想(2)。日本の教育目的観の変遷について説明する。 



7 回 「教育を受ける権利」を支える(1)。公教育思想の形成・発展と基本的な考
え方について説明する。 

準備学習 1 回 取得をめざす資格に必要とされる資質能力の範囲や水準について見通しを
もつとともに、シラバスと教科書に目を通し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通して所定の課題に
取り組むとともに、自らの知識と経験にもとづいて教育という営みの特徴を整理
しておくこと。 
3 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通して前時までの復
習と所定の課題に取り組むとともに、教育目的の特徴を他の諸活動の目的と比較
して整理しておくこと。その際、各自の専攻分野の知識・技能 

 



年度 2014 
授業コード FC000160 
成績評価 平素の学習の取り組み（提出物）（10〜15％）、課題の作成と提出（15〜35％）、

定期試験の評定点（55〜75％）を総合して評価する。なお、これらの比率は受講
状況により見直すことがある。 

曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),生物

化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),動物学科(〜14),バイオ・応用化学科(〜14),
機械システム⼯学科(〜14),電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),知能
機械⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),建築学科(〜14),総合情報学部(〜14),生
物地球学部(〜14),教職特別課程(〜14) 

見出し FC000160 教育学原論 
担当教員名 皿⽥ 琢司 
単位数 2 
教科書 現代社会における人間と教育―理論と実践の探究／曽我 雅比児・皿⽥ 琢司

（編著）／大学教育出版／9784864291392 
アクティブラーニング  
キーワード 教育観、教育理念、教育史、教育思想、教育職員免許法、教職課程、公教育、社

会教育、生涯学習、博物館学芸員課程、博物館法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 授業で指示された提出物はすべて指導と評価の対象となります。授業の主題や学

習目標に見合う水準の理解に達成されていない箇所については、必要な指導を行
います。それは、資格に見合うだけの思考や行動のあり方を受講者の皆さん自身
が見直すことを促すものです。放送番組などの感想とは異なります。 
提出物の添削を含め指導のねらいは、受講者一人一人の学習実態に即して各自の
学業の見直しを促すことにあります。人格や人間性を対象としたものではありま
せん。提出物については閲覧の希望に応じる用意があります。 
注意を受けるのは、学習目標や 

科目名 教育学原論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ○取得をめざす資格の特性を理解し、高い目的意識をもって学業に取り組む態 

 度が求められる。 
○日ごろから新聞に目を通すこと、特に専攻分野と教育に関する記事に親しむ 
 ことが望ましい。 
○専攻分野の意義・魅力等を広い視野から伝えられるよう読書を励行している 
 ことが望ましい。 
○授業内容の理解にあたっては、普段の学業・読書等との関連を意識すること 
 が望ましい。 
○授業内容の復習にあたっては、教育にかかわる具体的な言動への反映を意識 



 することが望ましい。 
○指導計画は受講状況により変更することがある。 
○ 

シラバスコード FC000160 
実務経験のある教員  
達成目標 ○人間にとってなぜ教育が必要であるかを説明することができる。 

○教育思想や教育観を中⼼とした教育史の大要を整理することができる。 
○教育の目的・目標、内容、方法がどのような要素から成り立ってきたかを 
 説明することができる。 
○公教育を成り立たせてきた基本的な考え方について説明することができる。 
○望ましい教育のあり方を考えるための基本的な手がかりについて説明する 
 ことができる。 

受講者へのコメント どのような資格も、それらに見合うだけの資質能力を身に付けて初めて意味のあ
るものとなります。それらに照らして自らの課題を見付け、学業や読書をはじめ
自らの日常生活のさまざまな面を見直して目標に近づきましょう。 

連絡先 １３号館３階皿⽥研究室 salad＠chem.ous.ac.jp 086-256-9714 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 指摘のあった課題の原因分析に努めるとともに、教育・学習支援に必要とされる
基礎理論と受講者の学習実態を勘案し、指導方針の見直しを検討します。 

英文科目名 Principles of Education 
関連科目 ○基礎理学科生は教育基礎論（Ａ群科目）を履修すること。 

○教員免許状または博物館学芸員資格の希望者を対象とする。本科目担当教員 
 は２名であるが、教員免許状の取得を希望せず学芸員資格の取得のみを希望 
 する者は、皿⽥担当の教育学原論を受講すること。 
○教員免許状の取得を希望する１年次生は、本年度中に１年次開講Ｃ群科目を 
 すべて修得することが望ましい。 
○学芸員資格取得を希望する１年次生は、本年度中に１年次開講Ｄ群科目をす 
 べて修得することが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定 教育・学習支援に必要とされる基礎理論と受講者の学習実態を勘案し、指導方針
の修正を検討します。 

講義目的  教育職員免許法施行規則第６条及び博物館法施行規則第１条に基づき、学校の
教員または社会教育の指導系職員に求められる教育の基礎理論のうち教育（生涯
学習に関するものを含む。）の理念並びに教育に関する歴史及び思想を（受講者
が）修得することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。本科目を学ぶ意義と目的について説明する。 

2 回 教育とは何か(1)。教育の意義と理念について説明する。 
3 回 教育とは何か(2)。近代教育思想を概観しながら教育観を考察する。 
4 回 社会の動向と教育目的の関連について、年表を通して考察する。 
5 回 教育の歴史と思想(1)。⻄洋の教育目的観の変遷について説明する。 
6 回 教育の歴史と思想(2)。日本の教育目的観の変遷について説明する。 



7 回 「教育を受ける権利」を支える(1)。公教育思想の形成・発展と基本的な考
え方について説明する。 

準備学習 1 回 取得をめざす資格に必要とされる資質能力の範囲や水準について見通しを
もつとともに、シラバスと教科書に目を通し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通して所定の課題に
取り組むとともに、自らの知識と経験にもとづいて教育という営みの特徴を整理
しておくこと。 
3 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通して前時までの復
習と所定の課題に取り組むとともに、教育目的の特徴を他の諸活動の目的と比較
して整理しておくこと。その際、各自の専攻分野の知識・技能 

 



年度 2014 
授業コード FC000170 
成績評価 課題提出等普段の受講態度についての評価(30%)と試験の得点(70%)をあわせて

評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),生物

化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),動物学科(〜14),バイオ・応用化学科(〜14),
機械システム⼯学科(〜14),電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),知能
機械⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),建築学科(〜14),総合情報学部(〜14),生
物地球学部(〜14),教職特別課程(〜14) 

見出し FC000170 教育学原論 
担当教員名 曽我 雅比児 
単位数 2 
教科書 現代社会における人間と教育ー理論と実践の探究ー／曽我雅比児・皿⽥琢司編／

大学教育出版／9784864291392 
アクティブラーニング  
キーワード 教育目的、教育内容、教育方法、教育評価、教員の職務 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 厳しい指摘もありますが、反省材料にさせていただいています。 
科目名 教育学原論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 教師に必要な意欲的かつ研究的態度を受講者にも求める。 
シラバスコード FC000170 
実務経験のある教員  
達成目標 ・人間にとってなぜ教育が必要かを理解する。 

・教育観は大きくは、「教」を重視する立場と「育」を重視する立場の、２つに分
かれることを理解する。 
・人類の教育史の大まかな流れを把握する。 
・カリキュラムの法制と主たる学習理論を把握する。 
・学校の管理運営や教員の服務についての基本的な事柄を把握する。 

受講者へのコメント 私自身大学の授業にはあまり熱⼼な学生ではありませんでしたので、有益なアド
ヴァイスなど何もできませんが、ともかく自分の好きなことを見つけるためにい
ろいろと体験してください。 

連絡先 14 号館 4 階 曽我研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 おおむね妥当な評価と思います。大変参考になります。 
英文科目名 Principles of Education 



関連科目  
次回に向けての改善変更予定 指摘された点を踏まえて努力・⼯夫します。 
講義目的 今日の学校教育を成り立たしめている事柄についての基礎的認識の獲得を目標

にすえる。講義のプロセスは、義務教育制度の成立と発展という観点から、学校
教育の理念や目標、教育内容と方法に関する諸理論、学校の管理や運営、教員の
本務等を考察する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション−教職の魅力を紹介する。 

2 回 教育とは何か１―教育の必要性と可能性を概説する。 
3 回 教育とは何か２―２つの教育観を概説する。 
4 回 教育の目的（理想的人間像）１―⻄洋の場合を概説する。 
5 回 教育の目的（理想的人間像）２―日本の場合を概説する。 
6 回 現代学校の種類、体系、目的を概説する。 
7 回 これまでのまとめと中間テストをする。 
8 回 教育の内容１−カリキュラムの意義と理論を概説する。 
9 回 教育の内容２−教育課程の法制を概説する。 
10 回 教育の内容３−学習指導要領の変遷 

準備学習 1 回 特に必要なし 
2 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
3 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
4 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
5 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
6 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
7 回 試験の準備をすること。 
8 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
9 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
10 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
11 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
12 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこ 

 



年度 2014 
授業コード FC000210 
成績評価 講義後の小テスト（４０％）、定期試験（６０％）で行い、６０％以上を合格とす

る。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),生物

化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),動物学科(〜14),バイオ・応用化学科(〜14),
機械システム⼯学科(〜14),電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),知能
機械⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),建築学科(〜14),総合情報学部(〜14),生
物地球学部(〜14),教職特別課程(〜14) 

見出し FC000210 教育⼼理学 
担当教員名 中島 弘徳 
単位数 2 
教科書 現代社会における人間と教育ー理論と実践の探究ー／曽我雅比児・皿⽥琢司編／

大学教育出版／9784864291392 
アクティブラーニング  
キーワード 学習、発達、教育、評価、⼼理学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 興味を持ってくれたようでよかったです。 
科目名 教育⼼理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義の場で指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 準備学習ついては講義計画に示しているが、詳細については講義内で指示する。 
シラバスコード FC000210 
実務経験のある教員  
達成目標 ①学習や発達（発達の障害を含む）とはどのような概念かが理解できるようにな

る。 
②教育活動の効果的実践のための知識が理解できるようになる。 
③教育評価のやり方について理解ができるようになる。 

受講者へのコメント 教職を目指す学生らしく熱⼼に取り組んでくれたと思います。 
連絡先 14 号館３階 中島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 教職を目指す学生に合わせた講義であったことが評価の結果に繋がったと思い
ます。 

英文科目名 Educational Psychology 
関連科目 教育相談の理論と方法 
次回に向けての改善変更予定 講義時間外の学習に繋がる促しについて検討する予定です。 
講義目的 本講義では、教育⼼理学の主な柱である、学習、発達、適応、評価のうち、学習



と学習に関連する理論、発達障害を含めた発達の諸特徴、そして、教育評価の理
論を理解しながら、教育を効果的に行うための知識を習得することを目的とす
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の概要について説明する。 

2 回 教育⼼理学の教育における位置づけと歴史について説明する。 
3 回 学習の過程（１)：外界からの情報を取り入れるまでの過程について説明す
る。 
4 回 学習の過程（２）S−R 連合理論について説明する。 
5 回 学習の過程（３）認知学習について説明する。 
6 回 動機・情緒・フラストレーションについて説明する。 
7 回 記憶のメカニズムと特徴について説明する。 
8 回 忘却のメカニズムについて説明する。 
9 回 ⼼身の発達（１）発達の規定要因について説明する。 
1 

準備学習 1 回 学校教育の目的について、教育基本法、学校教育法を読んで考えておくこ
と。 
2 回 教育の目的と教育⼼理の関連について予想を立てておくこと。 
3 回 感覚・知覚・認知について予習をしておくこと。 
4 回 各学習理論について予習しておくこと。 
5 回 S-R 連合理論について復習しておくこと。 
6 回 学習について復習しておくこと。 
7 回 学習と動機づけの関連について復習しておくこと。 
8 回 各自の記憶の仕方について復習しておくこと。 
9 回 忘却のメカニズムについて復習しておくこと。 
10 回 発達の規程要因ついて予習 

 



年度 2014 
授業コード FC000220 
成績評価 課題提出（30％）と試験（70％）で評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),生物

化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),動物学科(〜14),バイオ・応用化学科(〜14),
機械システム⼯学科(〜14),電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),知能
機械⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),建築学科(〜14),総合情報学部(〜14),生
物地球学部(〜14),教職特別課程(〜14) 

見出し FC000220 教育⼼理学 
担当教員名 秋山 弥＊ 
単位数 2 
教科書 教師の仕事とは何か／秋山 弥・作⽥ 良三／北大路書房／9784762826634 
アクティブラーニング  
キーワード 学習・発達・性格・対人スキル・教師の指導性・生徒理解・教育評価 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育⼼理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際に適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード FC000220 
実務経験のある教員  
達成目標 ・学習のメカニズムが説明できること 

・性格形成のプロセスが説明できること 
・社会性及び対人スキルについて説明できること 
・理想的な教師の指導性について説明できること 
・生徒理解について具体例をあげ説明できること 
・教育評価の問題点について説明できること 

受講者へのコメント  
連絡先 なし 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Educational Psychology 
関連科目 教職関連科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学習・性格・社会性・発達等⼼理学の基礎的知識を学習し、生徒理解の方法・教

師の指導性のありかた・教育評価の困難性等について考察することにより、教師



としての資質について考える機会をもうけることを講義目的とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教育⼼理学の目的・意味等について考察する。 

2 回 発達における遺伝の影響について複数の学説を提示し、遺伝について考察
する。 
3 回 発達における学習の意味について複数の学説を提示し学習について考察す
る。 
4 回 性格形成の要因について複数の理論を提示し性格の成り立ちについて考察
する。 
5 回 知能と創造性の内容・関連性について説明し賢さについて考察する。 
6 回 認知の発達とメカニズムについて詳細に説明する。 
7 回 児童期・⻘年期の社会性について解説し対人スキルの重要性について考察
する。 
8 回 過去の教師の 

準備学習 1 回 教科書を読み教育⼼理学の概観を把握すること。 
2 回 遺伝について事前に調べておくこと。 
3 回 人間の学習能力について事前に調べておくこと。 
4 回 自己の性格はどのようにして形成されたのかについて考えておくこと。 
5 回 賢さについて日常生活の中から考えておくこと。 
6 回 認知能力とはどのような事柄なのか考えておくこと。 
7 回 社会性とは具体的にどのような事なのか考えておくこと。 
8 回 理想の教師像について考えておくこと。 
9 回 前回の授業の復習をしておくこと。 
10 回 前回の授業の復習をしておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FC000230 
成績評価 課題提出（30％）と試験（70％）で評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),生物

化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),動物学科(〜14),バイオ・応用化学科(〜14),
機械システム⼯学科(〜14),電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),知能
機械⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),建築学科(〜14),総合情報学部(〜14),生
物地球学部(〜14),教職特別課程(〜14) 

見出し FC000230 教育⼼理学 
担当教員名 秋山 弥＊ 
単位数 2 
教科書 教師の仕事とは何か／秋山 弥・作⽥ 良三／北大路書房／9784762826634 
アクティブラーニング  
キーワード 学習・発達・性格・対人スキル・教師の指導性・生徒理解・教育評価 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育⼼理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際に適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード FC000230 
実務経験のある教員  
達成目標 ・学習のメカニズムが説明できること 

・性格形成のプロセスが説明できること 
・社会性及び対人スキルについて説明できること 
・理想的な教師の指導性について説明できること 
・生徒理解について具体例をあげ説明できること 
・教育評価の問題点について説明できること 

受講者へのコメント  
連絡先 なし 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Educational Psychology 
関連科目 教職関連科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学習・性格・社会性・発達等⼼理学の基礎的知識を学習し、生徒理解の方法・教

師の指導性のありかた・教育評価の困難性等について考察することにより、教師



としての資質について考える機会をもうけることを講義目的とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教育⼼理学の目的・意味等について考察する。 

2 回 発達における遺伝の影響について複数の学説を提示し、遺伝について考察
する。 
3 回 発達における学習の意味について複数の学説を提示し学習について考察す
る。 
4 回 性格形成の要因について複数の理論を提示し性格の成り立ちについて考察
する。 
5 回 知能と創造性の内容・関連性について説明し賢さについて考察する。 
6 回 認知の発達とメカニズムについて詳細に説明する。 
7 回 児童期・⻘年期の社会性について解説し対人スキルの重要性について考察
する。 
8 回 過去の教師の 

準備学習 1 回 教科書を読み教育⼼理学の概観を把握すること。 
2 回 遺伝について事前に調べておくこと。 
3 回 人間の学習能力について事前に調べておくこと。 
4 回 自己の性格はどのようにして形成されたのかについて考えておくこと。 
5 回 賢さについて日常生活の中から考えておくこと。 
6 回 認知能力とはどのような事柄なのか考えておくこと。 
7 回 社会性とは具体的にどのような事なのか考えておくこと。 
8 回 理想の教師像について考えておくこと。 
9 回 前回の授業の復習をしておくこと。 
10 回 前回の授業の復習をしておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FC000240 
成績評価 講義後の小テスト（４０％）、定期試験（６０％）で行い、６０％以上を合格とす

る。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),生物

化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),動物学科(〜14),バイオ・応用化学科(〜14),
機械システム⼯学科(〜14),電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),知能
機械⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),建築学科(〜14),総合情報学部(〜14),生
物地球学部(〜14),教職特別課程(〜14) 

見出し FC000240 教育⼼理学 
担当教員名 中島 弘徳 
単位数 2 
教科書 曽我雅比児・皿⽥琢司編著『現代社会における人間と教育―理論と実践の探究』

大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 学習、発達、教育、評価、⼼理学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育⼼理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義の場で指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 準備学習ついては講義計画に示しているが、詳細については講義内で指示する。 
シラバスコード FC000240 
実務経験のある教員  
達成目標 ①学習や発達（発達の障害を含む）とはどのような概念かが理解できるようにな

る。 
②教育活動の効果的実践のための知識が理解できるようになる。 
③教育評価のやり方について理解ができるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 14 号館３階 中島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Educational Psychology 
関連科目 教育相談の理論と方法 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では、教育⼼理学の主な柱である、学習、発達、適応、評価のうち、学習

と学習に関連する理論、発達障害を含めた発達の諸特徴、そして、教育評価の理



論を理解しながら、教育を効果的に行うための知識を習得することを目的とす
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の概要について説明する。 

2 回 教育⼼理学の教育における位置づけと歴史について説明する。 
3 回 学習の過程（１)：外界からの情報を取り入れるまでの過程について説明す
る。 
4 回 学習の過程（２）S−R 連合理論について説明する。 
5 回 学習の過程（３）認知学習について説明する。 
6 回 動機・情緒・フラストレーションについて説明する。 
7 回 記憶のメカニズムと特徴について説明する。 
8 回 忘却のメカニズムについて説明する。 
9 回 ⼼身の発達（１）発達の規定要因について説明する。 
1 

準備学習 1 回 学校教育の目的について、教育基本法、学校教育法を読んで考えておくこ
と。 
2 回 教育の目的と教育⼼理の関連について予想を立てておくこと。 
3 回 感覚・知覚・認知について予習をしておくこと。 
4 回 各学習理論について予習しておくこと。 
5 回 S-R 連合理論について復習しておくこと。 
6 回 学習について復習しておくこと。 
7 回 学習と動機づけの関連について復習しておくこと。 
8 回 各自の記憶の仕方について復習しておくこと。 
9 回 忘却のメカニズムについて復習しておくこと。 
10 回 発達の規程要因ついて予習 

 



年度 2014 
授業コード FC000250 
成績評価 課題提出（30％）と試験（70％）で評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),生物

化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),動物学科(〜14),バイオ・応用化学科(〜14),
機械システム⼯学科(〜14),電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),知能
機械⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),建築学科(〜14),総合情報学部(〜14),生
物地球学部(〜14),教職特別課程(〜14) 

見出し FC000250 教育⼼理学 
担当教員名 秋山 弥＊ 
単位数 2 
教科書 教師の仕事とは何か／秋山 弥・作⽥ 良三／北大路書房／9784762826634 
アクティブラーニング  
キーワード 学習・発達・性格・対人スキル・教師の指導性・生徒理解・教育評価 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育⼼理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際に適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード FC000250 
実務経験のある教員  
達成目標 ・学習のメカニズムが説明できること 

・性格形成のプロセスが説明できること 
・社会性及び対人スキルについて説明できること 
・理想的な教師の指導性について説明できること 
・生徒理解について具体例をあげ説明できること 
・教育評価の問題点について説明できること 

受講者へのコメント  
連絡先 なし 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Educational Psychology 
関連科目 教職関連科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学習・性格・社会性・発達等⼼理学の基礎的知識を学習し、生徒理解の方法・教

師の指導性のありかた・教育評価の困難性等について考察することにより、教師



としての資質について考える機会をもうけることを講義目的とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教育⼼理学の目的・意味等について考察する。 

2 回 発達における遺伝の影響について複数の学説を提示し、遺伝について考察
する。 
3 回 発達における学習の意味について複数の学説を提示し学習について考察す
る。 
4 回 性格形成の要因について複数の理論を提示し性格の成り立ちについて考察
する。 
5 回 知能と創造性の内容・関連性について説明し賢さについて考察する。 
6 回 認知の発達とメカニズムについて詳細に説明する。 
7 回 児童期・⻘年期の社会性について解説し対人スキルの重要性について考察
する。 
8 回 過去の教師の 

準備学習 1 回 教科書を読み教育⼼理学の概観を把握すること。 
2 回 遺伝について事前に調べておくこと。 
3 回 人間の学習能力について事前に調べておくこと。 
4 回 自己の性格はどのようにして形成されたのかについて考えておくこと。 
5 回 賢さについて日常生活の中から考えておくこと。 
6 回 認知能力とはどのような事柄なのか考えておくこと。 
7 回 社会性とは具体的にどのような事なのか考えておくこと。 
8 回 理想の教師像について考えておくこと。 
9 回 前回の授業の復習をしておくこと。 
10 回 前回の授業の復習をしておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FC000260 
成績評価 課題提出（30％）と試験（70％）で評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),生物

化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),動物学科(〜14),バイオ・応用化学科(〜14),
機械システム⼯学科(〜14),電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),知能
機械⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),建築学科(〜14),総合情報学部(〜14),生
物地球学部(〜14),教職特別課程(〜14) 

見出し FC000260 教育⼼理学 
担当教員名 秋山 弥＊ 
単位数 2 
教科書 教師の仕事とは何か／秋山 弥・作⽥ 良三／北大路書房／9784762826634 
アクティブラーニング  
キーワード 学習・発達・性格・対人スキル・教師の指導性・生徒理解・教育評価 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育⼼理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際に適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード FC000260 
実務経験のある教員  
達成目標 ・学習のメカニズムが説明できること 

・性格形成のプロセスが説明できること 
・社会性及び対人スキルについて説明できること 
・理想的な教師の指導性について説明できること 
・生徒理解について具体例をあげ説明できること 
・教育評価の問題点について説明できること 

受講者へのコメント  
連絡先 なし 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Educational Psychology 
関連科目 教職関連科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学習・性格・社会性・発達等⼼理学の基礎的知識を学習し、生徒理解の方法・教

師の指導性のありかた・教育評価の困難性等について考察することにより、教師



としての資質について考える機会をもうけることを講義目的とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教育⼼理学の目的・意味等について考察する。 

2 回 発達における遺伝の影響について複数の学説を提示し、遺伝について考察
する。 
3 回 発達における学習の意味について複数の学説を提示し学習について考察す
る。 
4 回 性格形成の要因について複数の理論を提示し性格の成り立ちについて考察
する。 
5 回 知能と創造性の内容・関連性について説明し賢さについて考察する。 
6 回 認知の発達とメカニズムについて詳細に説明する。 
7 回 児童期・⻘年期の社会性について解説し対人スキルの重要性について考察
する。 
8 回 過去の教師の 

準備学習 1 回 教科書を読み教育⼼理学の概観を把握すること。 
2 回 遺伝について事前に調べておくこと。 
3 回 人間の学習能力について事前に調べておくこと。 
4 回 自己の性格はどのようにして形成されたのかについて考えておくこと。 
5 回 賢さについて日常生活の中から考えておくこと。 
6 回 認知能力とはどのような事柄なのか考えておくこと。 
7 回 社会性とは具体的にどのような事なのか考えておくこと。 
8 回 理想の教師像について考えておくこと。 
9 回 前回の授業の復習をしておくこと。 
10 回 前回の授業の復習をしておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FC000310 
成績評価 課題提出等普段の受講態度の評価点(20%)と試験の得点(80%)をあわせて評価す

る。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜13),バイオ・応用化学科(〜13),機械システム⼯学科(〜13),電気電子シ

ステム学科(〜13),情報⼯学科(〜13),知能機械⼯学科(〜13),生体医⼯学科(〜
13),建築学科(〜13),総合情報学部(〜13),生物地球学部(〜13) 

見出し FC000310 教育行政学 
担当教員名 曽我 雅比児 
単位数 2 
教科書 公教育と教育行政／曽我雅比児／大学教育出版／9784887307926 
アクティブラーニング  
キーワード 公教育、教育基本法、文部科学省、教育委員会、学校運営 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育行政学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じ適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC000310 
実務経験のある教員  
達成目標 ・近代公教育制度の成立との関連で教育行政の概念を理解する。 

・欧米主要国家における近代公教育制度の成立に関する歴史的流れと主要人物に
ついて把握する。 
・明治から今日に至る我が国の公教育の歴史的流れと教育行政の役割を理解す
る。 
・憲法や教育基本法の教育条項を理解する。 
・文部科学省や教育委員会の組織と機能を把握する。 
・学校の管理運営や教員の服務・研修についての基本的な事柄を把握する。 

受講者へのコメント  
連絡先 14 号館４階 曽我研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Educational Administration 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教育行政についての基礎・基本的認識の獲得を目標にすえる。講義のプロセスは、



近代公教育制度の成立と発展という観点から、教育行政の意義、性格、機能、課
題等を考察することになる。時間が許せば、学校組織および運営論についても論
じたい。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教育行政とは何かを説明する。 

2 回 ２つの公教育思想を紹介する。 
3 回 ⻄欧諸国における義務教育制度の成立を概説する。 
4 回 日本教育行政小史１―戦前の教育行政を概説する。 
5 回 日本教育行政小史２―戦後改革と教育行政を概説する。 
6 回 教育行政と教育法を概説する。 
7 回 日本国憲法と教育基本法を概説する。 
8 回 これまでのまとめと中間テストをする。 
9 回 現代教育行政の基本原理を概説する。 
10 回 中央教育行政の組織と機能を概説する。 
11 回 地方教育行政の組織と機能を概説する。 
12 回 学校の管 

準備学習 1 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
2 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
3 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
4 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
5 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
6 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
7 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
8 回 試験の準備をすること。 
9 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
10 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
11 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
12 回 教科書の 

 



年度 2014 
授業コード FC00031K 
成績評価 課題提出等普段の受講態度の評価点(20%)と試験の得点(80%)をあわせて評価す

る。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00031K 教育行政学 
担当教員名 曽我 雅比児 
単位数 2 
教科書 公教育と教育行政／曽我雅比児／大学教育出版／9784887307926 
アクティブラーニング  
キーワード 公教育、教育基本法、文部科学省、教育委員会、学校運営 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育行政学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じ適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00031K 
実務経験のある教員  
達成目標 ・近代公教育制度の成立との関連で教育行政の概念を理解する。 

・欧米主要国家における近代公教育制度の成立に関する歴史的流れと主要人物に
ついて把握する。 
・明治から今日に至る我が国の公教育の歴史的流れと教育行政の役割を理解す
る。 
・憲法や教育基本法の教育条項を理解する。 
・文部科学省や教育委員会の組織と機能を把握する。 
・学校の管理運営や教員の服務・研修についての基本的な事柄を把握する。 

受講者へのコメント  
連絡先 14 号館４階 曽我研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Educational Administration 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教育行政についての基礎・基本的認識の獲得を目標にすえる。講義のプロセスは、

近代公教育制度の成立と発展という観点から、教育行政の意義、性格、機能、課
題等を考察することになる。時間が許せば、学校組織および運営論についても論



じたい。 
対象学年 1 年 
授業内容 1 回 教育行政とは何かを説明する。 

2 回 ２つの公教育思想を紹介する。 
3 回 ⻄欧諸国における義務教育制度の成立を概説する。 
4 回 日本教育行政小史１―戦前の教育行政を概説する。 
5 回 日本教育行政小史２―戦後改革と教育行政を概説する。 
6 回 教育行政と教育法を概説する。 
7 回 日本国憲法と教育基本法を概説する。 
8 回 これまでのまとめと中間テストをする。 
9 回 現代教育行政の基本原理を概説する。 
10 回 中央教育行政の組織と機能を概説する。 
11 回 地方教育行政の組織と機能を概説する。 
12 回 学校の管 

準備学習 1 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
2 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
3 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
4 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
5 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
6 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
7 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
8 回 試験の準備をすること。 
9 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
10 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
11 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
12 回 教科書の 

 



年度 2014 
授業コード FC000320 
成績評価 課題提出等普段の受講態度の評価点(20%)と試験の得点(80%)をあわせて評価す

る。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜13),バイオ・応用化学科(〜13),機械システム⼯学科(〜13),電気電子シ

ステム学科(〜13),情報⼯学科(〜13),知能機械⼯学科(〜13),生体医⼯学科(〜
13),建築学科(〜13),総合情報学部(〜13),生物地球学部(〜13) 

見出し FC000320 教育行政学 
担当教員名 曽我 雅比児 
単位数 2 
教科書 公教育と教育行政／曽我雅比児／大学教育出版／9784887307926 
アクティブラーニング  
キーワード 公教育、教育基本法、文部科学省、教育委員会、学校運営 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育行政学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じ適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC000320 
実務経験のある教員  
達成目標 ・近代公教育制度の成立との関連で教育行政の概念を理解する。 

・欧米主要国家における近代公教育制度の成立に関する歴史的流れと主要人物に
ついて把握する。 
・明治から今日に至る我が国の公教育の歴史的流れと教育行政の役割を理解す
る。 
・憲法や教育基本法の教育条項を理解する。 
・文部科学省や教育委員会の組織と機能を把握する。 
・学校の管理運営や教員の服務・研修についての基本的な事柄を把握する。 

受講者へのコメント  
連絡先 14 号館４階 曽我研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Educational Administration 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教育行政についての基礎・基本的認識の獲得を目標にすえる。講義のプロセスは、



近代公教育制度の成立と発展という観点から、教育行政の意義、性格、機能、課
題等を考察することになる。時間が許せば、学校組織および運営論についても論
じたい。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教育行政とは何かを説明する。 

2 回 ２つの公教育思想を紹介する。 
3 回 ⻄欧諸国における義務教育制度の成立を概説する。 
4 回 日本教育行政小史１―戦前の教育行政を概説する。 
5 回 日本教育行政小史２―戦後改革と教育行政を概説する。 
6 回 教育行政と教育法を概説する。 
7 回 日本国憲法と教育基本法を概説する。 
8 回 これまでのまとめと中間テストをする。 
9 回 現代教育行政の基本原理を概説する。 
10 回 中央教育行政の組織と機能を概説する。 
11 回 地方教育行政の組織と機能を概説する。 
12 回 学校の管 

準備学習 1 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
2 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
3 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
4 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
5 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
6 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
7 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
8 回 試験の準備をすること。 
9 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
10 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
11 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
12 回 教科書の 

 



年度 2014 
授業コード FC00032K 
成績評価 課題提出等普段の受講態度の評価点(20%)と試験の得点(80%)をあわせて評価す

る。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00032K 教育行政学 
担当教員名 曽我 雅比児 
単位数 2 
教科書 公教育と教育行政／曽我雅比児／大学教育出版／9784887307926 
アクティブラーニング  
キーワード 公教育、教育基本法、文部科学省、教育委員会、学校運営 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育行政学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じ適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00032K 
実務経験のある教員  
達成目標 ・近代公教育制度の成立との関連で教育行政の概念を理解する。 

・欧米主要国家における近代公教育制度の成立に関する歴史的流れと主要人物に
ついて把握する。 
・明治から今日に至る我が国の公教育の歴史的流れと教育行政の役割を理解す
る。 
・憲法や教育基本法の教育条項を理解する。 
・文部科学省や教育委員会の組織と機能を把握する。 
・学校の管理運営や教員の服務・研修についての基本的な事柄を把握する。 

受講者へのコメント  
連絡先 14 号館４階 曽我研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Educational Administration 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教育行政についての基礎・基本的認識の獲得を目標にすえる。講義のプロセスは、

近代公教育制度の成立と発展という観点から、教育行政の意義、性格、機能、課
題等を考察することになる。時間が許せば、学校組織および運営論についても論



じたい。 
対象学年 1 年 
授業内容 1 回 教育行政とは何かを説明する。 

2 回 ２つの公教育思想を紹介する。 
3 回 ⻄欧諸国における義務教育制度の成立を概説する。 
4 回 日本教育行政小史１―戦前の教育行政を概説する。 
5 回 日本教育行政小史２―戦後改革と教育行政を概説する。 
6 回 教育行政と教育法を概説する。 
7 回 日本国憲法と教育基本法を概説する。 
8 回 これまでのまとめと中間テストをする。 
9 回 現代教育行政の基本原理を概説する。 
10 回 中央教育行政の組織と機能を概説する。 
11 回 地方教育行政の組織と機能を概説する。 
12 回 学校の管 

準備学習 1 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
2 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
3 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
4 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
5 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
6 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
7 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
8 回 試験の準備をすること。 
9 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
10 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
11 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
12 回 教科書の 

 



年度 2014 
授業コード FC000330 
成績評価 課題提出等普段の受講態度の評価点(20%)と試験の得点(80%)をあわせて評価す

る。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜13),バイオ・応用化学科(〜13),機械システム⼯学科(〜13),電気電子シ

ステム学科(〜13),情報⼯学科(〜13),知能機械⼯学科(〜13),生体医⼯学科(〜
13),建築学科(〜13),総合情報学部(〜13),生物地球学部(〜13) 

見出し FC000330 教育行政学 
担当教員名 曽我 雅比児 
単位数 2 
教科書 曽我雅比児『公教育と教育行政』大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 公教育、教育基本法、文部科学省、教育委員会、学校運営 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 厳しい指摘もありますが、反省材料にさせていただいています。 
科目名 教育行政学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じ適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC000330 
実務経験のある教員  
達成目標 ・近代公教育制度の成立との関連で教育行政の概念を理解する。 

・欧米主要国家における近代公教育制度の成立に関する歴史的流れと主要人物に
ついて把握する。 
・明治から今日に至る我が国の公教育の歴史的流れと教育行政の役割を理解す
る。 
・憲法や教育基本法の教育条項を理解する。 
・文部科学省や教育委員会の組織と機能を把握する。 
・学校の管理運営や教員の服務・研修についての基本的な事柄を把握する。 

受講者へのコメント 私自身大学の授業にはあまり熱⼼な学生ではありませんでしたので、有益なアド
ヴァイスなど何もできませんが、ともかく自分の好きなことを見つけるためにい
ろいろと体験してください。 

連絡先 14 号館４階 曽我研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 おおむね妥当な評価と思います。大変参考になります。 
英文科目名 Educational Administration 
関連科目  



次回に向けての改善変更予定 指摘された点を踏まえて努力・⼯夫します。 
講義目的 教育行政についての基礎・基本的認識の獲得を目標にすえる。講義のプロセスは、

近代公教育制度の成立と発展という観点から、教育行政の意義、性格、機能、課
題等を考察することになる。時間が許せば、学校組織および運営論についても論
じたい。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教育行政とは何かを説明する。 

2 回 ２つの公教育思想を紹介する。 
3 回 ⻄欧諸国における義務教育制度の成立を概説する。 
4 回 日本教育行政小史１―戦前の教育行政を概説する。 
5 回 日本教育行政小史２―戦後改革と教育行政を概説する。 
6 回 教育行政と教育法を概説する。 
7 回 日本国憲法と教育基本法を概説する。 
8 回 これまでのまとめと中間テストをする。 
9 回 現代教育行政の基本原理を概説する。 
10 回 中央教育行政の組織と機能を概説する。 
11 回 地方教育行政の組織と機能を概説する。 
12 回 学校の管 

準備学習 1 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
2 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
3 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
4 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
5 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
6 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
7 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
8 回 試験の準備をすること。 
9 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
10 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
11 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
12 回 教科書の 

 



年度 2014 
授業コード FC00033K 
成績評価 課題提出等普段の受講態度の評価点(20%)と試験の得点(80%)をあわせて評価す

る。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00033K 教育行政学 
担当教員名 曽我 雅比児 
単位数 2 
教科書 曽我雅比児『公教育と教育行政』大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 公教育、教育基本法、文部科学省、教育委員会、学校運営 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育行政学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じ適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00033K 
実務経験のある教員  
達成目標 ・近代公教育制度の成立との関連で教育行政の概念を理解する。 

・欧米主要国家における近代公教育制度の成立に関する歴史的流れと主要人物に
ついて把握する。 
・明治から今日に至る我が国の公教育の歴史的流れと教育行政の役割を理解す
る。 
・憲法や教育基本法の教育条項を理解する。 
・文部科学省や教育委員会の組織と機能を把握する。 
・学校の管理運営や教員の服務・研修についての基本的な事柄を把握する。 

受講者へのコメント  
連絡先 14 号館４階 曽我研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Educational Administration 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教育行政についての基礎・基本的認識の獲得を目標にすえる。講義のプロセスは、

近代公教育制度の成立と発展という観点から、教育行政の意義、性格、機能、課
題等を考察することになる。時間が許せば、学校組織および運営論についても論



じたい。 
対象学年 1 年 
授業内容 1 回 教育行政とは何かを説明する。 

2 回 ２つの公教育思想を紹介する。 
3 回 ⻄欧諸国における義務教育制度の成立を概説する。 
4 回 日本教育行政小史１―戦前の教育行政を概説する。 
5 回 日本教育行政小史２―戦後改革と教育行政を概説する。 
6 回 教育行政と教育法を概説する。 
7 回 日本国憲法と教育基本法を概説する。 
8 回 これまでのまとめと中間テストをする。 
9 回 現代教育行政の基本原理を概説する。 
10 回 中央教育行政の組織と機能を概説する。 
11 回 地方教育行政の組織と機能を概説する。 
12 回 学校の管 

準備学習 1 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
2 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
3 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
4 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
5 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
6 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
7 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
8 回 試験の準備をすること。 
9 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
10 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
11 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
12 回 教科書の 

 



年度 2014 
授業コード FC000410 
成績評価 平素の学習の取り組み（提出物）（20〜40％）、定期試験の評定点（60〜80％）を

総合して評価する。なお、この比率は受講状況により見直すことがある。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜13),バイオ・応用化学科(〜13),機械システム⼯学科(〜13),電気電子シ

ステム学科(〜13),情報⼯学科(〜13),知能機械⼯学科(〜13),生体医⼯学科(〜
13),建築学科(〜13),総合情報学部(〜13),生物地球学部(〜13) 

見出し FC000410 教育史 
担当教員名 皿⽥ 琢司 
単位数 2 
教科書 近代教育史（新訂）／教師養成研究会（編著）／学芸図書／9784761602741 
アクティブラーニング  
キーワード 教育理念、教育観、教育思想、教育制度、学校、教師 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育史 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教育と人間の探究／曽我 雅比児・皿⽥ 琢司（編著）／大学教育出版 

現代社会における人間と教育／曽我 雅比児・皿⽥ 琢司（編著）／大学教育出
版 
中学校社会科（歴史的分野）、高等学校世界史、高等学校日本史の教材（教科書、
図説等）、 
そのほか適宜指示する。 

授業形態 講義 
注意備考 ○教職をめざす者として、高い目的意識をもって学習に取り組む態度が求められ 

 る。 
○歴史から謙虚に学び教育実践に反映させることを意識して学業に取り組むこ
と 
 が望ましい。 
○試験は筆記形態により定期試験期間中に行う。試験形態は筆記とする。 

シラバスコード FC000410 
実務経験のある教員  
達成目標 ○教育実践にとって教育史を学ぶことがなぜ必要であるかを説明することがで

き 
 る。 
○⻄洋における各時代の教育の特質について、現実の教育事象と関連づけて説明 
 することができる。 
○日本における各時代の教育の特質について、現実の教育事象と関連づけて説明 
 することができる。 

受講者へのコメント  



連絡先 １３号館３階皿⽥研究室 salad＠chem.ous.ac.jp 086-256-9714 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 History of Education 
関連科目 １年次開講Ｃ群科目（基礎理学科生は教育学原論、教育⼼理学に代えてそれぞれ

教育基礎論、学習・発達論）をすべて修得しているか、同時に履修していること
が望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的  教育職員免許法施行規則第６条に基づき、主として近代以降の教育理念及び実

践を中⼼とした教育の歴史を、それぞれの時代情勢及びそれらの変化に即して理
解する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義概要と受講要領を説明する。 

2 回 教育の始まりについて資料を提示し、教育の原初形態について考察の深化
を図る。 
古代・中世における⻄洋の教育のあり方を講ずる。 
3 回 リアリズムと教育。統一学校とコメニウスを中⼼に、近代黎明期における教
育の特質を講ずる。 
4 回 近代以降における教育観の変遷。社会の動向との関連について、年表を通し
て考察する。 
5 回 近代思想と子どもの発見(1)。18 世紀の⻄洋における教育について、ルソー
の教育思想を中⼼に講ずる。 
6 回 近代思想と子どもの発見(2) 

準備学習 1 回 教育の歴史及び思想に関する知識について、教員に必要とされる範囲や水
準を概観するとともに、シラバスと教科書に目を通し、学習の過程を把握してお
くこと。 
2 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通すとともに、古代・中世の⻄洋におけ
る教育の実践や思想から具体的事例を選び、これと関連づけて自らの教育実践の
あり方を検討しておくこと。 
3 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通すとともに、近代黎明期の⻄洋にお
ける教育の実践や思想から具体的事例を選び、これと関連づけて自らの教育実践
のあり方を検討しておくこと。 
4 回 中 

 



年度 2014 
授業コード FC00041K 
成績評価 平素の学習の取り組み（提出物）（20〜40％）、定期試験の評定点（60〜80％）を

総合して評価する。なお、この比率は受講状況により見直すことがある。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00041K 教育史 
担当教員名 皿⽥ 琢司 
単位数 2 
教科書 近代教育史（新訂）／教師養成研究会（編著）／学芸図書／9784761602741 
アクティブラーニング  
キーワード 教育理念、教育観、教育思想、教育制度、学校、教師 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育史 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教育と人間の探究／曽我 雅比児・皿⽥ 琢司（編著）／大学教育出版 

現代社会における人間と教育／曽我 雅比児・皿⽥ 琢司（編著）／大学教育出
版 
中学校社会科（歴史的分野）、高等学校世界史、高等学校日本史の教材（教科書、
図説等）、 
そのほか適宜指示する。 

授業形態 講義 
注意備考 ○教職をめざす者として、高い目的意識をもって学習に取り組む態度が求められ 

 る。 
○歴史から謙虚に学び教育実践に反映させることを意識して学業に取り組むこ
と 
 が望ましい。 
○試験は筆記形態により定期試験期間中に行う。試験形態は筆記とする。 

シラバスコード FC00041K 
実務経験のある教員  
達成目標 ○教育実践にとって教育史を学ぶことがなぜ必要であるかを説明することがで

き 
 る。 
○⻄洋における各時代の教育の特質について、現実の教育事象と関連づけて説明 
 することができる。 
○日本における各時代の教育の特質について、現実の教育事象と関連づけて説明 
 することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 １３号館３階皿⽥研究室 salad＠chem.ous.ac.jp 086-256-9714 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見  
英文科目名 History of Education 
関連科目 １年次開講Ｃ群科目（基礎理学科生は教育学原論、教育⼼理学に代えてそれぞれ

教育基礎論、学習・発達論）をすべて修得しているか、同時に履修していること
が望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的  教育職員免許法施行規則第６条に基づき、主として近代以降の教育理念及び実

践を中⼼とした教育の歴史を、それぞれの時代情勢及びそれらの変化に即して理
解する。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義概要と受講要領を説明する。 

2 回 教育の始まりについて資料を提示し、教育の原初形態について考察の深化
を図る。 
古代・中世における⻄洋の教育のあり方を講ずる。 
3 回 リアリズムと教育。統一学校とコメニウスを中⼼に、近代黎明期における教
育の特質を講ずる。 
4 回 近代以降における教育観の変遷。社会の動向との関連について、年表を通し
て考察する。 
5 回 近代思想と子どもの発見(1)。18 世紀の⻄洋における教育について、ルソー
の教育思想を中⼼に講ずる。 
6 回 近代思想と子どもの発見(2) 

準備学習 1 回 教育の歴史及び思想に関する知識について、教員に必要とされる範囲や水
準を概観するとともに、シラバスと教科書に目を通し、学習の過程を把握してお
くこと。 
2 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通すとともに、古代・中世の⻄洋におけ
る教育の実践や思想から具体的事例を選び、これと関連づけて自らの教育実践の
あり方を検討しておくこと。 
3 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通すとともに、近代黎明期の⻄洋にお
ける教育の実践や思想から具体的事例を選び、これと関連づけて自らの教育実践
のあり方を検討しておくこと。 
4 回 中 

 



年度 2014 
授業コード FC000420 
成績評価 平素の学習の取り組み（提出物）（20〜40％）、定期試験の評定点（60〜80％）を

総合して評価する。なお、この比率は受講状況により見直すことがある。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜13),バイオ・応用化学科(〜13),機械システム⼯学科(〜13),電気電子シ

ステム学科(〜13),情報⼯学科(〜13),知能機械⼯学科(〜13),生体医⼯学科(〜
13),建築学科(〜13),総合情報学部(〜13),生物地球学部(〜13) 

見出し FC000420 教育史 
担当教員名 皿⽥ 琢司 
単位数 2 
教科書 近代教育史（新訂）／教師養成研究会（編著）／学芸図書／9784761602741 
アクティブラーニング  
キーワード 教育理念、教育観、教育思想、教育制度、学校、教師 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  授業に学ぶところが多かったとの感想が寄せられた反面、進度が指導計画から

大きくずれていた等の指摘が得られました。教職の趣旨に鑑みて学習の分量の調
整を図るとともに、重点の見直しに取り組みます。 

科目名 教育史 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教育と人間の探究／曽我 雅比児・皿⽥ 琢司（編著）／大学教育出版 

現代社会における人間と教育／曽我 雅比児・皿⽥ 琢司（編著）／大学教育出
版 
中学校社会科（歴史的分野）、高等学校世界史、高等学校日本史の教材（教科書、
図説等）、 
そのほか適宜指示する。 

授業形態 講義 
注意備考 ○教職をめざす者として、高い目的意識をもって学習に取り組む態度が求められ 

 る。 
○歴史から謙虚に学び教育実践に反映させることを意識して学業に取り組むこ
と 
 が望ましい。 
○試験は筆記形態により定期試験期間中に行う。試験形態は筆記とする。 

シラバスコード FC000420 
実務経験のある教員  
達成目標 ○教育実践にとって教育史を学ぶことがなぜ必要であるかを説明することがで

き 
 る。 
○⻄洋における各時代の教育の特質について、現実の教育事象と関連づけて説明 
 することができる。 
○日本における各時代の教育の特質について、現実の教育事象と関連づけて説明 



 することができる。 
受講者へのコメント どのような資格も、それらに見合うだけの資質能力を身に付けて初めて意味のあ

るものとなります。教職の特質に照らして自らの課題を見付け、学業や読書をは
じめ自らの日常生活のさまざまな面を見直して目標に近づきましょう。 

連絡先 １３号館３階皿⽥研究室 salad＠chem.ous.ac.jp 086-256-9714 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 指摘のあった課題の原因分析に努めるとともに、教職に必要とされる教育史・教
育思想の知見と受講者の学習実態を勘案し、指導方針の見直しを検討します。 

英文科目名 History of Education 
関連科目 １年次開講Ｃ群科目（基礎理学科生は教育学原論、教育⼼理学に代えてそれぞれ

教育基礎論、学習・発達論）をすべて修得しているか、同時に履修していること
が望ましい。 

次回に向けての改善変更予定 教職に必要とされる教育史・教育思想の知見と受講者の学習実態を勘案し、指導
方針の修正を検討します。 

講義目的  教育職員免許法施行規則第６条に基づき、主として近代以降の教育理念及び実
践を中⼼とした教育の歴史を、それぞれの時代情勢及びそれらの変化に即して理
解する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義概要と受講要領を説明する。 

2 回 教育の始まりについて資料を提示し、教育の原初形態について考察の深化
を図る。 
古代・中世における⻄洋の教育のあり方を講ずる。 
3 回 リアリズムと教育。統一学校とコメニウスを中⼼に、近代黎明期における教
育の特質を講ずる。 
4 回 近代以降における教育観の変遷。社会の動向との関連について、年表を通し
て考察する。 
5 回 近代思想と子どもの発見(1)。18 世紀の⻄洋における教育について、ルソー
の教育思想を中⼼に講ずる。 
6 回 近代思想と子どもの発見(2) 

準備学習 1 回 教育の歴史及び思想に関する知識について、教員に必要とされる範囲や水
準を概観するとともに、シラバスと教科書に目を通し、学習の過程を把握してお
くこと。 
2 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通すとともに、古代・中世の⻄洋におけ
る教育の実践や思想から具体的事例を選び、これと関連づけて自らの教育実践の
あり方を検討しておくこと。 
3 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通すとともに、近代黎明期の⻄洋にお
ける教育の実践や思想から具体的事例を選び、これと関連づけて自らの教育実践
のあり方を検討しておくこと。 
4 回 中 

 



年度 2014 
授業コード FC00042K 
成績評価 平素の学習の取り組み（提出物）（20〜40％）、定期試験の評定点（60〜80％）を

総合して評価する。なお、この比率は受講状況により見直すことがある。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00042K 教育史 
担当教員名 皿⽥ 琢司 
単位数 2 
教科書 近代教育史（新訂）／教師養成研究会（編著）／学芸図書／9784761602741 
アクティブラーニング  
キーワード 教育理念、教育観、教育思想、教育制度、学校、教師 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育史 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教育と人間の探究／曽我 雅比児・皿⽥ 琢司（編著）／大学教育出版 

現代社会における人間と教育／曽我 雅比児・皿⽥ 琢司（編著）／大学教育出
版 
中学校社会科（歴史的分野）、高等学校世界史、高等学校日本史の教材（教科書、
図説等）、 
そのほか適宜指示する。 

授業形態 講義 
注意備考 ○教職をめざす者として、高い目的意識をもって学習に取り組む態度が求められ 

 る。 
○歴史から謙虚に学び教育実践に反映させることを意識して学業に取り組むこ
と 
 が望ましい。 
○試験は筆記形態により定期試験期間中に行う。試験形態は筆記とする。 

シラバスコード FC00042K 
実務経験のある教員  
達成目標 ○教育実践にとって教育史を学ぶことがなぜ必要であるかを説明することがで

き 
 る。 
○⻄洋における各時代の教育の特質について、現実の教育事象と関連づけて説明 
 することができる。 
○日本における各時代の教育の特質について、現実の教育事象と関連づけて説明 
 することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 １３号館３階皿⽥研究室 salad＠chem.ous.ac.jp 086-256-9714 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見  
英文科目名 History of Education 
関連科目 １年次開講Ｃ群科目（基礎理学科生は教育学原論、教育⼼理学に代えてそれぞれ

教育基礎論、学習・発達論）をすべて修得しているか、同時に履修していること
が望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的  教育職員免許法施行規則第６条に基づき、主として近代以降の教育理念及び実

践を中⼼とした教育の歴史を、それぞれの時代情勢及びそれらの変化に即して理
解する。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義概要と受講要領を説明する。 

2 回 教育の始まりについて資料を提示し、教育の原初形態について考察の深化
を図る。 
古代・中世における⻄洋の教育のあり方を講ずる。 
3 回 リアリズムと教育。統一学校とコメニウスを中⼼に、近代黎明期における教
育の特質を講ずる。 
4 回 近代以降における教育観の変遷。社会の動向との関連について、年表を通し
て考察する。 
5 回 近代思想と子どもの発見(1)。18 世紀の⻄洋における教育について、ルソー
の教育思想を中⼼に講ずる。 
6 回 近代思想と子どもの発見(2) 

準備学習 1 回 教育の歴史及び思想に関する知識について、教員に必要とされる範囲や水
準を概観するとともに、シラバスと教科書に目を通し、学習の過程を把握してお
くこと。 
2 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通すとともに、古代・中世の⻄洋におけ
る教育の実践や思想から具体的事例を選び、これと関連づけて自らの教育実践の
あり方を検討しておくこと。 
3 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通すとともに、近代黎明期の⻄洋にお
ける教育の実践や思想から具体的事例を選び、これと関連づけて自らの教育実践
のあり方を検討しておくこと。 
4 回 中 

 



年度 2014 
授業コード FC000711 
成績評価 定期試験（６０％）とリポート（４０％）で評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜07),バイオ・応用化学科(〜07),機械システム⼯学科(〜07),電気電子シ

ステム学科(〜07),情報⼯学科(〜07),知能機械⼯学科(〜07),生体医⼯学科(〜
07),建築学科(〜07),総合情報学部(〜07),生物地球学部(〜07) 

見出し FC000711 教育⼯学 
担当教員名 竹井 皓三＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード メディアリテラシー ＡＲＣＳ動機付け eーラーニング 授業分析 教授学習

過程の最適化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平沢 茂編著 教育の方法と技術 図書文化社柴⽥ 義松編著 教育の方法と

技術 学文社島宗 理 著 インストラクショナルデザイン 産業図書 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC000711 
実務経験のある教員  
達成目標 教室学習における生徒と教員の関係に着目し、その関係を決定付けるメディア環

境やコミュニケーション環境に目を向けることができるようになるとともに、学
習環境の改善のための意欲を持つことができるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Technology of Education 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学校教育における、教授者の授業に対する意識やもっている技術は、非常に大き

な影響力を持っている。また，電子通信技術の進展もめざましいものがある。こ
の講義では、授業実施するにおいて、どのような知識や技術ならびに意欲を必要
としているかについて、概論を述べて、今後の教職に対する意欲を身につけさせ
るとともに，教育における電子機器の活用やメディアリテラシーの重要性ととも



に，教育評価・授業分析などにも関⼼を持たせたい。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 教職を目指している理由を明確にし、「教授」と「学習」について、教

育場面での関係について考えておく。 
２回 メディアリテラシーあるいは情報リテラシーについて、その意味につい
てあらかじめ考えておくこと。 
３回 前回の講義から、メディアリテラシーの教育における役割について考え
ておくこと。 
４回 児童生徒のコミュニケーション活動の中に社会問題化していること事
について関⼼を持っておきたい。 
５回 eーラーニングについて，あらかじめ興味関⼼を持ち，リサーチしてお
くことが必要である。 
６回 メディア教材・教具が数 

 



年度 2014 
授業コード FC00071K 
成績評価  
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00071K 教育⼯学 
担当教員名 竹井 皓三＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00071K 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Technology of Education 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FC000721 
成績評価 定期試験（６０％）とリポート（４０％）で評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜07),バイオ・応用化学科(〜07),機械システム⼯学科(〜07),電気電子シ

ステム学科(〜07),情報⼯学科(〜07),知能機械⼯学科(〜07),生体医⼯学科(〜
07),建築学科(〜07),総合情報学部(〜07),生物地球学部(〜07) 

見出し FC000721 教育⼯学 
担当教員名 竹井 皓三＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード メディアリテラシー ＡＲＣＳ動機付け eーラーニング 授業分析 教授学習

過程の最適化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平沢 茂編著 教育の方法と技術 図書文化社柴⽥ 義松編著 教育の方法と

技術 学文社島宗 理 著 インストラクショナルデザイン 産業図書 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC000721 
実務経験のある教員  
達成目標 教室学習における生徒と教員の関係に着目し、その関係を決定付けるメディア環

境やコミュニケーション環境に目を向けることができるようになるとともに、学
習環境の改善のための意欲を持つことができるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Technology of Education 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学校教育における、教授者の授業に対する意識やもっている技術は、非常に大き

な影響力を持っている。また，電子通信技術の進展もめざましいものがある。こ
の講義では、授業実施するにおいて、どのような知識や技術ならびに意欲を必要
としているかについて、概論を述べて、今後の教職に対する意欲を身につけさせ
るとともに，教育における電子機器の活用やメディアリテラシーの重要性ととも



に，教育評価・授業分析などにも関⼼を持たせたい。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 教職を目指している理由を明確にし、「教授」と「学習」について、教

育場面での関係について考えておく。 
２回 メディアリテラシーあるいは情報リテラシーについて、その意味につい
てあらかじめ考えておくこと。 
３回 前回の講義から、メディアリテラシーの教育における役割について考え
ておくこと。 
４回 児童生徒のコミュニケーション活動の中に社会問題化していること事
について関⼼を持っておきたい。 
５回 eーラーニングについて，あらかじめ興味関⼼を持ち，リサーチしてお
くことが必要である。 
６回 メディア教材・教具が数 

 



年度 2014 
授業コード FC00072K 
成績評価  
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00072K 教育⼯学 
担当教員名 竹井 皓三＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00072K 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Technology of Education 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FC000731 
成績評価 定期試験（６０％）とリポート（４０％）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜07),バイオ・応用化学科(〜07),機械システム⼯学科(〜07),電気電子シ

ステム学科(〜07),情報⼯学科(〜07),知能機械⼯学科(〜07),生体医⼯学科(〜
07),建築学科(〜07),総合情報学部(〜07),生物地球学部(〜07) 

見出し FC000731 教育⼯学 
担当教員名 竹井 皓三＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード メディアリテラシー ＡＲＣＳ動機付け eーラーニング 授業分析 教授学習

過程の最適化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平沢 茂編著 教育の方法と技術 図書文化社柴⽥ 義松編著 教育の方法と

技術 学文社島宗 理 著 インストラクショナルデザイン 産業図書 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC000731 
実務経験のある教員  
達成目標 教室学習における生徒と教員の関係に着目し、その関係を決定付けるメディア環

境やコミュニケーション環境に目を向けることができるようになるとともに、学
習環境の改善のための意欲を持つことができるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Technology of Education 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学校教育における、教授者の授業に対する意識やもっている技術は、非常に大き

な影響力を持っている。また，電子通信技術の進展もめざましいものがある。こ
の講義では、授業実施するにおいて、どのような知識や技術ならびに意欲を必要
としているかについて、概論を述べて、今後の教職に対する意欲を身につけさせ
るとともに，教育における電子機器の活用やメディアリテラシーの重要性ととも



に，教育評価・授業分析などにも関⼼を持たせたい。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 教職を目指している理由を明確にし、「教授」と「学習」について、教

育場面での関係について考えておく。 
２回 メディアリテラシーあるいは情報リテラシーについて、その意味につい
てあらかじめ考えておくこと。 
３回 前回の講義から、メディアリテラシーの教育における役割について考え
ておくこと。 
４回 児童生徒のコミュニケーション活動の中に社会問題化していること事
について関⼼を持っておきたい。 
５回 eーラーニングについて，あらかじめ興味関⼼を持ち，リサーチしてお
くことが必要である。 
６回 メディア教材・教具が数 

 



年度 2014 
授業コード FC00073K 
成績評価  
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00073K 教育⼯学 
担当教員名 竹井 皓三＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00073K 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Technology of Education 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FC000741 
成績評価 定期試験（６０％）とリポート（４０％）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜07),バイオ・応用化学科(〜07),機械システム⼯学科(〜07),電気電子シ

ステム学科(〜07),情報⼯学科(〜07),知能機械⼯学科(〜07),生体医⼯学科(〜
07),建築学科(〜07),総合情報学部(〜07),生物地球学部(〜07) 

見出し FC000741 教育⼯学 
担当教員名 竹井 皓三＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード メディアリテラシー ＡＲＣＳ動機付け eーラーニング 授業分析 教授学習

過程の最適化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平沢 茂編著 教育の方法と技術 図書文化社柴⽥ 義松編著 教育の方法と

技術 学文社島宗 理 著 インストラクショナルデザイン 産業図書 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC000741 
実務経験のある教員  
達成目標 教室学習における生徒と教員の関係に着目し、その関係を決定付けるメディア環

境やコミュニケーション環境に目を向けることができるようになるとともに、学
習環境の改善のための意欲を持つことができるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Technology of Education 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学校教育における、教授者の授業に対する意識やもっている技術は、非常に大き

な影響力を持っている。また，電子通信技術の進展もめざましいものがある。こ
の講義では、授業実施するにおいて、どのような知識や技術ならびに意欲を必要
としているかについて、概論を述べて、今後の教職に対する意欲を身につけさせ
るとともに，教育における電子機器の活用やメディアリテラシーの重要性ととも



に，教育評価・授業分析などにも関⼼を持たせたい。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 教職を目指している理由を明確にし、「教授」と「学習」について、教

育場面での関係について考えておく。 
２回 メディアリテラシーあるいは情報リテラシーについて、その意味につい
てあらかじめ考えておくこと。 
３回 前回の講義から、メディアリテラシーの教育における役割について考え
ておくこと。 
４回 児童生徒のコミュニケーション活動の中に社会問題化していること事
について関⼼を持っておきたい。 
５回 eーラーニングについて，あらかじめ興味関⼼を持ち，リサーチしてお
くことが必要である。 
６回 メディア教材・教具が数 

 



年度 2014 
授業コード FC00074K 
成績評価  
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00074K 教育⼯学 
担当教員名 竹井 皓三＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00074K 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Technology of Education 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FC000751 
成績評価 定期試験（６０％）とリポート（４０％）で評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜07),バイオ・応用化学科(〜07),機械システム⼯学科(〜07),電気電子シ

ステム学科(〜07),情報⼯学科(〜07),知能機械⼯学科(〜07),生体医⼯学科(〜
07),建築学科(〜07),総合情報学部(〜07),生物地球学部(〜07) 

見出し FC000751 教育⼯学 
担当教員名 竹井 皓三＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード メディアリテラシー ＡＲＣＳ動機付け eーラーニング 授業分析 教授学習

過程の最適化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平沢 茂編著 教育の方法と技術 図書文化社柴⽥ 義松編著 教育の方法と

技術 学文社島宗 理 著 インストラクショナルデザイン 産業図書 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC000751 
実務経験のある教員  
達成目標 教室学習における生徒と教員の関係に着目し、その関係を決定付けるメディア環

境やコミュニケーション環境に目を向けることができるようになるとともに、学
習環境の改善のための意欲を持つことができるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Technology of Education 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学校教育における、教授者の授業に対する意識やもっている技術は、非常に大き

な影響力を持っている。また，電子通信技術の進展もめざましいものがある。こ
の講義では、授業実施するにおいて、どのような知識や技術ならびに意欲を必要
としているかについて、概論を述べて、今後の教職に対する意欲を身につけさせ
るとともに，教育における電子機器の活用やメディアリテラシーの重要性ととも



に，教育評価・授業分析などにも関⼼を持たせたい。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 教職を目指している理由を明確にし、「教授」と「学習」について、教

育場面での関係について考えておく。 
２回 メディアリテラシーあるいは情報リテラシーについて、その意味につい
てあらかじめ考えておくこと。 
３回 前回の講義から、メディアリテラシーの教育における役割について考え
ておくこと。 
４回 児童生徒のコミュニケーション活動の中に社会問題化していること事
について関⼼を持っておきたい。 
５回 eーラーニングについて，あらかじめ興味関⼼を持ち，リサーチしてお
くことが必要である。 
６回 メディア教材・教具が数 

 



年度 2014 
授業コード FC00075K 
成績評価  
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00075K 教育⼯学 
担当教員名 竹井 皓三＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00075K 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Technology of Education 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FC000761 
成績評価 定期試験（６０％）とリポート（４０％）で評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜07),バイオ・応用化学科(〜07),機械システム⼯学科(〜07),電気電子シ

ステム学科(〜07),情報⼯学科(〜07),知能機械⼯学科(〜07),生体医⼯学科(〜
07),建築学科(〜07),総合情報学部(〜07),生物地球学部(〜07) 

見出し FC000761 教育⼯学 
担当教員名 竹井 皓三＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード メディアリテラシー ＡＲＣＳ動機付け eーラーニング 授業分析 教授学習

過程の最適化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平沢 茂編著 教育の方法と技術 図書文化社柴⽥ 義松編著 教育の方法と

技術 学文社島宗 理 著 インストラクショナルデザイン 産業図書 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC000761 
実務経験のある教員  
達成目標 教室学習における生徒と教員の関係に着目し、その関係を決定付けるメディア環

境やコミュニケーション環境に目を向けることができるようになるとともに、学
習環境の改善のための意欲を持つことができるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Technology of Education 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学校教育における、教授者の授業に対する意識やもっている技術は、非常に大き

な影響力を持っている。また，電子通信技術の進展もめざましいものがある。こ
の講義では、授業実施するにおいて、どのような知識や技術ならびに意欲を必要
としているかについて、概論を述べて、今後の教職に対する意欲を身につけさせ
るとともに，教育における電子機器の活用やメディアリテラシーの重要性ととも



に，教育評価・授業分析などにも関⼼を持たせたい。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 教職を目指している理由を明確にし、「教授」と「学習」について、教

育場面での関係について考えておく。 
２回 メディアリテラシーあるいは情報リテラシーについて、その意味につい
てあらかじめ考えておくこと。 
３回 前回の講義から、メディアリテラシーの教育における役割について考え
ておくこと。 
４回 児童生徒のコミュニケーション活動の中に社会問題化していること事
について関⼼を持っておきたい。 
５回 eーラーニングについて，あらかじめ興味関⼼を持ち，リサーチしてお
くことが必要である。 
６回 メディア教材・教具が数 

 



年度 2014 
授業コード FC00076K 
成績評価  
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00076K 教育⼯学 
担当教員名 竹井 皓三＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00076K 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Technology of Education 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FC000771 
成績評価 定期試験（６０％）とリポート（４０％）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜07),バイオ・応用化学科(〜07),機械システム⼯学科(〜07),電気電子シ

ステム学科(〜07),情報⼯学科(〜07),知能機械⼯学科(〜07),生体医⼯学科(〜
07),建築学科(〜07),総合情報学部(〜07),生物地球学部(〜07) 

見出し FC000771 教育⼯学 
担当教員名 竹井 皓三＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード メディアリテラシー ＡＲＣＳ動機付け eーラーニング 授業分析 教授学習

過程の最適化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平沢 茂編著 教育の方法と技術 図書文化社柴⽥ 義松編著 教育の方法と

技術 学文社島宗 理 著 インストラクショナルデザイン 産業図書 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC000771 
実務経験のある教員  
達成目標 教室学習における生徒と教員の関係に着目し、その関係を決定付けるメディア環

境やコミュニケーション環境に目を向けることができるようになるとともに、学
習環境の改善のための意欲を持つことができるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Technology of Education 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学校教育における、教授者の授業に対する意識やもっている技術は、非常に大き

な影響力を持っている。また，電子通信技術の進展もめざましいものがある。こ
の講義では、授業実施するにおいて、どのような知識や技術ならびに意欲を必要
としているかについて、概論を述べて、今後の教職に対する意欲を身につけさせ
るとともに，教育における電子機器の活用やメディアリテラシーの重要性ととも



に，教育評価・授業分析などにも関⼼を持たせたい。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 教職を目指している理由を明確にし、「教授」と「学習」について、教

育場面での関係について考えておく。 
２回 メディアリテラシーあるいは情報リテラシーについて、その意味につい
てあらかじめ考えておくこと。 
３回 前回の講義から、メディアリテラシーの教育における役割について考え
ておくこと。 
４回 児童生徒のコミュニケーション活動の中に社会問題化していること事
について関⼼を持っておきたい。 
５回 eーラーニングについて，あらかじめ興味関⼼を持ち，リサーチしてお
くことが必要である。 
６回 メディア教材・教具が数 

 



年度 2014 
授業コード FC00077K 
成績評価  
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00077K 教育⼯学 
担当教員名 竹井 皓三＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00077K 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Technology of Education 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FC001011 
成績評価 レポート提出（４０％） 

グループ学習、発表、意欲・態度（２０％） 
定期試験（４０％） 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜10),バイオ・応用化学科(〜10),機械システム⼯学科(〜10),電気電子シ

ステム学科(〜10),情報⼯学科(〜10),知能機械⼯学科(〜10),生体医⼯学科(〜
10),建築学科(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 

見出し FC001011 道徳教育の研究 
担当教員名 野島 淑子＊ 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領 道德編／文部科学省／日本文教出版／9784536590044 
アクティブラーニング  
キーワード 「手間ひまかけることを厭わない」 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 道徳教育の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・「学校道德教育入門」 渡邊弘編    東洋間館出版 

・「新・道德教育論」  山崎英則編  ﾐﾈﾙｳﾞｧ書房 
・「道德教育論」    ｴﾐｰﾙ・ﾃﾞｭﾙｹﾑ（麻生誠・山村健訳）講談社学術文庫 
・「中学校道德教育の基本的課題」  金井 肇  明治図書 
・「⼼のノート」を生かす道德授業  金井 肇編 明治図書  
・「⼼のノート 中学生版」文部科学省 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC001011 
実務経験のある教員  
達成目標 学校における道徳教育の現状と課題を知り、さらに日本が歩んできた道徳教育の

歴史通して、道徳教育への理解を深め、次世代を育てるための自覚と責任を養う。
道德の時間の指導の方法や⼯夫を学び、資料を選択し、道德学習指導案を作成す
ることができるようにする。また、作成した学習指導案で模擬授業実践をする。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Moral Education 
関連科目 「教育学原論」 



「教育⼼理学」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物質的豊かさの中で、⼼の教育が問われている。特に、自我に目覚め、自らの生

き方を模索している生育期における道徳教育の意義は大きい。学校教育の現状と
課題を概観し、学校における道徳教育の基本的立場と「道德の時間」の関連につ
いて理解を深め、道德の時間の充実を図るための⼯夫を学ぶ。よりよく生きてい
くための基盤となる道徳性を育てるためにはどうすればよいか。道徳的価値につ
いて理解し、道徳的価値の自覚を図るための指導のあり方を検討していく。道德
授業の指導案作りの演習作業を通して、ねらいとする価値について考えさせ、自
覚させ 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ・オリエンテーション 

 （学校における道徳教育の実践の紹介、教員としての⼼構えや願い 
  講義内容について紹介、評価について説明する。 
2 回 道徳性と道德教育の意義について解説する。 
3 回 道徳教育の歴史と課題 ① について解説する。 
4 回 道德教育の歴史と課題 ② について解説する。 
5 回 学校における道德教育と道德の時間の目標について解説する。 
6 回 内容項目と指導の観点 ① について学習する。 
7 回 内容項目と指導の観点 ② について学習する。 
8 回 学校における道徳教育と道德の時間の計画と課 

準備学習 1 回 ・将来、教職につく決意や願いを確認しておくこと（予習） 
2 回 「よりよく生きる」とはどういうことか、興味ある本や詩、映画、音楽など
に触れておくこと。 
3 回 自己を振り返り自己の生き方について考えておくこと。（予習） 
4 回 自己のあり方と社会とのかかわり、次世代を担い育てるための自覚と責任
について考ておくこと。（予習） 
5 回 教科書「中学校学習指導要領 道德編」ｐ１〜３９まで読んでおくこと。 
 （予習・復習） 
6 回 教科書「中学校学習指導要領解説 道德編」ｐ４０〜６３を読みまとめてお
くこと。（予習・復 

 



年度 2014 
授業コード FC00101K 
成績評価  
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00101K 道徳教育の研究 
担当教員名 野島 淑子＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 道徳教育の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00101K 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Moral Education 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FC001021 
成績評価 レポート提出（４０％） 

グループ学習、発表、意欲・態度（２０％） 
定期試験（４０％） 

曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜10),バイオ・応用化学科(〜10),機械システム⼯学科(〜10),電気電子シ

ステム学科(〜10),情報⼯学科(〜10),知能機械⼯学科(〜10),生体医⼯学科(〜
10),建築学科(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 

見出し FC001021 道徳教育の研究 
担当教員名 野島 淑子＊ 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領 道德編／文部科学省／日本文教出版／9784536590044 
アクティブラーニング  
キーワード 「手間ひまかけることを厭わない」 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 道徳教育の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・「学校道德教育入門」 渡邊弘編    東洋間館出版 

・「新・道德教育論」  山崎英則編  ﾐﾈﾙｳﾞｧ書房 
・「道德教育論」    ｴﾐｰﾙ・ﾃﾞｭﾙｹﾑ（麻生誠・山村健訳）講談社学術文庫 
・「中学校道德教育の基本的課題」  金井 肇  明治図書 
・「⼼のノート」を生かす道德授業  金井 肇編 明治図書  
・「⼼のノート 中学生版」文部科学省 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC001021 
実務経験のある教員  
達成目標 学校における道徳教育の現状と課題を知り、さらに日本が歩んできた道徳教育の

歴史通して、道徳教育への理解を深め、次世代を育てるための自覚と責任を養う。
道德の時間の指導の方法や⼯夫を学び、資料を選択し、道德学習指導案を作成す
ることができるようにする。また、作成した学習指導案で模擬授業実践をする。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Moral Education 
関連科目 「教育学原論」 



「教育⼼理学」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物質的豊かさの中で、⼼の教育が問われている。特に、自我に目覚め、自らの生

き方を模索している生育期における道徳教育の意義は大きい。学校教育の現状と
課題を概観し、学校における道徳教育の基本的立場と「道德の時間」の関連につ
いて理解を深め、道德の時間の充実を図るための⼯夫を学ぶ。よりよく生きてい
くための基盤となる道徳性を育てるためにはどうすればよいか。道徳的価値につ
いて理解し、道徳的価値の自覚を図るための指導のあり方を検討していく。道德
授業の指導案作りの演習作業を通して、ねらいとする価値について考えさせ、自
覚させ 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ・オリエンテーション 

 （学校における道徳教育の実践の紹介、教員としての⼼構えや願い 
  講義内容について紹介、評価について説明する。 
2 回 道徳性と道德教育の意義について解説する。 
3 回 道徳教育の歴史と課題 ① について解説する。 
4 回 道德教育の歴史と課題 ② について解説する。 
5 回 学校における道德教育と道德の時間の目標について解説する。 
6 回 内容項目と指導の観点 ① について学習する。 
7 回 内容項目と指導の観点 ② について学習する。 
8 回 学校における道徳教育と道德の時間の計画と課 

準備学習 1 回 ・将来、教職につく決意や願いを確認しておくこと（予習） 
2 回 「よりよく生きる」とはどういうことか、興味ある本や詩、映画、音楽など
に触れておくこと。 
3 回 自己を振り返り自己の生き方について考えておくこと。（予習） 
4 回 自己のあり方と社会とのかかわり、次世代を担い育てるための自覚と責任
について考ておくこと。（予習） 
5 回 教科書「中学校学習指導要領 道德編」ｐ１〜３９まで読んでおくこと。 
 （予習・復習） 
6 回 教科書「中学校学習指導要領解説 道德編」ｐ４０〜６３を読みまとめてお
くこと。（予習・復 

 



年度 2014 
授業コード FC00102K 
成績評価  
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00102K 道徳教育の研究 
担当教員名 野島 淑子＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 道徳教育の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00102K 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Moral Education 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FC001031 
成績評価 レポート提出（４０％） 

グループ学習、発表、意欲・態度（２０％） 
定期試験（４０％） 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜10),バイオ・応用化学科(〜10),機械システム⼯学科(〜10),電気電子シ

ステム学科(〜10),情報⼯学科(〜10),知能機械⼯学科(〜10),生体医⼯学科(〜
10),建築学科(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 

見出し FC001031 道徳教育の研究 
担当教員名 野島 淑子＊ 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領 道德編／文部科学省／日本文教出版／9784536590044 
アクティブラーニング  
キーワード 「手間ひまかけることを厭わない」 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 道徳教育の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・「学校道德教育入門」 渡邊弘編    東洋間館出版 

・「新・道德教育論」  山崎英則編  ﾐﾈﾙｳﾞｧ書房 
・「道德教育論」    ｴﾐｰﾙ・ﾃﾞｭﾙｹﾑ（麻生誠・山村健訳）講談社学術文庫 
・「中学校道德教育の基本的課題」  金井 肇  明治図書 
・「⼼のノート」を生かす道德授業  金井 肇編 明治図書  
・「⼼のノート 中学生版」文部科学省 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC001031 
実務経験のある教員  
達成目標 学校における道徳教育の現状と課題を知り、さらに日本が歩んできた道徳教育の

歴史通して、道徳教育への理解を深め、次世代を育てるための自覚と責任を養う。
道德の時間の指導の方法や⼯夫を学び、資料を選択し、道德学習指導案を作成す
ることができるようにする。また、作成した学習指導案で模擬授業実践をする。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Moral Education 
関連科目 「教育学原論」 



「教育⼼理学」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物質的豊かさの中で、⼼の教育が問われている。特に、自我に目覚め、自らの生

き方を模索している生育期における道徳教育の意義は大きい。学校教育の現状と
課題を概観し、学校における道徳教育の基本的立場と「道德の時間」の関連につ
いて理解を深め、道德の時間の充実を図るための⼯夫を学ぶ。よりよく生きてい
くための基盤となる道徳性を育てるためにはどうすればよいか。道徳的価値につ
いて理解し、道徳的価値の自覚を図るための指導のあり方を検討していく。道德
授業の指導案作りの演習作業を通して、ねらいとする価値について考えさせ、自
覚させ 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ・オリエンテーション 

 （学校における道徳教育の実践の紹介、教員としての⼼構えや願い 
  講義内容について紹介、評価について説明する。 
2 回 道徳性と道德教育の意義について解説する。 
3 回 道徳教育の歴史と課題 ① について解説する。 
4 回 道德教育の歴史と課題 ② について解説する。 
5 回 学校における道德教育と道德の時間の目標について解説する。 
6 回 内容項目と指導の観点 ① について学習する。 
7 回 内容項目と指導の観点 ② について学習する。 
8 回 学校における道徳教育と道德の時間の計画と課 

準備学習 1 回 ・将来、教職につく決意や願いを確認しておくこと（予習） 
2 回 「よりよく生きる」とはどういうことか、興味ある本や詩、映画、音楽など
に触れておくこと。 
3 回 自己を振り返り自己の生き方について考えておくこと。（予習） 
4 回 自己のあり方と社会とのかかわり、次世代を担い育てるための自覚と責任
について考ておくこと。（予習） 
5 回 教科書「中学校学習指導要領 道德編」ｐ１〜３９まで読んでおくこと。 
 （予習・復習） 
6 回 教科書「中学校学習指導要領解説 道德編」ｐ４０〜６３を読みまとめてお
くこと。（予習・復 

 



年度 2014 
授業コード FC00103K 
成績評価  
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00103K 道徳教育の研究 
担当教員名 野島 淑子＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 道徳教育の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00103K 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Moral Education 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FC001051 
成績評価 レポート提出（４０％） 

グループ学習、発表、意欲・態度（２０％） 
定期試験（４０％） 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜10),バイオ・応用化学科(〜10),機械システム⼯学科(〜10),電気電子シ

ステム学科(〜10),情報⼯学科(〜10),知能機械⼯学科(〜10),生体医⼯学科(〜
10),建築学科(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 

見出し FC001051 道徳教育の研究 
担当教員名 野島 淑子＊ 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領 道德編／文部科学省／日本文教出版／9784536590044 
アクティブラーニング  
キーワード 「手間ひまかけることを厭わない」 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 道徳教育の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・「学校道德教育入門」 渡邊弘編    東洋間館出版 

・「新・道德教育論」  山崎英則編  ﾐﾈﾙｳﾞｧ書房 
・「道德教育論」    ｴﾐｰﾙ・ﾃﾞｭﾙｹﾑ（麻生誠・山村健訳）講談社学術文庫 
・「中学校道德教育の基本的課題」  金井 肇  明治図書 
・「⼼のノート」を生かす道德授業  金井 肇編 明治図書  
・「⼼のノート 中学生版」文部科学省 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC001051 
実務経験のある教員  
達成目標 学校における道徳教育の現状と課題を知り、さらに日本が歩んできた道徳教育の

歴史通して、道徳教育への理解を深め、次世代を育てるための自覚と責任を養う。
道德の時間の指導の方法や⼯夫を学び、資料を選択し、道德学習指導案を作成す
ることができるようにする。また、作成した学習指導案で模擬授業実践をする。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Moral Education 
関連科目 「教育学原論」 



「教育⼼理学」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物質的豊かさの中で、⼼の教育が問われている。特に、自我に目覚め、自らの生

き方を模索している生育期における道徳教育の意義は大きい。学校教育の現状と
課題を概観し、学校における道徳教育の基本的立場と「道德の時間」の関連につ
いて理解を深め、道德の時間の充実を図るための⼯夫を学ぶ。よりよく生きてい
くための基盤となる道徳性を育てるためにはどうすればよいか。道徳的価値につ
いて理解し、道徳的価値の自覚を図るための指導のあり方を検討していく。道德
授業の指導案作りの演習作業を通して、ねらいとする価値について考えさせ、自
覚させ 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ・オリエンテーション 

 （学校における道徳教育の実践の紹介、教員としての⼼構えや願い 
  講義内容について紹介、評価について説明する。 
2 回 道徳性と道德教育の意義について解説する。 
3 回 道徳教育の歴史と課題 ① について解説する。 
4 回 道德教育の歴史と課題 ② について解説する。 
5 回 学校における道德教育と道德の時間の目標について解説する。 
6 回 内容項目と指導の観点 ① について学習する。 
7 回 内容項目と指導の観点 ② について学習する。 
8 回 学校における道徳教育と道德の時間の計画と課 

準備学習 1 回 ・将来、教職につく決意や願いを確認しておくこと（予習） 
2 回 「よりよく生きる」とはどういうことか、興味ある本や詩、映画、音楽など
に触れておくこと。 
3 回 自己を振り返り自己の生き方について考えておくこと。（予習） 
4 回 自己のあり方と社会とのかかわり、次世代を担い育てるための自覚と責任
について考ておくこと。（予習） 
5 回 教科書「中学校学習指導要領 道德編」ｐ１〜３９まで読んでおくこと。 
 （予習・復習） 
6 回 教科書「中学校学習指導要領解説 道德編」ｐ４０〜６３を読みまとめてお
くこと。（予習・復 

 



年度 2014 
授業コード FC00105K 
成績評価  
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00105K 道徳教育の研究 
担当教員名 野島 淑子＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 道徳教育の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00105K 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Moral Education 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FC001061 
成績評価 レポート提出（４０％） 

グループ学習、発表、意欲・態度（２０％） 
定期試験（４０％） 

曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜10),バイオ・応用化学科(〜10),機械システム⼯学科(〜10),電気電子シ

ステム学科(〜10),情報⼯学科(〜10),知能機械⼯学科(〜10),生体医⼯学科(〜
10),建築学科(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 

見出し FC001061 道徳教育の研究 
担当教員名 野島 淑子＊ 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領 道德編／文部科学省／日本文教出版／9784536590044 
アクティブラーニング  
キーワード 「手間ひまかけることを厭わない」 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 道徳教育の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・「学校道德教育入門」 渡邊弘編    東洋間館出版 

・「新・道德教育論」  山崎英則編  ﾐﾈﾙｳﾞｧ書房 
・「道德教育論」    ｴﾐｰﾙ・ﾃﾞｭﾙｹﾑ（麻生誠・山村健訳）講談社学術文庫 
・「中学校道德教育の基本的課題」  金井 肇  明治図書 
・「⼼のノート」を生かす道德授業  金井 肇編 明治図書  
・「⼼のノート 中学生版」文部科学省 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC001061 
実務経験のある教員  
達成目標 学校における道徳教育の現状と課題を知り、さらに日本が歩んできた道徳教育の

歴史通して、道徳教育への理解を深め、次世代を育てるための自覚と責任を養う。
道德の時間の指導の方法や⼯夫を学び、資料を選択し、道德学習指導案を作成す
ることができるようにする。また、作成した学習指導案で模擬授業実践をする。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Moral Education 
関連科目 「教育学原論」 



「教育⼼理学」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物質的豊かさの中で、⼼の教育が問われている。特に、自我に目覚め、自らの生

き方を模索している生育期における道徳教育の意義は大きい。学校教育の現状と
課題を概観し、学校における道徳教育の基本的立場と「道德の時間」の関連につ
いて理解を深め、道德の時間の充実を図るための⼯夫を学ぶ。よりよく生きてい
くための基盤となる道徳性を育てるためにはどうすればよいか。道徳的価値につ
いて理解し、道徳的価値の自覚を図るための指導のあり方を検討していく。道德
授業の指導案作りの演習作業を通して、ねらいとする価値について考えさせ、自
覚させ 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ・オリエンテーション 

 （学校における道徳教育の実践の紹介、教員としての⼼構えや願い 
  講義内容について紹介、評価について説明する。 
2 回 道徳性と道德教育の意義について解説する。 
3 回 道徳教育の歴史と課題 ① について解説する。 
4 回 道德教育の歴史と課題 ② について解説する。 
5 回 学校における道德教育と道德の時間の目標について解説する。 
6 回 内容項目と指導の観点 ① について学習する。 
7 回 内容項目と指導の観点 ② について学習する。 
8 回 学校における道徳教育と道德の時間の計画と課 

準備学習 1 回 ・将来、教職につく決意や願いを確認しておくこと（予習） 
2 回 「よりよく生きる」とはどういうことか、興味ある本や詩、映画、音楽など
に触れておくこと。 
3 回 自己を振り返り自己の生き方について考えておくこと。（予習） 
4 回 自己のあり方と社会とのかかわり、次世代を担い育てるための自覚と責任
について考ておくこと。（予習） 
5 回 教科書「中学校学習指導要領 道德編」ｐ１〜３９まで読んでおくこと。 
 （予習・復習） 
6 回 教科書「中学校学習指導要領解説 道德編」ｐ４０〜６３を読みまとめてお
くこと。（予習・復 

 



年度 2014 
授業コード FC00106K 
成績評価  
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00106K 道徳教育の研究 
担当教員名 野島 淑子＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 道徳教育の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00106K 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Moral Education 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FC001071 
成績評価 レポート提出（４０％） 

グループ学習、発表、意欲・態度（２０％） 
定期試験（４０％） 

曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜10),バイオ・応用化学科(〜10),機械システム⼯学科(〜10),電気電子シ

ステム学科(〜10),情報⼯学科(〜10),知能機械⼯学科(〜10),生体医⼯学科(〜
10),建築学科(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 

見出し FC001071 道徳教育の研究 
担当教員名 野島 淑子＊ 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領 道德編／文部科学省／日本文教出版／9784536590044 
アクティブラーニング  
キーワード 「手間ひまかけることを厭わない」 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 道徳教育の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・「学校道德教育入門」 渡邊弘編    東洋間館出版 

・「新・道德教育論」  山崎英則編  ﾐﾈﾙｳﾞｧ書房 
・「道德教育論」    ｴﾐｰﾙ・ﾃﾞｭﾙｹﾑ（麻生誠・山村健訳）講談社学術文庫 
・「中学校道德教育の基本的課題」  金井 肇  明治図書 
・「⼼のノート」を生かす道德授業  金井 肇編 明治図書  
・「⼼のノート 中学生版」文部科学省 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC001071 
実務経験のある教員  
達成目標 学校における道徳教育の現状と課題を知り、さらに日本が歩んできた道徳教育の

歴史通して、道徳教育への理解を深め、次世代を育てるための自覚と責任を養う。
道德の時間の指導の方法や⼯夫を学び、資料を選択し、道德学習指導案を作成す
ることができるようにする。また、作成した学習指導案で模擬授業実践をする。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Moral Education 
関連科目 「教育学原論」 



「教育⼼理学」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物質的豊かさの中で、⼼の教育が問われている。特に、自我に目覚め、自らの生

き方を模索している生育期における道徳教育の意義は大きい。学校教育の現状と
課題を概観し、学校における道徳教育の基本的立場と「道德の時間」の関連につ
いて理解を深め、道德の時間の充実を図るための⼯夫を学ぶ。よりよく生きてい
くための基盤となる道徳性を育てるためにはどうすればよいか。道徳的価値につ
いて理解し、道徳的価値の自覚を図るための指導のあり方を検討していく。道德
授業の指導案作りの演習作業を通して、ねらいとする価値について考えさせ、自
覚させ 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ・オリエンテーション 

 （学校における道徳教育の実践の紹介、教員としての⼼構えや願い 
  講義内容について紹介、評価について説明する。 
2 回 道徳性と道德教育の意義について解説する。 
3 回 道徳教育の歴史と課題 ① について解説する。 
4 回 道德教育の歴史と課題 ② について解説する。 
5 回 学校における道德教育と道德の時間の目標について解説する。 
6 回 内容項目と指導の観点 ① について学習する。 
7 回 内容項目と指導の観点 ② について学習する。 
8 回 学校における道徳教育と道德の時間の計画と課 

準備学習 1 回 ・将来、教職につく決意や願いを確認しておくこと（予習） 
2 回 「よりよく生きる」とはどういうことか、興味ある本や詩、映画、音楽など
に触れておくこと。 
3 回 自己を振り返り自己の生き方について考えておくこと。（予習） 
4 回 自己のあり方と社会とのかかわり、次世代を担い育てるための自覚と責任
について考ておくこと。（予習） 
5 回 教科書「中学校学習指導要領 道德編」ｐ１〜３９まで読んでおくこと。 
 （予習・復習） 
6 回 教科書「中学校学習指導要領解説 道德編」ｐ４０〜６３を読みまとめてお
くこと。（予習・復 

 



年度 2014 
授業コード FC00107K 
成績評価  
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00107K 道徳教育の研究 
担当教員名 野島 淑子＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 道徳教育の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00107K 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Moral Education 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FC001111 
成績評価 講義レポート（20％）、定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜10),バイオ・応用化学科(〜10),機械システム⼯学科(〜10),電気電子シ

ステム学科(〜10),情報⼯学科(〜10),知能機械⼯学科(〜10),生体医⼯学科(〜
10),建築学科(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 

見出し FC001111 特別活動の研究 
担当教員名 野瀬 重人 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領（平成 20 年）解説―特別活動編― 文部科学省／ぎょうせ

い／9784324900031 
アクティブラーニング  
キーワード 学習指導要領、学級活動、生徒会活動、学校行事、国旗・国歌、自主的実践的な

態度 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別活動の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  高等学校学習指導要領解説（平成 21 年）―特別活動編― 文部科学省 

 講義に必要な資料を別途配付する。 
授業形態 講義 
注意備考  試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 

 新指導要領において、学級活動における教師の指導が特に重視されるようにな
った。その 
ため、講義内容の一層の理解のため、1 講座の受講人員を 100 名以内とする。も
し、100 名を超えた場合は抽選とする、その場合は教職特別課程生と 4 年次生を
優先する。 

シラバスコード FC001111 
実務経験のある教員  
達成目標  ①中学校・高等学校の学習指導要領（特別活動）の内容が理解できる。 

 ②視聴覚資料等の模擬体験やボランティア活動等の実体験をすることにより、
学校現場での実践力を身につける。 
 ③特別活動の学習は、成⻑する生徒の人間形成の上で極めて重要な部分を担っ
ていることが理解できる。 

受講者へのコメント  
連絡先  野瀬重人 岡山理科大学理学部  

 野瀬研究室（10 学舎５階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Studies of Pupil Activities 
関連科目 「道徳教育の研究」と同時履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  中・高等学校の教員として「特別活動」の授業を行うには、この教科には教科

書がないので、学習指導要領の内容を十分に理解して身につける。 
 ビデオ教材による模擬体験や実体験をさせることにより、実践力を身につけ
る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  平成 20 年中学校学習指導要領解説（特別活動編）〈以下「特別活動」と称

する。教科書として使用する。〉の概要を説明する。 
2 回  小学校と高等学校の学習指導要領（特別活動）の概要を説明する。 
3 回  「特別活動」内の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教
育的意義」について説明する。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動
の内容」について、その概要を説明する。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」に
ついて説明する。 
6 

準備学習 1 回  「特別活動」の 117 ページから 119 ページまでを予習しておくこと。 
2 回  資料として第１回に配付した小学校と高等学校の学習指導要領（特別活
動）を予習しておくこと。 
3 回  「特別活動」の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教育
的意義」の部分と配付した資料を予習しておくこと。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動
の内容」及び配布した資料を予習しておくこと。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」及
び配付した資料を 

 



年度 2014 
授業コード FC00111K 
成績評価  
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00111K 特別活動の研究 
担当教員名 野瀬 重人 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別活動の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00111K 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Pupil Activities 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FC001121 
成績評価 講義レポート（20％）、定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜10),バイオ・応用化学科(〜10),機械システム⼯学科(〜10),電気電子シ

ステム学科(〜10),情報⼯学科(〜10),知能機械⼯学科(〜10),生体医⼯学科(〜
10),建築学科(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 

見出し FC001121 特別活動の研究 
担当教員名 野瀬 重人 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領（平成 20 年）解説―特別活動編― 文部科学省／ぎょうせ

い／9784324900031 
アクティブラーニング  
キーワード 学習指導要領、学級活動、生徒会活動、学校行事、国旗・国歌、自主的実践的な

態度 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別活動の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  高等学校学習指導要領解説（平成 21 年）―特別活動編― 文部科学省 

 講義に必要な資料を別途配付する。 
授業形態 講義 
注意備考  試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 

 新指導要領において、学級活動における教師の指導が特に重視されるようにな
った。その 
ため、講義内容の一層の理解のため、1 講座の受講人員を 100 名以内とする。も
し、100 名を超えた場合は抽選とする、その場合は教職特別課程生と 4 年次生を
優先する。 

シラバスコード FC001121 
実務経験のある教員  
達成目標  ①中学校・高等学校の学習指導要領（特別活動）の内容が理解できる。 

 ②視聴覚資料等の模擬体験やボランティア活動等の実体験をすることにより、
学校現場での実践力を身につける。 
 ③特別活動の学習は、成⻑する生徒の人間形成の上で極めて重要な部分を担っ
ていることが理解できる。 

受講者へのコメント  
連絡先  野瀬重人 岡山理科大学理学部  

 野瀬研究室（10 学舎５階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Studies of Pupil Activities 
関連科目 「道徳教育の研究」と同時履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  中・高等学校の教員として「特別活動」の授業を行うには、この教科には教科

書がないので、学習指導要領の内容を十分に理解して身につける。 
 ビデオ教材による模擬体験や実体験をさせることにより、実践力を身につけ
る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  平成 20 年中学校学習指導要領解説（特別活動編）〈以下「特別活動」と称

する。教科書として使用する。〉の概要を説明する。 
2 回  小学校と高等学校の学習指導要領（特別活動）の概要を説明する。 
3 回  「特別活動」内の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教
育的意義」について説明する。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動
の内容」について、その概要を説明する。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」に
ついて説明する。 
6 

準備学習 1 回  「特別活動」の 117 ページから 119 ページまでを予習しておくこと。 
2 回  資料として第１回に配付した小学校と高等学校の学習指導要領（特別活
動）を予習しておくこと。 
3 回  「特別活動」の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教育
的意義」の部分と配付した資料を予習しておくこと。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動
の内容」及び配布した資料を予習しておくこと。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」及
び配付した資料を 

 



年度 2014 
授業コード FC00112K 
成績評価  
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00112K 特別活動の研究 
担当教員名 野瀬 重人 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別活動の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00112K 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Pupil Activities 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FC001131 
成績評価 講義レポート（20％）、定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(〜10),バイオ・応用化学科(〜10),機械システム⼯学科(〜10),電気電子シ

ステム学科(〜10),情報⼯学科(〜10),知能機械⼯学科(〜10),生体医⼯学科(〜
10),建築学科(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 

見出し FC001131 特別活動の研究 
担当教員名 野瀬 重人 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領（平成 20 年）解説―特別活動編― 文部科学省／ぎょうせ

い／9784324900031 
アクティブラーニング  
キーワード 学習指導要領、学級活動、生徒会活動、学校行事、国旗・国歌、自主的実践的な

態度 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別活動の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  高等学校学習指導要領解説（平成 21 年）―特別活動編― 文部科学省 

 講義に必要な資料を別途配付する。 
授業形態 講義 
注意備考  試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 

 新指導要領において、学級活動における教師の指導が特に重視されるようにな
った。その 
ため、講義内容の一層の理解のため、1 講座の受講人員を 100 名以内とする。も
し、100 名を超えた場合は抽選とする、その場合は教職特別課程生と 4 年次生を
優先する。 

シラバスコード FC001131 
実務経験のある教員  
達成目標  ①中学校・高等学校の学習指導要領（特別活動）の内容が理解できる。 

 ②視聴覚資料等の模擬体験やボランティア活動等の実体験をすることにより、
学校現場での実践力を身につける。 
 ③特別活動の学習は、成⻑する生徒の人間形成の上で極めて重要な部分を担っ
ていることが理解できる。 

受講者へのコメント  
連絡先  野瀬重人 岡山理科大学理学部  

 野瀬研究室（10 学舎５階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Studies of Pupil Activities 
関連科目 「道徳教育の研究」と同時履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  中・高等学校の教員として「特別活動」の授業を行うには、この教科には教科

書がないので、学習指導要領の内容を十分に理解して身につける。 
 ビデオ教材による模擬体験や実体験をさせることにより、実践力を身につけ
る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  平成 20 年中学校学習指導要領解説（特別活動編）〈以下「特別活動」と称

する。教科書として使用する。〉の概要を説明する。 
2 回  小学校と高等学校の学習指導要領（特別活動）の概要を説明する。 
3 回  「特別活動」内の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教
育的意義」について説明する。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動
の内容」について、その概要を説明する。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」に
ついて説明する。 
6 

準備学習 1 回  「特別活動」の 117 ページから 119 ページまでを予習しておくこと。 
2 回  資料として第１回に配付した小学校と高等学校の学習指導要領（特別活
動）を予習しておくこと。 
3 回  「特別活動」の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教育
的意義」の部分と配付した資料を予習しておくこと。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動
の内容」及び配布した資料を予習しておくこと。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」及
び配付した資料を 

 



年度 2014 
授業コード FC00113K 
成績評価  
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00113K 特別活動の研究 
担当教員名 野瀬 重人 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別活動の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00113K 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Pupil Activities 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FC001141 
成績評価 講義レポート（20％）、定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜10),バイオ・応用化学科(〜10),機械システム⼯学科(〜10),電気電子シ

ステム学科(〜10),情報⼯学科(〜10),知能機械⼯学科(〜10),生体医⼯学科(〜
10),建築学科(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 

見出し FC001141 特別活動の研究 
担当教員名 野瀬 重人 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領（平成 20 年）解説―特別活動編― 文部科学省／ぎょうせ

い／9784324900031 
アクティブラーニング  
キーワード 学習指導要領、学級活動、生徒会活動、学校行事、国旗・国歌、自主的実践的な

態度 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別活動の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  高等学校学習指導要領解説（平成 21 年）―特別活動編― 文部科学省 

 講義に必要な資料を別途配付する。 
授業形態 講義 
注意備考  試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FC001141 
実務経験のある教員  
達成目標  ①中学校・高等学校の学習指導要領（特別活動）の内容が理解できる。 

 ②視聴覚資料等の模擬体験やボランティア活動等の実体験をすることにより、
学校現場での実践力を身につける。 
 ③特別活動の学習は、成⻑する生徒の人間形成の上で極めて重要な部分を担っ
ていることが理解できる。 

受講者へのコメント  
連絡先  野瀬重人 岡山理科大学理学部  

 野瀬研究室（10 学舎５階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Pupil Activities 
関連科目 「道徳教育の研究」と同時履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  中・高等学校の教員として「特別活動」の授業を行うには、この教科には教科



書がないので、学習指導要領の内容を十分に理解して身につける。 
 ビデオ教材による模擬体験や実体験をさせることにより、実践力を身につけ
る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  平成 20 年中学校学習指導要領解説（特別活動編）〈以下「特別活動」と称

する。教科書として使用する。〉の概要を説明する。 
2 回  小学校と高等学校の学習指導要領（特別活動）の概要を説明する。 
3 回  「特別活動」内の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教
育的意義」について説明する。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動
の内容」について、その概要を説明する。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」に
ついて説明する。 
6 

準備学習 1 回  「特別活動」の 117 ページから 119 ページまでを予習しておくこと。 
2 回  資料として第１回に配付した小学校と高等学校の学習指導要領（特別活
動）を予習しておくこと。 
3 回  「特別活動」の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教育
的意義」の部分と配付した資料を予習しておくこと。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動
の内容」及び配布した資料を予習しておくこと。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」及
び配付した資料を 

 



年度 2014 
授業コード FC00114K 
成績評価  
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00114K 特別活動の研究 
担当教員名 野瀬 重人 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別活動の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00114K 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Pupil Activities 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FC001151 
成績評価 講義レポート（20％）、定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜10),バイオ・応用化学科(〜10),機械システム⼯学科(〜10),電気電子シ

ステム学科(〜10),情報⼯学科(〜10),知能機械⼯学科(〜10),生体医⼯学科(〜
10),建築学科(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 

見出し FC001151 特別活動の研究 
担当教員名 野瀬 重人 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領（平成 20 年）解説―特別活動編― 文部科学省／ぎょうせ

い／9784324900031 
アクティブラーニング  
キーワード 学習指導要領、学級活動、生徒会活動、学校行事、国旗・国歌、自主的実践的な

態度 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別活動の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  高等学校学習指導要領解説（平成 21 年）―特別活動編― 文部科学省 

 講義に必要な資料を別途配付する。 
授業形態 講義 
注意備考  試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FC001151 
実務経験のある教員  
達成目標  ①中学校・高等学校の学習指導要領（特別活動）の内容が理解できる。 

 ②視聴覚資料等の模擬体験やボランティア活動等の実体験をすることにより、
学校現場での実践力を身につける。 
 ③特別活動の学習は、成⻑する生徒の人間形成の上で極めて重要な部分を担っ
ていることが理解できる。 

受講者へのコメント  
連絡先  野瀬重人 岡山理科大学理学部  

 野瀬研究室（10 学舎５階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Pupil Activities 
関連科目 「道徳教育の研究」と同時履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  中・高等学校の教員として「特別活動」の授業を行うには、この教科には教科



書がないので、学習指導要領の内容を十分に理解して身につける。 
 ビデオ教材による模擬体験や実体験をさせることにより、実践力を身につけ
る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  平成 20 年中学校学習指導要領解説（特別活動編）〈以下「特別活動」と称

する。教科書として使用する。〉の概要を説明する。 
2 回  小学校と高等学校の学習指導要領（特別活動）の概要を説明する。 
3 回  「特別活動」内の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教
育的意義」について説明する。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動
の内容」について、その概要を説明する。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」に
ついて説明する。 
6 

準備学習 1 回  「特別活動」の 117 ページから 119 ページまでを予習しておくこと。 
2 回  資料として第１回に配付した小学校と高等学校の学習指導要領（特別活
動）を予習しておくこと。 
3 回  「特別活動」の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教育
的意義」の部分と配付した資料を予習しておくこと。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動
の内容」及び配布した資料を予習しておくこと。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」及
び配付した資料を 

 



年度 2014 
授業コード FC00115K 
成績評価  
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00115K 特別活動の研究 
担当教員名 野瀬 重人 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別活動の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00115K 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Pupil Activities 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FC001161 
成績評価 講義レポート（20％）、定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(〜10),バイオ・応用化学科(〜10),機械システム⼯学科(〜10),電気電子シ

ステム学科(〜10),情報⼯学科(〜10),知能機械⼯学科(〜10),生体医⼯学科(〜
10),建築学科(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 

見出し FC001161 特別活動の研究 
担当教員名 野瀬 重人 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領（平成 20 年）解説―特別活動編― 文部科学省／ぎょうせ

い／9784324900031 
アクティブラーニング  
キーワード 学習指導要領、学級活動、生徒会活動、学校行事、国旗・国歌、自主的実践的な

態度 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別活動の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  高等学校学習指導要領解説（平成 21 年）―特別活動編― 文部科学省 

 講義に必要な資料を別途配付する。 
授業形態 講義 
注意備考  試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FC001161 
実務経験のある教員  
達成目標  ①中学校・高等学校の学習指導要領（特別活動）の内容が理解できる。 

 ②視聴覚資料等の模擬体験やボランティア活動等の実体験をすることにより、
学校現場での実践力を身につける。 
 ③特別活動の学習は、成⻑する生徒の人間形成の上で極めて重要な部分を担っ
ていることが理解できる。 

受講者へのコメント  
連絡先  野瀬重人 岡山理科大学理学部  

 野瀬研究室（10 学舎５階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Pupil Activities 
関連科目 「道徳教育の研究」と同時履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  中・高等学校の教員として「特別活動」の授業を行うには、この教科には教科



書がないので、学習指導要領の内容を十分に理解して身につける。 
 ビデオ教材による模擬体験や実体験をさせることにより、実践力を身につけ
る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  平成 20 年中学校学習指導要領解説（特別活動編）〈以下「特別活動」と称

する。教科書として使用する。〉の概要を説明する。 
2 回  小学校と高等学校の学習指導要領（特別活動）の概要を説明する。 
3 回  「特別活動」内の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教
育的意義」について説明する。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動
の内容」について、その概要を説明する。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」に
ついて説明する。 
6 

準備学習 1 回  「特別活動」の 117 ページから 119 ページまでを予習しておくこと。 
2 回  資料として第１回に配付した小学校と高等学校の学習指導要領（特別活
動）を予習しておくこと。 
3 回  「特別活動」の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教育
的意義」の部分と配付した資料を予習しておくこと。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動
の内容」及び配布した資料を予習しておくこと。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」及
び配付した資料を 

 



年度 2014 
授業コード FC00116K 
成績評価  
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00116K 特別活動の研究 
担当教員名 野瀬 重人 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別活動の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00116K 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Pupil Activities 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FC001211 
成績評価 ①課題（レポート等）提出とその内容 ４０％ 

②定期試験             ６０％ 
※課題レポートの提出がない場合は、単位は認められないので注意すること。 

曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜07),バイオ・応用化学科(〜07),機械システム⼯学科(〜07),電気電子シ

ステム学科(〜07),情報⼯学科(〜07),知能機械⼯学科(〜07),生体医⼯学科(〜
07),建築学科(〜07),総合情報学部(〜07),生物地球学部(〜07) 

見出し FC001211 生徒指導等の研究 
担当教員名 加藤 研治＊ 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。適宜、教材プリントを配布します。 
アクティブラーニング  
キーワード 生徒指導、進路指導、問題行動（いじめ、インターネット）、個別指導と集団指

導、生徒理解、人間関係 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生徒指導等の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生徒指導提要（文科省） 
授業形態 講義 
注意備考 本授業は、真に教師を志す学生諸君のための講座です。自らが、教師の立場にな

った姿勢で授業に参加してください。居眠りや私語が目立つなど、マナーや態度
に問題がある学生はその場で退出してもらいます。出欠席の記録は、講義終了前
にレポートの提出で行います。なお、内容がいい加減なレポートは出席とみなさ
ない場合もあるので注意すること。 

シラバスコード FC001211 
実務経験のある教員  
達成目標 ①生徒指導の基本的な理論や意義について理解する。 

②生徒指導の実践的な対応知識・スキルを身につける。 
③実際の生徒指導のケースについて考察し、その的確な対応について理解する。 
④キャリアガイダンスについて、理解する。 
⑤これからの社会で通用する生徒指導・進路指導についての教育観や指導観を身
につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 なし 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Studies of Student Guidance 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教師として生徒の個性を生かし、開花するよう援助することが生徒指導である。

すなわち、生徒指導とは生徒一人一人の個性の伸⻑を図りながら、同時に社会的
な資質や能力・態度を育成し、将来において社会的に自己実現ができるような資
質・態度を形成していくための指導援助であり、個々の生徒の自己指導能力の育
成を目指すものである。本授業では、生徒指導に関する基礎的な理論と生徒指導
上の具体例を通して、教師としての基礎的な資質を養うとともに、学生自身も自
己指導能力を身に付け、教師としての実践的な指導力を養うことを目的としま
す。また 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 授業の目的、概要、および計画についてのガイダンス 

2 回 生徒指導上の諸問題の現状と課題 
3 回 生徒指導の意義と課題 
4 回 生徒指導の原理と人格の発達課題 
5 回 生徒理解の方法 
6 回 生徒指導と進路指導 
7 回 不登校生徒への支援の在り方 
8 回 事例研究Ⅰ（懲戒・体罰等） 
9 回 事例研究Ⅱ（暴力行為等） 
10 回 事例研究Ⅲ（いじめ等） 
11 回 事例研究Ⅳ（インターネット・携帯等） 
12 回 生徒指導と法律 
13 回 生徒指導の機能を生かした教材開発 
14 回 生徒指導の機能を生かした教科外活動 
15 回 生徒指 

準備学習 1 回 【復習】授業の目的等をしっかり確認すること。学校教育における生徒指導
の位置づけについて、理解しておくこと。 
【予習】配布課題について、次回までに提出できるように準備しておくこと。 
2 回 【復習】生徒指導上の課題について認識し、身近な例でその解決方法等につ
いて考察すること。 
【予習】生徒指導の意義について、「生徒指導提要」（文科省、H22）等で各自確
認しておくこと。 
3 回 【復習】集団指導・個別指導の方法原理について、身近な例をもとに再度確
認、理解しておくこと。 
【予習】小学校、中学校、高等学校と成⻑ 

 



年度 2014 
授業コード FC00121K 
成績評価  
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00121K 生徒指導等の研究 
担当教員名 加藤 研治＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生徒指導等の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00121K 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Student Guidance 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FC001221 
成績評価 ①課題（レポート等）提出とその内容 ４０％ 

②定期試験             ６０％ 
※課題レポートの提出がない場合は、単位は認められないので注意すること。 

曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(〜07),バイオ・応用化学科(〜07),機械システム⼯学科(〜07),電気電子シ

ステム学科(〜07),情報⼯学科(〜07),知能機械⼯学科(〜07),生体医⼯学科(〜
07),建築学科(〜07),総合情報学部(〜07),生物地球学部(〜07) 

見出し FC001221 生徒指導等の研究 
担当教員名 加藤 研治＊ 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。適宜、教材プリントを配布します。 
アクティブラーニング  
キーワード 生徒指導、進路指導、問題行動（いじめ、インターネット）、個別指導と集団指

導、生徒理解、人間関係 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生徒指導等の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生徒指導提要（文科省） 
授業形態 講義 
注意備考 本授業は、真に教師を志す学生諸君のための講座です。自らが、教師の立場にな

った姿勢で授業に参加してください。居眠りや私語が目立つなど、マナーや態度
に問題がある学生はその場で退出してもらいます。出欠席の記録は、講義終了前
にレポートの提出で行います。なお、内容がいい加減なレポートは出席とみなさ
ない場合もあるので注意すること。 

シラバスコード FC001221 
実務経験のある教員  
達成目標 ①生徒指導の基本的な理論や意義について理解する。 

②生徒指導の実践的な対応知識・スキルを身につける。 
③実際の生徒指導のケースについて考察し、その的確な対応について理解する。 
④キャリアガイダンスについて、理解する。 
⑤これからの社会で通用する生徒指導・進路指導についての教育観や指導観を身
につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 なし 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Studies of Student Guidance 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教師として生徒の個性を生かし、開花するよう援助することが生徒指導である。

すなわち、生徒指導とは生徒一人一人の個性の伸⻑を図りながら、同時に社会的
な資質や能力・態度を育成し、将来において社会的に自己実現ができるような資
質・態度を形成していくための指導援助であり、個々の生徒の自己指導能力の育
成を目指すものである。本授業では、生徒指導に関する基礎的な理論と生徒指導
上の具体例を通して、教師としての基礎的な資質を養うとともに、学生自身も自
己指導能力を身に付け、教師としての実践的な指導力を養うことを目的としま
す。また 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 授業の目的、概要、および計画についてのガイダンス 

2 回 生徒指導上の諸問題の現状と課題 
3 回 生徒指導の意義と課題 
4 回 生徒指導の原理と人格の発達課題 
5 回 生徒理解の方法 
6 回 生徒指導と進路指導 
7 回 不登校生徒への支援の在り方 
8 回 事例研究Ⅰ（懲戒・体罰等） 
9 回 事例研究Ⅱ（暴力行為等） 
10 回 事例研究Ⅲ（いじめ等） 
11 回 事例研究Ⅳ（インターネット・携帯等） 
12 回 生徒指導と法律 
13 回 生徒指導の機能を生かした教材開発 
14 回 生徒指導の機能を生かした教科外活動 
15 回 生徒指 

準備学習 1 回 【復習】授業の目的等をしっかり確認すること。学校教育における生徒指導
の位置づけについて、理解しておくこと。 
【予習】配布課題について、次回までに提出できるように準備しておくこと。 
2 回 【復習】生徒指導上の課題について認識し、身近な例でその解決方法等につ
いて考察すること。 
【予習】生徒指導の意義について、「生徒指導提要」（文科省、H22）等で各自確
認しておくこと。 
3 回 【復習】集団指導・個別指導の方法原理について、身近な例をもとに再度確
認、理解しておくこと。 
【予習】小学校、中学校、高等学校と成⻑ 

 



年度 2014 
授業コード FC00122K 
成績評価  
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00122K 生徒指導等の研究 
担当教員名 加藤 研治＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生徒指導等の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00122K 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Student Guidance 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FC001231 
成績評価 レポート（20％）と試験（80％）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜07),バイオ・応用化学科(〜07),機械システム⼯学科(〜07),電気電子シ

ステム学科(〜07),情報⼯学科(〜07),知能機械⼯学科(〜07),生体医⼯学科(〜
07),建築学科(〜07),総合情報学部(〜07),生物地球学部(〜07) 

見出し FC001231 生徒指導等の研究 
担当教員名 中⽥ 太海＊ 
単位数 2 
教科書 プリント（資料）を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生徒指導論 進路指導論児童生徒の社会的、職業的自己実現とその支援 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生徒指導等の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「新しい生徒指導・進路指導」理論と実践（ミネルヴァ書房）新生徒指導論 12 講

（福村出版）「生徒指導提要」（文部科学省） 
授業形態 講義 
注意備考 出席、受講態度を重視する。 
シラバスコード FC001231 
実務経験のある教員  
達成目標 生徒指導、進路指導の目標の達成に向けて、理論に裏付けられた具体的指導や問

題解決の方法が理解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Student Guidance 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生徒の持つ人格をより望ましい方向に高め、社会的、職業的自己実現を図るため、

全教育活動での生徒・進路指導のかかわり方、基盤となる教師と生徒の信頼関係、
生徒どうしの好ましい人間関係の構築、問題解決の方法など、できるだけ具体的
に指導し、その知識や方法を学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生徒指導の意義と役割について解説する。 

2 回 生徒指導の現状と課題について解説する。 



3 回 生徒指導の内容と方法について解説する。 
4 回 児童生徒理解の基本と方法について解説する。 
5 回 学校の教育活動と生徒指導について解説する。 
6 回 学級経営と生徒指導について解説する。 
7 回 教育相談・カウンセリングについて解説する。 
8 回 問題行動への対応と指導について解説する。 
9 回 事例研究１ 暴力行為への対応について解説する。 
10 回 事例研究２ いじめへの対応について解説する。 
11 回 事例研究３ 不 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、講義計画を把握しておく。「生徒指導」について、
自分が持っているイメージを考えておくこと。 
2 回 図書館やインターネット（文部科学省ホームページ等）で、生徒指導上の諸
問題を調べておくこと。 
3 回 第１回講義の「生徒指導の意義と役割」を復習しておくこと。 
4 回 第３回講義終了後に配付する資料「生徒理解」を読んでおくこと。 
5 回 中学校学習指導要領（文部科学省ホームページ等）第１章 総則 第４ 指
導計画の作成等に当たって配慮すべき事項 の２の（３）から（５）に目を通し、
学校の全教育活 

 



年度 2014 
授業コード FC00123K 
成績評価  
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00123K 生徒指導等の研究 
担当教員名 中⽥ 太海＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生徒指導等の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00123K 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Student Guidance 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FC001241 
成績評価 レポート（20％）と試験（80％）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜07),バイオ・応用化学科(〜07),機械システム⼯学科(〜07),電気電子シ

ステム学科(〜07),情報⼯学科(〜07),知能機械⼯学科(〜07),生体医⼯学科(〜
07),建築学科(〜07),総合情報学部(〜07),生物地球学部(〜07) 

見出し FC001241 生徒指導等の研究 
担当教員名 中⽥ 太海＊ 
単位数 2 
教科書 プリント（資料）を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生徒指導論 進路指導論児童生徒の社会的、職業的自己実現とその支援 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生徒指導等の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「新しい生徒指導・進路指導」理論と実践（ミネルヴァ書房）新生徒指導論 12 講

（福村出版）「生徒指導提要」文部科学省 
授業形態 講義 
注意備考 出席、受講態度を重視する。 
シラバスコード FC001241 
実務経験のある教員  
達成目標 生徒指導、進路指導の目標の達成に向けて、理論に裏付けられた具体的指導や問

題解決の方法が理解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Student Guidance 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生徒の持つ人格をより望ましい方向に高め、社会的、職業的自己実現を図るため、

全教育活動での生徒・進路指導のかかわり方、基盤となる教師と生徒の信頼関係、
生徒どうしの好ましい人間関係の構築、問題解決の方法など、できるだけ具体的
に指導し、その知識や方法を学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生徒指導の意義と役割について解説する。 

2 回 生徒指導の現状と課題について解説する。 



3 回 生徒指導の内容と方法について解説する。 
4 回 児童生徒理解の基本と方法について解説する。 
5 回 学校の教育活動と生徒指導について解説する。 
6 回 学級経営と生徒指導について解説する。 
7 回 教育相談・カウンセリングについて解説する。 
8 回 問題行動への対応と指導について解説する。 
9 回 事例研究１ 暴力行為への対応について解説する。 
10 回 事例研究２ いじめへの対応について解説する。 
11 回 事例研究３ 不 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、講義計画を把握しておく。「生徒指導」について、
自分が持っているイメージを考えておくこと。 
2 回 図書館やインターネット（文部科学省ホームページ等）で、生徒指導上の諸
問題を調べておくこと。 
3 回 第１回講義の「生徒指導の意義と役割」を復習しておくこと。 
4 回 第３回講義終了後に配付する資料「生徒理解」を読んでおくこと。 
5 回 中学校学習指導要領（文部科学省ホームページ等）第１章 総則 第４ 指
導計画の作成等に当たって配慮すべき事項 の２の（３）から（５）に目を通し、
学校の全教育活 

 



年度 2014 
授業コード FC00124K 
成績評価  
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00124K 生徒指導等の研究 
担当教員名 中⽥ 太海＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生徒指導等の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00124K 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Student Guidance 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FC001251 
成績評価 ①課題（レポート等）提出とその内容 ４０％ 

②定期試験             ６０％ 
※課題レポートの提出がない場合は、単位は認められないので注意すること。 

曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜07),バイオ・応用化学科(〜07),機械システム⼯学科(〜07),電気電子シ

ステム学科(〜07),情報⼯学科(〜07),知能機械⼯学科(〜07),生体医⼯学科(〜
07),建築学科(〜07),総合情報学部(〜07),生物地球学部(〜07) 

見出し FC001251 生徒指導等の研究 
担当教員名 加藤 研治＊ 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。適宜、教材プリントを配布します。 
アクティブラーニング  
キーワード 生徒指導、進路指導、問題行動（いじめ、インターネット）、個別指導と集団指

導、生徒理解、人間関係 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生徒指導等の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生徒指導提要（文科省） 
授業形態 講義 
注意備考 本授業は、真に教師を志す学生諸君のための講座です。自らが、教師の立場にな

った姿勢で授業に参加してください。居眠りや私語が目立つなど、マナーや態度
に問題がある学生はその場で退出してもらいます。出欠席の記録は、講義終了前
にレポートの提出で行います。なお、内容がいい加減なレポートは出席とみなさ
ない場合もあるので注意すること。 

シラバスコード FC001251 
実務経験のある教員  
達成目標 ①生徒指導の基本的な理論や意義について理解する。 

②生徒指導の実践的な対応知識・スキルを身につける。 
③実際の生徒指導のケースについて考察し、その的確な対応について理解する。 
④キャリアガイダンスについて、理解する。 
⑤これからの社会で通用する生徒指導・進路指導についての教育観や指導観を身
につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 なし 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Studies of Student Guidance 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教師として生徒の個性を生かし、開花するよう援助することが生徒指導である。

すなわち、生徒指導とは生徒一人一人の個性の伸⻑を図りながら、同時に社会的
な資質や能力・態度を育成し、将来において社会的に自己実現ができるような資
質・態度を形成していくための指導援助であり、個々の生徒の自己指導能力の育
成を目指すものである。本授業では、生徒指導に関する基礎的な理論と生徒指導
上の具体例を通して、教師としての基礎的な資質を養うとともに、学生自身も自
己指導能力を身に付け、教師としての実践的な指導力を養うことを目的としま
す。また 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 授業の目的、概要、および計画についてのガイダンス 

2 回 生徒指導上の諸問題の現状と課題 
3 回 生徒指導の意義と課題 
4 回 生徒指導の原理と人格の発達課題 
5 回 生徒理解の方法 
6 回 生徒指導と進路指導 
7 回 不登校生徒への支援の在り方 
8 回 事例研究Ⅰ（懲戒・体罰等） 
9 回 事例研究Ⅱ（暴力行為等） 
10 回 事例研究Ⅲ（いじめ等） 
11 回 事例研究Ⅳ（インターネット・携帯等） 
12 回 生徒指導と法律 
13 回 生徒指導の機能を生かした教材開発 
14 回 生徒指導の機能を生かした教科外活動 
15 回 生徒指 

準備学習 1 回 【復習】授業の目的等をしっかり確認すること。学校教育における生徒指導
の位置づけについて、理解しておくこと。 
【予習】配布課題について、次回までに提出できるように準備しておくこと。 
2 回 【復習】生徒指導上の課題について認識し、身近な例でその解決方法等につ
いて考察すること。 
【予習】生徒指導の意義について、「生徒指導提要」（文科省、H22）等で各自確
認しておくこと。 
3 回 【復習】集団指導・個別指導の方法原理について、身近な例をもとに再度確
認、理解しておくこと。 
【予習】小学校、中学校、高等学校と成⻑ 

 



年度 2014 
授業コード FC00125K 
成績評価  
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00125K 生徒指導等の研究 
担当教員名 加藤 研治＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生徒指導等の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00125K 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Student Guidance 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FC001261 
成績評価 ①課題（レポート等）提出とその内容 ４０％ 

②定期試験             ６０％ 
※課題レポートの提出がない場合は、単位は認められないので注意すること。 

曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(〜07),バイオ・応用化学科(〜07),機械システム⼯学科(〜07),電気電子シ

ステム学科(〜07),情報⼯学科(〜07),知能機械⼯学科(〜07),生体医⼯学科(〜
07),建築学科(〜07),総合情報学部(〜07),生物地球学部(〜07) 

見出し FC001261 生徒指導等の研究 
担当教員名 加藤 研治＊ 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。適宜、教材プリントを配布します。 
アクティブラーニング  
キーワード 生徒指導、進路指導、問題行動（いじめ、インターネット）、個別指導と集団指

導、生徒理解、人間関係 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生徒指導等の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生徒指導提要（文科省） 
授業形態 講義 
注意備考 本授業は、真に教師を志す学生諸君のための講座です。自らが、教師の立場にな

った姿勢で授業に参加してください。居眠りや私語が目立つなど、マナーや態度
に問題がある学生はその場で退出してもらいます。出欠席の記録は、講義終了前
にレポートの提出で行います。なお、内容がいい加減なレポートは出席とみなさ
ない場合もあるので注意すること。 

シラバスコード FC001261 
実務経験のある教員  
達成目標 ①生徒指導の基本的な理論や意義について理解する。 

②生徒指導の実践的な対応知識・スキルを身につける。 
③実際の生徒指導のケースについて考察し、その的確な対応について理解する。 
④キャリアガイダンスについて、理解する。 
⑤これからの社会で通用する生徒指導・進路指導についての教育観や指導観を身
につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 なし 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Studies of Student Guidance 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教師として生徒の個性を生かし、開花するよう援助することが生徒指導である。

すなわち、生徒指導とは生徒一人一人の個性の伸⻑を図りながら、同時に社会的
な資質や能力・態度を育成し、将来において社会的に自己実現ができるような資
質・態度を形成していくための指導援助であり、個々の生徒の自己指導能力の育
成を目指すものである。本授業では、生徒指導に関する基礎的な理論と生徒指導
上の具体例を通して、教師としての基礎的な資質を養うとともに、学生自身も自
己指導能力を身に付け、教師としての実践的な指導力を養うことを目的としま
す。また 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 授業の目的、概要、および計画についてのガイダンス 

2 回 生徒指導上の諸問題の現状と課題 
3 回 生徒指導の意義と課題 
4 回 生徒指導の原理と人格の発達課題 
5 回 生徒理解の方法 
6 回 生徒指導と進路指導 
7 回 不登校生徒への支援の在り方 
8 回 事例研究Ⅰ（懲戒・体罰等） 
9 回 事例研究Ⅱ（暴力行為等） 
10 回 事例研究Ⅲ（いじめ等） 
11 回 事例研究Ⅳ（インターネット・携帯等） 
12 回 生徒指導と法律 
13 回 生徒指導の機能を生かした教材開発 
14 回 生徒指導の機能を生かした教科外活動 
15 回 生徒指 

準備学習 1 回 【復習】授業の目的等をしっかり確認すること。学校教育における生徒指導
の位置づけについて、理解しておくこと。 
【予習】配布課題について、次回までに提出できるように準備しておくこと。 
2 回 【復習】生徒指導上の課題について認識し、身近な例でその解決方法等につ
いて考察すること。 
【予習】生徒指導の意義について、「生徒指導提要」（文科省、H22）等で各自確
認しておくこと。 
3 回 【復習】集団指導・個別指導の方法原理について、身近な例をもとに再度確
認、理解しておくこと。 
【予習】小学校、中学校、高等学校と成⻑ 

 



年度 2014 
授業コード FC00126K 
成績評価  
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00126K 生徒指導等の研究 
担当教員名 加藤 研治＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生徒指導等の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00126K 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Student Guidance 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FC001271 
成績評価 レポート（20％）と試験（80％）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜07),バイオ・応用化学科(〜07),機械システム⼯学科(〜07),電気電子シ

ステム学科(〜07),情報⼯学科(〜07),知能機械⼯学科(〜07),生体医⼯学科(〜
07),建築学科(〜07),総合情報学部(〜07),生物地球学部(〜07) 

見出し FC001271 生徒指導等の研究 
担当教員名 中⽥ 太海＊ 
単位数 2 
教科書 プリント（資料）を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生徒指導論 進路指導論児童生徒の社会的、職業的自己実現とその支援 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生徒指導等の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「新しい生徒指導・進路指導」理論と実践（ミネルヴァ書房）新生徒指導論 12 講

（福村出版）「生徒指導提要」（文部科学省） 
授業形態 講義 
注意備考 出席、受講態度を重視する。 
シラバスコード FC001271 
実務経験のある教員  
達成目標 生徒指導、進路指導の目標の達成に向けて、理論に裏付けられた具体的指導や問

題解決の方法が理解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Student Guidance 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生徒の持つ人格をより望ましい方向に高め、社会的、職業的自己実現を図るため、

全教育活動での生徒・進路指導のかかわり方、基盤となる教師と生徒の信頼関係、
生徒どうしの好ましい人間関係の構築、問題解決の方法など、できるだけ具体的
に指導し、その知識や方法を学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生徒指導の意義と役割について解説する。 

2 回 生徒指導の現状と課題について解説する。 



3 回 生徒指導の内容と方法について解説する。 
4 回 児童生徒理解の基本と方法について解説する。 
5 回 学校の教育活動と生徒指導について解説する。 
6 回 学級経営と生徒指導について解説する。 
7 回 教育相談・カウンセリングについて解説する。 
8 回 問題行動への対応と指導について解説する。 
9 回 事例研究１ 暴力行為への対応について解説する。 
10 回 事例研究２ いじめへの対応について解説する。 
11 回 事例研究３ 不 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、講義計画を把握しておく。「生徒指導」について、
自分が持っているイメージを考えておくこと。 
2 回 図書館やインターネット（文部科学省ホームページ等）で、生徒指導上の諸
問題を調べておくこと。 
3 回 第１回講義の「生徒指導の意義と役割」を復習しておくこと。 
4 回 第３回講義終了後に配付する資料「生徒理解」を読んでおくこと。 
5 回 中学校学習指導要領（文部科学省ホームページ等）第１章 総則 第４ 指
導計画の作成等に当たって配慮すべき事項 の２の（３）から（５）に目を通し、
学校の全教育活 

 



年度 2014 
授業コード FC00127K 
成績評価  
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00127K 生徒指導等の研究 
担当教員名 中⽥ 太海＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生徒指導等の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00127K 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Student Guidance 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FC001311 
成績評価 事前指導では課題のレポートや学習指導案（80％），事後指導では授業観察等の

レポート及び授業の受講状況（20％）を基に総合的に評価する。この評価は事前
と事後の指導を総合して評価する。筆記試験は実施しない。 

曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(〜10),⼯学部(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 
見出し FC001311 教育実習の研究Ⅰ(理数) 
担当教員名 塗⽊ 利明、洲脇 史朗、曽我 雅比児、岡本 弥彦、皿⽥ 琢司、中島 弘徳、

野瀬 
単位数 2 
教科書 必要に応じて関連するプリントを配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード プレ現場実習、教育実習 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育実習の研究Ⅰ(理数) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて関連するプリントを配付する。 
授業形態 演習 
注意備考 事前指導の終了時に，Ｒ（保留）かＥ（不認定）のいずれかの評価が付き，Ｅ判

定は教育実習が認められない。 
シラバスコード FC001311 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）事前指導では学習指導案や板書計画が作成でき、学校現場を想定した模擬

授業ができること。 
（２）事後指導では現場実習の反省が活かせること。 

受講者へのコメント  
連絡先 塗⽊研究室：⼯学実習棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Teaching Practices I 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この授業は「教育実習の事前・事後の指導」に関するものである。事前指導は「教

育実習の現場実習」に向けた⼼のリハーサル(あるいはプレ現場実習)の意味を込
めて行い，事後指導は現場実習を終えた後に教育実習の総まとめを行うものであ
る。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回  講義の概要を説明する。 
2 回  教育実習にあたって教科指導法を中⼼に説明する。 
3 回  教育実習にあたって生徒指導を中⼼に説明する。 
4 回  特別活動について人権・同和教育を中⼼に説明する。 
5 回  学習指導案の作成法を説明する。 
6 回  学習指導案の事例を解説し検討する。 
7 回  学習指導案を作成する。 
8 回  学習指導案の板書計画を作成する。 
9 回  学習指導の実際と研究協議をする。（１回目） 
10 回  学習指導の実際と研究協議をする。（２回目） 
11 回  学習指導の実際と研究協議をする。（３ 

準備学習 1 回  「手引き」を読み位置づけを確認しておくこと。 
2 回  自分の教科の「教科教育法」を復習し課題を持って授業に臨むこと。 
3 回  「生徒・進路指導論」を復習し課題を持って授業に臨むこと。 
4 回  「特別活動の研究」を復習し課題を持って授業に臨むこと。 
5 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
6 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
7 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
8 回  各教科担当者の指示に従うこと 
9 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
10 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
11 回  各教 

 



年度 2014 
授業コード FC00131K 
成績評価  
曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00131K 教育実習の研究Ⅰ(理数) 
担当教員名 塗⽊ 利明、洲脇 史朗、曽我 雅比児、岡本 弥彦、皿⽥ 琢司、中島 弘徳、

野瀬 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育実習の研究Ⅰ(理数) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FC00131K 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Teaching Practices I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FC001321 
成績評価 事前指導では課題のレポートや学習指導案（80％），事後指導では授業観察等の

レポート及び授業の受講状況（20％）を基に総合的に評価する。この評価は事前
と事後の指導を総合して評価する。筆記試験は実施しない。 

曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(〜10),⼯学部(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 
見出し FC001321 教育実習の研究Ⅰ(理数技⼯社公情) 
担当教員名 塗⽊ 利明、洲脇 史朗、曽我 雅比児、岡本 弥彦、皿⽥ 琢司、中島 弘徳、

野瀬 
単位数 2 
教科書 必要に応じて関連するプリントを配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード プレ現場実習、教育実習 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育実習の研究Ⅰ(理数技⼯社公情) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて関連するプリントを配付する。 
授業形態 演習 
注意備考 事前指導の終了時に，Ｒ（保留）かＥ（不認定）のいずれかの評価が付き，Ｅ判

定は教育実習が認められない。 
シラバスコード FC001321 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）事前指導では学習指導案や板書計画が作成でき、学校現場を想定した模擬

授業ができること。 
（２）事後指導では現場実習の反省が活かせること。 

受講者へのコメント  
連絡先 塗⽊研究室：⼯学実習棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Teaching Practices I 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この授業は「教育実習の事前・事後の指導」に関するものである。事前指導は「教

育実習の現場実習」に向けた⼼のリハーサル(あるいはプレ現場実習)の意味を込
めて行い，事後指導は現場実習を終えた後に教育実習の総まとめを行うものであ
る。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回  講義の概要を説明する。 
2 回  教育実習にあたって教科指導法を中⼼に説明する。 
3 回  教育実習にあたって生徒指導を中⼼に説明する。 
4 回  特別活動について人権・同和教育を中⼼に説明する。 
5 回  学習指導案の作成法を説明する。 
6 回  学習指導案の事例を解説し検討する。 
7 回  学習指導案を作成する。 
8 回  学習指導案の板書計画を作成する。 
9 回  学習指導の実際と研究協議をする。（１回目） 
10 回  学習指導の実際と研究協議をする。（２回目） 
11 回  学習指導の実際と研究協議をする。（３ 

準備学習 1 回  「手引き」を読み位置づけを確認しておくこと。 
2 回  自分の教科の「教科教育法」を復習し課題を持って授業に臨むこと。 
3 回  「生徒・進路指導論」を復習し課題を持って授業に臨むこと。 
4 回  「特別活動の研究」を復習し課題を持って授業に臨むこと。 
5 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
6 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
7 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
8 回  各教科担当者の指示に従うこと 
9 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
10 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
11 回  各教 

 



年度 2014 
授業コード FC00132K 
成績評価  
曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00132K 教育実習の研究Ⅰ(理数技⼯社公情) 
担当教員名 塗⽊ 利明、洲脇 史朗、曽我 雅比児、岡本 弥彦、皿⽥ 琢司、中島 弘徳、

野瀬 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育実習の研究Ⅰ(理数技⼯社公情) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FC00132K 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Teaching Practices I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FC001511 
成績評価 平素の演習における学習態度（50〜60％）、課題の作成・提出の取り組み（40〜

50％）を総合して評価する。この比率は受講状況により見直すことがある。筆記
試験は実施しない。 

曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(〜10),バイオ・応用化学科(〜10),機械システム⼯学科(〜10),電気電子シ

ステム学科(〜10),情報⼯学科(〜10),知能機械⼯学科(〜10),生体医⼯学科(〜
10),建築学科(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 

見出し FC001511 教育実習の研究Ⅱ 
担当教員名 曽我 雅比児、中島 弘徳、岡本 弥彦、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、野瀬 重人、

塗⽊ 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。必要に応じて資料を配付または貸与する。 
アクティブラーニング  
キーワード 教員採用試験、実践的指導力、教育実習、面接・討論、小論文 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育実習の研究Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 学習指導要領（受験予定の校種の最新版。文科省ウェブサイトからダウンロード

してもよい）。その他適宜指示する。 
授業形態 演習 
注意備考 ○公立学校の教員採用試験または私立学校教員適性検査を受験する者を主たる

履修対象者とする。 
○日常の言動や習慣を常に見直し、高い意欲をもって学習に取り組む態度が強く
望まれる。 

シラバスコード FC001511 
実務経験のある教員  
達成目標 ○不断の学習に基づき、教師に必要な資質能力がどのようなものであるかを説明

することができる。 
○上記の理解を含めて、次のことについて口頭及び筆記により明瞭に説明するこ
とができる。 
・志望動機、理想の教師像、教職及び教科の魅力、教師の実践的指導力 
・学校や教師に期待される役割（普遍的役割と時代状況に即した役割） 
・現行の教育政策の概要とそれに対する自らの意見 
・学校現場において想定される問題状況への基本的な対応方針 

受講者へのコメント  
連絡先 曽我研究室：１４号館４階、中島研究室：１４号館３階、皿⽥研究室：１３号館

３階、教育開発支援課：２５号館６階 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Teaching Practices II 
関連科目 ○１〜３年次開講Ａ群及びＣ群科目のうち教免必修科目及び単位数をすべて修

得していることが望ましい。 
○教育実習Ⅰ、Ⅱを修得していること、教育実習の研究Ⅰの仮評価がＲであるこ
とが望ましい。 
○各教科教育法Ⅲ、Ⅳ、文章表現法Ⅲ、プレゼンテーションⅢをすべて修得して
いるか、同時に履修していることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教育実習を終えた者を対象に、次の各要素からなる実践的指導力をなお一層高め

ることを目的とする。 
・教師として必要な論理的思考力及び文章構成力 
・集団におけるリーダーシップ、協調性及び調整能力 
・学習理論の知識と学習指導の力量 
・教職に必要な知見（教育観、子ども観、教材観等） 
・「生きる力」の育成に求められるカウンセリング 
・マインド、生徒指導観及び学級経営観 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。受講要領と講義概要を説明する。 

2 回 学校の意義と機能について、演習を含めて説明する。 
3 回 教師の使命と職責について、演習を含めて説明する。 
4 回 小論文の作成と添削指導Ⅰをする。 
5 回 生徒理解と生徒指導について、演習を含めて説明する。 
6 回 教育課程及び学習指導の理論と方法について、演習を含めて説明する。 
7 回 小論文の作成と添削指導Ⅱをする。 
8 回 学習集団の特質と指導①について、演習を含めて説明する。 
9 回 学習集団の特質と指導②について、演習を含めて説明する。 
10 回 

準備学習 1 回 受験予定の都道府県市の教員採用試験の要項について概要を把握しておく
こと。 
2 回 教育学原論（基礎理学科生は教育基礎論）及び教育行政学（または学校経
営）を復習して学校本来の意義と機能について知識を再確認し、自分の言葉（口
頭及び筆記）で表現できるようにしておくこと。 
3 回 教職論（08 年度以前入学生は現代教師論）、教育学原論（基礎理学科生は教
育基礎論）、及び教育行政学（または学校経営）を復習して教員の資質能力や期待
される役割等について知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆記）で表現でき
るようにしておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FC00151K 
成績評価  
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00151K 教育実習の研究Ⅱ 
担当教員名 曽我 雅比児、洲脇 史朗、塗⽊ 利明、岡本 弥彦、皿⽥ 琢司、中島 弘徳、

野瀬 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育実習の研究Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FC00151K 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Teaching Practices II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FC001521 
成績評価 平素の演習における学習態度（50〜60％）、課題の作成・提出の取り組み（40〜

50％）を総合して評価する。この比率は受講状況により見直すことがある。筆記
試験は実施しない。 

曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(〜10),バイオ・応用化学科(〜10),機械システム⼯学科(〜10),電気電子シ

ステム学科(〜10),情報⼯学科(〜10),知能機械⼯学科(〜10),生体医⼯学科(〜
10),建築学科(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 

見出し FC001521 教育実習の研究Ⅱ 
担当教員名 曽我 雅比児、洲脇 史朗、塗⽊ 利明、岡本 弥彦、皿⽥ 琢司、中島 弘徳、

野瀬 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。必要に応じて資料を配付または貸与する。 
アクティブラーニング  
キーワード 教員採用試験、実践的指導力、教育実習、面接・討論、小論文 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育実習の研究Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 学習指導要領（受験予定の校種の最新版。文科省ウェブサイトからダウンロード

してもよい）。その他適宜指示する。 
授業形態 演習 
注意備考 ○公立学校の教員採用試験または私立学校教員適性検査を受験する者を主たる

履修対象者とする。 
○日常の言動や習慣を常に見直し、高い意欲をもって学習に取り組む態度が強く
望まれる。 

シラバスコード FC001521 
実務経験のある教員  
達成目標 ○不断の学習に基づき、教師に必要な資質能力がどのようなものであるかを説明

することができる。 
○上記の理解を含めて、次のことについて口頭及び筆記により明瞭に説明するこ
とができる。 
・志望動機、理想の教師像、教職及び教科の魅力、教師の実践的指導力 
・学校や教師に期待される役割（普遍的役割と時代状況に即した役割） 
・現行の教育政策の概要とそれに対する自らの意見 
・学校現場において想定される問題状況への基本的な対応方針 

受講者へのコメント  
連絡先 曽我研究室：１４号館４階、中島研究室：１４号館３階、皿⽥研究室：１３号館

３階、教育開発支援課：２５号館６階 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Teaching Practices II 
関連科目 ○１〜３年次開講Ａ群及びＣ群科目のうち教免必修科目及び単位数をすべて修

得していることが望ましい。 
○教育実習Ⅰ、Ⅱを修得していること、教育実習の研究Ⅰの仮評価がＲであるこ
とが望ましい。 
○各教科教育法Ⅲ、Ⅳ、文章表現法Ⅲ、プレゼンテーションⅢをすべて修得して
いるか、同時に履修していることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教育実習を終えた者を対象に、次の各要素からなる実践的指導力をなお一層高め

ることを目的とする。 
・教師として必要な論理的思考力及び文章構成力 
・集団におけるリーダーシップ、協調性及び調整能力 
・学習理論の知識と学習指導の力量 
・教職に必要な知見（教育観、子ども観、教材観等） 
・「生きる力」の育成に求められるカウンセリング 
・マインド、生徒指導観及び学級経営観 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。受講要領と講義概要を説明する。 

2 回 学校の意義と機能について、演習を含めて説明する。 
3 回 教師の使命と職責について、演習を含めて説明する。 
4 回 小論文の作成と添削指導Ⅰをする。 
5 回 生徒理解と生徒指導について、演習を含めて説明する。 
6 回 教育課程及び学習指導の理論と方法について、演習を含めて説明する。 
7 回 小論文の作成と添削指導Ⅱをする。 
8 回 学習集団の特質と指導①について、演習を含めて説明する。 
9 回 学習集団の特質と指導②について、演習を含めて説明する。 
10 回 

準備学習 1 回 受験予定の都道府県市の教員採用試験の要項について概要を把握しておく
こと。 
2 回 教育学原論（基礎理学科生は教育基礎論）及び教育行政学（または学校経
営）を復習して学校本来の意義と機能について知識を再確認し、自分の言葉（口
頭及び筆記）で表現できるようにしておくこと。 
3 回 教職論（08 年度以前入学生は現代教師論）、教育学原論（基礎理学科生は教
育基礎論）、及び教育行政学（または学校経営）を復習して教員の資質能力や期待
される役割等について知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆記）で表現でき
るようにしておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FC00152K 
成績評価  
曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00152K 教育実習の研究Ⅱ 
担当教員名 曽我 雅比児、洲脇 史朗、塗⽊ 利明、岡本 弥彦、皿⽥ 琢司、中島 弘徳、

野瀬 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育実習の研究Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FC00152K 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Teaching Practices II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FC001531 
成績評価 平素の演習における学習態度（50〜60％）、課題の作成・提出の取り組み（40〜

50％）を総合して評価する。この比率は受講状況により見直すことがある。筆記
試験は実施しない。 

曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(〜10),バイオ・応用化学科(〜10),機械システム⼯学科(〜10),電気電子シ

ステム学科(〜10),情報⼯学科(〜10),知能機械⼯学科(〜10),生体医⼯学科(〜
10),建築学科(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 

見出し FC001531 教育実習の研究Ⅱ 
担当教員名 曽我 雅比児、中島 弘徳、岡本 弥彦、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利明 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。必要に応じて資料を配付または貸与する。 
アクティブラーニング  
キーワード 教員採用試験、実践的指導力、教育実習、面接・討論、小論文 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育実習の研究Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 学習指導要領（受験予定の校種の最新版。文科省ウェブサイトからダウンロード

してもよい）。その他適宜指示する。 
授業形態 演習 
注意備考 ○公立学校の教員採用試験または私立学校教員適性検査を受験する者を主たる

履修対象者とする。 
○日常の言動や習慣を常に見直し、高い意欲をもって学習に取り組む態度が強く
望まれる。 

シラバスコード FC001531 
実務経験のある教員  
達成目標 ○不断の学習に基づき、教師に必要な資質能力がどのようなものであるかを説明

することができる。 
○上記の理解を含めて、次のことについて口頭及び筆記により明瞭に説明するこ
とができる。 
・志望動機、理想の教師像、教職及び教科の魅力、教師の実践的指導力 
・学校や教師に期待される役割（普遍的役割と時代状況に即した役割） 
・現行の教育政策の概要とそれに対する自らの意見 
・学校現場において想定される問題状況への基本的な対応方針 

受講者へのコメント  
連絡先 曽我研究室：１４号館４階、中島研究室：１４号館３階、皿⽥研究室：１３号館

３階、教育開発支援課：２５号館６階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Teaching Practices II 
関連科目 ○１〜３年次開講Ａ群及びＣ群科目のうち教免必修科目及び単位数をすべて修

得していることが望ましい。 
○教育実習Ⅰ、Ⅱを修得していること、教育実習の研究Ⅰの仮評価がＲであるこ
とが望ましい。 
○各教科教育法Ⅲ、Ⅳ、文章表現法Ⅲ、プレゼンテーションⅢをすべて修得して
いるか、同時に履修していることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教育実習を終えた者を対象に、次の各要素からなる実践的指導力をなお一層高め

ることを目的とする。 
・教師として必要な論理的思考力及び文章構成力 
・集団におけるリーダーシップ、協調性及び調整能力 
・学習理論の知識と学習指導の力量 
・教職に必要な知見（教育観、子ども観、教材観等） 
・「生きる力」の育成に求められるカウンセリング 
・マインド、生徒指導観及び学級経営観 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。受講要領と講義概要を説明する。 

2 回 学校の意義と機能について、演習を含めて説明する。 
3 回 教師の使命と職責について、演習を含めて説明する。 
4 回 小論文の作成と添削指導Ⅰをする。 
5 回 生徒理解と生徒指導について、演習を含めて説明する。 
6 回 教育課程及び学習指導の理論と方法について、演習を含めて説明する。 
7 回 小論文の作成と添削指導Ⅱをする。 
8 回 学習集団の特質と指導①について、演習を含めて説明する。 
9 回 学習集団の特質と指導②について、演習を含めて説明する。 
10 回 

準備学習 1 回 受験予定の都道府県市の教員採用試験の要項について概要を把握しておく
こと。 
2 回 教育学原論（基礎理学科生は教育基礎論）及び教育行政学（または学校経
営）を復習して学校本来の意義と機能について知識を再確認し、自分の言葉（口
頭及び筆記）で表現できるようにしておくこと。 
3 回 教職論（08 年度以前入学生は現代教師論）、教育学原論（基礎理学科生は教
育基礎論）、及び教育行政学（または学校経営）を復習して教員の資質能力や期待
される役割等について知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆記）で表現でき
るようにしておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FC00153K 
成績評価  
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00153K 教育実習の研究Ⅱ 
担当教員名 曽我 雅比児、洲脇 史朗、塗⽊ 利明、岡本 弥彦、皿⽥ 琢司、中島 弘徳 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育実習の研究Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FC00153K 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Teaching Practices II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FC003110 
成績評価 講義受講状況（10％）、課題提出（10％）、作品（30％）、定期試験（50％）によ

り評価を行う。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14),機械システム⼯学科(〜14),電気電子システム学科(〜

14),情報⼯学科(〜14),知能機械⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),建築学科(〜
14),教職特別課程(〜14) 

見出し FC003110 ⽊材加⼯ 
担当教員名 塗⽊ 利明 
単位数 2 
教科書 技術教育選書 ⽊材の性質と加⼯／井上裕之他著／開隆堂／9784304020056 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 ⽊材加⼯ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義中に提示する。 
授業形態 講義 
注意備考 中学校技術科教員免許状取得希望者は必ず履修しなければならない。電子教材を

液晶プロジェクターで投影し授業を行っている。 
シラバスコード FC003110 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）⽊材の基本的な特性が説明できる。 

（２）⽊材の加⼯法および⽊⼯具・⽊⼯機械の使用法を説明できる。 
（３）⽊材の基本的な加⼯ができる。 

受講者へのコメント この⽊材加⼯は２年次開講の⽊材加⼯実習へとつながる基本的な部分です。教員
採用試験でもまた学校現場でも避けては通れない内容です。そのような現実を踏
まえ、課題を持ってこれからも学習を進めていってほしいと思います。 

連絡先 研究室：⼯学実習棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]２）の「授業時間以外にどの程度学習しましたか」の質問では幅広い回答が
ありました。これは皆さん一人ひとりの技術科教師になる！という目的意識の高
さにかかわっているように思います。日ごろの積み重ねが最終的に結果に表れま
す。しっかり頑張りましょう。 

英文科目名 Wood Working 
関連科目 ⽊材加⼯実習 
次回に向けての改善変更予定 技術科教師になるという初⼼を持ち続けられるように、身近な話題も取り入れた



いと思います。 
講義目的 中学校学習指導要領に示されている⽊材加⼯の内容をふまえ、⽊材加⼯の基本的

な材料、⽊⼯具、⼯作機械および加⼯法の知識と技能について実践を加味しなが
ら講義する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方と⽊材加⼯教育の歴史と意義を説明す

る。 
2 回 ⽊材の種類と構造について解説する。 
3 回 ⽊材の性質について解説する。 
4 回 ⽊質材料・緊結材について解説する。 
5 回 塗装について解説する。 
6 回 ⽊⼯具のかんな、のこぎりについてその構造と使用法について解説する。 
7 回 のみ、きり、その他の⽊⼯具の構造と使用法について解説する。 
8 回 ⽊⼯機械の構造と使用法について解説する。 
9 回 基本⼯作法として⽊取りについて解説する。 
10 回 基本⼯作法としてけがきについて解説する 

準備学習 1 回 教科書序章を読み課題をもって授業に臨むこと。 
2 回 教科書１章を読み課題をもって授業に臨むこと。 
3 回 教科書２章を読み課題をもって授業に臨むこと。 
4 回 教科書３章を読み課題をもって授業に臨むこと。 
5 回 教科書７章を読み課題をもって授業に臨むこと。 
6 回 教科書４章１節・２節を読み課題をもって授業に臨むこと。 
7 回 教科書４章３節〜７節を読み課題をもって授業に臨むこと。 
8 回 教科書５章１節〜３節を読み課題をもって授業に臨むこと。 
9 回 教科書６章１節を読み課題をもって授業に臨むこと。 
10 回 

 



年度 2014 
授業コード FC003120 
成績評価 講義受講状況（10％）、課題提出（10％）、作品（30％）、定期試験（50％）によ

り評価を行う。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜14),電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),知能

機械⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),建築学科(〜14),教職特別課程(〜14) 
見出し FC003120 ⽊材加⼯ 
担当教員名 塗⽊ 利明 
単位数 2 
教科書 技術教育選書 ⽊材の性質と加⼯／井上裕之他著／開隆堂 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 記述なし 
科目名 ⽊材加⼯ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義中に提示する。 
授業形態 講義 
注意備考 中学校技術科教員免許状取得希望者は必ず履修しなければならない。電子教材を

液晶プロジェクターで投影し授業を行っている。 
シラバスコード FC003120 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）⽊材の基本的な特性が説明できる。 

（２）⽊材の加⼯法および⽊⼯具・⽊⼯機械の使用法を説明できる。 
（３）⽊材の基本的な加⼯ができる。 

受講者へのコメント 技術科教員免許取得に必要な２年次生開講の⽊材加⼯実習に向けて、基礎的・基
本的な内容を学習する科目です。この⽊材加⼯で学んだ知識・技能を⽊材加⼯実
習に大いに役立ててもらいたいと思います。 

連絡先 研究室：⼯学実習棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野への理解が深まり、目標がだいたい達成でき満足したということで、担
当者としても満足しています。 

英文科目名 Wood Working 
関連科目 ⽊材加⼯実習 
次回に向けての改善変更予定 受講生の人数や知識・技能の定着状況によって、より広く深い内容も取り入れて

いきたいと思います。 
講義目的 中学校学習指導要領に示されている⽊材加⼯の内容をふまえ、⽊材加⼯の基本的

な材料、⽊⼯具、⼯作機械および加⼯法の知識と技能について実践を加味しなが



ら講義する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方と⽊材加⼯教育の歴史と意義を説明す

る。 
2 回 ⽊材の種類と構造について解説する。 
3 回 ⽊材の性質について解説する。 
4 回 ⽊質材料・緊結材について解説する。 
5 回 塗装について解説する。 
6 回 ⽊⼯具のかんな、のこぎりについてその構造と使用法について解説する。 
7 回 のみ、きり、その他の⽊⼯具の構造と使用法について解説する。 
8 回 ⽊⼯機械の構造と使用法について解説する。 
9 回 基本⼯作法として⽊取りについて解説する。 
10 回 基本⼯作法としてけがきについて解説する 

準備学習 1 回 教科書序章を読み課題をもって授業に臨むこと。 
2 回 教科書１章を読み課題をもって授業に臨むこと。 
3 回 教科書２章を読み課題をもって授業に臨むこと。 
4 回 教科書３章を読み課題をもって授業に臨むこと。 
5 回 教科書７章を読み課題をもって授業に臨むこと。 
6 回 教科書４章１節・２節を読み課題をもって授業に臨むこと。 
7 回 教科書４章３節〜７節を読み課題をもって授業に臨むこと。 
8 回 教科書５章１節〜３節を読み課題をもって授業に臨むこと。 
9 回 教科書６章１節を読み課題をもって授業に臨むこと。 
10 回 

 



年度 2014 
授業コード FC003210 
成績評価 受講状況（10％）、報告書（10％）、製作図（30％）および作品（50％）で総合評

価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13),機械システム⼯学科(〜13),電気電子システム学科(〜

13),情報⼯学科(〜13),知能機械⼯学科(〜13),生体医⼯学科(〜13),建築学科(〜
13) 

見出し FC003210 ⽊材加⼯実習 
担当教員名 塗⽊ 利明 
単位数 2 
教科書 必要に応じてプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ⽊材、⽊材加⼯、⽊⼯具、⽊⼯機械、設計、製図 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答 コメントの必要な記述なし 
科目名 ⽊材加⼯実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 井上裕之他著 「技術教育選書 ⽊材の性質と加⼯」 開隆堂（１年開講の「⽊

材加⼯」教科書） 
授業形態 実験実習 
注意備考 ⽊材加⼯の知識が必要となるので１年開講の「⽊材加⼯」修得後の受講が望まし

い。 
シラバスコード FC003210 
実務経験のある教員  
達成目標 中学校の「技術・家庭科」において必要とされる以下の⽊材加⼯の実践力を身に

付けること。 
（１）⽊材加⼯に必要な製図法を修得すること。 
（２）⽊⼯具・機械の使用法を修得すること。 
（３）⽊⼯具・機械を使用した基礎的な技能を修得すること。 
（４）⽊⼯具・機械の使用上の安全性について理解すること。 

受講者へのコメント 中学校技術科の教員になるためには、採用試験でもまた日々行う授業でも避けて
は通れない分野です。積極的に取り組んで基礎的・基本的な技能をしっかり身に
つけてください。 

連絡先 研究室：⼯学実習棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習時間が少ないのが気になります。実習科目という性格上、授業
時間外の作業はできませんが、作業の方法や⼯具の使い方等理論の予習・復習に
しっかり取り組んでください。 



英文科目名 Practice in Woodworking 
関連科目 ⽊材加⼯ 
次回に向けての改善変更予定 受講生の人数や知識・技能の定着状況に合わせて、より広く深い内容も取り入れ

ていきたいと思います。 
講義目的 中学校技術科教員免許状を取得するための必修科目である。 

実践的・体験的な活動を通して行われる中学校の「技術・家庭科」において必要
とされる⽊材加⼯の実践力を養うことを目的として、図面に基づく製作中⼼の実
習を行う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実習の概要と安全教育について説明する。 

2 回 投影図、製図規則など製図の基礎を説明する。 
3 回 製図規則に従いレターラックの組立図をかく。 
4 回 製図規則に従いレターラックの部品図をかく。 
5 回 ⼯具箱の組立図をかく。 
6 回 ⼯具箱の組立図を仕上げた後部品図をかく。 
7 回 ⼯具箱の部品図を仕上げる。 
8 回 ⼯具箱の⽊取りをする。 
9 回 ⼯具箱のけがき作業をする。 
10 回 けがき線を基に部品を切断する。 
11 回 けがきに従って部品を加⼯する。 
12 回 ⼯具箱の組立作業をする。 
13 回 ⼯具箱の塗装をす 

準備学習 1 回 本講義の目的等をシラバスで確認しておくこと、また作業の安全のための
注意点について考えておくこと。 
2 回 産業界における製図の役割・機能について考えておくこと。 
3 回 前回の内容を復習し、正確に第三角法で正面図が描けるようにしておくこ
と。 
4 回 前回の内容を復習し正確に第三角法で側面図・平面図が描けるようにして
おくこと。 
5 回 製図を早く描くにはどのような点に注意すればよいかを考えておくこと。 
6 回 製図を早く描くための注意点を前回の経験も踏まえて再度考えておくこと。 
7 回 完成した図面のチェック項目 

 



年度 2014 
授業コード FC00321K 
成績評価 受講状況（10％）、報告書（10％）、製作図（30％）および作品（50％）で総合評

価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00321K ⽊材加⼯実習 
担当教員名 塗⽊ 利明 
単位数 2 
教科書 必要に応じてプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ⽊材、⽊材加⼯、⽊⼯具、⽊⼯機械、設計、製図 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 ⽊材加⼯実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 井上裕之他著 「技術教育選書 ⽊材の性質と加⼯」 開隆堂（１年開講の「⽊

材加⼯」教科書） 
授業形態 実験実習 
注意備考 ⽊材加⼯の知識が必要となるので１年開講の「⽊材加⼯」修得後の受講が望まし

い。 
シラバスコード FC00321K 
実務経験のある教員  
達成目標 中学校の「技術・家庭科」において必要とされる以下の⽊材加⼯の実践力を身に

付けること。 
（１）⽊材加⼯に必要な製図法を修得すること。 
（２）⽊⼯具・機械の使用法を修得すること。 
（３）⽊⼯具・機械を使用した基礎的な技能を修得すること。 
（４）⽊⼯具・機械の使用上の安全性について理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室：⼯学実習棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice in Woodworking 
関連科目 ⽊材加⼯ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学校技術科教員免許状を取得するための必修科目である。 

実践的・体験的な活動を通して行われる中学校の「技術・家庭科」において必要
とされる⽊材加⼯の実践力を養うことを目的として、図面に基づく製作中⼼の実



習を行う。 
対象学年 1 年 
授業内容 1 回 実習の概要と安全教育について説明する。 

2 回 投影図、製図規則など製図の基礎を説明する。 
3 回 製図規則に従いレターラックの組立図をかく。 
4 回 製図規則に従いレターラックの部品図をかく。 
5 回 ⼯具箱の組立図をかく。 
6 回 ⼯具箱の組立図を仕上げた後部品図をかく。 
7 回 ⼯具箱の部品図を仕上げる。 
8 回 ⼯具箱の⽊取りをする。 
9 回 ⼯具箱のけがき作業をする。 
10 回 けがき線を基に部品を切断する。 
11 回 けがきに従って部品を加⼯する。 
12 回 ⼯具箱の組立作業をする。 
13 回 ⼯具箱の塗装をす 

準備学習 1 回 本講義の目的等をシラバスで確認しておくこと、また作業の安全のための
注意点について考えておくこと。 
2 回 産業界における製図の役割・機能について考えておくこと。 
3 回 前回の内容を復習し、正確に第三角法で正面図が描けるようにしておくこ
と。 
4 回 前回の内容を復習し正確に第三角法で側面図・平面図が描けるようにして
おくこと。 
5 回 製図を早く描くにはどのような点に注意すればよいかを考えておくこと。 
6 回 製図を早く描くための注意点を前回の経験も踏まえて再度考えておくこと。 
7 回 完成した図面のチェック項目 

 



年度 2014 
授業コード FC003220 
成績評価 受講状況（10％）、報告書（10％）、製作図（30％）および作品（50％）で総合評

価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13),機械システム⼯学科(〜13),電気電子システム学科(〜

13),情報⼯学科(〜13),知能機械⼯学科(〜13),生体医⼯学科(〜13),建築学科(〜
13) 

見出し FC003220 ⽊材加⼯実習 
担当教員名 塗⽊ 利明 
単位数 2 
教科書 必要に応じてプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ⽊材、⽊材加⼯、⽊⼯具、⽊⼯機械、設計、製図 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答 記述なし 
科目名 ⽊材加⼯実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 井上裕之他著 「技術教育選書 ⽊材の性質と加⼯」 開隆堂（１年開講の「⽊

材加⼯」教科書） 
授業形態 実験実習 
注意備考 ⽊材加⼯の知識が必要となるので１年開講の「⽊材加⼯」修得後の受講が望まし

い。 
シラバスコード FC003220 
実務経験のある教員  
達成目標 中学校の「技術・家庭科」において必要とされる以下の⽊材加⼯の実践力を身に

付けること。 
（１）⽊材加⼯に必要な製図法を修得すること。 
（２）⽊⼯具・機械の使用法を修得すること。 
（３）⽊⼯具・機械を使用した基礎的な技能を修得すること。 
（４）⽊⼯具・機械の使用上の安全性について理解すること。 

受講者へのコメント 中学校技術科の教員になるためには、採用試験でもまた日々行う授業でも避けて
は通れない分野です。積極的に取り組んで基礎的・基本的な技能をしっかり身に
つけてください。 

連絡先 研究室：⼯学実習棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習時間が少ないのが気になります。実習科目という性格上、授業
時間外の作業はできませんが、作業の方法や⼯具の使い方等理論の予習・復習に
しっかり取り組んでください。 



英文科目名 Practice in Woodworking 
関連科目 ⽊材加⼯ 
次回に向けての改善変更予定 受講生の人数や知識・技能の定着状況に合わせて、より広く深い内容も取り入れ

ていきたいと思います。 
講義目的 中学校技術科教員免許状を取得するための必修科目である。 

実践的・体験的な活動を通して行われる中学校の「技術・家庭科」において必要
とされる⽊材加⼯の実践力を養うことを目的として、図面に基づく製作中⼼の実
習を行う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実習の概要と安全教育について説明する。 

2 回 投影図、製図規則など製図の基礎を説明する。 
3 回 製図規則に従いレターラックの組立図をかく。 
4 回 製図規則に従いレターラックの部品図をかく。 
5 回 ⼯具箱の組立図をかく。 
6 回 ⼯具箱の組立図を仕上げた後部品図をかく。 
7 回 ⼯具箱の部品図を仕上げる。 
8 回 ⼯具箱の⽊取りをする。 
9 回 ⼯具箱のけがき作業をする。 
10 回 けがき線を基に部品を切断する。 
11 回 けがきに従って部品を加⼯する。 
12 回 ⼯具箱の組立作業をする。 
13 回 ⼯具箱の塗装をす 

準備学習 1 回 本講義の目的等をシラバスで確認しておくこと、また作業の安全のための
注意点について考えておくこと。 
2 回 産業界における製図の役割・機能について考えておくこと。 
3 回 前回の内容を復習し、正確に第三角法で正面図が描けるようにしておくこ
と。 
4 回 前回の内容を復習し正確に第三角法で側面図・平面図が描けるようにして
おくこと。 
5 回 製図を早く描くにはどのような点に注意すればよいかを考えておくこと。 
6 回 製図を早く描くための注意点を前回の経験も踏まえて再度考えておくこと。 
7 回 完成した図面のチェック項目 

 



年度 2014 
授業コード FC00322K 
成績評価 受講状況（10％）、報告書（10％）、製作図（30％）および作品（50％）で総合評

価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00322K ⽊材加⼯実習 
担当教員名 塗⽊ 利明 
単位数 2 
教科書 必要に応じてプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ⽊材、⽊材加⼯、⽊⼯具、⽊⼯機械、設計、製図 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 ⽊材加⼯実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 井上裕之他著 「技術教育選書 ⽊材の性質と加⼯」 開隆堂（１年開講の「⽊

材加⼯」教科書） 
授業形態 実験実習 
注意備考 ⽊材加⼯の知識が必要となるので１年開講の「⽊材加⼯」修得後の受講が望まし

い。 
シラバスコード FC00322K 
実務経験のある教員  
達成目標 中学校の「技術・家庭科」において必要とされる以下の⽊材加⼯の実践力を身に

付けること。 
（１）⽊材加⼯に必要な製図法を修得すること。 
（２）⽊⼯具・機械の使用法を修得すること。 
（３）⽊⼯具・機械を使用した基礎的な技能を修得すること。 
（４）⽊⼯具・機械の使用上の安全性について理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室：⼯学実習棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice in Woodworking 
関連科目 ⽊材加⼯ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学校技術科教員免許状を取得するための必修科目である。 

実践的・体験的な活動を通して行われる中学校の「技術・家庭科」において必要
とされる⽊材加⼯の実践力を養うことを目的として、図面に基づく製作中⼼の実



習を行う。 
対象学年 1 年 
授業内容 1 回 実習の概要と安全教育について説明する。 

2 回 投影図、製図規則など製図の基礎を説明する。 
3 回 製図規則に従いレターラックの組立図をかく。 
4 回 製図規則に従いレターラックの部品図をかく。 
5 回 ⼯具箱の組立図をかく。 
6 回 ⼯具箱の組立図を仕上げた後部品図をかく。 
7 回 ⼯具箱の部品図を仕上げる。 
8 回 ⼯具箱の⽊取りをする。 
9 回 ⼯具箱のけがき作業をする。 
10 回 けがき線を基に部品を切断する。 
11 回 けがきに従って部品を加⼯する。 
12 回 ⼯具箱の組立作業をする。 
13 回 ⼯具箱の塗装をす 

準備学習 1 回 本講義の目的等をシラバスで確認しておくこと、また作業の安全のための
注意点について考えておくこと。 
2 回 産業界における製図の役割・機能について考えておくこと。 
3 回 前回の内容を復習し、正確に第三角法で正面図が描けるようにしておくこ
と。 
4 回 前回の内容を復習し正確に第三角法で側面図・平面図が描けるようにして
おくこと。 
5 回 製図を早く描くにはどのような点に注意すればよいかを考えておくこと。 
6 回 製図を早く描くための注意点を前回の経験も踏まえて再度考えておくこと。 
7 回 完成した図面のチェック項目 

 



年度 2014 
授業コード FC003310 
成績評価 レポート（５０％）および定期試験（５０％）により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13),機械システム⼯学科(〜13),電気電子システム学科(〜

13),情報⼯学科(〜13),知能機械⼯学科(〜13),生体医⼯学科(〜13),建築学科(〜
13) 

見出し FC003310 栽培 
担当教員名 ⿊⽥ 俊郎＊ 
単位数 2 
教科書 特に指定しない。プリントを使用する。 
アクティブラーニング  
キーワード 作物 栽培 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「授業を面白くするには質問をすること」と日頃から述べていましたが，今後も

「質問がでる授業」を目指します． 
科目名 栽培 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜プリントで指定する。 
授業形態 講義 
注意備考 日常的に農業・⾷料関係の情報に注意を払うこと． 
シラバスコード FC003310 
実務経験のある教員  
達成目標 作物の多様性・作物の炭素同化・土壌・作期・品種について学び、作物の栽培と

は何か、また栽培のコツ・ツボ・極意を習得する。 
受講者へのコメント 概して満足である旨の評価を得ているので，今後さらに充実した授業にしたい．

従来から自作のビジュアル教材と実物観察が好評なのでさらに充実をはかりた
い． 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概して満足である旨の評価を得ているので，今後さらに充実した授業にしたい．
従来から自作のビジュアル教材と実物観察が好評なのでさらに充実をはかりた
い． 

英文科目名 Cultivation 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 授業にほぼ満足してもらっているが，さらに実力をつけさせる内容にしたい． 
講義目的 栽培技術の神髄は肥培管理の方法のみならず、作物の多様性を知り、作物と人間

との関わりの中に栽培を位置づけ、広い視野を持ちながら栽培を知ることにあ
る。この視点にたって栽培技術の要点を概観する。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション  

(1)自己紹介・これから学ぶこと・(2)栽培とはなにかについて解説する。 
2 回 作物の多様性（１）「栽培の極意教えます」／作物リストアップについて解
説する。 
3 回 作物の多様性（２）植物の分類と学名／作物の種類／有用植物／作物写真集
について解説する。 
4 回 作物の多様性（３）野菜の分類／世界の農耕／作物各論／について解説す
る。 
5 回 作物の炭素同化（１）炭素の分布／炭素の循環について解説する。 
6 回 作物の炭素同化（２）作物による炭素固定／成⻑解析について解説する。 
7 回 作物 

準備学習 1 回 授業内容の確認と復習。毎日の⾷事の中でどんな作物があったかに注意を
払うこと． 
2 回 授業内容の確認と復習。継続して自分の衣⾷住の中でどんな作物があった
かに注意を払うこと． 
3 回 授業内容の確認と復習。継続して自分の衣⾷住の中でどんな作物があった
かに注意を払うこと． 
4 回 授業内容の確認と復習．「植物分類」について百科事典・WEB などで調べて
おくこと． 
5 回 授業内容の確認と復習．「地球における炭素の分布」について百科事典・WEB
などで調べておくこと． 
6 回 授業内容の確認と復習．「光合成」について百 

 



年度 2014 
授業コード FC00331K 
成績評価 レポート（５０％）および定期試験（５０％）により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00331K 栽培 
担当教員名 ⿊⽥ 俊郎＊ 
単位数 2 
教科書 特に指定しない。プリントを使用する。 
アクティブラーニング  
キーワード 作物 栽培 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 栽培 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜プリントで指定する。 
授業形態 講義 
注意備考 日常的に農業・⾷料関係の情報に注意を払うこと． 
シラバスコード FC00331K 
実務経験のある教員  
達成目標 作物の多様性・作物の炭素同化・土壌・作期・品種について学び、作物の栽培と

は何か、また栽培のコツ・ツボ・極意を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Cultivation 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 栽培技術の神髄は肥培管理の方法のみならず、作物の多様性を知り、作物と人間

との関わりの中に栽培を位置づけ、広い視野を持ちながら栽培を知ることにあ
る。この視点にたって栽培技術の要点を概観する。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション  

(1)自己紹介・これから学ぶこと・(2)栽培とはなにかについて解説する。 
2 回 作物の多様性（１）「栽培の極意教えます」／作物リストアップについて解
説する。 
3 回 作物の多様性（２）植物の分類と学名／作物の種類／有用植物／作物写真集
について解説する。 



4 回 作物の多様性（３）野菜の分類／世界の農耕／作物各論／について解説す
る。 
5 回 作物の炭素同化（１）炭素の分布／炭素の循環について解説する。 
6 回 作物の炭素同化（２）作物による炭素固定／成⻑解析について解説する。 
7 回 作物 

準備学習 1 回 授業内容の確認と復習。毎日の⾷事の中でどんな作物があったかに注意を
払うこと． 
2 回 授業内容の確認と復習。継続して自分の衣⾷住の中でどんな作物があった
かに注意を払うこと． 
3 回 授業内容の確認と復習。継続して自分の衣⾷住の中でどんな作物があった
かに注意を払うこと． 
4 回 授業内容の確認と復習．「植物分類」について百科事典・WEB などで調べて
おくこと． 
5 回 授業内容の確認と復習．「地球における炭素の分布」について百科事典・WEB
などで調べておくこと． 
6 回 授業内容の確認と復習．「光合成」について百 

 



年度 2014 
授業コード FC003510 
成績評価 定期試験（80％）と課題提出（20％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13),機械システム⼯学科(〜13),電気電子システム学科(〜

13),情報⼯学科(〜13),知能機械⼯学科(〜13),生体医⼯学科(〜13),建築学科(〜
13) 

見出し FC003510 職業指導 
担当教員名 杉⽥ 一仁＊ 
単位数 4 
教科書 高等学校学習指導要領解説 総則編／文部科学省／東山書房／9784827814804：

高 等 学 校 学 習 指 導 要 領 解 説  特 別 活 動 編 ／ 文 部 科 学 省 ／ 海 文 堂 出 版 ／
9784303126308 

アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答 話す力をさらに磨き、立派な教師になってください。 
科目名 職業指導 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜資料を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC003510 
実務経験のある教員  
達成目標 １ 高等学校学習要領に記載されている進路指導、職業指導、キャリア教育指導

に関わる内容を理解し、実践できる力を身につける。 
２ 教育現場が抱える課題は多くあるが、なかでも子供たちの自己指導力の育成
が強く求められている。自己指導力の概念を理解し、指導方法を身につける。 
３ キャリア教育の基本方向を身につけ、有効な推進方策が考えられる。 

受講者へのコメント 日頃から、アンテナを高く張り、社会情勢等の情報を収集し、自分の力で分析・
理解できるよう努力することが大切。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね、初期の目標が達成できている。 
英文科目名 Vocational Guidance 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 退職のため予定なし。 
講義目的 生徒たちが、将来の進路を適切に選択し、自己実現が図られるための指導・援助

のあり方やその指導法を概説する。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 学校教育関係法規Ⅰ（学校教育法、学校教育法施行規則）について解説す

る。 
2 回 学校教育関係法規Ⅱ（教育委員会規則）について解説する。 
3 回 職業指導の意義について解説する。 
4 回 職業指導の基本的性格について解説する。 
5 回 学習指導要領 総則と職業指導Ⅰ（教育課程編成の原則）について解説す
る。 
6 回 学習指導要領 総則と職業指導Ⅱ（教育課程編成の原則）について解説す
る。 
7 回 学習指導要領 総則と職業指導Ⅲ（高等学校における道徳教育）について解
説する。 
8 回 学習指導要領 総則と職業指導Ⅳ（体験的 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。教育基本法、学校
教育法、学校教育法施行規則を一読しておくこと。 
2 回 教育基本法、学校教育法、学校教育法施行規則を一読しておくこと。 
3 回 職業指導、進路指導、キャリア教育指導の概念を調べておくこと。 
4 回 職業指導の目指す教育活動について調べておくこと。 
5 回 高等学校学習指導要解説 総則編を一読しておくこと。 
6 回 高等学校学習指導要領解説 総則編を一読しておくこと。 
7 回 高等学校学習指導要領解説 総則編を一読しておくこと。 
8 回 高等学校学 

 



年度 2014 
授業コード FC00351K 
成績評価 定期試験（80％）と課題提出（20％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00351K 職業指導 
担当教員名 杉⽥ 一仁＊ 
単位数 4 
教科書 高等学校学習指導要領解説 総則編／文部科学省／東山書房／9784827814804：

高 等 学 校 学 習 指 導 要 領 解 説  特 別 活 動 編 ／ 文 部 科 学 省 ／ 海 文 堂 出 版 ／
9784303126308 

アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 職業指導 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜資料を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00351K 
実務経験のある教員  
達成目標 １ 高等学校学習要領に記載されている進路指導、職業指導、キャリア教育指導

に関わる内容を理解し、実践できる力を身につける。 
２ 教育現場が抱える課題は多くあるが、なかでも子供たちの自己指導力の育成
が強く求められている。自己指導力の概念を理解し、指導方法を身につける。 
３ キャリア教育の基本方向を身につけ、有効な推進方策が考えられる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Vocational Guidance 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生徒たちが、将来の進路を適切に選択し、自己実現が図られるための指導・援助

のあり方やその指導法を概説する。 
対象学年 1 年 
授業内容 1 回 学校教育関係法規Ⅰ（学校教育法、学校教育法施行規則）について解説す

る。 



2 回 学校教育関係法規Ⅱ（教育委員会規則）について解説する。 
3 回 職業指導の意義について解説する。 
4 回 職業指導の基本的性格について解説する。 
5 回 学習指導要領 総則と職業指導Ⅰ（教育課程編成の原則）について解説す
る。 
6 回 学習指導要領 総則と職業指導Ⅱ（教育課程編成の原則）について解説す
る。 
7 回 学習指導要領 総則と職業指導Ⅲ（高等学校における道徳教育）について解
説する。 
8 回 学習指導要領 総則と職業指導Ⅳ（体験的 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。教育基本法、学校
教育法、学校教育法施行規則を一読しておくこと。 
2 回 教育基本法、学校教育法、学校教育法施行規則を一読しておくこと。 
3 回 職業指導、進路指導、キャリア教育指導の概念を調べておくこと。 
4 回 職業指導の目指す教育活動について調べておくこと。 
5 回 高等学校学習指導要解説 総則編を一読しておくこと。 
6 回 高等学校学習指導要領解説 総則編を一読しておくこと。 
7 回 高等学校学習指導要領解説 総則編を一読しておくこと。 
8 回 高等学校学 

 



年度 2014 
授業コード FC003520 
成績評価 定期試験（80％）と課題提出（20％）により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13),機械システム⼯学科(〜13),電気電子システム学科(〜

13),情報⼯学科(〜13),知能機械⼯学科(〜13),生体医⼯学科(〜13),建築学科(〜
13) 

見出し FC003520 職業指導 
担当教員名 杉⽥ 一仁＊ 
単位数 4 
教科書 高等学校学習指導要領解説 総則編／文部科学省／東山書房／9784827814804：

高 等 学 校 学 習 指 導 要 領 解 説  特 別 活 動 編 ／ 文 部 科 学 省 ／ 海 文 堂 出 版 ／
9784303126308 

アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 職業指導 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜資料を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC003520 
実務経験のある教員  
達成目標 １ 高等学校学習要領に記載されている進路指導、職業指導、キャリア教育指導

に関わる内容を理解し、実践できる力を身につける。 
２ 教育現場が抱える課題は多くあるが、なかでも子供たちの自己指導力の育成
が強く求められている。自己指導力の概念を理解し、指導方法を身につける。 
３ キャリア教育の基本方向を身につけ、有効な推進方策が考えられる。 

受講者へのコメント 日頃から、アンテナを高く張り、社会情勢等の情報を収集し、自分の力で分析・
理解できるよう努力することが大切。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね、初期の目標が達成できている。 
英文科目名 Vocational Guidance 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 退職のため予定なし。 
講義目的 生徒たちが、将来の進路を適切に選択し、自己実現が図られるための指導・援助

のあり方やその指導法を概説する。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 学校教育関係法規Ⅰ（学校教育法、学校教育法施行規則）について解説す

る。 
2 回 学校教育関係法規Ⅱ（教育委員会規則）について解説する。 
3 回 職業指導の意義について解説する。 
4 回 職業指導の基本的性格について解説する。 
5 回 学習指導要領 総則と職業指導Ⅰ（教育課程編成の原則）について解説す
る。 
6 回 学習指導要領 総則と職業指導Ⅱ（教育課程編成の原則）について解説す
る。 
7 回 学習指導要領 総則と職業指導Ⅲ（高等学校における道徳教育）について解
説する。 
8 回 学習指導要領 総則と職業指導Ⅳ（体験的 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。教育基本法、学校
教育法、学校教育法施行規則を一読しておくこと。 
2 回 教育基本法、学校教育法、学校教育法施行規則を一読しておくこと。 
3 回 職業指導、進路指導、キャリア教育指導の概念を調べておくこと。 
4 回 職業指導の目指す教育活動について調べておくこと。 
5 回 高等学校学習指導要解説 総則編を一読しておくこと。 
6 回 高等学校学習指導要領解説 総則編を一読しておくこと。 
7 回 高等学校学習指導要領解説 総則編を一読しておくこと。 
8 回 高等学校学 

 



年度 2014 
授業コード FC00352K 
成績評価 定期試験（80％）と課題提出（20％）により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00352K 職業指導 
担当教員名 杉⽥ 一仁＊ 
単位数 4 
教科書 高等学校学習指導要領解説 総則編／文部科学省／東山書房／9784827814804：

高 等 学 校 学 習 指 導 要 領 解 説  特 別 活 動 編 ／ 文 部 科 学 省 ／ 海 文 堂 出 版 ／
9784303126308 

アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 職業指導 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜資料を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00352K 
実務経験のある教員  
達成目標 １ 高等学校学習要領に記載されている進路指導、職業指導、キャリア教育指導

に関わる内容を理解し、実践できる力を身につける。 
２ 教育現場が抱える課題は多くあるが、なかでも子供たちの自己指導力の育成
が強く求められている。自己指導力の概念を理解し、指導方法を身につける。 
３ キャリア教育の基本方向を身につけ、有効な推進方策が考えられる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Vocational Guidance 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生徒たちが、将来の進路を適切に選択し、自己実現が図られるための指導・援助

のあり方やその指導法を概説する。 
対象学年 1 年 
授業内容 1 回 学校教育関係法規Ⅰ（学校教育法、学校教育法施行規則）について解説す

る。 



2 回 学校教育関係法規Ⅱ（教育委員会規則）について解説する。 
3 回 職業指導の意義について解説する。 
4 回 職業指導の基本的性格について解説する。 
5 回 学習指導要領 総則と職業指導Ⅰ（教育課程編成の原則）について解説す
る。 
6 回 学習指導要領 総則と職業指導Ⅱ（教育課程編成の原則）について解説す
る。 
7 回 学習指導要領 総則と職業指導Ⅲ（高等学校における道徳教育）について解
説する。 
8 回 学習指導要領 総則と職業指導Ⅳ（体験的 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。教育基本法、学校
教育法、学校教育法施行規則を一読しておくこと。 
2 回 教育基本法、学校教育法、学校教育法施行規則を一読しておくこと。 
3 回 職業指導、進路指導、キャリア教育指導の概念を調べておくこと。 
4 回 職業指導の目指す教育活動について調べておくこと。 
5 回 高等学校学習指導要解説 総則編を一読しておくこと。 
6 回 高等学校学習指導要領解説 総則編を一読しておくこと。 
7 回 高等学校学習指導要領解説 総則編を一読しておくこと。 
8 回 高等学校学 

 



年度 2014 
授業コード FC004210 
成績評価 ２回の中間テスト及び期末試験の合計得点で評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),バイオ・応用化学科(〜14),機械システム⼯学科(〜14),電気電子シ

ステム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),知能機械⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜
14),建築学科(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14),教職特別課程(〜
14) 

見出し FC004210 教育課程論 
担当教員名 住野 好久＊ 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説−総則編／文部科学省／ぎょうせい／9784324900024：

高等学校学習指導要領解説−総則編／文部科学省／東山書房／9784827814804 
＊２冊とも購入する。 

アクティブラーニング  
キーワード 教育課程 学習指導要領 教育目標 指導内容 授業時数 教育実践 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育課程論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC004210 
実務経験のある教員  
達成目標 １）教育課程の概念と構造、教育課程に関する法令、学習指導要領について理解

する。２）教育課程編成の原理、今日求められる教育課程実践のあり方を理解す
る。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Curriculum Studies 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教員免許状取得のための必修科目であり、教育実践における教育課程の意義、教

育課程編成の原理と方法、学習指導要領、教育課程実践のあり方について理解し、
教師に求められる基礎的・基本的な知識を習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 「教育課程」の意義を学習する。 
2 回 公教育における「教育課程」の位置づけを学習する。 
3 回 「教育課程」（教育の目的・目標）に関する法令を学習する。 
4 回 「教育課程」（指導内容）に関する法令を学習する。 
5 回 「教育課程」（授業時数）に関する法令を学習する。 
6 回 高等学校学習指導要領の特徴を学習し、中間試験①の実施・解説をする。 
7 回 「学習指導要領」とは何かを学習する。 
8 回 「学習指導要領」の変遷（〜1958 年）を学習する。 
9 回 「学習指導要領」の変遷（〜1989 年）を学習する。 
10 回 

準備学習 1 回 各自教科書を購入して、第２章第１節を読むこと。 
2 回 教科書第２章第２節を読むこと。 
自分が卒業した学校の教育課程を調べること。 
3 回 教科書第２章第２節を読むこと。 
4 回 教科書第２章第２節を読むこと。 
5 回 教科書第２章第２節を読むむこと。 
6 回 教科書第３章第２節を読むこと。 
7 回 文部科学省のＨＰで学習指導要領を調べること。 
8 回 年表プリントを読むこと。 
9 回 年表プリントを読むこと。 
10 回 年表プリントを読むこと。 
11 回 教科書第１章を読むこと。 
12 回 教科書第１章を読むこと。 
1 

 



年度 2014 
授業コード FC004220 
成績評価 ２回の中間テスト及び期末試験の合計得点で評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),バイオ・応用化学科(〜14),機械システム⼯学科(〜14),電気電子シ

ステム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),知能機械⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜
14),建築学科(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14),教職特別課程(〜
14) 

見出し FC004220 教育課程論 
担当教員名 住野 好久＊ 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説−総則編／文部科学省／ぎょうせい／9784324900024：

高等学校学習指導要領解説−総則編／文部科学省／東山書房／9784827814804 
＊２冊とも購入する。 

アクティブラーニング  
キーワード 教育課程 学習指導要領 教育目標 指導内容 授業時数 教育実践 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育課程論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC004220 
実務経験のある教員  
達成目標 １）教育課程の概念と構造、教育課程に関する法令、学習指導要領について理解

する。２）教育課程編成の原理、今日求められる教育課程実践のあり方を理解す
る。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Curriculum Studies 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教員免許状取得のための必修科目であり、教育実践における教育課程の意義、教

育課程編成の原理と方法、学習指導要領、教育課程実践のあり方について理解し、
教師に求められる基礎的・基本的な知識を習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 「教育課程」の意義を学習する。 
2 回 公教育における「教育課程」の位置づけを学習する。 
3 回 「教育課程」（教育の目的・目標）に関する法令を学習する。 
4 回 「教育課程」（指導内容）に関する法令を学習する。 
5 回 「教育課程」（授業時数）に関する法令を学習する。 
6 回 高等学校学習指導要領の特徴を学習し、中間試験①の実施・解説をする。 
7 回 「学習指導要領」とは何かを学習する。 
8 回 「学習指導要領」の変遷（〜1958 年）を学習する。 
9 回 「学習指導要領」の変遷（〜1989 年）を学習する。 
10 回 

準備学習 1 回 各自教科書を購入して、第２章第１節を読むこと。 
2 回 教科書第２章第２節を読むこと。 
自分が卒業した学校の教育課程を調べること。 
3 回 教科書第２章第２節を読むこと。 
4 回 教科書第２章第２節を読むこと。 
5 回 教科書第２章第２節を読むむこと。 
6 回 教科書第３章第２節を読むこと。 
7 回 文部科学省のＨＰで学習指導要領を調べること。 
8 回 年表プリントを読むこと。 
9 回 年表プリントを読むこと。 
10 回 年表プリントを読むこと。 
11 回 教科書第１章を読むこと。 
12 回 教科書第１章を読むこと。 
1 

 



年度 2014 
授業コード FC004230 
成績評価 ２回の中間テスト及び期末試験の合計得点で評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜14),バイオ・応用化学科(〜14),機械システム⼯学科(〜14),電気電子シ

ステム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),知能機械⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜
14),建築学科(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14),教職特別課程(〜
14) 

見出し FC004230 教育課程論 
担当教員名 住野 好久＊ 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説−総則編／文部科学省／ぎょうせい／9784324900024：

高等学校学習指導要領解説−総則編／文部科学省／東山書房／9784827814804 
＊２冊とも購入する。 

アクティブラーニング  
キーワード 教育課程 学習指導要領 教育目標 指導内容 授業時数 教育実践 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育課程論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC004230 
実務経験のある教員  
達成目標 １）教育課程の概念と構造、教育課程に関する法令、学習指導要領について理解

する。２）教育課程編成の原理、今日求められる教育課程実践のあり方を理解す
る。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Curriculum Studies 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教員免許状取得のための必修科目であり、教育実践における教育課程の意義、教

育課程編成の原理と方法、学習指導要領、教育課程実践のあり方について理解し、
教師に求められる基礎的・基本的な知識を習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 「教育課程」の意義を学習する。 
2 回 公教育における「教育課程」の位置づけを学習する。 
3 回 「教育課程」（教育の目的・目標）に関する法令を学習する。 
4 回 「教育課程」（指導内容）に関する法令を学習する。 
5 回 「教育課程」（授業時数）に関する法令を学習する。 
6 回 高等学校学習指導要領の特徴を学習し、中間試験①の実施・解説をする。 
7 回 「学習指導要領」とは何かを学習する。 
8 回 「学習指導要領」の変遷（〜1958 年）を学習する。 
9 回 「学習指導要領」の変遷（〜1989 年）を学習する。 
10 回 

準備学習 1 回 各自教科書を購入して、第２章第１節を読むこと。 
2 回 教科書第２章第２節を読むこと。 
自分が卒業した学校の教育課程を調べること。 
3 回 教科書第２章第２節を読むこと。 
4 回 教科書第２章第２節を読むこと。 
5 回 教科書第２章第２節を読むむこと。 
6 回 教科書第３章第２節を読むこと。 
7 回 文部科学省のＨＰで学習指導要領を調べること。 
8 回 年表プリントを読むこと。 
9 回 年表プリントを読むこと。 
10 回 年表プリントを読むこと。 
11 回 教科書第１章を読むこと。 
12 回 教科書第１章を読むこと。 
1 

 



年度 2014 
授業コード FC004240 
成績評価 ２回の中間テスト及び期末試験の合計得点で評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜14),バイオ・応用化学科(〜14),機械システム⼯学科(〜14),電気電子シ

ステム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),知能機械⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜
14),建築学科(〜14),総合情報学部(〜14),生物地球学部(〜14),教職特別課程(〜
14) 

見出し FC004240 教育課程論 
担当教員名 住野 好久＊ 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説−総則編／文部科学省／ぎょうせい／9784324900024：

高等学校学習指導要領解説−総則編／文部科学省／東山書房／9784827814804 
＊２冊とも購入する。 

アクティブラーニング  
キーワード 教育課程 学習指導要領 教育目標 指導内容 授業時数 教育実践 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育課程論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC004240 
実務経験のある教員  
達成目標 １）教育課程の概念と構造、教育課程に関する法令、学習指導要領について理解

する。２）教育課程編成の原理、今日求められる教育課程実践のあり方を理解す
る。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Curriculum Studies 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教員免許状取得のための必修科目であり、教育実践における教育課程の意義、教

育課程編成の原理と方法、学習指導要領、教育課程実践のあり方について理解し、
教師に求められる基礎的・基本的な知識を習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 「教育課程」の意義を学習する。 
2 回 公教育における「教育課程」の位置づけを学習する。 
3 回 「教育課程」（教育の目的・目標）に関する法令を学習する。 
4 回 「教育課程」（指導内容）に関する法令を学習する。 
5 回 「教育課程」（授業時数）に関する法令を学習する。 
6 回 高等学校学習指導要領の特徴を学習し、中間試験①の実施・解説をする。 
7 回 「学習指導要領」とは何かを学習する。 
8 回 「学習指導要領」の変遷（〜1958 年）を学習する。 
9 回 「学習指導要領」の変遷（〜1989 年）を学習する。 
10 回 

準備学習 1 回 各自教科書を購入して、第２章第１節を読むこと。 
2 回 教科書第２章第２節を読むこと。 
自分が卒業した学校の教育課程を調べること。 
3 回 教科書第２章第２節を読むこと。 
4 回 教科書第２章第２節を読むこと。 
5 回 教科書第２章第２節を読むむこと。 
6 回 教科書第３章第２節を読むこと。 
7 回 文部科学省のＨＰで学習指導要領を調べること。 
8 回 年表プリントを読むこと。 
9 回 年表プリントを読むこと。 
10 回 年表プリントを読むこと。 
11 回 教科書第１章を読むこと。 
12 回 教科書第１章を読むこと。 
1 

 



年度 2014 
授業コード FC004310 
成績評価 毎回課すレポート（１００％）で行い，１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜13),基礎理学科(〜13),情報科学科(〜13) 
見出し FC004310 数学教育法Ⅰ 
担当教員名 洲脇 史朗 
単位数 2 
教科書 算数・数学教育の理論と実践／監修：正⽥実，編集：洲脇史朗／現代教育社／

9784906488261 
アクティブラーニング  
キーワード 学校教育，数学教育 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 発散的思考が分かりやすく面白かったとの記述が多く、来年度も続けていく方針

である。 
科目名 数学教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学校学習指導要領解説（数学編），高等学校学習指導要領解説（数学編・理数

編） 
授業形態 講義 
注意備考 レポート作成は毎回講義の最後２０分間で行う。準備学習については講義計画に

示しているが，詳細については講義内で指示する。 
シラバスコード FC004310 
実務経験のある教員  
達成目標 ①学校教育の目的を理解する。 

②学校教育の目的を実行するための具体例を考えることができる。 
③数学教育の目的を理解する。 
④数学教育の目的を実行するための具体例を考えることができる。 

受講者へのコメント 家庭学習の課題には、積極的に取り組んでほしい。 
連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価で、ほとんどがほぼ満足以上であり、安⼼している。 
英文科目名 Teaching Method of Mathematics I 
関連科目 数学教育法Ⅱ，数学教育法Ⅲ，数学教育法Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定 教科書が古くなってきたので、次回から新しい教材に変更する。 
講義目的 中学校・高等学校の数学教員免許状を取得するための必修科目であり，学校教育

の目的からはじめて，数学教育の目的やその実践法を講義する。 
その内容は数学教育の歴史，目標，内容，方法，評価等の各分野について，中学
校・高等学校の両面から考察する。 



更に数学教育の実践面で，知識・理解・技能のみならず，数学的な見方・考え方
や数学に対する興味・関⼼・態度を高め，数学の教科指導に明るい教師としての
資質を養成する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 学校教育の目的と数学教育の目的について解説する。 

2 回 算数と数学の違いについて解説する。 
3 回 数学的考え方の育成と数学を活用する態度形成について解説する。 
4 回 国際比較による算数・数学教育の課題について解説する。 
5 回 目標を見直すことの意義について解説する。 
6 回 中学校数学科の目標と変遷について解説する。 
7 回 高等学校数学科の目標と変遷について解説する。 
8 回 算数・数学科の学習構造について解説する。 
9 回 文字・記号の活用と証明の意義について解説する。 
10 回 中学校における指導計画に 

準備学習 1 回 学校教育の目的と数学教育の目的について考えてくること。 
2 回 教科書 1 章 1 節を読み課題をもって授業に望むこと。 
3 回 教科書 1 章３節を読み課題をもって授業に望むこと。 
4 回 教科書 1 章４節を読み課題をもって授業に望むこと。 
5 回 教科書２章１節を読み課題をもって授業に望むこと。 
6 回 教科書２章３節を読み課題をもって授業に望むこと。 
7 回 教科書２章４節を読み課題をもって授業に望むこと。 
8 回 教科書３章１節を読み課題をもって授業に望むこと。 
9 回 教科書３章３節を読み課題をもって授業に望むこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FC00431K 
成績評価 毎回課すレポート（１００％）で行い，１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00431K 数学教育法Ⅰ 
担当教員名 洲脇 史朗 
単位数 2 
教科書 算数・数学教育の理論と実践／監修：正⽥実，編集：洲脇史朗／現代教育社／

9784906488261 
アクティブラーニング  
キーワード 学校教育，数学教育 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学校学習指導要領解説（数学編），高等学校学習指導要領解説（数学編・理数

編） 
授業形態 講義 
注意備考 レポート作成は毎回講義の最後２０分間で行う。準備学習については講義計画に

示しているが，詳細については講義内で指示する。 
シラバスコード FC00431K 
実務経験のある教員  
達成目標 ①学校教育の目的を理解する。 

②学校教育の目的を実行するための具体例を考えることができる。 
③数学教育の目的を理解する。 
④数学教育の目的を実行するための具体例を考えることができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Mathematics I 
関連科目 数学教育法Ⅱ，数学教育法Ⅲ，数学教育法Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学校・高等学校の数学教員免許状を取得するための必修科目であり，学校教育

の目的からはじめて，数学教育の目的やその実践法を講義する。 
その内容は数学教育の歴史，目標，内容，方法，評価等の各分野について，中学
校・高等学校の両面から考察する。 
更に数学教育の実践面で，知識・理解・技能のみならず，数学的な見方・考え方



や数学に対する興味・関⼼・態度を高め，数学の教科指導に明るい教師としての
資質を養成する。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 学校教育の目的と数学教育の目的について解説する。 

2 回 算数と数学の違いについて解説する。 
3 回 数学的考え方の育成と数学を活用する態度形成について解説する。 
4 回 国際比較による算数・数学教育の課題について解説する。 
5 回 目標を見直すことの意義について解説する。 
6 回 中学校数学科の目標と変遷について解説する。 
7 回 高等学校数学科の目標と変遷について解説する。 
8 回 算数・数学科の学習構造について解説する。 
9 回 文字・記号の活用と証明の意義について解説する。 
10 回 中学校における指導計画に 

準備学習 1 回 学校教育の目的と数学教育の目的について考えてくること。 
2 回 教科書 1 章 1 節を読み課題をもって授業に望むこと。 
3 回 教科書 1 章３節を読み課題をもって授業に望むこと。 
4 回 教科書 1 章４節を読み課題をもって授業に望むこと。 
5 回 教科書２章１節を読み課題をもって授業に望むこと。 
6 回 教科書２章３節を読み課題をもって授業に望むこと。 
7 回 教科書２章４節を読み課題をもって授業に望むこと。 
8 回 教科書３章１節を読み課題をもって授業に望むこと。 
9 回 教科書３章３節を読み課題をもって授業に望むこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FC004320 
成績評価 毎回課すレポート（１００％）で行い，１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(〜13),基礎理学科(〜13),情報科学科(〜13) 
見出し FC004320 数学教育法Ⅰ 
担当教員名 洲脇 史朗 
単位数 2 
教科書 算数・数学教育の理論と実践／監修：正⽥実，編集：洲脇史朗／現代教育社／

9784906488261 
アクティブラーニング  
キーワード 学校教育，数学教育 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 発散的思考が楽しく良かったとの記述が多く、次回も続けていく方針ある。 
科目名 数学教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学校学習指導要領解説（数学編），高等学校学習指導要領解説（数学編・理数

編） 
授業形態 講義 
注意備考 レポート作成は毎回講義の最後２０分間で行う。準備学習については講義計画に

示しているが，詳細については講義内で指示する。 
シラバスコード FC004320 
実務経験のある教員  
達成目標 ①学校教育の目的を理解する。 

②学校教育の目的を実行するための具体例を考えることができる。 
③数学教育の目的を理解する。 
④数学教育の目的を実行するための具体例を考えることができる。 

受講者へのコメント 家庭学習の課題は、自力で取り組んでほしい。 
連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ほとんどがほぼ満足以上であり、よかったと思っている。 
英文科目名 Teaching Method of Mathematics I 
関連科目 数学教育法Ⅱ，数学教育法Ⅲ，数学教育法Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定 教科書が古くなったので、次回から新しい教材にする予定。 
講義目的 中学校・高等学校の数学教員免許状を取得するための必修科目であり，学校教育

の目的からはじめて，数学教育の目的やその実践法を講義する。 
その内容は数学教育の歴史，目標，内容，方法，評価等の各分野について，中学
校・高等学校の両面から考察する。 
更に数学教育の実践面で，知識・理解・技能のみならず，数学的な見方・考え方



や数学に対する興味・関⼼・態度を高め，数学の教科指導に明るい教師としての
資質を養成する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 学校教育の目的と数学教育の目的について解説する。 

2 回 算数と数学の違いについて解説する。 
3 回 数学的考え方の育成と数学を活用する態度形成について解説する。 
4 回 国際比較による算数・数学教育の課題について解説する。 
5 回 目標を見直すことの意義について解説する。 
6 回 中学校数学科の目標と変遷について解説する。 
7 回 高等学校数学科の目標と変遷について解説する。 
8 回 算数・数学科の学習構造について解説する。 
9 回 文字・記号の活用と証明の意義について解説する。 
10 回 中学校における指導計画に 

準備学習 1 回 学校教育の目的と数学教育の目的について考えてくること。 
2 回 教科書 1 章 1 節を読み課題をもって授業に望むこと。 
3 回 教科書 1 章３節を読み課題をもって授業に望むこと。 
4 回 教科書 1 章４節を読み課題をもって授業に望むこと。 
5 回 教科書２章１節を読み課題をもって授業に望むこと。 
6 回 教科書２章３節を読み課題をもって授業に望むこと。 
7 回 教科書２章４節を読み課題をもって授業に望むこと。 
8 回 教科書３章１節を読み課題をもって授業に望むこと。 
9 回 教科書３章３節を読み課題をもって授業に望むこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FC00432K 
成績評価 毎回課すレポート（１００％）で行い，１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00432K 数学教育法Ⅰ 
担当教員名 洲脇 史朗 
単位数 2 
教科書 算数・数学教育の理論と実践／監修：正⽥実，編集：洲脇史朗／現代教育社／

9784906488261 
アクティブラーニング  
キーワード 学校教育，数学教育 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学校学習指導要領解説（数学編），高等学校学習指導要領解説（数学編・理数

編） 
授業形態 講義 
注意備考 レポート作成は毎回講義の最後２０分間で行う。準備学習については講義計画に

示しているが，詳細については講義内で指示する。 
シラバスコード FC00432K 
実務経験のある教員  
達成目標 ①学校教育の目的を理解する。 

②学校教育の目的を実行するための具体例を考えることができる。 
③数学教育の目的を理解する。 
④数学教育の目的を実行するための具体例を考えることができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Mathematics I 
関連科目 数学教育法Ⅱ，数学教育法Ⅲ，数学教育法Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学校・高等学校の数学教員免許状を取得するための必修科目であり，学校教育

の目的からはじめて，数学教育の目的やその実践法を講義する。 
その内容は数学教育の歴史，目標，内容，方法，評価等の各分野について，中学
校・高等学校の両面から考察する。 
更に数学教育の実践面で，知識・理解・技能のみならず，数学的な見方・考え方



や数学に対する興味・関⼼・態度を高め，数学の教科指導に明るい教師としての
資質を養成する。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 学校教育の目的と数学教育の目的について解説する。 

2 回 算数と数学の違いについて解説する。 
3 回 数学的考え方の育成と数学を活用する態度形成について解説する。 
4 回 国際比較による算数・数学教育の課題について解説する。 
5 回 目標を見直すことの意義について解説する。 
6 回 中学校数学科の目標と変遷について解説する。 
7 回 高等学校数学科の目標と変遷について解説する。 
8 回 算数・数学科の学習構造について解説する。 
9 回 文字・記号の活用と証明の意義について解説する。 
10 回 中学校における指導計画に 

準備学習 1 回 学校教育の目的と数学教育の目的について考えてくること。 
2 回 教科書 1 章 1 節を読み課題をもって授業に望むこと。 
3 回 教科書 1 章３節を読み課題をもって授業に望むこと。 
4 回 教科書 1 章４節を読み課題をもって授業に望むこと。 
5 回 教科書２章１節を読み課題をもって授業に望むこと。 
6 回 教科書２章３節を読み課題をもって授業に望むこと。 
7 回 教科書２章４節を読み課題をもって授業に望むこと。 
8 回 教科書３章１節を読み課題をもって授業に望むこと。 
9 回 教科書３章３節を読み課題をもって授業に望むこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FC004330 
成績評価 毎回課すレポート（１００％）で行い，１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜13),基礎理学科(〜13),情報科学科(〜13) 
見出し FC004330 数学教育法Ⅰ 
担当教員名 洲脇 史朗 
単位数 2 
教科書 算数・数学教育の理論と実践／監修：正⽥実，編集：洲脇史朗／現代教育社／

9784906488261 
アクティブラーニング  
キーワード 学校教育，数学教育 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 他では受けられない、面白い授業だったとのことで、満足している。 
科目名 数学教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学校学習指導要領解説（数学編），高等学校学習指導要領解説（数学編・理数

編） 
授業形態 講義 
注意備考 レポート作成は毎回講義の最後２０分間で行う。準備学習については講義計画に

示しているが，詳細については講義内で指示する。 
シラバスコード FC004330 
実務経験のある教員  
達成目標 ①学校教育の目的を理解する。 

②学校教育の目的を実行するための具体例を考えることができる。 
③数学教育の目的を理解する。 
④数学教育の目的を実行するための具体例を考えることができる。 

受講者へのコメント 家庭学習の課題は、自力でやってほしい。 
連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ほとんどがほぼ満足以上の評価であり、安⼼している。 
英文科目名 Teaching Method of Mathematics I 
関連科目 数学教育法Ⅱ，数学教育法Ⅲ，数学教育法Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定 教科書が古くなったので、次回から新しい教材にする予定である。 
講義目的 中学校・高等学校の数学教員免許状を取得するための必修科目であり，学校教育

の目的からはじめて，数学教育の目的やその実践法を講義する。 
その内容は数学教育の歴史，目標，内容，方法，評価等の各分野について，中学
校・高等学校の両面から考察する。 
更に数学教育の実践面で，知識・理解・技能のみならず，数学的な見方・考え方



や数学に対する興味・関⼼・態度を高め，数学の教科指導に明るい教師としての
資質を養成する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 学校教育の目的と数学教育の目的について解説する。 

2 回 算数と数学の違いについて解説する。 
3 回 数学的考え方の育成と数学を活用する態度形成について解説する。 
4 回 国際比較による算数・数学教育の課題について解説する。 
5 回 目標を見直すことの意義について解説する。 
6 回 中学校数学科の目標と変遷について解説する。 
7 回 高等学校数学科の目標と変遷について解説する。 
8 回 算数・数学科の学習構造について解説する。 
9 回 文字・記号の活用と証明の意義について解説する。 
10 回 中学校における指導計画に 

準備学習 1 回 学校教育の目的と数学教育の目的について考えてくること。 
2 回 教科書 1 章 1 節を読み課題をもって授業に望むこと。 
3 回 教科書 1 章３節を読み課題をもって授業に望むこと。 
4 回 教科書 1 章４節を読み課題をもって授業に望むこと。 
5 回 教科書２章１節を読み課題をもって授業に望むこと。 
6 回 教科書２章３節を読み課題をもって授業に望むこと。 
7 回 教科書２章４節を読み課題をもって授業に望むこと。 
8 回 教科書３章１節を読み課題をもって授業に望むこと。 
9 回 教科書３章３節を読み課題をもって授業に望むこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FC00433K 
成績評価 毎回課すレポート（１００％）で行い，１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00433K 数学教育法Ⅰ 
担当教員名 洲脇 史朗 
単位数 2 
教科書 算数・数学教育の理論と実践／監修：正⽥実，編集：洲脇史朗／現代教育社／

9784906488261 
アクティブラーニング  
キーワード 学校教育，数学教育 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学校学習指導要領解説（数学編），高等学校学習指導要領解説（数学編・理数

編） 
授業形態 講義 
注意備考 レポート作成は毎回講義の最後２０分間で行う。準備学習については講義計画に

示しているが，詳細については講義内で指示する。 
シラバスコード FC00433K 
実務経験のある教員  
達成目標 ①学校教育の目的を理解する。 

②学校教育の目的を実行するための具体例を考えることができる。 
③数学教育の目的を理解する。 
④数学教育の目的を実行するための具体例を考えることができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Mathematics I 
関連科目 数学教育法Ⅱ，数学教育法Ⅲ，数学教育法Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学校・高等学校の数学教員免許状を取得するための必修科目であり，学校教育

の目的からはじめて，数学教育の目的やその実践法を講義する。 
その内容は数学教育の歴史，目標，内容，方法，評価等の各分野について，中学
校・高等学校の両面から考察する。 
更に数学教育の実践面で，知識・理解・技能のみならず，数学的な見方・考え方



や数学に対する興味・関⼼・態度を高め，数学の教科指導に明るい教師としての
資質を養成する。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 学校教育の目的と数学教育の目的について解説する。 

2 回 算数と数学の違いについて解説する。 
3 回 数学的考え方の育成と数学を活用する態度形成について解説する。 
4 回 国際比較による算数・数学教育の課題について解説する。 
5 回 目標を見直すことの意義について解説する。 
6 回 中学校数学科の目標と変遷について解説する。 
7 回 高等学校数学科の目標と変遷について解説する。 
8 回 算数・数学科の学習構造について解説する。 
9 回 文字・記号の活用と証明の意義について解説する。 
10 回 中学校における指導計画に 

準備学習 1 回 学校教育の目的と数学教育の目的について考えてくること。 
2 回 教科書 1 章 1 節を読み課題をもって授業に望むこと。 
3 回 教科書 1 章３節を読み課題をもって授業に望むこと。 
4 回 教科書 1 章４節を読み課題をもって授業に望むこと。 
5 回 教科書２章１節を読み課題をもって授業に望むこと。 
6 回 教科書２章３節を読み課題をもって授業に望むこと。 
7 回 教科書２章４節を読み課題をもって授業に望むこと。 
8 回 教科書３章１節を読み課題をもって授業に望むこと。 
9 回 教科書３章３節を読み課題をもって授業に望むこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FC004410 
成績評価 毎回課すレポート（１００％）で行い，１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜13),基礎理学科(〜13),情報科学科(〜13) 
見出し FC004410 数学教育法Ⅱ 
担当教員名 洲脇 史朗 
単位数 2 
教科書 教員採用試験「専門教養 数学科」・一ツ橋書店 
アクティブラーニング  
キーワード 数学教育，模擬授業 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 数学教育法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学校学習指導要領解説（数学編），高等学校学習指導要領解説（数学編・理数

編） 
授業形態 講義 
注意備考 「数学教育法Ⅰ」を修得していること。レポート作成は毎回準備学習と講義内で

行うが，詳細については講義内で指示する。「教職セミナー」は日程がまだ決まっ
ていないので、決まり次第授業内で連絡する。 

シラバスコード FC004410 
実務経験のある教員  
達成目標 ①「数学教育法Ⅰ」で学んだ理論が実践できる。 

②教育実習で授業を行う自信がつく。 
③教員としての資質が向上する。 

受講者へのコメント 家庭学習で問題点を把握し、授業で解決する努力を積み重ねた者は、かなり力が
ついたと思う。 

連絡先 洲脇研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 課題に対する家庭学習がよくなされ、総合評価がほぼ満足以上なので、まずまず
の授業であったと思う。 

英文科目名 Teaching Method of Mathematics II 
関連科目 数学教育法Ⅰ，数学教育法Ⅲ，数学教育法Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定 来年度もこの方式で行う。 
講義目的 中学校の数学教員免許状を取得するための必修科目であり，「数学教育法Ⅰ」で

学んだ理論を実践する講義である。数学教員の免許状を所有する者にふさわしい
力量を高めるため，数学の各分野における具体的な課題に取り組み，その模擬授
業を通して，数学を分かりやすく伝えるための板書や説明の仕方を研究する。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 方程式と不等式（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 

2 回 平面図形（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
3 回 ベクトル（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
4 回 関数（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
5 回 三角関数（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
6 回 確率・場合の数（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
7 回 「教職セミナー（Ⅰ）」において教員として資質向上を解説する。 
8 回 「教職セミナー（Ⅱ）」において教員として資質向上を解説する。 
9 回 集合・論理（ 

準備学習 1 回 教科書「方程式と不等式（Ⅰ）」の前半問題を解いてくる。 
2 回 教科書「平面図形（Ⅰ）」の前半問題を解いてくる。 
3 回 教科書「ベクトル（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
4 回 教科書「関数（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
5 回 教科書「三角関数（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
6 回 教科書「確率・場合の数（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
7 回 自分が教職に就いた場合を想定してくる。 
8 回 自分が教職に就いた場合を想定してくる。 
9 回 教科書「集合・論理（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
10 回 教科書「空間座標（Ⅰ）」の問 

 



年度 2014 
授業コード FC00441K 
成績評価 毎回課すレポート（１００％）で行い，１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00441K 数学教育法Ⅱ 
担当教員名 洲脇 史朗 
単位数 2 
教科書 教員採用試験「専門教養 数学科」・一ツ橋書店 
アクティブラーニング  
キーワード 数学教育，模擬授業 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学教育法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学校学習指導要領解説（数学編），高等学校学習指導要領解説（数学編・理数

編） 
授業形態 講義 
注意備考 「数学教育法Ⅰ」を修得していること。レポート作成は毎回準備学習と講義内で

行うが，詳細については講義内で指示する。「教職セミナー」は日程がまだ決まっ
ていないので、決まり次第授業内で連絡する。 

シラバスコード FC00441K 
実務経験のある教員  
達成目標 ①「数学教育法Ⅰ」で学んだ理論が実践できる。 

②教育実習で授業を行う自信がつく。 
③教員としての資質が向上する。 

受講者へのコメント  
連絡先 洲脇研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Mathematics II 
関連科目 数学教育法Ⅰ，数学教育法Ⅲ，数学教育法Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学校の数学教員免許状を取得するための必修科目であり，「数学教育法Ⅰ」で

学んだ理論を実践する講義である。数学教員の免許状を所有する者にふさわしい
力量を高めるため，数学の各分野における具体的な課題に取り組み，その模擬授
業を通して，数学を分かりやすく伝えるための板書や説明の仕方を研究する。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 方程式と不等式（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 



2 回 平面図形（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
3 回 ベクトル（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
4 回 関数（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
5 回 三角関数（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
6 回 確率・場合の数（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
7 回 「教職セミナー（Ⅰ）」において教員として資質向上を解説する。 
8 回 「教職セミナー（Ⅱ）」において教員として資質向上を解説する。 
9 回 集合・論理（ 

準備学習 1 回 教科書「方程式と不等式（Ⅰ）」の前半問題を解いてくる。 
2 回 教科書「平面図形（Ⅰ）」の前半問題を解いてくる。 
3 回 教科書「ベクトル（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
4 回 教科書「関数（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
5 回 教科書「三角関数（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
6 回 教科書「確率・場合の数（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
7 回 自分が教職に就いた場合を想定してくる。 
8 回 自分が教職に就いた場合を想定してくる。 
9 回 教科書「集合・論理（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
10 回 教科書「空間座標（Ⅰ）」の問 

 



年度 2014 
授業コード FC004420 
成績評価 毎回課すレポート（１００％）で行い，１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜13),基礎理学科(〜13),情報科学科(〜13) 
見出し FC004420 数学教育法Ⅱ 
担当教員名 洲脇 史朗 
単位数 2 
教科書 教員採用試験「専門教養 数学科」・一ツ橋書店 
アクティブラーニング  
キーワード 数学教育，模擬授業 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 数学教育法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学校学習指導要領解説（数学編），高等学校学習指導要領解説（数学編・理数

編） 
授業形態 講義 
注意備考 「数学教育法Ⅰ」を修得していること。レポート作成は毎回準備学習と講義内で

行うが，詳細については講義内で指示する。「教職セミナー」は日程がまだ決まっ
ていないので、決まり次第授業内で連絡する。 

シラバスコード FC004420 
実務経験のある教員  
達成目標 ①「数学教育法Ⅰ」で学んだ理論が実践できる。 

②教育実習で授業を行う自信がつく。 
③教員としての資質が向上する。 

受講者へのコメント 家庭学習で問題点を把握し、授業で解決する努力を積み重ねた者は、かなり力が
ついたと思う。 

連絡先 洲脇研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 課題に対する家庭学習がよくなされ、総合評価がほぼ満足以上なので、まずまず
の授業であったと思う。 

英文科目名 Teaching Method of Mathematics II 
関連科目 数学教育法Ⅰ，数学教育法Ⅲ，数学教育法Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定 来年度もこの方式で行う。 
講義目的 中学校の数学教員免許状を取得するための必修科目であり，「数学教育法Ⅰ」で

学んだ理論を実践する講義である。数学教員の免許状を所有する者にふさわしい
力量を高めるため，数学の各分野における具体的な課題に取り組み，その模擬授
業を通して，数学を分かりやすく伝えるための板書や説明の仕方を研究する。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 方程式と不等式（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 

2 回 平面図形（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
3 回 ベクトル（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
4 回 関数（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
5 回 三角関数（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
6 回 確率・場合の数（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
7 回 「教職セミナー（Ⅰ）」において教員として資質向上を解説する。 
8 回 「教職セミナー（Ⅱ）」において教員として資質向上を解説する。 
9 回 集合・論理（ 

準備学習 1 回 教科書「方程式と不等式（Ⅰ）」の前半問題を解いてくる。 
2 回 教科書「平面図形（Ⅰ）」の前半問題を解いてくる。 
3 回 教科書「ベクトル（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
4 回 教科書「関数（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
5 回 教科書「三角関数（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
6 回 教科書「確率・場合の数（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
7 回 自分が教職に就いた場合を想定してくる。 
8 回 自分が教職に就いた場合を想定してくる。 
9 回 教科書「集合・論理（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
10 回 教科書「空間座標（Ⅰ）」の問 

 



年度 2014 
授業コード FC00442K 
成績評価 毎回課すレポート（１００％）で行い，１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00442K 数学教育法Ⅱ 
担当教員名 洲脇 史朗 
単位数 2 
教科書 教員採用試験「専門教養 数学科」・一ツ橋書店 
アクティブラーニング  
キーワード 数学教育，模擬授業 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学教育法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学校学習指導要領解説（数学編），高等学校学習指導要領解説（数学編・理数

編） 
授業形態 講義 
注意備考 「数学教育法Ⅰ」を修得していること。レポート作成は毎回準備学習と講義内で

行うが，詳細については講義内で指示する。「教職セミナー」は日程がまだ決まっ
ていないので、決まり次第授業内で連絡する。 

シラバスコード FC00442K 
実務経験のある教員  
達成目標 ①「数学教育法Ⅰ」で学んだ理論が実践できる。 

②教育実習で授業を行う自信がつく。 
③教員としての資質が向上する。 

受講者へのコメント  
連絡先 洲脇研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Mathematics II 
関連科目 数学教育法Ⅰ，数学教育法Ⅲ，数学教育法Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学校の数学教員免許状を取得するための必修科目であり，「数学教育法Ⅰ」で

学んだ理論を実践する講義である。数学教員の免許状を所有する者にふさわしい
力量を高めるため，数学の各分野における具体的な課題に取り組み，その模擬授
業を通して，数学を分かりやすく伝えるための板書や説明の仕方を研究する。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 方程式と不等式（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 



2 回 平面図形（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
3 回 ベクトル（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
4 回 関数（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
5 回 三角関数（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
6 回 確率・場合の数（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
7 回 「教職セミナー（Ⅰ）」において教員として資質向上を解説する。 
8 回 「教職セミナー（Ⅱ）」において教員として資質向上を解説する。 
9 回 集合・論理（ 

準備学習 1 回 教科書「方程式と不等式（Ⅰ）」の前半問題を解いてくる。 
2 回 教科書「平面図形（Ⅰ）」の前半問題を解いてくる。 
3 回 教科書「ベクトル（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
4 回 教科書「関数（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
5 回 教科書「三角関数（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
6 回 教科書「確率・場合の数（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
7 回 自分が教職に就いた場合を想定してくる。 
8 回 自分が教職に就いた場合を想定してくる。 
9 回 教科書「集合・論理（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
10 回 教科書「空間座標（Ⅰ）」の問 

 



年度 2014 
授業コード FC004430 
成績評価 毎回課すレポート（１００％）で行い，１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(〜13),基礎理学科(〜13),情報科学科(〜13) 
見出し FC004430 数学教育法Ⅱ 
担当教員名 洲脇 史朗 
単位数 2 
教科書 教員採用試験「専門教養 数学科」・一ツ橋書店 
アクティブラーニング  
キーワード 数学教育，模擬授業 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 数学教育法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学校学習指導要領解説（数学編），高等学校学習指導要領解説（数学編・理数

編） 
授業形態 講義 
注意備考 「数学教育法Ⅰ」を修得していること。レポート作成は毎回準備学習と講義内で

行うが，詳細については講義内で指示する。「教職セミナー」は日程がまだ決まっ
ていないので、決まり次第授業内で連絡する。 

シラバスコード FC004430 
実務経験のある教員  
達成目標 ①「数学教育法Ⅰ」で学んだ理論が実践できる。 

②教育実習で授業を行う自信がつく。 
③教員としての資質が向上する。 

受講者へのコメント 家庭学習で問題点を把握し、授業で解決する努力を積み重ねた者は、かなり力が
ついたと思う。 

連絡先 洲脇研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 課題に対する家庭学習がよくなされ、総合評価がほぼ満足以上なので、まずまず
の授業であったと思う。 

英文科目名 Teaching Method of Mathematics II 
関連科目 数学教育法Ⅰ，数学教育法Ⅲ，数学教育法Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定 来年度もこの方式で行う。 
講義目的 中学校の数学教員免許状を取得するための必修科目であり，「数学教育法Ⅰ」で

学んだ理論を実践する講義である。数学教員の免許状を所有する者にふさわしい
力量を高めるため，数学の各分野における具体的な課題に取り組み，その模擬授
業を通して，数学を分かりやすく伝えるための板書や説明の仕方を研究する。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 方程式と不等式（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 

2 回 平面図形（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
3 回 ベクトル（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
4 回 関数（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
5 回 三角関数（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
6 回 確率・場合の数（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
7 回 「教職セミナー（Ⅰ）」において教員として資質向上を解説する。 
8 回 「教職セミナー（Ⅱ）」において教員として資質向上を解説する。 
9 回 集合・論理（ 

準備学習 1 回 教科書「方程式と不等式（Ⅰ）」の前半問題を解いてくる。 
2 回 教科書「平面図形（Ⅰ）」の前半問題を解いてくる。 
3 回 教科書「ベクトル（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
4 回 教科書「関数（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
5 回 教科書「三角関数（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
6 回 教科書「確率・場合の数（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
7 回 自分が教職に就いた場合を想定してくる。 
8 回 自分が教職に就いた場合を想定してくる。 
9 回 教科書「集合・論理（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
10 回 教科書「空間座標（Ⅰ）」の問 

 



年度 2014 
授業コード FC00443K 
成績評価 毎回課すレポート（１００％）で行い，１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00443K 数学教育法Ⅱ 
担当教員名 洲脇 史朗 
単位数 2 
教科書 教員採用試験「専門教養 数学科」・一ツ橋書店 
アクティブラーニング  
キーワード 数学教育，模擬授業 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学教育法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学校学習指導要領解説（数学編），高等学校学習指導要領解説（数学編・理数

編） 
授業形態 講義 
注意備考 「数学教育法Ⅰ」を修得していること。レポート作成は毎回準備学習と講義内で

行うが，詳細については講義内で指示する。「教職セミナー」は日程がまだ決まっ
ていないので、決まり次第授業内で連絡する。 

シラバスコード FC00443K 
実務経験のある教員  
達成目標 ①「数学教育法Ⅰ」で学んだ理論が実践できる。 

②教育実習で授業を行う自信がつく。 
③教員としての資質が向上する。 

受講者へのコメント  
連絡先 洲脇研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Mathematics II 
関連科目 数学教育法Ⅰ，数学教育法Ⅲ，数学教育法Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学校の数学教員免許状を取得するための必修科目であり，「数学教育法Ⅰ」で

学んだ理論を実践する講義である。数学教員の免許状を所有する者にふさわしい
力量を高めるため，数学の各分野における具体的な課題に取り組み，その模擬授
業を通して，数学を分かりやすく伝えるための板書や説明の仕方を研究する。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 方程式と不等式（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 



2 回 平面図形（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
3 回 ベクトル（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
4 回 関数（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
5 回 三角関数（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
6 回 確率・場合の数（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
7 回 「教職セミナー（Ⅰ）」において教員として資質向上を解説する。 
8 回 「教職セミナー（Ⅱ）」において教員として資質向上を解説する。 
9 回 集合・論理（ 

準備学習 1 回 教科書「方程式と不等式（Ⅰ）」の前半問題を解いてくる。 
2 回 教科書「平面図形（Ⅰ）」の前半問題を解いてくる。 
3 回 教科書「ベクトル（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
4 回 教科書「関数（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
5 回 教科書「三角関数（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
6 回 教科書「確率・場合の数（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
7 回 自分が教職に就いた場合を想定してくる。 
8 回 自分が教職に就いた場合を想定してくる。 
9 回 教科書「集合・論理（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
10 回 教科書「空間座標（Ⅰ）」の問 

 



年度 2014 
授業コード FC004510 
成績評価 提出課題 40％，定期試験 60％により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学科(〜13),物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13),基礎理学科(〜13),生物

化学科(〜13),臨床生命科学科(〜13),動物学科(〜13),バイオ・応用化学科(〜13),
生物地球システム学科(〜13),生物地球学科(〜13) 

見出し FC004510 理科教育法Ⅰ 
担当教員名 岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説理科編／文部科学省／大日本図書／9784477019796：高

等 学 校 学 習 指 導 要 領 解 説 理 科 編 理 数 編 ／ 文 部 科 学 省 ／ 実 教 出 版 ／
9784407319262 

アクティブラーニング  
キーワード 理科教育，学習指導要領，指導方法，評価方法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  以下のとおり，肯定的な意見を得た。 

「理科の教員になるために何が必要か，考えることができた。授業を受けてよか
ったと思う。」 
 一方で，「テストが難しい。」との意見もあったが，平均点は約 70 点となって
おり，特段難しいテストであったと考えていない。 

科目名 理科教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験（持ち込み不可）とする。 
シラバスコード FC004510 
実務経験のある教員  
達成目標 ①理科教育の現状と課題について理解を深め，各自の指導観を明確にする。 

②中・高等学校の学習指導要領における理科の目標と内容について理解する。 
③理科の効果的な指導方法や評価方法，観察・実験の安全な指導方法，理科と実
生活・実社会との関連性などについて，授業実践例に基づきながら理解する。 

受講者へのコメント  指示した課題に対して十分に取り組むだけでなく，各自で課題を見いだして自
主的・探究的な学習を進めていただきたい。 

連絡先 ７号館４F 岡本研究室 086-256-9717 okamotoy@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【A】授業への取組 
 授業時間外に 30 分以下しか学習していない学生が 77％もおり，指示された課
題以外の学習にも自主的に取り組んだ学生が 18％しかいないため，学生の学習
意欲や自主性を高める⼯夫が必要である。 



【B】授業による成⻑ 
 80％の学生が，この分野への理解が深まったと回答しており，良好な結果とな
っている。 
【C】総合評価 
 目標達成度，教員の意欲，授業満足度の全ての項目で，肯定的な回答の割合が
８割以上あり，良好な結果となっている。 
【D】自由設定（無し）  
【E】授業の考慮点 
 授業の手法，授業の進 

英文科目名 Teaching Method of Science I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  授業時間外での学習時間を確保する点から，適度な課題の指示などを図ってい

きたい。 
講義目的  理科教育の現状と課題や，中・高等学校の学習指導要領における理科の目標と

内容などを理解し，中・高等学校の理科教員として必要な基礎的，基本的な知識
や技能を習得するとともに，その知識や技能を理科の学習指導に活用できる能力
の基礎を身に付ける。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 理科を学ぶことの意義や有用性について考察し，理科教育の目的について

の考え方を解説する。 
2 回 国際的な学力調査や教育課程実施状況調査などの結果を踏まえ，理科教育
の現状と課題及び学習指導要領における「理科の改善の基本方針」を解説する。 
3 回 学習指導要領における理科の目標の趣旨や解釈について解説するとともに，
各分野・各科目の内容を概説する。 
4 回 科学概念「エネルギー」「粒子」「生命」「地球」について解説するとともに，
それらに基づいて，小・中・高等学校を通じた理科の学習内容の系統性について
解説する。 
 

準備学習 1 回 【復習】「理科をなぜ学ばなければならないのか」についての自分なりの考
えを述べることができるようにしておくこと。 
【予習】中学校学習指導要領解説理科編の p.1-6，高等学校学習指導要領解説理
科編理数編の p.1-6 を読んでおくこと。 
2 回 【復習】学習指導要領における「理科の改善の基本方針」を説明できるよう
にしておくこと。 
【予習】中学校学習指導要領における教科（理科）の目標（学習指導要領解説理
科編の p.16-17），高等学校学習指導要領における理科の目標（学習指導要領解説
理科編理数編の p.12）を読ん 

 



年度 2014 
授業コード FC00451K 
成績評価 提出課題 40％，定期試験 60％により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00451K 理科教育法Ⅰ 
担当教員名 岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説理科編／文部科学省／大日本図書／9784477019796：高

等 学 校 学 習 指 導 要 領 解 説 理 科 編 理 数 編 ／ 文 部 科 学 省 ／ 実 教 出 版 ／
9784407319262 

アクティブラーニング  
キーワード 理科教育，学習指導要領，指導方法，評価方法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 理科教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験（持ち込み不可）とする。 
シラバスコード FC00451K 
実務経験のある教員  
達成目標 ①理科教育の現状と課題について理解を深め，各自の指導観を明確にする。 

②中・高等学校の学習指導要領における理科の目標と内容について理解する。 
③理科の効果的な指導方法や評価方法，観察・実験の安全な指導方法，理科と実
生活・実社会との関連性などについて，授業実践例に基づきながら理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ７号館４F 岡本研究室 086-256-9717 okamotoy@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Science I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  理科教育の現状と課題や，中・高等学校の学習指導要領における理科の目標と

内容などを理解し，中・高等学校の理科教員として必要な基礎的，基本的な知識
や技能を習得するとともに，その知識や技能を理科の学習指導に活用できる能力
の基礎を身に付ける。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 理科を学ぶことの意義や有用性について考察し，理科教育の目的について



の考え方を解説する。 
2 回 国際的な学力調査や教育課程実施状況調査などの結果を踏まえ，理科教育
の現状と課題及び学習指導要領における「理科の改善の基本方針」を解説する。 
3 回 学習指導要領における理科の目標の趣旨や解釈について解説するとともに，
各分野・各科目の内容を概説する。 
4 回 科学概念「エネルギー」「粒子」「生命」「地球」について解説するとともに，
それらに基づいて，小・中・高等学校を通じた理科の学習内容の系統性について
解説する。 
 

準備学習 1 回 【復習】「理科をなぜ学ばなければならないのか」についての自分なりの考
えを述べることができるようにしておくこと。 
【予習】中学校学習指導要領解説理科編の p.1-6，高等学校学習指導要領解説理
科編理数編の p.1-6 を読んでおくこと。 
2 回 【復習】学習指導要領における「理科の改善の基本方針」を説明できるよう
にしておくこと。 
【予習】中学校学習指導要領における教科（理科）の目標（学習指導要領解説理
科編の p.16-17），高等学校学習指導要領における理科の目標（学習指導要領解説
理科編理数編の p.12）を読ん 

 



年度 2014 
授業コード FC004520 
成績評価 提出課題 40％，定期試験 60％により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜13),物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13),基礎理学科(〜13),生物

化学科(〜13),臨床生命科学科(〜13),動物学科(〜13),バイオ・応用化学科(〜13),
生物地球システム学科(〜13),生物地球学科(〜13) 

見出し FC004520 理科教育法Ⅰ 
担当教員名 岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説理科編／文部科学省／大日本図書／9784477019796：高

等 学 校 学 習 指 導 要 領 解 説 理 科 編 理 数 編 ／ 文 部 科 学 省 ／ 実 教 出 版 ／
9784407319262 

アクティブラーニング  
キーワード 理科教育，学習指導要領，指導方法，評価方法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  以下のとおり，肯定的な意見を得た。 

「とても理解しやすい講義であった。資料も要点の部分を載せており，分かりや
すかった。将来，このような授業を行えるようになりたい。」 
「中学校の教科書を見ることができてよかった。スライドや教材にとても⼼を奪
われた。楽しかった。」 
「すごくすごく楽しく，また，タメになる講義であった。驚きや気付き，改めて
考えさせられることが多くあり，自分の不安を抱くこともあったが，生徒にも自
分のように驚いてほしいと思い，頑張りたい。」 
「とてもよく理科の知識や教育の方法が学べた。これからも頑 

科目名 理科教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験（持ち込み不可）とする。 
シラバスコード FC004520 
実務経験のある教員  
達成目標 ①理科教育の現状と課題について理解を深め，各自の指導観を明確にする。 

②中・高等学校の学習指導要領における理科の目標と内容について理解する。 
③理科の効果的な指導方法や評価方法，観察・実験の安全な指導方法，理科と実
生活・実社会との関連性などについて，授業実践例に基づきながら理解する。 

受講者へのコメント  指示した課題に対して十分に取り組むだけでなく，各自で課題を見いだして自
主的・探究的な学習を進めていただきたい。 

連絡先 ７号館４F 岡本研究室 086-256-9717 okamotoy@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 【A】授業への取組 
 授業時間外に 30 分以下しか学習していない学生が 74％もおり，指示された課
題以外の学習にも自主的に取り組んだ学生が 10％しかいないため，学生の学習
意欲や自主性を高める⼯夫が必要である。 
【B】授業による成⻑ 
 86％の学生が，この分野への理解が深まったと回答しており，良好な結果とな
っている。 
【C】総合評価 
 目標達成度での肯定的な回答の割合が７割以上，教員の意欲，授業満足度での
肯定的な回答の割合が８割以上あり，良好な結果となっている。 
【D】自由設定（無し）  
【E】授業の考慮点 
 

英文科目名 Teaching Method of Science I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  授業時間外での学習時間を確保する点から，適度な課題の指示などを図ってい

きたい。 
講義目的  理科教育の現状と課題や，中・高等学校の学習指導要領における理科の目標と

内容などを理解し，中・高等学校の理科教員として必要な基礎的，基本的な知識
や技能を習得するとともに，その知識や技能を理科の学習指導に活用できる能力
の基礎を身に付ける。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 理科を学ぶことの意義や有用性について考察し，理科教育の目的について

の考え方を解説する。 
2 回 国際的な学力調査や教育課程実施状況調査などの結果を踏まえ，理科教育
の現状と課題及び学習指導要領における「理科の改善の基本方針」を解説する。 
3 回 学習指導要領における理科の目標の趣旨や解釈について解説するとともに，
各分野・各科目の内容を概説する。 
4 回 科学概念「エネルギー」「粒子」「生命」「地球」について解説するとともに，
それらに基づいて，小・中・高等学校を通じた理科の学習内容の系統性について
解説する。 
 

準備学習 1 回 【復習】「理科をなぜ学ばなければならないのか」についての自分なりの考
えを述べることができるようにしておくこと。 
【予習】中学校学習指導要領解説理科編の p.1-6，高等学校学習指導要領解説理
科編理数編の p.1-6 を読んでおくこと。 
2 回 【復習】学習指導要領における「理科の改善の基本方針」を説明できるよう
にしておくこと。 
【予習】中学校学習指導要領における教科（理科）の目標（学習指導要領解説理
科編の p.16-17），高等学校学習指導要領における理科の目標（学習指導要領解説
理科編理数編の p.12）を読ん 

 



年度 2014 
授業コード FC00452K 
成績評価 提出課題 40％，定期試験 60％により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00452K 理科教育法Ⅰ 
担当教員名 岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説理科編／文部科学省／大日本図書／9784477019796：高

等 学 校 学 習 指 導 要 領 解 説 理 科 編 理 数 編 ／ 文 部 科 学 省 ／ 実 教 出 版 ／
9784407319262 

アクティブラーニング  
キーワード 理科教育，学習指導要領，指導方法，評価方法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 理科教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験（持ち込み不可）とする。 
シラバスコード FC00452K 
実務経験のある教員  
達成目標 ①理科教育の現状と課題について理解を深め，各自の指導観を明確にする。 

②中・高等学校の学習指導要領における理科の目標と内容について理解する。 
③理科の効果的な指導方法や評価方法，観察・実験の安全な指導方法，理科と実
生活・実社会との関連性などについて，授業実践例に基づきながら理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ７号館４F 岡本研究室 086-256-9717 okamotoy@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Science I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  理科教育の現状と課題や，中・高等学校の学習指導要領における理科の目標と

内容などを理解し，中・高等学校の理科教員として必要な基礎的，基本的な知識
や技能を習得するとともに，その知識や技能を理科の学習指導に活用できる能力
の基礎を身に付ける。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 理科を学ぶことの意義や有用性について考察し，理科教育の目的について



の考え方を解説する。 
2 回 国際的な学力調査や教育課程実施状況調査などの結果を踏まえ，理科教育
の現状と課題及び学習指導要領における「理科の改善の基本方針」を解説する。 
3 回 学習指導要領における理科の目標の趣旨や解釈について解説するとともに，
各分野・各科目の内容を概説する。 
4 回 科学概念「エネルギー」「粒子」「生命」「地球」について解説するとともに，
それらに基づいて，小・中・高等学校を通じた理科の学習内容の系統性について
解説する。 
 

準備学習 1 回 【復習】「理科をなぜ学ばなければならないのか」についての自分なりの考
えを述べることができるようにしておくこと。 
【予習】中学校学習指導要領解説理科編の p.1-6，高等学校学習指導要領解説理
科編理数編の p.1-6 を読んでおくこと。 
2 回 【復習】学習指導要領における「理科の改善の基本方針」を説明できるよう
にしておくこと。 
【予習】中学校学習指導要領における教科（理科）の目標（学習指導要領解説理
科編の p.16-17），高等学校学習指導要領における理科の目標（学習指導要領解説
理科編理数編の p.12）を読ん 

 



年度 2014 
授業コード FC004530 
成績評価 提出課題 40％，定期試験 60％により成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学科(〜13),物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13),基礎理学科(〜13),生物

化学科(〜13),臨床生命科学科(〜13),動物学科(〜13),バイオ・応用化学科(〜13),
生物地球システム学科(〜13),生物地球学科(〜13) 

見出し FC004530 理科教育法Ⅰ 
担当教員名 岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説理科編／文部科学省／大日本図書／9784477019796：高

等 学 校 学 習 指 導 要 領 解 説 理 科 編 理 数 編 ／ 文 部 科 学 省 ／ 実 教 出 版 ／
9784407319262 

アクティブラーニング  
キーワード 理科教育，学習指導要領，指導方法，評価方法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  以下のとおり，肯定的な意見を得た。 

「とてもためになった。」 
「理科の単元を教えるのに，あれだけのことがいるのかとは知らなかった。知れ
てよかった。」 

科目名 理科教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験（持ち込み不可）とする。 
シラバスコード FC004530 
実務経験のある教員  
達成目標 ①理科教育の現状と課題について理解を深め，各自の指導観を明確にする。 

②中・高等学校の学習指導要領における理科の目標と内容について理解する。 
③理科の効果的な指導方法や評価方法，観察・実験の安全な指導方法，理科と実
生活・実社会との関連性などについて，授業実践例に基づきながら理解する。 

受講者へのコメント  指示した課題に対して十分に取り組むだけでなく，各自で課題を見いだして自
主的・探究的な学習を進めていただきたい。 

連絡先 ７号館４F 岡本研究室 086-256-9717 okamotoy@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【A】授業への取組 
 授業時間外に 30 分以下しか学習していない学生が 81％もおり，指示された課
題以外の学習にも自主的に取り組んだ学生が７％しかいないため，学生の学習意
欲や自主性を高める⼯夫が必要である。 
【B】授業による成⻑ 



 82％の学生が，この分野への理解が深まったと回答しており，良好な結果とな
っている。 
【C】総合評価 
 目標達成度，教員の意欲，授業満足度の全ての項目で，肯定的な回答の割合は
９割以上であり，良好な結果となっている。 
【D】自由設定（無し）  
【E】授業の考慮点 
 授業の手法，授業の進 

英文科目名 Teaching Method of Science I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  授業時間外での学習時間を確保する点から，適度な課題の指示などを図ってい

きたい。 
講義目的  理科教育の現状と課題や，中・高等学校の学習指導要領における理科の目標と

内容などを理解し，中・高等学校の理科教員として必要な基礎的，基本的な知識
や技能を習得するとともに，その知識や技能を理科の学習指導に活用できる能力
の基礎を身に付ける。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 理科を学ぶことの意義や有用性について考察し，理科教育の目的について

の考え方を解説する。 
2 回 国際的な学力調査や教育課程実施状況調査などの結果を踏まえ，理科教育
の現状と課題及び学習指導要領における「理科の改善の基本方針」を解説する。 
3 回 学習指導要領における理科の目標の趣旨や解釈について解説するとともに，
各分野・各科目の内容を概説する。 
4 回 科学概念「エネルギー」「粒子」「生命」「地球」について解説するとともに，
それらに基づいて，小・中・高等学校を通じた理科の学習内容の系統性について
解説する。 
 

準備学習 1 回 【復習】「理科をなぜ学ばなければならないのか」についての自分なりの考
えを述べることができるようにしておくこと。 
【予習】中学校学習指導要領解説理科編の p.1-6，高等学校学習指導要領解説理
科編理数編の p.1-6 を読んでおくこと。 
2 回 【復習】学習指導要領における「理科の改善の基本方針」を説明できるよう
にしておくこと。 
【予習】中学校学習指導要領における教科（理科）の目標（学習指導要領解説理
科編の p.16-17），高等学校学習指導要領における理科の目標（学習指導要領解説
理科編理数編の p.12）を読ん 

 



年度 2014 
授業コード FC00453K 
成績評価 提出課題 40％，定期試験 60％により成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00453K 理科教育法Ⅰ 
担当教員名 岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説理科編／文部科学省／大日本図書／9784477019796：高

等 学 校 学 習 指 導 要 領 解 説 理 科 編 理 数 編 ／ 文 部 科 学 省 ／ 実 教 出 版 ／
9784407319262 

アクティブラーニング  
キーワード 理科教育，学習指導要領，指導方法，評価方法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 理科教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験（持ち込み不可）とする。 
シラバスコード FC00453K 
実務経験のある教員  
達成目標 ①理科教育の現状と課題について理解を深め，各自の指導観を明確にする。 

②中・高等学校の学習指導要領における理科の目標と内容について理解する。 
③理科の効果的な指導方法や評価方法，観察・実験の安全な指導方法，理科と実
生活・実社会との関連性などについて，授業実践例に基づきながら理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ７号館４F 岡本研究室 086-256-9717 okamotoy@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Science I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  理科教育の現状と課題や，中・高等学校の学習指導要領における理科の目標と

内容などを理解し，中・高等学校の理科教員として必要な基礎的，基本的な知識
や技能を習得するとともに，その知識や技能を理科の学習指導に活用できる能力
の基礎を身に付ける。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 理科を学ぶことの意義や有用性について考察し，理科教育の目的について



の考え方を解説する。 
2 回 国際的な学力調査や教育課程実施状況調査などの結果を踏まえ，理科教育
の現状と課題及び学習指導要領における「理科の改善の基本方針」を解説する。 
3 回 学習指導要領における理科の目標の趣旨や解釈について解説するとともに，
各分野・各科目の内容を概説する。 
4 回 科学概念「エネルギー」「粒子」「生命」「地球」について解説するとともに，
それらに基づいて，小・中・高等学校を通じた理科の学習内容の系統性について
解説する。 
 

準備学習 1 回 【復習】「理科をなぜ学ばなければならないのか」についての自分なりの考
えを述べることができるようにしておくこと。 
【予習】中学校学習指導要領解説理科編の p.1-6，高等学校学習指導要領解説理
科編理数編の p.1-6 を読んでおくこと。 
2 回 【復習】学習指導要領における「理科の改善の基本方針」を説明できるよう
にしておくこと。 
【予習】中学校学習指導要領における教科（理科）の目標（学習指導要領解説理
科編の p.16-17），高等学校学習指導要領における理科の目標（学習指導要領解説
理科編理数編の p.12）を読ん 

 



年度 2014 
授業コード FC004610 
成績評価 提出課題 40％，定期試験 60％により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜13),物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13),基礎理学科(〜13),生物

化学科(〜13),臨床生命科学科(〜13),動物学科(〜13),バイオ・応用化学科(〜13),
生物地球システム学科(〜13),生物地球学科(〜13) 

見出し FC004610 理科教育法Ⅱ 
担当教員名 岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説理科編／文部科学省／大日本図書／9784477019796：高

等 学 校 学 習 指 導 要 領 解 説 理 科 編 理 数 編 ／ 文 部 科 学 省 ／ 実 教 出 版 ／
9784407319262 

アクティブラーニング  
キーワード 理科教育，学習指導要領，中学校，授業づくり 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  自由記述の回答なし。 
科目名 理科教育法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験（持ち込み不可）とする。 
シラバスコード FC004610 
実務経験のある教員  
達成目標 ①中学校の学習指導要領における理科の目標と内容について理解を深める。 

②理科の効果的な指導方法や評価方法，授業づくりのポイントなどについての考
えを深める。 
③観察・実験の進め方や学習指導案の作成方法などを実例に基づいて理解する。 

受講者へのコメント  指示した課題に対して十分に取り組むだけでなく，各自で課題を見いだして自
主的・探究的な学習を進めていただきたい。 

連絡先 ７号館４F 岡本研究室 086-256-9717 okamotoy@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ＂【A】授業への取組 
 授業時間外に 30 分以下しか学習していない学生が 72％もおり，指示された課
題以外の学習にも自主的に取り組んだ学生が 25％しかいないため，学生の学習
意欲や自主性を高める⼯夫が必要である。 
【B】授業による成⻑ 
 86％の学生が，この分野への理解が深まったと回答しており，良好な結果とな
っている。 
【C】総合評価 



 目標達成度，教員の意欲，授業満足度の全ての項目で，肯定的な回答の割合が
９割以上あり，良好な結果となっている。 
【D】自由設定（無し）  
【E】授業の考慮点 
 授業の手法，授業の 

英文科目名 Teaching Method of Science II 
関連科目 理科教育法Ⅰを履修した後に受講すること。 
次回に向けての改善変更予定  授業時間外での学習時間を確保する点から，適度な課題の指示などを図ってい

きたい。 
講義目的  中学校の学習指導要領における理科の目標と内容を充分に理解し，中学校の理

科教員として必要な知識や技能を習得するとともに，その知識や技能を理科の授
業づくりに活用できる能力を身に付ける。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 中学校学習指導要領における理科の目標について解説するとともに，観点

別学習状況の評価についての考え方を解説する。 
2 回 第１分野・第２分野の特徴について解説するとともに，科学概念「エネルギ
ー」「粒子」「生命」「地球」に基づいた学習内容の系統性について解説する。 
3 回 「エネルギー」に関する学習内容について，学習指導要領における内容や内
容の取り扱いを解説するとともに，観察・実験例を紹介する。 
4 回 「粒子」に関する学習内容について，学習指導要領における内容や内容の取
り扱いを解説するとともに，観察・実験例 

準備学習 1 回 【復習】中学校の理科の目標，４つの評価の観点が暗唱できるようにしてお
くこと。 
【予習】中学校学習指導要領解説理科編の p.18-22 及び 58-62 を読み，第１分
野・第２分野の目標を理解しておくこと。 
2 回 【復習】各分野の特徴，４つの科学概念の特徴を説明できるようにしておく
こと。 
【予習】「エネルギー」に関して，小・中・高等学校の学習内容の系統性（中学校
学習指導要領解説理科編の p.12）を確認しておくこと。 
3 回 【復習】授業で取り上げた「エネルギー」に関する基本用語を説明できるよ
うにしておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FC00461K 
成績評価 提出課題 40％，定期試験 60％により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00461K 理科教育法Ⅱ 
担当教員名 岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説理科編／文部科学省／大日本図書／9784477019796：高

等 学 校 学 習 指 導 要 領 解 説 理 科 編 理 数 編 ／ 文 部 科 学 省 ／ 実 教 出 版 ／
9784407319262 

アクティブラーニング  
キーワード 理科教育，学習指導要領，中学校，授業づくり 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 理科教育法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験（持ち込み不可）とする。 
シラバスコード FC00461K 
実務経験のある教員  
達成目標 ①中学校の学習指導要領における理科の目標と内容について理解を深める。 

②理科の効果的な指導方法や評価方法，授業づくりのポイントなどについての考
えを深める。 
③観察・実験の進め方や学習指導案の作成方法などを実例に基づいて理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ７号館４F 岡本研究室 086-256-9717 okamotoy@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Science II 
関連科目 理科教育法Ⅰを履修した後に受講すること。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  中学校の学習指導要領における理科の目標と内容を充分に理解し，中学校の理

科教員として必要な知識や技能を習得するとともに，その知識や技能を理科の授
業づくりに活用できる能力を身に付ける。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 中学校学習指導要領における理科の目標について解説するとともに，観点

別学習状況の評価についての考え方を解説する。 



2 回 第１分野・第２分野の特徴について解説するとともに，科学概念「エネルギ
ー」「粒子」「生命」「地球」に基づいた学習内容の系統性について解説する。 
3 回 「エネルギー」に関する学習内容について，学習指導要領における内容や内
容の取り扱いを解説するとともに，観察・実験例を紹介する。 
4 回 「粒子」に関する学習内容について，学習指導要領における内容や内容の取
り扱いを解説するとともに，観察・実験例 

準備学習 1 回 【復習】中学校の理科の目標，４つの評価の観点が暗唱できるようにしてお
くこと。 
【予習】中学校学習指導要領解説理科編の p.18-22 及び 58-62 を読み，第１分
野・第２分野の目標を理解しておくこと。 
2 回 【復習】各分野の特徴，４つの科学概念の特徴を説明できるようにしておく
こと。 
【予習】「エネルギー」に関して，小・中・高等学校の学習内容の系統性（中学校
学習指導要領解説理科編の p.12）を確認しておくこと。 
3 回 【復習】授業で取り上げた「エネルギー」に関する基本用語を説明できるよ
うにしておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FC004620 
成績評価 提出課題 40％，定期試験 60％により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学科(〜13),物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13),基礎理学科(〜13),生物

化学科(〜13),臨床生命科学科(〜13),動物学科(〜13),バイオ・応用化学科(〜13),
生物地球システム学科(〜13),生物地球学科(〜13) 

見出し FC004620 理科教育法Ⅱ 
担当教員名 岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説理科編／文部科学省／大日本図書／9784477019796：高

等 学 校 学 習 指 導 要 領 解 説 理 科 編 理 数 編 ／ 文 部 科 学 省 ／ 実 教 出 版 ／
9784407319262 

アクティブラーニング  
キーワード 理科教育，学習指導要領，中学校，授業づくり 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ＂ 以下のとおり，肯定的な意見を得た。 

「とても分かりやすく，個人的ではあるが楽しく学べた。」 
 一方，「自己評価の所に５段階で自己評価を書き足すと，より授業に真剣なる
かもしれないです。」との意見があったので，参考にしたい。＂ 

科目名 理科教育法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験（持ち込み不可）とする。 
シラバスコード FC004620 
実務経験のある教員  
達成目標 ①中学校の学習指導要領における理科の目標と内容について理解を深める。 

②理科の効果的な指導方法や評価方法，授業づくりのポイントなどについての考
えを深める。 
③観察・実験の進め方や学習指導案の作成方法などを実例に基づいて理解する。 

受講者へのコメント  指示した課題に対して十分に取り組むだけでなく，各自で課題を見いだして自
主的・探究的な学習を進めていただきたい。 

連絡先 ７号館４F 岡本研究室 086-256-9717 okamotoy@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ＂【A】授業への取組 
 授業時間外に 30 分以下しか学習していない学生が 78％もおり，指示された課
題以外の学習にも自主的に取り組んだ学生が 19％しかいないため，学生の学習
意欲や自主性を高める⼯夫が必要である。 
【B】授業による成⻑ 



 81％の学生が，この分野への理解が深まったと回答しており，良好な結果とな
っている。 
【C】総合評価 
 目標達成度，教員の意欲，授業満足度の全ての項目で，肯定的な回答の割合が
９割以上あり，良好な結果となっている。 
【D】自由設定（無し）  
【E】授業の考慮点 
 授業の手法，授業の 

英文科目名 Teaching Method of Science II 
関連科目 理科教育法Ⅰを履修した後に受講すること。 
次回に向けての改善変更予定  授業時間外での学習時間を確保する点から，適度な課題の指示などを図ってい

きたい。 
講義目的  中学校の学習指導要領における理科の目標と内容を充分に理解し，中学校の理

科教員として必要な知識や技能を習得するとともに，その知識や技能を理科の授
業づくりに活用できる能力を身に付ける。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 中学校学習指導要領における理科の目標について解説するとともに，観点

別学習状況の評価についての考え方を解説する。 
2 回 第１分野・第２分野の特徴について解説するとともに，科学概念「エネルギ
ー」「粒子」「生命」「地球」に基づいた学習内容の系統性について解説する。 
3 回 「エネルギー」に関する学習内容について，学習指導要領における内容や内
容の取り扱いを解説するとともに，観察・実験例を紹介する。 
4 回 「粒子」に関する学習内容について，学習指導要領における内容や内容の取
り扱いを解説するとともに，観察・実験例 

準備学習 1 回 【復習】中学校の理科の目標，４つの評価の観点が暗唱できるようにしてお
くこと。 
【予習】中学校学習指導要領解説理科編の p.18-22 及び 58-62 を読み，第１分
野・第２分野の目標を理解しておくこと。 
2 回 【復習】各分野の特徴，４つの科学概念の特徴を説明できるようにしておく
こと。 
【予習】「エネルギー」に関して，小・中・高等学校の学習内容の系統性（中学校
学習指導要領解説理科編の p.12）を確認しておくこと。 
3 回 【復習】授業で取り上げた「エネルギー」に関する基本用語を説明できるよ
うにしておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FC00462K 
成績評価 提出課題 40％，定期試験 60％により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00462K 理科教育法Ⅱ 
担当教員名 岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説理科編／文部科学省／大日本図書／9784477019796：高

等 学 校 学 習 指 導 要 領 解 説 理 科 編 理 数 編 ／ 文 部 科 学 省 ／ 実 教 出 版 ／
9784407319262 

アクティブラーニング  
キーワード 理科教育，学習指導要領，中学校，授業づくり 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 理科教育法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験（持ち込み不可）とする。 
シラバスコード FC00462K 
実務経験のある教員  
達成目標 ①中学校の学習指導要領における理科の目標と内容について理解を深める。 

②理科の効果的な指導方法や評価方法，授業づくりのポイントなどについての考
えを深める。 
③観察・実験の進め方や学習指導案の作成方法などを実例に基づいて理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ７号館４F 岡本研究室 086-256-9717 okamotoy@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Science II 
関連科目 理科教育法Ⅰを履修した後に受講すること。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  中学校の学習指導要領における理科の目標と内容を充分に理解し，中学校の理

科教員として必要な知識や技能を習得するとともに，その知識や技能を理科の授
業づくりに活用できる能力を身に付ける。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 中学校学習指導要領における理科の目標について解説するとともに，観点

別学習状況の評価についての考え方を解説する。 



2 回 第１分野・第２分野の特徴について解説するとともに，科学概念「エネルギ
ー」「粒子」「生命」「地球」に基づいた学習内容の系統性について解説する。 
3 回 「エネルギー」に関する学習内容について，学習指導要領における内容や内
容の取り扱いを解説するとともに，観察・実験例を紹介する。 
4 回 「粒子」に関する学習内容について，学習指導要領における内容や内容の取
り扱いを解説するとともに，観察・実験例 

準備学習 1 回 【復習】中学校の理科の目標，４つの評価の観点が暗唱できるようにしてお
くこと。 
【予習】中学校学習指導要領解説理科編の p.18-22 及び 58-62 を読み，第１分
野・第２分野の目標を理解しておくこと。 
2 回 【復習】各分野の特徴，４つの科学概念の特徴を説明できるようにしておく
こと。 
【予習】「エネルギー」に関して，小・中・高等学校の学習内容の系統性（中学校
学習指導要領解説理科編の p.12）を確認しておくこと。 
3 回 【復習】授業で取り上げた「エネルギー」に関する基本用語を説明できるよ
うにしておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FC004630 
成績評価 提出課題 40％，定期試験 60％により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜13),物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13),基礎理学科(〜13),生物

化学科(〜13),臨床生命科学科(〜13),動物学科(〜13),バイオ・応用化学科(〜13),
生物地球システム学科(〜13),生物地球学科(〜13) 

見出し FC004630 理科教育法Ⅱ 
担当教員名 岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説理科編／文部科学省／大日本図書／9784477019796：高

等 学 校 学 習 指 導 要 領 解 説 理 科 編 理 数 編 ／ 文 部 科 学 省 ／ 実 教 出 版 ／
9784407319262 

アクティブラーニング  
キーワード 理科教育，学習指導要領，中学校，授業づくり 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ＂ 以下のとおり，肯定的な意見を得た。 

「内容はすごくよかった。講義は，将来に役立つものでした。」 
「理科の教師になるために必要なことを教えてくれた。」 
「実践的な授業で，ためになった。」＂ 

科目名 理科教育法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験（持ち込み不可）とする。 
シラバスコード FC004630 
実務経験のある教員  
達成目標 ①中学校の学習指導要領における理科の目標と内容について理解を深める。 

②理科の効果的な指導方法や評価方法，授業づくりのポイントなどについての考
えを深める。 
③観察・実験の進め方や学習指導案の作成方法などを実例に基づいて理解する。 

受講者へのコメント  指示した課題に対して十分に取り組むだけでなく，各自で課題を見いだして自
主的・探究的な学習を進めていただきたい。 

連絡先 ７号館４F 岡本研究室 086-256-9717 okamotoy@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ＂【A】授業への取組 
 授業時間外に 30 分以下しか学習していない学生が 67％もおり，指示された課
題以外の学習にも自主的に取り組んだ学生が 15％しかいないため，学生の学習
意欲や自主性を高める⼯夫が必要である。 
【B】授業による成⻑ 



 92％の学生が，この分野への理解が深まったと回答しており，良好な結果とな
っている。 
【C】総合評価 
 目標達成度，教員の意欲，授業満足度の全ての項目で，肯定的な回答の割合は
９割以上あり，良好な結果となっている。 
【D】自由設定（無し）  
【E】授業の考慮点 
 授業の手法，授業の 

英文科目名 Teaching Method of Science II 
関連科目 理科教育法Ⅰを履修した後に受講すること。 
次回に向けての改善変更予定  授業時間外での学習時間を確保する点から，適度な課題の指示などを図ってい

きたい。 
講義目的  中学校の学習指導要領における理科の目標と内容を充分に理解し，中学校の理

科教員として必要な知識や技能を習得するとともに，その知識や技能を理科の授
業づくりに活用できる能力を身に付ける。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 中学校学習指導要領における理科の目標について解説するとともに，観点

別学習状況の評価についての考え方を解説する。 
2 回 第１分野・第２分野の特徴について解説するとともに，科学概念「エネルギ
ー」「粒子」「生命」「地球」に基づいた学習内容の系統性について解説する。 
3 回 「エネルギー」に関する学習内容について，学習指導要領における内容や内
容の取り扱いを解説するとともに，観察・実験例を紹介する。 
4 回 「粒子」に関する学習内容について，学習指導要領における内容や内容の取
り扱いを解説するとともに，観察・実験例 

準備学習 1 回 【復習】中学校の理科の目標，４つの評価の観点が暗唱できるようにしてお
くこと。 
【予習】中学校学習指導要領解説理科編の p.18-22 及び 58-62 を読み，第１分
野・第２分野の目標を理解しておくこと。 
2 回 【復習】各分野の特徴，４つの科学概念の特徴を説明できるようにしておく
こと。 
【予習】「エネルギー」に関して，小・中・高等学校の学習内容の系統性（中学校
学習指導要領解説理科編の p.12）を確認しておくこと。 
3 回 【復習】授業で取り上げた「エネルギー」に関する基本用語を説明できるよ
うにしておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FC00463K 
成績評価 提出課題 40％，定期試験 60％により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00463K 理科教育法Ⅱ 
担当教員名 岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説理科編／文部科学省／大日本図書／9784477019796：高

等 学 校 学 習 指 導 要 領 解 説 理 科 編 理 数 編 ／ 文 部 科 学 省 ／ 実 教 出 版 ／
9784407319262 

アクティブラーニング  
キーワード 理科教育，学習指導要領，中学校，授業づくり 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 理科教育法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験（持ち込み不可）とする。 
シラバスコード FC00463K 
実務経験のある教員  
達成目標 ①中学校の学習指導要領における理科の目標と内容について理解を深める。 

②理科の効果的な指導方法や評価方法，授業づくりのポイントなどについての考
えを深める。 
③観察・実験の進め方や学習指導案の作成方法などを実例に基づいて理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ７号館４F 岡本研究室 086-256-9717 okamotoy@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Science II 
関連科目 理科教育法Ⅰを履修した後に受講すること。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  中学校の学習指導要領における理科の目標と内容を充分に理解し，中学校の理

科教員として必要な知識や技能を習得するとともに，その知識や技能を理科の授
業づくりに活用できる能力を身に付ける。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 中学校学習指導要領における理科の目標について解説するとともに，観点

別学習状況の評価についての考え方を解説する。 



2 回 第１分野・第２分野の特徴について解説するとともに，科学概念「エネルギ
ー」「粒子」「生命」「地球」に基づいた学習内容の系統性について解説する。 
3 回 「エネルギー」に関する学習内容について，学習指導要領における内容や内
容の取り扱いを解説するとともに，観察・実験例を紹介する。 
4 回 「粒子」に関する学習内容について，学習指導要領における内容や内容の取
り扱いを解説するとともに，観察・実験例 

準備学習 1 回 【復習】中学校の理科の目標，４つの評価の観点が暗唱できるようにしてお
くこと。 
【予習】中学校学習指導要領解説理科編の p.18-22 及び 58-62 を読み，第１分
野・第２分野の目標を理解しておくこと。 
2 回 【復習】各分野の特徴，４つの科学概念の特徴を説明できるようにしておく
こと。 
【予習】「エネルギー」に関して，小・中・高等学校の学習内容の系統性（中学校
学習指導要領解説理科編の p.12）を確認しておくこと。 
3 回 【復習】授業で取り上げた「エネルギー」に関する基本用語を説明できるよ
うにしておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FC004710 
成績評価 講義受講状況（10％）と課題提出物の内容（40％）ならびに定期試験（50％）に

より評価を行う。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13),電気電子システム学科(〜13),情報⼯学科(〜13),知能

機械⼯学科(〜13),生体医⼯学科(〜13),建築学科(〜13) 
見出し FC004710 技術科教育法Ⅰ 
担当教員名 塗⽊ 利明 
単位数 2 
教科書 新 し い 技 術 ・ 家 庭  技 術 分 野 ／ 文 部 科 学 省 検 定 済 教 科 書 ／ 東 京 書 籍 ／

9784487121342 
アクティブラーニング  
キーワード 技術・家庭科、技術科、技術分野、指導計画、学習指導案 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 技術科教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １.文部科学省検定済教科書「技術・家庭 技術分野」開隆堂 

２.文部科学省検定済教科書「技術・家庭 技術分野」教育図書 
３.中学校学習指導要領解説―技術・家庭編―東京書籍 
４.「現代社会における人間と教育」 曽我雅比児・皿⽥琢司編著 大学教育出版 

授業形態 講義 
注意備考 準備学習の詳細については講義中に指示する。 
シラバスコード FC004710 
実務経験のある教員  
達成目標 1.中学校の技術科教員に必要な教育方法を理解する。 

2.それらを生かした学習指導案が作成できる。 
受講者へのコメント 技術科教師として必要な、教科の歴史、性格・目標・内容、年間指導計画、指導

案など基本的な内容を学習しました。これからも生徒にわかる授業を実践するに
はどうしたらよいかという問題意識を持って学習に取り組んでください。 

連絡先 研究室：⼯学実習棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間以外の学習が少し足りないように感じます。これは皆さん一人ひとりの
技術科教師になる！という目的意識の高さにかかわっているように思います。日
ごろの積み重ねが最終的に結果に表れます。努力を惜しまないようにしましょ
う。 

英文科目名 Teaching Method of Technical Arts I 
関連科目 技術科教育法Ⅱ、技術科教育法Ⅲ、技術科教育法Ⅳ 



次回に向けての改善変更予定 大きな変更の予定はありません。解説の際、中学校現場の情報も紹介しながら進
めていきたいと考えています。 

講義目的 中学校の技術科教員免許状を取得するための必修科目であり、教師に必要な技術
科教育法の理論を講義する。内容としては、技術科教育の変遷、目標、学習内容、
学習指導法、評価、施設・設備、指導計画および学習指導案について、具体的な
例を取り扱いながら、資質の高い技術科教師を目指して講義を進める。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。それぞれが受けた技術・家

庭科の学習を振り返り教職の意義を検討する。 
2 回 前身である職業科、職業・家庭科について解説する。 
3 回 技術・家庭科についての改訂の歴史を解説する。 
4 回 技術・家庭科の性格・目標および内容について解説する。 
5 回 技術分野の内容を解説する。 
6 回 技術・家庭科の学習形態と指導法について解説する。 
7 回 技術・家庭科の評価と評定について解説する。 
8 回 生徒指導要録、施設・設備と安全管理について解説する。 
9 回 指導計画の作成法を 

準備学習 1 回 自分が受けた「技術・家庭科」の授業を思い出し、内容・製作題材を書き出
しておくこと。 
2 回 参考書４．の第 10 章 2 節(1)(2)を読んでおくこと。 
3 回 参考書４．の第 10 章 2 節(3)の該当箇所を読んでおくこと。 
4 回 参考書４．の第 10 章 2 節(3)の該当箇所を読んでおくこと。 
5 回 教科書の内容に目を通しておくこと。 
6 回 プロジェクト法について調べてくること 
7 回 評価と評定の違いを調べておくこと。 
8 回 生徒指導要録とは何かを調べておくこと。 
9 回 指導計画とは何かについて調べておくこと 
10 回 

 



年度 2014 
授業コード FC00471K 
成績評価 講義受講状況（10％）と課題提出物の内容（40％）ならびに定期試験（50％）に

より評価を行う。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00471K 技術科教育法Ⅰ 
担当教員名 塗⽊ 利明 
単位数 2 
教科書 新 し い 技 術 ・ 家 庭  技 術 分 野 ／ 文 部 科 学 省 検 定 済 教 科 書 ／ 東 京 書 籍 ／

9784487121342 
アクティブラーニング  
キーワード 技術・家庭科、技術科、技術分野、指導計画、学習指導案 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 技術科教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １.文部科学省検定済教科書「技術・家庭 技術分野」開隆堂 

２.文部科学省検定済教科書「技術・家庭 技術分野」教育図書 
３.中学校学習指導要領解説―技術・家庭編―東京書籍 
４.「現代社会における人間と教育」 曽我雅比児・皿⽥琢司編著 大学教育出版 

授業形態 講義 
注意備考 準備学習の詳細については講義中に指示する。 
シラバスコード FC00471K 
実務経験のある教員  
達成目標 1.中学校の技術科教員に必要な教育方法を理解する。 

2.それらを生かした学習指導案が作成できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 研究室：⼯学実習棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Technical Arts I 
関連科目 技術科教育法Ⅱ、技術科教育法Ⅲ、技術科教育法Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学校の技術科教員免許状を取得するための必修科目であり、教師に必要な技術

科教育法の理論を講義する。内容としては、技術科教育の変遷、目標、学習内容、
学習指導法、評価、施設・設備、指導計画および学習指導案について、具体的な
例を取り扱いながら、資質の高い技術科教師を目指して講義を進める。 

対象学年 1 年 



授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。それぞれが受けた技術・家
庭科の学習を振り返り教職の意義を検討する。 
2 回 前身である職業科、職業・家庭科について解説する。 
3 回 技術・家庭科についての改訂の歴史を解説する。 
4 回 技術・家庭科の性格・目標および内容について解説する。 
5 回 技術分野の内容を解説する。 
6 回 技術・家庭科の学習形態と指導法について解説する。 
7 回 技術・家庭科の評価と評定について解説する。 
8 回 生徒指導要録、施設・設備と安全管理について解説する。 
9 回 指導計画の作成法を 

準備学習 1 回 自分が受けた「技術・家庭科」の授業を思い出し、内容・製作題材を書き出
しておくこと。 
2 回 参考書４．の第 10 章 2 節(1)(2)を読んでおくこと。 
3 回 参考書４．の第 10 章 2 節(3)の該当箇所を読んでおくこと。 
4 回 参考書４．の第 10 章 2 節(3)の該当箇所を読んでおくこと。 
5 回 教科書の内容に目を通しておくこと。 
6 回 プロジェクト法について調べてくること 
7 回 評価と評定の違いを調べておくこと。 
8 回 生徒指導要録とは何かを調べておくこと。 
9 回 指導計画とは何かについて調べておくこと 
10 回 

 



年度 2014 
授業コード FC004810 
成績評価 講義受講状況（10％）と課題提出物の内容（20％）と模擬授業（20％）ならびに

定期試験（50％）により総合的に評価を行う。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13),電気電子システム学科(〜13),情報⼯学科(〜13),知能

機械⼯学科(〜13),生体医⼯学科(〜13),建築学科(〜13) 
見出し FC004810 技術科教育法Ⅱ 
担当教員名 塗⽊ 利明 
単位数 2 
教科書 中学校技術・家庭 技術分野／文部科学省検定済教科書／開隆堂 
アクティブラーニング  
キーワード 技術科、技術科教育法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 記述なし 
科目名 技術科教育法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １．文部科学省検定済教科書「新しい技術・家庭 技術分野」東京書籍 

２．文部科学省検定済教科書「技術・家庭 技術分野」教育図書 
３．中学校学習指導要領解説―技術・家庭編―文部科学省・教育図書 
４．他必要に応じて講義中に提示する。 

授業形態 講義 
注意備考 「技術科教育法Ⅰ」を習得していること。 
シラバスコード FC004810 
実務経験のある教員  
達成目標 技術科教師に必要とされる指導力を模擬授業を通して身につける。 
受講者へのコメント 模擬授業ならびに採用試験の過去問を通して、技術科教育の方法に取り組みまし

た。技術科教員になりたいという熱意が成果につながります。自覚を持って臨ん
でください。 

連絡先 研究室：⼯学実習棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 科目の目標がだいたい達成でき授業に満足したということで、担当者としても満
足しています。 

英文科目名 Teaching Method of Technical Arts II 
関連科目 技術科教育法Ⅰ、技術科教育法Ⅲ、技術科教育法Ⅳ、 
次回に向けての改善変更予定 受講生が持っている知識・技術に合わせて、取り上げる課題を基本的なものから

応用的なものまで考慮したいと思います。 
講義目的 中学校の技術科教員免許状を取得するための必修科目であり、技術科教育法の演

習にあたる講義である。技術分野の指導法を模擬授業を通して具体的に実践する



ことにより、技術科教師に必要とされる指導力の向上を目的とする。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 技術科教育の現状と課題を概観する。 

2 回 ＤＶＤを視聴し、よい授業の条件を検討する。 
3 回 前回の内容を振り返り、よい授業の条件について議論する。 
4 回 材料と加⼯について教科書の内容を確認し検討する。 
5 回 エネルギー変換について教科書の内容を確認し検討する。 
6 回 生物育成について教科書の内容を確認し検討する。 
7 回 情報について教科書の内容を確認し検討する。 
8 回 指導案を作成する。 
9 回 指導案を検討する。 
10 回 主に板書指導に焦点を当てて模擬授業を実施し、相互評価と研究協議を行
う。 
11 

準備学習 1 回 技術科教育法Ⅰで学習した内容を整理して授業に臨むこと。 
2 回 自分が受けた技術科の授業を振り返り、授業の構成や指導法を確認するこ
と。 
3 回 前回の内容を振り返り、よい授業について自分の考えをまとめて臨むこと。 
4 回 教科書の該当箇所を読み課題を持って授業に臨むこと。 
5 回 教科書の該当箇所を読み課題を持って授業に臨むこと。 
6 回 教科書の該当箇所を読み課題を持って授業に臨むこと。 
7 回 教科書の該当箇所を読み課題を持って授業に臨むこと。 
8 回 指導内容を検討し指導案の作成法を復習して授業に臨むこと。 

 



年度 2014 
授業コード FC00481K 
成績評価 講義受講状況（10％）と課題提出物の内容（20％）と模擬授業（20％）ならびに

定期試験（50％）により総合的に評価を行う。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00481K 技術科教育法Ⅱ 
担当教員名 塗⽊ 利明 
単位数 2 
教科書 中学校技術・家庭 技術分野／文部科学省検定済教科書／開隆堂 
アクティブラーニング  
キーワード 技術科、技術科教育法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 技術科教育法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １．文部科学省検定済教科書「新しい技術・家庭 技術分野」東京書籍 

２．文部科学省検定済教科書「技術・家庭 技術分野」教育図書 
３．中学校学習指導要領解説―技術・家庭編―文部科学省・教育図書 
４．他必要に応じて講義中に提示する。 

授業形態 講義 
注意備考 「技術科教育法Ⅰ」を習得していること。 
シラバスコード FC00481K 
実務経験のある教員  
達成目標 技術科教師に必要とされる指導力を模擬授業を通して身につける。 
受講者へのコメント  
連絡先 研究室：⼯学実習棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Technical Arts II 
関連科目 技術科教育法Ⅰ、技術科教育法Ⅲ、技術科教育法Ⅳ、 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学校の技術科教員免許状を取得するための必修科目であり、技術科教育法の演

習にあたる講義である。技術分野の指導法を模擬授業を通して具体的に実践する
ことにより、技術科教師に必要とされる指導力の向上を目的とする。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 技術科教育の現状と課題を概観する。 

2 回 ＤＶＤを視聴し、よい授業の条件を検討する。 
3 回 前回の内容を振り返り、よい授業の条件について議論する。 



4 回 材料と加⼯について教科書の内容を確認し検討する。 
5 回 エネルギー変換について教科書の内容を確認し検討する。 
6 回 生物育成について教科書の内容を確認し検討する。 
7 回 情報について教科書の内容を確認し検討する。 
8 回 指導案を作成する。 
9 回 指導案を検討する。 
10 回 主に板書指導に焦点を当てて模擬授業を実施し、相互評価と研究協議を行
う。 
11 

準備学習 1 回 技術科教育法Ⅰで学習した内容を整理して授業に臨むこと。 
2 回 自分が受けた技術科の授業を振り返り、授業の構成や指導法を確認するこ
と。 
3 回 前回の内容を振り返り、よい授業について自分の考えをまとめて臨むこと。 
4 回 教科書の該当箇所を読み課題を持って授業に臨むこと。 
5 回 教科書の該当箇所を読み課題を持って授業に臨むこと。 
6 回 教科書の該当箇所を読み課題を持って授業に臨むこと。 
7 回 教科書の該当箇所を読み課題を持って授業に臨むこと。 
8 回 指導内容を検討し指導案の作成法を復習して授業に臨むこと。 

 



年度 2014 
授業コード FC004910 
成績評価 定期試験（80％）と課題提出（20％）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13),機械システム⼯学科(〜13),電気電子システム学科(〜

13),情報⼯学科(〜13),知能機械⼯学科(〜13),生体医⼯学科(〜13),建築学科(〜
13) 

見出し FC004910 ⼯業科教育法Ⅰ 
担当教員名 杉⽥ 一仁＊ 
単位数 2 
教科書 高等学校学習指導要領解説 ⼯業編／文部科学省／実教出版／9784407320015 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 自由記述なし。 
科目名 ⼯業科教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント（資料）を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後実施する。日時については授業中に指示する。 
シラバスコード FC004910 
実務経験のある教員  
達成目標 １ 教師が教育活動を行う際、学校関係教育法規とどのような関係があるか理解

できる。 
２ 教科「⼯業」の目標が理解できる。 
３ ⼯業高校の教育課程が作成できる。 
４ 安全教育の必要性が理解できる 
５ 教科・科目の指導法が大まかに理解できる。 
６ 評価の観点が理解できる。７ 学習指導案が作成できる。 

受講者へのコメント 授業を受ける際には、時間ごとの目標を持って望んでほしい。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価では、所期の目的が達成されたと思う。 
英文科目名 Teaching Method of Industrial Arts I 
関連科目 本科目に引き続き「⼯業科教育法Ⅱ」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 授業時間外の学習時間を⼯夫したい。 
講義目的 将来、⼯業高等学校教員または⼯業教育に携わることを希望する学生を対称に

し、教科指導力を図ることを主目的とするが、教育課程の作成を通して、広く⼯
業の知識を養うことを目的とする。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 学校教育関係法規Ⅰ（学校教育法、学校教育法施行規則）について解説す

る。 
2 回 学校教育関係法規Ⅱ（教育委員会規則）について解説する。 
3 回 高等学校学習指導要領の概説について解説する。 
4 回 教科「⼯業」の目標と科目の構成について解説する。 
5 回 教育課程編成Ⅰ（教科と科目）について解説する。 
6 回 教育課程編成Ⅱ（単位と標準単位数）について解説する。 
7 回 教育課程編成Ⅲ（普通科目単位数と専門科目単位数）について解説する。 
8 回 教育課程編成Ⅳ（学校設定教科・科目）について解説する。 
9 回 安全教 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。日本国憲法、学校
教育法、学校教育法施行規則を調べておくこと。 
2 回 学校教育法施行規則を調べておくこと。 
3 回 高等学校学習指導要領の目次及び総則を読んでおくこと。 
4 回 教科「⼯業」の目標、科目の構成を教科書で調べておくこと。 
5 回 教育課程編成の一般方針を教科書で調べておくこと。 
6 回 各教科・科目及び単位数と履修について教科書で調べておくこと。 
7 回 各教科・科目等の授業時数等について教科書で調べておくこと。 
8 回 教育課程の編成・実施に当た 

 



年度 2014 
授業コード FC00491K 
成績評価 定期試験（80％）と課題提出（20％）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00491K ⼯業科教育法Ⅰ 
担当教員名 杉⽥ 一仁＊ 
単位数 2 
教科書 高等学校学習指導要領解説 ⼯業編／文部科学省／実教出版／9784407320015 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⼯業科教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント（資料）を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後実施する。日時については授業中に指示する。 
シラバスコード FC00491K 
実務経験のある教員  
達成目標 １ 教師が教育活動を行う際、学校関係教育法規とどのような関係があるか理解

できる。 
２ 教科「⼯業」の目標が理解できる。 
３ ⼯業高校の教育課程が作成できる。 
４ 安全教育の必要性が理解できる 
５ 教科・科目の指導法が大まかに理解できる。 
６ 評価の観点が理解できる。７ 学習指導案が作成できる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Industrial Arts I 
関連科目 本科目に引き続き「⼯業科教育法Ⅱ」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 将来、⼯業高等学校教員または⼯業教育に携わることを希望する学生を対称に

し、教科指導力を図ることを主目的とするが、教育課程の作成を通して、広く⼯
業の知識を養うことを目的とする。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 学校教育関係法規Ⅰ（学校教育法、学校教育法施行規則）について解説す



る。 
2 回 学校教育関係法規Ⅱ（教育委員会規則）について解説する。 
3 回 高等学校学習指導要領の概説について解説する。 
4 回 教科「⼯業」の目標と科目の構成について解説する。 
5 回 教育課程編成Ⅰ（教科と科目）について解説する。 
6 回 教育課程編成Ⅱ（単位と標準単位数）について解説する。 
7 回 教育課程編成Ⅲ（普通科目単位数と専門科目単位数）について解説する。 
8 回 教育課程編成Ⅳ（学校設定教科・科目）について解説する。 
9 回 安全教 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。日本国憲法、学校
教育法、学校教育法施行規則を調べておくこと。 
2 回 学校教育法施行規則を調べておくこと。 
3 回 高等学校学習指導要領の目次及び総則を読んでおくこと。 
4 回 教科「⼯業」の目標、科目の構成を教科書で調べておくこと。 
5 回 教育課程編成の一般方針を教科書で調べておくこと。 
6 回 各教科・科目及び単位数と履修について教科書で調べておくこと。 
7 回 各教科・科目等の授業時数等について教科書で調べておくこと。 
8 回 教育課程の編成・実施に当た 

 



年度 2014 
授業コード FC005010 
成績評価 定期試験（80％）と学習意欲（20％）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13),機械システム⼯学科(〜13),電気電子システム学科(〜

13),情報⼯学科(〜13),知能機械⼯学科(〜13),生体医⼯学科(〜13),建築学科(〜
13) 

見出し FC005010 ⼯業科教育法Ⅱ 
担当教員名 杉⽥ 一仁＊ 
単位数 2 
教科書 高等学校学習指導要領解説 ⼯業編貸与する教科書 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 ⼯業科教育法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適時指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は、15 回講義終了後実施する。日時については授業中に指示する。 
シラバスコード FC005010 
実務経験のある教員  
達成目標 １ 学習指導要領に示されている「⼯業数理基礎」の「目標」「内容」を理解す

る。 
２ 教科書を一読し、年間指導計画が作成できる。 
３ 周速度、角速度、弧度法（ラジアン）が理解できる。 
４ 指導案と評価の関係を理解できる。 
５ 板書法、視聴覚教材の活用法を理解できる。 

受講者へのコメント 専門の勉強を深め、教科分析力の向上が大切。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね、初期の目標が達成できている。 
英文科目名 Teaching Method of Industrial Arts II 
関連科目 科目「⼯業科教育法Ⅰ」を履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 退職のため予定なし。 
講義目的 共通的科目である「⼯業数理基礎」の目標・指導内容を理解し、指導法の研究を

目的とする。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 科目「⼯業数理基礎」の目標・内容について解説する。 



2 回 科目「⼯業数理基礎」年間指導計画Ⅰ（6 単位の年間指導計画）について解
説する。 
3 回 科目「⼯業数理基礎」年間指導計画Ⅱ（2 単位の年間指導計画）について解
説する。 
4 回 科目「⼯業数理基礎」学習指導案作成Ⅰ（直線運動の指導での導入・展開・
まとめ）について解説する。 
5 回 模擬授業Ⅰ（導入・展開・まとめを中⼼）について解説する。 
6 回 科目「⼯業数理基礎」学習指導案作成Ⅱ（直線運動の指導での生徒の学習活
動）について解説する。 
7 回 模擬授業Ⅱ（生 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の課程を把握しておくこと。学習指導要領の
「⼯業数理基礎」を熟読しておくこと。 
2 回 貸与する教科書を熟読し、内容の構成を理解しておくこと。 
3 回 教科書は 6 単位で編修されているが、2 単位の年間指導計画を作成したい。
重点的に指導すべき単元を考え、時間の割り振りを考えておくこと。 
4 回 予告している円運動と周速度、角速度とラジアンについて予習をしておく
こと。 
5 回 学習指導案が未完成の者は、模擬授業者の指導案を参考にし、完成するこ
と。（事後指導） 
6 回 前回の模擬授業者の指導案 

 



年度 2014 
授業コード FC00501K 
成績評価 定期試験（80％）と学習意欲（20％）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00501K ⼯業科教育法Ⅱ 
担当教員名 杉⽥ 一仁＊ 
単位数 2 
教科書 高等学校学習指導要領解説 ⼯業編貸与する教科書 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⼯業科教育法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適時指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は、15 回講義終了後実施する。日時については授業中に指示する。 
シラバスコード FC00501K 
実務経験のある教員  
達成目標 １ 学習指導要領に示されている「⼯業数理基礎」の「目標」「内容」を理解す

る。 
２ 教科書を一読し、年間指導計画が作成できる。 
３ 周速度、角速度、弧度法（ラジアン）が理解できる。 
４ 指導案と評価の関係を理解できる。 
５ 板書法、視聴覚教材の活用法を理解できる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Industrial Arts II 
関連科目 科目「⼯業科教育法Ⅰ」を履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 共通的科目である「⼯業数理基礎」の目標・指導内容を理解し、指導法の研究を

目的とする。 
対象学年 1 年 
授業内容 1 回 科目「⼯業数理基礎」の目標・内容について解説する。 

2 回 科目「⼯業数理基礎」年間指導計画Ⅰ（6 単位の年間指導計画）について解
説する。 



3 回 科目「⼯業数理基礎」年間指導計画Ⅱ（2 単位の年間指導計画）について解
説する。 
4 回 科目「⼯業数理基礎」学習指導案作成Ⅰ（直線運動の指導での導入・展開・
まとめ）について解説する。 
5 回 模擬授業Ⅰ（導入・展開・まとめを中⼼）について解説する。 
6 回 科目「⼯業数理基礎」学習指導案作成Ⅱ（直線運動の指導での生徒の学習活
動）について解説する。 
7 回 模擬授業Ⅱ（生 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の課程を把握しておくこと。学習指導要領の
「⼯業数理基礎」を熟読しておくこと。 
2 回 貸与する教科書を熟読し、内容の構成を理解しておくこと。 
3 回 教科書は 6 単位で編修されているが、2 単位の年間指導計画を作成したい。
重点的に指導すべき単元を考え、時間の割り振りを考えておくこと。 
4 回 予告している円運動と周速度、角速度とラジアンについて予習をしておく
こと。 
5 回 学習指導案が未完成の者は、模擬授業者の指導案を参考にし、完成するこ
と。（事後指導） 
6 回 前回の模擬授業者の指導案 

 



年度 2014 
授業コード FC005110 
成績評価 毎時間のレポートで評価し，100 点満点に換算して 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜13) 
見出し FC005110 社会科・公⺠科教育法Ⅰ 
担当教員名 安藤 豊＊ 
単位数 2 
教科書 中 学 校 学 習 指 導 要 領 解 説 （ 社 会 科 編 ） ／ 文 部 科 学 省 ／ 日 本 文 教 出 版 ／

9784536590051：高等学校学習指導要領解説（公⺠科編）／文部科学省／教育出
版／9784316300238 

アクティブラーニング  
キーワード 学習指導要領（社会科，公⺠科）の学習 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 社会科・公⺠科教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学，高校で使った社会の教科書 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード FC005110 
実務経験のある教員  
達成目標 中学校社会科，高等学校公⺠科の教員として必要な指導力を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 教務課 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Civic Education I 
関連科目 社会科・公⺠科教育法Ⅱ，社会科教育法Ⅰ，社会科教育法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学校社会科，高等学校公⺠科の教員免許状取得に必要な知識，技能を修得する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 中学校，高等学校学習指導要領改訂について解説する。 

2 回 教科の目的，地理的分野の目標について解説する。 
3 回 世界のさまざまな地域について解説する。 
4 回 日本のさまざまな地域について解説する。 
5 回 歴史分野の目標について解説する。 
6 回 歴史のとらえ方について解説する。 
7 回 古代までの日本について解説する。 



8 回 中世の日本について解説する。 
9 回 近世の日本について解説する。 
10 回 近代の日本と世界について解説する。 
11 回 現代の日本と世界について解説する。 
12 回 公⺠的分野の目標と 

準備学習 1 回 中学校学習指導要領解説（社会科編），高等学校学習指導要領解説（公⺠科
編）に目を通しておくこと。 
2 回 中学校学習指導要領解説（社会科編）の講義計画該当部分を学習しておくこ
と。 
3 回 中学校学習指導要領解説（社会科編）の講義計画該当部分を学習しておくこ
と。 
4 回 中学校学習指導要領解説（社会科編）の講義計画該当部分を学習しておくこ
と。 
5 回 中学校学習指導要領解説（社会科編）の講義計画該当部分を学習しておくこ
と。 
6 回 中学校学習指導要領解説（社会科編）の講義計画該当部分を学習しておくこ
と。 
7 回 中 

 



年度 2014 
授業コード FC00511K 
成績評価 毎時間のレポートで評価し，100 点満点に換算して 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00511K 社会科・公⺠科教育法Ⅰ 
担当教員名 安藤 豊＊ 
単位数 2 
教科書 中 学 校 学 習 指 導 要 領 解 説 （ 社 会 科 編 ） ／ 文 部 科 学 省 ／ 日 本 文 教 出 版 ／

9784536590051：高等学校学習指導要領解説（公⺠科編）／文部科学省／教育出
版／9784316300238 

アクティブラーニング  
キーワード 学習指導要領（社会科，公⺠科）の学習 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 社会科・公⺠科教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学，高校で使った社会の教科書 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード FC00511K 
実務経験のある教員  
達成目標 中学校社会科，高等学校公⺠科の教員として必要な指導力を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 教務課 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Civic Education I 
関連科目 社会科・公⺠科教育法Ⅱ，社会科教育法Ⅰ，社会科教育法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学校社会科，高等学校公⺠科の教員免許状取得に必要な知識，技能を修得する。 
対象学年 1 年 
授業内容 1 回 中学校，高等学校学習指導要領改訂について解説する。 

2 回 教科の目的，地理的分野の目標について解説する。 
3 回 世界のさまざまな地域について解説する。 
4 回 日本のさまざまな地域について解説する。 
5 回 歴史分野の目標について解説する。 
6 回 歴史のとらえ方について解説する。 
7 回 古代までの日本について解説する。 



8 回 中世の日本について解説する。 
9 回 近世の日本について解説する。 
10 回 近代の日本と世界について解説する。 
11 回 現代の日本と世界について解説する。 
12 回 公⺠的分野の目標と 

準備学習 1 回 中学校学習指導要領解説（社会科編），高等学校学習指導要領解説（公⺠科
編）に目を通しておくこと。 
2 回 中学校学習指導要領解説（社会科編）の講義計画該当部分を学習しておくこ
と。 
3 回 中学校学習指導要領解説（社会科編）の講義計画該当部分を学習しておくこ
と。 
4 回 中学校学習指導要領解説（社会科編）の講義計画該当部分を学習しておくこ
と。 
5 回 中学校学習指導要領解説（社会科編）の講義計画該当部分を学習しておくこ
と。 
6 回 中学校学習指導要領解説（社会科編）の講義計画該当部分を学習しておくこ
と。 
7 回 中 

 



年度 2014 
授業コード FC005210 
成績評価 毎時間のレポートで評価し，100 点満点に換算して 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜13) 
見出し FC005210 社会科・公⺠科教育法Ⅱ 
担当教員名 安藤 豊＊ 
単位数 2 
教科書 中学校教科書：新編 新しい社会 公⺠（東京書籍）高等学校教科書：現代社会

（東京書籍） 
アクティブラーニング  
キーワード 公⺠としての必要な基礎的知識 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 社会科・公⺠科教育法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学，高校で使った公⺠の資料 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード FC005210 
実務経験のある教員  
達成目標 中学校社会科，高等学校公⺠科の教員として必要とされる指導力を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 教務課 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Civic Education II 
関連科目 社会科・公⺠科教育法Ⅰ，社会科教育法Ⅰ，社会科教育法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学校社会科，高等学校公⺠科の教員免許状取得に必要な知識，技能を修得する

こと。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 現代社会とわたしたちの生活について解説する。 

2 回 個人と社会生活，人権と日本国憲法について解説する。 
3 回 人権と共生社会について解説する。 
4 回 現代の⺠主政治について解説する。 
5 回 国の政治のしくみについて解説する。 
6 回 地方の政治と自治について解説する。 
7 回 わたしたちの生活と経済について解説する。 



8 回 市場経済と金融について解説する。 
9 回 国⺠生活と福祉について解説する。 
10 回 国際問題と地域市⺠について解説する。 
11 回 国際社会と平和について解説する。 
12 回 現代の社会生 

準備学習 1 回 中学校公⺠教科書（東京書籍）の P.5〜P.26 までに目を通しておくこと。 
2 回 中学校公⺠教科書（東京書籍）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
3 回 中学校公⺠教科書（東京書籍）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
4 回 中学校公⺠教科書（東京書籍）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
5 回 中学校公⺠教科書（東京書籍）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
6 回 中学校公⺠教科書（東京書籍）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
7 回 中学校公⺠教科書（東京書籍）の講義計画該当部分を学習し 

 



年度 2014 
授業コード FC00521K 
成績評価 毎時間のレポートで評価し，100 点満点に換算して 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00521K 社会科・公⺠科教育法Ⅱ 
担当教員名 安藤 豊＊ 
単位数 2 
教科書 中学校教科書：新編 新しい社会 公⺠（東京書籍）高等学校教科書：現代社会

（東京書籍） 
アクティブラーニング  
キーワード 公⺠としての必要な基礎的知識 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 社会科・公⺠科教育法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学，高校で使った公⺠の資料 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード FC00521K 
実務経験のある教員  
達成目標 中学校社会科，高等学校公⺠科の教員として必要とされる指導力を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 教務課 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Civic Education II 
関連科目 社会科・公⺠科教育法Ⅰ，社会科教育法Ⅰ，社会科教育法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学校社会科，高等学校公⺠科の教員免許状取得に必要な知識，技能を修得する

こと。 
対象学年 1 年 
授業内容 1 回 現代社会とわたしたちの生活について解説する。 

2 回 個人と社会生活，人権と日本国憲法について解説する。 
3 回 人権と共生社会について解説する。 
4 回 現代の⺠主政治について解説する。 
5 回 国の政治のしくみについて解説する。 
6 回 地方の政治と自治について解説する。 
7 回 わたしたちの生活と経済について解説する。 



8 回 市場経済と金融について解説する。 
9 回 国⺠生活と福祉について解説する。 
10 回 国際問題と地域市⺠について解説する。 
11 回 国際社会と平和について解説する。 
12 回 現代の社会生 

準備学習 1 回 中学校公⺠教科書（東京書籍）の P.5〜P.26 までに目を通しておくこと。 
2 回 中学校公⺠教科書（東京書籍）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
3 回 中学校公⺠教科書（東京書籍）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
4 回 中学校公⺠教科書（東京書籍）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
5 回 中学校公⺠教科書（東京書籍）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
6 回 中学校公⺠教科書（東京書籍）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
7 回 中学校公⺠教科書（東京書籍）の講義計画該当部分を学習し 

 



年度 2014 
授業コード FC005311 
成績評価 定期試験（１００％）で行い、６０％以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜10),バイオ・応用化学科(〜10),機械システム⼯学科(〜10),電気電子シ

ステム学科(〜10),情報⼯学科(〜10),知能機械⼯学科(〜10),生体医⼯学科(〜
10),建築学科(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10),教職特別課程(〜
10) 

見出し FC005311 教育相談の研究 
担当教員名 中島 弘徳 
単位数 2 
教科書 曽我雅比児・皿⽥琢司編著／『現代社会における人間と教育−理論と実践の探究

−』／大学教育出版／978-4-864261392 
アクティブラーニング  
キーワード 教育、相談、発達障害、カウンセリング、カウンセリングマインド 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育相談の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義の中で指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 準備学習については講義計画に示しているが、詳細については講義内で指示す

る。 
シラバスコード FC005311 
実務経験のある教員  
達成目標 ①相談（カウンセリング）の諸理論や技法が理解できるようになる。 

②適切な相談・助言について理解できる。 
③カウンセリングマインドについて理解できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 14 号館３階 中島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Educational Counseling 
関連科目 教育⼼理学(学習・発達論：基礎理学科のみ） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生徒一人一人が自己理解を深め、自己解決能力等の可能性を開花するための、相

談・助言の理論や技法を学ぶことで、カウンセリングマインドの理解を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の概要について説明する。 



2 回 教育相談の歴史と位置づけについて説明する。 
3 回 教育相談を行う上での留意点について説明する。 
4 回 カウンセリング理論（１）精神分析について説明する。 
5 回 カウンセリング理論（２）行動療法について説明する。 
6 回 カウンセリングの理論（３）来談者中⼼療法について説明する。 
7 回 カウンセリングの理論（４）認知行動療法について説明する。 
8 回 カウンセリングで用いるコミュニケーション技法について説明する。 
9 回 カウンセリングで用いる質問技法 

準備学習 1 回 教科書を準備しておくこと。 
2 回 相談の諸理論について予習しておくこと。 
3 回 教育相談の位置づけについて復習しておくこと。 
4 回 教育相談の成立条件について復習しておくこと。 
5 回 精神分析について復習しておくこと。 
6 回 精神分析と行動療法の違いについてまとめておくこと。 
7 回 来談者中⼼療法の特徴についてまとめておくこと。 
8 回 認知行動療法と行動療法の共通点と相違点について復習しておくこと。 
9 回 普段のコミュニケーションとカウンセリングでのコミュニケーションの共
通点と相違点について復習して 

 



年度 2014 
授業コード FC005321 
成績評価 定期試験（１００％）で行い、６０％以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜10),バイオ・応用化学科(〜10),機械システム⼯学科(〜10),電気電子シ

ステム学科(〜10),情報⼯学科(〜10),知能機械⼯学科(〜10),生体医⼯学科(〜
10),建築学科(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10),教職特別課程(〜
10) 

見出し FC005321 教育相談の研究 
担当教員名 中島 弘徳 
単位数 2 
教科書 曽我雅比児・皿⽥琢司編著／『現代社会における人間と教育−理論と実践の探究

−』／大学教育出版／978-4-864261392 
アクティブラーニング  
キーワード 教育、相談、発達障害、カウンセリング、カウンセリングマインド 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育相談の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義の中で指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 準備学習については講義計画に示しているが、詳細については講義内で指示す

る。 
シラバスコード FC005321 
実務経験のある教員  
達成目標 ①相談（カウンセリング）の諸理論や技法が理解できるようになる。 

②適切な相談・助言について理解できる。 
③カウンセリングマインドについて理解できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 14 号館３階 中島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Educational Counseling 
関連科目 教育⼼理学(学習・発達論：基礎理学科のみ） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生徒一人一人が自己理解を深め、自己解決能力等の可能性を開花するための、相

談・助言の理論や技法を学ぶことで、カウンセリングマインドの理解を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の概要について説明する。 



2 回 教育相談の歴史と位置づけについて説明する。 
3 回 教育相談を行う上での留意点について説明する。 
4 回 カウンセリング理論（１）精神分析について説明する。 
5 回 カウンセリング理論（２）行動療法について説明する。 
6 回 カウンセリングの理論（３）来談者中⼼療法について説明する。 
7 回 カウンセリングの理論（４）認知行動療法について説明する。 
8 回 カウンセリングで用いるコミュニケーション技法について説明する。 
9 回 カウンセリングで用いる質問技法 

準備学習 1 回 教科書を準備しておくこと。 
2 回 相談の諸理論について予習しておくこと。 
3 回 教育相談の位置づけについて復習しておくこと。 
4 回 教育相談の成立条件について復習しておくこと。 
5 回 精神分析について復習しておくこと。 
6 回 精神分析と行動療法の違いについてまとめておくこと。 
7 回 来談者中⼼療法の特徴についてまとめておくこと。 
8 回 認知行動療法と行動療法の共通点と相違点について復習しておくこと。 
9 回 普段のコミュニケーションとカウンセリングでのコミュニケーションの共
通点と相違点について復習して 

 



年度 2014 
授業コード FC005331 
成績評価 定期試験（１００％）で行い、６０％以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜10),バイオ・応用化学科(〜10),機械システム⼯学科(〜10),電気電子シ

ステム学科(〜10),情報⼯学科(〜10),知能機械⼯学科(〜10),生体医⼯学科(〜
10),建築学科(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10),教職特別課程(〜
10) 

見出し FC005331 教育相談の研究 
担当教員名 中島 弘徳 
単位数 2 
教科書 曽我雅比児・皿⽥琢司編著／『現代社会における人間と教育−理論と実践の探究

−』／大学教育出版／978-4-864261392 
アクティブラーニング  
キーワード 教育、相談、発達障害、カウンセリング、カウンセリングマインド 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育相談の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義の中で指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 準備学習については講義計画に示しているが、詳細については講義内で指示す

る。 
シラバスコード FC005331 
実務経験のある教員  
達成目標 ①相談（カウンセリング）の諸理論や技法が理解できるようになる。 

②適切な相談・助言について理解できる。 
③カウンセリングマインドについて理解できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 14 号館３階 中島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Educational Counseling 
関連科目 教育⼼理学(学習・発達論：基礎理学科のみ） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生徒一人一人が自己理解を深め、自己解決能力等の可能性を開花するための、相

談・助言の理論や技法を学ぶことで、カウンセリングマインドの理解を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の概要について説明する。 



2 回 教育相談の歴史と位置づけについて説明する。 
3 回 教育相談を行う上での留意点について説明する。 
4 回 カウンセリング理論（１）精神分析について説明する。 
5 回 カウンセリング理論（２）行動療法について説明する。 
6 回 カウンセリングの理論（３）来談者中⼼療法について説明する。 
7 回 カウンセリングの理論（４）認知行動療法について説明する。 
8 回 カウンセリングで用いるコミュニケーション技法について説明する。 
9 回 カウンセリングで用いる質問技法 

準備学習 1 回 教科書を準備しておくこと。 
2 回 相談の諸理論について予習しておくこと。 
3 回 教育相談の位置づけについて復習しておくこと。 
4 回 教育相談の成立条件について復習しておくこと。 
5 回 精神分析について復習しておくこと。 
6 回 精神分析と行動療法の違いについてまとめておくこと。 
7 回 来談者中⼼療法の特徴についてまとめておくこと。 
8 回 認知行動療法と行動療法の共通点と相違点について復習しておくこと。 
9 回 普段のコミュニケーションとカウンセリングでのコミュニケーションの共
通点と相違点について復習して 

 



年度 2014 
授業コード FC005341 
成績評価 定期試験（１００％）で行い、６０％以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜10),バイオ・応用化学科(〜10),機械システム⼯学科(〜10),電気電子シ

ステム学科(〜10),情報⼯学科(〜10),知能機械⼯学科(〜10),生体医⼯学科(〜
10),建築学科(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10),教職特別課程(〜
10) 

見出し FC005341 教育相談の研究 
担当教員名 中島 弘徳 
単位数 2 
教科書 曽我雅比児・皿⽥琢司編著／『現代社会における人間と教育−理論と実践の探究

−』／大学教育出版／978-4-864261392 
アクティブラーニング  
キーワード 教育、相談、発達障害、カウンセリング、カウンセリングマインド 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育相談の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義の中で指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 準備学習については講義計画に示しているが、詳細については講義内で指示す

る。 
シラバスコード FC005341 
実務経験のある教員  
達成目標 ①相談（カウンセリング）の諸理論や技法が理解できるようになる。 

②適切な相談・助言について理解できる。 
③カウンセリングマインドについて理解できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 14 号館３階 中島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Educational Counseling 
関連科目 教育⼼理学(学習・発達論：基礎理学科のみ） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生徒一人一人が自己理解を深め、自己解決能力等の可能性を開花するための、相

談・助言の理論や技法を学ぶことで、カウンセリングマインドの理解を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の概要について説明する。 



2 回 教育相談の歴史と位置づけについて説明する。 
3 回 教育相談を行う上での留意点について説明する。 
4 回 カウンセリング理論（１）精神分析について説明する。 
5 回 カウンセリング理論（２）行動療法について説明する。 
6 回 カウンセリングの理論（３）来談者中⼼療法について説明する。 
7 回 カウンセリングの理論（４）認知行動療法について説明する。 
8 回 カウンセリングで用いるコミュニケーション技法について説明する。 
9 回 カウンセリングで用いる質問技法 

準備学習 1 回 教科書を準備しておくこと。 
2 回 相談の諸理論について予習しておくこと。 
3 回 教育相談の位置づけについて復習しておくこと。 
4 回 教育相談の成立条件について復習しておくこと。 
5 回 精神分析について復習しておくこと。 
6 回 精神分析と行動療法の違いについてまとめておくこと。 
7 回 来談者中⼼療法の特徴についてまとめておくこと。 
8 回 認知行動療法と行動療法の共通点と相違点について復習しておくこと。 
9 回 普段のコミュニケーションとカウンセリングでのコミュニケーションの共
通点と相違点について復習して 

 



年度 2014 
授業コード FC005411 
成績評価 定期試験は行わず、課題のレポートや学習指導案，授業観察等のレポート及び演

習活動状況（７０％）、履修カルテの記入状況（３０％）をもとに、教員としての
資質とその向上を総合的に判断して評価する。１００点満点中６０点以上を合格
とする。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜09),バイオ・応用化学科(〜09),機械システム⼯学科(〜09),電気電子シ

ステム学科(〜09),情報⼯学科(〜09),知能機械⼯学科(〜09),生体医⼯学科(〜
09),建築学科(〜09),総合情報学部(〜09),生物地球学部(〜09) 

見出し FC005411 総合演習(再) 
担当教員名 延本 大作＊、岡本 弥彦、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利

明、中島 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教職実践，履修カルテ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 総合演習(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布する。 
授業形態 演習 
注意備考 教育実習Ⅱを修得していること。 

週８コマ開講し、人数を均等に分ける。 
シラバスコード FC005411 
実務経験のある教員  
達成目標 教員としての使命感や責任感、教育的愛情等をもって、学級や教科を担当しつつ、

教科指導、生徒指導等の職務を実践できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Comprehensive Seminar 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この科目の履修を通じて，将来，教員になる上で，自己にとって何が課題である

のかを自覚し，必要に応じて不足している知識や技能等を補い，その定着を図る
ことにより，教職生活をより円滑にスタートできるようにする。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 これまでの学修の振り返り，特に，ボランティア体験の発表，履修カルテの

自己評価シートを作成する。 
2 回 教科指導のあり方Ⅰについての講義と演習をする。 
3 回 教科指導のあり方Ⅱについての講義と演習をする。 
4 回 学級経営Ⅰについての講義と演習をする。 
模擬授業を計画する。 
5 回 学級経営Ⅱについての講義と演習をする。 
6 回 学級経営Ⅲについての講義と演習をする。 
7 回 生徒理解や対人関係（保護者を含む）能力についての事例研究・ロールプレ
イングをする。 
8 回 生徒理解や対人関係（保護者を含む）能力につい 

準備学習 1 回 自分のこれまでの学修成果と教員としての力量の評価をしてくること。 
2 回 学習指導案作成と実地授業の成果について自分の意見をまとめてくること。
授業分析について調べておくこと。 
3 回 効果的な授業のための技術的手法について自分の意見をまとめてくること。 
4 回 学級経営について自分の意見をまとめてくること。特に，短学活１分間スピ
ーチの内容をまとめておく。 
模擬授業を担当する単元を検討しておく。 
5 回 前時の内容をまとめてくること。特に，短学活１分間スピーチを効果的に行
えるようにしておく。 
6 回 教育評価に 

 



年度 2014 
授業コード FC00541K 
成績評価  
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00541K 総合演習(再) 
担当教員名 延本 大作＊、岡本 弥彦、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利

明、中島 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 総合演習(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FC00541K 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Comprehensive Seminar 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FC005421 
成績評価 定期試験は行わず、課題のレポートや学習指導案，授業観察等のレポート及び演

習活動状況（７０％）、履修カルテの記入状況（３０％）をもとに、教員としての
資質とその向上を総合的に判断して評価する。１００点満点中６０点以上を合格
とする。 

曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜09),バイオ・応用化学科(〜09),機械システム⼯学科(〜09),電気電子シ

ステム学科(〜09),情報⼯学科(〜09),知能機械⼯学科(〜09),生体医⼯学科(〜
09),建築学科(〜09),総合情報学部(〜09),生物地球学部(〜09) 

見出し FC005421 総合演習(再) 
担当教員名 延本 大作＊、岡本 弥彦、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利

明、中島 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教職実践，履修カルテ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 総合演習(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布する。 
授業形態 演習 
注意備考 教育実習Ⅱを修得していること。 

週８コマ開講し、人数を均等に分ける。 
シラバスコード FC005421 
実務経験のある教員  
達成目標 教員としての使命感や責任感、教育的愛情等をもって、学級や教科を担当しつつ、

教科指導、生徒指導等の職務を実践できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Comprehensive Seminar 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この科目の履修を通じて，将来，教員になる上で，自己にとって何が課題である

のかを自覚し，必要に応じて不足している知識や技能等を補い，その定着を図る
ことにより，教職生活をより円滑にスタートできるようにする。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 これまでの学修の振り返り，特に，ボランティア体験の発表，履修カルテの

自己評価シートを作成する。 
2 回 教科指導のあり方Ⅰについての講義と演習をする。 
3 回 教科指導のあり方Ⅱについての講義と演習をする。 
4 回 学級経営Ⅰについての講義と演習をする。 
模擬授業を計画する。 
5 回 学級経営Ⅱについての講義と演習をする。 
6 回 学級経営Ⅲについての講義と演習をする。 
7 回 生徒理解や対人関係（保護者を含む）能力についての事例研究・ロールプレ
イングをする。 
8 回 生徒理解や対人関係（保護者を含む）能力につい 

準備学習 1 回 自分のこれまでの学修成果と教員としての力量の評価をしてくること。 
2 回 学習指導案作成と実地授業の成果について自分の意見をまとめてくること。
授業分析について調べておくこと。 
3 回 効果的な授業のための技術的手法について自分の意見をまとめてくること。 
4 回 学級経営について自分の意見をまとめてくること。特に，短学活１分間スピ
ーチの内容をまとめておく。 
模擬授業を担当する単元を検討しておく。 
5 回 前時の内容をまとめてくること。特に，短学活１分間スピーチを効果的に行
えるようにしておく。 
6 回 教育評価に 

 



年度 2014 
授業コード FC00542K 
成績評価  
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00542K 総合演習(再) 
担当教員名 延本 大作＊、岡本 弥彦、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利

明、中島 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 総合演習(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FC00542K 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Comprehensive Seminar 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FC005431 
成績評価 定期試験は行わず、課題のレポートや学習指導案，授業観察等のレポート及び演

習活動状況（７０％）、履修カルテの記入状況（３０％）をもとに、教員としての
資質とその向上を総合的に判断して評価する。１００点満点中６０点以上を合格
とする。 

曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜09),バイオ・応用化学科(〜09),機械システム⼯学科(〜09),電気電子シ

ステム学科(〜09),情報⼯学科(〜09),知能機械⼯学科(〜09),生体医⼯学科(〜
09),建築学科(〜09),総合情報学部(〜09),生物地球学部(〜09) 

見出し FC005431 総合演習(再) 
担当教員名 延本 大作＊、岡本 弥彦、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利

明、中島 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教職実践，履修カルテ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 総合演習(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布する。 
授業形態 演習 
注意備考 教育実習Ⅱを修得していること。 

週８コマ開講し、人数を均等に分ける。 
シラバスコード FC005431 
実務経験のある教員  
達成目標 教員としての使命感や責任感、教育的愛情等をもって、学級や教科を担当しつつ、

教科指導、生徒指導等の職務を実践できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Comprehensive Seminar 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この科目の履修を通じて，将来，教員になる上で，自己にとって何が課題である

のかを自覚し，必要に応じて不足している知識や技能等を補い，その定着を図る
ことにより，教職生活をより円滑にスタートできるようにする。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 これまでの学修の振り返り，特に，ボランティア体験の発表，履修カルテの

自己評価シートを作成する。 
2 回 教科指導のあり方Ⅰについての講義と演習をする。 
3 回 教科指導のあり方Ⅱについての講義と演習をする。 
4 回 学級経営Ⅰについての講義と演習をする。 
模擬授業を計画する。 
5 回 学級経営Ⅱについての講義と演習をする。 
6 回 学級経営Ⅲについての講義と演習をする。 
7 回 生徒理解や対人関係（保護者を含む）能力についての事例研究・ロールプレ
イングをする。 
8 回 生徒理解や対人関係（保護者を含む）能力につい 

準備学習 1 回 自分のこれまでの学修成果と教員としての力量の評価をしてくること。 
2 回 学習指導案作成と実地授業の成果について自分の意見をまとめてくること。
授業分析について調べておくこと。 
3 回 効果的な授業のための技術的手法について自分の意見をまとめてくること。 
4 回 学級経営について自分の意見をまとめてくること。特に，短学活１分間スピ
ーチの内容をまとめておく。 
模擬授業を担当する単元を検討しておく。 
5 回 前時の内容をまとめてくること。特に，短学活１分間スピーチを効果的に行
えるようにしておく。 
6 回 教育評価に 

 



年度 2014 
授業コード FC00543K 
成績評価  
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00543K 総合演習(再) 
担当教員名 延本 大作＊、岡本 弥彦、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利

明、中島 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 総合演習(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FC00543K 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Comprehensive Seminar 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FC005441 
成績評価 定期試験は行わず、課題のレポートや学習指導案，授業観察等のレポート及び演

習活動状況（７０％）、履修カルテの記入状況（３０％）をもとに、教員としての
資質とその向上を総合的に判断して評価する。１００点満点中６０点以上を合格
とする。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜09),バイオ・応用化学科(〜09),機械システム⼯学科(〜09),電気電子シ

ステム学科(〜09),情報⼯学科(〜09),知能機械⼯学科(〜09),生体医⼯学科(〜
09),建築学科(〜09),総合情報学部(〜09) 

見出し FC005441 総合演習(再) 
担当教員名 延本 大作＊、岡本 弥彦、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利

明、中島 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教職実践，履修カルテ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 総合演習(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布する。 
授業形態 演習 
注意備考 教育実習Ⅱを修得していること。 

週８コマ開講し、人数を均等に分ける。 
シラバスコード FC005441 
実務経験のある教員  
達成目標 教員としての使命感や責任感、教育的愛情等をもって、学級や教科を担当しつつ、

教科指導、生徒指導等の職務を実践できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Comprehensive Seminar 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この科目の履修を通じて，将来，教員になる上で，自己にとって何が課題である

のかを自覚し，必要に応じて不足している知識や技能等を補い，その定着を図る
ことにより，教職生活をより円滑にスタートできるようにする。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 これまでの学修の振り返り，特に，ボランティア体験の発表，履修カルテの

自己評価シートを作成する。 
2 回 教科指導のあり方Ⅰについての講義と演習をする。 
3 回 教科指導のあり方Ⅱについての講義と演習をする。 
4 回 学級経営Ⅰについての講義と演習をする。 
模擬授業を計画する。 
5 回 学級経営Ⅱについての講義と演習をする。 
6 回 学級経営Ⅲについての講義と演習をする。 
7 回 生徒理解や対人関係（保護者を含む）能力についての事例研究・ロールプレ
イングをする。 
8 回 生徒理解や対人関係（保護者を含む）能力につい 

準備学習 1 回 自分のこれまでの学修成果と教員としての力量の評価をしてくること。 
2 回 学習指導案作成と実地授業の成果について自分の意見をまとめてくること。
授業分析について調べておくこと。 
3 回 効果的な授業のための技術的手法について自分の意見をまとめてくること。 
4 回 学級経営について自分の意見をまとめてくること。特に，短学活１分間スピ
ーチの内容をまとめておく。 
模擬授業を担当する単元を検討しておく。 
5 回 前時の内容をまとめてくること。特に，短学活１分間スピーチを効果的に行
えるようにしておく。 
6 回 教育評価に 

 



年度 2014 
授業コード FC00544K 
成績評価  
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00544K 総合演習(再) 
担当教員名 延本 大作＊、岡本 弥彦、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利

明、中島 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 総合演習(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FC00544K 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Comprehensive Seminar 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FC005510 
成績評価 教育実習校の成績を基に総合的に評価を行う。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(〜11),⼯学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学部(〜11) 
見出し FC005510 教育実習Ⅰ 
担当教員名 塗⽊ 利明、中島 弘徳、岡本 弥彦、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、

野瀬 
単位数 1 
教科書 実習校で使用する教科書 
アクティブラーニング  
キーワード 教育活動の観察、教育実習 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育実習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 実習校で使用する参考書 
授業形態 実験実習 
注意備考 ◎「教職・博物館学芸員課程履修の手引」の「教育実習の履修に関する申し合わ

せ」で示す単位を修得していること。 
◎講義計画の詳細な内容は教育実習校の指導のもとで決定される。 

シラバスコード FC005510 
実務経験のある教員  
達成目標 ①実践的な指導技術を理解し修得すること。 

②学校教育の実際についての認識を体得すること。 
③教職に対する意識の向上と自らの適性の検証ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 塗⽊研究室：⼯学実習棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Practices I 
関連科目 教育実習Ⅱ、教育実習の研究Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この授業は，中学校の教職免許状の取得希望者が実際の教育現場において教育活

動を観察するものである。その主要な目的は，①実践的な指導技術の理解，②学
校教育の実際についての認識の体得，③教職に対する意識の向上と自らの適性の
検証などである。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 教育実習（観察実習）の意義と内容について説明する。 



2 回 実習校説明（教師の仕事）と見学をする。 
3 回 実習校説明（公務分掌）と見学をする。 
4 回 実習校説明（生徒指導）と見学をする 
5 回 実習校説明（教師と授業）と見学をする。 
6 回 授業参観（理系教科）と研究協議をする。 
7 回 授業参観（文系教科）と研究協議をする。 
8 回 授業参観（実技教科）と研究協議 
9 回 道徳授業参観と研究協議をする。 
10 回 特別活動（学級活動・生徒会活動）参観と研究協議をする。 
11 回 特別活動（学校行事）参観と研究協議 

準備学習 1 回 教育実習の意義と⼼構えについて振り返っておくこと。 
2 回 実習校の指導教諭の指示に従うこと。 
3 回 実習校の指導教諭の指示に従うこと。 
4 回 実習校の指導教諭の指示に従うこと。 
5 回 実習校の指導教諭の指示に従うこと。 
6 回 実習校の指導教諭の指示に従うこと。 
7 回 実習校の指導教諭の指示に従うこと。 
8 回 実習校の指導教諭の指示に従うこと。 
9 回 実習校の指導教諭の指示に従うこと。 
10 回 実習校の指導教諭の指示に従うこと。 
11 回 実習校の指導教諭の指示に従うこと。 
12 回 実習校の指導教諭の指 

 



年度 2014 
授業コード FC00551K 
成績評価 教育実習校の成績を基に総合的に評価を行う。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00551K 教育実習Ⅰ 
担当教員名 塗⽊ 利明、中島 弘徳、岡本 弥彦、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、

野瀬 
単位数 1 
教科書 実習校で使用する教科書 
アクティブラーニング  
キーワード 教育活動の観察、教育実習 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育実習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 実習校で使用する参考書 
授業形態 実験実習 
注意備考 ◎「教職・博物館学芸員課程履修の手引」の「教育実習の履修に関する申し合わ

せ」で示す単位を修得していること。 
◎講義計画の詳細な内容は教育実習校の指導のもとで決定される。 

シラバスコード FC00551K 
実務経験のある教員  
達成目標 ①実践的な指導技術を理解し修得すること。 

②学校教育の実際についての認識を体得すること。 
③教職に対する意識の向上と自らの適性の検証ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 塗⽊研究室：⼯学実習棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Practices I 
関連科目 教育実習Ⅱ、教育実習の研究Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この授業は，中学校の教職免許状の取得希望者が実際の教育現場において教育活

動を観察するものである。その主要な目的は，①実践的な指導技術の理解，②学
校教育の実際についての認識の体得，③教職に対する意識の向上と自らの適性の
検証などである。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 教育実習（観察実習）の意義と内容について説明する。 



2 回 実習校説明（教師の仕事）と見学をする。 
3 回 実習校説明（公務分掌）と見学をする。 
4 回 実習校説明（生徒指導）と見学をする 
5 回 実習校説明（教師と授業）と見学をする。 
6 回 授業参観（理系教科）と研究協議をする。 
7 回 授業参観（文系教科）と研究協議をする。 
8 回 授業参観（実技教科）と研究協議 
9 回 道徳授業参観と研究協議をする。 
10 回 特別活動（学級活動・生徒会活動）参観と研究協議をする。 
11 回 特別活動（学校行事）参観と研究協議 

準備学習 1 回 教育実習の意義と⼼構えについて振り返っておくこと。 
2 回 実習校の指導教諭の指示に従うこと。 
3 回 実習校の指導教諭の指示に従うこと。 
4 回 実習校の指導教諭の指示に従うこと。 
5 回 実習校の指導教諭の指示に従うこと。 
6 回 実習校の指導教諭の指示に従うこと。 
7 回 実習校の指導教諭の指示に従うこと。 
8 回 実習校の指導教諭の指示に従うこと。 
9 回 実習校の指導教諭の指示に従うこと。 
10 回 実習校の指導教諭の指示に従うこと。 
11 回 実習校の指導教諭の指示に従うこと。 
12 回 実習校の指導教諭の指 

 



年度 2014 
授業コード FC005610 
成績評価 教育実習校の成績を基に総合的に評価を行う。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(〜11),⼯学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学部(〜11) 
見出し FC005610 教育実習Ⅱ 
担当教員名 塗⽊ 利明、中島 弘徳、岡本 弥彦、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、

野瀬 
単位数 3 
教科書 実習校で使用する教科書 
アクティブラーニング  
キーワード 教育活動の経験、教育実習 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育実習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 実習校で使用する参考書 
授業形態 実験実習 
注意備考 ◎「教職・博物館学芸員課程履修の手引」の「教育実習の履修に関する申し合わ

せ」で示す単位を修得していること。 
◎講義計画の詳細な内容は教育実習校の指導のもとで決定される。 

シラバスコード FC005610 
実務経験のある教員  
達成目標 ①実践的な指導技術を理解し修得すること。 

②学校教育の実際についての認識を体得すること。 
③教職に対する意識の向上と自らの適性の検証ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 塗⽊研究室：⼯学実習棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Practices II 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習の研究Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この授業は，教職を志望する者が実際の教育現場において教育活動を経験するも

のである。その主要な目的は，①講義等で学んだ理論や技術を実際の場に適用す
ること，②実践的な指導技術の訓練，③学校教育の実際についての認識の体得な
どである。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 開講式・大学オリエンテーション（４時間）に参加する。 



2 回 教科の模範授業を観察（３時間）をする。 
3 回 教科の授業参観（１０時間）をする。 
4 回 教科の授業の研究協議（２６時間）をする。 
5 回 教科の授業を担当（６時間）する。 
6 回 教科の授業の反省会（１０時間）をする。 
7 回 学級（ホームルーム）活動の授業参観（２時間）をする。 
8 回 学級（ホームルーム）活動の研究協議（６時間）をする。 
9 回 学級（ホームルーム）活動の授業を担当（１時間）する。 
10 回 学級（ホームルーム）活動の反省会（２時間 

準備学習 1 回 教育実習の意義と⼼構えについて振り返っておくこと。 
2 回 実習校指導教諭の指示に従うこと。 
3 回 実習校指導教諭の指示に従うこと。 
4 回 実習校指導教諭の指示に従うこと。 
5 回 実習校指導教諭の指示に従うこと。 
6 回 実習校指導教諭の指示に従うこと。 
7 回 実習校指導教諭の指示に従うこと。 
8 回 実習校指導教諭の指示に従うこと。 
9 回 実習校指導教諭の指示に従うこと。 
10 回 実習校指導教諭の指示に従うこと。 
11 回 実習校指導教諭の指示に従うこと。 
12 回 実習校指導教諭の指示に従うこと。 
13 回 

 



年度 2014 
授業コード FC00561K 
成績評価 教育実習校の成績を基に総合的に評価を行う。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00561K 教育実習Ⅱ 
担当教員名 塗⽊ 利明、中島 弘徳、岡本 弥彦、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、

野瀬 
単位数 3 
教科書 実習校で使用する教科書 
アクティブラーニング  
キーワード 教育活動の経験、教育実習 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育実習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 実習校で使用する参考書 
授業形態 実験実習 
注意備考 ◎「教職・博物館学芸員課程履修の手引」の「教育実習の履修に関する申し合わ

せ」で示す単位を修得していること。 
◎講義計画の詳細な内容は教育実習校の指導のもとで決定される。 

シラバスコード FC00561K 
実務経験のある教員  
達成目標 ①実践的な指導技術を理解し修得すること。 

②学校教育の実際についての認識を体得すること。 
③教職に対する意識の向上と自らの適性の検証ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 塗⽊研究室：⼯学実習棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Practices II 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習の研究Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この授業は，教職を志望する者が実際の教育現場において教育活動を経験するも

のである。その主要な目的は，①講義等で学んだ理論や技術を実際の場に適用す
ること，②実践的な指導技術の訓練，③学校教育の実際についての認識の体得な
どである。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 開講式・大学オリエンテーション（４時間）に参加する。 



2 回 教科の模範授業を観察（３時間）をする。 
3 回 教科の授業参観（１０時間）をする。 
4 回 教科の授業の研究協議（２６時間）をする。 
5 回 教科の授業を担当（６時間）する。 
6 回 教科の授業の反省会（１０時間）をする。 
7 回 学級（ホームルーム）活動の授業参観（２時間）をする。 
8 回 学級（ホームルーム）活動の研究協議（６時間）をする。 
9 回 学級（ホームルーム）活動の授業を担当（１時間）する。 
10 回 学級（ホームルーム）活動の反省会（２時間 

準備学習 1 回 教育実習の意義と⼼構えについて振り返っておくこと。 
2 回 実習校指導教諭の指示に従うこと。 
3 回 実習校指導教諭の指示に従うこと。 
4 回 実習校指導教諭の指示に従うこと。 
5 回 実習校指導教諭の指示に従うこと。 
6 回 実習校指導教諭の指示に従うこと。 
7 回 実習校指導教諭の指示に従うこと。 
8 回 実習校指導教諭の指示に従うこと。 
9 回 実習校指導教諭の指示に従うこと。 
10 回 実習校指導教諭の指示に従うこと。 
11 回 実習校指導教諭の指示に従うこと。 
12 回 実習校指導教諭の指示に従うこと。 
13 回 

 



年度 2014 
授業コード FC005711 
成績評価  各講義で講師が交代するという講義の特殊性により、成績は各講義の終了後の

講義内容についてのレポートで総合的に評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(〜10),バイオ・応用化学科(〜10),機械システム⼯学科(〜10),電気電子シ

ステム学科(〜10),情報⼯学科(〜10),知能機械⼯学科(〜10),生体医⼯学科(〜
10),建築学科(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 

見出し FC005711 介護等体験の研究 
担当教員名 曽我 雅比児、中島 弘徳、岡本 弥彦、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利明 
単位数 2 
教科書 「介護等体験の基礎と方法」（テキスト、大学作成）を配付する。 

各講座では、講師が準備した資料も併用して講義を行う。 
アクティブラーニング  
キーワード  共生社会、ノーマライゼーション、バリアフリー、社会福祉施設、特別支援学

校 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 介護等体験の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  ①この講義の単位取得者のみが３年次で介護等体験に参加できる。 

 ②高等学校教員免許だけの取得希望者は本講義を履修する必要はない。 
シラバスコード FC005711 
実務経験のある教員  
達成目標  ①義務教育担当の教員が介護の現場で体験をする必要を理解する。 

 ②社会福祉施設の概要を理解し、施設の実習にあたっては効果的に活動する。 
 ③特別支援学校の概要を理解し、学校の実習にあたっては効果的に活動する。 

受講者へのコメント  
連絡先 曽我雅比児 岡山理科大学理学部  １４号館４階 曽我研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Care-giving Experience 
関連科目  なし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  この講義は、介護等体験の内容を幅広く理解し、いかなる実践活動においても

効果的に活動することができる。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  「介護等体験の講義」の実施方法について説明する。 
2 回  「介護等体験の意義」について説明する。 
3 回 「児童福祉施設」の概要と体験について説明する。 
4 回 「障害者福祉施設（知的障害者）」の概要と体験について説明する。 
5 回 「障害者福祉施設（身体障害者）」の概要と体験について説明する。 
6 回 「障害者福祉施設（精神障害者）」の概要と体験について説明する。 
7 回 「高齢者福祉施設（特別養護⽼人ホーム）」の概要と体験について説明する。 
8 回 「高齢者福祉施設（介護⽼人保健施設）」の概要と体験につい 

準備学習 1 回  テキスト「介護等体験の基礎と方法」〈以下「テキスト」と称する〉の第
１回の領域を予習しておくこと。 
2 回  テキストの第２回の領域を予習しておくこと。 
3 回  テキストの第３回の領域を予習しておくこと。 
4 回  テキストの第４回の領域を予習しておくこと。 
5 回  テキストの第５回の領域を予習しておくこと。 
6 回  テキストの第６回の領域を予習しておくこと。 
7 回  テキストの第７回の領域を予習しておくこと。 
8 回  テキストの第８回の領域を予習しておくこと。 
9 回  テキストの第９回の領域を予習して 

 



年度 2014 
授業コード FC005721 
成績評価  各講義で講師が交代するという講義の特殊性により、成績は各講義の終了後の

講義内容についてのレポートで総合的に評価する。 
曜日時限 金曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(〜10),バイオ・応用化学科(〜10),機械システム⼯学科(〜10),電気電子シ

ステム学科(〜10),情報⼯学科(〜10),知能機械⼯学科(〜10),生体医⼯学科(〜
10),建築学科(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 

見出し FC005721 介護等体験の研究 
担当教員名 曽我 雅比児、中島 弘徳、岡本 弥彦、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利明 
単位数 2 
教科書 「介護等体験の基礎と方法」（テキスト、大学作成）を配付する。 

各講座では、講師が準備した資料も併用して講義を行う。 
アクティブラーニング  
キーワード  共生社会、ノーマライゼーション、バリアフリー、社会福祉施設、特別支援学

校 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 介護等体験の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  ①この講義の単位取得者のみが３年次で介護等体験に参加できる。 

 ②高等学校教員免許だけの取得希望者は本講義を履修する必要はない。 
シラバスコード FC005721 
実務経験のある教員  
達成目標  ①義務教育担当の教員が介護の現場で体験をする必要を理解する。 

 ②社会福祉施設の概要を理解し、施設の実習にあたっては効果的に活動する。 
 ③特別支援学校の概要を理解し、学校の実習にあたっては効果的に活動する。 

受講者へのコメント  
連絡先 曽我雅比児 岡山理科大学理学部 １４号館４階曽我研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Care-giving Experience 
関連科目  なし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  この講義は、介護等体験の内容を幅広く理解し、いかなる実践活動においても

効果的に活動することができる。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  「介護等体験の講義」の実施方法について説明する。 
2 回  「介護等体験の意義」について説明する。 
3 回 「児童福祉施設」の概要と体験について説明する。 
4 回 「障害者福祉施設（知的障害者）」の概要と体験について説明する。 
5 回 「障害者福祉施設（身体障害者）」の概要と体験について説明する。 
6 回 「障害者福祉施設（精神障害者）」の概要と体験について説明する。 
7 回 「高齢者福祉施設（特別養護⽼人ホーム）」の概要と体験について説明する。 
8 回 「高齢者福祉施設（介護⽼人保健施設）」の概要と体験につい 

準備学習 1 回  テキスト「介護等体験の基礎と方法」〈以下「テキスト」と称する〉の第
１回の領域を予習しておくこと。 
2 回  テキストの第２回の領域を予習しておくこと。 
3 回  テキストの第３回の領域を予習しておくこと。 
4 回  テキストの第４回の領域を予習しておくこと。 
5 回  テキストの第５回の領域を予習しておくこと。 
6 回  テキストの第６回の領域を予習しておくこと。 
7 回  テキストの第７回の領域を予習しておくこと。 
8 回  テキストの第８回の領域を予習しておくこと。 
9 回  テキストの第９回の領域を予習して 

 



年度 2014 
授業コード FC005810 
成績評価 期末に実施する試験（70％）と授業中に課す小レポート（30％）の成績により評

価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜13),バイオ・応用化学科(〜13),機械システム⼯学科(〜13),電気電子シ

ステム学科(〜13),情報⼯学科(〜13),知能機械⼯学科(〜13),生体医⼯学科(〜
13),建築学科(〜13),総合情報学部(〜13),生物地球学部(〜13) 

見出し FC005810 学校経営 
担当教員名 高瀬 淳＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 公教育、教育法制、学校教育、マネジメント 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 学校経営 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC005810 
実務経験のある教員  
達成目標 社会における学校教育の役割と教育制度の関する仕組みの理解と、それを踏まえ

た学校経営の課題等についての基本的な認識を持てるようにする 
受講者へのコメント  
連絡先 takase@okayama-u.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 School Administration 
関連科目 教職に関する科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教員に必要な資質・能力を育むため、現代日本における学校教育制度がどのよう

な理念と内容で構成されているかについて教育の社会的機能の側面から概説す
るとともに、学校経営・制度をめぐる課題について取り上げ、これからの教育の
在り方に関する方向について論じていく。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【学校の法制と課題（オリエンテーション）】 

今日の学校が、どのような法律等によって規定され、存在しているのかを明らか



にし、そこでの教育活動に従事する教員に求められる専門職性について発問す
る。 
2 回 【現代社会と学校教育の役割・機能①】 
現代社会の特色として少子高齢社会を取り上げ、生涯学習の観点から、児童生徒
のライフコースを踏まえた学校教育の在り方について検討する。 
3 回 【現代社会と学校教育の役割・機能②】 
現代社会の特色として知識基盤社会を取り上げ、国⺠の幸福追求権の観点から、
児童生徒に求められる 

準備学習 1 回 【学校の法制と課題（オリエンテーション）】 
既習の教職に関する科目で学んだ内容を確認しておくこと。 
2 回 【現代社会と学校教育の役割・機能①】 
現代社会の特色や課題について、自分なりの見解を形づくっておくこと。 
3 回 【現代社会と学校教育の役割・機能②】 
第 2 回の授業内容を確認するとともに、日本国憲法第 13 条の条文を読んでおく
こと。 
4 回 【学校の種類と目的】 
教育基本法第 6 条及び学校教育法第 1 条の条文を読んでおくこと。 
5 回 【学校の機能と役割①】 
第 4 回の内容を教育の機会均等という観点から確認し 

 



年度 2014 
授業コード FC00581K 
成績評価 期末に実施する試験（70％）と授業中に課す小レポート（30％）の成績により評

価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00581K 学校経営 
担当教員名 高瀬 淳＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 公教育、教育法制、学校教育、マネジメント 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 学校経営 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00581K 
実務経験のある教員  
達成目標 社会における学校教育の役割と教育制度の関する仕組みの理解と、それを踏まえ

た学校経営の課題等についての基本的な認識を持てるようにする 
受講者へのコメント  
連絡先 takase@okayama-u.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 School Administration 
関連科目 教職に関する科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教員に必要な資質・能力を育むため、現代日本における学校教育制度がどのよう

な理念と内容で構成されているかについて教育の社会的機能の側面から概説す
るとともに、学校経営・制度をめぐる課題について取り上げ、これからの教育の
在り方に関する方向について論じていく。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 【学校の法制と課題（オリエンテーション）】 

今日の学校が、どのような法律等によって規定され、存在しているのかを明らか
にし、そこでの教育活動に従事する教員に求められる専門職性について発問す
る。 



2 回 【現代社会と学校教育の役割・機能①】 
現代社会の特色として少子高齢社会を取り上げ、生涯学習の観点から、児童生徒
のライフコースを踏まえた学校教育の在り方について検討する。 
3 回 【現代社会と学校教育の役割・機能②】 
現代社会の特色として知識基盤社会を取り上げ、国⺠の幸福追求権の観点から、
児童生徒に求められる 

準備学習 1 回 【学校の法制と課題（オリエンテーション）】 
既習の教職に関する科目で学んだ内容を確認しておくこと。 
2 回 【現代社会と学校教育の役割・機能①】 
現代社会の特色や課題について、自分なりの見解を形づくっておくこと。 
3 回 【現代社会と学校教育の役割・機能②】 
第 2 回の授業内容を確認するとともに、日本国憲法第 13 条の条文を読んでおく
こと。 
4 回 【学校の種類と目的】 
教育基本法第 6 条及び学校教育法第 1 条の条文を読んでおくこと。 
5 回 【学校の機能と役割①】 
第 4 回の内容を教育の機会均等という観点から確認し 

 



年度 2014 
授業コード FC005820 
成績評価 期末に実施する試験（70％）と授業中に課す小レポート（30％）の成績により評

価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜13),バイオ・応用化学科(〜13),機械システム⼯学科(〜13),電気電子シ

ステム学科(〜13),情報⼯学科(〜13),知能機械⼯学科(〜13),生体医⼯学科(〜
13),建築学科(〜13),総合情報学部(〜13),生物地球学部(〜13) 

見出し FC005820 学校経営 
担当教員名 高瀬 淳＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 公教育、教育法制、学校教育、マネジメント 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 学校経営 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC005820 
実務経験のある教員  
達成目標 社会における学校教育の役割と教育制度の関する仕組みの理解と、それを踏まえ

た学校経営の課題等についての基本的な認識を持てるようにする 
受講者へのコメント  
連絡先 takase@okayama-u.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 School Administration 
関連科目 教職に関する科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教員に必要な資質・能力を育むため、現代日本における学校教育制度がどのよう

な理念と内容で構成されているかについて教育の社会的機能の側面から概説す
るとともに、学校経営・制度をめぐる課題について取り上げ、これからの教育の
在り方に関する方向について論じていく。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【学校の法制と課題（オリエンテーション）】 

今日の学校が、どのような法律等によって規定され、存在しているのかを明らか



にし、そこでの教育活動に従事する教員に求められる専門職性について発問す
る。 
2 回 【現代社会と学校教育の役割・機能①】 
現代社会の特色として少子高齢社会を取り上げ、生涯学習の観点から、児童生徒
のライフコースを踏まえた学校教育の在り方について検討する。 
3 回 【現代社会と学校教育の役割・機能②】 
現代社会の特色として知識基盤社会を取り上げ、国⺠の幸福追求権の観点から、
児童生徒に求められる 

準備学習 1 回 【学校の法制と課題（オリエンテーション）】 
既習の教職に関する科目で学んだ内容を確認しておくこと。 
2 回 【現代社会と学校教育の役割・機能①】 
現代社会の特色や課題について、自分なりの見解を形づくっておくこと。 
3 回 【現代社会と学校教育の役割・機能②】 
第 2 回の授業内容を確認するとともに、日本国憲法第 13 条の条文を読んでおく
こと。 
4 回 【学校の種類と目的】 
教育基本法第 6 条及び学校教育法第 1 条の条文を読んでおくこと。 
5 回 【学校の機能と役割①】 
第 4 回の内容を教育の機会均等という観点から確認し 

 



年度 2014 
授業コード FC00582K 
成績評価 期末に実施する試験（70％）と授業中に課す小レポート（30％）の成績により評

価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00582K 学校経営 
担当教員名 高瀬 淳＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 公教育、教育法制、学校教育、マネジメント 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 学校経営 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00582K 
実務経験のある教員  
達成目標 社会における学校教育の役割と教育制度の関する仕組みの理解と、それを踏まえ

た学校経営の課題等についての基本的な認識を持てるようにする 
受講者へのコメント  
連絡先 takase@okayama-u.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 School Administration 
関連科目 教職に関する科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教員に必要な資質・能力を育むため、現代日本における学校教育制度がどのよう

な理念と内容で構成されているかについて教育の社会的機能の側面から概説す
るとともに、学校経営・制度をめぐる課題について取り上げ、これからの教育の
在り方に関する方向について論じていく。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 【学校の法制と課題（オリエンテーション）】 

今日の学校が、どのような法律等によって規定され、存在しているのかを明らか
にし、そこでの教育活動に従事する教員に求められる専門職性について発問す
る。 



2 回 【現代社会と学校教育の役割・機能①】 
現代社会の特色として少子高齢社会を取り上げ、生涯学習の観点から、児童生徒
のライフコースを踏まえた学校教育の在り方について検討する。 
3 回 【現代社会と学校教育の役割・機能②】 
現代社会の特色として知識基盤社会を取り上げ、国⺠の幸福追求権の観点から、
児童生徒に求められる 

準備学習 1 回 【学校の法制と課題（オリエンテーション）】 
既習の教職に関する科目で学んだ内容を確認しておくこと。 
2 回 【現代社会と学校教育の役割・機能①】 
現代社会の特色や課題について、自分なりの見解を形づくっておくこと。 
3 回 【現代社会と学校教育の役割・機能②】 
第 2 回の授業内容を確認するとともに、日本国憲法第 13 条の条文を読んでおく
こと。 
4 回 【学校の種類と目的】 
教育基本法第 6 条及び学校教育法第 1 条の条文を読んでおくこと。 
5 回 【学校の機能と役割①】 
第 4 回の内容を教育の機会均等という観点から確認し 

 



年度 2014 
授業コード FC005830 
成績評価 期末に実施する試験（70％）と授業中に課す小レポート（30％）の成績により評

価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜13),バイオ・応用化学科(〜13),機械システム⼯学科(〜13),電気電子シ

ステム学科(〜13),情報⼯学科(〜13),知能機械⼯学科(〜13),生体医⼯学科(〜
13),建築学科(〜13),総合情報学部(〜13),生物地球学部(〜13) 

見出し FC005830 学校経営 
担当教員名 高瀬 淳＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 公教育、教育法制、学校教育、マネジメント 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 学校経営 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC005830 
実務経験のある教員  
達成目標 社会における学校教育の役割と教育制度の関する仕組みの理解と、それを踏まえ

た学校経営の課題等についての基本的な認識を持てるようにする 
受講者へのコメント  
連絡先 takase@okayama-u.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 School Administration 
関連科目 教職に関する科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教員に必要な資質・能力を育むため、現代日本における学校教育制度がどのよう

な理念と内容で構成されているかについて教育の社会的機能の側面から概説す
るとともに、学校経営・制度をめぐる課題について取り上げ、これからの教育の
在り方に関する方向について論じていく。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【学校の法制と課題（オリエンテーション）】 

今日の学校が、どのような法律等によって規定され、存在しているのかを明らか



にし、そこでの教育活動に従事する教員に求められる専門職性について発問す
る。 
2 回 【現代社会と学校教育の役割・機能①】 
現代社会の特色として少子高齢社会を取り上げ、生涯学習の観点から、児童生徒
のライフコースを踏まえた学校教育の在り方について検討する。 
3 回 【現代社会と学校教育の役割・機能②】 
現代社会の特色として知識基盤社会を取り上げ、国⺠の幸福追求権の観点から、
児童生徒に求められる 

準備学習 1 回 【学校の法制と課題（オリエンテーション）】 
既習の教職に関する科目で学んだ内容を確認しておくこと。 
2 回 【現代社会と学校教育の役割・機能①】 
現代社会の特色や課題について、自分なりの見解を形づくっておくこと。 
3 回 【現代社会と学校教育の役割・機能②】 
第 2 回の授業内容を確認するとともに、日本国憲法第 13 条の条文を読んでおく
こと。 
4 回 【学校の種類と目的】 
教育基本法第 6 条及び学校教育法第 1 条の条文を読んでおくこと。 
5 回 【学校の機能と役割①】 
第 4 回の内容を教育の機会均等という観点から確認し 

 



年度 2014 
授業コード FC00583K 
成績評価 期末に実施する試験（70％）と授業中に課す小レポート（30％）の成績により評

価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00583K 学校経営 
担当教員名 高瀬 淳＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 公教育、教育法制、学校教育、マネジメント 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 学校経営 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00583K 
実務経験のある教員  
達成目標 社会における学校教育の役割と教育制度の関する仕組みの理解と、それを踏まえ

た学校経営の課題等についての基本的な認識を持てるようにする 
受講者へのコメント  
連絡先 takase@okayama-u.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 School Administration 
関連科目 教職に関する科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教員に必要な資質・能力を育むため、現代日本における学校教育制度がどのよう

な理念と内容で構成されているかについて教育の社会的機能の側面から概説す
るとともに、学校経営・制度をめぐる課題について取り上げ、これからの教育の
在り方に関する方向について論じていく。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 【学校の法制と課題（オリエンテーション）】 

今日の学校が、どのような法律等によって規定され、存在しているのかを明らか
にし、そこでの教育活動に従事する教員に求められる専門職性について発問す
る。 



2 回 【現代社会と学校教育の役割・機能①】 
現代社会の特色として少子高齢社会を取り上げ、生涯学習の観点から、児童生徒
のライフコースを踏まえた学校教育の在り方について検討する。 
3 回 【現代社会と学校教育の役割・機能②】 
現代社会の特色として知識基盤社会を取り上げ、国⺠の幸福追求権の観点から、
児童生徒に求められる 

準備学習 1 回 【学校の法制と課題（オリエンテーション）】 
既習の教職に関する科目で学んだ内容を確認しておくこと。 
2 回 【現代社会と学校教育の役割・機能①】 
現代社会の特色や課題について、自分なりの見解を形づくっておくこと。 
3 回 【現代社会と学校教育の役割・機能②】 
第 2 回の授業内容を確認するとともに、日本国憲法第 13 条の条文を読んでおく
こと。 
4 回 【学校の種類と目的】 
教育基本法第 6 条及び学校教育法第 1 条の条文を読んでおくこと。 
5 回 【学校の機能と役割①】 
第 4 回の内容を教育の機会均等という観点から確認し 

 



年度 2014 
授業コード FC005840 
成績評価 期末に実施する試験（70％）と授業中に課す小レポート（30％）の成績により評

価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜13),バイオ・応用化学科(〜13),機械システム⼯学科(〜13),電気電子シ

ステム学科(〜13),情報⼯学科(〜13),知能機械⼯学科(〜13),生体医⼯学科(〜
13),建築学科(〜13),総合情報学部(〜13),生物地球学部(〜13) 

見出し FC005840 学校経営 
担当教員名 高瀬 淳＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 公教育、教育法制、学校教育、マネジメント 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 学校経営 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC005840 
実務経験のある教員  
達成目標 社会における学校教育の役割と教育制度の関する仕組みの理解と、それを踏まえ

た学校経営の課題等についての基本的な認識を持てるようにする 
受講者へのコメント  
連絡先 takase@okayama-u.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 School Administration 
関連科目 教職に関する科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教員に必要な資質・能力を育むため、現代日本における学校教育制度がどのよう

な理念と内容で構成されているかについて教育の社会的機能の側面から概説す
るとともに、学校経営・制度をめぐる課題について取り上げ、これからの教育の
在り方に関する方向について論じていく。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【学校の法制と課題（オリエンテーション）】 

今日の学校が、どのような法律等によって規定され、存在しているのかを明らか



にし、そこでの教育活動に従事する教員に求められる専門職性について発問す
る。 
2 回 【現代社会と学校教育の役割・機能①】 
現代社会の特色として少子高齢社会を取り上げ、生涯学習の観点から、児童生徒
のライフコースを踏まえた学校教育の在り方について検討する。 
3 回 【現代社会と学校教育の役割・機能②】 
現代社会の特色として知識基盤社会を取り上げ、国⺠の幸福追求権の観点から、
児童生徒に求められる 

準備学習 1 回 【学校の法制と課題（オリエンテーション）】 
既習の教職に関する科目で学んだ内容を確認しておくこと。 
2 回 【現代社会と学校教育の役割・機能①】 
現代社会の特色や課題について、自分なりの見解を形づくっておくこと。 
3 回 【現代社会と学校教育の役割・機能②】 
第 2 回の授業内容を確認するとともに、日本国憲法第 13 条の条文を読んでおく
こと。 
4 回 【学校の種類と目的】 
教育基本法第 6 条及び学校教育法第 1 条の条文を読んでおくこと。 
5 回 【学校の機能と役割①】 
第 4 回の内容を教育の機会均等という観点から確認し 

 



年度 2014 
授業コード FC00584K 
成績評価 期末に実施する試験（70％）と授業中に課す小レポート（30％）の成績により評

価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00584K 学校経営 
担当教員名 高瀬 淳＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 公教育、教育法制、学校教育、マネジメント 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 学校経営 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00584K 
実務経験のある教員  
達成目標 社会における学校教育の役割と教育制度の関する仕組みの理解と、それを踏まえ

た学校経営の課題等についての基本的な認識を持てるようにする 
受講者へのコメント  
連絡先 takase@okayama-u.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 School Administration 
関連科目 教職に関する科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教員に必要な資質・能力を育むため、現代日本における学校教育制度がどのよう

な理念と内容で構成されているかについて教育の社会的機能の側面から概説す
るとともに、学校経営・制度をめぐる課題について取り上げ、これからの教育の
在り方に関する方向について論じていく。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 【学校の法制と課題（オリエンテーション）】 

今日の学校が、どのような法律等によって規定され、存在しているのかを明らか
にし、そこでの教育活動に従事する教員に求められる専門職性について発問す
る。 



2 回 【現代社会と学校教育の役割・機能①】 
現代社会の特色として少子高齢社会を取り上げ、生涯学習の観点から、児童生徒
のライフコースを踏まえた学校教育の在り方について検討する。 
3 回 【現代社会と学校教育の役割・機能②】 
現代社会の特色として知識基盤社会を取り上げ、国⺠の幸福追求権の観点から、
児童生徒に求められる 

準備学習 1 回 【学校の法制と課題（オリエンテーション）】 
既習の教職に関する科目で学んだ内容を確認しておくこと。 
2 回 【現代社会と学校教育の役割・機能①】 
現代社会の特色や課題について、自分なりの見解を形づくっておくこと。 
3 回 【現代社会と学校教育の役割・機能②】 
第 2 回の授業内容を確認するとともに、日本国憲法第 13 条の条文を読んでおく
こと。 
4 回 【学校の種類と目的】 
教育基本法第 6 条及び学校教育法第 1 条の条文を読んでおくこと。 
5 回 【学校の機能と役割①】 
第 4 回の内容を教育の機会均等という観点から確認し 

 



年度 2014 
授業コード FC005910 
成績評価 レポート（30％）と定期試験（70％）で評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(〜13),基礎理学科(〜13),電気電子システム学科(〜13),情報⼯学科

(〜13),情報科学科(〜13),生物地球システム学科(〜13),社会情報学科(〜13) 
見出し FC005910 情報科教育法Ⅰ 
担当教員名 草野 泰秀＊ 
単位数 2 
教科書 最新社会と情報／岡本敏雄 監修 山極 隆／実教出版／9784407202274：高等

学校学習指導要領解説情報編／文部科学省／開隆堂出版 ／9784304041655 
アクティブラーニング  
キーワード 高等学校、情報、学習指導、学習指導案コンピュータ、インターネット、マルチ

メディア、ネチケット、セキュリティ、情報モラル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 授業進度については，学生の理解を深めるために時間をかけて授業を進めたい

が，この講座はパソコンの初級講座でなく，情報科の教員免許取得の講座である
ため，シラバスの記述どおり基本的な操作ができるものとして講義・演習を進め
る必要があり，学習内容によっては進度の緩急がある。また，情報処理センター
のサーバーがダウンしたことがあり，授業に一部支障がありましたことをお詫び
したい。 

科目名 情報科教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に資料を配付 

だれにでも手軽にＥＸＣＥＬでできるＶＢＡプログラミング／草野 泰秀／
Amazon Services International Inc（Kindle ストア）／9781494958350 

授業形態 講義 
注意備考 少なくとも文書作成ソフト（Word）、表計算ソフト（Excel）、プレゼンテーショ

ンソフト（Power Point）、インターネット閲覧ソフト（Internet Explorer）につ
いては基本的な操作ができること。 
※ これらのソフトは基本的な使い方ができるものとして講義・演習を進める。 

シラバスコード FC005910 
実務経験のある教員  
達成目標 情報教育と普通教科「情報」の目標、及び「情報」の各科目の特徴を理解するこ

と。 
普通教科「社会と情報」の６つの領域とそれぞれの領域の具体的な内容を知るこ
と。 
各内容について、その指導法と指導上の留意点を理解すること。 
学習指導案を作成し、それに基づいて学習指導をすることができるようになるこ
と。 
校内における情報科教員の役割を知り、コンピュータ教室を運営するための知識



を習得すること。 
受講者へのコメント 将来教員になることををめざして情報科教育法Ⅰを選択した学生は，目的意識も

高く，真剣に講義を聴く姿勢があることがうかがえた。今後も，その真剣さ，熱
意をもって，希望を達成してほしい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この講義は，パソコンの実習をともなうものであり，TA をつけていただき，学
生の達成度，満足度もよくくなり，おおむね受け入れられている。 

英文科目名 Teaching Method of Information Literacy I 
関連科目 引き続き「情報科教育法Ⅱ」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 特に大きな変更はないが，学生との質疑応答の時間を多くとり，学生の理解力を

配慮したい。 
講義目的 高等学校の普通教科「情報」の目標と内容及びその指導法と指導上の留意点を理

解させ、指導技術の習得を図って、情報科教員免許を取得できるようにする。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実習用パソコン及びネットワークの利用方法と利用上の注意点について解

説する。momotaro システムへのログインとパソコンによる出席登録、課題提出
方法を説明する。パソコンの基本操作ができることの確認で簡単な表計算の小テ
ストを実施する。情報教育の概要、学習指導要領について説明する。 
2 回 学習指導要領を解説し、情報教育と教科「情報」の関係普通教科「情報」の
科目と各科目の特徴について解説する。 
3 回 学習指導要領を解説し、普通教科「社会と情報」、「情報の科学」、「情報 A」
の目標と内容について解説する。 
4 

準備学習 1 回 パソコン（Windows）の基本操作ができるとともに、パソコンで文書作成や
表計算、ホームページの閲覧ができるなど、パソコンの基本的な利用ができるよ
うになっておくこと。 
2 回 「高等学校学習指導要領解説情報編（文部科学省）」および教科書「最新社
会と情報（実教出版）」にざっと目を通しておくこと。 
3 回 高等学校学習指導要領解説情報編（文部科学省）」の各教科の目標および教
科書「最新社会と情報（実教出版）」の第１章を読んで、内容を理解しておくこ
と。 
4 回 教科書「最新社会と情報」の第１章の「情報社会と情報， 

 



年度 2014 
授業コード FC00591K 
成績評価 レポート（30％）と定期試験（70％）で評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00591K 情報科教育法Ⅰ 
担当教員名 草野 泰秀＊ 
単位数 2 
教科書 最新社会と情報／岡本敏雄 監修 山極 隆／実教出版／9784407202274：高等

学校学習指導要領解説情報編／文部科学省／開隆堂出版 ／9784304041655 
アクティブラーニング  
キーワード 高等学校、情報、学習指導、学習指導案コンピュータ、インターネット、マルチ

メディア、ネチケット、セキュリティ、情報モラル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報科教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に資料を配付 

だれにでも手軽にＥＸＣＥＬでできるＶＢＡプログラミング／草野 泰秀／
Amazon Services International Inc（Kindle ストア）／9781494958350 

授業形態 講義 
注意備考 少なくとも文書作成ソフト（Word）、表計算ソフト（Excel）、プレゼンテーショ

ンソフト（Power Point）、インターネット閲覧ソフト（Internet Explorer）につ
いては基本的な操作ができること。 
※ これらのソフトは基本的な使い方ができるものとして講義・演習を進める。 

シラバスコード FC00591K 
実務経験のある教員  
達成目標 情報教育と普通教科「情報」の目標、及び「情報」の各科目の特徴を理解するこ

と。 
普通教科「社会と情報」の６つの領域とそれぞれの領域の具体的な内容を知るこ
と。 
各内容について、その指導法と指導上の留意点を理解すること。 
学習指導案を作成し、それに基づいて学習指導をすることができるようになるこ
と。 
校内における情報科教員の役割を知り、コンピュータ教室を運営するための知識
を習得すること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Teaching Method of Information Literacy I 
関連科目 引き続き「情報科教育法Ⅱ」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高等学校の普通教科「情報」の目標と内容及びその指導法と指導上の留意点を理

解させ、指導技術の習得を図って、情報科教員免許を取得できるようにする。 
対象学年 1 年 
授業内容 1 回 実習用パソコン及びネットワークの利用方法と利用上の注意点について解

説する。momotaro システムへのログインとパソコンによる出席登録、課題提出
方法を説明する。パソコンの基本操作ができることの確認で簡単な表計算の小テ
ストを実施する。情報教育の概要、学習指導要領について説明する。 
2 回 学習指導要領を解説し、情報教育と教科「情報」の関係普通教科「情報」の
科目と各科目の特徴について解説する。 
3 回 学習指導要領を解説し、普通教科「社会と情報」、「情報の科学」、「情報 A」
の目標と内容について解説する。 
4 

準備学習 1 回 パソコン（Windows）の基本操作ができるとともに、パソコンで文書作成や
表計算、ホームページの閲覧ができるなど、パソコンの基本的な利用ができるよ
うになっておくこと。 
2 回 「高等学校学習指導要領解説情報編（文部科学省）」および教科書「最新社
会と情報（実教出版）」にざっと目を通しておくこと。 
3 回 高等学校学習指導要領解説情報編（文部科学省）」の各教科の目標および教
科書「最新社会と情報（実教出版）」の第１章を読んで、内容を理解しておくこ
と。 
4 回 教科書「最新社会と情報」の第１章の「情報社会と情報， 

 



年度 2014 
授業コード FC005920 
成績評価 レポート（30％）と定期試験（70％）で評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜13),基礎理学科(〜13),電気電子システム学科(〜13),情報⼯学科

(〜13),情報科学科(〜13),生物地球システム学科(〜13),社会情報学科(〜13) 
見出し FC005920 情報科教育法Ⅰ 
担当教員名 草野 泰秀＊ 
単位数 2 
教科書 最新社会と情報／岡本敏雄 監修 山極 隆／実教出版／9784407202274：高等

学校学習指導要領解説情報編／文部科学省／開隆堂出版 ／9784304041655 
アクティブラーニング  
キーワード 高等学校、情報、学習指導、学習指導案コンピュータ、インターネット、マルチ

メディア、ネチケット、セキュリティ、情報モラル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 授業進度については，学生の理解を深めるために時間をかけて授業を進めたい

が，この講座はパソコンの初級講座でなく，情報科の教員免許取得の講座である
ため，シラバスの記述どおり基本的な操作ができるものとして講義・演習を進め
る必要があり，学習内容によっては進度の緩急がある。問題解決能力を養うため
に，敢えて教えていない内容の課題を出題している。情報科の教員免許は，共通
教科情報だけでなく，専門教科情報をも教えられる免許である。専門教科情報科
では国家試験基本情報技術者試験レベルの指導が要求されるので，国家試験基本
情報技術 

科目名 情報科教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に資料を配付 

だれにでも手軽にＥＸＣＥＬでできるＶＢＡプログラミング／草野 泰秀／
Amazon Services International Inc（Kindle ストア）／9781494958350 

授業形態 講義 
注意備考 少なくとも文書作成ソフト（Word）、表計算ソフト（Excel）、プレゼンテーショ

ンソフト（Power Point）、インターネット閲覧ソフト（Internet Explorer）につ
いては基本的な操作ができること。 
※ これらのソフトは基本的な使い方ができるものとして講義・演習を進める。 

シラバスコード FC005920 
実務経験のある教員  
達成目標 情報教育と普通教科「情報」の目標、及び「情報」の各科目の特徴を理解するこ

と。 
普通教科「社会と情報」の６つの領域とそれぞれの領域の具体的な内容を知るこ
と。 
各内容について、その指導法と指導上の留意点を理解すること。 
学習指導案を作成し、それに基づいて学習指導をすることができるようになるこ



と。 
校内における情報科教員の役割を知り、コンピュータ教室を運営するための知識
を習得すること。 

受講者へのコメント 将来教員になることををめざして情報科教育法Ⅰを選択した学生は，目的意識も
高く，真剣に講義を聴く姿勢があることがうかがえた。今後も，その真剣さ，熱
意をもって，希望を達成してほしい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この講義は，パソコンの実習をともなうものであり，TA をつけていただき，学
生の達成度，満足度もよくなり，おおむね受け入れられているようだ。 

英文科目名 Teaching Method of Information Literacy I 
関連科目 引き続き「情報科教育法Ⅱ」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 特に大きな変更はないが，学生との質疑応答の時間を多くとり，学生の理解力を

配慮したい。 
講義目的 高等学校の普通教科「情報」の目標と内容及びその指導法と指導上の留意点を理

解させ、指導技術の習得を図って、情報科教員免許を取得できるようにする。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実習用パソコン及びネットワークの利用方法と利用上の注意点について解

説する。momotaro システムへのログインとパソコンによる出席登録、課題提出
方法を説明する。パソコンの基本操作ができることの確認で簡単な表計算の小テ
ストを実施する。情報教育の概要、学習指導要領について説明する。 
2 回 学習指導要領を解説し、情報教育と教科「情報」の関係普通教科「情報」の
科目と各科目の特徴について解説する。 
3 回 学習指導要領を解説し、普通教科「社会と情報」、「情報の科学」、「情報 A」
の目標と内容について解説する。 
4 

準備学習 1 回 パソコン（Windows）の基本操作ができるとともに、パソコンで文書作成や
表計算、ホームページの閲覧ができるなど、パソコンの基本的な利用ができるよ
うになっておくこと。 
2 回 「高等学校学習指導要領解説情報編（文部科学省）」および教科書「最新社
会と情報（実教出版）」にざっと目を通しておくこと。 
3 回 高等学校学習指導要領解説情報編（文部科学省）」の各教科の目標および教
科書「最新社会と情報（実教出版）」の第１章を読んで、内容を理解しておくこ
と。 
4 回 教科書「最新社会と情報」の第１章の「情報社会と情報， 

 



年度 2014 
授業コード FC00592K 
成績評価 レポート（30％）と定期試験（70％）で評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00592K 情報科教育法Ⅰ 
担当教員名 草野 泰秀＊ 
単位数 2 
教科書 最新社会と情報／岡本敏雄 監修 山極 隆／実教出版／9784407202274：高等

学校学習指導要領解説情報編／文部科学省／開隆堂出版 ／9784304041655 
アクティブラーニング  
キーワード 高等学校、情報、学習指導、学習指導案コンピュータ、インターネット、マルチ

メディア、ネチケット、セキュリティ、情報モラル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報科教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に資料を配付 

だれにでも手軽にＥＸＣＥＬでできるＶＢＡプログラミング／草野 泰秀／
Amazon Services International Inc（Kindle ストア）／9781494958350 

授業形態 講義 
注意備考 少なくとも文書作成ソフト（Word）、表計算ソフト（Excel）、プレゼンテーショ

ンソフト（Power Point）、インターネット閲覧ソフト（Internet Explorer）につ
いては基本的な操作ができること。 
※ これらのソフトは基本的な使い方ができるものとして講義・演習を進める。 

シラバスコード FC00592K 
実務経験のある教員  
達成目標 情報教育と普通教科「情報」の目標、及び「情報」の各科目の特徴を理解するこ

と。 
普通教科「社会と情報」の６つの領域とそれぞれの領域の具体的な内容を知るこ
と。 
各内容について、その指導法と指導上の留意点を理解すること。 
学習指導案を作成し、それに基づいて学習指導をすることができるようになるこ
と。 
校内における情報科教員の役割を知り、コンピュータ教室を運営するための知識
を習得すること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Teaching Method of Information Literacy I 
関連科目 引き続き「情報科教育法Ⅱ」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高等学校の普通教科「情報」の目標と内容及びその指導法と指導上の留意点を理

解させ、指導技術の習得を図って、情報科教員免許を取得できるようにする。 
対象学年 1 年 
授業内容 1 回 実習用パソコン及びネットワークの利用方法と利用上の注意点について解

説する。momotaro システムへのログインとパソコンによる出席登録、課題提出
方法を説明する。パソコンの基本操作ができることの確認で簡単な表計算の小テ
ストを実施する。情報教育の概要、学習指導要領について説明する。 
2 回 学習指導要領を解説し、情報教育と教科「情報」の関係普通教科「情報」の
科目と各科目の特徴について解説する。 
3 回 学習指導要領を解説し、普通教科「社会と情報」、「情報の科学」、「情報 A」
の目標と内容について解説する。 
4 

準備学習 1 回 パソコン（Windows）の基本操作ができるとともに、パソコンで文書作成や
表計算、ホームページの閲覧ができるなど、パソコンの基本的な利用ができるよ
うになっておくこと。 
2 回 「高等学校学習指導要領解説情報編（文部科学省）」および教科書「最新社
会と情報（実教出版）」にざっと目を通しておくこと。 
3 回 高等学校学習指導要領解説情報編（文部科学省）」の各教科の目標および教
科書「最新社会と情報（実教出版）」の第１章を読んで、内容を理解しておくこ
と。 
4 回 教科書「最新社会と情報」の第１章の「情報社会と情報， 

 



年度 2014 
授業コード FC005930 
成績評価 レポート（30％）と定期試験（70％）で評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜13),基礎理学科(〜13),電気電子システム学科(〜13),情報⼯学科

(〜13),情報科学科(〜13),生物地球システム学科(〜13),社会情報学科(〜13) 
見出し FC005930 情報科教育法Ⅰ 
担当教員名 草野 泰秀＊ 
単位数 2 
教科書 最新社会と情報／岡本敏雄 監修 山極 隆／実教出版／9784407202274：高等

学校学習指導要領解説情報編／文部科学省／開隆堂出版 ／9784304041655 
アクティブラーニング  
キーワード 高等学校、情報、学習指導、学習指導案コンピュータ、インターネット、マルチ

メディア、ネチケット、セキュリティ、情報モラル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 OFFICE 2010 等の実習を楽しんでいただけたようだ。情報の実践活用ができれ

ば，社会に出て役立つので，いろいろな場所でこの講義で学んだことを活用して
ほしい。 

科目名 情報科教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に資料を配付 

だれにでも手軽にＥＸＣＥＬでできるＶＢＡプログラミング／草野 泰秀／
Amazon Services International Inc（Kindle ストア）／9781494958350 

授業形態 講義 
注意備考 少なくとも文書作成ソフト（Word）、表計算ソフト（Excel）、プレゼンテーショ

ンソフト（Power Point）、インターネット閲覧ソフト（Internet Explorer）につ
いては基本的な操作ができること。 
※ これらのソフトは基本的な使い方ができるものとして講義・演習を進める。 

シラバスコード FC005930 
実務経験のある教員  
達成目標 情報教育と普通教科「情報」の目標、及び「情報」の各科目の特徴を理解するこ

と。 
普通教科「社会と情報」の６つの領域とそれぞれの領域の具体的な内容を知るこ
と。 
各内容について、その指導法と指導上の留意点を理解すること。 
学習指導案を作成し、それに基づいて学習指導をすることができるようになるこ
と。 
校内における情報科教員の役割を知り、コンピュータ教室を運営するための知識
を習得すること。 

受講者へのコメント 将来教員になることををめざして情報科教育法Ⅰを選択した学生は，目的意識も
高く，真剣に講義を聴く姿勢があることがうかがえた。今後も，その真剣さ，熱



意をもって，希望を達成してほしい。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この講義は，パソコンの実習をともなうものであり，TA をつけていただき，学
生の達成度，満足度もよくなり，おおむね受け入れられている。 

英文科目名 Teaching Method of Information Literacy I 
関連科目 引き続き「情報科教育法Ⅱ」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 特に大きな変更はないが，学生との質疑応答の時間を多くとり，学生の理解力を

配慮したい。 
講義目的 高等学校の普通教科「情報」の目標と内容及びその指導法と指導上の留意点を理

解させ、指導技術の習得を図って、情報科教員免許を取得できるようにする。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実習用パソコン及びネットワークの利用方法と利用上の注意点について解

説する。momotaro システムへのログインとパソコンによる出席登録、課題提出
方法を説明する。パソコンの基本操作ができることの確認で簡単な表計算の小テ
ストを実施する。情報教育の概要、学習指導要領について説明する。 
2 回 学習指導要領を解説し、情報教育と教科「情報」の関係普通教科「情報」の
科目と各科目の特徴について解説する。 
3 回 学習指導要領を解説し、普通教科「社会と情報」、「情報の科学」、「情報 A」
の目標と内容について解説する。 
4 

準備学習 1 回 パソコン（Windows）の基本操作ができるとともに、パソコンで文書作成や
表計算、ホームページの閲覧ができるなど、パソコンの基本的な利用ができるよ
うになっておくこと。 
2 回 「高等学校学習指導要領解説情報編（文部科学省）」および教科書「最新社
会と情報（実教出版）」にざっと目を通しておくこと。 
3 回 高等学校学習指導要領解説情報編（文部科学省）」の各教科の目標および教
科書「最新社会と情報（実教出版）」の第１章を読んで、内容を理解しておくこ
と。 
4 回 教科書「最新社会と情報」の第１章の「情報社会と情報， 

 



年度 2014 
授業コード FC00593K 
成績評価 レポート（30％）と定期試験（70％）で評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00593K 情報科教育法Ⅰ 
担当教員名 草野 泰秀＊ 
単位数 2 
教科書 最新社会と情報／岡本敏雄 監修 山極 隆／実教出版／9784407202274：高等

学校学習指導要領解説情報編／文部科学省／開隆堂出版 ／9784304041655 
アクティブラーニング  
キーワード 高等学校、情報、学習指導、学習指導案コンピュータ、インターネット、マルチ

メディア、ネチケット、セキュリティ、情報モラル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報科教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に資料を配付 

だれにでも手軽にＥＸＣＥＬでできるＶＢＡプログラミング／草野 泰秀／
Amazon Services International Inc（Kindle ストア）／9781494958350 

授業形態 講義 
注意備考 少なくとも文書作成ソフト（Word）、表計算ソフト（Excel）、プレゼンテーショ

ンソフト（Power Point）、インターネット閲覧ソフト（Internet Explorer）につ
いては基本的な操作ができること。 
※ これらのソフトは基本的な使い方ができるものとして講義・演習を進める。 

シラバスコード FC00593K 
実務経験のある教員  
達成目標 情報教育と普通教科「情報」の目標、及び「情報」の各科目の特徴を理解するこ

と。 
普通教科「社会と情報」の６つの領域とそれぞれの領域の具体的な内容を知るこ
と。 
各内容について、その指導法と指導上の留意点を理解すること。 
学習指導案を作成し、それに基づいて学習指導をすることができるようになるこ
と。 
校内における情報科教員の役割を知り、コンピュータ教室を運営するための知識
を習得すること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Teaching Method of Information Literacy I 
関連科目 引き続き「情報科教育法Ⅱ」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高等学校の普通教科「情報」の目標と内容及びその指導法と指導上の留意点を理

解させ、指導技術の習得を図って、情報科教員免許を取得できるようにする。 
対象学年 1 年 
授業内容 1 回 実習用パソコン及びネットワークの利用方法と利用上の注意点について解

説する。momotaro システムへのログインとパソコンによる出席登録、課題提出
方法を説明する。パソコンの基本操作ができることの確認で簡単な表計算の小テ
ストを実施する。情報教育の概要、学習指導要領について説明する。 
2 回 学習指導要領を解説し、情報教育と教科「情報」の関係普通教科「情報」の
科目と各科目の特徴について解説する。 
3 回 学習指導要領を解説し、普通教科「社会と情報」、「情報の科学」、「情報 A」
の目標と内容について解説する。 
4 

準備学習 1 回 パソコン（Windows）の基本操作ができるとともに、パソコンで文書作成や
表計算、ホームページの閲覧ができるなど、パソコンの基本的な利用ができるよ
うになっておくこと。 
2 回 「高等学校学習指導要領解説情報編（文部科学省）」および教科書「最新社
会と情報（実教出版）」にざっと目を通しておくこと。 
3 回 高等学校学習指導要領解説情報編（文部科学省）」の各教科の目標および教
科書「最新社会と情報（実教出版）」の第１章を読んで、内容を理解しておくこ
と。 
4 回 教科書「最新社会と情報」の第１章の「情報社会と情報， 

 



年度 2014 
授業コード FC005940 
成績評価 レポート（30％）と定期試験（70％）で評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(〜13),基礎理学科(〜13),電気電子システム学科(〜13),情報⼯学科

(〜13),情報科学科(〜13),生物地球システム学科(〜13),社会情報学科(〜13) 
見出し FC005940 情報科教育法Ⅰ 
担当教員名 草野 泰秀＊ 
単位数 2 
教科書 最新社会と情報／岡本敏雄 監修 山極 隆／実教出版／9784407202274：高等

学校学習指導要領解説情報編／文部科学省／開隆堂出版 ／9784304041655 
アクティブラーニング  
キーワード 高等学校、情報、学習指導、学習指導案コンピュータ、インターネット、マルチ

メディア、ネチケット、セキュリティ、情報モラル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 授業進度については，学生の理解を深めるために時間をかけて授業を進めたい

が，この講座はパソコンの初級講座でなく，情報科の教員免許取得の講座である
ため，シラバスの記述どおり基本的な操作ができるものとして講義・演習を進め
る必要があり，学習内容によっては進度の緩急がある。 

科目名 情報科教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に資料を配付 

だれにでも手軽にＥＸＣＥＬでできるＶＢＡプログラミング／草野 泰秀／
Amazon Services International Inc（Kindle ストア）／9781494958350 

授業形態 講義 
注意備考 少なくとも文書作成ソフト（Word）、表計算ソフト（Excel）、プレゼンテーショ

ンソフト（Power Point）、インターネット閲覧ソフト（Internet Explorer）につ
いては基本的な操作ができること。 
※ これらのソフトは基本的な使い方ができるものとして講義・演習を進める。 

シラバスコード FC005940 
実務経験のある教員  
達成目標 情報教育と普通教科「情報」の目標、及び「情報」の各科目の特徴を理解するこ

と。 
普通教科「社会と情報」の６つの領域とそれぞれの領域の具体的な内容を知るこ
と。 
各内容について、その指導法と指導上の留意点を理解すること。 
学習指導案を作成し、それに基づいて学習指導をすることができるようになるこ
と。 
校内における情報科教員の役割を知り、コンピュータ教室を運営するための知識
を習得すること。 

受講者へのコメント 将来教員になることををめざして情報科教育法Ⅰを選択した学生は，目的意識も



高く，真剣に講義を聴く姿勢があることがうかがえた。今後も，その真剣さ，熱
意をもって，希望を達成してほしい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この講義は，パソコンの実習をともなうものであり，TA をつけていただき，学
生の達成度，満足度もよくなり，おおむね受け入れられているようだ。 

英文科目名 Teaching Method of Information Literacy I 
関連科目 引き続き「情報科教育法Ⅱ」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 特に大きな変更はないが，学生との質疑応答の時間を多くとり，学生の理解力を

配慮したい。 
講義目的 高等学校の普通教科「情報」の目標と内容及びその指導法と指導上の留意点を理

解させ、指導技術の習得を図って、情報科教員免許を取得できるようにする。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実習用パソコン及びネットワークの利用方法と利用上の注意点について解

説する。momotaro システムへのログインとパソコンによる出席登録、課題提出
方法を説明する。パソコンの基本操作ができることの確認で簡単な表計算の小テ
ストを実施する。情報教育の概要、学習指導要領について説明する。 
2 回 学習指導要領を解説し、情報教育と教科「情報」の関係普通教科「情報」の
科目と各科目の特徴について解説する。 
3 回 学習指導要領を解説し、普通教科「社会と情報」、「情報の科学」、「情報 A」
の目標と内容について解説する。 
4 

準備学習 1 回 パソコン（Windows）の基本操作ができるとともに、パソコンで文書作成や
表計算、ホームページの閲覧ができるなど、パソコンの基本的な利用ができるよ
うになっておくこと。 
2 回 「高等学校学習指導要領解説情報編（文部科学省）」および教科書「最新社
会と情報（実教出版）」にざっと目を通しておくこと。 
3 回 高等学校学習指導要領解説情報編（文部科学省）」の各教科の目標および教
科書「最新社会と情報（実教出版）」の第１章を読んで、内容を理解しておくこ
と。 
4 回 教科書「最新社会と情報」の第１章の「情報社会と情報， 

 



年度 2014 
授業コード FC00594K 
成績評価 レポート（30％）と定期試験（70％）で評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00594K 情報科教育法Ⅰ 
担当教員名 草野 泰秀＊ 
単位数 2 
教科書 最新社会と情報／岡本敏雄 監修 山極 隆／実教出版／9784407202274：高等

学校学習指導要領解説情報編／文部科学省／開隆堂出版 ／9784304041655 
アクティブラーニング  
キーワード 高等学校、情報、学習指導、学習指導案コンピュータ、インターネット、マルチ

メディア、ネチケット、セキュリティ、情報モラル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報科教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に資料を配付 

だれにでも手軽にＥＸＣＥＬでできるＶＢＡプログラミング／草野 泰秀／
Amazon Services International Inc（Kindle ストア）／9781494958350 

授業形態 講義 
注意備考 少なくとも文書作成ソフト（Word）、表計算ソフト（Excel）、プレゼンテーショ

ンソフト（Power Point）、インターネット閲覧ソフト（Internet Explorer）につ
いては基本的な操作ができること。 
※ これらのソフトは基本的な使い方ができるものとして講義・演習を進める。 

シラバスコード FC00594K 
実務経験のある教員  
達成目標 情報教育と普通教科「情報」の目標、及び「情報」の各科目の特徴を理解するこ

と。 
普通教科「社会と情報」の６つの領域とそれぞれの領域の具体的な内容を知るこ
と。 
各内容について、その指導法と指導上の留意点を理解すること。 
学習指導案を作成し、それに基づいて学習指導をすることができるようになるこ
と。 
校内における情報科教員の役割を知り、コンピュータ教室を運営するための知識
を習得すること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Teaching Method of Information Literacy I 
関連科目 引き続き「情報科教育法Ⅱ」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高等学校の普通教科「情報」の目標と内容及びその指導法と指導上の留意点を理

解させ、指導技術の習得を図って、情報科教員免許を取得できるようにする。 
対象学年 1 年 
授業内容 1 回 実習用パソコン及びネットワークの利用方法と利用上の注意点について解

説する。momotaro システムへのログインとパソコンによる出席登録、課題提出
方法を説明する。パソコンの基本操作ができることの確認で簡単な表計算の小テ
ストを実施する。情報教育の概要、学習指導要領について説明する。 
2 回 学習指導要領を解説し、情報教育と教科「情報」の関係普通教科「情報」の
科目と各科目の特徴について解説する。 
3 回 学習指導要領を解説し、普通教科「社会と情報」、「情報の科学」、「情報 A」
の目標と内容について解説する。 
4 

準備学習 1 回 パソコン（Windows）の基本操作ができるとともに、パソコンで文書作成や
表計算、ホームページの閲覧ができるなど、パソコンの基本的な利用ができるよ
うになっておくこと。 
2 回 「高等学校学習指導要領解説情報編（文部科学省）」および教科書「最新社
会と情報（実教出版）」にざっと目を通しておくこと。 
3 回 高等学校学習指導要領解説情報編（文部科学省）」の各教科の目標および教
科書「最新社会と情報（実教出版）」の第１章を読んで、内容を理解しておくこ
と。 
4 回 教科書「最新社会と情報」の第１章の「情報社会と情報， 

 



年度 2014 
授業コード FC006010 
成績評価 課題レポート（20％）と最終テスト課題（80％）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用数学科(〜13),基礎理学科(〜13),電気電子システム学科(〜13),情報⼯学科

(〜13),情報科学科(〜13),生物地球システム学科(〜13),社会情報学科(〜13) 
見出し FC006010 情報科教育法Ⅱ 
担当教員名 草野 泰秀＊ 
単位数 2 
教科書 高等学校学習指導要領解説情報編／文部科学省／開隆堂出版：高等学校情報科用

教科書「最新社会と情報」（社情 302）／編集執筆 岡本敏雄 監修 山極 隆／
実教出版 

アクティブラーニング  
キーワード 社会と情報，プレゼンテーション，高等学校学習指導要領情報編 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述なし 
科目名 情報科教育法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に配付するプリント 

だれにでも手軽にＥＸＣＥＬでできるＶＢＡプログラミング／草野 泰秀／
Amazon Services International Inc（Kindle ストア）／9781494958350 

授業形態 講義 
注意備考 最終試験の内容は授業中に指示する。 
シラバスコード FC006010 
実務経験のある教員  
達成目標 達成すべき目標は以下のようにまとめられる。（１）パワーポイントで教材を作

成できる。 
（２）文字と画像をうまく組み合わせた教材を作成できる。 
（３）パワーポイント教材に自分の目標とする指導内容にバランスよく組み込め
る。 
（４）情報倫理について正しく指導できる。 
（５）教材と口述をバランスよく配合して指導ができる。 
（６）クラスにあう生徒の知的水準を活かした授業を達成するための教育構成方
法について身につける。 
（７）情報科の評価を教材の中に埋め込んで合理的に指導できる教材を作成でき
る。 
（８）教育実習で指導教 

受講者へのコメント 将来教員になることををめざして情報科教育法Ⅱを選択した学生は，目的意識も
高く，真剣に講義を聴く姿勢があることがうかがえた。今後も，その真剣さ，熱
意をもって，希望を達成してほしい。 

連絡先  



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者人数が少人数であることもあって講義内容も各学生に行き届いたようで
ある。各項目の教員に対する満足度はおおむね良く，講義内容および講義方法が
学生に支持されたと思われる。 

英文科目名 Teaching Method of Information Literacy II 
関連科目 情報科教育法Ⅰも合わせて履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 特に大きな変更はないが，理解すべき重要な箇所を今までよりさらに強調する。 
講義目的 この講義（実習を含む）は、情報科教育法Ⅰとともに高等学校教科「情報」の教

員免許を取得させるために必要な教師としての基礎的な知識，教養、指導能力、
実務能力を涵養するための講義である。情報科教育法Ⅰで学んだ教科の設立目
的、教科の構造、指導目的、指導方法、教育の構成、教師としての知識、教育に
関する教養的知識、学校教育における常識と教師の役割、教育の社会的目的と構
造など情報科教師として弁えるべき基本的な学習事項について再度確認し復習
することから始め、教育の実践方法について深く考えるとともに教材作成や模擬
授業の実施 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 本講義の目的と教科の目標授業実施方法について解説する。パソコンの基

本操作ができることを小テストで確認する。 
2 回 高等学校学習指導要領総説を解説する。 
教科「情報」の改善の基本方針，改善の具体的事項，改訂の要点，情報教育の目
標について解説する。 
3 回 体系的な情報教育と共通教科情報科の情報教育のありかたについて解説す
る。 
4 回 共通教科情報の科目編成，「社会と情報」「情報の科学」の目標について解説
する。 
5 回 学習指導案の詳細化と教材作成と教材の構造化（実習を含む）について解説
する。 
6 回 プレゼン 

準備学習 1 回 パソコンの基本操作ができることの確認の実技試験（情報科教育法Ⅰの
EXCEL 演習問題）を実施するので，少なくとも情報科教育法Ⅰの EXCEL はで
きるようにしておくこと。 
2 回 高等学校学習指導要領総説を呼んでおくこと。 
3 回 高等学校学習指導要領の情報の科学的な理解，情報社会に参画する態度，情
報教育のあり方等について読んでおくこと。 
4 回 高等学校学習指導要領の共通教科情報の科目編成，「社会と情報」「情報の科
学」の目標について読んでおくこと。 
5 回 学習指導案の実例について整理すること。 
6 回 プレゼン 

 



年度 2014 
授業コード FC00601K 
成績評価 課題レポート（20％）と最終テスト課題（80％）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00601K 情報科教育法Ⅱ 
担当教員名 草野 泰秀＊ 
単位数 2 
教科書 高等学校学習指導要領解説情報編／文部科学省／開隆堂出版：高等学校情報科用

教科書「最新社会と情報」（社情 302）／編集執筆 岡本敏雄 監修 山極 隆／
実教出版 

アクティブラーニング  
キーワード 社会と情報，プレゼンテーション，高等学校学習指導要領情報編 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報科教育法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に配付するプリント 

だれにでも手軽にＥＸＣＥＬでできるＶＢＡプログラミング／草野 泰秀／
Amazon Services International Inc（Kindle ストア）／9781494958350 

授業形態 講義 
注意備考 最終試験の内容は授業中に指示する。 
シラバスコード FC00601K 
実務経験のある教員  
達成目標 達成すべき目標は以下のようにまとめられる。（１）パワーポイントで教材を作

成できる。 
（２）文字と画像をうまく組み合わせた教材を作成できる。 
（３）パワーポイント教材に自分の目標とする指導内容にバランスよく組み込め
る。 
（４）情報倫理について正しく指導できる。 
（５）教材と口述をバランスよく配合して指導ができる。 
（６）クラスにあう生徒の知的水準を活かした授業を達成するための教育構成方
法について身につける。 
（７）情報科の評価を教材の中に埋め込んで合理的に指導できる教材を作成でき
る。 
（８）教育実習で指導教 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Teaching Method of Information Literacy II 
関連科目 情報科教育法Ⅰも合わせて履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この講義（実習を含む）は、情報科教育法Ⅰとともに高等学校教科「情報」の教

員免許を取得させるために必要な教師としての基礎的な知識，教養、指導能力、
実務能力を涵養するための講義である。情報科教育法Ⅰで学んだ教科の設立目
的、教科の構造、指導目的、指導方法、教育の構成、教師としての知識、教育に
関する教養的知識、学校教育における常識と教師の役割、教育の社会的目的と構
造など情報科教師として弁えるべき基本的な学習事項について再度確認し復習
することから始め、教育の実践方法について深く考えるとともに教材作成や模擬
授業の実施 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 本講義の目的と教科の目標授業実施方法について解説する。パソコンの基

本操作ができることを小テストで確認する。 
2 回 高等学校学習指導要領総説を解説する。 
教科「情報」の改善の基本方針，改善の具体的事項，改訂の要点，情報教育の目
標について解説する。 
3 回 体系的な情報教育と共通教科情報科の情報教育のありかたについて解説す
る。 
4 回 共通教科情報の科目編成，「社会と情報」「情報の科学」の目標について解説
する。 
5 回 学習指導案の詳細化と教材作成と教材の構造化（実習を含む）について解説
する。 
6 回 プレゼン 

準備学習 1 回 パソコンの基本操作ができることの確認の実技試験（情報科教育法Ⅰの
EXCEL 演習問題）を実施するので，少なくとも情報科教育法Ⅰの EXCEL はで
きるようにしておくこと。 
2 回 高等学校学習指導要領総説を呼んでおくこと。 
3 回 高等学校学習指導要領の情報の科学的な理解，情報社会に参画する態度，情
報教育のあり方等について読んでおくこと。 
4 回 高等学校学習指導要領の共通教科情報の科目編成，「社会と情報」「情報の科
学」の目標について読んでおくこと。 
5 回 学習指導案の実例について整理すること。 
6 回 プレゼン 

 



年度 2014 
授業コード FC006020 
成績評価 課題レポート（20％）と最終テスト課題（80％）で評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(〜13),基礎理学科(〜13),電気電子システム学科(〜13),情報⼯学科

(〜13),情報科学科(〜13),生物地球システム学科(〜13),社会情報学科(〜13) 
見出し FC006020 情報科教育法Ⅱ 
担当教員名 草野 泰秀＊ 
単位数 2 
教科書 高等学校学習指導要領解説情報編／文部科学省／開隆堂出版：高等学校情報科用

教科書「最新社会と情報」（社情 302）／編集執筆 岡本敏雄 監修 山極 隆／
実教出版 

アクティブラーニング  
キーワード 社会と情報，プレゼンテーション，高等学校学習指導要領情報編 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 進数計算について，さらにゆっくりと丁寧に説明するようにします。 
科目名 情報科教育法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に配付するプリント 

だれにでも手軽にＥＸＣＥＬでできるＶＢＡプログラミング／草野 泰秀／
Amazon Services International Inc（Kindle ストア）／9781494958350 

授業形態 講義 
注意備考 最終試験の内容は授業中に指示する。 
シラバスコード FC006020 
実務経験のある教員  
達成目標 達成すべき目標は以下のようにまとめられる。（１）パワーポイントで教材を作

成できる。 
（２）文字と画像をうまく組み合わせた教材を作成できる。 
（３）パワーポイント教材に自分の目標とする指導内容にバランスよく組み込め
る。 
（４）情報倫理について正しく指導できる。 
（５）教材と口述をバランスよく配合して指導ができる。 
（６）クラスにあう生徒の知的水準を活かした授業を達成するための教育構成方
法について身につける。 
（７）情報科の評価を教材の中に埋め込んで合理的に指導できる教材を作成でき
る。 
（８）教育実習で指導教 

受講者へのコメント 将来教員になることををめざして情報科教育法Ⅱを選択した学生は，目的意識も
高く，真剣に講義を聴く姿勢があることがうかがえた。今後も，その真剣さ，熱
意をもって，希望を達成してほしい。 

連絡先  



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者人数が少人数であることもあって講義内容も各学生に行き届いたようで
ある。各項目の教員に対する満足度は良く，講義内容および講義方法が学生に支
持されたと思われる。 

英文科目名 Teaching Method of Information Literacy II 
関連科目 情報科教育法Ⅰも合わせて履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 特に大きな変更はないが，理解すべき重要な箇所を今までよりさらに強調する。 
講義目的 この講義（実習を含む）は、情報科教育法Ⅰとともに高等学校教科「情報」の教

員免許を取得させるために必要な教師としての基礎的な知識，教養、指導能力、
実務能力を涵養するための講義である。情報科教育法Ⅰで学んだ教科の設立目
的、教科の構造、指導目的、指導方法、教育の構成、教師としての知識、教育に
関する教養的知識、学校教育における常識と教師の役割、教育の社会的目的と構
造など情報科教師として弁えるべき基本的な学習事項について再度確認し復習
することから始め、教育の実践方法について深く考えるとともに教材作成や模擬
授業の実施 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 本講義の目的と教科の目標授業実施方法について解説する。パソコンの基

本操作ができることを小テストで確認する。 
2 回 高等学校学習指導要領総説を解説する。 
教科「情報」の改善の基本方針，改善の具体的事項，改訂の要点，情報教育の目
標について解説する。 
3 回 体系的な情報教育と共通教科情報科の情報教育のありかたについて解説す
る。 
4 回 共通教科情報の科目編成，「社会と情報」「情報の科学」の目標について解説
する。 
5 回 学習指導案の詳細化と教材作成と教材の構造化（実習を含む）について解説
する。 
6 回 プレゼン 

準備学習 1 回 パソコンの基本操作ができることの確認の実技試験（情報科教育法Ⅰの
EXCEL 演習問題）を実施するので，少なくとも情報科教育法Ⅰの EXCEL はで
きるようにしておくこと。 
2 回 高等学校学習指導要領総説を呼んでおくこと。 
3 回 高等学校学習指導要領の情報の科学的な理解，情報社会に参画する態度，情
報教育のあり方等について読んでおくこと。 
4 回 高等学校学習指導要領の共通教科情報の科目編成，「社会と情報」「情報の科
学」の目標について読んでおくこと。 
5 回 学習指導案の実例について整理すること。 
6 回 プレゼン 

 



年度 2014 
授業コード FC00602K 
成績評価 課題レポート（20％）と最終テスト課題（80％）で評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00602K 情報科教育法Ⅱ 
担当教員名 草野 泰秀＊ 
単位数 2 
教科書 高等学校学習指導要領解説情報編／文部科学省／開隆堂出版：高等学校情報科用

教科書「最新社会と情報」（社情 302）／編集執筆 岡本敏雄 監修 山極 隆／
実教出版 

アクティブラーニング  
キーワード 社会と情報，プレゼンテーション，高等学校学習指導要領情報編 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報科教育法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に配付するプリント 

だれにでも手軽にＥＸＣＥＬでできるＶＢＡプログラミング／草野 泰秀／
Amazon Services International Inc（Kindle ストア）／9781494958350 

授業形態 講義 
注意備考 最終試験の内容は授業中に指示する。 
シラバスコード FC00602K 
実務経験のある教員  
達成目標 達成すべき目標は以下のようにまとめられる。（１）パワーポイントで教材を作

成できる。 
（２）文字と画像をうまく組み合わせた教材を作成できる。 
（３）パワーポイント教材に自分の目標とする指導内容にバランスよく組み込め
る。 
（４）情報倫理について正しく指導できる。 
（５）教材と口述をバランスよく配合して指導ができる。 
（６）クラスにあう生徒の知的水準を活かした授業を達成するための教育構成方
法について身につける。 
（７）情報科の評価を教材の中に埋め込んで合理的に指導できる教材を作成でき
る。 
（８）教育実習で指導教 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Teaching Method of Information Literacy II 
関連科目 情報科教育法Ⅰも合わせて履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この講義（実習を含む）は、情報科教育法Ⅰとともに高等学校教科「情報」の教

員免許を取得させるために必要な教師としての基礎的な知識，教養、指導能力、
実務能力を涵養するための講義である。情報科教育法Ⅰで学んだ教科の設立目
的、教科の構造、指導目的、指導方法、教育の構成、教師としての知識、教育に
関する教養的知識、学校教育における常識と教師の役割、教育の社会的目的と構
造など情報科教師として弁えるべき基本的な学習事項について再度確認し復習
することから始め、教育の実践方法について深く考えるとともに教材作成や模擬
授業の実施 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 本講義の目的と教科の目標授業実施方法について解説する。パソコンの基

本操作ができることを小テストで確認する。 
2 回 高等学校学習指導要領総説を解説する。 
教科「情報」の改善の基本方針，改善の具体的事項，改訂の要点，情報教育の目
標について解説する。 
3 回 体系的な情報教育と共通教科情報科の情報教育のありかたについて解説す
る。 
4 回 共通教科情報の科目編成，「社会と情報」「情報の科学」の目標について解説
する。 
5 回 学習指導案の詳細化と教材作成と教材の構造化（実習を含む）について解説
する。 
6 回 プレゼン 

準備学習 1 回 パソコンの基本操作ができることの確認の実技試験（情報科教育法Ⅰの
EXCEL 演習問題）を実施するので，少なくとも情報科教育法Ⅰの EXCEL はで
きるようにしておくこと。 
2 回 高等学校学習指導要領総説を呼んでおくこと。 
3 回 高等学校学習指導要領の情報の科学的な理解，情報社会に参画する態度，情
報教育のあり方等について読んでおくこと。 
4 回 高等学校学習指導要領の共通教科情報の科目編成，「社会と情報」「情報の科
学」の目標について読んでおくこと。 
5 回 学習指導案の実例について整理すること。 
6 回 プレゼン 

 



年度 2014 
授業コード FC006110 
成績評価 毎回課すレポート（１００％）で行い，１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12),基礎理学科(〜12),情報科学科(〜12) 
見出し FC006110 数学教育法Ⅲ 
担当教員名 洲脇 史朗 
単位数 2 
教科書 教員採用試験「専門教養 数学科」／教員採用試験情報研究会／一ツ橋書店／

978-4-565143327 
アクティブラーニング  
キーワード 数学教育，模擬授業，教員採用試験 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「解説の前に質問を受け付けてほしかった」との意見があり、参考にしたい。 
科目名 数学教育法Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学校学習指導要領解説（数学編），高等学校学習指導要領解説（数学編・理数

編） 
授業形態 講義 
注意備考 「数学教育法Ⅰ」を修得していることが望ましい。数学教師を目指す者に限る。

レポート作成は毎回準備学習と講義内で行うが，詳細については講義内で指示す
る。 

シラバスコード FC006110 
実務経験のある教員  
達成目標 ①教育実習でより良い授業を行う力がつく。 

②教員採用試験の模擬授業に合格する力がつく。 
③教員採用試験の専門教養に合格する力がつく。 

受講者へのコメント 家庭学習をしっかりやってくることが、実力をつける秘訣です。 
連絡先 洲脇研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ほとんどがほぼ満足以上だったので、安⼼している。 
英文科目名 Teaching Method of Mathematics III 
関連科目 数学教育法Ⅰ，数学教育法Ⅱ，数学教育法Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定 変更は考えていない。 
講義目的 高等学校・中学校の数学教師になることを強く希望する者のための選択科目であ

る。将来の数学教師としての力量を高めるため，数学の各分野における具体的な
課題に取り組み，その模擬授業を通して，数学を分かりやすく伝えるとともに，
生徒の創造性を高めるための指導法を研究していく。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 方程式と不等式（Ⅱ−前半）の指導法を例題を解きながら解説する。 
2 回 方程式と不等式（Ⅱ−後半）の指導法を例題を解きながら解説する。 
3 回 平面図形（Ⅱ−前半）の指導法を例題を解きながら解説する。 
4 回 平面図形（Ⅱ−後半）の指導法を例題を解きながら解説する。 
5 回 ベクトル（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
6 回 関数（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
7 回 三角関数（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
8 回 確率・場合の数（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
9 回 集 

準備学習 1 回 教科書「方程式と不等式（Ⅱ）」の前半問題を解いてくること。 
2 回 教科書「方程式と不等式（Ⅱ）」の後半問題を解いてくること。 
3 回 教科書「平面図形（Ⅱ）」の前半問題を解いてくること。 
4 回 教科書「平面図形（Ⅱ）」の後半問題を解いてくること。 
5 回 教科書「ベクトル（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
6 回 教科書「関数（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
7 回 教科書「三角関数（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
8 回 教科書「確率・場合の数（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
9 回 教科書「集合・論理（Ⅱ）」 

 



年度 2014 
授業コード FC00611K 
成績評価 毎回課すレポート（１００％）で行い，１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00611K 数学教育法Ⅲ 
担当教員名 洲脇 史朗 
単位数 2 
教科書 教員採用試験「専門教養 数学科」／教員採用試験情報研究会／一ツ橋書店／

978-4-565143327 
アクティブラーニング  
キーワード 数学教育，模擬授業，教員採用試験 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学教育法Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学校学習指導要領解説（数学編），高等学校学習指導要領解説（数学編・理数

編） 
授業形態 講義 
注意備考 「数学教育法Ⅰ」を修得していることが望ましい。数学教師を目指す者に限る。

レポート作成は毎回準備学習と講義内で行うが，詳細については講義内で指示す
る。 

シラバスコード FC00611K 
実務経験のある教員  
達成目標 ①教育実習でより良い授業を行う力がつく。 

②教員採用試験の模擬授業に合格する力がつく。 
③教員採用試験の専門教養に合格する力がつく。 

受講者へのコメント  
連絡先 洲脇研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Mathematics III 
関連科目 数学教育法Ⅰ，数学教育法Ⅱ，数学教育法Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高等学校・中学校の数学教師になることを強く希望する者のための選択科目であ

る。将来の数学教師としての力量を高めるため，数学の各分野における具体的な
課題に取り組み，その模擬授業を通して，数学を分かりやすく伝えるとともに，
生徒の創造性を高めるための指導法を研究していく。 

対象学年 1 年 



授業内容 1 回 方程式と不等式（Ⅱ−前半）の指導法を例題を解きながら解説する。 
2 回 方程式と不等式（Ⅱ−後半）の指導法を例題を解きながら解説する。 
3 回 平面図形（Ⅱ−前半）の指導法を例題を解きながら解説する。 
4 回 平面図形（Ⅱ−後半）の指導法を例題を解きながら解説する。 
5 回 ベクトル（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
6 回 関数（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
7 回 三角関数（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
8 回 確率・場合の数（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
9 回 集 

準備学習 1 回 教科書「方程式と不等式（Ⅱ）」の前半問題を解いてくること。 
2 回 教科書「方程式と不等式（Ⅱ）」の後半問題を解いてくること。 
3 回 教科書「平面図形（Ⅱ）」の前半問題を解いてくること。 
4 回 教科書「平面図形（Ⅱ）」の後半問題を解いてくること。 
5 回 教科書「ベクトル（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
6 回 教科書「関数（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
7 回 教科書「三角関数（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
8 回 教科書「確率・場合の数（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
9 回 教科書「集合・論理（Ⅱ）」 

 



年度 2014 
授業コード FC006120 
成績評価 毎回課すレポート（１００％）で行い，１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12),基礎理学科(〜12),情報科学科(〜12) 
見出し FC006120 数学教育法Ⅲ 
担当教員名 洲脇 史朗 
単位数 2 
教科書 教員採用試験「専門教養 数学科」／教員採用試験情報研究会／一ツ橋書店／

978-4-565143327 
アクティブラーニング  
キーワード 数学教育，模擬授業，教員採用試験 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 回答が親切な教科書を使ってほしいとのことであるが、回答が不親切なことに意

味があると考えている。 
科目名 数学教育法Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学校学習指導要領解説（数学編），高等学校学習指導要領解説（数学編・理数

編） 
授業形態 講義 
注意備考 「数学教育法Ⅰ」を修得していることが望ましい。数学教師を目指す者に限る。

レポート作成は毎回準備学習と講義内で行うが，詳細については講義内で指示す
る。 

シラバスコード FC006120 
実務経験のある教員  
達成目標 ①教育実習でより良い授業を行う力がつく。 

②教員採用試験の模擬授業に合格する力がつく。 
③教員採用試験の専門教養に合格する力がつく。 

受講者へのコメント 家庭学習を自力でやってくることが、力を付ける秘訣です。 
連絡先 洲脇研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ほぼ満足以上の評価であり、安⼼している。 
英文科目名 Teaching Method of Mathematics III 
関連科目 数学教育法Ⅰ，数学教育法Ⅱ，数学教育法Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定 変更の予定はない。 
講義目的 高等学校・中学校の数学教師になることを強く希望する者のための選択科目であ

る。将来の数学教師としての力量を高めるため，数学の各分野における具体的な
課題に取り組み，その模擬授業を通して，数学を分かりやすく伝えるとともに，
生徒の創造性を高めるための指導法を研究していく。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 方程式と不等式（Ⅱ−前半）の指導法を例題を解きながら解説する。 

2 回 方程式と不等式（Ⅱ−後半）の指導法を例題を解きながら解説する。 
3 回 平面図形（Ⅱ−前半）の指導法を例題を解きながら解説する。 
4 回 平面図形（Ⅱ−後半）の指導法を例題を解きながら解説する。 
5 回 ベクトル（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
6 回 関数（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
7 回 三角関数（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
8 回 確率・場合の数（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
9 回 集 

準備学習 1 回 教科書「方程式と不等式（Ⅱ）」の前半問題を解いてくること。 
2 回 教科書「方程式と不等式（Ⅱ）」の後半問題を解いてくること。 
3 回 教科書「平面図形（Ⅱ）」の前半問題を解いてくること。 
4 回 教科書「平面図形（Ⅱ）」の後半問題を解いてくること。 
5 回 教科書「ベクトル（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
6 回 教科書「関数（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
7 回 教科書「三角関数（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
8 回 教科書「確率・場合の数（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
9 回 教科書「集合・論理（Ⅱ）」 

 



年度 2014 
授業コード FC00612K 
成績評価 毎回課すレポート（１００％）で行い，１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00612K 数学教育法Ⅲ 
担当教員名 洲脇 史朗 
単位数 2 
教科書 教員採用試験「専門教養 数学科」／教員採用試験情報研究会／一ツ橋書店／

978-4-565143327 
アクティブラーニング  
キーワード 数学教育，模擬授業，教員採用試験 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学教育法Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学校学習指導要領解説（数学編），高等学校学習指導要領解説（数学編・理数

編） 
授業形態 講義 
注意備考 「数学教育法Ⅰ」を修得していることが望ましい。数学教師を目指す者に限る。

レポート作成は毎回準備学習と講義内で行うが，詳細については講義内で指示す
る。 

シラバスコード FC00612K 
実務経験のある教員  
達成目標 ①教育実習でより良い授業を行う力がつく。 

②教員採用試験の模擬授業に合格する力がつく。 
③教員採用試験の専門教養に合格する力がつく。 

受講者へのコメント  
連絡先 洲脇研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Mathematics III 
関連科目 数学教育法Ⅰ，数学教育法Ⅱ，数学教育法Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高等学校・中学校の数学教師になることを強く希望する者のための選択科目であ

る。将来の数学教師としての力量を高めるため，数学の各分野における具体的な
課題に取り組み，その模擬授業を通して，数学を分かりやすく伝えるとともに，
生徒の創造性を高めるための指導法を研究していく。 

対象学年 1 年 



授業内容 1 回 方程式と不等式（Ⅱ−前半）の指導法を例題を解きながら解説する。 
2 回 方程式と不等式（Ⅱ−後半）の指導法を例題を解きながら解説する。 
3 回 平面図形（Ⅱ−前半）の指導法を例題を解きながら解説する。 
4 回 平面図形（Ⅱ−後半）の指導法を例題を解きながら解説する。 
5 回 ベクトル（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
6 回 関数（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
7 回 三角関数（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
8 回 確率・場合の数（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
9 回 集 

準備学習 1 回 教科書「方程式と不等式（Ⅱ）」の前半問題を解いてくること。 
2 回 教科書「方程式と不等式（Ⅱ）」の後半問題を解いてくること。 
3 回 教科書「平面図形（Ⅱ）」の前半問題を解いてくること。 
4 回 教科書「平面図形（Ⅱ）」の後半問題を解いてくること。 
5 回 教科書「ベクトル（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
6 回 教科書「関数（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
7 回 教科書「三角関数（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
8 回 教科書「確率・場合の数（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
9 回 教科書「集合・論理（Ⅱ）」 

 



年度 2014 
授業コード FC006130 
成績評価 毎回課すレポート（１００％）で行い，１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12),基礎理学科(〜12),情報科学科(〜12) 
見出し FC006130 数学教育法Ⅲ 
担当教員名 洲脇 史朗 
単位数 2 
教科書 教員採用試験「専門教養 数学科」／教員採用試験情報研究会／一ツ橋書店／

978-4-565143327 
アクティブラーニング  
キーワード 数学教育，模擬授業，教員採用試験 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 時間内に終わってほしいとのことであったが、できるだけそうします。 
科目名 数学教育法Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学校学習指導要領解説（数学編），高等学校学習指導要領解説（数学編・理数

編） 
授業形態 講義 
注意備考 「数学教育法Ⅰ」を修得していることが望ましい。数学教師を目指す者に限る。

レポート作成は毎回準備学習と講義内で行うが，詳細については講義内で指示す
る。 

シラバスコード FC006130 
実務経験のある教員  
達成目標 ①教育実習でより良い授業を行う力がつく。 

②教員採用試験の模擬授業に合格する力がつく。 
③教員採用試験の専門教養に合格する力がつく。 

受講者へのコメント 家庭学習の課題を自力でやってくることが、力を付ける秘訣です。 
連絡先 洲脇研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ほぼ満足の評価だったので安⼼している。 
英文科目名 Teaching Method of Mathematics III 
関連科目 数学教育法Ⅰ，数学教育法Ⅱ，数学教育法Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定 変更の予定はない。 
講義目的 高等学校・中学校の数学教師になることを強く希望する者のための選択科目であ

る。将来の数学教師としての力量を高めるため，数学の各分野における具体的な
課題に取り組み，その模擬授業を通して，数学を分かりやすく伝えるとともに，
生徒の創造性を高めるための指導法を研究していく。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 方程式と不等式（Ⅱ−前半）の指導法を例題を解きながら解説する。 
2 回 方程式と不等式（Ⅱ−後半）の指導法を例題を解きながら解説する。 
3 回 平面図形（Ⅱ−前半）の指導法を例題を解きながら解説する。 
4 回 平面図形（Ⅱ−後半）の指導法を例題を解きながら解説する。 
5 回 ベクトル（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
6 回 関数（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
7 回 三角関数（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
8 回 確率・場合の数（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
9 回 集 

準備学習 1 回 教科書「方程式と不等式（Ⅱ）」の前半問題を解いてくること。 
2 回 教科書「方程式と不等式（Ⅱ）」の後半問題を解いてくること。 
3 回 教科書「平面図形（Ⅱ）」の前半問題を解いてくること。 
4 回 教科書「平面図形（Ⅱ）」の後半問題を解いてくること。 
5 回 教科書「ベクトル（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
6 回 教科書「関数（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
7 回 教科書「三角関数（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
8 回 教科書「確率・場合の数（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
9 回 教科書「集合・論理（Ⅱ）」 

 



年度 2014 
授業コード FC00613K 
成績評価 毎回課すレポート（１００％）で行い，１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12),基礎理学科(〜12),情報科学科(〜12) 
見出し FC00613K 数学教育法Ⅲ 
担当教員名 洲脇 史朗 
単位数 2 
教科書 教員採用試験「専門教養 数学科」／教員採用試験情報研究会／一ツ橋書店／

978-4-565143327 
アクティブラーニング  
キーワード 数学教育，模擬授業，教員採用試験 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学教育法Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学校学習指導要領解説（数学編），高等学校学習指導要領解説（数学編・理数

編） 
授業形態 講義 
注意備考 「数学教育法Ⅰ」を修得していることが望ましい。数学教師を目指す者に限る。

レポート作成は毎回準備学習と講義内で行うが，詳細については講義内で指示す
る。 

シラバスコード FC00613K 
実務経験のある教員  
達成目標 ①教育実習でより良い授業を行う力がつく。 

②教員採用試験の模擬授業に合格する力がつく。 
③教員採用試験の専門教養に合格する力がつく。 

受講者へのコメント  
連絡先 洲脇研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Mathematics III 
関連科目 数学教育法Ⅰ，数学教育法Ⅱ，数学教育法Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高等学校・中学校の数学教師になることを強く希望する者のための選択科目であ

る。将来の数学教師としての力量を高めるため，数学の各分野における具体的な
課題に取り組み，その模擬授業を通して，数学を分かりやすく伝えるとともに，
生徒の創造性を高めるための指導法を研究していく。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 方程式と不等式（Ⅱ−前半）の指導法を例題を解きながら解説する。 
2 回 方程式と不等式（Ⅱ−後半）の指導法を例題を解きながら解説する。 
3 回 平面図形（Ⅱ−前半）の指導法を例題を解きながら解説する。 
4 回 平面図形（Ⅱ−後半）の指導法を例題を解きながら解説する。 
5 回 ベクトル（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
6 回 関数（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
7 回 三角関数（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
8 回 確率・場合の数（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
9 回 集 

準備学習 1 回 教科書「方程式と不等式（Ⅱ）」の前半問題を解いてくること。 
2 回 教科書「方程式と不等式（Ⅱ）」の後半問題を解いてくること。 
3 回 教科書「平面図形（Ⅱ）」の前半問題を解いてくること。 
4 回 教科書「平面図形（Ⅱ）」の後半問題を解いてくること。 
5 回 教科書「ベクトル（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
6 回 教科書「関数（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
7 回 教科書「三角関数（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
8 回 教科書「確率・場合の数（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
9 回 教科書「集合・論理（Ⅱ）」 

 



年度 2014 
授業コード FC006210 
成績評価 毎回課すレポート（１００％）で行い，１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12),基礎理学科(〜12),情報科学科(〜12) 
見出し FC006210 数学教育法Ⅳ 
担当教員名 洲脇 史朗 
単位数 2 
教科書 教員採用試験「専門教養 数学科」・一ツ橋書店 
アクティブラーニング  
キーワード 数学教育，模擬授業，教員採用試験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 数学教育法Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学校学習指導要領解説（数学編），高等学校学習指導要領解説（数学編・理数

編） 
授業形態 講義 
注意備考 「数学教育法Ⅰ」を修得していること。数学教師を目指す者に限る。レポート作

成は毎回準備学習と講義内で行うが，詳細については講義内で指示する。「教職
セミナー」は日程がまだ決まっていないので、決まり次第授業内で連絡する。 

シラバスコード FC006210 
実務経験のある教員  
達成目標 ①教育実習で質の高い授業を行う力がつく。 

②教員採用試験の模擬授業に合格する十分な力がつく。 
③教員採用試験の専門教養に合格する十分な力がつく。 

受講者へのコメント 家庭学習で問題点を把握し、授業で解決する努力を積み重ねた者は、かなり力が
ついたと思う。 

連絡先 洲脇研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 課題に対する家庭学習がよくなされ、総合評価がほぼ満足以上なので、まずまず
の授業であったと思う。 

英文科目名 Teaching Method of Mathematics IV 
関連科目 数学教育法Ⅰ，数学教育法Ⅱ，数学教育法Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定 来年度もこの方式で行う。 
講義目的 高等学校・中学校の数学教師になることを強く希望する者のための選択科目であ

る。将来の数学教師としての力量を高めるため，数学の各分野における具体的な
課題に取り組み，その模擬授業を通して，数学を分かりやすく伝えるとともに，
生徒の興味関⼼を高めるための指導法を研究していく。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 方程式と不等式（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 

2 回 平面図形（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
3 回 ベクトル（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
4 回 関数（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
5 回 三角関数（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
6 回 確率・場合の数（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
7 回 「教職セミナー（Ⅰ）」において教員として資質向上を解説する。 
8 回 「教職セミナー（Ⅱ」において教員として資質向上を解説する。 
9 回 集合・論理（Ⅲ 

準備学習 1 回 教科書「方程式と不等式（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
2 回 教科書「平面図形（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
3 回 教科書「ベクトル（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
4 回 教科書「関数（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
5 回 教科書「三角関数（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
6 回 教科書「確率・場合の数（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
7 回 自分が教職についた場合を想定してくること。 
8 回 自分が教職についた場合を想定してくること。 
9 回 教科書「集合・論理（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
10 回 

 



年度 2014 
授業コード FC00621K 
成績評価 毎回課すレポート（１００％）で行い，１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00621K 数学教育法Ⅳ 
担当教員名 洲脇 史朗 
単位数 2 
教科書 教員採用試験「専門教養 数学科」・一ツ橋書店 
アクティブラーニング  
キーワード 数学教育，模擬授業，教員採用試験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学教育法Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学校学習指導要領解説（数学編），高等学校学習指導要領解説（数学編・理数

編） 
授業形態 講義 
注意備考 「数学教育法Ⅰ」を修得していること。数学教師を目指す者に限る。レポート作

成は毎回準備学習と講義内で行うが，詳細については講義内で指示する。「教職
セミナー」は日程がまだ決まっていないので、決まり次第授業内で連絡する。 

シラバスコード FC00621K 
実務経験のある教員  
達成目標 ①教育実習で質の高い授業を行う力がつく。 

②教員採用試験の模擬授業に合格する十分な力がつく。 
③教員採用試験の専門教養に合格する十分な力がつく。 

受講者へのコメント  
連絡先 洲脇研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Mathematics IV 
関連科目 数学教育法Ⅰ，数学教育法Ⅱ，数学教育法Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高等学校・中学校の数学教師になることを強く希望する者のための選択科目であ

る。将来の数学教師としての力量を高めるため，数学の各分野における具体的な
課題に取り組み，その模擬授業を通して，数学を分かりやすく伝えるとともに，
生徒の興味関⼼を高めるための指導法を研究していく。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 方程式と不等式（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 



2 回 平面図形（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
3 回 ベクトル（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
4 回 関数（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
5 回 三角関数（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
6 回 確率・場合の数（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
7 回 「教職セミナー（Ⅰ）」において教員として資質向上を解説する。 
8 回 「教職セミナー（Ⅱ」において教員として資質向上を解説する。 
9 回 集合・論理（Ⅲ 

準備学習 1 回 教科書「方程式と不等式（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
2 回 教科書「平面図形（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
3 回 教科書「ベクトル（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
4 回 教科書「関数（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
5 回 教科書「三角関数（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
6 回 教科書「確率・場合の数（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
7 回 自分が教職についた場合を想定してくること。 
8 回 自分が教職についた場合を想定してくること。 
9 回 教科書「集合・論理（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
10 回 

 



年度 2014 
授業コード FC006220 
成績評価 毎回課すレポート（１００％）で行い，１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12),基礎理学科(〜12),情報科学科(〜12) 
見出し FC006220 数学教育法Ⅳ 
担当教員名 洲脇 史朗 
単位数 2 
教科書 教員採用試験「専門教養 数学科」・一ツ橋書店 
アクティブラーニング  
キーワード 数学教育，模擬授業，教員採用試験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 数学教育法Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学校学習指導要領解説（数学編），高等学校学習指導要領解説（数学編・理数

編） 
授業形態 講義 
注意備考 「数学教育法Ⅰ」を修得していること。数学教師を目指す者に限る。レポート作

成は毎回準備学習と講義内で行うが，詳細については講義内で指示する。「教職
セミナー」は日程がまだ決まっていないので、決まり次第授業内で連絡する。 

シラバスコード FC006220 
実務経験のある教員  
達成目標 ①教育実習で質の高い授業を行う力がつく。 

②教員採用試験の模擬授業に合格する十分な力がつく。 
③教員採用試験の専門教養に合格する十分な力がつく。 

受講者へのコメント 家庭学習で問題点を把握し、授業で解決する努力を積み重ねた者は、かなり力が
ついたと思う。 

連絡先 洲脇研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 課題に対する家庭学習がよくなされ、総合評価がほぼ満足以上なので、まずまず
の授業であったと思う。 

英文科目名 Teaching Method of Mathematics IV 
関連科目 数学教育法Ⅰ，数学教育法Ⅱ，数学教育法Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定 来年度もこの方式で行う。 
講義目的 高等学校・中学校の数学教師になることを強く希望する者のための選択科目であ

る。将来の数学教師としての力量を高めるため，数学の各分野における具体的な
課題に取り組み，その模擬授業を通して，数学を分かりやすく伝えるとともに，
生徒の興味関⼼を高めるための指導法を研究していく。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 方程式と不等式（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 

2 回 平面図形（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
3 回 ベクトル（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
4 回 関数（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
5 回 三角関数（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
6 回 確率・場合の数（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
7 回 「教職セミナー（Ⅰ）」において教員として資質向上を解説する。 
8 回 「教職セミナー（Ⅱ」において教員として資質向上を解説する。 
9 回 集合・論理（Ⅲ 

準備学習 1 回 教科書「方程式と不等式（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
2 回 教科書「平面図形（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
3 回 教科書「ベクトル（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
4 回 教科書「関数（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
5 回 教科書「三角関数（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
6 回 教科書「確率・場合の数（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
7 回 自分が教職についた場合を想定してくること。 
8 回 自分が教職についた場合を想定してくること。 
9 回 教科書「集合・論理（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
10 回 

 



年度 2014 
授業コード FC00622K 
成績評価 毎回課すレポート（１００％）で行い，１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00622K 数学教育法Ⅳ 
担当教員名 洲脇 史朗 
単位数 2 
教科書 教員採用試験「専門教養 数学科」・一ツ橋書店 
アクティブラーニング  
キーワード 数学教育，模擬授業，教員採用試験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学教育法Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学校学習指導要領解説（数学編），高等学校学習指導要領解説（数学編・理数

編） 
授業形態 講義 
注意備考 「数学教育法Ⅰ」を修得していること。数学教師を目指す者に限る。レポート作

成は毎回準備学習と講義内で行うが，詳細については講義内で指示する。「教職
セミナー」は日程がまだ決まっていないので、決まり次第授業内で連絡する。 

シラバスコード FC00622K 
実務経験のある教員  
達成目標 ①教育実習で質の高い授業を行う力がつく。 

②教員採用試験の模擬授業に合格する十分な力がつく。 
③教員採用試験の専門教養に合格する十分な力がつく。 

受講者へのコメント  
連絡先 洲脇研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Mathematics IV 
関連科目 数学教育法Ⅰ，数学教育法Ⅱ，数学教育法Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高等学校・中学校の数学教師になることを強く希望する者のための選択科目であ

る。将来の数学教師としての力量を高めるため，数学の各分野における具体的な
課題に取り組み，その模擬授業を通して，数学を分かりやすく伝えるとともに，
生徒の興味関⼼を高めるための指導法を研究していく。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 方程式と不等式（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 



2 回 平面図形（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
3 回 ベクトル（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
4 回 関数（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
5 回 三角関数（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
6 回 確率・場合の数（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
7 回 「教職セミナー（Ⅰ）」において教員として資質向上を解説する。 
8 回 「教職セミナー（Ⅱ」において教員として資質向上を解説する。 
9 回 集合・論理（Ⅲ 

準備学習 1 回 教科書「方程式と不等式（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
2 回 教科書「平面図形（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
3 回 教科書「ベクトル（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
4 回 教科書「関数（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
5 回 教科書「三角関数（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
6 回 教科書「確率・場合の数（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
7 回 自分が教職についた場合を想定してくること。 
8 回 自分が教職についた場合を想定してくること。 
9 回 教科書「集合・論理（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
10 回 

 



年度 2014 
授業コード FC006310 
成績評価 提出課題 40％，模擬授業 20％，定期試験 40％により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学科(〜12),物理科学専攻(〜12),医用科学専攻(〜12),基礎理学科(〜12),生物

化学科(〜12),臨床生命科学科(〜12),動物学科(〜12),バイオ・応用化学科(〜12),
生物地球システム学科(〜12),生物地球学科(〜12) 

見出し FC006310 理科教育法Ⅲ 
担当教員名 岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説理科編／文部科学省／大日本図書／978-4-477019796：

高等学校学習指導要領解説理科編理数編／文部科学省／実教出版／978-4-
407319262 

アクティブラーニング  
キーワード 理科教育，教材研究，指導方法，授業実践 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  以下のとおり，肯定的な意見を得た。 

「授業を進める練習をして，その難しさや考えなければならないことなどがよく
分かった。」 

科目名 理科教育法Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験（持ち込み不可）とする。 
シラバスコード FC006310 
実務経験のある教員  
達成目標 ①科学概念「エネルギー」「粒子」「生命」「地球」に関する自然の事物・現象につ

いての理解を深める。 
②教材研究や授業づくりのポイントなどについての考えを深める。 
③本時案や板書計画の作成，模擬授業を通して，授業を実践する力の基礎を身に
付ける。 

受講者へのコメント  指示した課題に対して十分に取り組むだけでなく，各自で課題を見いだして自
主的・探究的な学習を進めていただきたい。 

連絡先 ７号館４F 岡本研究室 086-256-9717 okamotoy@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【A】授業への取組 
 授業時間外に１時間以下しか学習していない学生が 52％おり，指示された課
題以外の学習にも自主的に取り組んだ学生が 20％しかいないため，学生の学習
意欲や自主性を高める⼯夫が必要である。 
【B】授業による成⻑ 



 68％の学生が，この分野への理解が深まったと回答しており，やや低めである
が，概ね良好な結果となっている。 
【C】総合評価 
 目標達成度，教員の意欲，授業満足度の全ての項目で，肯定的な回答の割合は
９割以上であり，良好な結果となっている。 
【D】自由設定（無し）  
【E】授業の考慮点 
 

英文科目名 Teaching Method of Science III 
関連科目 理科教育法Ⅰを履修した後に受講すること。 

理科教育法Ⅱを履修した後に受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  授業時間外での学習時間を確保する点から，適度な課題の指示などを図ってい

きたい。 
講義目的  中・高等学校の理科教員として必要とされる知識や技能を習得するとともに，

その知識や技能を授業づくりに活用することを通して，実践的な指導力の基礎・
基本を身に付ける。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 理科教育の現状と課題を踏まえながら，問題解決的な学習の意義やその指

導方法について解説する。 
2 回 授業実践を行う上での教材研究のポイントや板書計画の作成方法などにつ
いて解説する。 
3 回 「エネルギー」に関する基本用語を分かりやすく説明する模擬授業を通し
て，授業実践のポイントについて考察する。 
4 回 「粒子」に関する基本用語を分かりやすく説明する模擬授業を通して，授業
実践のポイントについて考察する。 
5 回 「生命」に関する基本用語を分かりやすく説明する模擬授業を通して，授業
実践のポイントについて考察す 

準備学習 1 回 【復習】問題解決的な学習の意義や指導方法を説明できるようにしておくこ
と。 
【予習】理科教育法Ⅰ・Ⅱにおける学習指導案作成に関する授業内容を復習して
おくこと。 
2 回 【復習】教材研究のポイントや板書計画の作成方法を理解しておくこと。 
【予習】提示された「エネルギー」に関する基本用語を分かりやすく説明する板
書計画を作成しておくこと。 
3 回 【復習】板書計画の⼯夫や教壇における留意事項など，授業実践のポイント
を整理しておくこと。 
【予習】提示された「粒子」に関する基本用語を分かりやすく説明する板書計画
を作 

 



年度 2014 
授業コード FC00631K 
成績評価 提出課題 40％，模擬授業 20％，定期試験 40％により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00631K 理科教育法Ⅲ 
担当教員名 岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説理科編／文部科学省／大日本図書／978-4-477019796：

高等学校学習指導要領解説理科編理数編／文部科学省／実教出版／978-4-
407319262 

アクティブラーニング  
キーワード 理科教育，教材研究，指導方法，授業実践 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 理科教育法Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験（持ち込み不可）とする。 
シラバスコード FC00631K 
実務経験のある教員  
達成目標 ①科学概念「エネルギー」「粒子」「生命」「地球」に関する自然の事物・現象につ

いての理解を深める。 
②教材研究や授業づくりのポイントなどについての考えを深める。 
③本時案や板書計画の作成，模擬授業を通して，授業を実践する力の基礎を身に
付ける。 

受講者へのコメント  
連絡先 ７号館４F 岡本研究室 086-256-9717 okamotoy@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Science III 
関連科目 理科教育法Ⅰを履修した後に受講すること。 

理科教育法Ⅱを履修した後に受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  中・高等学校の理科教員として必要とされる知識や技能を習得するとともに，

その知識や技能を授業づくりに活用することを通して，実践的な指導力の基礎・
基本を身に付ける。 

対象学年 1 年 



授業内容 1 回 理科教育の現状と課題を踏まえながら，問題解決的な学習の意義やその指
導方法について解説する。 
2 回 授業実践を行う上での教材研究のポイントや板書計画の作成方法などにつ
いて解説する。 
3 回 「エネルギー」に関する基本用語を分かりやすく説明する模擬授業を通し
て，授業実践のポイントについて考察する。 
4 回 「粒子」に関する基本用語を分かりやすく説明する模擬授業を通して，授業
実践のポイントについて考察する。 
5 回 「生命」に関する基本用語を分かりやすく説明する模擬授業を通して，授業
実践のポイントについて考察す 

準備学習 1 回 【復習】問題解決的な学習の意義や指導方法を説明できるようにしておくこ
と。 
【予習】理科教育法Ⅰ・Ⅱにおける学習指導案作成に関する授業内容を復習して
おくこと。 
2 回 【復習】教材研究のポイントや板書計画の作成方法を理解しておくこと。 
【予習】提示された「エネルギー」に関する基本用語を分かりやすく説明する板
書計画を作成しておくこと。 
3 回 【復習】板書計画の⼯夫や教壇における留意事項など，授業実践のポイント
を整理しておくこと。 
【予習】提示された「粒子」に関する基本用語を分かりやすく説明する板書計画
を作 

 



年度 2014 
授業コード FC006320 
成績評価 提出課題 40％，模擬授業 20％，定期試験 40％により成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜12),物理科学専攻(〜12),医用科学専攻(〜12),基礎理学科(〜12),生物

化学科(〜12),臨床生命科学科(〜12),動物学科(〜12),バイオ・応用化学科(〜12),
生物地球システム学科(〜12),生物地球学科(〜12) 

見出し FC006320 理科教育法Ⅲ 
担当教員名 岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説理科編／文部科学省／大日本図書／978-4-477019796：

高等学校学習指導要領解説理科編理数編／文部科学省／実教出版／978-4-
407319262 

アクティブラーニング  
キーワード 理科教育，教材研究，指導方法，授業実践 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  以下のとおり，肯定的な意見を得た。 

「いろいろな人のいろいろなパターンの授業はおもしろかった。」「短い時間では
あるが，模擬授業を何度させてもらえるので，力がついたと思う。」「春に比べ，
教壇に立つことに抵抗がなくなった。」「たいへん勉強になった。」「人の前に立つ
練習ができたことは大きかった。」「考えながら理科のテーマに向き合えた講義だ
と思う。」 
 一方で，「先生のフィードバックが欲しかった。」との意見もあり，今後改善を
図りたい。 
 また，「受講人数が多いので，コマ数を増やすなどの⼯夫があるとよい。」との
意 

科目名 理科教育法Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験（持ち込み不可）とする。 
シラバスコード FC006320 
実務経験のある教員  
達成目標 ①科学概念「エネルギー」「粒子」「生命」「地球」に関する自然の事物・現象につ

いての理解を深める。 
②教材研究や授業づくりのポイントなどについての考えを深める。 
③本時案や板書計画の作成，模擬授業を通して，授業を実践する力の基礎を身に
付ける。 

受講者へのコメント  指示した課題に対して十分に取り組むだけでなく，各自で課題を見いだして自
主的・探究的な学習を進めていただきたい。 

連絡先 ７号館４F 岡本研究室 086-256-9717 okamotoy@zool.ous.ac.jp 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業への取組 
 授業時間外に１時間以下しか学習していない学生が 81％もおり，指示された
課題以外の学習にも自主的に取り組んだ学生が３％しかいないため，学生の学習
意欲や自主性を高める⼯夫が必要である。 
【B】授業による成⻑ 
 78％の学生が，この分野への理解が深まったと回答しており，概ね良好な結果
となっている。 
【C】総合評価 
 目標達成度での肯定的な回答の割合が７割以上，教員の意欲，授業満足度での
肯定的な回答の割合が８割以上あり，良好な結果となっている。 
【D】自由設定（無し）  
【E】授業の考慮点 
 授業 

英文科目名 Teaching Method of Science III 
関連科目 理科教育法Ⅰを履修した後に受講すること。 

理科教育法Ⅱを履修した後に受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  授業時間外での学習時間を確保する点から，適度な課題の指示などを図ってい

きたい。 
講義目的  中・高等学校の理科教員として必要とされる知識や技能を習得するとともに，

その知識や技能を授業づくりに活用することを通して，実践的な指導力の基礎・
基本を身に付ける。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 理科教育の現状と課題を踏まえながら，問題解決的な学習の意義やその指

導方法について解説する。 
2 回 授業実践を行う上での教材研究のポイントや板書計画の作成方法などにつ
いて解説する。 
3 回 「エネルギー」に関する基本用語を分かりやすく説明する模擬授業を通し
て，授業実践のポイントについて考察する。 
4 回 「粒子」に関する基本用語を分かりやすく説明する模擬授業を通して，授業
実践のポイントについて考察する。 
5 回 「生命」に関する基本用語を分かりやすく説明する模擬授業を通して，授業
実践のポイントについて考察す 

準備学習 1 回 【復習】問題解決的な学習の意義や指導方法を説明できるようにしておくこ
と。 
【予習】理科教育法Ⅰ・Ⅱにおける学習指導案作成に関する授業内容を復習して
おくこと。 
2 回 【復習】教材研究のポイントや板書計画の作成方法を理解しておくこと。 
【予習】提示された「エネルギー」に関する基本用語を分かりやすく説明する板
書計画を作成しておくこと。 
3 回 【復習】板書計画の⼯夫や教壇における留意事項など，授業実践のポイント



を整理しておくこと。 
【予習】提示された「粒子」に関する基本用語を分かりやすく説明する板書計画
を作 

 



年度 2014 
授業コード FC00632K 
成績評価 提出課題 40％，模擬授業 20％，定期試験 40％により成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00632K 理科教育法Ⅲ 
担当教員名 岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説理科編／文部科学省／大日本図書／978-4-477019796：

高等学校学習指導要領解説理科編理数編／文部科学省／実教出版／978-4-
407319262 

アクティブラーニング  
キーワード 理科教育，教材研究，指導方法，授業実践 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 理科教育法Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験（持ち込み不可）とする。 
シラバスコード FC00632K 
実務経験のある教員  
達成目標 ①科学概念「エネルギー」「粒子」「生命」「地球」に関する自然の事物・現象につ

いての理解を深める。 
②教材研究や授業づくりのポイントなどについての考えを深める。 
③本時案や板書計画の作成，模擬授業を通して，授業を実践する力の基礎を身に
付ける。 

受講者へのコメント  
連絡先 ７号館４F 岡本研究室 086-256-9717 okamotoy@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Science III 
関連科目 理科教育法Ⅰを履修した後に受講すること。 

理科教育法Ⅱを履修した後に受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  中・高等学校の理科教員として必要とされる知識や技能を習得するとともに，

その知識や技能を授業づくりに活用することを通して，実践的な指導力の基礎・
基本を身に付ける。 

対象学年 1 年 



授業内容 1 回 理科教育の現状と課題を踏まえながら，問題解決的な学習の意義やその指
導方法について解説する。 
2 回 授業実践を行う上での教材研究のポイントや板書計画の作成方法などにつ
いて解説する。 
3 回 「エネルギー」に関する基本用語を分かりやすく説明する模擬授業を通し
て，授業実践のポイントについて考察する。 
4 回 「粒子」に関する基本用語を分かりやすく説明する模擬授業を通して，授業
実践のポイントについて考察する。 
5 回 「生命」に関する基本用語を分かりやすく説明する模擬授業を通して，授業
実践のポイントについて考察す 

準備学習 1 回 【復習】問題解決的な学習の意義や指導方法を説明できるようにしておくこ
と。 
【予習】理科教育法Ⅰ・Ⅱにおける学習指導案作成に関する授業内容を復習して
おくこと。 
2 回 【復習】教材研究のポイントや板書計画の作成方法を理解しておくこと。 
【予習】提示された「エネルギー」に関する基本用語を分かりやすく説明する板
書計画を作成しておくこと。 
3 回 【復習】板書計画の⼯夫や教壇における留意事項など，授業実践のポイント
を整理しておくこと。 
【予習】提示された「粒子」に関する基本用語を分かりやすく説明する板書計画
を作 

 



年度 2014 
授業コード FC006330 
成績評価 提出課題 40％，模擬授業 20％，定期試験 40％により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 化学科(〜12),物理科学専攻(〜12),医用科学専攻(〜12),基礎理学科(〜12),生物

化学科(〜12),臨床生命科学科(〜12),動物学科(〜12),バイオ・応用化学科(〜12),
生物地球システム学科(〜12),生物地球学科(〜12) 

見出し FC006330 理科教育法Ⅲ 
担当教員名 岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説理科編／文部科学省／大日本図書／978-4-477019796：

高等学校学習指導要領解説理科編理数編／文部科学省／実教出版／978-4-
407319262 

アクティブラーニング  
キーワード 理科教育，教材研究，指導方法，授業実践 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  以下のとおり，肯定的な意見を得た。 

「模擬授業を 11 回もできたので，とても充実した。」「この講義を通してよい技
術の向上につなげることができた。」「教育実習を行う前に，板書の基本などを学
べてよかった。実際の現場でも生かせることが多くあった。」「授業のスタートは
一番生徒に興味をもってくれるようにしなければならないので，この講義はいい
勉強になった。」「受講者数が少なく充実した授業を受けることができた。」「人前
で説明することに少しでも慣れることができた。」 

科目名 理科教育法Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験（持ち込み不可）とする。 
シラバスコード FC006330 
実務経験のある教員  
達成目標 ①科学概念「エネルギー」「粒子」「生命」「地球」に関する自然の事物・現象につ

いての理解を深める。 
②教材研究や授業づくりのポイントなどについての考えを深める。 
③本時案や板書計画の作成，模擬授業を通して，授業を実践する力の基礎を身に
付ける。 

受講者へのコメント  指示した課題に対して十分に取り組むだけでなく，各自で課題を見いだして自
主的・探究的な学習を進めていただきたい。 

連絡先 ７号館４F 岡本研究室 086-256-9717 okamotoy@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【A】授業への取組 



 授業時間外に１時間以下しか学習していない学生が 54％おり，指示された課
題以外の学習にも自主的に取り組んだ学生が 23％しかいないため，学生の学習
意欲や自主性を高める⼯夫が必要である。 
【B】授業による成⻑ 
 85％の学生が，この分野への理解が深まったと回答しており，良好な結果とな
っている。 
【C】総合評価 
 目標達成度，教員の意欲，授業満足度の全ての項目で，肯定的な回答の割合が
８割以上あり，良好な結果となっている。 
【D】自由設定（無し）  
【E】授業の考慮点 
 授業の手法，授業の進行 

英文科目名 Teaching Method of Science III 
関連科目 理科教育法Ⅰを履修した後に受講すること。 

理科教育法Ⅱを履修した後に受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  授業時間外での学習時間を確保する点から，適度な課題の指示などを図ってい

きたい。 
講義目的  中・高等学校の理科教員として必要とされる知識や技能を習得するとともに，

その知識や技能を授業づくりに活用することを通して，実践的な指導力の基礎・
基本を身に付ける。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 理科教育の現状と課題を踏まえながら，問題解決的な学習の意義やその指

導方法について解説する。 
2 回 授業実践を行う上での教材研究のポイントや板書計画の作成方法などにつ
いて解説する。 
3 回 「エネルギー」に関する基本用語を分かりやすく説明する模擬授業を通し
て，授業実践のポイントについて考察する。 
4 回 「粒子」に関する基本用語を分かりやすく説明する模擬授業を通して，授業
実践のポイントについて考察する。 
5 回 「生命」に関する基本用語を分かりやすく説明する模擬授業を通して，授業
実践のポイントについて考察す 

準備学習 1 回 【復習】問題解決的な学習の意義や指導方法を説明できるようにしておくこ
と。 
【予習】理科教育法Ⅰ・Ⅱにおける学習指導案作成に関する授業内容を復習して
おくこと。 
2 回 【復習】教材研究のポイントや板書計画の作成方法を理解しておくこと。 
【予習】提示された「エネルギー」に関する基本用語を分かりやすく説明する板
書計画を作成しておくこと。 
3 回 【復習】板書計画の⼯夫や教壇における留意事項など，授業実践のポイント
を整理しておくこと。 
【予習】提示された「粒子」に関する基本用語を分かりやすく説明する板書計画
を作 



 



年度 2014 
授業コード FC00633K 
成績評価 提出課題 40％，模擬授業 20％，定期試験 40％により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00633K 理科教育法Ⅲ 
担当教員名 岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説理科編／文部科学省／大日本図書／978-4-477019796：

高等学校学習指導要領解説理科編理数編／文部科学省／実教出版／978-4-
407319262 

アクティブラーニング  
キーワード 理科教育，教材研究，指導方法，授業実践 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 理科教育法Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験（持ち込み不可）とする。 
シラバスコード FC00633K 
実務経験のある教員  
達成目標 ①科学概念「エネルギー」「粒子」「生命」「地球」に関する自然の事物・現象につ

いての理解を深める。 
②教材研究や授業づくりのポイントなどについての考えを深める。 
③本時案や板書計画の作成，模擬授業を通して，授業を実践する力の基礎を身に
付ける。 

受講者へのコメント  
連絡先 ７号館４F 岡本研究室 086-256-9717 okamotoy@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Science III 
関連科目 理科教育法Ⅰを履修した後に受講すること。 

理科教育法Ⅱを履修した後に受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  中・高等学校の理科教員として必要とされる知識や技能を習得するとともに，

その知識や技能を授業づくりに活用することを通して，実践的な指導力の基礎・
基本を身に付ける。 

対象学年 1 年 



授業内容 1 回 理科教育の現状と課題を踏まえながら，問題解決的な学習の意義やその指
導方法について解説する。 
2 回 授業実践を行う上での教材研究のポイントや板書計画の作成方法などにつ
いて解説する。 
3 回 「エネルギー」に関する基本用語を分かりやすく説明する模擬授業を通し
て，授業実践のポイントについて考察する。 
4 回 「粒子」に関する基本用語を分かりやすく説明する模擬授業を通して，授業
実践のポイントについて考察する。 
5 回 「生命」に関する基本用語を分かりやすく説明する模擬授業を通して，授業
実践のポイントについて考察す 

準備学習 1 回 【復習】問題解決的な学習の意義や指導方法を説明できるようにしておくこ
と。 
【予習】理科教育法Ⅰ・Ⅱにおける学習指導案作成に関する授業内容を復習して
おくこと。 
2 回 【復習】教材研究のポイントや板書計画の作成方法を理解しておくこと。 
【予習】提示された「エネルギー」に関する基本用語を分かりやすく説明する板
書計画を作成しておくこと。 
3 回 【復習】板書計画の⼯夫や教壇における留意事項など，授業実践のポイント
を整理しておくこと。 
【予習】提示された「粒子」に関する基本用語を分かりやすく説明する板書計画
を作 

 



年度 2014 
授業コード FC006410 
成績評価 提出課題 40％，模擬授業 20％，定期試験 40％により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学科(〜12),物理科学専攻(〜12),医用科学専攻(〜12),基礎理学科(〜12),生物

化学科(〜12),臨床生命科学科(〜12),動物学科(〜12),バイオ・応用化学科(〜12),
生物地球システム学科(〜12),生物地球学科(〜12) 

見出し FC006410 理科教育法Ⅳ 
担当教員名 岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説理科編／文部科学省／大日本図書：高等学校学習指導要

領解説理科編理数編／文部科学省／実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード 理科教育，教材研究，指導方法，授業実践 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ＂ 以下のとおり，肯定的な意見を得た。 

「たくさん発表できてよかったです。」 
「教員採用試験に直結する内容であったのでよかった。」 
 一方，「予習できるように単元の告知だけでもしてほしい。」との意見があった
ので，改善していきたい。＂ 

科目名 理科教育法Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験（持ち込み不可）とする。 
シラバスコード FC006410 
実務経験のある教員  
達成目標 ①科学概念「エネルギー」「粒子」「生命」「地球」に関する自然の事物・現象につ

いての理解を深める。 
②授業実践や授業の⼯夫・改善のポイントなどについての考えを深める。 
③本時案や板書計画の作成，模擬授業を通して，授業を実践する力を身に付ける。 

受講者へのコメント  指示した課題に対して十分に取り組むだけでなく，各自で課題を見いだして自
主的・探究的な学習を進めていただきたい。 

連絡先 ７号館４F 岡本研究室 086-256-9717 okamotoy@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ＂【A】授業への取組 
 授業時間外に 30 分以下しか学習していない学生が 63％もおり，指示された課
題以外の学習にも自主的に取り組んだ学生が 21％しかいないため，学生の学習
意欲や自主性を高める⼯夫が必要である。 
【B】授業による成⻑ 



 75％の学生が，この分野への理解が深まったと回答しており，お概ね良好な結
果となっている。 
【C】総合評価 
 目標達成度，教員の意欲，授業満足度の全ての項目で，肯定的な回答の割合が
９割以上あり，良好な結果となっている。 
【D】自由設定（無し）  
【E】授業の考慮点 
 授業の手法， 

英文科目名 Teaching Method of Science IV 
関連科目 理科教育法Ⅰを履修した後に受講すること。 

理科教育法Ⅱ・Ⅲを履修した後に受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  授業時間外での学習時間を確保する点から，適度な課題の指示などを図ってい

きたい。 
講義目的  中・高等学校の理科教員として必要とされる知識や技能の習得を高めるととも

に，その知識や技能を授業づくりや授業改善に活用することを通して，実践的な
指導力を身に付ける。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 目指すべき理科の教師像についての発表や協議を通して，理科教育の在り

方や教師としての使命感について考察する。 
2 回 授業実践を行う上での留意事項や板書計画の⼯夫などについて解説する。 
3 回 「エネルギー」に関する学習内容（基礎）を分かりやすく説明する模擬授業
を通して，授業実践のポイントについて考察する。 
4 回 「粒子」に関する学習内容（基礎）を分かりやすく説明する模擬授業を通し
て，授業実践のポイントについて考察する。 
5 回 「生命」に関する学習内容（基礎）を分かりやすく説明する模擬授業を通し
て，授業実 

準備学習 1 回 【復習】理科教育に関して，各自の指導観を明確にしておくこと。 
【予習】理科教育法Ⅰ〜Ⅲにおける学習指導案作成や模擬授業に関する授業内容
を復習しておくこと。 
2 回 【復習】教壇に立って気を付けることを整理しておくこと。 
【予習】提示された「エネルギー」に関する学習内容（基礎）を分かりやすく説
明する板書計画を作成しておくこと。 
3 回 【復習】板書計画の⼯夫や教壇における留意事項など，授業実践のポイント
を整理しておくこと。 
【予習】提示された「粒子」に関する学習内容（基礎）を分かりやすく説明する
板書計画を 

 



年度 2014 
授業コード FC00641K 
成績評価 提出課題 40％，模擬授業 20％，定期試験 40％により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00641K 理科教育法Ⅳ 
担当教員名 岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説理科編／文部科学省／大日本図書：高等学校学習指導要

領解説理科編理数編／文部科学省／実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード 理科教育，教材研究，指導方法，授業実践 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 理科教育法Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験（持ち込み不可）とする。 
シラバスコード FC00641K 
実務経験のある教員  
達成目標 ①科学概念「エネルギー」「粒子」「生命」「地球」に関する自然の事物・現象につ

いての理解を深める。 
②授業実践や授業の⼯夫・改善のポイントなどについての考えを深める。 
③本時案や板書計画の作成，模擬授業を通して，授業を実践する力を身に付ける。 

受講者へのコメント  
連絡先 ７号館４F 岡本研究室 086-256-9717 okamotoy@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Science IV 
関連科目 理科教育法Ⅰを履修した後に受講すること。 

理科教育法Ⅱ・Ⅲを履修した後に受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  中・高等学校の理科教員として必要とされる知識や技能の習得を高めるととも

に，その知識や技能を授業づくりや授業改善に活用することを通して，実践的な
指導力を身に付ける。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 目指すべき理科の教師像についての発表や協議を通して，理科教育の在り

方や教師としての使命感について考察する。 



2 回 授業実践を行う上での留意事項や板書計画の⼯夫などについて解説する。 
3 回 「エネルギー」に関する学習内容（基礎）を分かりやすく説明する模擬授業
を通して，授業実践のポイントについて考察する。 
4 回 「粒子」に関する学習内容（基礎）を分かりやすく説明する模擬授業を通し
て，授業実践のポイントについて考察する。 
5 回 「生命」に関する学習内容（基礎）を分かりやすく説明する模擬授業を通し
て，授業実 

準備学習 1 回 【復習】理科教育に関して，各自の指導観を明確にしておくこと。 
【予習】理科教育法Ⅰ〜Ⅲにおける学習指導案作成や模擬授業に関する授業内容
を復習しておくこと。 
2 回 【復習】教壇に立って気を付けることを整理しておくこと。 
【予習】提示された「エネルギー」に関する学習内容（基礎）を分かりやすく説
明する板書計画を作成しておくこと。 
3 回 【復習】板書計画の⼯夫や教壇における留意事項など，授業実践のポイント
を整理しておくこと。 
【予習】提示された「粒子」に関する学習内容（基礎）を分かりやすく説明する
板書計画を 

 



年度 2014 
授業コード FC006420 
成績評価 提出課題 40％，模擬授業 20％，定期試験 40％により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学科(〜12),物理科学専攻(〜12),医用科学専攻(〜12),基礎理学科(〜12),生物

化学科(〜12),臨床生命科学科(〜12),動物学科(〜12),バイオ・応用化学科(〜12),
生物地球システム学科(〜12),生物地球学科(〜12) 

見出し FC006420 理科教育法Ⅳ 
担当教員名 岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説理科編／文部科学省／大日本図書：高等学校学習指導要

領解説理科編理数編／文部科学省／実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード 理科教育，教材研究，指導方法，授業実践 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  自由記述の回答なし。 
科目名 理科教育法Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験（持ち込み不可）とする。 
シラバスコード FC006420 
実務経験のある教員  
達成目標 ①科学概念「エネルギー」「粒子」「生命」「地球」に関する自然の事物・現象につ

いての理解を深める。 
②授業実践や授業の⼯夫・改善のポイントなどについての考えを深める。 
③本時案や板書計画の作成，模擬授業を通して，授業を実践する力を身に付ける。 

受講者へのコメント  指示した課題に対して十分に取り組むだけでなく，各自で課題を見いだして自
主的・探究的な学習を進めていただきたい。 

連絡先 ７号館４F 岡本研究室 086-256-9717 okamotoy@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ＂【A】授業への取組 
 授業時間外に 30 分以下しか学習していない学生が 60％もおり，指示された課
題以外の学習にも自主的に取り組んだ学生が 20％しかいないため，学生の学習
意欲や自主性を高める⼯夫が必要である。 
【B】授業による成⻑ 
 60％の学生が，この分野への理解が深まったと回答しており，概ね良好な結果
となっている。 
【C】総合評価 
 目標達成度での肯定的な回答の割合が６割以上，教員の意欲，授業満足度での



肯定的な回答の割合が 10 割であり，概ね良好な結果となっている。 
【D】自由設定（無し）  
【E】授業の 

英文科目名 Teaching Method of Science IV 
関連科目 理科教育法Ⅰを履修した後に受講すること。 

理科教育法Ⅱ・Ⅲを履修した後に受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  授業時間外での学習時間を確保する点から，適度な課題の指示などを図ってい

きたい。 
講義目的  中・高等学校の理科教員として必要とされる知識や技能の習得を高めるととも

に，その知識や技能を授業づくりや授業改善に活用することを通して，実践的な
指導力を身に付ける。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 目指すべき理科の教師像についての発表や協議を通して，理科教育の在り

方や教師としての使命感について考察する。 
2 回 授業実践を行う上での留意事項や板書計画の⼯夫などについて解説する。 
3 回 「エネルギー」に関する学習内容（基礎）を分かりやすく説明する模擬授業
を通して，授業実践のポイントについて考察する。 
4 回 「粒子」に関する学習内容（基礎）を分かりやすく説明する模擬授業を通し
て，授業実践のポイントについて考察する。 
5 回 「生命」に関する学習内容（基礎）を分かりやすく説明する模擬授業を通し
て，授業実 

準備学習 1 回 【復習】理科教育に関して，各自の指導観を明確にしておくこと。 
【予習】理科教育法Ⅰ〜Ⅲにおける学習指導案作成や模擬授業に関する授業内容
を復習しておくこと。 
2 回 【復習】教壇に立って気を付けることを整理しておくこと。 
【予習】提示された「エネルギー」に関する学習内容（基礎）を分かりやすく説
明する板書計画を作成しておくこと。 
3 回 【復習】板書計画の⼯夫や教壇における留意事項など，授業実践のポイント
を整理しておくこと。 
【予習】提示された「粒子」に関する学習内容（基礎）を分かりやすく説明する
板書計画を 

 



年度 2014 
授業コード FC00642K 
成績評価 提出課題 40％，模擬授業 20％，定期試験 40％により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00642K 理科教育法Ⅳ 
担当教員名 岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説理科編／文部科学省／大日本図書：高等学校学習指導要

領解説理科編理数編／文部科学省／実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード 理科教育，教材研究，指導方法，授業実践 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 理科教育法Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験（持ち込み不可）とする。 
シラバスコード FC00642K 
実務経験のある教員  
達成目標 ①科学概念「エネルギー」「粒子」「生命」「地球」に関する自然の事物・現象につ

いての理解を深める。 
②授業実践や授業の⼯夫・改善のポイントなどについての考えを深める。 
③本時案や板書計画の作成，模擬授業を通して，授業を実践する力を身に付ける。 

受講者へのコメント  
連絡先 ７号館４F 岡本研究室 086-256-9717 okamotoy@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Science IV 
関連科目 理科教育法Ⅰを履修した後に受講すること。 

理科教育法Ⅱ・Ⅲを履修した後に受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  中・高等学校の理科教員として必要とされる知識や技能の習得を高めるととも

に，その知識や技能を授業づくりや授業改善に活用することを通して，実践的な
指導力を身に付ける。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 目指すべき理科の教師像についての発表や協議を通して，理科教育の在り

方や教師としての使命感について考察する。 



2 回 授業実践を行う上での留意事項や板書計画の⼯夫などについて解説する。 
3 回 「エネルギー」に関する学習内容（基礎）を分かりやすく説明する模擬授業
を通して，授業実践のポイントについて考察する。 
4 回 「粒子」に関する学習内容（基礎）を分かりやすく説明する模擬授業を通し
て，授業実践のポイントについて考察する。 
5 回 「生命」に関する学習内容（基礎）を分かりやすく説明する模擬授業を通し
て，授業実 

準備学習 1 回 【復習】理科教育に関して，各自の指導観を明確にしておくこと。 
【予習】理科教育法Ⅰ〜Ⅲにおける学習指導案作成や模擬授業に関する授業内容
を復習しておくこと。 
2 回 【復習】教壇に立って気を付けることを整理しておくこと。 
【予習】提示された「エネルギー」に関する学習内容（基礎）を分かりやすく説
明する板書計画を作成しておくこと。 
3 回 【復習】板書計画の⼯夫や教壇における留意事項など，授業実践のポイント
を整理しておくこと。 
【予習】提示された「粒子」に関する学習内容（基礎）を分かりやすく説明する
板書計画を 

 



年度 2014 
授業コード FC006510 
成績評価 講義受講状況（10％）と課題提出物の内容（40％）ならびに定期試験（50％）に

より総合的に評価を行う。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜12),電気電子システム学科(〜12),情報⼯学科(〜12),知能

機械⼯学科(〜12),生体医⼯学科(〜12),建築学科(〜12) 
見出し FC006510 技術科教育法Ⅲ 
担当教員名 塗⽊ 利明 
単位数 2 
教科書 技術・家庭 技術分野／文部科学省検定済教科書／教育図書／9784877302719 
アクティブラーニング  
キーワード 技術科、技術科教育法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 技術科教育法Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １．文部科学省検定済教科書「新しい技術・家庭 技術分野」東京書籍 

２．文部科学省検定済教科書「技術・家庭 技術分野」開隆堂 
３．中学校学習指導要領解説―技術・家庭編―文部科学省・教育図書 
４．他必要に応じて講義中に提示する。 

授業形態 講義 
注意備考 「技術科教育法Ⅰ」を習得していること。 
シラバスコード FC006510 
実務経験のある教員  
達成目標 将来の中学校技術科教師として、技術分野をわかりやすく伝えるための教材を研

究・開発できる。 
受講者へのコメント 技術科教師になるための選択教科ということで、少数の強い目的意識を持った受

講生が毎年集まります。 
連絡先 研究室：⼯学実習棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 皆さんが毎時間熱⼼に取り組んだ結果が、総合評価にも反映されていて教員とし
ては満足しています。 

英文科目名 Teaching Method of Technical Arts III 
関連科目 技術科教育法Ⅰ、技術科教育法Ⅱ、技術科教育法Ⅳ、 
次回に向けての改善変更予定 課題意識を持ってしっかり頑張ってください。  最新の採用試験情報やその対策

についても触れたいと考えています。 
講義目的 中学校の技術科教師になることを強く希望する者のための選択科目である。教材

開発に焦点を当てて技術科の各分野における具体的な課題に取り組みながら、技



術科教師としての力量を高めるための研究・実践をする。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 中学校学習指導要領と技術科教育法について解説する。 

2 回 技術科の授業について指導法と指導形態を解説する。 
3 回 技術科教育と職業観・勤労観の育成とキャリア教育について検討する。 
4 回 技術科教育と安全教育について検討する。 
5 回 技術科教育と環境教育について検討する。 
6 回 技術科教育と地域との連携について検討する。 
7 回 技術科教育と感性の育成について検討する。 
8 回 技術科教育と創造性の育成について検討する。 
9 回 技術科教育と倫理観の育成について検討する。 
10 回 技術科教育と情報モラルの育 

準備学習 1 回 中学校学習指導要領第一章総則と第２章第８節を読むこと。 
2 回 技術科教育の意義を復習し、効果的な指導法について考えてくること。 
3 回 教科書の該当箇所を読み課題をもって授業に臨むこと。 
4 回 教科書の該当箇所を読み課題を持って授業に臨むこと。 
5 回 教科書の該当箇所を読み課題を持って授業に臨むこと。 
6 回 教科書の該当箇所を読み課題を持って授業に臨むこと。 
7 回 教科書の該当箇所を読み課題を持って授業に臨むこと。 
8 回 教科書の該当箇所を読み課題を持って授業に臨むこと。 
9 回 教科書の該当箇所を読み 

 



年度 2014 
授業コード FC00651K 
成績評価 講義受講状況（10％）と課題提出物の内容（40％）ならびに定期試験（50％）に

より総合的に評価を行う。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00651K 技術科教育法Ⅲ 
担当教員名 塗⽊ 利明 
単位数 2 
教科書 技術・家庭 技術分野／文部科学省検定済教科書／教育図書／9784877302719 
アクティブラーニング  
キーワード 技術科、技術科教育法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 技術科教育法Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １．文部科学省検定済教科書「新しい技術・家庭 技術分野」東京書籍 

２．文部科学省検定済教科書「技術・家庭 技術分野」開隆堂 
３．中学校学習指導要領解説―技術・家庭編―文部科学省・教育図書 
４．他必要に応じて講義中に提示する。 

授業形態 講義 
注意備考 「技術科教育法Ⅰ」を習得していること。 
シラバスコード FC00651K 
実務経験のある教員  
達成目標 将来の中学校技術科教師として、技術分野をわかりやすく伝えるための教材を研

究・開発できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 研究室：⼯学実習棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Technical Arts III 
関連科目 技術科教育法Ⅰ、技術科教育法Ⅱ、技術科教育法Ⅳ、 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学校の技術科教師になることを強く希望する者のための選択科目である。教材

開発に焦点を当てて技術科の各分野における具体的な課題に取り組みながら、技
術科教師としての力量を高めるための研究・実践をする。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 中学校学習指導要領と技術科教育法について解説する。 

2 回 技術科の授業について指導法と指導形態を解説する。 



3 回 技術科教育と職業観・勤労観の育成とキャリア教育について検討する。 
4 回 技術科教育と安全教育について検討する。 
5 回 技術科教育と環境教育について検討する。 
6 回 技術科教育と地域との連携について検討する。 
7 回 技術科教育と感性の育成について検討する。 
8 回 技術科教育と創造性の育成について検討する。 
9 回 技術科教育と倫理観の育成について検討する。 
10 回 技術科教育と情報モラルの育 

準備学習 1 回 中学校学習指導要領第一章総則と第２章第８節を読むこと。 
2 回 技術科教育の意義を復習し、効果的な指導法について考えてくること。 
3 回 教科書の該当箇所を読み課題をもって授業に臨むこと。 
4 回 教科書の該当箇所を読み課題を持って授業に臨むこと。 
5 回 教科書の該当箇所を読み課題を持って授業に臨むこと。 
6 回 教科書の該当箇所を読み課題を持って授業に臨むこと。 
7 回 教科書の該当箇所を読み課題を持って授業に臨むこと。 
8 回 教科書の該当箇所を読み課題を持って授業に臨むこと。 
9 回 教科書の該当箇所を読み 

 



年度 2014 
授業コード FC006610 
成績評価 講義受講状況（10％）と課題提出物の内容（40％）ならびに定期試験（50％）に

より総合的に評価を行う。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜12),電気電子システム学科(〜12),情報⼯学科(〜12),知能

機械⼯学科(〜12),生体医⼯学科(〜12),建築学科(〜12) 
見出し FC006610 技術科教育法Ⅳ 
担当教員名 塗⽊ 利明 
単位数 2 
教科書 技術・家庭 技術分野／文部科学省検定済教科書／教育図書 
アクティブラーニング  
キーワード 技術科、技術科教育法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 面接や口頭試問なども扱ってほしかったという意見がありましたが、今の内容で

数をこなしたいという意見もあり、限られた時間の中ではなかなか難しい面があ
ります。 

科目名 技術科教育法Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １．文部科学省検定済教科書「新編 新しい技術・家庭 技術分野」東京書籍 

２．文部科学省検定済教科書「技術・家庭 技術分野」開隆堂 
３．中学校学習指導要領解説―技術・家庭編―文部科学省・教育図書 
４．他必要に応じて講義中に提示する。 

授業形態 講義 
注意備考 「技術科教育法Ⅰ」を修得していること。 
シラバスコード FC006610 
実務経験のある教員  
達成目標 生徒が学習内容に興味を持って取り組める実習教材の研究・開発ができる。 
受講者へのコメント 日々の授業や採用試験に関することなど、中学校技術科教員として必要な知識・

技能に焦点を当てて取り組んでいます。中学校技術科教員を真剣に目指す人は積
極的に受講してください。 

連絡先 研究室：⼯学実習棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 選択科目のため技術科教師になりたいという強い意欲のある受講生が多く、それ
が現れた満足のいく結果でした。 

英文科目名 Teaching Method of Technical Arts IV 
関連科目 技術科教育法Ⅰ、技術科教育法Ⅱ、技術科教育法Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定 受講生の数と個人個人が身につけている知識・技能の状況に可能な限り対応した

いと思います。 



講義目的 中学校の技術科教師になることを強く希望する者のための選択科目である。本講
義では技術の内容ごとに実習教材の研究を行い、生徒が興味を持って取り組める
実習教材を開発し、技術科教師としての実習教材作りの実践力を養うことを目的
とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 技術科における実習教材と教材開発について解説する。 

2 回 教科書の材料と加⼯の実習教材を調査する。 
3 回 材料と加⼯教材開発に向けて検討する。 
4 回 材料と加⼯教材の設計・製作をする。 
5 回 教科書のエネルギー変換実習教材を調査する。 
6 回 エネルギー変換教材開発に向けて検討する。 
7 回 エネルギー変換教材の設計・製作をする。 
8 回 教科書の生物育成の実習教材を調査する。 
9 回 生物育成教材開発に向けて検討する。 
10 回 生物育成教材の設計・製作をする。 
11 回 教科書の情報実習教材を調査する。 
1 

準備学習 1 回 技術・家庭科の存在意義を確認して授業に臨むこと。 
2 回 教科書の該当箇所を読み、扱われている実習教材を把握すること。 
3 回 前回の授業内容を振り返り、生徒に学習内容を理解させるための教材を検
討すること。 
4 回 必要な材料・⼯具・段取り等を検討すること。 
5 回 教科書の該当箇所を読み、扱われている実習教材を確認すること。 
6 回 前回の授業内容を振り返り、生徒に学習内容を理解させるための教材を検
討すること。 
7 回 必要な材料・⼯具・段取り等を検討すること。 
8 回 教科書の該当箇所を読み、扱われている実習 

 



年度 2014 
授業コード FC00661K 
成績評価 講義受講状況（10％）と課題提出物の内容（40％）ならびに定期試験（50％）に

より総合的に評価を行う。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00661K 技術科教育法Ⅳ 
担当教員名 塗⽊ 利明 
単位数 2 
教科書 技術・家庭 技術分野／文部科学省検定済教科書／教育図書 
アクティブラーニング  
キーワード 技術科、技術科教育法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 技術科教育法Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １．文部科学省検定済教科書「新編 新しい技術・家庭 技術分野」東京書籍 

２．文部科学省検定済教科書「技術・家庭 技術分野」開隆堂 
３．中学校学習指導要領解説―技術・家庭編―文部科学省・教育図書 
４．他必要に応じて講義中に提示する。 

授業形態 講義 
注意備考 「技術科教育法Ⅰ」を修得していること。 
シラバスコード FC00661K 
実務経験のある教員  
達成目標 生徒が学習内容に興味を持って取り組める実習教材の研究・開発ができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 研究室：⼯学実習棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Technical Arts IV 
関連科目 技術科教育法Ⅰ、技術科教育法Ⅱ、技術科教育法Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学校の技術科教師になることを強く希望する者のための選択科目である。本講

義では技術の内容ごとに実習教材の研究を行い、生徒が興味を持って取り組める
実習教材を開発し、技術科教師としての実習教材作りの実践力を養うことを目的
とする。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 技術科における実習教材と教材開発について解説する。 

2 回 教科書の材料と加⼯の実習教材を調査する。 



3 回 材料と加⼯教材開発に向けて検討する。 
4 回 材料と加⼯教材の設計・製作をする。 
5 回 教科書のエネルギー変換実習教材を調査する。 
6 回 エネルギー変換教材開発に向けて検討する。 
7 回 エネルギー変換教材の設計・製作をする。 
8 回 教科書の生物育成の実習教材を調査する。 
9 回 生物育成教材開発に向けて検討する。 
10 回 生物育成教材の設計・製作をする。 
11 回 教科書の情報実習教材を調査する。 
1 

準備学習 1 回 技術・家庭科の存在意義を確認して授業に臨むこと。 
2 回 教科書の該当箇所を読み、扱われている実習教材を把握すること。 
3 回 前回の授業内容を振り返り、生徒に学習内容を理解させるための教材を検
討すること。 
4 回 必要な材料・⼯具・段取り等を検討すること。 
5 回 教科書の該当箇所を読み、扱われている実習教材を確認すること。 
6 回 前回の授業内容を振り返り、生徒に学習内容を理解させるための教材を検
討すること。 
7 回 必要な材料・⼯具・段取り等を検討すること。 
8 回 教科書の該当箇所を読み、扱われている実習 

 



年度 2014 
授業コード FC006710 
成績評価 毎時間のレポートで評価し，１００点満点に換算して６０点以上を合格とする。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜13) 
見出し FC006710 社会科教育法Ⅰ 
担当教員名 安藤 豊＊ 
単位数 2 
教科書 中学校教科書：中学生の地理（帝国書院）中学校教科書：中学生の歴史（帝国書

院） 
アクティブラーニング  
キーワード 中学校社会科教科書を知る。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 社会科教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学で使った地図帳 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード FC006710 
実務経験のある教員  
達成目標 中学校社会科教員としての授業の実践能力を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 教務課 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Social Studies I 
関連科目 社会科・公⺠科教育法Ⅰ，社会科・公⺠科教育法Ⅱ，社会科教育法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学校教諭免許状（社会科）の取得に必要な知識，技能を修得すること。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 地球のすがた，世界のすがたとさまざまな地域について解説する。 

2 回 身近な地域の調査について解説する。 
3 回 都道府県の調査について解説する。 
4 回 世界の国々の調査について解説する。 
5 回 地理分野の学習指導案について解説する。 
6 回 古代までの日本について解説する。 
7 回 中世の日本について解説する。 
8 回 金世の日本について解説する。 



9 回 開国と近代日本の歩について解説する。 
10 回 二度の世界大戦と日本について解説する。 
11 回 人間の尊重と日本国憲法について解説する。 
12 回 活躍した歴 

準備学習 1 回 中学校地理教科書（帝国書院）P.8〜P.31 までに目を通しておくこと。 
2 回 中学校地理教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
3 回 中学校地理教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
4 回 中学校地理教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
5 回 中学校地理教科書（帝国書院）の中で，興味ある分野の学習指導案を作成し
ておくこと。 
6 回 中学校歴史教科書（帝国書院）の古代まで目を通しておくこと。 
7 回 中学校歴史教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学 

 



年度 2014 
授業コード FC00671K 
成績評価 毎時間のレポートで評価し，１００点満点に換算して６０点以上を合格とする。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00671K 社会科教育法Ⅰ 
担当教員名 安藤 豊＊ 
単位数 2 
教科書 中学校教科書：中学生の地理（帝国書院）中学校教科書：中学生の歴史（帝国書

院） 
アクティブラーニング  
キーワード 中学校社会科教科書を知る。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 社会科教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学で使った地図帳 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード FC00671K 
実務経験のある教員  
達成目標 中学校社会科教員としての授業の実践能力を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 教務課 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Social Studies I 
関連科目 社会科・公⺠科教育法Ⅰ，社会科・公⺠科教育法Ⅱ，社会科教育法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学校教諭免許状（社会科）の取得に必要な知識，技能を修得すること。 
対象学年 1 年 
授業内容 1 回 地球のすがた，世界のすがたとさまざまな地域について解説する。 

2 回 身近な地域の調査について解説する。 
3 回 都道府県の調査について解説する。 
4 回 世界の国々の調査について解説する。 
5 回 地理分野の学習指導案について解説する。 
6 回 古代までの日本について解説する。 
7 回 中世の日本について解説する。 
8 回 金世の日本について解説する。 



9 回 開国と近代日本の歩について解説する。 
10 回 二度の世界大戦と日本について解説する。 
11 回 人間の尊重と日本国憲法について解説する。 
12 回 活躍した歴 

準備学習 1 回 中学校地理教科書（帝国書院）P.8〜P.31 までに目を通しておくこと。 
2 回 中学校地理教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
3 回 中学校地理教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
4 回 中学校地理教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
5 回 中学校地理教科書（帝国書院）の中で，興味ある分野の学習指導案を作成し
ておくこと。 
6 回 中学校歴史教科書（帝国書院）の古代まで目を通しておくこと。 
7 回 中学校歴史教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学 

 



年度 2014 
授業コード FC006810 
成績評価 毎時間のレポートで評価し，１００点満点に換算して６０点以上を合格とする。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜12) 
見出し FC006810 社会科教育法Ⅱ 
担当教員名 安藤 豊＊ 
単位数 2 
教科書 中学校教科書：中学生の歴史／／帝国書院／9784807159420 
アクティブラーニング  
キーワード 歴史的事象の客観的理解 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 社会科教育法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学で使った歴史資料 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード FC006810 
実務経験のある教員  
達成目標 中学校社会科教員としての授業の実践能力を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 教務課 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Social Studies II 
関連科目 社会科・公⺠科教育法Ⅰ，社会科・公⺠科教育法Ⅱ，社会科教育法Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学校教諭免許状（社会科）の取得に必要な知識，技能を修得すること。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 古代国家の歩みと東アジア世界について解説する。 

2 回 武士の台頭と鎌倉幕府について解説する。 
3 回 東アジア世界とのかかわりと社会の変動について解説する。 
4 回 ヨーロッパ人との出会いと全国統一について解説する。 
5 回 江⼾幕府の成立と鎖国について解説する。 
6 回 産業の発達と幕府政治の動きについて解説する。 
7 回 欧米の進出と日本の開国について解説する。 
8 回 明治維新について解説する。 
9 回 日清，日露戦争と近代産業について解説する。 



10 回 第１次世界大戦とアジア，日本について解説する。 
11 

準備学習 1 回 中学校歴史教科書（帝国書院）の古代国家に目を通しておくこと。 
2 回 中学校歴史教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
3 回 中学校歴史教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
4 回 中学校歴史教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
5 回 中学校歴史教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
6 回 中学校歴史教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
7 回 中学校歴史教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FC00681K 
成績評価 毎時間のレポートで評価し，１００点満点に換算して６０点以上を合格とする。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00681K 社会科教育法Ⅱ 
担当教員名 安藤 豊＊ 
単位数 2 
教科書 中学校教科書：中学生の歴史／／帝国書院／9784807159420 
アクティブラーニング  
キーワード 歴史的事象の客観的理解 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 社会科教育法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学で使った歴史資料 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード FC00681K 
実務経験のある教員  
達成目標 中学校社会科教員としての授業の実践能力を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 教務課 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Social Studies II 
関連科目 社会科・公⺠科教育法Ⅰ，社会科・公⺠科教育法Ⅱ，社会科教育法Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学校教諭免許状（社会科）の取得に必要な知識，技能を修得すること。 
対象学年 1 年 
授業内容 1 回 古代国家の歩みと東アジア世界について解説する。 

2 回 武士の台頭と鎌倉幕府について解説する。 
3 回 東アジア世界とのかかわりと社会の変動について解説する。 
4 回 ヨーロッパ人との出会いと全国統一について解説する。 
5 回 江⼾幕府の成立と鎖国について解説する。 
6 回 産業の発達と幕府政治の動きについて解説する。 
7 回 欧米の進出と日本の開国について解説する。 
8 回 明治維新について解説する。 
9 回 日清，日露戦争と近代産業について解説する。 



10 回 第１次世界大戦とアジア，日本について解説する。 
11 

準備学習 1 回 中学校歴史教科書（帝国書院）の古代国家に目を通しておくこと。 
2 回 中学校歴史教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
3 回 中学校歴史教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
4 回 中学校歴史教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
5 回 中学校歴史教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
6 回 中学校歴史教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
7 回 中学校歴史教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FC007210 
成績評価 提出課題（２０％）と試験（８０％）で評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(08〜),バイオ・応用化学科(08〜),機械システム⼯学科(08〜),電気電子シ

ステム学科(08〜),情報⼯学科(08〜),知能機械⼯学科(08〜),生体医⼯学科(08
〜),建築学科(08〜),総合情報学部(08〜),生物地球学部(08〜),教職特別課程(08
〜) 

見出し FC007210 教職論 
担当教員名 横⽥ 美枝子＊ 
単位数 2 
教科書 教職必修 新教職論（改訂版）／教職課程研究会／実教出版／9784407317992 
アクティブラーニング  
キーワード 教職の意義，教師像 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC007210 
実務経験のある教員  
達成目標 教師としての自らの在り方を探りながら、教職についての理解を深め、将来、学

校教育に真剣に取り組もうとする自己の教師像を明確にすることができる。 
受講者へのコメント  ”将来の進路選択に役立った”と多くの学生が答えてくれ満足している。教職に

就くか就かないか自分自身で判断するときに、この講義の内容が参考になれば幸
いである。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  まだまだ検討の余地はあるが、それなりに評価をしてもらい安堵している。 
英文科目名 Studies of Teaching Profession 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  内容の精選、板書事項 振り返り用のワークシートの⼯夫などが考えられる。 
講義目的 本講義は教員免許状を取得するための必修科目である。そのため、教職の意義、

及び教師に課せられた使命・役割等について考察するとともに、これからの教師
に求められる資質や素養について基礎的な知識や内容を学び、教師になろうとす
る意欲を高めることにある。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 教職の意義について解説する。（オリエンテーションを含む） 
2 回 教員の職務と服務について解説する。 
3 回 教員の資質向上と研修について解説する。 
4 回 学校の歴史と求められる教師像について解説する。 
5 回 教員の養成・採用について解説する。 
6 回 学校の組織と運営について解説する。 
7 回 学級経営と学習指導について解説する。 
8 回 学校教育の現状と課題について解説する。 
9 回 生徒指導の考え方について解説する。 
10 回 事例研究（いじめ問題への具体的対応）について解説する。 
11 回 事例研究（不当問 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 地方公務員法第 30 条とはどのような内容か調べておくこと。 
3 回 教員に求められる資質能力とはどのようなものか、また、教員の研修内容に
ついて調べておくこと。 
4 回 我々にとって学校は当たり前の存在であるが、どのような歴史をたどる中
で現在のような学校教育が行われるようになったのか、特に、明治時代以降の学
校制度について調べておくこと。 
5 回 昨年度の教員採用試験問題（出題内容）に目を通しておくこと。 
6 回 学校の定義はどのような法律でなされている 

 



年度 2014 
授業コード FC007220 
成績評価 提出課題（２０％）と試験（８０％）で評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(08〜),バイオ・応用化学科(08〜),機械システム⼯学科(08〜),電気電子シ

ステム学科(08〜),情報⼯学科(08〜),知能機械⼯学科(08〜),生体医⼯学科(08
〜),建築学科(08〜),総合情報学部(08〜),生物地球学部(08〜),教職特別課程(08
〜) 

見出し FC007220 教職論 
担当教員名 横⽥ 美枝子＊ 
単位数 2 
教科書 教職必修 新教職論（改訂版）／教職課程研究会／実教出版／9784407317992 
アクティブラーニング  
キーワード 教職の意義，教師像 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC007220 
実務経験のある教員  
達成目標 教師としての自らの在り方を探りながら、教職についての理解を深め、将来、学

校教育に真剣に取り組もうとする自己の教師像を明確にすることができる。 
受講者へのコメント ２３５人という多数の受講者がいたため、いろいろな面で反省点が見えてきた。

⿊板の文字がうすい（力を入れて書いているつもりだが） 読みにくい 前の席
が確保しにくいなど・・・多数の場合にはそれなりに対処するべきと思う。今後
は関係の先生方とも相談して考えていきたい。しかし人数の割には、真剣に熱⼼
に学ぶ学生が多かったと思う。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  まずまずだったと思う。ただアンケートに答えていない学生も結構いたのでは
ないか・・・ 

英文科目名 Studies of Teaching Profession 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  講義の持ち方等について今後検討をしていく予定 
講義目的 本講義は教員免許状を取得するための必修科目である。そのため、教職の意義、

及び教師に課せられた使命・役割等について考察するとともに、これからの教師



に求められる資質や素養について基礎的な知識や内容を学び、教師になろうとす
る意欲を高めることにある。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教職の意義について解説する。（オリエンテーションを含む） 

2 回 教員の職務と服務について解説する。 
3 回 教員の資質向上と研修について解説する。 
4 回 学校の歴史と求められる教師像について解説する。 
5 回 教員の養成・採用について解説する。 
6 回 学校の組織と運営について解説する。 
7 回 学級経営と学習指導について解説する。 
8 回 学校教育の現状と課題について解説する。 
9 回 生徒指導の考え方について解説する。 
10 回 事例研究（いじめ問題への具体的対応）について解説する。 
11 回 事例研究（不当問 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 地方公務員法第 30 条とはどのような内容か調べておくこと。 
3 回 教員に求められる資質能力とはどのようなものか、また、教員の研修内容に
ついて調べておくこと。 
4 回 我々にとって学校は当たり前の存在であるが、どのような歴史をたどる中
で現在のような学校教育が行われるようになったのか、特に、明治時代以降の学
校制度について調べておくこと。 
5 回 昨年度の教員採用試験問題（出題内容）に目を通しておくこと。 
6 回 学校の定義はどのような法律でなされている 

 



年度 2014 
授業コード FC007230 
成績評価 提出課題（２０％）と試験（８０％）で評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(08〜),バイオ・応用化学科(08〜),機械システム⼯学科(08〜),電気電子シ

ステム学科(08〜),情報⼯学科(08〜),知能機械⼯学科(08〜),生体医⼯学科(08
〜),建築学科(08〜),総合情報学部(08〜),生物地球学部(08〜),教職特別課程(08
〜) 

見出し FC007230 教職論 
担当教員名 横⽥ 美枝子＊ 
単位数 2 
教科書 教職必修 新教職論（改訂版）／教職課程研究会／実教出版／9784407317992 
アクティブラーニング  
キーワード 教職の意義，教師像 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC007230 
実務経験のある教員  
達成目標 教師としての自らの在り方を探りながら、教職についての理解を深め、将来、学

校教育に真剣に取り組もうとする自己の教師像を明確にすることができる。 
受講者へのコメント  欠席者や途中で脱落していく学生がいたのが残念だった。１５回全部受講する

構えで臨んでほしい。”将来の進路選択に役だった”という点ではよかったと思
う。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  ”目標がある程度達成できた”とか内容に”まずまず満足している”という点でそ
れなりに評価がでていてよかった。 

英文科目名 Studies of Teaching Profession 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  講義の持ち方を再検討したい。対話形式を取り入れ、演習やグループでの話し

合い等も可能な限り入れていきたいと思っている。 
講義目的 本講義は教員免許状を取得するための必修科目である。そのため、教職の意義、

及び教師に課せられた使命・役割等について考察するとともに、これからの教師
に求められる資質や素養について基礎的な知識や内容を学び、教師になろうとす



る意欲を高めることにある。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教職の意義について解説する。（オリエンテーションを含む） 

2 回 教員の職務と服務について解説する。 
3 回 教員の資質向上と研修について解説する。 
4 回 学校の歴史と求められる教師像について解説する。 
5 回 教員の養成・採用について解説する。 
6 回 学校の組織と運営について解説する。 
7 回 学級経営と学習指導について解説する。 
8 回 学校教育の現状と課題について解説する。 
9 回 生徒指導の考え方について解説する。 
10 回 事例研究（いじめ問題への具体的対応）について解説する。 
11 回 事例研究（不当問 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 地方公務員法第 30 条とはどのような内容か調べておくこと。 
3 回 教員に求められる資質能力とはどのようなものか、また、教員の研修内容に
ついて調べておくこと。 
4 回 我々にとって学校は当たり前の存在であるが、どのような歴史をたどる中
で現在のような学校教育が行われるようになったのか、特に、明治時代以降の学
校制度について調べておくこと。 
5 回 昨年度の教員採用試験問題（出題内容）に目を通しておくこと。 
6 回 学校の定義はどのような法律でなされている 

 



年度 2014 
授業コード FC007240 
成績評価 提出課題（２０％）と試験（８０％）で評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(08〜),バイオ・応用化学科(08〜),機械システム⼯学科(08〜),電気電子シ

ステム学科(08〜),情報⼯学科(08〜),知能機械⼯学科(08〜),生体医⼯学科(08
〜),建築学科(08〜),総合情報学部(08〜),生物地球学部(08〜),教職特別課程(08
〜) 

見出し FC007240 教職論 
担当教員名 横⽥ 美枝子＊ 
単位数 2 
教科書 教職必修 新教職論（改訂版）／教職課程研究会／実教出版／9784407317992 
アクティブラーニング  
キーワード 教職の意義，教師像 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC007240 
実務経験のある教員  
達成目標 教師としての自らの在り方を探りながら、教職についての理解を深め、将来、学

校教育に真剣に取り組もうとする自己の教師像を明確にすることができる。 
受講者へのコメント 「この時間に学んだことが○○県の教員採用試験に結構出ましたよ。」とある学

生が言ってくれたことがとても嬉しかった。今後も内容は検討していかなければ
ならないと思うが、少しでも役に立つことができてよかったと思う。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  授業への満足度、目標への達成度などがまずまずの評価であった。 
英文科目名 Studies of Teaching Profession 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  内容の精選、授業方法の⼯夫等が考えられる。 
講義目的 本講義は教員免許状を取得するための必修科目である。そのため、教職の意義、

及び教師に課せられた使命・役割等について考察するとともに、これからの教師
に求められる資質や素養について基礎的な知識や内容を学び、教師になろうとす
る意欲を高めることにある。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 教職の意義について解説する。（オリエンテーションを含む） 
2 回 教員の職務と服務について解説する。 
3 回 教員の資質向上と研修について解説する。 
4 回 学校の歴史と求められる教師像について解説する。 
5 回 教員の養成・採用について解説する。 
6 回 学校の組織と運営について解説する。 
7 回 学級経営と学習指導について解説する。 
8 回 学校教育の現状と課題について解説する。 
9 回 生徒指導の考え方について解説する。 
10 回 事例研究（いじめ問題への具体的対応）について解説する。 
11 回 事例研究（不当問 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 地方公務員法第 30 条とはどのような内容か調べておくこと。 
3 回 教員に求められる資質能力とはどのようなものか、また、教員の研修内容に
ついて調べておくこと。 
4 回 我々にとって学校は当たり前の存在であるが、どのような歴史をたどる中
で現在のような学校教育が行われるようになったのか、特に、明治時代以降の学
校制度について調べておくこと。 
5 回 昨年度の教員採用試験問題（出題内容）に目を通しておくこと。 
6 回 学校の定義はどのような法律でなされている 

 



年度 2014 
授業コード FC007250 
成績評価 提出課題（２０％）と試験（８０％）で評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(08〜),バイオ・応用化学科(08〜),機械システム⼯学科(08〜),電気電子シ

ステム学科(08〜),情報⼯学科(08〜),知能機械⼯学科(08〜),生体医⼯学科(08
〜),建築学科(08〜),総合情報学部(08〜),生物地球学部(08〜),教職特別課程(08
〜) 

見出し FC007250 教職論 
担当教員名 横⽥ 美枝子＊ 
単位数 2 
教科書 教職必修 新教職論（改訂版）／教職課程研究会／実教出版／9784407317992 
アクティブラーニング  
キーワード 教職の意義，教師像 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC007250 
実務経験のある教員  
達成目標 教師としての自らの在り方を探りながら、教職についての理解を深め、将来、学

校教育に真剣に取り組もうとする自己の教師像を明確にすることができる。 
受講者へのコメント  毎回提出してもらったレポートに目を通した時、とても熱⼼に講義を聞いてい

る学生が多くいることに感⼼した。板書事項だけでなく、雑談的に話した内容ま
できちんと余白に書かれていることが分かり、充実感を味わうことができた。こ
れからも自分の体験談を中⼼にいろいろな視点から講義をしていきたいと思う。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ”授業への満足度”でまずまずの評価がでていて今後の参考にしていきたい。 
英文科目名 Studies of Teaching Profession 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  板書事項の精選、講義の内容の検討等を考えていきたい。 
講義目的 本講義は教員免許状を取得するための必修科目である。そのため、教職の意義、

及び教師に課せられた使命・役割等について考察するとともに、これからの教師
に求められる資質や素養について基礎的な知識や内容を学び、教師になろうとす
る意欲を高めることにある。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教職の意義について解説する。（オリエンテーションを含む） 

2 回 教員の職務と服務について解説する。 
3 回 教員の資質向上と研修について解説する。 
4 回 学校の歴史と求められる教師像について解説する。 
5 回 教員の養成・採用について解説する。 
6 回 学校の組織と運営について解説する。 
7 回 学級経営と学習指導について解説する。 
8 回 学校教育の現状と課題について解説する。 
9 回 生徒指導の考え方について解説する。 
10 回 事例研究（いじめ問題への具体的対応）について解説する。 
11 回 事例研究（不当問 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 地方公務員法第 30 条とはどのような内容か調べておくこと。 
3 回 教員に求められる資質能力とはどのようなものか、また、教員の研修内容に
ついて調べておくこと。 
4 回 我々にとって学校は当たり前の存在であるが、どのような歴史をたどる中
で現在のような学校教育が行われるようになったのか、特に、明治時代以降の学
校制度について調べておくこと。 
5 回 昨年度の教員採用試験問題（出題内容）に目を通しておくこと。 
6 回 学校の定義はどのような法律でなされている 

 



年度 2014 
授業コード FC007260 
成績評価 提出課題（２０％）と試験（８０％）で評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(08〜),バイオ・応用化学科(08〜),機械システム⼯学科(08〜),電気電子シ

ステム学科(08〜),情報⼯学科(08〜),知能機械⼯学科(08〜),生体医⼯学科(08
〜),建築学科(08〜),総合情報学部(08〜),生物地球学部(08〜),教職特別課程(08
〜) 

見出し FC007260 教職論 
担当教員名 横⽥ 美枝子＊ 
単位数 2 
教科書 実教出版「教職必修 新教職論（改訂版）」 
アクティブラーニング  
キーワード 教職の意義，教師像 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC007260 
実務経験のある教員  
達成目標 教師としての自らの在り方を探りながら、教職についての理解を深め、将来、学

校教育に真剣に取り組もうとする自己の教師像を明確にすることができる。 
受講者へのコメント  真剣にそして熱⼼に受講する学生が多かったです。いろいろな質問もありまし

たし、個人的に昼休みに話をすることもありました。前向きに取り組んでレポー
トもよく書けていました。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 それなりの評価をしてもらい、安⼼しています。特に授業を受けてよかった点で
「この分野への理解が深まった。」と多くの学生が答えてくれて、やりがいを改
めて感じました。 

英文科目名 Studies of Teaching Profession 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  今回のように話し合いや演習などの形態を可能な限り、授業の中に取り入れて

いきたいと考えています。 
講義目的 本講義は教員免許状を取得するための必修科目である。そのため、教職の意義、

及び教師に課せられた使命・役割等について考察するとともに、これからの教師



に求められる資質や素養について基礎的な知識や内容を学び、教師になろうとす
る意欲を高めることにある。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教職の意義について解説する。（オリエンテーションを含む） 

2 回 教員の職務と服務について解説する。 
3 回 教員の資質向上と研修について解説する。 
4 回 学校の歴史と求められる教師像について解説する。 
5 回 教員の養成・採用について解説する。 
6 回 学校の組織と運営について解説する。 
7 回 学級経営と学習指導について解説する。 
8 回 学校教育の現状と課題について解説する。 
9 回 生徒指導の考え方について解説する。 
10 回 事例研究（いじめ問題への具体的対応）について解説する。 
11 回 事例研究（不当問 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 地方公務員法第 30 条とはどのような内容か調べておくこと。 
3 回 教員に求められる資質能力とはどのようなものか、また、教員の研修内容に
ついて調べておくこと。 
4 回 我々にとって学校は当たり前の存在であるが、どのような歴史をたどる中
で現在のような学校教育が行われるようになったのか、特に、明治時代以降の学
校制度について調べておくこと。 
5 回 昨年度の教員採用試験問題（出題内容）に目を通しておくこと。 
6 回 学校の定義はどのような法律でなされている 

 



年度 2014 
授業コード FC007270 
成績評価 提出課題（２０％）と試験（８０％）で評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(08〜),バイオ・応用化学科(08〜),機械システム⼯学科(08〜),電気電子シ

ステム学科(08〜),情報⼯学科(08〜),知能機械⼯学科(08〜),生体医⼯学科(08
〜),建築学科(08〜),総合情報学部(08〜),生物地球学部(08〜),教職特別課程(08
〜) 

見出し FC007270 教職論 
担当教員名 横⽥ 美枝子＊ 
単位数 2 
教科書 実教出版「教職必修 新教職論（改訂版）」 
アクティブラーニング  
キーワード 教職の意義，教師像 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC007270 
実務経験のある教員  
達成目標 教師としての自らの在り方を探りながら、教職についての理解を深め、将来、学

校教育に真剣に取り組もうとする自己の教師像を明確にすることができる。 
受講者へのコメント  非常に少ない人数で和気あいあいと授業を進めることができました。個人的に

指名して発表してもらったり、グループで話し合ったりと新鮮さを感じた半年間
でした。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  まずまずの評価でほっとしています。授業を受けてよかった点で「今後の進路
の参考になった。」とほとんどの学生が答えてくれてとても満足しています。 

英文科目名 Studies of Teaching Profession 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  講義の内容をもう一度吟味し、今の教育の現状を踏まえた内容を増やしていき

たいと考えています。 
講義目的 本講義は教員免許状を取得するための必修科目である。そのため、教職の意義、

及び教師に課せられた使命・役割等について考察するとともに、これからの教師
に求められる資質や素養について基礎的な知識や内容を学び、教師になろうとす



る意欲を高めることにある。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教職の意義について解説する。（オリエンテーションを含む） 

2 回 教員の職務と服務について解説する。 
3 回 教員の資質向上と研修について解説する。 
4 回 学校の歴史と求められる教師像について解説する。 
5 回 教員の養成・採用について解説する。 
6 回 学校の組織と運営について解説する。 
7 回 学級経営と学習指導について解説する。 
8 回 学校教育の現状と課題について解説する。 
9 回 生徒指導の考え方について解説する。 
10 回 事例研究（いじめ問題への具体的対応）について解説する。 
11 回 事例研究（不当問 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 地方公務員法第 30 条とはどのような内容か調べておくこと。 
3 回 教員に求められる資質能力とはどのようなものか、また、教員の研修内容に
ついて調べておくこと。 
4 回 我々にとって学校は当たり前の存在であるが、どのような歴史をたどる中
で現在のような学校教育が行われるようになったのか、特に、明治時代以降の学
校制度について調べておくこと。 
5 回 昨年度の教員採用試験問題（出題内容）に目を通しておくこと。 
6 回 学校の定義はどのような法律でなされている 

 



年度 2014 
授業コード FC007280 
成績評価 提出課題（２０％）と試験（８０％）で評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(08〜),バイオ・応用化学科(08〜),機械システム⼯学科(08〜),電気電子シ

ステム学科(08〜),情報⼯学科(08〜),知能機械⼯学科(08〜),生体医⼯学科(08
〜),建築学科(08〜),総合情報学部(08〜),生物地球学部(08〜),教職特別課程(08
〜) 

見出し FC007280 教職論 
担当教員名 横⽥ 美枝子＊ 
単位数 2 
教科書 実教出版「教職必修 新教職論（改訂版）」 
アクティブラーニング  
キーワード 教職の意義，教師像 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC007280 
実務経験のある教員  
達成目標 教師としての自らの在り方を探りながら、教職についての理解を深め、将来、学

校教育に真剣に取り組もうとする自己の教師像を明確にすることができる。 
受講者へのコメント  欠席、遅刻がほとんどなくまじめに真剣に取り組む学生が多かったです。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業への満足度で「満足」（６８．８％）「ほぼ満足」（２８．１％）となっていて、
とてもうれしく思いました。これに満足せずさらに中身の濃い授業ができるよう
努力したいと思います。 

英文科目名 Studies of Teaching Profession 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  一方的な話で終わるのでなく、いろいろな方法を取り入れて飽きのこない授業

を計画していきたいと考えています。 
講義目的 本講義は教員免許状を取得するための必修科目である。そのため、教職の意義、

及び教師に課せられた使命・役割等について考察するとともに、これからの教師
に求められる資質や素養について基礎的な知識や内容を学び、教師になろうとす
る意欲を高めることにある。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教職の意義について解説する。（オリエンテーションを含む） 

2 回 教員の職務と服務について解説する。 
3 回 教員の資質向上と研修について解説する。 
4 回 学校の歴史と求められる教師像について解説する。 
5 回 教員の養成・採用について解説する。 
6 回 学校の組織と運営について解説する。 
7 回 学級経営と学習指導について解説する。 
8 回 学校教育の現状と課題について解説する。 
9 回 生徒指導の考え方について解説する。 
10 回 事例研究（いじめ問題への具体的対応）について解説する。 
11 回 事例研究（不当問 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 地方公務員法第 30 条とはどのような内容か調べておくこと。 
3 回 教員に求められる資質能力とはどのようなものか、また、教員の研修内容に
ついて調べておくこと。 
4 回 我々にとって学校は当たり前の存在であるが、どのような歴史をたどる中
で現在のような学校教育が行われるようになったのか、特に、明治時代以降の学
校制度について調べておくこと。 
5 回 昨年度の教員採用試験問題（出題内容）に目を通しておくこと。 
6 回 学校の定義はどのような法律でなされている 

 



年度 2014 
授業コード FC007310 
成績評価 定期試験（６０％）とリポート（４０％）で評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(08〜),バイオ・応用化学科(08〜),機械システム⼯学科(08〜),電気電子シ

ステム学科(08〜),情報⼯学科(08〜),知能機械⼯学科(08〜),生体医⼯学科(08
〜),建築学科(08〜),総合情報学部(08〜),生物地球学部(08〜) 

見出し FC007310 教育の方法と技術 
担当教員名 竹井 皓三＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード メディアリテラシー ＡＲＣＳ動機付け eーラーニング 授業分析 教授学習

過程の最適化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 何を覚えて良いか不明・・・シラバス等により自分の学習目標を明らかにしてお

くことが必要 
科目名 教育の方法と技術 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平沢 茂編著 教育の方法と技術 図書文化社柴⽥ 義松編著 教育の方法と

技術 学文社島宗 理 著 インストラクショナルデザイン 産業図書 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC007310 
実務経験のある教員  
達成目標 教室学習における生徒と教員の関係に着目し、その関係を決定付けるメディア環

境やコミュニケーション環境に目を向けることができるようになるとともに、学
習環境の改善のための意欲を持つことができるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Educational Method and Technique 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 ノートへの記入すぴどは考慮したい 
講義目的 学校教育における、教授者の授業に対する意識やもっている技術は、非常に大き

な影響力を持っている。また，電子通信技術の進展もめざましいものがある。こ
の講義では、授業実施するにおいて、どのような知識や技術ならびに意欲を必要
としているかについて、概論を述べて、今後の教職に対する意欲を身につけさせ



るとともに，教育における電子機器の活用やメディアリテラシーの重要性ととも
に，教育評価・授業分析などにも関⼼を持たせたい。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 教職を目指している理由を明確にし、「教授」と「学習」について、教

育場面での関係について考えておく。 
２回 メディアリテラシーあるいは情報リテラシーについて、その意味につい
てあらかじめ考えておくこと。 
３回 前回の講義から、メディアリテラシーの教育における役割について考え
ておくこと。 
４回 児童生徒のコミュニケーション活動の中に社会問題化していること事
について関⼼を持っておきたい。 
５回 eーラーニングについて，あらかじめ興味関⼼を持ち，リサーチしてお
くことが必要である。 
６回 メディア教材・教具が数 

 



年度 2014 
授業コード FC00731K 
成績評価 定期試験（６０％）とリポート（４０％）で評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00731K 教育の方法と技術 
担当教員名 竹井 皓三＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード メディアリテラシー ＡＲＣＳ動機付け eーラーニング 授業分析 教授学習

過程の最適化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育の方法と技術 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平沢 茂編著 教育の方法と技術 図書文化社柴⽥ 義松編著 教育の方法と

技術 学文社島宗 理 著 インストラクショナルデザイン 産業図書 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00731K 
実務経験のある教員  
達成目標 教室学習における生徒と教員の関係に着目し、その関係を決定付けるメディア環

境やコミュニケーション環境に目を向けることができるようになるとともに、学
習環境の改善のための意欲を持つことができるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Educational Method and Technique 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学校教育における、教授者の授業に対する意識やもっている技術は、非常に大き

な影響力を持っている。また，電子通信技術の進展もめざましいものがある。こ
の講義では、授業実施するにおいて、どのような知識や技術ならびに意欲を必要
としているかについて、概論を述べて、今後の教職に対する意欲を身につけさせ
るとともに，教育における電子機器の活用やメディアリテラシーの重要性ととも
に，教育評価・授業分析などにも関⼼を持たせたい。 

対象学年 1 年 



授業内容  
準備学習 １回 教職を目指している理由を明確にし、「教授」と「学習」について、教

育場面での関係について考えておく。 
２回 メディアリテラシーあるいは情報リテラシーについて、その意味につい
てあらかじめ考えておくこと。 
３回 前回の講義から、メディアリテラシーの教育における役割について考え
ておくこと。 
４回 児童生徒のコミュニケーション活動の中に社会問題化していること事
について関⼼を持っておきたい。 
５回 eーラーニングについて，あらかじめ興味関⼼を持ち，リサーチしてお
くことが必要である。 
６回 メディア教材・教具が数 

 



年度 2014 
授業コード FC007320 
成績評価 定期試験（６０％）とリポート（４０％）で評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(08〜),バイオ・応用化学科(08〜),機械システム⼯学科(08〜),電気電子シ

ステム学科(08〜),情報⼯学科(08〜),知能機械⼯学科(08〜),生体医⼯学科(08
〜),建築学科(08〜),総合情報学部(08〜),生物地球学部(08〜) 

見出し FC007320 教育の方法と技術 
担当教員名 竹井 皓三＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード メディアリテラシー ＡＲＣＳ動機付け eーラーニング 授業分析 教授学習

過程の最適化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教育の方法と技術は２年次の内容であり、基本的な見方考え方を重視していま

す。 
発表の時間は人数の関係でどうしても⻑くなる傾向にあります。でも、前グルー
プの考えも聞きたいところであり、⼯夫を考えてみたいと思います。 

科目名 教育の方法と技術 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平沢 茂編著 教育の方法と技術 図書文化社柴⽥ 義松編著 教育の方法と

技術 学文社島宗 理 著 インストラクショナルデザイン 産業図書 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC007320 
実務経験のある教員  
達成目標 教室学習における生徒と教員の関係に着目し、その関係を決定付けるメディア環

境やコミュニケーション環境に目を向けることができるようになるとともに、学
習環境の改善のための意欲を持つことができるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習・・・自分の目標に照らし必要な自習は非常に必要である。 
授業の進行が早い・・・今少しゆとりを持ちたいと考えている。 

英文科目名 Educational Method and Technique 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学校教育における、教授者の授業に対する意識やもっている技術は、非常に大き



な影響力を持っている。また，電子通信技術の進展もめざましいものがある。こ
の講義では、授業実施するにおいて、どのような知識や技術ならびに意欲を必要
としているかについて、概論を述べて、今後の教職に対する意欲を身につけさせ
るとともに，教育における電子機器の活用やメディアリテラシーの重要性ととも
に，教育評価・授業分析などにも関⼼を持たせたい。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 教職を目指している理由を明確にし、「教授」と「学習」について、教

育場面での関係について考えておく。 
２回 メディアリテラシーあるいは情報リテラシーについて、その意味につい
てあらかじめ考えておくこと。 
３回 前回の講義から、メディアリテラシーの教育における役割について考え
ておくこと。 
４回 児童生徒のコミュニケーション活動の中に社会問題化していること事
について関⼼を持っておきたい。 
５回 eーラーニングについて，あらかじめ興味関⼼を持ち，リサーチしてお
くことが必要である。 
６回 メディア教材・教具が数 

 



年度 2014 
授業コード FC00732K 
成績評価 定期試験（６０％）とリポート（４０％）で評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00732K 教育の方法と技術 
担当教員名 竹井 皓三＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード メディアリテラシー ＡＲＣＳ動機付け eーラーニング 授業分析 教授学習

過程の最適化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育の方法と技術 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平沢 茂編著 教育の方法と技術 図書文化社柴⽥ 義松編著 教育の方法と

技術 学文社島宗 理 著 インストラクショナルデザイン 産業図書 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00732K 
実務経験のある教員  
達成目標 教室学習における生徒と教員の関係に着目し、その関係を決定付けるメディア環

境やコミュニケーション環境に目を向けることができるようになるとともに、学
習環境の改善のための意欲を持つことができるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Educational Method and Technique 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学校教育における、教授者の授業に対する意識やもっている技術は、非常に大き

な影響力を持っている。また，電子通信技術の進展もめざましいものがある。こ
の講義では、授業実施するにおいて、どのような知識や技術ならびに意欲を必要
としているかについて、概論を述べて、今後の教職に対する意欲を身につけさせ
るとともに，教育における電子機器の活用やメディアリテラシーの重要性ととも
に，教育評価・授業分析などにも関⼼を持たせたい。 

対象学年 1 年 



授業内容  
準備学習 １回 教職を目指している理由を明確にし、「教授」と「学習」について、教

育場面での関係について考えておく。 
２回 メディアリテラシーあるいは情報リテラシーについて、その意味につい
てあらかじめ考えておくこと。 
３回 前回の講義から、メディアリテラシーの教育における役割について考え
ておくこと。 
４回 児童生徒のコミュニケーション活動の中に社会問題化していること事
について関⼼を持っておきたい。 
５回 eーラーニングについて，あらかじめ興味関⼼を持ち，リサーチしてお
くことが必要である。 
６回 メディア教材・教具が数 

 



年度 2014 
授業コード FC007330 
成績評価 定期試験（６０％）とリポート（４０％）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(08〜),バイオ・応用化学科(08〜),機械システム⼯学科(08〜),電気電子シ

ステム学科(08〜),情報⼯学科(08〜),知能機械⼯学科(08〜),生体医⼯学科(08
〜),建築学科(08〜),総合情報学部(08〜),生物地球学部(08〜) 

見出し FC007330 教育の方法と技術 
担当教員名 竹井 皓三＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード メディアリテラシー ＡＲＣＳ動機付け eーラーニング 授業分析 教授学習

過程の最適化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 スライドの切り替えが早すぎる・・・今少し様子を見ながら調整をしたいと思い

ます。 
興味関⼼を持って取り組んでいるので、自分がよく理解できていることまで、ノ
ートする必要はありません。 
グループの横一列は良くないと思います。 

科目名 教育の方法と技術 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平沢 茂編著 教育の方法と技術 図書文化社柴⽥ 義松編著 教育の方法と

技術 学文社島宗 理 著 インストラクショナルデザイン 産業図書 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC007330 
実務経験のある教員  
達成目標 教室学習における生徒と教員の関係に着目し、その関係を決定付けるメディア環

境やコミュニケーション環境に目を向けることができるようになるとともに、学
習環境の改善のための意欲を持つことができるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 時間外の学習・・・教職に取り組もうとしている以上、興味や関⼼を解決するこ
とは重要。 

英文科目名 Educational Method and Technique 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 学校教育における、教授者の授業に対する意識やもっている技術は、非常に大き
な影響力を持っている。また，電子通信技術の進展もめざましいものがある。こ
の講義では、授業実施するにおいて、どのような知識や技術ならびに意欲を必要
としているかについて、概論を述べて、今後の教職に対する意欲を身につけさせ
るとともに，教育における電子機器の活用やメディアリテラシーの重要性ととも
に，教育評価・授業分析などにも関⼼を持たせたい。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 教職を目指している理由を明確にし、「教授」と「学習」について、教

育場面での関係について考えておく。 
２回 メディアリテラシーあるいは情報リテラシーについて、その意味につい
てあらかじめ考えておくこと。 
３回 前回の講義から、メディアリテラシーの教育における役割について考え
ておくこと。 
４回 児童生徒のコミュニケーション活動の中に社会問題化していること事
について関⼼を持っておきたい。 
５回 eーラーニングについて，あらかじめ興味関⼼を持ち，リサーチしてお
くことが必要である。 
６回 メディア教材・教具が数 

 



年度 2014 
授業コード FC00733K 
成績評価 定期試験（６０％）とリポート（４０％）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00733K 教育の方法と技術 
担当教員名 竹井 皓三＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード メディアリテラシー ＡＲＣＳ動機付け eーラーニング 授業分析 教授学習

過程の最適化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育の方法と技術 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平沢 茂編著 教育の方法と技術 図書文化社柴⽥ 義松編著 教育の方法と

技術 学文社島宗 理 著 インストラクショナルデザイン 産業図書 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00733K 
実務経験のある教員  
達成目標 教室学習における生徒と教員の関係に着目し、その関係を決定付けるメディア環

境やコミュニケーション環境に目を向けることができるようになるとともに、学
習環境の改善のための意欲を持つことができるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Educational Method and Technique 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学校教育における、教授者の授業に対する意識やもっている技術は、非常に大き

な影響力を持っている。また，電子通信技術の進展もめざましいものがある。こ
の講義では、授業実施するにおいて、どのような知識や技術ならびに意欲を必要
としているかについて、概論を述べて、今後の教職に対する意欲を身につけさせ
るとともに，教育における電子機器の活用やメディアリテラシーの重要性ととも
に，教育評価・授業分析などにも関⼼を持たせたい。 

対象学年 1 年 



授業内容  
準備学習 １回 教職を目指している理由を明確にし、「教授」と「学習」について、教

育場面での関係について考えておく。 
２回 メディアリテラシーあるいは情報リテラシーについて、その意味につい
てあらかじめ考えておくこと。 
３回 前回の講義から、メディアリテラシーの教育における役割について考え
ておくこと。 
４回 児童生徒のコミュニケーション活動の中に社会問題化していること事
について関⼼を持っておきたい。 
５回 eーラーニングについて，あらかじめ興味関⼼を持ち，リサーチしてお
くことが必要である。 
６回 メディア教材・教具が数 

 



年度 2014 
授業コード FC007340 
成績評価 定期試験（６０％）とリポート（４０％）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(08〜),バイオ・応用化学科(08〜),機械システム⼯学科(08〜),電気電子シ

ステム学科(08〜),情報⼯学科(08〜),知能機械⼯学科(08〜),生体医⼯学科(08
〜),建築学科(08〜),総合情報学部(08〜),生物地球学部(08〜) 

見出し FC007340 教育の方法と技術 
担当教員名 竹井 皓三＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード メディアリテラシー ＡＲＣＳ動機付け eーラーニング 授業分析 教授学習

過程の最適化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教育の方法と技術的な⼯夫がほしい・・・焦点を定めた少ない内容を考える時間

でありたいと思うが、しかし、それでは 
どうしても不十分な内容となる。その兼ね合いを今後考えていきたい。 
スライドの切り替えが早すぎる。・・・今少し様子を見ながら検討していきます。 

科目名 教育の方法と技術 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平沢 茂編著 教育の方法と技術 図書文化社柴⽥ 義松編著 教育の方法と

技術 学文社島宗 理 著 インストラクショナルデザイン 産業図書 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC007340 
実務経験のある教員  
達成目標 教室学習における生徒と教員の関係に着目し、その関係を決定付けるメディア環

境やコミュニケーション環境に目を向けることができるようになるとともに、学
習環境の改善のための意欲を持つことができるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 時間外の学習は是非とも必要です。 
授業の進行が早い・・・今少し様子を見ながら適切に配慮したい。 

英文科目名 Educational Method and Technique 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学校教育における、教授者の授業に対する意識やもっている技術は、非常に大き



な影響力を持っている。また，電子通信技術の進展もめざましいものがある。こ
の講義では、授業実施するにおいて、どのような知識や技術ならびに意欲を必要
としているかについて、概論を述べて、今後の教職に対する意欲を身につけさせ
るとともに，教育における電子機器の活用やメディアリテラシーの重要性ととも
に，教育評価・授業分析などにも関⼼を持たせたい。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 教職を目指している理由を明確にし、「教授」と「学習」について、教

育場面での関係について考えておく。 
２回 メディアリテラシーあるいは情報リテラシーについて、その意味につい
てあらかじめ考えておくこと。 
３回 前回の講義から、メディアリテラシーの教育における役割について考え
ておくこと。 
４回 児童生徒のコミュニケーション活動の中に社会問題化していること事
について関⼼を持っておきたい。 
５回 eーラーニングについて，あらかじめ興味関⼼を持ち，リサーチしてお
くことが必要である。 
６回 メディア教材・教具が数 

 



年度 2014 
授業コード FC00734K 
成績評価 定期試験（６０％）とリポート（４０％）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00734K 教育の方法と技術 
担当教員名 竹井 皓三＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード メディアリテラシー ＡＲＣＳ動機付け eーラーニング 授業分析 教授学習

過程の最適化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育の方法と技術 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平沢 茂編著 教育の方法と技術 図書文化社柴⽥ 義松編著 教育の方法と

技術 学文社島宗 理 著 インストラクショナルデザイン 産業図書 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00734K 
実務経験のある教員  
達成目標 教室学習における生徒と教員の関係に着目し、その関係を決定付けるメディア環

境やコミュニケーション環境に目を向けることができるようになるとともに、学
習環境の改善のための意欲を持つことができるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Educational Method and Technique 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学校教育における、教授者の授業に対する意識やもっている技術は、非常に大き

な影響力を持っている。また，電子通信技術の進展もめざましいものがある。こ
の講義では、授業実施するにおいて、どのような知識や技術ならびに意欲を必要
としているかについて、概論を述べて、今後の教職に対する意欲を身につけさせ
るとともに，教育における電子機器の活用やメディアリテラシーの重要性ととも
に，教育評価・授業分析などにも関⼼を持たせたい。 

対象学年 1 年 



授業内容  
準備学習 １回 教職を目指している理由を明確にし、「教授」と「学習」について、教

育場面での関係について考えておく。 
２回 メディアリテラシーあるいは情報リテラシーについて、その意味につい
てあらかじめ考えておくこと。 
３回 前回の講義から、メディアリテラシーの教育における役割について考え
ておくこと。 
４回 児童生徒のコミュニケーション活動の中に社会問題化していること事
について関⼼を持っておきたい。 
５回 eーラーニングについて，あらかじめ興味関⼼を持ち，リサーチしてお
くことが必要である。 
６回 メディア教材・教具が数 

 



年度 2014 
授業コード FC007350 
成績評価 定期試験（６０％）とリポート（４０％）で評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(08〜),バイオ・応用化学科(08〜),機械システム⼯学科(08〜),電気電子シ

ステム学科(08〜),情報⼯学科(08〜),知能機械⼯学科(08〜),生体医⼯学科(08
〜),建築学科(08〜),総合情報学部(08〜),生物地球学部(08〜) 

見出し FC007350 教育の方法と技術 
担当教員名 竹井 皓三＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード メディアリテラシー ＡＲＣＳ動機付け eーラーニング 授業分析 教授学習

過程の最適化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 グループ活動は重視したいと思います。 
科目名 教育の方法と技術 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平沢 茂編著 教育の方法と技術 図書文化社柴⽥ 義松編著 教育の方法と

技術 学文社島宗 理 著 インストラクショナルデザイン 産業図書 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC007350 
実務経験のある教員  
達成目標 教室学習における生徒と教員の関係に着目し、その関係を決定付けるメディア環

境やコミュニケーション環境に目を向けることができるようになるとともに、学
習環境の改善のための意欲を持つことができるようになる。 

受講者へのコメント 教職の授業のいては興味関⼼を持たせることは必須の方法です。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ３）授業に関連する事項については、必ず調査をしておく必要があります。 
英文科目名 Educational Method and Technique 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 可能な限り学習者側が、活動できる方法をとりたいと思います。 
講義目的 学校教育における、教授者の授業に対する意識やもっている技術は、非常に大き

な影響力を持っている。また，電子通信技術の進展もめざましいものがある。こ
の講義では、授業実施するにおいて、どのような知識や技術ならびに意欲を必要
としているかについて、概論を述べて、今後の教職に対する意欲を身につけさせ
るとともに，教育における電子機器の活用やメディアリテラシーの重要性ととも



に，教育評価・授業分析などにも関⼼を持たせたい。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 教職を目指している理由を明確にし、「教授」と「学習」について、教

育場面での関係について考えておく。 
２回 メディアリテラシーあるいは情報リテラシーについて、その意味につい
てあらかじめ考えておくこと。 
３回 前回の講義から、メディアリテラシーの教育における役割について考え
ておくこと。 
４回 児童生徒のコミュニケーション活動の中に社会問題化していること事
について関⼼を持っておきたい。 
５回 eーラーニングについて，あらかじめ興味関⼼を持ち，リサーチしてお
くことが必要である。 
６回 メディア教材・教具が数 

 



年度 2014 
授業コード FC00735K 
成績評価 定期試験（６０％）とリポート（４０％）で評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00735K 教育の方法と技術 
担当教員名 竹井 皓三＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード メディアリテラシー ＡＲＣＳ動機付け eーラーニング 授業分析 教授学習

過程の最適化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育の方法と技術 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平沢 茂編著 教育の方法と技術 図書文化社柴⽥ 義松編著 教育の方法と

技術 学文社島宗 理 著 インストラクショナルデザイン 産業図書 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00735K 
実務経験のある教員  
達成目標 教室学習における生徒と教員の関係に着目し、その関係を決定付けるメディア環

境やコミュニケーション環境に目を向けることができるようになるとともに、学
習環境の改善のための意欲を持つことができるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Educational Method and Technique 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学校教育における、教授者の授業に対する意識やもっている技術は、非常に大き

な影響力を持っている。また，電子通信技術の進展もめざましいものがある。こ
の講義では、授業実施するにおいて、どのような知識や技術ならびに意欲を必要
としているかについて、概論を述べて、今後の教職に対する意欲を身につけさせ
るとともに，教育における電子機器の活用やメディアリテラシーの重要性ととも
に，教育評価・授業分析などにも関⼼を持たせたい。 

対象学年 1 年 



授業内容  
準備学習 １回 教職を目指している理由を明確にし、「教授」と「学習」について、教

育場面での関係について考えておく。 
２回 メディアリテラシーあるいは情報リテラシーについて、その意味につい
てあらかじめ考えておくこと。 
３回 前回の講義から、メディアリテラシーの教育における役割について考え
ておくこと。 
４回 児童生徒のコミュニケーション活動の中に社会問題化していること事
について関⼼を持っておきたい。 
５回 eーラーニングについて，あらかじめ興味関⼼を持ち，リサーチしてお
くことが必要である。 
６回 メディア教材・教具が数 

 



年度 2014 
授業コード FC007360 
成績評価 定期試験（６０％）とリポート（４０％）で評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(08〜),バイオ・応用化学科(08〜),機械システム⼯学科(08〜),電気電子シ

ステム学科(08〜),情報⼯学科(08〜),知能機械⼯学科(08〜),生体医⼯学科(08
〜),建築学科(08〜),総合情報学部(08〜),生物地球学部(08〜) 

見出し FC007360 教育の方法と技術 
担当教員名 竹井 皓三＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード メディアリテラシー ＡＲＣＳ動機付け eーラーニング 授業分析 教授学習

過程の最適化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 教育という作用は情報の伝達が非常に重要であり、、現場でもこの点に関するつ

まづきを示す教師が多いようです。 
また、メディアリテラシーについての意識があれば、教える側も教わる側も、よ
り正確な情報の受け渡しができるのではないでしょうか。 

科目名 教育の方法と技術 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平沢 茂編著 教育の方法と技術 図書文化社柴⽥ 義松編著 教育の方法と

技術 学文社島宗 理 著 インストラクショナルデザイン 産業図書 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC007360 
実務経験のある教員  
達成目標 教室学習における生徒と教員の関係に着目し、その関係を決定付けるメディア環

境やコミュニケーション環境に目を向けることができるようになるとともに、学
習環境の改善のための意欲を持つことができるようになる。 

受講者へのコメント 受講前の事前学習は非常に役立ちます。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ２）事前の学習は時間では計れないものですが、ある程度は時間も必要なのでは
ないでしょうか。 

英文科目名 Educational Method and Technique 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 可能な限り学習者側が、活動できる方法をとりたいと思います。 
講義目的 学校教育における、教授者の授業に対する意識やもっている技術は、非常に大き



な影響力を持っている。また，電子通信技術の進展もめざましいものがある。こ
の講義では、授業実施するにおいて、どのような知識や技術ならびに意欲を必要
としているかについて、概論を述べて、今後の教職に対する意欲を身につけさせ
るとともに，教育における電子機器の活用やメディアリテラシーの重要性ととも
に，教育評価・授業分析などにも関⼼を持たせたい。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 教職を目指している理由を明確にし、「教授」と「学習」について、教

育場面での関係について考えておく。 
２回 メディアリテラシーあるいは情報リテラシーについて、その意味につい
てあらかじめ考えておくこと。 
３回 前回の講義から、メディアリテラシーの教育における役割について考え
ておくこと。 
４回 児童生徒のコミュニケーション活動の中に社会問題化していること事
について関⼼を持っておきたい。 
５回 eーラーニングについて，あらかじめ興味関⼼を持ち，リサーチしてお
くことが必要である。 
６回 メディア教材・教具が数 

 



年度 2014 
授業コード FC00736K 
成績評価 定期試験（６０％）とリポート（４０％）で評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00736K 教育の方法と技術 
担当教員名 竹井 皓三＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード メディアリテラシー ＡＲＣＳ動機付け eーラーニング 授業分析 教授学習

過程の最適化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育の方法と技術 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平沢 茂編著 教育の方法と技術 図書文化社柴⽥ 義松編著 教育の方法と

技術 学文社島宗 理 著 インストラクショナルデザイン 産業図書 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00736K 
実務経験のある教員  
達成目標 教室学習における生徒と教員の関係に着目し、その関係を決定付けるメディア環

境やコミュニケーション環境に目を向けることができるようになるとともに、学
習環境の改善のための意欲を持つことができるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Educational Method and Technique 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学校教育における、教授者の授業に対する意識やもっている技術は、非常に大き

な影響力を持っている。また，電子通信技術の進展もめざましいものがある。こ
の講義では、授業実施するにおいて、どのような知識や技術ならびに意欲を必要
としているかについて、概論を述べて、今後の教職に対する意欲を身につけさせ
るとともに，教育における電子機器の活用やメディアリテラシーの重要性ととも
に，教育評価・授業分析などにも関⼼を持たせたい。 

対象学年 1 年 



授業内容  
準備学習 １回 教職を目指している理由を明確にし、「教授」と「学習」について、教

育場面での関係について考えておく。 
２回 メディアリテラシーあるいは情報リテラシーについて、その意味につい
てあらかじめ考えておくこと。 
３回 前回の講義から、メディアリテラシーの教育における役割について考え
ておくこと。 
４回 児童生徒のコミュニケーション活動の中に社会問題化していること事
について関⼼を持っておきたい。 
５回 eーラーニングについて，あらかじめ興味関⼼を持ち，リサーチしてお
くことが必要である。 
６回 メディア教材・教具が数 

 



年度 2014 
授業コード FC007370 
成績評価 定期試験（６０％）とリポート（４０％）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(08〜),バイオ・応用化学科(08〜),機械システム⼯学科(08〜),電気電子シ

ステム学科(08〜),情報⼯学科(08〜),知能機械⼯学科(08〜),生体医⼯学科(08
〜),建築学科(08〜),総合情報学部(08〜),生物地球学部(08〜) 

見出し FC007370 教育の方法と技術 
担当教員名 竹井 皓三＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード メディアリテラシー ＡＲＣＳ動機付け eーラーニング 授業分析 教授学習

過程の最適化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育の方法と技術 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平沢 茂編著 教育の方法と技術 図書文化社柴⽥ 義松編著 教育の方法と

技術 学文社島宗 理 著 インストラクショナルデザイン 産業図書 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC007370 
実務経験のある教員  
達成目標 教室学習における生徒と教員の関係に着目し、その関係を決定付けるメディア環

境やコミュニケーション環境に目を向けることができるようになるとともに、学
習環境の改善のための意欲を持つことができるようになる。 

受講者へのコメント 【B】教職についての理解・関⼼が高まって、是非とも所期のの目的を果たして
ほしい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ３）事前の学習は受講に際して非常に効果的です。特に宿題だけでなく。 
英文科目名 Educational Method and Technique 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 ９）受講者の活動する時間を今少し充実したいと思っています。 
講義目的 学校教育における、教授者の授業に対する意識やもっている技術は、非常に大き

な影響力を持っている。また，電子通信技術の進展もめざましいものがある。こ
の講義では、授業実施するにおいて、どのような知識や技術ならびに意欲を必要
としているかについて、概論を述べて、今後の教職に対する意欲を身につけさせ



るとともに，教育における電子機器の活用やメディアリテラシーの重要性ととも
に，教育評価・授業分析などにも関⼼を持たせたい。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 教職を目指している理由を明確にし、「教授」と「学習」について、教

育場面での関係について考えておく。 
２回 メディアリテラシーあるいは情報リテラシーについて、その意味につい
てあらかじめ考えておくこと。 
３回 前回の講義から、メディアリテラシーの教育における役割について考え
ておくこと。 
４回 児童生徒のコミュニケーション活動の中に社会問題化していること事
について関⼼を持っておきたい。 
５回 eーラーニングについて，あらかじめ興味関⼼を持ち，リサーチしてお
くことが必要である。 
６回 メディア教材・教具が数 

 



年度 2014 
授業コード FC00737K 
成績評価 定期試験（６０％）とリポート（４０％）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00737K 教育の方法と技術 
担当教員名 竹井 皓三＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード メディアリテラシー ＡＲＣＳ動機付け eーラーニング 授業分析 教授学習

過程の最適化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育の方法と技術 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平沢 茂編著 教育の方法と技術 図書文化社柴⽥ 義松編著 教育の方法と

技術 学文社島宗 理 著 インストラクショナルデザイン 産業図書 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00737K 
実務経験のある教員  
達成目標 教室学習における生徒と教員の関係に着目し、その関係を決定付けるメディア環

境やコミュニケーション環境に目を向けることができるようになるとともに、学
習環境の改善のための意欲を持つことができるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Educational Method and Technique 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学校教育における、教授者の授業に対する意識やもっている技術は、非常に大き

な影響力を持っている。また，電子通信技術の進展もめざましいものがある。こ
の講義では、授業実施するにおいて、どのような知識や技術ならびに意欲を必要
としているかについて、概論を述べて、今後の教職に対する意欲を身につけさせ
るとともに，教育における電子機器の活用やメディアリテラシーの重要性ととも
に，教育評価・授業分析などにも関⼼を持たせたい。 

対象学年 1 年 



授業内容  
準備学習 １回 教職を目指している理由を明確にし、「教授」と「学習」について、教

育場面での関係について考えておく。 
２回 メディアリテラシーあるいは情報リテラシーについて、その意味につい
てあらかじめ考えておくこと。 
３回 前回の講義から、メディアリテラシーの教育における役割について考え
ておくこと。 
４回 児童生徒のコミュニケーション活動の中に社会問題化していること事
について関⼼を持っておきたい。 
５回 eーラーニングについて，あらかじめ興味関⼼を持ち，リサーチしてお
くことが必要である。 
６回 メディア教材・教具が数 

 



年度 2014 
授業コード FC007410 
成績評価 ①課題（レポート等）提出とその内容 ４０％ 

②定期試験             ６０％ 
※課題レポートの提出がない場合は、単位は認められないので注意すること。 

曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(08〜),バイオ・応用化学科(08〜),機械システム⼯学科(08〜),電気電子シ

ステム学科(08〜),情報⼯学科(08〜),知能機械⼯学科(08〜),生体医⼯学科(08
〜),建築学科(08〜),総合情報学部(08〜),生物地球学部(08〜) 

見出し FC007410 生徒・進路指導論 
担当教員名 加藤 研治＊ 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。適宜、教材プリントを配布します。 
アクティブラーニング  
キーワード 生徒指導、進路指導、問題行動（いじめ、インターネット）、個別指導と集団指

導、生徒理解、人間関係 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ⿊板の字の汚さは，ご指摘の通りです。30 年来学生さんに言われています。自分

では，丁寧に書くように⼼がけているのですが，より一層気を付けたいと思いま
す。 
プリントの配布については，基本的にその回や遅くても次回までには消化できる
ように⼼がけます。 
映像資料についても，内容の精選となるべく時代にあったものを選択提供したい
と思います。 

科目名 生徒・進路指導論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生徒指導提要（文科省） 
授業形態 講義 
注意備考 本授業は、真に教師を志す学生諸君のための講座です。自らが、教師の立場にな

った姿勢で授業に参加してください。居眠りや私語が目立つなど、マナーや態度
に問題がある学生はその場で退出してもらいます。出欠席の記録は、講義終了前
にレポートの提出で行います。なお、内容がいい加減なレポートは出席とみなさ
ない場合もあるので注意すること。 

シラバスコード FC007410 
実務経験のある教員  
達成目標 ①生徒指導の基本的な理論や意義について理解する。 

②生徒指導の実践的な対応知識・スキルを身につける。 
③実際の生徒指導のケースについて考察し、その的確な対応について理解する。 
④キャリアガイダンスについて、理解する。 
⑤これからの社会で通用する生徒指導・進路指導についての教育観や指導観を身
につける。 



受講者へのコメント 受講していただいた学生の皆さんからの評価で，ほぼ満足・満足を約 90%いただ
きました。全体的には，満足のいく展開ができたと思います。ただ，講義の展開
においてシナリオ通り展開できず，細かな部分で学生の皆さんに⼾惑いや判断に
迷う展開，あるいは不満な展開等のご指摘をいただきました。 

連絡先 なし 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 今回の講義で教職における生徒指導について，受講していただいた学生の皆さん
の約９割が理解や関⼼を示してくれたことは，今後の講義をする上で，一層の励
みとなりました。感謝です。 
また，私の授業に対する熱意も約 97%の学生の皆さんに伝わり，ある意味授業目
標は達成できたものと確信しております。 
本当にありがとうございました。 

英文科目名 Studies of Career Guidance for Students 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 今後は，ご指摘いただいた細かな部分を再度見直し，授業展開のシナリオ（計画）

をより綿密に立てるとともに，授業内容の精選化と密度をより濃いものしていき
ます。 
とくに，進路指導の内容についての授業内容の充実をします。 
小テストは，今後も継続したいと思います。 
授業の途中でも，展開等に不満や不明な点等があれば，質問等を積極的にしてい
ただけたらと思います。 

講義目的 教師として生徒の個性を生かし、開花するよう援助することが生徒指導である。
すなわち、生徒指導とは生徒一人一人の個性の伸⻑を図りながら、同時に社会的
な資質や能力・態度を育成し、将来において社会的に自己実現ができるような資
質・態度を形成していくための指導援助であり、個々の生徒の自己指導能力の育
成を目指すものである。本授業では、生徒指導に関する基礎的な理論と生徒指導
上の具体例を通して、教師としての基礎的な資質を養うとともに、学生自身も自
己指導能力を身に付け、教師としての実践的な指導力を養うことを目的としま
す。また 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 授業の目的、概要、および計画についてのガイダンス 

2 回 生徒指導上の諸問題の現状と課題 
3 回 生徒指導の意義と課題 
4 回 生徒指導の原理と人格の発達課題 
5 回 生徒理解の方法 
6 回 生徒指導と進路指導 
7 回 不登校生徒への支援の在り方 
8 回 事例研究Ⅰ（懲戒・体罰等） 
9 回 事例研究Ⅱ（暴力行為等） 
10 回 事例研究Ⅲ（いじめ等） 
11 回 事例研究Ⅳ（インターネット・携帯等） 



12 回 生徒指導と法律 
13 回 生徒指導の機能を生かした教材開発 
14 回 生徒指導の機能を生かした教科外活動 
15 回 生徒指 

準備学習 1 回 【復習】授業の目的等をしっかり確認すること。学校教育における生徒指導
の位置づけについて、理解しておくこと。 
【予習】配布課題について、次回までに提出できるように準備しておくこと。 
2 回 【復習】生徒指導上の課題について認識し、身近な例でその解決方法等につ
いて考察すること。 
【予習】生徒指導の意義について、「生徒指導提要」（文科省、H22）等で各自確
認しておくこと。 
3 回 【復習】集団指導・個別指導の方法原理について、身近な例をもとに再度確
認、理解しておくこと。 
【予習】小学校、中学校、高等学校と成⻑ 

 



年度 2014 
授業コード FC00741K 
成績評価 ①課題（レポート等）提出とその内容 ４０％ 

②定期試験             ６０％ 
※課題レポートの提出がない場合は、単位は認められないので注意すること。 

曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00741K 生徒・進路指導論 
担当教員名 加藤 研治＊ 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。適宜、教材プリントを配布します。 
アクティブラーニング  
キーワード 生徒指導、進路指導、問題行動（いじめ、インターネット）、個別指導と集団指

導、生徒理解、人間関係 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生徒・進路指導論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生徒指導提要（文科省） 
授業形態 講義 
注意備考 本授業は、真に教師を志す学生諸君のための講座です。自らが、教師の立場にな

った姿勢で授業に参加してください。居眠りや私語が目立つなど、マナーや態度
に問題がある学生はその場で退出してもらいます。出欠席の記録は、講義終了前
にレポートの提出で行います。なお、内容がいい加減なレポートは出席とみなさ
ない場合もあるので注意すること。 

シラバスコード FC00741K 
実務経験のある教員  
達成目標 ①生徒指導の基本的な理論や意義について理解する。 

②生徒指導の実践的な対応知識・スキルを身につける。 
③実際の生徒指導のケースについて考察し、その的確な対応について理解する。 
④キャリアガイダンスについて、理解する。 
⑤これからの社会で通用する生徒指導・進路指導についての教育観や指導観を身
につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 なし 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Career Guidance for Students 
関連科目 特になし 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教師として生徒の個性を生かし、開花するよう援助することが生徒指導である。

すなわち、生徒指導とは生徒一人一人の個性の伸⻑を図りながら、同時に社会的
な資質や能力・態度を育成し、将来において社会的に自己実現ができるような資
質・態度を形成していくための指導援助であり、個々の生徒の自己指導能力の育
成を目指すものである。本授業では、生徒指導に関する基礎的な理論と生徒指導
上の具体例を通して、教師としての基礎的な資質を養うとともに、学生自身も自
己指導能力を身に付け、教師としての実践的な指導力を養うことを目的としま
す。また 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 授業の目的、概要、および計画についてのガイダンス 

2 回 生徒指導上の諸問題の現状と課題 
3 回 生徒指導の意義と課題 
4 回 生徒指導の原理と人格の発達課題 
5 回 生徒理解の方法 
6 回 生徒指導と進路指導 
7 回 不登校生徒への支援の在り方 
8 回 事例研究Ⅰ（懲戒・体罰等） 
9 回 事例研究Ⅱ（暴力行為等） 
10 回 事例研究Ⅲ（いじめ等） 
11 回 事例研究Ⅳ（インターネット・携帯等） 
12 回 生徒指導と法律 
13 回 生徒指導の機能を生かした教材開発 
14 回 生徒指導の機能を生かした教科外活動 
15 回 生徒指 

準備学習 1 回 【復習】授業の目的等をしっかり確認すること。学校教育における生徒指導
の位置づけについて、理解しておくこと。 
【予習】配布課題について、次回までに提出できるように準備しておくこと。 
2 回 【復習】生徒指導上の課題について認識し、身近な例でその解決方法等につ
いて考察すること。 
【予習】生徒指導の意義について、「生徒指導提要」（文科省、H22）等で各自確
認しておくこと。 
3 回 【復習】集団指導・個別指導の方法原理について、身近な例をもとに再度確
認、理解しておくこと。 
【予習】小学校、中学校、高等学校と成⻑ 

 



年度 2014 
授業コード FC007420 
成績評価 ①課題（レポート等）提出とその内容 ４０％ 

②定期試験             ６０％ 
※課題レポートの提出がない場合は、単位は認められないので注意すること。 

曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(08〜),バイオ・応用化学科(08〜),機械システム⼯学科(08〜),電気電子シ

ステム学科(08〜),情報⼯学科(08〜),知能機械⼯学科(08〜),生体医⼯学科(08
〜),建築学科(08〜),総合情報学部(08〜),生物地球学部(08〜) 

見出し FC007420 生徒・進路指導論 
担当教員名 加藤 研治＊ 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。適宜、教材プリントを配布します。 
アクティブラーニング  
キーワード 生徒指導、進路指導、問題行動（いじめ、インターネット）、個別指導と集団指

導、生徒理解、人間関係 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ⿊板の字の汚さは，ご指摘の通りです。30 年来学生さんに言われています。自分

では，丁寧に書くように⼼がけているのですが，より一層気を付けたいと思いま
す。 
プリントの配布については，基本的にその回や遅くても次回までには消化できる
ように⼼がけます。 
映像資料についても，内容の精選となるべく時代にあったものを選択提供したい
と思います。 

科目名 生徒・進路指導論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生徒指導提要（文科省） 
授業形態 講義 
注意備考 本授業は、真に教師を志す学生諸君のための講座です。自らが、教師の立場にな

った姿勢で授業に参加してください。居眠りや私語が目立つなど、マナーや態度
に問題がある学生はその場で退出してもらいます。出欠席の記録は、講義終了前
にレポートの提出で行います。なお、内容がいい加減なレポートは出席とみなさ
ない場合もあるので注意すること。 

シラバスコード FC007420 
実務経験のある教員  
達成目標 ①生徒指導の基本的な理論や意義について理解する。 

②生徒指導の実践的な対応知識・スキルを身につける。 
③実際の生徒指導のケースについて考察し、その的確な対応について理解する。 
④キャリアガイダンスについて、理解する。 
⑤これからの社会で通用する生徒指導・進路指導についての教育観や指導観を身
につける。 



受講者へのコメント 受講していただいた学生の皆さんからの評価で，ほぼ満足・満足を約 90%いただ
きました。全体的には，満足のいく展開ができたと思います。ただ，講義の展開
においてシナリオ通り展開できず，細かな部分で学生の皆さんに⼾惑いや判断に
迷う展開，あるいは不満な展開等のご指摘をいただきました。 

連絡先 なし 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 今回の講義で教職における生徒指導について，受講していただいた学生の皆さん
の約９割が理解や関⼼を示してくれたことは，今後の講義をする上で，一層の励
みとなりました。感謝です。 
また，私の授業に対する熱意も約 97%の学生の皆さんに伝わり，ある意味授業目
標は達成できたものと確信しております。 
本当にありがとうございました。 

英文科目名 Studies of Career Guidance for Students 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 今後は，ご指摘いただいた細かな部分を再度見直し，授業展開のシナリオ（計画）

をより綿密に立てるとともに，授業内容の精選化と密度をより濃いものしていき
ます。 
とくに，進路指導の内容についての授業内容の充実をします。 
小テストは，今後も継続したいと思います。 
授業の途中でも，展開等に不満や不明な点等があれば，質問等を積極的にしてい
ただけたらと思います。 

講義目的 教師として生徒の個性を生かし、開花するよう援助することが生徒指導である。
すなわち、生徒指導とは生徒一人一人の個性の伸⻑を図りながら、同時に社会的
な資質や能力・態度を育成し、将来において社会的に自己実現ができるような資
質・態度を形成していくための指導援助であり、個々の生徒の自己指導能力の育
成を目指すものである。本授業では、生徒指導に関する基礎的な理論と生徒指導
上の具体例を通して、教師としての基礎的な資質を養うとともに、学生自身も自
己指導能力を身に付け、教師としての実践的な指導力を養うことを目的としま
す。また 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 授業の目的、概要、および計画についてのガイダンス 

2 回 生徒指導上の諸問題の現状と課題 
3 回 生徒指導の意義と課題 
4 回 生徒指導の原理と人格の発達課題 
5 回 生徒理解の方法 
6 回 生徒指導と進路指導 
7 回 不登校生徒への支援の在り方 
8 回 事例研究Ⅰ（懲戒・体罰等） 
9 回 事例研究Ⅱ（暴力行為等） 
10 回 事例研究Ⅲ（いじめ等） 
11 回 事例研究Ⅳ（インターネット・携帯等） 



12 回 生徒指導と法律 
13 回 生徒指導の機能を生かした教材開発 
14 回 生徒指導の機能を生かした教科外活動 
15 回 生徒指 

準備学習 1 回 【復習】授業の目的等をしっかり確認すること。学校教育における生徒指導
の位置づけについて、理解しておくこと。 
【予習】配布課題について、次回までに提出できるように準備しておくこと。 
2 回 【復習】生徒指導上の課題について認識し、身近な例でその解決方法等につ
いて考察すること。 
【予習】生徒指導の意義について、「生徒指導提要」（文科省、H22）等で各自確
認しておくこと。 
3 回 【復習】集団指導・個別指導の方法原理について、身近な例をもとに再度確
認、理解しておくこと。 
【予習】小学校、中学校、高等学校と成⻑ 

 



年度 2014 
授業コード FC00742K 
成績評価 ①課題（レポート等）提出とその内容 ４０％ 

②定期試験             ６０％ 
※課題レポートの提出がない場合は、単位は認められないので注意すること。 

曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00742K 生徒・進路指導論 
担当教員名 加藤 研治＊ 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。適宜、教材プリントを配布します。 
アクティブラーニング  
キーワード 生徒指導、進路指導、問題行動（いじめ、インターネット）、個別指導と集団指

導、生徒理解、人間関係 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生徒・進路指導論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生徒指導提要（文科省） 
授業形態 講義 
注意備考 本授業は、真に教師を志す学生諸君のための講座です。自らが、教師の立場にな

った姿勢で授業に参加してください。居眠りや私語が目立つなど、マナーや態度
に問題がある学生はその場で退出してもらいます。出欠席の記録は、講義終了前
にレポートの提出で行います。なお、内容がいい加減なレポートは出席とみなさ
ない場合もあるので注意すること。 

シラバスコード FC00742K 
実務経験のある教員  
達成目標 ①生徒指導の基本的な理論や意義について理解する。 

②生徒指導の実践的な対応知識・スキルを身につける。 
③実際の生徒指導のケースについて考察し、その的確な対応について理解する。 
④キャリアガイダンスについて、理解する。 
⑤これからの社会で通用する生徒指導・進路指導についての教育観や指導観を身
につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 なし 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Career Guidance for Students 
関連科目 特になし 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教師として生徒の個性を生かし、開花するよう援助することが生徒指導である。

すなわち、生徒指導とは生徒一人一人の個性の伸⻑を図りながら、同時に社会的
な資質や能力・態度を育成し、将来において社会的に自己実現ができるような資
質・態度を形成していくための指導援助であり、個々の生徒の自己指導能力の育
成を目指すものである。本授業では、生徒指導に関する基礎的な理論と生徒指導
上の具体例を通して、教師としての基礎的な資質を養うとともに、学生自身も自
己指導能力を身に付け、教師としての実践的な指導力を養うことを目的としま
す。また 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 授業の目的、概要、および計画についてのガイダンス 

2 回 生徒指導上の諸問題の現状と課題 
3 回 生徒指導の意義と課題 
4 回 生徒指導の原理と人格の発達課題 
5 回 生徒理解の方法 
6 回 生徒指導と進路指導 
7 回 不登校生徒への支援の在り方 
8 回 事例研究Ⅰ（懲戒・体罰等） 
9 回 事例研究Ⅱ（暴力行為等） 
10 回 事例研究Ⅲ（いじめ等） 
11 回 事例研究Ⅳ（インターネット・携帯等） 
12 回 生徒指導と法律 
13 回 生徒指導の機能を生かした教材開発 
14 回 生徒指導の機能を生かした教科外活動 
15 回 生徒指 

準備学習 1 回 【復習】授業の目的等をしっかり確認すること。学校教育における生徒指導
の位置づけについて、理解しておくこと。 
【予習】配布課題について、次回までに提出できるように準備しておくこと。 
2 回 【復習】生徒指導上の課題について認識し、身近な例でその解決方法等につ
いて考察すること。 
【予習】生徒指導の意義について、「生徒指導提要」（文科省、H22）等で各自確
認しておくこと。 
3 回 【復習】集団指導・個別指導の方法原理について、身近な例をもとに再度確
認、理解しておくこと。 
【予習】小学校、中学校、高等学校と成⻑ 

 



年度 2014 
授業コード FC007430 
成績評価 レポート（20％）と試験（80％）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(08〜),バイオ・応用化学科(08〜),機械システム⼯学科(08〜),電気電子シ

ステム学科(08〜),情報⼯学科(08〜),知能機械⼯学科(08〜),生体医⼯学科(08
〜),建築学科(08〜),総合情報学部(08〜),生物地球学部(08〜) 

見出し FC007430 生徒・進路指導論 
担当教員名 中⽥ 太海＊ 
単位数 2 
教科書 プリント（資料）を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生徒指導論 進路指導論児童生徒の社会的、職業的自己実現とその支援 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「体験談を交えての講義でよかった」という記述を数名からいただいたが、今後

もできるだけ具体例をあげながら、講義を進めたい。 
プリントも、できるだけ最新の情報やデータを用いて改訂をしていきたい。 

科目名 生徒・進路指導論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「新しい生徒指導・進路指導」理論と実践（ミネルヴァ書房）新生徒指導論 12 講

（福村出版）「生徒指導提要」（文部科学省） 
授業形態 講義 
注意備考 出席、受講態度を重視する。 
シラバスコード FC007430 
実務経験のある教員  
達成目標 生徒指導、進路指導の目標の達成に向けて、理論に裏付けられた具体的指導や問

題解決の方法が理解できること。 
受講者へのコメント ほとんどの者が、教職を目指して、真剣に取り組んでいたが、一部に居眠りをし

たり、スマホ等を使用したり、あるいは授業に関係ない作業をしている者がいた
のは残念である。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 出席率は、おおむね良好と思うが、全出席を期待する。依然として、授業時間外
の学習をしない割合が半数あり、方策を考えたい。この分野への理解が深まった
が、９０％近い。ありがたく思う。総合評価は、目標の達成、教員の意欲、満足
度ともに８０％以上であるが限りなく１００％に近づけたい。 

英文科目名 Studies of Career Guidance for Students 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 全ての評価が向上するよう、意識的に努力したい。授業の手法や、進行、教材等



指摘された少数の意見を尊重して改善に努めたい。 
講義目的 生徒の持つ人格をより望ましい方向に高め、社会的、職業的自己実現を図るため、

全教育活動での生徒・進路指導のかかわり方、基盤となる教師と生徒の信頼関係、
生徒どうしの好ましい人間関係の構築、問題解決の方法など、できるだけ具体的
に指導し、その知識や方法を学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生徒指導の意義と役割について解説する。 

2 回 生徒指導の現状と課題について解説する。 
3 回 生徒指導の内容と方法について解説する。 
4 回 児童生徒理解の基本と方法について解説する。 
5 回 学校の教育活動と生徒指導について解説する。 
6 回 学級経営と生徒指導について解説する。 
7 回 教育相談・カウンセリングについて解説する。 
8 回 問題行動への対応と指導について解説する。 
9 回 事例研究１ 暴力行為への対応について解説する。 
10 回 事例研究２ いじめへの対応について解説する。 
11 回 事例研究３ 不 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、講義計画を把握しておく。「生徒指導」について、
自分が持っているイメージを考えておくこと。 
2 回 図書館やインターネット（文部科学省ホームページ等）で、生徒指導上の諸
問題を調べておくこと。 
3 回 第１回講義の「生徒指導の意義と役割」を復習しておくこと。 
4 回 第３回講義終了後に配付する資料「生徒理解」を読んでおくこと。 
5 回 中学校学習指導要領（文部科学省ホームページ等）第１章 総則 第４ 指
導計画の作成等に当たって配慮すべき事項 の２の（３）から（５）に目を通し、
学校の全教育活 

 



年度 2014 
授業コード FC00743K 
成績評価 レポート（20％）と試験（80％）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00743K 生徒・進路指導論 
担当教員名 中⽥ 太海＊ 
単位数 2 
教科書 プリント（資料）を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生徒指導論 進路指導論児童生徒の社会的、職業的自己実現とその支援 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生徒・進路指導論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「新しい生徒指導・進路指導」理論と実践（ミネルヴァ書房）新生徒指導論 12 講

（福村出版）「生徒指導提要」（文部科学省） 
授業形態 講義 
注意備考 出席、受講態度を重視する。 
シラバスコード FC00743K 
実務経験のある教員  
達成目標 生徒指導、進路指導の目標の達成に向けて、理論に裏付けられた具体的指導や問

題解決の方法が理解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Career Guidance for Students 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生徒の持つ人格をより望ましい方向に高め、社会的、職業的自己実現を図るため、

全教育活動での生徒・進路指導のかかわり方、基盤となる教師と生徒の信頼関係、
生徒どうしの好ましい人間関係の構築、問題解決の方法など、できるだけ具体的
に指導し、その知識や方法を学ぶ。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 生徒指導の意義と役割について解説する。 

2 回 生徒指導の現状と課題について解説する。 
3 回 生徒指導の内容と方法について解説する。 
4 回 児童生徒理解の基本と方法について解説する。 



5 回 学校の教育活動と生徒指導について解説する。 
6 回 学級経営と生徒指導について解説する。 
7 回 教育相談・カウンセリングについて解説する。 
8 回 問題行動への対応と指導について解説する。 
9 回 事例研究１ 暴力行為への対応について解説する。 
10 回 事例研究２ いじめへの対応について解説する。 
11 回 事例研究３ 不 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、講義計画を把握しておく。「生徒指導」について、
自分が持っているイメージを考えておくこと。 
2 回 図書館やインターネット（文部科学省ホームページ等）で、生徒指導上の諸
問題を調べておくこと。 
3 回 第１回講義の「生徒指導の意義と役割」を復習しておくこと。 
4 回 第３回講義終了後に配付する資料「生徒理解」を読んでおくこと。 
5 回 中学校学習指導要領（文部科学省ホームページ等）第１章 総則 第４ 指
導計画の作成等に当たって配慮すべき事項 の２の（３）から（５）に目を通し、
学校の全教育活 

 



年度 2014 
授業コード FC007440 
成績評価 レポート（20％）と試験（80％）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(08〜),バイオ・応用化学科(08〜),機械システム⼯学科(08〜),電気電子シ

ステム学科(08〜),情報⼯学科(08〜),知能機械⼯学科(08〜),生体医⼯学科(08
〜),建築学科(08〜),総合情報学部(08〜),生物地球学部(08〜) 

見出し FC007440 生徒・進路指導論 
担当教員名 中⽥ 太海＊ 
単位数 2 
教科書 プリント（資料）を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生徒指導論 進路指導論児童生徒の社会的、職業的自己実現とその支援 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 とてもわかりやすい授業であったという反面、ねむくつまらないという意見があ

った。謙虚に反省し、期待されるような授業になるよう、意識して努力したい。
体験談をできるだけ話そうと努力したが、それが自慢話であるように受け取られ
たのであれば、反省点としたい。 

科目名 生徒・進路指導論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「新しい生徒指導・進路指導」理論と実践（ミネルヴァ書房）新生徒指導論 12 講

（福村出版）「生徒指導提要」文部科学省 
授業形態 講義 
注意備考 出席、受講態度を重視する。 
シラバスコード FC007440 
実務経験のある教員  
達成目標 生徒指導、進路指導の目標の達成に向けて、理論に裏付けられた具体的指導や問

題解決の方法が理解できること。 
受講者へのコメント ほとんどの者が、教員を目指し、真剣に学習したと思うが、やはり一部に、意欲

を感じられない者があったのではないかと思う。教職科目を履修する意味をしっ
かり自覚し、授業に臨んでほしい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 出席率はおおむね良好であるが、一部の者は、３回以上になっており、全出席を
めざして、努力してほしいと思う。教員の意欲について高い評価をいただき感謝
している。この分野への理解や目標達成及び満足度については、ほぼ８０％に達
してはいるが、今一度反省し、もう少し評価を上げるよう努力をしたい。 

英文科目名 Studies of Career Guidance for Students 
関連科目  



次回に向けての改善変更予定 授業の手法、進行や教材について、特に意見がないが、少数の意見を尊重して、
今後の講義の参考としたい。 

講義目的 生徒の持つ人格をより望ましい方向に高め、社会的、職業的自己実現を図るため、
全教育活動での生徒・進路指導のかかわり方、基盤となる教師と生徒の信頼関係、
生徒どうしの好ましい人間関係の構築、問題解決の方法など、できるだけ具体的
に指導し、その知識や方法を学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生徒指導の意義と役割について解説する。 

2 回 生徒指導の現状と課題について解説する。 
3 回 生徒指導の内容と方法について解説する。 
4 回 児童生徒理解の基本と方法について解説する。 
5 回 学校の教育活動と生徒指導について解説する。 
6 回 学級経営と生徒指導について解説する。 
7 回 教育相談・カウンセリングについて解説する。 
8 回 問題行動への対応と指導について解説する。 
9 回 事例研究１ 暴力行為への対応について解説する。 
10 回 事例研究２ いじめへの対応について解説する。 
11 回 事例研究３ 不 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、講義計画を把握しておく。「生徒指導」について、
自分が持っているイメージを考えておくこと。 
2 回 図書館やインターネット（文部科学省ホームページ等）で、生徒指導上の諸
問題を調べておくこと。 
3 回 第１回講義の「生徒指導の意義と役割」を復習しておくこと。 
4 回 第３回講義終了後に配付する資料「生徒理解」を読んでおくこと。 
5 回 中学校学習指導要領（文部科学省ホームページ等）第１章 総則 第４ 指
導計画の作成等に当たって配慮すべき事項 の２の（３）から（５）に目を通し、
学校の全教育活 

 



年度 2014 
授業コード FC00744K 
成績評価 レポート（20％）と試験（80％）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00744K 生徒・進路指導論 
担当教員名 中⽥ 太海＊ 
単位数 2 
教科書 プリント（資料）を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生徒指導論 進路指導論児童生徒の社会的、職業的自己実現とその支援 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生徒・進路指導論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「新しい生徒指導・進路指導」理論と実践（ミネルヴァ書房）新生徒指導論 12 講

（福村出版）「生徒指導提要」文部科学省 
授業形態 講義 
注意備考 出席、受講態度を重視する。 
シラバスコード FC00744K 
実務経験のある教員  
達成目標 生徒指導、進路指導の目標の達成に向けて、理論に裏付けられた具体的指導や問

題解決の方法が理解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Career Guidance for Students 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生徒の持つ人格をより望ましい方向に高め、社会的、職業的自己実現を図るため、

全教育活動での生徒・進路指導のかかわり方、基盤となる教師と生徒の信頼関係、
生徒どうしの好ましい人間関係の構築、問題解決の方法など、できるだけ具体的
に指導し、その知識や方法を学ぶ。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 生徒指導の意義と役割について解説する。 

2 回 生徒指導の現状と課題について解説する。 
3 回 生徒指導の内容と方法について解説する。 
4 回 児童生徒理解の基本と方法について解説する。 



5 回 学校の教育活動と生徒指導について解説する。 
6 回 学級経営と生徒指導について解説する。 
7 回 教育相談・カウンセリングについて解説する。 
8 回 問題行動への対応と指導について解説する。 
9 回 事例研究１ 暴力行為への対応について解説する。 
10 回 事例研究２ いじめへの対応について解説する。 
11 回 事例研究３ 不 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、講義計画を把握しておく。「生徒指導」について、
自分が持っているイメージを考えておくこと。 
2 回 図書館やインターネット（文部科学省ホームページ等）で、生徒指導上の諸
問題を調べておくこと。 
3 回 第１回講義の「生徒指導の意義と役割」を復習しておくこと。 
4 回 第３回講義終了後に配付する資料「生徒理解」を読んでおくこと。 
5 回 中学校学習指導要領（文部科学省ホームページ等）第１章 総則 第４ 指
導計画の作成等に当たって配慮すべき事項 の２の（３）から（５）に目を通し、
学校の全教育活 

 



年度 2014 
授業コード FC007450 
成績評価 ①課題（レポート等）提出とその内容 ４０％ 

②定期試験             ６０％ 
※課題レポートの提出がない場合は、単位は認められないので注意すること。 

曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(08〜),バイオ・応用化学科(08〜),機械システム⼯学科(08〜),電気電子シ

ステム学科(08〜),情報⼯学科(08〜),知能機械⼯学科(08〜),生体医⼯学科(08
〜),建築学科(08〜),総合情報学部(08〜),生物地球学部(08〜) 

見出し FC007450 生徒・進路指導論 
担当教員名 加藤 研治＊ 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。適宜、教材プリントを配布します。 
アクティブラーニング  
キーワード 生徒指導、進路指導、問題行動（いじめ、インターネット）、個別指導と集団指

導、生徒理解、人間関係 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ビデオを見るときの時間配分や，時代背景の古さについては，少し考慮しないと

いけないと思います。ただ，生徒指導にはいつの時代にも変わらない不易な部分
もあります。その点が，学生の⺠さんに伝われば幸いです。テキストを使わない
ために，どうしても以前に配布したプリントを使用せざるを得ませんでした。な
るべくタイムリーに使用していきたいと思います。建設的な学生の皆さんの応援
メッセージありがとうございました。感謝です。今後も，頑張って講義を展開し
たいと思います。 

科目名 生徒・進路指導論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生徒指導提要（文科省） 
授業形態 講義 
注意備考 本授業は、真に教師を志す学生諸君のための講座です。自らが、教師の立場にな

った姿勢で授業に参加してください。居眠りや私語が目立つなど、マナーや態度
に問題がある学生はその場で退出してもらいます。出欠席の記録は、講義終了前
にレポートの提出で行います。なお、内容がいい加減なレポートは出席とみなさ
ない場合もあるので注意すること。 

シラバスコード FC007450 
実務経験のある教員  
達成目標 ①生徒指導の基本的な理論や意義について理解する。 

②生徒指導の実践的な対応知識・スキルを身につける。 
③実際の生徒指導のケースについて考察し、その的確な対応について理解する。 
④キャリアガイダンスについて、理解する。 
⑤これからの社会で通用する生徒指導・進路指導についての教育観や指導観を身
につける。 



受講者へのコメント 今後も，教職の魅力を学生の皆さんに伝えて，将来の職業の選択の一つになれば
と思います。是非，教職をめざして日々努力してもらえたら，と思います。 

連絡先 なし 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [B]分野への理解(84.4%)，興味関⼼(53.1%)の数字から，ほぼ満足のいく講義内
容であった。[C]目標達成(できた，だいたい)で 90.6%であった。学生の皆さん
に貢献できたと思う。7)満足・ほぼ満足で 96.9%であった。ある程度学生の皆さ
んに貢献できたと思う。 

英文科目名 Studies of Career Guidance for Students 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 より，教職の魅力や生徒指導について学生の皆さんと一緒になって考えていけれ

ばと思います。受講する学生の皆さんの積極的な参加や意見等を楽しみにしてい
ます。 

講義目的 教師として生徒の個性を生かし、開花するよう援助することが生徒指導である。
すなわち、生徒指導とは生徒一人一人の個性の伸⻑を図りながら、同時に社会的
な資質や能力・態度を育成し、将来において社会的に自己実現ができるような資
質・態度を形成していくための指導援助であり、個々の生徒の自己指導能力の育
成を目指すものである。本授業では、生徒指導に関する基礎的な理論と生徒指導
上の具体例を通して、教師としての基礎的な資質を養うとともに、学生自身も自
己指導能力を身に付け、教師としての実践的な指導力を養うことを目的としま
す。また 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 授業の目的、概要、および計画についてのガイダンス 

2 回 生徒指導上の諸問題の現状と課題 
3 回 生徒指導の意義と課題 
4 回 生徒指導の原理と人格の発達課題 
5 回 生徒理解の方法 
6 回 生徒指導と進路指導 
7 回 不登校生徒への支援の在り方 
8 回 事例研究Ⅰ（懲戒・体罰等） 
9 回 事例研究Ⅱ（暴力行為等） 
10 回 事例研究Ⅲ（いじめ等） 
11 回 事例研究Ⅳ（インターネット・携帯等） 
12 回 生徒指導と法律 
13 回 生徒指導の機能を生かした教材開発 
14 回 生徒指導の機能を生かした教科外活動 
15 回 生徒指 

準備学習 1 回 【復習】授業の目的等をしっかり確認すること。学校教育における生徒指導
の位置づけについて、理解しておくこと。 
【予習】配布課題について、次回までに提出できるように準備しておくこと。 
2 回 【復習】生徒指導上の課題について認識し、身近な例でその解決方法等につ



いて考察すること。 
【予習】生徒指導の意義について、「生徒指導提要」（文科省、H22）等で各自確
認しておくこと。 
3 回 【復習】集団指導・個別指導の方法原理について、身近な例をもとに再度確
認、理解しておくこと。 
【予習】小学校、中学校、高等学校と成⻑ 

 



年度 2014 
授業コード FC00745K 
成績評価 ①課題（レポート等）提出とその内容 ４０％ 

②定期試験             ６０％ 
※課題レポートの提出がない場合は、単位は認められないので注意すること。 

曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00745K 生徒・進路指導論 
担当教員名 加藤 研治＊ 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。適宜、教材プリントを配布します。 
アクティブラーニング  
キーワード 生徒指導、進路指導、問題行動（いじめ、インターネット）、個別指導と集団指

導、生徒理解、人間関係 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生徒・進路指導論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生徒指導提要（文科省） 
授業形態 講義 
注意備考 本授業は、真に教師を志す学生諸君のための講座です。自らが、教師の立場にな

った姿勢で授業に参加してください。居眠りや私語が目立つなど、マナーや態度
に問題がある学生はその場で退出してもらいます。出欠席の記録は、講義終了前
にレポートの提出で行います。なお、内容がいい加減なレポートは出席とみなさ
ない場合もあるので注意すること。 

シラバスコード FC00745K 
実務経験のある教員  
達成目標 ①生徒指導の基本的な理論や意義について理解する。 

②生徒指導の実践的な対応知識・スキルを身につける。 
③実際の生徒指導のケースについて考察し、その的確な対応について理解する。 
④キャリアガイダンスについて、理解する。 
⑤これからの社会で通用する生徒指導・進路指導についての教育観や指導観を身
につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 なし 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Career Guidance for Students 
関連科目 特になし 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教師として生徒の個性を生かし、開花するよう援助することが生徒指導である。

すなわち、生徒指導とは生徒一人一人の個性の伸⻑を図りながら、同時に社会的
な資質や能力・態度を育成し、将来において社会的に自己実現ができるような資
質・態度を形成していくための指導援助であり、個々の生徒の自己指導能力の育
成を目指すものである。本授業では、生徒指導に関する基礎的な理論と生徒指導
上の具体例を通して、教師としての基礎的な資質を養うとともに、学生自身も自
己指導能力を身に付け、教師としての実践的な指導力を養うことを目的としま
す。また 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 授業の目的、概要、および計画についてのガイダンス 

2 回 生徒指導上の諸問題の現状と課題 
3 回 生徒指導の意義と課題 
4 回 生徒指導の原理と人格の発達課題 
5 回 生徒理解の方法 
6 回 生徒指導と進路指導 
7 回 不登校生徒への支援の在り方 
8 回 事例研究Ⅰ（懲戒・体罰等） 
9 回 事例研究Ⅱ（暴力行為等） 
10 回 事例研究Ⅲ（いじめ等） 
11 回 事例研究Ⅳ（インターネット・携帯等） 
12 回 生徒指導と法律 
13 回 生徒指導の機能を生かした教材開発 
14 回 生徒指導の機能を生かした教科外活動 
15 回 生徒指 

準備学習 1 回 【復習】授業の目的等をしっかり確認すること。学校教育における生徒指導
の位置づけについて、理解しておくこと。 
【予習】配布課題について、次回までに提出できるように準備しておくこと。 
2 回 【復習】生徒指導上の課題について認識し、身近な例でその解決方法等につ
いて考察すること。 
【予習】生徒指導の意義について、「生徒指導提要」（文科省、H22）等で各自確
認しておくこと。 
3 回 【復習】集団指導・個別指導の方法原理について、身近な例をもとに再度確
認、理解しておくこと。 
【予習】小学校、中学校、高等学校と成⻑ 

 



年度 2014 
授業コード FC007460 
成績評価 ①課題（レポート等）提出とその内容 ４０％ 

②定期試験             ６０％ 
※課題レポートの提出がない場合は、単位は認められないので注意すること。 

曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(08〜),バイオ・応用化学科(08〜),機械システム⼯学科(08〜),電気電子シ

ステム学科(08〜),情報⼯学科(08〜),知能機械⼯学科(08〜),生体医⼯学科(08
〜),建築学科(08〜),総合情報学部(08〜),生物地球学部(08〜) 

見出し FC007460 生徒・進路指導論 
担当教員名 加藤 研治＊ 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。適宜、教材プリントを配布します。 
アクティブラーニング  
キーワード 生徒指導、進路指導、問題行動（いじめ、インターネット）、個別指導と集団指

導、生徒理解、人間関係 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 講義の中では，私の一方的な講義ではなく，できる限り学生の皆さんの参加を促

して，一緒になって講義を作り上げていくことを⼼がけました。目標達成がある
程度できて，よかったと思います。 
これからも，学生の皆さんの積極的な参加が得られるような講義を⼼がけたいと
思います。感謝です。 

科目名 生徒・進路指導論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生徒指導提要（文科省） 
授業形態 講義 
注意備考 本授業は、真に教師を志す学生諸君のための講座です。自らが、教師の立場にな

った姿勢で授業に参加してください。居眠りや私語が目立つなど、マナーや態度
に問題がある学生はその場で退出してもらいます。出欠席の記録は、講義終了前
にレポートの提出で行います。なお、内容がいい加減なレポートは出席とみなさ
ない場合もあるので注意すること。 

シラバスコード FC007460 
実務経験のある教員  
達成目標 ①生徒指導の基本的な理論や意義について理解する。 

②生徒指導の実践的な対応知識・スキルを身につける。 
③実際の生徒指導のケースについて考察し、その的確な対応について理解する。 
④キャリアガイダンスについて、理解する。 
⑤これからの社会で通用する生徒指導・進路指導についての教育観や指導観を身
につける。 

受講者へのコメント 本当に，学生の皆さんの積極的な授業参加や意見等参考になりました。これから
も，少しでも学生の皆さんの満足のいくような，興味関⼼のわくような，講義を



⼼がけたいと思います。 
連絡先 なし 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [B]分野への理解，興味関⼼が 100%でした。学生の皆さんに，このような評価を
いただいて少し報われました。[C]満足が 100%でした。感謝です。 

英文科目名 Studies of Career Guidance for Students 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 より，学生の皆さんの意見やアドバイス等を取り入れて，講義を展開できればと

思います。 
講義目的 教師として生徒の個性を生かし、開花するよう援助することが生徒指導である。

すなわち、生徒指導とは生徒一人一人の個性の伸⻑を図りながら、同時に社会的
な資質や能力・態度を育成し、将来において社会的に自己実現ができるような資
質・態度を形成していくための指導援助であり、個々の生徒の自己指導能力の育
成を目指すものである。本授業では、生徒指導に関する基礎的な理論と生徒指導
上の具体例を通して、教師としての基礎的な資質を養うとともに、学生自身も自
己指導能力を身に付け、教師としての実践的な指導力を養うことを目的としま
す。また 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 授業の目的、概要、および計画についてのガイダンス 

2 回 生徒指導上の諸問題の現状と課題 
3 回 生徒指導の意義と課題 
4 回 生徒指導の原理と人格の発達課題 
5 回 生徒理解の方法 
6 回 生徒指導と進路指導 
7 回 不登校生徒への支援の在り方 
8 回 事例研究Ⅰ（懲戒・体罰等） 
9 回 事例研究Ⅱ（暴力行為等） 
10 回 事例研究Ⅲ（いじめ等） 
11 回 事例研究Ⅳ（インターネット・携帯等） 
12 回 生徒指導と法律 
13 回 生徒指導の機能を生かした教材開発 
14 回 生徒指導の機能を生かした教科外活動 
15 回 生徒指 

準備学習 1 回 【復習】授業の目的等をしっかり確認すること。学校教育における生徒指導
の位置づけについて、理解しておくこと。 
【予習】配布課題について、次回までに提出できるように準備しておくこと。 
2 回 【復習】生徒指導上の課題について認識し、身近な例でその解決方法等につ
いて考察すること。 
【予習】生徒指導の意義について、「生徒指導提要」（文科省、H22）等で各自確
認しておくこと。 
3 回 【復習】集団指導・個別指導の方法原理について、身近な例をもとに再度確



認、理解しておくこと。 
【予習】小学校、中学校、高等学校と成⻑ 

 



年度 2014 
授業コード FC00746K 
成績評価 ①課題（レポート等）提出とその内容 ４０％ 

②定期試験             ６０％ 
※課題レポートの提出がない場合は、単位は認められないので注意すること。 

曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00746K 生徒・進路指導論 
担当教員名 加藤 研治＊ 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。適宜、教材プリントを配布します。 
アクティブラーニング  
キーワード 生徒指導、進路指導、問題行動（いじめ、インターネット）、個別指導と集団指

導、生徒理解、人間関係 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生徒・進路指導論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生徒指導提要（文科省） 
授業形態 講義 
注意備考 本授業は、真に教師を志す学生諸君のための講座です。自らが、教師の立場にな

った姿勢で授業に参加してください。居眠りや私語が目立つなど、マナーや態度
に問題がある学生はその場で退出してもらいます。出欠席の記録は、講義終了前
にレポートの提出で行います。なお、内容がいい加減なレポートは出席とみなさ
ない場合もあるので注意すること。 

シラバスコード FC00746K 
実務経験のある教員  
達成目標 ①生徒指導の基本的な理論や意義について理解する。 

②生徒指導の実践的な対応知識・スキルを身につける。 
③実際の生徒指導のケースについて考察し、その的確な対応について理解する。 
④キャリアガイダンスについて、理解する。 
⑤これからの社会で通用する生徒指導・進路指導についての教育観や指導観を身
につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 なし 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Career Guidance for Students 
関連科目 特になし 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教師として生徒の個性を生かし、開花するよう援助することが生徒指導である。

すなわち、生徒指導とは生徒一人一人の個性の伸⻑を図りながら、同時に社会的
な資質や能力・態度を育成し、将来において社会的に自己実現ができるような資
質・態度を形成していくための指導援助であり、個々の生徒の自己指導能力の育
成を目指すものである。本授業では、生徒指導に関する基礎的な理論と生徒指導
上の具体例を通して、教師としての基礎的な資質を養うとともに、学生自身も自
己指導能力を身に付け、教師としての実践的な指導力を養うことを目的としま
す。また 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 授業の目的、概要、および計画についてのガイダンス 

2 回 生徒指導上の諸問題の現状と課題 
3 回 生徒指導の意義と課題 
4 回 生徒指導の原理と人格の発達課題 
5 回 生徒理解の方法 
6 回 生徒指導と進路指導 
7 回 不登校生徒への支援の在り方 
8 回 事例研究Ⅰ（懲戒・体罰等） 
9 回 事例研究Ⅱ（暴力行為等） 
10 回 事例研究Ⅲ（いじめ等） 
11 回 事例研究Ⅳ（インターネット・携帯等） 
12 回 生徒指導と法律 
13 回 生徒指導の機能を生かした教材開発 
14 回 生徒指導の機能を生かした教科外活動 
15 回 生徒指 

準備学習 1 回 【復習】授業の目的等をしっかり確認すること。学校教育における生徒指導
の位置づけについて、理解しておくこと。 
【予習】配布課題について、次回までに提出できるように準備しておくこと。 
2 回 【復習】生徒指導上の課題について認識し、身近な例でその解決方法等につ
いて考察すること。 
【予習】生徒指導の意義について、「生徒指導提要」（文科省、H22）等で各自確
認しておくこと。 
3 回 【復習】集団指導・個別指導の方法原理について、身近な例をもとに再度確
認、理解しておくこと。 
【予習】小学校、中学校、高等学校と成⻑ 

 



年度 2014 
授業コード FC007470 
成績評価 レポート（20％）と試験（80％）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(08〜),バイオ・応用化学科(08〜),機械システム⼯学科(08〜),電気電子シ

ステム学科(08〜),情報⼯学科(08〜),知能機械⼯学科(08〜),生体医⼯学科(08
〜),建築学科(08〜),総合情報学部(08〜),生物地球学部(08〜) 

見出し FC007470 生徒・進路指導論 
担当教員名 中⽥ 太海＊ 
単位数 2 
教科書 プリント（資料）を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生徒指導論 進路指導論児童生徒の社会的、職業的自己実現とその支援 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生徒・進路指導論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「新しい生徒指導・進路指導」理論と実践（ミネルヴァ書房）新生徒指導論 12 講

（福村出版）「生徒指導提要」（文部科学省） 
授業形態 講義 
注意備考 出席、受講態度を重視する。 
シラバスコード FC007470 
実務経験のある教員  
達成目標 生徒指導、進路指導の目標の達成に向けて、理論に裏付けられた具体的指導や問

題解決の方法が理解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Career Guidance for Students 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生徒の持つ人格をより望ましい方向に高め、社会的、職業的自己実現を図るため、

全教育活動での生徒・進路指導のかかわり方、基盤となる教師と生徒の信頼関係、
生徒どうしの好ましい人間関係の構築、問題解決の方法など、できるだけ具体的
に指導し、その知識や方法を学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生徒指導の意義と役割について解説する。 

2 回 生徒指導の現状と課題について解説する。 



3 回 生徒指導の内容と方法について解説する。 
4 回 児童生徒理解の基本と方法について解説する。 
5 回 学校の教育活動と生徒指導について解説する。 
6 回 学級経営と生徒指導について解説する。 
7 回 教育相談・カウンセリングについて解説する。 
8 回 問題行動への対応と指導について解説する。 
9 回 事例研究１ 暴力行為への対応について解説する。 
10 回 事例研究２ いじめへの対応について解説する。 
11 回 事例研究３ 不 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、講義計画を把握しておく。「生徒指導」について、
自分が持っているイメージを考えておくこと。 
2 回 図書館やインターネット（文部科学省ホームページ等）で、生徒指導上の諸
問題を調べておくこと。 
3 回 第１回講義の「生徒指導の意義と役割」を復習しておくこと。 
4 回 第３回講義終了後に配付する資料「生徒理解」を読んでおくこと。 
5 回 中学校学習指導要領（文部科学省ホームページ等）第１章 総則 第４ 指
導計画の作成等に当たって配慮すべき事項 の２の（３）から（５）に目を通し、
学校の全教育活 

 



年度 2014 
授業コード FC00747K 
成績評価 レポート（20％）と試験（80％）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00747K 生徒・進路指導論 
担当教員名 中⽥ 太海＊ 
単位数 2 
教科書 プリント（資料）を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生徒指導論 進路指導論児童生徒の社会的、職業的自己実現とその支援 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生徒・進路指導論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「新しい生徒指導・進路指導」理論と実践（ミネルヴァ書房）新生徒指導論 12 講

（福村出版）「生徒指導提要」（文部科学省） 
授業形態 講義 
注意備考 出席、受講態度を重視する。 
シラバスコード FC00747K 
実務経験のある教員  
達成目標 生徒指導、進路指導の目標の達成に向けて、理論に裏付けられた具体的指導や問

題解決の方法が理解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Career Guidance for Students 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生徒の持つ人格をより望ましい方向に高め、社会的、職業的自己実現を図るため、

全教育活動での生徒・進路指導のかかわり方、基盤となる教師と生徒の信頼関係、
生徒どうしの好ましい人間関係の構築、問題解決の方法など、できるだけ具体的
に指導し、その知識や方法を学ぶ。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 生徒指導の意義と役割について解説する。 

2 回 生徒指導の現状と課題について解説する。 
3 回 生徒指導の内容と方法について解説する。 
4 回 児童生徒理解の基本と方法について解説する。 



5 回 学校の教育活動と生徒指導について解説する。 
6 回 学級経営と生徒指導について解説する。 
7 回 教育相談・カウンセリングについて解説する。 
8 回 問題行動への対応と指導について解説する。 
9 回 事例研究１ 暴力行為への対応について解説する。 
10 回 事例研究２ いじめへの対応について解説する。 
11 回 事例研究３ 不 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、講義計画を把握しておく。「生徒指導」について、
自分が持っているイメージを考えておくこと。 
2 回 図書館やインターネット（文部科学省ホームページ等）で、生徒指導上の諸
問題を調べておくこと。 
3 回 第１回講義の「生徒指導の意義と役割」を復習しておくこと。 
4 回 第３回講義終了後に配付する資料「生徒理解」を読んでおくこと。 
5 回 中学校学習指導要領（文部科学省ホームページ等）第１章 総則 第４ 指
導計画の作成等に当たって配慮すべき事項 の２の（３）から（５）に目を通し、
学校の全教育活 

 



年度 2014 
授業コード FC007510 
成績評価 定期試験は行わず、毎時間の活動状況（７０％）、履修カルテの記入状況（３０％）

をもとに、教員としての資質とその向上を総合的に判断して評価する。１００点
満点中６０点以上を合格とする。 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(10〜),化学科(10〜),応用物理学科(10〜),生物化学科(10〜),臨床生

命科学科(10〜),動物学科(10〜),バイオ・応用化学科(10〜),機械システム⼯学科
(10〜),電気電子システム学科(10〜),情報⼯学科(10〜),知能機械⼯学科(10〜),
生体医⼯学科(10〜),建築学科(10〜),生命医療⼯学科(10〜),情報科学科(10〜),
生物地球システム学科(10〜),社会情報学科(10〜),建築学科(10〜),生物地球学科
(10〜) 

見出し FC007510 教職実践演習（中・高） 
担当教員名 横⽥ 美枝子＊、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利明、中島 弘

徳、岡 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教職実践，履修カルテ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職実践演習（中・高） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布する。 
授業形態 演習 
注意備考 教育実習Ⅱを修得していること。 

週８コマ開講し、人数を均等に分ける。 
シラバスコード FC007510 
実務経験のある教員  
達成目標 教員としての使命感や責任感、教育的愛情等をもって、学級や教科を担当しつつ、

教科指導、生徒指導等の職務を実践できる。 
受講者へのコメント  真面目に熱⼼に受講する学生が多かったように思います。都合の悪い時、⽊曜

日に振り替えて受講した人もいました。学校現場であるいはそれ以外の場所で自
分らしさを失わず活躍することを願っています。 

連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業への満足度、目標達成度のところでそれなりの評価が出ていて安⼼しまし
た。「この分野への理解が深まった」「この分野への興味、関⼼が高まった」とい
う点においても同様の評価であったことに次への意欲が湧いてきました。 



英文科目名 Practical Seminar for Teacher Education 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  演習や模擬授業をできるだけ取り入れ、現場で即役立つ内容を多く入れたいと

考えています。 
講義目的 演習を中⼼とした授業で、必要に応じて小集団で活動する。 

自己診断ならびに指導教員のアドバイスを基に各自の履修カルテを作成し、模擬
授業・ロールプレイング・事例研究等を通して、不足している知識や技能を補う
と共に、優れた能力をより伸ばしていく。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 これまでの学修の振り返りについての講義，履修カルテの作成，小グループ

の決定をする。 
2 回 教職の意義や教員の役割についての講義とグループ討論・ロールプレイン
グをする。 
3 回 教職の意義や教員の役割についてのグループ討論・ロールプレイングの続
きとまとめをする。 
4 回 子どもに対する責任等についての講義とグループ討論・ロールプレイング
をする。 
5 回 子どもに対する責任等についてのグループ討論・ロールプレイングの続き
とまとめをする。 
6 回 社会性や対人関係（保護者を含む）能力についての講義とグループ討論・ 

準備学習 1 回 自分のこれまでの学修成果と教員としての力量の評価をしてくること。 
2 回 教職の意義や教員の役割について自分の意見をまとめてくること。 
3 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
4 回 子どもに対する責任等について自分の意見をまとめてくること。 
5 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
6 回 社会性や対人関係（保護者を含む）能力について自分の意見をまとめてくる
こと。 
7 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
8 回 生徒理解や学級経営について自分 

 



年度 2014 
授業コード FC00751K 
成績評価 定期試験は行わず、毎時間の活動状況（７０％）、履修カルテの記入状況（３０％）

をもとに、教員としての資質とその向上を総合的に判断して評価する。１００点
満点中６０点以上を合格とする。 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00751K 教職実践演習（中・高） 
担当教員名 横⽥ 美枝子＊、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利明、中島 弘

徳、岡 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教職実践，履修カルテ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職実践演習（中・高） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布する。 
授業形態 演習 
注意備考 教育実習Ⅱを修得していること。 

週８コマ開講し、人数を均等に分ける。 
シラバスコード FC00751K 
実務経験のある教員  
達成目標 教員としての使命感や責任感、教育的愛情等をもって、学級や教科を担当しつつ、

教科指導、生徒指導等の職務を実践できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practical Seminar for Teacher Education 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 演習を中⼼とした授業で、必要に応じて小集団で活動する。 

自己診断ならびに指導教員のアドバイスを基に各自の履修カルテを作成し、模擬
授業・ロールプレイング・事例研究等を通して、不足している知識や技能を補う
と共に、優れた能力をより伸ばしていく。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 これまでの学修の振り返りについての講義，履修カルテの作成，小グループ



の決定をする。 
2 回 教職の意義や教員の役割についての講義とグループ討論・ロールプレイン
グをする。 
3 回 教職の意義や教員の役割についてのグループ討論・ロールプレイングの続
きとまとめをする。 
4 回 子どもに対する責任等についての講義とグループ討論・ロールプレイング
をする。 
5 回 子どもに対する責任等についてのグループ討論・ロールプレイングの続き
とまとめをする。 
6 回 社会性や対人関係（保護者を含む）能力についての講義とグループ討論・ 

準備学習 1 回 自分のこれまでの学修成果と教員としての力量の評価をしてくること。 
2 回 教職の意義や教員の役割について自分の意見をまとめてくること。 
3 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
4 回 子どもに対する責任等について自分の意見をまとめてくること。 
5 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
6 回 社会性や対人関係（保護者を含む）能力について自分の意見をまとめてくる
こと。 
7 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
8 回 生徒理解や学級経営について自分 

 



年度 2014 
授業コード FC007520 
成績評価 定期試験は行わず、毎時間の活動状況（７０％）、履修カルテの記入状況（３０％）

をもとに、教員としての資質とその向上を総合的に判断して評価する。１００点
満点中６０点以上を合格とする。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用数学科(10〜),化学科(10〜),応用物理学科(10〜),生物化学科(10〜),臨床生

命科学科(10〜),動物学科(10〜),バイオ・応用化学科(10〜),機械システム⼯学科
(10〜),電気電子システム学科(10〜),情報⼯学科(10〜),知能機械⼯学科(10〜),
生体医⼯学科(10〜),建築学科(10〜),情報科学科(10〜),生物地球システム学科
(10〜),社会情報学科(10〜),建築学科(10〜),生物地球学科(10〜) 

見出し FC007520 教職実践演習（中・高） 
担当教員名 横⽥ 美枝子＊、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利明、中島 弘

徳、岡 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教職実践，履修カルテ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職実践演習（中・高） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布する。 
授業形態 演習 
注意備考 教育実習Ⅱを修得していること。 

週８コマ開講し、人数を均等に分ける。 
シラバスコード FC007520 
実務経験のある教員  
達成目標 教員としての使命感や責任感、教育的愛情等をもって、学級や教科を担当しつつ、

教科指導、生徒指導等の職務を実践できる。 
受講者へのコメント  授業以外の時間で会話をすることができ、より連携をとることができたのはよ

かったと思います。来年度への取り組みに「頑張ってください。」と励ましてもら
い元気が出てきました。今の自分のいる場所で精いっぱい頑張ってください。 

連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  予想以上の評価でとてもうれしく思います。授業への満足度でほぼ全員が普通
以上であったことに充実感を味わっています。 

英文科目名 Practical Seminar for Teacher Education 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 



次回に向けての改善変更予定 板書の際、「⻩色のチョークで書いた部分が見えにくかった」という指摘があり
ました。以後注意したいと思います。今年度以上に模擬授業をもう少し多めに取
り入れたいと考えています。 

講義目的 演習を中⼼とした授業で、必要に応じて小集団で活動する。 
自己診断ならびに指導教員のアドバイスを基に各自の履修カルテを作成し、模擬
授業・ロールプレイング・事例研究等を通して、不足している知識や技能を補う
と共に、優れた能力をより伸ばしていく。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 これまでの学修の振り返りについての講義，履修カルテの作成，小グループ

の決定をする。 
2 回 教職の意義や教員の役割についての講義とグループ討論・ロールプレイン
グをする。 
3 回 教職の意義や教員の役割についてのグループ討論・ロールプレイングの続
きとまとめをする。 
4 回 子どもに対する責任等についての講義とグループ討論・ロールプレイング
をする。 
5 回 子どもに対する責任等についてのグループ討論・ロールプレイングの続き
とまとめをする。 
6 回 社会性や対人関係（保護者を含む）能力についての講義とグループ討論・ 

準備学習 1 回 自分のこれまでの学修成果と教員としての力量の評価をしてくること。 
2 回 教職の意義や教員の役割について自分の意見をまとめてくること。 
3 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
4 回 子どもに対する責任等について自分の意見をまとめてくること。 
5 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
6 回 社会性や対人関係（保護者を含む）能力について自分の意見をまとめてくる
こと。 
7 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
8 回 生徒理解や学級経営について自分 

 



年度 2014 
授業コード FC00752K 
成績評価 定期試験は行わず、毎時間の活動状況（７０％）、履修カルテの記入状況（３０％）

をもとに、教員としての資質とその向上を総合的に判断して評価する。１００点
満点中６０点以上を合格とする。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00752K 教職実践演習（中・高） 
担当教員名 横⽥ 美枝子＊、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利明、中島 弘

徳、岡 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教職実践，履修カルテ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職実践演習（中・高） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布する。 
授業形態 演習 
注意備考 教育実習Ⅱを修得していること。 

週８コマ開講し、人数を均等に分ける。 
シラバスコード FC00752K 
実務経験のある教員  
達成目標 教員としての使命感や責任感、教育的愛情等をもって、学級や教科を担当しつつ、

教科指導、生徒指導等の職務を実践できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practical Seminar for Teacher Education 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 演習を中⼼とした授業で、必要に応じて小集団で活動する。 

自己診断ならびに指導教員のアドバイスを基に各自の履修カルテを作成し、模擬
授業・ロールプレイング・事例研究等を通して、不足している知識や技能を補う
と共に、優れた能力をより伸ばしていく。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 これまでの学修の振り返りについての講義，履修カルテの作成，小グループ



の決定をする。 
2 回 教職の意義や教員の役割についての講義とグループ討論・ロールプレイン
グをする。 
3 回 教職の意義や教員の役割についてのグループ討論・ロールプレイングの続
きとまとめをする。 
4 回 子どもに対する責任等についての講義とグループ討論・ロールプレイング
をする。 
5 回 子どもに対する責任等についてのグループ討論・ロールプレイングの続き
とまとめをする。 
6 回 社会性や対人関係（保護者を含む）能力についての講義とグループ討論・ 

準備学習 1 回 自分のこれまでの学修成果と教員としての力量の評価をしてくること。 
2 回 教職の意義や教員の役割について自分の意見をまとめてくること。 
3 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
4 回 子どもに対する責任等について自分の意見をまとめてくること。 
5 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
6 回 社会性や対人関係（保護者を含む）能力について自分の意見をまとめてくる
こと。 
7 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
8 回 生徒理解や学級経営について自分 

 



年度 2014 
授業コード FC007530 
成績評価 定期試験は行わず、課題のレポートや学習指導案，授業観察等のレポート及び演

習活動状況（７０％）、履修カルテの記入状況（３０％）をもとに、教員としての
資質とその向上を総合的に判断して評価する。１００点満点中６０点以上を合格
とする。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(10〜),化学科(10〜),応用物理学科(10〜),生物化学科(10〜),臨床生

命科学科(10〜),動物学科(10〜),バイオ・応用化学科(10〜),機械システム⼯学科
(10〜),電気電子システム学科(10〜),情報⼯学科(10〜),知能機械⼯学科(10〜),
生体医⼯学科(10〜),建築学科(10〜),情報科学科(10〜),生物地球システム学科
(10〜),社会情報学科(10〜),建築学科(10〜),生物地球学科(10〜) 

見出し FC007530 教職実践演習（中・高） 
担当教員名 延本 大作＊、岡本 弥彦、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利

明、中島 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教職実践，履修カルテ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  特になし 
科目名 教職実践演習（中・高） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布する。 
授業形態 演習 
注意備考 教育実習Ⅱを修得していること。 

週８コマ開講し、人数を均等に分ける。 
シラバスコード FC007530 
実務経験のある教員  
達成目標 教員としての使命感や責任感、教育的愛情等をもって、学級や教科を担当しつつ、

教科指導、生徒指導等の職務を実践できる。 
受講者へのコメント 教職課程のまとめ的な講義ということを大部分の方が理解していたことはよか

った。 
 将来，教師として生徒に自信を持って指導できるように，得意分野を増やして
いく姿勢を持ち続けてください。 

連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Ａ：「授業への取組」  授業時間外に全く学習していない学生が 18%，３０分程
度は 36%，１時間程度は 28%，２時間以上は 17%であった。 Ｂ：「授業による
成⻑」  80%が理解が深まった。26%が興味関⼼が高まった。34%が技能・技術



が向上した。29%が今後の進路の参考になった。と回答しており，無回答はわず
かであり，おおむね良好な結果となっている。 Ｃ：「総合評価」  目標達成度，
教員の意欲，授業満足度はいずれも 90%以上が肯定的に回答しており，否定的な
回答はわずかであり，おおむね良好であった。 Ｅ：授 

英文科目名 Practical Seminar for Teacher Education 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  講義計画の説明を⼯夫し，内容の充実も図りたい。 
講義目的 この科目の履修を通じて，将来，教員になる上で，自己にとって何が課題である

のかを自覚し，必要に応じて不足している知識や技能等を補い，その定着を図る
ことにより，教職生活をより円滑にスタートできるようにする。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 これまでの学修の振り返り，特に，ボランティア体験の発表，履修カルテの

自己評価シートを作成する。 
2 回 教科指導のあり方Ⅰについての講義と演習をする。 
3 回 教科指導のあり方Ⅱについての講義と演習をする。 
4 回 学級経営Ⅰについての講義と演習をする。 
模擬授業を計画する。 
5 回 学級経営Ⅱについての講義と演習をする。 
6 回 学級経営Ⅲについての講義と演習をする。 
7 回 生徒理解や対人関係（保護者を含む）能力についての事例研究・ロールプレ
イングをする。 
8 回 生徒理解や対人関係（保護者を含む）能力につい 

準備学習 1 回 自分のこれまでの学修成果と教員としての力量の評価をしてくること。 
2 回 学習指導案作成と実地授業の成果について自分の意見をまとめてくること。
授業分析について調べておくこと。 
3 回 効果的な授業のための技術的手法について自分の意見をまとめてくること。 
4 回 学級経営について自分の意見をまとめてくること。特に，短学活１分間スピ
ーチの内容をまとめておく。 
模擬授業を担当する単元を検討しておく。 
5 回 前時の内容をまとめてくること。特に，短学活１分間スピーチを効果的に行
えるようにしておく。 
6 回 教育評価に 

 



年度 2014 
授業コード FC00753K 
成績評価 定期試験は行わず、課題のレポートや学習指導案，授業観察等のレポート及び演

習活動状況（７０％）、履修カルテの記入状況（３０％）をもとに、教員としての
資質とその向上を総合的に判断して評価する。１００点満点中６０点以上を合格
とする。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00753K 教職実践演習（中・高） 
担当教員名 延本 大作＊、岡本 弥彦、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利

明、中島 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教職実践，履修カルテ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職実践演習（中・高） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布する。 
授業形態 演習 
注意備考 教育実習Ⅱを修得していること。 

週８コマ開講し、人数を均等に分ける。 
シラバスコード FC00753K 
実務経験のある教員  
達成目標 教員としての使命感や責任感、教育的愛情等をもって、学級や教科を担当しつつ、

教科指導、生徒指導等の職務を実践できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practical Seminar for Teacher Education 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この科目の履修を通じて，将来，教員になる上で，自己にとって何が課題である

のかを自覚し，必要に応じて不足している知識や技能等を補い，その定着を図る
ことにより，教職生活をより円滑にスタートできるようにする。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 これまでの学修の振り返り，特に，ボランティア体験の発表，履修カルテの



自己評価シートを作成する。 
2 回 教科指導のあり方Ⅰについての講義と演習をする。 
3 回 教科指導のあり方Ⅱについての講義と演習をする。 
4 回 学級経営Ⅰについての講義と演習をする。 
模擬授業を計画する。 
5 回 学級経営Ⅱについての講義と演習をする。 
6 回 学級経営Ⅲについての講義と演習をする。 
7 回 生徒理解や対人関係（保護者を含む）能力についての事例研究・ロールプレ
イングをする。 
8 回 生徒理解や対人関係（保護者を含む）能力につい 

準備学習 1 回 自分のこれまでの学修成果と教員としての力量の評価をしてくること。 
2 回 学習指導案作成と実地授業の成果について自分の意見をまとめてくること。
授業分析について調べておくこと。 
3 回 効果的な授業のための技術的手法について自分の意見をまとめてくること。 
4 回 学級経営について自分の意見をまとめてくること。特に，短学活１分間スピ
ーチの内容をまとめておく。 
模擬授業を担当する単元を検討しておく。 
5 回 前時の内容をまとめてくること。特に，短学活１分間スピーチを効果的に行
えるようにしておく。 
6 回 教育評価に 

 



年度 2014 
授業コード FC007540 
成績評価 定期試験は行わず、課題のレポートや学習指導案，授業観察等のレポート及び演

習活動状況（７０％）、履修カルテの記入状況（３０％）をもとに、教員としての
資質とその向上を総合的に判断して評価する。１００点満点中６０点以上を合格
とする。 

曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(10〜),化学科(10〜),応用物理学科(10〜),生物化学科(10〜),臨床生

命科学科(10〜),動物学科(10〜),バイオ・応用化学科(10〜),機械システム⼯学科
(10〜),電気電子システム学科(10〜),情報⼯学科(10〜),知能機械⼯学科(10〜),
生体医⼯学科(10〜),建築学科(10〜),情報科学科(10〜),生物地球システム学科
(10〜),社会情報学科(10〜),建築学科(10〜),生物地球学科(10〜) 

見出し FC007540 教職実践演習（中・高） 
担当教員名 延本 大作＊、岡本 弥彦、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利

明、中島 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教職実践，履修カルテ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  特になし 
科目名 教職実践演習（中・高） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布する。 
授業形態 演習 
注意備考 教育実習Ⅱを修得していること。 

週８コマ開講し、人数を均等に分ける。 
シラバスコード FC007540 
実務経験のある教員  
達成目標 教員としての使命感や責任感、教育的愛情等をもって、学級や教科を担当しつつ、

教科指導、生徒指導等の職務を実践できる。 
受講者へのコメント 教職課程のまとめ的な講義ということを大部分の方が理解していたことはよか

った。 
 将来，教師として生徒に自信を持って指導できるように，得意分野を増やして
いく姿勢を持ち続けてください。 

連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Ａ：「授業への取組」  授業時間外に全く学習していない学生が 18%，３０分程
度は 36%，１時間程度は 28%，２時間以上は 17%であった。 Ｂ：「授業による
成⻑」  80%が理解が深まった。26%が興味関⼼が高まった。34%が技能・技術



が向上した。29%が今後の進路の参考になった。と回答しており，無回答はわず
かであり，おおむね良好な結果となっている。 Ｃ：「総合評価」  目標達成度，
教員の意欲，授業満足度はいずれも 90%以上が肯定的に回答しており，否定的な
回答はわずかであり，おおむね良好であった。 Ｅ：授 

英文科目名 Practical Seminar for Teacher Education 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  講義計画の説明を⼯夫し，内容の充実も図りたい。 
講義目的 この科目の履修を通じて，将来，教員になる上で，自己にとって何が課題である

のかを自覚し，必要に応じて不足している知識や技能等を補い，その定着を図る
ことにより，教職生活をより円滑にスタートできるようにする。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 これまでの学修の振り返り，特に，ボランティア体験の発表，履修カルテの

自己評価シートを作成する。 
2 回 教科指導のあり方Ⅰについての講義と演習をする。 
3 回 教科指導のあり方Ⅱについての講義と演習をする。 
4 回 学級経営Ⅰについての講義と演習をする。 
模擬授業を計画する。 
5 回 学級経営Ⅱについての講義と演習をする。 
6 回 学級経営Ⅲについての講義と演習をする。 
7 回 生徒理解や対人関係（保護者を含む）能力についての事例研究・ロールプレ
イングをする。 
8 回 生徒理解や対人関係（保護者を含む）能力につい 

準備学習 1 回 自分のこれまでの学修成果と教員としての力量の評価をしてくること。 
2 回 学習指導案作成と実地授業の成果について自分の意見をまとめてくること。
授業分析について調べておくこと。 
3 回 効果的な授業のための技術的手法について自分の意見をまとめてくること。 
4 回 学級経営について自分の意見をまとめてくること。特に，短学活１分間スピ
ーチの内容をまとめておく。 
模擬授業を担当する単元を検討しておく。 
5 回 前時の内容をまとめてくること。特に，短学活１分間スピーチを効果的に行
えるようにしておく。 
6 回 教育評価に 

 



年度 2014 
授業コード FC00754K 
成績評価 定期試験は行わず、課題のレポートや学習指導案，授業観察等のレポート及び演

習活動状況（７０％）、履修カルテの記入状況（３０％）をもとに、教員としての
資質とその向上を総合的に判断して評価する。１００点満点中６０点以上を合格
とする。 

曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00754K 教職実践演習（中・高） 
担当教員名 延本 大作＊、岡本 弥彦、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利

明、中島 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教職実践，履修カルテ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職実践演習（中・高） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布する。 
授業形態 演習 
注意備考 教育実習Ⅱを修得していること。 

週８コマ開講し、人数を均等に分ける。 
シラバスコード FC00754K 
実務経験のある教員  
達成目標 教員としての使命感や責任感、教育的愛情等をもって、学級や教科を担当しつつ、

教科指導、生徒指導等の職務を実践できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practical Seminar for Teacher Education 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この科目の履修を通じて，将来，教員になる上で，自己にとって何が課題である

のかを自覚し，必要に応じて不足している知識や技能等を補い，その定着を図る
ことにより，教職生活をより円滑にスタートできるようにする。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 これまでの学修の振り返り，特に，ボランティア体験の発表，履修カルテの



自己評価シートを作成する。 
2 回 教科指導のあり方Ⅰについての講義と演習をする。 
3 回 教科指導のあり方Ⅱについての講義と演習をする。 
4 回 学級経営Ⅰについての講義と演習をする。 
模擬授業を計画する。 
5 回 学級経営Ⅱについての講義と演習をする。 
6 回 学級経営Ⅲについての講義と演習をする。 
7 回 生徒理解や対人関係（保護者を含む）能力についての事例研究・ロールプレ
イングをする。 
8 回 生徒理解や対人関係（保護者を含む）能力につい 

準備学習 1 回 自分のこれまでの学修成果と教員としての力量の評価をしてくること。 
2 回 学習指導案作成と実地授業の成果について自分の意見をまとめてくること。
授業分析について調べておくこと。 
3 回 効果的な授業のための技術的手法について自分の意見をまとめてくること。 
4 回 学級経営について自分の意見をまとめてくること。特に，短学活１分間スピ
ーチの内容をまとめておく。 
模擬授業を担当する単元を検討しておく。 
5 回 前時の内容をまとめてくること。特に，短学活１分間スピーチを効果的に行
えるようにしておく。 
6 回 教育評価に 

 



年度 2014 
授業コード FC007550 
成績評価 定期試験は行わず、毎時間の活動状況（７０％）、履修カルテの記入状況（３０％）

をもとに、教員としての資質とその向上を総合的に判断して評価する。１００点
満点中６０点以上を合格とする。 

曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(10〜),化学科(10〜),応用物理学科(10〜),生物化学科(10〜),臨床生

命科学科(10〜),動物学科(10〜),バイオ・応用化学科(10〜),機械システム⼯学科
(10〜),電気電子システム学科(10〜),情報⼯学科(10〜),知能機械⼯学科(10〜),
生体医⼯学科(10〜),建築学科(10〜),情報科学科(10〜),生物地球システム学科
(10〜),社会情報学科(10〜),建築学科(10〜),生物地球学科(10〜) 

見出し FC007550 教職実践演習（中・高） 
担当教員名 横⽥ 美枝子＊、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利明、中島 弘

徳、岡 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教職実践，履修カルテ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職実践演習（中・高） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布する。 
授業形態 演習 
注意備考 教育実習Ⅱを修得していること。 

週８コマ開講し、人数を均等に分ける。 
シラバスコード FC007550 
実務経験のある教員  
達成目標 教員としての使命感や責任感、教育的愛情等をもって、学級や教科を担当しつつ、

教科指導、生徒指導等の職務を実践できる。 
受講者へのコメント 諸事情があって欠席するのは仕方ないことですが、模擬授業が当たっている日は

頑張ってほしかった人が何人かいます。現場でそして自分の行った場所で頑張っ
てください。 

連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 まずまずの評価でした。どの項目も満足してもらえるように努力しなければと思
っています。 

英文科目名 Practical Seminar for Teacher Education 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 



次回に向けての改善変更予定 「演習」中⼼の授業なので、できるだけ「模擬授業」や「演習」を多く取り入れ
た授業内容にするよう考えたいと思います。 

講義目的 演習を中⼼とした授業で、必要に応じて小集団で活動する。 
自己診断ならびに指導教員のアドバイスを基に各自の履修カルテを作成し、模擬
授業・ロールプレイング・事例研究等を通して、不足している知識や技能を補う
と共に、優れた能力をより伸ばしていく。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 これまでの学修の振り返りについての講義，履修カルテの作成，小グループ

の決定をする。 
2 回 教職の意義や教員の役割についての講義とグループ討論・ロールプレイン
グをする。 
3 回 教職の意義や教員の役割についてのグループ討論・ロールプレイングの続
きとまとめをする。 
4 回 子どもに対する責任等についての講義とグループ討論・ロールプレイング
をする。 
5 回 子どもに対する責任等についてのグループ討論・ロールプレイングの続き
とまとめをする。 
6 回 社会性や対人関係（保護者を含む）能力についての講義とグループ討論・ 

準備学習 1 回 自分のこれまでの学修成果と教員としての力量の評価をしてくること。 
2 回 教職の意義や教員の役割について自分の意見をまとめてくること。 
3 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
4 回 子どもに対する責任等について自分の意見をまとめてくること。 
5 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
6 回 社会性や対人関係（保護者を含む）能力について自分の意見をまとめてくる
こと。 
7 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
8 回 生徒理解や学級経営について自分 

 



年度 2014 
授業コード FC00755K 
成績評価 定期試験は行わず、毎時間の活動状況（７０％）、履修カルテの記入状況（３０％）

をもとに、教員としての資質とその向上を総合的に判断して評価する。１００点
満点中６０点以上を合格とする。 

曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00755K 教職実践演習（中・高） 
担当教員名 横⽥ 美枝子＊、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利明、中島 弘

徳、岡 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教職実践，履修カルテ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職実践演習（中・高） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布する。 
授業形態 演習 
注意備考 教育実習Ⅱを修得していること。 

週８コマ開講し、人数を均等に分ける。 
シラバスコード FC00755K 
実務経験のある教員  
達成目標 教員としての使命感や責任感、教育的愛情等をもって、学級や教科を担当しつつ、

教科指導、生徒指導等の職務を実践できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practical Seminar for Teacher Education 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 演習を中⼼とした授業で、必要に応じて小集団で活動する。 

自己診断ならびに指導教員のアドバイスを基に各自の履修カルテを作成し、模擬
授業・ロールプレイング・事例研究等を通して、不足している知識や技能を補う
と共に、優れた能力をより伸ばしていく。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 これまでの学修の振り返りについての講義，履修カルテの作成，小グループ



の決定をする。 
2 回 教職の意義や教員の役割についての講義とグループ討論・ロールプレイン
グをする。 
3 回 教職の意義や教員の役割についてのグループ討論・ロールプレイングの続
きとまとめをする。 
4 回 子どもに対する責任等についての講義とグループ討論・ロールプレイング
をする。 
5 回 子どもに対する責任等についてのグループ討論・ロールプレイングの続き
とまとめをする。 
6 回 社会性や対人関係（保護者を含む）能力についての講義とグループ討論・ 

準備学習 1 回 自分のこれまでの学修成果と教員としての力量の評価をしてくること。 
2 回 教職の意義や教員の役割について自分の意見をまとめてくること。 
3 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
4 回 子どもに対する責任等について自分の意見をまとめてくること。 
5 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
6 回 社会性や対人関係（保護者を含む）能力について自分の意見をまとめてくる
こと。 
7 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
8 回 生徒理解や学級経営について自分 

 



年度 2014 
授業コード FC007560 
成績評価 定期試験は行わず、毎時間の活動状況（７０％）、履修カルテの記入状況（３０％）

をもとに、教員としての資質とその向上を総合的に判断して評価する。１００点
満点中６０点以上を合格とする。 

曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(10〜),化学科(10〜),応用物理学科(10〜),生物化学科(10〜),臨床生

命科学科(10〜),動物学科(10〜),バイオ・応用化学科(10〜),機械システム⼯学科
(10〜),電気電子システム学科(10〜),情報⼯学科(10〜),知能機械⼯学科(10〜),
生体医⼯学科(10〜),建築学科(10〜),情報科学科(10〜),生物地球システム学科
(10〜),社会情報学科(10〜),建築学科(10〜),生物地球学科(10〜) 

見出し FC007560 教職実践演習（中・高） 
担当教員名 横⽥ 美枝子＊、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利明、中島 弘

徳、岡 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教職実践，履修カルテ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職実践演習（中・高） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布する。 
授業形態 演習 
注意備考 教育実習Ⅱを修得していること。 

週８コマ開講し、人数を均等に分ける。 
シラバスコード FC007560 
実務経験のある教員  
達成目標 教員としての使命感や責任感、教育的愛情等をもって、学級や教科を担当しつつ、

教科指導、生徒指導等の職務を実践できる。 
受講者へのコメント  意欲的に受講する学生が多くいました。学級活動指導案の提出の際、指導案以

外にワークシート、資料、板書計画などを添付して提出した学生が何人かいまし
た。きっと多くの学びを体験した人たちでしょう。 

連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「授業の目標達成度」でいい評価がでていました。 
英文科目名 Practical Seminar for Teacher Education 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  演習、話し合い活動、模擬授業などを充実させたいと考えています。 



講義目的 演習を中⼼とした授業で、必要に応じて小集団で活動する。 
自己診断ならびに指導教員のアドバイスを基に各自の履修カルテを作成し、模擬
授業・ロールプレイング・事例研究等を通して、不足している知識や技能を補う
と共に、優れた能力をより伸ばしていく。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 これまでの学修の振り返りについての講義，履修カルテの作成，小グループ

の決定をする。 
2 回 教職の意義や教員の役割についての講義とグループ討論・ロールプレイン
グをする。 
3 回 教職の意義や教員の役割についてのグループ討論・ロールプレイングの続
きとまとめをする。 
4 回 子どもに対する責任等についての講義とグループ討論・ロールプレイング
をする。 
5 回 子どもに対する責任等についてのグループ討論・ロールプレイングの続き
とまとめをする。 
6 回 社会性や対人関係（保護者を含む）能力についての講義とグループ討論・ 

準備学習 1 回 自分のこれまでの学修成果と教員としての力量の評価をしてくること。 
2 回 教職の意義や教員の役割について自分の意見をまとめてくること。 
3 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
4 回 子どもに対する責任等について自分の意見をまとめてくること。 
5 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
6 回 社会性や対人関係（保護者を含む）能力について自分の意見をまとめてくる
こと。 
7 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
8 回 生徒理解や学級経営について自分 

 



年度 2014 
授業コード FC00756K 
成績評価 定期試験は行わず、毎時間の活動状況（７０％）、履修カルテの記入状況（３０％）

をもとに、教員としての資質とその向上を総合的に判断して評価する。１００点
満点中６０点以上を合格とする。 

曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00756K 教職実践演習（中・高） 
担当教員名 横⽥ 美枝子＊、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利明、中島 弘

徳、岡 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教職実践，履修カルテ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職実践演習（中・高） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布する。 
授業形態 演習 
注意備考 教育実習Ⅱを修得していること。 

週８コマ開講し、人数を均等に分ける。 
シラバスコード FC00756K 
実務経験のある教員  
達成目標 教員としての使命感や責任感、教育的愛情等をもって、学級や教科を担当しつつ、

教科指導、生徒指導等の職務を実践できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practical Seminar for Teacher Education 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 演習を中⼼とした授業で、必要に応じて小集団で活動する。 

自己診断ならびに指導教員のアドバイスを基に各自の履修カルテを作成し、模擬
授業・ロールプレイング・事例研究等を通して、不足している知識や技能を補う
と共に、優れた能力をより伸ばしていく。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 これまでの学修の振り返りについての講義，履修カルテの作成，小グループ



の決定をする。 
2 回 教職の意義や教員の役割についての講義とグループ討論・ロールプレイン
グをする。 
3 回 教職の意義や教員の役割についてのグループ討論・ロールプレイングの続
きとまとめをする。 
4 回 子どもに対する責任等についての講義とグループ討論・ロールプレイング
をする。 
5 回 子どもに対する責任等についてのグループ討論・ロールプレイングの続き
とまとめをする。 
6 回 社会性や対人関係（保護者を含む）能力についての講義とグループ討論・ 

準備学習 1 回 自分のこれまでの学修成果と教員としての力量の評価をしてくること。 
2 回 教職の意義や教員の役割について自分の意見をまとめてくること。 
3 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
4 回 子どもに対する責任等について自分の意見をまとめてくること。 
5 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
6 回 社会性や対人関係（保護者を含む）能力について自分の意見をまとめてくる
こと。 
7 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
8 回 生徒理解や学級経営について自分 

 



年度 2014 
授業コード FC007570 
成績評価 定期試験は行わず、課題のレポートや学習指導案，授業観察等のレポート及び演

習活動状況（７０％）、履修カルテの記入状況（３０％）をもとに、教員としての
資質とその向上を総合的に判断して評価する。１００点満点中６０点以上を合格
とする。 

曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(10〜),化学科(10〜),応用物理学科(10〜),生物化学科(10〜),臨床生

命科学科(10〜),動物学科(10〜),バイオ・応用化学科(10〜),機械システム⼯学科
(10〜),電気電子システム学科(10〜),情報⼯学科(10〜),知能機械⼯学科(10〜),
生体医⼯学科(10〜),建築学科(10〜),情報科学科(10〜),生物地球システム学科
(10〜),社会情報学科(10〜),建築学科(10〜),生物地球学科(10〜) 

見出し FC007570 教職実践演習（中・高） 
担当教員名 延本 大作＊、岡本 弥彦、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利

明、中島 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教職実践，履修カルテ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  特になし 
科目名 教職実践演習（中・高） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布する。 
授業形態 演習 
注意備考 教育実習Ⅱを修得していること。 

週８コマ開講し、人数を均等に分ける。 
シラバスコード FC007570 
実務経験のある教員  
達成目標 教員としての使命感や責任感、教育的愛情等をもって、学級や教科を担当しつつ、

教科指導、生徒指導等の職務を実践できる。 
受講者へのコメント 教職課程のまとめ的な講義ということを大部分の方が理解していたことはよか

った。 
 将来，教師として生徒に自信を持って指導できるように，得意分野を増やして
いく姿勢を持ち続けてください。 

連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Ａ：「授業への取組」  授業時間外に全く学習していない学生が 18%，３０分程
度は 36%，１時間程度は 28%，２時間以上は 17%であった。 Ｂ：「授業による
成⻑」  80%が理解が深まった。26%が興味関⼼が高まった。34%が技能・技術



が向上した。29%が今後の進路の参考になった。と回答しており，無回答はわず
かであり，おおむね良好な結果となっている。 Ｃ：「総合評価」  目標達成度，
教員の意欲，授業満足度はいずれも 90%以上が肯定的に回答しており，否定的な
回答はわずかであり，おおむね良好であった。 Ｅ：授 

英文科目名 Practical Seminar for Teacher Education 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  講義計画の説明を⼯夫し，内容の充実も図りたい。 
講義目的 この科目の履修を通じて，将来，教員になる上で，自己にとって何が課題である

のかを自覚し，必要に応じて不足している知識や技能等を補い，その定着を図る
ことにより，教職生活をより円滑にスタートできるようにする。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 これまでの学修の振り返り，特に，ボランティア体験の発表，履修カルテの

自己評価シートを作成する。 
2 回 教科指導のあり方Ⅰについての講義と演習をする。 
3 回 教科指導のあり方Ⅱについての講義と演習をする。 
4 回 学級経営Ⅰについての講義と演習をする。 
模擬授業を計画する。 
5 回 学級経営Ⅱについての講義と演習をする。 
6 回 学級経営Ⅲについての講義と演習をする。 
7 回 生徒理解や対人関係（保護者を含む）能力についての事例研究・ロールプレ
イングをする。 
8 回 生徒理解や対人関係（保護者を含む）能力につい 

準備学習 1 回 自分のこれまでの学修成果と教員としての力量の評価をしてくること。 
2 回 学習指導案作成と実地授業の成果について自分の意見をまとめてくること。
授業分析について調べておくこと。 
3 回 効果的な授業のための技術的手法について自分の意見をまとめてくること。 
4 回 学級経営について自分の意見をまとめてくること。特に，短学活１分間スピ
ーチの内容をまとめておく。 
模擬授業を担当する単元を検討しておく。 
5 回 前時の内容をまとめてくること。特に，短学活１分間スピーチを効果的に行
えるようにしておく。 
6 回 教育評価に 

 



年度 2014 
授業コード FC00757K 
成績評価 定期試験は行わず、課題のレポートや学習指導案，授業観察等のレポート及び演

習活動状況（７０％）、履修カルテの記入状況（３０％）をもとに、教員としての
資質とその向上を総合的に判断して評価する。１００点満点中６０点以上を合格
とする。 

曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00757K 教職実践演習（中・高） 
担当教員名 延本 大作＊、岡本 弥彦、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利

明、中島 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教職実践，履修カルテ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職実践演習（中・高） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布する。 
授業形態 演習 
注意備考 教育実習Ⅱを修得していること。 

週８コマ開講し、人数を均等に分ける。 
シラバスコード FC00757K 
実務経験のある教員  
達成目標 教員としての使命感や責任感、教育的愛情等をもって、学級や教科を担当しつつ、

教科指導、生徒指導等の職務を実践できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practical Seminar for Teacher Education 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この科目の履修を通じて，将来，教員になる上で，自己にとって何が課題である

のかを自覚し，必要に応じて不足している知識や技能等を補い，その定着を図る
ことにより，教職生活をより円滑にスタートできるようにする。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 これまでの学修の振り返り，特に，ボランティア体験の発表，履修カルテの



自己評価シートを作成する。 
2 回 教科指導のあり方Ⅰについての講義と演習をする。 
3 回 教科指導のあり方Ⅱについての講義と演習をする。 
4 回 学級経営Ⅰについての講義と演習をする。 
模擬授業を計画する。 
5 回 学級経営Ⅱについての講義と演習をする。 
6 回 学級経営Ⅲについての講義と演習をする。 
7 回 生徒理解や対人関係（保護者を含む）能力についての事例研究・ロールプレ
イングをする。 
8 回 生徒理解や対人関係（保護者を含む）能力につい 

準備学習 1 回 自分のこれまでの学修成果と教員としての力量の評価をしてくること。 
2 回 学習指導案作成と実地授業の成果について自分の意見をまとめてくること。
授業分析について調べておくこと。 
3 回 効果的な授業のための技術的手法について自分の意見をまとめてくること。 
4 回 学級経営について自分の意見をまとめてくること。特に，短学活１分間スピ
ーチの内容をまとめておく。 
模擬授業を担当する単元を検討しておく。 
5 回 前時の内容をまとめてくること。特に，短学活１分間スピーチを効果的に行
えるようにしておく。 
6 回 教育評価に 

 



年度 2014 
授業コード FC007580 
成績評価 定期試験は行わず、毎時間の活動状況（７０％）、履修カルテの記入状況（３０％）

をもとに、教員としての資質とその向上を総合的に判断して評価する。１００点
満点中６０点以上を合格とする。 

曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用数学科(10〜),化学科(10〜),応用物理学科(10〜),生物化学科(10〜),臨床生

命科学科(10〜),動物学科(10〜),バイオ・応用化学科(10〜),機械システム⼯学科
(10〜),電気電子システム学科(10〜),情報⼯学科(10〜),知能機械⼯学科(10〜),
生体医⼯学科(10〜),建築学科(10〜),情報科学科(10〜),生物地球システム学科
(10〜),社会情報学科(10〜),建築学科(10〜),生物地球学科(10〜) 

見出し FC007580 教職実践演習（中・高） 
担当教員名 横⽥ 美枝子＊、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利明、中島 弘

徳、岡 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教職実践，履修カルテ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職実践演習（中・高） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布する。 
授業形態 演習 
注意備考 教育実習Ⅱを修得していること。 

週８コマ開講し、人数を均等に分ける。 
シラバスコード FC007580 
実務経験のある教員  
達成目標 教員としての使命感や責任感、教育的愛情等をもって、学級や教科を担当しつつ、

教科指導、生徒指導等の職務を実践できる。 
受講者へのコメント  ３割以上の学生が欠席なしで熱⼼に受講し、レポート提出もパーフェクトでし

た。内容が一部、既習事項と重複したため、物足りなさを感じた学生が何人かい
たように思います。 

連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  「この分野への理解が深まった」という点で８７．０％の評価が出ていて安⼼
しました。他の項目もそれなりの評価であったと思います。 

英文科目名 Practical Seminar for Teacher Education 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 



次回に向けての改善変更予定  シラバスの内容を検討し、学校現場で即生かせるものを取り入れていきたいと
思います。 

講義目的 演習を中⼼とした授業で、必要に応じて小集団で活動する。 
自己診断ならびに指導教員のアドバイスを基に各自の履修カルテを作成し、模擬
授業・ロールプレイング・事例研究等を通して、不足している知識や技能を補う
と共に、優れた能力をより伸ばしていく。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 これまでの学修の振り返りについての講義，履修カルテの作成，小グループ

の決定をする。 
2 回 教職の意義や教員の役割についての講義とグループ討論・ロールプレイン
グをする。 
3 回 教職の意義や教員の役割についてのグループ討論・ロールプレイングの続
きとまとめをする。 
4 回 子どもに対する責任等についての講義とグループ討論・ロールプレイング
をする。 
5 回 子どもに対する責任等についてのグループ討論・ロールプレイングの続き
とまとめをする。 
6 回 社会性や対人関係（保護者を含む）能力についての講義とグループ討論・ 

準備学習 1 回 自分のこれまでの学修成果と教員としての力量の評価をしてくること。 
2 回 教職の意義や教員の役割について自分の意見をまとめてくること。 
3 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
4 回 子どもに対する責任等について自分の意見をまとめてくること。 
5 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
6 回 社会性や対人関係（保護者を含む）能力について自分の意見をまとめてくる
こと。 
7 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
8 回 生徒理解や学級経営について自分 

 



年度 2014 
授業コード FC00758K 
成績評価 定期試験は行わず、毎時間の活動状況（７０％）、履修カルテの記入状況（３０％）

をもとに、教員としての資質とその向上を総合的に判断して評価する。１００点
満点中６０点以上を合格とする。 

曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00758K 教職実践演習（中・高） 
担当教員名 横⽥ 美枝子＊、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利明、中島 弘

徳、岡 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教職実践，履修カルテ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職実践演習（中・高） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布する。 
授業形態 演習 
注意備考 教育実習Ⅱを修得していること。 

週８コマ開講し、人数を均等に分ける。 
シラバスコード FC00758K 
実務経験のある教員  
達成目標 教員としての使命感や責任感、教育的愛情等をもって、学級や教科を担当しつつ、

教科指導、生徒指導等の職務を実践できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practical Seminar for Teacher Education 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 演習を中⼼とした授業で、必要に応じて小集団で活動する。 

自己診断ならびに指導教員のアドバイスを基に各自の履修カルテを作成し、模擬
授業・ロールプレイング・事例研究等を通して、不足している知識や技能を補う
と共に、優れた能力をより伸ばしていく。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 これまでの学修の振り返りについての講義，履修カルテの作成，小グループ



の決定をする。 
2 回 教職の意義や教員の役割についての講義とグループ討論・ロールプレイン
グをする。 
3 回 教職の意義や教員の役割についてのグループ討論・ロールプレイングの続
きとまとめをする。 
4 回 子どもに対する責任等についての講義とグループ討論・ロールプレイング
をする。 
5 回 子どもに対する責任等についてのグループ討論・ロールプレイングの続き
とまとめをする。 
6 回 社会性や対人関係（保護者を含む）能力についての講義とグループ討論・ 

準備学習 1 回 自分のこれまでの学修成果と教員としての力量の評価をしてくること。 
2 回 教職の意義や教員の役割について自分の意見をまとめてくること。 
3 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
4 回 子どもに対する責任等について自分の意見をまとめてくること。 
5 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
6 回 社会性や対人関係（保護者を含む）能力について自分の意見をまとめてくる
こと。 
7 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
8 回 生徒理解や学級経営について自分 

 



年度 2014 
授業コード FC007590 
成績評価 定期試験は行わず、課題のレポートや学習指導案，授業観察等のレポート及び演

習活動状況（７０％）、履修カルテの記入状況（３０％）をもとに、教員としての
資質とその向上を総合的に判断して評価する。１００点満点中６０点以上を合格
とする。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(10〜),化学科(10〜),応用物理学科(10〜),生物化学科(10〜),臨床生

命科学科(10〜),動物学科(10〜),バイオ・応用化学科(10〜),機械システム⼯学科
(10〜),電気電子システム学科(10〜),情報⼯学科(10〜),知能機械⼯学科(10〜),
生体医⼯学科(10〜),建築学科(10〜),情報科学科(10〜),生物地球システム学科
(10〜),社会情報学科(10〜),建築学科(10〜),生物地球学科(10〜) 

見出し FC007590 教職実践演習（中・高） 
担当教員名 延本 大作＊、中島 弘徳、岡本 弥彦、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史

朗、塗⽊ 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教職実践，履修カルテ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  特になし 
科目名 教職実践演習（中・高） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布する。 
授業形態 演習 
注意備考 教育実習Ⅱを修得していること。 

週８コマ開講し、人数を均等に分ける。 
シラバスコード FC007590 
実務経験のある教員  
達成目標 教員としての使命感や責任感、教育的愛情等をもって、学級や教科を担当しつつ、

教科指導、生徒指導等の職務を実践できる。 
受講者へのコメント 教職課程のまとめ的な講義ということを大部分の方が理解していたことはよか

った。 
 将来，教師として生徒に自信を持って指導できるように，得意分野を増やして
いく姿勢を持ち続けてください。 

連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Ａ：「授業への取組」  授業時間外に全く学習していない学生が 18%，３０分程
度は 36%，１時間程度は 28%，２時間以上は 17%であった。 Ｂ：「授業による
成⻑」  80%が理解が深まった。26%が興味関⼼が高まった。34%が技能・技術



が向上した。29%が今後の進路の参考になった。と回答しており，無回答はわず
かであり，おおむね良好な結果となっている。 Ｃ：「総合評価」  目標達成度，
教員の意欲，授業満足度はいずれも 90%以上が肯定的に回答しており，否定的な
回答はわずかであり，おおむね良好であった。 Ｅ：授 

英文科目名 Practical Seminar for Teacher Education 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  講義計画の説明を⼯夫し，内容の充実も図りたい。 
講義目的 この科目の履修を通じて，将来，教員になる上で，自己にとって何が課題である

のかを自覚し，必要に応じて不足している知識や技能等を補い，その定着を図る
ことにより，教職生活をより円滑にスタートできるようにする。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 これまでの学修の振り返り，特に，ボランティア体験の発表，履修カルテの

自己評価シートを作成する。 
2 回 教科指導のあり方Ⅰについての講義と演習をする。 
3 回 教科指導のあり方Ⅱについての講義と演習をする。 
4 回 学級経営Ⅰについての講義と演習をする。 
模擬授業を計画する。 
5 回 学級経営Ⅱについての講義と演習をする。 
6 回 学級経営Ⅲについての講義と演習をする。 
7 回 生徒理解や対人関係（保護者を含む）能力についての事例研究・ロールプレ
イングをする。 
8 回 生徒理解や対人関係（保護者を含む）能力につい 

準備学習 1 回 自分のこれまでの学修成果と教員としての力量の評価をしてくること。 
2 回 学習指導案作成と実地授業の成果について自分の意見をまとめてくること。
授業分析について調べておくこと。 
3 回 効果的な授業のための技術的手法について自分の意見をまとめてくること。 
4 回 学級経営について自分の意見をまとめてくること。特に，短学活１分間スピ
ーチの内容をまとめておく。 
模擬授業を担当する単元を検討しておく。 
5 回 前時の内容をまとめてくること。特に，短学活１分間スピーチを効果的に行
えるようにしておく。 
6 回 教育評価に 

 



年度 2014 
授業コード FC00759K 
成績評価 定期試験は行わず、課題のレポートや学習指導案，授業観察等のレポート及び演

習活動状況（７０％）、履修カルテの記入状況（３０％）をもとに、教員としての
資質とその向上を総合的に判断して評価する。１００点満点中６０点以上を合格
とする。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00759K 教職実践演習（中・高） 
担当教員名 延本 大作＊、中島 弘徳、岡本 弥彦、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史

朗、塗⽊ 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教職実践，履修カルテ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職実践演習（中・高） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布する。 
授業形態 演習 
注意備考 教育実習Ⅱを修得していること。 

週８コマ開講し、人数を均等に分ける。 
シラバスコード FC00759K 
実務経験のある教員  
達成目標 教員としての使命感や責任感、教育的愛情等をもって、学級や教科を担当しつつ、

教科指導、生徒指導等の職務を実践できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practical Seminar for Teacher Education 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この科目の履修を通じて，将来，教員になる上で，自己にとって何が課題である

のかを自覚し，必要に応じて不足している知識や技能等を補い，その定着を図る
ことにより，教職生活をより円滑にスタートできるようにする。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 これまでの学修の振り返り，特に，ボランティア体験の発表，履修カルテの



自己評価シートを作成する。 
2 回 教科指導のあり方Ⅰについての講義と演習をする。 
3 回 教科指導のあり方Ⅱについての講義と演習をする。 
4 回 学級経営Ⅰについての講義と演習をする。 
模擬授業を計画する。 
5 回 学級経営Ⅱについての講義と演習をする。 
6 回 学級経営Ⅲについての講義と演習をする。 
7 回 生徒理解や対人関係（保護者を含む）能力についての事例研究・ロールプレ
イングをする。 
8 回 生徒理解や対人関係（保護者を含む）能力につい 

準備学習 1 回 自分のこれまでの学修成果と教員としての力量の評価をしてくること。 
2 回 学習指導案作成と実地授業の成果について自分の意見をまとめてくること。
授業分析について調べておくこと。 
3 回 効果的な授業のための技術的手法について自分の意見をまとめてくること。 
4 回 学級経営について自分の意見をまとめてくること。特に，短学活１分間スピ
ーチの内容をまとめておく。 
模擬授業を担当する単元を検討しておく。 
5 回 前時の内容をまとめてくること。特に，短学活１分間スピーチを効果的に行
えるようにしておく。 
6 回 教育評価に 

 



年度 2014 
授業コード FC007610 
成績評価 レポート提出（４０％） 

グループ学習、発表、意欲・態度（２０％） 
定期試験（４０％） 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(11〜),バイオ・応用化学科(11〜),機械システム⼯学科(11〜),電気電子シ

ステム学科(11〜),情報⼯学科(11〜),知能機械⼯学科(11〜),生体医⼯学科(11
〜),建築学科(11〜),総合情報学部(11〜),生物地球学部(11〜) 

見出し FC007610 道徳教育の理論と方法 
担当教員名 野島 淑子＊ 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領 道德編／文部科学省／日本文教出版／9784536590044 
アクティブラーニング  
キーワード 「手間ひまかけることを厭わない」 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  教室や受講数を考慮して、マイクを使うか使わないか難しいところですが、そ

ういう要望については、意思表示をして頂ければありがたいです。また、時間の
やりくりが計画通りに出来なくて、指示がわかりにくかった点もあったと思いま
すが、遠慮なく直接尋ねていただければと思います。指示の再確認をしたいと思
いました。また、文字に関しては、大勢の提出物の点検をこなそうと思うと丁寧
に時間をかけて書くことがなかなか出来ません。印刷プリントも配布しています
ので、判別して下さるとありがたいです。 
また、実践までなかなか時間が取れなかっ 

科目名 道徳教育の理論と方法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・「学校道德教育入門」 渡邊弘編    東洋間館出版 

・「新・道德教育論」  山崎英則編  ﾐﾈﾙｳﾞｧ書房 
・「道德教育論」    ｴﾐｰﾙ・ﾃﾞｭﾙｹﾑ（麻生誠・山村健訳）講談社学術文庫 
・「中学校道德教育の基本的課題」  金井 肇  明治図書 
・「⼼のノート」を生かす道德授業  金井 肇編 明治図書  
・「⼼のノート 中学生版」文部科学省 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC007610 
実務経験のある教員  
達成目標 学校における道徳教育の現状と課題を知り、さらに日本が歩んできた道徳教育の

歴史通して、道徳教育への理解を深め、次世代を育てるための自覚と責任を養う。
道德の時間の指導の方法や⼯夫を学び、資料を選択し、道德学習指導案を作成す
ることができるようにする。また、作成した学習指導案で模擬授業実践をする。 

受講者へのコメント  急速な国際化、情報化の中で、60 年ぶりの教育基本法、学習指導要領改訂に伴



い、道徳教育が重要視されています。様々な経緯を経て、この度、正式に「道徳
の時間」の教科化が決定しました。 
 「領域」から「特別の教科」として制度化されることになり、各メディアの報
道に、「道徳の時間」が形骸化されている現状を是正することが一因とありまし
たが、教師サイドにとっては、厳しい現実を突きつけられたことになります。教
師の指導力や意識が問われています。制度化されたとは言え、賛否両論がある中、
軌道に乗るにはまだ多くの課題が残されてい 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 無遅刻,無欠席,また、課題に対して多くの時間をかけて取り組んで下さった方も
多く感謝します。病気その他やむを得ない事情で欠席された方もおられますが残
念に思いました。課題以外に教科書や資料で自主的に学習をされた方も多くうれ
しいことです。授業を通して、道徳教育への理解や関⼼が深まり、「道徳の時間」
における技能が高まったっと回答下さった皆さん、本当にうれしく頼もしく思い
ました。道徳教育は、今大きな転換期にあります。道徳の時間はその要としての
役割を担っていることを考えると、多くの皆さんがその目標を達成して下さった 

英文科目名 Theory and Method of Moral Education 
関連科目 「教育学原論」 

「教育⼼理学」 
次回に向けての改善変更予定  道徳教育について、理解や意識を持って頂くためには、講義ははずせませんが、

発表や演習には多くの時間が必要です。特に「道徳の時間」については、授業展
開のスキルを磨いてほしいと思いますが、受講人数が多いとなかなか十分な時間
がなかなか取れません。今後の課題です。 

講義目的 物質的豊かさの中で、⼼の教育が問われている。特に、自我に目覚め、自らの生
き方を模索している生育期における道徳教育の意義は大きい。学校教育の現状と
課題を概観し、学校における道徳教育の基本的立場と「道德の時間」の関連につ
いて理解を深め、道德の時間の充実を図るための⼯夫を学ぶ。よりよく生きてい
くための基盤となる道徳性を育てるためにはどうすればよいか。道徳的価値につ
いて理解し、道徳的価値の自覚を図るための指導のあり方を検討していく。道德
授業の指導案作りの演習作業を通して、ねらいとする価値について考えさせ、自
覚させ 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ・オリエンテーション 

 （学校における道徳教育の実践の紹介、教員としての⼼構えや願い 
  講義内容について紹介、評価について説明する。 
2 回 道徳性と道德教育の意義について解説する。 
3 回 道徳教育の歴史と課題 ① について解説する。 
4 回 道德教育の歴史と課題 ② について解説する。 
5 回 学校における道德教育と道德の時間の目標について解説する。 
6 回 内容項目と指導の観点 ① について学習する。 
7 回 内容項目と指導の観点 ② について学習する。 



8 回 学校における道徳教育と道德の時間の計画と課 
準備学習 1 回 ・将来、教職につく決意や願いを確認しておくこと（予習） 

2 回 「よりよく生きる」とはどういうことか、興味ある本や詩、映画、音楽など
に触れておくこと。 
3 回 自己を振り返り自己の生き方について考えておくこと。（予習） 
4 回 自己のあり方と社会とのかかわり、次世代を担い育てるための自覚と責任
について考ておくこと。（予習） 
5 回 教科書「中学校学習指導要領 道德編」ｐ１〜３９まで読んでおくこと。 
 （予習・復習） 
6 回 教科書「中学校学習指導要領解説 道德編」ｐ４０〜６３を読みまとめてお
くこと。（予習・復 

 



年度 2014 
授業コード FC00761K 
成績評価 レポート提出（４０％） 

グループ学習、発表、意欲・態度（２０％） 
定期試験（４０％） 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00761K 道徳教育の理論と方法 
担当教員名 野島 淑子＊ 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領 道德編／文部科学省／日本文教出版／9784536590044 
アクティブラーニング  
キーワード 「手間ひまかけることを厭わない」 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 道徳教育の理論と方法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・「学校道德教育入門」 渡邊弘編    東洋間館出版 

・「新・道德教育論」  山崎英則編  ﾐﾈﾙｳﾞｧ書房 
・「道德教育論」    ｴﾐｰﾙ・ﾃﾞｭﾙｹﾑ（麻生誠・山村健訳）講談社学術文庫 
・「中学校道德教育の基本的課題」  金井 肇  明治図書 
・「⼼のノート」を生かす道德授業  金井 肇編 明治図書  
・「⼼のノート 中学生版」文部科学省 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00761K 
実務経験のある教員  
達成目標 学校における道徳教育の現状と課題を知り、さらに日本が歩んできた道徳教育の

歴史通して、道徳教育への理解を深め、次世代を育てるための自覚と責任を養う。
道德の時間の指導の方法や⼯夫を学び、資料を選択し、道德学習指導案を作成す
ることができるようにする。また、作成した学習指導案で模擬授業実践をする。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Theory and Method of Moral Education 
関連科目 「教育学原論」 

「教育⼼理学」 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 物質的豊かさの中で、⼼の教育が問われている。特に、自我に目覚め、自らの生
き方を模索している生育期における道徳教育の意義は大きい。学校教育の現状と
課題を概観し、学校における道徳教育の基本的立場と「道德の時間」の関連につ
いて理解を深め、道德の時間の充実を図るための⼯夫を学ぶ。よりよく生きてい
くための基盤となる道徳性を育てるためにはどうすればよいか。道徳的価値につ
いて理解し、道徳的価値の自覚を図るための指導のあり方を検討していく。道德
授業の指導案作りの演習作業を通して、ねらいとする価値について考えさせ、自
覚させ 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 ・オリエンテーション 

 （学校における道徳教育の実践の紹介、教員としての⼼構えや願い 
  講義内容について紹介、評価について説明する。 
2 回 道徳性と道德教育の意義について解説する。 
3 回 道徳教育の歴史と課題 ① について解説する。 
4 回 道德教育の歴史と課題 ② について解説する。 
5 回 学校における道德教育と道德の時間の目標について解説する。 
6 回 内容項目と指導の観点 ① について学習する。 
7 回 内容項目と指導の観点 ② について学習する。 
8 回 学校における道徳教育と道德の時間の計画と課 

準備学習 1 回 ・将来、教職につく決意や願いを確認しておくこと（予習） 
2 回 「よりよく生きる」とはどういうことか、興味ある本や詩、映画、音楽など
に触れておくこと。 
3 回 自己を振り返り自己の生き方について考えておくこと。（予習） 
4 回 自己のあり方と社会とのかかわり、次世代を担い育てるための自覚と責任
について考ておくこと。（予習） 
5 回 教科書「中学校学習指導要領 道德編」ｐ１〜３９まで読んでおくこと。 
 （予習・復習） 
6 回 教科書「中学校学習指導要領解説 道德編」ｐ４０〜６３を読みまとめてお
くこと。（予習・復 

 



年度 2014 
授業コード FC007620 
成績評価 レポート提出（４０％） 

グループ学習、発表、意欲・態度（２０％） 
定期試験（４０％） 

曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(11〜),バイオ・応用化学科(11〜),機械システム⼯学科(11〜),電気電子シ

ステム学科(11〜),情報⼯学科(11〜),知能機械⼯学科(11〜),生体医⼯学科(11
〜),建築学科(11〜),総合情報学部(11〜),生物地球学部(11〜) 

見出し FC007620 道徳教育の理論と方法 
担当教員名 野島 淑子＊ 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領 道德編／文部科学省／日本文教出版／9784536590044 
アクティブラーニング  
キーワード 「手間ひまかけることを厭わない」 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  自分の伝えたいことを他の人に理解してもらうことは大切なことですが、その

ためには場面設定や体験や経験が必要です。今後も積極的に取り組んで下さい。
道徳教育は、人格形成という視点から見ると、生徒のみならず誰にとっても一生
の課題です。基本的なことが会得できていれば、今後学校現場での実践や道徳研
究会で様々な授業を参観することで技能は磨かれていくと思います。これからも
自己の「ものさし」をしっかり養って下さい。 

科目名 道徳教育の理論と方法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・「学校道德教育入門」 渡邊弘編    東洋間館出版 

・「新・道德教育論」  山崎英則編  ﾐﾈﾙｳﾞｧ書房 
・「道德教育論」    ｴﾐｰﾙ・ﾃﾞｭﾙｹﾑ（麻生誠・山村健訳）講談社学術文庫 
・「中学校道德教育の基本的課題」  金井 肇  明治図書 
・「⼼のノート」を生かす道德授業  金井 肇編 明治図書  
・「⼼のノート 中学生版」文部科学省 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC007620 
実務経験のある教員  
達成目標 学校における道徳教育の現状と課題を知り、さらに日本が歩んできた道徳教育の

歴史通して、道徳教育への理解を深め、次世代を育てるための自覚と責任を養う。
道德の時間の指導の方法や⼯夫を学び、資料を選択し、道德学習指導案を作成す
ることができるようにする。また、作成した学習指導案で模擬授業実践をする。 

受講者へのコメント 急速な国際化、情報化の中で、60 年ぶりの教育基本法、学習指導要領改訂に伴
い、道徳教育が重要視されています。様々な経緯を経て、この度、正式に「道徳
の時間」の教科化が決定しました。 



 「領域」から「特別の教科」として制度化されることになり、各メディアの報
道に、「道徳の時間」が形骸化されている現状を是正することが一因とありまし
たが、教師サイドにとっては、厳しい現実を突きつけられたことになります。教
師の指導力や意識が問われています。制度化されたとは言え、賛否両論がある中、
軌道に乗るにはまだ多くの課題が残されていま 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 無遅刻,無欠席,また、課題に対して多くの時間をかけて取り組んで下さった方も
多く感謝します。病気その他やむを得ない事情で欠席された方もおられますが残
念に思いました。課題以外に教科書や資料で自主的に学習をされた方もおられう
れしいことです。授業を通して、道徳教育への理解や関⼼が深まり、「道徳の時
間」における技能が高まったっと回答下さった皆さん、本当にうれしく頼もしく
思いました。道徳教育は、今大きな転換期にあります。道徳の時間はその要とし
ての役割を担っていることを考えると、多くの皆さんがその目標を達成して下さ
っ 

英文科目名 Theory and Method of Moral Education 
関連科目 「教育学原論」 

「教育⼼理学」 
次回に向けての改善変更予定 道徳教育について、理解や意識を持って頂くためには、講義ははずせませんが、

発表や演習には多くの時間が必要です。特に「道徳の時間」については、授業展
開のスキルを磨いてほしいと思いますが、十分な時間がなかなか取れません。今
後の課題です。 

講義目的 物質的豊かさの中で、⼼の教育が問われている。特に、自我に目覚め、自らの生
き方を模索している生育期における道徳教育の意義は大きい。学校教育の現状と
課題を概観し、学校における道徳教育の基本的立場と「道德の時間」の関連につ
いて理解を深め、道德の時間の充実を図るための⼯夫を学ぶ。よりよく生きてい
くための基盤となる道徳性を育てるためにはどうすればよいか。道徳的価値につ
いて理解し、道徳的価値の自覚を図るための指導のあり方を検討していく。道德
授業の指導案作りの演習作業を通して、ねらいとする価値について考えさせ、自
覚させ 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ・オリエンテーション 

 （学校における道徳教育の実践の紹介、教員としての⼼構えや願い 
  講義内容について紹介、評価について説明する。 
2 回 道徳性と道德教育の意義について解説する。 
3 回 道徳教育の歴史と課題 ① について解説する。 
4 回 道德教育の歴史と課題 ② について解説する。 
5 回 学校における道德教育と道德の時間の目標について解説する。 
6 回 内容項目と指導の観点 ① について学習する。 
7 回 内容項目と指導の観点 ② について学習する。 
8 回 学校における道徳教育と道德の時間の計画と課 



準備学習 1 回 ・将来、教職につく決意や願いを確認しておくこと（予習） 
2 回 「よりよく生きる」とはどういうことか、興味ある本や詩、映画、音楽など
に触れておくこと。 
3 回 自己を振り返り自己の生き方について考えておくこと。（予習） 
4 回 自己のあり方と社会とのかかわり、次世代を担い育てるための自覚と責任
について考ておくこと。（予習） 
5 回 教科書「中学校学習指導要領 道德編」ｐ１〜３９まで読んでおくこと。 
 （予習・復習） 
6 回 教科書「中学校学習指導要領解説 道德編」ｐ４０〜６３を読みまとめてお
くこと。（予習・復 

 



年度 2014 
授業コード FC00762K 
成績評価 レポート提出（４０％） 

グループ学習、発表、意欲・態度（２０％） 
定期試験（４０％） 

曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00762K 道徳教育の理論と方法 
担当教員名 野島 淑子＊ 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領 道德編／文部科学省／日本文教出版／9784536590044 
アクティブラーニング  
キーワード 「手間ひまかけることを厭わない」 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 道徳教育の理論と方法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・「学校道德教育入門」 渡邊弘編    東洋間館出版 

・「新・道德教育論」  山崎英則編  ﾐﾈﾙｳﾞｧ書房 
・「道德教育論」    ｴﾐｰﾙ・ﾃﾞｭﾙｹﾑ（麻生誠・山村健訳）講談社学術文庫 
・「中学校道德教育の基本的課題」  金井 肇  明治図書 
・「⼼のノート」を生かす道德授業  金井 肇編 明治図書  
・「⼼のノート 中学生版」文部科学省 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00762K 
実務経験のある教員  
達成目標 学校における道徳教育の現状と課題を知り、さらに日本が歩んできた道徳教育の

歴史通して、道徳教育への理解を深め、次世代を育てるための自覚と責任を養う。
道德の時間の指導の方法や⼯夫を学び、資料を選択し、道德学習指導案を作成す
ることができるようにする。また、作成した学習指導案で模擬授業実践をする。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Theory and Method of Moral Education 
関連科目 「教育学原論」 

「教育⼼理学」 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 物質的豊かさの中で、⼼の教育が問われている。特に、自我に目覚め、自らの生
き方を模索している生育期における道徳教育の意義は大きい。学校教育の現状と
課題を概観し、学校における道徳教育の基本的立場と「道德の時間」の関連につ
いて理解を深め、道德の時間の充実を図るための⼯夫を学ぶ。よりよく生きてい
くための基盤となる道徳性を育てるためにはどうすればよいか。道徳的価値につ
いて理解し、道徳的価値の自覚を図るための指導のあり方を検討していく。道德
授業の指導案作りの演習作業を通して、ねらいとする価値について考えさせ、自
覚させ 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 ・オリエンテーション 

 （学校における道徳教育の実践の紹介、教員としての⼼構えや願い 
  講義内容について紹介、評価について説明する。 
2 回 道徳性と道德教育の意義について解説する。 
3 回 道徳教育の歴史と課題 ① について解説する。 
4 回 道德教育の歴史と課題 ② について解説する。 
5 回 学校における道德教育と道德の時間の目標について解説する。 
6 回 内容項目と指導の観点 ① について学習する。 
7 回 内容項目と指導の観点 ② について学習する。 
8 回 学校における道徳教育と道德の時間の計画と課 

準備学習 1 回 ・将来、教職につく決意や願いを確認しておくこと（予習） 
2 回 「よりよく生きる」とはどういうことか、興味ある本や詩、映画、音楽など
に触れておくこと。 
3 回 自己を振り返り自己の生き方について考えておくこと。（予習） 
4 回 自己のあり方と社会とのかかわり、次世代を担い育てるための自覚と責任
について考ておくこと。（予習） 
5 回 教科書「中学校学習指導要領 道德編」ｐ１〜３９まで読んでおくこと。 
 （予習・復習） 
6 回 教科書「中学校学習指導要領解説 道德編」ｐ４０〜６３を読みまとめてお
くこと。（予習・復 

 



年度 2014 
授業コード FC007630 
成績評価 レポート提出（４０％） 

グループ学習、発表、意欲・態度（２０％） 
定期試験（４０％） 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(11〜),バイオ・応用化学科(11〜),機械システム⼯学科(11〜),電気電子シ

ステム学科(11〜),情報⼯学科(11〜),知能機械⼯学科(11〜),生体医⼯学科(11
〜),建築学科(11〜),総合情報学部(11〜),生物地球学部(11〜) 

見出し FC007630 道徳教育の理論と方法 
担当教員名 野島 淑子＊ 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領 道德編／文部科学省／日本文教出版／9784536590044 
アクティブラーニング  
キーワード 「手間ひまかけることを厭わない」 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教科の様に決まった内容を指導するのと異なり、自分で授業の構成を組み立てる

必要があり、また、生徒の発言を取り込んでの授業は、思うように行かないこと
も多々あります。自分の伝えたいことをしっかり持って、継続することで次第に
面白くなってくると思います。その際、どうしても教師の持っている価値観が出
てきます。子供への影響は大きいと思いますが、それは、教師も共に生徒と一緒
に学んでいこうとする姿勢につながります。大学生の皆さんであれば、それは取
捨選択出来ます。よりよい自己の「ものさし」をしっかり養って下さい。 

科目名 道徳教育の理論と方法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・「学校道德教育入門」 渡邊弘編    東洋間館出版 

・「新・道德教育論」  山崎英則編  ﾐﾈﾙｳﾞｧ書房 
・「道德教育論」    ｴﾐｰﾙ・ﾃﾞｭﾙｹﾑ（麻生誠・山村健訳）講談社学術文庫 
・「中学校道德教育の基本的課題」  金井 肇  明治図書 
・「⼼のノート」を生かす道德授業  金井 肇編 明治図書  
・「⼼のノート 中学生版」文部科学省 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC007630 
実務経験のある教員  
達成目標 学校における道徳教育の現状と課題を知り、さらに日本が歩んできた道徳教育の

歴史通して、道徳教育への理解を深め、次世代を育てるための自覚と責任を養う。
道德の時間の指導の方法や⼯夫を学び、資料を選択し、道德学習指導案を作成す
ることができるようにする。また、作成した学習指導案で模擬授業実践をする。 

受講者へのコメント 領域」から「特別の教科」として制度化されることになり、各メディアの報道に、
「道徳の時間」が形骸化されている現状を是正することが一因とありましたが、



教師サイドにとっては、厳しい現実を突きつけられたことになります。教師の指
導力や意識が問われています。制度化されたとは言え、賛否両論がある中、軌道
に乗るにはまだ多くの課題が残されています。今後の動向に注目しながら、皆さ
んの新しい風を吹き込んでほしいと思います。自己の体験や信念を下に、各々の
見識を持って今後の学校における道徳教育、「道徳の時間」を担って頂きたいと
切に 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 無遅刻,無欠席,また、課題に対して多くの時間をかけて取り組んで下さった方も
多く感謝します。病気その他やむを得ない事情で欠席された方もおられますが残
念に思いました。課題以外に教科書や資料で自主的に学習をされた方もおられう
れしいことです。授業を通して、道徳教育への理解や関⼼が深まり、「道徳の時
間」における技能が高まったっと回答下さった皆さん、本当にうれしく頼もしく
思いました。道徳教育は、今大きな転換期にあります。道徳の時間はその要とし
ての役割を担っていることを考えると、多くの皆さんがその目標を達成して下さ
っ 

英文科目名 Theory and Method of Moral Education 
関連科目 「教育学原論」 

「教育⼼理学」 
次回に向けての改善変更予定 道徳教育について、理解や意識を持って頂くためには、講義ははずせませんが、

発表や演習には多くの時間が必要です。特に「道徳の時間」については、授業展
開のスキルを磨いてほしいと思いますが、十分な時間がなかなか取れません。今
後の課題です。 

講義目的 物質的豊かさの中で、⼼の教育が問われている。特に、自我に目覚め、自らの生
き方を模索している生育期における道徳教育の意義は大きい。学校教育の現状と
課題を概観し、学校における道徳教育の基本的立場と「道德の時間」の関連につ
いて理解を深め、道德の時間の充実を図るための⼯夫を学ぶ。よりよく生きてい
くための基盤となる道徳性を育てるためにはどうすればよいか。道徳的価値につ
いて理解し、道徳的価値の自覚を図るための指導のあり方を検討していく。道德
授業の指導案作りの演習作業を通して、ねらいとする価値について考えさせ、自
覚させ 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ・オリエンテーション 

 （学校における道徳教育の実践の紹介、教員としての⼼構えや願い 
  講義内容について紹介、評価について説明する。 
2 回 道徳性と道德教育の意義について解説する。 
3 回 道徳教育の歴史と課題 ① について解説する。 
4 回 道德教育の歴史と課題 ② について解説する。 
5 回 学校における道德教育と道德の時間の目標について解説する。 
6 回 内容項目と指導の観点 ① について学習する。 
7 回 内容項目と指導の観点 ② について学習する。 



8 回 学校における道徳教育と道德の時間の計画と課 
準備学習 1 回 ・将来、教職につく決意や願いを確認しておくこと（予習） 

2 回 「よりよく生きる」とはどういうことか、興味ある本や詩、映画、音楽など
に触れておくこと。 
3 回 自己を振り返り自己の生き方について考えておくこと。（予習） 
4 回 自己のあり方と社会とのかかわり、次世代を担い育てるための自覚と責任
について考ておくこと。（予習） 
5 回 教科書「中学校学習指導要領 道德編」ｐ１〜３９まで読んでおくこと。 
 （予習・復習） 
6 回 教科書「中学校学習指導要領解説 道德編」ｐ４０〜６３を読みまとめてお
くこと。（予習・復 

 



年度 2014 
授業コード FC00763K 
成績評価 レポート提出（４０％） 

グループ学習、発表、意欲・態度（２０％） 
定期試験（４０％） 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00763K 道徳教育の理論と方法 
担当教員名 野島 淑子＊ 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領 道德編／文部科学省／日本文教出版／9784536590044 
アクティブラーニング  
キーワード 「手間ひまかけることを厭わない」 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 道徳教育の理論と方法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・「学校道德教育入門」 渡邊弘編    東洋間館出版 

・「新・道德教育論」  山崎英則編  ﾐﾈﾙｳﾞｧ書房 
・「道德教育論」    ｴﾐｰﾙ・ﾃﾞｭﾙｹﾑ（麻生誠・山村健訳）講談社学術文庫 
・「中学校道德教育の基本的課題」  金井 肇  明治図書 
・「⼼のノート」を生かす道德授業  金井 肇編 明治図書  
・「⼼のノート 中学生版」文部科学省 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00763K 
実務経験のある教員  
達成目標 学校における道徳教育の現状と課題を知り、さらに日本が歩んできた道徳教育の

歴史通して、道徳教育への理解を深め、次世代を育てるための自覚と責任を養う。
道德の時間の指導の方法や⼯夫を学び、資料を選択し、道德学習指導案を作成す
ることができるようにする。また、作成した学習指導案で模擬授業実践をする。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Theory and Method of Moral Education 
関連科目 「教育学原論」 

「教育⼼理学」 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 物質的豊かさの中で、⼼の教育が問われている。特に、自我に目覚め、自らの生
き方を模索している生育期における道徳教育の意義は大きい。学校教育の現状と
課題を概観し、学校における道徳教育の基本的立場と「道德の時間」の関連につ
いて理解を深め、道德の時間の充実を図るための⼯夫を学ぶ。よりよく生きてい
くための基盤となる道徳性を育てるためにはどうすればよいか。道徳的価値につ
いて理解し、道徳的価値の自覚を図るための指導のあり方を検討していく。道德
授業の指導案作りの演習作業を通して、ねらいとする価値について考えさせ、自
覚させ 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 ・オリエンテーション 

 （学校における道徳教育の実践の紹介、教員としての⼼構えや願い 
  講義内容について紹介、評価について説明する。 
2 回 道徳性と道德教育の意義について解説する。 
3 回 道徳教育の歴史と課題 ① について解説する。 
4 回 道德教育の歴史と課題 ② について解説する。 
5 回 学校における道德教育と道德の時間の目標について解説する。 
6 回 内容項目と指導の観点 ① について学習する。 
7 回 内容項目と指導の観点 ② について学習する。 
8 回 学校における道徳教育と道德の時間の計画と課 

準備学習 1 回 ・将来、教職につく決意や願いを確認しておくこと（予習） 
2 回 「よりよく生きる」とはどういうことか、興味ある本や詩、映画、音楽など
に触れておくこと。 
3 回 自己を振り返り自己の生き方について考えておくこと。（予習） 
4 回 自己のあり方と社会とのかかわり、次世代を担い育てるための自覚と責任
について考ておくこと。（予習） 
5 回 教科書「中学校学習指導要領 道德編」ｐ１〜３９まで読んでおくこと。 
 （予習・復習） 
6 回 教科書「中学校学習指導要領解説 道德編」ｐ４０〜６３を読みまとめてお
くこと。（予習・復 

 



年度 2014 
授業コード FC007650 
成績評価 レポート提出（４０％） 

グループ学習、発表、意欲・態度（２０％） 
定期試験（４０％） 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(11〜),バイオ・応用化学科(11〜),機械システム⼯学科(11〜),電気電子シ

ステム学科(11〜),情報⼯学科(11〜),知能機械⼯学科(11〜),生体医⼯学科(11
〜),建築学科(11〜),総合情報学部(11〜),生物地球学部(11〜) 

見出し FC007650 道徳教育の理論と方法 
担当教員名 野島 淑子＊ 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領 道德編／文部科学省／日本文教出版／9784536590044 
アクティブラーニング  
キーワード 「手間ひまかけることを厭わない」 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 子供たちの人生の基礎作りをする小中学生の年代は、教員としての使命や責任も

大きいと思います。すべての教育活動に関わる道徳教育の要としての「道徳の時
間」を意義ある時間にしてほしいと願いつつ授業を進めてきました。その思いを
受け取り、熱⼼に学び、よりよい時間として過ごしてくださったこと、何よりの
言葉です。感謝です。未来の宝を育てるよき教師になられることを願っています。 

科目名 道徳教育の理論と方法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・「学校道德教育入門」 渡邊弘編    東洋間館出版 

・「新・道德教育論」  山崎英則編  ﾐﾈﾙｳﾞｧ書房 
・「道德教育論」    ｴﾐｰﾙ・ﾃﾞｭﾙｹﾑ（麻生誠・山村健訳）講談社学術文庫 
・「中学校道德教育の基本的課題」  金井 肇  明治図書 
・「⼼のノート」を生かす道德授業  金井 肇編 明治図書  
・「⼼のノート 中学生版」文部科学省 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC007650 
実務経験のある教員  
達成目標 学校における道徳教育の現状と課題を知り、さらに日本が歩んできた道徳教育の

歴史通して、道徳教育への理解を深め、次世代を育てるための自覚と責任を養う。
道德の時間の指導の方法や⼯夫を学び、資料を選択し、道德学習指導案を作成す
ることができるようにする。また、作成した学習指導案で模擬授業実践をする。 

受講者へのコメント かって、学生時代に⼼に残る先生との出会いによって、恩師の姿を胸に刻み、教
員志望の強い意志もった人、また、教員になることが小さい頃からの夢として熱
⼼に取り組んでくださった学生が多く、未来への希望を感じさせられる思いがし
ました。将来いざ、学校現場に立つと思わぬ忙しさと厳しい現実に遭遇すると思



いますが、学生時代の高い意識やスキルは、向かっていくべき壁を低く感じたり、
さらに意欲を高めたり出来るのではないかと期待しています。また、⻑い人生に
おいて、資格を保持していることの意義を自覚して、学びを進めた人もおられま
すが 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 毎時間のレポートや道徳学習指導案の作成、そして内容項目のまとめ等、独自の
思考や時間を要する宿題に対して、熱⼼に取り組んでくださった学生が多く、頼
もしくうれしく思いました。「道徳の時間」の教科化により、「特別の教科 道徳」
として、施行となります。生徒にとっても教員にとっても意義ある時間にするた
めには、教員の道徳教育に対する意識が重要になってきます。多くの方が道徳教
育に対する理解を深め、興味や関⼼を高めて下さったことは何よりうれしいこと
です。現場の実際を伝えたいことはまだまだありますが、時間に追われて出来な
か 

英文科目名 Theory and Method of Moral Education 
関連科目 「教育学原論」 

「教育⼼理学」 
次回に向けての改善変更予定 今、自分に出来ること、伝えたいことを最大限努力していますが、学生の皆さん

一人ひとりのニーズにお応えすることはなかなか難しいと認識しています。しか
し、日々改善を図りながら私自身も学び精進していきたいと思います。 

講義目的 物質的豊かさの中で、⼼の教育が問われている。特に、自我に目覚め、自らの生
き方を模索している生育期における道徳教育の意義は大きい。学校教育の現状と
課題を概観し、学校における道徳教育の基本的立場と「道德の時間」の関連につ
いて理解を深め、道德の時間の充実を図るための⼯夫を学ぶ。よりよく生きてい
くための基盤となる道徳性を育てるためにはどうすればよいか。道徳的価値につ
いて理解し、道徳的価値の自覚を図るための指導のあり方を検討していく。道德
授業の指導案作りの演習作業を通して、ねらいとする価値について考えさせ、自
覚させ 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ・オリエンテーション 

 （学校における道徳教育の実践の紹介、教員としての⼼構えや願い 
  講義内容について紹介、評価について説明する。 
2 回 道徳性と道德教育の意義について解説する。 
3 回 道徳教育の歴史と課題 ① について解説する。 
4 回 道德教育の歴史と課題 ② について解説する。 
5 回 学校における道德教育と道德の時間の目標について解説する。 
6 回 内容項目と指導の観点 ① について学習する。 
7 回 内容項目と指導の観点 ② について学習する。 
8 回 学校における道徳教育と道德の時間の計画と課 

準備学習 1 回 ・将来、教職につく決意や願いを確認しておくこと（予習） 
2 回 「よりよく生きる」とはどういうことか、興味ある本や詩、映画、音楽など



に触れておくこと。 
3 回 自己を振り返り自己の生き方について考えておくこと。（予習） 
4 回 自己のあり方と社会とのかかわり、次世代を担い育てるための自覚と責任
について考ておくこと。（予習） 
5 回 教科書「中学校学習指導要領 道德編」ｐ１〜３９まで読んでおくこと。 
 （予習・復習） 
6 回 教科書「中学校学習指導要領解説 道德編」ｐ４０〜６３を読みまとめてお
くこと。（予習・復 

 



年度 2014 
授業コード FC00765K 
成績評価 レポート提出（４０％） 

グループ学習、発表、意欲・態度（２０％） 
定期試験（４０％） 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00765K 道徳教育の理論と方法 
担当教員名 野島 淑子＊ 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領 道德編／文部科学省／日本文教出版／9784536590044 
アクティブラーニング  
キーワード 「手間ひまかけることを厭わない」 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 道徳教育の理論と方法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・「学校道德教育入門」 渡邊弘編    東洋間館出版 

・「新・道德教育論」  山崎英則編  ﾐﾈﾙｳﾞｧ書房 
・「道德教育論」    ｴﾐｰﾙ・ﾃﾞｭﾙｹﾑ（麻生誠・山村健訳）講談社学術文庫 
・「中学校道德教育の基本的課題」  金井 肇  明治図書 
・「⼼のノート」を生かす道德授業  金井 肇編 明治図書  
・「⼼のノート 中学生版」文部科学省 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00765K 
実務経験のある教員  
達成目標 学校における道徳教育の現状と課題を知り、さらに日本が歩んできた道徳教育の

歴史通して、道徳教育への理解を深め、次世代を育てるための自覚と責任を養う。
道德の時間の指導の方法や⼯夫を学び、資料を選択し、道德学習指導案を作成す
ることができるようにする。また、作成した学習指導案で模擬授業実践をする。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Theory and Method of Moral Education 
関連科目 「教育学原論」 

「教育⼼理学」 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 物質的豊かさの中で、⼼の教育が問われている。特に、自我に目覚め、自らの生
き方を模索している生育期における道徳教育の意義は大きい。学校教育の現状と
課題を概観し、学校における道徳教育の基本的立場と「道德の時間」の関連につ
いて理解を深め、道德の時間の充実を図るための⼯夫を学ぶ。よりよく生きてい
くための基盤となる道徳性を育てるためにはどうすればよいか。道徳的価値につ
いて理解し、道徳的価値の自覚を図るための指導のあり方を検討していく。道德
授業の指導案作りの演習作業を通して、ねらいとする価値について考えさせ、自
覚させ 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 ・オリエンテーション 

 （学校における道徳教育の実践の紹介、教員としての⼼構えや願い 
  講義内容について紹介、評価について説明する。 
2 回 道徳性と道德教育の意義について解説する。 
3 回 道徳教育の歴史と課題 ① について解説する。 
4 回 道德教育の歴史と課題 ② について解説する。 
5 回 学校における道德教育と道德の時間の目標について解説する。 
6 回 内容項目と指導の観点 ① について学習する。 
7 回 内容項目と指導の観点 ② について学習する。 
8 回 学校における道徳教育と道德の時間の計画と課 

準備学習 1 回 ・将来、教職につく決意や願いを確認しておくこと（予習） 
2 回 「よりよく生きる」とはどういうことか、興味ある本や詩、映画、音楽など
に触れておくこと。 
3 回 自己を振り返り自己の生き方について考えておくこと。（予習） 
4 回 自己のあり方と社会とのかかわり、次世代を担い育てるための自覚と責任
について考ておくこと。（予習） 
5 回 教科書「中学校学習指導要領 道德編」ｐ１〜３９まで読んでおくこと。 
 （予習・復習） 
6 回 教科書「中学校学習指導要領解説 道德編」ｐ４０〜６３を読みまとめてお
くこと。（予習・復 

 



年度 2014 
授業コード FC007660 
成績評価 レポート提出（４０％） 

グループ学習、発表、意欲・態度（２０％） 
定期試験（４０％） 

曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(11〜),バイオ・応用化学科(11〜),機械システム⼯学科(11〜),電気電子シ

ステム学科(11〜),情報⼯学科(11〜),知能機械⼯学科(11〜),生体医⼯学科(11
〜),建築学科(11〜),総合情報学部(11〜),生物地球学部(11〜) 

見出し FC007660 道徳教育の理論と方法 
担当教員名 野島 淑子＊ 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領 道德編／文部科学省／日本文教出版／9784536590044 
アクティブラーニング  
キーワード 「手間ひまかけることを厭わない」 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 子供たちの人生の基礎作りをする小中学生の年代は、教員としての使命や責任も

大きいと思います。すべての教育活動に関わる道徳教育の要としての「道徳の時
間」を意義ある時間にしてほしいと願いつつ授業を進めてきました。「道徳の時
間」についての理解を深めてくださったことは何よりうれしいことです。現場で、
意識を高く持って、実践してくださることを願っています。教師としての自覚や
決意を頼もしいく思います。また、提出物の多いことは、学生の皆さんには負担
だったと思いますが、学びに「魔法の杖」はないと思っています。自身のスキル
を高 

科目名 道徳教育の理論と方法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・「学校道德教育入門」 渡邊弘編    東洋間館出版 

・「新・道德教育論」  山崎英則編  ﾐﾈﾙｳﾞｧ書房 
・「道德教育論」    ｴﾐｰﾙ・ﾃﾞｭﾙｹﾑ（麻生誠・山村健訳）講談社学術文庫 
・「中学校道德教育の基本的課題」  金井 肇  明治図書 
・「⼼のノート」を生かす道德授業  金井 肇編 明治図書  
・「⼼のノート 中学生版」文部科学省 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC007660 
実務経験のある教員  
達成目標 学校における道徳教育の現状と課題を知り、さらに日本が歩んできた道徳教育の

歴史通して、道徳教育への理解を深め、次世代を育てるための自覚と責任を養う。
道德の時間の指導の方法や⼯夫を学び、資料を選択し、道德学習指導案を作成す
ることができるようにする。また、作成した学習指導案で模擬授業実践をする。 

受講者へのコメント かって、学生時代に⼼に残る先生との出会いによって、恩師の姿を胸に刻み、教



員志望の強い意志もった人、また、教員になることが小さい頃からの夢として熱
⼼に取り組んでくださった学生が多く、未来への希望を感じさせられる思いがし
ました。将来いざ、学校現場に立つと思わぬ忙しさと厳しい現実に遭遇すると思
いますが、学生時代の高い意識やスキルは、向かっていくべき壁を低く感じたり、
さらに意欲を高めたり出来るのではないかと期待しています。また、⻑い人生に
おいて、資格を保持していることの意義を自覚して、学びを進めた人もおられま
すが 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 毎時間のレポートや道徳学習指導案の作成、そして内容項目のまとめ等、独自の
思考や時間を要する宿題に対して、熱⼼に取り組んでくださった学生が多く、頼
もしくうれしく思いました。「道徳の時間」の教科化により、「特別の教科 道徳」
として、施行となります。生徒にとっても教員にとっても意義ある時間にするた
めには、教員の道徳教育に対する意識が重要になってきます。多くの方が道徳教
育に対する理解を深め、興味や関⼼を高めて下さったことは何よりうれしいこと
です。また、今後の進路選択の参考にして頂けてありがたく思います。現場の実
際 

英文科目名 Theory and Method of Moral Education 
関連科目 「教育学原論」 

「教育⼼理学」 
次回に向けての改善変更予定 今、自分に出来ること、伝えたいことを最大限努力していますが、学生の皆さん

一人ひとりのニーズにお応えすることはなかなか難しいと認識しています。しか
し、日々改善を図りながら私自身も学び精進していきたいと思います。 

講義目的 物質的豊かさの中で、⼼の教育が問われている。特に、自我に目覚め、自らの生
き方を模索している生育期における道徳教育の意義は大きい。学校教育の現状と
課題を概観し、学校における道徳教育の基本的立場と「道德の時間」の関連につ
いて理解を深め、道德の時間の充実を図るための⼯夫を学ぶ。よりよく生きてい
くための基盤となる道徳性を育てるためにはどうすればよいか。道徳的価値につ
いて理解し、道徳的価値の自覚を図るための指導のあり方を検討していく。道德
授業の指導案作りの演習作業を通して、ねらいとする価値について考えさせ、自
覚させ 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ・オリエンテーション 

 （学校における道徳教育の実践の紹介、教員としての⼼構えや願い 
  講義内容について紹介、評価について説明する。 
2 回 道徳性と道德教育の意義について解説する。 
3 回 道徳教育の歴史と課題 ① について解説する。 
4 回 道德教育の歴史と課題 ② について解説する。 
5 回 学校における道德教育と道德の時間の目標について解説する。 
6 回 内容項目と指導の観点 ① について学習する。 
7 回 内容項目と指導の観点 ② について学習する。 



8 回 学校における道徳教育と道德の時間の計画と課 
準備学習 1 回 ・将来、教職につく決意や願いを確認しておくこと（予習） 

2 回 「よりよく生きる」とはどういうことか、興味ある本や詩、映画、音楽など
に触れておくこと。 
3 回 自己を振り返り自己の生き方について考えておくこと。（予習） 
4 回 自己のあり方と社会とのかかわり、次世代を担い育てるための自覚と責任
について考ておくこと。（予習） 
5 回 教科書「中学校学習指導要領 道德編」ｐ１〜３９まで読んでおくこと。 
 （予習・復習） 
6 回 教科書「中学校学習指導要領解説 道德編」ｐ４０〜６３を読みまとめてお
くこと。（予習・復 

 



年度 2014 
授業コード FC00766K 
成績評価 レポート提出（４０％） 

グループ学習、発表、意欲・態度（２０％） 
定期試験（４０％） 

曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00766K 道徳教育の理論と方法 
担当教員名 野島 淑子＊ 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領 道德編／文部科学省／日本文教出版／9784536590044 
アクティブラーニング  
キーワード 「手間ひまかけることを厭わない」 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 道徳教育の理論と方法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・「学校道德教育入門」 渡邊弘編    東洋間館出版 

・「新・道德教育論」  山崎英則編  ﾐﾈﾙｳﾞｧ書房 
・「道德教育論」    ｴﾐｰﾙ・ﾃﾞｭﾙｹﾑ（麻生誠・山村健訳）講談社学術文庫 
・「中学校道德教育の基本的課題」  金井 肇  明治図書 
・「⼼のノート」を生かす道德授業  金井 肇編 明治図書  
・「⼼のノート 中学生版」文部科学省 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00766K 
実務経験のある教員  
達成目標 学校における道徳教育の現状と課題を知り、さらに日本が歩んできた道徳教育の

歴史通して、道徳教育への理解を深め、次世代を育てるための自覚と責任を養う。
道德の時間の指導の方法や⼯夫を学び、資料を選択し、道德学習指導案を作成す
ることができるようにする。また、作成した学習指導案で模擬授業実践をする。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Theory and Method of Moral Education 
関連科目 「教育学原論」 

「教育⼼理学」 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 物質的豊かさの中で、⼼の教育が問われている。特に、自我に目覚め、自らの生
き方を模索している生育期における道徳教育の意義は大きい。学校教育の現状と
課題を概観し、学校における道徳教育の基本的立場と「道德の時間」の関連につ
いて理解を深め、道德の時間の充実を図るための⼯夫を学ぶ。よりよく生きてい
くための基盤となる道徳性を育てるためにはどうすればよいか。道徳的価値につ
いて理解し、道徳的価値の自覚を図るための指導のあり方を検討していく。道德
授業の指導案作りの演習作業を通して、ねらいとする価値について考えさせ、自
覚させ 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 ・オリエンテーション 

 （学校における道徳教育の実践の紹介、教員としての⼼構えや願い 
  講義内容について紹介、評価について説明する。 
2 回 道徳性と道德教育の意義について解説する。 
3 回 道徳教育の歴史と課題 ① について解説する。 
4 回 道德教育の歴史と課題 ② について解説する。 
5 回 学校における道德教育と道德の時間の目標について解説する。 
6 回 内容項目と指導の観点 ① について学習する。 
7 回 内容項目と指導の観点 ② について学習する。 
8 回 学校における道徳教育と道德の時間の計画と課 

準備学習 1 回 ・将来、教職につく決意や願いを確認しておくこと（予習） 
2 回 「よりよく生きる」とはどういうことか、興味ある本や詩、映画、音楽など
に触れておくこと。 
3 回 自己を振り返り自己の生き方について考えておくこと。（予習） 
4 回 自己のあり方と社会とのかかわり、次世代を担い育てるための自覚と責任
について考ておくこと。（予習） 
5 回 教科書「中学校学習指導要領 道德編」ｐ１〜３９まで読んでおくこと。 
 （予習・復習） 
6 回 教科書「中学校学習指導要領解説 道德編」ｐ４０〜６３を読みまとめてお
くこと。（予習・復 

 



年度 2014 
授業コード FC007670 
成績評価 レポート提出（４０％） 

グループ学習、発表、意欲・態度（２０％） 
定期試験（４０％） 

曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(11〜),バイオ・応用化学科(11〜),機械システム⼯学科(11〜),電気電子シ

ステム学科(11〜),情報⼯学科(11〜),知能機械⼯学科(11〜),生体医⼯学科(11
〜),建築学科(11〜),総合情報学部(11〜),生物地球学部(11〜) 

見出し FC007670 道徳教育の理論と方法 
担当教員名 野島 淑子＊ 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領 道德編／文部科学省／日本文教出版／9784536590044 
アクティブラーニング  
キーワード 「手間ひまかけることを厭わない」 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 道徳教育の理論と方法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・「学校道德教育入門」 渡邊弘編    東洋間館出版 

・「新・道德教育論」  山崎英則編  ﾐﾈﾙｳﾞｧ書房 
・「道德教育論」    ｴﾐｰﾙ・ﾃﾞｭﾙｹﾑ（麻生誠・山村健訳）講談社学術文庫 
・「中学校道德教育の基本的課題」  金井 肇  明治図書 
・「⼼のノート」を生かす道德授業  金井 肇編 明治図書  
・「⼼のノート 中学生版」文部科学省 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC007670 
実務経験のある教員  
達成目標 学校における道徳教育の現状と課題を知り、さらに日本が歩んできた道徳教育の

歴史通して、道徳教育への理解を深め、次世代を育てるための自覚と責任を養う。
道德の時間の指導の方法や⼯夫を学び、資料を選択し、道德学習指導案を作成す
ることができるようにする。また、作成した学習指導案で模擬授業実践をする。 

受講者へのコメント 受講者が９０人近い教室となり、何をするにも時間を費やすことが多く、十分な
ことが出来なかったことは、受講者の皆さんに大変申し訳なく残念に思いまし
た。授業評価もして頂く時間を取ることが出来ませんでした。受講者の皆さんに
は、私のコメントだけ記述させて頂きます。 
 かって、学生時代に⼼に残る先生との出会いによって、恩師の姿を胸に刻み、
教員志望の強い意志もった人、また、教員になることが小さい頃からの夢として
熱⼼に取り組んでくださった学生が多く、未来への希望を感じさせられる思いが
しました。将来いざ、学校現場に立つと思 



連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Theory and Method of Moral Education 
関連科目 「教育学原論」 

「教育⼼理学」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物質的豊かさの中で、⼼の教育が問われている。特に、自我に目覚め、自らの生

き方を模索している生育期における道徳教育の意義は大きい。学校教育の現状と
課題を概観し、学校における道徳教育の基本的立場と「道德の時間」の関連につ
いて理解を深め、道德の時間の充実を図るための⼯夫を学ぶ。よりよく生きてい
くための基盤となる道徳性を育てるためにはどうすればよいか。道徳的価値につ
いて理解し、道徳的価値の自覚を図るための指導のあり方を検討していく。道德
授業の指導案作りの演習作業を通して、ねらいとする価値について考えさせ、自
覚させ 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ・オリエンテーション 

 （学校における道徳教育の実践の紹介、教員としての⼼構えや願い 
  講義内容について紹介、評価について説明する。 
2 回 道徳性と道德教育の意義について解説する。 
3 回 道徳教育の歴史と課題 ① について解説する。 
4 回 道德教育の歴史と課題 ② について解説する。 
5 回 学校における道德教育と道德の時間の目標について解説する。 
6 回 内容項目と指導の観点 ① について学習する。 
7 回 内容項目と指導の観点 ② について学習する。 
8 回 学校における道徳教育と道德の時間の計画と課 

準備学習 1 回 ・将来、教職につく決意や願いを確認しておくこと（予習） 
2 回 「よりよく生きる」とはどういうことか、興味ある本や詩、映画、音楽など
に触れておくこと。 
3 回 自己を振り返り自己の生き方について考えておくこと。（予習） 
4 回 自己のあり方と社会とのかかわり、次世代を担い育てるための自覚と責任
について考ておくこと。（予習） 
5 回 教科書「中学校学習指導要領 道德編」ｐ１〜３９まで読んでおくこと。 
 （予習・復習） 
6 回 教科書「中学校学習指導要領解説 道德編」ｐ４０〜６３を読みまとめてお
くこと。（予習・復 

 



年度 2014 
授業コード FC00767K 
成績評価 レポート提出（４０％） 

グループ学習、発表、意欲・態度（２０％） 
定期試験（４０％） 

曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00767K 道徳教育の理論と方法 
担当教員名 野島 淑子＊ 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領 道德編／文部科学省／日本文教出版／9784536590044 
アクティブラーニング  
キーワード 「手間ひまかけることを厭わない」 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 道徳教育の理論と方法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・「学校道德教育入門」 渡邊弘編    東洋間館出版 

・「新・道德教育論」  山崎英則編  ﾐﾈﾙｳﾞｧ書房 
・「道德教育論」    ｴﾐｰﾙ・ﾃﾞｭﾙｹﾑ（麻生誠・山村健訳）講談社学術文庫 
・「中学校道德教育の基本的課題」  金井 肇  明治図書 
・「⼼のノート」を生かす道德授業  金井 肇編 明治図書  
・「⼼のノート 中学生版」文部科学省 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FC00767K 
実務経験のある教員  
達成目標 学校における道徳教育の現状と課題を知り、さらに日本が歩んできた道徳教育の

歴史通して、道徳教育への理解を深め、次世代を育てるための自覚と責任を養う。
道德の時間の指導の方法や⼯夫を学び、資料を選択し、道德学習指導案を作成す
ることができるようにする。また、作成した学習指導案で模擬授業実践をする。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Theory and Method of Moral Education 
関連科目 「教育学原論」 

「教育⼼理学」 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 物質的豊かさの中で、⼼の教育が問われている。特に、自我に目覚め、自らの生
き方を模索している生育期における道徳教育の意義は大きい。学校教育の現状と
課題を概観し、学校における道徳教育の基本的立場と「道德の時間」の関連につ
いて理解を深め、道德の時間の充実を図るための⼯夫を学ぶ。よりよく生きてい
くための基盤となる道徳性を育てるためにはどうすればよいか。道徳的価値につ
いて理解し、道徳的価値の自覚を図るための指導のあり方を検討していく。道德
授業の指導案作りの演習作業を通して、ねらいとする価値について考えさせ、自
覚させ 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 ・オリエンテーション 

 （学校における道徳教育の実践の紹介、教員としての⼼構えや願い 
  講義内容について紹介、評価について説明する。 
2 回 道徳性と道德教育の意義について解説する。 
3 回 道徳教育の歴史と課題 ① について解説する。 
4 回 道德教育の歴史と課題 ② について解説する。 
5 回 学校における道德教育と道德の時間の目標について解説する。 
6 回 内容項目と指導の観点 ① について学習する。 
7 回 内容項目と指導の観点 ② について学習する。 
8 回 学校における道徳教育と道德の時間の計画と課 

準備学習 1 回 ・将来、教職につく決意や願いを確認しておくこと（予習） 
2 回 「よりよく生きる」とはどういうことか、興味ある本や詩、映画、音楽など
に触れておくこと。 
3 回 自己を振り返り自己の生き方について考えておくこと。（予習） 
4 回 自己のあり方と社会とのかかわり、次世代を担い育てるための自覚と責任
について考ておくこと。（予習） 
5 回 教科書「中学校学習指導要領 道德編」ｐ１〜３９まで読んでおくこと。 
 （予習・復習） 
6 回 教科書「中学校学習指導要領解説 道德編」ｐ４０〜６３を読みまとめてお
くこと。（予習・復 

 



年度 2014 
授業コード FC007710 
成績評価 講義レポート（20％）、定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(11〜),バイオ・応用化学科(11〜),機械システム⼯学科(11〜),電気電子シ

ステム学科(11〜),情報⼯学科(11〜),知能機械⼯学科(11〜),生体医⼯学科(11
〜),建築学科(11〜),総合情報学部(11〜),生物地球学部(11〜) 

見出し FC007710 特別活動の理論と方法 
担当教員名 野瀬 重人 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領（平成 20 年）解説―特別活動編― 文部科学省／ぎょうせ

い／9784324900031 
アクティブラーニング  
キーワード 学習指導要領、学級活動、生徒会活動、学校行事、国旗・国歌、自主的実践的な

態度 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 自由記述はなし 
科目名 特別活動の理論と方法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  高等学校学習指導要領解説（平成 21 年）―特別活動編― 文部科学省 

 講義に必要な資料を別途配付する。 
授業形態 講義 
注意備考  試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 

 新指導要領において、学級活動における教師の指導が特に重視されるようにな
った。その 
ため、講義内容の一層の理解のため、1 講座の受講人員を 100 名以内とする。も
し、100 名を超えた場合は抽選とする、その場合は教職特別課程生と 4 年次生を
優先する。 

シラバスコード FC007710 
実務経験のある教員  
達成目標  ①中学校・高等学校の学習指導要領（特別活動）の内容が理解できる。 

 ②視聴覚資料等の模擬体験やボランティア活動等の実体験をすることにより、
学校現場での実践力を身につける。 
 ③特別活動の学習は、成⻑する生徒の人間形成の上で極めて重要な部分を担っ
ていることが理解できる。 

受講者へのコメント 特別活動の指導は、教科指導と並んで大変重要な領域である。教員となって担任
の業務に就いたとき、確りとした教育理念の基に「学級活動」、「生徒会活動」、
「学校行事」の指導ができなければ教師としては失格となる。講義で学習した「中
学校学習指導要領」（特別活動）編をもう一度よく読み、頭の中に確りと記憶して
指導にあたってほしい。 

連絡先  野瀬重人 岡山理科大学理学部  



 野瀬研究室（10 学舎５階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ［A］授業への取り組みは、1)出席：「0〜2 回」の欠席者の合計の割合は、76.5％
であり、出席率の大変良い講義となった。2)授業時間外の学習時間：「30 分〜1 時
間」の合計の学生の割合は、82.4％であった。3)授業時間外の学習内容（複数回
答可）は：「宿題」が 35.3％、「教科書や参考書」が 23.5％、「無回答」が 23.5％
であった。［B］授業における成⻑は（複数回解答可）、「理解が深まる」を選択し
た学生の割合が 70.6％、「興味・関⼼が増す」が 35.3％、「進路の参考」が 23.5％
となっている。［C］総合 

英文科目名 Theory and Method of Pupil Activities 
関連科目 「道徳教育の研究」と同時履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 来年度からの講義においては、もう少し学校現場の事例を取りあげるとともに、

視聴覚的な教材も増やしていきたい。 
講義目的  中・高等学校の教員として「特別活動」の授業を行うには、この教科には教科

書がないので、学習指導要領の内容を十分に理解して身につける。 
 ビデオ教材による模擬体験や実体験をさせることにより、実践力を身につけ
る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  平成 20 年中学校学習指導要領解説（特別活動編）〈以下「特別活動」と称

する。教科書として使用する。〉の概要を説明する。 
2 回  小学校と高等学校の学習指導要領（特別活動）の概要を説明する。 
3 回  「特別活動」内の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教
育的意義」について説明する。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動
の内容」について、その概要を説明する。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」に
ついて説明する。 
6 

準備学習 1 回  「特別活動」の 117 ページから 119 ページまでを予習しておくこと。 
2 回  資料として第１回に配付した小学校と高等学校の学習指導要領（特別活
動）を予習しておくこと。 
3 回  「特別活動」の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教育
的意義」の部分と配付した資料を予習しておくこと。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動
の内容」及び配布した資料を予習しておくこと。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」及
び配付した資料を 

 



年度 2014 
授業コード FC00771K 
成績評価 講義レポート（20％）、定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00771K 特別活動の理論と方法 
担当教員名 野瀬 重人 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領（平成 20 年）解説―特別活動編― 文部科学省／ぎょうせ

い／9784324900031 
アクティブラーニング  
キーワード 学習指導要領、学級活動、生徒会活動、学校行事、国旗・国歌、自主的実践的な

態度 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別活動の理論と方法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  高等学校学習指導要領解説（平成 21 年）―特別活動編― 文部科学省 

 講義に必要な資料を別途配付する。 
授業形態 講義 
注意備考  試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 

 新指導要領において、学級活動における教師の指導が特に重視されるようにな
った。その 
ため、講義内容の一層の理解のため、1 講座の受講人員を 100 名以内とする。も
し、100 名を超えた場合は抽選とする、その場合は教職特別課程生と 4 年次生を
優先する。 

シラバスコード FC00771K 
実務経験のある教員  
達成目標  ①中学校・高等学校の学習指導要領（特別活動）の内容が理解できる。 

 ②視聴覚資料等の模擬体験やボランティア活動等の実体験をすることにより、
学校現場での実践力を身につける。 
 ③特別活動の学習は、成⻑する生徒の人間形成の上で極めて重要な部分を担っ
ていることが理解できる。 

受講者へのコメント  
連絡先  野瀬重人 岡山理科大学理学部  

 野瀬研究室（10 学舎５階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Theory and Method of Pupil Activities 



関連科目 「道徳教育の研究」と同時履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  中・高等学校の教員として「特別活動」の授業を行うには、この教科には教科

書がないので、学習指導要領の内容を十分に理解して身につける。 
 ビデオ教材による模擬体験や実体験をさせることにより、実践力を身につけ
る。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回  平成 20 年中学校学習指導要領解説（特別活動編）〈以下「特別活動」と称

する。教科書として使用する。〉の概要を説明する。 
2 回  小学校と高等学校の学習指導要領（特別活動）の概要を説明する。 
3 回  「特別活動」内の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教
育的意義」について説明する。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動
の内容」について、その概要を説明する。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」に
ついて説明する。 
6 

準備学習 1 回  「特別活動」の 117 ページから 119 ページまでを予習しておくこと。 
2 回  資料として第１回に配付した小学校と高等学校の学習指導要領（特別活
動）を予習しておくこと。 
3 回  「特別活動」の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教育
的意義」の部分と配付した資料を予習しておくこと。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動
の内容」及び配布した資料を予習しておくこと。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」及
び配付した資料を 

 



年度 2014 
授業コード FC007720 
成績評価 講義レポート（20％）、定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(11〜),バイオ・応用化学科(11〜),機械システム⼯学科(11〜),電気電子シ

ステム学科(11〜),情報⼯学科(11〜),知能機械⼯学科(11〜),生体医⼯学科(11
〜),建築学科(11〜),総合情報学部(11〜),生物地球学部(11〜) 

見出し FC007720 特別活動の理論と方法 
担当教員名 野瀬 重人 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領（平成 20 年）解説―特別活動編― 文部科学省／ぎょうせ

い／9784324900031 
アクティブラーニング  
キーワード 学習指導要領、学級活動、生徒会活動、学校行事、国旗・国歌、自主的実践的な

態度 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 記入のあった項目を次に掲載する。（１）スライド移動が早い。（２）感想文の提

出は大変良い。（３）補講の欠席は考えて欲しい。（４）板書が多い。（５）提示し
た文字資料を印刷して配布して欲しい。（６）講義はおもしろい。 以上の「自由
記述」が出てきました。この内で、特にパワーポイントで写す文字などの資料の
切り替え時間を⻑くしようと思います。また、その他の項目についてもこれから
気をつけていこうと思いますが、その都度学生の方からも積極的に意見を述べて
いただきたい。そのことが大切に思います。 

科目名 特別活動の理論と方法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  高等学校学習指導要領解説（平成 21 年）―特別活動編― 文部科学省 

 講義に必要な資料を別途配付する。 
授業形態 講義 
注意備考  試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 

 新指導要領において、学級活動における教師の指導が特に重視されるようにな
った。その 
ため、講義内容の一層の理解のため、1 講座の受講人員を 100 名以内とする。も
し、100 名を超えた場合は抽選とする、その場合は教職特別課程生と 4 年次生を
優先する。 

シラバスコード FC007720 
実務経験のある教員  
達成目標  ①中学校・高等学校の学習指導要領（特別活動）の内容が理解できる。 

 ②視聴覚資料等の模擬体験やボランティア活動等の実体験をすることにより、
学校現場での実践力を身につける。 
 ③特別活動の学習は、成⻑する生徒の人間形成の上で極めて重要な部分を担っ
ていることが理解できる。 



受講者へのコメント 特別活動の指導は、教科指導と並んで大変重要な領域である。教員となって担任
の業務に就いたとき、確りとした教育理念の基に「学級活動」、「生徒会活動」、
「学校行事」の指導ができなければ教師としては失格となる。講義で学習した「中
学校学習指導要領」（特別活動）編をもう一度よく読み、頭の中に確りと記憶して
指導にあたって欲しい。 

連絡先  野瀬重人 岡山理科大学理学部  
 野瀬研究室（10 学舎５階） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ［A］授業への取り組みは、1)出席：「0〜2 回」の欠席者の合計の割合は、94.8％
であり、出席率の大変良い講座となった。2)授業時間外の学習時間：「30 分〜1 時
間」の合計の学生の割合は、50.0％であった。3)授業時間外の学習内容（複数回
答可）は：「宿題など」が 43.8％、「課題以外の学習」が 12.5％、「教科書や参考
書」が 4.2％、「図書や資料など」が 5.2％、「無回答」が 40.6％であった。［B］
授業における成⻑は（複数回解答可）、「理解が深まる」を選択した学生の割合が
72.9％、「興味・関⼼が増す」 

英文科目名 Theory and Method of Pupil Activities 
関連科目 「道徳教育の研究」と同時履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 来年度からの講義においては、もう少し学校現場の事例を取りあげるとともに、

視聴覚的な教材も増やしていきたい。 
講義目的  中・高等学校の教員として「特別活動」の授業を行うには、この教科には教科

書がないので、学習指導要領の内容を十分に理解して身につける。 
 ビデオ教材による模擬体験や実体験をさせることにより、実践力を身につけ
る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  平成 20 年中学校学習指導要領解説（特別活動編）〈以下「特別活動」と称

する。教科書として使用する。〉の概要を説明する。 
2 回  小学校と高等学校の学習指導要領（特別活動）の概要を説明する。 
3 回  「特別活動」内の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教
育的意義」について説明する。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動
の内容」について、その概要を説明する。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」に
ついて説明する。 
6 

準備学習 1 回  「特別活動」の 117 ページから 119 ページまでを予習しておくこと。 
2 回  資料として第１回に配付した小学校と高等学校の学習指導要領（特別活
動）を予習しておくこと。 
3 回  「特別活動」の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教育
的意義」の部分と配付した資料を予習しておくこと。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動
の内容」及び配布した資料を予習しておくこと。 



5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」及
び配付した資料を 

 



年度 2014 
授業コード FC00772K 
成績評価 講義レポート（20％）、定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00772K 特別活動の理論と方法 
担当教員名 野瀬 重人 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領（平成 20 年）解説―特別活動編― 文部科学省／ぎょうせ

い／9784324900031 
アクティブラーニング  
キーワード 学習指導要領、学級活動、生徒会活動、学校行事、国旗・国歌、自主的実践的な

態度 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別活動の理論と方法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  高等学校学習指導要領解説（平成 21 年）―特別活動編― 文部科学省 

 講義に必要な資料を別途配付する。 
授業形態 講義 
注意備考  試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 

 新指導要領において、学級活動における教師の指導が特に重視されるようにな
った。その 
ため、講義内容の一層の理解のため、1 講座の受講人員を 100 名以内とする。も
し、100 名を超えた場合は抽選とする、その場合は教職特別課程生と 4 年次生を
優先する。 

シラバスコード FC00772K 
実務経験のある教員  
達成目標  ①中学校・高等学校の学習指導要領（特別活動）の内容が理解できる。 

 ②視聴覚資料等の模擬体験やボランティア活動等の実体験をすることにより、
学校現場での実践力を身につける。 
 ③特別活動の学習は、成⻑する生徒の人間形成の上で極めて重要な部分を担っ
ていることが理解できる。 

受講者へのコメント  
連絡先  野瀬重人 岡山理科大学理学部  

 野瀬研究室（10 学舎５階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Theory and Method of Pupil Activities 



関連科目 「道徳教育の研究」と同時履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  中・高等学校の教員として「特別活動」の授業を行うには、この教科には教科

書がないので、学習指導要領の内容を十分に理解して身につける。 
 ビデオ教材による模擬体験や実体験をさせることにより、実践力を身につけ
る。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回  平成 20 年中学校学習指導要領解説（特別活動編）〈以下「特別活動」と称

する。教科書として使用する。〉の概要を説明する。 
2 回  小学校と高等学校の学習指導要領（特別活動）の概要を説明する。 
3 回  「特別活動」内の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教
育的意義」について説明する。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動
の内容」について、その概要を説明する。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」に
ついて説明する。 
6 

準備学習 1 回  「特別活動」の 117 ページから 119 ページまでを予習しておくこと。 
2 回  資料として第１回に配付した小学校と高等学校の学習指導要領（特別活
動）を予習しておくこと。 
3 回  「特別活動」の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教育
的意義」の部分と配付した資料を予習しておくこと。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動
の内容」及び配布した資料を予習しておくこと。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」及
び配付した資料を 

 



年度 2014 
授業コード FC007730 
成績評価 講義レポート（20％）、定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(11〜),バイオ・応用化学科(11〜),機械システム⼯学科(11〜),電気電子シ

ステム学科(11〜),情報⼯学科(11〜),知能機械⼯学科(11〜),生体医⼯学科(11
〜),建築学科(11〜),総合情報学部(11〜),生物地球学部(11〜) 

見出し FC007730 特別活動の理論と方法 
担当教員名 野瀬 重人 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領（平成 20 年）解説―特別活動編― 文部科学省／ぎょうせ

い／9784324900031 
アクティブラーニング  
キーワード 学習指導要領、学級活動、生徒会活動、学校行事、国旗・国歌、自主的実践的な

態度 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 記入のあったものを次に記載する。（１）講義の内容の大切さや重要さが良く分

かった。（２）学校現場の様子が良く分かった。以上の記述をかみしめ、これから
も研究を重ね、良い講義ができるように努力を重ねたい。 

科目名 特別活動の理論と方法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  高等学校学習指導要領解説（平成 21 年）―特別活動編― 文部科学省 

 講義に必要な資料を別途配付する。 
授業形態 講義 
注意備考  試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 

 新指導要領において、学級活動における教師の指導が特に重視されるようにな
った。その 
ため、講義内容の一層の理解のため、1 講座の受講人員を 100 名以内とする。も
し、100 名を超えた場合は抽選とする、その場合は教職特別課程生と 4 年次生を
優先する。 

シラバスコード FC007730 
実務経験のある教員  
達成目標  ①中学校・高等学校の学習指導要領（特別活動）の内容が理解できる。 

 ②視聴覚資料等の模擬体験やボランティア活動等の実体験をすることにより、
学校現場での実践力を身につける。 
 ③特別活動の学習は、成⻑する生徒の人間形成の上で極めて重要な部分を担っ
ていることが理解できる。 

受講者へのコメント 特別活動の指導は、教科指導と並んで大変重要な領域である。教員となって担任
の業務に就いたとき、確りとした教育理念の基に「学級活動」、「生徒会活動」、
「学校行事」の指導ができなければ教師としては失格となる。講義で学習した「中
学校学習指導要領」（特別活動）編をもう一度よく読み、頭の中に確りと記憶し



て、指導にあたってほしい。 
連絡先  野瀬重人 岡山理科大学理学部  

 野瀬研究室（10 学舎５階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ［A］授業への取り組みは、1)出席：「0〜2 回」の欠席者の合計の割合は、100.0％
であり、大変出席率の高い講座となった。2)授業時間外の学習時間：「30 分〜1 時
間」の合計の学生の割合は、40.0％であった。3)授業時間外の学習内容（複数回
答可）は：「宿題など」が 40.0％、「課題以外の学習」が 6.7％、「無回答」が 46.7％
であった。［B］授業における成⻑は（複数回解答可）、「理解が深まる」を選択し
た学生の割合が 80.0％、「興味・関⼼が増す」が 40.0％、「技能・技術の向上」が
6.7％、「他の分野との 

英文科目名 Theory and Method of Pupil Activities 
関連科目 「道徳教育の研究」と同時履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 来年度からの講義においては、もう少し学校現場の事例を取りあげるとともに、

視聴覚的な教材も増やしていきたい。 
講義目的  中・高等学校の教員として「特別活動」の授業を行うには、この教科には教科

書がないので、学習指導要領の内容を十分に理解して身につける。 
 ビデオ教材による模擬体験や実体験をさせることにより、実践力を身につけ
る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  平成 20 年中学校学習指導要領解説（特別活動編）〈以下「特別活動」と称

する。教科書として使用する。〉の概要を説明する。 
2 回  小学校と高等学校の学習指導要領（特別活動）の概要を説明する。 
3 回  「特別活動」内の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教
育的意義」について説明する。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動
の内容」について、その概要を説明する。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」に
ついて説明する。 
6 

準備学習 1 回  「特別活動」の 117 ページから 119 ページまでを予習しておくこと。 
2 回  資料として第１回に配付した小学校と高等学校の学習指導要領（特別活
動）を予習しておくこと。 
3 回  「特別活動」の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教育
的意義」の部分と配付した資料を予習しておくこと。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動
の内容」及び配布した資料を予習しておくこと。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」及
び配付した資料を 

 



年度 2014 
授業コード FC00773K 
成績評価 講義レポート（20％）、定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00773K 特別活動の理論と方法 
担当教員名 野瀬 重人 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領（平成 20 年）解説―特別活動編― 文部科学省／ぎょうせ

い／9784324900031 
アクティブラーニング  
キーワード 学習指導要領、学級活動、生徒会活動、学校行事、国旗・国歌、自主的実践的な

態度 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別活動の理論と方法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  高等学校学習指導要領解説（平成 21 年）―特別活動編― 文部科学省 

 講義に必要な資料を別途配付する。 
授業形態 講義 
注意備考  試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 

 新指導要領において、学級活動における教師の指導が特に重視されるようにな
った。その 
ため、講義内容の一層の理解のため、1 講座の受講人員を 100 名以内とする。も
し、100 名を超えた場合は抽選とする、その場合は教職特別課程生と 4 年次生を
優先する。 

シラバスコード FC00773K 
実務経験のある教員  
達成目標  ①中学校・高等学校の学習指導要領（特別活動）の内容が理解できる。 

 ②視聴覚資料等の模擬体験やボランティア活動等の実体験をすることにより、
学校現場での実践力を身につける。 
 ③特別活動の学習は、成⻑する生徒の人間形成の上で極めて重要な部分を担っ
ていることが理解できる。 

受講者へのコメント  
連絡先  野瀬重人 岡山理科大学理学部  

 野瀬研究室（10 学舎５階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Theory and Method of Pupil Activities 



関連科目 「道徳教育の研究」と同時履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  中・高等学校の教員として「特別活動」の授業を行うには、この教科には教科

書がないので、学習指導要領の内容を十分に理解して身につける。 
 ビデオ教材による模擬体験や実体験をさせることにより、実践力を身につけ
る。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回  平成 20 年中学校学習指導要領解説（特別活動編）〈以下「特別活動」と称

する。教科書として使用する。〉の概要を説明する。 
2 回  小学校と高等学校の学習指導要領（特別活動）の概要を説明する。 
3 回  「特別活動」内の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教
育的意義」について説明する。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動
の内容」について、その概要を説明する。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」に
ついて説明する。 
6 

準備学習 1 回  「特別活動」の 117 ページから 119 ページまでを予習しておくこと。 
2 回  資料として第１回に配付した小学校と高等学校の学習指導要領（特別活
動）を予習しておくこと。 
3 回  「特別活動」の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教育
的意義」の部分と配付した資料を予習しておくこと。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動
の内容」及び配布した資料を予習しておくこと。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」及
び配付した資料を 

 



年度 2014 
授業コード FC007740 
成績評価 講義レポート（20％）、定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(11〜),バイオ・応用化学科(11〜),機械システム⼯学科(11〜),電気電子シ

ステム学科(11〜),情報⼯学科(11〜),知能機械⼯学科(11〜),生体医⼯学科(11
〜),建築学科(11〜),総合情報学部(11〜),生物地球学部(11〜) 

見出し FC007740 特別活動の理論と方法 
担当教員名 野瀬 重人 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領（平成 20 年）解説―特別活動編― 文部科学省／ぎょうせ

い／9784324900031 
アクティブラーニング  
キーワード 学習指導要領、学級活動、生徒会活動、学校行事、国旗・国歌、自主的実践的な

態度 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 色々な記述をいただいたが、ほとんど記述は「素晴らしい講義」、「面白い」、「考

え方も面白い」、「話が聞きやすい」、「講義で現場が想像できる」、「熱意が伝わる」
等の良い評価をいただいたが、「スライドの切り替えが早すぎる」というのもあ
った。来年度の課題として反省し改善をしていきたい。 

科目名 特別活動の理論と方法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  高等学校学習指導要領解説（平成 21 年）―特別活動編― 文部科学省 

 講義に必要な資料を別途配付する。 
授業形態 講義 
注意備考  試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FC007740 
実務経験のある教員  
達成目標  ①中学校・高等学校の学習指導要領（特別活動）の内容が理解できる。 

 ②視聴覚資料等の模擬体験やボランティア活動等の実体験をすることにより、
学校現場での実践力を身につける。 
 ③特別活動の学習は、成⻑する生徒の人間形成の上で極めて重要な部分を担っ
ていることが理解できる。 

受講者へのコメント 中学校の「特別活動」の内容は、「学級活動」、「生徒会活動」、「学校行事」の３つ
の内容から構成されているが、登校拒否、いじめ、学校給⾷、交通安全、安全教
育、異年齢集団、ボランティア活動、修学旅行、就業体験など多種多様な内容を
含み、どれ一つが欠けても学校教育に大きな影響が出てくる。今後、学校現場に
教師として赴任した場合には、講義の内容と学習指導要領を中⼼にして、間違い
のない指導を行っていただきたい。 

連絡先  野瀬重人 岡山理科大学理学部  
 野瀬研究室（10 学舎５階） 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ［A］あなたの取り組み、1)「出席」は、欠席が 0 回と 1 回の時間数の少ない学
生の割合は合計 83.7％になり、大変良好な出席率となっている。2)「時間外の学
習」は、１〜２時間の割合が 63.2％であり最も多くなっている。3)「時間外の学
習の内容」は、「指示された課題」が 59.2％、「シラバス、教科書や参考書」が 26.3％
で多かった。 
［B］あなたの成⻑、4)「受けて良かった点」は「理解が深まった」が 85.7％、
「興味・関⼼が高まった」が 34.7％、「他の分野との関連性が分かった」が 22.4％
であった。 
［C］総 

英文科目名 Theory and Method of Pupil Activities 
関連科目 「道徳教育の研究」と同時履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 本年度の講義では、ビデオ等を使った学校現場の授業実践の記録視聴とそれに伴

う意見交換が好評であった。次年度のこの講義も、この方法を発展させた形で実
施したいと考えている。 

講義目的  中・高等学校の教員として「特別活動」の授業を行うには、この教科には教科
書がないので、学習指導要領の内容を十分に理解して身につける。 
 ビデオ教材による模擬体験や実体験をさせることにより、実践力を身につけ
る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  平成 20 年中学校学習指導要領解説（特別活動編）〈以下「特別活動」と称

する。教科書として使用する。〉の概要を説明する。 
2 回  小学校と高等学校の学習指導要領（特別活動）の概要を説明する。 
3 回  「特別活動」内の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教
育的意義」について説明する。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動
の内容」について、その概要を説明する。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」に
ついて説明する。 
6 

準備学習 1 回  「特別活動」の 117 ページから 119 ページまでを予習しておくこと。 
2 回  資料として第１回に配付した小学校と高等学校の学習指導要領（特別活
動）を予習しておくこと。 
3 回  「特別活動」の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教育
的意義」の部分と配付した資料を予習しておくこと。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動
の内容」及び配布した資料を予習しておくこと。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」及
び配付した資料を 

 



年度 2014 
授業コード FC00774K 
成績評価 講義レポート（20％）、定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00774K 特別活動の理論と方法 
担当教員名 野瀬 重人 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領（平成 20 年）解説―特別活動編― 文部科学省／ぎょうせ

い／9784324900031 
アクティブラーニング  
キーワード 学習指導要領、学級活動、生徒会活動、学校行事、国旗・国歌、自主的実践的な

態度 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別活動の理論と方法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  高等学校学習指導要領解説（平成 21 年）―特別活動編― 文部科学省 

 講義に必要な資料を別途配付する。 
授業形態 講義 
注意備考  試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FC00774K 
実務経験のある教員  
達成目標  ①中学校・高等学校の学習指導要領（特別活動）の内容が理解できる。 

 ②視聴覚資料等の模擬体験やボランティア活動等の実体験をすることにより、
学校現場での実践力を身につける。 
 ③特別活動の学習は、成⻑する生徒の人間形成の上で極めて重要な部分を担っ
ていることが理解できる。 

受講者へのコメント  
連絡先  野瀬重人 岡山理科大学理学部  

 野瀬研究室（10 学舎５階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Theory and Method of Pupil Activities 
関連科目 「道徳教育の研究」と同時履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  中・高等学校の教員として「特別活動」の授業を行うには、この教科には教科

書がないので、学習指導要領の内容を十分に理解して身につける。 
 ビデオ教材による模擬体験や実体験をさせることにより、実践力を身につけ



る。 
対象学年 1 年 
授業内容 1 回  平成 20 年中学校学習指導要領解説（特別活動編）〈以下「特別活動」と称

する。教科書として使用する。〉の概要を説明する。 
2 回  小学校と高等学校の学習指導要領（特別活動）の概要を説明する。 
3 回  「特別活動」内の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教
育的意義」について説明する。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動
の内容」について、その概要を説明する。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」に
ついて説明する。 
6 

準備学習 1 回  「特別活動」の 117 ページから 119 ページまでを予習しておくこと。 
2 回  資料として第１回に配付した小学校と高等学校の学習指導要領（特別活
動）を予習しておくこと。 
3 回  「特別活動」の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教育
的意義」の部分と配付した資料を予習しておくこと。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動
の内容」及び配布した資料を予習しておくこと。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」及
び配付した資料を 

 



年度 2014 
授業コード FC007750 
成績評価 講義レポート（20％）、定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(11〜),バイオ・応用化学科(11〜),機械システム⼯学科(11〜),電気電子シ

ステム学科(11〜),情報⼯学科(11〜),知能機械⼯学科(11〜),生体医⼯学科(11
〜),建築学科(11〜),総合情報学部(11〜),生物地球学部(11〜) 

見出し FC007750 特別活動の理論と方法 
担当教員名 野瀬 重人 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領（平成 20 年）解説―特別活動編― 文部科学省／ぎょうせ

い／9784324900031 
アクティブラーニング  
キーワード 学習指導要領、学級活動、生徒会活動、学校行事、国旗・国歌、自主的実践的な

態度 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 主な記述としては、「学校現場のリアルな話が聞けて良かった」、「面白かった」、

「退屈しなくて面白かった」などが見られたが、「スライドの内容を文書で欲し
い」等の記述もあった。記述の内容は、膨大になるので、要旨を作成して配付す
ることなどを考えてみたい。 

科目名 特別活動の理論と方法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  高等学校学習指導要領解説（平成 21 年）―特別活動編― 文部科学省 

 講義に必要な資料を別途配付する。 
授業形態 講義 
注意備考  試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FC007750 
実務経験のある教員  
達成目標  ①中学校・高等学校の学習指導要領（特別活動）の内容が理解できる。 

 ②視聴覚資料等の模擬体験やボランティア活動等の実体験をすることにより、
学校現場での実践力を身につける。 
 ③特別活動の学習は、成⻑する生徒の人間形成の上で極めて重要な部分を担っ
ていることが理解できる。 

受講者へのコメント 中学校の「特別活動」の内容は、「学級活動」、「生徒会活動」、「学校行事」の３つ
の内容から構成されているが、登校拒否、いじめ、学校給⾷、交通安全、安全教
育、異年齢集団、ボランティア活動、修学旅行、就業体験など多種多様な内容を
含み、どれ一つが欠けても学校教育に大きな影響が出てくる。今後、学校現場に
教師として赴任した場合には、講義の内容と学習指導要領を中⼼にして、間違い
のない指導を行っていただきたい。 

連絡先  野瀬重人 岡山理科大学理学部  
 野瀬研究室（10 学舎５階） 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ［A］あなたの取り組み、1)「出席」は、欠席が 0 回と 1 回の時間数の少ない学
生の割合は、合計 83.0％になり、大変良好な出席率となっている。2)「時間外の
学習」は、時間数にして 0.5〜1 時間の割合が 43.4％であり最も多くなっている。
3)「時間外の学習の内容」は、「指示された課題」が 39.6％、「シラバス、教科書
や参考書」が 13.2％で多かった。 ［B］あなたの成⻑、4)「受けて良かった点」
は「理解が深まった」が 79.2％、「興味・関⼼が高まった」が 39.6％、「進路の参
考」が 28.3％、「他の分野との関連 

英文科目名 Theory and Method of Pupil Activities 
関連科目 「道徳教育の研究」と同時履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 本年度の講義では、ビデオ等を使った学校現場の授業実践の記録視聴とそれに伴

う意見交換が好評であった。次年度のこの講義も、この方法を更に発展させた形
で実施したいと考えている。 

講義目的  中・高等学校の教員として「特別活動」の授業を行うには、この教科には教科
書がないので、学習指導要領の内容を十分に理解して身につける。 
 ビデオ教材による模擬体験や実体験をさせることにより、実践力を身につけ
る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  平成 20 年中学校学習指導要領解説（特別活動編）〈以下「特別活動」と称

する。教科書として使用する。〉の概要を説明する。 
2 回  小学校と高等学校の学習指導要領（特別活動）の概要を説明する。 
3 回  「特別活動」内の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教
育的意義」について説明する。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動
の内容」について、その概要を説明する。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」に
ついて説明する。 
6 

準備学習 1 回  「特別活動」の 117 ページから 119 ページまでを予習しておくこと。 
2 回  資料として第１回に配付した小学校と高等学校の学習指導要領（特別活
動）を予習しておくこと。 
3 回  「特別活動」の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教育
的意義」の部分と配付した資料を予習しておくこと。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動
の内容」及び配布した資料を予習しておくこと。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」及
び配付した資料を 

 



年度 2014 
授業コード FC00775K 
成績評価 講義レポート（20％）、定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00775K 特別活動の理論と方法 
担当教員名 野瀬 重人 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領（平成 20 年）解説―特別活動編― 文部科学省／ぎょうせ

い／9784324900031 
アクティブラーニング  
キーワード 学習指導要領、学級活動、生徒会活動、学校行事、国旗・国歌、自主的実践的な

態度 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別活動の理論と方法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  高等学校学習指導要領解説（平成 21 年）―特別活動編― 文部科学省 

 講義に必要な資料を別途配付する。 
授業形態 講義 
注意備考  試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FC00775K 
実務経験のある教員  
達成目標  ①中学校・高等学校の学習指導要領（特別活動）の内容が理解できる。 

 ②視聴覚資料等の模擬体験やボランティア活動等の実体験をすることにより、
学校現場での実践力を身につける。 
 ③特別活動の学習は、成⻑する生徒の人間形成の上で極めて重要な部分を担っ
ていることが理解できる。 

受講者へのコメント  
連絡先  野瀬重人 岡山理科大学理学部  

 野瀬研究室（10 学舎５階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Theory and Method of Pupil Activities 
関連科目 「道徳教育の研究」と同時履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  中・高等学校の教員として「特別活動」の授業を行うには、この教科には教科

書がないので、学習指導要領の内容を十分に理解して身につける。 
 ビデオ教材による模擬体験や実体験をさせることにより、実践力を身につけ



る。 
対象学年 1 年 
授業内容 1 回  平成 20 年中学校学習指導要領解説（特別活動編）〈以下「特別活動」と称

する。教科書として使用する。〉の概要を説明する。 
2 回  小学校と高等学校の学習指導要領（特別活動）の概要を説明する。 
3 回  「特別活動」内の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教
育的意義」について説明する。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動
の内容」について、その概要を説明する。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」に
ついて説明する。 
6 

準備学習 1 回  「特別活動」の 117 ページから 119 ページまでを予習しておくこと。 
2 回  資料として第１回に配付した小学校と高等学校の学習指導要領（特別活
動）を予習しておくこと。 
3 回  「特別活動」の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教育
的意義」の部分と配付した資料を予習しておくこと。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動
の内容」及び配布した資料を予習しておくこと。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」及
び配付した資料を 

 



年度 2014 
授業コード FC007760 
成績評価 講義レポート（20％）、定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(11〜),バイオ・応用化学科(11〜),機械システム⼯学科(11〜),電気電子シ

ステム学科(11〜),情報⼯学科(11〜),知能機械⼯学科(11〜),生体医⼯学科(11
〜),建築学科(11〜),総合情報学部(11〜),生物地球学部(11〜) 

見出し FC007760 特別活動の理論と方法 
担当教員名 野瀬 重人 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領（平成 20 年）解説―特別活動編― 文部科学省／ぎょうせ

い／9784324900031 
アクティブラーニング  
キーワード 学習指導要領、学級活動、生徒会活動、学校行事、国旗・国歌、自主的実践的な

態度 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述は、「集中して講義を受けることができた」、「とても楽しい授業でした」、

「色々な体験が参考になった」、「学習がしやすく理解の進む講義」などがあった
が、「もう少し問題演習をして欲しい」との記述もあった。今後の参考として次年
度の講義に活かしていきたい。 

科目名 特別活動の理論と方法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  高等学校学習指導要領解説（平成 21 年）―特別活動編― 文部科学省 

 講義に必要な資料を別途配付する。 
授業形態 講義 
注意備考  試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FC007760 
実務経験のある教員  
達成目標  ①中学校・高等学校の学習指導要領（特別活動）の内容が理解できる。 

 ②視聴覚資料等の模擬体験やボランティア活動等の実体験をすることにより、
学校現場での実践力を身につける。 
 ③特別活動の学習は、成⻑する生徒の人間形成の上で極めて重要な部分を担っ
ていることが理解できる。 

受講者へのコメント 中学校の「特別活動」の内容は、「学級活動」、「生徒会活動」、「学校行事」の３つ
の内容から構成されているが、登校拒否、いじめ、学校給⾷、交通安全、安全教
育、異年齢集団、ボランティア活動、修学旅行、就業体験など多種多様な内容を
含み、どれ一つが欠けても学校教育に大きな影響が出てくる。今後、学校現場に
教師として赴任した場合には、講義の内容と学習指導要領を中⼼にして、間違い
のない指導を行っていただきたい。 

連絡先  野瀬重人 岡山理科大学理学部  
 野瀬研究室（10 学舎５階） 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ［A］あなたの取り組み、1)「出席」は、欠席が 0 回〜3 回の時間数の少ない学
生の割合は合計 100％になり、大変良好な出席率となっている。2)「時間外の学
習」は、時間数にして 0.5〜1 時間の割合が 66.7％であり最も多くなっている。
3)「時間外の学習の内容」は、「指示された課題」が 33.3％、「シラバス、教科書
や参考書」が 16.7％、「課題以外の学習」が 16.7％であった。［B］あなたの成⻑、
4)「受けて良かった点」は「理解が深まった」が 83.3％、「興味・関⼼が高まっ
た」が 50.0％、「進路の参考」が 50. 

英文科目名 Theory and Method of Pupil Activities 
関連科目 「道徳教育の研究」と同時履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 本年度の講義では、ビデオ等を使った学校現場の授業実践の記録視聴とそれに伴

う意見交換が好評であった。次年度のこの講義も、この方法を更に発展させた形
で実施したいと考えている。 

講義目的  中・高等学校の教員として「特別活動」の授業を行うには、この教科には教科
書がないので、学習指導要領の内容を十分に理解して身につける。 
 ビデオ教材による模擬体験や実体験をさせることにより、実践力を身につけ
る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  平成 20 年中学校学習指導要領解説（特別活動編）〈以下「特別活動」と称

する。教科書として使用する。〉の概要を説明する。 
2 回  小学校と高等学校の学習指導要領（特別活動）の概要を説明する。 
3 回  「特別活動」内の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教
育的意義」について説明する。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動
の内容」について、その概要を説明する。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」に
ついて説明する。 
6 

準備学習 1 回  「特別活動」の 117 ページから 119 ページまでを予習しておくこと。 
2 回  資料として第１回に配付した小学校と高等学校の学習指導要領（特別活
動）を予習しておくこと。 
3 回  「特別活動」の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教育
的意義」の部分と配付した資料を予習しておくこと。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動
の内容」及び配布した資料を予習しておくこと。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」及
び配付した資料を 

 



年度 2014 
授業コード FC00776K 
成績評価 講義レポート（20％）、定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00776K 特別活動の理論と方法 
担当教員名 野瀬 重人 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領（平成 20 年）解説―特別活動編― 文部科学省／ぎょうせ

い／9784324900031 
アクティブラーニング  
キーワード 学習指導要領、学級活動、生徒会活動、学校行事、国旗・国歌、自主的実践的な

態度 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別活動の理論と方法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  高等学校学習指導要領解説（平成 21 年）―特別活動編― 文部科学省 

 講義に必要な資料を別途配付する。 
授業形態 講義 
注意備考  試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FC00776K 
実務経験のある教員  
達成目標  ①中学校・高等学校の学習指導要領（特別活動）の内容が理解できる。 

 ②視聴覚資料等の模擬体験やボランティア活動等の実体験をすることにより、
学校現場での実践力を身につける。 
 ③特別活動の学習は、成⻑する生徒の人間形成の上で極めて重要な部分を担っ
ていることが理解できる。 

受講者へのコメント  
連絡先  野瀬重人 岡山理科大学理学部  

 野瀬研究室（10 学舎５階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Theory and Method of Pupil Activities 
関連科目 「道徳教育の研究」と同時履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  中・高等学校の教員として「特別活動」の授業を行うには、この教科には教科

書がないので、学習指導要領の内容を十分に理解して身につける。 
 ビデオ教材による模擬体験や実体験をさせることにより、実践力を身につけ



る。 
対象学年 1 年 
授業内容 1 回  平成 20 年中学校学習指導要領解説（特別活動編）〈以下「特別活動」と称

する。教科書として使用する。〉の概要を説明する。 
2 回  小学校と高等学校の学習指導要領（特別活動）の概要を説明する。 
3 回  「特別活動」内の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教
育的意義」について説明する。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動
の内容」について、その概要を説明する。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」に
ついて説明する。 
6 

準備学習 1 回  「特別活動」の 117 ページから 119 ページまでを予習しておくこと。 
2 回  資料として第１回に配付した小学校と高等学校の学習指導要領（特別活
動）を予習しておくこと。 
3 回  「特別活動」の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教育
的意義」の部分と配付した資料を予習しておくこと。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動
の内容」及び配布した資料を予習しておくこと。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」及
び配付した資料を 

 



年度 2014 
授業コード FC007810 
成績評価 定期試験（１００％）で行い、６０％以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(11〜),バイオ・応用化学科(11〜),機械システム⼯学科(11〜),電気電子シ

ステム学科(11〜),情報⼯学科(11〜),知能機械⼯学科(11〜),生体医⼯学科(11
〜),建築学科(11〜),総合情報学部(11〜),生物地球学部(11〜),教職特別課程(11
〜) 

見出し FC007810 教育相談の理論と方法 
担当教員名 中島 弘徳 
単位数 2 
教科書 曽我雅比児・皿⽥琢司編著／『現代社会における人間と教育−理論と実践の探究

−』／大学教育出版／978-4-864261392 
アクティブラーニング  
キーワード 教育、相談、発達障害、カウンセリング、カウンセリングマインド 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 具体的で良かったとの声と、口頭での説明が抽象的との記述がありました。大事

な点は PDF で資料を公開しているので、講義での説明について聞きながらポイ
ントを理解するようにしてください。 

科目名 教育相談の理論と方法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義の中で指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 準備学習については講義計画に示しているが、詳細については講義内で指示す

る。 
シラバスコード FC007810 
実務経験のある教員  
達成目標 ①相談（カウンセリング）の諸理論や技法が理解できるようになる。 

②適切な相談・助言について理解できる。 
③カウンセリングマインドについて理解できる。 

受講者へのコメント 熱⼼に受講してくれているようで良かったと思いました。 
連絡先 14 号館３階 中島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 なるべく具体的な例を挙げて講義をしたことが良かった思いました。 
英文科目名 Theory and Method of Educational Counseling 
関連科目 教育⼼理学(学習・発達論：基礎理学科のみ） 
次回に向けての改善変更予定 教職への興味がより持続するような⼯夫を盛り込んで行こうと思います。 
講義目的 生徒一人一人が自己理解を深め、自己解決能力等の可能性を開花するための、相

談・助言の理論や技法を学ぶことで、カウンセリングマインドの理解を目指す。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の概要について説明する。 

2 回 教育相談の歴史と位置づけについて説明する。 
3 回 教育相談を行う上での留意点について説明する。 
4 回 カウンセリング理論（１）精神分析について説明する。 
5 回 カウンセリング理論（２）行動療法について説明する。 
6 回 カウンセリングの理論（３）来談者中⼼療法について説明する。 
7 回 カウンセリングの理論（４）認知行動療法について説明する。 
8 回 カウンセリングで用いるコミュニケーション技法について説明する。 
9 回 カウンセリングで用いる質問技法 

準備学習 1 回 教科書を準備しておくこと。 
2 回 相談の諸理論について予習しておくこと。 
3 回 教育相談の位置づけについて復習しておくこと。 
4 回 教育相談の成立条件について復習しておくこと。 
5 回 精神分析について復習しておくこと。 
6 回 精神分析と行動療法の違いについてまとめておくこと。 
7 回 来談者中⼼療法の特徴についてまとめておくこと。 
8 回 認知行動療法と行動療法の共通点と相違点について復習しておくこと。 
9 回 普段のコミュニケーションとカウンセリングでのコミュニケーションの共
通点と相違点について復習して 

 



年度 2014 
授業コード FC007820 
成績評価 定期試験（１００％）で行い、６０％以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(11〜),バイオ・応用化学科(11〜),機械システム⼯学科(11〜),電気電子シ

ステム学科(11〜),情報⼯学科(11〜),知能機械⼯学科(11〜),生体医⼯学科(11
〜),建築学科(11〜),総合情報学部(11〜),生物地球学部(11〜),教職特別課程(11
〜) 

見出し FC007820 教育相談の理論と方法 
担当教員名 中島 弘徳 
単位数 2 
教科書 曽我雅比児・皿⽥琢司編著／『現代社会における人間と教育−理論と実践の探究

−』／大学教育出版／978-4-864261392 
アクティブラーニング  
キーワード 教育、相談、発達障害、カウンセリング、カウンセリングマインド 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 楽しかったと言う感想があったのは良かったです。スライドの切り替えが早かっ

たと言う点に点いては、スライドは PDF で配付していますので、そちらを参照
して、講義の内容をメモする等すると言うような指示を今後はしようと思いま
す。 

科目名 教育相談の理論と方法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義の中で指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 準備学習については講義計画に示しているが、詳細については講義内で指示す

る。 
シラバスコード FC007820 
実務経験のある教員  
達成目標 ①相談（カウンセリング）の諸理論や技法が理解できるようになる。 

②適切な相談・助言について理解できる。 
③カウンセリングマインドについて理解できる。 

受講者へのコメント 講義時間外の学習が少なかったようなのが気になりました。 
連絡先 14 号館３階 中島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 興味を持ってくれた人が多いようで良かったです。 
英文科目名 Theory and Method of Educational Counseling 
関連科目 教育⼼理学(学習・発達論：基礎理学科のみ） 
次回に向けての改善変更予定 課題、資料等で講義時間外の学習意欲を高める⼯夫をしようと思います。 
講義目的 生徒一人一人が自己理解を深め、自己解決能力等の可能性を開花するための、相



談・助言の理論や技法を学ぶことで、カウンセリングマインドの理解を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の概要について説明する。 

2 回 教育相談の歴史と位置づけについて説明する。 
3 回 教育相談を行う上での留意点について説明する。 
4 回 カウンセリング理論（１）精神分析について説明する。 
5 回 カウンセリング理論（２）行動療法について説明する。 
6 回 カウンセリングの理論（３）来談者中⼼療法について説明する。 
7 回 カウンセリングの理論（４）認知行動療法について説明する。 
8 回 カウンセリングで用いるコミュニケーション技法について説明する。 
9 回 カウンセリングで用いる質問技法 

準備学習 1 回 教科書を準備しておくこと。 
2 回 相談の諸理論について予習しておくこと。 
3 回 教育相談の位置づけについて復習しておくこと。 
4 回 教育相談の成立条件について復習しておくこと。 
5 回 精神分析について復習しておくこと。 
6 回 精神分析と行動療法の違いについてまとめておくこと。 
7 回 来談者中⼼療法の特徴についてまとめておくこと。 
8 回 認知行動療法と行動療法の共通点と相違点について復習しておくこと。 
9 回 普段のコミュニケーションとカウンセリングでのコミュニケーションの共
通点と相違点について復習して 

 



年度 2014 
授業コード FC007830 
成績評価 定期試験（１００％）で行い、６０％以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(11〜),バイオ・応用化学科(11〜),機械システム⼯学科(11〜),電気電子シ

ステム学科(11〜),情報⼯学科(11〜),知能機械⼯学科(11〜),生体医⼯学科(11
〜),建築学科(11〜),総合情報学部(11〜),生物地球学部(11〜),教職特別課程(11
〜) 

見出し FC007830 教育相談の理論と方法 
担当教員名 中島 弘徳 
単位数 2 
教科書 曽我雅比児・皿⽥琢司編著／『現代社会における人間と教育−理論と実践の探究

−』／大学教育出版／978-4-864261392 
アクティブラーニング  
キーワード 教育、相談、発達障害、カウンセリング、カウンセリングマインド 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育相談の理論と方法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義の中で指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 準備学習については講義計画に示しているが、詳細については講義内で指示す

る。 
シラバスコード FC007830 
実務経験のある教員  
達成目標 ①相談（カウンセリング）の諸理論や技法が理解できるようになる。 

②適切な相談・助言について理解できる。 
③カウンセリングマインドについて理解できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 14 号館３階 中島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Theory and Method of Educational Counseling 
関連科目 教育⼼理学(学習・発達論：基礎理学科のみ） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生徒一人一人が自己理解を深め、自己解決能力等の可能性を開花するための、相

談・助言の理論や技法を学ぶことで、カウンセリングマインドの理解を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の概要について説明する。 



2 回 教育相談の歴史と位置づけについて説明する。 
3 回 教育相談を行う上での留意点について説明する。 
4 回 カウンセリング理論（１）精神分析について説明する。 
5 回 カウンセリング理論（２）行動療法について説明する。 
6 回 カウンセリングの理論（３）来談者中⼼療法について説明する。 
7 回 カウンセリングの理論（４）認知行動療法について説明する。 
8 回 カウンセリングで用いるコミュニケーション技法について説明する。 
9 回 カウンセリングで用いる質問技法 

準備学習 1 回 教科書を準備しておくこと。 
2 回 相談の諸理論について予習しておくこと。 
3 回 教育相談の位置づけについて復習しておくこと。 
4 回 教育相談の成立条件について復習しておくこと。 
5 回 精神分析について復習しておくこと。 
6 回 精神分析と行動療法の違いについてまとめておくこと。 
7 回 来談者中⼼療法の特徴についてまとめておくこと。 
8 回 認知行動療法と行動療法の共通点と相違点について復習しておくこと。 
9 回 普段のコミュニケーションとカウンセリングでのコミュニケーションの共
通点と相違点について復習して 

 



年度 2014 
授業コード FC007840 
成績評価 定期試験（１００％）で行い、６０％以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(11〜),バイオ・応用化学科(11〜),機械システム⼯学科(11〜),電気電子シ

ステム学科(11〜),情報⼯学科(11〜),知能機械⼯学科(11〜),生体医⼯学科(11
〜),建築学科(11〜),総合情報学部(11〜),生物地球学部(11〜),教職特別課程(11
〜) 

見出し FC007840 教育相談の理論と方法 
担当教員名 中島 弘徳 
単位数 2 
教科書 曽我雅比児・皿⽥琢司編著／『現代社会における人間と教育−理論と実践の探究

−』／大学教育出版／978-4-864261392 
アクティブラーニング  
キーワード 教育、相談、発達障害、カウンセリング、カウンセリングマインド 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育相談の理論と方法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義の中で指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 準備学習については講義計画に示しているが、詳細については講義内で指示す

る。 
シラバスコード FC007840 
実務経験のある教員  
達成目標 ①相談（カウンセリング）の諸理論や技法が理解できるようになる。 

②適切な相談・助言について理解できる。 
③カウンセリングマインドについて理解できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 14 号館３階 中島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Theory and Method of Educational Counseling 
関連科目 教育⼼理学(学習・発達論：基礎理学科のみ） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生徒一人一人が自己理解を深め、自己解決能力等の可能性を開花するための、相

談・助言の理論や技法を学ぶことで、カウンセリングマインドの理解を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の概要について説明する。 



2 回 教育相談の歴史と位置づけについて説明する。 
3 回 教育相談を行う上での留意点について説明する。 
4 回 カウンセリング理論（１）精神分析について説明する。 
5 回 カウンセリング理論（２）行動療法について説明する。 
6 回 カウンセリングの理論（３）来談者中⼼療法について説明する。 
7 回 カウンセリングの理論（４）認知行動療法について説明する。 
8 回 カウンセリングで用いるコミュニケーション技法について説明する。 
9 回 カウンセリングで用いる質問技法 

準備学習 1 回 教科書を準備しておくこと。 
2 回 相談の諸理論について予習しておくこと。 
3 回 教育相談の位置づけについて復習しておくこと。 
4 回 教育相談の成立条件について復習しておくこと。 
5 回 精神分析について復習しておくこと。 
6 回 精神分析と行動療法の違いについてまとめておくこと。 
7 回 来談者中⼼療法の特徴についてまとめておくこと。 
8 回 認知行動療法と行動療法の共通点と相違点について復習しておくこと。 
9 回 普段のコミュニケーションとカウンセリングでのコミュニケーションの共
通点と相違点について復習して 

 



年度 2014 
授業コード FC007910 
成績評価 事前指導では課題のレポートや学習指導案（80％），事後指導では授業観察等の

レポート及び授業の受講状況（20％）を基に総合的に評価する。この評価は事前
と事後の指導を総合して評価する。筆記試験は実施しない。 

曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(11〜),⼯学部(11〜),総合情報学部(11〜),生物地球学部(11〜) 
見出し FC007910 教育実習事前・事後指導(理数) 
担当教員名 塗⽊ 利明、中島 弘徳、延本 大作＊、岡本 弥彦、曽我 雅比児、皿⽥ 琢

司、洲脇 
単位数 2 
教科書 必要に応じて関連するプリントを配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード プレ現場実習、教育実習 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「自分でする授業の回数を増やしてほしい。」「授業発表の時間を増やしてほし

い。」という要望がありました。この状況には受講生の多さが関係しています。毎
年、模擬授業の班分けの人数と割り当てる時間を可能な限り効率的に確保してい
く努力をしています。しかし、教員の人数は決まっていますので、当該教科の教
育実習を経験済みの教職特別課程生にも補助をお願いして対応している状況で
す。諸般の事情があり一朝一夕に解決できるような妙案もありませんので、とり
あえず与えられた状況の中でいろいろと努力してできるだけ多くのことを学ん
でくださ 

科目名 教育実習事前・事後指導(理数) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて関連するプリントを配付する。 
授業形態 講義 
注意備考 事前指導の終了時に，Ｒ（保留）かＥ（不認定）のいずれかの評価が付き，Ｅ判

定は教育実習が認められない。 
シラバスコード FC007910 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）事前指導では学習指導案や板書計画が作成でき、学校現場を想定した模擬

授業ができること。 
（２）事後指導では現場実習の反省が活かせること。 

受講者へのコメント 受講者へのコメント 教育実習に参加するために必要な基本的な内容を扱ってい
ます。ここで学んだ基礎の上に教育実習生としてあるべき姿を自分なりに構築し
ていってください。 

連絡先 塗⽊研究室：⼯学実習棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の目標達成度は、達成できたとだいたいできたが合計８８．１％、授業の満



足度は、満足とほぼ満足が合計９０．３％とほぼ予想通りの結果でした。受講生
は目的意識が高く、よく努力しています。教育実習本番に向けての熱意を感じま
す。 

英文科目名 Guidance for Teaching Practice 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 教育実習で困らないようにしっかり取り組んでください。 
講義目的 この授業は「教育実習の事前・事後の指導」に関するものである。事前指導は「教

育実習の現場実習」に向けた⼼のリハーサル(あるいはプレ現場実習)の意味を込
めて行い，事後指導は現場実習を終えた後に教育実習の総まとめを行うものであ
る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義の概要を説明する。 

2 回  教育実習にあたって教科指導法を中⼼に説明する。 
3 回  教育実習にあたって生徒指導を中⼼に説明する。 
4 回  特別活動について人権・同和教育を中⼼に説明する。 
5 回  学習指導案の作成法を説明する。 
6 回  学習指導案の事例を解説し検討する。 
7 回  学習指導案を作成する。 
8 回  学習指導案の板書計画を作成する。 
9 回  学習指導の実際と研究協議をする。（１回目） 
10 回  学習指導の実際と研究協議をする。（２回目） 
11 回  学習指導の実際と研究協議をする。（３ 

準備学習 1 回  「手引き」を読み位置づけを確認しておくこと。 
2 回  自分の教科の「教科教育法」を復習し課題を持って授業に臨むこと。 
3 回  「生徒・進路指導論」を復習し課題を持って授業に臨むこと。 
4 回  「特別活動の研究」を復習し課題を持って授業に臨むこと。 
5 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
6 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
7 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
8 回  各教科担当者の指示に従うこと 
9 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
10 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
11 回  各教 

 



年度 2014 
授業コード FC00791K 
成績評価 事前指導では課題のレポートや学習指導案（80％），事後指導では授業観察等の

レポート及び授業の受講状況（20％）を基に総合的に評価する。この評価は事前
と事後の指導を総合して評価する。筆記試験は実施しない。 

曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00791K 教育実習事前・事後指導(理数) 
担当教員名 塗⽊ 利明、中島 弘徳、延本 大作＊、岡本 弥彦、曽我 雅比児、皿⽥ 琢

司、洲脇 
単位数 2 
教科書 必要に応じて関連するプリントを配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード プレ現場実習、教育実習 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育実習事前・事後指導(理数) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて関連するプリントを配付する。 
授業形態 講義 
注意備考 事前指導の終了時に，Ｒ（保留）かＥ（不認定）のいずれかの評価が付き，Ｅ判

定は教育実習が認められない。 
シラバスコード FC00791K 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）事前指導では学習指導案や板書計画が作成でき、学校現場を想定した模擬

授業ができること。 
（２）事後指導では現場実習の反省が活かせること。 

受講者へのコメント  
連絡先 塗⽊研究室：⼯学実習棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Guidance for Teaching Practice 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この授業は「教育実習の事前・事後の指導」に関するものである。事前指導は「教

育実習の現場実習」に向けた⼼のリハーサル(あるいはプレ現場実習)の意味を込
めて行い，事後指導は現場実習を終えた後に教育実習の総まとめを行うものであ
る。 

対象学年 1 年 



授業内容 1 回  講義の概要を説明する。 
2 回  教育実習にあたって教科指導法を中⼼に説明する。 
3 回  教育実習にあたって生徒指導を中⼼に説明する。 
4 回  特別活動について人権・同和教育を中⼼に説明する。 
5 回  学習指導案の作成法を説明する。 
6 回  学習指導案の事例を解説し検討する。 
7 回  学習指導案を作成する。 
8 回  学習指導案の板書計画を作成する。 
9 回  学習指導の実際と研究協議をする。（１回目） 
10 回  学習指導の実際と研究協議をする。（２回目） 
11 回  学習指導の実際と研究協議をする。（３ 

準備学習 1 回  「手引き」を読み位置づけを確認しておくこと。 
2 回  自分の教科の「教科教育法」を復習し課題を持って授業に臨むこと。 
3 回  「生徒・進路指導論」を復習し課題を持って授業に臨むこと。 
4 回  「特別活動の研究」を復習し課題を持って授業に臨むこと。 
5 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
6 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
7 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
8 回  各教科担当者の指示に従うこと 
9 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
10 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
11 回  各教 

 



年度 2014 
授業コード FC007920 
成績評価 事前指導では課題のレポートや学習指導案（80％），事後指導では授業観察等の

レポート及び授業の受講状況（20％）を基に総合的に評価する。この評価は事前
と事後の指導を総合して評価する。筆記試験は実施しない。 

曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(11〜),⼯学部(11〜),総合情報学部(11〜),生物地球学部(11〜) 
見出し FC007920 教育実習事前・事後指導(理数技⼯社公情) 
担当教員名 塗⽊ 利明、中島 弘徳、延本 大作＊、安藤 豊＊、草野 泰秀＊、岡本 弥

彦、曽我 
単位数 2 
教科書 必要に応じて関連するプリントを配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード プレ現場実習、教育実習 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 模擬授業の回数を増やしてほしい。」「授業発表の時間を増やしてほしい。」とい

う要望がありました。この状況には受講生の多さが関係しています。毎年、模擬
授業の班分けの人数と割り当てる時間を可能な限り効率的に確保していく努力
をしています。しかし、教員の人数は決まっていますので、当該教科の教育実習
を経験済みの教職特別課程生にも補助をお願いして対応している状況です。諸般
の事情があり一朝一夕に解決できるような妙案もありませんので、とりあえず与
えられた状況の中でいろいろと努力してできるだけ多くのことを学んでくださ
い。 

科目名 教育実習事前・事後指導(理数技⼯社公情) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて関連するプリントを配付する。 
授業形態 講義 
注意備考 事前指導の終了時に，Ｒ（保留）かＥ（不認定）のいずれかの評価が付き，Ｅ判

定は教育実習が認められない。 
シラバスコード FC007920 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）事前指導では学習指導案や板書計画が作成でき、学校現場を想定した模擬

授業ができること。 
（２）事後指導では現場実習の反省が活かせること。 

受講者へのコメント 受講者へのコメント 教育実習に参加するために必要な基本的な内容を扱ってい
ます。ここで学んだ基礎の上に教育実習生としてあるべき姿を自分なりに構築し
ていってください。 

連絡先 塗⽊研究室：⼯学実習棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の目標達成度は、達成できたとだいたいできたが合計９１％、授業の満足度



は、満足とほぼ満足が合計８９％とほぼ予想通りの結果でした。受講生は目的意
識が高く、よく努力しています。教育実習本番に向けての熱意を感じます。 

英文科目名 Guidance for Teaching Practice 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 教育実習で困らないようにしっかり取り組んでください。 
講義目的 この授業は「教育実習の事前・事後の指導」に関するものである。事前指導は「教

育実習の現場実習」に向けた⼼のリハーサル(あるいはプレ現場実習)の意味を込
めて行い，事後指導は現場実習を終えた後に教育実習の総まとめを行うものであ
る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義の概要を説明する。 

2 回  教育実習にあたって教科指導法を中⼼に説明する。 
3 回  教育実習にあたって生徒指導を中⼼に説明する。 
4 回  特別活動について人権・同和教育を中⼼に説明する。 
5 回  学習指導案の作成法を説明する。 
6 回  学習指導案の事例を解説し検討する。 
7 回  学習指導案を作成する。 
8 回  学習指導案の板書計画を作成する。 
9 回  学習指導の実際と研究協議をする。（１回目） 
10 回  学習指導の実際と研究協議をする。（２回目） 
11 回  学習指導の実際と研究協議をする。（３ 

準備学習 1 回  「手引き」を読み位置づけを確認しておくこと。 
2 回  自分の教科の「教科教育法」を復習し課題を持って授業に臨むこと。 
3 回  「生徒・進路指導論」を復習し課題を持って授業に臨むこと。 
4 回  「特別活動の研究」を復習し課題を持って授業に臨むこと。 
5 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
6 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
7 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
8 回  各教科担当者の指示に従うこと 
9 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
10 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
11 回  各教 

 



年度 2014 
授業コード FC00792K 
成績評価 事前指導では課題のレポートや学習指導案（80％），事後指導では授業観察等の

レポート及び授業の受講状況（20％）を基に総合的に評価する。この評価は事前
と事後の指導を総合して評価する。筆記試験は実施しない。 

曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00792K 教育実習事前・事後指導(理数技⼯社公情) 
担当教員名 塗⽊ 利明、中島 弘徳、延本 大作＊、安藤 豊＊、草野 泰秀＊、岡本 弥

彦、曽我 
単位数 2 
教科書 必要に応じて関連するプリントを配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード プレ現場実習、教育実習 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育実習事前・事後指導(理数技⼯社公情) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて関連するプリントを配付する。 
授業形態 講義 
注意備考 事前指導の終了時に，Ｒ（保留）かＥ（不認定）のいずれかの評価が付き，Ｅ判

定は教育実習が認められない。 
シラバスコード FC00792K 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）事前指導では学習指導案や板書計画が作成でき、学校現場を想定した模擬

授業ができること。 
（２）事後指導では現場実習の反省が活かせること。 

受講者へのコメント  
連絡先 塗⽊研究室：⼯学実習棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Guidance for Teaching Practice 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この授業は「教育実習の事前・事後の指導」に関するものである。事前指導は「教

育実習の現場実習」に向けた⼼のリハーサル(あるいはプレ現場実習)の意味を込
めて行い，事後指導は現場実習を終えた後に教育実習の総まとめを行うものであ
る。 

対象学年 1 年 



授業内容 1 回  講義の概要を説明する。 
2 回  教育実習にあたって教科指導法を中⼼に説明する。 
3 回  教育実習にあたって生徒指導を中⼼に説明する。 
4 回  特別活動について人権・同和教育を中⼼に説明する。 
5 回  学習指導案の作成法を説明する。 
6 回  学習指導案の事例を解説し検討する。 
7 回  学習指導案を作成する。 
8 回  学習指導案の板書計画を作成する。 
9 回  学習指導の実際と研究協議をする。（１回目） 
10 回  学習指導の実際と研究協議をする。（２回目） 
11 回  学習指導の実際と研究協議をする。（３ 

準備学習 1 回  「手引き」を読み位置づけを確認しておくこと。 
2 回  自分の教科の「教科教育法」を復習し課題を持って授業に臨むこと。 
3 回  「生徒・進路指導論」を復習し課題を持って授業に臨むこと。 
4 回  「特別活動の研究」を復習し課題を持って授業に臨むこと。 
5 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
6 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
7 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
8 回  各教科担当者の指示に従うこと 
9 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
10 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
11 回  各教 

 



年度 2014 
授業コード FC008010 
成績評価 平素の演習における学習態度（50〜60％）、課題の作成・提出の取り組み（40〜

50％）を総合して評価する。この比率は受講状況により見直すことがある。筆記
試験は実施しない。 

曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(11〜),バイオ・応用化学科(11〜),機械システム⼯学科(11〜),電気電子シ

ステム学科(11〜),情報⼯学科(11〜),知能機械⼯学科(11〜),生体医⼯学科(11
〜),建築学科(11〜),総合情報学部(11〜),生物地球学部(11〜) 

見出し FC008010 教育実習実践指導 
担当教員名 曽我 雅比児、中島 弘徳、岡本 弥彦、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、野瀬 重人、

塗⽊ 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。必要に応じて資料を配付または貸与する。 
アクティブラーニング  
キーワード 教員採用試験、実践的指導力、教育実習、面接・討論、小論文 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育実習実践指導 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 学習指導要領（受験予定の校種の最新版。文科省ウェブサイトからダウンロード

してもよい）。その他適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ○公立学校の教員採用試験または私立学校教員適性検査を受験する者を主たる

履修対象者とする。 
○日常の言動や習慣を常に見直し、高い意欲をもって学習に取り組む態度が強く
望まれる。 

シラバスコード FC008010 
実務経験のある教員  
達成目標 ○不断の学習に基づき、教師に必要な資質能力がどのようなものであるかを説明

することができる。 
○上記の理解を含めて、次のことについて口頭及び筆記により明瞭に説明するこ
とができる。 
・志望動機、理想の教師像、教職及び教科の魅力、教師の実践的指導力 
・学校や教師に期待される役割（普遍的役割と時代状況に即した役割） 
・現行の教育政策の概要とそれに対する自らの意見 
・学校現場において想定される問題状況への基本的な対応方針 

受講者へのコメント  
連絡先 曽我研究室：１４号館４階、中島研究室：１４号館３階、皿⽥研究室：１３号館

３階、教育開発支援課：２５号館６階 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見  
英文科目名 Empirical Guidance for Teaching Practice 
関連科目 ○１〜３年次開講Ａ群及びＣ群科目のうち教免必修科目及び単位数をすべて修

得していることが望ましい。 
○教育実習Ⅰ、Ⅱを修得していること、教育実習の研究Ⅰの仮評価がＲであるこ
とが望ましい。 
○各教科教育法Ⅲ、Ⅳ、文章表現法Ⅲ、プレゼンテーションⅢをすべて修得して
いるか、同時に履修していることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教育実習を終えた者を対象に、次の各要素からなる実践的指導力をなお一層高め

ることを目的とする。 
・教師として必要な論理的思考力及び文章構成力 
・集団におけるリーダーシップ、協調性及び調整能力 
・学習理論の知識と学習指導の力量 
・教職に必要な知見（教育観、子ども観、教材観等） 
・「生きる力」の育成に求められるカウンセリング 
・マインド、生徒指導観及び学級経営観 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。受講要領と講義概要を説明する。 

2 回 学校の意義と機能について、演習を含めて説明する。 
3 回 教師の使命と職責について、演習を含めて説明する。 
4 回 小論文の作成と添削指導Ⅰをする。 
5 回 生徒理解と生徒指導について、演習を含めて説明する。 
6 回 教育課程及び学習指導の理論と方法について、演習を含めて説明する。 
7 回 小論文の作成と添削指導Ⅱをする。 
8 回 学習集団の特質と指導①について、演習を含めて説明する。 
9 回 学習集団の特質と指導②について、演習を含めて説明する。 
10 回 

準備学習 1 回 受験予定の都道府県市の教員採用試験の要項について概要を把握しておく
こと。 
2 回 教育学原論（基礎理学科生は教育基礎論）及び教育行政学（または学校経
営）を復習して学校本来の意義と機能について知識を再確認し、自分の言葉（口
頭及び筆記）で表現できるようにしておくこと。 
3 回 教職論（08 年度以前入学生は現代教師論）、教育学原論（基礎理学科生は教
育基礎論）、及び教育行政学（または学校経営）を復習して教員の資質能力や期待
される役割等について知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆記）で表現でき
るようにしておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FC00801K 
成績評価 平素の演習における学習態度（50〜60％）、課題の作成・提出の取り組み（40〜

50％）を総合して評価する。この比率は受講状況により見直すことがある。筆記
試験は実施しない。 

曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00801K 教育実習実践指導 
担当教員名 曽我 雅比児、洲脇 史朗、塗⽊ 利明、岡本 弥彦、皿⽥ 琢司、中島 弘徳、

野瀬 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。必要に応じて資料を配付または貸与する。 
アクティブラーニング  
キーワード 教員採用試験、実践的指導力、教育実習、面接・討論、小論文 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育実習実践指導 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 学習指導要領（受験予定の校種の最新版。文科省ウェブサイトからダウンロード

してもよい）。その他適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ○公立学校の教員採用試験または私立学校教員適性検査を受験する者を主たる

履修対象者とする。 
○日常の言動や習慣を常に見直し、高い意欲をもって学習に取り組む態度が強く
望まれる。 

シラバスコード FC00801K 
実務経験のある教員  
達成目標 ○不断の学習に基づき、教師に必要な資質能力がどのようなものであるかを説明

することができる。 
○上記の理解を含めて、次のことについて口頭及び筆記により明瞭に説明するこ
とができる。 
・志望動機、理想の教師像、教職及び教科の魅力、教師の実践的指導力 
・学校や教師に期待される役割（普遍的役割と時代状況に即した役割） 
・現行の教育政策の概要とそれに対する自らの意見 
・学校現場において想定される問題状況への基本的な対応方針 

受講者へのコメント  
連絡先 曽我研究室：１４号館４階、中島研究室：１４号館３階、皿⽥研究室：１３号館

３階、教育開発支援課：２５号館６階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Empirical Guidance for Teaching Practice 
関連科目 ○１〜３年次開講Ａ群及びＣ群科目のうち教免必修科目及び単位数をすべて修

得していることが望ましい。 
○教育実習Ⅰ、Ⅱを修得していること、教育実習の研究Ⅰの仮評価がＲであるこ
とが望ましい。 
○各教科教育法Ⅲ、Ⅳ、文章表現法Ⅲ、プレゼンテーションⅢをすべて修得して
いるか、同時に履修していることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教育実習を終えた者を対象に、次の各要素からなる実践的指導力をなお一層高め

ることを目的とする。 
・教師として必要な論理的思考力及び文章構成力 
・集団におけるリーダーシップ、協調性及び調整能力 
・学習理論の知識と学習指導の力量 
・教職に必要な知見（教育観、子ども観、教材観等） 
・「生きる力」の育成に求められるカウンセリング 
・マインド、生徒指導観及び学級経営観 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。受講要領と講義概要を説明する。 

2 回 学校の意義と機能について、演習を含めて説明する。 
3 回 教師の使命と職責について、演習を含めて説明する。 
4 回 小論文の作成と添削指導Ⅰをする。 
5 回 生徒理解と生徒指導について、演習を含めて説明する。 
6 回 教育課程及び学習指導の理論と方法について、演習を含めて説明する。 
7 回 小論文の作成と添削指導Ⅱをする。 
8 回 学習集団の特質と指導①について、演習を含めて説明する。 
9 回 学習集団の特質と指導②について、演習を含めて説明する。 
10 回 

準備学習 1 回 受験予定の都道府県市の教員採用試験の要項について概要を把握しておく
こと。 
2 回 教育学原論（基礎理学科生は教育基礎論）及び教育行政学（または学校経
営）を復習して学校本来の意義と機能について知識を再確認し、自分の言葉（口
頭及び筆記）で表現できるようにしておくこと。 
3 回 教職論（08 年度以前入学生は現代教師論）、教育学原論（基礎理学科生は教
育基礎論）、及び教育行政学（または学校経営）を復習して教員の資質能力や期待
される役割等について知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆記）で表現でき
るようにしておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FC008020 
成績評価 平素の演習における学習態度（50〜60％）、課題の作成・提出の取り組み（40〜

50％）を総合して評価する。この比率は受講状況により見直すことがある。筆記
試験は実施しない。 

曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(11〜),バイオ・応用化学科(11〜),機械システム⼯学科(11〜),電気電子シ

ステム学科(11〜),情報⼯学科(11〜),知能機械⼯学科(11〜),生体医⼯学科(11
〜),建築学科(11〜),総合情報学部(11〜),生物地球学部(11〜) 

見出し FC008020 教育実習実践指導 
担当教員名 曽我 雅比児、洲脇 史朗、塗⽊ 利明、岡本 弥彦、皿⽥ 琢司、中島 弘徳、

野瀬 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。必要に応じて資料を配付または貸与する。 
アクティブラーニング  
キーワード 教員採用試験、実践的指導力、教育実習、面接・討論、小論文 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育実習実践指導 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 学習指導要領（受験予定の校種の最新版。文科省ウェブサイトからダウンロード

してもよい）。その他適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ○公立学校の教員採用試験または私立学校教員適性検査を受験する者を主たる

履修対象者とする。 
○日常の言動や習慣を常に見直し、高い意欲をもって学習に取り組む態度が強く
望まれる。 

シラバスコード FC008020 
実務経験のある教員  
達成目標 ○不断の学習に基づき、教師に必要な資質能力がどのようなものであるかを説明

することができる。 
○上記の理解を含めて、次のことについて口頭及び筆記により明瞭に説明するこ
とができる。 
・志望動機、理想の教師像、教職及び教科の魅力、教師の実践的指導力 
・学校や教師に期待される役割（普遍的役割と時代状況に即した役割） 
・現行の教育政策の概要とそれに対する自らの意見 
・学校現場において想定される問題状況への基本的な対応方針 

受講者へのコメント  
連絡先 曽我研究室：１４号館４階、中島研究室：１４号館３階、皿⽥研究室：１３号館

３階、教育開発支援課：２５号館６階 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見  
英文科目名 Empirical Guidance for Teaching Practice 
関連科目 ○１〜３年次開講Ａ群及びＣ群科目のうち教免必修科目及び単位数をすべて修

得していることが望ましい。 
○教育実習Ⅰ、Ⅱを修得していること、教育実習の研究Ⅰの仮評価がＲであるこ
とが望ましい。 
○各教科教育法Ⅲ、Ⅳ、文章表現法Ⅲ、プレゼンテーションⅢをすべて修得して
いるか、同時に履修していることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教育実習を終えた者を対象に、次の各要素からなる実践的指導力をなお一層高め

ることを目的とする。 
・教師として必要な論理的思考力及び文章構成力 
・集団におけるリーダーシップ、協調性及び調整能力 
・学習理論の知識と学習指導の力量 
・教職に必要な知見（教育観、子ども観、教材観等） 
・「生きる力」の育成に求められるカウンセリング 
・マインド、生徒指導観及び学級経営観 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。受講要領と講義概要を説明する。 

2 回 学校の意義と機能について、演習を含めて説明する。 
3 回 教師の使命と職責について、演習を含めて説明する。 
4 回 小論文の作成と添削指導Ⅰをする。 
5 回 生徒理解と生徒指導について、演習を含めて説明する。 
6 回 教育課程及び学習指導の理論と方法について、演習を含めて説明する。 
7 回 小論文の作成と添削指導Ⅱをする。 
8 回 学習集団の特質と指導①について、演習を含めて説明する。 
9 回 学習集団の特質と指導②について、演習を含めて説明する。 
10 回 

準備学習 1 回 受験予定の都道府県市の教員採用試験の要項について概要を把握しておく
こと。 
2 回 教育学原論（基礎理学科生は教育基礎論）及び教育行政学（または学校経
営）を復習して学校本来の意義と機能について知識を再確認し、自分の言葉（口
頭及び筆記）で表現できるようにしておくこと。 
3 回 教職論（08 年度以前入学生は現代教師論）、教育学原論（基礎理学科生は教
育基礎論）、及び教育行政学（または学校経営）を復習して教員の資質能力や期待
される役割等について知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆記）で表現でき
るようにしておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FC00802K 
成績評価 平素の演習における学習態度（50〜60％）、課題の作成・提出の取り組み（40〜

50％）を総合して評価する。この比率は受講状況により見直すことがある。筆記
試験は実施しない。 

曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00802K 教育実習実践指導 
担当教員名 曽我 雅比児、洲脇 史朗、塗⽊ 利明、岡本 弥彦、皿⽥ 琢司、中島 弘徳、

野瀬 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。必要に応じて資料を配付または貸与する。 
アクティブラーニング  
キーワード 教員採用試験、実践的指導力、教育実習、面接・討論、小論文 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育実習実践指導 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 学習指導要領（受験予定の校種の最新版。文科省ウェブサイトからダウンロード

してもよい）。その他適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ○公立学校の教員採用試験または私立学校教員適性検査を受験する者を主たる

履修対象者とする。 
○日常の言動や習慣を常に見直し、高い意欲をもって学習に取り組む態度が強く
望まれる。 

シラバスコード FC00802K 
実務経験のある教員  
達成目標 ○不断の学習に基づき、教師に必要な資質能力がどのようなものであるかを説明

することができる。 
○上記の理解を含めて、次のことについて口頭及び筆記により明瞭に説明するこ
とができる。 
・志望動機、理想の教師像、教職及び教科の魅力、教師の実践的指導力 
・学校や教師に期待される役割（普遍的役割と時代状況に即した役割） 
・現行の教育政策の概要とそれに対する自らの意見 
・学校現場において想定される問題状況への基本的な対応方針 

受講者へのコメント  
連絡先 曽我研究室：１４号館４階、中島研究室：１４号館３階、皿⽥研究室：１３号館

３階、教育開発支援課：２５号館６階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Empirical Guidance for Teaching Practice 
関連科目 ○１〜３年次開講Ａ群及びＣ群科目のうち教免必修科目及び単位数をすべて修

得していることが望ましい。 
○教育実習Ⅰ、Ⅱを修得していること、教育実習の研究Ⅰの仮評価がＲであるこ
とが望ましい。 
○各教科教育法Ⅲ、Ⅳ、文章表現法Ⅲ、プレゼンテーションⅢをすべて修得して
いるか、同時に履修していることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教育実習を終えた者を対象に、次の各要素からなる実践的指導力をなお一層高め

ることを目的とする。 
・教師として必要な論理的思考力及び文章構成力 
・集団におけるリーダーシップ、協調性及び調整能力 
・学習理論の知識と学習指導の力量 
・教職に必要な知見（教育観、子ども観、教材観等） 
・「生きる力」の育成に求められるカウンセリング 
・マインド、生徒指導観及び学級経営観 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。受講要領と講義概要を説明する。 

2 回 学校の意義と機能について、演習を含めて説明する。 
3 回 教師の使命と職責について、演習を含めて説明する。 
4 回 小論文の作成と添削指導Ⅰをする。 
5 回 生徒理解と生徒指導について、演習を含めて説明する。 
6 回 教育課程及び学習指導の理論と方法について、演習を含めて説明する。 
7 回 小論文の作成と添削指導Ⅱをする。 
8 回 学習集団の特質と指導①について、演習を含めて説明する。 
9 回 学習集団の特質と指導②について、演習を含めて説明する。 
10 回 

準備学習 1 回 受験予定の都道府県市の教員採用試験の要項について概要を把握しておく
こと。 
2 回 教育学原論（基礎理学科生は教育基礎論）及び教育行政学（または学校経
営）を復習して学校本来の意義と機能について知識を再確認し、自分の言葉（口
頭及び筆記）で表現できるようにしておくこと。 
3 回 教職論（08 年度以前入学生は現代教師論）、教育学原論（基礎理学科生は教
育基礎論）、及び教育行政学（または学校経営）を復習して教員の資質能力や期待
される役割等について知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆記）で表現でき
るようにしておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FC008030 
成績評価 平素の演習における学習態度（50〜60％）、課題の作成・提出の取り組み（40〜

50％）を総合して評価する。この比率は受講状況により見直すことがある。筆記
試験は実施しない。 

曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(11〜),バイオ・応用化学科(11〜),機械システム⼯学科(11〜),電気電子シ

ステム学科(11〜),情報⼯学科(11〜),知能機械⼯学科(11〜),生体医⼯学科(11
〜),建築学科(11〜),総合情報学部(11〜),生物地球学部(11〜) 

見出し FC008030 教育実習実践指導 
担当教員名 曽我 雅比児、中島 弘徳、岡本 弥彦、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利明 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。必要に応じて資料を配付または貸与する。 
アクティブラーニング  
キーワード 教員採用試験、実践的指導力、教育実習、面接・討論、小論文 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育実習実践指導 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 学習指導要領（受験予定の校種の最新版。文科省ウェブサイトからダウンロード

してもよい）。その他適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ○公立学校の教員採用試験または私立学校教員適性検査を受験する者を主たる

履修対象者とする。 
○日常の言動や習慣を常に見直し、高い意欲をもって学習に取り組む態度が強く
望まれる。 

シラバスコード FC008030 
実務経験のある教員  
達成目標 ○不断の学習に基づき、教師に必要な資質能力がどのようなものであるかを説明

することができる。 
○上記の理解を含めて、次のことについて口頭及び筆記により明瞭に説明するこ
とができる。 
・志望動機、理想の教師像、教職及び教科の魅力、教師の実践的指導力 
・学校や教師に期待される役割（普遍的役割と時代状況に即した役割） 
・現行の教育政策の概要とそれに対する自らの意見 
・学校現場において想定される問題状況への基本的な対応方針 

受講者へのコメント  
連絡先 曽我研究室：１４号館４階、中島研究室：１４号館３階、皿⽥研究室：１３号館

３階、教育開発支援課：２５号館６階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見  
英文科目名 Empirical Guidance for Teaching Practice 
関連科目 ○１〜３年次開講Ａ群及びＣ群科目のうち教免必修科目及び単位数をすべて修

得していることが望ましい。 
○教育実習Ⅰ、Ⅱを修得していること、教育実習の研究Ⅰの仮評価がＲであるこ
とが望ましい。 
○各教科教育法Ⅲ、Ⅳ、文章表現法Ⅲ、プレゼンテーションⅢをすべて修得して
いるか、同時に履修していることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教育実習を終えた者を対象に、次の各要素からなる実践的指導力をなお一層高め

ることを目的とする。 
・教師として必要な論理的思考力及び文章構成力 
・集団におけるリーダーシップ、協調性及び調整能力 
・学習理論の知識と学習指導の力量 
・教職に必要な知見（教育観、子ども観、教材観等） 
・「生きる力」の育成に求められるカウンセリング 
・マインド、生徒指導観及び学級経営観 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。受講要領と講義概要を説明する。 

2 回 学校の意義と機能について、演習を含めて説明する。 
3 回 教師の使命と職責について、演習を含めて説明する。 
4 回 小論文の作成と添削指導Ⅰをする。 
5 回 生徒理解と生徒指導について、演習を含めて説明する。 
6 回 教育課程及び学習指導の理論と方法について、演習を含めて説明する。 
7 回 小論文の作成と添削指導Ⅱをする。 
8 回 学習集団の特質と指導①について、演習を含めて説明する。 
9 回 学習集団の特質と指導②について、演習を含めて説明する。 
10 回 

準備学習 1 回 受験予定の都道府県市の教員採用試験の要項について概要を把握しておく
こと。 
2 回 教育学原論（基礎理学科生は教育基礎論）及び教育行政学（または学校経
営）を復習して学校本来の意義と機能について知識を再確認し、自分の言葉（口
頭及び筆記）で表現できるようにしておくこと。 
3 回 教職論（08 年度以前入学生は現代教師論）、教育学原論（基礎理学科生は教
育基礎論）、及び教育行政学（または学校経営）を復習して教員の資質能力や期待
される役割等について知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆記）で表現でき
るようにしておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FC00803K 
成績評価 平素の演習における学習態度（50〜60％）、課題の作成・提出の取り組み（40〜

50％）を総合して評価する。この比率は受講状況により見直すことがある。筆記
試験は実施しない。 

曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00803K 教育実習実践指導 
担当教員名 曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利明、中島 弘徳、岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。必要に応じて資料を配付または貸与する。 
アクティブラーニング  
キーワード 教員採用試験、実践的指導力、教育実習、面接・討論、小論文 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育実習実践指導 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 学習指導要領（受験予定の校種の最新版。文科省ウェブサイトからダウンロード

してもよい）。その他適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ○公立学校の教員採用試験または私立学校教員適性検査を受験する者を主たる

履修対象者とする。 
○日常の言動や習慣を常に見直し、高い意欲をもって学習に取り組む態度が強く
望まれる。 

シラバスコード FC00803K 
実務経験のある教員  
達成目標 ○不断の学習に基づき、教師に必要な資質能力がどのようなものであるかを説明

することができる。 
○上記の理解を含めて、次のことについて口頭及び筆記により明瞭に説明するこ
とができる。 
・志望動機、理想の教師像、教職及び教科の魅力、教師の実践的指導力 
・学校や教師に期待される役割（普遍的役割と時代状況に即した役割） 
・現行の教育政策の概要とそれに対する自らの意見 
・学校現場において想定される問題状況への基本的な対応方針 

受講者へのコメント  
連絡先 曽我研究室：１４号館４階、中島研究室：１４号館３階、皿⽥研究室：１３号館

３階、教育開発支援課：２５号館６階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Empirical Guidance for Teaching Practice 
関連科目 ○１〜３年次開講Ａ群及びＣ群科目のうち教免必修科目及び単位数をすべて修

得していることが望ましい。 
○教育実習Ⅰ、Ⅱを修得していること、教育実習の研究Ⅰの仮評価がＲであるこ
とが望ましい。 
○各教科教育法Ⅲ、Ⅳ、文章表現法Ⅲ、プレゼンテーションⅢをすべて修得して
いるか、同時に履修していることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教育実習を終えた者を対象に、次の各要素からなる実践的指導力をなお一層高め

ることを目的とする。 
・教師として必要な論理的思考力及び文章構成力 
・集団におけるリーダーシップ、協調性及び調整能力 
・学習理論の知識と学習指導の力量 
・教職に必要な知見（教育観、子ども観、教材観等） 
・「生きる力」の育成に求められるカウンセリング 
・マインド、生徒指導観及び学級経営観 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。受講要領と講義概要を説明する。 

2 回 学校の意義と機能について、演習を含めて説明する。 
3 回 教師の使命と職責について、演習を含めて説明する。 
4 回 小論文の作成と添削指導Ⅰをする。 
5 回 生徒理解と生徒指導について、演習を含めて説明する。 
6 回 教育課程及び学習指導の理論と方法について、演習を含めて説明する。 
7 回 小論文の作成と添削指導Ⅱをする。 
8 回 学習集団の特質と指導①について、演習を含めて説明する。 
9 回 学習集団の特質と指導②について、演習を含めて説明する。 
10 回 

準備学習 1 回 受験予定の都道府県市の教員採用試験の要項について概要を把握しておく
こと。 
2 回 教育学原論（基礎理学科生は教育基礎論）及び教育行政学（または学校経
営）を復習して学校本来の意義と機能について知識を再確認し、自分の言葉（口
頭及び筆記）で表現できるようにしておくこと。 
3 回 教職論（08 年度以前入学生は現代教師論）、教育学原論（基礎理学科生は教
育基礎論）、及び教育行政学（または学校経営）を復習して教員の資質能力や期待
される役割等について知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆記）で表現でき
るようにしておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FC008110 
成績評価  各講義で講師が交代するという講義の特殊性により、成績は各講義の終了後の

講義内容についてのレポートで総合的に評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(11〜),バイオ・応用化学科(11〜),機械システム⼯学科(11〜),電気電子シ

ステム学科(11〜),情報⼯学科(11〜),知能機械⼯学科(11〜),生体医⼯学科(11
〜),建築学科(11〜),総合情報学部(11〜),生物地球学部(11〜) 

見出し FC008110 介護等体験の基礎と方法 
担当教員名 曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利明、中島 弘徳、岡本 弥彦、

樋口 
単位数 2 
教科書 「介護等体験の基礎と方法」（テキスト、大学作成）を配付する。 

各講座では、講師が準備した資料も併用して講義を行う。 
アクティブラーニング  
キーワード  共生社会、ノーマライゼーション、バリアフリー、社会福祉施設、特別支援学

校 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 この講義（外部講師の講話）に感動した、あるいは大いに学ぶところがあったと

の感想が多く寄せられ、勇気づけられています。 
科目名 介護等体験の基礎と方法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  ①この講義の単位取得者のみが３年次で介護等体験に参加できる。 

 ②高等学校教員免許だけの取得希望者は本講義を履修する必要はない。 
シラバスコード FC008110 
実務経験のある教員  
達成目標  ①義務教育担当の教員が介護の現場で体験をする必要を理解する。 

 ②社会福祉施設の概要を理解し、施設の実習にあたっては効果的に活動する。 
 ③特別支援学校の概要を理解し、学校の実習にあたっては効果的に活動する。 

受講者へのコメント 自分なりに教職の魅力を発見し、教師像を作っていってください。 
連絡先 曽我雅比児 岡山理科大学理学部  １４号館４階 曽我研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 おおむね妥当な評価と思います。大変参考になります。 
英文科目名 Introduction to Caregiving Experience 
関連科目  なし 
次回に向けての改善変更予定 指摘された点を踏まえて努力・⼯夫します。 
講義目的  この講義は、介護等体験の内容を幅広く理解し、いかなる実践活動においても



効果的に活動することができる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  「介護等体験の講義」の実施方法について説明する。 

2 回  「介護等体験の意義」について説明する。 
3 回 「児童福祉施設」の概要と体験について説明する。 
4 回 「障害者福祉施設（知的障害者）」の概要と体験について説明する。 
5 回 「障害者福祉施設（身体障害者）」の概要と体験について説明する。 
6 回 「障害者福祉施設（精神障害者）」の概要と体験について説明する。 
7 回 「高齢者福祉施設（特別養護⽼人ホーム）」の概要と体験について説明する。 
8 回 「高齢者福祉施設（介護⽼人保健施設）」の概要と体験につい 

準備学習 1 回  テキスト「介護等体験の基礎と方法」〈以下「テキスト」と称する〉の第
１回の領域を予習しておくこと。 
2 回  テキストの第２回の領域を予習しておくこと。 
3 回  テキストの第３回の領域を予習しておくこと。 
4 回  テキストの第４回の領域を予習しておくこと。 
5 回  テキストの第５回の領域を予習しておくこと。 
6 回  テキストの第６回の領域を予習しておくこと。 
7 回  テキストの第７回の領域を予習しておくこと。 
8 回  テキストの第８回の領域を予習しておくこと。 
9 回  テキストの第９回の領域を予習して 

 



年度 2014 
授業コード FC00811K 
成績評価  各講義で講師が交代するという講義の特殊性により、成績は各講義の終了後の

講義内容についてのレポートで総合的に評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00811K 介護等体験の基礎と方法 
担当教員名 曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利明、中島 弘徳、岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書 「介護等体験の基礎と方法」（テキスト、大学作成）を配付する。 

各講座では、講師が準備した資料も併用して講義を行う。 
アクティブラーニング  
キーワード  共生社会、ノーマライゼーション、バリアフリー、社会福祉施設、特別支援学

校 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 介護等体験の基礎と方法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  ①この講義の単位取得者のみが３年次で介護等体験に参加できる。 

 ②高等学校教員免許だけの取得希望者は本講義を履修する必要はない。 
シラバスコード FC00811K 
実務経験のある教員  
達成目標  ①義務教育担当の教員が介護の現場で体験をする必要を理解する。 

 ②社会福祉施設の概要を理解し、施設の実習にあたっては効果的に活動する。 
 ③特別支援学校の概要を理解し、学校の実習にあたっては効果的に活動する。 

受講者へのコメント  
連絡先 曽我雅比児 岡山理科大学理学部  １４号館４階 曽我研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Caregiving Experience 
関連科目  なし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  この講義は、介護等体験の内容を幅広く理解し、いかなる実践活動においても

効果的に活動することができる。 
対象学年 1 年 
授業内容 1 回  「介護等体験の講義」の実施方法について説明する。 

2 回  「介護等体験の意義」について説明する。 



3 回 「児童福祉施設」の概要と体験について説明する。 
4 回 「障害者福祉施設（知的障害者）」の概要と体験について説明する。 
5 回 「障害者福祉施設（身体障害者）」の概要と体験について説明する。 
6 回 「障害者福祉施設（精神障害者）」の概要と体験について説明する。 
7 回 「高齢者福祉施設（特別養護⽼人ホーム）」の概要と体験について説明する。 
8 回 「高齢者福祉施設（介護⽼人保健施設）」の概要と体験につい 

準備学習 1 回  テキスト「介護等体験の基礎と方法」〈以下「テキスト」と称する〉の第
１回の領域を予習しておくこと。 
2 回  テキストの第２回の領域を予習しておくこと。 
3 回  テキストの第３回の領域を予習しておくこと。 
4 回  テキストの第４回の領域を予習しておくこと。 
5 回  テキストの第５回の領域を予習しておくこと。 
6 回  テキストの第６回の領域を予習しておくこと。 
7 回  テキストの第７回の領域を予習しておくこと。 
8 回  テキストの第８回の領域を予習しておくこと。 
9 回  テキストの第９回の領域を予習して 

 



年度 2014 
授業コード FC008120 
成績評価  各講義で講師が交代するという講義の特殊性により、成績は各講義の終了後の

講義内容についてのレポートで総合的に評価する。 
曜日時限 金曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(11〜),バイオ・応用化学科(11〜),機械システム⼯学科(11〜),電気電子シ

ステム学科(11〜),情報⼯学科(11〜),知能機械⼯学科(11〜),生体医⼯学科(11
〜),建築学科(11〜),総合情報学部(11〜),生物地球学部(11〜) 

見出し FC008120 介護等体験の基礎と方法 
担当教員名 中島 弘徳、岡本 弥彦、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利明、

樋口 
単位数 2 
教科書 「介護等体験の基礎と方法」（テキスト、大学作成）を配付する。 

各講座では、講師が準備した資料も併用して講義を行う。 
アクティブラーニング  
キーワード  共生社会、ノーマライゼーション、バリアフリー、社会福祉施設、特別支援学

校 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 この講義（外部講師の講話）に感動した、あるいは大いに学ぶところがあったと

の感想が多く寄せられ、勇気づけられています。 
科目名 介護等体験の基礎と方法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  ①この講義の単位取得者のみが３年次で介護等体験に参加できる。 

 ②高等学校教員免許だけの取得希望者は本講義を履修する必要はない。 
シラバスコード FC008120 
実務経験のある教員  
達成目標  ①義務教育担当の教員が介護の現場で体験をする必要を理解する。 

 ②社会福祉施設の概要を理解し、施設の実習にあたっては効果的に活動する。 
 ③特別支援学校の概要を理解し、学校の実習にあたっては効果的に活動する。 

受講者へのコメント 自分なりに教職の魅力を発見し、教師像を作っていってください。 
連絡先 曽我雅比児 岡山理科大学理学部 １４号館４階曽我研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 おおむね妥当な評価と思います。大変参考になります。 
英文科目名 Introduction to Caregiving Experience 
関連科目  なし 
次回に向けての改善変更予定 指摘された点を踏まえて努力・⼯夫します。 
講義目的  この講義は、介護等体験の内容を幅広く理解し、いかなる実践活動においても



効果的に活動することができる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  「介護等体験の講義」の実施方法について説明する。 

2 回  「介護等体験の意義」について説明する。 
3 回 「児童福祉施設」の概要と体験について説明する。 
4 回 「障害者福祉施設（知的障害者）」の概要と体験について説明する。 
5 回 「障害者福祉施設（身体障害者）」の概要と体験について説明する。 
6 回 「障害者福祉施設（精神障害者）」の概要と体験について説明する。 
7 回 「高齢者福祉施設（特別養護⽼人ホーム）」の概要と体験について説明する。 
8 回 「高齢者福祉施設（介護⽼人保健施設）」の概要と体験につい 

準備学習 1 回  テキスト「介護等体験の基礎と方法」〈以下「テキスト」と称する〉の第
１回の領域を予習しておくこと。 
2 回  テキストの第２回の領域を予習しておくこと。 
3 回  テキストの第３回の領域を予習しておくこと。 
4 回  テキストの第４回の領域を予習しておくこと。 
5 回  テキストの第５回の領域を予習しておくこと。 
6 回  テキストの第６回の領域を予習しておくこと。 
7 回  テキストの第７回の領域を予習しておくこと。 
8 回  テキストの第８回の領域を予習しておくこと。 
9 回  テキストの第９回の領域を予習して 

 



年度 2014 
授業コード FC00812K 
成績評価  各講義で講師が交代するという講義の特殊性により、成績は各講義の終了後の

講義内容についてのレポートで総合的に評価する。 
曜日時限 金曜日 9・10 時限 
対象クラス 特別課程(14〜) 
見出し FC00812K 介護等体験の基礎と方法 
担当教員名 曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利明、中島 弘徳、岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書 「介護等体験の基礎と方法」（テキスト、大学作成）を配付する。 

各講座では、講師が準備した資料も併用して講義を行う。 
アクティブラーニング  
キーワード  共生社会、ノーマライゼーション、バリアフリー、社会福祉施設、特別支援学

校 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 介護等体験の基礎と方法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  ①この講義の単位取得者のみが３年次で介護等体験に参加できる。 

 ②高等学校教員免許だけの取得希望者は本講義を履修する必要はない。 
シラバスコード FC00812K 
実務経験のある教員  
達成目標  ①義務教育担当の教員が介護の現場で体験をする必要を理解する。 

 ②社会福祉施設の概要を理解し、施設の実習にあたっては効果的に活動する。 
 ③特別支援学校の概要を理解し、学校の実習にあたっては効果的に活動する。 

受講者へのコメント  
連絡先 曽我雅比児 岡山理科大学理学部 １４号館４階曽我研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Caregiving Experience 
関連科目  なし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  この講義は、介護等体験の内容を幅広く理解し、いかなる実践活動においても

効果的に活動することができる。 
対象学年 1 年 
授業内容 1 回  「介護等体験の講義」の実施方法について説明する。 

2 回  「介護等体験の意義」について説明する。 



3 回 「児童福祉施設」の概要と体験について説明する。 
4 回 「障害者福祉施設（知的障害者）」の概要と体験について説明する。 
5 回 「障害者福祉施設（身体障害者）」の概要と体験について説明する。 
6 回 「障害者福祉施設（精神障害者）」の概要と体験について説明する。 
7 回 「高齢者福祉施設（特別養護⽼人ホーム）」の概要と体験について説明する。 
8 回 「高齢者福祉施設（介護⽼人保健施設）」の概要と体験につい 

準備学習 1 回  テキスト「介護等体験の基礎と方法」〈以下「テキスト」と称する〉の第
１回の領域を予習しておくこと。 
2 回  テキストの第２回の領域を予習しておくこと。 
3 回  テキストの第３回の領域を予習しておくこと。 
4 回  テキストの第４回の領域を予習しておくこと。 
5 回  テキストの第５回の領域を予習しておくこと。 
6 回  テキストの第６回の領域を予習しておくこと。 
7 回  テキストの第７回の領域を予習しておくこと。 
8 回  テキストの第８回の領域を予習しておくこと。 
9 回  テキストの第９回の領域を予習して 

 



年度 2014 
授業コード FD000211 
成績評価 館園見学におけるワークシート及びレポート（30％）、小テスト（20％）、定期試

験（50％）によって、成績を評価する。なお、博物館学芸員養成課程の最終段階
である「博物館実習」において、履修生は、外部へのインターンシップを伴う館
園実習を履修しなければならない。当然のことながら、館園実習では、勤務態度
及び来館者への接遇態度に関する資質が厳しく問われることなる。そのため、本
講義の合否に関しては、平素の受講態度（館園見学を含む）に関する教員所見を
重視することになる。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜10),⼯学部(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 
見出し FD000211 博物館実習(再) 
担当教員名 徳澤 啓一、白石 純、清水 慶子、高橋 亮雄、名取 真人 
単位数 3 
教科書 講義中、適宜、指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 事前の指導、実務実習、館園見学、館園実習、事後の指導 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 博物館実習(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編 『博物館実習マニュアル』（芙蓉書

房出版） 
授業形態 実験実習 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。 

シラバスコード FD000211 
実務経験のある教員  
達成目標 見学を含む学内実習や館園実習での現場体験を通し、多様な館種の実態や学芸員

の業務を理解し、実践的能力を養う。 
受講者へのコメント  
連絡先 徳澤啓一研究室（７号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Museum Work Training 
関連科目 博物館学Ⅰ、博物館学Ⅱ、教育学原論（基礎理学科は教育基礎論）、視聴覚教育メ

ディア論、生涯学習概論、博物館実習（館園実習を含む）、自然史Ⅰ（動物学科は
動物史、生物地球システム学科は人類学概論Ⅰ）、自然史Ⅱ（動物学科は進化動物



学、生物地球システム学科は人類学概論Ⅱ）、文化史Ⅰ（社会情報学科は遺跡と遺
物）、文化史Ⅱ（社会情報学科は⺠俗学） 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 博物館資料の収集、整理保管、展示等についての博物館における実習 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 事前の指導(1) 実務実習に関するオリエンテーション 

2 回 館園見学及び館園実習に関する事前の指導(1) 
 館園実習（原則、夏期休暇中、インターンシップ形式で実施する） 
  実習期間は、５日以上とする。 
  基本的には、受け入れ館園の方針に従うものとする。 
  
 （館園実習実施計画例） 
  １日目 館園実習 資料の取扱い及び整理分類に関するもの 
  ２日目 館園実習 資料の調査・研究方法に関するもの 
  ３日目 館園実習 標本等の実物（１次）資料の作成に関するもの 
  ４日目 館園実習 展示の方法 

準備学習 1 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
2 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
5 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
8 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
9 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
10 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
11 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
12 回 テキストの該当 

 



年度 2014 
授業コード FD000221 
成績評価 館園見学におけるワークシート及びレポート（30％）、小テスト（20％）、定期試

験（50％）によって、成績を評価する。なお、博物館学芸員養成課程の最終段階
である「博物館実習」において、履修生は、外部へのインターンシップを伴う館
園実習を履修しなければならない。当然のことながら、館園実習では、勤務態度
及び来館者への接遇態度に関する資質が厳しく問われることなる。そのため、本
講義の合否に関しては、平素の受講態度（館園見学を含む）に関する教員所見を
重視することになる。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜10),⼯学部(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 
見出し FD000221 博物館実習(再) 
担当教員名 徳澤 啓一、高橋 亮雄 
単位数 3 
教科書 講義中、適宜、指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 事前の指導、実務実習、館園見学、館園実習、事後の指導 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 博物館実習(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編 『博物館実習マニュアル』（芙蓉書

房出版） 
授業形態 実験実習 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。 

シラバスコード FD000221 
実務経験のある教員  
達成目標 見学を含む学内実習や館園実習での現場体験を通し、多様な館種の実態や学芸員

の業務を理解し、実践的能力を養う。 
受講者へのコメント  
連絡先 徳澤啓一研究室（７号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Museum Work Training 
関連科目 博物館学Ⅰ、博物館学Ⅱ、教育学原論（基礎理学科は教育基礎論）、視聴覚教育メ

ディア論、生涯学習概論、博物館実習（館園実習を含む）、自然史Ⅰ（動物学科は
動物史、生物地球システム学科は人類学概論Ⅰ）、自然史Ⅱ（動物学科は進化動物



学、生物地球システム学科は人類学概論Ⅱ）、文化史Ⅰ（社会情報学科は遺跡と遺
物）、文化史Ⅱ（社会情報学科は⺠俗学） 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 博物館資料の収集、整理保管、展示等についての博物館における実習 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 事前の指導(1) 実務実習に関するオリエンテーション 

2 回 館園見学及び館園実習に関する事前の指導(1) 
 館園実習（原則、夏期休暇中、インターンシップ形式で実施する） 
  実習期間は、５日以上とする。 
  基本的には、受け入れ館園の方針に従うものとする。 
  
 （館園実習実施計画例） 
  １日目 館園実習 資料の取扱い及び整理分類に関するもの 
  ２日目 館園実習 資料の調査・研究方法に関するもの 
  ３日目 館園実習 標本等の実物（１次）資料の作成に関するもの 
  ４日目 館園実習 展示の方法 

準備学習 1 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
2 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
5 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
8 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
9 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
10 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
11 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
12 回 テキストの該当 

 



年度 2014 
授業コード FD000231 
成績評価 館園見学におけるワークシート及びレポート（30％）、小テスト（20％）、定期試

験（50％）によって、成績を評価する。なお、博物館学芸員養成課程の最終段階
である「博物館実習」において、履修生は、外部へのインターンシップを伴う館
園実習を履修しなければならない。当然のことながら、館園実習では、勤務態度
及び来館者への接遇態度に関する資質が厳しく問われることなる。そのため、本
講義の合否に関しては、平素の受講態度（館園見学を含む）に関する教員所見を
重視することになる。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(〜10),⼯学部(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 
見出し FD000231 博物館実習(再) 
担当教員名 徳澤 啓一、高橋 亮雄、大澤 正幸＊ 
単位数 3 
教科書 講義中、適宜、指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 事前の指導、実務実習、館園見学、館園実習、事後の指導 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 博物館実習(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編 『博物館実習マニュアル』（芙蓉書

房出版） 
授業形態 実験実習 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。 

シラバスコード FD000231 
実務経験のある教員  
達成目標 見学を含む学内実習や館園実習での現場体験を通し、多様な館種の実態や学芸員

の業務を理解し、実践的能力を養う。 
受講者へのコメント  
連絡先 徳澤啓一研究室（７号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Museum Work Training 
関連科目 博物館学Ⅰ、博物館学Ⅱ、教育学原論（基礎理学科は教育基礎論）、視聴覚教育メ

ディア論、生涯学習概論、博物館実習（館園実習を含む）、自然史Ⅰ（動物学科は
動物史、生物地球システム学科は人類学概論Ⅰ）、自然史Ⅱ（動物学科は進化動物



学、生物地球システム学科は人類学概論Ⅱ）、文化史Ⅰ（社会情報学科は遺跡と遺
物）、文化史Ⅱ（社会情報学科は⺠俗学） 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 博物館資料の収集、整理保管、展示等についての博物館における実習 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 事前の指導(1) 実務実習に関するオリエンテーション 

2 回 館園見学及び館園実習に関する事前の指導(1) 
 館園実習（原則、夏期休暇中、インターンシップ形式で実施する） 
  実習期間は、５日以上とする。 
  基本的には、受け入れ館園の方針に従うものとする。 
  
 （館園実習実施計画例） 
  １日目 館園実習 資料の取扱い及び整理分類に関するもの 
  ２日目 館園実習 資料の調査・研究方法に関するもの 
  ３日目 館園実習 標本等の実物（１次）資料の作成に関するもの 
  ４日目 館園実習 展示の方法 

準備学習 1 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
2 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
5 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
8 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
9 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
10 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
11 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
12 回 テキストの該当 

 



年度 2014 
授業コード FD000310 
成績評価 定期試験により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),基礎

理学科(〜14),生物化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),バイオ・応用化学科(〜
14),機械システム⼯学科(〜14),電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),
知能機械⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),建築学科(〜14),情報科学科(〜14),
社会情報学科(〜14),建築学科(〜14) 

見出し FD000310 自然史Ⅰ 
担当教員名 高橋 亮雄 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 地史、生物地理、生物、層序 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 日本の成り立ちが分かった、おもしろかった、というコメントは励みになりまし

た。普通の教室がよかった、というコメントについては私の力ではどうしようも
なく、教務課による適切な教室の確保を望みたいと思います。 

科目名 自然史Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 太⽥陽子ほか（2001）日本の地形 1 総説．東京大学出版会． 

平 朝彦（1990）日本列島の誕生．岩波書店． 
増⽥隆一・阿部 永（2005）動物地理の自然史．北海道大学出版会． 
琉球大学 21 世紀 COE プログラム編集委員会（2006）美ら海の自然史．東海大
学出版会．など 

授業形態 講義 
注意備考 講義計画は変更されることがある． 
シラバスコード FD000310 
実務経験のある教員  
達成目標 ・自然史系博物館（とくに岡山県および近隣県の博物館）で展示されている地学

系の展示を適切に理解できるようになること。 
受講者へのコメント セミナールームのような小さく⿊板も備わっていない使い勝手の悪い教室での

講義であったため、履修者のみなさんは⼾惑ったと思います。大学側による適切
な教室の確保を強く望みたいと思います。 

連絡先 研究室（13 号館 1 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]1)約 62％の履修者が無欠席、2)約 62％が時間外学習なし、3）約 46％が時間
外学習に取り組んだ、という回答を得た。[B]約 69％がこの分野への理解、興味、
関⼼が深まった、という回答であった。[C]5）約 69％が目標を達成、もしくはだ



いたい達成した、6）約 92％が教員の意欲が感じられた、、7)約 92％がこの講義
について満足、もしくはだいたい満足した、という回答であった。[E]項目のうち
8）において 1 名より｢毎回の学習内容を明示してほしい」という回答がみられ
た。9)では 1 名より板書等がよくみえなかった 

英文科目名 Natural History I 
関連科目 自然史 II、博物館学 I、II、III、博物館実習 
次回に向けての改善変更予定 決して広くないホワイトボードに板書するため、どうしても見づらくなります。

できるだけ大きく文字を書くよう努めたいと思います。 
講義目的 自然史系博物館で多く取り上げられている地史について、地質、層序、生物化石

を中⼼に概説し、博物館展示に込められたメッセージの理解をめざす。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：本講義の概要と目標を説明する。 

2 回 地層から読み解くことのできる過去の情報について解説する。 
3 回 地形図および地質図の読み方と地質年代について解説する。 
4 回 日本の地質構造とプレートテクトニクスについて概説する。 
5 回 古生代の日本の地形と生物相について概説する。 
6 回 中生代の日本の地形と環境について概説する。 
7 回 日本の中生界から知られる脊椎動物化石について解説する。 
8 回 新第三紀中新世の日本の環境および陸生生物相について解説する。 
9 回 日本海がどのようにして成立 

準備学習 1 回 本シラバスを読んで、学習の過程を理解しておくこと。 
2 回 高校までの教科書や書籍等で地層・地質の項目について読んでおくこと。 
3 回 配布されたプリントや書籍等で地質年代について調べておくこと。 
4 回 事前に配布したプリントに目を通しておくこと。 
5 回 事前に配布したプリントに目を通しておくこと。 
6 回 事前に配布したプリントに目を通しておくこと。 
7 回 日本産の恐⻯化石について、インターネット等で調べておくこと。 
8 回 事前に配布したプリントに目を通しておくこと。 
9 回 陸域だった日本海域が開くと、 

 



年度 2014 
授業コード FD000410 
成績評価 定期試験により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),基礎

理学科(〜14),生物化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),バイオ・応用化学科(〜
14),機械システム⼯学科(〜14),電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),
知能機械⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),建築学科(〜14),情報科学科(〜14),
社会情報学科(〜14),建築学科(〜14) 

見出し FD000410 自然史Ⅱ 
担当教員名 高橋 亮雄 
単位数 2 
教科書 資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 脊椎動物、化石、進化、地史 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 図や絵が分かりやすかった、実物標本を手に取ってみることができてよかったと

のコメントがあった。今後の講義の参考としたい。 
科目名 自然史Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Benton M.J. (2005) Vertebrate Palaeontology. Third Edition. Blackwell 

Publishing. 
Kardong K.V. (2006) Vertebrates - Comparative Anatomy, Function, Evolution. 
Fourth Edition. McGraw Hill. 
松井正文 編（2006）バイオディバーシティシリーズ 7 脊椎動物の多様性と系
統．裳華房． 
佐藤ほか 編（2004）シリーズ進化学 1 マク 

授業形態 講義 
注意備考 講義計画・内容は変更されることがある． 
シラバスコード FD000410 
実務経験のある教員  
達成目標 自然史系博物館（とくに岡山県および近隣県の博物館：倉敷市立自然史博物館な

ど）で展示されている脊椎動物の化石の学術的な意味や進化史を適切に理解でき
るようになることを目標とする。 

受講者へのコメント 講義における受講者の反応がよかったため、円滑に講義を進めることができまし
た。 

連絡先 研究室（１３号館１階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 A-1 項目：約 76％が欠席回数 1 未満であった。Ａ-2 項目：71％より授業時間外
にも学習したとの回答を得た。Ａ-3 項目：約 29％が宿題に取り組み、約 59％が



自主的に資料等を利用して学習を進めたとの回答を得た。Ｂ項目：約 82％がこの
分野への理解が深まったとの回答を得た。C-5 項目：この講義の目標を約 29％が
達成できた、約 59％がだいたいできた、との回答を得た。Ｃ-6 項目：約 77％よ
り教員の意欲が感じられた、との回答を得た。Ｃ-7 項目：この講義に約 71％が
満足した、約 24％がほぼ満足との回答が得られた。不満と回 

英文科目名 Natural History II 
関連科目 自然史 I、博物館学 I、II、III、博物館実習 
次回に向けての改善変更予定 なるべく実物標本や写真等を用いて講義を進めたが、一部準備できなかったもの

もあった。このため、今後、さらなる資料の充実に努めたい。 
講義目的 自然史系博物館や水族館の展示で多く取り上げられている脊椎動物の進化につ

いて、化石種を中⼼に概説し、展示の意味および展示制作者の意図の理解をめざ
す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：本講義の概要と目標を説明する。 

2 回 “魚類”と呼ばれる動物について概説する。 
3 回 無顎類：ヌタウナギとヤツメウナギとはどういった“魚”なのか、解説する。 
4 回 鎧で覆われた“魚”の進化史、多様性および特徴について解説する。 
5 回 軟骨魚類と棘魚類の進化史、多様性および特徴について解説する。 
6 回 肉鰭類 1−シーラカンス類の進化史、多様性および特徴について解説する。 
7 回 肉鰭類 2−肺魚類の進化史、多様性および特徴について解説する。 
8 回 “魚”から四肢動物への進化がどのように 

準備学習 1 回 本シラバスを読んで、学習の過程を理解しておくこと。 
2 回 スーパーや⾷卓などで見かける“魚”を観察しておくこと。 
3 回 事前に配布したプリントに目を通しておくこと。 
4 回 博物館で甲冑魚と呼ばれる魚類を見ておくこと。 
5 回 サメについて書籍等で調べておくこと。 
6 回 よく知られたシーラカンスの分布や生態についてしらべておくこと。 
7 回 肺魚類とシーラカンス類の違いについて、配布資料で予習しておくこと。 
8 回 事前に配布したプリントに目を通しておくこと。 
9 回 迷⻭両生類についての配布資料を見ておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FD000710 
成績評価 定期試験（100%）によって、成績を評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),基礎

理学科(〜14),生物化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),バイオ・応用化学科(〜
14),機械システム⼯学科(〜14),電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),
知能機械⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),建築学科(〜14),情報科学科(〜14),
建築学科(〜14) 

見出し FD000710 文化史Ⅰ 
担当教員名 庄⽥ 慎矢＊ 
単位数 2 
教科書 講義中、適宜、指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 文化史Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中、適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。 

シラバスコード FD000710 
実務経験のある教員  
達成目標 この講義では、先史時代から現代にいたるまでの様々な資料を用いて、人類がど

のように「⾷」と向き合ってきたのかを、様々な角度から見ていく。扱う資料は、
石ころであったり焼き物であったり、あるいは⽊や金属でできたものであった
り、古い文書であったり、あるいは絵画や写真であったり様々である。聴講者に
は、⾷に対する幅広い関⼼と、現在と過去を積極的に関連付けて理解しようとす
る姿勢が求められる。 

受講者へのコメント 引き続き⾷の問題に関⼼を持ち続けてください。 
連絡先 徳澤啓一研究室（７号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Cultural History I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 学生に関⼼をもってもらえるよう、情熱が伝わるよう、⼯夫を続けていきたい。 



講義目的 どんな人も、何も⾷べずには生きていくことはできない。現代社会に生きる私た
ちの身の周りには様々な⾷べ物があふれているが、これらはなぜ、どうやって私
たちの⾷卓に上るようになったのであろうか？この講義では、「⾷」という身近
なテーマを手掛かりに、現在の私たちの生活と人類の歴史との密接な関わりを具
体的に学ぶことを通し、各自が現代における⾷の問題を広い視点から考える力を
つけることを目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 

⾷の文化と歴史へ招待する。 
2 回 世界の⾷文化の多様性 
所変われば⾷変わることを講義する。 
3 回 米⾷の歴史 
中国の稲作起源と日本への伝来について講義する。 
4 回 雑穀⾷の歴史 
アワ、キビ、ヒエ⾷の歴史について講義する。 
5 回 パン⾷の歴史 
コムギの起源から日本のパン⾷文化までについて講義する。 
6 回 ⽊の実・根茎⾷の歴史 
縄文時代の⽊の実⾷から現代のナッツ⾷までについて講義する。 
7 回 肉⾷・魚⾷の歴史 
先史時代からの狩猟・漁撈の歴史について講義する。 
8 回 ミルクの歴史 
動物の家畜化 

準備学習 1 回 書籍や Web を用いて⾷文化の歴史に関して調べておくこと。 
2 回 書籍や Web を用いて⾷文化の多様性に関して調べておくこと。 
3 回 書籍や Web を用いて米⾷の歴史に関して調べておくこと。 
4 回 書籍や Web を用いて雑穀⾷の歴史に関して調べておくこと。 
5 回 書籍や Web を用いてパン⾷の歴史に関して調べておくこと。 
6 回 書籍や Web を用いてナッツ⾷の歴史に関して調べておくこと。 
7 回 書籍や Web を用いて肉⾷・魚⾷の歴史に関して調べておくこと。 
8 回 書籍や Web を用いてミルクの歴史に関して調べておく 

 



年度 2014 
授業コード FD000810 
成績評価 講義への参加度（20%）、毎回の小テスト（30％）、定期試験（50%）を総合的に

判断する。いずれも欠けてはならない。 
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),基礎

理学科(〜14),生物化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),バイオ・応用化学科(〜
14),機械システム⼯学科(〜14),電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),
知能機械⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),建築学科(〜14),情報科学科(〜14),
建築学科(〜14) 

見出し FD000810 文化史Ⅱ 
担当教員名 辻 貴志＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない。毎回レジュメを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 人類、環境、生業活動、生物 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 講師が東南アジア研究（人類学）が専門のため、話題のほとんどは東南アジアが

中⼼となった。しかし、学生たちは日本にいてはわからない、ネットや本ではわ
からない、生々しいフィールドワークの結果から自分たちとの接点を見出したよ
うだ。また、文化や人間が中⼼の講義内容であったが、世界の見方の変化、人間
と文化の関係性に興味を持っていただけたようで、本講義はほぼ成功裏に終わっ
たと充実感を抱くしだいである。 

科目名 文化史Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中、適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 １）毎回、講義内容に関連する⺠族誌映像を視聴する予定である。 

２）毎回、講義内容にかんする小テストを実施する。受講者はつねに予習と復習
がもとめられる。 
３）講義中の私語、携帯電話など、講義のさまたげとなる学生の聴講はかたくお
断りしたい。 

シラバスコード FD000810 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ 自然を利用して生きる人びとの生活や文化について理解を深める。 

・ ⺠俗的な自然観がいかに合理的かつ科学的であるか理解する。 
・ 世界各地の生物資源がいかに世界史やわれわれ自身と深い関係がある
か理解する。 
・ 環境破壊や環境保護が、いかに人類の生活や文化、生物資源、地球環境
にインパクトをおよぼしているか、身近な問題として意識することを目指す。 

受講者へのコメント いずれの学生も理系であったが、文系の講義について柔軟に対応しようとする意



欲と個性が伺い知れるなど、ほぼ理想的な講義を実践できた。 
連絡先 tsuji@idc.minpaku.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 4 人のみの聴講にとどまった分、本講義は学生と面と向かって文化史のおもしろ
さや問題点などについて、じっくりと対話することで学生たちの興味関⼼だけで
なく、発想力も磨けたことが十分に確認できた。 

英文科目名 Cultural History II 
関連科目 文化史、⺠俗学、⺠族学 
次回に向けての改善変更予定 文系と理系は融合すべく理想があるが、なかなか難しいのが実情である。今回の

講義の結果、理系の学生の文系分野についての関⼼の深さ、あるいは無関⼼が伺
えた。今後の講義では、学生の関⼼についてはそれを充実させ、無関⼼について
は学生の意見を聞くなり改善していきたい。 

講義目的 人類は、その進化の過程において、身体だけでなく、道具や技術を発達させるこ
とで、さまざまな環境への適応をなしとげた。また、人類は所与の環境から生物
資源を利用することで、生業基盤を維持してきた。人類と自然との関係は、生物
資源を利用した生業活動や文化のなかに色濃く読み取ることが可能である。本講
義では、まず、世界各地の文化圏における１）自然を利用して生きる人びとの生
業活動、２）自然にたいする知恵や知識、３）生物資源をめぐる通地域・文化間
のネットワークについて概観することで人類と自然との具体的な関係性につい
て論ずる 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の進め方や内容についてガイダンスする。 

2 回 人類の進化と環境適応について学習する。 
3 回 生業活動①：漁撈について学習する。 
4 回 生業活動②：農業について学習する。 
5 回 生業活動③：狩猟について学習する。 
6 回 生業活動④：採集について学習する。 
7 回 ドメスティケーションについて学習する。 
8 回 マイナー・サブシステンスについて学習する。 
9 回 エスノ・サイエンスについて学習する。 
10 回 生物にかんする伝承とタブーについて学習する。 
11 回 ⾷文化と生物について学習する。 
12 回 生物 

準備学習 1 回 シラバスによく目をとおしておくこと。 
2 回 前回の講義内容をよく理解しておくこと。 
3 回 前回までの講義内容をよく理解しておくこと。 
4 回 前回までの講義内容をよく理解しておくこと。 
5 回 前回までの講義内容をよく理解しておくこと。 
6 回 前回までの講義内容をよく理解しておくこと。 
7 回 前回までの講義内容をよく理解しておくこと。 
8 回 前回までの講義内容をよく理解しておくこと。 



9 回 前回までの講義内容をよく理解しておくこと。 
10 回 前回までの講義内容をよく理解しておくこと。 
11 回 前回までの 

 



年度 2014 
授業コード FD000820 
成績評価 講義中に実施するリアクションペーパー（5 割）、期末試験（5 割）から、総合的

に成績評価をおこなう。 
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),基礎

理学科(〜14),生物化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),バイオ・応用化学科(〜
14),機械システム⼯学科(〜14),電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),
知能機械⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),建築学科(〜14),情報科学科(〜14),
建築学科(〜14) 

見出し FD000820 文化史Ⅱ 
担当教員名 中村 真里絵＊ 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 文化、文化人類学、フィールドワーク、自文化と異文化、文化相対主義 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 講義内容に関⼼を持ってもらえ、これから自発的に学ぶきっかけになってもらえ

たようで、良かったと思う。 
また、講義のよりよい理解をめざし、短時間の映像を視聴する機会を設けたが、
それもうまく機能してくれたようである。 

科目名 文化史Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際に、随時提示する。 
授業形態 講義 
注意備考 理解を助けるために、ビデオや DVD などを用いて映像の視聴もおこなう。 
シラバスコード FD000820 
実務経験のある教員  
達成目標 ①「文化」とは何かを理解する。②自文化および、異文化を客観的に理解する視

点を習得する。③文化の多様性と普遍性を理解する。 
受講者へのコメント 皆さんの関⼼や意見を直接聞く機会があったため、そうした話題も組み込みなが

ら講義をすることができたと思います。 
人類は⻑い歴史的過程のなかで、多様な文化を築いてきました。これからの人生
において、相手を理解するというときに、この講義のことを思い出すことがあれ
ば、うれしいです。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 5 限目の疲れている時限だったのにもかかわらず、学生たちが講義内容に関⼼を
持ち、学ぶ意識を持って取り組んでくれていたのが、アンケート集計にあらわれ
ていた。特に、自主的に学んでいる姿がうかがえて、非常によかったと思う。 



英文科目名 Cultural History II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 今年度は、受講人数が少なかった分、学生とコミュニケーションをとりながら、

講義をすすめることができたのがよかったと思う。受講人数が増えても、そうし
たコミュニケーション面を⼯夫しながら、講義をしたいと思う。 

講義目的 グローバリズムが進む現代社会において、人生をより豊かに生きるために、文化
の多様なあり方を総合的に捉える視点を身に付けることを目指す。 
私たちの身近な文化現象を東南アジアや日本の事例等を取り上げ、各社会の文化
やそこで生きる人々の生活について考察することにより、現代社会における自文
化及び異文化理解の方法とその重要性について学び、文化への理解を深めてい
く。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：本講義について説明する。 

2 回 「文化」とは何か：文化の概念について講義する。 
3 回 フィールドワーク(1)：文化について調査する際の方法論について講義する。 
4 回 フィールドワーク(2)：文化について調査する際の方法論について講義する。 
5 回 「文化」をめぐる動向(1)：近年の文化をめぐる動きとして、観光現象につ
いて講義する。 
6 回 「文化」をめぐる動向(2)：近年の文化をめぐる動きとして、観光現象につ
いて講義する。 
7 回 「文化」をめぐる動向(3)：近年の文化をめぐる動きとし 

準備学習 1 回 シラバスを読み、講義の流れを確認してくること。 
2 回 前回の講義内容を確認すること。 
3 回 前回の講義内容を確認すること。 
4 回 前回の講義内容を確認すること。 
5 回 前回の講義内容を確認すること。 
6 回 前回の講義内容を確認すること。 
7 回 前回の講義内容を確認すること。 
8 回 前回の講義内容を確認すること。 
9 回 前回の講義内容を確認すること。 
10 回 前回の講義内容を確認すること。 
11 回 前回の講義内容を確認すること。 
12 回 前回の講義内容を確認すること。 
13 回 前回の講義内容を確認する 

 



年度 2014 
授業コード FD000830 
成績評価 （１）講義中に行う小テストおよびレポート５０％ 

（２）期末試験５０％ 
以上の方法により、総合的に評価する。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学科(〜14),化学科(〜14),物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14),基礎

理学科(〜14),生物化学科(〜14),臨床生命科学科(〜14),バイオ・応用化学科(〜
14),機械システム⼯学科(〜14),電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),
知能機械⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),建築学科(〜14),情報科学科(〜14),
建築学科(〜14) 

見出し FD000830 文化史Ⅱ 
担当教員名 谷口 陽子＊ 
単位数 2 
教科書 教科書は使用せず、講義中に適宜資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 文化、エティック／エミック、日本文化論、岡山の⺠俗 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 文化史Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 参考文献は講義中に随時提示する。 
授業形態 講義 
注意備考 参考文献は講義中に随時提示する。 
シラバスコード FD000830 
実務経験のある教員  
達成目標 文化とはなにかについて理解する。 

文化を研究する視点および方法について学ぶ。 
「日本文化」とはなにかについて理解を深める。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Cultural History II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では、文化とはなにか、文化を研究することとはどのようなことかについ

て学んだうえで、あらためて「日本文化」とはなにかを見つめなおし、岡山地域
の⺠俗についての理解も深めることを目標とする。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 第１回：シラバスを読み、講義内容を確認しておくこと。 

第２回目〜１３回：前回の講義内容の復習をしておくこと。 
第１４回：全体でのディスカッションに向け、全１４回の講義内容の復習をして
おくこと。 
第１５回：全１５回の講義内容の復習をしておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FD001111 
成績評価 館園見学におけるワークシート及びレポート（30％）、小テスト（20％）、定期試

験（50％）によって、成績を評価する。なお、博物館学芸員養成課程の最終段階
である「博物館実習」において、履修生は、外部へのインターンシップを伴う館
園実習を履修しなければならない。当然のことながら、館園実習では、勤務態度
及び来館者への接遇態度に関する資質が厳しく問われることなる。そのため、本
講義の合否に関しては、平素の受講態度（館園見学を含む）に関する教員所見を
重視することになる。 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜11),⼯学部(〜11),総合情報学部(〜11) 
見出し FD001111 博物館学Ⅰ 
担当教員名 徳澤 啓一、中村 浩＊ 
単位数 2 
教科書 『新時代の博物館学』／全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編／芙蓉書房出

版 
アクティブラーニング  
キーワード 博物館学の目的・方法・構成、博物館の定義、博物館の歴史と現状 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 博物館学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中、適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。 

シラバスコード FD001111 
実務経験のある教員  
達成目標 ・博物館の目的と機能・博物館の歴史・博物館の現状・博物館倫理・博物館関係

法令・生涯学習と博物館 
受講者へのコメント  
連絡先 徳澤啓一研究室（７号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Museum Science I 
関連科目 生涯学習概論、博物館経営論、博物館資料論、博物館資料保存論、博物館展示論、

教育学原論（基礎理学科：教育基礎論）、博物館教育論、博物館情報論、博物館実
習Ⅰ、博物館実習Ⅱ（生物地球学部：野外博物館実習Ⅰ〜Ⅹ）自然史Ⅰ（動物学



科：地史・古生物学、生物地球学部：地球科学概論Ⅰ）、自然史Ⅱ（動物学科：進
化動物学、生物地球学部：生物科学概論）、文化史Ⅰ（社会情報学科：遺跡と遺
物、生物地球学部：考古学概論Ⅰ）、文化史Ⅱ（動物学科：動物誌、社会情報学科：
⺠俗学） 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 博物館に関する基礎的知識を理解し、専門性の基礎となる能力を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

 本講義の内容を概説する。 
2 回 博物館学の目的・方法・構成(1) 
  「博物館学の目的・方法・構成」に関する内容を講義する。 
3 回 博物館学の目的・方法・構成(2) 
  「博物館学史」に関する内容を講義する。 
4 回 博物館の定義(1) 
  「定義（類縁機関との違いを含む）」に関する内容を講義する。 
5 回 博物館の定義(2) 
  「種類（館種、設置者別、法的区分等）、目的，機能」に関する内容を講義する。 
6 回 博物館の定義(3) 
 「博物館関係法令」 
7 回 博物館の歴史と現状(1 

準備学習 1 回 『教職・博物館学芸員履修の手引き』の「2.博物館学芸員課程」を読んでお
くこと。 
2 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
5 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
8 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
9 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
10 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
11 回 見学館園のホームペ 

 



年度 2014 
授業コード FD001121 
成績評価 館園見学におけるワークシート及びレポート（30％）、小テスト（20％）、定期試

験（50％）によって、成績を評価する。なお、博物館学芸員養成課程の最終段階
である「博物館実習」において、履修生は、外部へのインターンシップを伴う館
園実習を履修しなければならない。当然のことながら、館園実習では、勤務態度
及び来館者への接遇態度に関する資質が厳しく問われることなる。そのため、本
講義の合否に関しては、平素の受講態度（館園見学を含む）に関する教員所見を
重視することになる。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜11),⼯学部(〜11),総合情報学部(〜11) 
見出し FD001121 博物館学Ⅰ 
担当教員名 徳澤 啓一、猪原 千恵＊ 
単位数 2 
教科書 『新時代の博物館学』／全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編／芙蓉書房出

版 
アクティブラーニング  
キーワード 博物館学の目的・方法・構成、博物館の定義、博物館の歴史と現状 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 博物館学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中、適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。 

シラバスコード FD001121 
実務経験のある教員  
達成目標 ・博物館の目的と機能・博物館の歴史・博物館の現状・博物館倫理・博物館関係

法令・生涯学習と博物館 
受講者へのコメント  
連絡先 徳澤啓一研究室（７号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Museum Science I 
関連科目 生涯学習概論、博物館経営論、博物館資料論、博物館資料保存論、博物館展示論、

教育学原論（基礎理学科：教育基礎論）、博物館教育論、博物館情報論、博物館実
習Ⅰ、博物館実習Ⅱ（生物地球学部：野外博物館実習Ⅰ〜Ⅹ）自然史Ⅰ（動物学



科：地史・古生物学、生物地球学部：地球科学概論Ⅰ）、自然史Ⅱ（動物学科：進
化動物学、生物地球学部：生物科学概論）、文化史Ⅰ（社会情報学科：遺跡と遺
物、生物地球学部：考古学概論Ⅰ）、文化史Ⅱ（動物学科：動物誌、社会情報学科：
⺠俗学） 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 博物館に関する基礎的知識を理解し、専門性の基礎となる能力を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

 本講義の内容を概説する。 
2 回 博物館学の目的・方法・構成(1) 
  「博物館学の目的・方法・構成」に関する内容を講義する。 
3 回 博物館学の目的・方法・構成(2) 
  「博物館学史」に関する内容を講義する。 
4 回 博物館の定義(1) 
  「定義（類縁機関との違いを含む）」に関する内容を講義する。 
5 回 博物館の定義(2) 
  「種類（館種、設置者別、法的区分等）、目的，機能」に関する内容を講義する。 
6 回 博物館の定義(3) 
 「博物館関係法令」 
7 回 博物館の歴史と現状(1 

準備学習 1 回 『教職・博物館学芸員履修の手引き』の「2.博物館学芸員課程」を読んでお
くこと。 
2 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
5 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
8 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
9 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
10 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
11 回 見学館園のホームペ 

 



年度 2014 
授業コード FD001210 
成績評価 レポートや小テストを考慮しつつ、定期試験によって、成績を評価する。なお、

博物館学芸員養成課程の最終段階である「博物館実習」において、履修生は、外
部へのインターンシップを伴う館園実習を履修しなければならない。当然のこと
ながら、館園実習では、勤務態度及び来館者への接遇態度に関する資質が厳しく
問われることなる。そのため、本講義の合否に関しては、平素の受講態度（館園
見学を含む）に関する教員所見を重視することになる。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(〜11),⼯学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学部(〜11) 
見出し FD001210 博物館学Ⅱ(再) 
担当教員名 徳澤 啓一 
単位数 2 
教科書 新時代の博物館学／全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編／芙蓉書房出版

／9784829505519 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 博物館学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中、適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。 

シラバスコード FD001210 
実務経験のある教員  
達成目標 ・博物館資料の収集・博物館資料の整理保管・博物館資料の保存・博物館資料の

展示・博物館における調査研究活動の意義と方法 
受講者へのコメント  
連絡先 徳澤啓一研究室（７号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Museum Science II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 博物館資料の収集、整理保管・展示等に関する理論や方法に関する知識・技術の

習得を図る。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

本講義の内容を概説する。 
2 回 博物館資料論(1) 
 「博物館資料」に関する内容を講義する。 
3 回 博物館資料論(2) 
 「コレクションと資料価値」に関する内容を講義する。 
4 回 博物館資料論(3) 
 「博物館の機能と役割」に関する内容を講義する。 
5 回 博物館資料論(4) 
 「収集の方法」に関する内容を講義する。 
6 回 博物館資料論(5) 
 「採集発掘・購入・借入など」に関する内容を講義する。 
7 回 博物館資料論(6) 
 「登録」に関する内容を講義する。 
8 回 博物館資料保存論 

準備学習 1 回 『教職・博物館学芸員課程履修の手引き』の「２．博物館学芸員課程」を読
んでおくこと。 
2 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
5 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
8 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
9 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
10 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
11 回 テキストの該当 

 



年度 2014 
授業コード FD001310 
成績評価 館園見学におけるワークシート及びレポート（30％）、小テスト（20％）、定期試

験（50％）によって、成績を評価する。なお、博物館学芸員養成課程の最終段階
である「博物館実習」において、履修生は、外部へのインターンシップを伴う館
園実習を履修しなければならない。当然のことながら、館園実習では、勤務態度
及び来館者への接遇態度に関する資質が厳しく問われることなる。そのため、本
講義の合否に関しては、平素の受講態度（館園見学を含む）に関する教員所見を
重視することになる。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(〜11),⼯学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学部(〜11) 
見出し FD001310 博物館学Ⅲ(再) 
担当教員名 徳澤 啓一 
単位数 2 
教科書 『新時代の博物館学』／全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編／芙蓉書房出

版 
『新しい博物館学』を持っている学生は古い教科書でも可。 

アクティブラーニング  
キーワード 博物館経営論・博物館情報論 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 博物館学Ⅲ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中、適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。 

シラバスコード FD001310 
実務経験のある教員  
達成目標 ・博物館の行財政制度・ミュージアム・マネージメント・博物館の職員及び施設・

設備・博物館における教育普及活動の意義と方法・博物館における情報の意義・
博物館における情報の提供と活用の方法・博物館における情報機器 

受講者へのコメント  
連絡先 徳澤啓一研究室（７号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Museum Science III 
関連科目 博物館学Ⅰ、博物館学Ⅱ、教育学原論（基礎理学科は教育基礎論）、視聴覚教育メ



ディア論、生涯学習概論、博物館実習（館園実習を含む）、自然史Ⅰ（動物学科は
動物史、生物地球システム学科は人類学概論Ⅰ）、自然史Ⅱ（動物学科は進化動物
学、生物地球システム学科は人類学概論Ⅱ）、文化史Ⅰ（社会情報学科は遺跡と遺
物）、文化史Ⅱ（社会情報学科は⺠俗学） 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ・博物館経営及び博物館における教育普及活動について理解を図る。・博物館に

おける情報の意義と活用方法について理解を図る。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

 本講義の内容を概説する。 
2 回 博物館経営論(1) 
 「博物館の利用者」に関する内容を講義する。 
3 回 博物館経営論(2) 
 「学校教育・社会教育との連携」に関する内容を講義する。 
4 回 博物館経営論(3) 
 「子どもの博物館」に関する内容を講義する。 
5 回 博物館経営論(4) 
 「ハンズオン」に関する内容を講義する。 
6 回 博物館経営論(5) 
 「インタープリテーション」に関する内容を講義する。 
7 回 博物館経営論(6) 
 「展示更新と費用対効果」に関する内容を講義する。 
8 

準備学習 1 回 『教職・博物館学芸員課程履修の手引き』の「２．博物館学芸員課程」を読
んでおくこと。 
2 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
5 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
8 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
9 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
10 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
11 回 テキストの該当 

 



年度 2014 
授業コード FD001410 
成績評価 平素の学習状況（20〜40％、提出物による）と定期試験（80〜60％）とを総合し

て評価する。なお、受講状況によりこの比率を見直すことがある。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),⼯学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FD001410 生涯学習概論 
担当教員名 皿⽥ 琢司 
単位数 2 
教科書 生涯学習社会の構築／佐々⽊正治（編著）／福村出版／9784571101380 
アクティブラーニング  
キーワード 生涯学習体系、生涯教育、社会教育主事、図書館司書、博物館学芸員、生涯学習

振興法、学習プログラム、リカレント教育、自己主導的学習 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生涯学習概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教育と人間の探究／曽我雅比児・皿⽥琢司（編著）／大学教育出版 

現代社会における人間と教育／曽我雅比児・皿⽥琢司（編著）／大学教育出版 
その他、講義の際に適宜提示し、必要に応じて指示、解説等を行う。 

授業形態 講義 
注意備考 ○広く人々の学習を支援するための公的資格の一つの取得をめざしていること 

 を深く自覚し、高い意欲をもって学習に取り組むことが望ましい。 
○日ごろから新聞に目を通すこと、特に社会教育施設を中⼼に人々の学ぶ機会 
 を拡充する施策や、具体的な学習支援のあり方に関⼼をもつことが望ましい。 
○授業の理解や復習にあたっては、専攻分野に関する平素の学業及び読書との 
 関連を意識するとともに、得られた知見をどのように活用すべきかについて 
 も多角的・多面的に考えることが望ましい。 
○試験は定期試験期間中に行う。試験形態は 

シラバスコード FD001410 
実務経験のある教員  
達成目標 ○学習需要の多様化を背景とする生涯学習の意義と基本的特質について説明で 

 きること。 
○生涯学習社会の構築に関わる生涯学習振興施策の意義と基本的課題について 
 説明できること。 
○生涯学習・社会教育の法制・制度・行政の基本的な役割とその原則について 
 説明できること。 
○生涯学習における学習課題とその支援の基本的な原則について、主として博 
 物館及び学芸員を例に説明できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 １３号館３階皿⽥研究室 salad＠chem.ous.ac.jp 086-256-9714 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Life-long Learning 
関連科目 教育学原論（基礎理学科生は教育基礎論）及び博物館学Ⅰを含め、学芸員課程１

〜２年次開講科目をすべて修得していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  博物館法施行規則第１条に基づき、生涯学習及び社会教育の本質と意義、生涯

学習の振興に関わる法制・行政・施策、教育・学習の諸領域間の関連、専門的職
員の基本的役割、学習機会の拡充など広く学習支援に関わる基本的な原理・原則
について講義し、社会教育の専門的職員に必要な生涯学習に関する基礎的知見を
修得させることを通して、学習機会の拡充を含め広く学習支援を行える社会教育
の専門的職員としての基礎的素養を培う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義概要と受講要領を説明する。 

2 回 生涯学習の意義と特質。社会の変化に伴う教育観・学習観の基本的な流れを
中⼼に講ずる。 
3 回 生涯教育論・生涯学習論の生成と展開(1)。諸外国の変遷を中⼼に講ずる。 
4 回 生涯教育論・生涯学習論の生成と展開(2)。国内の変遷を中⼼に講ずる。 
5 回 生涯学習社会構築の理念と構想。学習需要の多様化との関わりから講ずる。 
6 回 生涯学習の振興に関わる法制・行政・関連施策の動向(1)。1970〜80 年代を
中⼼に講ずる。 
7 回 生涯学習の振興に関わる法制・ 

準備学習 1 回 生涯学習に関する知識について、博物館学芸員に必要とされる範囲や水準
の見通しをもつとともに、教科書及びシラバスに目を通し、学習の過程を把握し
ておくこと。 
2 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通して大要を把握し、所定の課題に取
り組むとともに、学習支援の責任の範囲を中⼼に、生涯学習論の概念の変化を整
理しておくこと。 
3 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通して大要を把握し、所定の課題に取
り組むとともに、ユネスコの動向を中⼼に重要な語句や概念を整理しておくこ
と。 
4 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通し 

 



年度 2014 
授業コード FD001420 
成績評価 平素の学習状況（20〜40％、提出物による）と定期試験（80〜60％）とを総合し

て評価する。なお、受講状況によりこの比率を見直すことがある。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),⼯学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FD001420 生涯学習概論 
担当教員名 皿⽥ 琢司 
単位数 2 
教科書 生涯学習社会の構築／佐々⽊正治（編著）／福村出版／9784571101380 
アクティブラーニング  
キーワード 生涯学習体系、生涯教育、社会教育主事、図書館司書、博物館学芸員、生涯学習

振興法、学習プログラム、リカレント教育、自己主導的学習 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 授業時間中にも、授業の主題に照らして自らの考えを具体化したり深めたりする

よう指示を受けていますね。提出物の記入にあたっては、納得できない点があっ
ても質問なり批判なりを教員に伝える機会は用意されています。時には苦しい思
いも伴いますが、自らの課題を見いだす機会や、その克服の契機として活用され
ることを期待しています。 
博物館を中⼼に社会教育施設等には日ごろから積極的に足を運ぶなどして学習
支援の実際を見聞したり、所属学科の専攻分野について一般向けに書かれた本を
広く読んだりするなど、自らの実践に応用できるよう適宜⼯ 

科目名 生涯学習概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教育と人間の探究／曽我雅比児・皿⽥琢司（編著）／大学教育出版 

現代社会における人間と教育／曽我雅比児・皿⽥琢司（編著）／大学教育出版 
その他、講義の際に適宜提示し、必要に応じて指示、解説等を行う。 

授業形態 講義 
注意備考 ○広く人々の学習を支援するための公的資格の一つの取得をめざしていること 

 を深く自覚し、高い意欲をもって学習に取り組むことが望ましい。 
○日ごろから新聞に目を通すこと、特に社会教育施設を中⼼に人々の学ぶ機会 
 を拡充する施策や、具体的な学習支援のあり方に関⼼をもつことが望ましい。 
○授業の理解や復習にあたっては、専攻分野に関する平素の学業及び読書との 
 関連を意識するとともに、得られた知見をどのように活用すべきかについて 
 も多角的・多面的に考えることが望ましい。 
○試験は定期試験期間中に行う。試験形態は 

シラバスコード FD001420 
実務経験のある教員  
達成目標 ○学習需要の多様化を背景とする生涯学習の意義と基本的特質について説明で 

 きること。 
○生涯学習社会の構築に関わる生涯学習振興施策の意義と基本的課題について 



 説明できること。 
○生涯学習・社会教育の法制・制度・行政の基本的な役割とその原則について 
 説明できること。 
○生涯学習における学習課題とその支援の基本的な原則について、主として博 
 物館及び学芸員を例に説明できること。 

受講者へのコメント どのような資格も、それらに見合うだけの資質能力を身に付けて初めて意味のあ
るものとなります。学芸員資格に必要とされる資質能力に照らして自らの課題を
見付け、学業や読書をはじめ自らの日常生活のさまざまな面を見直して資格の取
得をめざしましょう。 

連絡先 １３号館３階皿⽥研究室 salad＠chem.ous.ac.jp 086-256-9714 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 指摘のあった課題の原因分析に努めるとともに、学習機会の拡充その他の学習活
動の支援に必要とされる基礎理論と受講者の学習実態を勘案し、指導方針の修正
を検討します。 

英文科目名 Studies of Life-long Learning 
関連科目 教育学原論（基礎理学科生は教育基礎論）及び博物館学Ⅰを含め、学芸員課程１

〜２年次開講科目をすべて修得していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 学習機会の拡充その他の学習活動の支援に必要とされる基礎理論と受講者の学

習実態を勘案し、指導方針の修正を検討します。 
講義目的  博物館法施行規則第１条に基づき、生涯学習及び社会教育の本質と意義、生涯

学習の振興に関わる法制・行政・施策、教育・学習の諸領域間の関連、専門的職
員の基本的役割、学習機会の拡充など広く学習支援に関わる基本的な原理・原則
について講義し、社会教育の専門的職員に必要な生涯学習に関する基礎的知見を
修得させることを通して、学習機会の拡充を含め広く学習支援を行える社会教育
の専門的職員としての基礎的素養を培う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義概要と受講要領を説明する。 

2 回 生涯学習の意義と特質。社会の変化に伴う教育観・学習観の基本的な流れを
中⼼に講ずる。 
3 回 生涯教育論・生涯学習論の生成と展開(1)。諸外国の変遷を中⼼に講ずる。 
4 回 生涯教育論・生涯学習論の生成と展開(2)。国内の変遷を中⼼に講ずる。 
5 回 生涯学習社会構築の理念と構想。学習需要の多様化との関わりから講ずる。 
6 回 生涯学習の振興に関わる法制・行政・関連施策の動向(1)。1970〜80 年代を
中⼼に講ずる。 
7 回 生涯学習の振興に関わる法制・ 

準備学習 1 回 生涯学習に関する知識について、博物館学芸員に必要とされる範囲や水準
の見通しをもつとともに、教科書及びシラバスに目を通し、学習の過程を把握し
ておくこと。 
2 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通して大要を把握し、所定の課題に取
り組むとともに、学習支援の責任の範囲を中⼼に、生涯学習論の概念の変化を整
理しておくこと。 



3 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通して大要を把握し、所定の課題に取
り組むとともに、ユネスコの動向を中⼼に重要な語句や概念を整理しておくこ
と。 
4 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通し 

 



年度 2014 
授業コード FD001510 
成績評価 定期試験、レポートにより評価する． 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(〜11),⼯学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学部(〜11) 
見出し FD001510 視聴覚教育メディア論(再) 
担当教員名 高橋 亮雄 
単位数 2 
教科書 資料を配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード 博物館、視聴覚メディア、展示 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 視聴覚教育メディア論(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 加藤ほか 編 （2000）新版博物館学講座 9 博物館展示法．雄山閣出版．キャ

スリーン・マックリーン（2003）博物館をみせる 人々のための展示プランニン
グ．玉川大学出版会．佐賀啓男（2002）視聴覚メディアと教育．樹村房．McCarthy 
B. & 

授業形態 講義 
注意備考 講義計画は必要に応じて変更されることがある． 
シラバスコード FD001510 
実務経験のある教員  
達成目標 博物館展示を作る上で、学芸員が最低限学んでおくべき視聴覚メディアの活用法

を身につける． 
受講者へのコメント  
連絡先 研究室（13 号館 1 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Audio-Visual Media Studies 
関連科目 自然史 I・II、文化史 I・II、博物館学 I・II・III 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 博物館における展示は、博物館から利用者へのメッセージが込められたメディア

である．この講義では、博物館展示における視聴覚メディアの効果的な活用法に
ついて講義するとともに、実際の活用例についても紹介する． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 博物館の主要機能と存在意義 
3 回 博物館展示と視聴覚メディア 



4 回 メディアとしての博物館資料 1 − 一次資料 
5 回 メディアとしての博物館資料 1 − 二次資料 
6 回 資料の保存、管理、研究 
7 回 展示デザイン 
8 回 ラベルと解説パネル 
9 回 展示の種類と効果 1 
10 回 展示の種類と効果 2 
11 回 展示の種類と効果 3 
12 回 参加型展示と体験型展示 
13 回 展示評価 
14 回 博物館利用者 
15 回 まとめ 

準備学習 1 回 博物館園の展示をみて、それらにどのようなメッセージが込められている
か、どのような教育効果がもたらされるか、どういった⼯夫がみられるか、など
について研究しておくこと． 
2 回 すでに履修した D 群教科について復習しておくこと． 
3 回 博物館や動物園等で用いられているメディアについてまとめておくこと． 
4 回 一次資料について、博物館見学実習で解説していただいた内容をまとめて
おくこと． 
5 回 二次資料について、博物館見学実習で解説していただいた内容をまとめて
おくこと． 
6 回 博物館学 II で学習した内容を復習し 

 



年度 2014 
授業コード FD001610 
成績評価 館園見学におけるワークシート及びレポート（30％）、小テスト（20％）、定期試

験（50％）によって、成績を評価する。なお、博物館学芸員養成課程の最終段階
である「博物館実習」において、履修生は、外部へのインターンシップを伴う館
園実習を履修しなければならない。当然のことながら、館園実習では、勤務態度
及び来館者への接遇態度に関する資質が厳しく問われることなる。そのため、本
講義の合否に関しては、平素の受講態度（館園見学を含む）に関する教員所見を
重視することになる。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(11〜11),⼯学部(11〜11),総合情報学部(11〜11),生物地球学部(11〜11) 
見出し FD001610 博物館実習(再) 
担当教員名 徳澤 啓一、白石 純、清水 慶子、高橋 亮雄、名取 真人 
単位数 3 
教科書 講義中、適宜、指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 事前の指導、実務実習、館園見学、館園実習、事後の指導 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 博物館実習(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編 『博物館実習マニュアル』（芙蓉書

房出版） 
授業形態 実験実習 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。 

シラバスコード FD001610 
実務経験のある教員  
達成目標 見学を含む学内実習や館園実習での現場体験を通し、多様な館種の実態や学芸員

の業務を理解し、実践的能力を養う。 
受講者へのコメント  
連絡先 徳澤啓一研究室（７号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Museum Work Training 
関連科目 博物館学Ⅰ、博物館学Ⅱ、教育学原論（基礎理学科は教育基礎論）、視聴覚教育メ

ディア論、生涯学習概論、博物館実習（館園実習を含む）、自然史Ⅰ（動物学科は
動物史、生物地球システム学科は人類学概論Ⅰ）、自然史Ⅱ（動物学科は進化動物



学、生物地球システム学科は人類学概論Ⅱ）、文化史Ⅰ（社会情報学科は遺跡と遺
物）、文化史Ⅱ（社会情報学科は⺠俗学） 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 博物館資料の収集、整理保管、展示等についての博物館における実習 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 事前の指導(1) 実務実習に関するオリエンテーション 

2 回 館園見学及び館園実習に関する事前の指導(1) 
 館園実習（原則、夏期休暇中、インターンシップ形式で実施する） 
  実習期間は、５日以上とする。 
  基本的には、受け入れ館園の方針に従うものとする。 
  
 （館園実習実施計画例） 
  １日目 館園実習 資料の取扱い及び整理分類に関するもの 
  ２日目 館園実習 資料の調査・研究方法に関するもの 
  ３日目 館園実習 標本等の実物（１次）資料の作成に関するもの 
  ４日目 館園実習 展示の方法 

準備学習 1 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
2 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
5 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
8 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
9 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
10 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
11 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
12 回 テキストの該当 

 



年度 2014 
授業コード FD001620 
成績評価 館園見学におけるワークシート及びレポート（30％）、小テスト（20％）、定期試

験（50％）によって、成績を評価する。なお、博物館学芸員養成課程の最終段階
である「博物館実習」において、履修生は、外部へのインターンシップを伴う館
園実習を履修しなければならない。当然のことながら、館園実習では、勤務態度
及び来館者への接遇態度に関する資質が厳しく問われることなる。そのため、本
講義の合否に関しては、平素の受講態度（館園見学を含む）に関する教員所見を
重視することになる。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(11〜11),⼯学部(11〜11),総合情報学部(11〜11),生物地球学部(11〜11) 
見出し FD001620 博物館実習(再) 
担当教員名 徳澤 啓一、高橋 亮雄 
単位数 3 
教科書 講義中、適宜、指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 事前の指導、実務実習、館園見学、館園実習、事後の指導 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 博物館実習(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編 『博物館実習マニュアル』（芙蓉書

房出版） 
授業形態 実験実習 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。 

シラバスコード FD001620 
実務経験のある教員  
達成目標 見学を含む学内実習や館園実習での現場体験を通し、多様な館種の実態や学芸員

の業務を理解し、実践的能力を養う。 
受講者へのコメント  
連絡先 徳澤啓一研究室（７号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Museum Work Training 
関連科目 博物館学Ⅰ、博物館学Ⅱ、教育学原論（基礎理学科は教育基礎論）、視聴覚教育メ

ディア論、生涯学習概論、博物館実習（館園実習を含む）、自然史Ⅰ（動物学科は
動物史、生物地球システム学科は人類学概論Ⅰ）、自然史Ⅱ（動物学科は進化動物



学、生物地球システム学科は人類学概論Ⅱ）、文化史Ⅰ（社会情報学科は遺跡と遺
物）、文化史Ⅱ（社会情報学科は⺠俗学） 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 博物館資料の収集、整理保管、展示等についての博物館における実習 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 事前の指導(1) 実務実習に関するオリエンテーション 

2 回 館園見学及び館園実習に関する事前の指導(1) 
 館園実習（原則、夏期休暇中、インターンシップ形式で実施する） 
  実習期間は、５日以上とする。 
  基本的には、受け入れ館園の方針に従うものとする。 
  
 （館園実習実施計画例） 
  １日目 館園実習 資料の取扱い及び整理分類に関するもの 
  ２日目 館園実習 資料の調査・研究方法に関するもの 
  ３日目 館園実習 標本等の実物（１次）資料の作成に関するもの 
  ４日目 館園実習 展示の方法 

準備学習 1 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
2 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
5 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
8 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
9 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
10 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
11 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
12 回 テキストの該当 

 



年度 2014 
授業コード FD001630 
成績評価 館園見学におけるワークシート及びレポート（30％）、小テスト（20％）、定期試

験（50％）によって、成績を評価する。なお、博物館学芸員養成課程の最終段階
である「博物館実習」において、履修生は、外部へのインターンシップを伴う館
園実習を履修しなければならない。当然のことながら、館園実習では、勤務態度
及び来館者への接遇態度に関する資質が厳しく問われることなる。そのため、本
講義の合否に関しては、平素の受講態度（館園見学を含む）に関する教員所見を
重視することになる。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(11〜11),⼯学部(11〜11),総合情報学部(11〜11),生物地球学部(11〜11) 
見出し FD001630 博物館実習(再) 
担当教員名 徳澤 啓一、高橋 亮雄、大澤 正幸＊ 
単位数 3 
教科書 講義中、適宜、指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 事前の指導、実務実習、館園見学、館園実習、事後の指導 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 博物館実習(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編 『博物館実習マニュアル』（芙蓉書

房出版） 
授業形態 実験実習 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。 

シラバスコード FD001630 
実務経験のある教員  
達成目標 見学を含む学内実習や館園実習での現場体験を通し、多様な館種の実態や学芸員

の業務を理解し、実践的能力を養う。 
受講者へのコメント  
連絡先 徳澤啓一研究室（７号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Museum Work Training 
関連科目 博物館学Ⅰ、博物館学Ⅱ、教育学原論（基礎理学科は教育基礎論）、視聴覚教育メ

ディア論、生涯学習概論、博物館実習（館園実習を含む）、自然史Ⅰ（動物学科は
動物史、生物地球システム学科は人類学概論Ⅰ）、自然史Ⅱ（動物学科は進化動物



学、生物地球システム学科は人類学概論Ⅱ）、文化史Ⅰ（社会情報学科は遺跡と遺
物）、文化史Ⅱ（社会情報学科は⺠俗学） 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 博物館資料の収集、整理保管、展示等についての博物館における実習 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 事前の指導(1) 実務実習に関するオリエンテーション 

2 回 館園見学及び館園実習に関する事前の指導(1) 
 館園実習（原則、夏期休暇中、インターンシップ形式で実施する） 
  実習期間は、５日以上とする。 
  基本的には、受け入れ館園の方針に従うものとする。 
  
 （館園実習実施計画例） 
  １日目 館園実習 資料の取扱い及び整理分類に関するもの 
  ２日目 館園実習 資料の調査・研究方法に関するもの 
  ３日目 館園実習 標本等の実物（１次）資料の作成に関するもの 
  ４日目 館園実習 展示の方法 

準備学習 1 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
2 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
5 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
8 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
9 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
10 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
11 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
12 回 テキストの該当 

 



年度 2014 
授業コード FD001710 
成績評価 館園見学におけるワークシート及びレポート（30％）、小テスト（20％）、定期試

験（50％）によって、成績を評価する。なお、博物館学芸員養成課程の最終段階
である「博物館実習」において、履修生は、外部へのインターンシップを伴う館
園実習を履修しなければならない。当然のことながら、館園実習では、勤務態度
及び来館者への接遇態度に関する資質が厳しく問われることなる。そのため、本
講義の合否に関しては、平素の受講態度（館園見学を含む）に関する教員所見を
重視することになる。 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス MA(理)(12〜),MB(理)(12〜),CA(12〜),CB(12〜),CM(12〜),応用物理学科(12

〜 ),SA(12 〜 ),SB(12 〜 ),BA( 理 )(12 〜 ),BB( 理 )(12 〜 ),LA(12 〜 ),LB(12
〜 ),BA( ⼯ )(12 〜 ),BB( ⼯ )(12 〜 ),TA(12 〜 ),TB(12 〜 ),DA(12 〜 ),DB(12
〜 ),JA(12 〜 ),JB(12 〜 ),RA(12 〜 ),RB(12 〜 ),MA( ⼯ )(12 〜 ),MB( ⼯ )(12
〜),ZA(⼯)(12〜),ZB(⼯)(12〜),PA(⼯)(12〜),IA 

見出し FD001710 博物館概論 
担当教員名 徳澤 啓一、中村 浩＊ 
単位数 2 
教科書 『新時代の博物館学』／全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編／芙蓉書房出

版 
アクティブラーニング  
キーワード 博物館学の目的・方法・構成、博物館の定義、博物館の歴史と現状 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 プリントの右端がいつも印刷不良のようですね。ごめんなさい。新しいコピー機

を購入します(><) 
科目名 博物館概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中、適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。 

シラバスコード FD001710 
実務経験のある教員  
達成目標 ・博物館の目的と機能・博物館の歴史・博物館の現状・博物館倫理・博物館関係

法令・生涯学習と博物館 
受講者へのコメント 本講義は、理学部・⼯学部・総合情報学部の全学の学生が履修することができま

す。博物館学芸員の資格を取得するということは、すなわち、「博物」という広範
な領域を扱うことになります。また、「博物館」の先生として、子どもからお年寄
りまでの幅広い年齢層に対して、教育活動を行うわけですから、１）幅広い教養、
２）高い専門性、３）教育的態度を養う必要があります。近年、受講態度の不良



な学生を散見しますが、教職の資格と同じように、「資格がもらえればとりあえ
ずいいや」みたいなあまり安易な気持ちで、博物館学芸員課程を履修することは 

連絡先 徳澤啓一研究室（７号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 本講義の予習・復習をする履修者が少ないようですが、少なくとも、定期試験に
際して、講義毎に配布しているワークシート、そして、⿊板を書きとったノート
を見直すようにしましょう。「どうせ勉強してないし」とか、「お情けでなんとか
なるかもしれない」といった安易な気持ちで履修することは望ましくありませ
ん。１時間でも、２時間でも「やれることをやる」努力を惜しんではいけません。
同じように、講義毎の予習復習もそうです。講義直前の休み時間や出欠の最中な
どの寸暇を利用して、５分でも 10 分でもワークシートを見直すとかちょっとし
た努 

英文科目名 Introduction to Museum 
関連科目 生涯学習概論、博物館経営論、博物館資料論、博物館資料保存論、博物館展示論、

教育学原論（基礎理学科：教育基礎論）、博物館教育論、博物館情報論、博物館実
習Ⅰ、博物館実習Ⅱ（生物地球学部：野外博物館実習Ⅰ〜Ⅹ）自然史Ⅰ（動物学
科：地史・古生物学、生物地球学部：地球科学概論Ⅰ）、自然史Ⅱ（動物学科：進
化動物学、生物地球学部：生物科学概論）、文化史Ⅰ（社会情報学科：遺跡と遺
物、生物地球学部：考古学概論Ⅰ）、文化史Ⅱ（動物学科：動物誌、社会情報学科：
⺠俗学） 

次回に向けての改善変更予定 とくになし。 
講義目的 博物館に関する基礎的知識を理解し、専門性の基礎となる能力を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

 本講義の内容を概説する。 
2 回 博物館学の目的・方法・構成(1) 
  「博物館学の目的・方法・構成」に関する内容を講義する。 
3 回 博物館学の目的・方法・構成(2) 
  「博物館学史」に関する内容を講義する。 
4 回 博物館の定義(1) 
  「定義（類縁機関との違いを含む）」に関する内容を講義する。 
5 回 博物館の定義(2) 
  「種類（館種、設置者別、法的区分等）、目的，機能」に関する内容を講義する。 
6 回 博物館の定義(3) 
 「博物館関係法令」 
7 回 博物館の歴史と現状(1 

準備学習 1 回 『教職・博物館学芸員履修の手引き』の「2.博物館学芸員課程」を読んでお
くこと。 
2 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 



5 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
8 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
9 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
10 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
11 回 見学館園のホームペ 

 



年度 2014 
授業コード FD001720 
成績評価 館園見学におけるワークシート及びレポート（30％）、小テスト（20％）、定期試

験（50％）によって、成績を評価する。なお、博物館学芸員養成課程の最終段階
である「博物館実習」において、履修生は、外部へのインターンシップを伴う館
園実習を履修しなければならない。当然のことながら、館園実習では、勤務態度
及び来館者への接遇態度に関する資質が厳しく問われることなる。そのため、本
講義の合否に関しては、平素の受講態度（館園見学を含む）に関する教員所見を
重視することになる。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス MA(理)(12〜),MB(理)(12〜),CA(12〜),CB(12〜),CM(12〜),応用物理学科(12

〜 ),SA(12 〜 ),SB(12 〜 ),BA( 理 )(12 〜 ),BB( 理 )(12 〜 ),LA(12 〜 ),LB(12
〜),ZA(理)(12〜),ZB(理)(12〜),BA(⼯)(12〜),BB(⼯)(12〜),TA(12〜),TB(12
〜),DA(12〜),DB(12〜),JA(12〜),JB(12〜),RA(12〜),RB(12〜),MA(⼯)(12
〜),MB(⼯)(12〜),ZA(⼯)(12〜),ZB 

見出し FD001720 博物館概論 
担当教員名 徳澤 啓一、猪原 千恵＊ 
単位数 2 
教科書 『新時代の博物館学』／全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編／芙蓉書房出

版 
アクティブラーニング  
キーワード 博物館学の目的・方法・構成、博物館の定義、博物館の歴史と現状 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 博物館概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中、適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。 

シラバスコード FD001720 
実務経験のある教員  
達成目標 ・博物館の目的と機能・博物館の歴史・博物館の現状・博物館倫理・博物館関係

法令・生涯学習と博物館 
受講者へのコメント  
連絡先 徳澤啓一研究室（７号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Introduction to Museum 
関連科目 生涯学習概論、博物館経営論、博物館資料論、博物館資料保存論、博物館展示論、

教育学原論（基礎理学科：教育基礎論）、博物館教育論、博物館情報論、博物館実
習Ⅰ、博物館実習Ⅱ（生物地球学部：野外博物館実習Ⅰ〜Ⅹ）自然史Ⅰ（動物学
科：地史・古生物学、生物地球学部：地球科学概論Ⅰ）、自然史Ⅱ（動物学科：進
化動物学、生物地球学部：生物科学概論）、文化史Ⅰ（社会情報学科：遺跡と遺
物、生物地球学部：考古学概論Ⅰ）、文化史Ⅱ（動物学科：動物誌、社会情報学科：
⺠俗学） 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 博物館に関する基礎的知識を理解し、専門性の基礎となる能力を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

 本講義の内容を概説する。 
2 回 博物館学の目的・方法・構成(1) 
  「博物館学の目的・方法・構成」に関する内容を講義する。 
3 回 博物館学の目的・方法・構成(2) 
  「博物館学史」に関する内容を講義する。 
4 回 博物館の定義(1) 
  「定義（類縁機関との違いを含む）」に関する内容を講義する。 
5 回 博物館の定義(2) 
  「種類（館種、設置者別、法的区分等）、目的，機能」に関する内容を講義する。 
6 回 博物館の定義(3) 
 「博物館関係法令」 
7 回 博物館の歴史と現状(1 

準備学習 1 回 『教職・博物館学芸員履修の手引き』の「2.博物館学芸員課程」を読んでお
くこと。 
2 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
5 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
8 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
9 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
10 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
11 回 見学館園のホームペ 

 



年度 2014 
授業コード FD001730 
成績評価 館園見学におけるワークシート及びレポート（30％）、小テスト（20％）、定期試

験（50％）によって、成績を評価する。なお、博物館学芸員養成課程の最終段階
である「博物館実習」において、履修生は、外部へのインターンシップを伴う館
園実習を履修しなければならない。当然のことながら、館園実習では、勤務態度
及び来館者への接遇態度に関する資質が厳しく問われることなる。そのため、本
講義の合否に関しては、平素の受講態度（館園見学を含む）に関する教員所見を
重視することになる。 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(理)(12〜),MB(理)(12〜),CA(12〜),CB(12〜),CM(12〜),応用物理学科(12

〜 ),SA(12 〜 ),SB(12 〜 ),BA( 理 )(12 〜 ),BB( 理 )(12 〜 ),LA(12 〜 ),LB(12
〜),ZA(理)(12〜),ZB(理)(12〜),BA(⼯)(12〜),BB(⼯)(12〜),TA(12〜),TB(12
〜),DA(12〜),DB(12〜),JA(12〜),JB(12〜),RA(12〜),RB(12〜),MA(⼯)(12
〜),MB(⼯)(12〜),ZA(⼯)(12〜),ZB 

見出し FD001730 博物館概論 
担当教員名 徳澤 啓一、中村 浩＊ 
単位数 2 
教科書 『新時代の博物館学』／全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編／芙蓉書房出

版 
アクティブラーニング  
キーワード 博物館学の目的・方法・構成、博物館の定義、博物館の歴史と現状 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 プリントの右端がいつも印刷不良のようですね。ごめんなさい。新しいコピー機

を購入します(><) 
科目名 博物館概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中、適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。 

シラバスコード FD001730 
実務経験のある教員  
達成目標 ・博物館の目的と機能・博物館の歴史・博物館の現状・博物館倫理・博物館関係

法令・生涯学習と博物館 
受講者へのコメント 本講義は、理学部・⼯学部・総合情報学部の全学の学生が履修することができま

す。博物館学芸員の資格を取得するということは、すなわち、「博物」という広範
な領域を扱うことになります。また、「博物館」の先生として、子どもからお年寄
りまでの幅広い年齢層に対して、教育活動を行うわけですから、１）幅広い教養、
２）高い専門性、３）教育的態度を養う必要があります。近年、受講態度の不良



な学生を散見しますが、教職の資格と同じように、「資格がもらえればとりあえ
ずいいや」みたいなあまり安易な気持ちで、博物館学芸員課程を履修することは 

連絡先 徳澤啓一研究室（７号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  本講義の予習・復習をする履修者が少ないようですが、少なくとも、定期試験
に際して、講義毎に配布しているワークシート、そして、⿊板を書きとったノー
トを見直すようにしましょう。「どうせ勉強してないし」とか、「お情けでなんと
かなるかもしれない」といった安易な気持ちで履修することは望ましくありませ
ん。１時間でも、２時間でも「やれることをやる」努力を惜しんではいけません。
同じように、講義毎の予習復習もそうです。講義直前の休み時間や出欠の最中な
どの寸暇を利用して、５分でも 10 分でもワークシートを見直すとかちょっとし
た 

英文科目名 Introduction to Museum 
関連科目 生涯学習概論、博物館経営論、博物館資料論、博物館資料保存論、博物館展示論、

教育学原論（基礎理学科：教育基礎論）、博物館教育論、博物館情報論、博物館実
習Ⅰ、博物館実習Ⅱ（生物地球学部：野外博物館実習Ⅰ〜Ⅹ）自然史Ⅰ（動物学
科：地史・古生物学、生物地球学部：地球科学概論Ⅰ）、自然史Ⅱ（動物学科：進
化動物学、生物地球学部：生物科学概論）、文化史Ⅰ（社会情報学科：遺跡と遺
物、生物地球学部：考古学概論Ⅰ）、文化史Ⅱ（動物学科：動物誌、社会情報学科：
⺠俗学） 

次回に向けての改善変更予定 とくになし。 
講義目的 博物館に関する基礎的知識を理解し、専門性の基礎となる能力を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

 本講義の内容を概説する。 
2 回 博物館学の目的・方法・構成(1) 
  「博物館学の目的・方法・構成」に関する内容を講義する。 
3 回 博物館学の目的・方法・構成(2) 
  「博物館学史」に関する内容を講義する。 
4 回 博物館の定義(1) 
  「定義（類縁機関との違いを含む）」に関する内容を講義する。 
5 回 博物館の定義(2) 
  「種類（館種、設置者別、法的区分等）、目的，機能」に関する内容を講義する。 
6 回 博物館の定義(3) 
 「博物館関係法令」 
7 回 博物館の歴史と現状(1 

準備学習 1 回 『教職・博物館学芸員履修の手引き』の「2.博物館学芸員課程」を読んでお
くこと。 
2 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 



5 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
8 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
9 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
10 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
11 回 見学館園のホームペ 

 



年度 2014 
授業コード FD001810 
成績評価 館園見学におけるワークシート及びレポート（１０％），講義中の小グループで

の議論（２０％），定期試験（７０％）によって，成績を評価する 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(12〜),⼯学部(12〜),総合情報学部(12〜),生物地球学部(12〜) 
見出し FD001810 博物館経営論 
担当教員名 塚本 博一＊ 
単位数 2 
教科書 新時代の博物館学／全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編／芙蓉書房出版

／9784829505519 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 １時限は受講者数が多いためか，自分のものとして講義を聞いていないふしがあ

ります。 
２時限は１１名のためか，自分に向かって講義をしているとの感触をもったのし
ょうか。 

科目名 博物館経営論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中、適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は基本的に行わないので注意すること。 

シラバスコード FD001810 
実務経験のある教員  
達成目標 博物館経営の意義、制度と組織、運営と管理、社会との連携、実際と課題 
受講者へのコメント 昨年度もそうでしたは，学生諸君は質問をしてきません。講師の意見に対して，

自分は何を感じたのか，考えたのかを 
出していく必要があるのではないでしょうか。もっと，講師を上手く利用しては
いかがですか。 

連絡先 高橋亮雄研究室（13 号館 1 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価を見る限りでは，いちおう学生諸君の目的はほぼ達成されていると考え
てよいのでしょうか。 

英文科目名 Museum Management 
関連科目 生涯学習概論、博物館経営論、博物館資料論、博物館資料保存論、博物館展示論、

教育学原論（基礎理学科：教育基礎論）、博物館教育論、博物館情報論、博物館実



習Ⅰ、博物館実習Ⅱ（生物地球学部：野外博物館実習Ⅰ〜Ⅹ）自然史Ⅰ（動物学
科：地史・古生物学、生物地球学部：地球科学概論Ⅰ）、自然史Ⅱ（動物学科：進
化動物学、生物地球学部：生物科学概論）、文化史Ⅰ（社会情報学科：遺跡と遺
物、生物地球学部：考古学概論Ⅰ）、文化史Ⅱ（動物学科：動物誌、社会情報学科：
⺠俗学） 

次回に向けての改善変更予定 ⿊板への書き込み文字が小さくて見辛かったとのことでした。今後は，もう少し
大きな文字でゆっくりと書くようにします。 
できれば，講義の中でもっと議論する時間を設けたいと思います。講師が話して，
学生の A さんが意見を言って，それを聞いて B さんや C さんが意見を言ってこ
そ，講義が充実すると思います。」 

講義目的 博物館経営に関する基礎的知識を理解し、専門性の基礎となる能力を養う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 博物館の経営基盤(1) ミュージアムマネージメントとは① 
3 回 博物館の経営基盤(1) ミュージアムマネージメントとは② 
4 回 博物館の経営基盤(3)  行財政制度，財務 
5 回 博物館の経営基盤(4)  施設・設備（ユニバーサル化を含む） 
［館園見学・レポート］ 
6 回 博物館の経営基盤(5)  組織と職員 
7 回 博物館の経営(1)  使命と計画と評価① 
8 回 博物館の経営(2)  使命と計画と評価② 
9 回 博物館の経営(3)  博物館倫理（行動規範），博物館の危機管理 
10 

準備学習 1 回 『教職・博物館学芸員履修の手引き』の「2.博物館学芸員課程」を読んでお
くこと。 
2 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
5 回 見学館園のホームページを検索し、事前に配布されたレポート用紙の「事前
の調査」の欄を記入しておくこと。 
6 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
8 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
9 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
10 回 

 



年度 2014 
授業コード FD001820 
成績評価 館園見学におけるワークシート及びレポート（１０％），講義中の小グループで

の議論（２０％），定期試験（７０％）によって，成績を評価する 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(12〜),⼯学部(12〜),総合情報学部(12〜),生物地球学部(12〜) 
見出し FD001820 博物館経営論 
担当教員名 塚本 博一＊ 
単位数 2 
教科書 新時代の博物館学／全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編／芙蓉書房出版

／9784829505519 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 博物館経営論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中、適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は基本的に行わないので注意すること。 

シラバスコード FD001820 
実務経験のある教員  
達成目標 博物館経営の意義、制度と組織、運営と管理、社会との連携、実際と課題 
受講者へのコメント  
連絡先 高橋亮雄研究室（13 号館 1 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 『４項目いずれも，FD001810 と同じでしたので，そちらを見てください。』 
英文科目名 Museum Management 
関連科目 生涯学習概論、博物館経営論、博物館資料論、博物館資料保存論、博物館展示論、

教育学原論（基礎理学科：教育基礎論）、博物館教育論、博物館情報論、博物館実
習Ⅰ、博物館実習Ⅱ（生物地球学部：野外博物館実習Ⅰ〜Ⅹ）自然史Ⅰ（動物学
科：地史・古生物学、生物地球学部：地球科学概論Ⅰ）、自然史Ⅱ（動物学科：進
化動物学、生物地球学部：生物科学概論）、文化史Ⅰ（社会情報学科：遺跡と遺
物、生物地球学部：考古学概論Ⅰ）、文化史Ⅱ（動物学科：動物誌、社会情報学科：
⺠俗学） 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 博物館経営に関する基礎的知識を理解し、専門性の基礎となる能力を養う。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 博物館の経営基盤(1) ミュージアムマネージメントとは① 
3 回 博物館の経営基盤(1) ミュージアムマネージメントとは② 
4 回 博物館の経営基盤(3)  行財政制度，財務 
5 回 博物館の経営基盤(4)  施設・設備（ユニバーサル化を含む） 
［館園見学・レポート］ 
6 回 博物館の経営基盤(5)  組織と職員 
7 回 博物館の経営(1)  使命と計画と評価① 
8 回 博物館の経営(2)  使命と計画と評価② 
9 回 博物館の経営(3)  博物館倫理（行動規範），博物館の危機管理 
10 

準備学習 1 回 『教職・博物館学芸員履修の手引き』の「2.博物館学芸員課程」を読んでお
くこと。 
2 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
5 回 見学館園のホームページを検索し、事前に配布されたレポート用紙の「事前
の調査」の欄を記入しておくこと。 
6 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
8 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
9 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
10 回 

 



年度 2014 
授業コード FD001910 
成績評価 定期試験（100％）によって、成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(12〜),⼯学部(12〜),総合情報学部(12〜),生物地球学部(12〜) 
見出し FD001910 博物館資料論 
担当教員名 徳澤 啓一、篠原 徹＊、橋本 道範＊ 
単位数 2 
教科書 新時代の博物館学／全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編／芙蓉書房出版

／9784829505519 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 博物館資料論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中、適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。 

シラバスコード FD001910 
実務経験のある教員  
達成目標 博物館は大きく分類すると自然史系博物館と人社会系博物館があり、後者は歴史

学や⺠俗学を中⼼にした地域史を対象とすることが多い。前者は、自然史的研究
や博物的研究をバックグランウンドにしているものが多く、なかでも動植物の分
類学や生物地理学など標本資料に基づく研究や化石や岩石など地史的な資料に
基づく研究を背景にした博物館である。この講義では博物館における資料の種
類、分類、それらの研究方法などについて概論的なことについて述べる。 

受講者へのコメント  
連絡先 徳澤啓一研究室（７号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Museum Object 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 博物館の地域での役割は重要になってきている。地域や市⺠社会の知の拠点とし

て博物館の役割はますます重要になってきているが、その根幹をなすのはその地
域に集積されている資料である。博物館はモノ資料やコト資料などを素材に研究



する場である。そしてこの研究には多くの市⺠や他の研究者の参加が必要であ
る。そのため資料をどのように蒐集し，整理し、分類して、どのような研究に役
立てるのか。これが博物館資料論の最も重要な課題である。博物館における資料
の種類と研究方法を理解することを目標とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 自然史系博物館と人文社会系博物館 

2 回 総合博物館と個別博物館 
3 回 博物館の資料とは（資料論概論） 
4 回 博物館資料 ― 自然史系博物館資料 
5 回 博物館資料 ― 人文社会系博物館資料 
6 回 物館資料 ― 総合博物館の資料 
7 回 博物館資料 ― 個別博物館の資料 
8 回 博物館資料 ― 映像資料・写真資料・音声資料 
9 回 博物館の展示とは（展示論概論） 
10 回 自然史系資料と展示 
11 回 歴史資料と展示 
12 回 ⺠俗資料と展示 
13 回 博物館人類学 
14 回 地域社会と博物館 
15 回 フィールドワーク 

準備学習 1 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
2 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
5 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
8 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
9 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
10 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
11 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
12 回 テキストの該当 

 



年度 2014 
授業コード FD001920 
成績評価 定期試験（100％）によって、成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(12〜),⼯学部(12〜),総合情報学部(12〜),生物地球学部(12〜) 
見出し FD001920 博物館資料論 
担当教員名 中村 浩＊ 
単位数 2 
教科書 新時代の博物館学／全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編／芙蓉書房出版

／9784829505519 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 博物館資料論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中、適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。 

シラバスコード FD001920 
実務経験のある教員  
達成目標 博物館は大きく分類すると自然史系博物館と人社会系博物館があり、後者は歴史

学や⺠俗学を中⼼にした地域史を対象とすることが多い。前者は、自然史的研究
や博物的研究をバックグランウンドにしているものが多く、なかでも動植物の分
類学や生物地理学など標本資料に基づく研究や化石や岩石など地史的な資料に
基づく研究を背景にした博物館である。この講義では博物館における資料の種
類、分類、それらの研究方法などについて概論的なことについて述べる。 

受講者へのコメント  
連絡先 徳澤啓一研究室（７号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Museum Object 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 博物館の地域での役割は重要になってきている。地域や市⺠社会の知の拠点とし

て博物館の役割はますます重要になってきているが、その根幹をなすのはその地
域に集積されている資料である。博物館はモノ資料やコト資料などを素材に研究



する場である。そしてこの研究には多くの市⺠や他の研究者の参加が必要であ
る。そのため資料をどのように蒐集し，整理し、分類して、どのような研究に役
立てるのか。これが博物館資料論の最も重要な課題である。博物館における資料
の種類と研究方法を理解することを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 自然史系博物館と人文社会系博物館 

2 回 総合博物館と個別博物館 
3 回 博物館の資料とは（資料論概論） 
4 回 博物館資料 ― 自然史系博物館資料 
5 回 博物館資料 ― 人文社会系博物館資料 
6 回 物館資料 ― 総合博物館の資料 
7 回 博物館資料 ― 個別博物館の資料 
8 回 博物館資料 ― 映像資料・写真資料・音声資料 
9 回 博物館の展示とは（展示論概論） 
10 回 自然史系資料と展示 
11 回 歴史資料と展示 
12 回 ⺠俗資料と展示 
13 回 博物館人類学 
14 回 地域社会と博物館 
15 回 フィールドワーク 

準備学習 1 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
2 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
5 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
8 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
9 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
10 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
11 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
12 回 テキストの該当 

 



年度 2014 
授業コード FD001930 
成績評価 定期試験（100％）によって、成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(12〜),⼯学部(12〜),総合情報学部(12〜),生物地球学部(12〜) 
見出し FD001930 博物館資料論 
担当教員名 中村 浩＊ 
単位数 2 
教科書 新時代の博物館学／全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編／芙蓉書房出版

／9784829505519 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 博物館資料論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中、適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。 

シラバスコード FD001930 
実務経験のある教員  
達成目標 博物館は大きく分類すると自然史系博物館と人社会系博物館があり、後者は歴史

学や⺠俗学を中⼼にした地域史を対象とすることが多い。前者は、自然史的研究
や博物的研究をバックグランウンドにしているものが多く、なかでも動植物の分
類学や生物地理学など標本資料に基づく研究や化石や岩石など地史的な資料に
基づく研究を背景にした博物館である。この講義では博物館における資料の種
類、分類、それらの研究方法などについて概論的なことについて述べる。 

受講者へのコメント  
連絡先 徳澤啓一研究室（７号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Museum Object 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 博物館の地域での役割は重要になってきている。地域や市⺠社会の知の拠点とし

て博物館の役割はますます重要になってきているが、その根幹をなすのはその地
域に集積されている資料である。博物館はモノ資料やコト資料などを素材に研究



する場である。そしてこの研究には多くの市⺠や他の研究者の参加が必要であ
る。そのため資料をどのように蒐集し，整理し、分類して、どのような研究に役
立てるのか。これが博物館資料論の最も重要な課題である。博物館における資料
の種類と研究方法を理解することを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 自然史系博物館と人文社会系博物館 

2 回 総合博物館と個別博物館 
3 回 博物館の資料とは（資料論概論） 
4 回 博物館資料 ― 自然史系博物館資料 
5 回 博物館資料 ― 人文社会系博物館資料 
6 回 物館資料 ― 総合博物館の資料 
7 回 博物館資料 ― 個別博物館の資料 
8 回 博物館資料 ― 映像資料・写真資料・音声資料 
9 回 博物館の展示とは（展示論概論） 
10 回 自然史系資料と展示 
11 回 歴史資料と展示 
12 回 ⺠俗資料と展示 
13 回 博物館人類学 
14 回 地域社会と博物館 
15 回 フィールドワーク 

準備学習 1 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
2 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
5 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
8 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
9 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
10 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
11 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
12 回 テキストの該当 

 



年度 2014 
授業コード FD001940 
成績評価 定期試験（100％）によって、成績を評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(12〜),⼯学部(12〜),総合情報学部(12〜),生物地球学部(12〜) 
見出し FD001940 博物館資料論 
担当教員名 富樫 雅彦＊ 
単位数 2 
教科書 新時代の博物館学／全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編／芙蓉書房出版

／9784829505519 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 博物館資料論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中、適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。 

シラバスコード FD001940 
実務経験のある教員  
達成目標 博物館は大きく分類すると自然史系博物館と人社会系博物館があり、後者は歴史

学や⺠俗学を中⼼にした地域史を対象とすることが多い。前者は、自然史的研究
や博物的研究をバックグランウンドにしているものが多く、なかでも動植物の分
類学や生物地理学など標本資料に基づく研究や化石や岩石など地史的な資料に
基づく研究を背景にした博物館である。この講義では博物館における資料の種
類、分類、それらの研究方法などについて概論的なことについて述べる。 

受講者へのコメント  
連絡先 徳澤啓一研究室（７号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Museum Object 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 博物館の地域での役割は重要になってきている。地域や市⺠社会の知の拠点とし

て博物館の役割はますます重要になってきているが、その根幹をなすのはその地
域に集積されている資料である。博物館はモノ資料やコト資料などを素材に研究



する場である。そしてこの研究には多くの市⺠や他の研究者の参加が必要であ
る。そのため資料をどのように蒐集し，整理し、分類して、どのような研究に役
立てるのか。これが博物館資料論の最も重要な課題である。博物館における資料
の種類と研究方法を理解することを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 自然史系博物館と人文社会系博物館 

2 回 総合博物館と個別博物館 
3 回 博物館の資料とは（資料論概論） 
4 回 博物館資料 ― 自然史系博物館資料 
5 回 博物館資料 ― 人文社会系博物館資料 
6 回 物館資料 ― 総合博物館の資料 
7 回 博物館資料 ― 個別博物館の資料 
8 回 博物館資料 ― 映像資料・写真資料・音声資料 
9 回 博物館の展示とは（展示論概論） 
10 回 自然史系資料と展示 
11 回 歴史資料と展示 
12 回 ⺠俗資料と展示 
13 回 博物館人類学 
14 回 地域社会と博物館 
15 回 フィールドワーク 

準備学習 1 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
2 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
5 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
8 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
9 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
10 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
11 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
12 回 テキストの該当 

 



年度 2014 
授業コード FD002010 
成績評価 館園見学におけるワークシート及びレポート（30％）、小テスト（20％）、定期試

験（50％）によって、成績を評価する。なお、博物館学芸員養成課程の最終段階
である「博物館実習」において、履修生は、外部へのインターンシップを伴う館
園実習を履修しなければならない。当然のことながら、館園実習では、勤務態度
及び来館者への接遇態度に関する資質が厳しく問われることなる。そのため、本
講義の合否に関しては、平素の受講態度（館園見学を含む）に関する教員所見を
重視することになる。 

曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(12〜),⼯学部(12〜),総合情報学部(12〜),生物地球学部(12〜) 
見出し FD002010 博物館資料保存論 
担当教員名 徳澤 啓一 
単位数 2 
教科書 新時代の博物館学／全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編／芙蓉書房出版

／9784829505519 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 とくになし 
科目名 博物館資料保存論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中、適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。 

シラバスコード FD002010 
実務経験のある教員  
達成目標 ○博物館における資料保存の意義， 

○資料の保全（育成を含む）（資料の状態調査・現状把握，資料の修復・修理，資
料の梱包と輸送） 
○博物館資料の保存環境（資料保存の諸条件とその影響（温湿度、光、振動、大
気等） 
生物被害とＩＰＭ (総合的有害生物管理)，災害の防止と対策（火災、地震、水害、
盗難等） 
伝統的保存方法，収蔵、展示等の保存環境） 
○環境保護と博物館の役割（地域資源の保存と活用（エコミュージアム等），文化
財の保存と活用(景観、歴史的環境を含む），自然環境の保護（生物多様性・種の
保存を含む）) 

受講者へのコメント 博物館学芸員課程において、土曜日・日曜日を利用して、博物館等施設見学を行



うことについて、部活動・アルバイト等の理由によって、参加できない。そして、
参加できないことが、単位取得を難しくしている。これについて、改善をしても
らいたいという意見がありました。博物館学芸員資格は、博物館法施行規則によ
って、博物館見学を義務づけていますので、これに参加しなければ、資格の取得
はできません。また、本学では、特定学部・学科のみが、博物館学芸員の資格を
取得するようになっていません。すなわち、全学の学生が参加できる日時の設定
が必 

連絡先 徳澤啓一研究室（７号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  本講義の予習・復習をする履修者が少ないようですが、少なくとも、定期試験
に際して、講義毎に配布しているワークシート、そして、⿊板を書きとったノー
トを見直すようにしましょう。「どうせ勉強してないし」とか、「お情けでなんと
かなるかもしれない」といった安易な気持ちで履修することは望ましくありませ
ん。１時間でも、２時間でも「やれることをやる」努力を惜しんではいけません。
同じように、講義毎の予習復習もそうです。講義直前の休み時間や出欠の最中な
どの寸暇を利用して、５分でも 10 分でもワークシートを見直すとかちょっとし
た 

英文科目名 Museum Object Conservation 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 とくになし 
講義目的 博物館における資料保存及びその保存・展示環境及び収蔵環境を科学的に捉え，

資料を良好な状態で保存していくための知識を習得することを通じて，資料の保
存に関する基礎的能力を養う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

本講義の内容を概説する。 
2 回 博物館における資料保存の意義 
3 回 資料の保全（育成を含む）(1) 
資料の状態調査・現状把握 
4 回 資料の保全（育成を含む）(2) 
資料の修復・修理，資料の梱包と輸送 
5 回 博物館資料の保存環境(1)  
資料保存の諸条件とその影響（温湿度） 
6 回 博物館資料の保存環境(2) 
資料保存の諸条件とその影響（光） 
7 回 物館資料の保存環境(3) 
資料保存の諸条件とその影響（振動） 
8 回 博物館資料の保存環境(4) 
資料保存の諸条件とその影響（大気等） 
9 

準備学習 1 回 『教職・博物館学芸員課程履修の手引き』の「２．博物館学芸員課程」を読



んでおくこと。 
2 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
5 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
8 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
9 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
10 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
11 回 テキストの該当 

 



年度 2014 
授業コード FD002020 
成績評価 館園見学におけるワークシート及びレポート（30％）、小テスト（20％）、定期試

験（50％）によって、成績を評価する。なお、博物館学芸員養成課程の最終段階
である「博物館実習」において、履修生は、外部へのインターンシップを伴う館
園実習を履修しなければならない。当然のことながら、館園実習では、勤務態度
及び来館者への接遇態度に関する資質が厳しく問われることなる。そのため、本
講義の合否に関しては、平素の受講態度（館園見学を含む）に関する教員所見を
重視することになる。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(12〜14),⼯学部(12〜14),総合情報学部(12〜14),生物地球学部(12〜14) 
見出し FD002020 博物館資料保存論 
担当教員名 徳澤 啓一 
単位数 2 
教科書 新時代の博物館学／全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編／芙蓉書房出版

／9784829505519 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 とくになし 
科目名 博物館資料保存論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中、適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。 

シラバスコード FD002020 
実務経験のある教員  
達成目標 ○博物館における資料保存の意義， 

○資料の保全（育成を含む）（資料の状態調査・現状把握，資料の修復・修理，資
料の梱包と輸送） 
○博物館資料の保存環境（資料保存の諸条件とその影響（温湿度、光、振動、大
気等） 
生物被害とＩＰＭ (総合的有害生物管理)，災害の防止と対策（火災、地震、水害、
盗難等） 
伝統的保存方法，収蔵、展示等の保存環境） 
○環境保護と博物館の役割（地域資源の保存と活用（エコミュージアム等），文化
財の保存と活用(景観、歴史的環境を含む），自然環境の保護（生物多様性・種の
保存を含む）) 

受講者へのコメント 博物館学芸員課程において、土曜日・日曜日を利用して、博物館等施設見学を行



うことについて、部活動・アルバイト等の理由によって、参加できない。そして、
参加できないことが、単位取得を難しくしている。これについて、改善をしても
らいたいという意見がありました。博物館学芸員資格は、博物館法施行規則によ
って、博物館見学を義務づけていますので、これに参加しなければ、資格の取得
はできません。また、本学では、特定学部・学科のみが、博物館学芸員の資格を
取得するようになっていません。すなわち、全学の学生が参加できる日時の設定
が必 

連絡先 徳澤啓一研究室（７号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  本講義の予習・復習をする履修者が少ないようですが、少なくとも、定期試験
に際して、講義毎に配布しているワークシート、そして、⿊板を書きとったノー
トを見直すようにしましょう。「どうせ勉強してないし」とか、「お情けでなんと
かなるかもしれない」といった安易な気持ちで履修することは望ましくありませ
ん。１時間でも、２時間でも「やれることをやる」努力を惜しんではいけません。
同じように、講義毎の予習復習もそうです。講義直前の休み時間や出欠の最中な
どの寸暇を利用して、５分でも 10 分でもワークシートを見直すとかちょっとし
た 

英文科目名 Museum Object Conservation 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 とくになし 
講義目的 博物館における資料保存及びその保存・展示環境及び収蔵環境を科学的に捉え，

資料を良好な状態で保存していくための知識を習得することを通じて，資料の保
存に関する基礎的能力を養う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

本講義の内容を概説する。 
2 回 博物館における資料保存の意義 
3 回 資料の保全（育成を含む）(1) 
資料の状態調査・現状把握 
4 回 資料の保全（育成を含む）(2) 
資料の修復・修理，資料の梱包と輸送 
5 回 博物館資料の保存環境(1)  
資料保存の諸条件とその影響（温湿度） 
6 回 博物館資料の保存環境(2) 
資料保存の諸条件とその影響（光） 
7 回 物館資料の保存環境(3) 
資料保存の諸条件とその影響（振動） 
8 回 博物館資料の保存環境(4) 
資料保存の諸条件とその影響（大気等） 
9 

準備学習 1 回 『教職・博物館学芸員課程履修の手引き』の「２．博物館学芸員課程」を読



んでおくこと。 
2 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
5 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
8 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
9 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
10 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
11 回 テキストの該当 

 



年度 2014 
授業コード FD002110 
成績評価 館園見学におけるワークシート及びレポート（30％）、小テスト（20％）、定期試

験（50％）によって、成績を評価する。なお、博物館学芸員養成課程の最終段階
である「博物館実習」において、履修生は、外部へのインターンシップを伴う館
園実習を履修しなければならない。当然のことながら、館園実習では、勤務態度
及び来館者への接遇態度に関する資質が厳しく問われることなる。そのため、本
講義の合否に関しては、平素の受講態度（館園見学を含む）に関する教員所見を
重視することになる。 

曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(12〜),⼯学部(12〜),総合情報学部(12〜),生物地球学部(12〜) 
見出し FD002110 博物館展示論 
担当教員名 徳澤 啓一、乗岡 実＊ 
単位数 2 
教科書 新時代の博物館学／全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編／芙蓉書房出版

／9784829505519 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 とくになし 
科目名 博物館展示論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中、適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。 

シラバスコード FD002110 
実務経験のある教員  
達成目標 ○ 博物館展示の意義 

コミュニケーションとしての展示，調査研究の成果の提示，展示と展示論の歴史，
展示の政治性と社会性，博物館展示の実際，展示の諸形態，展示の製作（企画，
デザイン，技術，施⼯等），関係者との協力（他館、所蔵者、専門業者等），展示
の評価と改善・更新 
○ 展示の解説活動 
解説文・解説パネル，人による解説，機器による解説，展示解説書（展示図録，
パンフレット等） 

受講者へのコメント 本講義は、理学部・⼯学部・総合情報学部の全学の学生が履修することができま
す。博物館学芸員の資格を取得するということは、すなわち、「博物」という広範
な領域を扱うことになります。また、「博物館」の先生として、子どもからお年寄
りまでの幅広い年齢層に対して、教育活動を行うわけですから、１）幅広い教養、



２）高い専門性、３）教育的態度を養う必要があります。近年、受講態度の不良
な学生を散見しますが、教職の資格と同じように、「資格がもらえればとりあえ
ずいいや」みたいなあまり安易な気持ちで、博物館学芸員課程を履修することは 

連絡先 徳澤啓一研究室（７号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  本講義の予習・復習をする履修者が少ないようですが、少なくとも、定期試験
に際して、講義毎に配布しているワークシート、そして、⿊板を書きとったノー
トを見直すようにしましょう。「どうせ勉強してないし」とか、「お情けでなんと
かなるかもしれない」といった安易な気持ちで履修することは望ましくありませ
ん。１時間でも、２時間でも「やれることをやる」努力を惜しんではいけません。
同じように、講義毎の予習復習もそうです。講義直前の休み時間や出欠の最中な
どの寸暇を利用して、５分でも 10 分でもワークシートを見直すとかちょっとし
た 

英文科目名 Museum Exhibition 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 とくになし 
講義目的 展示の歴史，展示メディア，展示による教育活動，展示の諸形態等に関する理論

及び方法に関する知識・技術を習得し，博物館の展示機能に関する基礎的能力を
養う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

本講義の内容を概説する。 
2 回 博物館展示の意義(1) 
 コミュニケーションとしての展示 
3 回 博物館展示の意義(2) 
 調査研究の成果の提示 
4 回 博物館展示の意義(3) 
 展示と展示論の歴史① 
5 回 博物館展示の意義(4) 
 展示と展示論の歴史② 
6 回 博物館展示の意義(5) 
 展示の政治性と社会性① 
7 回 博物館展示の意義(6) 
 展示の政治性と社会性② 
8 回 博物館展示の意義(7) 
 展示の諸形態 
9 回 博物館展示の意義(8) 
 展示の製作（企画，デザイン，技術，施⼯等） 

準備学習 1 回 『教職・博物館学芸員課程履修の手引き』の「２．博物館学芸員課程」を読
んでおくこと。 
2 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 



3 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
5 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
8 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
9 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
10 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
11 回 テキストの該当 

 



年度 2014 
授業コード FD002210 
成績評価 定期試験によって、成績を評価する。なお、博物館学芸員養成課程の最終段階で

ある「博物館実習」において、履修生は、外部へのインターンシップを伴う館園
実習を履修しなければならない。当然のことながら、館園実習では、勤務態度及
び来館者への接遇態度に関する資質が厳しく問われることなる。そのため、本講
義の合否に関しては、平素の受講態度（館園見学を含む）に関する教員所見を重
視することになる。 

曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(12〜),⼯学部(12〜),総合情報学部(12〜),生物地球学部(12〜) 
見出し FD002210 博物館教育論 
担当教員名 徳澤 啓一 
単位数 1 
教科書 『新時代の博物館学』／全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編／芙蓉書房出

版 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 プリントの右端がいつも印刷不良のようですね。ごめんなさい。新しいコピー機

を購入します(><) 
科目名 博物館教育論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中、適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。 

シラバスコード FD002210 
実務経験のある教員  
達成目標 ○博物館教育の意義と理念（コミュニケーションとしての博物館教育（博物館教

育の双方向性、博物館諸機能の教育的意義），博物館教育の意義（生涯学習の場と
しての博物館、人材養成の場としての博物館、地域における博物館の教育機能、
博物館リテラシーの涵養等），博物館教育の方針と評価） 
○博物館の利用と学び（博物館の利用実態と利用者の博物館体験，博物館におけ
る学びの特性） 
○博物館教育の実際（博物館教育活動の手法（館内、館外），博物館教育活動の企
画と実施，博物館と学校教育（博物館と学習指導要領を含む）） 

受講者へのコメント 博物館学芸員課程において、土曜日・日曜日を利用して、博物館等施設見学を行
うことについて、部活動・アルバイト等の理由によって、参加できない。そして、
参加できないことが、単位取得を難しくしている。これについて、改善をしても
らいたいという意見がありました。博物館学芸員資格は、博物館法施行規則によ



って、博物館見学を義務づけていますので、これに参加しなければ、資格の取得
はできません。また、本学では、特定学部・学科のみが、博物館学芸員の資格を
取得するようになっていません。すなわち、全学の学生が参加できる日時の設定
が必 

連絡先 徳澤啓一研究室（７号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  本講義の予習・復習をする履修者が少ないようですが、少なくとも、定期試験
に際して、講義毎に配布しているワークシート、そして、⿊板を書きとったノー
トを見直すようにしましょう。「どうせ勉強してないし」とか、「お情けでなんと
かなるかもしれない」といった安易な気持ちで履修することは望ましくありませ
ん。１時間でも、２時間でも「やれることをやる」努力を惜しんではいけません。
同じように、講義毎の予習復習もそうです。講義直前の休み時間や出欠の最中な
どの寸暇を利用して、５分でも 10 分でもワークシートを見直すとかちょっとし
た 

英文科目名 Museum Education 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 とくになし。 
講義目的 博物館における教育活動の基盤となる理論や実践に関する知識と方法を習得し，

博物館の教育機能に関する基礎的能力を養う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

 本講義の内容を概説する。 
2 回 博物館教育の意義と理念(1) 
コミュニケーションとしての博物館教育（博物館教育の双方向性、博物館諸機能
の教育的意義） 
3 回 博物館教育の意義と理念(2) 
博物館教育の意義（生涯学習の場としての博物館、人材養成の場としての博物館、
地域における博物館の教育機能、博物館リテラシーの涵養等） 
4 回 博物館教育の意義と理念(3) 
博物館教育の方針と評価 
5 回 博物館の利用と学び 
博物館の利用実態と利用者の博物館体験，博物館における学びの特性 
6 回 博物館教 

準備学習 1 回 『教職・博物館学芸員履修の手引き』の「2.博物館学芸員課程」を読んでお
くこと。 
2 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
5 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 



8 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
またここまで学習した事について復習しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FD002220 
成績評価 定期試験によって、成績を評価する。なお、博物館学芸員養成課程の最終段階で

ある「博物館実習」において、履修生は、外部へのインターンシップを伴う館園
実習を履修しなければならない。当然のことながら、館園実習では、勤務態度及
び来館者への接遇態度に関する資質が厳しく問われることなる。そのため、本講
義の合否に関しては、平素の受講態度（館園見学を含む）に関する教員所見を重
視することになる。 

曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(12〜),⼯学部(12〜),総合情報学部(12〜),生物地球学部(12〜) 
見出し FD002220 博物館教育論 
担当教員名 徳澤 啓一 
単位数 1 
教科書 『新時代の博物館学』／全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編／芙蓉書房出

版 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし。 
科目名 博物館教育論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中、適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。 

シラバスコード FD002220 
実務経験のある教員  
達成目標 ○博物館教育の意義と理念（コミュニケーションとしての博物館教育（博物館教

育の双方向性、博物館諸機能の教育的意義），博物館教育の意義（生涯学習の場と
しての博物館、人材養成の場としての博物館、地域における博物館の教育機能、
博物館リテラシーの涵養等），博物館教育の方針と評価） 
○博物館の利用と学び（博物館の利用実態と利用者の博物館体験，博物館におけ
る学びの特性） 
○博物館教育の実際（博物館教育活動の手法（館内、館外），博物館教育活動の企
画と実施，博物館と学校教育（博物館と学習指導要領を含む）） 

受講者へのコメント 博物館学芸員課程の３年次の講義も引き続き、熱⼼に取り組んでいただき、資格
取得を達成していただきたいと思います。 

連絡先 徳澤啓一研究室（７号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 受講生の皆さんは、出席率も高く、熱⼼に受講し、講義中のディスカッションに
も積極的に参加してくれました。その結果、講義の内容をよく理解してくれたの
ように思います。 

英文科目名 Museum Education 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 博物館における教育活動の基盤となる理論や実践に関する知識と方法を習得し，

博物館の教育機能に関する基礎的能力を養う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

 本講義の内容を概説する。 
2 回 博物館教育の意義と理念(1) 
コミュニケーションとしての博物館教育（博物館教育の双方向性、博物館諸機能
の教育的意義） 
3 回 博物館教育の意義と理念(2) 
博物館教育の意義（生涯学習の場としての博物館、人材養成の場としての博物館、
地域における博物館の教育機能、博物館リテラシーの涵養等） 
4 回 博物館教育の意義と理念(3) 
博物館教育の方針と評価 
5 回 博物館の利用と学び 
博物館の利用実態と利用者の博物館体験，博物館における学びの特性 
6 回 博物館教 

準備学習 1 回 『教職・博物館学芸員履修の手引き』の「2.博物館学芸員課程」を読んでお
くこと。 
2 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
5 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
8 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
またここまで学習した事について復習しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FD002310 
成績評価 レポート（30％）および定期試験（50％）によって、成績を評価する。なお、博

物館学芸員養成課程の最終段階である「博物館実習」において、履修生は、外部
へのインターンシップを伴う館園実習を履修しなければならない。当然のことな
がら、館園実習では、勤務態度及び来館者への接遇態度に関する資質が厳しく問
われることなる。そのため、本講義の合否に関しては、平素の受講態度（館園見
学を含む）に関する教員所見を重視することになる。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(12〜),⼯学部(12〜),総合情報学部(12〜),生物地球学部(12〜) 
見出し FD002310 博物館情報論 
担当教員名 高橋 亮雄 
単位数 2 
教科書 『新時代の博物館学』／全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編／芙蓉書房出

版 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 受講者が多すぎる、というコメントが少なからずみられたが、対応は難しい。ス

ライドが見にくい、私語を注意してほしい、等は大教室での開講によるものだと
考えられる。 

科目名 博物館情報論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は基本的に行わないので注意すること。 

シラバスコード FD002310 
実務経験のある教員  
達成目標 博物館の情報収集と発信、および活用法について適切に理解できるようになる 
受講者へのコメント 受講者数が多いクラスでしたが、欠席者は少なく円滑に講義ができたと思いま

す。 
連絡先 高橋亮雄研究室（13 号館１階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Ａ−１項目：約 82％が皆勤であったとの回答が得られた。Ａ−２項目：約 57％
より講義時間外の学習に取り組んだ旨の回答が得られた。Ａ−３項目：約 47％よ
り指示された課題について取り組んだ、との回答を得た。Ｂ項目：89％よりこの
分野への理解が深まったとの回答が得られた。Ｃ−５項目：この講義の目標につ
いて約 31％が達成できた、約 47％がだいたい達成できた、との回答が得られた。



Ｃ-6 項目：約 76％より教員の意欲が感じられた、との回答が得られた。Ｃ-7 項
目：約 63％より満足、約 23％よりほぼ満足、との回答が得られた。 

英文科目名 Museum Intelligence 
関連科目 生涯学習概論、博物館経営論、博物館資料論、博物館資料保存論、博物館展示論、

教育学原論（基礎理学科：教育基礎論）、博物館教育論、博物館情報論、博物館実
習Ⅰ、博物館実習Ⅱ（生物地球学部：野外博物館実習Ⅰ〜Ⅹ）自然史Ⅰ（動物学
科：地史・古生物学、生物地球学部：地球科学概論Ⅰ）、自然史Ⅱ（動物学科：進
化動物学、生物地球学部：生物科学概論）、文化史Ⅰ（社会情報学科：遺跡と遺
物、生物地球学部：考古学概論Ⅰ）、文化史Ⅱ（動物学科：動物誌、社会情報学科：
⺠俗学） 

次回に向けての改善変更予定 受講者の集中を避けるためにオリエンテーション等で何らかの対策を行う。 
講義目的 博物館の情報収集と発信に関する基礎的知識を理解し、専門性の基礎となる能力

を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の概要についての説明と参考文献の紹介 

2 回 情報の伝達と視聴覚メディア 
3 回 メディアとしての博物館 
4 回 ITC 社会の中の博物館 
5 回 情報教育の意義と重要性 
6 回 博物館活動の情報化 
7 回 資料のドキュメンテーションとアーカイブ化 
8 回 デジタルアーカイブの現状と課題 
9 回 映像理論、博物館メディアの役割と学習活用 
10 回 情報管理と情報公開 
11 回 情報機器の活用 
12 回 インターネットの活用 
13 回 知的財産権 
14 回 個人情報の保護と管理 
15 回 権利処理の方法 

準備学習 1 回 『教職・博物館学芸員履修の手引き』の「2.博物館学芸員課程」を読んでお
くこと。 
2 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
5 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
8 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
9 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
10 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
11 回 テキストの該当部分 

 



年度 2014 
授業コード FD002320 
成績評価 レポート（30％）および定期試験（50％）によって、成績を評価する。なお、博

物館学芸員養成課程の最終段階である「博物館実習」において、履修生は、外部
へのインターンシップを伴う館園実習を履修しなければならない。当然のことな
がら、館園実習では、勤務態度及び来館者への接遇態度に関する資質が厳しく問
われることなる。そのため、本講義の合否に関しては、平素の受講態度（館園見
学を含む）に関する教員所見を重視することになる。 

曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(12〜),⼯学部(12〜),総合情報学部(12〜),生物地球学部(12〜) 
見出し FD002320 博物館情報論 
担当教員名 高橋 亮雄 
単位数 2 
教科書 『新時代の博物館学』／全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編／芙蓉書房出

版 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 多くの博物館の写真をもっと見たい、スライドを見るときに電気をすべて消すと

眠くなる、とのコメントがあった。前者については今後の参考としたい。後者に
ついては写真を鮮明に見せるための措置であり、眠くなることに関する特別な配
慮が必要だとは思われない。 

科目名 博物館情報論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は基本的に行わないので注意すること。 

シラバスコード FD002320 
実務経験のある教員  
達成目標 博物館の情報収集と発信、および活用法について適切に理解できるようになる 
受講者へのコメント １・２限目の講義であったせいか、遅刻者が多かった。 
連絡先 高橋亮雄研究室（13 号館１階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 履修者は 9 名と少なかった。Ａ−1 項目：では 3・４回欠席した受講者が２名見
られた。Ａ-2 項目：授業時間外学習については４名が３０分程度おこなったとの
回答が得られた。このほかは学習しなかったと考えられる。Ａ−３項目：1 名が
指示された学習に取り組んだほか、３名が自主的に学習を進めたとの回答が得ら
れた。Ｂ項目：４名よりこの分野への理解が深まった、興味関⼼が深まった、今



後の進路の参考になった、との回答が得られた。Ｃ−５項目；約 43％より目標を
達成できたとの回答を得た。Ｃ−６:約 57％より教員の意欲が感じられた、との 

英文科目名 Museum Intelligence 
関連科目 生涯学習概論、博物館経営論、博物館資料論、博物館資料保存論、博物館展示論、

教育学原論（基礎理学科：教育基礎論）、博物館教育論、博物館情報論、博物館実
習Ⅰ、博物館実習Ⅱ（生物地球学部：野外博物館実習Ⅰ〜Ⅹ）自然史Ⅰ（動物学
科：地史・古生物学、生物地球学部：地球科学概論Ⅰ）、自然史Ⅱ（動物学科：進
化動物学、生物地球学部：生物科学概論）、文化史Ⅰ（社会情報学科：遺跡と遺
物、生物地球学部：考古学概論Ⅰ）、文化史Ⅱ（動物学科：動物誌、社会情報学科：
⺠俗学） 

次回に向けての改善変更予定 今後も博物館における視聴覚メディアの運用例について、積極的に紹介してゆき
たい。 

講義目的 博物館の情報収集と発信に関する基礎的知識を理解し、専門性の基礎となる能力
を養う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の概要についての説明と参考文献の紹介 

2 回 情報の伝達と視聴覚メディア 
3 回 メディアとしての博物館 
4 回 ITC 社会の中の博物館 
5 回 情報教育の意義と重要性 
6 回 博物館活動の情報化 
7 回 資料のドキュメンテーションとアーカイブ化 
8 回 デジタルアーカイブの現状と課題 
9 回 映像理論、博物館メディアの役割と学習活用 
10 回 情報管理と情報公開 
11 回 情報機器の活用 
12 回 インターネットの活用 
13 回 知的財産権 
14 回 個人情報の保護と管理 
15 回 権利処理の方法 

準備学習 1 回 『教職・博物館学芸員履修の手引き』の「2.博物館学芸員課程」を読んでお
くこと。 
2 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
5 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
8 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
9 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
10 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
11 回 テキストの該当部分 



 



年度 2014 
授業コード FD002330 
成績評価 講義中におこなうリアクションペーパーを含む提出物（50％）、定期試験（50％）

によって成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(12〜),⼯学部(12〜),総合情報学部(12〜),生物地球学部(12〜) 
見出し FD002330 博物館情報論 
担当教員名 中村 真里絵＊ 
単位数 2 
教科書 全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会(2012)『新時代の博物館学』芙蓉書房出

版 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 講義主体であったが、資料などを適宜使ったことが、興味をひいたようなので、

今後も講義形式に⼯夫をこらしたい。 
科目名 博物館情報論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 ・やむを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が

記名・押印した文書を事前に提出すること。 
・また、講義で参考資料を配布することがあるが、欠席者への事後配布をしない
ため注意すること。 

シラバスコード FD002330 
実務経験のある教員  
達成目標 ・博物館における情報メディアの意義と課題について理解し、それらを活用する

基礎的な能力を身に付ける。 
受講者へのコメント ほとんどの学生が真面目に取り組んでくれたため、講義をしやすい雰囲気でし

た。 
博物館は生涯学習の場でもあり、皆さんがこれからも一生付き合うことになる場
だと思います。今回の講義が、博物館展示のあり方について、単に来館者として
ではなく、博物館展示のつくり手としての視点も意識し、いろんな角度から博物
館を楽しめるきっかけとなってもらえたらと思います。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 多くの学生が、各項目についてよい評価をしており、学生の真面目な取り組みが
うかがえる。特に、「この分野への理解が深まった」というのと、「興味関⼼が高
まった」、そして「今後の進路の参考になった」という項目の評価が高かったの
は、教師としてやりがいを感じる。 



英文科目名 Museum Intelligence 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 もう少し講義中にいろんな博物館の具体例を出せるようにしたい。 

また、短時間にできる課題を複数回にわたって出せるようにしたい。 
講義目的 ・博物館における情報メディアの意義について理解する。・博物館資料の情報化

について理解する。 
・博物館における情報メディアの活用に関する基礎的知識を養う。 
? 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義内容の概説 

2 回 博物館における情報・メディアの意義 
3 回 博物館における情報の蓄積と活用 
4 回 情報教育の意義と重要性 
5 回 データベースの構築とその運用 
6 回 デジタル・アーカイブズの現状と課題 
7 回 インターネットを活用した情報発信 
8 回 デジタルミュージアム 
9 回 博物館と教育 
10 回 博物館展示における情報メディア 
11 回 博物館における映像資料 
12 回 デジタル技術と博物館 
13 回 博物館における知的財産権 
14 回 新たな時代の博物館 
15 回 まとめ 

準備学習 1 回 なし。 
2 回 テキストの該当箇所を読んでくる。該当箇所については講義内で指定する。 
3 回 テキストの該当箇所を読んでくる。該当箇所については講義内で指定する。 
4 回 テキストの該当箇所を読んでくる。該当箇所については講義内で指定する。 
5 回 テキストの該当箇所を読んでくる。該当箇所については講義内で指定する。 
6 回 テキストの該当箇所を読んでくる。該当箇所については講義内で指定する。 
7 回 テキストの該当箇所を読んでくる。該当箇所については講義内で指定する。 
8 回 テキストの該当箇所を読んでくる。該 

 



年度 2014 
授業コード FD002410 
成績評価 レポート（30％）、小テスト（20％）、定期試験（50％）によって、成績を評価す

る。 
なお、博物館学芸員養成課程の最終段階である「博物館実習Ⅱ」において、履修
生は、外部へのインターンシップを伴う館園実習を履修しなければならない。当
然のことながら、館園実習では、勤務態度及び来館者への接遇態度に関する資質
が厳しく問われることなる。そのため、本講義の合否に関しては、平素の受講態
度（館園見学を含む）に関する教員所見を重視することになる。 

曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(12〜),⼯学部(12〜),総合情報学部(12〜),生物地球学部(12〜) 
見出し FD002410 博物館実習Ⅰ 
担当教員名 徳澤 啓一、高橋 亮雄 
単位数 1 
教科書 新時代の博物館学／全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編／芙蓉書房出版

／9784829505519 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし。 
科目名 博物館実習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中、適宜、指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。 

シラバスコード FD002410 
実務経験のある教員  
達成目標 ○ 事前の指導（実習全体の指導，館園実習に関する指導，実務実習に関す

る指導） 
○ 館園見学（多様な館種の実態理解） 

受講者へのコメント ４年次の博物館実習Ⅱでは、自分の得意・不得意の技能を見つめて、技術の向上
に努めていただきたいと思います。 

連絡先 徳澤啓一研究室（７号館４階） 
高橋亮雄 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各クラスともに、受講生は熱⼼に実習に取り組み、博物館の専門的業務に興味・
関⼼が深まったように思います。さまざまな館務の体験を通じて、自分の得意・
不得意の技能を発見したように思います。 



英文科目名 Museum Work Training 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 見学を含む学内実習や館園実習での現場体験を通し、多様な館種の実態や学芸員

の業務を理解し、実践的能力を養う。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 事前の指導(1) 館園実習に関するもの 

2 回 事前の指導(2) 実習する館園に関するもの 
3 回 事前の指導(3) 館務に関するもの 
4 回 事前の指導(4) 博物館利用者の接遇に関するもの 
5 回 事前の指導(5) 館園見学に関するもの 
6 回 事前の指導(6) 見学する館園に関するもの 
7 回 館園見学(1)  館園Ａ［館園見学・レポート］ 
8 回 館園見学(2)  館園Ａ［館園見学・レポート］ 
9 回 館園見学(3)  館園Ｂ［館園見学・レポート］ 
10 回 館園見学(4)  館園Ｂ［館園見学・レポート］ 
1 

準備学習 1 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
2 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
5 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
8 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
9 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
10 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
11 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
12 回 テキストの該当 

 



年度 2014 
授業コード FD002420 
成績評価 レポート（30％）、小テスト（20％）、定期試験（50％）によって、成績を評価す

る。 
なお、博物館学芸員養成課程の最終段階である「博物館実習Ⅱ」において、履修
生は、外部へのインターンシップを伴う館園実習を履修しなければならない。当
然のことながら、館園実習では、勤務態度及び来館者への接遇態度に関する資質
が厳しく問われることなる。そのため、本講義の合否に関しては、平素の受講態
度（館園見学を含む）に関する教員所見を重視することになる。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(12〜),⼯学部(12〜),総合情報学部(12〜),生物地球学部(12〜) 
見出し FD002420 博物館実習Ⅰ 
担当教員名 徳澤 啓一、高橋 亮雄、大澤 正幸＊ 
単位数 1 
教科書 新時代の博物館学／全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編／芙蓉書房出版

／9784829505519 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 博物館実習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中、適宜、指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。 

シラバスコード FD002420 
実務経験のある教員  
達成目標 ○ 事前の指導（実習全体の指導，館園実習に関する指導，実務実習に関す

る指導） 
○ 館園見学（多様な館種の実態理解） 

受講者へのコメント  
連絡先 徳澤啓一研究室（７号館４階） 

高橋亮雄 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Museum Work Training 
関連科目  



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 見学を含む学内実習や館園実習での現場体験を通し、多様な館種の実態や学芸員

の業務を理解し、実践的能力を養う。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 事前の指導(1) 館園実習に関するもの 

2 回 事前の指導(2) 実習する館園に関するもの 
3 回 事前の指導(3) 館務に関するもの 
4 回 事前の指導(4) 博物館利用者の接遇に関するもの 
5 回 事前の指導(5) 館園見学に関するもの 
6 回 事前の指導(6) 見学する館園に関するもの 
7 回 館園見学(1)  館園Ａ［館園見学・レポート］ 
8 回 館園見学(2)  館園Ａ［館園見学・レポート］ 
9 回 館園見学(3)  館園Ｂ［館園見学・レポート］ 
10 回 館園見学(4)  館園Ｂ［館園見学・レポート］ 
1 

準備学習 1 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
2 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
5 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
8 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
9 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
10 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
11 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
12 回 テキストの該当 

 



年度 2014 
授業コード FGG00110 
成績評価 期末試験により評価する。 

期末試験は、講義を担当した各教員がその講義の内容を問う問題を１問づつ作成
し、そのうちの数問を選択して答える形式である。 

曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜14) 
見出し FGG00110 生物地球概論 
担当教員名 富岡 直人、福⽥ 尚也、大橋 唯太、白石 純、中島 経夫、加藤 賢一、久

保⽥ 尚 
単位数 2 
教科書 指定しません。 
アクティブラーニング  
キーワード 地形図、激変星、活動銀河核、宇宙の構成、宇宙の進化、星の誕生、太陽系、隕

石、古生物、恐⻯、絶滅、気象、地質、生物、植物、系統、進化、園芸、魚類、
咽頭⻭、昆虫、自然環境、人間活動、古代、日本、朝鮮半島、骨考古学、家畜、
土器、石器 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物地球概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ２１号館１階に講義に関連した注意を掲示することがあるので、確認すること。 
シラバスコード FGG00110 
実務経験のある教員  
達成目標  生物地球学科で現在行われている教育や研究について説明できる。 

 生物地球学科で行われている研究において使用される基本的な用語について
理解し、説明することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 総括担当：富岡 直人 

２１号館５階 富岡研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biosphere-Geosphere Science 
関連科目 野外調査法、生物科学概論１・２、地球科学概論１・２、考古学概論１・２、人

類学概論１・２、天文学概論１・２、園芸学概論、地理学概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  この学科でどのようなことを勉強し、研究できるのかについて概括的に理解す



ることが本講義の目的である。 
 まず、それぞれの教員がどのようなことを研究しているのかを理解し、受講生
が生物地球学科において将来どのような勉強や研究をすることができるかにつ
いて、具体的なイメージ作りの足がかりにすることが本講義のねらいである。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

 本講義のねらいと進め方、本講義の成績採点方法などについて説明する。 
 また、生物地球学科ではフィールドワークを研究・教育手段として重要視する
が、生物地球分野の調査計画の立案から、調査時の現在位置確認、調査後の結果
の整理や解析に至るまで、地形図は必須の道具である。安全に野外調査を行なう
ためにも地形図の読図技術が必要である。講義では、地図記号、等高線によって
示される情報に焦点をあて、事例をあげて地形図読図技術を解説する。 
2 回 激変星から活動銀河核まで−活動天体の光学観測− 
 天体 

準備学習  各講義を受講する前にシラバスに目を通し、どのような講義内容かを大まかに
理解しておくこと。 
 具体的にはシラバスに書かれている専門用語・キーワードを図鑑、辞書、イン
ターネット等で調べておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FGG00210 
成績評価 8 回の講義の終わりに試験を実施し、評価する。100 点満点で 60 点未満は不合格

とする。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球学科(〜14) 
見出し FGG00210 生物地球特別講義Ⅰ 
担当教員名 石垣 忍＊ 
単位数 1 
教科書 使用せず。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 上記記載の通り「説明が聞き取りにくい」「声が小さい」という指摘については改

善したい。 
授業への熱意や授業手法については肯定的な記述があった。これらの良い評価が
続くようにさらに技術改善と⼯夫を続けたい。 

科目名 生物地球特別講義Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 動物園で学ぶ進化/堀⽥進/東海大学出版会： 恐⻯学/ファストフスキーほか/丸

善 
授業形態 講義 
注意備考 試験は筆記試験を講義の最後に実施する。 
シラバスコード FGG00210 
実務経験のある教員  
達成目標 ①動物園で、進化的な観点でいろいろな動物を観察する方法を身につける。 

②街路樹などを対象に、進化的な観点で植物を観察する方法を身につける。 
③現在の生物の進化を知るには化石の研究が必要であることを理解する。 
④恐⻯研究を導入口として、過去の生物の遺体・遺物である｢化石」への理解を深
める。 
⑤体化石と生痕化石の研究データ、地質学データなどから総合的に過去を復元す
ることを理解する。 
⑥恐⻯化石研究の例を知り、科学研究とその方法について理解を深める。 

受講者へのコメント 教室内での講義のほかに、動物園と植物園を半日ずつ訪れ、「進化的な観点」から
動植物を見ることを教えた。実際にものに触れることの重要性を学び取ってほし
い。試験は行わず、レポートの提出により評価を行っているが、これは講義で学
んだことをもとに、関連した書籍を読んだり、ものを展示している博物館を訪れ
て実物に接することを目標としている。今後もこの方式を続けて、学生が自分の
目で本物を見ることを重視したい。 

連絡先 林原自然科学博物館 岡山事務所 086-224-3580 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 今回の評価はおおむねプラス評価であったので、講義を行う側としての目標は達

成できたと思っている。 
英文科目名 Topics in Biosphere-Geosphere Science I 
関連科目 古生物学、地質学、生物学関連の講義を受講することにより理解が深まる。 
次回に向けての改善変更予定 教室が縦⻑で、マイクをうまく使わないと声が聞き取りにくいようである。ピン

マイクを使うなど⼯夫したい。 
動物園と植物園のような野外で、100 名を超える見学は運営が難しい。説明が聞
こえにくい、大人数で大変 という指摘に対して、マイク複数台の使用や集団を
常に塊状に保つ努力をするなどして、改善をはかりたい。 

講義目的 「現在の世界は、過去から未来へ続く⻑い歴史の中の一断面であり、膨大な⻑さ
の過去の結果として現在がある」ということが、人間の世界だけでなく、自然に
おいても言えることについての深い理解を促す。人間の歴史を探ることが、人間
の存在を知り、現在と未来について考える基礎となるように、地球と生物の過去
の歴史を探ることが、自然の歴史を探る上で基礎となることを述べ、その探求方
法と実際の研究例を現生に残る遺存種と恐⻯化石を例にして述べる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生物界の概要と動物園の役割を概説する。爬虫類･鳥類を観察し、その形態

と進化的な背景を説明する。 
2 回 哺乳類を観察し、その形態と進化的な背景を説明する。 
3 回 フウやイチョウなど遺存種の植物を観察し、その形態と進化的な背景を説
明する。 
4 回 恐⻯を題材にして、進化の探求における化石研究の意義と方法について概
略説明する。 
5 回 恐⻯体化石の研究とその意義について、実物や写真を見ながら説明する。 
6 回 恐⻯生痕化石の研究とその意義について実物や写真を見ながら説明する。 
7 回 恐⻯の生息環境について、化石 

準備学習 1 回 池⽥動物園入口に集合すること。フィールドノート（普通の小型ノートでよ
い）と筆記具･ものさし・デジタルカメラ（携帯電話のカメラ機能でも可）を用意
すること。 
4 回 恐⻯に関して、市販の入門書またはインターネットでの情報などで概略を
理解しておくこと。 
5 回 自分の書いたフィールドノートを整理し、情報を整理しておくこと。 
恐⻯に関して、市販の入門書またはインターネットでの情報などで概略を理解し
ておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FGG00310 
成績評価 期末試験により評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜14) 
見出し FGG00310 野外調査法 
担当教員名 能美 洋介、大橋 唯太、中島 経夫、加藤 賢一、久保⽥ 尚浩、宮本 真二、

波⽥ 
単位数 2 
教科書 新版レスキュー・ハンドブック／藤原尚雄／山と渓谷社刊／9784635156042 
アクティブラーニング  
キーワード フィールド・ワーク 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 野外調査法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義ごとに適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 生物地球システム学科の 2 年次再履修科目「野外調査法」の受講希望者は、「野

外調査法実習 2」が同時開講科目ですから、そちらを受講すること。 
シラバスコード FGG00310 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ 生物地球学科の各コースの実習や卒業研究などでフィールド・ワークがどの

ように行われているか理解する。 
・ フィールド・ワークを安全に行うための基礎知識を持ち、事故等の対処法を
身につける。 
・ フィールド・ワークで使用される観測機器・調査機器などの動作原理や使用
法を理解し、正しく使うことができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 本講義の統括調整は、宮本が行っています。 

21 号館 5 階宮本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Methodology of Fieldwork 
関連科目 野外調査法実習 1、野外調査法実習 2 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  生物地球学科で行われる研究は野外における調査や観察を基本とする。フィー

ルド・ワークでは、観察・観測対象に関する基礎知識に加え、測定機器の原理や
しくみ、効率的な調査手法や手順、安全に対する配慮など、多面的な理解が必要



である。本講義では、生物地球学科で行われる研究や実習のための基本的なフィ
ールド・ワークの技術と方法、観測法・観察機器について講義する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション＆安全な野外調査 

 本講義のねらいと進め方、生物地球学科の各コースとフィールド・ワークの概
要、本講義の成績採点方法などについて説明する。 
 本学科の各コースで行われるフィールドワークの概要について、写真などによ
って具体的な事例をあげて説明し、学生のフィールドワークに対する興味を喚起
する。また、安全なフィールドワークを行なうための事前の準備、服装、基本的
な調査用具・安全対策用具、さらに緊急時・事故時の対応方法について説明する。 
2 回 地図の見方と使い方 
 地理学は空間の学とも言われ、 

準備学習  各講義の前に、シラバスで示された授業内容に含まれる専門用語等を調べてお
いてください。 

 



年度 2014 
授業コード FGG00410 
成績評価 各テーマの実習担当教員がレポートを１００点満点で採点し、３回の実習の平均

点を評価点数とする。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球学科(〜14) 
見出し FGG00410 野外調査法実習Ⅰ 
担当教員名 能美 洋介、福⽥ 尚也、大橋 唯太、白石 純、中島 経夫、加藤 賢一、久

保⽥ 尚 
単位数 2 
教科書 新版レスキュー・ハンドブック／藤原尚雄／山と渓谷社刊／9784635156042 

野外調査法，野外調査法実習Ⅱでも上記は使用する． 
各実習ごとに必要な教科書は、担当教員が適宜指示する。 

アクティブラーニング  
キーワード 植物・園芸・水生動物・魚類・昆虫・考古遺跡・考古遺物・地理・岩石・地質・

水文気象・惑星・恒星・太陽 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 野外調査法実習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各実習テーマごとの参考書は、担当教員が適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考  本講義では、２０の実習テーマが提供されます。 

 ２か月の期間内に約１０時間（１０時限分）の実習（実習の説明、野外実習、
レポート作成指導を含む）を行なうが、同一期間に異なるいくつかの実習が同時
進行しています。 
 同一期間内に実施されるテーマからは一つしか選択できず、受講生は別の期間
のテーマから３つを自由に選択できますが、希望人数が多すぎる実習については
30 名前後で調整をします。 
 実習テーマの選択にあたって、同一コースが提供するものだけを選択すること
ができるし、すべて異なるコースのテーマを選択することもで 

シラバスコード FGG00410 
実務経験のある教員  
達成目標 ・生物地球学科の研究で行われるフィールドワークの内容を理解する。 

・安全にフィールドワークを行うための技術や知識を身につける。 
・調査・観測機器等の原理としくみを理解し、効率よく使用することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 本講義の統括指導は能美が担当します。 

２６号館３階 能美研究室 
各実習の内容に関する問い合わせは、それぞれの担当教員にしてください。 

合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Fieldwork I 
関連科目 野外調査法、野外調査法実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 講義科目「野外調査法」で取り扱う基本的なフィールドワークの技術と方法、観

測法・観察機器などについて、野外実習の体験を通じて理解し、それぞれの学問
分野で実施されるフィールドワークを正しく認識し、各自の進路の適性を確認す
る事を目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 全体を通じた準備学習についての注意事項はありません。 

実習は野外で行われますので、実習前日は夜更かしなどせず、安全に実習ができ
るよう体調・体制を整えておくこと。 
実習ごとに、事前の下調べや準備学習を指示される。 

 



年度 2014 
授業コード FGG00510 
成績評価 各テーマごとに提出されるレポートの平均点で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG00510 野外調査法実習Ⅱ 
担当教員名 福⽥ 尚也、大橋 唯太、白石 純、中島 経夫、加藤 賢一、久保⽥ 尚浩、

宮本 真 
単位数 2 
教科書 指定しない 
アクティブラーニング  
キーワード フィールドワーク 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 野外調査法実習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新 版 レ ス キ ュ ー ・ ハ ン ド ブ ッ ク / 藤 原 尚 雄 , 羽 根 ⽥  治 / 山 と 渓 谷 社

/ISBN9784635156042 
その他、実習ごとに適宜指示する。 

授業形態 実験実習 
注意備考 宿泊をともない、交通費・宿泊費等が必要な実習がある。 

実習内容によっては、トレッキングシューズなどの個人装備が必要な場合があ
る。 
同一期間内に実施される実習テーマからは一つのテーマしか選択できない。 
受講生は別の期間のテーマから２つを自由に選択する。 
実習テーマの選択にあたって、同一コースが提供するものを２つ選択することが
できるし、異なるコースのテーマを２つ選択することもできる。 
多くの実習は金曜日を利用するので、１年生開講の”野外調査法実習１”を同時に
履修する場合、または３年生が本講義を履修する場合、実 

シラバスコード FGG00510 
実務経験のある教員  
達成目標 ・各コースで行われる基礎的なフィールドワークを理解し、実践することができ

る。 
・フィールドワークで利用する調査機器の仕組みを理解し、正しく使用すること
ができる。 
・フィールドワークを安全に遂行し、かつ、危険予測ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 本実習の統括調整は矢野が行う。 

21 号館 6 階 矢野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Fieldwork II 
関連科目 野外調査法、野外調査法実習１、卒業研究 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 野外調査実習Ⅰより実践的な内容のフィールドワークを体験し、各コースの卒業

研究などで行われる野外調査の技術や方法と、調査手法、観測法・観測機器など
について正確に理解させる事を目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 野外調査法、野外調査法実習１などで習得した事項を応用した実習が行われるた

め、これらの講義の内容の復習をしておくこと。 
準備学習の詳細は、各実習の前に行なわれる説明会で説明されるので、これに従
うこと。 

 



年度 2014 
授業コード FGG00610 
成績評価 中間考査（30%）、期末考査（70%） 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜14) 
見出し FGG00610 生物科学概論Ⅰ 
担当教員名 中島 経夫 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 生物学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物科学概論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG00610 
実務経験のある教員  
達成目標 生物の多様性を知り、生物と環境の間に密接な関係があることを知る。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 6 階中島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biological Science I 
関連科目 生物学関係の講義 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物は地球上のあらゆる場所に分布し、それぞれの環境に巧みに適応した生活を

営んでいる。本講義では、生物がどのように地球上に誕生し、どのように生活し
てきた、また生活しているかを説明し、環境との相互作用によって成り立ってい
る生物界について理解を深めるとともに、生物と何か、生命とは何かを知る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（授業の進め方、評価の仕方） 

生物，生命とは 
2 回 生物学の始まりと歴史 
3 回 多様な生物の共通点，生命の起源 
4 回 生物の物質的基盤 
5 回 細胞 



6 回 代謝 
7 回 遺伝 
8 回 生殖 
9 回 発生 
10 回 動物の多様性（無脊椎動物） 
11 回 動物の多様性（脊椎動物） 
12 回 動物の多様性（脊椎動物・魚類） 
13 回 コイ科魚類からみた地球の歴史 
14 回 コイ科魚類からみた地球の歴史 
15 回 自然と文化 

準備学習 1 回 シラバスを読んで、受講する。 
2 回 図書館等で生物および生物学の歴史について調べておく。 
3 回 図書館等で生物および生物学の歴史について調べておく。 
4 回 図書館等で生物および生物学の歴史について調べておく。 
5 回 図書館等で細胞について調べておく。 
6 回 図書館等で代謝について調べておく。 
7 回 図書館等で遺伝について調べておく。 
8 回 図書館等で生殖について調べておく。 
9 回 図書館等で発生について調べておく。 
10 回 図書館等で動物の系統分類について調べておく。 
11 回 図書館等で動物の系統分 

 



年度 2014 
授業コード FGG00710 
成績評価 中間テスト（２０％）、定期テスト（８０％） 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG00710 生物科学概論Ⅱ 
担当教員名 星野 卓二 
単位数 2 
教科書 特に指定しない。プリント等を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生物細胞の基本構造、核の機能、野生生物、遺伝的多様性 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物科学概論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義時間中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG00710 
実務経験のある教員  
達成目標 １．生物の基本構造である細胞はどのような器官から構成されているか説明でき

る。２．遺伝子の複製機構などの、DNA の基本的な働きが説明できる。３．野
生生物の遺伝的多様性の保護・保全について具体的な例をあげて説明できる。４．
遺伝情報の検索ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館６階 星野研究室 hoshino@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biological Science II 
関連科目 生物科学概論Ⅰ、細胞遺伝学、植物系統進化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生命現象のしくみが形態学、遺伝学、分子生物学、生化学の発達により明らかに

されつつある。本講義では、生体の細胞レベルから分子レベルに至る構造と機能
の関連について述べる。さらに、野生生物がたどってきた進化の道筋が、遺伝情
報をもとにどのように明らかにされてきたかについて述べる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生命科学とは 

2 回 細胞の微細構造の研究方法 
3 回 細胞の基本構造 



4 回 核の構造および化学組成 
5 回 原核生物から真核生物への進化 
6 回 葉緑体とミトコンドリアの進化 
7 回 核の機能(1)−DNA の複製機構 
8 回 核の機能(2)−遺伝子の形質発現 
9 回 核の機能(3)−遺伝子とタンパク質合成 
10 回 中間テスト 
11 回 野生生物の遺伝的多様性(1) 
12 回 野生生物の遺伝的多様性(2) 
13 回 野生生物の遺伝的多様性(3) 
14 回 野生生物の遺伝的多様性(4) 
15 回 遺伝情報に基づく進化の解析 

準備学習 1 回 生物と有機物の違いについて調べておくこと 
2 回 生物の構造を調べる顕微鏡にはどのような種類があるか調べておくこと 
3 回 細胞の中に存在する細胞小器官にはどのような種類があるか調べておくこ
と 
4 回 核の中にはどのようなものが含まれているか調べておくこと 
5 回 原核生物と真核生物の違いについて調べておくこと 
6 回 葉緑体とミトコンドリアの遺伝子は、核とどのような点が異なるか調べて
おくこと 
7 回 DNA の半保存的複製について調べておくこと 
8 回 RNA にはどのような種類があるか調べておくこと 
9 回 リボゾ 

 



年度 2014 
授業コード FGG00810 
成績評価 授業への参加強度（２０％）、レポート（２０％）および最終試験の成績（６０％）

から総合的に評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜14) 
見出し FGG00810 園芸学概論 
担当教員名 久保⽥ 尚浩 
単位数 2 
教科書 特に使用しない／適宜にプリントを配付する 
アクティブラーニング  
キーワード 果樹、野菜、花卉（観賞植物）、栽培、生理・生態 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 園芸学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 園芸学入門／今⻄英雄編／朝倉書店 

図説園芸学／萩原 勲編／朝倉書店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG00810 
実務経験のある教員  
達成目標  園芸および園芸学の定義と特徴、園芸作物の種類と分類および育種と繁殖など

を概説した後、果樹、野菜および花卉（かき）の生育特性と栽培管理の方法につ
いて解説するとともに、高品質・多収に向けた技術開発の現状と方向性について
述べる。また、園芸生産における植物成⻑調節物質の利用、施設園芸、園芸生産
物の鮮度保持や利用などについても講述する。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室：専門学舎第２１号館６階６０７号室 

E-mail:kubota＠big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Horticultural Science 
関連科目 植物生態学、植物形態学、植物生理学、果樹園芸学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  作物形態学、作物生理・生態学、栽培学、および環境制御学を基礎に、園芸作

物や園芸生産の意義と特徴、発達の歴史と現状、環境調節による高品質・多収に
向けた生産技術開発の可能性、収穫物の鮮度保持などについてを理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 イントロダクション（授業の概要を説明する）。 
2 回 園芸と園芸作物の概略について講述する。 
3 回 園芸作物の種類と分類について講述する。 
4 回 園芸作物の形態について講述する。 
5 回 園芸作物の育種法について講述する。 
6 回 園芸作物の繁殖法について講述する。 
7 回 成⻑と発育（１）植物の生活環、および栄養器官の形成と発達について講述
する。 
8 回 成⻑と発育（２）花芽の形成と発達、開花・結実、果実の発育と成熟につい
て講述する。 
9 回 生育環境と栽培（１）気象条件と栽培適地について講述する。 
10 回 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習内容の概略を把握しておくこと。 
2 回 園芸および園芸作物とは何かについて予習しておくこと。 
3 回 園芸作物の分類方法、およびその種類について予習しておくこと。 
4 回 園芸作物の形態について予習しておくこと。 
5 回 育種方法の種類や実際について予習しておくこと。 
6 回 繁殖方法の種類と実際について予習しておくこと。 
7 回 栄養器官の成⻑と発達、および植物の生活環について予習しておくこと。 
8 回 生殖器官の分化と発達、開花と結実、および果実の肥大と成熟について予習
しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FGG00910 
成績評価 レポート点（10 点）、定期試験の点数（90 点）。これらをあわせて評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜14) 
見出し FGG00910 考古学概論Ⅰ 
担当教員名 ⻲⽥ 修一 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 考古学、もの、遺跡、遺構、遺物、発掘調査、文献史学、歴史学、⺠俗学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「講義室が狭い」とありました。すみません。 
科目名 考古学概論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 芹沢⻑介ほか編『考古学ゼミナール』山川出版社 

文化庁文化財保護部『埋蔵文化財発掘調査のてびき』（財）国土地理協会（販売：
第一法規出版） 
文化庁文化財部記念物課『発掘調査のてびき−集落遺跡発掘編・整理・報告書編
−』 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG00910 
実務経験のある教員  
達成目標 １．考古学とはどのようなものかを理解させる。 

２．考古学を通して「人間とは何か」を考えさせる。 
３．人文系博物館の学芸員として考古学分野に関する最低限の知識を習得させ
る。 

受講者へのコメント 授業への満足感に関して、118 名中、1 名がやや不満、1 名が不満でした。 
みなさんに満足いただけるように努力します。 

連絡先 086-256-9621 
21 号館 6 階 
ka_me_da◎big.ous.ac.jp（◎を＠にして下さい） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 基本的におおむね良好のようで何よりでした。 
英文科目名 Archaeology I 
関連科目 考古学概論Ⅱ、日本史概論、先史考古学、環境考古学、技術考古学、東アジア史 
次回に向けての改善変更予定 板書、スライド、配布資料が見えにくいところがあった（3/118）ようで、検討

します。 



講義目的  この講義を受講することによって、「世界の中での日本の歴史・伝統・文化」
「多様な人間の歴史」を考え、そして「人間とはどのようなものか」を考えてほ
しい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「講義概要」として、講義内容と本講義の進め方について説明する。 

2 回 「考古学について」というテーマで、考古学について全般的に説明する。特
に考古学の歴史などについて説明する。 
3 回 「考古学の定義」というテーマで、「考古学とは何か」ということについて
まず説明する。次に「考古学の対象」というテーマで、最も基本である「遺跡・
遺構・遺物」について説明する。 
4 回 「考古学の範囲」というテーマの 1 回目として、考古学が扱う「時間的空間
的な範囲」について説明する。 
5 回 「考古学の範囲」というテーマの 2 回目とし 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習内容について把握しておくこと。 
2 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに考古学について予習
しておくこと。 
3 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに考古学の定義や対象
について予習しておくこと。 
4 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに考古学の範囲につい
て予習しておくこと。 
5 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに考古学の範囲につい
て予習しておくこと。 
6 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに考古学の範囲につい
て 

 



年度 2014 
授業コード FGG00920 
成績評価 小テストと、期末テストにより評価を行う。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜14) 
見出し FGG00920 古生物学概論Ⅰ 
担当教員名 實吉 玄貴 
単位数 2 
教科書 指定しない 
アクティブラーニング  
キーワード 地質学、古生物学、地球史、生命進化、脊椎動物化石 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 古生物学概論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 化石と生物進化／地学団体研究会（編）／東海大学出版 

層序学と堆積学の基礎／ウイリアム.Ｊ.フリッツ・ジョニーN.ムーア著／愛智出
版 
古生物学入門／間嶋隆一・池谷仙之／朝倉出版 
化石の科学／日本古生物学会（編）／朝倉書店 
小学館の図鑑 NEO 大むかしの生物／日本古生物学会（監修）／小学館 
Vertebrate Taphonomy／ R. Lee Lyman／Cambridge University Press 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG00920 
実務経験のある教員  
達成目標 ・古生物学とどのような学問であるかを説明することができる。 

・化石の成り立ちを理解し、化石生成当時の環境について説明することができる。 
・地球の歴史の中で、生物の進化がどのように進んできたかを説明することがで
きる。 

受講者へのコメント  
連絡先 26 号館 2 階 實吉研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 地球科学概論Ⅰ、古生物学概論Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地質学スケールで見た地球環境の変遷を正しく理解し、そこに生きてきた生物た

ちがどのように環境に適応し、進化を遂げてきたかについての理解を深めること



を目的とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 地質学・生物学の境界領域として存在する古生物学の位置付け。古生物学で

対象となる化石とは何かを解説する。またこの授業で扱う地球と生命の歴史につ
いて概略を説明する。 
2 回 地球史Ⅰ。 
地球誕生から海の形成、生命の進化史について概略を説明する。また地球史を理
解するため、地球全体の地質学的背景（プリュームやプレートテクトニクス、地
球型惑星の生成）について理解を深める。 
3 回 地球史Ⅱ。 
地球史を理解する上で必要な、地質学の基礎について学ぶ。層序学・堆積学・岩
石学・古生物学等の専門分野から、地球史を読み解く方 

準備学習 シラバスをよく読んで、毎回のキーワードとなる語についてあらかじめ指定した
参考書などで調べておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FGG01010 
成績評価 レポート 50 点 定期試験 50 点 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG01010 考古学概論Ⅱ 
担当教員名 富岡 直人 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 考古学 人類学 分類学 年代測定 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 定期試験の実施内容については、空所補充と選択問題の希望が多く示されまし

た。記述式のレポートと組み合わせ定期試験のあり方を空所補充と択一問題で構
成する方法を今後も継続することで、現在は考えております。試験をやさしくし
て欲しいという意見が一部にみられましたが、しっかり達成度を評価する必要が
あるので、適切な難易度の試験・レポートを課す義務が教員にあります。御理解
下さい。また、出席点を評価して欲しいという意見も二人から寄せられましたが、
大学の方針としても出席点を加算することは出来ませんので、御理解下さい。 

科目名 考古学概論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 鈴⽊ 公雄 1988 『考古学入門』［東京大学出版会］ 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後実施する。 
シラバスコード FGG01010 
実務経験のある教員  
達成目標 受講生が科学論文の作法を踏まえた、考古学に関するレポートを製作できるよう

にする。また、受講生が考古学概念の基本的操作をおこなって、a. 遺物分類 b. 
帰属層位の解釈 c. 年代測定法とその解釈 について、説明ができるようにす
る。大まかに、これら a〜c の 3 点について成績評価を行う。 

受講者へのコメント アンケートのポジティブな評価と定期試験の出来が良かった点から、上記と同じ
く今後も分かりやすい講義を⼼がけて行きたいと思っています。 

連絡先 富岡研究室 21 号館 5 階 ｔｏｍｉｏｋａ◎ｂｉｇ．ｏｕｓ．ａｃ．ｊｐ （◎
は@に変換し、すべての文字は半角にして入力して下さい） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ねポジティブな評価をもらいました。今後とも分かりやすい講義に努力しま
す。 

英文科目名 Archaeology II 
関連科目 考古学概論Ⅰ、 人類学概論Ⅰ、Ⅱ、 環境考古学、 技術考古学、 先史考古



学、 欧米考古学 
次回に向けての改善変更予定 アンケートとテストの正答率を考え、カタカナ語の用語についてはもう少し丁寧

な説明をすることとします。 
講義目的 考古学の現状を紹介し、その問題点や課題を論じる。大学生としての研究に取り

組める基礎学力の醸成を重視する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 考古学は何を伝えるのか 

2 回 考古学における資料批判 −捏造事件を越え、過去の多面的実像を求めて
− 
3 回 考古学の多様性 −人類学・歴史学としての考古学− 
4 回 考古学的資料の多様性 −昆虫から巨石遺構まで− 
5 回 考古学的分類学 −型式学と年代測定− 
6 回 中石器時代・縄文時代草創期 −土器の製作と型式− 
7 回 縄文時代前期〜中期(1) −地球温暖化前後・巨大集落存否論− 
8 回 縄文時代前期〜中期(2) −⾙塚遺跡とサケ・マス論− 
9 回 縄文時代後期〜晩期・弥生時代早期 −生業戦略・装身具− 
10 

準備学習 1 回 図書館などで「考古学」という用語の意味を調べておくこと。 
2 回 以後の準備学習は第 1 回の講義で配付したプリントに沿って回答を記すこ
と。日本における前期・中期旧石器遺跡捏造事件について、図書館あるいはイン
ターネット検索（できない場合は携帯サイトでも可）で調べておくこと。 
3 回 考古学、図書館あるいはインターネット検索で調べておくこと。 
4 回 ストーンサークルとは何か、図書館あるいはインターネット検索で調べて
おくこと。 
5 回 相対年代の割り出す課題をプリントに従って解きなさい。 
6 回 放射性炭素年代測定 

 



年度 2014 
授業コード FGG01110 
成績評価 レポート 50%（レポート製作スキルと筆記技術も採点対象とする） 定期試験

50% 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜14) 
見出し FGG01110 人類学概論Ⅰ 
担当教員名 富岡 直人 
単位数 2 
教科書 講義中にプリントを配付する 
アクティブラーニング  
キーワード 人類学 人類史 古人骨 化石 猿人 原人 旧人 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 定期試験についての希望を書いて貰いましたが、択一問題を希望する票が 66 票、

空所補充（記述式）を希望する票が 55 票、自由記述希望が 0 票（複数回答を含
む）でした。今後は、択一式と空所補充と記述式を定期試験とレポートでバラン
ス良く出題したいと思っています。試験をやさしくして欲しいという意見が一部
にみられましたが、しっかり達成度を評価する必要があるので、適切な難易度の
試験・レポートを課す義務が教員にあります。御理解下さい。 

科目名 人類学概論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 片山一道 編著 1996 『人間史をたどる 自然人類学入門』［朝倉書店］⽥代 

菊雄 編著 2001 『学生・院生のための研究ハンドブック』［大学教育出版会］ 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後実施する。 
シラバスコード FGG01110 
実務経験のある教員  
達成目標 受講生が以下について説明できるようにする。 

① 人類の多様性を、化石人骨（猿人・原人・旧人）の形態的特徴によって。 
② アフリカ・ユーラシア大陸の先史時代（前期〜中期旧石器時代）の遺跡から
推定される生活文化。 
③ 国際社会の共通した基層となる旧石器文化の類似性と多様性を、国際社会に
おいて主体的に生きる日本人としてのアイデンティティーの確立を意識しなが
ら。 

受講者へのコメント アンケートのポジティブな評価と定期試験の出来が良かった点から、上記と同じ
く今後も分かりやすい講義を⼼がけて行きたいと思っています。 

連絡先 富岡研究室 21 号館 5 階 ｔｏｍｉｏｋａ◎ｂｉｇ．ｏｕｓ．ａｃ．ｊｐ （◎
は@に変換し、すべての文字は半角にして入力して下さい） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ねポジティブな評価をもらいました。今後とも分かりやすい講義に努力しま



す。 
英文科目名 Anthropology I 
関連科目 人類学概論Ⅱ、自然人類学、考古学概論Ⅰ、Ⅱ、環境考古学、 先史考古学 
次回に向けての改善変更予定 アンケートとテストの正答率を考え、カタカナ語や難読漢字の用語についてはも

う少し丁寧な説明をすることとします。ゆっくり話して欲しいという意見があっ
たので、話す内容やプリントとの補完関係の確認を行います。 

講義目的 ① 各時代のアフリカ・ユーラシア大陸における有名な遺跡調査事例を紹介し、
人類の環境適応と文化創造の歴史を理解させる。 
② 人類進化の過程と生活文化の特色・多様性について詳論し、課題を通して人
類とは何かを考えさせる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「人類学とは何か」を説明する。 

2 回 「人類学の多様性と資料批判」について説明する。 
3 回 「古人骨の属性抽出法(1) 体幹の骨」 として、古人骨の体幹の骨格につ
いて説明する。 
4 回 「古人骨の属性抽出法(2) 上肢・下肢」として、古人骨の上肢・下肢の骨
格について説明する。 
5 回 「古人骨の属性抽出法(3) 頭蓋」として、古人骨の頭蓋について説明する。 
6 回 「化石人骨をめぐる論争の歴史―アフリカ大陸・ユーラシア大陸起源説―」
を説明する。 
7 回 「化石人骨と理化学分析 −分子時計とイブ仮説・⾷性分析 

準備学習 1 回 シラバスを良く読んで受講して下さい。 
2 回  図書館やインターネット検索で、「人類学」という用語について調べてお
くこと。 
3 回  配付プリントを参考に、ヒトの体幹の部分名称を回答用プリント中に記
入しておくこと。 
4 回  配付プリントを参考に、ヒトの上肢・下肢の部分名称を回答用プリント中
に記入しておくこと。 
5 回  配付プリントを参考に、ヒトの頭蓋と⻭⽛の部分名称を回答用プリント中
に記入しておくこと。 
6 回  図書館やインターネット検索で、「ピルトダウン事件」について調べてお
くこと。 
7 回  図書館や 

 



年度 2014 
授業コード FGG01210 
成績評価 レポート 50% 定期試験 50% 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG01210 人類学概論Ⅱ 
担当教員名 富岡 直人 
単位数 2 
教科書 講義中にプリントを配付する 
アクティブラーニング  
キーワード 人類学 考古学 人類史 古人骨 東アジア 北東アジア 東南アジア 三大

人種 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 定期試験について選択（択一）式希望が 26 票、空所補充（記述式）が 18 票、自

由記述式が 8 票でした。今後も定期試験は選択問題・空所補充を中⼼に組み立て、
レポートは記述式にしたいと思います。試験をやさしくして欲しいという意見が
一部にみられましたが、しっかり達成度を評価する必要があるので、適切な難易
度の試験・レポートを課す義務が教員にあります。御理解下さい。また、試験は
もう少し難しい方が良いという趣旨の意見も一人からありました。出席点を評価
して欲しいという意見も二人から寄せられましたが、大学の方針としても出席点
を 

科目名 人類学概論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 片山一道 編著 1996 『人間史をたどる 自然人類学入門』［朝倉書店］⽥代 

菊雄 編著 2001 『学生・院生のための研究ハンドブック』［大学教育出版会］ 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後実施する。 
シラバスコード FGG01210 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 古人骨（主にホモ・サピエンス）と後期旧石器時代の遺跡の理解を基に、与

えられた人骨のデータと遺跡（遺構＋遺物）について、人類学的・歴史学的説明
ができるようにする。② 三大人種については、現在観察可能な⺠族の実態調査
データも紹介しながら、それぞれの有する文化の多様性を理解させ、国際社会に
主体的に生きる日本人としてのアイデンティティーの確立を助ける。 

受講者へのコメント アンケートのポジティブな評価と定期試験の出来が良かった点から、上記と同じ
く今後も分かりやすい講義を⼼がけて行きたいと思っています。 

連絡先 富岡研究室 21 号館 5 階 ｔｏｍｉｏｋａ◎ｂｉｇ．ｏｕｓ．ａｃ．ｊｐ （◎
は@に変換し、すべての文字は半角にして入力して下さい） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ねポジティブな評価をもらいました。今後とも分かりやすい講義に努力しま



す。 
英文科目名 Anthropology II 
関連科目 考古学概論Ⅰ、Ⅱ、 人類学概論Ⅰ、 自然人類学Ⅰ、Ⅱ、先史考古学、環境考

古学 
次回に向けての改善変更予定 アンケートとテストの正答率を考え、カタカナ語の用語についてはもう少し丁寧

な説明をすることとします。また、この講義ではコンピュータが度々フリーズし
ました。他の講義室で同じコンピュータを使った場合はこのようなことが起きな
いのですが、使うコンピュータを変更する準備をしています。 

講義目的 ① 前半には現生人類の形態的特徴による三大人種区分の「コーカソイド・ネグ
ロイド・モンゴロイド」の解説を行い、その多様性と分布を理解させる。② 後
半には世界の約 2/3 の面積に拡散を遂げたモンゴロイドについて、古人骨と遺跡
を中⼼として解説し、その特徴を理解させる。③ アジア東半の新人の成立につ
いて、更新世以来の人類の渡来が大きな役割を果たしてきたことを、古人骨デー
タから認識し、共通祖先の存在や文化の派生について理解を促す。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 世界に拡散した人類 

2 回  新人の世界(1) −化石人類の非連続性− 
3 回  新人の世界(2) −新人の拡散と旧人との共存− 
4 回  新人の世界(3) −新人骨格の多様性− 
5 回  コーカソイドの世界 −その定義と広がり− 
6 回  ネグロイドの世界 −その定義と広がり− 
7 回  モンゴロイドの世界(1) −その定義と広がり− 
8 回  モンゴロイドの世界(2) −共通性と多様性− 
9 回  後期旧石器時代(1) −哺乳動物群の絶滅は狩猟圧によるものか？− 
10 回  後期旧石器時代( 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認して、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  配付プリントにおける化石人骨の頭蓋の特徴について、図書館やインター
ネット検索を利用して、空所を埋めなさい。 
3 回  配付プリントにおける化石人骨の寛骨の特徴について、図書館やインター
ネット検索を利用して、空所を埋めなさい。 
4 回  配付プリントにおける化石人骨の上肢・下肢の特徴について、図書館やイ
ンターネット検索を利用して、空所を埋めなさい。 
5 回  コーカソイドの特徴について、図書館やインターネット検索を利用して、
配布プリントの空所 

 



年度 2014 
授業コード FGG01310 
成績評価 提出課題 30％、定期試験 70％により成績を評価する。 

提出課題は、講義において提示する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球学科(〜14) 
見出し FGG01310 地理学概論 
担当教員名 小野 映介＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない。適宜，資料，作業課題を配布する。板書とパワーポイントで講義す

る。 
アクティブラーニング  
キーワード 地理学、地図、自然地理学、人文地理学、地誌学、隣接科学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「字が小さい」「マイクを使って欲しかった」と指摘した学生がいうことであっ

たが，促したにもかかわらず後部の座席に集中したことを学生自体が反省して欲
しい．「ユーモアが無い」と記入した学生がいたことには驚き，二度と授業を引き
受けることはやめます． 

科目名 地理学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 高等学校で使用していた地図帳を持参することが望ましい。 
シラバスコード FGG01310 
実務経験のある教員  
達成目標 自然災害や環境問題の要因について，地理学的観点から説明できる。 
受講者へのコメント 大半の受講者は授業に真摯な態度で参加していたので，今後もそれを維持して欲

しい． 
連絡先 ２１号館５階 宮本（地理学）研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業に対する学生の評価は，おおむね高い結果となった．したがって，これまで
の授業内容・方法を維持しながら，ブラッシュアップさせていく必要があると思
う 

英文科目名 Geography 
関連科目 野外調査法、野外調査法実習Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 写真や映像などを使うことにより，視覚的に訴える場面を追加したほうが，学生

の理解が進むようなので，その点を改善したい． 
講義目的 地理学の文脈で人と自然の関係史を学ぶことにより、現在の自然災害や環境問題

の特徴を理解する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 地理学とは？ 

 イントロダクション。講義の進め方を説明する。特に、高等学校までの「地理」
との違いなどを説明する。 
2 回 気候・気象と地理学 
 地球温暖化や都市気候の特徴について、地球史における環境変化の時間軸に位
置付けて考える。 
3 回 海面変動の地理学 
 気候と海面変動の関係，最終氷期最盛期以降の海面変動と人間活動の関連性を
学ぶ。 
4 回 平野の地理学 
 人口集中域である平野に注目して，その形成過程と利用についての歴史を学
ぶ。 
5 回 自然災害史（１）洪水 
 メソポタミア文明誕生前夜から現在までの洪水史 

準備学習 1 回 高等学校までの「地理」の概要を把握しておくこと。 
2 回 地球温暖化問題がメディアでどのように扱われているのか確認すること。 
3 回 過去２万年間の海面変動の歴史を概観しておくこと。 
4 回 世界各地における平野の分布を確認しておく。 
5 回 メソポタミア文明とエジプト文明の概要を把握しておく。 
6 回 東日本大震災について，各種メディアで学んでおくこと。 
7 回 日本列島における火山の分布を確認しておく。 
8 回 世界の石灰岩地域の分布を把握しておく。 
9 回 世界の泥炭地の分布を把握しておく。 
10 回 平安京に 

 



年度 2014 
授業コード FGG01410 
成績評価 ３回の小試験（３０点）と定期試験（７０点）の合計点で評価します。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜14) 
見出し FGG01410 地球科学概論Ⅰ 
担当教員名 能美 洋介 
単位数 2 
教科書 新 課 程 ニ ュ ー ス テ ー ジ 新 地 学 図 表 ／ 浜 島 書 店 編 集 部 ／ 浜 島 書 店 ／

9784834340105 
アクティブラーニング  
キーワード 地球、プレートテクトニクス、海洋、大気、地球の歴史 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球科学概論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜支持する。 
授業形態 講義 
注意備考 生物地球学科では、本講義は中・高理科教職免許取得の必修科目に指定されてい

る。 
シラバスコード FGG01410 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ 人類と社会と地球のかかわりについて理解し、説明することができる。 

・ 地球科学に関する基本的な概念や法則を理解し、科学的な地球観を修得する
こと。 
・ 地学的な⻑い時間の中で変動する地球の姿を理解し、人間とのかかわりにつ
いて理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２６号館３階 能美研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth Science I 
関連科目 地質学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  本講義では、変動する地球の様々な側面をとりあげ、科学的な地球観を育み、

人間と地球のかかわりを把握して、地球環境などのグローバルな問題を地学的に
理解することを目的とする。 
 地球の概観、地球の活動と歴史、大気と海洋をとりあげ、できるだけ、最近、
世界各地で実際に起こった事例などを使いながら、その活動が起こるメカニズム



や、背景となっている地学的な法則を解説する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

 講義の目的、概要、成績評価の方針、講義で使用する試料のダウンロード方法
などを説明する。 
2 回 地球の形状 
 地球の形と重力、地磁気を解説し、それらの計測方法も講義する。 
3 回 地球の内部 
 地球の内部構造と物質、およびその状態について講義する。 
4 回 プレートテクトニクス 
 地球表面を覆うプレートの分布や構造、運動とそれに伴う現象について講義す
る。 
5 回 プレートの運動と地震 
 プレートの運動と地震との関係について講義する。 
6 回 火成作用 
 火成作用のメカニズムについて、プレ 

準備学習  本講義では、高校地学で対象としている全範囲を網羅的にとりあつかう。 
 高校で地学を履修していない受講生は、特に毎回の講義前に指定された参考書
やインターネット等で対応部分の用語や事柄を下調べしておくこと。 
 講義中に使用するスライドの PDF ファイルを事前にダウンロードし、その内
容に目を通しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FGG01420 
成績評価 ３回の小試験（３０点）と定期試験（７０点）の合計点で評価します。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜14) 
見出し FGG01420 地球科学概論Ⅰ 
担当教員名 能美 洋介 
単位数 2 
教科書 新 課 程 ニ ュ ー ス テ ー ジ 新 地 学 図 表 ／ 浜 島 書 店 編 集 部 ／ 浜 島 書 店 ／

9784834340105 
アクティブラーニング  
キーワード 地球、プレートテクトニクス、海洋、大気、地球の歴史 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球科学概論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜支持する。 
授業形態 講義 
注意備考 生物地球学科では、本講義は中・高理科教職免許取得の必修科目に指定されてい

る。 
シラバスコード FGG01420 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ 人類と社会と地球のかかわりについて理解し、説明することができる。 

・ 地球科学に関する基本的な概念や法則を理解し、科学的な地球観を修得する
こと。 
・ 地学的な⻑い時間の中で変動する地球の姿を理解し、人間とのかかわりにつ
いて理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２６号館３階 能美研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth Science I 
関連科目 地質学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  本講義では、変動する地球の様々な側面をとりあげ、科学的な地球観を育み、

人間と地球のかかわりを把握して、地球環境などのグローバルな問題を地学的に
理解することを目的とする。 
 地球の概観、地球の活動と歴史、大気と海洋をとりあげ、できるだけ、最近、
世界各地で実際に起こった事例などを使いながら、その活動が起こるメカニズム



や、背景となっている地学的な法則を解説する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

 講義の目的、概要、成績評価の方針、講義で使用する試料のダウンロード方法
などを説明する。 
2 回 地球の形状 
 地球の形と重力、地磁気を解説し、それらの計測方法も講義する。 
3 回 地球の内部 
 地球の内部構造と物質、およびその状態について講義する。 
4 回 プレートテクトニクス 
 地球表面を覆うプレートの分布や構造、運動とそれに伴う現象について講義す
る。 
5 回 プレートの運動と地震 
 プレートの運動と地震との関係について講義する。 
6 回 火成作用 
 火成作用のメカニズムについて、プレ 

準備学習  本講義では、高校地学で対象としている全範囲を網羅的にとりあつかう。 
 高校で地学を履修していない受講生は、特に毎回の講義前に指定された参考書
やインターネット等で対応部分の用語や事柄を下調べしておくこと。 
 講義中に使用するスライドの PDF ファイルを事前にダウンロードし、その内
容に目を通しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FGG01510 
成績評価 試験により評価する。（100 点） 

講義中の有効な発言等講義への積極的姿勢が認められた場合は別途加点評価す
る。 

曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG01510 地球科学概論Ⅱ 
担当教員名 佐藤 丈晴 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 水、原子、生存場、物質 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 講義の内容や出題に関して、他講義（地球系、天文系）との同様の質問等があっ

たことから、指摘された部分については修正する。 
降雨（新たに追加）や気象災害（第 13 回等）に関する内容をさらに充実させて
ほしいとの要望もあったので、修正を行う。 

科目名 地球科学概論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG01510 
実務経験のある教員  
達成目標 ・地球に水が存在できるのはなぜかを説明できること。 

・水によって生物が生きられる環境が構築されていることを説明できること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth Science II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 後方の席ではスライドが見えづらいので、講義室の変更を求めている⇒今年度は

教室変更となった 
講義目的 本講義では、地球生物の生存場である地球の空・水・土を物の動きを通じて、化

学的視点から地球環境を説明できることを目的とする。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 第１回：講義目的と進め方、成績についての説明、序論 



指導の方針と目的を説明する。講義の進め方と基本的ルールを確認する。また、
成績のつけ方について具体的に説明する。必ずノートを持参すること。 
2 回 第２回：なぜ原子の話から始まるのだろう（物質の単位、原子） 
 基本な物質の単位である原子について議論し、その必要性を講義する。 
3 回 第３回：海は生命のみなもと（水の分布と海水の歴史） 
水圏における水の分布に関する資料を提示して議論し、生物の誕生における海水
の役割と歴史について講義する。 
4 回 第４回：人は 

準備学習 本講義は、基本的な化学的視点から地球について見ていくため、化学の基本的知
識を要する。 
高校で化学を履修していない学生は、 
授業前にシラバスの授業内容にある内容についてあらかじめ確認しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FGG01610 
成績評価 提出課題 40％（40 点満点）、定期試験 60％（60 点満点）により成績を評価する。 

総合点が 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜14) 
見出し FGG01610 天文学概論Ⅰ 
担当教員名 加藤 賢一 
単位数 2 
教科書 宇宙の科学／坪⽥幸政訳／丸善出版／9784621085363 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 天文学概論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新 課 程 ニ ュ ー ス テ ー ジ 新 地 学 図 表 ／ 浜 島 書 店 編 集 部 ／ 浜 島 書 店 ／

9784834340105 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG01610 
実務経験のある教員  
達成目標 ①宇宙の誕生と進化についての現代的理解を把握する。 

②銀河・銀河系ならびに宇宙の大規模構造の特徴を把握する。 
③恒星の特徴を理解し、誕生からの進化のストーリーを把握する。 
④太陽ならびに太陽系天体の特徴を把握する。 
⑤天体・天球の日周・年周運動の特徴を把握し、地球中⼼説および太陽中⼼説か
らどのように説明されるかを理解する。 
⑥中学校・高等学校において関連科目の授業ができるよう、知識を身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館２Ｆ 天文学研究室  kato@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Astronomy I 
関連科目 天文学演習 

天文学概論Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 天文学への入門のための授業であり、他関連授業に対する予備的知識を得ること

を目的とする。 



 また、併せて、中学校理科・高校地学（「科学と人間生活」、「地学基礎」を含
む）教材を扱うことで、中学校・高校における教科教育実践に必要十分な知識・
技量を習得することも目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 教科書における次回授業の該当箇所を講義中に指示するので、それに従って予習

すること。 
 



年度 2014 
授業コード FGG01710 
成績評価 定期試験 60 点、レポート課題 40 点で評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG01710 天文学概論Ⅱ 
担当教員名 ⽥邉 健茲 
単位数 2 
教科書 講義ノートをホームページからダウンロードできるようにする。 
アクティブラーニング  
キーワード 天文学、観測、光 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 天文学概論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理科年表（丸善）、 

天文年鑑（誠文堂新光社） 
授業形態 講義 
注意備考 講義ノートを入手できるようにするので、ノートを丹念に取る必要はない。 
シラバスコード FGG01710 
実務経験のある教員  
達成目標 中学校理科・高校地学の教材として不可欠な天文学の理解を、観測という観点か

ら深めることを目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館４階⽥邉研究室・内線 6117 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Astronomy II 
関連科目 天文学概論Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 天文学を観測的見地から概観する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 序論：天文学と観測 

2 回 光・電磁波と望遠鏡 
3 回 天体の位置観測 
4 回 太陽系天体のの位置観測 
5 回 天体の測光観測 
6 回 恒星の等級と色 
7 回 星団と色・等級図 



8 回 変光星 
9 回 変光星の測光観測 
10 回 天体の分光観測と恒星のスペクトル 
11 回 変光星ならびに輝線星の分光 
12 回 星雲と星団の観測 
13 回 銀河系と星間物質 
14 回 銀河の測光と分光観測 
15 回 まとめ 
宇宙論的な観測にも言及する。 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 特になし（電磁気学を復習しておくとよい）。 
3 回 特になし。 
4 回 特になし。 
5 回 特になし。 
6 回 特になし。 
7 回 第６回を復習しておく。 
8 回 特になし。 
9 回 第８回を復習しておく。 
10 回 特になし。 
11 回 第１０回を復習しておく。 
12 回 特になし。 
13 回 特になし。 
14 回 第１０回、第１１回を復習しておく。 
15 回 これまでの内容を復習しておくことが望ましい。 

 



年度 2014 
授業コード FGG01810 
成績評価 提出課題 30％（30 点満点）、定期試験 70％（70 点満点）により成績を評価する。 

総合点が 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜14) 
見出し FGG01810 天文学演習 
担当教員名 加藤 賢一 
単位数 2 
教科書 宇宙の科学／坪⽥幸政訳／丸善出版／9784621085363： 

新 課 程  ニ ュ ー ス テ ー ジ 新 地 学 図 表 ／  浜 島 書 店 編 集 部 ／ 浜 島 書 店 ／
9784834340105 

アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 天文学演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 物理学基礎（第４版）／原康夫／学術図書出版社 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FGG01810 
実務経験のある教員  
達成目標 ・基本的な天体や天体現象の名称、性質、特徴などを会得し、説明できるように

なること。 
・基本的な天体現象のメカニズムを理解し、説明できるようになること。 
・天体や天体現象に見られる数量的な関係の基本的事項に習熟し、計算できるよ
うになること。 

受講者へのコメント  生物地球学科では数量の扱いは避けて通れませんので、こうした教材を通して
少しでも慣れて戴くことを期待しています。 

連絡先 21 号館２階 天文学研究室 
kato@big.ous.ac 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  数量的な扱いに慣れて戴くことを主眼に教材を選びましたが、半分程度できた
との回答が 32％、だいたいできたが 50％という総合評価は当初の期待より低か
ったとの印象を持ちました。 

英文科目名 Astronomy Seminor 
関連科目 天文学概論Ⅰ、Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 天文学概論Ⅰで扱った教材に現れる宇宙理学に関して、より具体的、実践的な理
解を図ることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 適宜、予習・復習となる宿題を課すので回答の上、期日まで提出すること。 

 



年度 2014 
授業コード FGG01910 
成績評価 実験への取り組み態度と報告書の内容(100%)で評価する。定期試験は実施しな

い。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG01910 生物学実習 
担当教員名 中村 圭司、正⽊ 智美＊、中島 経夫、久保⽥ 尚浩、武山 智博、矢野 興

一、波⽥ 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学生物学教室編 「生物学実験」 
アクティブラーニング  
キーワード 生物学，実験 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・レポートの書き方について正しいのか分からないとの記述がありました。レポ

ートというものは唯一の正解があるようなものではありません。また、実験によ
ってレポートの書き方が異なります。各実験について適切なレポートの書き方の
指示がありますので、それに従い、分からない場合は質問をしてください。 
・切片の作製が難しかったとの記述がありました。３年生の実習になるとさらに
複雑な操作が必要な実験も出てきます。すぐに習得するのが難しい内容もあるか
とは思いますが、次にするときにはできるようになってください。 
・より興味関⼼が高 

科目名 生物学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜プリントを配布する 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験内容について予習しておくことが望ましい。実験材料が生物であるため、基

本的に補講は実施しない。また、実験の順序や内容には変更がありうる。実習は、
講義で学ぶ事柄をより具体的に理解できる場であり、また、卒業研究に必要とさ
れる調査・測定・解析などの方法やレポートの書き方を修得するための重要な機
会となるので、履修を強く勧める。 

シラバスコード FGG01910 
実務経験のある教員  
達成目標 生物が示す多様性を、生物学的手法で観察、測定、実験することにより、基本的

な生物の性質を理解するとともに、得られたデータの表現、解析、報告の方法を
習得する。特に、顕微鏡をはじめとする基本的な実験装置の取り扱いができるよ
うになり、さまざまな実験データについて、コンピュータも活用しながら適切な
図、表の作成方法など、基本的な体裁の整った報告書を作成できるようになるこ
とを目標とする。 

受講者へのコメント ３年次での本格的な実習や卒業研究などで必要な内容が多く含まれています。こ
の実習で学習した内容を忘れずに、今後に生かしてください。 



連絡先 星野卓二（２１号館６階、hoshino(at)big.ous.ac.jp）、久保⽥ 尚浩（２１号館６
階）、中島経夫（２１号館６階）、中村圭司（２１号館６階） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Ａ．授業に対する取り組みについて：積極的な実習への参加が認められる内容で、
高く評価できます。 
Ｂ．この授業におけるあなたの成⻑について：自主的な勉強等の熱⼼な姿勢が認
められ、高く評価できます。 
Ｃ．総合評価：全体的に高い評価であり、安⼼しています。 

英文科目名 Biology Laboratory 
関連科目 生物科学概論 I，生物科学概論 II 
次回に向けての改善変更予定 １回目の講義の際、受講希望者がたくさんいたため受講者の決定に少し手間取り

ました。次回にはそのようなことがないようにする予定です。 
講義目的 実験・実習形式により１５回の授業を行う。基本的な生物の形態や細胞の構造な

どについて、肉眼や顕微鏡による観察実験を行う。それを通じて、基本的な実験
装置の取り扱い方法を習得するとともに、コンピュータを使用した実験データに
関する適切な図、表の作成方法や報告書の作成方法を身につける。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。実験の実施方法や注意事項、薬品の取り扱い等に関す

る説明などをおこなう。 
2 回 顕微鏡の使い方(1)。生物顕微鏡の構造と基本的な使用法について理解する。 
3 回 顕微鏡の使い方(2)。マイクロメーターを用いた計測方法について習得する。 
4 回 データ処理の基本(1) 度数分布表とヒストグラム。基本的な１変量データ
の分析方法と示し方について理解する。 
5 回 データ処理の基本(2) 散布図と相関。２変量データの図示と相関関係、回
帰分析の基本について理解する。 
6 回 気孔の観察。顕微鏡を用い 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回  顕微鏡の基本構造等について理解しておくこと 
3 回  マイクロメーターの使用法について理解しておくこと 
4 回  度数分布表やヒストグラムがどういうものであるのかを理解しておくこ
と 
5 回  散布図がどういうものであるのかを理解しておくこと 
6 回  植物の微細構造について予習しておくこと 
7 回  花の形態とその機能について予習しておくこと 
8 回  植物色素にはどのようなものがあるのか予習しておくこと 
9 回  基本的な植物の分類について予習しておく 

 



年度 2014 
授業コード FGG01920 
成績評価 実験への取り組み態度と報告書の内容(100%)で評価する。定期試験は実施しな

い。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG01920 生物学実習 
担当教員名 中村 圭司、正⽊ 智美＊、中島 経夫、星野 卓二 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学生物学教室編 「生物学実験」 
アクティブラーニング  
キーワード 生物学，実験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「同じ実験を２つもした」との記述がありました。どの実験かを書いてもらわな

いと回答が困難です。同じ実験内容であっても対象となる生物の種や季節が違う
と、そこから見えてくる内容も異なります。また、短い実験時間内で１回では観
察できなかった内容を再確認することも可能ではないかと思います。 

科目名 生物学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜プリントを配布する 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験内容について予習しておくことが望ましい。実験材料が生物であるため、基

本的に補講は実施しない。また、実験の順序や内容には変更がありうる。実習は、
講義で学ぶ事柄をより具体的に理解できる場であり、また、卒業研究に必要とさ
れる調査・測定・解析などの方法やレポートの書き方を修得するための重要な機
会となるので、履修を強く勧める。 

シラバスコード FGG01920 
実務経験のある教員  
達成目標 生物が示す多様性を、生物学的手法で観察、測定、実験することにより、基本的

な生物の性質を理解するとともに、得られたデータの表現、解析、報告の方法を
習得する。特に、顕微鏡をはじめとする基本的な実験装置の取り扱いができるよ
うになり、さまざまな実験データについて、コンピュータも活用しながら適切な
図、表の作成方法など、基本的な体裁の整った報告書を作成できるようになるこ
とを目標とする。 

受講者へのコメント ３年次での本格的な実習や卒業研究などで必要な内容が多く含まれています。こ
の実習で学習した内容を忘れずに、今後に生かしてください。 

連絡先 星野卓二（２１号館６階、hoshino(at)big.ous.ac.jp）、久保⽥ 尚浩（２１号館６
階）、中島経夫（２１号館６階）、中村圭司（２１号館６階） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Ａ．授業に対する取り組みについて：積極的な実習への参加が認められる内容で、



高く評価できます。 
Ｂ．この授業におけるあなたの成⻑について：自主的な勉強等の熱⼼な姿勢が認
められ、高く評価できます。 
Ｃ．総合評価：全体的に高い評価であり、安⼼しています。 

英文科目名 Biology Laboratory 
関連科目 生物科学概論 I，生物科学概論 II 
次回に向けての改善変更予定 次年度は古生物関係の実習を増やす予定です。 
講義目的 実験・実習形式により１５回の授業を行う。基本的な生物の形態や細胞の構造な

どについて、肉眼や顕微鏡による観察実験を行う。それを通じて、基本的な実験
装置の取り扱い方法を習得するとともに、コンピュータを使用した実験データに
関する適切な図、表の作成方法や報告書の作成方法を身につける。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。実験の実施方法や注意事項、薬品の取り扱い等に関す

る説明などをおこなう。 
2 回 顕微鏡の使い方(1)。生物顕微鏡の構造と基本的な使用法について理解する。 
3 回 顕微鏡の使い方(2)。マイクロメーターを用いた計測方法について習得する。 
4 回 データ処理の基本(1) 度数分布表とヒストグラム。基本的な１変量データ
の分析方法と示し方について理解する。 
5 回 データ処理の基本(2) 散布図と相関。２変量データの図示と相関関係、回
帰分析の基本について理解する。 
6 回 気孔の観察。顕微鏡を用い 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回  顕微鏡の基本構造等について理解しておくこと 
3 回  マイクロメーターの使用法について理解しておくこと 
4 回  度数分布表やヒストグラムがどういうものであるのかを理解しておくこ
と 
5 回  散布図がどういうものであるのかを理解しておくこと 
6 回  植物の微細構造について予習しておくこと 
7 回  花の形態とその機能について予習しておくこと 
8 回  植物色素にはどのようなものがあるのか予習しておくこと 
9 回  基本的な植物の分類について予習しておく 

 



年度 2014 
授業コード FGG02010 
成績評価 課題とテストで成績評価を行う。各実習について要求される課題の内容が 50%、

理解力を尋ねる面談形式のテストが 50%。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG02010 地理考古学基礎実習 
担当教員名 ⻲⽥ 修一、白石 純、宮本 真二、富岡 直人 
単位数 2 
教科書 ・「地理学概論」で指定購入した日本地図センター発売：1：25,000 地形図「岡山

南部」，「岡山北部」を未受講者は購入しておくこと． 
・ジオ・パル NEO:地理学・地域調査便利帖／野間晴雄・香川貴志／海⻘社／
9784860992651 

アクティブラーニング  
キーワード 地理学 地形図 考古学 遺跡 遺物 土器 石器 動物遺存体 骨考古学 

自然人類学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教員・TA ともに学生さんと楽しくできるようにします。 
科目名 地理考古学基礎実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 浮⽥典良・森三紀（2004）『地図表現ガイドブック：主題図の作成の原理と応用』．

ナカニシヤ出版． 
文化庁文化財部記念物課『発掘調査のてびき−集落遺跡発掘編／整理・報告書編
−』 
寺⽥春水・藤⽥恒夫(2004) 『骨学実習の手びき（第 10 冊）』.南山堂． 

授業形態 実験実習 
注意備考 実習では土石類に触れたり、資料の清掃作業を実施する場合があるので、汚れて

も良い服装や白衣を準備すること。遅刻・欠席・早退は、実習における理解を妨
げるので、厳に慎むこと。また、地理・考古学コース進学に必要な実習なので、
進学の可能性のある学生は履修すること。 

シラバスコード FGG02010 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 地理学調査の基礎的な技術を習得する。この実習では、地図情報の活用・デ

ータ登録法を体験的に学習し、活用できる技術を身につける。 
② 考古学調査の基礎的な技術を習得する。この実習では、遺物を正確に把握す
ることを主眼とし、土器・石器・動物遺存体のクリーニング（洗浄）・保存処理と
分類を体験的に学習し、活用できる技術を身につける。 

受講者へのコメント みなさん方も年⼼に受講していただき、お疲れ様でした。 
連絡先 ⻲⽥修一 

21 号館 6 階 
富岡直人 



21 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 基本的に満足いただけたようで何よりです。 
英文科目名 Basic Practical Experience in Geography and Archaeology 
関連科目 地理学概論 人文地理学 考古学概論Ⅰ 考古学概論Ⅱ 人類学概論Ⅰ 人類

学概論Ⅱ 環境考古学 考古科学 日本地誌 自然地理学 自然人類学 日本
史概論 先史考古学 

次回に向けての改善変更予定 受講生の多さに関しては、すみませんが、対応が難しいです。 
室内の環境に関しては、もう少し片付けるようにします。 

講義目的 ① 地理学の基礎的な技術を習得する。 
② 考古学の基礎的な技術を習得する。 
③ 考古学における動物遺存体・人骨分析で欠くことのできない、骨考古学・自
然人類学の基礎的な技術を習得する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実習履修の方法の説明と注意 

2 回 地理学における地図類と空中写真・衛生画像の利用と土地利用図の作成 
3 回 等高線の種類と，距離と面積の測定 
4 回 水系図・地形断面図の作成 
5 回 接峰面図か起伏量図の作成 
6 回 空中写真の利用例と GPS/GIS 
7 回 地理学実習のまとめ（成果物の提出と講評） 
8 回 考古学実習の説明・土器の水洗い 
9 回 土器のネーミング 
10 回 土器の分類 
11 回 石器の水洗い 
12 回 石器のネーミング 
13 回 石器の分類 
14 回 動物遺存体・人骨のクリーニング・保存処理・取り扱い方法 

準備学習 各回の実習で触れる内容を、教科書や過去に学んだ講義のノートとそこで利用し
た教科書で確認しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FGG02110 
成績評価 実験は 10 テーマから構成されており，１テーマ 10 点としてその合計点（100 点

満点）で評価する。採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。 
実験レポートの提出期限は１週間とし，それを過ぎての提出は原則受け付けない
ので十分注意すること。 
なお，授業回数の 1/3 以上の欠席がある場合には成績は無効とみなし，E 評価と
する。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG02110 天文地学実習 
担当教員名 佐藤 丈晴、⻄⼾ 裕嗣、⽥邉 健茲、能美 洋介、大橋 唯太、加藤 賢一、

實吉 玄 
単位数 2 
教科書 テーマごとにプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 天文地学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜，紹介する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験は，講義で学ぶ事柄をより具体的に理解できる場であり，卒業研究に必要と

される調査・測定・解析などの方法やレポートの書き方を修得する重要な機会と
なるので，履修を強く勧める。 
パソコンを利用したインターネットでの情報検索やデータ取得，ソフトを使った
解析を利用しながら，実習をおこなう。 
また，レポートの再提出などの指示は学生メールによっておこなう。テーマごと
に各自持参してもらう道具があるので注意すること。特に関数電卓は必ず事前に
購入しておくこと。。 

シラバスコード FGG02110 
実務経験のある教員  
達成目標 ・実験で得られる誤差を，ごく基本的な統計量を用いて解析できること。 

・相関分析の意味を理解すること。 
・星の等級と光量は対数関係にあることを体験的に把握し，説明できるようにな
ること。 
・岩石を構成する基本的な鉱物の認定とその量の評価方法，および岩石の分類法
が説明できること。 
・花崗岩のモードを測定し分類を行えること。 
・鉱物の比重を測定し，計算による密度と比較する技術を修得すること。 



・鉱物の結晶対称性を理解し結晶面や晶帯を正しく記述できること。 
・大気の熱力学的性質を表す基本的な物理量を説明できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館２階 加藤研究室 

２１号館４階 ⽥邉研究室 
２１号館６階 大橋研究室・佐藤研究室 
２６号館３階 ⻄⼾研究室・能美研究室 
２６号館２階 實吉研究室 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Elemental Practice of Astronomy and Earth Science 
関連科目 天文学概論Ⅰ・Ⅱ，天文学演習，地球科学概論Ⅰ・Ⅱ，天文観測実習，地学実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 実験誤差の解析，天文観測のための基礎的実験，水文・気象データの解析，ステ

レオ投影法，岩石や鉱物の観察や測定などについて，上級年次の講義や実験の基
礎となる事項について実習をおこなっていく。実験の原理と手法の習得，データ
解析の方法などについて理解を深めていく。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをおこなう。 

レポート作成に関する説明と指導をおこなう。 
2 回 誤差に関する基礎的な実験をおこなう。 
3 回 水文データ解析をおこなう。 
4 回 水文データ解析をおこなう。 
5 回 大気の熱力学に関する解析をおこなう。 
6 回 エマグラム解析をおこなう。 
7 回 エマグラム解析をおこなう。 
8 回 これまでの実験に関する補足をおこなう。 
9 回 レンズの焦点距離の測定をおこなう。 
10 回 測光データ解析をおこなう。 
11 回 花崗岩のモード測定をおこなう。 
12 回 比重測定をおこなう。 
13 回 結 

準備学習 1 回 シラバスの内容をよく確認して，実験の進め方と採点方法を理解しておく
こと。 
2 回 基礎的な統計量（例えば平均，分散，標準偏差など）を事前に勉強しておく
こと。 
3 回 相関分析について事前に勉強しておくこと。 
4 回 相関分析について事前に勉強しておくこと。 
5 回 乾燥断熱減率と湿潤断熱減率の違い，温度と温位の違い，空気中の水蒸気量
を表現する方法（例えば相対湿度など）を事前に調べておくこと。 
6 回 雲の発生とフェーン現象について，必要な気象条件（気温・露点温度など）



を具体的に考えておくこと。 
7 回 雲の発生 

 



年度 2014 
授業コード FGG02120 
成績評価 実験は 10 テーマから構成されており，１テーマ 10 点としてその合計点（100 点

満点）で評価する。採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。 
実験レポートの提出期限は１週間とし，それを過ぎての提出は原則受け付けない
ので十分注意すること。 
なお，授業回数の 1/3 以上の欠席がある場合には成績は無効とみなし，E 評価と
する。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG02120 天文地学実習 
担当教員名 佐藤 丈晴、⻄⼾ 裕嗣、⽥邉 健茲、能美 洋介、大橋 唯太、加藤 賢一 
単位数 2 
教科書 テーマごとにプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 天文地学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜，紹介する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験は，講義で学ぶ事柄をより具体的に理解できる場であり，卒業研究に必要と

される調査・測定・解析などの方法やレポートの書き方を修得する重要な機会と
なるので，履修を強く勧める。 
パソコンを利用したインターネットでの情報検索やデータ取得，ソフトを使った
解析を利用しながら，実習をおこなう。 
また，レポートの再提出などの指示は学生メールによっておこなう。テーマごと
に各自持参してもらう道具があるので注意すること。特に関数電卓は必ず事前に
購入しておくこと。。 

シラバスコード FGG02120 
実務経験のある教員  
達成目標 ・実験で得られる誤差を，ごく基本的な統計量を用いて解析できること。 

・相関分析の意味を理解すること。 
・星の等級と光量は対数関係にあることを体験的に把握し，説明できるようにな
ること。 
・岩石を構成する基本的な鉱物の認定とその量の評価方法，および岩石の分類法
が説明できること。 
・花崗岩のモードを測定し分類を行えること。 
・鉱物の比重を測定し，計算による密度と比較する技術を修得すること。 
・鉱物の結晶対称性を理解し結晶面や晶帯を正しく記述できること。 



・大気の熱力学的性質を表す基本的な物理量を説明できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館２階 加藤研究室 

２１号館４階 ⽥邉研究室 
２１号館６階 大橋研究室・佐藤研究室 
２６号館３階 ⻄⼾研究室・能美研究室 
２６号館２階 實吉研究室 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Elemental Practice of Astronomy and Earth Science 
関連科目 天文学概論Ⅰ・Ⅱ，天文学演習，地球科学概論Ⅰ・Ⅱ，天文観測実習，地学実習 
次回に向けての改善変更予定 難しいという実習テーマについて、実習内容を若干変更する 
講義目的 実験誤差の解析，天文観測のための基礎的実験，水文・気象データの解析，ステ

レオ投影法，岩石や鉱物の観察や測定などについて，上級年次の講義や実験の基
礎となる事項について実習をおこなっていく。実験の原理と手法の習得，データ
解析の方法などについて理解を深めていく。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをおこなう。 

レポート作成に関する説明と指導をおこなう。 
2 回 誤差に関する基礎的な実験をおこなう。 
3 回 水文データ解析をおこなう。 
4 回 水文データ解析をおこなう。 
5 回 大気の熱力学に関する解析をおこなう。 
6 回 エマグラム解析をおこなう。 
7 回 エマグラム解析をおこなう。 
8 回 これまでの実験に関する補足をおこなう。 
9 回 レンズの焦点距離の測定をおこなう。 
10 回 測光データ解析をおこなう。 
11 回 花崗岩のモード測定をおこなう。 
12 回 比重測定をおこなう。 
13 回 結 

準備学習 1 回 シラバスの内容をよく確認して，実験の進め方と採点方法を理解しておく
こと。 
2 回 基礎的な統計量（例えば平均，分散，標準偏差など）を事前に勉強しておく
こと。 
3 回 相関分析について事前に勉強しておくこと。 
4 回 相関分析について事前に勉強しておくこと。 
5 回 乾燥断熱減率と湿潤断熱減率の違い，温度と温位の違い，空気中の水蒸気量
を表現する方法（例えば相対湿度など）を事前に調べておくこと。 
6 回 雲の発生とフェーン現象について，必要な気象条件（気温・露点温度など）
を具体的に考えておくこと。 



7 回 雲の発生 
 



年度 2014 
授業コード FGG02210 
成績評価 実習後にパワーポイントを使用したレポートを提出(70%)、また報告会でのプレ

ゼンテーション(30%)により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球学科(〜14) 
見出し FGG02210 エコ・ツーリズム技法 
担当教員名 ⻄村 直樹、正⽊ 智美＊、松本 毅＊、小原 比呂志＊、市川 聡＊、高橋 和

成＊、 
単位数 2 
教科書 適宜プリント資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード エコツアー、フィールドワーク、屋久島、自然保護 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答 「本当に楽しい体験がたくさんできた」，「屋久島ならではの自然を存分に楽しむ

ことができたのでとても満足しています。」，「フィールドワークをしてみたくて，
この学科を受験したので，とてもよい経験になった。」などの自由記述をいただ
きました。実習目的をかなり達成できているように感じています。 

科目名 エコ・ツーリズム技法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 山の自然学／小泉武栄／岩波新書：山が楽しくなる地形と地学／広島三郎／ヤマ

ケイ山岳選書，山と渓谷社：地図の読み方／平塚晶人／BE-PAL BOOKS，小学
館 

授業形態 実験実習 
注意備考 定員 20 名のため、また大学コンソーシアム岡山に科目提供しているため、希望

者多数の場合は、履修届の訂正期限前に、抽選を行う。受講希望者は履修届提出
前に担当者（⻄村）に受講希望の連絡をすること。なお、新入生以外の受講希望
者は４月初旬の説明会（ポスターで掲示）に参加すること。参加経費（滞在費、
往復交通費、実習用具費など）は自己負担で、現地集合・現地解散である。事前・
事後の連絡は電子メールやブログでおこない、レポート提出はメモリー持参かメ
ール添付のこと。 

シラバスコード FGG02210 
実務経験のある教員  
達成目標 １．エコツアーおよびフィールドワークに必要な野外活動技術の基礎を習得す

る。 
２．自然の仕組みを理解するとともに、いかに解説するかを習得する。 
３．自然保護に留意したエコツアーのあるべき姿を習得する。 

受講者へのコメント 屋久島での様々な体験・知見が、今後の講義や実習を受ける際に活かされること
を期待します。 

連絡先 ⻄村直樹（10 学舎５Ｆ） 
屋久島野外活動総合センター 0997-42-0944  forest@ynac.com 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 95％の方から「満足」，5％の方から「ほぼ満足」の評価をいただきました。今後
も、より高いレベルの評価をしていただけるように努力したいと考えています。 

英文科目名 Ecotourism field practice 
関連科目 「植物系統分類学」など動植物や生態，地質や地形、気象に関する講義を履修す

ることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 特に改善すべき点に関するご指摘はありませんでしたが、危険を伴う実習ですの

で、安全に実施できるように，細⼼の注意を払っていきたいと考えています。 
講義目的 世界自然遺産の島、屋久島において、自然の仕組みとエコツーリズムの在り方，

およびフィールドワークにおける基礎技法を学ぶことを目的とする屋久島実習
である。エコツアー（Ａコース）とフィールドワーク(Ｂコース）の２コースを予
定している。 
エコツアーコースでは、フォレストウォークやスノーケリングなどの野外活動を
通して、自然の仕組みを体感し、エコツーリズムの在り方を学ぶことを目的とし
ている。 
フィールドワークコースでは、沢登り，山中泊と登山、などの野外活動を通して、
フィールドでの活動技術を習得することが目的である。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 実習を安全に実施するために、2−3 回の事前指導（5 月から 7 月の土曜日）を行

うので、必ず参加し、その都度、指示された準備学習を行うこと。 
 



年度 2014 
授業コード FGG02310 
成績評価 定期試験（100％）によって評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜14) 
見出し FGG02310 インターネット 
担当教員名 福⽥ 尚也、笛⽥ 馨＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード インターネット 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 エアコンについてはこまめに調整します。 
科目名 インターネット 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 情報リテラシー／富士通エフ・オー・エム株式会社／FOM 出版／9784865100716 

IT パスポート試験 直前対策 1 週間完全プログラム CBT 試験対応 シラバス
Ver2.0 準拠／富士通エフ・オー・エム株式会社／FOM 出版／9784893119773 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG02310 
実務経験のある教員  
達成目標 １．社会におけるインターネットの現状を理解すること。  

２．インターネットの基礎的なしくみを理解すること。  
３．電子メール、ＷＷＷなどインターネットの基本的なアプリケーションを利用
できること。  
４．著作権、情報セキュリティの基礎とモラルを理解すること。 
５．インターネットの活用の技術を身につけること。 

受講者へのコメント 受講者増に伴い、初めての２クラス開講となりました。 
連絡先 21 号館 2 階 福⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 時間外での学習をしていない人が多いようです。特に復習をしてください。 
英文科目名 Internet 
関連科目 コンピュータリテラシー 
次回に向けての改善変更予定 インターネットの実習や内容については非常勤の先生と綿密な打ち合わせを行

います。配布資料も作成する予定です。 
講義目的 インターネットは社会のあらゆる分野に普及し、必要不可欠なものになってい

る。本講義はインターネットについて基礎知識と利用の現状、著作権や情報セキ
ュリティーなどについて説明したのち、生物地球学部の各コースにおける活用事



例を紹介することによって、インターネットを有効かつ適切に利用できるように
する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 インターネットの使い方について説明する。 

2 回 Web メールの使い方について説明する。 
3 回 インターネットとネットワークについて説明する。 
4 回 無線ネットワークと活用について説明する。 
5 回 情報セキュリティについて説明する。 
6 回 情報セキュリティと対策について説明する。 
7 回 オペレーティングシステムとソフトウェアについて説明する。 
8 回 ファイルとフォルダについて説明する。 
9 回 情報の検索と著作権について説明する。 
10 回 天文学におけるインターネットの活用について説明する。 
11 回 地 

準備学習 1 回 インターネットについて調べてみること。 
2 回 Web メールについて調べてみること。 
3 回 ネットワークについて調べてみること。 
4 回 無線ネットワークについて調べてみること。 
5 回 情報セキュリティについて調べてみること。 
6 回 コンピュータウィルス対策について調べてみること。 
7 回 ＯＳについて調べてみること。 
8 回 ディレクトリについて調べてみること。 
9 回 著作権について調べてみること。 
10 回 天文学について興味があることを調べてみること。 
11 回 地球・気象学について興味があることを調べて 

 



年度 2014 
授業コード FGG02410 
成績評価 課題レポート(20％)と定期試験(80％)によって評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜14) 
見出し FGG02410 コンピュータリテラシー 
担当教員名 福⽥ 尚也、笛⽥ 馨＊ 
単位数 2 
教科書 情報リテラシー／富士通エフ・オ−・エム株式会社／FOM 出版／9784865100716 
アクティブラーニング  
キーワード オフィスアプリケーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 エアコンについてはこまめに調整します。 
科目名 コンピュータリテラシー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 教員の免許状取得のための必修科目である。 
シラバスコード FGG02410 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)基礎的な情報リテラシーの実践と理解。 

(2)文章作成の技術の習得。 
(3)表作成の技術の習得。 
(4)表計算ソフトを用いたデータ抽出の技術の習得。 

受講者へのコメント 受講者増に伴い、初めての２クラス開講となりました。慣れない教室での実施と
なりました。 

連絡先 ２１号館２階 福⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 時間外での学習をしていない人が多いようです。コンピュータの技術を身につけ
るために、特に復習をしてください。 

英文科目名 Computer Literacy 
関連科目 インターネット 
次回に向けての改善変更予定 Excel の実習や内容については非常勤の先生と綿密な打ち合わせを行います。 

質問への対応を潤滑に行うため、11 号館への教室変更を予定しています。 
講義目的 現代のＩＣＴ社会で生活していくために必要な情報技術・情報モラルなどに関す

る基本的素養を学び、社会人として必要な情報活用能力を養う。コンピューター
の基本操作および文書処理や表計算、プレゼンテーション等のオフィスアプリケ
ーションソフトウェアの使い方を講義と演習を通して学習する。文書作成や表計
算の基本的な処理技術、表計算ソフトを用いたデータ抽出・グラフ作成の技術を



身につける。プレゼンテーションソフトを活用した、効果的な視覚表現の方法に
ついても実習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 コンピューターの起動と終了、ＧＵＩ、パスワードと情報管理について説明

する。 
2 回 文書作成の基礎としてエディタの活用、日本語入力について説明する。 
3 回 文書作成の基礎、オペレーティングシステムの役割（ファイル管理）につい
て説明する。 
4 回 文書作成における図や画像の活用について説明する。 
5 回 文書作成における表や文書デザインの変更について説明する。 
6 回 文書作成における数式の入力について説明する。 
7 回 情報の収集・検索と文書作成を活用した総合演習をする。 
8 回 データ処理のための表計算の基礎 

準備学習 1 回 配布された情報処理実習室のユーザーID について確認をしておくこと。 
2 回 前回の内容を復習しておくこと。 
3 回 前回の内容を復習しておくこと。 
4 回 前回の内容を復習しておくこと。 
5 回 前回の内容を復習しておくこと。 
6 回 前回の内容を復習しておくこと。 
7 回 前回の内容を復習しておくこと。 
8 回 前回の内容を復習しておくこと。 
9 回 前回の内容を復習しておくこと。 
10 回 前回の内容を復習しておくこと。 
11 回 前回の内容を復習しておくこと。 
12 回 前回の内容を復習しておくこと。 
13 回 前回 

 



年度 2014 
授業コード FGG02510 
成績評価 基本的に試験の成績で評価する。学期中間における中間試験を補助的に使用する

予定。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜14) 
見出し FGG02510 コンピュータシステム 
担当教員名 畠山 唯達 
単位数 2 
教科書 教材はホームページに掲載、またはプリントして配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータ、データ、ネットワーク、表計算 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ネガティブな意見だけ： 

・「⿊板の文字が小さい」・・・3 名程度の方がこの意見を書いておられました。
もっと前で受講して下さい。 
・「⿊板を見やすくして」・・・(大学の授業の割には)見やすくなるよう努力はし
ているのですが、まだ足りないようです。具体的にどの辺が見やすくないのか今
度教えてください。 
・「パソコン画面(電子⿊板)では丁寧に書いてほしい」・・・通常教室の⿊板とコ
ンピュータ教室の電子⿊板を併用していますが、たしかに後者は字がきれいにな
らず、書ける範囲が狭い(通常の⿊板の 1 枚分程度)です。この点について 

科目名 コンピュータシステム 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 とくに指定しない。IT 資格系のテキスト（たとえば「やさしい IT パスポート講

座 2014 年版, 高橋麻奈著, SB クリエイティブ, ASIN:978-4797375640」のよう
なもの）が役に立つだろう。また、表計算部については前期「コンピュータリテ
ラシー」教科書が参考になる。 

授業形態 講義 
注意備考 情報処理センターのパソコンを使う演習形式の回と教室での座学の回がある。試

験もパソコンを使った実技試験を行う予定である。 
本講義ではネットワーク資源も活用する。また、岡山理科大学「OUS コンテンツ
ライブラリー」中の「CCC 情報リテラシーI・II」などの教材を用いる。対面によ
る講義とビデオを用いた講義を併用する予定である。教材配布、ビデオ講義、レ
ポート提出などは岡山理科大学学習管理システム(MOMOTARO)を用いて行う
予定である。 

シラバスコード FGG02510 
実務経験のある教員  
達成目標 ・2, 10, 16 進数演算 

・基本的な論理演算・論理回路 
・コンピュータにおけるデータの取扱い 



・IP ネットワーキング基礎の理解 
・基本的な表計算技能の習得 

受講者へのコメント 「【C】授業時間外の学習」にて「課題等に取り組んだ」が 4 割程度でしたが、後
の授業時間中でこちらからお尋ねしたことに対する返答からすると高い数字で
あるような気がします。 
一方で授業時間外の学習時間が 0 である人が 5 割強いたのは残念です。次年度は
もっと復習をするよう働きかけたいと考えております。 

連絡先 畠山の居室は 11 号館 5 階。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「【B】この授業を受けてよかった点」に関しまして、延べ数しかわからないので、
実数としてどれくらいの方が身になったとお答えくださったかわかりませんが、
当方の想定以上に高いと思います。学科の性格と比較して少し計算機側によった
授業内容ですので、「理解が深まった」等の評価があったのは光栄です。 

英文科目名 Computer System 
関連科目 ・前期「コンピュータリテラシー」の受講を勧める(必須ではないが表計算部分の

基礎的な理解は必要) 
・B2 群科目「論理学」の履修を勧める(当科目履修の前後は問わない) 

次回に向けての改善変更予定 半強制的な授業時間以外の負荷（ようは宿題のたぐい）を増やすかを検討します。 
講義目的 各種データを取り扱う上でコンピュータ・ネットワークを中⼼とする 

情報システムを使いこなす技量は必要不可欠である。本講義ではその 
情報システムのうち、コンピュータの基礎構成、およびデータの原理 
について基礎的なことを学ぶ。また、ネットワークに関してごく基礎的なアドレ
ッシングについても学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 コンピュータの構成、および、コンピュータシステムについて解説する。ま

た、数進法の解説をする。 
2 回 文字の符号化について解説する。 
3 回 数進法の続きとコンピュータで扱う数値の符号化の解説をする。 
4 回 数値の符号化の続きを解説する。 
5 回  論理演算と加算機について解説する。 
6 回  前回にひきつづき、論理演算と加算機について解説する。 
7 回  画像データついて解説する。 
8 回  画像データとデータの圧縮について解説する。 
9 回 ここまでの復習（中間テスト）をする。 
10 回  IP ネットワーキング 

準備学習 1 回  前期「インターネット」・「情報リテラシー」の復習をしておくこと。 
2 回  前回の復習をしておくこと。 
3 回  前回の復習をしておくこと。 
4 回  前回の復習をしておくこと。 
5 回  前回の復習をしておくこと。 
6 回  前回の復習をしておくこと。 



7 回  前回の復習をしておくこと。 
8 回  前回の復習をしておくこと。 
9 回 これまでの復習をしておくこと。 
10 回  ２進数演算についてしておくこと。 
11 回  前回の復習をしておくこと。 
12 回  前回の復習および前期「コンピュータリテラシー」の表計算 

 



年度 2014 
授業コード FGG02610 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜14) 
見出し FGG02610 解析学基礎 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 計算力をつける微分積分／神永正博・藤⽥育嗣／内⽥⽼鶴圃／9784753600311 
アクティブラーニング  
キーワード 指数関数、対数関数、三角関数、微分、積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 解析学基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FGG02610 
実務経験のある教員  
達成目標 １変数の微分と積分の計算ができること。 
受講者へのコメント 受講する以前から学習する意欲に欠けている（具体的には欠席や遅刻が多い、ま

たは講義中に顔を下に向けたままの）学生もおり、このような学生は授業に対す
る⼼構えを考え直さなければならない。 

連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 レポート提出を４回実施し、授業への積極的な取り組んだ学生が多かった。 
英文科目名 Calculus 
関連科目 高校で「数学 II」を履修していることが望ましい。 

本科目に引き続き、「代数学基礎」を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 授業をより理解し易く、授業への学生の取り組みを積極的にするため、授業中に

学生への簡単な質問の機会を今まで以上に多くする。ただ、受講生において高校
までの微分・積分の履修状況により、数学学力差がかなりあるため、講義するの
にどのレベルに照準を合わすかが困難である。 

講義目的 微分積分学は、理⼯系学生にとって専門教育科目の基礎となる重要科目の１つで
ある。１変数の微分や積分を中⼼とした内容について述べる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 指数関数、対数関数および三角比について説明する。 



2 回 三角関数と逆三角関数について解説する。 
3 回 関数の極限と導関数について説明する。 
4 回 合成関数と逆関数の微分法について解説する。 
5 回 ロピタルの定理と高次導関数について説明する。 
6 回 テイラー展開について解説する。 
7 回 関数の増減とグラフについて説明する。 
8 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 
9 回 不定積分と部分積分法について説明する。 
10 回 置換積分法について解説する。 
11 回 部分分数分解と三角関数の有理 

準備学習 1 回 高校の数学で使用したテキストで第１回授業内容の該当箇所を読み、理解
しておくこと。 
2 回 指数関数、対数関数および三角比について復習しておくこと。 
3 回 高校の数学で微分を学習していたら、使用したテキストで第３回授業内容
の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
4 回 導関数について復習しておくこと。 
5 回 関数の極限について復習しておくこと 
6 回 高次導関数について復習しておくこと。 
7 回 関数の極限と高次導関数について復習しておくこと。 
8 回 第１回から７回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておく 

 



年度 2014 
授業コード FGG02620 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜14) 
見出し FGG02620 解析学基礎 
担当教員名 濱谷 義弘 
単位数 2 
教科書 計算力をつける微分積分／神永正博・藤⽥育嗣／内⽥⽼鶴圃／9784753600311 
アクティブラーニング  
キーワード 指数関数、対数関数、三角関数、微分、積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 解析学基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FGG02620 
実務経験のある教員  
達成目標 １変数の微分と積分の計算ができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 濱谷研究室 第一学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Calculus 
関連科目 高校で「数学 II」を履修していることが望ましい。 

本科目に引き続き、「代数学基礎」を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 微分積分学は、理⼯系学生にとって専門教育科目の基礎となる重要科目の１つで

ある。１変数の微分や積分を中⼼とした内容について述べる。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 指数関数、対数関数および三角比について説明する。 

2 回 三角関数と逆三角関数について解説する。 
3 回 関数の極限と導関数について説明する。 
4 回 合成関数と逆関数の微分法について解説する。 
5 回 ロピタルの定理と高次導関数について説明する。 
6 回 テイラー展開について解説する。 



7 回 関数の増減とグラフについて説明する。 
8 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 
9 回 不定積分と部分積分法について説明する。 
10 回 置換積分法について解説する。 
11 回 部分分数分解と三角関数の有理 

準備学習 1 回 高校の数学で使用したテキストで第１回授業内容の該当箇所を読み、理解
しておくこと。 
2 回 指数関数、対数関数および三角比について復習しておくこと。 
3 回 高校の数学で微分を学習していたら、使用したテキストで第３回授業内容
の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
4 回 導関数について復習しておくこと。 
5 回 関数の極限について復習しておくこと 
6 回 高次導関数について復習しておくこと。 
7 回 関数の極限と高次導関数について復習しておくこと。 
8 回 第１回から７回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておく 

 



年度 2014 
授業コード FGG02710 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜14) 
見出し FGG02710 代数学基礎 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 計算力をつける線形代数／神永正博・石川賢太／内⽥⽼鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式、連立１次方程式の解法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 話し方が速かったと学生１名から意見があった。この理由は各講義時間内に目標

としている講義内容分をどうしても行う必要があるため、話すスピードが速くな
ることがあったことによる。今後注意して話すが、時には速くなることがあるか
もしれない。 

科目名 代数学基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学んだ数学の基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FGG02710 
実務経験のある教員  
達成目標 行列および行列式の演算ができ、それにより、連立１次方程式の解が求められる

こと。 
受講者へのコメント 全体的には授業態度は良かったが、欠席や遅刻が多い受講生が僅かにおり、この

ような受講生は授業に対する⼼構えを考え直さなければならない。 
連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の復習や指示以外の課題へ積極的に取り組んだとこの分野への理解度が深
まったとの意見がそれぞれ約 70%と多く、満足やほぼ満足したという評価も約
８割近くあった。 

英文科目名 Linear Algebra 
関連科目 高校で「数学 B」を、また前期に「解析学基礎」を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 三十数名の受講生であったため、教員は落ち着いて授業でき、受講生にとって授

業の手法や進行等も一応満足な評価が多かったので、今後もこの授業方法を継続
したい。 

講義目的 行列と行列式を中⼼とした内容を述べる。その応用として、連立１次方程式の解



法について説明する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「線形代数とは何かやなぜ線形代数を学習する必要があるのか」を説明す

る。 
2 回 行列の和と差、スカラー倍について解説する。 
3 回 行列の積について説明する。 
4 回 行列の基本変形による連立方程式の解法について説明する。 
5 回 行列の基本変形による連立方程式において、解が無数に存在する場合や解
が存在しない場合について解説する。 
6 回 逆行列の定義と求め方について説明する。 
7 回 高次の逆行列を求める計算方法について解説する。 
8 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 
9 回 ２行２列の行 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、授業内容の過程について把握しておくこと。 
2 回 高校での数学のテキストで行列を学習していたら予習しておくこと。 
3 回 行列の和と差、スカラー倍の計算方法について復習しておくこと。 
4 回 行列の演算について復習しておくこと。 
5 回 行列の基本変形について復習しておくこと。 
6 回 行列の基本変形について復習しておくこと。 
7 回 逆行列の定義と求め方について復習しておくこと。 
8 回 第１回から７回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておくこと。 
9 回 行列について全般的に復習して 

 



年度 2014 
授業コード FGG02720 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜14) 
見出し FGG02720 代数学基礎 
担当教員名 濱谷 義弘 
単位数 2 
教科書 計算力をつける線形代数／神永正博・石川賢太／内⽥⽼鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式、連立１次方程式の解法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 字体は丁寧に書くようにする。 
科目名 代数学基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学んだ数学の基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FGG02720 
実務経験のある教員  
達成目標 行列および行列式の演算ができ、それにより、連立１次方程式の解が求められる

こと。 
受講者へのコメント ８）教科書のレベルはこれより易しいものは、マンガでわかる線形代数になりま

す。 
こちらも説明をより⼯夫努力しますが、数学は筋トレと同じで、他科目と違い脳
内筋トレですから、ほとんどの学生は、ストイックに自分で汗ながし苦しんで勉
強しなければダメです。２）から勉強してなさ過ぎで、話になりませんね！ 

連絡先 濱谷研究室 第一学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ２）授業外学習が３０分＋全くなしが２４/３６人、これじゃあ、数学が専門でな
いクラスなのだから全員が理解するのは困難。１０人前後、理解が出来ない学生
がでても当然です。 

英文科目名 Linear Algebra 
関連科目 高校で「数学 B」を、また前期に「解析学基礎」を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 字体は大きく丁寧に書くようにする。講義のノートを取らせる。 
講義目的 行列と行列式を中⼼とした内容を述べる。その応用として、連立１次方程式の解

法について説明する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 「線形代数とは何かやなぜ線形代数を学習する必要があるのか」を説明す
る。 
2 回 行列の和と差、スカラー倍について解説する。 
3 回 行列の積について説明する。 
4 回 行列の基本変形による連立方程式の解法について説明する。 
5 回 行列の基本変形による連立方程式において、解が無数に存在する場合や解
が存在しない場合について解説する。 
6 回 逆行列の定義と求め方について説明する。 
7 回 高次の逆行列を求める計算方法について解説する。 
8 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 
9 回 ２行２列の行 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、授業内容の過程について把握しておくこと。 
2 回 高校での数学のテキストで行列を学習していたら予習しておくこと。 
3 回 行列の和と差、スカラー倍の計算方法について復習しておくこと。 
4 回 行列の演算について復習しておくこと。 
5 回 行列の基本変形について復習しておくこと。 
6 回 行列の基本変形について復習しておくこと。 
7 回 逆行列の定義と求め方について復習しておくこと。 
8 回 第１回から７回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておくこと。 
9 回 行列について全般的に復習して 

 



年度 2014 
授業コード FGG02810 
成績評価 定期試験（60 点）とレポート（40 点）で評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG02810 地球・宇宙のための物理数学Ⅰ 
担当教員名 ⽥邉 健茲 
単位数 2 
教科書 物理のための数学／和達三樹著／岩波書店／9784000076500 
アクティブラーニング  
キーワード 偏微分、ベクトルの微分演算子、ベクトル場の積分定理、連続体力学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球・宇宙のための物理数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⼾⽥盛和著「ベクトル解析」，巽友正著「連続体力学」、ほか多数 
授業形態 講義 
注意備考 この講義専用のノートを用意すること。ルーズリーフは使わないように。 

試験問題はレポート課題から多く出題されるので、課題にはきちんと取り組んで
ほしい。 

シラバスコード FGG02810 
実務経験のある教員  
達成目標 多変数の関数ならびに偏微分、場の概念、さらにはベクトル解析に現れるいくつ

かの微分演算子と積分定理を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 4 階、内線 6117 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physical Mathematics for Earth and Cosmic Science I 
関連科目 物理学基礎論ⅠおよびⅡ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球の大気や海洋、さらには天体などは連続体と見做せる。この講義では連続体

の力学を学ぶための基礎であるベクトル解析の初歩を学ぶことを目的とする。特
に、気象、海洋など、そして星の内部構造などの理論的な勉強には必須であると
思われる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 序論−連続体について− 

自然界に存在する物体は広がりを持つ。このような物体（たとえば水、空気など）
の運動を考える場合、それらを粒子の集まりではなく「連続体」とみなすほうが、



その運動を扱う上で便利である。ここでは、そもそも連続体とはどのようなもの
か、またどのような種類の連続体があるか、などについて解説する。 
2 回 初等関数(1)− 指数関数と対数関数 − 
数学的な基礎を確実にするために、初等関数のうち指数関数ならびに対数関数
（これらは互いに逆関数の関係にある）の定義および性質について基本から学
ぶ。 
3 

準備学習 1 回 なし 
2 回 逆関数 
3 回 前回の復習 
4 回 微分の定義 
5 回 前回の復習 
6 回 ベクトルの加法、ベクトルの内積 
7 回 行列 
8 回 第 5 回の内容。 
9 回 前回の復習 
10 回 前回の復習 
11 回 前回の復習 
12 回 特になし。 
13 回 特になし。 
14 回 前回と前々回の復習 
15 回 これまで学んだことの復習 

 



年度 2014 
授業コード FGG02910 
成績評価 レポート課題（30%）と定期試験（70%）によって総合評価する。採点の基準は

100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。また、授業回数の 1/3 以上の欠席が
認められた場合には試験成績は無効とみなし、E 評価とする。 

曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG02910 地球・宇宙のための物理数学Ⅱ 
担当教員名 大橋 唯太 
単位数 2 
教科書 なし。 
アクティブラーニング  
キーワード 常微分方程式 

偏微分方程式 
SI 単位系 
物性値 
連続体力学 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球・宇宙のための物理数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 野崎亮太 「道具としての微分方程式」 （日本実業出版社） 

岸野正剛 「今日から使える物理数学」 （講談社サイエンティフィク） 
授業形態 講義 
注意備考 本講義を学んでいくには、地球・宇宙のための物理数学Ⅰ（前期開講）で習得し

た知識を必要とするため、あらかじめ受講しておくことを強く勧める。 
天文学コースや地球・気象学コースを目指す人は、受講することを強く勧める。 

シラバスコード FGG02910 
実務経験のある教員  
達成目標 ・微分と積分の関係，常微分と偏微分の違いなど，基礎的な理解が示せるように

なる。 
・微分方程式を解くことができるようになる。 
・近似と誤差について簡単な数値的な表現ができるようになる。 
・様々な自然現象を表す微分方程式について，その物理的解釈と解の振る舞いが
方程式の各項から予想できるようになる。 
・微分方程式を差分近似表現に変えられるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 大橋唯太 ２１号館６階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Physical Mathematics for Earth and Cosmic Science II 
関連科目 地球・宇宙のための物理数学Ⅰ 

天体物理学Ⅰ・Ⅱ 
大気物理学 
物理地学 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 天文学・気象学・水文学・地球惑星科学など、宇宙・惑星物理学を理解するため

には、流体や弾性体の力学的性質を数学的に記述することが必要不可欠である。
その基礎となる常微分・偏微分方程式について、おもに講義をおこなう。また、
自然現象の物理的解釈をするうえで必要である、物質特有の様々な物性値やその
単位についても理解を深めていく。特に、身近な例をもとに微分方程式の表現に
ついてわかりやすく説明していく。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションを行い，授業の進め方や参考図書の紹介などを説明す

る。 
2 回 様々な物質の物理的性質と単位系について説明する。 
3 回 微分方程式の基礎的事項について，ニュートンの運動方程式を題材にして
説明する。 
4 回 １階線形常微分方程式について，自由落下運動と放射性崩壊を題材に説明
する。 
変数分離法による解法を習得する。 
5 回 １階非線形常微分方程式について，空気抵抗のある落下運動を題材に説明
する。 
6 回 人口予測モデルを題材に，線形常微分方程式と非線形常微分方程式を使っ
たケースを説明する。 
7 回 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 SI 単位系について調べておくこと。 
3 回 常微分と偏微分の物理的な違いと関係について調べておくこと。 
微分と積分の関係について復習しておくこと。 
ニュートンの運動方程式について調べておくこと。 
4 回 自由落下の場合の微分方程式を考えておくこと。 
放射性崩壊とは何かを調べておくこと。 
5 回 線形と非線形の違いを調べておくこと。 
6 回 これまでの復習をしておくこと。 
7 回 １階線形常微分方程式の講義を復習し，２階線形常微分方程式との違いを
考えておくこと。 
8 回 マク 

 



年度 2014 
授業コード FGG03011 
成績評価 中間テスト（２０％）、期末テスト（８０％） 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG03011 細胞遺伝学 
担当教員名 星野 卓二 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 染色体、生物の進化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 細胞遺伝学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 藪野他著：植物遺伝学、裳華房 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG03011 
実務経験のある教員  
達成目標 １．染色体は遺伝子を運ぶ重要な働きがあることを説明できる。２．生物の進化

や分化と深い関連のある、倍数性や異数性について説明できる。３．いくつかの
野生生物を例にして、染色体の進化を説明できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館６階 星野研究室 hoshino@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Cytogenetics 
関連科目 生物科学概論 I、生物科学概論Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「地球の歴史は地殻に、生物の歴史は染色体に刻まれている」と言われるように、

染色体の中にほとんどすべての遺伝情報が入っている。また、生物の種や属の分
類群と染色体の特徴は一般的によく一致する。本講義では染色体の形態的特性や
構造異常の出現機構について説明し、生物の進化に伴い染色体がどのように分
化・進化してきたかを述べる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 細胞遺伝学と染色体の関連 

2 回 染色体の構成物質 
3 回 染色体の階層構造（１） 



4 回 染色体の階層構造（２） 
5 回 異質染色質の遺伝的特性 
6 回 核型分析 
7 回 ゲノム分析 
8 回 異数体と倍数体 
9 回 性染色体および B 染色体 
10 回 染色体の構造変異 
11 回 染色体の蛍光染色 
12 回 染色体の遺伝子マッピング 
13 回 生物の進化と染色体の分化（１） 
14 回 生物の進化と染色体の分化（２） 
15 回 生物の進化と染色体の分化（３） 

準備学習 1 回 生物の染色体の働きについて調べておくこと 
2 回 染色体は DNA 以外にどのような物質から構成されているか調べておくこ
と 
3 回 染色体の折りたたみ構造について調べておくこと 
4 回 唾腺染色体やランプブラシ染色体について調べておくこと 
5 回 染色体の C-バンディングについて調べておくこと 
6 回 動原体の位置による染色体の分類について調べておくこと 
7 回 生物のゲノムを構成している DNA の量は、生物の種類によりどのように異
なるか調べておくこと 
8 回 同一種内で染色体数が異なる生物の例を調べておくこと 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FGG03110 
成績評価 定期試験８０パーセント、レポート課題２０パーセントにより成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG03110 生態学 
担当教員名 太⽥ 謙＊ 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。適宜、プリントなどを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生態系、物質循環、環境の変遷、保全。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  「口頭で重要なポイントを話すときは板書もしてほしい」とのご意見をいただ

いた。講義の時間配分が良くなかった時に、後半板書を省略する場面が少しあっ
たため、今後は講義内容を厳選し時間に余裕を持たせることで問題の起こらない
ように改良したい。 

科目名 生態学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 植物生態学講座 シリーズ／石塚和雄／朝倉書店。他にも、講義中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FGG03110 
実務経験のある教員  
達成目標 1.生態学の基礎的な知識を得たうえで、関連する諸分野について理解すること。 

2.生態系の物質循環について理解すること。 
3.生態系の一つの系について、具体例を上げてその概要を解説できるようになる
こと。 
4.自然に関する知識を深め、その複雑さを理解すること。 

受講者へのコメント  受講生は主に 2 年生であり、1 年生の頃に比べると少し内容も難しくなり、受
講と予習・復習、そして定期試験の対策が大変だったのではないかと思います。
講義の専門的な内容が増える分、知識を深めて、自分の興味のある分野を探して
いただけたらと思います。 

連絡先 ２１号館６階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  授業時間外の学習時間について、「全くしなかった」との答えが半数であった。
今後は、授業時間外についても学習を行いやすいような⼯夫を施すことが必要で
あると感じた。また、「授業の妨げとなる行為には注意してほしい」との意見が 2
件あったので、今後は留意したいと思います。 

英文科目名 Ecology 



関連科目 植物生態学。 
次回に向けての改善変更予定  今回は講義の組み立てを大幅に組み直した。前年度に比べると、全体の講義内

容のつながりがよくなり、より良い講義をお届けすることができたのではないか
と考えている。しかし、実際に半年間の講義を行い、さらなる改善のアイディア
がいくつも出てきているので、来年度はさらに改善を進めたいと考えている。 

講義目的 生態学は、生物の生き様を科学する学問である。生物の生き様を捕らえるには、
個体レベルの行動と、個体を取り巻く環境を把握する必要がある。そのため、生
態学は一つの生物の行動から、地球レベルの環境変動や物質循環までを含むこと
になる。本講義では、物質循環、森林や水域の生態系、環境の変遷の概略を解説
し、生態学の概要を理解することを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 第１回： 

授業内容の確認を行なっておくこと。 
第２回： 
前回の講義の内容を復習し、生態系についての基本的な概念を理解しておくこ
と。また、水と大気の性質について、予習しておくこと。 
第３回： 
前回の講義の内容を復習し、水と大気の基本的な性質について理解しておくこ
と。また、光の波⻑などの性質について、予習しておくこと。 
第４回： 
前回の講義の内容を復習し、光の性質について理解しておくこと。また、温度と
降水量について、予習しておくこと。 
第５回： 
前回の講義の内容を復習し、陸上生態系の特徴と、それらを支 

 



年度 2014 
授業コード FGG03210 
成績評価 定期試験（100％）により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG03210 植物系統分類学 
担当教員名 ⻄村 直樹 
単位数 2 
教科書 適宜プリント等の資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 植物、種、分類、分類群、系統、多様性。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 少ないながら，「学名に関して理解できた」，「楽しく受講できた」という肯定的ご

意見をいただきました．一方，講義のやり方に関する否定的意見も僅かにいただ
いていますが，目的意識を持って受講し，不満がある場合には，各講義の最後に
行っているアンケートに意見を書くようにしてください．直ちに対応します． 

科目名 植物系統分類学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 図説・生物界ガイド 五つの王国／リン・マルグリス，カーリーン・シュバルツ

／日経サイエンス社：バイオディバーシティ・シリーズ２，植物の多様性と系統
／加藤雅啓編集／裳華房 

授業形態 講義 
注意備考 講義はパワーポイントでまとめた資料をプロジェクターで投影して行う。 
シラバスコード FGG03210 
実務経験のある教員  
達成目標 １．植物の分類体系，学名の命名法など分類と系統に関する基礎知識を習得する。 

２．陸上緑色植物、藻類，菌類の各グループの特徴と所属する主要な種を説明で
きる。 
３．身近な植物がどの仲間のものかを説明できる。 

受講者へのコメント この講義では，植物図鑑を利用したり，植物の系統関係を理解することができる
ようになるための基礎を解説しています．身近な植物を学名で理解したり，覚え
たりするところからはじめていますので，ぜひ，わかるようになってください。 

連絡先 十学舎５階 ⻄村研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この授業を受けて良かった点はの問いに，理解が深まった（73％），興味関⼼が
高まった（46％）などの評価をいただきました。また，この授業に満足したかど
うかの問いには，満足（36％），ほぼ満足（25％），普通（28％）との答えでした。
なお，目標の達成では，58％の方が「できた」と「だいたいできた」でしたので，
目標達成度が高まるように⼯夫し，満足度も高まるよう努力したいと思います． 



英文科目名 Plant Systematics 
関連科目 「野外調査法実習Ⅰ，Ⅱ」、「エコツーリズム技法」、「植物学実習」。 
次回に向けての改善変更予定 植物名の学名に親しめるように，解説を改善したいと考えています。 
講義目的 陸上緑色植物および菌類、藻類、バクテリアなどの各グループの多様性と分類群

間の系統関係を理解するとともに植物系統分類学上の基礎知識を理解するのを
目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 植物系統分類学とはどのような学問であるかを解説する。 

2 回 生命の歴史と生物の五界について解説する。 
3 回 被子植物の中の双子葉類合弁花類について解説する。 
4 回 被子植物の中の双子葉類離弁花類について解説する。 
5 回 被子植物の中の単子葉類について解説する。 
6 回 裸子植物の中のイチョウ，ソテツなどの分類 について解説する。 
7 回 裸子植物の中の針葉樹類について解説する。 
8 回 種子植物（被子植物と裸子植物）の進化を解説する。 
9 回 シダ植物の分類について解説する。 
10 回 シダ植物の生活環と胞子 

準備学習 1 回 シラバスなどにより学習の内容と目的を把握しておくこと。 
2 回 生命の歴史および生物五界の各界の特徴を調べておくこと 
3 回 生命の歴史と生物の５界を復習しておくこと。また双子葉類合弁花類の主
な仲間にどのようなものがあるかを調べておくこと。 
4 回 双子葉類合弁花類の分類と主な種の学名を復習しておくこと。また双子葉
類離弁花類の主な仲間にどのようなものがあるかを調べておくこと。 
5 回 双子葉類離弁花類の分類と主な種の学名を復習しておくこと。単子葉類の
主な仲間にどのようなものがあるかを調べておくこと。 
6 回 

 



年度 2014 
授業コード FGG03310 
成績評価 レポート（２０％）、最終試験の成績（６０％）および授業への参加強度（２０％）

から総合的に評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG03310 植物生理学 
担当教員名 久保⽥ 尚浩 
単位数 2 
教科書 適宜にプリント配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 植物の分化と発達、発育生理、水分生理、栄養生理、光合成と光合成産物の利用、

物質代謝、植物ホルモン、遺伝子 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 植物生理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 絵とき植物生理学入門/山本良一・櫻井直樹/オーム社 

植物生理学／三村徹郎・鶴見誠二/化学同人 
作物の生理・生態学大要／池⽥ 武／養賢堂 
植物生産生理学／石井龍一編／朝倉書店 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG03310 
実務経験のある教員  
達成目標 植物形態学、植物栄養学、植物生態学などを基礎に、作物の成⻑や発育との関連

において休眠と発芽、水の吸収と利用、無機栄養と施肥、光合成・呼吸と物質代
謝、植物成⻑調節物質の種類と利用、花芽形成と開花結実、果実の生⻑と成熟、
遺伝子の構造と機能および遺伝子組換植物などについて理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室：専門学舎第２１号館６階６０７号室 

E-mail:kubota＠big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Plant Physiology 
関連科目 植物生態学、植物形態学、園芸学概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 園芸作物の栽培や生産の基礎となる植物生理学について、果樹を中⼼に生産性や

品質の向上を図る上で特に重要な事項を解説する。すなわち、作物生産と光合成、



作物の生⻑と呼吸、光合成産物の転流・分配と果実の成⻑・成熟との関係、水ス
トレスや温度ストレスと作物の成⻑、植物成⻑調節物質の種類と利用および無種
子果実生産の機構、遺伝子と遺伝子組換植物などについて述べる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション（授業の概要を説明する）。 

2 回 植物の外部･内部形態について理講述する。 
3 回 休眠と発芽について述する。 
4 回 栄養成⻑について講述する。 
5 回 生殖成⻑（１）花芽の分化・発達と開花結実について講述する。 
6 回 生殖成⻑（２）果実の肥大・成熟について講述する。 
7 回 水の吸収と利用について講述する。 
8 回 無機栄養（１）必須元素と生理作用について講述する。 
9 回 無機栄養（２）窒素の吸収と利用について講述する。 
10 回 光合成と炭水化物（１）光合成と呼吸について講述する。 
11 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習内容の概略を把握しておくこと。 
2 回 植物の外部および内部形態について予習しておくこと。 
3 回 休眠現象とその人為的制御について予習しておくこと。 
4 回 栄養器官とは何か、またその成⻑について予習しておくこと。 
5 回 生殖器官および花芽の分化･発達の過程について予習しておくこと。 
6 回 果実の肥大や成熟の様相について予習しておくこと。 
7 回 植物の成⻑に不可欠の水分に関しその吸収と利用について予習しておくこ
と。 
8 回 植物の生存に欠かすことのできない無機元素の種類とその役割 

 



年度 2014 
授業コード FGG03410 
成績評価 定期試験８０パーセント、レポート課題２０パーセントにより成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG03410 植物生態学 
担当教員名 太⽥ 謙＊ 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。適宜、プリントなどを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生態系、植物の形態、生物多様性。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  「⿊板の文字が薄くて見えにくい」というご意見がありました。講義中の⿊板

の文字は、かなり気をつけて書いていたのですが、文字が薄い場合があったよう
です。今後は、より見やすい文字になるように気をつけたいと思います。 
 「また、⿊板に板書をしている時間がもったいなく感じた」とのご意見もいた
だきました。この点については、難しい問題であると認識しています。パワーポ
イントなどを用いたスライド投影では、受講生の方はノートを取らない傾向が多
い印象を私は持っています。講義のノートを作成することにより、知識を再構築
して学習効 

科目名 植物生態学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 植物生態学講座 シリーズ／石塚和雄／朝倉書店。他にも、講義中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FGG03410 
実務経験のある教員  
達成目標 1.植物生態学の基礎的な知識を得たうえで、関連する諸分野について理解するこ

と。 
2.植物の体の基本構造について、基礎的な事項を理解すること。 
3.植物の生活型と休眠のタイプについて、具体例をあげて説明できること。 
4.植物から見た自然環境の知識を深め、その多様さを理解すること。 

受講者へのコメント  本講義は 2 年生の秋学期の講義であり、やや専門的な内容を用意しました。1
年生や 2 年生の春学期までに積み上げた基礎知識の上に、さらに専門的な知識を
積み重ねることによって、興味のある分野の見識を深めることができれば良いの
ではないかと思います。 

連絡先 ２１号館６階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  授業の出席としては欠席数 0〜1 回が 78.9％であり、かなり高い出席率でした。
また、半数程度の受講生の方が授業時間以外でも学習を行っていました。この授



業を受けてよかった点としても、62％の方が「この分野への理解が深まった」と
なっていました。そのため、この講義を行った目的は一応達成できたと考えてい
ます。 
 授業時間外の学習は、「宿題などの指示された課題」が最多（36.6％）でした。
今後は、指示された課題以外についても自主的な学習に取り組みたくなるような
授業を目指したいと思います。 

英文科目名 Plant Ecology 
関連科目 生態学概論。 
次回に向けての改善変更予定  今回は講義の組み立てを大幅に改変しました。講義中に紹介するテーマを厳選

し、前後の講義のつながりも良くなるように調整を行いました。まだまだ、改善
するべき箇所は多々見られますが、ある程度の完成形は見えてきたのではないか
と考えています。講義の内容については、細かな調整をさらに行い、より充実し
た内容になるように努力したいと考えています。 

講義目的 植物の体の基本的な構造を把握すること。その上で、植物が生きるために行って
いる、生産・生殖・防御のしくみについて理解すること。これらの知識を得たう
えで、植物が生態系の中でどのような役割を果たしているかを理解することを目
的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 第１回： 

授業内容の確認を行なっておくこと。 
第２回： 
前回の講義の内容を復習しておくこと。また、身近にどのような植物が生育して
いるか、予習しておくこと。 
第３回： 
前回の講義の内容を復習しておくこと。また、植物の茎について、予習しておく
こと。 
第４回： 
前回の講義の内容を復習しておくこと。また、植物の根について、予習しておく
こと。 
第５回： 
前回の講義の内容を復習しておくこと。また、植物の葉について、予習しておく
こと。 
第６回： 
前回の講義の内容を復習しておくこと。また、植物の花について、予習 

 



年度 2014 
授業コード FGG03510 
成績評価 小テスト（５０％）、レポート（３０％）および授業への参加強度（２０％）から

総合的に評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG03510 果樹園芸学 
担当教員名 久保⽥ 尚浩 
単位数 2 
教科書 農学基礎セミナー新版 果樹栽培の基礎／杉浦 明編／農山漁村文化協会(農文

協） 
アクティブラーニング  
キーワード 果樹、生理･生態、栽培技術、果実の利用、モモ、ブドウ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 果樹園芸学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 最新果樹園芸学／水谷房雄・久保⽥尚浩他著／朝倉書店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG03510 
実務経験のある教員  
達成目標  作物形態学、作物生理・生態学、作物栄養学、栽培学などを基礎に、果樹の基

本的特性、新梢や果実の生育様相、果樹栽培の基本技術を理解するとともに、岡
山特産のモモとブドウを中⼼に、果樹栽培の歴史・現状及び将来について考える。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室：専門学舎第２１号館６階６０７号室 

E-mail:kubota＠big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Pomology 
関連科目 園芸学概論、植物生理学、植物形態学、植物生態学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  果樹の栽培と利用、果実の生産と消費、果樹の成⻑と果実生産などについて概

説し、さらに果樹栽培の基礎的事項すなわちその適地、新梢成⻑と整枝・せん定、
果実の発育と成熟、かん水や施肥などの基本的栽培管理技術、苗⽊生産と果樹園
開設、施設栽培、貯蔵と流通の技術などを解説した後、岡山県の特産であるモモ
とブドウの栽培の歴史、現状および将来について考える。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 イントロダクション（授業の概要について説明する）。 
2 回 果樹の栽培と利用について講述する。 
3 回 果実の生産と消費について講述する。 
4 回 果樹の種類と品種について講述する。 
5 回 果樹の育種と繁殖について講述する。 
6 回 苗⽊の植付けと整枝・せん定について講述する。 
7 回 果樹の成⻑と果実生産（１）果樹の一生と１年について講述する。 
8 回 果樹の成⻑と果実生産（２）花芽の分化・発達と開花結実について講述す
る。 
9 回 果樹の生⻑と果実生産（３）果実の成⻑と成熟について講述する。 
10 回 土壌管理及 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 果樹の栽培と利用に関し、特に人間生活との関わりについて予習しておく
こと。 
3 回 世界および日本における果実の生産と消費の動向について予習しておくこ
と。 
4 回 果樹の分類方法について予習してくこと。 
5 回 果樹の育種と繁殖の方法について予習しておくこと。 
6 回 開園と苗⽊の植え付け、および整枝方法や剪定方法について予習しておく
こと。 
7 回 果樹の一生と１年の成⻑サイクルについて予習ておくこと。 
8 回 果樹における花芽の分化と発達、および開花と 

 



年度 2014 
授業コード FGG03610 
成績評価 成績は毎回の出席を基本とし、中間テスト(30%)、期末テスト(50%)、講義参加

度（20%）により評価する。また、授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合に
は試験成績は無効とみなす。 

曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG03610 植物形態学 
担当教員名 矢野 興一 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 形態、根、茎、葉、花、種子、果実、シュート 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 植物形態学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 観察する目が変わる植物学入門/矢野興一（ベレ出版）． 

それ以外の参考書については、適宜提示する． 
授業形態 講義 
注意備考 講義中には多くの植物名が登場する。身近な植物について、よく観察したり、図

鑑などで名前を調べたりして親しんでおくことが望まれる。また、講義では専門
的な内容が含まれるため、学生の理解度を見ながら講義を進める。 

シラバスコード FGG03610 
実務経験のある教員  
達成目標 １．植物体を構成する根、茎、葉、花、種子、果実について、基本的形態を専門

用語を使って説明できる。２．シュートの概念を使って花の構造を説明できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 矢野興一（２１号館６階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Plant Morphology 
関連科目 植物系統分類学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 主に被子植物の外部形態・内部形態について解説をおこなう。植物の基本構造と

して、根・茎・葉・花・果実・種子があげられる。それぞれの形態は機能と結び
つき、生活を営んでいる。形態と機能を考察することにより、生物の示す多様性
を理解することを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 植物の基本構造 
2 回 根の形態 
3 回 シュートと茎（1） 
4 回 シュートと茎（2） 
5 回 葉とは？ 
6 回 葉の形態 
7 回 中間のまとめとテスト 
8 回 花とは？ 
9 回 花の形態（１） 
10 回 花の形態（２） 
11 回 花序の形態 
12 回 花の形態とその機能 
13 回 果実の形態（１） 
14 回 果実の形態（２） 
15 回 種子の形態と散布様式 

準備学習 1 回 植物の基本構造にはどのようなものがあるか調べておくこと 
2 回 根の構造と機能を調べておくこと 
3 回 植物の茎の役割について調べておくこと 
4 回 植物の茎の役割について調べておくこと 
5 回 植物の葉の役割について調べておくこと 
6 回 植物の葉はどのようなタイプに分けられるか調べておくこと 
7 回 前回までの講義を復習すること 
8 回 被子植物の花はどのような部分から構成されているか調べておくこと 
9 回 雄しべと雌しべはどのような部分から構成されているか調べておくこと 
10 回 花にはどのような種類があるか調 

 



年度 2014 
授業コード FGG03710 
成績評価 成績は毎回の出席を基本とし、中間テスト(30%)、期末テスト(50%)、講義参加

度（20%）により評価する。また、授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合に
は試験成績は無効とみなす。 

曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜12) 
見出し FGG03710 系統地理学 
担当教員名 矢野 興一 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 系統地理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生物系統地理学―種の進化を探る/ジョン・C. エイビス (著), ⻄⽥ 睦 (翻訳), 

武藤 文人 (翻訳)/東京大学出版会/9784130602198. 
それ以外の参考書については適宜提示する． 

授業形態 講義 
注意備考 講義では専門的な内容が含まれるため、学生の理解度を見ながら講義を進める。 
シラバスコード FGG03710 
実務経験のある教員  
達成目標 生物の多様性とその形成過程について理解する 
受講者へのコメント  
連絡先 矢野興一（２１号館６階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Phylogeography 
関連科目 植物系統分類学、植物系統進化学、動物生態学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では、動植物の系統地理学の基礎的概念から最近の研究例を通じて、現存

する生物の系統とその地理的分布がどのような過程で生じてきたのかについて
理解することを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 系統地理学とは 

2 回 系統地理学の歴史と対象範囲 
3 回 種の概念と種分化 



4 回 分子系統解析 
5 回 生物地理 
6 回 哺乳類 
7 回 爬虫類・両生類 
8 回 魚類 
9 回 節足動物 
10 回 中間テストとまとめ 
11 回 日本の植物区系 
12 回 ⽊本植物 
13 回 高山植物 
14 回 草本植物 
15 回 大陸島と海洋島 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習計画を把握しておくこと 
2 回 遺伝子について調べておくこと 
3 回 種について調べておくこと 
4 回 生物の進化について調べておくこと 
5 回 生物の分布について調べておくこと 
6 回 哺乳類の進化について調べておくこと 
7 回 爬虫類・両生類の進化について調べておくこと 
8 回 魚類の進化について調べておくこと 
9 回 節足動物の進化について調べておくこと 
10 回 前回までの講義を復習すること 
11 回 日本の植生について調べておくこと 
12 回 日本の⽊本植物の分布について調べておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FGG03810 
成績評価 期末テストの結果を重視し（60%)、小テスト（20%)、レポート(20%)を加える。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜12) 
見出し FGG03810 植生学 
担当教員名 波⽥ 善夫 
単位数 2 
教科書 ホームページに詳細な講義ノートを掲載しているので、随時これを参照するこ

と。講義の内容には、必然的に多くの植物名が出てくる。講義ノートからは、そ
れぞれの植物にリンクが張られているので、予習・復習の際には必ず見ておくこ
と。 

アクティブラーニング  
キーワード 植生、構造、極相林、二次林、植生遷移、地質、地形、地域の文化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 植生学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 沼⽥ 真編「群落の遷移とその機構」朝倉書店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG03810 
実務経験のある教員  
達成目標 ・身近な二次林の主要構成種について、20 種程度についてその概要を述べるこ

とができる知識を得ること。・気候帯を特徴付ける森林植生の優占種について、
その生⻑戦略を説明できること。・身近な森林植生について、その発達に影響を
与える環境条件を理解できること。・地域の自然の保護における複雑さを理解で
きること。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 6F 波⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Vegetation Science 
関連科目 地域情報生態学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 多くの植物から成り立っている植生（植物社会）は、太陽エネルギーを同化する

生産者であり、すべての生態系の源である。植生の保護・保全は地域の環境に対
してのみならず、地球環境の保全においても重要な課題となっている。保護・保
全には、植生の発生・発達の仕組みを理解しなくてはならない。植生は気候や地



形などの物理的環境のみならず、成立からの歴史、その後の人間を含む動物など
の生物的環境にも大きく影響を受けて存在している。このような複雑系の代表と
もいえる「植生」について、その成り立ちと発達、そして将来像について学ぶこ
ととす 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 「植生」とは何か：植生の概念のスタートは大航海時代であり、世界の植生

について相観的な記述が必要であった。たとえば熱帯降雨林やサバンナなどであ
り、地理学的な記載であった。このような植生学の発生と発達、学派の違いなど
について学ぶ。 
2 回 植生の構造：植生は平面から立体的な構造に発達していく。具体的には草原
から森林への遷移であり、その仕組みについて説明する。 
3 回 極相植生と二次植生：森林は伐採や山林火災などで破壊される。破壊された
のちに再生する植生を二次植生という。二次植生と自然のままに存在する極相植
生 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 身近な高⽊樹種に関する知識を収集しておくこと。 
3 回 身近な高⽊樹種に関する知識を収集しておくこと。 
4 回 植生帯に対応した主要優占樹種について知識を収集しておくこと。 
5 回 桜島などの一次遷移に出現する植物に関する知識を収集しておくこと。 
6 回 湿原植生の構成種に関する知識を収集しておくこと。 
7 回 岡山理科大学周辺の森林主要構成種ランキング上位 50 種を閲覧してくるこ
と。 
8 回 岡山理科大学周辺の森林主要構成種ランキング上位 50 種を閲覧してくるこ
と。 
9 回 植物の種子散布の方法・種 

 



年度 2014 
授業コード FGG03910 
成績評価 小テスト（４０％）、レポート（３０％）、および授業への参加強度（３０％）か

ら総合的に評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜12) 
見出し FGG03910 資源植物学 
担当教員名 久保⽥ 尚浩 
単位数 2 
教科書 適宜にプリントを配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 植物、原生地、伝播、利用、分類、種類 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 資源植物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 植物生産学概論/星川清親編/ 文永堂出版 

役に立つ植物の話/石井龍一著/岩波ジュニア新書 
栽培植物と農耕の起源/中尾佐助著/岩波新書 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG03910 
実務経験のある教員  
達成目標 地球上に存在する約 38 万種の植物のうち、人間が直接利用している資源植物は

数万種にすぎない。本講義では、資源植物の定義と区分について解説した後、植
物の起源地と伝播過程を農耕の発達と関連させて講述し、主要な植物がどのよう
に栽培化されてきたかを解説する。また、今なお栽培化されていない多くの植物
も人類が生存し続ける上で極めて重要であることをその多様性と関連させて考
える。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室：専門学舎第２１号館６階６０７号室 

E-mail:kubota＠big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Plant Resources 
関連科目 園芸学概論、果樹園芸学、植物系統分類学、植物生態学、植物形態学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 人類の生存にとって不可欠な植物の起源、発達、伝播過程、分類方法などを解説

し、それらがどのように改良、利用されてきたかを理解するとともに、未だ利用



されていない植物も保護して持続的に利用することの大切さを認識する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション（授業の概要について説明する）。 

2 回 作物の起源・発達・伝播について講述する。 
3 回 作物の分類法について講述する。 
4 回 ⾷用作物の種類と利用について講述する。 
5 回 ⼯芸作物の種類と利用について講述する。 
6 回 飼料作物や鑑賞植物等の種類と利用について講述する。 
7 回 野菜の種類と利用について講述する。 
8 回 温帯果樹の種類と利用について講述する。 
9 回 熱帯・亜熱帯果樹の種類と利用について講述する。 
10 回 ホームガーデン（樹⽊菜園）の構造と機能について講述する。 
11 回 

準備学習 1 回 資源植物とは何かを予習しておくこと。 
2 回 作物の起源・発達・伝播について予習しておくこと。 
3 回 作物の分類方法について予習しておくこと。 
4 回 ⾷用作物の種類と利用について予習しておくこと。 
5 回 ⼯芸作物の種類と利用について予習しておくこと。 
6 回 飼料作物や鑑賞植物等について種類と利用を予習しておくこと。 
7 回 野菜の種類と利用について予習しておくこと。 
8 回 温帯果樹の種類と利用について予習しておくこと。 
9 回 熱帯・亜熱帯果樹の種類と利用について予習しておくこと。 
10 回 ホームガーデン 

 



年度 2014 
授業コード FGG04010 
成績評価 中間テスト（２０％）、期末テスト（８０％） 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜12) 
見出し FGG04010 植物系統進化学 
担当教員名 星野 卓二 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 種分化、遺伝的多様性、分子系統、絶滅危惧植物 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 植物系統進化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岩槻邦男・馬渡峻輔著：生物の多様性、裳華房 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG04010 
実務経験のある教員  
達成目標 １．生物の種が分化する要因はどのようなものがあるか説明できる。２．酵素多

型や DNA 多型を用いた系統解析について説明できる。３．分子系統樹の作成方
法や、最節約法や最尤法による系統樹の特徴を説明できる。４．絶滅危惧植物の
遺伝的多様性の保護に関して説明ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館６階 星野研究室 hoshino@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Evolutional Phylogeny of Plant 
関連科目 生物科学概論Ⅱ、細胞遺伝学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自然界における生物の具体的な存在単位である種個体群レベルの生活の成り立

ちを紹介し、その内部構造の分化と適応の問題を様々な見地から解説する。さら
に、形態学、細胞遺伝学、DNA およびアロザイム分析を用いた分子遺伝学的情
報を用いてどのように生物の進化が解明されてきたかについて述べる。最後に、
いくつかの絶滅危惧植物を例に野生植物の多様性と保護について述べる。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 生物の系統と進化とは 

2 回 遺伝子プール 



3 回 種分化の基礎理論（１） 
4 回 種分化の基礎理論（２） 
5 回 種分化の機構と要因−地理的隔離 
6 回 種分化の機構と要因−生殖的隔離 
7 回 種分化の機構と要因−自然選択 
8 回 種分化の遺伝的解析−酵素多型 
9 回 種分化の遺伝的解析−DNA 多型 
10 回 中間テスト 
11 回 分子進化−分子時計、中立説 
12 回 分子進化−系統樹のいろいろ 
13 回 分子進化−系統樹を作る 
14 回 稀少野生生物の遺伝的多様性（１） 
15 回 稀少野生生物の遺伝的多様性（２） 

準備学習 1 回 種の概念について調べておくこと 
2 回 ハーディ・ワインベルグの法則を調べておくこと 
3 回 種内変異と種分化について調べておくこと 
4 回 種分化はどのようにして起こるか調べておくこと 
5 回 地理的に隔離され、もとの種とは異なるものに分化した野生種を調べてお
くこと 
6 回 受精は行なわれるが種子を形成しない不稔現象について調べておくこと 
7 回 遺伝的浮動について調べておくこと 
8 回 アイソザイム分析について実例を調べておくこと 
9 回 遺伝子の多型はどのようなものか調べておくこと 
10 回 前回までの講義を復 

 



年度 2014 
授業コード FGG04110 
成績評価 期末試験の結果を重視し（60%)、小テスト(20%)、レポート(20%)を加えて総合

的に評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜12) 
見出し FGG04110 環境と情報 
担当教員名 波⽥ 善夫 
単位数 2 
教科書 ホームページに詳細な講義ノートを掲載している。随時これを参照すること。 
アクティブラーニング  
キーワード 環境アセスメント、自然保護、ミティゲーション、ビオトープ、GIS、リモート

センシング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境と情報 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG04110 
実務経験のある教員  
達成目標 ・環境アセスメントの項目において、自然環境に関する内容の概要を理解する。・

環境アセスメントにおける生物調査の実施方法を理解する。・緑化の手法と特性
を理解する。・代償措置、ビオトープの設置に関する方針の理解と具体的観点を
理解する。・自然情報技術としてのリモートセンシング技術の概要を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 6F 波⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environment and Information Science 
関連科目 植生学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生態系は複雑系であり、現実を把握し、解析するためには多くの種類の情報を重

ね合わせることが必要である。本講では、環境アセスメントを題材に選び、多く
の種類の環境に支えられた自然を把握し、解析して評価するプロセスを理解する
こととする。環境情報としては、地質、DEM を利用した地形などのほか、衛星
により取得されたリモートセンシング情報、航空写真などについても解説する。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 環境アセスメントとは：公害、自然破壊などの顕在化と環境アセスメントの
発生・発達の歴史について学ぶ。 
2 回 環境アセスメントにおける生物調査 (1)植物相：具体的な環境アセスメン
トにおける基礎となる、植物相の調査方法について解説する。 
3 回 環境アセスメントにおける生物調査 (2)植生：生態系の基盤となる植生の
調査方法、植生図について解説する。 
4 回 環境アセスメントにおける生物調査 (3)動物：動物相などの動物に関する
調査方法について例示する。 
5 回 環境アセスメントにおける生物調査 (4)生態系： 

準備学習 1 回 ホームページに掲載されている講義ノートを参照しておくこと。 
2 回 学内の植物相のリストアップトレーニング。 
3 回 春学期の植生学における植生を復習しておく。 
4 回 調査事例における動物相の事例収集 
5 回 特になし 
6 回 特になし 
7 回 11 号館入り口における法枠⼯法施⼯例の観察 
8 回 21 号館南の北斜面における緑化事例の観察 
9 回 ホームページに掲載しているポット苗による緑化事例を参照。 
10 回 植生学の湿性遷移 
11 回 湿原生態系の特性（植生学の項目の復習） 
12 回 GIS の意味と実用事例 
13 回 

 



年度 2014 
授業コード FGG04210 
成績評価 実験への取り組み態度と報告書の内容（100%）で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球学科(〜12) 
見出し FGG04210 植物学実習 
担当教員名 星野 卓二、波⽥ 善夫、矢野 興一、太⽥ 謙＊、正⽊ 智美＊、⻄村 直樹 
単位数 4 
教科書 なし（適宜プリント等を配布する） 
アクティブラーニング  
キーワード 植物相調査、分子系統学実験、染色体の核型分析、雑草群落の生態、コケ相調査 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 植物学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜提示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 野外調査も集中で行うため、基本的に補講は実施しない。また、実験の順序や内

容には変更がありうる。実習は、講義で学ぶ事柄をより具体的に理解できる場で
あり、また、卒業研究に必要とされる調査・解析などの方法やレポートの書き方
を修得するための重要な機会となるので、履修を強く進める。 

シラバスコード FGG04210 
実務経験のある教員  
達成目標 野外調査の際に必要となる基本的な技術・手法を習得する。独自に調査計画を立

案でき、自分で調査データをまとめられること。 
受講者へのコメント  
連絡先 星野卓二（21 号館 6 階：hoshino@big.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Botany Laboratory 
関連科目 野外調査法、野外調査法実習Ⅰ、Ⅱ、生物学実習、生態学、植物系統分類学、植

物形態学、植物系統進化学、植生学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 野生植物を対象とし、形態観察、植物相の調査、植生調査に関する実習を行い、

試料整理（種名同定、標本作成）および報告書の作成方法を習得する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。各実習の実施時期・内容等について説明し、参加者を

決定する。 
2 回 植物の採集・調査法の解説。顕花植物の採集方法や標本作製方法を習得させ



る。 
3 回 植物相調査（１）野外での植物相調査。 
4 回 植物相調査（２）野外での植物相調査。 
5 回 植物相調査（３）野外で⽊本植物や草本植物を採集する。 
6 回 植物相調査（４）野外で⽊本植物や草本植物を採集する。 
7 回 植物相調査（５）植物の種名の同定および乾燥標本の作成。 
8 回 植物相調査（６）採集した植物をもとに、標本データベースを作成する。 
 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し掲示に充分注意すること。 
2 回 顕花植物の採集方法や調査方法について調べておくこと。 
3 回 調査地の地形や気候を調べておく。 
4 回 出現した植物のリストを整理しておくこと。 
5 回 採集した植物を分類群ごとに整理しておくこと。 
6 回 乾燥標本の作成方法を調べておくこと。 
7 回 標本ラベルの作成方法を調べておく。 
8 回 データベース作成に使用するソフトを調べておく。 
9 回 分子系統の解析に用いる遺伝子領域について調べておくこと。 
10 回 遺伝子を増幅する PCR 法について予習しておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FGG04310 
成績評価 実習への取り組み態度とレポートの内容(100%)で評価する。定期試験は実施し

ない。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球学科(〜12) 
見出し FGG04310 農場実習 
担当教員名 久保⽥ 尚浩、矢野 興一 
単位数 2 
教科書 適宜にプリント配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 果樹、野菜、鑑賞植物、栽培、管理 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 農場実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 農学基礎セミナー新版果樹栽培の基礎/杉浦 明編著/農文協 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FGG04310 
実務経験のある教員  
達成目標 果樹の栽培では、発芽から成熟までの生育過程において種々の管理を行う必要が

ある。それらは、新梢管理、受粉、摘花･摘果、袋掛け、植物ホルモン処理、収穫・
調整、整枝・せん定などである。本授業では、実際に栽培されている果樹につい
て、新梢管理、ジベレリン処理、結果量調節、整枝・せん定などの実習を行うと
ともに、果実の品質評価や芽の休眠に関する実験を行う。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室：専門学舎第２１号館６階６０７号室 

E-mail:kubota＠big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Farm Laboratory 
関連科目 園芸学概論、果樹園芸学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 岡山特産のモモとブドウを始めとする果樹を中⼼に園芸作物の生育様相を実際

栽培下で観察するとともに、結果量調節、植物ホルモン処理、袋掛け、収穫・調
整、整枝・せん定などの実習を行い、また果実の品質調査などを通して栽培管理
の重要性を理解する。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション（授業の概要と進め方について説明する）。 
2 回 園芸作物の栽培について実習する。 
3 回 ブドウの新梢管理について実習する。 
4 回 モモの摘果と袋掛けについて実習する。 
5 回 ブドウの花穂整形とジベレリン処理について実習する。 
6 回 ブドウの結果量調節について実習する。 
7 回 モモの収穫・調整について実習する。 
8 回 モモ果実の品質（果実重、大きさ、糖度、果肉硬度等）を調査する。 
9 回 ブドウの収穫・調整について実習する。 
10 回 ブドウ果粒の品質（果房重、果粒数、果粒径等）を調査す 

準備学習 1 回 実習の概要（場所、内容、注意事項等）について予習しておくこと。 
2 回 園芸作物の栽培について予習しておくこと。 
3 回 新梢管理の目的と方法について予習しておくこと。 
4 回 モモの摘果と袋掛けの目的と方法について予習しておくこと。 
5 回 ブドウの花穂整形とジベレリン処理の方法について予習しておくこと。 
6 回 ブドウの結果量調節の目的と方法について予習しておくこと。 
7 回 モモの収穫・調整の方法について予習しておくこと。 
8 回 モモの品質調査法について予習しておくこと 
9 回 ブドウの収穫・調整の方法につ 

 



年度 2014 
授業コード FGG04410 
成績評価 中間考査（30%）、期末考査（70%） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG04410 自然史研究法 
担当教員名 中島 経夫 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 自然史，博物学，解剖学，形態学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 自然史研究法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の中で紹介。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG04410 
実務経験のある教員  
達成目標 自然史研究の面白さを知る。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 6 階中島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Natural History 
関連科目 魚類学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自然史およびその研究史を形態学を中⼼に概説し、自然史研究の具体的な実例を

紹介する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

自然とは 
2 回 自然史とは 
3 回 博物学と博物館 
4 回 自然史研究と自然科学 
5 回 歴史自然科学と非歴史自然科学 
6 回 自然科学の歴史 
7 回 生の原型と変型 



8 回 動物の体の中に刻まれた自然史（動物の体） 
9 回 動物の体の中に刻まれた自然史（脊椎動物の基本プラン） 
10 回 自然史の研究例（コイ科魚類を軸にした環境史 古第三紀） 
11 回 自然史の研究例（コイ科魚類を軸にした環境史 新第三紀） 
12 回 自然史の研究例（コイ科魚類を軸にした環境史 鮮新・更新世） 
13 回 自然史の研究例 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んで受講する。 
2 回 図書館等で、自然史、博物学について調べておく。 
3 回 図書館等で、自然史、博物学について調べておく。 
4 回 図書館等で、科学の大系について調べておく。 
5 回 図書館等で、科学の大系について調べておく。 
6 回 図書館等で、科学の大系について調べておく。 
7 回 図書館等で、解剖学や形態学について調べておく。 
8 回 図書館等で、解剖学や形態学について調べておく。 
9 回 図書館等で、解剖学や形態学について調べておく。 
10 回 ウェブページ（http://www.big. 

 



年度 2014 
授業コード FGG04510 
成績評価 定期試験の点数によって評価する。得点が満点の 60％に満たない場合は、不合格

とする。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG04510 動物行動学 
担当教員名 武山 智博 
単位数 2 
教科書 なし（資料を適宜配付） 
アクティブラーニング  
キーワード 行動の進化 行動の機構 行動の適応 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物行動学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「新しい動物行動学」マーク・リドゥリー（著）蒼樹書房 

「行動生態学を学ぶ人に」J.R.クレブス N.B.デイビス（著）蒼樹書房 
行動生態学 (シリーズ 現代の生態学 5) 沓掛 展之 (著), 古賀 庸憲 (著), 日本
生態学会 (編集) 共立出版 

授業形態 講義 
注意備考 準備学習に記載された内容を、講義前に予習しておくこと。 
シラバスコード FGG04510 
実務経験のある教員  
達成目標 動物の行動の意味を、ティンバーゲンが示した４つのアプローチから考えること

で、行動学の基本的な考え方を理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階武山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Animal Behaviour 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 動物の行動のもつ本質的な意味は、ティンバーゲンの示した 4 つの質問の側面、

すなわち、1）適応 2）進化（系統発生）3）発達 ４）原因 から説明できる。
本講義では、古典的な行動学にはじまり、その後、遺伝学や理論生物学など様々
な分野を総合し、動物の行動を遺伝子のレベルから進化的にとらえる行動生態学
に至るまでの、基礎となる考え方を事例も交えながら紹介する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 動物行動とティンバーゲンの４つの問い 
2 回 行動のメカニズム 
3 回 行動の遺伝と発達 
4 回 動物の移動 
5 回 捕⾷と被⾷ 
6 回 信号とコミュニケーション 
7 回 闘争とゲーム理論 
8 回 繁殖行動 
9 回 適応度 
10 回 配偶者選択 
11 回 戦略と戦術 
12 回 行動における経済 
13 回 社会性昆虫 
14 回 利他行動 
15 回 協力と対立 

準備学習 1 回 ティンバーゲンの４つの問いとは何か、また、なぜ動物の行動はこれら４つ
の問いから考えられるのか予習しておくこと。 
2 回 動物が外部からの刺激に対し、どのように反応（行動）するか予習しておく
こと。 
3 回 メンデルの遺伝について予習しておくこと。 
4 回 動物の季節的な移動（渡り）ついて予習しておくこと。 
5 回 動物の摂⾷行動と捕⾷の回避行動について予習しておくこと。 
6 回 鳥のさえずりと昆虫のフェロモンについて予習しておくこと。 
7 回 「タカ戦略」と「ハト戦略」、なわばりについて予習しておくこと。 
8 回 

 



年度 2014 
授業コード FGG04610 
成績評価 中間考査（30%）、期末考査（70%） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG04610 魚類学 
担当教員名 中島 経夫 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 魚類学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 魚類学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岩井保著『魚学入門』恒星社厚生閣 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG04610 
実務経験のある教員  
達成目標 水中生活に適応し，鰭をもち鰓呼吸する魚類の多様性を知る． 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 6 階中島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Ichthyology 
関連科目 自然史研究法 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 脊椎動物の中で，四肢動物（両生類と有羊膜類）を除外した動物群である魚類は，

地球上のあらゆる水圏環境に適応放散し，種類では脊椎動物全体の半数以上を占
めている．本講義では，魚類の全体像を理解し，形態学を中⼼に多様な魚類の世
界を知る． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション，魚類とは 

2 回 脊椎動物としての魚類 
3 回 無顎類 
4 回 軟骨魚類 
5 回 肉鰭類 
6 回 条鰭類１（軟質類、全骨類） 



7 回 条鰭類２（下等真骨類） 
8 回 条鰭類３（高等真骨類） 
9 回 体形と形態測定 
10 回 骨格と体表構造 
11 回 神経系と筋肉系 
12 回 消化系と呼吸系 
13 回 循環系と排泄系 
14 回 生殖と発生・発育 
15 回 養殖とその歴史 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んで受講する。 
2 回 図書館等で魚類について勉強しておく。 
3 回 図書館等で魚類について勉強しておく。 
4 回 図書館等で魚類について勉強しておく。 
5 回 図書館等で魚類について勉強しておく。 
6 回 図書館等で魚類について勉強しておく。 
7 回 図書館等で魚類について勉強しておく。 
8 回 図書館等で魚類について勉強しておく。 
9 回 図書館等で魚類の外形，計測などを調べておく。 
10 回 図書館等で魚類の骨格と体表構造などを調べておく。 
11 回 図書館等で魚類の神経系と筋肉系などを調べておく 

 



年度 2014 
授業コード FGG04710 
成績評価 課題提出（30%）、試験（70%）により行う。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG04710 環境生理学 
担当教員名 中村 圭司 
単位数 2 
教科書 なし。適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生理学、環境、適応 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・板書をしてほしいとの記述がありました。この講義では人の話を集中して聞き、

理解し、自分なりにまとめるということが重要なテーマの一つです。できるだけ
わかりやすい講義になるよう私も努力をしますが、自分で理解してまとめる能力
を高めるようにしてください。 
・小テストの答えあわせをしてほしいとの記述がありました。何度かの小テスト
では前回の講義で喋った内容について何を書いてもいい（唯一の正解はない）問
題を出題したので説明を省略したことが何度かありました。今後、そういった説
明も含めて解説するように⼼がけます。 
・理解が 

科目名 環境生理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 復習をして講義内容を十分に理解すること。 
シラバスコード FGG04710 
実務経験のある教員  
達成目標 生物界が多様であること、および生物と環境の間には密接な関係があることを理

解することを目標とする。 
受講者へのコメント ２年生の科目ということで、基本的な話が中⼼であり、さまざまな生物の生態な

どに関係する話をしています。特に生物関係のコースに進む人は、今後の講義等
に生かせるように内容を覚えておくとよいと思います。 

連絡先 ２１号館６階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Ａ．授業に対する取り組みについて：積極的な実習への参加が認められる内容で、
評価できます。授業時間外での勉強がやや少ないように見えます。この講義では
予習は必要ありませんが、講義内容がわかりにくかった場合は復習をするよう⼼
がけてください。 
Ｂ．この授業におけるあなたの成⻑について：自主的な勉強等の熱⼼な姿勢が認



められ、高く評価できます。 
Ｃ．総合評価：全体的に高い評価であり、安⼼しています。 

英文科目名 Environmental Physiology 
関連科目 生物学関係の講義全て 
次回に向けての改善変更予定 プリント等で読みにくいものがあったので、わかりやすいものにしたいと思って

います。 
講義目的 生物は地球上のあらゆる場所に分布し、それぞれの環境に巧みに適応した生活を

営んでいる。本講義では生物がどのように生活しているのかを説明し、環境との
相互作用によって成り立っている生物界についての理解を深める。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義内容及び注意事項について説明する。 

2 回 生物と環境。物理・化学的な環境と生物のかかわりあい、および環境による
制約について説明する。 
3 回 呼吸（１）。動物における呼吸器官の多様性と生息環境との関係について説
明する。 
4 回 呼吸（２）。動物における呼吸器官の多様性と生息環境との関係について説
明する。 
5 回 血液と循環器（１）。動物における血液および循環器の多様性と生息環境と
の関係について説明する。 
6 回 血液と循環器（２）。動物における血液および循環器の多様性と生息環境と
の関 

準備学習 1 回 時間割をよく確認し教室の場所を把握しておくこと。 
2 回 図書館等で環境と生物の関係について調べておくこと。 
3 回 図書館等で動物の呼吸器官について調べておくこと。 
4 回 図書館等で動物の呼吸器官について調べておくこと。 
5 回 図書館等で動物の血液および循環器について調べておくこと。 
6 回 図書館等で動物の血液および循環器について調べておくこと。 
7 回 図書館等で動物における⾷物の摂取方法と栄養吸収様式について調べてお
くこと。 
8 回 図書館等で動物における⾷物の摂取方法と栄養吸収様式について調べてお
く 

 



年度 2014 
授業コード FGG04810 
成績評価 定期試験（70%）と小テスト（30%）で評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG04810 昆虫科学 
担当教員名 中村 圭司 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 昆虫学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・板書をしてほしいとの記述がありました。この講義では人の話を集中して聞き、

理解し、自分なりにまとめるということが重要なテーマの一つです。できるだけ
わかりやすい講義になるよう私も努力をしますが、社会に出たときにマニュアル
がないと何もできない大人にならないようにも、自分で理解してまとめる能力を
高めるようにしてください。 
・部屋が暗くて眠いとの記述がありました。講義内容が小さい虫であるのでスラ
イドの使用が不可欠です。明るい部屋でも使用可能な、より高品質なプロジェク
ターが導入されることを期待しますが、それまでは眠 

科目名 昆虫科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 昆虫の生態、生活、行動について書かれた様々な本 
授業形態 講義 
注意備考 復習を十分すること。 
シラバスコード FGG04810 
実務経験のある教員  
達成目標 昆虫の基本的な体制や生物学的特徴を理解すること。生物界における昆虫の地位

を理解することを目標とする。 
受講者へのコメント かなり雑談的な内容も多くなりましたが、生物学的にも重要な話もしています。

特に生物関係のコースに進む人は、今後の講義等に生かせるように内容を覚えて
おくとよいと思います。 

連絡先 21 号館６階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Ａ．授業に対する取り組みについて：積極的な実習への参加が認められる内容で、
評価できます。授業時間外での勉強がやや少ないように見えます。この講義では
予習は必要ありませんが、講義内容がわかりにくかった場合は復習をするよう⼼
がけてください。 
Ｂ．この授業におけるあなたの成⻑について：自主的な勉強等の熱⼼な姿勢が認
められ、高く評価できます。 



Ｃ．総合評価：全体的に高い評価であり、安⼼しています。 
英文科目名 Entomological Science 
関連科目 生物学に関する講義全て 
次回に向けての改善変更予定 学期の前半の講義では様々な昆虫の紹介、雑学といった内容が多くなってしまっ

たので、もう少し学問的な内容を増やす予定でいます。 
講義目的 生物の多様性と複雑さに付いての理解を増すこと。地球上でもっとも種類の多い

生物が運である昆虫がどのように進化してきたこと。脊椎動物とどのように違う
体制を持ち、どのような生存戦略を持っているのか。以上の内容を学習すること
を目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 講義の際に次回の学習内容について指示があった場合は、それに従って予習をし

ておくこと。 
 



年度 2014 
授業コード FGG04910 
成績評価 中間考査（30%）、期末考査（70%） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG04910 海洋生物学 
担当教員名 中島 経夫 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 海洋生物 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 海洋生物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生物海洋学 第 2 版／關文威監訳／講談社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG04910 
実務経験のある教員  
達成目標 海洋環境とそこに生息する生物の特徴を知る。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 6 階中島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Marine Biology 
関連科目 魚類学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⻘い惑星と呼ばれる地球は、その表面の７１％が海洋である。また、既知のすべ

ての生物門は海に起源がある。本講義では、海洋環境の特殊性とそこに生息する
生物の多様性について知る。また、人間活動が海洋環境や生物にも大きな影響を
与えていることを知。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

地球上の水 
2 回 海洋環境と海洋生物の特性 
3 回 海洋の非生物的環境 
4 回 植物プランクトン 
5 回 動物プランクトン 



6 回 エネルギーフローと物質循環 
7 回 ネクトン（魚類以外） 
8 回 ネクトン（魚類） 
9 回 ベントス（植物） 
10 回 ベントス（動物） 
11 回 生物群集１（水柱環境） 
12 回 生物群集２（底生環境：潮間帯） 
13 回 生物群集３（底生環境：沿岸帯） 
14 回 生物群集４（底生環境：深海） 
15 回 人と海洋生物 

準備学習 2 回 図書館等で、海洋環境について調べておく。 
3 回 図書館等で、海洋環境について調べておく。 
4 回 図書館等で、海洋での生産者、消費者について調べておく。 
5 回 図書館等で、海洋での生産者、消費者について調べておく。 
6 回 図書館等で、海洋での生産者、消費者について調べておく。 
7 回 図書館等で、海洋での生産者、消費者について調べておく。 
8 回 図書館等で、海洋での生産者、消費者について調べておく。 
9 回 図書館等で、海洋での生産者、消費者について調べておく。 
10 回 図書館等で、海洋での生産者、消費者 

 



年度 2014 
授業コード FGG05010 
成績評価 定期試験により評価する。満点の６０％に達しない場合は不合格とする。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG05010 動物生態学 
担当教員名 武山 智博 
単位数 2 
教科書 生態学入門第２版 日本生態学会編 東京化学同人 2012 年 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 板書の⼯夫を検討しますが、基本的には教科書の内容を予め予習してきて下さい 
科目名 動物生態学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 動物生態学 新版 海游舎 2005 年 

生態学 M. Begon, J. L. Harper, C. R. Townsend（堀道雄 監訳） 京都大学学
術出版会 

授業形態 講義 
注意備考 準備学習に記載された内容を、講義前に予習しておくこと。 
シラバスコード FGG05010 
実務経験のある教員  
達成目標 生態学における基本的な考え方を通じて、環境との相互作用に基づく動物の適応

と進化を理解する。 
受講者へのコメント 本分野の理解と共に、コースや卒業研究の選択の一助にしてください 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 おおむね出席率は高かったです。また、理解の目標もクリアされていました 
英文科目名 Animal Ecology 
関連科目 動物行動学 
次回に向けての改善変更予定 教室の広さに対して受講生が多いため、教室の変更を検討 
講義目的 動物はそれぞれの生息環境に応じて見事な適応進化を遂げている。本講義では、

個体から群集までの複数のレベルにおける動物の適応の特徴について理論と実
例を紹介し、種内の個体間関係や種間関係などを通じて、生物多様性の形成や維
持機構を理解する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 1 回 生物界はさまざまなスケールから成る階層構造を持っている。個体、個体

群、群集の違いについて調べておくこと。 



2 回 生態学は環境と生物との相互作用を理解しようとする学問分野である。生
態学における環境について調べておくこと。 
3 回 動物の種間の生態の違いは個々の生息環境の違いと対応するが、時間的な
環境の変化における進化適応の結果でもある。生物の進化について調べておくこ
と。 
4 回 生物における種とはどのように定義されているか調べておくこと。 
5 回 生物は産まれてから死ぬまでに成⻑し繁殖して子を残す。この成⻑ 

 



年度 2014 
授業コード FGG05110 
成績評価 定期試験（70%）と小テスト（30%）で評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球学科(11〜) 
見出し FGG05110 昆虫生理・生態学 
担当教員名 中村 圭司 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 植⾷者、三者関係 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・進化生態学や動物社会学と内容がよく被るが仕方ないですよね、との記述があ

りました。昆虫の進化生態学の話をする以上やむを得ないところがあるのは理解
してください。同様に、昆虫の社会学は動物社会学に含まれてしまいます。他の
講義の復習も含まれていると判断してください。 
・ノートをしっかり書きたいとの記述がありました。自分でノートをまとめると
いうことはとても大事ですので、他の講義でもぜひ実践してください。 
・これまでの疑問が理解できましたとの記述がありました。少しでも役に立てて
よかったと思います。 

科目名 昆虫生理・生態学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 昆虫の生態、生活、行動について書かれた様々な本 
授業形態 講義 
注意備考 復習を十分すること。 
シラバスコード FGG05110 
実務経験のある教員  
達成目標 昆虫の生活・生態を通じて、世界が多様な生物の網の目で覆われている事を理解

すること。 
受講者へのコメント 昆虫という生物の特徴と他の生物との違い、群集内における役割などを通じて、

人間生活に身近な存在としての昆虫、同じ生態系の一員としての昆虫を見直して
みる機会になればいいと思います。 

連絡先 21 号館６階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Ａ．授業に対する取り組みについて：積極的な実習への参加が認められる内容で、
評価できます。授業時間外での勉強がやや少ないように見えます。この講義では
予習は必要ありませんが、講義内容がわかりにくかった場合は復習をするよう⼼
がけてください。 
Ｂ．この授業におけるあなたの成⻑について：自主的な勉強等の熱⼼な姿勢が認
められ、高く評価できます。 



Ｃ．総合評価：全体的に高い評価であり、安⼼しています。 
英文科目名 Insect Physiology and Ecology 
関連科目 動物行動学、生態学概論、生物科学概論Ｉ、生物科学概論 II 
次回に向けての改善変更予定 初年度の講義ということで、２年次の「昆虫科学」と被る内容が多くなってしま

いました。２つの講義で話をする内容の区別をより明確にする予定です。 
講義目的 生物の多様性と複雑さに付いての理解を増すこと。 昆虫の生活を規定する様々

な物理的・生物的環境要因と昆虫の生活史、生息地との関連を述べる。昆虫と植
物の関係、寄生者・捕⾷者との関わりや、擬態などに付いて解説し、さらに昆虫
の世代数、日照時間や温度と休眠の関係、増殖についても解説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 昆虫の体制１。昆虫とはどのような生き物かについて概説する。 

2 回 昆虫の体制２。昆虫の形態的特徴について解説する。 
3 回 体の大きさと物理的力。昆虫がなぜ小さいのかについて説明する。 
4 回 植⾷性昆虫と植物。植物と昆虫の密接な関係について説明する。 
5 回 植⾷性昆虫と植物２。植物と昆虫の密接な関係について説明する。 
6 回 擬態。捕⾷者から、時には獲物見つからないようにするための方法について
説明する。 
7 回 擬態２。捕⾷者から、時には獲物見つからないようにするための方法につい
て説明する。 
8 回 寄生。 

準備学習 1 回 昆虫と自分の関わりについて話せる様にしておくこと。 
2 回 昆虫の外見を観察しておくこと。 
3 回 昆虫の大きさに付いて調べておくこと。 
4 回 植物を⾷べる昆虫を幾つか調べておくこと。 
5 回 植⾷性昆虫の生態に付いて調べておくこと。 
6 回 昆虫が身を守る方法に付いて調べておくこと。 
7 回 毒を持つ昆虫に付いて調べておくこと。 
8 回 寄生性昆虫に付いて調べておくこと。 
9 回 身近な昆虫の生態を調べておくこと。 
10 回 身近な植⾷性昆虫の生態、変異を調べておくこと。 
11 回 指数函数をお浚いしておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FGG05210 
成績評価 学期末に行う試験と中間試験によって評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜12) 
見出し FGG05210 進化生態学 
担当教員名 ⻲崎 直樹 
単位数 2 
教科書 動物系統分類学 
アクティブラーニング  
キーワード 動物生態  進化  動物社会 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 他の科目と一部内容が重複するという指摘に対して。 

今後、社会生物学のシラバスも見たうえで、改善する予定ですが、本当に重複し
ていたか疑問です。同じ内容でも切り口が異なれば、それはそれでより身に付く
と思われます。 

科目名 進化生態学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 進化生態学／久場 洋之 (著), エリック・R.ピアンカ (著) 
授業形態 講義 
注意備考 ノートパソコンを所有しているものは、持ってくること。 
シラバスコード FGG05210 
実務経験のある教員  
達成目標  動物の社会を理解し、様々な動物がそのような社会制を持つに至ったかを語れ

るようにする。 
受講者へのコメント 生物地球学部という一般的には特異的な学部に来た以上、覚悟をもって、もっと

学問してほしい。 
連絡先 21 号館 6 階 ⻲崎研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外に自主的に勉強する学生が少ないが、アンケートを見る限り、講義の
効果があって安⼼している。 

英文科目名 Evolutionary Ecology 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的  形態が進化するように、動物の行動や生態も進化する。多くの動物は最も適応

した生態を選択して現在に至るが、そのしくみや過程について理解する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 進化論の歴史 

2 回 集団遺伝 ハーディ・ワインベルグの法則と遺伝的浮動 



3 回 動物の進化と系統 
4 回 進化の研究手法 
5 回 個体群生態学と進化 
6 回 群集生態学と進化 
7 回 生態系と進化 
8 回 動物の社会と進化 
9 回 性的二型の進化 
10 回 動物の移動と進化 
11 回 包括適応度とは 
12 回 魚類の繁殖行動と進化 
13 回 両棲類の生態と進化 
14 回 爬虫類の生態と進化 
15 回 哺乳類の生態と進化 

準備学習 1 回 総合説進化論に関する予習をしておくこと。 
2 回 メンデル遺伝に関して予習をしておくこと。 
3 回 動物の系統樹について調べておくこと。 
4 回 遺伝子について調べておくこと。 
5 回 個体群生態学について調べておくこと。 
6 回 群集生態学について調べておくこと。 
7 回 生態系について調べておくこと。 
8 回 社会とは何かを考えておくこと。 
9 回 性的二型のある動物について調べておくこと。 
10 回 鳥の渡り、ウミガメの回遊について調べておくこと。 
11 回 包括適応度について調べておくこと。 
12 回 魚類の繁殖 

 



年度 2014 
授業コード FGG05310 
成績評価 定期試験 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜12) 
見出し FGG05310 動物社会学 
担当教員名 武山 智博 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード 進化、自然淘汰、適応、血縁度、性淘汰 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物社会学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 行動生態学を学ぶ人に クレブス／デイビス著 蒼樹書房 動物の社会 社会

生物学・行動生態学入門 伊藤嘉昭著 東海大学出版会 生き物の進化ゲーム 
酒井聡樹ほか著 共立出版 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG05310 
実務経験のある教員  
達成目標 動物の社会における個体間関係を進化的観点から理解し、ヒト社会についても考

える 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階武山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Sociobiology 
関連科目 動物行動学 動物生態学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 さまざまな動物における社会を解説し，それらは共通するルールから説明できる

ことを理解する 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義内容全体の概説 

2 回 生物の進化について解説する 
3 回 社会性昆虫について解説する 
4 回 縄張りについて解説する 
5 回 群れと資源の関係について解説する 



6 回 配偶様式について解説する 
7 回 性淘汰（同性内）について解説する 
8 回 性淘汰（異性間）について解説する 
9 回 繁殖をめぐる雌雄の対立について解説する 
10 回 精子競争について解説する 
11 回 利他行動について解説する 
12 回 性比について解説する 
13 回 代替戦略について解説する 
14 回 親子の対立について解説する 
15 回 講義全体のま 

準備学習 1 回 動物における社会について調べておく 
2 回 生物の進化について調べておく 
3 回 昆虫における社会性について調べておく 
4 回 動物の縄張りの定義について調べておく 
5 回 群れの機能について調べておく 
6 回 配偶様式の種類について調べておく 
7 回 オス間競争について調べておく 
8 回 配偶者選択について調べておく 
9 回 繁殖を巡る雌雄の協力と対立について調べておく 
10 回 精子競争について調べておく 
11 回 利他行動にはどのようなものがあるか調べておく 
12 回 性比が 1:1 である理由を調べておく 
13 回 サ 

 



年度 2014 
授業コード FGG05410 
成績評価 課題提出（30%）、試験（70%）により行う。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜12) 
見出し FGG05410 応用統計学 
担当教員名 中村 圭司 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 統計学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 卒業研究などの論文で、統計的なグラフを利用するので、この講義を受けて助か

った、との記述がありました。この講義が役になったということで、とてもうれ
しく思っています。この講義内容は統計学のごく一部でしかありません。研究で
使用する統計手法はデータ等によって多岐にわたりますが、基本的な考え方がわ
かっていると、高度な統計処理にも応用可能です。ぜひ、今後の研究に生かして
ください。また、同じ人から、問題をもっと出してほしかったとの希望がありま
した。できる限り配慮したいと思いますが、解答の説明にかける時間等を考える
と大幅 

科目名 応用統計学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 復習をして講義内容を十分に理解する事。 
シラバスコード FGG05410 
実務経験のある教員  
達成目標 実験、調査で得られるデータを適切な方法で示すことができること、およびデー

タの種類に応じた検定方法を選択することができること。 
受講者へのコメント 難しい内容もあったと思いますが、基本的な数値の扱いなどは知っておいて損は

ありませんので、ぜひ学習した内容を理解してください。また、統計的検定など
は卒業研究で使用する人もいると思いますが、学問分野などによって使用する手
法が大幅に変わりますので、基本的な考え方を理解するようにしてください。 

連絡先 ２１号館６階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Ａ．授業に対する取り組みについて：積極的な実習への参加が認められる内容で、
評価できます。授業時間外での勉強がやや少ない人もいるように見えます。この
講義では予習は必要ありませんが、講義内容がわかりにくかった場合は復習をす
るよう⼼がけてください。 
Ｂ．この授業におけるあなたの成⻑について：自主的な勉強等の熱⼼な姿勢が認



められ、高く評価できます。 
Ｃ．総合評価：全体的に高い評価であり、安⼼しています。 

英文科目名 Applied Statistics 
関連科目 データ解析システム 
次回に向けての改善変更予定 講義、演習問題、解答と解説の時間配分がうまくいかなかった回もありました。

今後改善を図ります。 
講義目的 調査や研究を行う際に必要なデータの扱い方から始まり、得られたデータのまと

め方や示し方につ解説する。また、比較的よく使われる統計学的検定のための諸
方法について説明する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。身の回りでどのような所で統計が使われているのか

を解説するとともに、今後の講義予定・方針について説明する。 
2 回  データの収集、分析、解釈。調査・研究データをどのように扱えばいいの
かについて概説する。 
3 回  有効数字。数値で示されたデータにはどのような意味があるのかを解説し、
複数の有効数字が存在する場合の計算等について練習する。 
4 回  データの特徴を見る（１）。尺度水準と代表値について、およびその使用法
等について説明する。 
5 回  データの特徴を見る（２）。ばらつきの目安の 

準備学習 1 回  時間割をよく確認し教室の場所を把握しておくこと。 
2 回  図書館等でデータとは何かを調べておくこと。 
3 回  図書館等で有効数字とは何かを調べておくこと。 
4 回  図書館等でデータの示し方について調べておくこと。 
5 回  図書館等でデータの示し方について調べておくこと。 
6 回  図書館等でグラフと表の作り方について調べておくこと。 
7 回  図書館等で検定とは何かを調べておくこと。 
8 回  図書館等でｔ検定とは何かを調べておくこと。 
9 回  前回の復習を十分に行い、レポート等の課題があれば作成してお 

 



年度 2014 
授業コード FGG05510 
成績評価 定期試験により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜12) 
見出し FGG05510 水圏生態学 
担当教員名 武山 智博 
単位数 2 
教科書 なし（適宜資料を配付） 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 板書の⼯夫をします 
科目名 水圏生態学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 河川の生態学 共立出版 

湖沼の生態学 共立出版 
河川生態学 講談社 
湖と池の生物学 共立出版 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG05510 
実務経験のある教員  
達成目標 水域における生態系に関して、物理化学的環境と生物の相互作用など、生態系を

構成する要因とそれらの関係を理解する。 
受講者へのコメント 時間外学習があまり実施されていないようなので、講義中にも参考になる図書な

どを紹介します 
連絡先 21 号館 5 階武山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 おおむね出席率は高く理解の目標もクリアされていました 
英文科目名 Hydrosphere Ecology 
関連科目 動物生態学 
次回に向けての改善変更予定 教室の広さに対して受講生が少ないため、教室の変更を検討 
講義目的 主に河川や湖沼といった淡水域の生態系について紹介する。水域における生態系

の構造や生物群集の成り立ち、生態系内の物質循環、水生生物の調査法、外来種
や移入種が生態系に与える影響などについて理解する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 河川と湖沼の違いについて解説する。 

2 回 河川の形態と生態学的特性について解説する。 



3 回 湖沼の形態と生態学的特性について解説する。 
4 回 河川の非生物的環境について解説する。 
5 回 湖沼の非生物的環境について解説する。 
6 回 水域での物質循環について解説する。 
7 回 河川の生物群集について解説する。 
8 回 湖沼の生物群集について解説する。 
9 回 河川の生物調査方法について解説する。 
10 回 湖沼の生物調査方法について解説する。 
11 回 水域生態系における生物間相互作用について解説する。 
12 回 

準備学習 1 回 河川と湖沼について、図書や文献などを活用して調べておくこと。 
2 回 河川の形態について、図書や文献などを活用して調べておくこと。 
3 回 湖沼の形態について、図書や文献などを活用して調べておくこと。 
4 回 河川の非生物的環境について、図書や文献などを活用して調べておくこと。 
5 回 湖沼の非生物的環境について、図書や文献などを活用して調べておくこと。 
6 回 物質循環について、図書や文献などを活用して調べておくこと。 
7 回 河川の生物群集について、図書や文献などを活用して調べておくこと。 
8 回 湖沼の生物 

 



年度 2014 
授業コード FGG05610 
成績評価 学期末に行う試験によって評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜12) 
見出し FGG05610 動物系統分類学 
担当教員名 ⻲崎 直樹 
単位数 2 
教科書 現代を生きるための生物学の基礎/⻲崎直樹/化学同人/ISBN978-4-7598-1083-7 
アクティブラーニング  
キーワード 系統樹 分類学 分子 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物系統分類学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  ノートパソコンを所有しているものは、持ってくること。 
シラバスコード FGG05610 
実務経験のある教員  
達成目標  我々が自然界で見る動物の門が答えられ、その特性が述べられるようにする。 
受講者へのコメント  
連絡先 E-Mail:kamezaki@big.ous.ac.jp 

 TEL：086-256-9410（研究室直通） 
２１号館６F 609 号室 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Evolutional Phylogeny of Animal 
関連科目 進化生態学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  自然を観察する時、様々な動物に出くわす。それらが、系統学的にどのような

位置にあるかを知ることは、その自然について語り、考察するには重要である。
ナチュラリストとして、すべての動物の系統について見識を持つことを目的とす
る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 カエルの発生に関し、高校の教科書を読んでおく。 

２回 動物の系統樹を書けるようにしておく。 
３回 相同と相似を理解しておくこと。 



４回 遺伝子の転写・翻訳について理解しておくこと 
５回 進化の中立説について理解しておくこと 
６回 カイメンと刺胞動物について調べておくこと 
７回 扁形動物と袋形動物について調べておくこと 
８回 環形動物と軟体動物について調べておくこと 
９回 節足動物について調べておくこと 
１０回 棘皮動物について調べておくこと 
１１回 脊椎動物の系統について調べておくこと 
１２回 爬虫 

 



年度 2014 
授業コード FGG05710 
成績評価 学期末に行う試験と中間試験によって評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜12) 
見出し FGG05710 環境動物学 
担当教員名 ⻲崎 直樹 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 環境 窒素 炭素 エネルギー 生態系 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境動物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 現代に生きる生物学の基礎／⻲崎直樹著 
授業形態 講義 
注意備考 ノートパソコンを所有しているものは、持ってくること。 
シラバスコード FGG05710 
実務経験のある教員  
達成目標  自然を観察する際、そこで生じているであろう物質の循環、エネルギーの流れ

をイメージできるようにする。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 6 階 ⻲崎研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Zoology 
関連科目 進化生態学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  世間における環境の定義はあいまいである。この講義では、環境とは無機的な

ものとしてとらえ、それが生物に対して与える影響、さらには生物がどのように
応答するかを学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 生物群集と環境 

2 回 エネルギーの流れ 
3 回 炭素の循環と生物 
4 回 窒素の循環と生物 
5 回 川の役割 
6 回 干潟の役割 



7 回 サンゴ礁の役割 
8 回 砂浜の生態系 
9 回 マングローブの生態系 
10 回 バイオマスを決める海洋の環境 
11 回 湖沼の生態系と季節変化 
12 回 温度が決定するカメの性 
13 回 瀬⼾内海が抱える問題 
14 回 日本の砂浜が抱える問題 
15 回 ヒトが環境を変えると何が起こるか 

準備学習 1 回 生物群集と環境の定義を調べておくこと。 
2 回 光合成と呼吸について予習しておくこと。 
3 回 炭素の循環について予習しておくこと。 
4 回 窒素の循環について予習しておくこと。 
5 回 岡山の川について予習しておくこと。 
6 回 干潟の生物について予習しておくこと。 
7 回 サンゴ礁について予習しておくこと。 
8 回 日本の砂浜について予習しておくこと。 
9 回 マングローブについて予習しておくこと。 
10 回 バイオマスとは何かを調べておくこと。 
11 回 湖沼の水の垂直対流について予習しておくこと。 
12 回 カメ 

 



年度 2014 
授業コード FGG05810 
成績評価 実験への取り組み態度と報告書の内容(100%)で評価する。定期試験は実施しな

い。野外における活動では実習態度が事故に直結することもあるので、実習中の
態度等に関する担当教員の所見も重視される。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球学科(〜12) 
見出し FGG05810 動物学実習 
担当教員名 中村 圭司、中島 経夫、武山 智博、⻲崎 直樹 
単位数 4 
教科書 必要に応じてプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 動物学、実習、観察、調査、データ解析、報告書作成 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答 特に自由記述はありませんでした。 
科目名 動物学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義中に紹介する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 ・実験材料が生物であるため、基本的に補講は実施しない。実験の順序や内容に

は変更がありうる。特に野外での実習については、天候等によって予定を変更す
ることがあるので、掲示等での連絡によく注意すること。 
・１回〜２０回の実習は、基本的に金曜日（午前・午後）に実施するので、金曜
日は本講義を優先して履修計画をたてること。 
・野外実習（２１〜３０回）は、「昆虫相調査」か「水生生物相調査」の少なくと
もどちらか一方を履修すること。学内外の施設を使って泊りがけで実習を行うの
で、補講は実施しない。日程的に受講可能かどうかを判 

シラバスコード FGG05810 
実務経験のある教員  
達成目標 生物が示す多様性を、生物学的手法で観察、測定、実験することにより、基本的

な生物の性質を理解するとともに、得られたデータの表現、解析、報告の方法を
習得する。また、基本的な実験装置の取り扱いや野外における調査方法を習得し、
さまざまな実験データについて、コンピュータも活用しながら適切な図、表の作
成方法など、基本的な体裁の整った報告書を作成できるようになることを目標と
する。 

受講者へのコメント 実験・調査だけではなくレポートの書き方など、卒業研究などで必要な内容が多
く含まれています。実習の単位が取れたら終わりではなく、卒業研究をまとめて
いく中でこの実習での経験を生かしてください。 

連絡先 中村圭司（２１号館６階）、中島経夫（２１号館６階）、⻲崎直樹（２１号館６階）、
武山智博（２１号館５階） 

合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 Ａ．授業に対する取り組みについて：積極的な実習への参加が認められる内容で、

高く評価できます。 
Ｂ．この授業におけるあなたの成⻑について：自主的な勉強等の熱⼼な姿勢が認
められ、高く評価できます。 
Ｃ．総合評価：全体的に高い評価であり、安⼼しています。 

英文科目名 Zoology Laboratory 
関連科目 生物科学概論 I，生物科学概論 II，生物学実習，野外調査法，野外調査法実習 I，

野外調査法実習 II 
次回に向けての改善変更予定 次年度以降、野外実習の種類および割合を増やすことで、より様々な実習ができ

るよう変更する予定です。 
講義目的 身近に見られる動物を中⼼として、形態観察、生態調査等の実験を行なう。また、

そのために必要な実験や調査の手法を習得する。室内での実験手法だけではな
く、野外でも実習を行い、水生生物や昆虫の調査法、データ解析法、報告書の作
成等に関する技術を習得することを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 ・オリエンテーション：シラバスをよく確認しておくとともに、掲示板等での指

示によく注意しておくこと。 
・生物体形質の測定と実験データ解析：生物データに関する統計処理の方法には
どのようなものがあるのかを確認しておくこと。 
・コイ科魚類の咽頭⻭：事前に実験内容等に関する指示があるので、掲示板等に
よく注意しておくこと。 
・カメ類および鯨類の調査手法の取得：掲示板等での指示によく注意しておくこ
と。 
・昆虫相調査：図鑑等で昆虫の種類について調べておくこと。 
・海浜動物相調査海の沿岸域に生息する動物や海産プランクトンの 

 



年度 2014 
授業コード FGG05910 
成績評価 レポート 50%（レポート製作スキルと筆記技術も採点対象とする） 定期試験

50% 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG05910 環境考古学 
担当教員名 富岡 直人 
単位数 2 
教科書 講義中にプリントを配付する 
アクティブラーニング  
キーワード 環境考古学 考古学 人類学 動物考古学 骨考古学 植物考古学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境考古学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 松井 章 編著 2001 『環境考古学』（日本の美術 No.423）［至文堂］ 

⽥代 菊雄 編著 2001 『学生・院生のための研究ハンドブック』［大学教育
出版会］ 

授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後実施する。 
シラバスコード FGG05910 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 古環境を復元する上で有効な遺跡出土の資料をどのようにみて解釈をする

のか論及することで、「遺跡」から「歴史」を学生自身の言葉で語れるようにす
る。 
② 世界各地の遺跡と出土資料群にそれに関わりを持つ生活文化について、学生
自身が説明できるようにする。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階富岡研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Archaeology 
関連科目 考古学概論Ⅰ、Ⅱ 人類学概論Ⅰ、Ⅱ、地理考古学基礎実習、地理考古学実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ① 世界各地（新旧大陸および太平洋島嶼部）における環境考古学分析法を用い

た遺跡調査事例を紹介し、歴史的過程と生活文化の特色・多様性について理解さ
せる。 
② 遺跡出土の土壌や動植物遺存体とその部位の基本名称を、学生に知識として



身につけさせる。 
③ 歴史学がどのように今日的な環境問題と向き合うことができるのか、終盤に
言及し、学生に理解させる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション −環境学と考古学の融合− 

2 回  環境考古学の技術と発展(1) −欧米における⾙塚人⼯説と進化論の展開− 
3 回  環境考古学の技術と発展(2) −微細・脆弱資料への着眼： 微小骨から寄生
虫まで− 
4 回  年代測定法 −理化学分析による基準− 
5 回  動物考古学 1 ⾙類と人類 −アフリカ・地中海・オセアニア等、⾙利用文
化の多様性− 
6 回  動物考古学 2 魚類と人類 −東アジア.ヨーロッパ、潮流と漁撈文化− 
7 回  動物考古学 3 ウミガメ類と人類 −太平洋沿岸域におけるウミガメ利用 

準備学習 1 回 考古学・環境考古学という用語について、辞書・辞典・図書館やインターネ
ットを利用して調べておくこと。 
2 回 ⾙塚という用語について、辞書・辞典・図書館やインターネットを利用して
調べておくこと。 
3 回 寄生虫卵について、辞書・辞典・図書館やインターネットを利用して調べて
おくこと。 
4 回 放射性炭素年代測定について、辞書・辞典・図書館やインターネットを利用
して調べておくこと。 
5 回 ⾙貨について、辞書・辞典・図書館やインターネットを利用して調べておく
こと。 
6 回 回転式離頭銛について、辞書・辞典・図書館や 

 



年度 2014 
授業コード FGG06010 
成績評価 定期試験で評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG06010 考古科学 
担当教員名 白石 純 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 胎土分析、石材分析、自然科学的分析法、生産地、消費地、交流 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 わかりやすく書くように⼼がけます。 
科目名 考古科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 古文化財の科学/山崎一雄/思文閣出版：考古学と化学をむすぶ/馬淵久夫ほか/東

京大学出版会 
授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード FGG06010 
実務経験のある教員  
達成目標 考古学資料に自然科学的手法を用いて解析、分析することで、何がわかるのか。

また何がわかってきたのか。現在、考古学に用いられる自然科学分析法について
概観し、その分析法の特徴などを解説する。また、自然科学的分析法が考古学に
どれだて有効なのか、その有効性と限界についても解説する。したがって、以下
のことについて事前に、参考文献から学習しておくこと。 
 以下のテーマに沿って理解することを目標とする。 
１．考古学資料と自然科学的分析法 
２．土器の自然科学的分析法 
３．石器の自然科学的分析法 
４．遺跡の探査、保存方法 

受講者へのコメント わかりやすく講義したが、反応があまりないようである。 
連絡先 21 号館６F 白石研究室 086-256-9655 Shiraish@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 平均的に満足して頂けたようである。 
英文科目名 Archaeological Science 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 できるだけ理解しやすいように改善したい。 
講義目的 人類は自然の資源を加⼯し、さまざまな道具を製作してきた。それら道具の材質



や加⼯技術を分析したり、その材質を原産地からどのような方法で手に入れたか
がわかれば、人類の技術の発達をさらに詳しく復元することができる。この講義
では、考古学資料の材質鑑定、原産地の推定など理化学的分析法を用いた考古学
資料の分析事例を示しながら古代の交流、交易活動といった点につて理解するこ
とを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 1 回 考古科学につて、事前に調べておくこと。 

2 回 自然科学的研究について事前に調べておくこと。 
3 回 考古学に用いられる自然科学的分析法について事前に調べておくこと。 
4 回 土器について事前に調べておくこと。 
5 回 須恵器について事前に調べておくこと。 
6 回 陶磁器について事前に調べておくこと。 
7 回 石器について事前に調べておくこと。 
8 回 装飾品について事前に調べておくこと。 
9 回 石室石材について事前に調べておくこと。 
10 回 石造物について事前に調べておくこと。 
11 回 鉄器について事前に調べて 

 



年度 2014 
授業コード FGG06110 
成績評価 定期試験（80％）と課題提出（20％）による。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG06110 日本地誌 
担当教員名 宮本 真二 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 地誌、地域性、地理学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本地誌 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG06110 
実務経験のある教員  
達成目標 日本の地誌を紹介し、地誌的研究の方法論，すなわち，地理的見方・考え方の習

得ができ，地域について理解できること． 
受講者へのコメント 日本を理解するツールとしての地域の単位を理化してください。 
連絡先 ２１号館５階 宮本（地理学）研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 日本を理解するツールとしての地域の単位を理化してください。 
英文科目名 Geography in Japan 
関連科目 地理学概論、自然地理学、人文地理学、世界地誌、地理・考古学基礎実習、地理

考古学実習 
次回に向けての改善変更予定 映像なども活用します。 
講義目的 ①本講義では、日本の地誌を紹介し、地誌的研究の方法論，すなわち，地理的見

方・考え方の習得を目的とします．身近な地域の地誌・地理学的な解釈から、そ
の歴史や地域性について学びます。 
②各地の地域性の理解のため、グループ・ワークもしくは、個人によって各地の
地誌について，調べ，報告してもらいます。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 はじめに：系統地理学と地誌学の概要と到達目標を提示する。 

2 回 映画に描かれた地域１（土地利用、水利システム、地割） 
3 回 映画に描かれた地域２（タタラ製鉄、三角州と砂丘と遺跡立地、塩⽥） 



4 回 地図を読む１（地域の変化、仮製図、旧版地形図） 
5 回 地図を読む２（大縮尺地図、国土基本図） 
6 回 地図を読む３（住宅地図、空中写真 、電子地図） 
7 回 フィールドワークの試み１ （瀬⼾内の地誌） 
8 回 フィールドワークの試み２ （近江の地理） 
9 回 フィールドワークの試み３ （京都の地理） 
10 回 小説に 

準備学習 1 回 授業の次回内容について関係文献等を収集しておくこと。 
2 回 第１回の内容を復習しておくこと。 
3 回 第２回の内容を復習しておくこと。 
4 回 第３回の内容を復習しておくこと。 
5 回 第４回の内容を復習しておくこと。 
6 回 第５回の内容を復習しておくこと。 
7 回 第６回の内容を復習しておくこと。 
8 回 第７回の内容を復習しておくこと。 
9 回 第８回の内容を復習しておくこと。 
10 回 第９回の内容を復習しておくこと。 
11 回 第１０回の内容を復習しておくこと。 
12 回 第１１回の内容を復習しておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FGG06210 
成績評価 3 回の小テスト（10 点×3）および期末試験（70 点）の合計点で評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG06210 自然地理学 
担当教員名 能美 洋介、大橋 唯太、佐藤 丈晴 
単位数 2 
教科書 地理学基礎シリーズ２自然地理学概論／高橋日出夫・小泉武栄 編著／朝倉書店

／9784254168174 
アクティブラーニング  
キーワード 自然地理学、地形、気象、気候、水文、災害 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 自然地理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ニューステージ新訂地学図表／浜島書店 
授業形態 講義 
注意備考  教科書の第 12 章「生物の地理学」については本講義では取り扱わない。「系統

地理学」および「環境と情報」（植物・園芸学科目）、「環境動物学」（動物・昆虫
学科目）を参照すること。 

シラバスコード FGG06210 
実務経験のある教員  
達成目標 自然地理学に関する基本的な用語について説明できる。 

自然と人間・社会とのかかわりについて理解し、説明することができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 能美洋介／26 号館 3 階能美研究室 

大橋唯太／21 号館 6 階大橋研究室 
佐藤丈晴／21 号館 6 階佐藤研究室 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physical Geography 
関連科目 地球科学概論１および２、地質学、環境気象学、自然災害学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  地表面付近で起こっている諸現象を概観し、その仕組みについて科学的に理解

して、人間や社会と自然環境のかかわりについて、正しく認識することが本講義
の目標である。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



講義の目的、進め方、内容、成績評価方法などについて説明する。 
2 回 惑星としての地球 
 地球の大きさや形、歴史、構造、地表面の位置の表現方法などについて講義す
る。 
3 回 世界と日本の大地形 
 プレートテクトニクスに基づく地形形成論、日本列島の地質、火山分布等につ
いて講義する。 
4 回 第四紀と氷河時代 
 地球史における第四紀と地表付近の環境変化について講義する。 
5 回 山地と丘陵地の地形 
 山地、丘陵地、活構造及び地形と地質との関係について講義する。 
6 回 平野と海岸の地形 
 海岸 

準備学習 1 回  シラバスをよく見て、講義内容等について確認しておくこと。 
2 回  教科書の第 1 章をよく読み、地球の構造や経緯度の表現方法などについ
て確認しておくこと。 
3 回  教科書の第８章をよく読み、プレートテクトニクスについて確認してお
くこと。 
4 回  教科書の第９章をよく読み、第四紀の環境変化について確認しておくこ
と。 
5 回  教科書の第１０章をよく読み、山地・丘陵地の地形分類と成り立ちについ
て確認しておくこと。 
6 回  教科書の第１１章をよく読み、平野と海岸地形の分類と成り立ちについ
て確認しておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FGG06311 
成績評価 レポート(30%)および定期試験(70%)の結果により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG06311 自然人類学 
担当教員名 高崎 浩幸 
単位数 2 
教科書 とくに指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 人類学、生物学、動物学、進化、哺乳類、霊⻑類、化石、分子生物学、生態、社

会 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 自然人類学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Ｊ・グドール『⼼の窓』どうぶつ社Ｒ・ファウツ『限りなく人類に近い隣人が教

えてくれたこと』角川書店 
授業形態 講義 
注意備考 ・ 本 学 内 外 に 高 度 に 整 備 さ れ た ICT (Information and Communication 

Technology) 設備もうまく使いこなして、予習・復習やレポート作成に努めるこ
と。・本科目の関連科目も履修することが望ましい。・受講者の知識・関⼼の広が
りに応じて、講義展開を臨機応変に修正する。 

シラバスコード FGG06311 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) ヒトは生物種であることを概説的に説明できること。(2) ヒトに近縁な霊⻑

類の形態、分類、生態と社会をヒトと比較・概観できること。(3) ヒトの進化過
程を明らかにするアプローチを複数例示できること。(4) 自然人類学とは「自然
界における人間の位置」を考究する学問であることを、さまざまに概説できるこ
と。 

受講者へのコメント  
連絡先 高崎研究室 21 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physical Anthropology 
関連科目 進化動物学、自然人類学 II、動物社会学、人類生態学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ・人間はヒトという生物種であることを再認識する。・人類（ヒトを含む）を生物

学的に研究する自然人類学を概観する。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  自然人類学とはどんな学問か、講義の概要を説明する。 

2 回  進化論と人類学の関係について説明する。 
3 回  自然人類学と文化人類学の関係について説明する。 
4 回  哺乳類と霊⻑類について説明する。 
5 回  霊⻑類と人類について説明する。 
6 回  化石人類について 100 万年オーダーの古いものについて説明する。 
7 回  化石人類について 10 万年オーダーのやや新しいものについて説明する。 
8 回  霊⻑類の進化過程について数千万年オーダーの時代について説明する。 
9 回  霊⻑類の進化過程について数百?数十 

準備学習 1 回  本シラバスに目を通して、本科目のイメージを各自想定し、ノートしてお
くこと。 
2 回  初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等で調
べてノートしておくこと。 
3 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
4 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
5 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
6 回 

 



年度 2014 
授業コード FGG06410 
成績評価 レポート点（10 点）、定期試験の点数（90 点）。これらを合わせて評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG06410 日本史概論 
担当教員名 ⻲⽥ 修一 
単位数 2 
教科書 石井進ほか『詳説日本史Ｂ 改訂版』山川出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 地理、考古学、文献史学、美術史、⺠俗学、日本列島、東アジア、中国、朝鮮半

島、遺跡、遺物、遺構、文字資料、美術資料、建築史資料、⺠俗資料、対外交渉、
信仰、宗教、城、戦い 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「戦国時代」の話に関しましては、アンケート終了後に、話させていただきまし

たが、もう少し、早めに講義できるようにしたいと思います。ただ、一方で「も
っと詳しく聞きたい。」とのコメントがあります。じっくり話をすると、前に進ま
なくなり、かといって急いでいると中身がやや薄くなりますね。難しいですが、
できるだけ、早く、かつ中身を濃くできるようにしたいと思います。 

科目名 日本史概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 佐藤信ほか『史跡で読む日本の歴史』全 10 巻、吉川弘文館 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG06410 
実務経験のある教員  
達成目標 １．まず、漠然としたものでもよいから、日本の歴史について大まかに知る。 

２．実際の資料に触れることによって、地域の歴史について知る。 
３．「東アジアの中の日本・日本人とは何か」を少しでも考える。 

受講者へのコメント 受講生のみなさん方も熱⼼に受講していただき、有り難うございました。 
連絡先 086-256-9621 

21 号館 6 階 
ka_me_da◎big.ous.ac.jp（◎を＠にしてください） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 基本的に高い評価をいただき、有り難うございました。 
英文科目名 History in JAPAN 
関連科目 考古学概論Ⅰ・Ⅱ、先史考古学、環境考古学、考古科学、技術考古学、東アジア

史、地理学概論、地理考古学基礎実習、地理考古学実習 
次回に向けての改善変更予定 基本的に高い評価をいただきましたが、次回もよりわかりやすい授業を目指した



いと思います。 
板書、スライドなど見えにくかった方もおられるようですので、気をつけます。 

講義目的  まず日本史で取り扱う地理的な範囲について説明し、次に日本史を語る基礎資
料である文献史料・考古資料・美術資料・建築史資料・⺠俗資料などの概要を説
明する。そして具体的な歴史事象として、対外交渉・信仰・宗教・城・戦いなど
について講義する。 
 この講義を受講することによって、日本列島の歴史・伝統・文化などを少なく
とも東アジアとの関わりの中で考え、人間とはどのようなものかを考えてほし
い。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「講義概要」として、講義内容と本講義の進め方について説明するととも

に、「時代区分」について説明する。 
2 回 「地理的範囲」というテーマで、日本史で扱う地理的範囲がどのように変化
したかなどについて説明する。 
3 回 「史料・資料論１」というテーマで、日本史において取り扱う文字資料・文
献史料について説明する。 
4 回 「史料・資料論２」というテーマで、日本史において取り扱う文献史料につ
いて説明する。 
5 回 「史料・資料論３」というテーマで、日本史において取り扱う考古資料につ
いて説明する。 
6 回 「史料・資料 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習内容について把握しておくこと 
2 回 前回の講義内容について復習し、教科書や参考書などをもとに日本列島の
地理について予習しておくこと 
3 回 前回の講義内容について復習し、教科書や参考書などをもとに文字資料・文
献史料について予習しておくこと 
4 回 前回の講義内容について復習し、教科書や参考書などをもとに文献史料に
ついて予習しておくこと 
5 回 前回の講義内容について復習し、教科書や参考書などをもとに考古資料に
ついて予習しておくこと 
6 回 前回の講義内容について復習し、教科書や参考書な 

 



年度 2014 
授業コード FGG06510 
成績評価 レポート(10%)と試験(90%)により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG06510 先史考古学 
担当教員名 白石 純 
単位数 2 
教科書 使用しない。適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 遺跡、遺構、遺物、墓、⾷生活、分類、区分 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 先史考古学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 松藤和人ほか編「よくわかる考古学」ミネルバァ書房 

稲⽥孝司「遊動する旧石器人」岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード FGG06510 
実務経験のある教員  
達成目標  文字資料のない時代の考古学は、遺跡・遺構・遺物の資料を分析、分類、整理

することで、これら資料の時代や地域性がわかる。これが文化である。 
 この講義では、以下のテーマに沿って先史時代の人々の生活や文化を理解する
ことを目標とする。 
1.旧石器時代とはどのような時代かを学習する。衣・⾷・住および墓などについ
て知る。 
2.縄文時代とはどのような時代かを学習する。衣・⾷・住および墓などについて
知る。 
3.弥生時代とはどのような時代かを学習する。衣・⾷・住および墓などについて
知る。 
4.先史時代の人々がどのような生 

受講者へのコメント 随時プリントを配付しながら講義を進めたが、プリント資料以外にも、図書館等
で事前に調べることを希望します。 

連絡先 21 号館 6F 白石研究室 086-256-9655 shiraish@big.ous.ac 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業を受けてこの分野への関⼼が高まり、授業にほぼ満足して頂いたようであ
る。 

英文科目名 Prehistoric Archaeology 



関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定 今後も新しい情報を随時、追加しながら講義を進めていきたい。 
講義目的  先史考古学は、一般的に文字資料が出現する以前の人類の過去を研究する学問

である。日本では、弥生時代以前が対象となる。 
 この講義では、日本の旧石器時代、縄文時代、弥生時代の生活・文化という観
点から講義する。おもなテーマは「⾷」「住」「衣」「墓」である。このテーマを通
じて先史時代の人々がどのような生活をしていたかを理解することにある。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 シラバスを確認し、先史考古学の目的、定義、研究方法、⾷生活、住居、衣類、

墓について、図書館等で調べておくこと。 
 



年度 2014 
授業コード FGG06610 
成績評価 レポート点（10 点）、定期試験の点数（90 点）。これらをあわせて評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜12) 
見出し FGG06610 東アジア史 
担当教員名 ⻲⽥ 修一 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 先史時代〜近世、朝鮮半島、三国時代、高句麗、百済、新羅、伽耶、渡来人、鉄・

鉄器、須恵器、墓、カマド、寺院、山城、海上交通 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 なし。 
科目名 東アジア史 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 佐藤次高ほか『詳説世界史 B』山川出版社 

武⽥幸男編 2000『朝鮮史』山川出版社 
⻄谷正 20014『古代日本と朝鮮半島の交流史』同成社 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG06610 
実務経験のある教員  
達成目標 １．まず、朝鮮半島の地理的環境について理解させる。 

２．次に、おおまかでよいが、原始・古代〜近世の朝鮮半島と日本列島との関わ
りについて理解させる。 
３．最終的に、東アジアの交流を中⼼とした朝鮮半島の歴史を考えさせる。 

受講者へのコメント みなさん方も熱⼼に聞いていただき、お疲れ様でした。 
連絡先 086-256-9621 

21 号館 6 階 
ka_me_da◎big.ous.ac.jp（◎を＠にして下さい） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全般的に高評価で、何よりでした。 
英文科目名 History in East Asia 
関連科目 考古学概論Ⅰ・Ⅱ、日本史概論、先史考古学、環境考古学、技術考古学、地理考

古学実習Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 資料がやや難しいとの意見がありました（1/14）。検討します。 
講義目的  考古資料を中⼼として、文字資料・美術資料・⺠俗資料など多様な資料を通し

て東アジア、おもに朝鮮半島の歴史、朝鮮半島と日本列島との交流の歴史につい



て講義する。 
 この講義を受講することによって、朝鮮半島の人々の歴史を考え、東アジア世
界の中での人々の交流について考えてもらいたい。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 「講義概要」として、講義内容と本講義の進め方について説明する。 

2 回 「朝鮮半島の風土と自然」・「時代区分」というテーマで、朝鮮半島の地理的
情報について説明し、朝鮮半島史の時代区分について説明する。 
3 回 「先史時代〜原三国時代」というテーマで、朝鮮半島の先史時代〜原三国時
代の概要とともに日本列島との関わりについて説明する。 
4 回 「三国時代１ 高句麗」というテーマで、高句麗について説明する。 
5 回 「三国時代２ 百済」というテーマで、百済の様相について説明する。 
6 回 「三国時代３ 百済の対倭交渉 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習内容について把握しておくこと 
2 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに朝鮮半島の風土・自然
などについて予習しておくこと 
3 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに朝鮮半島の先史時代
について予習しておくこと 
4 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに三国時代の高句麗に
ついて予習しておくこと 
5 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに三国時代の百済につ
いて予習しておくこと 
6 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに百済と 

 



年度 2014 
授業コード FGG06710 
成績評価 レポート 50%（レポート製作スキルと筆記技術も採点対象とする） 定期試験

50% 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜12) 
見出し FGG06710 欧米考古学 
担当教員名 富岡 直人 
単位数 2 
教科書 講義でプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ヨーロッパ 北アメリカ 南アメリカ 考古学 考古学史 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 欧米考古学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 レンフリュー,C. 他 『考古学―理論・方法・実践』 
授業形態 講義 
注意備考 レポートは締め切りを厳守すること。定期試験は 15 回の講義終了後に実施する。 
シラバスコード FGG06710 
実務経験のある教員  
達成目標  ヨーロッパと南北アメリカにおける考古学の発達を、学生自身の言葉で説明で

きるようにする。 
 ヨーロッパと南北アメリカの歴史の中でも、新石器時代〜中世および植⺠地時
代を中⼼とした時代について、学生自身が身につけた知識によって説明できるよ
うにする。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階 富岡研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Archaeology in Europe 
関連科目 考古学概論Ⅰ・Ⅱ、技術考古学、人類学概論Ⅰ・Ⅱ、地理考古学基礎実習、地理

考古学実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ① ヨーロッパと南北アメリカにおける考古学研究の発達史から、歴史学・人類

学の発達を理解させ、歴史的思考力の醸成を図る。 
② それぞれの歴史的過程と各地の生活文化の特色について理解させる。 
③ 考古資料から当時の文化の多様性を理解させ、国際社会に主体的に生きる日
本人としての自覚と資質を養う。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 欧米考古学への誘い 

2 回 欧米考古学の発達（１）古典考古学から経済・環境考古学の模索まで 
3 回 欧米考古学の発達（２）プロセス考古学の登場 
4 回 欧米考古学の発達（３）ポスト・プロセス考古学と自然科学分析の応用 
5 回 ヨーロッパの考古学（１）新石器時代(1) 
6 回 ヨーロッパの考古学（２）新石器時代(2) 
7 回 ヨーロッパの考古学（３）⻘銅器時代・鉄器時代 
8 回 ヨーロッパの考古学（４）古代（ギリシア・ローマ文明） 
9 回 ヨーロッパの考古学（５）中世（イスラーム文明・キリスト教・ルネサンス） 
10 回 

準備学習 各回の項目について、事前に辞典やインターネットを利用して調べ、ノートやプ
リントに記録しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FGG06810 
成績評価 定期試験の点数（100 点）で評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜12) 
見出し FGG06810 技術考古学 
担当教員名 白石 純 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 技術、石器、土器、須恵器、鉄、ガラス、塩 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 技術考古学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 潮見浩「図解技術考古学」有斐閣 

小林行雄「古代の技術」縞書房 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG06810 
実務経験のある教員  
達成目標 考古学資料がいろいろな材料でできていることを知る。 

１．石器について理解する。 
２．石製品について理科する。 
３．土器について知る。 
４．鉄について知る。 
５．ガラスについて知る。 
６．塩について知る。 
７．物と人の関わりを技術という視点から考える。 

受講者へのコメント できるがで実物を提示し、説明する。 
連絡先 086-256-9655 

21 号館 6 階 
shiraish@big.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 評価は平均的に良いようである。 
英文科目名 Technological Archaeology 
関連科目 考古科学、先史考古学 
次回に向けての改善変更予定 もう少しわかりやすく講義することを⼼がけます。 
講義目的 過去人類が残した「もの」に焦点をあてて、どのように使って生活していたか。



そして、それらをどのように作り、改良してきたのか。人間と「もの」との関わ
りを「技術」という面から講義する。それによって多様な「もの」の一面を理解
する。この理解により「もの」「人」の関係から各時代のものつくりを通じてもの
とひとの流通や移動を考察することを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 「講義概要」について内容と講義の進め方について説明する。 

2 回 「石器」について、旧石器時代から弥生時代までの打製石器について説明す
る。 
3 回 「石器」について、旧石器時代から弥生時代までの磨製石器について説明す
る。 
4 回 「石製品」について、勾玉や管玉などの玉製品について説明する。 
5 回 「石製品」について、古墳時代の石棺について説明する。 
6 回 「土器」というテーマで、土器製作（土の入手方法）について説明する。 
7 回 「土器」というテーマで、土器製作（素地作り）について説明する。 
8 回 「土器」 

準備学習 1 回 学習内容について把握しておくこと 
2 回 前回の講義内容について復習し、参考書などで打製石器について予習して
おくこと 
3 回 前回の講義内容について復習し、参考書などで磨製石器について予習して
おくこと 
4 回 前回の講義内容について復習し、参考書などで石製品（玉類）について予習
しておくこと 
5 回 前回の講義内容について復習し、参考書などで石製品（石棺）について予習
しておくこと 
6 回 前回の講義内容について復習し、参考書などで土器（土の入手方法）につい
て予習しておくこと 
7 回 前回の講義内容について復習し、 

 



年度 2014 
授業コード FGG06910 
成績評価 講義内での課題発表と、試験により評価する． 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜12) 
見出し FGG06910 地域統計学 
担当教員名 宮本 真二 
単位数 2 
教科書 地域調査ことはじめ／梶⽥ 真・仁平尊明・加藤政洋（編）／ナヤニシヤ出版／

978-4-7795-0132-6 
アクティブラーニング  
キーワード 地理学、地域調査、フィールド・ワーク 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地域統計学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ジオ・パル NEO:地理学・地域調査便利帖／野間晴雄・香川貴志（編）／海⻘社

／9784860992651 
授業形態 講義 
注意備考 教科書以外にも受講者の卒業研究を意識した文献研究を積極的に行ってもらい、

授業内で発表していただき、討論します。 
シラバスコード FGG06910 
実務経験のある教員  
達成目標 地理学における地域調査を実施するための問題意識の設定、既存研究事例の収

集、現地調査方法、現地調査で得たデータの解析方法方法などを既存研究から学
び、卒業研究に展開できる技術・知識の取得を目標とします． 

受講者へのコメント 今後，主体的な学びに展開していってください。 
連絡先 ２１号館５階 地理学（宮本）研究室． 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 グループワークを主体とする学びは初めてであり，それ故に⼾惑うこともあった
と思いますが，研究は主体的な営みです。 

英文科目名 Geostatistics 
関連科目 地理学概論，日本地誌，世界地誌，自然地理学，人文地理学，地理考古学基礎実

習，地理考古学実習 
次回に向けての改善変更予定 各回ごとに理解をうながす映像素材なども活用しながら実施します。 
講義目的 地理学や地域調査において、観測・計測などによって得られた情報から、より一

般的・普遍的な知見を得るために、地図表現や、統計解析手法は重要な技術です。
その意義について理解し、基本的な技術を，既存事例研究から身につけることを
目的とします。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 地域調査と地域統計 

2 回 地域調査の方法 
3 回 図書・文献の検索法 
4 回 各種統計データの入手法 
5 回 インターネットを用いた情報検索とそのルール 
6 回 関連文献の講読と討論１ 
7 回 関連文献の講読と討論２ 
8 回 調査対象地域の統計データと分析１（予備調査） 
9 回 調査対象地域の統計データと分析２（本調査と補足調査） 
10 回 調査依頼の方法 
11 回 インタビュー調査の方法 
12 回 調査対象地域でのインタビューと資料収集 
13 回 記録の作成と討論（一次資料のとりまとめ） 
14 回 調査対象自治体でのイン 

準備学習 1 回 シラバスの内容をよく確認しておくこと。 
2 回 教科書の内容を学習しておくこと。 
3 回 第２回の内容を復習しておくこと。 
4 回 第３回の内容を復習しておくこと。 
5 回 第４回の内容を復習しておくこと。 
6 回 第５回の内容を復習しておくこと。 
7 回 第６回の内容を復習しておくこと。 
8 回 第７回の内容を復習しておくこと。 
9 回 第８回の内容を復習しておくこと。 
10 回 第９回の内容を復習しておくこと。 
11 回 第１０回の内容を復習しておくこと。 
12 回 第１１回の内容を復習しておくこと。 
13 回 第１２ 

 



年度 2014 
授業コード FGG07010 
成績評価 定期試験（80％）と発言（20％）により評価する 

講義時の議論において発言したものは点数化して評価する。 
発言は 20％とあるが、積極的に発言する受講生は、20％以上の点数を与える場
合もある。 
その場合、定期試験で満点（80 点）をとった場合 100 点以上となるが、その場
合の評価は 100 点とする。 
第 1 回講義時に加点方法について説明する。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜12) 
見出し FGG07010 地理情報システム 
担当教員名 佐藤 丈晴、能美 洋介 
単位数 2 
教科書 講義中にプリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 地理情報システム、GIS、主題図、測地系 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地理情報システム 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 関連する情報をガイダンス時に説明する 
授業形態 講義 
注意備考 インターネット、スマートフォンなどで見る地図の多くは地理情報システムを活

用している。 
これらの地図を閲覧する際には、この講義の内容を意識しながら閲覧してほし
い。 
準備学習をしっかりして講義に臨み、自分の意見を発言すること。（評価に直結
します） 

シラバスコード FGG07010 
実務経験のある教員  
達成目標 ・地図の判読ができるようになる。 

・地理空間情報について理解する。 
・地理情報システムの基本的知識を有し、実際に取り扱える。 
・人前で積極的に発言できる。 
・自分の意見をわかりやすくはっきり伝えられる。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 6 階 佐藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Geographic Information System 
関連科目 測地測量学、野外調査法 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地図についての基本的な読み方を学び、地図から地域の地形地質等地球科学的現

象の取得について説明する。 
さらに電子地図の利用により、従来からの紙ベースの地図から大幅に取り扱える
情報が増加し、様々な情報が地理空間情報として利活用されている実態を理解す
る。 
そして地理情報システムについての基本的知識を取得し、卒業研究で地理情報シ
ステムを活用するための基本的知識を身に着ける。 
また、本講義は、説明中に質問を行う。 
回答する時間を設け、自分の考えをノートに書き、発言し討論を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 第１回：講義目的と進め方、成績についての説明 

指導の方針と目的を説明する。講義の進め方と基本的ルールを確認する。また、
成績のつけ方について具体的に説明する。 
2 回 第２回：膨大な位置的情報（地図） 
地図について議論（地図とは？）し、膨大な情報量が盛り込まれた図面であるこ
とを講義する。 
3 回 第３回：目的を持った地図（主題図） 
 地図の作成は、膨大な情報を取捨選択し、目的にあったものを作ることを講義
する。 
4 回 第４回：古い地図は貴重な資産（地図と歴史） 
 古地図は、歴史を知る上で大変重要な情報である 

準備学習 1 回 講義用のノートを準備して講義に臨むこと。 
2 回 地形図を見ておくこと。 
3 回 主題図について調べておくこと。 
4 回 古地図を調べておくこと。 
5 回 地形図の等高線に着目しながら、地形図を調べておくこと。 
6 回 GIS の意味を調べておくこと。 
7 回 地理空間情報について調べておくこと。 
8 回 ラスタデータについて調べておくこと。 
9 回 ベクタデータについて調べておくこと。 
10 回 GPS について調べておくこと。 
11 回 インターネットなどで地図をたくさん閲覧しておくこと。 
12 回 GIS のメリットにつ 

 



年度 2014 
授業コード FGG07110 
成績評価 臨時試験（80％）、レポート（20％） 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜12) 
見出し FGG07110 歴史学 
担当教員名 志野 敏夫 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 歴史、歴史学、自然科学の概念、テキストクリティーク、歴史観 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 歴史学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 『歴史学概論』 (講談社学術文庫)増⽥四郎著、『歴史とは何か』（岩波新書）E.H. 

カー著、清水 幾太郎訳、その他講義中に適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG07110 
実務経験のある教員  
達成目標 1、「歴史」とは何かを理解していること。  

2、歴史学研究と自然科学研究との関係や相違について理解していること。  
3、歴史資料の特性とテキストクリティークの重要性を理解していること。  
4、歴史がもつ意義について考え、自らの歴史観を養成しようとする態度をもつ
こと。 

受講者へのコメント  
連絡先 志野研究室：21 号館 7 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 History 
関連科目 外国史、東アジアの歴史 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1、「歴史」とは何かを理解させる。  

2、歴史学研究と自然科学研究との関係や相違について理解させる。  
3、研究対象である歴史資料の特性を理解させる  
4、歴史研究の意義について理解させる。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションおよび、導入を行う。 



2 回 「歴史」とは何か、現在の「歴史」の定義について講義する。 
3 回 中国語および日本語における「歴史」という言葉について講義する。 
4 回 ⻄洋における「歴史」という言葉について講義する。 
5 回 古代中国における歴史学の概念と学問研究における位置づけについて、主
に『春秋』と『史記』によって講義する。 
6 回 中国における歴史学の概念と社会的位置づけについて、主に『資治通鑑』に
よって講義する。 
7 回 ヨーロッパ中世における歴史学の位置づけについて講義する。 
8 回 

準備学習 1 回 各人どの地域、どの時代の歴史に興味があるか確認しておくこと。 
2 回 辞書で「歴史」という言葉を調べておくとともに、各人で「歴史」とは何か、
考えておくこと。 
3 回 前回講義の復習をしておくこと。 
4 回 前回講義の復習をしておくこと。 
5 回 前回講義の復習をしておくこと。 
6 回 前回講義の復習をしておくこと。 
7 回 前回講義の復習をしておくこと。 
8 回 前回講義の復習をしておくとともに、高校「世界史」のルネサンス期につい
て復習しておくこと。 
9 回 前回講義の復習をしておくこと。 
10 回 前回講義の復習を 

 



年度 2014 
授業コード FGG07210 
成績評価 レポート点（10 点）、定期試験の点数（90 点）。これらを合わせて評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜12) 
見出し FGG07210 考古地理学 
担当教員名 ⻲⽥ 修一 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 考古学、地理学、環境復元、村落景観、都市プラン、交通路 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 実際の発掘調査現場のスライドを見ていただいたことに、評価をいただきました

が、今後も最新情報を提供できるようにしたいと思います。 
科目名 考古地理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 有薗正一郎ほか編『歴史地理調査ハンドブック』古今書院 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG07210 
実務経験のある教員  
達成目標 １．まず、漠然としたものでもよいから、地形を読む方法を理解させる。 

２．実際の遺跡群などを通して、地域の景観復元を考えさせる。 
３．最終的に、地域と人間の関わりを大地の姿から考えさせる。 

受講者へのコメント みなさん方、熱⼼に受講していただいたものと思います。 
連絡先 086-256-9621 

21 号館 6 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 基本的に高い評価をいただいたものと思います。今後もこの評価が継続できるよ
うに努力します。 

英文科目名 Archaeological Geography 
関連科目 考古学概論Ⅰ・Ⅱ、日本史概論、地理学概論、先史考古学、環境考古学、東アジ

ア史、地理考古学基礎実習、地理考古学実習 
次回に向けての改善変更予定 上記のように、基本的に高い評価をいただいたものと思いますが、さらにわかり

やすい授業を目指します。 
講義目的  おもに日本列島の原始・古代から近現代の遺跡を取りあげ、「地形の読み方」

「景観の復元方法」などを講義し、それぞれの時代の生活環境を考え、日本列島
の人々がどのように生きたのかを考えさせる。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 「講義概要」として、講義内容と本講義の進め方について説明する。 
2 回 「考古地理学とは」というテーマで、考古地理学とはどのような学問である
のか説明する。 
3 回 「自然環境の復元（海岸線の復元）」というテーマで、古い時代の海岸線が
どのような場所にあったか具体例を挙げて説明する。 
4 回 「自然環境の復元（平野の復元）」というテーマで、古い時代の平野の様子
について具体例を挙げて説明する。 
5 回 「村落景観の復元（縄文時代・弥生時代）というテーマで、縄文時代・弥生
時代の村の姿を復元する。 
6 回 「村落景観の 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習内容について把握しておくこと 
2 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに「考古地理学」につい
て予習しておくこと 
3 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに「自然環境・海岸線の
復元」について予習しておくこと 
4 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに「平野の復元」につい
て予と習しておくこと 
5 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに「縄文時代・弥生時代
の村」について予習しておくこと 
6 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをも 

 



年度 2014 
授業コード FGG07310 
成績評価 学期末に行う試験と中間試験によって評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜12) 
見出し FGG07310 動物地理学 
担当教員名 ⻲崎 直樹 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 地理 大陸移動 動物区 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物地理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本の動物はいつどこからきたのか 動物地理学の挑戦 (岩波科学ライブラリ

ー) ／京都大学総合博物館 
授業形態 講義 
注意備考 ノートパソコンを所有しているものは、持ってくること。 
シラバスコード FGG07310 
実務経験のある教員  
達成目標  地球上に生息し、その地誌を特徴づける動物についてそこに分布している理由

を説明できるようにする。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館６階 ⻲崎研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Zoological Geography 
関連科目 進化生態学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  生物の進化は地球の変化と密接な関係があるのは言うまでもない。生物、特に

動物の分布が地誌とどのような関係があるのかを学ぶ。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 動物地理学とは 

2 回 動物地理学と進化 
3 回 動物地理学と遺伝子 
4 回 大陸移動と動物（魚類）の分布 
5 回 大陸移動と動物（両棲・爬虫類）の分布 
6 回 日本における動物地理区 



7 回 八重山諸島とその動植物 
8 回 沖縄諸島とその動植物 
9 回 奄美諸島とその動植物 
10 回 東南アジアとその動植物 
11 回 世界の動物地理 
12 回 日本をとりまく海流と生物 
13 回 ウミガメの産卵地の地理学 
14 回 カメ類の動物地理学 
15 回 日本とアジアのカメ類の動物地理学 

準備学習 1 回 世界・日本地図を書けるようにしてくること。 
2 回 自然選択説・隔離説・総合説について予習をしておくこと。 
3 回 遺伝子について予習してくること。 
4 回 現生の魚類の分類に関して予習しておくこと。 
5 回 大陸移動について予習しておくこと。 
6 回 日本列島の地理について予習しておくこと。 
7 回 八重山諸島、特に⻄表島の動物相について予習しておくこと。 
8 回 沖縄諸島の動物相について予習すること。 
9 回 奄美諸島の動物相について予習しておくこと。 
10 回 東南アジアの動物相について予習しておくこと。 
11 

 



年度 2014 
授業コード FGG07410 
成績評価 定期試験（70％）と授業中の小課題提出（20％）による。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球学科(〜12) 
見出し FGG07410 人文地理学 
担当教員名 浅⽥ 晴久＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 人文地理学、環境史、文化、生業、地域研究 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 人文地理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介します。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG07410 
実務経験のある教員  
達成目標 地理学の中でも、人間活動にかかわる領域を対象とする人文地理学的視点から実

施された今日的研究事例を通じて、各地の「地理的空間」の形成要因や、共通性・
異質性について理解します。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館５階 地理学（宮本）研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Human Geography 
関連科目 地理学概論、自然地理学、日本地誌、世界地誌、地理考古学基礎実習、地理考古

学実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  本講義では、人文地理学の基本的な視点や調査方法を学習します。具体的には、

人文地理学の概要について説明したあと、分布図の重要性、文化の伝播、自然環
境と人間社会の関係などについて、日本と世界各地の事例をもとに説明します。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション（人文地理学とは） 

2 回 さまざまな地図（地図の種類と歴史） 
3 回 分布図の重要性１（日本の諸地域） 
4 回 分布図の重要性２（世界の諸地域） 



5 回 文化の伝播１（⾷文化の伝播） 
6 回 文化の伝播２（稲作文化の伝播） 
7 回 自然環境と人類の歴史１（人類誕生から文明成立まで） 
8 回 自然環境と人類の歴史２（過去 1 万年間の地域格差） 
9 回 南アジアの自然と社会 
10 回 インドのフィールドワーク１（農村調査） 
11 回 インドのフィールドワーク 2（多⺠族社会） 
12 回 インドのフィールドワー 

準備学習 1 回 シラバスの内容をよく確認しておくこと。 
2 回 教科書の内容を学習しておくこと。 
3 回 第２回の内容を復習しておくこと。 
4 回 第３回の内容を復習しておくこと。 
5 回 第４回の内容を復習しておくこと。 
6 回 第５回の内容を復習しておくこと。 
7 回 第６回の内容を復習しておくこと。 
8 回 第７回の内容を復習しておくこと。 
9 回 第８回の内容を復習しておくこと。 
10 回 第９回の内容を復習しておくこと。 
11 回 第１０回の内容を復習しておくこと。 
12 回 第１１回の内容を復習しておくこと。 
13 回 第１２ 

 



年度 2014 
授業コード FGG07511 
成績評価 小テスト（３０％）および定期試験（７０％）による。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜12) 
見出し FGG07511 ⻄洋史 
担当教員名 ⻄野 雅二 
単位数 2 
教科書 プリント（資料）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ドイツ、ヨーロッパ、EU 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⻄洋史 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 阿部謹也著『物語 ドイツの歴史』中央公論社  

坂井 栄八郎著『ドイツ史 10 講』岩波書店  
⽊村 靖二編『ドイツ史』山川出版社  
成瀬治他編『ドイツ史』１・２・３巻、山川出版社  
ほか、適宜、紹介する。 

授業形態 講義 
注意備考 特になし。 
シラバスコード FGG07511 
実務経験のある教員  
達成目標 ヨーロッパ連合の中で主要な役割を果たしているドイツの歴史の大まかな流れ

を把握する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ⻄野研究室（２１号館７階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 History in Europe 
関連科目 ドイツ語 I、ドイツ語 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 第二次大戦後に⻄と東に分断されていたドイツが、統一ドイツとなった。ヨーロ

ッパのほぼ中⼼に位置するドイツはいくつかの国と国境を接しており、それらと
多くの軋轢を経験してきた。とりわけフランスとの間では顕著であったが、その
両国が現在では手をとりあってヨーロッパ統合を推進している。中世からのドイ
ツ史を概観するなかで、何がヨーロッパを EU へと導いてきたのかさぐってい
く。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。『ガリア戦記』や『ゲルマーニア』に見えるゲルマン

人、ゲルマンの大移動などを説明する。 
2 回 フランク族のメロヴィング朝、カロリング朝など、ドイツ史のはじまりに至
るところを説明する。 
3 回 オットーの帝国と教会とのかかわり、神聖ローマ帝国の誕生について説明
する。 
4 回 王権と教会との間におけるかかわり、とりわけ叙任権闘争について説明す
る。 
5 回 都市の成立、騎士文化、ドイツ諸侯や国王の十字軍とのかかわりについて説
明する。 
6 回 中世社会のユダヤ人迫害、大空位時代、選挙侯などについて 

準備学習 1 回 ヨーロッパやドイツの歴史について、高校の世界史の教科書その他でおお
まかに見ておくこと。 
2 回 ローマが見たゲルマン人やその大移動について復習すること。カール大帝
について予習すること。 
3 回 ドイツ史のはじまりに至るところを復習すること。神聖ローマ帝国につい
て予習すること。 
4 回 教会と王権がどのような関係にあったのか復習すること。叙任権とはどの
ようなものか予習すること。 
5 回 叙任権闘争について復習すること。中世の騎士はどのようなものであった
か予習すること。 
6 回 中世初期の社会について復習すること 

 



年度 2014 
授業コード FGG07610 
成績評価 定期試験（70％）と授業中の小課題提出（30％）による。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球学科(〜12) 
見出し FGG07610 世界地誌 
担当教員名 野中 健一＊ 
単位数 2 
教科書 環境地理学の視座〈自然と人間〉関係学をめざして／朴 恵淑・野中健一／昭和

堂／9784812203170 
アクティブラーニング  
キーワード 地誌、環境地理学、文化地理学、生業、文化、昆虫⾷ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 世界地誌 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG07610 
実務経験のある教員  
達成目標 界の自然環境の違いに応じた生活適応と文化の形成、現代の問題について地理的

方法による理解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館５階 地理学（宮本）研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 World Geography 
関連科目 日本地誌、地理学概論、人文地理学、自然地理学、地理考古学基礎実習、地理考

古学実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 世界各地の自然環境に応じて、文化を築いてきた人々の生業と環境利用の特色を

事例に基づいて理解し、その形成理由を考察する文化地理学的手法を学ぶ。そし
て現代のグロ?バル世界におかれた自然に生きる人々の暮らしの現状と多様性の
再発見についても理解を深める。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 地誌の方法論についてを理解する。 

2 回 環境地理学的アプローチについてを理解する。 
3 回 生業と文化についてを理解する。 



4 回 砂漠に生きる カラハリ砂漠の狩猟採集⺠１ についてを理解する。 
5 回 砂漠に生きる カラハリ砂漠の狩猟採集⺠２ についてを理解する。 
6 回 砂漠に生きる カラハリ砂漠の狩猟採集⺠３ についてを理解する。 
7 回 モンスーンの変化の利用 東南アジアの生業１ についてを理解する。 
8 回 モンスーンの変化の利用 東南アジアの生業２ についてを理解する。 
9 回 モンスーンの変化の利用 

準備学習 1 回 シラバスに目をとおしておくこと。 
2 回 教科書に目をとおしておくこと。 
3 回 第２回の内容を復習しておくこと。 
4 回 第３回の内容を復習しておくこと。 
5 回 第４回の内容を復習しておくこと。 
6 回 第５回の内容を復習しておくこと。 
7 回 第６回の内容を復習しておくこと。 
8 回 第７回の内容を復習しておくこと。 
9 回 第８回の内容を復習しておくこと。 
10 回 第９回の内容を復習しておくこと。 
11 回 第１０回の内容を復習しておくこと。 
12 回 第１１回の内容を復習しておくこと。 
13 回 第１２回の内容 

 



年度 2014 
授業コード FGG07710 
成績評価 課題とテストで成績評価を行う。各実習について要求される課題の内容が 50%、

理解力を尋ねる面談形式のテストが 50%。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球学科(〜12) 
見出し FGG07710 地理考古学実習 
担当教員名 ⻲⽥ 修一、富岡 直人、白石 純、宮本 真二 
単位数 4 
教科書 ・「地理学概論」で指定購入した日本地図センター発売：1：25,000 地形図「岡山

南部」，「岡山北部」を未受講者は購入しておくこと． 
・ジオ・パル NEO:地理学・地域調査便利帖／野間晴雄・香川貴志（編）／海⻘
社／9784860992651 
・地理学演習帳／内⽥和子・寄藤昴（編）／古今書院／9784772252454 
・寺⽥春水・藤⽥恒夫（2004）『骨学実習の手びき（第 10 冊）』．南山堂． 

アクティブラーニング  
キーワード 地理学 地域調査 地形図 地形環境 遺跡立地 古環境 考古学 遺跡 遺

物 土器 石器 動物遺存体 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答 自由記述はありませんでした。 
科目名 地理考古学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 浮⽥典良・森三紀（2004）『地図表現ガイドブック：主題図の作成の原理と応用』．

ナカニシヤ出版． 
文化庁文化財部記念物課『発掘調査のてびき−集落遺跡発掘編／整理・報告書編
−』 

授業形態 実験実習 
注意備考 実習では堆積物（土石類）に触れたり、資料の清掃作業を実施する場合があるの

で、汚れても良い服装や白衣を準備すること。大学近辺で実習用の試料採取実習
や観察も行うので，欠席・遅刻・早退は、実習の理解を疎外し、場合によっては
危険な事態を発生させかねないので、厳に慎むこと。人骨と接触する場合は、作
業開始前、作業後には必ず手を洗浄すること。 

シラバスコード FGG07710 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 地理学の地域調査技術を習得し、その技術を使って学生自身が地理学の分析

を実施できるようになること。 
② 考古学の遺物調査技術を習得し、その技術を使って学生自身が考古学の分析
を実施できるようになること。 
③ それぞれの技術を応用して、学生自身が報告書製作が出来るようになるこ
と。 

受講者へのコメント みなさん方も熱⼼に実習に取り組んでいただき、有り難うございました。 



連絡先 ⻲⽥修一 
21 号館 6 階 
白石 純 
21 号館 6 階 
富岡直人 
21 号館 5 階 
宮本真二 
21 号館 5 階 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 基本的に高い評価をいただき、有り難うございました。 
英文科目名 Practical Experience in Geography and Archaeology 
関連科目 地理学概論 人文地理学 自然地理学 地域統計学 日本地誌 世界地誌 考

古学概論Ⅰ 考古学概論Ⅱ 人類学概論Ⅰ 人類学概論Ⅱ 環境考古学 考古
科学  自然人類学 日本史概論 先史考古学 

次回に向けての改善変更予定 基本的に高い評価をいただいておりますが、次回もよりわかりやすく対応したい
と思います。 

講義目的 ① 地理学の調査技術を習得する。 
② 考古学における遺物調査技術を体験的に習得する。前半では人骨を中⼼に脊
椎動物の観察・分析方法を体験した後、土器・石器類の復元や図化・記録作業を
体験し、終盤ではそれらの図版製作と関連遺跡での測量調査を学び、最終的に報
告書を製作する技術を習得する。 
③地理学と考古学調査法のつながりを理解する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 実習履修の方法の説明と注意 

2 回 地理学実習(1) 自然地理学と人文地理学の調査技術の違い 
3 回 地理学実習(2) 各種地形図による地形観察と歴史史料を用いた現地比定 
4 回 地理学実習(3) 電子地図（スマホ）による地形観察と遺跡立地 
5 回 地理学実習(4) 表層堆積物の観察 1（露頭） 
6 回 地理学実習(5) 表層堆積物の観察 2（ボーリング） 
7 回 地理学実習(6) 表層堆積物の観察 3（ボーリング試料の観察） 
8 回 地理学実習(7) 表層堆積物の観察 4（ボーリング試料の観察と記載） 
9 回 地理学実習 

準備学習 1 回 各回の実習で触れる内容を、指定された教科書や過去に学んだ講義のノー
トとそこで利用した教科書で確認しておくこと。 
2 回 各回の実習で触れる内容を、指定された教科書や過去に学んだ講義のノー
トとそこで利用した教科書で確認しておくこと。 
3 回 各回の実習で触れる内容を、指定された教科書や過去に学んだ講義のノー
トとそこで利用した教科書で確認しておくこと。 
4 回 各回の実習で触れる内容を、指定された教科書や過去に学んだ講義のノー
トとそこで利用した教科書で確認しておくこと。 
5 回 各回の実習で触れる内容を、指定さ 



 



年度 2014 
授業コード FGG07810 
成績評価 試験により評価する。 

講義中の有効な発言等講義への積極的姿勢が認められた場合は別途加点評価す
る。 

曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG07810 測地測量学 
担当教員名 佐藤 丈晴 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 測地測量学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG07810 
実務経験のある教員  
達成目標 地球の形大きさについて説明することができる。 

球面上の地球の表面を正確に測る方法を説明することができる。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Geodetic Surveying 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義は、測地学、測量学の視点から地球の大きさ、形状について、どのように

計測されているのかを科学的に理解することを目的とする。 
先人たちがどのように地球を計測してきたのか、そして現代の最新の測量方法な
どの事例について考え、整理する能力を養う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 第１回：講義目的と進め方、成績についての説明 

 指導の方針と目的を説明する。講義の進め方と基本的ルールを確認する。また、
成績のつけ方について具体的に説明する。必ずノートを持参すること。 



2 回 第２回：地球の形をどのように測るのか（測地学の原点（その１）） 
 測地学の原点となる地球の形について講義する。 
3 回 第３回：地球の大きさをどのように測るのか（測地学の原点（その２）） 
 地球の大きさとジオイドについて講義する。 
4 回 第４回：変化する地球（地球の内部とプレートテクトニクス） 
 プレートテクトニ 

準備学習 1 回 ノートを用意し、当日持参すること。 
2 回 地球の形について調べておくこと。 
3 回 地球の大きさについて調べておくこと。 
4 回 プレートテクトニクスについて調べておくこと。 
5 回 プレートテクトニクスについて調べておくこと。 
6 回 測量の 3 要素について調べておくこと。 
7 回 測量の基本的な考え方について調べておくこと。 
8 回 測量誤差の原因について調べておくこと。 
9 回 距離測量について調べておくこと。 
10 回 距離測量の方法について調べておくこと。 
11 回 角測量について調べておくこと。 
12 回 水 

 



年度 2014 
授業コード FGG07910 
成績評価 レポート課題（30%）と定期試験（70%）によって成績を評価する。採点の基準

は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。また、授業回数の 1/3 以上の欠席
が認められた場合には試験成績は無効とみなし、E 評価とする。 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG07910 環境気象学 
担当教員名 大橋 唯太 
単位数 2 
教科書 気象予報士教科書 気象予報士完全攻略ガイド／ヒューマンアカデミー／翔泳社

／9784798121765 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境気象学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 図解 気象・天気のしくみがわかる事典（成美堂出版） 

その他，オリエンテーション時に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 普段から天気図と実際の天気をよく観察する習慣を身につけておくこと。できる

だけ数式を普段から見慣れておいてほしい。プロジェクターによる図の説明と板
書を組み合わせて講義を進めていく。 

シラバスコード FGG07910 
実務経験のある教員  
達成目標 ・大気の構造と特徴が説明できること。 

・気象に関する簡単な計算ができること。 
・気象でよく用いられる単位の意味が説明できること。 
・代表的な気象現象の発生機構が説明できること。 
・地球温暖化やヒートアイランド現象などの大気環境問題の現状を理解するこ
と。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館６階 大橋研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Enrvironmental Meteorology 
関連科目 大気物理学（3 年次開講予定）・気象観測学（3 年次開講予定） 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 地球大気圏の構造、地球スケールで生じる大気大循環から地域スケールで生じる
局地気象に至るまで、様々な時空間スケールを対象とした大気科学の基礎的理解
に努める。また、気象予報や気象観測技術などの気象情報についても述べていく。
さらにこれらを基礎として、大気圏と生態圏の相互作用によって生じる種々の大
気環境問題についても取り上げていく。なお本講義は、気象予報士学科試験の「予
報業務に関する一般知識」に関連する内容の一部を含んでいる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回  大気の構造について講義する。 
3 回  温室効果について講義する。 
4 回  光の気象。虹や空の色などについて講義する。 
5 回  風の発生。気圧と風速の関係について講義する。 
6 回  局地風。局地循環やおろし風などについて講義する。 
7 回  大気境界層について講義する。 
8 回  大気大循環について講義する。 
9 回  湿度の表現方法について講義する。 
10 回  台風。様々な力のバランスがもたらす風の種類を講義する。 
11 回  雲と霧について講義する。 

準備学習 1 回  シラバスの内容をよく確認しておくこと。 
2 回  大気層の名称や温度分布など、大気の構造を調べて予習しておくこと。 
3 回  温室効果が起きる仕組みを自分で調べて予習しておくこと。 
4 回  虹が発生する仕組みや条件などを調べて予習しておくこと。また、空の色
に関係するレイリー散乱とミー散乱の違いを調べておくこと。 
5 回  風を生み出す気圧傾度力の形成条件を、実際に考えてみておくこと。 
6 回  局地循環（海陸風や山谷風）が発生する仕組みをあらかじめ調べて、理解
しておくこと。 
7 回  大気境界層とは何か、そ 

 



年度 2014 
授業コード FGG08010 
成績評価 ３回の小試験（３０点）と定期試験（７０点）の合計点で評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG08010 地質学 
担当教員名 能美 洋介 
単位数 2 
教科書 指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 地質学、プレートテクトニクス、岩石、地層、日本列島 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地質学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ニューステージ地学図表／浜島書店 

Laboratory Manual for Introductory Geology／Allaan Ludman，Stephen Markhak
／W.W.Norton&Company 
その他適宜指示する。 

授業形態 講義 
注意備考 地球科学概論Ⅰの履修を前提としている。 
シラバスコード FGG08010 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ 地質学の考え方（原理や法則）、地質時代区分の方法を説明できること。 

・ 地表面に分布する各種の岩石や地層の成り立ちや産状を説明できること。 
・ 日本列島や岡山県の地質について説明できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 26 号館 3 階 能美研究室（y_noumi@big.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Geology 
関連科目 地球科学概論Ⅰ、地質図学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では、非常に⻑いスパンの時間を軸とした地質学の基本的な考え方と、生

物の進化に立脚した地層年代区分の方法や、各地質時代の地球環境の特徴をおさ
えながら、地球環境が⻑い年月の間にさまざまに変動してきたことを理解するこ
とを目指す。また、各種の岩石や地層などの種類や産状や形成メカニズムを科学
的に理解し、これらの基礎知識をもとにして、地球表層の変動の歴史、日本列島
や身近な岡山県内の地質の成り立ちについて講義する。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

地質学という学問分野について解説する。 
また、講義の進め方、参考書、成績・評価方法等を説明する。 
2 回 地質学の原理と法則 
⻫一説、地層累重の法則、地層同定の法則、交差の法則について講義する。 
3 回 地層の形成 
岩盤の風化、流水・氷河による浸⾷、砕屑物の運搬と堆積について講義する。 
4 回 年代尺度 
化石による地層の対比と地質の年代区分について講義する。 
5 回 絶対年代 
放射壊変を利用した絶対年代測定法について講義する。 
6 回 火山と火山岩 
マグマの発達過程、火山、火山岩の種類と組 

準備学習 1 回 シラバスによく目を通し、本講義の目的や講義の進め方についてよく理解
しておくこと。 
2 回 以下のキーワードについて、下調べしておくこと。 
キーワード：⻫一説、地層累重の法則、地層同定の法則、交差の法則、整合、不
整合 
3 回 以下のキーワードについて、下調べしておくこと。 
キーワード：風化、浸⾷、運搬、堆積 
4 回 以下のキーワードについて、下調べしておくこと。 
キーワード：地質年代区分 
5 回 以下のキーワードについて、下調べしておくこと。 
キーワード：放射壊変、半減期、年代測定法 
6 回 以下のキーワードに 

 



年度 2014 
授業コード FGG08110 
成績評価 レポートなど提出物(40％)および定期試験(60%)により成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG08110 鉱物学 
担当教員名 ⻄⼾ 裕嗣 
単位数 2 
教科書 新 版 地 学 教 育 講 座 (3) 鉱 物 の 科 学 ／ 赤 井 純 治 他 ／ 東 海 大 学 出 版 会 ／

9784486013037 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、結晶化学、造岩鉱物 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 鉱物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG08110 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 鉱物は結晶構造と化学組成により定義されることを理解する。 

2. 固溶体と多形を理解する。 
3. 主要な造岩鉱物の結晶化学的性質を理解し、それらの生成場についても考え
を深める。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⻄⼾研究室 26 号館 3 階 TEL:086-256-9406 E-mail:nishido@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mineralogy 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 鉱物は自然界に存在する無機結晶物質であるとともに、宇宙のあらゆる構成物の

基本単位です。したがって、結晶学的な基礎知識を習得すること、また鉱物の多
様な生成場を理解することが不可欠です。前半で鉱物の結晶化学についての基礎
を解説し、後半で固溶体や多形など鉱物の特徴的な性質について造岩鉱物を例に
説明する。さらに、各種変成鉱物や地球外鉱物（隕石中）についても紹介する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の全体の流れを説明し学習準備の方法や参考図



書を紹介します。 
2 回 鉱物の定義と鉱物種の決め方および命名法について解説します。 
3 回 鉱物の化学的性質について解説します。 
4 回 鉱物の物理的性質について解説します。 
5 回 鉱物の固溶体について具体例を示し解説します。 
6 回 鉱物の多形について具体例を示し解説します。 
7 回 鉱物の結晶学的性質について解説します（対称性）。 
8 回 鉱物の結晶学的性質について解説します（結晶系）。 
9 回 鉱物の結晶学的性質について解説します（晶族）。 

準備学習 1 回 教科書の概説部分を読んでおくこと。 
2 回 鉱物は化学組成と結晶構造で定義され、種の同定に使われる理由を調べて
おくこと。 
3 回 鉱物の化学的性質がどのように決定されるかを教科書で調べておくこと。 
4 回 鉱物の物理的性質がどのように決定されるかを教科書で調べておくこと。 
5 回 実際どのような鉱物が固溶体をつくるのか調べておくこと。 
6 回 多形の実例を調べておくこと。 
7 回 対称操作および対称要素を調べておくこと。 
8 回 結晶系の定義はどのように決められるのか調べておくこと。 
9 回 32 の晶族がどのように 

 



年度 2014 
授業コード FGG08210 
成績評価 演習問題の履行状況と、演習問題で作図の正確さを判断する（50 点）。 

前者と期末試験の成績（50 点）の合計で評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG08210 地質図学 
担当教員名 能美 洋介 
単位数 2 
教科書 指定しない 
アクティブラーニング  
キーワード 地質図学、等高線、地形図、走向・傾斜、平面の幾何学、ステレオ投影法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地質図学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ニューステージ地学図表／浜島書店 

地質図学演習／古今書院 
改訂基礎地質図学／前野書店 

授業形態 講義 
注意備考 製図用の三角定規１組と 30cm 前後の直定規、分度器が必需品である。 

ステレオ投影の回では、トレース紙が必要。 
関数電卓、色鉛筆も準備しておくこと。 

シラバスコード FGG08210 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ 等高線図を描くことができる。 

・ 地形断面図を描くことができる。 
・ 平面の地質図を描き、その断面図を描くことができる。 
・ 地質図を読み、地質図に描かれている事象を説明することができる。 
・ 面構造や線構造をステレオ投影法で表現することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２６号館３階能美研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Geological Mapping 
関連科目 地質学、地学実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  地域地質や土⽊地質の研究成果は地質図としてまとめられる。地質図の作成に

は地質学特有の空間幾何学の取り扱い方法があり地質図学と呼ばれている。本講



義では、地質学と空間幾何学の基本的事項を解説しながら、等高線図の描画、平
面の地質図学、曲面の地質図学などを講義する。 
 また、野外調査結果から確実に地質図を描けるようになることを目指すため、
それぞれのテーマの講義に続いて演習を行ない、地質図学の基本技術の修得を目
的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

 講義の目的と進め方、成績評価方法等について説明する。 
2 回 地形図と地形断面図 
 地形図の要素について講義し、等高線の読図、等高線描画方法について説明す
る。 
 等高線描画および地形断面図を描く演習を行う。 
3 回 地質図と地質図作成過程・平面の地質図１ 
 野外調査の結果をもとに、ルートマップを作成し地質図を編集するに至る過程
と作図方法、および境界面が平面と見なされる場合の地質境界線図の描画方法を
解説する。 
4 回 平面の地質図学２ 
 第３回とは異なる傾斜パターンによる平面境界の作図 

準備学習 幾何学の基礎的な知識が必要なので、特に平面の幾何学に重点を置いて復習して
おくこと。 
地層の走向と傾斜の概念をマスターしておくこと（←特に重要）。 
各回の演習内容を繰り返し練習すること。 

 



年度 2014 
授業コード FGG08310 
成績評価 レポ−トなどの平常点(40％)および定期試験(60%)で評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG08310 地球化学 
担当教員名 ⻄⼾ 裕嗣 
単位数 2 
教科書 指定しない 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG08310 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 全地球および地殻の化学組成をどのように推定するか理解する。 

2. 岩石ノルムを算出でき、マグマでの結晶分化との関係を理解する。 
3. 地球化学分野で同位体組成はどのように活用されているか理解する。 
4. 地球の進化にともない元素が移動し濃集するプロセスを理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⻄⼾研究室 26 号館 3 階 TEL: 086-256-9460  E-mail: nishido@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Geochemistry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 太陽系の形成にともない誕生した地球が 45 億年の進化により現在の姿いたる過

程について、地球化学的な視点から解説する。隕石を用いた太陽系および全地球
の化学組成の推定、地殻･マントル･核への元素の分配、同位体組成の変動を用い
た物質進化の解明、火成活動・変成作用･風化変質作用などによる元素の移動や
濃集について事例をあげ詳しく説明する。マグマの分化過程を理解する上で大切
な、岩石ノルムや相平衡の演習も行う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の目的や内容の概要を説明し学習準備の方法や



参考図書を紹介します。 
2 回 地球を構成する元素の起源について解説します。 
3 回 地球型惑星の化学的特徴について解説します。 
4 回 大気･海洋の誕生と進化について解説します。 
5 回 気圏の化学について解説します。 
6 回 水圏の化学について解説します。 
7 回 固体地球の化学的分化について解説します。 
8 回 地殻の構造と物質循環について解説します（マントル対流）。 
9 回 地殻の構造と物質循環について解説します（マグマの結晶分化）。 
10 回 

準備学習 1 回 太陽系や地球の成り立ちについて調べておくこと。 
2 回 超新星爆発による元素合成を調べておくこと。 
3 回 太陽系の中で地球型惑星の化学的特徴を調べておくこと。 
4 回 原始地球において隕石集積により原始大気および原始海洋が誕生した仕組
みを調べておくこと。 
5 回 気圏を構成するガスの組成と性状を高度ごとに調べておくこと。 
6 回 海洋を構成する塩類ならびに深度ごとの物性を調べておくこと。 
7 回 原始地球が固化する過程で核･マントル･地殻へと分化した仕組みを調べて
おくこと。 
8 回 マントル対流により地殻物質と 

 



年度 2014 
授業コード FGG08410 
成績評価 レポートなど提出物(40％)および定期試験(60%)により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜12) 
見出し FGG08410 惑星物質学 
担当教員名 ⻄⼾ 裕嗣 
単位数 2 
教科書 指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 惑星物質学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG08410 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 太陽系はどのような物質から構成されているか理解すること。 

2. 地球進化にともなう物質の移動や変化について理解すること。 
3. 地球型惑星の形成過程と構成物質について理解すること。 
4. ⽊星型惑星の形成過程と構成物質について理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⻄⼾研究室 26 号館 3 階 TEL:086-256-9406 E-mail:nishido@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Planetary Material Science 
関連科目 鉱物学、地球化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球は太陽系の一つの惑星である。太陽系には地球に似た惑星系(地球型惑星)お

よび主にガス体からなる惑星系(⽊星型惑星)があり、それらは構成物質や形成過
程を異にするこれら惑星物質がどのような環境でどのようなプロセスを経て誕
生し進化してきたのかを理解することが目的である。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 太陽系をつくった起源物質 

2 回 太陽系の元素存在度 
3 回 太陽系惑星の始原物質 



4 回 地球型惑星の形成と物質科学的特徴 
5 回 地球を構成する物質（地殻） 
6 回 地球を構成する物質（マントル、殻） 
7 回 地球を構成する物質（大気、海洋） 
8 回 火星を構成する物質 
9 回 水星･金星を構成する物質 
10 回 ⽊星型惑星の形成と物質科学的特徴 
11 回 ⽊星、土星を構成する物質 
12 回 天王星、海王星を構成する物質 
13 回 小惑星の形成と物質科学的特徴 
14 回 衛星の形成と物質科学的特徴 
15 回 彗星の形成と物 

準備学習 鉱物学、岩石学と地質学の基礎的な知識が必要となる。これらに関して十分に復
習しておくこと。また、地球外での物質形成に関する理解には熱力学や結晶化学
の応用が必要となる。これらに関して少なくとも初歩的な内容を理解しておくこ
と。 

 



年度 2014 
授業コード FGG08510 
成績評価 レポート課題（30%）と定期試験（70%）によって総合評価する。採点の基準は

100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。また、授業回数の 1/3 以上の欠席が
認められた場合には試験成績は無効とみなし、E 評価とする。 

曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜12) 
見出し FGG08510 気象観測学 
担当教員名 大橋 唯太 
単位数 2 
教科書 気象予報士教科書 気象予報士完全攻略ガイド／ヒューマンアカデミー／翔泳社

／9784798121765 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 気象観測学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料プリントを適宜配布する。 

インターネット気象学／坪⽥幸政・吉⽥優／クライム は教科書として指定して
いないが，本講義の流れに沿っており、インターネットの活用方法が詳しくまと
められている。 
また、イラスト図解 よくわかる気象学 予報技術編／中島俊夫／ナツメ社 も同
時に読んでいくと、講義内容の理解がより深まる。 

授業形態 講義 
注意備考 スライドと板書を使って授業を進めていく。 

PC のグラフ作成ソフトを使って、グラフを作成する課題を出す場合もある。 
シラバスコード FGG08510 
実務経験のある教員  
達成目標 ・インターネットから気象情報の閲覧とデータの取得ができること。 

・関連する気象現象の説明ができること。 
・気象データの基礎的な解析（表計算やグラフ作成）ができること。 
・気象予報の仕組みが説明できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館６階 大橋研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Meteorological Observations 
関連科目 環境気象学 



地球・宇宙のための物理数学Ⅰ・Ⅱ 
大気物理学 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球・地域規模の気象を時空間的に詳しく把握するために、高層ゾンデ観測や人

⼯衛星、地上気象観測といった観測ネットワークが世界中で構築されている。こ
れらの観測によって取得された気象データは即座に収集され、インターネットに
よってどこからでも自由に閲覧・取得が可能となっている。本講義では、気象観
測ネットワークの現状の理解や、観測データの取得方法など、気象観測からその
情報提供に至るまでのプロセスを題材にしながら、地球科学の様々な分野で応用
される情報ネットワークの仕組みを学んでいく。なお本講義は，気象予報士学科
試験の 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進め方などを説明する。 

2 回 地上気象観測について、その特徴と利用事例などを講義する。 
3 回 気象のリモートセンシングのうち高層ゾンデについて、観測手法や取得デ
ータの特徴などを講義する。 
4 回 気象のリモートセンシングのうち気象レーダーについて、観測手法や取得
データの特徴などを講義する。 
5 回 気象のリモートセンシングのうち気象衛星について、観測手法や取得デー
タの特徴などを講義する。 
6 回 大気環境情報のうち大気汚染について、種類やその特徴、情報公開の事例な
どを講義する。 
 

準備学習 1 回 シラバスの内容をよく確認し、必要な教材を準備しておくこと。 
2 回 アメダスの観測データを確認できるサイトを探し、現在の気象を確認して
みる。アメダスで観測されている気象要素を憶えておくこと。 
3 回 高層気象で計測される気象要素を調べておくこと。また、高層気象観測所の
位置と観測方法についても予習しておくこと。 
4 回 ドップラー・レーダーの測定原理を調べておくこと。 
5 回 インターネットで公開されている衛星画像を閲覧し、画像の種類を確認し
てその取得方法と原理を調べておくこと。 
6 回 代表的な大気汚染物質を 

 



年度 2014 
授業コード FGG08610 
成績評価 講義時のプレゼンテーション及びその資料、質疑応答における対応、質問内容、

発言回数等で評価する。 
詳細は第１回の講義時に説明する。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜12) 
見出し FGG08610 自然災害学 
担当教員名 佐藤 丈晴 
単位数 2 
教科書 第１回の講義時に必要資料を配布します。 

USB メモリーを必ず持参してください。 
アクティブラーニング  
キーワード 土砂災害、警戒避難、基礎調査、ソフト対策 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 自然災害学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 参考となる資料は第１回講義で提供します。 

国土交通省の土砂災害に関する防災施策について調べてください。 
授業形態 講義 
注意備考 本講義は討論を中⼼とした講義の予定です。 

班ごとに与えられたテーマに対して、プレゼンを行いその内容について質疑応答
を行う。 
質疑班は当日発表する内容をプレゼン前に提出するため、発表班の内容をよく理
解し、 
プレゼン後に質疑する。 
詳細は、第１回目の講義時に説明する。 

シラバスコード FGG08610 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ソフト対策、警戒避難基準、基礎調査等のキーワードを理解し説明すること。 

・近年の土砂災害対策の変遷を説明できる。 
・積極的に討議に参加し発言できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館６階 佐藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Natural Disasters 
関連科目  



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近年の自然災害の発生状況とその理由（素因、誘因）及び我が国の災害対策につ

いて説明する。 
土砂災害対策がコンクリートを用いた防災から災害を避ける減災の対策に変化
している流れを理解する。 
なお、本講義はディスカッションを主としており、積極的な発言を求める。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 第１回：講義目的と進め方、成績についての説明、序論 

 指導の方針と目的を説明する。講義の進め方と基本的ルールを確認する。 
 また、成績のつけ方について具体的に説明する。 
 班分けを行う。 
2 回 第２回：ゲリラ豪雨の猛威（土砂災害） 
 土砂災害の発生状況とその原因について、テーマを与え議論する。 
3 回 第３回：変わりつつある現象（洪水） 
 洪水の発生状況とその原因について、テーマを与え議論する。 
4 回 第４回：世界で日本は最も危険（地震・火山他） 
 地震・火山の活動によって発生する災害について、テーマ 

準備学習 1 回 講義ノートを作成し、持参すること。 
USB メモリーを持参すること。講義における必要データを配布します。 
2 回 近年の土砂災害の発生状況について調べておくこと。 
3 回 近年の洪水発生状況について調べておくこと。 
4 回 近年の地震・火山噴火について調べておくこと。 
5 回 発表班はプレゼンテーションの準備を行うこと。 
質疑班は質問内容を整理し、プレゼン前に提出すること。 
その他の受講者は、自由討議で発言できるように、配布資料を調べておくこと。 
6 回 発表班はプレゼンテーションの準備を行うこと。 
質疑班は質 

 



年度 2014 
授業コード FGG08710 
成績評価 中間試験 2 回（40 点）、見学会のレポート（10 点）、定期試験（50 点）の合計点

で評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜12) 
見出し FGG08710 物理地学 
担当教員名 能美 洋介 
単位数 2 
教科書 指定しない。 

毎回資料プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 物理探査、岩盤検査、土質試験、地質試料分析 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理地学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・横⽥修一郎／理学部学生と理学部出身者のための土⽊地質学／斯文堂 

・J. Milson & A. Eriksen／Field Geophysics／Wiley-Blackwell 
・力武常次，萩原幸男／物理地学／東海大学出版会 

授業形態 講義 
注意備考 本講義では、土質試験場の見学を予定しています。 
シラバスコード FGG08710 
実務経験のある教員  
達成目標 ・地質調査で実施される各種探査法・試験法について説明することができる。 

・それぞれの探査法がどのような地質調査で用いられるかを説明することができ
る。 

受講者へのコメント  
連絡先 26 号館 3 階 能美研究室 

y_noumi@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physical Geology 
関連科目 測地測量学、地質学、地球化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  研究のためだけではなく、防災やインフラ整備、資源・エネルギー探査、個人

の住宅建設に至るまで、社会の多くの場面で地質調査が実施されているが、普段
あまり目にすることはなく、地質調査は縁の下の力持ち的存在である。地質調査
では、踏査や地形図からの情報収集の他に、現地での試験やボーリング、各種物



理探査、採集試料の検査、分析などいろいろな試験や調査が組み合わされて、多
角的な見えない地下の情報収集を行なう。本講義では、地質調査でしばしば行わ
れている試験や探査などを取り上げて、それらの理解を深め、地質調査の中にお
ける位 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

 講義の概要、進め方、参考書、成績評価方針について説明する。 
2 回 測地学と測量 
 地球楕円体、ジオイド、三角測量、GPS について講義する。 
3 回 重力 
 万有引力と重力、重力の測定方法、重力と地球の形について講義する。 
4 回 地震 
 地震波、地震計、震源決定法、走時曲線と地球の構造について講義する。 
5 回 地球の熱と温度 
 地温勾配、地殻熱流量、熱対流、地球内部の温度構造を講義する。 
6 回 地球の電磁気 
 地磁気、地磁気の測定、地磁気の永年変化、古地磁気について講義する。 
7 回 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 地球楕円体、ジオイド、三角測量、GPS について調べておくこと。 
3 回 重力、ブーゲー異常、アイソスタシーについて調べておくこと。 
4 回 地震波、地震計、震源決定法、走時曲線について調べておくこと。 
5 回 地温勾配、地殻熱流量、熱対流について調べておくこと。 
6 回 地磁気、地磁気の測定、地磁気の永年変化、古地磁気について調べておくこ
と。 
7 回 岩石の密度、間隙率、ヤング率、一軸圧縮試験について調べておくこと。 
8 回 粒度、コンシステンシー限界、有効応力、圧密につい 

 



年度 2014 
授業コード FGG08810 
成績評価 レポートなど提出物(40％)および定期試験(60%)により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜12) 
見出し FGG08810 地球年代学 
担当教員名 ⻄⼾ 裕嗣 
単位数 2 
教科書 指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球年代学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG08810 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 地質年代測定の意義を理解すること。 

2. 放射壊変を利用した各種年代測定法の原理と適応法を理解すること。 
3. ルミネッセンスを利用した各種年代測定法の原理と適応法を理解すること。 
4. 実際の地質試料を対象にした年代測定における問題点を理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⻄⼾研究室 26 号館 3 階 TEL:086-256-9406 E-mail:nishido@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Geochronology 
関連科目 地球化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球は誕生以降さまざまな地質事象を経験し進化し続けている。これらを正確に

捉え進化過程を十分に理解するには、事象を時系列で把握する必要がある。この
ためには数十億年から数百年に及ぶ広い時間範囲を正確に決める年代測定は重
要な要件である。この認識の基に年代測定法を理解するとともに、具体的な応用
についても考えることを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 年代測定と地質年代区分 

2 回 生物層序による相対年代推定法 



3 回 地層層序による相対年代推定法 
4 回 古地磁気を利用した年代測定法 
5 回 放射性同位体による年代測定（K-Ar 法） 
6 回 放射性同位体による年代測定（Ar-Ar 法） 
7 回 放射性同位体による年代測定（Rb-Sr 法） 
8 回 放射性同位体による年代測定（U-Pb 法） 
9 回 宇宙線生成核種による年代測定（14C 法、10Be、26Al 法） 
10 回 放射線損傷による年代測定法（ESR 法、FT 法） 
11 回 ルミネッセンスを用いた年代測定法（熱ルミネ 

準備学習 鉱物学、岩石学と地質学の基礎的な知識が必要となる。これらに関して十分に復
習しておくこと。また、同位体や放射壊変についての理解が不可欠なため、これ
らに関して少なくとも初歩的な内容を理解しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FGG08910 
成績評価 レポート課題（30%）と定期試験（70%）によって総合評価する。採点の基準は

100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。また、授業回数の 1/3 以上の欠席が
認められた場合には試験成績は無効とみなし、E 評価とする。 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球学科(12〜) 
見出し FGG08910 大気物理学 
担当教員名 大橋 唯太 
単位数 2 
教科書 なし。 

適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 大気物理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 気象予報士教科書 気象予報士完全攻略ガイド／ヒューマンアカデミー／翔泳社 

岩⽥徹・大滝英治・大橋唯太・塚本修・山本晋 著 「環境気象学入門」 （大学教
育出版） 
その他については、講義のなかで紹介する。 

授業形態 講義 
注意備考 スライドによる説明と、板書を並行して授業を進めていく。 

数式の記述や演算などが頻繁に出てくるので、しっかりとノートを取って必ず後
で復習し、不明な点をなくしておくようにすること。 
２年次開講の環境気象学、宇宙・地球のための物理数学Ⅰ・Ⅱ、３年次開講の気
象観測学のいずれにも深く関係しており、またその発展型学習となるため、これ
ら科目の未履修者はできる限り履修しておくこと。 
また、大橋ゼミの卒業研究に深く関わる内容を学習するため、ゼミ配属を希望す
る学生は必ず履修すること。 

シラバスコード FGG08910 
実務経験のある教員  
達成目標 ・大気の運動方程式を構成する各項の物理的な意味を説明できる。 

・水蒸気量を表現するいくつかの方法について、違いを説明できる。 
・大気境界層の風速・気温・温位の鉛直プロファイルの典型的な日変化を、大気
安定度を含めながら説明できる。 
・地表面熱収支式の各成分を説明できる。 
・温位、顕熱フラックス、混合比など、基本的な用語の意味を説明できる。 
・ヒートアイランド現象など、簡単な大気の熱収支が計算できる。 

受講者へのコメント  



連絡先 ２１号館６階 大橋研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Atmospheric Physics 
関連科目 環境気象学 

地球・宇宙のための物理数学Ⅰ・Ⅱ 
気象観測学 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 気象や大気環境に関わる諸現象は、大気の流体運動に支配されており、天気予報

や大気環境の予測において、その理論的導出や考察は不可欠である。本講義では、
大気の運動はもちろん、その時空間構造を作り出す放射・乱流輸送・地表面熱収
支などの素過程の理解とともに、複雑な地形や土地被覆上で発達する大気境界層
内の気象現象をモデル化する方法なども説明していく。なお本講義は、気象予報
士学科試験の「予報業務に関する一般知識」と「予報業務に関する専門知識」に
関連する内容の一部を含んでいる。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションとして、授業の概要や成績の方針などについて説明す

る。 
参考書を紹介する。 
予備知識として、大気現象の時空間スケールの関係や名称について講義する。 
2 回 大気の静力学平衡と非静力学平衡について講義する。 
3 回 空気中の水蒸気量、特にクラジウス・クラペイロンの関係式・比湿・混合比
などについて講義する。 
4 回 空気の断熱変化、乾燥断熱減率と湿潤断熱減率について講義する。 
5 回 温位、大気の熱的安定度について講義する。 
6 回 運動量・熱・物質の移流、ラグランジュ微分とオイラー微分について講 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 静力学平衡について事前に調べて、自分なりに理解しておくこと。 
（２年次講義の環境気象学で、基礎を学習済み） 
3 回 飽和水蒸気量曲線と相対湿度について事前に調べて、自分なりに理解して
おくこと。 
（２年次講義の環境気象学で、基礎を学習済み） 
4 回 乾燥断熱減率と湿潤断熱減率について事前に調べて、自分なりに理解して
おくこと。 
（２年次講義の環境気象学で、基礎を学習済み） 
5 回 温位と、安定・中立・不安定条件について事前に調べて、自分なりに理解し
ておくこと。 
（２年次実習の 

 



年度 2014 
授業コード FGG09010 
成績評価 各テーマごとのレポートと２回の発表会の成績をそれぞれ 100 点満点で採点し，

その平均点を最終成績とする． 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球学科(〜12) 
見出し FGG09010 地学実習 
担当教員名 能美 洋介、大橋 唯太、佐藤 丈晴、⻄⼾ 裕嗣 
単位数 4 
教科書 適宜，プリントを配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード 地形地質調査 

水準測量 
生気象 
気象観測 
岩石薄片観察 
偏光顕微鏡 
鉱物分離 
分光分析 

開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 地学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜，紹介する． 
授業形態 実験実習 
注意備考 ・本実習は、主に金曜日を利用して行ないます。また、集中的な実習を行う必要

から、土曜日や休日を利用することがあります。 
・遠方への野外調査では、宿泊をともなうことがあります。この際、旅費・宿泊
費等を徴収することがあります。 

シラバスコード FGG09010 
実務経験のある教員  
達成目標 ・野外における地形・地質調査を行ない、ルートマップを作成することができる。 

・測量測機の取り扱い法と測量技術を習得し、基本的な測量を行なうことができ
る。 
・気象観測の手法を理解し、自ら気温などの観測ができる。 
・放射，対流，伝導による人体への熱の伝わり方を理解し、説明することができ
る。 
・岩石や鉱物などの試料の分析方法を理解し、適切な試料の分析をすることがで
きる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⻄⼾研究室・能美研究室（２６号館３階） 



大橋研究室・佐藤研究室（２１号館６階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice of Earth Science 
関連科目 測地測量学 

環境気象学 
地質学 
地球化学 
卒業研究 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的  地球科学に関する様々なテーマについて、卒業研究を意識したより実践的な実

習をおこない、そのなかで実験器具や装置の取り扱いからデータの解析・レポー
ト作成、さらにはプレゼンテーションに至るまでの一連のプロセスを修得するこ
とを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 ○ 関連する講義の内容を復習し、それぞれの実習テーマに合致する部分につい

て事前にまとめておくこと。特に次のテーマでは以下の準備をすること。 
【地質巡検】 
 配布された資料を現地入りするまでによく読んでおくこと。地形図は実習ルー
トを中⼼によく見ておくこと。実習までの健康管理に十分注意し、実習全日は夜
更かしなどしないこと。 
【測量】 
 配布プリントを参考に、実習の方法と手順を理解しておくこと。実習前に必ず
測量場所及び測量ルートを下見しておくこと。 
【生気象観測】 
 配布プリントを参考に，（１）温冷感に関わる人 

 



年度 2014 
授業コード FGG09110 
成績評価 提出課題 40％（40 点満点）、定期試験 60％（60 点満点）により成績を評価する。 

総合点が 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG09110 天文学史 
担当教員名 加藤 賢一 
単位数 2 
教科書 ⻄洋天文学史／中村士訳／丸善出版／9784621086674 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 天文学史 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 宇宙観 5000 年史／中村士・岡村定矩／東京大学出版会 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG09110 
実務経験のある教員  
達成目標 ・古代ギリシャの哲学・天文学について把握すること。 

・欧州のキリスト教的世界観が古代天文学と深い関係があることを理解するこ
と。 
・ルネサンス期の天文学を把握すること。 
・現代の宇宙論に直接つながる時代の天文学を把握すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館２Ｆ 天文学研究室  kato@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 History of Astronomy 
関連科目 天文学概論Ⅰ 

天文学演習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 天文学が古い歴史を持った学問であり、現代の自然科学研究および⻄欧文化のバ

ックホーンとなってきたことを理解する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 適宜、予習・復習となる宿題（成績評価対象となる）を課すので回答の上、期日



まで提出すること。 
 



年度 2014 
授業コード FGG09210 
成績評価 定期試験 60 点、レポート課題 40 点の合計で評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG09210 天文観測法 
担当教員名 ⽥邉 健茲 
単位数 2 
教科書 なし。 
アクティブラーニング  
キーワード 天文観測、測光、分光 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 天文観測法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本変光星研究会・編「変光星観測」（誠文堂新光社） 

D.Scott Birney 他著 ”Observational Astronomy 
授業形態 講義 
注意備考 専用のノートを一冊用意すること。 
シラバスコード FGG09210 
実務経験のある教員  
達成目標 光の性質、望遠鏡の構造、赤道儀の使い方、測光観測と分光観測の基本を身につ

けることを目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 4 階⽥邉研究室（内線 6117） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Astronomical Observation 
関連科目 なし。講義ノートを入手できるようにする予定である。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 天文観測の装置と方法についての基本的知識を解説する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 序論ー天文観測の歴史 

天文観測の歴史を、望遠鏡発明以前から現代に至るまで概観する。 
2 回 光の性質と光学望遠鏡 
望遠鏡の原理を、光の性質と関連させながら解説する。 
3 回 星図と星表 
天文観測に必要な星表の紹介と星図の作り方、ならびに各種天体カタログについ
ても述べる。 



4 回 天球の座標系と赤道儀 
天体の位置を天球面上に表す各種の座標系について解説する。また架台（赤道儀）
の構造と扱い方についても解説する。 
5 回 天文測定の装置と方法 
天体の位置観測である天文測定の装置と方法について解説する。 
6 回 天体 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 特になし。 
3 回 特になし。 
4 回 特になし。 
5 回 特になし。 
6 回 対数について復習しておく。 
7 回 特になし。 
8 回 第７回の復習。 
9 回 第８回の復習。 
10 回 特になし。 
11 回 第１０回の復習。 
12 回 第１０回、第１１回の復習。 
13 回 第９回の復習。 
14 回 特になし。 
15 回 これまでの復習。 

 



年度 2014 
授業コード FGG09310 
成績評価 授業最後にレポート課題を出すので、このレポートの到達度の確認による成績を

100 パーセントとする。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG09310 天文学特別講義 
担当教員名 渡部 潤一＊ 
単位数 2 
教科書 特に指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 太陽系、惑星、地球、小惑星、彗星、流星、太陽系外縁天体、隕石、軌道、天体

力学、暦 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 天文学特別講義 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「新しい太陽系」（新潮新書） 

「面白いほど宇宙がわかる１５の言の葉」（小学館１０１新書） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG09310 
実務経験のある教員  
達成目標 天文学が明らかにしてきた太陽系あるいは惑星系に関する知見を、時間的・空間

的なスケールと絡めて包括的に理解すること 
受講者へのコメント  
連絡先 ⽥邉先生まで。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics in Astronomy 
関連科目 地学一般科目はすべて関連する。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 われわれが住む地球や、その地球が属する太陽系の構造や天体群について、その

空間的概念を把握すると共に、惑星科学に関する基礎知識を学ぶことを目的とす
る。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 講義を受講する前には、太陽系に関する概念を復習するため、図鑑あるいは高校

地学の教科書、あるいは参考書などを読んでおくこと。 



 



年度 2014 
授業コード FGG09410 
成績評価 提出課題 40％（40 点満点）、定期試験 60％（60 点満点）により成績を評価する。  

総合点が 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜13) 
見出し FGG09410 天体力学 
担当教員名 加藤 賢一 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  進行が早い、理解が追いついていかない等のご意見を戴きました。高校物理や

物理基礎論Ⅰをベースとしていますので、これらを履修していないと理解するの
は大変だと思います。予習、復習を期待します。 

科目名 天体力学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 物理学基礎（第４版）／原康夫／学術図書出版社 

天文の計算教室／⻫⽥博／地人書館 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG09410 
実務経験のある教員  
達成目標 ・力学の基本概念を把握すること。 

・惑星運動に関するケプラーの法則と万有引力の関係を理解すること。 
・惑星や恒星の大気から銀河系までの力学現象を把握すること。 
・基本的な運動方程式や微分方程式を解けるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館２Ｆ 天文学研究室  kato@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Celestial Mechanics 
関連科目 物理学基礎論Ⅰ、Ⅱ 

天文学演習 
天文学概論Ⅰ、Ⅱ 

次回に向けての改善変更予定  背景となっている事項を導入に置き、発展的な内容を割愛し、全体をスリム化
することにします。しっかり把握していただけることを期待しています。 

講義目的 重力が決定的な支配力を有しているのが天体・宇宙の特徴である。どのように重



力が作用してその構造・進化などを決定しているかを各種の天体にわたって把握
し、基本的な数学的操作ができるようになることを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 「物理学基礎論」の該当箇所を指定するので、予習して授業に臨むこと。 

また、適宜、予習・復習となる宿題を課すので回答の上、期日まで提出すること。 
 



年度 2014 
授業コード FGG09510 
成績評価 提出課題 40％（40 点満点）、定期試験 60％（60 点満点）により成績を評価する。 

総合点が 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜12) 
見出し FGG09510 天体物理学Ⅰ 
担当教員名 加藤 賢一 
単位数 2 
教科書 シリーズ現代の天文学７．恒星／野本他／日本評論社／9784535607279 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 天体物理学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 物理学基礎（第４版）／原康夫／学術図書出版社 

新課程 ニューステージ新地学図表／浜島書店編集部／浜島書店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG09510 
実務経験のある教員  
達成目標 ・天体、特に恒星に関する放射の性質を把握すること。 

・天体、特に恒星に関する大気構造ならびに内部構造の特性を理解し、物理的解
釈ができるようになること。 
・星間物質、銀河などについて物理的特徴を把握すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館２Ｆ 天文学研究室 kato@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Astrophysics I 
関連科目 物理学基礎論Ⅰ、Ⅱ 

天文学概論Ⅰ、Ⅱ 
天文観測法 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 天体物理学は恒星を理解することから始まったことから、まず恒星の大気ならび

に内部構造、進化等を理解し、それを含む銀河系や銀河の特性を深いレベルで理
解できるようになること。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容  
準備学習 ・力学、熱力学、電磁気学、原子論等の物理学的知見を道具とするので、「物理学

基礎論」の該当箇所を予習して授業に臨むこと。 
 



年度 2014 
授業コード FGG09610 
成績評価 定期試験（７０）とレポート課題（３０；ノート点検を含む）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜12) 
見出し FGG09610 天体物理学Ⅱ 
担当教員名 ⽥邉 健茲 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 光、電磁波、測光、分光 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 天体物理学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 ノートを一冊用意する。ルーズリーフは不可。ノート点検を評価する。 
シラバスコード FGG09610 
実務経験のある教員  
達成目標 現れる物理量（たとえば明るさ）と天文量（等級）の関係を認識する。 

天体の分光と天体スペクトルについて認識する。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 4 階⽥邉研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Astrophysics II 
関連科目 物理学基礎論Ⅱ、天文学概論Ⅱ、天文観測法 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 天文学のなかで光（可視光線）による物理観測（測光と分光）の基礎となる概念

を学ぶ。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 序論 

2 回 電磁気学の概要 
3 回 Maxwell 理論と電磁波 
4 回 波動としての光 
5 回 幾何光学 
6 回 光学機器について 
7 回 測光の概念−明るさと色− 



8 回 恒星の測光について 
9 回 分光の基本概念 
10 回 原子スペクトル 
11 回 恒星のスペクトル−吸収線と恒星のスペクトル分類− 
12 回 輝線と輝線星 
13 回 星雲のスペクトル 
14 回 銀河のスペクトル 
15 回 まとめ 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 物理学基礎論Ⅱのなかで講義されている電磁気学の基本を復習する。 
3 回 物理学基礎論Ⅱで学んだ「マクスウエル理論と電磁波」のところを復習して
おく。 
4 回 物理学基礎論Ⅱで学んだ「波動」のところを復習しておく。 
5 回 特になし。 
6 回 天文学概論Ⅱで学んだことを復習しておく。 
7 回 特になし。 
8 回 特になし。 
9 回 特になし。 
10 回 物理学基礎論Ⅱで学んだ「原子物理学」の部分を復習しておく。 
11 回 特になし。 
12 回 特になし。 
13 回 特になし。 
14 回 特になし。 
15 回 こ 

 



年度 2014 
授業コード FGG09710 
成績評価 定期試験（50％）と課題提出（50％）によって評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜12) 
見出し FGG09710 天文データ解析 
担当教員名 福⽥ 尚也 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 天文観測、測光 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 天文データ解析 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 21 号館 4 階地球科学実験室を使用することがあるので、集合場所に注意するこ

と。 
シラバスコード FGG09710 
実務経験のある教員  
達成目標 １．インターネットを通じて天文データを検索・取得できること。 

２．天文データの取り扱い方と見方を理解すること。 
３．天文データを解析する基本的な技術を身につけること。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 2 階 福⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Astronomical Data Analysis 
関連科目 天文観測実習、天文観測法、天文学概論 I、天文学概論 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 観測によって得られた天文データの解析について解説する。インターネットを活

用した天文データベースや仮想天文台の利用方法について学び、観測立案の手順
について説明する。天文データの基本フォーマットである FITS 画像の取り扱い
方を、講義と演習を通して身に着ける。天文データ表示ソフトや解析ソフトを用
いた、天体の画像合成の方法、観測立案の手順、測光処理の方法を学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 天文データの基礎量である天体の明るさと等級、大きさについて説明する。 

2 回 星や星雲・銀河などの天文カタログの種類とその概要について説明し、カタ



ログの見方について説明する。 
3 回 仮想天文台を利用した天文データの取得方法について説明する。 
4 回 天文画像データの３色合成と画像の取り扱いについて説明する。 
5 回 天文画像データの３色合成と画像の取り扱いについて演習をする。 
6 回 CCD カメラによって得られた天文データに必要な、標準的なデータ処理の
方法について説明する。 
7 回 開口測光について説明する。 

準備学習 1 回 みかけの等級について復習をしておくこと。 
2 回 星のカタログやメシエカタログについて調べてみること。 
3 回 Digitized Sky Survey のホームページを見てみること。 
4 回 光の三原色について調べてみること。 
5 回 演習に備え、前回の講義内容を復習しておくこと。 
6 回 バイアス、ダーク、フラット、スカイといった用語を調べてみること。 
7 回 演習に備え、前回の講義内容を復習しておくこと。 
8 回 正規分布（ガウス分布）について調べてみること。シーイングといった用語
を調べてみること。 
9 回 ガ 

 



年度 2014 
授業コード FGG09810 
成績評価 観測技能の習熟度ならびにデータ処理の技能で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球学科(〜12) 
見出し FGG09810 天文観測実習 
担当教員名 ⽥邉 健茲、福⽥ 尚也、加藤 賢一 
単位数 4 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 光学観測、光学望遠鏡、測光観測、分光観測 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 天文観測実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし。プリントを配布する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 防寒対策を各自しっかりしてくること。 
シラバスコード FGG09810 
実務経験のある教員  
達成目標 十分で装置のセッティング、観測とデータ取得、ならびにデータ処理ができるこ

と。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 4 階⽥邉研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practical Experience in Astronomical Observation 
関連科目 天文学概論Ⅱ、天文観測法 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 天文観測の基本を身につけることを目的とする。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 (1)予め配布したプリント「天体の物理観測の手引き」を読んでおく。 

(2)2 年時の科目である「天文学概論Ⅱ」を復習しておく。 
(3)同じく 2 年次の科目である「天文観測法」を復習しておく。 
(4)Excel によるデータ処理を復習しておく。 

 



年度 2014 
授業コード FGG09910 
成績評価 館園見学におけるワークシートとレポート(70%)、定期試験（30%） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球学科(12〜) 
見出し FGG09910 野外博物館実習Ⅰ（植物） 
担当教員名 星野 卓二、矢野 興一、波⽥ 善夫、太⽥ 謙＊、⻄村 直樹 
単位数 2 
教科書 プリントを適宜配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 野外調査 博物館 植物園 水族館 動物園 埋蔵文化財センター 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 野外博物館実習Ⅰ（植物） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編 『博物館実習マニュアル』（芙蓉書

房出版） 
授業形態 実験実習 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。試験は 15 回の
講義終了後実施する。 

シラバスコード FGG09910 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 様々な種類の博物館を見学し、多様な館種の展示・説明法・学芸員業務につ

いて理解し、自分でも取り組める。 
② 実際の展示を参考に、植物標本に関する資料の基本的な取り扱い方法・ラべ
リング方法・保存方法を修得し、実行できる。 
③ 植物標本に関する資料よりデータを抽出し、解析する実習と、資料の報告書
作成と成果展示発表会を実施し、学芸員としてのプレゼンテーションができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 6 階 矢野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practical Experience in Field Museum I 
関連科目 博物館学Ⅰ、Ⅱ、教育学原論、視聴覚教育メディア論、生涯学習概論、生物科学

概論Ⅰ、Ⅱ、野外調査法、野外調査法実習Ⅰ、Ⅱ、生物学実習、植物学実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ・野外博物館資料の収集・整理保管・展示などについて、実際の博物館で見学と



学内外での実務を通して学ぶ。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（講義概要と進め方等の説明）。既存の標本を用いた植

物標本の分類実習 (1)分類 
 上記標本の分類について詳細に説明する。 
2 回 博物館等施設見学オリエンテーション。既存の標本を用いた植物標本の分
類実習 (2)整理・保存法 
 整理・保存法について指導し、実物に触れながら学習する。 
3 回 自然史・天文系博物館見学（登録博物館、相当施設） 
 自然史・天文系博物館を見学し、学芸員の館務を学習する。 
4 回 植物系博物館見学（登録博物館、相当施設） 
 植物系博物館を見学し、学芸員の館務を学習す 

準備学習  関連する講義（生物科学概論Ⅰ、Ⅱ、野外調査法、野外調査法実習 I、Ⅱ、生
物学実習）のうち各回に関わる内容を復習し、実習の予習とすること。 
 実習終了後には必ず記録簿を書き、次回の実習の際に提出しチェックを受ける
こと。また、課題が出た場合には適切に準備をおこない、提出・発表等を実施す
ること。 

 



年度 2014 
授業コード FGG10010 
成績評価 記録簿(10%)・レポート・成果発表実習(70%)、定期試験（20%） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球学科(12〜) 
見出し FGG10010 野外博物館実習Ⅱ（植物） 
担当教員名 星野 卓二、矢野 興一、波⽥ 善夫、太⽥ 謙＊、⻄村 直樹 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 野外調査 博物館 植物園 水族館 動物園 埋蔵文化財センター 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 野外博物館実習Ⅱ（植物） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 参考書  全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編 『博物館実習マニュアル』

（芙蓉書房出版） 
授業形態 実験実習 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後実施する。 
シラバスコード FGG10010 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 館務実習を通じて、学生自身が植物学に関する具体的なテーマにもとづいて

資料を収集し、その資料について野外博物館実習Ⅰより高度な分類・整理・保存・
展示がおこなえるようにする。 
② 上記資料について展示プログラムを作成し、学生自身が説明書・報告書を作
成できるようにする。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 6 階矢野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practical Experience in Field Museum II 
関連科目 博物館学Ⅰ、Ⅱ、教育学原論、視聴覚教育メディア論、生涯学習概論、生物科学

概論Ⅰ、Ⅱ、野外調査法、野外調査法実習Ⅰ、Ⅱ、生物学実習、⾷部鬱系統分類
学、生態学、植物形態学、植物系統進化学、植生学 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的  野外博物館実習Ⅴを踏まえ、館務実習によって植物系の野外博物館学芸員とし

てより発展的な技術の習得と、知識の獲得を目的とする。 
 植物分野での調査法、機器の使用法、資料整理法などを理解させ、本学の自然
植物園（清水谷遺跡等を含む学園所有地）および展示施設（野外博物館コアミュ



ージアム）を利用し、その成り立ちと運営を学び、実物を利用した資料整理実習、
データ解析の実習、展示物作成を行い、見学者への解説実習・成果発表会を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（講義の進め方と概要説明） 

 野外博物館（自然植物園）の見学をし、施設・機材利用法を学習する。 
2 回 野外博物館館園（自然植物園）の概要説明と構造（使命・機能・役割） ［館
⻑による説明と展示スペース（屋内と野外）見学］ 
 野外博物館館園について実地で説明を受け、展示スペース等、館園施設を見学
し、館園の機能と館務の実際の理解を深める。 
3 回 野外博物館館園（自然植物園）の資料保存庫等の見学、保存資料のクリーニ
ング・保存処理の実習 
 資料保存庫等の見学と保存資料のクリーニング・保存処理 

準備学習 関連する講義（生物科学概論Ⅰ、Ⅱ、野外調査法、野外調査法実習Ⅰ、Ⅱ、生物
学実習）のうち各回に関わる内容を復習しておくこと。また、実習終了後には必
ず記録簿を書き、次回の実習の際に提出しチェックを受けること。また、課題が
出た場合には適切に準備をおこない、提出・発表等を実施すること。 

 



年度 2014 
授業コード FGG10110 
成績評価 館園見学におけるワークシートとレポート(70%)、定期試験（30%） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球学科(12〜) 
見出し FGG10110 野外博物館実習Ⅲ（動物） 
担当教員名 中村 圭司、中島 経夫、武山 智博、⻲崎 直樹 
単位数 2 
教科書 プリントを適宜配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 野外調査 博物館 植物園 水族館 動物園 埋蔵文化財センター 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 野外博物館実習Ⅲ（動物） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編 『博物館実習マニュアル』（芙蓉書

房出版） 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FGG10110 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 様々な種類の博物館を見学し、多様な館種の展示・説明法・学芸員業務につ

いて理解し、自分でも取り組める。 
② 実際の展示を参考に、動物学に関する資料の基本的な取り扱い方法・ラべリ
ング方法・保存方法を修得し、実行できる。 
③ 動物学に関する資料よりデータを抽出し、解析する実習と、資料の報告書作
成と成果展示発表会を実施し、学芸員としてのプレゼンテーションができる。 

受講者へのコメント 学芸員になるために必要な技術や発表方法について少しでも理解してもらえれ
ば幸いです。秋学期の野外博物館実習 IV にもつながる内容ですので、学習した
ことを忘れないようにしてください。 

連絡先 21 号館 6 階中村研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Ａ．授業に対する取り組みについて：全体的に積極的な実習への参加が認められ
る内容で、高く評価できます。 
Ｂ．この授業におけるあなたの成⻑について：自主的な勉強等の熱⼼な姿勢が認
められ、高く評価できます。 
Ｃ．総合評価：全体的にはまずまずの評価だと判断しています。若干不手際な点
があった点については、初年度の講義であったということで大目に見ていただき
たいと思います。 



英文科目名 Practical Experience in Field Museum III 
関連科目 博物館学Ⅰ、Ⅱ、教育学原論、視聴覚教育メディア論、生涯学習概論、生物科学

概論Ⅰ、Ⅱ、生物学実習 
次回に向けての改善変更予定 教員側も始めての実習ということで、手探りでの講義になったところが多数あり

ました。次年度は動物コースもしくは生物系で関連施設を利用しての実習を行う
ことで、より専門分野についての理解を深められるようにすることを検討してい
ます。また、発表会に向けての準備期間を⻑くとる他、発表日程についても今後
検討する予定です。 

講義目的 野外博物館資料の収集・整理保管・展示などについて、実際の博物館で見学と学
内外での実務を通して学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（講義概要と進め方等の説明）。既存の標本を用いた動

物学系標本の分類実習 (1)分類 
 上記標本の分類について詳細に説明する。 
2 回 博物館等施設見学オリエンテーション。既存の標本を用いた動物学標本の
分類実習 (2)整理・保存法 
 整理・保存法について指導し、実物に触れながら学習する。 
3 回 自然史・天文系博物館見学 （登録博物館、相当施設） 
 自然史・天文系博物館を見学し、学芸員の館務を学習する。 
4 回 動物系博物館見学 （登録博物館、相当施設） 
 動物系博物館を見学し、学芸員の館 

準備学習  関連する講義（生物科学概論Ⅰ、Ⅱ、生物学実習）のうち各回に関わる内容を
復習し、実習の予習とすること。 
 実習終了後には必ず記録簿を書き、次回の実習の際に提出しチェックを受ける
こと。また、課題が出た場合には適切に準備をおこない、提出・発表等を実施す
ること。 

 



年度 2014 
授業コード FGG10210 
成績評価 記録簿(10%)・レポート・成果発表実習(70%)、定期試験（20%） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球学科(12〜) 
見出し FGG10210 野外博物館実習Ⅳ（動物） 
担当教員名 中村 圭司、中島 経夫、武山 智博、⻲崎 直樹 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 野外調査 博物館 植物園 水族館 動物園 埋蔵文化財センター 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 各班をもう少し少人数にしてほしいとの記述がありました。これは発表内容にも

関係し、本格的な展示・発表する場合はある程度の人数がいた方がやりやすい場
合もありますので、次年度以降、どのようなテーマで発表に向けて進めていくか
によって適切な人数を検討したいと思います。 

科目名 野外博物館実習Ⅳ（動物） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編 『博物館実習マニュアル』（芙蓉書

房出版） 
授業形態 実験実習 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後実施する。 
シラバスコード FGG10210 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 館務実習を通じて、学生自身が動物学に関する具体的なテーマにもとづいて

資料を収集し、その資料について野外博物館実習Ⅲより高度な分類・整理・保存・
展示がおこなえるようにする。 
② 上記資料について展示プログラムを作成し、学生自身が説明書・報告書を作
成できるようにする。 

受講者へのコメント 学芸員になるために必要な技術や発表方法について少しでも理解してもらえれ
ば幸いです。また、学芸員など他人を相手にする仕事の場合、臨機応変に様々な
事態に対応することも重要となります。そのような点でも今回の講義における経
験を、これからに生かしてください。 

連絡先 21 号館 6 階中村研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Ａ．授業に対する取り組みについて：全体的に積極的な実習への参加が認められ
る内容で、高く評価できます。 
Ｂ．この授業におけるあなたの成⻑について：自主的な勉強等の熱⼼な姿勢が認
められ、高く評価できます。 
Ｃ．総合評価：全体的にはまずまずの評価だと判断しています。若干不手際な点



があった点については、初年度の講義であったということで大目に見ていただき
たいと思います。 

英文科目名 Practical Experience in Field Museum IV 
関連科目 博物館学Ⅰ、Ⅱ、教育学原論、視聴覚教育メディア論、生涯学習概論、生物科学

概論Ⅰ、Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 教員側も始めての実習ということで、手探りでの講義になったところが多数あり

ました。次年度は動物コースもしくは生物系で関連施設を利用しての実習を行う
ことで、より専門分野についての理解を深められるようにすることを検討してい
ます。また、発表会に向けての準備期間を⻑くとる他、発表日程についても今後
検討する予定です。 

講義目的  野外博物館実習Ⅲを踏まえ、館務実習によって動物学系の野外博物館学芸員と
してより発展的な技術の習得と、知識の獲得を目的とする。 
 動物学分野での調査法、機器の使用法、資料整理法などを理解させ、本学の自
然植物園（清水谷遺跡等を含む学園所有地）および展示施設（野外博物館コアミ
ュージアム）を利用し、その成り立ちと運営を学び、実物を利用した資料整理実
習、データ解析の実習、展示物作成を行い、見学者への解説実習・成果発表会を
行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（講義の進め方と概要説明） 

 野外博物館（自然植物園）の見学をし、施設・機材利用法を学習する。 
2 回 野外博物館館園（自然植物園）の概要説明と構造（使命・機能・役割） ［館
⻑による説明と展示スペース（屋内と野外）見学］ 
 野外博物館館園について実地で説明を受け、展示スペース等、館園施設を見学
し、館園の機能と館務の実際の理解を深める。 
3 回 野外博物館館園（自然植物園）の資料保存庫等の見学、保存資料のクリーニ
ング・保存処理の実習 
 資料保存庫等の見学と保存資料のクリーニング・保存処理 

準備学習 関連する講義（生物科学概論ⅠⅡ）のうち各回に関わる内容を復習しておくこと。
また、実習終了後には必ず記録簿を書き、次回の実習の際に提出しチェックを受
けること。また、課題が出た場合には適切に準備をおこない、提出・発表等を実
施すること。 

 



年度 2014 
授業コード FGG10310 
成績評価 館園見学におけるワークシートとレポート(70%)、定期試験（30%） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球学科(12〜) 
見出し FGG10310 野外博物館実習Ⅴ（地理考古） 
担当教員名 富岡 直人、宮本 真二、白石 純、⻲⽥ 修一 
単位数 2 
教科書 プリントを適宜配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 野外調査 博物館 植物園 水族館 動物園 埋蔵文化財センター 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 野外博物館実習Ⅴ（地理考古） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編 『博物館実習マニュアル』（芙蓉書

房出版） 
授業形態 実験実習 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。試験は 15 回の
講義終了後実施する。 

シラバスコード FGG10310 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 様々な種類の博物館を見学し、多様な館種の展示・説明法・学芸員業務につ

いて理解し、自分でも取り組める。 
② 実際の展示を参考に、考古学・地理学に関する資料の基本的な取り扱い方法・
ラべリング方法・保存方法を修得し、実行できる。 
③ 考古学・地理学に関する資料よりデータを抽出し、解析する実習と、資料の
報告書作成と成果展示発表会を実施し、学芸員としてのプレゼンテーションがで
きる。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階富岡研究室 ｔｏｍｉｏｋａ◎ｂｉｇ．ｏｕｓ．ａｃ．ｊｐ （◎は

@に変更し、活字は全て半角にして下さい） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practical Experience in Field Museum V 
関連科目 博物館学Ⅰ、Ⅱ、教育学原論、視聴覚教育メディア論、生涯学習概論、考古学概

論Ⅰ、Ⅱ 人類学概論Ⅰ、Ⅱ、地理・考古学基礎実習 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ・野外博物館資料の収集・整理保管・展示などについて、実際の博物館で見学と

学内外での実務を通して学ぶ。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（講義概要と進め方等の説明）。既存の標本を用いた地

理・考古学系標本の分類実習 (1)分類 
 上記標本の分類について詳細に説明する。 
2 回 博物館等施設見学オリエンテーション。既存の標本を用いた地理・考古学標
本の分類実習 (2)整理・保存法 
 整理・保存法について指導し、実物に触れながら学習する。 
3 回 自然史・天文系博物館見学 （登録博物館、相当施設） 
 自然史・天文系博物館を見学し、学芸員の館務を学習する。 
4 回 動物系博物館見学 （登録博物館、相当施設） 
 動物系博物館を見学し 

準備学習  関連する講義（地理学・考古学概論Ⅰ、Ⅱ、地理・考古学基礎実習）のうち各
回に関わる内容を復習し、実習の予習とすること。 
 実習終了後には必ず記録簿を書き、次回の実習の際に提出しチェックを受ける
こと。また、課題が出た場合には適切に準備をおこない、提出・発表等を実施す
ること。 

 



年度 2014 
授業コード FGG10410 
成績評価 記録簿(10%)・レポート・成果発表実習(70%)、定期試験（20%） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球学科(12〜) 
見出し FGG10410 野外博物館実習Ⅵ（地理考古） 
担当教員名 富岡 直人、宮本 真二、白石 純、⻲⽥ 修一 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 野外調査 博物館 植物園 水族館 動物園 埋蔵文化財センター 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 野外博物館実習Ⅵ（地理考古） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 参考書  全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編 『博物館実習マニュアル』

（芙蓉書房出版） 
授業形態 実験実習 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後実施する。 
シラバスコード FGG10410 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 館務実習を通じて、学生自身が地理学・考古学に関する具体的なテーマにも

とづいて資料を収集し、その資料について野外博物館実習Ⅴより高度な分類・整
理・保存・展示がおこなえるようにする。 
② 上記資料について展示プログラムを作成し、学生自身が説明書・報告書を作
成できるようにする。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階富岡研究室 ｔｏｍｉｏｋａ◎ｂｉｇ．ｏｕｓ．ａｃ．ｊｐ （◎は

@に変更し、活字は全て半角にして下さい） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practical Experience in Field Museum VI 
関連科目 博物館学Ⅰ、Ⅱ、教育学原論、視聴覚教育メディア論、生涯学習概論、地理学概

論 考古学概論Ⅰ、Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  野外博物館実習Ⅴを踏まえ、館務実習によって地理・考古学系の野外博物館学

芸員としてより発展的な技術の習得と、知識の獲得を目的とする。 
 地理・考古学分野での調査法、機器の使用法、資料整理法などを理解させ、本
学の自然植物園（清水谷遺跡等を含む学園所有地）および展示施設（野外博物館



コアミュージアム）を利用し、その成り立ちと運営を学び、実物を利用した資料
整理実習、データ解析の実習、展示物作成を行い、見学者への解説実習・成果発
表会を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（講義の進め方と概要説明） 

 野外博物館（自然植物園）の見学をし、施設・機材利用法を学習する。 
2 回 野外博物館館園（自然植物園）の概要説明と構造（使命・機能・役割） ［館
⻑による説明と展示スペース（屋内と野外）見学］ 
 野外博物館館園について実地で説明を受け、展示スペース等、館園施設を見学
し、館園の機能と館務の実際の理解を深める。 
3 回 野外博物館館園（自然植物園）の資料保存庫等の見学、保存資料のクリーニ
ング・保存処理の実習 
 資料保存庫等の見学と保存資料のクリーニング・保存処理 

準備学習 関連する講義（地理学概論・考古学概論ⅠⅡ）のうち各回に関わる内容を復習し
ておくこと。また、実習終了後には必ず記録簿を書き、次回の実習の際に提出し
チェックを受けること。また、課題が出た場合には適切に準備をおこない、提出・
発表等を実施すること。 

 



年度 2014 
授業コード FGG10510 
成績評価 館園見学におけるワークシートとレポート(70%)、定期試験（30%） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球学科(12〜) 
見出し FGG10510 野外博物館実習Ⅶ（地球気象） 
担当教員名 ⻄⼾ 裕嗣、能美 洋介、大橋 唯太、實吉 玄貴、佐藤 丈晴 
単位数 2 
教科書 講義中に適宜指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 実務実習、館園見学、館園実習、野外調査 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 野外博物館実習Ⅶ（地球気象） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編「博物館実習マニュアル」(芙蓉書房

出版) 
授業形態 実験実習 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。試験は 15 回の
講義終了後実施する。 

シラバスコード FGG10510 
実務経験のある教員  
達成目標 １．様々な種類の博物館を見学し、多様な館種の展示・説明法・学芸員業務につ

いて理解し、自分でも取り組める。 
２．実際の展示を参考に、地球科学に関する資料の基本的な取り扱い方法・ラべ
リング方法・保存方法を修得し、実行できる。 
３．地質･岩石･古生物に関する資料よりデータを抽出し、解析する実習と、資料
の報告書作成と成果展示発表会を実施し、学芸員としてのプレゼンテーションが
できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⻄⼾研究室 26 号館 3 階 TEL:086-256-9406 E-mail:nishido@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practical Experience in Field Museum VII 
関連科目 博物館学Ⅰ、博物館学Ⅱ、教育学原論、視聴覚教育メディア論、生涯学習概論、

博物館実習(館園実習を含む)､地球科学概論Ⅰ、Ⅱ、天文地学実習 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 野外博物館資料の収集・整理保管・展示などについて、実際の博物館で見学と学
内外での実務を通して学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション(講義概要と進め方等の説明)。既存の標本を用いた地学

標本の分類実習 (1)分類 
上記標本の分類について詳細に説明する。 
2 回 博物館等施設見学オリエンテーション。既存の標本を用いた地学標本の分
類実習 (2)整理･保存法 
整理・保存法について指導し、実物に触れながら学習する。 
3 回 自然史･天文系博物館見学 (登録博物館、相当博物館) 
自然史・天文系博物館を見学し、学芸員の館務を学習する。 
4 回 動物系博物館見学 (登録博物館、相当博物館) 
動物系博物館を見学し、学芸員の館務を学習す 

準備学習 関連する講義（地球科学概論Ⅰ、Ⅱ、天文地学基礎実習）のうち各回に関わる内
容を復習し、実習の予習とすること。 
実習終了後には必ず記録簿を書き、次回の実習の際に提出しチェックを受けるこ
と。また、課題が出た場合には適切に準備をおこない、提出・発表等を実施する
こと。 

 



年度 2014 
授業コード FGG10610 
成績評価 記録簿(10%)・レポート・成果発表実習(70%)、定期試験（20%） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球学科(12〜) 
見出し FGG10610 野外博物館実習Ⅷ（地球気象） 
担当教員名 ⻄⼾ 裕嗣、能美 洋介、大橋 唯太、實吉 玄貴、佐藤 丈晴 
単位数 2 
教科書 講義中に適宜指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 実務実習、館園見学、館園実習、野外調査 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 野外博物館実習Ⅷ（地球気象） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編「博物館実習マニュアル」(芙蓉書房

出版) 
授業形態 実験実習 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後実施する。 
シラバスコード FGG10610 
実務経験のある教員  
達成目標 １．館務実習を通じて、学生自身が地球科学に関する具体的なテーマにもとづい

て資料を収集し、その資料について野外博物館実習Ⅴより高度な分類・整理・保
存・展示がおこなえるようにする。 
２．上記資料について展示プログラムを作成し、学生自身が説明書・報告書を作
成できるようにする。 
。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⻄⼾研究室 26 号館 3 階 TEL:086-256-9406 E-mail:nishido@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practical Experience in Field Museum VIII 
関連科目 博物館学Ⅰ、博物館学Ⅱ、教育学原論、視聴覚教育メディア論、生涯学習概論、

地球科学概論Ⅰ、Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 野外博物館実習Ⅶを踏まえ、館務実習によって地球科学系の野外博物館学芸員と

してより発展的な技術の習得と、知識の獲得を目的とする。 
地球科学分野での調査法、機器の使用法、資料整理法などを理解させ、本学の自
然植物園および展示施設（野外博物館コアミュージアム）を利用し、その成り立



ちと運営を学び、実物を利用した資料整理実習、データ解析の実習、展示物作成
を行い、見学者への解説実習・成果発表会を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション(講義の進め方と概要説明) 

野外博物館（自然植物園）の見学をし、施設・機材利用法を学習する。 
2 回 野外博物館館園（自然植物園）の概要説明と構造（使命・機能・役割） ［館
⻑による説明と展示スペース（屋内と野外）見学］ 
野外博物館館園について実地で説明を受け、展示スペース等、館園施設を見学し、
館園の機能と館務の実際の理解を深める。 
3 回 野外博物館(自然植物園)の資料保存庫等の見学、保存資料のクリーニング保
存処理の実習 
資料保存庫等の見学と保存資料のクリーニング・保存処理を実地に体験 

準備学習 関連する講義（地球科学概論ⅠⅡ）のうち各回に関わる内容を復習しておくこと。
また、実習終了後には必ず記録簿を書き、次回の実習の際に提出しチェックを受
けること。また、課題が出た場合には適切に準備をおこない、提出・発表等を実
施すること。 

 



年度 2014 
授業コード FGG10710 
成績評価 館園見学におけるワークシートとレポート(30%)、 

天文博物館での課題研究の成果とレポート（70%） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球学科(12〜) 
見出し FGG10710 野外博物館実習Ⅸ（天文） 
担当教員名 ⽥邉 健茲、福⽥ 尚也、加藤 賢一、赤澤 秀彦＊ 
単位数 2 
教科書 プリントを適宜配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 野外調査 博物館 天文博物館 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 野外博物館実習Ⅸ（天文） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編 『博物館実習マニュアル』（芙蓉書

房出版） 
授業形態 実験実習 
注意備考 ・実習の多くを遠隔地で実施するため、交通費など諸経費の支出が予定されるの

で⼼得ておくこと。 
・止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が
記名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布する
ことがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。 

シラバスコード FGG10710 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 天文学の観測法、望遠鏡などの機器の使用法、データの取り扱い方などを習

得し、市⺠にその初歩的実践法を教授できるようになること。 
② 星空案内人プログラムに準拠したプログラムを習得し、天体・宇宙の概要に
ついて解説できるようになること。 
③ 天文学に関する簡単な資料の収集・保管を適切にできるようになること。 
④ それに基づいて簡易な展示品を設計できるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 2 階加藤研究室 kato◎big.ous.ac.jp（◎は@に変更して下さい） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practical Experience in Field Museum IX 
関連科目 博物館学Ⅰ、Ⅱ、 

教育学原論、 



視聴覚教育メディア論、 
生涯学習概論、 
野外博物館実習Ⅹ（天文） 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ・科学系博物館の学芸員として相応しい技術の習得と知識の獲得を目的とする。 

・野外博物館、特に天文系博物館における資料の収集・保管・展示などについて、
各種の博物館を見学する中で実践例を学び、岡山天文博物館において実習を行
い、学芸業務の実際を習得する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション−講義概要と進め方等を説明する。 

天文系社会教育施設における資料と展示の特徴について解説する。 
2 回 博物館等施設見学オリエンテーションを行う。 
天文情報・天文資料の処理法、扱い方、整理法、保存等について実習する。 
3 回 自然史・天文系博物館 （登録博物館、相当施設）を見学する。 
学芸員の館務を学習する。 
4 回 動物系博物館 （登録博物館、相当施設）を見学する。 
学芸員の館務を学習する。 
5 回 生物・地球科学・考古地理系博物館（登録博物館、相当施設）を見学する。 
学芸員の館務を学習 

準備学習 ・野外調査法実習Ⅰの該当箇所の復習のこと。 
・野外調査法実習Ⅱの該当箇所の復習のこと。 
・博物館概論の復習のこと。 
・博物館資料論の復習のこと。 
・博物館展示論の復習のこと。 

 



年度 2014 
授業コード FGG10810 
成績評価 天文博物館での実習成果とレポート（70%）、 

成果発表実習の結果(30%) 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球学科(12〜) 
見出し FGG10810 野外博物館実習Ⅹ（天文） 
担当教員名 ⽥邉 健茲、福⽥ 尚也、加藤 賢一、赤澤 秀彦＊ 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 野外調査 博物館 天文博物館 プラネタリウム 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 野外博物館実習Ⅹ（天文） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編 『博物館実習マニュアル』（芙蓉書

房出版） 
授業形態 実験実習 
注意備考 ・実習の多くを遠隔地で実施するため、交通費など諸経費の支出が予定されるの

で⼼得ておくこと。 
・止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が
記名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布する
ことがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。 

シラバスコード FGG10810 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 天文学の観測法、望遠鏡などの機器の使用法、データの取り扱い方などを習

得し、市⺠にその高度な実践法を教授できるようになること。 
② 星空案内人プログラムに準拠したプログラムを習得し、天体・宇宙の高度な
内容について解説できるようになること。 
③ 天文学に関する貴重な資料の収集・保管を適切にできるようになること。 
④ それに基づいて展示品を設計できるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 2 階加藤研究室 kato◎big.ous.ac.jp （◎は@に変更して下さい） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practical Experience in Field Museum X 
関連科目 博物館学Ⅰ、Ⅱ、教育学原論、視聴覚教育メディア論、生涯学習概論、野外博物

館実習Ⅸ（天文） 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ・科学系博物館の学芸員として相応しい技術の習得と知識の獲得を目的とする。 

・野外博物館、特に天文系博物館における資料の収集、保管、展示および解説業
務について、岡山県生涯学習センターならびに岡山天文博物館において相当数の
実習を行い、学芸業務の実際を習得する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション−講義の進め方と概要を説明する。 

星空案内人養成講座を実習する。 
2 回 ４次元宇宙シアターシステムの学習と天体解説のための準備作業をする。 
3 回 ４次元宇宙シアターによる天体解説を実習する。 
4 回 岡山県生涯学習センター・プラネタリウムにて解説の実際について学習す
る。 
5 回 市⺠向けの天体観望会を行い、天体の解説・指導を実習する。 
6 回 岡山天文博物館にて星空案内人養成講座を実習する。 
実機を用いてプラネタリウムの機能を習得する。 
7 回 岡山天文博物館にて星空案内人養成講座を実習す 

準備学習 ・野外調査法実習Ⅰの該当箇所を復習のこと。 
・野外調査法実習Ⅱの該当箇所を復習のこと。 
・博物館概論を復習のこと。 
・博物館資料論を復習のこと。 
・博物館展示論を復習のこと。 

 



年度 2014 
授業コード FGG11210 
成績評価 定期試験で評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜14) 
見出し FGG11210 物理学基礎論Ⅰ 
担当教員名 福⽥ 尚也 
単位数 2 
教科書 第４版 物理学基礎／原康夫／学術図書出版社／9784780602173 
アクティブラーニング  
キーワード 力学、熱学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 高校で物理を履修していない学生にもわかりやすく理解できる講義を行いたい

と思います。 
科目名 物理学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 物理のための数学／和達三樹／岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考 教員の免許状取得のための必修科目である。 
シラバスコード FGG11210 
実務経験のある教員  
達成目標 ①力、運動量、エネルギー、熱など物理量との単位、および物理法則の理解を目

標とする。 
②微分積分、微分方程式、ベクトルなど物理学に必要な数学的知識についての理
解を目標とする。 

受講者へのコメント 数式だけにとらわれず、物理現象をよく知っておきましょう。 
連絡先 ２１号館２階 福⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習時間がない人が多いようです。参考になることがたくさんあり
ますので、興味を持てるところから教科書を読んでみてください。 

英文科目名 Elementary Physics I 
関連科目 物理学基礎実験、物理学基礎論Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 演習問題の充実化をしたいと考えています。 
講義目的 自然科学の基礎としての物理学の力学と熱学の基礎を学ぶ。力学では物体の運動

や振動、運動量と角運動量、剛体の運動、慣性力、波動現象を、熱学では熱力学
の法則を中⼼に解説する。それぞれエネルギーの概念に関しても学ぶ。関連する
数学に関しても適時解説する。物理量とその単位、物理法則の理解を目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 序論として、物理学のはじまりについて説明する。 



2 回 運動の記述について説明する。 
3 回 運動の法則について説明する。 
4 回 単振動について説明する。 
5 回 仕事とエネルギーについて説明する。 
6 回 質点の回転運動について説明する。 
7 回 惑星の運動と万有引力について説明する。 
8 回 質点系の力学について説明する。 
9 回 剛体の運動について説明する。 
10 回 慣性力（見かけの力）について説明する。 
11 回 弾性体の力学について説明する。 
12 回 波動について説明する。 
13 回 熱現象について説明する 

準備学習 1 回 これまでに学んだ数学について復習をしておくこと。 
2 回 前回の内容と微分について復習しておくこと。 
3 回 前回の内容を復習しておくこと。 
4 回 前回の内容を復習しておくこと。微分方程式について予習しておくこと。 
5 回 前回の内容と積分について復習しておくこと。 
6 回 前回の内容ならびにベクトルの内積と外積を復習しておくこと。 
7 回 前回の内容を復習しておくこと。万有引力について予習しておくこと。 
8 回 前回の内容を復習しておくこと。重⼼について予習しておくこと。 
9 回 前回の内容を復習しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FGG11310 
成績評価 定期試験で評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜14) 
見出し FGG11310 物理学基礎論Ⅱ 
担当教員名 福⽥ 尚也 
単位数 2 
教科書 第４版 物理学基礎／原康夫／学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 電磁気学、光学、原子物理学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 次年度も物理学についてわかりやすく解説をしたい。 
科目名 物理学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 物理のための数学／和達三樹岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考 教員の免許状取得のための必修科目である。 
シラバスコード FGG11310 
実務経験のある教員  
達成目標 電気や磁気についての概念、物理量とその単位、そして電磁気学の法則について

の理解を目標とする。あわせて原子や原子核の世界に対する理解を深める。 
受講者へのコメント 授業時間外に予習・復習の時間を確保してほしい。 
連絡先 ２１号館２階 福⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね目標を達成できていると判断している。 
英文科目名 Elementary Physics II 
関連科目 物理学基礎論Ⅰ、物理学基礎実験 
次回に向けての改善変更予定 予習や復習に活かせるよう配布資料を改善したい。 
講義目的 電気と磁気は日常生活で欠かすことができないものとなっており、光や電磁波を

理解する上で不可欠である。このことを踏まえて、電磁気学と原子物理学の基礎
を学ぶ。電荷や電流が作る磁場や粒子に働く力の性質を解説し、マクスウェル方
程式の初歩に関しても学ぶ。また、物質の構成要素となる原子や原子核、素粒子
における現象を学ぶ。関連する数学に関しても適時解説する。電磁気学の法則、
原子や素粒子の世界に対する理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 序論として物理量と単位、物理量の次元について説明する。 

2 回 電荷とクーロンの法則について説明する。 
3 回 電場とガウスの法則について説明する。 



4 回 電位と電位差について説明する。 
5 回 電流とオームの法則について説明する。 
6 回 磁石と磁場について説明する。 
7 回 電流がつくる磁場について説明する。 
8 回 ローレンツ力について説明する。 
9 回 電磁誘導の法則について説明する。 
10 回 マクスウェル方程式について説明する。 
11 回 電磁波と光について説明する。 
12 回 相対性理論について説明する。 

準備学習 1 回 物理学基礎論 I を履修したものは、物理量と単位について復習しておくこ
と。 
2 回 前回の内容を復習しておくこと。大きな数値や小さな数値の表し方として
指数を予習しておくこと。 
3 回 前回の内容とベクトルについて復習しておくこと。 
4 回 前回の内容と積分を復習しておくこと。 
5 回 前回の内容を復習しておくこと。微分方程式を予習しておくこと。 
6 回 前回の内容を復習しておくこと。地磁気について予習しておくこと。 
7 回 前回の内容とベクトル積を復習しておくこと。 
8 回 前回の内容とベクトル積を復習しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FGG11410 
成績評価 レポート（80 点）、データ処理演習（10 点）、実験技術（10 点）として評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜14) 
見出し FGG11410 物理学基礎実験 
担当教員名 福⽥ 尚也、矢城 陽一朗、兵藤 博信 
単位数 2 
教科書 作成した実験手引書を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学実験、測定値、有効数字、誤差、精度 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 次年度も丁寧な指導を行いたい。 
科目名 物理学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 物理学実験 基礎編／東京理科大学理学部第二部物理学教室編／内⽥⽼鶴圃：実

験精度と誤差／酒井英行訳、N.C.バーフォート著／丸善：他にも実験の際、適宜
紹介する。 

授業形態 実験実習 
注意備考 指定の実験ノートを購入しておくこと。関数電卓を所有している人は持ってくる

こと。 
教員の免許状取得のための必修科目・選択科目である。 

シラバスコード FGG11410 
実務経験のある教員  
達成目標 ①物理学の基本的な実験装置の取り扱い方法の技術を習得する。 

②得られたデータの解析とコンピュータによる実験データの処理の方法を習得
する。 
③誤差や精度の見積もりの方法を習得する。 
④報告書の作成方法を習得する。 

受講者へのコメント 実験に積極的に取り組み、その結果をレポートによくまとめていると思います。 
連絡先 ２１号館２階 福⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね目標を達成できていると判断している。 
英文科目名 Elementary Physics Laboratory 
関連科目 物理学基礎論Ⅰ、物理学基礎論Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 配布テキストを改善したい。回折格子にて、暗い実験環境の改善に取り組みたい。 
講義目的 物理学を学ぶ上で最も基本的な実験を数テーマ選び、順番に実施するとともに、

測定値の取り扱い、誤差や精度の見積もりについても学ぶ。実験のテーマとして
は、ボルダの振り子による重力加速度の測定、サールの装置によるヤング率の測



定、気柱の共鳴による音速の測定、回折格子による光の波⻑の測定等を取り扱う。
また、実験データの取り扱い方に関して、平均値と標準偏差の求め方、および、
最小二乗法を解説し、コンピュータを用いて実習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス１。実験についての一般的な注意を説明する。 

2 回 ガイダンス２。測定値と誤差について説明する。 
3 回 ガイダンス３。パソコンによる実験データの処理について説明する。 
4 回 実験１（前半の班）、またはデータ処理の演習(後半の班）を行う。 
5 回 実験１（後半の班）、または実験１のデータ処理とレポート作成（前半の班）
を行う。 
6 回 実験２（前半の班）、または実験１のデータ処理とレポート作成（後半の班）
を行う。 
7 回 実験２（後半の班）、または実験２のデータ処理とレポート作成（前半の班）
を行う。 
 

準備学習 1 回 教員の免許状取得のための科目であることを確認しておくこと。 
2 回 実験ノートを用意し、必要事項を記入しておくこと。 
3 回 測定値と誤差について復習をしておくこと。 
4 回 前回のデータ処理演習を復習しておくこと。 
5 回 前回のデータ処理演習を復習しておくこと。 
6 回 前回の実験レポートを完成させること。 
7 回 前回の実験レポートを完成させること。 
8 回 前回の実験レポートを完成させること。 
9 回 前回の実験レポートを完成させること。 
10 回 前回の実験レポートを完成させること。 
11 回 前回の実験レポ 

 



年度 2014 
授業コード FGG11420 
成績評価 レポート（80 点）、データ処理演習（10 点）、実験技術（10 点）として評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜14) 
見出し FGG11420 物理学基礎実験 
担当教員名 福⽥ 尚也、兵藤 博信 
単位数 2 
教科書 作成した実験手引書を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学実験、測定値、有効数字、誤差、精度 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 次年度も丁寧な指導を行いたい。 
科目名 物理学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 物理学実験 基礎編／東京理科大学理学部第二部物理学教室編／内⽥⽼鶴圃：実

験精度と誤差／酒井英行訳、N.C.バーフォート著／丸善：他にも実験の際、適宜
紹介する。 

授業形態 実験実習 
注意備考 指定の実験ノートを購入しておくこと。関数電卓を所有している人は持ってくる

こと。 
教員の免許状取得のための必修科目・選択科目である。 

シラバスコード FGG11420 
実務経験のある教員  
達成目標 ①物理学の基本的な実験装置の取り扱い方法の技術を習得する。 

②得られたデータの解析とコンピュータによる実験データの処理の方法を習得
する。 
③誤差や精度の見積もりの方法を習得する。 
④報告書の作成方法を習得する。 

受講者へのコメント 実験に積極的に取り組み、その結果をレポートによくまとめていると思います。 
連絡先 ２１号館２階 福⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね目標を達成できていると判断している。 
英文科目名 Elementary Physics Laboratory 
関連科目 物理学基礎論Ⅰ、物理学基礎論Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 配布テキストを改善したい。 
講義目的 物理学を学ぶ上で最も基本的な実験を数テーマ選び、順番に実施するとともに、

測定値の取り扱い、誤差や精度の見積もりについても学ぶ。実験のテーマとして
は、ボルダの振り子による重力加速度の測定、サールの装置によるヤング率の測



定、気柱の共鳴による音速の測定、回折格子による光の波⻑の測定等を取り扱う。
また、実験データの取り扱い方に関して、平均値と標準偏差の求め方、および、
最小二乗法を解説し、コンピュータを用いて実習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス１。実験についての一般的な注意を説明する。 

2 回 ガイダンス２。測定値と誤差について説明する。 
3 回 ガイダンス３。パソコンによる実験データの処理について説明する。 
4 回 実験１（前半の班）、またはデータ処理の演習(後半の班）を行う。 
5 回 実験１（後半の班）、または実験１のデータ処理とレポート作成（前半の班）
を行う。 
6 回 実験２（前半の班）、または実験１のデータ処理とレポート作成（後半の班）
を行う。 
7 回 実験２（後半の班）、または実験２のデータ処理とレポート作成（前半の班）
を行う。 
 

準備学習 1 回 教員の免許状取得のための科目であることを確認しておくこと。 
2 回 実験ノートを用意し、必要事項を記入しておくこと。 
3 回 測定値と誤差について復習をしておくこと。 
4 回 前回のデータ処理演習を復習しておくこと。 
5 回 前回のデータ処理演習を復習しておくこと。 
6 回 前回の実験レポートを完成させること。 
7 回 前回の実験レポートを完成させること。 
8 回 前回の実験レポートを完成させること。 
9 回 前回の実験レポートを完成させること。 
10 回 前回の実験レポートを完成させること。 
11 回 前回の実験レポ 

 



年度 2014 
授業コード FGG11510 
成績評価 レポート(10%)、小テスト(10%)、および定期試験(80%)により評価する 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜14) 
見出し FGG11510 化学基礎論Ⅰ 
担当教員名 ⻘⽊ 宏之 
単位数 2 
教科書 基礎化学１ 物質の構成と変化／吉⽥泰彦 他／実教出版／9784407308532 
アクティブラーニング  
キーワード 原子 電子 分子 元素 無機化学 有機化学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・字が薄い、見難い。サイズが小さい。： 

来季は最後列付近からの視認を確認しながら、板書改善を考えます。 
・分かりずらい、声が聞き取りにくい： 
ワイヤレスマイクと卓上マイクとがハウリングを起こすことや、また、マイクが
途切れている事に気づかず講義を進めることがあり、反省している。以後気をつ
けたい。 
・私語などしっかり注意しべき： 
教室の前の方での私語については、十分講義を止めて、注意していたと思います
が、講義室の中ほど、またはそれ以降での私語は、こちらで確認する事が出来ま
せんでした。 
講義中、講義終了後に私語 

科目名 化学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学２ 化学反応と有機材料／吉⽥泰彦 他／実教出版：フォトサイエンス

化学図録 ／（数研出版）：プリントを配布する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG11510 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ 我々を取り巻く自然界を構成する物質が共通の元素から成り立つこと

を理解させ、原子の電子配置、元素の周期表の成り立ちを理解、説明できること。 
・ 物質を構成する為の化学結合を電子の振る舞いや電子の共有により理
解、説明できること。 
・ 物質の状態変化(固体・液体・気体)を構成原子、分子の運動性から理解、
説明できること。 
・ 身の回りの物質がどのような有機化合物で構成されているかを理解、説
明できること。 

受講者へのコメント 講義を受けるに当たり、授業以外全く、学習することなしに、講義をすべて理解
する事は難しいかと思われます。最低限、予習復習は必要と、思われます。 



連絡先 １学舎２階研究室 e-mail: aoki@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 月曜日 1，2 時限の講義としては、出席率は高いが、授業以外に学習した時間が
全くしない 3 割ともう少し演習課題の必要性を感じる。理解度、興味の関⼼度に
関して、8.5 割以上の満足度を示しているが、理解度が半分程度が 3 割程度と、
やや課題を残す。 

英文科目名 Elementary Chemistry I 
関連科目 化学基礎論 II、化学基礎実験、入門化学 
次回に向けての改善変更予定 今年度より、生物地球学科の 1 年次の定員増があり、本講義が選択科目にも関わ

らず、140 名を超える受講者を抱え、自由記述での指摘がある様に、大きな部屋
での最後列の学生さんにはスライド、板書が見えにくい状況であった。来季は、
板書サイズ、また、補助資料の指定など検討したい。 

講義目的 自然界を構成する水や空気や鉱物といった無機物、さらに我々のような有機生命
体は、それぞれ全く異なった外見や振る舞いを見せるが、これらを構成する物質
は共通した元素から出来ている。この講義では自然界を構成する元素のなりたち
を原子・電子レベルから理解を始め、さらに形成された分子および物質の化学的
な性質と化学反応上の気体・溶液における原理など、主に、無機物質を対象とし
た基礎的化学について解説する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。化学の基礎的概念を説明す

る。 
2 回 原子の構造と性質１：原子の構造と原子の基礎構造、元素の成り立ち、水素
原子の構造、原子の電子配置について説明する。 
3 回 原子の構造と性質２：電子の波動性と電子軌道、電子軌道と元素の化学的性
質、電子のエネルギーと原子の安定性について説明する。 
4 回 化学結合と分子の構造１：化学結合と電子との関係を電子軌道から考え、共
有結合、混成軌道と二重結合・三重結合の関係、共有結合以外の結合（イオン結
合・金属結合・配位結合）を説明する。 

準備学習 1 回 ｐH、分子量、物質量および有効数字の定義について予習を行うこと。 
2 回 有効数字を考えた溶液のモル濃度計算法の復習を行うこと。原子の基本構
造に関し予習を行うこと。 
3 回 水素原子の構造・電子配置について復習を行うこと。電子の波動性と電子軌
道に関し予習を行うこと。 
4 回 電子軌道と元素の化学的性質について復習を行うこと。化学結合の種類に
関し予習を行うこと。 
5 回 電子の混成軌道と二重結合・三重結合について復習を行うこと。分子間に働
く力に関し予習すること。 
6 回 分子の極性、電気陰性度、ファンデルワール 

 



年度 2014 
授業コード FGG11610 
成績評価 レポート(10%)、小テスト(10%)、および定期試験(80%)により評価する 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜14) 
見出し FGG11610 化学基礎論Ⅱ 
担当教員名 ⻘⽊ 宏之 
単位数 2 
教科書 基礎化学２ 化学反応と有機材料／吉⽥泰彦 他／実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード エネルギー、エントロピー、反応速度、化学平衡、酸塩基、中和反応、酸化還元

反応、界面活性剤、医薬品、高分子化合物、生命現象、環境汚染 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・⿊板に文字を大きく書いてほしい、字が小さかったり薄かったりした。： 来季

は最後列付近からの視認を確認しながら、板書改善を考えます。・⿊板が見やす
くなった。：秋学期から、春学期の指摘を受けて、板書のサイズ、また、濃いめの
板書を⼼がけました。また、H26 年度から⿊板が新しくなり、次のかすれなどは
改善できました。・注意してくれてよかった。：春学期、学生への注意のしてきが
あり、改善できたと思います。 ・教科書を改善して欲しい。：教職課程などを希
望されている学生さんも多く、出来るだけ内容を申さしているものを選んで 

科目名 化学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学１ 物質の構成と変化／吉⽥泰彦 他／実教出版：フォトサイエンス化

学図録 ／（数研出版）：プリントを配布する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG11610 
実務経験のある教員  
達成目標 授業の到達目標及びテーマ 

・ 生物を構成する元素、物質、生物が生きて行く為に必要な元素、物質を
学び、それらを必要とする反応過程を説明できること。 
・ 生物を構成する物質群が各種環境下(温度、イオン環境)で、生命活動に
必要な化学反応を促進するかを学び、理解すること。 
・ 生体分子を自発的集合させる分子間力を学び、生命の反応場の一つであ
る生体膜の成り立ちを理解すること。 

受講者へのコメント 昨年度も指摘した内容になりますが、?講義を受けるに当たり、授業以外全く、
学習することなしに、講義をすべて理解する事は難しいかと思われます。最低限、
予習復習は必要と、思われます。 

連絡先 １学舎２階研究室 e-mail: aoki@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 月曜日 1，2 時限の講義としては、出席率は高いが、授業以外に学習した時間が
全くしない 3 割ともう少し演習課題の必要性を感じる。理解度、興味の関⼼度に
関して、9.5 割以上の満足度を示しているが、理解度が半分程度が４割程度と、
やや内容、教科書の見直しを検討している。 

英文科目名 Elementary Chemistry II 
関連科目 化学基礎論 I,化学基礎実験,入門化学 
次回に向けての改善変更予定 今年度より、生物地球学科の 1 年次の定員増があり、春学期の化学基礎論１では

140 名を超える受講生であったが、秋学期の本講義は 100 名程度に落ち着き、比
較的静かな講義室であった。 ただ、自由記述での指摘がある様に、大きな部屋
での最後列の学生さんにはスライド、板書が見えにくい状況であったようで、来
季も、引き続き、板書サイズ、また、補助資料の指定なども採用したい。 

講義目的 地球上の最も美しい有機構造体のひとつである生物は、太古から現在に至る地球
環境変動の中、単純有機物質から高次構造化を経て生物へと進化を遂げてきた。
この一連の過程は、基本的な化学反応や構成分子の自発的集合体の集積による結
果と考えられる。この講義では生物を構成する生体成分の化学的知識を習得し、
生体内で起こる各種物質の化学反応を通して、生命現象の化学的側面を解説す
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。化学で用いる数学のついて

説明する。 
2 回 エネルギーと温度：気体分子の運動とエネルギーの保存を概説し、化学反応
と分子衝突、状態変化に伴うエネルギー・熱エネルギーについて説明する。 
3 回 エントロピー：自然現象の変化の方向および化学反応の変化の方向につい
て説明する。 
4 回 反応速度：化学反応の速さ、濃度、活性エネルギーおよび触媒について説明
する。 
5 回 化学平衡：可逆反応と化学平衡および化学平衡の移動について説明する 
6 回 酸と塩基：酸・塩基の定義とそれぞれ 

準備学習 1 回 化学計算に必要な有効数字の概念、指数、対数計算などについて予習するこ
と。 
2 回 濃度などの物質の量を用いた計算について復習すること。分子運動と温度
の関係に関し予習すること。 
3 回 化学エネルギーと熱エネルギーについて復習すること。エントロピーの定
義に関し予習すること。 
4 回 熱力学第 2 法則について復習すること。化学反応の速度と濃度の関係に関
し予習すること。 
5 回 素反応、多段階反応の例を復習すること。化学平衡の定義に関し予習するこ
と。 
6 回 可逆反応、化学平衡の移動について復習すること。酸と塩基の定 

 



年度 2014 
授業コード FGG11710 
成績評価 実験レポート 60％、中間実技試験 10％、定期試験 30％により成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜14) 
見出し FGG11710 化学基礎実験 
担当教員名 ⻘⽊ 宏之、森 義裕＊、直島 好伸 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験 −手引きと演習− ／ 佐藤幸子：理⼯系化学実験（−基

礎と応用− 第３版） ／ 坂⽥一矩編 ／ （東京教学社） 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属、マスキング 
定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、電離定数、pH、pKa、緩衝溶液、モ
ル濃度、質量百分率 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 授業は楽しくできたので、あとはレポート、、。：実習は楽しいものですが、レポー

ト作成は時間もかかり大変です、、。基礎実験は結果の分かった内容ですので、正
確な現象観察結果を、丹念に図書、資料をしらべ、レポートを完成してください。・
1 年間を通して、最も学習に時間を費やし、知識・技術を習得できた。 化学の
楽しさを人生初めて感じ、実験の意義を感じました。。：大変、嬉しいコメントで
す。 出来る限り、多くの学生さんがこんな感想を持ってもらえるような実習で
ありたいと思います。 

科目名 化学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

人）：大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社）：
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版）：基礎化学１ 物質の構成と変化／吉
⽥泰彦 他／実教出版：基礎化学 2 化学反応と有機材料／吉⽥泰彦 他／実教
出版 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを期限内に提出し受理されていることが、単位取得

の前提条件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験を安
全に行うため、白衣と保護眼鏡の着用を義務づける。 

シラバスコード FGG11710 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で

きる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）測容ガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフラスコ）の使用方
法を習得する。 



（４）pH メーター、分光光度計、電子天秤の使用方法を習得する。 
（５）詳しい実験観察結果を文章で表現し、物質の変化を化学反応式で記述でき
る。 
（６）報告書の基本的書き方を習得する。 
（７）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り日常的な物（⾷酢、ミネラルウォーター、ドリンク剤 

受講者へのコメント 午前中の実習のため、昼休みまでの終了を考え、講義開始時間を早めたが、十分
早くから実験準備を進め、積極的に取り組んでくれたことに評価します。前半の
定性分析での現象の細かな記述、後半の定量分析での実験過程での測定数値の取
り扱いなど、この実習で学んだ手技や知識を今後の実験実習に、十分活用してく
ださい。 

連絡先 １学舎２階研究室 電子メール aoki@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 実習講義であることから、出席率は高く。予習およびレポート作成に費やす学習
時間は 2 時間以上の学生が 8 割超えであった。 また、課題問題の取り組み、考
察記述における資料検索など、積極に取り組んでいる学生は 9 割以上であった。
また、1 年次対象の実習講義の為、実験を積極的に体験したい学生が集まり、満
足度も高い結果となった。 

英文科目名 Elementary Chemistry Laboratory 
関連科目 化学基礎論 I、 化学基礎論 II、 入門化学 
次回に向けての改善変更予定 実際の反応を見せる事は最小限必要であるが、演示実験および前説明の時間を短

くして、学生たちの実習時間を十分取れるよう配慮する。 
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の進め方、予習の仕方を説明する。 

安全・環境教育を実施する。 
2 回 基礎実験（金属と酸との反応）とレポート作成 
金属と強酸・強塩基との反応を調べることによって、化学実験で使われる器具お
よび試薬の基本的な取扱い方と、実験操作を学ぶ。 
3 回 第１属陽イオンの定性分析 （Ag, Pb） 
銀イオン、鉛イオンを 塩酸（第１属陽イオン分属試薬）と反応させ難溶性の塩化
物沈殿を生成する。塩化鉛と塩化銀の溶解度差、アンモニア共存下での塩化銀の
可溶性錯イオン形成などの化学的性質を利用して、両イオ 

準備学習 1 回 教科書第 1 章 pp.1〜9 化学実験の基本的注意を読んでおくこと。 
2 回 教科書第 1 章 pp.1〜9 および pp.36〜40. 実験レポートの書き方 を読ん
でおくこと。 
元素の周期表、イオン化傾向、強酸、強塩基、酸化力のある酸について復習して
おくこと。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 



3 回 教科書 pp.15〜18 を読み、難溶塩の溶解度と溶解度積について復習してお
くこと。 
教科書 pp.62〜68 を読み、陽イオンの分属と分属試薬について予習しておく。 
「化学実験−手引きと演 

 



年度 2014 
授業コード FGG11720 
成績評価 実験レポート 60％、中間実技試験 10％、定期試験 30％により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球学科(〜14) 
見出し FGG11720 化学基礎実験 
担当教員名 ⻘⽊ 宏之、森 義裕＊、直島 好伸 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験 −手引きと演習− ／ 佐藤幸子：理⼯系化学実験（−基

礎と応用− 第３版） ／ 坂⽥一矩編 ／ （東京教学社） 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属、マスキング 
定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、電離定数、pH、pKa、緩衝溶液、モ
ル濃度、質量百分率 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特にコメントはなかった。 
科目名 化学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

人）：大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社）：
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版）：基礎化学１ 物質の構成と変化／吉
⽥泰彦 他／実教出版：基礎化学 2 化学反応と有機材料／吉⽥泰彦 他／実教
出版 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを期限内に提出し受理されていることが、単位取得

の前提条件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験を安
全に行うため、白衣と保護眼鏡の着用を義務づける。 

シラバスコード FGG11720 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で

きる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）測容ガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフラスコ）の使用方
法を習得する。 
（４）pH メーター、分光光度計、電子天秤の使用方法を習得する。 
（５）詳しい実験観察結果を文章で表現し、物質の変化を化学反応式で記述でき
る。 
（６）報告書の基本的書き方を習得する。 
（７）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り日常的な物（⾷酢、ミネラルウォーター、ドリンク剤 



受講者へのコメント 講義開始時間より、十分早くから実験準備を進め、積極的に取り組んでくれたこ
とを評価します。前半の定性分析での現象の細かな記述、後半の定量分析での実
験過程での測定数値の取り扱いなど、この実習で学んだ手技や知識を今後の実験
実習に、十分活用してください。 

連絡先 １学舎２階研究室 電子メール aoki@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ⽊曜日午前のクラスが定員を超えたため、急遽開講したが、結果的に 5 名の受講
生となった。少人数であったこともあり、非常にまじめに積極的に次週に取り組
んでいた。予習およびレポート作成に費やす学習時間は 2 時間以上の学生が 8 割
程度。 また、課題問題の取り組み、考察記述における資料検索など、積極に取
り組んでいる学生は全員であった。また、1 年次対象の実習講義の為、実験を積
極的に体験したい学生が集まり、満足度も高い結果となった。 

英文科目名 Elementary Chemistry Laboratory 
関連科目 化学基礎論 I、 化学基礎論 II、 入門化学 
次回に向けての改善変更予定 実際の反応を見せる事は最小限必要であるが、演示実験および前説明の時間を短

くして、学生たちの実習時間を十分取れるよう配慮する。 
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の進め方、予習の仕方を説明する。 

安全・環境教育を実施する。 
2 回 基礎実験（金属と酸との反応）とレポート作成 
金属と強酸・強塩基との反応を調べることによって、化学実験で使われる器具お
よび試薬の基本的な取扱い方と、実験操作を学ぶ。 
3 回 第１属陽イオンの定性分析 （Ag, Pb） 
銀イオン、鉛イオンを 塩酸（第１属陽イオン分属試薬）と反応させ難溶性の塩化
物沈殿を生成する。塩化鉛と塩化銀の溶解度差、アンモニア共存下での塩化銀の
可溶性錯イオン形成などの化学的性質を利用して、両イオ 

準備学習 1 回 教科書第 1 章 pp.1〜9 化学実験の基本的注意を読んでおくこと。 
2 回 教科書第 1 章 pp.1〜9 および pp.36〜40. 実験レポートの書き方 を読ん
でおくこと。 
元素の周期表、イオン化傾向、強酸、強塩基、酸化力のある酸について復習して
おくこと。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
3 回 教科書 pp.15〜18 を読み、難溶塩の溶解度と溶解度積について復習してお
くこと。 
教科書 pp.62〜68 を読み、陽イオンの分属と分属試薬について予習しておく。 
「化学実験−手引きと演 

 



年度 2014 
授業コード FIA00110 
成績評価 卒業研究または卒業設計（指導教員による評価：６０％）、プレゼンテーションと

その内容（発表会参加教員による評価：４０％）を総合して評価し６０％以上を
合格とする。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA00110 特別研究 
担当教員名 後藤 義明、⽥中 利幸、吉⽥ 治典、松下 大輔、小林 正実、中山 哲士、

弥⽥ 俊 
単位数 8 
教科書 適宜指示をする。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示をする。 
授業形態 実験実習 
注意備考 配属された教員の指導に従って個別に行う。 
シラバスコード FIA00110 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の能力を身につけることを目指す。(1)自ら研究・設計計画を立てる。(2)必

要な資料を自分で獲得する手段を習得する。(3)既往の研究や建築作品のレビュ
ーを行う。(4)新たな課題を見出す。(5)自主的に解決法を考案する。(6)調査・実
験・分析・解析などに関する基礎能力を養なう。(7)課題の背景・目的を整理し、
自らが行った研究および設計について、その独自性を論理的に記述・表現する。
(8)適切なプレゼンテーション能力を身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表：学科⻑（原則は配属先指導教員） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Graduation Study 
関連科目 建築学科の全ての科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 配属された研究室で１年間を通じて卒業研究あるいは卒業設計を行う．研究室の

指導教員の下で、建築に関連した研究または設計に関して、自主的にテーマを設
定して、その課題の発見と問題解決に必要となる基礎能力を養いながら、研究ま



たは設計を遂行する。また、得られた成果は卒業論文または卒業設計としてまと
め上げ、一人で物事を完遂する能力、自分の考えをまとめる能力、プレゼンテー
ション能力などを身につけることを目標とする。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 配属された教員の指導に従って個別に行う。 

 



年度 2014 
授業コード FIA00211 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA00211 代数学基礎Ⅰ(再) 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 計算力をつける線形代数／神永正博・石川賢太／内⽥⽼鶴圃／978-4-753600328 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式、連立１次方程式の解法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 代数学基礎Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学んだ数学の基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FIA00211 
実務経験のある教員  
達成目標 行列および行列式の演算ができ、それにより、連立１次方程式の解が求められる

こと。 
受講者へのコメント  
連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Algebra I 
関連科目 本科目に引き続き、「代数学 Ⅱ」を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 行列を高校で履修していないことを前提にして、行列と行列式を中⼼とした内容

を述べる。その応用として、連立１次方程式の解法について説明する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「線形代数とは何かやなぜ線形代数を学習する必要があるのか」を説明す

る。 
2 回 行列の和と差、スカラー倍について解説する。 
3 回 行列の積について説明する。 
4 回 行列の基本変形による連立方程式の解法について説明する。 
5 回 行列の基本変形による連立方程式において、解が無数に存在する場合や解



が存在しない場合について解説する。 
6 回 逆行列の定義と求め方について説明する。 
7 回 高次の逆行列を求める計算方法について解説する。 
8 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 
9 回 ２行２列の行 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、授業内容の過程について把握しておくこと。 
2 回 高校での数学のテキストで行列を学習していたら予習しておくこと。 
3 回 行列の和と差、スカラー倍の計算方法について復習しておくこと。 
4 回 行列の演算について復習しておくこと。 
5 回 行列の基本変形について復習しておくこと。 
6 回 行列の基本変形について復習しておくこと。 
7 回 逆行列の定義と求め方について復習しておくこと。 
8 回 第１回から７回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておくこと。 
9 回 行列について全般的に復習して 

 



年度 2014 
授業コード FIA00221 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA00221 代数学基礎Ⅰ(再) 
担当教員名 濱谷 義弘 
単位数 2 
教科書 計算力をつける線形代数／神永正博・石川賢太／内⽥⽼鶴圃／978-4-753600328 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式、連立１次方程式の解法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 代数学基礎Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学んだ数学の基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FIA00221 
実務経験のある教員  
達成目標 行列および行列式の演算ができ、それにより、連立１次方程式の解が求められる

こと。 
受講者へのコメント  
連絡先 濱谷研究室 第一学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Algebra I 
関連科目 本科目に引き続き、「代数学 Ⅱ」を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 行列を高校で履修していないことを前提にして、行列と行列式を中⼼とした内容

を述べる。その応用として、連立１次方程式の解法について説明する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「線形代数とは何かやなぜ線形代数を学習する必要があるのか」を説明す

る。 
2 回 行列の和と差、スカラー倍について解説する。 
3 回 行列の積について説明する。 
4 回 行列の基本変形による連立方程式の解法について説明する。 
5 回 行列の基本変形による連立方程式において、解が無数に存在する場合や解



が存在しない場合について解説する。 
6 回 逆行列の定義と求め方について説明する。 
7 回 高次の逆行列を求める計算方法について解説する。 
8 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 
9 回 ２行２列の行 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、授業内容の過程について把握しておくこと。 
2 回 高校での数学のテキストで行列を学習していたら予習しておくこと。 
3 回 行列の和と差、スカラー倍の計算方法について復習しておくこと。 
4 回 行列の演算について復習しておくこと。 
5 回 行列の基本変形について復習しておくこと。 
6 回 行列の基本変形について復習しておくこと。 
7 回 逆行列の定義と求め方について復習しておくこと。 
8 回 第１回から７回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておくこと。 
9 回 行列について全般的に復習して 

 



年度 2014 
授業コード FIA00311 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA00311 代数学基礎Ⅱ(再) 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 計算力をつける線形代数／神永正博・石川賢太／内⽥⽼鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式、固有ベクトル、固有値、行列の対角化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 代数学基礎Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 代数学Ｉと解析学Ｉの授業内容を復習することを望む。 
シラバスコード FIA00311 
実務経験のある教員  
達成目標 連立１次方程式を表現する行列の固有値が求められること。 
受講者へのコメント  
連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Algebra II 
関連科目 「代数学Ｉ」と「解析学Ｉ」を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 代数学Ｉで学習した行列にベクトルを用いると連立１次方程式を表現でき、それ

らの連立１次方程式において自然現象の様々な量を記述する行列の固有値の求
め方について述べる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 代数学Ｉで学習した行列や行列式の性質について簡単に解説し、幾何ベク

トルについて説明する。 
2 回 ベクトルの内積とそれに関する問題の解法について説明する。 
3 回 ベクトルの外積とそれに関する問題の解法について説明する。 
4 回 空間の直線と平面の方程式のベクトル表示について解説する。 
5 回 ベクトルの一次変換と回転行列および、それらに関する問題の解法につい



て説明する。 
6 回 直線に対する折り返しの変換とそれに関する問題の解法について説明する。 
7 回 一次変換と行列式および、それらに関する問題の解法につい 

準備学習 1 回 代数学Ｉで学習した行列や行列式について復習しておくこと。 
2 回 幾何ベクトルについて復習しておくこと。 
3 回 ベクトルの内積について復習しておくこと。 
4 回 ベクトルの内積と外積について復習しておくこと。 
5 回 解析学Ｉで学習した三角関数について復習しておくこと。 
6 回 代数学Ｉで学習した行列の積と解析学Ｉで学習した三角関数について復習
しておくこと。 
7 回 代数学Ｉで学習した行列式について復習しておくこと。 
8 回 第１回から７回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておくこと。 
9 回 ベクトルと代 

 



年度 2014 
授業コード FIA00411 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA00411 解析学基礎Ⅰ(再) 
担当教員名 濱谷 義弘 
単位数 2 
教科書 計 算 力 を つ け る 微 分 積 分 ／ 神 永 正 博 ・ 藤 ⽥ 育 嗣 ／  内 ⽥ ⽼ 鶴 圃 ／ 978-4-

753600311 
アクティブラーニング  
キーワード 指数関数、対数関数、三角関数、微分、積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 解析学基礎Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FIA00411 
実務経験のある教員  
達成目標 １変数の微分と積分の計算ができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 濱谷研究室 第一学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Calculus I 
関連科目 高校の数学Ⅱ、またはそれに相当する科目を履修してるのが望ましい。 

本科目に引き続き、「解析学 Ⅱ」を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 微分積分学は、理⼯系学生にとって専門教育科目の基礎となる重要科目の１つで

ある。微分や積分を高校で履修していないことを前提にして、１変数の微分や積
分を中⼼とした内容について述べる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 指数関数、対数関数および三角比について説明する。 

2 回 三角関数と逆三角関数について解説する。 
3 回 関数の極限と導関数について説明する。 
4 回 合成関数と逆関数の微分法について解説する。 



5 回 ロピタルの定理と高次導関数について説明する。 
6 回 テイラー展開について解説する。 
7 回 関数の増減とグラフについて説明する。 
8 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 
9 回 不定積分と部分積分法について説明する。 
10 回 置換積分法について解説する。 
11 回 部分分数分解と三角関数の有理 

準備学習 1 回 高校の数学で使用したテキストで第１回講義内容の該当箇所を読み、理解
しておくこと。 
2 回 指数関数、対数関数および三角比について復習しておくこと。 
3 回 高校の数学で微分を学習していたら、使用したテキストで第３回講義内容
の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
4 回 導関数について復習しておくこと。 
5 回 関数の極限について復習しておくこと 
6 回 高次導関数について復習しておくこと。 
7 回 関数の極限と高次導関数について復習しておくこと。 
8 回 第１回から７回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておく 

 



年度 2014 
授業コード FIA00421 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA00421 解析学基礎Ⅰ(再) 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 計 算 力 を つ け る 微 分 積 分 ／ 神 永 正 博 ・ 藤 ⽥ 育 嗣 ／  内 ⽥ ⽼ 鶴 圃 ／ 978-4-

753600311 
アクティブラーニング  
キーワード 指数関数、対数関数、三角関数、微分、積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 解析学基礎Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FIA00421 
実務経験のある教員  
達成目標 １変数の微分と積分の計算ができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Calculus I 
関連科目 本科目に引き続き、「解析学 Ⅱ」を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 微分積分学は、理⼯系学生にとって専門教育科目の基礎となる重要科目の１つで

ある。微分や積分を高校で履修していないことを前提にして、１変数の微分や積
分を中⼼とした内容について述べる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 指数関数、対数関数および三角比について説明する。 

2 回 三角関数と逆三角関数について解説する。 
3 回 関数の極限と導関数について説明する。 
4 回 合成関数と逆関数の微分法について解説する。 
5 回 ロピタルの定理と高次導関数について説明する。 



6 回 テイラー展開について解説する。 
7 回 関数の増減とグラフについて説明する。 
8 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 
9 回 不定積分と部分積分法について説明する。 
10 回 置換積分法について解説する。 
11 回 部分分数分解と三角関数の有理 

準備学習 1 回 高校の数学で使用したテキストで第１回授業内容の該当箇所を読み、理解
しておくこと。 
2 回 指数関数、対数関数および三角比について復習しておくこと。 
3 回 高校の数学で微分を学習していたら、使用したテキストで第３回授業内容
の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
4 回 導関数について復習しておくこと。 
5 回 関数の極限について復習しておくこと 
6 回 高次導関数について復習しておくこと。 
7 回 関数の極限と高次導関数について復習しておくこと。 
8 回 第１回から７回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておく 

 



年度 2014 
授業コード FIA00511 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA00511 解析学基礎Ⅱ(再) 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 計算力をつける微分積分／神永正博・藤⽥育嗣／内⽥⽼鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード ２変数関数、偏微分、２重積分、２変数変換、平面極座標変換 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 解析学基礎Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 解析学Ｉの授業内容を復習することを望む。 
シラバスコード FIA00511 
実務経験のある教員  
達成目標 ２変数関数の偏微分と２重積分を計算できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Calculus II 
関連科目 「解析学Ｉ」と「代数学Ｉ」を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ２変数関数の偏微分と２重積分について述べる。２重積分の応用例として、体積

や表面積の求め方について解説する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 偏微分における２変数関数と偏導関数について説明する。 

2 回 偏微分における合成関数の微分法について解説する。 
3 回 偏微分における陰関数の導関数と高次偏導関数について説明する。 
4 回 偏微分におけるテイラー展開について解説する。 
5 回 偏微分における極値について説明する。 
6 回 偏微分に関する章末問題の解法について説明する。 
7 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 



8 回 ２変数の積分について説明する。 
9 回 ２重積分における⻑方形領域上の積分について解説する。 
10 回 ２重積分に 

準備学習 1 回 解析学 Ⅰ で学習した１変数の微分について復習しておくこと。 
2 回 偏導関数について復習しておくこと。 
3 回 偏導関数と合成関数の微分法について復習しておくこと。 
4 回 偏導関数、高次偏導関数および解析学 Ⅰ で学習した１変数のテイラー展
開を復習しておくこと。 
5 回 偏微分のテイラー展開について復習しておくこと。 
6 回 第１回から５回までの授業内容を復習しておくこと。 
7 回 第１回から６回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておくこと。 
8 回 解析学 Ⅰ で学習した１変数の積分について復習してお 

 



年度 2014 
授業コード FIA00611 
成績評価 課題レポート（２０％）と定期試験（８０％）により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA00611 物理学基礎論Ⅰ(再) 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 はじめて学ぶ物理学／阿部龍蔵／ サイエンス社／978-4-781911427 
アクティブラーニング  
キーワード 速度、加速度、力、運動の法則、仕事、エネルギー、相対運動、ローレンツ変換 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎論Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FIA00611 
実務経験のある教員  
達成目標 相対性理論を含めた力学の基礎的な知識を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Physics I 
関連科目 「数学 I」と「数学 III」を受講していることが望ましい。 

本科目に引き続き、「物理学 II」を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 日常生活で関わりがある点を強調しながら、できるだけ微分・積分を使わずに、

高校での物理未履修者にもわかる内容で、相対性理論を含めた力学について述べ
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理量、質量、⻑さおよび時間について説明する。 

2 回 運動の表し方としての速度について解説する。 
3 回 運動の表し方としての加速度について説明する。 
4 回 運動と力における力について解説する。 
5 回 運動と力における運動の法則について説明する。 
6 回 運動と力における重力場での運動について解説する。 



7 回 運動と力における円運動について説明する。 
8 回 仕事とエネルギーにおける仕事と仕事率について解説する。 
9 回 仕事とエネルギーにおける位置エネルギーと運動エネルギーについて説明
する。 
10 回 仕事 

準備学習 1 回 日常生活における⻑さや時間では、どのような単位が用いられているかを
事前に考えておくこと。また、高校で物理を履修していたら、使用した物理のテ
キストで第１回授業内容の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
2 回 物理量、質量、⻑さおよび時間について復習しておくこと。高校で物理を履
修していたら、使用した物理のテキストで第２回授業内容の該当箇所を読み、理
解しておくこと。 
3 回 速度について復習しておくこと。 
4 回 加速度について復習しておくこと。また、高校で物理を履修していたら、使
用した物理のテキストで第４回授 

 



年度 2014 
授業コード FIA00711 
成績評価 課題レポート（２０％）と定期試験（８０％）により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA00711 物理学基礎論Ⅱ(再) 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 はじめて学ぶ物理学／阿部龍蔵／ サイエンス社 
アクティブラーニング  
キーワード 温度、熱力学第１法則、熱力学第２法則、エントロピー、光、電気、磁気、電子、

原子、分子 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎論Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 解析学 Ⅰ で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。また、物理学 

Ⅰ を履修していることを前提に講義する。 
シラバスコード FIA00711 
実務経験のある教員  
達成目標 温度と熱、電気と電子・磁気、光、原子・分子の基礎的な知識を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Physics II 
関連科目 「解析学 I」と「物理学 Ⅰ」を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 日常生活で関わりがある点を強調しながら、できるだけ微分・積分を使わずに、

高校での物理未履修者にもわかる内容で、温度と熱、光、電気と電子・磁気、原
子・分子について述べる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 温度と熱における温度と状態方程式について説明する。 

2 回 温度と熱における熱力学第１法則について解説する。 
3 回 温度と熱における理想気体の性質について説明する。 
4 回 温度と熱における熱力学第２法則について解説する。 
5 回 温度と熱におけるエントロピーについて説明する。 



6 回 光における反射・屈折、干渉および分散について解説する。 
7 回 光における電磁波と熱放射について説明する。 
8 回 電気と磁気における静電気とクーロンの法則について説明する。 
9 回 電気と磁気における電場と電位について解説する。 

準備学習 1 回 氷、水、水蒸気の温度は通常どのように表されているかを事前に考えておく
こと。また、高校で物理を履修していたら、使用した物理のテキストで第１回授
業内容の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
2 回 熱について復習しておくこと。 
3 回 熱力学第１法則について復習しておくこと。 
4 回 日常生活における熱の特徴について事前に考えておくこと。 
5 回 熱力学第２法則について復習しておくこと。 
6 回 日常生活における光の特徴について事前に考えておくこと。 
7 回 物理学 Ⅰ で学習した光エネルギーについて復習しておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FIA00811 
成績評価 レポート（80 点）、データ処理演習（10 点）、実験技術（10 点）として評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA00811 物理学基礎実験(再) 
担当教員名 福⽥ 尚也、兵藤 博信 
単位数 2 
教科書 作成した実験手引書を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学実験、測定値、有効数字、誤差、精度 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎実験(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 物理学実験 基礎編／東京理科大学理学部第二部物理学教室編／内⽥⽼鶴圃：実

験精度と誤差／酒井英行訳、N.C.バーフォート著／丸善：他にも実験の際、適宜
紹介する。 

授業形態 実験実習 
注意備考 指定の実験ノートを購入しておくこと。関数電卓を所有している人は持ってくる

こと。 
教員の免許状取得のための必修科目・選択科目である。 

シラバスコード FIA00811 
実務経験のある教員  
達成目標 ①物理学の基本的な実験装置の取り扱い方法の技術を習得する。 

②得られたデータの解析とコンピュータによる実験データの処理の方法を習得
する。 
③誤差や精度の見積もりの方法を習得する。 
④報告書の作成方法を習得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館２階 福⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Primary Experiments in Physics 
関連科目 物理学基礎論Ⅰ、物理学基礎論Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学を学ぶ上で最も基本的な実験を数テーマ選び、順番に実施するとともに、

測定値の取り扱い、誤差や精度の見積もりについても学ぶ。実験のテーマとして
は、ボルダの振り子による重力加速度の測定、サールの装置によるヤング率の測



定、気柱の共鳴による音速の測定、回折格子による光の波⻑の測定等を取り扱う。
また、実験データの取り扱い方に関して、平均値と標準偏差の求め方、および、
最小二乗法を解説し、コンピュータを用いて実習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス１。実験についての一般的な注意を説明する。 

2 回 ガイダンス２。測定値と誤差について説明する。 
3 回 ガイダンス３。パソコンによる実験データの処理について説明する。 
4 回 実験１（前半の班）、またはデータ処理の演習(後半の班）を行う。 
5 回 実験１（後半の班）、または実験１のデータ処理とレポート作成（前半の班）
を行う。 
6 回 実験２（前半の班）、または実験１のデータ処理とレポート作成（後半の班）
を行う。 
7 回 実験２（後半の班）、または実験２のデータ処理とレポート作成（前半の班）
を行う。 
 

準備学習 1 回 教員の免許状取得のための科目であることを確認しておくこと。 
2 回 実験ノートを用意し、必要事項を記入しておくこと。 
3 回 測定値と誤差について復習をしておくこと。 
4 回 前回のデータ処理演習を復習しておくこと。 
5 回 前回のデータ処理演習を復習しておくこと。 
6 回 前回の実験レポートを完成させること。 
7 回 前回の実験レポートを完成させること。 
8 回 前回の実験レポートを完成させること。 
9 回 前回の実験レポートを完成させること。 
10 回 前回の実験レポートを完成させること。 
11 回 前回の実験レポ 

 



年度 2014 
授業コード FIA00911 
成績評価 レポート（２０％）、定期試験（８０％）により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA00911 力学(再) 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 物理学の基礎［１］力学／Ｄ．ハリディ 他著・野崎光昭 監訳／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード ベクトル、速度、加速度、Newton の法則、並進運動、力、運動エネルギー、仕

事 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 力学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード FIA00911 
実務経験のある教員  
達成目標 質点の力学の簡単な問題が解けること。 
受講者へのコメント  
連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mechanics 
関連科目 「解析学 I」と 「物理学 I」を履修していることが望ましい。 

「代数学 II」を同時に受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 力学は物理学の出発点であり、最も広い範囲で応用される基本的法則を含んでい

る。我々の日常生活で体験する現象をほぼ正しく記述する法則を学ぶ科目であ
る。本講義では、特に大きさのない１つの質点の運動現象について取り扱う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 直線運動における速度について説明する。 

2 回 直線運動における加速度について解説する。 
3 回 ベクトルの加法と単位ベクトルについて説明する。 
4 回 ベクトルの乗法、すなわちベクトルのスカラー積とベクトル積について解
説する。 



5 回 ２次元と３次元の運動における速度と加速度について説明する。 
6 回 ２次元と３次元の運動における放物運動について解説する。 
7 回 ２次元と３次元の運動における等速円運動と相対運動について説明する。 
8 回 力と運動における Newton の第１法則と Newton の第２法則につい 

準備学習 1 回 解析学 I で学習した微分について復習しておくこと。 
2 回 速度と解析学 I で学習した積分について復習しておくこと。 
3 回 解析学 I で学習した三角関数について復習しておくこと。 
4 回 ベクトルの加法と単位ベクトルについて復習しておくこと。 
5 回 微分、三角関数、ベクトル、速度および加速度について復習しておくこと。 
6 回 三角関数、ベクトル、速度および加速度について復習しておくこと。 
7 回 三角関数、ベクトル、速度および加速度について復習しておくこと。 
8 回 三角関数とベクトルについて復習してお 

 



年度 2014 
授業コード FIA01011 
成績評価 中間テスト・レポート・定期試験を総合的に評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA01011 情報リテラシー(再) 
担当教員名 岩崎 彰典 
単位数 2 
教科書 使用しない。パソコン使用の実技が中⼼なので必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード インターネット 学生用 Web メール ワード エクセル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報リテラシー(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用するソフトウェアの進歩は著しく、またほとんどの知識はインターネットを

通じて得ることができるので参考書は特に必要ありません。 
授業形態 実験実習 
注意備考 実技形式で行うため、出席が重要です。欠席・遅刻の場合、授業に追いつくのは

かなり困難です。レポート提出や中間テストはオンラインで行います。パソコン
上で処理するため、フォルダ名・ファイル名に不備があれば採点することができ
ませんので十分注意してください。定期試験はパソコンを使った実技試験とオン
ライン試験です。ＵＳＢメモリを購入しておくと便利です。岡山理科大学「OUS
コンテンツライブラリー」を使用する。 

シラバスコード FIA01011 
実務経験のある教員  
達成目標 １．インターネット・学生用 Web メールが活用できるようになること。 

２．ワードの基本的機能を理解し、レポート作成ができるようになること。 
３．エクセルの基本的機能を理解し、データ処理及びグラフ作成ができるように
なること。 
４．ワードの機能とエクセルの機能を組み合わせ、将来のレポート作成ができる
ようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 11 号館 5 階、電子メール:top@center.ous.ac.jp、電話：086-256-9773 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information Literacy 
関連科目 後期の情報リテラシーⅡの履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 大学での学習・研究はもとより、今や社会で生活するにもインターネットや計算
機による情報の収集、加⼯、発信は欠かせない。その原理と仕組みを理解し、技
法と倫理を学び、情報化社会を生きていくための最低限の知識を身につけること
を目的とする。大学での学習・研究はもとより、今や社会で生活するにもインタ
ーネットや計算機による情報の収集、加⼯、発信は欠かせない。その原理と仕組
みを理解し、技法と倫理を学び、情報化社会を生きていくための最低限の知識を
身につけることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オンラインでの受講登録をする。 

メモ帳や学生用 Web メールを使えるようにする。 
2 回 出席登録をする。 
メモ帳で一泊研修の感想の作文をする。 
3 回 Web を使った履修届けと学生用 Web メールの確認をする。 
メモ帳で一泊研修の感想の作文の続きをする。 
4 回 情報倫理とメールでのマナーを学習する。 
5 回 パソコンの仕組みの基礎知識。特にドライブ、フォルダ、ファイルの構造に
ついて学習する。 
6 回 ワードの基礎について学習する。 
7 回 ワードでの画像の取り扱いについて学習する。 
8 回 ワードでの数式処理と表 

準備学習 1 回 高校で学習した情報教科を復習してくること。 
メモ帳での作文のため一泊研修の感想を考えておくこと。 
2 回 パソコンへのログインや履修届けなどが確実にできること。 
3 回 学生用 Web メールの設定が正しいか確認しておくこと。 
4 回 「岡山理科大学情報倫理ガイドライン」と「岡山理科大学情報倫理要綱(学
生向)」を理解しておくこと。 
5 回 一泊研修の思い出の作文を仕上げておくこと。 
6 回 前回までの復習をしておくこと。 
7 回 ワードでの作文のため高校時代の思い出を考えておくこと。 
8 回 ワードで高校時代の思い出 

 



年度 2014 
授業コード FIA01111 
成績評価 定期試験(90%)と講義への取り組み姿勢、小課題等(10%)により評価する 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA01111 建築概論(再) 
担当教員名 後藤 義明、⽥中 利幸、吉⽥ 治典、松下 大輔、小林 正実、中山 哲士、

弥⽥ 俊 
単位数 2 
教科書 適宜プリント（資料）を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 建築計画、建築設計、建築史、環境、設備、構造、力学、都市、住宅 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築概論(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 建築概論 新訂三版 建築概論編集委員改会編（彰国社） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA01111 
実務経験のある教員  
達成目標 建築全般についての基本的な知識を習得する 
受講者へのコメント  
連絡先 後藤研究室 27 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Architecture 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築物の構成要素・建築のデザイン・計画の過程、構造計画、構造設計、建築設

備、地球環境・都市環境の関わり等について講義する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【後藤】オリエンテーション建築学の領域と分野について、人間生活におけ

る建築学の役割を根源的に入門者に分かり易く講述する。 
2 回 【李】建築とは について講義する。 
3 回 【江面】建築の始まり人間生活と様々な住いの２つについて講義し、歴史や
文化の違いによる様々な建築や住まいの形式やその誕生について学び、人の生活
における建築空間の意味と役割について考える。 
4 回 【後藤】住環境、現代の住宅、住宅産業について概説する。 



5 回 【弥⽥】建築の設計建築・設計に関する知識や技術を入門者に分かり易く、
実際の先端的 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 特になし 
3 回 図書館等で様々な建築や住まいについて確認しておくこと。また、人の生活
にとって建築はどんな必要性をもっているか考えておくこと。 
4 回 人の暮らしと住まいの関係について、自ら文献を調べて学習しておくこと。 
5 回 特になし 
6 回 特になし 
7 回 特になし 
8 回 特になし 
9 回 特になし 
10 回 特になし 
11 回 特になし 
12 回 都市空間とどのような関係性をもつ住空間が供給されているのかを調べて
おくこと。 
13 回 特になし 
14 回 特になし 
15 回 特になし 

 



年度 2014 
授業コード FIA01210 
成績評価 各講義で実施する演習および定期試験により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA01210 建築⼯学概論(再) 
担当教員名 ⽥中 利幸、小林 正実、山崎 雅弘 
単位数 2 
教科書 「最新建築構造入門」：実教出版株式会社および配布プリント 
アクティブラーニング  
キーワード ⽊構造、鋼構造、鉄筋コンクリート構造 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築⼯学概論(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA01210 
実務経験のある教員  
達成目標 ⽊、構、コンクリートなどの各種構造の性質と構成を理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ⽥中利幸研究室：24 号館 5 階 

山崎雅弘研究室：24 号館 5 階 
小林正美研究室：24 号館 5 階 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Architectural Engineering 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築物の各部分と全体が、どんのような材料を用いてどのように形づくられてい

るかについて学び、建築構造の基礎を理解する。。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 教科書および配布プリントにて次回講義について予習をする 

 



年度 2014 
授業コード FIA01310 
成績評価 集中講義の間に，数回試験を実施し，これによって評価する． 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA01310 建築応用数学(再) 
担当教員名 山崎 雅弘 
単位数 2 
教科書 適宜指示する． 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築応用数学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA01310 
実務経験のある教員  
達成目標 建築の基礎的な⼯学的問題を解くことができる． 
受講者へのコメント  
連絡先 山崎研究室 ２４号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Architectural Applied Mathematics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築には計画分野，構造分野，環境設備分野とも数学を用いて分析や問題を解く

ために必要な数学を修得する． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 解析学ⅠとⅡ，代数学ⅠとⅡの内容を復習しておくこと． 

 



年度 2014 
授業コード FIA01411 
成績評価 定期試験により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA01411 建築材料(再) 
担当教員名 平山 文則、李 明、小林 正実 
単位数 2 
教科書 「ベーシック建築材料／野口貴文 他 著／彰国社／978-4-395008834 

必要に応じてプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ⽊材，コンクリート，鋼材，焼製品，ガラス，石，左官材料，ボード類 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築材料(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 講義の進め方などの注意事項については，第 1 回目の講義で説明する。 
シラバスコード FIA01411 
実務経験のある教員  
達成目標 建築物の設計に必要となる材料選定の基本を理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先  平山研究室 27 号館 4 階 小林研究室 24 号館 5 階 李研究室 27 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Materials for Buildings 
関連科目 鉄筋コンクリート構造，鋼構造，⽊質構造建築生産、建築計画、建築デザイン論、

住宅デザイン論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築物を構成する部材はどのような材料でできているのか？その材料はどのよ

うな性能や特徴をもっているのか？について理解する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 構造材 コンクリートの材料（セメント、水、骨材、混和材料）について講

義する。 
2 回 構造材 コンクリートの性質について講義する。 
3 回 構造材 鋼材について講義する。 
4 回 構造材 ⽊材の種類、製品について講義する。 
5 回 構造材 ⽊材の性質について講義する。 



6 回 外装材 ガラス、サッシについて講義する。 
7 回 外装材 塗装材、吹き付けについて講義する。 
8 回 外装材 タイル、石について講義する。 
9 回 外装材 屋根、防水について講義する。 
10 回 その他の外装材について講義する。 
11 回 内装材 

準備学習 1 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
2 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
3 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
4 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
5 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
6 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
7 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
8 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
9 回 第 1 回から第 8 回までの講義内容を復習すること。 
10 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
11 回 身近なところで使われている左官材料を調べること。 
 

 



年度 2014 
授業コード FIA01510 
成績評価 レポートと発表(６０％）及び研修への取り組みの内容（４０％）を評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA01510 海外研修(再) 
担当教員名 吉⽥ 治典、江面 嗣人、⽥中 利幸 
単位数 2 
教科書 随時プリント（資料）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ⻄洋建築、⻄洋文化、⻄洋都市 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 海外研修(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ガイダンスにおいて、または随時指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 訪問先の調査を積極的に行うこと。 
シラバスコード FIA01510 
実務経験のある教員  
達成目標 訪問した建築のすばらしさを実感し、それを伝えるために有効な知識を習得す

る。 
受講者へのコメント  
連絡先 学科⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Overseas Training 
関連科目 建築概論、⻄洋建築史、近代建築史 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 創造意欲を高め、設計力、建築文化を理解する能力の向上をはかるために、記念

碑的建築物や世界的な建築家の作品に触れ、空間を体験する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 訪問および見学する地域や建築について事前に図書館等で調べておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FIA01611 
成績評価 実習態度、機器の据付けテスト ５０％、期末試験 ５０％。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 建築学科(〜08) 
見出し FIA01611 測量実習(再) 
担当教員名 高⽊ 宣徳＊ 
単位数 2 
教科書 図説 建築測量/藤井 衛、伊集院 博、千葉 一雄/産業図書 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 測量実習(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 自作プリントを用いて解説 
授業形態 実験実習 
注意備考 関数電卓を必ず持参すること。雨天時は、教室で実施する。 
シラバスコード FIA01611 
実務経験のある教員  
達成目標 建築の測量に関わる計算、実習測量機器の操作と特徴を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 岡山理科大学専門学校 建築学科 y_takaki@risen.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice on Measurement 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築測量の概要を理解し、建築⼯事で用いる主な測量機器の使用方法と、その特

徴を理解する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 建築測量の概要、標尺の読み方を解説する。 （教室で実施） 

2 回 レベル野帳の記入方法（器高式、昇降式）を解説する。 （教室で実施） 
3 回 屋外実習 レベルの据え付け方、視差の消去方法を解説する。（２７号館前、
芝生広場で実施） 
4 回 屋外実習 レベル測量を実施する。（２７号館前、芝生広場で実施） 
5 回 屋外実習 レベル測量を実施する。（２７号館前、芝生広場で実施） 
6 回 屋外実習 トランシット測量について、据え付け方を解説する。（２７号館
前、芝生広場で実施） 



7 回 屋外実習 トランシット測量について、 
準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 

2 回 前回の内容を復習しておくこと。 
3 回 前回の内容を復習しておくこと。 
4 回 前回の内容を復習しておくこと。 
5 回 前回の内容を復習しておくこと。 
6 回 前回の内容を復習しておくこと。 
7 回 前回の内容を復習しておくこと。 
8 回 前回の内容を復習しておくこと。 
9 回 前回の内容を復習しておくこと。 
10 回 前回の内容を復習しておくこと。 
11 回 前回の内容を復習しておくこと。 
12 回 前回の内容を復習しておくこと。 
13 回 レベル野帳の記入方法 

 



年度 2014 
授業コード FIA01711 
成績評価 平常点 （３０％） 期末試験 （７０％）により行う。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA01711 建築行政・法規(再) 
担当教員名 湯浅 康生＊、三村 重人＊ 
単位数 2 
教科書 基本建築関係法令集／井上書院 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築行政・法規(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎教材建築法規／井上書院 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA01711 
実務経験のある教員  
達成目標 法体系の目指す方向性や建築法規に関する基礎的な内容を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 三村重人 m4c4mx@bma.biglobe.ne.jp 湯浅康生 yuasa@risen.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Building Administration and Legislation 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築を造りそれを維持していく秩序で、社会的に要求されるものが建築法規であ

る。その中核をなす建築基準法を中⼼に、法体系と行政の果たす役割を理解する
とともに、関連する様々な関係法令についての基本理解を深める。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 建築法規① 建築基準法の概要、用語の定義、手続き規定を解説する。 

2 回 建築法規② 面積、高さの算定方法を解説する。 
3 回 建築法規③ 面積、高さの算定方法を解説する。 
4 回 建築法規④ 一般構造について解説する。 
5 回 建築法規⑤ 構造強度、耐火建築物について解説する。 
6 回 建築法規⑥ 防火区画、避難施設、内装制限について解説する。 
7 回 建築法規⑦ 用途地域、建ぺい率、容積率について解説する。 



8 回 建築法規⑧ 建ぺい率、容積率について解説する。 
9 回 建築法規⑨ 高さ制限について解説する。 
 

準備学習 1 回 建築基準法規の目次の項目をみて、建築に対し法規が制限する事項をメニ
ューとして把握しておくこと。 
2 回 法令集の当該項目について通読し、内容理解に努めること。 
3 回 法令集の当該項目について通読し、内容理解に努めること。 
4 回 各自、身近な建築物等を題材にするなど、その建築物から感じられる建築物
の規模、構造、用途等等について疑問を感じること があれば、その対策を提案す
ることを考えてみること。 
5 回 建築物に作用する力の種類を調べ、その力の違いを考えてみること。度々作
用する力と、まれに作用する力に分類す 

 



年度 2014 
授業コード FIA01811 
成績評価 研修内容のレポートと発表及び研修への取り組みの内容を評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA01811 企業実習(再) 
担当教員名 吉⽥ 治典、江面 嗣人、⽥中 利幸 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 建築設計、建築計画、⻄洋建築 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 企業実習(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 実験実習 
注意備考 訪問先の調査を積極的に行うこと。 
シラバスコード FIA01811 
実務経験のある教員  
達成目標 訪問した建築のすばらしさを実感し、また、それらの空間が創造される過程を体

験し、それらを創造するために有効な能力を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 学科⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Internship 
関連科目 建築設計、建築計画、建築概論、日本建築史、⻄洋建築史、近代建築史 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学外における創造的な建築作品を造る仕事内容や、記念碑的建築物や世界的な建

築家の作品にふれ、創造的な空間またはその創造の過程を体験することによっ
て、創造意欲を高め、設計力や計画力、建築文化を理解する能力の向上をはかる。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 研修する訪問先および見学する地域や建築について事前に図書館等で十分に調

べておくこと。 
研修先について担当教員に事前に相談し、十分な指導をうけること。 

 



年度 2014 
授業コード FIA01911 
成績評価 各回の講義で実施する演習および定期試験で評価する．両者の配点ウェイトは

各々70％および 30％とする． 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA01911 技術者倫理(再) 
担当教員名 ⽥中 利幸、吉⽥ 治典、松下 大輔、小林 正実、中山 哲士、弥⽥ 俊男、

平山 文 
単位数 2 
教科書 「技術者倫理の世界」／藤本温 編著 川下智幸，下野次男，南部幸久，藤⽥孝

之 共著／森北出版／978-4-627973022 
及び必要に応じてプリントを配布． 

アクティブラーニング  
キーワード 普遍倫理，個人倫理，職業倫理，技術倫理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 技術者倫理(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 講義の進め方などの注意事項については，第 1 回目の講義で説明します． 
シラバスコード FIA01911 
実務経験のある教員  
達成目標 建築技術者の倫理的責任の重要性を理解し，事故や失敗を起こさないために必要

な倫理観と柔軟な考え方を身につける． 
受講者へのコメント  
連絡先 ⽥中利幸研究室 24 号館 5 階 eMail:tanaka@archi.ous.ac.jp Phone:086-256-

9769 山崎雅弘研究室 24 号館 5 階 eMail:yamazaki@archi.ous.ac.jp Phone:086-
256-9769 吉 ⽥ 治 典 研 究 室  27 号 館 5 階  eMail:yoshida@archi.ous.ac.jp 
Phone:086-256-9660 後藤義明研究室 27 号館 5 階 eMail:goto@archi.ous.ac.jp 
Phone:086-256-9645 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Engineering Ethics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 技術倫理の学習では教科書に書いてあることを覚えることに加えて，過去の実例

や仮想事例に即して自分だったらどうするかを考えることが大切です．状況に応



じてよりよい対処手段を考える力を養います． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

技術者倫理概論(1)技術者倫理とはを理解する 
2 回 技術者倫理概論(2)倫理と法を理解する 
3 回 技術者倫理概論(3)倫理問題の解決方法を理解する 
4 回 建築における技術者倫理(1) 構造設計の分野に関する倫理問題について演
習する 
5 回 建築における技術者倫理(2) 建築の基礎構造に関する倫理問題について演
習する 
6 回 建築における技術者倫理(3) 震災の被害に潜む責任問題に関する倫理問題
について演習する 
7 回 建築における技術者倫理(4) 建築・都市の環境分野に関する倫理問題に 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 前回の講義内容を復習する 
教科書および配布プリントを予習する 
3 回 前回の講義内容を復習する 
教科書および配布プリントを予習する 
4 回 1〜3 回までの配布資料を復習すること 
5 回 1〜3 回までの配布資料を復習すること 
6 回 1〜3 回までの配布資料を復習すること 
7 回 1〜3 回までの配布資料を復習すること 
8 回 1〜3 回までの配布資料を復習すること 
9 回 1〜3 回までの配布資料を復習すること 
10 回 1〜3 回までの配布資料を復習すること 
11 回 1〜3 回までの配布資料を復習すること 
1 

 



年度 2014 
授業コード FIA02011 
成績評価 各課題の点数の平均値を成績とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA02011 設計演習Ⅰ(再) 
担当教員名 松下 大輔、弥⽥ 俊男、平山 文則、李 明、江面 嗣人、後藤 義明、野口 

毅＊、 
単位数 3 
教科書 製図道具を購入または用意：講義の際に配付する資料を用いる 
アクティブラーニング  
キーワード 製図、作図、図学、建築作品、図面表現、建築模型、模型写真 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 設計演習Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考 製図室の使用に当たっては、製図板や身の回りの整理整頓、清掃を行い、適切な

環境で演習を行うこと。カッターなどの使用に当たってはけがをしないよう十分
注意すること。 

シラバスコード FIA02011 
実務経験のある教員  
達成目標 建築図面の基礎的な製図方法を習得する。正確に、速く、美しい図面を描く技能

を身に付ける。今後の演習などに必要な基礎的技術を体得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館４階 松下 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Atelier Practice of Architectural Design I 
関連科目 建築概論、住宅計画、建築計画、近代建築、建築デザイン論、ＣＡＤ／ＣＧ演習

Ⅰ・Ⅱ、設計演習Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 製図基礎、建築製図基礎、建築製図、図学基礎、建築作品の表現、建築模型、建

築模型の撮影の各課題に関する講義と課題制作を通して、建築図面の概念や原理
を理解し、近代建築の代表的作品の空間構成を学び、建築製図や図面表現の基本
技能を習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、製図基礎：製図道具の使用方法、製図線の描き方の練



習を行う。見本図の模写により、線の引き方、文字や寸法の描き方などの製図の
基本技能を身につける。 
2 回 製図基礎：見本図の模写の課題制作を進める。課題制作を通して製図道具の
使用方法、製図の基本技能を習得する。 
3 回 建築製図基礎：建築図面の表記法を学習する。課題制作を通して平面図の概
念、製図方法を習得する。 
4 回 建築製図基礎：建築図面の表記法を学習する。平面図、立面図、断面図など
の課題制作を通して、建築図面の概念、実空間との関係、作 

準備学習 1 回 所定の製図道具一式が揃っているか予め確認し、毎回必ず持参する。製図板
や製図道具の清掃のための布巾なども適宜用意すること。 
2 回 製図道具の役割、使用方法、製図線の引き方を習得しておく。製図道具の準
備、製図板や道具の清掃、座席回りの整理整頓は毎回行うこと。 
3 回 課題を完成させて授業開始前に提出する。製図線の引き方、製図方法を各自
で練習して習得しておくこと。 
4 回 平面図、立面図、断面図の概念、製図方法を練習して習得しておくこと。 
5 回 課題の制作を進めること。 
6 回 課題を完成させて授業開始前に提出 

 



年度 2014 
授業コード FIA02111 
成績評価 課題提出等の平常点(20%)と定期試験(80%)により評価する 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA02111 日本建築史(再) 
担当教員名 江面 嗣人 
単位数 2 
教科書 「日本建築史序説」太⽥博太郎著、「日本建築史図集」日本建築学会編 
アクティブラーニング  
キーワード 歴史的建造物、文化財、日本文化、文化財の保護、歴史及び文化の活用 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本建築史(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「日本の建築」太⽥博太郎著 

「古建築の細部意匠」近藤 豊著 
授業形態 講義 
注意備考 15 回の講義終了後に最終試験を行う 
シラバスコード FIA02111 
実務経験のある教員  
達成目標 古代から中世に至る建築の歴史について理解し、歴史的建造物の保護の体制につ

いて理解する。こられを通して、日本の建築文化を理解し、現代社会における日
本文化の役割について考える能力を育成する。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 5 階 504 号江面研究室、ezura@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 History of Japanese Architecture 
関連科目 ⻄洋建築史、近代建築史、建築概論と合わせて学ぶことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 歴史学の意義及び研究方法をまず学び、日本の歴史的建造物の形式や特徴を中⼼

に日本建築の古代から近世までの歴史を学び、さらにその保護の制度と体制につ
いて学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  歴史学及び歴史的建造物に関する概論とし、日本建築史に何を学ぶか、建

築史の現代的な役割について説明する。 
2 回  日本建築の形式と構造の特徴について学ぶ。 
3 回  古代建築史Ⅰとして、原始から古代への建築について学べ、特に神社建築



の形式について学ぶ。 
4 回  古代建築史Ⅱとして、奈良時代の仏教建築の伝来や発展を中⼼に学ぶ。 
5 回  古代建築史Ⅲとして、平安時代以降の仏教建築の発達や寝殿造の特徴等に
ついて学ぶ。 
6 回  中世建築史Ⅰとして、鎌倉時代の仏教建築の発達について学び、特に大仏
様や禅宗様の伝来 

準備学習 1 回  シラバスを良く確認し学習の過程を理解しておくこと。 
2 回  教科書の「日本建築の特質」について良く読み、図書館で歴史的建造物に
ついて調べておくこと。 
3 回  教科書の「中世」について良く読み、図書館でその時代の建物について調
べておくこと。 
4 回  教科書の「古代」について良く読み、図書館でその時代の建物について調
べておくこと。 
5 回  教科書の「古代」について良く読み、図書館でその時代の建物について調
べておくこと。 
6 回  教科書の「中世」について良く読み、図書館でその時代の建物について調
べておく 

 



年度 2014 
授業コード FIA02211 
成績評価 定期試験(85%)と講義への取り組み姿勢、小課題等(15%)により評価する 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA02211 住宅計画(再) 
担当教員名 後藤 義明 
単位数 2 
教科書 適宜プリント（資料）を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード ユニバーサルデザイン 人間⼯学 住文化 集合 ⼾建て 生活 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 住宅計画(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 第２版コンパクト建築設計資料集成［住居] 丸善 
授業形態 講義 
注意備考 住宅は最も身近な建築物です。建築を学ぶ学生として、改めて、生活とその器で

ある住宅に対して興味を持って講義に臨んで下さい。 
シラバスコード FIA02211 
実務経験のある教員  
達成目標 住宅を設計する際に必要な基礎知識を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 後藤研究室 27 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Housing Design 
関連科目 ハウジング、建築概論、設計演習Ⅱ、建築計画 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生活動作や様式を概説し、住要求の理解を深める。日本における住宅計画の変遷

をふまえ、⼾建独立住宅と集合住宅の住⼾と敷地利用の計画方法を講述する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ＜ガイダンス／誰と、どこで、どのように住む＞住宅づくりのキーワード、

パーソナルスペース、家族の変化、暮らしの変化、身体の変化、住宅のプランニ
ングに求められることを講義する。 
2 回 ＜しきたりを考える／文化と住宅の関係を知る＞ １．住文化 住まいの
原型・アジアの住宅・近年の住宅の変遷・⾷寝分離の意味 ２．寸法・モジュー
ル ⻩金比・モデュロール・和の寸法体系を講義する。 
3 回 ＜生活動作から空間を考える＞ １．生活のスペースを組み立てる ２．人



体の寸法を知る 人体の伝統的尺度 姿勢と占有空間・基本姿勢・ 
準備学習 1 回 住宅について関連する文献や資料を調べること。 

2 回 日本の住文化について文献で調べること。 
3 回 人の寸法、住宅内の各部の寸法を調べること。 
4 回 玄関や門扉回りでの生活動作について調べること。 
5 回 ⾷事や調理に関わる動作について調べること。 
6 回 排泄や家事に関わる動作について調べること。 
7 回 住宅や街の中にある不便さ、不便なところを調べること。 
8 回 住宅に関わる法律について調べること。 
9 回 ⼾建て住宅の敷地計画について文献等で調べること。 
10 回 コミュニティについて文献等で調べること。 

 



年度 2014 
授業コード FIA02311 
成績評価 課題への取り組み姿勢、各課題の提出作品により行う 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA02311 設計演習Ⅱ(再) 
担当教員名 後藤 義明、松下 大輔、ジェフリー ムーサス＊、弥⽥ 俊男、平山 文則、

李 明、 
単位数 3 
教科書 講義の際に配付する資料を用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード 住宅計画、カフェ、製図、表現、プレゼンテーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 設計演習Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 飲⾷施設、住宅等に関する図書。 
授業形態 演習 
注意備考 計画を立てて、着実に作業を進めること。 
シラバスコード FIA02311 
実務経験のある教員  
達成目標 １）規模の小さい建物の基本計画を行える。２）製図等のプレゼンテーションと

模型作成の基本技術を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 後藤研究室（27 号館 5 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Atelier Practice of Architectural Design II 
関連科目 設計演習Ⅰ、建築概論、住宅計画、建築計画 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「キャンパスカフェ」と「住宅」の 2 つの課題を通して、小規模建築の空間構成

の基本的な方法を学ぶ。製図等のプレゼンテーション技法と模型作成技術を習得
する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、【課題 1】「キャンパスカフェ」 課題を説明する。 

敷地を調査する。敷地および周辺の模型を製作する。 
2 回 「キャンパスカフェ」必要諸室のボリュームスタディと設計条件を整理す
る。敷地利用計画の草案を批評する。 
3 回 「キャンパスカフェ」1/100 平面図による草案を批評する。並びに改善を指



示する。 
4 回 「キャンパスカフェ」最終草案を批評する。並びに改善を指示する。 
5 回 「キャンパスカフェ」計画案を承認する。図面を作成する。 
6 回 「キャンパスカフェ」1/100 模型を製作する。 
7 

準備学習 1 回 プレゼンテーション技法に関して文献等で学習すること。  
飲⾷施設等に関する文献や資料を調べること。 
2 回 敷地利用計画、ラフプランを検討し、草案を作成すること。 
3 回 検討模型によるボリュームスタディ等を行い、プラン案を 1/100 平面図に
まとめること。 
4 回 立面、平面、断面、意匠等の計画をし、最終草案を検討すること。 
5 回 最終草案を修正すること。プレゼンテーション用図面表現技法を研究する
こと。 
6 回 模型材料を検討し、模型の表現技法を研究すること。 
7 回 最終成果物の図面および模型等を完成するこ 

 



年度 2014 
授業コード FIA02411 
成績評価 定期試験(80％）および小課題提出（20％）により評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA02411 都市計画(再) 
担当教員名 弥⽥ 俊男 
単位数 2 
教科書 適宜資料（プリント）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 都市、まちづくり、地域活性化、地球環境 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 都市計画(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 佐藤圭二、杉野尚夫「新都市計画総論」、⿅島出版会 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FIA02411 
実務経験のある教員  
達成目標 人間が居住し活動する場としての都市の計画・設計方法の基本を習得し、都市に

おける建築の在り方についての基本認識を持ち、日常生活の中で都市計画との関
わりに常に意識を持つようになることを目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 5 階 弥⽥研究室 086-256-9426  yada@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Urban Planning 
関連科目 都市設計、環境デザイン 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 都市の歴史を通して都市計画の沿革や考え方を学び、現在の都市計画制度や仕組

み、事業手法等および国内外のまちづくりの事例を概説して、都市計画に関する
基礎的知識を習得すると共に、今日的課題である住⺠主体・協働のまちづくり、
地域活性化、地球環境問題と都市問題などに関する認識を深め理解することを目
的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 都市計画を学ぶ意義や講義の構成について説明する。 

古代都市の成立から中世まで都市の成立過程について講述する。 
2 回 現代ヨーロッパ諸都市の基盤を形成した中世ヨーロッパ都市を中⼼として、



近代以前の都市づくりについて講述する。 
3 回 現代都市計画につながるイギリスの産業革命から始まった近代都市計画の
系譜について講述する。 
4 回 都市を現実的に規定している我が国の都市計画法制度について、その意義
と内容について講述する。 
5 回 都市を構成する都市機能と居住機能が合理的・機能的に形成される都市の
土地利用計画の 

準備学習 1 回 シラバスを確認して、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 ヨーロッパ中世都市成立の背景と都市の特徴について調べておくこと。 
3 回 イギリス産業革命の進展に伴い生じた都市問題について調べておくこと。 
4 回 都市計画法と市町村の総合計画および建築基準法との関係について調べて
おくこと。 
5 回 人々が安全で快適に住み働き憩うことができるまちとは、まちとしてどの
ような条件が必要であるかを考えておくこと。 
6 回 都市活動によって生じるゴミ、排熱、下水などの排出物が地球環境に与える
負荷を低減するために出来るライフ 

 



年度 2014 
授業コード FIA02511 
成績評価 ・提出課題（80%）、チェックテスト（20%） 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA02511 ＣＡＤ／ＣＧ演習Ⅰ(再) 
担当教員名 松下 大輔、新宮 邦博＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード コンピューターグラフィックス、プレゼンテーション、デザイン、設計、製図 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ＣＡＤ／ＣＧ演習Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 AutoCAD 基礎講習（オリジナル PDF） 
授業形態 演習 
注意備考 資料配布データ保管に USB メモリを使うので、各自準備すること（初回に説明

する）。教科書演習中、毎回、小テストを行う。これらすべてのテストに合格する
ことで単位認定の条件とする。宿題は、学内 PC を利用するほか、AutoCAD は
無償（英語版）で入手できるので、PC を所有している人はぜひインストールし
て、自宅にも学習環境をつくることを望む。 

シラバスコード FIA02511 
実務経験のある教員  
達成目標 AutoCAD を用いた 2D 製図スキルの習得、プレゼンテーションの方法を習得 
受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館４階 松下 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice on CAD and CG I 
関連科目 ＣＡＤ／ＣＧ演習Ⅱ、設計演習Ⅰ、設計演習Ⅱ、設計演習Ⅲ、設計演習Ⅳ、設計

演習Ⅴ、特別研究 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現在の設計業務において必須とされる CAD での基本的な製図スキルを習得する 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（教室と PC の使い方の説明、授業の概要説明、Autodesk 

Building Design Suite の紹介と起動方法など説明）   
     
2 回 基本操作演習（教科書 PDF に基づいて）    



    
3 回 小テストと基本操作演習（教科書 PDF に基づいて）  
      
4 回 小テストと基本操作演習（教科書 PDF に基づいて）  
      
5 回 小テストと基本操作演習（教科書 PDF に基づいて）  
      
6 回 小テストと基本操作演習（教科書 PDF に基づいて）  
      
 

準備学習 1 回 Windows の基本的操作（起動、終了、ファイル操作などの学習）やタッチ
タイピングの練習        
2 回 前回までに学んだ箇所を復習し、完璧に身につけておくこと。 
       
3 回 前回までに学んだ箇所を復習し、完璧に身につけておくこと。 
       
4 回 前回までに学んだ箇所を復習し、完璧に身につけておくこと。 
       
5 回 前回までに学んだ箇所を復習し、完璧に身につけておくこと。 
       
6 回 前回までに学んだ箇所を復習し、完璧に身につけておくこと。 
       
7 回 前回 

 



年度 2014 
授業コード FIA02611 
成績評価 課題への取り組み姿勢、各課題の提出作品により行う。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA02611 設計演習Ⅲ(再) 
担当教員名 江面 嗣人、後藤 義明、松下 大輔、ジェフリー ムーサス＊、弥⽥ 俊男、

平山 文 
単位数 3 
教科書 講義の際に配付する資料を用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード 美術館、展示の場、学びの場、遊びの場、幼稚園、設計、製図、表現、プレゼン

テーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 設計演習Ⅲ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 設計資料集成等の設計事例、建築計画の図書 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FIA02611 
実務経験のある教員  
達成目標 １）美術や幼児を対象とする小規模建物の基本計画を行い、建築として図面表現

できる。２）製図、模型作成等のプレゼンテーション技法を獲得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 江面研究室（２７号館５階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Atelier Practice of Architectural Design III 
関連科目 設計演習Ⅰ、建築概論、建築計画 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 計画等の講義から得られた知識などを元に、美術館と幼稚園の２つの課題を通し

て、快適に美術を鑑賞したり学んだりする場、子供が遊びながら学ぶ場など人間
生活と建築の空間構成の基本的な方法を学び、これらを構造との整合性や建築の
空間を平面図や断面図などの製図で表現し、模型やパースなどのプレゼンテーシ
ョン技法を習得する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、演習内容説明、【課題 1】「美術館」課題説明及び計画

講義、敷地調査と敷地模型の制作する。 



2 回 美術館の必要諸室のヴォリュームスタディ、敷地利用計画、必要諸室の機能
等設計条件を整理する。 
3 回 美術館のヴォリューム模型、スケッチ、ラフプラン、敷地利用計画等草案批
評する。 
4 回 構造および設備の計画講義。美術館の草案批評並びに改善指示、検討模型に
よるヴォリュームスタディ等を行い、架構方法、断面、プラン案をスタディ模型
にまとめる。 
5 回 最終草案の批評並びに改善指示、立面、平面、断面等 

準備学習 1 回 シラバスを良く確認し、学習過程を確認しておくこと。 
2 回 美術館等に関する設計事例、資料学習、展示の場、美術の学びの場はどのよ
うな場であるかを検討しておくこと。」 
3 回 敷地利用計画、ラフプラン検討をしておくこと。 
4 回 検討模型によるヴォリュームスタディ等を行い、架構方法、断面、プラン案
をスタディ模型にまとめること。 
5 回 立面、平面、断面等の計画、最終草案の検討すること。 
6 回 最終草案の修正、プレゼンテーションの図面表現を検討しておくこと、模型
材料の検討、模型の表現技法の研究すること。 
7 回 

 



年度 2014 
授業コード FIA02711 
成績評価 定期試験（80%）と講義への取り組み姿勢、小課題等(20%)により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA02711 ハウジング(再) 
担当教員名 後藤 義明、松下 大輔、李 明、中村 孝之＊ 
単位数 2 
教科書 適宜プリント（資料）を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード ⼯業化住宅 地域住宅産業 リノベーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ハウジング(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の中で適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA02711 
実務経験のある教員  
達成目標 ・住宅を供給するシステム、住宅および住宅関連産業の事業、再生・修復などの

基礎知識を習得する。 
・良好な住宅や住宅地を実現するシステム・⼯法などを認識する。 

受講者へのコメント  
連絡先 後藤研究室（27 号館５階）、李研究室、松下研究室（27 号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Theory of Housing 
関連科目 住宅計画、建築計画、都市設計、都市計画 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 住宅の需給構造をはじめ、個々の住宅を供給する⼯務店や住宅メーカーの設計・

施⼯システムから、集団的に住宅を供給する地域開発事業までを講述する。また、
住宅生産システムや、住宅の修復・再生の必要性とその⼯法などについても講述
する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。⼯業化による住宅生産（１）⼯法を講義する。 

2 回 ⼯業化による住宅生産（２）住宅メーカーを講義する。 
3 回 ⼯業化による住宅生産（２）住宅メーカーを講義する。 
4 回 住宅関連産業（２）住宅建材の生産・供給を講義する。 



5 回 高齢居住関連住宅の生産・供給を講義する。 
6 回 リフォーム・リノベーションの内容・手法を講義する。 
7 回 公的住宅施策と住宅市場を講義する。 
8 回 ストック再生を講義する。 
9 回 地域住宅産業と住宅（森林ー⽊材ー環境）を講義する。 
10 回 住宅生産・建設の実際 

準備学習 1 回 ⼯業化による住宅生産のシステムについて調べておくこと。 
2 回 ⼯業化による住宅生産の現状について調べておくこと。 
3 回 我が国の設備産業の現状について調べておくこと。 
4 回 我が国の建材産業の現状について調べておくこと。 
5 回 高齢期に住む住宅の種類と特徴を調べておくこと。 
6 回 リフォーム産業の現状ついて調べておくこと。 
7 回 住宅施策について調べておくこと 
8 回 古い団地を建て替えるより再生・修復させることが行われているが、その理
由を考えておくこと。 
9 回 住宅建設分野における⼯務店の役割につい 

 



年度 2014 
授業コード FIA02811 
成績評価 課題提出等の平常点（２０％）と定期試験（８０％）の点数により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(09〜10) 
見出し FIA02811 ⻄洋建築史(再) 
担当教員名 江面 嗣人 
単位数 2 
教科書 『⻄洋建築史図集』３訂版、日本建築学会、彰国社刊 
アクティブラーニング  
キーワード ⻄洋、歴史的建造物、⻄洋の社会変化、建築意匠、建築文化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⻄洋建築史(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 森⽥慶一『⻄洋建築入門』東海大出版界 
授業形態 講義 
注意備考 15 回の講義の後に定期試験を行う。 
シラバスコード FIA02811 
実務経験のある教員  
達成目標 ⻄洋の古代から中世、近世に至る建築の歴史について学び、その形式や特徴につ

いて理解し、また、⻄洋における各国の文化と建築の関係についても理解し、そ
の歴史の延⻑としてこれからの建築のあり方を考える能力を育成する。それによ
って、文化としての建築及び都市空間を創造する能力を育成する。 

受講者へのコメント  
連絡先 江面研究室 ２７号館５０４号室 E-mail：ezura@archi.ous.ac.jp 電話：086-256-

9742 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 History of Western Architecture 
関連科目 日本建築史、近代建築史、建築概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⻄洋の歴史的建造物の形式や特徴を中⼼に、⻄洋建築の歴史について、ギリシア、

ローマの古代建築からロマネスク、ゴシック、ルネッサンス、バロックなどの中
世、近世までの様式建築の歴史を学ぶ。講義においては、⻄洋における社会的及
び文化的背景等によって形成された建築の様式や意匠という視点を重視し、文化
と建築との関係について理解することを主たる目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ⻄洋の歴史的建造物の概論（形式と構造）として⻄洋建築史学習の意義と⻄



洋の建造物の発展と特徴を概観する。 
2 回 ⻄洋古代建築史Ⅰとして、⻄洋建築周辺史及び⻄洋建築の誕生（古代ギリシ
ャ建築）について学ぶ。 
3 回 ⻄洋古代建築史Ⅱとして、古代ローマ建築の発達について学ぶ。 
4 回 ⻄洋古代建築史Ⅲとして、初期キリスト教建築及びビザンチン、イスラム建
築について学ぶ。 
5 回 ⻄洋中世建築史Ⅰとして、ロマネスク建築について学ぶ。 
6 回 ⻄洋中世建築史Ⅱとして、ロマネスク建築のプランと空間の発達について
学ぶ。 
7 回 

準備学習 1 回 シラバスを良く確認し学習の過程を理解しておくこと。 
2 回 図書館で⻄洋建築周辺史及び⻄洋建築の誕生（古代ギリシャ建築）について
調べておくこと。 
3 回 図書館で古代ローマ建築について調べておくこと。 
4 回 図書館で初期キリスト教建築及びビザンチン、イスラム建築について調べ
ておくこと。 
5 回 図書館でロマネスク建築について調べておくこと。 
6 回 図書館でロマネスク建築のプランと空間の発達について調べておくこと。 
7 回 図書館ゴシック建築の発祥と構成要素でについて調べておくこと。 
8 回 図書館で地方別のゴ 

 



年度 2014 
授業コード FIA02821 
成績評価 課題提出等の平常点（２０％）と定期試験（８０％）の点数により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(08〜08) 
見出し FIA02821 ⻄洋建築史(再) 
担当教員名 江面 嗣人 
単位数 2 
教科書 『⻄洋建築史図集』３訂版、日本建築学会、彰国社刊 
アクティブラーニング  
キーワード ⻄洋、歴史的建造物、⻄洋の社会変化、建築意匠、建築文化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⻄洋建築史(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 森⽥慶一『⻄洋建築入門』東海大出版界 
授業形態 講義 
注意備考 15 回の講義の後に定期試験を行う。 
シラバスコード FIA02821 
実務経験のある教員  
達成目標 ⻄洋の古代から中世、近世に至る建築の歴史について学び、その形式や特徴につ

いて理解し、また、⻄洋における各国の文化と建築の関係についても理解し、そ
の歴史の延⻑としてこれからの建築のあり方を考える能力を育成する。それによ
って、文化としての建築及び都市空間を創造する能力を育成する。 

受講者へのコメント  
連絡先 江面研究室 ２７号館５０４号室 E-mail：ezura@archi.ous.ac.jp 電話：086-256-

9742 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 History of Western Architecture 
関連科目 日本建築史、近代建築史、建築概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⻄洋の歴史的建造物の形式や特徴を中⼼に、⻄洋建築の歴史について、ギリシア、

ローマの古代建築からロマネスク、ゴシック、ルネッサンス、バロックなどの中
世、近世までの様式建築の歴史を学ぶ。講義においては、⻄洋における社会的及
び文化的背景等によって形成された建築の様式や意匠という視点を重視し、文化
と建築との関係について理解することを主たる目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ⻄洋の歴史的建造物の概論（形式と構造）として⻄洋建築史学習の意義と⻄



洋の建造物の発展と特徴を概観する。 
2 回 ⻄洋古代建築史Ⅰとして、⻄洋建築周辺史及び⻄洋建築の誕生（古代ギリシ
ャ建築）について学ぶ。 
3 回 ⻄洋古代建築史Ⅱとして、古代ローマ建築の発達について学ぶ。 
4 回 ⻄洋古代建築史Ⅲとして、初期キリスト教建築及びビザンチン、イスラム建
築について学ぶ。 
5 回 ⻄洋中世建築史Ⅰとして、ロマネスク建築について学ぶ。 
6 回 ⻄洋中世建築史Ⅱとして、ロマネスク建築のプランと空間の発達について
学ぶ。 
7 回 

準備学習 1 回 シラバスを良く確認し学習の過程を理解しておくこと。 
2 回 図書館で⻄洋建築周辺史及び⻄洋建築の誕生（古代ギリシャ建築）について
調べておくこと。 
3 回 図書館で古代ローマ建築について調べておくこと。 
4 回 図書館で初期キリスト教建築及びビザンチン、イスラム建築について調べ
ておくこと。 
5 回 図書館でロマネスク建築について調べておくこと。 
6 回 図書館でロマネスク建築のプランと空間の発達について調べておくこと。 
7 回 図書館ゴシック建築の発祥と構成要素でについて調べておくこと。 
8 回 図書館で地方別のゴ 

 



年度 2014 
授業コード FIA02911 
成績評価 ・小テスト（得点配分 50%) 

・課題の評価（得点配分 50%) 
・全小テストの合格、全課題の提出を必須条件とする 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA02911 ＣＡＤ／ＣＧ演習Ⅱ(再) 
担当教員名 松下 大輔、鈴⽊ 裕二＊ 
単位数 2 
教科書 徹底解説 AutoCAD LT 2014/2013』／鈴⽊裕二・伊藤美樹／エクスナレッジ 
アクティブラーニング  
キーワード 建築設計、製図、図学、作品、表現、BIM 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ＣＡＤ／ＣＧ演習Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FIA02911 
実務経験のある教員  
達成目標 最新のクラウドを使った技術と、BIM など 3 次元デザインの手法を理解する。 

変化している設計プロセスでの CAD の利用について、その内容を理解できる能
力を身に付ける。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館４階 松下 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice on CAD and CG II 
関連科目 CAD/CG 演習 I、設計演習Ⅰ、設計演習Ⅱ、設計演習Ⅲ、設計演習Ⅴ、特別研究 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 AutoCAD を使った建築設計製図での中級以上の技術を得るとともに、なぜ 

CAD を使うのかを理解し、清書機能としての CAD を超えた、コンピュータ利
用による設計の技術を習得する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  講師の自己紹介、CAD とは？ AutoCAD とは？（教科書 Chapter1） 

2 回 復習テストとコマンドの確認・解説 
3 回 AutoCAD の基本１（教科書 Chapter2） 



4 回 AutoCAD の基本２（教科書 Chapter2） 
5 回 画層、作図設定、テンプレート（教科書 Chapter3） 
6 回 異尺度対応、印刷（教科書 Chapter3） 
7 回 ダイナミックブロック（教科書 Chapter3） 
8 回 住宅の設計−平面図１（教科書 Chapter4） 
9 回 住宅の設計−平面図２（教 

準備学習 1 回 教科書全体に目を通すこと。USB メモリの用意 
2 回 演習Ⅰの復習をしておくこと 
3 回 演習Ⅰの復習をしておくこと 
4 回 AutoCAD コマンドエリアス（ペーパー）を持参する 
5 回 教科書 Chapter2 で学習した内容を十分に復習し、完璧に身につけておくこ
と 
6 回 前回教科書 Chapter3 で学習した内容を十分に復習し、完璧に身につけてお
くこと 
7 回 前回教科書 Chapter3 で学習した内容を十分に復習し、完璧に身につけてお
くこと 
8 回 前回教科書 Chapter3 で学習した内容を十分に復習し、完璧 

 



年度 2014 
授業コード FIA03011 
成績評価 課題１、課題２の提出作品、および一日設計課題の各点数により行う 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA03011 設計演習Ⅳ(再) 
担当教員名 弥⽥ 俊男、平山 文則、李 明、後藤 哲夫＊、江面 嗣人、後藤 義明、宗

本 順三 
単位数 3 
教科書 講義の際に配付する資料を用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード 事務所ビル、シニアハウジング、都市景観、製図、表現、プレゼンテーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 設計演習Ⅳ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 設計資料集成等に設計事例、設計計画の図書 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FIA03011 
実務経験のある教員  
達成目標 １）貸事務所ビルの基本計画を行える。シニアハウジングの複合施設の基本計画

ができる。２）製図等のプレゼンテーション技法と模型作成技術を習得する。３）
都市景観に配慮して基本計画ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館５階 弥⽥研究室 yada@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Atelier Practice of Architectural Design IV 
関連科目 設計演習Ⅰ、設計演習Ⅱ、設計演習Ⅲ、建築概論、住宅計画、建築計画、都市計

画 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 法規、構造、計画等の講義から得られた知識などを元に、「事務所ビル」と「シニ

アハウジング」の 2 つの課題を通して必要機能の計画や動線計画を行い、空間構
成の基本的な方法を学ぶと共に、景観に配慮した外観や、都市空間と文化施設の
在り方を提案することを通じて、建物単体だけではなく街に新しい魅力を与える
手法を学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション，演習内容説明、「課題 1」事務所ビル 課題説明およ



び計画講義、敷地調査と現地模型の製作をする。 
2 回 ボリュームスタディ、必要諸施設、敷地配置計画を検討する。 
3 回 ボリューム模型、ラフプラン 配置計画 草案批評をする。 
4 回 構造および設備の計画講義。草案批評並びに改善指示 架構方法 断面計
画等全体計画をする。 
5 回 最終草案の批評並びに改善指示、平面、立面、断面の検討をする。 
6 回 計画承認、図面作成、模型製作をする。 
7 回 講評会、製図室の清掃・かたずけをする。 
8 回 【課題 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習過程を確認しておくこと。 
2 回 事務所ビルに関する文献、資料学習 事務所ビルはどうあるべきか考えて
おくこと。 
3 回 検討模型によるボリュームスタディ等を行い、プラン案をまとめておくこ
と。 
4 回 立面、平面、断面、意匠等の計画、最終草案の検討をしておくこと。 
5 回 最終草案の修正、プレゼンテーション用図面表現技法の研究をしておくこ
と。 
6 回 模型材料の検討、模型の表現技法の研究をしておくこと。 
7 回 最終成果物の図面および模型等の完成をしておくこと。 
8 回 シラバスをよく確認 

 



年度 2014 
授業コード FIA03111 
成績評価 ・全体の 2/3 以上の出席を条件に、レポート・発表 15％、定期試験 85％で成績

を評価する。 
・定期試験はテキスト及び毎回の配布資料の持ちこみ可とする。 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA03111 建築デザイン論(再) 
担当教員名 平山 文則 
単位数 2 
教科書 建築意匠講義／香山壽夫／東京大学出版会 
アクティブラーニング  
キーワード 人間⼯学、空間論、デザイン論、モヂュールトプロポーション、光と影による空

間、地域性とボーダーレス化、構造デザイン、環境デザイン 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築デザイン論(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA03111 
実務経験のある教員  
達成目標 講義目的に到達するために以下の３つの視点で目標を設ける。 

・「歴史は繰り返される」「様式を否定することから次の様式が生まれる」 
建築デザインの歴史は振り子の振幅のように、ある振れ幅の中で動いてきたこと
を理解し、次の時代を読み解く眼力を養う。 
・建築デザイン（意匠だけでなく構造・設備も含めて）を行う上での具体的な判
断材料・指針を習得する。 
・変化の激しい現代社会において、社会のインフラストラクチュアである建築の
本質や社会的な意味を理解し、建築を創り上げる創造的な行為の楽しさを認識
し、新しい時代を切り開くヒン 

受講者へのコメント  
連絡先 ２ ７ 号 館 ４ 階  平 山 研 究 室  ０ ８ ６ − ２ ５ ６ − ９ ６ ３ ５ 

hirayama@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Theory of Architectural Design 
関連科目 設計演習Ⅰ〜Ⅴ、住宅デザイン論、インテリアデザイン・色彩学、建築計画、住



宅計画 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築デザインを実践するにあたって求められる基礎的知識や手法を学ぶことを

目標とする。 
まず、空間論や建築デザインの歴史の概説を行い、次に建築の方向性を決定する
建築家・設計者の発想のについて学ぶ。 
その際、敷地の持つ特徴や歴史・文化、地域全体としての景観、単体としての建
物の生態学的な考え方、さらには環境への配慮や新技術の導入などを含めた様々
なデザインに結びつくアプローチの仕方に留意する。 
さらに、上記のデザインの背景となる考えを習得したうえで、建築の形態・素材・
色調の持つ意味やモジュール・部材寸法、さらには光 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス及び建築デザインの実務とそのプロセスを学ぶ。 

2 回 空間（床・壁・天井で区切られた残り）をいかにデザインするかによって、
社会や人々に快適・安全で豊かな生活を提供することについて学ぶ。 
3 回 建築の最小単位である部屋について学ぶ。 
4 回 部屋の集合、建築のプランニングの基本的・機能的な考え方について学ぶ。 
5 回 部屋の集合、建築のプランニングについて、優れた事例を通して様々な応
用、発展があり得ることを学ぶ。 
6 回 建築空間は光により変化することを事例を通して学ぶ。 
7 回 日本建築の空間と光に 

準備学習 1 回 教科書の「空間について」を予習しておくこと。 
2 回 教科書の「部屋について」を予習しておくこと。 
3 回 教科書の「部屋の集合について」を予習しておくこと。 
4 回 教科書の「窓について 空間と光」を予習しておくこと。 
5 回 教科書の「続窓について 光と闇」を予習しておくこと。 
6 回 教科書の「入口について」を予習しておくこと。 
7 回 教科書の「場所について」を予習しておくこと。 
8 回 教科書の「表象について」を予習しておくこと。 
9 回 教科書の「モティフについて」を予習しておくこと。 
10 回 教科書の 

 



年度 2014 
授業コード FIA03211 
成績評価 試験成績（80％）、小テスト（20％）、及び学習状況により行う。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA03211 建築計画(再) 
担当教員名 李 明 
単位数 2 
教科書 毎回必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 人間行動、景観の視覚的構造、都市のイメージ、まもりやすい住空間、建築の設

計法、参加型の設計方法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築計画(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 J.J.ギブソン「生態学的視覚論」樋口忠彦「景観の構造」E.ホール「かくれた次元」

オスカーニューマン「まもりやすい住空間」ケビンリンチ著「都市のイメージ」
C.アレキサンダー著「パターンランゲ-ジ」、ピーター.ロウ著「デザインの思考過
程」ジョン.ラング著「建築理論の創造」、岡⽥光正等著「現代建築学 建築計画
Ⅰ」 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA03211 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の基礎知識の習得を目指す。1,空間と視覚についてアフォーダンスなどの視

点から環境デザインの基礎知識 2,人間の知覚の内、視知覚に絞って、建築環境と
知覚、視覚、距離感等の基礎知識 3,景観の視覚的構造と認知の基礎知識 4,景観と
住⺠の満足度の関係から都市景観の重要性の基礎知識 5,人間の空間記憶とイメ
ージ、イメージと都市景観等の都市のイメージの基礎知識 6,テリトリー、プロク
セミックス、社会交流の基礎知識 7,テリトリーを利用した犯罪からまもりやすい
住空間の基礎知識 8,環境改善行動と居住者意識の基礎知識 9,設計問題 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 4 階 李 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Architectural Planning 
関連科目 設計演習 2,3,4,5,都市計画、住宅計画 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 社会環境における建築のあり方と要求を分析し、これを建築化するための一般的
知識を与える。まず、建築空間の成り立ちを示し、ついで、人間の生理的要求、
視覚的な特性、人間行動等から生まれてくる建築要求の把握から、それら基づく
空間構成にいたる論理的な計画の原理と方法について講述する。次に、このよう
な人間的な要求に基づく具体的な建築を実現するために、設計方法を取得する必
要がある。設計法として建築計画プロセスに関する諸課題を具体的事例を用いて
解説する。まず、建築要求の把握のための調査・分析方法を示し、次いで、新た
な価値 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 建築計画の目的、授業の進め方、図で見る分かりやすい建築計画 

2 回 空間の形態ーかたちは何で決まるかー 
について講述する 
3 回 人間の知覚と行動について講述する 
4 回 寸法と規模の計画について講述する 
5 回 空間の性能（空間の機能、安全性、耐久性、経済性、持続可能性と省エネル
ギーの基礎知識について講述する） 
6 回 計画の技法１（計画のプロセスについて講述する） 
7 回 計画技法２（空間構成の技法について講述する） 
8 回 計画技法３（空間形成のエレメントー仕切りの技法について講述する） 
9 回 外部空間の構 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習過程を確認しておくこと 
2 回 地理的環境と形態、機能と形態、構造と形態、建築技術と形態、安全性と形
態、美しさと形態、象徴性と形態、法規と形態などについて、図書館などで調べ
てみること 
3 回 人間の感覚と形態感覚、⼼理的環境と形態、人間行動と形態、等について調
べてみること、J.J.ギブソン「生態学的視覚論」を読んでおくと良い 
4 回 寸法の単位、単位空間の寸法、寸法のシステム、等について図書館などで調
べてみること 
5 回 空間の利便性、快適性について、図書館などで調べてみること。 
 

 



年度 2014 
授業コード FIA03311 
成績評価 小課題提出(10%)と定期試験(90%)により評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA03311 近代建築史(再) 
担当教員名 弥⽥ 俊男、李 明 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 歴史的建造物、日本文化、建築と都市の創造 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 近代建築史(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「新建築学大系５、近代・現代建築史」彰国社 

日本建築学会編「近代建築史図集」彰国社 
授業形態 講義 
注意備考 定期試験期間中に試験を行う。 
シラバスコード FIA03311 
実務経験のある教員  
達成目標 日本及び欧米等における近代建築の様式や特徴について理解し、これらの誕生か

ら発展までの歴史を理解する。これらを通して、現代社会における建築文化の役
割を考える能力を身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 5 階弥⽥研究室、yada@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 History of Modern Architecture 
関連科目 ⻄洋建築史、日本建築史、建築概論と合わせて学ぶことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近代建築が日本及び欧米等において、社会や生活の変化に対応して、どのように

誕生し発展してきたかを学び、現代建築誕生の基礎を理解し、これからの建築や
都市の創造の意味を考える能力を育成する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  近代建築史を学ぶ意義について講述する。 

2 回  日本の近代建築Ⅰとして、日本の幕末から明治初期の近代建築の発達につ
いて講述する。 
3 回  日本の近代建築Ⅱとして、日本の明治期の近代建築の発達について講述す



る。 
4 回  日本の近代建築Ⅲとして、日本の大正・昭和初期の近代建築の発達につい
て講述する。 
5 回  日本の近代建築Ⅳとして、日本の昭和期の近代建築の発達について講述す
る。 
6 回  ⻄洋の近代建築Ⅰとして、⻄欧の産業革命と建築の発達について講述する。 
7 回  ⻄洋の近代建築Ⅱとして、⻄欧の新たな建 

準備学習 1 回  シラバスを良く確認し学習の過程を理解しておくこと。 
2 回  図書館で日本の近代建築について調べておくこと。 
3 回  図書館で日本の近代建築について調べておくこと。 
4 回  図書館で日本の近代建築について調べておくこと。 
5 回  図書館で日本の近代建築について調べておくこと。 
6 回  図書館で⻄洋の近代建築について調べておくこと。 
7 回  図書館で⻄洋の近代建築について調べておくこと。 
8 回  図書館で⻄洋の近代建築について調べておくこと。 
9 回  図書館で⻄洋の近代建築について調べておくこと。 
1 

 



年度 2014 
授業コード FIA03411 
成績評価 建築⼯学コース、住デザインコースともに 2 つの課題の合計点で評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA03411 設計演習Ⅴ(再) 
担当教員名 平山 文則、李 明、後藤 義明、宗本 順三＊、松下 大輔、弥⽥ 俊男、後

藤 哲夫 
単位数 3 
教科書 講義の際に配付する資料を用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード 建築設計、都市計画、街づくり、コミュニケーションスペース、劇場・ホール、

集会施設、インキュベーション施設、商業施設、集合住宅、安全性、居住性、UD、
ホテル、リゾートホテル、滞在型、非日常空間。 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 設計演習Ⅴ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 設計資料集成（総合編、居住、展示・芸能、集会・市⺠サービス）及び劇場・ホ

ール、集合住宅、商業施設、コミュニティ施設、リゾートホテルに関する各種図
書・雑誌など。 

授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FIA03411 
実務経験のある教員  
達成目標 ・集客力が高く魅力的な建物を創造する。 

・街や地域のの景観に配慮した計画を立案する。 
・街や地域のの発展に貢献する計画を立案する。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 4 階 404 号室 平山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Atelier Practice of Architectural Design V 
関連科目 設計演習Ⅰ、設計演習Ⅱ、設計演習Ⅲ、設計演習Ⅳ、都市計画、建築計画、建築

デザイン論、住宅デザイン論。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ・建築⼯学コースにおいては「地域の中核となる劇場・ホール」及び「中⼼市街

地の複合施設」の２つの課題を通して、都市における公共施設の機能や役割を認
識するとともに、都市的な視点で街の魅力を高めることを学ぶ。 



・住デザインコースにおいては「集合住宅」及び「景勝地に建つリゾートホテル」
を通して、日常的な住環境と非日常的な住環境のありかたについて学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 Va-1「街づくりの核となる劇場・ホール」課題説明。 

敷地調査、敷地・周辺模型の製作。 
Vb-1 「集合住宅」課題説明。 
敷地調査、敷地・周辺模型を製作。 
2 回 Va-1 劇場・ホールの基礎知識の計画講義。 
Vb-1 集合住宅に関する計画講義。 
設計条件の把握・整理、敷地・周辺模型作成、コンセプト立案に基づきディスカ
ッション。 
3 回 Va-1,Vb-1 ともに敷地の中に機能をゾーニングし、平面スケッチを開始す
る。 
上記スケッチに基づきディスカッション。 
4 回 Va-1,Vb-1 ともに、敷地ゾーニング 

準備学習 1 回 ・1000 席程度の劇場・ホールの事例を参考書、建築雑誌などから調べてお
く。 
・90 ⼾程度の集合住宅事例を参考書、建築雑誌などから調べておく。 
2 回 ・今回の劇場・ホールで実現したい目的・機能について検討しておくこと。 
・安全で快適な集合住宅を設計するうえで重要な項目について理解しておくこ
と。 
3 回 敷地ゾーニングスケッチ、平面スケッチを作成しておくこと。 
4 回 検討模型によるボリュームスタディ、平面・立面・断面等の計画案を作成す
ること。 
5 回 ディスカッションに基づき検討模型によるボリュームスタディ 

 



年度 2014 
授業コード FIA03511 
成績評価 定期試験（90％）と小課題（10％）により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA03511 ランドスケープ・緑地計画(再) 
担当教員名 緒方 清隆＊、石丸 紀興＊ 
単位数 2 
教科書 適宜資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 都市デザイン まちづくり 町並み 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ランドスケープ・緑地計画(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業において適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA03511 
実務経験のある教員  
達成目標 実際の都市計画やまちづくりに関わる実務の概要を理解することによって、実社

会における都市整備や街づくりに関する認識を持つこと。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 5 階 弥⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Landscape and Open Space Planning 
関連科目 都市計画 環境デザイン 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 都市が抱える現代的課題への対応方策の基礎知識を習得するために、地域資源を

活かした地域活性化や、安全安⼼で快適なまちとして発展していくために、地域
に根差して行われる市⺠活動、行政と市⺠が協働するまちづくりなどを、実践活
動の事例を通してまちづくりの考え方を学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションとして、都市設計を学ぶにあたり、当該分野の概要を講

述する。 
2 回 都市デザインの領域と系譜について講述する。 
3 回 都市デザインと都市イメージについて講述する。 
4 回 街路空間・歩行者空間のデザインについて講述する。 



5 回 街区と敷地のデザインについて講述する。 
6 回 町並みのデザインについて講述する。 
7 回 まちづくりとは何か、その生成と歴史について講述する。 
8 回 まちづくりプロセスのデザインについて講述する。 
9 回 まちづくりと住⺠参加、協働のまちづくりについて講述する。 
1 

準備学習 1 回 都市計画の講義内容を復習しておくこと。 
2 回 前回の講義内容を復習し、都市デザインの領域と系譜について調べてみて
おくこと。 
3 回 前回の講義内容を復習し、都市デザインと都市イメージについて調べてみ
ておくこと。 
4 回 前回の講義内容を復習し、街路空間・歩行者空間のデザインについて調べて
みておくこと。 
5 回 前回の講義内容を復習し、街区と敷地のデザインについて調べてみておく
こと。 
6 回 前回の講義内容を復習し、町並みのデザインについて調べてみておくこと。 
7 回 前回の講義内容を復習し、まちづくりとその生 

 



年度 2014 
授業コード FIA03610 
成績評価 定期試験（80％）および小課題提出（20％）により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 建築学科(〜11) 
見出し FIA03610 建築経済・経営(再) 
担当教員名 弥⽥ 俊男、緒方 清隆＊、小酒井 孝敏＊ 
単位数 2 
教科書 適宜資料（プリント）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 不動産事業 商業施設 建築コスト 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築経済・経営(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の中で適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FIA03610 
実務経験のある教員  
達成目標 実際の建築に関わる投資活動やマネージメントの概要および建築は不動産事業

の一部であることを理解することによって、実社会における建築実務に関する認
識を持つ。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 5 階 弥⽥研究室 yada@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Building Economics and Management 
関連科目 都市計画 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築物は社会文化の象徴であるがゆえにデザインに目を奪われがちであるが、通

常の⺠間の建築行為および建築行為を含む不動産への投資行動には、経済的合理
性が常に支配していることを認識してその仕組みを理解できるようにすること。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 建築経済・経営を学ぶ意義や講義の構成について説明する。 

建築企画に必要な経済性の評価について講述する。 
2 回 都市郊外に立地する大規模ショッピングセンターと中⼼市街地商店街の相
互関係と都市形成の変移について講述する。 
3 回 複合機能化する大規模ショッピングセンター、深化する大型専門店など小



売業形態の動向について市⺠生活との関わりの視点から講述する。 
4 回 ニュータウン開発事業手法（区画整理事業）と宅地分譲事業の概要について
講述する。 
5 回 ⺠間のノウハウを活用して公共施設等の設計、建設から管理運営ま 

準備学習 1 回 シラバスを確認して学習の過程を理解しておくこと。 
建築企画と経済性について分かる範囲で調べておくこと。 
2 回 岡山市中⼼部及び周辺部に立地する大型商業施設を見てその特徴を把握し
ておくこと。 
3 回 上記大型商業施設での核店舗と専門店の構成をデイレクトリー等で確認す
ること。 
4 回 岡山都市圏の具体的なニュータウン名を確認しておくこと。 
5 回 ＰＦＩ、ＳＰＣについて分かる範囲で調べておくこと。 
6 回 岡山市内の新築分譲マンション価格を調べておくこと。 
7 回 岡山市内の再開発地区を、都市計画図等で確認してお 

 



年度 2014 
授業コード FIA03711 
成績評価 定期試験（70％）、小テスト（またはレポート）（30％）により評価を行う。。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA03711 建築環境⼯学Ⅰ(再) 
担当教員名 中山 哲士 
単位数 2 
教科書 環境⼯学教科書＜第二版＞、環境⼯学教科書研究会編著、彰国社、2000 
アクティブラーニング  
キーワード 環境建築、自然採光、昼光率、日射遮蔽、グレア、暗順応・明順応、色彩、色標、

音響、騒音、振動 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築環境⼯学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA03711 
実務経験のある教員  
達成目標 建築の光環境（日射のコントロール、人⼯照明）と音環境（音響、騒音・振動）

に関する基礎事項の取得を主な目的とし、豊かで快適な建築・環境を無駄なエネ
ルギーを使用することなく達成することを念頭におく。照明や音響に関わる基礎
的な用語や計算方法を理解し、良質で快適な建築環境を創造、演出するための基
礎理論の習得を目指す。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館５階 中山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Engineering for Architecture I 
関連科目 建築環境⼯学 I、建築環境⼯学 II、建築設備 I 、建築設備 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築環境⼯学の中で、光環境と音環境に関して理解する。光環境では光の性質を

活かした照明計画、昼光照明、人⼯照明について計画法、計算法を理解する。音
環境については音の性質と特性を活かした音響計画、騒音・振動対策について理
解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス、地球環境と建築： 地球環境問題と建築との関わりについて概



説する。環境負荷の少ない建築とは、環境に適応した建築とは何かを考える。 
2 回 光の特性と専門用語： 自然採光や人⼯照明など光は建築環境に欠かせな
い要素である。光について学ぶにあたり、基礎的な光の特性、専門用語について
理解する。 
3 回 目と視覚： 人が光を感じるメカニズム、照明としての光の機能、ものの見
え方について理解する。 
4 回 窓と採光・日射遮蔽： 窓から自然光を取り入れる場合、適切な窓の配置と
制御が必要である。その仕組みについて 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 建築環境⼯学の基礎（特に光） 
3 回 建築環境⼯学の光、環境⼼理分野 
4 回 建築環境⼯学の光・日射、環境⼼理分野 
5 回 建築環境⼯学の光・日射分野 
6 回 建築環境⼯学の照明分野 
7 回 建築環境⼯学の照明分野 
8 回 建築環境⼯学の色彩、環境⼼理分野 
9 回 建築環境計画 
10 回 建築環境⼯学の音分野 
11 回 建築環境⼯学の音響学分野 
12 回 建築環境⼯学の音響学分野 
13 回 建築環境⼯学の音響学分野 
14 回 建築環境⼯学の音響学、騒音分野 
15 回 建築環境⼯学の騒音分野 

 



年度 2014 
授業コード FIA03811 
成績評価 定期試験（70％）、小テスト（またはレポート）（30％）により評価を行う。。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA03811 建築環境⼯学Ⅱ(再) 
担当教員名 中山 哲士、水出 喜太郎＊ 
単位数 2 
教科書 環境⼯学教科書＜第二版＞、環境⼯学教科書研究会編著、彰国社、2000 
アクティブラーニング  
キーワード 温度、熱移動、湿気、熱負荷、断熱、気密、温熱環境、日射、太陽位置、換気、

空気質、汚染物質、通風、煙突効果、風環境 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築環境⼯学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA03811 
実務経験のある教員  
達成目標 建築の熱環境（気候、伝熱、湿気）と空気環境（空気質、換気）に関する基礎事

項の取得を主な目的とし、豊かで快適な建築・環境を無駄なエネルギーを使用す
ることなく達成することを念頭におく。気候と建築の関係、人体の温熱感覚と快
適環境条件、建築の熱的な挙動を解析するための伝熱や室内環境の基礎的な計算
方法、結露の原理と防止方法、換気の基礎理論の習得を目指す。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館５階 中山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Engineering for Architecture II 
関連科目 建築環境⼯学 I、建築環境⼯学 II、建築設備 I 、建築設備 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築環境⼯学の中で、熱環境と空気環境に関して概説する。熱環境では建築環境

⼯学で用いる熱の伝熱理論、湿り空気の特性、太陽エネルギー利用の基礎理論に
ついて理解する。空気環境については空気質と換気の基礎理論を理解する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス、気候と建築： 地域の気候に適したヴァナキュラー建築での環

境適用の事例から環境に適応した建築とは何かを考える。 



2 回 都市・地球環境とヒートアイランド： 都市レベルや地球レベルで起こって
いる環境問題について考える。また、ヒートアイランド現象から建築のあり方、
都市のあり方について考える。 
3 回 人体の熱的快適性： 人体の熱平衡と温熱環境要素との関わりを概説し、快
適な温熱環境とは何かを理解する。 
4 回 建物の熱バランス／熱移動の基礎（伝導・対流）： 室内の熱の出入りと室
温との関係を理解する。伝 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 特になし 
3 回 建築環境⼯学の基礎（温熱感） 
4 回 建築環境⼯学の伝熱分野 
5 回 建築環境⼯学の伝熱分野 
6 回 建築環境⼯学の伝熱分野 
7 回 建築環境⼯学の基礎（湿り空気）と伝熱分野 
8 回 建築環境⼯学の基礎（太陽位置） 
9 回 建築環境⼯学の基礎（太陽位置）、伝熱分野 
10 回 建築環境計画 
11 回 建築環境⼯学の空気環境分野 
12 回 建築環境⼯学の空気環境分野 
13 回 建築環境⼯学の空気環境分野 
14 回 建築環境⼯学の空気環境分野 
15 回 建築環境⼯学の風環境分野 

 



年度 2014 
授業コード FIA03911 
成績評価 筆記試験(100%)で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA03911 建築設備Ⅰ(再) 
担当教員名 吉⽥ 治典、松尾 豊広＊ 
単位数 2 
教科書 建築設備学教科書、建築設備学教科書研究会編著、彰国社 
アクティブラーニング  
キーワード 受水槽、器具単位、給湯方式、通気管、トラップ、ＢＯＤ、交流、ガス、火災報

知器、スプリンクラー 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築設備Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 空気調和・衛生設備の知識、空気調和衛生⼯学会編、オーム社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA03911 
実務経験のある教員  
達成目標 建築の給排水、防災、電気、情報設備の基礎を修得する。特に建築と設備の融合

により適切な環境が得られることを常に意識し、一級建築士試験に対応できる基
礎を習得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 5 階 吉⽥研究室 hyoshida@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Building Equipment I 
関連科目 建築環境⼯学 I、建築環境⼯学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築環境の快適、利便、安全を保持するための設備である、給排水衛生・防災設

備、電気設備について基礎的原理と知識について講述する。具体的には、給排水
衛生では給排水、衛生器具、防災設備では消火設備、警報設備、電気設備では、
受変電、配線、制御監視、照明設備、搬送・情報設備ではエレベーター、通信弱
電設備など、建築士を目指す学生に不可欠な技術的基礎の修得を目指す。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 概論 

2 回 建築と水資源 



3 回 水の汚染防止 
4 回 給水量と圧力 
5 回 給水システム 
6 回 排水・通気システム 
7 回 衛生器具設備 
8 回 消火設備 
9 回 環境共生建築における設備の役割 
10 回 電気の基礎 
11 回 照明設備 
12 回 輸送設備 
13 回 配線設備 
14 回 受電設備 
15 回 防災・情報設備 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し何を学ぶかを把握しておく 
2 回 建築で使われる水を有効な資源として把握しておく 
3 回 建築内ではどのように水が汚染され、それをどのように避けるのかを把握
しておく 
4 回 建物において利用される水の量と必要な圧力について把握しておく 
5 回 種々の給水システムの違いを把握しておく 
6 回 建物では使用後の水をどのよう排水するのかを把握しておく 
7 回 人が利用する衛生器具にはどのようなものがあるか把握しておく 
8 回 建築内で火災がおきれば、どのように消火するかを考えておく 
9 回 給水、排水 

 



年度 2014 
授業コード FIA04011 
成績評価 定期試験（80％）及小課題（20％）により評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA04011 都市・地球環境学(再) 
担当教員名 緒方 清隆＊、栗本 修滋＊、弥⽥ 俊男、⻑谷川 弘直＊ 
単位数 2 
教科書 適宜資料（プリント）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 環境 デザイン 都市 ランドスケープ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 都市・地球環境学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の中で適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FIA04011 
実務経験のある教員  
達成目標 都市環境や住環境のデザインを形成する要素である建築やその他の都市構築物

等及び自然環境が構成する空間相互の関わり方や環境を創り育てる意味を理解
し、環境をデザインすることの意義と重要性を認識する。 

受講者へのコメント  
連絡先 非常勤講師 緒方清隆 ogata.archi@outlook.com 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Urban and Global Environment Engineering 
関連科目 都市設計 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 都市環境や住環境の中に自然、文化、社会、経済活動などを含めた地域資源との

関わりを持ったアメニティ性の高い空間を創り育てることを考え、身近な生活領
域から都市のスケールまで環境をデザインするために必要な基礎知識・技術を習
得する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 第 1 回 シラバスを確認して学習の過程を理解しておくこと。 

第２回 サスティナブルな社会の構築とは何か、それは我々の生活とどう関わる
かを考えておくこと。 



第 3 回 都市環境や住環境でアメニティ性が高く快適に感じる環境とは何を意
味するかを考えておくこと。 
第 4 回 美しく快適に感じる都市環境や住環境の中には、どの様な要素が含まれ
ているかを観察しておくこと。 
第 5 回 建築、土⽊、造園、都市計画などが関わる都市環境や住環境の形成にお
いて環境デザインの役割について考えておくこと。 
第６回 人間、建築、都市、夫 

 



年度 2014 
授業コード FIA04111 
成績評価 筆記試験(100%)で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA04111 建築設備Ⅱ(再) 
担当教員名 吉⽥ 治典、三浦 克弘＊、高草 智＊ 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード 単一ダクト空調システム、エンタルピー、絶対湿度、ＳＨＦ、気象データ、非定

常熱負荷計算、ヒートポンプ、モリエ線図、フロンガス、ポンプ、ファン、ＰＡ
Ｌ、ＣＥＣ、レイノルズ数、摩擦損失、ムーディー線図、ホルムアルデヒド、ク
リーンルーム、エアフィルター、ＢＥＭＳ、ＰＩＤ制御、自然排煙、機械排煙、
排煙区画 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築設備Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 建築設備学教科書、建築設備学教科書研究会編著、彰国社、1991 建築と⼯学，２

１エネルギー⼯学，彰国社,2003 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA04111 
実務経験のある教員  
達成目標 空気解析や熱負荷計算法の原理、熱源機器、搬送機器、自動制御の仕組みと能力・

効率を理解させ、省エネルギーや健康的な空気環境を換気設備で達成するための
設計方法を学ぶ。また、火災時の建築の安全を護るための排煙設備の設計法を理
解する。建築と設備の融合により適切な環境が得られることを常に意識し、一級
建築士試験に対応できる基礎を習得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館５階 吉⽥研究室 hyoshida@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Building Equipment II 
関連科目 建築環境⼯学 I、建築環境⼯学 II、建築設備 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築設備のなかで、省エネルギー上重要な空気調和設備、空気環境を健全に維持

する換気設備、火災時に建築の安全を確保する避難を補助する排煙設備を中⼼



に、システムの原理や基礎ならびに設計方法を講義する。具体的には、空気解析
や熱負荷計算法をベースにした空調システム設計法、熱源機器、搬送機器、自動
制御をベースにした省エネルギーや搬送設備設計法、換気システムやクリーンル
ーム設計法、火災の性状と排煙設備設計法について講述する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 建築と設備システムの融合： 現代の建築では、空調設備、給排水設備、電

気設備などの設備が不可欠であり、建築と設備の融合を図ることの重要性につい
て解説する。 
2 回 各種空調システムの特質： 種々の空調システムの特質について、それぞれ
の省エネルギー性能や換気性能などの特徴を解説する。 
3 回 湿り空気線図（１）： 空気線図を用いて空気の温度、湿度、熱エネルギー
を解析する手法を解説する。 
4 回 湿り空気線図（２）： 空気線図を用いて空気の冷却、加熱、加湿、ならび
に、それらを総合して空調プロセスを解析する手法を 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 特になし 
3 回 建築環境⼯学の基礎（特に結露） 
4 回 建築環境⼯学の基礎（特に結露） 
5 回 建築環境⼯学の伝熱分野 
6 回 建築環境⼯学の伝熱分野 
7 回 物理の熱力学分野 
8 回 物理の熱力学分野 
9 回 建築環境⼯学の流れの分野 
10 回 建築環境⼯学の流れの分野 
11 回 建築環境⼯学の流れと空気質の分野 
12 回 建築環境⼯学の流れと空気質の分野 
13 回 建築環境⼯学の流れと空気質の分野 
14 回 建築環境⼯学の流れと空気質の分野 
15 回 第１４回までの復習 

 



年度 2014 
授業コード FIA04211 
成績評価 提出演習課題（10%）と定期試験(90%)で評価する 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA04211 環境・設備⼯学演習(再) 
担当教員名 吉⽥ 治典、中山 哲士 
単位数 2 
教科書 合格対策 一級建築士受験講座 学科＜２＞（環境・設備）、地人書館 
アクティブラーニング  
キーワード 断熱，防露、太陽位置、日影曲線，庇，昼光率，光束法，マンセル、距離減衰、

残響時間、重量則，PVD，SET*，換気効率、湿り空気、空気線図、器具単位、ト
ラップ 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境・設備⼯学演習(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 環境⼯学教科書、環境⼯学教科書研究会編著、彰国社、1996 建築設備学教科書、

建築設備学教科書研究会編著、彰国社、1991 図解 建築設備、武⽥ 仁、森北出
版株式会社 

授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FIA04211 
実務経験のある教員  
達成目標 熱伝導や結露などの建築伝熱，太陽位置、日影曲線などの日照・採光，照明や色

彩などの視環境、温熱感と快適性，建築音響，換気と室内空気質（IAQ)、空調の
原理および機器について、冷暖房、給排水・衛生、防火・防災、消火・避難等の
建築設備の設計に応用できる技術の習得。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 5 階 吉⽥研究室 hyoshida@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice for Architectural Environment and Equipment 
関連科目 建築環境⼯学 I、建築環境⼯学 II、建築設備 I、建築設備 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築環境と設備で習得した原理や知識を演習を通してより習熟し建築やシステ

ムの設計に生かす能力を養成する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 演習概論−演習方法の説明、室内環境、人体の温熱感 



2 回 建物の自然換気 
3 回 伝熱、断熱、結露、太陽位置、日射 
4 回 光源、照度計算、色彩基礎 
5 回 採光、天空率 
6 回 音響基礎、防音 
7 回 遮音、防振 
8 回 水質、給排水、給湯、浄化槽 
9 回 屋内配線、変電設備、弱電設備、自動制御 
10 回 避難計画、消火、排煙設備 
11 回 熱負荷計算 
12 回 暖房・空調設備・ガス供給設備 
13 回 PAL、CEC、蓄熱槽 
14 回 廃棄物、LCM、CASBEE 
15 回 岡山の建物で環境・設備を見学 

準備学習 1 回 建築環境⼯学 I,II の同分野を復習しておくこと 
2 回 建築環境⼯学 I,II の同分野を復習しておくこと 
3 回 建築環境⼯学 I,II の同分野を復習しておくこと 
4 回 建築環境⼯学 I,II の同分野を復習しておくこと 
5 回 建築環境⼯学 I,II の同分野を復習しておくこと 
6 回 建築環境⼯学 I,II の同分野を復習しておくこと 
7 回 建築環境⼯学 I,II の同分野を復習しておくこと 
8 回 建築設備 I,II の同分野を復習しておくこと 
9 回 建築設備 I,II の同分野を復習しておくこと 
10 回 建築設備 I,II の同分野 

 



年度 2014 
授業コード FIA04310 
成績評価 提出された演習課題のレポートで評価する 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA04310 建築環境・設備設計Ⅰ(再) 
担当教員名 吉⽥ 治典、三浦 克弘＊ 
単位数 2 
教科書 「空気調和設備の実務の知識」 
アクティブラーニング  
キーワード 単一ダクト空調システム、エンタルピー、絶対湿度、ＳＨＦ、気象データ、非定

常熱負荷計算、ヒートポンプ、モリエ線図、ＣＯＰ、ポンプ、ファン、摩擦損失、
ムーディー線図、ＢＥＭＳ、省エネルギー 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築環境・設備設計Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 建築設備学教科書、建築設備学教科書研究会編著、彰国社、1991 

環境⼯学教科書、環境⼯学教科書研究会編著、彰国社、1996 
建築・都市エネルギーシステムの新技術、日本建築学会編、丸善、2007 
建築と⼯学，２１エネルギー⼯学，彰国社, 2003 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA04310 
実務経験のある教員  
達成目標 現実的な建物を例にして、空調システムの設計プロセスを理解し、演習を通して、

どのように設計に基礎原理を応用するのかということと、設計の流れが理解出来
るようにする 

受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館５階 吉⽥研究室 hyoshida@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Designing for Architectural Environment and Equipment I 
関連科目 建築環境⼯学 I、建築環境⼯学 II、建築設備 I、建築設備 II、環境・設備⼯学演習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 空調システム設計の課題を与え、実践的な設備システム設計方法を講述しながら

演習する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 建築設備システムの計画・設計法： 事務所建物を想定して、建築設備の計



画法・設計法の進め方を解説する。 
2 回 熱負荷計算法： 事務所建築をモデルにして熱負荷を算出する手法を解説
する。 
3 回 熱負荷計算演習（１）： 建築部位（外壁・窓・隙間風など）の熱負荷を算
出する演習をする。 
4 回 熱負荷計算演習（２）： 内部熱負荷（人体・照明など）と外気負荷を算出
する演習をする。 
5 回 空調システム設計法： 空調システムの特質をもとに、モデル建物にはどう
いうシステムが適切かを解説する。 
6 回 空調システム設計演習（ 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 熱負荷計算法について予習しておくこと。 
3 回 熱負荷計算法について予習しておくこと。 
4 回 熱負荷計算法について予習しておくこと。 
5 回 空調システムについて予習しておくこと。 
6 回 空調システムについて予習しておくこと。 
7 回 空調システムについて予習しておくこと。 
8 回 各用途の建物の空調システムの特徴を予習しておく 
9 回 搬送システムについて予習しておくこと。 
10 回 搬送システムについて予習しておくこと。 
11 回 搬送システムについて予習しておくこと。 
12 回 熱源システムに 

 



年度 2014 
授業コード FIA04410 
成績評価 提出演習課題で評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜11) 
見出し FIA04410 建築環境・設備設計Ⅱ(再) 
担当教員名 中山 哲士 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 日射、採光、断熱、結露防止、換気、気密、光、音、室内熱環境、PMV、空気質 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築環境・設備設計Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「環境⼯学教科書」（彰国社）、建築環境⼯学実験用教材」（日本建築学会）など 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA04410 
実務経験のある教員  
達成目標 具体的な建築を想定し、建築に快適な環境を与え持続可能で安全な建築を設計す

るための演習を実施する。具体的には、日射制御設計、採光設計、断熱設計、結
露防止設計、自然換気計算、気密性能評価と換気設計、ホール・集会室の音響設
計・室内騒音制御設計、自然エネルギーの建築への応用などについて演習を通じ
て修得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 5 階 中山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Designing for Architectural Environment and Equipment II 
関連科目 建築環境⼯学 I&II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 室内環境や建築材料の建築環境⼯学的な形状や性能の基本的な測定法を学び、数

値で表示された物理用によってその性状や性能などを評価するための基本的な
知識や技能を修得する。実験や演習を通して設計法や測定の技能を修得し、これ
までの講義で得られた知識を総合して問題を発見し、解決する方策を立案し、そ
れを分かりやすく理論的に表現するための技能を修得する。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。講義を進めるに当たっての準備、予習方法について説明を実施



する。 
2 回 定常電熱(1)： 壁・ガラスの貫流熱量、相当外気温度 
3 回 定常伝熱(2)：中空層の放射熱伝達、壁の表面温度・貫流熱量、窓開口部の
遮蔽物 
4 回 定常伝熱(3)：換気熱量、総合熱貫流率・熱損失係数、室温の計算、暖房負
荷 
5 回 定常伝熱(4)：定常伝熱に関する応用演習(1) 
6 回 定常伝熱(5)：定常伝熱に関する応用演習(2) 
7 回 伝熱計算のまとめ 
8 回 湿気・結露(1)：湿り空気の用語と基礎理論、表面結露 
9 回 湿気・ 

準備学習 講義で配付した資料の他、関連科目での資料、参考書等を予習し講義に備えるこ
と。 

 



年度 2014 
授業コード FIA04510 
成績評価 提出課題 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 建築学科(〜11) 
見出し FIA04510 建築環境計画学 
担当教員名 坂本 和彦＊ 
単位数 2 
教科書 講義で資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容に記載 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築環境計画学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 環境⼯学教科書／環境⼯学教科書研究会編著／彰国社：見る・使う・学ぶ 環境建

築／日本建築学会編／オーム社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA04510 
実務経験のある教員  
達成目標 空調負荷計算の実施を通じ、熱負荷の基礎知識を習得する。 

また、建築計画における環境要素技術について理解を深め、建築計画と環境要素
の融合ができるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Planning for Architectural Environment 
関連科目 建築環境⼯学ⅠおよびⅡ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 空調負荷を左右する外皮からの熱負荷の基本の説明と、空調負荷計算を実際に行

うことにより、外皮からの熱負荷の理解を深める。 
また、省エネルギーや室内環境改善の観点から、建築計画に環境要素技術を組み
込むことは今や不可欠である。各種環境要素技術を説明し、”環境建築”について
の理解を深める。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 建築環境計画の目的と手段を説明する 

2 回 外皮負荷の低減１として、外壁からの熱侵入の低減について解説する 



3 回 外壁からの熱侵入の低減の要素として、断熱と結露について解説する 
4 回 外皮負荷の低減２として、日射及び日射遮蔽について解説する 
5 回 熱伝導や日射の理解を深めるために演習課題を実施する 
6 回 空気調和負荷計算法の基礎を解説する 
7 回 空気調和負荷計算法の理解を深めるために演習課題を実施する 
8 回 空気調和方式の検討（機器選定）など空調計画法を解説する 
9 回 空気調和方式の検討（配管・ダクト 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 建築環境⼯学Ⅰ,Ⅱの伝熱分野を復習しておくこと 
3 回 建築環境⼯学Ⅰ,Ⅱの伝熱分野を復習しておくこと 
4 回 建築環境⼯学Ⅰ,Ⅱの光,日射分野を復習しておくこと 
5 回 建築環境⼯学Ⅰ,Ⅱの伝熱分野、光・日射分野および第２回〜第４回の授業
内容を復習しておくこと 
6 回 建築環境⼯学Ⅰ,Ⅱの伝熱分野および第２回〜第５回の授業内容を復習して
おくこと 
7 回 第５回〜第６回の授業内容を復習しておくこと 
8 回 特になし 
9 回 特になし 
10 回 建築環境⼯学Ⅰ,Ⅱの伝熱分野を復習しておくこと 
11 回 

 



年度 2014 
授業コード FIA04611 
成績評価 課題（４０％）と期末試験（６０％）によって評価する． 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA04611 構造力学Ⅰ(再) 
担当教員名 山崎 雅弘 
単位数 2 
教科書 最新建築構造設計入門／和⽥章、古谷勉著／実教出版／978-4-407316926 
アクティブラーニング  
キーワード 力の合成・分解・釣合、支点反力、断面力 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 構造力学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA04611 
実務経験のある教員  
達成目標 構造力学の基本から最も単純な静定構造物である静定梁に力が作用したときの

応力を求める方法を習得すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 山崎研究室 24 号館 5 階 086-256-9642 yamazaki@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mechanics of Building Structures I 
関連科目 構造力学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 安全な建築を設計するための基本的な構造力学の知識を習得する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  概要 

2 回  建物に働く力、力の基本（１）力とは 
3 回  力の基本（２）力の合成 
4 回  力の基本（３）力の分解 
5 回  力の基本（４）力の釣り合い 
6 回  構造物と荷重 
7 回  反力（１）反力とは 
8 回  反力（２）反力の求め方 



9 回  安定・静定 
10 回  構造物に生じる力 
11 回  静定梁（１）単純梁、集中荷重 
12 回  静定梁（２）単純梁、分布荷重 
13 回  静定梁（３）片持梁 
14 回  静定梁（４）応力図 
15 回  まとめ 

準備学習 1 回  シラバスにより講義の流れを見ておくこと． 
2 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.10-35) 
3 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.12-35) 
4 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.12-35) 
5 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.12-35) 
6 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習してお 

 



年度 2014 
授業コード FIA04711 
成績評価 課題（４０％）と期末試験（６０％）によって評価する． 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA04711 構造力学Ⅱ(再) 
担当教員名 山崎 雅弘 
単位数 2 
教科書 最新建築構造設計入門／和⽥章、古谷勉著／実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード 静定ラーメン、静定トラス、物性、応力、変形 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 構造力学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示をする． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA04711 
実務経験のある教員  
達成目標 単純な静定構造物に荷重が作用したときの応力と変形を求める方法を習得する． 
受講者へのコメント  
連絡先 山崎研究室 24 号館 5 階 086-256-9642 yamazaki@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mechanics of Building Structures II 
関連科目 構造力学 I、構造力学 III 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 安全な建築を設計するための基本的な構造力学の知識を習得する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  構造力学Ｉの復習 

2 回  静定ラーメン（１）片持梁系ラーメン、単純系ラーメン 
3 回  静定ラーメン（２）３ピン式ラーメン 
4 回  静定トラス（１）節点法 
5 回  静定トラス（２）切断法 
6 回  構造材料の力学的性質（１）応力度 
7 回  構造材料の力学的性質（２）ひずみ度、許容応力度、断面の性質（１）断
面１次モーメント、図⼼ 
8 回  断面の性質（２）断面２次モーメント、断面係数、断面２次半径 



9 回  部材に生じる応力（１）曲げモーメントを生じる部材 
10 回  部材に生じる応力（２）せん断力を生じる部 

準備学習 1 回  シラバスにより講義の流れを見ておくこと．構造力学 I の内容を復習して
おくこと． 
2 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.75-81) 
3 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.75-81) 
4 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.82-91) 
5 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.82-91) 
6 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.94-104) 
7 回  テキストで今回 

 



年度 2014 
授業コード FIA04811 
成績評価 小テスト（３回）と期末テストで評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA04811 構造力学演習Ⅰ(再) 
担当教員名 山崎 雅弘 
単位数 2 
教科書 和⽥章、古谷勉著「最新建築構造設計入門」：実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 構造力学演習Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FIA04811 
実務経験のある教員  
達成目標 建築士試験の問題が確実に解けるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先 24 号館 5 階 山崎研究室 086-256-9642 yamazaki@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice on Mechanics of Building Structures I 
関連科目 構造力学Ⅰ、構造力学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 安全な建築を設計するための基本的な構造力学の知識として、静定構造物に荷重

が作用したときの応力と変形を求める方法の習得を確実なものとする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 静定梁・ラーメン（１） 

2 回 静定梁・ラーメン（２） 
3 回 静定梁・ラーメン（３） 
4 回 小テスト（１） 
5 回 トラス（１） 
6 回 トラス（２） 
7 回 静定梁・ラーメン、トラス 
8 回 小テスト（２） 



9 回 断面性能、応力・ひずみ（１） 
10 回 断面性能、応力・ひずみ（２） 
11 回 断面性能、応力・ひずみ（３） 
12 回 小テスト（３） 
13 回 総合問題（１） 
14 回 総合問題（２） 
15 回 総合問題（３） 

準備学習 1 回 講義内容について構造力学Ⅰと構造力学Ⅱの内容を復習しておく。 
2 回 講義内容について構造力学Ⅰと構造力学Ⅱの内容を復習しておく。 
3 回 講義内容について構造力学Ⅰと構造力学Ⅱの内容を復習しておく。 
4 回 講義内容について構造力学Ⅰと構造力学Ⅱの内容を復習しておく。 
5 回 講義内容について構造力学Ⅰと構造力学Ⅱの内容を復習しておく。 
6 回 講義内容について構造力学Ⅰと構造力学Ⅱの内容を復習しておく。 
7 回 講義内容について構造力学Ⅰと構造力学Ⅱの内容を復習しておく。 
8 回 講義内容について構造力学Ⅰと 

 



年度 2014 
授業コード FIA04911 
成績評価 課題（４０％）と期末試験（６０％）によって評価する． 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA04911 構造力学Ⅲ(再) 
担当教員名 山崎 雅弘 
単位数 2 
教科書 最新建築構造設計入門／和⽥章、古谷勉著／実教出版／978-4-407316926 
アクティブラーニング  
キーワード 静定ラーメン、静定トラス、物性、応力、変形 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 構造力学Ⅲ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示をする． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA04911 
実務経験のある教員  
達成目標 単純な静定構造物に荷重が作用したときの応力と変形を求める方法を習得する． 
受講者へのコメント  
連絡先 山崎研究室 24 号館 5 階 086-256-9642 yamazaki@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mechanics of Building Structures III 
関連科目 構造力学 I、構造力学 III 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 安全な建築を設計するための基本的な構造力学の知識を習得する． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 1 回  シラバスにより講義の流れを見ておくこと．構造力学 I の内容を復習して

おくこと． 
2 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.75-81) 
3 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.75-81) 
4 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.82-91) 
5 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.82-91) 
6 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.94-104) 
7 回  テキストで今回 



 



年度 2014 
授業コード FIA05011 
成績評価 講義の演習などの平常点(30%)と定期試験(70%)により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA05011 建築生産(再) 
担当教員名 ⽥中 利幸 
単位数 2 
教科書 中澤明夫、角⽥誠著「初学者の建築講座建築施⼯」：市ヶ谷出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 建築生産、建築施⼯、建築生産管理、躯体⼯事、仕上げ・設備⼯事 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築生産(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本建築学会「建築⼯事標準仕様書・同解説」 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後実施する。 
シラバスコード FIA05011 
実務経験のある教員  
達成目標 建物の企画から完成するまでの流れと他業種のコラボレートおよびその⼯程管

理の概要とポイントを習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 24 号館 5 階 ⽥中利幸研究室 tanaka@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Construction Engineering and Management 
関連科目 建築概論、建築⼯学概論、鉄筋コンクリート構造、鋼構造 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築生産の基本である施⼯について契約からアフターケアまでの流れを各⼯事

ごとに解説する。施⼯上、現場管理上のポイントを中⼼に講義する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションおよび建築生産の流れと⼯事着⼯までの解説する(1) 

2 回  建築生産の流れと⼯事着⼯までの解説する(2) 
3 回  施⼯計画と管理方針の考え方(QCDSE)を解説する(1) 
4 回  施⼯計画と管理方針の考え方(QCDSE)を解説する(2) 
5 回  仮設計画と準備⼯事（直接⼯事までの準備）を解説する 
6 回  土⼯事・地下⼯事と地業・基礎⼯事を解説する 
7 回  鉄筋コンクリート⼯事（1）概要および鉄筋⼯事を解説する 



8 回  鉄筋コンクリート⼯事（2）型枠⼯事を解説する 
9 回  鉄筋コン 

準備学習 1 回  シラバスにより全体を把握し、教科書第 1 章に目を通すこと 
2 回  教科書第 2 章に目を通すこと 
3 回  教科書第 3 章に目を通すこと 
4 回  教科書第 3 章に目を通すこと 
5 回  教科書第 4 章に目を通すこと 
6 回  教科書第 5 章に目を通すこと 
7 回  教科書第 6 章に目を通すこと 
8 回  教科書第 6 章に目を通すこと 
9 回  教科書第 6 章に目を通すこと 
10 回  教科書第 7 章に目を通すこと 
11 回  教科書第 7 章に目を通すこと 
12 回  教科書第 7 章に目を通すこと 
13 回  教科書第 8 章に目を通すこと 
14 回 

 



年度 2014 
授業コード FIA05111 
成績評価 各実験のレポート（１００％）によって評価する 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA05111 建築構造材料実験(再) 
担当教員名 ⽥中 利幸、小林 正実、山崎 雅弘 
単位数 2 
教科書 プリントを配布 
アクティブラーニング  
キーワード コンクリート・鋼材の強度、弾性係数、座屈、梁の曲げ試験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築構造材料実験(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本建築学会「建築材料実験用教材」 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FIA05111 
実務経験のある教員  
達成目標 建築構造材料・部材の実験から得られる計測値から、材料・部材の特性を把握し、

習得する． 
受講者へのコメント  
連絡先 ⽥中研究室、山崎研究室 小林研究室 24 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Laboratory Tests of Structural Materials and Members 
関連科目 構造力学 I〜IV、鋼構造 I、鉄筋コンクリート構造 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 鋼材引張試験、コンクリートの材料強度試験を行い、構造材料の特性を把握する。

次いで、鋼材またはコンクリートの部材について変形特性を実験によって確認す
る． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  ガイダンス、講義（⽥中、山崎、小林） 

2 回  講義（コンクリートの調合，シリンダー試験など） 
3 回  圧縮試験体（シリンダー）作成、フレッシュコンクリート試験 
4 回 講義（鉄筋コンクリート梁曲げ試験実験要領，曲げ耐力の計算など） 
5 回 鉄筋コンクリート梁試験体の製作（その１） 
6 回 鉄筋コンクリート梁試験体の製作（その２） 



7 回 コンクリートシリンダー圧縮試験 
8 回 鋼板の引張試験（その１） 
9 回 鋼板の引張試験（その２） 
10 回 鉄筋の引張試験 
11 回  鉄筋コンクリート梁・無筋コンクリート梁曲 

準備学習 1 回  シラバスによって実験実習の流れを確認しておくこと 
2 回  関連科目「鉄筋コンクリート構造」の内容で「コンクリート材料」につい
て復習しておくこと． 
3 回  講義（第２回）の内容について復習しておくこと． 
4 回  関連科目「鉄筋コンクリート構造」の内容で「梁」について復習をしてお
くこと。 
5 回 講義（第４回）内容について復習をしておくこと。 
6 回  講義（第４回）内容について復習しておくこと。 
7 回 講義（第２回）の内容について復習しておくこと。 
8 回  関連科目「鋼構造」の内容で、「材料」についての 

 



年度 2014 
授業コード FIA05211 
成績評価 ・平常点（講義ごとの演習課題）４０％・期末試験 ６０％ 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA05211 構造力学Ⅳ(再) 
担当教員名 小林 正実 
単位数 2 
教科書 井上一朗，吹⽥啓一郎著「建築鋼構造−その理論と設計−」⿅島出版会 
アクティブラーニング  
キーワード 塑性崩壊，座屈，建物の終局状態 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 構造力学Ⅳ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 阪口理他著「テキスト建築構造力学Ⅱ」学芸出版社 

⽥口武一著「構造力学Ⅰ」昭晃堂 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA05211 
実務経験のある教員  
達成目標 ・１級建築士試験問題の内容を理解し，解くことができる．・講義内容に関わる

範囲の簡単な構造設計ができる． 
受講者へのコメント  
連絡先 ２４号館５階 小林研究室 メール：kobayashi@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mechanics of Building Structures IV 
関連科目 構造力学 I，構造力学 II，構造力学 III，鋼構造 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 鋼構造物の耐震安全性は，構成部材の強さ（耐力）のバランスのとれた配置に左

右される．部材や構造物の耐力を支配するのは全塑性応力と座屈であり，本講義
は，その基礎的考え方を身につけることを目的としている． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（講義計画・内容の説明），鋼材の応力ー歪関係，DVD

鋼材の材料試験編 
2 回 曲げモーメントによる応力度の復習 
3 回 単純梁の塑性崩壊，断面の全塑性モーメント１（⻑方形断面） 
4 回 断面の全塑性モーメント２（Ｈ型断面，箱形断面） 



5 回 仮想仕事の原理による塑性崩壊荷重の計算 
6 回 不静定梁の塑性崩壊 
7 回 複数の崩壊機構を有する不静定梁の塑性崩壊 
8 回 門形ラーメン（１層１スパン）の塑性崩壊 
9 回 ⻑方形ラーメン（２層，２スパン）の塑性崩壊 
10 回 単純梁の塑性崩壊の卓上実験（教室で 

準備学習 1 回 テキスト第２部 2.1.1 に目を通しておくこと 
2 回 構造力学Ⅱ教科書第 3 章 3 の復習をしておくこと 
3 回 テキスト第２部 2.2.1,3.1.1,3.1.2,3.2 または事前配布資料の指示した箇所に
目を通しておくこと 
4 回 テキスト第２部 2.2.2 に目を通しておくこと 
5 回 テキスト第２部 3.2,3.3 または事前配布資料の指示した箇所に目を通してお
くこと 
6 回 事前配布資料の指示した箇所に目を通しておくこと 
7 回 テキスト第２部 3.3 に目を通しておくこと 
8 回 テキスト第２部 3.4.2 に目を通しておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FIA05310 
成績評価 集中講義中に実施する数回の小テスト（１００％）で評価する． 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA05310 構造力学演習Ⅱ(再) 
担当教員名 山崎 雅弘 
単位数 2 
教科書 適宜プリント配付する 
アクティブラーニング  
キーワード 静定構造物・不静定構造物に関する力学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 構造力学演習Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示をする． 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FIA05310 
実務経験のある教員  
達成目標 「構造力学 I」から「構造力学 IV」に関する問題を確実に解けるようになること． 
受講者へのコメント  
連絡先 山崎研究室 24 号館 5 階 086-256-9642 yamazaki@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice on Mechanics of Building Structures II 
関連科目 構造力学Ⅰ〜構造力学Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「構造力学 I」から「構造力学 IV」の内容に関する演習課題と解説を行い、深い

理解と問題を解く能力を獲得する． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 構造力学Ⅲと構造力学Ⅳの復習をしておくこと． 

 



年度 2014 
授業コード FIA05411 
成績評価 ・平常点（講義ごとの演習課題）４０％・期末試験 ６０％ 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA05411 鋼構造Ⅰ(再) 
担当教員名 小林 正実 
単位数 2 
教科書 井上一朗、吹⽥啓一郎「建築鋼構造−その理論と設計−」⿅島出版会 
アクティブラーニング  
キーワード 鋼材の性質、部材耐力、骨組耐力、塑性崩壊、座屈 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 鋼構造Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻘⽊博文監修「最新建築構造入門」実教出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA05411 
実務経験のある教員  
達成目標 設計用荷重に対して鋼構造部材や骨組の寸法がどのように決まるかについて理

解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２４号館５階 小林研究室 メール：kobayashi@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Steel Structure I 
関連科目 構造力学 I、構造力学 II、構造力学 III、構造力学 IV 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 鋼材は低層建築から高層建築まで幅広い建物の構造材料として用いられている。

本講義では、鋼材の製造・物性から鋼構造の設計に至るまでの基本事項を解説す
る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（講義内容・授業計画の説明）、様々な鋼構造建築、Ｄ

ＶＤ鉄骨建築の建設編 
2 回 鋼材の性質、ＤＶＤ鋼材の材料試験編 
3 回 鋼構造骨組の概要（軸組と接合部）、部材断面の種類と用途 
4 回 部材断面の諸係数 
5 回 曲げ材（単純梁）の耐力 



6 回 ブレースの引張耐力と圧縮耐力 
7 回 鋼構造部材のせん断応力とせん断耐力 
8 回 接合部パネルのせん断応力と耐力 
9 回 中⼼圧縮材の非弾性座屈、残留応力の影響 
10 回 梁の横座屈、DVD 梁の横座屈 
11 回 接合部の概要、溶接接合の概要、DVD 接合編 
12 

準備学習 1 回 建築材料で学習したスチールの性質を復習しておくこと 
2 回 テキスト第１部３章に目を通しておくこと 
3 回 テキスト第１部４章に目を通しておくこと 
4 回 構造力学 II で学習した断面の性質と曲げモーメントによる応力度を復習し
ておくこと 
5 回 テキスト第１部５章 5.2.1 に目を通しておくこと。また、構造力学Ⅳで学習
した単純梁の塑性崩壊を復習しておくこと 
6 回 テキスト第１部５章 5.1 に目を通しておくこと 
7 回 構造力学 II 教科書の第 3 章 3 の梁のせん断応力度に目を通しておくこと 
8 回 テキスト第２部２章 2.6 

 



年度 2014 
授業コード FIA05511 
成績評価 毎回の講義時の演習点（30％）と定期試験（70％）により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA05511 鉄筋コンクリート構造Ⅰ(再) 
担当教員名 ⽥中 利幸、瀬川 輝夫＊ 
単位数 2 
教科書 「鉄筋コンクリート構造」／市之瀬敏勝著／共立出版／978-4-320076594 
アクティブラーニング  
キーワード 鉄筋コンクリート構造、応力度とひずみ度、曲げモーメント、せん断力、軸力、

構造設計、ひび割れ、耐震壁、PC 構造、SRC 構造、PCa ⼯法、耐震診断・改修 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 鉄筋コンクリート構造Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本建築学会「鉄筋コンクリート造建物の靱性保証型耐震設計指針・同解説

1999」 
授業形態 講義 
注意備考 必要に応じ講義プリントを配布します。 
シラバスコード FIA05511 
実務経験のある教員  
達成目標 コンクリートと鉄筋の力学的特性などの鉄筋コンクリート構造の基礎的知識を

理解する。 
鉄筋コンクリート造柱・梁・壁・床・基礎などの基礎的力学的性能や設計法につ
いて理解する。 
PC 構造、SRC 構造、PCaRC 造など RC を活用した構造を理解する。 
RC 造の耐震診断・改修の概略について理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 24 号館 5 階 ⽥中利幸研究室 tanaka@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Reinforced Concrete Structure I 
関連科目 構造力学、建築材料 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コンクリートと鉄筋の力学的特性などの鉄筋コンクリート構造の基礎的な知識・

力学性状とともに、建物への適用性や、コンクリートを活用した PC 構造、SRC
構造、高層 RC 造なども実例を含めて身につける。さらに、RC 造の耐震診断・
改修の概略も理解する。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションおよびコンクリート構造の基礎知識を解説する 

2 回 建物に作用する荷重を解説する 
3 回 梁および柱の曲げ挙動(1)平面保持仮定、曲げモーメントと軸力などを解説
する 
4 回 梁および柱の曲げ挙動(2)RC 梁の曲げ挙動を解説する 
5 回 梁および柱の曲げ挙動(2)RC 柱の曲げ挙動を解説する 
6 回 梁および柱のせん断挙動(1)せん断応力度と主応力度などを解説する 
7 回 梁および柱のせん断挙動(1)せん断補強筋の効果などを解説する 
8 回 床構造の役割、形式、⼯法について解説する 
9 回 床構造の支 

準備学習 1 回 教科書 1,2 章を予習すること 
2 回 教科書 3 章を予習すること 
3 回 教科書 4 章を予習すること 
4 回 教科書 4 章を予習すること 
5 回 教科書 4 章を予習すること 
6 回 教科書 5 章を予習すること 
7 回 教科書 5 章を予習すること 
8 回 教科書 8 章を予習すること 
9 回 教科書 8 章および配布資料を予習すること 
10 回 配布資料を予習すること 
11 回 教科書 9 章および配布資料を予習すること 
12 回 教科書 10 章および配布資料を予習すること 
13 回 教科書 4 章および配布資料を予習すること 
14 回 配布資料を予習する 

 



年度 2014 
授業コード FIA05611 
成績評価 課題提出などの平常点(40%)と定期試験(60%)により評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA05611 ⽊質構造(再) 
担当教員名 小林 正実、⻑瀬 正＊ 
単位数 2 
教科書 杉山英男編著「⽊質構造」共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード ⽊質材料、⽊造住宅、⽊材の接合、壁量計算、部材の設計、伝統⽊造 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⽊質構造(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「世界で一番やさしい⽊構造」エクスナレッジ 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後実施する。 
シラバスコード FIA05611 
実務経験のある教員  
達成目標 ⽊質構造の大半を占める在来軸組構法のしくみや設計方法を演習を通じて理解

する。さらに日本の伝統建築のしくみと現状も併せて習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２４号館５階 小林研究室 メール：kobayashi@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Wooden Structure 
関連科目 構造力学、建築概論、建築材料 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 我が国の⽊造建築は、竪穴高床住居から寺社書楼閣と最近の大空間構造まで、⻑

い歴史と多様な展開を示している。本講義は、⽊質構造の大半を占める在来軸組
構法を主な内容とし、そのしくみや設計方法について詳しく解説する。とくに耐
震性の検討については課題を課す。また、その他の⽊造住宅の構法や、伝統的⽊
造についても、そのしくみを解説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションおよび⽊材の性質・⽊質材料 

2 回 ⽊造住宅のしくみと特徴（１）在来軸組構法の概要 
3 回 ⽊造住宅のしくみと特徴（２）在来軸組構法の部材の接合 
4 回 壁の設計（１）壁の種類、壁倍率 



5 回 壁の設計（２）地震力に対して必要な壁量 
6 回 壁の設計（３）風圧力に対して必要な壁量 
7 回 壁の設計（４）４分割法 
8 回 曲げ材の設計（１）曲げおよびせん断の検討 
9 回 曲げ材の設計（２）たわみの検討 
10 回 柱の設計 
11 回 床の設計 
12 回 ⽊造住宅の耐震診断 
13 回 枠組壁構法、プレハブ構法 
 

準備学習 1 回 建築材料で学習した⽊材の性質を復習しておくこと 
2 回 建築概論で学習した⽊構造の軸組・小屋組を復習しておくこと 
3 回 事前に配布する資料のうち、⽊材の接合のところに目を通しておくこと 
4 回 教科書第５章 5.2.2 序文・例題に目を通すこと 
5 回 教科書第５章 5.2.3a,b に目を通すこと 
6 回 第 4 回,第 5 回の復習をしておくこと 
7 回 教科書第５章 5.2.3c に目を通すこと 
8 回 教科書第４章 4.6.1a,b,c に目を通すこと 
9 回 教科書第４章 4.5.2,4.6.1 例題に目を通すこと 
10 回 教科書 

 



年度 2014 
授業コード FIA05710 
成績評価 ・平常点（講義ごとの演習課題）４０％・期末試験 ６０％ 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA05710 鋼構造Ⅱ(再) 
担当教員名 小林 正実 
単位数 2 
教科書 井上一朗，吹⽥啓一郎著「建築鋼構造−その理論と設計−」⿅島出版会 
アクティブラーニング  
キーワード 圧縮材，曲げ材，曲げ圧縮材，溶接接合，高力ボルト接合，柱脚 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 鋼構造Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指定しない 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA05710 
実務経験のある教員  
達成目標 鋼構造骨組の構成部材（柱，梁，ブレースなど）と接合部（溶接，高力ボルト）

が設計できる能力を身につけること． 
受講者へのコメント  
連絡先 ２４号館５階 小林研究室 メール：kobayashi@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Steel Structure II 
関連科目 構造力学 I，構造力学 II，構造力学 III，構造力学 IV，鋼構造 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 鋼構造を構成する柱や梁部材，および鋼構造の構築に重要な接合部の力学特性と

それに基づく設計法を解説する． 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（講義計画・内容の説明），設計荷重と部材の設計条件 

2 回 小梁の設計 
3 回 圧縮材の設計 
4 回 大梁の設計，DVD 梁の横座屈 
5 回 柱（軸力と曲げを受ける部材）の設計１ 概要 
6 回 柱（軸力と曲げを受ける部材）の設計２ 許容耐力 
7 回 接合部パネルの設計 



8 回 溶接接合１（基本事項），ＤＶＤ溶接接合部の施⼯ 
9 回 溶接接合２（耐力），ＤＶＤ溶接接合部の強度試験 
10 回 高力ボルト接合１（摩擦接合 すべり耐力） 
11 回 高力ボルト接合２（摩擦接合 最大耐力），ＤＶＤ高力ボルト摩擦接合 

準備学習 1 回 テキスト第１部６章 6.1，6.2 および第４部１章 1.1 に目を通しておくこと 
2 回 テキスト第４部２章 2.3.1，2.3.2 に目を通しておくこと 
3 回 テキスト第４部２章 2.1.1 に目を通しておくこと 
4 回 テキスト第４部２章 2.2 および 2.3.3，2.3.4 に目を通しておくこと 
5 回 テキスト第４部２章 2.4.1〜2.4.3 に目を通しておくこと 
6 回 第 3 回と第 5 回の復習をしておくこと 
7 回 鋼構造Ⅰの接合部パネルの応力と耐力の復習をしておくこと．テキスト第
４部２章 2.5 序文,2.5.1 に目を通して 

 



年度 2014 
授業コード FIA05810 
成績評価 演習点(30%)と定期試験(70%)により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA05810 鉄筋コンクリート構造Ⅱ(再) 
担当教員名 ⽥中 利幸 
単位数 2 
教科書 市之瀬敏勝著「鉄筋コンクリート構造」：共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード RC 耐震壁、SRC 構造、PC 構造、PCa ⼯法、耐震診断 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 鉄筋コンクリート構造Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 定期試験は最終講義終了後実施する。 
シラバスコード FIA05810 
実務経験のある教員  
達成目標 鉄筋コンクリートの基本的性状、各部材の特徴およびコンクリートを使用したそ

の他の SRC 構造、PＣa ⼯法も理解するとともに、RC 造の耐震診断も把握する。 
受講者へのコメント  
連絡先 24 号館 5 階 ⽥中利幸研究室 tanaka@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Reinforced Concrete Structure II 
関連科目 構造力学、鉄筋コンクリート構造、鋼構造、建築生産 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 鉄筋コンクリート構造の性質とともに、建物への適用法について講義する。さら

に、コンクリートを活用した PC 構造、SRC 構造や高層 RC 造についても実施例
とともに解説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 鉄筋コンクリート構造で習得した内容を復習する 

教科書および鉄筋コンクリート構造で配布した資料を予習する 
計算演習問題を理解できるまで復習する 

 



年度 2014 
授業コード FIA05911 
成績評価 ・平常点（講義ごとの演習課題）２５％・中間試験 ２５％・期末試験 ５０％ 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA05911 耐震・耐風設計(再) 
担当教員名 小林 正実 
単位数 2 
教科書 ⻄川孝夫ほか著：建築の振動 初歩から学ぶ建物の揺れ，朝倉書店 
アクティブラーニング  
キーワード 自由振動，固有値，強制振動，応答スペクトル，地震動，地震応答 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 耐震・耐風設計(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA05911 
実務経験のある教員  
達成目標 耐震設計のプロセスを理解し，２層程度の小規模な建物について地震応答の計算

ができるようになる． 
受講者へのコメント  
連絡先 ２４号館５階 小林研究室 メール：kobayashi@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earthquake and Wind Resistant Design 
関連科目 構造力学 I，構造力学 II，構造力学 III，構造力学 IV 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地震に対する応答を具体的に評価し，建築物の各部を設計する耐震設計の基本的

なプロセスを修得させる．耐風設計の基礎知識も習得させる． 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（講義内容・授業計画の説明），振動理論の基礎知識 

2 回 地震学の基礎（震度，マグニチュード，地震波，断層） 
3 回 １層建物の自由振動 
4 回 減衰を考慮した１層建物の自由振動 
5 回 １層建物の調和地動による応答と共振現象 
6 回 ２層建物の自由振動と固有周期 
7 回 ２層建物の調和地動による応答１（運動方程式） 



8 回 ２層建物の調和地動による応答２（刺激係数） 
9 回 中間試験 
10 回 １層建物の地震波に対する応答解析 
11 回 地震応答スペクトル，設計用応答スペクトル 
12 回 応答スペクト 

準備学習 1 回 テキストの第１章に目を通しておくこと 
2 回 事前に配布するプリントに目を通しておくこと 
3 回 テキスト第２章 2.1 に目を通しておくこと 
4 回 テキスト第２章 2.2 に目を通しておくこと 
5 回 テキスト第２章 2.3 に目を通しておくこと 
6 回 テキスト第３章 3.1 に目を通しておくこと 
7 回 テキスト第３章 3.2 に目を通しておくこと 
8 回 第 7 回の復習をしておくこと 
9 回 これまでの講義内容の復習 
10 回 テキスト第４章 4.2 に目を通しておくこと 
11 回 テキスト第４章 4.3，第５章 5.1 に目を通しておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FIA06011 
成績評価 課題（４０％）と期末試験（６０％）によって評価する． 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA06011 建築基礎構造(再) 
担当教員名 山崎 雅弘 
単位数 2 
教科書 建築学構造シリーズ 建築基礎構造／冨永晃司／オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード 土質力学、直接基礎、杭基礎 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築基礎構造(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示をする． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA06011 
実務経験のある教員  
達成目標 簡単な基礎構造の設計が可能となること． 
受講者へのコメント  
連絡先 山崎研究室 24 号館 5 階 086-256-9642 yamazaki@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Foundation Engineering 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 土質力学とそれに基づく基礎構造の支持力を評価し設計する方法を習得する． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 基礎構造概説 

2 回 土質と地下水 
3 回 土の圧縮と圧密 
4 回 土のせん断強さと土圧 
5 回 地中応力 
6 回 地盤調査 
7 回 直接基礎の設計 
8 回  直接基礎の鉛直支持力 
9 回 直接基礎の沈下 



10 回  基礎フーチングの設計法 
11 回  杭基礎の分類 
12 回 鉛直方向荷重に対する杭基礎の設計 
13 回  杭基礎の鉛直支持力における問題 
14 回 水平方向荷重に対する杭基礎の設計 
15 回 総復習 

準備学習 1 回 テキスト第１章を読んでおくこと 
2 回  前回の講義内容を復習し、テキスト第２章を読んでおくこと 
3 回  前回の講義内容を復習し、テキスト第３章を読んでおくこと 
4 回  前回の講義内容を復習し、テキスト第４章を読んでおくこと 
5 回  前回の講義内容を復習し、テキスト第５章を読んでおくこと 
6 回  前回の講義内容を復習し、テキスト第６章を読んでおくこと 
7 回  前回の講義内容を復習し、テキスト第７章を読んでおくこと 
8 回  前回の講義内容を復習し、テキスト第８章を読んでおくこと 
9 回  前回の講義内容を 

 



年度 2014 
授業コード FIA06110 
成績評価 演習などの平常点(30%)と定期試験(70%)により評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 建築学科(〜11) 
見出し FIA06110 構造計画(再) 
担当教員名 ⽥中 利幸、瀬川 輝夫＊ 
単位数 2 
教科書 和⽥章、古谷勉著「最新建築構造設計入門」：実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード 構造設計、RC 構造、S 造、耐震、制震、免震 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 構造計画(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻘⽊博文著「最新建築構造入門」：実教出版寺本隆幸著「建築構造の計画」：森北

出版⻄日本⼯高建築連盟編「新建築設計ノート構造計画の進めかた」：彰国社 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後実施する。 
シラバスコード FIA06110 
実務経験のある教員  
達成目標 各種構造の特徴とその適材適所への選択および最新の事例などを知り、設計の創

造性による社会貢献の楽しさを学ぶ。 
受講者へのコメント  
連絡先 24 号館 5 階 ⽥中利幸研究室 tanaka@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Structural Planning 
関連科目 鉄筋コンクリート構造、鋼構造、構造設計演習、耐震・耐風設計 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建物の構造設計の基本計画から実施設計までを実務的に解説する。構造計画の要

点や手順とその留意点について実例を紹介しながら解説する。 
対象学年 4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションおよび建築構造設計の役割と流れ 

2 回  構造物に働く力（自重、地震、風他）と生ずる力 
3 回  各種架構（ラーメン、トラス、メガ、膜他） 
4 回  構造設計の考え方と変遷（新耐震設計法他） 
5 回  地業と基礎構法（直接基礎、杭基礎他） 
6 回  鉄筋コンクリート構造の設計（一次設計） 



7 回  鉄筋コンクリート構造の設計（柱・梁・壁）(1) 
8 回  鉄筋コンクリート構造の設計（柱・梁・壁）(2) 
9 回  構造計画の要点と良い構造設計をするには 
10 回  建物のライフサイクルと構造計画の手 

準備学習 1 回  シラバスにより全体を把握する 
2 回  教科書第 1 章に目を通しておくこと 
3 回  教科書第 2 章に目を通しておくこと 
4 回  教科書第 6 章に目を通しておくこと 
5 回  配布資料に目を通しておくこと 
6 回  教科書第 6 章に目を通しておくこと 
7 回  教科書第 6 章に目を通しておくこと 
8 回  教科書第 6 章に目を通しておくこと 
9 回  配布資料に目を通しておくこと 
10 回  配布資料に目を通しておくこと 
11 回  配布資料に目を通しておくこと 
12 回  配布資料に目を通しておくこと 
13 回  配布資料に目を 

 



年度 2014 
授業コード FIA06210 
成績評価 演習レポートにより評価する 
曜日時限 集中 
対象クラス 建築学科(〜11) 
見出し FIA06210 構造設計演習 
担当教員名 ⽥中 利幸 
単位数 2 
教科書 和⽥章、古谷勉著「最新建築構造設計入門」：実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード 構造計画、鋼構造、鉄筋コンクリート構造、耐震構造、 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 構造設計演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 上野義久「実務から見た基礎構造設計」：学芸出版社、 

上野義久「構造計算書で学ぶ鉄骨構造」：学芸出版社、 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FIA06210 
実務経験のある教員  
達成目標 各部材などの設計法を理解し、各構造など設計者の考え方により形成される構造

物の違いを理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 24 号館 5 階 ⽥中利幸研究室 tanaka@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice on Structural Design 
関連科目 構造力学、鉄筋コンクリート構造、鋼構造、構造計画、耐震・耐風設計、建築基

礎構造 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建物の安全性を担う構造設計の流れを理解し、各構造計算を行い、構造設計者の

違いにより各部材等や空間の違いを実感する。 
対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 これまでに学んだ下記科目を復習し、理解を深めておくこと 

・構造力学ⅠⅡⅢ 
・構造力学演習 
・鉄筋コンクリート構造 



・鋼構造 
・建築基礎構造 
・耐震・耐風設計 
・構造計画 

 



年度 2014 
授業コード FIA06311 
成績評価 課題やレポート 10%、小テスト 10%、および定期試験 80%により成績を評価す

る。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA06311 化学基礎論Ⅰ(再) 
担当教員名 直島 好伸 
単位数 2 
教科書 新版 現代の基礎化学／野本健雄・⽥中文夫／三共出版／978-4-782705032 
アクティブラーニング  
キーワード 分子、原子の構造、量子力学、量子化学、電子配置、原子軌道、分子軌道、化学

結合、混成軌道、酸と塩基 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学基礎論Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 はじめての生命科学／菊池慎太郎・⻘江誠一郎、岡本威明・佐藤健三・直島好伸・

⻑谷川 靖／三共出版  
マクマリー有機化学概説 第６版/J. McMurry,E. Simanek 著/伊東、児玉 訳/東
京化学同人 

授業形態 講義 
注意備考 ①インフルエンザやエイズなどの治療薬の名前が新聞でよく紹介されるように

なり、また、医薬品がコンビニで買える時代になっている。化学が苦手という人
も、先ず、私達の日常生活や地球環境に深く関わっている（⾷品、医薬品、化粧
品、衣料、液晶ディスプレー、レアメタル・レアアースなど）化学に興味を持ち、
講義に出席してほしい。 
②パソコンを使ってパワーポイントなどの電子教材をプロジェクタで提示する。 
③ホームページ http://chemnaobic.sp.ous.ac.jp にアクセスし、予習や復習の参考
資料にしてほしい。 
 

シラバスコード FIA06311 
実務経験のある教員  
達成目標 ①レアメタル・レアアースのような金属についての基礎知識を持つこと。 

②電子や原子などのミクロな粒子の性質や挙動を理解すること。 
③原子の電子配置について説明できること。 
④元素の周期表の成り立ちを理解し、説明できること。 
⑤電子の共有による化学結合を理解すること。 
⑥分子軌道法について知ること。 
⑦混成軌道を使って簡単な分子の形を図示できること。 
⑧ルイス酸、ルイス塩基について説明できること。 



受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館２Ｆ 直島好伸研究室 086-256-9639 naoshima@sp.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fundamentals of Chemistry I 
関連科目 本科目に引き続き「化学基礎論 II」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高校化学教育との関連や現代の化学の進展を考慮し、化学に興味を持ち理解がで

きるように講義を進める。電子の特性や原子の構造、元素の周期表、化学結合、
混成軌道、分子の三次元的な形、そして酸と塩基など、化学の基本的な内容を教
授して、我々の社会環境や生活環境に深くかかわっている分子というものに親し
んでもらう。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  化学への導入−現代人として、化学物質についての正確な知識を持つこと

と化学を学ぶことの大切さを、私たちの日常の生活と関連付けて説明する。 
2 回  化学の基本−私たちの身の周りにある元素の名前と記号を覚え、その性質
を理解する。私たちの生活に欠かせない希少金属、レアメタル・レアアースにつ
いて解説する。 
3 回  化学の歴史と化学の法則−化学はいかにして科学となったかを、化学の興
味ある歴史の概観を示し、語りながら解説する。 
4 回  電子の発見について歴史的に興味深い事実を盛り込みながら説明する。 
5 回  電 

準備学習 1 回 教科書を参考にしながら、日常なにげなく使っている化学物質を調べてお
くこと。 
2 回 教科書の裏表紙にある元素の周期表をしっかりと眺めておくこと。 
3 回 金属元素の歴史やラボアジエ、ドルトン、アボガドロといった人たちの業績
について調べておくこと。 
4 回 ドルトンの原子論以降、原子を構成する電子がどのようにして発見された
のかを調べておくこと。 
5 回 教科書を基にしてプランクやアインシュタイン、ド・ブロイといった人たち
の業績についてしらべておくこと。 
6 回 岩波ジュニア新書の「量子力学とはなんだろう」など、 

 



年度 2014 
授業コード FIA06411 
成績評価 課題やレポート 10%、小テスト 10%、および定期試験 80%により成績を評価す

る。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA06411 化学基礎論Ⅱ(再) 
担当教員名 直島 好伸 
単位数 2 
教科書 新版 現代の基礎化学／野本健雄・⽥中文夫／三共出版 
アクティブラーニング  
キーワード 有機化合物、生体分子、官能基、立体異性体、幾何異性体、配座異性体、エナン

チオマー（鏡像異性体） 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学基礎論Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 はじめての生命科学／菊池慎太郎・⻘江誠一郎、岡本威明・佐藤健三・直島好伸・

⻑谷川靖／三共出版 
マクマリー有機化学概説 第６版/J. McMurry, E. Simanek 著/伊東、児玉 訳/
東京化学同人 
キラル化学/日本化学会 編/化学同人 

授業形態 講義 
注意備考 ①インフルエンザやエイズなどの治療薬の名前が新聞でよく紹介されるように

なり、また、コンビニで医薬品が買える時代になっている。有機化学や生命化学
の知識は２１世紀の社会を担う人たちには必要不可欠なものです。先ず、講義に
出席してみてほしい。 
②パソコンを使ってパワーポイントなどの電子教材をプロジェクタで提示しま
す。 
③ホームページ http://chemnaobic.sp.ous.ac.jp にアクセスし、予習や復習の参考
資料にしてほしい。 
④分子模型というものを使って分子の形を３次元的（立体的）に示します。 
⑤試 

シラバスコード FIA06411 
実務経験のある教員  
達成目標 ①有機化合物や生体分子というものを知ること。 

②官能基を理解し、その構造を書けること。 
③簡単な有機化合物を命名したり、構造を書けること。 
④立体異性体（幾何異性体、配座異性体、鏡像異性体）について説明できること。 
⑤立体異性体を命名したり、立体構造を書けること。 
⑥糖、アミノ酸およびタンパク質の構造や性質を知ること。 



⑦鏡像異性体のような立体異性体の構造や生理作用を学ぶことの必要性を理解
できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 直島好伸研究室 ２１号館２Ｆ 086-256-9639 naoshima@sp.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fundamentals of Chemistry II 
関連科目 化学基礎論 I を受講しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学基礎論 I に続き、有機化合物という分子について、我々の生活環境や自然、

社会とのかかわりを重視して平易に解説する。即ち、有機官能基、有機化合物の
名前や構造、鏡像異性体と生物活性、天然有機化合物、そして生命の有機化合物
などを教授し、我々を取り巻く環境を理解するのに必要な、化学的知識の修得を
図る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  有機化合物という分子について、私たちの身近に存在する医薬品、香料、

⾷品、農薬、色素などの中から多数の例を挙げて解説する。 
2 回  カボキシル基、水酸基、アミノ基などの有機官能基や有機化合物の構造式
の書き方について説明する。 
3 回  有機化合物の命名に関し、飽和炭化水素と不飽和炭化水素の IUPAC 命名
法について説明する。 
4 回  前回に引き続き、有機化合物の命名に関し、アルコール、アルデヒド、ケ
トンなどの IUPAC 命名法について説明する。 
5 回  2-ブテンなどのアルケンを例に挙げて、2 重結合に基ず 

準備学習 1 回  インフルエンザ治療薬のタミフルやリレンザのような医薬品など、皆さん
が日常使っている化学物質について調べておくこと。 
2 回 官能基は有機化合物の構造式を書いたり、その性質や機能を知るのに大切
なので、配布プリントを参考にして、それはどのようなものなのかを、先ず、自
分でよく調べておくこと。 
3 回 多種多様な有機化合物の名前をどのように付けるのかを、教科書などを参
考にして自分なりに調べておくこと。 
4 回 演習問題をじっくりやりますが、アルコールの命名も炭化水素が基本にな
るので、前回の講義の内容をよく復習し 

 



年度 2014 
授業コード FIA06511 
成績評価 毎回の提出物（14%）と中間試験（20%）および定期試験（66%）の成績で評価

する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA06511 生物学基礎論Ⅰ(再) 
担当教員名 猪口 雅彦 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生物学全般、細胞、代謝、恒常性、遺伝子、タンパク質、発生、免疫、生態、進

化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学基礎論Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理系総合のための生命科学 第 2 版―分子・細胞・個体から知る“生命”のしくみ、

東京大学生命科学教科書編集委員会 編（羊土社）ISBN 978-4-7581-2010-4 
授業形態 講義 
注意備考 毎回事前に次回の内容に関連した疑問点をノートに書いてくること。提出用紙

に、その疑問点とそれに対する講義後の感想（疑問は解決できたか、さらにふく
らんだか）を書いて提出してもらいます。 

シラバスコード FIA06511 
実務経験のある教員  
達成目標 生物に共通した「生命のしくみ」を、生命を形作る物質や細胞の構造と機能、多

細胞生物の身体の成り立ちなどから説明できる様になる。 
生物に見られる多様性を、遺伝のしくみと進化や環境の観点から説明できる様に
なる。 
私たち人間の活動を、生物全体の中での位置づけから認識できる様になる。 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 2 階，ino@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fundamentals of Biology I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物学の基礎を学ぶことを目的とするが、単に知識を覚えるのではなく、身近な

現象を取り上げながら「生物のしくみ」と「生物学の考え方」を理解することを



主眼とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【「生物」とは何か】全体の講義計画について説明を行った後で、生物の特

徴、生物の分類群および種の概念について解説する。 
2 回 【細胞の構造と機能】細胞の概念の変化と、原核細胞と真核細胞の構造と働
きについて解説する。 
3 回 【細胞分裂】細胞周期と細胞分裂の過程と、細胞の寿命（細胞死）について
解説する。 
4 回 【代謝と酵素】体内の化学反応である代謝と、その代謝を行う酵素の働きと
特徴について解説する。 
5 回 【同化と異化】代謝の中でも、特にエネルギー獲得のための重要な過程であ
る呼吸と光合成について解説する。 

準備学習 1 回 【「生物」とは何か】生物の特徴（生物と無生物の違い）」について考えてく
る。 
2 回 【細胞の構造と機能】肉眼で観察できる 1 個の細胞の例を挙げてくる。 
3 回 【細胞分裂】細胞が分裂する理由に（なぜ分裂しなければならないか）につ
いて考えてくる。 
4 回 【代謝と酵素】紙の燃焼と生体内の化学反応との違いについて（どこが違う
か）考えてくる。 
5 回 【同化と異化】我々が何のために呼吸（外気を吸って吐く）をするかについ
て考えてくる。 
6 回 【刺激の受容と伝達】「透明人間は目が見えない」（「目に見えない」ではな
い！） 

 



年度 2014 
授業コード FIA06611 
成績評価 レポート（30％）と定期試験（70％）により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA06611 生物学基礎論Ⅱ(再) 
担当教員名 ⻄村 直樹 
単位数 2 
教科書 適宜、プリント（資料）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 植物、コケ類、藻類、菌類、動物、多様性、自然環境。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学基礎論Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 好きになる生物学／吉⽥邦久／講談社：ウォ−レス現代生物学上、下／東京化学

同人：キャンベル生物学／丸善 
授業形態 講義 
注意備考 パワーポイントでまとめた電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業をおこ

なう。 
シラバスコード FIA06611 
実務経験のある教員  
達成目標 １．生き物の主な仲間（五界）の形態、エネルギー獲得、繁殖に関する特徴を説

明できること。 
２．日頃よく目につく植物や動物が何の仲間かわかること。 
３．植物の基本形態を説明できること。 
４．脊椎動物の基本形態を説明できること。 
５．地球表面の自然環境変化と生物進化の関係を説明できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⻄村研究室 十学舎５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fundamentals of Biology II 
関連科目 「生物学基礎論Ⅰ」を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生命の多様性とその成立ち、さらに生物活動が環境に及ぼす影響について理解を

深めていただくのを目的として講義する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義の内容と進め方、受講上の注意点を説明する。さらに、生物学が対象



とする研究分野と問題解決のための思考法について解説する。 
2 回  地球と生命の歴史、生き物の主な仲間について解説する。 
3 回  植物界の主な仲間１：被子植物について解説する。 
4 回 植物界の主な仲間２：裸子植物について解説する。 
5 回 植物界の主な仲間３：シダ類とコケ類について、それぞれの生活環の違いを
中⼼に解説する。 
6 回 原生生物界の主な仲間（藻類の主な仲間）について解説する。 
7 回 菌界の主な仲間：菌類（カビ、キノコ）の主な仲 

準備学習 1 回 講義内容と目的を把握しておくこと。生物学のテキストや、本講義の参考書
としてあげている生物学の図書の目次に目を通しておくこと。 
2 回 帰納法と演繹法を復習しておくこと。生き物の主な仲間とそれらが繁栄し
た年代を調べておくこと。 
3 回 生き物の主な仲間が繁栄した地質年代を復習しておくこと。植物の体のつ
くり、花の基本構造について調べておくこと。 
4 回 講義で解説された被子植物の学名を確認しておくこと。針葉樹の主な仲間
は、どのような球果をつくるかを調べておくこと。 
5 回  講義で解説された裸子植物の学名を確認 

 



年度 2014 
授業コード FIA06711 
成績評価 課題提出および毎回の質問内容（20％）と定期試験（80％）で評価する。採点の

基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA06711 地学基礎論Ⅰ(再) 
担当教員名 小林 祥一 
単位数 2 
教科書 地球学入門 惑星地球と大気・海洋のシステム／酒井治孝／（東海大学出版会）

／978-4-486016151 
アクティブラーニング  
キーワード 太陽系、地球、環境、鉱物、岩石、鉱床 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎論Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリントで補足 
授業形態 講義 
注意備考 ※しばしば電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業を行う。 
シラバスコード FIA06711 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を理解する一歩として、地球本来の環境について十分理解させる。どの分野

にも共通して重要な地球を構成する物質（資源）である、岩石や鉱物（含宝石鉱
物）の物理化学的性質、生成条件および生成過程を修得する。前期は基本的に、
中学校以来、地学に触れたことがない学生が大部分であることから、基礎的知識
の修得を目標とし、地学のおもしろさを知るための準備をこの地学基礎論 I でし
たい。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 3 階 小林研究室 086-256-9704  kobayashi＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth Science I 
関連科目 地学基礎論Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 太陽系のメンバーである地球について、地表付近および地球内部はどんな構造を

していて、どのような環境で、どのような物質でできているかを解説し、地球自
身の基礎的な概念を理解する。これらをもとに地球の地殻およびマントルを構成
する岩石・鉱物の生成のメカニズム、産状、分類およびこれらの物理化学的性質



について概説する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回  宇宙の中の太陽系はどんな特徴を持ったところかを説明する。 
3 回  太陽系の中で地球はどんな特徴を持ったところかを説明する。 
4 回  地球の表面温度を決める因子について説明する。 
5 回  水と二酸化炭素の循環システムと地球環境との関係について説明する。 
6 回  地球の内部構造を知る手がかりについて説明する。 
7 回  地球の環境について、まとめをする。 
8 回  地球を構成する物質、鉱物の種類と特徴について説明する。 
9 回  地球を構成する物質、鉱物 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 太陽系のメンバーには何があるか思い出しておくこと。 
3 回 惑星地球の環境、特に水、大気、温度と私たち生命との関係を考えておくこ
と。 
4 回 地球型惑星の表面温度はどんな条件によって支配されているか考えておく
こと。 
5 回 地球の環境を支配している水と二酸化炭素はどこで消費され、どこで放出
されているかを調べておくこと。 
6 回 万有引力、地震の伝わり方を復習しておくこと。 
7 回 これまでの授業内容を復習しておくこと。 
8 回 無機化合物について復習しておく 

 



年度 2014 
授業コード FIA06811 
成績評価 課題提出および毎回の質問内容（20％）と定期試験（80％）で評価する。採点の

基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA06811 地学基礎論Ⅱ(再) 
担当教員名 小林 祥一 
単位数 2 
教科書 地球学入門 惑星地球と大気・海洋のシステム／酒井治孝／（東海大学出版会） 

ISBN: 978-4-486-01615-1 
アクティブラーニング  
キーワード プレートテクトニクス、地質現象、生命の誕生、進化と絶滅、地球環境 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎論Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリントで補足 
授業形態 講義 
注意備考 ※しばしば電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業を行う。 
シラバスコード FIA06811 
実務経験のある教員  
達成目標 地学基礎論 I で修得した学習内容をもとに、地球の形成、地球内部の動き、そし

てそれによってもたらされる地質現象について、また生命の誕生とその進化・絶
滅についての知識の修得をめざす。さらに環境問題など地球科学と私たちの生活
との関係を理解できる能力の修得もめざす。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 3 階 小林研究室 086-256-9704  kobayashi＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth Science II 
関連科目 地学基礎論 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球内部の動きと、これが原因で起こるさまざまな現象について解説する。地球

の誕生から今日に至る過程で、生命の誕生、古環境に生きた古生物の進化・絶滅
について理解する。更に、現在の地表付近の環境とその変化についても言及し、
これらを通して人々の生活と地学との関わり合いを理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。地学と私たちの生活との関わり合いについて説明す



る。 
2 回  大陸移動説と海洋底拡大説について説明する。 
3 回  プレートテクトニクス概要と、この理論に発展した過程について説明する。 
4 回  プレートテクトニクスについて定量的に説明する。 
5 回  プレート運動に関係した海底でのでき事を説明する。 
6 回  プレート運動に関係したさまざまな地質現象について説明する。 
7 回  プレート運動のまとめと日本列島の成り立ちについて説明する。 
8 回  酸素の起源と生物の起源について説明する。 
 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 高等学校等の地学、地理などの教科書を見て復習しておく。アルフレット・
ウェーゲナーさんについて調べておくこと。 
3 回 地球の磁場について復習しておくこと。 
4 回 世界の震源、火山の分布について調べ、特徴を見ておくこと。 
5 回 今生物地学分野で海底が注目されている理由について新聞、インターネッ
トなどで調べておくこと。 
6 回 地震の発生やマグマ活動について復習しておく。これらとプレート運動と
の関係を考えておくこと。 
7 回 2 回から 6 回までの内容の復習と 

 



年度 2014 
授業コード FIA07011 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により判定する．総獲得点数/提出義務回数

の値が 60 点以上を合格とする．本実験は教職関連科目でもあるので，全出席が
評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育実習の場合は３回）をこえ
る欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする．また，公欠の場合でも補講，
追加レポートや提出義務回数などの特別配慮は一切しない． 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA07011 生物学基礎実験(再) 
担当教員名 守⽥ 益宗、正⽊ 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 実験指導，光学顕微鏡観察 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学基礎実験(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。なお，以下の

学生の受講を制限する．（１）入学時に実施した学力多様化度調査の結果により、
チューターから「入門生物」の履修を指導された学生（２）教職関連の生物科目
（生物学基礎論など）未受講の学生（３）前年度に本実験を不合格または途中放
棄した学生．また，受講希望者多数の場合は抽選とする。 

シラバスコード FIA07011 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作でき，実験指導が適切に行えるようになること． 
受講者へのコメント  
連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Primary Experiments in Biology 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に

便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 
2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 
3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２： 

準備学習 特になし 
 



年度 2014 
授業コード FIA07021 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により判定する．総獲得点数/提出義務回数

の値が 60 点以上を合格とする．本実験は教職関連科目でもあるので，全出席が
評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育実習の場合は３回）をこえ
る欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする．また，公欠の場合でも補講，
追加レポートや提出義務回数などの特別配慮は一切しない． 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA07021 生物学基礎実験(再) 
担当教員名 守⽥ 益宗、正⽊ 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 実験指導，光学顕微鏡観察 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学基礎実験(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。なお，以下の

学生の受講を制限する．（１）入学時に実施した学力多様化度調査の結果により、
チューターから「入門生物」の履修を指導された学生（２）教職関連の生物科目
（生物学基礎論など）未受講の学生（３）前年度に本実験を不合格または途中放
棄した学生．また，受講希望者多数の場合は抽選とする。 

シラバスコード FIA07021 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作でき，実験指導が適切に行えるようになること． 
受講者へのコメント  
連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Primary Experiments in Biology 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に

便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 
2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 
3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２： 

準備学習 特になし 
 



年度 2014 
授業コード FIA07111 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、予習復習を含めた実験への取り組みおよ

び理解度 40％により、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のう
ち、60 点以上を合格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数
の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA07111 地学基礎実験(再) 
担当教員名 ⻘⽊ 一勝、小林 祥一、郷津 知太郎＊ 
単位数 2 
教科書 スクエア最新図説地学／⻄村祐二郎・杉山直／第一学習社／ISBN978-4-8040-

4658-7 C7044 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎実験(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように⼼掛ける。 
この実験は火曜日にも開講しています。実験がしやすい受講生の少ない曜日に受
講することを勧めます。 

シラバスコード FIA07111 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実力をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 3F 小林研究室 086-256-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth Science Laboratory 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図
の作成、地質図の作成等に関する実験を行う．また、パーソナルコンピューター
を活用しデータの整理を行う． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形に 
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授業コード FIA07211 
成績評価 実習態度、機器の据付けテスト ５０％、期末試験 ５０％。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA07211 測量学(再) 
担当教員名 高⽊ 宣徳＊ 
単位数 2 
教科書 図説 建築測量/藤井 衛、伊集院 博、千葉 一雄/産業図書 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 測量学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 自作プリントを用いて解説 
授業形態 講義 
注意備考 関数電卓を必ず持参すること。雨天時は、教室で実施する。 
シラバスコード FIA07211 
実務経験のある教員  
達成目標 建築の測量に関わる計算、実習測量機器の操作と特徴を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 岡山理科大学専門学校 建築学科 y_takaki@risen.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Measurement 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築測量の概要を理解し、建築⼯事で用いる主な測量機器の使用方法と、その特

徴を理解する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 建築測量の概要、標尺の読み方を解説する。 （教室で実施） 

2 回 レベル野帳の記入方法（器高式、昇降式）を解説する。 （教室で実施） 
3 回 屋外実習 レベルの据え付け方、視差の消去方法を解説する。（２７号館前、
芝生広場で実施） 
4 回 屋外実習 レベル測量を実施する。（２７号館前、芝生広場で実施） 
5 回 屋外実習 レベル測量を実施する。（２７号館前、芝生広場で実施） 
6 回 屋外実習 トランシット測量について、据え付け方を解説する。（２７号館
前、芝生広場で実施） 



7 回 屋外実習 トランシット測量について、 
準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 

2 回 前回の内容を復習しておくこと。 
3 回 前回の内容を復習しておくこと。 
4 回 前回の内容を復習しておくこと。 
5 回 前回の内容を復習しておくこと。 
6 回 前回の内容を復習しておくこと。 
7 回 前回の内容を復習しておくこと。 
8 回 前回の内容を復習しておくこと。 
9 回 前回の内容を復習しておくこと。 
10 回 前回の内容を復習しておくこと。 
11 回 前回の内容を復習しておくこと。 
12 回 前回の内容を復習しておくこと。 
13 回 レベル野帳の記入方法 
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授業コード FIG01010 
成績評価 レポート(40％)と試験(60％)の結果により評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG01010 応用プログラミングⅡ 
担当教員名 笛⽥ 馨＊ 
単位数 2 
教科書 授業用のホームページを用いて講義を進める。 
アクティブラーニング  
キーワード プログラミング、アルゴリズム、Excel、Visual Basic、統計解析 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用プログラミングⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Excel VBAのプログラミングのツボとコツがゼッタイにわかる本 立山秀利（著） 

秀和システム 
できる大事典 Excel VBA インプレス 

授業形態 講義 
注意備考 講義時に出席確認を行う。 

講義のレポートは電子メールでのみ受け取るので、講義が始まる前に大学の電子
メールの使用法を再確認しておくこと。質問は電子メールにて受け付ける。  
受講者の理解度に応じて、進度、内容は多少前後することがある。 

シラバスコード FIG01010 
実務経験のある教員  
達成目標 １．情報技術に関する基本的な用語・内容を理解している。 

２．プログラミングに必要な論理的思考能力を身につける。 
３．目的に応じるプログラムとアプリケーションを作成できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 fuedareport@gmail.com 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Programming II 
関連科目 アルゴリズムとプログラミング、応用プログラミングⅠ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 表計算には社会で広く用いられている Microsoft Excel と、Visual Basic 言語によ

る商用のアプリケーションを開発できる環境(VBA:Visual Basic for Application)
を利用し、プログラムとアプリケーション作成の演習を通して、プログラミング
言語の技術を習得する。プログラミング言語に関する基本的な知識とアルゴリズ



ムを学ぶと共に、プログラミングの醍醐味を感じてもらうために、生物地球関連
の専門的な内容や経済などのフィールドに基づいて実践的なアプリケーション
を作成し、その応 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 VBA プログラミングの基礎 

2 回 変数とループ 
3 回 オブジェクトの操作（property, method） 
4 回 演算子と条件分岐 
5 回 アプリケーション作成の応用演習 
6 回 関数 
7 回 時系列 
8 回 移動平均の計算 
9 回 季節性の計算 
10 回 季節成分の調整 
11 回 ユーザーフォーム 
12 回 フォームの応用 
13 回 データの抽出、計算式 
14 回 プロシージャとユーザーフォームとの連動 
15 回 実践アプリケーションの演習 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認しておくこと。 
2 回 前回の学習内容を復習しておくこと。 
3 回 前回の学習内容を復習しておくこと。 
4 回 前回の学習内容を復習しておくこと。 
5 回 前回の学習内容を復習しておくこと。 
6 回 前回の学習内容を復習しておくこと。 
7 回 前回の学習内容を復習しておくこと。 
8 回 前回の学習内容を復習しておくこと。 
9 回 前回の学習内容を復習しておくこと。 
10 回 前回の学習内容を復習しておくこと。 
11 回 前回の学習内容を復習しておくこと。 
12 回 前回の学習内容を復習しておくこと。 
1 
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授業コード FIG01311 
成績評価 ３回の小試験（３０点）と定期試験（７０点）の合計点で評価します。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG01311 地球システム科学Ⅰ(再) 
担当教員名 能美 洋介 
単位数 2 
教科書 新 課 程 ニ ュ ー ス テ ー ジ 新 地 学 図 表 ／ 浜 島 書 店 編 集 部 ／ 浜 島 書 店 ／

9784834340105 
アクティブラーニング  
キーワード 地球、プレートテクトニクス、海洋、大気、地球の歴史 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球システム科学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜支持する。 
授業形態 講義 
注意備考 生物地球学科では、本講義は中・高理科教職免許取得の必修科目に指定されてい

る。 
シラバスコード FIG01311 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ 人類と社会と地球のかかわりについて理解し、説明することができる。 

・ 地球科学に関する基本的な概念や法則を理解し、科学的な地球観を修得する
こと。 
・ 地学的な⻑い時間の中で変動する地球の姿を理解し、人間とのかかわりにつ
いて理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２６号館３階 能美研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth System Science I 
関連科目 地質学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  本講義では、変動する地球の様々な側面をとりあげ、科学的な地球観を育み、

人間と地球のかかわりを把握して、地球環境などのグローバルな問題を地学的に
理解することを目的とする。 
 地球の概観、地球の活動と歴史、大気と海洋をとりあげ、できるだけ、最近、
世界各地で実際に起こった事例などを使いながら、その活動が起こるメカニズム



や、背景となっている地学的な法則を解説する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

 講義の目的、概要、成績評価の方針、講義で使用する試料のダウンロード方法
などを説明する。 
2 回 地球の形状 
 地球の形と重力、地磁気を解説し、それらの計測方法も講義する。 
3 回 地球の内部 
 地球の内部構造と物質、およびその状態について講義する。 
4 回 プレートテクトニクス 
 地球表面を覆うプレートの分布や構造、運動とそれに伴う現象について講義す
る。 
5 回 プレートの運動と地震 
 プレートの運動と地震との関係について講義する。 
6 回 火成作用 
 火成作用のメカニズムについて、プレ 

準備学習  本講義では、高校地学で対象としている全範囲を網羅的にとりあつかう。 
 高校で地学を履修していない受講生は、特に毎回の講義前に指定された参考書
やインターネット等で対応部分の用語や事柄を下調べしておくこと。 
 講義中に使用するスライドの PDF ファイルを事前にダウンロードし、その内
容に目を通しておくこと。 
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授業コード FIG01411 
成績評価 試験により評価する。（100 点） 

講義中の有効な発言等講義への積極的姿勢が認められた場合は別途加点評価す
る。 

曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG01411 地球システム科学Ⅱ(再) 
担当教員名 佐藤 丈晴 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 水、原子、生存場、物質 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球システム科学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG01411 
実務経験のある教員  
達成目標 ・地球に水が存在できるのはなぜかを説明できること。 

・水によって生物が生きられる環境が構築されていることを説明できること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth System Science II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では、地球生物の生存場である地球の空・水・土を物の動きを通じて、化

学的視点から地球環境を説明できることを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 第１回：講義目的と進め方、成績についての説明、序論 

指導の方針と目的を説明する。講義の進め方と基本的ルールを確認する。また、
成績のつけ方について具体的に説明する。必ずノートを持参すること。 
2 回 第２回：なぜ原子の話から始まるのだろう（物質の単位、原子） 
 基本な物質の単位である原子について議論し、その必要性を講義する。 



3 回 第３回：海は生命のみなもと（水の分布と海水の歴史） 
水圏における水の分布に関する資料を提示して議論し、生物の誕生における海水
の役割と歴史について講義する。 
4 回 第４回：人は 

準備学習 本講義は、基本的な化学的視点から地球について見ていくため、化学の基本的知
識を要する。 
高校で化学を履修していない学生は、 
授業前にシラバスの授業内容にある内容についてあらかじめ確認しておくこと。 
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授業コード FIG01511 
成績評価 中間考査（30%）、期末考査（70%） 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG01511 生物科学概論Ⅰ(再) 
担当教員名 中島 経夫 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 生物学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物科学概論Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG01511 
実務経験のある教員  
達成目標 生物の多様性を知り、生物と環境の間に密接な関係があることを知る。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 6 階中島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biological Science I 
関連科目 生物学関係の講義 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物は地球上のあらゆる場所に分布し、それぞれの環境に巧みに適応した生活を

営んでいる。本講義では、生物がどのように地球上に誕生し、どのように生活し
てきた、また生活しているかを説明し、環境との相互作用によって成り立ってい
る生物界について理解を深めるとともに、生物と何か、生命とは何かを知る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（授業の進め方、評価の仕方） 

生物，生命とは 
2 回 生物学の始まりと歴史 
3 回 多様な生物の共通点，生命の起源 
4 回 生物の物質的基盤 
5 回 細胞 



6 回 代謝 
7 回 遺伝 
8 回 生殖 
9 回 発生 
10 回 動物の多様性（無脊椎動物） 
11 回 動物の多様性（脊椎動物） 
12 回 動物の多様性（脊椎動物・魚類） 
13 回 コイ科魚類からみた地球の歴史 
14 回 コイ科魚類からみた地球の歴史 
15 回 自然と文化 

準備学習 1 回 シラバスを読んで、受講する。 
2 回 図書館等で生物および生物学の歴史について調べておく。 
3 回 図書館等で生物および生物学の歴史について調べておく。 
4 回 図書館等で生物および生物学の歴史について調べておく。 
5 回 図書館等で細胞について調べておく。 
6 回 図書館等で代謝について調べておく。 
7 回 図書館等で遺伝について調べておく。 
8 回 図書館等で生殖について調べておく。 
9 回 図書館等で発生について調べておく。 
10 回 図書館等で動物の系統分類について調べておく。 
11 回 図書館等で動物の系統分 
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授業コード FIG01611 
成績評価 中間テスト（２０％）、定期テスト（８０％） 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG01611 生物科学概論Ⅱ(再) 
担当教員名 星野 卓二 
単位数 2 
教科書 特に指定しない。プリント等を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生物細胞の基本構造、核の機能、野生生物、遺伝的多様性 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物科学概論Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義時間中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG01611 
実務経験のある教員  
達成目標 １．生物の基本構造である細胞はどのような器官から構成されているか説明でき

る。２．遺伝子の複製機構などの、DNA の基本的な働きが説明できる。３．野
生生物の遺伝的多様性の保護・保全について具体的な例をあげて説明できる。４．
遺伝情報の検索ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館６階 星野研究室 hoshino@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biological Science II 
関連科目 生物科学概論Ⅰ、細胞遺伝学、植物系統進化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生命現象のしくみが形態学、遺伝学、分子生物学、生化学の発達により明らかに

されつつある。本講義では、生体の細胞レベルから分子レベルに至る構造と機能
の関連について述べる。さらに、野生生物がたどってきた進化の道筋が、遺伝情
報をもとにどのように明らかにされてきたかについて述べる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生命科学とは 

2 回 細胞の微細構造の研究方法 
3 回 細胞の基本構造 



4 回 核の構造および化学組成 
5 回 原核生物から真核生物への進化 
6 回 葉緑体とミトコンドリアの進化 
7 回 核の機能(1)−DNA の複製機構 
8 回 核の機能(2)−遺伝子の形質発現 
9 回 核の機能(3)−遺伝子とタンパク質合成 
10 回 中間テスト 
11 回 野生生物の遺伝的多様性(1) 
12 回 野生生物の遺伝的多様性(2) 
13 回 野生生物の遺伝的多様性(3) 
14 回 野生生物の遺伝的多様性(4) 
15 回 遺伝情報に基づく進化の解析 

準備学習 1 回 生物と有機物の違いについて調べておくこと 
2 回 生物の構造を調べる顕微鏡にはどのような種類があるか調べておくこと 
3 回 細胞の中に存在する細胞小器官にはどのような種類があるか調べておくこ
と 
4 回 核の中にはどのようなものが含まれているか調べておくこと 
5 回 原核生物と真核生物の違いについて調べておくこと 
6 回 葉緑体とミトコンドリアの遺伝子は、核とどのような点が異なるか調べて
おくこと 
7 回 DNA の半保存的複製について調べておくこと 
8 回 RNA にはどのような種類があるか調べておくこと 
9 回 リボゾ 

 



年度 2014 
授業コード FIG01711 
成績評価 レポート 50%（レポート製作スキルと筆記技術も採点対象とする） 定期試験

50% 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG01711 人類学概論Ⅰ(再) 
担当教員名 富岡 直人 
単位数 2 
教科書 講義中にプリントを配付する 
アクティブラーニング  
キーワード 人類学 人類史 古人骨 化石 猿人 原人 旧人 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 人類学概論Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 片山一道 編著 1996 『人間史をたどる 自然人類学入門』［朝倉書店］⽥代 

菊雄 編著 2001 『学生・院生のための研究ハンドブック』［大学教育出版会］ 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後実施する。 
シラバスコード FIG01711 
実務経験のある教員  
達成目標 受講生が以下について説明できるようにする。 

① 人類の多様性を、化石人骨（猿人・原人・旧人）の形態的特徴によって。 
② アフリカ・ユーラシア大陸の先史時代（前期〜中期旧石器時代）の遺跡から
推定される生活文化。 
③ 国際社会の共通した基層となる旧石器文化の類似性と多様性を、国際社会に
おいて主体的に生きる日本人としてのアイデンティティーの確立を意識しなが
ら。 

受講者へのコメント  
連絡先 富岡研究室 21 号館 5 階 ｔｏｍｉｏｋａ◎ｂｉｇ．ｏｕｓ．ａｃ．ｊｐ （◎

は@に変換し、すべての文字は半角にして入力して下さい） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Anthropology I 
関連科目 人類学概論Ⅱ、自然人類学、考古学概論Ⅰ、Ⅱ、環境考古学、 先史考古学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ① 各時代のアフリカ・ユーラシア大陸における有名な遺跡調査事例を紹介し、

人類の環境適応と文化創造の歴史を理解させる。 



② 人類進化の過程と生活文化の特色・多様性について詳論し、課題を通して人
類とは何かを考えさせる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「人類学とは何か」を説明する。 

2 回 「人類学の多様性と資料批判」について説明する。 
3 回 「古人骨の属性抽出法(1) 体幹の骨」 として、古人骨の体幹の骨格につ
いて説明する。 
4 回 「古人骨の属性抽出法(2) 上肢・下肢」として、古人骨の上肢・下肢の骨
格について説明する。 
5 回 「古人骨の属性抽出法(3) 頭蓋」として、古人骨の頭蓋について説明する。 
6 回 「化石人骨をめぐる論争の歴史―アフリカ大陸・ユーラシア大陸起源説―」
を説明する。 
7 回 「化石人骨と理化学分析 −分子時計とイブ仮説・⾷性分析 

準備学習 1 回 シラバスを良く読んで受講して下さい。 
2 回  図書館やインターネット検索で、「人類学」という用語について調べてお
くこと。 
3 回  配付プリントを参考に、ヒトの体幹の部分名称を回答用プリント中に記
入しておくこと。 
4 回  配付プリントを参考に、ヒトの上肢・下肢の部分名称を回答用プリント中
に記入しておくこと。 
5 回  配付プリントを参考に、ヒトの頭蓋と⻭⽛の部分名称を回答用プリント中
に記入しておくこと。 
6 回  図書館やインターネット検索で、「ピルトダウン事件」について調べてお
くこと。 
7 回  図書館や 

 



年度 2014 
授業コード FIG01811 
成績評価 レポート 50% 定期試験 50% 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG01811 人類学概論Ⅱ(再) 
担当教員名 富岡 直人 
単位数 2 
教科書 講義中にプリントを配付する 
アクティブラーニング  
キーワード 人類学 考古学 人類史 古人骨 東アジア 北東アジア 東南アジア 三大

人種 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 人類学概論Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 片山一道 編著 1996 『人間史をたどる 自然人類学入門』［朝倉書店］⽥代 

菊雄 編著 2001 『学生・院生のための研究ハンドブック』［大学教育出版会］ 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後実施する。 
シラバスコード FIG01811 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 古人骨（主にホモ・サピエンス）と後期旧石器時代の遺跡の理解を基に、与

えられた人骨のデータと遺跡（遺構＋遺物）について、人類学的・歴史学的説明
ができるようにする。② 三大人種については、現在観察可能な⺠族の実態調査
データも紹介しながら、それぞれの有する文化の多様性を理解させ、国際社会に
主体的に生きる日本人としてのアイデンティティーの確立を助ける。 

受講者へのコメント  
連絡先 富岡研究室 21 号館 5 階 ｔｏｍｉｏｋａ◎ｂｉｇ．ｏｕｓ．ａｃ．ｊｐ （◎

は@に変換し、すべての文字は半角にして入力して下さい） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Anthropology II 
関連科目 考古学概論Ⅰ、Ⅱ、 人類学概論Ⅰ、 自然人類学Ⅰ、Ⅱ、先史考古学、環境考

古学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ① 前半には現生人類の形態的特徴による三大人種区分の「コーカソイド・ネグ

ロイド・モンゴロイド」の解説を行い、その多様性と分布を理解させる。② 後
半には世界の約 2/3 の面積に拡散を遂げたモンゴロイドについて、古人骨と遺跡



を中⼼として解説し、その特徴を理解させる。③ アジア東半の新人の成立につ
いて、更新世以来の人類の渡来が大きな役割を果たしてきたことを、古人骨デー
タから認識し、共通祖先の存在や文化の派生について理解を促す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 世界に拡散した人類 

2 回  新人の世界(1) −化石人類の非連続性− 
3 回  新人の世界(2) −新人の拡散と旧人との共存− 
4 回  新人の世界(3) −新人骨格の多様性− 
5 回  コーカソイドの世界 −その定義と広がり− 
6 回  ネグロイドの世界 −その定義と広がり− 
7 回  モンゴロイドの世界(1) −その定義と広がり− 
8 回  モンゴロイドの世界(2) −共通性と多様性− 
9 回  後期旧石器時代(1) −哺乳動物群の絶滅は狩猟圧によるものか？− 
10 回  後期旧石器時代( 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認して、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  配付プリントにおける化石人骨の頭蓋の特徴について、図書館やインター
ネット検索を利用して、空所を埋めなさい。 
3 回  配付プリントにおける化石人骨の寛骨の特徴について、図書館やインター
ネット検索を利用して、空所を埋めなさい。 
4 回  配付プリントにおける化石人骨の上肢・下肢の特徴について、図書館やイ
ンターネット検索を利用して、空所を埋めなさい。 
5 回  コーカソイドの特徴について、図書館やインターネット検索を利用して、
配布プリントの空所 

 



年度 2014 
授業コード FIG02011 
成績評価 各テーマごとに提出されるレポートの平均点で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG02011 野外調査法(再) 
担当教員名 矢野 興一、波⽥ 善夫、星野 卓二、⻲⽥ 修一、⻄⼾ 裕嗣、⻄村 直樹、

⽥邉 健 
単位数 2 
教科書 指定しない 
アクティブラーニング  
キーワード フィールドワーク 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 野外調査法(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新 版 レ ス キ ュ ー ・ ハ ン ド ブ ッ ク / 藤 原 尚 雄 , 羽 根 ⽥  治 / 山 と 渓 谷 社

/ISBN9784635156042 
その他、実習ごとに適宜指示する。 

授業形態 実験実習 
注意備考 宿泊をともない、交通費・宿泊費等が必要な実習がある。 

実習内容によっては、トレッキングシューズなどの個人装備が必要な場合があ
る。 
同一期間内に実施される実習テーマからは一つのテーマしか選択できない。 
受講生は別の期間のテーマから２つを自由に選択する。 
実習テーマの選択にあたって、同一コースが提供するものを２つ選択することが
できるし、異なるコースのテーマを２つ選択することもできる。 
多くの実習は金曜日を利用するので、１年生開講の”野外調査法実習１”を同時に
履修する場合、または３年生が本講義を履修する場合、実 

シラバスコード FIG02011 
実務経験のある教員  
達成目標 ・各コースで行われる基礎的なフィールドワークを理解し、実践することができ

る。 
・フィールドワークで利用する調査機器の仕組みを理解し、正しく使用すること
ができる。 
・フィールドワークを安全に遂行し、かつ、危険予測ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 本実習の統括調整は矢野が行う。 

21 号館 6 階 矢野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Field Techniques 
関連科目 野外調査法、野外調査法実習１、卒業研究 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 野外調査実習Ⅰより実践的な内容のフィールドワークを体験し、各コースの卒業

研究などで行われる野外調査の技術や方法と、調査手法、観測法・観測機器など
について正確に理解させる事を目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 野外調査法、野外調査法実習１などで習得した事項を応用した実習が行われるた

め、これらの講義の内容の復習をしておくこと。 
準備学習の詳細は、各実習の前に行なわれる説明会で説明されるので、これに従
うこと。 

 



年度 2014 
授業コード FIG02111 
成績評価 ３回の小試験（３０点）と定期試験（７０点）の合計点で評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG02111 情報地質学(再) 
担当教員名 能美 洋介 
単位数 2 
教科書 指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 地質学、プレートテクトニクス、岩石、地層、日本列島 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報地質学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ニューステージ地学図表／浜島書店 

Laboratory Manual for Introductory Geology／Allaan Ludman，Stephen Markhak
／W.W.Norton&Company 
その他適宜指示する。 

授業形態 講義 
注意備考 地球科学概論Ⅰの履修を前提としている。 
シラバスコード FIG02111 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ 地質学の考え方（原理や法則）、地質時代区分の方法を説明できること。 

・ 地表面に分布する各種の岩石や地層の成り立ちや産状を説明できること。 
・ 日本列島や岡山県の地質について説明できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 26 号館 3 階 能美研究室（y_noumi@big.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Geoinformatics 
関連科目 地球科学概論Ⅰ、地質図学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では、非常に⻑いスパンの時間を軸とした地質学の基本的な考え方と、生

物の進化に立脚した地層年代区分の方法や、各地質時代の地球環境の特徴をおさ
えながら、地球環境が⻑い年月の間にさまざまに変動してきたことを理解するこ
とを目指す。また、各種の岩石や地層などの種類や産状や形成メカニズムを科学
的に理解し、これらの基礎知識をもとにして、地球表層の変動の歴史、日本列島
や身近な岡山県内の地質の成り立ちについて講義する。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

地質学という学問分野について解説する。 
また、講義の進め方、参考書、成績・評価方法等を説明する。 
2 回 地質学の原理と法則 
⻫一説、地層累重の法則、地層同定の法則、交差の法則について講義する。 
3 回 地層の形成 
岩盤の風化、流水・氷河による浸⾷、砕屑物の運搬と堆積について講義する。 
4 回 年代尺度 
化石による地層の対比と地質の年代区分について講義する。 
5 回 絶対年代 
放射壊変を利用した絶対年代測定法について講義する。 
6 回 火山と火山岩 
マグマの発達過程、火山、火山岩の種類と組 

準備学習 1 回 シラバスによく目を通し、本講義の目的や講義の進め方についてよく理解
しておくこと。 
2 回 以下のキーワードについて、下調べしておくこと。 
キーワード：⻫一説、地層累重の法則、地層同定の法則、交差の法則、整合、不
整合 
3 回 以下のキーワードについて、下調べしておくこと。 
キーワード：風化、浸⾷、運搬、堆積 
4 回 以下のキーワードについて、下調べしておくこと。 
キーワード：地質年代区分 
5 回 以下のキーワードについて、下調べしておくこと。 
キーワード：放射壊変、半減期、年代測定法 
6 回 以下のキーワードに 

 



年度 2014 
授業コード FIG02211 
成績評価 3 回の小テスト（10 点×3）および期末試験（70 点）の合計点で評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG02211 地球環境科学(再) 
担当教員名 能美 洋介、大橋 唯太、佐藤 丈晴 
単位数 2 
教科書 地理学基礎シリーズ２自然地理学概論／高橋日出夫・小泉武栄 編著／朝倉書店

／9784254168174 
アクティブラーニング  
キーワード 自然地理学、地形、気象、気候、水文、災害 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球環境科学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ニューステージ新訂地学図表／浜島書店 
授業形態 講義 
注意備考  教科書の第 12 章「生物の地理学」については本講義では取り扱わない。「系統

地理学」および「環境と情報」（植物・園芸学科目）、「環境動物学」（動物・昆虫
学科目）を参照すること。 

シラバスコード FIG02211 
実務経験のある教員  
達成目標 自然地理学に関する基本的な用語について説明できる。 

自然と人間・社会とのかかわりについて理解し、説明することができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 能美洋介／26 号館 3 階能美研究室 

大橋唯太／21 号館 6 階大橋研究室 
佐藤丈晴／21 号館 6 階佐藤研究室 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Earth Science 
関連科目 地球科学概論１および２、地質学、環境気象学、自然災害学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  地表面付近で起こっている諸現象を概観し、その仕組みについて科学的に理解

して、人間や社会と自然環境のかかわりについて、正しく認識することが本講義
の目標である。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



講義の目的、進め方、内容、成績評価方法などについて説明する。 
2 回 惑星としての地球 
 地球の大きさや形、歴史、構造、地表面の位置の表現方法などについて講義す
る。 
3 回 世界と日本の大地形 
 プレートテクトニクスに基づく地形形成論、日本列島の地質、火山分布等につ
いて講義する。 
4 回 第四紀と氷河時代 
 地球史における第四紀と地表付近の環境変化について講義する。 
5 回 山地と丘陵地の地形 
 山地、丘陵地、活構造及び地形と地質との関係について講義する。 
6 回 平野と海岸の地形 
 海岸 

準備学習 1 回  シラバスをよく見て、講義内容等について確認しておくこと。 
2 回  教科書の第 1 章をよく読み、地球の構造や経緯度の表現方法などについ
て確認しておくこと。 
3 回  教科書の第８章をよく読み、プレートテクトニクスについて確認してお
くこと。 
4 回  教科書の第９章をよく読み、第四紀の環境変化について確認しておくこ
と。 
5 回  教科書の第１０章をよく読み、山地・丘陵地の地形分類と成り立ちについ
て確認しておくこと。 
6 回  教科書の第１１章をよく読み、平野と海岸地形の分類と成り立ちについ
て確認しておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FIG02411 
成績評価 レポート課題（30%）と定期試験（70%）によって成績を評価する。採点の基準

は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。また、授業回数の 1/3 以上の欠席
が認められた場合には試験成績は無効とみなし、E 評価とする。 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG02411 大気圏科学(再) 
担当教員名 大橋 唯太 
単位数 2 
教科書 気象予報士教科書 気象予報士完全攻略ガイド／ヒューマンアカデミー／翔泳社

／9784798121765 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 大気圏科学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 図解 気象・天気のしくみがわかる事典（成美堂出版） 

その他，オリエンテーション時に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 普段から天気図と実際の天気をよく観察する習慣を身につけておくこと。できる

だけ数式を普段から見慣れておいてほしい。プロジェクターによる図の説明と板
書を組み合わせて講義を進めていく。 

シラバスコード FIG02411 
実務経験のある教員  
達成目標 ・大気の構造と特徴が説明できること。 

・気象に関する簡単な計算ができること。 
・気象でよく用いられる単位の意味が説明できること。 
・代表的な気象現象の発生機構が説明できること。 
・地球温暖化やヒートアイランド現象などの大気環境問題の現状を理解するこ
と。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館６階 大橋研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Atmosphere Science 
関連科目 大気物理学（3 年次開講予定）・気象観測学（3 年次開講予定） 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 地球大気圏の構造、地球スケールで生じる大気大循環から地域スケールで生じる
局地気象に至るまで、様々な時空間スケールを対象とした大気科学の基礎的理解
に努める。また、気象予報や気象観測技術などの気象情報についても述べていく。
さらにこれらを基礎として、大気圏と生態圏の相互作用によって生じる種々の大
気環境問題についても取り上げていく。なお本講義は、気象予報士学科試験の「予
報業務に関する一般知識」に関連する内容の一部を含んでいる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回  大気の構造について講義する。 
3 回  温室効果について講義する。 
4 回  光の気象。虹や空の色などについて講義する。 
5 回  風の発生。気圧と風速の関係について講義する。 
6 回  局地風。局地循環やおろし風などについて講義する。 
7 回  大気境界層について講義する。 
8 回  大気大循環について講義する。 
9 回  湿度の表現方法について講義する。 
10 回  台風。様々な力のバランスがもたらす風の種類を講義する。 
11 回  雲と霧について講義する。 

準備学習 1 回  シラバスの内容をよく確認しておくこと。 
2 回  大気層の名称や温度分布など、大気の構造を調べて予習しておくこと。 
3 回  温室効果が起きる仕組みを自分で調べて予習しておくこと。 
4 回  虹が発生する仕組みや条件などを調べて予習しておくこと。また、空の色
に関係するレイリー散乱とミー散乱の違いを調べておくこと。 
5 回  風を生み出す気圧傾度力の形成条件を、実際に考えてみておくこと。 
6 回  局地循環（海陸風や山谷風）が発生する仕組みをあらかじめ調べて、理解
しておくこと。 
7 回  大気境界層とは何か、そ 

 



年度 2014 
授業コード FIG02510 
成績評価 定期試験（70％）とレポート（30％）により評価する． 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG02510 水圏科学(再) 
担当教員名 大橋 唯太 
単位数 2 
教科書 なし。 
アクティブラーニング  
キーワード 海水，陸水，地球環境システム，表層・中層・深層循環，炭素循環，地球温暖化

と海洋 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 水圏科学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、プリントを配布する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG02510 
実務経験のある教員  
達成目標 海洋学，陸水学の観点から，地球環境システムと地球の水圏・大気圏に関する基

礎的事項を理解すること． 
受講者へのコメント  
連絡先 大橋研究室 21 号館 6 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Hydrosphere Science 
関連科目 地球システム科学Ⅱ 

大気圏科学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 海洋学，陸水学の観点から，地球環境システムと地球の水圏に関する基礎的事項

を概説する．海洋学として，海底地形，海水の化学，表層・中層・深層循環，基
礎生産，炭素循環，地球温暖化と海洋の関係について乗船体験を交え解説する．
次いで，陸水学として，水質汚濁調査の体験を交え河川水，湖沼水について解説
する． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  水圏科学の概要を説明する。 

2 回  地球環境システムについて講義する。 



3 回  水惑星としての地球について講義する。 
4 回  海洋学概論，海底地形について講義する。 
5 回  海水の化学，塩分，栄養塩について講義する。 
6 回  海流，表層水循環について講義する。 
7 回  中層水循環について講義する。 
8 回  深層水大循環について講義する。 
9 回  基礎生産と栄養塩について講義する。 
10 回  中層・深層における物質循環について講義する。 
11 回  地球炭素循環・地球温暖化について講義する。 
12 回 

準備学習 1 回  水圏について予習しておくこと。 
2 回  前回の講義を復習しておくこと 
3 回  前回の講義を復習しておくこと 
4 回  前回の講義を復習しておくこと 
5 回  前回の講義を復習しておくこと 
6 回  前回の講義を復習しておくこと 
7 回  前回の講義を復習しておくこと 
8 回  前回の講義を復習しておくこと 
9 回  前回の講義を復習しておくこと 
10 回  前回の講義を復習しておくこと 
11 回  前回の講義を復習しておくこと 
12 回  前回の講義を復習しておくこと 
13 回  前回の講義を復習しておくこと 
14 回 

 



年度 2014 
授業コード FIG02610 
成績評価 定期試験の成績によって評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG02610 地震科学(再) 
担当教員名 能美 洋介 
単位数 2 
教科書 新版地学教育講座②地震と火山／安藤・早川・平原／東海大学出版会 
アクティブラーニング  
キーワード 地震、プレートテクトニクス、地震災害 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地震科学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ニューステージ新版地学図表／浜島書店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG02610 
実務経験のある教員  
達成目標 地震の発生メカニズム、地震によって起こる諸現象を科学的に説明できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 26 号館 3 階能美研究室 

y_noumi@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seismology 
関連科目 地球システム科学Ⅰ 

プレートテクトニクス 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  忘れた頃にやってくるといわれる「地震」について忘れないよう再認識し、そ

の発生メカニズムや地震によって起こる諸現象を体系的に理解することが本講
義の目的である。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

 講義の進め方、成績評価方針について解説する。 
 地震観の変遷について講義する。 
2 回 波動の伝搬、地震波の種類について講義する。 
3 回 地震計測と震源の求め方について講義する。 



4 回 マグニチュードと震度について講義する。 
5 回 地震のメカニズムについて講義する。 
6 回 断層モデルとステレオ投影法 
7 回 地震波トモグラフィーと地球の構造について講義する。 
8 回 地震による地形変化について講義する。 
9 回 強震動帯と異常震域について講義する。 
10 回 地震による地盤災害と津波につ 

準備学習 講義の前にはシラバスを読んで、指定された教科書の授業の当該部分を予習して
おくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FIG03211 
成績評価 定期試験の点数によって評価する。得点が満点の 60％に満たない場合は、不合格

とする。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG03211 動物行動学(再) 
担当教員名 武山 智博 
単位数 2 
教科書 なし（資料を適宜配付） 
アクティブラーニング  
キーワード 行動の進化 行動の機構 行動の適応 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物行動学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「新しい動物行動学」マーク・リドゥリー（著）蒼樹書房 

「行動生態学を学ぶ人に」J.R.クレブス N.B.デイビス（著）蒼樹書房 
行動生態学 (シリーズ 現代の生態学 5) 沓掛 展之 (著), 古賀 庸憲 (著), 日本
生態学会 (編集) 共立出版 

授業形態 講義 
注意備考 準備学習に記載された内容を、講義前に予習しておくこと。 
シラバスコード FIG03211 
実務経験のある教員  
達成目標 動物の行動の意味を、ティンバーゲンが示した４つのアプローチから考えること

で、行動学の基本的な考え方を理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階武山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Animal Behavior 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 動物の行動のもつ本質的な意味は、ティンバーゲンの示した 4 つの質問の側面、

すなわち、1）適応 2）進化（系統発生）3）発達 ４）原因 から説明できる。
本講義では、古典的な行動学にはじまり、その後、遺伝学や理論生物学など様々
な分野を総合し、動物の行動を遺伝子のレベルから進化的にとらえる行動生態学
に至るまでの、基礎となる考え方を事例も交えながら紹介する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 動物行動とティンバーゲンの４つの問い 
2 回 行動のメカニズム 
3 回 行動の遺伝と発達 
4 回 動物の移動 
5 回 捕⾷と被⾷ 
6 回 信号とコミュニケーション 
7 回 闘争とゲーム理論 
8 回 繁殖行動 
9 回 適応度 
10 回 配偶者選択 
11 回 戦略と戦術 
12 回 行動における経済 
13 回 社会性昆虫 
14 回 利他行動 
15 回 協力と対立 

準備学習 1 回 ティンバーゲンの４つの問いとは何か、また、なぜ動物の行動はこれら４つ
の問いから考えられるのか予習しておくこと。 
2 回 動物が外部からの刺激に対し、どのように反応（行動）するか予習しておく
こと。 
3 回 メンデルの遺伝について予習しておくこと。 
4 回 動物の季節的な移動（渡り）ついて予習しておくこと。 
5 回 動物の摂⾷行動と捕⾷の回避行動について予習しておくこと。 
6 回 鳥のさえずりと昆虫のフェロモンについて予習しておくこと。 
7 回 「タカ戦略」と「ハト戦略」、なわばりについて予習しておくこと。 
8 回 

 



年度 2014 
授業コード FIG03411 
成績評価 レポート点（10 点）、定期試験の点数（90 点）。これらをあわせて評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG03411 考古学概論Ⅰ(再) 
担当教員名 ⻲⽥ 修一 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 考古学、もの、遺跡、遺構、遺物、発掘調査、文献史学、歴史学、⺠俗学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 考古学概論Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 芹沢⻑介ほか編『考古学ゼミナール』山川出版社 

文化庁文化財保護部『埋蔵文化財発掘調査のてびき』（財）国土地理協会（販売：
第一法規出版） 
文化庁文化財部記念物課『発掘調査のてびき−集落遺跡発掘編・整理・報告書編
−』 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG03411 
実務経験のある教員  
達成目標 １．考古学とはどのようなものかを理解させる。 

２．考古学を通して「人間とは何か」を考えさせる。 
３．人文系博物館の学芸員として考古学分野に関する最低限の知識を習得させ
る。 

受講者へのコメント  
連絡先 086-256-9621 

21 号館 6 階 
ka_me_da◎big.ous.ac.jp（◎を＠にして下さい） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Archaeology I 
関連科目 考古学概論Ⅱ、日本史概論、先史考古学、環境考古学、技術考古学、東アジア史 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  この講義を受講することによって、「世界の中での日本の歴史・伝統・文化」

「多様な人間の歴史」を考え、そして「人間とはどのようなものか」を考えてほ



しい。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「講義概要」として、講義内容と本講義の進め方について説明する。 

2 回 「考古学について」というテーマで、考古学について全般的に説明する。特
に考古学の歴史などについて説明する。 
3 回 「考古学の定義」というテーマで、「考古学とは何か」ということについて
まず説明する。次に「考古学の対象」というテーマで、最も基本である「遺跡・
遺構・遺物」について説明する。 
4 回 「考古学の範囲」というテーマの 1 回目として、考古学が扱う「時間的空間
的な範囲」について説明する。 
5 回 「考古学の範囲」というテーマの 2 回目とし 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習内容について把握しておくこと。 
2 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに考古学について予習
しておくこと。 
3 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに考古学の定義や対象
について予習しておくこと。 
4 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに考古学の範囲につい
て予習しておくこと。 
5 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに考古学の範囲につい
て予習しておくこと。 
6 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに考古学の範囲につい
て 

 



年度 2014 
授業コード FIG03511 
成績評価 レポート 50 点 定期試験 50 点 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG03511 考古学概論Ⅱ(再) 
担当教員名 富岡 直人 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 考古学 人類学 分類学 年代測定 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 考古学概論Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 鈴⽊ 公雄 1988 『考古学入門』［東京大学出版会］ 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後実施する。 
シラバスコード FIG03511 
実務経験のある教員  
達成目標 受講生が科学論文の作法を踏まえた、考古学に関するレポートを製作できるよう

にする。また、受講生が考古学概念の基本的操作をおこなって、a. 遺物分類 b. 
帰属層位の解釈 c. 年代測定法とその解釈 について、説明ができるようにす
る。大まかに、これら a〜c の 3 点について成績評価を行う。 

受講者へのコメント  
連絡先 富岡研究室 21 号館 5 階 ｔｏｍｉｏｋａ◎ｂｉｇ．ｏｕｓ．ａｃ．ｊｐ （◎

は@に変換し、すべての文字は半角にして入力して下さい） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Archaeology II 
関連科目 考古学概論Ⅰ、 人類学概論Ⅰ、Ⅱ、 環境考古学、 技術考古学、 先史考古

学、 欧米考古学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 考古学の現状を紹介し、その問題点や課題を論じる。大学生としての研究に取り

組める基礎学力の醸成を重視する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 考古学は何を伝えるのか 

2 回 考古学における資料批判 −捏造事件を越え、過去の多面的実像を求めて
− 



3 回 考古学の多様性 −人類学・歴史学としての考古学− 
4 回 考古学的資料の多様性 −昆虫から巨石遺構まで− 
5 回 考古学的分類学 −型式学と年代測定− 
6 回 中石器時代・縄文時代草創期 −土器の製作と型式− 
7 回 縄文時代前期〜中期(1) −地球温暖化前後・巨大集落存否論− 
8 回 縄文時代前期〜中期(2) −⾙塚遺跡とサケ・マス論− 
9 回 縄文時代後期〜晩期・弥生時代早期 −生業戦略・装身具− 
10 

準備学習 1 回 図書館などで「考古学」という用語の意味を調べておくこと。 
2 回 以後の準備学習は第 1 回の講義で配付したプリントに沿って回答を記すこ
と。日本における前期・中期旧石器遺跡捏造事件について、図書館あるいはイン
ターネット検索（できない場合は携帯サイトでも可）で調べておくこと。 
3 回 考古学、図書館あるいはインターネット検索で調べておくこと。 
4 回 ストーンサークルとは何か、図書館あるいはインターネット検索で調べて
おくこと。 
5 回 相対年代の割り出す課題をプリントに従って解きなさい。 
6 回 放射性炭素年代測定 

 



年度 2014 
授業コード FIG03611 
成績評価 レポート(30%)および定期試験(70%)の結果により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG03611 自然人類学Ⅰ(再) 
担当教員名 高崎 浩幸 
単位数 2 
教科書 とくに指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 人類学、生物学、動物学、進化、哺乳類、霊⻑類、化石、分子生物学、生態、社

会 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 自然人類学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Ｊ・グドール『⼼の窓』どうぶつ社Ｒ・ファウツ『限りなく人類に近い隣人が教

えてくれたこと』角川書店 
授業形態 講義 
注意備考 ・ 本 学 内 外 に 高 度 に 整 備 さ れ た ICT (Information and Communication 

Technology) 設備もうまく使いこなして、予習・復習やレポート作成に努めるこ
と。・本科目の関連科目も履修することが望ましい。・受講者の知識・関⼼の広が
りに応じて、講義展開を臨機応変に修正する。 

シラバスコード FIG03611 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) ヒトは生物種であることを概説的に説明できること。(2) ヒトに近縁な霊⻑

類の形態、分類、生態と社会をヒトと比較・概観できること。(3) ヒトの進化過
程を明らかにするアプローチを複数例示できること。(4) 自然人類学とは「自然
界における人間の位置」を考究する学問であることを、さまざまに概説できるこ
と。 

受講者へのコメント  
連絡先 高崎研究室 21 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biological Anthropology I 
関連科目 進化動物学、自然人類学 II、動物社会学、人類生態学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ・人間はヒトという生物種であることを再認識する。・人類（ヒトを含む）を生物

学的に研究する自然人類学を概観する。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  自然人類学とはどんな学問か、講義の概要を説明する。 

2 回  進化論と人類学の関係について説明する。 
3 回  自然人類学と文化人類学の関係について説明する。 
4 回  哺乳類と霊⻑類について説明する。 
5 回  霊⻑類と人類について説明する。 
6 回  化石人類について 100 万年オーダーの古いものについて説明する。 
7 回  化石人類について 10 万年オーダーのやや新しいものについて説明する。 
8 回  霊⻑類の進化過程について数千万年オーダーの時代について説明する。 
9 回  霊⻑類の進化過程について数百?数十 

準備学習 1 回  本シラバスに目を通して、本科目のイメージを各自想定し、ノートしてお
くこと。 
2 回  初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等で調
べてノートしておくこと。 
3 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
4 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
5 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
6 回 

 



年度 2014 
授業コード FIG03711 
成績評価 定期試験で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG03711 自然人類学Ⅱ(再) 
担当教員名 名取 真人 
単位数 2 
教科書 プリント主体 
アクティブラーニング  
キーワード 霊⻑類、ヒト、進化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 自然人類学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜配布 Primate Adaptation and Evolution 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG03711 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ サルからヒトへ進化を理解する。 

・ 猿人から現代人への進化を理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 名取研究室 ２１号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biological Anthropology II 
関連科目 自然人類学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 私たち人類がどのような道筋で進化していったかを講義する。まず、ヒトの下地

となったサル類の進化を解説し、ついで、サル的な特徴がヒトに至った過程を描
き出す。また、初期の人類、いわゆる猿人は、現代人とはかなり異なる。それが、
どのような過程を経て、現代人に至ったかも概説する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  サルとはなにか 
3 回  白亜紀の哺乳類 
4 回  霊⻑類の出現 
5 回  サルらしくないサルの出現とその進化 



6 回  サルらしいサルへ 
7 回  オナガザル類の進化 
8 回  類人猿の進化 
9 回  ヒトの直立二足歩行 
10 回  500 万年前あたりの私たちの祖先（アウストラロピテクスではない初期
のヒト） 
11 回  アウストラロピテクスの進化 
12 回  ホモ属の出現 
13 回  原人の出現と移動（アフリカとアジア） 
14 回  ネアンデルタール人と新人 
15 回 骨の同定 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回  事前に配布したプリントを参考にして、霊⻑類全体について図書館等で
調べておくこと。 
3 回  事前に配布したプリントを参考にして、白亜紀の哺乳類について図書館
等で調べておくこと。 
4 回  事前に配布したプリントを参考にして、プレジアダピス類について図書
館等で調べておくこと。 
5 回  事前に配布したプリントを参考にして、原始真猿類について図書館等で
調べておくこと。 
6 回  事前に配布したプリントを参考にして、化石真猿類について図書館等で
調べておく 

 



年度 2014 
授業コード FIG04211 
成績評価 実験は 10 テーマから構成されており，１テーマ 10 点としてその合計点（100 点

満点）で評価する。採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。 
実験レポートの提出期限は１週間とし，それを過ぎての提出は原則受け付けない
ので十分注意すること。 
なお，授業回数の 1/3 以上の欠席がある場合には成績は無効とみなし，E 評価と
する。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG04211 地球科学実験Ⅰ(再) 
担当教員名 佐藤 丈晴、⻄⼾ 裕嗣、⽥邉 健茲、能美 洋介、大橋 唯太、加藤 賢一 
単位数 2 
教科書 テーマごとにプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球科学実験Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜，紹介する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験は，講義で学ぶ事柄をより具体的に理解できる場であり，卒業研究に必要と

される調査・測定・解析などの方法やレポートの書き方を修得する重要な機会と
なるので，履修を強く勧める。 
パソコンを利用したインターネットでの情報検索やデータ取得，ソフトを使った
解析を利用しながら，実習をおこなう。 
また，レポートの再提出などの指示は学生メールによっておこなう。テーマごと
に各自持参してもらう道具があるので注意すること。特に関数電卓は必ず事前に
購入しておくこと。。 

シラバスコード FIG04211 
実務経験のある教員  
達成目標 ・実験で得られる誤差を，ごく基本的な統計量を用いて解析できること。 

・相関分析の意味を理解すること。 
・星の等級と光量は対数関係にあることを体験的に把握し，説明できるようにな
ること。 
・岩石を構成する基本的な鉱物の認定とその量の評価方法，および岩石の分類法
が説明できること。 
・花崗岩のモードを測定し分類を行えること。 
・鉱物の比重を測定し，計算による密度と比較する技術を修得すること。 
・鉱物の結晶対称性を理解し結晶面や晶帯を正しく記述できること。 



・大気の熱力学的性質を表す基本的な物理量を説明できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館２階 加藤研究室 

２１号館４階 ⽥邉研究室 
２１号館６階 大橋研究室・佐藤研究室 
２６号館３階 ⻄⼾研究室・能美研究室 
２６号館２階 實吉研究室 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth Science Laboratory I 
関連科目 天文学概論Ⅰ・Ⅱ，天文学演習，地球科学概論Ⅰ・Ⅱ，天文観測実習，地学実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 実験誤差の解析，天文観測のための基礎的実験，水文・気象データの解析，ステ

レオ投影法，岩石や鉱物の観察や測定などについて，上級年次の講義や実験の基
礎となる事項について実習をおこなっていく。実験の原理と手法の習得，データ
解析の方法などについて理解を深めていく。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをおこなう。 

レポート作成に関する説明と指導をおこなう。 
2 回 誤差に関する基礎的な実験をおこなう。 
3 回 水文データ解析をおこなう。 
4 回 水文データ解析をおこなう。 
5 回 大気の熱力学に関する解析をおこなう。 
6 回 エマグラム解析をおこなう。 
7 回 エマグラム解析をおこなう。 
8 回 これまでの実験に関する補足をおこなう。 
9 回 レンズの焦点距離の測定をおこなう。 
10 回 測光データ解析をおこなう。 
11 回 花崗岩のモード測定をおこなう。 
12 回 比重測定をおこなう。 
13 回 結 

準備学習 1 回 シラバスの内容をよく確認して，実験の進め方と採点方法を理解しておく
こと。 
2 回 基礎的な統計量（例えば平均，分散，標準偏差など）を事前に勉強しておく
こと。 
3 回 相関分析について事前に勉強しておくこと。 
4 回 相関分析について事前に勉強しておくこと。 
5 回 乾燥断熱減率と湿潤断熱減率の違い，温度と温位の違い，空気中の水蒸気量
を表現する方法（例えば相対湿度など）を事前に調べておくこと。 
6 回 雲の発生とフェーン現象について，必要な気象条件（気温・露点温度など）
を具体的に考えておくこと。 



7 回 雲の発生 
 



年度 2014 
授業コード FIG04221 
成績評価 実験は 10 テーマから構成されており，１テーマ 10 点としてその合計点（100 点

満点）で評価する。採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。 
実験レポートの提出期限は１週間とし，それを過ぎての提出は原則受け付けない
ので十分注意すること。 
なお，授業回数の 1/3 以上の欠席がある場合には成績は無効とみなし，E 評価と
する。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG04221 地球科学実験Ⅰ(再) 
担当教員名 佐藤 丈晴、⻄⼾ 裕嗣、⽥邉 健茲、能美 洋介、大橋 唯太、加藤 賢一 
単位数 2 
教科書 テーマごとにプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球科学実験Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜，紹介する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験は，講義で学ぶ事柄をより具体的に理解できる場であり，卒業研究に必要と

される調査・測定・解析などの方法やレポートの書き方を修得する重要な機会と
なるので，履修を強く勧める。 
パソコンを利用したインターネットでの情報検索やデータ取得，ソフトを使った
解析を利用しながら，実習をおこなう。 
また，レポートの再提出などの指示は学生メールによっておこなう。テーマごと
に各自持参してもらう道具があるので注意すること。特に関数電卓は必ず事前に
購入しておくこと。。 

シラバスコード FIG04221 
実務経験のある教員  
達成目標 ・実験で得られる誤差を，ごく基本的な統計量を用いて解析できること。 

・相関分析の意味を理解すること。 
・星の等級と光量は対数関係にあることを体験的に把握し，説明できるようにな
ること。 
・岩石を構成する基本的な鉱物の認定とその量の評価方法，および岩石の分類法
が説明できること。 
・花崗岩のモードを測定し分類を行えること。 
・鉱物の比重を測定し，計算による密度と比較する技術を修得すること。 
・鉱物の結晶対称性を理解し結晶面や晶帯を正しく記述できること。 



・大気の熱力学的性質を表す基本的な物理量を説明できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館２階 加藤研究室 

２１号館４階 ⽥邉研究室 
２１号館６階 大橋研究室・佐藤研究室 
２６号館３階 ⻄⼾研究室・能美研究室 
２６号館２階 實吉研究室 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth Science Laboratory I 
関連科目 天文学概論Ⅰ・Ⅱ，天文学演習，地球科学概論Ⅰ・Ⅱ，天文観測実習，地学実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 実験誤差の解析，天文観測のための基礎的実験，水文・気象データの解析，ステ

レオ投影法，岩石や鉱物の観察や測定などについて，上級年次の講義や実験の基
礎となる事項について実習をおこなっていく。実験の原理と手法の習得，データ
解析の方法などについて理解を深めていく。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをおこなう。 

レポート作成に関する説明と指導をおこなう。 
2 回 誤差に関する基礎的な実験をおこなう。 
3 回 水文データ解析をおこなう。 
4 回 水文データ解析をおこなう。 
5 回 大気の熱力学に関する解析をおこなう。 
6 回 エマグラム解析をおこなう。 
7 回 エマグラム解析をおこなう。 
8 回 これまでの実験に関する補足をおこなう。 
9 回 レンズの焦点距離の測定をおこなう。 
10 回 測光データ解析をおこなう。 
11 回 花崗岩のモード測定をおこなう。 
12 回 比重測定をおこなう。 
13 回 結 

準備学習 1 回 シラバスの内容をよく確認して，実験の進め方と採点方法を理解しておく
こと。 
2 回 基礎的な統計量（例えば平均，分散，標準偏差など）を事前に勉強しておく
こと。 
3 回 相関分析について事前に勉強しておくこと。 
4 回 相関分析について事前に勉強しておくこと。 
5 回 乾燥断熱減率と湿潤断熱減率の違い，温度と温位の違い，空気中の水蒸気量
を表現する方法（例えば相対湿度など）を事前に調べておくこと。 
6 回 雲の発生とフェーン現象について，必要な気象条件（気温・露点温度など）
を具体的に考えておくこと。 



7 回 雲の発生 
 



年度 2014 
授業コード FIG04311 
成績評価 実験への取り組み態度と報告書の内容(100%)で評価する。定期試験は実施しな

い。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG04311 生物学実験Ⅰ(再) 
担当教員名 中村 圭司、正⽊ 智美＊、中島 経夫、星野 卓二 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学生物学教室編 「生物学実験」 
アクティブラーニング  
キーワード 生物学，実験 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学実験Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜プリントを配布する 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験内容について予習しておくことが望ましい。実験材料が生物であるため、基

本的に補講は実施しない。また、実験の順序や内容には変更がありうる。実習は、
講義で学ぶ事柄をより具体的に理解できる場であり、また、卒業研究に必要とさ
れる調査・測定・解析などの方法やレポートの書き方を修得するための重要な機
会となるので、履修を強く勧める。 

シラバスコード FIG04311 
実務経験のある教員  
達成目標 生物が示す多様性を、生物学的手法で観察、測定、実験することにより、基本的

な生物の性質を理解するとともに、得られたデータの表現、解析、報告の方法を
習得する。特に、顕微鏡をはじめとする基本的な実験装置の取り扱いができるよ
うになり、さまざまな実験データについて、コンピュータも活用しながら適切な
図、表の作成方法など、基本的な体裁の整った報告書を作成できるようになるこ
とを目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 星野卓二（２１号館６階、hoshino(at)big.ous.ac.jp）、久保⽥ 尚浩（２１号館６

階）、中島経夫（２１号館６階）、中村圭司（２１号館６階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biology Laboratory I 
関連科目 生物科学概論 I，生物科学概論 II 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 実験・実習形式により１５回の授業を行う。基本的な生物の形態や細胞の構造な
どについて、肉眼や顕微鏡による観察実験を行う。それを通じて、基本的な実験
装置の取り扱い方法を習得するとともに、コンピュータを使用した実験データに
関する適切な図、表の作成方法や報告書の作成方法を身につける。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。実験の実施方法や注意事項、薬品の取り扱い等に関す

る説明などをおこなう。 
2 回 顕微鏡の使い方(1)。生物顕微鏡の構造と基本的な使用法について理解する。 
3 回 顕微鏡の使い方(2)。マイクロメーターを用いた計測方法について習得する。 
4 回 データ処理の基本(1) 度数分布表とヒストグラム。基本的な１変量データ
の分析方法と示し方について理解する。 
5 回 データ処理の基本(2) 散布図と相関。２変量データの図示と相関関係、回
帰分析の基本について理解する。 
6 回 気孔の観察。顕微鏡を用い 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回  顕微鏡の基本構造等について理解しておくこと 
3 回  マイクロメーターの使用法について理解しておくこと 
4 回  度数分布表やヒストグラムがどういうものであるのかを理解しておくこ
と 
5 回  散布図がどういうものであるのかを理解しておくこと 
6 回  植物の微細構造について予習しておくこと 
7 回  花の形態とその機能について予習しておくこと 
8 回  植物色素にはどのようなものがあるのか予習しておくこと 
9 回  基本的な植物の分類について予習しておく 

 



年度 2014 
授業コード FIG04321 
成績評価 実験への取り組み態度と報告書の内容(100%)で評価する。定期試験は実施しな

い。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG04321 生物学実験Ⅰ(再) 
担当教員名 中村 圭司、正⽊ 智美＊、中島 経夫、星野 卓二 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学生物学教室編 「生物学実験」 
アクティブラーニング  
キーワード 生物学，実験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学実験Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜プリントを配布する 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験内容について予習しておくことが望ましい。実験材料が生物であるため、基

本的に補講は実施しない。また、実験の順序や内容には変更がありうる。実習は、
講義で学ぶ事柄をより具体的に理解できる場であり、また、卒業研究に必要とさ
れる調査・測定・解析などの方法やレポートの書き方を修得するための重要な機
会となるので、履修を強く勧める。 

シラバスコード FIG04321 
実務経験のある教員  
達成目標 生物が示す多様性を、生物学的手法で観察、測定、実験することにより、基本的

な生物の性質を理解するとともに、得られたデータの表現、解析、報告の方法を
習得する。特に、顕微鏡をはじめとする基本的な実験装置の取り扱いができるよ
うになり、さまざまな実験データについて、コンピュータも活用しながら適切な
図、表の作成方法など、基本的な体裁の整った報告書を作成できるようになるこ
とを目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 星野卓二（２１号館６階、hoshino(at)big.ous.ac.jp）、久保⽥ 尚浩（２１号館６

階）、中島経夫（２１号館６階）、中村圭司（２１号館６階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biology Laboratory I 
関連科目 生物科学概論 I，生物科学概論 II 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 実験・実習形式により１５回の授業を行う。基本的な生物の形態や細胞の構造な
どについて、肉眼や顕微鏡による観察実験を行う。それを通じて、基本的な実験
装置の取り扱い方法を習得するとともに、コンピュータを使用した実験データに
関する適切な図、表の作成方法や報告書の作成方法を身につける。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。実験の実施方法や注意事項、薬品の取り扱い等に関す

る説明などをおこなう。 
2 回 顕微鏡の使い方(1)。生物顕微鏡の構造と基本的な使用法について理解する。 
3 回 顕微鏡の使い方(2)。マイクロメーターを用いた計測方法について習得する。 
4 回 データ処理の基本(1) 度数分布表とヒストグラム。基本的な１変量データ
の分析方法と示し方について理解する。 
5 回 データ処理の基本(2) 散布図と相関。２変量データの図示と相関関係、回
帰分析の基本について理解する。 
6 回 気孔の観察。顕微鏡を用い 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回  顕微鏡の基本構造等について理解しておくこと 
3 回  マイクロメーターの使用法について理解しておくこと 
4 回  度数分布表やヒストグラムがどういうものであるのかを理解しておくこ
と 
5 回  散布図がどういうものであるのかを理解しておくこと 
6 回  植物の微細構造について予習しておくこと 
7 回  花の形態とその機能について予習しておくこと 
8 回  植物色素にはどのようなものがあるのか予習しておくこと 
9 回  基本的な植物の分類について予習しておく 

 



年度 2014 
授業コード FIG04411 
成績評価 課題とテストで成績評価を行う。各実習について要求される課題の内容が 50%、

理解力を尋ねる面談形式のテストが 50%。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG04411 人類学実習Ⅰ(再) 
担当教員名 ⻲⽥ 修一、富岡 直人、白石 純、宮本 真二 
単位数 2 
教科書 ・「地理学概論」で指定購入した日本地図センター発売：1：25,000 地形図「岡山

南部」，「岡山北部」を未受講者は購入しておくこと． 
・ジオ・パル NEO:地理学・地域調査便利帖／野間晴雄・香川貴志／海⻘社／
9784860992651 

アクティブラーニング  
キーワード 地理学 地形図 考古学 遺跡 遺物 土器 石器 動物遺存体 骨考古学 

自然人類学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 人類学実習Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 浮⽥典良・森三紀（2004）『地図表現ガイドブック：主題図の作成の原理と応用』．

ナカニシヤ出版． 
文化庁文化財部記念物課『発掘調査のてびき−集落遺跡発掘編／整理・報告書編
−』 
寺⽥春水・藤⽥恒夫(2004) 『骨学実習の手びき（第 10 冊）』.南山堂． 

授業形態 実験実習 
注意備考 実習では土石類に触れたり、資料の清掃作業を実施する場合があるので、汚れて

も良い服装や白衣を準備すること。遅刻・欠席・早退は、実習における理解を妨
げるので、厳に慎むこと。また、地理・考古学コース進学に必要な実習なので、
進学の可能性のある学生は履修すること。 

シラバスコード FIG04411 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 地理学調査の基礎的な技術を習得する。この実習では、地図情報の活用・デ

ータ登録法を体験的に学習し、活用できる技術を身につける。 
② 考古学調査の基礎的な技術を習得する。この実習では、遺物を正確に把握す
ることを主眼とし、土器・石器・動物遺存体のクリーニング（洗浄）・保存処理と
分類を体験的に学習し、活用できる技術を身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⻲⽥修一 

21 号館 6 階 
富岡直人 



21 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Anthropology Laboratory I 
関連科目 地理学概論 人文地理学 考古学概論Ⅰ 考古学概論Ⅱ 人類学概論Ⅰ 人類

学概論Ⅱ 環境考古学 考古科学 日本地誌 自然地理学 自然人類学 日本
史概論 先史考古学 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ① 地理学の基礎的な技術を習得する。 

② 考古学の基礎的な技術を習得する。 
③ 考古学における動物遺存体・人骨分析で欠くことのできない、骨考古学・自
然人類学の基礎的な技術を習得する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実習履修の方法の説明と注意 

2 回 地理学における地図類と空中写真・衛生画像の利用と土地利用図の作成 
3 回 等高線の種類と，距離と面積の測定 
4 回 水系図・地形断面図の作成 
5 回 接峰面図か起伏量図の作成 
6 回 空中写真の利用例と GPS/GIS 
7 回 地理学実習のまとめ（成果物の提出と講評） 
8 回 考古学実習の説明・土器の水洗い 
9 回 土器のネーミング 
10 回 土器の分類 
11 回 石器の水洗い 
12 回 石器のネーミング 
13 回 石器の分類 
14 回 動物遺存体・人骨のクリーニング・保存処理・取り扱い方法 

準備学習 各回の実習で触れる内容を、教科書や過去に学んだ講義のノートとそこで利用し
た教科書で確認しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FIG04510 
成績評価 それぞれの項目ごとに提出もらう成果物の点数（100 点） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG04510 人類学実習Ⅱ(再) 
担当教員名 ⻲⽥ 修一、富岡 直人、白石 純、宮本 真二 
単位数 2 
教科書 寺⽥春水・藤⽥恒夫(2004)『骨学実習の手びき』．南山堂． 

上記以外は適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 土器、石器、瓦、骨角器、水洗い、接合、復元 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 人類学実習Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 文化庁文化財保護部『埋蔵文化財発掘調査のてびき』（財）国土地理協会（販売:

第一法規出版） 
文化庁文化財部記念物課『発掘調査のてびき−集落遺跡発掘編／整理・報告書編
−』 

授業形態 実験実習 
注意備考 作業時には土や塵埃に触れる可能性があるので、白衣を準備する等、汚れても良

い服装を⼼がけること。また、各課題の締め切りは、適宜厳守すること。 
シラバスコード FIG04510 
実務経験のある教員  
達成目標 １．考古資料とはどのようなものか、手で触れて、おおよそ理解すること。 

２．実際の土器とはどのようなものか、おおよそ理解すること。 
３．実際の骨角器・動物遺存体・人骨とはどのようなものか、おおよそ理解する
こと。 
４．考古資料の全体の形を破片から推測し、説明できるようにすること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⻲⽥修一 

21 号館 6 階 
白石純 
21 号館 6 階 
富岡直人 
21 号館 5 階 
宮本真二 
21 号館 5 階 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見  
英文科目名 Anthropology Laboratory II 
関連科目 考古学概論Ⅰ・Ⅱ、先史考古学、環境考古学、技術考古学、東アジア考古学、人

類学実習Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  人類学実習Ⅱでは、主に先史学・考古学に関する実習を行う。先史学・考古学

の基本資料は「もの」であり、その「もの」を理解するための基本的な技術をマ
スターしてもらう。発掘調査によって出土した資料をどのように整理して、資料
として使用できるようにするのか覚えてもらう。 
   
   
 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実習の概要説明、土器の水洗い 

2 回 土器の水洗い 
3 回 土器の水洗い 
4 回 土器の水洗い 
5 回 骨角器・動物遺存体・人骨の水洗い・整理・管理 
6 回 骨角器・動物遺存体・人骨の同定 
7 回 骨角器・動物遺存体・人骨の登録 
8 回 ネーミング 
9 回 ネーミング 
10 回 ネーミング 
11 回 ネーミング 
12 回 接合 
13 回 接合 
14 回 接合・復元 
15 回 接合・復元 

準備学習 各回の実習で触れる内容を、教科書や過去に学んだ講義のノートとそこで利用し
た教科書で確認しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FIG05011 
成績評価 レポ−トなどの平常点(40％)および定期試験(60%)で評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG05011 地球化学(再) 
担当教員名 ⻄⼾ 裕嗣 
単位数 2 
教科書 指定しない 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球化学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG05011 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 全地球および地殻の化学組成をどのように推定するか理解する。 

2. 岩石ノルムを算出でき、マグマでの結晶分化との関係を理解する。 
3. 地球化学分野で同位体組成はどのように活用されているか理解する。 
4. 地球の進化にともない元素が移動し濃集するプロセスを理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⻄⼾研究室 26 号館 3 階 TEL: 086-256-9460  E-mail: nishido@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Geochemistry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 太陽系の形成にともない誕生した地球が 45 億年の進化により現在の姿いたる過

程について、地球化学的な視点から解説する。隕石を用いた太陽系および全地球
の化学組成の推定、地殻･マントル･核への元素の分配、同位体組成の変動を用い
た物質進化の解明、火成活動・変成作用･風化変質作用などによる元素の移動や
濃集について事例をあげ詳しく説明する。マグマの分化過程を理解する上で大切
な、岩石ノルムや相平衡の演習も行う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の目的や内容の概要を説明し学習準備の方法や



参考図書を紹介します。 
2 回 地球を構成する元素の起源について解説します。 
3 回 地球型惑星の化学的特徴について解説します。 
4 回 大気･海洋の誕生と進化について解説します。 
5 回 気圏の化学について解説します。 
6 回 水圏の化学について解説します。 
7 回 固体地球の化学的分化について解説します。 
8 回 地殻の構造と物質循環について解説します（マントル対流）。 
9 回 地殻の構造と物質循環について解説します（マグマの結晶分化）。 
10 回 

準備学習 1 回 太陽系や地球の成り立ちについて調べておくこと。 
2 回 超新星爆発による元素合成を調べておくこと。 
3 回 太陽系の中で地球型惑星の化学的特徴を調べておくこと。 
4 回 原始地球において隕石集積により原始大気および原始海洋が誕生した仕組
みを調べておくこと。 
5 回 気圏を構成するガスの組成と性状を高度ごとに調べておくこと。 
6 回 海洋を構成する塩類ならびに深度ごとの物性を調べておくこと。 
7 回 原始地球が固化する過程で核･マントル･地殻へと分化した仕組みを調べて
おくこと。 
8 回 マントル対流により地殻物質と 

 



年度 2014 
授業コード FIG05110 
成績評価 レポートなど提出物(40％)および定期試験(60%)により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜08) 
見出し FIG05110 地球進化学(再) 
担当教員名 ⻄⼾ 裕嗣 
単位数 2 
教科書 指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球進化学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG05110 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 地質年代測定の意義を理解すること。 

2. 放射壊変を利用した各種年代測定法の原理と適応法を理解すること。 
3. ルミネッセンスを利用した各種年代測定法の原理と適応法を理解すること。 
4. 実際の地質試料を対象にした年代測定における問題点を理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⻄⼾研究室 26 号館 3 階 TEL:086-256-9406 E-mail:nishido@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 The Evolving Earth 
関連科目 地球化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球は誕生以降さまざまな地質事象を経験し進化し続けている。これらを正確に

捉え進化過程を十分に理解するには、事象を時系列で把握する必要がある。この
ためには数十億年から数百年に及ぶ広い時間範囲を正確に決める年代測定は重
要な要件である。この認識の基に年代測定法を理解するとともに、具体的な応用
についても考えることを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 年代測定と地質年代区分 

2 回 生物層序による相対年代推定法 



3 回 地層層序による相対年代推定法 
4 回 古地磁気を利用した年代測定法 
5 回 放射性同位体による年代測定（K-Ar 法） 
6 回 放射性同位体による年代測定（Ar-Ar 法） 
7 回 放射性同位体による年代測定（Rb-Sr 法） 
8 回 放射性同位体による年代測定（U-Pb 法） 
9 回 宇宙線生成核種による年代測定（14C 法、10Be、26Al 法） 
10 回 放射線損傷による年代測定法（ESR 法、FT 法） 
11 回 ルミネッセンスを用いた年代測定法（熱ルミネ 

準備学習 鉱物学、岩石学と地質学の基礎的な知識が必要となる。これらに関して十分に復
習しておくこと。また、同位体や放射壊変についての理解が不可欠なため、これ
らに関して少なくとも初歩的な内容を理解しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FIG05511 
成績評価 期末試験の結果を重視し（60%)、小テスト(20%)、レポート(20%)を加えて総合

的に評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜12) 
見出し FIG05511 地域情報生態学(再) 
担当教員名 波⽥ 善夫 
単位数 2 
教科書 ホームページに詳細な講義ノートを掲載している。随時これを参照すること。 
アクティブラーニング  
キーワード 環境アセスメント、自然保護、ミティゲーション、ビオトープ、GIS、リモート

センシング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地域情報生態学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG05511 
実務経験のある教員  
達成目標 ・環境アセスメントの項目において、自然環境に関する内容の概要を理解する。・

環境アセスメントにおける生物調査の実施方法を理解する。・緑化の手法と特性
を理解する。・代償措置、ビオトープの設置に関する方針の理解と具体的観点を
理解する。・自然情報技術としてのリモートセンシング技術の概要を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 6F 波⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Regional Ecology 
関連科目 植生学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生態系は複雑系であり、現実を把握し、解析するためには多くの種類の情報を重

ね合わせることが必要である。本講では、環境アセスメントを題材に選び、多く
の種類の環境に支えられた自然を把握し、解析して評価するプロセスを理解する
こととする。環境情報としては、地質、DEM を利用した地形などのほか、衛星
により取得されたリモートセンシング情報、航空写真などについても解説する。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 環境アセスメントとは：公害、自然破壊などの顕在化と環境アセスメントの
発生・発達の歴史について学ぶ。 
2 回 環境アセスメントにおける生物調査 (1)植物相：具体的な環境アセスメン
トにおける基礎となる、植物相の調査方法について解説する。 
3 回 環境アセスメントにおける生物調査 (2)植生：生態系の基盤となる植生の
調査方法、植生図について解説する。 
4 回 環境アセスメントにおける生物調査 (3)動物：動物相などの動物に関する
調査方法について例示する。 
5 回 環境アセスメントにおける生物調査 (4)生態系： 

準備学習 1 回 ホームページに掲載されている講義ノートを参照しておくこと。 
2 回 学内の植物相のリストアップトレーニング。 
3 回 春学期の植生学における植生を復習しておく。 
4 回 調査事例における動物相の事例収集 
5 回 特になし 
6 回 特になし 
7 回 11 号館入り口における法枠⼯法施⼯例の観察 
8 回 21 号館南の北斜面における緑化事例の観察 
9 回 ホームページに掲載しているポット苗による緑化事例を参照。 
10 回 植生学の湿性遷移 
11 回 湿原生態系の特性（植生学の項目の復習） 
12 回 GIS の意味と実用事例 
13 回 

 



年度 2014 
授業コード FIG05910 
成績評価 定期試験の点数（100 点）で評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜12) 
見出し FIG05910 技術考古学(再) 
担当教員名 白石 純 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 技術、石器、土器、須恵器、鉄、ガラス、塩 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 技術考古学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 潮見浩「図解技術考古学」有斐閣 

小林行雄「古代の技術」縞書房 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG05910 
実務経験のある教員  
達成目標 考古学資料がいろいろな材料でできていることを知る。 

１．石器について理解する。 
２．石製品について理科する。 
３．土器について知る。 
４．鉄について知る。 
５．ガラスについて知る。 
６．塩について知る。 
７．物と人の関わりを技術という視点から考える。 

受講者へのコメント  
連絡先 086-256-9655 

21 号館 6 階 
shiraish@big.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Technological Archaeology 
関連科目 考古科学、先史考古学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 過去人類が残した「もの」に焦点をあてて、どのように使って生活していたか。



そして、それらをどのように作り、改良してきたのか。人間と「もの」との関わ
りを「技術」という面から講義する。それによって多様な「もの」の一面を理解
する。この理解により「もの」「人」の関係から各時代のものつくりを通じてもの
とひとの流通や移動を考察することを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 「講義概要」について内容と講義の進め方について説明する。 

2 回 「石器」について、旧石器時代から弥生時代までの打製石器について説明す
る。 
3 回 「石器」について、旧石器時代から弥生時代までの磨製石器について説明す
る。 
4 回 「石製品」について、勾玉や管玉などの玉製品について説明する。 
5 回 「石製品」について、古墳時代の石棺について説明する。 
6 回 「土器」というテーマで、土器製作（土の入手方法）について説明する。 
7 回 「土器」というテーマで、土器製作（素地作り）について説明する。 
8 回 「土器」 

準備学習 1 回 学習内容について把握しておくこと 
2 回 前回の講義内容について復習し、参考書などで打製石器について予習して
おくこと 
3 回 前回の講義内容について復習し、参考書などで磨製石器について予習して
おくこと 
4 回 前回の講義内容について復習し、参考書などで石製品（玉類）について予習
しておくこと 
5 回 前回の講義内容について復習し、参考書などで石製品（石棺）について予習
しておくこと 
6 回 前回の講義内容について復習し、参考書などで土器（土の入手方法）につい
て予習しておくこと 
7 回 前回の講義内容について復習し、 

 



年度 2014 
授業コード FIG06010 
成績評価 各テーマごとのレポートと２回の発表会の成績をそれぞれ 100 点満点で採点し，

その平均点を最終成績とする． 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム学科(〜12) 
見出し FIG06010 地球科学実験Ⅱ(再) 
担当教員名 能美 洋介、大橋 唯太、佐藤 丈晴 
単位数 2 
教科書 適宜，プリントを配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード 地形地質調査 

水準測量 
生気象 
気象観測 
岩石薄片観察 
偏光顕微鏡 
鉱物分離 
分光分析 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球科学実験Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜，紹介する． 
授業形態 実験実習 
注意備考 ・本講義は生物地球学科の「地学実習」と同時開講になっているので、受講生は

春学期の口頭発表までの前半の実習を受講してください。 
・本実習は、主に金曜日を利用して行ないます。また、集中的な実習を行う必要
から、土曜日や休日を利用することがあります。 
・遠方への野外調査では、宿泊をともなうことがあります。この際、旅費・宿泊
費等を徴収することがあります。 

シラバスコード FIG06010 
実務経験のある教員  
達成目標 ・野外における地形・地質調査を行ない、ルートマップを作成することができる。 

・測量測機の取り扱い法と測量技術を習得し、基本的な測量を行なうことができ
る。 
・気象観測の手法を理解し、自ら気温などの観測ができる。 
・放射，対流，伝導による人体への熱の伝わり方を理解し、説明することができ
る。 
・岩石や鉱物などの試料の分析方法を理解し、適切な試料の分析をすることがで
きる。 



受講者へのコメント  
連絡先 ⻄⼾研究室・能美研究室（２６号館３階） 

大橋研究室・佐藤研究室（２１号館６階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth Science Laboratory II 
関連科目 測地測量学 

環境気象学 
地質学 
地球化学 
卒業研究 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的  地球科学に関する様々なテーマについて、卒業研究を意識したより実践的な実

習をおこない、そのなかで実験器具や装置の取り扱いからデータの解析・レポー
ト作成、さらにはプレゼンテーションに至るまでの一連のプロセスを修得するこ
とを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 ○ 関連する講義の内容を復習し、それぞれの実習テーマに合致する部分につい

て事前にまとめておくこと。特に次のテーマでは以下の準備をすること。 
【地質巡検】 
 配布された資料を現地入りするまでによく読んでおくこと。地形図は実習ルー
トを中⼼によく見ておくこと。実習までの健康管理に十分注意し、実習全日は夜
更かしなどしないこと。 
【測量】 
 配布プリントを参考に、実習の方法と手順を理解しておくこと。実習前に必ず
測量場所及び測量ルートを下見しておくこと。 
【生気象観測】 
 配布プリントを参考に，（１）温冷感に関わる人 

 



年度 2014 
授業コード FIG06120 
成績評価 各テーマごとのレポートと２回の発表会の成績をそれぞれ 100 点満点で採点し，

その平均点を最終成績とする． 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム学科(〜12) 
見出し FIG06120 地球科学実験Ⅲ(再) 
担当教員名 能美 洋介、大橋 唯太、佐藤 丈晴 
単位数 2 
教科書 適宜，プリントを配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード 地形地質調査 

水準測量 
生気象 
気象観測 
岩石薄片観察 
偏光顕微鏡 
鉱物分離 
分光分析 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球科学実験Ⅲ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜，紹介する． 
授業形態 実験実習 
注意備考 ・本講義は生物地球学科の「地学実習」と同時開講になっているので、受講生は

春学期の口頭発表以降の実習を受講してください。 
・本実習は、主に金曜日を利用して行ないます。また、集中的な実習を行う必要
から、土曜日や休日を利用することがあります。 
・遠方への野外調査では、宿泊をともなうことがあります。この際、旅費・宿泊
費等を徴収することがあります。 

シラバスコード FIG06120 
実務経験のある教員  
達成目標 ・野外における地形・地質調査を行ない、ルートマップを作成することができる。 

・測量測機の取り扱い法と測量技術を習得し、基本的な測量を行なうことができ
る。 
・気象観測の手法を理解し、自ら気温などの観測ができる。 
・放射，対流，伝導による人体への熱の伝わり方を理解し、説明することができ
る。 
・岩石や鉱物などの試料の分析方法を理解し、適切な試料の分析をすることがで
きる。 



受講者へのコメント  
連絡先 ⻄⼾研究室・能美研究室（２６号館３階） 

大橋研究室・佐藤研究室（２１号館６階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth Science Laboratory III 
関連科目 測地測量学 

環境気象学 
地質学 
地球化学 
卒業研究 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的  地球科学に関する様々なテーマについて、卒業研究を意識したより実践的な実

習をおこない、そのなかで実験器具や装置の取り扱いからデータの解析・レポー
ト作成、さらにはプレゼンテーションに至るまでの一連のプロセスを修得するこ
とを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 ○ 関連する講義の内容を復習し、それぞれの実習テーマに合致する部分につい

て事前にまとめておくこと。特に次のテーマでは以下の準備をすること。 
【地質巡検】 
 配布された資料を現地入りするまでによく読んでおくこと。地形図は実習ルー
トを中⼼によく見ておくこと。実習までの健康管理に十分注意し、実習全日は夜
更かしなどしないこと。 
【測量】 
 配布プリントを参考に、実習の方法と手順を理解しておくこと。実習前に必ず
測量場所及び測量ルートを下見しておくこと。 
【生気象観測】 
 配布プリントを参考に，（１）温冷感に関わる人 

 



年度 2014 
授業コード FIG06210 
成績評価 実験への取り組み態度と報告書の内容（100%）で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム学科(〜12) 
見出し FIG06210 生物学実験Ⅱ(再) 
担当教員名 中村 圭司、中島 経夫、久保⽥ 尚浩、太⽥ 謙＊、波⽥ 善夫、星野 卓二 
単位数 2 
教科書 なし（適宜プリント等を配布する） 
アクティブラーニング  
キーワード 生物学、実験、生態調査、ＤＮＡ多型解析 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学実験Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中山広樹、⻄方敬人著：バイオ実験イラストレイテッド、秀潤社．清水建美著：

図説植物用語辞典、八坂書房．それ以外の参考書については、適宜提示する． 
授業形態 実験実習 
注意備考 生物学実験Ｉを履修しておくことが望ましい。 

実験材料が生物であるため、基本的に補講は実施しない。また、実験の順序や内
容には変更がありうる。 
実習は、講義で学ぶ事柄をより具体的に理解できる場であり、また、卒業研究に
必要とされる調査・測定・解析などの方法やレポートの書き方を修得するための
重要な機会となるので、履修を強く勧める。 

シラバスコード FIG06210 
実務経験のある教員  
達成目標 ・外部形態と野外の生活環境の観察を通して形態と機能についての理解を深める

こと。 
・植物の標本が作製でき、身近に見られる植物の分類同定ができる。 
・野生植物からＤＮＡの抽出する方法を習得し、ＤＮＡ多型がどのように系統解
析に使われるかを理解できること。 

受講者へのコメント ３年次での本格的な実習や卒業研究などで必要な内容が多く含まれています。こ
の実習で学習した内容を忘れずに、今後に生かしてください。 

連絡先 星野卓二（２１号館６階、hoshino(at)big.ous.ac.jp）、久保⽥ 尚浩（２１号館６
階）、中島経夫（２１号館６階）、中村圭司（２１号館６階） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 積極的に授業に取り組んだ人もおり、安⼼しています。 
英文科目名 Biology Laboratory II 
関連科目 生物学実験 I、生物学実験 III、細胞遺伝学、植物系統進化学 



次回に向けての改善変更予定 １回目の講義の際、受講希望者がたくさんいたため受講者の決定に少し手間取り
ました。次回にはそのようなことがないようにする予定です。 

講義目的 身近に見られる動植物を取り上げ、形態観察、生態調査、系統分類学の実験を行
なう。また、そのために必要な実験や調査の手法を習得することを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 生物体形質の測定と実験データ解析（１）。生物体のさまざまな形質を測定、

比較し、基本的な統計処理の方法を練習する。 
2 回 生物体形質の測定と実験データ解析（１）。生物体のさまざまな形質を測定、
比較し、基本的な統計処理の方法を練習する。 
3 回 無脊椎動物の行動。身近な動物を材料とし、その行動を計測、解析する。 
4 回 分子系統学実験 １．野生植物からの DNA 抽出。大学構内に生育する植物
を採集し、CTAB 法により全 DNA を抽出し濃度を測定する。 
5 回 分子系統学実験 ２．PCR と電気泳動。 ランダムプライマ 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回  生物データに関する統計処理の方法にはどのようなものがあるのかを確
認しておくこと。 
3 回  動物の行動解析法について予習しておくこと。 
4 回  大学構内にはどのような植物が生えているか調べておくこと。 
5 回  遺伝子を増幅する PCR 法について予習しておくこと。 
6 回  インターネットを利用して、DNA データベースから植物遺伝子の塩基配
列を検索できるように予習しておくこと。 
7 回  淡水魚の微生息環境（場所）にはどのようなものがあるか調べておく 

 



年度 2014 
授業コード FIG06310 
成績評価 報告書の内容（100%）で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム学科(〜12) 
見出し FIG06310 生物学実験Ⅲ(再) 
担当教員名 星野 卓二、⻄村 直樹、中村 圭司、中島 経夫 
単位数 2 
教科書 なし（適宜プリント等を配布する） 
アクティブラーニング  
キーワード 顕花植物、染色体、昆虫、コケ植物 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学実験Ⅲ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 藪野友三郎他著：植物遺伝学、朝倉書店（それ以外については適宜提示する） 
授業形態 実験実習 
注意備考 ・生物学実験Ⅰ、Ⅱを履修しておくこと。 

・実験材料が生物であるため、基本的に補講は実施しない。また、実験の順序や
内容には変更がありうる。 
・実習は、講義で学ぶ事柄をより具体的に理解できる場であり、また、卒業研究
に必要とされる調査・解析などの方法やレポートの書き方を修得するための重要
な機会となるので、履修を強く進める。 

シラバスコード FIG06310 
実務経験のある教員  
達成目標 ・顕微鏡と図鑑を用いてタイ類の中の何科であるかを調べることができること・

野外で肉眼とルーペによってコケ類の異なる種の群落が判別できること・野外で
コケ類の異なる種の群落を判別し，異なる気候帯における主要な種の生態を説明
できること・基本的な昆虫の種について判別ができ、体の各部の構造を説明でき
ること・染色体の分析方法を習得し、生物はそれぞれ固有の核型を持つことを説
明できる 

受講者へのコメント  
連絡先 星野卓二（２１号館６階、hoshino(at)big.ous.ac.jp）、中村圭司（２１号館６階）、

⻄村直樹（10 学舎５Ｆ） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biology Laboratory III 
関連科目 生物学実験Ⅰ、Ⅱ、細胞遺伝学、植物系統進化学 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 主に野外の動植物を材料に用い、細胞分類学・系統進化学、昆虫の体制・構造と
機能、およびコケ植物の形態に関する基礎的な実験を行う。顕微鏡写真撮影、パ
ソコンによるグラフィック処理も取り入れる。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 染色体の核型分析 １．プレパラート作成。根端細胞を使用し、押しつぶし

法による染色体観察用のプレパラートを作成する。 
2 回 染色体の核型分析 ２．顕微鏡写真撮影。デジカメを用いて染色体の顕微鏡
写真撮影を行なった後、永久プレパラートを作成する。 
3 回 染色体の核型分析 ３．核型分析。写真撮影した染色体像をプリントアウト
し、核型を分析する。種間で染色体の形態を比較し、それぞれの種が特有な核型
を持つことを理解する。 
4 回 秋のコイ科魚類の咽頭⻭１。大学の近くの水路または川でコイ科魚類を採
集し、同定する。 
5 

準備学習 1 回  染色体の分裂サイクルや中期染色体の形態について調べておくこと。 
2 回  染色体は動原体の位置に基づいてどのように分けられるか調べておくこ
と。 
3 回  染色体の倍数性と異数性について調べておくこと。 
4 回  事前に実験内容等に関する指示があるので、掲示板等によく注意してお
くこと。 
5 回  昆虫とはどのような生物であるのかを図書館等で調べておくこと。 
6 回  昆虫の各分類群に関する基本的な体制と生態について調べておくこと。 
7 回  コケ植物（蘚類）の基本形態を調べ，観察試料を採取しておくこと。 
8 回 

 



年度 2014 
授業コード FIG06410 
成績評価 それぞれの項目ごとに提出してもらう成果物の点数（100 点） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム学科(〜12) 
見出し FIG06410 人類学実習Ⅲ(再) 
担当教員名 ⻲⽥ 修一、富岡 直人、白石 純、宮本 真二 
単位数 2 
教科書 寺⽥春水・藤⽥恒夫 (2004)『骨学実習の手引き（第 10 冊）』．南山堂． 

上記以外は、適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 考古資料、拓本、実測、トレース、写真撮影、割り付け 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 なし。 
科目名 人類学実習Ⅲ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 文化庁文化財保護部『埋蔵文化財発掘調査のてびき』（財）国土地理協会（販売:

第一法規出版 
文化庁文化財部記念物課『発掘調査のてびき−集落遺跡発掘編／整理・報告書編
−』 

授業形態 実験実習 
注意備考 作業時には土や塵埃に触れる可能性があるので、白衣を準備する等、汚れても良

い服装を⼼がけること。また、各課題の締め切りは、適宜厳守すること。遅刻・
欠席・早退は実習の理解を妨げ、安全理解を疎外するおそれがあるため、厳に慎
むこと。 

シラバスコード FIG06410 
実務経験のある教員  
達成目標 １．拓本を適切にとれること。 

２．土器の実測方法を覚え、適切な実測図を完成できること。 
３．石器・動物遺存体・人骨の実測方法を覚え、適切な実測図を完成できること。 
４．トレースの方法を覚え、適切な図面を完成できること。 
５．写真撮影の方法を覚え、被写体に応じて適切な図版を完成できること。 
６．レイアウト・割り付けの方法を覚え、適切に報告書が完成できること。 

受講者へのコメント みなさんも熱⼼に実習に参加していただき、良かったです。 
連絡先 ⻲⽥修一 

21 号館 6 階 
白石純 
21 号館 6 階 
富岡直人 
21 号館 5 階 
宮本真二 



21 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 基本的に高評価で、何よりでした。 
英文科目名 Anthropology Laboratory III 
関連科目 考古学概論Ⅰ・Ⅱ、人類学概論Ⅰ・Ⅱ、先史考古学、環境考古学、技術考古学、

東アジア考古学、人類学実習Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 これからもわかりやすい実習を目指します。 
講義目的 人類学実習Ⅱでは、基礎的な資料整理方法を学習してもらったが、この人類学実

習Ⅲでは実習Ⅱでえられた資料を印刷物として社会に提示できるような技術を
覚えてもらう。拓本・実測・トレース・写真撮影・割り付けなどである。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 拓本 

2 回 拓本 
3 回 拓本 
4 回 拓本・土器実測 
5 回 土器実測 
6 回 土器実測 
7 回 土器実測 
8 回 土器実測 
9 回 石器・動物遺存体実測 
10 回 石器・動物遺存体・人骨実測 
11 回 石器・動物遺存体・人骨属性抽出 
12 回 トレース 
13 回 トレース・割り付け 
14 回 写真撮影 
15 回 測量実習 

準備学習 1 回 各回の実習で触れる内容を、教科書や過去に学んだ講義のノートとそこで
利用した教科書で確認しておくこと。 
2 回 各回の実習で触れる内容を、教科書や過去に学んだ講義のノートとそこで
利用した教科書で確認しておくこと。 
3 回 各回の実習で触れる内容を、教科書や過去に学んだ講義のノートとそこで
利用した教科書で確認しておくこと。 
4 回 各回の実習で触れる内容を、教科書や過去に学んだ講義のノートとそこで
利用した教科書で確認しておくこと。 
5 回 各回の実習で触れる内容を、教科書や過去に学んだ講義のノートとそこで
利用し 

 



年度 2014 
授業コード FIG06611 
成績評価 定期試験で評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG06611 物理学基礎論Ⅰ(再) 
担当教員名 福⽥ 尚也 
単位数 2 
教科書 第４版 物理学基礎／原康夫／学術図書出版社／9784780602173 
アクティブラーニング  
キーワード 力学、熱学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎論Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 物理のための数学／和達三樹／岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考 教員の免許状取得のための必修科目である。 
シラバスコード FIG06611 
実務経験のある教員  
達成目標 ①力、運動量、エネルギー、熱など物理量との単位、および物理法則の理解を目

標とする。 
②微分積分、微分方程式、ベクトルなど物理学に必要な数学的知識についての理
解を目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館２階 福⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Elementary Physics I 
関連科目 物理学基礎実験、物理学基礎論Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自然科学の基礎としての物理学の力学と熱学の基礎を学ぶ。力学では物体の運動

や振動、運動量と角運動量、剛体の運動、慣性力、波動現象を、熱学では熱力学
の法則を中⼼に解説する。それぞれエネルギーの概念に関しても学ぶ。関連する
数学に関しても適時解説する。物理量とその単位、物理法則の理解を目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 序論として、物理学のはじまりについて説明する。 

2 回 運動の記述について説明する。 
3 回 運動の法則について説明する。 



4 回 単振動について説明する。 
5 回 仕事とエネルギーについて説明する。 
6 回 質点の回転運動について説明する。 
7 回 惑星の運動と万有引力について説明する。 
8 回 質点系の力学について説明する。 
9 回 剛体の運動について説明する。 
10 回 慣性力（見かけの力）について説明する。 
11 回 弾性体の力学について説明する。 
12 回 波動について説明する。 
13 回 熱現象について説明する 

準備学習 1 回 これまでに学んだ数学について復習をしておくこと。 
2 回 前回の内容と微分について復習しておくこと。 
3 回 前回の内容を復習しておくこと。 
4 回 前回の内容を復習しておくこと。微分方程式について予習しておくこと。 
5 回 前回の内容と積分について復習しておくこと。 
6 回 前回の内容ならびにベクトルの内積と外積を復習しておくこと。 
7 回 前回の内容を復習しておくこと。万有引力について予習しておくこと。 
8 回 前回の内容を復習しておくこと。重⼼について予習しておくこと。 
9 回 前回の内容を復習しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FIG06711 
成績評価 定期試験で評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG06711 物理学基礎論Ⅱ(再) 
担当教員名 福⽥ 尚也 
単位数 2 
教科書 第４版 物理学基礎／原康夫／学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 電磁気学、光学、原子物理学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎論Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 物理のための数学／和達三樹岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考 教員の免許状取得のための必修科目である。 
シラバスコード FIG06711 
実務経験のある教員  
達成目標 電気や磁気についての概念、物理量とその単位、そして電磁気学の法則について

の理解を目標とする。あわせて原子や原子核の世界に対する理解を深める。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館２階 福⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Elementary Physics II 
関連科目 物理学基礎論Ⅰ、物理学基礎実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気と磁気は日常生活で欠かすことができないものとなっており、光や電磁波を

理解する上で不可欠である。このことを踏まえて、電磁気学と原子物理学の基礎
を学ぶ。電荷や電流が作る磁場や粒子に働く力の性質を解説し、マクスウェル方
程式の初歩に関しても学ぶ。また、物質の構成要素となる原子や原子核、素粒子
における現象を学ぶ。関連する数学に関しても適時解説する。電磁気学の法則、
原子や素粒子の世界に対する理解を深める。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 序論として物理量と単位、物理量の次元について説明する。 

2 回 電荷とクーロンの法則について説明する。 
3 回 電場とガウスの法則について説明する。 



4 回 電位と電位差について説明する。 
5 回 電流とオームの法則について説明する。 
6 回 磁石と磁場について説明する。 
7 回 電流がつくる磁場について説明する。 
8 回 ローレンツ力について説明する。 
9 回 電磁誘導の法則について説明する。 
10 回 マクスウェル方程式について説明する。 
11 回 電磁波と光について説明する。 
12 回 相対性理論について説明する。 

準備学習 1 回 物理学基礎論 I を履修したものは、物理量と単位について復習しておくこ
と。 
2 回 前回の内容を復習しておくこと。大きな数値や小さな数値の表し方として
指数を予習しておくこと。 
3 回 前回の内容とベクトルについて復習しておくこと。 
4 回 前回の内容と積分を復習しておくこと。 
5 回 前回の内容を復習しておくこと。微分方程式を予習しておくこと。 
6 回 前回の内容を復習しておくこと。地磁気について予習しておくこと。 
7 回 前回の内容とベクトル積を復習しておくこと。 
8 回 前回の内容とベクトル積を復習しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FIG06811 
成績評価 レポート（80 点）、データ処理演習（10 点）、実験技術（10 点）として評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG06811 物理学基礎実験(再) 
担当教員名 福⽥ 尚也 
単位数 2 
教科書 作成した実験手引書を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学実験、測定値、有効数字、誤差、精度 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎実験(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 物理学実験 基礎編／東京理科大学理学部第二部物理学教室編／内⽥⽼鶴圃：実

験精度と誤差／酒井英行訳、N.C.バーフォート著／丸善：他にも実験の際、適宜
紹介する。 

授業形態 実験実習 
注意備考 指定の実験ノートを購入しておくこと。関数電卓を所有している人は持ってくる

こと。 
教員の免許状取得のための必修科目・選択科目である。 

シラバスコード FIG06811 
実務経験のある教員  
達成目標 ①物理学の基本的な実験装置の取り扱い方法の技術を習得する。 

②得られたデータの解析とコンピュータによる実験データの処理の方法を習得
する。 
③誤差や精度の見積もりの方法を習得する。 
④報告書の作成方法を習得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館２階 福⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Elementary Physics Laboratory 
関連科目 物理学基礎論Ⅰ、物理学基礎論Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学を学ぶ上で最も基本的な実験を数テーマ選び、順番に実施するとともに、

測定値の取り扱い、誤差や精度の見積もりについても学ぶ。実験のテーマとして
は、ボルダの振り子による重力加速度の測定、サールの装置によるヤング率の測



定、気柱の共鳴による音速の測定、回折格子による光の波⻑の測定等を取り扱う。
また、実験データの取り扱い方に関して、平均値と標準偏差の求め方、および、
最小二乗法を解説し、コンピュータを用いて実習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス１。実験についての一般的な注意を説明する。 

2 回 ガイダンス２。測定値と誤差について説明する。 
3 回 ガイダンス３。パソコンによる実験データの処理について説明する。 
4 回 実験１（前半の班）、またはデータ処理の演習(後半の班）を行う。 
5 回 実験１（後半の班）、または実験１のデータ処理とレポート作成（前半の班）
を行う。 
6 回 実験２（前半の班）、または実験１のデータ処理とレポート作成（後半の班）
を行う。 
7 回 実験２（後半の班）、または実験２のデータ処理とレポート作成（前半の班）
を行う。 
 

準備学習 1 回 教員の免許状取得のための科目であることを確認しておくこと。 
2 回 実験ノートを用意し、必要事項を記入しておくこと。 
3 回 測定値と誤差について復習をしておくこと。 
4 回 前回のデータ処理演習を復習しておくこと。 
5 回 前回のデータ処理演習を復習しておくこと。 
6 回 前回の実験レポートを完成させること。 
7 回 前回の実験レポートを完成させること。 
8 回 前回の実験レポートを完成させること。 
9 回 前回の実験レポートを完成させること。 
10 回 前回の実験レポートを完成させること。 
11 回 前回の実験レポ 

 



年度 2014 
授業コード FIG06911 
成績評価 レポート(10%)、小テスト(10%)、および定期試験(80%)により評価する 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG06911 化学基礎論Ⅰ(再) 
担当教員名 ⻘⽊ 宏之 
単位数 2 
教科書 基礎化学１ 物質の構成と変化／吉⽥泰彦 他／実教出版／9784407308532 
アクティブラーニング  
キーワード 原子 電子 分子 元素 無機化学 有機化学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学基礎論Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学２ 化学反応と有機材料／吉⽥泰彦 他／実教出版：フォトサイエンス

化学図録 ／（数研出版）：プリントを配布する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG06911 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ 我々を取り巻く自然界を構成する物質が共通の元素から成り立つこと

を理解させ、原子の電子配置、元素の周期表の成り立ちを理解、説明できること。 
・ 物質を構成する為の化学結合を電子の振る舞いや電子の共有により理
解、説明できること。 
・ 物質の状態変化(固体・液体・気体)を構成原子、分子の運動性から理解、
説明できること。 
・ 身の回りの物質がどのような有機化合物で構成されているかを理解、説
明できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 １学舎２階研究室 e-mail: aoki@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Elementary Chemistry I 
関連科目 化学基礎論 II、化学基礎実験、入門化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自然界を構成する水や空気や鉱物といった無機物、さらに我々のような有機生命

体は、それぞれ全く異なった外見や振る舞いを見せるが、これらを構成する物質
は共通した元素から出来ている。この講義では自然界を構成する元素のなりたち



を原子・電子レベルから理解を始め、さらに形成された分子および物質の化学的
な性質と化学反応上の気体・溶液における原理など、主に、無機物質を対象とし
た基礎的化学について解説する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。化学の基礎的概念を説明す

る。 
2 回 原子の構造と性質１：原子の構造と原子の基礎構造、元素の成り立ち、水素
原子の構造、原子の電子配置について説明する。 
3 回 原子の構造と性質２：電子の波動性と電子軌道、電子軌道と元素の化学的性
質、電子のエネルギーと原子の安定性について説明する。 
4 回 化学結合と分子の構造１：化学結合と電子との関係を電子軌道から考え、共
有結合、混成軌道と二重結合・三重結合の関係、共有結合以外の結合（イオン結
合・金属結合・配位結合）を説明する。 

準備学習 1 回 ｐH、分子量、物質量および有効数字の定義について予習を行うこと。 
2 回 有効数字を考えた溶液のモル濃度計算法の復習を行うこと。原子の基本構
造に関し予習を行うこと。 
3 回 水素原子の構造・電子配置について復習を行うこと。電子の波動性と電子軌
道に関し予習を行うこと。 
4 回 電子軌道と元素の化学的性質について復習を行うこと。化学結合の種類に
関し予習を行うこと。 
5 回 電子の混成軌道と二重結合・三重結合について復習を行うこと。分子間に働
く力に関し予習すること。 
6 回 分子の極性、電気陰性度、ファンデルワール 

 



年度 2014 
授業コード FIG07011 
成績評価 レポート(10%)、小テスト(10%)、および定期試験(80%)により評価する 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG07011 化学基礎論Ⅱ(再) 
担当教員名 ⻘⽊ 宏之 
単位数 2 
教科書 基礎化学２ 化学反応と有機材料／吉⽥泰彦 他／実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード エネルギー、エントロピー、反応速度、化学平衡、酸塩基、中和反応、酸化還元

反応、界面活性剤、医薬品、高分子化合物、生命現象、環境汚染 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学基礎論Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学１ 物質の構成と変化／吉⽥泰彦 他／実教出版：フォトサイエンス化

学図録 ／（数研出版）：プリントを配布する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG07011 
実務経験のある教員  
達成目標 授業の到達目標及びテーマ 

・ 生物を構成する元素、物質、生物が生きて行く為に必要な元素、物質を
学び、それらを必要とする反応過程を説明できること。 
・ 生物を構成する物質群が各種環境下(温度、イオン環境)で、生命活動に
必要な化学反応を促進するかを学び、理解すること。 
・ 生体分子を自発的集合させる分子間力を学び、生命の反応場の一つであ
る生体膜の成り立ちを理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 １学舎２階研究室 e-mail: aoki@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Elementary Chemistry II 
関連科目 化学基礎論 I,化学基礎実験,入門化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球上の最も美しい有機構造体のひとつである生物は、太古から現在に至る地球

環境変動の中、単純有機物質から高次構造化を経て生物へと進化を遂げてきた。
この一連の過程は、基本的な化学反応や構成分子の自発的集合体の集積による結



果と考えられる。この講義では生物を構成する生体成分の化学的知識を習得し、
生体内で起こる各種物質の化学反応を通して、生命現象の化学的側面を解説す
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。化学で用いる数学のついて

説明する。 
2 回 エネルギーと温度：気体分子の運動とエネルギーの保存を概説し、化学反応
と分子衝突、状態変化に伴うエネルギー・熱エネルギーについて説明する。 
3 回 エントロピー：自然現象の変化の方向および化学反応の変化の方向につい
て説明する。 
4 回 反応速度：化学反応の速さ、濃度、活性エネルギーおよび触媒について説明
する。 
5 回 化学平衡：可逆反応と化学平衡および化学平衡の移動について説明する 
6 回 酸と塩基：酸・塩基の定義とそれぞれ 

準備学習 1 回 化学計算に必要な有効数字の概念、指数、対数計算などについて予習するこ
と。 
2 回 濃度などの物質の量を用いた計算について復習すること。分子運動と温度
の関係に関し予習すること。 
3 回 化学エネルギーと熱エネルギーについて復習すること。エントロピーの定
義に関し予習すること。 
4 回 熱力学第 2 法則について復習すること。化学反応の速度と濃度の関係に関
し予習すること。 
5 回 素反応、多段階反応の例を復習すること。化学平衡の定義に関し予習するこ
と。 
6 回 可逆反応、化学平衡の移動について復習すること。酸と塩基の定 

 



年度 2014 
授業コード FIG07111 
成績評価 実験レポート 60％、中間実技試験 10％、定期試験 30％により成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG07111 化学基礎実験(再) 
担当教員名 ⻘⽊ 宏之、森 義裕＊、直島 好伸 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験 −手引きと演習− ／ 佐藤幸子：理⼯系化学実験（−基

礎と応用− 第３版） ／ 坂⽥一矩編 ／ （東京教学社） 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属、マスキング 
定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、電離定数、pH、pKa、緩衝溶液、モ
ル濃度、質量百分率 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学基礎実験(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

人）：大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社）：
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版）：基礎化学１ 物質の構成と変化／吉
⽥泰彦 他／実教出版：基礎化学 2 化学反応と有機材料／吉⽥泰彦 他／実教
出版 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを期限内に提出し受理されていることが、単位取得

の前提条件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験を安
全に行うため、白衣と保護眼鏡の着用を義務づける。 

シラバスコード FIG07111 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で

きる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）測容ガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフラスコ）の使用方
法を習得する。 
（４）pH メーター、分光光度計、電子天秤の使用方法を習得する。 
（５）詳しい実験観察結果を文章で表現し、物質の変化を化学反応式で記述でき
る。 
（６）報告書の基本的書き方を習得する。 
（７）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り日常的な物（⾷酢、ミネラルウォーター、ドリンク剤 



受講者へのコメント  
連絡先 １学舎２階研究室 電子メール aoki@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Elementary Chemistry Laboratory 
関連科目 化学基礎論 I、 化学基礎論 II、 入門化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の進め方、予習の仕方を説明する。 

安全・環境教育を実施する。 
2 回 基礎実験（金属と酸との反応）とレポート作成 
金属と強酸・強塩基との反応を調べることによって、化学実験で使われる器具お
よび試薬の基本的な取扱い方と、実験操作を学ぶ。 
3 回 第１属陽イオンの定性分析 （Ag, Pb） 
銀イオン、鉛イオンを 塩酸（第１属陽イオン分属試薬）と反応させ難溶性の塩化
物沈殿を生成する。塩化鉛と塩化銀の溶解度差、アンモニア共存下での塩化銀の
可溶性錯イオン形成などの化学的性質を利用して、両イオ 

準備学習 1 回 教科書第 1 章 pp.1〜9 化学実験の基本的注意を読んでおくこと。 
2 回 教科書第 1 章 pp.1〜9 および pp.36〜40. 実験レポートの書き方 を読ん
でおくこと。 
元素の周期表、イオン化傾向、強酸、強塩基、酸化力のある酸について復習して
おくこと。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
3 回 教科書 pp.15〜18 を読み、難溶塩の溶解度と溶解度積について復習してお
くこと。 
教科書 pp.62〜68 を読み、陽イオンの分属と分属試薬について予習しておく。 
「化学実験−手引きと演 

 



年度 2014 
授業コード FIG07121 
成績評価 実験レポート 60％、中間実技試験 10％、定期試験 30％により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG07121 化学基礎実験(再) 
担当教員名 ⻘⽊ 宏之、森 義裕＊、直島 好伸 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験 −手引きと演習− ／ 佐藤幸子：理⼯系化学実験（−基

礎と応用− 第３版） ／ 坂⽥一矩編 ／ （東京教学社） 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属、マスキング 
定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、電離定数、pH、pKa、緩衝溶液、モ
ル濃度、質量百分率 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学基礎実験(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

人）：大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社）：
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版）：基礎化学１ 物質の構成と変化／吉
⽥泰彦 他／実教出版：基礎化学 2 化学反応と有機材料／吉⽥泰彦 他／実教
出版 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを期限内に提出し受理されていることが、単位取得

の前提条件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験を安
全に行うため、白衣と保護眼鏡の着用を義務づける。 

シラバスコード FIG07121 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で

きる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）測容ガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフラスコ）の使用方
法を習得する。 
（４）pH メーター、分光光度計、電子天秤の使用方法を習得する。 
（５）詳しい実験観察結果を文章で表現し、物質の変化を化学反応式で記述でき
る。 
（６）報告書の基本的書き方を習得する。 
（７）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り日常的な物（⾷酢、ミネラルウォーター、ドリンク剤 



受講者へのコメント  
連絡先 １学舎２階研究室 電子メール aoki@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Elementary Chemistry Laboratory 
関連科目 化学基礎論 I、 化学基礎論 II、 入門化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の進め方、予習の仕方を説明する。 

安全・環境教育を実施する。 
2 回 基礎実験（金属と酸との反応）とレポート作成 
金属と強酸・強塩基との反応を調べることによって、化学実験で使われる器具お
よび試薬の基本的な取扱い方と、実験操作を学ぶ。 
3 回 第１属陽イオンの定性分析 （Ag, Pb） 
銀イオン、鉛イオンを 塩酸（第１属陽イオン分属試薬）と反応させ難溶性の塩化
物沈殿を生成する。塩化鉛と塩化銀の溶解度差、アンモニア共存下での塩化銀の
可溶性錯イオン形成などの化学的性質を利用して、両イオ 

準備学習 1 回 教科書第 1 章 pp.1〜9 化学実験の基本的注意を読んでおくこと。 
2 回 教科書第 1 章 pp.1〜9 および pp.36〜40. 実験レポートの書き方 を読ん
でおくこと。 
元素の周期表、イオン化傾向、強酸、強塩基、酸化力のある酸について復習して
おくこと。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
3 回 教科書 pp.15〜18 を読み、難溶塩の溶解度と溶解度積について復習してお
くこと。 
教科書 pp.62〜68 を読み、陽イオンの分属と分属試薬について予習しておく。 
「化学実験−手引きと演 

 



年度 2014 
授業コード FIG07210 
成績評価 研究の具体的な内容と卒業論文、プレゼンテーションと研究内容（発表会参加教

員による講評）を総合して評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG07210 卒業研究 
担当教員名 能美 洋介、福⽥ 尚也、大橋 唯太、白石 純、中島 経夫、加藤 賢一、久

保⽥ 尚 
単位数 8 
教科書 指導教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード データ収集、データ処理、検討、考察、論文作成、発表 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員の指示による。 
授業形態 実験実習 
注意備考 卒業研究は、指導教員の指示に従って、研究室ごとに行う。学習時間は合計で 470

時間以上が必修条件である。 
シラバスコード FIG07210 
実務経験のある教員  
達成目標 １．調査・学習計画を立て、調査・学習した内容を記録することができる。 

２．必要な情報を自分で収集する手段を把握し、実行する。 
３．課題に対して、背景・研究目的・方法などを整理する。 
４．ほかの人が読んで理解できる日本語力を身につける。 
５．プレゼンテーションソフトなどを利用して、発表できる。 
６．卒業論文を提出し、卒業研究発表を行う。 

受講者へのコメント  
連絡先 総括：原則として学科⻑が総括する。 

卒業研究遂行上の連絡は各ゼミの指導教員にする。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Graduation Study 
関連科目 生物地球システム学科のすべての科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1 年間を通じて所属研究室で卒業研究を行う。研究室の指導教員のもとで、野外

での調査、室内での資料整理・検討などを勉強し、課題を設定し、卒業論文を作



成し、研究発表を行う。また、卒業論文の作成、研究発表資料の作成・発表など
を通して、自主的に学習を継続することができる能力、および日本語による記述
力、発表力、コミュニケーション能力を養うことを目的とする。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 これまでの学習成果の集大成を行なう。研究に関連する分野の文献・資料講読を

行ない、研究に備えること。具体的な指示はゼミや指導教員から直接なされれま
す。 

 



年度 2014 
授業コード FIG07220 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG07220 卒業研究【秋学期中間評価】 
担当教員名 富岡 直人、⻄⼾ 裕嗣、白石 純 
単位数 8 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究【秋学期中間評価】 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FIG07220 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Graduation Study 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FIG07611 
成績評価 課題（小レポート）３０％、試験７０％によって評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG07611 コミュニケーション論(再) 
担当教員名 ⽊村 邦彦 
単位数 2 
教科書 適宜。資料などを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 情報社会、マス・コミュニケーション、パーソナル・コミュニケーション、ジャ

ーナリズム 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コミュニケーション論(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」「ビジネス実務士」の認定科目で

ある。 
・日ごろの社会の動きに関⼼を持って講義に出席して欲しい。 

シラバスコード FIG07611 
実務経験のある教員  
達成目標 ・非言語コミュニケーションから言語コミュニケーションへの移行、さらに、コ

ミュニケーショ ン・メディアの登場に至るまでの一連の流れの中でコミュニケ
ーションについて理解する。 
・情報通信ネットワークの仕組みとセキュリティ、コミュニケーションにおける
情報通信ネット ワークの活用方法やそこでの表現方法に触れ、電子メール、携
帯端末によるコミュニケーショ ン、政治や国際的なコミュニケーションのあり
方、現代社会を支えるマス・コミュニケーショ ンなどを扱うことを通じて、現
代社会におけるコミュニケーションやコミュニケーショ 

受講者へのコメント  
連絡先 ⽊村邦彦研究室（２１号館７階）kimura@soci.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Communication 
関連科目 情報と社会、情報メディア、マス・メディア論、ジャーナリズム論を履修してい

ることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 情報社会におけるコミュニケーションのあり方について理解するとともに、コミ
ュニケーションの目的に応じた情報通信ネットワークやメディアの効果的な活
用方法を学ぶ。その問題点も明らかにしていく。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 コミュニケーションはどのようなものか、また、情報社会における役割につ

いて説明する。 
2 回 コミュニケーションは文字の登場から始まったことを理解し、グーテンベ
ルクの印刷機で転機を迎えたことを学習する。 
3 回 現代若者のコミュニケーション力の危うさをビデオを観て、考察する。さら
に、ことばは、記号、シンボルで成り立っていることを学習する。、 
4 回 ことばを分析すると、抽象的な姿が浮かんでくる。ことばは、記号の塊であ
ることを学習する。 
5 回 非言語コミュニケーションを学習する。前段として、ことばを使っている 

準備学習 前回の講義を復習して講義に出席すること。 
日々のニュースに接しておくこと。 
できれば、というより、文書力などを身に着けるためにも必ず新聞を読んで講義
に出席すること。 
講義は、最近の社会の動きをテーマにする。最後に毎回、気になったり、関⼼の
あったニュースを書いてもらうので、コンパクトにまとめてくること。 

 



年度 2014 
授業コード FIG07711 
成績評価 課題提出（20％）、定期試験（80％）の結果によって評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG07711 情報と職業(再) 
担当教員名 山口 隆久、張 セイ＊ 
単位数 2 
教科書 改訂２版「情報と職業」／豊⽥雅彦、加藤晃、鈴⽊和雄共著／日本教育訓練セン

ター 
ISBN978-4-86418-009-2 

アクティブラーニング  
キーワード 情報倫理、企業秘密、情報関連法、職業形態、職業意識 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報と職業(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 本講義は集中講義で、非常勤講師の張先生と社会情報学科の山口先生が共同担当

する。講義は 11 月〜2 月の土日および補講日に行う（後日、掲示板にて連絡す
る）。 
ノートは必ず持参のこと。講義中は私語厳禁。実務士資格「情報処理士」「上級情
報処理士」の認定科目である。 

シラバスコード FIG07711 
実務経験のある教員  
達成目標 情報社会の進展がわれわれの生活に与えた影響や、情報化によって生まれた産業

のみならず、既存の産業への情報化の影響についても触れ、高度情報通信社会の
特徴と職業について概観する。また、これらを背景とした人材育成のあり方や、
職業倫理を含む職業観なども扱い、情報と職業についての関わり、情報化社会に
おける職業人としてのあり方を理解させる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館７階山口研究室（質問・意見等のある学生の来室を歓迎します） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information and Business 
関連科目 社会学、情報化と知的財産、情報法、市⺠生活と法 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 情報社会の進展、特に、情報のデジタル化と通信ネットワークの発展によっても



たらされた、新しい職種・サービスの台頭、既存の業務形態の変化、SOHO など
の新しいオフイス形態の出現、人材育成の変化、これらにともなう職業観と勤労
観の変化と今後のあり方など、情報と職業に関する考察を行うことを目的とす
る。また、業務にかかわるセキュリティや知的財産権、個人情報保護との関係か
ら職業倫理についても理解を深めていく。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  本講義の概要説明をする。 

2 回  情報社会への進展（1）について説明をする。 
3 回  情報社会への進展（2）について説明をする。 
4 回  情報社会と私たちの生活（1）について説明をする。 
5 回  情報社会と私たちの生活（2）について説明をする。 
6 回  情報社会と高等教育について説明をする。 
7 回  情報社会の進展と職業について説明をする。 
8 回  情報技術と人材育成（1）について説明をする。 
9 回  情報技術と人材育成（2）について説明をする。 
10 回  情報技術とメディアの利用（1）について説 

準備学習 1 回  シラバス、教科書をよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  最近の情報社会がどのような社会的現象をもたらしているのかを予習する
こと。 
3 回  情報化社会が今後、どのような展望を有するのかテキストから予習するこ
と。 
4 回  身近なところで起きている情報化について、自分なりの考えをまとめるこ
と。 
5 回  インターネット等を用いた日常の商取引形態について予習しておくこと。 
6 回  高等学校の「情報科」教員や企業の情報技術教育に何が必要かを考えてお
くこと。 
7 回  あらゆる産業が情報化の波をどのよ 

 



年度 2014 
授業コード FIG07811 
成績評価 期末試験により評価する。 

期末試験は、講義を担当した各教員がその講義の内容を問う問題を１問づつ作成
し、そのうちの数問を選択して答える形式である。 

曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG07811 生物地球システム概論(再) 
担当教員名 富岡 直人、能美 洋介、福⽥ 尚也、大橋 唯太、白石 純、中島 経夫、加

藤 賢一 
単位数 2 
教科書 指定しません。 
アクティブラーニング  
キーワード 地形図、激変星、活動銀河核、宇宙の構成、宇宙の進化、星の誕生、太陽系、隕

石、古生物、恐⻯、絶滅、気象、地質、生物、植物、系統、進化、園芸、魚類、
咽頭⻭、昆虫、自然環境、人間活動、古代、日本、朝鮮半島、骨考古学、家畜、
土器、石器 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物地球システム概論(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ２１号館１階に講義に関連した注意を掲示することがあるので、確認すること。 
シラバスコード FIG07811 
実務経験のある教員  
達成目標  生物地球学科で現在行われている教育や研究について説明できる。 

 生物地球学科で行われている研究において使用される基本的な用語について
理解し、説明することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 総括担当：富岡 直人 

２１号館５階 富岡研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biosphere-Geosphere System 
関連科目 野外調査法、生物科学概論１・２、地球科学概論１・２、考古学概論１・２、人

類学概論１・２、天文学概論１・２、園芸学概論、地理学概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  この学科でどのようなことを勉強し、研究できるのかについて概括的に理解す



ることが本講義の目的である。 
 まず、それぞれの教員がどのようなことを研究しているのかを理解し、受講生
が生物地球学科において将来どのような勉強や研究をすることができるかにつ
いて、具体的なイメージ作りの足がかりにすることが本講義のねらいである。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

 本講義のねらいと進め方、本講義の成績採点方法などについて説明する。 
 また、生物地球学科ではフィールドワークを研究・教育手段として重要視する
が、生物地球分野の調査計画の立案から、調査時の現在位置確認、調査後の結果
の整理や解析に至るまで、地形図は必須の道具である。安全に野外調査を行なう
ためにも地形図の読図技術が必要である。講義では、地図記号、等高線によって
示される情報に焦点をあて、事例をあげて地形図読図技術を解説する。 
2 回 激変星から活動銀河核まで−活動天体の光学観測− 
 天体 

準備学習  各講義を受講する前にシラバスに目を通し、どのような講義内容かを大まかに
理解しておくこと。 
 具体的にはシラバスに書かれている専門用語・キーワードを図鑑、辞書、イン
ターネット等で調べておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FIG08210 
成績評価 定期試験（７２％）、中間試験（０％）、小テスト（２８％）、レポート（０％）、

ノート（０％） 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜07) 
見出し FIG08210 環境化学(再) 
担当教員名 猶原 順 
単位数 2 
教科書 原則，ノート講義を実施する。必要に応じ資料プリントを配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 水・土・空気 物質循環 自然環境保全 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境化学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 化学の目でみる地球の環境（北野康著，裳華房），水と水質環境の基礎知識（武⽥

育郎著，オーム社），地球温暖化の科学（北海道大学大学院環境科学院編，北大出
版会），環境保全⼯学（浮⽥正夫ら著，技報堂） 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG08210 
実務経験のある教員  
達成目標 環境問題とその保全策に関連した内容を化学的・生態学的な観点から理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 E-mail:jnaohara@bme.ous.ac.jp, Tel&Fax:086-256-9711、１２号館１階 猶原教

授室  
フィスアワー：金昼 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Chemistry 
関連科目 基礎化学，公衆衛生学，生活環境学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球規模で問題になっている環境問題の概略を述べ，その中から特に土，水，大

気環境の現状について詳しく述べる。人間と生態系の調和のとれた循環型社会シ
ステムの実現のために，自然環境，地球環境，地域環境の保全技術について解説
する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



2 回 自然環境と生物について説明する。 
3 回 自然環境と生物について説明する。 
4 回 自然環境と生物について説明する。 
5 回 自然環境と生物について説明する。 
6 回 地域環境の汚染と破壊の現状について説明する。 
7 回 地域環境の汚染と破壊の現状について説明する。 
8 回 地域環境の汚染と破壊の現状について説明する。 
9 回 地球環境の汚染と破壊の現状について説明する。 
10 回 地球環境の汚染と破壊の現状について説明する。 
11 回 地球環境の汚染と破壊の現状について説明する。 
12 回 

準備学習 1 回 自然環境保全技術について理説明する。 
2 回 配付資料に基づき，水の基礎知識について学習しておくこと。 
3 回 配付資料に基づき，大気の基礎知識について学習しておくこと。 
4 回 配付資料に基づき，土壌の基礎知識について学習しておくこと。 
5 回 配付資料に基づき，エネルギーサイクルの基礎知識について学習しておく
こと。 
6 回 配付資料に基づき，汚濁物質指標について学習しておくこと。 
7 回 配付資料に基づき，地域環境汚染問題の経過について学習しておくこと。 
8 回 配付資料に基づき，地域環境汚染問題の現状につい 

 



年度 2014 
授業コード FIG08611 
成績評価 定期試験（100％）により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG08611 植物系統分類学(再) 
担当教員名 ⻄村 直樹 
単位数 2 
教科書 適宜プリント等の資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 植物、種、分類、分類群、系統、多様性。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 植物系統分類学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 図説・生物界ガイド 五つの王国／リン・マルグリス，カーリーン・シュバルツ

／日経サイエンス社：バイオディバーシティ・シリーズ２，植物の多様性と系統
／加藤雅啓編集／裳華房 

授業形態 講義 
注意備考 講義はパワーポイントでまとめた資料をプロジェクターで投影して行う。 
シラバスコード FIG08611 
実務経験のある教員  
達成目標 １．植物の分類体系，学名の命名法など分類と系統に関する基礎知識を習得する。 

２．陸上緑色植物、藻類，菌類の各グループの特徴と所属する主要な種を説明で
きる。 
３．身近な植物がどの仲間のものかを説明できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 十学舎５階 ⻄村研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Plant Systematics 
関連科目 「野外調査法実習Ⅰ，Ⅱ」、「エコツーリズム技法」、「植物学実習」。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 陸上緑色植物および菌類、藻類、バクテリアなどの各グループの多様性と分類群

間の系統関係を理解するとともに植物系統分類学上の基礎知識を理解するのを
目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 植物系統分類学とはどのような学問であるかを解説する。 

2 回 生命の歴史と生物の五界について解説する。 



3 回 被子植物の中の双子葉類合弁花類について解説する。 
4 回 被子植物の中の双子葉類離弁花類について解説する。 
5 回 被子植物の中の単子葉類について解説する。 
6 回 裸子植物の中のイチョウ，ソテツなどの分類 について解説する。 
7 回 裸子植物の中の針葉樹類について解説する。 
8 回 種子植物（被子植物と裸子植物）の進化を解説する。 
9 回 シダ植物の分類について解説する。 
10 回 シダ植物の生活環と胞子 

準備学習 1 回 シラバスなどにより学習の内容と目的を把握しておくこと。 
2 回 生命の歴史および生物五界の各界の特徴を調べておくこと 
3 回 生命の歴史と生物の５界を復習しておくこと。また双子葉類合弁花類の主
な仲間にどのようなものがあるかを調べておくこと。 
4 回 双子葉類合弁花類の分類と主な種の学名を復習しておくこと。また双子葉
類離弁花類の主な仲間にどのようなものがあるかを調べておくこと。 
5 回 双子葉類離弁花類の分類と主な種の学名を復習しておくこと。単子葉類の
主な仲間にどのようなものがあるかを調べておくこと。 
6 回 

 



年度 2014 
授業コード FIG08711 
成績評価 中間テスト（２０％）、期末テスト（８０％） 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG08711 細胞遺伝学(再) 
担当教員名 星野 卓二 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 染色体、生物の進化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 細胞遺伝学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 藪野他著：植物遺伝学、裳華房 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG08711 
実務経験のある教員  
達成目標 １．染色体は遺伝子を運ぶ重要な働きがあることを説明できる。２．生物の進化

や分化と深い関連のある、倍数性や異数性について説明できる。３．いくつかの
野生生物を例にして、染色体の進化を説明できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館６階 星野研究室 hoshino@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Cytogenetics 
関連科目 生物科学概論 I、生物科学概論Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「地球の歴史は地殻に、生物の歴史は染色体に刻まれている」と言われるように、

染色体の中にほとんどすべての遺伝情報が入っている。また、生物の種や属の分
類群と染色体の特徴は一般的によく一致する。本講義では染色体の形態的特性や
構造異常の出現機構について説明し、生物の進化に伴い染色体がどのように分
化・進化してきたかを述べる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 細胞遺伝学と染色体の関連 

2 回 染色体の構成物質 
3 回 染色体の階層構造（１） 



4 回 染色体の階層構造（２） 
5 回 異質染色質の遺伝的特性 
6 回 核型分析 
7 回 ゲノム分析 
8 回 異数体と倍数体 
9 回 性染色体および B 染色体 
10 回 染色体の構造変異 
11 回 染色体の蛍光染色 
12 回 染色体の遺伝子マッピング 
13 回 生物の進化と染色体の分化（１） 
14 回 生物の進化と染色体の分化（２） 
15 回 生物の進化と染色体の分化（３） 

準備学習 1 回 生物の染色体の働きについて調べておくこと 
2 回 染色体は DNA 以外にどのような物質から構成されているか調べておくこ
と 
3 回 染色体の折りたたみ構造について調べておくこと 
4 回 唾腺染色体やランプブラシ染色体について調べておくこと 
5 回 染色体の C-バンディングについて調べておくこと 
6 回 動原体の位置による染色体の分類について調べておくこと 
7 回 生物のゲノムを構成している DNA の量は、生物の種類によりどのように異
なるか調べておくこと 
8 回 同一種内で染色体数が異なる生物の例を調べておくこと 
9 回 
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授業コード FIG08811 
成績評価 学期末に行う試験によって評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG08811 動物系統分類学(再) 
担当教員名 ⻲崎 直樹 
単位数 2 
教科書 現代を生きるための生物学の基礎/⻲崎直樹/化学同人/ISBN978-4-7598-1083-7 
アクティブラーニング  
キーワード 系統樹 分類学 分子 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物系統分類学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  ノートパソコンを所有しているものは、持ってくること。 
シラバスコード FIG08811 
実務経験のある教員  
達成目標  我々が自然界で見る動物の門が答えられ、その特性が述べられるようにする。 
受講者へのコメント  
連絡先 E-Mail:kamezaki@big.ous.ac.jp 

 TEL：086-256-9410（研究室直通） 
２１号館６F 609 号室 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Animal Systematics 
関連科目 進化生態学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  自然を観察する時、様々な動物に出くわす。それらが、系統学的にどのような

位置にあるかを知ることは、その自然について語り、考察するには重要である。
ナチュラリストとして、すべての動物の系統について見識を持つことを目的とす
る。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 カエルの発生に関し、高校の教科書を読んでおく。 

２回 動物の系統樹を書けるようにしておく。 
３回 相同と相似を理解しておくこと。 



４回 遺伝子の転写・翻訳について理解しておくこと 
５回 進化の中立説について理解しておくこと 
６回 カイメンと刺胞動物について調べておくこと 
７回 扁形動物と袋形動物について調べておくこと 
８回 環形動物と軟体動物について調べておくこと 
９回 節足動物について調べておくこと 
１０回 棘皮動物について調べておくこと 
１１回 脊椎動物の系統について調べておくこと 
１２回 爬虫 

 



年度 2014 
授業コード FIG08911 
成績評価 課題提出（30%）、試験（70%）により行う。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜12) 
見出し FIG08911 応用統計学(再) 
担当教員名 中村 圭司 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 統計学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用統計学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 復習をして講義内容を十分に理解する事。 
シラバスコード FIG08911 
実務経験のある教員  
達成目標 実験、調査で得られるデータを適切な方法で示すことができること、およびデー

タの種類に応じた検定方法を選択することができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館６階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Applied Statistics 
関連科目 データ解析システム 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 調査や研究を行う際に必要なデータの扱い方から始まり、得られたデータのまと

め方や示し方につ解説する。また、比較的よく使われる統計学的検定のための諸
方法について説明する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。身の回りでどのような所で統計が使われているのか

を解説するとともに、今後の講義予定・方針について説明する。 
2 回  データの収集、分析、解釈。調査・研究データをどのように扱えばいいの
かについて概説する。 
3 回  有効数字。数値で示されたデータにはどのような意味があるのかを解説し、
複数の有効数字が存在する場合の計算等について練習する。 



4 回  データの特徴を見る（１）。尺度水準と代表値について、およびその使用法
等について説明する。 
5 回  データの特徴を見る（２）。ばらつきの目安の 

準備学習 1 回  時間割をよく確認し教室の場所を把握しておくこと。 
2 回  図書館等でデータとは何かを調べておくこと。 
3 回  図書館等で有効数字とは何かを調べておくこと。 
4 回  図書館等でデータの示し方について調べておくこと。 
5 回  図書館等でデータの示し方について調べておくこと。 
6 回  図書館等でグラフと表の作り方について調べておくこと。 
7 回  図書館等で検定とは何かを調べておくこと。 
8 回  図書館等でｔ検定とは何かを調べておくこと。 
9 回  前回の復習を十分に行い、レポート等の課題があれば作成してお 
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授業コード FIG09010 
成績評価 プレゼンテーション（100％） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG09010 データ解析システム(再) 
担当教員名 佐藤 丈晴 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード MicrosoftExcel、計算、関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 データ解析システム(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG09010 
実務経験のある教員  
達成目標 MicrosoftExcel の基本的な計算と関数の基礎を理解する。 

一人で計算システムなどを作成することができる。 
構築した計算システムを理解し、プレゼンすることができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 佐藤丈晴／21 号館 6 階佐藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Data Analyzing System 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現在社会において MicrosoftExcel は業種、職種を問わず必要不可欠なスキルとな

っている。 
しかしながら、実用的な技術に偏った知識で作業している部分が多く、最も基本
的かつ効果的な機能が用いられていないケースが多い。 
基本的な機能を確実に理解して、作業効率を高められるようになることを目的と
する。 
また、自らが作成した課題に対して正しく理解し、第三者に説明できる技術も身
に着ける。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容  
準備学習 前回講義の内容を理解し、必要事項は調べておくこと。 

講義終盤は、講義準備の他に、課題についても適宜作業を進めておくこと。 
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授業コード FIG09110 
成績評価 定期試験の成績により評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜12) 
見出し FIG09110 プレートテクトニクス(再) 
担当教員名 能美 洋介 
単位数 2 
教科書 プレートテクトニクス−その新展開と日本列島−／新妻信明／共立出版． 
アクティブラーニング  
キーワード プレートテクトニクス、海底地形、プレートの相対運動、日本列島 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 プレートテクトニクス(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ニューステージ新地学図表／浜島書店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG09110 
実務経験のある教員  
達成目標 プレートテクトニクスによって、地球表面で起こっている様々な地学現象を説明

することができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２６号館３階 能美研究室 y_noumi@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Plate Tectonics 
関連科目 地球システム科学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義は、地球上で起こっている様々な現象を系統的に説明することができるプ

レートテクトニクス理論を正しく理解することを目的とする。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

 本講義の進め方、成績評価方針、プレートテクトニクス以前の地球観について
解説する。 
2 回 テクトニクスと海底地形 
 海嶺、トランスフォーム断層、ホットスポット、縁海について講義する。 
3 回 プレートテクトニクスの成立とオイラーの定理１ 
 球面三角法、オイラーの定理について講義する。 



4 回 プレートテクトニクスの成立とオイラーの定理２ 
 海洋底の拡大、プレートの回転運動、プレートの運動方向について講義する。 
5 回 プレート運動の分類と三重会合点 
 プレート運動の分類、三重会合点につ 

準備学習  講義の前にシラバスに目を通し、指定された教科書の当該部分をよく読んでお
くこと。 
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授業コード FIG09210 
成績評価 中間試験 2 回（40 点）、見学会のレポート（10 点）、定期試験（50 点）の合計点

で評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜12) 
見出し FIG09210 地球科学における計測・情報処理（再） 
担当教員名 能美 洋介 
単位数 2 
教科書 指定しない。 

毎回資料プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 物理探査、岩盤検査、土質試験、地質試料分析 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球科学における計測・情報処理（再） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・横⽥修一郎／理学部学生と理学部出身者のための土⽊地質学／斯文堂 

・J. Milson & A. Eriksen／Field Geophysics／Wiley-Blackwell 
・力武常次，萩原幸男／物理地学／東海大学出版会 

授業形態 講義 
注意備考 本講義では、土質試験場の見学を予定しています。 
シラバスコード FIG09210 
実務経験のある教員  
達成目標 ・地質調査で実施される各種探査法・試験法について説明することができる。 

・それぞれの探査法がどのような地質調査で用いられるかを説明することができ
る。 

受講者へのコメント  
連絡先 26 号館 3 階 能美研究室 

y_noumi@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Measurement and Data Processing in Earth Science 
関連科目 測地測量学、地質学、地球化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  研究のためだけではなく、防災やインフラ整備、資源・エネルギー探査、個人

の住宅建設に至るまで、社会の多くの場面で地質調査が実施されているが、普段
あまり目にすることはなく、地質調査は縁の下の力持ち的存在である。地質調査
では、踏査や地形図からの情報収集の他に、現地での試験やボーリング、各種物



理探査、採集試料の検査、分析などいろいろな試験や調査が組み合わされて、多
角的な見えない地下の情報収集を行なう。本講義では、地質調査でしばしば行わ
れている試験や探査などを取り上げて、それらの理解を深め、地質調査の中にお
ける位 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

 講義の概要、進め方、参考書、成績評価方針について説明する。 
2 回 測地学と測量 
 地球楕円体、ジオイド、三角測量、GPS について講義する。 
3 回 重力 
 万有引力と重力、重力の測定方法、重力と地球の形について講義する。 
4 回 地震 
 地震波、地震計、震源決定法、走時曲線と地球の構造について講義する。 
5 回 地球の熱と温度 
 地温勾配、地殻熱流量、熱対流、地球内部の温度構造を講義する。 
6 回 地球の電磁気 
 地磁気、地磁気の測定、地磁気の永年変化、古地磁気について講義する。 
7 回 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 地球楕円体、ジオイド、三角測量、GPS について調べておくこと。 
3 回 重力、ブーゲー異常、アイソスタシーについて調べておくこと。 
4 回 地震波、地震計、震源決定法、走時曲線について調べておくこと。 
5 回 地温勾配、地殻熱流量、熱対流について調べておくこと。 
6 回 地磁気、地磁気の測定、地磁気の永年変化、古地磁気について調べておくこ
と。 
7 回 岩石の密度、間隙率、ヤング率、一軸圧縮試験について調べておくこと。 
8 回 粒度、コンシステンシー限界、有効応力、圧密につい 
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授業コード FIG09310 
成績評価 レポート課題（30%）と定期試験（70%）によって総合評価する。採点の基準は

100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。また、授業回数の 1/3 以上の欠席が
認められた場合には試験成績は無効とみなし、E 評価とする。 

曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜12) 
見出し FIG09310 地球情報ネットワーク（再） 
担当教員名 大橋 唯太 
単位数 2 
教科書 気象予報士教科書 気象予報士完全攻略ガイド／ヒューマンアカデミー／翔泳社

／9784798121765 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球情報ネットワーク（再） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料プリントを適宜配布する。 

インターネット気象学／坪⽥幸政・吉⽥優／クライム は教科書として指定して
いないが，本講義の流れに沿っており、インターネットの活用方法が詳しくまと
められている。 
また、イラスト図解 よくわかる気象学 予報技術編／中島俊夫／ナツメ社 も同
時に読んでいくと、講義内容の理解がより深まる。 

授業形態 講義 
注意備考 スライドと板書を使って授業を進めていく。 

PC のグラフ作成ソフトを使って、グラフを作成する課題を出す場合もある。 
シラバスコード FIG09310 
実務経験のある教員  
達成目標 ・インターネットから気象情報の閲覧とデータの取得ができること。 

・関連する気象現象の説明ができること。 
・気象データの基礎的な解析（表計算やグラフ作成）ができること。 
・気象予報の仕組みが説明できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館６階 大橋研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Global Network 
関連科目 環境気象学 



地球・宇宙のための物理数学Ⅰ・Ⅱ 
大気物理学 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球・地域規模の気象を時空間的に詳しく把握するために、高層ゾンデ観測や人

⼯衛星、地上気象観測といった観測ネットワークが世界中で構築されている。こ
れらの観測によって取得された気象データは即座に収集され、インターネットに
よってどこからでも自由に閲覧・取得が可能となっている。本講義では、気象観
測ネットワークの現状の理解や、観測データの取得方法など、気象観測からその
情報提供に至るまでのプロセスを題材にしながら、地球科学の様々な分野で応用
される情報ネットワークの仕組みを学んでいく。なお本講義は，気象予報士学科
試験の 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進め方などを説明する。 

2 回 地上気象観測について、その特徴と利用事例などを講義する。 
3 回 気象のリモートセンシングのうち高層ゾンデについて、観測手法や取得デ
ータの特徴などを講義する。 
4 回 気象のリモートセンシングのうち気象レーダーについて、観測手法や取得
データの特徴などを講義する。 
5 回 気象のリモートセンシングのうち気象衛星について、観測手法や取得デー
タの特徴などを講義する。 
6 回 大気環境情報のうち大気汚染について、種類やその特徴、情報公開の事例な
どを講義する。 
 

準備学習 1 回 シラバスの内容をよく確認し、必要な教材を準備しておくこと。 
2 回 アメダスの観測データを確認できるサイトを探し、現在の気象を確認して
みる。アメダスで観測されている気象要素を憶えておくこと。 
3 回 高層気象で計測される気象要素を調べておくこと。また、高層気象観測所の
位置と観測方法についても予習しておくこと。 
4 回 ドップラー・レーダーの測定原理を調べておくこと。 
5 回 インターネットで公開されている衛星画像を閲覧し、画像の種類を確認し
てその取得方法と原理を調べておくこと。 
6 回 代表的な大気汚染物質を 
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授業コード FIG09410 
成績評価 定期試験（80％）と発言（20％）により評価する 

講義時の議論において発言したものは点数化して評価する。 
発言は 20％とあるが、積極的に発言する受講生は、20％以上の点数を与える場
合もある。 
その場合、定期試験で満点（80 点）をとった場合 100 点以上となるが、その場
合の評価は 100 点とする。 
第 1 回講義時に加点方法について説明する。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜12) 
見出し FIG09410 地理情報処理学(再) 
担当教員名 佐藤 丈晴、能美 洋介 
単位数 2 
教科書 講義中にプリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 地理情報システム、GIS、主題図、測地系 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地理情報処理学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 関連する情報をガイダンス時に説明する 
授業形態 講義 
注意備考 インターネット、スマートフォンなどで見る地図の多くは地理情報システムを活

用している。 
これらの地図を閲覧する際には、この講義の内容を意識しながら閲覧してほし
い。 
準備学習をしっかりして講義に臨み、自分の意見を発言すること。（評価に直結
します） 

シラバスコード FIG09410 
実務経験のある教員  
達成目標 ・地図の判読ができるようになる。 

・地理空間情報について理解する。 
・地理情報システムの基本的知識を有し、実際に取り扱える。 
・人前で積極的に発言できる。 
・自分の意見をわかりやすくはっきり伝えられる。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 6 階 佐藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Geographic Information System Science 
関連科目 測地測量学、野外調査法 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地図についての基本的な読み方を学び、地図から地域の地形地質等地球科学的現

象の取得について説明する。 
さらに電子地図の利用により、従来からの紙ベースの地図から大幅に取り扱える
情報が増加し、様々な情報が地理空間情報として利活用されている実態を理解す
る。 
そして地理情報システムについての基本的知識を取得し、卒業研究で地理情報シ
ステムを活用するための基本的知識を身に着ける。 
また、本講義は、説明中に質問を行う。 
回答する時間を設け、自分の考えをノートに書き、発言し討論を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 第１回：講義目的と進め方、成績についての説明 

指導の方針と目的を説明する。講義の進め方と基本的ルールを確認する。また、
成績のつけ方について具体的に説明する。 
2 回 第２回：膨大な位置的情報（地図） 
地図について議論（地図とは？）し、膨大な情報量が盛り込まれた図面であるこ
とを講義する。 
3 回 第３回：目的を持った地図（主題図） 
 地図の作成は、膨大な情報を取捨選択し、目的にあったものを作ることを講義
する。 
4 回 第４回：古い地図は貴重な資産（地図と歴史） 
 古地図は、歴史を知る上で大変重要な情報である 

準備学習 1 回 講義用のノートを準備して講義に臨むこと。 
2 回 地形図を見ておくこと。 
3 回 主題図について調べておくこと。 
4 回 古地図を調べておくこと。 
5 回 地形図の等高線に着目しながら、地形図を調べておくこと。 
6 回 GIS の意味を調べておくこと。 
7 回 地理空間情報について調べておくこと。 
8 回 ラスタデータについて調べておくこと。 
9 回 ベクタデータについて調べておくこと。 
10 回 GPS について調べておくこと。 
11 回 インターネットなどで地図をたくさん閲覧しておくこと。 
12 回 GIS のメリットにつ 

 



年度 2014 
授業コード FIG09510 
成績評価 毎回講義の最初に、前回の講義内容についての小テストを 10 分間行う。15 回の

小テストの合計を 50 点に換算する。期末試験の合計点も 50 点とし、小テストと
合わせて 100 点満点の 60 点以上の成績を得た場合に単位を与える。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム学科(〜10) 
見出し FIG09510 古地磁気学(再) 
担当教員名 畠山 唯達 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 地磁気３成分，偏角，伏角，全磁力，双極子，双極子仮説，仮想的地磁気極，古

地磁気極，見かけの極移動曲線，磁性鉱物，自然残留磁化，熱残留磁化，堆積残
留磁化 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 古地磁気学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小玉一人 「古地磁気学」 東大出版会 

酒井治孝著 「地球学入門」 東海大学出版会 
授業形態 講義 
注意備考 メールでの質問・問い合わせ OK 
シラバスコード FIG09510 
実務経験のある教員  
達成目標 0. ポテンシャル場としての磁場について理解すること 

1．双極子磁場の形と地磁気極を理解すること 
2. 地球・惑星磁場の原因となるダイナモについて基礎的に理解すること 
3．極性逆転と地磁気永年変化について知ること 
4．双極子仮説の意味を理解し，仮想的地磁気極の求め方を理解すること 
5．古地磁気極と見かけの極移動曲線の意味を理解すること 
6．熱残留磁化の獲得機構を理解すること 
7．堆積残留磁化の獲得機構を理解すること 

受講者へのコメント  
連絡先 畠山 hatake(at)center.ous.ac.jp, 11 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 再履修科目で受講者無しだった 
英文科目名 Paleomagnetism 
関連科目 地球システム科学 I, II，プレートテクトニクス 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球磁場の一般的性質を理解し、地質学的時間スケールでの変動についての知識

を得ること。その知識を応用して、様々な地質現象を理解する方法を学ぶこと。
さらに、地球磁場が化石化、つまり岩石などの自然残留磁化として記録される過
程についての基礎的な理解を得ること。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 スカラーポテンシャル場, 磁場，地球磁場, 双極子磁場，棒磁石等について

解説する。 
2 回 地球と太陽系惑星および太陽が持つ磁場の外観について解説する。 
3 回 地球の内部構造と地球磁場の成因，ダイナモ作用について解説する。 
4 回 現在の地球磁場の詳細な様子, 地磁気の球面調和関数展開とガウス係数に
ついて解説する。 
5 回 地磁気の時間変動(1)短期的変動について解説する。 
6 回 地磁気の時間変動(2)⻑期的変動，古地磁気永年変化, 地⼼軸双極子仮説に
ついて解説する。 
7 回 地磁気の時間変動(3)地磁気逆 

準備学習 1 回 これまでの地球系科目、とくに「地球システム科学 I」、「地球システム科学
II」、「プレートテクトニクス」を受講していたら復習しておくこと。 
2 回 前回の復習をしておくこと（確認小テストあり）。 
3 回 前回の復習をしておくこと（確認小テストあり）。 
4 回 前回の復習をしておくこと（確認小テストあり）。 
5 回 前回の復習をしておくこと（確認小テストあり）。 
6 回 前回の復習をしておくこと（確認小テストあり）。 
7 回 前回の復習をしておくこと（確認小テストあり）。 
8 回 前回の復習をしておくこと（確認小テス 

 



年度 2014 
授業コード FIG09711 
成績評価 期末テストの結果を重視し（60%)、小テスト（20%)、レポート(20%)を加える。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜12) 
見出し FIG09711 植生学 
担当教員名 波⽥ 善夫 
単位数 2 
教科書 ホームページに詳細な講義ノートを掲載しているので、随時これを参照するこ

と。講義の内容には、必然的に多くの植物名が出てくる。講義ノートからは、そ
れぞれの植物にリンクが張られているので、予習・復習の際には必ず見ておくこ
と。 

アクティブラーニング  
キーワード 植生、構造、極相林、二次林、植生遷移、地質、地形、地域の文化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 植生学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 沼⽥ 真編「群落の遷移とその機構」朝倉書店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG09711 
実務経験のある教員  
達成目標 ・身近な二次林の主要構成種について、20 種程度についてその概要を述べるこ

とができる知識を得ること。・気候帯を特徴付ける森林植生の優占種について、
その生⻑戦略を説明できること。・身近な森林植生について、その発達に影響を
与える環境条件を理解できること。・地域の自然の保護における複雑さを理解で
きること。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 6F 波⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Vegetation Science 
関連科目 地域情報生態学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 多くの植物から成り立っている植生（植物社会）は、太陽エネルギーを同化する

生産者であり、すべての生態系の源である。植生の保護・保全は地域の環境に対
してのみならず、地球環境の保全においても重要な課題となっている。保護・保
全には、植生の発生・発達の仕組みを理解しなくてはならない。植生は気候や地



形などの物理的環境のみならず、成立からの歴史、その後の人間を含む動物など
の生物的環境にも大きく影響を受けて存在している。このような複雑系の代表と
もいえる「植生」について、その成り立ちと発達、そして将来像について学ぶこ
ととす 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 「植生」とは何か：植生の概念のスタートは大航海時代であり、世界の植生

について相観的な記述が必要であった。たとえば熱帯降雨林やサバンナなどであ
り、地理学的な記載であった。このような植生学の発生と発達、学派の違いなど
について学ぶ。 
2 回 植生の構造：植生は平面から立体的な構造に発達していく。具体的には草原
から森林への遷移であり、その仕組みについて説明する。 
3 回 極相植生と二次植生：森林は伐採や山林火災などで破壊される。破壊された
のちに再生する植生を二次植生という。二次植生と自然のままに存在する極相植
生 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 身近な高⽊樹種に関する知識を収集しておくこと。 
3 回 身近な高⽊樹種に関する知識を収集しておくこと。 
4 回 植生帯に対応した主要優占樹種について知識を収集しておくこと。 
5 回 桜島などの一次遷移に出現する植物に関する知識を収集しておくこと。 
6 回 湿原植生の構成種に関する知識を収集しておくこと。 
7 回 岡山理科大学周辺の森林主要構成種ランキング上位 50 種を閲覧してくるこ
と。 
8 回 岡山理科大学周辺の森林主要構成種ランキング上位 50 種を閲覧してくるこ
と。 
9 回 植物の種子散布の方法・種 

 



年度 2014 
授業コード FIG09810 
成績評価 定期試験の成績により評価を行う。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜12) 
見出し FIG09810 古生態学(再) 
担当教員名 石垣 忍＊ 
単位数 2 
教科書 指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 化石、古生物、生態、行動、進化、恐⻯ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述はなかったので、これに対する回答はありません。 
科目名 古生態学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 化石と生物進化／地学団体研究会（編）／東海大学出版会：古生物学入門／間嶋

隆一・池谷仙之／朝倉書店：古生物学／速水 格／東京大学出版会：化石の科学
／日本古生物学会(編)／朝倉書店：古生物学の基礎／D.M. ラウプ・S.M. スタン
レー／どうぶつ社：進化生物学（原著第２版）／ダグラス J. フツイマ／蒼樹書
房：古生物学事典 第２版／日本古生物学会（編）／朝倉書店：古生物の科学」
全５巻／速水 格・森 啓（編）／朝倉書店：生命と地球の進化アトラス I／リ
チャード T.J. ムーディ・アンドレイ ユウ ジュラヴリョ 

授業形態 講義 
注意備考 特になし。 
シラバスコード FIG09810 
実務経験のある教員  
達成目標  古生物とその生態を学ぶことにより、現在の自然を、⻑い地球史の結果として

みる観点を身につける。現在生きている生物について、進化的な背景の概略を説
明できるようになる。 

受講者へのコメント この講義を受けた学生が、関連書籍を読んで知識を広げたり、博物館へ足を運ぶ
などの行動に出ることを期待していたが（また、そのような行動を促すことを授
業中に行ったが）、未達であった。興味は持っているので、授業を契機にして自分
の時間で学習し、向上するという姿勢を身に着けてほしい。 

連絡先 石垣忍 isgk@hayashibaramuseum.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業に当たっては、「身に付く内容」をわかりやすく・印象深く行うことを⼼掛け
たが、今回の評価はおおむねプラス評価であったので、講義を行う側としての目
標は達成できたと思っている。 

英文科目名 Paleoecology 



関連科目 地球システム科学１、動物系統分類学、動物社会学 
次回に向けての改善変更予定 今回は再履修者への講義だったので受講者数が少なく、持参した標本や器具を使

った講義をその場で行うなど、小規模なクラスならではの講義形式をとることが
できた。物を間近に見たり触れたりすることで学生の理解は深まった。今後はこ
うした良い点を大人数の講義で生かせるようにしたい。 

講義目的  地質時代に生きた生物（古生物）の、生きていた時の姿、運動、生活を当時の
地球環境やほかの生物との関係とともに明らかにする方法と、その探求の結果を
学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 古生物とは何か。化石とは何か。古生物の体化石と生痕化石。それらが保存

され、化石となり、発見される条件について解説する。 
2 回 古生物学・古生態学の研究の目標、対象、手法、そして社会との関わりを解
説する。生物の進化と絶滅、生層序について解説する。 
3 回 古生物と姿勢――恐⻯を例にして解説する。 
4 回 古生物と運動−−恐⻯を例にして解説する。 
5 回 古生物と集団行動――恐⻯を例にして解説する。 
6 回 古生物と⾷餌行動について解説する。 
7 回 古生物の水中や空中での運動について解説する。 
8 回 古生物の繁 

準備学習  シラバスを確認し、化石や恐⻯などの過去の生物とその歴史について、一般普
及書等を調べておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FIG10010 
成績評価 実習への取り組み態度とレポートの内容(100%)で評価する。定期試験は実施し

ない。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム学科(〜12) 
見出し FIG10010 生物学野外調査特論(再) 
担当教員名 久保⽥ 尚浩、矢野 興一 
単位数 2 
教科書 適宜にプリント配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 果樹、野菜、鑑賞植物、栽培、管理 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学野外調査特論(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 農学基礎セミナー新版果樹栽培の基礎/杉浦 明編著/農文協 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG10010 
実務経験のある教員  
達成目標 果樹の栽培では、発芽から成熟までの生育過程において種々の管理を行う必要が

ある。それらは、新梢管理、受粉、摘花･摘果、袋掛け、植物ホルモン処理、収穫・
調整、整枝・せん定などである。本授業では、実際に栽培されている果樹につい
て、新梢管理、ジベレリン処理、結果量調節、整枝・せん定などの実習を行うと
ともに、果実の品質評価や芽の休眠に関する実験を行う。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室：専門学舎第２１号館６階６０７号室 

E-mail:kubota＠big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Field Research for Biology 
関連科目 園芸学概論、果樹園芸学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 岡山特産のモモとブドウを始めとする果樹を中⼼に園芸作物の生育様相を実際

栽培下で観察するとともに、結果量調節、植物ホルモン処理、袋掛け、収穫・調
整、整枝・せん定などの実習を行い、また果実の品質調査などを通して栽培管理
の重要性を理解する。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション（授業の概要と進め方について説明する）。 
2 回 園芸作物の栽培について実習する。 
3 回 ブドウの新梢管理について実習する。 
4 回 モモの摘果と袋掛けについて実習する。 
5 回 ブドウの花穂整形とジベレリン処理について実習する。 
6 回 ブドウの結果量調節について実習する。 
7 回 モモの収穫・調整について実習する。 
8 回 モモ果実の品質（果実重、大きさ、糖度、果肉硬度等）を調査する。 
9 回 ブドウの収穫・調整について実習する。 
10 回 ブドウ果粒の品質（果房重、果粒数、果粒径等）を調査す 

準備学習 1 回 実習の概要（場所、内容、注意事項等）について予習しておくこと。 
2 回 園芸作物の栽培について予習しておくこと。 
3 回 新梢管理の目的と方法について予習しておくこと。 
4 回 モモの摘果と袋掛けの目的と方法について予習しておくこと。 
5 回 ブドウの花穂整形とジベレリン処理の方法について予習しておくこと。 
6 回 ブドウの結果量調節の目的と方法について予習しておくこと。 
7 回 モモの収穫・調整の方法について予習しておくこと。 
8 回 モモの品質調査法について予習しておくこと 
9 回 ブドウの収穫・調整の方法につ 

 



年度 2014 
授業コード FIG10311 
成績評価 レポート(10%)と試験(90%)により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG10311 先史考古学(再) 
担当教員名 白石 純 
単位数 2 
教科書 使用しない。適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 遺跡、遺構、遺物、墓、⾷生活、分類、区分 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 先史考古学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 松藤和人ほか編「よくわかる考古学」ミネルバァ書房 

稲⽥孝司「遊動する旧石器人」岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード FIG10311 
実務経験のある教員  
達成目標  文字資料のない時代の考古学は、遺跡・遺構・遺物の資料を分析、分類、整理

することで、これら資料の時代や地域性がわかる。これが文化である。 
 この講義では、以下のテーマに沿って先史時代の人々の生活や文化を理解する
ことを目標とする。 
1.旧石器時代とはどのような時代かを学習する。衣・⾷・住および墓などについ
て知る。 
2.縄文時代とはどのような時代かを学習する。衣・⾷・住および墓などについて
知る。 
3.弥生時代とはどのような時代かを学習する。衣・⾷・住および墓などについて
知る。 
4.先史時代の人々がどのような生 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 6F 白石研究室 086-256-9655 shiraish@big.ous.ac 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Prehistoric Archaeology 
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的  先史考古学は、一般的に文字資料が出現する以前の人類の過去を研究する学問
である。日本では、弥生時代以前が対象となる。 
 この講義では、日本の旧石器時代、縄文時代、弥生時代の生活・文化という観
点から講義する。おもなテーマは「⾷」「住」「衣」「墓」である。このテーマを通
じて先史時代の人々がどのような生活をしていたかを理解することにある。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 シラバスを確認し、先史考古学の目的、定義、研究方法、⾷生活、住居、衣類、

墓について、図書館等で調べておくこと。 
 



年度 2014 
授業コード FIG10510 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG10510 解析学基礎Ⅰ(再) 
担当教員名 濱谷 義弘 
単位数 2 
教科書 計算力をつける微分積分／神永正博・藤⽥育嗣／内⽥⽼鶴圃／9784753600311 
アクティブラーニング  
キーワード 指数関数、対数関数、三角関数、微分、積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 解析学基礎Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FIG10510 
実務経験のある教員  
達成目標 １変数の微分と積分の計算ができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 濱谷研究室 第一学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Calculus I 
関連科目 高校で「数学 II」を履修していることが望ましい。 

本科目に引き続き、「代数学基礎」を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 微分積分学は、理⼯系学生にとって専門教育科目の基礎となる重要科目の１つで

ある。１変数の微分や積分を中⼼とした内容について述べる。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 指数関数、対数関数および三角比について説明する。 

2 回 三角関数と逆三角関数について解説する。 
3 回 関数の極限と導関数について説明する。 
4 回 合成関数と逆関数の微分法について解説する。 
5 回 ロピタルの定理と高次導関数について説明する。 
6 回 テイラー展開について解説する。 



7 回 関数の増減とグラフについて説明する。 
8 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 
9 回 不定積分と部分積分法について説明する。 
10 回 置換積分法について解説する。 
11 回 部分分数分解と三角関数の有理 

準備学習 1 回 高校の数学で使用したテキストで第１回授業内容の該当箇所を読み、理解
しておくこと。 
2 回 指数関数、対数関数および三角比について復習しておくこと。 
3 回 高校の数学で微分を学習していたら、使用したテキストで第３回授業内容
の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
4 回 導関数について復習しておくこと。 
5 回 関数の極限について復習しておくこと 
6 回 高次導関数について復習しておくこと。 
7 回 関数の極限と高次導関数について復習しておくこと。 
8 回 第１回から７回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておく 

 



年度 2014 
授業コード FIG10810 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG10810 代数学基礎Ⅰ(再) 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 計算力をつける線形代数／神永正博・石川賢太／内⽥⽼鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式、連立１次方程式の解法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 代数学基礎Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学んだ数学の基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FIG10810 
実務経験のある教員  
達成目標 行列および行列式の演算ができ、それにより、連立１次方程式の解が求められる

こと。 
受講者へのコメント  
連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Linear Algebra I 
関連科目 高校で「数学 B」を、また前期に「解析学基礎」を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 行列と行列式を中⼼とした内容を述べる。その応用として、連立１次方程式の解

法について説明する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「線形代数とは何かやなぜ線形代数を学習する必要があるのか」を説明す

る。 
2 回 行列の和と差、スカラー倍について解説する。 
3 回 行列の積について説明する。 
4 回 行列の基本変形による連立方程式の解法について説明する。 
5 回 行列の基本変形による連立方程式において、解が無数に存在する場合や解



が存在しない場合について解説する。 
6 回 逆行列の定義と求め方について説明する。 
7 回 高次の逆行列を求める計算方法について解説する。 
8 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 
9 回 ２行２列の行 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、授業内容の過程について把握しておくこと。 
2 回 高校での数学のテキストで行列を学習していたら予習しておくこと。 
3 回 行列の和と差、スカラー倍の計算方法について復習しておくこと。 
4 回 行列の演算について復習しておくこと。 
5 回 行列の基本変形について復習しておくこと。 
6 回 行列の基本変形について復習しておくこと。 
7 回 逆行列の定義と求め方について復習しておくこと。 
8 回 第１回から７回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておくこと。 
9 回 行列について全般的に復習して 

 



年度 2014 
授業コード FIG11111 
成績評価 基本的に試験の成績で評価する。学期中間における中間試験を補助的に使用する

予定。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG11111 コンピュータシステム(再) 
担当教員名 畠山 唯達 
単位数 2 
教科書 教材はホームページに掲載、またはプリントして配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータ、データ、ネットワーク、表計算 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータシステム(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 とくに指定しない。IT 資格系のテキスト（たとえば「やさしい IT パスポート講

座 2014 年版, 高橋麻奈著, SB クリエイティブ, ASIN:978-4797375640」のよう
なもの）が役に立つだろう。また、表計算部については前期「コンピュータリテ
ラシー」教科書が参考になる。 

授業形態 講義 
注意備考 情報処理センターのパソコンを使う演習形式の回と教室での座学の回がある。試

験もパソコンを使った実技試験を行う予定である。 
本講義ではネットワーク資源も活用する。また、岡山理科大学「OUS コンテンツ
ライブラリー」中の「CCC 情報リテラシーI・II」などの教材を用いる。対面によ
る講義とビデオを用いた講義を併用する予定である。教材配布、ビデオ講義、レ
ポート提出などは岡山理科大学学習管理システム(MOMOTARO)を用いて行う
予定である。 

シラバスコード FIG11111 
実務経験のある教員  
達成目標 ・2, 10, 16 進数演算 

・基本的な論理演算・論理回路 
・コンピュータにおけるデータの取扱い 
・IP ネットワーキング基礎の理解 
・基本的な表計算技能の習得 

受講者へのコメント  
連絡先 畠山の居室は 11 号館 5 階。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Computer System 
関連科目 ・前期「コンピュータリテラシー」の受講を勧める(必須ではないが表計算部分の

基礎的な理解は必要) 
・B2 群科目「論理学」の履修を勧める(当科目履修の前後は問わない) 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 各種データを取り扱う上でコンピュータ・ネットワークを中⼼とする 

情報システムを使いこなす技量は必要不可欠である。本講義ではその 
情報システムのうち、コンピュータの基礎構成、およびデータの原理 
について基礎的なことを学ぶ。また、ネットワークに関してごく基礎的なアドレ
ッシングについても学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 コンピュータの構成、および、コンピュータシステムについて解説する。ま

た、数進法の解説をする。 
2 回 文字の符号化について解説する。 
3 回 数進法の続きとコンピュータで扱う数値の符号化の解説をする。 
4 回 数値の符号化の続きを解説する。 
5 回  論理演算と加算機について解説する。 
6 回  前回にひきつづき、論理演算と加算機について解説する。 
7 回  画像データついて解説する。 
8 回  画像データとデータの圧縮について解説する。 
9 回 ここまでの復習（中間テスト）をする。 
10 回  IP ネットワーキング 

準備学習 1 回  前期「インターネット」・「情報リテラシー」の復習をしておくこと。 
2 回  前回の復習をしておくこと。 
3 回  前回の復習をしておくこと。 
4 回  前回の復習をしておくこと。 
5 回  前回の復習をしておくこと。 
6 回  前回の復習をしておくこと。 
7 回  前回の復習をしておくこと。 
8 回  前回の復習をしておくこと。 
9 回 これまでの復習をしておくこと。 
10 回  ２進数演算についてしておくこと。 
11 回  前回の復習をしておくこと。 
12 回  前回の復習および前期「コンピュータリテラシー」の表計算 

 



年度 2014 
授業コード FIG11211 
成績評価 中間考査（30%）、期末考査（70%） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG11211 生物学と基礎科学(再) 
担当教員名 中島 経夫 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 自然史，博物学，解剖学，形態学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学と基礎科学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の中で紹介。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG11211 
実務経験のある教員  
達成目標 自然史研究の面白さを知る。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 6 階中島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Science and Biology 
関連科目 魚類学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自然史およびその研究史を形態学を中⼼に概説し、自然史研究の具体的な実例を

紹介する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

自然とは 
2 回 自然史とは 
3 回 博物学と博物館 
4 回 自然史研究と自然科学 
5 回 歴史自然科学と非歴史自然科学 
6 回 自然科学の歴史 
7 回 生の原型と変型 



8 回 動物の体の中に刻まれた自然史（動物の体） 
9 回 動物の体の中に刻まれた自然史（脊椎動物の基本プラン） 
10 回 自然史の研究例（コイ科魚類を軸にした環境史 古第三紀） 
11 回 自然史の研究例（コイ科魚類を軸にした環境史 新第三紀） 
12 回 自然史の研究例（コイ科魚類を軸にした環境史 鮮新・更新世） 
13 回 自然史の研究例 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んで受講する。 
2 回 図書館等で、自然史、博物学について調べておく。 
3 回 図書館等で、自然史、博物学について調べておく。 
4 回 図書館等で、科学の大系について調べておく。 
5 回 図書館等で、科学の大系について調べておく。 
6 回 図書館等で、科学の大系について調べておく。 
7 回 図書館等で、解剖学や形態学について調べておく。 
8 回 図書館等で、解剖学や形態学について調べておく。 
9 回 図書館等で、解剖学や形態学について調べておく。 
10 回 ウェブページ（http://www.big. 

 



年度 2014 
授業コード FIG11611 
成績評価 定期試験 60 点、レポート課題 40 点で評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG11611 天文学(再) 
担当教員名 ⽥邉 健茲 
単位数 2 
教科書 講義ノートをホームページからダウンロードできるようにする。 
アクティブラーニング  
キーワード 天文学、観測、光 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 天文学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理科年表（丸善）、 

天文年鑑（誠文堂新光社） 
授業形態 講義 
注意備考 講義ノートを入手できるようにするので、ノートを丹念に取る必要はない。 
シラバスコード FIG11611 
実務経験のある教員  
達成目標 中学校理科・高校地学の教材として不可欠な天文学の理解を、観測という観点か

ら深めることを目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館４階⽥邉研究室・内線 6117 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Astronomy 
関連科目 天文学概論Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 天文学を観測的見地から概観する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 序論：天文学と観測 

2 回 光・電磁波と望遠鏡 
3 回 天体の位置観測 
4 回 太陽系天体のの位置観測 
5 回 天体の測光観測 
6 回 恒星の等級と色 
7 回 星団と色・等級図 



8 回 変光星 
9 回 変光星の測光観測 
10 回 天体の分光観測と恒星のスペクトル 
11 回 変光星ならびに輝線星の分光 
12 回 星雲と星団の観測 
13 回 銀河系と星間物質 
14 回 銀河の測光と分光観測 
15 回 まとめ 
宇宙論的な観測にも言及する。 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 特になし（電磁気学を復習しておくとよい）。 
3 回 特になし。 
4 回 特になし。 
5 回 特になし。 
6 回 特になし。 
7 回 第６回を復習しておく。 
8 回 特になし。 
9 回 第８回を復習しておく。 
10 回 特になし。 
11 回 第１０回を復習しておく。 
12 回 特になし。 
13 回 特になし。 
14 回 第１０回、第１１回を復習しておく。 
15 回 これまでの内容を復習しておくことが望ましい。 

 



年度 2014 
授業コード FIG11711 
成績評価 定期試験８０パーセント、レポート課題２０パーセントにより成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG11711 生態学概論(再) 
担当教員名 太⽥ 謙＊ 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。適宜、プリントなどを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生態系、物質循環、環境の変遷、保全。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生態学概論(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 植物生態学講座 シリーズ／石塚和雄／朝倉書店。他にも、講義中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FIG11711 
実務経験のある教員  
達成目標 1.生態学の基礎的な知識を得たうえで、関連する諸分野について理解すること。 

2.生態系の物質循環について理解すること。 
3.生態系の一つの系について、具体例を上げてその概要を解説できるようになる
こと。 
4.自然に関する知識を深め、その複雑さを理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館６階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Ecology 
関連科目 植物生態学。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生態学は、生物の生き様を科学する学問である。生物の生き様を捕らえるには、

個体レベルの行動と、個体を取り巻く環境を把握する必要がある。そのため、生
態学は一つの生物の行動から、地球レベルの環境変動や物質循環までを含むこと
になる。本講義では、物質循環、森林や水域の生態系、環境の変遷の概略を解説
し、生態学の概要を理解することを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  



準備学習 第１回： 
授業内容の確認を行なっておくこと。 
第２回： 
前回の講義の内容を復習し、生態系についての基本的な概念を理解しておくこ
と。また、水と大気の性質について、予習しておくこと。 
第３回： 
前回の講義の内容を復習し、水と大気の基本的な性質について理解しておくこ
と。また、光の波⻑などの性質について、予習しておくこと。 
第４回： 
前回の講義の内容を復習し、光の性質について理解しておくこと。また、温度と
降水量について、予習しておくこと。 
第５回： 
前回の講義の内容を復習し、陸上生態系の特徴と、それらを支 
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授業コード FIG11810 
成績評価 講義時のプレゼンテーション及びその資料、質疑応答における対応、質問内容、

発言回数等で評価する。 
詳細は第１回の講義時に説明する。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜12) 
見出し FIG11810 応用地質学(再) 
担当教員名 佐藤 丈晴 
単位数 2 
教科書 第１回の講義時に必要資料を配布します。 

USB メモリーを必ず持参してください。 
アクティブラーニング  
キーワード 土砂災害、警戒避難、基礎調査、ソフト対策 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用地質学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 参考となる資料は第１回講義で提供します。 

国土交通省の土砂災害に関する防災施策について調べてください。 
授業形態 講義 
注意備考 本講義は討論を中⼼とした講義の予定です。 

班ごとに与えられたテーマに対して、プレゼンを行いその内容について質疑応答
を行う。 
質疑班は当日発表する内容をプレゼン前に提出するため、発表班の内容をよく理
解し、 
プレゼン後に質疑する。 
詳細は、第１回目の講義時に説明する。 

シラバスコード FIG11810 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ソフト対策、警戒避難基準、基礎調査等のキーワードを理解し説明すること。 

・近年の土砂災害対策の変遷を説明できる。 
・積極的に討議に参加し発言できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館６階 佐藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Applied Geology 
関連科目  



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近年の自然災害の発生状況とその理由（素因、誘因）及び我が国の災害対策につ

いて説明する。 
土砂災害対策がコンクリートを用いた防災から災害を避ける減災の対策に変化
している流れを理解する。 
なお、本講義はディスカッションを主としており、積極的な発言を求める。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 第１回：講義目的と進め方、成績についての説明、序論 

 指導の方針と目的を説明する。講義の進め方と基本的ルールを確認する。 
 また、成績のつけ方について具体的に説明する。 
 班分けを行う。 
2 回 第２回：ゲリラ豪雨の猛威（土砂災害） 
 土砂災害の発生状況とその原因について、テーマを与え議論する。 
3 回 第３回：変わりつつある現象（洪水） 
 洪水の発生状況とその原因について、テーマを与え議論する。 
4 回 第４回：世界で日本は最も危険（地震・火山他） 
 地震・火山の活動によって発生する災害について、テーマ 

準備学習 1 回 講義ノートを作成し、持参すること。 
USB メモリーを持参すること。講義における必要データを配布します。 
2 回 近年の土砂災害の発生状況について調べておくこと。 
3 回 近年の洪水発生状況について調べておくこと。 
4 回 近年の地震・火山噴火について調べておくこと。 
5 回 発表班はプレゼンテーションの準備を行うこと。 
質疑班は質問内容を整理し、プレゼン前に提出すること。 
その他の受講者は、自由討議で発言できるように、配布資料を調べておくこと。 
6 回 発表班はプレゼンテーションの準備を行うこと。 
質疑班は質 
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授業コード FIG11910 
成績評価 中間テスト（２０％）、期末テスト（８０％） 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜12) 
見出し FIG11910 植物系統進化学 
担当教員名 星野 卓二 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 種分化、遺伝的多様性、分子系統、絶滅危惧植物 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 植物系統進化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岩槻邦男・馬渡峻輔著：生物の多様性、裳華房 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG11910 
実務経験のある教員  
達成目標 １．生物の種が分化する要因はどのようなものがあるか説明できる。２．酵素多

型や DNA 多型を用いた系統解析について説明できる。３．分子系統樹の作成方
法や、最節約法や最尤法による系統樹の特徴を説明できる。４．絶滅危惧植物の
遺伝的多様性の保護に関して説明ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館６階 星野研究室 hoshino@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Evolutional Phylogeny of Plant 
関連科目 生物科学概論Ⅱ、細胞遺伝学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自然界における生物の具体的な存在単位である種個体群レベルの生活の成り立

ちを紹介し、その内部構造の分化と適応の問題を様々な見地から解説する。さら
に、形態学、細胞遺伝学、DNA およびアロザイム分析を用いた分子遺伝学的情
報を用いてどのように生物の進化が解明されてきたかについて述べる。最後に、
いくつかの絶滅危惧植物を例に野生植物の多様性と保護について述べる。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 生物の系統と進化とは 

2 回 遺伝子プール 



3 回 種分化の基礎理論（１） 
4 回 種分化の基礎理論（２） 
5 回 種分化の機構と要因−地理的隔離 
6 回 種分化の機構と要因−生殖的隔離 
7 回 種分化の機構と要因−自然選択 
8 回 種分化の遺伝的解析−酵素多型 
9 回 種分化の遺伝的解析−DNA 多型 
10 回 中間テスト 
11 回 分子進化−分子時計、中立説 
12 回 分子進化−系統樹のいろいろ 
13 回 分子進化−系統樹を作る 
14 回 稀少野生生物の遺伝的多様性（１） 
15 回 稀少野生生物の遺伝的多様性（２） 

準備学習 1 回 種の概念について調べておくこと 
2 回 ハーディ・ワインベルグの法則を調べておくこと 
3 回 種内変異と種分化について調べておくこと 
4 回 種分化はどのようにして起こるか調べておくこと 
5 回 地理的に隔離され、もとの種とは異なるものに分化した野生種を調べてお
くこと 
6 回 受精は行なわれるが種子を形成しない不稔現象について調べておくこと 
7 回 遺伝的浮動について調べておくこと 
8 回 アイソザイム分析について実例を調べておくこと 
9 回 遺伝子の多型はどのようなものか調べておくこと 
10 回 前回までの講義を復 
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授業コード FIG12010 
成績評価 定期試験（70%）と小テスト（30%）で評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜12) 
見出し FIG12010 昆虫生理・生態学(再) 
担当教員名 中村 圭司 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 植⾷者、三者関係 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 昆虫生理・生態学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 昆虫の生態、生活、行動について書かれた様々な本 
授業形態 講義 
注意備考 復習を十分すること。 
シラバスコード FIG12010 
実務経験のある教員  
達成目標 昆虫の生活・生態を通じて、世界が多様な生物の網の目で覆われている事を理解

すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館６階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Insect Physiology and Ecology 
関連科目 動物行動学、生態学概論、生物科学概論Ｉ、生物科学概論 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物の多様性と複雑さに付いての理解を増すこと。 昆虫の生活を規定する様々

な物理的・生物的環境要因と昆虫の生活史、生息地との関連を述べる。昆虫と植
物の関係、寄生者・捕⾷者との関わりや、擬態などに付いて解説し、さらに昆虫
の世代数、日照時間や温度と休眠の関係、増殖についても解説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 昆虫の体制１。昆虫とはどのような生き物かについて概説する。 

2 回 昆虫の体制２。昆虫の形態的特徴について解説する。 
3 回 体の大きさと物理的力。昆虫がなぜ小さいのかについて説明する。 
4 回 植⾷性昆虫と植物。植物と昆虫の密接な関係について説明する。 
5 回 植⾷性昆虫と植物２。植物と昆虫の密接な関係について説明する。 



6 回 擬態。捕⾷者から、時には獲物見つからないようにするための方法について
説明する。 
7 回 擬態２。捕⾷者から、時には獲物見つからないようにするための方法につい
て説明する。 
8 回 寄生。 

準備学習 1 回 昆虫と自分の関わりについて話せる様にしておくこと。 
2 回 昆虫の外見を観察しておくこと。 
3 回 昆虫の大きさに付いて調べておくこと。 
4 回 植物を⾷べる昆虫を幾つか調べておくこと。 
5 回 植⾷性昆虫の生態に付いて調べておくこと。 
6 回 昆虫が身を守る方法に付いて調べておくこと。 
7 回 毒を持つ昆虫に付いて調べておくこと。 
8 回 寄生性昆虫に付いて調べておくこと。 
9 回 身近な昆虫の生態を調べておくこと。 
10 回 身近な植⾷性昆虫の生態、変異を調べておくこと。 
11 回 指数函数をお浚いしておくこと。 
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授業コード FIG12110 
成績評価 レポート点（10 点）、定期試験の点数（90 点）。これらをあわせて評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜12) 
見出し FIG12110 東アジア考古学(再) 
担当教員名 ⻲⽥ 修一 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 先史時代〜近世、朝鮮半島、三国時代、高句麗、百済、新羅、伽耶、渡来人、鉄・

鉄器、須恵器、墓、カマド、寺院、山城、海上交通 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 東アジア考古学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 佐藤次高ほか『詳説世界史 B』山川出版社 

武⽥幸男編 2000『朝鮮史』山川出版社 
⻄谷正 20014『古代日本と朝鮮半島の交流史』同成社 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG12110 
実務経験のある教員  
達成目標 １．まず、朝鮮半島の地理的環境について理解させる。 

２．次に、おおまかでよいが、原始・古代〜近世の朝鮮半島と日本列島との関わ
りについて理解させる。 
３．最終的に、東アジアの交流を中⼼とした朝鮮半島の歴史を考えさせる。 

受講者へのコメント  
連絡先 086-256-9621 

21 号館 6 階 
ka_me_da◎big.ous.ac.jp（◎を＠にして下さい） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 East Asian Archaeology 
関連科目 考古学概論Ⅰ・Ⅱ、日本史概論、先史考古学、環境考古学、技術考古学、地理考

古学実習Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  考古資料を中⼼として、文字資料・美術資料・⺠俗資料など多様な資料を通し

て東アジア、おもに朝鮮半島の歴史、朝鮮半島と日本列島との交流の歴史につい



て講義する。 
 この講義を受講することによって、朝鮮半島の人々の歴史を考え、東アジア世
界の中での人々の交流について考えてもらいたい。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 「講義概要」として、講義内容と本講義の進め方について説明する。 

2 回 「朝鮮半島の風土と自然」・「時代区分」というテーマで、朝鮮半島の地理的
情報について説明し、朝鮮半島史の時代区分について説明する。 
3 回 「先史時代〜原三国時代」というテーマで、朝鮮半島の先史時代〜原三国時
代の概要とともに日本列島との関わりについて説明する。 
4 回 「三国時代１ 高句麗」というテーマで、高句麗について説明する。 
5 回 「三国時代２ 百済」というテーマで、百済の様相について説明する。 
6 回 「三国時代３ 百済の対倭交渉 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習内容について把握しておくこと 
2 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに朝鮮半島の風土・自然
などについて予習しておくこと 
3 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに朝鮮半島の先史時代
について予習しておくこと 
4 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに三国時代の高句麗に
ついて予習しておくこと 
5 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに三国時代の百済につ
いて予習しておくこと 
6 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに百済と 

 



年度 2014 
授業コード FIG12211 
成績評価 レポート 50%（レポート製作スキルと筆記技術も採点対象とする） 定期試験

50% 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG12211 環境考古学(再) 
担当教員名 富岡 直人 
単位数 2 
教科書 講義中にプリントを配付する 
アクティブラーニング  
キーワード 環境考古学 考古学 人類学 動物考古学 骨考古学 植物考古学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境考古学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 松井 章 編著 2001 『環境考古学』（日本の美術 No.423）［至文堂］ 

⽥代 菊雄 編著 2001 『学生・院生のための研究ハンドブック』［大学教育
出版会］ 

授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後実施する。 
シラバスコード FIG12211 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 古環境を復元する上で有効な遺跡出土の資料をどのようにみて解釈をする

のか論及することで、「遺跡」から「歴史」を学生自身の言葉で語れるようにす
る。 
② 世界各地の遺跡と出土資料群にそれに関わりを持つ生活文化について、学生
自身が説明できるようにする。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階富岡研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Archaeology 
関連科目 考古学概論Ⅰ、Ⅱ 人類学概論Ⅰ、Ⅱ、地理考古学基礎実習、地理考古学実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ① 世界各地（新旧大陸および太平洋島嶼部）における環境考古学分析法を用い

た遺跡調査事例を紹介し、歴史的過程と生活文化の特色・多様性について理解さ
せる。 
② 遺跡出土の土壌や動植物遺存体とその部位の基本名称を、学生に知識として



身につけさせる。 
③ 歴史学がどのように今日的な環境問題と向き合うことができるのか、終盤に
言及し、学生に理解させる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション −環境学と考古学の融合− 

2 回  環境考古学の技術と発展(1) −欧米における⾙塚人⼯説と進化論の展開− 
3 回  環境考古学の技術と発展(2) −微細・脆弱資料への着眼： 微小骨から寄生
虫まで− 
4 回  年代測定法 −理化学分析による基準− 
5 回  動物考古学 1 ⾙類と人類 −アフリカ・地中海・オセアニア等、⾙利用文
化の多様性− 
6 回  動物考古学 2 魚類と人類 −東アジア.ヨーロッパ、潮流と漁撈文化− 
7 回  動物考古学 3 ウミガメ類と人類 −太平洋沿岸域におけるウミガメ利用 

準備学習 1 回 考古学・環境考古学という用語について、辞書・辞典・図書館やインターネ
ットを利用して調べておくこと。 
2 回 ⾙塚という用語について、辞書・辞典・図書館やインターネットを利用して
調べておくこと。 
3 回 寄生虫卵について、辞書・辞典・図書館やインターネットを利用して調べて
おくこと。 
4 回 放射性炭素年代測定について、辞書・辞典・図書館やインターネットを利用
して調べておくこと。 
5 回 ⾙貨について、辞書・辞典・図書館やインターネットを利用して調べておく
こと。 
6 回 回転式離頭銛について、辞書・辞典・図書館や 

 



年度 2014 
授業コード FIG12810 
成績評価 印刷物、研究発表などを指導した教員が判定(70 点)するとともに、学科教員全体

で判定(30 点)し、総合評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム学科(〜12) 
見出し FIG12810 地域誌研究(再) 
担当教員名 能美 洋介、福⽥ 尚也、大橋 唯太、白石 純、中島 経夫、加藤 賢一、久

保⽥ 尚 
単位数 2 
教科書 指導教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード 生物、地球、人類、地域 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地域誌研究(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員の指示による。 
授業形態 講義 
注意備考  調査・研究については決められた時間に行うだけでなく、土曜日や日曜日、ま

た休みの期間に集中的に行うことがあります。 
 すでに学会発表等を行なっているか、履修期間内に発表をすることを強く薦め
ます。 
 指導教員との連絡を密にする必要があります。 
 履修届を出す前に、指導教員・チューター・学科⻑等に履修について相談して
ください。 
 指導教員は 1 人でも、数名でも構いません。 

シラバスコード FIG12810 
実務経験のある教員  
達成目標 １．その内容に関する基礎的事項を理解すること。 

２．その内容に関する体系的に理解すること。 
３．その地域に対する基礎的事項について理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Areal Field Study 
関連科目 生物地球システム学科のすべての科目 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的  生物地球システム学科に関わる内容のうち、地域の自然や文化に関することが
らについて、学科教員の指導のもと、その対象地域を体系的に調査・研究し、理
解してもらう。さらにその内容に関わる印刷物を刊行したり、何らかの研究発表
を行い、成果をまとめることを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習  指導を担当する教員より、直接指示されます。 

 



年度 2014 
授業コード FIG12910 
成績評価 実習テーマごとにレポートの評価を行い、それらの平均点で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム学科(〜12) 
見出し FIG12910 天文・地学実習(再) 
担当教員名 ⽥邉 健茲、能美 洋介 
単位数 2 
教科書 指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 天体観測、地質巡検 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 天文・地学実習(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 天文：理科年表（丸善）、天文年鑑（誠文堂新光社） 

地学：地学図表（浜島書店） 
授業形態 実験実習 
注意備考 天文班の実習では観測天体によっては、実習時間が夜遅くなる場合があります。 

地学班の実習では宿泊をする実習があり、交通費・宿泊費が必要です。 
シラバスコード FIG12910 
実務経験のある教員  
達成目標 天文班実習：天体望遠鏡の仕組みを理解し、天体観測で使用することができる。

また、星図等の資料を利用して目的の天体を導入し、観測することができる。 
地学班実習：ルートマップの作成方法を習得し、調査時に描くことができる。ま
た、様々な地質の観察を通じて、地球の歴史や地層の成り立ちについて説明する
ことができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 天文：内線 6117（⽥邉）、地学：内線 4296（能美） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Astronomy and Earth Science Laboratory 
関連科目 天文学（再）、情報地質学（再） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 １〜３年次前期までの講義の成果を統合し、卒業研究に向けた、より実践的な実

習を行って経験を積むことが本講義の目的である。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 天文実習：必要な資料（星図、カタログなど）の用意をする。またデジタル・カ



メラによる撮影の練習を適宜しておく。 
地学実習：地形図の読み方、クリノメーターの使用法の知識は必須です。また、
巡検の前には現地の資料を渡すので、熟読する必要があります。 

 



年度 2014 
授業コード FIG13011 
成績評価 定期試験 100％ 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG13011 情報法(再) 
担当教員名 坂部 望 
単位数 2 
教科書 インターネットの法律とトラブル解決法／神⽥将／自由国⺠社 
アクティブラーニング  
キーワード サイバー法、個人情報保護、電子商取引、インターネットの違法・有害情報 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報法(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、指示する 
授業形態 講義 
注意備考 復習を十分に行うこと 
シラバスコード FIG13011 
実務経験のある教員  
達成目標 新しい法秩序が形成されつつある現代の情報化社会（インターネット社会）にお

いて、既存の法律の解釈の限界と新規立法の必要性を把握することが目標であ
る。特に IT がもたらす社会的影響を功罪両面から、法律的問題を中⼼に解説し、
これからどんな法律等が必要になるのか、どんな法解釈の可能性があるのか、自
ら考える力を養成する。 

受講者へのコメント  
連絡先 坂部研究室 21 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Cyberspace Laws 
関連科目 市⺠生活と法、犯罪と法 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 デジタル情報社会において、膨大な量の情報が流出している実態を把握し、それ

に伴う情報の保護やそこに発生する社会問題さらに個人及び組織の責任につい
て法律的な観点から考察する。特に電子取引における契約問題を中⼼にインター
ネットに関する法的問題を重点的に扱う。また、流通するデジタル情報を受信す
る我々、あるいは公共の場にデジタル情報を発信する我々の情報モラルについて
も触れることにし、情報化社会のルールを検討する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 インターネットの法的諸問題： 
インターネット・携帯電話・ATM の法律基礎知識を学ぶこととする。 
2 回 インターネット利用におけるトラブル解決法： 
プロバイダーの責任、不正アクセス行為、有料サイトのトラブルについて学ぶこ
ととする。 
3 回 迷惑メールのトラブルと規制、著作権侵害のトラブル、名誉棄損、プライバ
シー 
侵害のトラブル、アダルトサイトの規制とトラブルなどについて考えることとす
る。 
4 回 インターネットによる「風説の流布」、ウイルス感染のトラブル、人権・プ
ライバシー侵害のトラブル、インターネットに 

準備学習 授業の終わりに、次回までに準備すべきことを伝達するので、テキストないし配
布資料等を熟読しておくこと。また本講義はソクラテスメソッド（質疑応答式授
業）も取り入れるので、十分な予習が必要であるのでその旨準備のこと。 

 



年度 2014 
授業コード FIG13111 
成績評価 レポートなど提出物(40％)および定期試験(60%)により成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG13111 鉱物科学(再) 
担当教員名 ⻄⼾ 裕嗣 
単位数 2 
教科書 新 版 地 学 教 育 講 座 (3) 鉱 物 の 科 学 ／ 赤 井 純 治 他 ／ 東 海 大 学 出 版 会 ／

9784486013037 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、結晶化学、造岩鉱物 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 鉱物科学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG13111 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 鉱物は結晶構造と化学組成により定義されることを理解する。 

2. 固溶体と多形を理解する。 
3. 主要な造岩鉱物の結晶化学的性質を理解し、それらの生成場についても考え
を深める。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⻄⼾研究室 26 号館 3 階 TEL:086-256-9406 E-mail:nishido@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mineral Science 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 鉱物は自然界に存在する無機結晶物質であるとともに、宇宙のあらゆる構成物の

基本単位です。したがって、結晶学的な基礎知識を習得すること、また鉱物の多
様な生成場を理解することが不可欠です。前半で鉱物の結晶化学についての基礎
を解説し、後半で固溶体や多形など鉱物の特徴的な性質について造岩鉱物を例に
説明する。さらに、各種変成鉱物や地球外鉱物（隕石中）についても紹介する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の全体の流れを説明し学習準備の方法や参考図



書を紹介します。 
2 回 鉱物の定義と鉱物種の決め方および命名法について解説します。 
3 回 鉱物の化学的性質について解説します。 
4 回 鉱物の物理的性質について解説します。 
5 回 鉱物の固溶体について具体例を示し解説します。 
6 回 鉱物の多形について具体例を示し解説します。 
7 回 鉱物の結晶学的性質について解説します（対称性）。 
8 回 鉱物の結晶学的性質について解説します（結晶系）。 
9 回 鉱物の結晶学的性質について解説します（晶族）。 

準備学習 1 回 教科書の概説部分を読んでおくこと。 
2 回 鉱物は化学組成と結晶構造で定義され、種の同定に使われる理由を調べて
おくこと。 
3 回 鉱物の化学的性質がどのように決定されるかを教科書で調べておくこと。 
4 回 鉱物の物理的性質がどのように決定されるかを教科書で調べておくこと。 
5 回 実際どのような鉱物が固溶体をつくるのか調べておくこと。 
6 回 多形の実例を調べておくこと。 
7 回 対称操作および対称要素を調べておくこと。 
8 回 結晶系の定義はどのように決められるのか調べておくこと。 
9 回 32 の晶族がどのように 

 



年度 2014 
授業コード FIG13210 
成績評価 成績は毎回の出席を基本とし、中間テスト(30%)、期末テスト(50%)、講義参加

度（20%）により評価する。また、授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合に
は試験成績は無効とみなす。 

曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜12) 
見出し FIG13210 植物形態学 
担当教員名 矢野 興一 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 形態、根、茎、葉、花、種子、果実、シュート 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 植物形態学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 観察する目が変わる植物学入門/矢野興一（ベレ出版）． 

それ以外の参考書については、適宜提示する． 
授業形態 講義 
注意備考 講義中には多くの植物名が登場する。身近な植物について、よく観察したり、図

鑑などで名前を調べたりして親しんでおくことが望まれる。また、講義では専門
的な内容が含まれるため、学生の理解度を見ながら講義を進める。 

シラバスコード FIG13210 
実務経験のある教員  
達成目標 １．植物体を構成する根、茎、葉、花、種子、果実について、基本的形態を専門

用語を使って説明できる。２．シュートの概念を使って花の構造を説明できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 矢野興一（２１号館６階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Plant Morphology 
関連科目 植物系統分類学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 主に被子植物の外部形態・内部形態について解説をおこなう。植物の基本構造と

して、根・茎・葉・花・果実・種子があげられる。それぞれの形態は機能と結び
つき、生活を営んでいる。形態と機能を考察することにより、生物の示す多様性
を理解することを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 植物の基本構造 
2 回 根の形態 
3 回 シュートと茎（1） 
4 回 シュートと茎（2） 
5 回 葉とは？ 
6 回 葉の形態 
7 回 中間のまとめとテスト 
8 回 花とは？ 
9 回 花の形態（１） 
10 回 花の形態（２） 
11 回 花序の形態 
12 回 花の形態とその機能 
13 回 果実の形態（１） 
14 回 果実の形態（２） 
15 回 種子の形態と散布様式 

準備学習 1 回 植物の基本構造にはどのようなものがあるか調べておくこと 
2 回 根の構造と機能を調べておくこと 
3 回 植物の茎の役割について調べておくこと 
4 回 植物の茎の役割について調べておくこと 
5 回 植物の葉の役割について調べておくこと 
6 回 植物の葉はどのようなタイプに分けられるか調べておくこと 
7 回 前回までの講義を復習すること 
8 回 被子植物の花はどのような部分から構成されているか調べておくこと 
9 回 雄しべと雌しべはどのような部分から構成されているか調べておくこと 
10 回 花にはどのような種類があるか調 

 



年度 2014 
授業コード FIG13311 
成績評価 定期試験 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(08〜11) 
見出し FIG13311 動物社会学（再） 
担当教員名 武山 智博 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード 進化、自然淘汰、適応、血縁度、性淘汰 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物社会学（再） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 行動生態学を学ぶ人に クレブス／デイビス著 蒼樹書房 動物の社会 社会

生物学・行動生態学入門 伊藤嘉昭著 東海大学出版会 生き物の進化ゲーム 
酒井聡樹ほか著 共立出版 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG13311 
実務経験のある教員  
達成目標 動物の社会における個体間関係を進化的観点から理解し、ヒト社会についても考

える 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階武山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Animal Socioecology 
関連科目 動物行動学 動物生態学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 さまざまな動物における社会を解説し，それらは共通するルールから説明できる

ことを理解する 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義内容全体の概説 

2 回 生物の進化について解説する 
3 回 社会性昆虫について解説する 
4 回 縄張りについて解説する 
5 回 群れと資源の関係について解説する 



6 回 配偶様式について解説する 
7 回 性淘汰（同性内）について解説する 
8 回 性淘汰（異性間）について解説する 
9 回 繁殖をめぐる雌雄の対立について解説する 
10 回 精子競争について解説する 
11 回 利他行動について解説する 
12 回 性比について解説する 
13 回 代替戦略について解説する 
14 回 親子の対立について解説する 
15 回 講義全体のま 

準備学習 1 回 動物における社会について調べておく 
2 回 生物の進化について調べておく 
3 回 昆虫における社会性について調べておく 
4 回 動物の縄張りの定義について調べておく 
5 回 群れの機能について調べておく 
6 回 配偶様式の種類について調べておく 
7 回 オス間競争について調べておく 
8 回 配偶者選択について調べておく 
9 回 繁殖を巡る雌雄の協力と対立について調べておく 
10 回 精子競争について調べておく 
11 回 利他行動にはどのようなものがあるか調べておく 
12 回 性比が 1:1 である理由を調べておく 
13 回 サ 

 



年度 2014 
授業コード FIG13312 
成績評価 定期試験 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜07) 
見出し FIG13312 霊⻑類学 
担当教員名 武山 智博 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード 進化、自然淘汰、適応、血縁度、性淘汰 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 霊⻑類学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 行動生態学を学ぶ人に クレブス／デイビス著 蒼樹書房 動物の社会 社会

生物学・行動生態学入門 伊藤嘉昭著 東海大学出版会 生き物の進化ゲーム 
酒井聡樹ほか著 共立出版 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG13312 
実務経験のある教員  
達成目標 動物の社会における個体間関係を進化的観点から理解し、ヒト社会についても考

える 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階武山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Primatology 
関連科目 動物行動学 動物生態学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 さまざまな動物における社会を解説し，それらは共通するルールから説明できる

ことを理解する 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義内容全体の概説 

2 回 生物の進化について解説する 
3 回 社会性昆虫について解説する 
4 回 縄張りについて解説する 
5 回 群れと資源の関係について解説する 



6 回 配偶様式について解説する 
7 回 性淘汰（同性内）について解説する 
8 回 性淘汰（異性間）について解説する 
9 回 繁殖をめぐる雌雄の対立について解説する 
10 回 精子競争について解説する 
11 回 利他行動について解説する 
12 回 性比について解説する 
13 回 代替戦略について解説する 
14 回 親子の対立について解説する 
15 回 講義全体のま 

準備学習 1 回 動物における社会について調べておく 
2 回 生物の進化について調べておく 
3 回 昆虫における社会性について調べておく 
4 回 動物の縄張りの定義について調べておく 
5 回 群れの機能について調べておく 
6 回 配偶様式の種類について調べておく 
7 回 オス間競争について調べておく 
8 回 配偶者選択について調べておく 
9 回 繁殖を巡る雌雄の協力と対立について調べておく 
10 回 精子競争について調べておく 
11 回 利他行動にはどのようなものがあるか調べておく 
12 回 性比が 1:1 である理由を調べておく 
13 回 サ 

 



年度 2014 
授業コード FIG13411 
成績評価 レポート(30%)および定期試験(70%)の結果により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜12) 
見出し FIG13411 人類生態学(再) 
担当教員名 高崎 浩幸 
単位数 2 
教科書 とくに指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 生態学、動物生態学、個体群生態学、人類学、動物飼養、人口学、環境、地球、

温暖化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 人類生態学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜講義中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・ 本 学 内 外 に 高 度 に 整 備 さ れ た ICT (Information and Communication 

Technology) 設備もうまく使いこなして、予習・復習やレポート作成に努めるこ
と。・本科目の関連科目も履修することが望ましい。・受講者の知識・関⼼の広が
りに応じて、講義展開を臨機応変に修正する。 

シラバスコード FIG13411 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) ヒトもこの地球上に生きる生態学的存在の例外たりえないことを理解する

こと。(2) これまでのヒトの生息域および数の拡大のモデル的に概観できるこ
と。 
(3) ヒトの人口の拡大は他生物を自らの生態系内に取り込むことによって可能
になったことを概観できること。 
(4) そのような他生物はヒトといわば共生していることを理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 高崎研究室 21 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Human Ecology 
関連科目 自然人類学 I、自然人類学 II、動物社会学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 動物生態学とくに個体群生態学的なアプローチを人類の研究に導入し、人類の生

態学としての展開を試みる。単に生物学的な種としての生存が不可能な環境にお



いて、他生物、とくに動物を飼養したりすることによって、極限まで生息域およ
び数を拡大してしまったヒトという種とその文化・文明が構築した生態系内に取
り込まれた他生物も捉え直す。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義の概要を説明する。 

2 回  霊⻑類の生息環境について説明する。 
3 回  人類の生息環境について説明する。 
4 回  哺乳類の採⾷生態について説明する。 
5 回  霊⻑類の採⾷生態について説明する。 
6 回  人類の採⾷生態について説明する。 
7 回  生態系の生産と消費について、下から積み上げる考え方で説明する。 
8 回  生態系の生産と消費について、上から分割する考え方で説明する。 
9 回  他生物の人類生態系への取り込みについて、栽培植物のことを取り上げて
説明する。 
10 回  他生物の人類生態系への取 

準備学習 1 回  本シラバスに目を通して、本科目のイメージを各自想定し、ノートしてお
くこと。 
2 回  初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等で調
べてノートしておくこと。 
3 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
4 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
5 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
6 回 

 



年度 2014 
授業コード FIG13511 
成績評価 講義の最後に実施する試験を 100 点とする 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG13511 生物地球システム特別講義Ⅰ 
担当教員名 中橋 孝博＊、富岡 直人 
単位数 1 
教科書 適宜講義の時にプリント類等を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 自然人類学 骨考古学 古人骨 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物地球システム特別講義Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 馬場悠男編著 1998 「考古学と自然科学① 考古学と人類学」［同成社］、  

石⽥肇ほか編著 2011 「考古学を科学する」、[ 臨川書店 ]  
中橋孝博著 2005 「日本人の起源」 [講談社選書メチエ] 

授業形態 講義 
注意備考 集中講義で実施するので、講義日程を掲示板等で確認して履修して下さい。 
シラバスコード FIG13511 
実務経験のある教員  
達成目標 骨格資料を同定し、形質的な情報を操作する人類学上の技術を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館富岡研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics in Biosphere-Geosphere System I 
関連科目 自然人類学特論、人類学特論Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 人類学の到達点について、実際の骨考古学資料を利用して学ぶ。 
対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 講義の前にできるだけ下記の参考図書に目を通しておくことが望ましい。 

 



年度 2014 
授業コード FIG13610 
成績評価  各授業中に毎回リアクションペーパーを作成する時間を設ける。提出物の内容

を評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG13610 生物地球システム特別講義Ⅱ 
担当教員名 真鍋 真＊、能美 洋介 
単位数 1 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 恐⻯、鳥類の起源、大量絶滅 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物地球システム特別講義Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「恐⻯学」（ファストフスキー、ワイシャンペル著、真鍋 真監訳、丸善） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG13610 
実務経験のある教員  
達成目標 ・化石の形態の観察、解釈から、恐⻯の生理、行動、生態などを読み解く例を概

説出来ること。 
・ある恐⻯の系統を選び、その進化について、ヒトの解剖学や人類進化と対応さ
せながら概説できること。 
・短い英文の論文を読み、自己の興味に関連づけながら、その内容を紹介出来る
こと。 

受講者へのコメント  
連絡先 講師：真鍋真 （国立科学博物館） 

 受講に関する事務的な問い合わせは以下にお願いします。 
  能美洋介 （26 号館 3 階 y_noumi@big.ous.ac.jp） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics in Biosphere-Geosphere System II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  恐⻯を入口と題材に自然史、進化的な視点から過去はもとより、現在、未来を

考える機会を提供する。仮説とその検証に基づく恐⻯学を俯瞰することによって
科学的な思考方法を学ぶ。 



対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 ・シラバスをよく読んで、キーワードとなる語についてあらかじめ調べておくこ

と。 
・１日目の講義内容を復習し、課題に取り組むこと。 

 



年度 2014 
授業コード FIG13710 
成績評価 毎回簡単な演習を行ない、理解度を量ります。（30 点） 

期末にレポートを課し、その内容を評価します。（20 点） 
期末試験で学習内容の理解度を評価します。（50 点） 

曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG13710 実験データ処理法(再) 
担当教員名 能美 洋介 
単位数 2 
教科書 特に指定しません。 
アクティブラーニング  
キーワード 数値データ、統計処理、レポート 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 実験データ処理法(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 すぐわかる統計解析／石村貞夫／東京図書． 

これから論文を書く若者のために／酒井聡樹／共立出版． 
授業形態 講義 
注意備考 A4 のレポート用紙、定規、方眼紙、関数電卓を用意してください。 
シラバスコード FIG13710 
実務経験のある教員  
達成目標 数値データをわかりやすく整理することができる。 

数値データを図的に表現することができる。得られたデータや結果を適切に表現
することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 26 号館 3 階 能美研究室．y_noumi@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experimental Data Processing 
関連科目 地球科学実験Ⅰ・Ⅱ・Ⅲなど 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 実験や観測等で得られるデータ（主に数値データ）の取り扱い方の基礎を学び、

得られえたデータをもとにした科学的な思考法と表現方法を修得する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

 講義の目的と内容、進め方、成績のつけ方などを説明する。 
簡単な実験１ 



 数値データを取得する簡単な実験を行ない、取得データを整理する方法を解説
する。 
2 回 データ処理１ 表 
 表の役割について説明し、論文やレポートに使用する”表”の作り方について解
説する。 
3 回 データ処理２ グラフ１ ヒストグラム 
 ヒストグラムの役割と性質を説明し、論文やレポートに使用するヒストグラム
の作り方について解説する。 
4 回 データ処理３ グラフ２ 散布図 
 散布図の役割と性質を説明し、論文やレポー 

準備学習 シラバスによく目を通しておくこと。 
基礎的な統計学の本に目を通しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FIG13811 
成績評価 定期試験（100％）によって評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG13811 インターネット(再) 
担当教員名 福⽥ 尚也、笛⽥ 馨＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード インターネット 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 インターネット(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 情報リテラシー／富士通エフ・オー・エム株式会社／FOM 出版／9784865100716 

IT パスポート試験 直前対策 1 週間完全プログラム CBT 試験対応 シラバス
Ver2.0 準拠／富士通エフ・オー・エム株式会社／FOM 出版／9784893119773 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG13811 
実務経験のある教員  
達成目標 １．社会におけるインターネットの現状を理解すること。  

２．インターネットの基礎的なしくみを理解すること。  
３．電子メール、ＷＷＷなどインターネットの基本的なアプリケーションを利用
できること。  
４．著作権、情報セキュリティの基礎とモラルを理解すること。 
５．インターネットの活用の技術を身につけること。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 2 階 福⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Internet and World Wide Web 
関連科目 コンピュータリテラシー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 インターネットは社会のあらゆる分野に普及し、必要不可欠なものになってい

る。本講義はインターネットについて基礎知識と利用の現状、著作権や情報セキ
ュリティーなどについて説明したのち、生物地球学部の各コースにおける活用事
例を紹介することによって、インターネットを有効かつ適切に利用できるように



する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 インターネットの使い方について説明する。 

2 回 Web メールの使い方について説明する。 
3 回 インターネットとネットワークについて説明する。 
4 回 無線ネットワークと活用について説明する。 
5 回 情報セキュリティについて説明する。 
6 回 情報セキュリティと対策について説明する。 
7 回 オペレーティングシステムとソフトウェアについて説明する。 
8 回 ファイルとフォルダについて説明する。 
9 回 情報の検索と著作権について説明する。 
10 回 天文学におけるインターネットの活用について説明する。 
11 回 地 

準備学習 1 回 インターネットについて調べてみること。 
2 回 Web メールについて調べてみること。 
3 回 ネットワークについて調べてみること。 
4 回 無線ネットワークについて調べてみること。 
5 回 情報セキュリティについて調べてみること。 
6 回 コンピュータウィルス対策について調べてみること。 
7 回 ＯＳについて調べてみること。 
8 回 ディレクトリについて調べてみること。 
9 回 著作権について調べてみること。 
10 回 天文学について興味があることを調べてみること。 
11 回 地球・気象学について興味があることを調べて 

 



年度 2014 
授業コード FIG13911 
成績評価 課題レポート(20％)と定期試験(80％)によって評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(09〜11) 
見出し FIG13911 情報リテラシー(再) 
担当教員名 福⽥ 尚也、笛⽥ 馨＊ 
単位数 2 
教科書 情報リテラシー／富士通エフ・オ−・エム株式会社／FOM 出版／9784865100716 
アクティブラーニング  
キーワード オフィスアプリケーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報リテラシー(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 教員の免許状取得のための必修科目である。 
シラバスコード FIG13911 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)基礎的な情報リテラシーの実践と理解。 

(2)文章作成の技術の習得。 
(3)表作成の技術の習得。 
(4)表計算ソフトを用いたデータ抽出の技術の習得。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館２階 福⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Literacy 
関連科目 インターネット 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代のＩＣＴ社会で生活していくために必要な情報技術・情報モラルなどに関す

る基本的素養を学び、社会人として必要な情報活用能力を養う。コンピューター
の基本操作および文書処理や表計算、プレゼンテーション等のオフィスアプリケ
ーションソフトウェアの使い方を講義と演習を通して学習する。文書作成や表計
算の基本的な処理技術、表計算ソフトを用いたデータ抽出・グラフ作成の技術を
身につける。プレゼンテーションソフトを活用した、効果的な視覚表現の方法に
ついても実習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 コンピューターの起動と終了、ＧＵＩ、パスワードと情報管理について説明
する。 
2 回 文書作成の基礎としてエディタの活用、日本語入力について説明する。 
3 回 文書作成の基礎、オペレーティングシステムの役割（ファイル管理）につい
て説明する。 
4 回 文書作成における図や画像の活用について説明する。 
5 回 文書作成における表や文書デザインの変更について説明する。 
6 回 文書作成における数式の入力について説明する。 
7 回 情報の収集・検索と文書作成を活用した総合演習をする。 
8 回 データ処理のための表計算の基礎 

準備学習 1 回 配布された情報処理実習室のユーザーID について確認をしておくこと。 
2 回 前回の内容を復習しておくこと。 
3 回 前回の内容を復習しておくこと。 
4 回 前回の内容を復習しておくこと。 
5 回 前回の内容を復習しておくこと。 
6 回 前回の内容を復習しておくこと。 
7 回 前回の内容を復習しておくこと。 
8 回 前回の内容を復習しておくこと。 
9 回 前回の内容を復習しておくこと。 
10 回 前回の内容を復習しておくこと。 
11 回 前回の内容を復習しておくこと。 
12 回 前回の内容を復習しておくこと。 
13 回 前回 

 



年度 2014 
授業コード FIG13912 
成績評価 課題レポート(20％)と定期試験(80％)によって評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜08) 
見出し FIG13912 情報リテラシーⅡ(再) 
担当教員名 福⽥ 尚也、笛⽥ 馨＊ 
単位数 2 
教科書 情報リテラシー／富士通エフ・オ−・エム株式会社／FOM 出版／9784865100716 
アクティブラーニング  
キーワード オフィスアプリケーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報リテラシーⅡ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 教員の免許状取得のための必修科目である。 
シラバスコード FIG13912 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)基礎的な情報リテラシーの実践と理解。 

(2)文章作成の技術の習得。 
(3)表作成の技術の習得。 
(4)表計算ソフトを用いたデータ抽出の技術の習得。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館２階 福⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information Literacy II 
関連科目 インターネット 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代のＩＣＴ社会で生活していくために必要な情報技術・情報モラルなどに関す

る基本的素養を学び、社会人として必要な情報活用能力を養う。コンピューター
の基本操作および文書処理や表計算、プレゼンテーション等のオフィスアプリケ
ーションソフトウェアの使い方を講義と演習を通して学習する。文書作成や表計
算の基本的な処理技術、表計算ソフトを用いたデータ抽出・グラフ作成の技術を
身につける。プレゼンテーションソフトを活用した、効果的な視覚表現の方法に
ついても実習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 コンピューターの起動と終了、ＧＵＩ、パスワードと情報管理について説明
する。 
2 回 文書作成の基礎としてエディタの活用、日本語入力について説明する。 
3 回 文書作成の基礎、オペレーティングシステムの役割（ファイル管理）につい
て説明する。 
4 回 文書作成における図や画像の活用について説明する。 
5 回 文書作成における表や文書デザインの変更について説明する。 
6 回 文書作成における数式の入力について説明する。 
7 回 情報の収集・検索と文書作成を活用した総合演習をする。 
8 回 データ処理のための表計算の基礎 

準備学習 1 回 配布された情報処理実習室のユーザーID について確認をしておくこと。 
2 回 前回の内容を復習しておくこと。 
3 回 前回の内容を復習しておくこと。 
4 回 前回の内容を復習しておくこと。 
5 回 前回の内容を復習しておくこと。 
6 回 前回の内容を復習しておくこと。 
7 回 前回の内容を復習しておくこと。 
8 回 前回の内容を復習しておくこと。 
9 回 前回の内容を復習しておくこと。 
10 回 前回の内容を復習しておくこと。 
11 回 前回の内容を復習しておくこと。 
12 回 前回の内容を復習しておくこと。 
13 回 前回 

 



年度 2014 
授業コード FIG14011 
成績評価 提出課題(20%)、総合演習課題(30%)、定期試験(50%)によって評価を行う。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG14011 データ管理(再) 
担当教員名 ⿊⽥ 正博 
単位数 2 
教科書 「実践ドリルで学ぶ Office 活用術」ノア出版 
アクティブラーニング  
キーワード ”情報処理”、”プレゼンテーション” 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 データ管理(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG14011 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 情報収集から分析・加⼯、マルチメディアの活用を含む発表資料作成技術を

身につけること。 
(2) 効果的なプレゼンテーション資料の作成技術と発表技法を身につけること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⻄野研究室 21 号館 7 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Data Management 
関連科目 情報リテラシー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 これまで身につけた情報リテラシーを活用する場面として、プレゼンテーション

を取り上げ、情報収集から分析・加⼯、マルチメディアの活用を含む発表資料作
成まで、その知識と技術をコンピュータ実習により習得させる。 
各種の業務におけるコミュニケーションの必要性を基に、プレゼンテーションの
重要性とそのあり方を講述した後、企画、データ収集、分析と加⼯、まとめ上げ、
情報発信の各過程における具体的な理論と技術を講述する。 
これらの中で、音・音声、画像・映像などのマルチメディアも扱い、アニメーシ
ョンも含むマルチメディアの利用方 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 イントロダクション。実務・業務における情報処理について概説する。 
2 回 プレゼンテーションの基礎と企画について解説する。 
3 回 データの収集と分析について解説する。 
4 回 収集データの加⼯について解説する。 
6 回 Office ソフトの連携と Office オブジェクトの活用について解説する。 
7 回 マルチメディアを利用した効果的な情報発信について解説する。 
9 回 レポートタイププレゼンテーション 1(ワンシート、報告書)による情報発信
について解説する。 
10 回 レポートタイププレゼンテーション 2(報告書) 

準備学習 1 回 情報リテラシーで学んだデータ集計に用いる Excel 関数の使用法の復習す
ること。 
2 回 企画の立案から、データ収集と解析、プレゼンテーションまでの過程を調べ
ること。 
3 回 大量データの集計方法に用いる Excel 関数の使い方を調べること。 
4 回 情報データのデータベース化と情報抽出方法に必要な Excel 関数を調べる
こと。 
5 回 Excel よるグラフ描画機能を理解しておくこと。 
6 回 PowerPoint への図・表貼り付け方法を習得しておくこと。 
7 回 PowerPoint の標準的な機能を理解しておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FIG14110 
成績評価 期末試験で評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜10) 
見出し FIG14110 地球・宇宙のための基礎数学(再) 
担当教員名 能美 洋介 
単位数 2 
教科書 指定しない。 

毎回プリントを用意する。 
アクティブラーニング  
キーワード 角度計算、幾何学、指数・対数計算、三角関数、平面座標、微分法・積分法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球・宇宙のための基礎数学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 高校数学が苦手だった人、高校で数学Ⅱ．Ⅲを履修しなかった人を想定して講義

を行ないます。地球系進学希望者でなくても受講可能です。 
１０生までの開講科目です。 

シラバスコード FIG14110 
実務経験のある教員  
達成目標 ・度分秒の計算の計算ができる。 

・指数・対数計算ができる。 
・三角関数に関する基本的事項について理解する。 
・実験・観測データの適切な数値処理ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２６号館３階 能美研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Math for Earth and Cosmic Sciences 
関連科目 地球系の各講義 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  地球科学や天文学では、研究対象となる場所や天体の位置などの空間内の位置

を明らかにすることが重要である。また、位置を記述するためには測量について
の知識や計算力が必要であるが、このためには角度の変換、平方根計算、指数・
対数計算、三角関数などの基礎知識が必要でなる。本講義では、高校までの数学
の基本事項を復習し、科学的な思考方法と論述方法の基礎を学ぶ。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

 講義の目的や進め方を説明し、基礎学力はかる簡単な試験を行う。 
2 回 図形の証明 
 幾何学の証明問題について解説する。 
3 回 角度と平方根 
 経緯度計算や時間計算に用いる角度計算、平方根の取り扱いについて講義す
る。 
4 回 近似値、有効数字、補正計算 
 実験データ処理で必須の、値のまるめ方、近似値を使った四則計算、有効数字
の処理法、補正計算などを講義する。 
5 回 文字と式 
 文字変数を使った計算方法、式の展開と因数分解について講義する。 
6 回 方程式と不等式 
 １次から３次の方程式 

準備学習  シラバスによく目を通し、各界の講義内容を把握しておき、各講義の前には講
義内容の語をキーワードとしてその内容を予習しておいてください。 
 また、毎回演習問題をします。問題の復習も行ってください。 

 



年度 2014 
授業コード FIG14211 
成績評価 定期試験（60 点）とレポート（40 点）で評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG14211 地球・宇宙のための物理数学Ⅰ(再) 
担当教員名 ⽥邉 健茲 
単位数 2 
教科書 物理のための数学／和達三樹著／岩波書店／9784000076500 
アクティブラーニング  
キーワード 偏微分、ベクトルの微分演算子、ベクトル場の積分定理、連続体力学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球・宇宙のための物理数学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⼾⽥盛和著「ベクトル解析」，巽友正著「連続体力学」、ほか多数 
授業形態 講義 
注意備考 この講義専用のノートを用意すること。ルーズリーフは使わないように。 

試験問題はレポート課題から多く出題されるので、課題にはきちんと取り組んで
ほしい。 

シラバスコード FIG14211 
実務経験のある教員  
達成目標 多変数の関数ならびに偏微分、場の概念、さらにはベクトル解析に現れるいくつ

かの微分演算子と積分定理を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 4 階、内線 6117 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physical Mathematics for Earth and Cosmic Science I 
関連科目 物理学基礎論ⅠおよびⅡ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球の大気や海洋、さらには天体などは連続体と見做せる。この講義では連続体

の力学を学ぶための基礎であるベクトル解析の初歩を学ぶことを目的とする。特
に、気象、海洋など、そして星の内部構造などの理論的な勉強には必須であると
思われる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 序論−連続体について− 

自然界に存在する物体は広がりを持つ。このような物体（たとえば水、空気など）
の運動を考える場合、それらを粒子の集まりではなく「連続体」とみなすほうが、



その運動を扱う上で便利である。ここでは、そもそも連続体とはどのようなもの
か、またどのような種類の連続体があるか、などについて解説する。 
2 回 初等関数(1)− 指数関数と対数関数 − 
数学的な基礎を確実にするために、初等関数のうち指数関数ならびに対数関数
（これらは互いに逆関数の関係にある）の定義および性質について基本から学
ぶ。 
3 

準備学習 1 回 なし 
2 回 逆関数 
3 回 前回の復習 
4 回 微分の定義 
5 回 前回の復習 
6 回 ベクトルの加法、ベクトルの内積 
7 回 行列 
8 回 第 5 回の内容。 
9 回 前回の復習 
10 回 前回の復習 
11 回 前回の復習 
12 回 特になし。 
13 回 特になし。 
14 回 前回と前々回の復習 
15 回 これまで学んだことの復習 

 



年度 2014 
授業コード FIG14310 
成績評価 レポート課題（30%）と定期試験（70%）によって総合評価する。採点の基準は

100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。また、授業回数の 1/3 以上の欠席が
認められた場合には試験成績は無効とみなし、E 評価とする。 

曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG14310 地球・宇宙のための物理数学Ⅱ(再) 
担当教員名 大橋 唯太 
単位数 2 
教科書 なし。 
アクティブラーニング  
キーワード 常微分方程式 

偏微分方程式 
SI 単位系 
物性値 
連続体力学 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球・宇宙のための物理数学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 野崎亮太 「道具としての微分方程式」 （日本実業出版社） 

岸野正剛 「今日から使える物理数学」 （講談社サイエンティフィク） 
授業形態 講義 
注意備考 本講義を学んでいくには、地球・宇宙のための物理数学Ⅰ（前期開講）で習得し

た知識を必要とするため、あらかじめ受講しておくことを強く勧める。 
天文学コースや地球・気象学コースを目指す人は、受講することを強く勧める。 

シラバスコード FIG14310 
実務経験のある教員  
達成目標 ・微分と積分の関係，常微分と偏微分の違いなど，基礎的な理解が示せるように

なる。 
・微分方程式を解くことができるようになる。 
・近似と誤差について簡単な数値的な表現ができるようになる。 
・様々な自然現象を表す微分方程式について，その物理的解釈と解の振る舞いが
方程式の各項から予想できるようになる。 
・微分方程式を差分近似表現に変えられるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 大橋唯太 ２１号館６階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Physical Mathematics for Earth and Cosmic Science II 
関連科目 地球・宇宙のための物理数学Ⅰ 

天体物理学Ⅰ・Ⅱ 
大気物理学 
物理地学 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 天文学・気象学・水文学・地球惑星科学など、宇宙・惑星物理学を理解するため

には、流体や弾性体の力学的性質を数学的に記述することが必要不可欠である。
その基礎となる常微分・偏微分方程式について、おもに講義をおこなう。また、
自然現象の物理的解釈をするうえで必要である、物質特有の様々な物性値やその
単位についても理解を深めていく。特に、身近な例をもとに微分方程式の表現に
ついてわかりやすく説明していく。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションを行い，授業の進め方や参考図書の紹介などを説明す

る。 
2 回 様々な物質の物理的性質と単位系について説明する。 
3 回 微分方程式の基礎的事項について，ニュートンの運動方程式を題材にして
説明する。 
4 回 １階線形常微分方程式について，自由落下運動と放射性崩壊を題材に説明
する。 
変数分離法による解法を習得する。 
5 回 １階非線形常微分方程式について，空気抵抗のある落下運動を題材に説明
する。 
6 回 人口予測モデルを題材に，線形常微分方程式と非線形常微分方程式を使っ
たケースを説明する。 
7 回 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 SI 単位系について調べておくこと。 
3 回 常微分と偏微分の物理的な違いと関係について調べておくこと。 
微分と積分の関係について復習しておくこと。 
ニュートンの運動方程式について調べておくこと。 
4 回 自由落下の場合の微分方程式を考えておくこと。 
放射性崩壊とは何かを調べておくこと。 
5 回 線形と非線形の違いを調べておくこと。 
6 回 これまでの復習をしておくこと。 
7 回 １階線形常微分方程式の講義を復習し，２階線形常微分方程式との違いを
考えておくこと。 
8 回 マク 

 



年度 2014 
授業コード FIG14411 
成績評価 実習後にパワーポイントを使用したレポートを提出(70%)、また報告会でのプレ

ゼンテーション(30%)により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG14411 エコツーリズム技法(再) 
担当教員名 ⻄村 直樹、正⽊ 智美＊、松本 毅＊、小原 比呂志＊、市川 聡＊、高橋 和

成＊ 
単位数 2 
教科書 適宜プリント資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード エコツアー、フィールドワーク、屋久島、自然保護 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 エコツーリズム技法(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 山の自然学／小泉武栄／岩波新書：山が楽しくなる地形と地学／広島三郎／ヤマ

ケイ山岳選書，山と渓谷社：地図の読み方／平塚晶人／BE-PAL BOOKS，小学
館 

授業形態 講義 
注意備考 定員 20 名のため、また大学コンソーシアム岡山に科目提供しているため、希望

者多数の場合は、履修届の訂正期限前に、抽選を行う。受講希望者は履修届提出
前に担当者（⻄村）に受講希望の連絡をすること。なお、新入生以外の受講希望
者は４月初旬の説明会（ポスターで掲示）に参加すること。参加経費（滞在費、
往復交通費、実習用具費など）は自己負担で、現地集合・現地解散である。事前・
事後の連絡は電子メールやブログでおこない、レポート提出はメモリー持参かメ
ール添付のこと。 

シラバスコード FIG14411 
実務経験のある教員  
達成目標 １．エコツアーおよびフィールドワークに必要な野外活動技術の基礎を習得す

る。 
２．自然の仕組みを理解するとともに、いかに解説するかを習得する。 
３．自然保護に留意したエコツアーのあるべき姿を習得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⻄村直樹（10 学舎５Ｆ） 

屋久島野外活動総合センター 0997-42-0944  forest@ynac.com 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Ecotourism field practice 
関連科目 「植物系統分類学」など動植物や生態，地質や地形、気象に関する講義を履修す

ることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 世界自然遺産の島、屋久島において、自然の仕組みとエコツーリズムの在り方，

およびフィールドワークにおける基礎技法を学ぶことを目的とする屋久島実習
である。エコツアー（Ａコース）とフィールドワーク(Ｂコース）の２コースを予
定している。 
エコツアーコースでは、フォレストウォークやスノーケリングなどの野外活動を
通して、自然の仕組みを体感し、エコツーリズムの在り方を学ぶことを目的とし
ている。 
フィールドワークコースでは、沢登り，山中泊と登山、などの野外活動を通して、
フィールドでの活動技術を習得することが目的である。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 実習を安全に実施するために、2−3 回の事前指導（5 月から 7 月の土曜日）を行

うので、必ず参加し、その都度、指示された準備学習を行うこと。 
 



年度 2014 
授業コード FIG14510 
成績評価 中間試験 40％と定期試験 60％で評価する． 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG14510 アルゴリズム(再) 
担当教員名 矢城 陽一朗 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 アルゴリズム(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 はじめての生命科学／岡本威明・佐藤健三・直島好伸・⻑谷川靖／三共出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG14510 
実務経験のある教員  
達成目標 ・境界条件を理解する． 

・分子動力学計算のアルゴリズムを理解する． 
・シミュレーションに用いる統計集合を理解する． 
・モンテカルロシミュレーションのアルゴリズムを理解する． 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階 矢城研究室 yagi@sp.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Algorithm 
関連科目 物理学基礎論 I を履修していることが望ましい． 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 古典力学に基づいた分子動力学計算について説明する．また統計・確率に基づい

たモンテカルロシミュレーションシミュレーションのアルゴリズムについて講
義する． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 コンピュータシミュレーションについて説明する。 

2 回 力学の復習をする。特にニュートンの運動方程式について講義する。 
3 回 境界条件（周期境界条件，自由端境界条件，固定端境界条件）について講義
する。 



4 回 分子動力学法：定エネルギー分子動力学法について講義する。 
5 回 分子動力学法：定温分子動力学法について講義する。 
6 回 分子動力学法：オイラー法，ベルレ法について講義する。 
7 回 分子動力学法：速度ベルレ法，蛙とび法，Beeman 法について講義する。 
8 回 中間試験を行い，試験終了後，問題解説を行 

準備学習 1 回 身の回りでコンピュータシミュレーションがどのように使われているか，
調べてみること． 
2 回 質点，質点系の力学（ニュートンの運動方程式）を復習しておくこと． 
3 回 配布プリントの境界条件の項をよく読んでおくこと． 
4 回 ニュートンの運動方程式，力学的エネルギー保存則について復習をしてお
くこと． 
5 回 配布プリントの定温分子動力学法および速度スケーリングの項をよく読ん
でおくこと． 
6 回 微分法（テイラー展開）について復習（または予習）をしておくこと． 
7 回 二階微分，三階微分，第５回の速度スケーリングに 

 



年度 2014 
授業コード FIG14611 
成績評価 中間試験(50%)，定期試験(50%)によって行う． 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜12) 
見出し FIG14611 ソフトウェア設計(再) 
担当教員名 ⿊⽥ 正博 
単位数 2 
教科書 次の Web ページを利用：「http://www.soci.ous.ac.jp/~kuroda/」の「Lectures」 
アクティブラーニング  
キーワード 情報システム，システム開発法，ハードウエア，ソフトウエア，データベース，

インターネット 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ソフトウェア設計(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する． 
授業形態 講義 
注意備考 実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」「ビジネス実務士」の認定科目であ

る． 
シラバスコード FIG14611 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) システム開発や運営管理などで要求される知識を幅広く理解すること．(2) 

ファイル管理に関わるソフトウエアやデータベース，ネットワーク技術の基本事
項を理解すること． 

受講者へのコメント  
連絡先 ⿊⽥研究室 21 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Software Design 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 システム開発や運営・管理などのシステム管理をおこなう際に要求される知識を

幅広く学習する．さらに，ファイル管理に関わるソフトウエアやデータベース，
コンピュータネットワーク技術などについても学習する．システム管理に関し
て，情報システムや EUC におけるシステム設計と要求分析，各種設計手法，⼯
程管理や品質管理などの開発管理手法，さらにシステム運用と管理の理論，ファ
イル管理について理解を深める．次に，OS や応用ソフトエアの種類と特徴，ソ
フトウエアの開発環境について学ぶ．また，ファイル管理とかかわってデータベ



ースの応 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。情報システムとシステム管理について概略を説明す

る。 
2 回  情報システムの利用目的は何であるかを説明する。 
3 回  情報システムはどのような目的で構築されるかを説明する。 
4 回  システム開発方法とその特徴を説明する。 
5 回  システムの設計から完成までの一連の流れを説明する。 
6 回  情報システムのプログラム開発方法とテスト，運用管理について説明する。 
7 回  試験を行うので、第 1 回から第 6 回までの内容をよく理解し整理しておく
こと。試験終了後に出題内容について解説を行う。 
8 回 

準備学習 1 回 情報システムとシステム管理について概略について予習すること。 
2 回  情報システムの利用目的は何であるかを予習すること。 
3 回  情報システムの開発組織とシステム管理の役割について予習しておくこ
と。 
4 回  3 つのシステム開発方法について予習をしておくこと。 
5 回  システム開発の特徴を整理し，相違点および特徴を復習しておくこと。 
6 回  システムのプログラム開発方法とテストの役割について予習をしておくこ
と。 
7 回  第 1 回から第 6 回までの内容をよく理解し整理しておくこと。 
8 回  データの統計的処 

 



年度 2014 
授業コード FIG2L20 
成績評価 課題レポート(30％)と定期試験(70％)の結果により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(〜11) 
見出し FIG2L20 応用プログラミングⅠ(再) 
担当教員名 福⽥ 尚也 
単位数 2 
教科書 「ゼロからはじめる Visual Basic 入門」基礎からゲーム作成まで／藤本邦昭 著

／森北出版株式会社／ISBN 978-4-627-84991-4 
アクティブラーニング  
キーワード Visual Basic、プログラミング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用プログラミングⅠ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 すっきりわかった！Visual Basic／日向俊二／アスキー・メディアワークス 
授業形態 講義 
注意備考 集合する教室に注意すること。 
シラバスコード FIG2L20 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)Visual Basic 言語で簡単なプログラムを作成できるようになる。 

(2)Visual Basic 言語で書かれた既存のプログラムの内容を理解出来るようにな
る。 
(3)Visual Studio のソフトウェアが使えるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館２階 福⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Programming I 
関連科目 応用プログラミングⅡ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 Windows のソフトウェア開発には Visual Basic 言語などが用いられている。

Visual Basic 言語は、教育現場で一番多く利用されていたプログラミング言語で
ある Basic の流れをくんでおり、プログラミングの初⼼者向けに作られた言語で
あるが、商用のアプリケーションを開発できる環境を持つ。Visual Basic 言語の
プログラムを作成したり、あるいは既存プログラムを理解できるようになるため
の実践的基礎を見に付けてもらうことを目的にする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 Visual Basic の概要について説明する。 
2 回 順次処理について説明する。 
3 回 順次処理の演習について説明する。 
4 回 選択処理について説明する。 
5 回 選択処理の演習について説明する。 
6 回 繰り返し処理について説明する。 
7 回 繰り返し処理の演習について説明する。 
8 回 配列について説明する。 
9 回 配列の演習について説明する。 
10 回 ファイル処理について説明する。 
11 回 ファイル処理の演習について説明する。 
12 回 プロシージャについて説明する。 
13 回 プロシージャの演習につい 

準備学習 1 回 教科書の第 1 章を予習しておくこと。 
2 回 教科書の第 2 章「順次処理 」を予習しておくこと。 
3 回 教科書の第 2 章「順次処理 」を復習しておくこと。 
4 回 教科書の第 3 章「選択処理」を予習しておくこと。 
5 回 教科書の第 3 章「選択処理 」を復習しておくこと。 
6 回 教科書の第 4 章「繰り返し処理」を予習しておくこと。 
7 回 教科書の第 4 章「繰り返し処理」を復習しておくこと。 
8 回 教科書の第 5 章「配列」を予習しておくこと。 
9 回 教科書の第 5 章「配列」を復習しておくこと。 
10 回 教科書の第 6 章「ファイ 

 



年度 2014 
授業コード FII00510 
成績評価 レポート課題の内容、定期試験の結果を総合的に判断して評価する。レポート課

題等の平常点と定期試験の評価比率は、ほぼ３０％：７０％とする予定である。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14) 
見出し FII00510 電子計算機概論 
担当教員名 草野 泰秀＊ 
単位数 2 
教科書 コンピュータ概論 ー 情報システム入門、第５版、魚⽥勝臣編著、共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード ビット、２進数、基数変換、コンピュータ、論理回路 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 プロジェクタ―の画面について，できるだけ学生に配慮して画面の拡大等をした

い。プロジェクター画面のプリントも配布するようにしたい。 
科目名 電子計算機概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FII00510 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）ビット・バイトによるデジタルデータの表現を理解できること。 

（２）２進法によるデータ表現を理解できること、基数変換を計算できること。 
（３）コンピュータの構成原理を理解できること。 
（４）コンピュータの実現できる基本技術を理解できること。 

受講者へのコメント 重要な内容を定着させるために，五感を多く使い，書かせることにより体で覚え
てもらうのが一番なので，プリントに空欄（  ）を入れて学生自身に書かせた。
また，特に重要な部分は演習問題を課題提出させ， 
定着させるために提出後解説した。 

連絡先 草野 泰秀 ya-kusano@knh.biglobe.ne.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 計算機システムの専門用語，基本的な２進数，10 進数の基数変換，ハードウェア
回路設計等にウエートをおいたが，おおむね受け入れられているようだ。 

英文科目名 Introduction to Computer Science 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 特に大きな変更はないが，学生との質疑応答を多くとり，学生の理解力を配慮し

たい。 
講義目的  この授業目的はコンピュータの基礎的な知識を学ぶことである。 



 現代のディジタル社会において、数えきれないほどディジタル機器で満ちあふ
れている。例えば、スマートフォン、ゲーム機などのようなディジタル機器は、
コンピュータがディジタルデータを処理することによって各自の役割を果たし
ている。そのため、ディジタル社会に生活をする我々にとって、コンピュータの
知識をもつことは特に重要となっている。 
 この授業では、まず０または１の数値（ビット）を用いた数値表現や演算方法
について学習する。次に、コンピュータの基本構成要素 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（概論） 

2 回 ２進表記法、８進表記法、１６進表記法による数値データの表現を説明す
る。 
3 回 ２進数と１０進数の間の基数変換、２進数と８進数や１６進数の間の基数
変換について説明する。 
4 回 基数変換の演算を説明する。 
5 回 実数の表現形式について説明する。 
6 回 論理回路の基礎となるブール代数（論理演算）を説明する。 
7 回 中間テスト 
8 回 コンピュータの基本構成や各装置の概要について説明する。 
9 回 論理回路の基本要素となる論理和回路、論理積回路、否定回路などについて
説明する。 
 

準備学習 1 回 教科書の第１章と第３章を予習すること。 
2 回 教科書の 4.1 節、4.2 節、4.3 節を予習すること。 
3 回 教科書の 4.3 節を予習すること。第２回の内容を復習し、宿題を理解するこ
と。 
4 回 第３回の内容を復習し、宿題を理解すること。 
5 回 教科書の 4.3 節の内容、特に 4.3.2 節の内容を予習すること。 
6 回 配られた資料の「ブール代数」の部分を予習すること。 
7 回 第２回?第６回までの内容を復習すること。 
8 回 教科書の 5.1 節、5.2 節の内容を予習すること。 
9 回 教科書の 5.3.1 節を予習すること 

 



年度 2014 
授業コード FII00520 
成績評価 レポート課題の内容、定期試験の結果を総合的に判断して評価する。レポート課

題等の平常点と定期試験の評価比率は、ほぼ３０％：７０％とする予定である。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14) 
見出し FII00520 電子計算機概論 
担当教員名 劉 渤江 
単位数 2 
教科書 コンピュータ概論 ー 情報システム入門、第５版、魚⽥勝臣編著、共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画の中に【 】で囲んで示してある。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電子計算機概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FII00520 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）ビット・バイトによるデジタルデータの表現を理解できること。 

（２）２進法によるデータ表現を理解できること、基数変換を計算できること。 
（３）コンピュータの構成原理を理解できること。 
（４）コンピュータの実現できる基本技術を理解できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 １５号館３階 劉研究室 086-256-9658 liu@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Computer Science 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  この授業目的はコンピュータの基礎的な知識を学ぶことである。 

 現代のディジタル社会において、数えきれないほどディジタル機器で満ちあふ
れている。例えば、スマートフォン、ゲーム機などのようなディジタル機器は、
コンピュータがディジタルデータを処理することによって各自の役割を果たし
ている。そのため、ディジタル社会に生活をする我々にとって、コンピュータの
知識をもつことは特に重要となっている。 
 この授業では、まず０または１の数値（ビット）を用いた数値表現や演算方法



について学習する。次に、コンピュータの基本構成要素 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（概論） 

2 回 ２進表記法、８進表記法、１６進表記法による数値データの表現を説明す
る。 
【ビット、２進法、８進法、１６進法】 
3 回 ２進数と１０進数の間の基数変換、２進数と８進数や１６進数の間の基数
変換について説明する。 
【基数変換】 
4 回 基数変換の演算を説明する。 
5 回 実数の表現形式について説明する。 
【数値データ、整数の表現、実数の表現】 
6 回 論理回路の基礎となるブール代数（論理演算）を説明する。 
【AND ゲート、OR ゲート、NOT ゲート、論理回路】 
7 回 中間テスト 
8 

準備学習 1 回 教科書の第１章と第３章を予習すること。 
2 回 教科書の 4.1 節、4.2 節、4.3 節を予習すること。 
3 回 教科書の 4.3 節を予習すること。第２回の内容を復習し、宿題を理解するこ
と。 
4 回 第３回の内容を復習し、宿題を理解すること。 
5 回 教科書の 4.3 節の内容、特に 4.3.2 節の内容を予習すること。 
6 回 配られた資料の「ブール代数」の部分を予習すること。 
7 回 第２回?第６回までの内容を復習すること。 
8 回 教科書の 5.1 節、5.2 節の内容を予習すること。 
9 回 教科書の 5.3.1 節を予習すること 

 



年度 2014 
授業コード FII00610 
成績評価 課題提出（50%），小テスト（30%），そして定期試験（20%）により評価を行う。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14) 
見出し FII00610 文書処理 
担当教員名 澤見 英男 
単位数 2 
教科書 情 報 リ テ ラ シ ー ／ 富 士 通 エ フ ・ オ − ・ エ ム 株 式 会 社 ／ FOM 出 版  ／

9784865100716 
アクティブラーニング  
キーワード パソコン，ワープロ，表計算，コンピュータリテラシー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 （１）関数の使い方や意味についてもう少しおそわりたかった。（２）少し寒いで

す。との意見がありました。課題の数と内容を⼯夫するなどしたいと考えていま
す。また、エアコンからの風が良く当たる場所の温度に配慮するようにします。 

科目名 文書処理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「Microsoft Office Specialist」Microsoft Word 2010 対策テキスト＆問題集／Ｆ

ＯＭ出版 
「Microsoft Office Specialist」Moicrosoft Excel 2010 対策テキスト＆問題集／Ｆ
ＯＭ出版 

授業形態 講義 
注意備考 文書処理は多クラス開講である。この実習は基本的に他学科の学生は履修できな

い。センター実習室と学科実験室を活用し学科内にある e-Learning システムを
利用して資料の提示，レポートの提出を行う。 

シラバスコード FII00610 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)コンピュータの基本操作を理解し，問題解決に役立てることができる。(2)イ

ンターネットを利用し，問題解決のための検索を効率良く行うことができる。(3)
ワープロソフトによる文章の構成法や整形法，数式の記述などができる。(4)それ
ぞれの目標に応じた自由なレイアウトができる。(5)表計算ソフトを利用してデ
ータの整理，グラフの作成などができる。 

受講者へのコメント 講義内容に対し興味を維持しがんばって取り組んでくれたものと思います。 
連絡先 澤見英男研究室（1 号館 4 階）086-256-9620 sawami@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習に取り組んだとの解答総数が計２０件（約６３％）ありました。
この授業の目的を達成できましたかの質問に対しては、”できた”と”だいたいで
きた”とを合わせると７８％程在りました。授業前半に資料提供用サーバが外部
からのアタックを受けたため別のサーバに切り替えるようなことをしましたの



で、その影響が出たものと思います。授業目的の達成率がより高くなるようサー
バ環境を整備しておきます。 

英文科目名 Computer Literacy 
関連科目 プログラミング基礎，応用プログラミング I・II，Web プログラミング I・II 
次回に向けての改善変更予定 この授業の目的を達成できましたかの質問に対しする、”できた”と”だいたいで

きた”とを合わせた率が１００％に近づくよう⼯夫するようにしてみます。 
講義目的 情報科学科の学生として，今後の学習に必要となるコンピュータの基本操作と，

ワープロソフトや表計算ソフトの操作を身につけることを目的とする。パソコン
実習室を利用し，毎回，課題の作成を通して，アプリケーションの操作などを学
習する．課題作成時には，インターネットを利用し，必要なデータや情報を適切
に検索する技術を身につける。課題の提出は学科内に設置した e-Learning シス
テムを利用する。提出された課題ファイルは採点され，全体の評価の一部として
取り扱われる。小テストと定期試験では，時間内に課題コンテンツの作成など 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実習室の利用について説明する 

2 回 Windows の基本操作，日本語入力について説明する 
3 回 ワープロ１ 基本操作，ページ設定について説明する 
4 回 ワープロ２ 図の挿入と編集，文章の校正，コメントの利用について説明す
る 
5 回 ワープロ３ 表，段組み，タブとリーダーについて説明する 
6 回 ワープロ４ ワープロを使った表現について説明する 
7 回 ワープロ５ ワープロの編集機能について説明する 
8 回 ワープロの演習とレポートの作成 
9 回 表計算１ 基本操作，データの入力，表の作成について説明する 
10 

準備学習 1 回  
情報モラルと情報セキュリティにつき教科書（ページ Ｍ）の該当部分を読み，
タッチタイピングの練習を行っておくこと 
2 回 教科書（ページ S）を読み，基本操作の確認，テキストエディタによる文
章入力の練習をすること 
3 回 教科書（W-1 から W-15）を読み，Word の基本操作を確認しておくこと 
4 回 教科書（W-16 から W-24）を読み，Word における図の挿入などの操作を
確認しておくこと 
5 回 教科書（W-25 から W-29）を読み，Word における表の作成などの操作を
確認しておくこと 
6 回 教科書（W 

 



年度 2014 
授業コード FII00620 
成績評価 課題提出（50%），小テスト（30%），そして定期試験（20%）により評価を行う． 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14) 
見出し FII00620 文書処理 
担当教員名 劉 渤江 
単位数 2 
教科書 情 報 リ テ ラ シ ー ／ 富 士 通 エ フ ・ オ − ・ エ ム 株 式 会 社 ／ FOM 出 版  ／

9784893118776 
アクティブラーニング  
キーワード パソコン，ワープロ，表計算，コンピュータリテラシー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 文書処理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 ・文書処理は 3 クラス開講であるが，第 1 回目は，新入生オリエンテーションで

案内する教室にて行う．・クラス分けは主にタッチタイピングの成績で行う．・こ
の実習は基本的に他学科の学生は履修できない．・センター実習室と学科実験室
を活用し学科内にある e-Learning システムを利用して資料の提示，レポートの
提出を行う． 

シラバスコード FII00620 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)コンピュータの基本操作を理解し，問題解決に役立てることができる．(2)イ

ンターネットを利用し，問題解決のための検索を効率良く行うことができる．(3)
ワープロソフトによる文章の構成法や整形法，数式の記述などができる．(4)それ
ぞれの目標に応じた自由なレイアウトができる．(5)表計算ソフトを利用してデ
ータの整理，グラフの作成などができる． 

受講者へのコメント  
連絡先 劉渤江研究室 15 号館 3 階 086-256-9658 liu@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Literacy 
関連科目 プログラミング基礎，応用プログラミング I・II・III，Web プログラミング I・II・

III 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 情報科学科の学生として，今後の学習に必要となるコンピュータの基本操作と，



ワープロソフトや表計算ソフトの操作を身につけることを目的とする．パソコン
実習室を利用し，毎回，課題の作成を通して，アプリケーションの操作などを学
習する．課題作成時には，インターネットを利用し，必要なデータや情報を適切
に検索する技術を身につける．課題の提出は学科内に設置した e-Learning シス
テムを利用する．提出された課題ファイルは採点され，全体の評価の一部として
取り扱われる．小テストと定期試験では，時間内に課題コンテンツの作成など 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  クラス分け，実習室の利用について説明する。 

2 回  Windows の基本操作，日本語入力について説明する。 
3 回  ワープロ１ 基本操作，ページ設定について説明する。 
4 回  ワープロ２ 図の挿入と編集，文章の校正，コメントの利用について説明
する。 
5 回 ワープロ３ 表，段組み，タブとリーダーについて説明する。 
6 回  ワープロ４ ワープロを使った表現について説明する。 
7 回  ワープロ５ ワープロの編集機能について説明する。 
8 回  表計算１ 基本操作，データの入力，表の作成について説明する。 
 

準備学習 1 回  タッチタイピングの練習を行っておくこと。 
2 回  教科書（ページ S）を読み，基本操作の確認，テキストエディタによる
文章入力の練習をすること． 
3 回  教科書（W-1 から W-15）を読み，Word の基本操作を確認しておくこと． 
4 回  教科書（W-16 から W-24）を読み，Word における図の挿入などの操作
を確認しておくこと． 
5 回  教科書（W-25 から W-29）を読み，Word における表の作成などの操作
を確認しておくこと． 
6 回  教科書（W-30 から W-43）を読み，Excel や図表の整理， 

 



年度 2014 
授業コード FII00630 
成績評価 課題提出（50%），小テスト（30%），そして定期試験（20%）により評価を行う。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14) 
見出し FII00630 文書処理 
担当教員名 草野 泰秀＊ 
単位数 2 
教科書 情 報 リ テ ラ シ ー ／ 富 士 通 エ フ ・ オ − ・ エ ム 株 式 会 社 ／ FOM 出 版  ／

9784865100716 
アクティブラーニング  
キーワード パソコン，ワープロ，表計算，コンピュータリテラシー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 プロジェクタ―の画面が見えにくいので，中間モニタ設備の設置をお願いし，で

きる限り文字等を大きく拡大するようにしたい。プロジェクター画面のプリント
を配布したい。 

科目名 文書処理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「Microsoft Office Specialist」Microsoft Word 2010 対策テキスト＆問題集／Ｆ

ＯＭ出版 
「Microsoft Office Specialist」Moicrosoft Excel 2010 対策テキスト＆問題集／Ｆ
ＯＭ出版 

授業形態 講義 
注意備考 文書処理は多クラス開講である。この実習は基本的に他学科の学生は履修できな

い。センター実習室と学科実験室を活用し学科内にある e-Learning システムを
利用して資料の提示，レポートの提出を行う。 

シラバスコード FII00630 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)コンピュータの基本操作を理解し，問題解決に役立てることができる。(2)イ

ンターネットを利用し，問題解決のための検索を効率良く行うことができる。(3)
ワープロソフトによる文章の構成法や整形法，数式の記述などができる。(4)それ
ぞれの目標に応じた自由なレイアウトができる。(5)表計算ソフトを利用してデ
ータの整理，グラフの作成などができる。 

受講者へのコメント この講義は，実習中⼼なので，分からないことは挙手して支援を求めてほしい。
そうすれば，駆けつけて即解決する。実習中⼼の講義は，教員を活用すれば理解
が深まるはずだ。また，実技をともなうこのような科目は，パソコンの操作法，
スキル等を積み重ねた授業なので，休むと習得が難しく，課題の提出も困難にな
るので，皆勤で出席するよう⼼掛けていただきたい。今回，課題として難易度の
高い追加問題を入れたが，難しいという感想もあったが，「実践的でよかった。」
という感想もあり以後も取り入れていきたい。 

連絡先 草野 泰秀 mail:yakusano3@gmail.com 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この講義は，劉先生，澤見先生，私の 3 クラスで同じ進度で実施し，達成度，満
足度もよく，おおむね受け入れられているようだ。 

英文科目名 Computer Literacy 
関連科目 プログラミング基礎，応用プログラミング I・II，Web プログラミング I・II 
次回に向けての改善変更予定 特に大きな変更はないが，学生との質疑応答の時間を多くとり，学生の理解力を

配慮したい。 
講義目的 情報科学科の学生として，今後の学習に必要となるコンピュータの基本操作と，

ワープロソフトや表計算ソフトの操作を身につけることを目的とする。パソコン
実習室を利用し，毎回，課題の作成を通して，アプリケーションの操作などを学
習する．課題作成時には，インターネットを利用し，必要なデータや情報を適切
に検索する技術を身につける。課題の提出は学科内に設置した e-Learning シス
テムを利用する。提出された課題ファイルは採点され，全体の評価の一部として
取り扱われる。小テストと定期試験では，時間内に課題コンテンツの作成など 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実習室の利用について説明する 

2 回 Windows の基本操作，日本語入力について説明する 
3 回 ワープロ１ 基本操作，ページ設定について説明する 
4 回 ワープロ２ 図の挿入と編集，文章の校正，コメントの利用について説明す
る 
5 回 ワープロ３ 表，段組み，タブとリーダーについて説明する 
6 回 ワープロ４ ワープロを使った表現について説明する 
7 回 ワープロ５ ワープロの編集機能について説明する 
8 回 ワープロの演習とレポートの作成 
9 回 表計算１ 基本操作，データの入力，表の作成について説明する 
10 

準備学習 1 回 情報モラルと情報セキュリティにつき教科書（ページ Ｍ）の該当部分を読
み，タッチタイピングの練習を行っておくこと 
2 回 教科書（ページ S）を読み，基本操作の確認，テキストエディタによる文
章入力の練習をすること 
3 回 教科書（W-1 から W-15）を読み，Word の基本操作を確認しておくこと 
4 回 教科書（W-16 から W-24）を読み，Word における図の挿入などの操作を
確認しておくこと 
5 回 教科書（W-25 から W-29）を読み，Word における表の作成などの操作を
確認しておくこと 
6 回 教科書（W- 

 



年度 2014 
授業コード FII00710 
成績評価 講義内課題(20％)、宿題提出(20％)、中間試験(10%)、定期試験(50%)により評

価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14) 
見出し FII00710 プログラミング基礎 
担当教員名 柳 貴久男 
単位数 2 
教科書 明解 C 言語 第１巻 入門編／柴⽥望洋／ソフトバンク／9784797327922 
アクティブラーニング  
キーワード C 言語, プログラミング 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 プログラミング基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プログラム言語 C(改訂第２版)／カーニハン・リッチー(石⽥晴久訳) (共立出版) 

ISBN4-320-02692-6 
授業形態 講義 
注意備考 オリエンテーションでクラス分けを発表します。学科の実習室を利用する講義な

ので他学科・他学部履修は認めない。 
シラバスコード FII00710 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 判別・繰り返しの制御文を理解し、それらを利用したプログラムを作成するこ

とができること。2. 配列を理解し、それらを利用したプログラムを作成すること
ができること。3. 関数の基礎を理解し、それらを利用した簡単なプログラムを作
成することができること。4. デバッグが行える基礎が身につくこと。 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館４階 柳研究室 086-246-9654 yan@hakuto.mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Elementary Programming 
関連科目 応用プログラミング I, II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 パソコン実習を通じて構造化プログラムに適した C 言語を学ぶ。プログラム言

語の基礎として、制御文（分岐・反復）や配列について学ぶ。また、最大値の探
索などの簡単なアルゴリズムを実装することについても学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 C 言語についての基礎について説明・演習をする 



2 回 基礎的なプログラムについて説明・演習をする 
3 回 変数について説明・演習をする 
4 回 演算と型について説明・演習をする 
5 回 分岐制御文について説明・演習をする 
6 回 分岐制御文の応用について説明・演習をする 
7 回 まとめと中間試験をする。 
8 回 反復制御文について説明・演習をする 
9 回 反復制御文の応用について説明・演習をする 
10 回 分岐制御分と反復制御分のまとめの演習をする。 
11 回 配列について説明・演習をする 
12 回 配列と反復制御文につ 

準備学習 1 回 教科書 P.7 で記号の読み方を覚えておくこと 
2 回 教科書 P.2-6 を予習しておくこと 
3 回 教科書 P.10-11 を予習しておくこと 
4 回 教科書 P.18-20 を予習しておくこと 
5 回 教科書 P.36-38 を予習しておくこと 
6 回 前回学習したプログラムをもう一度確認しておくこと 
7 回 前回までに学習したプログラムをもう一度確認しておくこと 
8 回 教科書 P.68-69 を予習しておくこと 
9 回 前回学習したプログラムをもう一度確認しておくこと 
10 回 前回までに学習したプログラムをもう一度確認しておく 

 



年度 2014 
授業コード FII00720 
成績評価 講義内課題(20％)、宿題提出(20％)、中間試験(10%)、定期試験(50%)により評

価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14) 
見出し FII00720 プログラミング基礎 
担当教員名 浅山 泰祐 
単位数 2 
教科書 明解 C 言語 第１巻 入門編／柴⽥望洋／ソフトバンク／9784797327922 
アクティブラーニング  
キーワード C 言語, プログラミング 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 プログラミング基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プログラム言語 C(改訂第２版)／カーニハン・リッチー(石⽥晴久訳) (共立出版) 

ISBN4-320-02692-6 
授業形態 講義 
注意備考 中間試験以降，場合によっては習熟度別にクラス分けを行う可能性がある．オリ

エンテーションでクラス分けを発表します。学科の実習室を利用する講義なので
他学科・他学部履修は認めない。 

シラバスコード FII00720 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 判別・繰り返しの制御文を理解し、それらを利用したプログラムを作成するこ

とができること。2. 配列を理解し、それらを利用したプログラムを作成すること
ができること。3. 関数の基礎を理解し、それらを利用した簡単なプログラムを作
成することができること。4. デバッグが行える基礎が身につくこと。 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館４階 浅山研究室 086-256-9414 asasemi@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Elementary Programming 
関連科目 応用プログラミング I, II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 パソコン実習を通じて構造化プログラムに適した C 言語を学ぶ。プログラム言

語の基礎として、制御文（分岐・反復）や配列について学ぶ。また、最大値の探
索などの簡単なアルゴリズムを実装することについても学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 C 言語についての基礎について説明・演習をする。 
2 回 基礎的なプログラムについて説明・演習をする。 
3 回 変数について説明・演習をする。 
4 回 演算と型について説明・演習をする。 
5 回 分岐制御文について説明・演習をする。 
6 回 分岐制御文の応用について説明・演習をする。 
7 回 まとめと中間試験をする。 
8 回 反復制御文について説明・演習をする。 
9 回 反復制御文の応用について説明・演習をする。 
10 回 分岐制御分と反復制御分のまとめの演習をする。 
11 回 配列について説明・演習をする。 
12 回 配 

準備学習 1 回 教科書 p.7 で記号の読み方を覚えておくこと．自分でプログラムのコンパイ
ルと実行ができるよう復習すること． 
2 回 教科書 pp.2-6 を読んでおくこと．自力で printf 文などが書けるよう復習す
ること． 
3 回 教科書 pp.10-11 を読んでおくこと．自力で int 型などの変数に代入できる
よう復習すること． 
4 回 教科書 pp.22-24 を読んでおくこと．自力で和・差・積・商・剰余の演算子
を用いた演算などができるよう復習すること． 
5 回 教科書 pp.42-44 を読んでおくこと．自力で if 文が書けるよう復習する 

 



年度 2014 
授業コード FII00730 
成績評価 講義内課題(20％)、宿題提出(20％)、中間試験(10%)、定期試験(50%)により評

価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14) 
見出し FII00730 プログラミング基礎 
担当教員名 椎名 広光 
単位数 2 
教科書 明解 C 言語 第１巻 入門編／柴⽥望洋／ソフトバンク／9784797327922 
アクティブラーニング  
キーワード C 言語, プログラミング 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 プログラミング基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プログラム言語 C(改訂第２版)／カーニハン・リッチー(石⽥晴久訳) (共立出版) 

ISBN4-320-02692-6 
授業形態 講義 
注意備考 中間試験以降，場合によっては習熟度別にクラス分けを行う可能性がある．オリ

エンテーションでクラス分けを発表します。学科の実習室を利用する講義なので
他学科・他学部履修は認めない。 

シラバスコード FII00730 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 判別・繰り返しの制御文を理解し、それらを利用したプログラムを作成するこ

とができること。2. 配列を理解し、それらを利用したプログラムを作成すること
ができること。3. 関数の基礎を理解し、それらを利用した簡単なプログラムを作
成することができること。4. デバッグが行える基礎が身につくこと。 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館４階 椎名研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Elementary Programming 
関連科目 応用プログラミング I, II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 パソコン実習を通じて構造化プログラムに適した C 言語を学ぶ。プログラム言

語の基礎として、制御文（分岐・反復）や配列について学ぶ。また、最大値の探
索などの簡単なアルゴリズムを実装することについても学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 C 言語についての基礎について説明・演習をする。 
2 回 基礎的なプログラムについて説明・演習をする。 
3 回 変数について説明・演習をする。 
4 回 演算と型について説明・演習をする。 
5 回 分岐制御文について説明・演習をする。 
6 回 分岐制御文の応用について説明・演習をする。 
7 回 まとめと中間試験をする。 
8 回 反復制御文について説明・演習をする。 
9 回 反復制御文の応用について説明・演習をする。 
10 回 分岐制御分と反復制御分のまとめの演習をする。 
11 回 配列について説明・演習をする。 
12 回 配 

準備学習 1 回 教科書 p.7 で記号の読み方を覚えておくこと．自分でプログラムのコンパイ
ルと実行ができるよう復習すること． 
2 回 教科書 pp.2-6 を読んでおくこと．自力で printf 文などが書けるよう復習す
ること． 
3 回 教科書 pp.10-11 を読んでおくこと．自力で int 型などの変数に代入できる
よう復習すること． 
4 回 教科書 pp.22-24 を読んでおくこと．自力で和・差・積・商・剰余の演算子
を用いた演算などができるよう復習すること． 
5 回 教科書 pp.42-44 を読んでおくこと．自力で if 文が書けるよう復習する 

 



年度 2014 
授業コード FII00740 
成績評価 レポート(40%)、中間試験(10%)と定期試験(50%)により評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14) 
見出し FII00740 プログラミング基礎(再) 
担当教員名 山根 信二 
単位数 2 
教科書 明解 C 言語 第１巻 入門編／柴⽥望洋／ソフトバンク／9784797327922 
アクティブラーニング  
キーワード C 言語, プログラミング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 プログラミング基礎(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プログラム言語 C(改訂第２版)／カーニハン・リッチー(石⽥晴久訳) (共立出版) 

ISBN4-320-02692-6 
授業形態 講義 
注意備考 前期のプログラミング基礎で不合格の学生を対象に行う。 
シラバスコード FII00740 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 判別・繰り返しの制御文を理解し、それらを利用したプログラムを作成するこ

とができること。2. 配列を理解し、それらを利用したプログラムを作成すること
ができること。3. 関数の基礎を理解し、それらを利用した簡単なプログラムを作
成することができること。4. デバッグが行える基礎が身につくこと。 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 4 階 山根研究室 <yamane@mis.ous.ac.jp> 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Elementary Programming 
関連科目 応用プログラミング I, II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 パソコン実習を通じて構造化プログラムに適した C 言語を学ぶ。プログラム言

語の基礎として、制御文（分岐・反復）や配列について学ぶ。また、最大値の探
索などの簡単なアルゴリズムを実装することについても学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 C 言語についての基礎について説明・演習をする 

2 回 基礎的なプログラムについて説明・演習をする 
3 回 変数について説明・演習をする 



4 回 演算と型について説明・演習をする 
5 回 分岐制御文について説明・演習をする 
6 回 分岐制御文の応用について説明・演習をする 
7 回 まとめと中間試験をする 
8 回 反復制御文について説明・演習をする 
9 回 反復制御文の応用について説明・演習をする 
10 回 分岐制御分と反復制御分のまとめの演習をする 
11 回 配列について説明・演習をする 
12 回 配列と反復制御文について 

準備学習 1 回 教科書 P.7 で記号の読み方を覚えておくこと 
2 回 教科書 P.2-6 を予習しておくこと 
3 回 教科書 P.10-11 を予習しておくこと 
4 回 教科書 P.22-25 を予習しておくこと 
5 回 教科書 P.42-47 を予習しておくこと 
6 回 前回学習したプログラムをもう一度確認しておくこと 
7 回 前回までに学習したプログラムをもう一度確認しておくこと 
8 回 教科書 P.72-74, 90-93 を予習しておくこと 
9 回 前回学習したプログラムをもう一度確認しておくこと 
10 回 前回までに学習したプログラムをもう一 

 



年度 2014 
授業コード FII00810 
成績評価 レポート課題の内容，定期試験の結果を総合的に判断して評価する．レポート課

題等の平常点と定期試験の評価比率は，ほぼ３０％：７０％とする予定である． 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14) 
見出し FII00810 情報システム概論 
担当教員名 草野 泰秀＊ 
単位数 2 
教科書 コンピュータ概論 ー情報システム入門 第５版、魚⽥勝臣著、共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 情報倫理，情報化社会，インターネット，IP アドレス，ネットワークアドレス，

ブロードキャストアドレス，ホストアドレス，サブネットマスク，WWW，ブロ
ードバンド，情報セキュリティー，著作権，情報モラル 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 社会に出た場合，教えられていない課題がたくさん与えられます。そのような問

題解決能力を養うため，敢えて，予習して自ら学ぶ課題を出しています。その課
題は，すべて授業で解説しています。それにより，解けなかった問題が分かれば，
感動もあり，学習が定着することを期待しています。 

科目名 情報システム概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FII00810 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）ディジタルデータの表現方式について深く理解できること。 

（２）画像や音声などのメディアデータの表現方式を理解すること。 
（３）ソフトウェアの基本概念、役割、分類などについて深く理解すること。 
（４）プログラムグ、ファイル、データベースなどの役割について理解すること。 
（５）情報倫理や情報セキュリティなどにおける問題点や対策について深く理解
すること。 

受講者へのコメント 重要な内容を定着させるために，五感を多く使い，書かせることにより体で覚え
てもらうのが一番なので，プリントに空欄（  ）を入れて学生自身に書かせた。
また，特に重要な部分は演習問題を課題提出させ，提出後，定着させるために解
説した。 

連絡先 草野 泰秀、ya-kusano@knh.biglobe.ne.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 情報システムの基本的な２進数，１０進数の基数変換，ネットワークシステム，
情報モラル等にウエートをおいたが，おおむね受け入れられているようだ。教室



の最後尾席からのプロジェクターのスライドの文字の不明瞭さやスクロールの
速さについての学生の要望に対しては，プロジェクターで表示する資料を印刷し
て先に配付した。 

英文科目名 Introduction to Information System 
関連科目 電子計算機概論 
次回に向けての改善変更予定 特に大きな変更はないが，学生に質問をして，学生の理解力を配慮したい。 
講義目的  情報システムはほとんどの社会や人間の活動にとっては不可欠なものであり、

現代人間社会を支える社会的な基盤とも言えるものである。情報システムとは概
念的に言えば、コンピュータを用いてディジタルデータを対象とする蓄積、加⼯、
伝達などができる「総合環境」と考えられる。 
 この授業は情報システムを支える最も基本的な技術として、ディジタルデータ
の表現方式、ソフトウェアの役割、情報通信ネットワークなどについて教授する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 数値データの表現について説明する。 

2 回 文字データの表現方式について説明する。 
3 回 画像や音声などのようなメディアデータの表現方式について説明する。 
4 回 ソフトウェアやその役割について説明する。 
5 回 プログラミングやファイル、データベースなどの基本概念について説明す
る。 
6 回 情報ネットワークやインターネットの技術的な仕組みについて説明する。 
7 回 インターネットのための通信プロトコルとなる TCP/IP について説明する。 
8 回 TCP/IP における IP アドレスの役割について説明する。 
9 回 

準備学習 1 回 配られる資料の「１ 数値データの表現」部分を予習すること。教科書の
4.3 節の内容を復習すること。 
2 回 配られる資料の「２ 文字データの表現」部分を予習すること。教科書の
4.4 節の内容を予習すること。 
3 回 配られる資料の「３ メディアデータの表現」部分を予習すること。教科書
の 4.5 節、4.6 節の内容を予習すること。 
4 回 配られる資料の「４ コンピュータによるデータ処理の仕組み（ソフトウェ
アの役割）」部分を予習すること。教科書の 6.1 節、6.2 節、6.3 節の内容を予習
すること。 
5 回 配られる資料 

 



年度 2014 
授業コード FII00820 
成績評価 レポート課題の内容，定期試験の結果を総合的に判断して評価する．レポート課

題等の平常点と定期試験の評価比率は，ほぼ３０％：７０％とする予定である． 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14) 
見出し FII00820 情報システム概論 
担当教員名 劉 渤江 
単位数 2 
教科書 コンピュータ概論 ー情報システム入門 第５版、魚⽥勝臣著、共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 情報倫理，情報化社会，インターネット，IP アドレス，ネットワークアドレス，

ブロードキャストアドレス，ホストアドレス，サブネットマスク，WWW，ブロ
ードバンド，情報セキュリティー，著作権，情報モラル 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報システム概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FII00820 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）ディジタルデータの表現方式について深く理解できること。 

（２）画像や音声などのメディアデータの表現方式を理解すること。 
（３）ソフトウェアの基本概念、役割、分類などについて深く理解すること。 
（４）プログラムグ、ファイル、データベースなどの役割について理解すること。 
（５）情報倫理や情報セキュリティなどにおける問題点や対策について深く理解
すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 劉渤江研究室、１５号館３階、内線：４４６０、liu@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Information System 
関連科目 電子計算機概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  情報システムはほとんどの社会や人間の活動にとっては不可欠なものであり、

現代人間社会を支える社会的な基盤とも言えるものである。情報システムとは概
念的に言えば、コンピュータを用いてディジタルデータを対象とする蓄積、加⼯、



伝達などができる「総合環境」と考えられる。 
 この授業は情報システムを支える最も基本的な技術として、ディジタルデータ
の表現方式、ソフトウェアの役割、情報通信ネットワークなどについて教授する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 数値データの表現について説明する。 

2 回 文字データの表現方式について説明する。 
3 回 画像や音声などのようなメディアデータの表現方式について説明する。 
4 回 ソフトウェアやその役割について説明する。 
5 回 プログラミングやファイル、データベースなどの基本概念について説明す
る。 
6 回 情報ネットワークやインターネットの技術的な仕組みについて説明する。 
7 回 インターネットのための通信プロトコルとなる TCP/IP について説明する。 
8 回 TCP/IP における IP アドレスの役割について説明する。 
9 回 

準備学習 1 回 配られる資料の「１ 数値データの表現」部分を予習すること。教科書の
4.3 節の内容を復習すること。 
2 回 配られる資料の「２ 文字データの表現」部分を予習すること。教科書の
4.4 節の内容を予習すること。 
3 回 配られる資料の「３ メディアデータの表現」部分を予習すること。教科書
の 4.5 節、4.6 節の内容を予習すること。 
4 回 配られる資料の「４ コンピュータによるデータ処理の仕組み（ソフトウェ
アの役割）」部分を予習すること。教科書の 6.1 節、6.2 節、6.3 節の内容を予習
すること。 
5 回 配られる資料 

 



年度 2014 
授業コード FII00940 
成績評価 課題提出等(40%)と中間試験(20%)，定期試験(40%)によって評価する． 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報科学科(13〜14) 
見出し FII00940 応用プログラミングⅠ 
担当教員名 浅山 泰祐、椎名 広光 
単位数 2 
教科書 明解 C 言語 第１巻 入門編／柴⽥望洋／ソフトバンク／9784797327922 
アクティブラーニング  
キーワード プログラム, C 言語, アルゴリズム 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 宿題の解答を全部出してくれていなかったという指摘がありましたが、簡単な項

目の場合では講義の時間を⻑くとり、新しい内容をなるべく説明したいため外し
ています(こうぎ中にその旨は言っています)。また、前のことを理解しているこ
とを前提としていることを問題している指摘がありましたが、この指摘について
は、自分で理解するようにするのが当然なのでその努力をするようにお願いした
いと思います。 

科目名 応用プログラミングⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プログラム言語 C(改訂第２版)／カーニハン・リッチー(石⽥晴久訳) (共立出版) 

ISBN4-320-02692-6 
授業形態 講義 
注意備考 受講クラスは学科より指定される．指定されたクラスを受講すること． 

学科の実習室を利用する講義なので他学科・他学部履修は認めない． 
シラバスコード FII00940 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 関数，配列を用いたプログラムを作成できること． 

2. 構造体の仕組みを理解し、プログラムを作成できること 
3. ポインタの仕組みを理解し、プログラムを作成できること 

受講者へのコメント 試験のできぐらいからすると、ポインタの項目は理解ができていないようです。
C 言語を勉強するうえで必要な項目ですので、情報系の職業に就く場合は理解し
ておく必要があります。 

連絡先 １号館４階 浅山研究室 086-256-9414 asasemi@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 宿題への取り組み、分野への理解の項目が良いように感じられます。目標達成に
ついては、「できた」の項目が少なく、「だいたいできた」がおおくなり、内容が
対象学生には難しかったようです。 

英文科目名 Advanced Programming I 



関連科目 「応用プログラミング II」と同時に受講すること． 
次回に向けての改善変更予定 ポインタの項目が難しいのは以前講義からの問題ですが、C 言語を学習するうえ

での目標ですので、担当になった場合⼯夫して教えることになります。 
講義目的 プログラミング基礎に引き続き，C 言語を学ぶ．分岐，反復，配列に加え，関数，

ポインタ，構造体について学ぶ． 
また，再帰処理やリスト処理のような簡単なアルゴリズムの実装についても扱
う．この応用プログラミング I で理論を扱い，応用プログラミング II でその演習
を行う． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 コンピュータ言語とアルゴリズム（プログラミング作成に関する概略説明） 

2 回 プログラム作成，入力と計算式の復習 
3 回 分岐制御文の復習 
4 回 反復制御文の復習 
5 回 配列と反復制御文の復習 
6 回 関数の復習 
7 回 文字列 
8 回 第７回までのまとめと中間試験 
9 回 配列と文字列 
10 回 関数と引数 
11 回 複雑な関数 
12 回 構造体１ 
13 回 構造体２ 
14 回 ポインタ１ 
15 回 ポインタ２ 

準備学習 1 回 プログラミング基礎の復習をしておくこと 
2 回 実験室の使用法の復習をしておく． 
3 回 プログラム作成方法の復習をしておく． 
4 回 分岐制御文の復習をしておく． 
5 回 反復制御文の復習をしておく． 
6 回 配列と反復制御文の復習をしておく． 
7 回 関数の復習をしておく． 
8 回 プログラミング基礎，第１回〜第７回の講義の復習をする． 
9 回 第１回〜第７回の復習をしておく． 
10 回 配列と文字列の復習をしておく． 
11 回 関数の復習をしておく． 
12 回 関数の復習をしておく． 
13 回 構造体の復習をしておく 

 



年度 2014 
授業コード FII00941 
成績評価 課題提出等(40%)と中間試験(20%)，定期試験(40%)によって評価する． 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12) 
見出し FII00941 応用プログラミングⅠ 
担当教員名 浅山 泰祐、椎名 広光 
単位数 2 
教科書 明解 C 言語 第１巻 入門編／柴⽥望洋／ソフトバンク／9784797327922 
アクティブラーニング  
キーワード プログラム, C 言語, アルゴリズム 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用プログラミングⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プログラム言語 C(改訂第２版)／カーニハン・リッチー(石⽥晴久訳) (共立出版) 

ISBN4-320-02692-6 
授業形態 講義 
注意備考 受講クラスは学科より指定される．指定されたクラスを受講すること． 

学科の実習室を利用する講義なので他学科・他学部履修は認めない． 
シラバスコード FII00941 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 関数，配列を用いたプログラムを作成できること． 

2. 構造体の仕組みを理解し、プログラムを作成できること 
3. ポインタの仕組みを理解し、プログラムを作成できること 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館４階 浅山研究室 086-256-9414 asasemi@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Programming I 
関連科目 「応用プログラミング II」と同時に受講すること． 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 プログラミング基礎に引き続き，C 言語を学ぶ．分岐，反復，配列に加え，関数，

ポインタ，構造体について学ぶ． 
また，再帰処理やリスト処理のような簡単なアルゴリズムの実装についても扱
う．この応用プログラミング I で理論を扱い，応用プログラミング II でその演習
を行う． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 コンピュータ言語とアルゴリズム（プログラミング作成に関する概略説明） 



2 回 プログラム作成，入力と計算式の復習 
3 回 分岐制御文の復習 
4 回 反復制御文の復習 
5 回 配列と反復制御文の復習 
6 回 関数の復習 
7 回 文字列 
8 回 第７回までのまとめと中間試験 
9 回 配列と文字列 
10 回 関数と引数 
11 回 複雑な関数 
12 回 構造体１ 
13 回 構造体２ 
14 回 ポインタ１ 
15 回 ポインタ２ 

準備学習 1 回 プログラミング基礎の復習をしておくこと 
2 回 実験室の使用法の復習をしておく． 
3 回 プログラム作成方法の復習をしておく． 
4 回 分岐制御文の復習をしておく． 
5 回 反復制御文の復習をしておく． 
6 回 配列と反復制御文の復習をしておく． 
7 回 関数の復習をしておく． 
8 回 プログラミング基礎，第１回〜第７回の講義の復習をする． 
9 回 第１回〜第７回の復習をしておく． 
10 回 配列と文字列の復習をしておく． 
11 回 関数の復習をしておく． 
12 回 関数の復習をしておく． 
13 回 構造体の復習をしておく 

 



年度 2014 
授業コード FII00950 
成績評価 課題提出等(40%)と中間試験(20%)，定期試験(40%)によって評価する． 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報科学科(13〜14) 
見出し FII00950 応用プログラミングⅠ 
担当教員名 柳 貴久男 
単位数 2 
教科書 明解 C 言語 第１巻 入門編／柴⽥望洋／ソフトバンク／9784797327922 
アクティブラーニング  
キーワード プログラム, C 言語, アルゴリズム 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用プログラミングⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プログラム言語 C(改訂第２版)／カーニハン・リッチー(石⽥晴久訳) (共立出版) 

ISBN4-320-02692-6 版)”共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 受講クラスは学科より指定される．指定されたクラスを受講すること．学科の実

習室を利用する講義なので他学科・他学部履修は認めない． 
シラバスコード FII00950 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 関数，配列を用いたプログラムを作成できること．2. 構造体の仕組みを理解

し、プログラムを作成できること 3. ポインタの仕組みを理解し、プログラムを
作成できること 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館４階 柳研究室 086-246-9654 yan@hakuto.mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Programming I 
関連科目 「応用プログラミング II」と同時に受講すること．「アルゴリズムとデータ構造

I」を同時に受講するのが望ましい． 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 プログラミング基礎に引き続き，C 言語を学ぶ．分岐，反復，配列に加え，関数，

ポインタ，構造体について学ぶ． 
また，再帰処理やリスト処理のような簡単なアルゴリズムの実装についても扱
う．この応用プログラミング I で理論を扱い，応用プログラミング II でその演習
を行う． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 コンピュータ言語とアルゴリズム（プログラミング作成に関する概略説明）
の説明をする 
2 回 プログラム作成，入力と計算式の復習をする 
3 回 分岐制御文の復習をする 
4 回 反復制御文の復習をする 
5 回 配列の復習をする 
6 回 配列と反復制御文の復習をする 
7 回 文字列の説明をする 
8 回 第７回までのまとめと中間試験をする 
9 回 配列と文字列の説明をする 
10 回 関数の復習をする 
11 回 複雑な関数の説明をする 
12 回 構造体の説明をする（1 回目） 
13 回 構造体の説明をする（2 回目） 
14 回 ポインタの説 

準備学習 1 回 プログラミング基礎の復習をしておくこと 
2 回 プリントを確認しておくこと 
3 回 プリントを確認しておくこと 
4 回 プリントを確認しておくこと 
5 回 プリントを確認しておくこと 
6 回 プリントを確認しておくこと 
7 回 プリントを確認しておくこと 
8 回 プログラミング基礎，第１回〜第７回の講義の復習をする． 
9 回 プリントを確認しておくこと 
10 回 プリントを確認しておくこと 
11 回 プリントを確認しておくこと 
12 回 プリントを確認しておくこと 
13 回 プリントを確認しておくこと 
14 回 プリントを確 

 



年度 2014 
授業コード FII00951 
成績評価 課題提出等(40%)と中間試験(20%)，定期試験(40%)によって評価する． 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12) 
見出し FII00951 応用プログラミングⅠ 
担当教員名 柳 貴久男 
単位数 2 
教科書 明解 C 言語 第１巻 入門編／柴⽥望洋／ソフトバンク／9784797327922 
アクティブラーニング  
キーワード プログラム, C 言語, アルゴリズム 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用プログラミングⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プログラム言語 C(改訂第２版)／カーニハン・リッチー(石⽥晴久訳) (共立出版) 

ISBN4-320-02692-6 版)”共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 受講クラスは学科より指定される．指定されたクラスを受講すること．学科の実

習室を利用する講義なので他学科・他学部履修は認めない． 
シラバスコード FII00951 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 関数，配列を用いたプログラムを作成できること．2. 構造体の仕組みを理解

し、プログラムを作成できること 3. ポインタの仕組みを理解し、プログラムを
作成できること 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館４階 柳研究室 086-246-9654 yan@hakuto.mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Programming I 
関連科目 「応用プログラミング II」と同時に受講すること．「アルゴリズムとデータ構造

I」を同時に受講するのが望ましい． 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 プログラミング基礎に引き続き，C 言語を学ぶ．分岐，反復，配列に加え，関数，

ポインタ，構造体について学ぶ． 
また，再帰処理やリスト処理のような簡単なアルゴリズムの実装についても扱
う．この応用プログラミング I で理論を扱い，応用プログラミング II でその演習
を行う． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 コンピュータ言語とアルゴリズム（プログラミング作成に関する概略説明）
の説明をする 
2 回 プログラム作成，入力と計算式の復習をする 
3 回 分岐制御文の復習をする 
4 回 反復制御文の復習をする 
5 回 配列の復習をする 
6 回 配列と反復制御文の復習をする 
7 回 文字列の説明をする 
8 回 第７回までのまとめと中間試験をする 
9 回 配列と文字列の説明をする 
10 回 関数の復習をする 
11 回 複雑な関数の説明をする 
12 回 構造体の説明をする（1 回目） 
13 回 構造体の説明をする（2 回目） 
14 回 ポインタの説 

準備学習 1 回 プログラミング基礎の復習をしておくこと 
2 回 プリントを確認しておくこと 
3 回 プリントを確認しておくこと 
4 回 プリントを確認しておくこと 
5 回 プリントを確認しておくこと 
6 回 プリントを確認しておくこと 
7 回 プリントを確認しておくこと 
8 回 プログラミング基礎，第１回〜第７回の講義の復習をする． 
9 回 プリントを確認しておくこと 
10 回 プリントを確認しておくこと 
11 回 プリントを確認しておくこと 
12 回 プリントを確認しておくこと 
13 回 プリントを確認しておくこと 
14 回 プリントを確 

 



年度 2014 
授業コード FII00960 
成績評価 課題提出(40%)，中間試験(20%)，および定期試験(40%)によって評価する． 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報科学科(13〜14) 
見出し FII00960 応用プログラミングⅠ 
担当教員名 北川 文夫 
単位数 2 
教科書 新版 明解Ｃ言語 入門編／柴⽥望洋著／ソフトバンク／9784797327922 
アクティブラーニング  
キーワード プログラム, C 言語, アルゴリズム 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 プログラムの結果を示して課題を出してほしいという要望には，対応したいと思

います． 
科目名 応用プログラミングⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 カーニハン・リッチー著(石⽥晴久訳)「プログラミング言語Ｃ(改訂第２版)」共

立出版 
授業形態 講義 
注意備考 受講クラスは学科より指定される．指定されたクラスを受講すること．学科の実

習室を利用する講義なので，他学科・他学部履修は認めない． 
シラバスコード FII00960 
実務経験のある教員  
達成目標 関数，ポインタ，構造体を理解し，再帰処理およびリスト処理を用いたプログラ

ムを作成できること 
受講者へのコメント プログラミングは，多くのプログラムを作ることを通して，ノウハウが 

見につきます．教科書を読んで理解しただけでは，プログラムを書けるようには 
ならないので，そのことをふまえて，多数の演習をするようにしています． 
毎回の演習の出来具合が成績につながるのは，そういう理由があるからです． 

連絡先 北川研究室／１号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価の上位 2 項目の合計が，達成度 88.8，意欲 92.6，満足度 85.2 でした． 
ある程度，受講生の評価を得られたのではないかと思います． 

英文科目名 Advanced Programming I 
関連科目 「応用プログラミング II」と同時に受講すること． 

2 年次の「アルゴリズムとデータ構造 I, II」に関連するので，受講予定者は応用
プログラミング I, II を受講することが望ましい． 

次回に向けての改善変更予定 説明に⼯夫が欲しいという学生が 2 名いたので，具体例を増やせたらいいと思い
ます． 



講義目的 プログラミング基礎に引き続き，C 言語を学ぶ．分岐，反復，配列に加え，関数，
ポインタ，構造体について学ぶ． 
また，再帰処理やリスト処理のような簡単なアルゴリズムの実装についても扱
う．この応用プログラミング I で理論を扱い，応用プログラミング II でその演習
を扱う． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 コンピュータ言語とアルゴリズム（プログラミング作成に関する概略説明）

について説明する。 
2 回 分岐制御文の演習を実施する。 
3 回 反復制御文の演習を実施する。 
4 回 配列の演習を実施する。 
5 回 文字と文字列の演習を実施する。 
6 回 関数の演習を実施する。 
7 回 引き続き、関数の演習実施する。 
8 回 第７回までのまとめと演習を実施する。 
9 回 構造体の演習を実施する。 
10 回 引き続き構造体の演習を実施する。 
11 回 ポインタの演習を実施する。 
12 回 ポインタと関数の演習を実施する。 
13 回 ポイ 

準備学習 1 回 「プログラミング基礎」の内容を確認しておくこと 
2 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
3 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
4 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
5 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
6 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
7 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
8 回 前回までの内容を確認しておくこと 
9 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
10 回 事前学習用に配布したプリントを 

 



年度 2014 
授業コード FII00961 
成績評価 課題提出(40%)，中間試験(20%)，および定期試験(40%)によって評価する． 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12) 
見出し FII00961 応用プログラミングⅠ 
担当教員名 北川 文夫 
単位数 2 
教科書 新版 明解Ｃ言語 入門編／柴⽥望洋著／ソフトバンク／9784797327922 
アクティブラーニング  
キーワード プログラム, C 言語, アルゴリズム 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用プログラミングⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 カーニハン・リッチー著(石⽥晴久訳)「プログラミング言語Ｃ(改訂第２版)」共

立出版 
授業形態 講義 
注意備考 受講クラスは学科より指定される．指定されたクラスを受講すること．学科の実

習室を利用する講義なので，他学科・他学部履修は認めない． 
シラバスコード FII00961 
実務経験のある教員  
達成目標 関数，ポインタ，構造体を理解し，再帰処理およびリスト処理を用いたプログラ

ムを作成できること 
受講者へのコメント  
連絡先 北川研究室／１号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Programming I 
関連科目 「応用プログラミング II」と同時に受講すること． 

2 年次の「アルゴリズムとデータ構造 I, II」に関連するので，受講予定者は応用
プログラミング I, II を受講することが望ましい． 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 プログラミング基礎に引き続き，C 言語を学ぶ．分岐，反復，配列に加え，関数，

ポインタ，構造体について学ぶ． 
また，再帰処理やリスト処理のような簡単なアルゴリズムの実装についても扱
う．この応用プログラミング I で理論を扱い，応用プログラミング II でその演習
を扱う． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 コンピュータ言語とアルゴリズム（プログラミング作成に関する概略説明）
について説明する。 
2 回 分岐制御文の演習を実施する。 
3 回 反復制御文の演習を実施する。 
4 回 配列の演習を実施する。 
5 回 文字と文字列の演習を実施する。 
6 回 関数の演習を実施する。 
7 回 引き続き、関数の演習実施する。 
8 回 第７回までのまとめと演習を実施する。 
9 回 構造体の演習を実施する。 
10 回 引き続き構造体の演習を実施する。 
11 回 ポインタの演習を実施する。 
12 回 ポインタと関数の演習を実施する。 
13 回 ポイ 

準備学習 1 回 「プログラミング基礎」の内容を確認しておくこと 
2 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
3 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
4 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
5 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
6 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
7 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
8 回 前回までの内容を確認しておくこと 
9 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
10 回 事前学習用に配布したプリントを 

 



年度 2014 
授業コード FII01040 
成績評価 課題提出等(40%)と中間試験(20%)，定期試験(40%)によって評価する． 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学科(13〜14) 
見出し FII01040 応用プログラミングⅡ 
担当教員名 浅山 泰祐、椎名 広光 
単位数 2 
教科書 明解Ｃ言語 入門編／柴⽥望洋著／ソフトバンク／9784797327922 
アクティブラーニング  
キーワード プログラム, C 言語, アルゴリズム 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 宿題の解答を全部出してくれていなかったという指摘がありましたが、簡単な項

目の場合では講義の時間を⻑くとり、新しい内容をなるべく説明したいため外し
ています(こうぎ中にその旨は言っています)。また、前のことを理解しているこ
とを前提としていることを問題している指摘がありましたが、この指摘について
は、自分で理解するようにするのが当然なのでその努力をするようにお願いした
いと思います。 

科目名 応用プログラミングⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プログラム言語 C(改訂第２版)／カーニハン・リッチー(石⽥晴久訳) (共立出版) 

ISBN4-320-02692-6 
授業形態 講義 
注意備考 受講クラスは学科より指定される．指定されたクラスを受講すること． 

学科の実習室を利用する講義なので他学科・他学部履修は認めない． 
シラバスコード FII01040 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 関数，配列を用いたプログラムを作成できること． 

2. 構造体の仕組みを理解し、プログラムを作成できること 
3. ポインタの仕組みを理解し、プログラムを作成できること 

受講者へのコメント 宿題への取り組み、分野への理解の項目が良い強に感じられます。目標達成につ
いては、「できた」の項目が少なく、「だいたいできた」がおおくなり、内容が対
象学生には難しかったようです。 

連絡先 １号館４階 浅山研究室 086-256-9414 asasemi@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 宿題への取り組み、分野への理解の項目が良いように感じられます。目標達成に
ついては、「できた」の項目が少なく、「だいたいできた」がおおくなり、内容が
対象学生には難しかったようです。 

英文科目名 Advanced Programming II 



関連科目 「応用プログラミング I」と同時に受講すること． 
次回に向けての改善変更予定 ポインタの項目が難しいのは以前講義からの問題ですが、C 言語を学習するうえ

での目標ですので、担当になった場合⼯夫して教えることになります。 
講義目的 プログラミング基礎に引き続き，C 言語を学ぶ．分岐，反復，配列に加え，関数，

ポインタ，構造体について学ぶ． 
また，再帰処理やリスト処理のような簡単なアルゴリズムの実装についても扱
う．この応用プログラミング I で理論を扱い，応用プログラミング II でその演習
を行う． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 コンピュータ言語とアルゴリズム（プログラミング作成に関する概略説明） 

2 回 入力と計算式の演習 
3 回 分岐制御文の演習 
4 回 反復制御文の演習 
5 回 配列と反復制御文の演習 
6 回 関数の演習 
7 回 文字列の演習 
8 回 第７回までのまとめと中間試験 
9 回 配列と文字列の演習 
10 回 複雑な関数の演習 
11 回 関数の演習２ 
12 回 構造体の演習１ 
13 回 構造体の演習２ 
14 回 ポインタの演習１ 
15 回 ポインタの演習２ 

準備学習 1 回 プログラミング基礎の復習をしておくこと 
2 回 実験室の使用方法の復習をしておく． 
3 回 プログラムの作成方法の復習をしておく． 
4 回 分岐制御文の使用法の復習をしておく． 
5 回 反復制御文の使用法の復習をしておく． 
6 回 配列の使用法の復習をしておく． 
7 回 配列と反復制御文の使用法の復習をしておく． 
8 回 プログラミング基礎，第１回〜第７回の講義の復習をする． 
9 回 第１回〜第７回までのプログラム作成方法について復習しておく． 
10 回 配列と文字列の使用法の復習をしておく． 
11 回 関数の使用法の 

 



年度 2014 
授業コード FII01041 
成績評価 課題提出等(40%)と中間試験(20%)，定期試験(40%)によって評価する． 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12) 
見出し FII01041 応用プログラミングⅡ 
担当教員名 浅山 泰祐、椎名 広光 
単位数 2 
教科書 明解Ｃ言語 入門編／柴⽥望洋著／ソフトバンク／9784797327922 
アクティブラーニング  
キーワード プログラム, C 言語, アルゴリズム 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用プログラミングⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プログラム言語 C(改訂第２版)／カーニハン・リッチー(石⽥晴久訳) (共立出版) 

ISBN4-320-02692-6 
授業形態 講義 
注意備考 受講クラスは学科より指定される．指定されたクラスを受講すること． 

学科の実習室を利用する講義なので他学科・他学部履修は認めない． 
シラバスコード FII01041 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 関数，配列を用いたプログラムを作成できること． 

2. 構造体の仕組みを理解し、プログラムを作成できること 
3. ポインタの仕組みを理解し、プログラムを作成できること 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館４階 浅山研究室 086-256-9414 asasemi@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Programming II 
関連科目 「応用プログラミング I」と同時に受講すること． 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 プログラミング基礎に引き続き，C 言語を学ぶ．分岐，反復，配列に加え，関数，

ポインタ，構造体について学ぶ． 
また，再帰処理やリスト処理のような簡単なアルゴリズムの実装についても扱
う．この応用プログラミング I で理論を扱い，応用プログラミング II でその演習
を行う． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 コンピュータ言語とアルゴリズム（プログラミング作成に関する概略説明） 



2 回 入力と計算式の演習 
3 回 分岐制御文の演習 
4 回 反復制御文の演習 
5 回 配列と反復制御文の演習 
6 回 関数の演習 
7 回 文字列の演習 
8 回 第７回までのまとめと中間試験 
9 回 配列と文字列の演習 
10 回 複雑な関数の演習 
11 回 関数の演習２ 
12 回 構造体の演習１ 
13 回 構造体の演習２ 
14 回 ポインタの演習１ 
15 回 ポインタの演習２ 

準備学習 1 回 プログラミング基礎の復習をしておくこと 
2 回 実験室の使用方法の復習をしておく． 
3 回 プログラムの作成方法の復習をしておく． 
4 回 分岐制御文の使用法の復習をしておく． 
5 回 反復制御文の使用法の復習をしておく． 
6 回 配列の使用法の復習をしておく． 
7 回 配列と反復制御文の使用法の復習をしておく． 
8 回 プログラミング基礎，第１回〜第７回の講義の復習をする． 
9 回 第１回〜第７回までのプログラム作成方法について復習しておく． 
10 回 配列と文字列の使用法の復習をしておく． 
11 回 関数の使用法の 

 



年度 2014 
授業コード FII01050 
成績評価 課題提出等(40%)と中間試験(20%)，定期試験(40%)によって評価する． 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学科(13〜14) 
見出し FII01050 応用プログラミングⅡ 
担当教員名 柳 貴久男 
単位数 2 
教科書 明解 C 言語 第１巻 入門編／柴⽥望洋／ソフトバンク／9784797327922 
アクティブラーニング  
キーワード プログラム, C 言語, アルゴリズム 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用プログラミングⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プログラム言語 C(改訂第２版)／カーニハン・リッチー(石⽥晴久訳) (共立出版) 

ISBN4-320-02692-6 版)”共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 受講クラスは学科より指定される．指定されたクラスを受講すること．学科の実

習室を利用する講義なので他学科・他学部履修は認めない． 
シラバスコード FII01050 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 関数，配列を用いたプログラムを作成できること．2. 構造体の仕組みを理解

し、プログラムを作成できること 3. ポインタの仕組みを理解し、プログラムを
作成できること 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館４階 柳研究室 086-246-9654 yan@hakuto.mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Programming II 
関連科目 「応用プログラミング II」と同時に受講すること．「アルゴリズムとデータ構造

I」を同時に受講するのが望ましい． 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 プログラミング基礎に引き続き，C 言語を学ぶ．分岐，反復，配列に加え，関数，

ポインタ，構造体について学ぶ． 
また，再帰処理やリスト処理のような簡単なアルゴリズムの実装についても扱
う．この応用プログラミング I で理論を扱い，応用プログラミング II でその演習
を行う． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 コンピュータ言語とアルゴリズム（プログラミング作成に関する概略説明）
の説明をする 
2 回 プログラム作成，入力と計算式の復習の演習をする 
3 回 分岐制御文の復習の演習をする 
4 回 反復制御文の復習の演習をする 
5 回 配列の復習の演習をする 
6 回 配列と反復制御文の復習の演習をする 
7 回 文字列の演習をする 
8 回 第７回までのまとめの演習と中間試験をする 
9 回 配列と文字列の演習をする 
10 回 関数の復習の演習する 
11 回 複雑な関数の演習をする 
12 回 構造体の演習をする（1 回目） 
13 回 構造体の演 

準備学習 1 回 プログラミング基礎の復習をしておくこと 
2 回 プリントを確認しておくこと 
3 回 プリントを確認しておくこと 
4 回 プリントを確認しておくこと 
5 回 プリントを確認しておくこと 
6 回 プリントを確認しておくこと 
7 回 プリントを確認しておくこと 
8 回 プログラミング基礎，第１回〜第７回の講義の復習をする． 
9 回 プリントを確認しておくこと 
10 回 プリントを確認しておくこと 
11 回 プリントを確認しておくこと 
12 回 プリントを確認しておくこと 
13 回 プリントを確認しておくこと 
14 回 プリントを確 

 



年度 2014 
授業コード FII01051 
成績評価 課題提出等(40%)と中間試験(20%)，定期試験(40%)によって評価する． 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12) 
見出し FII01051 応用プログラミングⅡ 
担当教員名 柳 貴久男 
単位数 2 
教科書 明解 C 言語 第１巻 入門編／柴⽥望洋／ソフトバンク／9784797327922 
アクティブラーニング  
キーワード プログラム, C 言語, アルゴリズム 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用プログラミングⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プログラム言語 C(改訂第２版)／カーニハン・リッチー(石⽥晴久訳) (共立出版) 

ISBN4-320-02692-6 版)”共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 受講クラスは学科より指定される．指定されたクラスを受講すること．学科の実

習室を利用する講義なので他学科・他学部履修は認めない． 
シラバスコード FII01051 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 関数，配列を用いたプログラムを作成できること．2. 構造体の仕組みを理解

し、プログラムを作成できること 3. ポインタの仕組みを理解し、プログラムを
作成できること 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館４階 柳研究室 086-246-9654 yan@hakuto.mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Programming II 
関連科目 「応用プログラミング II」と同時に受講すること．「アルゴリズムとデータ構造

I」を同時に受講するのが望ましい． 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 プログラミング基礎に引き続き，C 言語を学ぶ．分岐，反復，配列に加え，関数，

ポインタ，構造体について学ぶ． 
また，再帰処理やリスト処理のような簡単なアルゴリズムの実装についても扱
う．この応用プログラミング I で理論を扱い，応用プログラミング II でその演習
を行う． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 コンピュータ言語とアルゴリズム（プログラミング作成に関する概略説明）
の説明をする 
2 回 プログラム作成，入力と計算式の復習の演習をする 
3 回 分岐制御文の復習の演習をする 
4 回 反復制御文の復習の演習をする 
5 回 配列の復習の演習をする 
6 回 配列と反復制御文の復習の演習をする 
7 回 文字列の演習をする 
8 回 第７回までのまとめの演習と中間試験をする 
9 回 配列と文字列の演習をする 
10 回 関数の復習の演習する 
11 回 複雑な関数の演習をする 
12 回 構造体の演習をする（1 回目） 
13 回 構造体の演 

準備学習 1 回 プログラミング基礎の復習をしておくこと 
2 回 プリントを確認しておくこと 
3 回 プリントを確認しておくこと 
4 回 プリントを確認しておくこと 
5 回 プリントを確認しておくこと 
6 回 プリントを確認しておくこと 
7 回 プリントを確認しておくこと 
8 回 プログラミング基礎，第１回〜第７回の講義の復習をする． 
9 回 プリントを確認しておくこと 
10 回 プリントを確認しておくこと 
11 回 プリントを確認しておくこと 
12 回 プリントを確認しておくこと 
13 回 プリントを確認しておくこと 
14 回 プリントを確 

 



年度 2014 
授業コード FII01060 
成績評価 課題提出(40%)，中間試験(20%)，および定期試験(40%)によって評価する． 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学科(13〜14) 
見出し FII01060 応用プログラミングⅡ 
担当教員名 北川 文夫 
単位数 2 
教科書 新版 明解Ｃ言語 入門編／柴⽥望洋著／ソフトバンク／9784797327922 
アクティブラーニング  
キーワード プログラム, C 言語, アルゴリズム 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 説明が分かりずらかったという学生が 1 名いたので，説明を丁寧にするよう 

⼼がけます． 
科目名 応用プログラミングⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 カーニハン・リッチー著(石⽥晴久訳)「プログラミング言語Ｃ(改訂第２版)」共

立出版 
授業形態 講義 
注意備考 受講クラスは学科より指定される．指定されたクラスを受講すること．学科の実

習室を利用する講義なので，他学科・他学部履修は認めない． 
シラバスコード FII01060 
実務経験のある教員  
達成目標 関数，ポインタ，構造体を理解し，再帰処理およびリスト処理を用いたプログラ

ムを作成できること 
受講者へのコメント プログラミングは，多くのプログラムを作ることを通して，ノウハウが 

見につきます．教科書を読んで理解しただけでは，プログラムを書けるようには 
ならないので，そのことをふまえて，多数の演習をするようにしています． 
毎回の演習の出来具合が成績につながるのは，そういう理由があるからです． 

連絡先 北川研究室／１号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価の上位 2 項目の合計が，達成度 92.0，意欲 96.0，満足度 92.0 でした． 
ある程度，受講生の評価を得られたのではないかと思います． 

英文科目名 Advanced Programming II 
関連科目 「応用プログラミング I」と同時に受講すること． 

2 年次の「アルゴリズムとデータ構造 I, II」に関連するので，受講予定者は応用
プログラミング I, II を受講することが望ましい． 

次回に向けての改善変更予定 具体例や，具体的実行結果などを示したものを，課題として出したいと思います． 
講義目的 プログラミング基礎に引き続き，C 言語を学ぶ．分岐，反復，配列に加え，関数，



ポインタ，構造体について学ぶ． 
また，再帰処理やリスト処理のような簡単なアルゴリズムの実装についても扱
う．この応用プログラミング I で理論を扱い，応用プログラミング II でその演習
を扱う． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 コンピュータ言語とアルゴリズム（プログラミング作成に関する概略説明）

について説明する。 
2 回 分岐制御文の演習を実施する。 
3 回 反復制御文の演習を実施する。 
4 回 配列の演習を実施する。 
5 回 文字と文字列の演習を実施する。 
6 回 関数の演習を実施する。 
7 回 関数の応用演習を実施する。 
8 回 第７回までのまとめと総合演習を実施する。 
9 回 構造体の演習を実施する。 
10 回 構造体の応用演習を実施する。 
11 回 ポインタの演習を実施する。 
12 回 ポインタと関数の演習を実施する。 
13 回 ポインタ 

準備学習 1 回 「プログラミング基礎」の内容を確認しておくこと 
2 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
3 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
4 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
5 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
6 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
7 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
8 回 前回までの内容を確認しておくこと 
9 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
10 回 事前学習用に配布したプリントを 

 



年度 2014 
授業コード FII01061 
成績評価 課題提出(40%)，中間試験(20%)，および定期試験(40%)によって評価する． 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12) 
見出し FII01061 応用プログラミングⅡ 
担当教員名 北川 文夫 
単位数 2 
教科書 新版 明解Ｃ言語 入門編／柴⽥望洋著／ソフトバンク／9784797327922 
アクティブラーニング  
キーワード プログラム, C 言語, アルゴリズム 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用プログラミングⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 カーニハン・リッチー著(石⽥晴久訳)「プログラミング言語Ｃ(改訂第２版)」共

立出版 
授業形態 講義 
注意備考 受講クラスは学科より指定される．指定されたクラスを受講すること．学科の実

習室を利用する講義なので，他学科・他学部履修は認めない． 
シラバスコード FII01061 
実務経験のある教員  
達成目標 関数，ポインタ，構造体を理解し，再帰処理およびリスト処理を用いたプログラ

ムを作成できること 
受講者へのコメント  
連絡先 北川研究室／１号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Programming II 
関連科目 「応用プログラミング I」と同時に受講すること． 

2 年次の「アルゴリズムとデータ構造 I, II」に関連するので，受講予定者は応用
プログラミング I, II を受講することが望ましい． 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 プログラミング基礎に引き続き，C 言語を学ぶ．分岐，反復，配列に加え，関数，

ポインタ，構造体について学ぶ． 
また，再帰処理やリスト処理のような簡単なアルゴリズムの実装についても扱
う．この応用プログラミング I で理論を扱い，応用プログラミング II でその演習
を扱う． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 コンピュータ言語とアルゴリズム（プログラミング作成に関する概略説明）
について説明する。 
2 回 分岐制御文の演習を実施する。 
3 回 反復制御文の演習を実施する。 
4 回 配列の演習を実施する。 
5 回 文字と文字列の演習を実施する。 
6 回 関数の演習を実施する。 
7 回 関数の応用演習を実施する。 
8 回 第７回までのまとめと総合演習を実施する。 
9 回 構造体の演習を実施する。 
10 回 構造体の応用演習を実施する。 
11 回 ポインタの演習を実施する。 
12 回 ポインタと関数の演習を実施する。 
13 回 ポインタ 

準備学習 1 回 「プログラミング基礎」の内容を確認しておくこと 
2 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
3 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
4 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
5 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
6 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
7 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
8 回 前回までの内容を確認しておくこと 
9 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
10 回 事前学習用に配布したプリントを 

 



年度 2014 
授業コード FII02610 
成績評価 宿題(35%)と定期試験(65%)で評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12) 
見出し FII02610 離散数学Ⅰ 
担当教員名 澤見 英男 
単位数 2 
教科書 組合せ最適化とアルゴリズム／久保幹雄／共立出版／9784320016477 
アクティブラーニング  
キーワード 線形計画，単体法，アルゴリズム 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 （１）比較的分かりやすかった。もっとこの分野を勉強したい。（２）改善する必

要なし。（３）やや教室寒い。等の意見がありました。この分野により興味をもつ
受講生がもっと増えるよう⼯夫していきたいと思います。 

科目名 離散数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 久保、⽥村、松井編／応用数理計画ハンドブック／朝倉図書／ISBN:978-

4254270044 
授業形態 講義 
注意備考 グラフ理論の初歩を理解していること 
シラバスコード FII02610 
実務経験のある教員  
達成目標 理論的に表現されているアルゴリズムを具体的な数値例で追えるようになるこ

と，それを通じて(1)線形計画法の図的解法と単体法のアルゴリズムの対応関係
(2)探索空間を限定し高速化を図る手法の理解をすること 

受講者へのコメント 質問もありましたし、板書に参加するなどし、積極的に取り組んでくれたのでは
ないかと考えております。 

連絡先 澤見英男研究室:１号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習への取組を下との解答はわせて７０％程になりました。この分
野への理解が深まったとの解答は８０％ありました。また、この授業の目標を達
成できましたかの質問に対し”できた”が３１％、”だいたいできた”が４４％あり
ました。 

英文科目名 Discrete Mathematics I 
関連科目 離散数学 II 
次回に向けての改善変更予定 授業時間内でも演習だけでなく、レポート課題にも⼯夫を加えていきたいと考え

ています。 
講義目的 社会的な現象を数理的なモデルを設定して解くことが多い。離散数学 I ではアル



ゴリズムの解法の観点から問題の定式化を行い，それが解ける事例について講義
する。特に問題を線形で表現できる場合に限定し，それを解くアルゴリズムであ
る単体法と双対問題について解説を行う。また，探索空間を限定するための分枝
限定法についても解説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 線形計画 [図式解法 1]について説明する。 

2 回 線形計画 [図式解法 2]について説明する。 
3 回 線形計画 [単体法 1]について説明する。 
4 回 線形計画 [単体法 2]について説明する。 
5 回 線形計画 [単体法 3]について説明する。 
6 回 線形計画の演習 [単体法 4]について説明する。 
7 回 線形計画 [双対問題 1]について説明する。 
8 回 線形計画 [双対問題 2]について説明する。 
9 回 線形計画[双対問題 3]について説明する。 
10 回 双対問題と主問題との関係性[双対問題 3]について説明する 

準備学習 1 回 シラバスを見て勉強する項目を確認しておくこと，基本情報処理 I での線形
計画法の分野を復習しておくこと 
2 回 実行可能領域の図示を例題や課題を通じてできるようにしておくこと 
3 回 実行可能領域上を目的関数が通過し最適値を求められるように復習してお
くこと，また，最適値となる点が実行可能領域上で何処に当たるのかを理解して
おくこと 
4 回 行操作の仕方を確認しておくこと 
5 回 行操作が終了する条件を確認し、最適値が求められるようにしておくこと 
6 回 行操作が終了する条件を確認し、最適値が求められるようにしておく 

 



年度 2014 
授業コード FII02710 
成績評価 演習 30%，期末試験 70%で評価する． 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12) 
見出し FII02710 離散数学Ⅱ 
担当教員名 椎名 広光 
単位数 2 
教科書 教材プリントを配布 
アクティブラーニング  
キーワード オートマトン，言語理論 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 声が大きいという指摘がありましたが、この点についてはわざとそうしていま

す。 
科目名 離散数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 久保幹雄著 組合せ最適化とアルゴリズム 共立出版（株）ISBN-13: 978-

4320016477, 
米⽥ら共著 オートマトン・言語理論の基礎 近代科学社 ISBN-13: 978-
476490297, 
柴⽥・浅⽥共著 情報科学のための離散数学 ISBN-13: 978-4339023299 

授業形態 講義 
注意備考 離散数学Ⅰを履修しておくことが望ましい． 
シラバスコード FII02710 
実務経験のある教員  
達成目標 １．入力と状態変化の概念を理解できていること。２．非決定性有限オートマト

ンの概念を把握し決定性有限オートマトンとの関係性を理解していること。３．
実際の状態遷移図の変換と数学的な関係を把握で来ていること。 

受講者へのコメント 離散数学を勉強する前の、前提の項目の理解が少ないため、深い内容に踏み込め
ない感じがします。前提となる講義の理解をしていてほしいと思います。 

連絡先 １号館４階椎名研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 宿題への取り組み、分野への理解の項目が良いように感じられます。目標達成に
ついては、「できた」の項目が少 29.7%、「だいたいできた」が 45.9%、内容が対
象学生にはちょうどよかったから少し難しいようなイメージかと思います。 

英文科目名 Discrete Mathematics II 
関連科目 コンピュータ基礎Ⅰ・Ⅱ，計算機システム，離散数学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 前提となる項目の理解を明確にしてから受講してもらおうと思います。本来は数

学的を利用して厳密に説明しなければならない科目ですが、状況的に不可能かも



しれません。 
講義目的 オートマトンは、コンピュータを抽象化して得られる数学的なモデルです。計算

機科学の理論的な基礎として研究が行われて来ており、本講義では初期概念とそ
の処理や構築について学習します。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オートマトンの概念について説明する。 

2 回 決定性オートマトンの処理手続きについて説明する。 
3 回 決定性オートマトンの遷移過程について説明する。 
4 回 決定性オートマトンの作成手法について説明する。 
5 回 決定性オートマトンの作成手法についてより詳細に説明する。 
6 回 決定性有限オートマトンの演習を実施する。 
7 回 非決定性有限オートマトンの概要を説明し、非決定性有限オートマトンと
決定性有限オートマトンの相違点について説明する。 
8 回 非決定性有限オートマトンにおける空動作について説明する。 
9 回 

準備学習 1 回 コンピュータ基礎 I で勉強した内容を整理しておくこと。 
2 回 オートマトンの概念を具体例に適用した例を考えてみること。 
3 回 決定性有限オートマトンの処理過程を具体的な問題を解いてみること。ま
た、自分で決定性有限オートマトンを作成してみること。 
4 回 決定性有限オートマトンを作成し、より小さい状態数に変更してみること。 
5 回 決定性有限オートマトンを作成し、状態数最小化してみること。 
6 回 決定性有限オートマトンの演習を整理しておくこと。 
7 回 非決定性有限オートマトンの概念と決定性有限オートマトンと 

 



年度 2014 
授業コード FII02810 
成績評価 成績は課題とレポートにより評価する。採点の基準は１００点満点のうち６０点

以上を合格とする。また，授業回数の３分の１以上の欠席をした場合には試験成
績は無効と見なし”Ｅ”評価とする。 

曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14) 
見出し FII02810 情報処理入門 
担当教員名 草野 泰秀＊ 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード ＨＴＭＬ，ＷＷＷ，情報倫理，著作権，セキュリティ，企業と法務，情報検索，

プレゼンテーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 学生の指導対応で，授業中変わったことがあれば，早急に私に知らせて欲しい。

そのことに配慮するために，ＴＡをつけていただいている。 
科目名 情報処理入門 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FII02810 
実務経験のある教員  
達成目標 ホームページ作成を通してＨＴＭＬに関する簡単な技法を修得し，プレゼンテー

ション用資料作成と実技を通して知的財産権や著作権などについての理解を深
める。 

受講者へのコメント 実習中⼼の講義なので，分からないことは挙手して支援を求めてほしい。そうす
れば，私や TA が，駆けつけて即解決する。実習中⼼の講義は，教員，TA を活
用すれば理解が深まるはずだ。また，実技をともなうこのような科目は，パソコ
ンの操作法，スキル等を積み重ねた授業なので，休むと習得が難しく，課題の提
出も困難になるので，皆勤で出席するよう⼼掛けていただきたい。 

連絡先 草野 泰秀 yakusano3@gmail.com 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この講義は，大⻄先生，澤見先生，私の 3 クラスで同じ進度で実施し，おおむね
受け入れられているようだ。 

英文科目名 Introduction to Information Technology 
関連科目 インターネット入門，情報システム概論 
次回に向けての改善変更予定 特に大きな変更はないが，学生に質問をして，各学生の理解力を配慮したい。 



講義目的 ①ＨＴＭＬについて学習し，テーマを決めて情報収集した内容を基に各自のホー
ムページを作成する。このホームページを利用し情報発信をする演習を通して，
ＨＴＭＬのタグの利用法についての理解を深める。そしてホームページの内容を
基に②プレゼンテーション資料の作成とこれを用いた実技を行い，プレゼンテー
ションに必要な基本技術を理解する。講義と実技・演習により，知的道具として
コンピュータを使いこなす上で必要な基本的知識とスキルを修得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ＨＴＭＬファイルの編集方法と保存先についての説明 

2 回 ＨＴＭＬによるホームページの作成，最初のページの作り方を説明する 
3 回 ＨＴＭＬによるホームページの作成，ＨＴＭＬタグの理解，文字種の変更，
色の変更 
4 回 ＨＴＭＬによるホームページの作成，ＨＴＭＬタグの理解，リンク先の作り
方 
5 回 ＨＴＭＬによるホームページの作成，ＨＴＭＬタグの理解，表の作成 
6 回 ＨＴＭＬによるホームページの作成，ＨＴＭＬタグの理解，画像挿入 
7 回 ホームページを用いた提出課題の内容について説明 
8 回 ホームページを用いた 

準備学習 1 回 スライドを用い説明する 
2 回 ハイパーテキスト，ＨＴＭＬについて，スライドとプリントを用い説明する 
3 回 プリントの該当部分を予習しておくこと 
4 回 プリントの該当部分を予習しておくこと 
5 回 該当部分をプリントで予習しておくこと 
6 回 該当部分をプリントで予習しておくこと 
7 回 スライドを用い説明する 
8 回 プリントで該当部分を予習しておくこと 
9 回 プリントで該当部分を予習しておくこと 
10 回 スライドを用い説明する 
11 回 プリント，スライドを用い説明する 
12 回 例題を参考にして資料の準備を 

 



年度 2014 
授業コード FII02820 
成績評価 課題テーマ毎の報告書（３０％），総合演習（３０％），定期試験（４０％）によ

り評価する。採点の基準は１００点満点のうち６０点以上を合格とする。また，
授業回数の３分の１以上の欠席をした場合には試験成績は無効と見なし”Ｅ”評
価とする。 

曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14) 
見出し FII02820 情報処理入門 
担当教員名 大⻄ 荘一 
単位数 2 
教科書 IT 戦略とマネジメント／インフォテック・サーブ／株式会社インフォテック・サ

ーブ 
アクティブラーニング  
キーワード ＨＴＭＬ，ＷＷＷ，情報倫理，著作権，セキュリティ，企業と法務，情報検索，

プレゼンテーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報処理入門 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント 
授業形態 講義 
注意備考 基本情報技術者試験免除対象科目履修講座の１科目である。学科実験室を利用す

るので他学科・他学部履修は認めません。 
シラバスコード FII02820 
実務経験のある教員  
達成目標 情報検索・収集・発信する際に情報倫理や情報関連法規およびセキュリティにつ

いて明確に意識できるようになり，ホームページ作成を通してＨＴＭＬに関する
簡単な技法を修得し，プレゼンテーション用資料作成と実技を通して知的財産権
や著作権などについての理解を深める。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Information Technology 
関連科目 インターネット入門，情報システム概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ①情報検索・収集・発信する際の注意事項やガイドライン，知的財産権や著作権

などの関連法規，情報発信およびセキュリティについて全般的な学習をし，情報



収集・発信に必要な知識を得る。その後に②ＨＴＭＬについて学習し，テーマを
決めて情報収集した内容を基に各自のホームページを作成する。このホームペー
ジを利用し情報発信する演習を通して，ＨＴＭＬと著作権についての理解を深め
る。そしてホームページの内容を基に③プレゼンテーション資料の作成とこれを
用いた実技を行い，プレゼンテーションに必要な基本技術を理解する。講義と実
技・演 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  情報倫理とガイドライン，ＷＷＷとセキュリティを講義する。 

2 回  企業と法務，知的財産権と著作権を講義する。 
3 回  セキュリティ，標準化を講義する。 
4 回  インターネットの利用についてを講義する。 
5 回  ハイパーテキスト，ＨＴＭＬについて講義する。 
6 回  ＨＴＭＬファイルの編集・保存について実習する。 
7 回  ＨＴＭＬによる Web ページの作成を実習する。 
8 回  ＨＴＭＬによる Web ページの作成を実習する。 
9 回 ＨＴＭＬによる Web ページの作成を実習する。 
10 回  自作の Web ページを 

準備学習 1 回  教科書第３章の該当部分を予習しておくこと。 
2 回  教科書第３章の該当部分を予習しておくこと。 
3 回  教科書第４章の該当部分を予習しておくこと。 
4 回  プリントと教科書第３章の該当部分を予習しておくこと。 
5 回  該当部分をプリントで予習しておくこと。 
6 回  教科書第５章の該当部分とプリントで予習しておくこと。 
7 回  プリントで予習しておくこと。 
8 回  プリントで予習しておくこと。 
9 回  プリントで予習しておくこと。 
10 回 自作 Web ページを完成しておくこと。 
11 回  プリントで予 

 



年度 2014 
授業コード FII02830 
成績評価 成績は課題とレポートにより評価する。採点の基準は１００点満点のうち６０点

以上を合格とする。また，授業回数の３分の１以上の欠席をした場合には試験成
績は無効と見なし”Ｅ”評価とする。 

曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14) 
見出し FII02830 情報処理入門 
担当教員名 澤見 英男 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード ＨＴＭＬ，ＷＷＷ，情報倫理，著作権，セキュリティ，企業と法務，情報検索，

プレゼンテーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 楽しい授業でしたとの回答を頂きました。より高いレベルのスキルを得たいとい

う動機付けの出来るよう、提供する資料・教材を⼯夫していきたいと考えており
ます。 

科目名 情報処理入門 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FII02830 
実務経験のある教員  
達成目標 ホームページ作成を通してＨＴＭＬに関する簡単な技法を修得し，プレゼンテー

ション用資料作成と実技を通して知的財産権や著作権などについての理解を深
める。 

受講者へのコメント  
時間外の学習をする際により興味を持って取り組めるような教材を提供出来る
ようにしたいと考えています。 

連絡先 澤見英男研究室 １号館４階 086-256-9620 sawami@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習にも十分な時間をかけて取り組んでくれた様です。 
英文科目名 Introduction to Information Technology 
関連科目 インターネット入門，情報システム概論 
次回に向けての改善変更予定 目標達成に関する回答の中に、少し出来たと応えた受講生が１名ですが居まし

た。受講生の様子・習熟度のチェックをしながら、達成度をより高くするような
⼯夫をしたいと考えています。 



講義目的 ①ＨＴＭＬについて学習し，テーマを決めて情報収集した内容を基に各自のホー
ムページを作成する。このホームページを利用し情報発信をする演習を通して，
ＨＴＭＬのタグの利用法についての理解を深める。そしてホームページの内容を
基に②プレゼンテーション資料の作成とこれを用いた実技を行い，プレゼンテー
ションに必要な基本技術を理解する。講義と実技・演習により，知的道具として
コンピュータを使いこなす上で必要な基本的知識とスキルを修得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ＨＴＭＬファイルの編集方法と保存先についての説明 

2 回 ＨＴＭＬによるホームページの作成，最初のページの作り方を説明する 
3 回 ＨＴＭＬによるホームページの作成，ＨＴＭＬタグの理解，文字種の変更，
色の変更 
4 回 ＨＴＭＬによるホームページの作成，ＨＴＭＬタグの理解，リンク先の作り
方 
5 回 ＨＴＭＬによるホームページの作成，ＨＴＭＬタグの理解，表の作成 
6 回 ＨＴＭＬによるホームページの作成，ＨＴＭＬタグの理解，画像挿入 
7 回 ホームページを用いた提出課題の内容について説明 
8 回 ホームページを用いた 

準備学習 1 回 スライドを用い説明する 
2 回 ハイパーテキスト，ＨＴＭＬについて，スライドとプリントを用い説明する 
3 回 プリントの該当部分を予習しておくこと 
4 回 プリントの該当部分を予習しておくこと 
5 回 該当部分をプリントで予習しておくこと 
6 回 該当部分をプリントで予習しておくこと 
7 回 スライドを用い説明する 
8 回 プリントで該当部分を予習しておくこと 
9 回 プリントで該当部分を予習しておくこと 
10 回 スライドを用い説明する 
11 回 プリント，スライドを用い説明する 
12 回 例題を参考にして資料の準備を 

 



年度 2014 
授業コード FII03710 
成績評価 2 回の中間テスト２０％×２＋定期試験５０％＋レポート提出１０％で成績をつ

ける。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報科学科(〜13) 
見出し FII03710 数値解析Ⅰ 
担当教員名 榊原 道夫 
単位数 2 
教科書 だれでもわかる数値解析入門 理論と C プログラム／新濃清志・船⽥哲男／近

代科学社／9784764902480 
アクティブラーニング  
キーワード 解析学、数値計算、誤差、反復法、補間法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数値解析Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考 中間試験は定期試験のルールにしたがって行う。 
シラバスコード FII03710 
実務経験のある教員  
達成目標 達成目標は１）浮動小数点演算による誤差の発生と伝播メカニズムの基礎的事項

の理解２）一変数方程式の反復解法（二分法、セカント法、ニュートン法）の理
解３）線型方程式の数値解法（ガウスの消去法）の理解４）関数近似概念の理解
５）簡単な補間法の理解と応用例の学習である。 

受講者へのコメント  
連絡先 榊原研究室（15 号館 2 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Numerical Analysis I 
関連科目 線形代数、基礎解析 I、II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 数値解析は理学、⼯学、社会学などの種々な分野においてコンピュータシミュレ

ーションを行うために用いられている。この講義では、数値解析の基礎的な知識
を浮動小数点の演算、方程式の反復解法、数値行列演算を話題に学ぶことを目的
とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 数値解析とはどのような学問かについて学ぶ。いくつかの応用分野を紹介



する。 
2 回 進法による数値の表現で現れる誤差について講義する。浮動小数点数の説
明と誤差の発生原因について学ぶ。 
3 回 反復計算は多くの場面で利用される計算過程である。特に数値解析では多
くのアルゴリズムに利用されている。この回の講義では、反復計算に関連した数
学的な基礎事項を講義する。 
4 回 方程式の解を反復計算により求める問題を簡単な例より講義する。収束、発
散、振動の場合を具体的に理解させる。 
5 回 第 1 回から 4 回までの講義の内容につ 

準備学習 1 回 インターネットで数値解析に関連した記事を調べておく。 
2 回 電子計算機概論で学んだ 2 進数への数値変換について復習する。 
3 回 漸化式について調べておく 
4 回 前回の講義の復習をしておく。 
5 回 前回の講義の復習をしておく。 
6 回 前回までの講義の復習をしておく。 
7 回 基礎解析 I の内容を復習しておく。 
8 回 基礎解析 I、II の内容を復習 
9 回 テイラー展開の復習をしておく。 
10 回 第６回から９回までの復習をしておく。 
11 回 初等関数の性質について復習しておく。 
12 回 多項式補間をキーワードに W 

 



年度 2014 
授業コード FII03810 
成績評価 2 回の中間テスト２０％×２＋定期試験５０％＋レポート提出１０％で成績をつ

ける。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12) 
見出し FII03810 数値解析Ⅱ(再) 
担当教員名 榊原 道夫 
単位数 2 
教科書 だれでもわかる数値解析入門 理論と C プログラム／新濃清志・船⽥哲男 共

著／近代科学社 
アクティブラーニング  
キーワード 微分積分、数値解析、微分方程式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数値解析Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考 中間試験は定期試験のルールにしたがって行う。 
シラバスコード FII03810 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の項目が達成目標である：１．関数近似と補間の基礎知識を理解する２．数

値微分と数値積分を理解する３．微分方程式の初期値問題に対する数値解法の考
え方を理解する 

受講者へのコメント  
連絡先 榊原研究室（15 号館 2 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Numerical Analysis II 
関連科目 数値解析 I、代数学 I& 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 数値解析のテクニックは理⼯学の多様な分野でシミュレーションを実現するた

めに利用されている。解析的にとくことが困難な問題に対して近似解を与える問
題に置き換えることにより解の近似値が得られる利点を理解すること、また近似
値の持つ問題点について理解することが講義の目的の一つである。また本講義に
より微分積分の数値解析の基本的な考え方、手法を学ぶことがもぷ一つの目的で
ある。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 【微分積分の基礎】微分積分の基本定理からテイラー展開まで本講義におい
て用いる基本的な知識について講義する。 
2 回 【ラグランジュ補間とニュートン補間】関数補間法としてラグランジュ補間
とニュートン補間について講義する。 
3 回 【エルミート補間、区分的多項式近似】微分係数までも考慮に入れた補間法
であるエルミート補間について講義する。 
4 回 【数値積分１（区分求積法、台形公式）】数値積分法の基本である台形公式
までの考え方を直感的な導入により解説する。 
5 回 【数値積分２（関数補間と数値積分）】第 4 回で解説 

準備学習 1 回 【微分積分の基礎】微分積分の基礎的な事項について復習する。 
2 回 【ラグランジュ補間とニュートン補間】数値解析 I で補間についての講義の
復習をする。 
3 回 【エルミート補間、区分的多項式近似】第 2 回の講義の復習。 
4 回 【数値積分１（区分求積法、台形公式）】積分法について復習する。 
5 回 【数値積分２（関数補間と数値積分）】第 4 回の講義の復習。 
6 回 【数値微分１（テイラー展開より）】テイラー展開の復習。 
7 回 【数値微分２（補間法より）】第 6 回の講義の復習。 
8 回 【高階の微分係数の差分法】第 6,7 

 



年度 2014 
授業コード FII04310 
成績評価 毎回の小テストの合計 20%，中間テスト 30%，定期試験 50%により評価する． 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報科学科(〜13) 
見出し FII04310 アルゴリズムとデータ構造Ⅰ 
担当教員名 北川 文夫 
単位数 2 
教科書 定本Ｃプログラマのためのアルゴリズムとデ−タ構造／近藤 嘉雪／ソフトバン

ククリエイティブ／9784797304954 
アクティブラーニング  
キーワード アルゴリズム，データ構造，配列，リスト，スタック，待ち行列，連結リスト，

探索，ハッシュ，フローチャート 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 例題の説明が分かりやすかった．等の好意的な評価を書いていただきました． 

今後とも，分かりやすい講義をするよう注意していきたいと考えています． 
科目名 アルゴリズムとデータ構造Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FII04310 
実務経験のある教員  
達成目標 アルゴリズムを平易な言葉で説明できること．アルゴリズムから計算量を求めら

れること．講義計画に出てくるデータ構造とアルゴリズムを説明できること．フ
ローチャートを読み書きできること． 

受講者へのコメント この講義は，アルゴリズムを自分で考えられるようにするのが主な目的なので， 
例題を多く用意し，学生が自分でその仕組みをたどれるようにした授業展開を 
しています．ですから，学生によっては進度が遅く感じられる場合もあると 
思いますが，じっくりと考えることができるようになるので，それもこの講義の 
特徴と思ってください． 

連絡先 北川文夫研究室 1 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野への理解が深まったが 85.1%でした． 
また，総合評価は「できた」「だいたいできた」の上位２つの合計が 
達成度 82.1%，熱意 92.6%，満足度 92.5%でした． 
 ある程度，多くの学生が好意的な判断をしてくれているようで， 安⼼しまし
た 

英文科目名 Algorithms and Data Structures I 



関連科目 「情報処理入門」「情報システム概論」「プログラミング基礎」「応用プログラミン
グ I,II」を受講していることが望ましい．後期の「アルゴリズムとデータ構造Ⅱ」
も続けて履修することが望ましい． 

次回に向けての改善変更予定 例題の表現方法を毎回考えて⼯夫したいと思います． 
講義目的 プログラムの論理構造を決定するポイントは，アルゴリズムである．プログラム

の設計に当たっては，それが対象とするデータ構造を理解する事が不可欠であ
る．この講義ではＣ言語をベースとして，データ構造の解説を中⼼におこない，
適時それらデータ構造を扱うアルゴリズムを学ぶ． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  プログラミングにおけるアルゴリズムとはどのようなものか説明する． 

2 回  アルゴリズムの評価方法（計算量[オーダー]）について解説する． 
3 回  構造体とデータ構造（基本データ型，配列，構造体）について解説する． 
4 回  配列によるリスト構造について解説する． 
5 回  配列によるスタックの実現について解説する． 
6 回  配列による待ち行列の実現について解説する． 
7 回  1 回から 6 回目までの内容の中間テストを行い，その後その解説を行う． 
8 回  連結リストについて解説する． 
9 回  連結リストの操 

準備学習 1 回  教科書の「アルゴリズムとは？」を読んでおくこと． 
2 回  教科書の「計算量」を読んでおくこと． 
3 回  教科書の「データ構造とは？」を読んでおくこと． 
4 回  教科書の「リスト」を読んでおくこと． 
5 回  教科書の「スタック」を読んでおくこと． 
6 回  教科書の「待ち行列」を読んでおくこと． 
7 回  １回から６回までの復習をしておくこと． 
8 回  教科書の「連結リストとは？」を読んでおくこと． 
9 回  前回の連結リストを復習しておくこと． 
10 回  前回の連結リストの操作を復習しておくこと． 
11 

 



年度 2014 
授業コード FII04410 
成績評価 中間試験（２０％），定期試験（８０％）により評価する． 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学科(〜13) 
見出し FII04410 アルゴリズムとデータ構造Ⅱ 
担当教員名 菅野 幸夫 
単位数 2 
教科書 定本 Ｃプログラマのためのアルゴリズムとデータ構造／近藤 嘉雪（ソフトバン

ク）ISBN:4-7973-0495-2 
アクティブラーニング  
キーワード 計算量，⽊構造，探索，整列 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 アルゴリズムとデータ構造Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プログラミングの宝箱 アルゴリズムとデータ構造／紀平 拓男，春日 伸弥（ソ

フトバンク） 
授業形態 講義 
注意備考 情報処理技術者を目指す者にとっては，必ず必要になる知識あるいは技術であ

る．本科目を履修しておくことが望ましい． 
シラバスコード FII04410 
実務経験のある教員  
達成目標 １．アルゴリズムを平易な言葉で説明できること． 

２．アルゴリズムから計算量を求められること． 
３．講義計画に出てくるデータ構造とアルゴリズムの利用，説明ができること． 

受講者へのコメント  
連絡先 15 号館 4 階菅野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Algorithms and Data Structures II 
関連科目 アルゴリズムとデータ構造 I，応用プログラミング I,II，Web プログラミン I,II，

電子計算機概論，計算機システム 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 プログラムの論理構造を決定するポイントは，アルゴリズムである．プログラム

の設計に当たっては，それが対象とするデータ構造を理解する事が不可欠であ
る． 
この講義では計算量の評価の方法の概略と一般的なアルゴリズム（特に探索と整
列）の解説をおこなう．さらに，適時それらアルゴリズムで使用するデータ構造



も学ぶ． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回【計算量】アルゴリズムとデータ構造 I の復習をしておくこと 

２回【抽象データ構造】計算量の算出方法を復習，具体的な計算量の算出方法の
予習をしておくこと 
３回【⽊構造１】基本的なデータ構造を復習，階層構造（⽊構造）の予習をして
おくこと 
４回【⽊構造２】⽊構造の定義，特徴の復習，⽊構造の具体例の予習をしておく
こと 
５回【探索⽊１】単純な⽊構造の復習，二分⽊，探索⽊の予習をしておくこと 
６回【探索⽊２】二分探索⽊の復習，平衡，不平衡について予習をしておくこと 
７回【探索⽊３】平衡⽊について復習をしておくこと 
 

 



年度 2014 
授業コード FII04510 
成績評価 毎回レポート課題の内容，定期試験の結果を総合的に判断して評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜13) 
見出し FII04510 計算機システム 
担当教員名 劉 渤江 
単位数 2 
教科書 情 報 科 学 の た め の  離 散 数 学 ／ 柴 ⽥ 正 憲 ・ 浅 ⽥ 由 良  共 著  ／ コ ロ ナ 社 ／

9784339023299 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画の中に【 】で囲んで示してある。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 計算機システム 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小倉久和 著 「情報の基礎離散数学」近代科学社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FII04510 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）集合の表現と演算ができること。 

（２）2 項関係が理解できる。２項関係の性質に基づいて同値関係や順序関係が
理解できること。 
（３）関数の概念が理解でき、関数の全射や単射が判定できること。 
（４）命題論理演算、ブール代数が理解でき、それを論理回路で表現できること。 
（５）グラフの基本概念が理解でき、連結グラフの諸概念が理解できること。 
（６）⽊や構造化、ラベル付きグラフなどが理解できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 劉渤江研究室 １５号館３階 086-256-9658 liu@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer System 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  この授業では、コンピュータ科学で重要な役割を担う離散数学の基本的な部分

に関して説明する。まず、離散数学の出発点である集合とその関係を表わす 2 項
関係について紹介する。次に、命題論理とブール代数、論理回路について紹介す
る。最後に、グラフ、グラフの連結性、⽊、構造化などを紹介する。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 集合やベン図について説明する。  

【集合の表現方法，ベン図，部分集合，全体集合，空集合】 
2 回 集合の演算について説明する。  
【和集合，積集合，差集合，補集合，ドモルガンの定理，元の個数】 
3 回 ２項関係、関係の性質、関係の合成などの内容について説明する。  
【直積，2 項関係，反射性、対称性、推移性、関係の合成】 
4 回 同値関係や順序関係について説明する。 
【同値関係、順序関係、半順序関係】 
5 回 関数や関数の演算などについて説明する。 
【関数、関数の表現法、関数の演算、逆関数】 
6 回 関数の合成 

準備学習 1 回 教科書の 1.1.1 節?1.1.4 節の内容を予習すること。 
2 回 教科書の 1.1.5 節?1.1.8 節の内容を予習すること。 
3 回 教科書の 1.2.1 節?1.2.2 節、1.2.7 節の内容を予習すること。 
4 回 第３回授業の内容を復習すること。 
5 回 教科書の 1.2.3 節?1.2.6 節の内容を予習すること。 
6 回 教科書の 1.2.7 節?1.2.8 節の内容を予習すること。 
7 回 教科書の 2.1.1 節?2.1.4 節の内容を予習すること。 
8 回 教科書の 2.1.5 節?2.1.8 節の内容を予習すること。 
9 回 教 

 



年度 2014 
授業コード FII04610 
成績評価 レポート（２０％）と定期試験（８０％）で評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12) 
見出し FII04610 オペレーティングシステム 
担当教員名 大⻄ 荘一 
単位数 2 
教科書 野口健一郎 著「IT Text オペレーティングシステム」 オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード マルチタスク、資源管理、スケジューリング、割り込み処理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 オペレーティングシステム 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ＊適宜、講義で Web サイトの情報を利用する。 
シラバスコード FII04610 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）オペレーティングシステムの役割を理解すること（２）マルチタスクの必

要性とその実現手法を理解すること（３）ＯＳの性能評価を理解すること（４）
資源管理の手法を理解すること（５）ＯＳとネットワークの関係を理解すること
（６）組み込みＯＳの概要を知ること 

受講者へのコメント  
連絡先 １５号館３階 大⻄荘一研究室 ｏｎｉｓｈｉ＠ｍｉｓ．ｏｕｓ．ａｃ．ｊｐ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Operating System 
関連科目 電子計算機概論、ソフトウェアの設計と開発 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コンピュータの性能はオペレーティングシステム（ＯＳ）の性能に大きく左右さ

れる。ＯＳは極めて重要な基本ソフトウェアである。その役割と機能を知り、そ
れらの機能を実現するためのアルゴリズムを理解する。ＯＳの仕組みを理解する
ことで、コンピュータシステム全体の制御を把握する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オペレーティングシステム（ＯＳ）の目的を講義する。 

2 回 ＯＳの処理形態を講義する。 
3 回 ＯＳと人間の関係を講義する。 



4 回 ＯＳに要求される能力を講義する。 
5 回 ユーザインタフェースとプログラミングインタフェースを講義する。 
6 回 ＯＳのためのハードウェア機能を講義する。 
7 回 入出力制御を講義する。 
8 回 ファイル管理を講義する。 
9 回 マルチタスク（プロセス）を講義する。 
10 回 マルチタスク（プロセス）制御１を講義する。 
11 回 マルチタスク（プロセス）制御２を講義する。 
12 回 メモリ 

準備学習 1 回 教科書第１章を学習しておくこと。 
2 回 教科書第１章及びＯＳ関連の参考書を学習しておくこと。 
3 回 教科書第１章及びＯＳ関連の参考書を学習しておくこと。 
4 回 教科書第１４章を学習しておくこと。 
5 回 教科書第２章と第３章を学習しておくこと。 
6 回 教科書第４章を学習しておくこと。 
7 回 教科書第５章を学習しておくこと。 
8 回 教科書第６章を学習しておくこと。 
9 回 教科書第７章を学習しておくこと。 
10 回 教科書第７章を学習しておくこと。 
11 回 教科書第７章を学習しておくこと。 
12 回 教科書第 

 



年度 2014 
授業コード FII04910 
成績評価 定期試験（70%），受講態度（30%）により総合的に評価する． 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学科(〜13) 
見出し FII04910 コンピュータネットワーク 
担当教員名 榊原 勝己＊ 
単位数 2 
教科書 ネットワーク技術の基礎／宮保憲治，⽥窪昭夫，武川直樹／森北出版 
アクティブラーニング  
キーワード 通信プロトコル，インターネット，携帯電話システム，OSI 参照モデル，TCP/IP 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータネットワーク 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FII04910 
実務経験のある教員  
達成目標 １．コンピュータネットワークの存在意義を説明できること． 

２．データ通信の基礎知識（情報のデジタル化，変調方式，CDMA 等の多重化）
を説明できること． 
３．インターネット，携帯電話システムの概要を説明できること． 

受講者へのコメント ・授業の復習をするとともに，シラバスを参考にして，次回の内容の予習を欠か
さないでください． 

連絡先 授業時間内に連絡するメールアドレスを利用して下さい． 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・⿊板が見難い場合は，前方の席に着席するようにして下さい．前方の席は十分
に空いています． 

英文科目名 Computer Network 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 ・板書に多くの図が含まれたり，量が多いとは思います．ノートに写しきれない

場合は，声をかけて下さい．時間を取るようにします． 
講義目的 コンピュータ間で情報を交換するために必要となる要素技術を理解し，インター

ネット，携帯電話等で用いらている様々な通信プロトコルの基礎技術を幅広く理
解する． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の概要を説明する．また，講義で扱う情報通信システムのモデルを説明



する． 
2 回 アナログ情報をディジタル化する情報源符号化について説明する．特に，音
楽 CD で使用されている PCM 方式を説明する． 
3 回 通信路符号化について説明する．特に，通信路（ネットワーク）内で発生す
るビット誤りの検出方法として広く利用されている CRC 符号の計算法を説明す
る． 
4 回 ディジタル情報を電気信号や電波に変換する変調方式（基底帯域変調と無
線帯域変調）について説明する．また，伝送速度と周波数帯域の関係を説明する． 
5 回 通 

準備学習 シラバスを読み，教科書の該当する箇所に目を通しておくこと． 
 



年度 2014 
授業コード FII05010 
成績評価 レポート（２０％）と定期試験（８０％）で評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報科学科(〜13) 
見出し FII05010 ソフトウェア設計と開発 
担当教員名 大⻄ 荘一 
単位数 2 
教科書 ソフトウェア開発 小泉寿男、辻 秀一、吉⽥幸二、中島 毅 共著 オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード 開発手法、設計手法、開発管理、オブジェクト指向 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ソフトウェア設計と開発 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FII05010 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）システム開発の全体像を理解すること 

（２）要求分析手法を理解すること 
（３）各種プログラム設計手法を理解すること 
（４）開発⼯程の管理手法を理解すること 
（５）システムの運用・保守について理解すること 
（６）ソフトウェアの品質を理解すること 

受講者へのコメント  
連絡先 １５号館３階 大⻄荘一研究室  

ｏｎｉｓｈｉ＠ｍｉｓ．ｏｕｓ．ａｃ．ｊｐ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Software Engineering 
関連科目 電子計算機概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 情報システムの開発は仕様作成、プログラム設計・製作、テスト、運用・保守の

⼯程がある。 
それぞれの⼯程に必要な技術と管理手法を学び、システム開発の全体像を理解す
る。 
プログラムの設計手法については、構造化設計、オブジェクト指向設計等を学ぶ。 



管理手法については、コスト管理、⼯程管理等を学ぶ。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ソフトウェアの種類を講義する。 

2 回 ソフトウェアの性質と開発の課題を講義する。 
3 回 ソフトウェア開発の課題を解決する政策を講義する。 
4 回 ソフトウェア開発プロセス１：開発プロセスの種類を講義する。 
5 回 ソフトウェア開発プロセス２：ウォーターフォール方式とスパイラル方式
の特徴を講義する。 
6 回 要求分析を講義する。 
7 回 システム設計：外部仕様書の作成を講義する。 
8 回 プログラム設計：内部仕様書の作成を講義する。 
9 回 プログラミングを講義する。 
10 回 テストと保守を講義する。 
11 回 オ 

準備学習 1 回 教科書の該当する部分を学習すること。 
2 回 教科書の該当する部分を学習すること。 
3 回 インターネットでいろいろな取り組みを調べておくこと。 
4 回 教科書の該当する部分を学習すること。 
5 回 教科書の該当する部分を学習すること。 
6 回 教科書の該当する部分を学習すること。 
7 回 教科書の該当する部分を学習すること。 
8 回 教科書の該当する部分を学習すること。 
9 回 教科書の該当する部分を学習すること。 
10 回 教科書の該当する部分を学習すること。 
11 回 教科書の該当する部分を学習すること。 
12 回 

 



年度 2014 
授業コード FII05610 
成績評価 提出されたレポート課題により評価する 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 情報科学科(〜11) 
見出し FII05610 特別講義Ⅰ 
担当教員名 澤見 英男 
単位数 1 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 画像の平均データ量，エントロピ，コントラスト変換，フーリエ変換，離散コサ

イン変換，ＤＣＴ，ＪＰＥＧ，正規直交変換，平均２乗誤差 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別講義Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 コンピュータグラフィックス，ＣＧ−ＡＲＴＳ協会，ISBN978-4-903474-00-7 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FII05610 
実務経験のある教員  
達成目標 画像のコントラスト変換により情報量が増えたかのように見える事とエントロ

ピとが関係していること，離散コサイン変換（ＤＣＴ）を正規直交変換として構
成することで，画素値およびＤＣＴ係数値の平均２乗誤差が同じでもデーター量
の大幅に異なることを当たり前のこととして理解することを目標としている。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Lecture on Special Topic I 
関連科目 コンピュータ・グラフィックスⅠ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 デジタル画像に関し，画素値の頻度分布を用いたコントラスト変換，画像のエン

トロピと平均データ量について学習する。次に，ＪＰＥＧ等で用いられている離
散コサイン変換（ＤＣＴ）により，画素値およびＤＣＴ係数値に関する平均２乗
誤差が同じであっても，情報量の大幅に異なっていることから画像のデータ圧縮
できることを理解する。さらに，２００階調程度までしか区別の付かないという
ことで一般化している８ビット画素値表現と，ビット⻑をより⻑くした高画質デ
ータに関するデータ圧縮比の差異などについてその概略を理解する。 



対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 プリントを配布するので，案内に従って，該当場所を予習しておく必用が在る。 

 



年度 2014 
授業コード FII05710 
成績評価 レポート１００%で評価し，６０点以上で合格とする． 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 情報科学科(〜11) 
見出し FII05710 特別講義Ⅱ 
担当教員名 濱谷 義弘 
単位数 1 
教科書 講義の板書ノート。 
アクティブラーニング  
キーワード 微分方程式、安定性、数理生物モデル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別講義Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 テキスト 微分方程式/小寺平治著/共立出版株式会社 
授業形態 講義 
注意備考 講義は学科の集中講義のため、他学科学生の履修はできない。 
シラバスコード FII05710 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)微分方程式の定性的理論と計算を修得すること。 

(2)数理生物モデルに現れる関数微分方程式・積分微分方程式の安定性に関する
解析ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 濱谷研究室 1 学舎 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者が１人なのでアンケートなし。 
英文科目名 Lecture on Special Topic II 
関連科目 応用数学Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 微分方程式の数理生物モデルを取り扱う。ここでは、微分方程式の定性的理論の

基礎を講義する。 
対象学年 4 年 
授業内容 1 回 線形微分方程式系(1) 

2 回 線形微分方程式系(2) 
3 回 非線形微分方程式系(1) 
4 回 非線形微分方程式系(2) 
5 回 安定性と Liapunov 関数 
6 回 数理生態モデル 



7 回 数理生体モデル 
8 回 最近の結果の紹介と問題 

準備学習 1 回 1,2 年で学んだ解析と線形代数について復習しておくこと。 
2 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
3 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
4 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
5 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
6 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
7 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
8 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FII06010 
成績評価 個々の卒業研究の取り組み状況と，卒研中間発表，卒研発表，卒業研究論文の内

容で評価する． 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 情報科学科(〜11) 
見出し FII06010 卒業研究 
担当教員名 劉 渤江、菅野 幸夫、椎名 広光、河野 敏行、澤見 英男、山本 英二、宮

地 功、 
単位数 8 
教科書 各研究室ごとに指示される． 
アクティブラーニング  
キーワード プレゼンテーション、論文作成、研究推進 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各研究室ごとに指示される． 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FII06010 
実務経験のある教員  
達成目標 (１)研究分野に対する情報収集が行なえる． 

(２)研究分野に対する問題発見と，その解決方法の計画が立てられる． 
(３)計画した研究内容を，自ら遂行できる． 
(４)自分の考えていることを文章で表現できる． 
(５)自分の考えていることを口頭発表できる． 

受講者へのコメント  
連絡先 配属先の指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Graduation Thesis 
関連科目 情報科学科開講科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ３年次までの講義や演習，実習で修得した知識や技術を応用し，自らテーマを解

決していく能力を養うとともに，研究要旨の作成や卒業論文の執筆，プレゼンテ
ーションを通じてコミュニケーション能力の向上を諮ることを目的とする．具体
的には，配属された研究室で，それそれの分野の研究を行なうための基礎知識の
習得や，関連情報の収集方法の習得，研究の進め方の経験，実際のシステム作成



や理論の構築などを行なう． 
対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 講読するテキストや文献は，前もって調べておき，セミナーで紹介，議論が出来

る様に準備する．課題に関するシステム作成の経過をパワーポイントやレポート
にまとめ，セミナーで紹介，議論が出来る様に準備する． 

 



年度 2014 
授業コード FII06020 
成績評価 個々の卒業研究の取り組み状況と，卒研中間発表，卒研発表，卒業研究論文の内

容で評価する． 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 情報科学科(10〜10) 
見出し FII06020 卒業研究【春学期最終評価】 
担当教員名 北川 文夫、劉 渤江、河野 敏行 
単位数 8 
教科書 各研究室ごとに指示される． 
アクティブラーニング  
キーワード プレゼンテーション、論文作成、研究推進 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究【春学期最終評価】 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各研究室ごとに指示される． 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FII06020 
実務経験のある教員  
達成目標 (１)研究分野に対する情報収集が行なえる． 

(２)研究分野に対する問題発見と，その解決方法の計画が立てられる． 
(３)計画した研究内容を，自ら遂行できる． 
(４)自分の考えていることを文章で表現できる． 
(５)自分の考えていることを口頭発表できる． 

受講者へのコメント  
連絡先 配属先の指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Graduation Thesis 
関連科目 情報科学科開講科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ３年次までの講義や演習，実習で修得した知識や技術を応用し，自らテーマを解

決していく能力を養うとともに，研究要旨の作成や卒業論文の執筆，プレゼンテ
ーションを通じてコミュニケーション能力の向上を諮ることを目的とする．具体
的には，配属された研究室で，それそれの分野の研究を行なうための基礎知識の
習得や，関連情報の収集方法の習得，研究の進め方の経験，実際のシステム作成
や理論の構築などを行なう． 



対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 講読するテキストや文献は，前もって調べておき，セミナーで紹介，議論が出来

る様に準備する．課題に関するシステム作成の経過をパワーポイントやレポート
にまとめ，セミナーで紹介，議論が出来る様に準備する． 

 



年度 2014 
授業コード FII06030 
成績評価 個々の卒業研究の取り組み状況と，卒研中間発表，卒研発表，卒業研究論文の内

容で評価する． 
曜日時限  
対象クラス 情報科学科(11〜11) 
見出し FII06030 卒業研究【秋学期中間評価】 
担当教員名 北川 文夫、浅山 泰祐、山本 英二 
単位数 8 
教科書 各研究室ごとに指示される． 
アクティブラーニング  
キーワード プレゼンテーション、論文作成、研究推進 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究【秋学期中間評価】 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各研究室ごとに指示される． 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FII06030 
実務経験のある教員  
達成目標 (１)研究分野に対する情報収集が行なえる． 

(２)研究分野に対する問題発見と，その解決方法の計画が立てられる． 
(３)計画した研究内容を，自ら遂行できる． 
(４)自分の考えていることを文章で表現できる． 
(５)自分の考えていることを口頭発表できる． 

受講者へのコメント  
連絡先 配属先の指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Graduation Thesis 
関連科目 情報科学科開講科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ３年次までの講義や演習，実習で修得した知識や技術を応用し，自らテーマを解

決していく能力を養うとともに，研究要旨の作成や卒業論文の執筆，プレゼンテ
ーションを通じてコミュニケーション能力の向上を諮ることを目的とする．具体
的には，配属された研究室で，それそれの分野の研究を行なうための基礎知識の
習得や，関連情報の収集方法の習得，研究の進め方の経験，実際のシステム作成
や理論の構築などを行なう． 



対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 講読するテキストや文献は，前もって調べておき，セミナーで紹介，議論が出来

る様に準備する．課題に関するシステム作成の経過をパワーポイントやレポート
にまとめ，セミナーで紹介，議論が出来る様に準備する． 

 



年度 2014 
授業コード FII06410 
成績評価 毎回の小テストの合計 30%，定期試験 70%で評価する． 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学科(〜13) 
見出し FII06410 データベース 
担当教員名 北川 文夫 
単位数 2 
教科書 （書店販売しない．）サイバーキャンパスに毎回のテキストを置いておくので，

各自ダウンロードして利用する． 
アクティブラーニング  
キーワード データベースシステム，DBMS，概念モデル，論理モデル，リレーション，主キ

ー，外部キー，リレーショナル代数演算，SQL による問合せ，SQL によるテー
ブル定義，正規形 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 配布プリント，プロジェクターなどに好評な意見をいただきました． 

これらは教材なので，きちんと声での説明をしているので，好評なのだと 
理解しています． 
 そういう意味では，きちんと説明することが求められているのだと思います． 

科目名 データベース 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 リレーショナルデータベース入門[新訂版]／増永良文／サイエンス社 
授業形態 講義 
注意備考 授業時間割表のサーバーキャンパスの項を見て、(1)サーバーキャンパスへの ID

登録をし、(2)データベースを受講科目に加えておくこと． 
シラバスコード FII06410 
実務経験のある教員  
達成目標 リレーショナルデータモデルによるテーブル作成ができること．リレーショナル

演算ができること．ＳＱＬで問合せがかけること．またＳＱＬでテーブル定義が
かけること．リレーショナルデータモデルの第１正規形から第５正規形までの正
規化を行なえること．データベースの同時実行制御の仕組みを書くことができる
こと．データベースの応用技術が挙げられること．PHP 言語を用いた DB アク
セスのプログラムを書くことができる． 

受講者へのコメント データベースは，基本情報技術者の試験問題にも何問か入っている情報技術では 
基本的な事項です． 
 この講義では，基本情報技術者試験にでる範囲をカバーするのはもちろんのこ
と， 
データベースの基礎理論から応用まで扱うので，学生には負担が多いと思いま
す． 
しかし，それらのすべてがデータベースを理解するうえで必要なのです． 

連絡先 北川文夫研究室 １号館４階 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野への理解が深まったが 82.1%でした． 
 また，総合評価は「できた」「だいたいできた」の上位２つの合計が 
達成度 73.8%，熱意 86.9%，満足度 84.5%でした． 
 ある程度，多くの学生が好意的な判断をしてくれているようで， 安⼼しまし
た 

英文科目名 Database 
関連科目 「基礎数学 I」「情報処理入門」「情報処理システム概論」を履修しておくことが

望ましい． 
次回に向けての改善変更予定 配布プリントを「サイバーキャンパス」から各自でダウンロードして用意する 

ようにしているのですが，これはサイバーキャンパスで遠隔地で受講する学生も 
同じ内容を学習できるようにしているためです．事前に受け取ることができるの
で， 
予習をしてくれればいいと思います． 

講義目的 コンピュータは大量の情報処理を高速に行えるので，計算機としての役割の他，
情報処理機器としての役割も非常に大きい．ここでは，コンピュータを用いた情
報処理の中核技術であるデータベースシステムについて学ぶ．まず，ファイルと
データベースの違いについて学び，その後リレーショナルデータベースのデータ
モデルとリレーショナル代数，更に操作言語 SQL とリレーショナル DBMS につ
いて学ぶ．次に再びリレーショナル代数に戻り，正規化の意味と方法に関して学
ぶ．最後に，データベースの同時実行制御等の技術的背景，データベースの応用，
そ 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 データベースとは何かを解説する． 

2 回 リレーショナルモデルについて解説する． 
3 回 集合演算とリレーショナル代数について解説する． 
4 回 リレーショナル代数の中の射影と選択について説明する． 
5 回 リレーショナル代数の中の結合と商について説明する． 
6 回 SQL の単純質問を解説する． 
7 回 SQL のより高度な質問（結合や入れ子，集約関数）を解説する． 
8 回 SQL のデータの更新とテーブル定義を説明する． 
9 回 第一正規形と更新時異状について説明する． 
10 回 関数従属性と第二正規形について説明する 

準備学習 1 回 サイバーキャンパスの第 1 回のテキスト（データベースとは何か）を入手
し，読んでおくこと． 
2 回 サイバーキャンパスの第 2 回のテキスト（リレーショナルモデル）を入手
し，読んでおくこと． 
3 回 サイバーキャンパスの第 3 回のテキスト（集合演算とリレーショナル代数）
を入手し，読んでおくこと． 
4 回 サイバーキャンパスの第 4 回のテキスト（リレーショナル代数．射影，選
択）を入手し，読んでおくこと． 



5 回 サイバーキャンパスの第 5 回のテキスト（リレーショナル代数．結合，商）
を入手し，読んでおくこと． 
6 回 サイバー 

 



年度 2014 
授業コード FII07110 
成績評価 課題提出(30%)，中間試験(25%)，定期試験(45%)で評価をする。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14) 
見出し FII07110 確率Ⅰ 
担当教員名 中村 忠 
単位数 2 
教科書 理⼯系確率統計（改訂版）/ 中村忠・山本英二 ／サイエンス社 
アクティブラーニング  
キーワード 事象，確率測度，包除原理，条件付き確率，ベイズの定理，確率変数，確率分布 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 確率Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適時プリント（資料）を配布する． 
授業形態 講義 
注意備考 初めての概念が多数出てくるので，その日の内にノートなどを整理しておくこと

が望ましい． 
シラバスコード FII07110 
実務経験のある教員  
達成目標 観測する度に異なる現象を数理的に表現し，解析が確率論の初歩が修得かつ応用

できるようにすること。 
受講者へのコメント 確率は講義だけでなく，自分でも勉強しないとわからない人が多い科目なので，

受講生は自分なりに努力して欲しい。なぜなら，教えてもらって興味が湧く場合
もあるいし，自分なりに努力しているうちに興味が湧いてくる場合もあるからで
ある。 

連絡先 中村忠研究室 １号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「この分野への理解が深まった」が５１％であったことが気になる。一般的に，
確率はよくわからないというのが世間の相場ですが，これらの評価に真摯に受け
止めて，対処します。 

英文科目名 Probability Theory I 
関連科目 基礎解析 I ，II 
次回に向けての改善変更予定 確率という科目のせいなのか，僕の教育方法のせいなのか，それとも受講生の勉

強量のせいなのかがよくわからないので，いい改善方法が見つからないが，興味
をもってくれるような教育方法を模索するつもりです。 

講義目的 確率的変動を含むデータからいかに有用な情報をひきだすかの方法の数学的基
盤である確率論を学ぶことを目的とする。確率の基礎概念，事象と確率，条件付



き確率，ベイズの定理を演習を交えながら修得させる。ベイズの定理の応用とし
てベイズ診断についても学ぶ． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 現象の数理的表現 I について解説する。 

2 回 現象の数理的表現 II について解説する。 
3 回 現象とその起こる割合について解説する。 
4 回 確率とその性質について解説する（その１）。 
5 回 確率とその性質について詳細に解説する（その２）。 
6 回 確率に関するいくつかの不等式の証明を丁寧に解説する。 
7 回 包除原理について詳細に解説する。 
8 回 中間試験，およびその解説を行う。 
9 回 具体的な例を通じて，条件付き確率の導入し，条件付き確率とその性質につ
いて解説する。 
10 回 2 つの事象の間の独立性を条件付 

準備学習 1 回 集合について理解を深めておくこと。 
2 回 集合の演算について理解を深めておくこと。 
3 回 起こりやすさをどのように扱うかを具体的な例を通して理解を深めること。 
4 回 確率の計算法を練習すること。 
5 回 確率の計算法を練習すること。 
6 回 事象間の演算，確率の性質とその計算を練習すること。 
7 回 数学的帰納法を復習しておくこと。 
8 回 第１回から第７回の学習内容を復習し，整理しておくこと。 
9 回 具体的な例を通じて，いろいろな確率が考えられることを理解すること。 
10 回 事象間の演算，条件付き確率の計 

 



年度 2014 
授業コード FII07210 
成績評価 小テスト・課題の平常点(40%)と中間テスト(25%)，定期試験(35%)により評価

する． 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜13) 
見出し FII07210 確率Ⅱ 
担当教員名 山本 英二 
単位数 2 
教科書 理⼯系確率統計（改訂版）／中村・山本／ サイエンス社 
アクティブラーニング  
キーワード 事象、確率、確率変数、確率分布、期待値、平均、分散、標準偏差、２項分布、

ポアソン分布、一様分布、指数分布、正規分布 、標準化、偏差値 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし． 
科目名 確率Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント（資料）を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 確率 I に引き続く内容となる。 
シラバスコード FII07210 
実務経験のある教員  
達成目標 １．確率現象を確率分布として理解できる。 

２．期待値、平均、分散、標準偏差の概念が理解でき、計算できる。 
３．代表的な確率分布の確率関数、確率密度関数の特徴が説明できる。 
４．代表的な確率分布の平均、分散が計算できる。 

受講者へのコメント 確率１の内容を理解していることが前提ですので，復習をしっかりしましょう． 
連絡先 １号館４階 山本英二研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 おおむね可の評価を受けています．さらにレベルを保ちながら，分かりやすい授
業を目指します． 

英文科目名 Probability Theory II 
関連科目 基礎解析 I、基礎解析 II、確率 I 
次回に向けての改善変更予定 内容のレベルを保ちながら，さらに分かりやすい授業を目指します． 
講義目的 確率 I の事象と確率に続き、確率現象を確率変数と確率分布を用いて表現するこ

とを学ぶ。 
確率分布の特性値、平均、分散、標準偏差を理解し、代表的な確率分布、２項分
布、 
ポアソン分布、一様分布、指数分布、正規分布を学ぶ。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 事象と確率について授業する。 

2 回 確率変数と実現値,確率分布について授業する。 
3 回 期待値について授業する。 
4 回 平均、分散、標準偏差について授業する。 
5 回 順列と組合せと２項展開式について授業する。 
6 回 ２項分布について授業する。 
7 回 ポアソン分布について授業する。 
8 回 これまでのまとめをおこない、中間考査をする。 
9 回 一様分布について授業する。 
10 回 指数分布について授業する。 
11 回 正規分布について授業する。 
12 回 標準化と偏差値について授業する。 
13 回 正規分布表と確 

準備学習 1 回 前期：確率Ⅰの復習をしておくこと。 
シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 事象と確率について復習しておくこと。 
3 回 確率変数と実現値，確率分布について復習しておくこと。 
4 回 期待値について復習しておくこと。 
5 回 平均、分散、標準偏差について理解しておくこと。 
6 回 順列と組合せと２項展開式について復習しておくこと。 
7 回 ２項分布について復習しておくこと。 
8 回 ポアソン分布について調べておくこと． 
9 回 これまでの内容を復習しておくこと。 
10 回 指数関数の積分、部分積分を復 

 



年度 2014 
授業コード FII07610 
成績評価 定期試験で評価する。定期試験は筆記形式で行う。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14) 
見出し FII07610 インターネット入門 
担当教員名 大⻄ 荘一 
単位数 1 
教科書 講義用パワーポイント資料、プリントをインターネットを利用し配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード インターネット、ＷＷＷ、電子メール、ホームページ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 インターネット入門 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 本講義は e-Learning（インターネットを利用した遠隔授業）を利用し、協定を結

んでいる高校の高校生も同時に受講する。そのため講義時間帯は変則で、１６：
１０〜１７：００の５０分授業となっている。単位は１単位である。パソコンを
使用するため、履修者数が制限される。情報処理センター管理の実習室を利用す
る。 

シラバスコード FII07610 
実務経験のある教員  
達成目標 １．社会におけるインターネットの現状を理解する。 

２．簡単なホームページの作成ができるようになる。 
３．インターネットの基礎的仕組みを理解する。 
４．著作権を理解する。 
５．情報セキュリティの基礎とモラルを理解する。 
６．電子メール、ＷＷＷなどインターネットの基本的なアプリケーションを利用
できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 15 号館 3 階 大⻄荘一研究室 086-256-９６１８ onishi@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Internet 
関連科目 情報処理入門 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 インターネットは社会に必用不可欠なものになっている。本講義はインターネッ



トについての基礎知識と利用の現状を学び、情報科学への興味を深めることを目
的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義概要の説明とインターネット社会全般について講義する。 

2 回 漠然ととらえているインターネットをその起こりから発展の概略を講義す
る。 
3 回 インターネットの利用形態はその機能の発達とともに多様化している。情
報発信、情報通信、計算媒体としてのインターネットを簡略に紹介する。 
4 回 インターネットが利用するための構成要素について講義する。 
5 回 【サーバとクライアント】第 3,4 回講義で講義した利用形態と仕組みの典型
的な例であるサーバ・クライアントシステムについてより詳しく講義する。 
6 回 ブラウザの違 

準備学習 1 回 インターネットの仕組みなどについて調べておくこと。 
2 回 インターネット全般について興味のあることを調べておくこと。 
3 回 種々な Web ページにアクセスして Web ページがどのような目的で利用さ
れているかを調べておくこと。 
4 回 第 3 回の講義の復習をすること。 
5 回 情報関連用語での「サーバ」と「クライアント」を調べておくこと。 
6 回 どのような種類のブラウザーがあるか調べておくこと。 
7 回 HTML の書式について調べておくこと。 
8 回 Web ページの作成方法について調べておくこと。 
9 回 JavaS 

 



年度 2014 
授業コード FII07720 
成績評価 定期試験によって 80％と各回の提出物 20％で評価を行い，60 点以上で合格とす

る． 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14) 
見出し FII07720 アルゴリズム入門 
担当教員名 河野 敏行 
単位数 1 
教科書 適宜資料を配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード フローチャート，プログラミング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述なし． 
科目名 アルゴリズム入門 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜，資料を配布する． 
授業形態 講義 
注意備考 本講義は e-Learning（インターネットを利用した遠隔授業）を利用し、協定を結

んでいる高校の高校生も同時に受講する． 
そのため講義時間帯は変則で，１６：１０〜１７：００の５０分授業となってい
る． 
単位は１単位である．パソコンを使用するため，履修者数が制限される． 
情報処理センター管理の実習室を利用する． 

シラバスコード FII07720 
実務経験のある教員  
達成目標 １）フローチャートの書式を理解する． 

２）簡単なプログラムに関するフローチャートが作成できる． 
３）さまざまなアルゴリズムの仕組みなどの外観を理解し，説明することができ
る． 

受講者へのコメント 高校との遠隔講義も行っているため，多くの質問を受けることはできませんが，
積極的に発言をよろしくお願いします． 

連絡先 15 号館 4 階 河野研究室 kohno@mis.ous.ac.jp 
（サイバーキャンパスからも連絡してよい） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野への理解が深まったが 100％ということで，うれしく思います．90％の
人が満足して受けてくれたことにうれしく思います．これからも分かりやすく講
義を続けていきたいと思います． 

英文科目名 Introduction to Algorithms 



関連科目 インターネット入門，プログラミング基礎，応用プログラミングⅠ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 受講者の意見をより取り入れて進められるように努力したいです． 
講義目的 プログラムを作成するうえで必要な考え方をアルゴリズムとその表現の仕方と

してのフローチャートを修学して，作成したプログラムの検証などができること
を目標とする． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【講義の概要】アルゴリズム入門で学んで欲しいことを紹介する． 

2 回 アルゴリズムとフローチャートの基礎について学習する． 
3 回 良いフローチャートと悪いフローチャートについて学習する． 
4 回 計算量と計算時間について学習する． 
5 回 文章からフローチャートを組み立てることについて学習する． 
6 回 様々なアルゴリズムの紹介を行い，アルゴリズムの仕組みを理解する． 
7 回 簡単なゲームを作るためのアルゴリズムについて学習する（１）． 
8 回 ソーティングアルゴリズムについて学習する． 
9 回 簡単なゲームを作 

準備学習 1 回 アルゴリズムというキーワードで検索して，どのようなものか予習してお
くこと． 
2 回 フローチャートとは何か検索しておくこと． 
3 回 良し悪しはどこで決まると思うか考えておくこと． 
4 回 これまで確認したフローチャートをよく見直しておくこと． 
5 回 これまでに紹介したフローチャートを確認しておくこと． 
6 回 有名なアルゴリズムにどのようなものがあるか調べておくこと． 
7 回 簡単なゲームなどはどのような仕組みでできているか考えておくこと． 
例えば，シューティングゲーム，トランプゲームなど． 
8 回 数の並べ 

 



年度 2014 
授業コード FII08010 
成績評価 演習が３０％、定期試験が７０％で評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14) 
見出し FII08010 基礎数学Ⅰ 
担当教員名 山本 英二 
単位数 2 
教科書 入門コース 線形代数／大⻄ 誠、佐野公明／学術図書出版社／9784873612058 
アクティブラーニング  
キーワード 集合、命題、論理、ベクトル、内積、行列、行列式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし． 
科目名 基礎数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 数学の基礎／数学基礎教育研究会／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FII08010 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）２次元、３次元ベクトルの和を幾何的に理解し、計算が出来ること。 

（２）２次元、３次元ベクトルの内積の計算ができ、図形と対応が出来ること。 
（３）２次、３次の正方行列に関する和、積の計算ができること。 
（４）ゼロ行列、単位行列、対角行列、正則行列、逆行列、転置行列、対称行列
の説明ができ、各種演算ができること。 
（５）２次、３次の正則行列の逆行列を計算できること。 
（６）２次、３次の正方行列の行列式が計算できること。 

受講者へのコメント ベクトル・行列の計算力とともに，それらの概念を理解することに努めましょう． 
連絡先 １号館４Ｆ 山本英二研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 おおむね可です． 
英文科目名 Mathematics I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 基本的なレベルを保ちながら，より分かりやすい授業を⼯夫します． 
講義目的 情報科学分野を学ぶ学生に必要な基礎的な数学について学ぶ。この講義・演習で

は、 
多次元データ、多次元変数を扱うための基礎となるベクトルと行列に対して基礎
的な 
理論と計算法を学ぶ。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 集合について授業する。 

2 回 命題について授業する。 
3 回 論理演算について授業する。 
4 回 平面ベクトルと図形について授業する。 
5 回 ベクトルの演算について授業する。 
6 回 内積について授業する。 
7 回 空間ベクトルについて授業する。 
8 回 外積について授業する。 
9 回 ベクトルのまとめを授業する。 
10 回 行列の演算（和・差）について授業する。 
11 回 行列の演算（積）について授業する。 
12 回 行列とベクトルについて授業する。 
13 回 行列式､小行列式と余因子について授業する。 
14 回 逆行 

準備学習 1 回 集合について調べておくこと。 
2 回 集合について復習しておくこと。 
3 回 命題について復習しておくこと。 
4 回 ベクトルについて調べておくこと。 
5 回 平面ベクトルと図形について復習しておくこと。 
6 回 ベクトルの演算について復習しておくこと。 
7 回 内積について復習しておくこと。 
8 回 空間ベクトルについて復習しておくこと。 
9 回 外積について復習しておくこと。 
10 回 行列について調べておくこと。 
11 回 行列の演算（和・差）について復習しておくこと。 
12 回 行列の演算（積）について復習してお 

 



年度 2014 
授業コード FII08020 
成績評価 演習が３０％、定期試験が７０％で評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14) 
見出し FII08020 基礎数学Ⅰ 
担当教員名 ⽥中 秀松＊、山本 英二 
単位数 2 
教科書 入門コース 線形代数／大⻄ 誠、佐野公明／学術図書出版社／9784873612058 
アクティブラーニング  
キーワード 集合、命題、論理、ベクトル、内積、行列、行列式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特にない 
科目名 基礎数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 数学の基礎／数学基礎教育研究会／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FII08020 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）２次元、３次元ベクトルの和を幾何的に理解し、計算が出来ること。 

（２）２次元、３次元ベクトルの内積の計算ができ、図形と対応が出来ること。 
（３）２次、３次の正方行列に関する和、積の計算ができること。 
（４）ゼロ行列、単位行列、対角行列、正則行列、逆行列、転置行列、対称行列
の説明ができ、各種演算ができること。 
（５）２次、３次の正則行列の逆行列を計算できること。 
（６）２次、３次の正方行列の行列式が計算できること。 

受講者へのコメント 特にない 
連絡先 １号館４Ｆ 山本英二研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 まったく、学生さんの評価の通りであると思う。 
授業内容、方法、技術（発声の仕方、板書の仕方）など、もっと改善が必要と思
う。 

英文科目名 Mathematics I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 上記、所見の通りです。 
講義目的 情報科学分野を学ぶ学生に必要な基礎的な数学について学ぶ。この講義・演習で

は、 
多次元データ、多次元変数を扱うための基礎となるベクトルと行列に対して基礎



的な 
理論と計算法を学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 集合について授業する。 

2 回 命題について授業する。 
3 回 論理演算について授業する。 
4 回 平面ベクトルと図形について授業する。 
5 回 ベクトルの演算について授業する。 
6 回 内積について授業する。 
7 回 空間ベクトルについて授業する。 
8 回 外積について授業する。 
9 回 ベクトルのまとめを授業する。 
10 回 行列の演算（和・差）について授業する。 
11 回 行列の演算（積）について授業する。 
12 回 行列とベクトルについて授業する。 
13 回 行列式､小行列式と余因子について授業する。 
14 回 逆行 

準備学習 1 回 集合について調べておくこと。 
2 回 集合について復習しておくこと。 
3 回 命題について復習しておくこと。 
4 回 ベクトルについて調べておくこと。 
5 回 平面ベクトルと図形について復習しておくこと。 
6 回 ベクトルの演算について復習しておくこと。 
7 回 内積について復習しておくこと。 
8 回 空間ベクトルについて復習しておくこと。 
9 回 外積について復習しておくこと。 
10 回 行列について調べておくこと。 
11 回 行列の演算（和・差）について復習しておくこと。 
12 回 行列の演算（積）について復習してお 

 



年度 2014 
授業コード FII08110 
成績評価 演習が３０％、中間考査が３０％、定期試験が４０％で評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14) 
見出し FII08110 基礎数学Ⅱ 
担当教員名 山本 英二 
単位数 2 
教科書 入門コース 線形代数／大⻄ 誠、佐野公明／学術図書出版社／9784873612058 
アクティブラーニング  
キーワード 集合、命題、論理、ベクトル、内積、行列、行列式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし． 
科目名 基礎数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 数学の基礎／数学基礎教育研究会／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FII08110 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）２次元、３次元ベクトルの和を幾何的に理解し、計算が出来ること。 

（２）２次元、３次元ベクトルの内積の計算ができ、図形と対応が出来ること。 
（３）２次、３次の正方行列に関する和、積の計算ができること。 
（４）ゼロ行列、単位行列、対角行列、正則行列、逆行列、転置行列、対称行列
の説明ができ、各種演算ができること。 
（５）２次、３次の正則行列の逆行列を計算できること。 
（６）２次、３次の正方行列の行列式が計算できること。 

受講者へのコメント 授業での演習問題とともに，自主的にテキストの演習問題に取り組むと，より理
解が深まります． 

連絡先 １号館４Ｆ 山本英二研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 おおむね可です． 
英文科目名 Mathematics II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 基本的レベルを保てるよう，宿題等の演習方法を⼯夫します． 
講義目的 情報科学分野を学ぶ学生に必要な基礎的な数学について学ぶ。この講義・演習で

は、 
多次元データ、多次元変数を扱うための基礎となるベクトルと行列に対して基礎
的な 



理論と計算法を学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 集合について授業する。 

2 回 命題について授業する。 
3 回 論理演算について授業する。 
4 回 平面ベクトルと図形について授業する。 
5 回 ベクトルの演算について授業する。 
6 回 内積について授業する。 
7 回 空間ベクトルについて授業する。 
8 回 外積について授業する。 
9 回 ベクトルのまとめと中間考査をする。 
10 回 行列の演算（和・差）について授業する。 
11 回 行列の演算（積）について授業する。 
12 回 行列とベクトルについて授業する。 
13 回 行列式､小行列式と余因子について授業する。 
14 回 

準備学習 1 回 集合について調べておくこと。 
2 回 集合について復習しておくこと。 
3 回 命題について復習しておくこと。 
4 回 ベクトルについて調べておくこと。 
5 回 平面ベクトルと図形について復習しておくこと。 
6 回 ベクトルの演算について復習しておくこと。 
7 回 内積について復習しておくこと。 
8 回 空間ベクトルについて復習しておくこと。 
9 回 ベクトルについて復習しておくこと。 
10 回 行列について調べておくこと。 
11 回 行列の演算（和・差）について復習しておくこと。 
12 回 行列の演算（積）について復習し 

 



年度 2014 
授業コード FII08120 
成績評価 演習が３０％、中間考査が３０％、定期試験が４０％で評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14) 
見出し FII08120 基礎数学Ⅱ 
担当教員名 ⽥中 秀松＊、山本 英二 
単位数 2 
教科書 入門コース 線形代数／大⻄ 誠、佐野公明／学術図書出版社／9784873612058 
アクティブラーニング  
キーワード 集合、命題、論理、ベクトル、内積、行列、行列式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 数学の基礎／数学基礎教育研究会／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FII08120 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）２次元、３次元ベクトルの和を幾何的に理解し、計算が出来ること。 

（２）２次元、３次元ベクトルの内積の計算ができ、図形と対応が出来ること。 
（３）２次、３次の正方行列に関する和、積の計算ができること。 
（４）ゼロ行列、単位行列、対角行列、正則行列、逆行列、転置行列、対称行列
の説明ができ、各種演算ができること。 
（５）２次、３次の正則行列の逆行列を計算できること。 
（６）２次、３次の正方行列の行列式が計算できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館４Ｆ 山本英二研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この科目は「基礎数学Ⅰ」と同じ内容の講義なので、以下すべて、その科目と同
様である。 

英文科目名 Mathematics II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 情報科学分野を学ぶ学生に必要な基礎的な数学について学ぶ。この講義・演習で

は、 
多次元データ、多次元変数を扱うための基礎となるベクトルと行列に対して基礎
的な 



理論と計算法を学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 集合について授業する。 

2 回 命題について授業する。 
3 回 論理演算について授業する。 
4 回 平面ベクトルと図形について授業する。 
5 回 ベクトルの演算について授業する。 
6 回 内積について授業する。 
7 回 空間ベクトルについて授業する。 
8 回 外積について授業する。 
9 回 ベクトルのまとめと中間考査をする。 
10 回 行列の演算（和・差）について授業する。 
11 回 行列の演算（積）について授業する。 
12 回 行列とベクトルについて授業する。 
13 回 行列式､小行列式と余因子について授業する。 
14 回 

準備学習 1 回 集合について調べておくこと。 
2 回 集合について復習しておくこと。 
3 回 命題について復習しておくこと。 
4 回 ベクトルについて調べておくこと。 
5 回 平面ベクトルと図形について復習しておくこと。 
6 回 ベクトルの演算について復習しておくこと。 
7 回 内積について復習しておくこと。 
8 回 空間ベクトルについて復習しておくこと。 
9 回 ベクトルについて復習しておくこと。 
10 回 行列について調べておくこと。 
11 回 行列の演算（和・差）について復習しておくこと。 
12 回 行列の演算（積）について復習し 

 



年度 2014 
授業コード FII08210 
成績評価 演習，中間試験、期末試験により評価する． 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 情報科学科(〜12) 
見出し FII08210 コンピュータ基礎Ⅰ 
担当教員名 劉 渤江 
単位数 2 
教科書 情 報 科 学 の た め の  離 散 数 学 ／ 柴 ⽥ 正 憲 ・ 浅 ⽥ 由 良  共 著  ／ コ ロ ナ 社 ／

9784339023299 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画の中に【 】で囲んで示してある． 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータ基礎Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小倉久和 著 「情報の基礎離散数学」近代科学社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FII08210 
実務経験のある教員  
達成目標 集合の表現と演算ができ，ベン図の表現が読書きできること，２項関係が理解で

き，条件に従った２項関係が書けること，関数について全射や単射が判定できる
こと，順列・組合わせの計算ができること，多項定理を使った計算ができること，
ｎ進数と１０進数の変換ができること，論理演算ができ，それを論理回路で表現
できること，ブール代数の計算ができること． 

受講者へのコメント  
連絡先 劉渤江研究室 １５号館３階 liu@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Mathematics I 
関連科目 後期のコンピュータ基礎Ⅱを続けて受講すると良い． 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コンピュータサイエンスを支える重要な理論的背景の一つに離散数学があげら

れる．ここでは，離散数学の出発点である集合とその関係を表わす 2 項関係に関
して学ぶ．次に，順列・組合せと多項定理，ｎ進数を学ぶ．最後に論理とブール
代数，論理回路について学ぶ． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 



2 回  集合・ベン図 【集合の表現方法，ベン図，部分集合，全体集合，空集合】 
3 回  集合の演算 【和集合，積集合，差集合，補集合，ドモルガンの定理，元の
個数】 
4 回  ２項関係 【直積，2 項関係，恒等関係，逆関係，関数，関数の表現方法，
逆関数】 
5 回  関数の演算 【関数の演算，関数の合成】 
6 回  関数のいろいろ 【全射，単射，全単射，定値関数，恒等関数】 
7 回  中間試験 
8 回  順列・組合せ 【直積と場合の数，順列組合せ，順列と分割】 
9 回  多項定理 【多項定理，2 項 

準備学習 1 回 教科書全般を概観しておく 
2 回 教科書の該当部分に出ている練習問題を見ておく 
3 回 該当部分前後に出ている練習問題に取り組んでみる 
4 回 該当部分前後に出ている練習問題に取り組んでみる 
5 回 該当部分前後に出ている練習問題を見ておく 
6 回 該当部分前後に出ている練習問題に取り組んでみる 
7 回 教科書とノートを元に練習問題を解いてみる 
8 回 該当部分に出ている練習問題を見ておく 
9 回 該当部分前後に出ている練習問題に取り組んでみる 
10 回 該当部分前後に出ている練習問題に取り組んでみる 
11 回 該当部 

 



年度 2014 
授業コード FII08410 
成績評価 レポート（２０％）と定期試験（８０％）により評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜13) 
見出し FII08410 情報と職業 
担当教員名 大⻄ 荘一 
単位数 2 
教科書 情報と職業／小暮 仁 著／日科技連出版社／9784817192523 
アクティブラーニング  
キーワード 情報社会、インターネット、情報モラル、情報教育、ICT 技術者 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報と職業 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 本科目は高等学校教諭１種免許状（情報）の取得に必修である。 
シラバスコード FII08410 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）情報社会の現状を理解すること（２）情報技術が社会に及ぼす影響を理解

すること。（３）情報技術が産業に及ぼす影響を理解すること。（４）情報社会に
おけるモラルを理解すること。（５）ICT 技術者の実像と資格を理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 １５号館３階 大⻄荘一研究室 ｏｎｉｓｈｉ@ｍｉｓ．ｏｕｓ．ａｃ．ｊｐ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information Technology in Business 
関連科目 電子計算機概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 情報技術の飛躍的な進歩により、社会は急速に変化しつつある。このような状況

において情報技術による生活、社会、産業、教育の現場でどのような変革が起こ
っているかを認識し、柔軟かつ的確に情報教育を行える資質・能力を習得しても
らう。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 情報社会の光と影を講義する。 

2 回 ICT 技術者育成の重要性を講義する。 
3 回 企業経営と ICT の歴史を講義する。 
4 回 インターネットのインパクト１−インターネットの応用を講義する。 



5 回 インターネットのインパクト２−インターネットによる社会変革を講義す
る。 
6 回 企業での ICT 活用動向を講義する。 
7 回 ICT 推進組織を講義する。 
8 回 ICT 投資のコストパフォーマンスを講義する。 
9 回 ICT による勤務形態の変化を講義する。 
10 回 ICT 技術者の定義と資格を講義する。 
11 回 情報サービス 

準備学習 1 回 新聞などマスコミの情報に関⼼をもつこと。 
2 回 教科書第１章を読んでおくこと。 
3 回 教科書第２章を読んでおくこと。 
4 回 教科書第３章前半を読んでおくこと。 
5 回 教科書第３章を読んでおくこと。 
6 回 教科書第４章を読んでおくこと。 
7 回 教科書第５章を読んでおくこと。 
8 回 教科書第６章を読んでおくこと。 
9 回 教科書第７章を読んでおくこと。 
10 回 教科書第８章を読んでおくこと。 
11 回 教科書第９章を読んでおくこと。 
12 回 教科書第１０章を読んでおくこと。 
13 回 教科書第１０章第４項を読 

 



年度 2014 
授業コード FII08510 
成績評価 小テスト(15%)，報告書(25%)，e ラーニング学習(10%)，定期試験(40%)，その

他の提出物(10%)により評価を行う． 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12) 
見出し FII08510 情報科学概論(再) 
担当教員名 宮地 功 
単位数 2 
教科書 コンピュータ 200 年史／山本菊男訳／海文堂 

講義スライドを資料として配付する． 
アクティブラーニング  
キーワード 計算機械，コンピュータ，マイクロプロセッサ，パソコン，ソフトウェア，ネッ

トワーク 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報科学概論(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 パソコン驚異の 10 年史／片⾙孝夫，平川敬子著／講談社：コンピュータ史／小

⽥徹／オーム社：日本のコンピュータ史／情報処理学会歴史特別委員会／オーム
社：コンピュータの時代を開いた天才たち／デニス･シャシャ，キャシー・ラゼー
ル(鈴⽊良尚訳)／日経ＢＰ社：実録天才プログラマー／マイクロソフトプレス
(岡和夫訳)／マイクロソフトプレス 

授業形態 講義 
注意備考 報告書を必ず提出すること． 
シラバスコード FII08510 
実務経験のある教員  
達成目標 現在のコンピュータが歩んできた道を理解する．それと共に，既に学んだ現在使

われている情報関連技術を再確認する．また，過去に開発された技術について，
歴史的位置づけをして，それぞれの技術を評価できるようになること．コンピュ
ータの歴史の中で興味のあることについて，友達あるいは知り合いに説明ができ
るようになること． 

受講者へのコメント  
連絡先 宮地功研究室 １５号館３階 

miyaji@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics of Information Science 
関連科目 関連科目は，電子計算機概論，情報システム概論などである． 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 煩雑な計算から解放されるために人類が歩んだ道を振り返って，現代のコンピュ

ータの偉大さを知る．コンピュータに関連する技術が発展する過程を知ることに
よって，情報関連技術の方向性を知る．過去を見つめることによって，新たな情
報関連技術を創造するための資料とする． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 計算と計算機械の歴史について講義する． 

2 回 文献を調べて計算と計算機械の歴史の流れや理由についてまとめる． 
3 回 コンピュータの歴史について講義する． 
4 回 文献を調べてコンピュータの歴史の流れや理由についてまとめる． 
5 回 マイクロプロセッサの歴史について講義する． 
6 回 文献を調べてマイクロプロセッサの歴史の流れや理由についてまとめる． 
7 回 パソコンの歴史について講義する． 
8 回 文献を調べてパソコンの歴史の流れや理由についてまとめる． 
9 回 ソフトウェアの歴史について講義する． 
10 回 文 

準備学習 1 回 シラバスを確認し，学習の過程を把握しておくこと．教科書の第 1,2,3 章を
読んでおくこと． 
2 回 計算と計算機械の歴史について文献を調べておくこと． 
3 回 e ラーニング学習で第 2 章を閲覧しておくこと．教科書の第 4,5,6 章を読ん
でおくこと．コンピュータの歴史上で興味のある人物について調べること． 
4 回 コンピュータの歴史について文献を調べておくこと． 
5 回 e ラーニング学習で第 3 章を閲覧しておくこと．教科書の第 10 章を読んで
おくこと． 
6 回 マイクロプロセッサの歴史について文献を調べておくこと．コンピ 

 



年度 2014 
授業コード FII08610 
成績評価 毎回の課題レポート(50%)，中間レポート(25%)，最終レポート(25%)の合計で

評価する． 
なお，正当な理由がなく中間レポートを提出しなかった者は，最終レポートの提
出を認めない． 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12) 
見出し FII08610 情報科学Ⅰ 
担当教員名 浅山 泰祐 
単位数 2 
教科書 適時プリントを配布する. 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータグラフィクス，モデリング，レンダリング，色（色彩），立体，ソリ

ッドモデル，CSG 表現，レイトレーシング 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報科学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 C による CG レイトレーシング／千葉則茂，村岡一信／株式会社 サイエンス社

／ISBN4-7819-0617-6 
授業形態 講義 
注意備考 選択必修科目なのでオリエンテーションでの解説をよく聞くこと． 

演習主体の科目なので，出席，レポートで成績を決定する．欠席などをしないよ
うにすること． 

シラバスコード FII08610 
実務経験のある教員  
達成目標 ・コンピュータグラフィクスの基本要素の概念を理解する． 

・CSG 表現で物体の表現ができるようにする． 
・色（色彩）を RGB 表現で理解する． 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館４階 浅山研究室 086-256-9414 asasemi@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information Science I 
関連科目 コンピュータグラフィクス I， 

アルゴリズムとデータ構造 I，アルゴリズムとデータ構造 II， 
計算機システム，コンピュータ基礎 I，コンピュータ基礎 II， 
文書処理，情報処理入門，幾何 I，幾何 II 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この講義では、コンピュータグラフィクスの基本的な考え方を学び、具体的に

CGS 表現で立体構造の作成，色（色彩）の設定，レイトレーシング法によるコン
ピュータグラフィクスの作成ができるようにすることを目的とする． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションを実施する． 

2 回 簡単なモデリング（基本立体）の解説をする． 
3 回 簡単なモデリング（基本立体）の演習をする． 
4 回 レンダリング（レイトレーシング法）の解説をする． 
5 回 レンダリング（レイトレーシング法）の演習をする． 
6 回 例題の解説をする． 
7 回 中間レポートを作成をする． 
8 回 中間レポートの作成，提出をする． 
9 回 高度なモデリング（CSG 表現）の解説をする． 
10 回 高度なモデリング（CSG 表現）の演習をする． 
11 回 レンダリング（カメラ，照明など）の解説をする． 

準備学習 1 回 選択必修科目なので，事前にシラバスの内容をよく読んでおくこと． 
2 回 基本立体（楕円面，一葉双曲面，二様双曲面，楕円錐面で囲まれた立体）に
ついて予習しておくこと． 
3 回 基本立体を利用した演習を行うので，配置，色などについて準備しておくこ
と． 
4 回 レンダリング，特にレイトレーシング法について予習しておくこと． 
5 回 ３回目で使用した演習の構造を利用して，演習を行うので復讐をしておく
こと． 
6 回 （事前配布予定の）例題について予習しておくこと． 
7 回 中間レポート用の立体構造や色（色彩）について検討 

 



年度 2014 
授業コード FII08620 
成績評価 演習問題(20%)，課題報告書(50%)，定期試験(20%)，その他の提出物(10%)によ

り行う． 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12) 
見出し FII08620 情報科学Ⅰ 
担当教員名 宮地 功 
単位数 2 
教科書 演 習 形 式 で 学 ぶ ・ オ ペ レ ー シ ョ ン ズ リ サ ー チ ／ 宮 地 功 著 ／ 共 立 出 版 ／

9784320018716 
アクティブラーニング  
キーワード 輸送問題，割当て問題，順序づけ問題，最短経路，日程管理計画，取替問題，在

庫管理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報科学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 栗原謙三，明石吉三著：オペレーションズリサーチ (コロナ社)，ISBN:4-339-

02624-7 
⽊下栄蔵著：意思決定論入門 (近代科学社)，ISBN:978-4-320-01871-6 

授業形態 講義 
注意備考 予習と復習をして理解を深めること．演習と課題の報告書を必ず提出すること． 
シラバスコード FII08620 
実務経験のある教員  
達成目標 取り上げたオペレーションズリサーチにおける数学モデルとその手法のアルゴ

リズムを理解して，そのアルゴリズムに従って問題が解けること． 
受講者へのコメント  
連絡先 宮地功研究室 １５号館３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information Science I 
関連科目 離散数学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 オペレーションズリサーチは意思決定のための数学モデルである．多くの数学モ

デルが提案されている．その手法を講義し，講義の後に手法を Excel あるいは関
数電卓で実際に演習して，理解を深める．社会における問題解決に役に立つよう
にする． 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 講義計画を説明し，輸送問題を講義し，演習する． 
2 回 輸送問題の課題に解答する． 
3 回 割当て問題を講義し，演習する． 
4 回 割当て問題の課題に解答する． 
5 回 巡回セールスマン問題を講義し，演習する． 
6 回 巡回セールスマン問題の課題に解答する． 
7 回 順序づけ問題を講義し，演習する． 
8 回 順序づけ問題の課題に解答する． 
9 回 最短経路問題を講義し，演習する． 
10 回 最短経路問題の課題に解答する． 
11 回 日程管理計画問題を講義し，演習する． 
12 回 日程管理計画問題の課題に解答する． 
13 回 

準備学習 1 回 シラバスを確認し，学習の過程を把握しておくこと．教科書の第 4 章輸送
問題を読んでおくこと． 
2 回 第 4 章を理解して，それらの章の課題を解いておくこと． 
3 回 教科書の第 5 章割当て問題を読んでおくこと． 
4 回 第 5 章を理解して，それらの章の課題を解いておくこと． 
5 回 教科書の第 6 章巡回セールスマン問題を読んでおくこと． 
6 回 第 6 章を理解して，それらの章の課題を解いておくこと． 
7 回 教科書の第 7 章順序づけ問題を読んでおくこと． 
8 回 第 7 章を理解して，それらの章の課題を解いておくこと． 
9 回 教科書 

 



年度 2014 
授業コード FII08710 
成績評価 スライド作品(40%)，報告書(40%)，その他の提出物(20%)を総合的に評価する． 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12) 
見出し FII08710 情報科学Ⅱ 
担当教員名 宮地 功 
単位数 2 
教科書 自作の実験書を配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード PowerPoint，アニメーション，創作，Excel，Word 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報科学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ユニゾン：PowerPoint2010 全機能 Bible, 技術評論社． 
授業形態 講義 
注意備考 作品を作成し，報告書を提出すること． 
シラバスコード FII08710 
実務経験のある教員  
達成目標 ストーリーテリングを作成することを通して，PowerPoint やパソコンの使い方

に慣れて，動きのあるスライドの作成方法を身につけ，コンピュータ活用能力を
高める．創作活動を通して，情報収集し，整理してもの作りする方法を身につけ
る．評価活動を通して，自己評価と他者評価の方法を身につける． 

受講者へのコメント  
連絡先 宮地功研究室 １５号館３階 

miyaji@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information Science II 
関連科目 情報処理入門 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  コンピュータを使ってみる実験によって，修得したコンピュータについての知

識を確実に身に着いたものとする．更に，その知識を活用できるようにする．本
授業では，PowerPoint を利用して，動きのあるストーリーテリングを作成する
方法を説明する．ストーリーを考えてお話を創作し，それをスライドで表現して，
他の人に鑑賞してもらう．その中で，物作りに評価活動を取り入れて，コンピュ
ータ活用能力を高めるとともに，問題解決に必要ないろいろな力と意識を高め
る． 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 実験方法を説明する．ストーリーテリングの作り方を説明する． 

2 回 報告書の書き方を説明する．用紙に書いたストーリー１に基づいて，お話ス
ライド１を作成する． 
3 回 お話スライド１を作成する． 
4 回 お話スライド１を完成する．報告書１を作成する． 
5 回 お話スライド１を他者評価し，評価を参考にして修正する． 
6 回 お話スライド１を再他者評価し，再評価を参考にして修正する．報告書１を
作成する． 
7 回 報告書１を作成する． 
8 回 報告書１を修正して完成する． 
9 回 用紙に書いたストーリー２に基づいて，お話ス 

準備学習 1 回 シラバスを確認し，学習の過程を把握しておくこと． 
2 回 実験書を読んでおくこと．お話スライド１のストーリーを考えて用紙に書
いておくこと． 
3 回 お話スライド１の未完成の部分を作成しておくこと． 
4 回 お話スライド１を完成するように準備しておくこと．報告書の作成方法を
理解しておくこと． 
5 回 お話スライド１を他者評価し，評価を参考にして修正すること． 
6 回 お話スライド１を再他者評価し，再評価を参考にして修正し，報告書１を作
成すること． 
7 回 報告書１を作成すること． 
8 回 報告書１を修正して完成でき 

 



年度 2014 
授業コード FII08720 
成績評価 サーバ上に構築したホームページから毎回の授業内容の理解度を確認し，レポー

ト提出（５０％）と総合演習（５０％）により評価をする。採点の基準は１００
点満点のうち６０点以上を合格とする。また，授業回数の３分の１以上の欠席を
した場合には試験成績は無効と見なし”Ｅ”評価とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12) 
見出し FII08720 情報科学Ⅱ 
担当教員名 澤見 英男 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ＨＴＭＬ，フレーム，クリッカブルマップ，スクリプト，カウンタ，掲示板，Ａ

ＳＰ，アクセス権設定，アクセスログ解析，Ｍａｐｌｅ，２Ｄ−ＣＧ，３Ｄ−Ｃ
Ｇ，プロシージャ，座標変換，アニメーション 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 空気が悪い、換気して欲しいとのコメントがありました。室温（暖房）に配慮し

つつ、定期的に換気するようにしたいと思います。 
科目名 情報科学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 （１）情報科学Ⅱは数理科学Ⅱとの選択必修のためどちらか一方を受講すること

（２）実験室を使用する講義なので受講制限をすることがある（３）他学科・他
学部履修は認めません。 

シラバスコード FII08720 
実務経験のある教員  
達成目標 直接ＨＴＭＬファイルを作成・編集することにより，複数のＨＴＭＬファイルか

らなる簡単なホームページを作成出来るようになる。スクリプトを用いることに
より，訪問者数表示のできるホームページを作成する。アクセスログを解析する
ことにより，作成したホームページがセキュリティ設定に従って想定通り動作を
しているかどうかを確認できるようになる。中間レポート作成を通して，他者に
依頼する際に用いることの出来る目次付きのマニュアル作成ができるようにな
る。Ｍａｐｌｅを用いたＣＧおよびアニメーションの演習を通して，マニュアル
の体裁を 

受講者へのコメント 中間レポート作成時には多くの修正項目が出てきて、仕上げまでに随分と苦労を
していたようです。しかし、最終レポート課題の仕上がりを見ると、想定以上の
レベルに達していたようです。 

連絡先 澤見英男研究室 １号館４階 086-256-9620 sawami@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 レポート課題提出など授業時間外の学習にも熱⼼に取り組んでくれました。 
英文科目名 Information Science II 
関連科目 情報処理入門 
次回に向けての改善変更予定 類似の講義を担当する際は、レポート作成までの過程を細分化し順を追って指導

することで、受講生および教員双方への時間的負担がもう少し軽減するような⼯
夫をしていきたいと思いました。 

講義目的 ＨＴＭＬを用いたホームページ作成と運用について学習する。最初に，フレーム
とクリッカブルマップを用いたホームページを作成する。次に，スクリプトとし
てＡＳＰを用い，訪問者数表示の実現方法につき理解する。さらに，ログファイ
ルの簡単な解析などについて学習し,作業内容をマニュアル形式としてまとめる
ことを学ぶ。次に，アプリケーションソフトＭａｐｌｅを用いたアニメーション
について学習する。幾つかの課題の中から選び，各自で作成したＣＧおよびアニ
メーションをリンクさせた，マニュアルの体裁をしたホームページ作成について
学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ＨＴＭＬについて説明する 

2 回 フレームを用いたホームページ作成について説明する 
3 回 クリッカブルマップについてについて説明する 
4 回 画像の作成と画像座標の取得について説明する 
5 回 クリッカブルマップ作成について説明する 
6 回 ＡＳＰについてについて説明する 
7 回 ＡＳＰを用いたカウンタ作成について説明する 
8 回 アクセス権限設定について説明する 
9 回 中間レポート作成 
10 回 Ｍａｐｌｅについて説明する 
11 回 Ｍａｐｌｅを用いた２Ｄ−ＣＧ 
12 回 Ｍａｐｌｅを用いた３Ｄ−ＣＧ 
13 回 Ｍａ 

準備学習 1 回 タグについて簡単な予習をしておくこと 
2 回 配付資料にあるＨＴＭＬテキストの相互関係などを調べておくこと 
3 回 配付資料にある画像とＨＴＭＬテキストとの関係を調べておくこと 
4 回 レポート課題にふさわしい画像を準備しておくこと 
5 回 エクスプローラ，ブラウザ，メモ帳，描画ソフトを並行利用できるようにし
ておくこと 
6 回 配付資料をよく読んで理解しておくこと 
7 回 イントラネットとインターネットの差異を確認しておくこと 
8 回 配付資料をよく読んで理解しておくこと 
9 回 各種ファイルを指定時間内にサーバへ 

 



年度 2014 
授業コード FII08810 
成績評価 課題の提出（40%）、レポート提出（40%）、筆記試験（20%）で評価を行う。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12) 
見出し FII08810 数理科学Ⅰ 
担当教員名 河野 敏行 
単位数 2 
教科書 資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード C 言語、シミュレーション、数値解析 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 プリントに書かれている内容が少ない等のコメントをいただきました．これまで

の数学関連の講義で行った内容を利用して，資料はできるだけ少ない形でまとめ
ていきましたが，いまいち伝わりづらかったかもしれません．資料を分かりやす
いように作っていきたいと思います． 

科目名 数理科学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 C で学ぶ数値計算アルゴリズム／小澤一文／共立出版／4320122215：ここまで

できる科学技術計算／神足史人／丸善出版／4621081730：C による数値計算と
シミュレーション／小高知宏／オーム社／4274067693 

授業形態 講義 
注意備考 学科実験室を使うため、他学科の学生は履修できない。 
シラバスコード FII08810 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）C 言語で数値計算ができ、その結果を理解できる。 

（２）Excel の様々な関数を理解し、数値計算ができる。 
（３）数値関連ソフトウェアを利用し、解析を行い、その結果を理解できる。 

受講者へのコメント 限られた時間でしたので，より，理解できるようにしていきたいと思います． 
連絡先 15 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野への理解が深まったという学生が 80％を超えており，うれしく思いま
したが，より増えるように頑張りたいと思います． 

英文科目名 Mathematical Science I 
関連科目 解析Ⅰ・Ⅱ、解析演習、数値解析Ⅰ・Ⅱ、プログラミング基礎 
次回に向けての改善変更予定 内容がアラカルト過ぎて，各時間で行われる内容が数学の専門的な内容であった

ので，少し噛み砕いた無いように変更していきたいと思います． 
講義目的 数学関連科目で学んだ内容とその応用例をＣ言語、Excel、または専用のソフトウ

ェアを用いて数値実験を行い、数学関連の修学内容のより深い理解と各ソフトウ



エアの利用技術を修得することを目的とする。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 クラス分け，講義概要を解説する。 

2 回 C 言語または専用ソフトウェアを用いて、数値計算の誤差について解説す
る。 
3 回 C 言語および専用ソフトウェアを用いた非線形方程式の解法について解説
する。 
4 回 C 言語による１次元の運動シミュレーションをする。 
5 回 C 言語を用いた偏微分方程式の解法について解説する。 
6 回 C 言語を用いた偏微分方程式の解法プログラムについて解説する。 
7 回 セルオートマトンについて解説する。 
8 回 エクセルを用いてセルオートマトンのシミュレーションを解説する。 
9 回 C 言語を用い 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 C 言語の復習および数値解析の教科書を見ておくこと。 
3 回 非線形方程式の解法として 2 分法とニュートン法について調べておくこと。 
4 回 重力加速度について調べておくこと。 
5 回 偏微分方程式について調べておくこと。 
6 回 先週の復習をしっかりしておくこと。 
7 回 セルオートマトンについて調べておくこと。 
8 回 前回の復習をすること。 
9 回 前回の復習をすること。 
10 回 前回の復習をすること。 
11 回 前回の復習をすること。 
12 回 乱数について調べておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FII08910 
成績評価 演習・課題レポート１００％で評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12) 
見出し FII08910 数理科学Ⅱ 
担当教員名 山本 英二 
単位数 2 
教科書 例題でわかる待ち行列理論入門／北岡正敏／日本理⼯出版会 
アクティブラーニング  
キーワード マルコフ連鎖、マルコフ過程、ポアソン過程、定常分布、待ち行列，待ち客数、

待ち時間 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数理科学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリントを配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 確率ⅠⅡを履修していることが望ましい。 

演習では、統計解析ソフトＲを用いる。 
シラバスコード FII08910 
実務経験のある教員  
達成目標 １．待ち行列のシステムを理解する。 

２．離散型マルコフ連鎖・過程を理解する。 
３．基本的な待ち行列モデルを理解する。 
４．数式処理ソフトを用いて、待ち行列モデル解析を実施できる。 

受講者へのコメント 火曜に授業を行い，レポート提出がその週の金曜 17:00 としましたが，もっと提
出期限を延ばして欲しいとの意見をいただきました．土日を挟んで，月曜締め切
りにすると，週末に行えば良いとの先延ばしに成り，月曜に焦ってレポートを制
作することに成ることになりかねないのを避けたいためと，火曜の授業が新鮮な
内にレポートに取り組んで欲しい，週末はレポートなしに，課外活動などに取り
組み，次週の月曜を迎えて欲しいと考えました． 

連絡先 １号館４階 山本英二研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各項目，おおむね良い評価をいただきました． 
英文科目名 Mathematical Science II 
関連科目 基礎解析Ⅰ，基礎解析Ⅱ，確率Ⅰ，確率Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 この科目は，2014 年度で終了しますが，今後の他科目に生かしていくつもりで

す． 



講義目的 銀行や駅の窓口、生産⼯程、配送センター、情報ネットワークなど、あらゆる場
所で 
窓口に客、物、クライアントが列をなしてサービス待ちに入り、サービスを受け
て出て行く。 
待ち行列理論はサーバーにクライアントが到着し、待機し、サービスを受け退去
するまでの 
待ち客数､待ち時間を解析する。待ち行列理論を用いて、混雑の解消や経済的な
サービス運営が 
可能になる。ここでは基礎的な待ち行列理論を学び、現実の問題に応用できる力
を身に 
つけることが目標となる。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 授業についてガイダンスをする。 

2 回 待ち行列理論の意義について授業する。 
3 回 ポアソン分布とポアソン過程について授業する。 
4 回 指数分布とポアソン過程について授業する。 
5 回 離散マルコフ連鎖について授業する。 
6 回 マルコフ連鎖の分類と定常分布について授業する。 
7 回 離散型マルコフ過程について授業する。 
8 回 推移率について授業する。 
9 回 出生死滅過程について授業する。 
10 回 M/M/1 待ち行列（待ち客数）について授業する。 
11 回 M/M/1 待ち行列（待ち時間）について授業する。 
 

準備学習 1 回 待ち行列理論、統計解析ソフトＲとは何か調べておくこと。 
2 回 確率の基礎について復習しておくこと。 
3 回 ポアソン分布について調べておくこと。 
4 回 指数分布について調べておくこと。 
5 回 ポアソン過程について復習しておくこと。 
6 回 マルコフ連鎖について調べておくこと。 
7 回 ポアソン過程について復習しておくこと。 
8 回 離散型マルコフ過程について復習しておくこと。 
9 回 推移率について復習しておくこと。 
10 回 出生死滅過程について復習しておくこと。 
11 回 M/M/1 待ち行列（待ち客数）につ 

 



年度 2014 
授業コード FII09011 
成績評価 演習 30%，報告書 10%，定期試験 50%，その他の提出物 10%で評価する． 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12) 
見出し FII09011 基本情報処理Ⅰ(再) 
担当教員名 宮地 功 
単位数 2 
教科書 解説した資料を配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード 基本情報技術者試験，テクノロジ，マネジメント，ストラテジ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 基本情報処理Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 インフォテック・サーブ著：IT ワールド，インフォテック・サーブ，ISBN:978-

4-903768-61-8  
インフォテック・サーブ著：IT 戦略とマネージメント，インフォテック・サー
ブ，ISBN:978-4-903768 
三輪幸市：スーパー合格本 2012，秀和システム 
FOQ 出版：基本情報技術者試験対策テキスト平成 23-24 年版，FOQ 出版 

授業形態 講義 
注意備考 予習として基本情報技術者試験の問題を解いておくこと． 
シラバスコード FII09011 
実務経験のある教員  
達成目標 基本情報技術者試験午前問題に合格できる知識を理解して，その知識を使って問

題が解け，出題される問題の 60%を正答できることを目標とする． 
受講者へのコメント  
連絡先 １５号館３階 宮地功研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Information Technology I 
関連科目 電子計算機概論，基本情報処理 I，基本情報処理 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では、IPA の基本情報技術者試験の午前中の分野について，実際に出題さ

れた問題について解説し演習を行って理解を深めることが目的である．基本情報
技術者試験の受験に役に立つ知識が身につくように演習を中⼼に行う． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 授業計画と基本情報処理試験について説明し，基本情報処理試験平成 21 年



度春期試験問題 1〜40 を解く． 
2 回 基本情報技術者試験平成 21 年度春期試験問題 1〜10 について解説し，計算
問題について演習する． 
3 回 基本情報技術者試験平成 21 年度春期試験問題 11〜20 について解説し，計
算問題について演習する． 
4 回 基本情報技術者試験平成 21 年度春期試験問題 21〜30 について解説し，計
算問題について演習する． 
5 回 基本情報技術者試験平成 21 年度春期試験問題 31〜40 について解説し，計
算問題について演習する． 

準備学習 1 回 基本情報技術者試験平成 21 年度春期試験問題 1〜40 を自分で解いておくこ
と． 
2 回 基本情報技術者試験平成 21 年度春期試験問題 1〜10 を自分で解いておくこ
と． 
3 回 基本情報技術者試験平成 21 年度春期試験問題 11〜20 を自分で解いておく
こと． 
4 回 基本情報技術者試験平成 23 年度秋期試験の問題 21 から 40 を自分で解いて
おくこと。 
5 回 基本情報技術者試験平成 21 年度春期試験問題 31〜40 を自分で解いておく
こと． 
6 回 基本情報技術者試験平成 21 年度春期試験問題 41〜80 と平成 22 年度春期
試験問題 1〜3 

 



年度 2014 
授業コード FII09110 
成績評価 小テスト(10%)，報告書(30%)，その他の提出物(10%)，試験(50%)により行う．

報告書は，情報技術者試験午前問題，講義内容に関係した用語の解説を課す予定
である． 

曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12) 
見出し FII09110 基本情報処理Ⅱ(再) 
担当教員名 宮地 功 
単位数 2 
教科書 IT ワ ー ル ド ／ イ ン フ ォ テ ッ ク ・ サ − ブ ／ イ ン フ ォ テ ッ ク サ ー ブ ／

9784903768915：IT 戦略とマネージメント／インフォテック・サ−ブ／インフォ
テックサーブ／9784903768939 

アクティブラーニング  
キーワード マルチメディア，通信ネットワーク，ネットワーク，情報セキュリティ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基本情報処理Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 浦昭二，市川照久著：情報処理システム入門，サイエンス社 (2006)，ISBN:4-7819-

0865-9． 
三輪幸市著：「基本情報技術者スーパー合格本 過去問題集」，(2010) 秀和シス
テム，ISBN:978-4-7980-2437-0 
赤堀侃司監修：「標準パソコン用語事典」(2006) 秀和システム，ISBN:4-7980-
1292-0 

授業形態 講義 
注意備考 基本情報技術者試験免除対象科目履修講座の一科目である．予習と復習をして理

解を深めること．毎週，新しい用語が出現するので，特に復習をすること． 
シラバスコード FII09110 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)本科目の主たる目標が，基本情報技術者試験午前問題の免除にあるので，今日

の IT 技術に関わる広範な分野を網羅的に修得すること．(2)インタフェース技
術，マルチメディアシステム，通信ネットワーク，情報セキュリティについて，
基本情報技術者試験の問題が解けること．(3)認証された本教科の内容を厳格に
学習し，試験に合格すること． 

受講者へのコメント  
連絡先 宮地功研究室 １５号館３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Basic Information Technology II 
関連科目 電子計算機概論，情報処理入門，基本情報処理Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基本情報処理技術者試験免除対象科目の一部として本教科を位置づける．講義計

画に示した内容を，指定した教科書に沿って講述する．本科目の守備範囲は，イ
ンタフェース技術，マルチメディアシステム，通信ネットワーク，情報セキュリ
ティで，これらに関わる事項について論述し，練習問題を用いて学習内容の理解
を深める．本カリキュラムは新基本情報技術者試験に対応した編成となってい
る． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 マルチメディアシステムについて講義する． 

2 回 通信ネットワーク，ネットワークアーキテクチャについて講義する． 
3 回 ネットワークアーキテクチャ，ＬＡＮについて講義する． 
4 回 ＬＡＮ，インターネットについて講義する． 
5 回 インターネットについて講義する． 
6 回 インターネットセキュリティ，ネットワーク管理システムについて講義す
る． 
7 回 ネットワーク OS，外部設計について講義する． 
8 回 中間試験 
9 回 内部設計，オブジェクト指向型開発フェーズ，Web アプリケーション開発
について講義する． 
10 

準備学習 1 回 シラバスを確認し，学習の過程を把握しておくこと．教科書「IT ワールド」
の第 2 部 4.1, 4.2 節を読んでおくこと． 
2 回 教科書「IT ワールド」の第 5 部 1.1, 1.4, 2.1 節を読んでおくこと． 
3 回 教科書「IT ワールド」の第 5 部 2.2, 2.3, 3.1, 3.2 節を読んでおくこと． 
4 回 教科書「IT ワールド」の第 5 部 3.2, 3.3, 4.1 節を読んでおくこと． 
5 回 教科書「IT ワールド」の第 5 部 4.2, 4.3 節を読んでおくこと． 
6 回 教科書「IT ワールド」の第 5 部 4.4, 5.1 

 



年度 2014 
授業コード FII09210 
成績評価 レポート（２０％）と定期試験（８０％）で評価する． 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス IA(〜12) 
見出し FII09210 情報セキュリティ 
担当教員名 大⻄ 荘一、安⽥ 直＊ 
単位数 2 
教科書 講義資料については，毎回事前に Web 登録した資料を使用する 
アクティブラーニング  
キーワード 情報セキュリティ，Web システム，Web アプリケーション，アクセス制御，リ

スク管理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報セキュリティ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし．必要に応じて講義内で紹介 
授業形態 講義 
注意備考 インターネットによるライブ及びＶＯＤ講義 

***ライブの日程（予定）*** 
第 1 回 4/10 Web システムの構成             
第 2 回 4/17 Web システムのリスク             
第 3 回 4/24 ネットワークの基本技術          
第 4 回 5/1  ネットワークリスク               
第 5 回 5/8  Web サーバーシステムリスク         
第 6 回 5/15 サーバー運用管理セキュリティ       
第 7 回 5/22 Web アプリケーションへの脅威         
 

シラバスコード FII09210 
実務経験のある教員  
達成目標 セキュリティ事故の多い Web システムを中⼼としたコンピュータシステムの各

構成要素を理解し，各構成要素において注意すべきセキュリティ事項を理解でき
ること．またセキュリティ事故が自分自身を含む社会全体に対して，多大な影響
を与える可能性があることを事例を通じて理解し，情報セキュリティ全般的に対
する知識を修得すること． 

受講者へのコメント  
連絡先 １５号館３階 大⻄荘一研究室 ｏｎｉｓｈｉ＠ｍｉｓ．ｏｕｓ．ａｃ．ｊｐ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Information Security 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 前半に Web システムを中⼼としたコンピュータシステムの各構成要素の概要と

各構成要素において注意すべきセキュリティ事項を学び，情報セキュリティ全般
的に対する学習をする．後半には，学生では経験することが難しいリスク管理手
法について実務を経験した講師陣による PDCA(Plan/Do/Check/Action)サイク
ルの継続性と役割について学ぶにことにより，実際の現場で対応しているセキュ
リティリスク回避の運用についての理解を深める．最後の総まとめにより講義全
般を振り返り，情報セキュリティに関する知識とスキルの定着 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 Web システムがどのような構成で構築されているかを理解する。 

2 回 Web システムにおいてどのような脅威やリスクがあるかを理解する。 
3 回 インターネットや TCP/IP プロトコルの概要を理解する。 
4 回 ネットワークに潜んでいる脅威やリスクについて理解する。 
5 回 メールサーバーおよび DNS サーバーにおけるリスクを理解する。 
6 回 サーバーを運用する際に考慮するセキュリティと管理方法について理解す
る。 
7 回 Web アプリケーションへの仕組みを学ぶと共に、どのような脅威があるか
を理解する。 
8 回 We 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認しておき、前 15 回の学習過程を把握しておくこと。 
2 回 第 1 回で学習した Web システムの構成を確認しておくこと。 
3 回 第 1 回・第 2 回で学んだ Web システムにおいて、自分の携帯電話や PC が
どのようなルートでサーバーにたどりついているかを確認しておくこと。 
4 回 第 3 回で学んだネットワークプロトコルの概要を確認しておくこと。 
5 回 インターネットメールサービスにどのようなサービスがあるかを自身で調
べること。 
6 回 第 5 回で学んだ Web サーバーに関するリスクを確認しておくこと。 
7 回 

 



年度 2014 
授業コード FII09220 
成績評価 レポート（２０％）と定期試験（８０％）で評価する． 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス IB(〜12) 
見出し FII09220 情報セキュリティ 
担当教員名 河野 敏行、安⽥ 直＊ 
単位数 2 
教科書 講義資料については，毎回事前に Web 登録した資料を使用する 
アクティブラーニング  
キーワード 情報セキュリティ，Web システム，Web アプリケーション，アクセス制御，リ

スク管理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「朝はしんどい」というコメントをいただきました．確かに朝 1 コマ目はしんど

いと思いますが，がんばりましょう． 
科目名 情報セキュリティ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし．必要に応じて講義内で紹介 
授業形態 講義 
注意備考 インターネットによるライブ及びＶＯＤ講義 

***ライブの日程（予定）*** 
第 1 回 4/10 Web システムの構成             
第 2 回 4/17 Web システムのリスク             
第 3 回 4/24 ネットワークの基本技術          
第 4 回 5/1  ネットワークリスク               
第 5 回 5/8  Web サーバーシステムリスク         
第 6 回 5/15 サーバー運用管理セキュリティ       
第 7 回 5/22 Web アプリケーションへの脅威         
 

シラバスコード FII09220 
実務経験のある教員  
達成目標 セキュリティ事故の多い Web システムを中⼼としたコンピュータシステムの各

構成要素を理解し，各構成要素において注意すべきセキュリティ事項を理解でき
ること．またセキュリティ事故が自分自身を含む社会全体に対して，多大な影響
を与える可能性があることを事例を通じて理解し，情報セキュリティ全般的に対
する知識を修得すること． 

受講者へのコメント 遠隔で聞いているだけになりやすいのですが，質疑応答の時間も設けていますの
で，しっかり質問をしてほしいです． 

連絡先 １５号館３階 大⻄荘一研究室 ｏｎｉｓｈｉ＠ｍｉｓ．ｏｕｓ．ａｃ．ｊｐ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 遠隔講義で行われるものでしたが」，内容的に授業時間外の学習をしていなかっ
た学生が多かったのは残念ですが，講義を聞いた後の確認テストでは，しっかり
答えられていたようなので，安⼼しました． 

英文科目名 Information Security 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 質問がしやすいような資料を準備しておくことが必要であると思いました． 
講義目的 前半に Web システムを中⼼としたコンピュータシステムの各構成要素の概要と

各構成要素において注意すべきセキュリティ事項を学び，情報セキュリティ全般
的に対する学習をする．後半には，学生では経験することが難しいリスク管理手
法について実務を経験した講師陣による PDCA(Plan/Do/Check/Action)サイク
ルの継続性と役割について学ぶにことにより，実際の現場で対応しているセキュ
リティリスク回避の運用についての理解を深める．最後の総まとめにより講義全
般を振り返り，情報セキュリティに関する知識とスキルの定着 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 Web システムがどのような構成で構築されているかを理解する。 

2 回 Web システムにおいてどのような脅威やリスクがあるかを理解する。 
3 回 インターネットや TCP/IP プロトコルの概要を理解する。 
4 回 ネットワークに潜んでいる脅威やリスクについて理解する。 
5 回 メールサーバーおよび DNS サーバーにおけるリスクを理解する。 
6 回 サーバーを運用する際に考慮するセキュリティと管理方法について理解す
る。 
7 回 Web アプリケーションへの仕組みを学ぶと共に、どのような脅威があるか
を理解する。 
8 回 We 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認しておき、前 15 回の学習過程を把握しておくこと。 
2 回 第 1 回で学習した Web システムの構成を確認しておくこと。 
3 回 第 1 回・第 2 回で学んだ Web システムにおいて、自分の携帯電話や PC が
どのようなルートでサーバーにたどりついているかを確認しておくこと。 
4 回 第 3 回で学んだネットワークプロトコルの概要を確認しておくこと。 
5 回 インターネットメールサービスにどのようなサービスがあるかを自身で調
べること。 
6 回 第 5 回で学んだ Web サーバーに関するリスクを確認しておくこと。 
7 回 

 



年度 2014 
授業コード FII09310 
成績評価 演習課題、総合演習レポートを総合して評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12) 
見出し FII09310 ネットワーク技術論 
担当教員名 劉 渤江 
単位数 2 
教科書 Perl によるネットワークプログラミング関連の資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画の中に【 】で囲んで示してある。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ネットワーク技術論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 （１）リンカーン・スタイン 著「Perl ネットワークプログラミング」 株式会

社ピアソン・エデュケーション 
（２）結城浩 著「（新版）Perl 言語プログラミングレッスン 入門編」 ソフ
トバンク クリエイティブ社 

授業形態 講義 
注意備考 （１）実験室を使用する講義で受講制限をすることがある。 

（２）他学科・他学部履修は認めません。 
（３）Perl プログラミング言語を学習するために、同時に Web プログラミング
III（劉担当）を履修することを強く勧めます。 

シラバスコード FII09310 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）クライアントとサーバの通信仕組みを理解できる。 

（２）ネットワークプログラミング技法を習得できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 劉渤江研究室 １５号館３階 086-256-9658 liu@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Network Engineering 
関連科目 コンピュータネットワーク、Web プログラミング III（劉担当） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では、ネットワークプログラミングに必要な概念や基本知識を学ぶ。OS

に関わるプロセス間の通信から入り、TCP/IP プロトコル、ソケット API、クラ
イアントとサーバプログラムの作成方法などについて学ぶ。また、ネットワーク
プログラム作成の演習を通じて理解を深める。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ネットワーク通信の仕組みについて説明する。 

【クライアント、サーバ、プロトコル、DNS】 
2 回 通信プロトコル、TCP/IP、HTTP 通信プロトコルなどについて説明する。 
【通信プロトコル、TCP/IP、HTTP】 
3 回 Perl による作成された echo クライアント／echo サーバの例題について説
明する。 
【Perl、API、ソケット、通信手順】 
4 回 echo クライアント／echo サーバ作成の演習をする。（１） 
【ソケット API】 
5 回 echo クライアント／echo サーバ作成の演習をする。（２） 

準備学習 1 回 コンピュータネットワークで学んだ関連部分の知識を復習しておく． 
2 回 コンピュータネットワークで学んだ関連部分の知識を復習しておく． 
3 回 Web プログラミング III で学んだ Perl の知識を復習しておく。 
4 回 Web プログラミング III で学んだ Perl の知識を復習しておく。 
5 回 Perl 言語、ソケット API などの知識を復習しておく。 
6 回 配られる資料を予習しておく。 
7 回 ６回目の内容を十分理解できるようにしておく． 
8 回 ６回目の内容を十分理解できるようにしておく． 
9 回 ２回目の内容を十分 

 



年度 2014 
授業コード FII09410 
成績評価 宿題(35%)と定期試験(65%)で評価する 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12) 
見出し FII09410 情報理論 
担当教員名 椎名 広光 
単位数 2 
教科書 平⽥廣則、情報理論のエッセンス、昭晃堂、ISBN:978-4785631437 
アクティブラーニング  
キーワード 情報量、エントロピー、符号 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 声が大きいという指摘がありましたが、この点についてはわざとそうしていま

す。 
科目名 情報理論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 今井秀樹、情報理論、昭晃堂、ISBN:978-4785611392 中川聖一、情報理論―基礎

から応用まで、近代科学社、ISBN:978-4764903890 
授業形態 講義 
注意備考 指数、対数を使うので、基礎数学 I,II の単位を履修していること。また、確率や

行列計算があるので、確率 I,II,代数学 I,II の内容も理解していると望ましい。 
シラバスコード FII09410 
実務経験のある教員  
達成目標 情報量とエントロピーの概念を理解し計算ができること。符号の区分を理解し、

具体的に符号を作成することができること。 
受講者へのコメント 情報理論を勉強する前の、前提の項目の理解が少ないため、深い内容に踏み込め

ない感じがします。前提となる講義の理解をしていてほしいと思います。 
連絡先 椎名研究室 １号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 宿題への取り組み、分野への理解の項目が良い強に感じられます。目標達成につ
いては、「できた」の項目が少 32.6%、「だいたいできた」が 50.0%、内容が対象
学生にはちょうどよかったようです。 

英文科目名 Information Theory 
関連科目 確率 I,II,代数学 I,II 
次回に向けての改善変更予定 この講義は情報科学科の新しいカリキュラムで廃止になりました。次に同様な講

義をする場合は、前提となる項目の理解を明確にしてから受講してもらおうと思
います。 

講義目的 テキストや画像や動画などのデジタル情報は０または１で表現されます。これら
の情報を表現したり、伝送するときには、なるべく信頼性のある手法で効率的な



方法を用います。本講義では，情報の量を定義し，符号によって情報を効率よく
表現したり，誤りを検出・訂正する方法について学びます。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 指数と対数及び、情報の伝送のプロセスについて説明する。 

2 回 情報の数値化と情報量について説明する。 
3 回 平均情報量（エントロピー）と自己情報量との関係について説明する。 
4 回 条件付き平均情報量について説明する。 
5 回 結合エントロピーについて説明する。 
6 回 相互情報量について説明する。 
7 回  シャノン・ファノ符号について説明する。 
8 回  ハフマン符号について説明する。 
9 回  通信路と相互情報量について説明する。 
10 回  通信路符号化の概念についてについて説明する。 
11 回  線形符号 

準備学習 1 回 指数の計算方法、対数の計算方法、指数と対数の関係について学習しておく
こと。 
2 回 対数と総和の計算方法の学習と情報伝送のプロセスの概要を理解しておく
こと。 
3 回 自己情報量の計算方法を理解し、できるようにすること。 
4 回 平均情報量の計算ができ、自己情報量との関係を理解しておくこと。 
5 回 例題の条件付き平均情報量を自分で計算し直し、課題を解くこと。 
6 回 例題の結合エントロピーを自分で計算し直し、課題を解くこと。 
7 回 条件付き平均情報量と結合エントロピーと相互情報量の関係を理解してお
くこと。 
8 

 



年度 2014 
授業コード FII09610 
成績評価 試験が 70％、毎回の講義ごとに書いてもらう小論文（時事ニュースについて）が

30％。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14) 
見出し FII09610 情報社会論 
担当教員名 八⽊ 一郎＊ 
単位数 2 
教科書 使いません 
アクティブラーニング  
キーワード 表現の自由 

ネット世論 
ビッグデータ 
個人情報保護 
風評被害 
政治宣伝 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「面白い」「楽しい」というコメントは、こちらの意図をしっかり受け止めてくれ

たこととうれしく思います。 
科目名 情報社会論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「メディア社会 現代を読み解く視点」（佐藤卓己著、岩波新書） 

「ジャーナリズムの可能性」（原寿雄著、岩波新書） 
「メディアとジャーナリズム」（山本泰夫著、産経新聞出版） 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FII09610 
実務経験のある教員  
達成目標 情報社会の中で、主体的に情報に関わる力を養う。 

ネットメディアの普及で激変する情報環境の功罪を理解する。 
新聞、テレビなどのマスメディアの役割についても認識を深める。 

受講者へのコメント ネットだけでなく、新聞など活字メディアにもしっかりと親しんでもらいたいで
す。 

連絡先 山陽新聞社論説委員会：岡山市北区柳町２−１−１ 電話 086（803）8170 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 一定の評価を得ていると感じました。 
英文科目名 Information Society 
関連科目 マスメディア論 



ジャーナリズム論 
次回に向けての改善変更予定 細かい講義への注文などには真摯に応えていきます。 
講義目的 高度に情報化が進んだ現代社会。情報化の現状や特徴を知り、私たちの生活にど

のような関わりがあるかを学ぶ。情報に流されるのでなく、主体的に関わること
で、実社会での情報との望ましい接し方を身に付ける。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習  日ごろから新聞、テレビ、ネットなどを通じてニュースや社会的な話題に接す

ること。 
 特にメディアと情報をめぐる問題については解説記事を読むなど深掘りをし、
何が問題なのかを自分で考えてみること。 

 



年度 2014 
授業コード FII09710 
成績評価 定期試験（70％）、中間レポート（30%） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14) 
見出し FII09710 情報関連法学 
担当教員名 中村 誠＊ 
単位数 2 
教科書 レジュメを配布する。宇賀克也・⻑谷部恭男編『情報法』（有斐閣、2012 年）を

参照する。 
アクティブラーニング  
キーワード サイバー法、表現の自由、個人情報保護、電子商取引、インターネットの違法・

有害情報 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「難しそうな授業だ」という感想があったが、法律用語が日常使う言葉と違って

「堅苦しい言葉」が多いためかと思う。平易な説明を⼼掛けるので、学生も理解
しようとする態度を持ってほしい。 

科目名 情報関連法学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 内容に応じ紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 遅刻は他の人の迷惑になるので、講義開始時刻までに入室すること。私語厳禁。

前列に着席のこと。 
シラバスコード FII09710 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 情報化の実態を踏まえ、法や制度の望ましいあり方について柔軟に考える

ことができること 
(2) 制定された法の考え方を理解し、具体的問題の解決方法を法に沿って考え
ることができること。 
(3) 情報社会において、他者の権利を侵害しないようにしつつ情報を活用する
ことができること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 学生の評価では、「この分野への理解が深まった」との答が多かったこと、満足度
も満足＋ほぼ満足が６４％であったことから、おおむねよい評価と受け止めてい
る。内容のレベルもおおむね適当と考えている。 

英文科目名 Jurisprudence for Information Technology Law 
関連科目 情報化と知的財産 



次回に向けての改善変更予定 授業時間外の学習内容を、「レジュメに書いた問いへの答を考えて来ること」、「ど
の資料のどの部分を読むこと」など具体的に指示するつもりである。 

講義目的 今日の情報社会においては，インターネットとパソコンなどの情報機器の利用に
よって、情報の流通や利用に大きな変化が生じている。その中で、情報の保護と
利用に関し発生する問題や，それらに関する法規制について考察する。特に，①
個人情報の保護と利用、②表現の自由と個人の名誉・プライバシーの保護、⻘少
年保護などのための規制、③電子商取引における契約の基本と消費者保護、④知
的財産権の保護と情報の利用者の利益の調整、を重点的に扱う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 法の基本的考え方、情報関係法の概況 

2 回 日本の情報化と情報通信政策 
3 回 プライバシーと個人情報保護（１） 
4 回 プライバシーと個人情報保護（２） 
5 回 マスメディアに関する法 
6 回 放送に関する法 
7 回 情報通信に関する刑事法―不正アクセス禁止法、ウィルス作成、通信傍受法 
8 回 表現の自由と⻘少年保護（１） 
9 回 表現の自由と⻘少年保護（２） 
10 回 インターネット上の名誉毀損とプロバイダーの責任 
11 回 電子商取引に関する法（１）―契約の成立、無効・取消などを中⼼に 
12 回 電子商取引に関する 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 政府の情報通信政策の資料を読む。 
3 回 個人情報の管理や第三者への提供に関して、どのような問題があるか考え
る。 
参考書『情報法』第６章を読んでおくこと。 
4 回 個人情報の保護と利用のバランスについて考える。 
5 回 報道の自由と名誉毀損・プライバシー侵害があったときの責任を考える。参
考書『情報法』第１章を読んでおくこと。 
6 回 放送に対する規制のあり方と表現の自由との関係を考える。参考書『情報
法』第３章を読んでおくこと。 
7 回 参考書『情報法』第 

 



年度 2014 
授業コード FII09810 
成績評価 毎回のレポート課題に関する平常点（提出状況と評価点）および定期試験評価を

総合的に勘案して成績評価を行う。これらの比率は４：６程度としたい。レポー
ト課題は主に情報技術者試験午前問題を考慮して、講義した内容から出題する。 

曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12) 
見出し FII09810 情報と経営(再) 
担当教員名 山本 篤憲＊、三好 俊三＊ 
単位数 2 
教科書 「ＩＴ戦略とマネジメント」，発行所 ㈱インフォテック・サーブ，2008． 
アクティブラーニング  
キーワード プロジェクトマネジメント、サービスマネジメント、システム戦略、システム企

画 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報と経営(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 最新 ITIL がよーくわかる本，打川和男 他著，秀和システム，2005． 

イン・ザ・ブラック アレン・Ｂ･ボストム 広瀬元義（ひろせもとよし）㈱あさ
出版 

授業形態 講義 
注意備考 基本情報技術者試験免除対象科目履修講座の一科目である。上記試験の免除のた

めの修了試験受験資格として 80%以上の講義出席が求められる。 
シラバスコード FII09810 
実務経験のある教員  
達成目標 経済産業大臣が告示で定めた教科内容への適応性について審査を受け、証された

本教科の内容を厳格に学習し、定期試験に合格することを求める。本教科の主た
る目標が、本年度より改訂された基本情報技術者試験午前問題の免除にあるの
で、今日の IT 技術に関わる分野のうち、システム開発・管理について網羅的に
修得することを目指す。 

受講者へのコメント 受講者学生数は少なかったけど、熱⼼受けていました。 
連絡先 非常勤講師室： ２５号館５階 学習支援室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この授業を受けて、理解が深まったということは、良かった。 
英文科目名 Information Technology and Management 
関連科目 ソフトウエア開発と設計、基本情報処理Ⅰ、情報処理入門 
次回に向けての改善変更予定 今回でこの講義は、終わりと聞いているので、残念です。 
講義目的 基本情報処理技術者試験免除対象科目の一部として本教科を位置づけているの



で、講義計画に示した内容を、指定した教科書に沿って講述する。80%以上の出
席が求められるので、出席管理は厳密に行う。本科目の守備範囲は、プロジェク
トマネジメント、サービスマネジメント、システム戦略、システム企画で、これ
らに関わる事項について実社会での経験も踏まえて論述し、練習問題を用いて学
習内容の理解を深める。本カリキュラムは新基本情報技術者試験に対応した編成
となっている。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション，プロジェクト統合マネジメント 

2 回  プロジェクト・スコープ・マネジメント，プロジェクト・タイム・マネー
ジメント 
3 回  プロジェクト・コスト・マネージメント，プロジェクト品質マネージメン
ト 
4 回  プロジェクト人的資源マネージメント，プロジェクト・コミュニケーショ
ン・マネージメント 
5 回  プロジェクト・リスク・マネージメント，プロジェクト調達マネージメン
ト 
6 回  サービスマネジメント，運用設計・ツール 
7 回  サービスサポート，サービスデリバリ 
8 回  サービスマネジメン 

準備学習 1 回 シラバスを事前に確認し、学習過程を把握しておくこと。プロジェクト統合
マネジメントについて「ＩＴ戦 略とマネジメント」を参考にして調べておくこ
と。 
2 回 プロジェクト・スコープ・マネジメント、プロジェクト・タイム・マネジメ
ントについて、「ＩＴ戦略とマ ネジメント」を参考にして調べておくこと。 
3 回 プロジェクト・コスト・マネジメント、プロジェクト品質マネジメントにつ
いて、「ＩＴ戦略とマネジメン ト」を参考にして調べておくこと。 
4 回 プロジェクト人的資源マネジメント、プロジェクト・コミュニケーション・ 

 



年度 2014 
授業コード FII09910 
成績評価 課題（４０％）と定期試験（６０％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報科学科(〜13) 
見出し FII09910 Web プログラミングⅠ 
担当教員名 菅野 幸夫 
単位数 2 
教科書 プログラミング PHP 第２版／Rasmus Lerdorf (著), Kevin Tatroe (著), Peter 

MacIntyre (著), 高⽊ 正弘 (翻訳）／オライリー・ジャパン 
アクティブラーニング  
キーワード プログラミング、CGI、PHP 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 Web プログラミングⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 やさしい PHP／高橋麻奈／ソフトバンククリエイティブ 

PHP ポケットリファレンス／大垣靖男／技術評論社 
授業形態 講義 
注意備考 プログラミングスキルは実際にプログラムを組むことで向上する。講義終了後、

教科書、配布資料の練習問題をやっておくこと。 
この科目は Web プログラミング II とセットで受講すること。 

シラバスコード FII09910 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）サーバーとクライアントの関係を理解する。 

（２）Web サービスについて理解する。 
（３）PHP より簡単な Web アプリケーションを作成する。 

受講者へのコメント  
連絡先 菅野研究室（１５号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Web Programming I 
関連科目 プログラミング基礎、応用プログラミング I、応用プログラミング II、Web プロ

グラミング II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 インターネットでは Web サービスを行なうため Web サーバー側で動的に CGI

などのプログラムを動かし Web ページを変更している。本講義では、CGI とし
てよく利用される PHP 言語を学習し、基本的なプログラムの作成、動的な Web
ページの作成ができることを目的とする。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 サーバとクライアントの関係について調べておくこと． 

２回 PHP の動作環境と起動について確認しておくこと． 
３回 変数を利用した PHP プログラムを作成できるようにしておくこと．課題
を通じて作成して使えるようにしておくこと． 
４回 配列を利用した PHP プログラムを作成できるようにしておくこと．課題
を通じて作成して使えるようにしておくこと． 
５回 条件文を利用した PHP プログラムを作成できるようにしておくこと．課
題を通じて作成して使えるようにしておくこと． 
６回 課題によって，入れ子構造になっている条件 

 



年度 2014 
授業コード FII09920 
成績評価 課題提出(50%)と定期試験(50%)で評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報科学科(〜13) 
見出し FII09920 Web プログラミングⅠ 
担当教員名 椎名 広光 
単位数 2 
教科書 プログラミング PHP 第 2 版 [大型本]／ Rasmus Lerdorf (著), Kevin Tatroe  

(著), Peter MacIntyre (著), 高⽊ 正弘(翻訳)／オライリー・ジャパン／ 
4873113423 

アクティブラーニング  
キーワード プログラム，PHP，CGI ，Web サービス，SQL 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 Web プログラミングⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 高橋麻奈／やさしい PHP 第２版／ソフトバンククリエイティブ／ISBN:978-

4797360288 
大垣靖男／[改訂版] PHP ポケットリファレンス／技術評論社／ISBN:978-
4774125022 
アンク著／PHP の絵本／翔泳社／ISBN:978-4798112640 

授業形態 講義 
注意備考 毎回の課題の提出と最終課題を非常に重要視しているので，必ず提出すること。

なお，この科目は Web プログラミング II も必ず受講すること。また，受講人数
によってクラス分けを行う。オリエンテーションでクラス分けを発表します。学
科の実習室を利用する講義なので他学科・他学部履修は認めない。 

シラバスコード FII09920 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)サーバとクライアントの関係を理解する。 

(2)Web サービスについて理解する。 
(3)PHP の使い方を修得する。 
(4)CGI の作成法の修得を目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 椎名研究室：１号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Web Programming I 
関連科目 プログラミング基礎，応用プログラミング I,II,III，Web プログラミング II,III，



データベース 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 今日のインターネットでは Web サービスを行うには Web サーバ側で動的に CGI

などのプログラムを動かして Web ページを変更している。本講義では，CGI で
よく利用されている PHP 言語を学習し，基本的なプログラムの動かし方に加え
て，動的なホームページの作成ができることを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Web サーバとスクリプト言語について説明する。 

2 回 変数について説明する。 
3 回 配列とリファレンスについて説明する。 
4 回 条件文について説明する(1 回目)。 
5 回 条件文について説明する(2 回目)。 
6 回  繰返し文 1(For 文,While 文)について説明する。 
7 回  繰返し文 2(Foreach 文)について説明する。 
8 回  繰り返し文と条件文の組み合わせについて説明する。 
9 回 関数の定義の仕方について説明する。 
10 回  関数の使い方について説明する。 
11 回  正規表現の利用について説 

準備学習 1 回 サーバとクライアントの関係について調べておくこと。 
2 回 PHP の動作環境と起動について確認しておくこと。 
3 回 変数を利用した PHP プログラムを作成できるようにしておくこと。課題を
通じて作成して使えるようにしておくこと。 
4 回 配列を利用した PHP プログラムを作成できるようにしておくこと。課題を
通じて作成して使えるようにしておくこと。 
5 回 条件文を利用した PHP プログラムを作成できるようにしておくこと。課題
を通じて作成して使えるようにしておくこと。 
6 回 課題によって，入れ子構造になっている条件 

 



年度 2014 
授業コード FII09930 
成績評価 課題提出(60%)と定期試験(40%)で評価する． 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報科学科(〜13) 
見出し FII09930 Web プログラミングⅠ 
担当教員名 河野 敏行 
単位数 2 
教科書 プログラミング PHP 第 2 版 [大型本]／ Rasmus Lerdorf (著), Kevin Tatroe 

(著), Peter MacIntyre (著), 高⽊ 正弘(翻訳) ／オライリ ー・ジャパ ン／
4873113423 

アクティブラーニング  
キーワード プログラム，PHP，CGI ，Web サービス，SQL 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 （Web プログラミングⅡにまとめ） 
科目名 Web プログラミングⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 や さし い PHP 第 ２版／ 高橋麻 奈／ ソフト バン ククリ エイ ティブ ／978-

4797360288 
授業形態 講義 
注意備考 課題の提出を非常に重要視しているので，必ず提出すること． 

課題の提出は e ラーニングシステムを利用する． 
なお，この科目は Web プログラミング II も必ず受講すること． 
受講人数によってクラス分けを行う． 
学科実験室を使うため，他学科履修はできない． 

シラバスコード FII09930 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)サーバとクライアントの関係を理解する． 

(2)Web サービスについて理解する． 
(3)PHP の使い方を修得する． 
(4)CGI の作成法の修得を目標とする． 

受講者へのコメント （Web プログラミングⅡにまとめ） 
連絡先 河野研究室：１５号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 （Web プログラミングⅡにまとめ） 
英文科目名 Web Programming I 
関連科目 プログラミング基礎，応用プログラミング I,II，Web プログラミング I,II,III，デ

ータベース 
次回に向けての改善変更予定 （Web プログラミングⅡにまとめ） 



講義目的 今日のインターネットでは Web サービスを行うには Web サーバ側で動的に CGI
などのプログラムを動かして Web ページを変更している．本講義では，CGI で
よく利用されている PHP 言語を学習し，基本的なプログラムの動かし方に加え
て，動的なホームページの作成ができることを目的とする． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Web サーバとスクリプト言語について解説する。 

2 回 変数について解説する。 
3 回 配列とリファレンスについて解説する。 
4 回 条件文について解説する。 
5 回 条件文について解説する。 
6 回  繰返し文 1(For 文,While 文)について解説する。 
7 回  繰返し文 2(Foreach 文)について解説する。 
8 回  繰り返し文と条件文の組み合わせについて解説する。 
9 回  関数について解説する。 
10 回  関数について解説する。 
11 回  正規表現の利用について解説する。 
12 回  文字列関数の利用に 

準備学習 1 回 サーバとクライアントの関係について調べておくこと。 
2 回 PHP の動作環境と起動について確認しておくこと． 
3 回 変数を利用した PHP プログラムを作成できるようにしておくこと。課題を
通じて作成して使えるようにしておくこと。 
4 回 配列を利用した PHP プログラムを作成できるようにしておくこと。課題を
通じて作成して使えるようにしておくこと。 
5 回 条件文を利用した PHP プログラムを作成できるようにしておくこと。課題
を通じて作成して使えるようにしておくこと。 
6 回 課題によって、入れ子構造になっている条件 

 



年度 2014 
授業コード FII10010 
成績評価 課題（４０％）と定期試験（６０％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学科(〜13) 
見出し FII10010 Web プログラミングⅡ 
担当教員名 菅野 幸夫 
単位数 2 
教科書 プログラミング PHP 第２版／Rasmus Lerdorf (著), Kevin Tatroe (著), Peter 

MacIntyre (著), 高⽊ 正弘 (翻訳）／オライリー・ジャパン 
アクティブラーニング  
キーワード プログラミング、CGI、PHP 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 Web プログラミングⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 やさしい PHP／高橋麻奈／ソフトバンククリエイティブ 

PHP ポケットリファレンス／大垣靖男／技術評論社 
授業形態 講義 
注意備考 プログラミングスキルは実際にプログラムを組むことで向上する。講義終了後、

教科書、配布資料の練習問題をやっておくこと。 
この科目は Web プログラミング I とセットで受講すること。 

シラバスコード FII10010 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）サーバーとクライアントの関係を理解する。 

（２）Web サービスについて理解する。 
（３）PHP より簡単な Web アプリケーションを作成する。 

受講者へのコメント  
連絡先 菅野研究室（１５号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Web Programming II 
関連科目 プログラミング基礎、応用プログラミング I、応用プログラミング II、Web プロ

グラミング II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 インターネットでは Web サービスを行なうため Web サーバー側で動的に CGI

などのプログラムを動かし Web ページを変更している。本講義では、CGI とし
てよく利用される PHP 言語を学習し、基本的なプログラムの作成、動的な Web
ページの作成ができることを目的とする。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 サーバとクライアントの関係について調べておくこと． 

２回 PHP の動作環境と起動について確認しておくこと． 
３回 変数を利用した PHP プログラムを作成できるようにしておくこと．課題
を通じて作成して使えるようにしておくこと． 
４回 配列を利用した PHP プログラムを作成できるようにしておくこと．課題
を通じて作成して使えるようにしておくこと． 
５回 条件文を利用した PHP プログラムを作成できるようにしておくこと．課
題を通じて作成して使えるようにしておくこと． 
６回 課題によって，入れ子構造になっている条件 

 



年度 2014 
授業コード FII10020 
成績評価 課題(50%)と定期試験(50%)によって評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学科(〜13) 
見出し FII10020 Web プログラミングⅡ 
担当教員名 椎名 広光 
単位数 2 
教科書 プログラミング PHP 第 2 版 [大型本]／ Rasmus Lerdorf (著), Kevin Tatroe  

(著), Peter MacIntyre (著), 高⽊ 正弘(翻訳)／オライリー・ジャパン／ 
4873113423 

アクティブラーニング  
キーワード プログラム，PHP，CGI ，Web サービス，SQL 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 Web プログラミングⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 高橋麻奈／やさしい PHP 第２版／ソフトバンククリエイティブ／ISBN:978-

4797360288 
大垣靖男／[改訂版] PHP ポケットリファレンス／技術評論社／ISBN:978-
4774125022 
アンク著／PHP の絵本／翔泳社／ISBN:978-4798112640 

授業形態 講義 
注意備考 毎回の課題と最終課題の提出を非常に重要視しているので，必ず提出すること。

なお，この科目は Web プログラミング I も必ず受講すること。また，受講人数
によってクラス分けを行う。 

シラバスコード FII10020 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)PHP の使い方を修得する。(2)サーバとクライアントの関係を理解する。

(3)Web サービスについて理解する。(4)CGI の作成法を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 椎名研究室：１号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Web Programming II 
関連科目 プログラミング基礎，応用プログラミング I,II,III，Web プログラミング I,III，デ

ータベース 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 今日のインターネットでは Web サービスを行うには Web サーバ側で動的に CGI



などのプログラムを動かして Web ページを変更している。本講義では，CGI で
よく利用されている PHP 言語を学習し，基本的なプログラムの動かし方に加え
て動的なホームページの作成ができることを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Web サーバの起動と HTML の記述について説明する。 

2 回 変数を用いたプログラムの作成方法について説明する。 
3 回 配列とリファレンスを用いたプログラムの作成について説明する。 
4 回 条件文を用いたプログラムの作成について説明する(その 1)。 
5 回 条件文を用いたプログラムの作成について説明する(その 2)。 
6 回 繰返し文(For 文, While 文)を用いたプログラムの作成について説明する(そ
の 1)。 
7 回 繰返し文(Foreach 文)を用いたプログラムの作成について説明する(その 2)。 
8 回 繰 

準備学習 1 回 サーバとクライアントの関係について調べておくこと。また，HTML のタ
グについて調べておくこと。 
2 回 PHP の動作環境と起動について確認しておくこと。 
3 回 課題によって，変数を利用した PHP プログラムを作成して使えるようにし
ておくこと。 
4 回 課題によって，配列の利用した PHP プログラムを作成して使えるようにし
ておくこと。 
5 回 課題によって，条件文を利用した PHP プログラムを作成して使えるように
しておくこと。 
6 回 課題によって，入れ子構造になっている条件文や論理演算を用いている条
件文を含む PH 

 



年度 2014 
授業コード FII10030 
成績評価 課題提出(60%)と定期試験(40%)で評価する． 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学科(〜13) 
見出し FII10030 Web プログラミングⅡ 
担当教員名 河野 敏行 
単位数 2 
教科書 プログラミング PHP 第 2 版 [大型本]／ Rasmus Lerdorf (著), Kevin Tatroe 

(著), Peter MacIntyre (著), 高⽊ 正弘(翻訳) ／オライリ ー・ジャパ ン／
4873113423 

アクティブラーニング  
キーワード プログラム，PHP，CGI ，Web サービス，SQL 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「めちゃくちゃ分かりにくいからかなり不満です．いらいらする」と 1 件のコメ

ントをいただきました． 
プログラムなので，苦手の人にとっては苦手であるし，さらにサーバー関連の設
定，今年は少なめにしましたが，難しかったと思います． 

科目名 Web プログラミングⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 や さし い PHP 第 ２版／ 高橋麻 奈／ ソフト バン ククリ エイ ティブ ／978-

4797360288 
授業形態 講義 
注意備考 課題の提出を非常に重要視しているので，必ず提出すること． 

課題の提出は e ラーニングシステムを利用する． 
なお，この科目は Web プログラミング II も必ず受講すること． 
受講人数によってクラス分けを行う． 
学科実験室を使うため，他学科履修はできない． 

シラバスコード FII10030 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)サーバとクライアントの関係を理解する． 

(2)Web サービスについて理解する． 
(3)PHP の使い方を修得する． 
(4)CGI の作成法の修得を目標とする． 

受講者へのコメント 自宅学習を増やし，講義の内容をもっと理解できるようにしたいと思います． 
連絡先 河野研究室：１５号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 1 回の欠席をした人が 21 人中 5 人というのは多いような気がします．さらに，
授業時間外の学習が少ないことも気になります．時間内に終わるような課題であ
ったので，宿題ができるようなものも準備したいと思います． 



英文科目名 Web Programming II 
関連科目 プログラミング基礎，応用プログラミング I,II，Web プログラミング I,II,III，デ

ータベース 
次回に向けての改善変更予定 自宅学習の課題を増やし，講義時間内にいろいろ議論できるようにしたいと思い

ます． 
講義目的 今日のインターネットでは Web サービスを行うには Web サーバ側で動的に CGI

などのプログラムを動かして Web ページを変更している．本講義では，CGI で
よく利用されている PHP 言語を学習し，基本的なプログラムの動かし方に加え
て，動的なホームページの作成ができることを目的とする． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Web サーバとスクリプト言語について解説する。 

2 回 変数について解説する。 
3 回 配列とリファレンスについて解説する。 
4 回 条件文について解説する。 
5 回 条件文について解説する。 
6 回  繰返し文 1(For 文,While 文)について解説する。 
7 回  繰返し文 2(Foreach 文)について解説する。 
8 回  繰り返し文と条件文の組み合わせについて解説する。 
9 回  関数について解説する。 
10 回  関数について解説する。 
11 回  正規表現の利用について解説する。 
12 回  文字列関数の利用に 

準備学習 1 回 サーバとクライアントの関係について調べておくこと。 
2 回 PHP の動作環境と起動について確認しておくこと． 
3 回 変数を利用した PHP プログラムを作成できるようにしておくこと。課題を
通じて作成して使えるようにしておくこと。 
4 回 配列を利用した PHP プログラムを作成できるようにしておくこと。課題を
通じて作成して使えるようにしておくこと。 
5 回 条件文を利用した PHP プログラムを作成できるようにしておくこと。課題
を通じて作成して使えるようにしておくこと。 
6 回 課題によって、入れ子構造になっている条件 

 



年度 2014 
授業コード FII10110 
成績評価 演習課題、期末試験による評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学科(11〜12) 
見出し FII10110 Web プログラミングⅢ 
担当教員名 劉 渤江 
単位数 2 
教科書 （新版）Perl 言語プログラミングレッスン「入門編」／結城浩著／ソフトバンク  

クリエイティブ株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画の中に【 】で囲んで示してある。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 Web プログラミングⅢ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 （１）実験室を使用する講義で受講制限をすることがある。 

（２）他学科・他学部履修は認めません。 
シラバスコード FII10110 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）Perl プログラミング言語の基本要素を理解すること。 

（２）Perl 言語を用いてある程度のプログラムを作成できること。 
（３）正規表現を深く理解すること。 
（４）正規表現に基づいてテキスト処理の技法を理解できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 劉渤江研究室 １５号館３階 086-256-9658 liu@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Web Programming III 
関連科目 ネットワーク技術論において、Perl 言語を利用してネットワークプログラムグの

技法の学習を行う。ネットワーク技術論の履修を計画する場合には、Web プログ
ラミング III（劉担当クラス）を受講することを強く勧める。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的  Perl プログラミング言語について説明する。Perl 言語は以下の特徴をもつ。 

 １．スクリプト言語で、コンパイル作業が必要なく素早く実行できる 
 ２．テキスト処理が得意である 
 ３．現代的な強力なプログラミング言語で、処理速度は高速である 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 Perl プログラムングの概要について説明する。 

2 回 変数と文字列について説明する。 
【変数、演算子、文字列の操作（連結・置換・探索）】 
3 回 条件判断について説明する。 
【if 文、if-else 文、if-elsif-else 文、unless 文、or と and 演算子】 
4 回 配列とリストについて説明する。 
【配列、リスト、配列の要素数、配列に要素の追加と削除】 
5 回 配列とリストに関するさまざまな処理を説明する。 
【連結、リスト化、逆転、並び替え】 
6 回 繰返しの制御方法について説明する。 
【fore 

準備学習 1 回 教科書の第１章の内容を予習しておく。 
2 回 教科書の第２章の内容を予習しておく。 
3 回 教科書の第３章の内容を予習しておく。 
4 回 教科書の 70 頁?80 頁の内容を予習しておく。 
5 回 教科書の 77 頁?99 頁の内容を予習しておく。 
6 回 教科書の第６章の内容を予習しておく。 
7 回 授業前半の内容を復習し、問題点を明確すること。 
8 回 教科書の第７章の内容を予習しておく。 
9 回 教科書の第７章の内容を予習しておく。 
10 回 教科書の 214 頁?233 頁の内容を予習しておく。 
11 回 教科書の 237 頁?25 

 



年度 2014 
授業コード FII10111 
成績評価 演習課題、期末試験による評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学科(〜10) 
見出し FII10111 Web プログラミングⅢ 
担当教員名 劉 渤江 
単位数 2 
教科書 （新版）Perl 言語プログラミングレッスン「入門編」／結城浩著／ソフトバンク  

クリエイティブ株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画の中に【 】で囲んで示してある。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 Web プログラミングⅢ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 （１）実験室を使用する講義で受講制限をすることがある。 

（２）他学科・他学部履修は認めません。 
シラバスコード FII10111 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）Perl プログラミング言語の基本要素を理解すること。 

（２）Perl 言語を用いてある程度のプログラムを作成できること。 
（３）正規表現を深く理解すること。 
（４）正規表現に基づいてテキスト処理の技法を理解できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 劉渤江研究室 １５号館３階 086-256-9658 liu@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Web Programming III 
関連科目 ネットワーク技術論において、Perl 言語を利用してネットワークプログラムグの

技法の学習を行う。ネットワーク技術論の履修を計画する場合には、Web プログ
ラミング III（劉担当クラス）を受講することを強く勧める。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的  Perl プログラミング言語について説明する。Perl 言語は以下の特徴をもつ。 

 １．スクリプト言語で、コンパイル作業が必要なく素早く実行できる 
 ２．テキスト処理が得意である 
 ３．現代的な強力なプログラミング言語で、処理速度は高速である 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Perl プログラムングの概要について説明する。 

2 回 変数と文字列について説明する。 
【変数、演算子、文字列の操作（連結・置換・探索）】 
3 回 条件判断について説明する。 
【if 文、if-else 文、if-elsif-else 文、unless 文、or と and 演算子】 
4 回 配列とリストについて説明する。 
【配列、リスト、配列の要素数、配列に要素の追加と削除】 
5 回 配列とリストに関するさまざまな処理を説明する。 
【連結、リスト化、逆転、並び替え】 
6 回 繰返しの制御方法について説明する。 
【fore 

準備学習 1 回 教科書の第１章の内容を予習しておく。 
2 回 教科書の第２章の内容を予習しておく。 
3 回 教科書の第３章の内容を予習しておく。 
4 回 教科書の 70 頁?80 頁の内容を予習しておく。 
5 回 教科書の 77 頁?99 頁の内容を予習しておく。 
6 回 教科書の第６章の内容を予習しておく。 
7 回 授業前半の内容を復習し、問題点を明確すること。 
8 回 教科書の第７章の内容を予習しておく。 
9 回 教科書の第７章の内容を予習しておく。 
10 回 教科書の 214 頁?233 頁の内容を予習しておく。 
11 回 教科書の 237 頁?25 

 



年度 2014 
授業コード FII10120 
成績評価 報告書(40%)，課題(15%)，定期試験(40%), その他の提出物(5%)で評価する． 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学科(11〜12) 
見出し FII10120 Web プログラミングⅢ 
担当教員名 宮地 功 
単位数 2 
教科書 (株)アンク：JavaScript の絵本，翔泳社 
アクティブラーニング  
キーワード JavaScript, HTML, WWW, プログラミング，ブラウザ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 Web プログラミングⅢ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 たにぐちまこと：よくわかる JavaScript の教科書，マイナビ 

半場方人：JavaScript 辞典，秀和システム 
授業形態 講義 
注意備考  学科の実習室を利用するので，他学科・他学部履修は認めない（ライセンスの

関係上，利用はできない）． 
 資料の配付や課題の提出などは Web を通して行う． 

シラバスコード FII10120 
実務経験のある教員  
達成目標 １）JavaScript の基本を習得する． 

２）JavaScript により HTML の要素を操作する基本を習得する． 
３）プログラムの基礎を習得する． 

受講者へのコメント  
連絡先 １５号館 ３階 宮地功研究室  

miyaji@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Web Programming III 
関連科目 プログラミング基礎，応用プログラミング I,II，情報処理入門, Web プログラミ

ング I,II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  Web プログラミングとして JavaScript で可能なプログラミングについて学び，

今後のアプリケーション作成における基礎を習得する． 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 WWW を支える技術について講義する． 



2 回 HTML の基本，HTML タグ，テーブル，フレームなどの書き方について講
義する． 
3 回 CSS の基礎，いろいろなスタイルについて講義する． 
4 回 avaScript の実装について講義する． 
5 回 変数，変数の型，四則演算，比較演算子，論理演算子の処理について講義す
る． 
6 回 if 文，for 文，while 文，switch 文について講義する． 
7 回 課題のプログラムについて演習する． 
8 回 課題のプログラムについて演習し，報告書を作成する． 
9 回 関数の定義と関 

準備学習 1 回 教科書の「JavaScript をはじめる前に」を読んでおくこと． 
2 回 教科書の第 1 章「HTML」について読んでおくこと． 
3 回 教科書の第 1 章「CSS の基礎，いろいろなスタイル」について読んでおく
こと． 
4 回 教科書の第２章「JavaScript の実装」について読んでおくこと． 
5 回 教科書の第３章「変数，変数の型，四則演算，比較演算子，論理演算子」に
ついて読んでおくこと． 
6 回 教科書の第４章「if 文，for 文，while 文，switch 文」について読んでおくこ
と． 
7 回 「JavaScript 

 



年度 2014 
授業コード FII10121 
成績評価 報告書(40%)，課題(15%)，定期試験(40%), その他の提出物(5%)で評価する． 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学科(〜10) 
見出し FII10121 Web プログラミングⅢ 
担当教員名 宮地 功 
単位数 2 
教科書 (株)アンク：JavaScript の絵本，翔泳社 
アクティブラーニング  
キーワード JavaScript, HTML, WWW, プログラミング，ブラウザ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 Web プログラミングⅢ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 たにぐちまこと：よくわかる JavaScript の教科書，マイナビ 

半場方人：JavaScript 辞典，秀和システム 
授業形態 講義 
注意備考  学科の実習室を利用するので，他学科・他学部履修は認めない（ライセンスの

関係上，利用はできない）． 
 資料の配付や課題の提出などは Web を通して行う． 

シラバスコード FII10121 
実務経験のある教員  
達成目標 １）JavaScript の基本を習得する． 

２）JavaScript により HTML の要素を操作する基本を習得する． 
３）プログラムの基礎を習得する． 

受講者へのコメント  
連絡先 １５号館 ３階 宮地功研究室  

miyaji@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Web Programming III 
関連科目 プログラミング基礎，応用プログラミング I,II，情報処理入門, Web プログラミ

ング I,II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  Web プログラミングとして JavaScript で可能なプログラミングについて学び，

今後のアプリケーション作成における基礎を習得する． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 WWW を支える技術について講義する． 



2 回 HTML の基本，HTML タグ，テーブル，フレームなどの書き方について講
義する． 
3 回 CSS の基礎，いろいろなスタイルについて講義する． 
4 回 avaScript の実装について講義する． 
5 回 変数，変数の型，四則演算，比較演算子，論理演算子の処理について講義す
る． 
6 回 if 文，for 文，while 文，switch 文について講義する． 
7 回 課題のプログラムについて演習する． 
8 回 課題のプログラムについて演習し，報告書を作成する． 
9 回 関数の定義と関 

準備学習 1 回 教科書の「JavaScript をはじめる前に」を読んでおくこと． 
2 回 教科書の第 1 章「HTML」について読んでおくこと． 
3 回 教科書の第 1 章「CSS の基礎，いろいろなスタイル」について読んでおく
こと． 
4 回 教科書の第２章「JavaScript の実装」について読んでおくこと． 
5 回 教科書の第３章「変数，変数の型，四則演算，比較演算子，論理演算子」に
ついて読んでおくこと． 
6 回 教科書の第４章「if 文，for 文，while 文，switch 文」について読んでおくこ
と． 
7 回 「JavaScript 

 



年度 2014 
授業コード FII10130 
成績評価 レポート(80%)、作成課題(20%)で評価する。60 点以上で合格とする。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12) 
見出し FII10130 Web プログラミングⅢ 
担当教員名 山根 信二 
単位数 2 
教科書 よくわかる JavaScript の教科書／たにぐちまこと／マイナビブックス／

9784839941871 
アクティブラーニング  
キーワード JavaScript, HTML5 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 今回は着任後はじめての授業だったので、学生の理解度をはかりそこねていた部

分がある。 
自前で構築した e ラーニングシステムはうまく機能したが、授業中にミニテスト
を行うなど学生の理解度を授業中に可視化し修正する仕組みを活用したい。 

科目名 Web プログラミングⅢ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 矢吹太朗『Web アプリケーション構築入門(第 2 版) - 実践! Web ページ制作か

らマッシュアップまで』(2011) 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード FII10130 
実務経験のある教員  
達成目標 1)JavaScript の基本を習得する 

2)JavaScript による HTML 要素の基本を習得する 
3)プログラミングの基礎を習得する 
4)HTML5 について学習し、活用できるようにする 

受講者へのコメント 今回は着任後はじめての授業だったので、受講者の前提知識や理解度をはかりそ
こねていた部分がある。 

連絡先 1 号館 4 階 山根研究室 <yamane@mis.ous.ac.jp> 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 講師側の印象とほぼ一致している。 
英文科目名 Web Programming III 
関連科目 「プログラミング基礎」「応用プログラミング I,II」「インターネット入門」「情報

処理入門」 
次回に向けての改善変更予定 試験的に構築した最新の学習支援システムはうまく機能したので今後も使いた

い。 



講義目的 スクリプト言語 JavaScript でできる技術について学び、今後のアプリケーション
作成における基礎を習得する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 「JavaScript とは」Web プログラミング言語の JavaScript について学習す

る。 
2 回 「HTML5」簡単なページを自作することで HTML の構造について学ぶ。 
3 回 「条件文」if 文、四則演算、比較演算子、論理演算子の処理について学ぶ 
4 回 「繰り返し処理」配列、イベント、ID 属性について学ぶ。 
5 回 「関数、オブジェクトの利用」関数を定義し、処理を行うことを学ぶ。 
6 回 「Canvas の利用 1」画像の貼り付け、描画について学ぶ。 
7 回 「Canvas の利用 2」Canvas を使用した図形 

準備学習 1 回 1 年次科目「プログラミング基礎」の復習 
2 回 HTML について復習し、HTML5 について予習する。 
3 回 1 年次科目「プログラミング基礎」の復習 
4 回 HTML および JavaScript について復習 
5 回 1 年次科目「プログラミング基礎」の復習 
6 回 Canvas 要素と関連プログラムの予習復習 
7 回 Canvas 要素の予習復習 
8 回 前回までの講義の復習をすること。 
9 回 前回までの講義の復習をすること。 
10 回 ライブラリについて検索し、JavaScript で利用するとはどういう意味かを
調べておく 

 



年度 2014 
授業コード FII10131 
成績評価 レポート(80%)、作成課題(20%)で評価する。60 点以上で合格とする。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学科(〜10) 
見出し FII10131 Web プログラミングⅢ 
担当教員名 山根 信二 
単位数 2 
教科書 よくわかる JavaScript の教科書／たにぐちまこと／マイナビブックス／

9784839941871 
アクティブラーニング  
キーワード JavaScript, HTML5 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 Web プログラミングⅢ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 矢吹太朗『Web アプリケーション構築入門(第 2 版) - 実践! Web ページ制作か

らマッシュアップまで』(2011) 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード FII10131 
実務経験のある教員  
達成目標 1)JavaScript の基本を習得する 

2)JavaScript による HTML 要素の基本を習得する 
3)プログラミングの基礎を習得する 
4)HTML5 について学習し、活用できるようにする 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 4 階 山根研究室 <yamane@mis.ous.ac.jp> 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Web Programming III 
関連科目 「プログラミング基礎」「応用プログラミング I,II」「インターネット入門」「情報

処理入門」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 スクリプト言語 JavaScript でできる技術について学び、今後のアプリケーション

作成における基礎を習得する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「JavaScript とは」Web プログラミング言語の JavaScript について学習す

る。 



2 回 「HTML5」簡単なページを自作することで HTML の構造について学ぶ。 
3 回 「条件文」if 文、四則演算、比較演算子、論理演算子の処理について学ぶ 
4 回 「繰り返し処理」配列、イベント、ID 属性について学ぶ。 
5 回 「関数、オブジェクトの利用」関数を定義し、処理を行うことを学ぶ。 
6 回 「Canvas の利用 1」画像の貼り付け、描画について学ぶ。 
7 回 「Canvas の利用 2」Canvas を使用した図形 

準備学習 1 回 1 年次科目「プログラミング基礎」の復習 
2 回 HTML について復習し、HTML5 について予習する。 
3 回 1 年次科目「プログラミング基礎」の復習 
4 回 HTML および JavaScript について復習 
5 回 1 年次科目「プログラミング基礎」の復習 
6 回 Canvas 要素と関連プログラムの予習復習 
7 回 Canvas 要素の予習復習 
8 回 前回までの講義の復習をすること。 
9 回 前回までの講義の復習をすること。 
10 回 ライブラリについて検索し、JavaScript で利用するとはどういう意味かを
調べておく 

 



年度 2014 
授業コード FII10310 
成績評価 演習への取り組み 50%、定期試験 50% 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12) 
見出し FII10310 Web デザイン 
担当教員名 藤岡 幸博＊ 
単位数 2 
教科書 Web クリエイターズガイドブック／Ｍａｎａ／⼯学社／9784777516520 
アクティブラーニング  
キーワード Web，デザイン，色の特性，デジタル画像，HTML，CSS，リンク 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 Web デザイン 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に指定しない． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FII10310 
実務経験のある教員  
達成目標 Web サイトの作成の流れを言うことができる 

文字や画像の素材の編集にはどのようなものがあるか言うことができる 
Web ページのページ遷移が適切であるか否かを言うことができる 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Web Design 
関連科目 Web 技術Ⅰ，Web 技術Ⅱに関連する． 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 Web に載せるコンテンツの選択から 

画面構成やページ遷移 
画面のレイアウトや色，画像の編集 
HTML、CSS の記述方法などを学び，Web サイト構築ができることを目的とす
る 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 Web サイトの種類・役割 

2 回 Web サイトの制作フロー 
3 回 コンセプトメイキング 



4 回 デザインの基礎 
5 回 デザインの基礎 
6 回 デザインの基礎 
7 回 デザインの基礎 
8 回 デザインの基礎 
9 回 素材の制作 
10 回 細部にこだわった Web デザイン 
11 回 細部にこだわった Web デザイン 
12 回 HTML の基礎 
13 回 HTML の基礎 
14 回 CSS の基礎 
15 回 CSS の基礎 

準備学習 1 回 教科書の第 0 章〜第 1 章までを読んでおくこと 
2 回 教科書の第 1 章を読んでおくこと 
3 回 教科書の第 1 章を読んでおくこと 
4 回 教科書の第 2 章を読んでおくこと 
5 回 教科書の第 2 章を読んでおくこと 
6 回 教科書の第 2 章を読んでおくこと 
7 回 教科書の第 2 章を読んでおくこと 
8 回 教科書の第 2 章を読んでおくこと 
9 回 教科書の第 3 章を読んでおくこと 
10 回 教科書の第 4 章を読んでおくこと 
11 回 教科書の第 4 章を読んでおくこと 
12 回 教科書の第 6 章を読んでおくこと 
13 回 教科書の第 7 章を読んでおくこ 

 



年度 2014 
授業コード FII10510 
成績評価 毎回の小テスト 30%，期末試験 70%で評価する． 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学科(〜10) 
見出し FII10510 Web 技術Ⅰ 
担当教員名 北川 文夫 
単位数 2 
教科書 （書店販売しない）毎回プリントを配布する予定． 
アクティブラーニング  
キーワード WWW,W3C,HTTP,HTML,XHTML,XML,RDF,SVG,CSS,ブラウザ，WWW サー

バ，perl,PHP,Java,JavaScript,Ajax,CGI,フレームワーク 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 Web 技術Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に指定しない． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FII10510 
実務経験のある教員  
達成目標 ・WWW の経緯と標準化組織 W3C がどのようなものであるか，言うことができ

る．・HTTP プロトコルと HTML での通信方法を言うことができる．・ブラウザ
の仕組みが言え，どのような種類があるか言える．・WWW サーバの機能が言え，
どのような種類があるか言える．・ブラウザで動作するプログラミング言語の簡
単なものを作ることができる．・WWW サーバで動作するプログラミング言語の
簡単なものを作ることができる． 

受講者へのコメント  
連絡先 北川文夫研究室 1 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Web Technologies I 
関連科目 Web プログラミング I,II,III，Web 技術 II，Web デザイン 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 WWW(World Wide Web)には多くの技術が使われており，個々の技術を理解・

習得することも必要であるが，WWW に関連するシステム作成などを作るとき
に，WWW の全体像が見えていないと，効果的かつ効率の良いシステムを設計で
きないことになりかねない．この講義では，WWW に関連する多くの技術を紹介
するとともに，それらのつながりも解説する． 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  WWW の誕生と経緯を説明し，WWW の必要性がどこから生まれたかを説

明する． 
2 回  標準化組織 W3C の目標と役割について解説する． 
3 回  HTML の規約を説明し，いくつかの要素を説明する． 
4 回  HTTP のプロトコルを説明し，Web ページの送受信の説明をする． 
5 回  XML の規格を説明し，具体的な例を示しどのように利用できるかを説明
する． 
6 回  XML 関連規格のいくつかを例示し，XML の応用範囲の広さを説明すると
ともに，関連規格も重要であることを説明する． 
7 回  Web ブラウザの基本機能 

準備学習 1 回  Web 等で WWW の開発経緯を調べておくこと． 
2 回  Web 等で W3C について調べておくこと． 
3 回  Web 等で HTML4.0 について調べておくこと． 
4 回  Web 等で HTTP について調べておくこと． 
5 回  Web 等で XML について調べておくこと． 
6 回  Web 等で XHTML,SGML,CSS について調べておくこと． 
7 回  Web 等で Web ブラウザにはどのような種類があるか調べておくこと． 
8 回  Web 等で JavaScript について調べておくこと． 
9 回  Web 等で JavaAppl 

 



年度 2014 
授業コード FII10710 
成績評価 課題テーマ毎の演習またはレポート（２０％）と定期試験（８０％）により評価

する。採点の基準は１００点満点のうち６０点以上を合格とする。また，授業回
数の３分の１以上の欠席をした場合には試験成績は無効と見なし”Ｅ”評価とす
る。 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学科(13〜13) 
見出し FII10710 コンピュータグラフィックスⅠ 
担当教員名 澤見 英男 
単位数 2 
教科書 コンピュータグラフィックス／コンピュ−タグラフィックス編集委員会／ＣＧ

−ＡＲＴ協会／9784903474007 
アクティブラーニング  
キーワード 標本化，量子化，視覚特性，ＳＮＲ，３次元ＣＧ，表計算ソフト，ＤＣＴ，エン

トロピ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 （１）マイク使って欲しかったです。（２）なかなか難しかったですね。との回答

がありました。できるだけ多くの受講生の参加できるレポートと連動した演習の
機会を増やして、全体の理解レベルが上がるような配慮をしていきたいと思いま
す。 

科目名 コンピュータグラフィックスⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント 

酒井幸市，デジタル画像処理入門（コロナ社） ISBN:978-4-339-00684-1 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FII10710 
実務経験のある教員  
達成目標 画像と図形との差異および人間の視覚特性について学ぶ。ＣＧでは座標変換につ

いて必ず理解しておく必要がある．そこで，座標変換の実際例として，表計算ソ
フト「エクセル」を用いた３次元ＣＧによる作図を出来るようにする。画像にフ
ーリエ変換の一種である離散コサイン変換を適用すると，正規直交変換として見
た場合，画像本来に含まれている程度の誤差の範囲内でも頻度分布は大きく偏り
エントロピの減少することから，データ量の大幅削減できることを理解する。 

受講者へのコメント 授業中の演習課題に対する板書による回答の例示にも、レポートの提出状況も良
かったことから、興味を維持しつつ頑張って取り組んでくれたのではないかと考
えています。 

連絡先 澤見英男研究室 １号館４階 086-256-9620 sawami@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 宿題などの指示された課題に取り組んだ割合は７８．８％、この分野への理解が
深まったとの割合は８０。３％在りました。また、この授業の目標を達成できた
と答えてくれた割合は３０．３％、だいたいできたが４２．４％と合計で７２．
７％になりました。 

英文科目名 Computer Graphics I 
関連科目 コンピュータグラフィックスⅡ 
次回に向けての改善変更予定 受講者数が７７名と比較的多いので、演習をやる際にできるだけ大勢に参加して

もらえる様な⼯夫をしていきたいと考えています。 
講義目的 コンピュータでは画像を規則的に配置された数値として扱うのが一般的である。

この数値データとしての自然画像の画質の評価法について学ぶ。一方，図形は座
標点とその連結関係として表せること，そして２次元および３次元空間における
座標変換について学習する。その後に，表計算ソフト「エクセル」による２次元
および３次元座標データを用いた作図例を通し，３次元ＣＧの基本について理解
する。画像データの平均データ量が確率に基づいて評価できることおよび，離散
フーリエ変換の一種，離散コサイン変換を用いると一般にデータの確率分布が大
きく偏 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 アナログ画像とＣＧ画像について説明する 

2 回 画像の標本化と量子化について説明する 
3 回 画質の主観評価と客観評価について説明する 
4 回 図形と座標変換について説明する 
5 回 コンピュータを用いた２次元対象物の作図法について説明する 
6 回 簡単な３次元対象物のワイヤーフレーム描画について説明する 
7 回 右手座標系と左手座標系における回転操作と並行投影について説明する 
8 回 回転操作と平行移動および透視投影について説明する 
9 回 エクセルを用いた動く３次元ＣＧの作成について説明する 
10 回 ３次元ＣＧ 

準備学習 1 回 アナログ信号とデジタル信号について予習しておくこと 
2 回 身近な画像（ＳＤ，ＨＤ）の解像度などを調べておくこと 
3 回 人間の視覚システムにより区別できる輝度差と信号対雑音比について調べ
ておくこと 
4 回 ３次元空間における平行移動と回転について調べておくこと 
5 回 エクセルの描画機能や座標変換について調べておくこと 
6 回 エクセルの作図機能と座標変換について調べておくこと 
7 回 エクセルのマクロ機能について調べておくこと 
8 回 指定されたエクセル・ファイルをダウンロードし，３次元ＣＧサンプルの動
作確認 

 



年度 2014 
授業コード FII10720 
成績評価 課題テーマ毎の演習またはレポート（２０％）と定期試験（８０％）により評価

する。採点の基準は１００点満点のうち６０点以上を合格とする。また，授業回
数の３分の１以上の欠席をした場合には試験成績は無効と見なし”Ｅ”評価とす
る。 

曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12) 
見出し FII10720 コンピュータグラフィックスⅠ 
担当教員名 澤見 英男 
単位数 2 
教科書 コンピュータグラフィックス／コンピュ−タグラフィックス編集委員会／ＣＧ

−ＡＲＴ協会／9784903474007 
アクティブラーニング  
キーワード 標本化，量子化，視覚特性，ＳＮＲ，３次元ＣＧ，表計算ソフト，ＤＣＴ，エン

トロピ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 （１）参加型の講義なので一緒に考えることができて良い。(二)演習の説明がて

いねいだと思いました。（３）課題などの発言内容を統一して欲しい。（４）必用
なことを短時間でわかりやすくおしえてくれたのが良かったと思いました。との
回答がありました。人数が多い場合の受講生全体への配慮を欠かさないよう⼯夫
していきたいと思います。 

科目名 コンピュータグラフィックスⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント 

酒井幸市，デジタル画像処理入門（コロナ社） ISBN:978-4-339-00684-1 
レポート作成に必用な参考資料ダウンロードに関する案内をする。 

授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FII10720 
実務経験のある教員  
達成目標 画像と図形との差異および人間の視覚特性について学ぶ。ＣＧでは座標変換につ

いて必ず理解しておく必要がある．そこで，座標変換の実際例として，表計算ソ
フト「エクセル」を用いた３次元ＣＧによる作図を出来るようにする。画像にフ
ーリエ変換の一種である離散コサイン変換を適用すると，正規直交変換として見
た場合，画像本来に含まれている程度の誤差の範囲内でも頻度分布は大きく偏り
エントロピの減少することから，データ量の大幅削減できることを理解する。 

受講者へのコメント 課題に対する板書に依る解答の例示など、徐々に積極的になってきて、頑張って
授業に取り組んでくれました。 

連絡先 澤見英男研究室 １号館４階 086-256-9620 sawami@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 宿題などの指示された課題に取り組んだと回答した割合は７４．６％ありまし

た。この分野への理解が深まったと回答した割合は７７．５％でした。この授業
の目標を達成”できた”割合は２８．２％、”だいたいできた”は４３．７％と、合
計すると７２％ほどありました。頑張って取り組んでくれたのではないかと思い
ます。 

英文科目名 Computer Graphics I 
関連科目 コンピュータグラフィックスⅡ 
次回に向けての改善変更予定 受講生が８８名と多いことから、全体的な理解の程度を測ることのできるよう、

できるだけ大勢の参加できるようなレポート課題／演習課題になるよう⼯夫し
ていきたいと思います。 

講義目的 コンピュータでは画像を規則的に配置された数値として扱うのが一般的である。
この数値データとしての自然画像の画質の評価法について学ぶ。一方，図形は座
標点とその連結関係として表せること，そして２次元および３次元空間における
座標変換について学習する。その後に，表計算ソフト「エクセル」による２次元
および３次元座標データを用いた作図例を通し，３次元ＣＧの基本について理解
する。画像データの平均データ量が確率に基づいて評価できることおよび，離散
フーリエ変換の一種，離散コサイン変換を用いると一般にデータの確率分布が大
きく偏 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 アナログ画像とＣＧ画像について説明する 

2 回 画像の標本化と量子化について説明する 
3 回 画質の主観評価と客観評価について説明する 
4 回 図形と座標変換について説明する 
5 回 コンピュータを用いた２次元対象物の作図法について説明する 
6 回 簡単な３次元対象物のワイヤーフレーム描画について説明する 
7 回 右手座標系と左手座標系における回転操作と並行投影について説明する 
8 回 回転操作と平行移動および透視投影について説明する 
9 回 エクセルを用いた動く３次元ＣＧの作成について説明する 
10 回 ３次元ＣＧ 

準備学習 1 回 アナログ信号とデジタル信号について予習しておくこと 
2 回 身近な画像（ＳＤ，ＨＤ）の解像度などを調べておくこと 
3 回 人間の視覚システムにより区別できる輝度差と信号対雑音比について調べ
ておくこと 
4 回 ３次元空間における平行移動と回転について調べておくこと 
5 回 エクセルの描画機能や座標変換について調べておくこと 
6 回 エクセルの作図機能と座標変換について調べておくこと 
7 回 エクセルのマクロ機能について調べておくこと 
8 回 指定されたエクセル・ファイルをダウンロードし，３次元ＣＧサンプルの動
作確認 

 



年度 2014 
授業コード FII10810 
成績評価 ・中間試験(50%),定期試験(50%)にて評価する． 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学科(13〜13) 
見出し FII10810 コンピュータグラフィックスⅡ 
担当教員名 浅山 泰祐 
単位数 2 
教科書 コンピュータグラフィックス／藤代一成 編／ＣＧ−ＡＲＴＳ協会／ISBN:4-

903474-00-3 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータグラフィクス，モデリング，レンダリング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 質問がないので，回答略． 
科目名 コンピュータグラフィックスⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 デジタル画像処理／貴家 仁志／昭晃堂 
授業形態 講義 
注意備考 演習の可能性があるので，他学科の履修は認めません． 
シラバスコード FII10810 
実務経験のある教員  
達成目標 コンピュータグラフィクスの構成技術が理解できる． 
受講者へのコメント 学生が望んでいる CG の操作ではなく，理論を中⼼に講義を行ったので，受講者

が減少してしまいましたが， 
それでも理解しようとする学生が残ってくれたのではないかと思います． 

連絡先 １号館 ４Ｆ 浅山研究室 086-256-9414 asasemi@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 項目[C]５）にあるように，2 年生としては，かなり広範囲（解析，代数，幾何，
初頭物理，視覚・・・）などを CG との関係を中⼼として講義を行った結果，（残
った学生でも）理解を進めることが少なかったのかと思っています． 

英文科目名 Computer Graphics II 
関連科目 コンピュータグラフィクス I， 

アルゴリズムとデータ構造 I， 
幾何 I，幾何 II 

次回に向けての改善変更予定 2014 年度までの 3 年次開講の同名科目の方針も取り入れた，最新の研究成果を
自分で調べていく方法も取り入れていきたいと思っています． 

講義目的 ＣＧの主要要素である，モデリング，レンダリング等の学習を行い，修得する． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【CG 入門】Computer Graphics(CG)入門の学習をする．（１．デジタルカ



メラモデル） 
2 回 【座標系】２次元座標変換を学習する．（２．座標変換） 
3 回 【座標系】３次元座標変換を学習する．（２．座標変換） 
4 回 【座標変換】投影変換を学習する．（２．座標変換） 
5 回 【座標変換】ビュー、クリップを学習する．（２．座標変換） 
6 回 【形状表現】モデリング概略を学習する．（３．モデリング） 
7 回 【形状表現】モデリング詳細を学習する．（３．モデリング） 
8 回 【中間試験と解説】中間試験と 

準備学習 1 回 【CG 入門】コンピュータグラフィクス I の復習をしておくこと． 
2 回 【座標系】２次元座標系の復習をしておくこと． 
3 回 【座標系】３次元座標系の復習をしておくこと． 
4 回 【座標変換】座標変換（特にアフィン変換）の復習をしておくこと． 
5 回 【座標変換】透視変換の復習をしておくこと． 
6 回 【形状表現】形状表現の予習をしておくこと． 
7 回 【形状表現】局面表現の復讐をしておくこと． 
8 回 【中間試験と解説】１回目〜７回目の復讐をしておくこと． 
9 回 【CG と画像処理】コンピュータグラフィクス I の復習 

 



年度 2014 
授業コード FII10820 
成績評価 ・演習が可能な場合演習(20%)，演習レポート(20%)，定期試験(60%)で評価す

る． 
・演習が不可能な場合定期試験(100%)にて評価する． 

曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12) 
見出し FII10820 コンピュータグラフィックスⅡ 
担当教員名 浅山 泰祐 
単位数 2 
教科書 コンピュータグラフィックス／藤代一成 編／ＣＧ−ＡＲＴＳ協会／ISBN:4-

903474-00-3 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータグラフィクス，モデリング，レンダリング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 質問がないので，回答略． 
科目名 コンピュータグラフィックスⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 デジタル画像処理／貴家 仁志／昭晃堂 
授業形態 講義 
注意備考 受講人数が多数の場合には，演習を行う事ができなくなる事が有ります． 

演習を行う際には，教室を変更する事があります． 
演習の可能性があるので，他学科の履修は認めません． 

シラバスコード FII10820 
実務経験のある教員  
達成目標 コンピュータグラフィクスの構成技術が理解できる． 

コンピュータグラフィクスの構成要素の調査，演習，まとめレポートを作成する
ことができる． 

受講者へのコメント 前半の英語の予稿を読み，理解するのに苦労していたよですが，技術系英語に慣
れてもらえたのではないかと思います． 

連絡先 １号館 ４Ｆ 浅山研究室 086-256-9414 asasemi@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 前半は，最新の研究成果を（英語で）読んでいたはずなので，もっと授業時間外
に学習を行っていたと思っていました． 
アンケートを取る期間には，演習とまとめの期間であったので，項目[A]2)や 3)
のような結果になったのではないかと思われます． 

英文科目名 Computer Graphics II 
関連科目 コンピュータグラフィクス I， 

アルゴリズムとデータ構造 II， 



幾何 I，幾何 II 
次回に向けての改善変更予定 2015 年度は，2 年生の科目となるので，そちらで回答します． 
講義目的 ＣＧの主要要素である，モデリング，レンダリング等を，（人数的に可能ならば実

習込みの）学習を行い，修得する． 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 【CG 入門】Computer Graphics(CG)入門を学習する．（１．デジタルカメ

ラモデル） 
2 回 【座標系】２次元，３次元座標変換を学習する．（２．座標変換） 
3 回 【座標変換】投影変換，ビュー、クリップを学習する．（２．座標変換） 
4 回 【形状表現】モデリング概略を学習する．（３．モデリング） 
5 回 【レンダリング】レンダリング概略を学習する．（４．レンダリング） 
6 回 【アニメーション】アニメーション概略を学習する．（５．アニメーション） 
7 回 【新しい CG 技術】新しいグラフィクス表現を 

準備学習 1 回 【CG 入門】コンピュータグラフィクス I の復習をしておくこと． 
2 回 【座標系】デジタルカメラモデルの座標系の復習をしておくこと． 
3 回 【座標変換】座標変換（特にアフィン変換）の復習をしておくこと． 
4 回 【形状表現】形状表現の予習をしておくこと． 
5 回 【レンダリング】レンダリングの構成要素（隠面消去，シェーディング，照
明モデル，など）の予習をしておくこと． 
6 回 【アニメーション】ＣＧアニメーションについて調べておくこと． 
7 回 【新しい CG 技術】第１回〜第７回までの講義内容の復習をしておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FII10910 
成績評価 演習が３０％、定期試験が７０％で評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14) 
見出し FII10910 基礎解析Ⅰ 
担当教員名 山本 英二 
単位数 2 
教科書 理⼯系入門 微分積分／石原・浅野／裳華房／9784785315184 
アクティブラーニング  
キーワード 数列、極限、関数、連続、微分係数、接線、導関数、合成関数、原始関数、不定

積分、定積分、置換積分、部分積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし． 
科目名 基礎解析Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 数学の基礎／数学基礎教育研究会／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FII10910 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）数列の極限を理解すること。 

（２）関数の極限・連続性を理解すること。 
（３）関数の微分を理解し、様々な関数の微分ができるようになろこと。 
（４）関数の積分を理解し、様々な関数の積分ができるようになろこと。 

受講者へのコメント 数 3 の内容と重なる部分が多く，計算は出来てます．さらに，収束や微分の概念
をしっかり理解しましょう． 

連絡先 １号館４Ｆ 山本英二研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 おおむね可の評価です． 
英文科目名 Basic Calculus I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 微分積分のレベルを保ちながら，より分かりやすい授業を目指します． 
講義目的 高校で学んだ数列と関数について整理・復習しつつ、関数の極限、連続性や微分

可能性について学び、幾何学的な理解を深める。さらに、三角関数、指数関数、
対数関数など代表的な初等関数の導関数の導出について学ぶ。また、合成関数の
微分や高階導関数についても学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 数列とその和について授業する。 



2 回 数列の極限と級数について授業する。 
3 回 関数の極限について授業する。 
4 回 関数の連続性について授業する。 
5 回 平均変化率と微分係数について授業する。 
6 回 導関数について授業する。 
7 回 微分の公式について授業する。 
8 回 様々な関数の微分１（指数関数、対数関数）について授業する。 
9 回 様々な関数の微分２（三角関数）について授業する。 
10 回 様々な関数の微分３（逆三角関数）について授業する。 
11 回 テーラー展開、マクローリン展開について授業する。 
1 

準備学習 1 回 等差数列、等比数列について調べておくこと。 
2 回 数列とその和について復習しておくこと。 
3 回 数列の極限と級数について復習しておくこと。 
4 回 関数の極限について復習しておくこと。 
5 回 関数の連続性について復習しておくこと。 
6 回 平均変化率と微分係数について復習しておくこと。 
7 回 導関数について復習しておくこと。 
8 回 指数関数、対数関数について調べておくこと。 
9 回 三角比、三角関数について調べておくこと。 
10 回 逆三角関数について調べておくこと。 
11 回 指数関数、三角関数の微分につい 

 



年度 2014 
授業コード FII10920 
成績評価 回講義後に行う小テスト(30%)，中間試験(25%)，定期試験(45%)により評価す

る． 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14) 
見出し FII10920 基礎解析Ⅰ 
担当教員名 柳 貴久男 
単位数 2 
教科書 理⼯系入門 微分積分／石原繁，浅野重初(裳華房) ISBN978-4-7853-1518-4 
アクティブラーニング  
キーワード 数列，級数，極限，連続，導関数，指数関数，対数関数，三角関数，テイラー展

開，不定積分，定積分，置換積分，部分積分，広義積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎解析Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリントを配布する 
授業形態 講義 
注意備考 クラス分けは教員から指示する．指定されたクラスを履修すること．演習問題を

多く解くことが理解につながる．講義のあったその日の内にノートを整理し，復
習また予習することが望ましい 

シラバスコード FII10920 
実務経験のある教員  
達成目標 1, 数列の極限を理解すること。 

2. 関数の極限・連続性を理解すること 3. 関数の微分を理解し、様々な関数の微
分ができるようになること． 
3. 初等関数のテイラー展開ができること． 
4. 不定積分，定積分が理解できること。 
5. 様々な関数について、積分計算ができること 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館４階 柳研究室 086-246-9654 yan@hakuto.mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Calculus I 
関連科目 解析 I, II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高校で学んだ数列と関数について整理・復習しつつ，関数の極限，連続性や微分

可能性について学び．幾何学的な理解を深める．さらに，三角関数，指数関数，



対数関数など代表的な初等関数の導関数の導出について学ぶ．また，合成関数の
微分や高階導関数についても学ぶ． 
続いて、不定積分の定義とその基本定理を通して微分との相補的な関係を学ぶ．
定積分と関数の描く領域の面積との対応を理解し，置換積分，部分積分などの積
分計算法を修得させる．さらに，有理関数，三角関数，無理関数などの代表的な
初等関数の不定積分を学ぶ．広義積分と積分の応 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 数列の極限と級数について説明を行う 

2 回 関数の極限値について説明を行う 
3 回 関数の連続性について説明を行う 
4 回 平均変化率と微分係数・導関数について説明を行う 
5 回 合成関数の微分法について説明を行う 
6 回 指数関数・対数関数の微分法について説明を行う 
7 回 三角関数と弧度法について説明を行う 
8 回 三角関数の微分について説明を行う 
9 回 逆三角関数の微分について説明を行う 
10 回 テイラー展開について説明を行う 
11 回 不定積分の定義と基本定理について説明を行う 
12 回 定積分の定義と基本定 

準備学習 1 回 基礎解析 II で配布したプリントの問題を解いておくこと 
2 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
3 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
4 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
5 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
6 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
7 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
8 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
9 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
10 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
11 回 配布したプリントの問題を解 

 



年度 2014 
授業コード FII11010 
成績評価 演習が３０％、定期試験が７０％で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14) 
見出し FII11010 基礎解析Ⅱ 
担当教員名 山本 英二 
単位数 2 
教科書 理⼯系入門 微分積分／石原・浅野／裳華房／9784785315184 
アクティブラーニング  
キーワード 数列、極限、級数、関数、連続、微分係数、接線、導関数、原始関数、不定積分、

定積分、置換積分、部分積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし． 
科目名 基礎解析Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 数学の基礎／数学基礎教育研究会／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FII11010 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）数列の極限を理解すること。 

（２）関数の極限・連続性を理解すること。 
（３）関数の微分を理解し、様々な関数の微分ができるようになろこと。 
（４）関数の積分を理解し、様々な関数の積分ができるようになろこと。 

受講者へのコメント 計算力とともに，収束，微分，積分の概念の理解を進めましょう． 
連絡先 １号館４Ｆ 山本英二研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 おおむね可の評価です． 
英文科目名 Basic Calculus II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 基本的レベルを保ちながら，さらに分かりやすい授業を⼯夫します． 
講義目的 高校で学んだ数列と関数について整理・復習しつつ、関数の極限、連続性や微分

可能性について学び、幾何学的な理解を深める。さらに、三角関数、指数関数、
対数関数など代表的な初等関数の導関数の導出について学ぶ。また、合成関数の
微分や高階導関数についても学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 数列とその和について授業する。 

2 回 数列の極限と級数について授業する。 



3 回 関数の極限について授業する。 
4 回 関数の連続性について授業する。 
5 回 平均変化率と微分係数について授業する。 
6 回 導関数について授業する。 
7 回 微分の公式について授業する。 
8 回 様々な関数の微分１（指数関数、対数関数）について授業する。 
9 回 様々な関数の微分２（三角関数）について授業する。 
10 回 微分のまとめと中間考査する。 
11 回 テーラー展開、マクローリン展開について授業する。 
12 回 不定積分の定義と 

準備学習 1 回 等差数列、等比数列について調べておくこと。 
2 回 数列とその和について復習しておくこと。 
3 回 数列の極限と級数について復習しておくこと。 
4 回 関数の極限について復習しておくこと。 
5 回 関数の連続性について復習しておくこと。 
6 回 平均変化率と微分係数について復習しておくこと。 
7 回 導関数について復習しておくこと。 
8 回 指数関数、対数関数について調べておくこと。 
9 回 三角比、三角関数について調べておくこと。 
10 回 微分計算の復習をしておくこと。 
11 回 指数関数、三角関数の微分について復 

 



年度 2014 
授業コード FII11020 
成績評価 回講義後に行う小テスト(30%)，中間試験(25%)，定期試験(45%)により評価す

る． 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14) 
見出し FII11020 基礎解析Ⅱ 
担当教員名 柳 貴久男 
単位数 2 
教科書 理⼯系入門 微分積分／石原繁，浅野重初(裳華房) ISBN978-4-7853-1518-4 
アクティブラーニング  
キーワード 数列，級数，極限，連続，導関数，指数関数，対数関数，三角関数，テイラー展

開，不定積分，定積分，置換積分，部分積分，広義積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎解析Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリントを配布する 
授業形態 講義 
注意備考 クラス分けは教員から指示する．指定されたクラスを履修すること．演習問題を

多く解くことが理解につながる．講義のあったその日の内にノートを整理し，復
習また予習することが望ましい 

シラバスコード FII11020 
実務経験のある教員  
達成目標 1, 数列の極限を理解すること。 

2. 関数の極限・連続性を理解すること 3. 関数の微分を理解し、様々な関数の微
分ができるようになること． 
3. 初等関数のテイラー展開ができること． 
4. 不定積分，定積分が理解できること。 
5. 様々な関数について、積分計算ができること 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館４階 柳研究室 086-246-9654 yan@hakuto.mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Calculus II 
関連科目 解析 I, II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高校で学んだ数列と関数について整理・復習しつつ，関数の極限，連続性や微分

可能性について学び．幾何学的な理解を深める．さらに，三角関数，指数関数，



対数関数など代表的な初等関数の導関数の導出について学ぶ．また，合成関数の
微分や高階導関数についても学ぶ． 
続いて、不定積分の定義とその基本定理を通して微分との相補的な関係を学ぶ．
定積分と関数の描く領域の面積との対応を理解し，置換積分，部分積分などの積
分計算法を修得させる．さらに，有理関数，三角関数，無理関数などの代表的な
初等関数の不定積分を学ぶ．広義積分と積分の応 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 数列について説明・演習を行う 

2 回 数列の極限と級数について演習を行う 
3 回 関数の極限値について演習を行う 
4 回 関数の連続性について演習を行う 
5 回 平均変化率と微分係数・導関数について演習を行う 
6 回 合成関数の微分法について演習を行う 
7 回 指数関数・対数関数の微分法について演習を行う 
8 回 三角関数の微分について演習を行い、中間試験を行う 
9 回 逆三角関数の微分について演習を行う 
10 回 テイラー展開について演習を行う 
11 回 不定積分の定義と基本定理について演習を行う 
12 回 定積分の定 

準備学習 1 回 高校の教科書などで数列について確認しておくこと 
2 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
3 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
4 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
5 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
6 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
7 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
8 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
9 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
10 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
11 回 配布したプリントの問題を解いてお 

 



年度 2014 
授業コード FII11110 
成績評価 レポート課題（２０％）、中間試験（２０％）と定期試験（６０％）により評価す

る。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14) 
見出し FII11110 線形代数 
担当教員名 濱谷 義弘 
単位数 2 
教科書 尾崎康弘監修 大⻄誠，佐野公郎著「入門コース 線形代数」学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 行列の掃き出し法，１次独立，１次従属，基底，次元, 正規直交化, 固有値, 固

有ベクトル，対角化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 満足を得たと言うことなので、私の方も良かった。 
科目名 線形代数 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 石村園子著「やさしく学べる線形代数」共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 基礎数学Ⅰ(必修)の単位を取得しているのが望ましい。 
シラバスコード FII11110 
実務経験のある教員  
達成目標 ベクトルの線形結合，一次独立，一次従属について，これらを抽象的に理解する

だけではなく，行基本変形に基づくアルゴリズムでもある掃き出し法により，具
体的な計算ができるようになること，正規直交ベクトルを用いた計算の意義が理
解できるようになること，及び固有値，固有ベクトルの概念を理解し計算できる
ようになることを目標としている。教科書を自力で全て読解できるようになった
かどうかが目標達成の目安になる。 

受講者へのコメント 少数であるが８）指摘された点の改善努力をする。教科書についてはこれ以上レ
ベルを下げると情科の数学教育としては少し・・・、が、他に良いテキストがあ
るか探し検討してみます。 

連絡先 濱谷研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 １）２回以上欠席が１１人は少し多い気がする。問題点は、２）授業時間外学習
が 30 分程度以下＋全くなしが 20 人は多いと思う。他受講科目が多いのは分かる
が、学生も授業時間外学習の努力を必要とする（最低１時間以上）。 

英文科目名 Linear Algebra 
関連科目 基礎数学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 ８）授業の始めに学習目標を示す。説明をさらに⼯夫する。 



講義目的 ベクトルの線形結合，一次独立，一次従属などベクトル空間の諸概念を学習する。
行列の固有値，固有ベクトル，対角化について理解し，ベクトルの内積に基づく
直交の概念と関連事項を学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  行基本変形とランクを解説する。 

2 回  はき出し法１（連立１次方程式）を解説する。 
3 回  はき出し法２（逆行列）を解説する。 
4 回  ベクトル空間を解説する。 
5 回  線形結合と連立方程式を解説する。 
6 回  線形独立と線形従属を解説する。 
7 回  基底と次元を解説する。 
8 回  まとめ(演習課題を解く)、中間とその解説をする。 
9 回  内積を解説する。 
10 回  正規直交基底を解説する。 
11 回  固有値を解説する。 
12 回  固有ベクトルを解説する。 
13 回  行列の対角化１を解説する。 
1 

準備学習 1 回 教科書の該当部分を予習しておくこと。 
2 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
3 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
4 回 該当部分の説明を良く読んでおくこと。 
5 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
6 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
7 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
8 回 教科書の該当部分とノートとを良く読んでおくこと。 
9 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
10 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
 

 



年度 2014 
授業コード FII11120 
成績評価 レポート課題（２０％）、中間試験（２０％）と定期試験（６０％）により評価す

る。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学科(〜14) 
見出し FII11120 線形代数 
担当教員名 榊原 道夫 
単位数 2 
教科書 尾崎康弘監修 大⻄誠，佐野公郎著「入門コース 線形代数」学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 行列の掃き出し法，１次独立，１次従属，基底，次元, 正規直交化, 固有値, 固

有ベクトル，対角化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 線形代数 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 石村園子著「やさしく学べる線形代数」共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 基礎数学Ⅰ(必修)の単位を取得しているのが望ましい。 
シラバスコード FII11120 
実務経験のある教員  
達成目標 ベクトルの線形結合，一次独立，一次従属について，これらを抽象的に理解する

だけではなく，行基本変形に基づくアルゴリズムでもある掃き出し法により，具
体的な計算ができるようになること，正規直交ベクトルを用いた計算の意義が理
解できるようになること，及び固有値，固有ベクトルの概念を理解し計算できる
ようになることを目標としている。教科書を自力で全て読解できるようになった
かどうかが目標達成の目安になる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Linear Algebra 
関連科目 基礎数学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ベクトルの線形結合，一次独立，一次従属などベクトル空間の諸概念を学習する。

行列の固有値，固有ベクトル，対角化について理解し，ベクトルの内積に基づく
直交の概念と関連事項を学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  ベクトルを解説する。 
2 回  ベクトル内積を解説する。 
3 回  ベクトル空間と内積表示について解説する。 
4 回  確認問題によりベクトルの復習と線型方程式について解説する。 
5 回  線形方程式の掃き出し法による解法を解説する。 
6 回  掃き出し法によるランクの計算と線形独立と線形従属を解説する。 
7 回 確認問題により掃き出し法の復習と行列式について解説する。 
8 回  まとめ(演習課題を解く)、中間とその解説をする。 
9 回 行列式の解説をする。 
10 回  行列式の性質を解説する。 
11 回  固有値を 

準備学習 1 回 教科書の P80 から P90 までを予習しておくこと。 
2 回 教科書の P91 から P97 までを予習しておくこと。 
3 回 教科書の P98 から P107 までを予習しておくこと。 
4 回 該当部分の説明を良く読んでおくこと。 
5 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
6 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
7 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
8 回 教科書の該当部分とノートとを良く読んでおくこと。 
9 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
10 回 該当部分前後の練習問題に 

 



年度 2014 
授業コード FII11220 
成績評価 小テスト・課題（20%)，中間テスト(25%)，定期試験(55%)により評価する 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学科(14〜14) 
見出し FII11220 解析Ⅰ 
担当教員名 濱谷 義弘 
単位数 2 
教科書 石原・浅野 「理⼯系入門 微分積分」 裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード ２変数関数，偏微分，接平面，テーラー・マクローリン展開，条件付き極値 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ９）の項でも述べたが、３，４人から⿊板の使い方、字体について指摘があった。

使い方は見やすく⼯夫する。字体は大きく書く。 
科目名 解析Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 基礎解析 I，基礎解析 II を履修していること。 
シラバスコード FII11220 
実務経験のある教員  
達成目標 １．１変数関数の微分とその応用と対比して，２変数関数の偏微分とその応用が

理解できる．２．２変数関数の３次元グラフが計算機を用いて描ける．３．２変
数関数の極限，連続，偏微分，接平面が幾何的に理解できる．４．２変数関数の
合成関数・陰関数の微分が計算できる．５．２変数関数のテーラー・マクローリ
ン展開が求められる．６．２変数関数の極大・極小を求め，３次元グラフの概略
が描ける．７．２変数関数の条件付き極値を求められる． 

受講者へのコメント ８）教科書のレベルについては、１年次春学期から継続使用する教科書で、２年
次春学期も使用する。担当教員がそれぞれ別なので私の一存ではいかんともしが
たい。学科にはかって見るが・・・。 

連絡先 濱谷研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 １）２回以上欠席が２２人は少し多すぎる。２）授業外学習時間が３０分＋全く
なしが３８人、何ですかこれは、「解析Ⅰ」のこの授業を少しなめていますね！１
年次の秋期に多変数の微分を講義しているので、内容として相当きついカリキュ
ラムです（学科の要望です）。最低でも、しっかり１時間以上授業外学習しなけれ
ば分からなくなります。こちらも改善すべき点は努力しますが、これだと、あま
り学生の要望ばかり聞く気になりませんね。９）受講者数が多すぎる。もっとも
なご意見。 



英文科目名 Calculus I 
関連科目 入門数学，基礎解析 I，基礎解析 II 
次回に向けての改善変更予定 ８）指摘された点を改善努力する。授業の説明を⼯夫する。９）⿊板の使い方を

⼯夫し、字体を丁寧に書く。 
９）受講者数が多すぎるについては、これを受けて、次年度から２クラス開講に
することが学科で決定した。 

講義目的 ２変数関数の偏微分とその応用について，１変数関数の微分と対比して理解す
る．２変数関数における極限，連続性，偏微分，接平面，合成関数・陰関数の微
分法を学ぶ．偏微分の応用として，テーラー・マクローリン展開，極大・極小，
条件付き極値を学ぶ． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ２変数関数 

2 回 ２変数関数の極限 
3 回 ２変数関数の連続 
4 回 偏導関数 
5 回 接平面 
6 回 全微分と合成関数の微分法 
7 回 合成関数の微分法 
8 回 中間テスト 
9 回 陰関数の微分法 
10 回 高次偏導関数と偏微分演算子 
11 回 テーラー・マクローリン展開 
12 回 マクローリン展開の証明 
13 回 極大・極小 
14 回 条件付き極値 
15 回 最適化問題 

準備学習 1 回 高校，大学１年で学ぶ微分積分を復習し，２変数関数の微分積分を学ぶ学習
の過程を把握しておくこと． 
2 回 １変数関数の極限を復習しておくこと． 
3 回 １変数関数の連続性を復習しておくこと 
4 回 １変数関数の導関数を復習しておくこと． 
5 回 １変数関数の接線を復習しておくこと． 
6 回 １変数関数の微分と合成関数の微分法を復習しておくこと． 
7 回 １変数関数の微分と合成関数の微分法を復習しておくこと． 
8 回 習った範囲で演習問題を復習しておくこと 
9 回 合成関数の微分法を復習しておくこと． 
10 回 １変数関 

 



年度 2014 
授業コード FII11221 
成績評価 小テスト・課題（20%)，中間テスト(25%)，定期試験(55%)により評価する 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学科(〜13) 
見出し FII11221 解析Ⅰ 
担当教員名 濱谷 義弘 
単位数 2 
教科書 石原・浅野 「理⼯系入門 微分積分」 裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード ２変数関数，偏微分，接平面，テーラー・マクローリン展開，条件付き極値 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 解析Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 基礎解析 I，基礎解析 II を履修していること。 
シラバスコード FII11221 
実務経験のある教員  
達成目標 １．１変数関数の微分とその応用と対比して，２変数関数の偏微分とその応用が

理解できる．２．２変数関数の３次元グラフが計算機を用いて描ける．３．２変
数関数の極限，連続，偏微分，接平面が幾何的に理解できる．４．２変数関数の
合成関数・陰関数の微分が計算できる．５．２変数関数のテーラー・マクローリ
ン展開が求められる．６．２変数関数の極大・極小を求め，３次元グラフの概略
が描ける．７．２変数関数の条件付き極値を求められる． 

受講者へのコメント  
連絡先 濱谷研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Calculus I 
関連科目 入門数学，基礎解析 I，基礎解析 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ２変数関数の偏微分とその応用について，１変数関数の微分と対比して理解す

る．２変数関数における極限，連続性，偏微分，接平面，合成関数・陰関数の微
分法を学ぶ．偏微分の応用として，テーラー・マクローリン展開，極大・極小，
条件付き極値を学ぶ． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ２変数関数 



2 回 ２変数関数の極限 
3 回 ２変数関数の連続 
4 回 偏導関数 
5 回 接平面 
6 回 全微分と合成関数の微分法 
7 回 合成関数の微分法 
8 回 中間テスト 
9 回 陰関数の微分法 
10 回 高次偏導関数と偏微分演算子 
11 回 テーラー・マクローリン展開 
12 回 マクローリン展開の証明 
13 回 極大・極小 
14 回 条件付き極値 
15 回 最適化問題 

準備学習 1 回 高校，大学１年で学ぶ微分積分を復習し，２変数関数の微分積分を学ぶ学習
の過程を把握しておくこと． 
2 回 １変数関数の極限を復習しておくこと． 
3 回 １変数関数の連続性を復習しておくこと 
4 回 １変数関数の導関数を復習しておくこと． 
5 回 １変数関数の接線を復習しておくこと． 
6 回 １変数関数の微分と合成関数の微分法を復習しておくこと． 
7 回 １変数関数の微分と合成関数の微分法を復習しておくこと． 
8 回 習った範囲で演習問題を復習しておくこと 
9 回 合成関数の微分法を復習しておくこと． 
10 回 １変数関 

 



年度 2014 
授業コード FII11410 
成績評価 課題提出(20%)，中間試験(30%)，定期試験(50%)で評価をする。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜13) 
見出し FII11410 解析Ⅱ 
担当教員名 中村 忠 
単位数 2 
教科書 理⼯系入門 微分積分/石原繁・浅野重初/裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード ２重積分，累次積分，極座標変換，変数変換，置換積分 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「ムダ話が多いので，授業の内容がどこからどこまでかわからないという」意見

があるが，話がムダだと判断出来るなら授業の内容の話なのかどうかが判断でき
ているはずだが...。「内容をはっきりしないとレポートにモチベーションがあが
らない」という意見があるが，試験の得点だけでは合格しない学生に対する努力
をみるために時には，無理矢理，レポートを出す場合もあるので，少し緩やかに
見て欲しいです。 

科目名 解析Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 エクササイズ 偏微分重積分/立花俊一・成⽥清正（共立出版） 
授業形態 講義 
注意備考 演習問題を多く解くことが理解につながる。講義のあったその日の内にノートを

整理し，復習することが望ましい。 
シラバスコード FII11410 
実務経験のある教員  
達成目標 ２重積分の理科とその計算に必要な基本技術（累次積分，変数変換による積分等）

を修得させること。 
受講者へのコメント 声がよく聞こえなかったり，板書がはっきり見えないときはその場でそのような

ことを言って欲しい。後から言われても，君たちには何も役に立ちません。その
場で言われれば，即，対応しますよ。 

連絡先 中村忠研究室 １号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野への興味が深まった人が１００％であったので，このような講義方法に
磨きをかけたいと思います。 

英文科目名 Calculus II 
関連科目 基礎解析 I，II, 線形代数，解析 I，解析演習 を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 板書がよく見えないとかや声の聞きづらいという点に関して改善したいと思う。 
講義目的 多変数関数の積分についての理解を深める．主に，２重積分に焦点をあてて講義



する．例題を演習することにより，２重積分の理解を深める。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  平面領域や空間領域の集合表示とその図示化を講義する。 

2 回  ２重積分の導入し，被積分関数と積分領域のおりなす立体についての講義
をする。 
3 回 累次積分について講義を行う。 
4 回 累次積分の応用についての講義を行う。 
5 回 極座標による積分について講義する。 
6 回 極座標による２重積分について講義する。 
7 回 極座標による２重積分の応用について講義する。 
8 回 これまで学習してきた内容の習得度合いの確認のため，中間試験およびそ
の問題の解説を行う。 
9 回 広義の２重積分（その１）の講義を行う。 
10 

準備学習 1 回 解析演習で学んだことを復習しておくこと。 
2 回 基礎解析 I,II, 解析演習で学んだことを復習しておくこと。 
3 回 領域が単純であるかどうか判断する練習をしておくこと。 
4 回 領域が単純であるかどうか判断する練習をしておくこと。 
5 回 三角関数を復習しておくこと。 
6 回 三角関数を復習しておくこと。 
7 回 極座標による２重積分の練習問題を解く訓練しておくこと。 
8 回 第 1 回から第 7 回までの内容に関する標準的な問題を解いて，自分自身に
弱点をみつけ，これを補強しておくこと。 
9 回 1 変数の広義の積分を復 

 



年度 2014 
授業コード FII11610 
成績評価 各回に行う小テスト(20%)，課題提出(20%)の講義内での発表(10%)と定期試験

(50%)により評価する．合計で 60%未満は不合格とする。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報科学科(〜13) 
見出し FII11610 代数Ⅰ 
担当教員名 河野 敏行 
単位数 2 
教科書 読んで楽しむ代数学／加藤明史／現代数学社／9784768703762 
アクティブラーニング  
キーワード 集合論，整数，群 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「プリント配布してくれるので見直している」とコメントをいただきました．こ

れからもプリントを準備したいと思います． 
科目名 代数Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する． 
授業形態 講義 
注意備考 講義資料は各回ごとにパワーポイントの資料を配布する． 

同時にインターネットを利用し，研究室のホームページから資料がダウンロード
できるようにしておく． 

シラバスコード FII11610 
実務経験のある教員  
達成目標 代数学の基本的な考え方を理解し、集合の考えを身につける。 
受講者へのコメント 欠席を３，４介している学生が，16%近くおり，残念である．講義の内容はある

程度意味のある流れになっているので，出席はできるだけしてほしい． 
連絡先 15 号館 4 階 河野敏行研究室 kohno@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野への理解が深まったという学生が 75％であった．もう少し増えるよう
に努力したい． 

英文科目名 Algebra I 
関連科目 代数Ⅱ、代数演習 
次回に向けての改善変更予定 数学の内容は実生活に結びづらく，とくに代数学は抽象的なことも多いので，身

近なことに例えた話を盛り込んでいきたいと思います． 
講義目的 代数学の基本的な考えを学ぶことが講義の目的である。整数、多項式などについ

て考察をすることで、群・環・体の基本的な理論展開を学び、具体的な例により
その基本を習得する． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 数学の歴史を紹介し、記号の利用法、数字や計算について説明し、簡単な記
号の利用について解説をする。 
2 回 集合の意味を説明し、集合の定義の仕方，その集合の包含関係や演算の仕方
について解説をする。 
3 回 数学的帰納法の仕組みと証明の例題を解説する。 
4 回 整数の基本的な性質を解説する． 
5 回 合同式の定義と定理について説明する 
6 回 合同式の演習をする． 
7 回 群の定義と群の例について説明する． 
8 回 群の例について解説および中間演習をおこない，解説する． 
9 回 剰余類について解説する． 
10 回 既約剰 

準備学習 1 回 教科書第１話を読み，記号法の発展を中⼼とした数学史について調べてお
くこと． 
2 回 教科書第２話を読み，集合の定義，包含関係，集合の演算について調べ，ド・
モルガンの法則が成り立つことを証明しておくこと． 
3 回 教科書第３話を読み，数学的帰納法について調べておくこと． 
4 回 教科書第１１話を読み，整数の性質について調べておくこと． 
5 回 教科書第１６話を読んでおくこと． 
6 回 教科書第１６話を読んでおくこと． 
7 回 教科書第６話を読んでおくこと． 
8 回 演習問題を復習し，理解を深めておくこと． 
9 回 教 

 



年度 2014 
授業コード FII11810 
成績評価 各講義ごとの小テスト(20%)とレポート(20%)と講義内の発表(10%)と定期試験

(50%)で評価する． 
60 点以上で合格とする． 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12) 
見出し FII11810 代数Ⅱ(再) 
担当教員名 河野 敏行 
単位数 2 
教科書 読んで楽しむ代数学／加藤明史 著／現代数学社 
アクティブラーニング  
キーワード 環、初等整数論、ユークリッドの互除法、完全剰余系 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「最後まで丁寧に講義してくださってよかったです」というコメントがありまし

た．ありがとうございます．これからもがんばっていきます． 
科目名 代数Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 代数Ⅰを履修していることが望ましい。 
シラバスコード FII11810 
実務経験のある教員  
達成目標 群,環の概念と基本的な性質を整数,整式,完全剰余系などより理解さする。ガウス

の補題、ユークリッドの互除法、素数とその周辺の話題の理解、法 p の剰余体の
理解を目標とする。 

受講者へのコメント 基礎的な内容なので，しっかり身につけるために授業外学習を行ってください． 
連絡先 河野研究室（15 号館 4 階) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習が 30 分程度という数が 40％と多いので，1 時間以上は取り組
んでもらえるように⼯夫したいと思います． 

英文科目名 Algebra II 
関連科目 代数 I、代数演習 
次回に向けての改善変更予定 ただ覚えるだけではなく，しっかり考えて身につける講義内容にしたいと思いま

す． 
講義目的 代数学における基本的な概念群・環・体の基本な知識を初等整数論の基礎的な事

項より学び習熟する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【約数と整除】 



約数と除法定理について講義する。整除関係の整理を行い整除性に関連した問題
を解くことを解説する。 
2 回 【GCD とユークリッドの互除法】 
最大公約数(GCD)の性質とユークリッドの互除法による GCD を求める方法に
つき学ぶ。また、GCD と不定方程式の解法との関連について解説する。 
3 回 【素数について】 
素数についていくつかの性質を講義する。 
4 回 【約数の和と完全数】 
数論的関数について具体例をあげて講義する。 
5 回 【メルセンヌ素数と完全数】 
大きな素数を求める方法にメルセンヌ素数を 

準備学習 1 回 代数学 I の内容の復習をする。特に群、環の概念と基本的な性質を復習して
おくこと。 
2 回 整数の演算についての基本的な性質を予習する。整数の問題にどのような
ものがあるか調べておくこと。 
3 回 素数について調べておくこと。 
4 回 約数の数、素数の濃度について調べておく。また、コーシーの関数方程式に
ついても調べておくこと。 
5 回 大きな素数の利用法について調べておくこと。 
6 回 GCD を求めるアルゴリズムを調べておくこと。 
7 回 これまでの講義について復習しておくこと。 
8 回 無理数の近似値を求める方法につ 

 



年度 2014 
授業コード FII12010 
成績評価 毎回のレポート 20%、中間試験 20%、定期試験 60%で評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12) 
見出し FII12010 幾何Ⅰ 
担当教員名 濱谷 義弘 
単位数 2 
教科書 集合と位相への入門／鈴⽊晋一著／サイエンス社／4-7819-1034-3 
アクティブラーニング  
キーワード 論理と集合、実数と距離、開集合と閉集合、コンパクト性、ユークリッド空間の

位相 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 幾何Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理⼯基礎 演習集合と位相／鈴⽊晋一著／サイエンス社／4-7819-1091-2 
授業形態 講義 
注意備考 1 年次の基礎解析と線形代数の科目は履修し、修得ていること。 

毎回、授業の講義ノートを作成すること(板書すること)。 
シラバスコード FII12010 
実務経験のある教員  
達成目標 1．論理と集合の概念を理解する。 

2．実数の構成と集合の濃度を理解する。 
3．ユークリッド空間の様々な性質を把握する。 
4．距離空間の概念を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 濱谷研究室、一学舎 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Geometry I 
関連科目 基礎解析Ⅰ・Ⅱ、線形代数、離散数学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 情報系で必要な位相(幾何)の基礎を解説する。1,2 年で学習した解析や線形代数

の論理的基礎を補うべく講義を行う。また、講義の題材は、数学教員志望者が知
っておくべき数学基礎論の基本的な概念を優しく取り扱う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 論理を講義する。 

2 回 集合を講義する。 



3 回 写像を講義する。 
4 回 ２項関係を講義する。 
5 回 実数の構成を講義する。 
6 回 実数の連続性を講義する。 
7 回 集合の濃度を講義する。 
8 回 実数値連続関数を講義する。 
9 回 中間試験とその解説を講義する。 
10 回 ユークリッド空間 R^n を講義する。 
11 回 R^n の開集合と閉集合を講義する。 
12 回 R^n のコンパクト性を講義する。 
13 回 R^n の連結性を講義する。 
14 回 距離空間を講義する。 
15 回 距離空間の位相を講義する。 

準備学習 1 回 基礎解析Ⅰ、線形代数を復讐しておくこと。 
2 回 前回の講義ノートを復讐しておくこと。 
3 回 前回の講義ノートを復讐しておくこと。 
4 回 前回の講義ノートを復讐しておくこと。 
5 回 前回の講義ノートを復讐しておくこと。 
6 回 前回の講義ノートを復讐しておくこと。 
7 回 前回の講義ノートを復讐しておくこと。 
8 回 前回の講義ノートを復讐しておくこと。 
9 回 1 回から前回までの講義ノートを復讐しておくこと。 
10 回 前回の講義ノートを復讐しておくこと。 
11 回 前回の講義ノートを復讐しておくこと。 
12 回 

 



年度 2014 
授業コード FII12110 
成績評価 試験により評価する．６０点以上で合格とする． 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12) 
見出し FII12110 幾何Ⅱ 
担当教員名 池⽥ 章＊ 
単位数 2 
教科書 解析幾何／石原繁，竹村由也共著／森北出版 
アクティブラーニング  
キーワード ２次曲線，２次曲面 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 幾何Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 座標幾何学／竹内・泉屋・村山 共著／日科技連出版社： 

平面解析幾何学／矢野健太郎著／裳華房： 
立体解析幾何学／矢野健太郎著／裳華房 

授業形態 講義 
注意備考 予習，復習を欠かさず行うこと．行列の計算ができること． 

特に，２次３次４次の行列，行列式の計算については，できるものと仮定して講
義する． 

シラバスコード FII12110 
実務経験のある教員  
達成目標 平面，空間の座標幾何を学ぶことにより，幾何学の代数的取り扱いに習熟できる

ようになること， 
受講者へのコメント  
連絡先 最初の講義で知らせる． 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Geometry II 
関連科目 幾何Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 幾何学の代数的取り扱いに習熟できるようになること． 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 平面の座標について学習する(i) 

2 回 平面の座標について学習する(ii) 
3 回 空間の座標について学習する(i) 
4 回 空間の座標について学習する(ii) 



5 回 いろいろな２次曲線について学習する(i) 
6 回 いろいろな２次曲線について学習する(ii) 
7 回 いろいろな２次曲線について学習する(iii) 
8 回 いろいろな２次曲面について学習する(i) 
9 回 いろいろな２次曲面について学習する(ii) 
10 回 いろいろな２次曲面について学習する(iii) 
11 回 ２次曲線の分類について学習する(i) 

準備学習 1 回 これまでの座標を使った幾何に関する知識を復習しておくこと 
2 回 前回の講義の復習と講義の最後に指示する教科書のところを予習しておく
こと． 
3 回 前回の講義の復習と講義の最後に指示する教科書のところを予習しておく
こと． 
4 回 前回の講義の復習と講義の最後に指示する教科書のところを予習しておく
こと． 
5 回 前回の講義の復習と講義の最後に指示する教科書のところを予習しておく
こと． 
6 回 前回の講義の復習と講義の最後に指示する教科書のところを予習しておく
こと． 
7 回 前回の講義の復習と講義の最後に指示する教 

 



年度 2014 
授業コード FII12210 
成績評価 課題提出(30%)，中間試験(25%)，定期試験(45%)で評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12) 
見出し FII12210 統計Ⅰ 
担当教員名 中村 忠 
単位数 2 
教科書 理⼯系確率統計／中村忠・山本英二 共著／サイエンス社／9784781910000 
アクティブラーニング  
キーワード 質的データ，量的データ，平均，分散，四分位数，箱ひげ図，ヒストグラム，相

関係数，最小２乗法，回帰直線 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「受講者に対する質問の前に，前に座っている顔見知りの生徒にだけ聞こえる様

な声で会話した後に関連づけした質問を刷るのは少し控えてほしい．聞こえな
い」ということでに対しては，質問の返答に必要なことは全員に聞こえるように
努力しましょう．前の学生は，本来，顔見知りではなく，いつも前に座っている
から必然的に顔見知りになります．上記のようなことが気になるようでしたら，
当方ばかりでなく，あなたも前に席に座るよう努力してください．名前も出来る
だけ覚えるようにしますが，やや難しい． 

科目名 統計Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント（資料）を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 初めての概念が多数出てくるので，その日の内にノートなどを整理しておくこと

が望ましい。講義内容の解説は主にプロジェクターを用いて行う。 
シラバスコード FII12210 
実務経験のある教員  
達成目標 データとその特性，位置や散らばり度合いの概念が理解できる．得られたデータ

を可視化することにより，データに隠れた特性を見いだすことができる。直線関
係が強いデータに対して，回帰分析法を利用することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 中村忠研究室 １号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Statistics I 
関連科目 解析 I，確率 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 観測されたデータから意味ある情報を引き出す方法が習得することが目的であ



る。．最初にデータのまとめ方や可視化について学ぶ．その後，データが分する位
置や散らばり度合いを表す代表値について学ぶ。2 つのデータの関連度を表す相
関係数を学ぶ。2 つのデータの直線的関連度がある場合の統計分析法である回帰
分析を初歩を学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 記述統計で扱う種々のデータを紹介し，分類する。 

2 回 質的データを図，絵，グラフにして表現する。 
3 回 質的データを図，絵，グラフにして表現する。 
4 回 量的データを度数分布表やヒストグラムを用いて可視化する。 
5 回 量的データの位置を表す代表値（平均値・中央値・最頻値など）を説明し，
ヒストグラムを用いてこれらの利用方法を学ぶ。 
6 回 量的データの散らばりを表す代表値（分散・標準偏差・四分位数など）を説
明し，箱ひげ図やヒストグラムを用いてこれらの利用方法を学ぶ。 
7 回 中間試験，およびその解説を行う 

準備学習 1 回 出版物や報道番組などでどのようなデータが使われているか調べること。 
2 回 出版物や報道番組などでデータを表すのに図やグラフがどのように使われ
ているか調べること。 
3 回 数値以外のデータがどのように絵や図で表されているかを調べること。 
4 回 数値データがどのように絵や図で表されているかを調べること。 
5 回 度数分布表やヒストグラムについて復習しておくこと。 
6 回 和の記号シグマの使い方や基本公式について復習しておくこと 
7 回 第１回から第６回までの内容をよく理解し，整理しておくこと。 
8 回 確率の基礎 

 



年度 2014 
授業コード FII12220 
成績評価 課題提出(30%)，中間試験(25%)，定期試験(45%)で評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(13〜13) 
見出し FII12220 統計Ⅰ 
担当教員名 中村 忠 
単位数 2 
教科書 理⼯系確率統計／中村忠・山本英二 共著／サイエンス社／9784781910000 
アクティブラーニング  
キーワード 質的データ，量的データ，平均，分散，四分位数，箱ひげ図，ヒストグラム，相

関係数，最小２乗法，回帰直線 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 統計Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント（資料）を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 初めての概念が多数出てくるので，その日の内にノートなどを整理しておくこと

が望ましい。講義内容の解説は主にプロジェクターを用いて行う。 
シラバスコード FII12220 
実務経験のある教員  
達成目標 データとその特性，位置や散らばり度合いの概念が理解できる．得られたデータ

を可視化することにより，データに隠れた特性を見いだすことができる。直線関
係が強いデータに対して，回帰分析法を利用することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 中村忠研究室 １号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Statistics I 
関連科目 解析 I，確率 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 観測されたデータから意味ある情報を引き出す方法が習得することが目的であ

る。．最初にデータのまとめ方や可視化について学ぶ．その後，データが分する位
置や散らばり度合いを表す代表値について学ぶ。2 つのデータの関連度を表す相
関係数を学ぶ。2 つのデータの直線的関連度がある場合の統計分析法である回帰
分析を初歩を学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 記述統計で扱う種々のデータを紹介し，分類する。 



2 回 質的データを図，絵，グラフにして表現する。 
3 回 質的データを図，絵，グラフにして表現する。 
4 回 量的データを度数分布表やヒストグラムを用いて可視化する。 
5 回 量的データの位置を表す代表値（平均値・中央値・最頻値など）を説明し，
ヒストグラムを用いてこれらの利用方法を学ぶ。 
6 回 量的データの散らばりを表す代表値（分散・標準偏差・四分位数など）を説
明し，箱ひげ図やヒストグラムを用いてこれらの利用方法を学ぶ。 
7 回 中間試験，およびその解説を行う 

準備学習 1 回 出版物や報道番組などでどのようなデータが使われているか調べること。 
2 回 出版物や報道番組などでデータを表すのに図やグラフがどのように使われ
ているか調べること。 
3 回 数値以外のデータがどのように絵や図で表されているかを調べること。 
4 回 数値データがどのように絵や図で表されているかを調べること。 
5 回 度数分布表やヒストグラムについて復習しておくこと。 
6 回 和の記号シグマの使い方や基本公式について復習しておくこと 
7 回 第１回から第６回までの内容をよく理解し，整理しておくこと。 
8 回 確率の基礎 

 



年度 2014 
授業コード FII12310 
成績評価 課題提出(25%)および定期試験(75%)を合わせて評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12) 
見出し FII12310 統計Ⅱ 
担当教員名 柳 貴久男 
単位数 2 
教科書 理⼯系確率統計（改訂版）／(中村忠，山本英二) (サイエンス社) ISBN 978-4-7819-

1000-0 
アクティブラーニング  
キーワード 統計的検定・多変量解析 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 統計Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント等を配布する 
授業形態 講義 
注意備考 統計 I から引き続いての講義である。統計 I を受講していないものに対して、補

修やプリント配布などの一切の配慮は行わない 
シラバスコード FII12310 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 区間推定の考え方を理解し、簡単な推定が行えること 2. 仮説検定の考え方を

理解し、簡単な検定が行えること 3. 回帰分析やクラスタ分析のような多変量解
析が簡単な例について行えること 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館４階 柳研究室 086-246-9654 yan@hakuto.mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Statistics II 
関連科目 統計 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現在の社会には多くのデータが存在している。この中から意味のある結果を導き

だすための手段が統計学である。この講義ではデータを科学するとの立場から、
検定の考え方とデータを処理するための手法である多変量解析を扱う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  標本分布についての復習をする。 

2 回  信頼区間について説明する。 
3 回 ⺟平均・⺟比率の信頼区間について説明する。 



4 回 統計的検定の考え方について説明する。 
5 回 ⺟平均の検定について説明する。 
6 回 ⺟比率の検定について説明する。 
7 回 適合度検定について説明する。 
8 回 分割表の独立性の検定について説明する。 
9 回 多変量解析の考え方と相関係数について説明する。 
10 回 実際のデータに基づいた相関係数について説明する 
11 回 回帰分析について説明する。 
12 回 実際のデータに基づいた回帰分 

準備学習 1 回  前期の統計 I の復習をしておくこと 
2 回  事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
3 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
4 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
5 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
6 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
7 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
8 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
9 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
10 回 事前学習用に配布したプリン 

 



年度 2014 
授業コード FII12320 
成績評価 課題提出(20%)、中間試験(20%)、定期試験(60%)を合わせて評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学科(13〜13) 
見出し FII12320 統計Ⅱ 
担当教員名 柳 貴久男 
単位数 2 
教科書 理⼯系確率統計（改訂版）／(中村忠，山本英二) (サイエンス社) ISBN 978-4-7819-

1000-0 
アクティブラーニング  
キーワード ⺟集団と標本・統計的推定・統計的検定 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 統計Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント等を配布する 
授業形態 講義 
注意備考 確率 II, 統計 I から引き続いての講義である。確率 II, 統計 I を受講していない

ものに対して、補修やプリント配布などの一切の配慮は行わない 
シラバスコード FII12320 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 標本分布の意味が理解できること 

2. 推定の考え方を理解し、推定量の導出方法を理解すること 
3. 区間推定の考え方を理解し、簡単な推定が行えること 
4. 仮説検定の考え方を理解し、簡単な検定が行えること 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館４階 柳研究室 086-246-9654 yan@hakuto.mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Statistics II 
関連科目 確率 II, 統計 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現在の社会には多くのデータが存在している。この中から意味のある結果を導き

だすための手段が統計学である。この講義ではデータを科学するとの立場から、
推定と検定の考え方を扱う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ⺟集団と標本について説明をする 

2 回 統計量と標本分布について説明する 



3 回 正規分布とそれから導かれる分布について説明する 
4 回 統計的推定の考え方を説明する 
5 回 モーメント法による推定・最尤法による推定を説明する 
6 回 点推定について説明する 
7 回 区間推定の考え方について説明する 
8 回 ⺟平均の区間推定・⺟比率の区間推定について説明する 
9 回 前回までのまとめと中間試験を行う 
10 回 統計的検定の考え方について説明する 
11 回 ⺟平均の検定について説明する 
12 回 ⺟比率の検定について説明す 

準備学習 1 回  前期の統計 I の復習をしておくこと 
2 回  事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
3 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
4 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
5 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
6 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
7 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
8 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
9 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
10 回 事前学習用に配布したプリン 

 



年度 2014 
授業コード FII12410 
成績評価 レポート点 30%＋定期試験 70%で評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12) 
見出し FII12410 応用数学Ⅰ 
担当教員名 菅野 幸夫 
単位数 2 
教科書 大学で学ぶ やさしい微分方程式／水⽥義弘／サイエンス社 
アクティブラーニング  
キーワード 微分積分、微分方程式、数理モデル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 微分方程式の解き方／中井三留／学術図書出版社：なっとくする微分方程式／小

寺平治／講談社 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード FII12410 
実務経験のある教員  
達成目標 本講義の目標は１）初等関数が解となる微分方程式を知る２）簡単な微分方程式

が解ける３）定数係数微分方程式で 2 階の微分方程式、連立の微分方程式の解法
を学ぶ４）具体的な問題に対する微分方程式によるモデル化により、微分方程式
の有用性をまなぶである。 

受講者へのコメント  
連絡先 菅野研究室（15 号館 4 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Applied Mathematics I 
関連科目 解析 I、解析 II、線形代数 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 微分方程式は種々な現象の数理モデルとして用いられている。微分積分の基礎知

識よりスタートし、簡単な現象での微分方程式の応用までを講義し、微分方程式
を作り、解き、応用する手順を学ぶことが本講義の目的である。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 微分積分に関する復習をする。 

２回 微分積分に関する復習をする。 



３回 第１,２回講義ので学んだ微分方程式と解の関係について復習する。 
４回 変数分離形でとける１階の微分方程式の例を講義で学んだ以外のものを
探し、解いておく。 
５回 同次形でとける１階の微分方程式の例を講義で学んだ以外のものを探し、
解いておく。 
６回 1 階微分方程式の解法―線型方程式の解法を復習する。 
７回 定数係数の微分方程式の具体的な応用例を調べる。 
８回 線型代数学について復習する。 
９回 線型方程式の理論について復習する。 
１ 

 



年度 2014 
授業コード FII12510 
成績評価 レポート点３０％＋定期試験７０％で評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12) 
見出し FII12510 応用数学Ⅱ 
担当教員名 ⽥中 秀松＊ 
単位数 2 
教科書 大学で学ぶ やさしい微分方程式／水⽥義弘／サイエンス社 
アクティブラーニング  
キーワード 微分積分、微分方程式、ラプラス変換、整級数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特にない。 
科目名 応用数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 微分方程式の解き方／中井三留／学術図書出版社：なっとくする微分方程式／小

寺平治／講談社 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード FII12510 
実務経験のある教員  
達成目標 まず、種々の具体的な連立微分方程式の解法を学び、その理論的背景を理解する

こと。 
次に、ラプラス変換による微分方程式の解法と整級数による具体的な微分方程式
の解法などを学ぶ。以上で、平易な微分方程式の解き方がほぼ紹介されたことに
なる。これらの内容を理論的なことも含めて理解することが、この講義の達成目
標である。 

受講者へのコメント ノートで復習をしましょう。 
連絡先 非常勤講師控室（２５号館７階) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業内容をもう少し容易にした方が良いのかなと感じた。 
英文科目名 Applied Mathematics II 
関連科目 解析Ⅰ、解析Ⅱ、基礎数学、線形代数 
次回に向けての改善変更予定 具体的問題の解法の時間を増やして、一方通行的な講義を改める。 
講義目的 微分方程式は種々な現象の数理モデルとして用いられている。微分積分の基礎知

識よりスタートし、比較的平易な微分方程式の種々の解法と、その理論的な背景
を学ぶことが本講義の目的である。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 具体的な微分方程式を解くことにより、応用数学Ⅰの基本的事項の復習を



する。 
2 回 問題を解きながら、１階連立線形微分方程式の解法（その１）を解説する。 
3 回 問題を解きながら、１階連立線形微分方程式の解法（その２）を解説する。 
4 回 問題を解きながら、１階連立線形微分方程式の解法（その３）を解説する。 
5 回 正規形１階微分方程式・初期値問題の解の存在と一意性について解説する。 
6 回 正規形１階連立微分方程式・初期値問題の解の存在と一意性（その１）につ
いて解説する。 
7 回 正規形１階連立微分方程式・初期 

準備学習 1 回 応用数学Ⅰでの講義内容について、復習しておくこと。 
2 回 教科書の４章の４．１と４．２を予習しておくこと。 
3 回 教科書の４章の４．３と４．４を予習しておくこと。 
4 回 教科書の４章の４．５と４．６と４．７を予習しておくこと。 
5 回 ２年次で学んだ、解析Ⅰ・解析Ⅱを復習しておくこと。 
6 回 ２年次で学んだ、解析Ⅰ・解析Ⅱと前回の講義内容を復習しておくこと。 
7 回 ２年次で学んだ、解析Ⅰ・解析Ⅱと前回の講義内容を復習しておくこと。 
8 回 ２年次で学んだ、解析Ⅰ・解析Ⅱと前回の講義内容を復習しておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FII12711 
成績評価 課題提出(30%)，中間試験(25%)，定期試験(45%)で評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学科(〜10) 
見出し FII12711 教職数学Ⅱ 
担当教員名 中村 忠 
単位数 2 
教科書 プリント（資料）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 平面図形，三角関数，指数関数，対数関数，微分法，積分法，ベクトル，複素数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 高校数学教科書 
授業形態 講義 
注意備考 教職の分野を目指す受講生向けの実践的な内容になります。 
シラバスコード FII12711 
実務経験のある教員  
達成目標 高校数学の教育目標，指導方法についての基本的な事柄を身につけ，実践的な指

導を可能にする能力を高める。 
受講者へのコメント  
連絡先 中村忠研究室 １号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics of Teaching Profession II 
関連科目 基礎解析 I，II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高校数学科の内容の特徴やその指導方法について，具体的事例をとり上げなが

ら，解説する．必要に応じて指導法の演習をする。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 直線の方程式の指導をする。 

2 回 軌跡と方程式の指導をする。 
3 回 一般角の三角関数の指導をする。 
4 回 加法定理の指導をする。 
5 回 指数関数の指導をする。 
6 回 対数関数の指導をする。 
7 回 中間試験およびその解説をする。 



8 回 導関数の指導をする。 
9 回  関数の値の変化の指導をする。 
10 回 定積分の指導をする。 
11 回 面積の指導をする。 
12 回 ベクトルとその演算の指導をする。 
13 回 直線，円の方程式の指導をする。 
14 回 複素数と複素平面の指導をする。 
15 回 これまでの学習内容のま 

準備学習 1 回 直線の方程式の指導用の例題をつくること。 
2 回 軌跡と方程式の指導用の例題をつくること。 
3 回 三角関数の指導用の例題をつくること。 
4 回 加法定理の指導用の例題をつくること。 
5 回 指数関数の指導用の例題をつくること。 
6 回 対数関数の指導用の例題をつくること。 
7 回 第１回から第６回までの内容をよく理解し整理しておくこと。 
8 回 導関数の指導用の例題をつくること。 
9 回 関数の変化についての指導用の例題をつくること 
10 回 定積分の指導用の例題をつくること。 
11 回 面積の指導用の例題をつくるこ 

 



年度 2014 
授業コード FII13010 
成績評価 毎回の小テスト 30%，期末試験 70%で評価する． 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学科(11〜13) 
見出し FII13010 Web 技術 
担当教員名 北川 文夫 
単位数 2 
教科書 （書店販売しない）毎回プリントを配布する予定． 
アクティブラーニング  
キーワード WWW,W3C,HTTP,HTML,XHTML,XML,RDF,SVG,CSS,ブラウザ，WWW サー

バ，perl,PHP,Java,JavaScript,Ajax,CGI,フレームワーク 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「プリントが学習に役立ちました」との記述が 2 件ありました． 

今後とも新しい技術を盛り込んだものを作り続けていきます． 
科目名 Web 技術 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に指定しない． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FII13010 
実務経験のある教員  
達成目標 ・WWW の経緯と標準化組織 W3C がどのようなものであるか，言うことができ

る．・HTTP プロトコルと HTML での通信方法を言うことができる．・ブラウザ
の仕組みが言え，どのような種類があるか言える．・WWW サーバの機能が言え，
どのような種類があるか言える．・ブラウザで動作するプログラミング言語の簡
単なものを作ることができる．・WWW サーバで動作するプログラミング言語の
簡単なものを作ることができる． 

受講者へのコメント Web 技術の網羅的なテキストが無い中で，自作のプリントを作成し， 
それを配布し，PC で実演を交えながらの講義はある程度学生に 
受け入れられていると感じるので，これからもホットな話題を 
取り入れつつ，講義していくので，学生の皆さんもしっかり勉強して 
就職したら役立ててください． 

連絡先 北川文夫研究室 1 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野への理解が深まったが 82.1%でした．また， 
総合評価は「できた」「だいたいできた」の上位２つの合計が 
達成度 77.6%，熱意 90.5%，満足度 86.9%でした． 
 ある程度，多くの学生が好意的な判断をしてくれているようで， 
安⼼しました． 



英文科目名 Web Technologies 
関連科目 Web プログラミング I,II,III，Web 技術 II，Web デザイン 
次回に向けての改善変更予定 Web 技術は毎年のように新しい技術が出てくるので，それらを 

外すことの無いように，変更を続けていきます． 
講義目的 WWW(World Wide Web)には多くの技術が使われており，個々の技術を理解・

習得することも必要であるが，WWW に関連するシステム作成などを作るとき
に，WWW の全体像が見えていないと，効果的かつ効率の良いシステムを設計で
きないことになりかねない．この講義では，WWW に関連する多くの技術を紹介
するとともに，それらのつながりも解説する． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  WWW の誕生と経緯を説明し，WWW の必要性がどこから生まれたかを説

明する． 
2 回  標準化組織 W3C の目標と役割について解説する． 
3 回  HTML の規約を説明し，いくつかの要素を説明する． 
4 回  HTTP のプロトコルを説明し，Web ページの送受信の説明をする． 
5 回  XML の規格を説明し，具体的な例を示しどのように利用できるかを説明
する． 
6 回  XML 関連規格のいくつかを例示し，XML の応用範囲の広さを説明すると
ともに，関連規格も重要であることを説明する． 
7 回  Web ブラウザの基本機能 

準備学習 1 回  Web 等で WWW の開発経緯を調べておくこと． 
2 回  Web 等で W3C について調べておくこと． 
3 回  Web 等で HTML4.0 について調べておくこと． 
4 回  Web 等で HTTP について調べておくこと． 
5 回  Web 等で XML について調べておくこと． 
6 回  Web 等で XHTML,SGML,CSS について調べておくこと． 
7 回  Web 等で Web ブラウザにはどのような種類があるか調べておくこと． 
8 回  Web 等で JavaScript について調べておくこと． 
9 回  Web 等で JavaAppl 

 



年度 2014 
授業コード FII13110 
成績評価 課題提出（２０％），中間試験（３０％），定期試験（５０％）で評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(11〜12) 
見出し FII13110 解析演習 
担当教員名 中村 忠 
単位数 2 
教科書 理⼯系入門 微分積分／石原・浅野／裳華房／9784785315184 
アクティブラーニング  
キーワード 微分，偏微分，極地，テーラー展開，最大・最小，積分，重責分，累次積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 解析演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適時プリント（資料）を配布する 
授業形態 演習 
注意備考 微分・積分計算が多いので，基礎解析 I，基礎解析 II，解析 I，解析 II を習得して

いることが望ましい。 
シラバスコード FII13110 
実務経験のある教員  
達成目標 ２変数関数に関する偏微分や重責分の概念を理解し，これらの計算と応用のでき

る能力を高める。 
受講者へのコメント  
連絡先 中村忠研究室   １号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise on Calculus 
関連科目 基礎解析 I，基礎解析 II，解析 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎解析Ⅰ・Ⅱ，解析Ⅰ・Ⅱで学習した１変数関数の微分・積分，２変数関数の

偏微分・重積分の計算と応用のできる能力を身につけることを目的とする。毎回，
演習問題を出題し，受講生に解答例を板書・説明させ，その内容について質疑応
答，議論を行うことで，理解を深める。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 １変数関数の微分とそのグラフの概形の書き方の講義と演習をする。 

2 回 １変数関数の不定積分の講義と演習をする。 
3 回 １変数関数の定積分（その１）の講義と演習をする。 
4 回 １変数関数の定積分（その２）の講義と演習をする。 



5 回 １変数関数の極座標による定積分の講義と演習する。 
6 回 １変数関数の定積分の応用の講義と演習をする。 
7 回 中間試験およびその解説を行う。 
8 回 ２変数関数の偏微分の講義と演習を行う。 
9 回 ２変数関数のテーラー展開の講義と演習を行う。 
10 回 ２変数関数の最大・最小につい 

準備学習 1 回 基礎解析 I,II で学んだことを復習しておくこと。 
2 回 基礎解析 I,II で学んだことを復習しておくこと。 
3 回 基礎解析 I,II で学んだことを復習しておくこと。 
4 回 基礎解析 I,II で学んだことを復習しておくこと。 
5 回 極座標表示について予習しておくこと。 
6 回 基礎解析 I,II で学んだことを復習しておくこと。 
7 回 これまでの内容に関する標準的な問題を解いて，自分自身に弱点をみつけ，
これを補強しておくこと。 
8 回 基礎解析 I,II，解析 I を復習しておくこと。 
9 回 基礎解析 I,II，解析 I を復 

 



年度 2014 
授業コード FII13120 
成績評価 課題提出（３０％），中間試験（２５％），定期試験（４５％）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(13〜13) 
見出し FII13120 解析演習 
担当教員名 中村 忠 
単位数 2 
教科書 理⼯系入門 微分積分／石原・浅野／裳華房／9784785315184 
アクティブラーニング  
キーワード 微分，偏微分，極地，最大・最小，積分，重責分，累次積分，積分・重責分の変

数変換 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 解析演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適時プリント（資料）を配布する 
授業形態 演習 
注意備考 微分・積分計算が多いので，基礎解析 I，基礎解析 II，解析 I，解析 II を習得して

いることが望ましい。 
シラバスコード FII13120 
実務経験のある教員  
達成目標 ２変数関数に関する偏微分や重責分の概念を理解し，これらの計算と応用のでき

る能力を高める。 
受講者へのコメント  
連絡先 中村忠研究室   １号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise on Calculus 
関連科目 基礎解析 I，基礎解析 II，解析 I，解析 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎解析Ⅰ・Ⅱ，解析Ⅰ・Ⅱで学習した１変数関数の微分・積分，２変数関数の

偏微分・重積分の計算と応用のできる能力を身につけることを目的とする。毎回，
演習問題を出題し，受講生に解答例を板書・説明させ，その内容について質疑応
答，議論を行うことで，理解を深める。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 １変数と２変数関数の演習 

2 回 微分・偏微分の演習 
3 回 接線・接平面の演習 



4 回 合成関数の微分・偏微分の演習 
5 回 テーラー展開の演習 
6 回 １変数・２変数関数の極大・極小の演習 
7 回 条件付き極値の演習 
8 回 中間試験，およびその解説を行う。 
9 回 不定積分・定積分の演習 
10 回 重積分の導入とその幾何的理解の演習 
11 回 累次積分の演習 
12 回 積分順序の交換の演習 
13 回 変数変換による積分の演習 
14 回 変数変換による重積分の演習 
15 回 広義の積分・重積分の演習 

準備学習 1 回 １変数と２変数関数の定義や例を復習すること。 
2 回 微分・偏微分の復習をすること。 
3 回 接線・接平面の復習をすること。 
4 回 合成関数の微分・偏微分の復習をすること。 
5 回 テーラー展開の復習をすること。 
6 回 極大・極小の復習をすること。 
7 回 条件付き極値の復習をすること。 
8 回 第７回までに習った内容の総復習をしておくこと。 
9 回 不定積分・定積分の復習をすること。 
10 回 重積分の復習をすること。 
11 回 累次積分の復習をすること。 
12 回 積分順序の交換の復習をすること。 
13 回 変数変 

 



年度 2014 
授業コード FII13210 
成績評価 各回に行う小テスト(30%)，課題提出(20%)の平常点と定期試験(50%)により評

価する．合計で 60%未満は不合格とする。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学科(13〜13) 
見出し FII13210 代数演習 
担当教員名 榊原 道夫 
単位数 2 
教科書 読んで楽しむ代数学／加藤明史／現代数学社／9784768703762 
アクティブラーニング  
キーワード 集合論，整数，複素数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 代数演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する． 
授業形態 演習 
注意備考 講義資料は各回ごとにパワーポイントの資料を配布する．同時にインターネット

を利用し，研究室のホームページから資料がダウンロードできるようにしてお
く． 

シラバスコード FII13210 
実務経験のある教員  
達成目標 代数学の基本的な考え方を理解し、集合の考えを身につける。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise on Algebra 
関連科目 代数Ⅰ、代数Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 代数学の基本的な考えを学ぶことが講義の目的である。整数、多項式などについ

て考察をすることで、群・環・体の基本的な理論展開を学び、具体的な例により
その基本を習得する． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 数学の歴史を紹介し、記号の利用法、数字や計算について説明し、簡単な記

号の利用についての演習をする。 
2 回 集合の意味を説明し、集合の定義の仕方，その集合の包含関係や演算の仕方
について演習をする。 



3 回 数学的帰納法の仕組みと証明の例題を解説し、演習をする。 
4 回 集合の演算そして群の公理を解説し、演習をする。 
5 回 結合律とカタラン数の関係について解説し、演習をする。 
6 回 群表とクラインの 4 元群について解説し、演習をする。 
7 回 群表の作成についての演習をする。これまでの講義内容をまとめて、中間演 

準備学習 1 回 教科書 第 1 話を読み，記号法の発展を中⼼とした数学史について調べて
おくこと． 
2 回 教科書 第 2 話を読み，集合の定義，包含関係，集合の演算について調べ，
ド・モルガンの法則が成り立つことを証明しておくこと． 
3 回 教科書 第 3 話を読み，数学的帰納法について調べておくこと． 
4 回 教科書 第 4 話を読み，群の公理について調べておくこと． 
5 回 教科書 第 5 話を読み，オイラーの問題について理解できるように調べて
おくこと． 
6 回 教科書 第 6 話を読み，巡回群とその生成元について調べておくこと． 
7 回 教科書を 

 



年度 2014 
授業コード FII13220 
成績評価 各回に行う小テスト(30%)，課題提出(20%)の平常点と定期試験(50%)により評

価する．合計で 60%未満は不合格とする。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12) 
見出し FII13220 代数演習 
担当教員名 榊原 道夫 
単位数 2 
教科書 読んで楽しむ代数学／加藤明史／現代数学社／9784768703762 
アクティブラーニング  
キーワード 集合論，整数，複素数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 代数演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する． 
授業形態 演習 
注意備考 講義資料は各回ごとにパワーポイントの資料を配布する．同時にインターネット

を利用し，研究室のホームページから資料がダウンロードできるようにしてお
く． 

シラバスコード FII13220 
実務経験のある教員  
達成目標 代数学の基本的な考え方を理解し、集合の考えを身につける。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise on Algebra 
関連科目 代数Ⅰ、代数Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 代数学の基本的な考えを学ぶことが講義の目的である。整数、多項式などについ

て考察をすることで、群・環・体の基本的な理論展開を学び、具体的な例により
その基本を習得する． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 数学の歴史を紹介し、記号の利用法、数字や計算について説明し、簡単な記

号の利用についての演習をする。 
2 回 集合の意味を説明し、集合の定義の仕方，その集合の包含関係や演算の仕方
について演習をする。 



3 回 数学的帰納法の仕組みと証明の例題を解説し、演習をする。 
4 回 集合の演算そして群の公理を解説し、演習をする。 
5 回 結合律とカタラン数の関係について解説し、演習をする。 
6 回 群表とクラインの 4 元群について解説し、演習をする。 
7 回 群表の作成についての演習をする。これまでの講義内容をまとめて、中間演 

準備学習 1 回 教科書 第 1 話を読み，記号法の発展を中⼼とした数学史について調べて
おくこと． 
2 回 教科書 第 2 話を読み，集合の定義，包含関係，集合の演算について調べ，
ド・モルガンの法則が成り立つことを証明しておくこと． 
3 回 教科書 第 3 話を読み，数学的帰納法について調べておくこと． 
4 回 教科書 第 4 話を読み，群の公理について調べておくこと． 
5 回 教科書 第 5 話を読み，オイラーの問題について理解できるように調べて
おくこと． 
6 回 教科書 第 6 話を読み，巡回群とその生成元について調べておくこと． 
7 回 教科書を 

 



年度 2014 
授業コード FII13310 
成績評価 課題提出(30%)，中間試験(25%)，定期試験(45%)で評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学科(11〜12) 
見出し FII13310 教職数学 
担当教員名 中村 忠 
単位数 2 
教科書 プリント（資料）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 平面図形，三角関数，指数関数，対数関数，微分法，積分法，ベクトル，複素数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 教職数学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 高校数学教科書 
授業形態 講義 
注意備考 教職の分野を目指す受講生向けの実践的な内容になります。 
シラバスコード FII13310 
実務経験のある教員  
達成目標 高校数学の教育目標，指導方法についての基本的な事柄を身につけ，実践的な指

導を可能にする能力を高める。 
受講者へのコメント 特になし 
連絡先 中村忠研究室 １号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Mathematics of Teaching Profession 
関連科目 基礎解析 I，II 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 高校数学科の内容の特徴やその指導方法について，具体的事例をとり上げなが

ら，解説する．必要に応じて指導法の演習をする。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 直線の方程式の指導をする。 

2 回 軌跡と方程式の指導をする。 
3 回 一般角の三角関数の指導をする。 
4 回 加法定理の指導をする。 
5 回 指数関数の指導をする。 
6 回 対数関数の指導をする。 
7 回 中間試験およびその解説をする。 



8 回 導関数の指導をする。 
9 回  関数の値の変化の指導をする。 
10 回 定積分の指導をする。 
11 回 面積の指導をする。 
12 回 ベクトルとその演算の指導をする。 
13 回 直線，円の方程式の指導をする。 
14 回 複素数と複素平面の指導をする。 
15 回 これまでの学習内容のま 

準備学習 1 回 直線の方程式の指導用の例題をつくること。 
2 回 軌跡と方程式の指導用の例題をつくること。 
3 回 三角関数の指導用の例題をつくること。 
4 回 加法定理の指導用の例題をつくること。 
5 回 指数関数の指導用の例題をつくること。 
6 回 対数関数の指導用の例題をつくること。 
7 回 第１回から第６回までの内容をよく理解し整理しておくこと。 
8 回 導関数の指導用の例題をつくること。 
9 回 関数の変化についての指導用の例題をつくること 
10 回 定積分の指導用の例題をつくること。 
11 回 面積の指導用の例題をつくるこ 

 



年度 2014 
授業コード FII13410 
成績評価 各回の発表・レポートによる評価(70%), グループ内での相互評価(30%) 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12) 
見出し FII13410 新入生セミナ 
担当教員名 柳 貴久男、濱谷 義弘 
単位数 1 
教科書 資料配布 
アクティブラーニング  
キーワード 情報科学, コミュニケーション能力, カリキュラム, レポート 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 新入生セミナ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料配布 
授業形態 講義 
注意備考 休んだ場合は、同じグループの学生か担当教員まで、前回の内容の問い合わせに

来ること 
シラバスコード FII13410 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 大学生活・就職活動に必要なコミュニケーション能力を高める 

2. 科目選択に役立てるため情報科学科のカリキュラム全体を理解する。 
3. 実習室およびインターネットを利用する際に，必要となるマナーを身につけ
る。 

受講者へのコメント  
連絡先 濱谷義弘：１学舎３階 濱谷研究室 086-246-9647 

柳貴久男：１号館４階 柳研究室 086-246-9654 yan@hakuto.mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Freshman Seminar 
関連科目 文書処理 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 新入生オリエンテーションの内容から引き続き、コミュニケーション能力を高め

ることを目的とする。また、情報科学科４年間のカリキュラム、教育内容につい
てのオリエンテーションでもある。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 レポートをもとに各グループにおいて討論を行い、まとめを発表する 

2 回 新しいグループを作り、簡単な課題に取組み発表を行う 



3 回 新しいグループを作り、簡単な課題に取組み発表を行う 
4 回 いままでのまとめについて議論・発表を行う 
5 回 E-mail，Web 利用上のマナーについて説明する 
6 回 前回の内容のレポートについてグループで情報交換を行い発表をする 
7 回 情報科学科の３つのコースの内容について説明する 第 1 回 
8 回 情報科学科の３つのコースの内容について説明する 第 2 回 
9 回 情報科学科の３つの 

準備学習 1 回 オリエンテーションで渡されたレポートを作成しておくこと 
2 回 まとめのレポートを記入しておくこと 
3 回 まとめのレポートを記入しておくこと 
4 回 まとめのレポートを記入しておくこと 
5 回 まとめのレポートを記入しておくこと 
6 回 まとめのレポートを記入しておくこと 
7 回 まとめのレポートを記入しておくこと 
8 回 まとめのレポートを記入しておくこと 
9 回 まとめのレポートを記入しておくこと 
10 回 まとめのレポートを記入しておくこと 
11 回 まとめのレポートを記入しておくこと 
12 回 まとめのレポート 

 



年度 2014 
授業コード FII13510 
成績評価 各回の発表・レポートによる評価(70%), グループ内での相互評価(30%) 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学科(13〜14) 
見出し FII13510 新入生セミナー 
担当教員名 柳 貴久男、濱谷 義弘 
単位数 2 
教科書 資料配布 
アクティブラーニング  
キーワード 情報科学, コミュニケーション能力, カリキュラム, レポート 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 新入生セミナー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料配布 
授業形態 講義 
注意備考 休んだ場合は、同じグループの学生か担当教員まで、前回の内容の問い合わせに

来ること 
シラバスコード FII13510 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 大学生活・就職活動に必要なコミュニケーション能力を高める 

2. 科目選択に役立てるため情報科学科のカリキュラム全体を理解する。 
3. 実習室およびインターネットを利用する際に，必要となるマナーを身につけ
る。 

受講者へのコメント  
連絡先 濱谷義弘：１学舎３階 濱谷研究室 086-246-9647 

柳貴久男：１号館４階 柳研究室 086-246-9654 yan@hakuto.mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Freshers Seminar 
関連科目 文書処理 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 新入生オリエンテーションの内容から引き続き、コミュニケーション能力を高め

ることを目的とする。また、情報科学科４年間のカリキュラム、教育内容につい
てのオリエンテーションでもある。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 レポートをもとに各グループにおいて討論を行い、まとめを発表する 

2 回 新しいグループを作り、簡単な課題に取組み発表を行う 



3 回 新しいグループを作り、簡単な課題に取組み発表を行う 
4 回 いままでのまとめについて議論・発表を行う 
5 回 E-mail，Web 利用上のマナーについて説明する 
6 回 前回の内容のレポートについてグループで情報交換を行い発表をする 
7 回 情報科学科の３つのコースの内容について説明する 第 1 回 
8 回 情報科学科の３つのコースの内容について説明する 第 2 回 
9 回 情報科学科の３つの 

準備学習 1 回 オリエンテーションで渡されたレポートを作成しておくこと 
2 回 まとめのレポートを記入しておくこと 
3 回 まとめのレポートを記入しておくこと 
4 回 まとめのレポートを記入しておくこと 
5 回 まとめのレポートを記入しておくこと 
6 回 まとめのレポートを記入しておくこと 
7 回 まとめのレポートを記入しておくこと 
8 回 まとめのレポートを記入しておくこと 
9 回 まとめのレポートを記入しておくこと 
10 回 まとめのレポートを記入しておくこと 
11 回 まとめのレポートを記入しておくこと 
12 回 まとめのレポート 

 



年度 2014 
授業コード FII13520 
成績評価 レポートにより１００％評価する。６０点以上で合格とする。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(14〜14) 
見出し FII13520 新入生セミナー(秋入学) 
担当教員名 澤見 英男 
単位数 2 
教科書 資料配布 
アクティブラーニング  
キーワード 情報科学，カリキュラム，レポート 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 新入生セミナー(秋入学) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料配布 
授業形態 講義 
注意備考 １５回の開講である。再履修者で１単位の「新入生セミナ」として受講する場合

は，出席すべき回を説明するので，講義担当者に確認することが求められる。 
シラバスコード FII13520 
実務経験のある教員  
達成目標 １）大学生活を送る上で，履修上の注意事項について理解する 

２）科目選択に役立てるため情報科学科のカリキュラム全体を理解する 
３）実習室およびインターネットを利用する際に，必要となるマナーを身につけ
る。 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館４階 澤見研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Freshers Seminar 
関連科目 １年次の必修科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義は情報科学科４年間のカリキュラム，教育内容についてのオリエンテーシ

ョンである。 
学習生活に必要なサポートを行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 学科コース制の説明，学生生活を送る上での諸注意をする 

2 回 実習室の利用法やマナーの説明および履修に関するアドバイスをする 
3 回 E-mail，Web 利用上のマナーについて説明する 



4 回 情報収集法について，特に Web 検索の利用について説明する 
5 回 Web・モバイルコースの内容について説明する 
6 回 デジタルメディアコースの内容について説明する 
7 回 デジタルカメラで撮影した写真の取り扱いについて説明する 
8 回 画像の加⼯・編集について説明する 
9 回 学科教員の研究紹介などをする 
10 回 パソコン 

準備学習 1 回 配付資料，特に学生便覧には良く目を通しておくこと 
2 回 時間割について考えておくこと 
3 回 E-mail，ポータルサイトの確認をしておくこと 
4 回 受講中の他の講義において，分からない，理解が不足していると思うところ
をまとめておくこと 
5 回 関連した内容で自分で勉強したことをまとめておくこと 
6 回 関連した内容で自分で勉強したことをまとめておくこと 
7 回 自らが撮った写真などで編集したいものがあれば，準備しておくこと 
8 回 編集したい画像があれば，準備しておくこと 
9 回 学科のホームページなどを見て 

 



年度 2014 
授業コード FII13610 
成績評価 演習 30%，報告書 10%，定期試験 50%，その他の提出物 10%で評価する． 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学科(13〜13) 
見出し FII13610 基本情報処理 
担当教員名 宮地 功 
単位数 2 
教科書 解説した資料を配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード 基本情報技術者試験，テクノロジ，マネジメント，ストラテジ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 基本情報処理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 インフォテック・サーブ著：IT ワールド，インフォテック・サーブ，ISBN:978-

4-903768-61-8  
インフォテック・サーブ著：IT 戦略とマネージメント，インフォテック・サー
ブ，ISBN:978-4-903768 
三輪幸市：スーパー合格本 2012，秀和システム 
FOQ 出版：基本情報技術者試験対策テキスト平成 23-24 年版，FOQ 出版 

授業形態 講義 
注意備考 予習として基本情報技術者試験の問題を解いておくこと． 
シラバスコード FII13610 
実務経験のある教員  
達成目標 基本情報技術者試験午前問題に合格できる知識を理解して，その知識を使って問

題が解け，出題される問題の 60%を正答できることを目標とする． 
受講者へのコメント  
連絡先 １５号館３階 宮地功研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Information Technology I 
関連科目 電子計算機概論，基本情報処理 I，基本情報処理 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では、IPA の基本情報技術者試験の午前中の分野について，実際に出題さ

れた問題について解説し演習を行って理解を深めることが目的である．基本情報
技術者試験の受験に役に立つ知識が身につくように演習を中⼼に行う． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 授業計画と基本情報処理試験について説明し，基本情報処理試験平成 21 年



度春期試験問題 1〜40 を解く． 
2 回 基本情報技術者試験平成 21 年度春期試験問題 1〜10 について解説し，計算
問題について演習する． 
3 回 基本情報技術者試験平成 21 年度春期試験問題 11〜20 について解説し，計
算問題について演習する． 
4 回 基本情報技術者試験平成 21 年度春期試験問題 21〜30 について解説し，計
算問題について演習する． 
5 回 基本情報技術者試験平成 21 年度春期試験問題 31〜40 について解説し，計
算問題について演習する． 

準備学習 1 回 基本情報技術者試験平成 21 年度春期試験問題 1〜40 を自分で解いておくこ
と． 
2 回 基本情報技術者試験平成 21 年度春期試験問題 1〜10 を自分で解いておくこ
と． 
3 回 基本情報技術者試験平成 21 年度春期試験問題 11〜20 を自分で解いておく
こと． 
4 回 基本情報技術者試験平成 23 年度秋期試験の問題 21 から 40 を自分で解いて
おくこと。 
5 回 基本情報技術者試験平成 21 年度春期試験問題 31〜40 を自分で解いておく
こと． 
6 回 基本情報技術者試験平成 21 年度春期試験問題 41〜80 と平成 22 年度春期
試験問題 1〜3 

 



年度 2014 
授業コード FII13810 
成績評価 レポート課題（２０％）、中間試験（２０％）と定期試験（６０％）により評価す

る。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学科(13〜14) 
見出し FII13810 線形代数演習 
担当教員名 濱谷 義弘 
単位数 2 
教科書 入門コース 線形代数／尾崎康弘監修 大⻄誠，佐野公郎著／学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 行列の掃き出し法，１次独立，１次従属，基底，次元, 正規直交化, 固有値, 固

有ベクトル，対角化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 線形代数演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 石村園子著「やさしく学べる線形代数」共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 基礎数学Ⅰ(必修)の単位を取得しているのが望ましい。 
シラバスコード FII13810 
実務経験のある教員  
達成目標 ベクトルの線形結合，一次独立，一次従属について，これらを抽象的に理解する

だけではなく，行基本変形に基づくアルゴリズムでもある掃き出し法により，具
体的な計算ができるようになること，正規直交ベクトルを用いた計算の意義が理
解できるようになること，及び固有値，固有ベクトルの概念を理解し計算できる
ようになることを目標としている。教科書を自力で全て読解できるようになった
かどうかが目標達成の目安になる。 

受講者へのコメント 少数であるが８）指摘された点の改善努力をする。教科書についてはこれ以上レ
ベルを下げると情科の数学教育としては少し・・・、が、他に良いテキストがあ
るか探し検討する。 

連絡先 濱谷研究室 1 学舎 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 １）２回以上欠席が１０人、少し多い。 
英文科目名 Exercise on Linear Algebra 
関連科目 基礎数学Ⅰ,線形代数 
次回に向けての改善変更予定 ８）授業の始めに学習目標を示す。授業で扱う量や説明をさらに⼯夫する。 
講義目的 ベクトルの線形結合，一次独立，一次従属などベクトル空間の諸概念を学習する。

行列の固有値，固有ベクトル，対角化について理解し，ベクトルの内積に基づく



直交の概念と関連事項を学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  行基本変形とランクを解説する。 

2 回  はき出し法１（連立１次方程式）を解説する。 
3 回  はき出し法２（逆行列）を解説する。 
4 回  ベクトル空間を解説する。 
5 回  線形結合と連立方程式を解説する。 
6 回  線形独立と線形従属を解説する。 
7 回  基底と次元を解説する。 
8 回  まとめ(演習課題を解く)、中間試験とその解説をする。 
9 回  内積を解説する。 
10 回  正規直交基底を解説する。 
11 回  固有値を解説する。 
12 回  固有ベクトルを解説する。 
13 回  行列の対角化１を解説する。 

準備学習 1 回 教科書の該当部分を予習しておくこと。 
2 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
3 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
4 回 該当部分の説明を良く読んでおくこと。 
5 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
6 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
7 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
8 回 教科書の該当部分とノートとを良く読んでおくこと。 
9 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
10 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
 

 



年度 2014 
授業コード FII13820 
成績評価 レポート課題（２０％）、中間試験（２０％）と定期試験（６０％）により評価す

る。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学科(13〜14) 
見出し FII13820 線形代数演習 
担当教員名 榊原 道夫 
単位数 2 
教科書 入門コース 線形代数／尾崎康弘監修 大⻄誠，佐野公郎著／学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 行列の掃き出し法，１次独立，１次従属，基底，次元, 正規直交化, 固有値, 固

有ベクトル，対角化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 線形代数演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 石村園子著「やさしく学べる線形代数」共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 基礎数学Ⅰ(必修)の単位を取得しているのが望ましい。 
シラバスコード FII13820 
実務経験のある教員  
達成目標 ベクトルの線形結合，一次独立，一次従属について，これらを抽象的に理解する

だけではなく，行基本変形に基づくアルゴリズムでもある掃き出し法により，具
体的な計算ができるようになること，正規直交ベクトルを用いた計算の意義が理
解できるようになること，及び固有値，固有ベクトルの概念を理解し計算できる
ようになることを目標としている。教科書を自力で全て読解できるようになった
かどうかが目標達成の目安になる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise on Linear Algebra 
関連科目 基礎数学Ⅰ,線形代数 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ベクトルの線形結合，一次独立，一次従属などベクトル空間の諸概念を学習する。

行列の固有値，固有ベクトル，対角化について理解し，ベクトルの内積に基づく
直交の概念と関連事項を学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  行基本変形とランクを解説する。 
2 回  はき出し法１（連立１次方程式）を解説する。 
3 回  はき出し法２（逆行列）を解説する。 
4 回  ベクトル空間を解説する。 
5 回  線形結合と連立方程式を解説する。 
6 回  線形独立と線形従属を解説する。 
7 回  基底と次元を解説する。 
8 回  まとめ(演習課題を解く)、中間試験とその解説をする。 
9 回  内積を解説する。 
10 回  正規直交基底を解説する。 
11 回  固有値を解説する。 
12 回  固有ベクトルを解説する。 
13 回  行列の対角化１を解説する。 

準備学習 1 回 教科書の該当部分を予習しておくこと。 
2 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
3 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
4 回 該当部分の説明を良く読んでおくこと。 
5 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
6 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
7 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
8 回 教科書の該当部分とノートとを良く読んでおくこと。 
9 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
10 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
 

 



年度 2014 
授業コード FII13910 
成績評価 宿題(60%),テスト(40%) 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学科(13〜13) 
見出し FII13910 センサプログラミング 
担当教員名 椎名 広光 
単位数 2 
教科書 みんなの Android アプリ制作 App Inventor で はじめの一歩からアプリ配信ま

で ／ 多 ⽥ 丈 晃 , 上 川 伸 彦 ／ ソ フ ト バ ン ク ク リ エ イ テ ィ ブ ／ ISBN:978-
4797366228 

アクティブラーニング  
キーワード App Inventors, センサ, プログラム 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 使用したタブレットが、2 人に一人であったので、それに対して否定的な評価が

2 つほどありましたが、問題がないという評価も多かったです。タブレットを全
員分購入するのは予算的には難しいのでしばらくはこのままとして、二人で使う
ことメリットがあるようにしたいと考えます。 

科目名 センサプログラミング 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 楽 し く 学 べ る Android プ ロ グ ラ ミ ン グ ／ 村 山 要 司 ／ ⼯ 学 社 ／ ISBN:978-

4777516117 
30 分でつくれる Android アプリ Google App Inventor ではじめよう！／塚⽥翔
也／ソシム／ISBN:978-4883377664 

授業形態 講義 
注意備考 オリエンテーションでクラス分けを発表します。学科の実習室を利用する講義な

ので他学科・他学部履修は認めない。 
シラバスコード FII13910 
実務経験のある教員  
達成目標 App Inventors からセンサを利用したアプリケーション開発が作成することがで

きること。 
受講者へのコメント ほとんどの学生は自分で考えた課題を頑張って作ってくれたので、これからも勉

学に励んでほしいと思います。 
連絡先 1 号館４階椎名研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 講義の目標については、「できた」「だいたいできた」で 91.2%でしたので、おお
むね学生が思う目標を達成したと思います。 

英文科目名 Sensor Programming 
関連科目 プログラミング基礎、応用プログラミング I,II, Web プログラミング I,II 



次回に向けての改善変更予定 二人で使うことメリットがあるように、二人で相談しながらプログラム作成をで
きる仕組みを実施たいと考えています。 

講義目的 センサプログラムでは、Android 端末に実装されているセンサを利用したアプリ
ケーションプログラムを作成する。プログラム環境としては、App Inventors を
利用し、イベントやセンサ情報の利用法について学びます。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 App Inventors の起動とプログラミング環境の操作を実習をしながら説明す

る。 
2 回 App Inventors の簡単なプログラムの作成をおこなう。画面作成、ブロック
エディタの使い方、画面の表示とボタンについて説明する。 
3 回 App Inventors の部品の説明をおこなう。とくに、Button,Label Image につ
いて説明を行い、関連するプログラムを作成する。 
4 回 App Inventors の部品の説明を行う。特に,ListPicker,TextBox, Label につい
て説明を行 

準備学習 1 回 これまで学してきているプログラミング言語の特徴を学習してきておくこ
と。 
2 回 App Inventors の開発環境を起動し、プロジェクトが作成することができる
ようしておくこと。 
3 回 ブロックエディタを使用して簡単な動作をさせるプログラムを作成できる
ようにしておくこと。 
4 回 ブロックエディタと部品の関係を把握しておくこと。 
5 回 ListPicker,TexBox を使用方法を理解しておくこと。 
6 回 App Inventors の部品について、使用を調べられるようにしておくこと。 
7 回 ブロックエデ 

 



年度 2014 
授業コード FII13920 
成績評価 宿題(60%)、テスト(40%)で評価する。60 点以上で合格とする。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学科(13〜13) 
見出し FII13920 センサプログラミング 
担当教員名 浅山 泰祐 
単位数 2 
教科書 みんなの Android アプリ制作 App Inventor で はじめの一歩からアプリ配信ま

で ／ 多 ⽥ 丈 晃 , 上 川 伸 彦 ／ ソ フ ト バ ン ク ク リ エ イ テ ィ ブ ／ ISBN:978-
4797366228 

アクティブラーニング  
キーワード App Inventor, センサ, ゲーミフィケーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 Q 今後もつかえるものをしてほしかった． 

A 実用性よりも，簡便にタブレットを利用したセンサーに関する演習が行える
ことが目標としておりました． 
なお，同時開講の椎名准教授のクラスは，データベースの利用など，実用的では
あったもののかなり高度なプログラムも挑戦していたようです． 

科目名 センサプログラミング 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 (1) 楽しく学べる Android プログラミング／村山要司／⼯学社／ISBN:978-

4777516117 
(2) 30 分でつくれる Android アプリ Google App Inventor ではじめよう！／塚
⽥翔也／ソシム／ISBN:978-4883377664 

授業形態 講義 
注意備考 学科の実習室を利用する 
シラバスコード FII13920 
実務経験のある教員  
達成目標 App Inventor からセンサを利用したアプリケーションを開発できる 
受講者へのコメント コース制カリキュラムでの，初年度であったので，手探り状態ではあったものの，

受講生の協力により円滑に進めることができましたことを，各位にお礼申し上げ
ます． 

連絡先 1 号館 4 階 山根研究室 <yamane@mis.ous.ac.jp> 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間内に行えないまとめなどが少なかったのかなというのが，項目[A]2)か
ら読み取れて直すべきであると思いました． 

英文科目名 Sensor Programming 
関連科目 「プログラミング基礎」「応用プログラミング I,II」 



次回に向けての改善変更予定 2015 年度は担当しません． 
講義目的 センサプログラムでは、Android 端末に実装されているセンサを利用したアプリ

ケーションプログラムを作成する。プログラム環境として App Inventor を利用
し、イベントやセンサ情報を利用法について学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 App Inventor の起動とプログラミング環境の操作を実習をしながら学ぶ。 

2 回 App Inventor の簡単なプログラム作成を行う。画面作成、ブロックエディ
タの使いかた、画面の表示とボタンについて学ぶ。 
3 回 App Inventor の部品、特に Button, Label Image について学び、関連するプ
ログラムを作成する。 
4 回 App Inventor の部品、特に ListPicker, TextBox, Label について学び、関連
するプログラムを作成する。 
5 回 App In 

準備学習 1 回 これまでに学習したプログラミング言語の特徴をふりかえる 
2 回 App Inventor の開発環境を起動し、プロジェクトが作成できるように準備
する 
3 回 ブロックエディタを使用して簡単な動作をさせるプログラムを作成できる
ように準備する 
4 回 ブロックエディタと部品の関係を把握しておく 
5 回 ブロックエディタと部品の関係を把握しておく 
6 回 ブロックエディタで条件分岐や繰り返しを利用したプログラムを作成でき
るように準備する 
7 回 ブロックエディタで、関数を利用したプログラムを作成できるように準備
する 
 

 



年度 2014 
授業コード FII14310 
成績評価 定期試験で評価する． 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学科(13〜14) 
見出し FII14310 ゲーム概論 
担当教員名 今川 悟朗＊ 
単位数 2 
教科書 デジタルゲームの教科書／デジタルゲームの教科書作成委員会／ソフトバンク

クリエイティブ 
アクティブラーニング  
キーワード デジタルゲーム，ソーシャルネットワーク，ゲーム産業，ネットワーク⼼理学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ゲーム概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FII14310 
実務経験のある教員  
達成目標 デジタルゲームの歴史的経緯を言うことができる． 

デジタルゲームの各国事情を言うことができる． 
ソーシャルゲームなど新しいゲームのあり方についての自分の意見を言うこと
ができる． 
ゲームの技術は，単にゲームに留まらずに多くの分野に応用可能なことを理解
し，その応用例を言うことができる． 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 4 階 北川研究室で今川先生に取り次ぎます． 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Games 
関連科目 ゲームアルゴリズム，ゲームデザイン，ゲーミフィケーション，ＡＩ技術論，デ

ジタルメディアプロジェクト I,II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この講義では，デジタルゲームに関してハードウェア，ネットワーク，各国事情，

ゲーム産業，制作方針，社会との関係など多方面の事例を紹介しながら，そのよ
うなことを知ってもらうことに加え，それらが担ってきたこと，また，これから
の方向性などを考えることができるようになることを目的とする． 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「ゲームから未来を予測する」 

オンライン・ソーシャルゲームなどの傾向から今後のデジタル通信産業方向性を
探れることを理解できるような講義をする． 
2 回 「デジタルな世界」 
今や当たり前となったデジタル社会の必然性と弊害について認知できるような
講義をする． 
3 回 「ゲームの歴史から見るデジタル社会」 
コンピュータゲームがデジタル社会に齎したさまざまな事象を認知できるよう
な講義をする． 
4 回 「ゲーム産業の各国の事情」 
各国のゲーム産業の特徴から見えてくる各国の社会経済について考えるような
講義をする． 
5 

準備学習 1 回 ソーシャルゲームにはどのようなものが有るか調べておくこと． 
2 回 デジタルという用語がどこに，どのように使われているかを調べておくこ
と． 
3 回 コンピュータゲームがいつごろから出現し，どのようなものがあったか調
べておくこと． 
4 回 アメリカやアジアの国々はどのようなゲームが流行してきたかを調べてお
くこと． 
5 回 オンラインゲームとはどのようなものを言うのか，またゲーム機専用のゲ
ームとどこが大きく異なるのか調べておくこと． 
6 回 ソーシャルゲームにはどのようなものが有るか調べておくこと． 
7 回 現在の 

 



年度 2014 
授業コード FII14410 
成績評価 成績は課題レポート(60%)と期末試験(40%)の両方から総合的に評価します． 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学科(13〜13) 
見出し FII14410 ゲームアルゴリズム 
担当教員名 山根 信二 
単位数 2 
教科書 ゲームの作り方: Unity で覚える遊びのアルゴリズム／加藤 政樹／ソフトバンク

クリエイティブ／978-4-7973-7008-9 
アクティブラーニング  
キーワード ゲームエンジン 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 期待の高さによる失望が多かったので、期待に応えられるようにしたい。 
科目名 ゲームアルゴリズム 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Unity4 入門 最新開発環境による簡単 3D ゲーム製作／浅野 祐一,荒川 巧也,森 

信⻁／ソフトバンククリエイティブ： 
NHK スペシャル 世界ゲーム革命／NHK 取材班／NHK 出版 

授業形態 講義 
注意備考 学科の実習室を利用する。授業時間以外にも実習室等でゲームエンジンのチュー

トリアル（自習教材）に自主的に取り組むことが求められる。 
シラバスコード FII14410 
実務経験のある教員  
達成目標 ・自分で考えたゲームを作るために必要な手法を学ぶ 

・ゲームエンジンを使ってゲームを制作できるようになる 
受講者へのコメント 着任はじめての授業で実験設備の確認が不足していた。特に実習室の席が足りず

講義中⼼に切り替えたのは申し訳なかった。 
また新カリキュラムの上級生がいないため、講師以外に学習支援ができるティー
チングアシスタントも確保できなかった。 

連絡先 1 号館 4 階 山根研究室 <yamane@mis.ous.ac.jp> 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 講師の印象と大きく異なるものではなかった。 
着任前に書いたものシラバス実際の実験室では実施できないことが授業開始後
に明らかになった。このためシラバスに対する高い期待が失望を招いた。 

英文科目名 Game Algorithms 
関連科目 「ゲーム概論」「ゲームデザイン」 
次回に向けての改善変更予定 受講者全員を収容する実習室がないため、受講時間外に実習室での個別自習を活

用する。 



講義目的  かつてゲーム開発者はプログラマでした．プログラミング言語を駆使してコン
ピュータの性能を越えた表現を生み出したり，ゲームのためのプログラミング言
語を独自につくってから開発にとりかかることもありました． 
 ところが，プログラミングはできるけどゲームの作り方がわからない，という
問題が起こるようになり，ゲーム開発にはプログラミングとは異なるテクニック
が必要だと認識されました．このゲーム独自の問題を扱うのがゲームプログラミ
ングやゲームアルゴリズムと呼ばれる領域です． 
 この授業では実際にゲーム企業で使われているゲ 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス，スキル調査，ツールおよび環境説明を行う。 

2 回 「プログラミングとアルゴリズム」について講義を行う。 
3 回 「ゲームエンジンとゲーム開発」について講義を行う。 
4 回 「ゲームエンジンとゲーム開発」(続き) 
5 回 「アクションゲーム実習」について講義と実習を行う。 
6 回 「パズルゲーム実習」について講義と実習を行う。 
7 回 「ドットイートゲーム実習」について講義と実習を行う。 
8 回 「サウンド探索実習」について講義と実習を行う。 
9 回 「リズムゲーム実習」について講義と実習を行う。 
10 回 

準備学習 1 回 教科書サポート情報(http://isbn.sbcr.jp/70089)および Unity の日本語ドキ
ュメント(http://japan.unity3d.com/developer/document/tutorial/)に目を通し
ておく 
2 回 教科書のまえがきと第 0 章（JavaScript と C#について）を予習すること。 
3 回 教科書の第 0 章および Unity ドキュメントのチュートリアルを予習するこ
と。 
4 回 教科書の第 0 章および別途提示する Unity チュートリアルを予習すること。 
5 回  教科書第 1 章 

 



年度 2014 
授業コード FII14510 
成績評価 中間試験８０％、課題２０％により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学科(13〜13) 
見出し FII14510 音のデジタル表現 
担当教員名 菅野 幸夫 
単位数 2 
教科書 なし（資料を適宜配布する） 
アクティブラーニング  
キーワード WAV、MIDI、SMF、ゲーム効果音、音楽 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 音のデジタル表現 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Windows サウンドプログラミング／⽥辺義和／SHOEISHA 
授業形態 講義 
注意備考 成績評価において中間試験までのウェイトが非常に高くなっているので注意す

ること 
シラバスコード FII14510 
実務経験のある教員  
達成目標 １．ウェーブデータについて理解する。 

２．ウェーブの録音・再生の仕組みを理解する。 
３．MIDI データについて理解する。 
４．MIDI データの送受信、再生の仕組みを理解する。 
５．ウェーブ、MIDI ともに簡単なアプリケーションのプログラミングが行える。 

受講者へのコメント  
連絡先 菅野研究室（１５号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Digital Sound 
関連科目 プログラミング基礎、応用プログラミング I、応用プログラミング II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ゲームプログラミング等で必要になるコンピュータにおける音の扱いについて

学ぶ。ウェーブの録音・再生の仕組みとウェーブアプリケーションの開発に役立
つ幾つかの話題について解説する。音楽情報を扱うための MIDI 規格について概
説し、MIDI アプリケーションの設計に必要な基礎技術について解説する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  



準備学習 第１回 なし 
第２回 ウェーブフォーマッ卜と MIDI ファイルについて調べておく 
第３回 ウェーブデバイスとウェーブバッファについて調べておく 
第４回 コールバックによる録音と再生について調べておく 
第５回 MIDI と音の表現について調べておく 
第６回 MIDI メッセージについて調べておく 
第７回 MIDI メッセージの送信について調べておく 
第８回 MIDI メッセージの受信について調べておく 
第９回 SMF について調べておく 
第１０回 第２回〜第９回の内容を復習しておく 
第１１回 第２回〜第９回の内容を復習 

 



年度 2014 
授業コード FII14610 
成績評価 期末試験だけでなく，グループワークでの授業活動記録および相互評価から総合

的に評価する 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(13〜13) 
見出し FII14610 ゲームデザイン 
担当教員名 山根 信二 
単位数 2 
教科書 指定なし．毎回資料を配布します． 
アクティブラーニング  
キーワード ゲームデザイン，ゲーム研究 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ゲームデザイン 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 The Art of Game Design: A book of lenses.／Jesse Schell／Taylor & Francis, 2008 
授業形態 講義 
注意備考 個々のゲームタイトルについての知識は必要ありません。 
シラバスコード FII14610 
実務経験のある教員  
達成目標 ・デビオゲームをはじめとしてボードゲーム，カードゲームに共通するゲームデ

ザインの基本原理や要素について説明できる 
・ゲーム開発プロジェクトに参加するための基礎知識を身につける 
・専門文献を自分で読み進め内容を説明できる 
・ゲームデザインの開発環境や開発ツールについて一つ以上説明できる 
・科学的アプローチについて説明できる 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 4 階 山根研究室 <yamane@mis.ous.ac.jp> 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Game Design 
関連科目 「ゲーム概論」「ゲームアルゴリズム」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  本科目では，さまざまなゲームに共通するゲームデザインの基本原理について

学ぶ．このために，いろいろな種類のゲームタイトルを一本一本研究するアプロ
ーチではなく，理論的なアプローチをとる．このために過去のゲームタイトルに
ついての知識は必要ではない．また，本科目ではゲームデザインを通じて，美学，
情報科学，⼼理学，ソフトウェア開発，ユーザ研究などいろいろな分野の知見を



学ぶ総合的なアプローチをとっている．これら諸科学の知見も踏まえて，現代日
本におけるゲームデザインについても考えたい． 
 また期末には毎年 1 月に開催さ 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「ガイダンス」スキル調査，ツールおよび環境説明を行う． 

2 回 「ゲームデザイナとゲーム」について講義する．グループ分けを行う． 
3 回 「ゲームの要素」について講義とグループ発表を行う． 
4 回 「ゲームの作り方」について講義とグループ発表を行う． 
5 回 「ゲームメカニクス」について講義とグループ発表を行う． 
6 回 「エクスペリエンス(体験)をつくる」 講義とグループ発表を行う． 
7 回 「ストーリーとゲーム構造」について講義とグループ発表を行う． 
8 回 「キャラクターと世界」について講義とグループ発表を 

準備学習 1 回 1 年次科目「ゲーム概論」のゲーム産業に関する内容をふりかえる 
2 回 配布資料について自習する。 
3 回 配布資料についてグループで調べた結果をまとめること． 
4 回 配布資料についてグループで調べた結果をまとめること． 
5 回 配布資料についてグループで調べた結果をまとめること． 
6 回 配布資料についてグループで調べた結果をまとめること． 
7 回 配布資料についてグループで調べた結果をまとめること． 
8 回 配布資料についてグループで調べた結果をまとめること． 
9 回 配布資料についてグループで調べた結果をまと 

 



年度 2014 
授業コード FII14710 
成績評価 小テスト  ２０％ 授業内容の把握のための簡単なテスト（１〜２回） 

最終テスト ６０％ （コンテンツ制作、プレゼンテーション評価等） 
その他   ２０％ 質疑応答・討論 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報科学科(〜13) 
見出し FII14710 デジタル映像表現 
担当教員名 丸川 眞佳＊ 
単位数 2 
教科書 関係資料を講義でデータ配布 
アクティブラーニング  
キーワード デジタルメディア，デジタル映像，ビデオ，放送業界 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 映像制作の実習について、多くのの学生が興味を持って取り組んでいたが、機材

の問題などもう少し改善の必要性を記述していたことに関しては、次回までに改
善したい。またパワーポイントの文字の大きさや上映の高画質化なども改善の余
地は感じていて、改善する予定です。 

科目名 デジタル映像表現 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FII14710 
実務経験のある教員  
達成目標 ・情報化社会における仕事や業界の特徴について理解や説明ができる。 

・デジタル映像表現について、基礎的な理論や技術を習得し、自分で作成できる。 
受講者へのコメント デジタル映像表現の科目は多岐にわたっているが、今回の授業で習得した知識や

技術はこれから社会に出て、人との差別化を図る意味で非常に役に立つと思うの
で、もう一度思い出して復習してほしい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 62 名の履修者がいながら欠席者が少なく、授業時間外の学習も指示した課題に
取り組んだ学生が多かったことは授業のやりがいがあった。授業を受けての回答
では８０％以上ががこの分野への理解、興味、関⼼が高まり、技術が向上したと
のことで、デジタル映像表現の科目に想像以上の期待を持っていることを知っ
た。授業中感じていた学生の講義への反応以上に真剣に取り組んでいたのだと感
じた。 

英文科目名  



関連科目  
次回に向けての改善変更予定 講義ではもっと写真や映像を多様化してわかりやすい授業を⼼掛けたい。実習は

集団での取り組みと個人での取り組みを明確にして一人一人の能力の育成と評
価を充実させたい。一部 e-ラーニングを取り入れ、知識は自宅で習得し、教室で
は討論を行う反転学習なども取り入れ、学生との一体感ある授業を行いたい。 

講義目的 デジタルコンテンツ業界を目指す人やデジタル映像表現を自分の仕事や研究に
活用したい人に、最適なマルチメディアデジタル技術表現の実践的スキル習得と
メディアリテラシーの学習を行う新しい学習プログラムです。最新のデジタルコ
ンテンツの理論から実践まで、コンテンツ業界の一線で活躍中のクリエイターに
よる特別講義なども行い、高度な情報化時代に対応できる能力を持った人材を育
成します。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 デジタル映像表現概論 

2 回 放送・Web・新聞・雑誌などのメデイアとデジタル映像表現 
3 回 デジタルコンテンツの理論と応用 
4 回 デジタルコンテンツの著作権と手続き 
5 回 デジタルコンテンツとメディア業界の発展 
6 回 デジタル映像表現と各種ツールと活用方法 
7 回 デジタル映像表現演習①ディレクターとシナリオ・CM 絵コンテ制作 
8 回 デジタル映像表現演習②CM 撮影技術 
9 回 デジタル映像表現演習②ビデオ作品撮影技術 
10 回 デジタル映像表現演習③CM 編集技術 
11 回 デジタル映像表現演習④プレゼンテー 

準備学習 1 回 デジタル映像について Web や書籍で調べておくこと． 
2 回 放送や出版業界でデジタル映像が使われているものをピックアップしてみ
よう． 
3 回 写真や動画でアナログとデジタルでの違いはどのようなものか，機材や編
集なども含め調べてみよう． 
4 回 著作権について一般的にはどういうものか調べてみよう． 
5 回 映画やテレビ，出版業界にはどのような会社があり，どのような仕事をして
いるか調べてみよう． 
6 回 デジタル映像表現（ビデオ作成）のツールにはどのような製品があるか調べ
てみよう． 
7 回 シナリオライターはどのよ 

 



年度 2014 
授業コード FII15210 
成績評価 2 回のレポート提出により、その内容を１００％で評価する． 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(13〜13) 
見出し FII15210 数学プログラミング 
担当教員名 河野 敏行、中村 忠 
単位数 2 
教科書 資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 解析，微分，積分，確率，Maple 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「パソコン室が汚い．」というコメントがありました．掃除をしたいと思います． 

「先生が 2 人の必要があるのか」というコメントがありました．内容的に数値解
析と統計という分野で行いましたので，2 人で担当しました． 

科目名 数学プログラミング 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配布する 
授業形態 講義 
注意備考 学科実験室を利用するため，他学科履修はできない． 

実験室の関係で，履修制限を行う場合がある． 
高校（情報）の教員免許に対応する科目であるため，履修制限を行う場合は， 
教員免許を取得する学生を優先する． 

シラバスコード FII15210 
実務経験のある教員  
達成目標 数学関連ツールを使いこなし、関数のグラフ化、確率・統計を利用した分析がで

き，問題解決に活用する能力をみにつける． 
受講者へのコメント 積極的に質問をしてくれるように望みます． 
連絡先 河野研究室 15 号館 4 階／中村研究室 1 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 満足度がほぼ 90％で，うれしく思います．授業時間外に 30 分以上学習した学生
が 90％でした．より，理解を深めるために自分で学習する時間が増えることを望
みます． 

英文科目名 Mathematical Programing 
関連科目 線型代数，線形代数演習，確率Ⅰ・Ⅱ，統計Ⅰ・Ⅱ，数値解析Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 課題の内容をより分かりやすく改善したいと思います． 
講義目的 数式処理ソフトである Maple を用いて，様々な関数に関する性質や確率に関す

る知識を理解するために，様々な処理のアルゴリズムを理解し，プログラミング
を行う．そして，得られたデータなどの分析を行う． 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Maple の基本操作１：使い方と基本計算の仕方を説明する。 

2 回 Maple の基本操作２：基本コマンドの解説をする。 
3 回 Maple の基本操作３：行列の計算、ベクトル、行列、固有値について解説す
る 
4 回 様々な関数とグラフの描画について解説する。 
5 回 各種方程式の解法アルゴリズムに関する知識と表現技法について解説する。 
6 回 微分・積分の計算を行い，数値計算の基礎について解説する。 
7 回 数式処理をまとめてプログラミングし，関数化することについて解説する。 
8 回 描画関数を用いたグラフのアニメー 

準備学習 1 回 実験室にインストールされている Maple を起動し，ヘルプを見てみるなど
して操作などを確認しておくこと． 
2 回 Mpale の基本操作の課題をしておくこと． 
3 回 線形代数に関する資料を見て，行列の計算を読んでおくこと． 
4 回 解析で使われている教科書などを見て，関数とグラフの関係を調べておく
こと． 
5 回 方程式の解法について調べておくこと． 
6 回 解析の教科書などで微分．積分について調べておくこと． 
7 回 これまでの処理を復習しておくこと． 
8 回 これまでの関数とグラフについて復習しておくこと． 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FIV00710 
成績評価 定期試験(100%)によって評価を行う. 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜13) 
見出し FIV00710 プログラミング基礎 
担当教員名 松本 宏樹＊ 
単位数 2 
教科書 Excel VBA セミナーテキスト 2010/2007/2003 対応／奥⽥英太郎, 佐藤啓／日経

ＢＰ社／9784822293482 
アクティブラーニング  
キーワード アルゴリズム，プログラミング 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「難しい、専門用語が多くてわかりにくい」 

この記述が 3 人ほどいました。確かにプログラムは難しいところ、普段使わない
言葉が多数出てきます。ただこういった場面や考え方などを乗り越える、克服し
ていかないとプログラムをできるようにはなりません。つまり、自分から手を動
かして習得していく道以外ありえません。 

科目名 プログラミング基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Web ページを利用：「http://www.soci.ous.ac.jp/~kuroda/」の「Lectures」 
授業形態 講義 
注意備考 実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」の認定科目である． 
シラバスコード FIV00710 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 基本的な処理をアルゴリズムの形で表現させること．(2) そのアルゴリズム

をコンピュータ言語によって記述すること． 
受講者へのコメント [C]評価のところを見ると、約 10％〜20%の学生があまり理解できていないと考

えるので、わからないところは授業時間内や外に質問するようにして下さい。 
連絡先 7 号館 3 階 740 号室 

電子メールアドレス: h.matsumoto.post@gmail.com 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]-2)「授業時間外学習」で約 30%の学生が 1 時間以上課題などに取り組んでい
る点は評価できる。プログラムの授業なので自分で考えて手を動かさないとどう
にもなりません。 
[A]-1)や[A]-3)などを見るとまじめに授業を受けていた学生が多いこと（約
70%~90%）がわかり、[B]の「この分野への理解、興味関⼼」などが深まったこ
とにつながっていると考える。 

英文科目名 Fundamental Programming 



関連科目  
次回に向けての改善変更予定 特に変更点は無いが、わかりやすい授業や資料を⼼掛けたい。 
講義目的 VBA 言語によるプログラミング実習を行う．データの入出力と簡単な四則演算，

配列を使ったデータの格納方法，プログラムを作成するうえで基礎となる制御文
（条件判断や分岐，反復）を記述するための文法を学習する．そして，初等的な
計算処理に関するアルゴリズムとそれを実現するための VBA のプログラムを記
述するための技術を演習で習得する． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  イントロダクション。Excel でのプログラミング言語である VBA について

説明する。 
2 回 Excel のセル上に入力されたデータの VBA での入出力と四則計算を説明し、
プログラム練習により学習する。 
3 回  VBA プログラミングにおける配列宣言の方法を説明し、配列を用いた文字
列処理のプログラムを例題にプログラムを学習する。 
4 回  VBA における二次元配列プログラムを行列計算を例にして説明する。 
5 回  配列を使った数値計算および文字列処理の VBA プログラムを作成する。 
6 回  VBA プログラムで反復 

準備学習 1 回  VBA 言語について予習をしておくこと。 
2 回  データの入出力の関数と数値計算の記述方法を復習しておくこと 
3 回  配列と変数の違いを理解しておくこと 
4 回  1 次元配列のデータ表現について理解しておくこと 
5 回  変数と配列のデータ表現の違いを理解しておくこと 
6 回  反復処理でおこなう処理内容と VBA プログラムの手続きについて予習を
しておくこと。 
7 回  For〜Next 文の文法についてきちんと理解をしておくこと。 
8 回  第 7 回授業で学習した VBA プログラムの処理内容を復習し、理解してお
くこ 

 



年度 2014 
授業コード FIV01910 
成績評価 平常点(15％)と適宜課す課題(45％)，総合演習(10％)，試験(30％)によって，評

価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜13) 
見出し FIV01910 データ解析システム 
担当教員名 森 裕一 
単位数 2 
教科書 次の Web ページを利用する。http://mo161.soci.ous.ac.jp/R/DA_R/ 
アクティブラーニング  
キーワード 統計パッケージ，データ分析，データの視覚化，データの数量化，確率論，推定・

検定 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「難しい」や「説明が速いところがあった」という記述が計３件ありました。上

記のように，そういった人たちへのフォローは考えていきたいと思います。また，
「１対１て教えてくるとき，こわい」という感想がありました。確かに，「１回言
ったのにわからないにか」という⼼が裏にあるものと思います。そこは反省して，
個別質問はしっかり対応するようにしたいと思います。 

科目名 データ解析システム 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 村井 潤一郎／はじめてのＲごく初歩の操作から統計解析の導入まで／北大路書

房 
授業形態 講義 
注意備考 ・「社会調査士」認定科目である。・実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」

「社会調査アシスタント」の認定科目である。 
シラバスコード FIV01910 
実務経験のある教員  
達成目標 ・統計パッケージの操作法を身につける。・さまざまな 1 変量データから 2 変量

データの分析と結果の解釈ができるようになる。・カテゴリカルデータを中⼼と
した推定・検定が統計パッケージを用いてできるようになる。 

受講者へのコメント 授業時間以外に学習を「まったくしなかった」人が 20％いました。これは，授業
中だけで課題が解決できたのならよいのですが，そうでない場合は，残念です。
また，課題がスムーズにできた人も，時間外で，復習やＷｅｂ教科書を参考にし
て，予習や理解を深める活動をしてほしいと思うところです。教科書を平易なも
のにという人もいますが，時間外と質問の時間を上部に使ってもらいたいと思い
ます。 

連絡先 森研究室（21 号館 7 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 2/3 の人が宿題などの課題に取り組めており，ほぼ 9 割の人がこの分野への理



解・興味が深まり，よく授業に取り組めていたようです。目標達成に対して 46.7％
が「できた」，28％が「だいたいできた」，16％が「半分程度できた」であり，こ
ちらも 9 割を達成しています。満足度も８割が満足であったのには安⼼しまし
た。ただ，肯定的な評価が多い分，1 割程度の人のケアがより必要と感じました。 

英文科目名 Data Analysis System 
関連科目 「データ解析基礎」（必修科目）の知識を前提とする。「社会調査法」を受講して

いることが望ましい。本科目に引き続き，「行動計量学」などの「社会調査士」認
定科目を受講することが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定 今年度は，かなり細かく毎回の課題（レポート）を見ましたので，最後の方にな
ると，上手にできるようになっていました。次年度もそのようにしたいと思いま
す。また，「難しい」と感じる人へのフォローを考えたいと思います。 

講義目的 情報処理の実際として，確率論をベースとした統計的データ分析をとりあげる。
具体的には，調査結果の分析を意識し，実データを利用して，既習の 1 変量デー
タと 2 変量データの分析（データの視覚化と数量化）から始め，確率論の基礎を
確認した後，シミュレーションをまじえた確率分布とサンプリングされたデータ
の扱いとして推定・検定（平均や比率の差の検定，適合度検定，独立性検定）に
ついて学ぶ。すべての学習には，統計解析パッケージを活用し，その利用手順と
出力の解釈を通して，情報処理の実際について体験していく。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  統計解析パッケージの利用と社会調査データ解析について解説する。 

2 回  データの特徴の視覚化（1）として，連続量データの処理について，実習に
より学習する。 
3 回  データの特徴の視覚化（2）として，カテゴリカルデータについて，実習に
より学習する。 
4 回  データの特徴の数量化（3）として，基本統計量：代表値と散布度につい
て，実習により学習する。 
5 回  データの特徴の数量化（4）として，変量間の関係:属性相関,相関係数,偏相
関係数について，実習により学習する。 
6 回  確率論の基礎（1）として，確 

準備学習 1 回  これまで学んだ統計関係の授業内容を見直しておくこと。 
2 回  さまざまなグラフについて，その用途や解釈について整理しておくこと。 
3 回  前回に引き続き，さまざまなグラフについて，その用途や解釈について整
理しておくこと。 
4 回  基本統計量について，復習しておくこと。 
5 回  変量間の関係について，復習しておくこと。 
6 回  確率について，復習しておくこと。 
7 回  確率について，復習しておくこと。 
8 回  確率について，復習しておくこと。 
9 回  標本調査について，復習しておくこと。 
10 回 

 



年度 2014 
授業コード FIV05610 
成績評価 研究内容はもちろん、各自のテーマへの取り組み（研究課題策定）まとめ（文章

化、プレゼンテーション）など、総合的に判断、６０点以上を合格とする。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 社会情報学科(〜11) 
見出し FIV05610 卒業研究 
担当教員名 山口 隆久、松村 博行、三原 裕子、大藪 亮、⻄野 雅二、小林 博昭、中

島 聰、 
単位数 8 
教科書 指導教員が指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード ゼミナール、研究課題の策定・考察、資料・データ収集、資料・データ整理、論

文作成 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員が指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 成績評価に記載した基準に基づき、厳格に評価する。 
シラバスコード FIV05610 
実務経験のある教員  
達成目標 各研究室で各自が策定した卒業論文テーマを完成させる。 

１．研究分野について、積極的に研究・学習計画を立てる。 
２．研究分野について、資料・データ収集と整理が出来る。 
３．論文を作成、発表が出来る。 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員または学科⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Graduation Thesis 
関連科目 社会情報研究Ⅰ、Ⅱ（３年前期・後期、必須）並びに社会情報学科科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 配属された指導教員の下、各教員の専門分野について、各自が卒業研究の課題を

設定。資料・データの収集・整理などを通して十分な知識を蓄え、卒業論文を作
成、研究発表を行う。 

対象学年 4 年 
授業内容  



準備学習 ・社会情報研究Ⅰ、Ⅱの復習 
・各研究テーにおける基本的文献の読了 
・各研究テーマの研究に合う研究方法の構築 

 



年度 2014 
授業コード FIV05620 
成績評価 研究内容はもちろん、各自のテーマへの取り組み（研究課題策定）まとめ（文章

化、プレゼンテーション）など、総合的に判断、６０点以上を合格とする。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 社会情報学科(09〜10) 
見出し FIV05620 卒業研究【春学期最終評価】 
担当教員名 山口 隆久、中島 聰、森 裕一 
単位数 8 
教科書 指導教員が指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード ゼミナール、研究課題の策定・考察、資料・データ収集、資料・データ整理、論

文作成 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究【春学期最終評価】 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員が指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 成績評価に記載した基準に基づき、厳格に評価する。 
シラバスコード FIV05620 
実務経験のある教員  
達成目標 各研究室で各自が策定した卒業論文テーマを完成させる。 

１．研究分野について、積極的に研究・学習計画を立てる。 
２．研究分野について、資料・データ収集と整理が出来る。 
３．論文を作成、発表が出来る。 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員または学科⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Graduation Thesis 
関連科目 社会情報研究Ⅰ、Ⅱ（３年前期・後期、必須）並びに社会情報学科科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 配属された指導教員の下、各教員の専門分野について、各自が卒業研究の課題を

設定。資料・データの収集・整理などを通して十分な知識を蓄え、卒業論文を作
成、研究発表を行う。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 ・社会情報研究Ⅰ、Ⅱの復習 



・各研究テーにおける基本的文献の読了 
・各研究テーマの研究に合う研究方法の構築 

 



年度 2014 
授業コード FIV05910 
成績評価 平常点(30％)と適宜課す課題(30％)，および総合課題(40％)によって，評価を行

う。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜14) 
見出し FIV05910 情報リテラシー 
担当教員名 松本 宏樹＊ 
単位数 2 
教科書 実践ドリルで学ぶ Office 活用術 2010 対応／ノア出版 
アクティブラーニング  
キーワード インターネット，情報倫理，オフィスソフト，データ処理，プレゼンテーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「エクセル、ワードが少し理解できて良かった」 

使いこなせれば非常に有益なソフトウェアですので、この調子で頑張ってくださ
い。 
「専門用語がわからない」 
授業時間内に演習時間を⻑くとっています。その時にわからないことを聞くよう
にして下さい。 

科目名 情報リテラシー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」「ビジネス実務士」「社会調査アシス

タント」の認定科目である。 
シラバスコード FIV05910 
実務経験のある教員  
達成目標 ・文書処理，表計算，プレゼンテーションの各アプリケーションソフトウェアの

基本操作ができること。 
・インターネット関係のアプリケーションの操作および倫理を身につけること。 
・アプリケーションソフトウェアを総合的に活用した文書表現，データの視覚的
表現，プレゼンテーションができること。 

受講者へのコメント 所見部分にコメントしたが、ソフトウェアを自分から積極的に触って覚えなけれ
ば上達はありえません。 

連絡先 7 号館 3 階 740 号室 
電子メールアドレス: h.matsumoto.post@gmail.com 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [C]-5)この授業の目標を達成できたかどうかの項目を見ると「半分程度できた」
〜「できなかった」約 65%となっている。加えて[E]-8)の「理解しやすいように
〜」「扱う量が多い」がそれぞれ約 48%と 39%となっている。これらの点から学



生の授業内容の消化不良傾向がみられると考える。 
しかし、その割には[A]-2)「授業時間外学習」は、約 80%の学生がほとんど行っ
ていない。本授業はオフィスソフトウェアの使い方の習得に重きをおいた授業で
ある。したがって、自分から使えるように練習や実践を行わないといつまでたっ
ても 

英文科目名 Information Literacy 
関連科目 本科目に引き続き「応用情報リテラシー」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 あまり理解できてない学生が多いようなので、授業スピードを落として進めたい

と考える。 
講義目的 文書処理，表計算，プレゼンテーションなど各アプリケーションソフトウェアの

基本操作を実習しながら，それらのソフトを総合的に活用した文書表現やデータ
の視覚的表現，プレゼンテーションの能力を養う。まず，文書作成のための基本
的な処理技術を実習する。次に，表計算ソフトを用いて必要な情報を抽出するた
めの技法とグラフによる効果的な視覚表現の方法について実習する．さらに，プ
レゼンテーションソフト用いて表計算ソフトによる解析結果をまとめさせる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  文書と表の作成方法について学習する。 

2 回  文書の編集と飾り付け方法について学習する。 
3 回  インターネットによる情報検索と情報収集する。 
4 回  Excel の基本操作と計算式の入力方法について学習する。 
5 回  いろいろなグラフの作成方法について学習する。 
6 回  データの並び替えと抽出方法について学習する。 
7 回  複数のシートの連携させた計算処理方法について学習する。 
8 回  ピボットテーブル機能によるクロス集計表の作成方法について学習する。 
9 回  複数のシートからのクロス集計表の作成 

準備学習 1 回  さまざまな文書の構成について意識しておくこと。 
2 回  具体的なビジネス文書に注意して，その構成要素などを意識しておくこと。 
3 回  メールやブラウジングのマナーを整理しておくこと。 
4 回  一般的な「集計」の方法を整理しておくこと。 
5 回  第 4 回授業で学習した数式の入力方法など操作も含めて内容を復習してお
くこと。 
6 回  グラフの作成手順について復習をしておくこと。 
7 回  EXCEL のデータベース機能の利用方法を復習しておくこと。 
8 回  クロス集計表の見方を復習しておくこと。 
9 回  ピボ 

 



年度 2014 
授業コード FIV05920 
成績評価 平常点(30％)と適宜課す課題(30％)，および総合課題(40％)によって，評価を行

う。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜14) 
見出し FIV05920 情報リテラシー 
担当教員名 森 裕一 
単位数 2 
教科書 実践ドリルで学ぶ Office 活用術 2010 対応／ノア出版 
アクティブラーニング  
キーワード インターネット，情報倫理，オフィスソフト，データ処理，プレゼンテーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 自由記述はありませんでした。 
科目名 情報リテラシー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」「ビジネス実務士」「社会調査アシス

タント」の認定科目である。 
シラバスコード FIV05920 
実務経験のある教員  
達成目標 ・文書処理，表計算，プレゼンテーションの各アプリケーションソフトウェアの

基本操作ができること。・インターネット関係のアプリケーションの操作および
倫理を身につけること。・アプリケーションソフトウェアを総合的に活用した文
書表現，データの視覚的表現，プレゼンテーションができること。 

受講者へのコメント 上級クラスでしたが，丁寧に行ったつもりです。挑戦課題を出しましたが，ほと
んど挑戦してくれなかったのは，残念です。もっと貪欲に，授業に臨んでほしい
と思いました。それから，この授業は，PC の操作は当然ながら，そこで作る文
書や計算がビジネスに必要ようなビジネスリテラシー含んでることをしっかり
理解してください。PC 操作よりもビジネスリテラシーの方を大切にしてくださ
いね。一方，この授業の進度についていけにと思った人は，すぐに初級クラスへ
移動するようにしましょう。無理をせず，身の丈の学習でいきましょう。 

連絡先 森研究室（21 号館 7 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業外の学習をまったくしなかった人が 36.4％います。上級クラスでしたので，
時間内にすべての課題ができたためと考えたいですが，一部，さぼっていた人が
いたかもしれません。目標達成が「できた」人が 18.2％，「だいたいできた」人
が 54.5％と，おおむね達成できたようです。 



英文科目名 Information Literacy 
関連科目 本科目に引き続き「応用情報リテラシー」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 上級クラスとはいえ，理解度や習熟度が異なり，その差も大きいので，説明は早

めに切り上げて，練習の時間（＝個別質問の時間）を多めにとるようにしたいと
思います。 

講義目的 文書処理，表計算，プレゼンテーションなど各アプリケーションソフトウェアの
基本操作を実習しながら，それらのソフトを総合的に活用した文書表現やデータ
の視覚的表現，プレゼンテーションの能力を養う。まず，文書作成のための基本
的な処理技術を実習する。次に，表計算ソフトを用いて必要な情報を抽出するた
めの技法とグラフによる効果的な視覚表現の方法について実習する．さらに，プ
レゼンテーションソフト用いて表計算ソフトによる解析結果をまとめさせる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  文書処理（1）として，文書の作成と表の作成について，PC を使いながら

学ぶ。 
2 回  文書処理（2）として，文書の編集と飾り付けについて，PC を使いながら
学ぶ。 
3 回  インターネットによる情報検索と情報収集について，PC を使いながら学
ぶ。 
4 回  表計算（1）として，Excel の基本操作と計算式の入力について，PC を使
いながら学ぶ。 
5 回  表計算（2）として，グラフの作成について，PC を使いながら学ぶ。 
6 回  表計算（3）として，データの並び替えと抽出について，PC を使いながら
学ぶ。 
7 回 

準備学習 1 回  さまざまな文書の構成について意識しておくこと。 
2 回  具体的なビジネス文書に注意して，その構成要素などを意識しておくこと。 
3 回  メールやブラウジングのマナーを整理しておくこと。 
4 回  一般的な「集計」の方法を整理しておくこと。 
5 回  前回の課題を発展させるので，操作を含めて内容を復習しておくこと。 
6 回  前回の課題を発展させるので，操作を含めて内容を復習しておくこと。 
7 回  前回の課題を発展させるので，操作を含めて内容を復習しておくこと。 
8 回  前回の課題を発展させるので，操作を含 

 



年度 2014 
授業コード FIV06010 
成績評価 提出課題(40%)，総合演習課題(10%)，試験(50%)によって評価を行う. 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜14) 
見出し FIV06010 応用情報リテラシー 
担当教員名 ⿊⽥ 正博 
単位数 2 
教科書 実践ドリルで学ぶ Office 活用術／ノア出版 
アクティブラーニング  
キーワード ”情報処理”，”プレゼンテーション” 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし． 
科目名 応用情報リテラシー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 次の Web ページ：「http://www.soci.ous.ac.jp/~kuroda/」の「Lectures」 
授業形態 講義 
注意備考 実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」「ビジネス実務士」「社会調査アシス

タント」の認定科目である． 
シラバスコード FIV06010 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 情報収集から分析・加⼯，マルチメディアの活用を含む発表資料作成技術を

身につけること．(2) 効果的なプレゼンテーション資料の作成技術と発表技法を
身につけること． 

受講者へのコメント 出席状況も非常によく，熱⼼に課題に取り組んでくれました．ゼミ発表や卒業研
究などでデータをまとめる，そして発表するという場面がこれから沢山あると思
います．そのときに，この講義で勉強したことをぜひ活用してください． 

連絡先 ⿊⽥研究室 21 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者数が約 70 名であり，学生から質問全てに対して丁寧に答えることができ
ませんでしたが，受講した学生が前期に受講した情報リテラシーの内容をよく理
解していたことと，TA が進度の遅い学生に指導をしてくれたことで，進度に合
わせて課題の難易度を変えて取り組ませることができたと思います．また，進度
の速い学生には，ビジネスソフトの高度な利用方法を教えることができました．
学生には，その点を評価してもらえたのではないかと思います． 

英文科目名 Advanced Information Literacy 
関連科目 情報リテラシー 
次回に向けての改善変更予定 春学期の情報リテラシーの後半部分で扱ったデータベース機能が苦手な学生が

比較的多いので，それらの内容を復習して新しい内容を学習するようにしたいと



考えています．また，EXCEL に少し時間を取りすぎたように思いますので，次
回からはプレゼンテーションの時間を増やそうと考えています．さらに，テーマ
を与えて各学生あるいはグループごとでプレゼンテーションを実際にやらせて，
資料の作り方や発表方法についてお互いに評価できるような講義ができれば良
いと考えています． 

講義目的 これまで身につけた情報リテラシーを活用する場面として，プレゼンテーション
を取り上げ，情報収集から分析・加⼯，マルチメディアの活用を含む発表資料作
成まで，その知識と技術をコンピュータ実習により習得させる．各種の業務にお
けるコミュニケーションの必要性を基に，プレゼンテーションの重要性とそのあ
り方を講述した後，企画，データ収集，分析と加⼯，まとめ上げ，情報発信の各
過程における具体的な理論と技術を講述する．これらの中で，音・音声，画像・
映像などのマルチメディアも扱い，アニメーションも含むマルチメディアの利用
方法と 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  実務・業務における情報処理について説明する。 

2 回  プレゼンテーションの基礎と企画の方法について説明する。 
3 回  データの収集と分析の方法について説明し、EXCEL によりデータ処理方
法を学習する。 
4 回  収集データの加⼯方法を説明し、EXCEL によりデータの集計およびグラ
フなど加⼯方法を学習する。 
5 回  EXCEL による効果的な収集データの加⼯方法を学習する。 
6 回  Office ソフトの連携と Office オブジェクトの活用について学習する。 
7 回  画像などを利用した効果的な情報発信方法 

準備学習 1 回  情報リテラシーで学んだデータ集計に用いる Excel 関数の使用法の復習す
ること。 
2 回  企画の立案から，データ収集と解析，プレゼンテーションまでの過程を調
べること。 
3 回  大量データの集計方法に用いる Excel 関数の使い方を調べること。 
4 回  情報データのデータベース化と情報抽出方法に必要な Excel 関数を調べる
こと。 
5 回  Excel よるグラフ描画機能を理解しておくこと。 
6 回  PowerPoint への図・表貼り付け方法を習得しておくこと。 
7 回  PowerPoint の標準的な機能を 

 



年度 2014 
授業コード FIV06020 
成績評価 提出課題(40%)，総合演習課題(10%)，試験(50%)によって評価を行う. 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜06) 
見出し FIV06020 応用情報リテラシー(再) 
担当教員名 ⿊⽥ 正博 
単位数 2 
教科書 実践ドリルで学ぶ Office 活用術／ノア出版 
アクティブラーニング  
キーワード ”情報処理”，”プレゼンテーション” 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし． 
科目名 応用情報リテラシー(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 次の Web ページ：「http://www.soci.ous.ac.jp/~kuroda/」の「Lectures」 
授業形態 講義 
注意備考 実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」「ビジネス実務士」「社会調査アシス

タント」の認定科目である． 
シラバスコード FIV06020 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 情報収集から分析・加⼯，マルチメディアの活用を含む発表資料作成技術を

身につけること．(2) 効果的なプレゼンテーション資料の作成技術と発表技法を
身につけること． 

受講者へのコメント 出席状況も非常によく，熱⼼に課題に取り組んでくれました．ゼミ発表や卒業研
究などでデータをまとめる，そして発表するという場面がこれから沢山あると思
います．そのときに，この講義で勉強したことをぜひ活用してください． 

連絡先 ⿊⽥研究室 21 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者数が約 70 名であり，学生から質問全てに対して丁寧に答えることができ
ませんでしたが，受講した学生が前期に受講した情報リテラシーの内容をよく理
解していたことと，TA が進度の遅い学生に指導をしてくれたことで，進度に合
わせて課題の難易度を変えて取り組ませることができたと思います．また，進度
の速い学生には，ビジネスソフトの高度な利用方法を教えることができました．
学生には，その点を評価してもらえたのではないかと思います． 

英文科目名 Advanced Information Literacy 
関連科目 情報リテラシー 
次回に向けての改善変更予定 春学期の情報リテラシーの後半部分で扱ったデータベース機能が苦手な学生が

比較的多いので，それらの内容を復習して新しい内容を学習するようにしたいと



考えています．また，EXCEL に少し時間を取りすぎたように思いますので，次
回からはプレゼンテーションの時間を増やそうと考えています．さらに，テーマ
を与えて各学生あるいはグループごとでプレゼンテーションを実際にやらせて，
資料の作り方や発表方法についてお互いに評価できるような講義ができれば良
いと考えています． 

講義目的 これまで身につけた情報リテラシーを活用する場面として，プレゼンテーション
を取り上げ，情報収集から分析・加⼯，マルチメディアの活用を含む発表資料作
成まで，その知識と技術をコンピュータ実習により習得させる．各種の業務にお
けるコミュニケーションの必要性を基に，プレゼンテーションの重要性とそのあ
り方を講述した後，企画，データ収集，分析と加⼯，まとめ上げ，情報発信の各
過程における具体的な理論と技術を講述する．これらの中で，音・音声，画像・
映像などのマルチメディアも扱い，アニメーションも含むマルチメディアの利用
方法と 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  実務・業務における情報処理について説明する。 

2 回  プレゼンテーションの基礎と企画の方法について説明する。 
3 回  データの収集と分析の方法について説明し、EXCEL によりデータ処理方
法を学習する。 
4 回  収集データの加⼯方法を説明し、EXCEL によりデータの集計およびグラ
フなど加⼯方法を学習する。 
5 回  EXCEL による効果的な収集データの加⼯方法を学習する。 
6 回  Office ソフトの連携と Office オブジェクトの活用について学習する。 
7 回  画像などを利用した効果的な情報発信方法 

準備学習 1 回  情報リテラシーで学んだデータ集計に用いる Excel 関数の使用法の復習す
ること。 
2 回  企画の立案から，データ収集と解析，プレゼンテーションまでの過程を調
べること。 
3 回  大量データの集計方法に用いる Excel 関数の使い方を調べること。 
4 回  情報データのデータベース化と情報抽出方法に必要な Excel 関数を調べる
こと。 
5 回  Excel よるグラフ描画機能を理解しておくこと。 
6 回  PowerPoint への図・表貼り付け方法を習得しておくこと。 
7 回  PowerPoint の標準的な機能を 

 



年度 2014 
授業コード FIV06110 
成績評価 中間試験（50%），定期試験(50%)によって評価を行う。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜13) 
見出し FIV06110 応用プログラミング 
担当教員名 ⿊⽥ 正博 
単位数 2 
教科書 Excel VBA セミナーテキスト 2010/2007/2003 対応／フロンティアリンク株式

会社 奥⽥英太郎, 佐藤啓／日経 BP 社 
アクティブラーニング  
キーワード 構造化プログラミング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし． 
科目名 応用プログラミング 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 次の Web ページを利用：「http://www.soci.ous.ac.jp/~kuroda/」の「Lectures」 
授業形態 講義 
注意備考 注意：プログラミング基礎で学習した内容を基礎にしているため、プログラミン

グ基礎の単位を取得していること。 
備考：実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」の認定科目である． 

シラバスコード FIV06110 
実務経験のある教員  
達成目標 プログラムの入門科目である「プログラムミング基礎」の上級編として，より実

践的なプログラムミング技術を習得すること． 
受講者へのコメント 毎回課した練習課題に真面目にそして熱⼼に取り組んでくれました．授業で使っ

た VBA 言語は，OFFICE 上で動作する言語であるため，マクロを含めて今後の
利用する機会があるかもしれません．また，プログラミングに必要な論理的な考
え方，アルゴリズムを考えることは企画の提案やレポート作成の際の文書構成な
どにも役立つと思います． 

連絡先 ⿊⽥研究室 21 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 前期のプログラミング基礎で VBA の文法および構文などを理解している学生が
多かったため，アルゴリズムの理解をしてもらうために練習問題を中⼼に講義を
行いました．実行結果を Excel の画面上で確認できるため，学生も楽しく学習で
きたようで，学生の満足度も高かったように思います． 

英文科目名 Advanced Programming 
関連科目 プログラミング基礎 
次回に向けての改善変更予定 秋学期前期でおこなった流れ図の問題を，VBA プログラムで記述させることで



アルゴリズムの考え方をしっかりと理解させていきたいと考えています． 
講義目的 「プログラミング基礎」の学習した“条件判断”や“繰返し”を復習した後，EXCEL

上でのマクロの作成や VBA によるプログラムを作成することにより，より実践
的なプログラムを書くことができるようにする．さらに，EXCEL の機能を使っ
た簡単なアプリケーション作成を行う． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  VBA 言語における変数と配列の扱いについて説明する。 

2 回  条件判定処理をおこなう Select〜Case 文について説明する。 
3 回  Select〜Case 文を使った VBA プログラムを紹介し、その処理を説明する。 
4 回  Select〜Case 文を用いた条件判定の VBA プログラムを作成する。 
5 回  演習問題として、If〜Then 文と Select〜Case 文の書き換えの VBA プログ
ラムを作成する。 
6 回  総合演習として反復処理（For〜Next 文、Do while〜Loop 文）および条件
判定処 

準備学習 1 回  変数と配列の概要について復習しておくこと。 
2 回  Select〜Case 文の文法を予習しておくこと。 
3 回  Select〜Case 文の文法を予習しておくこと。 
4 回  第 2 回授業および第 3 回授業で学習した Select〜Case 文による条件判定
処理の VBA プログラムの処理について理解しておくこと。 
5 回  If〜Then 文と Select〜Case 文の文法構造の類似点と相違点について復習
しておくこと。 
6 回  反復処理（For〜Next 文、Do while〜Loop 文）および条件判定処理（If〜
T 

 



年度 2014 
授業コード FIV06710 
成績評価 課題提出（20％）、定期試験（80％）の結果によって評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 社会情報学科(〜13) 
見出し FIV06710 情報と職業 
担当教員名 山口 隆久、張 セイ＊ 
単位数 2 
教科書 改訂２版「情報と職業」／豊⽥雅彦、加藤晃、鈴⽊和雄共著／日本教育訓練セン

ター 
ISBN978-4-86418-009-2 

アクティブラーニング  
キーワード 情報倫理、企業秘密、情報関連法、職業形態、職業意識 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報と職業 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 本講義は集中講義で、非常勤講師の張先生と社会情報学科の山口先生が共同担当

する。講義は 11 月〜2 月の土日および補講日に行う（後日、掲示板にて連絡す
る）。 
ノートは必ず持参のこと。講義中は私語厳禁。実務士資格「情報処理士」「上級情
報処理士」の認定科目である。 

シラバスコード FIV06710 
実務経験のある教員  
達成目標 情報社会の進展がわれわれの生活に与えた影響や、情報化によって生まれた産業

のみならず、既存の産業への情報化の影響についても触れ、高度情報通信社会の
特徴と職業について概観する。また、これらを背景とした人材育成のあり方や、
職業倫理を含む職業観なども扱い、情報と職業についての関わり、情報化社会に
おける職業人としてのあり方を理解させる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館７階山口研究室（質問・意見等のある学生の来室を歓迎します） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information and Business 
関連科目 社会学、情報化と知的財産、情報法、市⺠生活と法 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 情報社会の進展、特に、情報のデジタル化と通信ネットワークの発展によっても



たらされた、新しい職種・サービスの台頭、既存の業務形態の変化、SOHO など
の新しいオフイス形態の出現、人材育成の変化、これらにともなう職業観と勤労
観の変化と今後のあり方など、情報と職業に関する考察を行うことを目的とす
る。また、業務にかかわるセキュリティや知的財産権、個人情報保護との関係か
ら職業倫理についても理解を深めていく。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  本講義の概要説明をする。 

2 回  情報社会への進展（1）について説明をする。 
3 回  情報社会への進展（2）について説明をする。 
4 回  情報社会と私たちの生活（1）について説明をする。 
5 回  情報社会と私たちの生活（2）について説明をする。 
6 回  情報社会と高等教育について説明をする。 
7 回  情報社会の進展と職業について説明をする。 
8 回  情報技術と人材育成（1）について説明をする。 
9 回  情報技術と人材育成（2）について説明をする。 
10 回  情報技術とメディアの利用（1）について説 

準備学習 1 回  シラバス、教科書をよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  最近の情報社会がどのような社会的現象をもたらしているのかを予習する
こと。 
3 回  情報化社会が今後、どのような展望を有するのかテキストから予習するこ
と。 
4 回  身近なところで起きている情報化について、自分なりの考えをまとめるこ
と。 
5 回  インターネット等を用いた日常の商取引形態について予習しておくこと。 
6 回  高等学校の「情報科」教員や企業の情報技術教育に何が必要かを考えてお
くこと。 
7 回  あらゆる産業が情報化の波をどのよ 

 



年度 2014 
授業コード FIV08610 
成績評価 小テスト 30％、学期末試験 70％により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜14) 
見出し FIV08610 経済原論 
担当教員名 三原 裕子 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 経済原論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 教科書は指定せず、レジュメを配布します。また、必要に応じて適宜参考文献を

紹介します。 
シラバスコード FIV08610 
実務経験のある教員  
達成目標 ①経済学の基礎的な知識を身に着け、理論的に物事が判断できるための力を養

う。 
②新聞記事を読み、自分自身で政策の効果が評価できるようになるための知識を
身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 7F 三原研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Elements of Economics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 経済学を学ぶ上で、最も基本となるものがミクロ経済学とマクロ経済学である。

本講義では、経済学をさらに学ぶために必要最低限の知識を身につけることを目
的とする。そのために、需要曲線、供給曲線、社会余剰や国内総生産などの基礎
的な事柄について述べる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。授業の進め方や経済学、さらにはミクロ経済学とマクロ経済学

の違いについて説明する。 



2 回 ゲーム理論の基本的な考え方を説明する。 
3 回 囚人のジレンマについて説明する。 
4 回 囚人のジレンマの応用として、財政問題を考える。 
5 回 これまでの内容を整理する。 
6 回 需要曲線がどのように導出され、また需要曲線の性質について説明する。 
7 回 供給曲線がどのように導出されるのか、また供給曲線の性質について説明
する。 
8 回 需要曲線と供給曲線を用いて価格決定およびそのメカニズムについて説明
する。 
9 

準備学習 1 回 授業内容の復習を行う。ミクロ経済学とマクロ経済学の違いについて整理
しておくこと。 
2 回 ゲーム理論について、授業内容を整理しておくこと。 
3 回 授業の内容を復習しておくこと。 
4 回 授業の内容を復習しておくこと。 
5 回 授業の内容を復習しておくこと。 
6 回 需要曲線の性質についてきちんと説明できるように復習を行うこと。 
7 回 供給曲線の性質について復習を行うこと。 
8 回 需要曲線と供給曲線を用いて、均衡価格を図示によって説明できるように
復讐をすること。 
9 回 消費者余剰と生産者余剰を暗記ではなく、き 

 



年度 2014 
授業コード FIV09710 
成績評価 各自の研究課題テーマの取り上げ方、まとめ（プレゼンテーション）などで総合

的に判断、６０点以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜12) 
見出し FIV09710 社会情報研究Ⅰ 
担当教員名 山口 隆久、松村 博行、三原 裕子、大藪 亮、⻄野 雅二、小林 博昭、中

島 聰、 
単位数 2 
教科書 指導教員が指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード ゼミナール、研究課題策定、資料・データ収集、資料・データ整理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 社会情報研究Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員が指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 成績に記載した基準に基づき、評価を行う。 
シラバスコード FIV09710 
実務経験のある教員  
達成目標 各研究室で各自で策定した課題を達成する。 

１．課題への取り組みが積極的に出来る。 
２．資料などデータ収集・整理が出来る。 
３．資料・データなどを課題研究に活かすことが出来る。 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員または学科⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Socio-Information Studies I 
関連科目 社会情報研究Ⅱ（後期、必須） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 配属された指導教員の下、各教員の専門分野について、各自が研究を行い、報告

書にまとめる。研究課題策定への取り組み、資料収集と整理、プレゼンテーショ
ンなど発表への取り組みなどを学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 ・各ゼミの専門に適合した科目の復習をしておくこと。 



・専門に応じた文献検索など、情報収集の手段・方法を習得しておくこと。 
・研究テーマ策定に必要な文献を読むなど情報の収集をすること。 
・研究したいと思うテーマの問題点を整理し、研究目的などを明確にプレゼンテ
ーションできるようにすること。 

 



年度 2014 
授業コード FIV09810 
成績評価 各自の研究課題テーマの取り上げ方、まとめ（プレゼンテーション）、研究内容お

よび報告書などで総合的に判断、６０点以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜12) 
見出し FIV09810 社会情報研究Ⅱ 
担当教員名 山口 隆久、松村 博行、三原 裕子、大藪 亮、⻄野 雅二、小林 博昭、中

島 聰、 
単位数 2 
教科書 指導教員が指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード ゼミナール、研究課題策定、資料・データ収集、資料・データ整理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 社会情報研究Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員が指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 成績に記載した基準に基づき、評価を行う。 
シラバスコード FIV09810 
実務経験のある教員  
達成目標 各研究室で各自に課せられた課題を達成する。 

１．課題への取り組みが積極的に出来る。 
２．資料などデータ収集・整理が出来る。 
３．資料、データなどを課題研究に活かすことが出来る。 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員または学科⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Socio-Information Studies II 
関連科目 社会情報研究Ⅰ（前期、必須） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 配属された指導教員の下、前期に続いて、各教員の専門分野について、各自が研

究を行い、報告書をまとめる。研究課題策定への取り組み、資料収集と整理、プ
レゼンテーションなど発表への取り組みなどを学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 1 回 【社会情報研究（１６）】前期研究報告書の整理 



2 回 【社会情報研究（１７）】講義の資料、データ収集・整理 
3 回 【社会情報研究（１８）】講義の資料、データ収集・整理 
4 回 【社会情報研究（１９）】講義の資料、データ収集・整理 
5 回 【社会情報研究（２０）】講義の資料、データ収集・整理 
6 回 【社会情報研究（２１）】講義の資料、データ収集・整理 
7 回 【社会情報研究（２２）】講義の資料、データ収集・整理 
8 回 【社会情報研究（２３）】講義の資料、データ収集・整理 
9 回 【社会情報研究（２４）】講義の資 

 



年度 2014 
授業コード FIV12110 
成績評価 定期試験(100%)によって評価を行う． 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜14) 
見出し FIV12110 データ解析基礎 
担当教員名 ⿊⽥ 正博 
単位数 2 
教科書 Excel ではじめる社会調査データ分析／松原望, 松本渉／丸善株式会社／

9784621081655 
アクティブラーニング  
キーワード データ集計と視覚化，相関関係と因果関係，仮説検定 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし． 
科目名 データ解析基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する． 
授業形態 講義 
注意備考 (1)「社会調査士」の認定科目である．(2) 実務士資格「ビジネス実務士」「社会

調査アシスタント」の認定科目である． 
シラバスコード FIV12110 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) データからの情報抽出とデータ処理に必要となる統計的手法を身につける

こと．(2) 統計データの読み方や統計的仮説の検証方法や予測に関する基礎など
を学習すること． 

受講者へのコメント データ解析基礎の内容は，データをどのようにまとめたら良いか，そしてどのよ
うに解釈したらよいかといったことでした．データをグラフにまとめる，あるい
は表形式にするたけで随分と見通しがよくなります．これは，ゼミナールや卒業
研究さらに社会に出てからも必要とされる能力なので基本的事項はきちんと押
さえておいて欲しいと思います． 

連絡先 ⿊⽥研究室 21 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 実例を出してデータ解析の方法などを説明したが，統計量の計算などで数式が出
てくるため，数学が苦手な学生には難しい授業であると感じられたようである． 

英文科目名 Introduction to Data Analysis 
関連科目 本科目に引続き「社会調査法」「データ解析システム」「行動計量学」を受講する

ことが望ましい． 
次回に向けての改善変更予定 次年度からは新しい教育課程でデータの分析を勉強しているので，データの解析

例を中⼼に統計学の有用性と面白さを伝えたいと考えている． 



講義目的 社会調査あるいは調査報告で得られたデータの集計方法としての度数分布表の
作成法と読み方，グラフの読み方，平均値，分散などの基本統計量の算出と読み
取りなど記述統計の基礎を学んだのち，質的データに対するクロス集計表の作成
とその解釈について学習する。また，相関係数の読み方と擬似相関の存在，因果
関係と相関関係の違いについても言及する。さらに，回帰による予測や統計的仮
説の検証法としてのいくつかの検定法についても学習する． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 統計の有用性とデータの誤用について説明する。 

2 回  質的データ（1 変量データ）のまとめかたと読み方について説明する。 
3 回  度数分布表とヒストグラムによる調査データのまとめかたと読み方につい
て説明する。 
4 回  平均値、中央値、最頻値、分散、標準偏差などの基本統計量の算出と読み
方について説明する。 
5 回  2 変量質的データの 2x2 クロス集計表と変量間の独立性について説明す
る。 
6 回  2 変量質的データの r×c クロス表と変量間の独立性について説明する。 
7 回  多変量質的データのクロス集計表と連関 

準備学習 1 回  統計調査の方法について予習しておくこと。 
2 回  質的データとはどのような性質を持っているか予習しておくこと。 
3 回  代表的なデータのまとめ方を予習しておくこと。 
4 回  データから基本等計量を求めることで何が得られるかを予習しておくこ
と。 
5 回  クロス集計表の性質を予習しておくこと。 
6 回  r×c 集計表はどうようにして作成するかを理解しておくこと。 
7 回  連関性と独立性の意味の違いを予習しておくこと。 
8 回  量的データはどうような特徴を持っているかを予習しておくこと。 
9 回  因果関係 

 



年度 2014 
授業コード FIV12310 
成績評価 小テスト（３０％）および定期試験（７０％）による。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜14) 
見出し FIV12310 ⻄洋史 
担当教員名 ⻄野 雅二 
単位数 2 
教科書 プリント（資料）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ドイツ、ヨーロッパ、EU 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「30 分ちこく入れないようにしよ？」 

 ー＞ 遅刻者も講義を受ける権利はあるので、難しいところです。遅刻をしな
いように、これからも注意をすることにします。 
「ノートを詳しく書いてほしい」 
 ー＞ 板書も多めに、を⼼がけますが、板書だけをノートにとるのではなく、
ノートのとり方の指導が必要なのかなとも思います。 
「ドイツのこと興味があったので受けて良かった。近代のドイツのことも気にな
る。」 
 ー＞ 良かったと思ってもらえてうれしいです。近代のことも話はしました
が、もっと多めに、ですね。 

科目名 ⻄洋史 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 阿部謹也著『物語 ドイツの歴史』中央公論社  

坂井 栄八郎著『ドイツ史 10 講』岩波書店  
⽊村 靖二編『ドイツ史』山川出版社  
成瀬治他編『ドイツ史』１・２・３巻、山川出版社  
ほか、適宜、紹介する。 

授業形態 講義 
注意備考 特になし。 
シラバスコード FIV12310 
実務経験のある教員  
達成目標 ヨーロッパ連合の中で主要な役割を果たしているドイツの歴史の大まかな流れ

を把握する。 
受講者へのコメント 今後とも、この分野への関⼼を持ち続けて、がんばってください。 
連絡先 ⻄野研究室（２１号館７階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 おおむね、皆さんに満足してもらえる講義になったと思います。ほとんどの人が、
この分野への関⼼が高まったということで、講義をして良かったと思います。 



英文科目名 History of Europe 
関連科目 ドイツ語 I、ドイツ語 II 
次回に向けての改善変更予定 これまでと同様の気持ちで講義に取り組むつもり。 
講義目的 第二次大戦後に⻄と東に分断されていたドイツが、統一ドイツとなった。ヨーロ

ッパのほぼ中⼼に位置するドイツはいくつかの国と国境を接しており、それらと
多くの軋轢を経験してきた。とりわけフランスとの間では顕著であったが、その
両国が現在では手をとりあってヨーロッパ統合を推進している。中世からのドイ
ツ史を概観するなかで、何がヨーロッパを EU へと導いてきたのかさぐってい
く。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。『ガリア戦記』や『ゲルマーニア』に見えるゲルマン

人、ゲルマンの大移動などを説明する。 
2 回 フランク族のメロヴィング朝、カロリング朝など、ドイツ史のはじまりに至
るところを説明する。 
3 回 オットーの帝国と教会とのかかわり、神聖ローマ帝国の誕生について説明
する。 
4 回 王権と教会との間におけるかかわり、とりわけ叙任権闘争について説明す
る。 
5 回 都市の成立、騎士文化、ドイツ諸侯や国王の十字軍とのかかわりについて説
明する。 
6 回 中世社会のユダヤ人迫害、大空位時代、選挙侯などについて 

準備学習 1 回 ヨーロッパやドイツの歴史について、高校の世界史の教科書その他でおお
まかに見ておくこと。 
2 回 ローマが見たゲルマン人やその大移動について復習すること。カール大帝
について予習すること。 
3 回 ドイツ史のはじまりに至るところを復習すること。神聖ローマ帝国につい
て予習すること。 
4 回 教会と王権がどのような関係にあったのか復習すること。叙任権とはどの
ようなものか予習すること。 
5 回 叙任権闘争について復習すること。中世の騎士はどのようなものであった
か予習すること。 
6 回 中世初期の社会について復習すること 

 



年度 2014 
授業コード FIV12910 
成績評価 小テスト 30％、学期末試験 70％によって評価を行う。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜14) 
見出し FIV12910 国際経済論 
担当教員名 三原 裕子 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 国際経済論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 教科書は指定せず、レジュメを配布します。 
シラバスコード FIV12910 
実務経験のある教員  
達成目標 ①経済学の基礎的な知識を身に着け、理論的に物事が判断できるための力を養

う。 
②新聞記事を読み、自分自身で政策の効果が評価できるようになるための知識を
身につける。 

受講者へのコメント 人・モノ・カネという資源の国際的な移動を伴う諸現象を考察してきました。経
済原論とは異なり、専門性が増す講義内容です。しかし、講義中に解説した諸現
象については、日々新聞の紙面等を賑わすものですので、引き続き身の回りの諸
現象についてアンテナを張ってもらいたいと思います。 

連絡先 21 号館 7 階 三原研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業を受けて良かった点については、「この分野への理解が深まった」と回答し
た学生の割合が 72％、次いで「この分野への興味、関⼼が高まった」が 37.5％
であった。一方でこの授業の目標を達成できたか、という設問に対しては「でき
た」「だいたいできた」が 59.4％であったが、「半分程度できた」が 26.6％であっ
た。この点からも、目標達成についてはまずまずであったと評価できる。 

英文科目名 International Economics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 小テスト等にあてる時間が少なかったように感じます。この点については、次回

に向けての改善としたいと思います。 



講義目的 (1)なぜ国家間で貿易が行われるのか 
(2)さらに、各国において貿易形態がどのように決定されるのか 
(3)各国の行う貿易政策はどのようなものがあるのか 
(4)そしてその政策が自国および他国に及ぼす影響 
について把握することを目的とする。  
国際経済の基本的な構造を理解し、国際間の相互依存関係において発生する諸問
題を分析するための基礎的な事項を述べる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。授業の流れと国際経済学について説明する。 

2 回 比較優位と分業の利益について説明する。 
3 回 比較優位と国際貿易について説明し、各国の貿易形態がどのように決定さ
れるのかについて説明する。 
4 回 貿易が行われることにより各国はどのような利益を得るのかについて説明
する。 
5 回 比較優位の決定要因について説明する。 
6 回 産業間貿易と産業内貿易について説明する。 
7 回 なぜ産業内において貿易が行われるのかについて説明する。 
8 回 第 2 回から第 7 回に関連する練習問題を解きその解説を行う。 
9 回 

準備学習 1 回 国際経済論がどのような目的を持つ学問なのかについて復習しておくこと。 
2 回 なぜ貿易が行われるのかについて復習をしておくこと。 
3 回 比較優位について説明できるように復習をしておくこと。 
4 回 貿易自由化と社会余剰との関係について復習をしておくこと。 
5 回 比較優位にもとづき、各国の比較優位がどのような要因によって決定され
るのかについて整理しておくこと。 
6 回 配布するレジュメをもとに、日本ではどのような財を主に輸入しさらには
輸出しているのかについて確認をしておくこと。 
7 回 産業間貿易と水平的産業 

 



年度 2014 
授業コード FIV13510 
成績評価 平常点(50％)，適宜課す課題・レポート(10％)および定期試験(40％)によって評

価を行う。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜14) 
見出し FIV13510 社会調査法 
担当教員名 森 裕一 
単位数 2 
教科書 新・社会調査へのアプローチ―論理と方法／大谷，後藤，⽊下，小松／ミネルヴ

ァ書房/ISBN 9784623066544 
アクティブラーニング  
キーワード 社会調査，調査倫理，調査の実際，標本調査，データ処理，基本統計量，推定・

検定 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「レポート期間を延ばしてほしい。レポートの内容をわかりやすくしてほしい。」

と「⿊板が見やすかった。」の２つでした。２つ目はよいとして，１つ目について
は，期間がそんなに短かったとは思いません（通常１週間で十分と思っています）
し，最初の講義でレポートを出すこととレポート内容については話していました
ので，これは，しっかり取り組んでほしいと思います。 

科目名 社会調査法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・「社会調査士」認定科目である。 

・実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」「ビジネス実務士」「社会調査アシ
スタント」の認定科目である。 

シラバスコード FIV13510 
実務経験のある教員  
達成目標 ・「社会調査」の基礎的概念（意義，歴史，累計，倫理）を習得すること。 

・「社会調査」の一連の過程を理解し，正しい調査票が作れるようになること。 
・標本調査の概念を身につけ，「社会調査」の結果を正しく理解・運用できるよう
になること。 
・データの要約と推定・検定について理解し，自らデータ処理ができるようにな
ること。 

受講者へのコメント 社会情報学科＝社会調査，と言ってもよいぐらいの内容ですので，社会に出ても，
この講義内容を実現できるよう，しっかり学んでください。 

連絡先 森研究室（21 号館 7 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習時間の項目以外は，すべてマイナスのものはありませんでし



た。時間がの学習時間がまたくしなかった人が約半分いました。毎回，グラフの
誤用チェック，確認小テスト（復習テスト）をしていますので，社会のグラフに
目を向け，誤用について考えることと，確認小テストのために，前の時間の復習
をするよう⼼掛けてほしいと思います。 

英文科目名 Social Research Methods 
関連科目 「社会情報入門」（必修科目）と「データ解析基礎」（必修科目）の知識を前提と

する。本科目に引き続き，「データ解析システム」などの「社会調査士」認定科目
を受講することが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定 いまのところ，ここ数年取り組んでいる方式（毎回の確認小テスト，レポ t-，教
科書に従った授業）でいきたいと思いますので，より充実した講義となるよう取
り組んでいきたいと思います。 

講義目的 社会調査の意義，歴史，類型，調査倫理，官庁統計をはじめとする各種調査の実
際やマーケティングなどでの利用事例などを社会調査全般にわたって学習する。
その後，資料やデータの収集から分析までの諸過程に関する基礎的事項に触れ，
標本調査の考え方を基に，データの要約と関係の把握や推定・検定などの基礎的
なデータ処理の方法について学習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 社会調査の意義と用途について解説する。 

2 回 社会調査の歴史について解説する。 
3 回 調査倫理について解説する。 
4 回 各種の調査法と実施の方法について解説する。 
5 回  調査の企画と調査票のデザインについて解説する。 
6 回 データ獲得法（⺟集団と標本および標本抽出法）について解説する。 
7 回 分析の方法，質的調査と量的調査について解説する。 
8 回 調査結果のまとめ方とよみ方について解説する。 
9 回 実際の調査例（1）として，官庁統計，世論調査，学術調査，動向調査の具
体例について解説する。 
10 回 

準備学習 1 回 前期「社会情報入門」の「社会調査」の部分を見直しておくこと。 
2 回 日常あるいは報道等で見かける「社会調査」を調べておくこと。 
3 回 「社会調査」における問題点を意識しておくこと。 
4 回 「社会情報入門」の「社会調査」部分に出てきた調査方法をあらためてまと
めておくこと。 
5 回 これまでに経験したアンケートについて，その実行の様子や調査票のデザ
インの問題点を整理しておくこと。 
6 回 前期「データ解析基礎」の⺟集団，標本および標本調査の部分を復習してお
くこと。 
7 回 報道や公的刊行物において，調査データ 

 



年度 2014 
授業コード FIV13810 
成績評価 レポート（２５％）、定期試験（７５％）により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜14) 
見出し FIV13810 情報数学 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 大学新入生のための数学入門／石村園子／共立出版／9784320017696 
アクティブラーニング  
キーワード 四則演算、三角関数、指数関数、対数関数、微分、積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 文系でも必要と想定される基礎的な数学を多項目に渡って講義したため、講義の

進行が早いとの指摘があったので、時間的に余裕を持って講義することを⼼掛け
る。 

科目名 情報数学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で使用した数学のテキストで基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FIV13810 
実務経験のある教員  
達成目標 現代の経済学や社会学において、最小限に必要な基礎的な数学を理解し、計算力

を養うこと。 
受講者へのコメント 講義室の後方に着席して、テキストやノートを準備せずに受講している学生や、

受講する以前から学習する意欲に欠けている（具体的には欠席や遅刻が多い、ま
たは講義中に顔を下に向けたままの）学生が少なからずおり、このような学生は
授業に対する⼼構えを考え直さなければならない。 

連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 レポート提出を３回実施したが、授業の予習・復習や授業への積極的な取り組み
が低い学生が多い傾向であった。社会情報学科のような文系である学科において
も社会学や経済学を学ぶ際に、数学が必須であることを認識して学んで欲しかっ
た。 

英文科目名 Information Mathematics 
関連科目 本科目に引き続き、「経済原論」、「国際経済論」、「ミクロ経済解析」、「地域経済分

析」および「経済情報化論」を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 授業をより理解し易く、授業への学生の取り組みを積極的にするため、授業中に

学生への簡単な質問の機会を今まで以上に多くする。講義を時間的にゆっくり行



うために、講義内容の項目を減らすようにする。 
講義目的 現代の経済学や社会学を学ぶ際に、数学は必要不可欠である。このために最小限

に必要な基礎的な数学について述べる。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 分数、因数分解、平方根および複素数の計算について説明する。 

2 回 分数式の計算と方程式の解法について説明する。 
3 回 直線、放物線および円について解説する。 
4 回 楕円と不等式について説明する。 
5 回 三角比、角および三角関数について解説する。 
6 回 三角関数のグラフと公式について説明する。 
7 回 指数関数について解説する。 
8 回 対数関数について説明する。 
9 回 関数の極限について解説する。 
10 回 微分係数と導関数について説明する。 
11 回 微分計算について解説する。 
12 回 微分における関数の 

準備学習 1 回 高校での数学のテキストで第１回授業内容の該当箇所を読み、理解してお
くこと。 
2 回 高校での数学のテキストで第２回授業内容の該当箇所を読み、理解してお
くこと。 
3 回 高校での数学のテキストで第３回授業内容の該当箇所を読み、理解してお
くこと。 
4 回 高校での数学のテキストで第４回授業内容の該当箇所を読み、理解してお
くこと。 
5 回 高校での数学のテキストで第５回授業内容の該当箇所を読み、理解してお
くこと。 
6 回 三角比、角および三角関数について復習しておくこと。 
7 回 高校で指数関数を学習していたら、数学 

 



年度 2014 
授業コード FIV13910 
成績評価 定期試験（100％）によって評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜14) 
見出し FIV13910 電子計算機 
担当教員名 ⿊⽥ 正博 
単位数 2 
教科書 基本情報技術者テキスト I ハードウェア・ソフトウェア／平井利明[監修] 平井

利明, 岩井宏, 山本敦[著]／実教出版／9784407331356 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 内容が難しいというコメントがあった．コンピュータの中身（マザーボード）な

どを実際に見せて，各部品の役割を説明するとイメージがわいて理解しやすくな
ったかもしれない． 

科目名 電子計算機 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」の認定科目である。 
シラバスコード FIV13910 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)コンピュータのハードウェアの仕組みとその名称を理解する。  

(2)ソフトウェアの種類、オペレーティングシステムの役割を理解する。 
受講者へのコメント PC の仕様にある CPU（プロセッサ）やメモリの意味や役割を理解しておくこと

は，PC の購入に際して役立つ内容であると考える．また，Window という基本
ソフトウエア（OS)の役割は何かという事も知るべき内容であると考える． 

連絡先 ⿊⽥研究室 21 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この講義では，コンピュータのハードウエアとソフトウエアに関する内容を扱っ
ていたため，身近な話題ではあるが抽象的な話もあるため，コンピュータをよく
知らない学生には難しく感じられたのかもしれない． 

英文科目名 Computer Science 
関連科目 情報科学 
次回に向けての改善変更予定 コンピュータの部品を見せたり，DVD などの視覚資料を使って，ハードウエア

の役割や OS の必要性などをより深く理解してもらうようにしたいと考えてい
る． 

講義目的 情報社会において必要とされるコンピュータに関して，主にハードウェアの機能



と役割，動作原理の基礎知識を学ぶ。また，ハードウェアを動かすオペレーティ
ングシステムがどのように働いているか学習する。さらに，最新のパソコンに関
する知識も学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  コンピュータの概論について説明する。 

2 回  中央処理装置（CPU）の役割について説明する。 
3 回  主記憶装置（メインメモリ）とキャッシュメモリの役割について説明する。 
4 回  パソコン本体にあるハードウエアの種類などについて説明する。 
5 回  USB フラッシュメモリなどの外部補助記憶装置について説明する。 
6 回  キーボードやマウス，スキャナなどの入力装置について説明する。 
7 回  ディスプレイやプリンタなどの出力装置について説明する。 
8 回  基本ソフトウエア（OS）について説明する。 
9 回 

準備学習 1 回  コンピュータの 5 大装置について予習すること。 
2 回  CPU の役割について予習すること。 
3 回  メモリとキャッシュメモリについて予習すること。 
4 回  パソコン本体に内臓されているハードウエアの種類を調べること。 
5 回  外部補助記憶装置について予習すること。 
6 回  パソコンに接続できる入力装置について調べること。 
7 回  ディスプレイの解像度の意味を調べること。 
8 回  OS の種類について調べること。 
9 回  OS における記憶管理について予習すること。 
10 回  ジョブとタスクの意味を予習し 

 



年度 2014 
授業コード FIV14010 
成績評価 定期試験(100％)によって評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜14) 
見出し FIV14010 情報科学 
担当教員名 ⿊⽥ 正博 
単位数 2 
教科書 基本情報技術者大滝みや子先生のかんたんアルゴリズム解法―流れ図と擬似言

語―／大滝みや子／リックテレコム 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし． 
科目名 情報科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 次の Web ページを利用：「http://www.soci.ous.ac.jp/~kuroda/」の「Lectures」 
授業形態 講義 
注意備考 実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」「ビジネス実務士」の認定科目であ

る。 
シラバスコード FIV14010 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)2 進数と 10 進数の関係を求められること。  

(2)論理演算を計算できること。  
(3)さまざまなデータ構造やアルゴリズムに関して説明できること。 

受講者へのコメント コンピュータ内では，情報はどのように表現されるのか，またコンピュータプロ
グラムの作成においてその設計図となるフローチャートをどう書くかなど，理系
的の要素の強い内容であったため難しく感じられた事と思います．フローチャー
トはロジックに基づいて作成するため，この作業は他の分野でも重要です． 

連絡先 ⿊⽥研究室 21 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 コンピュータにおける 2 進数表現や論理演算，またアルゴリズムの理解とフロー
チャートの作成など数理系要素の強い科目であったため，学生にとっては非常に
難しい科目であったことが想像されます．総合評価の目標達成に関する評価で，
「半分程度理解できた」と回答した学生の割合が担当する他の科目と比較して多
かったのは，そのためであると考えられます． 

英文科目名 Information Science 
関連科目 電子計算機 
次回に向けての改善変更予定 流れ図の内容を扱った回数が少なかったため，いろいろな問題を流れ図にして，



アルゴリズムの考え方とそれを流れ図でどう表現するかなどといった内容の時
間を多くとって学生の理解を深めさせるようにしたいと考えています． 

講義目的 情報および情報処理の基本事項や基礎理論を学び，さらに進んだ知識の修得に必
要な情報科学の基礎力を身につける。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  基数変換について説明する。 

2 回  コンピュータにおける数値表現（2 進数）について説明する。 
3 回  コンピュータにおける負の数値表現（補数）について説明する。 
4 回  2 進数での足し算と引き算について説明する。 
5 回   AND、OR、NOT などを組み合わせた論理演算について説明する。 
6 回   論理回路について説明する。 
7 回   データ構造について説明する。 
8 回  アルゴリズムと流れ図の書き方について説明する。 
9 回  条件式（単純条件と複合条件）の書き方について説明する。 
10 回  順次 

準備学習 1 回  指数について復習をしておくこと 
2 回  10 進数から 2 進数への変換を復習しておくこと 
3 回  補数について予習しておくこと 
4 回  2 進数の補数計算を復習しておくこと 
5 回   論理演算について予習をしておくこと。 
6 回   論理演算について復習をしておくこと。 
7 回  データ構造について予習しておくこと。 
8 回  流れ図の記号について調べておくこと。 
9 回  AND、OR、NOT などの論理演算について復習をしておくこと。 
10 回  条件文について復習をしておくこと。 
11 回  前判定繰り返し構造 

 



年度 2014 
授業コード FIV14110 
成績評価 中間試験（40%），定期試験（60%） 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜13) 
見出し FIV14110 情報システム 
担当教員名 藤本 静＊ 
単位数 2 
教科書 経営情報システム／宮川公男／中央経済社／9784502414107 
アクティブラーニング  
キーワード 情報システム，経営情報システム，システム設計 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報システム 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIV14110 
実務経験のある教員  
達成目標 今日の情報技術が組織に与える影響は広範囲に及んでいるため，情報システム管

理が戦略，組織構造，組織間関係さらには社会のあり方にも左右されること，近
年の情報システム管理の対象が知識にまで広がっていることを理解することを
目標とする。また，情報システムを効率よく設計する為の技法や方法論について
理解することも目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information System 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 EUC を含む情報システムおよび情報処理システムの開発について，その基本設

計から詳細設計までに必要な種々の設計技術，設計技法を学習する。具体的には，
情報システムの概要と設計に関する知識を習得するために，情報システムの概
要，情報システムの設計，システムテスト，情報システムの保守管理について学
習する。具体的には，クライアントサーバシステムなどのシステム構成技術，シ
ステムの性能と信頼性および安全性，システム開発の言語とテスト技法，ソフト
ウェア開発の手法，情報の標準化などを扱う。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションと企業経営と情報システムについて説明する。 

2 回 個人と組織の意思決定について説明する。 
3 回 組織の管理と戦略について説明する。 
4 回 ハードウェアについて説明する。 
5 回 ソフトウェアについて説明する。 
6 回 データベースについて説明する。 
7 回 経営情報システムについて説明する。 
8 回 意思決定支援システムについて説明する。 
9 回 戦略的情報システムについて説明する。 
10 回 エンドユーザ・コンピューティングについて説明する。 
11 回 意思決定活動と応用ソフトウェアについて説 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 情報システムの概念について考えてくること。 
3 回 企業の情報システムの概念図を確認してくること。 
4 回 該当章を読んでくること。 
5 回 前回の復習と該当章を読んでくること。 
6 回 前回の復習と該当章を読んでくること。 
7 回 前回の復習と該当章を読んでくること。 
8 回 前回の復習と該当章を読んでくること。 
9 回 前回の復習と該当章を読んでくること。 
10 回 前回の復習と該当章を読んでくること。 
11 回 前回の復習と該当章を読んでくること。 
12 回 意思決定に関する課題を考えてくること。 

 



年度 2014 
授業コード FIV14210 
成績評価 課題（小レポート）３０％、試験７０％によって評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜14) 
見出し FIV14210 コミュニケーション 
担当教員名 ⽊村 邦彦 
単位数 2 
教科書 適宜。資料などを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 情報社会、マス・コミュニケーション、パーソナル・コミュニケーション、ジャ

ーナリズム 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コミュニケーション 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」「ビジネス実務士」の認定科目で

ある。 
・日ごろの社会の動きに関⼼を持って講義に出席して欲しい。 

シラバスコード FIV14210 
実務経験のある教員  
達成目標 ・非言語コミュニケーションから言語コミュニケーションへの移行、さらに、コ

ミュニケーショ ン・メディアの登場に至るまでの一連の流れの中でコミュニケ
ーションについて理解する。 
・情報通信ネットワークの仕組みとセキュリティ、コミュニケーションにおける
情報通信ネット ワークの活用方法やそこでの表現方法に触れ、電子メール、携
帯端末によるコミュニケーショ ン、政治や国際的なコミュニケーションのあり
方、現代社会を支えるマス・コミュニケーショ ンなどを扱うことを通じて、現
代社会におけるコミュニケーションやコミュニケーショ 

受講者へのコメント  
連絡先 ⽊村邦彦研究室（２１号館７階）kimura@soci.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Communication 
関連科目 情報と社会、情報メディア、マス・メディア論、ジャーナリズム論を履修してい

ることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 情報社会におけるコミュニケーションのあり方について理解するとともに、コミ
ュニケーションの目的に応じた情報通信ネットワークやメディアの効果的な活
用方法を学ぶ。その問題点も明らかにしていく。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 コミュニケーションはどのようなものか、また、情報社会における役割につ

いて説明する。 
2 回 コミュニケーションは文字の登場から始まったことを理解し、グーテンベ
ルクの印刷機で転機を迎えたことを学習する。 
3 回 現代若者のコミュニケーション力の危うさをビデオを観て、考察する。さら
に、ことばは、記号、シンボルで成り立っていることを学習する。、 
4 回 ことばを分析すると、抽象的な姿が浮かんでくる。ことばは、記号の塊であ
ることを学習する。 
5 回 非言語コミュニケーションを学習する。前段として、ことばを使っている 

準備学習 前回の講義を復習して講義に出席すること。 
日々のニュースに接しておくこと。 
できれば、というより、文書力などを身に着けるためにも必ず新聞を読んで講義
に出席すること。 
講義は、最近の社会の動きをテーマにする。最後に毎回、気になったり、関⼼の
あったニュースを書いてもらうので、コンパクトにまとめてくること。 

 



年度 2014 
授業コード FIV14310 
成績評価 課題（小レポート）３０％、試験７０％によって評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜14) 
見出し FIV14310 情報メディア 
担当教員名 ⽊村 邦彦 
単位数 2 
教科書 適宜、資料などを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 情報社会、マス・コミュニケーション、ジャーナリズム 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報メディア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 日常の社会の動きに関⼼を持って講義に出席して欲しい。 
シラバスコード FIV14310 
実務経験のある教員  
達成目標 ・「ことば」から「活字」へ、さらに、多種多様なメディアの世界に発展してきた

歴史を、  「情報の大切さ」に「技術革新」を絡めて理解する。 
・マスメディアの重要な役割は、「情報の伝達」とともに「権力の監視」であるこ
とを理解す る。その上で、メディアの問題点をも明らかにしつつ解決の道を探
り、支えていくことの大切さを理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⽊村邦彦研究室（２１号館７階）kimura@soci.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information Media 
関連科目 情報と社会、コミュニケーション、マスメディア論、ジャーナリズム論を履修す

ることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「情報」を伝えるものがメディアである。新聞、雑誌の言語（活字）から始まり、

映画、写真などの映像、放送と通信、電信と映像が加わったテレビ、さらにイン
ターネットなどまで多様化してきているのが現在である。このようなマルチメデ
ィアの進展とともに、いくつかの問題も出始めている。講義では、メディアの流
れを中⼼に現状と課題を探る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 情報メディアの概略と情報社会における役割について説明する。 
2 回 活字メディアをテーマに、文字の登場、グーテンベルクの金属活字印刷機を
経て新聞につながっていく過程を学習する。 
3 回 日本の新聞の黎明期について学習する。「新聞誌」発行のビデオを観て、新
聞の必要性を考察する。 
4 回 日本の新聞の発達について学習する。現代の新聞の原型が明治時代に確立
していく状況を説明する。 
5 回 日本の新聞の発達の経過として、明治末から大正時代にかけての商業的様
相を強める状況を説明する。同時に、技術革新について学習する。 

準備学習 前回の内容を理解して講義に臨むこと。 
日々のニュースに接しておくこと。 
できれば、というより、文書力などを身に着けるためにも必ず新聞を読んで講義
に出席すること。 
講義は、最近の社会の動きをテーマにする。最後に毎回、気になったり、関⼼の
あったニュースを書いてもらうので、コンパクトにまとめてくること。 

 



年度 2014 
授業コード FIV14410 
成績評価 定期試験(100%)によって評価を行う． 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜12) 
見出し FIV14410 ネットワーク入門（再） 
担当教員名 ⿊⽥ 正博 
単位数 2 
教科書 図解 ネットワーク 仕事で使える基本の知識／増⽥若奈／技術評論社／

9784774138800 
アクティブラーニング  
キーワード IP アドレス，TCP/IP，ルーティング 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし． 
科目名 ネットワーク入門（再） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 次の Web ページを利用：「http://www.soci.ous.ac.jp/~kuroda/」の「Lectures」 
授業形態 講義 
注意備考 なし． 
シラバスコード FIV14410 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) コンピュータネットワークの基本用語と基本プロトコルの理解すること．

(2) コンピュータ上のアドレスを理解すること．(3) Web やメールの仕組みを理
解すること． 

受講者へのコメント 開講時期の移行により，今年度は再履修者を対象とした講義であったため，内容
の理解も深まったのではないかと考える． 

連絡先 ⿊⽥研究室 21 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 あたりまえのように使っている E-mail や情報検索などにインターネットがどの
ような方法でつながって，情報をやりとりしているのかを講義した．また，自分
の PC をインターネット接続する際に入力する情報の意味や，IT パスポートの
資格試験で問われる内容程度に設定した． 

英文科目名 Introduction to Computer Network 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 インターネットがつながる仕組み，IP アドレスなどの意味をより不覚理解して

もらうために，小規模なネットワークの設計図などをグループで作ってもらうよ
うな授業をしたいと考えている． 

講義目的 コンピュータネットワークについて，その原理や機構を学ぶ．具体的には，ネッ
トワークの基本であるプロトコルの階層構造と各レイヤーの役割，インターネッ



ト通信プロトコルである TCP/IP などパソコンで実装されているハードウエア
とソフトウエア技術について理解した後，代表的なインターネットサービスにつ
いて学習する．さらに，情報セキュリティー技術やネットワークで実装されてい
るルーティング技術の基礎的な事項について学習する．本講義では随時実習を行
い，より実践的な知識と技術の習得を目指す． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。TCP/IP によるコンピュータネットワークの仕組みを

説明する。 
2 回 コンピュータネットワークで使用される IP アドレスを知ることと、数字の
意味を説明する。 
3 回 IP アドレスの構造やネットマスク，アドレスの種類といった IP アドレスの
仕組みを説明する。 
4 回 TCP/IP ネットワークによる通信を支えるルーティング技術と、通信で使用
する機器について説明する。さらに、ルーティングに関するコンピュータ設定を
確認する。 
5 回 経路選択で用いられるルーティングテーブルの設定方法および管理方法 

準備学習 1 回  LAN と WAN の違いと調べておくこと。 
2 回 PC のネットワーク設定に必要な情報を調べておくこと。 
3 回 第 2 回授業で学習した IP アドレスの構造をしっかり理解しておくこと。 
4 回 ルーティング技術のイメージをしっかりとつかんでおくこと。 
5 回 第 4 回授業で学習したルーティングについて理解をしておくこと。 
6 回 パケットの意味を理解しておくこと。 
7 回 TCP と UDP に代表されるインターネットサービスが何かを調べておくこ
と。 
8 回 第 8 回授業で学習した TCP と UDP の違いを理解しておくこと。 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FIV14510 
成績評価 中間試験(50%)，定期試験(50%)によって行う． 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜13) 
見出し FIV14510 システム管理 
担当教員名 ⿊⽥ 正博 
単位数 2 
教科書 次の Web ページを利用：「http://www.soci.ous.ac.jp/~kuroda/」の「Lectures」 
アクティブラーニング  
キーワード 情報システム，システム開発法，ハードウエア，ソフトウエア，データベース，

インターネット 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし． 
科目名 システム管理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する． 
授業形態 講義 
注意備考 実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」「ビジネス実務士」の認定科目であ

る． 
シラバスコード FIV14510 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) システム開発や運営管理などで要求される知識を幅広く理解すること．(2) 

ファイル管理に関わるソフトウエアやデータベース，ネットワーク技術の基本事
項を理解すること． 

受講者へのコメント 学科の必修科目でいうことで，授業に真剣と聞いていたようである．内容的には，
IT パスポートの内容を多く含むので，この資格の取得を目指す学生は特に講義
内容をきちんと理解しておくと，資格試験の受験に際しておおいに役立つと考え
る．また，コンピュータの基礎用語および事項を解説をしているので，業務でコ
ンピュータを使用する際にも役立つと考える． 

連絡先 ⿊⽥研究室 21 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 情報システムの定義からシステムの構築方法および運用までのシステム開発が
前半であり，システムの利用としてハードウエア・ソフトウエア，社内 LAN の
構築およびデータベースの運用までが後半となっており，非常に幅広い内容であ
ったため，内容によっては授業の進度が速くなったしまった．このため，一方通
行の講義になった感じではあるが受講生には概ね満足をしてもらえたようであ
った． 

英文科目名 System Management 



関連科目  
次回に向けての改善変更予定 情報システムの不具合によるトラブルが企業経営にどのように悪影響を及ぼす

かなど実例を踏まえた授業をおこなうことで，講義により興味をもってもらうよ
うにしたいと考えている．コンピュータ技術やインターネットの技術は目まぐる
しく変わっていくので，最新の話題を準備取り込みながら授業をしていきたい． 

講義目的 システム開発や運営・管理などのシステム管理をおこなう際に要求される知識を
幅広く学習する．さらに，ファイル管理に関わるソフトウエアやデータベース，
コンピュータネットワーク技術などについても学習する．システム管理に関し
て，情報システムや EUC におけるシステム設計と要求分析，各種設計手法，⼯
程管理や品質管理などの開発管理手法，さらにシステム運用と管理の理論，ファ
イル管理について理解を深める．次に，OS や応用ソフトエアの種類と特徴，ソ
フトウエアの開発環境について学ぶ．また，ファイル管理とかかわってデータベ
ースの応 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。情報システムとシステム管理について概略を説明す

る。 
2 回  情報システムの利用目的は何であるかを説明する。 
3 回  情報システムはどのような目的で構築されるかを説明する。 
4 回  システム開発方法とその特徴を説明する。 
5 回  システムの設計から完成までの一連の流れを説明する。 
6 回  情報システムのプログラム開発方法とテスト，運用管理について説明する。 
7 回  試験を行うので、第 1 回から第 6 回までの内容をよく理解し整理しておく
こと。試験終了後に出題内容について解説を行う。 
8 回 

準備学習 1 回 情報システムとシステム管理について概略について予習すること。 
2 回  情報システムの利用目的は何であるかを予習すること。 
3 回  情報システムの開発組織とシステム管理の役割について予習しておくこ
と。 
4 回  3 つのシステム開発方法について予習をしておくこと。 
5 回  システム開発の特徴を整理し，相違点および特徴を復習しておくこと。 
6 回  システムのプログラム開発方法とテストの役割について予習をしておくこ
と。 
7 回  第 1 回から第 6 回までの内容をよく理解し整理しておくこと。 
8 回  データの統計的処 

 



年度 2014 
授業コード FIV14610 
成績評価 中間試験(50%)，期末試験(50%)によって行う． 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜12) 
見出し FIV14610 データベース（再） 
担当教員名 ⿊⽥ 正博 
単位数 2 
教科書 Access ではじめる データベース超入門／⻄村めぐみ／技術評論社 
アクティブラーニング  
キーワード 関係データベース，SQL，ACCESS，クエリ作成 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし． 
科目名 データベース（再） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 次の Web ページを利用する：「http://www.soci.ous.ac.jp/~kuroda/」の「Lectures」 
授業形態 講義 
注意備考 実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」「ビジネス実務士」「社会調査アシス

タント」の認定科目である． 
シラバスコード FIV14610 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) データベースの意義と理論，およびデータベースの有用性について理解する

こと．(2) 目的に合ったデータベースを構築できる能力を養うこと． 
受講者へのコメント 再履修の講義という事で，受講者も少なかったため，学生も質問をしやすかった

ように思います． 
連絡先 ⿊⽥研究室 21 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この講義は，リレーショナルデータベースの概念と SQL の構文の理解を Access
による実習という形式で行いました．Access のコマンドを打つことによって，デ
ータベースの演算を確認できるので学生達も意欲的に取り組んでくれたように
思います． 

英文科目名 Database 
関連科目 システム管理 
次回に向けての改善変更予定 次回からは，再履修のクラスではないので受講者数も増えることが予想されま

す．Access によるコンピュータ実習では，一方的な話ではなく，学生の不明な点
も丁寧に回答できる時間をとれるようにしたいと考えています． 

講義目的 データベースの意義と理論，およびデータベースの有用性について理解させ，実
際に目的に合ったデータベースを構築できる能力を養うことを目的とする．デー
タファイルとデータベースについて概観したあと，データベースモデルの種類と



その技術について学ぶ．特に，データベースの構築においてはリレーショナルモ
デルを取り上げ，そのモデルで重要な正規化とデータベース言語 SQL の記述方
法について，データベースソフトの実習を通して習得していく．またその実習に
おいては，統計データベースを対象にし， ACCESS を用いて情報検索や情報管
理 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 データベースの持つべき機能および役割について学習する。 

2 回  関係データベースの基幹となるキーの概念と主キー、外部キーの役割を学
習する。 
3 回 関係データベースの演算である射影、選択、結合について説明する。 
4 回 関係データベースの言語である SQL について説明する。さらに SELELCT
文の書き方を学習する。 
5 回 射影、選択、結合といった演算が，SELECT 文でどのように表現されるか
を説明する。 
6 回 中間試験を行うので、第 1 回から第 5 回までの内容をよく理解し整理 
しておくこと。試験終了後に出題内 

準備学習 1 回  システム管理のデータベースで学習した内容を復習すること。 
2 回  関係データベースの特徴について復習すること。 
3 回  主キーと外部キーの役割について理解しておくこと。 
4 回  射影、選択、結合の演算について理解しておくこと。 
5 回  Select 文の文法を復習しておくこと。 
6 回  関係データベースの特徴と SQL が書けるように勉強しておくこと。 
7 回  Access の起動および終了方法を確認しておくこと。 
8 回  外部データの取り込みと主キーの設定方法を復習しておくこと。 
9 回  主キーと外部キ 

 



年度 2014 
授業コード FIV14710 
成績評価 授業の中で実施する課題やレポートによって評価する 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 社会情報学科(07〜12) 
見出し FIV14710 ビジネス実務演習 
担当教員名 山口 隆久、菊池 啓子＊ 
単位数 2 
教科書 １週間で完成！内定獲得できる本  菊池啓子著 祥伝社 (2011/12/3) 
アクティブラーニング  
キーワード 就職活動、企業選択、自己理解、自己 PR、ストレスマネジメント 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ビジネス実務演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業の中で紹介する。 
授業形態 演習 
注意備考 実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」「ビジネス実務士」の認定科目であ

る。 
集中講義の日程（予定） 
10 月 4 日（土）３コマ／11 月 1 日（土）３コマ／12 月 6 日（土）３コマ／2 月
7 日（土）３コマ 

シラバスコード FIV14710 
実務経験のある教員  
達成目標 適切な自己 PR ができ、自分と仕事・企業とのマッチングのポイントが明確にな

る 
受講者へのコメント  
連絡先 山口研究室 21 号館７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise of Business Practice 
関連科目 ビジネス実務総論、キャリアデザイン 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 就職活動に必要なスキルを身に付け、自分で考え、後悔のない進路選択をするた

めの知識を身に付ける 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 キャリアとは何か。キャリアデザインと就職活動のポイントを考える 
3 回 自己理解①自分の特徴を知る ⻑所と短所の考え方 



4 回 自己理解②自分の経験を整理する 
5 回 自己理解③自分の行動特徴を考える 
6 回 自己理解④価値観の明確化と、職業・企業選択との関係について 
7 回 自己理解⑤自分の興味の方向性を考える 
8 回 自己理解⑥モチベーション特性と職業・企業マッチングのポイントについ
て 
9 回 演習①就職サイトの効果的な使い方 
10 回 演習②企業情報の読み解き方 
11 回 演習③自己 P 

準備学習 1 回 自分なりのキャリアデザインを漠然でいいので考えておくこと。 
2 回 各回のテーマで学んだことを、次回講義までに実践をする。毎回講義開始時
にそれをグループで共有。 
3 回 各回のテーマで学んだことを、次回講義までに実践をする。毎回講義開始時
にそれをグループで共有。 
4 回 各回のテーマで学んだことを、次回講義までに実践をする。毎回講義開始時
にそれをグループで共有。 
5 回 各回のテーマで学んだことを、次回講義までに実践をする。毎回講義開始時
にそれをグループで共有。 
6 回 各回のテーマで学んだことを、次回講義ま 

 



年度 2014 
授業コード FIV14810 
成績評価 平常点(30％)と定期試験(70％)によって評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜14) 
見出し FIV14810 社会情報入門 
担当教員名 森 裕一 
単位数 2 
教科書 講義中に配布する資料等による。 
アクティブラーニング  
キーワード 社会情報，社会調査，経営，経済，法政，社会，歴史，文化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 一部の人の私語がやかましく不愉快であったという記述がありました。担当教員

は，しっかり注意したいと思います。 
科目名 社会情報入門 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 「社会調査士」認定科目である。 
シラバスコード FIV14810 
実務経験のある教員  
達成目標 ・本学科で学習・研究する「社会情報」を広く理解することができる。 

・「社会調査」の基礎的事項を身につける。 
受講者へのコメント 今年度の受講生の人たちの取り組みは，これまでと比べて，悪いわけではないの

ですが，成績は２割程度低かったように思います。もともとの学力の問題か，学
習週間がついていないせいなので，明確な理由はわかりませんが，アンケートか
ら，考えられることを探してみると，授業外の取り組みをまったくしていない人
が 6 割というのが目立ちます。入学して最初の授業であり，社会情報学科の方向
付けを行う授業ですから，高校での勉強方法と大きく変えることなく，臨んでほ
しいと思います。 

連絡先 森研究室（21 号館 7 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 三原，水谷，坂部，⻄野，森の５名が１，１，２，２，９コマ担当した全体に対
してもアンケートであったので，個別の回答はむずかしい。 

英文科目名 Introduction to Socio-Information 
関連科目 本科目に引き続き，「社会調査法」などの「社会調査士」認定科目を受講すること

が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「社会」，「調査」，「研究」をキーワードに，社会情報研究として典型的な学問分



野と実践的な事例を取り上げ，本学科における学習・研究を広く見通すことを目
標にした社会情報の入門講義を行う。最初に，典型的な学問分野を「経営・経済」，
「法政・社会」，「歴史・文化」の３つでくくり，それぞれにおいて社会情報とは
何かを講述する。続いて，それらの知識の上に，情報技術が社会に活かされてい
る具体的な事例として「社会調査」を取り上げ，社会調査によって資料やデータ
を収集し，分析しうる形にまで整理していく具体的な方法を解説する。これ 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  社会情報と経営・経済について学習する。（１） 

2 回  社会情報と経営・経済について学習する。（２） 
3 回  社会情報と法政・社会について学習する。（１） 
4 回  社会情報と法政・社会について学習する。（２） 
5 回  社会情報と歴史・文化について学習する。（１） 
6 回  社会情報と歴史・文化について学習する。（２） 
7 回  社会情報と社会調査について学習する。（１）−調査事例と社会情報研究の
方法について− 
8 回  社会情報と社会調査について学習する。（２）−調査企画と設計− 
9 回  社会情報と社会調 

準備学習 1 回  「経営・経済」について最近の話題に目を向けておくこと。 
2 回  「経営・経済」の話題にさらに注目しておくとともに前回の復習をしてお
くこと。 
3 回  「法政・社会」について最近の話題に目を向けておくこと。 
4 回  「法政・社会」の話題にさらに注目しておくとともに前回の復習をしてお
くこと。 
5 回  「歴史・文化」について最近の話題に目を向けておくこと。 
6 回  「歴史・文化」の話題にさらに注目しておくとともに前回の復習をしてお
くこと。 
7 回  世の中にどのような「調査」があるかを意識して授業に臨むこと 

 



年度 2014 
授業コード FIV14910 
成績評価 平常点(30％)，適宜課す課題・レポート(35％)および定期試験(35％)によって評

価を行う。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜13) 
見出し FIV14910 行動計量学 
担当教員名 森 裕一 
単位数 2 
教科書 次の Web ページを利用する。http://mo161.soci.ous.ac.jp/@d/indexj.html 
アクティブラーニング  
キーワード 解析ストーリー，マーケティング，多変量解析，重回帰分析，クラスター分析，

数量化法，主成分分析，統計パッケージ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 上記の通りです。 
科目名 行動計量学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 データマイニング事例集／上⽥太一郎／共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 ・「社会調査士」認定科目である。 

・実務士資格「社会調査アシスタント」の認定科目である。 
シラバスコード FIV14910 
実務経験のある教員  
達成目標 ・解析事例を基に，さまざまなデータ解析の手順について理解する。 

・多変量解析の基礎を身につける。 
受講者へのコメント これまでは，「もう少し平易に」という意見が散見されましたが，今回はいません

でした。上でも見たように，みなさんしっかり取り組んでくれたようですので，
今後の受講生の人たちもがんばってほしいと思います。また，指示された以外の
課題に取り組む人も出てきていますので，時間外での復習と関連する知識の収
集・理解に⼼がけてもらえればと思います。 

連絡先 森研究室（21 号館 7 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全体に，マイナスの評価はありませんでした。授業時間外の学習時間が平均１時
間，課題に全員取り組み，2 名が指示された以外の課題にも自主的に取り組んだ
とのことで，大変よかったと思います。目標達成度も「半分」以上であり，満足
度も「満足」と「ほぼ満足」でした。 

英文科目名 Behavior Metrics 
関連科目 「データ解析システム」を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 授業中にもいいましたが，「１回言ったのに，わからないのか」という態度をとら



ないように⼼がけましたが，１人から，自由記述にその指摘がありました。受講
生の立場からすれば，「１回聞いてもわからないんだから，質問している」わけで
すから，丁寧な対応をしていきたいと思います。 

講義目的 既習の統計関係の講義を基礎として，多変量のデータ解析手法についての入門的
内容を概説する。扱う手法としては，回帰診断を含めた重回帰分析，主成分分析，
クラスター分析，数量化法等などの多変量統計手法の基礎である。これらの手法
ごとに，実データへ適用した事例を通して理論を講述し，同種のデータへ学んだ
手法を適用することを繰り返し，社会情報に関するデータ処理に各手法を適用で
きる力をつけることをめざす。演習では，統計解析パッケージを利用した実習を
行う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  データ科学と多変量解析の概要を解説する。 

2 回  データの記述と予測（１）として，「単回帰分析」について，実習により学
習する。 
3 回  「単回帰によるデータ分析」に関する練習をする。 
4 回  データの記述と予測（２）として，「重回帰分析」について，実習により学
習する。 
5 回  「重回帰によるデータ分析」に関する練習をする。 
6 回  データの記述と予測（３）として，「重回帰分析−カテゴリカルデータ−」
について，実習により学習する。 
7 回 「ダミー変数を利用するデータ分析」」に関する練習をする。 
8 回 

準備学習 1 回  マーケティング分野のデータ解析の事例を見ておくこと。 
2 回  テキストとして使用する Web ページ（第 1 回）を事前に予習しておくこ
と。 
3 回  前回の手法を使って練習ができるように内容を復習しておくこと。 
4 回  テキストとして使用する Web ページ（第 2 回）を事前に予習しておくこ
と。 
5 回  前回の手法を使って練習ができるように内容を復習しておくこと。 
6 回  テキストとして使用する Web ページ（第 3 回）を事前に予習しておくこ
と。 
7 回  前回の手法を使って練習ができるように内容を復習しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FIV15010 
成績評価 平常点(30％)，適宜課す課題(30％)，および最終課題（Web 調査報告書による成

果発表）(40％)によって評価を行う。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜12) 
見出し FIV15010 社会調査実習 
担当教員名 森 裕一 
単位数 1 
教科書 Web ページ http://www.soci.ous.ac.jp/SociResPrc/2014/ および社会調査関係

の授業でこれまで使用した教科書・資料 
アクティブラーニング  
キーワード アンケート調査，社会調査 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 自由記述はありませんでした。 
科目名 社会調査実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 実習中に適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 「社会調査士」認定科目であるが，資格取得のために，この科目を履修する場合

は，http://www.soci.ous.ac.jp/skill/SocialResearcher/subjects.html を確認のこ
と。 

シラバスコード FIV15010 
実務経験のある教員  
達成目標 ・アンケート調査により，社会調査の全過程を体験し，自ら社会調査を実施でき

るようになる。 
受講者へのコメント 社会調査の集大成の授業でした。実社会に出ると，この授業で培ったノウハウが

役に立つと思いますので，そのときにはしっかり学んだ知識と技術を活かしてく
ださい。ただ，今年度は１３人と大変少ない受講者数で，例年，３０〜４０人を
超えている中では，異例でした。「社会調査士」の資格科目ですから，それだけみ
なさんは資格がいらないということのようです。実社会で役立つ内容をやってい
ますので，（資格の取得の希望のあるなしにかかわらず），次年度は，例年以上の
受講を望みます。 

連絡先 森研究室（21 号館 7 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 少人数であったので，こまめにケアができたようで，どの項目も大きな問題はな
いと判断されます。 

英文科目名 Exercise of Social Research 
関連科目 これまでの社会調査関連科目を履修しておくこと。 



次回に向けての改善変更予定 特になく，今年度と同様の方針で臨みたいと思います。 
講義目的 本実習では，社会情報実習 α とともに，社会調査の全過程を体験的に学習する。

ここでは，対象とする分野は特定せず，身近な話題をテーマとしたアンケート調
査を実施する。調査過程においては，自ら決めたテーマごとに立てた企画に基づ
き，事前情報の収集，質問紙の作成，調査の実施，得られたデータの分析に重点
をおく。実際の調査では，事前のサンプリング調査や本調査での質問紙の配布と
回収に焦点をあて，統計パッケージを利用したデータ分析と結果の読み取りを体
験する。また，報告書作成にあたっては，Web への情報発信について扱うことに
する 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション（アンケート調査の流れと情報収集・分析・発信の方

法）について解説する。 
2 回  アンケート調査の企画（テーマ，仮説，解決への方略の設定）を行う。 
3 回  調査項目の設定（先行研究の動向チェックと項目設定のための情報収集）
を行う。 
4 回  調査票の作成（主として，依頼文，質問紙の作成）を行う。 
5 回  調査票の作成（主として質問項目の評価と確定）を行う。 
6 回  作成したアンケートを用いて，調査を実施する。 
7 回  得られたデータを解析する（１：主として，Excel への結果の入力お 

準備学習 1 回  実際の社会調査を行うので，これまでの社会調査関連科目を復習しておく
こと。 
2 回  調査をしたいテーマを具体的に絞っておくこと。 
3 回  以下，これまで得た社会調査に関する知識を総動員して調査の全過程を踏
むので，必要な知識と技法の確認および前回のやり残しを補いながら，毎回の作
業に臨むこと。 
4 回  必要な知識と技法の確認および前回のやり残しを補いながら，今回の作業
に臨むこと。 
5 回  必要な知識と技法の確認および前回のやり残しを補いながら，今回の作業
に臨むこと。 
6 回  必要な知識と技法の確認および 

 



年度 2014 
授業コード FIV15110 
成績評価 定期試験(85%)と、授業の中で実施する課題(15%)によって評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜14) 
見出し FIV15110 現代の経営 
担当教員名 水谷 直樹 
単位数 2 
教科書 配布する講義資料による。 
アクティブラーニング  
キーワード 企業経営、経営戦略、企業組織 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「休講回数が０で、授業がシラバス通りに進んでいて、受講しやすかったです。」 

「同一の解法の繰り返しが多いように見受けられます。」 
「一年生がうるさい」 
という３件の自由記述がありました。 
授業の中で繰り返しが多いのは、１年次生配当科目として初学者が理解しやすい
ようにしているためです。多少冗⻑と感じる学生がいるかもしれませんが、全体
のレベルを考えると妥当と判断しています。 

科目名 現代の経営 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業の中で紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」「ビジネス実務士」「社会調査アシス

タント」の認定科目である。 
シラバスコード FIV15110 
実務経験のある教員  
達成目標 経営学の基礎的な概念を理解し、ビジネス分野の各論を学ぶために必要な知識を

得る。 
消費者の立場ではなく、企業側の立場から企業の意思決定の考察ができることを
目指す。 

受講者へのコメント １年次生前期配当科目として、ビジネス系分野の導入解説を中⼼とした内容です
が、興味をもったら書籍など関連資料をぜひ目を通してほしいです。ビジネスの
分野は未知の人が多いと思います。この分野に興味をもって、経済の動向に関⼼
をもって自ら知識をつけていただきたいです。 

連絡先 水谷研究室 21 号館７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野への理解が深まった、興味・関⼼が高まったと回答する学生が多く、本
講義の目的が達成されていると感じます。今後の進路の参考になったという回答
も多く、ビジネス分野の勉強がキャリアを考えるうえで役立つことがわかりま



す。一方、授業時間外の学習への取り組みは、積極的に取り組んでいる人もいま
すが、全体的に授業時間外の学習が少ないように思いました。 

英文科目名 Modern Management 
関連科目 経営戦略、経営組織 
次回に向けての改善変更予定 授業時間外の学習時間が少ないように感じますので、レポート課題などを取り入

れることを検討します。 
講義目的 現代経済の中で重要な役割を担っている企業の成り立ち・仕組み・機能等を理解

し、組織及び経営についての基礎知識を得る。具体的には、企業の沿革・諸形態
についての理解をふまえ、企業類型ごとの特徴を整理しながら、現代の経営にと
っての課題について考える。そして、経営学の柱である戦略論および組織論の概
要を把握する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクションとして、企業経営の目的について説明する。 

2 回 経営学の概要について解説する。経営戦略論と経営組織論が経営学の中核
であることを示し、それぞれについて概要を説明する。 
3 回 企業の規模と種類について解説する。日本の企業の構成について紹介し、規
模による分類および業種による分類について説明する。 
4 回 企業が有する代表的な経営資源として、ヒト、モノ、カネ、情報について説
明する。 
5 回 企業をとりまく経営環境について解説する。環境変化に対して企業が自ら
を適応させていることを理解する。 
6 回 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。社会人としての自分の将来を思い描いておく
こと。 
2 回 日本の大企業のいくつかを思い浮かべ、それらの事業内容をイメージする
こと。また、企業が事業を行っていくうえで、決定していかなければならない最
重要項目は何であるか考えておくこと。 
3 回 中規模・小規模の企業を思い浮かべ、その事業内容をイメージすること。就
職したい企業をリストアップし、その事業内容を説明できるようにしておくこ
と。 
4 回 企業が保有する資源としてどのようなものがあるか考察しておくこと。 
5 回 企業の経営を左右する 

 



年度 2014 
授業コード FIV15211 
成績評価 定期試験(60%)と、授業の中で実施する課題または中間テスト(40%)によって評

価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜10) 
見出し FIV15211 ビジネス情報 
担当教員名 山口 隆久 
単位数 2 
教科書 １からの経営学 加護野忠男・吉村典久編著 碩学者 
アクティブラーニング  
キーワード ビジネス実務、簿記会計、組織 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ビジネス情報 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業の中で紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」「ビジネス実務士」の認定科目であ

る。 
シラバスコード FIV15211 
実務経験のある教員  
達成目標 競争的システムとしてのビジネスの世界で求められる実務内容と能力の内容を

概説し、実社会で必要な能力・ビジネススキルを学習する。 
受講者へのコメント  
連絡先 山口研究室 21 号館７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information in Business 
関連科目 現代の経営 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 経営学の入門科目であり、一から経営学を学ぶ。具体的には、情報化時代のビジ

ネスについて理論的・技術的に解説し、企業組織とともにその内容がどのように
展開してきたかを論じる。さらに、企業活動のフェーズごとに求められる実務内
容とビジネスの現場での能力について理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 第１章 ビジネス実務とは何かについて説明をする。 

2 回 「ビジネス実務の現場」の事例研究、協働について説明する。 
3 回 「ビジネス実務の定義・研究」、「ビジネス実務の学習とは」、「ビジネスワー



カーと能力開発」について説明をする。 
4 回 第２章 個人業務とマネジメント 
「個人業務をマネジメントする」について説明する。 
5 回 「業務推進とコミュニケーション」について説明する。 
6 回 第３章 協働業務とマネジメント 
「協働と課題の明確化」について説明する。 
7 回 「協働による課題達成」について説明する。 
 

準備学習 1 回  特になし 
2 回  新聞・ニュースなどを見て、企業内部の仕事としてどのような仕事がある
か考えておくこと。 
3 回  新聞・ニュースなどを見て、企業内部の仕事としてどのような仕事がある
か考えておくこと。 
4 回  新聞・ニュースなどを見て、企業内部の仕事としてどのような仕事がある
か考えておくこと。 
5 回  よく売れている商品の例を思い浮かべておくこと。 
6 回  企業間競争の実例を知っておくこと。 
7 回  企業の経営状態の良し悪しをどう測ればよいか考えておくこと。 
8 回  企業で使われている役職の名前を知っ 

 



年度 2014 
授業コード FIV15310 
成績評価 定期試験(80%)と、授業の中で実施する課題(20%)によって評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜13) 
見出し FIV15310 経営情報 
担当教員名 水谷 直樹 
単位数 2 
教科書 配布する講義資料による。 
アクティブラーニング  
キーワード オペレーションズ・リサーチ、情報システム開発 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「経営学の数学は少々厄介でした。」 

「基本情報等の資格試験の過去問をもっと扱って欲しい。」 
「特になし。」 
「毎回の課題で、授業の復習ができました。」 
の４件の自由記述をいただきました。 
文系なので数学が苦手の人が少なくないと思います。しかし、ビジネスでは数字
を扱うことが多く、定型的な問題解決には数学を用いた方法が使われますので、
解説のわかりやすさを高めたいと思います。 

科目名 経営情報 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業の中で紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIV15310 
実務経験のある教員  
達成目標 経営における定型的問題の構造について理解する。各種の情報系職種で必要とさ

れる経営分野における問題解決技法についての基礎知識を習得する。 
受講者へのコメント 情報系の資格取得に関連する分野なので、並行して資格取得の勉強を行った学生

が多いように思います。積極的な取り組み姿勢を感じますので、これからもこの
方面の勉学に励んでください。わからないことが出てきたら、質問に来てくださ
い。 

連絡先 水谷研究室 21 号館７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 指示された課題に取り組んだ学生や、自主的に学習に取り組んだ学生が多く、授
業の成果が出たものと感じます。 

英文科目名 Management Information 
関連科目 経営システム、情報科学、情報数学 



次回に向けての改善変更予定 自由記述において、資格試験の過去問をさらに扱って欲しいという意見がありま
した。授業において、資格試験に出題された問題をいくつか例題として用いてい
ます。授業時間は限られていますので、今後も資格試験の過去問題から問題を厳
選して紹介していきたいと思います。 

講義目的 経営環境の変化に迅速に対応するため、企業では種々の情報化が行われ、問題解
決に利用してきた。本講義では、経営における典型的な最適化問題を提示し、数
理的手法によって解決する方法論について解説する。そして、情報通信技術を活
用して問題に対処する知識や技術を解説する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 経営における問題解決手法について概説し、本講義で扱う内容を説明する。 

2 回 経営における最適化問題として、線形計画法を解説する。線形計画法のう
ち、最大化問題について説明する。 
3 回 線形計画法のうち最小化問題を解説し、最大化問題と対比する。 
4 回 線形計画法の一種である輸送問題を解説する。 
5 回 日程計画を解説する。アローダイアグラムの意味、最短完了時間を導出する
までの流れを説明する。 
6 回 日程計画を解説する。アローダイアグラムから最短完了時間およびクリテ
ィカルパスの導出方法を説明する。 
7 回 経 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 連立１次方程式・不等式に不安がある場合は復習しておくこと。 
3 回 前回の配布資料を理解しておくこと。 
4 回 これまでに学んだ最大化問題、最小化問題の解き方を理解しておくこと。 
5 回 建物を建設する場合に、どのような⼯程があるか推測せよ。その中に、同時
に並行して行える⼯程を見つけること。 
6 回 アローダイアグラムの意味を理解しておくこと。 
7 回 割合および確率に不安がある場合は復習しておくこと。 
8 回 前回の配布資料を理解しておくこと。 
9 回 確率の知識に不安がある場 

 



年度 2014 
授業コード FIV15410 
成績評価 中間試験 40%，定期試験 60% 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜13) 
見出し FIV15410 市場行動 
担当教員名 大藪 亮 
単位数 2 
教科書 コーポレート・マーケティング／村松潤一／同文舘出版／9784495642518 
アクティブラーニング  
キーワード マーケティング，消費者行動，顧客価値 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 市場行動 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜，指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIV15410 
実務経験のある教員  
達成目標 マーケティングは，経営・営業企画だけではなく，技術・研究開発や財務，人事

などあらゆる業務に必要となってきており，注目を浴びている分野である。本講
義では，企業のマーケティング活動やそれに対する消費者行動に興味・関⼼を持
つこと，また，マーケティングに関する基礎的な概念や理論を理解することを達
成目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5F 大藪研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Market Behavior 
関連科目 1 年次の「流通ビジネス」を受講していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 企業活動は，大きく内的活動と外的活動に分けられる。例えば，内的活動は，組

織内の活動であり，戦略策定や財務等が挙げられる。外的活動は，消費者や顧客
に対する活動であり，主にマーケティングが中⼼となる。特に，企業の利益が，
顧客・消費者による自社製品の購買からもたらされることを考えると，外的活動
は非常に重要である。本講義は，企業の外的活動および消費者行動を市場行動と
捉える。講義では，具体的な事例を多く取り上げ解説する。これらを通じて，実
際のマーケティング活動を捉える視点やその論理を学び，それらの活動について



理解が 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進めを説明する。マーケティングと経営につい

ての基本的な考え方を説明する。 
2 回 マーケティング誕生とその役割について説明する。 
3 回 マーケティングの基礎概念について説明する。 
4 回 戦略的マーケティングの概念について説明する。 
5 回 具体的な事例をもとに，製品戦略について説明する。 
6 回 具体的な事例をもとに，価格戦略について説明する。 
7 回 具体的な事例をもとに，流通戦略について説明する。 
8 回 具体的な事例をもとに，プロモーション戦略について説明する。 
9 回 具体的な 

準備学習 1 回 なぜこの講義を選んだのかしっかりと考えておくこと。 
2 回 マーケティングの日本語訳を考えておくこと。 
3 回 売れる製品・サービスを作るためにはどうすれば良いのか考えておくこと。 
4 回 マクドナルドという強敵がいるにも関わらず，なぜモスバーガーは生き残
ることができているのか考えておくこと。 
5 回 ヒット商品を一つ選び，なぜその商品がヒットしているのか考えておくこ
と。 
6 回 自分の携帯電話の料金プランを確認しておくこと。 
7 回 なぜ四国にはセブンイレブンが出店していないのか考えておくこと。 
8 回 面白い 

 



年度 2014 
授業コード FIV15510 
成績評価 グループワーク作業による成果物（50％）、定期試験（50％） 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜13) 
見出し FIV15510 経営戦略 
担当教員名 山口 隆久 
単位数 2 
教科書 １からの戦略／碩学舎／ISBN: 4502671509 
アクティブラーニング  
キーワード 経営戦略、マーケティング、市場調査、消費者行動、広告戦略 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 経営戦略 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」「ビジネス実務士」「社会調査アシス

タント」の認定科目である。 
シラバスコード FIV15510 
実務経験のある教員  
達成目標 企業戦略（経営戦略、マーケティング戦略）の基本的な考え方を理解し、企業の

構造と関連付けて把握して欲しい。また、グループでのワークッショプによって、
組織対応力、コミュニケーション能力、プレゼンテーション力を身につけてほし
い。 

受講者へのコメント  
連絡先 山口研究室（21 号館 7 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Management Strategy 
関連科目 前期の「市場行動」の理解を前提としている為、必ず既に、「市場行動」を受講し

ていること（必須）。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では、理論を説明した後、残り６回の講義では、７〜８名程度のグループ

に分かれてビジネスプラン策定のワークショップを開催する。 
企業経営の重要な柱である企業戦略（経営戦略、マーケティング戦略）の基礎理
論を中⼼に学習し、ビジネス戦略の構築にあたって重視すべき実務内容の考察に
反映させる。具体的には、販売の企業活動の総括としての位置づけを概説し、マ
ーケティング戦略の近代化・科学化が経営戦略の柱となっている実態を論じる。



企業戦略（経営戦略、マーケティング戦略）の基礎理論と現代的な課題を理解し、
ビジネス実務におい 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  経営戦略の概論について述べる。 

2 回  企業戦略（経営戦略、マーケティング戦略）策定の要件について論じる。 
3 回  全社戦略（経営理念、ビジョン、ミッション）について論じる。 
4 回  事業ポートフォリオ、多角化戦略、情報戦略について論じる。 
5 回  事業戦略（戦略分析）について論じる。 
6 回  競争優位理論について論じる。 
7 回  外部環境分析、内部環境分析について論じる。 
8 回  基本戦略と戦略パターンについて論じる。 
9 回  グローバル戦略（M&A）について論じる。 
10 回  企業戦略の策定と 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 新聞・ニュースなどを見て、企業内部の仕事としてどのような仕事があるか
考えておくこと（標準学習時間 90 分） 
3 回 新聞・ニュースなどを見て、企業内部の仕事としてどのような仕事があるか
考えておくこと（標準学習時間 90 分） 
4 回 新聞・ニュースなどを見て、企業内部の仕事としてどのような仕事があるか
考えておくこと（標準学習時間 90 分） 
5 回 よく売れている商品の例を思い浮かべておくこと（標準学習時間 90 分） 
6 回 企業間競争の実例を知っておくこと（標準学習時間 90 分） 
7 回 企業の経営状態の 

 



年度 2014 
授業コード FIV15610 
成績評価 定期試験(60%)と、授業の中で実施する課題または中間テスト(40%)によって評

価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜11) 
見出し FIV15610 経営情報分析(再) 
担当教員名 水谷 直樹 
単位数 2 
教科書 配布する講義資料による。 
アクティブラーニング  
キーワード ビジネス実務、簿記 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 経営情報分析(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業の中で紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIV15610 
実務経験のある教員  
達成目標 ビジネススキルとしての簿記実務の内容を理解する。 

ビジネスの現場で使われる会計用語の意味を理解する。 
資格試験にも対応できる知識を習得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 水谷研究室 21 号館７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Analysis of Management Information 
関連科目 「現代の経営」を受講していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 経済的な情報を計測するプロセスである簿記についての基本的方法について解

説するとともに、会計についての基本知識をもつ。ビジネスの現場で活用できる
知識を中⼼に解説を進め、特にビジネスの中で頻出する会計用語が理解できるよ
う講義を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクションとして、本講義の内容および簿記のしくみを概説する。 

2 回 複式簿記における仕訳について解説し、貸借対照表・損益計算書における資
産・負債・費用・収益の各項目の変動について理解する。 



3 回 貸借対照表および損益計算書作成の流れについて解説する。勘定科目を用
いた仕訳のルールについて説明する。 
4 回 企業における経済取引として頻出する仕入と売上について、簿記上の処理
方法を解説する。さらに企業間で行われる掛取引などの取引慣行について説明す
る。 
5 回 企業間で行われている手形取引および手形の仕 

準備学習 1 回 シラバスを確認しておくこと。 
2 回 財産（ストック）を多く持っていることと、稼ぎ（フロー）が多いことの違
いを理解しておくこと。 
3 回 ストックとフローで量を計測する仕組みについて復習しておくこと。 
4 回 勘定科目としてどのような項目があるか目を通しておくこと。 
5 回 企業間で行われる掛取引などの取引慣行について復習しておくこと。 
6 回 商品の売買にともなって債権および債務が発生する場合があることを理解
しておくこと。 
7 回 現金に関する仕訳処理を復習しておくこと。 
8 回 中古品の古さと売買価格との一般 

 



年度 2014 
授業コード FIV15710 
成績評価 定期試験によって評価する(100%)。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜12) 
見出し FIV15710 経営システム 
担当教員名 水谷 直樹 
単位数 2 
教科書 配布する講義資料による。 
アクティブラーニング  
キーワード 情報システム、インターネットビジネス 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述としては「ありがとうございました。」が１件ありました。 
科目名 経営システム 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業の中で紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIV15710 
実務経験のある教員  
達成目標 経営における情報システムの必要性、役割と機能、特性について理解することを

目標とする。 
また、ビジネスにおけるインターネットの使われ方を理解し、インターネットを
使わない従来方法とを比較評価できるようになることを目指す。 

受講者へのコメント 授業の受講だけにとどまらず、関連する書籍などを積極的に読んでほしいと思い
ます。 

連絡先 水谷研究室 21 号館７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業への満足度として、85%の学生が満足しており、授業の目標がほぼ達成され
たと考えます。 

英文科目名 Management System 
関連科目 経営情報、経済情報化論 
次回に向けての改善変更予定 授業に対して考慮してほしい事項についての回答は、すべての回答が「特にない」

でした。今後とも、わかりやすい内容に配慮したいと思います。 
講義目的 企業経営におけるコンピュータ利用について理解することを目的に、情報システ

ムおよび情報通信技術のビジネス応用を解説する。また、企業の競争力を高める
ための戦略的な情報システム利用を事例によって分析するとともに、最新のイン
ターネットの利用動向についても解説する。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 イントロダクションとして、講義の概略を示す。 
2 回 経営における情報システム活用の歴史を解説する。コンピュータの誕生か
ら企業経営に利用されるまでの歴史と、大型コンピュータ時代の活用例について
説明する。 
3 回 商用コンピュータ、汎用コンピュータの歴史を解説し、コンピュータ黎明期
における企業のコンピュータ利用を説明する。 
4 回 情報のデジタル化の利点を解説する。コンピュータの仕組みの紹介を交え
ながら、情報をコンピュータ処理できる形態に変えることの意義を説明する。 
5 回 ビジネスにおけるコンピュータ利用お 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 コンピュータが誕生した時期および最初のコンピュータについて調べてお
くこと。 
3 回 ビジネスにおける数値計算のニーズを把握しておくこと。 
4 回 日常的に使う「デジタル」または「デジタル化」という言葉が何を意味する
のか考えておくこと。 
5 回 情報システムをうまく活用している企業の例を探しておくこと。 
6 回 事務分野以外でのコンピュータ利用について例を挙げられるようにしてお
くこと。 
7 回 情報システムを巧みに活用している企業の例を探しておくこと。 
8 回 企業が顧客にポイン 

 



年度 2014 
授業コード FIV15810 
成績評価 中間試験 40%，定期試験 60%により成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜14) 
見出し FIV15810 流通ビジネス 
担当教員名 大藪 亮 
単位数 2 
教科書 流通論／村松幸廣、井上崇通、村松潤一編／同文舘出版 
アクティブラーニング  
キーワード 流通，小売業者，卸売業者，メーカー 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 流通ビジネス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜，指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 本講義は，原則１年生対象講義である。 
シラバスコード FIV15810 
実務経験のある教員  
達成目標 本講義では，小売業など流通ビジネスについて，興味・関⼼を持つこと，また流

通の現実を理解し，分析するための基本的な概念や理論を理解することを達成目
標とする。。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5F 大藪研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Distribution Business 
関連科目 市場行動（2 年次），経営戦略（2 年次） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代流通ビジネスの実態と日本の流通システムの変化をとりあげる。小売業態の

進化と卸売商業の役割、メーカーの流通政策を説明する。また。情報化、グロー
バル化の中での流通の変化についても講義する。具体的には、生産と消費を結ぶ
流通は、どのような機能と役割を担っているのか、小売業、卸売業、メーカーな
どの流通主体ごとに検討する。さらに、それらの全体としての流通システムにつ
いて考える。また近年急速に進行している国際化と情報化の中での流通変化につ
いても考える。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進めを説明する。流通と私たちの生活との関係



についての基本的な考え方を説明する。 
2 回 流通の機能やその役割について説明する。 
3 回 小売業とは何か，その役割と諸形態について説明する。 
4 回 百貨店と総合スーパーの生成と発展について説明する。 
5 回 ⾷品スーパーとコンビニエンスストアの生成と発展について説明する。 
6 回 卸売業の役割と諸形態について説明する。 
7 回 マーケティングチャネル政策と流通構造について説明する。 
8 回 流通の組織化ついて説明する。 
9 回 通信販売と流通 

準備学習 1 回 なぜこの講義を選んだのかしっかり考えておくこと。 
2 回 セブンイレブンが無くなったら私たちの生活はどのようになってしまうか
を考えておくこと。 
3 回 小売業とは何かを考えておくこと。 
4 回 百貨店の魅力について考えておくこと。 
5 回 コンビニの魅力について考えておくこと。 
6 回 「そうは問屋が卸さない」とはどういう意味かを考えておくこと。 
7 回 チャネルの意味を調べておくこと。 
8 回 サプライチェーンの意味を調べておくこと。 
9 回 良く利用する通信販売（ネットショッピングも含む）とその理由を考えてお
く 

 



年度 2014 
授業コード FIV15910 
成績評価 適宜課すレポート課題（40％）および、定期試験（60％）で評価する 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜12) 
見出し FIV15910 金融システム 
担当教員名 山口 隆久 
単位数 2 
教科書 ベーシック金融論 同文舘出版 平成 24 年 4 月発行 ISBN978-4-495-44061-9 
アクティブラーニング  
キーワード 資金調達、信用保証制度、中小企業、企業の社会的責任、コーポレートガバナン

ス 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 金融システム 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 金融の講義は専門用語が多い為、欠席するとついていけなくなります。このこと

が理解できる学生の受講を歓迎します。 
シラバスコード FIV15910 
実務経験のある教員  
達成目標 資金の調達・運用をいかに効率良く行うかが企業の命運を左右するといっても決

して過言ではない。本講義では、金融システムの基礎知識とそれを企業の現場に
いかに活用するかといった応用力を自分のものにすることを達成目標とする。社
会に出て、即戦力としてすぐに活用できる知識を身につけることを主眼としま
す。 

受講者へのコメント  
連絡先 山口研究室 21 号館 7 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Financial System 
関連科目 経済学関連講義、ファイナンス 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 金融における基本的な知識が身につくように、できるだけやさしく、また最近の

金融問題や法律・税制の改正も取り上げながらわかり易く講義を行っていく。あ
わせて、中小企業の資金調達の事例研究を通じて、企業のファイナンス戦略を理
論的に分析し、実務的なファイナンスに関する分析能力も養成していく。もちろ
んキャリア教育の側面も兼ねています。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  文系人材が金融論を学ぶ意義について説明する。 

2 回  世界とつながる金融の姿について説明する。 
3 回  世界の金融問題が日本に与える影響について説明する。 
4 回  金融市場の基本について説明する。 
5 回  間接金融、直接金融、債券市場について説明する。 
6 回  日本銀行や政府の役割について説明する。 
7 回  インフレ・デフレの影響、金融ビッグバンについて説明する。 
8 回  さまざまな金融機関の役割について説明する。 
9 回  手形・小切手、証券会社の役割について説明する。 
10 回  金融商品について 

準備学習 1 回  特になし 
2 回  金融をキーワードに新聞記事を読んでくること 
3 回  先週の講義の復習をしておくこと。 
4 回  日経新聞で日銀の記事を読んでおくこと。 
5 回  日経新聞で日銀の記事を読んでおくこと。 
6 回  先週の講義の復習をしておくこと。 
7 回  先週の講義の復習をしておくこと。 
8 回  先週の講義の復習をしておくこと 
9 回  社会保障制度について自分なりに整理しておくこと。 
10 回  先週の講義の復習し、年金制度について整理しておくこと 
11 回  先週の講義の復習をしておくこと。 
12 回  今 

 



年度 2014 
授業コード FIV16010 
成績評価 レポート 30％、定期試験 70％で評価する 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜12) 
見出し FIV16010 ファイナンス 
担当教員名 山口 隆久 
単位数 2 
教科書 ベーシック金融論 同文舘出版 平成 24 年 4 月発行 ISBN978-4-495-44061-9 
アクティブラーニング  
キーワード 金融機関・中小企業・日本型経営システム・金融市場、金融資産 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ファイナンス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考 春学期開講の金融システムを受講していない学生の履修は認めない。 
シラバスコード FIV16010 
実務経験のある教員  
達成目標 本の金融システムの概要を正確に理解する。本講義を受講して、新聞の主要な金

融記事や経済記事が理解できるレベルを目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先 山口研究室 21 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Finance 
関連科目 金融システム(同一教科書) 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現在、経済の中で金融の占める役割はますます大きくなってきている。日本経済

を真に理解するためには、金融に関するさまざまな知識が不可欠となっている。
金融の分野は他に比して現実との関わりが強い分野であり、金融の果たしている
役割を的確に理解するためには、経済のグローバル化の進展や情報・通信技術の
飛躍的革新等変化の著しい金融システムについての正確な知識が不可欠である。
本講義はこうした点を踏まえ、現実の金融問題を現実ベースに合わせて中小企業
を対象として取り扱っていき、「現代企業論」をベースとして論じていく。さら
に、現 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション（講義概要と運営方針・企業金融・経営組織・人的資源



管理・中小企業論） 
2 回 企業金融システムの基本（資金調達・資金運用・資金の流れと財務諸表との
関係性） 
3 回 企業金融システムの診断（企業金融シミュレーション・経営分析・経営診
断） 
4 回 経営理念の視点からの経営組織（経営理念・内容・役割・浸透・事例） 
5 回 意思決定の視点からの経営組織（意思決定とは・本質的要素・種類・プロセ
ス・条件） 
6 回 会社法の視点からの経営組織（会社の種類・定款・資本金・登記・会社の機
関・所有者・経営者・権 

準備学習 1 回 前期講義「金融システム」の復習をしておくこと 
2 回 先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読） 
3 回 先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読） 
4 回 先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読） 
5 回 先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読） 
6 回 先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読） 
7 回 先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読） 
8 回 先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読） 
9 回 先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読） 
10 回 先週の復習を必ずし 

 



年度 2014 
授業コード FIV16110 
成績評価 課題提出 20％、小テスト 30％、学期末試験 50％により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜13) 
見出し FIV16110 ミクロ経済解析 
担当教員名 三原 裕子 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ミクロ経済解析 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ミクロ経済学をつかむ／神⼾伸輔 他／有斐閣 ：コア・テキスト 財政学／小

塩隆士／新世社 
授業形態 講義 
注意備考 教科書は指定せず、毎回レジュメを配布します。また、必要に応じて適宜参考文

献を紹介します。 
シラバスコード FIV16110 
実務経験のある教員  
達成目標 ①経済学の基礎的な知識を身に着け、理論的に物事が判断できるための力を養

う。 
②新聞記事を読み、自分自身で政策の効果が評価できるようになるための知識を
身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 7F 三原研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Micro-Economics 
関連科目 マクロ経済分析、社会学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では消費者の行動を通じて経済現象を説明することを目的とする。そのた

めに、消費者の効用最大化行動、租税の性質、公平性と超過負担という観点から
いくつかの税体系のもつ性質について述べる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。講義の進め方を説明し、ミクロ経済の概観を説明する。 

2 回 授業を行うために最低限必要な連立方程式を復習する。 



3 回 消費者は何を規準として意思決定を行っているのかについて説明する。 
4 回 消費者の効用最大化行動を経済学の枠組みで説明する。 
5 回 財の価格が変化したときの消費者の効用最大化行動の変化について、所得
効果と代替効果を用いながら説明する。 
6 回 異時点間の問題を考え、消費者はどのように消費量や貯蓄量を決定するの
かについて説明する。 
7 回 消費者余剰、生産者余剰および社会余剰につい 

準備学習 1 回 ミクロ経済学の目的について、第 1 回目の講義を踏まえてきちんと整理し
ておくこと。 
2 回 連立方程式を解き、与えられた関数をきちんと図示できるように復習をし
ておくこと。 
3 回 消費者の行動規準についてきちんと復習をしておくこと。 
4 回 消費者の効用最大化行動にはなぜ予算制約線と無差別曲線を用いるのかに
ついて説明できるように復習をしておくこと。 
5 回 所得効果と代替効果について図示によって説明できるように復習をしてお
くこと。 
6 回 異時点間の消費決定について、所得効果と代替効果を用いて説明できるよ
うに復習 

 



年度 2014 
授業コード FIV16210 
成績評価 小テスト 30％、学期末試験 70％により成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜13) 
見出し FIV16210 マクロ経済解析 
担当教員名 三原 裕子 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 マクロ経済解析 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 教科書は指定せず、レジュメを配布します。また、必要に応じて適宜参考文献を

紹介します。 
シラバスコード FIV16210 
実務経験のある教員  
達成目標 ①経済学の基礎的な知識を身に着け、理論的に物事が判断できるための力を養

う。 
②新聞記事を読み、自分自身で政策の効果が評価できるようになるための知識を
身につける。 

受講者へのコメント 少子・高齢化に伴って生じる世代間格差の問題を特に年金を中⼼に解説・考察を
行ってきた。ほとんどの学生はこれから年金保険料を支払い、高齢者を支える担
い手の一人となる。よって、年金が抱えている諸問題についてより深く考えるき
っかけとなれば幸いである。 

連絡先 21 号館 7F 三原研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この授業を受けて良かった点として最も回答割合が高かったものとして「この分
野への理解が深まった」、次いで「この分野への興味、関⼼が高まった」であっ
た。また、この授業の目標を達成できたか、については「できた」「だいたいでき
た」が 75％であり、おおむね評価できると思われる。 

英文科目名 Macro-Economics 
関連科目 経済原論、ミクロ経済分析、国際経済論、地域経済分析 
次回に向けての改善変更予定 DVD 教材等をもう少し活用することにより、世代間格差との問題をもっと身近

に感じてもらえるような⼯夫ができればと思う。これについては、引き続き次回



に向けての改善点としたい。 
講義目的 「格差」をキーワードとして講義を進めていく。格差とは何か、格差は拡大して

いるのか、格差を議論するうえで注意しなければいけない事は何か、などについ
て考えていく。また、年金制度においても世代間格差が注目されており、世代間
格差を緩和するための政策とは何か、についても見ていく。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。授業の進め方や経済学、さらにはミクロ経済学とマクロ経済学

の違いについて説明する。 
2 回 日本の格差の現状およびその原因について説明する。 
3 回 第 2 回目の授業を踏まえて、格差の問題点を整理する。 
4 回  格差をはかる指標であるジニ係数について説明する。 
5 回   世代間格差について説明し、その現状を把握する。 
6 回 世代間格差の問題点を整理する。 
7 回 年金制度について説明する。 
8 回 年金制度と世代間格差について説明する。 
9 回 年金制度改革を考察するために必要な経済理論について説明す 

準備学習 1 回 授業内容の復習を行う。第 3 回目までにミクロ経済学とマクロ経済学の違
いについて整理しておくこと。 
2 回 授業の内容を復習しておくこと。 
3 回 授業の内容を復習しておくこと。 
4 回 ジニ係数の導出方法について復習しておくこと。 
5 回 授業の内容を復習しておくこと。 
6 回 授業の内容を復習しておくこと。 
7 回 年金制度の仕組みについて復習しておくこと。 
8 回 授業の内容を復習しておくこと。 
9 回 授業の内容を復習しておくこと。 
10 回 授業の内容を復習しておくこと。 
11 回 授業の内容を復習しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FIV16310 
成績評価 小テスト 30％、学期末試験 70％により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜12) 
見出し FIV16310 地域経済分析 
担当教員名 三原 裕子 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地域経済分析 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 教科書は指定せず、レジュメを配布します。また、必要に応じて適宜参考文献を

紹介します。 
シラバスコード FIV16310 
実務経験のある教員  
達成目標 ①経済学の基礎的な知識を身に着け、理論的に物事が判断できるための力を養

う。 
②新聞記事を読み、自分自身で政策の効果が評価できるようになるための知識を
身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 7F 三原研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Regional Economics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地域経済分析では他の空間とは独立したある空間に注目し、その空間内において

(1)GDP がどのように決定され、（２）企業等がどのように立地し、さらには他空
間とどのような相互依存関係があるか、が中⼼に考察される。  
この講義では地域経済学の基本的な構造を理解し、地域が抱える諸問題を分析す
るために必要な知識を学ぶことを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。授業の進め方や地域経済学について説明する。 



2 回 授業を行うために必要な数学、とくに連立方程式について復習する。 
3 回 産業構造の変化と日本の地域構造について説明する。 
4 回 県内総生産の決定メカニズムについて説明する 
5 回 地方政府の政策の効果について、県内総生産の決定メカニズムを用いて説
明する。 
6 回 産業連関表の読み方について説明する。 
7 回 産業連関表を用いて、各産業の産出物がどのように配分されているのかに
ついて実際のデータを用いて説明する。 
8 回 岡山県の産業連関表を用いて、需 

準備学習 1 回 授業内容の復習を行う。第 2 回目までに連立方程式について復習をしてお
くこと。 
2 回 連立方程式を解く、さらには与えられた関数をきちんと図示できるように
復習を行うこと。 
3 回 日本の地域構造の特徴について整理しておくこと。 
4 回 岡山県の県内総生産について岡山県のホームページ等で確認をしておくこ
と。 
5 回 第 4 回の県内総生産の決定メカニズムについて図を用いて説明できるよう
に復習しておくこと。 
6 回 産業連関表の読み方をきちんと説明できるように復習を行うこと。 
7 回 あらかじめ配布する産業連関表に目を通し 

 



年度 2014 
授業コード FIV16410 
成績評価 定期試験 100%により成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜12) 
見出し FIV16410 経済情報化論 
担当教員名 水谷 直樹 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 意思決定理論、情報の非対称性 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 経済情報化論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIV16410 
実務経験のある教員  
達成目標 個人の意思決定について、そして意思決定において重要な役割を果たす情報につ

いて、ミクロ経済学における扱い方を理解する。 
情報の非対称性について理解し、情報の非対称性が存在するために起きる非効率
を理解するとともに、対処方法について学ぶ。 

受講者へのコメント  
連絡先 水谷研究室 21 号館７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業アンケートを実施しましたが、集計結果の返送がありませんでした。 
英文科目名 Analysis of Informational Economy 
関連科目 経済原論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 経済取引を行う主体間で保有する情報量に格差が存在する場合、円滑な経済取引

が阻害されることがある。このような情報の非対称性が存在する状況は、程度の
差はあるものの、どのような経済取引においても起きるものである。 
本講義では、まず不確実性下の意思決定について、経済学における説明手法につ
いて学ぶ。そして、情報の非対称性が存在する状況であっても効率的な経済取引
がなされるための方策について理解する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクションとして、本講義全体を概説する。 



2 回 不確かな状況のもとで行われる意思決定に関して、人々の行動に合理的な
説明を与える意思決定の理論について概説する。 
3 回 不確かな状況のもとで幾つかの代替案の中から最適なものを選ぶ際の決定
基準について、代表的なものを解説する。 
4 回 人々の意思決定を理解する道具として、期待効用仮説を解説する。意思決定
の結果として得られる利得が確率的である場合の利得評価について学ぶ。 
5 回 不確実性下の意思決定を期待効用仮説にもとづいて説明する場合に、グラ
フを活用す 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 自分が携帯電話あるいはスマートフォンを購入した際に、多くの機種から
現在保有する機種を選んだ理由を説明できるようにしておくこと。 
3 回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
4 回 経済原論のうちミクロ経済学で学んだ個人の効用について復習しておくこ
と。 
5 回 経済原論のうちミクロ経済学で学んだ効用関数の特性について復習してお
くこと。 
6 回 火災保険等の保険に加入する際、自分はいくらまでなら保険料を払うか考
えなさい。 
7 回 起きるかどうかわからない事故を対象に保険金を支払う保険会社のビジネ 

 



年度 2014 
授業コード FIV16510 
成績評価 課題提出及び実習成果等について評価(50%)し、調査報告書の内容を期末に総合

評価する(50%)。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜13) 
見出し FIV16510 社会情報実習 α 
担当教員名 山口 隆久、三原 裕子、大藪 亮、水谷 直樹 
単位数 1 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード 産業連関、日銀短観、景気調査、アンケート調査、消費者動向調査 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 社会情報実習 α 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 「社会調査士」の認定科目である。実務士資格「社会調査アシスタント」の認定

科目である。 
シラバスコード FIV16510 
実務経験のある教員  
達成目標 社会調査の基本的実施能力を身につける。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 7 階 山口研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Socio-Information Practice a 
関連科目 社会情報実習 D 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 社会調査に関する専門的知識を修得し、調査を適切に設計・実行できる能力を獲

得するため、社会調査の全過程を体験的に学習する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション(講義の進め方など全般的注意）【三原・水谷・山口・

大藪】 
2 回  経済分野の社会調査（調査の企画・設計（デザイン））に関する説明をする。
【三原】 
3 回  経営分野の社会調査（調査の企画・設計（デザイン））に関する説明をする。
【水谷】 



4 回  実習-1 調査企画・調査仮説・調査項目(経済分野 理論的概説）に関する
説明をする。【三原】 
5 回  実習-2 調査企画・調査仮説・調査項目(経営分野 理論的概説) に関する
説明をする。【水谷】 
6 回  実習-3 調査の実施（様々な景気調査）に 

準備学習 1 回  特になし。 
2 回  内閣府のホームページを閲覧しておくこと。 
3 回  マーケティング・リサーチに関する講義資料を再確認しておくこと。 
4 回  新聞の調査記事に注目しておくこと。 
5 回  決算報告等、企業動向に関する記事に注目しておくこと。 
6 回  新聞の景気関連記事に注目すること。 
7 回  新聞の景気関連記事に注目すること。 
8 回  企業の決算報告等に関する記事に注目すること。 
9 回  企業戦略、マーケティングに関する記事に注目すること。 
10 回  日銀のホームページを見ておくこと。 
11 回  対 

 



年度 2014 
授業コード FIV16610 
成績評価 コメントカード 35 点（5 点×7 回） 

期末試験    65 点 
※コメントカードは内容によって 1-5 点の範囲で評価する 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜14) 
見出し FIV16610 社会学 
担当教員名 松村 博行 
単位数 2 
教科書 特に指定しないが、新聞やニュースを読んだり見たりする習慣を身につけていっ

てほしい。 
アクティブラーニング  
キーワード 少子高齢化・肥満・格差問題・グローバル化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 回答を求めるコメントはなかった。 
科目名 社会学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義内で随時指示する 
授業形態 講義 
注意備考 担当教員は、学習者たる皆さんに最大限の敬意をもって講義を行います。受講生

の皆さんも、学習者としての自負と責務をしっかりと認識して講義に臨んで下さ
い。とりわけ、他の受講生の妨害になる振る舞いについては厳しく対処します。 

シラバスコード FIV16610 
実務経験のある教員  
達成目標 ・今日、社会問題として頻繁に取り上げられるトピックに関する基礎知識を習得

する 
・個別の問題の理解を通じて、現代の日本社会が抱える構造的な課題について考
察する 
・社会問題のもつグローバルな性格を理解する 
・コメントカードの作成を通じて文章力の向上を目指す 

受講者へのコメント 全 7 回のコメントカードの出来栄えは比較的良かった。 
連絡先 松村研究室（21 号館 7 階） 

yuki-mat@soci.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標を達成できたかという問いに「半分程度」「少しできた」と回答した学生の割
合が過半数となっているが，彼ら/彼女ら目標が何だったのかは明らかにされて
いないので，改善方法についてどう考えれば良いか難しい。 
もしそれがシラバスに掲げた本講義の４つの目標であれば，「この授業を受け手
よかった点は何か」という問いに対して「理解が深まった」（69.8%），「興味・関



⼼が高まった」（47.6%）との回答が集まっている点と矛盾するので，さらに理解
が難しい。 

英文科目名 Sociology 
関連科目 政治学・経済学 
次回に向けての改善変更予定 社会問題は現在進行形で生起しているので，不断に講義内容を見直すことにして

いる。 
講義目的 一般に「社会問題」と呼ばれる個々のイシューを取り上げ、それがどういう問題

なのか、なぜ問題なのか、どのような解決策が提示されているのか、私たちの生
活にどう関係するのかといった点を注意深く考察するなかから、現代社会を理解
する基礎的な視座を涵養していく。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス：社会問題とは何か説明する。 

2 回 少子高齢化が進む日本の現状を説明する。 
＜コメントカード１＞ 
3 回 晩婚化・非婚化がなぜ生じているのか説明する。 
4 回 少子高齢化を国際比較するなかから、日本の今後の取りうる道筋について
説明する。 
＜コメントカード２＞ 
5 回 肥満がなぜ社会問題なのか、その理由について説明する。 
6 回 貧困が肥満の原因の一つとなっている理由を説明する。 
＜コメントカード３＞ 
7 回 格差問題と呼ばれるものの内容について概説する。 
8 回 この 20 年の間に拡大した所得格差の背景 

準備学習 1 回 講義日までに３日分は新聞を読んでおくこと。 
2 回 国立社会保障・人口問題研究所のサイトを訪れ、現在の日本の人口構成と人
口ピラミッドの特徴ついて確認しておくこと。 
3 回 新聞や雑誌で「婚活」に関する記事を探して読み、なぜ現在日本で晩婚化が
進んでいるのか自分なりの考えをもっておくこと。 
4 回 「事実婚」とは何か調べ、日本もこれを少子化対策の一環として導入するべ
きかどうかを考えておくこと。 
5 回 肥満が引き起こす病気（成人病）の種類を調べておくこと。 
6 回 貧困がなぜ肥満につながるのか調べておくこと。ヒン 

 



年度 2014 
授業コード FIV16710 
成績評価 課題（小レポート）３０％、試験７０％によって評価する 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜14) 
見出し FIV16710 情報と社会 
担当教員名 ⽊村 邦彦 
単位数 2 
教科書 適宜、資料などを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 情報社会、情報メディア、マス・コミュニケーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報と社会 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」「ビジネス実務士」の認定科目で

ある。 
・日ごろ、社会の動きに関⼼を持って講義に出席して欲しい。 

シラバスコード FIV16710 
実務経験のある教員  
達成目標 ・情報化と社会とのかかわりについて、まず、情報化が社会生活に及ぼす影響、

情報伝達手段の 変遷を扱い、情報産業の今後のあり方について理解する。 
・情報社会を支える科学技術として、デジタル情報と情報メディアを簡単に扱い、
同時に、情報 社会の光と影についても焦点をあて高度情報通信社会のモラルに
ついても理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⽊村邦彦研究室（２１号館７階）kimura@soci.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information and Society 
関連科目 情報メディア、コミュニケーション、マスメディア論、ジャーナリズム論を履修

することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高度情報化社会が抱える「功」と「罪」を明確にすることを念頭におき、情報化

や情報技術が個人や社会に及ぼしている影響を考える。情報社会が目指している
もの、そこにおける正しいモラルなどの考察を通じて、情報と社会に関する基本
的な知識の習得と広い視野を養うことを目的とする。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義内容の説明をする。情報社会について、成り立ちと構成などの概略を主

として説明する。 
2 回 情報化社会から情報社会への移り変わりを考える。「情報は市⺠のもの」で
あることを学び、日本の社会事情を再考する。 
3 回 情報公開の歴史を学ぶ。進んでいる海外の状況を学び、日本では地方が先行
してきた背景を考察する。 
4 回 情報公開によって浮上した公金問題を考える。焦点は、市⺠オンブズマンの
存在であり、活動を学習する。 
5 回 情報公開と公金問題をさらに考える。４回と同じく、市⺠オンブズマンを取
り上げ、全国自治体への 

準備学習 前回の内容を理解して講義に臨むこと。 
日々のニュースに接しておくこと。 
できれば、というより、文書力などを身に着けるためにも必ず新聞を読んで講義
に出席すること。 
講義は、最近の社会の動きをテーマにし、最後に毎回、気になったり、関⼼のあ
ったニュースを書いてもらうので、コンパクトにまとめてくること。 

 



年度 2014 
授業コード FIV16810 
成績評価 課題（小レポート）３０％、試験７０％によって評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜12) 
見出し FIV16810 ジャーナリズム論 
担当教員名 ⽊村 邦彦 
単位数 2 
教科書 適宜、資料などを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 情報メディア、情報社会、マス・コミュニケーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ジャーナリズム論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・日常の社会の動きに関⼼を持って講義に出席して欲しい。 
シラバスコード FIV16810 
実務経験のある教員  
達成目標 ・⺠主主義の根幹は「表現・言論の自由」だということを理解する。 

・マスメディアには「情報の伝達」とともに「権力の監視」という重要な役割が
あることを学  び、「表現・言論の自由」のために欠かせない役割であることを
理解する。 
・曲がり角のマスメディアの現状を学び、市⺠が今なすべきことを考える。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⽊村邦彦研究室（２１号館７階）kimura@soci.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Journalism 
関連科目 情報メディア、情報と社会、コミュニケーション、マスメディア論を履修するこ

とが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「情報」を伝える役目を持っている「マスメディア」。活字の発明は新聞、出版の

登場となり、電信の発明は放送を、写真は映画をもたらし、電信と映像はテレビ
の発明に寄与した。現在は、インターネットが加わったマルチメディアの時代だ
が、同時に多くの問題が噴出している。メディアを理解するために課題を探る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ジャーナリズムとは何か、を学び、社会における役割を説明する。 



2 回 ジャーナリズムの現状を考察する。東日本大震災、ＪＲや航空機事故などの
災害時における役割を考察する。 
3 回 ジャーナリズムの存在価値をテーマに、日米密約を焦点に考察する。 
4 回 日米密約をテーマにした講義を続ける。繰り返される権力者の情報統制に
ついて考察する。 
5 回 情報統制は現代でも続いていることを、映画「ヤスクニ」、ビラ配布規制な
どを取り上げて考察する。 
6 回 危うい日本の表現の自由をテーマに、メディアにおける権力の監視を考察
する 

準備学習 前回の講義を復習して出席すること。 
日々のニュースに接しておくこと。 
できれば、というより、文書力などを身に着けるためにも必ず新聞を読んで講義
に出席すること。講義は、最近の社会の動きをテーマにするが、最後に毎回、気
になったり、関⼼のあったニュースを書いてもらうので、コンパクトにまとめて
くること。 

 



年度 2014 
授業コード FIV16910 
成績評価 小テスト  30 点（10 点×３回） 

期末テスト 70 点 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 社会情報学科 
見出し FIV16910 行政学(再) 
担当教員名 松村 博行 
単位数 2 
教科書 渕元哲の行政学まるごと講義生中継／渕元哲／2013 年／TAC 出版／978-4-

8132-5233-7 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特に回答を要する自由記述はなかった。 
科目名 行政学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 よくわかる行政学／村上弘ほか／ミネルヴァ書房／2009 

公務員試験スーパーゼミ３「行政学」改訂版／資格試験研究会編／実務教育出版
／4788947846 

授業形態 講義 
注意備考 この講義は地方上級職，国家一般職を中⼼とした公務員試験を考えている人に対

応するよう構成されています。そのため，しっかりと予習をして来なければ講義
に追いつかないものと認識して受講して下さい。 

シラバスコード FIV16910 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)行政学の基礎を学ぶ。 

(2)日本の官僚機構の特徴を学ぶ。 
(3)地方分権について理解する。 

受講者へのコメント ３回の小テストの平均点はもうひとつだったが，その復習の成果か，期末テスト
で挽回した受講生が多くいたことが印象的だった。 

連絡先 松村研究室（21 号館 7 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね目標達成できたと回答した学生が多い印象だった。 
英文科目名 Public Administration 
関連科目 政治学 
次回に向けての改善変更予定 内容については毎年少しずつ見直しているが，進度はその年の受講生の状況を勘

案して決めていきたい。 
講義目的 私たちは日ごろ、政治に対する不満を表現するときに、「行政の怠慢」や「行政の



対応が遅い」など「行政」ということばを用いることが多い。しかし、ここでい
う行政とは一体何だろうか。行政は政治と同義と考えて良いのだろうか。異なる
概念だとすれば、政治と行政の違いいはどこにあるのか。また行政の担い手とは
誰なのか。 
本講義では、どちらかと言えば地味に思われがちな行政、あるいは行政学の基礎
を学び、そこから私たちの生活を取り巻く政治・行政の仕組みと意味について考
察する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 行政と行政学の誕生：行政学が誕生した経緯を説明する。 

2 回 小さな国家から大きな国家へ：行政国家・積極国家が誕生した歴史的経緯を
説明する。 
3 回 官僚制１：官僚制について，ウェーバーの所論を説明する。 
4 回 官僚制２：官僚制について，マートンの所論について説明する。 
5 回 行政組織の構成原理：行政組織の特徴について説明する。 
●第１回小テスト 
6 回 日本の行政組織１：日本の 1 府 12 省について説明する。 
7 回 日本の行政組織２：日本の行政組織の特徴について説明する。 
8 回 行政管理法：米国，英国で始ま 

準備学習 1 回 テキスト 2-18 ページを読んでおくこと。 
2 回 テキスト 19-22 ページを読んでおく。 
3 回 テキスト 67-83 ページを読んでおく。 
4 回 テキスト 83-91 ページを読んでおく。 
5 回 テキスト 102-112 ページを読んでおく。 
6 回 テキスト 118-136 ページを読んでおく。 
7 回 テキスト 137-157 ページを読んでおく。 
8 回 テキスト 160-176 ページを読んでおく。 
9 回 テキスト 187-198 ページを読んでおく。 
10 回 テキスト 200-215 ページを読んでおく。 
11 回 テキスト 224 

 



年度 2014 
授業コード FIV17011 
成績評価 定期試験 100％ 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜10) 
見出し FIV17011 公共政策 
担当教員名 坂部 望 
単位数 2 
教科書 目で見る憲法／初宿正典／有斐閣／9784641131040 
アクティブラーニング  
キーワード 自主憲法制定、地球国家としての憲法、憲法改正への道筋 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 公共政策 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「国⺠の憲法」産経新聞社（なるべく携帯されたい） 

「ポケット六法」有斐閣 
授業形態 講義 
注意備考 特にＢ群科目で配置されている「日本国憲法」を履修し、現行憲法の基礎的知識

を有することが求められる。 
なお、授業・試験対策のためには、参考書も各自で購入することをすすめる。 

シラバスコード FIV17011 
実務経験のある教員  
達成目標 新しい時代に向けて、ふさわしい憲法を国⺠の意思でつくるにはどのような国家

観、国際観を身に着けることが必要なのか、その考え方を理解することが目標で
ある。特に日本が地球国家の一員であることを踏まえて、他国の憲法との整合性
についても考えてみることとする。 

受講者へのコメント  
連絡先 坂部研究室 21 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Public Policy 
関連科目 Ｂ群「日本国憲法」 

Ａ群「市⺠生活と法」「犯罪と法」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義はＢ群でおこなわれている「日本国憲法」のように法の基礎的概説を行う

のではなく、現在の憲法が直面しているあらゆる問題点を検証、批評する。現行
憲法制定から半世紀以上を経た今、現代世界において、どのような権利や義務が
必要で、法に求められる事項にはどんな事柄が存在するのかを考えていく。特に



憲法改正に向けて必要となる事項を検討する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 国⺠の意思による憲法を目指して： 

日本国憲法制定の背景と問題点を検証する。憲法施行から約 67 年。時代の変貌
への対処を考察する。 
2 回 実際の平和問題と憲法の平和理論の限界： 
変貌する国際危機、軍事の国際常識、サイバー戦争等の脅威を考察する。 
3 回 家族制度・社会福祉と憲法： 
少子化対策、生活保護制度の問題点を考察する。 
4 回 公の意識の欠如と現代： 
海外邦人救出対応、国土の買収と水源林等の問題について考察する。 
5 回 外国人と参政権①： 
外国人参政権に関する現状とその諸問題について考察する。 
6 回 

準備学習 準備学習は授業の終わりごとに指示するので十分に予習すること。法律学習にお
いて全ての法規の基本である憲法がわれわれの日常生活とどのように関わって
いるのか学習していく。単に現行憲法を是認するのではなく、批判的な観点から
も考えるとともに、授業後の復習を怠らないこと。 

 



年度 2014 
授業コード FIV17111 
成績評価 小テスト（10 点×5） 

期末テスト（50 点） 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜10) 
見出し FIV17111 ＮＰＯ論 
担当教員名 松村 博行 
単位数 2 
教科書 特に指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ＮＰＯ論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 五百旗頭真編[2010]『戦後日本外交史』第 3 版，有斐閣（978-4-641-12407-3） 

※必ずしも購入する必要はありませんが，講義はこの本を基に進めていきます。 
授業形態 講義 
注意備考 小テストの配点が大きいので，欠席が多いと単位取得は難しいと考えておいて下

さい。 
シラバスコード FIV17111 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)日本の戦後政治外交史の基礎を理解する。 

(2)日本の平和主義の移り変わりについて理解する。 
(3)戦後日本外交史の基軸にある日米関係について理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 松村研究室 21 号館 7 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Nonprofit Organizations 
関連科目 政治学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この講義は皆さんが教養として知っておくべき戦後日本の歩みを，政治外交史を

中⼼に概説することを目的としています。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 日本国憲法の成立と国際環境の変化：終戦後の占領期の日本外交の課題に

ついて説明する。 
2 回 独立の回復と米軍の駐留：主権回復後に米軍の日本駐留が継続した 



背景について説明する。 
3 回 1950 年の内政・外交：鳩山一郎，岸信介の時代の日本政治の課題について
説明する。 
●第１回小テスト 
4 回 安保改定から高度経済成⻑へ：安保改定を頂点に「政治の季節」が終わり，
経済の時代へ突入する経緯について説明する。」 
5 回 1960 年代の国際関係：60 年代の米ソ関係と中国の状況について説明する。 
6 回 激動の 1970 年 

準備学習 1 回 マッカーサー，GHQ について調べておく。 
2 回 吉⽥茂という人物について調べておく。 
3 回 岸信介という人物の来歴について調べておく。 
4 回 安保闘争について調べておく。 
5 回 ベトナム戦争について調べておく。 
6 回 1971 年のニクソンショックについて調べておく（２つの意味がある）。 
7 回 「ロン・ヤス」関係とは何かを調べておく。 
8 回 スーパー301 条とは何かを調べておく。 
9 回 湾岸危機・戦争時の日本政府の対応について調べておく 
10 回 ジャパンバッシングとジャパンパッシングの意味について調べ 

 



年度 2014 
授業コード FIV17210 
成績評価 定期試験 100％ 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜12) 
見出し FIV17210 一般行政演習 
担当教員名 坂部 望 
単位数 2 
教科書 「はじめての行政法」／石川敏行ほか著／有斐閣(有斐閣アルマシリーズ） 
アクティブラーニング  
キーワード 公務員試験、行政書士試験、その他法律関係資格・検定など 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 一般行政演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「ポケット六法」／有斐閣 
授業形態 演習 
注意備考 十分に復習をすること 
シラバスコード FIV17210 
実務経験のある教員  
達成目標 行政法といえば何か難しそうなイメージが付きまとうが、しかし、私たちの生活

と行政とは縁が切れない。例えば納税の義務などである。既に私たちは毎日のご
とく消費税を支払っている。私たちはその税がどのような用途に使われ、どのよ
うな恩恵を知ることは重要なことである。また、将来公務員を志望する学生にし
ても⺠間企業等を志望する学生にとっても、多様な行政の側面とは無関係ではい
られない。そのような実情を考慮して、行政法の要点を講義する。 

受講者へのコメント  
連絡先 坂部研究室 21 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Administrative Law 
関連科目 「市⺠生活と法」「日本国憲法論」など。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 社会情報学科では、B 群において「法学」・「日本国憲法」を履修し、当学科にお

いて開講している「市⺠生活と法」「犯罪と法」「情報法」「日本国憲法論」「一般
行政演習」を合わせることによって私法学と公法学の両方の法学の基礎を得るこ
とができる。当科目は私たちの日常生活と密着する（租税徴収など）行政法を具
体的な事例から学ぶこととする。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 行政法とは何か： 
今日の講義では、「形式的意味の行政法」の不存在、「行政法の三本柱」、「行政組
織法」、「行政作用法」、「行政救済法」概要について学習する。 
2 回 行政主体、行政機関： 
行政主体と法律の留保、行政機関とその権限、公務員と私人等について学習する。 
3 回 行政機関の分類: 
行政庁と補助機関、行政機関の３分類、裁判と行政機関等について学習する。 
4 回 法治主義： 
法治主義の究極目的、法律の留保の原則の分類、法律の優位の原則などについて
学習する。 
5 回 さまざまな行政によるコントロールの方法 

準備学習 本科目は毎回授業の終わりに予習すべき内容について指示するので、テキストや
配布資料等の必要箇所を熟読しておくこと。本講義はソクラテスメソッド（質疑
応答式授業）も取り入れるので、いつでも発言できるよう十分な予習が必要であ
るのでその旨準備のこと。 

 



年度 2014 
授業コード FIV17310 
成績評価 定期試験（100%）により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 社会情報学科(〜11) 
見出し FIV17310 日本の近代化と環境(再) 
担当教員名 井上 堅太郎＊ 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 環境 環境政策 公害対策 自然保護 地球環境保全 汚染者負担原則 拡大

生産者責任 持続可能な開発（発展） 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本の近代化と環境(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIV17310 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）近代化・都市化・⼯業化とともに廃棄物問題・環境汚染問題・自然破壊問

題・地球規模の環境問題等のさまざまな環境問題が発生したことを理解するこ
と。 
（２）環境保全のための原則・理念を理解し、環境の価値と環境政策を理解する
こと。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Modernization and Environment in Japan 
関連科目 「環境と社会」（B 郡科目）「環境政策」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近代化・都市化・⼯業化とともに廃棄物問題・環境汚染問題・自然破壊問題・地

球規模の環境問題等のさまざまな環境問題が発生したこと、それらに対する対応
策を講じてきたこと、対応策を積み重ねることを通じて環境保全のためのさまざ
まな原則・理念が打ち立てられてきたこと、環境の価値を認めて環境と人類社会
の関係に関する環境政策が構築されたことを理解することとなるよう講義する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 明治時代〜第二次世界大戦前までの近代化の過程における廃棄物問題と社
会的対応について講義する。 
2 回 明治時代〜第二次世界大戦前までの近代化の過程におけると自然破壊、環
境汚染等の環境問題の発生と社会的対応について講義する。 
3 回 四日市ぜんそく、水俣病、イタイイタイ病等の公害病の発生、地盤沈下や環
境汚染による農水産物被害の発生、および社会的な対応について講義する。 
4 回 高度経済成⻑期に多発した、四大公害裁判を初めとする公害紛争等につい
て講義する。 
5 回 公害対策基本法の制定、公害対策基本法の意義と限 

準備学習 1 回 明治時代における廃棄物（し尿・ごみ）問題について予習しておくこと。 
2 回 「足尾鉱毒事件」、および明治時代〜第二次世界大戦前までの時期に制定さ
れた「森林法」・「狩猟法」・「国立公園法（現在の自然公園法）」について予習して
おくこと。 
3 回 四日市ぜんそく、水俣病およびイタイイタイ病について予習しておくこと。 
4 回 「四大公害裁判」について予習しておくこと。 
5 回 公害対策基本法の概要について予習しておくこと。 
6 回 公害健康被害補償法（1987 年に改正・改称されて「公害健康被害の補償等
に関する法律」） 

 



年度 2014 
授業コード FIV17410 
成績評価 定期試験（100%）により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 社会情報学科(〜11) 
見出し FIV17410 環境管理(再) 
担当教員名 井上 堅太郎＊ 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 環境管理 環境基準 公害 公害対策 公害規制 大気汚染 悪臭 水質汚濁 

富栄養化 水資源 騒音 地盤沈下 土壌汚染 化学物質汚染 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境管理(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIV17410 
実務経験のある教員  
達成目標 社会経済活動により引き起されるさまざまな公害（環境汚染）の発生、それらに

対して講じられてきた対応、その結果として構築された社会的な環境管理の仕組
み、および今後の課題について理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Management 
関連科目 「環境と社会」（B 群科目）「環境政策」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 日本における大気汚染、水質汚濁、騒音、地盤沈下、化学物質汚染等による環境

汚染の問題の発生と対策の経緯、構築された環境管理の社会的な仕組およびこれ
からの課題について理解することとなるよう講義する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 環境管理の概念と基本原則等について講義する。 

2 回 大気汚染物質とその発生源、および二酸化窒素、浮遊粒子状物質、二酸化硫
⻩、一酸化炭素による大気汚染の現状について講義する。 
3 回 光化学オキシダント、有害大気汚染物質、悪臭による大気汚染とその影響等



について講義する。 
4 回 大気汚染環境基準、⼯場・自動車排出ガス等から排出される大気汚染規制に
ついて講義する。 
5 回 騒音による環境影響と一般騒音・自動車草稿騒音・新幹線鉄道騒音・航空機
騒音の環境基準、騒音公害の現状等について講義する。 
6 回 ⼯場騒音・建 

準備学習 1 回 環境基本法による「公害」、「環境基準」および「公害規制」について予習し
ておくこと。 
2 回 「大気汚染」、および大気汚染物質（二酸化窒素、浮遊粒子状物質、二酸化
硫⻩、一酸化炭素）について予習しておくこと。 
3 回 大気汚染物質（光化学オキシダント、悪臭）について予習しておくこと。 
4 回 大気汚染物質による健康影響・健康被害、大気汚染環境基準、大気汚染防止
法の概要について予習しておくこと。 
5 回 「騒音」および騒音環境基準（一般騒音・自動車草稿騒音・新幹線鉄道騒音・
航空機騒音の環境基準）について予習してお 

 



年度 2014 
授業コード FIV17510 
成績評価 定期試験（100％）により評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜12) 
見出し FIV17510 環境政策 
担当教員名 井上 堅太郎＊ 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 環境政策 持続可能な開発（発展） 汚染者負担原則（P.P.P.原則） 未然防止 

共生 生物多様性保全 自然再生 拡大生産者責任 循環型社会 環境税 経
済的手法 気候変動枠組条約 京都議定書 京都メカニズム ポスト京都 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境政策 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIV17510 
実務経験のある教員  
達成目標 環境政策の基本理念・諸原則を理解するとともに、個別の環境政策分野である環

境汚染対策、自然環境保全、廃棄物処理処分、資源リサイクル、環境影響評価（環
境アセスメント）、地球温暖化対策等の政策のこれまでの経緯・現状・今後の課題
について理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Policy 
関連科目 「環境と社会」（B 群科目） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 環境政策の形成の過程、構築された環境政策の基本理念・諸原則、個別施策であ

る公害規制、自然保護施策、廃棄物処理処分施策、資源リサイクル、環境影響評
価（環境アセスメント）、地球温暖化対策等について、理解することとなるよう講
義する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 環境政策の基本理念となっている持続可能な開発および環境政策の諸原則



について講義する。 
2 回 環境政策における規制的手法・経済的手法等の手法、国・地方自治体・住⺠・
事業者等の主体、地球環境保全対策を初めとする政策の守備範囲等について講義
する。 
3 回 日本の環境政策の枠組みを規定している環境基本法および基本法に基づく
環境基本計画とその⻑期目標等について講義する。 
4 回 大気汚染・水質汚濁等の公害を防止するために、⼯場、自動車、建設作業等
の公害発生源に対してとられている公害規制等について講義する。 
5 回 

準備学習 1 回 環境基本法の概要を予習しておくこと。 
2 回 環境政策における規制的手法・経済的手法、地球環境問題について予習して
おくこと。 
3 回 「第３次環境基本計画」の概要（環境省 HP 等）を予習しておくこと。 
4 回 四日市ぜんそく、水俣病、イタイイタイ病等の公害健康被害の発生とそれら
に対してとられた社会的な対応について予習しておくこと。 
5 回 国立公園等の自然公園の保護制度、保安林・保護林制度、鳥獣保護制度につ
いて予習しておここと。 
6 回 自然環境保全に係る「共生」の概念、生物多様性とその保全について予習し
ておく 

 



年度 2014 
授業コード FIV17511 
成績評価 定期試験（100％）により評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜11) 
見出し FIV17511 環境政策（再） 
担当教員名 井上 堅太郎＊ 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 環境政策 持続可能な開発（発展） 汚染者負担原則（P.P.P.原則） 未然防止 

共生 生物多様性保全 自然再生 拡大生産者責任 循環型社会 環境税 経
済的手法 気候変動枠組条約 京都議定書 京都メカニズム ポスト京都 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境政策（再） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIV17511 
実務経験のある教員  
達成目標 環境政策の基本理念・諸原則を理解するとともに、個別の環境政策分野である環

境汚染対策、自然環境保全、廃棄物処理処分、資源リサイクル、環境影響評価（環
境アセスメント）、地球温暖化対策等の政策のこれまでの経緯・現状・今後の課題
について理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Policy 
関連科目 「環境と社会」（B 群科目） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 環境政策の形成の過程、構築された環境政策の基本理念・諸原則、個別施策であ

る公害規制、自然保護施策、廃棄物処理処分施策、資源リサイクル、環境影響評
価（環境アセスメント）、地球温暖化対策等について、理解することとなるよう講
義する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 環境政策の基本理念となっている持続可能な開発および環境政策の諸原則



について講義する。 
2 回 環境政策における規制的手法・経済的手法等の手法、国・地方自治体・住⺠・
事業者等の主体、地球環境保全対策を初めとする政策の守備範囲等について講義
する。 
3 回 日本の環境政策の枠組みを規定している環境基本法および基本法に基づく
環境基本計画とその⻑期目標等について講義する。 
4 回 大気汚染・水質汚濁等の公害を防止するために、⼯場、自動車、建設作業等
の公害発生源に対してとられている公害規制等について講義する。 
5 回 

準備学習 1 回 環境基本法の概要を予習しておくこと。 
2 回 環境政策における規制的手法・経済的手法、地球環境問題について予習して
おくこと。 
3 回 「第３次環境基本計画」の概要（環境省 HP 等）を予習しておくこと。 
4 回 四日市ぜんそく、水俣病、イタイイタイ病等の公害健康被害の発生とそれら
に対してとられた社会的な対応について予習しておくこと。 
5 回 国立公園等の自然公園の保護制度、保安林・保護林制度、鳥獣保護制度につ
いて予習しておここと。 
6 回 自然環境保全に係る「共生」の概念、生物多様性とその保全について予習し
ておく 

 



年度 2014 
授業コード FIV17610 
成績評価 定期試験 100％ 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜14) 
見出し FIV17610 市⺠生活と法 
担当教員名 坂部 望 
単位数 2 
教科書 「⺠事法入門」／野村豊弘／有斐閣（有斐閣アルマシリーズ） 
アクティブラーニング  
キーワード ⺠法、⺠事事件解決能力、リーガルマインド 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 市⺠生活と法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「ポケット六法」有斐閣 
授業形態 講義 
注意備考 十分に復習をすること。この授業で特に注意したいのは、復習を怠ったり欠席等

があると次の段階へ着いていくことが困難になり、途中で履修を放棄しかねなく
なることが予想され、そのため復習の必要性を再三付言しておく。 

シラバスコード FIV17610 
実務経験のある教員  
達成目標 ⺠事法である「市⺠生活と法」と刑事法である「犯罪と法」とを学習することに

より、社会におけるルールの常識を身に着けることが達成目標である。特に将来、
社会人として行動する際、何か予期しない問題が発生したときにも、冷静に事を
解決できる能力を身に着けることが目標である。 

受講者へのコメント  
連絡先 坂部研究室 21 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Civil Law 
関連科目 「犯罪と法」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義は、私たちの日常生活において最も密接な関係をもつ「⺠法」を学ぶこと

によって、将来社会人として生活する際の大人の常識を身に着ける。権利と義務、
債権と債務、日常生活における様々な売買取引契約とは私たちにとって特に関係
が深い。また契約がスムーズにいかない場合もあり、債務不履行問題も発生する。
そのような場合どのように対処すればよいのか等を考える。本講義は⺠法の「総
則」編を取り扱う。権利の主体、法人、物、法律行為、意思表示、代理制度、無



効と取消の関係、条件と期限、⺠事上の時効制度等について学ぶことによって、
市 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ⺠法と私法について： 

⺠法とはどのような法律か。私法の中で重要な位置を占める⺠法について概観す
る。 
2 回 ⺠法の総則規定について： 
⺠法は 1044 条に及ぶ膨大な法律である。その中の基本である「総則規定」を扱
うこととする。 
最初は「⺠法の原則」について学ぶこととする。 
3 回 重要事項１： 
無効と取消し、権利能力、意思能力について学ぶこととする。 
4 回 重要事項２： 
制限行為能力者（未成年者、成年被後見人）について学ぶこととする。 
5 回 重要事項３： 
制限行為能力者（被保佐人、被補助人、制限行為能力者の 

準備学習 毎回、授業の終わりに予習すべき内容について指示するので、十分に準備するこ
と。また本講義はソクラテスメソッド（質疑応答式授業）も取り入れるので、い
つでも発言できるよう十分な予習が必要であるので、その旨準備のこと。 

 



年度 2014 
授業コード FIV17711 
成績評価 定期試験 100％ 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 社会情報学科(07〜12) 
見出し FIV17711 情報化と知的財産(再) 
担当教員名 坂部 望 
単位数 2 
教科書 現代刑法入門／浅⽥和茂ほか／有斐閣（有斐閣アルマシリーズ） 
アクティブラーニング  
キーワード 罪刑法定主義、法益保護機能、犯罪の成立要件 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報化と知的財産(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 十分に復習をすること。この授業で特に注意したいのは、復習を怠ったり欠席等

があると次の段階へ着いていくことが困難になり、途中で履修を放棄しかねなく
なることが予想され、そのため復習の必要性を再三付言しておく。 

シラバスコード FIV17711 
実務経験のある教員  
達成目標 刑事法である「犯罪と法」と⺠事法である「市⺠生活と法」を学習することによ

り、社会におけるルールの常識を身に着けることが達成目標である。特に将来、
社会人として行動する際、何が社会生活における犯罪なのか、行ってよいことと、
そうでないことを十分に判断できる能力を養う。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階 坂部研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Informatization and Intellectual Property 
関連科目 市⺠生活と法 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現行刑法が制定された背景的要因を把握するとともに、単に法の条文の検だけで

はなく、判例の動向をも踏まえた、生きた法解釈をして理解することが本講義の
目的である。特に多様化する犯罪に対して法益の保護がどこまで機能しているの
かを検証することは重要な課題と考え、多面的に検討分析していく。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 刑法の意義と沿革： 



刑法とはどのような法律か。刑法の性格とその機能（法益保護機能等）について
学ぶこととする。 
2 回 罪刑法定主義と刑法の適用範囲： 
予め定められている犯罪と刑罰及び刑法の「時間的」「地域的」適用範囲を学ぶこ
ととする。 
3 回 犯罪の成立要件： 
刑法の構成要件該当性、及び刑法が定める「違法性」「有責性」について学ぶこと
とする。 
4 回 犯罪の成立要件について： 
構成要件の諸形態、結果犯、侵害犯、危険犯、身分犯等について学ぶこととする。 
5 回 構成要件に該当する行為（実行行為）： 
実行行為、 

準備学習 準備学習は授業の終わりごとに指示するので、十分に学習しておくこと。現在、
多様化する犯罪について、刑法がどのような役割を果たしているのかを考察して
おくこと。講義ではソクラテスメソッド（対話型授業形式）を採用するので、い
つでも発言できるようにしておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FIV17810 
成績評価 定期試験 100％ 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜13) 
見出し FIV17810 情報法 
担当教員名 坂部 望 
単位数 2 
教科書 インターネットの法律とトラブル解決法／神⽥将／自由国⺠社 
アクティブラーニング  
キーワード サイバー法、個人情報保護、電子商取引、インターネットの違法・有害情報 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、指示する 
授業形態 講義 
注意備考 復習を十分に行うこと 
シラバスコード FIV17810 
実務経験のある教員  
達成目標 新しい法秩序が形成されつつある現代の情報化社会（インターネット社会）にお

いて、既存の法律の解釈の限界と新規立法の必要性を把握することが目標であ
る。特に IT がもたらす社会的影響を功罪両面から、法律的問題を中⼼に解説し、
これからどんな法律等が必要になるのか、どんな法解釈の可能性があるのか、自
ら考える力を養成する。 

受講者へのコメント  
連絡先 坂部研究室 21 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Cyberspace Laws 
関連科目 市⺠生活と法、犯罪と法 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 デジタル情報社会において、膨大な量の情報が流出している実態を把握し、それ

に伴う情報の保護やそこに発生する社会問題さらに個人及び組織の責任につい
て法律的な観点から考察する。特に電子取引における契約問題を中⼼にインター
ネットに関する法的問題を重点的に扱う。また、流通するデジタル情報を受信す
る我々、あるいは公共の場にデジタル情報を発信する我々の情報モラルについて
も触れることにし、情報化社会のルールを検討する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 インターネットの法的諸問題： 
インターネット・携帯電話・ATM の法律基礎知識を学ぶこととする。 
2 回 インターネット利用におけるトラブル解決法： 
プロバイダーの責任、不正アクセス行為、有料サイトのトラブルについて学ぶこ
ととする。 
3 回 迷惑メールのトラブルと規制、著作権侵害のトラブル、名誉棄損、プライバ
シー 
侵害のトラブル、アダルトサイトの規制とトラブルなどについて考えることとす
る。 
4 回 インターネットによる「風説の流布」、ウイルス感染のトラブル、人権・プ
ライバシー侵害のトラブル、インターネットに 

準備学習 授業の終わりに、次回までに準備すべきことを伝達するので、テキストないし配
布資料等を熟読しておくこと。また本講義はソクラテスメソッド（質疑応答式授
業）も取り入れるので、十分な予習が必要であるのでその旨準備のこと。 

 



年度 2014 
授業コード FIV17910 
成績評価 教員別に課す課題に対する提出レポートにより評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜13) 
見出し FIV17910 社会情報実習 β 
担当教員名 ⽊村 邦彦、坂部 望、松村 博行 
単位数 1 
教科書 なし。 
アクティブラーニング  
キーワード メディア ジャーナリズム 国内政治 国際政治、法制度、裁判 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 社会情報実習 β 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、紹介する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 ３セクションに分かれて実習する。特に担当が変わるときには、教官の指示に注

意を払うこと。 
シラバスコード FIV17910 
実務経験のある教員  
達成目標 課題テーマについて、情報の収集と整理、情報から得られる社会的な動向の把握・

評価、必要な社会的な対応について、体系的な手順・手法・まとめ方を身につけ
る。 

受講者へのコメント  
連絡先 各教員研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Socio-Information Practice B 
関連科目 情報メディア ジャーナリズム論 政治学 国際政治学、犯罪と法、刑事政策 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 実習では、政治・法律・社会に関係する社会情報をテーマに、発信される情報の

収集と整理、情報から得られる社会的な動向の把握・評価、必要な社会的対応等
の体系的に学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「ｍｙ新聞」を作成することを６〜１０回の講義の目標とする。最初はま

ず、記事の書き方を学習する。主語と述語のあり方など、これまでに学んだ文章
の構成を復習する。 
2 回 新聞に掲載する記事として、最近、身の回りで起こったことを書く。５Ｗ１



Ｈの大切さを学習する。 
3 回 新聞に掲載する記事をもう１本書く。この回の最後では、新聞のレイアウト
を学習する。 
4 回 「ｍｙ新聞」はＡ４紙面に作成するので、書いた記事をＡ４紙面にレイアウ
トする。写真の必要性、見出しの大切さを学習する。 
5 回 「ｍｙ新聞」を完成させる。レイ 

準備学習 ３教員がそれぞれのテーマについて講義する。 
３テーマともに、５回の講義で完結する。いずれのテーマについても、前回の講
義を引き継いでいくため、講義前には復習をしっかりすることと、テーマによっ
ては予習をして出席すること。 
また、テーマごと個別に指示する場合も多いので、注意すること。 

 



年度 2014 
授業コード FIV18011 
成績評価 小テスト 20%、定期試験 80%により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜10) 
見出し FIV18011 日本の歴史 
担当教員名 小林 博昭 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 考古学、発掘調査、先史、古代 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本の歴史 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の展開過程で、適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 1．A 群科目の「遺跡と遺物」、「遺跡遺物情報解析」、「社会情報実習 γ」を続け

て履修することが望ましい。 
2．怪我、病気、その他で欠席した場合は、それを証明するもの、就活で欠席した
場合は活動報告書の提出が必要となるので注意すること。 
これらの証明するものが無い場合は、欠席扱いとなるので、十分に注意すること。 

シラバスコード FIV18011 
実務経験のある教員  
達成目標 考古学の学問的な体系について、理解の深化を図る。さらにその方法論、手法に

ついて、科学的な思考を習得させる。くわえて、学際的な領域に関しての理解と、
接近のしかた等々のスキルを養成する。 

受講者へのコメント  
連絡先 13 号館 2F 小林研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 History of Japan From Archaeological Evidences 
関連科目 A 群：遺跡と遺物、遺跡と遺物情報解析、社会情報実習 γ 

B2 群：日本史 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 主として、我が国の先史・古代地域を研究する考古学における方法論と、その研

究史や、専門用語の解釈等に関して講義を展開する。具体的には、考古学が用い 
る諸方法論ー型式学、形態学や技術論などーを当時の資料、つまり遺跡や遺物な
どに即して論じ、さらにそれらを支援する最先端の自然科学的方法論にも視座を 



置く。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。考古学の定義について説明

する。 
2 回 遺跡と遺構について、具体例をスライドプロジェクターを使用しながら説
明する。また、両者の定義について説明を加える。 
3 回 遺物について、種類や具体例をスライドプロジェクターを使用しながら説
明する。さらにその定義について、説明を加える。 
4 回 考古学の方法論について、まずその１回目として、どのような考え方がある
のか配布プリントを中⼼にして OHC を利用しながら説明する。 
5 回 考古学の方法論について、その２回目として、どのよ 

準備学習 1 回 考古学の定義について、ノートを中⼼に復習をすること。予習として、遺跡
や遺構について、図書館等で調べておくこと。 
2 回 遺跡と遺構について、説明できるように復習をしておくこと。遺物につい
て、図書館等で調べて、予習をしておくこと。 
3 回 遺物について、定義を説明できるようにノートを中⼼にして復習しておく
こと。 
4 回 考古学の方法論で、とくに地層累重の法則やルジメント等の復習の徹底化
を図ること。予習として、これらはどのように応用されるのか、また考古学には
どのような種類があるのか、各自調べておくこと。 
5 回 

 



年度 2014 
授業コード FIV18110 
成績評価 小テスト 20%、定期試験 80%で評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜13) 
見出し FIV18110 遺跡と遺物 
担当教員名 小林 博昭 
単位数 2 
教科書 使用しない。講義の進行過程でプリント等を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 考古学、先史時代、遺跡、遺物、遺構、岡山県 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 遺跡と遺物 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の展開過程で、適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 (1)受講生の積極的な取り組み促進化のため、レポート提出回数は相当多くなる。 

(2)本講義内容の理解を促進するために、上記関連科目の受講が望ましい。 
(3)ケガ、病気、その他で欠席した場合はそれらを証明するもの、また就活等で欠
席した場合は、活動報告書を提出することが必要となる。 
これらの証明するものや、書類等が無い場合は、欠席扱いとなるので、十分に注
意すること。 

シラバスコード FIV18110 
実務経験のある教員  
達成目標 岡山県における県南部、北部地域の先史時代遺跡とその出土遺物や遺構を時系列

的に扱うことを通じて、考古学の方法論や遺物の観察方法を体得させ、さらにそ
れら遺跡、遺構、遺物から多岐に及ぶ情報を獲得し、分析ができる能力を養成す
る。 

受講者へのコメント  
連絡先 13 号館 2F 小林（博）研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Sites and Artifacts 
関連科目 A 群：遺跡と遺物の基礎、遺跡遺物情報解析、社会情報実習 γ、B2 群：日本史 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 先史時代の県南、県北の地域を扱い、理解を深化させるために場合によっては、

列島各地において過去人類が使用した石器、土器などの各種道具を資料とし、遺
跡と遺物をもとに、古代社会における技術情報を分析し、地域集団の技術的伝統



基盤と生活様式等を抽出、時系列的系統性のなかで、当時岡山県内に居住した社
会集団の特性、推移・変遷の様相を把握させる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方について説明する。旧石器時代の定義、

我が国における旧石器時代の区分について説明する。 
2 回 日本列島における旧石器時代の自然環境について説明する。 
3 回 岡山県全域における前期旧石器時代について、その出土石器を中⼼に大陸
との関連などについて、スライドプロジェクター、配布プリントと OHC を用い
て説明する。さらに岡山県北部の地形、地勢について、その概略を説明する。と
くに蒜山地域における旧石器時代遺跡の立地条件や、旧石器時代遺物出土層位等
について説明する。加えて、AT 下位の 

準備学習 1 回 日本列島における旧石器時代の時期区分について、復習をしておくこと。旧
石器時代の列島の自然環境、とくに姶良 Tn 火山灰や、日本列島の北から南まで
の海峡の位置について、図書館等で予習、確認しておくこと。 
2 回 日本列島の旧石器時代における自然環境について、復習をしておくこと。岡
山県の地図にて、県南と県北の位置関係、地形について、図書館等で予習してお
くこと。 
3 回 岡山県の前期旧石器時代とその遺物について、さらに蒜山地域における旧
石器時代の遺跡の 
位置関係についても復習しておくこと。日本列島の後期旧石器時代 

 



年度 2014 
授業コード FIV18210 
成績評価 課題提出 20%、小テスト 20%、定期試験 60%により成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜12) 
見出し FIV18210 遺跡遺物情報解析 
担当教員名 小林 博昭 
単位数 2 
教科書 使用しない。講義進行過程でプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 考古学、遺物、石器、計測方法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 遺跡遺物情報解析 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業の展開過程で、適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 (1) 初回の講義には、必ず出席すること。演習形態を採用しており、受講生各人

が毎時間の課題に対して、次回に提出するレポート作成のために、その時間内に
計測値等記録することになる。よって、一般的な講義形態とは異なる。それゆえ
に１回でも欠席すると、今までの例では、本講義についていくのが困難となる場
合がある。欠席者に対しては、後で個人的に教示はしない。 
とくに、４年生で履修する場合は、十分注意すること。 
(2) ケガ、病気、その他で欠席した場合はそれらを証明するもの、また就活等で
欠席した場合は、活動報告書を提出す 

シラバスコード FIV18210 
実務経験のある教員  
達成目標 考古遺物、とくに石器などについてその観察と、計測方法を詳細に実践し、計測

から得られた数値データと文字列によるデータを総合することによって、遺物か
ら得た情報の分析能力の養成を目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 13 号館 2F 小林（博）研究室。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information Analysis of Sites and Artifacts 
関連科目 A 群：遺跡と遺物の基礎、遺跡と遺物、社会情報実習 γ、 

B2 群：日本史 
とくに、A 群の「遺跡と遺物の基礎」、「遺跡と遺物」、「社会情報実習 γ」 
を履修しておくこと、ないしは履修することが望ましい。 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 講義科目の「遺跡と遺物」をより実践的に展開するために、演習形態でおこなう

当時の人類が製作した石器などの道具を資料とし、それに残された製作技術情報
を如何に抽出し解釈、考究を進めていくのかについて演習形態でおこなう。具体
的には、実際に各自に石器のレプリカを使用させて、石器などの遺物をみる場合
の着眼点や、そこから当時の情報を獲得し、数値化を図るためのスキル、さらに
はいわゆる遺物に対するセンスを実践的に養成することを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。その後、考古遺物としての

石器、そのものについて、配布プリントを中⼼にして、石器の細別と大別をおこ
ないながら説明する。 
2 回 配布プリントを中⼼にして、当時の人々の原石の様々な割り方について説
明する。さらに石器の⺟岩となる原石に打撃を加えるとどのような現象が発生す
るのか、受講生に渡した剥片レプリカを観察しながら、石器製作技術分析の基幹
となる、それら現象を確認させ、現象を表現する専門用語の暗記の徹底化を図る。 
3 回 前回で学んだ事項について小テストを実施し、受 

準備学習 1 回 授業内容の確認と復習。次回までに、図書館等で、石器とくに旧石器時代の
石器について、下調べをして予習をおこなうこと。 
2 回 授業で習った石器の分類について復習し、説明できるようにしておくこと。
石の割れ方について図書館等で下調べをして予習しておくこと。 
3 回 配布されたプリントに記載されている石の割れ方と剥片についての専門用
語を復習して、暗記すること。剥片について大きさなどの数値化をどのようにす
るのか、参考書などで予習しすること。 
4 回 授業で習った剥片の計測項目とその着眼点について、ノートを参照しなが 

 



年度 2014 
授業コード FIV18310 
成績評価 レポート（20％）、臨時試験（80％） 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜14) 
見出し FIV18310 東アジアの歴史 
担当教員名 志野 敏夫 
単位数 2 
教科書 講義中に適宜紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 「東アジア」、「中国」、多様性、近代化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 東アジアの歴史 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 高校「世界史」「日本史」、およびその他講義中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIV18310 
実務経験のある教員  
達成目標 1、「東アジア」とはどのような概念であるかを理解していること。  

2、「中国」が多様な「国」であることを理解していること。  
3、歴史の多面性を理解し、自らの世界観を構築しようとする態度をもつこと。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室：21 号館 7 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 History of East Asia 
関連科目 外国史 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1、「東アジア」とはどのような概念であるかを理解させる。  

2、「中国」の多様性を理解させる。  
3、現代世界における東アジアの位置について考察する材料を提供する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、および、「中国」とは何かについて考える。 

2 回 東アジアという地域とはどのようなものかについて、主に地理上の区分か
ら講義する。 
3 回 東アジアにある様々な文化圏について講義する。 
4 回 4 大文明の一つである⻩河文明と、近年発見されつつある⻑江文明を紹介す



る。 
5 回 古代中国の都市国家の特性について講義する。 
6 回 中国史上最初の帝国である、秦と漢王朝について講義する。 
7 回 皇帝というものの概念と天の思想、中華思想について講義する。 
8 回 中国三国時代から南北朝時代について解説し 

準備学習 1 回 高校の「世界史」のうち、中国史に関するところを復習しておくこと。 
2 回 世界地図で「アジア」地域を確認しておくこと。 
3 回 前回の講義について復習しておくこと。 
4 回 高校「世界史」の中国史のうち、古代文明について復習しておくこと。 
5 回 前回の講義について復習するとともに、「邑」とは何かについて調べておく
こと。 
6 回 高校「世界史」の中国史のうち、秦漢帝国について復習しておくこと。 
7 回 前回の講義について復習するとともに、古代ローマの「皇帝」という言葉の
意味を調べておくこと。 
8 回 前回の復習を 

 



年度 2014 
授業コード FIV18410 
成績評価 臨時試験（80％）、レポート（20％） 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜13) 
見出し FIV18410 歴史学 
担当教員名 志野 敏夫 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 歴史、歴史学、自然科学の概念、テキストクリティーク、歴史観 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 歴史学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 『歴史学概論』 (講談社学術文庫)増⽥四郎著、『歴史とは何か』（岩波新書）E.H. 

カー著、清水 幾太郎訳、その他講義中に適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIV18410 
実務経験のある教員  
達成目標 1、「歴史」とは何かを理解していること。  

2、歴史学研究と自然科学研究との関係や相違について理解していること。  
3、歴史資料の特性とテキストクリティークの重要性を理解していること。  
4、歴史がもつ意義について考え、自らの歴史観を養成しようとする態度をもつ
こと。 

受講者へのコメント  
連絡先 志野研究室：21 号館 7 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 History 
関連科目 外国史、東アジアの歴史 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1、「歴史」とは何かを理解させる。  

2、歴史学研究と自然科学研究との関係や相違について理解させる。  
3、研究対象である歴史資料の特性を理解させる  
4、歴史研究の意義について理解させる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションおよび、導入を行う。 



2 回 「歴史」とは何か、現在の「歴史」の定義について講義する。 
3 回 中国語および日本語における「歴史」という言葉について講義する。 
4 回 ⻄洋における「歴史」という言葉について講義する。 
5 回 古代中国における歴史学の概念と学問研究における位置づけについて、主
に『春秋』と『史記』によって講義する。 
6 回 中国における歴史学の概念と社会的位置づけについて、主に『資治通鑑』に
よって講義する。 
7 回 ヨーロッパ中世における歴史学の位置づけについて講義する。 
8 回 

準備学習 1 回 各人どの地域、どの時代の歴史に興味があるか確認しておくこと。 
2 回 辞書で「歴史」という言葉を調べておくとともに、各人で「歴史」とは何か、
考えておくこと。 
3 回 前回講義の復習をしておくこと。 
4 回 前回講義の復習をしておくこと。 
5 回 前回講義の復習をしておくこと。 
6 回 前回講義の復習をしておくこと。 
7 回 前回講義の復習をしておくこと。 
8 回 前回講義の復習をしておくとともに、高校「世界史」のルネサンス期につい
て復習しておくこと。 
9 回 前回講義の復習をしておくこと。 
10 回 前回講義の復習を 

 



年度 2014 
授業コード FIV18510 
成績評価 臨時試験（60％）、レポート（40％） 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜13) 
見出し FIV18510 歴史資料解析 
担当教員名 志野 敏夫 
単位数 2 
教科書 特にない 
アクティブラーニング  
キーワード 歴史研究、⼯具書（含 Web サイト）、漢字文化、漢文読解 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 歴史資料解析 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 『大漢和辞典』（購入する必要はない）  

『正史 三国志４』ちくま学芸文庫（購入する必要はない）  
その他、講義中に紹介する 

授業形態 講義 
注意備考 「歴史学」「東アジアの歴史」を履修していることが望ましい。 
シラバスコード FIV18510 
実務経験のある教員  
達成目標 1.歴史研究の方法を理解する。  

2.漢和辞典を使いこなせるようにする。  
3.漢文史料から歴史を再構成する基本的方法を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 7 階志野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Analysis of Historical Sources 
関連科目 東アジアの歴史、歴史学、社会情報実習 γ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 歴史研究に必要な方法論を講義・実習する。主に東アジアの歴史理解に必要な、

漢文史料の読解を中⼼とする。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、および歴史の研究対象＝史料について講義する。 

2 回 歴史研究におけるテキストクリティークの重要性について講義する。 
3 回 歴史研究に必要な⼯具書、Web サイトを紹介する。 
4 回 レポートに基づき、引き続き⼯具書の解説を行ない、また、書籍の表題から



内容についてどう推測するかについて講義する。 
5 回 漢字の持つ文化史的意義について講義する。 
6 回 漢字の訓読みと音読みの歴史的意味について講義する。 
7 回 『大漢和辞典』の紹介と引き方を講義し、実習する。 
8 回 漢字と漢文の特性を解説し 

準備学習 1 回 われわれはどのようにして「歴史」を知るのかについて、各人考えておくこ
と。 
2 回 前回講義の復習をしておくこと。 
3 回 各人に特定の書籍名を与えるので、それをどのようにすれば手に入れて読
むことができるかを調べておくこと。 
4 回 歴史概説書に関するレポートを課すので、それを行っておくこと。 
5 回 東アジア世界に漢字が普及する過程について調べておくこと。 
6 回 漢字の音読みと訓読みの違いについて調べておくこと。 
7 回 各人の持つ漢和辞典で、引き方を復習しておくこと。 
8 回 高校で学習した漢文文法の復習をし 

 



年度 2014 
授業コード FIV18610 
成績評価 リアクション・ペーパーを含む講義への取り組み（5 割）、期末試験（5 割）から、

総合的に成績評価をおこなう。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜13) 
見出し FIV18610 ⺠俗学 
担当教員名 中村 真里絵＊ 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ⺠俗学、柳⽥國男、フィールドワーク、文化相対主義、自文化と異文化、 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 講義を楽しんでくれていた学生もいたとのことで、良かったと思う。 
科目名 ⺠俗学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 福⽥アジオ（他編）『図説 日本⺠俗学』（吉川弘文館、2009 年)福⽥アジオ、宮

⽥登編『日本⺠俗学概論』（吉川弘文館、2006 年)伊藤幹治『日本人の人類学的自
画像』（筑摩書房、2006 年）その他は、講義の際に紹介する。 

授業形態 講義 
注意備考 理解を助けるために、ビデオや DVD など映像資料の視聴もおこなう。 
シラバスコード FIV18610 
実務経験のある教員  
達成目標 ①日本の文化や社会の特質を理解する。②自文化および、異文化を客観的に理解

する視点を習得する。③文化の多様性と普遍性を理解する。 
受講者へのコメント ⺠俗学の講義を通じて、自分たちの生きている身近な世界やそこにおきている現

象などに、関⼼を持ってもらえたらと思います。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 おおむねよい評価であったと思う。特に、「この分野への理解が深まった」という
解答と「興味、感⼼が高まった」という項目が高かったのが、よかった。 
半数近くの学生が何らかの方法で自主的に学習をすすめていたようで、自発的に
取り組んでくれる学生が出てきたことは、よかったと思う。 

英文科目名 Folklore 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 自宅学習をもう促すような講義の仕方をもう少し⼯夫したい。 

学生の関⼼のある主題を事前に聞いて、それに合わせて講義をする⼯夫も取り入
れたい。 

講義目的 国際化がすすむ現在、日本人のアイデンティティや日本の伝統文化への理解が必



要とされている。本講義では、⺠俗学を通じて日本人の生活や伝統文化の特質を
理解することを目的とする。こうした自文化への理解を深めることは、異文化を
理解することにつながる。講義のなかでは、アジアの生活習慣や伝統文化の事例
を適宜紹介することにより、比較という視点を通して、日本文化への理解を深め
ていく。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義のガイダンス：⺠俗学とはどのような学問かについて、講義する。 

2 回 柳⽥國男と日本⺠俗学(1)： 
3 回 柳⽥國男と日本⺠俗学(2) 
4 回 ⺠俗学とフィールドワーク(1) 
5 回 ⺠俗学とフィールドワーク(2) 
6 回 日本の⺠俗文化 家族の変貌(1) 
7 回 日本の⺠俗文化 家族の変貌(2) 
8 回 日本の⺠俗文化 家族の変貌(3) 
9 回 日本の⺠俗文化 人生儀礼と年中行事(1) 
10 回 日本の⺠俗文化 人生儀礼と年中行事(2) 
11 回 日本の⺠俗文化 人生儀礼と年中行事(3) 
12 回 日本の⺠俗文化 

準備学習 1 回 シラバスに目を通してくること。 
2 回 前回の講義内容を確認すること。 
3 回 前回の講義内容から、柳⽥國男が日本⺠俗学に果たした役割について復習
すること。 
4 回 前 2 回の講義内容から、柳⽥國男が日本⺠俗学に果たした役割について確
認すること。 
5 回 前回の講義内容から、フィールドワークとはどのようなものであるか確認
をすること。 
6 回 前 2 回の講義内容から、フィールドワークとはどのようなものであるか確
認をすること。 
7 回 前回の講義内容から、日本の家族のあり方の特徴を確認すること。 
8 回 前 2 回の講義内容 

 



年度 2014 
授業コード FIV18710 
成績評価 講義への参加度（30%）、毎回の小レポート（30％）、定期試験（40%）を総合的

に判断する。いずれも欠けてはならない。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜12) 
見出し FIV18710 ⺠族・⺠俗学演習 
担当教員名 辻 貴志＊ 
単位数 2 
教科書 １）テキストとして、P.R. DeVita (ed.). The Humbled Anthropologist: Tales from 

The Pacific（California: Wadsworth, Inc., 1990）のコピーを配布し、輪読する。
本書は、フィールドワーク初⼼者が、フィールドで直面した問題にショックを受
けつつも、問題を受け止め解決していく経緯が各章で紹介されていて有益な示唆
に富んでいる。各受講者は、割り当てられた箇所についてレジュメを作成し、要
約して発表することが義務づけられる。 
 

アクティブラーニング  
キーワード フィールドワーク、定質的調査法、リサーチ・リテラシー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 自由記述については好意的な評価がより認められたが、やはり講義の内容のわか

りにくさを指摘する学生が確認できた。学生とは、講義の理解度、不明点、意見、
感想などを把握するため、コメントペーパーで意思疎通を図ってきた。しかし、
もう少し学生の習熟度や本音をすくいあげねばならないことが、今後の課題とし
て残った。 

科目名 ⺠族・⺠俗学演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １）J.G.クレイン・M.V.アグロシーノ（江口信清訳）1996『人類学フィールドワ

ーク入門』昭和堂 
２）P.H.マン（中野正大訳）1982『社会調査を学ぶ人のために』世界思想社 
３）その他、講義中に適宜指示する。 

授業形態 演習 
注意備考 １）毎回、担当者を決め英語のテキストを輪読するが、各受講者はディスカッシ

ョンにそなえあらかじめテキストの内容を把握しておく必要がある。２）毎回、
講義内容に関連する⺠族誌映像を視聴する予定である。 
３）毎回、講義内容にかんする理解度をチェックするために小テストを実施する。
受講者はつねに予習と復習がもとめられる。 
４）講義中の私語、携帯電話など、講義のさまたげとなる学生の聴講はかたくお
断りしたい。 

シラバスコード FIV18710 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ 社会調査のための定質的な調査方法を身につける。 



・ テキストの輪読をとおして、プレゼンテーションならびにディスカッシ
ョンの能力を高める。 
・ さまざまな定質的資料の読解力と分析力を培う。 

受講者へのコメント 本講義には、毎年、気楽な学生が多く受講する。「気楽」とはもちろんポジティブ
な評価であるが、そうした利点でもって講義で与えた課題に取り組み、飛躍しよ
うとする意思はほとんど感じることができなかった。受講態度はほぼ基準を満た
していたが、講義の不明箇所について質問するなどの取り組みを見せてもらいた
かった。 

連絡先 tsuji@idc.minpaku.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各項目評価について、残念ながら授業の手法について、「理解しやすいようにも
う少し⼯夫を加えてもらえるとよい」という項目が 13.6%（3 名）と高い結果と
なった。本講義は、社会調査士資格専門講義であり、内容を理論的にしなくては
ならなかった。「理論=退屈」という面は確かにあるが、その壁を打ち破れずに、
評価がネガティブであった点については重く受け止めるしだいである。 

英文科目名 Exercises in Ethnology and Folklore 
関連科目 文化史、⺠俗学、⺠族学 
次回に向けての改善変更予定 本講義は、社会調査の方法の実際や理論に重きを置いている。特に、理論面がわ

かりにくいという評価が下された以上、いかに理論面をわかりやすく、おもしろ
く、かつ今後に役立てていけるものと認識してもらえるか、全体的に講義ノート
を見直し、学生の反応も読み取ることで、問題点を改善していきたい。 

講義目的 本講義は、社会調査に必要なさまざまな定質的データの収集や分析方法について
解説する。具体的には、社会調査を行うにあたり必要とされるフィールドワーク
の基本を解説し、社会調査の理論および各方法論について定質的資料や映像を用
いて紹介する。また、リサーチ・リテラシーの問題も取り扱い、社会現象を的確
に把握する術を学習する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の進め方や内容についてガイダンスする。 

2 回 社会調査士の仕事 
3 回 フィールドワーク①?参与観察法について学習する。 
4 回 フィールドワーク②?聞き取り調査について学習する。 
5 回 定質的調査法の理論について学習する。 
6 回 定質的調査法各論①?サンプリングについて学習する。 
7 回 定質的調査法各論②?会話分析について学習する。 
8 回 定質的調査法各論③?インタビューについて学習する。 
9 回 定質的調査法各論④?ライフヒストリーについて学習する。 
10 回 定質的調査法各論⑤?エスノ・メソドロジ 

準備学習 1 回 シラバスによく目をとおしておくこと。 
2 回 テキストの内容をよくふまえておくこと。発表担当者は、人数分のレジュメ
を用意しておくこと。 
3 回 テキストの内容をよくふまえておくこと。発表担当者は、人数分のレジュメ



を用意しておくこと。 
4 回 テキストの内容をよくふまえておくこと。発表担当者は、人数分のレジュメ
を用意しておくこと。 
5 回 テキストの内容をよくふまえておくこと。発表担当者は、人数分のレジュメ
を用意しておくこと。 
6 回 テキストの内容をよくふまえておくこと。発表担当者は、人数分のレジュメ
を用意し 

 



年度 2014 
授業コード FIV18910 
成績評価 中間試験(30%)、課題毎のプレゼンテーション(20%)、定期試験(50%)により成

績を評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜12) 
見出し FIV18910 表象文化資料解析 
担当教員名 中島 聰 
単位数 2 
教科書 作成した関係資料を毎週講義時に配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 表象 文化 記号 表現 意味 象徴 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 表象文化資料解析 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義に関係した文献資料を講義時に配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 各講義ごとに多種多様な記号現象を取り扱う。そのなかで各自が特に関⼼を持っ

た課題の資料の解析結果を、受講者全員へプレゼンテーションしてもらうが、積
極的な参加と相互の活発な質疑応答を期待している。 

シラバスコード FIV18910 
実務経験のある教員  
達成目標 言語・非言語・社会・経済・科学技術・思想・宗教・芸術の各分野からコミュニ

ケーション論・情報論など多様な文化現象の基礎である記号の多様な意味や形態
を知り、自らでさまざまな記号の創造・生成ができるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 7 階 中島(聰)研究室 086-256-9630 nakashima@soci.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Source Analysis of Culture and Representation 
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 表象とは、知覚・体験・記憶した内容を再び⼼の内に表わす働きやそれにより思

い浮かべる像をいう。表象の代表は言語とイメージだが、表象による意味の生成
は現代の文化現象の基底を成している。  
 この講義では、表象がシステムとしてどのように機能するのか、またこの表象
におけるさまざまな意味の成立や表象の形態を、特に記号論的な観点から理解す
る。記号は、その表現形態と意味を持つことで、表象作用の具体化に他ならない。



そこで表象文化の現象としての記号分野を取り上げ、その多くの形態と豊かな意
味を、多彩な資料をもとにして、解析す 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 表象文化資料解析への導入 ―記号の表現形態と意味― 

序論として、Ⅰ.文化記号論の基礎 Ⅱ.文化記号論のさまざまな分野 Ⅲ.文化資料
解析の手法、について説明する。 
2 回 記号論史 ―前史からソシュールへ― 
(1)記号というものが歴史の中でどんな取り扱いをされてきたかを解説する。 
(2)現在の記号論の問題点を確認する。 
3 回 記号の基礎理論 ―定義とさまざまな分類・種類― 
(1)さまざまな記号の定義や意味を説明する。 
(2)記号の分類・種類を、多くの事例をもとにして調べて、記号のはたらき・特徴
を解説する 

準備学習 1 回 記号論(記号学)の定義・系統・分野などについて辞典・辞書などで調べてお
くこと。 
2 回 記号論関係の図書から、⻄洋の歴史における記号の捉え方・分類について概
略を把握しておくこと。 
3 回 記号論関係の図書から、記号の意味・機能・種類・収集処理方法等について
調べておくこと。 
4 回 ⼼理学的、社会学的、情報理論的な視点からのコミュニケーション=モデル
を各々一つずつ調べておくこと。 
5 回 パースの類像(イコン)・指標(インデックス)・象徴(シンボル)の内容と種類
について、インターネットで調べておくこと。 
6 回 

 



年度 2014 
授業コード FIV19010 
成績評価 小テスト（３０％）および定期試験（７０％）による。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜13) 
見出し FIV19010 言語文化論 
担当教員名 ⻄野 雅二 
単位数 2 
教科書 プリント（資料）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ドイツ語、ドイツ文化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「毎回充実していた。」 ー＞ そう言ってもらえて嬉しいです。 

「知っている作品などを取り上げていたので理解しやすかった。」 ー＞ 理解
してもらえて良かったです。 
「優しい先生で、とても分かりやすい。」 ー＞ これも嬉しいコメントです。あ
りがとう。 

科目名 言語文化論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 特になし。 
シラバスコード FIV19010 
実務経験のある教員  
達成目標 題材として取り上げる文章そのものを理解すると同時に、それらが書かれた時代

の文化に一定の理解を深める。 
受講者へのコメント 今後ともこの分野にも目を向けて勉学に励んでもらえると嬉しいです。 
連絡先 ⻄野研究室（２１号館７階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 大体の皆さんに満足していただけたものと思います。 
英文科目名 Language and Culture 
関連科目 ドイツ語 I、ドイツ語 II、⻄洋史を受講していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 朝イチの講義なので遅刻がちの人が多少見られました。遅刻しないように指導も

させてもらいましたが、今後も同様の取り組みをしていこうと思います。 
講義目的 中世から現代にいたるまでのドイツ語文章に触れ、ドイツ語およびドイツ文化に

対する理解を深めることを目的とする。また、ことばと社会の関わりについても
言及していく。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。ヨーロッパの各種言語とドイツ語の類似点、相違点な



どについて解説する。 
2 回 ー ドイツ語初歩文法概観 ー 
ここでは、若干の分量のドイツ語の文章を見ながら講義をすすめていくので、ま
ずは、ドイツ語の基礎的な文法にについて解説する。 
4 回 英雄叙事詩や宮廷叙事詩について、例を示しながら解説する。また、これら
の叙事詩に見られる中世の社会や文化について解説する。 
6 回 主に中世の騎士がになった文化の代表的なものとしてミンネザングについ
て解説する。 
8 回 ルターの聖書翻訳により、ドイツ語が変 

準備学習 1 回 欧米の各言語の類似点・相違点について考えておくこと。 
2 回 ドイツ語 I、II の既習者は、その内容を見直しておくこと。また、講義終了
後は文法項目をよく整理しておくこと。 
4 回 ドイツ語の文法初歩を復習しておくこと。ドイツ中世の「騎士」やその文化
について調べておくこと。 
6 回 ドイツ中世の文化ならびに講義で取り上げた文章を復習しておくこと。「騎
士」の「婦人」に対する考え方について調べておくこと。 
8 回 中世の文化ならびに講義で取り上げた文章を復習しておくこと。ドイツ中
世末期以降の詩作について調べておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FIV19110 
成績評価 小テスト（３０％）および定期試験（７０％）による。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜13) 
見出し FIV19110 言語文化情報解析 
担当教員名 ⻄野 雅二 
単位数 2 
教科書 ⻄野研究室に置いた Web サーバ上の資料を参照する。また、適宜、プリントを

配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ドイツ語、JavaScript、html、C 言語、国際事情 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述なし。 
科目名 言語文化情報解析 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ※ 実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」の認定科目である。  

※ 研究室の Web サーバに学内ネットワーク（OUSNET)を介してアクセスし、
資料等を提示して講義を行う。 

シラバスコード FIV19110 
実務経験のある教員  
達成目標 グローバル化した現代社会における異文化コミュニケーションの手段としての

「言語情報」の処理に関する理解を深め、国際事情の理解につなげる。 
受講者へのコメント これからも、しっかりがんばってください。 
連絡先 ⻄野研究室（２１号館７階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 おおむね満足してもらえたものと思います。課題にもしっかり取り組んでもらえ
たし、この分野への理解も深まったということで、私としても喜ばしいです。 

英文科目名 Information Analysis of Language and Culture 
関連科目 ドイツ語 I、ドイツ語 II を履修済みであることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 １コマ目ですので、遅刻者の減少に取り組んでいこうと考えています。 
講義目的 英語、ドイツ語などの欧米言語による情報の処理を行う。すなわち、ここではこ

れらの言語による報道文や文学作品を取り扱いつつ、国際事情の理解にまでつな
げていく。さらに、html、C 言語によるプログラミングにより、これらの語学練
習問題など言語情報の処理について理解を深める。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。「メモ帳」によるファイルの作成と保存を説明する。 



2 回 国際事情理解（１）テキストファイルと欧米言語。ドイツ語のウムラウトな
ど、英語には無い文字を、それらが使用できない環境ではどのように表現するの
か説明する。 
3 回 国際事情理解（２）ワープロソフトでの欧米言語。ドイツ語のウムラウトな
ど、英語には無い文字をワープロソフトではどのように処理するのか説明する。 
4 回 国際事情理解（３）ブラウザでの欧米言語。ドイツ語のウムラウトなど、英
語には無い文字をブラウザで表示できるようにはどのよう 

準備学習 1 回 パソコンの操作、特にファイル保存の場合の注意事項を確認しておくこと。 
2 回 メモ帳におけるファイルの保存の仕方を復習しておくこと。テキストファ
イルで表示できない欧文文字をどのように扱うのか調べておくこと。 
3 回 テキストファイルでの欧文特殊文字の処理の仕方を復習しておくこと。ワ
ープロソフトで特殊な欧文文字をどのように入力するのか調べておくこと。 
4 回 ワープロソフトでの欧文特殊文字の処理の仕方を復習しておくこと。ブラ
ウザで特殊な欧文文字をきちんと表示できるようにするにはどうするか調べて
おくこと。 
5 

 



年度 2014 
授業コード FIV19210 
成績評価 レポートの提出状況と期末試験の成績で評価します。レポート（３０％）試験の

成績（７０％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜14) 
見出し FIV19210 世界地誌 
担当教員名 石⽥ 省三＊ 
単位数 2 
教科書 プリントを使用します。 
アクティブラーニング  
キーワード 世界、多様性、産業、文化、歴史、社会 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 世界地誌 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜紹介します 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIV19210 
実務経験のある教員  
達成目標 「ところ変われば品変わる」とよく言われますが、これこそが地誌を一言で言い

表した言葉で 
す。世界がコンピューターの普及により一体化する傾向を強めているもののその
一方で世界に 
は非常に多様で様々な考え方をする人間が住んでいるということを、各国の状況
を通して再確 
認することを目標とします。 

受講者へのコメント  
連絡先 E-mail ishida@po1.oninet.ne.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 World Topography 
関連科目 地理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では、地理の基礎学習を行ったのち後、経済的なつながりの深いアメリカ

合衆国や近い 
国としての中国について学んでいきたい。また日本と関係の深いＡＳＥＡＮ（東
南アジア諸国） 



、更にヨーロッパや、オセアニアなどの国々の現状と、各国の抱える問題につい
ても考えてい 
きたい。地誌を学ぶにあたっては「多様性」「文化」「持続可能な開発」などをキ
ーワードに 
諸地域の動きを追っていきたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

本講義の概要について説明する。 
2 回 世界の大地形の成立過程について学ぶ。最近話題となる南海トラフ地震に
も触れ、防災に関する学習もする。 
3 回 日本の各地にみられる代表的な地形について学ぶ。また地形と人々の生活
についても詳しく見ていく。 
（地形図読図）Ⅰ（作業と演習） 
4 回 地形と人々の生活について理解を深めていく。 
（地形図読図）Ⅱ（作業と演習） 
5 回 世界の気候区分と日本の気候について学ぶ。岡山の気候の特徴についても
学習する。 
6 回 アメリカ合衆国：アメリカ合衆国の自然環境や 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 南海トラフや南海トラフ地震について調べておく。 
3 回 地形図の読み方について確認しておくこと。 
4 回 定規、色鉛筆（６色程度）等持参のこと。詳細は前時に告知する。 
5 回 新聞の天気欄などを参考に、５月の世界各地の天気を比較してみること。 
6 回 アメリカ合衆国の州の名称等を地図で確認しておくこと。 
7 回 カナダにおいてオリンピックが開催されたことのある都市はどこか（夏冬
とも）調べておくこと。 
8 回 中国大陸の略地図が描けるように練習しておくこと。チベットや東北地方
にも注意すること。 
9 

 



年度 2014 
授業コード FIV19310 
成績評価 レポートと期末試験の成績で評価する。レポート（３０％）試験の成績（７０％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜14) 
見出し FIV19310 地理学 
担当教員名 石⽥ 省三＊ 
単位数 2 
教科書 プリントを使用する。 
アクティブラーニング  
キーワード 地域間の関係、持続可能な社会、防災、グローバリゼーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIV19310 
実務経験のある教員  
達成目標 地理学的な考え方、地理学の課題の理解と解決法を考えていく。 
受講者へのコメント  
連絡先 E-mail ishida@po1.oninet.ne.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Geography 
関連科目 世界地誌 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地理学は地域の特性や、地域の持つ問題点を明らかにし、地域をどのようにした

らよいかを考 
える学問である。本講義ではこうした考えをもとに、世界や日本のそれぞれの地
域の抱える 
問題と解決法を探っていきたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション  

本講義の概要について説明する。 
2 回 地形図読図（１） 
身近にあり役に立つ地形図の読み方を学ぶ。また地形と人々の生活についても詳
しく見ていく。 



（地形図読図）Ⅰ（作業と演習） 
3 回 地形図読図（２） 
（地形図読図）Ⅱ（作業と演習） 
4 回 世界の大地形の成立過程（１）について学ぶ。 
5 回 世界の大地形の成立過程（２）と災害について学ぶ。 
6 回 日本各地にみられる代表的な地形とそこに居住する人々の生活について学
ぶ。 
7 回 世界の気候区分と日本の気候について学ぶ。岡山の気候の特徴につ 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 地形図の読み方について教科書等で確認しておくこと。当日は色鉛筆（６色
程度）があれば持参のこと。 
3 回 作業学習のため色鉛筆（６色程度）を持参のこと。 
4 回 プレートテクトニクスとは何か。調べておくこと。 
5 回 アフリカ大地溝帯とは何か。調べておくこと。 
6 回 扇状地、海岸段丘など、日本でよく見られる地形について調べておくこと。 
7 回 津波など、世界で起こっている災害について新聞などで調べておくこと。 
8 回 昭和９年に岡山地方を襲った室⼾台風について調べておくこと。 
9 回 アメリカの農 

 



年度 2014 
授業コード FIV19411 
成績評価 定期試験（80％）と発言（20％）により評価する 

講義時の議論において発言したものは点数化して評価する。 
発言は 20％とあるが、積極的に発言する受講生は、20％以上の点数を与える場
合もある。 
その場合、定期試験で満点（80 点）をとった場合 100 点以上となるが、その場
合の評価は 100 点とする。 
第 1 回講義時に加点方法について説明する。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜12) 
見出し FIV19411 地理情報解析 
担当教員名 佐藤 丈晴、能美 洋介 
単位数 2 
教科書 講義中にプリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 地理情報システム、GIS、主題図、測地系 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地理情報解析 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 関連する情報をガイダンス時に説明する 
授業形態 講義 
注意備考 インターネット、スマートフォンなどで見る地図の多くは地理情報システムを活

用している。 
これらの地図を閲覧する際には、この講義の内容を意識しながら閲覧してほし
い。 
準備学習をしっかりして講義に臨み、自分の意見を発言すること。（評価に直結
します） 

シラバスコード FIV19411 
実務経験のある教員  
達成目標 ・地図の判読ができるようになる。 

・地理空間情報について理解する。 
・地理情報システムの基本的知識を有し、実際に取り扱える。 
・人前で積極的に発言できる。 
・自分の意見をわかりやすくはっきり伝えられる。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 6 階 佐藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Geographic Information Analysis 
関連科目 測地測量学、野外調査法 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地図についての基本的な読み方を学び、地図から地域の地形地質等地球科学的現

象の取得について説明する。 
さらに電子地図の利用により、従来からの紙ベースの地図から大幅に取り扱える
情報が増加し、様々な情報が地理空間情報として利活用されている実態を理解す
る。 
そして地理情報システムについての基本的知識を取得し、卒業研究で地理情報シ
ステムを活用するための基本的知識を身に着ける。 
また、本講義は、説明中に質問を行う。 
回答する時間を設け、自分の考えをノートに書き、発言し討論を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 第１回：講義目的と進め方、成績についての説明 

指導の方針と目的を説明する。講義の進め方と基本的ルールを確認する。また、
成績のつけ方について具体的に説明する。 
2 回 第２回：膨大な位置的情報（地図） 
地図について議論（地図とは？）し、膨大な情報量が盛り込まれた図面であるこ
とを講義する。 
3 回 第３回：目的を持った地図（主題図） 
 地図の作成は、膨大な情報を取捨選択し、目的にあったものを作ることを講義
する。 
4 回 第４回：古い地図は貴重な資産（地図と歴史） 
 古地図は、歴史を知る上で大変重要な情報である 

準備学習 1 回 講義用のノートを準備して講義に臨むこと。 
2 回 地形図を見ておくこと。 
3 回 主題図について調べておくこと。 
4 回 古地図を調べておくこと。 
5 回 地形図の等高線に着目しながら、地形図を調べておくこと。 
6 回 GIS の意味を調べておくこと。 
7 回 地理空間情報について調べておくこと。 
8 回 ラスタデータについて調べておくこと。 
9 回 ベクタデータについて調べておくこと。 
10 回 GPS について調べておくこと。 
11 回 インターネットなどで地図をたくさん閲覧しておくこと。 
12 回 GIS のメリットにつ 

 



年度 2014 
授業コード FIV19510 
成績評価 教員別に課す課題（100％） 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜13) 
見出し FIV19510 社会情報実習 γ 
担当教員名 小林 博昭、中島 聰、志野 敏夫、⻄野 雅二 
単位数 1 
教科書 ⻄野：教科書は使用しない。毎回、作成した資料を配布する。 

中島 聰: 教科書は使用しない。毎回、作成した資料を配布する。 
志野：特にない。 
小林：実習展開過程でプリント等資料を配布する。 

アクティブラーニング  
キーワード ⻄野： Linux Perl プログラム 

中島 聰: 研究テーマの設定 資料の検索・収集 資料処理法 論文化・構築化 
論文作法  
志野：歴史研究 
小林：考古資料 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 社会情報実習 γ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻄野：各講義の時、指示する。 

中島 聰: 各講義の時、指示する。 
志野：『大漢和辞典』（購入する必要はない。） 
小林：実習展開過程で、適宜紹介する。 

授業形態 実験実習 
注意備考 ⻄野担当分：A 群の「言語文化情報解析」を受講することが望ましい。 

志野担当分：Ａ群の「歴史学」を受講していることが望ましい。 
小林担当分：A 群の「遺跡と遺物の基礎」、「遺跡と遺物」を受講することが望ま
しい。ケガ、病気、その他で欠席した場合はそれらを証明するもの、また就活等
で欠席した場合、活動報告書を提出することが必要となる。 

シラバスコード FIV19510 
実務経験のある教員  
達成目標 1.ワープロソフトでの多言語による文書を作成できること。多言語からなる Web

ページを自分でプログラムして保存し、ブラウザで表示できるようにすること。 
2.科学技術分野における研究の方法論、つまり学術情報の成果の集約から論文完
成までの手順を、講義・演習・パソコン実習を通して習得する。 
3.歴史研究の基礎的方法を理解するとともに、漢和辞典を引けるようにする。  
4.考古遺物からの情報を引き出し、それらを読み取る能力と製図可能な技術を養
成する。 



受講者へのコメント  
連絡先 ⻄野：21 号館 7 階 ⻄野研究室 

中島：21 号館 7 階 中島研究室 
志野：21 号館 7 階 志野研究室 
小林：13 号館 2 階 小林研究室 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Socio-Information Practice r 
関連科目 ⻄野：言語情報文化解析 

中島 聰: 科学技術論 
志野：東アジアの歴史、歴史学、歴史資料解析 
小林：遺跡と遺物の基礎、遺跡と遺物、遺跡遺物情報解析 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 言語文化・科学技術史・歴史・考古を学び研究するに際し、必要で不可欠な基礎

的な知識と方法、および基本的スキルを、自ら実践することで習得することを目
指す。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。各担当者の実習の進め方を説明する。その後、Linux

パソコンにより、テキストファイル、文書ファイル等の作成をするなど、Linux
パソコンの使い方を説明する。 
2 回 プログラム言語 Perl のスカラー変数を説明し、Linux 上でこの変数を用い
てプログラムを作成する。 
3 回 プログラム言語 Perl の配列変数を説明し、Linux 上でこの変数および前回
見たスカラー変数を用いてプログラムを作成する。 
4 回 プログラム言語 Perl による、文書 A から文書 B への変換のプログラム、た
とえば、ですます 

準備学習 1 回 パソコンの種類にはどのようなものがあるか、また、Linux とは何か、予習
をしておくこと。 
2 回 Linux パソコンでの文書ファイル等の作成、および保存の仕方などを復習し
ておくこと。プログラム言語 Perl とはどのようなものか予習しておくこと。 
3 回 プログラム言語 Perl のスカラー変数、および Perl によるプログラムの作り
方を復習しておくこと。Perl の配列変数について予習しておくこと。 
4 回 Perl のスカラー変数、配列変数について復習しておくこと。これら 2 種類
の変数を用いてのプログラムの作り方につ 

 



年度 2014 
授業コード FIV19910 
成績評価 期末試験の成績（100％）で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 社会情報学科(〜12) 
見出し FIV19910 現代アジア理解 
担当教員名 山口 隆久 
単位数 2 
教科書 適宜資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード アジア・都市・農山村・地域・地方・分権 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 現代アジア理解 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介 
授業形態 講義 
注意備考 必須条件として、これまでに「海外研修」を履修していない者は、この講義を受

講できないので注意すること（ただし、中学校教員免許の取得のために必要な場
合を除いて）。 

シラバスコード FIV19910 
実務経験のある教員  
達成目標 地理的特徴や多様性という側面から、現代の東アジアの中における日本の客観的

な位置づけについて理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 7 階 山口研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Understanding of Modern Asia 
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代のアジア社会が直面しているグローバルな変動の内容について、地域・政策・

環境の観点から詳細に学ぶ。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 本講義の目的・履修計画などについて説明する。 

2 回 グローバリゼーションの状況について講義する。 
3 回 アジア諸国の地理的特徴について講義する。 
4 回 「地域」概念の多様性を論じる。 
5 回 日本の首都、東京の状況と国内地域構造について講義する。 



6 回 東京一極集中の裏返しとしての地方経済の状況について論じる。 
7 回 グローバル化がもたらした近年の農山村の疲弊について論じる。 
8 回 無店舗経営の成⻑、それに伴う車依存社会の変化について論じる。 
9 回 地方分権改革の現状と展望を論じる。 
10 回 地方自治 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 身近なところにある Maid in Asia の物産を思い起こしておくこと。 
3 回 地理学の講義を想起しておくこと。 
4 回 日常用語の「地域」という言葉の使い方を考えておくこと。 
5 回 TV などで放映される東京のイメージを頭に描いておくこと。 
6 回 岡山経済の現状をイメージしておくこと。 
7 回 TV などで放映される農山村のイメージを頭に描いておくこと。 
8 回 ネット通販・TV ショッピングなどをイメージしておくこと。 
9 回 地方分権に関する書物・記事などに注目しておくこと。 
10 回 

 



年度 2014 
授業コード FIV20010 
成績評価 定期試験(60%)と、授業の中で実施する課題または中間テスト(40%)によって評

価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜14) 
見出し FIV20010 ビジネス実務総論 
担当教員名 山口 隆久 
単位数 2 
教科書 １からの経営学 加護野忠男・吉村典久編著 碩学者 
アクティブラーニング  
キーワード ビジネス実務、簿記会計、組織 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ビジネス実務総論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業の中で紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」「ビジネス実務士」の認定科目であ

る。 
シラバスコード FIV20010 
実務経験のある教員  
達成目標 競争的システムとしてのビジネスの世界で求められる実務内容と能力の内容を

概説し、実社会で必要な能力・ビジネススキルを学習する。 
受講者へのコメント  
連絡先 山口研究室 21 号館７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information of Business Practice 
関連科目 現代の経営 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 経営学の入門科目であり、一から経営学を学ぶ。具体的には、情報化時代のビジ

ネスについて理論的・技術的に解説し、企業組織とともにその内容がどのように
展開してきたかを論じる。さらに、企業活動のフェーズごとに求められる実務内
容とビジネスの現場での能力について理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 第１章 ビジネス実務とは何かについて説明をする。 

2 回 「ビジネス実務の現場」の事例研究、協働について説明する。 
3 回 「ビジネス実務の定義・研究」、「ビジネス実務の学習とは」、「ビジネスワー



カーと能力開発」について説明をする。 
4 回 第２章 個人業務とマネジメント 
「個人業務をマネジメントする」について説明する。 
5 回 「業務推進とコミュニケーション」について説明する。 
6 回 第３章 協働業務とマネジメント 
「協働と課題の明確化」について説明する。 
7 回 「協働による課題達成」について説明する。 
 

準備学習 1 回  特になし 
2 回  新聞・ニュースなどを見て、企業内部の仕事としてどのような仕事がある
か考えておくこと。 
3 回  新聞・ニュースなどを見て、企業内部の仕事としてどのような仕事がある
か考えておくこと。 
4 回  新聞・ニュースなどを見て、企業内部の仕事としてどのような仕事がある
か考えておくこと。 
5 回  よく売れている商品の例を思い浮かべておくこと。 
6 回  企業間競争の実例を知っておくこと。 
7 回  企業の経営状態の良し悪しをどう測ればよいか考えておくこと。 
8 回  企業で使われている役職の名前を知っ 

 



年度 2014 
授業コード FIV20111 
成績評価 小テスト  30 点（10 点×3 回） 

期末テスト 70 点 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 社会情報学科(11〜14) 
見出し FIV20111 政治学 
担当教員名 松村 博行 
単位数 2 
教科書 『はじめての政治学』／池尾靖志・佐藤史郎・上野友也・松村博行／法律文化社

／ISBN03589-9 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 政治学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業内で適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 担当教員は、学習者たる皆さんに最大限の敬意をもって講義を行います。受講生

の皆さんも、学習者としての自負と責務をしっかりと認識して講義に臨んで下さ
い。とりわけ、他の受講生の妨害になる振る舞いについては厳しく対処します。 

シラバスコード FIV20111 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）日本の政治制度の概要を知る。 

（２）政治参加の方法について学ぶ。 
（３）地方自治の仕組みについて学ぶ。 

受講者へのコメント  
連絡先 松村研究室（21 号館 7 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Politics 
関連科目 国際政治学、行政学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 皆さんの多くは「政治」という言葉を聞くと、国会議員や官僚たちが織りなす、

何やら遠い世界の話のようにイメージしていることと思います。しかし私たちの
日々の暮らしのなかには、実は政治とつながるさまざまな出来事が潜んでいま
す。 
この講義は、そうしたわれわれの身の回りのできごとを切り口に、私たちを取り



巻く、そして私たちが構成する「政治」とはどのようなものなのかを学びます。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンスとして講義の進め方を説明する。また政治にかかわる時事的な

トピックスを紹介しながら政治、あるいは政治学のイメージを概説する。 
2 回 「権力」。政治学の基本的な概念である権力について説明する。 
3 回 「政治意識と政治文化」。国や社会によって異なる政治への関⼼や態度の背
景を説明する。 
4 回 市⺠革命と⺠主主義 
5 回 現代の⺠主主義 ※第１回小テスト 
6 回 現代の政治体制 
7 回 選挙 
8 回 世論とマスメディア 
9 回 国会と立法 
10 回 内閣と行政 ※第２回小テスト 
11 回 政党 
12 回 利益団体 
 

準備学習 1 回 日本の政治に関するニュースを見ておくこと。 
2 回 テキスト第２章を読み、さまざまな権力の種類について理解しておく。 
3 回 テキスト第３章を読み、リースマンとラズウェルによる類型を理解してお
く。 
4 回 テキスト第４章を読み、欧米での市⺠革命の背景としてのホッブス，ロッ
ク，ルソーの思想について学んでおく。 
5 回 テキスト第５章を読み、⺠主主義以外の政治体制の特徴について知ってお
く。 
6 回 テキスト第６章を読み、三権分立の意義について理解しておくこと。 
7 回 テキスト第７章を読み、多数代表制と比例代表制の 

 



年度 2014 
授業コード FIV20210 
成績評価 小テスト（10 点×5） 

期末テスト（50 点） 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜13) 
見出し FIV20210 国際政治学 
担当教員名 松村 博行 
単位数 2 
教科書 特に指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 回答を要する記述はなかった。 
科目名 国際政治学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 五百旗頭真編[2010]『戦後日本外交史』第 3 版，有斐閣（978-4-641-12407-3） 

※必ずしも購入する必要はありませんが，講義はこの本を基に進めていきます。 
授業形態 講義 
注意備考 小テストの配点が大きいので，欠席が多いと単位取得は難しいと考えておいて下

さい。 
シラバスコード FIV20210 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)日本の戦後政治外交史の基礎を理解する。 

(2)日本の平和主義の移り変わりについて理解する。 
(3)戦後日本外交史の基軸にある日米関係について理解する。 

受講者へのコメント 「英語ワンポイントレクチャー」については、32.1%が「役に立った」、43.8%「ど
ちらかと言えば役に立った」という回答だったので、来年度も継続しようと考え
る。 

連絡先 松村研究室 21 号館 7 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 理解度と満足度が高かったので、講義の目標は一定達成できたと思われる。 
英文科目名 International Politics 
関連科目 政治学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この講義は皆さんが教養として知っておくべき戦後日本の歩みを，政治外交史を

中⼼に概説することを目的としています。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 日本国憲法の成立と国際環境の変化：終戦後の占領期の日本外交の課題に



ついて説明する。 
2 回 独立の回復と米軍の駐留：主権回復後に米軍の日本駐留が継続した 
背景について説明する。 
3 回 1950 年の内政・外交：鳩山一郎，岸信介の時代の日本政治の課題について
説明する。 
●第１回小テスト 
4 回 安保改定から高度経済成⻑へ：安保改定を頂点に「政治の季節」が終わり，
経済の時代へ突入する経緯について説明する。」 
5 回 1960 年代の国際関係：60 年代の米ソ関係と中国の状況について説明する。 
6 回 激動の 1970 年 

準備学習 1 回 マッカーサー，GHQ について調べておく。 
2 回 吉⽥茂という人物について調べておく。 
3 回 岸信介という人物の来歴について調べておく。 
4 回 安保闘争について調べておく。 
5 回 ベトナム戦争について調べておく。 
6 回 1971 年のニクソンショックについて調べておく（２つの意味がある）。 
7 回 「ロン・ヤス」関係とは何かを調べておく。 
8 回 スーパー301 条とは何かを調べておく。 
9 回 湾岸危機・戦争時の日本政府の対応について調べておく 
10 回 ジャパンバッシングとジャパンパッシングの意味について調べ 

 



年度 2014 
授業コード FIV20310 
成績評価 定期試験 100％ 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜13) 
見出し FIV20310 日本国憲法論 
担当教員名 坂部 望 
単位数 2 
教科書 目で見る憲法／初宿正典／有斐閣／9784641131040 
アクティブラーニング  
キーワード 自主憲法制定、地球国家としての憲法、憲法改正への道筋 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本国憲法論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「国⺠の憲法」産経新聞社（なるべく携帯されたい） 

「ポケット六法」有斐閣 
授業形態 講義 
注意備考 特にＢ群科目で配置されている「日本国憲法」を履修し、現行憲法の基礎的知識

を有することが求められる。 
なお、授業・試験対策のためには、参考書も各自で購入することをすすめる。 

シラバスコード FIV20310 
実務経験のある教員  
達成目標 新しい時代に向けて、ふさわしい憲法を国⺠の意思でつくるにはどのような国家

観、国際観を身に着けることが必要なのか、その考え方を理解することが目標で
ある。特に日本が地球国家の一員であることを踏まえて、他国の憲法との整合性
についても考えてみることとする。 

受講者へのコメント  
連絡先 坂部研究室 21 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Analysis Japanese Constitution 
関連科目 Ｂ群「日本国憲法」 

Ａ群「市⺠生活と法」「犯罪と法」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義はＢ群でおこなわれている「日本国憲法」のように法の基礎的概説を行う

のではなく、現在の憲法が直面しているあらゆる問題点を検証、批評する。現行
憲法制定から半世紀以上を経た今、現代世界において、どのような権利や義務が
必要で、法に求められる事項にはどんな事柄が存在するのかを考えていく。特に



憲法改正に向けて必要となる事項を検討する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 国⺠の意思による憲法を目指して： 

日本国憲法制定の背景と問題点を検証する。憲法施行から約 67 年。時代の変貌
への対処を考察する。 
2 回 実際の平和問題と憲法の平和理論の限界： 
変貌する国際危機、軍事の国際常識、サイバー戦争等の脅威を考察する。 
3 回 家族制度・社会福祉と憲法： 
少子化対策、生活保護制度の問題点を考察する。 
4 回 公の意識の欠如と現代： 
海外邦人救出対応、国土の買収と水源林等の問題について考察する。 
5 回 外国人と参政権①： 
外国人参政権に関する現状とその諸問題について考察する。 
6 回 

準備学習 準備学習は授業の終わりごとに指示するので十分に予習すること。法律学習にお
いて全ての法規の基本である憲法がわれわれの日常生活とどのように関わって
いるのか学習していく。単に現行憲法を是認するのではなく、批判的な観点から
も考えるとともに、授業後の復習を怠らないこと。 

 



年度 2014 
授業コード FIV20410 
成績評価 小テスト 20%、定期試験 80%により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 社会情報学科(11〜14) 
見出し FIV20410 遺跡と遺物の基礎 
担当教員名 小林 博昭 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 考古学、発掘調査、先史、古代 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 遺跡と遺物の基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の展開過程で、適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 1．A 群科目の「遺跡と遺物」、「遺跡遺物情報解析」、「社会情報実習 γ」を続け

て履修することが望ましい。 
2．怪我、病気、その他で欠席した場合は、それを証明するもの、就活で欠席した
場合は活動報告書の提出が必要となるので注意すること。 
これらの証明するものが無い場合は、欠席扱いとなるので、十分に注意すること。 

シラバスコード FIV20410 
実務経験のある教員  
達成目標 考古学の学問的な体系について、理解の深化を図る。さらにその方法論、手法に

ついて、科学的な思考を習得させる。くわえて、学際的な領域に関しての理解と、
接近のしかた等々のスキルを養成する。 

受講者へのコメント  
連絡先 13 号館 2F 小林研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 The basics theory of Sites & Artifacts 
関連科目 A 群：遺跡と遺物、遺跡と遺物情報解析、社会情報実習 γ 

B2 群：日本史 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 主として、我が国の先史・古代地域を研究する考古学における方法論と、その研

究史や、専門用語の解釈等に関して講義を展開する。具体的には、考古学が用い 
る諸方法論ー型式学、形態学や技術論などーを当時の資料、つまり遺跡や遺物な
どに即して論じ、さらにそれらを支援する最先端の自然科学的方法論にも視座を 



置く。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。考古学の定義について説明

する。 
2 回 遺跡と遺構について、具体例をスライドプロジェクターを使用しながら説
明する。また、両者の定義について説明を加える。 
3 回 遺物について、種類や具体例をスライドプロジェクターを使用しながら説
明する。さらにその定義について、説明を加える。 
4 回 考古学の方法論について、まずその１回目として、どのような考え方がある
のか配布プリントを中⼼にして OHC を利用しながら説明する。 
5 回 考古学の方法論について、その２回目として、どのよ 

準備学習 1 回 考古学の定義について、ノートを中⼼に復習をすること。予習として、遺跡
や遺構について、図書館等で調べておくこと。 
2 回 遺跡と遺構について、説明できるように復習をしておくこと。遺物につい
て、図書館等で調べて、予習をしておくこと。 
3 回 遺物について、定義を説明できるようにノートを中⼼にして復習しておく
こと。 
4 回 考古学の方法論で、とくに地層累重の法則やルジメント等の復習の徹底化
を図ること。予習として、これらはどのように応用されるのか、また考古学には
どのような種類があるのか、各自調べておくこと。 
5 回 

 



年度 2014 
授業コード FIV20510 
成績評価 定期試験(60%)と、授業の中で実施する課題または中間テスト(40%)によって評

価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 社会情報学科(12〜13) 
見出し FIV20510 簿記会計 
担当教員名 水谷 直樹 
単位数 2 
教科書 配布する講義資料による。 
アクティブラーニング  
キーワード ビジネス実務、簿記 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述の回答としては、「⺟に教えてもらう。自分で考えるところを増やして

ほしい」「進路を考えるうえでよい参考になりました。」「簿記３級の資格にチャ
レンジしてみます。」の３件でした。簿記の授業では、記法のルールの解説が中⼼
となり、自分で考える内容が少ないのは確かです。簿記３級の問題集などに積極
的に取り組むと自分で考える局面が多くなるはずです。 

科目名 簿記会計 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業の中で紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIV20510 
実務経験のある教員  
達成目標 ビジネススキルとしての簿記実務の内容を理解する。 

ビジネスの現場で使われる会計用語の意味を理解する。 
資格試験にも対応できる知識を習得する。 

受講者へのコメント 文系学生が取得する資格として、簿記資格は人気が高い資格です。受講した内容
は資格試験に密接に関連した内容ですので、ぜひ簿記の資格取得に取り組んでく
ださい。 

連絡先 水谷研究室 21 号館７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 アンケートによると自主的に勉強した学生が多かったです。試験の成績でもその
成果が表れていました。 

英文科目名 Bookkeeping Accounting Theory 
関連科目 「現代の経営」を受講していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 授業では中間テストを２回実施しました。それによって、自主的に学習した学生

が多かったようです。今後も授業での中間テストを行うことにより、自学を促し



たいと考えます。 
講義目的 経済的な情報を計測するプロセスである簿記についての基本的方法について解

説するとともに、会計についての基本知識をもつ。ビジネスの現場で活用できる
知識を中⼼に解説を進め、特にビジネスの中で頻出する会計用語が理解できるよ
う講義を行う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクションとして、本講義の内容および簿記のしくみを概説する。 

2 回 複式簿記における仕訳について解説し、貸借対照表・損益計算書における資
産・負債・費用・収益の各項目の変動について理解する。 
3 回 貸借対照表および損益計算書作成の流れについて解説する。勘定科目を用
いた仕訳のルールについて説明する。 
4 回 企業における経済取引として頻出する仕入と売上について、簿記上の処理
方法を解説する。さらに企業間で行われる掛取引などの取引慣行について説明す
る。 
5 回 企業間で行われている手形取引および手形の仕 

準備学習 1 回 シラバスを確認しておくこと。 
2 回 財産（ストック）を多く持っていることと、稼ぎ（フロー）が多いことの違
いを理解しておくこと。 
3 回 ストックとフローで量を計測する仕組みについて復習しておくこと。 
4 回 勘定科目としてどのような項目があるか目を通しておくこと。 
5 回 企業間で行われる掛取引などの取引慣行について復習しておくこと。 
6 回 商品の売買にともなって債権および債務が発生する場合があることを理解
しておくこと。 
7 回 現金に関する仕訳処理を復習しておくこと。 
8 回 中古品の古さと売買価格との一般 

 



年度 2014 
授業コード FIV20610 
成績評価 中間試験 40%，定期試験 60% 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜13) 
見出し FIV20610 経営組織 
担当教員名 大藪 亮 
単位数 2 
教科書 1 からの商品企画／⻄川英彦・廣⽥章光／碩学舎 
アクティブラーニング  
キーワード マーケティング，製品開発 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 経営組織 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜，指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIV20610 
実務経験のある教員  
達成目標 商品企画や製品開発は，企業成果に大きな影響を与える。したがって，売れる製

品作りを行なうことは非常に重要である。本講義では，企業の商品企画。製品開
発に対して興味・関⼼を持つこと，また，その一連のプロセスについての基礎的
な概念や理論を理解することを達成目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5F 大藪研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Management organization 
関連科目 2 年次の「市場行動」を受講していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 マーケティング活動は，企業にとって非常に重要な活動であると言える。なぜな

ら，企業の利益が，顧客・消費者による自社製品の購買からもたらされるからで
ある。そこで，本講義は，マーケティングの中でも商品企画や製品開発を中⼼に
具体的な事例を多く取り上げ解説する。これらを通じて，商品企画を捉える視点
やその論理を学び，それらの活動について理解が深まるように講義を行なう。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進めを説明する。製品開発や商品企画について

の基本的な考え方を説明する。 



2 回 商品企画のプロセスについて説明する。 
3 回 調査法（インタビュー）について説明する。 
4 回 調査法（観察法）について説明する。 
5 回 調査法（リード・ユーザー法）について説明する。 
6 回 アイデア創出について説明する。 
7 回 コンセプト開発について説明する。 
8 回 プロトタイピングについて説明する。 
9 回 市場規模の確認について説明する。 
10 回 競合・技術の確認について説明する。 
11 回 顧客ニ 

準備学習 1 回 なぜこの講義を選んだのかしっかりと考えておくこと。 
2 回 気になる商品を取り上げ，なぜその商品が気になるか考えておくこと。 
3 回 前回の講義の復習をしっかりしておくこと。 
4 回 前回の講義の復習をしっかりしておくこと。 
5 回 前回の講義の復習をしっかりしておくこと。 
6 回 前回の講義の復習をしっかりしておくこと。 
7 回 前回の講義の復習をしっかりしておくこと。 
8 回 前回の講義の復習をしっかりしておくこと。 
9 回 前回の講義の復習をしっかりしておくこと。 
10 回 前回の講義の復習をしっかりしておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FIV20710 
成績評価 中間試験 40%，定期試験 60% 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜12) 
見出し FIV20710 サービス経営 
担当教員名 大藪 亮 
単位数 2 
教科書 1 からのサービス経営／伊藤宗彦・高室裕史／碩学舎 
アクティブラーニング  
キーワード マーケティング，サービス，マネジメント 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 サービス経営 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜，指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIV20710 
実務経験のある教員  
達成目標 本講義では，サービスおよびサービスに関するビジネスに対して興味・関⼼を持

つこと，また，そのサービスについての基礎的な概念や理論を理解することを達
成目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5F 大藪研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Service Management 
関連科目 2 年次の「市場行動」を受講していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 私たちは，サービスという言葉を良く使うが，サービスをビジネスとして考える

ことは少ない。そこで本講義では，サービス概念に焦点を当て，サービスがどの
ような価値を生み出しているのか，さらに，ビジネスとしてサービスを捉えると
はどの様なことなのかについて理解することを目的とする。具体的な事例を多く
取り上げ解説することを通じて，その論理を学び，サービスついて理解が深まる
ように講義を行なう。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進めを説明する。サービスについての基本的な

考え方を説明する。 



2 回 サービス経営のマネジメントについて説明する。 
3 回 サービス創造のマネジメントについて説明する。 
4 回 サービス経験のマネジメントについて説明する。 
5 回 サービス人材のマネジメントについて説明する。 
6 回 サービス品質のマネジメントについて説明する。 
7 回 おもてなしのマネジメントについて説明する。 
8 回 顧客ロイヤルティのマネジメントについて説明する。 
9 回 サービスによる価値創造について説明する。 
1 

準備学習 1 回 なぜこの講義を選んだのかしっかりと考えておくこと。 
2 回 モノとサービスの違いを考えておくこと。 
3 回 前回の講義の復習をしっかりしておくこと。 
4 回 前回の講義の復習をしっかりしておくこと。 
5 回 前回の講義の復習をしっかりしておくこと。 
6 回 前回の講義の復習をしっかりしておくこと。 
7 回 前回の講義の復習をしっかりしておくこと。 
8 回 前回の講義の復習をしっかりしておくこと。 
9 回 前回の講義の復習をしっかりしておくこと。 
10 回 前回の講義の復習をしっかりしておくこと。 
11 回 前回の講義の 

 



年度 2014 
授業コード FIV20810 
成績評価 中間試験 40%，定期試験 60% 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜12) 
見出し FIV20810 国際ビジネス 
担当教員名 大藪 亮 
単位数 2 
教科書 特になし。 
アクティブラーニング  
キーワード 国際マーケティング，文化，消費者行動 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 国際ビジネス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜，指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIV20810 
実務経験のある教員  
達成目標 本講義では，国際ビジネスや国際マーケティングに対して興味・関⼼を持つこと，

特に国際マーケティングについての基礎的な概念や理論を理解することを達成
目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5F 大藪研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 International business 
関連科目 2 年次の「市場行動」を受講していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 消費者行動や企業のマーケティング行為は国際的に多様である。例えば，国によ

って「マクドナルドでの⾷事」の意味は異なる。したがって，企業は進出しよう
とする国の文化等の理解が欠かせない。そこで，本講義では，広告や販売行動と
いったマーケティングマネジメントがどのように現地の事情に応じて展開され
ているのかについて理解することを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション，講義の進め方を説明する。 

2 回 文化というプロセスについて説明する。 
3 回 文化のダイナミクス（1）について説明する。 



4 回 文化のダイナミクス（2）について説明する。 
5 回 異文化間の消費者行動について説明する。 
6 回 ローカルな消費者と消費のグローバル化について説明する。 
7 回 異文化での市場調査について説明する。 
8 回 異文化間のマーケティング戦略について説明する。 
9 回 製品政策（1）について説明する。 
10 回 製品政策（2）について説明する。 
11 回 関係取引における価 

準備学習 1 回 なぜこの講義を選んだのかをしっかりと考えておくこと。 
2 回 文化とは何か，日本文化とアメリカ文化の違いを考えておくこと。 
3 回 前回の講義の復習をしっかりしておくこと。 
4 回 前回の講義の復習をしっかりしておくこと。 
5 回 前回の講義の復習をしっかりしておくこと。 
6 回 前回の講義の復習をしっかりしておくこと。 
7 回 前回の講義の復習をしっかりしておくこと。 
8 回 前回の講義の復習をしっかりしておくこと。 
9 回 前回の講義の復習をしっかりしておくこと。 
10 回 前回の講義の復習をしっかりしておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FIV20910 
成績評価 定期試験 100％。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 社会情報学科(〜13) 
見出し FIV20910 ファイナンシャルプランニング 
担当教員名 山口 隆久 
単位数 2 
教科書 講義で紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 金融、税制、不動産、住宅ローン 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ファイナンシャルプランニング 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 本講義は、集中講義で、ＦＰ（ファイナンシャルプランナー技能士）の３級資格

を取得したい学生向けの科目です。５月、もしくは６月に３日間集中で行います。
日程は、掲示板に提示します。 

シラバスコード FIV20910 
実務経験のある教員  
達成目標 FP（ファイナンシャル・プランニング）技能士 3 級を取得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 山口研究室（21 号館 7 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Financial planning 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ファイナンシャル・プランナー (Financial Planner) を育成します。ファイナン

シャル・プランナーとは、顧客である個人から、収支・負債・家族構成・資産状
況などのソース提供を受け、それを基に住居・教育・⽼後など将来のライフプラ
ンニングに即した資金計画やアドバイスを行う職業・職種、およびその職に就く
者を指します。略して FP（エフピー）とも呼ばれます。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ライフプランニングと資金計画① 

2 回 ライフプランニングと資金計画② 
3 回 ライフプランニングと資金計画③ 



4 回 リスク管理① 
5 回 リスク管理② 
6 回 金融資産運用① 
7 回 金融資産運用② 
8 回 タックスプランニング① 
9 回 タックスプランニング① 
10 回 不動産 
11 回 相続・事業承継① 
12 回 相続・事業承継② 
13 回 相続・事業承継③ 
14 回 模擬試験① 
15 回 模擬試験② 

準備学習 2 回 各回のテーマで学んだことを、次回講義までに実践をする。毎回講義開始時
にそれをグループで共有。 
3 回 各回のテーマで学んだことを、次回講義までに実践をする。毎回講義開始時
にそれをグループで共有。 
4 回 各回のテーマで学んだことを、次回講義までに実践をする。毎回講義開始時
にそれをグループで共有。 
5 回 各回のテーマで学んだことを、次回講義までに実践をする。毎回講義開始時
にそれをグループで共有。 
6 回 各回のテーマで学んだことを、次回講義までに実践をする。毎回講義開始時
にそれをグループで共有。 
7 回 各回 

 



年度 2014 
授業コード FIV21010 
成績評価 定期試験(50%)と、授業中に実施する課題や提出物(50%)によって評価します。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 社会情報学科(12〜13) 
見出し FIV21010 キャリアデザイン 
担当教員名 小玉 一樹＊ 
単位数 2 
教科書 社会人基礎力が身につくキャリアデザインブック-自己理解編／寿山泰二著／金

子書房／2013 年 5 月 17 日発行 
アクティブラーニング  
キーワード 「アクション」「シンキング」「チームワーク」 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 キャリアデザイン 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業の中で紹介します。 
授業形態 講義 
注意備考 真剣に自分のキャリアをデザインしてみたいと考えている学生のみ受講して欲

しい。 
シラバスコード FIV21010 
実務経験のある教員  
達成目標 自らのことを理解し、自ら考え、自ら発言することができるようになることを目

標とします。 
受講者へのコメント  
連絡先 電子メールにてご連絡ください。（メールアドレス：kodama2014@gmail.com) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Career Design 
関連科目 ビジネス実務総論、ビジネス実務演習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 就職活動に必要な「自己理解」を深め、「考え抜く力」を養成することを目的とし

ます。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（この授業ではどのようなことを行うのかについて説

明します） 
2 回 自分のキャリアを考えよう 
3 回 キャリア実践方法を知ろうⅠ（キャリアアンカー理論） 
4 回 キャリア実践方法を知ろうⅡ（プランドハプンスタンス理論） 



5 回 現在の自己全体像を知ろう 
6 回 自我状態を知ろう（エゴグラム） 
7 回 性格を知ろう（Big Five） 
8 回 自他評価を分析しよう 
9 回 自分の将来像を考えよう 
10 回 自分の価値観をチェックしてみよう 
11 回 論理的思考力（ロジカルシンキング）を身につけよう 
12 

準備学習 1 回 予習の必要はありませんが、毎回、今までの自分を振り返ってみてくださ
い。 
2 回 大学でのこれまでの１年半を振り返り、どのようなことをしてきたか思い
出しておくこと。 
3 回 将来どんなことがしたいですか。漠然と考えてきておくこと。 
4 回 前回を振り返りながら、将来どんなことがしたいかを漠然と考えておくこ
と。 
5 回 自分はどんな人物なのか考えておくこと。 
6 回 前回を振り返りながら、自分はどんな人物なのか考えておくこと。 
7 回 前回を振り返りながら、自分はどんな人物なのか考えておくこと。 
8 回 前回を振り返 

 



年度 2014 
授業コード FIV21101 
成績評価 試験は実施せず、毎回、課題を出しますので、その課題提出で成績を評価します。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜12) 
見出し FIV21101 情報活用とビジネスライティング 
担当教員名 山口 隆久、浦上 雅代＊ 
単位数 2 
教科書 初回の講義で指示します。 
アクティブラーニング  
キーワード 情報リテラシー、上級情報処理、ビジネス、表計算、企画書作成、プレゼンテー

ション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報活用とビジネスライティング 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 初回の講義で指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 試験がなく、課題提出で成績を評価することから、無遅刻、無欠席でなければの

覚悟がないと単位取得は難しいと考えてください。その代わり、この科目を取れ
ば、確実にビジネスパソコン活用のスキルはアップします。また、外部の「パソ
コンスクール」に通う必要は無いし、「資格」が無くとも就職活動に自信を持てま
す。 
※「ＵＳＢメモリ」を各自で必ず用意してください。 

シラバスコード FIV21101 
実務経験のある教員  
達成目標 Excel の主要関数理解、グラフ作成 

Word によるビジネスレポート作成 
Power Point によるプレゼン作成 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 7 階 山口研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Business Writing and use of information 
関連科目 情報リテラシー、キャリア・デザイン、ビジネス実務総論、ビジネス実務総論、

プログラミング基礎、応用プログラミング 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ビジネス・キャリアップ講座の一つである。 

本講義では、社会人としてのビジネスシーンにおける情報活用（パソコン活用）



のスキルアップをめざすことを目的とする。講義では、パソコンを使用しての実
習形式である。 
表計算ソフト「Excel」を使い、経営における情報活用の実例を通して、実習形式
で学ぶ。 
また、ワープロソフト「Word」の応用編として、エクセルの表やグラフを貼り付
けて、ビジネスレポートの作成を学ぶ。さらに、パワーポイントの基本操作と「企
画書」作成も行なっていく。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 毎講義、復習を兼ねて、演習課題を出す。尚、演習課題はプリントを配布する。 

講義においても、演習問題をしていくので、講義だけではなく、家でも演習課題
に取り組み、スキルアップをしていかなければならない。 

 



年度 2014 
授業コード FIV21210 
成績評価 定期試験 100％ 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 社会情報学科(11〜) 
見出し FIV21210 犯罪と法 
担当教員名 坂部 望 
単位数 2 
教科書 現代刑法入門／浅⽥和茂ほか／有斐閣（有斐閣アルマシリーズ） 
アクティブラーニング  
キーワード 罪刑法定主義、法益保護機能、犯罪の成立要件 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 犯罪と法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 十分に復習をすること。この授業で特に注意したいのは、復習を怠ったり欠席等

があると次の段階へ着いていくことが困難になり、途中で履修を放棄しかねなく
なることが予想され、そのため復習の必要性を再三付言しておく。 

シラバスコード FIV21210 
実務経験のある教員  
達成目標 刑事法である「犯罪と法」と⺠事法である「市⺠生活と法」を学習することによ

り、社会におけるルールの常識を身に着けることが達成目標である。特に将来、
社会人として行動する際、何が社会生活における犯罪なのか、行ってよいことと、
そうでないことを十分に判断できる能力を養う。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階 坂部研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Criminal Law 
関連科目 市⺠生活と法 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現行刑法が制定された背景的要因を把握するとともに、単に法の条文の検だけで

はなく、判例の動向をも踏まえた、生きた法解釈をして理解することが本講義の
目的である。特に多様化する犯罪に対して法益の保護がどこまで機能しているの
かを検証することは重要な課題と考え、多面的に検討分析していく。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 刑法の意義と沿革： 



刑法とはどのような法律か。刑法の性格とその機能（法益保護機能等）について
学ぶこととする。 
2 回 罪刑法定主義と刑法の適用範囲： 
予め定められている犯罪と刑罰及び刑法の「時間的」「地域的」適用範囲を学ぶこ
ととする。 
3 回 犯罪の成立要件： 
刑法の構成要件該当性、及び刑法が定める「違法性」「有責性」について学ぶこと
とする。 
4 回 犯罪の成立要件について： 
構成要件の諸形態、結果犯、侵害犯、危険犯、身分犯等について学ぶこととする。 
5 回 構成要件に該当する行為（実行行為）： 
実行行為、 

準備学習 準備学習は授業の終わりごとに指示するので、十分に学習しておくこと。現在、
多様化する犯罪について、刑法がどのような役割を果たしているのかを考察して
おくこと。講義ではソクラテスメソッド（対話型授業形式）を採用するので、い
つでも発言できるようにしておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FIV21211 
成績評価 定期試験 100％ 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 社会情報学科(13〜13) 
見出し FIV21211 犯罪と法 
担当教員名 坂部 望 
単位数 2 
教科書 現代刑法入門／浅⽥和茂ほか／有斐閣（有斐閣アルマシリーズ） 
アクティブラーニング  
キーワード 罪刑法定主義、法益保護機能、犯罪の成立要件 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 犯罪と法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 十分に復習をすること。この授業で特に注意したいのは、復習を怠ったり欠席等

があると次の段階へ着いていくことが困難になり、途中で履修を放棄しかねなく
なることが予想され、そのため復習の必要性を再三付言しておく。 

シラバスコード FIV21211 
実務経験のある教員  
達成目標 刑事法である「犯罪と法」と⺠事法である「市⺠生活と法」を学習することによ

り、社会におけるルールの常識を身に着けることが達成目標である。特に将来、
社会人として行動する際、何が社会生活における犯罪なのか、行ってよいことと、
そうでないことを十分に判断できる能力を養う。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階 坂部研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Criminal Law 
関連科目 市⺠生活と法 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現行刑法が制定された背景的要因を把握するとともに、単に法の条文の検だけで

はなく、判例の動向をも踏まえた、生きた法解釈をして理解することが本講義の
目的である。特に多様化する犯罪に対して法益の保護がどこまで機能しているの
かを検証することは重要な課題と考え、多面的に検討分析していく。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 刑法の意義と沿革： 



刑法とはどのような法律か。刑法の性格とその機能（法益保護機能等）について
学ぶこととする。 
2 回 罪刑法定主義と刑法の適用範囲： 
予め定められている犯罪と刑罰及び刑法の「時間的」「地域的」適用範囲を学ぶこ
ととする。 
3 回 犯罪の成立要件： 
刑法の構成要件該当性、及び刑法が定める「違法性」「有責性」について学ぶこと
とする。 
4 回 犯罪の成立要件について： 
構成要件の諸形態、結果犯、侵害犯、危険犯、身分犯等について学ぶこととする。 
5 回 構成要件に該当する行為（実行行為）： 
実行行為、 

準備学習 準備学習は授業の終わりごとに指示するので、十分に学習しておくこと。現在、
多様化する犯罪について、刑法がどのような役割を果たしているのかを考察して
おくこと。講義ではソクラテスメソッド（対話型授業形式）を採用するので、い
つでも発言できるようにしておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FIV21310 
成績評価 中間試験(30%)、レポート(20%)、定期試験(50%)により成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 社会情報学科(12〜) 
見出し FIV21310 科学技術文化史 
担当教員名 中島 聰 
単位数 2 
教科書  

書店販売はしない。 
科学技術文化史/中島 聰/大学教育出版 
上記の書を、無料で、講義時に直接、配布する。 

アクティブラーニング  
キーワード ⻄洋科学史 数学 力学 天体論 生物学 自然科学の理論と基礎概念 テク

ノロジーの進化 科学技術の社会との相互連携 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学技術文化史 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 上の書末の参考文献一覧を参照すること。 
授業形態 講義 
注意備考 1)各講義のポイントを教科書のなかで指摘している。これらの項目を、教科書の

資料をもとに、整理・要約しておくこと。この作業は、講義の復習を兼ね、しか
も理解をいっそう深めることにもなる。  
2)この科目は実務士資格 「情報処理士」・「上級情報処理士」の認定科目でもあ
る。 

シラバスコード FIV21310 
実務経験のある教員  
達成目標 1.現代社会成立の原動力となった科学技術の歴史を、その成立の背景・展開・時

間的空間的な関連のなかで理解する。 
2.科学技術の進展する 21 世紀において、人と世界・国・地域社会とのあるべき関
係について明確な自分の考えをもつ。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 7 階 中島(聰)研究室 086-256-9630 nakashima@soci.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 B2 群科目 「科学技術と人間」、「科学技術倫理」 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 ⻄洋の古代ギリシアから近現代へいたる科学技術文化史が主な内容である。⻄洋
において科学が成立する歴史的背景、特に数学・力学・天文学・生物学などさま
ざまな自然科学の理論や諸概念の内容、またさらに技術思想の展開などを明らか
にして、科学技術の特徴・歴史のなかで果たした意義、各時代の社会との相互関
係について考える。このことを通して現代科学技術の問題点、将来への方向、今
後に国や世界へ果たすべき社会的責任についても提言し、ともに考えていきた
い。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 世界や日本における科学技術の現代の状況を解説して、解決すべき諸問題

を提起する。また科学技術文化史の研究上の資料と方法を提示する。 
2 回 科学と科学史、それぞれの定義や種類など基礎的な内容を学習する。 
3 回 G.サートンの総合的科学史と T.クーンのパラダイム科学史を詳細に解説す
る。 
4 回 ⻄洋科学の原点としてのオリエント科学とギリシア科学の関係と特徴を、
考古学的資料をもとにして学習する。 
5 回 万物の原理の探求に始まる古代の自然科学の成果を、タレス・ピュタゴラス
など古代ギリシア自然科学者たちの関係資料 

準備学習 1 回 わが国の科学技術の基本施策である「科学基本法」や「第二期・第四期科学
技術基本計画」を調べ、日本の科学技術行政の基本的な方向を理解しておくこと。 
2 回 科学事典・辞典などで、科学の定義、科学史の種類、世界の科学史研究の動
向について基本的な知識をもっておくこと。 
3 回 総合的科学史の代表者 G.サートンとパラダイム科学史の代表者 T.クーンの
略歴・活動を、科学辞典やインターネットで調べておくこと。 
4 回 特に古代のエジプト、メソポタミア科学の各特徴・具体的な科学的発見や技
術的発明の事例を、図書館の関係資料で 

 



年度 2014 
授業コード FIV21311 
成績評価 中間試験(30%)、レポート(20%)、定期試験(50%)により成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜12) 
見出し FIV21311 科学技術論(再) 
担当教員名 中島 聰 
単位数 2 
教科書  

書店販売はしない。 
科学技術文化史/中島 聰/大学教育出版 
上記の書を、無料で、講義時に直接、配布する。 

アクティブラーニング  
キーワード ⻄洋科学史 数学 力学 天体論 生物学 自然科学の理論と基礎概念 テク

ノロジーの進化 科学技術の社会との相互連携 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学技術論(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 上の書末の参考文献一覧を参照すること。 
授業形態 講義 
注意備考 1)各講義のポイントを教科書のなかで指摘している。これらの項目を、教科書の

資料をもとに、整理・要約しておくこと。この作業は、講義の復習を兼ね、しか
も理解をいっそう深めることにもなる。  
2)この科目は実務士資格 「情報処理士」・「上級情報処理士」の認定科目でもあ
る。 

シラバスコード FIV21311 
実務経験のある教員  
達成目標 1.現代社会成立の原動力となった科学技術の歴史を、その成立の背景・展開・時

間的空間的な関連のなかで理解する。 
2.科学技術の進展する 21 世紀において、人と世界・国・地域社会とのあるべき関
係について明確な自分の考えをもつ。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 7 階 中島(聰)研究室 086-256-9630 nakashima@soci.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Science and Technology 
関連科目 B2 群科目 「科学技術と人間」、「科学技術倫理」 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 ⻄洋の古代ギリシアから近現代へいたる科学技術文化史が主な内容である。⻄洋
において科学が成立する歴史的背景、特に数学・力学・天文学・生物学などさま
ざまな自然科学の理論や諸概念の内容、またさらに技術思想の展開などを明らか
にして、科学技術の特徴・歴史のなかで果たした意義、各時代の社会との相互関
係について考える。このことを通して現代科学技術の問題点、将来への方向、今
後に国や世界へ果たすべき社会的責任についても提言し、ともに考えていきた
い。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 世界や日本における科学技術の現代の状況を解説して、解決すべき諸問題

を提起する。また科学技術文化史の研究上の資料と方法を提示する。 
2 回 科学と科学史、それぞれの定義や種類など基礎的な内容を学習する。 
3 回 G.サートンの総合的科学史と T.クーンのパラダイム科学史を詳細に解説す
る。 
4 回 ⻄洋科学の原点としてのオリエント科学とギリシア科学の関係と特徴を、
考古学的資料をもとにして学習する。 
5 回 万物の原理の探求に始まる古代の自然科学の成果を、タレス・ピュタゴラス
など古代ギリシア自然科学者たちの関係資料 

準備学習 1 回 わが国の科学技術の基本施策である「科学基本法」や「第二期・第四期科学
技術基本計画」を調べ、日本の科学技術行政の基本的な方向を理解しておくこと。 
2 回 科学事典・辞典などで、科学の定義、科学史の種類、世界の科学史研究の動
向について基本的な知識をもっておくこと。 
3 回 総合的科学史の代表者 G.サートンとパラダイム科学史の代表者 T.クーンの
略歴・活動を、科学辞典やインターネットで調べておくこと。 
4 回 特に古代のエジプト、メソポタミア科学の各特徴・具体的な科学的発見や技
術的発明の事例を、図書館の関係資料で 

 



年度 2014 
授業コード FIV21510 
成績評価 定期試験(50%)と、授業の中での積極的な発言及び課題提出(50%)によって評価

する。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜13) 
見出し FIV21510 危機管理論Ⅰ 
担当教員名 松尾 浩三＊ 
単位数 1 
教科書 授業の中で指示します。 
アクティブラーニング  
キーワード 経済リスク、金融リスク、災害リスク、クライシス 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 危機管理論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業の中で指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 本講義（危機管理論Ⅰ）を受講しないと、危機管理論Ⅱ、Ⅲは受講できないので

注意すること。 
本講義の講義日は、第 1 回 9/18、第 2 回 9/25、第 3 回 10/2、第 4 回 10/9、
第 5 回 10/16、第 6 回 10/23、第 7 回 10/30 を予定しており、第 8 回目講
義の試験は、危機管理論Ⅱの講義終了後の翌年 1/22 を予定している。 

シラバスコード FIV21510 
実務経験のある教員  
達成目標 自分の身の回りに存在するリスク、歴史・ニュースから読み解くリスク等を自ら

がリスクと認識し、そのリスクの対処法を自らが考えるようになり、日常生活、
実社会において様々なリスクと向き合う基礎を作る。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 7 階 山口研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 危機管理論Ⅱ、Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 リスクとは何か、身近なものから社会全体に及ぶ広範囲に存在するリスクを認識

し、そのリスクを管理する手法の基礎を学ぶ。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 リスクとは何か: 第一回めの講義の、目的は難解な学問的定義などを一切排



除して、普通の人間が本来備えているリスクに対する自然な感覚を呼び起こすこ
とを通じて、リスクの意味、存在の普遍性、管理の必要性、管理の可能性につい
て認識させる。また、今後の講義の前提となる、メールアドレスの登録、課題の
提出の仕方、および、その具体的な練習をおこなう。講義においては、積極的に
学生の発言を求めることとし、できれば、一回の講義ですべての受講者が必ず発
言の機会を得るようにする。 
2 回 リスクの種類：第二回めの講義の目的は、リ 

準備学習 1 回 テキストに目を通しておく。 
2 回 テキストの該当する章に目を通しておく。１回目の講義で提示された課題
を行う。 
3 回 テキストの該当する章に目を通しておく。２回目の講義で提示された課題
を行う。 
4 回 テキストの該当する章に目を通しておく。３回目の講義で提示された課題
を行う。 
5 回 テキストの該当する章に目を通しておく。４回目の講義で提示された課題
を行う。 
6 回 テキストの該当する章に目を通しておく。５回目の講義で提示された課題
を行う。 
7 回 テキストの該当する章に目を通しておく。６回目の講義で提示され 

 



年度 2014 
授業コード FIV21610 
成績評価 定期試験(50%)と、授業の中での積極的な発言及び課題提出(50%)によって評価

する。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜13) 
見出し FIV21610 危機管理論Ⅱ 
担当教員名 松尾 浩三＊ 
単位数 1 
教科書 授業の中で指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 経済リスク、金融リスク、災害リスク、クライシス 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 危機管理論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業の中で指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 本講義は、前半の危機管理論Ⅰ（全７回）終了後、引き続き危機管理論Ⅱの講義

を行う。 
危機管理論Ⅰを受講しないと、本講義（危機管理論Ⅱ）は受講できないので注意
すること。 
本講義の講義日は、危機管理論Ⅰの講義終了後に行い、第 1 回 11/6、第 2 回 
11/13、第 3 回 11/27、第 4 回 12/4、第 5 回 12/11、第 6 回 12/18、第 7
回 1/8 を予定しており、試験は、翌年 2/5 を予定している。 

シラバスコード FIV21610 
実務経験のある教員  
達成目標 バブル崩壊以降、企業のコンプライアンス、法令遵守ということが叫ばれて久し

く、最近ではネットの投稿から学生が逮捕されるニュースも多い。企業の法令遵
守が叫ばれるということは法令を守らない企業が多いからであり、学生が逮捕さ
れるのは法令違反を犯したからである。ではなぜ法令が定められているのか、そ
の法令に違反するとはどういうことなのか、なぜ罰せられるのか、どのように行
動すればよいかを具体的事例から理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 7 階 山口研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 危機管理論Ⅰ、Ⅲ 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 岡山県警で⻑年少年犯罪や経済事犯を担当し、裁判所に提出する訴状作成に携わ

ってきた講師が、特に事件の観点から危機管理を論じる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 大学生活を快適に過ごすためのリスクマネジメント 

2 回 警察事象から学ぶべきリスクマネジメント①（序章） 
3 回 警察事象から学ぶべきリスクマネジメント②（憲法・刑法・刑事訴訟法その
他の法律） 
4 回 警察事象から学ぶべきリスクマネジメント③（具体的事例から学ぶリスク
感知力・防止力・再発防止力） 
5 回 警察事象から学ぶべきリスクマネジメント④（組織管理のあり方、自己防衛
力のあり方） 
6 回 日本の現状に対する認識、諸外国に対抗する創造的思考・集団的行動力 
7 回 まとめ 
8 回 試験 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 テキストの該当する章に目を通しておく。１回目の講義で提示された課題
を行う。 
3 回 テキストの該当する章に目を通しておく。２回目の講義で提示された課題
を行う。 
4 回 テキストの該当する章に目を通しておく。３回目の講義で提示された課題
を行う。 
5 回 テキストの該当する章に目を通しておく。４回目の講義で提示された課題
を行う。 
6 回 テキストの該当する章に目を通しておく。５回目の講義で提示された課題
を行う。 
7 回 テキストの該当する章に目を通しておく。６回目の講義で提示された課題
を行う。 
 

 



年度 2014 
授業コード FIV21710 
成績評価 課題の提出及び授業における討論中の発言、発表内容によって評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 社会情報学科(〜13) 
見出し FIV21710 危機管理論Ⅲ 
担当教員名 松尾 浩三＊ 
単位数 1 
教科書 授業で指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 経済リスク、金融リスク、災害リスク、クライシス 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 危機管理論Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業で指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 秋学期 毎週⽊曜日 7・8 時限開講の危機管理論Ⅰ（全 8 回）を受講しないと、

本講義（危機管理論Ⅲ）は受講できないので注意すること。 
本講義は集中講義であり、講義日は、第 1 回・第２回 11/29（土）、第 3 回・第
４回 12/6（土）、第 5 回・第６回 12/13、第７回・第８回  12/20（土）を
予定している。 

シラバスコード FIV21710 
実務経験のある教員  
達成目標 教科書の単語をただ暗記するのではなく、課題作成とディスカッションを通じ、

実際に自分の身近なリスクの存在を認識しそのリスクを管理する方法を考える
ことによって、実社会においてリスク管理業務を行う際の基礎を作る。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 7 階 山口研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 危機管理論Ⅰ、Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 リスク管理の考え方、手法を実社会でどのように役立てるかを課題作成、ディス

カッションを通じ体感する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 危機管理論Ⅰで使用するテキストから課題を Pick up し、ディスカッション

を通じてリスク管理の考え方を再認識する。 



2 回 危機管理論Ⅰで使用するテキストから課題を Pick up し、ディスカッション
を通じてリスク管理の考え方を再認識する。 
3 回 BCP（事業継続計画）の考え方の説明と演習（学生の身近な BCP、企業の
BCP とリスクマネジメント）を行う。 
4 回 BCP（事業継続計画）の考え方の説明と演習（学生の身近な BCP、企業の
BCP とリスクマネジメント）を行う。 
5 回 実際に作成した身近な BCP に対し 

準備学習 1 回 危機管理論Ⅰの内容及びテキストを復習しておくこと 
2 回 危機管理論Ⅰの内容及びテキストを復習しておくこと 
3 回 第１・２回目の講義の際に指定した課題の提出 
4 回 第１・２回目の講義の際に指定した課題の提出 
5 回 第３・４回目の講義の際に指定した課題の提出 
6 回 第３・４回目の講義の際に指定した課題の提出 
7 回 前回までの内容を復習しておくこと 
8 回 前回までの内容を復習しておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FS000110 
成績評価 レポート(30%)・発表(30%)・ポートフォリオ(20%）・試験(20%）により評価す

る。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用数学科(13〜),化学科(13〜),物理科学専攻(13〜),基礎理学科(13〜),生物化

学科(13〜),臨床生命科学科(13〜),動物学科(13〜) 
見出し FS000110 教職基礎演習 
担当教員名 森 嘉久、齋藤 達昭、山崎 正之、若村 国夫、小林 祥一、曽我 雅比児、

山口 一 
単位数 1 
教科書 特になし。 
アクティブラーニング  
キーワード 理数系教員 理数系教員養成プロジェクト(基礎理学科：理数系教員コース)の必

須科目 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職基礎演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、紹介する。 
授業形態 演習 
注意備考 この講義は教職に関連した講義なので、原則として 2 年前期終了時に全科目の旧

GPA が 2.5（新 GPA1.6）以上の学生のみ受講できる。この講義は、主に演習形
式で実施する予定であるので、受講生が多い場合は人数制限をする。卒業生など
による講演の講義があるので、土曜日に開講することがある。この講義は、理数
系教員養成プロジェクト(基礎理学科：理数系教員コース)を希望する人の必須科
目である。ただし、このプロジェクトに参加しなくても各学科で定められた科目
の単位を修得すれば教員免許を取得できます。プロジェクトに参加した学生 

シラバスコード FS000110 
実務経験のある教員  
達成目標 １）自分の意見をまとめて文章にする能力。 

１）自分の意見をわかりやすく発表する能力。 
２）他の人に意見に聞く姿勢。 
３）他者と協力する能力。 
４）自己評価する能力 自分のポートフォリオを作る。 
５）教職の基礎的素養を獲得する。 
６）情報収集力、問題解決力、チームワーク、コミュニケーション力などの学士
力を身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 プロジェクト メールアドレス 

山口一裕(yamaguti(アットマーク)std.das.ous.ac.jp) 



森嘉久(mori(アットマーク)das.ous.ac.jp) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Seminar for Teacher Education 
関連科目 教職科目(Ｃ群）、理数系教員養成プロジェクト関連科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この講義は理数系教員養成プロジェクト(基礎理学科：理数系教員コース)のオリ

エンテーション科目です。このプロジェクトは、将来絶対に教職に就きたい人に
対して実施されるプロジェクトです。この講義では、教員を目指している理由、
教師に必要な資質や理想の教師像などを自分で考えて、同じく教職を目指してい
るグループで発表、討論することにより、明確な目標意識を持ってもらうことを
目的としています。いままでの学生生活を自己評価するとともに、教員を目指す
ためにこれからどのような大学生活のプランを考えたらよいのかを考えましょ
う。プ 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：理数系教員養成プロジェクト(基礎理学科：理数系教

員コース）とは。自分の歴史であるポートフォリオを作成する。また、SNS を活
用して参加者のネットワークを作成する。 
2 回 苦手分野の把握を目的とした試験を実施する。また「なぜ教師を目指すの
か？」をテーマにグループディスカッション・発表を実施する。 
3 回 前回実施した試験の解説を行った後、教員採用の現状説明を行い、理数系教
員になるためには今どんな勉強をすべきなのかを検討する。 
4 回 中学校の教科書を調べることにより、実際に教える際どのよ 

準備学習 1 回 このシラバスを読んで、授業内容を把握しておくこと。 
2 回 教員を目指している理由をまとめておくこと。 
3 回 自分が受験したい県の採用状況や過去の教員採用試験問題の傾向を調べて
おくこと。 
4 回 教師に必要な資質とは何か、理想の教師像についてレポートにまとめてお
くこと。 
5 回 現在学校が抱える問題点について調べておくこと。 
6 回 前回の講演をもとに、学校が抱える問題点について自分の考えをまとめて
おくこと。 
7 回 これからの大学での生活計画を考えておくこと。 
8 回 教師に必要な資質とは何か、理想の教師像に 

 



年度 2014 
授業コード FS000210 
成績評価 作成レポート・発表およびその補助（40%）、筆記試験（60%）により評価する。 
曜日時限 金曜日 9・10 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12),基礎理学科(〜12) 
見出し FS000210 数学教材開発指導 
担当教員名 荒谷 督司 
単位数 2 
教科書 算数・数学つまずき事典／数学教育協議会・小林 道正・野崎 昭弘／日本評論

社／978-4-535785656 
アクティブラーニング  
キーワード 中学数学，教材研究，授業，実践指導 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学教材開発指導 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 この講義は教員採用試験を数学で受験する学生のための科目である。「教職基礎

演習」・「教職基礎数学」も履修すること。 
シラバスコード FS000210 
実務経験のある教員  
達成目標 1)負の数を中学生に教えるときに注意すべき点を具体的に列挙でき、それにもと

づいた教材を作成できる 
2)方程式・連立方程式を中学生に教えるときに注意すべき点を具体的に列挙で
き、それにもとづいた教材を作成できる 
3)関数を中学生に教えるときに注意すべき点を具体的に列挙でき、それにもとづ
いた教材を作成できる 
4)図形と証明について中学生に教えるときに注意すべき点を具体的に列挙でき、
それにもとづいた教材を作成できる 
5)図形の相似の使い方について中学生に教えるときに注意すべき点を具体的に
列挙でき、それにもとづいた 

受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館５階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Development of Mathematical Teaching Method 
関連科目 教職基礎演習，教職基礎数学 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 この講義では、数学教員を目指している学生が、実際に中学数学を教えるときに
問題となる諸点を、数学上での概念理解にもとづいて把握し、それにもとづいて
教材を自分で作り発表・討論することにより、数学教員としての数学力および指
導力を向上させることを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：グループ学習の進め方、グループおよび代表者やロー

テーションの決定、予定表の作成をする。 
2 回 中学数学（1 年）の「正の数・負の数」の単元について、内容や注意点の説
明の後、達成目標を分析し、教材を作成するための準備を行う。 
3 回 「正の数・負の数」の単元について、単元をいくつかの部分に分けて、作成
した教材を用いて発表（or 模擬授業）を行う。 
4 回 中学数学（1 年）の「方程式」の単元について、内容や注意点の説明の後、
達成目標を分析し、教材を作成するための準備を行う。 
5 回 「方程式 

準備学習 1 回 このシラバスを読んで、授業内容を把握しておくこと。教科書に目を通し
て、中学数学の内容を頭に入れておくこと。 
2 回 中学 1 年の「正の数・負の数」の単元について、教科書などを見て内容を復
習・理解し、教え方を考えておくこと。 
3 回 中学 1 年の「正の数・負の数」の単元について、作成した教材を元に、プレ
ゼンテーション・模擬授業の準備をしておくこと。 
4 回 中学 1 年の「方程式」の単元について、教科書などを見て内容を復習・理解
し、教え方を考えておくこと。 
5 回 中学 1 年の「方程式」の単元について、作成した教材を元 

 



年度 2014 
授業コード FS000310 
成績評価 課題発表力等の平常点(80%)と定期試験(20%)により評価する 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 化学科(〜12),物理科学専攻(〜12),医用科学専攻(〜12),基礎理学科(〜12),生物

化学科(〜12),臨床生命科学科(〜12),動物学科(〜12) 
見出し FS000310 理科教材開発指導 
担当教員名 山口 一裕、伊代野 淳、森 嘉久、山崎 重雄、高橋 和成＊、吉村 功＊、

齋藤 達 
単位数 2 
教科書 適宜指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 学習、実験、観察、発見的教授法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 理科教材開発指導 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 理数系教員コースの学生対象の科目です。総合理学コースの学生は履修できませ

んので履修登録の際は注意してください。 
理科の教員を目指している学生を対象とした実践的な授業です。熱意を持って主
体的・積極的に受講するように。 

シラバスコード FS000310 
実務経験のある教員  
達成目標 ①理科教育において重視される生徒実験のあり方について考えられること 

②理科教育において重視される生徒実験の問題点を理解すること 
③生徒が興味を持つような理科実験・観察のプレゼンテーション能力を身につけ
ること 

受講者へのコメント  
連絡先 山口一裕 7 号館 1 階 yamaguti@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Development of Science Teaching Materials 
関連科目 理科の教免に関係する科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 子どもの自己活動と実験・観察を基本とした自然科学の教育を実践するための基

礎知識と技術を養成する。実際に中学校で行われている観察・実験を体験して理
科教育の学習の中での位置づけを明確にし，問題点を明らかにし，より発展した



ものに改良する態度を養う。卒業後実際に現場に立ったときに役立つ技能や知識
を習得することを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  中学校理科の教科書を読んで、実験・観察についてまとめる。 

2 回 ウェブ教材の閲覧・活用の方法について学習する 
3 回  中学校理科（物理分野）で取り扱う実験を考えてみる 
4 回  中学校理科（物理分野）で取り扱う実験をする 
5 回  中学校理科（物理分野）で取り扱う実験を発表する 
6 回  中学校理科（化学分野）で取り扱う実験を考えてみる 
7 回  中学校理科（化学分野）で取り扱う実験をする 
8 回  中学校理科（化学分野）で取り扱う実験を発表する 
9 回  中学校理科（生物分野）で取り扱う実験を考えてみる 
1 

準備学習 1 回 中学校理科の実験を調べておく 
2 回 ウェブ教材を調べてくおく 
3 回 中学校理科（物理分野）の実験について調べておく 
4 回 中学校理科（物理分野）の実験するうえでの問題点について調べておく 
5 回 中学校理科（物理分野）の実験計画を作成しておく 
6 回 中学校理科（化学分野）の実験について調べておく 
7 回 中学校理科（化学分野）の実験するうえでの問題点について調べておく 
8 回 中学校理科（化学分野）の実験計画を作成しておく 
9 回 中学校理科（生物分野）の実験について調べておく 
10 回 中学校理科（生物分野 

 



年度 2014 
授業コード FS000410 
成績評価 実践活動とそのレポートの内容（50%）、発表会（20%）、最終試験（30%）によ

って評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学科(〜12),化学科(〜12),物理科学専攻(〜12),医用科学専攻(〜12),基礎

理学科(〜12),生物化学科(〜12),臨床生命科学科(〜12),動物学科(〜12) 
見出し FS000410 授業実践演習Ⅰ 
担当教員名 山崎 正之、小林 祥一、山口 一裕、伊代野 淳、森 嘉久、山崎 重雄、齋

藤 達昭 
単位数 1 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 理科 数学 授業補助 実験補助 学習支援 

教職 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 受講者が多く、希望の実験ができなかった人もあるようです。ぜひ秋学期にも参

加して下さい。 
科目名 授業実践演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指導する。 
授業形態 演習 
注意備考 基礎理学科理数系教員コースの学生は必ず授業実践演習Ⅰか授業実践演習Ⅱを

受講すること。 
教職基礎演習未履修の学生は登録できませんがボランティアとして参加するこ
とは可能です。 

シラバスコード FS000410 
実務経験のある教員  
達成目標 教師に必要な知識と技術を身につけること 

コミュニケーション能力を身につけること 
中学校や高校での授業や実験に必要な知識と技術を身につけうこと 

受講者へのコメント ぜひ秋学期にも受講して、自分の足りなかったところをしっかり成⻑させてほし
い。 

連絡先 山崎正之（20 号館 5 階） 
小林祥一（7 号館 6 階） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 7 割以上の人がこの授業の目的を達成できたとしている。ともかく実際に中学生・
高校生と触れあったことに意義があると思う。 

英文科目名 Practical Seminar for Science and Mathematics Teaching I 



関連科目 教職基礎演習、教職の関連する基礎科目と実験科目（理科） 
次回に向けての改善変更予定 連絡を取るのがなかなか難しい。良い方法を考えたい。 
講義目的 将来教職を目指す学生に中学校や高校の授業での実践的な体験活躍の機会を与

える授業である。授業や実験の補助や放課後の学習支援を通して教師に必要な知
識と技術を身につけることができる。 
現場を多く経験することによりスムースに 4 年時に実施される教育実習が行え
るようにする。 
授業体験などによって得られた知識や感想を発表する情報交換会を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする。 担当科目の決定 数学と理科 

2 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
3 回 付属中学校および高校等での授業補助・実験補助，授業実践・実験実践 
4 回 付属中学校および高校等での授業補助・実験補助，授業実践・実験実践 
5 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
6 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
7 回 活動内容を発表する。 
8 回 まとめ 実践活動の報告書を作成する。 

準備学習 オリエンテーションには必ず出席すること。 
授業補助・実験補助などの活動前には事前打ち合わせを行うので参加者は必ず出
席すること。授業内容について事前に教科書や参考書を読み，簡単な授業計画案
を作成すること。 
活動終了後は必ず報告書を作成すること。 

 



年度 2014 
授業コード FS000510 
成績評価 実践活動とそのレポートの内容（50%）、発表会（20%）、最終試験（30%）によ

って評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学科(〜12),化学科(〜12),物理科学専攻(〜12),医用科学専攻(〜12),基礎

理学科(〜12),生物化学科(〜12),臨床生命科学科(〜12),動物学科(〜12) 
見出し FS000510 授業実践演習Ⅱ 
担当教員名 山崎 正之、小林 祥一、山口 一裕、伊代野 淳、森 嘉久、山崎 重雄、齋

藤 達昭 
単位数 1 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 理科 数学 授業補助 実験補助 学習支援 

教職 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「生徒と実際に関わるよい機会となった。特に実験は、⼯夫してあるため参考に

なった」 
→良かったですね。 
「人が少ない。無断欠席がめだった」 
→春学期は人が多いのですが、なぜか秋学期は少なくなります。ボランティアで
の参加も認めて、もっと多くの人に参加してもらおうと思います。出欠の管理を
もう少し効果的にしたいとも考えています。 
「学校ボランティアで学ぶような実践的な内容を体験的に学ぶことができ良か
ったです」 
→嬉しいです。 

科目名 授業実践演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指導する。 
授業形態 演習 
注意備考 基礎理学科理数系教員コースの学生は必ず授業実践演習Ⅰか授業実践演習Ⅱを

受講すること。 
教職基礎演習未受講の学生は登録できませんがボランティアとして参加するこ
とは可能です。 

シラバスコード FS000510 
実務経験のある教員  
達成目標 教師に必要な知識と技術を身につけること 

コミュニケーション能力を身につけること 
中学校や高校での授業や実験に必要な知識と技術を身につけうこと 

受講者へのコメント 人数が少なかったので一部の人の負担が大きくなってしまいました。がんばって
くれてありがとうございました。附属中学の先生も喜んでくださいました。 



連絡先 山崎正之（20 号館 5 階） 
小林祥一（7 号館 6 階） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ほぼ満足しているようだ。 
英文科目名 Practical Seminar for Science and Mathematics Teaching II 
関連科目 教職基礎演習、教職の関連する基礎科目と実験科目（理科） 
次回に向けての改善変更予定 春と秋とで参加者がかなり変化するので、１も２も通年科目にして柔軟に対応で

きるようにしたいと考えています。 
講義目的 将来教職を目指す学生に中学校や高校の授業での実践的な体験活躍の機会を与

える授業である。授業や実験の補助や放課後の学習支援を通して教師に必要な知
識と技術を身につけることができる。 
現場を多く経験することによりスムースに 4 年時に実施される教育実習が行え
るようにする。 
授業体験などによって得られた知識や感想を発表する情報交換会を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする。 担当科目の決定 数学と理科 

2 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
3 回 付属中学校および高校等での授業補助・実験補助，授業実践・実験実践 
4 回 付属中学校および高校等での授業補助・実験補助，授業実践・実験実践 
5 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
6 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
7 回 活動内容を発表する。 
8 回 まとめ 実践活動の報告書を作成する。 

準備学習 オリエンテーションには必ず出席すること。 
授業補助・実験補助などの活動前には事前打ち合わせを行うので参加者は必ず出
席すること。授業内容について事前に教科書や参考書を読み，簡単な授業計画案
を作成すること。 
活動終了後は必ず報告書を作成すること。 

 



年度 2014 
授業コード FS000610 
成績評価 レポート(90％)および試験(10%)により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学科(〜13),化学科(〜13),物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13),基礎

理学科(〜13),生物化学科(〜13),臨床生命科学科(〜13),動物学科(〜13) 
見出し FS000610 野外実践指導実習Ⅰ 
担当教員名 齋藤 達昭、小林 祥一、山口 一裕、伊代野 淳 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生物調査、地質調査、鉱物調査、星の観察、水質調査 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 野外実践指導実習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験計画は、天候と時期に左右されるので、内容に変更がある。 

夏休みや前後期の土・日曜日に 4 回を行う予定にしているので、A または B のう
ち 1 回とＣまたはＤのうちから 1 回を選択して受講することを条件とする。 
履修希望者はかならず前期のオリエンテーションで説明をうけ、前期に登録をす
ること。 
後期に、試験とアンケートを実施するので注意すること。 

シラバスコード FS000610 
実務経験のある教員  
達成目標 野外調査法の基礎的な知識と技術を習得する。 

岡山県内に生息している生物と存在している鉱物を知る。 
星と星座の名前と位置を覚える。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 1F 山口研究室、7 号館 2F 齋藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Skills for Fieldworks I 
関連科目 生命科学 I,II 地球科学 I,II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 野外調査や自然観察などのフィールドワーク実習を生物分野と地学分野の関連

教員が中⼼となって前期と後期を使って集中講義で行う。 
実習地は岡山県内で実施する。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 事前に配布したプリントをもとに、実習内容をよく把握しておくこと。 

星の観察は、星や星座の位置について学習しておくこと(伊代野)。 
水質調査では、パックテストの使い方について調べておくこと(山口)。 
鉱物の同定では、鉱物の種類について調べておくこと(小林・山口)。 
河川の生物調査では、河川における生物のすみわけについて調べてくること(齋
藤)。 
磯や干潟調査では、沿岸域に住む生物についてあらかじめ目を通しておくこと
(齋藤)。 
植物の同定では、植物図鑑の検索のしかたについて調べておくこと(藤⽊)。 
化石について 

 



年度 2014 
授業コード FS000710 
成績評価 実験レポートにより評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学科(〜12),化学科(〜12),物理科学専攻(〜12),医用科学専攻(〜12),基礎

理学科(〜12),生物化学科(〜12),臨床生命科学科(〜12),動物学科(〜12) 
見出し FS000710 野外実践指導実習Ⅱ 
担当教員名 山口 一裕、桑澤 清明＊、小林 祥一、守⽥ 益宗、齋藤 達昭 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード プランクトンの採取・観察・同定 

ウニの発生 
地質調査 花こう岩 高温石英 
夏の星座 
かいぼり調査 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 野外実践指導実習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験計画は，時期や天候に左右されるので，内容に変更がある。 

前島実習（3 泊 4 日）は，夏休み期間中に集中で行う予定である。交通費は大学
が負担するが，宿泊費（加計学園前島研修所と岡山大学臨海実験所）および⾷費
は自己負担する必要がある。 
その他の実習は日程や講義時間の関係で一部後期に実施するので，受講する際は
十分注意してください。そのため成績は後期につきます。 

シラバスコード FS000710 
実務経験のある教員  
達成目標 野外での実習を通して野外調査の技術と知識を習得する。 

野外で起こりうる危険について想定することができる。 
課題研究を指導するときにどのような方法で研究を進めるかを計画・実施するこ
とができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 1F 山口研究室 yamaguti[アトマーク]das.ous.ac.jp 

7 号館 2F 齋藤研究室 saito[アトマーク]das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Basic Skills for Fieldworks II 
関連科目 生態学、地質学、地球化学、陸水の科学、宇宙科学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 野外調査や自然観察などのフィールドワーク実習を生物分野と地学分野の関連

教員が中⼼となって集中講義の形式で行う。実習地は岡山県瀬⼾内市⽜窓と前島
周辺，岡山市建部町旭川分流，岡山県内で実施する。 
将来教員になったときに，課題研究など発展した内容の授業を指導できるように
野外での知識と技術を身に付けるための実習を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 それぞれの実習の前に行う事前講義に必ず参加すること。 

配布する実験プリントをよく読み，関係する内容の予習を行うこと。 
 



年度 2014 
授業コード FS000811 
成績評価 プリント課題（１０％）、レポート（１０％）、期末試験（８０％）による。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(13〜),基礎理学科(13〜) 
見出し FS000811 教職基礎数学 
担当教員名 山崎 正之 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 数学教育 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職基礎数学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 教職基礎演習も同時に履修すること。 
シラバスコード FS000811 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的な問題の背後にある数学を理解する。 

読む人が理解できる答案が作成できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 5 階 山崎正之研究室 masayuki＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Mathematics for Teacher Education 
関連科目 教職基礎演習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 数学教員を目指す人に、中学高校の数学の中から一般に苦手だと思われる分野を

選び、大学生の視点・観点からその内容を吟味し、より深く理解することを目的
とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 整数の数学(1) 約数・倍数、素因数分解に関する問題の解説をする。 

2 回 整数の数学(2) ユークリッドの互除法について説明を行い、演習問題を解説
する。 
3 回 整数の数学(3) 整数の合同について説明を行い、演習問題を解説する。 
4 回 多項式の割算と余りについて説明し、演習問題を解説する。 
5 回 線分・三角形の数学(1) 内分点の公式について説明し、演習問題を解説す



る。 
6 回 線分・三角形の数学(2) 重⼼座標について説明し、例題の解説をする。 
7 回 線分・三角形の数学(3) ベクトルの利用について 

準備学習 1 回 シラバスを読んでくること 
2 回 前回配布された問題を解いてくること。 
3 回 前回配布された問題を解いてくること。 
4 回 前回配布された問題を解いてくること。 
5 回 前回配布された問題を解いてくること。 
6 回 前回配布された問題を解いてくること。 
7 回 前回配布された問題を解いてくること。 
8 回 前回配布された問題を解いてくること。 
9 回 前回配布された問題を解いてくること。 
10 回 前回配布された問題を解いてくること。 
11 回 前回配布された問題を解いてくること。 
12 回 前回配布された問題を解いて 

 



年度 2014 
授業コード FS000911 
成績評価 演習時に割り当てられた解答内容と期末試験の成績。演習が中⼼になるので、毎

回の出席と割り当てられた問題の解答の実践で合格は容易になる。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学科(〜13),物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13),生物化学科(〜13),臨床

生命科学科(〜13),動物学科(〜13) 
見出し FS000911 教職のための物理 
担当教員名 若村 国夫 
単位数 2 
教科書 問題用テキスト使用。必要な場合のみプリント配布。 
アクティブラーニング  
キーワード 力、仕事、エネルギー、運動、熱、波 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職のための物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 改訂版高等学校・物理 I（数研出版）、教員採用試験中学校理科（一ツ橋書店） 
授業形態 講義 
注意備考 力学を中⼼とする高校物理 I の内容を「確実に理解するぞ」と云う姿勢および演

習で行うすべての問題を自分で解く努力が必要。理科Ｉを完全に習得するれば採
用試験理科物理の合格点獲得は間違い無し。教員採用試験理科の出題内容は高校
レベルであるので、大学生にはやさしい筈。高校時に物理を選択していなくとも、
本授業で十分合格に必要な力を養える筈。昨年度は遅刻者や欠席者が多かった。
このような受講者は採用試験はもとより本授業の合格点は取れない。⼼構えと続
ける努力が必要である。 

シラバスコード FS000911 
実務経験のある教員  
達成目標 中学理科教員採用試験物理分野（力学が中⼼）の問題が解ける方法を身に付ける

こと。使用する問題テキストを十分マスターすることは、教員になり教える場合
にも大いに役立つ。 

受講者へのコメント  
連絡先 ７号館１階研究室（電話：０８６−２５６−９４０４） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Science Education(Physics) 
関連科目 基礎物理学、力学、基礎数学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学理科教員採用試験に出題される物理分野のうち、最も多く出題される力学に



主眼を置き、内容の十分な理解と、問題を解くための考え方、解法の手順、計算
間違えの少ない計算手順などを示し、実地訓練を行う。このことにより、教員採
用試験に合格し教壇に立った場合に、必要な知識や生徒への分かり易い説明の仕
方なども身につけられる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 二回目からの講義の進め方を説明する。演習を交えた実力練成コースであ

るが、内容は中学理科教員採用試験の出題範囲の物理で、最も多く出題される力
学に的を絞る。授業時間の半分は若村による問題解法のポイントの説明、後の半
分は、前回当てられた受講生が、⿊板に解ける範囲で、その内容を書き、若村が
添削し、より良い方法を補うと云う方法の効果を説明する。必要時のプリント配
布、次回の問題解答者の割り当て法など。 
2 回 運動の表し方・の知識の復習と解法、簡単な計算の復習、次回解答問題の割
り当て 
3 回 力学・直線運動と加速度 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 分数やその加減乗除、ベクトルの加減、微分積分の意味などを復習する 
3 回 第 2 回の授業内容の復習 
4 回 第 3 回の授業内容の復習 
5 回 第 4 回の授業内容の復習 
6 回 第 5 回の授業内容の復習 
7 回 第 6 回の授業内容の復習 
8 回 第 7 回の授業内容の復習 
9 回 第 8 回の授業内容の復習 
10 回 第 9 回の授業内容の復習 
11 回 第 10 回の授業内容の復習 
12 回 第 11 回の授業内容の復習 
13 回 第 12 回の授業内容の復習 
14 回 第 13 回の授業内容の復習 
15 回 これまでの授業内容の復習 

 



年度 2014 
授業コード FS001011 
成績評価 平常点（34%），各分野の試験（33%）および定期試験（33%）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学科(〜12),物理科学専攻(〜12),医用科学専攻(〜12),生物化学科(〜12),臨床

生命科学科(〜12),動物学科(〜12) 
見出し FS001011 教職のための化学 
担当教員名 善⽊ 道雄 
単位数 2 
教科書 これだけは知っておきたい 教員のための化学／⽥中春彦編著／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 教員採用試験，理科，受験対策，一般化学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職のための化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教員採用試験・精選実施問題シリーズ⑧ 全国版 専門教養 中学理科・物理・

化学・生物・地学の精選実施問題／協同教育研究会編／協同出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FS001011 
実務経験のある教員  
達成目標 教員採用試験科目の「化学」の科目の合格水準に達すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 13 号館 3 階善⽊研究室 

メール：zenki@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Science Education(Chemistry) 
関連科目 専門基礎科目をすべて履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教員採用試験科目のうち「化学」の科目に関して，合格水準に達するための支援

を行うことを目的とする。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義の進め方を説明する。 

2 回  物質の構成および物質の状態の演習をする。 
3 回  物質の構成および物質の状態の演習および試験をする。 
4 回  物質の構成および物質の状態の試験の解答および演習をする。 
5 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の演習をする。 



6 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の演習および試験を
する。 
7 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の試験の解答および
演習をする。 
8 回  無機物質の性質と反応の演習をする。 
9 回  無機物質の性 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  物質の構成および物質の状態の範囲の過去の教員採用試験問題および教
科書の問題を解くこと。 
3 回  物質の構成および物質の状態の範囲の過去の教員採用試験問題および教
科書の問題を解くこと。 
4 回  物質の構成および物質の状態の範囲の過去の教員採用試験問題および教
科書の問題を解くこと。 
5 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の範囲の過去の教員
採用試験問題および教科書の問題を解くこと。 
6 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化 

 



年度 2014 
授業コード FS001111 
成績評価  レポートなどの評価（20％）と定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜12),物理科学専攻(〜12),医用科学専攻(〜12),生物化学科(〜12),臨床

生命科学科(〜12),動物学科(〜12) 
見出し FS001111 教職のための地学 
担当教員名 野瀬 重人 
単位数 2 
教科書  平成 20 年中学校学習指導要領解説 理科編 文部科学省 

  磯﨑行雄、江里口良治 編「地学基礎」文部科学省検定済教科書／高等学校理
科用／啓林館 ／61 啓林館／地基 303／9784402037512 

アクティブラーニング  
キーワード 中学校理科第２分野、地学基礎、地学、天文、気象、地質 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職のための地学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  講義の進捗に応じて適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FS001111 
実務経験のある教員  
達成目標  ①天文、気象、地質などの現象に関する基礎的な知識を習得している。 

 ②天文、気象、地質などの現象を指導技術により生徒に理解させることができ
る。  
 ③地学の授業において観察・実験が十分にできる。 
 ④情熱と熱⼼さを伴って授業を展開することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先  野瀬重人 岡山理科大学理学部  １０学舎５階 野瀬研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Science Education(Earth Science) 
関連科目  事前に「理科教育法Ⅲ」を習得しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  中・高等学校の理科地学領域の指導に必要な知識と指導方法を、講義と実験及

び演習によって育成する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  「平成 20 年中学校学習指導要領（理科編）」〈以下「中学理科指導要領」



と称する〉の第２分野（地学領域）及び平成 21 年高等学校学習指導要領（理科
編、理数編）〈以下「高校理科指導要領」と称する〉の「地学領域」の概要につい
て説明する。 
2 回  「高校理科指導要領」の「地学領域」について概要を説明する。 
3 回  「地球の形状」に関して、地球の形と重力、地磁気、地球の内部構造など
の内容と指導法を説明する。 
4 回  「地球の内部」に関して、地球の内部構造、地震波の伝わり方、地球の内
部の状態と物質などの内容と指導 

準備学習 1 回  「中学理科指導要領」の 129p〜135ｐと「高校理科指導要領」の 210p〜
212ｐをよく読み、予習しておくこと。 
2 回  「高校理科指導要領」の 212ｐ〜214ｐを予習しておくこと。 
3 回  以下の講義は、高等学校「地学」の内容とその指導法を講義するものであ
る。 
 「高校理科指導要領」の「地球の形状」（107ｐ）に関する部分を予習しておく
こと。 
4 回  「高校理科指導要領」の「地球の内部」（107ｐ〜108ｐ）に関する部分を
予習しておくこと。 
5 回  「高校理科指導要領」の「地球の活動」（108ｐ 

 



年度 2014 
授業コード FS001210 
成績評価 毎回の講義での平常点（50%）と演習（50%）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 化学科(10〜12),応用物理学科(10〜12),臨床生命科学科(10〜12),動物学科(10〜

12) 
見出し FS001210 教職のための生物 
担当教員名 愛甲 博美、城ヶ原 貴通、織⽥ 銑一、池⽥ 正五、南 善子、名取 真人、

林 謙一 
単位数 2 
教科書 現代生命科学の基礎?遺伝子・細胞から進化・生態まで?／都築幹夫 編／（教育

出版）／978-4-316801582 
アクティブラーニング  
キーワード 教員採用試験、理科、生物 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 教職のための生物 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教員採用試験中学校理科／一ツ橋書店 
授業形態 講義 
注意備考 毎回の講義の成績で評価するので、定期試験は行わない。 
シラバスコード FS001210 
実務経験のある教員  
達成目標 教員採用試験生物分野の問題が解けるようになること。 
受講者へのコメント 教職受験のための講義が種々取り揃えてあったことで、多くの事柄について学ぶ

ことが出来たと思われる。 
連絡先 担当各教員の研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講学生の評価は概ね良好であった。 
英文科目名 Science Education(Biology) 
関連科目 生物関連の基礎および専門科目 
次回に向けての改善変更予定 次回は教職のために必要な生物学をより詳細に教授できるように改善する予定

である。 
講義目的 教員採用試験に出題される生物分野の内容を十分理解し、問題を解くための考え

方を学ぶ。これらは、教員採用試験に対する対策となるばかりでなく、教壇に立
った場合の必要な知識や生徒への分かり易い説明の仕方などの修得につながる。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 生体を構成する細胞の構造と機能について講義する。 

2 回 生殖方法や減数分裂について、問題を解きながら十分な理解が得られるよ



うに解説する。 
3 回 動物と植物の発生について、問題を解きながら十分な理解が得られるよう
に解説する。 
4 回 メンデルの遺伝の法則性と遺伝因子の存在箇所としての染色体の振る舞い、
連鎖の仕組みについて概説する。 
5 回 遺伝子の本体の推定方法と遺伝子の取り扱いについて概説する。 
6 回 遺伝情報とタンパク質の合成、形質発現の調節と形態形成、およびバイオテ
クノロジーについて、演習をまじえて 

準備学習 1 回 細胞の構造と機能について予習をしておくこと。 
2 回 教科書の「生殖と発生」の項目を予め予習し、自分なりの理解をしておくこ
と。 
3 回 教科書の「生殖と発生」の項目を予め予習し、自分なりの理解をしておくこ
と。 
4 回 教科書の「遺伝の法則」の項目を予め予習して、メンデルは以前のどのよう
な知見を基にしたのか、法則は以後どのような影響を与えたか、についての各自
の考え方をレポートにしておくこと。 
5 回 教科書の「遺伝の法則」の項目を予め予習して、どのような曲折を経て得ら
れた知見なのか、についての各自の考え方をレ 

 



年度 2014 
授業コード FS001211 
成績評価 毎回の講義での平常点（50%）と演習（50%）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 生物化学科(11〜12) 
見出し FS001211 教職のための生物 
担当教員名 南 善子、名取 真人、林 謙一郎、三井 亮司、宮永 政光、城ヶ原 貴通、

織⽥ 銑 
単位数 2 
教科書 現代生命科学の基礎?遺伝子・細胞から進化・生態まで?／都築幹夫 編／（教育

出版）／978-4-316801582 
アクティブラーニング  
キーワード 教員採用試験、理科、生物 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職のための生物 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教員採用試験中学校理科／一ツ橋書店 
授業形態 講義 
注意備考 毎回の講義の成績で評価するので、定期試験は行わない。 
シラバスコード FS001211 
実務経験のある教員  
達成目標 教員採用試験生物分野の問題が解けるようになること。 
受講者へのコメント  
連絡先 担当各教員の研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Science Education(Biology) 
関連科目 生物関連の基礎および専門科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教員採用試験に出題される生物分野の内容を十分理解し、問題を解くための考え

方を学ぶ。これらは、教員採用試験に対する対策となるばかりでなく、教壇に立
った場合の必要な知識や生徒への分かり易い説明の仕方などの修得につながる。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 生体を構成する細胞の構造と機能について講義する。 

2 回 生殖方法や減数分裂について、問題を解きながら十分な理解が得られるよ
うに解説する。 
3 回 動物と植物の発生について、問題を解きながら十分な理解が得られるよう
に解説する。 



4 回 メンデルの遺伝の法則性と遺伝因子の存在箇所としての染色体の振る舞い、
連鎖の仕組みについて概説する。 
5 回 遺伝子の本体の推定方法と遺伝子の取り扱いについて概説する。 
6 回 遺伝情報とタンパク質の合成、形質発現の調節と形態形成、およびバイオテ
クノロジーについて、演習をまじえて 

準備学習 1 回 細胞の構造と機能について予習をしておくこと。 
2 回 教科書の「生殖と発生」の項目を予め予習し、自分なりの理解をしておくこ
と。 
3 回 教科書の「生殖と発生」の項目を予め予習し、自分なりの理解をしておくこ
と。 
4 回 教科書の「遺伝の法則」の項目を予め予習して、メンデルは以前のどのよう
な知見を基にしたのか、法則は以後どのような影響を与えたか、についての各自
の考え方をレポートにしておくこと。 
5 回 教科書の「遺伝の法則」の項目を予め予習して、どのような曲折を経て得ら
れた知見なのか、についての各自の考え方をレ 

 



年度 2014 
授業コード FSB01310 
成績評価 定期試験９０％、小テスト１０％により成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物化学科(〜12) 
見出し FSB01310 応用微生物学 
担当教員名 ⽥中 三男 
単位数 2 
教科書 プリント冊子 
アクティブラーニング  
キーワード 醸造酒、蒸留酒、味噌と醤油、酢、鰹節、チーズ、パン、アミノ酸発酵、核酸関

連物質生産、微生物培養⼯学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特に無し。 
科目名 応用微生物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 おいしい微生物たち／野尾正昭／集英社：発酵⾷品への招待／一島英治／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSB01310 
実務経験のある教員  
達成目標 ①各種発酵⾷品の基礎的製造法について理解すること。 

②各種発酵⾷品と微生物の関係について理解すること。 
③各種培養操作法とその理論的背景について理解すること。 

受講者へのコメント 講義用の教科書があるので、授業中は講義をよく聞いて欲しい。教科書に重要な
ことは総て書いてあり、また、重要な部分は指摘しているはずです。また、予習
復習を十分にすることが望ましい。 
授業中に理解度を確認するための質問等を行うので、積極的に発言して欲しい。 

連絡先 １号館１階 ⽥中研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価：５）だいたい出来た、半分程度出来た６）感じられた、少し感じられ
た７）満足、ほぼ満足、普通、が多く、比較的良好な授業効果が得られていると
思われる。 

英文科目名 Applied Microbiology 
関連科目 微生物学 I, II を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 講義内容の理解出来なかった点（キーワードなど）を、質問用紙に記入して提出

してもらい、質問者の多いキーワードについては、次回の講義始めに、簡単に解
説することを考えている。 

講義目的 微生物学の講義を基礎としてワイン、ビール、日本酒、⾷酢、醤油、味噌、鰹節、



パン、チーズなどの発酵・醸造⾷品について新しいバイオテクノロジーの応用を
混えて解説する。更に、ニューバイオテクノロジーとしての微生物機能を応用し
たアミノ酸、核酸関連物質などの⼯業的発酵生産の基礎と応用について解説す
る。また、応用微生物学分野の重要な一領域である培養⼯学における微生物反応
の化学量論、培養技術および培養操作法について講義する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 アルコール醸造の技術史を説明する。 

2 回 アルコール醸造の技術史を説明する。 
3 回 醸造酒と蒸留酒（日本酒・焼酎）?１を説明する。 
4 回 醸造酒と蒸留酒（日本酒・焼酎）?２を説明する。 
5 回 醸造酒と蒸留酒（ビール・ウィスキー）を説明する。 
6 回 赤ワインと白ワインの製造過程の相違点、マロラクティック反応の意義を
説明する。 
7 回 その他の発酵・醸造⾷品（⾷酢）を説明する。 
8 回 その他の発酵・醸造⾷品（醤油・味噌）を説明する。 
9 回 その他の発酵・醸造⾷品（鰹節）を説明する。 
10 回 その他の発酵・ 

準備学習 1 回 日本の酒造りの歴史と日本文化への影響に関し予習を行うこと。 
2 回 日本酒の製造技術の発展と現代微生物学への寄与に関し予習を行うこと。 
3 回 日本酒醸造のプロセス（麹造り、酒⺟造りなどを含む）と技術に関し予習を
行うこと。 
4 回 蒸留酒である焼酎の製造プロセスと蒸留法に関し予習を行うこと。 
5 回 ⻨芽造りとビール醸造プロセスとその技術について調べておくこと、また
ウィスキーの熟成の意義に関し予習を行うこと。 
6 回 赤ワインと白ワインの製造過程の相違点、マロラクティック反応の意義に
関し予習を行うこと。 
7 回 

 



年度 2014 
授業コード FSB02610 
成績評価 定期試験により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学科(〜12) 
見出し FSB02610 生物有機化学 
担当教員名 林 謙一郎 
単位数 2 
教科書 創薬科学入門 

─薬はどのようにつくられる？ 
佐藤健太郎 著 
・A5 判 208 頁 
・ISBN 978-4-274-50361-0 

アクティブラーニング  
キーワード ホルモン、ケミカルバイオロジー、化学遺伝学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 昨年に引き続き、板書を纏めてほしいとの意見がありましたが、講義の多くは、

教科書とスライドで行っています。本講義は、複雑な化学構造式を記すため、板
書への手書きは、時間的に考えて非常に効率が悪く、現実的ではありませんし、
今後も、構造式の板書は行いません。必要であれば、ぜひ課外学習で不明な点を
おたずねください。 

科目名 生物有機化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 有機化学、生物化学を理解していることが望ましい。 
シラバスコード FSB02610 
実務経験のある教員  
達成目標 生命現象を有機化学的な視点から理解し、化学構造から生命現象に関わる分子の

機能を推測できる。また、医薬・農薬の作用機構やその開発過程の基礎となる概
念を理解する。 

受講者へのコメント ぜひ、講義で用いた教科書以外に、自主的な学習を積極的にしていただきたい。 
連絡先 １号館２階 林研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 3 年次後期の専門科目であるため、学生実習レポートなどがあるためか、講義時
間外での復習がほとんどなされていないのは残念である。高度な医薬に関する学
習内容を扱うが、本分野への理解が深まった方が 70％、興味・関⼼が高まった
57％と、専門知識への興味喚起ができて点はよいと考えます。 

英文科目名 Bio-organic Chemistry 



関連科目 有機化学、生物化学 
次回に向けての改善変更予定 自主的な学習を促すため、課題・参考図書を指示し、自主学習を促す。 
講義目的 生物有機化学では、生命現象を化学的な視点から理解する。特に有機化学の側面

から理解・解釈することで、生命活動・現象を分子レベルで包括・系統的に理解
することが可能となる。生物化学・遺伝学・分子生物学・細胞生物学などの生物
学を基礎として、生命現象の制御・調節機構に関わる化合物（生理活性化合物）
やその作用機構を、化学構造を中⼼にして講義していく。また、分子生物学的な
手法にと有機化学的な手法を匠に組み合わせて、核酸や蛋白質など、生体分子の
機能や反応を分子レベルで扱おうとする学問領域であるケミカルバイオロジー
について 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 生物有機化学・創薬化学の基礎と生理活性物質の概念について、解説する。 

2 回 生理活性物質・医薬の研究・開発過程を解説する。 
3 回 生理活性物質の作用機構 1 酵素阻害剤・受容体拮抗剤などについて解説す
る。 
4 回 生理活性物質の作用機構 2 分子メカニズム、鍵と鍵穴モデルについて解説
する。 
5 回 生理活性物質の分子設計について、合理的分子設計や新技術について解説
する。 
6 回 基本理論１：化合物ライブラリー・スクリーニングについて解説する。 
7 回 基本理論２：ランダムスクリーニングとリード化合物の発見につい 

準備学習 1 回 教科書を予習しておくこと。 
2 回  事前に配布したプリント・教科書を予習しておくこと。 
3 回  事前に配布したプリント・教科書を予習しておくこと。 
4 回  事前に配布したプリント・教科書を予習しておくこと。 
5 回  事前に配布したプリント・教科書を予習しておくこと。 
6 回  事前に配布したプリント・教科書を予習しておくこと。 
7 回  事前に配布したプリント・教科書を予習しておくこと。 
8 回  事前に配布したプリント・教科書を予習しておくこと。 
9 回  事前に配布したプリント・教科書を予習しておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FSB02710 
成績評価 課題提出（20％），定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学科(〜13) 
見出し FSB02710 天然物化学 
担当教員名 野崎 浩 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード テルペノイド、ステロイド、アルカロイド、生合成 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 板書の文字等、大きく書くよう⼼掛ける。 
科目名 天然物化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大石 武著・「天然物化学」・朝倉書店，村上 孝夫著・「天然物の構造と化学」・

広川書店 
授業形態 講義 
注意備考 有機化学、生物化学を理解していることが望ましい。 
シラバスコード FSB02710 
実務経験のある教員  
達成目標 天然に存在する有機化合物の種類、構造、性質を理解すること。 
受講者へのコメント 有機化学 I,II を十分に復習していること。 
連絡先 １号館２階野崎研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 今後も分り易い講義をするよう⼼掛けたい。 
英文科目名 Organic Chemistry of Natural Products 
関連科目 有機化学、生物化学 
次回に向けての改善変更予定 植物試料や、におい成分の化合物等と直接接する機会を増やしたい。 
講義目的 生命体によって作り出される炭素化合物は膨大な数にのぼり、それらは自らの生

理を調節するとともに生物間相互にも多大な影響を与えている。このような生命
現象に関わる生理活性は化学構造の微妙な違いによって生じている。天然有機化
合物を化学構造から系統的に分類し、それらの有する生理活性について講義する 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 光合成について説明する。特に、化学的な側面から解説する。 

2 回 光合成と天然有機化合物との関連を含め、植物内での有機化学反応につい
て解説する。 
3 回 単糖類の構造と性質について説明する。その立体化学についても解説する。 
4 回 オリゴ糖と天然糖について説明し、身近な糖の例を挙げ解説する。 



5 回 脂質について説明し、単純脂質と複合脂質の構造および性質について解説
する。 
6 回 脂肪酸関連化合物について説明し、特に脂肪酸の種類、性質、構造の詳細を
解説する。 
7 回 脂質の代謝生合成および脂質関連天然物について 

準備学習 1 回 有機化学ⅠおよびⅡを理解していること。 
2 回 光合成の概念を理解していること。 
3 回 光合成による糖の合成を把握していること。 
4 回 グリコシド結合、アノマー炭素等の概念を理解しておくこと。 
5 回 還元糖とアルデヒドとの関連を理解しておくこと。 
6 回 脂質の構造、種類を把握しておくこと。 
7 回 ケン化価、ヨウ素価が計算できること。 
8 回 脂質の生合成、β 酸化の機構を理解しておくこと。 
9 回 イソプレン則を把握しておくこと。 
10 回 閉環反応を理解していること。 
11 回 デカリン環の立体化学を理解して 

 



年度 2014 
授業コード FSB03210 
成績評価 定期試験（50%）と課題レポート（50%）により評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物化学科(〜13) 
見出し FSB03210 環境生物化学 
担当教員名 汪 達紘 
単位数 2 
教科書 環境科学概論／山下・坂本・若村・野上・坂本・安藤著／大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 環境問題、生態毒性、持続可能な社会 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「角度的にパソコンが邪魔で板書が見にくかった」という意見（１名）がありま

した。次回はパソコンの置く位置を検討する。また、具体的な説明を多くなるよ
うという提案（１名）がありまして、これから多くの例を挙げなから説明するよ
う⼯夫していきます。 

科目名 環境生物化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 随時、紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB03210 
実務経験のある教員  
達成目標 従来の科学技術万能神話に限界があることを認識させ、新しいパラダイムシフト

を模索するヒントとなること。 
受講者へのコメント 当該講義の理解を深めるため、課題レポートの作成に真剣に取り込んでほしい。 
連絡先 １号館３階 汪 達紘 研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 82.7％の学生が目標を達成「できた」または「だいたいできた」であり、88%は
教員の意欲が「感じられた」または「少し感じられた」とした、78.7％は授業に
「満足」または「ほぼ満足」したとの総合評価であったので、授業の内容に関し
ては特に大きな問題がないと思う。 

英文科目名 Environmental Biochemistry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 もっと分かりやすく授業を進めるように⼯夫していきます。 
講義目的 人間が環境中に放出する様々な化学物質によって引き起こされた環境問題にス

ポットをあて、その問題の構図を明らかにし、「文明の進歩」とは何かを考えさせ
る。そして、持続可能な社会に必要な新しい価値観を構築していくための一助と
する。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 指数関数的な地球人口の増加が続くとクライシスが訪れる。その対策等に

ついて説明する。 
2 回 有害物質による大気汚染と地球規模の大気環境問題を正しく認識できるよ
うに説明する。 
3 回 地球温暖化に対して正しい認識をするための科学的裏付けについて解説す
る。 
4 回 フレオンガスによるオゾン層の破壊とその後の状態について解説する。 
5 回 酸性雨の生成機構及びその環境影響について解説する。 
6 回 我国の水質汚濁防止法に定められている都道府県知事の水質監視義務につ
いて解説する。 
7 回 アオコなどの異常増殖を伴う閉鎖 

準備学習 1 回 地球人口の増加曲線について調べてくること。 
2 回 過去に生じた大気の環境問題を一つ探してくること。 
3 回 地球温暖化に関する様々な見解を整理してくること。 
4 回 オゾン層がどのようなものか調べてくること。 
5 回 現在、我国で降っている雨の pH がどの程度か調べてくること。 
6 回 身近な川や海の水が汚れているかどうか調べてくること。 
7 回 アオコなどの植物プランクトンがどんなものかを調べてくること。 
8 回 過去に起こった油による海洋汚染を一つ探してくること。 
9 回 土壌汚染対策法について調べてくること。 

 



年度 2014 
授業コード FSB04010 
成績評価 レポート提出（２０％）、中間テスト（２０％）および定期試験（６０％）により

評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(理)(〜14) 
見出し FSB04010 数学Ⅰ 
担当教員名 中川 重和＊ 
単位数 2 
教科書 微分積分学入門／岩谷・河合・⽥中／学術図書出版社／978-4-780602227 
アクティブラーニング  
キーワード 連続、極限、微分係数、導関数、合成関数の微分、テイラー／マクローリン展開 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 大きな字で書くように気をつけます． 

科目の性格上板書量は比較的多いので， 
可能であれば移動式⿊板のある教室に教室変更をします． 
字が薄いのは，⿊板とチョークの相性が悪いためです． 
可能であれば移動式⿊板のある教室に教室変更をお願いします． 

科目名 数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 やさしく学べる微分積分／石村園子／共立出版：計算力が身につく微分積分／佐

野公明／学術図書出版社：基礎コース微分積分／坂⽥・萬代・山原／学術図書出
版社など。 

授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード FSB04010 
実務経験のある教員  
達成目標 （！）三角関数、逆三角関数、指数関数、対数関数およびこれらを合成した関数

の微分計算が円滑に実行できること、（２）対数微分法、不定形の極限の計算がで
きること、（３）マクローリン展開ができること。 

受講者へのコメント 板書の字は大きく書くようにします． 
連絡先 中川研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価の授業目標の達成度を 
「だいたいできた」（60%）を「できた」に 
変えていく努力をします． 

英文科目名 Mathematics I 
関連科目 高校の数学Ⅱ相当まで履修していることを望む。 
次回に向けての改善変更予定 科目の性格上板書量は比較的多いので， 



可能であれば移動式⿊板のある教室に教室変更をお願いします． 
講義目的 （１）関数の微分演算についての概念と定理を与える、（２）初等関数について具

体的に微分できるようにする、（３）微分の大切な応用（極限値の計算や関数のべ
き級数展開）についての知識を与える。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 三角関数、逆三角関数を解説する。 

2 回 指数関数、対数関数を解説する。 
3 回 微分係数、導関数、微分公式、合成関数の微分を解説する。 
4 回 整式、有理式、三角関数、逆三角関数の微分を解説する。 
5 回 指数関数、対数関数の微分、対数微分法を解説する。 
6 回 微分にかんする演習（１）を解説する。 
7 回 微分に関する演習（２）を解説する。 
8 回 第１回〜７回の内容に対する中間テストとその解説をする。 
9 回 ロルの定理と平均値の定理、ロピタルの定理と不定形の極限を解説する。 
10 回 関数のグラフを解説する。 

準備学習 1 回 一般角、弧度法（ラジアン角）、逆三角関数の意味について調べておくこと。 
2 回 指数関数、対数関数の意味と定義域、自然対数の底とは何か、どんな値かに
ついて調べておくこと。 
3 回 微分の定義とその幾何学的意味を知っておくこと。 
4 回 逆三角関数のグラフを描いて、その背線の傾きの符号を調べておくこと。 
5 回 対数微分法が適用される関数の例を二つ挙げること。 
6 回 基本関数の導関数をまとめておくこと。 
7 回 合成関数の微分の仕方の要点を確認しておくこと。 
8 回 演習から得た知識から、間違いなく関数を微分する 

 



年度 2014 
授業コード FSB04020 
成績評価 レポート提出（２０％）、中間テスト（２０％）および定期試験（６０％）により

評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス BB(理)(〜14) 
見出し FSB04020 数学Ⅰ 
担当教員名 大熊 一正 
単位数 2 
教科書 微分積分学入門／岩谷・河合・⽥中／学術図書出版社／978-4-780602227 
アクティブラーニング  
キーワード 連続、極限、微分係数、導関数、合成関数の微分、テイラー／マクローリン展開 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「教科書の問題の解説がないので，不便だった．」：授業で取り扱った教科書の問

題に関しては，解説を行いましたが，それ以外の問題は，教科書には答えしかな
かったので，不便に思ったのでしょう．しかし，授業では，代表的な問題の解答
を行っているので，その方針を当てはめれば，解答できるはずですよ． 
「公式の証明を理解するのがなかなかか難しいと思った．」公式を覚えるとう勉
強法は，試験勉強には役立つと思います．しかし，大学では，公式を発展的に利
用する必要ありますので，公式の導出の背景を理解することの方が重要であると
思ってい 

科目名 数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 やさしく学べる微分積分／石村園子／共立出版：計算力が身につく微分積分／佐

野公明／学術図書出版社：基礎コース微分積分／坂⽥・萬代・山原／学術図書出
版社など。 

授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード FSB04020 
実務経験のある教員  
達成目標 （！）三角関数、逆三角関数、指数関数、対数関数およびこれらを合成した関数

の微分計算が円滑に実行できること、（２）対数微分法、不定形の極限の計算がで
きること、（３）マクローリン展開ができること。 

受講者へのコメント 受講者の微分に関する知識差が大きかったように思います．結果，目標を達成で
きなかった学生を 3 割程度出してしまいましたので，最初のオリエンテーション
の際に，目標レベルについてもう少し説明する必要があったかもしれないと反省
しています．しかし，分からない場合には，積極的に時間外にでも説明を受けに
来るなどして，自ら学ぶ姿勢を育んで欲しいと思います． 

連絡先 大熊研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 ほぼ 90%の受講者が 2 回以内の欠席で授業に参加してくれていました． 
授業時間外での学習時間は，全くしなかった受講者が，9 人（29.0%），30 分程度 
12 人 (38.7%)，1 時間程度 7 人（22.6%），2 時間程度 3 人 （9.7%）と，授業
時間外にも半数以上の受講者が学習していました． 
約 65%の受講者が，「この分野への理解が深まった」と解答してくれていました
が，「興味・関⼼が高まった」との回答は，16%程度に留まっていましたので，こ
の部分は向上させたいと思います． 
また，総合評価においては，目標を達 

英文科目名 Mathematics I 
関連科目 高校の数学Ⅱ相当まで履修していることを望む。 
次回に向けての改善変更予定 1 回目の授業オリエンテーションの際に，授業の目標及びレベルをもう少し正確

に伝えるようにします． 
また，問題の解答時間をもう少し多く取れるように，授業の時間配分を改善した
いと思います． 
この分野への興味関⼼が高まるよう，実際，微分がどのようなところで役に立っ
ているかなのを例示できればと考えています． 

講義目的 （１）関数の微分演算についての概念と定理を与える、（２）初等関数について具
体的に微分できるようにする、（３）微分の大切な応用（極限値の計算や関数のべ
き級数展開）についての知識を与える。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 三角関数、逆三角関数を解説する。 

2 回 指数関数、対数関数を解説する。 
3 回 微分係数、導関数、微分公式、合成関数の微分を解説する。 
4 回 整式、有理式、三角関数、逆三角関数の微分を解説する。 
5 回 指数関数、対数関数の微分、対数微分法を解説する。 
6 回 微分にかんする演習（１）を解説する。 
7 回 微分に関する演習（２）を解説する。 
8 回 第１回〜７回の内容に対する中間テストとその解説をする。 
9 回 ロルの定理と平均値の定理、ロピタルの定理と不定形の極限を解説する。 
10 回 関数のグラフを解説する。 

準備学習 1 回 一般角、弧度法（ラジアン角）、逆三角関数の意味について調べておくこと。 
2 回 指数関数、対数関数の意味と定義域、自然対数の底とは何か、どんな値かに
ついて調べておくこと。 
3 回 微分の定義とその幾何学的意味を知っておくこと。 
4 回 逆三角関数のグラフを描いて、その背線の傾きの符号を調べておくこと。 
5 回 対数微分法が適用される関数の例を二つ挙げること。 
6 回 基本関数の導関数をまとめておくこと。 
7 回 合成関数の微分の仕方の要点を確認しておくこと。 
8 回 演習から得た知識から、間違いなく関数を微分する 

 



年度 2014 
授業コード FSB04110 
成績評価 中間テスト（４０％）と定期試験（６０％）により評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(理)(〜14) 
見出し FSB04110 数学Ⅱ 
担当教員名 中川 重和＊ 
単位数 2 
教科書 微分積分学入門／岩谷・河合・⽥中／学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 置換積分、部分積分法、リーマン和、定積分、微分方程式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし． 
科目名 数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 やさしく学べる微積分／石村園子／共立出版社：計算力が身につく微分積分／佐

野公明／学術図書出版社：基礎コース微分積分／坂⽥・萬代・山原／学術図書出
版社：テキスト微分方程式／小寺平治／共立出版社 

授業形態 講義 
注意備考 高校で数学Ⅱまで、またはそれに相当する科目まで履修していることが望まし

い。 
シラバスコード FSB04110 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）基本的な関数の積分を示すことができる、 

（２）置換積分や部分積分を利用した積分の計算ができる、 
（３）定積分によって図形の面積や回転体の体積を求めることができる、 
（４）変数分離形、1 階線形、定係数２階線形の微分方程式の解を求めることが
できる。 

受講者へのコメント 今後数学の勉強をする機会には，この講義を思い起こしてもらえると 
幸いです． 

連絡先 中川研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の目標達成度は満足とほぼ満足をあわせて 65%であり， 
教員の意欲は 85%， 
また授業の満足度は 75%であった． 

英文科目名 Mathematics II 
関連科目 入門数学、数学Ｉ 
次回に向けての改善変更予定 1 名の方から，「早くて聞き逃す」とありました． 

ゆっくり，大きな声で話すことを⼼がけたいと思います． 



講義目的 （１）微分演算の逆としての積分演算についての知識を与える、 
（２）不定積分を見出すいろいろな方法（⼯夫）を知らしめる、 
（３）定積分の意味と不定積分との関連を示す、 
（４）定積分の求積への応用を示す、 
（５）積分の応用として簡単な微分方程式の解き方についての知識を与える。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 不定積分の基本公式を説明する。 

2 回 置換積分法（１）を説明する。 
3 回 置換積分法（２）を説明する。 
4 回 部分積分法を説明する。 
5 回 有理関数の積分を説明する。 
6 回 第 1 回〜5 回に対する演習をする。 
7 回 まとめ、中間テストとその解説をする。 
8 回 定積分の定義とその性質を説明する。 
9 回 定積分の計算をする。 
10 回 面積、体積の計算への定積分の応用を説明する。 
11 回 まとめ、中間テストとその解説をする。 
12 回 変数分離形微分方程式の解き方を解説する。 
13 回 1 階線形部分方程式の解き 

準備学習 1 回 テキストによって基本関数の微分を知って、逆に積分の公式をつくること。 
2 回 置換積分とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
3 回 置換積分の手順を箇条書きに整理しておくこと。 
4 回 部分積分法とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
5 回 部分分数展開とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
6 回 第 1 回〜5 回の内容を整理して、不定積分の求め方を一つのアルゴリズムに
まとめてみること。 
7 回 具体的に積分計算を実行するさいの注意点を列挙しておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FSB04120 
成績評価 中間テスト（４０％）と定期試験（６０％）により評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス BB(理)(〜14) 
見出し FSB04120 数学Ⅱ 
担当教員名 大熊 一正 
単位数 2 
教科書 微分積分学入門／岩谷・河合・⽥中／学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 置換積分、部分積分法、リーマン和、定積分、微分方程式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 高校時代よりも積分が解けるようになりました． 

→ そう思って頂けると幸いです． 
科目名 数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 やさしく学べる微積分／石村園子／共立出版社：計算力が身につく微分積分／佐

野公明／学術図書出版社：基礎コース微分積分／坂⽥・萬代・山原／学術図書出
版社：テキスト微分方程式／小寺平治／共立出版社 

授業形態 講義 
注意備考 高校で数学Ⅱまで、またはそれに相当する科目まで履修していることが望まし

い。 
シラバスコード FSB04120 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）基本的な関数の積分を示すことができる、 

（２）置換積分や部分積分を利用した積分の計算ができる、 
（３）定積分によって図形の面積や回転体の体積を求めることができる、 
（４）変数分離形、1 階線形、定係数２階線形の微分方程式の解を求めることが
できる。 

受講者へのコメント 今後，主に生物系分野を専門として学ぶことになる学生が多いと思いますが，微
分積分はどの分野に進んでも全く必要ないという学問ではなく，ほぼどの分野に
も何らかの形で必要となる分野です．よって，今回学んだ事を基礎として，必要
に応じてさらに学習してください． 

連絡先 大熊研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 約 90%の受講者が 2 回までの欠席で授業に参加していました．また，授業時間外
の学習時間に関しては，“全くしなかった”が 30%弱，“30 分程度”及び“1 時間程
度”がそれぞれ，20％程度で，“2 時間程度”が 30%弱であり，授業外の学習時間
に個人差があったようです．これは，高校時代にどの程度微分積分を理解してい
たかに依存しているように思いますが，授業時間外の学習が ゼロ というのは，



残念です． 
 また，この授業を受講したことによって，約 57%の受講者が，“この分野への理
解が深まった”と回等し，約 35%の受講者が 

英文科目名 Mathematics II 
関連科目 入門数学、数学Ｉ 
次回に向けての改善変更予定 受講者の興味・関⼼をもう少し高められるよう，生物系にちなんだ例え話ができ

るように，勉強しようと思います． 
講義目的 （１）微分演算の逆としての積分演算についての知識を与える、 

（２）不定積分を見出すいろいろな方法（⼯夫）を知らしめる、 
（３）定積分の意味と不定積分との関連を示す、 
（４）定積分の求積への応用を示す、 
（５）積分の応用として簡単な微分方程式の解き方についての知識を与える。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 不定積分の基本公式を説明する。 

2 回 置換積分法（１）を説明する。 
3 回 置換積分法（２）を説明する。 
4 回 部分積分法を説明する。 
5 回 有理関数の積分を説明する。 
6 回 第 1 回〜5 回に対する演習をする。 
7 回 まとめ、中間テストとその解説をする。 
8 回 定積分の定義とその性質を説明する。 
9 回 定積分の計算をする。 
10 回 面積、体積の計算への定積分の応用を説明する。 
11 回 まとめ、中間テストとその解説をする。 
12 回 変数分離形微分方程式の解き方を解説する。 
13 回 1 階線形部分方程式の解き 

準備学習 1 回 テキストによって基本関数の微分を知って、逆に積分の公式をつくること。 
2 回 置換積分とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
3 回 置換積分の手順を箇条書きに整理しておくこと。 
4 回 部分積分法とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
5 回 部分分数展開とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
6 回 第 1 回〜5 回の内容を整理して、不定積分の求め方を一つのアルゴリズムに
まとめてみること。 
7 回 具体的に積分計算を実行するさいの注意点を列挙しておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FSB04211 
成績評価 課題提出（30％）、定期試験（70％）によって判定する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物化学科(〜14) 
見出し FSB04211 物理学基礎論Ⅰ 
担当教員名 豊⽥ 新 
単位数 2 
教科書 原康夫著 物理学入門 増補版 学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 運動、質点の力学、力学、連続体、波動 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 国立天文台理科年表（丸善）: サーウェイ著 松村訳 科学者と技術者のための物

理学Ⅰa, Ⅰb(学術図書) 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB04211 
実務経験のある教員  
達成目標 物理学の基礎的な概念である、運動の記述方法、力学的エネルギーを理解する。

質点の力学、連続体力学及び波動の基礎的事項を理解し、基礎的な問題が解ける
ようになる。これらの事項を基礎とした科学技術、現在の社会的問題の本質につ
いて理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 豊⽥（新）研究室 26 号館 3 階 Phone 256-9608 E-mail: toyoda@dap.ous.ac.jp 

オフィスアワー ⽊曜日 15：00-18：00（教授会開催日を除く） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics I 
関連科目 高等学校で物理を履修していない者は、前期に開講される入門物理を履修してお

くこと。高等学校で物理を履修していること、あるいは入門物理を履修している
ことを講義の前提とする。物理学基礎実験を履修する者はこの講義と同時あるい
は履修後に受講することを強く勧める。この講義に続けて物理学基礎論Ⅱを受講
することが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この世界の自然現象は物理学を基礎として成り立っている。その物理学の基礎的

なことがらのうち、その運動、力、エネルギーについて学び、理解を深める。ま



た、現在の科学技術、地球環境科学への応用についても一部解説する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理量と単位、等速直線運動、等加速度運動について学習する。 

2 回 力とそのつりあい、運動の法則について学習する。 
3 回 運動方程式の解法について学習する。 
4 回 運動方程式の解法について学習する。 
5 回 力のモーメントについて学習する。 
6 回 運動量と力積、運動量保存則について学習する。 
7 回 仕事とエネルギーの定義について学習する。 
8 回 力学的エネルギー保存則について学習する。 
9 回 仕事＝エネルギー定理について学習する。 
10 回 等速円運動について学習する。 
11 回 万有引力と天体の運動につい 

準備学習 毎回の講義においてその回の講義の復習となる課題（演習問題）を出します。次
回の講義までに解き、提出してください。 

 



年度 2014 
授業コード FSB04311 
成績評価 宿題(20%)、小テスト(60%) および定期試験(20%) で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物化学科(〜13) 
見出し FSB04311 物理学基礎論Ⅱ 
担当教員名 宮川 和也 
単位数 2 
教科書 物理学入門 増補版／原 康夫／学術図書出版社／978-4-780601169 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB04311 
実務経験のある教員  
達成目標 電荷、電流、電場、磁場、電磁波など 電磁気学の基礎知識を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 宮川 研究室、24 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics II 
関連科目 「物理学基礎論Ⅰ」を履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気・磁気現象は私たちにとって大変身近なものです。これは、原子、分子の世

界を支配する力が電磁気力であり、様々な物質の電気的、磁気的性質が主として
電子によって規定されているという事情によります。この講義では、このような
事を意識しながら、電磁気学のポイントを学びます。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 電荷と電流について解説する。 

2 回 クーロンの法則について解説する。 
3 回 電場と電気力線について解説する。 
4 回 電気力による位置エネルギー、電位について解説する。 
5 回 テストを実施する。また、その後、解説を行う。 
6 回 導体、キャパシター（コンデンサー）について解説する。 



7 回 オームの法則と抵抗について解説する。 
8 回 電流と仕事について解説する。 
9 回 テストを実施する。また、その後、解説を行う。 
10 回 磁石と磁場、電流のつくる磁場について解説する。 
11 回 ローレンツ力、電流に作用する 

準備学習 1 回 電荷と電流について、教科書を読んでおくこと。 
2 回 クーロンの法則について、教科書を読んでおくこと。また、指示された問題
を解いておくこと。 
3 回 電場と電気力線について、教科書を読んでおくこと。また、指示された問題
を解いておくこと。 
4 回 電気力による位置エネルギー、電位について、教科書を読んでおくこと。ま
た、指示された問題を解いておくこと。 
5 回 指示された問題を解いておくこと。 
6 回 導体、キャパシター（コンデンサー）について、教科書を読んでおくこと。
また、指示された問題を解いておくこと。 
7 回 

 



年度 2014 
授業コード FSB04411 
成績評価 報告書の内容と実験への取り組み状況によって評価を行う（100％）。すべての実

験について報告書が作成され、受理されて単位が与えられる。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物化学科(〜13) 
見出し FSB04411 物理学基礎実験 
担当教員名 宮川 和也、小坂 圭二＊、豊⽥ 新、中力 眞一 
単位数 2 
教科書 物理学基礎実験第２版／岡山理科大学理学部応用物理学科 編／大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学、実験 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 国立天文台 理科年表（丸善）その他、参考資料は適宜配布する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 関数電卓（プログラム機能は不要）を購入すること。 

共同実験者に迷惑を及ぼすので遅刻、欠席は厳禁である。各テーマに２週を割り
当て、第１週に実験を行い、第２週に報告書を完成させる。事前に実験内容をよ
く予習してくること。 

シラバスコード FSB04411 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）物理学の基礎的な実験について、基本的事項を理解し、実験方法に習熟す

る。 
   実験器具、装置の取り扱いができるようになる。 
（２）実験データを適切に処理し、現象を的確に表現するためのグラフが作成で
きる 
   ようになる。 
（３）パソコンを利用して実験データを処理できるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 宮川和也 086-256-9488 miyagawa@dap.ous.ac.jp  

豊⽥ 新 086-256-9608 toyoda@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Physics 
関連科目 物理学基礎論Ⅰ、Ⅱを前後して（できれば本実験科目を履修する前に）履修する

ことが望ましい。 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 （１）基礎的な実験を通して、物理学における実験方法と実験器具、装置の取り

扱いの 
   基礎を学ぶ。 
（２）実験データの処理の方法、現象を的確に表現するためのグラフの作成方法
につい 
   て実習する。 
（３）パソコンを利用した実験データの処理方法について学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 【第 1 回】テキストを購入し、実験全体を概観しておくこと。 

【第 2 回】パソコンによる実験データ処理についてテキストを読み、演習内容を
理解 
    しておくこと。 
【第 3 回】ノギス、マイクロメーター、電卓の使い方についてテキストを読み、
実験 
    内容を理解しておくこと。 
【第 4 回〜15 回】 
 該当の実験についてテキストを読み、実験方法までレポートとしてまとめてお
く 
 こと。 

 



年度 2014 
授業コード FSB04421 
成績評価 報告書の内容と実験への取り組み状況によって評価を行う（100％）。すべての実

験について報告書が作成され、受理されて単位が与えられる。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物化学科(〜14) 
見出し FSB04421 物理学基礎実験 
担当教員名 宮川 和也、豊⽥ 新、中力 眞一、小坂 圭二＊ 
単位数 2 
教科書 物理学基礎実験第２版／岡山理科大学理学部応用物理学科 編／大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学、実験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 国立天文台 理科年表（丸善）その他、参考資料は適宜配布する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 関数電卓（プログラム機能は不要）を購入すること。 

共同実験者に迷惑を及ぼすので遅刻、欠席は厳禁である。各テーマに２週を割り
当て、第１週に実験を行い、第２週に報告書を完成させる。事前に実験内容をよ
く予習してくること。 

シラバスコード FSB04421 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）物理学の基礎的な実験について、基本的事項を理解し、実験方法に習熟す

る。 
   実験器具、装置の取り扱いができるようになる。 
（２）実験データを適切に処理し、現象を的確に表現するためのグラフが作成で
きる 
   ようになる。 
（３）パソコンを利用して実験データを処理できるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 宮川和也 086-256-9488 miyagawa@dap.ous.ac.jp  

豊⽥ 新 086-256-9608 toyoda@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Physics 
関連科目 物理学基礎論Ⅰ、Ⅱを前後して（できれば本実験科目を履修する前に）履修する

ことが望ましい。 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 （１）基礎的な実験を通して、物理学における実験方法と実験器具、装置の取り

扱いの 
   基礎を学ぶ。 
（２）実験データの処理の方法、現象を的確に表現するためのグラフの作成方法
につい 
   て実習する。 
（３）パソコンを利用した実験データの処理方法について学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 【第 1 回】テキストを購入し、実験全体を概観しておくこと。 

【第 2 回】パソコンによる実験データ処理についてテキストを読み、演習内容を
理解 
    しておくこと。 
【第 3 回】ノギス、マイクロメーター、電卓の使い方についてテキストを読み、
実験 
    内容を理解しておくこと。 
【第 4 回〜15 回】 
 該当の実験についてテキストを読み、実験方法までレポートとしてまとめてお
く 
 こと。 

 



年度 2014 
授業コード FSB04710 
成績評価 実験レポート 60％、中間実技試験 10％、定期試験 30％により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物化学科(〜14) 
見出し FSB04710 化学基礎実験 
担当教員名 ⻘⽊ 宏之、直島 好伸 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験 −手引きと演習− ／ 佐藤幸子：理⼯系化学実験（−基

礎と応用− 第３版） ／ 坂⽥一矩編 ／ （東京教学社）／978-4-808230418 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属、マスキング 
定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、電離定数、pH、pKa、緩衝溶液、モ
ル濃度、質量百分率 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・レポート返却を早くして欲しい： 

毎週 100、再提出を加えると 150 件のレポートを抱えて添削をしていますが、極
力早く返却できるよう努力したく思います。 
・必修問題の答え合わせをしてほしい： 
部分的には実習の解説時間に行いましたが、十分出来なかったと思います。レポ
ートの添削時または、解答の配布など考えたく思います。 
・他の良好なコメント： 
実験の説明、注意事項等丁寧に教えてもらえ、危険がなく、実験が出来、充実し
ていた。 
新しい体験や知識を身につけれて楽しかった。 
成功しなかったものもあるが、先生や TA の人が 

科目名 化学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

人）：大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社）：
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版）：これだけはおさえたい化学／井口洋
夫 他／実教出版 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを期限内に提出し受理されていることが、単位取得

の前提条件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験を安
全に行うため、白衣と保護眼鏡の着用を義務づける。 

シラバスコード FSB04710 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で

きる。 



（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）測容ガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフラスコ）の使用方
法を習得する。 
（４）pH メーター、分光光度計、電子天秤の使用方法を習得する。 
（５）詳しい実験観察結果を文章で表現し、物質の変化を化学反応式で記述でき
る。 
（６）報告書の基本的書き方を習得する。 
（７）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り日常的な物（⾷酢、ミネラルウォーター、ドリンク剤 

受講者へのコメント 午前中の実習のため、昼休みまでの終了を考え、講義開始時間を早めたが、十分
早くから実験準備を進め、積極的に取り組んでくれたことに評価します。前半の
定性分析での現象の細かな記述、後半の定量分析での実験過程での測定数値の取
り扱いなど、この実習で学んだ手技や知識を今後の実験実習に、十分活用してく
ださい。 

連絡先 １学舎２階研究室 電子メール aoki@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 実習講義であることから、出席率は高く。予習およびレポート作成に費やす学習
時間は 2 時間以上の学生が 7 割程度であった。 また、課題問題の取り組み、考
察記述における資料検索など、積極に取り組んでいる学生は 9 割であった。また、
1 年次対象の実習講義の為、実験を積極的に体験したい学生が集まり、満足度も
高い結果となった。 

英文科目名 Experiments in Chemistry 
関連科目 化学概論、 分析化学 I、 入門化学 
次回に向けての改善変更予定 実際の反応を見せる事は最小限必要であるが、演示実験および前説明の時間を短

くして、学生たちの実習時間を十分取れるよう配慮する。 
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の進め方、予習の仕方を説明する。 

安全・環境教育を実施する。 
2 回 基礎実験（金属と酸との反応）とレポート作成 
金属と強酸・強塩基との反応を調べることによって、化学実験で使われる器具お
よび試薬の基本的な取扱い方と、実験操作を学ぶ。 
3 回 第１属陽イオンの定性分析 （Ag, Pb） 
銀イオン、鉛イオンを 塩酸（第１属陽イオン分属試薬）と反応させ難溶性の塩化
物沈殿を生成する。塩化鉛と塩化銀の溶解度差、アンモニア共存下での塩化銀の
可溶性錯イオン形成などの化学的性質を利用して、両イオ 

準備学習 1 回 教科書第 1 章 pp.1〜9 化学実験の基本的注意を読んでおくこと。 
2 回 教科書第 1 章 pp.1〜9 および pp.36〜40. 実験レポートの書き方 を読ん
でおくこと。 



元素の周期表、イオン化傾向、強酸、強塩基、酸化力のある酸について復習して
おくこと。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
3 回 教科書 pp.15〜18 を読み、難溶塩の溶解度と溶解度積について復習してお
くこと。 
教科書 pp.62〜68 を読み、陽イオンの分属と分属試薬について予習しておく。 
「化学実験−手引きと演 

 



年度 2014 
授業コード FSB04721 
成績評価 実験レポート（75％）、中間試験（5％）、定期試験（20％）により成績を評価す

る。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物化学科(〜14) 
見出し FSB04721 化学基礎実験 
担当教員名 高原 周一、佐藤 幸子、土肥 裕希＊ 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験−手引きと演習− ／ 佐藤幸子：理⼯系化学実験（−基礎

と応用− 第３版）／坂⽥一矩編／（東京教学社）／978-4-808230418 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属 
定量分析：中和、酸化還元、pH、緩衝溶液、モル濃度、質量百分率 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

人） 
大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社） 
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版） 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを提出し受理されていることが、単位取得の前提条

件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験開始までに、
予習プリントを提出する。実験を安全に行うため、白衣と保護眼鏡の着用を義務
づける。 

シラバスコード FSB04721 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で

きる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）化学実験で用いられるガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフ
ラスコなど）や機器（pH メーター、分光光度計、電子天秤など）を適切に使用
できる。 
（４）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り化学物質の濃度を決定できる。 
（５）現象を分子論的に捉え、物質の変化を化学反応式で記述できる。 
（６）実験についての報告書を作成することができる。 

受講者へのコメント  



連絡先 高原周一 13 学舎 3 階 電子メール takahara@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Chemistry 
関連科目 化学基礎論 I・II、入門化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

講義の進め方等を説明する。安全・環境教育を行う。 
2 回 基礎実験（金属と酸との反応） 
金属と強酸・強塩基との反応を調べる。 
3 回 第１ 属陽イオンの定性分析 
銀イオン、鉛イオンの定性分析についての実験を行う。 
4 回 第２属陽イオンの定性分析 I 
鉛 、ビスマス、銅 、カドミウムイオンの定性分析についての実験を行う。 
5 回 第２属陽イオンの定性分析 II  
混合試料の系統分析を行う。 
6 回 第３属陽イオンの定性分析 
アルミニウム、鉄、クロムイオンの定性分析についての実験を行う。 
7 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
3 回 前回行った実験についてのレポートを作成する。 
教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題を仕上
げること。 
4 回 前回行った実験についてのレポートを作成する。 
教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題を仕上
げること。 
5 回 前回行った実験についてのレポートを作成する。 
教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習 

 



年度 2014 
授業コード FSB05011 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により判定する．総獲得点数/提出義務回数

の値が 60 点以上を合格とする．本実験は教職関連科目でもあるので，全出席が
評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育実習の場合は３回）をこえ
る欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする．また，公欠の場合でも補講，
追加レポートや提出義務回数などの特別配慮は一切しない． 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物化学科(〜14) 
見出し FSB05011 生物学基礎実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正⽊ 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 実験指導，光学顕微鏡観察 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。なお，以下の

学生の受講を制限する．（１）入学時に実施した学力多様化度調査の結果により、
チューターから「入門生物」の履修を指導された学生（２）教職関連の生物科目
（生物学基礎論など）未受講の学生（３）前年度に本実験を不合格または途中放
棄した学生．また，受講希望者多数の場合は抽選とする。 

シラバスコード FSB05011 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作でき，実験指導が適切に行えるようになること． 
受講者へのコメント  
連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Biology 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に

便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 
2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 
3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２： 

準備学習 特になし 
 



年度 2014 
授業コード FSB05021 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により判定する．総獲得点数/提出義務回数

の値が 60 点以上を合格とする．本実験は教職関連科目でもあるので，全出席が
評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育実習の場合は３回）をこえ
る欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする．また，公欠の場合でも補講，
追加レポートや提出義務回数などの特別配慮は一切しない． 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物化学科(〜14) 
見出し FSB05021 生物学基礎実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正⽊ 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 実験指導，光学顕微鏡観察 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。なお，以下の

学生の受講を制限する．（１）入学時に実施した学力多様化度調査の結果により、
チューターから「入門生物」の履修を指導された学生（２）教職関連の生物科目
（生物学基礎論など）未受講の学生（３）前年度に本実験を不合格または途中放
棄した学生．また，受講希望者多数の場合は抽選とする。 

シラバスコード FSB05021 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作でき，実験指導が適切に行えるようになること． 
受講者へのコメント  
連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Biology 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に

便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 
2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 
3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２： 

準備学習 特になし 
 



年度 2014 
授業コード FSB05031 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により判定する．総獲得点数/提出義務回数

の値が 60 点以上を合格とする．本実験は教職関連科目でもあるので，全出席が
評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育実習の場合は３回）をこえ
る欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする．また，公欠の場合でも補講，
追加レポートや提出義務回数などの特別配慮は一切しない． 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物化学科(〜14) 
見出し FSB05031 生物学基礎実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正⽊ 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 実験指導，光学顕微鏡観察 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。なお，以下の

学生の受講を制限する．（１）入学時に実施した学力多様化度調査の結果により、
チューターから「入門生物」の履修を指導された学生（２）教職関連の生物科目
（生物学基礎論など）未受講の学生（３）前年度に本実験を不合格または途中放
棄した学生．また，受講希望者多数の場合は抽選とする。 

シラバスコード FSB05031 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作でき，実験指導が適切に行えるようになること． 
受講者へのコメント  
連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Biology 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に

便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 
2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 
3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２： 

準備学習 特になし 
 



年度 2014 
授業コード FSB05041 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により判定する．総獲得点数/提出義務回数

の値が 60 点以上を合格とする．本実験は教職関連科目でもあるので，全出席が
評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育実習の場合は３回）をこえ
る欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする．また，公欠の場合でも補講，
追加レポートや提出義務回数などの特別配慮は一切しない． 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物化学科(〜14) 
見出し FSB05041 生物学基礎実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正⽊ 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 実験指導，光学顕微鏡観察 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。なお，以下の

学生の受講を制限する．（１）入学時に実施した学力多様化度調査の結果により、
チューターから「入門生物」の履修を指導された学生（２）教職関連の生物科目
（生物学基礎論など）未受講の学生（３）前年度に本実験を不合格または途中放
棄した学生．また，受講希望者多数の場合は抽選とする。 

シラバスコード FSB05041 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作でき，実験指導が適切に行えるようになること． 
受講者へのコメント  
連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Biology 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に

便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 
2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 
3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２： 

準備学習 特になし 
 



年度 2014 
授業コード FSB05111 
成績評価 課題提出および毎回の質問内容（20％）と定期試験（80％）で評価する。採点の

基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物化学科(〜14) 
見出し FSB05111 地学基礎論Ⅰ 
担当教員名 小林 祥一 
単位数 2 
教科書 地球学入門 惑星地球と大気・海洋のシステム／酒井治孝／（東海大学出版会）

／978-4-486016151 
アクティブラーニング  
キーワード 太陽系、地球、環境、鉱物、岩石、鉱床 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリントで補足 
授業形態 講義 
注意備考 ※しばしば電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業を行う。 
シラバスコード FSB05111 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を理解する一歩として、地球本来の環境について十分理解させる。どの分野

にも共通して重要な地球を構成する物質（資源）である、岩石や鉱物（含宝石鉱
物）の物理化学的性質、生成条件および生成過程を修得する。前期は基本的に、
中学校以来、地学に触れたことがない学生が大部分であることから、基礎的知識
の修得を目標とし、地学のおもしろさを知るための準備をこの地学基礎論 I でし
たい。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 3 階 小林研究室 086-256-9704  kobayashi＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Geology I 
関連科目 地学基礎論Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 太陽系のメンバーである地球について、地表付近および地球内部はどんな構造を

していて、どのような環境で、どのような物質でできているかを解説し、地球自
身の基礎的な概念を理解する。これらをもとに地球の地殻およびマントルを構成
する岩石・鉱物の生成のメカニズム、産状、分類およびこれらの物理化学的性質



について概説する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回  宇宙の中の太陽系はどんな特徴を持ったところかを説明する。 
3 回  太陽系の中で地球はどんな特徴を持ったところかを説明する。 
4 回  地球の表面温度を決める因子について説明する。 
5 回  水と二酸化炭素の循環システムと地球環境との関係について説明する。 
6 回  地球の内部構造を知る手がかりについて説明する。 
7 回  地球の環境について、まとめをする。 
8 回  地球を構成する物質、鉱物の種類と特徴について説明する。 
9 回  地球を構成する物質、鉱物 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 太陽系のメンバーには何があるか思い出しておくこと。 
3 回 惑星地球の環境、特に水、大気、温度と私たち生命との関係を考えておくこ
と。 
4 回 地球型惑星の表面温度はどんな条件によって支配されているか考えておく
こと。 
5 回 地球の環境を支配している水と二酸化炭素はどこで消費され、どこで放出
されているかを調べておくこと。 
6 回 万有引力、地震の伝わり方を復習しておくこと。 
7 回 これまでの授業内容を復習しておくこと。 
8 回 無機化合物について復習しておく 

 



年度 2014 
授業コード FSB05211 
成績評価 課題提出および毎回の質問内容（20％）と定期試験（80％）で評価する。採点の

基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物化学科(〜14) 
見出し FSB05211 地学基礎論Ⅱ 
担当教員名 小林 祥一 
単位数 2 
教科書 地球学入門 惑星地球と大気・海洋のシステム／酒井治孝／（東海大学出版会） 

ISBN: 978-4-486-01615-1 
アクティブラーニング  
キーワード プレートテクトニクス、地質現象、生命の誕生、進化と絶滅、地球環境 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリントで補足 
授業形態 講義 
注意備考 ※しばしば電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業を行う。 
シラバスコード FSB05211 
実務経験のある教員  
達成目標 地学基礎論 I で修得した学習内容をもとに、地球の形成、地球内部の動き、そし

てそれによってもたらされる地質現象について、また生命の誕生とその進化・絶
滅についての知識の修得をめざす。さらに環境問題など地球科学と私たちの生活
との関係を理解できる能力の修得もめざす。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 3 階 小林研究室 086-256-9704  kobayashi＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Geology II 
関連科目 地学基礎論 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球内部の動きと、これが原因で起こるさまざまな現象について解説する。地球

の誕生から今日に至る過程で、生命の誕生、古環境に生きた古生物の進化・絶滅
について理解する。更に、現在の地表付近の環境とその変化についても言及し、
これらを通して人々の生活と地学との関わり合いを理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。地学と私たちの生活との関わり合いについて説明す



る。 
2 回  大陸移動説と海洋底拡大説について説明する。 
3 回  プレートテクトニクス概要と、この理論に発展した過程について説明する。 
4 回  プレートテクトニクスについて定量的に説明する。 
5 回  プレート運動に関係した海底でのでき事を説明する。 
6 回  プレート運動に関係したさまざまな地質現象について説明する。 
7 回  プレート運動のまとめと日本列島の成り立ちについて説明する。 
8 回  酸素の起源と生物の起源について説明する。 
 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 高等学校等の地学、地理などの教科書を見て復習しておく。アルフレット・
ウェーゲナーさんについて調べておくこと。 
3 回 地球の磁場について復習しておくこと。 
4 回 世界の震源、火山の分布について調べ、特徴を見ておくこと。 
5 回 今生物地学分野で海底が注目されている理由について新聞、インターネッ
トなどで調べておくこと。 
6 回 地震の発生やマグマ活動について復習しておく。これらとプレート運動と
の関係を考えておくこと。 
7 回 2 回から 6 回までの内容の復習と 

 



年度 2014 
授業コード FSB05311 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、予習復習を含めた実験への取り組みおよ

び理解度 40％により、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のう
ち、60 点以上を合格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数
の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物化学科(〜13) 
見出し FSB05311 地学基礎実験 
担当教員名 ⻘⽊ 一勝、小林 祥一、郷津 知太郎＊ 
単位数 2 
教科書 スクエア最新図説地学／⻄村祐二郎・杉山直／第一学習社／ISBN978-4-8040-

4658-7 C7044 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように⼼掛ける。 
この実験は火曜日にも開講しています。実験がしやすい受講生の少ない曜日に受
講することを勧めます。 

シラバスコード FSB05311 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実力をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 3F 小林研究室 086-256-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Geology 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図
の作成、地質図の作成等に関する実験を行う．また、パーソナルコンピューター
を活用しデータの整理を行う． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形に 

 



年度 2014 
授業コード FSB05321 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、予習復習を含めた実験への取り組みおよ

び理解度 40％により、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のう
ち、60 点以上を合格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数
の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物化学科(〜13) 
見出し FSB05321 地学基礎実験 
担当教員名 ⻘⽊ 一勝、小林 祥一、山口 一裕 
単位数 2 
教科書 スクエア最新図説地学／⻄村祐二郎・杉山直／第一学習社／ISBN978-4-8040-

4658-7 C7044 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように⼼掛ける。 
この実験は火曜日にも開講しています。実験がしやすい受講生の少ない曜日に受
講することを勧めます。 

シラバスコード FSB05321 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実力をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 3F 小林研究室 086-256-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Geology 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図
の作成、地質図の作成等に関する実験を行う．また、パーソナルコンピューター
を活用しデータの整理を行う． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形に 

 



年度 2014 
授業コード FSB05331 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、予習復習を含めた実験への取り組みおよ

び理解度 40％により、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のう
ち、60 点以上を合格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数
の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物化学科(〜14) 
見出し FSB05331 地学基礎実験 
担当教員名 ⻘⽊ 一勝、小林 祥一、郷津 知太郎＊ 
単位数 2 
教科書 スクエア最新図説地学／⻄村祐二郎・杉山直／第一学習社／ISBN978-4-8040-

4658-7 C7044 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように⼼掛ける。 
この実験は火曜日にも開講しています。実験がしやすい受講生の少ない曜日に受
講することを勧めます。 

シラバスコード FSB05331 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実力をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 3F 小林研究室 086-256-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Geology 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図
の作成、地質図の作成等に関する実験を行う．また、パーソナルコンピューター
を活用しデータの整理を行う． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形に 

 



年度 2014 
授業コード FSB05341 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、予習復習を含めた実験への取り組みおよ

び理解度 40％により、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のう
ち、60 点以上を合格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数
の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物化学科(〜14) 
見出し FSB05341 地学基礎実験 
担当教員名 ⻘⽊ 一勝、小林 祥一、山口 一裕 
単位数 2 
教科書 スクエア最新図説地学／⻄村祐二郎・杉山直／第一学習社／ISBN978-4-8040-

4658-7 C7044 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように⼼掛ける。 
この実験は火曜日にも開講しています。実験がしやすい受講生の少ない曜日に受
講することを勧めます。 

シラバスコード FSB05341 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実力をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 3F 小林研究室 086-256-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Geology 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図
の作成、地質図の作成等に関する実験を行う．また、パーソナルコンピューター
を活用しデータの整理を行う． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形に 

 



年度 2014 
授業コード FSB05710 
成績評価 レポート（１０％）と中間試験（１０％）および定期試験（８０％）で評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物化学科(〜13) 
見出し FSB05710 生物化学Ⅰ(再) 
担当教員名 林 謙一郎 
単位数 2 
教科書 コーン・スタンプ 生化学〔第 5 版〕/E. E. Conn, P. K. Stumpf 著,⽥宮 信雄, 

八⽊ 達彦 訳/東京化学同人／978-4-807902996/A5・652 ページ 
アクティブラーニング  
キーワード 生化学、分子構造、生体成分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 スライドを進めるのが早い。＞十分に予習をしてください。 

課題の答えを配布してほしい。＞講義中に解説しています。 
板書の下の方の字が見えない。＞ぜひ前の方に着席してください。 

科目名 生物化学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Essential 細胞生物学 第 2 版（南江堂）,生化学辞典 第３版（第２版も可）， 
授業形態 講義 
注意備考 基礎的な事柄を、よく予習・復習しておくこと。 
シラバスコード FSB05710 
実務経験のある教員  
達成目標 生物化学 II 以降を学ぶのに必要な基礎事項を理解することを目標とし、その達

成のために、以下のような項目を説明できること。アミノ酸、糖質、脂質の構造
式が説明でき、その化学構造と細胞内での役割について理解する。タンパク質の
アミノ酸配列と高次構造について、説明出来ること。補酵素、ビタミンの構造と
役割について、説明出来ること。 

受講者へのコメント 特になし 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 生物化学への理解が深まった点について、うれしく思いますが、 
課題以外の自主的な学習にも積極的に取り組んでください。 

英文科目名 Biochemistry I 
関連科目 生物化学 II、生物化学 III、細胞生化学 I,II 
次回に向けての改善変更予定 もう少し、課題量を多くします。 
講義目的 生物化学では、生物の細胞の構造と機能を担う生体成分であるタンパク質，核酸，

糖，脂質の構造と機能を学習する。さらに、細胞内での生合成と分解、エネルギ
ー生成などの代謝活動を、分子レベルで理解する事を目標とする。そのため、生



物化学 I では、基本的な生体成分であるアミノ酸、タンパク質、糖質、脂質の化
学構造および、ビタミンと補酵素の構造について、生体内での機能と関連させて
説明する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生物化学序論、生体機能に関する反応、水溶液の性質などを解説する。 

2 回 アミノ酸の構造と立体化学、L 型アミノ酸の立体構造と側鎖の化学的性質に
ついて解説する。 
3 回 アミノ酸、ペプチドの性質と反応、特にペプチド結合の性質、両性イオンな
どについて解説する。 
4 回 タンパク質の構造と機能、特にタンパク質の 1 次構造について解説する。 
5 回 タンパク質の高次構造、特に 2 次構造、３次構造について解説し、それらを
保持する化学結合について説明する。 
6 回 単糖の構造と機能、特にアルドースとケトースの化学構造と開環・ 

準備学習 1 回 シラバスと教科書の内容ををよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 アミノ酸の立体化学と光学異性体について、調べておくこと。 
3 回 タンパク質に含まれる２０種類のアミノ酸と、非核酸性アミノ酸の化学構
造、ペプチド結合、ニンヒドリン反応等について調べておくこと。 
4 回 ポリペプチド結合、タンパク質の機能分類、一次構造、二次構造について調
べておくこと。 
5 回 タンパク質の立体構造、すなわち三次構造、四次構造、タンパク質の変性に
ついて調べておくこと。 
6 回 単糖の化学構造、アルドースとケトースの開環、閉 

 



年度 2014 
授業コード FSB05720 
成績評価 定期試験で評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物化学科(14〜14) 
見出し FSB05720 生物化学Ⅰ 
担当教員名 林 謙一郎 
単位数 2 
教科書 コーン・スタンプ 生化学〔第 5 版〕/E. E. Conn, P. K. Stumpf 著,⽥宮 信雄, 

八⽊ 達彦 訳/東京化学同人、ISBN 9784807902996/A5・652 ページ 
アクティブラーニング  
キーワード 生化学、分子構造、生体成分 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 スライドが暗いとの指摘がありましたが、プロジェクターが暗いためです。スラ

イドにも大きめに文字を使用するよう検討します。⿊板消しの掃除をやめてほし
いとの要望がありましたが、残念ながら板書が多いので、やむをえません。 

科目名 生物化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Essential 細胞生物学 第 2 版（南江堂）,生化学辞典 第３版（第２版も可） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB05720 
実務経験のある教員  
達成目標 生物化学 II 以降を学ぶのに必要な基礎事項を理解することを目標とし、その達

成のために、以下のような項目を説明できること。アミノ酸、糖質、脂質の構造
式が説明でき、その化学構造と細胞内での役割について理解する。タンパク質の
アミノ酸配列と高次構造について、説明出来ること。補酵素、ビタミンの構造と
役割について、説明出来ること。 

受講者へのコメント 生物化学Ｉは、生物化学科の必修基礎科目であり、基本となる知識を身につける
ための講義です。 
基礎学習的な意味において、アミノ酸や糖、核酸の名称など覚えることが多く出
てきますが、 
復習を十分にして、学んでください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 前年度も指摘しましたが、宿題・復習課題などを多くして、課外学習・復習を指
示したにも関わらず、講義時間外に全く勉強をしなかった方がかなり多いです。
次年度からは、自己採点ではなく課題の提出を検討する。 

英文科目名 Biochemistry I 



関連科目 生物化学 II、生物化学 III、細胞生化学 I,II 
次回に向けての改善変更予定 アンケート結果から、 

基礎科目である生物化学と他の分野への関連性への理解が低いと考えられたこ
とから、 
その点を改善したい。 

講義目的 生物化学では、生物の細胞の構造と機能を担う生体成分であるタンパク質，核酸，
糖，脂質の構造と機能を学習する。さらに、細胞内での生合成と分解、エネルギ
ー生成などの代謝活動を、分子レベルで理解する事を目標とする。そのため、生
物化学 I では、基本的な生体成分であるアミノ酸、タンパク質、糖質、脂質の化
学構造および、ビタミンと補酵素の構造について、生体内での機能と関連させて
説明する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生物化学序論、水の性質、pH, 弱酸、弱塩基の電離、緩衝液など、生化学の

基礎となる水溶液の性質を解説する。 
2 回 単糖の構造と機能、炭水化物の分類、立体異性体、アルドース、ケトースな
どについて解説する。 
3 回 オリゴ糖、多糖の構造と機能、特に 2 糖類、多糖類の分類、性質、構成糖に
ついて解説し、細胞壁多糖の構造を説明する。 
4 回 アミノ酸の構造と立体化学、L 型アミノ酸の側鎖の性質、分類について解説
する。 
5 回 アミノ酸、ペプチドの性質と反応、アミノ酸の化学反応、非タンパク性アミ
ノ酸、生理活性ペプチドにつ 

準備学習 1 回 シラバスと教科書の内容ををよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 単糖の化学構造、アルドースとケトースの開環、閉環構造について、調べて
おくこと。 
3 回 生体に存在する２糖、オリゴ糖、多糖の名称、分類、機能を調べておくこと。 
4 回 アミノ酸の立体化学と光学異性体について、調べておくこと。 
5 回 タンパク質に含まれる２０種類のアミノ酸と、非核酸性アミノ酸の化学構
造、ペプチド結合、ニンヒドリン反応等について調べておくこと。 
6 回 ポリペプチド結合、タンパク質の機能分類、一次構造、二次構造について調 

 



年度 2014 
授業コード FSB05810 
成績評価 講義中の課題（１０％）と定期試験（９０％）で評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学科(〜13) 
見出し FSB05810 生物化学Ⅱ 
担当教員名 三井 亮司 
単位数 2 
教科書 コーン・スタンプ 生化学〔第 5 版〕/ E. E. Conn, P. K. Stumpf 著, ⽥宮信雄,  

八 
⽊達彦 訳/ 東京化学同人／978-4-807902996 

アクティブラーニング  
キーワード 酵素、酵素反応速度論、ミカエリス定数、糖代謝、解糖系、グリコーゲン代謝、

ペントースリン酸経路、クエン酸サイクル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特にありませんでした。 
科目名 生物化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生化学辞典 第 3 版（第２版も可）、Essential 細胞生物学（南江堂） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB05810 
実務経験のある教員  
達成目標 酵素の構造と機能発現の関係を理解すること。 

酵素反応速度論の概念を理解すること。 
糖を中⼼としたエネルギー代謝の全体像を理解すること、代謝経路の関係を有機
的に把渥して全体像を理解すること。 

受講者へのコメント 生物化学 II の講義は生体反応を司る酵素や基礎的な代謝を扱う重要な内容を含
んでいます。生命現象を理解、研究していく上で必須の項目ですので講義修了後
も配布したプリントや復習問題をみて、これから受講する講義内容と結びつけて
いけるように努力して下さい。 

連絡先 1 号館 1 階 三井亮司 / E-mail: rmitsui@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 学習に対する取り組みは、毎回プリントを配布して復習問題を課したことから多
くの人が授業外にも本講義内容に取り組んだと答えている点は講義方針として
よかったのではないかと感じています。目標を 9 割近くが達成できた、満足度も
「満足・ほぼ満足」と答えた人が 95%以上ですので今後もこの方向で講義を続け
ていきたいと考えています。 

英文科目名 Biochemistry II 



関連科目 生物化学 I, III、細胞生物学、応用酵素学 
次回に向けての改善変更予定 考慮してほしい点などはすべて「特にない」が 9 割以上でした。教科書の内容に

関して生化学の教科書は本学科の学生にとって、大変重要なものであると思って
います。教科書は様々な検討を経て大学院受験や 研究活動を行うときに、側に
置いて使用できる教科書がよいのではと言うことから現在に至っています。 

講義目的 生物化学 I で学習した生体成分の生体内での変化と、その変化の流れの調節を酵
素の機能とあわせて解説する。生命は酵素の触媒能により維持されているといっ
ても過言ではない。それほど重要な役割を果たす酵素とはどのようなもので、ど
のような機能を有するのかを理解すること、また、糖代謝を中⼼としたエネルギ
ー代謝の流れを理解することを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  生体触媒としての酵素と酵素発見の歴史について解説する。 

2 回 酵素の触媒作用について解説する。 
3 回  アミノ酸の構造についての復習とタンパク質の高次構造について解説す
る。 
4 回 タンパク質の高次構造と酵素活性の発現と失活の関係、触媒としての重要
な役割を持つ活性中⼼の形成について解説する。 
5 回  酵素の命名法と分類について解説する。 
6 回  酵素反応の考え方 
7 回  酵素反応の定量的取扱いについて解説する。 
8 回  酵素反応速度論 ミカエリス-メンテン式 Km 値の持つ意味と求め方につ
いて解説する 

準備学習 1 回  酵素発見の歴史について調べてみること。 
2 回  前回の内容を復習し、疑問点をまとめておくこと。 
3 回  アミノ酸とタンパク質について生物化学 I の範囲を復習しておくこと。 
4 回  前回の内容を復習し、疑問点をまとめておくこと。 
5 回  前回の内容を復習し、疑問点をまとめておくこと。 
6 回  前回の内容を復習し、疑問点をまとめておくこと。 
7 回  酵素活性の単位の取り扱い方を復習しておくこと。 
8 回  酵素の定量的取り扱いを復習しておくこと。 
9 回  前回の内容を復習し、疑問点をまとめておくこと。 
1 

 



年度 2014 
授業コード FSB05910 
成績評価 定期試験(100%)で評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物化学科(〜13) 
見出し FSB05910 生物化学Ⅲ 
担当教員名 南 善子 
単位数 2 
教科書 コーン・スタンプ 生化学 第５版／⽥宮信雄・八⽊達彦訳／東京化学同人 
アクティブラーニング  
キーワード 呼吸，光合成，アミノ酸代謝，脂質代謝，ヌクレオチド代謝 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 席を固定するのはやめてほしいとのことですが，出席を取る時間の短縮，となり

の人との雑談を減らすためです。⿊板が見にくかったら言って下さい。席は変更
出来ます。 
分かりやすかったという意見がありますが，一部，何を覚えたらいいか分からな
い、プリントを使ってほしいなどの意見もありました。覚えるのではなく理解す
るように⼼がけて下さい。 

科目名 生物化学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生化学辞典 第４版/東京化学同人 
授業形態 講義 
注意備考 生物化学 I, II と細胞生物学 I の講義を履修していることが望ましい。 

最初の講義で，受講の注意などを伝達するので必ず出席すること。 
シラバスコード FSB05910 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 呼吸とは何か，光合成とは何か，きちんと説明出来るようになる。 

② 生体内で起こる様々な代謝を理解し，生命現象に結びつけられるようにな
る。 

受講者へのコメント 講義中にも言ってるが，とにかく復習をきっちりすること 
連絡先 1 号館１階 研究室（南） minami@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標達成度は「だいたいできた」が大半で少し難しかったかもしれない。 
教員の意欲、授業の満足度は，約半数が「感じられた」「満足」ということだった
ので、もう少し満足度を伸ばすことが出来たらと思う 

英文科目名 Biochemistry III 
関連科目 生物化学 I，II 

細胞生物学 I, II 
次回に向けての改善変更予定 なるべく分かりやすくするために、少し内容を削る予定 



講義目的 生物化学 II に続いて、エネルギー生産について学ぶ。呼吸と光合成の関連を理解
し，基本的な知識を入れる。また，脂質，アミノ酸，ヌクレオチドという基本単
位の代謝を理解する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  糖代謝の復習。生物化学 II で学習した内容を再確認し、続く代謝との関連

を解説する。 
2 回  ミトコンドリアと電子伝達系（1）。電子伝達系の構成を説明する。 
3 回  ミトコンドリアと電子伝達系（2）。酸化的リン酸化の機構とエネルギーに
ついて，説明する。 
4 回  ミトコンドリアでの ATP 合成。ATP 合成酵素の働きについて，説明する。 
5 回  光合成の暗反応。二酸化炭素固定経路について，説明する。 
6 回  光合成の明反応。光合成の電子伝達系の構成について、説明する。 
7 回  呼吸と光合成のまとめ。呼吸と光 

準備学習 1 回  生物化学 II の内容を良く復習しておくこと。 
2 回  ミトコンドリアについて復習しておくこと。 
3 回  前回の講義内容を良く復習しておくこと。 
4 回  前回の講義内容を良く復習しておくこと。 
5 回  葉緑体について復習しておくこと。 
6 回  電子伝達系について調べておくこと。 
7 回  これまでの講義内容を良く復習しておくこと。 
8 回  脂質の構造を復習しておくこと。 
9 回  前回の講義内容を良く復習しておくこと。 
10 回  アミノ酸の構造，種類，性質を復習しておくこと。 
11 回  前回の講義内容を良 

 



年度 2014 
授業コード FSB06110 
成績評価 定期試験 100％により評価する。但し，定期試験においては基準点を設け，得点

が 100 点満点中 60 点未満は不合格とする。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学科(14〜14) 
見出し FSB06110 有機化学Ⅰ 
担当教員名 大平 進 
単位数 2 
教科書 有機化学概説第 6 版／J. Mcmurry ／東京化学同人／978-4-807906628 
アクティブラーニング  
キーワード 化学結合，異性体，有機化学反応 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 有機化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 マクマリー有機化学概説問題の解き方（第 6 版）英語版／S. Mcmurry／ 東京化

学同人 
授業形態 講義 
注意備考 この講義は 14 生のみが対象であるので，その他の学生は後期の「有機化学 I(再)」

を履修すること。試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とする。 
予習，復習にホームページを活用すること。http://main.nps.dbc.ous.ac.jp 

シラバスコード FSB06110 
実務経験のある教員  
達成目標 1）結合と電子の関係を明確に理解させる。 

2）種々の異性体の概念を理解させる。 
3）有機化合物の構造式の意味を理解させる。 
4）有機化学反応の速度論，熱力学の基礎を理解させる。 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 2 階 大平研究室 sohira@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Organic Chemistry I 
関連科目 有機化学 II, III, IV 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物化学に関する多くの専門科目を深く理解するためには，高度の有機化学の知

識を必要とする。ここでは，有機化学全般の基礎となる化学結合の考え方と立体
化学，化学反応の見方等を概説する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション。高校レベルの原子の構造を復習する。 
（大平 進） 
2 回 量子化学で計算した原子軌道と，電子配置について説明する。 
（大平 進） 
3 回 共有結合，イオン結合，オクテット則等，結合が電子対であること，結合を
つくらない電子対があることについて解説する。 
（大平 進） 
4 回 混成軌道の概念を説明し，sp3 混成軌道でメタン，エタンの構造を説明す
る。 
（大平 進） 
5 回 sp2 混成軌道とエチレンの構造，sp 混成軌道とアセチレンの構造について
説明する。 
（大平 進） 
6 回 結合の極性と電気陰性 

準備学習 1 回 講義の範囲と進め方の説明。第２回目授業までに高校の教科書を使って原
子の構造を復習しておくこと。 
2 回 原子核，陽子，電子，原子番号，質量数，質量の関係を理解しておくこと。
第３回目授業までに価電子と結合と電子対について予習しておくこと。 
3 回 電子の共有により結合が生成することを理解しておくこと。第４回目授業
までに，原子軌道について予習しておくこと。 
4 回 s 軌道，p 軌道，d 軌道に電子が配置される順を理解しておくこと。第５回
目授業まで混成軌道について予習しておくこと。 
5 回 s 軌道と p 軌道が混成すると 

 



年度 2014 
授業コード FSB06120 
成績評価 定期試験 100％により評価する。但し，定期試験においては基準点を設け。得点

が 100 点満点中 60 点未満は不合格とする。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学科(〜14) 
見出し FSB06120 有機化学Ⅰ(再) 
担当教員名 大平 進 
単位数 2 
教科書 有機化学概説第 6 版／J. Mcmurry ／東京化学同人 
アクティブラーニング  
キーワード 化学結合，異性体，有機化学反応 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 有機化学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 マクマリー有機化学概説問題の解き方（第 6 版）英語版／S. Mcmurry／ 東京化

学同人 
授業形態 講義 
注意備考 この講義は再履修者のみを対象とし，演習を中⼼に行う 

試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とする。 
予習，復習にホームページを活用すること。http://main.nps.dbc.ous.ac.jp 

シラバスコード FSB06120 
実務経験のある教員  
達成目標 1）結合と電子の関係を明確に理解させる。 

2）種々の異性体の概念を理解させる。 
3）有機化合物の構造式の意味を理解させる。 
4）有機化学反応の速度論，熱力学の基礎を理解させる。 

受講者へのコメント 特になし 
連絡先 1 号館 2 階 大平研究室 sohira@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね満足できる 
英文科目名 Organic Chemistry I 
関連科目 有機化学 II, III, IV 
次回に向けての改善変更予定 独自の基本的小問題を作成していきたい 
講義目的 生物化学に関する多くの専門科目を深く理解するためには，高度の有機化学の知

識を必要とする。ここでは，有機化学全般の基礎となる化学結合の考え方と立体
化学，化学反応の見方等を概説する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション。高校レベルの原子の構造を復習する。 
（大平 進） 
2 回 量子化学で計算した原子軌道と，電子配置について説明する。 
（大平 進） 
3 回 共有結合，イオン結合，オクテット則等，結合が電子対であること，結合を
つくらない電子対があることについて解説する。 
（大平 進） 
4 回 混成軌道の概念を説明し，sp3 混成軌道でメタン，エタンの構造を説明す
る。 
（大平 進） 
5 回 sp2 混成軌道とエチレンの構造，sp 混成軌道とアセチレンの構造について
説明する。 
（大平 進） 
6 回 結合の極性と電気陰性 

準備学習 1 回 講義の範囲と進め方の説明。第２回目授業までに高校の教科書を使って原
子の構造を復習しておくこと。 
2 回 原子核，陽子，電子，原子番号，質量数，質量の関係を理解しておくこと。
第３回目授業までに価電子と結合と電子対について予習しておくこと。 
3 回 電子の共有により結合が生成することを理解しておくこと。第４回目授業
までに，原子軌道について予習しておくこと。 
4 回 s 軌道，p 軌道，d 軌道に電子が配置される順を理解しておくこと。第５回
目授業まで混成軌道について予習しておくこと。 
5 回 s 軌道と p 軌道が混成すると 

 



年度 2014 
授業コード FSB06210 
成績評価 講義中の課題問題（20％），定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学科(〜13) 
見出し FSB06210 有機化学Ⅱ(再) 
担当教員名 野崎 浩 
単位数 2 
教科書 J.Mcmurry 著，伊藤，児玉訳・「有機化学概説 第６版」・東京化学同人／978-4-

807906628 
アクティブラーニング  
キーワード アルケン、アルキン、芳香族化合物、立体化学、光学異性体 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 有機化学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 J.Mcmurry 著・「Fundamentals of Organic Chemistry sixth Edition」・Brooks/Cole 

Publishing Company 
授業形態 講義 
注意備考 有機化学１を十分理解していることが必要である。 
シラバスコード FSB06210 
実務経験のある教員  
達成目標 教科書の各章中の演習問題が解けるようになること。 
受講者へのコメント 学習時間の不足が見られました。もう少し予習復習に時間をかけじっくり取り組

みましょう。 
連絡先 １号館２階野崎研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 数パーセントの人が講義の理解が難しかったようである。なるべく大事な項目は
繰り返し 
確認をとりながら講義するよう⼼掛けたいと思う。 

英文科目名 Organic Chemistry II 
関連科目 有機化学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 板書の字の大きさや色付けなど⼯夫をしたいと考えている。 
講義目的 我々の生命活動を支えている物質の大部分は有機化合物である。従って生命現象

を分子のレベルで理解するためには有機化学は不可欠な学問である。本講義は有
機化学 I で学んだ知識をもとにライフサイエンスを学ぶに必要な最小限の基礎知
識としてのアルケン，アルキン，芳香族化合物および立体化学を講述する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 アルケンの反応（付加反応）におけるハロゲン化水素化および水和について



説明する。 
2 回 アルケンの反応（付加反応）におけるハロゲン化、水素化について説明す
る。 
3 回 アルケンの反応（酸化）におけるヒドロキシ化と開裂について説明する。 
4 回 共役ジエンと共鳴構造について説明する。 
5 回 アルキンとその反応における水素、ハロゲン化水素、水の付加について説明
する。また、アセチリドアニオンについても解説する。 
6 回 演習 アルケンおよびアルキンの反応に関する演習問題を行い、解答につ
いて解説を行う。 
7 回 芳香 

準備学習 1 回 有機化学Ⅰの内容を十分理解しておくこと。 
2 回 付加反応の機構とマルコフニコフ則を理解しておくこと。 
3 回 水和、ハロゲン化、水素化を理解しておくこと。 
4 回 ヒドロキシ化と開裂反応を理解しておくこと。 
5 回 【演習】1,4-1,2-付加反応を理解しておくこと。 
6 回 付加反応とアセチリドアニオンの反応性を理解しておくこと。 
7 回 4 章を十分理解しておくこと。 
8 回 アルケンとの違いを理解しておくこと。 
9 回 求電子置換反応の機構を理解しておくこと。 
10 回 置換其による配向性について理解しているこ 

 



年度 2014 
授業コード FSB06220 
成績評価 講義中の課題問題（20％），定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学科(14〜14) 
見出し FSB06220 有機化学Ⅱ 
担当教員名 野崎 浩 
単位数 2 
教科書 J.Mcmurry 著，伊藤，児玉訳・「有機化学概説 第６版」・東京化学同人 
アクティブラーニング  
キーワード アルケン、アルキン、芳香族化合物、立体化学、光学異性体 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 板書を大きく、ていねいに書くよう注意したい。 
科目名 有機化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 J.Mcmurry 著・「Fundamentals of Organic Chemistry sixth Edition」・Brooks/Cole 

Publishing Company 
授業形態 講義 
注意備考 有機化学１を十分理解していることが必要である。 
シラバスコード FSB06220 
実務経験のある教員  
達成目標 教科書の各章中の演習問題が解けるようになること。 
受講者へのコメント 有機化学 I,II の復習をしっかりやっておくこと。 
連絡先 １号館２階野崎研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 今後も分り易い講義を⼼掛けたい。 
英文科目名 Organic Chemistry II 
関連科目 有機化学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 演習問題をすべての受講者に解答させるよう考えたい。 
講義目的 我々の生命活動を支えている物質の大部分は有機化合物である。従って生命現象

を分子のレベルで理解するためには有機化学は不可欠な学問である。本講義は有
機化学 I で学んだ知識をもとにライフサイエンスを学ぶに必要な最小限の基礎知
識としてのアルケン，アルキン，芳香族化合物および立体化学を講述する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 アルケンの反応（付加反応）におけるハロゲン化水素化および水和について

説明する。 
2 回 アルケンの反応（付加反応）におけるハロゲン化、水素化について説明す
る。 
3 回 アルケンの反応（酸化）におけるヒドロキシ化と開裂について説明する。 



4 回 共役ジエンと共鳴構造について説明する。 
5 回 アルキンとその反応における水素、ハロゲン化水素、水の付加について説明
する。また、アセチりドアニオンについても解説する。 
6 回 演習 アルケンおよびアルキンの反応に関する演習問題を行い、解答につ
いてに解説を行う。 
7 回 芳 

準備学習 1 回 有機化学Ⅰの内容を十分理解しておくこと。 
2 回 付加反応の機構とマルコフニコフ則を理解しておくこと。 
3 回 水和、ハロゲン化、水素化を理解しておくこと。 
4 回 ヒドロキシ化と開裂反応を理解しておくこと。 
5 回 アルケンを理解しておくこと。 
6 回 付加反応とアセチリドアニオンの反応性を理解しておくこと。 
7 回 4 章を十分理解しておくこと。 
8 回 アルケンとの違いを理解しておくこと。 
9 回 求電子置換反応の機構を理解しておくこと。 
10 回 置換其による配向性について理解していること。 
11 回 簡単な芳香 

 



年度 2014 
授業コード FSB06310 
成績評価 課題提出（20％），定期試験（80％）により評価する 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学科(〜13) 
見出し FSB06310 有機化学Ⅲ 
担当教員名 野崎 浩 
単位数 2 
教科書 J.Mcmurry 著，伊藤，児玉訳・「有機化学概説 第６版」・東京化学同人／978-4-

807906628 
アクティブラーニング  
キーワード ハロゲンアルキル、アルコール、エーテル、フェノール、アルデヒド、ケトン、

求核置換反応、求核付加反応 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 有機化学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 J.Mcmurry 著・「Fundamentals of Organic Chemistry sixth Edition」・Brooks/Cole 

Publishing Company 
授業形態 講義 
注意備考 有機化学 I，II を十分理解していることが必要である。 
シラバスコード FSB06310 
実務経験のある教員  
達成目標 求核置換反応、脱離反応、求核付加反応の各機構が説明できること。教科書の各

章中の演習問題が解けるようになること。 
受講者へのコメント 自宅学習にかかる時間が短いように感じる。予習、復習にじっくり取り組んで欲

しい。 
連絡先 1 号館２階野崎研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 講義に対する積極性が感じられた。今後ともなるべく演習問題を各自が前に出て
解答をし 
皆で相互評価するようにして参加型の講義をやっていきたいと考える。 

英文科目名 Organic Chemistry III 
関連科目 有機化学Ⅰ、有機化学Ⅱ、有機化学Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 我々の生命活動を支えている物質の大部分は有機化合物である。従って生命現象

を分子のレベルで理解するためには有機化学は不可欠な学問である。本講義は有
機化学 I，II で学んだ知識をもとにライフサイエンスを学ぶに必要な最小限の基
礎知識としてのハロゲン化アルキル，アルコール，カルボニル化合物および含窒



素化合物の化学を講述する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ハロゲン化アルキルの命名法と構造について説明する。 

2 回 求核置換反応における SN2 反応について、その反応機構を分子モデルを用
いて解説する。 
3 回 求核置換反応における SN1 反応について説明し、SN2 反応との違いを解説
する。 
4 回 ハロゲン化アルキルの脱離反応における E1 反応、E2 反応について説明し、
それらの反応機構について詳しく解説する。 
5 回 演習 ハロゲン化アルキル反応に関する演習問題を行い、解答について詳
細に解説を行う。 
6 回 アルコール、フェノールおよびエーテルの命名法と性質について説明し 

準備学習 1 回 有機化学Ⅱの内容を十分理解しておくこと。 
2 回 ハロゲン化アルキルの特性を把握しておくこと。 
3 回 求核置換反応の機構を理解しておくこと。 
4 回 SN2，SN1 反応の違いを理解しておくこと。 
5 回 脱離反応の機構を把握しておくこと。 
6 回 ハロゲン化アルキル全般を理解しておくこと。 
7 回 アルコール、フェノールの特性を理解しておくこと。 
8 回 ウィルアムソンのエーテル合成法を理解しておくこと。 
9 回 エーテル、エポキシドの反応を理解しておくこと。 
10 回 アルコールおよび関連化合物全般を理解しておく 

 



年度 2014 
授業コード FSB06510 
成績評価 定期試験の成績および課題提出物を併せて総合的に評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物化学科(〜13) 
見出し FSB06510 分析化学Ⅰ(再) 
担当教員名 野上 祐作 
単位数 2 
教科書 パートナー分析化学Ⅰ／萩中淳ほか編集／南江堂 
アクティブラーニング  
キーワード 物質量の単位、化学反応、化学平衡 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 分析化学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 随時、紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 関数電卓を必ず持参すること。 
シラバスコード FSB06510 
実務経験のある教員  
達成目標 1）目的の濃度の水溶液の調製ができる。 

2）強酸、弱酸、希薄溶液の pH の計算ができる。 
3）分子を構成する個々の原子の酸化数の変化から酸化還元が判断できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館３階 汪・宮永研究室（野上） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Analytical Chemistry I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物化学科の学生にとって最小限必要な「酸塩基平衡」と「酸化還元平衡」が理

解できるように時間をかけて徹底指導する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 モル濃度の求め方を説明する。 

2 回 酸・塩基の概念を説明する。 
3 回 酸塩基反応について説明する。 
4 回 酸塩基平衡について説明する。 
5 回 pH について説明する。 
6 回 強酸及び強塩基の pH の計算について演習する。 



7 回 弱酸及び弱塩基の pH の計算について演習する。 
8 回 沈殿の生成と溶解について説明する。 
9 回 酸化還元の概念について説明する。 
10 回 電極について説明する。 
11 回 酸化還元反応について説明する。 
12 回 酸化還元平衡について説明する。 
13 回 分析データの取扱い方を説明する。 

準備学習 1 回 物質量の単位について復習してくること。 
2 回 代表的な酸、塩基の名前が言えるようにしてくること。 
3 回 酸と塩基が反応すると何ができるかを復習してくること。 
4 回 平衡の概念を復習してくること。 
5 回 pH の定義について復習してくること。 
6 回 指数・対数の計算ができるようにしてくること。 
7 回 二次方程式の解の公式を正しく使えるようにしてくること。 
8 回 溶解度積について復習してくること。 
9 回 酸化数について復習してくること。 
10 回 電極とはどのようなものかを調べてくること。 
11 回 酸化剤や 

 



年度 2014 
授業コード FSB06520 
成績評価 試験の成績および課題提出物などを用いて総合的に評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物化学科(14〜14) 
見出し FSB06520 分析化学Ⅰ 
担当教員名 野上 祐作 
単位数 2 
教科書 パートナー分析化学／萩中淳ほか編集／南江堂 
アクティブラーニング  
キーワード モル、化学平衡、pH、酸・塩基、酸化還元 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 分析化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 随時、紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 関数電卓を準備して下さい。 
シラバスコード FSB06520 
実務経験のある教員  
達成目標 ）目的の濃度の水溶液の調製ができる。 

2）強酸、弱酸、希薄溶液の pH の計算ができる。 
3）分子を構成する個々の原子の酸化数の変化から酸化還元が判断できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館３階 汪・宮永研究室（野上） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Analytical Chemistry I 
関連科目 分析化学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物化学科の学生にとって必須である pH の概念や化学平衡を中⼼に、分析に関

する基礎知識を理解させ、誤りのない分析ができるように指導する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 分析化学とはどのようなものかについて説明する。 

2 回 水溶液を作る水の話を開設する。 
3 回 溶液濃度の表し方について解説する。 
4 回 化学反応と化学平衡について解説する。 
5 回 pH について解説する。 
6 回 酸・塩基について解説する。 



7 回 酸塩基平衡について解説する。 
8 回 強酸、希薄強酸水溶液の pH の計算法について指導する。 
9 回 弱酸水溶液の pH の計算法について指導する。 
10 回 pH 緩衝液について解説する。 
11 回 金属キレートについて解説する。 
12 回 沈殿の生成と溶解について解説する。 
 

準備学習 1 回 関数電卓を準備し、その使い方をマスターしてくること。 
2 回 水の性質について学習してくること。 
3 回 モルの概念について復習してくること。 
4 回 平衡の概念について学習してくること。 
5 回 指数・対数について復習してくること。 
6 回 酸の強弱について考えてくること。 
7 回 質量作用の法則について復習してくること。 
8 回 対数、平方根の計算ができるようにしてくること。 
9 回 二次方程式の解の公式を正しく使えるようにしてくること。 
10 回 緩衝作用の概念を学習してくること。 
11 回 水中の金属イオンの存 

 



年度 2014 
授業コード FSB06610 
成績評価 定期試験、課題（提出状況） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物化学科(〜13) 
見出し FSB06610 分析化学Ⅱ 
担当教員名 野上 祐作 
単位数 2 
教科書 パートナー分析化学Ⅰ／斎藤寛ほか編集／南江堂 

講義ノート／野上祐作／大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 滴定、分離技術、光吸収 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 分析化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 随時、紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義には関数電卓を持参すること 
シラバスコード FSB06610 
実務経験のある教員  
達成目標 測定の概念や汎用機器の原理を理解させ、生物化学実験Ⅰ〜Ⅳで応用できるよう

になること。 
受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 3 階 汪・宮永研究室（野上） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Analytical Chemistry II 
関連科目 分析化学Ⅰを必ず履修しておく必要がある。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 前半で、分析化学Ⅰで学習した基礎知識をもとに各種滴定について理解させ、後

半では、実際の生物化学実験で汎用されている pH メーター、クロマトグラフ、
分光光度計などの原理を中⼼に理解させる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 容量分析法としてどのようなものがあるか、また、それらに用いられる試

薬・器具について、説明する。 
2 回 中和反応を利用して酸、塩基の濃度を求める中和滴定及び滴定曲線につい
て説明する。 
3 回 多塩基酸の滴定について、硫酸を例として説明する。 



4 回 酸化還元反応を利用して還元剤や酸化剤の濃度を求める酸化還元滴定につ
いて説明する。 
5 回 代表的な酸化還元滴定として過マンガン酸カリウムを用いる滴定について
紹介する。 
6 回 沈殿反応を利用してハロゲン化物イオンの濃度を求める沈殿滴定について
説明する。 
7 回 キレ 

準備学習 1 回 1：1 の化学反応による濃度の求め方について考えてくること。 
2 回 滴定途中での pH の計算ができるようにしてくること。 
3 回 多塩基酸としてどのようなものがあるかを調べてくること。 
4 回 滴定途中での電極電位の計算ができるようにしてくること。 
5 回 過マンガンカリウムの酸化力について調べてくること。 
6 回 分析化学Ⅰで学習した沈殿生成反応について復習してくること。 
7 回 分析化学Ⅰで学習したキレート生成反応について復習してくること。 
8 回 「講義ノート（プリント）」の 20 講を読んで、簡単に pH が測定で 

 



年度 2014 
授業コード FSB06710 
成績評価 定期試験（70%）および講義中の演習課題提出（30%）で評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学科(〜09) 
見出し FSB06710 生物物理化学Ⅰ(再) 
担当教員名 ⻘⽊ 宏之 
単位数 2 
教科書 生物物理化学の基礎−生命現象理解のために−／白浜，杉原編著，井上，柴⽥，

山口共著／三共出版 
アクティブラーニング  
キーワード エンタルピー，エントロピー，Gibbs 自由エネルギー，化学ポテンシャル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物物理化学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 この講義は生物物理化学 I 再履修者対象であるので，その他の学生は履修できな

い。 
シラバスコード FSB06710 
実務経験のある教員  
達成目標 1）化学熱力学（熱力学第一、第二、第三法則）を理解させる。 

2）エントロピーとエンタルピーを理解させる。 
3）Gibbs 自由エネルギーと化学平衡条件との関係を理解させる。 

受講者へのコメント  
連絡先 １学舎２階研究室 e-mail: aoki@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講対象者がなく、授業アンケートは実施していない。 
英文科目名 Biophysical Chemistry I 
関連科目 生物物理化学 II,III 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生命現象を分子レベルで理解するため、化学熱力学（熱力学第一、第二、第三法

則）を導入し、化学反応のおける平衡条件と自由エネルギー、エントロピー、化
学ポテンシャルの関係を概説する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。生物物理化学の学問領域つ

いて説明する 
2 回 生体エネルギー学（化学熱力学）の描く世界について概観する。 



3 回 エネルギーの形態と保存（熱力学第一法則）のついて説明する。 
4 回 エントロピーの法則（熱力学第二法則）について説明する。 
5 回 第一法則と第二法則の統合と第三法則の導入について説明する。 
6 回 自由エネルギーと化学ポテンシャルについて説明する。 
7 回 液相中の化学平衡について説明する。 
8 回 平衡定数の変化から求まる化学熱力学量について説明する。 
 

準備学習 1 回 ”生命体”の定義を調べてくること。生物と物理と化学の関連性について、各
自考えをまとめてくること。 
2 回 生物物理化学の学問領域ついて整理復習すること。生体エネルギー学（化学
熱力学）に関し予習すること。 
3 回 生体エネルギー学（化学熱力学）の対象領域を整理復習すること。熱力学第
一法則に関し予習すること。 
4 回 エネルギーの形態と保存（熱力学第一法則）のついて復習すること。熱力学
第二法則に関し予習すること。 
5 回 エントロピーの法則（熱力学第二法則）について復習すること。熱力学第三
法則に関し予習すること 

 



年度 2014 
授業コード FSB06810 
成績評価 定期試験（70%）および講義中の演習課題提出（30%）で評価する。 
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 生物化学科(〜09) 
見出し FSB06810 生物物理化学Ⅱ(再) 
担当教員名 ⻘⽊ 宏之 
単位数 2 
教科書 生物物理化学の基礎−生命現象理解のために−／白浜，杉原編著，井上，柴⽥，

山口共著／三共出版 
アクティブラーニング  
キーワード 生体高分子の立体構造と機能，分子間力，ボルツマン分布則 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特にコメントはなかった。 
科目名 生物物理化学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB06810 
実務経験のある教員  
達成目標 1）生体高分子の立体構造と機能を理解させる。 

2）生体高分子を構成する原子間および分子間に働く分子間力および分子間相互
作用を理解させる。 
3）ボルツマン分布則を理解させる。 

受講者へのコメント 過年度生の受け入れも、今期が最後と思われる。物理化学分野の受講科目を何ら
かの形で、生物化学科の学生に補填する科目が必要と考える。 

連絡先 １学舎２階研究室 e-mail: aoki@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 2009 年度までの開講科目で、過年度生 2 名が受講したが、最終的に 1 名のみ講
義に参加した。講義に関する準備 2 時間程度、理解も高まった、との回答であっ
た。 

英文科目名 Biophysical Chemistry II 
関連科目 生物物理化学 I,III 
次回に向けての改善変更予定 少人数の受講生である事を念頭に、各学生がどの方向に興味を持っているかをよ

く考え、講義運営を⼯夫したい。 
講義目的 生命体を構成する分子の構造と機能を分子レベルで理解するため、生体高分子を

構成する原子間および分子間に働く相互作用を概説し、それぞれの分子がどのよ
うにして、立体構造を維持し，機能を発現するのかを考える． 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。生物形態と遺伝子情報につ

いて説明する。 
2 回 生体高分子の空間配置について説明する。 
3 回 タンパク質の構造と機能について説明する。 
4 回 核酸の構造と機能について説明する。 
5 回 多糖類の構造と機能について説明する。 
6 回 生体分子の分子量測定について説明する。 
7 回 分子集合体について説明する。 
8 回 ブラウン運動と拡散について説明する。 
9 回 流動性について説明する。 
10 回 膜透過について説明する。 
11 回 ホスト・ゲスト相互作用について説明する。 

準備学習 1 回 ”生物の形”の成り立ちについて、考え調べてくること。生物形態と遺伝子情
報の関連性を整理予習すること。 
2 回 生物形態と遺伝子情報との関係を復習すること。生体高分子の空間配置に
関し予習すること。 
3 回 生体高分子の空間配置について復習すること。タンパク質の構造と機能に
関し予習すること。 
4 回 タンパク質の構造と機能について復習すること。核酸の構造と機能に関し
予習すること。 
5 回 核酸の構造と機能について復習すること。多糖類の構造と機能に関し予習
すること。 
6 回 多糖類の構造と機能について復習すること。 

 



年度 2014 
授業コード FSB07110 
成績評価 定期試験９０％、小テストの結果１０％により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物化学科(13〜13) 
見出し FSB07110 微生物学Ⅰ 
担当教員名 ⽥中 三男 
単位数 2 
教科書 プリント冊子 
アクティブラーニング  
キーワード 微生物の取り扱い方、単離・命名・保存法、増殖と死滅、形態と機能、ファージ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特にないが、授業は集中して聴いてください。大切な所は何度も指摘しています。 
科目名 微生物学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 微生物学／⻘⽊健次／化学同人 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSB07110 
実務経験のある教員  
達成目標 ①微生物の増殖とは何か、滅菌の意味と意義を理解すること。 

②微生物の保存法を理解し覚えること。 
③微生物の命名法について理解すること。 
④微生物の種類と簡単な性質を覚えること。 
⑤微生物の形態と機能を理解すること。 
⑥ファージの性質と機能を理解すること。 

受講者へのコメント 講義用の教科書があるので、授業中は講義をよく聞いて欲しい。教科書に重要な
ことは総て書いてあり、また、重要な部分は指摘しているはずです。また、復習
を十分にすることが望ましい。授業中に理解度を確認するための質問等を行うの
で、積極的に発言して欲しい。 

連絡先 １号館１階 ⽥中研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価：５）だいたい出来た、半分程度できた、６）感じられた、７）普通、
が最も多く、比較的良好な授業効果が得られていると思われる。 

英文科目名 Microbiology I 
関連科目 微生物学 II、応用微生物学も続けて履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 講義内容の理解出来なかった点（キーワードなど）を、質問用紙に記入して提出

してもらうことも考えている。 
講義目的 微生物はその名の通りに微小な生物であるが、その形態・性状は多岐にわたり、



自然界（特殊環境も含めて）のほとんどあらゆる場所に棲息している。人類は昔
からその様な微生物により害を受けたり、また、経験的にその働きを利用してき
た。本講義では微生物学の発展の歴史から始めて、微生物の正しい取り扱い方、
細菌、糸状菌、放線菌、酵⺟などの分類・形態・機能と性質など、全般的な基礎
事項を解説する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 微生物学の発展史を説明する。 

2 回 微生物の分離法・命名法?１を説明する。 
3 回 微生物の分離法・命名法?２を説明する。 
4 回 微生物の保存法?１を説明する。 
5 回 微生物の保存法?２を説明する。 
6 回 微生物の培養と滅菌?１を説明する。 
7 回 微生物の培養と滅菌?２を説明する。 
8 回 微生物の分類・形態・機能と性質?１を説明する。 
9 回 微生物の分類・形態・機能と性質?２を説明する。 
10 回 微生物の分類・形態・機能と性質?３を説明する。 
11 回 微生物の分類・形態・機能と性質?４を説明する。 
1 

準備学習 1 回 微生物の発見、微生物学の発展に寄与した人物とその功績に関し予習を行
うこと。 
2 回 微生物の命名規約や分類群に関し予習を行うこと。 
3 回 微生物の分離・単離法など取得方法に関し予習を行うこと。 
4 回 微生物の各種保存法とその特徴に関し予習を行うこと。 
5 回 微生物の単離方法および保存機関の役割に関し予習を行うこと。 
6 回 微生物の増殖過程および増殖条件や栄養素に関し予習を行うこと。 
7 回 微生物の死滅過程や殺菌方法に関し予習を行うこと。 
8 回 微生物の生物界での位置、微生物の特色に関し予習を行うこと。 

 



年度 2014 
授業コード FSB07120 
成績評価 定期試験９０％、小テスト１０％により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物化学科(〜13) 
見出し FSB07120 微生物学Ⅰ(再) 
担当教員名 ⽥中 三男 
単位数 2 
教科書 プリント冊子 
アクティブラーニング  
キーワード 微生物の取り扱い方、単離・命名・保存法、増殖と死滅、形態と機能、ファージ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特に無し。 
科目名 微生物学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 微生物学／⻘⽊健次／化学同人 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSB07120 
実務経験のある教員  
達成目標 ①微生物の増殖とは何か、滅菌の意味と意義を理解すること。 

②微生物の保存法を理解し覚えること。 
③主な微生物の種類と名前を覚えること。 
④微生物の形態と機能を理解すること。 
⑤ファージの性質と機能を理解すること。 

受講者へのコメント 講義用の教科書があるので、授業中は講義をよく聞いて欲しい。教科書に重要な
ことは総て書いてあり、また、重要な部分は指摘しているはずです。また、復習
を十分にすることが望ましい。 
授業中に理解度を確認するための質問等を行うので、積極的に発言して欲しい。 
授業に多く欠席した人が多く見受けられるが、授業は連続しているので、欠席は
極力避けて欲しい。 

連絡先 １号館１階 ⽥中研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価：５）だいたい出来た、半分程度できた、６）感じられた、少し感じら
れた７）ほぼ満足、普通、が多く、比較的良好な授業効果が得られていると思わ
れる。 

英文科目名 Microbiology I 
関連科目 微生物学 II も続けて履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 講義内容の理解出来なかった点（キーワードなど）を、質問用紙に記入して提出



してもらい、次回の講義始めに簡単に解説することも考えている。 
講義目的 微生物はその名の通り微小な生物であるが、その形態・性状は多岐にわたり、自

然界（特殊環境を含む）のほとんどあらゆる場所に棲息している。人類は昔から
その様な微生物により害を受けたり、また、経験的にその働きを利用してきた。
本講義では微生物学の発展の歴史から始めて、微生物の正しい取り扱い方、細菌、
糸状菌、放線菌、酵⺟などの分類・形態・機能と性質など全般的な基礎事項を解
説する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 微生物学の発展史を説明する。 

2 回 微生物の分離法・命名法?１を説明する。 
3 回 微生物の分離法・命名法?２を説明する。 
4 回 微生物の保存法?１を説明する。 
5 回 微生物の保存法?２を説明する。 
6 回 微生物の培養と滅菌?１を説明する。 
7 回 微生物の培養と滅菌?２を説明する。 
8 回 微生物の分類・形態・機能と性質?１を説明する。 
9 回 微生物の分類・形態・機能と性質?２を説明する。 
10 回 微生物の分類・形態・機能と性質?３を説明する。 
11 回 微生物の分類・形態・機能と性質?４を説明する。 
1 

準備学習 1 回 微生物の発見、微生物学の発展に寄与した人物とその功績に関し予習を行
うこと。 
2 回 微生物の命名規約や分類群に関し予習を行うこと。 
3 回 微生物の分離・単離法に関し予習を行うこと。 
4 回 微生物の各種保存法とその特徴に関し予習を行うこと。 
5 回 微生物の単離方法および保存機関の役割に関し予習を行うこと。 
6 回 微生物の増殖過程および増殖条件や栄養素に関し予習を行うこと。 
7 回 微生物の死滅過程や殺菌方法に関し予習を行うこと。 
8 回 微生物の生物界での位置、微生物の特色に関し予習を行うこと。 
9 回 グラ 

 



年度 2014 
授業コード FSB07410 
成績評価 定期試験の成績（80％）に小テストなどの評価（20％）を加味して行う。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学科(〜13) 
見出し FSB07410 分子遺伝学Ⅰ 
担当教員名 池⽥ 正五 
単位数 2 
教科書 分子遺伝学（第３版）／T.A. Brown 著 ⻄郷薫監訳／（東京化学同人）／978-4-

807905015 
アクティブラーニング  
キーワード DNA、二重らせん、転写、RNA、遺伝暗号、翻訳、遺伝子の発現調節 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 扱う量が多すぎる、テスト範囲が広すぎるという意見が 1 名からありました。毎

回内容を整理したプリントと確認テストを行って、何が重要か伝えています。ま
た、この授業は本学の学生のレベルを十分に意識して行っており、高校の生物で
習ったこと、生物学概論で習ったことなどの復習もしながら行っています。従っ
て、扱う量や範囲を狭くすると、高校の生物や生物学概論と変わらなくなります
ので、方針は変えません。上記以外、回答を必要とする記述は無かった。 

科目名 分子遺伝学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 エッセンシャル 遺伝子／B. Lewin 著 菊池ら訳／（東京化学同人）：ウィーバ

ー 分子生物学（第４版）／Weaver 著 杉山ら訳／（化学同人） 
授業形態 講義 
注意備考 講義の進行をまとめたプリントを配布します。 
シラバスコード FSB07410 
実務経験のある教員  
達成目標 １）DNA の物質としての構造を化学的に説明できること。 

２）遺伝情報がどのように DNA 上に刻まれているか、説明できること。 
３）遺伝情報がどのように読み取られているか、説明できること。 
４）上記のことを簡単な図を描いて説明できること。 

受講者へのコメント 授業の開始に間に合うように教室へ来て、直ちに授業に臨むこと。 
講義中、できるだけ退出を避けること。 
最後に行う確認テストに真剣に取り組んでほしい。そうすることで、当該講義の
理解がより進みます。 

連絡先 池⽥研究室 1 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 74%の学生が目標を「できた」または「だいたいできた」であり、93%の学生が
教員の熱意を「感じられた」または「少し感じられた」とした。また、86%の学
生がこの授業に「満足」または「ほぼ満足」した。したがって、講義の内容やレ



ベルに問題は無いと考える。講義の進め方で、特に指摘数の多い（10％を超える）
項目は無かった。 

英文科目名 Molecular Genetics I 
関連科目 本科目の履修は、「分子遺伝学 II」や「遺伝子⼯学」「免疫学」などの科目を理解

するために必要である。 
次回に向けての改善変更予定 特に問題は感じられないが、さらにわかりやすく講義を進めるよう努力を続け

る。 
講義目的 遺伝現象とそれを司る物質を分子のレベルで理解するために、分子遺伝学の基礎

と現状を説明する。特にどのような実験を通じてそれらの現象が解明されて来た
のか、できるだけわかりやすく解説する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 遺伝学と分子生物学の起源について概説し、分子遺伝学Ⅰで何を学ぶのか

説明する。 
2 回 遺伝子の本体が DNA であることを証明した実験を詳しく紹介する。 
3 回 DNA の構造のうち、ヌクレオチドの化学的な構造や特徴について説明する。 
4 回 DNA の構造のうち、二重らせん構造について説明する。この構造がどのよ
うな研究をもとに組み立てられたのかについても説明する。 
5 回 遺伝子の本体である DNA 分子上に生物学的情報がどのように刻まれてい
るのか、説明する。 
6 回 DNA の転写の仕組みを分子レベルで理解するために、 

準備学習 1 回 これまでに習った遺伝学に関することを思い出しておくこと。 
2 回 教科書の２章を読み、遺伝子と DNA の関係を予習しておくこと。 
3 回 教科書の３章の前半を読み、ヌクレオチドの構造について予習しておくこ
と。 
4 回 教科書の３章の後半を読み、DNA の構造について予習しておくこと。 
5 回 教科書の４章を読み、遺伝子と生物学的情報について予習しておくこと。 
6 回 教科書の５章を読み、転写について予習しておくこと。 
7 回 教科書の６章を読み、rRNA と tRNA の構造と機能について予習しておくこ
と。 
8 回 教科書 

 



年度 2014 
授業コード FSB07510 
成績評価 定期試験の成績（80％）に小テスト（20％）などの評価を加味して行う。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学科(〜13) 
見出し FSB07510 分子遺伝学Ⅱ 
担当教員名 池⽥ 正五 
単位数 2 
教科書 分子遺伝学（第３版）／T.A. Brown 著 ⻄郷薫監訳／（東京化学同人） 
アクティブラーニング  
キーワード DNA 複製、DNA の損傷と修復、ウイルス、原核生物、真核生物、ゲノム，生活

環、ヒトの病気 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 小テストの解答用紙を渡す時間が早すぎるという意見（１名）がありました。講

義時間を十分確保するため、講義前に既に着席している学生に配布しています。
開始のベルが終了後気張り始めると、時間がかかります。できるだけ、開始のベ
ル終了後に配るよう、⼼がけますが、学生も開始のベル終了後には着席しておく
ようにしてください。 
上記以外、回答を必要とする記述は無かった。 

科目名 分子遺伝学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ゲノム （第３版）／T.A. Brown 著／（メディカル-サイエンス-インターナショ

ナル社）：エッセンシャル 遺伝子／B. Lewin 著 菊池ら訳／（東京化学同人）：
ウィーバー 分子生物学（第４版）／Weaver 著 杉山ら訳／（化学同人） 

授業形態 講義 
注意備考 講義の進行についてまとめたプリントを配布する。 
シラバスコード FSB07510 
実務経験のある教員  
達成目標 １）DNA の複製や突然変異の重要項目が説明できること。 

２）様々な生物のゲノムの特徴について説明できること。 
３）上記のことを、簡単な図を描いて説明できること。 

受講者へのコメント 授業の開始に間に合うように教室へ来て、直ちに授業に臨むこと。 
講義中、できるだけ退出を避けること。 
最後に行う確認テストに真剣に取り組んでほしい。そうすることで、当該講義の
理解がより進みます。 

連絡先 池⽥研究室 1 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 80%の学生が目標を「できた」または「だいたいできた」であり、97%の学生が
教員の熱意を「感じられた」または「少し感じられた」とした。また、83%の学
生がこの授業に「満足」または「ほぼ満足」した。したがって、講義の内容やレ



ベルに問題は無いと考える。講義の進め方で、特に指摘数の多い（10％を超える）
項目は無かった。 

英文科目名 Molecular Genetics II 
関連科目 「分子遺伝学Ⅰ」を履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 特に問題は感じられないが、さらにわかりやすく講義を進めるよう努力を続け

る。 
講義目的 前半は分子遺伝学Ⅰにひきつづき、基本的な遺伝現象について説明する。後半で

は、ウイルス、原核生物、真核生物、さらにヒトのゲノムについて説明し、それ
ぞれの生物の分子遺伝学的特徴について解説する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 DNA 複製において、DNA 分子全体がどのように複製されて行くのか、ま

たそれがどのような実験で明らかにされたのか、説明する。 
2 回 DNA 分子の複製の化学反応とそれに係わる酵素の特徴などについて説明す
る。 
3 回 DNA 合成開始の仕組み、DNA の鎖間で異なる合成反応の機構、および複
製の開始機構について説明する。 
4 回 遺伝物質の変化によって引き起こされる突然変異の生物学的影響について
説明する。 
5 回 突然変異を起こす原因と、それによってどのように突然変異が引き起こさ
れるのか、説明する。 
6 回 DNA の修 

準備学習 1 回 教科書の 11 章-1 を読み、DNA 複製の全体的な仕組みについて予習してお
くこと。 
2 回 教科書の 11 章-2 の前半を読み、DNA ポリメラーゼの機能と複製フォーク
で起こる反応について予習しておくこと。 
3 回 教科書の 11 章-2 の後半と-3 を読み、複製フォークで起こる反応とねじれ
に関する問題について予習しておくこと。 
4 回 教科書の 12 章-1 の前半を読み、突然変異の種類と生物学的影響について予
習しておくこと。 
5 回 教科書の 12 章-1 の後半を読み、突然変異原について予習しておくこと。 
6 回 教科書の 12 章- 

 



年度 2014 
授業コード FSB07710 
成績評価 定期試験の成績（80％）に、小テストなどの評価（20％）を加味して行う。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学科(〜12) 
見出し FSB07710 免疫学 
担当教員名 池⽥ 正五 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 免疫、抗体、免疫細胞、免疫と病気、免疫学的分析 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 回答を必要とする記述は無かった。 
科目名 免疫学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 細胞の分子生物学（第４版）／中村、松原監訳／（Newton Press）：医系免疫学

（改訂 10 版）／矢⽥著／（中外医学社）：医科免疫学（改訂第６版）／菊池・上
出・小野江編集／（南江堂） 

授業形態 講義 
注意備考 配布するすべてのプリントを毎回持参すること。 
シラバスコード FSB07710 
実務経験のある教員  
達成目標 １）免疫現象を担当している臓器や細胞について簡単に説明できること。 

２）免疫に関与する分子について簡単に説明できること。 
３）身近な免疫現象について基本的な仕組みが説明できること。 
４）免疫学的分析法の基本的原理が説明できること。 

受講者へのコメント 授業の開始に間に合うように教室へ来て、直ちに授業に臨むこと。 
講義中、できるだけ退出を避けること。 
最後に行う確認テストに真剣に取り組んでほしい。そうすることで、当該講義の
理解がより進みます。 

連絡先 池⽥研究室 1 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 79%の学生が目標を「できた」または「だいたいできた」であり、91%の学生が
教員の熱意を「感じられた」または「少し感じられた」とした。また、89%の学
生がこの授業に「満足」または「ほぼ満足」した。したがって、講義の内容やレ
ベルに問題は無いと考える。講義の進め方で、特に指摘数の多い（10％を超える）
項目は無かった。 

英文科目名 Immunology 
関連科目 「生物化学 I」や「細胞生物学 I と II」、「分子遺伝学 I と II」など、生物化学の基



礎を理解しておくことが望ましい 
次回に向けての改善変更予定 特に問題は感じられないが、さらにわかりやすく講義を進めるよう努力を続け

る。 
講義目的  免疫学は病気との関連のみならず、生体の自己維持機構を知る上での生物学の

重要な分野である。本講義では免疫学の基礎を理解するために、まず身近な免疫
現象からその概念を知る。次に免疫系を構成する臓器・細胞・分子の特性を学び、
抗体分子の多様性のできる仕組みや免疫応答における情報伝達機構を、分子細胞
生物学的に理解する。さらに免疫に関連した病気や、免疫反応を利用した様々な
応用面について学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 身近な免疫現象とその概念について概説しながら、本講義で行う免疫学の

内容や達成目標を説明する。 
2 回 生体の防御機構の分類と具体例、リンパ球が免疫応答を担っていること、免
疫系が多様なこと、自己と非自己を認識すること、および記憶があることなどに
ついて、これからの講義に必要な免疫学の基本概念を説明する。 
3 回 免疫担当臓器の解剖学的所在とその機能について説明する。 
4 回 免疫担当細胞、自然免疫、およびサイトカインについて説明する。 
5 回 抗体の化学構造とその多様性との関連、および抗体のクラスについて説明
す 

準備学習 1 回 身近な免疫現象にはどのようなものがあるだろうか、考えてみること。 
2 回 テキストの講義該当ページをよく読み、免疫現象のおおまかな特徴につい
て予習しておくこと。 
3 回 テキストの講義該当ページをよく読み、免疫に関係する臓器にはどのよう
なものがあるか、予習しておくこと。 
4 回 テキストの講義該当ページをよく読み、免疫に関係する細胞にはどのよう
なものがあるか、予習しておくこと。 
5 回 テキストの講義該当ページをよく読み、抗体のおおまかな構造について予
習しておくこと。 
6 回 テキストの講義該当ページをよく読 

 



年度 2014 
授業コード FSB07810 
成績評価 講義中の課題（10％）と定期試験（90％）により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学科(〜12) 
見出し FSB07810 応用酵素学 
担当教員名 三井 亮司 
単位数 2 
教科書 酵素の科学／藤本大三郎著／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 酵素 生体触媒 代謝 タンパク質 酵素の精製 微生物 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ポジティブなコメントのみで改善等に対する要望はありませんでしたので､ここ

では省略します。 
科目名 応用酵素学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 コーン・スタンプ 生化学〔第 5 版〕／E. E. Conn, P. K. Stumpf 著, ⽥宮 信雄, 

八⽊ 達彦 訳／東京化学同人 
応用酵素学概論／喜多 恵子 著／コロナ社 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB07810 
実務経験のある教員  
達成目標 生体触媒、酵素とはどのようなものであるかを理解する。 

活性発現のメカニズム(タンパク質の高次構造と活性部位形成）を理解する。 
酵素の製造、精製法と分析法を理解する。 
微生物の多様性が多様な酵素源となり産業応用への優位性へとつながることを
理解する。 

受講者へのコメント ３年生後期という開講時期であることもあり、現在まで学んできた基礎的知識の
理解の上にあるよう応用的な科目としてシラバス上でも設定しました。実際の産
業で利用される酵素などを紹介しながら講義を進め、興味を持ってもらえるよう
⼯夫はしています。応用面での利用は確かに興味深いものですが、そこにいたる
まで基礎的な知識の積み上げであることも留意し、今後に生かしていただければ
と思います。 

連絡先 １号館１階 応用微生物学研究室 / Mail: rmitsui@dbc.ous.ac.jp / Phone: 086-
256-9708 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 8 割近くの受講者が理解や関⼼が深まり、満足との評価も 9 割を超えているので
概ね緊急の改善を必要とするものはないように思っています。次年度に向けても
現在の授業の方針を継続し、改善していく方向で考えています。 



英文科目名 Applied Enzymology 
関連科目 生物化学 II 応用微生物学 ⾷品機能化学 
次回に向けての改善変更予定 本講義の内容は応用的な酵素利用をベースにしたものですが、その基礎は生物化

学 I~III にあります。酵素化学的な基礎知識について、特に生物化学 II で修得し
たものを再度理解を促すよう講義の中にも取り入れていきます。 

講義目的 酵素とは生物が生きるために必要とするエネルギーの獲得や生体成分の供給な
ど、いわゆる代謝を支える重要な役割を持つ。私達人間は様々な生物が生きるた
めに保持する酵素を、生活を豊かにする目的で利用している。産業利用される酵
素とはどのような酵素で、利用を目的とした酵素の微生物などからの探索方法、
抽出方法、精製方法を習得する。また、医療、⾷糧、環境、エネルギーといった、
私達の生活に密接して酵素が利用されていることを学習する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 酵素発見の歴史と酵素の産業（⾷糧・環境・エネルギー分野）・医療分野で

の利用について概説する。 
2 回  生体触媒としての酵素について、活性発現するためのメカニズムなどを解
説する。 
3 回  産業利用される上で重要な酵素の安定性や高次構造との関連について解説
する。 
4 回 産業利用される酵素の由来や製造方法について解説する。 
5 回  酵素の精製法、純度の検定法などについて解説する。 
6 回  酵素の固定化とその利用法について解説する。 
7 回 産業や医療分野で酵素を利用することのメリットについて解説する。 
8 回 

準備学習 1 回  酵素発見の歴史や身近に利用される酵素などについて調べておくこと。 
2 回  生体触媒としての酵素の化学触媒との共通点と相違点を調べておくこと。 
3 回  タンパク質の高次構造と酵素活性との関係を調べておくこと。 
4 回  微生物と産業用酵素の関係を調べておくこと。 
5 回  カラムクロマトグラフィーの種類と原理、また SDS-PAGE 法についてを
調べておくこと。 
6 回  酵素を固定化することで得られる利点について調べておくこと。 
7 回 化学触媒と生体触媒の違い、産業利用におけるメリット・デメリットについ
て調 

 



年度 2014 
授業コード FSB07910 
成績評価 講義ヘの取り組み、課題の提出、定期試験により評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学科(〜12) 
見出し FSB07910 ⾷品機能化学 
担当教員名 三井 亮司 
単位数 2 
教科書 わかりやすい⾷品化学／吉⽥勉監修／三共出版 
アクティブラーニング  
キーワード 五大栄養素 機能性⾷品 特定保健用⾷品 組換え作物 ⾷品の一〜三次機能 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 身近であることから理解しやすかった等のコメントがほとんどで改善などの要

望はありませんでした。 
科目名 ⾷品機能化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB07910 
実務経験のある教員  
達成目標 ５大栄養素について生化学的また栄養化学的観点から理解し、⾷（栄養面・安全

面など）に対する意識を高める（一次機能）。 
⾷品の味・官能検査および評価法・レオロジーなどを理解する（二次機能）。 
特定保健用⾷品などの⾷品における機能性の意味と内容を理解する（三次機能）。 
組換え作物・⾷品の現状と今後について考察する。 

受講者へのコメント 本学科では唯一の⾷品と名の付いた講義であるため、生物化学とは異なることを
イメージされるのかもしれませんが、⾷品とは生物であり、あるいはそれを加⼯
したものを扱う学問であると言うことを理解し、生物化学の基礎科目を十分に理
解しておくことが必要です。 

連絡先 １号館１階 応用微生物学研究室/ Mail: rmitsui@dbc.ous.ac.jp /Phone: 086-
256-9708 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 理解が深まったという受講者が 8 割、関⼼興味が高まったが 6 割であり、総合的
に 9 割弱の受講者が満足とのことですので、方針的には現在と同様に実施してい
く予定です。 

英文科目名 Biochemistry for Functional Foods 
関連科目 生物化学 I, II 
次回に向けての改善変更予定 ⾷品分野のトピックスも取り上げて紹介していますが、この分野の進展は非常に



早く、できるだけ新鮮なもの身近なものを紹介していくことを⼼掛けています。
一方の栄養学的な面は生化学の基礎とも通じる領域ですので、生物化学の観点か
ら見た⾷品について解説したいと考えています。 

講義目的 ⾷品とは生物を基とするものである。このことから、⾷品、⾷事の意味を生化学、
および栄養学の観点から見つめ、生命を維持し、健康に生活するために必要な成
分、またその生理学的意義について学ぶ。また、近年身近に様々な機能性を持つ
特定保健用⾷品も店頭に数多く並ぶなど⾷に対する意識の高まりも顕著である。
また、近年多くの議論がなされている遺伝子組換え作物とはどのような作物であ
るのか、これらの現状についても解説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  ⾷品とはどのような機能と定義に基づくものか解説する。 

2 回  ⾷品成分の構成と摂取について解説する。 
3 回  五大栄養素：水・炭水化物について解説する。 
4 回  五大栄養素：脂質・アミノ酸・タンパク質について解説する。 
5 回  五大栄養素：微量成分であるビタミン・灰分について解説する。 
6 回  五大栄養素：微量成分である色素・香り・味覚物質について解説する。 
7 回  ⾷品における自然毒などの有害な物質について解説する。 
8 回 ⾷品に含まれる、あるいはその加⼯などに用いられる酵素、特に糖質に関連
した 

準備学習 1 回  ⾷品として求められることを調べておくこと。 
2 回  5 大栄養素とは何か調べておくこと。 
3 回  ⾷品における化学的性質を理解しておくこと。 
4 回  ⾷品における化学的性質を理解しておくこと。 
5 回  ⾷品における化学的性質を理解しておくこと。 
6 回  ⾷品における化学的性質を理解しておくこと。 
7 回  自然毒とはどのようなものがあるか調べておくこと。 
8 回  ⾷品に関係する酵素とはどのようなものがあるか調べておくこと。 
9 回  ⾷品に関係する酵素とはどのようなものがあるか調べておくこと。 
10 回 

 



年度 2014 
授業コード FSB08310 
成績評価 課題提出（20％），定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学科(〜12) 
見出し FSB08310 薬品応用化学 
担当教員名 野崎 浩 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 生物活性、天然有機化合物、構造活性相関 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 薬品応用化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大石 武著・「天然物化学」・朝倉書店，村上 孝夫著・「天然物の構造と化学」・

広川書店 
授業形態 講義 
注意備考 天然物化学を受講していることが望ましい。 
シラバスコード FSB08310 
実務経験のある教員  
達成目標 天然有機化合物の構造と生物活性との関連を理解でき、日常生活の中での役割が

十分認識できるようになること 
受講者へのコメント 積極的に関連図書やネットワークを利用してこの分野の視野を広げて欲しい。 
連絡先 １号館２階野崎研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 大多数の人がこの分野への関⼼が深まり自主的に関連図書等で勉強したとのこ
とである。 
企業の研究者にも来てもらい、基礎勉強が如何に社会で重要かを理解出来るよう
な試みも 
企画したい。 

英文科目名 Medicinal Chemistry 
関連科目 有機化学、生物化学、天然物化学、薬品合成化学 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 天然物化学は動物および植物によって生合成される有機化合物に関する化学で

ある。有機天然物構造論で学んだ天然物の基礎的知識を基に、本講では生理作用
に従って重要な天然物について具体的に論ずる。又、それらの分離法、活性検定
法など天然物化学研究法についても解説する 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 生物活性天然物（自己制御、個体間制御物質）の概念について解説する。 
2 回 自己制御物質、特にビタミン、ホルモンについて説明し、具体例に基づき有
機化学的に解説する。 
3 回 自己制御物質、特にアミン性ホルモン、ステロイドホルモンについて説明
し、具体例に基づき有機化学的に解説する。 
4 回 自己制御物質、特にオータコイドについて説明し、それらの生理活性を概説
する。 
5 回 自己制御物質、特に植物ホルモン、昆虫ホルモンについて説明し、化学構造
に基づき解説する。 
6 回 演習 生物活性天然物に関する演習問題を行い、 

準備学習 1 回 天然物化学を理解しておくこと。 
2 回 生理活性天然物の概念を把握しておくこと。 
3 回 ビタミン、ホルモンの役割と構造を理解しておくこと。 
4 回 構造と活性の関連を理解しておくこと。 
5 回 オータコイドの概念を理解しておくこと。 
6 回 自己制御、個体間制御物質を十分理解しておくこと。 
7 回 自己制御、個体間制御物質を十分理解しておくこと。 
8 回 医薬品の概念を把握しておくこと。 
9 回 構造活性相関の概念を確認しておくこと。 
10 回 薬の可逆性を理解しておくこと。 
11 回 活性評価の概念を理解しておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FSB08510 
成績評価 定期試験（50%）と課題レポート（50%）により評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物化学科(〜13) 
見出し FSB08510 環境生態学 
担当教員名 汪 達紘 
単位数 2 
教科書 環境科学概論／山下・坂本・若村・野上・坂本・安藤著／大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 環境、生態系、人間活動 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 言葉が分かりづらいという意見（１名）がありましたが、分からなかった点につ

いて放課後に是非聞きに来てください。 
科目名 環境生態学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 随時、紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 １号館３階 汪 達紘 研究室 
シラバスコード FSB08510 
実務経験のある教員  
達成目標 自然界の仕組みについての理解を深め、人間の立ち位置を認識させること。 
受講者へのコメント 特になし 
連絡先 １号館３階 汪 達紘 研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 73.2％の学生が目標を達成「できた」または「だいたいできた」であり、83.7%
は教員の意欲が「感じられた」または「少し感じられた」とした、74.4％は授業
に「満足」または「ほぼ満足」したとの総合評価であったので、授業の内容に関
しては特に大きな問題がないと思う。 

英文科目名 Environmental Ecology 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 授業内容の説明はもっとゆっくりするように⼯夫していきます。 
講義目的 人間を含め地球上で生活をする多種多様な生物群集を、それらの生活環境と併せ

て一つのシステムとしてとらえ、その中で営まれるエネルギーの流れ、物質循環
にスポットをあて自然の摂理について理解させる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 環境生態学とはどのような学問なのかについて説明する。 

2 回 環境という抽象概念について説明する。 
3 回 生物群集という生態学用語について説明する。 



4 回 多義語としてのエネルギーの概念について説明する。 
5 回 生態系の構造と機能について説明する。 
6 回 生態系の駆動力の出発点となる生物生産について説明する。 
7 回 生態系のエネルギーの流れを担う⾷物連鎖について説明する。 
8 回 生態系における物質循環について説明する。 
9 回 化学物質の生物濃縮の概念について説明する。 
10 回 生物生産の担い手である森 

準備学習 1 回 生態学のイメージについて考えてくること 
2 回 日常的に用いる環境という言葉の意味を意識的に考えてくること。 
3 回 群集と群衆はどのように使い分けされるのか考えてくること。 
4 回 日常的に用いるエネルギーという言葉の意味を意識的に考えてくること。 
5 回 エコシステムとはどのようなイメージか整理してくること。 
6 回 この地球上で 1 年間に生産されるバイオマスはどの程度か調べてくること。 
7 回 ⾷物連鎖の例を考えてくること。 
8 回 生態系において物質循環がどのような役割なのか考えてくること。 
9 回 あなたに 

 



年度 2014 
授業コード FSB08610 
成績評価 中間試験・定期試験（80％）、課題等（20％）により評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物化学科(〜12) 
見出し FSB08610 生物的環境保全論 
担当教員名 宮永 政光 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 活性汚泥、排水処理、環境問題、公害 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物的環境保全論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB08610 
実務経験のある教員  
達成目標 環境保全に関する理解を深めること。  

排水処理に関する基礎知識を理解すること。  
環境問題について自分の意見を言えるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 3 階 環境生物化学研究室（miyanaga@dbc.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biochemical Treatment of Waste Water 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自然界において生物が営む物質の分解に注目し、今日の様々な環境汚染と、生態

系における物質循環との関わりを考え、病院などから排出される抗生物質を含む
排水の処理方法も論じながら、山積している環境問題の解決を模索する一助とし
たい。また、実際に稼働している排水・廃棄物処理施設での研修も行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進め方などについて説明する。環境の基本項目

等について説明する。 
2 回 生物学的環境保全論序論。環境問題の歴史や現在の環境問題について説明
する。 



3 回 自然界の自浄作用。自然の自浄作用および汚染が自浄作用を超えた場合に
ついて説明する。 
4 回 微生物による物質変換。生体内で行われる化学物質の代謝について、難分解
性化学物質等を例にあげて説明する。 
5 回 微生物共生系。種々の生物間の共生関係や共存した場合の化学物質の代謝
について説明する。 
6 回 水域の富栄養化。水域の環境問題とその 

準備学習 1 回 配布したプリントを読んで復習しておくこと。 
2 回 配布したプリントを読んで復習しておくこと。第 3 回の講義までに自然や
生物について予習しておくこと。 
3 回 配布したプリントを読んで復習しておくこと。第 4 回の講義までに生物の
代謝について予習しておくこと。 
4 回 配布したプリントを読んで復習しておくこと。第 5 回の講義までに微生物
を含む生物について予習しておくこと。 
5 回 配布したプリントを読んで復習しておくこと。第 6 回の講義までに水域の
環境について予習しておくこと。 
6 回 配布したプリントを読んで復習して 

 



年度 2014 
授業コード FSB08710 
成績評価 定期試験（75%）および講義中の小テスト（25%）で評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学科(〜12) 
見出し FSB08710 機器分析法 
担当教員名 窪⽊ 厚人 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 質量分析法（MS）、紫外・可視・赤外分光法（UV-VIS, IR）、核磁気共鳴（NMR）、

構造決定 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 配布したプリントが小さかったとのコメントがあった。過去に大きすぎるという

コメントがあったために小さくしたが、次年度は最初にプリントの大きさについ
て決めてもらおうと思う。 

科目名 機器分析法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 有機化合物のスペクトルによる同定法／Silverstein, Webster, Kiemle 著／荒⽊、

益子、山本、鎌⽥訳／東京化学同人：ビギナーズ有機構造解析／川端 潤／化学
同人 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB08710 
実務経験のある教員  
達成目標 質量分析法（MS）、紫外・可視・赤外分光法（UV-VIS, IR）、核磁気共鳴（NMR）

の原理を理解する。 
各測定の結果各種を利用して、有機化合物の部分構造を予想できるようになる。 

受講者へのコメント 小テストを必ず復習してほしい。分量が足りない場合は、参考書の例題を解くと
よい。 

連絡先 1 号館 2 階天然物合成化学研究室 086-256-9489 kuboki@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 7 割程度の受講生に講義目標をある程度達成してもらい、8 割程度に満足しても
らえ、最低限の責任は果たせたものと考えている。 

英文科目名 Instrumental Analysis 
関連科目 有機化学 I,II,III,IV、生物化学実験 IV 
次回に向けての改善変更予定 講義の後半（1 回、全体のいずれも）にペースアップする傾向がないようにした

い。 
講義目的 近年、有機化合物の構造決定を行うための様々な手法が開発され、天然から微量



しか得られない物質の複雑な構造まで決定できるようになってきた。本講義で
は、有機化合物の構造決定に必要な手法の原理、および、得られるスペクトルの
解析方法について解説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション：講義の進め方を説明する。 

2 回 質量分析法（MS）1：質量分析法（MS）の原理、分子イオンについて説明
する。 
3 回 演習 1：第 2 回講義の内容に関する例題を解くことによって、具体的な解析
法を説明する。 
4 回 質量分析法（MS）2：質量分析法（MS）のフラグメント化について説明す
る。 
5 回 演習 2：第 4 回講義の内容に関する例題を解くことによって、具体的な解析
法を説明する。 
6 回 核磁気共鳴（NMR）1：核磁気共鳴（NMR）の原理、シフトについて説明
する。 
7 回 演習 3：第 6 回講義の内 

準備学習 1 回 授業内容の確認をすること。 
2 回 参考書などにより、質量分析法（MS）の原理について予習しておくこと。 
3 回 第 2 回の授業内容について、実例を解析できるよう復習を行うこと。 
4 回 参考書などにより、質量分析法（MS）の分子のフラグメント化（フラグメ
ンテーション）について予習しておくこと。 
5 回 第 4 回の授業内容について、質量分析法（MS）の実例を解析できるよう復
習を行うこと。 
6 回 参考書などにより、核磁気共鳴（NMR）の原理について予習しておくこと。 
7 回 第 6 回の授業内容について、実例を解析でき 

 



年度 2014 
授業コード FSB08810 
成績評価 定期試験９０％、小テスト１０％により成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物化学科(〜12) 
見出し FSB08810 生物化学的分析法 
担当教員名 ⽥中 三男 
単位数 2 
教科書 プリント冊子 
アクティブラーニング  
キーワード 測定の精度と誤差、生体物質の回収法、濃縮と脱塩、カラムクロマト理論、電気

泳動理論、酵素的定量法、免役学的定量法、バイオセンサー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特にコメントしなければならないような指摘はないと思うが、雑談をしないで欲

しいとの指摘があった。 
全くの無駄話しをしているのではなく、聴いておくと為になり、また授業内容を
印象付けるために話している。 

科目名 生物化学的分析法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 バイオリアクター／福井三郎／講談社サイエンティフィク 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSB08810 
実務経験のある教員  
達成目標 ①測定値の有効数字について理解すること。 

②目的物質の回収・濃縮法などについて理解すること。 
③各種測定法の測定原理・理論について理解をすること。 
④生体成分の定量に使われる酵素の反応機構について理解が重要。 
⑤バイオセンサーの原理と利用範囲などについて理解すること。 

受講者へのコメント 講義用の教科書があるので、授業中は講義をよく聞いて欲しい。教科書に重要な
ことは総て書いてあり、 
また、重要な部分は指摘しているはずです。復習を十分にすることが望ましい。
授業中に理解度を確認するための質問等を行うので、積極的に発言して欲しい。 

連絡先 １号館１階 ⽥中研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価：５）だいたい出来た、６）感じられた、７）普通、が最も多く、比較
的良好な授業効果が得られていると思われる。 

英文科目名 Biochemical Analysis 
関連科目 微生物学 I, II を履修することが望ましい。 



次回に向けての改善変更予定 講義内容の理解出来なかった点（キーワードなど）を、質問用紙に記入して提出
してもらうことも考えている。 

講義目的 近年のバイオテクノロジーに代表される生物・微生物学の進歩にともなって、生
体成分の正確で精密な分離・精製および定性（同定）・定量はますます重要になっ
ている。ここでは、生体成分のクロマトグラフィーや電気泳動などによる分離・
精製の原理とその方法、更に、生物学的定量法の原理と実施法、バイオセンサー
の原理と実施法などについて解説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 生物化学的分析法について説明する。 

2 回 測定の精度と測定値の取り扱い方?１について説明する。 
3 回 測定の精度と測定値の取り扱い方?２について説明する。 
4 回 測定の精度と測定値の取り扱い方?３について説明する。 
5 回 細胞からの目的物質の回収法について説明する。 
6 回 目的物質の濃縮と脱塩について説明する。 
7 回 酵素の分離・精製法（クロマト理論）?１について説明する。 
8 回 酵素の分離・精製法（クロマト理論）?２について説明する。 
9 回 電気泳動法の理論?１について説明する。 
10 回 電気泳動 

準備学習 1 回 定性分析と定量分析の違いと特徴に関し予習を行うこと。 
2 回 定量分析における測定誤差の評価法に関し予習を行うこと。 
3 回 定量分析における誤差と有効数字（有効桁数）に関し予習を行うこと。 
4 回 測定における誤差の発生に関し予習を行うこと。 
5 回 目的物質の生産法、細胞の破壊法に関し予習を行うこと。 
6 回 生体成分の濃縮手法、脱塩手法について、また濃縮と脱塩の精製過程におけ
る意義にに関し予習を行うこと。 
7 回 各種クロマト法の理論的解析法に関し予習を行うこと。 
8 回 ゲルクロマト、イオンクロマト、アフ 

 



年度 2014 
授業コード FSB13510 
成績評価 卒業研究への取り組み状況や、プレゼンテーション、論文の内容などを総合的に

評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物化学科(〜11) 
見出し FSB13510 卒業研究 
担当教員名 南 善子、尾堂 順一、林 謙一郎、三井 亮司、宮永 政光、窪⽊ 厚人、河

野 真二 
単位数 8 
教科書 指導教員から適宜指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード バイオサイエンス、バイオテクノロジー 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 指導教員からの指示に従って下さい。 
シラバスコード FSB13510 
実務経験のある教員  
達成目標 １）自分の研究内容を他の人にわかりやすく説明できる。 

２）実験技術を身につけ、実験計画を立てることができる。 
３）研究成果をまとめてプレゼンテーションすることができる。 
４）論理的な文章が書ける。 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員および学科⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Graduation Thesis 
関連科目 生物化学科開講のすべての A 群科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物化学の各研究室に配属し、それぞれのテーマについて研究する。そのことに

より、生物化学の専門知識の理解、実験技術の習得、プレゼンテーション能力・
コミュニケーション能力の向上、論文作成能力等を身につける。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 指導教員の指示に従って、準備学習を十分に行うこと。 



 



年度 2014 
授業コード FSB13520 
成績評価 卒業研究への取り組み状況や、プレゼンテーション、論文の内容などを総合的に

評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物化学科(00〜10) 
見出し FSB13520 卒業研究【春学期最終評価】 
担当教員名 南 善子、宮永 政光、汪 達紘 
単位数 8 
教科書 指導教員から適宜指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード バイオサイエンス、バイオテクノロジー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究【春学期最終評価】 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 指導教員からの指示に従って下さい。 
シラバスコード FSB13520 
実務経験のある教員  
達成目標 １）自分の研究内容を他の人にわかりやすく説明できる。 

２）実験技術を身につけ、実験計画を立てることができる。 
３）研究成果をまとめてプレゼンテーションすることができる。 
４）論理的な文章が書ける。 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員および学科⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Graduation Thesis 
関連科目 生物化学科開講のすべての A 群科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物化学の各研究室に配属し、それぞれのテーマについて研究する。そのことに

より、生物化学の専門知識の理解、実験技術の習得、プレゼンテーション能力・
コミュニケーション能力の向上、論文作成能力等を身につける。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 指導教員の指示に従って、準備学習を十分に行うこと。 

 



年度 2014 
授業コード FSB14110 
成績評価 毎回の提出物（15%）および定期試験（85%）の成績で評価する。提出物に事前

学習の記入が無いものは評価しない。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学科(〜14) 
見出し FSB14110 生物学概論 
担当教員名 猪口 雅彦 
単位数 2 
教科書 生命科学 改訂第 3 版、東京大学生命科学教科書編集委員会 編（羊土社）／978-

4-758120005 
アクティブラーニング  
キーワード 生物学全般、タンパク質、遺伝子、細胞、代謝、信号伝達、恒常性、免疫、発生、

生殖、進化、生態 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理系総合のための生命科学 第 2 版―分子・細胞・個体から知る“生命”のしくみ、

東京大学生命科学教科書編集委員会 編（羊土社）ISBN 978-4-7581-2010-4 
授業形態 講義 
注意備考 毎回事前に教科書の相当する章を読んで、その内容に関連した疑問点をノートに

書いてくること。提出用紙に、その疑問点とそれに対する講義後の感想（疑問は
解決できたか、さらにふくらんだか）を書いて提出してもらいます。 

シラバスコード FSB14110 
実務経験のある教員  
達成目標 生物に見られる共通性を、物質レベル、構造レベル、機能レベルで説明できる様

になること。生物に見られる多様性を、ゲノムの進化や環境への応答の仕方など
で説明できる様になること。 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 2 階，ino@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fundamental Biology 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生命の基本単位である細胞を中⼼として、その構成要素の物質的理解から構造や

機能、さらにそれらが組み合わさって多細胞体となるまでを系統立てて解説す
る。さらに、生物進化と環境との関わりについても概説する。知識レベル的には



高校生物 I・II と同程度の内容であるが、単に「知識を覚える」のではなく、生
命現象が科学的に必然的な現象として起こる「システムを理解する」ことを主眼
とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【生物の多様性と一様性】 全体の講義計画について説明を行った後で、生

物に共通する特徴と生物の系統について解説する。 
2 回 【生体を構成する物質】生体を構成する物質と遺伝子の概念について解説す
る。 
3 回 【遺伝情報の複製】遺伝物質としての DNA の構造と、DNA 分子の複製に
による遺伝情報の伝達について解説する。 
4 回 【遺伝子の発現】遺伝子からタンパク質が作られ、生体の特徴が決定される
メカニズムについて解説する。 
5 回 【細胞の構造と機能】細胞に見られる膜構造と、原核細胞と真核細胞の構造
と働きについて解 

準備学習 1 回 教科書 1 章「生物の多様性と一様性」の I〜III を読んで、疑問をまとめてく
る。 
2 回 教科書 1 章「生物の多様性と一様性」の IV〜V を読んで、疑問をまとめて
くる。 
3 回 教科書 2 章「遺伝情報の複製」を読んで、疑問をまとめてくる。 
4 回 教科書 3 章「遺伝子の発現」を読んで、疑問をまとめてくる。（4 章「遺伝
子発現の調節」にも目を通しておくことが望ましい） 
5 回 教科書 5 章「細胞の膜構造と細胞内小器官」を読んで、疑問をまとめてく
る。（6 章「細胞骨格」にも目を通しておくことが望ましい） 
6 回 教科書 7 章「代謝」 

 



年度 2014 
授業コード FSB14210 
成績評価 定期試験 60％、課題提出 40％で成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物化学科(13〜13) 
見出し FSB14210 生物無機化学Ⅰ 
担当教員名 尾堂 順一 
単位数 2 
教科書 下記の教科書と配布したプリントを使用する。 

 生物無機化学／桜井 弘，⽥中 久編著／廣川書店 
アクティブラーニング  
キーワード 必須微量金属元素，金属含有タンパク質，生理活性，生命現象 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  自由記述は，以下の２件でした。 

１）配布されたプリントの解答をもらえると嬉しい。 ２）もう少し、詳細に機構
等を解説してほしいです。 
 「問題プリントの解答がほしい」との記述：小問題に対しては，添削をする様
に⼼掛けています。添削した後は，単に○×を付けるだけでなく，解説も付けて
返却しているので，ぜひ添削を利用して頂きたいと思います。 
 「反応機構等を解説してほしい」との記述：生体内で機能する金属錯体は多岐
に渡るので，本講義ではその中から重要なものだけを取り上げています。それら
金属錯体の機能だけでなく，反 

科目名 生物無機化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義内容に合わせて適宜指示をする。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB14210 
実務経験のある教員  
達成目標 ・生体内には微量の必須金属イオンが存在していることを説明できる 

・金属イオンが疾病と関連している事を説明できる 
・金属錯体に関わる用語（配位子，配位結合，配位構造など）を説明できる 
・酸素を運搬するヘモグロビンの構造と機能を説明できる 
・電子の授受に関わる鉄含有タンパク質の構造と機能を説明できる 
・電子の授受に関わる銅(II)含有タンパク質の構造と機能を説明できる 
・亜鉛タンパク質の構造と機能を説明できる 
・カルシウム結合タンパク質の構造と機能を説明できる 

受講者へのコメント  講義では，毎時間プリントを用意して，理解を深めて頂く努力をしています。
授業中は，できるだけ文字を大きく板書すると共に，大切な用語や内容について
は色を変えて書くようにしています。また，⿊板の左端から右へと板書すること
により，板書した内容を早く消さない様に，いろいろと⼯夫をしています。 



 生物無機化学 I では，我々の体内での金属酵素の働きを勉強することにより，
ミネラルがいかに大切かが理解できると思います。普段の⾷生活にもつながる内
容なので，しっかりと勉強して頂きたいと思います。 
 なお，講義内容を十分に理解 

連絡先 １号館３階の尾堂研究室（odo@dbc.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  項目[A]では、講義への出席率もよく、かつ授業時間以外の学習にも取り組ん
でいる受講生が多いことが分かった。項目[B]では、ほとんどの受講生がこの分
野への理解が深まったと回答している。項目[C]では、授業の目標をほぼ達成し
た（７８％）、教員の意欲を感じた（９７％）、講義に対する満足度（９３％）と
まずまずの回答結果となった。項目[E]では、授業の手法・進行・教材等に対する
要望は特になかった。以上の事から、受講生にはほぼ満足してもらえたと思う。 
 ただ，次年度以降も講義を更に⼯夫することにより，更に内容の理解 

英文科目名 Bioinorganic Chemistry I 
関連科目 「生物無機化学 II」を続けて受講すると、更に生物無機化学の分野に対する興味

が広がる。 
次回に向けての改善変更予定  現状の講義の方針を大きく変更する予定はありませんが，生物無機化学の分野

における最新のホットな話題も取り入れて，更に興味を引く講義にしたいと思っ
ています。 
 なお，講義内容を十分に理解してもらうために，項目が終わる毎に小問題を配
布し，解答してもらっています。この小問題に関しても内容を充実させる予定で
す。 

講義目的  我々の体は，多くの元素から構成されています。その中に，鉄，銅，亜鉛，マ
ンガン，ヨウ素，コバルトなどの必須微量金属元素があります。これらの金属元
素は，生体内では非常に微量しか存在しませんが，それら金属イオンを含むタン
パク質は，生体内で多くの重要な生命現象に関与しています。 
 本講義では，これらの金属イオンを含む含有タンパク質（又は酵素）に焦点を
絞り、生体内での存在様式とその機能等について解説し，生命現象に関わる金属
イオンの役割を学習するのを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 第 1 回 今後の講義内容の確認をする。 

第 2 回 生体内の金属イオンの種類や存在状態等を理解するために、教科書の
「1. 序論 生命と無機元素」の項を予習しておくこと。 
第 3 回 生体内の金属イオンと疾病との関わりを理解するために、教科書の「1. 
序論 生命と無機元素」の項を予習しておくこと。 
第 4 回 事前に配布したプリントを熟読すると共と，配位子，配位結合，非共有
電子対など基礎事項について予習しておくこと。 
第 5 回 生体内で重要な役割を果たしている鉄含有タンパク質の種類や機能を
理解するために，教科書の「 

 



年度 2014 
授業コード FSB14220 
成績評価 定期試験 60％、課題提出 40％で成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物化学科(〜13) 
見出し FSB14220 生物無機化学Ⅰ(再) 
担当教員名 尾堂 順一 
単位数 2 
教科書 下記の教科書と配布したプリントを使用する。 

 生物無機化学／桜井 弘，⽥中 久編著／廣川書店 
アクティブラーニング  
キーワード 必須微量金属元素，金属含有タンパク質，生理活性，生命現象 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  自由記述は１件のみでした。「課題（プリント）のお陰で，自分の理解度が分か

るので便利だった。」 
講義内容を十分に理解してもらうために，項目が終わる毎に小問題（課題ではな
く自主的な勉強を促すことを目的としている）を配布し，自主的に解答してもら
っている。解答に対しては，必ず添削をしてから本人に返却している。 

科目名 生物無機化学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義内容に合わせて適宜指示をする。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB14220 
実務経験のある教員  
達成目標 ・生体内には微量の必須金属イオンが存在していることを説明できる 

・金属イオンが疾病と関連している事を説明できる 
・金属錯体に関わる用語（配位子，配位結合，配位構造など）を説明できる 
・カルシウム結合タンパク質の構造と機能を説明できる 
・酸素を運搬するヘモグロビンの構造と機能を説明できる 
・活性酸素を消去する鉄タンパク質の構造と機能を説明できる 
・亜鉛タンパク質の構造と機能を説明できる 

受講者へのコメント  講義では，毎時間プリントを用意して，理解を深めて頂く努力をしています。
授業中は，できるだけ文字を大きく板書すると共に，大切な用語や内容について
は色を変えて書くようにしています。また，⿊板の左端から右へと板書すること
により，板書した内容を早く消さない様に，いろいろと⼯夫をしています。 
 生物無機化学 I では，我々の体内での金属酵素の働きを勉強することにより，
ミネラルがいかに大切かが理解できると思います。普段の⾷生活にもつながる内
容なので，しっかりと勉強して頂きたいと思います。 
 なお，講義内容を十分に理解 

連絡先 １号館３階の尾堂研究室（odo@dbc.ous.ac.jp） 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  項目[A]では、講義への出席率もよく、かつ授業時間以外の学習にも取り組ん
でいる受講生が多いことが分かった。項目[B]では、80%以上の受講生がこの分
野への理解が深まったと回答している。項目[C]では、授業の目標をほぼ達成し
た（８３％）、教員の意欲を感じた（９６％）、講義に対する満足度（９４％）と
満足すべき回答結果となった。項目[E]では、授業の手法・進行・教材等に対する
要望は特になかった。以上の事から、受講生にはほぼ満足してもらえたと思う。 
 ただ，次年度以降も講義を更に⼯夫することにより，更に内容の理 

英文科目名 Bioinorganic Chemistry I 
関連科目 「生物無機化学 II」を続けて受講すると、更に生物無機化学の分野に対する興味

が広がる。 
次回に向けての改善変更予定  現状の講義の方針を大きく変更する予定はありませんが，生物無機化学の分野

における最新のホットな話題も取り入れて，更に興味を引く講義にしたいと思っ
ています。 
 なお，講義内容を十分に理解してもらうために，項目が終わる毎に小問題を配
布し，解答してもらっています。この小問題に関しても内容を充実させる予定で
す。 

講義目的  我々の体は，多くの元素から構成されています。その中に，鉄，銅，亜鉛，マ
ンガン，ヨウ素，コバルトなどの必須微量金属元素があります。これらの金属元
素は，生体内では非常に微量しか存在しませんが，それら金属イオンを含むタン
パク質は，生体内で多くの重要な生命現象に関与しています。 
 本講義では，これらの金属イオンを含む含有タンパク質（又は酵素）に焦点を
絞り、生体内での存在様式とその機能等について解説し，生命現象に関わる金属
イオンの役割を学習するのを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 第 1 回 今後の講義内容の確認をする。 

第 2 回 生体内の金属イオンの種類や存在状態等を理解するために、教科書の
「1. 序論 生命と無機元素」の項を予習しておくこと。 
第 3 回 生体内の金属イオンと疾病との関わりを理解するために、教科書の「1. 
序論 生命と無機元素」の項を予習しておくこと。 
第 4 回 事前に配布したプリントを熟読すると共と，配位子，配位結合，非共有
電子対など基礎事項について予習しておくこと。 
第 5 回 カルシウム結合タンパク質の種類と機能を理解するために、教科書の
「2.7 カルシウム結合タ 

 



年度 2014 
授業コード FSB14310 
成績評価 定期試験（80％）およびレポート（20%）で評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学科(〜09) 
見出し FSB14310 発生生物学(再) 
担当教員名 南 善子 
単位数 2 
教科書 指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 発生，細胞，組織，受精，遺伝子，分化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 学生履修せず 
科目名 発生生物学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 発生生物学（基礎生物学テキストシリーズ 5）化学同人 

生化学辞典 第４版/東京化学同人 
Essential 細胞生物学／中村桂子・松原謙一監訳／南江堂 

授業形態 講義 
注意備考 細胞生物学 II の講義を受けていることが望ましい 
シラバスコード FSB14310 
実務経験のある教員  
達成目標 ・生命がどのように誕生するのか理解出来るようになる 

・生物がどのように形を作っていくのか理解できるようになる 
・生物の生と死，連続性といった課題を考えられるようになる 

受講者へのコメント 学生履修せず 
連絡先 1 号館 1F 研究室（南）minami@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 学生履修せず 
英文科目名 Developmental Biology 
関連科目 細胞生物学 I, II 
次回に向けての改善変更予定 学生履修せず 
講義目的 主に動物の発生について，たった 1 つの受精卵からいかにして複雑な体が作られ

るか（形態形成）について解説する。多様な多細胞生物の個体としての成り立ち
を決める課程である，胚発生，体軸決定などに関する遺伝子の発現とその調節メ
カニズムを説明する。さらに，幹細胞と体細胞の成り立ちやがん，⽼化，再生な
どの最近の話題についても紹介する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  発生学小史。現代までの発生生物学の進展について説明する。 



2 回  生命誕生の不思議を NHK ビデオを鑑賞し、その後解説する。 
3 回  減数分裂の仕組みについて，説明する。 
4 回  細胞周期がどのように調節されているかについて，説明する。 
5 回  植物の生殖。配偶子形成について，説明をする。 
6 回  植物の生殖。受精と初期発生について，説明をする。 
7 回  小テスト。これまでの内容について，小テストを行い、その後，テストの
解説をする。 
8 回  動物の生殖、受精。受精のメカニズムについて、分子レベルで説 

準備学習 1 回  命が生まれるということについて、参考書などで調べておくこと。 
2 回  受精から，どのように形が作られて行くのか，参考書などで調べておくこ
と。 
3 回  体細胞分裂について復習しておくこと。 
4 回  前回の講義を良く復習して理解をしておくこと。 
5 回  植物の生殖について、高校の教科書，参考書を読み直しておくこと。 
6 回  前回の講義内容を良く復習しておくこと。 
7 回  これまでの内容について，よく勉強しておくこと。 
8 回  植物の生殖について、高校の教科書，参考書を読み直しておくこと。 
9 回  外胚 

 



年度 2014 
授業コード FSB14410 
成績評価 定期試験 60％、課題提出 40％で成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物化学科(〜12) 
見出し FSB14410 生物無機化学Ⅱ 
担当教員名 尾堂 順一 
単位数 2 
教科書 下記の教科書と配布したプリントを使用する。 

 生物無機化学／桜井 弘，⽥中 久編著／廣川書店 
アクティブラーニング  
キーワード 金属錯体，医薬品，抗腫瘍活性，解毒作用 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 自由記述は，以下の５件でした。 

 １）分かりやすく、この分野の理解が深まったと同時に興味，感⼼も深まりま
した。ありがとうございました。 ２）字が小さく感じる。 ３）教科書が自習し
にくく感じた。 ４）話がおもしろく、生物無機化学 I に比べ集中できた。 ５）
教科書の枠を超えた分野まで広く扱っていただけて良かったです。 
 「教科書が自習しにくい」との記述：これを補うためにほぼ毎回プリントを準
備し，教科書では復習しにくい内容あるいは理解しにくい内容に対応できる様に
⼼掛けています。ただ，不十分な点もあると思いま 

科目名 生物無機化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義内容に合わせて適宜指示をする。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB14410 
実務経験のある教員  
達成目標 ・シスプラチンの構造と抗腫瘍活性との関係を説明できる 

・抗腫瘍活性を示すブレオマイシンの構造と機能を説明できる 
・腫瘍親和性感光色素による抗がん効果を説明できる 
・放射線の種類と性質を説明できる 
・放射性同位元素を含む医薬品が医療分野でどのように利用されているか説明で
きる 
・疾病と関連する活性酸素を消去する金属酵素の機能を説明できる 
・医薬品の代謝にシトクロム P-450 がどの様に関わるか説明できる 
・メタロチオネインが体内に取り込まれた過剰の金属イオンをどの様にして無毒
化するかを説明 できる 

受講者へのコメント  講義では，毎時間プリントを用意して，理解を深めて頂く努力をしています。
授業中は，できるだけ文字を大きく板書すると共に，大切な用語や内容について
は色を変えて書くようにしています。また，⿊板の左端から右へと板書すること



により，板書した内容を早く消さない様に，いろいろと⼯夫をしています。 
 生物無機化学 II では，様々な金属イオンを含む錯体が疾病の治療や予防に関
与していることが理解できればと思います。金属イオンは毒性もありますが，そ
の毒性を有効利用するという考えもあるという事を理解できればと思います。 
 なお， 

連絡先 １号館３階の尾堂研究室（odo@dbc.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  項目[A]では、講義への出席率もよく、かつ授業時間以外の学習にも取り組ん
でいる受講生が多いことが分かった。項目[B]では、ほとんどの受講生がこの分
野への理解が深まったと回答している。項目[C]では、授業の目標をほぼ達成し
た（７３％）、教員の意欲を感じた（７２％）、講義に対する満足度（８７％）と
まずまずの回答結果となった。項目[E]では、授業の手法・進行・教材等に対する
要望は特になかった。以上の事から、受講生にはほぼ満足してもらえたと思う。 
 ただ，次年度以降も講義を更に⼯夫することにより，更に満足しても 

英文科目名 Bioinorganic Chemistry II 
関連科目 「生物無機化学 I」の講義内容を復習しておくと、更に理解が深まる。 
次回に向けての改善変更予定  講義内容を十分に理解してもらうために，現在は，適宜プリントの配布を行っ

ているが，そのプリントの内容を更に検討する予定である。その検討結果を基に，
次年度は新しい内容でのプリントを使って講義をする予定である。特に，この分
野は日進月歩なので，最新のホットな話題も取り入れて，更に興味を引く講義に
したいと思っている。 
 なお，講義内容を十分に理解してもらうために，項目が終わる毎に小問題を配
布し，解答してもらっています。この小問題に関しても内容を充実させる予定で
す。 

講義目的  金属錯体は様々な生理活性を有することが知られており，様々な分野で応用さ
れている。その中で，白金イオンを含むシスプラチンや鉄イオンを含むブレオマ
イシンなどの金属錯体は，強い抗腫瘍活性を示すので，抗癌剤として実際に利用
されている。本講義では，先ず，この様な疾病の治療に利用されている金属錯体
について解説し，次に，生体内に取り込まれた毒性のある有機物や重金属イオン
などの解毒に関わる生体分子についても解説することを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 第 1 回 今後の講義内容の確認をする。 

第 2 回 教科書「3.4 抗がん活性をもつ白金錯体」を読み、白金錯体の種類と
DNA に対する相互作用について予習しておくこと。 
第 3 回 教科書「3.4 抗がん活性をもつ白金錯体」を読み、白金錯体の抗がん作
用のメカニズムについて予習しておくこと。 
第 4 回 教科書「3.2 DNA を切断する金属錯体」を読み、DNA の構造及び DNA
と相互作用する化合物について予習しておくこと。 
第 5 回 教科書「3.2 DNA を切断する金属錯体」を読み、ブレオマイシンの抗腫
瘍活性の反応メカ 



 



年度 2014 
授業コード FSB14510 
成績評価 中間試験（50%）と定期試験（50%）の成績で評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物化学科(〜13) 
見出し FSB14510 進化生物学 
担当教員名 猪口 雅彦、南 善子 
単位数 2 
教科書 必要に応じてプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生命の起原，生物の進化，生物の多様性，動物の発生，形態形成，遺伝子，タン

パク質，細胞，組織，分化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 進化生物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 化学進化・細胞進化（シリーズ進化学 3）（岩波書店） 

発生と進化（シリーズ進化学 4）（岩波書店） 
発生生物学（基礎生物学テキストシリーズ 5）（東京化学同人） 
生化学辞典 第４版（東京化学同人） 
Essential 細胞生物学（南江堂） 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB14510 
実務経験のある教員  
達成目標 生物のもつ普遍性や多様性について、 

・生体物質の共通性と遺伝子配列やタンパク質分子構造の変化 
・原核生物と真核生物の共通性と相違点 
・単細胞生物と多細胞生物の共通性と相違点などを進化の観点から一貫的・網羅
的に説明できる様になること。 
また、複雑な多細胞の生物体の発生について、 
・単細胞の受精卵から体制が複雑化して行く過程・形態や機能の分化を決めるメ
カニズムなどを系統立てて説明できるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 猪口研究室 1 号館 2 階，ino@dbc.ous.ac.jp 

南研究室 1 号館 1 階，minami@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Evolution and Biology 



関連科目 生物化学 I〜III，細胞生物学 I〜II，分子遺伝学 I〜II，植物科学 I〜II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生命の起原から細胞の進化、性の分化、多細胞生物の誕生までの進化の過程を辿

ることで、現在の生物に見られる普遍性と多様性が生じた必然を解説する。（猪
口が担当）また、現在の多細胞動物が、たった 1 つの受精卵からどのようにして
複雑な体を作っていくのかを解説することで、多様な生物種の個体としての成り
立ちを決めるメカニズム（胚発生，体軸決定，分化）について説明する。（南が担
当） 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【生命 40 億年の歴史】全体の講義計画について説明を行う。また、地球の

歴史の中で生命の誕生から現在の多様な生物による世界までの進化を俯瞰し、今
後の講義の導入とする。 
2 回 【さまざまな進化論】人間の生物進化に対する認識の変遷を地質年代と化石
を中⼼に説明し、近代以降の主要な進化論の考え方について解説する。 
3 回 【分子進化】生物進化の痕跡としての遺伝情報の変化とタンパク質進化につ
いて解説する。 
4 回 【化学進化と生命の起原】生命誕生に至る原始地球環境中での有機化学物質
の非生物的生成と複雑化、および原初生 

準備学習 1 回 本やネットで調べるなどして、進化について自分なりの興味・疑問をもつよ
うにしておくこと。 
2 回 進化論にはどのようなものがあるか調べておく。またダーウィンの進化論
の骨子について調べておくこと。 
3 回 遺伝情報とタンパク質の一次構造の関係について復習しておくこと。 
4 回 生体を構成する基本分子の種類と構造について復習しておくこと。 
5 回 原核細胞と真核細胞の構造的特徴と細胞小器官の機能について復習してお
くこと。 
6 回 無性生殖と有性生殖時の細胞分裂のしかたについて復習しておくこと。 
7 回 細胞の分化につ 

 



年度 2014 
授業コード FSB14710 
成績評価 定期試験の成績により評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学科(〜12) 
見出し FSB14710 植物科学Ⅰ 
担当教員名 猪口 雅彦 
単位数 2 
教科書 講義時にプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 植物生理，植物の発育，植物の代謝，光合成 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 植物科学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 テイツ／ザイガー 植物生理学（第 3 版）、L. テイツ, E. ザイガー（編）、⻄谷和

彦, 島崎研一郎（監訳）、培風館（2004） ISBN 4-563-07784-4 
（上記参考書の原書新版。英語の勉強にもなるのでオススメ→）Plant Physiology, 
5th Ed., Taiz, L. and Zeiger, E., Eds., Sinauer Associates, Inc. (2010) ISBN 978-0-
87893-866-7 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB14710 
実務経験のある教員  
達成目標 植物の生⻑過程における環境応答を現象論的に理解するとともに、環境刺激の受

容メカニズムとホルモンによる生⻑調節を理解する。また、光合成によるエネル
ギー獲得の代謝メカニズムと、そのエネルギーが炭素同化・窒素同化や各種生合
成反応にどのように用いられるかを理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 2 階，ino@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Plant Science I 
関連科目 細胞生物学 I，生物化学 III，植物科学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 植物科学―植物の生物科学について、主に高等（種子）植物の個体〜細胞レベル

での現象について解説していく。特に、植物個体の生⻑過程とエネルギーフロー
に重点をおく。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 【オリエンテーション】全体の講義計画について説明を行う。 
2 回 【高等植物の生活環】高等植物の一生における胞子体世代と配偶体世代につ
いて、世代交代における核相の移り変わりとそれぞれの生⻑過程を解説する。 
3 回 【生⻑と分化】高等植物の胞子体世代の生⻑過程を 4 つの段階に分けて、そ
れぞれの生⻑の特徴を解説するとともに、植物の形態形成の基本メカニズムを解
説する。 
4 回 【環境応答反応】植物が環境刺激を受けて生⻑を変化させる現象を、光刺激
と重力刺激を中⼼に解説する。 
5 回 【植物ホルモン（１）】植物ホルモン 

準備学習 1 回 本講義に期待する内容を考えておく。 
2 回 植物の一生はいつ始り、いつ終わるのかを考えておく。 
3 回 生物の生⻑（＝体が大きくなること）はどのようにして起こるのかを考えて
おく。 
4 回 植物の生⻑に影響を与える環境刺激にはどのようなものがあるかを考えて
おく。 
5 回 ホルモンとはどのような特徴を持つか調べておく。 
6 回 植物ホルモンの種類と、それらがどのような化学物質であるかを調べてお
く。 
7 回 第６回までの講義ノートを整理し、疑問点をまとめておく。 
8 回 植物細胞の細胞小器官とその役割についてまとめてお 

 



年度 2014 
授業コード FSB14810 
成績評価 定期試験の成績により評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物化学科(〜12) 
見出し FSB14810 植物科学Ⅱ 
担当教員名 猪口 雅彦 
単位数 2 
教科書 講義時にプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 植物分子生理学，細胞内信号伝達，転写制御 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 植物科学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 テイツ／ザイガー 植物生理学（第 3 版）、L. テイツ, E. ザイガー（編）、⻄谷和

彦, 島崎研一郎（監訳）、培風館（2004） ISBN 4-563-07784-4 
（上記参考書の原書新版。英語の勉強にもなるのでオススメ→）Plant Physiology, 
5th Ed., Taiz, L. and Zeiger, E., Eds., Sinauer Associates, Inc. (2010) ISBN 978-0-
87893-866-7 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB14810 
実務経験のある教員  
達成目標 下記の現象の分子メカニズムを理解して説明できる様になる。 

・受容体による刺激の認識と、細胞内信号への変換 
・細胞内因子による信号伝達・真核生物遺伝子の転写制御 
また、生理現象の分子メカニズムを探る方法として 
・突然変異を用いた遺伝学的解析法 
・機能タンパク質の活性化剤・阻害剤を用いた薬理学的解析法 
・遺伝子組換え技術を用いた分子生物学的解析法 
の具体的技術と、利点・欠点について理解して説明できる様になる。 
さらに、それらを総合して、特定の植物生理現象について、その分子メカニズム
を演繹的に論じることができる 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 2 階，ino@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Plant Science II 



関連科目 植物科学 I，細胞生物学 II，分子遺伝学 I，分子遺伝学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 植物科学―植物の生物科学について、主に高等（被子）植物の細胞〜分子レベル

での現象について解説していく。特に、植物細胞の刺激応答における信号伝達と
遺伝子発現制御に重点をおく。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 【オリエンテーション】全体の講義計画について説明を行う。 

2 回 【植物細胞内信号伝達概観】生物が環境刺激を受容して応答するまでの「信
号伝達」の考え方について解説する。特に、細胞内において伝達される「信号」
とは何かについて論じる。 
3 回 【受容体】細胞外部からの刺激を感受する装置としての「受容体」を、その
刺激感受メカニズムと細胞内へ刺激を伝達するメカニズムの両面から、いくつか
のタイプに分けて解説する。 
4 回 【細胞内信号伝達因子】多くの細胞で共通して見られる、細胞内で信号を伝
達するメカニズムについて解 

準備学習 1 回 本講義に期待する内容を考えておくこと。 
2 回 タンパク質の立体構造について復習しておくこと。 
3 回 タンパク質によるリガンドの結合やエネルギーの吸収について調べておく
こと。 
4 回 G タンパク質、プロテインキナーゼ、セカンドメッセンジャーについて調
べておくこと。 
5 回 真核生物遺伝子の転写メカニズムについて調べておくこと。 
6 回 突然変異やアゴニスト・アンタゴニストについて調べておくこと。 
7 回 植物組織培養とはどのような技術かについて調べておくこと。 
8 回 一般的な細胞への遺伝子導入技術について調べ 

 



年度 2014 
授業コード FSB14911 
成績評価 定期試験の成績（80％）に小テスト（20％）などの評価を加味して行う。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学科(〜09) 
見出し FSB14911 ゲノム情報生物学 
担当教員名 池⽥ 正五 
単位数 2 
教科書 分子遺伝学（第３版）／T.A. Brown 著 ⻄郷薫監訳／（東京化学同人）／978-4-

807905015 
アクティブラーニング  
キーワード 遺伝子クローニング、ベクター、DNA の分析・解析法、遺伝子⼯学の産業・医

療への利用 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ゲノム情報生物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 遺伝子⼯学／近藤昭彦、芝崎誠司／化学同人 

遺伝子⼯学の原理／藤原伸介／三共出版 
バイオテクノロジーテキストシリーズ 遺伝子⼯学／柴 忠義／（IBS 出版）：上級
バイオ技術者認定試験問題集／（IBS 出版） 

授業形態 講義 
注意備考 上記教科書の他、講義内容に関する補充プリントも配布する。 
シラバスコード FSB14911 
実務経験のある教員  
達成目標 １）遺伝子⼯学で用いる酵素や宿主-ベクター系について説明できる 

２）DNA の分析法、塩基配列決定法、PCR、ハイブリダイゼーションなどにつ
いて原理が説明できる 
３）遺伝子⼯学の産業・医療への利用について説明できる 
４）上級バイオ技術者認定試験の遺伝子関連の問題が解ける 

受講者へのコメント  
連絡先 池⽥研究室 1 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Genome Biology 
関連科目 「分子遺伝学Ⅰ」と「分子遺伝学 II」を履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  バイオテクノロジーのなかの中⼼的技術のひとつである遺伝子⼯学は、産業や

医療のさまざま面でひろく利用されはじめている。これらの技術は、「分子遺伝



学」の基礎研究で得られた知見の応用であるので、分子遺伝学的に原理を理解す
ることが重要である。本講義では、まず、遺伝子組換え後術に用いられる酵素の
基本的な性質やベクターの機能について説明する。つづいて、DNA の分析法、
塩基配列決定法、PCR、ハイブリダイゼーションなどの原理について説明する。
そして、これらの技術の産業・医療への利用について解説する。また、上級バイ
オ技 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 遺伝子⼯学を理解するために必要な核酸の構造を説明する。 

2 回 遺伝子クローニングの概要を、大腸菌のプラスミドベクターを用いた場合
を例にして説明する。 
3 回 遺伝子クローニングにおける制限酵素と DNA リガーゼの性質およびその
利用について説明する。 
4 回 大腸菌を宿主とした遺伝子クローニングにおけるクローニングベクターの
種類、性質、およびその利用について説明する。 
5 回 酵⺟、植物、および哺乳類細胞を宿主とした遺伝子クローニングにおけるク
ローニングベクターの種類、性質、およびその利用について説明する。 
 

準備学習 1 回 今回の内容は分子遺伝学Ⅰで既に講義しているので、教科書の３章を読ん
で、ヌクレオチドや DNA の構造について復習しておくこと。 
2 回 教科書の 20 章-1 を読み、遺伝子クローニングの概要について予習しておく
こと。 
3 回 教科書の 20 章-2 を読み、制限酵素とリガーゼのはたらきについて予習して
おくこと。 
4 回 教科書の 20 章-3 を読み、大腸菌のクローニングベクターについて予習して
おくこと。 
5 回 教科書の 20 章-4 を読み、真核生物のためのクローニングベクターについて
予習しておくこと。 
6 回 配布プリントの該当 

 



年度 2014 
授業コード FSB15011 
成績評価 講義中の課題（10％）と定期試験（90％）により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学科(〜09) 
見出し FSB15011 酵素化学 
担当教員名 三井 亮司 
単位数 2 
教科書 酵素の科学／藤本大三郎著／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 酵素 生体触媒 代謝 タンパク質 酵素の精製 微生物 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 酵素化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 コーン・スタンプ 生化学〔第 5 版〕／E. E. Conn, P. K. Stumpf 著, ⽥宮 信雄, 

八⽊ 達彦 訳／東京化学同人 
応用酵素学概論／喜多 恵子 著／コロナ社 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB15011 
実務経験のある教員  
達成目標 生体触媒、酵素とはどのようなものであるかを理解する。 

活性発現のメカニズム(タンパク質の高次構造と活性部位形成）を理解する。 
酵素の製造、精製法と分析法を理解する。 
微生物の多様性が多様な酵素源となり産業応用への優位性へとつながることを
理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館１階 応用微生物学研究室 / Mail: rmitsui@dbc.ous.ac.jp / Phone: 086-

256-9708 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Enzyme Chemistry 
関連科目 生物化学 II 応用微生物学 ⾷品機能化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 酵素とは生物が生きるために必要とするエネルギーの獲得や生体成分の供給な

ど、いわゆる代謝を支える重要な役割を持つ。私達人間は様々な生物が生きるた
めに保持する酵素を、生活を豊かにする目的で利用している。産業利用される酵
素とはどのような酵素で、利用を目的とした酵素の微生物などからの探索方法、



抽出方法、精製方法を習得する。また、医療、⾷糧、環境、エネルギーといった、
私達の生活に密接して酵素が利用されていることを学習する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 酵素発見の歴史と酵素の産業（⾷糧・環境・エネルギー分野）・医療分野で

の利用について概説する。 
2 回  生体触媒としての酵素について、活性発現するためのメカニズムなどを解
説する。 
3 回  産業利用される上で重要な酵素の安定性や高次構造との関連について解説
する。 
4 回 産業利用される酵素の由来や製造方法について解説する。 
5 回  酵素の精製法、純度の検定法などについて解説する。 
6 回  酵素の固定化とその利用法について解説する。 
7 回 産業や医療分野で酵素を利用することのメリットについて解説する。 
8 回 

準備学習 1 回  酵素発見の歴史や身近に利用される酵素などについて調べておくこと。 
2 回  生体触媒としての酵素の化学触媒との共通点と相違点を調べておくこと。 
3 回  タンパク質の高次構造と酵素活性との関係を調べておくこと。 
4 回  微生物と産業用酵素の関係を調べておくこと。 
5 回  カラムクロマトグラフィーの種類と原理、また SDS-PAGE 法についてを
調べておくこと。 
6 回  酵素を固定化することで得られる利点について調べておくこと。 
7 回 化学触媒と生体触媒の違い、産業利用におけるメリット・デメリットについ
て調 

 



年度 2014 
授業コード FSB15110 
成績評価 講義中の課題への取組み（20％）と定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物化学科(〜12) 
見出し FSB15110 生化学計算法 
担当教員名 野上 祐作 
単位数 2 
教科書 わかりやすい化学計算／島原健三・水林久雄共著／三共出版 
アクティブラーニング  
キーワード 物理量、単位、有効数字の取り扱い、酵素反応 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生化学計算法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 随時、紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 関数電卓を持参すること。 
シラバスコード FSB15110 
実務経験のある教員  
達成目標 1）生物化学で必要最低限の化学計算を理解し、実行できるようにすること。 

2）生化学反応を取り上げ、定量的に取り扱えるようにすること。 
3）実験実習で扱う計算についても理解を深めること。 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館３階 汪・宮永研究室（野上） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biochemistry Practice 
関連科目 分析化学Ⅰ、生物化学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 実験実習等で必要とされる項目の演習問題を取り上げ、生物化学分野において最

低限必要な実験測定値の扱い方と計算法を理解させる。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 生物化学分野において必要な数値、計算について解説する。 

2 回 生物化学分野で用いる物理量と単位、および測定値の精度と計算の精度に
ついて説明する。 
3 回 水溶液における濃度表記について解説する。 
4 回 反応の平衡と平衡定数について解説する。 
5 回 電解質の解離度と解離定数について解説する。 



6 回 水の解離度と水素イオン濃度について解説する。 
7 回 分光光度法とそれを用いた定量法について解説する。 
8 回 生物化学分野における分光光度法を用いた分析について解説する。 
9 回 酵素反応に基づいた酵素量の定量的 

準備学習 1 回 生物化学実験などで必要とされる計算法について調べておくこと。 
2 回 物理量とは何かを調べておくこと。有効数字の取り扱いと実験精度につい
て考えてくること。 
3 回 水溶液の濃度表記について調べておくこと。 
4 回 反応の平衡と平衡定数について調べておくこと。 
5 回 電解質の解離度と解離定数について調べておくこと。 
6 回 pH の概念や水の解離度と水素イオン濃度について調べておくこと。 
7 回 分光光度計について予習しておくこと。 
8 回 生物化学分野での分光光度法の利用について調べておくこと。 
9 回 酵素とはど 

 



年度 2014 
授業コード FSB15210 
成績評価 定期試験（70%）および講義中の演習課題提出（30%）で評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物化学科(〜09) 
見出し FSB15210 生体分子モデリング(再) 
担当教員名 ⻘⽊ 宏之 
単位数 2 
教科書 配布プリントを用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード 分子モデリング 分子力学法 分子軌道法 分子動力学シミュレーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体分子モデリング(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 分子軌道法 MOPAC ガイドブック／平野 恒夫、⽥辺 和俊 (編集)／海文堂出版：

パソコンで見る動く分子事典／本間善夫・川端潤 著／講談社 
授業形態 講義 
注意備考 分子データをインターネットを用いて検索し、メールを利用して添付ファイルで

課題の提出を行う。 
シラバスコード FSB15210 
実務経験のある教員  
達成目標 低分子レベルの生体構成分子の構造最適化された分子モデルを作成できること、

および代表的な有機化学反応過程における振動解析や遷移状態を予想すること
等を目的し、インターネット上に公開された生体分子データベースの理解と活用
を目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 １学舎２階研究室 e-mail: aoki@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講対象者がなく、授業アンケートは実施していない。 
英文科目名 Biomolecular Modeling 
関連科目 情報リテラシーI 情報リテラシーII 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 分子の立体構造は、それら分子により構成される物性に関わり、生体分子におい

ては、その構造と機能は極めて重要な関係にある。講義では分子モデリングソフ
ト MOLDA および Winmostar を用い、生体分子モデル構築を演習し、分子力学
法・分子軌道法・分子動力学シミュレーションについて解説する。また、インタ
ーネット上で展開される分子グラフィックスについて解説する。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。分子の立体構造と分子科学
計算について説明する。 
2 回 分子モデリングの導入背景について説明する。 
3 回 分子モデリングソフト MOLDA,Winmostar について説明する。 
4 回 分子構造データ作成１：構造最適化について説明する。 
5 回 分子構造データ作成２：振動解析について説明する。 
6 回 分子データフォーマットの相互変換について説明する。 
7 回 有機化学分子構造データベースについて説明する。 
8 回 生体分子構造データベースについて説明する。 
9 回 分子 

準備学習 1 回 ”分子モデリング”について調べてくる。分子モデリングが活用された、教科
書記載を調査、予習すること。 
2 回 分子の立体構造と分子科学計算について整理復習すること。分子モデリン
グの開発の歴史を予習すること。 
3 回 分子モデリングの導入背景について復習すること。分子モデリングソフト
MOLDA,Winmostar のマニュアルを予習すること。 
4 回 分子モデリングソフト MOLDA,Winmostar の機能について復習すること。
化学構造式から３D モデル変換に関し予習すること。 
5 回 構造最適化解析について復習す 

 



年度 2014 
授業コード FSB15310 
成績評価 定期試験（70%）および講義中の演習課題提出（30%）で評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物化学科(〜09) 
見出し FSB15310 生物物理化学Ⅲ(再) 
担当教員名 ⻘⽊ 宏之 
単位数 2 
教科書 生物物理化学の基礎−生命現象理解のために−／白浜，杉原編著，井上，柴⽥，

山口共著／三共出版／978-4-782704783 
アクティブラーニング  
キーワード 両親媒性分子，２分子膜、分子集合体 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物物理化学Ⅲ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB15310 
実務経験のある教員  
達成目標 1）生体反応系としての生体膜の役割を理解させる。 

2）生命現象における分子集合特性の重要性を理解させる。 
3）生体膜構成成分と生体膜物性との関係を理解させる。 

受講者へのコメント  
連絡先 １学舎２階研究室 e-mail: aoki@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 過年度生対象の為、今年度受講者なし。 
英文科目名 Biophysical Chemistry III 
関連科目 生物物理化学 I,II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 両親媒性を示す脂質分子は、水中で自発的に生体分子の基本骨格構造である２分

子膜を形成する．この生体膜が様々な生命反応の場を形成していること、および
生命の発生過程における生体膜の重要性を概説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。生体内反応と生体膜の役割

について説明する。 
2 回 反応速度論の基礎について説明する。 
3 回 酵素反応速度論について説明する。 



4 回 酵素活性の調節機構について説明する。 
5 回 全定常状態速度論について説明する。 
6 回 薬物速度論について説明する。 
7 回 生体系界面の熱力学について説明する。 
8 回 界面電気現象について説明する。 
9 回 単分子膜と吸着膜について説明する。 
10 回 累積膜・ベシクル・2 分子膜について説明する。 
11 回 生体膜の構成成分と構造につ 

準備学習 1 回 生体内反応における”生体膜”の役割について、考え調べてくること。生体内
反応の速度過程について予習すること。 
2 回 生体内反応と生体膜の役割について復習すること。反応速度論に関し予習
すること。 
3 回 反応速度論の基礎について復習すること。酵素反応速度論に関し予習する
こと. 
4 回 酵素反応速度論について復習すること。酵素活性の調節機構に関し予習す
ること。 
5 回 酵素活性の調節機構について復習すること。全定常状態速度論に関し予習
すること。 
6 回 全定常状態速度論について復習すること。薬物速度論に関し予習す 

 



年度 2014 
授業コード FSB15510 
成績評価 定期試験 100％により評価する。 

但し，定期試験においては基準点を設け。得点が 100 点満点中 60 点未満は不合
格とする。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学科(〜12) 
見出し FSB15510 薬品合成化学 
担当教員名 大平 進 
単位数 2 
教科書 有機合成の戦略／C.L.ウイリス，M.ウイリス／化学同人 
アクティブラーニング  
キーワード 逆合成，反応機構 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 薬品合成化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とする。 

授業中に配布する小問題を中⼼に有機化学を勉強すること。 
シラバスコード FSB15510 
実務経験のある教員  
達成目標 医薬，農薬等の有機化合物を選択的につくるための有機化学反応を，以下の観点

から理解させる。 
1）炭素−炭素結合生成反応 
2）カルボニル化合物の反応 
3）酸化レベルと官能基変換 
4）保護基 
5）官能基選択性，位置選択性，立体選択性 

受講者へのコメント 特になし 
連絡先 １号館２Ｆ 大平研究室 086-256-9425 sohira@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね満足できる評価である 
英文科目名 Medicinal Synthetic Chemistry 
関連科目 有機化学 I,II,III,IV  天然物化学，薬品応用化学 
次回に向けての改善変更予定 授業ごとに行う演習問題を充実させていく 
講義目的 種々の構造の化合物を人⼯的に化学合成し薬効を調べる過程は新薬開発には欠

かせない。本講義では望む構造をもつ有機化合物を選択的効率的に合成するため



の有機化学について学ぶ。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。医薬品合成と有機化学の関わり，講義の範囲等につい

て説明する。 
（大平 進） 
2 回 有機化学反応理解の基本，結合の極性と曲がった矢印の使い方について説
明する。 
（大平 進） 
3 回 有機化学Ｉ-ＩＶで学んだ炭素炭素結合生成反応について，有機合成化学的
見方を説明する。 
（大平 進） 
4 回 簡単な標的化合物を例に逆合成の考え方と方法を説明する。 
（大平 進） 
5 回 標的化合物の潜在極性，極性変換の概念について説明する。 
（大平 進） 
6 回 環状化合物の合成法，分子内反応の有為さについて説 

準備学習 1 回 授業内容の確認と復習。第２回目授業までに有機化学 I-IV の復習をしてお
くこと。 
2 回 結合の極性と曲がった矢印の書き方を復習すること，第３回目授業までに
有機化学 I-IV の復習をしておくこと。 
3 回 炭素炭素結合生成反応について復習すること，第４回目授業までに逆合成
の方法について予習しておくこと。 
4 回 複数の逆合成経路を理解するよう復習すること。第５回目授業までに潜在
極性，極性変換について予習しておくこと。 
5 回 潜在極性，極性変換の意味を理解できるよう復習すること。第６回授業まで
に環状化合物の合成 

 



年度 2014 
授業コード FSB15710 
成績評価 定期試験（100％）で評価を行なう。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物化学科(13〜13) 
見出し FSB15710 細胞生物学Ⅰ 
担当教員名 南 善子 
単位数 2 
教科書 コーン・スタンプ 生化学 第５版／⽥宮信雄・八⽊達彦訳／東京化学同人／

978-4-807902996 
プリントを適時、必要に応じて配布する。 

アクティブラーニング  
キーワード 細胞，生体高分子 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 Essential 細胞生物学や The Cell を教科書指定をしても良いという意見がありま

した。 
内容量が多く値段も高い教科書ですので、もう少し使いやすいものを考えるつも
りです。 
その他，一人から「面白みがない」，もう一人から「板書が多すぎる」という意見
がありました。 

科目名 細胞生物学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 化学同人生化学辞典 第４版/東京化学同人 

Essential 細胞生物学 第３版/南江堂 
授業形態 講義 
注意備考 １回目の講義の最初に，講義の方法について説明を行うので，必ず出席すること。 

本講義は，再履修の学生は受講出来ないので注意すること。全ての再履修の学生
は，後期の細胞生物 I（再）を受講すること。 

シラバスコード FSB15710 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 細胞を立体的に動的に捉えることが出来るようになる。 

② 細胞を構成する生体分子の動きを知る。 
③ 細胞の中で起こる生命現象を理解する。 
④ 生物学の基本を理解する 

受講者へのコメント 講義中にも伝えているが、家での復習が重要。講義ノートをまとめ直すことをし
てみて下さい。 

連絡先 1 号館 1F 研究室（南） minami@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価を見ると大半の人が目標達成、教員の意欲、満足度と良い評価をしてい
る。大半の人が、講義に対して良く取り組めたと思われる。 



英文科目名 Cell Biology I 
関連科目 細胞生物学 II 

生物化学 I, II, III 
次回に向けての改善変更予定 教科書を使う予定 
講義目的 生命はどのように維持されているのか？その疑問に対する答えを探りながら，細

胞の精巧な仕組みを学ぶ。細胞を立体的に動的に捉え，その全体像から分子レベ
ルまで掘り下げて講義を進める。本講義の目的は，生化学・分子生物学の基礎的
な理解を得ることにある。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  イントロダクション。生命について、一般的な定義を解説する 

2 回  真核生物の構造。細胞内の細胞小器官について，一通り説明する。 
3 回  膜の構造と性質。生体膜を構成する分子、生体膜の性質について解説する。 
4 回  膜輸送（1）。膜輸送タンパク質について，解説する。 
5 回  膜輸送（2）。膜輸送タンパク質による，実際の分子の輸送の例を挙げて，
説明する。 
6 回  核の構造と機能について，説明する。 
7 回  DNA からタンパク質へ（1）。DNA の複製、RNA への転写，タンパク質
への翻訳について，説明する 

準備学習 1 回  高校の生物の教科書で、細胞についてよく復習しておくこと。 
2 回  真核生物の細胞内小器官について、復習しておくこと。 
3 回  生体膜はどんな性質か，高校レベルの内容を理解しておくこと。 
4 回  前回の生体膜の性質を良く復習しておくこと。 
5 回  前回の膜輸送について良く復習しておくこと。 
6 回  遺伝子とは何かを理解しておくこと。 
7 回  核の中で行われること、細胞質で行われること区別して、良く理解してお
くこと。 
8 回  DNA, RNA, タンパク質の構造を復習しておくこと。 
9 回  酸素呼吸と 

 



年度 2014 
授業コード FSB15720 
成績評価 ノート提出（50%）と定期試験（50％）で評価を行なう。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物化学科(〜13) 
見出し FSB15720 細胞生物学Ⅰ(再) 
担当教員名 南 善子 
単位数 2 
教科書 コーン・スタンプ 生化学 第５版／⽥宮信雄・八⽊達彦訳／東京化学同人 

また、プリントを適時，必要に応じて配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 細胞，生体高分子 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「席指定をしないでほしい」 

見えなければ変更可能。 
「送り仮名の間違いをなおしてほしい」 
努力はします 

科目名 細胞生物学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Essential 細胞生物学 第３版／南江堂 
授業形態 講義 
注意備考 １回目の講義の最初に，講義の方法について説明を行うので，必ず出席すること。 
シラバスコード FSB15720 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 細胞を立体的に動的に捉えることが出来るようになる。 

② 細胞を構成する生体分子の動きを知る。 
③ 細胞の中で起こる生命現象を理解する。 
④ 生物学の基本を理解する 

受講者へのコメント 講義を休まない，講義ノートの提出をきちんとする 
連絡先 1 号館 1F 研究室（南） minami@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標達成度，教員の意欲、授業の満足度は，約半数が「満足」で，かなり優しく
話している割には低いと思う 

英文科目名 Cell Biology I 
関連科目 細胞生物学 II 

生物化学 I, II, III 
次回に向けての改善変更予定 まだ理解が不十分なようなので解説を増やす 
講義目的 生命はどのように維持されているのか？その疑問に対する答えを探りながら，細

胞の精巧な仕組みを学ぶ。細胞を立体的に動的に捉え，その全体像から分子レベ



ルまで掘り下げて講義を進める。本講義の目的は，生化学・分子生物学の基礎的
な理解を得ることにある。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  イントロダクション。生命について、一般的な定義を解説する 

2 回  真核生物の構造。細胞内の細胞小器官について，一通り説明する。 
3 回  膜の構造と性質。生体膜を構成する分子、生体膜の性質について解説する。 
4 回  膜輸送（1）。膜輸送タンパク質について，解説する。 
5 回  膜輸送（2）。膜輸送タンパク質による，実際の分子の輸送の例を挙げて，
説明する。 
6 回  核の構造と機能について，説明する。 
7 回  DNA からタンパク質へ（1）。DNA の複製、RNA への転写，タンパク質
への翻訳について，説明する 

準備学習 1 回  前期の講義で何が問題だったのか，自分でよく考えておくこと。 
2 回  真核生物の細胞内小器官について、復習しておくこと。 
3 回  生体膜はどんな性質か，高校レベルの内容を理解しておくこと。 
4 回  前回の生体膜の性質を良く復習しておくこと。 
5 回  前回の膜輸送について良く復習しておくこと。 
6 回  遺伝子とは何かを理解しておくこと。 
7 回  核の中で行われること、細胞質で行われること区別して、良く理解してお
くこと。 
8 回  DNA, RNA, タンパク質の構造を復習しておくこと。 
9 回  酸素呼吸 

 



年度 2014 
授業コード FSB15810 
成績評価 定期試験（100％）で評価を行なう。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学科(〜13) 
見出し FSB15810 細胞生物学Ⅱ 
担当教員名 南 善子 
単位数 2 
教科書 プリントを適時，必要に応じて配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 細胞，組織，情報伝達 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 教科書を使ってほしいとのこと。今年から教科書指定にしました。 
科目名 細胞生物学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生化学辞典 第４版/東京化学同人 

Essential 細胞生物学 第 3 版／南江堂 
コーン・スタンプ 生化学 第５版／⽥宮信雄・八⽊達彦訳／東京科学同人 

授業形態 講義 
注意備考 前期の細胞生物学 I を理解できていることが望ましい。 

講義の最初の時間に，受講の注意をするので必ず出席すること。 
シラバスコード FSB15810 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 細胞の動きの仕組みを理解できるようになる 

② 組織とはどのような成り立ちをしているか理解できるようになる 
③ 情報伝達の仕組みを理解できるようになる 

受講者へのコメント 全ての講義で同じ。しっかりと復習すること。出来ればその日のうちに。 
連絡先 1 号館 1F 研究室（南）minami@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標達成度、教員の意欲、授業の満足度は，約半数が「感じられた」「満足」とい
うことだったので、もう少し満足度を伸ばすことが出来たらと思う 

英文科目名 Cell Biology II 
関連科目 細胞生物学 I 

生物化学 I, II, III 
進化生物学 

次回に向けての改善変更予定 教科書を使いながら、分かりやすく解説する 
講義目的 細胞生物学 I で学んだ細胞の概要を元に，最新のデ−タも取り入れながら，もう

少し高度な内容への導入を行なう。今後の講義をできる限り理解しやすくするた
めに，より専門的な知識を入れる。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  細胞骨格の種類と構造とその機能。細胞骨格とは何か、その概要を説明す

る。 
2 回  中間径フィラメントの働きを、例を挙げて説明する。 
3 回  微小管の構造と機能を説明する。 
4 回  アクチンフィラメントとミオシンフィラメント。その構造と機能について
説明する。 
5 回  筋収縮のメカニズムについて解説する。 
6 回  細胞分裂の仕組みについて、分子レベルから説明する。 
7 回  減数分裂。体細胞分裂との違いを説明する。 
8 回  細胞分裂の調節がどのようにして行われているのかを，解説する。 
9 回  動物組織の成 

準備学習 1 回  前期の細胞生物学 I の復習をしておくこと。 
2 回  ケラチンやコラーゲンなどの良く耳にするタンパク質について調べておく
こと。 
3 回  細胞小器官の配置や関係を調べておく。 
4 回  私たちの筋肉が動く仕組みを，高校生レベルで理解しておく。 
5 回  前回までの細胞骨格について良く復習しておく。 
6 回  高校レベルの細胞分裂について、復習しておく。 
7 回  前回の細胞分裂をしっかり復習しておく。 
8 回  前回までの細胞分裂の講義を復習しておく。 
9 回  組織とは何かを調べておく。 
10 回  前回の講義を良 

 



年度 2014 
授業コード FSB15910 
成績評価 実験の実施（50%）と実験レポ−トの内容（50%）で成績評価を行なう。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限、金曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物化学科(〜12) 
見出し FSB15910 生物化学実験Ⅰ 
担当教員名 三井 亮司、窪⽊ 厚人、河野 真二、猪口 雅彦 
単位数 3 
教科書 オリエンテーション時に実験テキストを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 実験基礎技術，細胞生物学，微生物学，生化学，有機化学，分析化学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 TA に関することなどが上がりました。検討します。 
科目名 生物化学実験Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 あらかじめ実験テキストを熟読し、各自の実験ノートに手順をまとめてくるこ

と。実験に相応しい服装をし、必ず白衣を着用すること。出席と実験レポ−トの
提出は必須である。 

シラバスコード FSB15910 
実務経験のある教員  
達成目標 実験の基礎技術の習得。 

・固体と液体を必要な精度に応じて適切に計り取ることができる様になる。 
・各種溶液を必要な濃度で調製することができる様になる。 
・生化学、細胞学、生理学、微生物学、有機化学、分析化学などの基礎的実験を
安全かつ正確に遂行できる様になる。 
・実験データをパソコン等を用いて適切に処理し、必要な結果を導き出せる様に
なる。 
・分かり易く簡潔な実験レポートを作成できる様になる。 

受講者へのコメント 実習科目は手を動かして今までの学習内容を確認できる貴重な機会です。やらさ
れているととらえるのではなく積極的かつ自主的な取り組みを期待します。 

連絡先 三井亮司：1 号館 1 階，rmitsui@dbc.ous.ac.jp  窪⽊厚人：1 号館 2 階,  
kuboki@dbc.ous.ac.jp   猪口雅彦：1 号館 2 階，ino@dbc.ous.ac.jp 河野真二：
1 号館 3 階 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 実験実習と言うこともあり、レポート提出など自宅で学習する必要が多かったよ
うです。目標達成と考える率は 90%を超えています。満足度も 90%近くであり、
実習とレポートに追われながらも充実したものであったと推察できます。 



英文科目名 Laboratory Experiments in Biochemistry I 
関連科目 生物化学科の講義全般 
次回に向けての改善変更予定 理解すべき内容について、レポートの考察内容などから見直す必要があれば随時

改善していきます。 
講義目的 生化学、細胞学、生理学、微生物学、有機化学、分析化学などの基礎的実験を通

して、試薬や生物試料の取扱い、溶液の調製、生化学物質の分析方法など、今後
の実験の基礎となる技術を習得する。また、実験過程の観察と記述、コンピュー
タによるデータ処理を含む実験結果の解析、およびレポートの作成の仕方などに
も重点をおく。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 本学の実験系排水、生活系排水および廃棄物の処理などについて説明する。
実験を実施するための基本操作についてトレーニングをする。 
3 回 生化学実験１ 各種水溶液の調製と、pH メーターを用いた pH 測定につい
て実習する。 
4 回 生化学実験２ 酸と塩基の滴定操作と緩衝溶液の調製および緩衝作用につ
いて実習する。 
5 回 生化学実験３ 吸光光度計を用いた溶液の吸光度の測定とタンパク質の比
色定量法について実習する。 
6 回 生化学実験４ 酵素溶液の調製と酵素活性の測定について実習する。 
7 回 

準備学習 1 回 科学実験を行うにおいて注意すべき点について考えておくこと。 
2 回 実験実施に必要な準備について考えておくこと。 
3 回 当日の実験内容について十分に予習しておくこと。実習後、テキスト、教員
の指示に従ってレポートを提出すること。 
4 回 当日の実験内容について十分に予習しておくこと。実習後、テキスト、教員
の指示に従ってレポートを提出すること。 
5 回 当日の実験内容について十分に予習しておくこと。実習後、テキスト、教員
の指示に従ってレポートを提出すること。 
6 回 当日の実験内容について十分に予習しておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FSB16010 
成績評価 実験の実施（50％）および実験レポ−トの内容やテスト（50％）で成績評価を行

なう。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限、金曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物化学科(〜12) 
見出し FSB16010 生物化学実験Ⅱ 
担当教員名 池⽥ 正五、南 善子、宮永 政光 
単位数 3 
教科書 オリエンテ−ション時に実験テキストを配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 細胞分画、タンパク質の精製、遺伝子操作 、PCR 法 、DNA デ−タベ−ス 、代

謝酵素、免疫反応 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 回答を必要とする記述は無かった。 
科目名 生物化学実験Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 摘宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 出席と実験レポ−トの提出は必須である。安全のため、必ず実験着を着て実験す

ること。 
シラバスコード FSB16010 
実務経験のある教員  
達成目標 ・遠⼼分離器・分光光度計・電気泳動装置・サーマルサイクラーなどの装置が使

えるようになること 
・タンパク定量ができるようになること 
・カラムクロマトグラフィーの原理を理解し，使いこなせるようになること 
・遺伝子操作に慣れ，原理を理解すること 
・DNA データベースの使用法を理解し，使いこなせるようになること 
・酵素反応速度論を理解し，計算を出来るようになること 
・免疫反応を理解すること 
・電気泳動・膜への転写・染色などの作業が出来るようになり，原理を理解する
こと 
・実験結果のまとめと考察ができるようになること 

受講者へのコメント 実験の前までに必ずテキストをよみ、原理や操作について理解しておくこと。 
できるだけ早めに結果の整理や考察をし、レポートの作成に備えること。 

連絡先 池⽥：1 号館 3F 研究室 
南：1 号館 1F 研究室 
宮永：1 号館 3F 研究室 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 92%の学生が目標を「できた」または「だいたいできた」であり、96%の学生が
教員の熱意を「感じられた」または「少し感じられた」とした。また、91%の学
生がこの授業に「満足」または「ほぼ満足」した。したがって、講義の内容やレ
ベルに問題は無いと考える。講義の進め方で、特に指摘数の多い（10％を超える）
項目は無かった。 

英文科目名 Laboratory Experiments in Biochemistry II 
関連科目 生物化学科の講義全般 
次回に向けての改善変更予定 特に問題は感じられないが、さらに充実した実験ができるよう努力を続ける。 
講義目的 実験を通じて，生物科学の講義内容を実感的に理解する。すなわち，組織の成り

立ちと細胞の代謝，免疫，遺伝子やタンパク質の性質，操作法を学ぶ。実験器具
や測定機器の基本的な扱い方の習得，実験結果の考察，グラフの書き方，コンピ
ュ−タによるデ−タ処理，レポ−ト作成の仕方等にも重点を置く。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションで実験実施の方法や注意事項を伝達する。また各実験

の説明と実験の準備を行う。 
2 回 細胞分画 I：動物の肝臓を使って，遠⼼分離法により細胞分画を行い、細胞
小器官が重さによって分離できることを理解する。また、遠⼼分離の原理も理解
する。 
3 回 細胞分画 II：指標酵素の活性を測定し、細胞分画した試料の検証を行う。
各酵素の働きについて理解する。 
4 回 タンパク質の精製 I：カラムクロマトグラフィーを用いて、既知タンパクの
分離を行う。タンパク質の性質と精製の原理を理解する。 
5 回 タンパク質 

準備学習 1 回 実験実施に必要な準備・服装について考えておくこと。 
2 回 当日の実験内容についてあらかじめ十分に予習し、またテキストの指示に
従って課題提出を行うこと。また、実験終了後は、実験ノートをよく整理してお
くこと。 
3 回 当日の実験内容についてあらかじめ十分に予習し、またテキストの指示に
従って課題提出を行うこと。また、実験終了後は、実験ノートをよく整理してお
くこと。 
4 回 当日の実験内容についてあらかじめ十分に予習し、またテキストの指示に
従って課題提出を行うこと。また、実験終了後は、実験ノートをよく整理してお 

 



年度 2014 
授業コード FSB16110 
成績評価 プレゼンテーションの成績 50％、各実習項目に対するレポート提出 50％で成績

を評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限、金曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物化学科(〜12) 
見出し FSB16110 生物化学実験Ⅲ 
担当教員名 尾堂 順一、宮永 政光、河野 真二、汪 達紘 
単位数 3 
教科書 実習用に作成したプリントを用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード 環境分析，分光分析，クロマトグラフィー，物理化学的測定 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特に無し。 
科目名 生物化学実験Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 実習中に適宜指示をする。 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FSB16110 
実務経験のある教員  
達成目標 ・実験に用いるガラス器具を使うことができる 

・環境分析に必要な分析法の原理を説明できるとともに，実際に行うことができ
る 
・電位差滴定，分光分析，クロマトグラフィーなどの基礎的な化学分析法の原理
を説明できるとともに，実際に行うことができる 
・得られた実験データの解析を行うことができる 
・Word や Excel などのソフトを使って実験結果をまとめることができる 

受講者へのコメント   本実験では，実習最後の日に発表会を開催しています。これは，実習を通し
て専門的な知識・技術をより確かにするためだけでなく，人前で発表するための
プレゼンテーション能力を身につける目的もあります。ある実習項目に対して，
実習の目的，操作法，実験結果及び考察などをパワーポイントを使って，教員と
受講生の前で発表します。実習内容を十分に理解していないと，発表も不十分な
内容となるので，予習が大切です。 
  なお，実験では様々な試薬類，ガラス器具や測定装置を使うので，ちょっと
した油断でケガをすることも考えられます。それ 

連絡先 尾堂（１号館３階，odo@dbc.ous.ac.jp） 
宮永（１号館３階，miyanaga@dbc.ous.ac.jp） 
河野（１号館３階，kawanos@dbc.ous.ac.jp） 
汪   （１号館３階） 

合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 アンケート時期には，既に実習は終了していることから，アンケートは出来なか

った。しかし，受講生にはほぼ満足してもらえたと思う。なぜなら，各実習項目
に対して，十分に訓練を積んだ TA を配置し，実習内容が十分に理解できるよう
に配慮している点が挙げられる。更に，実習項目の中には，実習が終了した後に，
教員より口頭試問を行って実習内容を深く理解させる⼯夫もしている。 
  次年度以降も実験内容などを更に⼯夫することにより，更に内容の理解を深
めてもらえるようにする積もりである。 

英文科目名 Laboratory Experiments in Biochemistry III 
関連科目 分析化学 I、分析化学 II、環境生態学、機器分析法、生物化学的分析法、環境生

物化学などを受講していると、理解がさらに深まる。 
次回に向けての改善変更予定  現状の実習項目を大きく変更する予定はありませんが，生物化学の専門分野に

おける基礎的な知識・技術をより確かなものにするためには，更に，興味を引く
実習内容の検討や実習用テキストの内容を充実させる⼯夫をしたいと思います。 

講義目的  環境中や生体内の化合物の性質を明らかにするためには，基礎的な化学的分析
法や物理化学的分析法を習得する必要がある。本実験では，活性汚泥や生体試料
などを用いて，環境分析，分光分析，クロマトグラフィーによる分析及び物理化
学的測定に関する原理及び手法を習得することを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 第１回 

準備学習：事前に配布した実習書の「第３回?７回までの実習項目」を予習して
おくこと。 
第２回 
準備学習：配布した実習書の「第３回?７回までの実習項目」を予習しておくこ
と。 
第３回 
準備学習：実習書の「化学的酸素要求量（COD）の測定」の項目を予習しておく
こと。 
第４回 
準備学習：実習書の「混合微生物集団の酸素消費速度の測定」の項目を予習して
おくこと。 
第５回 
準備学習：実習書の「水溶液中の全リン濃度の測定」の項目を予習しておくこと。 
第６回 
準備学習：実習書の「水棲生物の解剖」の項目を予習 

 



年度 2014 
授業コード FSB16210 
成績評価 レポート，試験により評価 
曜日時限 火曜日 5・6 時限、金曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物化学科(〜12) 
見出し FSB16210 生物化学実験Ⅳ 
担当教員名 大平 進、林 謙一郎、窪⽊ 厚人 
単位数 3 
教科書 第１日目に実験マニュアルを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 有機化学，合成，分離，分析 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 実験機器は少しずつ補充して充実させていきたい 

レポートはコピーをとってから提出するよう指導したい 
実験マニュアルも改善していきたい 

科目名 生物化学実験Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 フィーザー／ウィリアムソン著 後藤俊夫訳・「有機化学実験 原書６版」・丸善 
授業形態 実験実習 
注意備考 あらかじめ実験マニュアルをよく読み各実験操作の意味を十分理解しておくこ

と。 
シラバスコード FSB16210 
実務経験のある教員  
達成目標 反応，精製，分析をおこなうことにより，有機化合物を扱う実験の基本操作を体

得させる。 
受講者へのコメント 特になし 
連絡先 1 号館 2 階大平研究室 sohira@dbc.ous.ac.jp 林研究室 hayashi@dbc.ous.ac.jp 窪

⽊研究室 kuboki@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Laboratory Experiments in Biochemistry IV 
関連科目 有機化学 I, II, III, IV, 機器分析法 
次回に向けての改善変更予定 不足の実験機器は補充していく 
講義目的 有機化合物の合成や分離・分析をおこなうことにより，反応や分析法の実際を理

解し，基礎的な有機化学の実験技術を習得する 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  実験の概要説明，諸注意 

2 回 水素化ホウ素ナトリウムによるジフェニルメタノールの合成を実験する。 
3 回 Grignard 反応によるジフェニルメタノールの合成 I を実験する。 



4 回 Grignard 反応によるジフェニルメタノールの合成Ⅱを実験する。 
5 回 アセトアミノフェンの合成を実験する。 
6 回 サリチル酸誘導体Ｉの合成を実験する。 
7 回 サリチル酸誘導体 II の合成を実験する。 
8 回 茶葉からカフェインの抽出を実験する。 
9 回 胆石からコレステロールの単離・精製を実験する。 
10 回 脂肪のけん化価と 

準備学習 1 回 有機機器分析の基本を自習しておくこと。 
2 回 還元反応について学習しておくこと。 
3 回 グリニャール反応について学習しておくこと。 
4 回 クロマトグラフィーについて調べておくこと 
5 回 フェノールとアミノ基の性質について学習しておくこと。 
6 回 塩基性触媒によるエステル化反応について、調べておくこと。 
7 回 酸触媒によるエステル化反応について、調べておくこと。 
8 回 カフェインの構造，性質について学習しておくこと。 
9 回 コレステロールの立体構造と性質について学習しておくこと。 
。 
10 回 飽和脂 

 



年度 2014 
授業コード FSB16310 
成績評価 定期試験９０％、小テスト１０％により成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物化学科(〜12) 
見出し FSB16310 微生物学Ⅱ 
担当教員名 ⽥中 三男 
単位数 2 
教科書 プリント冊子 
アクティブラーニング  
キーワード 微生物の細胞構造、膜構造、輸送、ＡＴＰ生産系、⾷品の保蔵、微生物変異機構、

増殖と死滅の動力学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特にないが、良かったとの指摘もある。 
科目名 微生物学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 微生物学／⻘⽊健次／化学同人：⾷品微生物学／⽊村光／培風館 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSB16310 
実務経験のある教員  
達成目標 ①微生物の細胞構造と機能の関連性などについて理解を深めること。 

②微生物の代謝とエネルギー供給反応との関連性などについて理解すること。 
③⾷品と微生物はどのように関連性があるかを理解すること。 
④微生物の物質循環における重要性を理解すること。 
⑤微生物の変異と遺伝の基礎を理解すること。 
⑥微生物培養の⼯学的側面からの理解のための簡単な理論を理解すること。 

受講者へのコメント 講義用の教科書があるので、授業中は講義をよく聞いて欲しい。教科書に重要な
ことは総て書いてあり、また、重要な部分は指摘しているはずです。また、復習
を十分にすることが望ましい。授業中に理解度を確認するための質問等を行うの
で、積極的に発言して欲しい。 

連絡先 １号館１階 ⽥中研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価：５）だいたい出来た、半分程度できた、６）感じられた、７）満足、
普通、が最も多く、比較的良好な授業効果が得られていると思われる。 

英文科目名 Microbiology II 
関連科目 微生物学 I を履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 更に授業中の質問等を増やしてみたい。講義内容の理解出来なかった点（キーワ

ードなど）を、質問用紙に記入して提出してもらうことも考えている。 



講義目的 前期において微生物の分類・形態・機能と性質などを解説したが、これだけでは
微生物学としては不十分である。そこで、本講義では微生物細胞の構造と機能、
微生物の生理・物質代謝（特にエネルギー供給反応）、微生物の生態や微生物との
関連が深い⾷品の保蔵、微生物の遺伝と変異の基礎事項、更に、微生物の培養⼯
学の基礎として培養および殺菌の理論について解説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 微生物細胞の構造と機能?１を説明する。 

2 回 微生物細胞の構造と機能?２を説明する。 
3 回 微生物細胞の構造と機能?３を説明する。 
4 回 微生物の生理・代謝?１を説明する。 
5 回 微生物の生理・代謝?２を説明する。 
6 回 微生物の生理・代謝?３を説明する。 
7 回 微生物の生理・代謝?４を説明する。 
8 回 ⾷品の保蔵?１を説明する。 
9 回 ⾷品の保蔵?２を説明する。 
10 回 微生物の生態?１を説明する。 
11 回 微生物の生態?２を説明する。 
12 回 微生物の遺伝と変異?１を説明する。 
13 回 微生物の 

準備学習 1 回 真核微生物と原核微生物の細胞構造の違いに関し予習を行うこと。 
2 回 微生物の細胞壁と細胞膜の構造に関し予習を行うこと。 
3 回 微生物の膜輸送（自由拡散と能動輸送）に関し予習を行うこと。 
4 回 微生物のＡＴＰ生産機構とその役割に関し予習を行うこと。 
5 回 ＥＭＰ経路とエントナー・ドゥドロフ経路に関し予習を行うこと。 
6 回 ペントース・リン酸経路の役割、ＴＣＡサイクルとグリオキシル酸回路との
関係に関し予習を行うこと。 
7 回 嫌気性化学合成生物と独立栄養生物のエネルギー供給過程に関し予習を行
うこと。 
8 回 

 



年度 2014 
授業コード FSB16410 
成績評価 定期試験（75%）および講義中の小テスト（25%）で評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学科(〜13) 
見出し FSB16410 有機化学Ⅳ 
担当教員名 窪⽊ 厚人 
単位数 2 
教科書 マクマリ- 有機化学概説 第 6 版／J.McuMurry 著／伊藤、児玉訳／東京化学同

人 
アクティブラーニング  
キーワード カルボン酸、アミン、有機化学反応、反応機構 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ノートを取ってもらうことが学習に効果的と考えている。レイアウトごと写して

ノートの作り方の練習もしてください。講義レベルは全体に合わせざるを得ない
ため、レベルが低いと思う場合は講義後に質問に来てください。 

科目名 有機化学Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 マクマリ- 有機化学概説 問題の解き方 第 6 版（英語版）／J.McuMurry／／

東京化学同人 
授業形態 講義 
注意備考 有機化学 I, II, III を十分理解していることが必要である。 
シラバスコード FSB16410 
実務経験のある教員  
達成目標 ケトン、アルデヒド、カルボン酸およびアミンやその類縁体に関する命名法、構

造、基本的な反応とその反応機構を理解することを目的とする。 
受講者へのコメント 次の回までに、小テストの復習、および、ノートを取り切れなかった部分の補充

をしてほしい。 
連絡先 1 号館 2 階天然物合成化学研究室 086-256-9489 kuboki@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 80％以上の受講者から本講義範囲に関して理解が深まり、目標についてだいたい
達成できたと評価されたことから、本年度の講義の意義があったと考えている。 

英文科目名 Organic Chemistry IV 
関連科目 有機化学 I, II, III、生物化学実験 IV 
次回に向けての改善変更予定 各回の後半でペースが上がる傾向がまだ残ったので、そこを改善したい。 
講義目的 生命活動を支えている生体物質のほとんどは、有機化合物である。したがって、

生命現象を分子のレベルで理解するためには、有機化学の理解は不可欠である。
本講義では、有機化学 I, II, III で学んだ知識をもとに、ライフサイエンスの基礎
となる必要最小限の基礎知識として、ケトン、アルデヒド、カルボキシル基、お



よび含窒素化合物の化学を講義する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション：講義の進め方を説明する。 

2 回 カルボン酸とその誘導体の命名法と構造について説明する。 
3 回 カルボン酸の酸性度と置換基効果について説明する。 
4 回 カルボン酸の合成と反応について説明する。 
5 回 酸ハロゲン化物、酸無水物の合成と反応について説明する。 
6 回 エステルの合成と反応について説明する。 
7 回 アミド、ニトリルの合成と反応について説明する。 
8 回 アミンの命名法と構造について説明する。 
9 回 アミンの性質と合成について説明する。 
10 回 アミンの反応について説明する。 
 

準備学習 1 回 授業内容を確認しておくこと。 
2 回 予習として教科書の 10.1 と 10.2 を読んでおくこと。 
3 回 カルボン酸とその誘導体の命名法と構造について復習すること。予習とし
て教科書の 10.3 を読んでおくこと。 
4 回 カルボン酸の酸性度と置換基効果について復習すること。予習として教科
書の 10.4 から 10.8 を読んでおくこと。 
5 回 カルボン酸の合成と反応について復習すること。予習として教科書の 10.9
と 10.10 を読んでおくこと。 
6 回 酸ハロゲン化物、酸無水物の合成と反応について復習すること。予習として
教科 

 



年度 2014 
授業コード FSB16610 
成績評価 定期試験と課題レポートにより総合的に評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学科(〜14) 
見出し FSB16610 化学概論 
担当教員名 野上 祐作 
単位数 2 
教科書 新しい高校化学の教科書／左巻健男編著／講談社／ 
アクティブラーニング  
キーワード 物質量、原子の構造、化学結合、化学反応、化学平衡、中和反応、酸化還元反応 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に、随時、紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB16610 
実務経験のある教員  
達成目標 1）化学に対する苦手意識を払拭し、化学という学問に多少なりとも興味を持っ

てもらう。 
2）のちのち、化学概論で学んだ基礎知識が役に立ったと思われるときがくるよ
うにする。 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館３階の野上研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fundamental Chemistry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高校で化学を履修していないもの、あるいは履修はしたもののよく理解できなか

ったものにも化学がどのようなものかをしってもらい、生物化学の専門科目の講
義に興味が湧くようになってもらうことを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 化学は、物質の構造と性質、および化学反応を研究する学問であることを解

説する。 
2 回 原子の構造について解説する。 
3 回 化学反応と物質の量について解説する。 



4 回 イオンについて解説する。 
5 回 陽イオンと陰イオンの結合について解説する。 
6 回 分子をつくる結合について解説する。 
7 回 結合による物質の分類とその性質について解説する。 
8 回 物質の三態について解説する。 
9 回 気体の性質について解説する。 
10 回 溶液について解説する。 
11 回 化学変化と熱の出入りについて解説する。 
12 回 反応速 

準備学習 1 回 物体と物質はどう使い分けされているか考えてくること。 
2 回 原子をつくっている粒子について調べておくこと。 
3 回 メタンが燃えると何ができるかについて調べておくこと。 
4 回 元素の周期表について復習しておくこと。 
5 回 静電気について考えてしてくること。 
6 回 水をつくっている元素について調べてくること。 
7 回 分子が集まるとどうなるかを調べてくること。 
8 回 物質の存在状態について調べてくること。 
9 回 どのようなものを気体と呼んでいるか調べてくること。 
10 回 溶液とはどのようなものをいうのか考 

 



年度 2014 
授業コード FSB16710 
成績評価 講義中での質疑応答（50％）や課題提出（50％）などを加味して，総合的に評価

する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物化学科(〜14) 
見出し FSB16710 生物化学トピックス 
担当教員名 南 善子、尾堂 順一、林 謙一郎、三井 亮司、宮永 政光、窪⽊ 厚人、河

野 真二 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード バイオサイエンス、バイオテクノロジー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 研究室選びの参考になった、いろいろ聞けて良かったなど、肯定的な意見が書か

れてました。 
この気持ちを忘れないように、これからの学生生活を送って下さい。 

科目名 生物化学トピックス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考 毎回の講義の成績で評価するので、定期試験は行わない。教員からの課題など指

示について毎回よく聞くこと。 
シラバスコード FSB16710 
実務経験のある教員  
達成目標 身近な話題と生物化学との関わりを理解する。 
受講者へのコメント 生物化学科の内容を理解する良いチャンスですから，休まないように受講しまし

ょう。 
連絡先 生物化学科教員の研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価を見ると，大半の人が講義に対して満足出来たようです。 
英文科目名 Topics of Biochemistry 
関連科目 生物化学科で開講している全ての A 群科目 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 バイオサイエンスやバイオテクノロジーに代表されるように，生物化学に関わる

分野の研究は活発であり，その進展には著しいものがある。この講義では，この
ような最前線の研究の背景・目的・将来や諸問題点などについて分かり易く解説
し，生物化学に対する関⼼を高めることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーションとして、生物化学科が扱う研究分野について紹介する。
また、各研究室の取り組みに関して説明する。 
2 回 生体膜を構成する脂質分子が水中でどのようにして、2 分子膜構造を形成す
るかを説明し、温度やイオン環境の変化で、様々な構造・機能変化を示すことを
紹介する。 
3 回 様々な生物のゲノム解析によりわかったととと、それらから可能になる未
来のできごとについて説明する。 
4 回 植物組織培養や遺伝子組換えといったバイオテクノロジーを用いて植物が
もつ能力について研究したり利用している事例を解説する。 
5 

準備学習 1 回 生物化学科のホームページをみて、どのような研究が行われているか見て
おくこと。 
2 回 大腸菌およびヒトの各種細胞膜の脂質構成を調べ、比較を行くこと。生体膜
の起源について予習を行うこと。 
3 回 遺伝子が解読されることによって、どのようなことができるだろうか、考え
ておくこと。 
4 回 身近な植物でバイオテクノロジーが応用されている事例がないか調べてく
る。 
5 回 有機化学 I で学んだ骨格構造の書き方を復讐しておくこと。 
6 回 我々の人体の中で機能している金属イオンの種類や働きについて学習して
おくと理解しやすい。 

 



年度 2014 
授業コード FSB16810 
成績評価 中間試験・定期試験（80％）、課題等（20％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物化学科(〜14) 
見出し FSB16810 バイオテクノロジー概論 
担当教員名 宮永 政光 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生殖、遺伝子、遺伝子組み換え、形質転換、細胞融合、再生医療 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 バイオテクノロジー概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB16810 
実務経験のある教員  
達成目標 遺伝子組み換えについて理解すること。  

バイオテクノロジーの基本技術について理解すること。  
バイオテクノロジーが様々な分野で利用されていることを理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 3 階 環境生物化学研究室（miyanaga@dbc.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fundamental Biotechnology 
関連科目 進化生物学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 様々なメディア等で取り上げられているバイオテクノロジーは、薬品や⾷品だけ

でなく、環境などの分野にもかかわっている。本講義では、基本的な内容だけで
なく、実際に応用されている技術等についても講義し、バイオテクノロジーにつ
いて分かりやすく解説する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進め方などについて説明する。生物と生殖につ

いて説明する。 
2 回 バイオテクノロジーの歴史。有史以来、利用されてきたバイオテクノロジー
について説明する。 



3 回 細胞は生物を構成している。細胞を構成している小器官やその働きなどに
ついて説明する。 
4 回 遺伝子から DNA へ。遺伝子・ゲノム・DNA・染色体について説明する。 
5 回 遺伝子組み換えの原理。遺伝子組み換えについて、その原理を中⼼に説明す
る。 
6 回 有用物質の遺伝子組み換え生産。遺伝子組み換えにより生産される生理活
性物質に 

準備学習 1 回 配布したプリントを読んで復習しておくこと。 
2 回 配布したプリントを読んで復習しておくこと。第 3 回の講義までに細胞に
ついて予習しておくこと。 
3 回 配布したプリントを読んで復習しておくこと。第 4 回の講義までに遺伝子・
DNA について予習しておくこと。 
4 回 配布したプリントを読んで復習しておくこと。第 5 回の講義までに遺伝子
の発現について予習しておくこと。 
5 回 配布したプリントを読んで復習しておくこと。第 6 回の講義までに遺伝子
の発現について復習・予習をしておくこと。 
6 回 配布したプリントを読んで復習 

 



年度 2014 
授業コード FSB16910 
成績評価 定期試験で評価する。また、中間の確認試験とレポート課題等を補助的に評価に

用いる。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物化学科(〜14) 
見出し FSB16910 情報リテラシーⅠ 
担当教員名 畠山 唯達 
単位数 2 
教科書 とくに市販のものを指定しない。教材はホームページに掲載するか、プリントし

て配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータ、ネットワーク 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ネガティブな意見だけ： 

・「全然できない人もいるのでその人に対する対策のきょうかをしてほしい」 
→４月終わり〜５月にかけて情報処理センター主催で「ＰＣ基本操作講習会」を
開催しております。 
授業以前のＰＣ操作に不安がある人はそちらへご参加ください。 
・「早口」→すみません、気を付けます。（と毎年気を付けているつもりですが） 
・「前のボードを書かれると見えなかった」→実習室には順次電子⿊板を導入し
ております。今回使用していた部屋にも 2014 年度秋学期から導入いたしました。 

科目名 情報リテラシーⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 とくに指定しない。必要だと思う学生は適宜用意してほしい(詳しくは初回に解

説する)。 
授業形態 講義 
注意備考 情報処理センター(11 号館)のパソコンを使い、演習形式で授業を実施する。定期

試験も実技試験を行う予定である。本講義ではネットワーク上の資源も活用す
る。また、岡山理科大学「OUS コンテンツライブラリー」中の「CCC 情報リテ
ラシーI」などのオンライン教材を補助的に使用する。対面による講義とビデオを
用いた講義を併用する予定である。教材配布、ビデオ講義(一部の回)、レポート
提出などは岡山理科大学学習管理システム(MOMOTARO)を用いて行う予定で
ある。 

シラバスコード FSB16910 
実務経験のある教員  
達成目標 ・基礎的な情報リテラシー(Windows 7 およびいくつかのアプリケーション)の実

践と理解 
・コンピュータとネットワークに対する最低限の知識の習得 
・ネットワーク上から必要な情報を探す技術の習得・ネットワークを利用する上
で必要な倫理の学習 



受講者へのコメント 欠席数０の学生が 5 割を切っているのは残念です。月曜朝の講義ですが、遅刻せ
ずにきてほしいです。 
また、授業時間外の学習を「全くしなかった」人が 5 割以上いますが、その割に
は（それだからとも言うべきか）成績が例年よりも良くなかったのが残念です。
必要に応じて（特に表計算のところは）復讐をするよう申し上げているのですが。 

連絡先 畠山の居室は情報処理センター(11 号館)5F。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この回答形式の問題ではありますが、各選択項目でご意見いただいても、具体的
にどこが不満だったかを自由記述欄で書いていただけないと改善のしようがあ
りません。 
たとえば、「理解しやすいように、説明をもう少し⼯夫してほしい」とあってもど
の点の説明が理解が難しかったか、いまいち自答できません。全体でしょうかね。 
「喚起をしろ」と言う意見がありましたことは、情報処理センター設備担当へ伝
えます。 

英文科目名 Information Literacy I 
関連科目 後期「情報リテラシーII」も履修することを勧める。 
次回に向けての改善変更予定 強制的な授業時間以外の負荷（ようは宿題のたぐい）を増やすかを検討します。 
講義目的 大学での学習・研究はもとより、今や社会で生活するにもインターネットや計算

機による情報の収集、加⼯、発信は欠かせない。その原理と仕組みを理解し、技
法と倫理および情報化社会を生きていくために必要な最低限の知識を身につけ
ることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義オリエンテーション、アカウントの説明と登録について説明する。 

2 回  電子メールアカウント等について説明する。 
3 回  電子メールの利用方法について説明する。 
4 回  インターネット上の検索１ (一般的なネットワーク検索)について説明す
る。 
5 回  インターネット上の検索２ (特化したデータの検索と利用)について説明
する。 
6 回  コンピュータのしくみ、データ・文字 について説明する。 
7 回  ファイルシステムとフォルダ・ファイル操作について説明する。 
8 回  ワードプロセッサ１ (基本的な使 

準備学習 1 回 オリエンテーションで説明した「ID」について、プリントを再読してくる
こと。 
2 回  情報処理センター実習室のコンピュータにちゃんとログインできること。 
3 回  前回の復習をしておくこと。 
4 回  前回の復習をしておくこと。 
5 回  前回の復習をしておくこと。 
6 回  前回の復習をしておくこと。 
7 回  前回の復習をしておくこと。 
8 回  前回の復習をしておくこと。 



9 回  前回の復習をしておくこと。 
10 回  前回の復習をしておくこと。 
11 回  前回の復習をしておくこと。 
12 回  前回の復習をし 

 



年度 2014 
授業コード FSB17010 
成績評価 講義ごとの提出課題(40%)、期末試験(60%)により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学科(〜14) 
見出し FSB17010 情報リテラシーⅡ 
担当教員名 増⽥ 和文＊ 
単位数 2 
教科書 特に指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード プレゼンテーション、パワーポイント、表計算、エクセル、統計処理、検定、マ

クロ機能 VBA プログラミング、生体情報データベース 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「１回出席したのに後の宿題をやるのに夢中で出席カードを提出できなくて後

悔している」 
→出席のアンケート提出は、MOMOTARO から講義時間＋10 分内に設定してい
ます。出席していたにもかかわらず、何らかの理由で時間内に提出できなかった
場合は、その旨申し出て下さい。 

科目名 情報リテラシーⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 (1) 涌井良幸・涌井貞美 著「Excel で学ぶ統計解析」（ナツメ社） 

(2) 日経 PC21 編「エクセル関数バイブル」（日経 BP 出版センター） 
(3) 矢野文彦 監修「情報リテラシー教科書−Windows 7/Office 2010+Access 対
応版」（オーム社） 
(4) 杉本くみ子・吉⽥栄子 著「情報リテラシー Office2010 - Windows7 対応（30
時間アカデミック）」（実教出版） 
その他、講義中においても紹介する。 

授業形態 講義 
注意備考 情報リテラシーⅠ（前期）の履修を前提とした講義である。個人でも Windows パ

ソコン（ネット接続可）を持っていることが望ましい。パソコンによる演習であ
るため、遅刻、欠席は講義の進行から脱落する大きな要因となるので十分注意す
ること。 

シラバスコード FSB17010 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ 文書中に図表を挿入し、わかりやすい文書が作成できる。 

・ プレゼンテーションソフトにより適切なスライドが作成できる。 
・ スライドにアニメーション等を効果的に使える。 
・ 作成したスライドを使って効果的な発表ができる。 
・ 表計算ソフトにより表計算・グラフの作成ができる。 
・ 表計算ソフトを通じて、統計・確率・検定の概念が理解できる。 
・ 定型処理を効率的に処理できるよう Excel のマクロ機能が利用できる。 



・ VBA プログラミングとはどういうものか理解できる。 
・ 生体情報データベースの利用ができる 

受講者へのコメント 受講者のうち 45.5%が欠席回数 0 回、50.9%が授業時間外に学習を全くしなかっ
たと回答しています。コンピュータの操作は、受講者の習熟度の幅が大きく、年
度によっても異なるため、講義のレベルをどこに設定するかにもこの回答は影響
を受けるかと思いますが、「毎回出席」「予習復習」を⼼がけて下さい。 

連絡先 メールアドレス等を初回の授業で公開する。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業アンケートの総合評価で、85.4%が授業目標を達成できた（できた 50.9%、
だいたいできた 34.5%）、80.0%が教員の意欲が感じられた、85.5%が授業に満足
した（満足 67.3%、ほぼ満足 18.2%）との評価を得ました。概ね良い評価得てい
ますが、更に高い評価を得られるよう努力します。 

英文科目名 Information Literacy II 
関連科目 情報リテラシーⅠ（前期） 
次回に向けての改善変更予定 講義の難易度レベルを受講者の習熟度にきめ細かく合わせることで、授業目標の

達成率、授業に対する満足度を更に上げるよう努力します。また、3.6%（2 名）
の学生から「毎回の学習目標を明示してほしい」との回答がありました。目標は
シラバスに記載していますが、講義冒頭で明示するようにします。 

講義目的 レポートの作成等に用いるワードプロセッサ、実験・調査データの解析・グラフ
作成に用いる表計算ソフトの操作方法及び分かりやすい発表をするためのプレ
ゼンテーションソフトの技法を学ぶ。特に表計算ソフトは、使いこなせれば大変
強力ツールと成りうるので、重点を置いている。また、データの統計処理、その
概念と重要性などについても理解が深まることを期待している。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義計画、コンピュータ環境の確認を行い、情報倫理の講義及びビデオを閲

覧する。 
2 回 ワードプロセッサ（１）− 基本操作 −：ワード(MicroSoft Word)における
図形作成、数式の作成、文字飾り等の基本的な操作法について説明する。 
3 回 ワードプロセッサ（２）− 基本操作 −：ワード(MicroSoft Word)における
図形作成、数式の作成、文字飾り等の基本的な操作法について説明する。 
4 回 ワードプロセッサ（３）− 応用操作 −：ワード(MicroSoft Word)における
書式設定、文章 

準備学習 1 回 毎回、パソコンへのログインを行うので、「ログイン名・パスワード」等を
必ず確認しておくこと。 
2 回 「情報リテラシーⅠ」で学んだ MicroSoft Word、ChemSketch 等の基本操
作について確認するので、よく復習しておくこと。 
3 回 「情報リテラシーⅠ」で学んだ MicroSoft Word、ChemSketch 等の基本操
作について確認するので、よく復習しておくこと。 
4 回 応用操作について説明するので、授業内容について予習しておくこと。 
5 回 「情報リテラシーⅠ」で学んだ MicroSoft E 

 



年度 2014 
授業コード FSB17110 
成績評価 定期試験の成績（80％）に小テスト（20％）などの評価を加味して行う。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学科(〜12) 
見出し FSB17110 遺伝子⼯学 
担当教員名 池⽥ 正五 
単位数 2 
教科書 分子遺伝学（第３版）／T.A. Brown 著 ⻄郷薫監訳／（東京化学同人）／978-4-

807905015 
アクティブラーニング  
キーワード 遺伝子クローニング、ベクター、DNA の分析・解析法、遺伝子⼯学の産業・医

療への利用 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 プロジェクターで紹介しただけの参考事項に対する資料がほしいという意見（1

名）がありましたが、全員に配る必要は無いと思うのでので、個人的に申し出て
いただければと思います。何が重要なのか分からなかったという意見（1 名）が
ありましたが、項目を整理したプリントを配布していますし、毎回、重要な項目
の確認テストをしているので、それらを参考にして下さい。 
上記以外、回答を必要とする記述は無かった。 

科目名 遺伝子⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 遺伝子⼯学／近藤昭彦、芝崎誠司／化学同人 

遺伝子⼯学の原理／藤原伸介／三共出版 
バイオテクノロジーテキストシリーズ 遺伝子⼯学／柴 忠義／（IBS 出版）：上級
バイオ技術者認定試験問題集／（IBS 出版） 

授業形態 講義 
注意備考 上記教科書の他、講義内容に関する補充プリントも配布する。 
シラバスコード FSB17110 
実務経験のある教員  
達成目標 １）遺伝子⼯学で用いる酵素や宿主-ベクター系について説明できる 

２）DNA の分析法、塩基配列決定法、PCR、ハイブリダイゼーションなどにつ
いて原理が説明できる 
３）遺伝子⼯学の産業・医療への利用について説明できる 
４）上級バイオ技術者認定試験の遺伝子関連の問題が解ける 

受講者へのコメント 授業の開始に間に合うように教室へ来て、直ちに授業に臨むこと。 
講義中、できるだけ退出を避けること。 
最後に行う確認テストに真剣に取り組んでほしい。そうすることで、当該講義の
理解がより進みます。 

連絡先 池⽥研究室 1 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 79%の学生が目標を「できた」または「だいたいできた」であり、93%の学生が

教員の熱意を「感じられた」または「少し感じられた」とした。また、90%の学
生がこの授業に「満足」または「ほぼ満足」した。したがって、講義の内容やレ
ベルに問題は無いと考える。講義の進め方で、特に指摘数の多い（10％を超える）
項目は無かった。 

英文科目名 Genetic Engineering 
関連科目 「分子遺伝学Ⅰ」と「分子遺伝学 II」を履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 特に問題は感じられないが、さらにわかりやすく講義を進めるよう努力を続け

る。 
講義目的  バイオテクノロジーのなかの中⼼的技術のひとつである遺伝子⼯学は、産業や

医療のさまざま面でひろく利用されはじめている。これらの技術は、「分子遺伝
学」の基礎研究で得られた知見の応用であるので、分子遺伝学的に原理を理解す
ることが重要である。本講義では、まず、遺伝子組換え後術に用いられる酵素の
基本的な性質やベクターの機能について説明する。つづいて、DNA の分析法、
塩基配列決定法、PCR、ハイブリダイゼーションなどの原理について説明する。
そして、これらの技術の産業・医療への利用について解説する。また、上級バイ
オ技 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 遺伝子⼯学を理解するために必要な核酸の構造を説明する。 

2 回 遺伝子クローニングの概要を、大腸菌のプラスミドベクターを用いた場合
を例にして説明する。 
3 回 遺伝子クローニングにおける制限酵素と DNA リガーゼの性質およびその
利用について説明する。 
4 回 大腸菌を宿主とした遺伝子クローニングにおけるクローニングベクターの
種類、性質、およびその利用について説明する。 
5 回 酵⺟、植物、および哺乳類細胞を宿主とした遺伝子クローニングにおけるク
ローニングベクターの種類、性質、およびその利用について説明する。 
 

準備学習 1 回 今回の内容は分子遺伝学Ⅰで既に講義しているので、教科書の３章を読ん
で、ヌクレオチドや DNA の構造について復習しておくこと。 
2 回 教科書の 20 章-1 を読み、遺伝子クローニングの概要について予習しておく
こと。 
3 回 教科書の 20 章-2 を読み、制限酵素とリガーゼのはたらきについて予習して
おくこと。 
4 回 教科書の 20 章-3 を読み、大腸菌のクローニングベクターについて予習して
おくこと。 
5 回 教科書の 20 章-4 を読み、真核生物のためのクローニングベクターについて
予習しておくこと。 
6 回 配布プリントの該当 

 



年度 2014 
授業コード FSC00910 
成績評価 レポートなどの平常点(50%)と筆記試験(50%)で評価を行う。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限、金曜日 5・6 時限 
対象クラス CA(〜12),CB(〜12) 
見出し FSC00910 無機化学実験 
担当教員名 森重 國光、坂根 弦太、佐藤 泰史 
単位数 3 
教科書 学生実験の手引き（岡山理科大学理学部化学科編） 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教員側で改善すべき点に対しては、次回の実験でそのように努めます。班員同士

で注意すべきことはそのように学生間で互いに努力していただきたいと思いま
す。なんでも教員に頼るという姿勢は自分自身の進歩につながりません。 

科目名 無機化学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 荻野 博・飛⽥博実・岡崎雅明共著・「基本無機化学」第 2 版・東京化学同人 
授業形態 実験実習 
注意備考 予習を十分に行うこと S プログラムを履修する学生は履修できません。 
シラバスコード FSC00910 
実務経験のある教員  
達成目標 無機化合物の合成と無機化学実験に必要な基本的操作を習得すること。 
受講者へのコメント 受け身の学生が多く、もっと積極的に学生実験に取り組んでより多くのものを学

んでいただきたいと願っています。 
連絡先 森重研究室 13 号館 2 階、林・坂根研究室 13 号館 2 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 宿題などの指示された課題に取り組んだ人およびこの授業を受けて分野への理
解が深まった人がともに回答数の 8 割を超えており、授業の役割が評価されてい
ます。総合評価も高く、実験科目として学生諸君の役に立っていることがわかり、
担当者の一人として喜んでいます。 

英文科目名 Experiments in Inorganic Chemistry 
関連科目 無機化学 I、II、III の単位を取得しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 時代に合わせて、実験テーマの変更を予定しています。 
講義目的 簡単な無機化合物の合成と無機化学実験の基本的操作の習得を目的とする。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 実験操作法の説明と安全講習をする。 

2 回  - 錯体合成 I - 
5 種類のコバルト錯体の合成を行うとともに、得られた錯体の性質を調べ、電子



スペクトルと電子状態の関係について理解を深める。 
6 回  - 錯体合成 II - 
タングステン錯体、アルミニウム錯体および機能性色素のフタロシアニンの合
成、ルミノールの酸化反応などを行い、錯体の化学および各種発光現象の理解を
深める。 
9 回  - コロイド − 
水酸化鉄ゾルと紺⻘ゾルの光学的・電気的性質および凝結価の測定を行うととも
に、水ガラスからゲルを合成して、ゲルの 

準備学習 1 回 学生実験の手引きの一般的注意事項をよく読んでおくこと。 
2 回 学生実験の手引きの錯体合成 I の箇所を予習しておくこと。また、実験終了
後は、実験ノートをよく整理しておくこと。 
6 回 学生実験の手引きの錯体合成 II の箇所を予習しておくこと。また、実験終
了後は、実験ノートをよく整理しておくこと。 
9 回 学生実験の手引きのコロイドの箇所を予習しておくこと。また、実験終了後
は、実験ノートをよく整理しておくこと。 
12 回 学生実験の手引きの電池の箇所を予習しておくこと。また、実験終了後は、
実験ノートをよく整理して 

 



年度 2014 
授業コード FSC01010 
成績評価 発表と討論（40%）とレポート（40%）に実験に取り組む姿勢、内容（20%）を

加味して総合的に評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限、金曜日 5・6 時限 
対象クラス CA(〜12),CB(〜12) 
見出し FSC01010 有機化学実験 
担当教員名 若松 寛、山⽥ 晴夫 
単位数 3 
教科書 学生実験の手引き／岡山理科大学理学部化学科編（書店販売しない） 

この他、必要に応じてプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 有機合成、プレゼンテーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 最終日の発表討論のための準備期間が短いとの意見が複数ありました。発表討論

の対象になる実験がすべて終了した後で発表テーマの割り当てを行う都合上１
週間程度の準備期間となっていますが，実験時間内に作業時間を設けるなどして
改善していきます。また，日報の待ち時間が⻑くなる点についても，報告内容を
あらかじめ指定しておくなどして１班あたりの時間を短縮するよう努めます。 

科目名 有機化学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 図解とフローチャートによる新有機化学実験／浅⽥、内出、小林共著／技報堂出

版 
有機化学実験（原書 8 版）／フィーザー、ウィリアムソン共著、磯部他訳／丸善 
機器分析のてびき１、同データ集／泉、小川他監修／化学同人 
マクマリー有機化学概説第６版／マクマリー他著、伊東・児玉訳／東京化学同人 

授業形態 実験実習 
注意備考 ・Ｓプログラムを履修する学生はこの科目を受講することはできません。 

・１年次に分子模型を購入した人は実習で使用するので持参してください。 
・発表会では、実験グループごとにパワーポイントを使ってスライドを作成し発
表を行います。 

シラバスコード FSC01010 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)合成・分離・構造決定といった有機化学実験の一連の基本操作を習得するこ

と。 
(2)実験や分子模型実習を通じて、有機化合物を実体のあるものとして捉えられ
るようになること。 
(3)プレゼンテーションの基礎技術を身につけること。 

受講者へのコメント ・他の化学実験と同様，その回に行う実験内容について教科書・実験書をよく読
んで予習しておいてほしい。 
・グループ実験であるため，特定の班員に作業が偏ることがないように，仲良く



協力して実験してほしい。 
連絡先 山⽥晴夫，若松 寛：22 号館 3 階（精密有機化学研究室） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価項目５?７について否定的な回答の数が０であるため，この実験科目の
目的は概ね達せられたと考えている。ただし，「器具や機器を整備・補充してほし
い」との要望が１５％あったため，今後，予算の許す限り，班ごとにバラバラで
あった実験器具の規格（硝子器具のサイズなど）を実験スケールに合わせたサイ
ズに統一するなど，改善に努めていきたい。 

英文科目名 Experiments in Organic Chemistry 
関連科目 ２年生までの有機化学系基礎科目、および「有機分析化学」の単位を取得してお

くことを強く希望する。 
次回に向けての改善変更予定 具体的には他の欄に個別に記載。内容を大きく変更することはないが，学生が気

持ちよく実験できるように努めたい。 
講義目的 いくつかの有機化合物の合成・分離および構造決定の課題実験を行い、有機化学

実験の基本操作を習得するとともに、赤外線吸収スペクトル（IR）や核磁気共鳴
スペクトル（NMR）などの機器分析により構造解析の基本を学ぶ。また、分子模
型の実習を通じて有機化合物の構造や立体化学に対する理解を深める。さらに、
実験結果を発表・討論する機会を設け、プレゼンテーションの基礎を学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 実験全般のガイダンスを行った後および実験準備を行う。 

2 回 「分子模型を用いた実習」を行う。 
3 回 （合成実験 1）「ベンゾピナコールの光合成とピナコール転位」について実
験する。 
4 回 （合成実験 2）「アセトアニリドの合成」について実験する（１回目）。 
5 回 （合成実験 3）「アセトアニリドの合成」について実験する（２回目）。 
6 回 （合成実験 4）「ジベンジリデンアセトンの合成」について実験する（１回
目）。 
7 回 （合成実験 5）「ジベンジリデンアセトンの合成」について実験する（２回
目）。 
8 回 （合成実 

準備学習 1 回 教科書の「第１部共通事項」と「第４部有機化学実験」をよく読んでおくこ
と。 
2 回 有機化学の教科書の「立体化学」の箇所を復習しておくこと。 
3 回 教科書の該当箇所をよく読み，実験手順を把握しておくこと。 
4 回 教科書の該当箇所をよく読み，実験手順を把握しておくこと。 
5 回 教科書の該当箇所をよく読み，実験手順を把握しておくこと。 
6 回 教科書の該当箇所をよく読み，実験手順を把握しておくこと。 
7 回 教科書の該当箇所をよく読み，実験手順を把握しておくこと。 
8 回 教科書の該当箇所をよく読み，実験手順を把 

 



年度 2014 
授業コード FSC01110 
成績評価 予習レポート（２割）および本レポート（６割），確認テスト（２割）により評価

する． 
曜日時限 火曜日 5・6 時限、金曜日 5・6 時限 
対象クラス CA(〜12),CB(〜12) 
見出し FSC01110 物理化学実験 
担当教員名 岩永 哲夫、林 宏哉、大坂 昇 
単位数 3 
教科書 2 年次の化学実験で購入したテキストを使用する． 
アクティブラーニング  
キーワード 物理化学・実験実習・凝固点降下・蒸気圧・超伝導・電気抵抗・定量的測定・デ

ータ処理・EXCEL での作表および作図・協調性・リーダーシップ・口頭説明・
レポート作成 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・私語に関しては，実験と関係がないことをずっと話をしていた場合は注意をし

ていたかと思います．物理化学実験では実験中の班員との議論を大いに推進して
いるので，判断が難しいことを理解してもらえればと思います． 
・TA の対応が良かったとの記述があり，今後とも TA の事前指導を怠らないよ
うにしたいと思います． 

科目名 物理化学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 千原秀昭・徂徠道夫 編、「基礎物理化学実験 第４版」 東京化学同人バーロー

物理化学（上）第６版 大門寛・堂免一成 訳 東京化学同人 
授業形態 実験実習 
注意備考 S プログラムの学生は履修はできない．日程の都合上，土曜日に実験を行う可能

性があるので予め日程を開けておくこと（開始時に通知）． 
シラバスコード FSC01110 
実務経験のある教員  
達成目標 ・２次反応速度定数を理解し，速度定数の計算ができる． 

・水の凝固と溶質の関係を理解し，凝固点降下から溶質の分子量を推定できる． 
・物質の沸点・蒸気圧を理解し，蒸発のエンタルピーおよびエントロピーを推定
できる． 
・半導体・金属・超伝導の電気抵抗率の温度変化の相違を理解し，半導体のバン
ドギャップを推定できる．また超伝導の臨界温度を求めることができる． 
・EXCEL を用いてパラメータの相関を示す表およびグラフを作ることができる． 
・実験結果をグループの構成員および教員に口頭で説明できる． 
・実験結果をレポートに 

受講者へのコメント ・事前の予習をしっかりやるために，予習課題を与えています．実験書に書いて
いることだけではなく，わからない用語などをしっかり専門書を用いて，調べる
ことをおすすめします． 



・実験内容によって，終了時刻が前後することがあります．その点は了承してく
ださい． 
・学習目標についてはシラバスに載せていますので，各自確認してください． 
・内容により実験する時間が異なりますが，実習トータルで見ると十分な実験内
容になっているのではないかと思います 

連絡先 理学部化学科 岩永哲夫（13 号館 2 階） 
理学部化学科 林 宏哉（13 号館 2 階） 
理学部化学科 大坂 昇（13 号館 3 階） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 実験全般に関する項目については，概ね満足したという回答が得られています． 
英文科目名 Experiments in Physical Chemistry 
関連科目 物理化学Ⅰ〜Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定 ・各実験テーマについて，議論がしやすいように説明を⼯夫していきます． 

・各実験内容について，学習目標を確認するようにします． 
講義目的 ・物理化学の本質を実験で体得する． 

・物理化学量の定量的測定を行い，データ処理をして，パラメータの相関を分か
り易いグラフ・図あるいは表で表現する． 
・EXCEL 等のパソコンツール使用法を習得する． 
・グループ実験で協調性・リーダーシップを学ぶ． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  ガイダンスおよび実験準備を行い，器具などを確認する． 

2 回  「テーマ A（二次反応速度）」について実験する．（1 日目） 
3 回 「テーマ A（二次反応速度）」について実験する．（2 日目） 
4 回  「テーマ A（二次反応速度）」について実験する．（3 日目） 
5 回  「テーマ B（凝固点降下）」について実験する．（1 日目） 
6 回 「テーマ B（凝固点降下）」について実験する．（2 日目） 
7 回  「テーマ B（凝固点降下）」について実験する．（3 日目） 
8 回  「テーマ C（超伝導および半導体の電気伝導度）」について 

準備学習 1 回  シラバスを読んでおくこと． 
2 回 テーマ A（二次反応速度）の予習レポートを作成すること． 
3 回 実験内容の確認と必要なデータ処理を行うこと． 
4 回  実験内容の確認と必要なデータ処理を行うこと． 
5 回   テーマ B（凝固点降下）の予習レポートを作成すること． 
6 回  実験内容の確認と必要なデータ処理を行うこと． 
7 回  実験内容の確認と必要なデータ処理を行うこと． 
8 回  テーマ C（超伝導および半導体の電気伝導度）の予習レポートを作成する
こと． 
9 回  実験内容の確認と必要なデータ処理を行うこと． 

 



年度 2014 
授業コード FSC04810 
成績評価 定期試験(70%), 中間試験(20%), 小テスト(0%), レポート(10%), ノート(0%)

定期試験(70 点), 中間試験(20 点), とレポート(10 点)を合計した得点により評
価する。 

曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学科(〜14) 
見出し FSC04810 数学Ⅰ 
担当教員名 山口 尚宏 
単位数 2 
教科書 「理⼯系の基礎 微分積分」(増補版)／石原, 浅野共著／裳華房／978-4-

785315085 
アクティブラーニング  
キーワード 極限, 連続, 導関数, 微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「微分積分」(改訂版)／矢野, 石原編／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 高校数学の数ⅡとⅢを学習しておくことが望ましい。大学の数学の基礎となるの

で, 復習と計算の練習を怠らないこと。特に, 講義のノートを主にして復習する
こと。 

シラバスコード FSC04810 
実務経験のある教員  
達成目標 極限の概念を理解すること。微分の定義, 運用方法とその応用を修得する。 
受講者へのコメント 予習復習をしてほしいと思います。数学を楽しみながら勉強してほしです。 
連絡先 第一学舎３階 山口 尚宏 研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 なし 
英文科目名 Mathematics I 
関連科目 高等学校で「数学Ⅲ」を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 学生の皆さんが楽しみながら数学を学習できるよう改善に向けて努力していき

ます。 
講義目的 数学の基礎となる一変数の関数の微分とその応用を講述する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション. 講義の進め方を説明する。 

2 回 数列の極限について説明する。 
3 回 関数の極限, 連続関数について説明する。 



4 回 導関数 微分の基本公式について解説する。 
5 回 合成関数の微分について説明する。 
6 回 対数関数と指数関数の微分について説明する。 
7 回 三角関数の微分について説明する。 
8 回 逆三角関数について説明する。 
9 回 逆関数の微分, パラメータ表示の関数の微分について説明する。 
10 回 中間試験とその解説をする。 
11 回 平均値の定理と関数の増減について説明する。 
1 

準備学習 1 回 高校数学を復習すること。 
2 回 第 1 章 極限と連続 §1 数列と級数の予習を行うこと。 
3 回 第 1 章 極限と連続 §2 関数と極限 §3 連続関数の予習を行うこと。 
4 回 第 2 章 微分法の基礎 §4 導関数 §5 微分法の公式(その 1)の予習を行う
こと。 
5 回 第 2 章 微分法の基礎 §5 微分法の公式(その 1)の予習を行うこと。 
6 回 第 3 章 いろいろな関数の微分法 §7 指数関数・対数関数 §8 指数関数と
対数関数の微分法 §10 対数微分法の予習を行うこと。 
7 回 第 3 章 いろいろな関数の微分法 

 



年度 2014 
授業コード FSC04820 
成績評価 定期試験(70 点)、中間試験(20 点およびレポート提出(10 点) により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学科(〜14) 
見出し FSC04820 数学Ⅰ 
担当教員名 中川 重和＊ 
単位数 2 
教科書 理⼯系の基礎 微分積分 (増補版)／石原・浅野／裳華房／978-4-785315085 
アクティブラーニング  
キーワード 極限, 連続, 導関数, 微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 大きな字で書くように気をつけます． 

科目の性格上板書量は比較的多いので， 
可能であれば移動式⿊板のある教室に教室変更をします． 
字が薄いのは，⿊板とチョークの相性が悪いためです． 
可能であれば移動式⿊板のある教室に教室変更をします． 

科目名 数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 微分積分」(改訂版)／矢野・石原編／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 高校数学の数ⅡとⅢを学習しておくことが望ましい。大学の数学の基礎となるの

で, 復習と計算の練習を怠らないこと。特に, 講義のノートを主にして復習する
こと。 

シラバスコード FSC04820 
実務経験のある教員  
達成目標 極限の概念を理解すること。微分の定義, 運用方法とその応用を修得する。 
受講者へのコメント 教科書になるべく忠実に，かつシラバス通りに教えようとしすぎたかもしれな

い． 
こちらからの問いかけに反応してもらいたい． 

連絡先 中川研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業進行がはやすぎた(18.2%)は予想外に多く， 
反応を見ながら進行するようにしなければいけないようだ． 
教科書になるべく忠実に，かつシラバス通りに教えようとしすぎたかもしれな
い． 

英文科目名 Mathematics I 
関連科目 高等学校で数学 Ⅲ を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 科目の性格上板書量は比較的多いので， 



可能であれば移動式⿊板のある教室に教室変更をします． 
講義目的 数学の基礎となる一変数の関数の微分とその応用を講述する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション. 講義の進め方を説明する。 

2 回 数列の極限について説明する。 
3 回 関数の極限, 連続関数について説明する。 
4 回 導関数 微分の基本公式について解説する。 
5 回 合成関数の微分について説明する。 
6 回 対数関数と指数関数の微分について説明する。 
7 回 三角関数の微分について説明する。 
8 回 逆三角関数について説明する。 
9 回 逆関数の微分, パラメータ表示の関数の微分について説明する。 
10 回 中間試験とその解説をする。 
11 回 平均値の定理と関数の増減について説明する。 
1 

準備学習 1 回 高校数学を復習すること。 
2 回 第 1 章 極限と連続 §1 数列と級数の予習を行うこと。 
3 回 第 1 章 極限と連続 §2 関数と極限 §3 連続関数の予習を行うこと。 
4 回 第 2 章 微分法の基礎 §4 導関数 §5 微分法の公式(その 1)の予習を行う
こと。 
5 回 第 2 章 微分法の基礎 §5 微分法の公式(その 1)の予習を行うこと。 
6 回 第 3 章 いろいろな関数の微分法 §7 指数関数・対数関数 §8 指数関数と
対数関数の微分法 §10 対数微分法の予習を行うこと。 
7 回 第 3 章 いろいろな関数の微分法 

 



年度 2014 
授業コード FSC04910 
成績評価 定期試験(70%), 中間試験(20%), 小テスト(0%), レポート(10%), ノート(0%)

定期試験(70 点), 中間試験(20 点), とレポート(10 点)を合計した得点により評
価する。 

曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学科(〜14) 
見出し FSC04910 数学Ⅱ 
担当教員名 山口 尚宏 
単位数 2 
教科書 「理⼯系の基礎 微分積分」(増補版)／石原, 浅野共著／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 不定積分, 極限, 定積分, 広義積分, 級数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「微分積分」（改訂版）／矢野, 石原編／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 大学の数学の基礎となるので, 復習と計算の練習を怠らないこと。特に, 講義の

ノートを主にして復習すること。 
シラバスコード FSC04910 
実務経験のある教員  
達成目標 積分の定義を知り, 実際に積分を実行できること。級数についても理解すること。 
受講者へのコメント コメントはありませんでした。 
連絡先 第一学舎３階 山口 尚宏 研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics II 
関連科目 数学Ⅰを履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 学生の皆さんに数学を楽しませてあげれるよう、尚いっそうの努力をしていきま

す。 
講義目的 数学の基礎となる一変数の関数の積分とその応用を講述する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回 簡単な関数の不定積分と定積分について説明する。 
3 回 不定積分の置換積分法について説明する。 
4 回 定積分の置換積分法について説明する。 
5 回 部分積分法について説明する。 



6 回 いろいろな関数の積分について説明する。 
7 回 積分の応用(面積)について説明する。 
8 回 和の極限と定積分について説明する。 
9 回 極座標による図形の面積, 立体の体積, 曲線の⻑さについて説明する。 
10 回 中間試験とその解説をする。 
11 回 広義積分について説明する。 

準備学習 1 回 高校数学, 微分積分学Ⅰを復習すること。 
2 回 第 5 章 積分法の基礎 §22 不定積分 §23 微分積分法の基本定理 第 6 章 
不定積分の計算 §24 簡単な関数の不定積分の予習を行うこと。 
3 回 第 6 章 不定積分の計算 §25 置換積分法の予習を行うこと。 
4 回 第 5 章 積分法の基礎 §21 定積分の性質 第 7 章 定積分とその応用 §30 
定積分の計算の予習を行うこと。 
5 回 第 6 章 不定積分の計算 §26 部分積分法 第 7 章 定積分とその応用 §30 
定積分の計算の予習を行うこと。 
6 回 第 6 章 

 



年度 2014 
授業コード FSC04920 
成績評価 定期試験(70 点)、中間試験(20 点)およびレポート提出(10 点) により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学科(〜14) 
見出し FSC04920 数学Ⅱ 
担当教員名 中川 重和＊ 
単位数 2 
教科書 理⼯系の基礎 微分積分 (増補版)／石原・浅野／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 不定積分, 極限, 定積分, 広義積分, 級数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし． 
科目名 数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 微分積分（改訂版）／矢野・石原編／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 大学の数学の基礎となるので, 復習と計算の練習を怠らないこと。特に, 講義の

ノートを主にして復習すること。 
シラバスコード FSC04920 
実務経験のある教員  
達成目標 積分の定義を知り, 実際に積分を実行できること。級数についても理解すること。 
受講者へのコメント 今後数学の勉強をする機会には，この講義を思い起こしてもらえると 幸いです． 
連絡先 中川研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の目標達成度は満足とほぼ満足をあわせて 73%であり， 
教員の意欲は 92%， 
また授業の満足度は 80%であった． 

英文科目名 Mathematics II 
関連科目 数学 Ⅰ を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 特になし． 
講義目的 数学の基礎となる一変数の関数の積分とその応用を講述する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回 簡単な関数の不定積分と定積分について説明する。 
3 回 不定積分の置換積分法について説明する。 
4 回 定積分の置換積分法について説明する。 
5 回 部分積分法について説明する。 
6 回 いろいろな関数の積分について説明する。 



7 回 積分の応用(面積)について説明する。 
8 回 和の極限と定積分について説明する。 
9 回 極座標による図形の面積, 立体の体積, 曲線の⻑さについて説明する。 
10 回 中間試験とその解説をする。 
11 回 広義積分について説明する。 

準備学習 1 回 高校数学, 微分積分学Ⅰを復習すること。 
2 回 第 5 章 積分法の基礎 §22 不定積分 §23 微分積分法の基本定理 第 6 章 
不定積分の計算 §24 簡単な関数の不定積分の予習を行うこと。 
3 回 第 6 章 不定積分の計算 §25 置換積分法の予習を行うこと。 
4 回 第 5 章 積分法の基礎 §21 定積分の性質 第 7 章 定積分とその応用 §30 
定積分の計算の予習を行うこと。 
5 回 第 6 章 不定積分の計算 §26 部分積分法 第 7 章 定積分とその応用 §30 
定積分の計算の予習を行うこと。 
6 回 第 6 章 

 



年度 2014 
授業コード FSC05010 
成績評価 課題提出（30％）、定期試験（70％）によって判定する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学科(〜14) 
見出し FSC05010 物理学基礎論Ⅰ 
担当教員名 豊⽥ 新 
単位数 2 
教科書 原康夫著 物理学入門 増補版 学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 運動、質点の力学、力学、連続体、波動 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 国立天文台理科年表（丸善）: サーウェイ著 松村訳 科学者と技術者のための物

理学Ⅰa, Ⅰb(学術図書) 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC05010 
実務経験のある教員  
達成目標 物理学の基礎的な概念である、運動の記述方法、力学的エネルギーを理解する。

質点の力学、連続体力学及び波動の基礎的事項を理解し、基礎的な問題が解ける
ようになる。これらの事項を基礎とした科学技術、現在の社会的問題の本質につ
いて理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 豊⽥（新）研究室 26 号館 3 階 Phone 256-9608 E-mail: toyoda@dap.ous.ac.jp 

オフィスアワー ⽊曜日 15：00-18：00（教授会開催日を除く） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics I 
関連科目 高等学校で物理を履修していない者は、前期に開講される入門物理を履修してお

くこと。高等学校で物理を履修していること、あるいは入門物理を履修している
ことを講義の前提とする。物理学基礎実験を履修する者はこの講義と同時あるい
は履修後に受講することを強く勧める。この講義に続けて物理学基礎論Ⅱを受講
することが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この世界の自然現象は物理学を基礎として成り立っている。その物理学の基礎的

なことがらのうち、その運動、力、エネルギーについて学び、理解を深める。ま



た、現在の科学技術、地球環境科学への応用についても一部解説する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理量と単位、等速直線運動、等加速度運動について学習する。 

2 回 力とそのつりあい、運動の法則について学習する。 
3 回 運動方程式の解法について学習する。 
4 回 運動方程式の解法について学習する。 
5 回 力のモーメントについて学習する。 
6 回 運動量と力積、運動量保存則について学習する。 
7 回 仕事とエネルギーの定義について学習する。 
8 回 力学的エネルギー保存則について学習する。 
9 回 仕事＝エネルギー定理について学習する。 
10 回 等速円運動について学習する。 
11 回 万有引力と天体の運動につい 

準備学習 毎回の講義においてその回の講義の復習となる課題（演習問題）を出します。次
回の講義までに解き、提出してください。 

 



年度 2014 
授業コード FSC05110 
成績評価 ほぼ毎回、小テストを行い、出席チェックと理解度を判断する。この評価は、最

終得点に１０点以内の加算をする。中間試験と期末試験は、それぞれ４０点を満
点とする。１回もしくは２回、レポート提出し、これは最終得点に１０点以内の
加算をする。 

曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学科(〜13) 
見出し FSC05110 物理学基礎論Ⅱ 
担当教員名 中川 幸子 
単位数 2 
教科書 原 康夫 ／物理学入門 増補版／学術図書出版社／978-4-780601169 
アクティブラーニング  
キーワード 量子化学と量子力学、現代科学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 とくになし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC05110 
実務経験のある教員  
達成目標 高校教員採用試験の問題に挑戦出来る。 
受講者へのコメント  
連絡先 stnak@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics II 
関連科目 量子化学、物理化学、放射化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 一般教養としての物理、中でも電磁気、原子物理、原子核物理の基礎を『物理と

化学に共通する電子の目』を通して理解する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 「日常生活の中の電磁気学」や「原発事故でもおこらない限り無関⼼な原子核物

理」ではなく、 
高校教員採用試験の物理の問題も時には見てみよう。卒業後、一般企業への就職
活動の際にも『理学部卒業者に期待される一般教養としての物理や化学』という



水準があるが、教員採用試験は、それをチェックする一つの目安である。本講義
でカバー出来る物理のはほんの一握りである。『化学を学ぶ際に最も重要な，電
子とイオンの振る舞い』を意識的に重視して，化学と物理の架け橋である「電子」
を通して、モノを見て行くように⼼がけて欲しい。 

 



年度 2014 
授業コード FSC05210 
成績評価 報告書の内容と実験への取り組み状況によって評価を行う（100％）。すべての実

験について報告書が作成され、受理されて単位が与えられる。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学科(〜13) 
見出し FSC05210 物理学基礎実験 
担当教員名 宮川 和也、小坂 圭二＊、豊⽥ 新、中力 眞一 
単位数 2 
教科書 物理学基礎実験第２版／岡山理科大学理学部応用物理学科 編／大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学、実験 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 国立天文台 理科年表（丸善）その他、参考資料は適宜配布する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 関数電卓（プログラム機能は不要）を購入すること。 

共同実験者に迷惑を及ぼすので遅刻、欠席は厳禁である。各テーマに２週を割り
当て、第１週に実験を行い、第２週に報告書を完成させる。事前に実験内容をよ
く予習してくること。 

シラバスコード FSC05210 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）物理学の基礎的な実験について、基本的事項を理解し、実験方法に習熟す

る。 
   実験器具、装置の取り扱いができるようになる。 
（２）実験データを適切に処理し、現象を的確に表現するためのグラフが作成で
きる 
   ようになる。 
（３）パソコンを利用して実験データを処理できるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 宮川和也 086-256-9488 miyagawa@dap.ous.ac.jp  

豊⽥ 新 086-256-9608 toyoda@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Physics 
関連科目 物理学基礎論Ⅰ、Ⅱを前後して（できれば本実験科目を履修する前に）履修する

ことが望ましい。 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 （１）基礎的な実験を通して、物理学における実験方法と実験器具、装置の取り

扱いの 
   基礎を学ぶ。 
（２）実験データの処理の方法、現象を的確に表現するためのグラフの作成方法
につい 
   て実習する。 
（３）パソコンを利用した実験データの処理方法について学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 【第 1 回】テキストを購入し、実験全体を概観しておくこと。 

【第 2 回】パソコンによる実験データ処理についてテキストを読み、演習内容を
理解 
    しておくこと。 
【第 3 回】ノギス、マイクロメーター、電卓の使い方についてテキストを読み、
実験 
    内容を理解しておくこと。 
【第 4 回〜15 回】 
 該当の実験についてテキストを読み、実験方法までレポートとしてまとめてお
く 
 こと。 

 



年度 2014 
授業コード FSC05220 
成績評価 報告書の内容と実験への取り組み状況によって評価を行う（100％）。すべての実

験について報告書が作成され、受理されて単位が与えられる。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学科(〜14) 
見出し FSC05220 物理学基礎実験 
担当教員名 宮川 和也、小坂 圭二＊、豊⽥ 新、中力 眞一 
単位数 2 
教科書 物理学基礎実験第２版／岡山理科大学理学部応用物理学科 編／大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学、実験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 国立天文台 理科年表（丸善）その他、参考資料は適宜配布する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 関数電卓（プログラム機能は不要）を購入すること。 

共同実験者に迷惑を及ぼすので遅刻、欠席は厳禁である。各テーマに２週を割り
当て、第１週に実験を行い、第２週に報告書を完成させる。事前に実験内容をよ
く予習してくること。 

シラバスコード FSC05220 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）物理学の基礎的な実験について、基本的事項を理解し、実験方法に習熟す

る。 
   実験器具、装置の取り扱いができるようになる。 
（２）実験データを適切に処理し、現象を的確に表現するためのグラフが作成で
きる 
   ようになる。 
（３）パソコンを利用して実験データを処理できるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 宮川和也 086-256-9488 miyagawa@dap.ous.ac.jp  

豊⽥ 新 086-256-9608 toyoda@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Physics 
関連科目 物理学基礎論Ⅰ、Ⅱを前後して（できれば本実験科目を履修する前に）履修する

ことが望ましい。 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 （１）基礎的な実験を通して、物理学における実験方法と実験器具、装置の取り

扱いの 
   基礎を学ぶ。 
（２）実験データの処理の方法、現象を的確に表現するためのグラフの作成方法
につい 
   て実習する。 
（３）パソコンを利用した実験データの処理方法について学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 【第 1 回】テキストを購入し、実験全体を概観しておくこと。 

【第 2 回】パソコンによる実験データ処理についてテキストを読み、演習内容を
理解 
    しておくこと。 
【第 3 回】ノギス、マイクロメーター、電卓の使い方についてテキストを読み、
実験 
    内容を理解しておくこと。 
【第 4 回〜15 回】 
 該当の実験についてテキストを読み、実験方法までレポートとしてまとめてお
く 
 こと。 

 



年度 2014 
授業コード FSC05310 
成績評価 実験レポート（60％）、中間試験（10％）、定期試験（30％） 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス CA(〜14),CM(〜14) 
見出し FSC05310 化学基礎実験 
担当教員名 赤司 治夫、⻘⽊ 宏之、土肥 裕希＊ 
単位数 2 
教科書 佐藤幸子・「岡山理科大学化学実験一手引きと演習一」、坂⽥一矩編・「理⼯系化学

実験一基礎と応用一」東京教学社 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン両性金属、マスキング定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、
電離定数、pH、pKa、モル濃度、質量百分率 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大学一般化学教育研究会編・「大学の基礎化学実験」・学術図書出版社フォトサイ

エンス化学図録・数研出版、 井口洋夫、⽊下實編集・「化学入門」・実教出版 
授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを期限内に提出し受理されていることが、単位取得

の前提条件である。 
事故予防のため、白衣と保護眼鏡の着用を義務づける。 
十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。  
実験開始１時間前までに、予習プリントを必ず提出する。 

シラバスコード FSC05310 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。 決められた濃度の試薬溶液を調製

できる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）滴定実験の器具（ホールピペット、ビュレット、メスフラスコ）の使用方
法を習得する。 
（４）pH メーター、分光光度計、電子天秤の使用方法を習得する。 
（５）詳しい実験観察結果を文章で表現し、物質の変化を化学反応式で記述でき
る。 
（６）報告書の基本的書き方を習得する。 
（７）モル濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析により日常的な物（⾷酢、
ミネラルウォーター、ドリンク剤、消毒剤等）に含ま 

受講者へのコメント  
連絡先 22 号館 5F 508 号室 e-mail:akashi@high.ous.ac.jp 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fundamental Experiments of Chemistry 
関連科目 化学入門 I、II、分析化学 I、II、無機化学 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、パソコンを活用した実験結果の解析方法、グラフ
の書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時に、化学の基礎原理や概念についての
理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションをする。 

2 回  基本実験（金属と酸との反応）とレポート作成方法の説明をする。 
3 回  第 I 属陽イオンの定性分析をする。 
4 回  第 II 属陽イオンの定性分析(1)をする。 
5 回  第 II 属陽イオンの定性分析(2)をする。 
6 回  第 III 属陽イオンの定性分析をする。 
7 回  陽イオンの系統分析 （中間試験）をする。 
8 回  定量分析：中和滴定 （⾷酢の定量）をする。 
9 回  定量分析：酸化還元滴定 （オキシドール中の過酸化水素の定量）をする。 
10 回  定量分析： 

準備学習 1 回  教科書第 1 章を読み、化学実験を行う上での基本的注意事項を理解してお
くこと。 
2 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
3 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
4 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
5 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
6 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
7 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
8 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
9 回  実験の手引き 

 



年度 2014 
授業コード FSC05320 
成績評価 実験レポート（60％）、中間試験（10％）、定期試験（30％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス CB(〜14),CM(〜14) 
見出し FSC05320 化学基礎実験 
担当教員名 赤司 治夫、高原 周一、土肥 裕希＊ 
単位数 2 
教科書 佐藤幸子・「岡山理科大学化学実験一手引きと演習一」、坂⽥一矩編・「理⼯系化学

実験一基礎と応用一」東京教学社 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン両性金属、マスキング定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、
電離定数、pH、pKa、モル濃度、質量百分率 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大学一般化学教育研究会編・「大学の基礎化学実験」・学術図書出版社フォトサイ

エンス化学図録・数研出版、 井口洋夫、⽊下實編集・「化学入門」・実教出版 
授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを期限内に提出し受理されていることが、単位取得

の前提条件である。 
事故予防のため、白衣と保護眼鏡の着用を義務づける。 
十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。  
実験開始１時間前までに、予習プリントを必ず提出する。 

シラバスコード FSC05320 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。 決められた濃度の試薬溶液を調製

できる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）滴定実験の器具（ホールピペット、ビュレット、メスフラスコ）の使用方
法を習得する。 
（４）pH メーター、分光光度計、電子天秤の使用方法を習得する。 
（５）詳しい実験観察結果を文章で表現し、物質の変化を化学反応式で記述でき
る。 
（６）報告書の基本的書き方を習得する。 
（７）モル濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析により日常的な物（⾷酢、
ミネラルウォーター、ドリンク剤、消毒剤等）に含ま 

受講者へのコメント  
連絡先 22 号館 5F 508 号室 e-mail:akashi@high.ous.ac.jp 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fundamental Experiments of Chemistry 
関連科目 化学入門 I、II、分析化学 I、II、無機化学 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、パソコンを活用した実験結果の解析方法、グラフ
の書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時に、化学の基礎原理や概念についての
理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションをする。 

2 回  基本実験（金属と酸との反応）とレポート作成方法の説明をする。 
3 回  第 I 属陽イオンの定性分析をする。 
4 回  第 II 属陽イオンの定性分析(1)をする。 
5 回  第 II 属陽イオンの定性分析(2)をする。 
6 回  第 III 属陽イオンの定性分析をする。 
7 回  陽イオンの系統分析 （中間試験）をする。 
8 回  定量分析：中和滴定 （⾷酢の定量）をする。 
9 回  定量分析：酸化還元滴定 （オキシドール中の過酸化水素の定量）をする。 
10 回  定量分析： 

準備学習 1 回  教科書第 1 章を読み、化学実験を行う上での基本的注意事項を理解してお
くこと。 
2 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
3 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
4 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
5 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
6 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
7 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
8 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
9 回  実験の手引き 

 



年度 2014 
授業コード FSC05410 
成績評価 定期試験結果により行なう．60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学科(〜14) 
見出し FSC05410 生物学基礎論Ⅰ 
担当教員名 守⽥ 益宗 
単位数 2 
教科書 テキスト「新課程視覚でとらえるフォトサイエンス生物図録（数研出版）」と配布

資料を中⼼に講義 
アクティブラーニング  
キーワード 生命現象のいろいろ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教職関連科目なので，それなりの成績をとるよう頑張らないと単位はだせませ

ん． 
なお，過去の受講状況は以下のとおり．参考にして下さい． 
 2013 受講者数（55） 途中棄権（8） 最終合格者（21） 
 2012 受講者数（62） 途中棄権（6） 最終合格者（37） 
 2011 受講者数（89） 途中棄権（5） 最終合格者（43） 

科目名 生物学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。また，入学時

に実施した学力多様化度調査の結果により、チューターから「入門生物」の履修
を指導された学生は，「入門生物」単位取得後でなければ受講できない．なお，受
講者多数の場合は抽選とする。 

シラバスコード FSC05410 
実務経験のある教員  
達成目標 生物学の基礎的知識習得とそれを日本語で正しく表現できる能力の習得 
受講者へのコメント 毎回の講義内容のアウトラインをつかむようにし，それを簡潔な文章で表せるよ

うにしましょう． 
連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Biology I 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 特に考えていない． 
講義目的 生物のもつ基本的性質を分子から生物個体のまでのレベルでとらえ，生物学の基



本的なことがらを論じる． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の進め方を説明する． 

2 回 生物と無生物の違いについて説明する． 
3 回 生物学の発達と顕微鏡の歴史について説明する． 
4 回 生物をつくる物質について説明する． 
5 回 細胞の構造について説明する． 
6 回 異化：エネルギーを取り出す仕組みについて説明する． 
7 回 同化：体物質を合成する仕組みについて説明する． 
8 回 トピックス：生物と ABC 兵器について説明する． 
9 回 生殖の仕組みについて説明する． 
10 回 遺伝：メンデルの遺伝法則について説明する． 
11 回 遺伝物質と形質の発現 

準備学習 予習は特に必要ないが，前回講義の復習をしておくこと 
 



年度 2014 
授業コード FSC05510 
成績評価 定期試験結果により行なう．60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学科(〜14) 
見出し FSC05510 生物学基礎論Ⅱ 
担当教員名 守⽥ 益宗 
単位数 2 
教科書 視覚でとらえるフォトサイエンス生物図録／数研出版／9784410281648 
アクティブラーニング  
キーワード 生物をとりまくもの 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 講義内容と試験内容が一致していないとのコメントがありましたが，テキスト，

ノートすべて持ち込み可のテストで同一内容で出題する事のほうが異常です．試
験は資料を駆使して問題解決能力や表現力を試す文章題なので，単なる資料の引
き写しだけでは点数は稼げません． 
教職関連科目なので，それなりの成績をとるよう頑張り，能力が一定レベル以上
あるとみなせなければ単位はだせません． 

科目名 生物学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない．また，入学時

に実施した学力多様化度調査の結果により、チューターから「入門生物」の履修
を指導された学生は，「入門生物」単位取得後でなければ受講できない．なお，受
講者多数の場合は抽選とする．なお，受講者多数の場合は抽選とする。 

シラバスコード FSC05510 
実務経験のある教員  
達成目標 生物学の基礎的知識の理解とそれに関連する文献を自ら探求し，それらの情報を

総合化する能力の向上 
受講者へのコメント 毎回の講義内容のアウトラインをつかむようにし，それを簡潔な文章で表せるよ

うにしましょう． 
連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Biology II 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 特に考えていない． 
講義目的 生物学の基礎的項目のうち，生物個体や生物群集間にみられる様々な関係を論じ



るとともに，自然環境の変動が生物や人間社会にどのような変化をもたらしたの
か論じる． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の進め方について説明する． 

2 回 生物をとりまく環境について説明する． 
3 回 生物と温度の関係について説明する． 
4 回 生物と水の関係について説明する． 
5 回 生物の分布をきめるさまざまな要因について説明する． 
6 回 生態系における物質生産について説明する． 
7 回 トピックス：人口増加と⾷糧問題について説明する． 
8 回 生態系における物質循環について説明する． 
9 回 生態遷移について説明する． 
10 回 植物分布と気候について説明する． 
11 回 過去を探るさまざま科学について説 

準備学習 予習は特に必要ないが，前回講義の内容を復習しておくこと 
 



年度 2014 
授業コード FSC05610 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により判定する．総獲得点数/提出義務回数

の値が 60 点以上を合格とする．本実験は教職関連科目でもあるので，全出席が
評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育実習の場合は３回）をこえ
る欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする．また，公欠の場合でも補講，
追加レポートや提出義務回数などの特別配慮は一切しない． 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学科(〜13) 
見出し FSC05610 生物学基礎実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正⽊ 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 実験指導，光学顕微鏡観察 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教職関連科目なので，それなりの成績をとるよう頑張らないと単位はだせませ

ん． 
なお，過去の受講状況は以下のとおり．参考にして下さい． 
生物学基礎実験(火） 2014 前期 受講者数（14） 途中棄権（8）
 最終合格者（6）   
 2013 後期  受講者数（19） 途中棄権（1） 最 終
合格者（15） 
 2013 前期  受講者数（22） 途中棄権（4） 最 終
合格者（14） 
 2012 後期  受講者数（31） 途中棄権（7） 最 終
合格者（24）  
        
生物学基礎実験(金） 2014 前期 受講者数（19） 

科目名 生物学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。なお，以下の

学生の受講を制限する．（１）入学時に実施した学力多様化度調査の結果により、
チューターから「入門生物」の履修を指導された学生（２）教職関連の生物科目
（生物学基礎論など）未受講の学生（３）前年度に本実験を不合格または途中放
棄した学生．また，受講希望者多数の場合は抽選とする。 

シラバスコード FSC05610 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作でき，実験指導が適切に行えるようになること． 



受講者へのコメント 1） オリエンテーション時に日常的な生物の知識を問う基礎的なテストがありま
す．あまりに低い点では受講を認めません． 
2）レポートは必ず提出しましょう． 

連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Experiments in Biology 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 特に考えていない 
講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に

便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 

2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 
3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２： 

準備学習 特になし 
 



年度 2014 
授業コード FSC05620 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により判定する．総獲得点数/提出義務回数

の値が 60 点以上を合格とする．本実験は教職関連科目でもあるので，全出席が
評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育実習の場合は３回）をこえ
る欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする．また，公欠の場合でも補講，
追加レポートや提出義務回数などの特別配慮は一切しない． 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学科(〜13) 
見出し FSC05620 生物学基礎実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正⽊ 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 実験指導，光学顕微鏡観察 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教職関連科目なので，それなりの成績をとるよう頑張らないと単位はだせませ

ん． 
なお，過去の受講状況は以下のとおり．参考にして下さい． 
生物学基礎実験(火） 2014 前期 受講者数（14） 途中棄権（8）
 最終合格者（6）   
 2013 後期  受講者数（19） 途中棄権（1） 最 終
合格者（15） 
 2013 前期  受講者数（22） 途中棄権（4） 最 終
合格者（14） 
 2012 後期  受講者数（31） 途中棄権（7） 最 終
合格者（24）  
        
生物学基礎実験(金） 2014 前期 受講者数（19） 

科目名 生物学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。なお，以下の

学生の受講を制限する．（１）入学時に実施した学力多様化度調査の結果により、
チューターから「入門生物」の履修を指導された学生（２）教職関連の生物科目
（生物学基礎論など）未受講の学生（３）前年度に本実験を不合格または途中放
棄した学生．また，受講希望者多数の場合は抽選とする。 

シラバスコード FSC05620 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作でき，実験指導が適切に行えるようになること． 



受講者へのコメント 1） オリエンテーション時に日常的な生物の知識を問う基礎的なテストがありま
す．あまりに低い点では受講を認めません． 
2）レポートは必ず提出しましょう． 

連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Experiments in Biology 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 特に考えていない． 
講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に

便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 

2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 
3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２： 

準備学習 特になし 
 



年度 2014 
授業コード FSC05630 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により判定する．総獲得点数/提出義務回数

の値が 60 点以上を合格とする．本実験は教職関連科目でもあるので，全出席が
評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育実習の場合は３回）をこえ
る欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする．また，公欠の場合でも補講，
追加レポートや提出義務回数などの特別配慮は一切しない． 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学科(〜14) 
見出し FSC05630 生物学基礎実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正⽊ 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 実験指導，光学顕微鏡観察 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 前回よかったレポートが次回では評価が下がったとのコメントについて： 

実験レポートの書き方には作法があるので，それに習熟することが大切ですが，
短期間に習熟することは難しいので，採点基準は前に優しく，後になるほどだん
だん厳しくなります．したがって，前回注意だけでの OK でも，次回修正してい
ない場合は NO です．なお，教職関連科目なので，それなりの成績をとるよう頑
張り，能力が一定レベル以上あるとみなせなければ単位はだせません． 

科目名 生物学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。なお，以下の

学生の受講を制限する．（１）入学時に実施した学力多様化度調査の結果により、
チューターから「入門生物」の履修を指導された学生（２）教職関連の生物科目
（生物学基礎論など）未受講の学生（３）前年度に本実験を不合格または途中放
棄した学生．また，受講希望者多数の場合は抽選とする。 

シラバスコード FSC05630 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作でき，実験指導が適切に行えるようになること． 
受講者へのコメント レポートは必ず提出しましょう． 
連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Experiments in Biology 



関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 特に考えていない． 
講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に

便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 

2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 
3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２： 

準備学習 特になし 
 



年度 2014 
授業コード FSC05640 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により判定する．総獲得点数/提出義務回数

の値が 60 点以上を合格とする．本実験は教職関連科目でもあるので，全出席が
評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育実習の場合は３回）をこえ
る欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする．また，公欠の場合でも補講，
追加レポートや提出義務回数などの特別配慮は一切しない． 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学科(〜14) 
見出し FSC05640 生物学基礎実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正⽊ 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 実験指導，光学顕微鏡観察 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 前回よかったレポートが次回では評価が下がったとのコメントについて： 

実験レポートの書き方には作法があるので，それに習熟することが大切ですが，
短期間に習熟することは難しいので，採点基準は前に優しく，後になるほどだん
だん厳しくなります．したがって，前回注意だけでの OK でも，次回修正してい
ない場合は NO です．なお，教職関連科目なので，それなりの成績をとるよう頑
張り，能力が一定レベル以上あるとみなせなければ単位はだせません． 

科目名 生物学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。なお，以下の

学生の受講を制限する．（１）入学時に実施した学力多様化度調査の結果により、
チューターから「入門生物」の履修を指導された学生（２）教職関連の生物科目
（生物学基礎論など）未受講の学生（３）前年度に本実験を不合格または途中放
棄した学生．また，受講希望者多数の場合は抽選とする。 

シラバスコード FSC05640 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作でき，実験指導が適切に行えるようになること． 
受講者へのコメント レポートは必ず提出しましょう． 
連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Experiments in Biology 



関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 特に考えていない． 
講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に

便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 

2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 
3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２： 

準備学習 特になし 
 



年度 2014 
授業コード FSC05710 
成績評価 中間試験（50 点）と定期試験（50 点）で評価を行う。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜14) 
見出し FSC05710 地学基礎論Ⅰ 
担当教員名 ⻘⽊ 一勝 
単位数 2 
教科書 指定しない． 
アクティブラーニング  
キーワード 太陽系、地球、テクトニクス、岩石、鉱物、地球環境 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「スライドの切り替えが速い」、「授業のスピードが速い」との意見が多数ある。 

これらの意見については、真摯に受け止め、改善するように努める。 
科目名 地学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 地球学入門 惑星地球と大気・海洋のシステム／酒井治考／東海大学出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC05710 
実務経験のある教員  
達成目標 地学の基礎的知識の習得と地球環境問題を地球科学の観点から考える基礎力を

養う。 
受講者へのコメント 高校で地学を受けたことがないことを前提としているので（受講者の多くは実際

にそうだが）、内容としては基礎的項目を多く扱っている。その結果、必然的にノ
ートに書込む量は多くなる。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価は、「満足」「ほぼ満足」が多く、概ね理解したようだ。 
英文科目名 Geology I 
関連科目 地学基礎論 II 
次回に向けての改善変更予定 より多くの学生が授業の内容を理解できるように、授業の進行スピードを調整

し、ノートを取る時間を多くする。 
また、説明がより明快になるように⼼がける。 

講義目的 我々人類が住む「地球」を地球科学的に理解する上で欠かせない基礎的事項（地
球の構造、物質、環境など）を学習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。授業の紹介する． 

2 回 宇宙と太陽系について学習する。 



3 回 惑星地球について学習する。 
4 回 プレートテクトニクスについて学習する。 
5 回 マントルについて学習する。 
6 回 地球を構成する鉱物について学習する。 
7 回 地球を構成する火成岩について学習する。 
8 回 地球を構成する変成岩・堆積岩について学習する。 
9 回 中間テストをする． 
10 回 火山と噴火について学習する。 
11 回 天然資源について学習する。 
12 回 地震とそのメカニズムについて学習する。 
13 回 大気と太陽活動 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 太陽系の図をみておくこと。 
3 回 地球内部の構造図をみておくこと。 
4 回 現在のプレートの位置関係を把握しておくこと。 
5 回 カンラン岩について調べておくこと。 
6 回 鉱物と岩石の違いを把握しておくこと。 
7 回 火成岩の種類を調べておくこと。 
8 回 変成岩と堆積岩の種類を調べておくこと。 
9 回 これまでのまとめをしておくこと。 
10 回 地球上の火山帯の分布を調べておくこと。 
11 回 日本の天然資源について調べておくこと。 
12 回 地震の種類につい 

 



年度 2014 
授業コード FSC05810 
成績評価 中間試験（50 点）と定期試験（50 点）で評価を行う。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜14) 
見出し FSC05810 地学基礎論Ⅱ 
担当教員名 ⻘⽊ 一勝 
単位数 2 
教科書 指定しない． 
アクティブラーニング  
キーワード 地球史、地殻、造山運動、生命の誕生、進化と絶滅、地球環境 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ノートに書き写す時間をできるだけ多く取ったつもりだが、まだ「授業のスピー

ドが速い」との意見が多数ある。 
これらの意見については、真摯に受け止め、改善するように努める。 

科目名 地学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 地球学入門 惑星地球と大気・海洋のシステム／酒井治考／東海大学出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC05810 
実務経験のある教員  
達成目標 地球史４６億年で起きたさまざまな現象を理解し、これからの地球の描像や環境

問題を考える力を養う。 
受講者へのコメント 「高校で地学を受けたことがない」を前提としているので、基礎的項目を多く扱

っている。 
スライドで用いた図をまとめたプリントを配っているので、それを活用し、個人
のノートを作る事をすすめる。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価は、「満足」「ほぼ満足」が多く、概ね理解したようだ。 
英文科目名 Geology II 
関連科目 地学基礎論 I 
次回に向けての改善変更予定 より多くの学生が授業の内容を理解できるように、授業の進行スピードを調整

し、ノートを取る時間を多くする。 
講義目的 地球内部や表層地殻で起こるさまざまな現象を学習する。また古環境における生

物の進化や絶滅の因果関係についても学習する。人類の生活と環境変化について
も学習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション。授業の紹介をする． 
2 回 地質年代について学習する。 
3 回 火成作用について学習する。 
4 回 変成作用について学習する。 
5 回 堆積作用について学習する。 
6 回 地質構造について学習する。 
7 回 日本列島の形成について学習する。 
8 回 地殻形成について学習する。 
9 回 中間テストをする． 
10 回 生命の誕生について学習する。 
11 回 生物の進化について学習する。 
12 回 生物の大量絶滅について学習する。 
13 回 新生代の生物の進化について学習する。 
14 回 地球温暖化について学習 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 地質年代表をみておくこと。 
3 回 火成岩について復習しておくこと。 
4 回 変成岩について復習しておくこと。 
5 回 堆積岩について復習しておくこと。 
6 回 日本の大断層を調べておくこと。 
7 回 日本列島全体の地質図を見ておくこと。 
8 回 最古の岩石について調べておくこと。 
9 回 これまでのまとめをしておくこと 
10 回 最古の生命について調べておくこと。 
11 回 全球凍結とは何か調べておくこと。 
12 回 生物の大量絶滅はいつ起きたか調べておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FSC05910 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、予習復習を含めた実験への取り組みおよ

び理解度 40％により、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のう
ち、60 点以上を合格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数
の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学科(〜13) 
見出し FSC05910 地学基礎実験 
担当教員名 ⻘⽊ 一勝、小林 祥一、郷津 知太郎＊ 
単位数 2 
教科書 スクエア最新図説地学／⻄村祐二郎・杉山直／第一学習社／ISBN978-4-8040-

4658-7 C7044 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「説明が⻑い」との意見が多く見られるが、これは、学生により深く地学を理解

してほしいとの教員の配慮によるもの。モニターやスリッパに関する意見につい
ては、真摯に受け止め、今後改善するよう努める。 

科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように⼼掛ける。 
この実験は火曜日にも開講しています。実験がしやすい受講生の少ない曜日に受
講することを勧めます。 

シラバスコード FSC05910 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実力をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント 出された課題を言われた通りに淡々とこなすのではなく、その日の課題の意味を
理解しながら取り組むように⼼がけると、なお一層授業の理解が深まるだろう。 

連絡先 7 号館 3F 小林研究室 086-256-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価は、「満足」「ほぼ満足」で、多くの学生が授業を理解したようだ。 



英文科目名 Experiments in Geology 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 
次回に向けての改善変更予定 授業の説明を分かり易く、また無駄に⻑くならぬように⼼がける。 
講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図

の作成、地質図の作成等に関する実験を行う．また、パーソナルコンピューター
を活用しデータの整理を行う． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形に 

 



年度 2014 
授業コード FSC05920 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、予習復習を含めた実験への取り組みおよ

び理解度 40％により、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のう
ち、60 点以上を合格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数
の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学科(〜13) 
見出し FSC05920 地学基礎実験 
担当教員名 ⻘⽊ 一勝、小林 祥一、山口 一裕 
単位数 2 
教科書 スクエア最新図説地学／⻄村祐二郎・杉山直／第一学習社／ISBN978-4-8040-

4658-7 C7044 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「受講人数が多い」との意見があるが、なるべく多くの学生に実験を通して地学

を学んでほしいので、可能な限りの人数を受け入れている。しかし、学習意欲の
低い学生もいるので、受講者の選抜方法をどのようにするかは今後の課題かもし
れない。 

科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように⼼掛ける。 
この実験は火曜日にも開講しています。実験がしやすい受講生の少ない曜日に受
講することを勧めます。 

シラバスコード FSC05920 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実力をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント 出された課題を言われた通りに淡々とこなすのではなく、その日の課題の意味を
理解しながら取り組むように⼼がけると、なお一層授業の理解が深まるだろう。 

連絡先 7 号館 3F 小林研究室 086-256-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価は、「満足」「ほぼ満足」で、多くの学生が授業を理解したようだ。 



英文科目名 Experiments in Geology 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 
次回に向けての改善変更予定 授業の説明を分かり易く、また無駄に⻑くならぬように⼼がける。 
講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図

の作成、地質図の作成等に関する実験を行う．また、パーソナルコンピューター
を活用しデータの整理を行う． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形に 

 



年度 2014 
授業コード FSC05930 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、予習復習を含めた実験への取り組みおよ

び理解度 40％により、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のう
ち、60 点以上を合格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数
の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学科(〜14) 
見出し FSC05930 地学基礎実験 
担当教員名 ⻘⽊ 一勝、小林 祥一、郷津 知太郎＊ 
単位数 2 
教科書 スクエア最新図説地学／⻄村祐二郎・杉山直／第一学習社／ISBN978-4-8040-

4658-7 C7044 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「課題に対し、楽しく取り組めた」との意見がいくつかあったので、より多くの

学生が楽しくかつ地学に興味を持つような 
授業を進行するよう努める。 

科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように⼼掛ける。 
この実験は火曜日にも開講しています。実験がしやすい受講生の少ない曜日に受
講することを勧めます。 

シラバスコード FSC05930 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実力をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント 出された課題を言われた通りに淡々とこなすのではなく、その日の課題の意味を
理解しながら取り組むように⼼がけると、なお一層授業の理解が深まるだろう 

連絡先 7 号館 3F 小林研究室 086-256-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価は、「満足」「ほぼ満足」で、多くの学生が授業を理解したようだ。 



英文科目名 Experiments in Geology 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 
次回に向けての改善変更予定 授業の説明を分かり易く、また無駄に⻑くならぬように⼼がける。 
講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図

の作成、地質図の作成等に関する実験を行う．また、パーソナルコンピューター
を活用しデータの整理を行う． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形に 

 



年度 2014 
授業コード FSC05940 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、予習復習を含めた実験への取り組みおよ

び理解度 40％により、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のう
ち、60 点以上を合格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数
の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学科(〜14) 
見出し FSC05940 地学基礎実験 
担当教員名 ⻘⽊ 一勝、小林 祥一、山口 一裕 
単位数 2 
教科書 スクエア最新図説地学／⻄村祐二郎・杉山直／第一学習社／ISBN978-4-8040-

4658-7 C7044 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「モニターが見づらい」、「教室の暖房が部屋全体に効いておらず寒い」、「部屋の

設備の多くが古く、きたない」との意見が多いので、それらについては今後の検
討課題である。 

科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように⼼掛ける。 
この実験は火曜日にも開講しています。実験がしやすい受講生の少ない曜日に受
講することを勧めます。 

シラバスコード FSC05940 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実力をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント 出された課題を言われた通りに淡々とこなすのではなく、その日の課題の意味を
理解しながら取り組むように⼼がけると、なお一層授業の理解が深まるだろう。 

連絡先 7 号館 3F 小林研究室 086-256-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価は、「満足」「ほぼ満足」で、多くの学生が授業を理解したようだ。 



英文科目名 Experiments in Geology 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 
次回に向けての改善変更予定 授業の説明を分かり易く、また無駄に⻑くならぬように⼼がける。 
講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図

の作成、地質図の作成等に関する実験を行う．また、パーソナルコンピューター
を活用しデータの整理を行う． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形に 

 



年度 2014 
授業コード FSC06110 
成績評価 試験評価 70％ 

課題評価 30％ 
の割合で評価する。 

曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学科(〜14) 
見出し FSC06110 無機化学Ⅰ 
担当教員名 林 宏哉 
単位数 2 
教科書 「基本無機化学」荻野博、飛⽥博実、岡崎雅明著、東京化学同人 

pp1-87. 
アクティブラーニング  
キーワード 周期表、族、周期、電子、核子、陽子、中性子、質量欠損、主量子数、方位量子

数、磁気量子数、スピン量子数、プランク定数、振動数、波数、波⻑、原子軌道、
軌道エネルギー、スペクトル系列、ｓ、ｐ、ｄ軌道、軌道対称性、節の数、ド・
ブローイ、量子化、電子線の波⻑、ハイゼンベルグ、不確定性原理、スピン多重
度、電子相関、フント規則、基底電子配置、有効核電荷、遮蔽、イオン化エネル
ギー、電子親和力、軌道相互作用、結合性軌道、反結合性軌道、非結合性軌道、
分子軌道、分子軌道エネルギー準位、対称要素、点群、指標表、マリケンの記号、
縮 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 無機化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「無機化学」平尾一之、⽥中勝久、中平敦著、東京化学同人 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC06110 
実務経験のある教員  
達成目標 ・第 4 周期までの元素名、元素記号を書くことができる。 

・核子の陽子、中性子、および電子の質量と電荷を憶え、質量欠損を説明できる。 
・波動方程式、波動関数の形式を書くことができる。 
・４つの量子数と原子軌道の関連を説明できる。 
・プランク定数を憶え、光の振動数、波数、波⻑から光エネルギーを計算できる。 
・水素原子のスペクトル系列を計算できる。 
・ｓ、ｐ、ｄ軌道を描き軌道の対称、節の数を説明することができる。 
・ド・ブローイの法則を適用して物質の量子化を理解し、電子線の波⻑を計算で
きる。 
・ハイゼンベルグの不 

受講者へのコメント  



連絡先 居室：13 号館 2 階研究室 
電話 086-256-9474 
E-mail:koya@chem.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Inorganic Chemistry I 
関連科目 固体化学、無機化学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この講義の目的はは原子の構造を理解すること、およびそれに基づいて原子の性

質、化学結合の原理を理解するすることである。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 １．１元素の起源と原子の構成を説明する。 

１．１．１核反応と超新星を概説して標準理論が示す力を概説する。 
2 回 １．１．２原子の構造を説明する。 
a．ラザフォードモデルを説明する。 
b.ボーアモデルを説明し軌道エネルギー、ボーア半径を計算する。 
3 回 c.ド・ブローイの式を説明し、物質波の概念を通して量子論を説明する。 
4 回 d.シュレーディンガー方程式を説明する。 
e.不確定性原理を説明する。 
5 回 1・1・3 電子の軌道と量子数の関係を説明する。 
6 回 a.パウリの排他原理をフェルミ粒子とボース粒 

準備学習 周期表の第 4 周期の元素まで、元素名、元素記号を憶えておく。 
また 1,2,13,14,15,16,17,18 族の元素を族ごとにいえるようにしておく。 
前回の講義を 10 行以内の文章にして要約しておく。 
特に新しい概念を他人に説明するつもりで文章を書く。 

 



年度 2014 
授業コード FSC06210 
成績評価 レポート・小テスト 40％、定期試験の得点 60％として 100 点満点で評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学科(〜13) 
見出し FSC06210 無機化学Ⅱ 
担当教員名 坂根 弦太 
単位数 2 
教科書 基本無機化学 第２版／荻野博、飛⽥博実、岡崎雅明／東京化学同人／

9784807906253 
アクティブラーニング  
キーワード 周期表、元素記号、元素、原子、原子核、電子、元素合成、同位体、放射線、量

子数、原子軌道、分子軌道、バンド理論、分光化学系列、結晶場理論、ｄ−ｄ遷
移、Ｘ線回折、結晶系、最密充填、ボルン−ハーバーサイクル、金属結晶、合金、
点群、共有結合、イオン結合、金属結合、水素結合、ファンデルワールス結合、
電気伝導性、熱伝導性、ウィーデマン−フランツの法則、半導体、絶縁体、超伝
導、電池、サイクリックボルタンメトリー、磁石、プロトン性溶媒、非プロトン
性溶媒、誘電率、溶媒和、酸と塩基、HSAB の概念、酸解離定数、電磁波、ルミ
ネ 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 もっとプリントを配ってほしい（プリントが少なすぎる）というご意見と、プリ

ントが多すぎる（いらない）というご意見がありましたが、プリントはこの分野
に対するご参考までの追加資料にすぎませんので、興味がある、あるいは参考に
なると思う方にご利用いただければと思っております。プリントよりも、図書館
などで、この分野に関する多くの書籍を読んでいただくことを期待しておりま
す。 

科目名 無機化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、講義中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC06210 
実務経験のある教員  
達成目標 イオン性固体の結晶構造、イオン結合と共有結合、金属と半導体、基礎無機反応

（酸と塩基、酸化と還元、溶媒）について知識を得て理解を深めることを達成目
標とする。化学は物質について扱う学問である。化学物質に対しての正しい理解
と、化学の土台となる化学結合の本質的な理解、すなわち（単原子分子を除いて）
全ての化学物質は何らかの元素の原子が複数個結合したものであるが、プラスの
原子核とプラスの原子核がなぜ結合できるのか、また結合しない場合もあるの
か、これを量子化学的なイメージで理解できるようになることが望ましい。 

受講者へのコメント 無機化学の中でも、錯体化学分野ではなく、主に固体化学分野の内容でした。授



業では、無機化合物の結晶学的な取り扱いや量子化学的な取り扱い（金属や半導
体のバンドなど）、酸化還元や電気化学などの内容が取り扱われておりましたが、
定期試験結果はおおむね良好であり、受講者の方々にはある程度の興味関⼼を持
って理解・記憶していただけたと思っております。 

連絡先 専門学舎第 13 号館 2 階⻄側・林宏哉研究室「大学院生・学部生」と書いてある
部屋（化学機器室(12)）の中にいる。 
電子メール gsakane@chem.ous.ac.jp 
ホームページ http://www.chem.ous.ac.jp/~gsakane/ 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 出席率は高く、授業時間外の学習もあり、無機化学分野への理解が深まり、興味、
関⼼が高まった方が多かった。この授業の目標はだいたい達成でき、授業に対す
る教員の意欲は感じられ、この授業にはほぼ満足した方が多かった。 

英文科目名 Inorganic Chemistry II 
関連科目 無機化学 I、無機化学 III、無機化学演習、無機化学実験、固体化学、結晶の化学、

錯体化学、量子化学、材料化学 
次回に向けての改善変更予定 演示実験を取り入れるなど、より固体化学分野に興味を持っていただける教材開

発をしていきます。 
講義目的 元素は化学のアルファベットである。無機化学、すなわち元素の化学は、化学の

技術者・研究者を目指す者にとって、その屋台骨（あるいは土台）となる学問の
1 つである。電子構造をもとに多種多様な元素を体系的に整理し、それぞれの単
体および化合物の性質に関する膨大な各論の中から、特に重要なものを抜粋して
詳説する。さらに演習や（教室でも出来る簡単な）実験を交え、その知識と概念
のしっかりとした定着を図ることを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 無機化学 II のガイダンスを実施する。イオン性固体と金属、基礎無機反応

を学習するにあたり、必要な知識・概念を説明する。 
2 回 １種類の球の充填の仕方として、六方最密充填と立方最密充填について説
明する。最密構造の特徴についても解説する。さらに、体⼼立方構造、単純立方
構造、面⼼立方構造を紹介し、立方最密構造と面⼼立方構造の関係について説明
する。 
3 回 周期表の元素の単体のとる構造について紹介する。α スズ、β スズの構造
についても説明する。元素記号の書かれていない枠線だけの周期表に、元素記号
を書き込んでいく小 

準備学習 1 回 無機化学 I で学習した内容を復習しておくこと。 
2 回 hcp 構造、ccp 構造、bcc 構造、fcc 構造という用語に使われている hcp, ccp, 
bcc, fcc はどのような英語の略語か、調べておくこと。 
3 回 無機化学 I で覚えた周期表について復習しておくこと。特に、1 族、3 族、
4 族、5 族、6 族、10 族、11 族の元素（元素名、元素記号）を覚えておくこと。 
4 回 塩化ナトリウムの結晶において、ナトリウムイオンから見て最も近いとこ
ろに何個の塩化物イオンがあるか、また塩化物イオンから見て最も近いところに
何個の 



 



年度 2014 
授業コード FSC06220 
成績評価 レポート・小テスト 40％、定期試験の得点 60％として 100 点満点で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜13) 
見出し FSC06220 無機化学Ⅱ 
担当教員名 坂根 弦太 
単位数 2 
教科書 基本無機化学 第２版／荻野博、飛⽥博実、岡崎雅明／東京化学同人／

9784807906253 
アクティブラーニング  
キーワード 周期表、元素記号、元素、原子、原子核、電子、元素合成、同位体、放射線、量

子数、原子軌道、分子軌道、バンド理論、分光化学系列、結晶場理論、ｄ−ｄ遷
移、Ｘ線回折、結晶系、最密充填、ボルン−ハーバーサイクル、金属結晶、合金、
点群、共有結合、イオン結合、金属結合、水素結合、ファンデルワールス結合、
電気伝導性、熱伝導性、ウィーデマン−フランツの法則、半導体、絶縁体、超伝
導、電池、サイクリックボルタンメトリー、磁石、プロトン性溶媒、非プロトン
性溶媒、誘電率、溶媒和、酸と塩基、HSAB の概念、酸解離定数、電磁波、ルミ
ネ 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 もっとプリントを配ってほしい（プリントが少なすぎる）というご意見と、プリ

ントが多すぎる（いらない）というご意見がありましたが、プリントはこの分野
に対するご参考までの追加資料にすぎませんので、興味がある、あるいは参考に
なると思う方にご利用いただければと思っております。プリントよりも、図書館
などで、この分野に関する多くの書籍を読んでいただくことを期待しておりま
す。 

科目名 無機化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、講義中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC06220 
実務経験のある教員  
達成目標 イオン性固体の結晶構造、イオン結合と共有結合、金属と半導体、基礎無機反応

（酸と塩基、酸化と還元、溶媒）について知識を得て理解を深めることを達成目
標とする。化学は物質について扱う学問である。化学物質に対しての正しい理解
と、化学の土台となる化学結合の本質的な理解、すなわち（単原子分子を除いて）
全ての化学物質は何らかの元素の原子が複数個結合したものであるが、プラスの
原子核とプラスの原子核がなぜ結合できるのか、また結合しない場合もあるの
か、これを量子化学的なイメージで理解できるようになることが望ましい。 

受講者へのコメント 無機化学の中でも、錯体化学分野ではなく、主に固体化学分野の内容でした。授



業では、無機化合物の結晶学的な取り扱いや量子化学的な取り扱い（金属や半導
体のバンドなど）、酸化還元や電気化学などの内容が取り扱われておりましたが、
定期試験結果はおおむね良好であり、受講者の方々にはある程度の興味関⼼を持
って理解・記憶していただけたと思っております。 

連絡先 専門学舎第 13 号館 2 階⻄側・林宏哉研究室「大学院生・学部生」と書いてある
部屋（化学機器室(12)）の中にいる。 
電子メール gsakane@chem.ous.ac.jp 
ホームページ http://www.chem.ous.ac.jp/~gsakane/ 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 出席率は高く、授業時間外の学習もあり、無機化学分野への理解が深まり、興味、
関⼼が高まった方が多かった。この授業の目標はだいたい達成でき、授業に対す
る教員の意欲は感じられ、この授業にはほぼ満足した方が多かった。 

英文科目名 Inorganic Chemistry II 
関連科目 無機化学 I、無機化学 III、無機化学演習、無機化学実験、固体化学、結晶の化学、

錯体化学、量子化学、材料化学 
次回に向けての改善変更予定 演示実験を取り入れるなど、より固体化学分野に興味を持っていただける教材開

発をしていきます。 
講義目的 元素は化学のアルファベットである。無機化学、すなわち元素の化学は、化学の

技術者・研究者を目指す者にとって、その屋台骨（あるいは土台）となる学問の
1 つである。電子構造をもとに多種多様な元素を体系的に整理し、それぞれの単
体および化合物の性質に関する膨大な各論の中から、特に重要なものを抜粋して
詳説する。さらに演習や（教室でも出来る簡単な）実験を交え、その知識と概念
のしっかりとした定着を図ることを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 無機化学 II のガイダンスを実施する。イオン性固体と金属、基礎無機反応

を学習するにあたり、必要な知識・概念を説明する。 
2 回 １種類の球の充填の仕方として、六方最密充填と立方最密充填について説
明する。最密構造の特徴についても解説する。さらに、体⼼立方構造、単純立方
構造、面⼼立方構造を紹介し、立方最密構造と面⼼立方構造の関係について説明
する。 
3 回 周期表の元素の単体のとる構造について紹介する。α スズ、β スズの構造
についても説明する。元素記号の書かれていない枠線だけの周期表に、元素記号
を書き込んでいく小 

準備学習 1 回 無機化学 I で学習した内容を復習しておくこと。 
2 回 hcp 構造、ccp 構造、bcc 構造、fcc 構造という用語に使われている hcp, ccp, 
bcc, fcc はどのような英語の略語か、調べておくこと。 
3 回 無機化学 I で覚えた周期表について復習しておくこと。特に、1 族、3 族、
4 族、5 族、6 族、10 族、11 族の元素（元素名、元素記号）を覚えておくこと。 
4 回 塩化ナトリウムの結晶において、ナトリウムイオンから見て最も近いとこ
ろに何個の塩化物イオンがあるか、また塩化物イオンから見て最も近いところに
何個の 



 



年度 2014 
授業コード FSC06310 
成績評価 定期試験：70%、小テスト：20％、レポート等の課題：10%の配分で評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学科(〜13) 
見出し FSC06310 無機化学Ⅲ 
担当教員名 佐藤 泰史 
単位数 2 
教科書 基本無機化学 第 2 版（荻野博・飛⽥博実・岡崎雅明 著：東京化学同人） 
アクティブラーニング  
キーワード 元素、元素の電子配置、周期表、s-ブロック元素、p-ブロック元素、非金属元素、

ハロゲン元素、希ガス類、d-ブロック元素（遷移金属元素），f-ブロック元素（希
土類元素、アクチノイド） 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 無機化学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義の中で紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC06310 
実務経験のある教員  
達成目標 この講義で学習する各元素の性質は、各元素の電子配置が深く関係している。よ

って、元素の性質と元素の電子配置に基づいて考案された周期表を結び付ける事
が出来るようになる事が望ましい。 

受講者へのコメント 本講義で用いたスライドの使い方や配布に関するコメントを多くいただきまし
た。特にスライドの切り替えのペースが速く、ノートが取れないという意見が大
半を占めておりました。この点は、スライドのダイジェスト版を配布したり、ス
ライドの切り替えスピードに配慮したりしておりました。一方、板書を希望する
コメントも多くいただきました。こちらの方がノートを取るには十分であります
が、習得できる内容はスライドの場合に比べて少なくなるように考えておりま
す。今年度頂いたご意見は今後の改善点とさせていただきます。 

連絡先 22 号館 6 階 佐藤 泰史 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Inorganic Chemistry III 
関連科目 元素の電子配置ならびに周期表の性質は、元素の性質を学ぶ上で重要な知識であ

る。よって、無機化学 I および II を受講しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 講義内容の見直しを行うとともに、スライドの配布やホームページ上へのアップ



ロードを検討致します。 
講義目的 本講義では、これまでに無機化学 I および II において学習した元素の電子状態や

周期表に関する知識をベースとして、各元素の化学的・物理的性質について詳細
に解説する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の進め方ならびに概要について説明する。元素と周期表の関係につい

て復習する。 
2 回 s-ブロック元素（アルカリ金属、アルカリ土類金属）について解説する。 
3 回 p-ブロック元素（アルミニウム、ガリウム、インジウム、タリウム、スズ、
鉛、ビスマス）について解説する。 
4 回 12 族元素（亜鉛、カドミウム、水銀）について解説する。 
5 回 非金属元素（水素、ホウ素）について解説する。 
6 回 非金属元素（炭素）について解説する。 
7 回 非金属元素（ケイ素、ゲルマニウム）について解説する。 
8 回 非金属元素（窒 

準備学習 1 回 周期表について復習しておくこと。 
2 回 前回の講義の復習ならびに教科書の s-ブロック元素の箇所を通読すること。 
3 回 前回の講義の復習ならびに教科書の p-ブロック元素の箇所を通読すること。 
4 回 前回の講義の復習ならびに教科書の 12 族元素の箇所を通読すること。 
5 回  前回の講義の復習ならびに教科書の非金属元素（水素、ホウ素）の箇所を
通読すること。 
6 回 前回の講義の復習ならびに教科書の非金属元素（炭素）の箇所を通読するこ
と。 
7 回 前回の講義の復習ならびに教科書の非金属元素（ケイ素、ゲルマニウム） 

 



年度 2014 
授業コード FSC06510 
成績評価 定期試験(80%)と演習(20%)の結果から評価する． 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス CA(〜14),CM(〜14) 
見出し FSC06510 有機化学Ⅰ 
担当教員名 豊⽥ 真司 
単位数 2 
教科書 マクマリー有機化学概説（第６版）／マクマリー著 伊東，児玉訳／東京化学同

人／978-4-807906628 
アクティブラーニング  
キーワード 有機化学，結合，構造，反応，アルカン，アルケン 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 授業には一部高校化学の内容も含まれていますが，同じ内容でも大学レベルの理

解に高める必要があります．ある程度の重複は理解して下さい． 
科目名 有機化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 有機化学演習 −基本から大学院入試まで−，山本学，伊与⽥正彦，豊⽥真司 著，

東京化学同人： 
分子模型 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC06510 
実務経験のある教員  
達成目標 ・有機化学を学習していくために必要な基礎知識（構造，結合，酸・塩基）を身

につける。 
・有機化学の構造の書き方，命名法の基礎を習得する。 
・アルカン，アルケンの性質と反応を理解する。 

受講者へのコメント 全般的に受講態度は良好でした．講義の理解度はかなり範囲が広いようでした． 
授業の内容を十分に理解するためには，宿題だけでは不十分です．予習復習を十
分にするように⼼がけて下さい． 

連絡先 豊⽥（真）研究室 13 号館 2 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 毎回宿題を出したので，予習復習の時間はある程度とっているようです． 
英文科目名 Organic Chemistry I 
関連科目 有機化学の基礎を修得するためには，本講義に続いて「有機化学 II」「有機化学

III」および「有機化学演習」を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 全員の理解度がボトムアップするように，演習問題をくわしく解説するなど，⼯

夫をしていきます． 



講義目的 有機化学の基礎を学び，さらに専門的な学習や研究に必要な知識を身につけるた
めの講義である。最初に有機化合物の構造と結合に関する全体的な内容を学習し
たのち，官能基ごとに化合物の命名，性質，合成，反応について述べていく。理
解を深めるために，演習問題を重視する．必要に応じて，分子模型を使用する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 構造と結合；酸と塩基（１） 原子，電子について説明する。 

2 回  構造と結合；酸と塩基（２） 共有結合，混成軌道について説明する。 
3 回  構造と結合；酸と塩基（３） 酸と塩基について説明する。 
4 回  構造と結合；酸と塩基（４） 構造、結合、酸、塩基に関する演習問題の解
説を行う。 
5 回  有機化合物の性質（１） アルカン 命名法について説明する。 
6 回  有機化合物の性質（２） 立体配座について説明する。 
7 回  有機化合物の性質（３） 立体配座 シクロアルカンについて説明する。 
8 回  有機化合 

準備学習 1 回 シラバスで講義概要を把握し、原子，電子について教科書で予習すること。 
2 回 前回の宿題を解き、共有結合，混成軌道について教科書で予習すること。 
3 回 前回の宿題を解き、酸と塩基について教科書で予習すること。 
4 回 構造と結合について教科書で復習して演習問題を解き、解答をレポートに
まとめること。 
5 回 アルカン 命名法について教科書で予習すること。 
6 回 前回の宿題を解き、立体配座について教科書で予習すること。 
7 回 前回の宿題を解き、立体配座、シクロアルカンについて教科書で予習するこ
と。 
8 回 有機 

 



年度 2014 
授業コード FSC06520 
成績評価 定期試験(80%)と演習(20%)の結果から評価する． 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス CB(〜14),CM(〜14) 
見出し FSC06520 有機化学Ⅰ 
担当教員名 山⽥ 晴夫 
単位数 2 
教科書 マクマリー有機化学概説（第６版）／マクマリー著 伊東，児玉訳／東京化学同

人／978-4-807906628 
アクティブラーニング  
キーワード 有機化学，結合，構造，反応，アルカン，アルケン 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 有機化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 有機化学演習 −基本から大学院入試まで−，山本学，伊与⽥正彦，豊⽥真司 著，

東京化学同人： 
分子模型 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC06520 
実務経験のある教員  
達成目標 ・有機化学を学習していくために必要な基礎知識（構造，結合，酸・塩基）を身

につける。 
・有機化学の構造の書き方，命名法の基礎を習得する。 
・アルカン，アルケンの性質と反応を理解する。 

受講者へのコメント 有機化学１は、基本的な説明がほとんどで、あまり本格的な有機反応がでてきま
せん。しかし、有機化学２，３と進んで行くにつれて、講義で説明される反応の
数が急速に増えてゆきます。このまま、有機化学に関⼼を持ち続けて、学んでも
らえればと思います。 

連絡先 山⽥（晴）研究室 22 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 有機化学１は、大学で初めて学ぶ有機化学関連の講義です。６，７割の学生がこ
の分野への理解を示し、興味・関⼼をもってもらえたのはよかったと思っていま
す。また、３割程度の学生が講義でだされる宿題以外の学習に自主的に取り組ん
だと回答してもらえたことは、入門として位置づけられている講義の役割を果た
すことができたと感じています。 

英文科目名 Organic Chemistry I 



関連科目 本講義に続いて「有機化学 II」「有機化学 III」および「有機化学演習」を履修す
ることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定 有機化学１は入門的な役割なので、はじめのうちは、かなりゆっくりとしたペー
スで講義を進めています。今年は、ペース配分を考えて、後半に講義のスピード
がはやくなりすぎないように配慮して講義を行いました。 

講義目的 有機化学の基礎を学び，さらに専門的な学習や研究に必要な知識を身につけるた
めの講義である。最初に有機化合物の構造と結合に関する全体的な内容を学習し
たのち，官能基ごとに化合物の命名，性質，合成，反応について述べていく。理
解を深めるために，演習問題を重視する．必要に応じて，分子模型を使用する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 構造と結合；酸と塩基（１） 原子，電子について説明する。 

2 回  構造と結合；酸と塩基（２） 共有結合，混成軌道について説明する。 
3 回  構造と結合；酸と塩基（３） 酸と塩基について説明する。 
4 回  構造と結合；酸と塩基（４） 構造、結合、酸、塩基に関する演習問題の解
説を行う。 
5 回  有機化合物の性質（１） アルカン 命名法について説明する。 
6 回  有機化合物の性質（２） 立体配座について説明する。 
7 回  有機化合物の性質（３） 立体配座 シクロアルカンについて説明する。 
8 回  有機化合 

準備学習 1 回 シラバスで講義概要を把握し、原子，電子について教科書で予習すること。 
2 回 前回の宿題を解き、共有結合，混成軌道について教科書で予習すること。 
3 回 前回の宿題を解き、酸と塩基について教科書で予習すること。 
4 回 構造と結合について教科書で復習して演習問題を解き、解答をレポートに
まとめること。 
5 回 アルカン 命名法について教科書で予習すること。 
6 回 前回の宿題を解き、立体配座について教科書で予習すること。 
7 回 前回の宿題を解き、立体配座、シクロアルカンについて教科書で予習するこ
と。 
8 回 有機 

 



年度 2014 
授業コード FSC06610 
成績評価 定期試験(60%)，中間試験(20%)，演習(20%)の結果から評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学科(〜14) 
見出し FSC06610 有機化学Ⅱ 
担当教員名 豊⽥ 真司 
単位数 2 
教科書 マクマリー有機化学概説（第６版）／マクマリー著 伊東，児玉訳／東京化学同

人 
アクティブラーニング  
キーワード 有機化学，反応，合成，立体化学，芳香族化合物，ハロゲン化アルキル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 講義のレベルが低いとの意見がありましたが，まずは基礎を十分修得する目的で

講義を行っています．追加の演習で対応していきます． 
科目名 有機化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 有機化学演習 −基本から大学院入試まで−，山本学，伊与⽥正彦，豊⽥真司 著，

東京化学同人： 
分子模型 

授業形態 講義 
注意備考 習熟度別クラスになっています。クラス分けをオリエンテーションまたは掲示板

で確認し，自分のクラスを履修すること。 
シラバスコード FSC06610 
実務経験のある教員  
達成目標 アルキン，芳香族化合物，ハロゲン化アルキル，アルコール関連化合物の性質と

反応を理解する。 
立体異性体やキラリティーなど立体化学の基礎概念を習得し，立体化学の表示や
命名ができる。 

受講者へのコメント 有機化学１のときに比べて，欠席が目立ちます．必修科目なので必ず出席して下
さい． 

連絡先 豊⽥（真）研究室 13 号館 2 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 毎回宿題を出したので，準備学習はよくしているようです． 
英文科目名 Organic Chemistry II 
関連科目 「有機化学 I」の単位を取得しておくことが望ましい。 

有機化学の基礎を修得するためには，本講義に続いて「有機化学 III」および「有
機化学演習」を履修することが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  



講義目的 有機化学 I に引き続き，官能基ごとに化合物の命名，性質，合成，反応について
述べていく。立体化学の基礎についても学習する。理解を深めるために，演習問
題を重視する．必要に応じて，分子模型を使用する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 アルケンとアルキンの反応（１） 共役ジエンの反応 共鳴について説明す

る。 
2 回 アルケンとアルキンの反応（２） アルキンの反応について説明する。 演
習問題の解説を行う。 
3 回 芳香族化合物（１） 芳香族性、命名法について説明する。 
4 回 芳香族化合物（２） 求電子置換反応について説明する。 
5 回 芳香族化合物（３） 酸化・還元について説明する。 
6 回 芳香族化合物（４） に関する演習問題の解説を行う。 
7 回 立体化学（１） 鏡像異性体について説明する。 
8 回 立体化学（２） 順位則，ジアステレオマー 

準備学習 1 回 シラバスで講義概要を把握し、共役ジエンの反応、共鳴について教科書で予
習すること。 
2 回 アルキンの反応について教科書で予習する。共役ジエン、アルキンについて
教科書で復習して演習問題を解き、解答をレポートにまとめること。 
3 回 芳香族性、芳香族化合物の命名法について教科書で予習すること。 
4 回 前回の宿題を解き、芳香族化合物の求電子置換反応について教科書で予習
すること。 
5 回 前回の宿題を解き、芳香族化合物の酸化・還元について教科書で予習するこ
と。 
6 回 芳香族化合物について教科書で復習して演習問題を 

 



年度 2014 
授業コード FSC06620 
成績評価 定期試験(60%)，中間試験(20%)，演習(20%)の結果から評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学科(〜14) 
見出し FSC06620 有機化学Ⅱ 
担当教員名 山⽥ 晴夫 
単位数 2 
教科書 マクマリー有機化学概説（第６版）／マクマリー著 伊東，児玉訳／東京化学同

人 
アクティブラーニング  
キーワード 有機化学，反応，合成，立体化学，芳香族化合物，ハロゲン化アルキル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 有機化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 有機化学演習 −基本から大学院入試まで−，山本学，伊与⽥正彦，豊⽥真司 著，

東京化学同人： 
分子模型 

授業形態 講義 
注意備考 習熟度別クラスになっています。クラス分けをオリエンテーションまたは掲示板

で確認し，自分のクラスを履修すること。 
シラバスコード FSC06620 
実務経験のある教員  
達成目標 アルキン，芳香族化合物，ハロゲン化アルキル，アルコール関連化合物の性質と

反応を理解する。 
立体異性体やキラリティーなど立体化学の基礎概念を習得し，立体化学の表示や
命名ができる。 

受講者へのコメント このクラスは有機化学を不得手としている学生を対象として開講されている講
義です。有機化学に興味を持つ学生が増えたことは、感謝しています。このまま、
有機化学Ⅲ、有機化学演習と有機化学の勉強を続けてください。 

連絡先 山⽥（晴）研究室 22 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 おおむね、講義内容はわかりやすいとの評価をもらえることができました。しか
し、講義の進行が早い、内容がわかりにくいなどの指摘も受けています。有機化
学のどこでわからなくなっているのか、今後も講義、演習問題の解答を通して探
っていきたいと思っています。 

英文科目名 Organic Chemistry II 
関連科目 「有機化学 I」の単位を取得しておくことが望ましい。本講義に続いて「有機化



学 III」および「有機化学演習」を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 このクラスでは、有機化学とはどのようなことを学ぶ講義なのか、基礎的なこと

を中⼼に講義を進めていこうと考えています。また、これまで以上に、構造式を
色分けで表示するなど、わかりやすい講義を目指したいとおもいます。 

講義目的 有機化学 I に引き続き，官能基ごとに化合物の命名，性質，合成，反応について
述べていく。立体化学の基礎についても学習する。理解を深めるために，演習問
題を重視する．必要に応じて，分子模型を使用する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 アルケンとアルキンの反応（１） 共役ジエンの反応 共鳴について説明す

る。 
2 回 アルケンとアルキンの反応（２） アルキンの反応について説明する。 演
習問題の解説を行う。 
3 回 芳香族化合物（１） 芳香族性、命名法について説明する。 
4 回 芳香族化合物（２） 求電子置換反応について説明する。 
5 回 芳香族化合物（３） 酸化・還元について説明する。 
6 回 芳香族化合物（４） に関する演習問題の解説を行う。 
7 回 立体化学（１） 鏡像異性体について説明する。 
8 回 立体化学（２） 順位則，ジアステレオマー 

準備学習 1 回 シラバスで講義概要を把握し、共役ジエンの反応、共鳴について教科書で予
習すること。 
2 回 アルキンの反応について教科書で予習する。共役ジエン、アルキンについて
教科書で復習して演習問題を解き、解答をレポートにまとめること。 
3 回 芳香族性、芳香族化合物の命名法について教科書で予習すること。 
4 回 前回の宿題を解き、芳香族化合物の求電子置換反応について教科書で予習
すること。 
5 回 前回の宿題を解き、芳香族化合物の酸化・還元について教科書で予習するこ
と。 
6 回 芳香族化合物について教科書で復習して演習問題を 

 



年度 2014 
授業コード FSC06710 
成績評価 定期試験(60%)，中間試験(20%)，演習(20%)の結果から評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学科(〜13) 
見出し FSC06710 有機化学Ⅲ 
担当教員名 豊⽥ 真司 
単位数 2 
教科書 マクマリー有機化学概説（第６版）／マクマリー著 伊東，児玉訳／東京化学同

人／978-4-807906628 
アクティブラーニング  
キーワード 有機化学，反応，合成，アルコール，カルボニル化合物，カルボン酸誘導体 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 有機化学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎有機化学，フェセンデン，フェセンデン著 成⽥吉徳訳，化学同人： 

山本学，伊与⽥正彦，有機化学演習 −基本から大学院入試まで−，豊⽥真司 著，
東京化学同人： 
分子模型 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC06710 
実務経験のある教員  
達成目標 ・基本的な化合物の命名ができる。 

・アルコール，フェノール，エーテルの性質と反応が理解できる。 
・カルボニル化合物の特徴と種類を説明することができる。 
・アルデヒド，ケトン，カルボン酸およびカルボン酸誘導体の基本的な性質と反
応が理解できる。 

受講者へのコメント 有機化学 I,II の内容を理解していることを前提に授業を進めているので，理解度
が十分でなかった人はかなり学修に苦労したと思います．宿題，中間試験，期末
試験の結果から，達成度の幅が非常に広がっています． 
遅刻，欠席が目立つ人がいるので，気をつけて下さい． 

連絡先 豊⽥（真）研究室 １３号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全体的な満足度が低い人もある程度いました．準備学習の時間はある程度とって
いるようです． 

英文科目名 Organic Chemistry III 
関連科目 「有機化学 I」「有機化学 II」の単位を取得しておくことが望ましい。 



有機化学の基礎を修得するためには，本講義に続いて「有機化学演習」を履修す
ることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定 講義に出て板書をうつすだけでなく，予習復習を十分にして授業に望んで下さ
い．必要な場合は，有機化学 I,II の内容も復習してきて下さい． 

講義目的 有機化学 I，II に引き続き，官能基ごとに有機化合物の命名，性質，合成，反応
について述べていく。本講義では、主としてアルコール，カルボニル化合物およ
びカルボン酸誘導体を扱う。理解を深めるために演習を重視し、原則として毎回
課題を出す。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 本講義のオリエンテーションを行う。 

アルコール，フェノール，エーテル（１） 命名と性質について解説する。 
2 回 アルコール，フェノール，エーテル（２） アルコールの合成と反応（脱水，
酸化）について解説する。 
3 回 アルコール，フェノール，エーテル（３） アルコールの反応（エーテルへ
の変換）およびフェノール，エポキシドの合成・反応ついて解説する。 
4 回 アルコール，フェノール，エーテル（４） チオールとスルフィドの命名と
性質を解説する。章のまとめと演習問題を行う。 
5 回 前回の演習問題を解説する。 
ア 

準備学習 1 回 シラバスで講義概要を把握すること。 
教科書でアルコールの命名について予習すること。 
2 回 教科書でアルコールの合成と反応について予習すること。 
前回の宿題および演習問題を行うこと。 
3 回 教科書でアルコールの反応，フェノールとエポキシドについて予習するこ
と。 
前回の宿題および演習問題を行うこと。 
4 回 教科書でチオールとスルフィドについて予習すること。 
教科書８章を全般的に復習すること。 
前回の宿題および演習問題を行うこと。 
5 回 教科書８章の演習問題を復習すること。 
教科書でアルデヒドとケトンの命 

 



年度 2014 
授業コード FSC06811 
成績評価 定期試験(60%)，中間試験(20%)，演習(20%)の結果から評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス CA(〜10),CB(〜10) 
見出し FSC06811 有機化学Ⅳ(再) 
担当教員名 豊⽥ 真司 
単位数 2 
教科書 マクマリー有機化学概説（第６版）／マクマリー著 伊東，児玉訳／東京化学同

人 
アクティブラーニング  
キーワード カルボン酸誘導体，アミン，カルボニル化合物，縮合反応 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 有機化学Ⅳ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 山本学，伊与⽥正彦，有機化学演習 −基本から大学院入試まで−，豊⽥真司 著，

東京化学同人： 
基礎有機化学，フェセンデン，フェセンデン著 成⽥吉徳訳，化学同人： 
分子模型 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC06811 
実務経験のある教員  
達成目標 ・種々のカルボニル化合物の性質と反応が理解できる。 

・アミンの命名，性質と反応が理解できる。 
・カルボニル化合物の置換反応，縮合反応の基本を説明できる。 
・有機化学の基礎を応用して総合的な演習問題に取り組むことができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 豊⽥（真）研究室 １３号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Organic Chemistry IV 
関連科目 「有機化学 I」「有機化学 II」「有機化学 III」の単位を取得しておくことが望まし

い。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 有機化学 I-III に引き続き，カルボニル誘導体とアミンの命名，性質，合成，反応

およびカルボニル化合物に特徴的な置換と縮合反応を述べる。講義の後半はこれ
まで有機化学系の講義で学んできた命名，反応，合成について，総合的な演習を



行なう。理解を深めるために演習を重視し、原則として毎回課題を出す。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 本講義のオリエンテーションを行う。 

カルボン酸とその誘導体（１）エステルまでの復習をする。アミドとニトリルの
合成，反応について解説する。 
2 回 カルボン酸とその誘導体（２）アミドとニトリルを中⼼に，章のまとめと演
習問題を行う。 
3 回 前回の演習問題を解説する。  
付加反応と縮合反応（１） エノールと α ハロゲン化について解説する。 
4 回 付加反応と縮合反応（２） エノラートの生成と反応について解説する。 
5 回 付加反応と縮合反応（３） アルドール反応について解説する。 
6 回 付加反応と縮合反応（４） 

準備学習 1 回 シラバスで講義概要を把握すること。 
教科書１０章のエステルまでの範囲を復習すること。 
アミドとニトリルの範囲を予習すること。 
2 回 教科書でアミドとニトリルの範囲を復習すること。 
前回の宿題および演習問題を行うこと。 
3 回 教科書でエノールの生成と反応について予習すること。 
前回の宿題および演習問題を行うこと。 
4 回 教科書でエノラートの生成と反応について予習すること。 
前回の宿題および演習問題を行うこと。 
5 回 教科書でアルドール反応について予習すること。 
前回の宿題および演習問題を行うこと。 
6 

 



年度 2014 
授業コード FSC06910 
成績評価 中間試験(40 点満点)と期末試験(60 点満点)の合計(100 点満点)により成績を評

価します。ただし、講義内において適宜実施する小テストの結果を考慮すること
があります。 

曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス CA(〜14),CB(〜14),CM(〜14) 
見出し FSC06910 物理化学Ⅰ 
担当教員名 大坂 昇 
単位数 2 
教科書 バーロー著・大門寛・堂面一成訳、「バーロー物理化学（上）第 6 版」、東京化学

同人。特に 1, 3, 4 章を中⼼に学びます。 
アクティブラーニング  
キーワード 気体の性質、熱力学第一法則、熱力学第二法則、エンタルピー、エントロピー 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 アトキンス著・千原秀昭・中村亘男訳、「物理化学（上巻）第 8 版」、東京化学同

人。藤代亮一・大門寛・堂免一成著、「バーロー物理化学問題の解き方 第 6 版」、
東京化学同人。 

授業形態 講義 
注意備考 講義の理解に必要な物理と数学は授業内でその都度学習します。講義が主体です

が学生の理解を深めるために、教員からの質疑や演習を適宜行います。 
シラバスコード FSC06910 
実務経験のある教員  
達成目標 熱力学的な考察方法の習得と、エンタルピー変化やエントロピー変化などの種々

の熱力学量の計算方法の習得をすること。 
受講者へのコメント  
連絡先 研究室（13 号館、3 階）。教員在室時にはいつでも質問可能です。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physical Chemistry I 
関連科目 物理化学Ⅱ、物理化学Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定 ・板書の字が読みにくいという意見を多数頂いたため、次回はもう少し丁寧に字

を書き、板書した文章をなるべく読み上げるようにします。 
・講義の内容は分かり易いという意見を頂いたが、試験の成績に反映されている
ようには思えなかったため、例題を増やすなどの改善に努めます。 

講義目的 熱力学は抽象的な科学的概念を多く取り扱う学問ですが、その分普遍的な性質を



有しており、合成から物性までの多岐にわたる現象を理解するための強力な手段
となります。本講義では、熱力学の根幹である第一法則、第二法則、第三法則に
ついて学び、熱力学的な基礎的な考え方を身につけることを目指します。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理化学の概要説明、理想気体の物理的性質を説明する。 

2 回 非理想気体の物理的性質を説明する。 
3 回 熱力学第一法則（熱、仕事、内部エネルギー）を説明する。 
4 回 等温過程、定容過程、断熱過程を説明する。 
5 回 熱容量とエネルギー・エンタルピー変化を説明する。 
6 回 化学反応と標準生成エンタルピーについて説明する。 
7 回 エンタルピー変化の温度依存性について説明する。 
8 回 状態関数と完全微分について説明する。 
9 回 前半の講義の復習と演習をする。 
10 回 これまでの授業内容の解説をするとともに、中 

準備学習 1 回 シラバスで講義概要を把握し、理想気体の状態方程式を調べておくこと。 
2 回 前回の復習と実在気体の性質を調べておくこと。 
3 回 エネルギー保存の法則について調べておくこと。 
4 回 前回の復習をすること。 
5 回 前回の復習と比熱、エンタルピーの定義について調べておくこと。 
6 回 教科書 3･4〜3･6 に記載されてある化学反応について調べておくこと。 
7 回 高等学校で習った積分計算の復習をしておくこと。 
8 回 状態関数について調べておくこと、高等学校で習った微分計算の復習をし
ておくこと。 
9 回 これまでの講 

 



年度 2014 
授業コード FSC06920 
成績評価 中間試験(40 点満点)と期末試験(60 点満点)の合計(100 点満点)により成績を評

価します。ただし、講義内において適宜実施する小テストの結果を考慮すること
があります。 

曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス CA(〜14),CM(〜14) 
見出し FSC06920 物理化学Ⅰ 
担当教員名 大坂 昇 
単位数 2 
教科書 バーロー著・大門寛・堂面一成訳、「バーロー物理化学（上）第 6 版」、東京化学

同人。特に 1, 3, 4 章を中⼼に学びます。 
アクティブラーニング  
キーワード 気体の性質、熱力学第一法則、熱力学第二法則、エンタルピー、エントロピー 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 アトキンス著・千原秀昭・中村亘男訳、「物理化学（上巻）第 8 版」、東京化学同

人。藤代亮一・大門寛・堂免一成著、「バーロー物理化学問題の解き方 第 6 版」、
東京化学同人。 

授業形態 講義 
注意備考 講義の理解に必要な物理と数学は授業内でその都度学習します。講義が主体です

が学生の理解を深めるために、教員からの質疑や演習を適宜行います。 
シラバスコード FSC06920 
実務経験のある教員  
達成目標 熱力学的な考察方法の習得と、エンタルピー変化やエントロピー変化などの種々

の熱力学量の計算方法の習得をすること。 
受講者へのコメント  
連絡先 研究室（13 号館、3 階）。教員在室時にはいつでも質問可能です。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physical Chemistry I 
関連科目 物理化学Ⅱ、物理化学Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定 ・板書の字が読みにくいという意見を多数頂いたため、次回はもう少し丁寧に字

を書き、板書した文章をなるべく読み上げるようにします。 
・講義の内容は分かり易いという意見を頂いたが、試験の成績に反映されている
ようには思えなかったため、例題を増やすなどの改善に努めます。 

講義目的 熱力学は抽象的な科学的概念を多く取り扱う学問ですが、その分普遍的な性質を



有しており、合成から物性までの多岐にわたる現象を理解するための強力な手段
となります。本講義では、熱力学の根幹である第一法則、第二法則、第三法則に
ついて学び、熱力学的な基礎的な考え方を身につけることを目指します。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理化学の概要説明、理想気体の物理的性質を説明する。 

2 回 非理想気体の物理的性質を説明する。 
3 回 熱力学第一法則（熱、仕事、内部エネルギー）を説明する。 
4 回 等温過程、定容過程、断熱過程を説明する。 
5 回 熱容量とエネルギー・エンタルピー変化を説明する。 
6 回 化学反応と標準生成エンタルピーについて説明する。 
7 回 エンタルピー変化の温度依存性について説明する。 
8 回 状態関数と完全微分について説明する。 
9 回 前半の講義の復習と演習をする。 
10 回 これまでの授業内容の解説をするとともに、中 

準備学習 1 回 シラバスで講義概要を把握し、理想気体の状態方程式を調べておくこと。 
2 回 前回の復習と実在気体の性質を調べておくこと。 
3 回 エネルギー保存の法則について調べておくこと。 
4 回 前回の復習をすること。 
5 回 前回の復習と比熱、エンタルピーの定義について調べておくこと。 
6 回 教科書 3･4〜3･6 に記載されてある化学反応について調べておくこと。 
7 回 高等学校で習った積分計算の復習をしておくこと。 
8 回 状態関数について調べておくこと、高等学校で習った微分計算の復習をし
ておくこと。 
9 回 これまでの講 

 



年度 2014 
授業コード FSC07010 
成績評価 中間試験（３０％）と定期試験の結果（７０％）によって評価する。毎講義のあ

とに行う小テストの結果も考慮することがある。また、授業回数の 3 分の 1 以
上の欠席がある場合には試験成績は無効とみなし、“E”評価とする。 

曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学科(〜13) 
見出し FSC07010 物理化学Ⅱ 
担当教員名 大谷 槻男 
単位数 2 
教科書 バーロー物理化学（上）/大門、堂免訳（東京化学同人）／978-4-807905027 
アクティブラーニング  
キーワード 熱力学第１法則、熱力学第２法則、ギブスの自由エネルギー、ギブスの相律、状

態図 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 ・習熟度別クラスになっています。クラス分けをオリエンテーション時,または掲

示板で確認し，必ず自分のクラスを履修すること。 
・基礎的な物理学の知識と簡単な微分・積分学の知識が必要です。また、物理化
学Ｉをよく学習しておくこと。 

シラバスコード FSC07010 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）熱力学第１法則、熱力学第２法則の概念を理解すること。 

（２）ギブスの自由エネルギーとは何か、どのように使えるかを理解すること。 
（３）化学平衡、相転移の概念を正しく理解すること。 
（４）基礎的な数学（微分、積分）ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室（１３号館３階）TEL:086-256-9423,E-mail:ohtani@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physical Chemistry II 
関連科目 物理化学Ｉ、その他の多くの化学専門科目と関連する。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理化学Ｉで学んだ熱力学の基礎を説明し、その発展的な内容（より具体的な事

象）について講義する。最も重要な概念であるギブスの自由エネルギーについて



は特に詳しく述べる。また、化学平衡、ギブスの相律、相平衡、相転移などの重
要な概念についても、自由エネルギーを使って説明する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理化学Ｉの復習（熱力学第一法則）を行う。また、演習問題の解答を通し

てエンタルピーの概念を説明する。 
2 回 物理化学Ｉの復習（熱力学第二法則）を行う。演習問題を解きながら、エン
トロピーの概念を説明する。 
3 回 エントロピーの温度変化、圧力変化の公式を導き、関連する演習問題を解答
する。 
4 回 ギブスの自由エネルギーの概念を導入し、その重要さを問題解答を通して
説明する。 
5 回 ギブスの自由エネルギーの圧力変化の公式の導出を行い、演習問題を解答
する。 
6 回 ギブスの自由エネルギーと平衡条件の間の関係式を導 

準備学習 1 回 昨年度学んだ物理化学Ｉの復習をしておくこと。 
2 回 昨年度学んだ物理化学Ｉの復習をしておくこと。 
3 回 第１，２回の講義内容をよく復習しておくこと。 
4 回 これまで学んだエンタルピー、エントロピーの概念をよく理解しておくこ
と。 
5 回 前回の講義のギブスの自由エネルギーの意味をよく復習しておくこと。 
6 回 前回の講義の内容をよく理解しておくこと。 
7 回 第４，５，６回の講義の内容をよく復習しておくこと。 
8 回 第４，５，６、７回の講義の内容を全てよく理解しておくこと、計算もよく
練習しておくこと。 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FSC07020 
成績評価 中間試験（３０％）と定期試験の結果（７０％）によって評価する。毎講義のあ

とに行う小テストの結果も考慮することがある。また、授業回数の 3 分の 1 以
上の欠席がある場合には試験成績は無効とみなし、“E”評価とする。 

曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学科(〜13) 
見出し FSC07020 物理化学Ⅱ 
担当教員名 大谷 槻男 
単位数 2 
教科書 バーロー物理化学（上）/大門、堂免訳（東京化学同人）／978-4-807905027 
アクティブラーニング  
キーワード 熱力学第１法則、熱力学第２法則、ギブスの自由エネルギー、ギブスの相律、状

態図 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 ・習熟度別クラスになっています。クラス分けをオリエンテーション時,または掲

示板で確認し，必ず自分のクラスを履修すること。 
・基礎的な物理学の知識と簡単な微分・積分学の知識が必要です。また、物理化
学Ｉをよく学習しておくこと。 

シラバスコード FSC07020 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）熱力学第１法則、熱力学第２法則の概念を理解すること。 

（２）ギブスの自由エネルギーとは何か、どのように使えるかを理解すること。 
（３）化学平衡、相転移の概念を正しく理解すること。 
（４）基礎的な数学（微分、積分）ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室（１３号館３階）TEL:086-256-9423,E-mail:ohtani@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physical Chemistry II 
関連科目 物理化学Ｉ、その他の多くの化学専門科目と関連する。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理化学Ｉで学んだ熱力学の基礎を説明し、その発展的な内容（より具体的な事

象）について講義する。最も重要な概念であるギブスの自由エネルギーについて



は特に詳しく述べる。また、化学平衡、ギブスの相律、相平衡、相転移などの重
要な概念についても、自由エネルギーを使って説明する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理化学Ｉの復習（熱力学第一法則）を行う。また、演習問題の解答を通し

てエンタルピーの概念を説明する。 
2 回 物理化学Ｉの復習（熱力学第二法則）を行う。演習問題を解きながら、エン
トロピーの概念を説明する。 
3 回 エントロピーの温度変化、圧力変化の公式を導き、関連する演習問題を解答
する。 
4 回 ギブスの自由エネルギーの概念を導入し、その重要さを問題解答を通して
説明する。 
5 回 ギブスの自由エネルギーの圧力変化の公式の導出を行い、演習問題を解答
する。 
6 回 ギブスの自由エネルギーと平衡条件の間の関係式を導 

準備学習 1 回 昨年度学んだ物理化学Ｉの復習をしておくこと。 
2 回 昨年度学んだ物理化学Ｉの復習をしておくこと。 
3 回 第１，２回の講義内容をよく復習しておくこと。 
4 回 これまで学んだエンタルピー、エントロピーの概念をよく理解しておくこ
と。 
5 回 前回の講義のギブスの自由エネルギーの意味をよく復習しておくこと。 
6 回 前回の講義の内容をよく理解しておくこと。 
7 回 第４，５，６回の講義の内容をよく復習しておくこと。 
8 回 第４，５，６、７回の講義の内容を全てよく理解しておくこと、計算もよく
練習しておくこと。 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FSC07110 
成績評価 中間(30%)および定期試験(70%)で評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜13) 
見出し FSC07110 物理化学Ⅲ 
担当教員名 森重 國光 
単位数 2 
教科書 バーロー著 大門 寛・堂免一成 訳「バーロー物理化学（上）」・東京化学同人 
アクティブラーニング  
キーワード 理想気体 

非理想気体 
量子化 
ボルツマン分布 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 物理化学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 藤代亮一・大門 寛・堂免一成 著「バーロー物理化学問題の解き方」・東京化学

同人 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSC07110 
実務経験のある教員  
達成目標 理想気体の式が自由に使えるようになること。 

モルの概念、アボガドロ数を理解すること。 
実在気体の性質を理解すること。 
気体の性質を通じて、量子化の基礎概念を理解すること。 
気体粒子の並進、回転、振動運動の量子化エネルギーのボルツマン分布を理解す
ること。分配関数の重要性を理解すること。 

受講者へのコメント 小テストや定期試験の結果を見てわかるのは、理解が不十分なままの受講生が多
いということである。わからないところがあれば、講義後でも、また研究室に尋
ねてきてもいいので、質問をするようにと、授業中に何度も繰り返し言っている
が、ほとんどの学生が質問に来ない。学ぶものが真剣にそう思っていない場合、
教えるのは非常に難しい。 

連絡先 森重研究室 13 号館 2 階 morishi@chem.ous.ac.jp オフィスアワー：月曜１〜
４時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価の授業目標を達成できたかについて、できたとだいたいできたが計
70%、教員の意欲が感じられたかについては感じられたと少し感じられたが計８



５％、授業に満足したかについては満足とほぼ満足の計が７５％であった。大体
において受講生からそれなりに評価されているようである。 

英文科目名 Physical Chemistry III 
関連科目 物理化学 I、物理化学 II を受講していること。 
次回に向けての改善変更予定 もっと、かみ砕いて説明するように努力する予定である。 
講義目的 物理化学の主題は、原子・分子の世界の言葉で巨視的な世界を量的に理解するこ

とである。気体の学習を通して、物理化学を特徴づける二つの主要な構成要素、
すなわち通常のマクロな世界と原子・分子のミクロな世界がどのように結び付け
られるかを理解する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 理想気体と非理想気体の違いについて説明する。 

2 回 非理想気体の Van der Waals 方程式について説明する。 
3 回 理想気体および非理想気体の温度、圧力、体積の計算方法を説明する。 
4 回 理想気体の古典的分子運動論を説明する。 
5 回 分子エネルギーの分類を説明する。 
6 回 量子論入門として、粒子波について説明する。 
7 回 量子化された回転、振動、電子エネルギーについて説明する。 
8 回 量子状態への分布を与える Boltzmann 分布について説明する。 
9 回 気体粒子の一次元並進運動の量子化を説明 

準備学習 1 回 理想気体と非理想気体について予習をしておくこと。 
2 回 van der Waals 式について予習をしておくこと。 
3 回 非理想気体の状態方程式の計算方法について予習をしておくこと。 
4 回 古典的分子運動論について予習をしておくこと。 
5 回 分子エネルギーの分類について予習をしておくこと。 
6 回 粒子波について予習をしておくこと。 
7 回 量子化された回転、振動、電子エネルギーについて予習をしておくこと。 
8 回 Boltzmann 分布について予習をしておくこと。 
9 回 気体粒子の 1 次元並進運動の量子化に 

 



年度 2014 
授業コード FSC07310 
成績評価  平常点（５０％）および定期試験（５０％）で評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学科(〜14) 
見出し FSC07310 分析化学Ⅰ 
担当教員名 横山 崇 
単位数 2 
教科書  新・物質科学ライブラリ７ 基礎 分析化学／宗林由樹・向井 浩／サイエン

ス社／978-4-7819-1155-7 
アクティブラーニング  
キーワード  データ処理，化学平衡，酸塩基滴定，錯生成反応 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  もう少し詳しく解説してほしかった。でも、分析化学は他の分野との関連があ

ることが分かった。→もう少し詳しく解説するように⼼がけます。 授業が単調
にすすむので理解しにくい。→単調にならないように⼼がけます。 授業の進み
方がはやい。説明がすぐわからない。→説明をのみ込む時間がとれるように、も
う少しゆっくり進めるように⼼がけます。 問題集的なものか宿題が欲しいで
す。もう少し力をつけたいので・・・。→シラバスに記載している参考書には多
くの練習問題が載っていますので、利用してください。宿題は出すようにしたい
と思いま 

科目名 分析化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  クリスチャン 分析化学 I 基礎編／Gary D. Christian 原口紘き 他／丸善

／4-621-07554-3 
授業形態 講義 
注意備考  関数電卓を用意すること。 
シラバスコード FSC07310 
実務経験のある教員  
達成目標  酸塩基および錯生成反応を定量的に理解でき，正しく分析データの処理ができ

ること。 
受講者へのコメント  必修講義ですので、わからなくならないように、欠席や遅刻はしないようにし

てください。また、講義時間外にも積極的に勉強してもらいたいと思います。 
連絡先  １３号館４階分析化学研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  1 回で扱う量を少なくすると、必修講義として必要なところまで進めなくなり
ますので、理解しやすいように説明に⼯夫を加えていきたいと思います。また、
はっきりと話すように⼼がけたいと思います。 

英文科目名 Analytical Chemistry I 



関連科目  分析化学 II，分析化学演習，機器分析化学 
次回に向けての改善変更予定  もう少しゆっくり説明するように⼼がけたいと思います。また、もっと講義時

間外で勉強してもらえるように、宿題を出すようにしたいと思います。 
講義目的  分析化学における基礎を理解させることを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  分析化学とは何かについて解説する。 

2 回  基本的な器具と操作について解説する。 
3 回  分析データの取扱いについて解説する。 
4 回  分析に用いられる単位について解説する。 
5 回  分析化学における化学平衡について解説する。 
6 回  活量について解説する。 
7 回  容量分析の原理について解説する。 
8 回  酸塩基理論について解説する。 
9 回  緩衝液について解説する。 
10 回  多塩基酸とその塩について解説する。 
11 回  多塩基酸とその塩について引き続き解説する。 
12 回  酸塩基滴定について 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し，学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  教科書の定量分析の基礎の章をよく読んでおくこと。 
3 回  教科書の分析データの取扱いの節をよく読んでおくこと。 
4 回  教科書の定量分析の基礎の章の演習問題を解いておくこと。 
5 回  教科書の分析化学における化学平衡の章をよく読んでおくこと。 
6 回  教科書の活量の節をよく読んでおくこと。 
7 回  教科書の分析化学における化学平衡の章の演習問題を解いておくこと。 
8 回  教科書の酸塩基反応の章をよく読んでおくこと。 
9 回  教科書の緩衝 

 



年度 2014 
授業コード FSC07410 
成績評価  平常点（５０％）および定期試験（５０％）で評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学科(〜14) 
見出し FSC07410 分析化学Ⅱ 
担当教員名 横山 崇 
単位数 2 
教科書  新・物質科学ライブラリ７ 基礎 分析化学／宗林由樹・向井 浩／サイエン

ス社／978-4-7819-1155-7 
アクティブラーニング  
キーワード  キレート滴定，沈殿滴定，重量分析，酸化還元滴定，分配反応 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  例題の解説をもっと詳しくしてほしい。 → もう少し丁寧に説明するよう⼼

がけたいと思います。 
科目名 分析化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  クリスチャン 分析化学 I 基礎編／Gary D. Christian 原口紘き 他／丸善

／4-621-07554-3 
授業形態 講義 
注意備考  関数電卓を用意すること。習熟度別クラスになっている。クラス分けを掲示板

で確認して，自分のクラスで履修すること。 
シラバスコード FSC07410 
実務経験のある教員  
達成目標  キレート，沈殿，酸化還元，分配反応を定量的に理解できること。 
受講者へのコメント  必修講義ですので、わからなくならないように、欠席や遅刻はしないようにし

てください。また、宿題は必ず解いて提出してください。 
連絡先  １３号館４階分析化学研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  1 回で扱う量を少なくすると、必修講義として必要なところまで進めなくなり
ますので、理解しやすいように説明に⼯夫を加えていきたいと思います。 

英文科目名 Analytical Chemistry II 
関連科目  分析化学 I，分析化学演習，機器分析化学 
次回に向けての改善変更予定  もう少しゆっくり説明するように⼼がけたいと思います。また、講義時間内に

提出する課題を課していきたいと思います。 
講義目的  「分析化学 I」に引き続き，分析化学における基礎を理解させることを目的と

する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  キレート滴定について解説する。 



2 回  キレート滴定における終点の検出について解説する。 
3 回  沈殿反応について解説する。 
4 回  イオン積による沈殿生成の予測について解説する。 
5 回  重量分析について解説する。 
6 回  共沈について解説する。 
7 回  沈殿滴定について解説する。 
8 回  酸化還元反応について解説する。 
9 回  ネルンストの式について解説する。 
10 回  見掛け電位について解説する。 
11 回  酸化還元滴定について解説する。 
12 回  ヨウ素を利用する酸化還元滴定について解説す 

準備学習 1 回  教科書のキレート滴定の章をよく読んでおくこと。 
2 回  教科書のキレート滴定の章の演習問題を解いておくこと。 
3 回  教科書の沈殿反応の章をよく読んでおくこと。 
4 回  教科書の沈殿反応の章の演習問題を解いておくこと。 
5 回  教科書の重量分析の章をよく読んでおくこと。 
6 回  教科書の重量分析の章の演習問題を解いておくこと。 
7 回  教科書の沈殿滴定の章をよく読んでおくこと。 
8 回  教科書の酸化還元反応の章をよく読んでおくこと。 
9 回  教科書のネルンストの式の節をよく読んでおくこと。 
10 回 

 



年度 2014 
授業コード FSC07420 
成績評価  平常点（５０％）および定期試験（５０％）で評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学科(〜14) 
見出し FSC07420 分析化学Ⅱ 
担当教員名 横山 崇 
単位数 2 
教科書  新・物質科学ライブラリ７ 基礎 分析化学／宗林由樹・向井 浩／サイエン

ス社／978-4-7819-1155-7 
アクティブラーニング  
キーワード  キレート滴定，沈殿滴定，重量分析，酸化還元滴定 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  自由記述なし。 
科目名 分析化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  クリスチャン 分析化学 I 基礎編／Gary D. Christian 原口紘き 他／丸善

／4-621-07554-3 
授業形態 講義 
注意備考  関数電卓を用意すること。習熟度別クラスになっている。クラス分けを掲示板

で確認して，自分のクラスで履修すること。 
シラバスコード FSC07420 
実務経験のある教員  
達成目標  キレート，沈殿，酸化還元反応を定量的に理解できること。 
受講者へのコメント  必修講義ですので、わからなくならないように、欠席や遅刻はしないようにし

てください。また、宿題は必ず解いて提出してください。 
連絡先  １３号館４階分析化学研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  1 回で扱う量を少なくすると、必修講義として必要なところまで進めなくなり
ますので、理解しやすいように説明に⼯夫を加えていきたいと思います。 

英文科目名 Analytical Chemistry II 
関連科目  分析化学 I，分析化学演習，機器分析化学 
次回に向けての改善変更予定  もう少しゆっくり説明するように⼼がけたいと思います。また、講義時間内に

提出する課題を課していきたいと思います。 
講義目的  「分析化学 I」に引き続き，分析化学における基礎を理解させることを目的と

する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  キレート滴定について解説する。 

2 回  EDTA の滴定曲線について解説する。 



3 回  キレート滴定における終点の検出について解説する。 
4 回  沈殿反応について解説する。 
5 回  イオン積による沈殿生成の予測について解説する。 
6 回  重量分析について解説する。 
7 回  共沈について解説する。 
8 回  沈殿滴定について解説する。 
9 回  沈殿滴定における終点の検出について解説する。 
10 回  酸化還元反応について解説する。 
11 回  ネルンストの式について解説する。 
12 回  見掛けの電位について 

準備学習 1 回  教科書のキレート滴定の章をよく読んでおくこと。 
2 回  教科書の滴定曲線の節をよく読んでおくこと。 
3 回  教科書のキレート滴定の章の演習問題を解いておくこと。 
4 回  教科書の沈殿反応の章をよく読んでおくこと。 
5 回  教科書の沈殿反応の章の演習問題を解いておくこと。 
6 回  教科書の重量分析の章をよく読んでおくこと。 
7 回  教科書の重量分析の章の演習問題を解いておくこと。 
8 回  教科書の沈殿滴定の章をよく読んでおくこと。 
9 回  教科書の沈殿滴定の章の演習問題を解いておくこと。 
10 回 

 



年度 2014 
授業コード FSC07710 
成績評価 主として中間テスト（３０％）と定期試験（７０％）の成績で評価する。毎講義

のあとで行う小テストの結果を考慮することもある。また、授業回数の 3 分の 1 
以上の欠席がある場合には試験成績は無効とみなし、“E”評価とする。 

曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学科(〜13) 
見出し FSC07710 結晶の化学 
担当教員名 大谷 槻男 
単位数 2 
教科書 プリント資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 最密充填構造、単結晶、Ｘ線回折法、半導体、ｐｎ接合、超伝導体、リチウムイ

オン２次電池、熱電発電 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 結晶の化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 入門固体化学/スマート・ムーア著、河本・平尾訳(化学同人) 
授業形態 講義 
注意備考 必修科目の無機化学、物理化学の知識が必要である。 
シラバスコード FSC07710 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）結晶とは何かを理解すること。 

（２）原子の積み重なり方の基本を理解すること。 
（３）Ｘ線回折法の原理を理解すること。 
（４）半導体の原理と応用を理解すること。 
（５）超伝導とはどのような現象で、どのような用途があるかを理解すること。 
（６）リチウムイオン２次電池の原理を理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室（１３号館３階）TEL:086-256-9423,E-mail:ohtani@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chemistry of Crystals 
関連科目 固体化学、物理化学Ｉ・II・III、無機化学Ｉ．II、III 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 われわれの身の回りには多くの無機物質がある。その利用は石器時代にまでさか

のぼることができる。縄文時代には高度な技術で作られた焼き物（セラミックス
容器）があったことはよく知られている。さらに現代になると、シリコン半導体、



永久磁石、超伝導物質といった数多くの機能性セラミックスがハイテク産業の基
幹的な材料として使われるようになった。本講義では種々の無機物質に関して、
結晶構造の基礎・構造解析・結晶作成法等について述べ、さらに半導体・超伝導
体・リチウムイオン二次電池等の応用面についても解説する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 単結晶のいろいろを具体的な宝石、鉱物結晶、雪の結晶等を画像で紹介す

る。また代表的な結晶の実物を紹介する。紫外線によって蛍光を発する鉱物 
の発光も実演する。 
2 回 単結晶の作り方を述べる。またベルヌーイ法、チョクラルスキー法、フラッ
クス法などによって作られる人⼯の単結晶（ルビー、サファイヤ、ダイヤモンド、
水晶等）を種々紹介する。 
3 回 原子の積み重なり方を最密充填構造（ＦＣＣ，ＨＣＰ）で説明する。それぞ
れの充填構造の詳細について説明する。 
4 回 最蜜充填構造を基本とするイオン結晶の構造を説明する。また 

準備学習 1 回 シラバスを事前によく調べておくこと。 
2 回 単結晶や宝石についての知識を調べておくこと。 
3 回 あらかじめ配布したプリント資料をよくみて学習しておくこと。 
4 回 あらかじめ配布したプリント資料をよくみて、結晶の生成について学習し
ておくこと。 
5 回 あらかじめ配布したプリント資料中のボルン・ハーバーサイクルについて
勉強しておくこと。 
6 回 あらかじめ配布したプリント資料をみて、結晶構造の記述法についてよく
学習しておくこと。 
7 回 前回の復習をよくしておくこと。 
8 回 あらかじめ配布したプリント資料をよ 

 



年度 2014 
授業コード FSC08311 
成績評価 定期試験（60%），講義中に行う小テスト（20%）と演習（20%）の取り組みから

評価する． 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜10) 
見出し FSC08311 有機分光化学(再) 
担当教員名 岩永 哲夫 
単位数 2 
教科書 小川・榊原・村⽥著／基礎から学ぶ有機化合物のスペクトル解析／東京化学同人

／978-4-807906857 
マクマリー他著，伊東・児玉訳／マクマリー有機化学概説第６版「構造決定」の
章／東京化学同人／978-4-807906628 
その他，適宜プリントを配布する。 

アクティブラーニング  
キーワード 分光法，スペクトル，NMR，IR，MS，紫外・可視分光法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 有機分光化学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 横山・廣⽥・石原著／演習で学ぶ有機化合物のスペクトル解析／東京化学同人 

ハーウッド，クラリッジ著／有機化合物のスペクトル解析入門／化学同人 
シルバースタイン他著，荒⽊他訳／有機化合物のスペクトルによる同定法（第６
版，第７版）／東京化学同人 
その他，講義において指示する． 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC08311 
実務経験のある教員  
達成目標 各種スペクトルから有機化合物の構造決定・分析ができるようになることを目標

とする． 
受講者へのコメント  
連絡先 理学部化学科 岩永哲夫（13 号館 2 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Organic Spectroscopic Chemistry 
関連科目 ２年次までの有機化学系基礎科目を履修しておくことが望ましい．（本講義の内

容の多くは「有機化学実験」で実習する．） 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 有機化合物の構造決定において各種分光法は強力な分析手段となる．本講義で
は，構造決定に使われる代表的な分光法である核磁気共鳴（NMR）分光法，赤外
線（IR）分光法，質量分析法（MS）について，原理とその解析方法を演習を交え
ながらを学ぶ．また有機化学の立場から紫外・可視分光法についても学ぶ． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 分光法による有機化合物の構造決定について解説する． 

2 回 電磁波と分光分析の関係について解説する． 
3 回 プロトン核磁気共鳴分光法の概要について解説する． 
4 回 プロトン核磁気共鳴分光法の原理，解析法について解説する． 
5 回 プロトン核磁気共鳴分光法の応用について解説する． 
6 回 炭素 13 核磁気共鳴分光法について解説する． 
7 回 核磁気共鳴スペクトルに関する小テストを行い，それらの解答，解説をす
る． 
8 回 質量分析法の原理について解説する． 
9 回 質量分析法の解析について解説する． 
10 回 赤外分光 

準備学習 1 回 有機化学系基礎科目で用いた教科書の「構造決定」または「分光法」に関す
る内容を読んでおくこと． 
2 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと． 
3 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと． 
4 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと． 
5 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと． 
6 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと． 
7 回 核磁気共鳴スペクトルに関する前回までの内容を復習しておくこと． 
8 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと． 
9 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと． 
10 回 教科書の該 

 



年度 2014 
授業コード FSC08611 
成績評価 定期試験(80%)、演習(20%)の結果から総合的に評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学科(〜10) 
見出し FSC08611 有機合成化学(再) 
担当教員名 山⽥ 晴夫 
単位数 2 
教科書 C. L. ウイルス、M. ウイルス著 富岡清訳 有機合成の戦略 化学同人／978-

4-759808162 
アクティブラーニング  
キーワード 逆合成解析、グリニャール反応、Wittig 反応、アルドール縮合、アルキル化反応、

ディックマン縮合、Diels-Alder 反応 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 有機合成化学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 マクマリー著 伊東・児玉訳、”マクマリー有機化学概説（第６版）東京化学同人 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC08611 
実務経験のある教員  
達成目標 逆合成解析の考え方を理解し、簡単な構造を持つ鎖状、環状有機化合物の多段階

合成法を習得すること。逆合成解析を通して合成スキームを考え、有機化学 I-IV、
有機化学演習で学んできた炭素ー炭素結合形成反応や様々な官能基変換反応を
適切に組み合わせて、目的とする有機化合物の多段階合成法を組み立てられるよ
うになることが目標である。 

受講者へのコメント  
連絡先 山⽥（晴）研究室 ２２号館３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Synthetic Organic Chemistry 
関連科目 有機化学 I−IV、有機化学演習等の単位を修得しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 有機合成化学では、炭素ー炭素結合形成反応を基本に、様々な官能基変換や官能

基の保護を行いながら、目的の有機化合物を合成する方法について解説する。講
義と演習を通じて、有機合成の基本的な考え方を身につけることを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義の進め方と目標を説明する。有機反応化学と有機合成化学の違いに



ついて説明する。 
2 回  有機合成化学で重要な逆合成解析の基本的な考え方について説明する。 
3 回  グリニャール試薬を用いる有機合成（１）付加反応について説明する。 
4 回  グリニャール試薬を用いる有機合成（２）アルキル化反応付加反応につい
て説明する。 
5 回  グリニャール試薬を用いる有機合成に関する演習問題の解説を行う。 
6 回  Wittig 反応を用いる有機合成について説明する。 
7 回  Wittig 反応を用いる有機合成に関する演習 

準備学習 1 回 シラバスで講義概要を把握しる。有機化学 1-IV で習った有機反応を復習す
る。 
2 回 逆合成解析について教科書で予習する。 
3 回 グリニャール試薬の調整法を有機化学の教科書で予習する。 
4 回 グリニャール試薬の反応を有機化学の教科書で予習する。 
5 回 グリニャール反応について教科書を復習し、演習問題を解き、回答をレポー
トにまとめる。 
6 回 Wittig 試薬の反応を有機化学の教科書で予習する。 
7 回 Wittig 試薬の反応について教科書を復習し、演習問題を解き、回答をレポー
トにまとめる。 
8 回 縮合反応 

 



年度 2014 
授業コード FSC09010 
成績評価 平常点（30%），各分野の試験（40%）および定期試験（30%）で評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学科(〜12) 
見出し FSC09010 環境分析化学Ⅰ 
担当教員名 本水 昌二＊ 
単位数 2 
教科書 新・公害防止の技術と法規 水質編 I・II／公害防止の技術と法規編集委員会編／

丸善／978-4-862401007 
アクティブラーニング  
キーワード 公害防止管理者，水質，環境，国家試験，資格，受験対策 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 なし。 
科目名 環境分析化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 水質関係・主任管理者 公害防止管理者等 国家試験問題 正解とヒント／産業

管理協会／丸善 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC09010 
実務経験のある教員  
達成目標 公害防止管理者（水質関係）国家試験に合格すること。 
受講者へのコメント １）欠席は極力無いようにしましょう。授業には毎回参加することが前提です。

そして、予習、復習をして、資格試験を受験しましょう。 
２）法規を含め、受験のためには多くのことを勉強しておかなければ合格しませ
ん。合格には、（授業＋α）、α がかなり大きいでしょう。受験を目的、そして合
格を目的に、学生時代の良い思い出のために、頑張ってみましょう。きっと成功
するでしょう。 

連絡先 E-メール： motomizu@cc.okayama-u.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]授業への取り組み 
１）出席：病気、体調不良等のやむを得ない場合の欠席は必ず届けを出してくだ
さい。 
２）授業時間外の学習：２〜３時間程度学習している人もいます。資格を取るた
めには予習、復習で２時間は必要でしょう。 
３）授業時間外の取り組み：宿題はよくやっているようですが、資格試験用のテ
キストを有効に活用しましょう。そして、過去問題にチャレンジし、実力をつけ
ましょう。 
[B]授業における成⻑ 



４）授業を受けてよかった点：理解は十分に深まったようですが、積極的に資格
試験を受験しましょう。そして卒業までにど 

英文科目名 Environmental Analytical Chemistry I 
関連科目 専門基礎科目，化学環境論，機器分析化学をすべて履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 １）受講生全員が資格試験を受験する気になるように、エッセンスを伝授し、な

るほどと納得できる講義内容に努めます。 
  受講生も受験を前提に、講義に参加してください。 
２）宿題はよくやっていますので、多めに宿題を出すようにします。 
３）時間の許す限り、過去問題等を解いてもらい、実力をつけるようにします。 

講義目的 公害防止管理者（水質関係）の国家資格取得に対する支援を目的とする。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 公害防止管理者（水質関係）について説明する。 

2 回 公害総論および水質概論の演習をする。 
3 回 公害総論および水質概論の演習および試験をする。 
4 回 公害総論および水質概論の試験の解答および演習をする。 
5 回 汚水処理特論の演習をする。 
6 回 汚水処理特論の演習および試験をする。 
7 回 汚水処理特論の試験の解答および演習をする。 
8 回 水質有害物質特論の演習をする。 
9 回 水質有害物質特論の演習および試験をする。 
10 回 水質有害物質特論の試験の解答および演習をする。 
11 回 大規模水質特論の演習を 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 公害総論および水質概論の範囲の過去の国家試験問題を解いておくこと。 
3 回 公害総論および水質概論の範囲の過去の国家試験問題を解いておくこと。 
4 回 公害総論および水質概論の範囲の過去の国家試験問題を解いておくこと。 
5 回 汚水処理特論の範囲の過去の国家試験問題を解いておくこと。 
6 回 汚水処理特論の範囲の過去の国家試験問題を解いておくこと。 
7 回 汚水処理特論の範囲の過去の国家試験問題を解いておくこと。 
8 回 水質有害物質特論の範囲の過去の国 

 



年度 2014 
授業コード FSC09110 
成績評価 平常点（34%），各分野の試験（33%）および定期試験（33%）で評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜12) 
見出し FSC09110 環境分析化学Ⅱ 
担当教員名 善⽊ 道雄 
単位数 2 
教科書 環境計量士への近道（上）／日本環境測定分析協会／丸善：環境計量士への近道

（下）／日本環境測定分析協会／丸善 
アクティブラーニング  
キーワード 環境計量士，濃度，国家試験，資格，受験対策 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特記事項なし。 
科目名 環境分析化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 環境計量士への近道[演習編]V／日本環境測定分析協会／丸善：環境測定と分析

機器／日本環境測定分析協会／丸善：環境六法／環境法令研究会編／中央法規出
版：計量関係法令例規集／経済産業省計量行政室編／第一法規出版 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC09110 
実務経験のある教員  
達成目標 環境計量士（濃度関係）国家試験に合格すること。 
受講者へのコメント 単に単位を修得するための人は受講しないでほしい。 
連絡先 13 号館 3 階善⽊研究室 

メール：zenki@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標を達成できたと回答した人は７％で、これは環境計量士の国家試験に合格す
る自信のある人と思う。半分程度達成できたと回答した人が４４％で、この人た
ちは自信がないと解釈するべきだろう。この人たちの目標達成率を向上させた
い。 

英文科目名 Environmental Analytical Chemistry II 
関連科目 専門基礎科目，数学 I・II，化学環境論，機器分析化学および環境分析化学 I をす

べて履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 化学基礎、濃度関係、機器分析だけでなく、計量部門の問題もしっかり解く。 
講義目的 環境計量士（濃度関係）の国家資格取得に対する支援を目的とする。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  環境計量士（濃度関係）について説明する。 



2 回  化学基礎および環境関係法規の演習をする。 
3 回  化学基礎および環境関係法規の演習および試験をする。 
4 回  化学基礎および環境関係法規の試験の解答および演習をする。 
5 回  計量管理概論の演習をする。 
6 回  計量管理概論の演習および試験をする。 
7 回  計量管理概論の試験の解答および演習をする。 
8 回  化学分析概論および濃度の計量の演習をする。 
9 回  化学分析概論および濃度の計量の演習および試験をする。 
10 回  化学分析概論および濃度の計 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  化学基礎および環境関係法規の範囲の過去の国家試験問題を解くこと。 
3 回  化学基礎および環境関係法規の範囲の過去の国家試験問題を解くこと。 
4 回  化学基礎および環境関係法規の範囲の過去の国家試験問題を解くこと。 
5 回  計量管理概論の範囲の過去の国家試験問題を解くこと。 
6 回  計量管理概論の範囲の過去の国家試験問題を解くこと。 
7 回  計量管理概論の範囲の過去の国家試験問題を解くこと。 
8 回  化学分析概論および濃度の計量の範囲の過去 

 



年度 2014 
授業コード FSC09310 
成績評価 提出課題（１００％） 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学科(〜14) 
見出し FSC09310 特別講義 
担当教員名 ⿊⽥ 泰重＊、森重 國光 
単位数 1 
教科書 特に指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 周期表の化学 元素 結合 触媒 ゼオライト 吸着剤・イオン交換体 無機化

学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別講義 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ○（シュライバー・アトキンス）無機化学（上・下）／⽥中・平尾・北川訳／（東

京化学同人）／○ケミストを魅了した元素と周期表／別冊化学／（化学同人）／
○触媒の科学／⽥中・⽥丸／（産業図書）／○ゼオライトの科学と⼯学／小野・
八嶋／（講談社サイエンティフィク）／○化学結合と分子の構造／三吉／（講談
社サイエンティフィク） 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC09310 
実務経験のある教員  
達成目標 周期表と元素の電子状態および化合物の化学結合について基本的な理解をする。

また，大気中のガスの自然サイクルについて理解する。それらの基礎に立脚して，
新規無機化合物としての触媒現象の活性点の特徴，それの活性点を利用した物質
変換，物質変換を目指した貴金属に代わる新しい化合物の可能性などについて化
学的視点からの新しいアプローチを考える基盤を培う。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⿊⽥に問い合わせてください． 

086-251-7844 
kuroda@cc.okayama-u.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Special Lecture 
関連科目 無機化学 I-III、結晶の化学 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 化学の基礎としての周期表および周期表の源となる原子の電子構造と化学結合
について理解をする。それらを基礎として，自然界における化学の役割を明らか
にすると共に，現代の無機化学の一つの側面を表面，触媒，吸着現象を通して理
解し，無機化合物と現代社会との関わりについて考えられるような知識と考え方
を身につけることを目的とする。講義では化学と自然界の関わりから始め，現代
社会で重要な役割を演じている触媒について説明すると共に，貴金属に代わる新
しい化合物を創り出す無機化学（現代の錬金術）の役割などについて紹介する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「化学と周期表」と現代の無機化学について解説する． 

2 回 「自然界の物質サイクルおよびセラミックス材料」について説明する． 
3 回 「無機化合物の結合特性」や「無機固体表面」の特徴や諸性質について説明
する． 
4 回 「触媒」の特徴や役割について解説する．特に，メタンや窒素の活性化に言
及する． 
5 回 「吸着剤やイオン交換剤」の原理・応用を述べる．応用として，洗剤，放射
性物質の回収などとの関連について言及する． 
6 回 「ゼオライトなどの空間を利用した吸着現象」について説明する．吸着現象
と関連させて，CO2 と 

準備学習 1 回 Google で「一家に一枚」という用語で検索し，科学技術週間のサイトから
周期表(7th version)を download し，印刷してくること．その周期表をみて，現
在何番目まで元素が見出されているか．また，正式な元素名が決定されているの
はどの元素であるか確認しておくこと． 
2 回 CO2, N2, O2 などの自然界でのサイクルについて調べて予習をしておくこ
と．CO2 は地球温暖化現象の元凶のようにいわれる．地球上の気体の大部分を占
める N2 や O2 にはそのような働きはしない．その理由をどのように考えるか． 
 

 



年度 2014 
授業コード FSC09410 
成績評価 平常点(1/3)，卒業論文(1/3)，卒業研究発表(1/3)で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 化学科(〜11) 
見出し FSC09410 卒業研究 
担当教員名 森重 國光、佐藤 泰史、豊⽥ 真司、横山 崇、赤司 治夫、若松 寛、坂根 

弦太、 
単位数 8 
教科書 ゼミ担当教員から指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 研究，英語読解力，自主的開発力，創造力，プレゼンテーション能力 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ゼミ担当教員から指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 ゼミ担当教員の指導に従って研究室毎に行う。 
シラバスコード FSC09410 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）卒業研究に使用する器具および装置の取扱いができる。 

（２）研究計画を立て，研究した内容を記録することができる。 
（３）必要な情報を英語の論文やインターネット等を通じて，自ら獲得すること
ができる。 
（４）問題点に対して，自主的に解決方法を探索できる。 
（５）課題に対して，背景・目的などを具体的および論理的に記述できる。 
（６）プレゼンテーションソフトを駆使し，発表ができる。 
（７）質問を理解し，的確な回答ができる。 
（８）化学に関する知識を体系的に理解し，創造的思考力を発揮できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ゼミ担当教員の研究室。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Undergraduate Research 
関連科目 化学科で学んだ全ての講義科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ゼミ担当教員の指導の下で，１年間を通して化学に関するテーマの研究を行う。

また，卒業研究論文の作成および研究発表を通して，自主的に学習および研究す



ることができる能力，文章作成および読解能力，プレゼンテーション能力，コミ
ュニケーション能力，論理的思考力，問題解決力，自己管理力を養うことを目的
とする。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 指導教員の指導の下，研究計画を立てること。 

 



年度 2014 
授業コード FSC09420 
成績評価 平常点(1/3)，卒業論文(1/3)，卒業研究発表(1/3)で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 化学科(06〜10) 
見出し FSC09420 卒業研究【春学期最終評価】 
担当教員名 山⽥ 晴夫、森重 國光、若松 寛、豊⽥ 真司、岩永 哲夫 
単位数 8 
教科書 ゼミ担当教員から指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 研究，英語読解力，自主的開発力，創造力，プレゼンテーション能力 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究【春学期最終評価】 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ゼミ担当教員から指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 ゼミ担当教員の指導に従って研究室毎に行う。 
シラバスコード FSC09420 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）卒業研究に使用する器具および装置の取扱いができる。 

（２）研究計画を立て，研究した内容を記録することができる。 
（３）必要な情報を英語の論文やインターネット等を通じて，自ら獲得すること
ができる。 
（４）問題点に対して，自主的に解決方法を探索できる。 
（５）課題に対して，背景・目的などを具体的および論理的に記述できる。 
（６）プレゼンテーションソフトを駆使し，発表ができる。 
（７）質問を理解し，的確な回答ができる。 
（８）化学に関する知識を体系的に理解し，創造的思考力を発揮できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ゼミ担当教員の研究室。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Undergraduate Research 
関連科目 化学科で学んだ全ての講義科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ゼミ担当教員の指導の下で，１年間を通して化学に関するテーマの研究を行う。

また，卒業研究論文の作成および研究発表を通して，自主的に学習および研究す
ることができる能力，文章作成および読解能力，プレゼンテーション能力，コミ



ュニケーション能力，論理的思考力，問題解決力，自己管理力を養うことを目的
とする。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 指導教員の指導の下，研究計画を立てること。 

 



年度 2014 
授業コード FSC09610 
成績評価 レポート（20 点）、中間テスト（30 点）、期末試験（50 点）の合計点に対して、

出席点を加味し総合的に評価する。採点の基準は 100 点満点の内、60 点以上を
合格とする。授業を 5 回以上欠席した場合には、試験成績を無効とみなし、Ｅ評
価とする。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学科(〜13) 
見出し FSC09610 化学環境論 
担当教員名 善⽊ 道雄 
単位数 2 
教科書 山口勝次、菊池立、斎藤紘一著”環境の科学”培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 地球環境、有害化学物質、環境保全、エネルギー 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 教科書を活用した j 授業に取り組む。 
科目名 化学環境論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 川合真一郎、山本義和著”明日の環境と人間”化学同人 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、筆記試験とする。試験への教科書、資料、計算機

などの持込みは不可とする。 
シラバスコード FSC09610 
実務経験のある教員  
達成目標 人間活動によって生じる環境問題を環境生態学・化学環境論の視点から理解し、

将来生じるかもしれない環境問題への対処についての考え方を養う。 
受講者へのコメント 環境問題は多岐にわたるので興味を持つものは自分で調べて深く学習してほし

い。 
連絡先 13 号館 3 階善⽊研究室。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外に学習を全くしなかった人が半数を超えているのには少し驚いた。 
英文科目名 Environmental Chemistry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 宿題を出すとかレポートを提出させるとか小試験をするとかいろいろ考えたい。 
講義目的 人間活動による環境生態系への悪影響を環境生態学・化学環境論の立場から理解

することを目指し、有害化学物質の生態系に及ぼす影響に関する現状、環境保全
のための方策の現状を理解する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。環境科学の概要を説明する。 



2 回 地球規模および国内で生じている環境問題について復習する。 
3 回 地球環境の中から大気の環境について概説する。 
4 回 地球環境の中から水、海水、下水について説明する。 
5 回 地球環境の中から土壌汚染、砂漠化等について説明する。 
6 回 地球規模の環境問題について説明する。 
7 回 身近な生活にかかわる衣・⾷・住環境問題の中から、⾷物と化学物質につい
てについて説明する。 
8 回 身近な生活にかかわる衣・住の有害化学物質の影響、例えば建材、プラスチ
ック、ごみ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握すること。 
2 回 教科書や参考書を見ながら環境問題について復習をしておくこと。 
3 回 大気汚染について予習を行うこと。 
4 回 水質汚染、富栄養化等について予習を行うこと。 
5 回 土壌汚染ついて考えてみること。 
6 回 地球規模の環境問題、例えば地球温暖化について考えてみること。 
7 回 ⾷品添加物について調べておくこと。 
8 回 衣・⾷・住の化学物質の影響をまとめておくこと。 
9 回 教科書をよく読み、理解すること。 
10 回 わが国で起こった公害について予習を行うこと。 

 



年度 2014 
授業コード FSC09710 
成績評価 各講義で提出されたレポート(100%)から総合的に評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス CA(〜12),CB(〜12) 
見出し FSC09710 化学トピックス 
担当教員名 山⽥ 晴夫、山⽥ 真路、岩永 哲夫、大坂 昇、佐藤 泰史、林 宏哉、森重 

國光、 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 先端化学，化学トピックス 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学トピックス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 この講義はゼミ配属のための研究室紹介も兼ねているので，できる限り受講し，

かつ，全部の講義に出席すること。 
シラバスコード FSC09710 
実務経験のある教員  
達成目標 化学科の各ゼミで行われている研究のアウトラインを理解できるようになるこ

と。 
受講者へのコメント 将来の研究室選びの参考としてください。 
連絡先 各教員の研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「授業に対する教員の熱意が感じられましたか」に対して６８％の受講生が感じ
られたと答えている。また、「この授業に満足しましたか」に対して、５４％の受
講生が満足、３２％の学生がほぼ満足と答えている。したがって、この科目の趣
旨はかなりよく化学科の 3 年次学生に理解されていると考えられる。 

英文科目名 Topics in Chemistry 
関連科目 化学科開講科目の全て 
次回に向けての改善変更予定 化学科教員がそれぞれもっとわかりやすい説明に努力します。 
講義目的 化学科の「卒業研究」を実施する各ゼミで行われている研究について，その背景，

目的，成果および今後の展開についてわかりやすく述べる。国内外におけるその
分野の最先端のトピックスや関連する諸問題についても理解しやすく解説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の進め方，卒業研究および化学特別実験について説明する。 



2 回 ⼯業的に重要な分離・精製⼯程で使われる多孔性吸着剤について説明する。 
3 回 有機化合物の形と動きを制御するための手法を解説し，立体化学の重要性
と分子設計の面白さを紹介する。 
4 回 真珠の安全安⼼ナノ化学： 
地球の資源，環境問題が 21 世紀の化学の課題である。環境問題は生物に安全で
安⼼して使用できる物質を利用することである。日本は資源小国であるがカルシ
ウム資源に関してだけは資源大国である。炭酸カルシウムは生物に安全安⼼な物
質である。この有 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握すること。 
2 回 多孔体の用途について調べておくこと。 
3 回 有機化学の教科書で立体化学の分野を中⼼に復習しておくこと。 
4 回 真珠を構成する化学物質を調べること。ナノの⻑さを調べること。 
5 回 結晶は私達の生活に関わる様々な局面で利用されている。自身の生活の中
で利用されている結晶の例を調査しておくこと。 
6 回 身の回りで用いられている高分子材料を調べておくこと。また、これまでに
履修した物理化学の講義の内容を復習しておくこと。 
7 回 これまで学習した有機化学の講義 

 



年度 2014 
授業コード FSC09711 
成績評価 各講義で提出されたレポート(100%)から総合的に評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜13) 
見出し FSC09711 化学トピックス 
担当教員名 森重 國光、大坂 昇、豊⽥ 真司、横山 崇、赤司 治夫、若松 寛、坂根 弦

太、高 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 先端化学，化学トピックス 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学トピックス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 この講義はゼミ配属のための研究室紹介も兼ねているので，できる限り受講し，

かつ，全部の講義に出席すること。 
シラバスコード FSC09711 
実務経験のある教員  
達成目標 化学科の各ゼミで行われている研究のアウトラインを理解できるようになるこ

と。 
受講者へのコメント  
連絡先 各教員の研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics in Chemistry 
関連科目 化学科開講科目の全て 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学科の「卒業研究」を実施する各ゼミで行われている研究について，その背景，

目的，成果および今後の展開についてわかりやすく述べる。国内外におけるその
分野の最先端のトピックスや関連する諸問題についても理解しやすく解説する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の進め方，卒業研究および化学特別実験について説明する。 

2 回 ⼯業的に重要な分離・精製⼯程で使われる多孔性吸着剤について説明する。 
3 回 有機化合物の形と動きを制御するための手法を解説し，立体化学の重要性
と分子設計の面白さを紹介する。 



4 回 真珠の安全安⼼ナノ化学： 
地球の資源，環境問題が 21 世紀の化学の課題である。環境問題は生物に安全で
安⼼して使用できる物質を利用することである。日本は資源小国であるがカルシ
ウム資源に関してだけは資源大国である。炭酸カルシウムは生物に安全安⼼な物
質である。この有 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握すること。 
2 回 多孔体の用途について調べておくこと。 
3 回 有機化学の教科書で立体化学の分野を中⼼に復習しておくこと。 
4 回 真珠を構成する化学物質を調べること。ナノの⻑さを調べること。 
5 回 結晶は私達の生活に関わる様々な局面で利用されている。自身の生活の中
で利用されている結晶の例を調査しておくこと。 
6 回 身の回りで用いられている高分子材料を調べておくこと。また、これまでに
履修した物理化学の講義の内容を復習しておくこと。 
7 回 これまで学習した有機化学の講義 

 



年度 2014 
授業コード FSC09810 
成績評価 提出課題 20%, 小テスト 30％，定期試験 70％により成績を評価する． 

但し，定期試験において基準点を設け，得点が 100 点満点中，60 点未満の場合
は不合格とする． 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学科(〜12) 
見出し FSC09810 錯体化学 
担当教員名 柴原 隆志＊ 
単位数 2 
教科書 基礎無機化学 第２版／荻野博 飛⽥博実 岡崎雅明／東京化学同人 
アクティブラーニング  
キーワード 配位結合， 分光化学系列，電子スペクトル，溶液内平衡，電子移動， 18 電子則， 

光反応， 錯体触媒 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 錯体化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC09810 
実務経験のある教員  
達成目標 錯体の多種多様な構造・物性を基礎的な理論に基づいて理解すること． 
受講者へのコメント  
連絡先 13 号館 1 階化学セミナー室  shiba@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Coordination Chemistry 
関連科目 無機化学 I，無機化学 II，無機化学 III を受講していることが望ましい（受講中を

含む）． 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 無機化学・有機化学の境界領域にある錯体化学は，有機金属化学，生物無機化学

も含み著しい発展を遂げている．錯体化学の基礎的分野に重点を置いて解説す
る． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション．講義の進め方を説明する．教科書「8.1 錯体の配位数

と構造」を解説する（1 回目）． 
2 回 「8.1 錯体の配位数と構造」を解説する（2 回目）． 



3 回 教科書「8.2 異性現象」を解説する． 
4 回 教科書「8.3 錯体の結合」を解説する（1 回目）． 
5 回 教科書「8.3 錯体の結合」を解説する（2 回目）． 
6 回 教科書「8.4 錯体の電子スペクトル」を解説する（1 回目）． 
7 回 「8.4 錯体の電子スペクトル」を解説する（2 回目）． 
8 回 教科書「9.1 錯体の溶液内平衡」を解説す 

準備学習 1 回 教科書「8.1 錯体の配位数と構造」を通読すること． 
2 回 教科書「8.1 錯体の配位数と構造」を通読すること． 
3 回 教科書「8.2 異性現象」を通読すること． 
4 回 教科書「8.3 錯体の結合」を通読すること． 
5 回 教科書「8.3 錯体の結合」を通読すること． 
6 回 教科書「8.4 錯体の電子スペクトル」を通読すること． 
7 回 教科書「8.4 錯体の電子スペクトル」を通読すること． 
8 回 教科書「9.1 錯体の溶液内平衡」を通読すること． 
9 回 教科書「9.2 配位子置換反応の速度論」を通読す 

 



年度 2014 
授業コード FSC09811 
成績評価 提出課題 20%, 小テスト 30％，定期試験 70％により成績を評価する． 

但し，定期試験において基準点を設け，得点が 100 点満点中，60 点未満の場合
は不合格とする． 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学科(〜13) 
見出し FSC09811 錯体化学 
担当教員名 柴原 隆志＊ 
単位数 2 
教科書 基礎無機化学 第２版／荻野博 飛⽥博実 岡崎雅明／東京化学同人 
アクティブラーニング  
キーワード 配位結合， 分光化学系列，電子スペクトル，溶液内平衡，電子移動， 18 電子則， 

光反応， 錯体触媒 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 錯体化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC09811 
実務経験のある教員  
達成目標 錯体の多種多様な構造・物性を基礎的な理論に基づいて理解すること． 
受講者へのコメント  
連絡先 13 号館 1 階化学セミナー室  shiba@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Coordination Chemistry 
関連科目 無機化学 I，無機化学 II，無機化学 III を受講していることが望ましい（受講中を

含む）． 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 無機化学・有機化学の境界領域にある錯体化学は，有機金属化学，生物無機化学

も含み著しい発展を遂げている．錯体化学の基礎的分野に重点を置いて解説す
る． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション．講義の進め方を説明する．教科書「8.1 錯体の配位数

と構造」を解説する（1 回目）． 
2 回 「8.1 錯体の配位数と構造」を解説する（2 回目）． 



3 回 教科書「8.2 異性現象」を解説する． 
4 回 教科書「8.3 錯体の結合」を解説する（1 回目）． 
5 回 教科書「8.3 錯体の結合」を解説する（2 回目）． 
6 回 教科書「8.4 錯体の電子スペクトル」を解説する（1 回目）． 
7 回 「8.4 錯体の電子スペクトル」を解説する（2 回目）． 
8 回 教科書「9.1 錯体の溶液内平衡」を解説す 

準備学習 1 回 教科書「8.1 錯体の配位数と構造」を通読すること． 
2 回 教科書「8.1 錯体の配位数と構造」を通読すること． 
3 回 教科書「8.2 異性現象」を通読すること． 
4 回 教科書「8.3 錯体の結合」を通読すること． 
5 回 教科書「8.3 錯体の結合」を通読すること． 
6 回 教科書「8.4 錯体の電子スペクトル」を通読すること． 
7 回 教科書「8.4 錯体の電子スペクトル」を通読すること． 
8 回 教科書「9.1 錯体の溶液内平衡」を通読すること． 
9 回 教科書「9.2 配位子置換反応の速度論」を通読す 

 



年度 2014 
授業コード FSC09910 
成績評価 課題評価点 30％、試験点 70％として総合評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学科(〜12) 
見出し FSC09910 固体化学 
担当教員名 林 宏哉 
単位数 2 
教科書 平尾一之「無機化学ーその現代的アプローチ」東京化学同人 
アクティブラーニング  
キーワード 状態、物理化学特性、結晶、反応性、熱的性質、物性、電子状態、磁性、電子電

導、光物性、バイオミネラリゼーション、環境問題、環境浄化、地球環境、半導
体、金属、誘電体、バンド、電子とホール、p 型、ｎ型、強磁性体、強誘電体、
反磁性体、常磁性体、超伝導、マイスナー効果、レーザー、 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 固体化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 シュライバー「無機化学」下巻 東京化学同人 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC09910 
実務経験のある教員  
達成目標 固体、液体、気体の違いを構造・熱力学・物性の観点から説明できる。 

物性と係りの深い結晶性固体の構造を説明できる。 
結晶学の基礎知識を使い結晶面、方位、結晶形態を表現することができる。 
半導体・金属・誘電体の成り立ちを説明できる。 
バンドと電子・ホールおよび p 型、ｎ型半導体の成り立ちを説明できる。 
強磁性体・強誘電体の成り立ちを説明できる。 
反磁性体と常磁性体の磁性を説明し、超伝導のマイスナー効果も説明できる。 
レーザー発振の原理を説明できる。 
環境問題に役立つ固体物質の例を挙げ、環境浄化について議論するこ 

受講者へのコメント  
連絡先 13 号館 2 階⻄端電話：086-256-9474 メール：koya@chem.ous.ac.jp 必ずタイト

ルをつけること。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Solid State Chemistry 
関連科目 無機化学Ⅱ 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物質の状態を知る。 

固体状態の物理化学特性を理解する。 
結晶性固体の反応性・熱的性質・物性を調べる。 
電子状態と電子伝導・磁性・光物性の関係を理解する。 
生体と固体物質の係りを調べる。また地球環境と固体物質の係りも調べる。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 固体状態を説明する。 

2 回 面白い形の結晶を紹介して構造、化学結合とのかかわりを説明する。 
3 回 ナノマテリアルの電子状態の特徴を概説し、物質的な特徴を説明する。 
4 回 金属の電子状態を自由電子モデル、箱型ポテンシャルモデルで説明して、金
属の性質を概観する。 
5 回 半導体の電子状態を説明し、n 型,p 型半導体の成り立ちと接合による機能
の発言について説明する。 
6 回 イオン伝導体を概観して、新しい電池開発に向かう道筋を説明する。 
7 回 超伝導体の古典理論を概観して、酸化物超伝導体、鉄系超伝導体を紹介して 

準備学習 事前学習の必要はない。 
前回の講義内容を 10 行以内に要約して、要点を結ぶ関係を理解しておく。 ま
た合わせて、新規用語の意味を考えて整理し、記憶する。 
特に重要と指摘した点は自然に口に出るまで繰り返し唱えるようにして学習す
る。 

 



年度 2014 
授業コード FSC09911 
成績評価 課題評価点 30％、試験点 70％として総合評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学科(〜13) 
見出し FSC09911 固体化学 
担当教員名 林 宏哉 
単位数 2 
教科書 平尾一之「無機化学ーその現代的アプローチ」東京化学同人 
アクティブラーニング  
キーワード 状態、物理化学特性、結晶、反応性、熱的性質、物性、電子状態、磁性、電子電

導、光物性、バイオミネラリゼーション、環境問題、環境浄化、地球環境、半導
体、金属、誘電体、バンド、電子とホール、p 型、ｎ型、強磁性体、強誘電体、
反磁性体、常磁性体、超伝導、マイスナー効果、レーザー、 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 固体化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 シュライバー「無機化学」下巻 東京化学同人 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC09911 
実務経験のある教員  
達成目標 固体、液体、気体の違いを構造・熱力学・物性の観点から説明できる。 

物性と係りの深い結晶性固体の構造を説明できる。 
結晶学の基礎知識を使い結晶面、方位、結晶形態を表現することができる。 
半導体・金属・誘電体の成り立ちを説明できる。 
バンドと電子・ホールおよび p 型、ｎ型半導体の成り立ちを説明できる。 
強磁性体・強誘電体の成り立ちを説明できる。 
反磁性体と常磁性体の磁性を説明し、超伝導のマイスナー効果も説明できる。 
レーザー発振の原理を説明できる。 
環境問題に役立つ固体物質の例を挙げ、環境浄化について議論するこ 

受講者へのコメント  
連絡先 13 号館 2 階⻄端電話：086-256-9474 メール：koya@chem.ous.ac.jp 必ずタイト

ルをつけること。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Solid State Chemistry 
関連科目 無機化学Ⅱ 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物質の状態を知る。 

固体状態の物理化学特性を理解する。 
結晶性固体の反応性・熱的性質・物性を調べる。 
電子状態と電子伝導・磁性・光物性の関係を理解する。 
生体と固体物質の係りを調べる。また地球環境と固体物質の係りも調べる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 固体状態を説明する。 

2 回 面白い形の結晶を紹介して構造、化学結合とのかかわりを説明する。 
3 回 ナノマテリアルの電子状態の特徴を概説し、物質的な特徴を説明する。 
4 回 金属の電子状態を自由電子モデル、箱型ポテンシャルモデルで説明して、金
属の性質を概観する。 
5 回 半導体の電子状態を説明し、n 型,p 型半導体の成り立ちと接合による機能
の発言について説明する。 
6 回 イオン伝導体を概観して、新しい電池開発に向かう道筋を説明する。 
7 回 超伝導体の古典理論を概観して、酸化物超伝導体、鉄系超伝導体を紹介して 

準備学習 事前学習の必要はない。 
前回の講義内容を 10 行以内に要約して、要点を結ぶ関係を理解しておく。 ま
た合わせて、新規用語の意味を考えて整理し、記憶する。 
特に重要と指摘した点は自然に口に出るまで繰り返し唱えるようにして学習す
る。 

 



年度 2014 
授業コード FSC10210 
成績評価 定期試験（60%），毎回実施する課題と演習（40%）から評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学科(〜12) 
見出し FSC10210 有機反応化学 
担当教員名 若松 寛 
単位数 2 
教科書 有機化学の基本／富岡秀雄・立⽊次郎・赤羽良一・⻑谷川英悦・平井克幸／化学

同人／978-4-7598-1559-7 
アクティブラーニング  
キーワード 有機反応 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・授業の進行が速いと思われる点については受講者のレベルが様々で難しい面も

ありますが，極力配慮したいと思います。 
科目名 有機反応化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 マクマリー有機化学概説第６版／マクマリー他著、伊東・児玉訳／東京化学同人 

電子の動きでみる有機反応のしくみ／奥村格・杉村高志／東京化学同人 
その他、講義において指示する。 

授業形態 講義 
注意備考 ※ 講 義 資 料 、 演 習 ・ 試 験 の 解 答 等 は 、 教 員 ホ ー ム ペ ー ジ

（http://www.chem.ous.ac.jp/~waka/）に随時掲載し、講義時間内でも使用する。 
シラバスコード FSC10210 
実務経験のある教員  
達成目標 電子の流れを正確に理解し，有機反応の基本的な考え方を身に付けることを目標

とする。 
受講者へのコメント ・当科目と基礎科目（有機化学 I,II）の教科書をよく読み，予習・復習をしっか

りしてほしい。 
連絡先 22 号館 3 階（精密有機化学研究室） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・授業時間外の学習を全くしていないのが２９％あり，宿題の回数を増やす，予
習内容について試問するなどの方策を考える。 
・総合評価で否定的な回答が数名あったため，授業の進め方を改善する。 

英文科目名 Organic Reaction 
関連科目 有機化学系の基礎科目を履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 ・授業時間内の演習，宿題の頻度を増やし，有機化学の基本的な考え方が身につ

くように努めたい。 
講義目的 有機化学は暗記の学問と思われがちであるが，化学結合をつくる電子の動きの法



則性を知れば，多くの有機反応は体系的に理解できる。本講義では，これまで官
能基別に学んできた有機化学を反応のタイプ別に分類し直し，その主なものにつ
いて詳述する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 「有機化合物の結合と構造」について説明する。 

2 回 「結合の分極と電子の非局在化」について説明する。 
3 回 「酸と塩基の基本的な考え方」について説明する。 
4 回 「有機反応の求核剤と求電子剤」について説明する。 
5 回 「有機化合物の立体構造」について説明する。 
6 回 「有機反応の分類とエネルギー」について説明する。 
7 回 総合演習（１回目）を行う。 
8 回 「求核置換反応」について説明する。 
9 回 「脱離反応」について説明する。 
10 回 「求電子付加反応」について説明する。 
11 回 「求核付加反応」に 

準備学習 1 回 有機化学系基礎科目で用いた教科書の「構造と結合」に関する内容を復習し
ておくこと。 
2 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと。 
3 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと。 
4 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと。 
5 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと。 
6 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと。 
7 回 前回までの内容を復習し，教科書の演習問題を解いておくこと。 
8 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと。 
9 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと。 
10 回 教科書の該当箇所をよく読ん 

 



年度 2014 
授業コード FSC10211 
成績評価 定期試験（60%），毎回実施する課題と演習（40%）から評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学科(〜13) 
見出し FSC10211 有機反応化学 
担当教員名 若松 寛 
単位数 2 
教科書 有機化学の基本／富岡秀雄・立⽊次郎・赤羽良一・⻑谷川英悦・平井克幸／化学

同人／978-4-7598-1559-7 
アクティブラーニング  
キーワード 有機反応 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 有機反応化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 マクマリー有機化学概説第６版／マクマリー他著、伊東・児玉訳／東京化学同人 

電子の動きでみる有機反応のしくみ／奥村格・杉村高志／東京化学同人 
その他、講義において指示する。 

授業形態 講義 
注意備考 ※ 講 義 資 料 、 演 習 ・ 試 験 の 解 答 等 は 、 教 員 ホ ー ム ペ ー ジ

（http://www.chem.ous.ac.jp/~waka/）に随時掲載し、講義時間内でも使用する。 
シラバスコード FSC10211 
実務経験のある教員  
達成目標 電子の流れを正確に理解し，有機反応の基本的な考え方を身に付けることを目標

とする。 
受講者へのコメント  
連絡先 22 号館 3 階（精密有機化学研究室） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Organic Reaction 
関連科目 有機化学系の基礎科目を履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 有機化学は暗記の学問と思われがちであるが，化学結合をつくる電子の動きの法

則性を知れば，多くの有機反応は体系的に理解できる。本講義では，これまで官
能基別に学んできた有機化学を反応のタイプ別に分類し直し，その主なものにつ
いて詳述する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「有機化合物の結合と構造」について説明する。 



2 回 「結合の分極と電子の非局在化」について説明する。 
3 回 「酸と塩基の基本的な考え方」について説明する。 
4 回 「有機反応の求核剤と求電子剤」について説明する。 
5 回 「有機化合物の立体構造」について説明する。 
6 回 「有機反応の分類とエネルギー」について説明する。 
7 回 総合演習（１回目）を行う。 
8 回 「求核置換反応」について説明する。 
9 回 「脱離反応」について説明する。 
10 回 「求電子付加反応」について説明する。 
11 回 「求核付加反応」に 

準備学習 1 回 有機化学系基礎科目で用いた教科書の「構造と結合」に関する内容を復習し
ておくこと。 
2 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと。 
3 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと。 
4 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと。 
5 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと。 
6 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと。 
7 回 前回までの内容を復習し，教科書の演習問題を解いておくこと。 
8 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと。 
9 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと。 
10 回 教科書の該当箇所をよく読ん 

 



年度 2014 
授業コード FSC10310 
成績評価 中間(30%)および定期試験(70%)で評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学科(〜12) 
見出し FSC10310 材料化学 
担当教員名 森重 國光 
単位数 2 
教科書 M.A.White 著 稲葉 章 訳「材料科学の基礎」・東京化学同人 
アクティブラーニング  
キーワード 色と電子構造 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 材料化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSC10310 
実務経験のある教員  
達成目標 材料の色の起源や光学的な諸原理を理解すること。 
受講者へのコメント 小テストと定期試験の結果から、受講生の多くが真剣に勉強をしていないことが

うかがわれる。学ぶものが真剣にならないと、どのような講義も理解が不十分な
ままで終わる。講義中に何度も言っているように、質問があれば躊躇せず、行っ
てください。 

連絡先 森重研究室 13 号館 2 階 morishi@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価のうち、授業目標を達成できたかについて、できたと大体できたの計が
５９％、教員の意欲について感じられたと少し感じられたの計が７７％、授業に
満足したかについては、満足とほぼ満足の計は７１％であった。大体において受
講生にそれなりに評価されているものと思われる。 

英文科目名 Materials Chemistry 
関連科目 固体化学、結晶の化学を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 現在注目されている話題をもっと取り上げていきたい。 
講義目的 材料の色の原因を原子や分子の電子構造および屈折や干渉効果により説明する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 原子で起こる遷移・⿊体放射による色について説明する。 

2 回 振動励起による色・結晶場による色について説明する。 
3 回 色中⼼・電荷の非局在化と分子軌道による色について説明する。 



4 回 章末の演習問題の解き方について説明する。 
5 回 金属光沢について説明する。 
6 回 純粋な半導体の色について説明する。 
7 回 不純物をドープした半導体の色について説明する。 
8 回 章末問題の解き方を説明する。 
9 回 屈折による色について説明する。 
10 回 干渉による色について説明する。 
11 回 光の散乱による色について説 

準備学習 1 回 原子遷移・⿊体放射による色について予習をしておくこと。 
2 回 振動励起・結晶場による色について予習をしておくこと。 
3 回 色中⼼・電荷の非局在化と分子軌道による色について予習をしておくこと。 
4 回 章末の演習問題について考えておくこと。 
5 回 金属光沢について予習をしておくこと。 
6 回 純粋な半導体の色について予習をしておくこと。 
7 回 不純物をドープした半導体の色について予習をしておくこと。 
8 回 章末問題を考えておくこと。 
9 回 屈折による色について予習をしておくこと。 
10 回 干渉による色につ 

 



年度 2014 
授業コード FSC10410 
成績評価 定期試験（60％）と課題と演習（40％）により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜12) 
見出し FSC10410 資源エネルギー化学 
担当教員名 若松 寛 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード エネルギー問題、光化学、太陽光発電、人⼯光合成 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・教科書，プリントを用意してほしいという要望に部分的には応えているつもり

ですが（有機光化学部分はプリント配布，後半部分はＷｅｂ経由でスライドＰＤ
Ｆ配布），より理解が深まるように検討します。 

科目名 資源エネルギー化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 低炭素社会と資源・エネルギー／及川紀久雄（編著）／三共出版 

やさしい有機光化学／伊澤康司／名古屋大学出版会 
光化学／杉森彰・時⽥澄男／裳華房 
光合成の光化学／山崎巌／講談社 
その他，講義中に紹介する。 

授業形態 講義 
注意備考 化学全般について基本的知識を身につけておくことを強く希望する。 

※ 講 義 資 料 、 演 習 ・ 試 験 の 解 答 等 は 、 教 員 ホ ー ム ペ ー ジ
（http://www.chem.ous.ac.jp/~waka/）に随時掲載する。 

シラバスコード FSC10410 
実務経験のある教員  
達成目標 地球環境の現状を理解し、再生可能エネルギー、特に太陽光エネルギーの有効利

用について知識を深める。 
受講者へのコメント ・化学の各分野を横断する内容を扱っているので，化学全般に対し広く関⼼をも

って授業に臨んでほしい。 
連絡先 22 号館 3 階（精密有機化学研究室） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・総合評価で否定的な回答が数名あったため，授業の進め方を改善する。 
英文科目名 Chemistry of Resources and Energy 
関連科目 特になし。 
次回に向けての改善変更予定 ・講義資料を充実させていく方向で改善する。 
講義目的 世界が直面している資源・エネルギー問題あるいは地球温暖化問題の解決に向け



ては様々な取り組みが進行している。その中で、太陽光という無尽蔵のエネルギ
ーを効率よく利用することは有望な手段の１つと考えられている。本講義では、
資源・エネルギー問題全般について解説した後、主に有機光化学の視点より人⼯
光合成と太陽光発電の基礎から現在の取り組みまでを解説し、これらの問題で化
学者が関与できることは何かを考察する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 「人類とエネルギーのかかわり」について説明する。 

2 回 「地球温暖化，低炭素社会，再生可能エネルギー」について説明する。 
3 回 「光化学の基礎」について説明する。（その１） 
4 回 「光化学の基礎」について説明する。（その２） 
5 回 「有機光反応の基礎（アルケンの反応）」について説明する。 
6 回 「有機光反応の基礎（カルボニル化合物の反応）」について説明する。 
7 回 「光誘起電子移動反応」について説明する。 
8 回 総合演習（１回目）を行う。 
9 回 「植物の光合成の基礎」について説明する。 
10 回 「人 

準備学習 配布したプリントの該当部分を予習・復習しておくこと。 
 



年度 2014 
授業コード FSC10510 
成績評価 レポート(40%)、試験(30%)、日報および平常点(30%)によって評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限、金曜日 5・6 時限 
対象クラス CA(〜12),CB(〜12) 
見出し FSC10510 分析化学実験 
担当教員名 山⽥ 真路、横山 崇 
単位数 3 
教科書 学生実験の手引き／岡山理科大学理学部化学科編  「書店販売しない」 
アクティブラーニング  
キーワード 定性分析、定量分析、分光分析 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 全ての自由記述欄コメントに返答させていただきます。 

・分析化学実験での指導や助言ありがとうございました。期間は短かったですが
とても為になりました。 
⇒実験に興味を持っていただきありがとうございます。これからもこの調子で行
いたいと思います。 
・その日提出する日報の範囲が少し分かりにくかった。 
⇒各班でその日に行った実験結果を報告していただければ幸いです。 
・溶液をこぼした時の処理方法について、詳しく説明してほしかった。溶液をこ
ぼしてどうすればいいかわかりませんでした。 
⇒こぼれた場合の処理は試薬によって全く 

科目名 分析化学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 環境・分析化学実験／酒井忠雄、相原將人編／三共出版： 

増補 新版分析化学実験／日本分析化学会北海道支部編／化学同人： 
新版 分析化学実験／本水、磯崎、井原、櫻川、善⽊、寺前、⻄澤、平山、三浦、
森⽥、山口／東京教学社 

授業形態 実験実習 
注意備考 Ｓプログラムを履修する学生は履修できません。実験テキスト、プリント、参考

書をよく読んで、事前に実験内容について予習・理解しておくこと。その他の注
意事項をオリエンテーションにて説明します。 

シラバスコード FSC10510 
実務経験のある教員  
達成目標 分析化学実験を通して以下の事柄を習得することを目的とする。 

（１）実験器具を正しく使うことができること。 
（２）実験原理を理解し、正しく説明することができること。 
（３）実験を正しく行い、絶対誤差、相対誤差を計算することができること。 
（４）分光光度計を正しく使うことができること。 
（５）報告書を正しく作成することができること。 

受講者へのコメント 実験が始まる前に、実験書や分析化学の教科書をよく読み、実験内容をよく理解



してほしいと思います。 
連絡先 横山 崇：分析化学研究室 １３号館４階 

山⽥真路：生体高分子研究室 １３号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]取り組み 
出席および学習に関しては良い評価を得ました。今後もこの調子で頑張っていた
だきたいと思います。ただ、授業時間外での学習時間の項目で、「週当たりの学習
時間が 30 分程度」の人が 2 人いました。実験の予習をしないと同じ班のメンバ
ーにも迷惑をかけることになるため、必ず予習をお願いします。 
[B]成⻑に関して 
「実験を通してこの分野への理解が高まった」や「この分野への興味・関⼼が高
まった」、「技能・技術が向上した」という意見が多かった。実験の目的を理解し
ていただきありがとうございます。 
[C]総合評 

英文科目名 Experiments in Analytical Chemistry 
関連科目 分析化学 I,II 
次回に向けての改善変更予定 各項目に記述しました。 
講義目的 分析化学の基礎的事項を通して、実験事実と化学量論の関係を学ぶ。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。分析化学実験の進め方を説明する。 

2 回 ａ．無機イオンのペーパークロマトグラフィー。ペーパークロマトグラフィ
ーのやり方および原理を理解する。 
3 回 ｂ．金属イオン混合溶液のペーパークロマトグラフィー。ペーパークロマト
グラフィーのやり方および原理を理解する。 
4 回 ｃ．EDTA の標定。EDTA の標定方法について理解する。 
5 回 ｄ．カルシウムおよびマグネシウムイオンの滴定。カルシウムおよびマグネ
シウムイオンの滴定方法について理解する。 
6 回 ｅ．カルシウムおよびマグネシウムイオンの 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 教科書および図書館等でペーパークロマトグラフィーの原理を調べて、理
解しておくこと。また、実験終了後は、実験ノートをよく整理しておくこと。 
3 回 実験書および図書館等でペーパークロマトグラフィーの原理を調べて、理
解しておくこと。また、実験終了後は、実験ノートをよく整理しておくこと。 
4 回 教科書および図書館等で EDTA の構造等を調べ、どのような性質を持った
分子なのかを調べておくこと。また、実験終了後は、実験ノートをよく整理して
おくこと。 
5 回 

 



年度 2014 
授業コード FSC10611 
成績評価 定期試験(80%)、レポート(10%)、授業中の小テストおよび平常点(10%)によっ

て評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学科(〜10) 
見出し FSC10611 生物有機化学(再) 
担当教員名 山⽥ 真路 
単位数 2 
教科書 マクマリー有機化学概論(第６版)／マクマリー著 伊東、児玉訳／東京化学同人 
アクティブラーニング  
キーワード 炭水化物、アミノ酸、脂質、核酸 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物有機化学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎有機化学／フェセンデン、フェセンデン著 成⽥吉徳訳／化学同人 
授業形態 講義 
注意備考 ※試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 

※パソコン、液晶プロジェクターで電子教材を提供。 
※学内ネットワークを経由して研究室のＷＥＢサーバから講義情報を提供。 

シラバスコード FSC10611 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の事柄を習得することを目的とする。 

（１）炭水化物とは何か。また、どのようなところに存在しているか。 
（２）「デンプン」と「セルロース」の違いを分子構造の違いから説明できるこ
と。 
（３）アミノ酸とタンパク質の関係を説明できること。 
（４）タンパク質の構造を説明できること。 
（５）脂質の定義を説明できること。 
（６）脂質の構造と融点の関係を説明することができること。 
（７）DNA と RNA の違いを説明できること。 
（８）遺伝について有機化学の視点から説明できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 山⽥（真）研究室 １３号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Bioorganic Chemistry 
関連科目 有機化学 I-III の単位を取得しておくことが望ましい。 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生体内で行われる現象を理解するには、その現象に関与する分子についての化学

的な知識が必要不可欠である。そこで、「バイオ有機化学(生物有機化学(10 生以
前))」では生命現象に関わる分子の構造や性質、反応を有機化学の視点から講義
を行う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 バイオ有機化学(生物有機化学(10 生以前))の概要。講義の進め方について

説明する。 
2 回 炭水化物の分類と構造。炭水化物の分類と構造について、例を示しながら説
明する。 
3 回 単糖の反応。単糖の反応、特にグルコースの反応について説明する。 
4 回 二糖について。ショ糖を例にして二糖について説明する。 
5 回 多糖について。多糖（デンプンとセルロース）について説明する。 
6 回 アミノ酸の構造と性質１。アミノ酸の構造と種類について説明する。 
7 回 アミノ酸の構造と性質２。アミノ酸の構造と pH の関係について説明 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 図書館等で炭水化物が自分たちの身の回りでどのような形（例、⾷べ物、製
品）で存在しているかを調べておくこと。第２回授業までに、炭水化物の分類と
構造について復習しておくこと。 
3 回 教科書等で単糖の反応に関する基本的な事項を調べておくこと。第４回授
業までに、単糖の反応について復習しておくこと。 
4 回 第３回目の授業をよく復習し、アセタールとヘミアセタールの違いを理解
しておくこと。第５回授業までに二糖について復習しておくこと。 
5 回 単糖から二糖が 

 



年度 2014 
授業コード FSC10711 
成績評価 提出課題 20%, 小テスト 30％，定期試験 70％により成績を評価する． 

但し，定期試験において基準点を設け，得点が 100 点満点中，60 点未満の場合
は不合格とする． 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学科(〜10) 
見出し FSC10711 化学熱力学(再) 
担当教員名 柴原 隆志＊ 
単位数 2 
教科書 エネルギー論争の盲点   天然ガスと分散化が日本を救う／石井 彰/ NHK 出版

新書 
アクティブラーニング  
キーワード 原子力発電，再生可能エネルギー，太陽光発電，風力発電，化石燃料，石炭，石

油，天然ガス，偏微分，熱力学第 1 法則，熱力学第 2 法則 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学熱力学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 ネルギーの安定供給と二酸化炭素削減を両立するカギを探る．熱力学も登場す

る．国語辞書を持参すること（電子辞書可）．数学・熱力学に関するプリントを適
宜配布する． 

シラバスコード FSC10711 
実務経験のある教員  
達成目標 原子力発電，太陽光発電，風力発電，化石燃料，石炭，石油，天然ガスの特徴を

理解すること．エネルギー問題として，原子力発電・再生可能エネルギー・化石
燃料の三者の組み合わせについて深く考察すること．熱力学第 1 法則，熱力学第
2 法則の意味を十分理解すること． 

受講者へのコメント  
連絡先 13 号館 1 階化学セミナー室  shiba@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chemical Thermodynamics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 東日本大震災以後の日本のエネルギー問題を解説する．エネルギー源として，原

子力発電，再生可能エネルギー（太陽光発電・風力発電），化石燃料（石炭・石油・



天然ガス）を比較検討し解説する．また，エネルギー問題をよりよく理解するた
めに，熱力学の学習に必要な微分・偏微分を解説した後，熱力学を解説する． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション．講義の進め方を説明する．教科書「第 1 章 エネルギ

ー問題はなぜ重要なのか」を解説する（1 回目）． 
2 回 教科書「第 1 章 エネルギー問題はなぜ重要なのか」を解説する（2 回目）． 
3 回 教科書「第 1 章 エネルギー問題はなぜ重要なのか」を解説する（3 回目）． 
4 回 熱力学の学習に必要な微分・偏微分を解説する （1 回目）． 
5 回 熱力学の学習に必要な数学・偏微分を解説する （2 回目）． 
6 回 熱力学の演習を行う （1 回目）． 
7 回 熱力学の演習を行う （2 回目）． 
8 回 教科書「第 2 章 技 

準備学習 1 回 教科書「第 1 章 エネルギー問題はなぜ重要なのか」を通読すること． 
2 回 教科書「第 1 章 エネルギー問題はなぜ重要なのか」を通読すること． 
3 回 教科書「第 1 章 エネルギー問題はなぜ重要なのか」を通読すること． 
4 回 微分を復習しておくこと （1 回目）． 
5 回 微分を復習しておくこと （2 回目）． 
6 回 熱力学第 1 法則・熱力学第 2 法則を復習しておくこと （1 回目）． 
7 回 熱力学第 1 法則・熱力学第 2 法則を復習しておくこと （2 回目）． 
8 回 教科書「第 2 章 技術革新の陰に化石燃料有り」を通読すること． 

 



年度 2014 
授業コード FSC10810 
成績評価 定期試験(60%)，宿題およびレポート(40%)の結果から評価する．数回宿題また

はレポートの課題を出す。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学科(〜12) 
見出し FSC10810 安全化学 
担当教員名 豊⽥ 真司 
単位数 2 
教科書 学生のための化学実験安全ガイド／徂徠 道夫他著／東京化学同人／978-4-

807905716 
アクティブラーニング  
キーワード 化学物質，実験操作，安全対策，危険物，法規制 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 危険物取扱者の試験について，法令の内容を充実していきます． 
科目名 安全化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション，山口 和也・山本 仁著，東京化学同人：

失敗から安全を学ぶ化学実験の⼼得，⻄脇 永敏著，化学同人 
その他は講義において指示する 

授業形態 講義 
注意備考 実験の安全に関する内容が含まれるため，化学科３年次の学生はできるだけ全員

受講すること。 
シラバスコード FSC10810 
実務経験のある教員  
達成目標 ・化学物質を安全に取り扱うための基礎知識を習得する。 

・安全と環境の観点から化学物質の法規制の概要を説明できる。 
・「危険物取扱者」の資格試験の内容を把握し，基本的な問題に解答できる。 
・安全性に関連した基本的な化学物質の構造と性質が説明できる。 

受講者へのコメント 講義用プリントを HP からのダウンロードで配布することにしましたが，印刷し
て持参していない学生が目立ちました． 

連絡先 豊⽥（真）研究室，13 号館 2 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chemical Safety 
関連科目 化学科・実験科目全般 
次回に向けての改善変更予定 資料のダウンロード方式とすることで，資料を事前に見て予習をする機会を作っ

ています．パソコン，プリンターが使いにくい人もいるようですが，理解して下
さい． 



講義目的 ３年次以降の専門的な実験を安全に行うために，化学物質の取り扱い方や実験操
作の基本を学ぶ。化学物質に関連したいくつかの法律を解説し，環境との関わり
を社会的な面から考えていく。環境に関連した法律も概説する。講義の内容は，
「危険物取扱者」や「毒物・劇物取扱責任者」などの資格に関連している。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義および関連した資格（危険物取扱者など）の概要を説明する。 

2 回 危険な化学物質 毒物劇物（１） 毒物・劇物に関する法令および各物質の
性質を解説する。 
3 回 危険な化学物質 毒物劇物（２） 薬物類の法規制と性質および応急処置に
ついて解説する。 
4 回 危険な化学物質 危険物（１） 危険物に関する法令，危険物の分類，資格に
ついて解説する． 
5 回 危険な化学物質 危険物（２） 危険物各類（第１，３，５，６類）の性質を
解説する。 
6 回 危険な化学物質 危険物（３） 危険物各類（第２，４類）の性質および危険 

準備学習 1 回 シラバスで講義の概要を事前に学習すること。 
2 回 プリント・教科書で毒物劇物に関する法律と基礎を学習すること。 
3 回 プリント・教科書で具体的な毒物劇物およびその他薬物類の種類と性質を
学習すること。 
4 回 プリント・教科書で危険物に関する法律と基礎を学習すること。 
5 回 プリント・教科書で具体的な危険物の種類と性質（第１，３，５，６類）を
学習すること。 
6 回 プリント・教科書で具体的な危険物の種類（第２，４類）と性質を学習する
こと。 
7 回 プリント・教科書で燃焼と消火の理論および緊急対処法に関する部 

 



年度 2014 
授業コード FSC10910 
成績評価 平常点（34%），各分野の試験（33%）および定期試験（33%）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学科(〜12) 
見出し FSC10910 教職のための化学 
担当教員名 善⽊ 道雄 
単位数 2 
教科書 これだけは知っておきたい 教員のための化学／⽥中春彦編著／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 教員採用試験，理科，受験対策，一般化学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 解説書が必要ということだが、質問して時間中に理解することが重要。後回しに

しないこと。 
科目名 教職のための化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教員採用試験・精選実施問題シリーズ⑧ 全国版 専門教養 中学理科・物理・

化学・生物・地学の精選実施問題／協同教育研究会編／協同出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC10910 
実務経験のある教員  
達成目標 教員採用試験科目の「化学」の科目の合格水準に達すること。 
受講者へのコメント この講義だけでなく毎日コンスタントに勉強することが重要である。 
連絡先 13 号館 3 階善⽊研究室 

メール：zenki@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標を持った学生なので理解度、総合評価の高いのは分かるが、欠席率、時間外
学習がそれほどでもないのは不満足である。 

英文科目名 Chemistry for School Teaching 
関連科目 専門基礎科目をすべて履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 演習の問題数を増やしたい。 
講義目的 教員採用試験科目のうち「化学」の科目に関して，合格水準に達するための支援

を行うことを目的とする。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義の進め方を説明する。 

2 回  物質の構成および物質の状態の演習をする。 
3 回  物質の構成および物質の状態の演習および試験をする。 
4 回  物質の構成および物質の状態の試験の解答および演習をする。 



5 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の演習をする。 
6 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の演習および試験を
する。 
7 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の試験の解答および
演習をする。 
8 回  無機物質の性質と反応の演習をする。 
9 回  無機物質の性 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  物質の構成および物質の状態の範囲の過去の教員採用試験問題および教
科書の問題を解くこと。 
3 回  物質の構成および物質の状態の範囲の過去の教員採用試験問題および教
科書の問題を解くこと。 
4 回  物質の構成および物質の状態の範囲の過去の教員採用試験問題および教
科書の問題を解くこと。 
5 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の範囲の過去の教員
採用試験問題および教科書の問題を解くこと。 
6 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化 

 



年度 2014 
授業コード FSC11010 
成績評価 中間試験（３０％）および定期試験（７０％）の結果によって評価する。また、

授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には試験成績は無効とみなし、“E”評
価とする。 

曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学科(〜14) 
見出し FSC11010 化学概論 
担当教員名 大谷 槻男 
単位数 2 
教科書 第４版 化学ー物質・エネルギー・環境/浅野・荒川・菊川(学術図書出版社）／

978-4-780601176 
アクティブラーニング  
キーワード 原子、分子、物質量、電子構造、周期表、環境、エネルギー、資源 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 原子・分子から学ぶ化学の世界/浅野、上野、大賀(学術図書出版社） 
授業形態 講義 
注意備考 この講義は高校の化学を復習するための入門講座ではなく、化学や自然科学への

興味を持ってもらいたいという趣旨の講義です。化学の基礎（高校までの学習内
容）を学びたい人は化学入門などの導入講義を受けてください。この講義には高
度な内容も含まれています。漫然と聞き流していただけでは理解できないことが
ありますので、積極的に取り組んで下さい。 

シラバスコード FSC11010 
実務経験のある教員  
達成目標 １）原子、分子の概念の把握、および物質量の計算ができること。 

２）質量保存の法則、倍数比例の法則などの基礎的な法則が理解できること。 
３）原子構造、電子構造の正しい理解ができること。 
４）量子数や電子軌道、混成軌道などの原子内の電子の振る舞いを把握できるこ
と。 
５）環境や資源についての正しい理解ができること。 
６）化学や自然科学に対する興味を増進させること。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室（１３号館３階）TEL:086-256-9423,E-mail:ohtani@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introductory Chemistry 



関連科目 化学科のどの科目とも大なり小なりの関連性がある。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現在の化学（科学）に関する知識はギリシャ時代から現代にいたる⻑い間に、多

くの科学者達によって積み重ねられてきた研究の結果である。原子や分子の実在
の発見の歴史はそのまま科学の歴史であると言っても過言ではない。本講義では
特に原子や分子がどのようにして発見されたのか、そのことから自然に対する認
識がどうような進展をみせたかのを歴史的にたどることによって、化学の知識を
深めることから始める。さらに、２０世紀に入ってから発展した量子力学に基づ
く原子構造について述べる。また化学にとって重要な電子配置について説明し、
混成軌 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 化学、物理でよく使われる単位、基本物理定数、原子・分子の概念を概説す

る。 
2 回 物質の起源をめぐって、デモクリトス、エピクロス、アリストテレスなどの
ギリシャの哲学者が唱えた学説を紹介し、デモクリトスらの原子説がいかに近代
の原子説に近いものであったかを説明する。 
3 回 近代化学の発展ーラボアジェ、ボイル、シャルル、プルーストらによる近代
化学の発展を解説する。また、「定比例の法則」、「倍数比例の法則」から導かれた
ドルトンの原子説の説明をする。 
4 回 アボガドロ、カニッツァーロらによる気体分子の研究につい 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認しておくこと。 
2 回 原子・分子の概念をよく理解しておくこと。物質量の概念と計算ができるこ
と。 
3 回 近代の化学の発展についてーラボアジェ、ドルトンなどの発見について教
科書をよく読んでおくこと。 
4 回 前回までの講義の内容をよく復習し、気体分子の予習をしておくこと。 
5 回 ２０世紀以後の原子構造の研究の発展の歴史を調べておくこと。 
6 回 原子構造を復習し、原子の電子配置を教科書で予習しておくこと。 
7 回 前回の講義の内容をよく復習し、化学結合の予習をしておくこと。 
8 回 これまでに 

 



年度 2014 
授業コード FSC11110 
成績評価 毎回の実験に取り組む姿勢および実験終了時の報告 20%、レポート 80%により

評価する。ただし、レポートは物理化学、分析化学、無機化学、有機化学の各分
野ごとに与えられ、それらのすべてを提出しなければならない。 

曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜13) 
見出し FSC11110 化学実験 
担当教員名 若松 寛、山⽥ 真路、岩永 哲夫、林 宏哉、森重 國光、佐藤 泰史、大坂 

昇 
単位数 3 
教科書 学生実験の手引き／岡山理科大学理学部化学科編（書店販売せずガイダンス時に

頒布する） 
アクティブラーニング  
キーワード 化学実験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・有機分野実験の前説が無駄に⻑いとのコメントがありましたが，実験ミスが危

険を誘発する可能性が高いため「無駄」とは思いません。ただし，⻑すぎて頭に
入らないようなら説明する意味がありませんので，実験書を事前に読んで理解さ
せる「予習レポート」を導入するか検討します。 

科目名 化学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各回の実習の際に適宜紹介する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 教科書、参考書（授業で用いた教科書、参考書、プリントなど）をよく読んで事

前に予習しておくこと。 
※第２回は情報処理センター実習室のパソコンを利用して演習を行う。 

シラバスコード FSC11110 
実務経験のある教員  
達成目標 物理化学、分析化学、無機化学、有機化学の各分野における実験操作の基礎を修

得し、上位学年での実験が滞りなく行えるようになることを目標とする。具体的
には次の各項目である。 
・目的化合物について文献を調べ適切な情報を得ることができる。 
・化学実験で必要となるデータ処理を表計算ソフトを用いて行うことができる。 
・中和滴定により、溶液の酸もしくはアルカリの濃度を決定することができる。
（逆滴定を含む） 
・恒温槽を用いて試料の温度を一定にして実験を行うことができる。 
・分配係数を決定することができる。（分子会合が起こっ 

受講者へのコメント ・他の化学実験と同様，その回に行う実験内容について教科書・実験書をよく読
んで予習しておいてほしい。 
・グループ実験であるため，特定の班員に作業が偏ることがないように，仲良く



協力して実験してほしい。 
連絡先 ガイダンス時に各回の担当教員を紹介するので、各回の連絡・質問等はその担当

教員に行うこと。若松研究室 22 号館 3 階、山⽥（真）研究室 13 号館 4 階、岩永
研究室 13 号館 2 階、林研究室 13 号館 2 階、森重研究室 13 号館 2 階。 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・「器具や機器を整備・補充してほしい」との要望が１３％あったため，今後，改
善に努めていきたい。 
・「実験・実習するスペースが狭い」との意見が１９％あった。実験室の変更，拡
張は当分望めないが，実験中に実験器具や個人の手荷物の整理整頓を常時⼼がけ
る（可能ならば荷物置き場を設置）などの対策をとり，少しでも実験スペースを
確保するようにしたい。 

英文科目名 Experiments in General Chemistry 
関連科目 必修科目である「無機化学 I,II」、「有機化学 I,II」、「物理化学 I,II」、「分析化学 I,II」、

および「化学基礎実験」を履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 ・2015 年度は担当教員の交代により実験内容を大きく変更する可能性があるが，

学生が気持ちよく実験できるように努めたい。 
講義目的 １年次の「化学基礎実験」から一歩進んで、合成実験も含む化学全般にわたる基

礎的な実験操作や結果の解析法を学ぶ。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス（教科書の配布、実験概要の説明、安全指導）を行った後、実験

器具を確認する。 
2 回 (1)Chemical Abstracts を利用する化学文献の調査方法と、 
(2)化学実験で必要なデータ処理を表計算ソフトを用いて行う方法 
について説明する。 
3 回 「分配係数の測定 1（溶液調製）」について実験する。 
4 回 「分配係数の測定 2（本測定）」について実験する。 
5 回 「硫酸イオンの重量分析 1（既知試料）」について実験する。 
6 回 「硫酸イオンの重量分析 2（既知試料）」について実験する。 
7 回 「硫 

準備学習 1 回 この実験科目は内容が多岐にわたるので、今後の講義（実験）計画に目を通
しておくこと。 
2 回 教科書の指定箇所をあらかじめ読んでおくこと。 
3 回 予習レポートを作成しておくこと。 
4 回 予習レポートの修正と実験内容の確認を行っておくこと。 
5 回 るつぼの恒量化について調べておくこと。 
6 回 実験で生じる沈殿を予想し、その物性を調べておくこと。 
7 回 有効数字を踏まえ絶対誤差と相対誤差を計算できるように、有効数字に関
して調べておくこと。 
8 回 教科書中に記載されている物質（１２種類）の硫酸イオンの重量％を 

 



年度 2014 
授業コード FSC11210 
成績評価 適宜行うレポート提出の評価、中間試験、期末試験の成績によって評価する 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学科(〜12) 
見出し FSC11210 界面化学 
担当教員名 橘高 茂治＊ 
単位数 2 
教科書 入門コロイドと界面の科学・鈴⽊四朗・三共出版／978-4-782703045 
アクティブラーニング  
キーワード キーワード  表面張力、コロイド、ナノ粒子、吸着、 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 界面化学の関わる内容は非常に多岐にわたっている。限られた時間で、すべて、

簡単に網羅、あるいは詳細に講義を進めることはできない。従って界面化学の最
もに基礎となるところを詳しく講義した。本当のところはもっと盛りだくさんに
詳細に話をしたいところです。 

科目名 界面化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 現代界面コロイド化学の基礎・日本化学会編・丸善株式会社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC11210 
実務経験のある教員  
達成目標 身の回りの自然現象に関わる界面化学的過程を認識、理解するするための基礎的

知識を習得する。 
受講者へのコメント この授業では種々の自然現象に目を向け、興味を持つようになってくれることを

期待している。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 半分くらい理解できた学生が多いようだが、分からないところを直接質問してく
れる人は殆どいなかった。興味が湧いたという学生が多い訳だから、今後疑問で
あった事柄に注意して自然現象を考えて欲しい。 

英文科目名 Surface Chemistry 
関連科目 物理化学 I、物理化学 II、物理化学 III 
次回に向けての改善変更予定 なし 
講義目的 物質のコロイド・界面化学的性質は,我々の気がつかないところで自然現象を大

きく支配している。界面化学では、前半で、コロイドの重要な性質である分散性
について講述する。後半では、固体表面のエネルギーの性質と、その種々の自然
現象における役割について述べる。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 【コロイドとその特徴】 

身の回り、社会の種々の人的活動の中においてみられるコロイド粒子の例を挙げ
て説明する。 
2 回 【コロイドの運動学的性質】 
コロイド粒子はその小ささに起因する種々の運動状態がある。 
その定性的説明と,運動方程式について後述する。 
3 回 【電気的性質】 
コロイド粒子は,2 相系から成り立っている。その界面に電荷分離が起こり、その
メカニズムと界面の電気的構造について述べる。 
4 回 【コロイド分散系の安定性】 
コロイド粒子の分散系の安定性はその表面の帯電によって大きな影響を受ける。
界面の 

準備学習 1 回 必要なし 
2 回 第一回で紹介した種々のコロイド粒子の運動方式について後考察しておく。 
3 回 第二回講義で行った運動方程式を用いた練習問題をやっておく。 
4 回 第三回の講義で行った界面電気の性質をその測定法と共に理解しておくこ
と。特に界面電気二重層の構造について自分で図解できるくらい知っておくこ
と。 
5 回 物理化学で習った熱力学、特に自由エネルギーについて復習すること。 
6 回 表面張力が関係する種々の物理現象の演習問題を解いてくること。 
7 回 界面活性剤の種類をあらかじめ調べておくこと 
8 回 ミセルの 

 



年度 2014 
授業コード FSC11311 
成績評価 定期試験(80%)、レポート(10%)、授業中の小テストおよび平常点(10%)によっ

て評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学科(〜10) 
見出し FSC11311 高分子化学(再) 
担当教員名 山⽥ 真路 
単位数 2 
教科書 適宜指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 平均分子量、高分子合成、生体高分子、機能性高分子、環境 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 高分子化学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ※試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 

※パソコン、液晶プロジェクターで電子教材を提供。 
※学内ネットワークを経由して研究室のＷＥＢサーバから講義情報を提供。 

シラバスコード FSC11311 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の事柄を習得することを目的とする。 

（１）我々の身近に存在する高分子物質を説明することができること。 
（２）高分子のガラス転移に関して説明することができること。 
（３）平均分子量を計算することができること。 
（４）ラジカル重合やイオン重合について説明することができること。 
（５）イオン交換樹脂等の原理を説明することができること。 
（６）身近に存在する生体高分子について説明することができること。 
（７）高分子と環境とのつながりについて説明することができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 山⽥(真)研究室 １３号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Polymer Chemistry 
関連科目 化学の基礎的な知識を有している事が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高分子は我々の生活で欠かせない材料の一つである。ポリマーの化学(高分子化



学(10 生以前、⼯学部))では、高分子の一般的な性質から高分子の重合反応、機
能性高分子、生体高分子まで幅広く講義する。それと供に、高分子材料について
の講義も行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ポリマーの化学(高分子化学(10 生以前、⼯学部))の概要。講義の進め方に

ついて説明する。 
2 回 高分子の基礎。高分子の歴史と基本的な考えについて説明する。 
3 回 高分子の構造と物性（１）。高分子の基本的な構造（結晶領域と非晶領域）
について説明する。 
4 回 高分子の構造と物性（２）。高分子の基本的な物性（高分子のガラス転移）
について説明する。 
5 回 高分子の分子量測定。分子量の計算方法および分子量の測定方法について
説明する。 
6 回 高分子の合成（１）。ラジカル重合について説明する。 
7 回 高分子の合成 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。第２回授業までに、
ポリマーの化学の概要に関して復習しておくこと。 
2 回 身の回りにある高分子を図書館等で調べておくこと。第３回授業までに、高
分子の基本的な考えに関して復習しておくこと。 
3 回 高分子の構造と物性の関係を図書館で調べておくこと。第４回授業までに、
高分子の構造に関して復習しておくこと。 
4 回 高分子の構造と物性の関係を図書館で調べておくこと。第５回授業までに、
高分子の物性に関して復習しておくこと。 
5 回 「平均分子量」という言葉を図書館で 

 



年度 2014 
授業コード FSC11410 
成績評価 定期試験(50%)と課題提出(50%)で評価を行う。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学科(〜14) 
見出し FSC11410 コンピュータ入門Ⅰ 
担当教員名 坂根 弦太、畠山 唯達 
単位数 2 
教科書 とくに市販のものを指定しない。教材はホームページに掲載、またはプリントし

て配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータ、ネットワーク 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教員側で改善すべき点に対しては、次回の講義でそのように努めます。 
科目名 コンピュータ入門Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 とくに指定しない。必要だと思う学生は適宜用意してほしい(詳しくは初回の講

義で説明する）。 
授業形態 講義 
注意備考 情報処理センターのパソコンを使い、演習形式で講義を実施する。本講義ではネ

ットワーク上の資源も活用する。また、岡山理科大学「OUS コンテンツライブラ
リー」中の「CCC 情報リテラシーI」などのオンライン教材を補助的に使用する。 

シラバスコード FSC11410 
実務経験のある教員  
達成目標 ・基礎的な情報リテラシー（Windows 7 およびいくつかのアプリケーション）の

実践と理解 
・コンピュータとネットワークに対する最低限の知識の習得 
・ネットワークを利用する上で必要な倫理の学習 

受講者へのコメント 一部の学生で、出席を装いながら実際には教室に来ていない方がおり、結果的に
欠席が多い方がいました。講義は、出席を取ってもらうためにあるのではなく、
出席して知識や考え方を知り、自ら考え、技術を身につけるためにあるものです。
受け身の学生が多く、もっと積極的に講義に取り組んで、より多くのものを学ん
でいただきたいと願っています。 

連絡先 坂根の居室は 13 号館 2 階、Web サイトは http://www.chem.ous.ac.jp/~gsakane/ 
畠山の居室は 11 号館 5 階、Web サイトは http://mag.center.ous.ac.jp/ 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 レポートなどの指示された課題に取り組んだ人およびこの授業を受けて分野へ
の理解が深まった人が多く、授業の役割が評価されています。総合評価も高く、
情報処理リテラシー科目として学生諸君の役に立っていることがわかり、担当者
の一人として喜んでいます。 



英文科目名 Computer Literacy I 
関連科目 後期「コンピュータ入門 II」も受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 時代に合わせて、講義内容を改訂していきます。 
講義目的 大学での学習・研究はもとより、今や社会で生活するにもインターネットや計算

機による情報の収集、加⼯、発信は欠かせない、その原理と仕組みを理解し、技
法と倫理を身につけることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション・各種アカウント登録・PC の基本的な使い方につい

て解説する。 
2 回  電子メールシステムについて解説する。 
3 回  Web メール（Web メールの利用、メール利用上の注意）について解説す
る。 
4 回  コンピュータのしくみ、データ・文字について解説する。 
5 回  ファイル・ディスク操作について解説する。 
6 回  コンピュータ・ネットワークを用いた検索１ (一般的なネットワーク検索)
について解説する。 
7 回  コンピュータ・ネットワークを用いた検索２ (化学データベース等の検索
と利用) 

準備学習 1 回 オリエンテーションで配布されたＩＤについての説明を再読しておくこと。 
2 回  「岡山理科大学情報倫理ガイドライン」と「岡山理科大学情報倫理要綱(学
生向)」をよく読んでおくこと。 
3 回  前回の復習をしておくこと。 
4 回  前回の復習をしておくこと。 
5 回  前回の復習をしておくこと。 
6 回  前回の復習をしておくこと。 
7 回  前回の復習をしておくこと。 
8 回  前回の復習をしておくこと。 
9 回  前回の復習をしておくこと。 
10 回  前回の復習をしておくこと。 
11 回  前回の復習をしておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FSC11510 
成績評価 基本的に試験の成績で評価する。課題提出を補助的に使用する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学科(〜14) 
見出し FSC11510 コンピュータ入門Ⅱ 
担当教員名 畠山 唯達 
単位数 2 
教科書 とくに市販のものを指定しない。教材はホームページに掲載、またはプリントし

て配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータ、ホームページ、プレゼンテーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ネガティブな意見だけ： 

「マイクの音量が大きすぎる」(1 名)・・・調整はいつもしていますが、そのい
つもが大きいと言うことでしょうか。教室ではスピーカーの配置によって音量ム
ラがありますので、大きいと感じる方はなるべくマイクから離れた席に座って頂
けるとありがたいです。 

科目名 コンピュータ入門Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 とくに指定しない。必要だと思う学生は各自自分にあったものを用意してほし

い。 
授業形態 講義 
注意備考 情報処理センターのパソコンを使い、演習形式でを実施する。試験もパソコンを

使った実技試験を行う予定である。 
本講義ではネットワーク資源も活用する。また、岡山理科大学「OUS コンテンツ
ライブラリー」中の「CCC 情報リテラシーI・II」などの教材を用いる。対面によ
る講義とビデオを用いた講義を併用する予定である。教材配布、ビデオ講義、レ
ポート提出などは岡山理科大学学習管理システム(MOMOTARO)を用いて行う
予定である。 

シラバスコード FSC11510 
実務経験のある教員  
達成目標 ・2 進数演算、基本的な論理演算・論理回路、IP ネットワーキング基礎の理解 

・Web ページの基本的な構成の理解と作成 
・化学科の各種実験解析に必要な表計算および解析の取得 
・基礎的なプレゼンテーションの理解と実践 

受講者へのコメント 複数回答なので実数はわかりませんが、ためになった系の解答者がかなりいるの
はありがたいです。 
この授業では復習と試験対策用にプリント・スライドを公開しています。 
成績的には、ごく一部ですが圧倒的にできない人がいました。こういう人こそ復
習をしてもらいたいのですが。 



連絡先 畠山の居室は 11 号館 5 階。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・授業時間外の学習をしている人が半分ほどいらっしゃるのはありがたい。もう
少し増えるように⼯夫をしたいと思います。 
・「毎回の学習目標を明示してほしい」(3%)。始まる時にさらっとは言っている
のですが、もっとちゃんと言うようにしたいと思います。 

英文科目名 Computer Literacy II 
関連科目 2 年前期「化学プレゼンテーション」を履修することを推奨する。また、B2 群科

目「論理学」の履修も勧める。 
次回に向けての改善変更予定 今回の最後に聞いた「この授業で取り上げてほしい内容」にあったもののうちい

くつかを導入できるか検討しております。 
講義目的 パソコンを用いた発表・表現方法の基礎として、ホームページの作成とプレゼン

テーション法の基礎を学ぶ。また、前期で演習した表計算をより実践的に使うた
めの応用を学習する。さらに、コンピュータとインターネットの簡単なしくみ、
およびインターネットを利用する際の基本的なセキュリティと倫理についても
学習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  数進法について解説する。 

2 回  数進法のつづきとコンピュータにおけるデータについて解説する。 
3 回  論理演算と加算機について解説する。 
4 回  IP ネットワーキングの基礎について解説する。 
5 回 ホームページの作成１ (WWW, HTTP)について解説する。 
6 回  ホームページの作成２ (HTML の基本的な文法(1))について解説する。 
7 回  ホームページの作成３ (HTML の基本的な文法(2)と FTP)について解説
する。 
8 回  ホームページの作成４ (CSS)について解説する。 
9 回 

準備学習 1 回  前期「コンピュータ入門Ｉ」の復習をしておくこと。 
2 回  前回の復習をしておくこと。 
3 回  前回の復習をしておくこと。 
4 回  前回の復習をしておくこと。 
5 回  前回の復習をしておくこと。 
6 回  前回の復習をしておくこと。 
7 回  前回の復習をしておくこと。 
8 回  前回の復習をしておくこと 
9 回 前回の復習および前期「コンピュータ入門Ｉ」の表計算部分の復習をしてお
くこと。 
10 回  前回の復習をしておくこと。 
11 回  前回の復習をしておくこと。 
12 回  前回の復習をしておくこと。 
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年度 2014 
授業コード FSC11610 
成績評価 班ごとの発表（他の受講生の評価も加味する，４割），個人の提出するレポート

（６割）によって評価する． 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜13) 
見出し FSC11610 化学プレゼンテーション 
担当教員名 岩永 哲夫 
単位数 2 
教科書 プリントを使用．教材（パワーポイントファイルなど）は適宜配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード 化学・プレゼンテーション・協同学習 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・概ねこちらが期待していたとおり，講義を楽しんで受講できたという記述があ

り，プレゼンに対する敷居が下がったのであれば，こちらとしては幸いです． 
科目名 化学プレゼンテーション 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介する． 
授業形態 講義 
注意備考 発表準備は講義時間外にも行うことになる．発表会は土曜日に行う．グループで

課題に取り組むので、途中で脱落するのは避けること． 
シラバスコード FSC11610 
実務経験のある教員  
達成目標 ・幅広い分野の化学についての関⼼・理解を深める． 

・自分の理解したことを他人にわかりやすく説明できる． 
・プレゼンテーションのためにコンピュータを使用できる． 
・調査力、理解力、批判力など、すべての学習活動にとって必要となる能力を高
める． 
・他の班員と協力して、議論しながら、ひとつのことを成し遂げる体験をする． 
・自発的・能動的な学びを体験することにより、受動的な学習からの脱却する． 

受講者へのコメント ・多くの受講生が熱⼼に取り組んでいたと思います．ただし，インターネットを
利用した調べ物が多かったように思えるので，その点に関しては少し残念に感じ
ました． 
・発表会に関しては，質問も活発で非常に良かったと思います． 

連絡先 化学科 岩永哲夫（１３号館２階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・アンケートから授業内容に満足したという回答が多く，概ね良い評価であると
考えます．また授業以外の時間を使って課題に取り組んだり，図書館などを利用
して資料を探すということも達成できていると考えています．こちらが提示した
授業目標を概ね達成できているアンケート結果であったと思われます． 



英文科目名 Presentation Technique for Chemist 
関連科目 プレゼンテーションⅠ（B2 群）・文章表現法（B2 群） 
次回に向けての改善変更予定 ・発表練習において，活発に質疑はでましたが，それらに回答するための事前準

備が不足していたように感じました．次年度は，質問等を予想したプレゼン作り
を意識させたいと思います． 

講義目的 興味のあるテーマについて自ら調べ，発表することを通じて，化学についての関
⼼・理解を深めるとともに，プレゼンテーション能力を育成することを目指す．
具体的には，４人程度の班を作り，班ごとに化学に関係するテーマを決めて，情
報収集し，パワーポイントを用いて発表する．各人は情報収集のために最低１冊
は本を読むこととし，その本の要約・感想をレポートとして提出する． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  ガイダンスをする． 

2 回  班分けを行う．また班員と話し合い，テーマを決定する． 
3 回  プレゼンテーションの方法論（１） 情報収集をする．教員によるプレゼン
テーションの基本について説明する． 
4 回  プレゼンテーションの方法論（２） 内容と構成の仕方．プレゼンテーショ
ンの流れについて説明する． 
5 回  プレゼンテーションの方法論（３） プレゼンテーションテクニックについ
て紹介する． 
6 回  班別に発表準備をする． 
7 回  班別に発表準備をする． 
8 回  発表練習（１）を行い，全体で批評する． 
9 

準備学習 1 回  シラバスを読んでおくこと． 
2 回  発表したいテーマを考えてくること． 
3 回  班で発表するテーマについて調べること． 
4 回  班で発表するテーマについて調べて，概要を提出すること． 
5 回  班で発表するテーマについて調べて，疑問点などを明確にしておくこと． 
6 回  発表の準備をすること． 
7 回 科学技術に関する本を読んで要約・感想を書いてくること． 
8 回  発表会に向けて準備をすること． 
9 回  発表会に向けて準備をすること． 
10 回  発表会に向けて準備をすること． 
11 回  発表会に向けて準 

 



年度 2014 
授業コード FSC11710 
成績評価 主として期末試験で評価する（１００％）。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学科(〜12) 
見出し FSC11710 化学と社会 
担当教員名 大谷 槻男 
単位数 2 
教科書 適宜プリント資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 生活のなかの化学物質、鉱物資源、エネルギー資源、地球環境、環境汚染、地球

温暖化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学と社会 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「第４版 化学ー物質・エネルギー・環境」/浅野、荒川、菊川(学術図書出版社）、

「現代の生活と物質」/⻄口 毅(化学同人）、「正しく知る地球温暖化」/赤祖父 
俊一(誠文堂新光社）、「⻩砂 その謎を追う」/岩坂 泰信(紀伊国屋書店）、「地球
環境４６億年の大変動史」/⽥近 英一(化学同人）、「エネルギー・環境・社会ー現
代技術社会論」（京大人気講義シリーズ：丸善） 

授業形態 講義 
注意備考 ・この講義はわれわれの生活において、化学の果たすべき役割について考えるこ

とを主な目的としています。単に講義を聴講するだけでなく、図書館やインター
ネットなどをよく利用して、各自必要な情報を得る努力をして下さい。 
・参考書は必ずしも購入する必要はありませんが、図書館を利用するなど、何ら
かの方法で学習することを薦めます。 

シラバスコード FSC11710 
実務経験のある教員  
達成目標 １．生活で使われるさまざまな化学物質についての知識を得る。 

２．鉱物資源、エネルギー資源の知識を得る。 
３．地球環境に及ぼす汚染物質についての知識を得る。 
４．地球環境保全のために果たすべき化学の役割について考える。 

受講者へのコメント  
連絡先 １３号館３階研究室 TEL:086-256-9423,E-mail:ohtani@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chemistry in Human Life 
関連科目 化学科で開講している専門科目のほとんど全てに関連している。 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学はわれわれの生活にとって欠かすことのできない様々な有用物質を生み出

してきた。その反面、それらの化学物質が環境汚染の原因ともなっている。また、
それらを生産する際に排出される二酸化炭素や副次生成物などが環境汚染の原
因となることもある。善悪両面において化学が地球環境に与える影響は大きい。
そして現在、より良い地球環境を作るために、化学は何ができるのかが問われて
いる。この講義では、人間の生活において、化学が果たしている役割と、今後果
たすべき役割についてさまざまな観点から考える。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 近・現代の化学の歴史を概説する。また、ハーバー・ボッシュによる空中窒

素固定法の功罪等について解説する。 
2 回 生活の中のいろいろな化学物質について解説する。最も重要な物質である
水については、その性質と資源利用について詳しく説明する。 
3 回 地球上のエネルギー・物質循環、森林資源、バイオマス等について解説す
る。 
4 回 産業の基幹元素である炭素、鉄、ケイ素の性質について述べ、それらがどの
ように利用されているかについて説明する。 
5 回 現代の産業に欠かすことのできないレアメタル、レアアースの種類とその
役割 

準備学習 1 回 ハーバー・ボッシュによる空中窒素固定法についてあらかじめ調べておく
こと。 
2 回 化学物質についてよく学習しておくこと。 
3 回 バイオマスについてよく予習しておくこと。 
4 回 炭素、鉄、ケイ素について学習しておくこと。 
5 回 レアメタル、レアアースについて勉強しておくこと。 
6 回 排他的経済水域について調べておくこと。 
7 回 化石燃料について調べておくこと。 
8 回 エネルギー利用について学習しておくこと。 
9 回 超伝導について調べておくこと。 
10 回 地球温暖化と二酸化炭素との関係について調べておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FSC11810 
成績評価 平常点(1/3)，化学特別実験報告書(1/3)，化学特別実験発表(1/3)で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 化学科(〜12) 
見出し FSC11810 化学特別実験 
担当教員名 森重 國光、森重 國光、佐藤 泰史、豊⽥ 真司、横山 崇、赤司 治夫、若

松 寛、 
単位数 8 
教科書 ゼミ担当教員から指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 実験計画，プレゼンテーション能力，コミュニケーション能力，論理的思考力，

問題解決力，自己管理力 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 化学特別実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ゼミ担当教員から指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 Ｍコース専用科目。CA・CB クラスからの他コース履修はできない。ゼミ担当教

員の指導に従って研究室毎に行う。 
シラバスコード FSC11810 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）化学特別実験に使用する器具および装置の取扱いができる。 

（２）実験計画を立て，実験した内容を記録することができる。 
（３）必要な情報を英語の文献やインターネット等を通じて，自ら獲得すること
ができる。 
（４）問題点に対して，自主的に解決方法を探索できる。 
（５）課題に対して，背景・目的などを具体的および論理的に記述できる。 
（６）プレゼンテーションソフトを駆使し，発表ができる。 
（７）質問を理解し，的確な回答ができる。 
（８）化学に関する知識を体系的に理解し，創造的思考力を発揮できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ゼミ担当教員の研究室。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Chemical Experiment 
関連科目 化学セミナーI，II 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 ゼミ担当教員の指導の下で，１年間を通して化学に関するテーマの実験を行う。
また，化学特別実験報告書の作成および発表を通して，自主的に学習および実験
することができる能力，文章作成および読解能力，プレゼンテーション能力，コ
ミュニケーション能力，論理的思考力，問題解決力，自己管理力を養うことを目
的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 指導教員の指導の下，研究計画を立てること。 

 



年度 2014 
授業コード FSC11910 
成績評価 平常点（100%）で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 化学科(〜12) 
見出し FSC11910 化学セミナーⅠ 
担当教員名 森重 國光、佐藤 泰史、豊⽥ 真司、横山 崇、赤司 治夫、若松 寛、坂根 

弦太、 
単位数 2 
教科書 各担当教員から指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 研究実施能力，英文読解力，プレゼンテーション能力 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学セミナーⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各担当教員から指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 M コース専用科目。CA・CB クラスからの他コース履修はできない。開講の時間

については，各担当教員の指示に従うこと。 
シラバスコード FSC11910 
実務経験のある教員  
達成目標 1．各ゼミで行われる化学の研究を行うための英語の論文を理解できるようにな

ること。 
2．化学実験の基本操作を身につけること。 
3．研究内容をプレゼンテーションできるようになること。 

受講者へのコメント これまでの講義は先生の話を聞いて・理解することが中⼼であった。しかし、こ
の講義は課題に対して自ら考えて、説明することが中⼼となっており、はじめは
大変だったと思います。まだ、説明することになれていないと思いますが、確実
に進歩しているのでこのまま続けてください。 

連絡先 各担当教員の研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 今年度は２名の受講者がいました。両名ともしっかりと受講していました。 
英文科目名 Seminar in Chemistry I 
関連科目 化学科開講科目全般 
次回に向けての改善変更予定 化学現象を説明するための基本的なロジックをしっかりと身につけられるよう

に、繰り返し説明の訓練を行ってもらう予定です。 
講義目的 各ゼミで実施される「化学特別実験」と並行して，セミナー形式で，研究を行う

ための基礎能力を身につけることを目指す。まず，実験の安全について十分に講



習を受け，実験の基本操作を習得する。化学英語の読解力を身につけるため，基
礎的な内容の英語を読解する。研究発表および質疑応答を通して，プレゼンテー
ションの技術を習得する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 実験の安全について説明する。 

2 回 実験の安全について説明する。 
3 回 実験の安全について説明する。 
4 回 化学英語の読解をする。 
5 回 化学英語の読解をする。 
6 回 化学英語の読解をする。 
7 回 化学英語の読解をする。 
8 回 研究発表準備をする。 
9 回 研究発表をする。 
10 回 化学英語の読解をする。 
11 回 化学英語の読解をする。 
12 回 化学英語の読解をする。 
13 回 化学英語の読解をする。 
14 回 研究発表準備をする。 
15 回 研究発表をする。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで，あらかじめよく調べておくこと。 
2 回 前回の講義の復習をしておくこと。 
3 回 前回の講義の復習をしておくこと。 
4 回 あらかじめ与えられている英文資料を読んでおくこと。 
5 回 あらかじめ与えられている英文資料を読んでおくこと。 
6 回 あらかじめ与えられている英文資料を読んでおくこと。 
7 回 あらかじめ与えられている英文資料を読んでおくこと。 
8 回 研究発表のための資料を整理しておくこと。 
9 回 前回の結果をふまえてさらに整理しておくこと。 
10 回 あらかじめ与えられている英文資料を 

 



年度 2014 
授業コード FSC12010 
成績評価 平常点（100%）で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 化学科(〜12) 
見出し FSC12010 化学セミナーⅡ 
担当教員名 森重 國光、大坂 昇、豊⽥ 真司、横山 崇、赤司 治夫、若松 寛、坂根 弦

太、高 
単位数 2 
教科書 各担当教員から指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 研究実施能力，英文読解力，プレゼンテーション能力 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学セミナーⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各担当教員から指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 M コース専用科目。CA・CB クラスからの他コース履修はできない。開講の時間

については，各担当教員の指示に従うこと。 
シラバスコード FSC12010 
実務経験のある教員  
達成目標 1．各ゼミで行われる化学の研究を行うための英語の論文を理解できるようにな

ること。 
2．化学実験の基本操作を身につけること。 
3．研究内容をプレゼンテーションできるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 各担当教員の研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar in Chemistry II 
関連科目 化学科開講科目全般 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 各ゼミで実施される「化学特別実験」と並行して，セミナー形式で，研究を行う

ための基礎能力を身につけることを目指す。まず，実験の安全について十分に講
習を受け，実験の基本操作を習得する。化学英語の読解力を身につけるため，基
礎的な内容の英語を読解する。研究発表および質疑応答を通して，プレゼンテー
ションの技術を習得する。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 実験の安全について説明する。 
2 回 実験の安全について説明する。 
3 回 実験の安全について説明する。 
4 回 化学英語の読解をする。 
5 回 化学英語の読解をする。 
6 回 化学英語の読解をする。 
7 回 化学英語の読解をする。 
8 回 研究発表準備をする。 
9 回 研究発表をする。 
10 回 化学英語の読解をする。 
11 回 化学英語の読解をする。 
12 回 化学英語の読解をする。 
13 回 化学英語の読解をする。 
14 回 研究発表準備をする。 
15 回 研究発表をする。 

準備学習 1 回 化学セミナーＩの復習をしておくこと。 
2 回 前回の講義の復習をしておくこと。 
3 回 前回の講義の復習をしておくこと。 
4 回 あらかじめ与えられている英文資料を読んでおくこと。 
5 回 あらかじめ与えられている英文資料を読んでおくこと。 
6 回 あらかじめ与えられている英文資料を読んでおくこと。 
7 回 あらかじめ与えられている英文資料を読んでおくこと。 
8 回 研究発表のための資料を整理しておくこと。 
9 回 前回の結果をふまえてさらに整理しておくこと。 
10 回 あらかじめ与えられている英文資料を読んでおくこ 

 



年度 2014 
授業コード FSC12610 
成績評価 定期試験：70%、課題：30%の配分で評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学科(〜13) 
見出し FSC12610 無機化学演習 
担当教員名 佐藤 泰史 
単位数 2 
教科書 基本無機化学 第 2 版（荻野博・飛⽥博実・岡崎雅明 著：東京化学同人） 
アクティブラーニング  
キーワード 元素、周期表、共有結合、分子構造、イオン結合、金属結合、酸と塩基、酸化と

還元、典型金属元素、非金属元素、遷移金属元素、希土類元素 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 無機化学演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義の中で紹介する。 
授業形態 演習 
注意備考 演習では、無機化学 I〜III で教科書として使用している「基本無機化学」の章末

問題（出題する問題は指定します）を主に用います。加えて、演習内容に関連す
る問題も別途掲示または配布します。宿題用の問題については、演習の最後にお
知らせます。 

シラバスコード FSC12610 
実務経験のある教員  
達成目標 演習内で出題された問題に取り組み、無機化学の基礎を習得し理解を深めるこ

と。また、課題に対して自らの手で調べる力、適切な解答を考える力、分かり易
く説明する力を身に付けること。 

受講者へのコメント スライドを用いた講義に関するコメントを多く頂きました。解答をノートに書き
留める時間が少ないことに関する意見が多くありました。この点はスライドをな
るべく⻑くスクリーンに掲示するようにしておりましたが、十分ではなかったよ
うに思われます。この点は今後の改善点とし、配布やホームページ上への掲示を
検討していきます。 
板書を求める意見もありますが、スライドの方が事前に内容を吟味できることか
ら、今後もスライドを中⼼に進めていきたいと思います。一見するとスライドの
使用は講義を簡略にしていると思われるかもしれませんが、毎回 

連絡先 22 号館 6 階 佐藤 泰史 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercises in Inorganic Chemistry 



関連科目 無機化学 I〜III を受講しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 スライドの配布やホームページ上への掲示を検討していきます。 
講義目的 本演習では、これまでに学習してきた無機化学系科目の講義内容をより具体的に

理解するとともに、課題について自らの力で調べ・考え・分かり易く説明する力
を養うことを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 演習の進め方を説明する。教科書“1. 元素と周期表”の章末問題について解

説する（1 回目）。 
2 回 教科書“1. 元素と周期表”に関連した宿題および演習内で出題した問題につ
いて解説する（2 回目）。 
3 回 教科書“1. 元素と周期表”に関連した宿題および演習内で出題した問題につ
いて解説する（3 回目）。 
4 回 教科書“2. 分子とそのモデル”に関連した宿題および演習内で出題した問題
について解説する（1 回目）。 
5 回 教科書“2. 分子とそのモデル”に関連した宿題および演習内で出題した問題
について解説する（ 

準備学習 1 回 本演習のシラバスをよく読み、内容を理解すること。教科書“1. 元素と周期
表”の章末問題 1.1~1.3 までを解いておくこと（出席票として提出していただき
ます）。 
2 回 前回の演習で出題した宿題問題（指定した教科書の章末問題または演習内
で出題した関連問題）を解いておくこと。 
3 回 前回の演習で出題した宿題問題（指定した教科書の章末問題または演習内
で出題した関連問題）を解いておくこと。 
4 回 前回の演習で出題した宿題問題（指定した教科書の章末問題または演習内
で出題した関連問題）を解いておくこと。 
5 回 前 

 



年度 2014 
授業コード FSC12710 
成績評価 定期試験(60%)，中間試験(20%)，演習(20%)の結果から評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜13) 
見出し FSC12710 有機化学演習 
担当教員名 豊⽥ 真司 
単位数 2 
教科書 マクマリー有機化学概説（第６版）／マクマリー著 伊東，児玉訳／東京化学同

人 
アクティブラーニング  
キーワード カルボン酸誘導体，アミン，カルボニル化合物，縮合反応 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 問題の解説が丁寧という意見と，もっと多くの問題を扱ってほしいという意見が

ありました．少しでも多くの受講者が満足できるように，問題のレベルと量を考
えていきます． 

科目名 有機化学演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 山本学，伊与⽥正彦，有機化学演習 −基本から大学院入試まで−，豊⽥真司 著，

東京化学同人： 
基礎有機化学，フェセンデン，フェセンデン著 成⽥吉徳訳，化学同人： 
分子模型 

授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FSC12710 
実務経験のある教員  
達成目標 ・種々のカルボニル化合物の性質と反応が理解できる。 

・アミンの命名，性質と反応が理解できる。 
・カルボニル化合物の置換反応，縮合反応の基本を説明できる。 
・有機化学の基礎を応用して総合的な演習問題に取り組むことができる。 

受講者へのコメント 習熟度が多様化し，演習問題の難易度の設定に苦労しました．十分な予習をして
授業を受けて下さい． 

連絡先 豊⽥（真）研究室 １３号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 演習中⼼の授業にしては準備学習が十分でありません． 
英文科目名 Exercises in Organic Chemistry 
関連科目 「有機化学 I」「有機化学 II」「有機化学 III」の単位を取得しておくことが望まし

い。 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 有機化学 I-III に引き続き，カルボニル誘導体とアミンの命名，性質，合成，反応
およびカルボニル化合物に特徴的な置換と縮合反応を述べる。講義の後半はこれ
まで有機化学系の講義で学んできた命名，反応，合成について，総合的な演習を
行なう。理解を深めるために演習を重視し、原則として毎回課題を出す。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 本講義のオリエンテーションを行う。 

カルボン酸とその誘導体（１）エステルまでの復習をする。アミドとニトリルの
合成，反応について解説する。 
2 回 カルボン酸とその誘導体（２）アミドとニトリルを中⼼に，章のまとめと演
習問題を行う。 
3 回 前回の演習問題を解説する。  
付加反応と縮合反応（１） エノールと α ハロゲン化について解説する。 
4 回 付加反応と縮合反応（２） エノラートの生成と反応について解説する。 
5 回 付加反応と縮合反応（３） アルドール反応について解説する。 
6 回 付加反応と縮合反応（４） 

準備学習 1 回 シラバスで講義概要を把握すること。 
教科書１０章のエステルまでの範囲を復習すること。 
アミドとニトリルの範囲を予習すること。 
2 回 教科書でアミドとニトリルの範囲を復習すること。 
前回の宿題および演習問題を行うこと。 
3 回 教科書でエノールの生成と反応について予習すること。 
前回の宿題および演習問題を行うこと。 
4 回 教科書でエノラートの生成と反応について予習すること。 
前回の宿題および演習問題を行うこと。 
5 回 教科書でアルドール反応について予習すること。 
前回の宿題および演習問題を行うこと。 
6 

 



年度 2014 
授業コード FSC12810 
成績評価 中間試験(40 点)と期末試験(60 点)によって評価する 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学科(〜13) 
見出し FSC12810 物理化学演習 
担当教員名 橘高 茂治＊ 
単位数 2 
教科書 化学熱力学中⼼の基礎物理化学（秋貞・井上・杉原共著：学術図書出版社） 
アクティブラーニング  
キーワード 熱力学第１、第２法則、エンタルピー、エントロピー、クラジウス・クラペイロ

ン式、自由エネルギー 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理化学演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 バーロー物理化学（上）（東京化学同人）（物理化学Ｉ，II の教科書） 
授業形態 演習 
注意備考 通常の授業では詳しく説明していないところも演習を通じて理解をより深く、広

いものとするように努めること。必ず予習し、問題を解答して授業に臨むこと。。 
シラバスコード FSC12810 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）熱力学第１、第２法則を理解すること。エンタルピー、エントロピー、ギ

ブスの自由エネルギーが関与する法則 を用いて種々の具体的な現象の計算が
できること。（２）物理化学の基本的な公式を理解し、問題が解けること。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室（１３号館３階）､kittaka@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercises in Physical Chemistry 
関連科目 物理化学Ｉ，II，III 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この講義は、物理化学Ｉ，II,III で受けた講義内容を演習形式で学習する講義であ

る。物理化学では種々の公式が出てくるが、数式だけを眺めていても理解は進ま
ない。演習（計算）を通じて公式の理解を深めることが重要である。また、物理
化学で扱う内容は多岐にわたっており、これまでの物理化学の講義では扱ってこ
なかった重要な分野があるので、後半ではそれらの分野（化学反応等）の演習も
行う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 熱力学第１法則 
2 回 熱力学量の間の関係式 
3 回 内部エネルギー、仕事、エンタルピーの計算 
4 回 断熱膨張・収縮 
5 回 熱力学第２法則 
6 回 エントロピーの計算 
7 回 中間テスト２ 
8 回 物理化学 II の復習 
9 回 自由エネルギーの圧力変化、温度変化 
10 回 相転移とクラジウス・クラペイロンの式 
11 回 部分モル量 
12 回 状態図とギブスの相律 
13 回 一次反応速度式 
14 回 反応機構、活性化エネルギー 
15 回 これまでのまとめ 

準備学習 1 回 物理化学Ｉで学んだ内容を復習しておくこと 
2 回 物理化学Ｉで学んだ内容を復習しておくこと 
3 回 物理化学Ｉで学んだ内容を復習しておくこと 
4 回 物理化学Ｉで学んだ内容を復習しておくこと 
5 回 物理化学Ｉ，II で学んだ内容を復習しておくこと 
6 回 物理化学Ｉ，II で学んだ内容を復習しておくこと 
7 回 これまでに学んだ内容をよく勉強しておくこと 
8 回 物理化学 II で学んだギブスの自由エネルギーの復習をしておくこと 
9 回 物理化学 II で学んだギブスの自由エネルギーに関する公式の復習をしてお
くこと 
10 回 

 



年度 2014 
授業コード FSC12910 
成績評価 演習（40％）と定期試験（60％）により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜13) 
見出し FSC12910 分析化学演習 
担当教員名 善⽊ 道雄 
単位数 2 
教科書 定量分析化学/デイ・アンダーウッド共著/鳥居・康共訳/培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 分析化学演習 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 受講者数が多いのはいかんともしがたいが、教室の広さ、⿊板数等については考

えたい。 
科目名 分析化学演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 分析化学〈基礎編〉、本水、磯崎、井原、内山、善⽊、寺前、中釜、平山、三浦、

南澤、森⽥共著/東京教学社 
授業形態 演習 
注意備考 関数電卓が必要。与えられた演習問題解答は時間前に板書しておくこと。 

最終試験は 15 回終了後実施する。日時については掲示板により伝達する。 
シラバスコード FSC12910 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な分析化学における演習問題を解くことによって、化学平衡の理解と応用

を再確認する。 
受講者へのコメント 演習は実験と同じで自分で取り組むこと。 
連絡先 13 号館 3 階 善⽊研究室  

メール：zenki@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 一回の授業で扱う量が多いと答えた人と少ないと答えた人が拮抗していたが、量
は増やしたい。 

英文科目名 Exercises in Analytical Chemistry 
関連科目 分析化学Ⅰ、分析化学Ⅱを履修・習得した上で受講すること。 

機器分析化学、環境分析化学 I・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 演習数をスピードアップしたい。 
講義目的 分析化学の基礎項目を演習する。出来るだけ多くの実用的な問題を、自分の力で

解けるようになるまで演習する。また、説いた問題を他人へわかりやすく説明す
る能力も鍛える。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 簡単な化学計算、化学量論についての問題を演習する。 
2 回 化学反応式の組み立て方についての問題を演習する。 
3 回 濃度方式、モル濃度、規定度、百万分率についての問題を演習する。 
4 回 酸・塩基滴定の量論関係の問題を演習する。 
5 回 重量分析法に関する問題を演習する。 
6 回 酸・塩基平衡、ｐH に関する問題を演習する。 
7 回 強酸、強塩基のｐH 計算に関する問題を演習する。 
8 回 弱酸、弱塩基のｐH 計算に関する問題を演習する。 
9 回 緩衝溶液に関する問題を演習する。 
10 回 滴定曲線を作成する。 
11 回 

準備学習 1 回 化学反応について調べておくこと。 
2 回 あらかじめ与えられた問題を解いてみること。 
3 回 濃度に関する知識をしっかりしておくこと。与えられた問題を解いてみる
こと。 
4 回 あらかじめ与えられた問題を解いてみること。 
5 回 あらかじめ与えられた問題を解いてみること。 
6 回 ｐH の概念をしっかりと身につけておくこと。与えられた問題を解いてみ
ること。 
7 回 水素イオン濃度が確実に計算できるように訓練しておくこと。 
8 回 酸解離定数について勉強しておくこと。与えられた問題を解いてみること。 
9 回 弱酸とその塩 

 



年度 2014 
授業コード FSC13010 
成績評価 理解度を確かめるために、小テスト（クイズ）を不定期に数回行う（20％）。課題

のレポート提出を数回求める（20％）。中間にテストを一回行う（20％）。これら
（60％）と定期試験（40％）の合計で評価する。但し、定期試験において基準点
を設け、得点が 100 点満点中、60 点未満の場合は不合格とする。 

曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学科(〜13) 
見出し FSC13010 機器分析化学 
担当教員名 善⽊ 道雄 
単位数 2 
教科書 基礎教育シリーズ 分析化学＜機器分析編＞／本水昌二他／東京教学社／978-

4-808230470 
アクティブラーニング  
キーワード 機器分析化学、光吸収・放射分析化学、電気化学分析、クロマトグラフ分析、反

応速度分析、質量分析、液体流れ分析、コンピュータ制御自動化学分析、マイク
ロ空間分析、応用機器分析 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 最初の機器の説明は出来るだけ平易に話すよう努力する。 
科目名 機器分析化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎教育分析化学／東京教学社； 基礎教育分析化学演習／東京教学社 

その他、参考書は適宜紹介し、また参考資料（演習問題等）のプリントを配布す
る。 

授業形態 講義 
注意備考 授業参加は必須であるので、無断欠席は避けること。 

試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする（教科書、ノート等の
持ち込みは認めない。その他必要事項は直前に指示する）。 

シラバスコード FSC13010 
実務経験のある教員  
達成目標 化学実験や物質測定に汎用的に用いられる分析機器の基本的原理を理解し、各種

分析機器を用いる分析法の利点、欠点、使用における注意点を十分に把握するこ
とを目標とする。また、これら分析機器の装置構成の基本を知り、以後の化学実
験、卒業論文研究、修士・博士論文研究等において活用できるための基礎力を修
得することを目標とする。 

受講者へのコメント これまで体験した化学実験では、まだ機器分析装置を使用した経験が無い人が殆
どなので、イメージを働かせて講義を聴いてほしい。 
授業を欠席しないように。 

連絡先 13 号館 3 階善⽊研究室 
メール：zenki@chem.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 総合評価で、出来なかった、不満、無回答が５％いた。これを０％にするよう努

力したい。 
英文科目名 Instrumental Analytical Chemistry 
関連科目 分析化学 I および II 

分析化学演習 
次回に向けての改善変更予定 演習を兼ねたレポート提出の回数を増やしたい。 
講義目的 化学分析に用いられる基本的な機器分析法の原理、法則を理解し、その分析的特

徴、利点、欠点を知る。これらをベースとして、実際的な応用法、利用法を理解
し、これらを用いた実際試料の化学分析における問題点を十分に把握することを
目的とする。 
 そして、将来化学実験、卒業論文研究、修士・博士論文研究、および実社会に
おける専門的職業における物質測定研究でも十二分に応用できるための基礎事
項、基本事項を学び、修得することを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 機器分析化学概説： 機器分析一般について概略を説明する。 

光を利用する機器分析法（その１）： 物質と光の相互作用の基本的事項として、
光を利用する主要な化学分析法、分子のエネルギー状態と化学分析法、電子遷移
とスペクトル線について説明する。 
2 回 光を利用する機器分析法（その２）： 吸光光度法について説明する。光吸
収の基本的法則であるランベルトーベールの法則の原理および応用範囲につい
て説明する。この法則を基に分子の紫外、可視吸光光度法についてその装置構成、
実際的分析法、および実際試料への応用について説 

準備学習 1 回 化学的分析法と物理的分析法の違い、機器分析との関連を理解しておくこ
と。 
光の吸収及び放射を利用する分析法：光吸収、放射の基本的法則、原理について
学ぶので、光の性質や光速、波⻑、波数、振動数などについて基本的なことを復
習しておくこと。 
2 回 光の吸収を利用する分析法の実際的応用として、紫外（UV）、可視（VIS）
吸収を利用し、分子を分析対象とする吸光光度法について学ぶので、ランベルト
の法則、ベールの法則について調べておくこと。 
3 回 光を利用する分析法の蛍光分析法と赤外吸収分析法について、その特徴と
実 

 



年度 2014 
授業コード FSC13110 
成績評価 提出課題 20%, 小テスト 30％，定期試験 70％により成績を評価する． 

但し，定期試験において基準点を設け，得点が 100 点満点中，60 点未満の場合
は不合格とする 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学科(〜12) 
見出し FSC13110 量子化学 
担当教員名 柴原 隆志＊ 
単位数 2 
教科書 基礎量子化学（-量子論から分子を見る-）／馬場 正昭／サイエンス社／978-4-

781910653 
アクティブラーニング  
キーワード ミクロの世界， 粒子， 波動， 不確定性原理， シュレーディンガー方程式， 分

子軌道， ヒュッケル法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 量子化学に必要な数学のプリントを配布することを含め，基礎的なところから講

義を行うことにより，理解が深まったことを喜んでいます． 
科目名 量子化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 演習で理解する分子の対称と群論入門／ 崎山 博史 他／丸善出版 
授業形態 講義 
注意備考 量子化学の学習に必要な数学は，「厳密さ」よりも「分かり易さ」を重視したプリ

ントを配布する．数学に自信がなくても量子化学が理解できるように⼯夫してい
る．プリントの問題を解くことにより，理解が深まる． 

シラバスコード FSC13110 
実務経験のある教員  
達成目標 微小粒子の波動性を知り，分子軌道法を理解すること． 
受講者へのコメント  学生諸君は，疑問を次の時間まで残さないで，積極的に質問してください． 
連絡先 13 号館 1 階化学セミナー室  shiba@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  多くのプリントを配布し，パワーポイントを多用した授業に対し，満足・ほぼ
満足が過半数をおおきく超えており，講義の目的を達することができたと思って
います． 

英文科目名 Quantum Chemistry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  今後も基礎を重視し，数多くの演習も含めることにより，さらにわかりやすい

講義をしたいと思っています． 
講義目的 原子軌道，分子軌道，化学結合などをよく理解するために必要な量子化学をやさ



しく解説する． 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション．講義の進め方を説明する．量子化学を学ぶために必要

な数学を記した「量子化学入門のための数学」のプリントを配布する．「微分と偏
微分」を解説する． 
2 回 「ベクトルと行列式」（プリント）を解説する． 
3 回 「行列」（プリント）を解説する． 教科書と関連するプリントを配布する． 
4 回 「量子論の基本的な考え方」（プリント+教科書）を解説する（1 回目）． 
5 回 「量子論の基本的な考え方」（プリント+教科書）を解説する（2 回目） 
6 回 「量子論の基本的な考え方」（プリント+教科書）を解説する 

準備学習 1 回 「微分」 を復習しておくこと． 
2 回 「ベクトルと行列式」（プリント）を予習すること． 
3 回 「行列」（プリント）を予習すること． 
4 回 「量子論の基本的な考え方」（プリント+教科書）を通読すること． 
5 回 「量子論の基本的な考え方」（プリント+教科書）を通読すること． 
6 回 「量子論の基本的な考え方」（プリント+教科書）を通読すること． 
7 回 「化学結合と分子軌道」（プリント+教科書）を通読すること． 
8 回 「化学結合と分子軌道」（プリント+教科書）を通読すること． 
9 回 「化学結合と分子軌道」（ 

 



年度 2014 
授業コード FSC13210 
成績評価 中間試験と最終試験（７０％）、小テストと宿題など（３０％）。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学科(〜14) 
見出し FSC13210 化学入門Ⅰ 
担当教員名 山本 峻三＊ 
単位数 2 
教科書 「大学化学への入門−演習問題を中⼼に−」/野村、小川、山室、向山共著/学術

図書出版／978-4-873618241 
アクティブラーニング  
キーワード 高校化学の確認、専門化学への準備、演習による理解の深化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 化学の基礎的な内容を復習することができたので、分析化学に活かすことがこと

ができた。というコメントに対して、 
 本講義の目的がある程度達成できたかなと思われる。 
授業がわかりやすいんですが、声をもうちょっと大きき、字をこくしてください。
というコメントに対して、  
 わかりやすい授業を⼼がけていたのでよかったと思います。声と⿊板の字につ
いては反省しています。 

科目名 化学入門Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。適宜プリントを配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 出欠は毎回チェックする。小テストは原則として 2、3 回の講義に 1 回のペース

で行う。 
小テストは教科書とノートを参照してもよいが、短時間に解答するために十分復
習しておくこと。また適宜宿題を課す。質問はいつでも歓迎する。本講義と後期
の化学入門Ⅱの両方を履修して広い範囲の化学の基礎を学ぶことが望ましい。 

シラバスコード FSC13210 
実務経験のある教員  
達成目標 高校化学の内容を再点検するとともに専門化学の内容を理解できるような知識

を身につけることを目標にして講義をおこなう。特に理論化学の領域に重点をお
く。 
○ 化学の基本法則が理解でき、原子・分子の概念の理解が深まります。 
○ 原子の構造、電子配置や周期表が理解できます。 
○ 化学結合（イオン結合、共有結合、金属結合）が理解できます。 
○ 物質量の概念（モルの意味）が理解でき、溶液の濃度の理解が深まります。 
○ 化学反応の係数の関係が理解できます。 
○ 気体の状態方程式が理解でき、気体の圧力、温度と体積の関係に関 

受講者へのコメント 講義内容で解からないところがあれば遠慮なく指摘してもらいたい。字が小さく



て見にくいとか、説明をもう一度してほしいということでもいい。また前の方の
席が空いているときは前に移動してもらいたい。前と後ろでは集中力が全然違う
と思われる。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 項目Ⅰ：56.4%が欠席０回 欠席 2 回以下の学生が 89％以上あり、特に問題はな
い。項目２： 時間外の学習時間が 30 分程度とまったくしなかったがそれぞれ
41.0％と 28.2%であり、問題である。たびたび宿題を課すことで解決することし
かできないと思われる。項目３：宿題などに取り組んだが 69.2％と最も多かっ
た。今後は宿題の回数を増やすことで時間外の学習を促したい。項目４：71.8％
がこの分野への理解が深まったと答え、この分野への興味、関⼼が高まったも
43.6％であった。本講義の目的はある程度達成されたと考えら 

英文科目名 Introduction to General Chemistry I 
関連科目 特にないが、高校化学Ⅰ、Ⅱを履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 板書（字の大きさと消すタイミング）に関しては十分配慮するつもりである。ま

たそのつど教科書の該当箇所を指摘することにより板書との対応をはっきりさ
せる。  「⿊板の字をもっと濃く書いてほしい」という意見があった。気をつけ
たいと思う。 

講義目的 高校化学の内容の確認と専門化学の理解への準備のため広い範囲の化学の基礎
的な部分を理解することを目的とする。演習問題を解くことにより理解を深め
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 はじめに授業の進め方について説明する。その後物質の構成に関して解説

する。 
2 回  化学の基本法則について解説する。 
3 回 原子の構造、原子量・分子量について解説する。 
4 回 原子の電子配置、周期表について解説する。 
5 回 化学結合（イオン結合）について解説する。 
6 回 化学結合（共有結合）について解説する。 
7 回  化学結合（金属結合）について解説する。 
8 回 中間試験（50 分程度）を行い、問題について解説する。 
9 回  物質量と溶液の濃度について解説する。 
10 回  化学反応とその化学量論的表現に 

準備学習 １回  シラバスで第１回目の学習内容を確認し教科書の「物質の構成（p8-10）」
のところを読み、予備知識を得ておくこと。  
２回  第１回の講義内容の復習をすること。また教科書(p 10-11)により「化学の
基本法則」について予備知識を得ておくこと。  
３回  第２回の講義内容の復習をすること。また教科書(p 11-14)により「原子の
構造：原子と元素」について予備知識を得ておくこと。  
４回  第３回の講義内容の復習をすること。また教科書(p 38−40)により「原子
の電子配置、周期表と元素の性質」につ 



 



年度 2014 
授業コード FSC13310 
成績評価 中間試験と最終試験（７０％）、小テストと宿題など（３０％） 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜14) 
見出し FSC13310 化学入門Ⅱ 
担当教員名 山本 峻三＊ 
単位数 2 
教科書 「大学化学への入門−演習問題を中⼼に−」/野村、小川、山室、向山共著/学術

図書出版 
アクティブラーニング  
キーワード 高校化学の確認、専門化学への準備、演習による理解の深化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 講義室が狭すぎるというコメントが 1 枚あった。確かに受講生数の割には講義室

は狭かった。また「最高」とだけ書いてある自由記述が 1 枚あった。そのような
学生がいたことは励みになる。 

科目名 化学入門Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。適宜プリントを配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 出欠は毎回チェックする。小テストは原則として 2、3 回の講義に 1 回のペース

で行う。また適宜宿題を課す。小テストは教科書とノートを参照してもよいが、
短時間に解答するために十分復習しておくこと。質問はいつでも歓迎する。本講
義と前期の化学入門Ⅰの両方を履修して広い範囲の化学の基礎を学ぶことが望
ましい。 

シラバスコード FSC13310 
実務経験のある教員  
達成目標 高校化学の内容を再点検するとともに専門化学の内容を理解できるような知識

を身につけることを目標にして講義をおこなう。特に理論化学の領域に重点をお
く。 
○ 熱化学方程式やヘスの法則が理解できます。 
○ 反応速度や化学平衡の基礎知識が得られます。 
○ 酸と塩基の判定ができ、pH 計算ができるようになります。 
○ 中和滴定や電離平衡に関する知識が得られます。 
○ 酸化・還元反応とはどのような反応かが理解でき、酸化・還元の反応式を書く
ことができるようになります。 
○ 化学電池や電気分解の理解が得られます。 
○ 非金属 

受講者へのコメント 講義内容で解からないところがあれば遠慮なく指摘してもらいたい。字が小さく
て見にくいとか、説明をもう一度してほしいということでもいい。また前の方の
席が空いているときは前に移動してもらいたい。前と後ろでは集中力が全然違う



と思われる。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 項目Ⅰ：欠席 2 回以下の学生が 92％以上あり、特に問題はない。項目２： 時間
外の学習時間が 30 分程度とまったくしなかったがそれぞれ 51.0％と 17.6%であ
り、問題である。宿題を課すことで解決することしかできないと思われる。項目
３：宿題などに取り組んだが 78.4％と最も多かった。今後は宿題の回数を増やす
ことで時間外の学習を促したい。項目４：78.4％がこの分野への理解が深まった
と答え、この分野への興味、関⼼が高まったも 23.5%であった。本講義の目的は
ある程度達成されたと考えられる。項目５：授業の目標を達 

英文科目名 Introduction to General Chemistry II 
関連科目 特にないが、高校化学Ⅰ、Ⅱを履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 今までは講義時間内にできるだけ多くの内容を盛り込むことを優先していたが、

次年度からは毎回の講義内容の量を少し減らして、小テストや質疑応答などに時
間を使うことを⼼がけたい。小テストの答案にはできるだけ丁寧にコメントを書
くことを⼼がける。 

講義目的 高校化学の内容の確認と専門化学の理解への準備のため広い範囲の化学の基礎
的な部分を理解することを目的とする。演習問題を解くことにより理解を深め
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回  シラバスと教科書の目次で第１回目の学習内容を確認し教科書（p92-95）

の「反応熱と熱化学方程式」のところを読み、予備知識を得ておくこと。  
２回  第１回の講義内容の復習をすること。また教科書(p 95−97)により「ヘス
の法則、結合エネルギー」について予備知識を得ておくこと。  
３回  第２回の講義内容の復習をすること。また教科書(p100−103)により「反
応速度」について予備知識を得ておくこと。  
４回  第３回の講義内容の復習をすること。また教科書(p103−105)により「化
学平衡」に 

 



年度 2014 
授業コード FSC13410 
成績評価 学期末の試験(60 点）と、授業中に適宜行う小試験(40 点)で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学科(〜12) 
見出し FSC13410 放射線化学 
担当教員名 橘高 茂治＊ 
単位数 2 
教科書 エックス線作業主任者試験徹底研究／オーム社／978-4-274203268 
アクティブラーニング  
キーワード X-線、放射線、放射線被爆の人体への影響、放射線の減弱 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 放射線化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 エックス線取り扱いの基礎・電子科学研究所 
授業形態 講義 
注意備考 エックス線作業主任者試験を受ける学生は講義範囲以外についても教科書を精

査､習得する必要がある。 
シラバスコード FSC13410 
実務経験のある教員  
達成目標 授業は一般的講義に引き続いて試験問題の解答法を取得する。 
受講者へのコメント 授業では全体を網羅して講義をすることができなかったが、問題の程度、形式は

理解できたと思われるので、残された領域を自習して主任者試験を受けて欲し
い。 

連絡先 kittaka@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この授業は X-線作業主任者資格取得の試験を受験を念頭に置いている。そのこ
とを目指して勉強してくれることを期待した授業である。宿題に取り組んでくれ
た人が多いのはその意図を理解したものと思われる。 

英文科目名 Radiation Chemistry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 今年度と同じ方法で行う予定である。 
講義目的 X-線作業主任者に求められる基本的知識の習得を通じて，種々の放射線の取り扱

いについて学習する。作業主任者に実際に求められる知識、技術は非常に多く、
実際に主任者の試験でも出題される。講義では更にそれらを学習する上での基礎
になる事柄を勉強する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の概要説明。放射線、X-線の性質 



2 回 １．X-線の生体に与える影響 
 放射線生物作用 
3 回 ２．細胞と組織の放射線感受性 
  細胞の放射線感受性 
4 回 ２．細胞と組織の放射線感受性 
  組織の放射線感受性 
5 回 ３．放射線影響の分類 
  身体的影響と遺伝的影響 
6 回 ３．放射線影響の分類 
  確定的影響と確率的影響 
7 回 ４．X-線が組織、器官に与える影響 
8 回 ４．X-線が組織、器官に与える影響 
9 回 中間試験 
10 回 ５．X-線が全身に与える影響 
11 回 ５．X-線が全身に与える影響 
12 

準備学習 1 回 必要なし 
2 回 前回の復習 
3 回 前回の復習 
4 回 前回の復習 
5 回 前回の復習 
6 回 前回の復習 
7 回 前回の復習 
8 回 これまでの復習 
9 回 必要なし 
10 回 前回の復習 
11 回 前回の復習 
12 回 前回の復習 
13 回 前回の復習 
14 回 前回の復習 
15 回 前回の復習 

 



年度 2014 
授業コード FSC13510 
成績評価 提出課題 20%, 小テスト 30％，定期試験 70％により成績を評価する． 

但し，定期試験において基準点を設け，得点が 100 点満点中，60 点未満の場合
は不合格とする． 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学科(〜13) 
見出し FSC13510 エネルギーの化学 
担当教員名 柴原 隆志＊ 
単位数 2 
教科書 エネルギー論争の盲点   天然ガスと分散化が日本を救う／石井 彰/ NHK 出版

新書 
アクティブラーニング  
キーワード 原子力発電，再生可能エネルギー，太陽光発電，風力発電，化石燃料，石炭，石

油，天然ガス，偏微分，熱力学第 1 法則，熱力学第 2 法則 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 エネルギーの化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 ネルギーの安定供給と二酸化炭素削減を両立するカギを探る．熱力学も登場す

る．国語辞書を持参すること（電子辞書可）．数学・熱力学に関するプリントを適
宜配布する． 

シラバスコード FSC13510 
実務経験のある教員  
達成目標 原子力発電，太陽光発電，風力発電，化石燃料，石炭，石油，天然ガスの特徴を

理解すること．エネルギー問題として，原子力発電・再生可能エネルギー・化石
燃料の三者の組み合わせについて深く考察すること．熱力学第 1 法則，熱力学第
2 法則の意味を十分理解すること． 

受講者へのコメント  
連絡先 13 号館 1 階化学セミナー室  shiba@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chemical Thermodynamics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 東日本大震災以後の日本のエネルギー問題を解説する．エネルギー源として，原

子力発電，再生可能エネルギー（太陽光発電・風力発電），化石燃料（石炭・石油・



天然ガス）を比較検討し解説する．また，エネルギー問題をよりよく理解するた
めに，熱力学の学習に必要な微分・偏微分を解説した後，熱力学を解説する． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション．講義の進め方を説明する．教科書「第 1 章 エネルギ

ー問題はなぜ重要なのか」を解説する（1 回目）． 
2 回 教科書「第 1 章 エネルギー問題はなぜ重要なのか」を解説する（2 回目）． 
3 回 教科書「第 1 章 エネルギー問題はなぜ重要なのか」を解説する（3 回目）． 
4 回 熱力学の学習に必要な微分・偏微分を解説する （1 回目）． 
5 回 熱力学の学習に必要な数学・偏微分を解説する （2 回目）． 
6 回 熱力学の演習を行う （1 回目）． 
7 回 熱力学の演習を行う （2 回目）． 
8 回 教科書「第 2 章 技 

準備学習 1 回 教科書「第 1 章 エネルギー問題はなぜ重要なのか」を通読すること． 
2 回 教科書「第 1 章 エネルギー問題はなぜ重要なのか」を通読すること． 
3 回 教科書「第 1 章 エネルギー問題はなぜ重要なのか」を通読すること． 
4 回 微分を復習しておくこと （1 回目）． 
5 回 微分を復習しておくこと （2 回目）． 
6 回 熱力学第 1 法則・熱力学第 2 法則を復習しておくこと （1 回目）． 
7 回 熱力学第 1 法則・熱力学第 2 法則を復習しておくこと （2 回目）． 
8 回 教科書「第 2 章 技術革新の陰に化石燃料有り」を通読すること． 

 



年度 2014 
授業コード FSC13610 
成績評価 定期試験(80%)、レポート(10%)、授業中の小テストおよび平常点(10%)によっ

て評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学科(〜13) 
見出し FSC13610 バイオ有機化学 
担当教員名 山⽥ 真路 
単位数 2 
教科書 マクマリー有機化学概論(第６版)／マクマリー著 伊東、児玉訳／東京化学同人 
アクティブラーニング  
キーワード 炭水化物、アミノ酸、脂質、核酸 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述欄に記述されていたコメントにすべて回答させていただきます。 

・スライドばかりでつまらない。⿊板を使用してほしい。授業の配分を考えてほ
しい。 
⇒ 今後、改善したいと思います。 
・教室の温度調整がうまくいっておらず、暑かったです。 
⇒温度調整はこちらで制御することが出来ません。暑いまたは寒い場合はエアコ
ンの On/Off で対応していただければ幸いです。 

科目名 バイオ有機化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎有機化学／フェセンデン、フェセンデン著 成⽥吉徳訳／化学同人 
授業形態 講義 
注意備考 ※試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 

※パソコン、液晶プロジェクターで電子教材を提供。 
※学内ネットワークを経由して研究室のＷＥＢサーバから講義情報を提供。 

シラバスコード FSC13610 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の事柄を習得することを目的とする。 

（１）炭水化物とは何か。また、どのようなところに存在しているか。 
（２）「デンプン」と「セルロース」の違いを分子構造の違いから説明できるこ
と。 
（３）アミノ酸とタンパク質の関係を説明できること。 
（４）タンパク質の構造を説明できること。 
（５）脂質の定義を説明できること。 
（６）脂質の構造と融点の関係を説明することができること。 
（７）DNA と RNA の違いを説明できること。 
（８）遺伝について有機化学の視点から説明できること。 

受講者へのコメント シラバスに「予習」と「復習」のポイントが記載されていますので、よく目を通
していただければ幸いです。 



連絡先 山⽥（真）研究室 １３号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]授業への取り組み 
「授業時間外にどの程度学習しましたか」という項目では約 90％の人が課題に
取り組んだと回答しました。残りの 8％程度の学生（無回答）はシラバスに、予
習および復習項目が書かれていますので、その部分を読んでいただければ幸いで
す。 
[B]授業におけるあなたの成⻑ 
「理解が深まった(86%)」や「関⼼が高まった(53%)」というコメントが多かっ
たため、本講義の目的は達成出来ていると思われます。また、平成 25 年度と比
較すると数ポイント増加していました。 
[E] 
・授業の手法について 
「説明に 

英文科目名 Bio-organic Chemistry 
関連科目 有機化学 I-III の単位を取得しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 各項目に記述しました。 
講義目的 生体内で行われる現象を理解するには、その現象に関与する分子についての化学

的な知識が必要不可欠である。そこで、「バイオ有機化学(生物有機化学(10 生以
前))」では生命現象に関わる分子の構造や性質、反応を有機化学の視点から講義
を行う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 バイオ有機化学(生物有機化学(10 生以前))の概要。講義の進め方について

説明する。 
2 回 炭水化物の分類と構造。炭水化物の分類と構造について、例を示しながら説
明する。 
3 回 単糖の反応。単糖の反応、特にグルコースの反応について説明する。 
4 回 二糖について。ショ糖を例にして二糖について説明する。 
5 回 多糖について。多糖（デンプンとセルロース）について説明する。 
6 回 アミノ酸の構造と性質１。アミノ酸の構造と種類について説明する。 
7 回 アミノ酸の構造と性質２。アミノ酸の構造と pH の関係について説明 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 図書館等で炭水化物が自分たちの身の回りでどのような形（例、⾷べ物、製
品）で存在しているかを調べておくこと。第２回授業までに、炭水化物の分類と
構造について復習しておくこと。 
3 回 教科書等で単糖の反応に関する基本的な事項を調べておくこと。第４回授
業までに、単糖の反応について復習しておくこと。 
4 回 第３回目の授業をよく復習し、アセタールとヘミアセタールの違いを理解
しておくこと。第５回授業までに二糖について復習しておくこと。 
5 回 単糖から二糖が 

 



年度 2014 
授業コード FSC13710 
成績評価 定期試験(80%)、演習(20%)の結果から総合的に評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学科(〜12) 
見出し FSC13710 薬品合成化学 
担当教員名 山⽥ 晴夫 
単位数 2 
教科書 C. L. ウイルス、M. ウイルス著 富岡清訳 有機合成の戦略 化学同人／978-

4-759808162 
アクティブラーニング  
キーワード 逆合成解析、グリニャール反応、Wittig 反応、アルドール縮合、アルキル化反応、

ディックマン縮合、Diels-Alder 反応 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 薬品合成化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 マクマリー著 伊東・児玉訳、”マクマリー有機化学概説（第６版）東京化学同人 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC13710 
実務経験のある教員  
達成目標 逆合成解析の考え方を理解し、簡単な構造を持つ鎖状、環状有機化合物の多段階

合成法を習得すること。逆合成解析を通して合成スキームを考え、有機化学 I-IV、
有機化学演習で学んできた炭素ー炭素結合形成反応や様々な官能基変換反応を
適切に組み合わせて、目的とする有機化合物の多段階合成法を組み立てられるよ
うになることが目標である。 

受講者へのコメント 有機合成化学は、これまでに学習してきた有機反応を組み合わせて、新しい化合
物の合成法を考えるための講義です。授業時間外の学習として提出された課題の
み取り組んだ学生がほとんどで、指示された課題以外の学習に取り組んだ学生が
わずかしかいないのが残念です。有機合成化学は、正解が一つではありません。
有機化学をより深く学べば、様々な別の回答を導くことができます。 その楽し
さに目覚めれば、より楽しく有機合成化学を学ぶことができると思います。 

連絡先 山⽥（晴）研究室 ２２号館３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 有機合成化学に対する理解が深まり、半分程度の学生がこの分野に興味や関⼼を
持ってくれたことがよかったと思っています。また、この講義を通して、有機反
応をどのように活用して目的の化合物をつくったらよいのか。その基本的な考え
方を修得してもらえたようにようにに思います。 



英文科目名 Organic Synthetic Chemistry 
関連科目 有機化学 I−IV、有機化学演習等の単位を修得しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 １回あたりの講義で扱う内容が多すぎる、また、講義の進行が早すぎるといった

意見がありました。有機合成化学では、同じような合成法が繰り返し出てきてき
ますが、そこを２回目以降、簡単に説明するとそういった印象が残るのだと思い
ます。また、⿊板にかかれるスチームも多くなりがちで、ノートへ書き写してい
るうちに、どこを説明しているのかわからなくなっているのだと思います。どの
合成法が新しくでてきたものか、どこが以前の繰り返しなのか、もう少しわかり
やすく、ゆっくりと講義を進めていきたいと考えています。 

講義目的 有機合成化学では、炭素ー炭素結合形成反応を基本に、様々な官能基変換や官能
基の保護を行いながら、目的の有機化合物を合成する方法について解説する。講
義と演習を通じて、有機合成の基本的な考え方を身につけることを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義の進め方と目標を説明する。有機反応化学と有機合成化学の違いに

ついて説明する。 
2 回  有機合成化学で重要な逆合成解析の基本的な考え方について説明する。 
3 回  グリニャール試薬を用いる有機合成（１）付加反応について説明する。 
4 回  グリニャール試薬を用いる有機合成（２）アルキル化反応付加反応につい
て説明する。 
5 回  グリニャール試薬を用いる有機合成に関する演習問題の解説を行う。 
6 回  Wittig 反応を用いる有機合成について説明する。 
7 回  Wittig 反応を用いる有機合成に関する演習 

準備学習 1 回 シラバスで講義概要を把握しる。有機化学 1-IV で習った有機反応を復習す
る。 
2 回 逆合成解析について教科書で予習する。 
3 回 グリニャール試薬の調整法を有機化学の教科書で予習する。 
4 回 グリニャール試薬の反応を有機化学の教科書で予習する。 
5 回 グリニャール反応について教科書を復習し、演習問題を解き、回答をレポー
トにまとめる。 
6 回 Wittig 試薬の反応を有機化学の教科書で予習する。 
7 回 Wittig 試薬の反応について教科書を復習し、演習問題を解き、回答をレポー
トにまとめる。 
8 回 縮合反応 

 



年度 2014 
授業コード FSC13810 
成績評価 定期試験（60%），講義中に行う小テスト（20%）と演習（20%）の取り組みから

評価する． 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜12) 
見出し FSC13810 有機分析化学 
担当教員名 岩永 哲夫 
単位数 2 
教科書 小川・榊原・村⽥著／基礎から学ぶ有機化合物のスペクトル解析／東京化学同人

／978-4-807906857 
マクマリー他著，伊東・児玉訳／マクマリー有機化学概説第６版「構造決定」の
章／東京化学同人／978-4-807906628 
その他，適宜プリントを配布する。 

アクティブラーニング  
キーワード 分光法，スペクトル，NMR，IR，MS，紫外・可視分光法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・特にありません． 
科目名 有機分析化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 横山・廣⽥・石原著／演習で学ぶ有機化合物のスペクトル解析／東京化学同人 

ハーウッド，クラリッジ著／有機化合物のスペクトル解析入門／化学同人 
シルバースタイン他著，荒⽊他訳／有機化合物のスペクトルによる同定法（第６
版，第７版）／東京化学同人 
その他，講義において指示する． 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC13810 
実務経験のある教員  
達成目標 各種スペクトルから有機化合物の構造決定・分析ができるようになることを目標

とする． 
受講者へのコメント ・演習などから数値の取り扱いなどが少し不得手な部分が見受けられましたの

で，落ち着いて考えながら演習に取り組むことが必要であろうと思います． 
連絡先 理学部化学科 岩永哲夫（13 号館 2 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・基本的に板書とスライドを用いて，原理およびスペクトルの解析方法について
理解できるように，講義を進めました．  
・全体的なアンケートの結果から，授業への満足度が高かったのではないかと思
われます． 
・昨年度より演習を増やして取り組んだことから，具体的にチャートを読み込め



る学生が増えたように思います． 
・講義内容については，昨年度，一昨年度より減らしているので，これ以上内容
を減らすことは難しいと思います． 

英文科目名 Spectroscopy in Organic Chemistry 
関連科目 ２年次までの有機化学系基礎科目を履修しておくことが望ましい．（本講義の内

容の多くは「有機化学実験」で実習する．） 
次回に向けての改善変更予定 ・チャートを積極的に活用して，より具体的に講義を進めたいと思います． 
講義目的 有機化合物の構造決定において各種分光法は強力な分析手段となる．本講義で

は，構造決定に使われる代表的な分光法である核磁気共鳴（NMR）分光法，赤外
線（IR）分光法，質量分析法（MS）について，原理とその解析方法を演習を交え
ながらを学ぶ．また有機化学の立場から紫外・可視分光法についても学ぶ． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 分光法による有機化合物の構造決定について解説する． 

2 回 電磁波と分光分析の関係について解説する． 
3 回 プロトン核磁気共鳴分光法の概要について解説する． 
4 回 プロトン核磁気共鳴分光法の原理，解析法について解説する． 
5 回 プロトン核磁気共鳴分光法の応用について解説する． 
6 回 炭素 13 核磁気共鳴分光法について解説する． 
7 回 核磁気共鳴スペクトルに関する小テストを行い，それらの解答，解説をす
る． 
8 回 質量分析法の原理について解説する． 
9 回 質量分析法の解析について解説する． 
10 回 赤外分光 

準備学習 1 回 有機化学系基礎科目で用いた教科書の「構造決定」または「分光法」に関す
る内容を読んでおくこと． 
2 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと． 
3 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと． 
4 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと． 
5 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと． 
6 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと． 
7 回 核磁気共鳴スペクトルに関する前回までの内容を復習しておくこと． 
8 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと． 
9 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと． 
10 回 教科書の該 

 



年度 2014 
授業コード FSC13910 
成績評価 定期試験(80%)、レポート(10%)、授業中の小テストおよび平常点(10%)によっ

て評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学科(〜12) 
見出し FSC13910 ポリマーの化学 
担当教員名 山⽥ 真路 
単位数 2 
教科書 適宜指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 平均分子量、高分子合成、生体高分子、機能性高分子、環境 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 自由記述欄に記述されていたコメントにすべて回答させていただきます。 

・丁寧な授業でわかりやすかったです。実験などもみせてくれて楽しく受講でき
ました。 
⇒ ありがとうございます。この調子で頑張りたいと思います。 
・わかりやすくて楽しい授業でした。 
⇒ ありがとうございます。この調子で頑張りたいと思います。 
・非常にわかりやすかった 
⇒ ありがとうございます。この調子で頑張りたいと思います。 
・簡易的な実験も交えて講義をしてくれた為とても分かりやすかったです。 
⇒ ありがとうございます。この調子で実験を交えて 

科目名 ポリマーの化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ※試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 

※パソコン、液晶プロジェクターで電子教材を提供。 
※学内ネットワークを経由して研究室のＷＥＢサーバから講義情報を提供。 

シラバスコード FSC13910 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の事柄を習得することを目的とする。 

（１）我々の身近に存在する高分子物質を説明することができること。 
（２）高分子のガラス転移に関して説明することができること。 
（３）平均分子量を計算することができること。 
（４）ラジカル重合やイオン重合について説明することができること。 
（５）イオン交換樹脂等の原理を説明することができること。 
（６）身近に存在する生体高分子について説明することができること。 
（７）高分子と環境とのつながりについて説明することができること。 

受講者へのコメント シラバスに「予習」と「復習」のポイントが記載されていますので、よく目を通



していただければ幸いです。 
連絡先 山⽥(真)研究室 １３号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]授業への取り組み 
「授業時間外にどの程度、学習しましたか」という項目では約 40％の人が全くし
なったと回答しました。シラバスに当授業の予習および復習項目が書かれていま
すので、その部分を読んでいただければ幸いです。 
[B]授業におけるあなたの成⻑ 
「理解が深まった(86%)」や「関⼼が高まった(45%)」というコメントが多かっ
たため、本講義の目的は達成出来ていると思われます。また、「この分野と他の分
野との関連性がわかった」や「今後の進路の参考になった」という項目にもチェ
ックが入っていました。割合等に関 

英文科目名 Polymer Chemistry 
関連科目 化学の基礎的な知識を有している事が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 各項目に記述しました。 
講義目的 高分子は我々の生活で欠かせない材料の一つである。ポリマーの化学(高分子化

学(10 生以前、⼯学部))では、高分子の一般的な性質から高分子の重合反応、機
能性高分子、生体高分子まで幅広く講義する。それと供に、高分子材料について
の講義も行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ポリマーの化学(高分子化学(10 生以前、⼯学部))の概要。講義の進め方に

ついて説明する。 
2 回 高分子の基礎。高分子の歴史と基本的な考えについて説明する。 
3 回 高分子の構造と物性（１）。高分子の基本的な構造（結晶領域と非晶領域）
について説明する。 
4 回 高分子の構造と物性（２）。高分子の基本的な物性（高分子のガラス転移）
について説明する。 
5 回 高分子の分子量測定。分子量の計算方法および分子量の測定方法について
説明する。 
6 回 高分子の合成（１）。ラジカル重合について説明する。 
7 回 高分子の合成 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。第２回授業までに、
ポリマーの化学の概要に関して復習しておくこと。 
2 回 身の回りにある高分子を図書館等で調べておくこと。第３回授業までに、高
分子の基本的な考えに関して復習しておくこと。 
3 回 高分子の構造と物性の関係を図書館で調べておくこと。第４回授業までに、
高分子の構造に関して復習しておくこと。 
4 回 高分子の構造と物性の関係を図書館で調べておくこと。第５回授業までに、
高分子の物性に関して復習しておくこと。 
5 回 「平均分子量」という言葉を図書館で 

 



年度 2014 
授業コード FSC14010 
成績評価 レポート提出 40％、平素の取組 20%、定期試験 40％により成績を評価する。た

だし、定期試験においては基準点を設け、得点が 100 点満点中、60 点未満の場
合は不合格とする。 

曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学科(〜12) 
見出し FSC14010 鑑識の化学 
担当教員名 本水 昌二＊ 
単位数 2 
教科書 講義中に適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 鑑識化学、裁判化学、法医科学、法医鑑識、科学捜査、法科学、法化学、毒物、

薬物、農薬、⼯業製品、機器分析化学、DNA 型鑑定 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 鑑識の化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 犯罪鑑識の科学／小沼弘義／裳華房 

裁判化学／濱⽥昭他／南江堂 
法医裁判化学／大矢正算他／廣川書店 
最新科学捜査がわかる本/法科学鑑定研究所/イーストプレス 

授業形態 講義 
注意備考 授業への参加は極めて重要であるので、無断欠席は避けること。 

課題レポートは、自学・自習の習慣、そして情報収集・情報の正誤判断および取
捨選択・まとめの能力・資質向上に大きな効果が期待できる。積極的な取り組み
を期待する。 

シラバスコード FSC14010 
実務経験のある教員  
達成目標 裁判化学・鑑識化学の役割、意義と重要性を理解し、鑑定、鑑識が必要となる代

表的な試料とその定性分析や定量分析、機器分析、DNA 型鑑定法について基本
的事項を説明できることを目標とする。具体的には次のことが達成されること。 
・鑑識化学の重要性と意義を説明できること。 
・鑑識化学が対象とする主要な物質（毒物、薬物、農薬等）について、分類し、
理解できていること。 
・鑑識化学で用いられる機器分析、DNA 型鑑定について、主要な機器とそれら
が得意とする分析対象、鑑定対象が理解できていること。 

受講者へのコメント  
連絡先 motomizu@okayama-u.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見  
英文科目名 Forensic Chemistry 
関連科目 分析化学 I および II 

機器分析化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 犯罪捜査に関係する試料に関連し、鑑識化学あるいは裁判化学の意義、鑑定およ

び鑑定書、鑑識が必要となる代表的な薬毒物や農薬、⼯業製品など、さらには生
体試料の分析に関する定性分析や定量分析、機器を用いる化学分析法、DNA 型
鑑定法について基本的知識を修得することを目的とする。さらに科学捜査研究所
などで行われている多岐にわたる鑑識の重要性と意義について考える。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 鑑識化学とは：鑑識科学と鑑識化学及び鑑識化学と裁判化学に関する概論 

鑑識化学とはどのような化学か、どのようなことを目的としているのか、などに
ついて概説する。 
2 回 鑑識化学における鑑定（その１）： 鑑識化学（裁判化学）の意義、重要性 
鑑識化学、裁判化学、司法化学ともいわれ、化学のみならず広く自然科学を基礎
とする応用化学ということができる。その意義について説明する。 
3 回 鑑識化学における鑑定（その２）： 鑑識化学（裁判化学）の意義、重要性 
鑑識化学の重要性について説明し、さらに実際例についても説明す 

準備学習 1 回 科学捜査研究所（科捜研）などではどのような鑑識化学が行われているか、
鑑識化学（裁判化学）などをキーワードに、情報を収集し、レポートにまとめて
みること。 
2 回 最近の科学捜査で用いられた鑑定例について調べ、2〜3 例についてレポー
トに概要をまとめてみること。 
3 回 最近の科学捜査で用いられた鑑定例について調べ、2〜3 例についてレポー
トに概要をまとめてみること。 
4 回 毒物の分類項目に該当する主なものについて、それぞれ約 10 種を調べて、
化学構造と共に表にまとめてみること。 
5 回 薬物の各分類項目について、 

 



年度 2014 
授業コード FSL00110 
成績評価 定期試験（90）と課題レポ−ト（10） 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜14) 
見出し FSL00110 一般化学 
担当教員名 小嶋 健博 
単位数 2 
教科書 “化学−その基礎へのアプロ−チ”／R.J.Quellette 著，岩本等訳／東京化学同人

／978-4-807901661 
アクティブラーニング  
キーワード 身の回りの化学 化学記号 化学用語 モルの概念 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 一般化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で指示 
授業形態 講義 
注意備考 まず，予習のため教科書を読み，一回目は大体の内容を把握，それから化学用語

や法則を理解するように読み，演習問題を解くことにより，より理解するように
努力する。 

シラバスコード FSL00110 
実務経験のある教員  
達成目標 使用テキストの各章のはじめに，必ず学習目標に記憶・理解しなければならない

化学用語・記号，式や法則がでてくる。これだけは理解しなければならない“まと
め”が章末にあるので理解に努め，講義を通して身の回りで起こる問題を科学的
に取り扱える素養を身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 13 号館 3 階(e-mail：tkojima@dls.ous.ac.jp) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 General Chemistry 
関連科目 分析化学 有機化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 これまで高校で化学を未履修であったり，また，これから化学を学ぼうとする学

生に何故化学が必要か，化学の基本的な考え方を解説する。化学を学ぶにあたり，
基本的に重要な化学用語，記号，式や方程式を理解・記憶するように例題を解き
ながら解説する。予習・復習をすれば化学は案外やさしい科目であることがわか
るであろう。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 一般化学を勉強するのは何故か？また，その目的についてオリエンテ−シ

ョンをする。 
2 回 化学とはなんぞや，化学とは物質の組成，構造，反応を取り扱う科学を感⼼
のある自然現象を観察，整理し問題の解決を図る方法について講義する。 
3 回 測定と有効数値に関し科学計算に必要な単位の変換法について係数単位法
の使い方を日常生活で使用する単位の変換について理解できるような演習をす
る。 
4 回 物質とは何か?について分類，実例をあげて講義する。 
5 回 元素の組み合わせと化合物の種類について講義する。 
6 回 原子，分子およ 

準備学習 1 回 身の回りに存在するもの（物質）の日常生活への関連性を調べておくこと。 
2 回 化学の歴史と 4 大文明で発明・発見された元素との関係を調べておくこと。 
3 回 人の日常生活において，いろいろな種類の単位がどれくらいあるのか考え
てみること。 
4 回 身の回りに起こる現象（雨，雪，氷と霧等）や物を見て疑問に思うこと。 
5 回 元素名の由来について調べること。 
6 回 純物質の性質はどこからきているか。 
7 回 太陽系の惑星の関係を調べておくこと。 
8 回 元素の数と化合物との関連を人間社会における 1 個人−個人の関係から家 

 



年度 2014 
授業コード FSL00210 
成績評価 定期試験（100%） 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜14) 
見出し FSL00210 一般生物学 
担当教員名 片山 誠一 
単位数 2 
教科書 生物学入門（第 2 版）／石川 統／東京化学同人／978-4-807908127 
アクティブラーニング  
キーワード 生物、生体物質、細胞、代謝、遺伝、発生・分化、動物生理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 一般生物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 プリント中⼼に講義を行う。適宜教科書、プロジェクターを活用する。 
シラバスコード FSL00210 
実務経験のある教員  
達成目標 臨床生命科学科で今後も学んでいく上で最低限必要な生物という概念の理解が

得られることを目標としている。 
受講者へのコメント  
連絡先 24 号館 2 階、katayama@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 General Biology 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高校で生物を履修していない学生にも、わかりやすく基礎生物学を紹介する。そ

の中で、特に臨床生命科学科で学んでいくために必要な項目について理解を深め
ていく。最終的に生物学教育に関して、高校と大学をスムーズに連結させたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする。 

2 回 生体物質（水・タンパク質）について理解する。 
3 回 生体物質（糖質・脂質）を理解する。 
4 回 細胞について学習する。（その１） 
5 回 細胞について学習する。（その２） 
6 回 代謝について学習する。（その１） 



7 回 代謝について学習する。（その２） 
8 回 代謝について学習する。（その３） 
9 回 遺伝と遺伝情報について学習する。（その１） 
10 回 遺伝と遺伝情報について学習する。（その２） 
11 回 遺伝と遺伝情報について学習する。（その３） 
12 回 発生・分化について理 

準備学習 1 回 教科書を購入しておくこと。 
2 回 教科書の生体物質の章を予め読んでおくこと。 
3 回 教科書の生体物質の残りの章を予め読んでおくこと。 
4 回 教科書の細胞の章を予め読んでおくこと。 
5 回 教科書の細胞の章の残りを予め読んでおくこと。 
6 回 教科書の代謝の章を予め読んでおくこと。 
7 回 教科書の代謝の章の残りを予め読んでおくこと。 
8 回 教科書の代謝の章の残りを予め読んでおくこと。 
9 回 教科書の遺伝と遺伝情報の章を予め読んでおくこと。 
10 回 教科書の遺伝と遺伝情報の章の残りを予め読んでおくこと。 
1 

 



年度 2014 
授業コード FSL00310 
成績評価 定期試験（80）と課題提出（20） 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜14) 
見出し FSL00310 分析化学 
担当教員名 小嶋 健博 
単位数 2 
教科書 桜井弘 編集；“薬学のための分析化学”（化学同人） 

菅原正雄；“基礎分析化学演習”（三共出版） 
アクティブラーニング  
キーワード モル濃度 pH 酸塩基 濃度計算 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 分析化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 やさしい勉強法はない。でてきた事象，用語・記号は覚え演習問題を解くことが

分析化学理解の早道である。 
シラバスコード FSL00310 
実務経験のある教員  
達成目標 分析関連の用語，特にモル数の理解とｐH 計算，さらに酸塩基平衡式の分析への

応用 
受講者へのコメント  
連絡先 13 号館 3 階（e-mail：tkojima@dls.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Analytical Chemistry 
関連科目 一般化学 無機化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 分析化学は地球環境，資源，エネルギ−，⾷料生産や生体，医薬などの広い分野

の自然科学の基礎になる学問である。臨床生命科学科において調べる，明らかに
する，情報収集，解析といった手段が一連の分析科学である。分析の基礎的な用
語，化学反応式，化学平衡式を使えるように解説する。また，分析化学を理解す
るには濃度や科学平衡式を使い計算することが重要であるので，毎回課題を与え
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 分析化学についてオリエンテ−ションを行う。 



2 回 水の構造と特性について講義する。 
3 回 水の電離と電解質について講義する。 
4 回 溶液の濃度と濃度計算の演習をする。 
5 回 活量とイオン強度について講義し，演習をする。 
6 回 酸と塩基とは何か，演習も取り入れる。 
7 回 溶液と pH の濃度と pH の関係について講義する。 
8 回 溶液中の化学種（１）について講義と演習をする。 
9 回 溶液中の化学種（２）の計算演習をする。 
10 回 酸塩基滴定について講義する。 
11 回 溶液濃度の計算をする。 
12 回 錯体の化 

準備学習 1 回 分析化学は必要か？ 
2 回 化学結合について調べておく。 
3 回 初歩的な電気（電圧，電流，抵抗）に関し調べておく。 
4 回 モル数について調べておく。 
5 回 化学方程式と化学量論について一般化学の教科書を復習しておく。 
6 回 酸性とアルカリ性の定義について読んでおく。 
7 回 酸と塩基について再度調べておく。 
8 回 化学平衡式とモル濃度の計算をできるよう準備しておく。 
9 回 化学平衡式とモル濃度の計算法を演習しておく。 
10 回 化学平衡式とモル濃度の演習書を解く。 
11 回 酸塩基平衡の演習章を解く。 
12 

 



年度 2014 
授業コード FSL00711 
成績評価 定期試験の結果によって評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(08〜08) 
見出し FSL00711 基礎生物化学Ⅰ(再) 
担当教員名 松浦 信康 
単位数 2 
教科書 石⿊伊三雄監修「わかりやすい生化学」ヌーヴェルヒロカワ／978-4-902085952 
アクティブラーニング  
キーワード 生体成分、代謝 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎生物化学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ヴォート「生化学」東京化学同人、上代淑人監訳「ハーパー・生化学 最新版」

丸善。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL00711 
実務経験のある教員  
達成目標 生体(ヒト)の生体成分とその代謝を理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 松浦研究室、13 号館 3 階 nobuyasu@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Biological Chemistry I 
関連科目 生物化学、生理化学、分子生物学、生物学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義の目的は医学に関連する生物化学を学ぶことである。生体(ヒト)の生体成

分とその代謝を中⼼に学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【はじめに】高校からの生物、化学と大学での生物および化学との接点につ

いて講義する 
2 回 【細胞と生体分子】生体における細胞の役割とそれを構成する分子について
講義する 
3 回 【タンパク質の性質１】タンパク質の化学的役割について講義する 
4 回 【タンパク質の性質２】タンパク質の生物学的役割について講義する 
5 回 【酵素の性質と働き１】タンパク質である酵素の役割について講義する 



6 回 【酵素の性質と働き２】酵素の反応速度論について講義する 
7 回 【生体内のおける糖質代謝１】糖質の化学構造について講義する 
 

準備学習 1 回 【はじめに】高校の生物学教科書に目を通しておくこと 
2 回 【細胞と生体分子】テキストの細胞と生体分子に関する項目を読んでおくこ
と 
3 回 【タンパク質の性質１】テキストのタンパク質に関する項目を読んでおくこ
と 
4 回 【タンパク質の性質２】前回の講義の復習をすること 
5 回 【酵素の性質と働き１】テキストの酵素に関する項目を読んでおくこと 
6 回 【酵素の性質と働き２】前回の講義の復習をすること 
7 回 【生体内のおける糖質代謝１】テキストにおける糖質の項目を読んでおくこ
と 
8 回 【生体内のおける糖質代謝２】 

 



年度 2014 
授業コード FSL00811 
成績評価 課題レポート提出（10%），小テスト（10%），期末試験（80%）により単位認定

を行う。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜08) 
見出し FSL00811 基礎生物化学Ⅱ(再) 
担当教員名 石原 浩二 
単位数 2 
教科書 石⿊伊三雄監修 わかりやすい生化学 ヌーヴェルヒロカワ 
アクティブラーニング  
キーワード 代謝，ホルモン，ビタミン，代謝調節 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎生物化学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 五十嵐 志村 編著 生化学 光生館ヴォート 生化学 上下 東京化学同人

上代淑人監訳 ハーパー・生化学 最新版 丸善 
授業形態 講義 
注意備考 生物化学Ⅰ，生物有機化学の単位を修得済みであることが望ましい。 
シラバスコード FSL00811 
実務経験のある教員  
達成目標 生体(健康なヒト)の代謝と代謝調節が理解できるようになること。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 2 階 石原研究室 ishihara@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Biological Chemistry II 
関連科目 生物化学Ⅰ，生物有機化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義の目的は医学に関連する生化学の基礎を学ぶことである。これまで生物化

学Ⅰで学習したことに引き続き，代謝とそのつながり，生体(健康なヒト)のホメ
オスタシスについて学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生体内におけるアミノ酸及びタンパク質の代謝 1 

2 回 生体内におけるアミノ酸及びタンパク質の代謝 2 
3 回 生体内における核酸の役割１ 
4 回 生体内における核酸の役割２ 
5 回 体液 



6 回 ホルモン１ 
7 回 ホルモン２ 
8 回 ビタミン１ 
9 回 ビタミン２ 
10 回 内部環境の恒常性〜ホメオスタシス１ 
11 回 内部環境の恒常性〜ホメオスタシス２ 
12 回 消化吸収と栄養価 
13 回 血液１ 
14 回 血液２ 
15 回 まとめ 

準備学習 1 回 タンパクを構成するアミノ酸の構造について調べておくこと。 
2 回 アミノ酸のアミノ基がどのように代謝されるかについて調べておくこと。 
3 回 核酸の種類や構造について調べておくこと。 
4 回 DNA や RNA について調べておくこと。 
5 回 浸透圧とは何かについて調べておくこと。 
6 回 ホルモンの種類や分類について調べておくこと。 
7 回 内分泌疾患について調べておくこと。 
8 回 脂溶性ビタミンの種類と構造について調べておくこと 
9 回 水溶性ビタミンの種類と構造について調べておくこと。 
10 回 フィードバック調 

 



年度 2014 
授業コード FSL01110 
成績評価 レポート提出 (60%) と定期試験 (40%) により評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜14) 
見出し FSL01110 パソコン入門 
担当教員名 大熊 一正 
単位数 2 
教科書 Office2010 で学ぶコンピュータリテラシー Windows7 対応／小野目 如快／実

教出版 
アクティブラーニング  
キーワード Microsoft Office, Word, 情報リテラシー, コンピュータ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「マイクでしゃべるときの声が大きすぎる」という内容の指摘が多かったです

が，喋ってる本人は，その点には，あまり気づきませんので，その際は，遠慮な
く言ってください．以後，意識してマイクの音量に留意します． 
授業が「下手だ」という意見と「丁寧だ」という意見がありましたが，パソコン
系の授業は，個人の技術差が大きいため，分からない場合は，教員及び TA に遠
慮なく聞くようにしてください． 
授業内容に関しては，「おもしろかった」「技術力がついた」「少し難しかった」と
言う意見がありましたが，これも個人差があると思われる 

科目名 パソコン入門 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 コンピュータを使った演習が中⼼なので、遅刻や欠席は授業内容を理解する上で

大きなマイナスになります。毎回出席して下さい。 
シラバスコード FSL01110 
実務経験のある教員  
達成目標 1.コンピュータの基本的な操作を身につけられるようになること。 

2.Word を用いて文章作成ができるようになること。 
3.インターネットを利用する際の知識と技術を身につけられるようになること。 

受講者へのコメント 主に Word の実習が中⼼で，最後の 2 回で，HTML の基礎を教授しました．Word
に関しては，今後の大学生活で役立つと思います．一方，HTML に関しては，本
当に基礎だけを教えましたが，多くの受講者にとっては，今までに経験をしたこ
とがない作業であったためか，理解しきれなかった受講者も少なくなかったよう
です．しかしながら，今日欠かすことのできない，Web ページの構造を少しでも
知れたことに意味があると思います． 
 ほぼ全ての受講者が，多少の文句も言いながらも自分で課題をやっていました
ので，その点に関しては受講者を 

連絡先 大熊研究室 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ほぼ 80%の受講者が欠席をせずに授業に参加してくれていた一方で，授業時間
外での学習時間は，90%程度の学生が，全く無いか，30 分程度であり，時間外の
学習の少なさが顕著でした．しかしながら，授業以外での学習にさしても，実習
環境が不可欠であることを考えれば，致し方ないのかもしれないと思います． 
 また，この授業を受講したことによって，40%の受講者が，“この分野への理解
が深まった”及び“この分野での技能・技術が向上した”と回答してくれていまし
た．これらのパーセンテージはもう少し向上させたいところでありますが， 

英文科目名 Introduction to Personal Computer 
関連科目 パソコン演習 
次回に向けての改善変更予定 授業中に行う練習課題及び提出課題の洗練を行う必要があると考えています． 

また，もう少し授業内容のレベルを上げても良いのではないかとも思っていま
す． 

講義目的 コンピュータは大学だけでなく社会で生活する上において必須のものになって
いる。この授業ではコンピュータを扱う上での基礎的知識と、Microsoft Word の
基礎な使い方からレポートや卒業研究の作成に応用できる文章作成技術を身に
つけることを目的としている。さらに、情報化社会においてインターネット上で
重要な情報リテラシーを学習することを目的としている。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義概要、コンピュータの使い方と学生用ウェブメールの使い方を説明す

る。 
2 回 コンピュータの構成要素(ハードウェアとソフトウェア)について学習する。 
3 回 Windows の基本的な使い方について学習する。 
4 回 情報リテラシー (1) インターネットの使い方、注意点について学習する。 
5 回 情報リテラシー (2) ネットワークとセキュリティについて学習する。 
6 回 Word の基礎 (1) Microsoft Word を使った文章入力を行う。 
7 回 Word の基礎 (2) 日本語入力と文章作成について 

準備学習 1 回 シラバスを読んで全般的な講義内容を確認しておくこと。 
2 回 学生用ウェブメールが使えるようになっていること。 
3 回 前回までの復習をやっておくこと。 
4 回 前回までの復習をやっておくこと。 
5 回 前回までの復習をやっておくこと。 
6 回 コンピュータの基本的な使い方を把握しておくこと。 
7 回 前回までの復習をやっておくこと。 
8 回 前回までの復習をやっておくこと。 
9 回 前回までの復習をやっておくこと。 
10 回 Word の使い方を復習しておくこと。 
11 回 前回までの復習をやっておくこと。 
12 回 前 

 



年度 2014 
授業コード FSL01210 
成績評価 ミニレポート（20％）、試験（80％）により行う。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜13) 
見出し FSL01210 分子生物学 
担当教員名 石原 浩二 
単位数 2 
教科書 「基礎分子生物学」／⽥村隆明・村松正實著／東京化学同人／978-4-807906550 

および，配布するプリント 
アクティブラーニング  
キーワード DNA、RNA、遺伝情報 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 講義中に，雑談の一環として，将来に関すること，卒業研究に関することなど，

今後の学生生活に役立つ情報を教えているが，それに関して役立ったというコメ
ントがあった。今後も，学生にメリットのある話はしていこうと考えている。 

科目名 分子生物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に随時連絡する。 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回終了後実施する。日時は後日連絡する 
シラバスコード FSL01210 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）すべての生物に共通する遺伝情報の保存、発現の流れを理解すること。 

（２）情報高分子としての DNA、RNA、タンパク質の機能を理解すること。 
（３）DNA が持つ遺伝情報のタンパク質への発現の流れを理解すること。 

受講者へのコメント 講義では時間的限界があるので，講義で学習した部分については，その後の自主
的に，さらに深いところまで学習してほしい。 

連絡先 27 号館２階 石原浩二研究室 ishihara@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 教員の意欲については 94％以上の学生が熱意を感じたと回答し，8 割以上の学生
が満足したと回答していたことから，現在の方針，スタイルで問題ないと考えて
いる。 

英文科目名 Molecular Biology 
関連科目 分子遺伝学を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 特に問題があるとは考えていないので，今後も，同じ講義スタイルで進めていく

予定である。 
講義目的 生物は遺伝子の情報に基づいて合成されたタンパク質の作用により生命活動を

営んでいる。このような遺伝子およびタンパク質の構造と機能、タンパク質合成



の機構を分子レベルで明らかにするのが分子生物学であり、その基礎を学んで生
命現象を理解するのが本講義の目的である。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 分子生物学序論 

2 回 核酸とタンパク質 
3 回 基礎生物学と分子生物学 
4 回 細胞生物学 
5 回 栄養と代謝の分子生物学 
6 回 メンデル遺伝学から近代分子生物学へ 
7 回 遺伝物質 DNA の登場 
8 回 情報高分子 DNA （１）DNA の構造 
9 回 情報高分子 DNA （２）遺伝情報の保存 
10 回 情報高分子 DNA （３）DNA の合成と代謝 
11 回 情報高分子 RNA （１）RNA の構造 
12 回 情報高分子 RNA （２）RNA の機能 
13 回 情報高分子 RNA （３）RNA の代謝 
14 回 情報高分子タンパク質 （１） 

準備学習 1 回 シラバスを見て、生物の遺伝情報がどのように保存され発現されているか
について考えておくこと。 
2 回 核酸とタンパク質が生命にとってどのような役割を持っているかを考えて
みること。 
3 回 生物の生命現象を分子レベルでとらえることを想像しておくこと。 
4 回 生物の基本的な構造体としての細胞について考えておくこと。 
5 回 細胞内でどのような物質が機能しているかを考えておくこと。 
6 回 メンデルがどのようにして遺伝現象を見出したか、それがどのように現代
に生きているかを考えておくこと。 
7 回 DNA とはどのような 

 



年度 2014 
授業コード FSL01310 
成績評価 小テスト（50％）、試験（50％）により行う。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜13) 
見出し FSL01310 分子遺伝学 
担当教員名 橋川 直也 
単位数 2 
教科書 ⽥村隆明・村松正實著 「基礎分子生物学」 東京化学同人 
アクティブラーニング  
キーワード DNA, RNA, 遺伝情報、遺伝子⼯学、ゲノム 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 分子遺伝学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に随時連絡する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL01310 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）DNA の遺伝情報の複製、転写、翻訳についてのメカニズムを理解するこ

と。 
（２）遺伝子の取扱いと応用についての基礎的な知識を得ること。 
（３）分子遺伝学技術の医療、⾷品、⼯業、その他への応用について知識を得る
こと。 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館３階 橋川直也研究室 hashikawa@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Molecular Genetics 
関連科目 前期の分子生物学を履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 分子生物学の基礎の上に立って生命現象を分子レベルで学ぶのが目的であり、細

胞機能の遺伝学的制御、ゲノム解析や遺伝子⼯学の利用など、分子生物学と連携
させて解説を行う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 分子遺伝学の序論を講義する。 

2 回 RNA の合成と転写 （１）鋳型、転写の開始、伸張、終結 
3 回 RNA の合成と転写 （２）オペロン、スプライシング 



4 回 タンパク質合成の分子機構 （１）mRNA, リボソーム 
5 回 タンパク質合成の分子機構 （２）tRNA 
6 回 DNA の複製 （１）DNA ポリメラーゼ、プライマー 
7 回 DNA の複製 （２）真核生物、ウイルス 
8 回 中間テスト 
9 回 遺伝子の変異と修復 （１）変異機構、変異原 
10 回 遺伝子の変異と修復 （２）変異の種類とその修復 
11 回 DNA の 

準備学習 1 回 シラバスを読み、基礎となる分子生物学を復習しておくこと。 
2 回 生体内での遺伝情報の発現の流れを考えておくこと。 
3 回 原核生物と真核生物での遺伝子発現の相違について考えておくこと。 
4 回 遺伝情報がタンパク質に頬訳される場のリボソームについて考えておくこ
と。 
5 回 アミノ酸の運び屋である tRNA の働きを考えておくこと。 
6 回 DNA に保存されている遺伝情報がどのように子孫に残されるかを考えてお
くこと。 
7 回 原核生物、真核生物、ウイルスにおける DNA の複製の相違について考えて
おくこと。 
8 回 前回 

 



年度 2014 
授業コード FSL01410 
成績評価 定期試験（90）と課題提出(10) 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜13) 
見出し FSL01410 生物無機化学 
担当教員名 小嶋 健博 
単位数 2 
教科書 八⽊康一 編集；“ライフサイエンス系の無機化学”（三共出版）／978-4-

782705940 
アクティブラーニング  
キーワード 元素 集合体としての機能 錯体と酸化還元 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物無機化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・山⽥祥一郎 訳；配位化学−金属錯体の化学−（化学同人） 

・桜井弘 ⽥中久；生物無機化学（広川書店） 
授業形態 講義 
注意備考 各章末の演習問題は講義終了後，課題として与え，指定した期日までに提出する

こと 
シラバスコード FSL01410 
実務経験のある教員  
達成目標 生命活動への周期律表中の元素の関わり，生命活動への化学反応，酸化還元反応

や濃度勾配 
受講者へのコメント  
連絡先 13 号館 3 階（e-mail：tkojima@dls.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Bioinorganic Chemistry 
関連科目 生物化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物と金属（Ｆｅ，Ｎａ，Ｋ，Ｍｇ，Ca 等）の関わりは古くから知られ，生体内

のある金属を含むタンパク質は生物機能，生命維持に重要である。生物無機化学
では，典型元素の位置，遷移金属の生命活動への関わり説明し，巨大タンパク質
が機能するためには鉄や銅，あるいはカルシウムが必須因子であることを構造と
機能から解説する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテ−ションを行う。 



2 回 元素と原子の性質について説明する。 
3 回 希ガス元素と水素の性質について説明する。 
4 回 典型元素 I の性質について説明する。 
5 回 典型元素 II の性質について説明する。 
6 回 酸素族元素の性質について説明する。 
7 回 遷移元素の性質と役割について説明する。 
8 回 d 元素と錯体の生成について説明する。 
9 回 生体の代謝反応を理解するための d 元素の酸化還元（I）を説明する。 
10 回 d 元素の酸化還元(II)を説明する。 
11 回 錯体の分子構造と分子軌道−配子場理論につい 

準備学習 1 回 宇宙の誕生と世界の文明発祥の地を調べておくこと。 
2 回 短周期表と⻑周期の元素の並び方の違いを調べておくこと。 
3 回 周期律表 1 族と 0 族の元素の性質を予習しておくこと。 
4 回 II 族元素の性質と化学反応性を調べておくこと。 
5 回 典型元素と p 軌道について調べておくこと。 
6 回 大気中の成分について調べておくこと。 
7 回 金属の種類と性質について調べておくこと。 
8 回 金属錯体で使用される用語について調べておくこと。 
9 回 金属の酸化とは，還元とはどのような現象か一般化学で使用した教科書を
読んでおくこ 

 



年度 2014 
授業コード FSL02210 
成績評価 レポート提出（１０％） 定期試験（９０％） 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜12) 
見出し FSL02210 生理活性物質化学 
担当教員名 濱⽥ 博喜 
単位数 2 
教科書 有機化学／MARION H.O'LEARY 著 中島 利誠 訳／東京化学同人／978-4-

807901692 
アクティブラーニング  
キーワード 有機合成，アルコール酸化反応，置換反応，脱離反応，求核攻撃反応 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 生理活性物質化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ウオーレン、野依良治 他， 有機化学 上，下 （東京化学同人） 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は１５回講義終了後実施する。日時については授業中に指示する。 
シラバスコード FSL02210 
実務経験のある教員  
達成目標 簡単な有機合成の反応の機構が解説出来る能力を身につける。 
受講者へのコメント 特になし 
連絡先 １４号館２階 濱⽥研究室（⾷品予防医学研究室） hamada@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Biological Compound Chemistry 
関連科目 生物有機化学，生物化学 I 

， 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 生理活性物質の合成の反応機構に関して熟知できるような能力を備えさせる。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 化学結合 

2 回 炭化水素（1） 
3 回 炭化水素（2） 
4 回 光学異性（1） 
5 回 光学異性（2） 
6 回 アルコール，ハロゲン化アルキル，その関連化合物 
7 回 アミン 



8 回 アルデヒド，ケトン 
9 回 有機合成（1） 
10 回 有機合成（2） 
11 回 カルボン酸 
12 回 カルボン酸誘導体 
13 回 芳香族化合物 
14 回 アミノ酸，ペプチド，タンパク質 
15 回 炭水化物 

準備学習 有機化学の関連項目の教科書を読んでおくこと。 
 



年度 2014 
授業コード FSL02310 
成績評価 レポートおよび定期試験結果により評価する 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜12) 
見出し FSL02310 ⾷薬学 
担当教員名 松浦 信康 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 医⾷同源 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 楽しかったです、とのコメントがほとんどでした。ありがとうございます。 
科目名 ⾷薬学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に無し 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL02310 
実務経験のある教員  
達成目標 ⾷に含まれる機能性成分の化学構造および生体内での作用機構について理解す

る。医⾷同源のコンセプトを理解する 
受講者へのコメント 生きていく毎日に関連することが多い講義だったかと思います。時折思い出し、

⾷をどうとらえるかについて、思い出してもらえればうれしく思います。 
連絡先 松浦研究室 １３号館３階 nobuyasu@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 86％の学生がこの分野に対する理解が深まったとのことであった。また自主的に
か大医学のことに取り組んだ学生が 14％にも及んだことは、講義をさせて頂い
ている教員としては嬉し限りです。 

英文科目名 Pharmacositology 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 1 名の学生より、説明不足の点があるとのことでしたので、十分気をつけたいと

思います。 
講義目的 野菜や果物等⾷として摂取している、主として植物二次代謝産物を栄養学的見地

から解説し、⾷の持つ潜在的な三次機能の意味を把握する。「⾷」と「薬」の共通
性と相違点とを明らかにし、各々が本来持っている特性について説明すると共
に、適正な利用法についての基礎的な知識と考え方を講述する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  ⾷薬学序論を解説する 



2 回  生態科学と「⾷」、「薬」との関わりを解説する 
3 回  植物一次代謝産物と⾷の一次機能を解説する 
4 回  香辛料と⾷の二次機能を解説する 
5 回  ハーブと⾷の二次機能を解説する 
6 回  ⾷の三次機能を解説する 
7 回  医⾷同源と疾病予防を解説する 
8 回  天然味呈成分とその化学を解説する 
9 回  天然色素と生物活性を解説する 
10 回  匂いとその化学を解説する 
11 回  抗酸化活性成分を解説する 
12 回  ⾷と腸内フローラを解説する 
13 回  薬膳、⾷養膳を解説する 
1 

準備学習 1 回 天然物化学について復習しておくこと 
2 回 事前配布したプリントをよく読んでおくこと 
3 回 事前配布したプリントをよく読んでおくこと 
4 回 事前配布したプリントをよく読んでおくこと 
5 回 事前配布したプリントをよく読んでおくこと 
6 回 第３回から第５回の内容を復習しておくこと 
7 回 事前配布したプリントをよく読んでおくこと 
8 回 事前配布したプリントをよく読んでおくこと 
9 回 事前配布したプリントをよく読んでおくこと 
10 回 事前配布したプリントをよく読んでおくこと 
11 回 事前配布したプリントをよく 

 



年度 2014 
授業コード FSL02610 
成績評価 期末試験(100%)で評価する 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜12) 
見出し FSL02610 臨床栄養学 
担当教員名 益岡 典芳、中村 元直 
単位数 2 
教科書 後藤昌義、滝下修一「新しい臨床栄養学」南江堂 
アクティブラーニング  
キーワード 病態生化学、医化学、栄養学、特別用途⾷品、特定健康⾷品 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 指導が適切であるとの意見が多数であり、回答を要しない。 
科目名 臨床栄養学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 石⿊伊三雄監修「わかりやすい生化学」ヌーヴェルヒロカワ、ヴォート「生化学」

東京化学同人、上代淑人監訳「ハーパー・生化学 最新版」丸善。 
授業形態 講義 
注意備考 講義はヒトの生物化学(医化学)と栄養学との関連性が高い。理解できなかったこ

とは積極的に質問すること 
シラバスコード FSL02610 
実務経験のある教員  
達成目標 健康維持に必要な⾷事について、病気のとき避けるべき⾷事について理解する。 
受講者へのコメント 指導教員の指示に従ってください。 
連絡先 益岡研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に記載なし。良好。 
英文科目名 Clinical Nutrition 
関連科目 栄養学、生物化学Ⅰ、生物化学Ⅱ、栄養代謝学、医化学 
次回に向けての改善変更予定 改善や変更を要する点は特になし 
講義目的 栄養学はヒト（健常者）と⾷物の関係であるが、「臨床栄養学」は、健康増進的な

栄養学、予防医学的な栄養学、治療医学的な栄養学を目指す。⾷の代謝を学ぶこ
とにより健康維持、特に病気予防に必要な栄養、疾病時の避けるべき⾷物につい
て述べる。⾷物代謝の大切さ「医⾷同源」を理解することを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回  【はじめに】⾷事と健康について調べてくること。  

２回  【⾷欲】⾷欲と⾷欲不振について調べておくこと。  
３回  【消化器】消化器官と疾患について調べておくこと。  



４回  【肝臓・胆道】肝臓・胆道と疾患について調べておくこと。  
５回  【代謝性疾患１】代謝と病気について調べておくこと。  
６回  【代謝性疾患２】代謝と病気について調べておくこと。  
７回  【循環器疾患】動脈硬化、高血圧の疾患について調べておくこと。  
８回  【腎臓疾患】腎臓の疾患について調べておくこと。  
９回  【体液 

 



年度 2014 
授業コード FSL02910 
成績評価 定期試験 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜12) 
見出し FSL02910 ⾷品機能学 
担当教員名 山口 悟 
単位数 2 
教科書 Ｎブックス 改訂 ⾷品機能学[第２版]／⻘柳康夫 編著 有⽥政信・太⽥英明・

大野信子・薗⽥勝・辻英明 共著／建帛社 
アクティブラーニング  
キーワード ⾷品、機能性 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⾷品機能学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 講義を受けたその日のうちに一度復習をして下さい。次の講義日の前日にもう一

度復習して下さい。自分の頭を使って良く考えながら復習に力を入れて下さい。
理解出来なかったことは積極的に質問して下さい。質問があれば二学舎３階の研
究室まで来てください。お昼休みをオフィス・アワーとしています。それ以外の
時はまずメールを下さい。件名（題名）には学番と名前を明記して下さい。差出
人が誰わからないメールはウイルス対策として削除しています。携帯電話からメ
ールを送る人は PC からのメール受信が出来る設定にしておいて下さい。 

シラバスコード FSL02910 
実務経験のある教員  
達成目標 ⾷品成分から機能性を説明出来る 
受講者へのコメント  
連絡先 研究室所在 2 学舎 3 階 

メールアドレス s.yamaguchi@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Characteristics of Functional Foods 
関連科目 ⾷品学総論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近年、⾷品は栄養を補給する一次機能としてだけではなく、二次機能、三次機能

として理解されるようになり、⾷品の機能性が大きくクローズアップされてきて
いる。このような背景をふまえ、本講義では多岐にわたる⾷品機能の理解につと



める。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション：機能性⾷品の分類について学習する。 

2 回 抗酸化機能について学習する。 
3 回 抗酸化機能について学習する。 
4 回 抗酸化機能について学習する。 
5 回 消化吸収促進について学習する。 
6 回 代謝改善機能について学習する。 
7 回 難消化、吸収阻害について学ぶ。 
8 回 微生物活性機能について学ぶ。 
9 回 脂質関連代謝機能について学ぶ。 
10 回 脂質関連代謝機能について学ぶ。 
11 回 脂質関連代謝機能について学ぶ。 
12 回 酵素阻害、酵素活性化機能について学ぶ。 
13 回 免疫系に及ぼす機 

準備学習 予習：テキストにそって講義を進めるので、よく読んできて下さい。 
復習：授業中に配布したプリントをよく見直しておさらいして下さい。 

 



年度 2014 
授業コード FSL03010 
成績評価 ミニレポート（２０％）、試験（８０％）により行う。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜12) 
見出し FSL03010 健康管理概論 
担当教員名 橋川 成美 
単位数 2 
教科書 基礎から学ぶ 健康管理概論 柳川洋 （編）南江堂 
アクティブラーニング  
キーワード 疫学、生活習慣病予防、健康管理、厚生労働省、保健 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 後ろに固まって、前に行きづらかったとのことです。 

どうぞ積極的に前にお越し下さい。 
次年度からはこちらからもアナウンスします。 

科目名 健康管理概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 国⺠衛生の動向 （２０１０年度版） （財）厚生統計協会 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は１５回終了後実施する。日時は後日連絡する。 
シラバスコード FSL03010 
実務経験のある教員  
達成目標 健康づくりには栄養・運動・休養が重要であることを理解すること。そのための

国の様々な施策について理解すること。 
受講者へのコメント 遅れてくる子が目立ちました。 

途中で出て行く子も結構目立っていました。 
連絡先 １号館３階 橋川研究室 hobara@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 みなさん、真面目に取り組んでいたことと思います。 
英文科目名 Introduction of Health Care 
関連科目 公衆衛生学、基礎栄養学を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 そろそろ、スライドのデーターが古くなってきましたので、次回より改善・変更

して行きたいと思います。 
講義目的 健康管理概論では、我が国の保健衛生の現状を学ぶと共に、健康管理を考えるに

当たって必要な医学的背景を概説する。内容は公衆衛生学に沿うが、特に⾷生活
が重要な意味を持つ生活習慣病と健康増進施策についての説明に重点を置く。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 健康の概念 

2 回 疫学とは 



3 回 人口統計について 
4 回 保健統計について 
5 回 健康づくり施策その１ 
6 回 健康づくり施策その２ 
7 回 健康日本２１ 
8 回 健康管理の方法その１ 
9 回 健康管理の方法その２ 
10 回 生活習慣と健康その１ 
11 回 生活習慣と健康その２ 
12 回 生活習慣病の疫学、予防その１ 
13 回 生活習慣病の疫学、予防その２ 
14 回 地域の健康管理 
15 回 ⽼人・成人の健康管理 

準備学習 1 回 健康の定義、追及、管理について定義と意味を考えること。 
2 回 疫学の定義、指標、を考え、専門用語について慣れ親しんでおくこと。 
3 回 国勢調査や各指標の意義を整理しておくこと。 
4 回 健康水準は各国によって異なる。他国との比較、また自国の歴史の流れとの
相関性について考えておくこと。 
5 回 国⺠健康づくりの運動の変遷について調べておくこと。 
6 回 特別用途⾷品、特定保健用⾷品、栄養機能⾷品の定義について調べておくこ
と。 
7 回 健康日本２１の９分野の主な目標設定を調べておくこと。 
8 回 健康管理の対象が 

 



年度 2014 
授業コード FSL03110 
成績評価 レポート課題提出（20%），期末試験結果（80%）により単位認定を行う。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜12) 
見出し FSL03110 ⾷品バイオテクノロジー 
担当教員名 濱⽥ 博喜 
単位数 2 
教科書 相⽥ 浩 編著 バイオテクノロジー概論 建ぱく社 
アクティブラーニング  
キーワード ⾷品バイオテクノロジー，発酵⾷品，遺伝子組み換え⾷品，ワイン，ビール，機

能性⾷品 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ⾷品バイオの基礎と応用を講義する。 
科目名 ⾷品バイオテクノロジー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 生物化学 I, II と生物有機化学を履修しておくこと。 
シラバスコード FSL03110 
実務経験のある教員  
達成目標 ⾷品バイオテクノロジーの概念が理解できて，説明できる。 
受講者へのコメント 有機化学と生化学の基礎を予習していただきたい。 
連絡先 浜⽥博喜： 14 号館 2 階 濱⽥研究室 hamada@dls.ous.ac.jp 石原浩二： 14 号

館 2 階 or 27 号館 2 階 石原研究室 ishihara@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 昨年度と同じ内容で行う。 
英文科目名 Food Biotechnology 
関連科目 生物有機化学，生物化学など 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 ⾷品に関するバイオテクノロジーを講議する。特に，この講義では⾷品の最終製

品の法律に関しても講義を行う。また，⾷品バイオで製品になっているものに関
しても，製品に含まれる成分についても講義をする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 バイオテクノロジーとは（歴史について） 

2 回 ⾷品バイオテクノロジーの源流１（微生物利用⾷品１） 
3 回 ⾷品バイオテクノロジーの源流２（微生物利用⾷品２） 
4 回 ⾷品バイオテクノロジーの源流３ （微生物⼯業製品） 
5 回 ⾷品バイオテクノロジーの源流４（アミノ酸発酵⼯業） 



6 回 ⾷品バイオテクノロジーの源流５（核酸発酵） 
7 回 ⾷品バイオテクノロジーと遺伝子組換え１（核酸の構造，転写，翻訳，クロ
ーニング技術） 
8 回 ⾷品バイオテクノロジーと遺伝子組換え２（遺伝子組換えの応用と問題点） 
9 回 ⾷品製造に 

準備学習 1 回 生物化学を復習しつつ，バイオテクノロジーとは何かについて考えておく
こと。 
2 回 微生物の種類や分類について調べておくこと。 
3 回 微生物発酵を利用した⾷品にどのようなものがあるか調べておくこと。 
4 回 デンプン加⼯における微生物，および微生物由来酵素の利用について調べ
ておくこと。 
5 回 L-グルタミン酸発酵について調べておくこと。 
6 回 ⾷品のうま味成分にはどのようなものがあるか調べておくこと。 
7 回 生物化学を復習しつつ，ベクターや制限酵素とは何かについて調べておく
こと。 
8 回 遺伝子組換え技術の 

 



年度 2014 
授業コード FSL03310 
成績評価 課題提出（１０％），試験（９０％）により行う。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜12) 
見出し FSL03310 フードマネージメント論 
担当教員名 駄⽥井 久＊ 
単位数 2 
教科書 特に必要としない。 
アクティブラーニング  
キーワード フードシステム、⾷料経済、フードマネジメント、⾷の安全 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 フードマネージメント論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は１５回の講義終了後に実施する。日時については講義中に指示する。 
シラバスコード FSL03310 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)⾷環境の推移と健康の維持・増進について理解する。 

(2)⾷料生産について学ぶ（輸出入との関係も理解する）。 
(3)⾷の安全と⾷料経済について理解する。 
(4)加⼯・流通と外⾷産業との関係を理解する。 
(5)世界と日本の⾷料問題について理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 〒700-8530 岡山市北区津島中 1-1-1 岡山大学農学部 

TEL/FAX  086-251-8372  E-Mail  hisashi@cc.okayama-u.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Food Management 
関連科目 臨床生命科学科の基礎分野全般 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 フードシステム・フードマネジメントについて理解し、『医⾷同源』に基づいた臨

床科学や⾷科学に役立てる。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 フードマネジメント論の分野・領域を説明する。 

2 回 経済理論の基礎について説明する。 
3 回 ⾷料消費構造の変化について説明する。 



4 回 ⾷料生産の現状について説明する。 
5 回 ⾷料流通の現状について説明する。 
6 回 ⾷品加⼯について説明する。 
7 回 ⾷生活の変化について説明する 
8 回 加⼯⾷品の種類と成分表示について説明する 
9 回 ⾷料自給率について説明する。 
10 回 ⾷の安全保障について説明する。 
11 回 ⾷の安全と安⼼について説明する。 
12 回 ⾷にかかわる様々な政策に関して説明する。 
13 回 

準備学習 1 回 フードマネジメント論の分野・領域を学習しておくこと。 
2 回 経済学的な基礎知識を学習しておくこと。 
3 回 ⾷料消費構造の変化について学習しておくこと。 
4 回 ⾷料生産（主に農業）に関するニュースなどを整理しておくこと。 
5 回 ⾷料生産について学習しておくこと。 
6 回 ⾷品加⼯について学習しておくこと。 
7 回 ⾷生活の変化について学習しておくこと。 
8 回 加⼯⾷品の種類と成分表示について学習しておくこと。 
9 回 加⼯⾷品の種類と成分表示について学習しておくこと。 
10 回 ⾷の安全保障について学習してお 

 



年度 2014 
授業コード FSL03410 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学科(〜08) 
見出し FSL03410 環境衛生学(再) 
担当教員名  
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境衛生学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL03410 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Hygienics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FSL03710 
成績評価 中間試験（50％）および定期試験（50％） 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜14) 
見出し FSL03710 医学概論 
担当教員名 櫃本 泰雄、片岡 健 
単位数 1 
教科書 「医学概論」／日野原重明著／医学書院 
アクティブラーニング  
キーワード 歴史・健康・病気・診断・治療・倫理・脳死・⼼臓死・安楽死・尊厳死・チーム

医療・生活習慣病・予防医学・禁煙 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 医学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 臨床検査技術学 「医学概論・臨床医学総論・臨床病理学総論」／医学書院 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL03710 
実務経験のある教員  
達成目標 人の健康及び疾病予防についてその歴史的背景、十分な知識が必要であることを

理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 hitsumot@dls.ous.ac.jp（櫃本） 

kenk@dls.ous.ac.jp（片岡） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Medicine 
関連科目 解剖学・病理学Ｉ・ＩＩ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 医療の発達はめざましいものがあるが、昔から発達してきた歴史があって現在に

至っている。医学並びに診断技術の歴史を知り、医療従事者の倫理・使命を考え
る。講義では社会や医学の進展に伴う病気・検査・治療の変遷、チーム医療、医
療の倫理（患者様、医療従事者として）などについて教授する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 医学をどのように捉えるか 

2 回 医学の発達のすがたー医学史 その１ 
3 回 医学の発達のすがたー医学史 その２ 



4 回  健康・病気・医学の体系 
5 回 病気の原因 
6 回 病気による身体の変化 その１ 
7 回 病気による身体の変化 その２ 
8 回 中間試験とその解説 
9 回 病気の診断 
10 回 病気の治療とリハビリテーション 
11 回 病気の予防 
12 回 新しい医療システム 
13 回 医学および看護の生命へのアプローチ 
14 回 脳死・臓器移植・再生医療 
15 回 衛生統計 

準備学習 1 回 医学のあり方について、各自さまざまな観点から準備学習をしておくこと。 
2 回 医学の歴史的経緯を調べておくこと。 
3 回 医学のありようとその変化を、歴史的経緯からまとめてくこと。 
4 回 健康であることと病気であることの区別をどのようにするかを調べておく
こと。 
5 回 ヒトが病気になるにはどのような原因が考えられるか、調べておくこと。 
6 回 病気による身体の変化について、主に自覚症状を中⼼にまとめておくこと。 
7 回 病気による身体の変化について、主に診察や検査によって明らかになる病
態を中⼼にまとめておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FSL04110 
成績評価 中間試験（50％）および定期試験（50％）にて評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜13) 
見出し FSL04110 解剖学 
担当教員名 辻極 秀次 
単位数 2 
教科書 「シンプル解剖生理学」／河⽥光博・樋口隆著／南江堂／978-4-524220540 
アクティブラーニング  
キーワード 細胞、組織、臓器、機能 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 解剖学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「入門人体解剖学」／藤⽥恒夫／南江堂 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL04110 
実務経験のある教員  
達成目標 人体を構成する正常な諸臓器の位置や形状および内部構造と機能について、理解

を深める。 
受講者へのコメント  
連絡先 臨床生命科学科 辻極研究室 （24 号館 2 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Anatomy 
関連科目 解剖学実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 解剖学は臨床医学、基礎医学を問わず、もっとも基礎になる学問である。人体を

構成する正常な諸臓器の位置や形状および内部構造について解説する。肉眼解剖
学、光学顕微鏡による組織学、電子顕微鏡による超微形態学などとの関連を解説
する。各臓器における解剖学的事実を示しながら、その生理学的意義を各論的に
説明し、それに伴う臨床診断や治療の現実を考える。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  からだの構造と機能の概論・細胞 

2 回  遺伝とゲノム・組織 
3 回  骨・筋 
4 回  体液と血液 



5 回  免疫系 
6 回  循環系 
7 回  中間テスト 
8 回  呼吸器系・代謝、栄養、体温 
9 回  消化器系 
10 回  神経系 
11 回  感覚系 
12 回  内分泌系 
13 回  泌尿器系 
14 回  生殖と発生 
15 回  各臓器の解剖と機能について、演習形式でまとめる。 

準備学習 1 回  身体構造の解剖と生理を系、器官、組織、細胞の順に整理しておくこと。 
2 回  遺伝の仕組みを理解しておく。組織とはどのようなものか、その概念を整
理しておく。 
3 回  骨の発生や成⻑について理解する。骨格筋、平滑筋、⼼筋の特徴を把握し
ておくこと。 
4 回  体液の区分と存在量を理解し、血液の成分を整理しておく。 
5 回  細胞性免疫と液性免疫の違い、アレルギーの概念を把握しておく。 
6 回  ⼼臓と血管系の形態と分布について概観しておく。 
7 回  前半のまとめを行い、整理しておく。 
8 回  呼吸器系の構造と 

 



年度 2014 
授業コード FSL04210 
成績評価 得点配分を HE 標本の出来映え（30％）、プレゼンテーション（20％）、顕微鏡観

察スケッチ（50％）とし、100 点満点中 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜13) 
見出し FSL04210 解剖学実習 
担当教員名 辻極 秀次、前⽥ なつ美＊、上野 浩司＊ 
単位数 1 
教科書 「シンプル解剖生理学」／河⽥光博、樋口隆著／南江堂 
アクティブラーニング  
キーワード 顕微鏡操作、標本作製、プレゼンテーション、顕微鏡観察 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 解剖学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「機能を中⼼とした図説組織学」／山⽥英智監訳／医学書院 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FSL04210 
実務経験のある教員  
達成目標 生体における臓器の位置関係、肉眼的所見そして組織学的所見を標本作製を通じ

て学ぶ。 
受講者へのコメント 貴重な御意見ありがとうございました、今後の実習の参考にさせていただきま

す。 
連絡先 臨床生命科学科 辻極研究室 （24 号館 2 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 改善の必要性を感じました、努力致します。 
英文科目名 Practice in Anatomy 
関連科目 解剖学 
次回に向けての改善変更予定 実習開始時に当日観察する標本について解説を行う予定です。 
講義目的 臨床医学・基礎医学を問わず、解剖学は疾患の理解にとってきわめて重要である。

解剖学を理解するためには、生体における臓器の位置関係、肉眼的所見そして組
織学的所見を身をもって体得することが重要である。形態学的観察のみならず、
生理機能との有機的関連についても解説する。さらに自らが標本作製し、プレゼ
ンテーションを行い、討論に参加する 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  解剖学実習オリエンテーション（１）・顕微鏡の使い方など 

2 回  解剖学実習オリエンテーション（２）・臓器の写真撮影、切り出し 



3 回  解剖学実習オリエンテーション（３）・脱水、包埋、薄切 
4 回  解剖学実習オリエンテーション（４）・染色、透徹、封入 
5 回  プレゼンテーション（１）・準備 
6 回  プレゼンテーション（２）・発表、討論 
7 回  プレゼンテーション（３）・発表、討論 
8 回  顕微鏡観察、呼吸・循環器系 
9 回  顕微鏡観察、消化管 
10 回  顕微鏡観察、肝・胆・膵 
11 回  顕微鏡観察、 

準備学習 1 回  顕微鏡の使い方を各自の顕微鏡を使って学ぶ。臓器の肉眼的所見の見方な
ども学ぶ。 
2 回  各臓器の特徴を理解しておくこと。 
3 回  臓器の切り出し後のブロック作製、薄切、染色の手順を理解しておくこと。 
4 回  染色後の標本の透徹、封入の手順を⼼得ておくこと。 
5 回  各班毎のカテゴリーにしたがって、写真撮影、画像の取り込みなどを行う。 
6 回  前半のプレゼンを聞き、質疑応答により理解を深める。 
7 回  後半のプレゼンを聞き、質疑応答により理解を深める。 
8 回  それぞれの臓器の顕微鏡学的構造をスケッチ 

 



年度 2014 
授業コード FSL04310 
成績評価 ミニレポート（２０％）、試験（８０％）により行う。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜13) 
見出し FSL04310 動物生理学 
担当教員名 橋川 成美 
単位数 2 
教科書 やさしい生理学（改訂第 5 版） 森本武利、彼末一之 （編）南江堂／978-4-

524262298 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 次年度の変更点として、努力して改善します。 

貴重な意見ですので、改善すべき点を秋学期の講義から取り入れるよう努力中で
す。 

科目名 動物生理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 標準生理学（第 5 版） 監修 本郷利憲、廣重力 編集 豊⽥順一、熊⽥衛、小

澤静司、福⽥康一郎、本間研一 医学書院 
授業形態 講義 
注意備考 予習・復習をすること。特に復習に力を入れ内容を理解すること。参考書などを

よく読むこと。最終試験は 15 回終了後実施する。日時は後日連絡する。 
シラバスコード FSL04310 
実務経験のある教員  
達成目標 人の生理機能の素晴らしさを理解させ健康の維持についてあらためて考えても

らう。 
受講者へのコメント 真面目に取り組む姿が点数となって現れて良かったと思います。 
連絡先 hobara@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 予想よりも高評価をいただきました。 
英文科目名 Animal Physiology and Biochemistry 
関連科目 本講義の生理現象をより広く深くに理解するするために生体情報学の履修が望

ましい。また、基礎生物化学を十分理解しておくこと。 
次回に向けての改善変更予定 次回はもっとスライドの文字を大きくして見やすくします。 

１回の講義の内容が多いとの事でしたので、もう少しスリムになる様検討しま
す。 

講義目的 人体の構成および人体各部の機能について概説し、主として生命維持の基盤とい
える体温、血液・体液の調節、循環、呼吸、腎臓および運動系などの生理機能に



ついて自分自身のこととして理解させる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 序論 

2 回 人体の構成 
3 回 血液と体液 
4 回 循環（⼼臓） 
5 回 循環（体液性調節） 
6 回 呼吸（換気） 
7 回 呼吸（ヘモグロビンの役割） 
8 回 腎臓機能（腎の機能的構造） 
9 回 腎臓機能（尿細管における再吸収・分泌） 
10 回 摂⾷の調節 
11 回 消化管の機能 
12 回 代謝と体温 
13 回 運動の生理化学（筋収縮の仕組み） 
14 回 運動の生理化学（骨格筋の収縮の仕方） 
15 回 運動の生理化学（筋収縮のエネルギー） 

準備学習 1 回 生物を対象とする自然科学で、医学の基礎をなし、機能を主として取り扱う
学問であることを理解すること。 
2 回 人体は細胞を単位としてどのように組み立てているのか考えてみること。 
3 回 血清と血漿の違い、血球にはどのような種類があるか調べておくこと。 
4 回 ⼼臓の働き、刺激伝導系について調べておくこと。 
5 回 体液循環調節機構について調べておくこと。どのような受容器を介するの
か、どのような機構が存在するのかなど。 
6 回 肺胞換気量、残気量について調べておくこと。肺活量とは何を指すかなど。 
7 回 血液による 

 



年度 2014 
授業コード FSL04410 
成績評価 ミニレポート（２０％）、試験（８０％）により行う。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜13) 
見出し FSL04410 生体情報学 
担当教員名 橋川 成美 
単位数 2 
教科書 やさしい生理学（改訂 5 版） 森本武利、彼末一之 （編）南江堂（2005 年） 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 スライドの字を大きくします。スライドを切り替えるタイミングをもう少し待ち

ます。プリントのミスは次年度より直ることと思います。単位は勉強したら差し
上げます。記入するスペースを縦に幅が欲しいとのこと、トライしてみます。ス
ライドの前の電気を消してほしいとのことですが、⿊板灯と窓側一列を消してい
ます。それでも見にくいかと思います。全部消してしまいたいけど、そうすると
寝てしまう可能性も高まるので、この点はこれ以上の改善はできかねます。 

科目名 生体情報学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 標準生理学（第 5 版） 監修 本郷利憲、廣重力 編集 豊⽥順一、熊⽥衛、小

澤静司、福⽥康一郎、本間研一 医学書院 
授業形態 講義 
注意備考 予習・復習をすることと、特に復習に力を入れ参考書などを読み内容を理解する

こと。 
シラバスコード FSL04410 
実務経験のある教員  
達成目標 生体機能の恒常性維持に神経系ー内分泌系ー免疫系からなる情報ネットワーク

が如何に重要であるかを理解させる。また脳の可塑性の面から記憶・学習そして
リハビリテーションについて認識させると共に、脳とコンピュータの違いにつて
もあらためて理解させる。 

受講者へのコメント 積極的に質問してくれる学生さんがいました。授業中に発言することはとても勇
気のいることと思いますが、自分の糧になりますので、これからもどんどん質問
していってください。 

連絡先 1 号館 3 階 橋川研究室 hobara@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 皆さんとても熱⼼に受講されていました。 
一回で扱う量が多いとのことですので、しぼろうかと思います。 

英文科目名 Cellular Communication and Biosignal Transduction 



関連科目 生化学を修得し、さらに動物生理学を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 スライドの字を大きくします。情報量をもうすこし精査して、スマートにしよう

と思います。 
講義目的 多細胞生物である人を含めた高等動物が、多彩な内定外的環境下で個体として合

目的性を持った機能を営むことが出来るのは、個体から細胞、分子レベルにわた
り階層的に秩序立てられた調節、統合が正確に行われているからであり、これら
は神経系を最上位としてその下にある内分泌系や免疫系からなる情報ネットワ
ークの働きによると言える。本講義ではこのような情報系を通して生体現象を把
握させる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 序論 

2 回 個体における情報ネットワーク（概論） 
3 回 神経の興奮伝導と伝達 
4 回 中枢神経系（脳） 
5 回 中枢神経系（睡眠） 
6 回 末梢神経系 
7 回 感覚機能（視覚、聴覚） 
8 回 感覚機能（平衡感覚、化学感覚） 
9 回 内分泌（ホルモンによる情報伝達） 
10 回 内分泌（ホルモンの分泌を調節するホルモン） 
11 回  神経系と内分泌系の相関 
12 回 運動の調節 
13 回 生体防御系 
14 回 遺伝情報のエラーと疾患 
15 回 骨の生理学 

準備学習 1 回 秩序ある生命活動を営むために身体各部の組織・器官を連絡し調節する仕
組みとして何があげられるか考えてみること。 
2 回 シナプス伝達の特徴を考えてみること。 
3 回 活動電位について理解しておくこと。 
4 回 脳の構造と各部位の役割について調べておくこと。 
5 回 レム睡眠、ノンレム睡眠について調べておくこと。 
6 回 自律神経の神経伝達物質の分類をまとめておくこと。 
7 回 感覚受容の経路について調べておくこと。 
8 回 体性感覚の種類、味覚・嗅覚の受容器、神経経路を調べておくこと。 
9 回 ホルモンの作用における 

 



年度 2014 
授業コード FSL04510 
成績評価 実験に対する姿勢、レポートにより評価を行う。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜12) 
見出し FSL04510 生理学実習 
担当教員名 橋川 直也、橋川 成美 
単位数 1 
教科書 配布する実習書を用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード 実験動物（カエル、マウス）、電気生理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生理学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 標準生理学 第 5 版 監修 本郷利憲 廣重力 編集 豊⽥順一 熊⽥衛 小

澤静司 福⽥康一郎 本間研一 
授業形態 実験実習 
注意備考 実習前に必ず実習書を読んでおくこと。欠席は認めない。実験報告書は必ず期限

内に提出すること。 
シラバスコード FSL04510 
実務経験のある教員  
達成目標 講義で学んだ生理機能について机上のイメージだけではなく、実験動物を用い

て、また自分自身の体で実感することでより理解を深める。 
受講者へのコメント  
連絡先 橋川直也：1 号館 3 階 橋川（直）研究室 hashikawa@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice in Physiology 
関連科目 動物生理学、生体情報学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 動物生理学と生体情報学の講義で得た知識を実際に生体の現象・行動に接して確

認し、理解を深める。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 神経筋試料の刺激実験（カエル） 
3 回 筋収縮の実験（カエル） 
4 回 ⼼臓に関する実験（カエル） 
5 回 ホルモンと血糖についての実験（マウス） 



6 回 皮膚感覚についての実験（ヒト） 
7 回 味覚についての実験（ヒト） 
8 回 重量感覚についての実験（ヒト） 
9 回 神経についての応用実験 
10 回 筋収縮についての応用実験 
11 回 ⼼臓についての応用実験 
12 回 ホルモンおよび血糖についての応用実験 
13 回 皮膚感覚についての応用実験 
14 回 味覚についての応用実験 
15 回 重量感覚 

準備学習 1 回 動物生理学および生体情報学の復習をしておくこと 
2 回 実習書を良く読んでおくこと。 
3 回 実習書を良く読んでおくこと 
4 回 実習書を良く読んでおくこと 
5 回 実習書を良く読んでおくこと 
6 回 実習書を良く読んでおくこと 
7 回 実習書を良く読んでおくこと 
8 回 実習書を良く読んでおくこと 
9 回 実習書を良く読んでおくこと 
10 回 実習書を良く読んでおくこと 
11 回 実習書を良く読んでおくこと 
12 回 実習書を良く読んでおくこと 
13 回 実習書を良く読んでおくこと 
14 回 実習書を良く読んでおくこと 
1 

 



年度 2014 
授業コード FSL04610 
成績評価 中間試験（50％）および定期試験（50％）にて評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜13) 
見出し FSL04610 病理学Ⅰ 
担当教員名 辻極 秀次 
単位数 2 
教科書 「シンプル病理学」／笹野公伸 ほか編／南江堂 
アクティブラーニング  
キーワード 適応、肥大、萎縮、奇形、炎症、腫瘍、⽼化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 病理学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 実践病理組織細胞学カラー図鑑／⽥所 衛監修／HBJ 出版局 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL04610 
実務経験のある教員  
達成目標 疾病構造を病理形態学的事実として捉え、総論的に理解する。腫瘍の形態学的診

断について、外科的あるいは剖検により得られた材料の取り扱いや染色法につい
ても総論的に学ぶ。 

受講者へのコメント 感想も評価の指標になり参考になります。また具体的な様々な指摘ありがとうご
ざいます、今後の講義の参考にさせていただきます。 

連絡先 臨床生命科学科 辻極研究室 （24 号館 2 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 満足度を上げられるよう努力します。 
英文科目名 Pathology I 
関連科目 病理学実習 
次回に向けての改善変更予定 スライドの文字が小さい等指摘のあった箇所について改善します。 
講義目的 病理学は臨床医学と基礎医学の橋渡しをする基盤的な学問である。病理学を通じ

て、病気の成り立ちについて学び、臨床病態との関係を解説する。病理学的事実
を示しながら、疾病構造を病理形態学的に理解し、それに伴う臨床的症候論から
検査医学と治療・予後への方向性を考える。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  病理学とは何か？ 

2 回  細胞傷害と細胞増殖 
3 回  組織、細胞の修復と再生 



4 回  循環障害 
5 回  炎症 
6 回  感染症 
7 回  中間テスト 
8 回  免疫機構の異常 
9 回  腫瘍 I 
10 回  腫瘍 II 
11 回  遺伝と先天異常 
12 回  代謝異常 
13 回  ⽼化 
14 回  細胞診断学総論 
15 回  病理組織学的診断学総論 

準備学習 1 回  病気の成り立ち、原因、経過などを自らの経験から概念的に理解しておく。 
2 回  細胞の障害から壊死形態を理解し、その後に起こる細胞反応を把握してお
く。 
3 回  障害を受けた後、細胞・組織は増殖し、再生していく。この過程を理解し
ておく。 
4 回  出血・血栓形成などを理解し、虚血やショック状態に陥る過程を理解して
おく。 
5 回  組織傷害に対する生体反応である炎症の過程を概観すること。 
6 回  病原体が生体に傷害を与え、反応する過程を連続的に理解しておく。 
7 回  前半に学んだ内容について、確認し、画像と 

 



年度 2014 
授業コード FSL04710 
成績評価 中間試験（50％）および定期試験（50％）にて評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜12) 
見出し FSL04710 病理学Ⅱ 
担当教員名 辻極 秀次 
単位数 2 
教科書 「シンプル病理学」／笹野公伸 ほか編／南江堂／978-4-524260874 
アクティブラーニング  
キーワード 臓器別疾患の成り立ち、病理組織標本の見方、特殊染色の意義、細胞診断の意義 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 病理学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 実践病理組織細胞学カラー図鑑／⽥所 衛監修／HBJ 出版局 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL04710 
実務経験のある教員  
達成目標 各臓器における病理学的事実を示しながら、疾病構造を各論的に理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 臨床生命科学科 辻極研究室 （24 号館 2 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Pathology II 
関連科目 病理学 I,病理学実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 病理学は臨床医学と基礎医学の橋渡しをする基盤的な学問である。病理学を通じ

て、病気の成り立ちについて学び、臨床病態との関係を解説する。各臓器におけ
る病理学的事実を示しながら、疾病構造を各論的に理解し、それに伴う臨床的検
査材料から病理検査医学と細胞学的検査を学び、診断・治療・予後への方向性を
考える。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  循環器 

2 回  呼吸器 
3 回  消化器 
4 回  肝臓・胆道・膵臓 
5 回  内分泌系、泌尿器系 



6 回  生殖器および乳腺 
7 回  中間テスト 
8 回  造血臓器系 
9 回  神経系 
10 回  運動器 
11 回  皮膚系、膠原病 
12 回  小児病理、その他 
13 回  組織学的検査法 
14 回  細胞学的検査法 
15 回  病理検査室の役割と重要性 

準備学習 1 回  ⼼臓血管系の病気について理解する。とくに⼼筋梗塞や脳卒中など生活習
慣病を把握する。 
2 回  肺炎、肺結核、そして肺癌などの発生病理について概括しておく。 
3 回  ⾷道から肛門に至るまでの管腔臓器の炎症や腫瘍について概括しておく。 
4 回  肝炎ウイルスに起因する肝疾患を全体像として理解し、胆道や膵疾患も学
ぶ。 
5 回  下垂体、甲状腺、そして副腎などのホルモン異常を呈する疾患を理解して
おく。 
6 回  HPV 感染に基づく頸部癌や子宮内膜症、そして卵巣疾患、前立腺疾患など
を概括しておく。 
7 回  前半に学 

 



年度 2014 
授業コード FSL04810 
成績評価 得点配分を染色標本の出来映え（50％）、顕微鏡観察スケッチ（50％）とし、100

点満点中 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜12) 
見出し FSL04810 病理学実習 
担当教員名 辻極 秀次、前⽥ なつ美＊、上野 浩司＊ 
単位数 1 
教科書 「シンプル病理学」／笹野公伸 ほか編／南江堂／978-4-524260874 
アクティブラーニング  
キーワード 病理組織標本、特殊染色法、顕微鏡観察、剖検症例 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 病理学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「組織病理アトラス」／小池盛雄 ほか編集／文光堂 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FSL04810 
実務経験のある教員  
達成目標 剖検症例のまとめ、病理組織標本および細胞診標本の見方、特殊染色法について

実践できるようにする。 
受講者へのコメント  
連絡先 臨床生命科学科 辻極研究室 （24 号館 2 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice in Pathology 
関連科目 病理学 I,II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 病理学で学んだ基礎知識をもとに、より具体的に剖検症例の臨床経過の理解から

肉眼的および組織学的観察を行うことで病理学的事実を解説する。実際症例の経
験から、必要な特殊染色を理解し、自ら作製、染色し、症例を総合的に纏める。
細胞学的診断方法についても解説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  特殊染色のオリエンテーション、染色方法など 

2 回  細菌、真菌、結核菌（１） 
3 回  粘液染色（２） 
4 回  線維・弾力染色（３） 



5 回  銀染色、DNA 染色（４） 
6 回  鉄、アミロイド染色（５） 
7 回  神経系染色（６） 
8 回  細胞診標本、パパニコロー染色（７） 
9 回  顕微鏡観察（１）・循環器、呼吸器 
10 回  顕微鏡観察（２）・消化器 
11 回  顕微鏡観察（３）・肝・胆・膵・泌尿器 
12 回  顕微鏡観察（４）・内分泌・生殖器 
13 回  顕微鏡観察（５）・脳神経系・その他 
14 回  顕微鏡 

準備学習 1 回  特殊染色の意義、染色の準備・手順を理解しておく。 
2 回  マニュアルに従って染色を行い、顕微鏡観察にて確認する。 
3 回  マニュアルに従って染色を行い、顕微鏡観察にて確認する。 
4 回  マニュアルに従って染色を行い、顕微鏡観察にて確認する。 
5 回  マニュアルに従って染色を行い、顕微鏡観察にて確認する。 
6 回  マニュアルに従って染色を行い、顕微鏡観察にて確認する。 
7 回  マニュアルに従って染色を行い、顕微鏡観察にて確認する。 
8 回  マニュアルに従って染色を行い、顕微鏡観察にて確認する。 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FSL04920 
成績評価 定期試験の結果によって評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(09〜) 
見出し FSL04920 生物化学Ⅰ 
担当教員名 松浦 信康 
単位数 2 
教科書 石⿊伊三雄監修「わかりやすい生化学」ヌーヴェルヒロカワ／978-4-902085952 
アクティブラーニング  
キーワード 生体成分、代謝 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 雑談が不要とのコメントをいただきました。しかしながら雑談は、大学の講義は

面白いよね?、というのを一人でも多くの学生に感じて頂きたいことからです。
１年次生全員を満足させることは困難であることをご理解いただければうれし
く思います。 

科目名 生物化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ヴォート「生化学」東京化学同人、上代淑人監訳「ハーパー・生化学 最新版」

丸善。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL04920 
実務経験のある教員  
達成目標 生体(ヒト)の生体成分とその代謝を理解する。 
受講者へのコメント 知識の定着がはかれるよう、随時復習を実施してもらいたい。 
連絡先 松浦研究室、13 号館 3 階 nobuyasu@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標達成において、できた（14.1％）、だいたいできた（47.1％）、半分程度でき
た（21.2％）、教員の意欲において、感じられた（76.5％）、少し感じられた（16.5％）、
満足度において、満足（68.2％）、ほぼ満足（21.2％）と、良好な回答を得た。さ
らに良い講義を目指して努力していきたい。 

英文科目名 Biological Chemistry I 
関連科目 生物化学、生理化学、分子生物学、生物学 
次回に向けての改善変更予定 より少しでも多くの学生に満足してもらえる講義ができるよう、双方向な講義に

なるよう努力していきたい。 
講義目的 本講義の目的は医学に関連する生物化学を学ぶことである。生体(ヒト)の生体成

分とその代謝を中⼼に学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 【はじめに】高校からの生物、化学と大学での生物および化学との接点につ
いて講義する 
2 回 【細胞と生体分子】生体における細胞の役割とそれを構成する分子について
講義する 
3 回 【タンパク質の性質１】タンパク質の化学的役割について講義する 
4 回 【タンパク質の性質２】タンパク質の生物学的役割について講義する 
5 回 【酵素の性質と働き１】タンパク質である酵素の役割について講義する 
6 回 【酵素の性質と働き２】酵素の反応速度論について講義する 
7 回 【生体内のおける糖質代謝１】糖質の化学構造について講義する 
 

準備学習 1 回 【はじめに】高校の生物学教科書に目を通しておくこと 
2 回 【細胞と生体分子】テキストの細胞と生体分子に関する項目を読んでおくこ
と 
3 回 【タンパク質の性質１】テキストのタンパク質に関する項目を読んでおくこ
と 
4 回 【タンパク質の性質２】前回の講義の復習をすること 
5 回 【酵素の性質と働き１】テキストの酵素に関する項目を読んでおくこと 
6 回 【酵素の性質と働き２】前回の講義の復習をすること 
7 回 【生体内のおける糖質代謝１】テキストにおける糖質の項目を読んでおくこ
と 
8 回 【生体内のおける糖質代謝２】 

 



年度 2014 
授業コード FSL04930 
成績評価 課題レポートまたは期末試験で 100%評価する。意欲的な学習態度は高く評価す

る。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学科(〜08) 
見出し FSL04930 生物化学Ⅰ(再) 
担当教員名 益岡 典芳 
単位数 2 
教科書 石⿊伊三雄監修「わかりやすい生化学」ヌーヴェルヒロカワ／978-4-902085952 
アクティブラーニング  
キーワード 生体成分、タンパク質、酵素、糖質、脂質、代謝 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物化学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ヴォート「生化学」東京化学同人、上代淑人監訳「ハーパー・生化学 最新版」

丸善。 
授業形態 講義 
注意備考 復習は必ず行うこと。理解できなかったことは積極的に質問すること。 
シラバスコード FSL04930 
実務経験のある教員  
達成目標 生体(ヒト)の生体成分とその代謝を理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 益岡研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biological Chemistry I 
関連科目 生物化学、生理化学、分子生物学、生物学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義の目的は医学に関連する生物化学を学ぶことである。これまで生物化学で

学習したことを発展させ、健康な生体(ヒト)の生体成分とその代謝を中⼼に学
ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回  【はじめに】生化学とはどんな学問か考えてくること。  

２回  【細胞と生体分子】細胞について調べてくること。  
３回  【タンパク質の性質１】タンパク質の種類について調べてくること。  
４回  【タンパク質の性質２】タンパク質の構造について調べてくること。  



５回  【酵素の性質と働き１】酵素について調べてくること。  
６回  【酵素の性質と働き２】酵素の利用について調べてくること。  
７回  【生体内のおける糖質代謝１】糖質について調べてくること。  
８回  【生体内のおける糖質代謝２】糖質の分 

 



年度 2014 
授業コード FSL05010 
成績評価 課題レポート提出（10%），小テスト（10%），期末試験（80%）により単位認定

を行う。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜14) 
見出し FSL05010 生物化学Ⅱ 
担当教員名 石原 浩二 
単位数 2 
教科書 石⿊伊三雄監修 わかりやすい生化学 ヌーヴェルヒロカワ 
アクティブラーニング  
キーワード 代謝，ホルモン，ビタミン，代謝調節 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 プリントがわかりやすいという意見，また，課題も興味が持てる内容であるとの

意見があったので，タイムリーな話題を取り上げながら，課題を通じて，自己学
習を促していきたいと考えている。 

科目名 生物化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 五十嵐 志村 編著 生化学 光生館ヴォート 生化学 上下 東京化学同人

上代淑人監訳 ハーパー・生化学 最新版 丸善 
授業形態 講義 
注意備考 生物化学Ⅰ，生物有機化学の単位を修得済みであることが望ましい。 
シラバスコード FSL05010 
実務経験のある教員  
達成目標 生体(健康なヒト)の代謝と代謝調節が理解できるようになること。 
受講者へのコメント 今後も同様な形式で進めていく予定である。 
連絡先 27 号館 2 階 石原研究室 ishihara@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価において，満足とほぼ満足を合わせた数が 84％であり，普通が 16％で
あった。やや不満，不満，無回答が０であったので，少なくとも，現状の講義で
多くの学生が満足していることがわかった。 
きょういんの意欲についても，感じられた，少し感じられたを合わせると 95％と
なり，教員側の熱意も伝わっていると思われる。 

英文科目名 Biological Chemistry II 
関連科目 生物化学Ⅰ，生物有機化学 
次回に向けての改善変更予定 授業進行が早いという意見が１件あった。また，自由記述で話すのが早いという

意見があったので，そこは改善したい。 
講義目的 本講義の目的は医学に関連する生化学の基礎を学ぶことである。これまで生物化

学Ⅰで学習したことに引き続き，代謝とそのつながり，生体(健康なヒト)のホメ



オスタシスについて学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生体内におけるアミノ酸及びタンパク質の代謝 1 

2 回 生体内におけるアミノ酸及びタンパク質の代謝 2 
3 回 生体内における核酸の役割１ 
4 回 生体内における核酸の役割２ 
5 回 体液 
6 回 ホルモン１ 
7 回 ホルモン２ 
8 回 ビタミン１ 
9 回 ビタミン２ 
10 回 内部環境の恒常性〜ホメオスタシス１ 
11 回 内部環境の恒常性〜ホメオスタシス２ 
12 回 消化吸収と栄養価 
13 回 血液１ 
14 回 血液２ 
15 回 まとめ 

準備学習 1 回 タンパクを構成するアミノ酸の構造について調べておくこと。 
2 回 アミノ酸のアミノ基がどのように代謝されるかについて調べておくこと。 
3 回 核酸の種類や構造について調べておくこと。 
4 回 DNA や RNA について調べておくこと。 
5 回 浸透圧とは何かについて調べておくこと。 
6 回 ホルモンの種類や分類について調べておくこと。 
7 回 内分泌疾患について調べておくこと。 
8 回 脂溶性ビタミンの種類と構造について調べておくこと 
9 回 水溶性ビタミンの種類と構造について調べておくこと。 
10 回 フィードバック調 

 



年度 2014 
授業コード FSL05020 
成績評価 課題レポートまたは期末試験で評価(100%)する。意欲的な学習態度は高く評価

する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学科(〜08) 
見出し FSL05020 生物化学Ⅱ(再) 
担当教員名 益岡 典芳 
単位数 2 
教科書 石⿊伊三雄監修「わかりやすい生化学」ヌーヴェルヒロカワ 
アクティブラーニング  
キーワード 代謝、代謝調節、ホルモン、ビタミン、ホメオスタシス 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 指導が適切であるとの意見が多数であり、回答を要しない。 
科目名 生物化学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ヴォート「生化学」東京化学同人、上代淑人監訳「ハーパー・生化学 最新版」

丸善。 
授業形態 講義 
注意備考 理解できなかったことは積極的に質問すること 
シラバスコード FSL05020 
実務経験のある教員  
達成目標 生体(健康なヒト)の代謝、代謝調節とホメオスタシスを理解できるようになるこ

と。 
受講者へのコメント 指導教員の指示に従ってください。 
連絡先 益岡研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に記載なし。良好。 
英文科目名 Biological Chemistry II 
関連科目 生物学、化学、生物化学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 改善や変更を要する点は特になし 
講義目的 本講義の目的は医学に関連する生化学を学ぶことである。これまで生物化学Ⅰで

学習したことを発展させ、代謝とそのつながり、生体(健康なヒト)のホメオスタ
シスについて学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回  【生体内におけるアミノ酸及びタンパク質の代謝 1】アミノ酸及びタンパ

ク質の運命(代謝)について調べておくこと。  
２回  【生体内におけるアミノ酸及びタンパク質の代謝 2】アミノ酸及びタンパ



ク質の運命(代謝)について調べておくこと。  
３回  【生体内における核酸の役割１】核酸の構造と役割について調べておくこ
と。  
４回  【生体内における核酸の役割２】核酸の運命(代謝)について調べておくこ
と。  
５回  【体液】体液とは何かについて調べておくこと。  
６回  【ホルモン１】ホルモンの種類、分類や作用 

 



年度 2014 
授業コード FSL05110 
成績評価 試験（70%）、レポート（30%） 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜12) 
見出し FSL05110 臨床生物化学実習Ⅰ 
担当教員名 片山 誠一 
単位数 1 
教科書 実習書を用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード 病原微生物、滅菌・消毒法、検査法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床生物化学実習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 実験実習 
注意備考 積極的に実習に参加すること。 
シラバスコード FSL05110 
実務経験のある教員  
達成目標 実習を通して、微生物の扱い方、滅菌・消毒方法や薬剤感受性試験など、基本的

な技術を理解、習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 24 号館 2 階、katayama@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice in Clinical Biochemistry I 
関連科目 微生物学、病原微生物学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 微生物とは肉眼で見えない生物を対象としている。その中で特に細菌と真菌に関

して実習を行う。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションを行い、実習書を配布する。 

2 回 培地の作製と無菌操作を修得する。 
3 回 滅菌と消毒法を修得する。 
4 回 細菌の形態を観察する。（その１） 
5 回 真菌と細菌の形態を観察する。（その２） 
6 回 嫌気性菌の培養法を学習する。 
7 回 レンサ球菌の分離・同定方法を学習する。（その１） 



8 回 レンサ球菌の分離・同定方法を学習する。（その 2） 
9 回 ⻩色ブドウ球菌の分離・同定方法を学習する。 
10 回 ヘモフィリスの分離・同定方法を学習する。 
11 回 ビブリオ属菌の分離・同定方法を学習する。 
 

準備学習 1 回 実習に必要となるもの（教科書・白衣等）を準備しておくこと。 
2 回 実習書の培地の作製と無菌操作の箇所を予めよく読んでおくこと。 
3 回 実習書の滅菌と消毒法の箇所を予めよく読んでおくこと。 
4 回 実習書の細菌の形態観察（その１）の箇所を予めよく読んでおくこと。 
5 回 実習書の真菌・細菌の形態観察（その２）の箇所を予めよく読んでおくこ
と。 
6 回 実習書の嫌気性菌の培養法の箇所を予めよく読んでおくこと。 
7 回 実習書のレンサ球菌の分離・同定の箇所を予めよく読んでおくこと。 
8 回 実習書のレンサ球菌の分離・ 

 



年度 2014 
授業コード FSL05210 
成績評価 実験に対する姿勢(30%)、実習レポート提出(30%)、試験(40%)で成績を評価す

る。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜12) 
見出し FSL05210 臨床生物化学実習Ⅱ 
担当教員名 益岡 典芳、中村 元直 
単位数 1 
教科書 プリント(資料)を使用する。 
アクティブラーニング  
キーワード 緩衝液、比色分析、クロマトグラフ、 

酵素活性、培養細胞、電気泳動、タンパク質、酵素、脂質 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 1.実験室狭い機器が少ないので、実習室を広く使えるように内容等を改善しま

す。2.毎回出席して、レポートも出しているのにテストだけで評価されるのも不
満です。出席、レポートで実習の習得度を評価、更に出席、レポーにト、テスト
を加えて総合的に成績を評価しています。3.基本的に難しかった。書かれていな
い手技があった。実習書に説明を加えたい。4.実験の正しい結果がわからないの
で教えて欲しい。実習書に実験目的が書いてあり、結果も予想されますが、念の
ため結果を表示します。 

科目名 臨床生物化学実習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 石⿊伊三雄監修「わかりやすい生化学」ヌーヴェルヒロカワ、ヴォート「生化学」

東京化学同人、上代淑人監訳「ハーパー・生化学 最新版」丸善。 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験に危険は付き物である。白衣を用意し、実験しやすい身だしなみで臨むこと

などを学ぶ。理解できなかったことは積極的に質問すること。 
シラバスコード FSL05210 
実務経験のある教員  
達成目標 1.器具、機器の基本的な操作法を習得する。 

2.実験し、観察し、考察する能力を養う。 
受講者へのコメント 重要な実習内容なので、一層の予習と復習をお願いしたい。 
連絡先 益岡研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好であった。 
英文科目名 Practice in Clinical Biochemistry II 
関連科目 生物化学Ⅰ、生物化学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 実習内容と実習書を更に見直したい。 



講義目的 生物化学の講義で得た知識をより確実なものにすることを目的とする。実験し、
観察し、考察することで、学習してきた知識を確かめ、発展させる。また、器具、
機器の基本的な操作法を学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 1.生化学Ⅰ、生化学Ⅱを復習し、実習内容を予習すること。 

  実習の⼼得とレポート作成について予習すること。 
2.生化学Ⅰ、生化学Ⅱを復習し、実習内容を予習すること。 
3.生化学Ⅰ、生化学Ⅱを復習し、実習内容を予習すること。 
4.生化学Ⅰ、生化学Ⅱを復習し、実習内容を予習すること。 
5.生化学Ⅰ、生化学Ⅱを復習し、実習内容を予習すること。 
6.生化学Ⅰ、生化学Ⅱを復習し、実習内容を予習すること。 
7.生化学Ⅰ、生化学Ⅱを復習し、実習内容を予習すること。 
8.生化学Ⅰ、生化学Ⅱを復習し、実習内容を予習するこ 

 



年度 2014 
授業コード FSL05220 
成績評価 実験に対する姿勢(30%)、実習レポート提出(30%)、試験(40%)で成績を評価す

る。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学科(〜11) 
見出し FSL05220 臨床生物化学実習Ⅱ 
担当教員名 益岡 典芳 
単位数 1 
教科書 教科書  プリント(資料)を使用する。 
アクティブラーニング  
キーワード 緩衝液、比色分析、クロマトグラフ、 

酵素活性、培養細胞、電気泳動、タンパク質、酵素、脂質 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床生物化学実習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 石⿊伊三雄監修「わかりやすい生化学」ヌーヴェルヒロカワ、ヴォート「生化学」

東京化学同人、上代淑人監訳「ハーパー・生化学 最新版」丸善。 
授業形態 実験実習 
注意備考 注意・備考  実験に危険は付き物である。白衣を用意し、実験しやすい身だしな

みで臨むこと。実験ノート、計算機、グラフ用紙を準備すること。理解できなか
ったことは積極的に質問すること 

シラバスコード FSL05220 
実務経験のある教員  
達成目標 1.器具、機器の基本的な操作法を習得する。 

2.実験し、観察し、考察する能力を養う。 
受講者へのコメント 重要な実習内容なので、一層の予習と復習をお願いしたい。 
連絡先 益岡研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好であった。 
英文科目名 Practice in Clinical Biochemistry II 
関連科目 生物化学Ⅰ、生物化学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 内容を更に見直したい。 
講義目的 実験することで、生物化学の講義で得た知識をより確実なものにすることを目的

とする。実験し、観察し、考察することで、学習してきた知識を確かめ、発展さ
せる。また、器具、機器の基本的な操作法を学ぶ。 

対象学年 4 年 
授業内容  



準備学習 1.生化学Ⅰ、生化学Ⅱを復習し、実習内容を予習すること。 
  実習の⼼得とレポート作成について予習すること。 
2.生化学Ⅰ、生化学Ⅱを復習し、実習内容を予習すること。 
3.生化学Ⅰ、生化学Ⅱを復習し、実習内容を予習すること。 
4.生化学Ⅰ、生化学Ⅱを復習し、実習内容を予習すること。 
5.生化学Ⅰ、生化学Ⅱを復習し、実習内容を予習すること。 
6.生化学Ⅰ、生化学Ⅱを復習し、実習内容を予習すること。 
7.生化学Ⅰ、生化学Ⅱを復習し、実習内容を予習すること。 
8.生化学Ⅰ、生化学Ⅱを復習し、実習内容を予習するこ 

 



年度 2014 
授業コード FSL05410 
成績評価 定期試験（100%） 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜13) 
見出し FSL05410 病原微生物学 
担当教員名 片山 誠一 
単位数 2 
教科書 臨床医学講座「微生物学/臨床微生物学」／岡⽥ 淳ら／医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード 感染症、病原微生物、微生物検査 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「時間がぎりぎりで小テストの時間を確保してほしい」との意見が複数あったの

で、時間配分に配慮していきたい。 
科目名 病原微生物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「コンパクト微生物学 改訂第 2 版」／小熊・東／南江堂 
授業形態 講義 
注意備考 プリント中⼼に講義を行う。適宜教科書、プロジェクターを活用する。 
シラバスコード FSL05410 
実務経験のある教員  
達成目標 感染症の病態とその原因となる病原微生物がすぐ結びつくようにする。その微生

物の検査法と治療・予防法もすぐ思いだされるようにする。 
受講者へのコメント 授業時間外にこの科目について学習を全くしていない学生が半数以上いる

（56%)ようなので,積極的に自ら勉強して欲しい。 
連絡先 24 号館 2 階、katayama@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 多数の学生から教員の意欲が感じられ(85%)、講義にも満足(67%)しているとの
評価を得ている。授業の手法についても、82％以上の学生が、特に問題ないとし
ている。 

英文科目名 Clinical Microbiology 
関連科目 微生物学、臨床生物化学実習 I 
次回に向けての改善変更予定 特に、講義内容・手法について改善する予定はないが、近年感染症の発生状況に

変化が見られるので、現状にあった内容で教えられるよう努力して行きたい。 
講義目的 感染症を引き起こす病原微生物の特徴とその検査法について理解を深めていく。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 好気性・通性嫌気性グラム陽性球菌について学習する。 

2 回 好気性・通性嫌気性グラム陰性球菌について学習する。 
3 回 通性嫌気性グラム陰性桿菌について学習する。（その１） 



4 回 通性嫌気性グラム陰性桿菌について学習する。（その２） 
5 回 ビブリオ属菌の特徴と病原性について学習する。 
6 回 好気性グラム陰性桿菌と微好気性らせん菌について学習する。 
7 回 好気性グラム陽性桿菌と抗酸菌について学習する。 
8 回 偏性嫌気性菌について学習する。 
9 回 スピロヘータとマイコプラズマについて学習する。 
10 回 リケ 

準備学習 1 回 教科書の好気性・通性嫌気性グラム陽性球菌の箇所を予め読んでおくこと。 
2 回 教科書の好気性・通性嫌気性グラム陰性球菌の箇所を予め読んでおくこと。 
3 回 教科書の通性嫌気性グラム陰性桿菌の箇所を予め読んでおくこと。 
4 回 教科書の通性嫌気性グラム陰性桿菌の箇所を予め読んでおくこと。 
5 回 教科書のビブリオ属菌の特徴と病原性の箇所を予め読んでおくこと。 
6 回 教科書の好気性グラム陰性桿菌と微好気性らせん菌の箇所を予め読んでお
くこと。 
7 回 教科書の好気性グラム陰性桿菌と微好気性らせん菌の箇所を予め読んで 

 



年度 2014 
授業コード FSL05510 
成績評価 レポート（10％）、定期試験（90％） 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜13) 
見出し FSL05510 医動物学 
担当教員名 原⽥ 正和＊ 
単位数 2 
教科書 医動物学／吉⽥幸雄・有薗直樹／南山堂 改訂 6 版／ISBN4525173262 
アクティブラーニング  
キーワード 寄生虫、生活史、中間宿主、ベクター、検査・診断 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 医動物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に無し 
授業形態 講義 
注意備考 教科書がなくても勉強できるよう、プリントを配布する。 
シラバスコード FSL05510 
実務経験のある教員  
達成目標 現在の日本における寄生虫症について概観できる。各寄生虫の形態、生活史、症

状、病理、診断・検査法、治療法について説明できる。各衛生動物の分類、形態、
役割について説明できる。各病害動物について病害性とその対策について説明で
きる。 

受講者へのコメント  
連絡先 香川大学医学部、mharada@kms.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Parasitology 
関連科目 病理学、微生物学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 医動物学は、ヒトに寄生して病気を起こす単細胞以上の生物（寄生虫）、その中間

宿主や媒介動物（衛生動物）を扱い、さらに、有害動物、有毒動物、不快害虫ま
でを対象とする分野である。本講義では幅広い動物群を扱うので、分類学を概観
し、各種毎に形態、生活史、感染源、寄生部位、症状、病理、診断・検査法、治
療法等を講義する。また、世界と日本の寄生虫症の現状を概説し、寄生虫の研究
史、宿主選択、抗原変異や生存戦略、抑圧と撲滅への取り組み、多様性保全等に
ついても紹介する。医動物各種について最適な検査法を選択し、形態学的に同定
でき 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 医動物学総論、原虫類総論、赤痢アメーバについて、形態、生活史、病理、

検査法について理解する。 
2 回 病原性自由生活アメーバ、ランブル鞭毛虫、トリコモナス類、トリパノソー
マ類、リーシュマニア類について、形態、生活史、病理、検査法について理解す
る。 
3 回 クリプトスポリジウム、サイクロスポーラ、イソスポーラ、トキソプラズ
マ、マラリアについて、形態、生活史、病理、検査法について理解する。 
4 回 バーベシア、ニューモシスチス、大腸バランチジウム、肉胞子虫、粘液胞子
虫、AIDS と寄生虫について、形態、生活史、 

準備学習 1 回 教科書、インターネットなどで予習すること。 
2 回 前回のプリントを整理し、教科書、インターネットなどで予習すること。 
3 回 前回のプリントを整理し、教科書、インターネットなどで予習すること。 
4 回 前回のプリントを整理し、教科書、インターネットなどで予習すること。 
5 回 前回のプリントを整理し、教科書、インターネットなどで予習すること。 
6 回 前回のプリントを整理し、教科書、インターネットなどで予習すること。 
7 回 前回のプリントを整理し、教科書、インターネットなどで予習すること。 
8 回 前回のプリ 

 



年度 2014 
授業コード FSL05610 
成績評価 実習レポート（70％）試験（30％） 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜12) 
見出し FSL05610 医動物学実習 
担当教員名 原⽥ 正和＊ 
単位数 1 
教科書 医動物学／吉⽥幸雄・有薗直樹／南山堂改訂 6 版／4525173262 
アクティブラーニング  
キーワード 寄生虫、生活史、病理、中間宿主、ベクター、検査・診断 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 意見を参考に毎年少しづつ改良して行きたい。 
科目名 医動物学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に無し 
授業形態 実験実習 
注意備考 実習プリントを配布する。 
シラバスコード FSL05610 
実務経験のある教員  
達成目標 寄生虫・衛生動物を形態学的に同定でき、そのために必要な検査を行うことが出

来る。 
受講者へのコメント A 時間外に週に 30 分でも予習か復習をして欲しい。 
連絡先 香川大学医学部、mharada@kms.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 A 皆さんまじめに取り組んでいると思う。 
B 少なくとも関⼼を持ってもらう事は出来たと思う。 
C, D, E  ほぼ予想できた事である。 

英文科目名 Practice in Parasitology 
関連科目 病理学、微生物学 
次回に向けての改善変更予定 毎年、新しい事象に対応できる実習にして行きたい。 
講義目的 代表的な寄生虫、衛生動物を実際に観察、スケッチすることにより、寄生虫、衛

生動物の形態に対する理解を深め、同定、診断能力を身につける。また、寄生虫
症の病理切片を観察、スケッチする事により病理切片での同定能力を養う。さら
に、診断、同定に必要な検査手技の実習を行い、実行できる様にする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 線虫類（旋毛虫、アニサキス幼虫、蟯虫横断切片、犬糸状虫のミクロフィラ

リアを同定出来る様にする） 
2 回 原虫類１（ランブル鞭毛虫、膣トリコモナス、ガンビアトリパノソーマ、シ



ャーガス病病理切片、リーシュマニアプロマスティゴートを同定出来る様にす
る） 
3 回 原虫類 2（熱帯熱マラリア原虫、三日熱マラリア原虫、卵形マラリア原虫、
トキソプラズマ、ニューモシスチス、クリプトスポリジウムを同定出来る様にす
る） 
4 回 吸虫類（肝吸虫、横川吸虫、日本住血吸虫病理切片、ビルハルツ住血吸虫の
セルカリア、ウエステルマン肺吸虫 

準備学習 1 回 事前に配布するスケッチ用紙に、各種の生活史、検査法等、重要な事項を書
き込んでおくこと。 
2 回 事前に配布するスケッチ用紙に、各種の生活史、検査法等、重要な事項を書
き込んでおくこと。 
3 回 事前に配布するスケッチ用紙に、各種の生活史、検査法等、重要な事項を書
き込んでおくこと。 
4 回 事前に配布するスケッチ用紙に、各種の生活史、検査法等、重要な事項を書
き込んでおくこと。 
5 回 事前に配布するスケッチ用紙に、各種の生活史、検査法等、重要な事項を書
き込んでおくこと。 
6 回 事前に配布するスケッチ用紙に、各種 

 



年度 2014 
授業コード FSL05710 
成績評価 レポート提出 (60%) と定期試験 (40%) により評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜14) 
見出し FSL05710 パソコン演習 
担当教員名 大熊 一正 
単位数 2 
教科書 Office2010 で学ぶコンピュータリテラシー Windows7 対応／小野目 如快／実

教出版 
アクティブラーニング  
キーワード Excel, 表計算, 統計処理, PowerPoint, プレゼンテーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 誤字・脱字が多い！ 

→ 春学期にも指摘されたにも関わらず申し訳ありません．TA との協力のもと春
学期よりは誤植等を潰して授業に望んだのですが，潰しきれていなかったよで
す．今後も TA と協力して，誤字・脱字を減らすよう努力します． 
声の大きさがちょーどよくなりました． 
→ 春学期に多くの学生に指摘されたので，自分なりに⼼がけていました． 
しゃべるスピードが早い． 
→ この点に関しても，よく指摘されるので注意して喋っているつもりですが，
無意識に早くなっているようです．申し訳ありません．引き続き，ゆっくり喋る
よ 

科目名 パソコン演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 演習 
注意備考 コンピュータを使った演習が中⼼なので、遅刻や欠席は授業内容を理解する上で

大きなマイナスになります。毎回出席して下さい。 
シラバスコード FSL05710 
実務経験のある教員  
達成目標 1.Excel の基本的な機能が使えるようになること。 

2.Excel を用いてデータ解析を行い、グラフを作成できるようになること。 
3.統計処理の基礎を理解すること 
4.PowerPoint を用いて発表用の資料を作成できるようになること。 
特に Excel の使い方に重点を置いている。 

受講者へのコメント Excel や PowerPoint の操作に関する授業であったため，課題作成時間が，個人の
パソコンの使用経験に大きく依存する点は否めなかったのですが，各自が実際に
操作して，課題を作成することによって，確実にパソコンを使う技術力及び情報
通信技術（ICT)を用いた問題可決能力が向上したと思います． ソフトウェア類
は，常にパージョンアップし続けますので，今回学習した，ICT を用いた問題解



決の方法を礎とし，如何なるコンピュータ環境でも希望の作業ができるように，
今後も向上⼼をもって取り組んでください． 

連絡先 大熊研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 約 77%数の受講者が欠席をせずに授業に参加し，約 20%の学生が 1,2 回の欠席
であった一方で，約 4%の学生が 3,4 回欠席していました．ただし，欠席しても
課題は提出していたようなので，課題は別の日などに実施していたようです．  
また，この授業を受講したことによって，約 66%の受講者が，“この分野への理
解が深まった”と回等し，約 22%の受講者が“この分野での興味・関⼼が向上した”
と回答し，約 38%の受講者が“この分野での技能・技術が向上した”と回答してく
れていました．これらのパーセンテージはもう少し向上させる 

英文科目名 Practice in Personal Computer 
関連科目 パソコン入門 
次回に向けての改善変更予定 課題やスライドに誤字脱字が多いと指摘されていましたので，教材データの改善

に努めます． 
講義目的 Microsoft Excel と PowerPoint を用いてデータ解析と統計処理の基礎と表現方法

を学習する。データ解析からその発表方法まで一貫して自分で行えるようになる
ことを目的としている。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義概要を説明する。 

Excel の基礎 (1) Microsoft Excel の基本的な使い方を説明する。 
2 回 Excel の基礎 (2) Microsoft Excel の基本的な使い方を説明する。 
3 回 Excel の基礎 (3) データ形式について学習する。 
4 回 Excel の基礎 (4) データの参照について学習する。 
5 回 Excel の基礎 (5) 関数について学習する。 
6 回 Excel の基礎 (6) 関数について学習する。 
7 回 Excel の基礎 (7) グラフ作成について学習する。 
8 回 

準備学習 1 回 シラバスを読んで全般的な講義内容を確認しておくこと。学生用ウェブメ
ールのアカウントにログオン出来るようにしておくこと。 
2 回 前回までの復習をやっておくこと。 
3 回 前回までの復習をやっておくこと。 
4 回 前回までの復習をやっておくこと。 
5 回 前回までの復習をやっておくこと。 
6 回 前回までの復習をやっておくこと。 
7 回 前回までの復習をやっておくこと。 
8 回 前回までの復習をやっておくこと。 
9 回 前回までの復習をやっておくこと。 
10 回 前回までの復習をやっておくこと。 
11 回 前回までの復習 

 



年度 2014 
授業コード FSL05810 
成績評価 定期試験 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜13) 
見出し FSL05810 機器分析法 
担当教員名 山口 悟 
単位数 2 
教科書 特に指定しない。毎回プリントを準備する 
アクティブラーニング  
キーワード 定量分析、定性分析、生体分析 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 機器分析法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生命化学のための分析化学／伊永 隆史 編／化学同人 

入門機器分析化学／庄野利之、脇⽥久伸編著／三共出版 
授業形態 講義 
注意備考 講義を受けたその日のうちに必ず復習をして下さい。次の講義日の前日にもう一

度復習して下さい。自分の頭を使って良く考えながら復習に力を入れて下さい。
理解出来なかったことは積極的に質問して下さい。お昼休みはオフィスアワーに
していますから予約なしで訪問してもらってかまいません。それ以外のときは一
度上記の連絡先にメールを下さい。件名（題名）には学番と名前を明記して下さ
い。差出人が誰わからないメールはウイルス対策として削除しています。携帯電
話からメールを送る人は PC からのメール受信が出来る設定にしておいて下さ
い。 

シラバスコード FSL05810 
実務経験のある教員  
達成目標 分析名を聞かれた時に簡単な原理も含めて説明出来るようになること。 

与えられたスペクトル（紫外/可視吸収、赤外、ラマン、NMR、ESR、蛍光、質
量分析 ）が読める。 

受講者へのコメント  
連絡先 2 学舎 3 階 ⾷品分子機能科学研究室 

メールアドレス s.yamaguchi@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Instrumental Analysis 
関連科目 検査機器論、生物化学的分析法 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 生命科学において物質の定性分析、定量分析を行い、その結果を正しく評価する
ことが求められます。その際、使用する分析機器の使用方法を正しく学んでいな
いと機器を壊したり、事故につながる危険性があります。また測定原理をきちん
と理解していないと得られた結果が何を意味しているのかわかりません。近年の
分析機器の進歩で分析の自動化が進み、分析内容がブラックボックスとなりがち
です。機器分析法では測定方法、例のみならず基本原理を理解することを目指し
ます。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション：機器分析一般について学習する。 

2 回 紫外／可視吸収について学習する。 
3 回 紫外／可視吸収について学習する。 
4 回 蛍光分光法について学習する。 
5 回 赤外・ラマン分光法について学習する。 
6 回 原子吸光・発光分析について学習する。 
7 回 核磁気共鳴（プロトン）について学習する。 
8 回 核磁気共鳴（プロトン）について学習する。 
9 回 核磁気共鳴（プロトン）について学習する。 
10 回 核磁気共鳴（カーボン）について学習する。 
11 回 核磁気共鳴（カーボン）について学習する。 
12 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 前回の講義の復習 
3 回 前回の講義の復習 
4 回 前回の講義の復習 
5 回 前回の講義の復習 
6 回 前回の講義の復習 
7 回 前回の講義の復習 
8 回 前回の講義の復習 
9 回 前回の講義の復習 
10 回 前回の講義の復習 
11 回 前回の講義の復習 
12 回 前回の講義の復習 
13 回 前回の講義の復習 
14 回 前回の講義の復習 
15 回 これまでの授業全ての復習 

 



年度 2014 
授業コード FSL05910 
成績評価 期末試験(100 %)で評価する 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜12) 
見出し FSL05910 検査機器論 
担当教員名 中村 元直、益岡 典芳 
単位数 2 
教科書 三村邦裕他著「新臨床検査学講座 検査機器総論」医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード キーワード  分析化学、生化学、臨床化学、分析機器、分析法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特に無し。 
科目名 検査機器論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 臨床検査技師教育研究会「新訂臨床検査知識の整理 17 第 2 版 検査機器総論」

医⻭薬出版、菅野剛史他編「臨床検査技術学２ 検査機器総論・検査管理総論」
医学書院。 

授業形態 講義 
注意備考 理解できなかったことは積極的に質問すること。 
シラバスコード FSL05910 
実務経験のある教員  
達成目標 臨床化学検査で使用する機器の基本的知識を習得し、 

安全に正しく使用できるようになる。 
受講者へのコメント 出席率も常に９割以上（６０名程度）で、試験結果も良く、大変満足しています。

出席率が良い分、教室が狭く、窮屈な思いをさせてしまいました。次年度以降、
改善が必要です（教務課との相談で教室変更は絶対必要です）。非常に重要な内
容ですので、特に試験に出題した内容は忘れないで下さい。 

連絡先 益岡研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 今後の講義に大変参考になりました。来年度以降、リクエスト（スライド文字の
大きさなど）事項を改善してより良い講義にします。 

英文科目名 Laboratory Instrument 
関連科目 機器分析法、生物化学Ⅰ、生物化学Ⅱを履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 上記の通り、教室が非常に狭く、学生に窮屈な思いをさせてしまいました。次年

度も８０名以上の履修（今年度は７５名程度）が予想されます。広い講義室の確
保をご検討願います。 

講義目的 生体試料の取り扱い方、分析器具と機器の取り扱い方、分析方法について。 
臨床化学検査および臨床化学研究で使用する分析方法と分析機器について学ぶ。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回  【はじめに】実験および臨床検査に使う機器について調べておくこと。  

２回  【化学容量器】溶液の容量を測定する器具について調べておくこと。  
３回  【秤量装置】重さを測定する器具について調べておくこと。  
４回  【遠⼼分離装置】遠⼼力について調べておくこと。  
５回  【分離分析装置１】化合物の分離法について調べておくこと。  
６回  【分離分析装置２】化合物の分離法について調べておくこと。  
７回  【攪拌装置】攪拌法について調べておくこと。  
８回  【恒温装置】恒温装置について調べておく 

 



年度 2014 
授業コード FSL06010 
成績評価 課題提出および定期試験により評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜12) 
見出し FSL06010 医用⼯学概論 
担当教員名 櫃本 泰雄、橋川 直也 
単位数 2 
教科書 「臨床検査技術学 医用⼯学概論」／⽥頭功、清水芳雄／医学書院／978-4-

260274623 
アクティブラーニング  
キーワード 医用電子⼯学、電気回路、生体電気、⼼電図、脳波、筋電図、情報科学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 医用⼯学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「臨床⼯学シリーズ 8 医用電気⼯学」金井 他、コロナ社、「臨床⼯学シリーズ

9 医用電子⼯学」松尾 他、コロナ社、 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL06010 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の項目を理解し、説明できるようになること。 

（１）医用電子⼯学，電気回路の原理について、 
（２）生体電気現象の測定について 
（３）⼼電図、脳波、筋電図について 
（４）医療に使われている情報科学について 
（５）電気的検査機器の安全について 

受講者へのコメント  
連絡先 ２４号館３階 櫃本泰雄研究室 hitsumot@dls.ous.ac.jp 

１号館３階 橋川直也研究室 hashikawa@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Medicinal Engineering 
関連科目 医用⼯学実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 医学と⼯学の学際的な領域の学問である医用⼯学（Medical Engineering）には、

診断治療機器学、生体信号計測学、医用電気⼯学、医用電子⼯学などの科目が含
まれる。本講義では、実際の医療に応用される理⼯学的手法と計測技術に関する



基礎知識を学び、医用⼯学機器並びに医療のシステム化に対応できる能力を養
う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 直流と交流 
3 回 回路素子 
4 回 直流回路と交流回路 
5 回 ダイオード特性と整流回路 
6 回 トランジスタ 
7 回 フィルター（1） 
8 回 フィルター（2） 
9 回 演算増幅器（1） 
10 回 演算増幅器（2） 
11 回 デジタル論理回路 
12 回 生体信号計測 
13 回 情報⼯学・コンピューター 
14 回 情報⼯学・コンピューター(2) 
15 回 機器の安全対策 

準備学習 1 回 生体電気現象の復習をしておくこと。 
2 回 物理学等で学習した電気の項目を復習しておく 
3 回 抵抗器、電池，コンデンサー、コイルなどの電子電気素子について予習して
おくこと 
4 回 オームの法則、キルヒホッフの法則について予習しておく 
5 回 半導体の概念を予習しておく 
6 回 増幅素子について調べておく 
7 回 フーリエ理論について調べておく 
8 回 CR 回路の原理を予習しておく 
9 回 OP アンプの概念を調べておく 
10 回 OP アンプ回路について調べておく 
11 回 2 進数を理解しておくこと 
12 回 センサおよび 

 



年度 2014 
授業コード FSL06110 
成績評価 課題提出および試験により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜12) 
見出し FSL06110 医用⼯学実習 
担当教員名 櫃本 泰雄、橋川 直也 
単位数 1 
教科書 実習書をプリントにより配布する 
アクティブラーニング  
キーワード マルチメーター（テスター）、オシロスコープ、低周波発信器、ダイオード、トラ

ンジスタ、OP アンプ、フィルター、論理回路、 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 医用⼯学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「臨床検査技術学 医用⼯学概論」⽥頭功、清水芳雄、医学書院 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FSL06110 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の項目を修得する 

（１）マルチメーター（テスター）が自在に使えるようになること 
（２）オシロスコープが扱えるようになること 
（３）低周波発信器が扱えるようになること 
（４）ダイオードの動作原理を理解する 
（５）トランジスタの動作原理を理解する 
（６）OP アンプの原理を理解する 
（７）論理回路を組み立てることができるようになる 
（８）フィルターの原理を理解する 

受講者へのコメント  
連絡先 ２４号館３階 櫃本泰雄研究室 hitsumot@dls.ous.ac.jp 

１号館３階 橋川直也研究室 hashikawa@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice in Medicinal Engineering 
関連科目 医用⼯学概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 医療に応用される理⼯学的手法と計測技術に関する基礎知識を実習により修得



し、種々の医用⼯学的機器を使い、医療システムを運用するための基礎的能力を
養う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 オシロスコープと低周波発信器の使用法 
3 回 テスターと安定化電源の使用、直流と交流の計測 
4 回 ダイオード特性 
5 回 整流回路 
6 回 トランジスタの特性 
7 回 まとめ 
8 回 フィルター特性（１） 
9 回 フィルター特性（２） 
10 回 演算増幅回路（1） 
11 回 演算増幅回路（２） 
12 回 デジタル論理回路（１） 
13 回 デジタル論理回路（１） 
14 回 まとめ 
15 回 実習予備日 

準備学習 1 回 医用⼯学概論の内容を復習しておく 
2 回 オシロスコープと低周波発信器の原理を復習しておく 
3 回 直流，交流の復習をしておく 
4 回 ダイオードの復習をしておく 
5 回 整流回路について理解しておく 
6 回 トランジスタの復習をしておく 
7 回 これまでの実習内容をまとめておく 
8 回 CR 回路（HPF）について調べておく 
9 回 CR 回路（LPF）について調べておく 
10 回 OP アンプ（反転増幅回路）について復習しておく 
11 回 OP アンプ（非反転増幅回路）について復習しておく 
12 回 論理回路にどのようなもの 

 



年度 2014 
授業コード FSL06210 
成績評価 中間試験(50%)、定期試験(50%)で評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜13) 
見出し FSL06210 臨床検査総論Ⅰ 
担当教員名 榎本 泰明＊、中村 元直 
単位数 2 
教科書 臨床検査学講座 臨床検査総論 第 3 版／三村邦裕・鈴⽊敏恵・ほか著／医⻭薬

出版／978-4-263223086 
アクティブラーニング  
キーワード 健康管理、医療の成り立ち、尿検査 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「何をしゃべっているのか判らない」「はっきり話してほしい」等には 

反省すべき点であり改善を図りたい。 
科目名 臨床検査総論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 月間メディカルテクノロジー別冊 新・カラーアトラス尿沈渣／医⻭薬出版社：

臨床検査法提要／金原出版：臨床検査学講座「関係法規（第４版）」／医⻭薬出版
社 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL06210 
実務経験のある教員  
達成目標 臨床検査に関する法規を理解できる。一般検査について、検査前検体採取から検

査実施および検査値評価までの一連を、疾病と関連つけて考えることができる。 
受講者へのコメント 受講者 79 名は、講義内容に対する認識レベルにかなりの隔たりがあり、 

理解力の均一化を図る事は限られた時間内では困難である。特に一部 
⾷コースの学生は顕著であり掌握さすのに毎年苦慮する。 
レポート提出は、受講者の約 6〜７割は「ｺﾋﾟｰ＆ﾍﾟｰｽﾄ（ｺﾋﾟﾍﾟ）」で内 
容はほぼ同一であり理解力や独自性に乏しいと感じる。また、 
一部学生に、情緒不安定で講義終了後に攻撃的発言をする者がいた。 
大学で社会適応性や⼼のケアーもする時代なのかと考えさせられた。 
今回、中村教授が全講義に受講して下さり大変恐縮した次第で 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価の「目標達成」が低いのが気になる。私の担当は臨床検査基礎 
講座であり、各講座の重要性と将来医療従事者としての⼼得を、講義で 
毎回説いたつもりだが、私の真意と理解度には乖離があり失望した。 



英文科目名 Clinical Pathology I 
関連科目 生理学、病理学など 
次回に向けての改善変更予定 講義理解度評価は中間試験、レポート提出そして終試験の総合評価で行 

ったが、試験結果に関してはかなりの底上げをしないとほとんどの受講 
者は欠点となった。 
臨床検査コースの最終目的は国家試験合格であり、すべての教科を習得 
し臨床検査技師を目指すには、多くの学生にとってはかなり意識改革を 
すべきであると思うので、講義が一方通行で、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが満足に図られ 
ていないようであるので、学生にはテーマ課題を与えて次回ﾗﾝﾀﾞﾑに発表 
さす等と指向変換をしたい。これにより授業出席率の改善も図れると思う。 

講義目的 臨床検査の成り立ちと概要、その法的規制と業務範囲について概説する。初期診
療における基本的な臨床検査および一般検査の意義とその方法について学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義オリエンテーションおよび臨床検査概論 

2 回  関係法規１ 
3 回  関係法規２ 
4 回  関係法規３ 
5 回  検体採取１ 
6 回  検体採取２（採血法含む） 
7 回  中間試験とその解説 
8 回  尿検査各論１：化学的検査１ 
9 回  尿検査各論２：化学的検査２ 
10 回  尿検査各論３：化学的検査３ 
11 回  尿検査各論４：腎機能検査・評価 
12 回  尿検査各論５：尿沈渣１（出現細胞・結晶） 
13 回  尿検査各論６：尿沈渣２（出現細胞・結晶） 
14 回  便検査（便潜血・虫卵） 
15 回  穿刺液・脳脊髄液検 

準備学習 1 回  健康診断、健康管理について考えておくこと 
5 回  血管、神経の走行を解剖学的に確認する 
6 回  生体内の水分の移動について、解剖学的に確認する 
7 回  これまで講義内容を整理しておく 
8 回  生化学の復習 
9 回  生化学の復習 
10 回  生化学の復習 
11 回  生化学の復習 
12 回  生化学の復習 
13 回  生化学の復習 
14 回  生化学の復習 
15 回  生化学の復習 

 



年度 2014 
授業コード FSL06310 
成績評価 定期試験の成績をもとに評価する。（100%) 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜13) 
見出し FSL06310 臨床検査総論Ⅱ 
担当教員名 片山 誠一 
単位数 2 
教科書 臨床検査学講座「遺伝子・染色体検査学」／奈良 信雄ら／医⻭薬出版／978-

4263-22891-3：臨床検査学講座「検査管理総論」／大澤 進ら／医⻭薬出版／978-
4-263-22302-4 

アクティブラーニング  
キーワード 遺伝子・染色体検査、検査管理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「授業は計画的にすすめて欲しい」という意見が一つしかなかった。実際の講義

は計画的に進められているので、学生の意見の真意がよくわからないが、授業時
間内に毎回教える内容を納めてほしいということか？なかなかその辺は難しい
ところもあるので、内容を調整したりしていきたい。 

科目名 臨床検査総論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 プリント中⼼に講義を行う。適宜教科書、プロジェクターを活用する。 
シラバスコード FSL06310 
実務経験のある教員  
達成目標 前半の「遺伝子・染色体検査学」では、遺伝子・染色体検査の原理とその方法に

ついて十分理解する。後半の「検査管理総論」では、検査室の運営や、精度管理
の概念、検査で得られたデータやその方法の評価について理解を深める。 

受講者へのコメント 授業時間外にこの科目について学習を全くしていない学生が約半数いる（48%)
ようなので、積極的に自ら勉強して欲しい。 

連絡先 24 号館 2 階、katayama@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 多数の学生から教員の意欲が感じられ(84%)、講義にも満足(69%)しているとの
評価を得ている。授業の手法についても、79％以上の学生が、特に問題ないとし
ている。 

英文科目名 Clinical Pathology II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 特に考えていない。 
講義目的 臨床検査を行う上で必要とされる「遺伝子・染色体検査学」、「検査管理総論」に



ついて学び、理解する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 遺伝・細胞・染色体について学習する。 

2 回 染色体検査法について学習する。（その１） 
3 回 染色体検査法について学習する。（その２） 
4 回 遺伝子と遺伝子異常について学習する。（その１） 
5 回 遺伝子と遺伝子異常について学習する。（その２） 
6 回  遺伝子検査法について学習する。（その１） 
7 回 遺伝子検査法について学習する。（その２） 
8 回 検査部の組織・業務とその管理について学習する。（その１） 
9 回 検査部の組織・業務とその管理について学習する。（その２） 
10 回 検査室管理とその運営について 

準備学習 1 回 「遺伝子・染色体検査学」の教科書の遺伝・細胞・染色体の箇所を予め読ん
でおくこと。 
2 回 「遺伝子・染色体検査学」の教科書の染色体検査法の箇所を予め読んでおく
こと。 
3 回 「遺伝子・染色体検査学」の教科書の染色体検査法の箇所を予め読んでおく
こと。 
4 回 「遺伝子・染色体検査学」の教科書の遺伝子と遺伝子異常の箇所を予め読ん
でおくこと。 
5 回 「遺伝子・染色体検査学」の教科書の遺伝子と遺伝子異常の箇所を予め読ん
でおくこと。 
6 回 「遺伝子・染色体検査学」の教科書の遺伝子検査法の箇所を予め読んでおく
こと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FSL06410 
成績評価 ミニレポート（20％）、試験（80％）により行う。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(11〜) 
見出し FSL06410 公衆衛生学 
担当教員名 橋川 成美 
単位数 2 
教科書 竹⽥美文他著 「わかりやすい公衆衛生学」 三共出版 
アクティブラーニング  
キーワード 公衆衛生、個人衛生、疫学、保健統計 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 スライドの文字をより一層大きくします。要点をまとめるために、次年度より内

容をしぼります。誤字はこれから直って行くことと思います。小テストを細かく
設定して５回やろうかと思案中です。どこが重要なのか、はっきりいいます。中
間テストは（採点が大変なので）しません。授業プリントにページ番号、いい案
だと思います！ 

科目名 公衆衛生学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 厚生の指標臨時増刊「国⺠衛生の動向」 財団法人 厚生統計協会 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回終了後実施する。日時は後日連絡する。 
シラバスコード FSL06410 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）人の健康について総合的に理解すること。 

（２）公衆衛生と個人衛生の概念を理解すること。 
（３）国際的な立場での公衆衛生を理解すること。 

受講者へのコメント 受講者数が多かったのと、すり鉢式の講義室だったので、壇上に立つといつも圧
迫感を感じました。 
後ろの方の学生さんはやっぱり寝ている人が多かったかなと思います。 

連絡先 １号館３階 橋川成美 研究室 hobara@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 宿題はそんなに出していなかったけど、課題に取り組んだ方が 31%もいました。
勉強熱⼼でよいことです。 

英文科目名 Public Hygiene 
関連科目 ⾷品安全衛生学を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 誤字を次年度より訂正して行きたいと思います。内容ももう少ししぼる・・・予

定です。 
講義目的 公衆衛生学は、集団としての人の健康を対象とする学問であり、健康に関わる極



めて広範囲な領域を含んでいる。ここでは、公衆衛生学の概略を学び、健康に関
わる要因について総合的に捉えて、人間集団の健康保持に方策を理解することを
目的としている。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 公衆衛生学序論 

2 回 健康の概念 
3 回 保健衛生統計 （１）人口統計 
4 回 保健衛生統計 （２）医療統計 
5 回 疫学 （１）疫学概論 
6 回 疫学 （２）疫学の応用 
7 回 ⾷品衛生 
8 回 感染症対策 （１）感染症の発生動向 
9 回 感染症対策 （２）感染症の国際動向 
10 回 国際健康保健 
11 回 環境と健康 
12 回 ⺟子保健 
13 回 学校保健 
14 回 産業保健 
15 回 保健行政 

準備学習 1 回 シラバスを見て、公衆衛生が人間大衆の健康保全に如何に必要であるかを
考えておくこと。 
2 回 健康の在るべき姿、個人の健康、公衆の健康について考えておくこと。 
3 回 口問題など、公衆衛生に必要な基礎的な保健衛生統計の意義を考えておく
こと。 
4 回 医療統計、その他の資料の国際比較について考えておくこと。 
5 回 疫学とは何か、公衆の衛生にとっての疫学の重要性について考えておくこ
と 
6 回 疫学の具体例、実施法などについて考えておくこと。 
7 回 ⾷の安全に関わる具体的問題点について考えておくこと。 
8 回 わが国 

 



年度 2014 
授業コード FSL06510 
成績評価 レポート(50%)、試験(50%)により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜12) 
見出し FSL06510 臨床検査総論実習Ⅰ 
担当教員名 片岡 健、白石 雅子＊、重松 由美恵＊、山崎 勤 
単位数 1 
教科書 配布実習書、臨床検査学講座「臨床検査総論」医⻭薬出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 尿検査 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 臨床検査総論実習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 臨床検査法提要（金原出版） 
授業形態 実験実習 
注意備考 必ず予習をして実習に臨むこと。臨床検査総論Ⅰを履修のこと。 
シラバスコード FSL06510 
実務経験のある教員  
達成目標 検査法を理解することができる。検査値から生体の状態を推測することができ

る。 
受講者へのコメント 実習中でも気づいた点があれば、お教えください。 
連絡先 臨床生命科学科 片岡研究室（第二学舎） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 室内が雑然としていて危ないと感じた、との回答があった。次回は改善したい。 
英文科目名 Practice in Clinical Pathology I 
関連科目 臨床検査総論Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 説明が聞き取りにくかったとの声が多かった。次回は改善したい。 
講義目的 一般検査に関する基礎知識を整理し、技術を学ぶ。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 コースオリエンテーション 

2 回 尿定性・半定量検査１：タンパク 
3 回 尿定性・半定量検査２：糖 
4 回 尿定性・半定量検査３：ケトン体 
5 回 尿定性・半定量検査４：ウロビリノーゲン 
6 回 尿沈渣１ 
7 回 尿沈渣２ 
8 回 尿沈渣３ 



9 回 尿沈渣４ 
10 回 尿検査総合１ 
11 回 尿検査総合２ 
12 回 便検査１ 
13 回 便検査２ 
14 回 穿刺液検査 
15 回 試験 

準備学習 1 回 臨床検査総論Ⅰの復習 
2 回 臨床検査総論Ⅰの復習 
3 回 臨床検査総論Ⅰの復習 
4 回 臨床検査総論Ⅰの復習 
5 回 臨床検査総論Ⅰの復習 
6 回 臨床検査総論Ⅰの復習 
7 回 臨床検査総論Ⅰの復習 
8 回 臨床検査総論Ⅰの復習 
9 回 臨床検査総論Ⅰの復習 
10 回 臨床検査総論Ⅰの復習 
11 回 臨床検査総論Ⅰの復習 
12 回 臨床検査総論Ⅰの復習 
13 回 臨床検査総論Ⅰの復習 
14 回 臨床検査総論Ⅰの復習 
15 回 臨床検査総論Ⅰの復習 

 



年度 2014 
授業コード FSL06610 
成績評価 実習病院での実習成績、および臨地実習ノートによる採点で評価を行う。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学科(〜11) 
見出し FSL06610 臨床検査総論実習Ⅱ 
担当教員名 臨床生命科学科⻑ 
単位数 1 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床検査総論実習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FSL06610 
実務経験のある教員  
達成目標 臨床検査総論関連検査がどのように行われているかを体系的に学習し、その流れ

を把握し、自ら問題点を見出し、それに向けての解決能力を有することを目標と
する。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice in Clinical Pathology II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 臨地実習において、現場での臨床検査総論関連検査の実際を学習する。 
対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 1 回 臨床検査総論実習の復習をしておくこと。 

2 回 臨床検査総論実習の復習をしておくこと。 
3 回 臨床検査総論実習の復習をしておくこと。 
4 回 臨床検査総論実習の復習をしておくこと。 
5 回 臨床検査総論実習の復習をしておくこと。 
6 回 臨床検査総論実習の復習をしておくこと。 



7 回 臨床検査総論実習の復習をしておくこと。 
8 回 臨床検査総論実習の復習をしておくこと。 
9 回 臨床検査総論実習の復習をしておくこと。 
10 回 臨床検査総論実習の復習をしておくこと。 
11 回 臨床検査総論実習の復習をしておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FSL06710 
成績評価 定期試験（100％） 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜13) 
見出し FSL06710 臨床生理学Ⅰ 
担当教員名 片岡 健 
単位数 2 
教科書 臨床検査学講座「生理機能検査学」（医⻭薬出版） 
アクティブラーニング  
キーワード 循環機能検査・神経・筋機能検査 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 出席の取り方が難しいとの意見がありました。以後改善するようにします。 
科目名 臨床生理学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 標準臨床検査学「生理検査学・画像検査学」（医学書院） 
授業形態 講義 
注意備考 講義の概要については、初回講義で説明する。 
シラバスコード FSL06710 
実務経験のある教員  
達成目標 各種生理検査の原理、検査機器の構造、検査手順、得られた結果から診断に至る

過程を十分に理解できるようにする。 
受講者へのコメント お気づきの点があれば、授業の途中でもお教えください。 
連絡先 臨床生命科学科 片岡研究室（第二学舎） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 約 20％の学生がこの科目で目標を達成できていない。改善すべき点は多い。 
英文科目名 Clinical Physiology I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 板書やスライド投影のスピードについて今後改善する予定。 
講義目的 臨床生理検査は被検者と直接に接して、生体活動における諸現象を観察し、客観

的な医療情報を得る検査である。各種臓器の生理機能を知るにはどのような検査
があり、どのようなことがわかるのかを学習する。また臨床生理学的検査の特異
性について学習する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生理検査とは 

2 回 循環機能検査・⼼電図 その１ 
3 回 循環機能検査・⼼電図 その２ 
4 回 循環機能検査・⼼電図 その３ 
5 回 循環機能検査・⼼電図 その４ 



6 回 循環機能検査・⼼音図 その１ 
7 回 循環機能検査・⼼音図 その２ 
8 回 循環機能検査・⼼音図 その３ 
9 回 循環機能検査・脈波 その１ 
10 回 循環機能検査・脈波 その２ 
11 回 神経・筋機能検査・筋電図その１ 
12 回 神経・筋機能検査・筋電図その２ 
13 回 神経・筋機能検査・筋電図その３ 
14 回 神経・筋機能検査・筋電図その４ 
15 回 

準備学習 1 回 生理学の復習 
2 回 生理学の復習 
3 回 生理学の復習 
4 回 生理学の復習 
5 回 生理学の復習 
6 回 生理学の復習 
7 回 生理学の復習 
8 回 生理学の復習 
9 回 生理学の復習 
10 回 生理学の復習 
11 回 生理学の復習 
12 回 生理学の復習 
13 回 生理学の復習 
14 回 生理学の復習 
15 回 生理学の復習 

 



年度 2014 
授業コード FSL06810 
成績評価 得点配分を中間テスト（50％）、レポート提出・定期試験（50％）等にて評価す

る。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜12) 
見出し FSL06810 臨床生理学Ⅱ 
担当教員名 櫃本 泰雄、辻極 秀次、片岡 健、橋川 直也 
単位数 2 
教科書 臨床検査学講座「生理機能検査学」／大久保善朗ほか／医⻭薬出版／978-4-

263223109 
アクティブラーニング  
キーワード 呼吸機能検査法、画像診断、脳波検査法、感覚機能検査法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床生理学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL06810 
実務経験のある教員  
達成目標 各種機能検査の原理と実際について理解を深める。 
受講者へのコメント  
連絡先 hitsumot@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Clinical Physiology II 
関連科目 臨床生理学 I および臨床生理学実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生理機能検査の特性を理解する。また、呼吸機能検査法、脳神経機能および感覚

機能に関する生理機能検査の原理と実際について学ぶ。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 脳波と脳波測定法の基礎 

2 回 正常脳波 
3 回 正常脳波と異常の脳波 
4 回 賦活法及び睡眠脳波 
5 回 呼吸器系の解剖と生理 
6 回 呼吸機能検査（１）・換気機能検査 



7 回 呼吸機能検査（２）・その他 
8 回 血液ガス分析・基礎代謝 
9 回 画像診断（１） 
10 回 画像診断（２） 
11 回 画像診断（３） 
12 回 中間試験とその解説 
13 回 平衡機能検査法と眼底検査法について（前半） 
14 回 眼底検査法（後半） 
15 回 聴覚検査法 

準備学習 1 回 脳波の発生機序について考えておくこと 
2 回 正常な脳波とはどのようなものか考えておくこと 
3 回 異常な脳波とはどのようなものか考えておくこと 
4 回 どのうような賦活法があるか調べておくこと 
5 回 呼吸器系の解剖を呼吸運動、換気機能、そしてガス交換の機能と対比する 
6 回 スパイロメーター、フローボリュームメーターからから換気障害を推測す
る 
7 回 クロージングボリューム・体プレスチモグラフを理解する 
8 回 酸塩基平衡障害、パルスオキシメーターそして基礎代謝の意義を理解する 
9 回 画像診断を理解し、その検 

 



年度 2014 
授業コード FSL06910 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学科(〜08) 
見出し FSL06910 臨床生理学Ⅲ(再) 
担当教員名 臨床生命科学科⻑ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床生理学Ⅲ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL06910 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Clinical Physiology III 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習  
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授業コード FSL07010 
成績評価 レポート、及びテスト 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜12) 
見出し FSL07010 臨床生理学実習Ⅰ 
担当教員名 橋川 直也、玉⽊ 俊治＊、山崎 勤、前⽥ なつ美＊ 
単位数 1 
教科書 オリエンテーションの際にプリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード サーモグラフィー、平衡感覚、反射・反応時間、⼼音、血圧、呼吸、パルスオキ

シメーター 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床生理学実習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大久保善朗ほか「臨床検査学講座 生理機能検査学 第 2 版」（医⻭薬出版）宮

武邦夫監修「実践生理機能検査テキスト」（メディカ出版）櫻林郁之介監修「患者
さんに伝える臨床検査の説明マニュアル」（医⻭薬出版） 

授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FSL07010 
実務経験のある教員  
達成目標 講義で学んだ種々の生理機能検査法を自ら体験し検査の手技や機器の取扱いな

どに習熟する。生理機能検査は被験者と直接接して行うものであるから、被験者
の安全を確保し、信頼できる記録を得るためには、機器の構造や動作原理、保守
管理などについて精通する。 

受講者へのコメント  
連絡先 橋川直也研究室 1 号館 3 階 hashikawa@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice in Clinical Physiology I 
関連科目 動物生理学 

生体情報学 
生理学実習 
臨床生理学 1, 2 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 臨床生理検査は被検者と直接に接して、生体活動における諸現象を観察し、客観

的な医療情報を得る検査である。各種臓器の生理機能を知るにはどのような検査



があり、どのようなことがわかるのかを学習する。また臨床生理学的検査の特異
性について学習する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 1 

2 回 サーモグラフィー検査 
3 回 平衡感覚 
4 回 反射・反応時間 
5 回 ⼼音検査 
6 回 血圧検査 
7 回 呼吸器検査 
8 回 パルスオキシメーター検査 
9 回 サーモグラフィー検査の復習 
10 回 平衡感覚の復習 
11 回 反射・反応時間の復習 
12 回 ⼼音検査の復習 
13 回 血圧検査の復習 
14 回 呼吸器検査の復習 
15 回 パルスオキシメーター検査の復習 

準備学習 1 回 臨床生理学の復習をしておくこと。 
2 回 臨床生理学の復習、実習の予習をしておくこと。 
3 回 臨床生理学の復習、実習の予習をしておくこと。 
4 回 臨床生理学の復習、実習の予習をしておくこと。 
5 回 臨床生理学の復習、実習の予習をしておくこと。 
6 回 臨床生理学の復習、実習の予習をしておくこと。 
7 回 臨床生理学の復習、実習の予習をしておくこと。 
8 回 臨床生理学の復習、実習内容の予習 
9 回 臨床生理学の復習、実習の予習をしておくこと。 
10 回 臨床生理学の復習、実習の予習をしておくこと。 
11 回 臨床 
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授業コード FSL07110 
成績評価 実習に取り組む姿勢、レポートおよび試験により評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限、⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜11) 
見出し FSL07110 臨床生理学実習Ⅱ 
担当教員名 櫃本 泰雄、佐藤 恭子＊、橋川 直也、玉⽊ 俊治＊、片岡 健、山崎 勤、

前⽥ な 
単位数 2 
教科書 オリエンテーションの際にプリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 筋電図、⼼電図、脳波、聴力、聴性脳幹反応、腹部エコー、⼼エコー、眼底検査 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床生理学実習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大久保善朗ほか「臨床検査学講座 生理機能検査学 第 2 版」（医⻭薬出版）宮

武邦夫監修「実践生理機能検査テキスト」（メディカ出版）櫻林郁之介監修「患者
さんに伝える臨床検査の説明マニュアル」（医⻭薬出版） 

授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FSL07110 
実務経験のある教員  
達成目標 講義で学んだ種々の生理機能検査法を自ら体験し検査の手技や機器の取扱いな

どに習熟する。生理機能検査は被験者と直接接して行うものであるから、被験者
の安全を確保し、信頼できる記録を得るためには、機器の構造や動作原理、保守
管理などについて精通する。 

受講者へのコメント  
連絡先 橋川直也研究室 1 号館 3 階 hashikawa@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice in Clinical Physiology II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 臨床生理検査は被検者と直接に接して、生体活動における諸現象を観察し、客観

的な医療情報を得る検査である。各種臓器の生理機能を知るにはどのような検査
があり、どのようなことがわかるのかを学習する。また臨床生理学的検査の特異
性について学習する。 

対象学年 4 年 



授業内容 1 回  オリエンテーション 1 
2 回 筋電図検査 
3 回 眼底検査 
4 回 ⼼電図検査 
5 回 脳波検査 
6 回 聴性脳幹反応と聴力検査 
7 回 腹部エコー検査 
8 回 ⼼エコー検査 
9 回 臨地実習 
10 回 臨地実習 
11 回 臨地実習 
12 回 臨地実習 
13 回 臨地実習 
14 回 臨地実習 
15 回 臨地実習 

準備学習 1 回 臨床生理学の復習 
2 回 実習書を良く読んでおくこと。 
3 回 実習書を良く読んでおくこと。 
4 回 実習書を良く読んでおくこと。 
5 回 実習書を良く読んでおくこと。 
6 回 実習書を良く読んでおくこと。 
7 回 実習書を良く読んでおくこと。 
8 回 実習書を良く読んでおくこと。 
9 回 授業および前半の実習の内容を良く復習しておくこと。 
10 回 授業および前半の実習の内容を良く復習しておくこと。 
11 回 授業および前半の実習の内容を良く復習しておくこと。 
12 回 授業および前半の実習の内容を良く復習しておくこと 
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授業コード FSL07210 
成績評価 定期試験(100%)で評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜12) 
見出し FSL07210 生物化学的分析法 
担当教員名 濱⽥ 博喜 
単位数 2 
教科書 臨床検査学講座「臨床化学検査」／医⻭薬出版／978-4-263223154 
アクティブラーニング  
キーワード 微量定量分析、生物統計学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 生物化学的分析法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 臨床検査法提要（改訂第３２版）金原書店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL07210 
実務経験のある教員  
達成目標 生物化学的分析法に係る基本的事項を理解できる。分析値のもつ意味を統計学的

に理解できる。分析の基本である分光光度法を理解できる。 
受講者へのコメント 特になし 
連絡先 濱⽥研究室（１４号館２階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Biochemical Analysis 
関連科目 分析化学 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 生物化学的分析法に係る基礎的事項を概説する。臨床化学検査に必要な基礎知識

および各種分析法について学ぶ。濃度と pH の計算も講義する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  コースオリエンテーションおよび生物化学的分析法概論に関して説明す

る。 
2 回  濃度計算（１） 
3 回 濃度計算（２） 
4 回 濃度計算（３） 
5 回 pH と緩衝溶液に関して（１） 
6 回 pH と緩衝溶液に関して（２） 



7 回  pH と緩衝溶液に関して（３） 
8 回  生物化学的分析法（１） 
9 回   生物化学的分析法（２） 
10 回  生物化学的分析法（３） 
11 回 分光光度法（１） 
12 回  分光光度法（２） 
13 回 分光光度法（３） 
14 回 分光光度法（４） 
15 回 血液と免疫の分析に関して 

準備学習 高校時代に使っていた化学 I と II の復習が必要である。また分析化学を修得して
いる必要がある。 
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授業コード FSL07310 
成績評価 定期試験（100 %）で評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜12) 
見出し FSL07310 臨床化学 
担当教員名 益岡 典芳、中村 元直 
単位数 2 
教科書 臨床検査学講座「臨床化学検査学」改訂３版 （医⻭薬出版） 
アクティブラーニング  
キーワード ホメオスタシス、遊出酵素、血液・尿検査、医化学、疾病・病態、臨床化学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 指導が適切であるとの意見が多数であり、回答を要しない。 
科目名 臨床化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 臨床検査法提要（改訂第 32 版）金原書店 
授業形態 講義 
注意備考 必ず復習すること。 

生理学、生化学、機器分析法、生化学的分析法を復習すること 
シラバスコード FSL07310 
実務経験のある教員  
達成目標 体液、組織など臨床材料の各種成分について生体の健康時および病的状態での化

学的情報を的確に捉えることは、疾病の診断と治療、および予防、予後の判定に
非常に重要であることを理解する。 

受講者へのコメント 指導教員の指示に従ってください。 
連絡先 臨床生命科学科 益岡研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に記載なし。良好。 
英文科目名 Clinical Chemistry 
関連科目 生化学、生理学、病理学、生物化学的分析法が関連する。 
次回に向けての改善変更予定 改善や変更を要する点は特になし 
講義目的 臨床化学は、臨床病理学（検査医学）、生化学（医化学）の一つの領域として分析

化学的手法を駆使して驚異的進展を遂げた分野で、その主目的はヒト体液や組織
中の化学物質の変動を分析することにより、健康・病態の評価をおこなう学問で
ある。本講義では生体成分の分析法および得られた結果の評価法について説明
し、分析結果（検査値）が疾病の適確な診断と治療、病態の動的経過観察、予後
の判定について情報を得るために非常に重要であることを理解させる。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 臨床化学とは、臨床化学の基礎知識を講義する。 



2 回 臨床化学分析法について、分析化学との相違点と類似点を講義する。 
3 回 臨床化学データの取り扱いと、考え方と測定値を変動させる要因について
講義する。 
4 回 無機質（電解質と微量元素）について講義する。 
5 回 糖質と関連化合物の測定１：考え方と測定値を変動させる要因について講
義する。 
6 回 糖質と関連化合物の測定２：考え方と測定値を変動させる要因について講
義する。 
7 回 タンパク質と関連化合物の測定１：考え方と測定値を変動させる要因につ
いて講義する。 
 

準備学習 1 回 健康管理概論、基礎化学、分析化学の復習をしておくこと。 
2 回 機器分析法、生化学的分析法の復習をしておくこと。 
3 回 生化学的分析法の復習をしておくこと。 
4 回 生化学の復習をしておくこと。 
5 回 生化学（糖質の化学）の復習をしておくこと。 
6 回 生化学（糖質の代謝）の復習をしておくこと。 
7 回 生化学（タンパク質の化学）の復習をしておくこと。 
8 回 生化学（タンパク質の代謝）をしておくこと。 
9 回 生化学（含窒素成分）の復習をしておくこと。 
10 回 生化学（脂質の化学）の復習をしておくこと。 
11 

 



年度 2014 
授業コード FSL07410 
成績評価 レポート(30%)、実習態度(30%)、テスト(40%)により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜12) 
見出し FSL07410 臨床化学実習Ⅰ 
担当教員名 益岡 典芳、中村 元直 
単位数 1 
教科書 配布実習書、臨床検査学講座「臨床化学検査学」医⻭薬出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 検査機器論、生体成分微量定量、臨床化学、分光光度計、pH メーター、生体成

分分析、検量線、回収率 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 説明と指導は詳細に行っている。必要な場合は積極的に質問してください。 
科目名 臨床化学実習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 臨床検査法提要（改訂第３２版）金原出版 
授業形態 実験実習 
注意備考 必ず予習をして実習に臨むこと。臨床化学、生物化学的分析法を履修のこと。 
シラバスコード FSL07410 
実務経験のある教員  
達成目標 分析に係る事項を実験結果を基に考察することができる。 

臨床化学分析の基礎を習得できる。 
受講者へのコメント 指導教員の指示を良く聞き、従ってください。 
連絡先 益岡研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に記載なし。良好。 
英文科目名 Practice in Clinical Chemistry I 
関連科目 生物化学、 検査機器論、臨床化学、生物化学的分析法など 
次回に向けての改善変更予定 改善や変更を要する点は特になし 
講義目的 臨床化学検査に必要な基礎分析法を理解し、理論を実践して習得する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回  生物化学的分析法、臨床化学の復習をすること。  

２回  生物化学的分析法、臨床化学の復習、実習内容予習を行うこと。  
３回  生物化学的分析法、臨床化学の復習、実習内容予習を行うこと。  
４回  生物化学的分析法、臨床化学の復習、実習内容予習を行うこと。  
５回  生物化学的分析法、臨床化学の復習、実習内容予習を行うこと。  
６回  生物化学的分析法、臨床化学の復習、実習内容予習を行うこと。  



７回  生物化学的分析法、臨床化学の復習、実習内容予習を行うこと。  
８回  生物化学的分析法、臨床化学 

 



年度 2014 
授業コード FSL07510 
成績評価 実習病院での実習成績、および臨地実習ノートによる採点で評価を行う。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学科(〜11) 
見出し FSL07510 臨床化学実習Ⅱ 
担当教員名 臨床生命科学科⻑ 
単位数 1 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床化学実習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FSL07510 
実務経験のある教員  
達成目標 臨床化学関連検査がどのように行われているかを体系的に学習し、その流れを把

握し、自ら問題点を見出し、それに向けての解決能力を有することを目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice in Clinical Chemistry II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 臨地実習において、現場での臨床化学関連検査の実際を学習する。 
対象学年 4 年 
授業内容 1 回 臨床化学検査 I 

2 回 臨床化学検査 II 
3 回 臨床化学検査 III 
4 回 臨床化学検査 IV 
5 回 臨床化学検査 V 
6 回 臨床化学検査 VI 
7 回 臨床化学検査 VII 
8 回 臨床化学検査 VIII 



9 回 臨床化学検査 IX 
10 回 臨床化学検査 X 
11 回 臨床化学検査 XI 
12 回 臨床化学検査 XII 
13 回 臨床化学検査 XIII 
14 回 臨床化学検査 XIV 
15 回 臨床化学検査 XV 

準備学習 1 回 臨床化学検査の復習をしておくこと。 
2 回 臨床化学検査の復習をしておくこと。 
3 回 臨床化学検査の復習をしておくこと。 
4 回 臨床化学検査の復習をしておくこと。 
5 回 臨床化学検査の復習をしておくこと。 
6 回 臨床化学検査の復習をしておくこと。 
7 回 臨床化学検査の復習をしておくこと。 
8 回 臨床化学検査の復習をしておくこと。 
9 回 臨床化学検査の復習をしておくこと。 
10 回 臨床化学検査の復習をしておくこと。 
11 回 臨床化学検査の復習をしておくこと。 
12 回 臨床化学検査の復習をしておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FSL07610 
成績評価 定期試験（100％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜13) 
見出し FSL07610 臨床血液学Ⅰ 
担当教員名 片岡 健、辻極 秀次 
単位数 2 
教科書 臨床検査学講座「血液検査学」（医⻭薬出版）／978-4-263223055 
アクティブラーニング  
キーワード 血球の三系統、発生、分化、成熟、疾患 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床血液学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 標準臨床検査学「血液検査学」（医学書院） 
授業形態 講義 
注意備考 講義の概要については、初回講義で説明する。 
シラバスコード FSL07610 
実務経験のある教員  
達成目標 血球の三系統、発生、分化と成熟、その破綻が疾患を生み出すことが理解できる。

血液の形態と機能により生体が守られていることが理解できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 臨床生命科学科 片岡研究室（第二学舎） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Clinical Hematology I 
関連科目 臨床血液学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 血液は血球と血漿から構成される。そのうち血球は赤血球・白血球・血小板の三

系統からなる。まずその発生、分化と成熟を学び、その破綻がどのような疾患を
生み出すかを学習する。またその形態と機能を知り生体が血球によってどのよう
に守られているかを知る。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 血液の成分 

2 回 血液の機能 
3 回 血球の回転 
4 回 赤血球 その１ 
5 回 赤血球 その２ 



6 回 白血球 その１ 
7 回 白血球 その２ 
8 回 血小板 その１ 
9 回 血小板 その２ 
10 回 赤血球の疾患 その１ 
11 回 赤血球の疾患 その２ 
12 回 白血球の疾患 その１ 
13 回 白血球の疾患 その２ 
14 回 血小板の疾患 その１ 
15 回 血小板の疾患 その２ 

準備学習 1 回 生理学の復習 
2 回 生理学の復習 
3 回 生理学の復習 
4 回 生理学の復習 
5 回 生理学の復習 
6 回 生理学の復習 
7 回 生理学の復習 
8 回 生理学の復習 
9 回 生理学の復習 
10 回 生理学の復習 
11 回 生理学の復習 
12 回 生理学の復習 
13 回 生理学の復習 
14 回 生理学の復習 
15 回 生理学の復習 

 



年度 2014 
授業コード FSL07720 
成績評価 定期試験（100％） 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜13) 
見出し FSL07720 臨床血液学Ⅱ 
担当教員名 片岡 健、⽥中 正信＊ 
単位数 2 
教科書 臨床検査学講座「血液検査学」（医⻭薬出版） 
アクティブラーニング  
キーワード 血漿蛋白、造血、ビタミン、凝固因子、繊維素溶解酵素、血液検査法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 教室が狭いとの意見が多くありました。⼯事中でもありご迷惑をおかけしてすみ

ません。 
科目名 臨床血液学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 標準臨床検査学「血液検査学」（医学書院） 
授業形態 講義 
注意備考 講義の概要については、初回講義で説明する。 
シラバスコード FSL07720 
実務経験のある教員  
達成目標 血漿蛋白、造血鉄、ビタミン、凝固因子、繊維素溶解酵素などの役割、疾患が理

解できる。血液検査法の概略が理解できる。 
受講者へのコメント 講義途中でも気づいた点があれば、お教えください。 
連絡先 臨床生命科学科 片岡研究室（第二学舎） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業目標を達成できていない 17%の学生から具体的な意見を聞きたい。 
英文科目名 Clinical Hematology II 
関連科目 臨床血液学 I 
次回に向けての改善変更予定 板書やスライド切り替えについてのコメントが多かったので、改善したい。 
講義目的 血液は血球と血漿から構成される。血漿中には血漿蛋白、造血に関する鉄、ビタ

ミン、凝固因子そして繊維素溶解酵素などが含まれる。それらの役割を学習し、
その異常がどのような疾患を招来するか、血液検査法の概略とともに学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 止血の機序と凝固線溶系 その１ 

2 回 止血の機序と凝固線溶系 その２ 
3 回 造血臓器 その１ 
4 回 造血臓器 その２ 
5 回 出血性素因 その１ 



6 回 出血性素因 その２ 
7 回 凝固能亢進状態 その１ 
8 回 凝固能亢進状態 その２ 
9 回 脾臓機能亢進症 
10 回 血液検査法総論 その１ 
11 回 血液検査法総論 その２ 
12 回 血球に関する検査法 その１ 
13 回 血球に関する検査法 その２ 
14 回 血液凝固と線溶系の検査法 その１ 
15 回 血液凝固と線溶系の検査法 その１ 

準備学習 1 回 生理学の復習 
2 回 生理学の復習 
3 回 生理学の復習 
4 回 生理学の復習 
5 回 生理学の復習 
6 回 生理学の復習 
7 回 生理学の復習 
8 回 生理学の復習 
9 回 生理学の復習 
10 回 生理学の復習 
11 回 生理学の復習 
12 回 生理学の復習 
13 回 生理学の復習 
14 回 生理学の復習 
15 回 生理学の復習 

 



年度 2014 
授業コード FSL07810 
成績評価 レポート（70％）＋試験（30％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜12) 
見出し FSL07810 臨床血液学実習Ⅰ 
担当教員名 片岡 健、⽥中 正信＊、岡本 由美＊ 
単位数 1 
教科書 プリント 
アクティブラーニング  
キーワード 採血法,普通染色法,血球数,自動血球計数器,特殊染色法,出血時間,PT, APTT, 

FDP,ヘマトクリット値,網状赤血球数,赤血球抵抗試験,骨髄像分類 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床血液学実習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 臨床検査学講座「血液検査学」（医⻭薬出版） 
授業形態 実験実習 
注意備考 正確に解析する習慣を身につけてもらいたい。 
シラバスコード FSL07810 
実務経験のある教員  
達成目標 血球数の算定,各血球の形態を同定,血球の特殊染色法、機能検査法、骨髄細胞の

分類,造血器疾患の解析が理解できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 臨床生命科学科 片岡研究室（第二学舎） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice in Clinical Hematology I 
関連科目 臨床血液学 I，臨床血液学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 血球数の算定の仕方と各血球の形態を同定できるよう実習を行う。血球の特殊染

色法、機能検査法、骨髄細胞の分類を実習する。それらのデータを使って造血器
疾患ををどのように解析するかを学習する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 採血法 

2 回 普通染色法 
3 回 標本の観察 
4 回 血球数算定と自動血球計数器 
5 回 特殊染色法 



6 回 出血時間 
7 回 PT, APTT 
8 回 FDP 
9 回 ヘマトクリット値 
10 回 網状赤血球数 
11 回 赤血球抵抗試験 
12 回 骨髄像分類(1) 
13 回 骨髄像分類(2) 
14 回 骨髄像分類(3) 
15 回 骨髄像分類(4) 

準備学習 1 回 生理学の復習 
2 回 生理学の復習 
3 回 生理学の復習 
4 回 生理学の復習 
5 回 生理学の復習 
6 回 生理学の復習 
7 回 生理学の復習 
8 回 生理学の復習 
9 回 生理学の復習 
10 回 生理学の復習 
11 回 生理学の復習 
12 回 生理学の復習 
13 回 生理学の復習 
14 回 生理学の復習 
15 回 生理学の復習 

 



年度 2014 
授業コード FSL07910 
成績評価 実習病院での実習成績、および臨地実習ノートによる採点で評価を行う。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学科(〜11) 
見出し FSL07910 臨床血液学実習Ⅱ 
担当教員名 臨床生命科学科⻑ 
単位数 1 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床血液学実習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FSL07910 
実務経験のある教員  
達成目標 臨床血液学関連検査がどのように行われているかを体系的に学習し、その流れを

把握し、自ら問題点を見出し、それに向けての解決能力を有することを目標とす
る。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice in Clinical Hematology II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 臨地実習において、現場での臨床血液学関連検査の実際を学習する。 
対象学年 4 年 
授業内容 1 回 臨床血液学実習 I 

2 回 臨床血液学実習 II 
3 回 臨床血液学実習 III 
4 回 臨床血液学実習 IV 
5 回 臨床血液学実習 V 
6 回 臨床血液学実習 VI 
7 回 臨床血液学実習 VII 



8 回 臨床血液学実習 VIII 
9 回 臨床血液学実習 IX 
10 回 臨床血液学実習 X 
11 回 臨床血液学実習 XI 
12 回 臨床血液学実習 XII 
13 回 臨床血液学実習 XIII 
14 回 臨床血液学実習 XIV 
15 回 臨床血液学実習 XV 

準備学習 臨床血液学の復習をしておくこと。 
 



年度 2014 
授業コード FSL08010 
成績評価 課題提出１０％、試験９０％により行う。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜13) 
見出し FSL08010 免疫学 
担当教員名 櫃本 泰雄 
単位数 2 
教科書 窪⽥哲朗他著：臨床検査学講座 免疫検査学 医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード 免疫、生体防御、T 細胞、B 細胞、組織適合抗原、抗体 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 免疫学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 谷口克編：標準免疫学（医学書院）、菊地浩吉編集：医科免疫学（南江堂）免疫学

の基礎 （第 4 版 東京化学同人）、免疫学の入門 （第 6 版 金芳堂） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL08010 
実務経験のある教員  
達成目標 以下に掲げる項目が説明できること 

（１）生体は、病原微生物や外来異物に対して、どのようなメカニズムで対応し
ているか。 
（２）免疫系の組織構成について。 
（３）組織適合抗原について。 
（４）T 細胞の抗原認識機構について。 
（５）抗体の構造と機能について。 
（６）細胞性免疫と液性免疫について。 
（７）抗原抗体反応について。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２４号館３階 櫃本泰雄研究室 hitsumot@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Immunology 
関連科目 臨床免疫学，臨床免疫学実習 I、II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 免疫学は、生体防御の要である免疫系の仕組みを扱う学問である。生物進化にお

ける免疫系の意義、病原微生物排除や悪性新生物の発生を阻止する、液性免疫と



細胞性免疫を初めとする様々な免疫機構を理解する。臨床検査医学・臨床医学を
学習する過程において、本講義は臨床化学や臨床免疫学を初めとするさまざまな
医学関連科目への基礎となる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション 

2 回 免疫学の歴史的背景 
3 回 免疫システム、免疫担当細胞 
4 回 組織適合抗原（その１） 
5 回 組織適合抗原（その２） 
6 回 抗原提示 
7 回 T 細胞（その１） 
8 回 T 細胞（その２） 
9 回 B 細胞 
10 回 抗体（その１） 
11 回 抗体（その２） 
12 回 抗原抗体反応（その１） 
13 回 抗原抗体反応（その２） 
14 回 補体 
15 回 総括 

準備学習 1 回 シラバスを読み、教科書を準備する 
2 回 エドワード・ジェンナーの功績について事前に調べておくこと 
3 回 解剖学の復習をしておくこと 
4 回 タンパク質、特に膜タンパクについて復習しておくこと 
5 回 遺伝学の復習をしておくこと 
6 回 細胞生物学，分子生物学を復習しておくこと 
7 回 第３回の講義内容と血液細胞についてよく理解しておくこと 
8 回 第７回講義分の T 細胞の機能についてまとめておくこと 
9 回 B 細胞に関する予習をしておくこと 
10 回 抗体分子の概念を把握しておくこと 
11 回 第１１回講義分の内容を 

 



年度 2014 
授業コード FSL08110 
成績評価 課題提出１０％、定期試験の成績９０％ 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜12) 
見出し FSL08110 臨床免疫学 
担当教員名 櫃本 泰雄 
単位数 2 
教科書 窪⽥哲朗他著：臨床検査学講座 免疫検査学 医⻭薬出版／978-4-263223147 
アクティブラーニング  
キーワード 免疫学的手法、アレルギー疾患、自己免疫疾患、腫瘍マーカー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床免疫学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 谷口克編：標準免疫学（医学書院）、菊地浩吉編集：医科免疫学（南江堂）免疫学

の基礎 （第 4 版 東京化学同人）、免疫学の入門 （第 6 版 金芳堂） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL08110 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の内容を説明できるようになること。 

（１）免疫学的手法を用いた検査法の原理について 
（２）アレルギー疾患の概要 
（３）自己免疫疾患の概要 
（４）腫瘍免疫／腫瘍マーカーの概念 

受講者へのコメント  
連絡先 ２４号館３階 櫃本泰雄研究室 hitsumot@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Clinical Immunology 
関連科目 免疫学、免疫学実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 種々の感染症や免疫疾患等に関連する免疫学的臨床検査項目は膨大かつ多様で

ある。また免疫学そのものも、なお変化を続けている。本講義では、「免疫学」で
学んだ内容を確認するとともに、それらが臨床現場でどのように応用されている
かを学ぶ。なかでも、ほとんどの免疫学的測定法の基本原理となっている抗原抗
体反応は最も重要な要素であり、その熱力学的側面からの理解と応用を目指す。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 臨床免疫学総論（疑問点、問題点、総括） 
2 回 免疫学的測定法（免疫沈降反応） 
3 回 免疫学的測定法（凝集反応、酵素抗体法など） 
4 回 補体系 
5 回 感染症における免疫／検査学 (1) 
6 回 感染症における免疫／検査学 (２) 
7 回 感染症における免疫／検査学 (３) 
8 回 アレルギー論（１） 
9 回 アレルギー論（２） 
10 回 自己免疫疾患（１） 
11 回 自己免疫疾患（２） 
12 回 自己免疫疾患（３） 
13 回 腫瘍免疫／腫瘍マーカー 
14 回 移植免疫 
15 回 総括 

準備学習 1 回 免疫学での講義内容を復習しておくこと 
2 回 抗原抗体反応論を復習しておくこと 
3 回 凝集反応の意味や抗体の性質を予習しておくこと 
4 回 補体の働きや仕組みについての予習をしておくこと 
5 回 細菌感染症をまとめておくこと 
6 回 ウイルス感染症をまとめておくこと 
7 回 リケッチャ，マイコプラズマ、クラミジア等の感染症についてまとめておく
こと 
8 回 IgE と I 型アレルギー、II 型アレルギーについて予習しておくこと 
9 回 III 型アレルギー、IV 型アレルギーについて予習しておくこと 
10 回 甲状腺の解剖生理 

 



年度 2014 
授業コード FSL08210 
成績評価 課題提出２０％、実習試験８０％ 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜12) 
見出し FSL08210 臨床免疫学実習Ⅰ 
担当教員名 櫃本 泰雄、山崎 勤、片山 誠一、⻄向 弘明＊ 
単位数 1 
教科書 実習プリント 
アクティブラーニング  
キーワード 採血，血液型，凝集反応、補体 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床免疫学実習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 窪⽥哲朗他著：臨床検査学講座 免疫検査学 医⻭薬出版 
授業形態 実験実習 
注意備考 免疫学と臨床免疫学の内容を理解しておくこと。実習時間トータル 45 時間のう

ち、15 時間は実習講義にあてる。 
シラバスコード FSL08210 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）採血ができるようになること 

（２）血液型判定ができるようになること 
（３）種々の凝集反応ができるようになること 
（４）補体価の概念を理解し、補体価測定ができるようになること 

受講者へのコメント  
連絡先 ２４号館３階，櫃本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice in Clinical Immunology I 
関連科目 免疫学，臨床免疫学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本実習は、「臨床免疫学」に含まれる項目の実習講義と、実習からなっている。

「免疫学」「臨床免疫学」で学んだ内容を、より基礎的および理学部的側面から実
践する。実習内容には、病院や臨床検査センターで実際におこなわれている検査
項目が含まれており、それらを通じて基礎的な学問がどのように臨床応用されて
いるかも学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



2 回 実習講義（１）ABO 血液型 
3 回 実習講義（２）Rh 式血液型 
4 回 実習講義（３）輸血／臓器移植 
5 回 実習講義（４）腫瘍免疫 
6 回 実習講義（５）感染免疫補足 
7 回 実習オリエンテーション 
8 回 採血実習 
9 回 血清分離 
10 回 血液型判定 
11 回 不規則抗体に関する実習 
12 回 CRP/STS/RA 凝集反応 
13 回 Paul-Bunnell 反応 
14 回 補体価測定（１） 
15 回 補体価測定（２） 

準備学習 1 回 血液型一般について予習しておくこと 
2 回 ABO 血液型の予習をしておくこと 
3 回 Rh 式血液型の予習をしておくこと 
4 回 輸血について調べておくこと 
5 回 各種腫瘍マーカーを整理しておくこと 
6 回 感染症の復習をしておくこと 
7 回 とくになし 
8 回 採血に関する手順を調べておくこと 
9 回 血液の成分や凝固、血清分離について調べておくこと 
10 回 血液型について復習しておくこと 
11 回 不規則抗体についての予習をしておくこと 
12 回 各種感染症に対する診断検査について復習しておくこと 
13 回 EB ウイ 

 



年度 2014 
授業コード FSL08310 
成績評価 ２０％課題提出、８０％実習試験 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜11) 
見出し FSL08310 臨床免疫学実習Ⅱ 
担当教員名 櫃本 泰雄、山崎 勤、片山 誠一 
単位数 2 
教科書 実習プリント 
アクティブラーニング  
キーワード モノクローナル抗体、SDS-PAGE、Western blotting、ELISA、風疹ウイルス HI

価 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床免疫学実習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 窪⽥哲朗他著：臨床検査学講座 免疫検査学 医⻭薬出版 
授業形態 実験実習 
注意備考 免疫学と臨床免疫学の内容を理解しておくこと。実習時間トータル 45 時間のう

ち、15 時間は実習講義にあてる。 
シラバスコード FSL08310 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）モノクローナル抗体の精製ができるようになること 

（２）SDS-PAGE ができるようになること 
（３）Western blotting ができるようになること 
（４）ELISA ができるようになること 
（５）風疹ウイルス HI 価測定ができるようになること 
（６）病院での臨床検査業務において、何がどのように為されているかを理解す
ること 

受講者へのコメント  
連絡先 ２４号館，３階、櫃本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice in Clinical Immunology II 
関連科目 免疫学，臨床免疫学，臨床免疫学実習 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本実習は、「臨床免疫実習 I」の延⻑であり、臨床免疫学におけるさらなる項目を

実践する。また、本実習には、5 週間にわたる臨地実習が含まれる。 
対象学年 4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション 
2 回 モノクローナル抗体の精製 
3 回 SDS-PAGE(1) 
4 回 SDS-PAGE(2) 
5 回 Western blotting(1) 
6 回 Western blotting(2) 
7 回 まとめ 
8 回 酵素抗体測定法 
9 回 風疹ウイルス HI 価測定（１）／免疫電気泳動法 
10 回 風疹ウイルス HI 価測定（２）／免疫電気泳動法 
11 回 実習講義（１） 
12 回 実習講義（２） 
13 回 実習講義（３） 
14 回 実習講義（４） 
15 回 実習講義（５）総括 

準備学習 1 回 免疫学全般の復習 
2 回 モノクローナル抗体について理解しておく 
3 回 タンパクの分離分画についての復習をしておく 
4 回 SDS-PAGE に関する予習をしておく 
5 回 抗原抗体反応についてまとめておく 
6 回 特に膜上での酵素抗体法について調べておく 
7 回 これまでの実習項目を復習しておく 
8 回 酵素抗体測定法についてまとめておく 
9 回 ウイルス抗体価測定法について調べておく 
10 回 HI 測定法の原理を予習しておく 
11 回 モノクローナル抗体について理解しておく 
12 回 タンパクの分離分画についての復習 

 



年度 2014 
授業コード FSL08320 
成績評価 ２０％課題提出、８０％実習試験 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学科(〜11) 
見出し FSL08320 臨床免疫学実習Ⅱ 
担当教員名 櫃本 泰雄、山崎 勤、片山 誠一 
単位数 2 
教科書 実習プリント 
アクティブラーニング  
キーワード モノクローナル抗体、SDS-PAGE、Western blotting、ELISA、風疹ウイルス HI

価 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床免疫学実習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 窪⽥哲朗他著：臨床検査学講座 免疫検査学 医⻭薬出版 
授業形態 実験実習 
注意備考 免疫学と臨床免疫学の内容を理解しておくこと。実習時間トータル 45 時間のう

ち、15 時間は実習講義にあてる。 
シラバスコード FSL08320 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）モノクローナル抗体の精製ができるようになること 

（２）SDS-PAGE ができるようになること 
（３）Western blotting ができるようになること 
（４）ELISA ができるようになること 
（５）風疹ウイルス HI 価測定ができるようになること 
（６）病院での臨床検査業務において、何がどのように為されているかを理解す
ること 

受講者へのコメント  
連絡先 ２４号館，３階、櫃本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice in Clinical Immunology II 
関連科目 免疫学，臨床免疫学，臨床免疫学実習 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本実習は、「臨床免疫実習 I」の延⻑であり、臨床免疫学におけるさらなる項目を

実践する。また、本実習には、5 週間にわたる臨地実習が含まれる。 
対象学年 4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション 
2 回 モノクローナル抗体の精製 
3 回 SDS-PAGE(1) 
4 回 SDS-PAGE(2) 
5 回 Western blotting(1) 
6 回 Western blotting(2) 
7 回 まとめ 
8 回 酵素抗体測定法 
9 回 風疹ウイルス HI 価測定（１）／免疫電気泳動法 
10 回 風疹ウイルス HI 価測定（２）／免疫電気泳動法 
11 回 実習講義（１） 
12 回 実習講義（２） 
13 回 実習講義（３） 
14 回 実習講義（４） 
15 回 実習講義（５）総括 

準備学習 1 回 免疫学全般の復習 
2 回 モノクローナル抗体について理解しておく 
3 回 タンパクの分離分画についての復習をしておく 
4 回 SDS-PAGE に関する予習をしておく 
5 回 抗原抗体反応についてまとめておく 
6 回 特に膜上での酵素抗体法について調べておく 
7 回 これまでの実習項目を復習しておく 
8 回 酵素抗体測定法についてまとめておく 
9 回 ウイルス抗体価測定法について調べておく 
10 回 HI 測定法の原理を予習しておく 
11 回 モノクローナル抗体について理解しておく 
12 回 タンパクの分離分画についての復習 

 



年度 2014 
授業コード FSL08410 
成績評価 定期試験の結果によってのみ評価する 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜13) 
見出し FSL08410 放射線生物学 
担当教員名 松浦 信康 
単位数 2 
教科書 臨床検査学講座「放射性同位 元素検査技術学」／医⻭薬出版／978-4-263228890 
アクティブラーニング  
キーワード 放射線 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 板書の字が汚いとの指摘についてです。極力丁寧に板書するよう努力致します。 
科目名 放射線生物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に無し 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL08410 
実務経験のある教員  
達成目標 ラジオアイソトープの物理学的、化学的および生物学的性質を理解する。ラジオ

アイソトープ利用における、利点、欠点についても理解する。 
受講者へのコメント 知識の定着を計るため、随時復習をしてもらいたい 
連絡先 松浦研究室 １３号館３階 nobuyasu@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標達成について、できた（13.9％）、だいたいできた（51.4％）、半分程度で来
た（18.1％）、教員の意欲について、感じられた（77.8％）、少し感じられた（16.7％）、
満足度について、満足（62.5％）、ほぼ満足（27.8％）と、良好な回答が得られた。
さらに良い講義を目指して、努力していきたい。 

英文科目名 Radiobiology 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 画像等、具体的な事例を紹介していきたい。 
講義目的 アイソトープを用いる臨床検査や生化学的実験を行うために基礎的な知識とし

て必須であるラジオアイソトープ（放射性同位元素）の性質、放射線の測定法、
放射線の防御や生体への影響等について解説し、さらにラジオイムノアッセイ法
など生物化学におけるラジオアイソトープの利用についても理解を深める。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  放射線とは何か、医⾷同源に関与する放射線を講義する 

2 回  放射線と放射性壊変を講義する 



3 回  放射線と物質の相互作用を講義する 
4 回  放射線測定法とその原理（１）を講義する 
5 回  放射線測定法とその原理（２）を講義する 
6 回  放射化学（１）を講義する 
7 回  放射化学（２）を講義する 
8 回  放射線の生物学的作用を講義する 
9 回  放射線による障害を講義する 
10 回  放射線の遺伝的影響を講義する 
11 回  放射線医薬品（１）を講義する 
12 回  放射線医薬品（２）を講義する 
13 回 

準備学習 1 回 高校の化学教科書における放射線に関する項目の復習をすること 
2 回 テキストにおける放射線と放射性壊変に関する項目を読んでおくこと 
3 回 テキストにおける放射線と物質の相互作用に関する項目を読んでおくこと 
4 回 テキストにおける放射線測定法とその原理に関する項目を読んでおくこと 
5 回 前回の講義の復習をすること 
6 回 テキストにおける放射化学に関する項目を読んでおくこと 
7 回 前回の講義の復習をすること 
8 回 テキストにおける放射線の生物学的作用に関する項目を読んでおくこと 
9 回 テキストにおける放射 

 



年度 2014 
授業コード FSL08510 
成績評価 提出レポートの内容および実習試験の成績により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜13) 
見出し FSL08510 ＲＩ検査技術学実習 
担当教員名 松浦 信康 
単位数 1 
教科書 プリントを使用する。 
アクティブラーニング  
キーワード ラジオアイソトープ、測定法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 楽しかったとのコメントがほとんどでした。また来年もがんばります。 
科目名 ＲＩ検査技術学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に無し 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FSL08510 
実務経験のある教員  
達成目標 ラジオアイソトープの取り扱い法、および核種に応じた測定法を身に付ける。 
受講者へのコメント 社会に出てから放射性同位体を扱うことはあまり多くないとは思いますが、様々

な場所で現在でも多くの放射性同位体が利用されていることを知りながら社会
生活を送って頂きたいと思います。 

連絡先 松浦研究室 １３号館３階 nobuyasu@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 50 名中 2 名の学生において、実習機器補充の希望があった。各機器は極めて高
価であり、次年度からの配備は困難であるが、予算を⼯面し補充をしていきたい。 

英文科目名 Practice in RI Technology 
関連科目 放射線生物学 
次回に向けての改善変更予定 TA の教育に不足があったとの回答が 1 名からあったので、十分教育後 TA とし

て皆さんの前に出て頂く予定です。 
講義目的 医療機関の臨床検査では、ラジオアイソトープを用いる検査法が利用されてい

る。本実習では、これらの検査で利用されている放射性同位体（RI）の物理学的
性質や生物に対する影響を学とともに、RI の安全な取り扱いや管理方法および
臨床検査法で実際に用いられている具体的な検査方法を理解する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  実習を実施するにあたる注意事項、簡単な内容説明をする 

2 回  放射性同位元素の取り扱い方法（１）を実施する 



3 回  放射性同位元素の取り扱い方法（２）を実施する 
4 回  密封放射線源による α 線の性質とその測定法１を実施する 
5 回  密封放射線源による α 線の性質とその測定法２を実施する 
6 回  密封放射線源による β 線の性質とその測定法１を実施する 
7 回  密封放射線源による β 線の性質とその測定法２を実施する 
8 回  実習内容のおさらいと確認を実施する 
9 回  密封放射線源による γ 線の性質とその測定法 

準備学習 1 回 前期の放射線生物学の講義の復習をすること 
2 回 実習書に基づいた当日の実習目的および内容の理解をすること 
3 回 実習書に基づいた当日の実習目的および内容の理解をすること 
4 回 実習書に基づいた当日の実習目的および内容の理解をすること 
5 回 実習書に基づいた当日の実習目的および内容の理解をすること 
6 回 実習書に基づいた当日の実習目的および内容の理解をすること 
7 回 実習書に基づいた当日の実習目的および内容の理解をすること 
8 回 これまでの実習内容の復習をすること 
9 回 実習書に基づいた当日の実習目的 

 



年度 2014 
授業コード FSL08611 
成績評価 レポート提出（２０％）、中間テスト（２０％）および定期試験（６０％）により

評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス LA(〜14) 
見出し FSL08611 数学Ⅰ 
担当教員名 中川 重和＊ 
単位数 2 
教科書 微分積分学入門／岩谷・河合・⽥中／学術図書出版社／978-4-780602227 
アクティブラーニング  
キーワード 連続、極限、微分係数、導関数、合成関数の微分、テイラー／マクローリン展開 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 やさしく学べる微分積分／石村園子／共立出版：計算力が身につく微分積分／佐

野公明／学術図書出版社：基礎コース微分積分／坂⽥・萬代・山原／学術図書出
版社など。 

授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード FSL08611 
実務経験のある教員  
達成目標 （！）三角関数、逆三角関数、指数関数、対数関数およびこれらを合成した関数

の微分計算が円滑に実行できること、（２）対数微分法、不定形の極限の計算がで
きること、（３）マクローリン展開ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 中川研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics I 
関連科目 高校の数学Ⅱ相当まで履修していることを望む。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 （１）関数の微分演算についての概念と定理を与える、（２）初等関数について具

体的に微分できるようにする、（３）微分の大切な応用（極限値の計算や関数のべ
き級数展開）についての知識を与える。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 三角関数、逆三角関数を解説する。 

2 回 指数関数、対数関数を解説する。 



3 回 微分係数、導関数、微分公式、合成関数の微分を解説する。 
4 回 整式、有理式、三角関数、逆三角関数の微分を解説する。 
5 回 指数関数、対数関数の微分、対数微分法を解説する。 
6 回 微分にかんする演習（１）を解説する。 
7 回 微分に関する演習（２）を解説する。 
8 回 第１回〜７回の内容に対する中間テストとその解説をする。 
9 回 ロルの定理と平均値の定理、ロピタルの定理と不定形の極限を解説する。 
10 回 関数のグラフを解説する。 

準備学習 1 回 一般角、弧度法（ラジアン角）、逆三角関数の意味について調べておくこと。 
2 回 指数関数、対数関数の意味と定義域、自然対数の底とは何か、どんな値かに
ついて調べておくこと。 
3 回 微分の定義とその幾何学的意味を知っておくこと。 
4 回 逆三角関数のグラフを描いて、その背線の傾きの符号を調べておくこと。 
5 回 対数微分法が適用される関数の例を二つ挙げること。 
6 回 基本関数の導関数をまとめておくこと。 
7 回 合成関数の微分の仕方の要点を確認しておくこと。 
8 回 演習から得た知識から、間違いなく関数を微分する 

 



年度 2014 
授業コード FSL08621 
成績評価 レポート提出（２０％）、中間テスト（２０％）および定期試験（６０％）により

評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス LB(〜14) 
見出し FSL08621 数学Ⅰ 
担当教員名 大熊 一正 
単位数 2 
教科書 微分積分学入門／岩谷・河合・⽥中／学術図書出版社／978-4-780602227 
アクティブラーニング  
キーワード 連続、極限、微分係数、導関数、合成関数の微分、テイラー／マクローリン展開 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 やさしく学べる微分積分／石村園子／共立出版：計算力が身につく微分積分／佐

野公明／学術図書出版社：基礎コース微分積分／坂⽥・萬代・山原／学術図書出
版社など。 

授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード FSL08621 
実務経験のある教員  
達成目標 （！）三角関数、逆三角関数、指数関数、対数関数およびこれらを合成した関数

の微分計算が円滑に実行できること、（２）対数微分法、不定形の極限の計算がで
きること、（３）マクローリン展開ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 大熊研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics I 
関連科目 高校の数学Ⅱ相当まで履修していることを望む。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 （１）関数の微分演算についての概念と定理を与える、（２）初等関数について具

体的に微分できるようにする、（３）微分の大切な応用（極限値の計算や関数のべ
き級数展開）についての知識を与える。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 三角関数、逆三角関数を解説する。 

2 回 指数関数、対数関数を解説する。 



3 回 微分係数、導関数、微分公式、合成関数の微分を解説する。 
4 回 整式、有理式、三角関数、逆三角関数の微分を解説する。 
5 回 指数関数、対数関数の微分、対数微分法を解説する。 
6 回 微分にかんする演習（１）を解説する。 
7 回 微分に関する演習（２）を解説する。 
8 回 第１回〜７回の内容に対する中間テストとその解説をする。 
9 回 ロルの定理と平均値の定理、ロピタルの定理と不定形の極限を解説する。 
10 回 関数のグラフを解説する。 

準備学習 1 回 一般角、弧度法（ラジアン角）、逆三角関数の意味について調べておくこと。 
2 回 指数関数、対数関数の意味と定義域、自然対数の底とは何か、どんな値かに
ついて調べておくこと。 
3 回 微分の定義とその幾何学的意味を知っておくこと。 
4 回 逆三角関数のグラフを描いて、その背線の傾きの符号を調べておくこと。 
5 回 対数微分法が適用される関数の例を二つ挙げること。 
6 回 基本関数の導関数をまとめておくこと。 
7 回 合成関数の微分の仕方の要点を確認しておくこと。 
8 回 演習から得た知識から、間違いなく関数を微分する 

 



年度 2014 
授業コード FSL08711 
成績評価 中間テスト（４０％）と定期試験（６０％）により評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス LA(〜14) 
見出し FSL08711 数学Ⅱ 
担当教員名 中川 重和＊、竹内 渉 
単位数 2 
教科書 微分積分学入門／岩谷・河合・⽥中／学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 置換積分、部分積分法、リーマン和、定積分、微分方程式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 やさしく学べる微積分／石村園子／共立出版社：計算力が身につく微分積分／佐

野公明／学術図書出版社：基礎コース微分積分／坂⽥・萬代・山原／学術図書出
版社：テキスト微分方程式／小寺平治／共立出版社 

授業形態 講義 
注意備考 高校で数学Ⅱまで、またはそれに相当する科目まで履修していることが望まし

い。 
シラバスコード FSL08711 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）基本的な関数の積分を示すことができる、 

（２）置換積分や部分積分を利用した積分の計算ができる、 
（３）定積分によって図形の面積や回転体の体積を求めることができる、 
（４）変数分離形、1 階線形、定係数２階線形の微分方程式の解を求めることが
できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 中川研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics II 
関連科目 入門数学、数学Ｉ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 （１）微分演算の逆としての積分演算についての知識を与える、 

（２）不定積分を見出すいろいろな方法（⼯夫）を知らしめる、 
（３）定積分の意味と不定積分との関連を示す、 
（４）定積分の求積への応用を示す、 



（５）積分の応用として簡単な微分方程式の解き方についての知識を与える。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 不定積分の基本公式を説明する。 

2 回 置換積分法（１）を説明する。 
3 回 置換積分法（２）を説明する。 
4 回 部分積分法を説明する。 
5 回 有理関数の積分を説明する。 
6 回 第 1 回〜5 回に対する演習をする。 
7 回 まとめ、中間テストとその解説をする。 
8 回 定積分の定義とその性質を説明する。 
9 回 定積分の計算をする。 
10 回 面積、体積の計算への定積分の応用を説明する。 
11 回 まとめ、中間テストとその解説をする。 
12 回 変数分離形微分方程式の解き方を解説する。 
13 回 1 階線形部分方程式の解き 

準備学習 1 回 テキストによって基本関数の微分を知って、逆に積分の公式をつくること。 
2 回 置換積分とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
3 回 置換積分の手順を箇条書きに整理しておくこと。 
4 回 部分積分法とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
5 回 部分分数展開とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
6 回 第 1 回〜5 回の内容を整理して、不定積分の求め方を一つのアルゴリズムに
まとめてみること。 
7 回 具体的に積分計算を実行するさいの注意点を列挙しておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FSL08721 
成績評価 中間テスト（４０％）と定期試験（６０％）により評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス LB(〜14) 
見出し FSL08721 数学Ⅱ 
担当教員名 大熊 一正 
単位数 2 
教科書 微分積分学入門／岩谷・河合・⽥中／学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 置換積分、部分積分法、リーマン和、定積分、微分方程式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 やさしく学べる微積分／石村園子／共立出版社：計算力が身につく微分積分／佐

野公明／学術図書出版社：基礎コース微分積分／坂⽥・萬代・山原／学術図書出
版社：テキスト微分方程式／小寺平治／共立出版社 

授業形態 講義 
注意備考 高校で数学Ⅱまで、またはそれに相当する科目まで履修していることが望まし

い。 
シラバスコード FSL08721 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）基本的な関数の積分を示すことができる、 

（２）置換積分や部分積分を利用した積分の計算ができる、 
（３）定積分によって図形の面積や回転体の体積を求めることができる、 
（４）変数分離形、1 階線形、定係数２階線形の微分方程式の解を求めることが
できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 大熊研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics II 
関連科目 入門数学、数学Ｉ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 （１）微分演算の逆としての積分演算についての知識を与える、 

（２）不定積分を見出すいろいろな方法（⼯夫）を知らしめる、 
（３）定積分の意味と不定積分との関連を示す、 
（４）定積分の求積への応用を示す、 



（５）積分の応用として簡単な微分方程式の解き方についての知識を与える。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 不定積分の基本公式を説明する。 

2 回 置換積分法（１）を説明する。 
3 回 置換積分法（２）を説明する。 
4 回 部分積分法を説明する。 
5 回 有理関数の積分を説明する。 
6 回 第 1 回〜5 回に対する演習をする。 
7 回 まとめ、中間テストとその解説をする。 
8 回 定積分の定義とその性質を説明する。 
9 回 定積分の計算をする。 
10 回 面積、体積の計算への定積分の応用を説明する。 
11 回 まとめ、中間テストとその解説をする。 
12 回 変数分離形微分方程式の解き方を解説する。 
13 回 1 階線形部分方程式の解き 

準備学習 1 回 テキストによって基本関数の微分を知って、逆に積分の公式をつくること。 
2 回 置換積分とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
3 回 置換積分の手順を箇条書きに整理しておくこと。 
4 回 部分積分法とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
5 回 部分分数展開とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
6 回 第 1 回〜5 回の内容を整理して、不定積分の求め方を一つのアルゴリズムに
まとめてみること。 
7 回 具体的に積分計算を実行するさいの注意点を列挙しておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FSL08811 
成績評価 報告書の内容と実験への取り組み状況によって評価を行う（100％）。すべての実

験について報告書が作成され、受理されて単位が与えられる。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜13) 
見出し FSL08811 物理学基礎実験 
担当教員名 宮川 和也、小坂 圭二＊、豊⽥ 新、中力 眞一 
単位数 2 
教科書 物理学基礎実験第２版／岡山理科大学理学部応用物理学科 編／大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学、実験 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 国立天文台 理科年表（丸善）その他、参考資料は適宜配布する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 関数電卓（プログラム機能は不要）を購入すること。 

共同実験者に迷惑を及ぼすので遅刻、欠席は厳禁である。各テーマに２週を割り
当て、第１週に実験を行い、第２週に報告書を完成させる。事前に実験内容をよ
く予習してくること。 

シラバスコード FSL08811 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）物理学の基礎的な実験について、基本的事項を理解し、実験方法に習熟す

る。 
   実験器具、装置の取り扱いができるようになる。 
（２）実験データを適切に処理し、現象を的確に表現するためのグラフが作成で
きる 
   ようになる。 
（３）パソコンを利用して実験データを処理できるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 宮川和也 086-256-9488 miyagawa@dap.ous.ac.jp  

豊⽥ 新 086-256-9608 toyoda@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Physics 
関連科目 物理学基礎論Ⅰ、Ⅱを前後して（できれば本実験科目を履修する前に）履修する

ことが望ましい。 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 （１）基礎的な実験を通して、物理学における実験方法と実験器具、装置の取り

扱いの 
   基礎を学ぶ。 
（２）実験データの処理の方法、現象を的確に表現するためのグラフの作成方法
につい 
   て実習する。 
（３）パソコンを利用した実験データの処理方法について学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 【第 1 回】テキストを購入し、実験全体を概観しておくこと。 

【第 2 回】パソコンによる実験データ処理についてテキストを読み、演習内容を
理解 
    しておくこと。 
【第 3 回】ノギス、マイクロメーター、電卓の使い方についてテキストを読み、
実験 
    内容を理解しておくこと。 
【第 4 回〜15 回】 
 該当の実験についてテキストを読み、実験方法までレポートとしてまとめてお
く 
 こと。 

 



年度 2014 
授業コード FSL08821 
成績評価 報告書の内容と実験への取り組み状況によって評価を行う（100％）。すべての実

験について報告書が作成され、受理されて単位が与えられる。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜14) 
見出し FSL08821 物理学基礎実験 
担当教員名 宮川 和也、豊⽥ 新、中力 眞一、小坂 圭二＊ 
単位数 2 
教科書 物理学基礎実験第２版／岡山理科大学理学部応用物理学科 編／大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学、実験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 国立天文台 理科年表（丸善）その他、参考資料は適宜配布する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 関数電卓（プログラム機能は不要）を購入すること。 

共同実験者に迷惑を及ぼすので遅刻、欠席は厳禁である。各テーマに２週を割り
当て、第１週に実験を行い、第２週に報告書を完成させる。事前に実験内容をよ
く予習してくること。 

シラバスコード FSL08821 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）物理学の基礎的な実験について、基本的事項を理解し、実験方法に習熟す

る。 
   実験器具、装置の取り扱いができるようになる。 
（２）実験データを適切に処理し、現象を的確に表現するためのグラフが作成で
きる 
   ようになる。 
（３）パソコンを利用して実験データを処理できるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 宮川和也 086-256-9488 miyagawa@dap.ous.ac.jp  

豊⽥ 新 086-256-9608 toyoda@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Physics 
関連科目 物理学基礎論Ⅰ、Ⅱを前後して（できれば本実験科目を履修する前に）履修する

ことが望ましい。 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 （１）基礎的な実験を通して、物理学における実験方法と実験器具、装置の取り

扱いの 
   基礎を学ぶ。 
（２）実験データの処理の方法、現象を的確に表現するためのグラフの作成方法
につい 
   て実習する。 
（３）パソコンを利用した実験データの処理方法について学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 【第 1 回】テキストを購入し、実験全体を概観しておくこと。 

【第 2 回】パソコンによる実験データ処理についてテキストを読み、演習内容を
理解 
    しておくこと。 
【第 3 回】ノギス、マイクロメーター、電卓の使い方についてテキストを読み、
実験 
    内容を理解しておくこと。 
【第 4 回〜15 回】 
 該当の実験についてテキストを読み、実験方法までレポートとしてまとめてお
く 
 こと。 

 



年度 2014 
授業コード FSL08910 
成績評価 実験レポート 60％、中間実技試験 10％、定期試験 30％により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜14) 
見出し FSL08910 化学基礎実験 
担当教員名 ⻘⽊ 宏之、直島 好伸、森 義裕＊ 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験−手引きと演習−／佐藤幸子：理⼯系化学実験（−基礎と

応用− 第３版）／ 坂⽥一矩編 ／ （東京教学社）／978-4-808230418 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属、マスキング 
定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、電離定数、pH、pKa、緩衝溶液、モ
ル濃度、質量百分率 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 以下の良好なコメント以外、要望が特になかった 

コメント： 
・実験が楽しかった。 
・高校時代は実験が大の苦手でしたが、この講義を受けて楽しくなりました。 
・レポートに毎週苦しめられましたが、化学基礎実験取ってよかったです。 

科目名 化学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

人）：大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社）：
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版）：これだけはおさえたい化学／井口洋
夫 他／実教出版 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを期限内に提出し受理されていることが、単位取得

の前提条件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験を安
全に行うため、白衣と保護眼鏡の着用を義務づける。 

シラバスコード FSL08910 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で

きる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）測容ガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフラスコ）の使用方
法を習得する。 
（４）pH メーター、分光光度計、電子天秤の使用方法を習得する。 
（５）詳しい実験観察結果を文章で表現し、物質の変化を化学反応式で記述でき
る。 



（６）報告書の基本的書き方を習得する。 
（７）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り日常的な物（⾷酢、ミネラルウォーター、ドリンク剤 

受講者へのコメント 講義開始時間より、十分早くから実験準備を進め、積極的に取り組んでくれたこ
とを評価します。前半の定性分析での現象の細かな記述、後半の定量分析での実
験過程での測定数値の取り扱いなど、この実習で学んだ手技や知識を今後の実験
実習に、十分活用してください。 

連絡先 １学舎２階研究室 電子メール aoki@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 実習講義であることから、出席率は高い方だが、途中で受講を止める比率が今回
25％と高かった。予習およびレポート作成に費やす学習時間は 2 時間以上の学生
が 7 割程度であった。 また、課題問題の取り組み、考察記述における資料検索
など、積極に取り組んでいる学生は 9 割であった。また、1 年次対象の実習講義
の為、実験を積極的に体験したい学生が集まり、満足度も高い結果となった。 

英文科目名 Experiments in Chemistry 
関連科目 一般化学、分析化学、入門化学 
次回に向けての改善変更予定 実際の反応を見せる事は最小限必要であるが、演示実験および前説明の時間を短

くして、学生たちの実習時間を十分取れるよう配慮する。 
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の進め方、予習の仕方を説明する。 

安全・環境教育を実施する。 
2 回 基礎実験（金属と酸との反応）とレポート作成 
金属と強酸・強塩基との反応を調べることによって、化学実験で使われる器具お
よび試薬の基本的な取扱い方と、実験操作を学ぶ。 
3 回 第１属陽イオンの定性分析 （Ag, Pb） 
銀イオン、鉛イオンを 塩酸（第１属陽イオン分属試薬）と反応させ難溶性の塩化
物沈殿を生成する。塩化鉛と塩化銀の溶解度差、アンモニア共存下での塩化銀の
可溶性錯イオン形成などの化学的性質を利用して、両イオ 

準備学習 1 回 教科書第 1 章 pp.1〜9 化学実験の基本的注意を読んでおくこと。 
2 回 教科書第 1 章 pp.1〜9 および pp.36〜40. 実験レポートの書き方 を読ん
でおくこと。 
元素の周期表、イオン化傾向、強酸、強塩基、酸化力のある酸について復習して
おくこと。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
3 回 教科書 pp.15〜18 を読み、難溶塩の溶解度と溶解度積について復習してお
くこと。 
教科書 pp.62〜68 を読み、陽イオンの分属と分属試薬について予習しておく。 
「化学実験−手引きと演 



 



年度 2014 
授業コード FSL08921 
成績評価 実験レポート（75％）、中間試験（5％）、定期試験（20％）により成績を評価す

る。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜14) 
見出し FSL08921 化学基礎実験 
担当教員名 高原 周一、佐藤 幸子、土肥 裕希＊ 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験−手引きと演習− ／ 佐藤幸子：理⼯系化学実験（−基礎

と応用− 第３版）／坂⽥一矩編／（東京教学社）／978-4-808230418 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属 
定量分析：中和、酸化還元、pH、緩衝溶液、モル濃度、質量百分率 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

人） 
大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社） 
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版） 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを提出し受理されていることが、単位取得の前提条

件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験開始までに、
予習プリントを提出する。実験を安全に行うため、白衣と保護眼鏡の着用を義務
づける。 

シラバスコード FSL08921 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で

きる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）化学実験で用いられるガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフ
ラスコなど）や機器（pH メーター、分光光度計、電子天秤など）を適切に使用
できる。 
（４）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り化学物質の濃度を決定できる。 
（５）現象を分子論的に捉え、物質の変化を化学反応式で記述できる。 
（６）実験についての報告書を作成することができる。 

受講者へのコメント  



連絡先 高原周一 13 学舎 3 階 電子メール takahara@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Chemistry 
関連科目 化学基礎論 I・II、入門化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

講義の進め方等を説明する。安全・環境教育を行う。 
2 回 基礎実験（金属と酸との反応） 
金属と強酸・強塩基との反応を調べる。 
3 回 第１ 属陽イオンの定性分析 
銀イオン、鉛イオンの定性分析についての実験を行う。 
4 回 第２属陽イオンの定性分析 I 
鉛 、ビスマス、銅 、カドミウムイオンの定性分析についての実験を行う。 
5 回 第２属陽イオンの定性分析 II  
混合試料の系統分析を行う。 
6 回 第３属陽イオンの定性分析 
アルミニウム、鉄、クロムイオンの定性分析についての実験を行う。 
7 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
3 回 前回行った実験についてのレポートを作成する。 
教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題を仕上
げること。 
4 回 前回行った実験についてのレポートを作成する。 
教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題を仕上
げること。 
5 回 前回行った実験についてのレポートを作成する。 
教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習 

 



年度 2014 
授業コード FSL09011 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により判定する．総獲得点数/提出義務回数

の値が 60 点以上を合格とする．本実験は教職関連科目でもあるので，全出席が
評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育実習の場合は３回）をこえ
る欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする．また，公欠の場合でも補講，
追加レポートや提出義務回数などの特別配慮は一切しない． 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜14) 
見出し FSL09011 生物学基礎実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正⽊ 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 実験指導，光学顕微鏡観察 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。なお，以下の

学生の受講を制限する．（１）入学時に実施した学力多様化度調査の結果により、
チューターから「入門生物」の履修を指導された学生（２）教職関連の生物科目
（生物学基礎論など）未受講の学生（３）前年度に本実験を不合格または途中放
棄した学生．また，受講希望者多数の場合は抽選とする。 

シラバスコード FSL09011 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作でき，実験指導が適切に行えるようになること． 
受講者へのコメント  
連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Biology 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に

便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 
2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 
3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２： 

準備学習 特になし 
 



年度 2014 
授業コード FSL09021 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により判定する．総獲得点数/提出義務回数

の値が 60 点以上を合格とする．本実験は教職関連科目でもあるので，全出席が
評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育実習の場合は３回）をこえ
る欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする．また，公欠の場合でも補講，
追加レポートや提出義務回数などの特別配慮は一切しない． 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜14) 
見出し FSL09021 生物学基礎実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正⽊ 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 実験指導，光学顕微鏡観察 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。なお，以下の

学生の受講を制限する．（１）入学時に実施した学力多様化度調査の結果により、
チューターから「入門生物」の履修を指導された学生（２）教職関連の生物科目
（生物学基礎論など）未受講の学生（３）前年度に本実験を不合格または途中放
棄した学生．また，受講希望者多数の場合は抽選とする。 

シラバスコード FSL09021 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作でき，実験指導が適切に行えるようになること． 
受講者へのコメント  
連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Biology 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に

便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 
2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 
3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２： 

準備学習 特になし 
 



年度 2014 
授業コード FSL09111 
成績評価 中間試験（50 点）と定期試験（50 点）で評価を行う。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜14) 
見出し FSL09111 地学基礎論Ⅰ 
担当教員名 ⻘⽊ 一勝 
単位数 2 
教科書 指定しない． 
アクティブラーニング  
キーワード 太陽系、地球、テクトニクス、岩石、鉱物、地球環境 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 地球学入門 惑星地球と大気・海洋のシステム／酒井治考／東海大学出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL09111 
実務経験のある教員  
達成目標 地学の基礎的知識の習得と地球環境問題を地球科学の観点から考える基礎力を

養う。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Geology I 
関連科目 地学基礎論 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 我々人類が住む「地球」を地球科学的に理解する上で欠かせない基礎的事項（地

球の構造、物質、環境など）を学習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。授業の紹介する． 

2 回 宇宙と太陽系について学習する。 
3 回 惑星地球について学習する。 
4 回 プレートテクトニクスについて学習する。 
5 回 マントルについて学習する。 
6 回 地球を構成する鉱物について学習する。 
7 回 地球を構成する火成岩について学習する。 



8 回 地球を構成する変成岩・堆積岩について学習する。 
9 回 中間テストをする． 
10 回 火山と噴火について学習する。 
11 回 天然資源について学習する。 
12 回 地震とそのメカニズムについて学習する。 
13 回 大気と太陽活動 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 太陽系の図をみておくこと。 
3 回 地球内部の構造図をみておくこと。 
4 回 現在のプレートの位置関係を把握しておくこと。 
5 回 カンラン岩について調べておくこと。 
6 回 鉱物と岩石の違いを把握しておくこと。 
7 回 火成岩の種類を調べておくこと。 
8 回 変成岩と堆積岩の種類を調べておくこと。 
9 回 これまでのまとめをしておくこと。 
10 回 地球上の火山帯の分布を調べておくこと。 
11 回 日本の天然資源について調べておくこと。 
12 回 地震の種類につい 

 



年度 2014 
授業コード FSL09211 
成績評価 中間試験（50 点）と定期試験（50 点）で評価を行う。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜14) 
見出し FSL09211 地学基礎論Ⅱ 
担当教員名 ⻘⽊ 一勝 
単位数 2 
教科書 指定しない． 
アクティブラーニング  
キーワード 地球史、地殻、造山運動、生命の誕生、進化と絶滅、地球環境 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 地球学入門 惑星地球と大気・海洋のシステム／酒井治考／東海大学出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL09211 
実務経験のある教員  
達成目標 地球史４６億年で起きたさまざまな現象を理解し、これからの地球の描像や環境

問題を考える力を養う。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Geology II 
関連科目 地学基礎論 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球内部や表層地殻で起こるさまざまな現象を学習する。また古環境における生

物の進化や絶滅の因果関係についても学習する。人類の生活と環境変化について
も学習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。授業の紹介をする． 

2 回 地質年代について学習する。 
3 回 火成作用について学習する。 
4 回 変成作用について学習する。 
5 回 堆積作用について学習する。 
6 回 地質構造について学習する。 



7 回 日本列島の形成について学習する。 
8 回 地殻形成について学習する。 
9 回 中間テストをする． 
10 回 生命の誕生について学習する。 
11 回 生物の進化について学習する。 
12 回 生物の大量絶滅について学習する。 
13 回 新生代の生物の進化について学習する。 
14 回 地球温暖化について学習 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 地質年代表をみておくこと。 
3 回 火成岩について復習しておくこと。 
4 回 変成岩について復習しておくこと。 
5 回 堆積岩について復習しておくこと。 
6 回 日本の大断層を調べておくこと。 
7 回 日本列島全体の地質図を見ておくこと。 
8 回 最古の岩石について調べておくこと。 
9 回 これまでのまとめをしておくこと 
10 回 最古の生命について調べておくこと。 
11 回 全球凍結とは何か調べておくこと。 
12 回 生物の大量絶滅はいつ起きたか調べておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FSL09311 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、予習復習を含めた実験への取り組みおよ

び理解度 40％により、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のう
ち、60 点以上を合格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数
の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜13) 
見出し FSL09311 地学基礎実験 
担当教員名 ⻘⽊ 一勝、小林 祥一、郷津 知太郎＊ 
単位数 2 
教科書 スクエア最新図説地学／⻄村祐二郎・杉山直／第一学習社／ISBN978-4-8040-

4658-7 C7044 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように⼼掛ける。 
この実験は火曜日にも開講しています。実験がしやすい受講生の少ない曜日に受
講することを勧めます。 

シラバスコード FSL09311 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実力をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 3F 小林研究室 086-256-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Geology 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図
の作成、地質図の作成等に関する実験を行う．また、パーソナルコンピューター
を活用しデータの整理を行う． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形に 

 



年度 2014 
授業コード FSL09321 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、予習復習を含めた実験への取り組みおよ

び理解度 40％により、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のう
ち、60 点以上を合格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数
の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜13) 
見出し FSL09321 地学基礎実験 
担当教員名 ⻘⽊ 一勝、小林 祥一、山口 一裕 
単位数 2 
教科書 スクエア最新図説地学／⻄村祐二郎・杉山直／第一学習社／ISBN978-4-8040-

4658-7 C7044 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように⼼掛ける。 
この実験は火曜日にも開講しています。実験がしやすい受講生の少ない曜日に受
講することを勧めます。 

シラバスコード FSL09321 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実力をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 3F 小林研究室 086-256-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Geology 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図
の作成、地質図の作成等に関する実験を行う．また、パーソナルコンピューター
を活用しデータの整理を行う． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形に 

 



年度 2014 
授業コード FSL09331 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、予習復習を含めた実験への取り組みおよ

び理解度 40％により、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のう
ち、60 点以上を合格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数
の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜14) 
見出し FSL09331 地学基礎実験 
担当教員名 ⻘⽊ 一勝、小林 祥一、郷津 知太郎＊ 
単位数 2 
教科書 スクエア最新図説地学／⻄村祐二郎・杉山直／第一学習社／ISBN978-4-8040-

4658-7 C7044 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように⼼掛ける。 
この実験は火曜日にも開講しています。実験がしやすい受講生の少ない曜日に受
講することを勧めます。 

シラバスコード FSL09331 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実力をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 3F 小林研究室 086-256-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Geology 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図
の作成、地質図の作成等に関する実験を行う．また、パーソナルコンピューター
を活用しデータの整理を行う． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形に 

 



年度 2014 
授業コード FSL09341 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、予習復習を含めた実験への取り組みおよ

び理解度 40％により、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のう
ち、60 点以上を合格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数
の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜14) 
見出し FSL09341 地学基礎実験 
担当教員名 ⻘⽊ 一勝、小林 祥一、山口 一裕 
単位数 2 
教科書 スクエア最新図説地学／⻄村祐二郎・杉山直／第一学習社／ISBN978-4-8040-

4658-7 C7044 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように⼼掛ける。 
この実験は火曜日にも開講しています。実験がしやすい受講生の少ない曜日に受
講することを勧めます。 

シラバスコード FSL09341 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実力をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 3F 小林研究室 086-256-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Geology 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図
の作成、地質図の作成等に関する実験を行う．また、パーソナルコンピューター
を活用しデータの整理を行う． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形に 

 



年度 2014 
授業コード FSL09410 
成績評価 研究の具体的内容、プレゼンテーションと研究内容、さらに発表等を総合して、

60％以上を合格とする。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学科(〜11) 
見出し FSL09410 特別研究 
担当教員名 益岡 典芳、石原 浩二、松浦 信康、橋川 直也、片岡 健、山口 悟、小嶋 

健博、 
単位数 6 
教科書 配属された教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答 特に無し。 
科目名 特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 配属された教員の指示による。 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FSL09410 
実務経験のある教員  
達成目標 （1）学習計画を立て、学習した内容を記憶することができる。 

（2）必要な情報を自分で獲得する手段を知っており、実行できる。 
（3）指導者の補助により自主的に解決法を考案できる。 
（4）複数の解決法について、比較検討できる。 
（5）課題に対して、背景・研究目的・対象と方法・結果・考察などを具体的に記
述できる。 
（6）文法的に正しく、論理的な記述ができる。 
（7）プレゼンテーションソフトを利用して、発表ができる。 
（8）質問を理解し、的確な返事ができる。 

受講者へのコメント 特に無し。 
連絡先 代表：学科⻑（原則：配属先研究室指導教員） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし。 
英文科目名 Special Thesis 
関連科目 臨床生命科学科の全ての科目＋B 群の必須科目 
次回に向けての改善変更予定 特に無し。 
講義目的 研究室に配属され、1 年間を通じて研究を行う。研究室指導教員のもとで、臨床



生命科学科の各分野で少なくとも 1 分野に関連した内容で、課題を設定し、限定
された範囲で解決できる能力を養うことを目的とする。特別研究発表を通じて、
自主的に学習を継続することができる能力、および日本語による記述力、発表力、
コミュニケーション能力を養うことを目標とする。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 各教員によって示される研究内容に関する基礎的項目を復習しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FSL09420 
成績評価 研究の具体的内容、プレゼンテーションと研究内容、さらに発表等を総合して、

60％以上を合格とする。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学科(10〜10) 
見出し FSL09420 特別研究【春学期最終評価】 
担当教員名 櫃本 泰雄、片山 誠一 
単位数 6 
教科書 配属された教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究【春学期最終評価】 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 配属された教員の指示による。 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FSL09420 
実務経験のある教員  
達成目標 （1）学習計画を立て、学習した内容を記憶することができる。 

（2）必要な情報を自分で獲得する手段を知っており、実行できる。 
（3）指導者の補助により自主的に解決法を考案できる。 
（4）複数の解決法について、比較検討できる。 
（5）課題に対して、背景・研究目的・対象と方法・結果・考察などを具体的に記
述できる。 
（6）文法的に正しく、論理的な記述ができる。 
（7）プレゼンテーションソフトを利用して、発表ができる。 
（8）質問を理解し、的確な返事ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表：学科⻑（原則：配属先研究室指導教員） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Special Thesis 
関連科目 臨床生命科学科の全ての科目＋B 群の必須科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 研究室に配属され、1 年間を通じて研究を行う。研究室指導教員のもとで、臨床

生命科学科の各分野で少なくとも 1 分野に関連した内容で、課題を設定し、限定



された範囲で解決できる能力を養うことを目的とする。特別研究発表を通じて、
自主的に学習を継続することができる能力、および日本語による記述力、発表力、
コミュニケーション能力を養うことを目標とする。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 各教員によって示される研究内容に関する基礎的項目を復習しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FSL09510 
成績評価 研究の具体的な内容と卒業論文、プレゼンテーションと研究内容を総合して評価

し、60％以上を合格とする。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学科(〜11) 
見出し FSL09510 卒業研究 
担当教員名 益岡 典芳、石原 浩二、松浦 信康、橋川 直也、片岡 健、山口 悟、小嶋 

健博、 
単位数 8 
教科書 配属された教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答 特に記載無し。 
科目名 卒業研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 配属された教員の指示による。 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FSL09510 
実務経験のある教員  
達成目標 （1）学習計画を立て、学習した内容を記録することができる。（2）必要な情報

を自分で獲得する手段を知っており、実行できる。（3）指導者の補助により自主
的に解決法を考案できる。（4）複数の解決法について、比較検討できる。（5）課
題に対して、背景、目的、対象と方法、結果、そして考察および文献などを具体
的に記述できる。（6）文法的に正しく、論理的な記述ができる。（7）プレゼンテ
ーションソフトなどを利用して、発表ができる。（8）質問を理解し、的確な返答
ができる。 

受講者へのコメント 特に記載無し。 
連絡先 代表：学科⻑（原則：配属先研究室指導教員） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に記載無し。 
英文科目名 Graduation Thesis 
関連科目 臨床生命科学科の全ての科目＋B 群の必須科目 
次回に向けての改善変更予定 特に記載無し。 
講義目的 研究室に配属され、1 年間を通じて研究を行う。研究室の指導教員の下で、臨床

生命科学科の各分野の少なくとも 1 分野に関連した内容で、社会の要求を踏まえ
て課題を設定し、限定された範囲で解決できる能力を養うことを目標とする。ま



た、卒業研究論文の作成、研究発表を通して、自主的に学習を継続することがで
きる能力、および日本語による記述力、発表力、コミュニケーション能力を養う
ことを目標とする。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 それぞれの教員の指示に従って、各研究項目ごとに必要な基礎学習を済ませてお

くこと。 
 



年度 2014 
授業コード FSL09611 
成績評価 課題提出（30％）、定期試験（70％）によって判定する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜14) 
見出し FSL09611 物理学基礎論Ⅰ 
担当教員名 豊⽥ 新 
単位数 2 
教科書 原康夫著 物理学入門 増補版 学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 運動、質点の力学、力学、連続体、波動 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 国立天文台理科年表（丸善）: サーウェイ著 松村訳 科学者と技術者のための物

理学Ⅰa, Ⅰb(学術図書) 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL09611 
実務経験のある教員  
達成目標 物理学の基礎的な概念である、運動の記述方法、力学的エネルギーを理解する。

質点の力学、連続体力学及び波動の基礎的事項を理解し、基礎的な問題が解ける
ようになる。これらの事項を基礎とした科学技術、現在の社会的問題の本質につ
いて理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 豊⽥（新）研究室 26 号館 3 階 Phone 256-9608 E-mail: toyoda@dap.ous.ac.jp 

オフィスアワー ⽊曜日 15：00-18：00（教授会開催日を除く） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics I 
関連科目 高等学校で物理を履修していない者は、前期に開講される入門物理を履修してお

くこと。高等学校で物理を履修していること、あるいは入門物理を履修している
ことを講義の前提とする。物理学基礎実験を履修する者はこの講義と同時あるい
は履修後に受講することを強く勧める。この講義に続けて物理学基礎論Ⅱを受講
することが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この世界の自然現象は物理学を基礎として成り立っている。その物理学の基礎的

なことがらのうち、その運動、力、エネルギーについて学び、理解を深める。ま



た、現在の科学技術、地球環境科学への応用についても一部解説する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理量と単位、等速直線運動、等加速度運動について学習する。 

2 回 力とそのつりあい、運動の法則について学習する。 
3 回 運動方程式の解法について学習する。 
4 回 運動方程式の解法について学習する。 
5 回 力のモーメントについて学習する。 
6 回 運動量と力積、運動量保存則について学習する。 
7 回 仕事とエネルギーの定義について学習する。 
8 回 力学的エネルギー保存則について学習する。 
9 回 仕事＝エネルギー定理について学習する。 
10 回 等速円運動について学習する。 
11 回 万有引力と天体の運動につい 

準備学習 毎回の講義においてその回の講義の復習となる課題（演習問題）を出します。次
回の講義までに解き、提出してください。 

 



年度 2014 
授業コード FSL09711 
成績評価 宿題(20%)、小テスト(60%) および定期試験(20%) で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜13) 
見出し FSL09711 物理学基礎論Ⅱ 
担当教員名 宮川 和也 
単位数 2 
教科書 物理学入門 増補版／原 康夫／学術図書出版社／978-4-780601169 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL09711 
実務経験のある教員  
達成目標 電荷、電流、電場、磁場、電磁波など 電磁気学の基礎知識を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 宮川 研究室、24 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics II 
関連科目 「物理学基礎論Ⅰ」を履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気・磁気現象は私たちにとって大変身近なものです。これは、原子、分子の世

界を支配する力が電磁気力であり、様々な物質の電気的、磁気的性質が主として
電子によって規定されているという事情によります。この講義では、このような
事を意識しながら、電磁気学のポイントを学びます。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 電荷と電流について解説する。 

2 回 クーロンの法則について解説する。 
3 回 電場と電気力線について解説する。 
4 回 電気力による位置エネルギー、電位について解説する。 
5 回 テストを実施する。また、その後、解説を行う。 
6 回 導体、キャパシター（コンデンサー）について解説する。 



7 回 オームの法則と抵抗について解説する。 
8 回 電流と仕事について解説する。 
9 回 テストを実施する。また、その後、解説を行う。 
10 回 磁石と磁場、電流のつくる磁場について解説する。 
11 回 ローレンツ力、電流に作用する 

準備学習 1 回 電荷と電流について、教科書を読んでおくこと。 
2 回 クーロンの法則について、教科書を読んでおくこと。また、指示された問題
を解いておくこと。 
3 回 電場と電気力線について、教科書を読んでおくこと。また、指示された問題
を解いておくこと。 
4 回 電気力による位置エネルギー、電位について、教科書を読んでおくこと。ま
た、指示された問題を解いておくこと。 
5 回 指示された問題を解いておくこと。 
6 回 導体、キャパシター（コンデンサー）について、教科書を読んでおくこと。
また、指示された問題を解いておくこと。 
7 回 

 



年度 2014 
授業コード FSL09810 
成績評価 課題提出（１０％），試験（９０％）により行う。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜14) 
見出し FSL09810 生物有機化学 
担当教員名 濱⽥ 博喜 
単位数 2 
教科書 McMurry et al., 監訳 菅原ニ三男 マクマリー生物有機化学 有機化学編 丸

善（株）／978-4-621082829 
アクティブラーニング  
キーワード アルカン，IUPAC, ケトン，アルデヒド，マルコフニコフ則，クライゼン縮合反

応，マイケル付加反応 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 生物有機化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中島利誠訳 有機化学 東京化学同人 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は１５回講義終了後実施する。日時については授業中に指示する。 
シラバスコード FSL09810 
実務経験のある教員  
達成目標 本講義を修得すると，全ての有機化学反応に関⼼を抱くようになる。また，有機

化学反応の反応機構の理解が容易に出来るようになる。 
受講者へのコメント 特になし 
連絡先 １４号館２階 濱⽥研究室（⾷品予防医学研究室） hamada@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Bioorganic Chemistry 
関連科目 生物化学１，II, 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 生体で起きている生化学反応を知るには基礎の有機化学の勉強が大切である。こ

の講義は基礎的な有機化学に関して，化合物の命名法からスタートして人名反応
の反応機構解説まで行う。この講義の目的は有機化学の一般的な知識の修得と生
体で起きている有機化学反応を理解出来るようになることである。毎回の講義の
終わりには反応機構を説明する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生物有機化学の講義の全般的な内容。 

2 回 アルカン１でアルカンの性質や命名法に関する内容。 



3 回 アルカン２でアルカンの性質や命名法に関する内容。 
4 回 アルケン，アルキン１の性質や命名法に関する内容。 
5 回 アルケン，アルキン２の性質や命名法や反応に関する内容。 
6 回 酸素，イオウ，ハロゲン化合物１に関して性質，物性や化学反応に関する内
容。 
7 回 酸素，イオウ，ハロゲン化合物２に関して性質，物性や化学反応に関する内
容。 
8 回 アミン１に関して性質，物性や化学反応に関する内容。 
9 回 アミン２に関し 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認して学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 アルカン１に関して教科書を読んでおくこと。 
3 回 アルカン２に関して教科書を読んでおくこと。 
4 回 アルケン，アルキン１に関して教科書を読んでおくこと。 
5 回 アルケン，アルキン２に関して教科書を読んでおくこと。 
6 回 酸素，イオウ，ハロゲン化合物１に関して教科書を読んでおくこと。 
7 回 酸素，イオウ，ハロゲン化合物２に関して教科書を読んでおくこと。 
8 回 アミン１に関して教科書を読んでおくこと。 
9 回 アミン２に関して教科書を読んでおくこ 

 



年度 2014 
授業コード FSL09820 
成績評価 課題提出（１０％），試験（９０％）により行う。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学科(〜11) 
見出し FSL09820 生物有機化学 
担当教員名 濱⽥ 博喜 
単位数 2 
教科書 McMurry et al., 監訳 菅原ニ三男 マクマリー生物有機化学 有機化学編 丸

善（株）／978-4-621082829 
アクティブラーニング  
キーワード アルカン，IUPAC, ケトン，アルデヒド，マルコフニコフ則，クライゼン縮合反

応，マイケル付加反応 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 生物有機化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中島利誠訳 有機化学 東京化学同人 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は１５回講義終了後実施する。日時については授業中に指示する。 
シラバスコード FSL09820 
実務経験のある教員  
達成目標 本講義を修得すると，全ての有機化学反応に関⼼を抱くようになる。また，有機

化学反応の反応機構の理解が容易に出来るようになる。 
受講者へのコメント 特になし 
連絡先 １４号館２階 濱⽥研究室（⾷品予防医学研究室） hamada@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Bioorganic Chemistry 
関連科目 生物化学１，II, 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 生体で起きている生化学反応を知るには基礎の有機化学の勉強が大切である。こ

の講義は基礎的な有機化学に関して，化合物の命名法からスタートして人名反応
の反応機構解説まで行う。この講義の目的は有機化学の一般的な知識の修得と生
体で起きている有機化学反応を理解出来るようになることである。毎回の講義の
終わりには反応機構を説明する。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 生物有機化学の講義の全般的な内容。 

2 回 アルカン１でアルカンの性質や命名法に関する内容。 



3 回 アルカン２でアルカンの性質や命名法に関する内容。 
4 回 アルケン，アルキン１の性質や命名法に関する内容。 
5 回 アルケン，アルキン２の性質や命名法や反応に関する内容。 
6 回 酸素，イオウ，ハロゲン化合物１に関して性質，物性や化学反応に関する内
容。 
7 回 酸素，イオウ，ハロゲン化合物２に関して性質，物性や化学反応に関する内
容。 
8 回 アミン１に関して性質，物性や化学反応に関する内容。 
9 回 アミン２に関し 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認して学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 アルカン１に関して教科書を読んでおくこと。 
3 回 アルカン２に関して教科書を読んでおくこと。 
4 回 アルケン，アルキン１に関して教科書を読んでおくこと。 
5 回 アルケン，アルキン２に関して教科書を読んでおくこと。 
6 回 酸素，イオウ，ハロゲン化合物１に関して教科書を読んでおくこと。 
7 回 酸素，イオウ，ハロゲン化合物２に関して教科書を読んでおくこと。 
8 回 アミン１に関して教科書を読んでおくこと。 
9 回 アミン２に関して教科書を読んでおくこ 

 



年度 2014 
授業コード FSL10010 
成績評価 レポート提出（10%），小テスト（10%），期末試験（80%）により単位認定を行

う。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜14) 
見出し FSL10010 基礎栄養学 
担当教員名 石原 浩二 
単位数 2 
教科書 新 ⾷品・栄養科学シリーズ 新ガイドライン準拠 基礎栄養学 ⻄川善之・灘

本知憲編 化学同人／978-4-759811193 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 板書をもっとという意見があったが，未だに高校の授業スタイルが抜けきってい

ないことが残念であった。早く大学の講義スタイルに慣れてほしいものである。 
科目名 基礎栄養学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回の講義終了後に実施する。日時については講義中に指示する。 
シラバスコード FSL10010 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）栄養の基本概念を生活している人間の総合的な⾷生活としてとらえるこ

と。 
（２）各栄養素の摂取，消化，吸収，代謝を理解する。 
（３）人体の機能維持と栄養との関係が理解できるようになること。 

受講者へのコメント 大学の講義は，その科目の導入部分でしかなく，学習後は，自分で進めていく必
要があることを忘れないでほしい。 

連絡先 27 号館 2 階 石原研究室 ishihara@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 教員の意欲については 91.3％の学生が感じられたと回答し，満足度も 8 割の学生
が満足と回答したことから，現在の方針で問題ないと判断している。 

英文科目名 Basic Nutrition 
関連科目 化学，生物化学，生物有機化学など 
次回に向けての改善変更予定 当面は現在の講義形式を継続する予定である。 
講義目的 栄養学とは「⾷と健康の関係」を取り扱う学問であり，医学，生理学，生化学，

薬学，生態学，スポーツ科学などによって支えられている応用（複合）科学的色
彩が強い学問分野である。栄養現象を科学的に解明する基礎的部分と，それらの



知識を実際の⾷生活に適用する応用部分の両面から解説し，「医⾷同源」の理解
に役立てることを本講義の目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 栄養学入門（栄養とは何か） 

2 回 栄養と⾷生活について 
3 回 糖質の栄養１ 
4 回 糖質の栄養２ 
5 回 脂質の栄養１ 
6 回 脂質の栄養２ 
7 回 タンパク質の栄養１ 
8 回 タンパク質の栄養２ 
9 回 ビタミンの栄養１ 
10 回 ビタミンの栄養２ 
11 回 無機質の栄養１ 
12 回 無機質の栄養２ 
13 回 機能性非栄養成分 
14 回 エネルギー代謝 
15 回 摂⾷と消化吸収 

準備学習 1 回 栄養とは何かについて各自考えておくこと 
2 回 健康と⾷生活の関係について調べておくこと。 
3 回 糖質の種類や性質について調べておくこと。 
4 回 糖質の栄養学的意義は何か考えておくこと。 
5 回 脂質の種類や性質について調べておくこと。 
6 回 脂質の栄養学的意義は何か考えておくこと。 
7 回 タンパク質やアミノ酸の性質について調べておくこと。 
8 回 タンパク質の栄養学的意義とは何か考えておくこと。 
9 回 脂溶性ビタミンの種類や性質について調べておくこと。 
10 回 水溶性ビタミンの種類や性質について調べてお 

 



年度 2014 
授業コード FSL10110 
成績評価 定期試験 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜14) 
見出し FSL10110 ⾷品学総論 
担当教員名 山口 悟 
単位数 2 
教科書 ⾷品学総論 第２版  栄養科学シリーズＮＥＸＴ ⾷べ物と健康／ 辻 英

明 海⽼原清 編／講談社サイエンティフィク 
アクティブラーニング  
キーワード ⾷品成分、化学構造 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⾷品学総論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 講義を受けたその日のうちに一度復習をして下さい。次の講義日の前日にもう一

度復習して下さい。自分の頭を使って良く考えながら復習に力を入れて下さい。
理解出来なかったことは積極的に質問して下さい。質問があれば二学舎３階の研
究室まで来てください。お昼休みをオフィス・アワーとしています。それ以外の
人はまずメールを下さい。件名（題名）には学番と名前を明記して下さい。差出
人が誰わからないメールはウイルス対策として削除しています。携帯電話からメ
ールを送る人は PC からのメール受信が出来る設定にしておいて下さい。 

シラバスコード FSL10110 
実務経験のある教員  
達成目標 ⾷品に含まれる成分を説明できる。成分の化学的性質を説明できる 
受講者へのコメント  
連絡先 2 学舎 3 階 ⾷品分子機能科学研究室  

メールアドレス s.yamaguchi@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 General Aspect of Food Science 
関連科目 生物化学 I、生物化学 II、一般化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 人は⾷品を摂取して生命を維持している。⾷品にはどのような成分が含まれてい

て、それらがどのような物質から構成されているのかを理解する。またそれらの
物質が調理、加⼯、保存中にどのように変化し、体内でどのように働くのかを理



解する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：人間と⾷品（⾷物）との関わりについて学習する。 

2 回 ⾷品成分：⾷品の分類、⾷品成分表について学習する。 
3 回 炭水化物：糖類（単糖類、二糖類、多糖類）、化学的性質と構造について学
習する。 
4 回 脂質：脂質、脂肪酸、油脂の化学的性質と構造について学習する。 
5 回 蛋白質：必須アミノ酸の構造と性質、蛋白質の種類と性質について学習す
る。 
6 回 酵素：⾷品の褐変と酸化還元に関与する酵素類、加水分解酵素について学習
する。 
7 回 ビタミン：水溶性ビタミン、油溶性ビタミンについて学習する。 
 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】前期の全ての科目を総復習しておく 
2 回 【⾷品の分類、⾷品成分表】⾷品の分類について調べる 
3 回 【糖類（単糖類、二糖類、多糖類）、化学的性質と構造】糖類について調べ
る 
4 回 【脂質：脂質、脂肪酸、油脂の化学的性質と構造】⾷品に含まれる脂質につ
いて調べる 
5 回 【蛋白質：必須アミノ酸の構造と性質、蛋白質の種類】必須アミノ酸の構造
と性質について調べる 
6 回 【酵素：⾷品の褐変と酸化還元に関与する酵素類、加水分解酵素】⾷品中に
含まれる酵素について調べる 
7 回 【ビタミン：水溶性ビタ 

 



年度 2014 
授業コード FSL10210 
成績評価 定期試験（100%） 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜13) 
見出し FSL10210 微生物学 
担当教員名 片山 誠一 
単位数 2 
教科書 臨床医学講座「微生物学/臨床微生物学」／岡⽥ 淳ら／医⻭薬出版／978-4-

263223093 
アクティブラーニング  
キーワード 細菌、真菌、ウイルス、滅菌・消毒、抗生物質、感染と生体防御 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 微生物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「コンパクト微生物学 改訂第 2 版」／小熊・東／南江堂 
授業形態 講義 
注意備考 プリント中⼼に講義を行う。適宜教科書、プロジェクターを活用する。 
シラバスコード FSL10210 
実務経験のある教員  
達成目標 滅菌・消毒や抗生物質など、微生物に関する基本的な概念・知識を十分理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 24 号館 2 階、katayama@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Microbiology 
関連科目 病原微生物学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 微生物学とは肉眼で見えない生物を対象としている。微生物にはどのような生物

が存在し、それぞれどのような特徴があるのか理解していく。滅菌・消毒や抗生
物質など、微生物に関する基本的な概念・知識を理解する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 微生物の分類を学習する。 

2 回 細菌の形態と構造・染色法を学習する。 
3 回 細菌の発育と培養方法を学習する。 
4 回 真菌について学習する。 
5 回 ウイルスについて学習する。 
6 回 遺伝と変異について理解する。（その１） 



7 回 遺伝と変異について理解する。（その２） 
8 回 滅菌と消毒について学習する。（その１） 
9 回 滅菌と消毒について学習する。（その２） 
10 回 化学療法について学習する。（その１） 
11 回 化学療法について学習する。（その２） 
12 回 薬剤耐性とワクチンについて理解する。 
13 回 

準備学習 1 回 教科書の微生物の分類の箇所を予め読んでおくこと。 
2 回 教科書の細菌の形態と構造・染色法の箇所を予め読んでおくこと。 
3 回 教科書の細菌の発育と培養の箇所を予め読んでおくこと。 
4 回 教科書の真菌の箇所を予め読んでおくこと。 
5 回 教科書のウイルスの箇所を予め読んでおくこと。 
6 回 教科書の遺伝と変異（その１）の箇所を予め読んでおくこと。 
7 回 教科書の遺伝と変異（その２）の箇所を予め読んでおく。 
8 回 教科書の滅菌と消毒（その１）の箇所を予め読んでおくこと。 
9 回 教科書の滅菌と消毒（その２）の箇 

 



年度 2014 
授業コード FSL10310 
成績評価 定期試験(70)と日報提出時の報告内容（30） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限、金曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜12) 
見出し FSL10310 ⾷品基礎実験 
担当教員名 小嶋 健博 
単位数 3 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード ⾷品分析 ⾷品添加物 残留農薬 味覚 分析デ−タの処理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⾷品基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・桜井 弘；薬学のための-分析化学−（化学同人） 

・菅原 正雄；基礎分析化学演習（三共出版） 
 実験中に指示する。 

授業形態 実験実習 
注意備考 実験操作をプリント，および参考書をよく読み理解した後，事前に実験計画を立

てておく。また，グル−プ実験では一致協力して行う。 
シラバスコード FSL10310 
実務経験のある教員  
達成目標 分析実験の基本操作の習得と実験デ−タの取り扱い，レポ−ト作成，実験研究計

画を立できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 13 号館 3 階（e-mail：tkojima@dls.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Food 
関連科目 分析化学，⾷品化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 日常生活における，⾷品成分とおいしさの⾷感との関係は重要な問題である。⾷

品を分析するための基礎的なことを修得するために，まず，試料の秤量→溶解→
沈殿生成→沈殿のろ過→沈殿の洗浄・精製→乾燥→灰化→灰化物の秤量→計算と
分析化学の基本操作を含む重量分析からはじめる。実験を通して実験項目と化学
量論の関係を学ぶ。さらに測定値の取り扱い，実験結果の考察，報告書の作成に
ついて習得する。身の回りの⾷品の腐敗や⾷器などの劣化の原因過程を探索でき
るようになること。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ⾷品基礎実験に関する実験内容と注意点についてのオリエンテ−ションを

行う。 
重量分析（沈殿生成現象），分光分析（光の性質と光の吸収），⾷感テスト，HPLC
（クロマトグラフィ−），測定のための数値の取り扱いを講義し，実験は共同で
行い，不注意による火傷やケガをすることあるので実験でこころがけること，注
意することについて講義する。 
2 回 硫酸第１鉄塩中の硫酸イオンの分析実験に関する沈殿の生成・反応メカニ
ズムについて講義した後，使用ガラス器具の取り扱い方を学び実験準備をする。 
3 回 硫酸第１鉄塩中の硫酸イオン 

準備学習 1 回 実験を安全に行うために注意を第一に，１年次に使用した分析の教科書の
関連する分野，濃度計算，さらに機器分析を学習して，つぎに行う実験テ−マに
ついて実験の目的・内容の関連性を理解し理論的に基本的な計算の加減乗除がで
きるようにしておく。 
2 回 硫酸イオンの分析のに利用する沈殿生成反応を理解したのち，純粋でろ過
しやすい沈殿を作るため沈殿の作製法を考え，また実験誤差について調べ実験計
画を立てる。 
3 回 硫酸イオンの分析を行うため沈殿の熟成と精製について調べ実験計画を立
てる。 
4 回 硫酸イオンの分析の実験計画， 

 



年度 2014 
授業コード FSL10410 
成績評価 ・レポート（毎回のレポートを 10 点満点で採点する。全てのレポートを合計し、 

 35 点分に換算する）（35 点） 
・実習態度（ 積極的な態度（5 点）、普通（3 点）、不真面目な態度（0 点）で毎
回の 
 実習を採点する。全てを合計し、10 点分に換算する）（10 点） 
・ペーパー試験（20 点） 
・実技試験（35 点） 
上記全てを加算し 100 点満点で評価する。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限、金曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜13) 
見出し FSL10410 生物化学実験Ⅰ 
担当教員名 山口 悟 
単位数 3 
教科書 適宜プリントを配布します。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物化学実験Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考 ・実験に関する予習課題を出します。次回の実験前に提出して下さい。この課題

が提出 
 されていることが実習を受ける最低条件の一つです。 
・実験が終わると実習のレポートを作成し、必ず提出して下さい。 
・実験中は白衣を着用し、胸には学番・氏名を記入した名札をつけて下さい。 
・必ず「実験ノート」を準備して下さい。（ルーズリーフノートのように一枚一枚 
 紙がばらばらになるノートは不可） 
・質問があれば二学舎３階の研究室まで来てください。お昼休みをオフィス・ア
ワーと 
 しています。それ以外の人はまずメールを下さい。件名 

シラバスコード FSL10410 
実務経験のある教員  
達成目標 必要な溶液を正しく作る事が出来る。 

電子天秤、pH メータ、遠⼼機、分光光度計等の機器類を正しく使う事が出来る。 
メスシリンダー、ピペッターなどを用いて正確に計量出来る。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室所在 二学舎３階 



メールアドレス s.yamaguchi@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Biochemistry I 
関連科目 生物化学 I,II  生物有機化学  機器分析法 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本実験は溶液の作成に始まり、およそ生命科学における基本的な実験技術とその

原理・原則の理解を目的とする。さらに行った実験結果を報告書（レポート）に
まとめる力を身につけることを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 前もって次の実験に関する予習課題を出します。実習までに与えられた課題をこ

なし、あらかじめ知っていなくてはならない事を調べ、実験前に提出して下さい。 
 



年度 2014 
授業コード FSL10510 
成績評価 実験に対する姿勢（20%），実験報告書（レポート）提出（60%），口頭試問結果

（20%）により単位認定を行う。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限、金曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜13) 
見出し FSL10510 生物化学実験Ⅱ 
担当教員名 石原 浩二 
単位数 3 
教科書 配布するプリントを用いて実験を行う。 
アクティブラーニング  
キーワード ⾷品成分，⾷品加⼯技術，アルコール発酵，酵素活性，酵素反応，電気泳動 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物化学実験Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 泉・小川・加藤・塩川・芝 監修 化学のレポートと論文の書き方 化学同人そ

の他は実験中に指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 白衣を準備しておくこと（白衣未着での実験は認めない）。欠席は認めない。実験

報告書（レポート）は必ず期限内に提出すること。 
シラバスコード FSL10510 
実務経験のある教員  
達成目標 生物化学に関する基本的な実験操作ができること。また，基本的な実験装置の操

作ができることを目標とする。 
受講者へのコメント 実験科目は自己学習が不可欠であるが，今後も，予習そしてレポート作成に力積

極的に取り組んでほしい。 
連絡先 27 号館 2 階 石原研究室 ishihara@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価において，満足とほぼ満足を合わせた回答数が 91％であり，普通が 9％，
やや不満，不満を合わせた数が０であった。また，教員の意欲については，感じ
られた，少し感じられたが 98％とあり，現在の指導方法に間違いはないと思われ
る。 

英文科目名 Experiments in Biochemistry II 
関連科目 生物有機化学，生物化学が単位取得済みであることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 実習，実験スペースが狭いという回答が 6 件あった。これについては，その年度

の学生数に大きく左右されるので，非常に難しい問題ではあるが，可能な限り，
学生に不満が出ないように努力したいと考えている（部屋を広げるのは現実的に
不可能であるので，実験内容や順番などの変更で対応したい）。 



講義目的 初歩的な実験をいくつか行う。知識として学習してきた理論や反応を実際に確か
めるとともに，実験器具，分析機器類の取り扱いに関する知識，技術を学び，生
物化学についての基礎的な知識と基本操作を確かなものにする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実験を始める前に 

2 回 基本操作 
3 回 タンパク質の定性実験 
4 回 ⾷品成分の定性実験 
5 回 パン酵⺟の固定化とアルコール発酵 
6 回 プロテアーゼ活性の検出 その１ 
7 回 プロテアーゼ活性の検出 その２ 
8 回 酵素によるスクロースの加水分解反応 その１ 
9 回 酵素によるスクロースの加水分解反応 その２ 
10 回 酸化還元酵素の活性検出と酵素反応速度論 その１ 
11 回 酸化還元酵素の活性検出と酵素反応速度論 その２ 
12 回 電気泳動 その１ 
13 回 電気泳動 その２ 
14 回 口頭試問 
15 回 報告書作成 

準備学習 1 回 実験を行うに当たっての注意点とは何かについて，各自考えておくこと。 
2 回 高校で使用したガラス器具などの名称や扱い方を調べておくこと。 
3 回 タンパク質に特有な反応について調べておくこと。 
4 回 植物色素の特徴や酵素および非酵素的な褐変反応について調べておくこと。 
5 回 アルコール発酵とは何かについて調べておくこと。 
6 回 酵素の基質特異性について調べておくこと。 
7 回 酵素の最適 pH について調べておくこと。 
8 回 還元糖とは何かについて調べておくこと。 
9 回 ラインウィーバーバーク式について調べて 

 



年度 2014 
授業コード FSL10610 
成績評価 レポートの内容によって評価する 
曜日時限 火曜日 5・6 時限、金曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜12) 
見出し FSL10610 ⾷品化学実験 
担当教員名 松浦 信康 
単位数 3 
教科書 テキストを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード クロマトグラフィー、PCR、天然物、生物活性 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 板書の字が見えにくいときがあるとの記述があったので、わかりやすく記載する

よう努めたい。 
科目名 ⾷品化学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に無し 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FSL10610 
実務経験のある教員  
達成目標 DNA, plasmid の取り扱いおよび PCR 法を理解し、⾷品分析への応用を理解する

細胞における生物活性測定法を学ぶ植物成分の分離精製法を学ぶ 
受講者へのコメント 4 年次生においては、本実験で学んだことを生かしてがんばってほしい。 
連絡先 松浦研究室 １３号館３階 nobuyasu@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標達成において、できた（50％）、だいたいできた（42.9％）、教員の意欲にお
いて、感じられた（87.5％）、少し感じられた（8.9％）、満足度において、満足
（69.6％）、ほぼ満足（26.8％）と良好な回答であった。 

英文科目名 Experiments in Food Chemistry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 一部うまくいかなかった実験があったので、次年度は万全の体制で望みたい。 
講義目的 「⾷」を科学的に解明し、その生物学的および医⾷同源的利用を行うための技術

内容習得を目的とする。１）化学成分分析２）遺伝学的分析３）生物活性評価に
ついて学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション１をする 

2 回  オリエンテーション２をする 
3 回  ⾷に含まれる化学成分の分析１をする 



4 回  ⾷に含まれる化学成分の分析２をする 
5 回  ⾷に含まれる化学成分の分析３をする 
6 回  ⾷に含まれる化学成分の分析４をする 
7 回  ⾷の遺伝学的分析１をする 
8 回  ⾷の遺伝学的分析２をする 
9 回  ⾷の遺伝学的分析３をする 
10 回  ⾷の遺伝学的分析４をする 
11 回  ⾷成分による生物活性評価１をする 
12 回  ⾷成分による生物活性評価２をする 
13 回  ⾷成分による生物活性評価３ 

準備学習 1 回 生物化学、生物有機化学の復習をしておくこと 
2 回 分子生物学、分子遺伝学の復習をしておくこと 
3 回 当日実施する実習書の内容を理解しておくこと 
4 回 当日実施する実習書の内容を理解しておくこと 
5 回 当日実施する実習書の内容を理解しておくこと 
6 回 当日実施する実習書の内容を理解しておくこと 
7 回 当日実施する実習書の内容を理解しておく 
8 回 当日実施する実習書の内容を理解しておくこと 
9 回 当日実施する実習書の内容を理解しておくこと 
10 回 当日実施する実習書の内容を理解しておくこと 
11 回 当日 

 



年度 2014 
授業コード FSL10710 
成績評価 試験により行う。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜12) 
見出し FSL10710 ⾷品安全衛生学 
担当教員名 松浦 信康、山口 悟、中村 元直 
単位数 2 
教科書 篠⽥純男・成松鎭雄・林 泰資 著 「⾷品衛生学」 三共出版 
アクティブラーニング  
キーワード ⾷の安全、リスクアナリシス、⾷品衛生 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 楽しい講義であったとのコメントがほとんどでした。来年もがんばります。 
科目名 ⾷品安全衛生学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 菊川清見・那須正夫 編 「⾷品衛生学−⾷の安全の科学−」 南江堂 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回終了後実施する。日時は後日連絡する 
シラバスコード FSL10710 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）⾷品の変質とその対処法について理解すること。 

（２）⾷品管理のあり方について理解すること。 
（３）⾷品添加物について正しい理解をすること。 
（４）⾷品汚染物質と健康との関係を理解すること。 
（５）⾷中毒の原因となる因子の概要と⾷中毒の予防について理解すること。 

受講者へのコメント これからの生活に直結する内容がほとんどですので、折に触れて思いだして欲し
いと思います。 

連絡先 13 号館 3 階 松浦研究室 nobuyasu@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 85％程度の学生より、理解が深まったとのコメントがあった。現状を維持すると
ともに、より分かりやすい講義を展開していく予定です。 

英文科目名 Food Safety and Sanitation 
関連科目 生理活性物質化学を履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 1 名の学生から、プロジェクターの切り替え速度が速いとのコメントがあったの

で、その点気をつけていきたいと思います。 
講義目的 ヒトが生きて行くためには衣⾷住を保障する必要があるが、特に⾷は必須であ

り、その安全性の確保はもっとも重要である。⾷品の安全性の確保のためには、
⾷品の生産、加⼯、流通、保存などの過程で適切な衛生管理が行われていなけれ
ばならない。⾷品に由来する危険性を知る必要がある。この講義では、⾷品衛生



管理のあり方と、⾷中毒や⾷品由来感染症など、⾷品を介する疾患とその対処に
ついて解説を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ⾷品安全衛生学序論について講義する。 

2 回 ⾷品衛生行政について講義する。 
3 回 ⾷品衛生法規について講義する。 
4 回 ⾷品と微生物について講義する。 
5 回 ⾷中毒総論について講義する。 
6 回 自然毒・化学性⾷中毒について講義する。 
7 回 微生物性⾷中毒 （１）毒素型⾷中毒について講義する。 
8 回 微生物性⾷中毒 （２）感染型⾷中毒について講義する。 
9 回 ⾷品由来感染症について講義する。 
10 回 ⾷品汚染と健康について講義する。 
11 回 ⾷品の変質と保存について講義する。 
12 回 ⾷品添加物総論・ 

準備学習 1 回 シラバスを確認して⾷品の安全・衛生の概念を理解しておくこと。 
2 回 わが国ではどのような⾷品衛生の行政組織が置かれて来たか、過去・現在に
ついて見ておくこと。 
3 回 現在施行されている⾷品衛生関連の法規の名称を頭に入れておくこと。 
4 回 ⾷品にとって有益な微生物と有害な微生物の存在を実生活の中で考えてお
くこと。 
5 回 ⾷中毒発生動向の過去・現在についてグラフを見ておくこと。 
6 回 具体的な⾷中毒事例を想い出して、病因物質などを考察しておくこと。 
7 回 毒素型⾷中毒・タンパク質毒素の概念を予習しておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FSM07010 
成績評価 毎回のレポート(30%), 試験(70%) 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FSM07010 解析学Ⅰ 
担当教員名 ⽥中 敏 
単位数 2 
教科書 新訂 応用数学／新井一道ほか／大日本図書／978-4477018768： 

新訂 応用数学問題集／新井一道ほか／大日本図書／978-4477018775 
アクティブラーニング  
キーワード 複素数、複素関数、正則関数、微分積分学、解析学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教科書になるべく即して講義を行ったのですが、無理にあわせる必要がないとの

コメントを幾人からか頂きました。 
次回は参考にしていきたいと思います。 
中間テストの希望もありましたが分量としては必要ないと考えています。 

科目名 解析学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 微分積分学Ⅲで使用した教科書、複素関数論に関する教科書。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM07010 
実務経験のある教員  
達成目標 複素数と極形式を理解する。 

絶対値と偏角を理解する。 
複素関数と正則関数を理解する。 
コーシー・リーマンの関係式を理解する。 
多価関数を理解する。 

受講者へのコメント 半年間ありがとうございました。 
連絡先 ２０号館８階 ⽥中敏研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ねよかったと思います。 
英文科目名 Analysis I 
関連科目 「解析学演習Ⅰ」との同時履修を強く勧める。微分積分学Ⅲ、微分積分学演習Ⅲ

を履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 大きな変更はなくてもよいように感じました。 

自由記述に書いてもらったことを参考にしていきたいと思います。 
講義目的 複素数と複素関数の性質について解説する。 



具体的な例を通して複素数と複素関数における様々な理論についての基礎的理
解を図る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 複素数について解説する。 

2 回 極形式について解説する。 
3 回 複素数の絶対値について解説する。 
4 回 偏角について解説する。 
5 回 複素関数について解説する。 
6 回 複素三角関数について解説する。 
7 回 複素関数の微分について解説する。 
8 回 正則関数について解説する。 
9 回 コーシー・リーマンの関係式について解説をする。 
10 回 三角関数の導関数について解説する。 
11 回 正則関数による写像について解説する。 
12 回 等角性について解説する。 
13 回 複素関数の逆関数について解説する。 
14 回 

準備学習 1 回 虚数について復習しておくこと。 
2 回 複素数について復習しておくこと。 
3 回 複素数と極形式について復習しておくこと。 
4 回 複素数の絶対値について復習しておくこと。 
5 回 複素数について復習しておくこと。 
6 回 複素関数について復習しておくこと。 
7 回 複素関数について復習しておくこと。 
8 回 複素関数の微分について復習しておくこと。 
9 回 正則関数について復習しておくこと。 
10 回 コーシー・リーマンの関係式について復習しておくこと。 
11 回 正則関数について復習しておくこと。 
12 回 正則関数 

 



年度 2014 
授業コード FSM07110 
成績評価 中間テストと試験により評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FSM07110 解析学Ⅱ 
担当教員名 下條 昌彦 
単位数 2 
教科書 解析学 I と同じ教科書「改訂-応用数学」(大日本図書)を用いる。1 章に書いてい

る内容を解説する。 
アクティブラーニング  
キーワード 曲線と曲面、スカラー場とベクトル場、線積分、面積分、 

発散定理、ストークスの定理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「中間試験のときにヒントを出しすぎ」というコメントについて。 

真面目に準備していた学生さん，誠に申し訳ありません。 
「解析の深い話が聞けて良かった」というコメントがあって嬉しい限りです。 

科目名 解析学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 微分積分学Ⅳで使用した教科書で２年時の講義で触れなかった部分。 

具体的には冊子「大学二年生の微分積分学」の１６章、３１章と３２章 
を補足した内容の講義である。また同冊子の２４章、２５章、２６章も 
参考になる。 

授業形態 講義 
注意備考 「解析学演習Ⅱ」との同時履修を強く勧める。 
シラバスコード FSM07110 
実務経験のある教員  
達成目標 ・具体的なベクトル場をイメージできるようになる。 

・曲線の接線や法線ベクトルの計算、曲率の計算法を習熟する。 
・ベクトルの発散や回転をイメージできるようになる。 
・ベクトル場やスカラー場の面積分・線積分の幾何的な意味を理解する。 
・発散定理とストークスの定理を理解し、計算できるようになる。 
・電磁気学、力学、流体問題で現れるベクトル場についての簡単な知識を得る。 

受講者へのコメント 「授業に関する教員の意欲」に関して今回は「感じられた」という回答が多かっ
た。 
その理由は明白である。今回は初めて教える内容だったからです。 
でも人は誰でも何度も同じ講義をすると意欲は薄れるものです。 
したがって継続的に意欲を期待するのは実はやや酷な話なのです． 
意欲が減退した先生に教わったのであれ，その人はたぶん何度も同じ 
講義をしている可能性が高い。そのため話は初⼼者よりも，ずっとうまいはずで
す。 



ポイントはどこかもよく⼼得ているでしょう。 
教員の意欲は自分には関係のないと思っておればよい。 
数学 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「この分野への理解が深まった」，「この分野の興味関⼼が高まった」という学生
さんが多かった。 
おそらく前学期の解析学Ⅰの講義内容を学生側がよく理解されていたから。ある
いは昔学習した内容の復習を講義内にときどき入れたのが良かったのかもしれ
ません。でもなぜ学生からの評価が高かったのかがよくわからない。原因を知り
たいものです。 

英文科目名 Analysis II 
関連科目 微分積分学Ⅱ、微分積分学演習Ⅱ、微分積分学Ⅲ、微分積分学演習Ⅲ、微分積分

学演習Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定 考慮してほしいこと。「特にない」という回答が多かったのですが， 

板書の改善などに関してさらなる⼯夫をして，今後精進しようと思います。 
講義目的 前半は曲線や曲面の幾何的な量の計算を行い、ベクトル場（主に３次元で３変数）

の色々な微分量の意味を説明する。後半は面積分や線積分などに付随する積分定
理を扱う。計算技法の確立はもちろん、ベクトル場の様々な基本概念および理論
が直観的に理解できるようになることを目指す。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 空間のベクトル・内積・行列式・外積や微分法の復習する。 

2 回 ベクトル関数・速度ベクトルと加速度ベクトルの力学的意味の解説する。 
3 回 曲線の接線ベクトルや法線ベクトル・その曲率を解説する。 
4 回 曲面の表示・偏微分と単位法線ベクトル・曲面積の復習をする。 
5 回 3 次元のスカラー場とベクトル場と勾配場を解説する。 
6 回 3 次元ベクトル場の発散と回転・ラプラシアンについて解説する。 
7 回 ベクトル場の線積分、スカラー場の２重積分を解説する。 
8 回 中間テストおよびその解説をする。 
9 回 グリーンの定理 

準備学習 1 回 ２年生まで習った線形代数を復習しておくこと。 
2 回 微分積分学Ｉの微分法について復習しておくこと。 
3 回 形の数理の内容を復習しておくこと。 
4 回 微分積分学Ⅲの偏微分や単位ベクトル、および 
微分積分学Ⅳの曲面積について復習しておくこと。 
5 回 微分積分学Ⅲの勾配ベクトルについて復習しておくこと。 
6 回 ベクトル場の発散と回転の計算について復習しておくこと。 
7 回 ２年生の微分積分学Ⅳの線積分と２重積分について復習しておくこと。 
8 回 これまでのことを復習しておくこと。 
9 回 微分積分学Ⅳで習ったグ 

 



年度 2014 
授業コード FSM07610 
成績評価 中間試験、期末試験、課題提出による。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FSM07610 代数学Ⅰ 
担当教員名 山⽥ 紀美子 
単位数 2 
教科書 群・環・体入門／新妻・⽊村／共立出版／978-4320015951 
アクティブラーニング  
キーワード 群、環、素因数分解、整数、多項式、n 次置換群、多角形・多面体 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「例題の⼯夫」「証明を略しすぎない」の要望が複数見られたので、 

今後留意します。 
「わかる・わからない」については、成績が M 字カーブを描き 
理解の個人差が大きかったことを付記します。 

科目名 代数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 すぐわかる代数／石村園子／東京図書／978-4489005879 
授業形態 講義 
注意備考 代数学演習 I も受講することが望ましい。 
シラバスコード FSM07610 
実務経験のある教員  
達成目標 抽象的な代数学を理解できるようになる。 

具体的な代数系の性質を、抽象的な代数学を用いて 
計算・記述できるようになる。 

受講者へのコメント 復習時間 30 分未満が 60%でしたが、学生さんにとって未知の概念が 
多い授業ですので復習して下さい。 

連絡先 20 号館 8 階山⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 担当するのがほとんど初めての授業で試行錯誤したため、 
「理解しやすいように説明を⼯夫してほしい」 
「終了時刻を守ってほしい（時間配分が不安定）」 
のポイントが高めである点には⼼当たりがあります。 
授業に満足 or ほぼ満足が約 60%だったのは個人的予想より高かったです。 

英文科目名 Algebra I 
関連科目 演算の数理 I, II, 代数学演習 I、代数学 II 
次回に向けての改善変更予定 授業内容の改良（量を減らす、例題・証明の再検討など）。 
講義目的 群・環の基礎を学ぶ。 



代数学の抽象的な理論に親しむと同時に、 
整数環、多項式環、対称群 S_n、多面体群など具体的な 
代数系を理解する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 1 回 演算の数理 I, II の講義内容を復習する 

2 回 前回の講義内容を復習する 
3 回 前回の講義内容を復習する 
4 回 前回の講義内容を復習する 
5 回 前回の講義内容を復習する 
6 回 前回の講義内容を復習する 
7 回 前回の講義内容を復習する 
8 回 前回の講義内容を復習する 
9 回 前回の講義内容を復習する 
10 回 前回の講義内容を復習する 
11 回 前回の講義内容を復習する 
12 回 前回の講義内容を復習する 
13 回 前回の講義内容を復習する 
14 回 前回の講義内容を復習する 
15 回 前回の講義内容を復習する 

 



年度 2014 
授業コード FSM07710 
成績評価 課題（30%）、中間試験（30%）、定期試験（40%）により評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FSM07710 代数学Ⅱ 
担当教員名 浜畑 芳紀 
単位数 2 
教科書 群・環・体入門／新妻・⽊村／共立出版／978-4320015951 
アクティブラーニング  
キーワード 環、体、整数、多項式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 代数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 代数学演習 II も受講することが望ましい。 
シラバスコード FSM07710 
実務経験のある教員  
達成目標 整数の演算と、環、体の抽象的な結果との関係が理解できるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Algebra II 
関連科目 演算の数理 I, II、代数学 I、代数学演習 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 整数の演算から始めて、環（和差積の演算ができる集合）、体（四則演算のできる

集合）の基礎を学ぶ。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 除法の定理 

2 回 素因数分解の一意性 
3 回 合同式 
4 回 中国式剰余の定理 
5 回 オイラーの関数、メビュースの関数 
6 回 環と体の定義 
7 回 イデアルと剰余環 
8 回 有理整数環 



9 回 環の準同型写像、準同型定理 
10 回 多項式 
11 回 一意分解整域 
12 回 商体 
13 回 体上のベクトル空間 
14 回 拡大体 
15 回 有限体 

準備学習 1 回 代数学１の講義内容を復習する。 
2 回 前回の講義内容を復習する。 
3 回 前回の講義内容を復習する。 
4 回 前回の講義内容を復習する。 
5 回 前回の講義内容を復習する。 
6 回 前回の講義内容を復習する。 
7 回 前回の講義内容を復習する。 
8 回 前回の講義内容を復習する。 
9 回 前回の講義内容を復習する。 
10 回 前回の講義内容を復習する。 
11 回 前回の講義内容を復習する。 
12 回 前回の講義内容を復習する。 
13 回 前回の講義内容を復習する。 
14 回 前回の講義内容を復習する。 
15 回 前回の講義内 

 



年度 2014 
授業コード FSM08010 
成績評価 期末試験により行う 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FSM08010 幾何学Ⅰ 
担当教員名 橋爪 道彦 
単位数 2 
教科書 講義内容をプリントして配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 特になし 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 幾何学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 栗⽥ 稔 著 立体幾何 共立出版、G．ジェニングス 著 幾何再入門 岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考 幾何学演習 I を受講することが望ましい 
シラバスコード FSM08010 
実務経験のある教員  
達成目標 講義目的で述べた内容を修得すること 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 8 階 橋爪道彦研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Geometry I 
関連科目 幾何学演習 I、幾何学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 空間内の基本的な図形である直線、平面、多面体の諸性質を学ぶ中で空間感覚を

養うとともに、立体をベクトルや座標系を用いて扱う事に習熟してもらう。また
射影幾何の初歩を学んで、これまでの幾何とは異なる幾何の世界を理解してもら
う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 第 1 回：高校数学で扱ったベクトルについて復習しておくこと 

第 2 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 3 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 4 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 5 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 



第 6 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 7 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 8 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 9 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 10 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 11 回：前回までの講義内容を理解し 

 



年度 2014 
授業コード FSM08110 
成績評価 期末試験の成績により評価する 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FSM08110 幾何学Ⅱ 
担当教員名 橋爪 道彦 
単位数 2 
教科書 講義内容をプリントし配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 特になし 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 幾何学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 栗⽥ 稔 著 立体幾何 共立出版、G．ジェニングス 著 幾何再入門 岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考 幾何学 I を受講していることが望ましい 
シラバスコード FSM08110 
実務経験のある教員  
達成目標 講義目的で述べた内容を修得すること 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 8 階 橋爪道彦研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Geometry II 
関連科目 幾何学 I、幾何学演習 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 我々の住んでいる地球は球面であり、厳密に言えば球面幾何学の世界である。従

って球面幾何の素養を身に付けて欲しいのが第一の目的である。  
後半で地図の作成法を学ぶ中で現代幾何の手法（多様体論）について学んで欲し
いのが第二の目的である。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 第 1 回：幾何学 I の内容を理解しておくこと 

第 2 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 3 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 4 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 5 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 



第 6 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 7 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 8 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 9 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 10 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 11 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 1 

 



年度 2014 
授業コード FSM10011 
成績評価 レポート課題(70%)と授業中の演習(30%)を合わせて評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学科(〜07) 
見出し FSM10011 特別講義Ⅰ 
担当教員名 坂⽥ 定久＊、⻑渕 裕 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 微分方程式の安定性 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別講義Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 常微分方程式の安定性／山本 稔／実教出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM10011 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 線形微分方程式系の安定性に関する基本的な性質を理解すること。 

(2) 具体的な線形微分方程式系に対し，安定性が判定できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 5 階⻑渕研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Lectures on Special Topics I 
関連科目 微分積分，微分方程式に関係する科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 理⼯学は勿論のこと経済学や数理生物学の分野においても微分方程式は重要な

知識の１つとなってきている。高階の線形微分方程式はベクトル表示により，１
階線形微分方程式系となる。この講義では，主として，線形微分方程式系の安定
性に関する基礎的知識について講述する。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 微分方程式系の安定性と有界性を定義し，その例を示す。 

2 回 微分方程式系の漸近安定性を定義し，その例を示す。 
3 回 自励系および周期系の微分方程式系の漸近安定性について調べる。 
4 回 線形微分方程式系の基本解系の性質を調べる。 
5 回 基本解系を利用して，微分方程式系の漸近安定性を判定する。 



6 回 ラウス・フルヴィッツの判定法を用いて，定数係数線形微分方程式系の漸近
安定性を判定する。 
7 回 リヤプノフの方法を用いて微分方程式系の安定性，不安定性を判定する。 
8 回 リヤプノフの方法を用いて微分方程式系の 

準備学習 1 回 関数の極限の定義について復習しておくこと。 
2 回 安定性の定義とその例を見直しておくこと。 
3 回 微分方程式系の解の定義とその一意性について復習しておくこと。 
4 回 行列の指数関数を復習しておくこと。 
5 回 １階線形微分方程式の定数変化法の復習をしておくこと。 
6 回 行列式の計算方法の復習をしておくこと。 
7 回 積分の計算と１階線形微分方程式の解法を復習しておくこと。 
8 回 前回のリヤプノフの方法を復習しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FSM10610 
成績評価 課題提出(50%)、小テスト(50%)により評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(理)(〜14) 
見出し FSM10610 微分積分学Ⅰ 
担当教員名 高嶋 恵三 
単位数 2 
教科書 理⼯系学部のための微分積分学テキスト／山梨大学⼯学部基礎教育センター／

学術図書出版社／978-4-7806-0311-8 
アクティブラーニング  
キーワード 極限, 連続, 導関数, 微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 微分積分学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 解析概論／高⽊貞治／岩波 
授業形態 講義 
注意備考 高校数学の数ⅡとⅢを学習しておくことが望ましい。大学の数学の基礎となるの

で, 復習と計算の練習を怠らないこと。 
シラバスコード FSM10610 
実務経験のある教員  
達成目標 極限の概念を理解すること。微分の定義, 運用方法とその応用を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館 ８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Calculus I 
関連科目 微分積分学演習Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 数学の基礎となる一変数の関数の微分とその応用について学習を行う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 高校での数学の復習と収束の概念の学習をする。 

2 回 数列の極限の学習をする。 
3 回 関数の極限, 連続関数の学習をする。 
4 回 導関数、微分の基本公式の学習をする。 
5 回 合成関数の微分の学習をする。 
6 回 対数関数と指数関数の微分の学習をする。 
7 回 三角関数の微分の学習をする。 



8 回 中間のテストと解説をする。 
9 回 逆三角関数の学習をする。 
10 回 逆関数の微分, パラメータ表示の関数の微分の学習をする。 
11 回 平均値の定理と関数の増減の学習をする。 
12 回 ロピタルの定理の学習をする。 
1 

準備学習 1 回 高校数学を復習すること。 
2 回 数列の極限を復習すること。 
3 回 関数の極限, 連続関数を復習すること。 
4 回 導関数、微分の基本公式を復習すること。 
5 回 合成関数の微分を復習すること。 
6 回 いろいろな関数の微分法、指数関数・対数関数、指数関数と対数関数の微分
法、対数微分法を復習すること。 
7 回 いろいろな関数の微分法、三角関数の微分法の復習すること。 
8 回 第７回までの演習を復習すること。 
9 回 いろいろな関数の微分法、逆三角関数の微分法を復習すること。 
10 回 逆関数の微分, パラメータ表示 

 



年度 2014 
授業コード FSM10620 
成績評価 課題提出(50%)、定期試験(50%)により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス MB(理)(〜14) 
見出し FSM10620 微分積分学Ⅰ 
担当教員名 高嶋 恵三 
単位数 2 
教科書 理⼯系学部のための微分積分学テキスト／山梨大学⼯学部基礎教育センター／

学術図書出版社／978-4-7806-0311-8 
アクティブラーニング  
キーワード 極限, 連続, 導関数, 微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 微分積分学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 解析概論／高⽊貞治／岩波 
授業形態 講義 
注意備考 高校数学の数ⅡとⅢを学習しておくことが望ましい。大学の数学の基礎となるの

で, 復習と計算の練習を怠らないこと。 
シラバスコード FSM10620 
実務経験のある教員  
達成目標 極限の概念を理解すること。微分の定義, 運用方法とその応用を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館 ８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Calculus I 
関連科目 微分積分学演習Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 数学の基礎となる一変数の関数の微分とその応用について学習を行う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 高校での数学の復習と収束の概念の学習をする。 

2 回 数列の極限の学習をする。 
3 回 関数の極限, 連続関数の学習をする。 
4 回 導関数、微分の基本公式の学習をする。 
5 回 合成関数の微分の学習をする。 
6 回 対数関数と指数関数の微分の学習をする。 
7 回 三角関数の微分の学習をする。 



8 回 中間のテストと解説をする。 
9 回 逆三角関数の学習をする。 
10 回 逆関数の微分, パラメータ表示の関数の微分の学習をする。 
11 回 平均値の定理と関数の増減の学習をする。 
12 回 ロピタルの定理の学習をする。 
1 

準備学習 1 回 高校数学を復習すること。 
2 回 数列の極限を復習すること。 
3 回 関数の極限, 連続関数を復習すること。 
4 回 導関数、微分の基本公式を復習すること。 
5 回 合成関数の微分を復習すること。 
6 回 いろいろな関数の微分法、指数関数・対数関数、指数関数と対数関数の微分
法、対数微分法を復習すること。 
7 回 いろいろな関数の微分法、三角関数の微分法の復習すること。 
8 回 第７回までの演習を復習すること。 
9 回 いろいろな関数の微分法、逆三角関数の微分法を復習すること。 
10 回 逆関数の微分, パラメータ表示 

 



年度 2014 
授業コード FSM10710 
成績評価 定期試験(70%)、中間試験(20%)、レポート等(10%)を合計した得点により評価

する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(理)(〜14) 
見出し FSM10710 微分積分学Ⅱ 
担当教員名 ⻤塚 政一 
単位数 2 
教科書 理⼯系学部のための微分積分学テキスト／佐藤 眞久【責任編集】／山梨大学⼯

学部基礎教育センター【編】 
アクティブラーニング  
キーワード 不定積分、定積分、広義積分、体積、曲線の⻑さ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 微分積分学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎コース 微分積分 第 2 版／坂⽥ 定久、萬代 武史、山原 英男／学術図書出

版社 
授業形態 講義 
注意備考 大学で学ぶ数学の基礎となる講義です。予習・復習を怠らないこと。 
シラバスコード FSM10710 
実務経験のある教員  
達成目標 積分の定義を知り、実際に積分を実行できること。 
受講者へのコメント 微分積分学は数学を学ぶうえで、避けては通れない学問です。今回扱った教科書

をバイブルに今後もしっかりと復習を行いましょう。 
連絡先 ⻤塚研究室２０号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「[A]授業に対するあなたの取り組みについて」中の設問「３）授業時間外の学
習にどのように取り組みましたか」の項目のうち「宿題などの指示された課題に
取り組んだ」と答えた学生が 9 割以上を超えており、さらに、「【B】この授業に
おけるあなたの成⻑について」における項目のうち、「この分野への理解が深ま
った」と答えた学生が 7 割を超えていた。学生諸君の微分積分学に対する意欲が
強く感じられる。 
演習時に解き終わらなかった問題をレポート課題とし、次の週に評価したこと
が、効果的であったと考える。 

英文科目名 Calculus II 
関連科目 微分積分学Ⅰ、微分積分学演習Ⅰ、微分積分学演習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 今後も演習時に解き終わらなかった問題をレポート課題とし、次の週に評価して



いきたい。 
講義目的 数学の基礎となる一変数関数の積分とその応用を講述する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 前期の微分の復習と積分への継がりを予習すること。 

２回 不定積分の基礎について予習すること。 
３回 指数関数の不定積分について予習すること。 
４回 三角関数及び逆三角関数の不定積分について予習すること。 
５回 置換積分法について予習すること。 
６回 部分積分法について予習すること。 
７回 有理関数の不定積分について予習すること。 
８回 積分の基礎について復習すること。（中間試験） 
９回 定積分の定義と区分求積法について予習すること。 
１０回 不定積分と定積分の関係について予習すること。 
１１回 広義 

 



年度 2014 
授業コード FSM10720 
成績評価 定期試験(70%)、中間試験(20%)、レポート等(10%)を合計した得点により評価

する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス MB(理)(〜14) 
見出し FSM10720 微分積分学Ⅱ 
担当教員名 ⻤塚 政一 
単位数 2 
教科書 理⼯系学部のための微分積分学テキスト／佐藤 眞久【責任編集】／山梨大学⼯

学部基礎教育センター【編】 
アクティブラーニング  
キーワード 不定積分、定積分、広義積分、体積、曲線の⻑さ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 微分積分学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎コース 微分積分 第 2 版／坂⽥ 定久、萬代 武史、山原 英男／学術図書出

版社 
授業形態 講義 
注意備考 大学で学ぶ数学の基礎となる講義です。予習・復習を怠らないこと。 
シラバスコード FSM10720 
実務経験のある教員  
達成目標 積分の定義を知り、実際に積分を実行できること。 
受講者へのコメント 微分積分学は数学を学ぶうえで、避けては通れない学問です。今回扱った教科書

をバイブルに今後もしっかりと復習を行いましょう。 
連絡先 ⻤塚研究室２０号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「[A]授業に対するあなたの取り組みについて」中の設問「３）授業時間外の学
習にどのように取り組みましたか」の項目のうち「宿題などの指示された課題に
取り組んだ」と答えた学生が 9 割以上を超えており、さらに、「【B】この授業に
おけるあなたの成⻑について」における項目のうち、「この分野への理解が深ま
った」と答えた学生が 8 割を超えていた。学生諸君の微分積分学に対する意欲が
強く感じられる。 
演習時に解き終わらなかった問題をレポート課題とし、次の週に評価したこと
が、効果的であったと考える。 

英文科目名 Calculus II 
関連科目 微分積分学Ⅰ、微分積分学演習Ⅰ、微分積分学演習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 今後も演習時に解き終わらなかった問題をレポート課題とし、次の週に評価して



いきたい。 
講義目的 数学の基礎となる一変数関数の積分とその応用を講述する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 前期の微分の復習と積分への継がりを予習すること。 

２回 不定積分の基礎について予習すること。 
３回 指数関数の不定積分について予習すること。 
４回 三角関数及び逆三角関数の不定積分について予習すること。 
５回 置換積分法について予習すること。 
６回 部分積分法について予習すること。 
７回 有理関数の不定積分について予習すること。 
８回 積分の基礎について復習すること。（中間試験） 
９回 定積分の定義と区分求積法について予習すること。 
１０回 不定積分と定積分の関係について予習すること。 
１１回 広義 

 



年度 2014 
授業コード FSM10810 
成績評価 課題提出(40%)、小テスト(60%)により評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(理)(〜14) 
見出し FSM10810 微分積分学演習Ⅰ 
担当教員名 井上 雅照 
単位数 2 
教科書 理⼯系学部のための微分積分学テキスト/山梨大学⼯学部基礎教育センター・ 編

集代表者 佐藤眞久/学術図書出版社/978-4-7806-0311-8 
アクティブラーニング  
キーワード 極限, 連続, 導関数, 微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 微分積分学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考 高校数学の数ⅡとⅢを学習しておくことが望ましい。大学の数学の基礎となるの

で, 復習と計算の練習を怠らないこと。 
シラバスコード FSM10810 
実務経験のある教員  
達成目標 極限の概念を理解すること。微分の定義, 運用方法とその応用を修得する。 
受講者へのコメント 分からないところがあれば、遠慮なく質問してください。 
連絡先 ２０号館 ８階 井上研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 欠席回数も少なく、ほとんどの学生が授業時間外に１時間以上学習しているよう
である。 
総合評価では達成度が高くない。 

英文科目名 Exercise on Calculus I 
関連科目 微分積分学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 理解度に合わせて、演習問題を見直す。 
講義目的 数学の基礎となる一変数の関数の微分とその応用について演習を行う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 高校での数学の復習とその演習をする。 

2 回 数列の極限の演習をする。 
3 回 関数の極限, 連続関数の演習をする。 
4 回 導関数、微分の基本公式の演習をする。 
5 回 合成関数の微分の演習をする。 



6 回 対数関数と指数関数の微分の演習をする。 
7 回 三角関数の微分の演習をする。 
8 回 中間のテストと解説をする。 
9 回 逆三角関数の演習をする。 
10 回 逆関数の微分, パラメータ表示の関数の微分の演習をする。 
11 回 平均値の定理と関数の増減の演習をする。 
12 回 ロピタルの定理の演習をする。 
13 回 関 

準備学習 1 回 高校数学を復習すること。 
2 回 数列の極限を復習すること。 
3 回 関数の極限, 連続関数を復習すること。 
4 回 導関数、微分の基本公式を復習すること。 
5 回 合成関数の微分を復習すること。 
6 回 いろいろな関数の微分法、指数関数・対数関数、指数関数と対数関数の微分
法、対数微分法を復習すること。 
7 回 いろいろな関数の微分法、三角関数の微分法の復習すること。 
8 回 第７回までの演習を復習すること。 
9 回 いろいろな関数の微分法、逆三角関数の微分法を復習すること。 
10 回 逆関数の微分, パラメータ表示 

 



年度 2014 
授業コード FSM10820 
成績評価 課題提出(40%)、小テスト(60%)により評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(理)(〜14) 
見出し FSM10820 微分積分学演習Ⅰ 
担当教員名 ⻤塚 政一 
単位数 2 
教科書 理⼯系学部のための微分積分学テキスト／佐藤 眞久【責任編集】／山梨大学⼯

学部基礎教育センター【編】 
アクティブラーニング  
キーワード 極限, 連続, 導関数, 微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 微分積分学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考 高校数学の数ⅡとⅢを学習しておくことが望ましい。大学の数学の基礎となるの

で, 復習と計算の練習を怠らないこと。 
シラバスコード FSM10820 
実務経験のある教員  
達成目標 極限の概念を理解すること。微分の定義, 運用方法とその応用を修得する。 
受講者へのコメント 微分積分学は数学を学ぶうえで、避けては通れない学問です。今回扱った教科書

をバイブルに今後もしっかりと復習を行いましょう。 
連絡先 ２０号館８階 ⻤塚研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「[A]授業に対するあなたの取り組みについて」中の設問「３）授業時間外の学
習にどのように取り組みましたか」の項目のうち「宿題などの指示された課題に
取り組んだ」と答えた学生が 7 割以上を超えており、さらに、「【B】この授業に
おけるあなたの成⻑について」における項目のうち、「この分野への理解が深ま
った」と答えた学生が 7 割を超えていた。学生諸君の微分積分学に対する意欲が
強く感じられる。 
演習時に解き終わらなかった問題をレポート課題とし、次の週に評価したこと
が、効果的であったと考える。 

英文科目名 Exercise on Calculus I 
関連科目 微分積分学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 今後も演習時に解き終わらなかった問題をレポート課題とし、次の週に評価して

いきたい。 



講義目的 数学の基礎となる一変数の関数の微分とその応用について演習を行う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 高校での数学の復習とその演習をする。 

2 回 数列の極限の演習をする。 
3 回 関数の極限, 連続関数の演習をする。 
4 回 導関数、微分の基本公式の演習をする。 
5 回 合成関数の微分の演習をする。 
6 回 対数関数と指数関数の微分の演習をする。 
7 回 三角関数の微分の演習をする。 
8 回 中間のテストと解説をする。 
9 回 逆三角関数の演習をする。 
10 回 逆関数の微分, パラメータ表示の関数の微分の演習をする。 
11 回 平均値の定理と関数の増減の演習をする。 
12 回 ロピタルの定理の演習をする。 
13 回 関 

準備学習 1 回 高校数学を復習すること。 
2 回 数列の極限を復習すること。 
3 回 関数の極限, 連続関数を復習すること。 
4 回 導関数、微分の基本公式を復習すること。 
5 回 合成関数の微分を復習すること。 
6 回 いろいろな関数の微分法、指数関数・対数関数、指数関数と対数関数の微分
法、対数微分法を復習すること。 
7 回 いろいろな関数の微分法、三角関数の微分法の復習すること。 
8 回 第７回までの演習を復習すること。 
9 回 いろいろな関数の微分法、逆三角関数の微分法を復習すること。 
10 回 逆関数の微分, パラメータ表示 

 



年度 2014 
授業コード FSM10830 
成績評価 課題提出(40%)、小テスト(60%)により評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス MB(理)(〜14) 
見出し FSM10830 微分積分学演習Ⅰ 
担当教員名 井上 雅照 
単位数 2 
教科書 理⼯系学部のための微分積分学テキスト/山梨大学⼯学部基礎教育センター・ 編

集代表者 佐藤眞久/学術図書出版社/978-4-7806-0311-8 
アクティブラーニング  
キーワード 極限, 連続, 導関数, 微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 微分積分学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考 高校数学の数ⅡとⅢを学習しておくことが望ましい。大学の数学の基礎となるの

で, 復習と計算の練習を怠らないこと。 
シラバスコード FSM10830 
実務経験のある教員  
達成目標 極限の概念を理解すること。微分の定義, 運用方法とその応用を修得する。 
受講者へのコメント 分からないところがあれば、遠慮なく質問してください。 

アンケートには授業の感想を書いてください。 
連絡先 ２０号館 ８階 井上研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 欠席回数も少なく、ほとんどの学生が授業時間外に１時間以上学習しているよう
である。 
総合評価では達成度が高くない。 

英文科目名 Exercise on Calculus I 
関連科目 微分積分学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 理解度に合わせて、演習問題を見直す。 
講義目的 数学の基礎となる一変数の関数の微分とその応用について演習を行う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 高校での数学の復習とその演習をする。 

2 回 数列の極限の演習をする。 
3 回 関数の極限, 連続関数の演習をする。 
4 回 導関数、微分の基本公式の演習をする。 



5 回 合成関数の微分の演習をする。 
6 回 対数関数と指数関数の微分の演習をする。 
7 回 三角関数の微分の演習をする。 
8 回 中間のテストと解説をする。 
9 回 逆三角関数の演習をする。 
10 回 逆関数の微分, パラメータ表示の関数の微分の演習をする。 
11 回 平均値の定理と関数の増減の演習をする。 
12 回 ロピタルの定理の演習をする。 
13 回 関 

準備学習 1 回 高校数学を復習すること。 
2 回 数列の極限を復習すること。 
3 回 関数の極限, 連続関数を復習すること。 
4 回 導関数、微分の基本公式を復習すること。 
5 回 合成関数の微分を復習すること。 
6 回 いろいろな関数の微分法、指数関数・対数関数、指数関数と対数関数の微分
法、対数微分法を復習すること。 
7 回 いろいろな関数の微分法、三角関数の微分法の復習すること。 
8 回 第７回までの演習を復習すること。 
9 回 いろいろな関数の微分法、逆三角関数の微分法を復習すること。 
10 回 逆関数の微分, パラメータ表示 

 



年度 2014 
授業コード FSM10840 
成績評価 課題提出(40%)、小テスト(60%)により評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス MB(理)(〜14) 
見出し FSM10840 微分積分学演習Ⅰ 
担当教員名 ⻤塚 政一 
単位数 2 
教科書 理⼯系学部のための微分積分学テキスト／佐藤 眞久【責任編集】／山梨大学⼯

学部基礎教育センター【編】 
アクティブラーニング  
キーワード 極限, 連続, 導関数, 微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 微分積分学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考 高校数学の数ⅡとⅢを学習しておくことが望ましい。大学の数学の基礎となるの

で, 復習と計算の練習を怠らないこと。 
シラバスコード FSM10840 
実務経験のある教員  
達成目標 極限の概念を理解すること。微分の定義, 運用方法とその応用を修得する。 
受講者へのコメント 微分積分学は数学を学ぶうえで、避けては通れない学問です。今回扱った教科書

をバイブルに今後もしっかりと復習を行いましょう。 
連絡先 ２０号館８階 ⻤塚研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「[A]授業に対するあなたの取り組みについて」中の設問「３）授業時間外の学
習にどのように取り組みましたか」の項目のうち「宿題などの指示された課題に
取り組んだ」と答えた学生が 8 割以上を超えており、さらに、「【B】この授業に
おけるあなたの成⻑について」における項目のうち、「この分野への理解が深ま
った」と答えた学生が 8 割を超えていた。学生諸君の微分積分学に対する意欲が
強く感じられる。 
演習時に解き終わらなかった問題をレポート課題とし、次の週に評価したこと
が、効果的であったと考える。 

英文科目名 Exercise on Calculus I 
関連科目 微分積分学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 今後も演習時に解き終わらなかった問題をレポート課題とし、次の週に評価して

いきたい。 



講義目的 数学の基礎となる一変数の関数の微分とその応用について演習を行う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 高校での数学の復習とその演習をする。 

2 回 数列の極限の演習をする。 
3 回 関数の極限, 連続関数の演習をする。 
4 回 導関数、微分の基本公式の演習をする。 
5 回 合成関数の微分の演習をする。 
6 回 対数関数と指数関数の微分の演習をする。 
7 回 三角関数の微分の演習をする。 
8 回 中間のテストと解説をする。 
9 回 逆三角関数の演習をする。 
10 回 逆関数の微分, パラメータ表示の関数の微分の演習をする。 
11 回 平均値の定理と関数の増減の演習をする。 
12 回 ロピタルの定理の演習をする。 
13 回 関 

準備学習 1 回 高校数学を復習すること。 
2 回 数列の極限を復習すること。 
3 回 関数の極限, 連続関数を復習すること。 
4 回 導関数、微分の基本公式を復習すること。 
5 回 合成関数の微分を復習すること。 
6 回 いろいろな関数の微分法、指数関数・対数関数、指数関数と対数関数の微分
法、対数微分法を復習すること。 
7 回 いろいろな関数の微分法、三角関数の微分法の復習すること。 
8 回 第７回までの演習を復習すること。 
9 回 いろいろな関数の微分法、逆三角関数の微分法を復習すること。 
10 回 逆関数の微分, パラメータ表示 

 



年度 2014 
授業コード FSM10910 
成績評価 各授業での小テストの評価（50％）と 2 回のレポートの評価（50％）により評価

する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(理)(〜14) 
見出し FSM10910 微分積分学演習Ⅱ 
担当教員名 高嶋 恵三 
単位数 2 
教科書 理⼯系学部のための微分積分学テキスト／山梨大学⼯学部基礎教育センター編

／学術図書 
アクティブラーニング  
キーワード 不定積分、定積分、広義積分、体積、曲線の⻑さ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 微分積分学演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 解析概論／高⽊貞治／岩波 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FSM10910 
実務経験のある教員  
達成目標 不定積分、定積分の概念の理解とその応用について習熟すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 8 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise on Calculus II 
関連科目 微分積分学 I , 微分積分学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 解析学の基礎である、積分とその概念について演習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 前期の微分の復習と積分への継がりを学習する。 

2 回 不定積分の基礎について演習する。 
3 回 個々の関数、特に指数関数の不定積分ついて演習する。 
4 回 個々の関数、特に三角関数の不定積分ついて演習する。 
5 回 個々の関数、特に逆三角関数の不定積分ついて演習する。 
6 回 置換積分について演習する。 
7 回 部分積分ついて演習する。 



8 回 中間のまとめと演習をする。 
9 回 有理関数の不定積分ついて演習する。 
10 回 定積分の導入ついて演習する。 
11 回 不定積分と定積分の関係ついて演習する。 
12 回 広義積 

準備学習 1 回 前期の微分の復習と積分への継がりを復習すること。 
2 回 不定積分の基礎を復習すること。 
3 回 個々の関数、特に指数関数の不定積分を復習すること。 
4 回 個々の関数、特に三角関数の不定積分を復習すること。 
5 回 個々の関数、特に逆三角関数の不定積分を学習する。 
6 回 置換積分について復習すること。 
7 回 部分積分について復習すること。 
8 回 前半の授業の復習、特に積分の基礎について復習すること。 
9 回 有理関数の不定積分を復習すること。 
10 回 定積分の概念について復習すること。 
11 回 不定積分と定 

 



年度 2014 
授業コード FSM10920 
成績評価 各授業での小テストの評価（50％）と 2 回のレポートの評価（50％）により評価

する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス MB(理)(〜14) 
見出し FSM10920 微分積分学演習Ⅱ 
担当教員名 高嶋 恵三 
単位数 2 
教科書 理⼯系学部のための微分積分学テキスト／山梨大学⼯学部基礎教育センター編

／学術図書 
アクティブラーニング  
キーワード 不定積分、定積分、広義積分、体積、曲線の⻑さ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 微分積分学演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 解析概論／高⽊貞治／岩波 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FSM10920 
実務経験のある教員  
達成目標 不定積分、定積分の概念の理解とその応用について習熟すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 8 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise on Calculus II 
関連科目 微分積分学 I , 微分積分学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 解析学の基礎である、積分とその概念について演習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 前期の微分の復習と積分への継がりを学習する。 

2 回 不定積分の基礎について演習する。 
3 回 個々の関数、特に指数関数の不定積分ついて演習する。 
4 回 個々の関数、特に三角関数の不定積分ついて演習する。 
5 回 個々の関数、特に逆三角関数の不定積分ついて演習する。 
6 回 置換積分について演習する。 
7 回 部分積分ついて演習する。 



8 回 中間のまとめと演習をする。 
9 回 有理関数の不定積分ついて演習する。 
10 回 定積分の導入ついて演習する。 
11 回 不定積分と定積分の関係ついて演習する。 
12 回 広義積 

準備学習 1 回 前期の微分の復習と積分への継がりを復習すること。 
2 回 不定積分の基礎を復習すること。 
3 回 個々の関数、特に指数関数の不定積分を復習すること。 
4 回 個々の関数、特に三角関数の不定積分を復習すること。 
5 回 個々の関数、特に逆三角関数の不定積分を学習する。 
6 回 置換積分について復習すること。 
7 回 部分積分について復習すること。 
8 回 前半の授業の復習、特に積分の基礎について復習すること。 
9 回 有理関数の不定積分を復習すること。 
10 回 定積分の概念について復習すること。 
11 回 不定積分と定 

 



年度 2014 
授業コード FSM11010 
成績評価 レポートおよび定期試験により評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス MB(理)(〜14) 
見出し FSM11010 線型代数学Ⅰ 
担当教員名 森 義之 
単位数 2 
教科書 リメディアル線形代数／桑村雅隆／裳華房／978-4-785315443 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、ベクトル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 線型代数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適時指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 線型代数学演習 I と同時に履修することが望ましい。 
シラバスコード FSM11010 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的なベクトルの計算、行列の計算が出来るようになること。 
受講者へのコメント 講義中の(例ではなく)例題や演習問題はみなさんに考えて貰いたいので、あえて

途中を省いています。 
どうしても解らない場合は質問してください。放置しないように。 

連絡先 20 号館 6 階森研究 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Linear Algebra I 
関連科目 線型代数学演習 I 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 ベクトル、行列の基本的な演算と行列を用いた 1 次変換を学習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回  高校までで習った記号を復習しておくこと。 

２回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
３回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
４回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
５回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
６回  前回の講義内容を復習しておくこと。 



７回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
８回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
９回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１０回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１１回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１２回  前回の 

 



年度 2014 
授業コード FSM11020 
成績評価 定期試験により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス MA(理)(〜14) 
見出し FSM11020 線型代数学Ⅰ 
担当教員名 森 義之 
単位数 2 
教科書 リメディアル線形代数／桑村雅隆／裳華房／978-4-785315443 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、ベクトル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 線型代数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適時指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 線型代数学演習 I と同時に履修することが望ましい。 
シラバスコード FSM11020 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的なベクトルの計算、行列の計算が出来るようになること。 
受講者へのコメント 講義中の(例ではなく)例題や演習問題はみなさんに考えて貰いたいので、あえて

途中を省いています。 
どうしても解らない場合は質問してください。放置しないように。 

連絡先 20 号館 6 階森研究 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Linear Algebra I 
関連科目 線型代数学演習 I 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 ベクトル、行列の基本的な演算と行列を用いた 1 次変換を学習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回  高校までで習った記号を復習しておくこと。 

２回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
３回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
４回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
５回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
６回  前回の講義内容を復習しておくこと。 



７回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
８回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
９回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１０回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１１回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１２回  前回の 

 



年度 2014 
授業コード FSM11110 
成績評価 中間試験、定期試験、課題提出による。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス MB(理)(〜14) 
見出し FSM11110 線型代数学Ⅱ 
担当教員名 山⽥ 紀美子 
単位数 2 
教科書 リメディアル線形代数／桑村雅隆／裳華房／978-4-785315443 
アクティブラーニング  
キーワード 連立 1 次方程式、行列のランク、行列式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「講義でやる内容が多すぎ。何回かは小テストや演習する時間があっても…」小

テストや演習は演習の時間にやっているはずですが、そちらは十分活用しました
か。「説明を詳しく」詳しくすると困る学生さんもいて、なかなか難しいのが現状
です。もっと勉強したい人はぜひオフィスアワーに… 

科目名 線型代数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM11110 
実務経験のある教員  
達成目標 行列のランク、行列式の基本性質を理解すること。 

連立 1 次方程式が解けるようになること。 
行列式が計算できるようになること。 

受講者へのコメント 演習問題も含め、たくさん復習して下さい。 
連絡先 20 号館 8 階山⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業外学習の時間は「週 1 時間以下」が 80%でした。応用数学科の必修科目です
ので、復習をたくさんして欲しいです。「理解しやすいように説明にもう少し⼯
夫を」との意見が 5 名ありました。具体的にどこに説明が欲しいか、自由記述欄
に書いたり、日ごろからメールででも要望を出して頂けると助かります。オフィ
スアワーに来るのも歓迎します。 

英文科目名 Linear Algebra II 
関連科目 線型代数学 I,線型代数学演習 I,線型代数学演習 II 
次回に向けての改善変更予定 講義内容は平易なままで、学力がある学生向けに進んだ話題を紹介する方法がな

いか検討します。 
講義目的 行列を用いた連立 1 次方程式の解法と行列式の基本性質を学習する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 1 回 線型代数学 I の講義内容を復習する 

2 回 前回の講義内容を復習する 
3 回 前回の講義内容を復習する 
4 回 前回の講義内容を復習する 
5 回 前回の講義内容を復習する 
6 回 前回の講義内容を復習する 
7 回 前回の講義内容を復習する 
8 回 前回の講義内容を復習する 
9 回 前回の講義内容を復習する 
10 回 前回の講義内容を復習する 
11 回 前回の講義内容を復習する 
12 回 前回の講義内容を復習する 
13 回 前回の講義内容を復習する 
14 回 前回の講義内容を復習する 
15 回 前回の講義内容を復習する 

 



年度 2014 
授業コード FSM11120 
成績評価 中間試験、定期試験、課題提出による。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(理)(〜14) 
見出し FSM11120 線型代数学Ⅱ 
担当教員名 山⽥ 紀美子 
単位数 2 
教科書 リメディアル線形代数／桑村雅隆／裳華房／978-4-785315443 
アクティブラーニング  
キーワード 連立 1 次方程式、行列のランク、行列式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「証明が難しい」「証明を省略しすぎ」証明にどの程度ついて行けるかは個人差

が非常に大きく、証明が嫌いな人もいます。証明をどの位扱うかに頭を悩ませて
います。困ったことがあれば、遠慮せず個別に質問して下さい。 

科目名 線型代数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM11120 
実務経験のある教員  
達成目標 行列のランク、行列式の基本性質を理解すること。 

連立 1 次方程式が解けるようになること。 
行列式が計算できるようになること。 

受講者へのコメント 演習問題も含め、たくさん復習して下さい。 
連絡先 20 号館 8 階山⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業外学習の時間は「週 1 時間以下」が 75%でした。応用数学科の必修科目です
ので、復習をたくさんして欲しいです。「理解しやすいように説明にもう少し⼯
夫を」との意見が 4 名ありました。具体的にどこに説明が欲しいか、自由記述欄
に書いたり、メールで要望を出して頂けると助かります。オフィスアワーに来る
のも歓迎します。 

英文科目名 Linear Algebra II 
関連科目 線型代数学 I,線型代数学演習 I,線型代数学演習 II 
次回に向けての改善変更予定 講義内容は平易なままで、学力がある学生向けに進んだ話題を紹介する方法がな

いか検討します。 
講義目的 行列を用いた連立 1 次方程式の解法と行列式の基本性質を学習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容  
準備学習 1 回 線型代数学 I の講義内容を復習する 

2 回 前回の講義内容を復習する 
3 回 前回の講義内容を復習する 
4 回 前回の講義内容を復習する 
5 回 前回の講義内容を復習する 
6 回 前回の講義内容を復習する 
7 回 前回の講義内容を復習する 
8 回 前回の講義内容を復習する 
9 回 前回の講義内容を復習する 
10 回 前回の講義内容を復習する 
11 回 前回の講義内容を復習する 
12 回 前回の講義内容を復習する 
13 回 前回の講義内容を復習する 
14 回 前回の講義内容を復習する 
15 回 前回の講義内容を復習する 

 



年度 2014 
授業コード FSM11210 
成績評価 小テストと定期試験による。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス MB(理)(〜14) 
見出し FSM11210 線型代数学演習Ⅰ 
担当教員名 山⽥ 紀美子 
単位数 2 
教科書 リメディアル線形代数／桑村雅隆／裳華房／978-4-785315443 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、ベクトル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 線型代数学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考 線型代数学 I と同時に履修することが望ましい。 
シラバスコード FSM11210 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的なベクトルの計算、行列の計算が出来るようになること。 
受講者へのコメント 受講ありがとうございました。 
連絡先 20 号館 8 階山⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし。 
英文科目名 Exercise on Linear Algebra I 
関連科目 線型代数学 I 
次回に向けての改善変更予定 タイミングの良い声掛けを⼼がけたい。 
講義目的 ベクトル、行列の基本的な演算と行列を用いた 1 次変換に関する問題の解法を学

習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 高校までで習った記号を復習しておくこと。 

２回 前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
３回 前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
４回 前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
５回 前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
６回 前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
７回 前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 



８回 前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
９回 前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
１０回 前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
１１回 前 

 



年度 2014 
授業コード FSM11220 
成績評価 小テスト・課題提出（60%）、定期試験（40%）により評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス MB(理)(〜14) 
見出し FSM11220 線型代数学演習Ⅰ 
担当教員名 浜畑 芳紀 
単位数 2 
教科書 リメディアル線形代数／桑村雅隆／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、ベクトル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特にありません。 
科目名 線型代数学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考 線型代数学 I と同時に履修することが望ましい。 
シラバスコード FSM11220 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的なベクトルの計算、行列の計算が出来るようになること。 
受講者へのコメント 授業で積極的に問題を解いていたので、授業の目標はだいたい達成できたと思い

ます。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外にも学習していて感⼼しました。 
英文科目名 Exercise on Linear Algebra I 
関連科目 線型代数学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 毎回積極的に問題を解いてくれたので、問題を多く指定して時間が足りなくなっ

た回がありました。 
講義目的 ベクトル、行列の基本的な演算と行列を用いた１次変換に関する問題の解法を学

習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 集合の基礎、数学で使う記号 

2 回 写像 
3 回 行列の演算 
4 回 ベクトルの演算 
5 回 直線の方程式 
6 回 一次変換（１） 



7 回 一次変換（２） 
8 回 合成変換、逆変換 
9 回 固有値、固有ベクトル 
10 回 １次独立、１次従属 
11 回 基底と座標 
12 回 空間図形（１） 
13 回 空間図形（２） 
14 回 n 次元空間 
15 回 まとめ 

準備学習 1 回 高校までに習った記号を復習しておくこと。 
2 回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
3 回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
4 回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
5 回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
6 回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
7 回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
8 回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
9 回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
10 回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
11 回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
12 回 前回の講義内容を復習しておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FSM11230 
成績評価 小テストと定期試験による。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(理)(〜14) 
見出し FSM11230 線型代数学演習Ⅰ 
担当教員名 山⽥ 紀美子 
単位数 2 
教科書 リメディアル線形代数／桑村雅隆／裳華房／978-4-785315443 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、ベクトル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 線型代数学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考 線型代数学 I と同時に履修することが望ましい。 
シラバスコード FSM11230 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的なベクトルの計算、行列の計算が出来るようになること。 
受講者へのコメント 受講ありがとうございました。 
連絡先 20 号館 8 階山⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし。 
英文科目名 Exercise on Linear Algebra I 
関連科目 線型代数学 I 
次回に向けての改善変更予定 タイミングの良い声掛けを⼼がけたい。 
講義目的 ベクトル、行列の基本的な演算と行列を用いた 1 次変換に関する問題の解法を学

習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 高校までで習った記号を復習しておくこと。 

２回 前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
３回 前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
４回 前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
５回 前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
６回 前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
７回 前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 



８回 前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
９回 前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
１０回 前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
１１回 前 

 



年度 2014 
授業コード FSM11240 
成績評価 小テスト・課題提出（60%）、定期試験（40%）により評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(理)(〜14) 
見出し FSM11240 線型代数学演習Ⅰ 
担当教員名 浜畑 芳紀 
単位数 2 
教科書 リメディアル線形代数／桑村雅隆／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、ベクトル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特にありません。 
科目名 線型代数学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考 線型代数学 I と同時に履修することが望ましい。 
シラバスコード FSM11240 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的なベクトルの計算、行列の計算が出来るようになること。 
受講者へのコメント 授業で積極的に問題を解いていたので、授業の目標はだいたい達成できたと思い

ます。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外にも学習していて感⼼しました。 
英文科目名 Exercise on Linear Algebra I 
関連科目 線型代数学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 毎回積極的に問題を解いてくれたので、問題を多く指定して時間が足りなくなっ

た回がありました。 
講義目的 ベクトル、行列の基本的な演算と行列を用いた１次変換に関する問題の解法を学

習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 集合の基礎、数学で使う記号 

2 回 写像 
3 回 行列の演算 
4 回 ベクトルの演算 
5 回 直線の方程式 
6 回 一次変換（１） 



7 回 一次変換（２） 
8 回 合成変換、逆変換 
9 回 固有値、固有ベクトル 
10 回 １次独立、１次従属 
11 回 基底と座標 
12 回 空間図形（１） 
13 回 空間図形（２） 
14 回 n 次元空間 
15 回 まとめ 

準備学習 1 回 高校までに習った記号を復習しておくこと。 
2 回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
3 回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
4 回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
5 回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
6 回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
7 回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
8 回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
9 回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
10 回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
11 回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
12 回 前回の講義内容を復習しておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FSM11310 
成績評価 定期試験により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス MB(理)(〜14) 
見出し FSM11310 線型代数学演習Ⅱ 
担当教員名 森 義之 
単位数 2 
教科書 リメディアル線形代数／桑村雅隆／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 連立 1 次方程式、行列式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 線型代数学演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適時指示する。 
授業形態 演習 
注意備考 線型代数学 II と同時に履修することが望ましい。 
シラバスコード FSM11310 
実務経験のある教員  
達成目標 連立 1 次方程式が解けるようになること。行列式が計算できるようになること。 
受講者へのコメント 特になし 
連絡先 20 号館 6 階森研究 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Exercise on Linear Algebra II 
関連科目 線型代数学 I,線型代数学演習 I,線型代数学演習 II 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 行列を用いた連立 1 次方程式の解法と行列式の基本性質を学習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回  線型代数学 I で習ったことを復習しておくこと。 

２回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
３回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
４回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
５回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
６回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
７回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
８回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 



９回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
１０回  前回の講義、演習の内容を復習し 

 



年度 2014 
授業コード FSM11320 
成績評価 定期試験により評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(理)(〜14) 
見出し FSM11320 線型代数学演習Ⅱ 
担当教員名 森 義之 
単位数 2 
教科書 リメディアル線形代数／桑村雅隆／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 連立 1 次方程式、行列式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 線型代数学演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適時指示する。 
授業形態 演習 
注意備考 線型代数学 II と同時に履修することが望ましい。 
シラバスコード FSM11320 
実務経験のある教員  
達成目標 連立 1 次方程式が解けるようになること。行列式が計算できるようになること。 
受講者へのコメント 特になし 
連絡先 20 号館 6 階森研究 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Exercise on Linear Algebra II 
関連科目 線型代数学 I,線型代数学演習 I,線型代数学演習 II 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 行列を用いた連立 1 次方程式の解法と行列式の基本性質を学習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回  線型代数学 I で習ったことを復習しておくこと。 

２回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
３回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
４回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
５回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
６回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
７回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
８回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 



９回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
１０回  前回の講義、演習の内容を復習し 

 



年度 2014 
授業コード FSM11410 
成績評価 課題提出 (40%)、中間テスト・試験 (60%) により行う． 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(理)(〜13) 
見出し FSM11410 演算の数理Ⅰ 
担当教員名 池⽥ 岳 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 整数、ユークリッドの互除法、素因数分解、合同式、中国式剰余定理、RSA 暗号 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 中間試験の採点基準は厳しくてもいいから基準を明確にしてほしいという要望

がありました．もっともだと思います．証明の記述式答案の場合は，典型的な誤
りのパターンはできるだけ説明しますが，それだけではカバーできないものもあ
ります．減点の理由を本当の意味で知りたければ，一対一で話し合うのが一番だ
と思います． 

科目名 演算の数理Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM11410 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 最大公約数を求めるアルゴリズムである「互除法」の原理を理解するととも

に、  
計算も出来るようになる。  
(2) 「整数$n$を法として合同」を理解し、計算にも習熟する。  
(3) 中国式剰余定理の主張を理解し、計算問題（連立合同式など）が解けるよう
になる。 
(4) 「法として合同」の世界の「フェルマーの小定理」を理解し、 
その応用として、素因数分解の難しさを利用した RSA 暗号を理解する。 

受講者へのコメント 具体的な計算が今後どのように抽象化されるのかという視点を持って勉強を続
けてほしい． 

連絡先 11 号館 7 階池⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし． 
英文科目名 Basic Algebra I 
関連科目 線型代数学，演算の数理 II, 代数学 I, 代数学 II 



次回に向けての改善変更予定 証明の誤りのパターンをできる限り明確に説明するようにする． 
講義目的 整数の諸性質を学び，代数学への導入・動機付けを行う． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 1 回 整数の整除について振り返る． 

2 回 公約数について考える． 
3 回 １次不定方程式について考える． 
4 回 ユークリッドの互除法を練習しておく． 
5 回 素数とはなにか考えておく． 
6 回 素数の性質について復習しておく． 
7 回 中間試験の準備をしておく． 
8 回 整数の整除について再度振り返る． 
9 回 合同の基礎事項を復習する． 
10 回 1 次合同式を思い出す． 
11 回 1 次合同式を復習する． 
12 回 連立 1 次方程式の解法を復習する． 
13 回 素数の性質を復習しておく． 
14 回 フェルマーの小定理を復習する． 

 



年度 2014 
授業コード FSM11420 
成績評価 課題提出 (40%)、中間テスト・試験 (60%) により行う． 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス MB(理)(〜13) 
見出し FSM11420 演算の数理Ⅰ 
担当教員名 池⽥ 岳 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 整数、ユークリッドの互除法、素因数分解、合同式、中国式剰余定理、RSA 暗号 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 中間試験の採点基準は厳しくてもいいから基準を明確にしてほしいという要望

がありました．もっともだと思います．証明の記述式答案の場合は，典型的な誤
りのパターンはできるだけ説明しますが，それだけではカバーできないものもあ
ります．減点の理由を本当の意味で知りたければ，一対一で話し合うのが一番だ
と思います． 

科目名 演算の数理Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM11420 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 最大公約数を求めるアルゴリズムである「互除法」の原理を理解するととも

に、  
計算も出来るようになる。  
(2) 「整数$n$を法として合同」を理解し、計算にも習熟する。  
(3) 中国式剰余定理の主張を理解し、計算問題（連立合同式など）が解けるよう
になる。 
(4) 「法として合同」の世界の「フェルマーの小定理」を理解し、 
その応用として、素因数分解の難しさを利用した RSA 暗号を理解する。 

受講者へのコメント 具体的な計算が今後どのように抽象化されるのかという視点を持って勉強を続
けてほしい． 

連絡先 11 号館 7 階池⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし． 
英文科目名 Basic Algebra I 
関連科目 線型代数学，演算の数理 II, 代数学 I, 代数学 II 



次回に向けての改善変更予定 証明の誤りのパターンをできる限り明確に説明するようにする． 
講義目的 整数の諸性質を学び，代数学への導入・動機付けを行う． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 1 回 整数の整除について振り返る． 

2 回 公約数について考える． 
3 回 １次不定方程式について考える． 
4 回 ユークリッドの互除法を練習しておく． 
5 回 素数とはなにか考えておく． 
6 回 素数の性質について復習しておく． 
7 回 中間試験の準備をしておく． 
8 回 整数の整除について再度振り返る． 
9 回 合同の基礎事項を復習する． 
10 回 1 次合同式を思い出す． 
11 回 1 次合同式を復習する． 
12 回 連立 1 次方程式の解法を復習する． 
13 回 素数の性質を復習しておく． 
14 回 フェルマーの小定理を復習する． 

 



年度 2014 
授業コード FSM11510 
成績評価 課題提出 (40%)、中間テスト・試験 (60%) により行う． 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(理)(〜13) 
見出し FSM11510 演算の数理Ⅱ 
担当教員名 池⽥ 岳 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 整数、オイラー関数、対称群、置換、環、多項式、イデアル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 抽象的な内容にも関わらず，熱⼼に取り組んでいたことがうかがわれます． 
科目名 演算の数理Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⼯科系のための初等整数論／楫元／培風館： 

代数学１ 群論入門／雪江明彦／日本評論社： 
代数入門／堀⽥良之／裳華房 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM11510 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 既約剰余類群（整数 n と互いに素である整数の、n を法とした合同類の集合） 

の定義を理解し、群としての初等的性質に親しむ。 
(2) n 個の元の置き換えを表す「置換」の性質を、代数的に理解する。 
(3) 共役、共役類によって二つの元を同一視するという、基本的な考え方を理解
する。 
(4) 多項式をはじめとした環（足し算、引き算、掛け算がある世界）に親しむ。 
特に、素数を発展させた「素イデアル」を理解する。 

受講者へのコメント 代数学 I,II にも興味をもって取り組んでもらえたらと思います． 
連絡先 11 号館 7 階山⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ある程度の人数の人が内容に興味をもってくれたようでよかったです． 
英文科目名 Basic Algebra II 
関連科目 線型代数学，演算の数理 I, 代数学 I, 代数学 II 
次回に向けての改善変更予定 学習意欲のわくような例題をさらに⼯夫して示したい． 
講義目的 整数・置換・多項式を学ぶことで、群（掛け算、割り算がある世界）や 

環（足し算、引き算、掛け算がある世界）に親しみ、代数学への導入・動機付け
を行う． 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 1 回 集合の諸概念を復習する． 

2 回 合同について復習する． 
3 回 互いに素という概念を復習しておく． 
4 回 オイラー関数について復習する． 
5 回 オイラー関数と約数について復習する． 
6 回 前者，単射について復習する． 
7 回 置換の計算練習をする． 
8 回 置換の計算練習をする． 
9 回 巡回置換について理解を深める． 
10 回 置換の計算規則を形式化してみる． 
11 回 群の概念を復習する． 
12 回 加法的な群について復習する． 
13 回 多項式のなす環について基礎的なことを復習する． 
14 回 イデアルについて 

 



年度 2014 
授業コード FSM11520 
成績評価 課題提出 (40%)、中間テスト・試験 (60%) により行う． 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス MB(理)(〜13) 
見出し FSM11520 演算の数理Ⅱ 
担当教員名 池⽥ 岳 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 整数、オイラー関数、対称群、置換、環、多項式、イデアル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 抽象的な内容にも関わらず，熱⼼に取り組んでいたことがうかがわれます． 
科目名 演算の数理Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⼯科系のための初等整数論／楫元／培風館： 

代数学１ 群論入門／雪江明彦／日本評論社： 
代数入門／堀⽥良之／裳華房 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM11520 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 既約剰余類群（整数 n と互いに素である整数の、n を法とした合同類の集合） 

の定義を理解し、群としての初等的性質に親しむ。 
(2) n 個の元の置き換えを表す「置換」の性質を、代数的に理解する。 
(3) 共役、共役類によって二つの元を同一視するという、基本的な考え方を理解
する。 
(4) 多項式をはじめとした環（足し算、引き算、掛け算がある世界）に親しむ。 
特に、素数を発展させた「素イデアル」を理解する。 

受講者へのコメント 代数学 I,II にも興味をもって取り組んでもらえたらと思います． 
連絡先 11 号館 7 階山⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ある程度の人数の人が内容に興味をもってくれたようでよかったです． 
英文科目名 Basic Algebra II 
関連科目 線型代数学，演算の数理 I, 代数学 I, 代数学 II 
次回に向けての改善変更予定 学習意欲のわくような例題をさらに⼯夫して示したい． 
講義目的 整数・置換・多項式を学ぶことで、群（掛け算、割り算がある世界）や 

環（足し算、引き算、掛け算がある世界）に親しみ、代数学への導入・動機付け
を行う． 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 1 回 集合の諸概念を復習する． 

2 回 合同について復習する． 
3 回 互いに素という概念を復習しておく． 
4 回 オイラー関数について復習する． 
5 回 オイラー関数と約数について復習する． 
6 回 前者，単射について復習する． 
7 回 置換の計算練習をする． 
8 回 置換の計算練習をする． 
9 回 巡回置換について理解を深める． 
10 回 置換の計算規則を形式化してみる． 
11 回 群の概念を復習する． 
12 回 加法的な群について復習する． 
13 回 多項式のなす環について基礎的なことを復習する． 
14 回 イデアルについて 

 



年度 2014 
授業コード FSM11610 
成績評価 定期試験(70%)，平常点(レポート提出を含む)(30%)によって総合的に評価する． 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(理)(〜13) 
見出し FSM11610 形の数理Ⅰ 
担当教員名 井上 雅照 
単位数 2 
教科書 曲線と曲面／梅原 雅顕, 山⽥ 光太郎／裳華房／978-4-785315313 
アクティブラーニング  
キーワード 曲線，パラメータ表示，曲線の⻑さ，曲率，捩率 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 形の数理Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義中に適宜紹介する． 
授業形態 講義 
注意備考 曲線に関する問題は取り付きやすいので，自分で解くことにより理解を深めてく

ださい．微積分の復習にもなります．なお，講義計画は適宜変更することがあり
ます． 

シラバスコード FSM11610 
実務経験のある教員  
達成目標 ①．曲線の概念を理解する．特に，パラメータ（媒介変数・助変数）を用いた曲

線の取り扱いに慣れる． 
②．具体的な曲線の接線，⻑さ等を微積分を用いて実際に計算することにより曲
線に慣れるとともに，履修した微積分の手法を復習・確認する． 
③．曲率の概念と役割を理解する．微積分を用いて具体的な曲線の曲率を計算出
来るようにする． 
④．Maple による曲線の表示，曲率の計算に慣れる 

受講者へのコメント 最後の演習問題を解く時間が足りなかったという意見が多かった。 
講義の時間も必要なので、これ以上時間を割くことはできません。 
解答を渡しているので、各自勉強してわからないことがあれば遠慮なく質問して
ください。 

連絡先 20 号館８階、井上研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 欠席回数も少なく、大部分の学生が授業時間外に学習しているようである。 
総合評価では、達成度・満足度は問題ない水準だと思う。 

英文科目名 Basic Geometry I 
関連科目 形の数理 II 



次回に向けての改善変更予定 演習の時間を確保するために、⼯夫する予定である。 
講義目的 平面や空間における曲線を扱い，これらの馴染深い図形を通して幾何学の考え方

を学ぶ．講義では，基本的な概念や定理を多くの例とともに説明する．特に微積
分を用いて，曲線の“曲がり具合”という直感的な概念が数学的にどのように表現
されるかを考察する．問題を解く演習と共に，曲線を Grapes や Maple を用い
てコンピュータで表示する実習を通して視覚的にも理解することを試みる． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 曲線をどのように扱うか解説する. 

2 回 平面曲線, 特に 2 次曲線（円錐曲線）の分類と個々の曲線の特徴を解説す
る． 
3 回 関数 y=f(x) のグラフとして与えられる曲線， f(x,y)=0 で陰関数表示され
る曲線について解説する． 
4 回 平面曲線のパラメータ表示，接ベクトル，接線について解説する． 
5 回 平面曲線の⻑さと弧⻑によるパラメータ表示について解説し，基本的な曲
線の⻑さを計算する． 
6 回 平面曲線の曲率の概念を導入し，基本的な例に対して曲率を計算する． 
7 回 平面曲線の曲率の幾何学的な意味を 

準備学習 1 回 微積分・線型代数の復習をする. 
2 回 第 1 回で与えた曲線の例を復習し，対応する演習問題を解く． 
3 回 2 次曲線を復習し，対応する演習問題を解く． 
4 回 y=f(x), f(x,y)=0 の形で与えられる曲線について復習し，対応する演習問題
を解く． 
5 回 平面曲線のパラメータ表示について復習し，対応する演習問題を解く． 
6 回 平面曲線の⻑さと弧⻑によるパラメータ表示に関する演習問題を解く． 
7 回 平面曲線の曲率を求める演習問題を解く． 
8 回 前回までの講義の内容を復習し，対応する演習問題を解く． 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FSM11620 
成績評価 定期試験(70%)，平常点(レポート提出を含む)(30%)によって総合的に評価する． 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス MB(理)(〜13) 
見出し FSM11620 形の数理Ⅰ 
担当教員名 井上 雅照 
単位数 2 
教科書 曲線と曲面／梅原 雅顕, 山⽥ 光太郎／裳華房／978-4-785315313 
アクティブラーニング  
キーワード 曲線，パラメータ表示，曲線の⻑さ，曲率，捩率 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 形の数理Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義中に適宜紹介する． 
授業形態 講義 
注意備考 曲線に関する問題は取り付きやすいので，自分で解くことにより理解を深めてく

ださい．微積分の復習にもなります．なお，講義計画は適宜変更することがあり
ます． 

シラバスコード FSM11620 
実務経験のある教員  
達成目標 ①．曲線の概念を理解する．特に，パラメータ（媒介変数・助変数）を用いた曲

線の取り扱いに慣れる． 
②．具体的な曲線の接線，⻑さ等を微積分を用いて実際に計算することにより曲
線に慣れるとともに，履修した微積分の手法を復習・確認する． 
③．曲率の概念と役割を理解する．微積分を用いて具体的な曲線の曲率を計算出
来るようにする． 
④．Maple による曲線の表示，曲率の計算に慣れる 

受講者へのコメント 最後の演習問題を解く時間が足りなかったという意見が多かった。 
講義の時間も必要なので、これ以上時間を割くことはできません。 
解答を渡しているので、各自勉強してわからないことがあれば遠慮なく質問して
ください。 

連絡先 20 号館８階、井上研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 欠席回数も少なく、大部分の学生が授業時間外に学習しているようである。 
総合評価では、達成度・満足度は問題ない水準だと思う。 

英文科目名 Basic Geometry I 
関連科目 形の数理 II 



次回に向けての改善変更予定 演習の時間を確保するために、⼯夫する予定である。 
講義目的 平面や空間における曲線を扱い，これらの馴染深い図形を通して幾何学の考え方

を学ぶ．講義では，基本的な概念や定理を多くの例とともに説明する．特に微積
分を用いて，曲線の“曲がり具合”という直感的な概念が数学的にどのように表現
されるかを考察する．問題を解く演習と共に，曲線を Grapes や Maple を用い
てコンピュータで表示する実習を通して視覚的にも理解することを試みる． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 曲線をどのように扱うか解説する. 

2 回 平面曲線, 特に 2 次曲線（円錐曲線）の分類と個々の曲線の特徴を解説す
る． 
3 回 関数 y=f(x) のグラフとして与えられる曲線， f(x,y)=0 で陰関数表示され
る曲線について解説する． 
4 回 平面曲線のパラメータ表示，接ベクトル，接線について解説する． 
5 回 平面曲線の⻑さと弧⻑によるパラメータ表示について解説し，基本的な曲
線の⻑さを計算する． 
6 回 平面曲線の曲率の概念を導入し，基本的な例に対して曲率を計算する． 
7 回 平面曲線の曲率の幾何学的な意味を 

準備学習 1 回 微積分・線型代数の復習をする. 
2 回 第 1 回で与えた曲線の例を復習し，対応する演習問題を解く． 
3 回 2 次曲線を復習し，対応する演習問題を解く． 
4 回 y=f(x), f(x,y)=0 の形で与えられる曲線について復習し，対応する演習問題
を解く． 
5 回 平面曲線のパラメータ表示について復習し，対応する演習問題を解く． 
6 回 平面曲線の⻑さと弧⻑によるパラメータ表示に関する演習問題を解く． 
7 回 平面曲線の曲率を求める演習問題を解く． 
8 回 前回までの講義の内容を復習し，対応する演習問題を解く． 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FSM11710 
成績評価 定期試験(70%)，平常点(レポート提出を含む)(30%)によって総合的に評価する． 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス MB(理)(〜13) 
見出し FSM11710 形の数理Ⅱ 
担当教員名 井上 雅照 
単位数 2 
教科書 曲線と曲面／梅原 雅顕, 山⽥ 光太郎／裳華房／ ISBN 978-4-7853-1531-3 
アクティブラーニング  
キーワード 曲面，パラメータ表示，接平面，第１基本形式，第２基本形式，ガウス曲率，平

均曲率 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 形の数理Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義中に適宜紹介する． 
授業形態 講義 
注意備考 形の数理Ｉを履修していることが望ましい．問題を自分で解くことにより理解を

深めること．微積分の復習にもなります．なお，講義計画は学生諸君の理解の様
子によっては適宜変更することがあります． 

シラバスコード FSM11710 
実務経験のある教員  
達成目標 ①．曲面の概念を理解する．特に，パラメータ（媒介変数）を用いた曲面の取り

扱いに慣れる． 
②．具体的な曲面の単位法線ベクトル，第１基本量，第２基本量等を微積分を用
いて実際に計算することにより曲面に慣れるとともに，履修した偏微分法の手法
を確認する． 
③．曲率（ガウス曲率・平均曲率）の概念と役割を理解する．微分法を用いて具
体的な曲面の曲率を計算出来るようにする． 
④．Maple, Grapes による曲面の表示，曲率の計算に慣れる． 

受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館８F、井上研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Geometry II 
関連科目 形の数理 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 微積分を用いて２次元の“曲がった”図形である曲面を扱う中で，幾何学の考え方



を学ぶ．講義では基本的な概念や定理を多くの例とともに説明するが，特に曲面
の“曲がり具合”という直感的な概念を“曲率”という数学の概念によってどう表現
するかを考察する．演習では問題を解くと共に，曲面を Maple という数式処理
ソフトを用いてコンピュータで表示する実習により視覚的にも理解することを
試みる． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 曲面の例（２変数関数のグラフ・平面・２次曲面）を説明し、曲面の取り扱

いを説明する． 
2 回 曲面のパラメータ表示を導入し，多くの曲面の例についてそのパラメータ
表示を説明する． 
3 回 曲面の接平面と単位法線ベクトルを導入し，基本的な例に対してこれらを
求める． 
4 回 曲面の第一基本形式を導入してその幾何学的な意味を述べ，基本的な例に
対して第一基本形式を求める． 
5 回 曲面の第二基本形式を導入し，基本的な例に対して第二基本形式を求める． 
6 回 曲面の第二基本形式の幾何学的な意味を述べ，前回に続いて基本的な例 

準備学習 1 回 多変数の微分積分・線形代数・形の数理 I (曲線)の復習をする. 
2 回 曲面の例を復習し，対応する演習問題を解く． 
3 回 曲面のパラメータ表示を復習し，対応する演習問題を解く． 
4 回 曲面の接平面と単位法線ベクトルを復習し，対応する演習問題を解く． 
5 回 曲面の第一基本形式を復習し，対応する演習問題を解く． 
6 回 曲面の第二基本形式を復習し，対応する演習問題を解く． 
7 回 第 1 回〜第 6 回までの講義の分（教科書：p.41〜 p.54 の部分）を復習して
おく． 
8 回 曲面の法曲率，主曲率，ガウス曲率，平均 

 



年度 2014 
授業コード FSM11720 
成績評価 定期試験(70%)，平常点(レポート提出を含む)(30%)によって総合的に評価する． 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(理)(〜13) 
見出し FSM11720 形の数理Ⅱ 
担当教員名 井上 雅照 
単位数 2 
教科書 曲線と曲面／梅原 雅顕, 山⽥ 光太郎／裳華房／ ISBN 978-4-7853-1531-3 
アクティブラーニング  
キーワード 曲面，パラメータ表示，接平面，第１基本形式，第２基本形式，ガウス曲率，平

均曲率 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 形の数理Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義中に適宜紹介する． 
授業形態 講義 
注意備考 形の数理Ｉを履修していることが望ましい．問題を自分で解くことにより理解を

深めること．微積分の復習にもなります．なお，講義計画は学生諸君の理解の様
子によっては適宜変更することがあります． 

シラバスコード FSM11720 
実務経験のある教員  
達成目標 ①．曲面の概念を理解する．特に，パラメータ（媒介変数）を用いた曲面の取り

扱いに慣れる． 
②．具体的な曲面の単位法線ベクトル，第１基本量，第２基本量等を微積分を用
いて実際に計算することにより曲面に慣れるとともに，履修した偏微分法の手法
を確認する． 
③．曲率（ガウス曲率・平均曲率）の概念と役割を理解する．微分法を用いて具
体的な曲面の曲率を計算出来るようにする． 
④．Maple, Grapes による曲面の表示，曲率の計算に慣れる． 

受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館８F、井上研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Geometry II 
関連科目 形の数理 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 微積分を用いて２次元の“曲がった”図形である曲面を扱う中で，幾何学の考え方



を学ぶ．講義では基本的な概念や定理を多くの例とともに説明するが，特に曲面
の“曲がり具合”という直感的な概念を“曲率”という数学の概念によってどう表現
するかを考察する．演習では問題を解くと共に，曲面を Maple という数式処理
ソフトを用いてコンピュータで表示する実習により視覚的にも理解することを
試みる． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 曲面の例（２変数関数のグラフ・平面・２次曲面）を説明し、曲面の取り扱

いを説明する． 
2 回 曲面のパラメータ表示を導入し，多くの曲面の例についてそのパラメータ
表示を説明する． 
3 回 曲面の接平面と単位法線ベクトルを導入し，基本的な例に対してこれらを
求める． 
4 回 曲面の第一基本形式を導入してその幾何学的な意味を述べ，基本的な例に
対して第一基本形式を求める． 
5 回 曲面の第二基本形式を導入し，基本的な例に対して第二基本形式を求める． 
6 回 曲面の第二基本形式の幾何学的な意味を述べ，前回に続いて基本的な例 

準備学習 1 回 多変数の微分積分・線形代数・形の数理 I (曲線)の復習をする. 
2 回 曲面の例を復習し，対応する演習問題を解く． 
3 回 曲面のパラメータ表示を復習し，対応する演習問題を解く． 
4 回 曲面の接平面と単位法線ベクトルを復習し，対応する演習問題を解く． 
5 回 曲面の第一基本形式を復習し，対応する演習問題を解く． 
6 回 曲面の第二基本形式を復習し，対応する演習問題を解く． 
7 回 第 1 回〜第 6 回までの講義の分（教科書：p.41〜 p.54 の部分）を復習して
おく． 
8 回 曲面の法曲率，主曲率，ガウス曲率，平均 

 



年度 2014 
授業コード FSM11810 
成績評価 毎回のレポート(30%), 試験(70%) 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FSM11810 解析学演習Ⅰ 
担当教員名 ⽥中 敏 
単位数 2 
教科書 新訂 応用数学／新井一道ほか／大日本図書／978-4477018768： 

新訂 応用数学問題集／新井一道ほか／大日本図書／978-4477018775 
アクティブラーニング  
キーワード 複素数、複素関数、複素積分、微分積分学、解析学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教科書になるべく即して講義を行ったのですが、無理にあわせる必要がないとの

コメントを幾人からか頂きました。 
次回は参考にしていきたいと思います。 
中間テストの希望もありましたが分量としては必要ないと考えています。 

科目名 解析学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 微分積分学Ⅲで使用した教科書、複素関数論に関する教科書。 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FSM11810 
実務経験のある教員  
達成目標 複素積分の定義を理解する。 

コーシーの積分定理を理解する。 
コーシーの積分表示を理解する。 
べき級数、テイラー展開、ローラン展開を理解する。 
留数とその応用を理解する。 

受講者へのコメント 半年間ありがとうございました。 
連絡先 ２０号館８階 ⽥中敏研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ねよかったと思います。 
英文科目名 Exercise on Analysis I 
関連科目 「解析学Ⅰ」との同時履修を前提とする。「微分積分学Ⅲ」、「微分積分学演習Ⅲ」

を履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 大きな変更はなくてもよいように感じました。 

自由記述に書いてもらったことを参考にしていきたいと思います。 
講義目的 複素積分と複素関数の展開について解説する。 



具体的な例を通して様々な理論についての基礎的理解を図る。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 複素積分について解説する。 

2 回 複素積分の性質について解説する。 
3 回 複素積分の絶対値評価について解説する。 
4 回 不定積分について解説する。 
5 回 コーシーの積分定理について解説する。 
6 回 コーシーの積分定理の応用について解説する。 
7 回 コーシーの積分表示について解説する。 
8 回 べき級数について解説する。 
9 回 テイラー展開について解説する。 
10 回 ローラン展開について解説する。 
11 回 留数について解説する。 
12 回 留数の計算法について解説する。 
13 回 留数定理について解説する。 

準備学習 1 回 積分について復習しておくこと。 
2 回 複素積分について復習しておくこと。 
3 回 複素積分について復習しておくこと。 
4 回 複素積分を復習しておくこと。 
5 回 グリーンの定理を復習しておくこと。 
6 回 コーシーの積分定理について復習しておくこと。 
7 回 コーシーの積分定理について復習しておくこと。 
8 回 実数列について復習しておくこと。 
9 回 実関数のテイラー展開について復習しておくこと。 
10 回 べき級数について復習しておくこと。 
11 回 正則関数について復習しておくこと。 
12 回 留数について復習 

 



年度 2014 
授業コード FSM11910 
成績評価 中間テストと試験により評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FSM11910 解析学演習Ⅱ 
担当教員名 下條 昌彦 
単位数 2 
教科書 解析学 I と同じ教科書「改訂-応用数学」(大日本図書)を用いる。1 章に書いてい

る内容を解説する。 
アクティブラーニング  
キーワード 曲線と曲面、スカラー場とベクトル場、線積分、面積分、 

発散定理、ストークスの定理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「出席を取らないのはなぜか？」という質問がありました。 

理由は簡単です。「出席することは義務であり加点要素ではない」と岡山理科大
学のシラバス作成要項に書かれている。 
ルール通りに普通の教育方針でやっている。ただそれだけなのです。 
講義は大学の教員がしているから常識的なことなのです． 
他の先生方のやり方とは少し違うかも知れません。 
また私の講義に関しては 
「講義はサプリメント」程度だと思ってください(なおサプリメントとは 
栄養補助⾷品のことです)。 
大学の数学の勉強は自学自習が基本です。 
仮に半分くらい 

科目名 解析学演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「改訂-応用数学」(大日本図書)の「問題集」冊子 
授業形態 演習 
注意備考 「解析学Ⅱ」との同時履修を強く勧める。 
シラバスコード FSM11910 
実務経験のある教員  
達成目標 ・曲線の接線や法線ベクトルの計算、曲率の計算法を習熟する。 

・ベクトルの発散や回転を計算できるようになる。 
・ベクトル場やスカラー場の面積分・線積分の計算ができるようになる。 
・発散定理とストークスの定理を使って、色々な計算できるようになる。 

受講者へのコメント 授業に関する教員の意欲」に関してです。今回は「感じられた」という回答が多
かった。 
たぶん理由は今回初めて教える内容だったからでしょう。 
でも人は誰でも何度も同じ講義をすると意欲は薄れるものです。 
したがって教員に継続的にこれを期待するのはやや酷な話です． 



発想を少し変えてこう考えてみてはどうでしょう。 
仮に⻑年同じ話をしたため，意欲が減退したような先生に教わってしまったとす
る。 
でもその人はたぶん何度も同じ講義をしているから，初めての先生よりも，ずっ
と 
話はうまいはずです。ポイントはどこかもずっとよく⼼ 

連絡先 １１号館７階 下條昌彦研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「この分野への理解が深まった」，「この分野の興味関⼼が高まった」という学生
さんが多かったので喜ばしい限りです。 

英文科目名 Exercise on Analysis II 
関連科目 「解析学Ⅱ」と同時履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 「板書がわかりにくかった。」というコメントがあった。ただこれだけでは具体

的にどこが悪かったのか知ることができないのが残念です。こちらで考えてはみ
ます。どうすれば改善できるのか何かの折に伝えてくれるとありがたいもので
す。 

講義目的 解析学Ⅱの内容の理解を深めるため問題演習を行う。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 空間のベクトル・内積・行列式・外積や微分法の演習を行う。 

2 回 ベクトル関数・速度ベクトルと加速度ベクトルの演習を行う。 
3 回 曲線の接線ベクトルや法線ベクトル・その曲率に関する演習を行う。 
4 回 曲面の表示・偏微分と単位法線ベクトル・曲面積に関する演習を行う。 
5 回 3 次元のスカラー場とベクトル場と勾配場の演習を行う。 
6 回 3 次元ベクトル場の発散と回転・ラプラシアンについて演習を行う。 
7 回 ベクトル場の線積分、スカラー場の２重積分の演習を行う。 
8 回 中間テストおよびその解説をする。 
9 回 グ 

準備学習 1 回 ２年生まで習った線形代数を復習しておくこと。 
2 回 微分積分学Ｉの微分法について復習しておくこと。 
3 回 形の数理の内容を復習しておくこと。 
4 回 微分積分学Ⅲの偏微分や単位ベクトル、および 
微分積分学Ⅳの曲面積について復習しておくこと。 
5 回 微分積分学Ⅲの勾配ベクトルについて復習しておくこと。 
6 回 ベクトル場の発散と回転の計算について復習しておくこと。 
7 回 ２年生の微分積分学Ⅳの線積分と２重積分について復習しておくこと。 
8 回 これまでのことを復習しておくこと。 
9 回 微分積分学Ⅳで習ったグ 

 



年度 2014 
授業コード FSM12010 
成績評価 中間試験(40%)、試験(40%)、小テスト(10%)、レポート等(10%)を合計した得点

により評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FSM12010 現象の数理Ⅰ 
担当教員名 ⻤塚 政一 
単位数 2 
教科書 初回の講義で、冊子「現象の数理」を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 現象と数理、微分方程式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 小テストやレポート課題が多いという意見がありましたが、本講義に対応する演

習科目がないため、講義内容を理解するためには自宅学習が必須です。そのため、
小テスト、レポートを毎回課しています。また、同様の理由で、中間試験を２度
行うことや出来るだけ学生に前に出て答える参加形式の授業を展開しました。 

科目名 現象の数理Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 微分積分学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲで使用した教科書 
授業形態 講義 
注意備考 毎回レポートを課し、適時小テストを行う。予習・復習を怠らないこと。 
シラバスコード FSM12010 
実務経験のある教員  
達成目標 ● 変数分離形、同次形、完全形の微分方程式を解くことができること。 

● 定数係数同次線形微分方程式及び非同次線形微分方程式を解くことができる
こと。 
● 微分方程式の基礎理論を理解すること。 
● 計算機を用いて基本的な流れの場を理解すること。 

受講者へのコメント 現象の数理Ⅰの講義で身に付けた解析学の基礎知識を利用して、今後も勉学に励
んで下さい。復習をしっかりとしておきましょう。 

連絡先 ２０号館８階 ⻤塚研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「[A]授業に対するあなたの取り組みについて」中の設問「３）授業時間外の学
習にどのように取り組みましたか」の項目のうち「宿題などの指示された課題に
取り組んだ」と答えた学生が 9 割以上を超えており、さらに、「【B】この授業に
おけるあなたの成⻑について」における項目のうち、「この分野への理解が深ま
った」と答えた学生が 7 割を超えていた。学生諸君の微分積分学に対する意欲が
強く感じられる。 
演習時に解き終わらなかった問題をレポート課題とし、次の週に評価したこと



が、効果的であったと考える。 
英文科目名 Basic Analysis I 
関連科目 「微分積分学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ」の知識を前提として講義を行う。 
次回に向けての改善変更予定 今回、レポートの提出、小テストを課すことが効果的であったため、今後も継続

して実施する。 
講義目的 自然界の多くの現象は微分方程式で記述される。本講義では微分方程式の解法と

その基礎理論を学ぶ。また、計算機を用いた解曲線の図示も行う。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 微分積分及び偏微分について復習しておくこと。 

２回 微分積分について復習しておくこと。 
３回 変数分離形について復習しておくこと。 
４回 変数分離形について復習しておくこと。 
５回 １階線形微分方程式の定数変化法について復習しておくこと。 
６回 １階線形微分方程式の初期値問題について復習しておくこと。 
７回 偏微分について復習しておくこと。 
８回 第１回から第７回までの内容をよく理解し整理しておくこと。 
９回 １階の微分方程式について復習しておくこと。 
１０回 ２階線形微分方程式の基礎理論について復 

 



年度 2014 
授業コード FSM12110 
成績評価 中間試験(40%)、試験(40%)、小テスト(10%)、レポート等(10%)を合計した得点

により評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FSM12110 現象の数理Ⅱ 
担当教員名 ⻤塚 政一 
単位数 2 
教科書 初回の講義で、冊子「現象の数理」を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード フーリエ級数、ラプラス変換、線形系、自励系、安定性、線形近似、微分方程式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 小テストやレポート課題が多いという意見がありましたが、本講義に対応する演

習科目がないため、講義内容を理解するためには自宅学習が必須です。そのため、
小テスト、レポートを毎回課しています。 

科目名 現象の数理Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 微分積分学Ⅱで使用した教科書 
授業形態 講義 
注意備考 現象の数理Ⅰを受講していることが望ましい。毎回レポートを課し、適時小テス

トを行う。予習・復習を怠らないこと。 
シラバスコード FSM12110 
実務経験のある教員  
達成目標 ● フーリエ級数の計算ができ、偏微分方程式の解法への応用ができること。 

● ラプラス変換の計算ができ、線形微分方程式の解法へ応用ができること。 
● 定数係数の線形系を解くことができること。 
● 自励系の平衡点の安定性の判別ができること。 
● 計算機を用いた相平面図を活用し、微分方程式の解の性質を判別できること。 

受講者へのコメント 現象の数理Ⅱの講義で身に付けた解析学の基礎知識を利用して、今後も勉学に励
んで下さい。復習をしっかりとしておきましょう。 

連絡先 ２０号館８階 ⻤塚研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「[A]授業に対するあなたの取り組みについて」中の設問「３）授業時間外の学
習にどのように取り組みましたか」の項目のうち「宿題などの指示された課題に
取り組んだ」と答えた学生が 9 割以上を超えており、さらに、「【B】この授業に
おけるあなたの成⻑について」における項目のうち、「この分野への理解が深ま
った」と答えた学生が 8 割を超えていた。学生諸君の微分方程式に対する意欲が
強く感じられる。 
演習時に解き終わらなかった問題をレポート課題とし、次の週に評価したこと



が、効果的であったと考える。 
英文科目名 Basic Analysis II 
関連科目 現象の数理Ⅰ、微分積分学Ⅱ、線型代数学Ⅱ・Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定 今回、レポートの提出、小テストを課すことが効果的であったため、今後も継続

して実施する。 
講義目的 現象の数理Ⅰに引き続き、微分法と積分法の初等的手法によって、常微分方程式

や偏微分方程式の解を求めることに主眼をおく。コンピュータを用いた解軌跡の
描画を適宜活用し、視覚的なアプローチを行うことで、微分方程式の基礎理論の
理解を深める。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 微分積分学について復習しておくこと。 

２回 周期２π の周期関数とフーリエ級数について復習しておくこと。 
３回 一般の周期関数とフーリエ級数について復習しておくこと。 
４回 フーリエ展開定理について復習しておくこと。 
５回 変数分離形の微分方程式の解法について復習しておくこと。 
６回 微分積分学について復習しておくこと。 
７回 ラプラス変換について復習しておくこと。 
８回 第１回から第７回までの内容をよく理解し整理しておくこと。 
９回 定数係数２階同次線形微分方程式の解法について復習しておくこと。 
１ 

 



年度 2014 
授業コード FSM12210 
成績評価 定期試験、演習問題による。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FSM12210 代数学演習Ⅰ 
担当教員名 山⽥ 紀美子 
単位数 2 
教科書 群・環・体入門／新妻・⽊村／共立出版／978-4320015951 
アクティブラーニング  
キーワード 群、環、素因数分解、整数、多項式、n 次置換群、多角形・多面体 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「演習問題の解答が「略解」で短いが、もっと詳しくしてほしい」（複数）、 

「演習の時間の半分は内容解説にあててはどうか」、 
「小テストだけでも詳しい解説を」など具体的な意見は、今後の参考に 
させて頂きます。 

科目名 代数学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 すぐわかる代数／石村園子／東京図書／978-4489005879 
授業形態 演習 
注意備考 代数学 I も受講することが望ましい。 
シラバスコード FSM12210 
実務経験のある教員  
達成目標 数学の論理的な作文力を身に着ける。 

抽象的な代数学を理解できるようになる。 
具体的な代数系の性質を、抽象的な代数学を用いて 
計算・記述できるようになる。 

受講者へのコメント 復習時間 30 分未満が 60%以上でしたが、学生さんにとって未知の概念が 
多い授業ですので復習して下さい。 

連絡先 20 号館 8 階山⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 担当するのがほとんど初めての授業で試行錯誤したため、 
「理解しやすいように説明を⼯夫してほしい」 
「終了時刻を守ってほしい（時間配分が不安定）」 
のポイントが高めである点には⼼当たりがあります。 
授業に満足 or ほぼ満足が約 60%だったのは個人的予想より高かったです。 

英文科目名 Exercise on Algebra I 
関連科目 演算の数理 I, II, 代数学 I、代数学 II 
次回に向けての改善変更予定 自由記述の意見を参考に、 



演習問題へのフォロー（解答、解説）をより手厚くします。 
講義目的 群（積の演算と逆元がある世界）と環（和・積の演算がある世界）の基礎を学ぶ。 

代数学の抽象的な理論に親しむと同時に、 
整数環、多項式環、対称群 S_n、図形と群など具体的な 
代数系を理解する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 1 回 演算の数理 I, II の講義内容を復習する 

2 回 前回の演習問題を復習する 
3 回 前回の演習問題を復習する 
4 回 前回の演習問題を復習する 
5 回 前回の演習問題を復習する 
6 回 前回の演習問題を復習する 
7 回 前回の演習問題を復習する 
8 回 前回の演習問題を復習する 
9 回 前回の演習問題を復習する 
10 回 前回の演習問題を復習する 
11 回 前回の演習問題を復習する 
12 回 前回の演習問題を復習する 
13 回 前回の演習問題を復習する 
14 回 前回の演習問題を復習する 
15 回 前回の演習問題を復習する 

 



年度 2014 
授業コード FSM12310 
成績評価 演習問題（50%）、定期試験（50%）により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FSM12310 代数学演習Ⅱ 
担当教員名 浜畑 芳紀 
単位数 2 
教科書 群・環・体入門／新妻・⽊村／共立出版／978-4320015951 
アクティブラーニング  
キーワード 環、体、整数、多項式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 代数学演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考 代数学 II も受講することが望ましい 
シラバスコード FSM12310 
実務経験のある教員  
達成目標 整数の演算と、環、体の抽象的な結果との関係が理解できるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise on Algebra II 
関連科目 演算の数理 I,II、代数学 I、代数学演習 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 整数の演算から始めて、環（和差積の演算ができる集合）、体（四則演算のできる

集合）の基礎を学ぶ。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 除法の定理 

2 回 素因数分解の一意性 
3 回 合同式 
4 回 中国式剰余の定理 
5 回 オイラーの関数、メビュースの関数 
6 回 環と体の定義 
7 回 イデアルと剰余環 
8 回 有理整数環 



9 回 環の準同型写像、準同型定理 
10 回 多項式 
11 回 一意分解整域 
12 回 商体 
13 回 体上のベクトル空間 
14 回 拡大体 
15 回 有限体 

準備学習 1 回 代数学 I の講義内容を復習する。 
2 回 前回の演習問題を復習する。 
3 回 前回の演習問題を復習する。 
4 回 前回の演習問題を復習する。 
5 回 前回の演習問題を復習する。 
6 回 前回の演習問題を復習する。 
7 回 前回の演習問題を復習する。 
8 回 前回の演習問題を復習する。 
9 回 前回の演習問題を復習する。 
10 回 前回の演習問題を復習する。 
11 回 前回の演習問題を復習する。 
12 回 前回の演習問題を復習する。 
13 回 前回の演習問題を復習する。 
14 回 前回の演習問題を復習する。 
15 回 前回の演習問 

 



年度 2014 
授業コード FSM12410 
成績評価 課題提出(50%)、期末試験(50%)で行う 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FSM12410 幾何学演習Ⅰ 
担当教員名 橋爪 道彦 
単位数 2 
教科書 幾何学 I のプリント 
アクティブラーニング  
キーワード 特になし 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 幾何学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 栗⽥ 稔 著 立体幾何 共立出版、G．ジェニングス 著 幾何再入門 岩波書店 
授業形態 演習 
注意備考 幾何学 I を受講することが望ましい 
シラバスコード FSM12410 
実務経験のある教員  
達成目標 問題が一時間内に独力で解けるようになること 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 8 階 橋爪道彦研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise on Geometry I 
関連科目 幾何学 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 幾何学 I の講義内容の理解を深めるため、また内容の補足を兼ねて問題演習を行

う。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 第 1 回：幾何学 I の講義内容を理解しておくこと 

第 2 回：幾何学 I の講義内容を理解しておくこと 
第 3 回：幾何学 I の講義内容を理解しておくこと 
第 4 回：幾何学 I の講義内容を理解しておくこと 
第 5 回：幾何学 I の講義内容を理解しておくこと 
第 6 回：幾何学 I の講義内容を理解しておくこと 
第 7 回：幾何学 I の講義内容を理解しておくこと 



第 8 回：幾何学 I の講義内容を理解しておくこと 
第 9 回：幾何学 I の講義内容を理解しておくこと 
第 10 回：幾何学 I の講義内容を理解しておくこと 
第 11 回：幾何学 I の講義内容を理解しておくこと 
 

 



年度 2014 
授業コード FSM12510 
成績評価 課題提出(50%)、期末試験(50%)により行う 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FSM12510 幾何学演習Ⅱ 
担当教員名 橋爪 道彦 
単位数 2 
教科書 幾何学 II のプリント 
アクティブラーニング  
キーワード 特になし 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 幾何学演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 栗⽥ 稔 著 立体幾何 共立出版、G．ジェニングス 著 幾何再入門 岩波書店 
授業形態 演習 
注意備考 幾何学 II を受講していることが望ましい 
シラバスコード FSM12510 
実務経験のある教員  
達成目標 問題が時間内に独力で解けるようになること 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 8 階 橋爪道彦研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise on Geometry II 
関連科目 幾何学 I、幾何学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 幾何学 II の講義内容の理解を深めるため、また内容の補足を兼ねて問題演習を

行う。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 第 1 回：幾何学 II の講義内容を理解しておくこと 

第 2 回：幾何学 II の講義内容を理解しておくこと 
第 3 回：幾何学 II の講義内容を理解しておくこと 
第 4 回：幾何学 II の講義内容を理解しておくこと 
第 5 回：幾何学 II の講義内容を理解しておくこと 
第 6 回：幾何学 II の講義内容を理解しておくこと 
第 7 回：幾何学 II の講義内容を理解しておくこと 



第 8 回：幾何学 II の講義内容を理解しておくこと 
第 9 回：幾何学 II の講義内容を理解しておくこと 
第 10 回：幾何学 II の講義内容を理解しておくこと 
第 11 回：幾何学 II の講義内 

 



年度 2014 
授業コード FSM12610 
成績評価 中間テスト(20%)、定期試験(80%)として評価を行う。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FSM12610 情報数学Ⅰ 
担当教員名 澤江 隆一 
単位数 2 
教科書 資料を適宜配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 数論的関数、整数論、素数定理、数論アルゴリズム 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ご要望の件は、最大限改善してまいります。 
科目名 情報数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 離散系の数学／野崎昭著／近代科学社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM12610 
実務経験のある教員  
達成目標 ・整数に関する記述を集合記号等を使い記述できること 

・数論的関数を理解し、計算できること 
・整数に関する基本的な性質を証明できること 
・素数に関する基本的な定理を整数論に応用できること 

受講者へのコメント 連続の数学と違い離散数学はその有限性故に非常に理解しやすい面があり、教育
効果もあると 判断し題材を選択している。 難しく感じる事もあるでしょうが、
こんな数学もあるのだと理解を深めて頂きたい。 

連絡先 澤江研究室(20 号館 6 階)sawae@xmath.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業満足度に関しては、内容を改善しながら行っているので効果がみられる。 新
スタイルでの授業アンケートでの所見記入に関して重要になっていて、注視して
いる。 

英文科目名 Information Mathematics I 
関連科目 計算機数学、表現とメディアの数理、計算機とアルゴリズム 
次回に向けての改善変更予定 今回からは資料の配布のみで講義を行っていますが、全ての資料を講義の開始時

に配布する方向で考えています。講義内容は現状から少しでも改善する方向で考
えています。 

講義目的 情報化社会で基礎となる整数計算とその応用について、計算機での計算される整
数アルゴリズム的な観点をもとに、解析的整数論への入り口となる講義を行い、



数学と情報の係わりについて深く理解することを目的とする。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 情報数学と離散数学 

2 回 集合・命題・関数 
3 回 集合論と帰納的関数 
4 回 数と計算機と情報 
5 回 整数の基本的な性質 
6 回 整数と素数アルゴリズムⅠ 
7 回 整数と素数アルゴリズムⅡ 
8 回 前半の纏め、中間テスト 
9 回 さまざまな数論的関数Ⅰ 
10 回 さまざまな数論的関数Ⅱ 
11 回 素数の性質 
素数に関する定理Ⅰ素数に関する定理Ⅱ素数に関する定理Ⅱ 
12 回 素数に関する定理Ⅰ 
13 回 素数に関する定理Ⅱ 
14 回 素数定理と解析的整数論Ⅰ 
15 回 素数定理と解析的整数論Ⅱ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 数学の基礎概念を復習しておく事 
3 回 前回の講義内容をしっかり復習しておくこと 
4 回 １年生の講義科目：計算機数学、表現とメディアの数理に関して復習してお
くこと 
5 回 集合的記法の復習をしておくこと 
6 回 整数の基本的な性質を復習しておくこと 
7 回 前回の講義内容：整数と素数アルゴリズムⅠをしっかり理解しておく事 
8 回 第 1 回〜第 7 回までの講義内容を十分に復習して、中間テストに備えるこ
と 
9 回 整数の基本性質をしっかり理解しておくこと 
10 回 

 



年度 2014 
授業コード FSM12710 
成績評価 中間テスト(20%)、定期試験(80%)として評価を行う 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FSM12710 情報数学Ⅱ 
担当教員名 澤江 隆一 
単位数 2 
教科書 適宜、資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 集合、命題、関係、順序、グラフ、連結、⽊、彩色 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ご要望の件は、最大限改善してまいります。 
科目名 情報数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 R.J.ウィルソン著、原書第４版「グラフ理論入門」近代科学社 
授業形態 講義 
注意備考 計算機数学・表現とメディアの数理の内容を既知としている。 

情報数学Ⅰを受講することが望ましい 
シラバスコード FSM12710 
実務経験のある教員  
達成目標 ・集合演算を理解し、記述できること。 

・関係概念を集合で記述できること。 
・グラフの基本概念を集合で記述できること。 
・グラフに関する主張を証明できること。 

受講者へのコメント グラフ理論を通じて離散数学とは何かを理解して、その有限性故に非常に理解し
やすい面があり、教育効果もあると 判断し題材を選択している。 難しく感じる
事もあるでしょうが、しっかり理解を深めて頂きたい。 

連絡先 ２０号館６階 澤江研究室 sawae@xmath.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業満足度に関しては、内容を改善しながら行っているので効果がみられる。 新
スタイルでの授業アンケートでの所見記入に関して重要になっていて、注視して
いる。 

英文科目名 Information Mathematics II 
関連科目 計算機数学、表現とメディアの数理、情報数学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 今回からは資料の配布のみで講義を行っていますが、全ての資料を講義の開始時

に配布する方向で考えています。講義内容は現状から少しでも改善する方向で考
えています。 

講義目的 情報化社会で基礎であり今後重要性を増すであろうグラフ理論の基礎とその応



用について講義を行い、その定理などを通じて数学と情報の係わりについて深く
理解することを目的とする。更に、グラフ理論の現実的な応用についても言及を
する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 この講義で重要な数学的基礎 

2 回 集合・命題・関数 
3 回 集合と関係概念−その表現 
4 回 集合と関係概念−順序と同値 
5 回 グラフの基礎概念Ⅰ 
6 回 グラフの基礎概念Ⅱ 
7 回 さまざまなグラフ 
8 回 前半の纏め、中間テスト 
9 回 グラフの経路と連結性 
10 回 ⽊の性質とｎ分⽊ 
11 回 グラフの平面性と平面グラフⅠ 
12 回 グラフの平面性と平面グラフⅡ 
13 回 グラフと彩色Ⅰ 
14 回 グラフと彩色Ⅱ 
15 回 グラフ理論の応用 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 集合の記述法、演算について自分なりに調べておくこと 
3 回 写像に関して復習をしておくこと 
4 回 前回の講義内容を十分に復習しておくこと 
5 回 写像に関して復習をしておくこと 
6 回 第 1 回から第 5 回までの内容をよく復習しておくこと 
7 回 第 1 回から第 5 回までの内容をよく復習しておくこと 
8 回 第 1 回〜第 7 回までの講義内容を十分に復習して、中間テストに備えるこ
と 
9 回 グラフについて前半の復習をしっかりしておくこと。 
10 回 閉路と連結性についてし 

 



年度 2014 
授業コード FSM12811 
成績評価 出席(40%)、レポート(60%)により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学科(〜07) 
見出し FSM12811 特別講義Ⅱ 
担当教員名 松永 秀章＊、⻤塚 政一 
単位数 2 
教科書 書店販売しない」プリントを適時配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 固有値、固有ベクトル、スペクトル分解、微分方程式、差分方程式、漸近挙動 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別講義Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ジョルダン標準形／韓太舜、伊理正夫／東京大学出版会： 

線形微分方程式序説−第１巻−基礎理論／申正善、内藤敏機／牧野書店： 
Differential Equations, Dynamical Systems, and an Introduction to Chaos, 2nd 
Edition／M. Hirsch, S. Smale, R. Devaney／Academic Press 

授業形態 講義 
注意備考 授業はできるだけ前の席に座ること。後ろの方に座っている者は授業に対する積

極性が乏しいと判断します。 
シラバスコード FSM12811 
実務経験のある教員  
達成目標 線形常微分方程式の解の表現公式を理解し、それを応用することができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館８階 ⻤塚研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Lectures on Special Topics II 
関連科目 微分積分、線形代数、微分方程式に関係する科目。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 線形空間の直和分解から得られる、行列のスペクトル分解の理論を紹介します。

その応用として、定数係数の線形常微分方程式や線形差分方程式の解構造を明ら
かにします。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 １回 固有値、固有ベクトルの求め方について復習しておくこと。 

２回 行列の対角化可能性について復習しておくこと。 



３回 ケーリー・ハミルトンの定理について復習しておくこと。 
４回 一般固有空間について復習しておくこと。 
５回 射影行列の求め方について復習しておくこと。 
６回 Am の表現公式について復習しておくこと。 
７回 ex のマクローリン展開について復習しておくこと。 
８回 exp(tA) の表現公式について復習しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FSM13110 
成績評価 中間テスト(50%)、試験(50%) 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス MB(理)(〜13) 
見出し FSM13110 微分積分学Ⅲ 
担当教員名 下條 昌彦 
単位数 2 
教科書 基礎コース 微分積分 第 2 版／坂⽥ 定久、萬代 武史、山原 英男／学術図書出

版社 
アクティブラーニング  
キーワード 偏微分、２変数関数、多変数関数、微分積分学、解析学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 落ちついて文章をきちんと書いて欲しい。 

時間が足りなかったのかもしれません。たいへん参考にしたいのですが。 
科目名 微分積分学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 微分積分学Ⅰで使用した教科書、微分積分学に関する教科書。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM13110 
実務経験のある教員  
達成目標 ２変数関数の偏微分を理解する。 

２変数関数の１次近似、２次近似を理解する。 
２変数関数の合成関数の微分を理解する。 
２変数関数の極値、最大、最小について理解する。 
ラグランジュの乗数法を理解する。 

受講者へのコメント 学生さんに前で全部といてもらうという方針で演習の講義を行いましたが、 
やや良くなかったようです。今度からは，考えてもらう時間を減らして，解説の 
時間をたくさんとるようにする． 
「この大学の講義のレベルでない。他の大学で講義をやってください」というア 
ンケート記述がありました。他の大学のシラバスと比較したり，講義者の講義内 
容を反省したりしましたが、それは全くないものと思われました。 

連絡先 11 号館 7 階 下條昌彦研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 声を大きくする。板書が早すぎという意見が多かったので板書量そのものを 
少なくする。時を大きく書くことを⼼がけます。 
演習では前で全部、こちら側が問題を解くという方針に変更する。。 

英文科目名 Calculus III 



関連科目 「微分積分学演習Ⅲ」との同時履修を強く勧める。微分積分学Ⅰ、微分積分学演
習Ⅰを履修しておくことが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定 「講義がわかりにくい」という意見に関しては反省しております。 
残念ながらこちらは講演のプロではないせいもあり、説明があまり 
上手でないのでしょう。今後精進いたします。 

講義目的 １変数関数の微分法を基にして、多変数関数、特に２変数関数の微分法を講義す
る。計算技法を確立するとともに、図やグラフを通して幾何学的理解を深め、微
分法における様々な理論についての基礎的理解を図る。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ２変数関数を解説する。 

2 回 偏導関数を解説する。 
3 回 連続関数を解説する。 
4 回 微分可能性と１次近似を解説する。 
5 回 合成関数の微分を解説する。 
6 回 接平面を解説する。 
7 回 陰関数の微分を解説する。 
8 回 ２次近似を解説する。 
9 回 中間テストおよびその解説をする。 
10 回 ２変数関数の極値を解説する。 
11 回 鞍点を解説する。 
12 回 関数の最大・最小を解説する。 
13 回 ラグランジュの乗数法を解説する。 
14 回 合成関数の偏微分を解説する。 
15 回 試験およびその解説をする。 

準備学習 1 回 １変数関数の関数のグラフについて復習しておくこと。 
2 回 １変数関数の微分の定義、計算法を復習しておくこと。 
3 回 １変数関数の極限と連続性を復習しておくこと。 
4 回 偏微分の定義について復習しておくこと。 
5 回 １変数関数の合成関数の微分について復習しておくこと。 
6 回 偏微分の定義と１次近似について復習しておくこと。 
7 回 接平面について復習しておくこと。 
8 回 １次近似について復習しておくこと。 
9 回 第１回から第７回までの内容をよく理解し整理しておくこと。 
10 回 ２次近似について復習してお 

 



年度 2014 
授業コード FSM13120 
成績評価 中間テスト(50%)、試験(50%) 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス MA(理)(〜13) 
見出し FSM13120 微分積分学Ⅲ 
担当教員名 下條 昌彦 
単位数 2 
教科書 基礎コース 微分積分 第 2 版／坂⽥ 定久、萬代 武史、山原 英男／学術図書出

版社 
アクティブラーニング  
キーワード 偏微分、２変数関数、多変数関数、微分積分学、解析学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 落ちついて文章をきちんと書いて欲しい。 

時間が足りなかったのかもしれません。たいへん参考にしたいのですが。 
科目名 微分積分学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 微分積分学Ⅰで使用した教科書、微分積分学に関する教科書。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM13120 
実務経験のある教員  
達成目標 ２変数関数の偏微分を理解する。 

２変数関数の１次近似、２次近似を理解する。 
２変数関数の合成関数の微分を理解する。 
２変数関数の極値、最大、最小について理解する。 
ラグランジュの乗数法を理解する。 

受講者へのコメント 学生さんに前で全部といてもらうという方針で演習の講義を行いましたが、 
やや良くなかったようです。今度からは，考えてもらう時間を減らして，解説の 
時間をたくさんとるようにする． 
「この大学の講義のレベルでない。他の大学で講義をやってください」というア 
ンケート記述がありました。他の大学のシラバスと比較したり，講義者の講義内 
容を反省したりしましたが、それは全くないものと思われました。 

連絡先 11 号館 7 階 下條昌彦研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 声を大きくする。板書が早すぎという意見が多かったので板書量そのものを 
少なくする。時を大きく書くことを⼼がけます。 
演習では前で全部、こちら側が問題を解くという方針に変更する。 

英文科目名 Calculus III 



関連科目 「微分積分学演習Ⅲ」との同時履修を強く勧める。微分積分学Ⅰ、微分積分学演
習Ⅰを履修しておくことが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定 「講義がわかりにくい」という意見に関しては反省しております。 
残念ながらこちらは講演のプロではないせいもあり、説明があまり 
上手でないのでしょう。今後精進いたします。 

講義目的 １変数関数の微分法を基にして、多変数関数、特に２変数関数の微分法を講義す
る。計算技法を確立するとともに、図やグラフを通して幾何学的理解を深め、微
分法における様々な理論についての基礎的理解を図る。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ２変数関数を解説する。 

2 回 偏導関数を解説する。 
3 回 連続関数を解説する。 
4 回 微分可能性と１次近似を解説する。 
5 回 合成関数の微分を解説する。 
6 回 接平面を解説する。 
7 回 陰関数の微分を解説する。 
8 回 ２次近似を解説する。 
9 回 中間テストおよびその解説をする。 
10 回 ２変数関数の極値を解説する。 
11 回 鞍点を解説する。 
12 回 関数の最大・最小を解説する。 
13 回 ラグランジュの乗数法を解説する。 
14 回 合成関数の偏微分を解説する。 
15 回 試験およびその解説をする。 

準備学習 1 回 １変数関数の関数のグラフについて復習しておくこと。 
2 回 １変数関数の微分の定義、計算法を復習しておくこと。 
3 回 １変数関数の極限と連続性を復習しておくこと。 
4 回 偏微分の定義について復習しておくこと。 
5 回 １変数関数の合成関数の微分について復習しておくこと。 
6 回 偏微分の定義と１次近似について復習しておくこと。 
7 回 接平面について復習しておくこと。 
8 回 １次近似について復習しておくこと。 
9 回 第１回から第７回までの内容をよく理解し整理しておくこと。 
10 回 ２次近似について復習してお 

 



年度 2014 
授業コード FSM13210 
成績評価 毎回のコメントシート、中間テストおよび試験により評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(理)(〜13) 
見出し FSM13210 微分積分学Ⅳ 
担当教員名 ⽥中 敏 
単位数 2 
教科書 基礎コース 微分積分／坂⽥定久, 山原英男, 萬代武史／学術図書出版／978-

4780600681 
（微分積分学Ⅱ・Ⅲで使用した教科書） 

アクティブラーニング  
キーワード ２重積分、３重積分、曲面積 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 この授業に関する不満の記述はありませんでした。よかったとの意見が多く、あ

りがたく思います。 
科目名 微分積分学Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 微分積分学に関する教科書。 
授業形態 講義 
注意備考 「微分積分学演習Ⅳ」との同時履修を強く勧める。 
シラバスコード FSM13210 
実務経験のある教員  
達成目標 ・重積分を理解する。重積分の計算法を理解する。 

・極座標変換などの変数変換による重積分の計算法を理解する。 
・３重積分の計算法を理解する。 
・曲面積の求め方を理解する。 

受講者へのコメント 半年間ありがとうございました。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に問題はないと思います。この水準を維持していきたいと思います。 
英文科目名 Calculus IV 
関連科目 微分積分学Ⅱ、微分積分学演習Ⅱ、微分積分学Ⅲ、微分積分学演習Ⅲ、微分積分

学演習Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定 大きな問題はなかったと思います。この水準を維持していきたいと思います。 
講義目的 多変数関数（主に、２変数、３変数）についての重積分について講義する。計算

技法の確立とともに、多変数関数の積分法における様々な基本概念および理論の
基礎を理解・習得させる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 ２重積分の定義について解説する。 
2 回 ２重積分の性質を解説する。 
3 回 累次積分について解説する。 
4 回 積分順序の交換について解説する。 
5 回 積分変数の１次変換について解説する。 
6 回 積分変数の一般の変換について解説する。 
7 回 積分変数の極座標変換について解説する。 
8 回 これまでのまとめを行う。 
9 回 中間テストおよびその解説をする。 
10 回 広義積分を解説する。 
11 回 ３重積分について解説する。 
12 回 立体の体積について解説する。 
13 回 曲面積を解説する。 
14 回 これまでのまと 

準備学習 1 回 １年生で習った積分を復習しておくこと。 
2 回 ２重積分について復習しておくこと。 
3 回 ２重積分の性質について復習しておくこと。 
4 回 累次積分について復習しておくこと。 
5 回 ２重積分の定義について復習しておくこと。 
6 回 積分変数の１次変換について復習しておくこと。 
7 回 積分変数の一般の変換について復習しておくこと。 
8 回 これまでのことを復習しておくこと。 
9 回 これまでのことを復習しておくこと。 
10 回 ２重積分の計算について復習しておくこと。 
11 回 ２重積分について復習しておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FSM13220 
成績評価 毎回のコメントシート、中間テストおよび試験により評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス MB(理)(〜13) 
見出し FSM13220 微分積分学Ⅳ 
担当教員名 ⽥中 敏 
単位数 2 
教科書 基礎コース 微分積分／坂⽥定久, 山原英男, 萬代武史／学術図書出版／978-

4780600681 
（微分積分学Ⅱ・Ⅲで使用した教科書） 

アクティブラーニング  
キーワード ２重積分、３重積分、曲面積 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 教室が狭かったとの意見がありました。教室変更を考えればよかったと反省して

おります。 
最初に述べているその回の目標を口で述べるだけでなく板書してほしいとの意
見もありました。今後検討したいと思います。 

科目名 微分積分学Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 微分積分学に関する教科書。 
授業形態 講義 
注意備考 「微分積分学演習Ⅳ」との同時履修を強く勧める。 
シラバスコード FSM13220 
実務経験のある教員  
達成目標 ・重積分を理解する。重積分の計算法を理解する。 

・極座標変換などの変数変換による重積分の計算法を理解する。 
・３重積分の計算法を理解する。 
・曲面積の求め方を理解する。 

受講者へのコメント 半年間ありがとうございました。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に問題はないと思います。この水準を維持していきたいと思います。 
英文科目名 Calculus IV 
関連科目 微分積分学Ⅱ、微分積分学演習Ⅱ、微分積分学Ⅲ、微分積分学演習Ⅲ、微分積分

学演習Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定 大きな問題はなかったと思います。この水準を維持していきたいと思います。 
講義目的 多変数関数（主に、２変数、３変数）についての重積分について講義する。計算

技法の確立とともに、多変数関数の積分法における様々な基本概念および理論の



基礎を理解・習得させる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ２重積分の定義について解説する。 

2 回 ２重積分の性質を解説する。 
3 回 累次積分について解説する。 
4 回 積分順序の交換について解説する。 
5 回 積分変数の１次変換について解説する。 
6 回 積分変数の一般の変換について解説する。 
7 回 積分変数の極座標変換について解説する。 
8 回 これまでのまとめを行う。 
9 回 中間テストおよびその解説をする。 
10 回 広義積分を解説する。 
11 回 ３重積分について解説する。 
12 回 立体の体積について解説する。 
13 回 曲面積を解説する。 
14 回 これまでのまと 

準備学習 1 回 １年生で習った積分を復習しておくこと。 
2 回 ２重積分について復習しておくこと。 
3 回 ２重積分の性質について復習しておくこと。 
4 回 累次積分について復習しておくこと。 
5 回 ２重積分の定義について復習しておくこと。 
6 回 積分変数の１次変換について復習しておくこと。 
7 回 積分変数の一般の変換について復習しておくこと。 
8 回 これまでのことを復習しておくこと。 
9 回 これまでのことを復習しておくこと。 
10 回 ２重積分の計算について復習しておくこと。 
11 回 ２重積分について復習しておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FSM13310 
成績評価 毎回の発表回数と講義内の試験によって評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス MB(理)(〜13) 
見出し FSM13310 微分積分学演習Ⅲ 
担当教員名 下條 昌彦 
単位数 2 
教科書 基礎コース 微分積分 第 2 版／坂⽥ 定久、萬代 武史、山原 英男／学術図書出

版社 
アクティブラーニング  
キーワード 偏微分、２変数関数、多変数関数、微分積分学、解析学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 落ちついて文章をきちんと書いて欲しい。 

時間が足りなかったのかもしれません。たいへん参考にしたいのですが。 
科目名 微分積分学演習Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 微分積分学Ⅰで使用した教科書、微分積分学に関する教科書。 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FSM13310 
実務経験のある教員  
達成目標 ２変数関数の偏微分の計算ができる。 

２変数関数の１次近似、２次近似を求めることができる。 
２変数関数の合成関数の微分を求めることができる。 
２変数関数の極値、最大、最小についてを求めることができる。 
ラグランジュの乗数法を用いて条件付極値問題を解くことができる。 

受講者へのコメント 学生さんに前で全部といてもらうという方針で演習の講義を行いましたが、 
やや良くなかったようです。今度からは，考えてもらう時間を減らして，解説の 
時間をたくさんとるようにする． 
「この大学の講義のレベルでない。他の大学で講義をやってください」というア 
ンケート記述がありました。他の大学のシラバスと比較したり，講義者の講義内 
容を反省したりしましたが、それは全くないものと思われました。 

連絡先 １１号館７階 下條昌彦研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 声を大きくする。板書が早すぎという意見が多かったので板書量そのものを 
少なくする。時を大きく書くことを⼼がけます。 
演習では前で全部、こちら側が問題を解くという方針に変更する。 

英文科目名 Exercise on Calculus III 



関連科目 「微分積分学Ⅲ」との同時履修を強く勧める。微分積分学Ⅰ、微分積分学演習Ⅰ
を履修しておくことが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定 「講義がわかりにくい」という意見に関しては反省しております。 
残念ながらこちらは講演のプロではないせいもあり、説明があまり 
上手でないのでしょう。今後精進いたします。 

講義目的 微分積分学Ⅲの内容の理解を深めるため、問題演習を行う。特に、微分の計算技
法を身につけることに重きをおく。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ２変数関数の演習を行う。 

2 回 偏導関数の演習を行う。 
3 回 連続関数の演習を行う。 
4 回 微分可能性と１次近似の演習を行う。 
5 回 合成関数の微分の演習を行う。 
6 回 接平面の演習を行う。 
7 回 陰関数の微分の演習を行う。 
8 回 ２次近似の演習を行う。 
9 回 原点からの距離だけで値が決まる関数の解説とその演習を行う。 
10 回 ２変数関数の極値の演習を行う。 
11 回 鞍点を解説の演習を行う。 
12 回 関数の最大・最小の演習を行う。 
13 回 ラグランジュの乗数法の演習を行う。 
14 回 合成関数の偏微分 

準備学習 1 回 １変数関数の関数のグラフについて復習しておくこと。 
2 回 １変数関数の微分の定義、計算法を復習しておくこと。 
3 回 １変数関数の極限と連続性を復習しておくこと。 
4 回 偏微分の定義について復習しておくこと。 
5 回 １変数関数の合成関数の微分について復習しておくこと。 
6 回 偏微分の定義と１次近似について復習しておくこと。 
7 回 接平面について復習しておくこと。 
8 回 １次近似について復習しておくこと。 
9 回 第１回から第７回までの内容をよく理解し整理しておくこと。 
10 回 ２次近似について復習してお 

 



年度 2014 
授業コード FSM13320 
成績評価 毎回の発表回数と講義内の試験によって評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(理)(〜13) 
見出し FSM13320 微分積分学演習Ⅲ 
担当教員名 下條 昌彦 
単位数 2 
教科書 基礎コース 微分積分 第 2 版／坂⽥ 定久、萬代 武史、山原 英男／学術図書出

版社 
アクティブラーニング  
キーワード 偏微分、２変数関数、多変数関数、微分積分学、解析学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 落ちついて文章をきちんと書いて欲しい。 

時間が足りなかったのかもしれません。たいへん参考にしたいのですが。 
科目名 微分積分学演習Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 微分積分学Ⅰで使用した教科書、微分積分学に関する教科書。 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FSM13320 
実務経験のある教員  
達成目標 ２変数関数の偏微分の計算ができる。 

２変数関数の１次近似、２次近似を求めることができる。 
２変数関数の合成関数の微分を求めることができる。 
２変数関数の極値、最大、最小についてを求めることができる。 
ラグランジュの乗数法を用いて条件付極値問題を解くことができる。 

受講者へのコメント 学生さんに前で全部といてもらうという方針で演習の講義を行いましたが、 
やや良くなかったようです。今度からは，考えてもらう時間を減らして，解説の 
時間をたくさんとるようにする． 
「この大学の講義のレベルでない。他の大学で講義をやってください」というア 
ンケート記述がありました。他の大学のシラバスと比較したり，講義者の講義内 
容を反省したりしましたが、それは全くないものと思われました。 

連絡先 １１号館７階 下條昌彦研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 声を大きくする。板書が早すぎという意見が多かったので板書量そのものを 
少なくする。時を大きく書くことを⼼がけます。 
演習では前で全部、こちら側が問題を解くという方針に変更する。 

英文科目名 Exercise on Calculus III 



関連科目 「微分積分学Ⅲ」との同時履修を強く勧める。微分積分学Ⅰ、微分積分学演習Ⅰ
を履修しておくことが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定 「講義がわかりにくい」という意見に関しては反省しております。 
残念ながらこちらは講演のプロではないせいもあり、説明があまり 
上手でないのでしょう。今後精進いたします。 

講義目的 微分積分学Ⅲの内容の理解を深めるため、問題演習を行う。特に、微分の計算技
法を身につけることに重きをおく。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ２変数関数の演習を行う。 

2 回 偏導関数の演習を行う。 
3 回 連続関数の演習を行う。 
4 回 微分可能性と１次近似の演習を行う。 
5 回 合成関数の微分の演習を行う。 
6 回 接平面の演習を行う。 
7 回 陰関数の微分の演習を行う。 
8 回 ２次近似の演習を行う。 
9 回 原点からの距離だけで値が決まる関数の解説とその演習を行う。 
10 回 ２変数関数の極値の演習を行う。 
11 回 鞍点を解説の演習を行う。 
12 回 関数の最大・最小の演習を行う。 
13 回 ラグランジュの乗数法の演習を行う。 
14 回 合成関数の偏微分 

準備学習 1 回 １変数関数の関数のグラフについて復習しておくこと。 
2 回 １変数関数の微分の定義、計算法を復習しておくこと。 
3 回 １変数関数の極限と連続性を復習しておくこと。 
4 回 偏微分の定義について復習しておくこと。 
5 回 １変数関数の合成関数の微分について復習しておくこと。 
6 回 偏微分の定義と１次近似について復習しておくこと。 
7 回 接平面について復習しておくこと。 
8 回 １次近似について復習しておくこと。 
9 回 第１回から第７回までの内容をよく理解し整理しておくこと。 
10 回 ２次近似について復習してお 

 



年度 2014 
授業コード FSM13410 
成績評価 毎回のレポート(60%)、小テスト(40%) 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(理)(〜13) 
見出し FSM13410 微分積分学演習Ⅳ 
担当教員名 ⽥中 敏 
単位数 2 
教科書 基礎コース 微分積分／坂⽥定久, 山原英男, 萬代武史／学術図書出版／978-

4780600681 
（微分積分学Ⅱ・Ⅲで使用した教科書） 

アクティブラーニング  
キーワード ２重積分、３重積分、曲面積 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 この授業に関する不満の記述はありませんでした。よかったとの意見が多く、あ

りがたく思います 
科目名 微分積分学演習Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 微分積分学に関する教科書。 
授業形態 演習 
注意備考 「微分積分学Ⅳ」との同時履修を強く勧める。 
シラバスコード FSM13410 
実務経験のある教員  
達成目標 ・２重積分の基本的な計算ができること。 

・極座標変換などの変数変換による重積分の計算ができること。 
・３重積分の基本的な計算ができること。 
・曲面積を求めることができること。  
・重積分に関する簡単な事実について証明ができること。 

受講者へのコメント 半年間ありがとうございました。 
連絡先 ２０号館８階 ⽥中敏研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に問題はないと思います。この水準を維持していきたいと思います。 
英文科目名 Exercise on Calculus IV 
関連科目 微分積分学Ⅱ、微分積分学演習Ⅱ、微分積分学Ⅲ、微分積分学演習Ⅲ、微分積分

学演習Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定 大きな問題はなかったと思います。この水準を維持していきたいと思います。 
講義目的 微分積分学Ⅳの内容の理解を深めるため、問題演習を行う。計算技法に重きをお

くが簡単な事柄についての証明についても演習を行う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 ２重積分の定義についての演習をする。 
2 回 ２重積分の性質についての演習をする。 
3 回 累次積分についての演習をする。 
4 回 積分順序の交換についての演習をする。 
5 回 積分変数の１次変換についての演習をする。 
6 回 積分変数の一般の変換についての演習をする。 
7 回 積分変数の極座標変換についての演習をする。 
8 回 これまでのまとめを行う。 
9 回 バーゼル問題について解説する。 
10 回 広義積分についての演習をする。 
11 回 ３重積分についての演習をする。 
12 回 立体の体積についての演習をする。 
 

準備学習 1 回 １年生で習った積分を復習しておくこと。 
2 回 ２重積分について復習しておくこと。 
3 回 ２重積分の性質について復習しておくこと。 
4 回 累次積分について復習しておくこと。 
5 回 ２重積分の定義について復習しておくこと。 
6 回 積分変数の１次変換について復習しておくこと。 
7 回 積分変数の一般の変換について復習しておくこと。 
8 回 これまでの復習しておくこと。 
9 回 微分積分学Ⅱの内容を復習しておくこと。 
10 回 ２重積分の計算について復習しておくこと。 
11 回 ２重積分について復習しておくこと。 
1 

 



年度 2014 
授業コード FSM13420 
成績評価 毎回のレポート(60%)、小テスト(40%) 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス MB(理)(〜13) 
見出し FSM13420 微分積分学演習Ⅳ 
担当教員名 ⽥中 敏 
単位数 2 
教科書 基礎コース 微分積分／坂⽥定久, 山原英男, 萬代武史／学術図書出版／978-

4780600681 
（微分積分学Ⅱ・Ⅲで使用した教科書） 

アクティブラーニング  
キーワード ２重積分、３重積分、曲面積 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 この授業に関する不満の記述はありませんでした。よかったとの意見が多く、あ

りがたく思います。 
科目名 微分積分学演習Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 微分積分学に関する教科書。 
授業形態 演習 
注意備考 「微分積分学Ⅳ」との同時履修を強く勧める。 
シラバスコード FSM13420 
実務経験のある教員  
達成目標 ・２重積分の基本的な計算ができること。 

・極座標変換などの変数変換による重積分の計算ができること。 
・３重積分の基本的な計算ができること。 
・曲面積を求めることができること。  
・重積分に関する簡単な事実について証明ができること。 

受講者へのコメント 半年間ありがとうございました。 
連絡先 ２０号館８階 ⽥中敏研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に問題はないと思います。この水準を維持していきたいと思います。 
英文科目名 Exercise on Calculus IV 
関連科目 微分積分学Ⅱ、微分積分学演習Ⅱ、微分積分学Ⅲ、微分積分学演習Ⅲ、微分積分

学演習Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定 大きな問題はなかったと思います。この水準を維持していきたいと思います。 
講義目的 微分積分学Ⅳの内容の理解を深めるため、問題演習を行う。計算技法に重きをお

くが簡単な事柄についての証明についても演習を行う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 ２重積分の定義についての演習をする。 
2 回 ２重積分の性質についての演習をする。 
3 回 累次積分についての演習をする。 
4 回 積分順序の交換についての演習をする。 
5 回 積分変数の１次変換についての演習をする。 
6 回 積分変数の一般の変換についての演習をする。 
7 回 積分変数の極座標変換についての演習をする。 
8 回 これまでのまとめを行う。 
9 回 バーゼル問題について解説する。 
10 回 広義積分についての演習をする。 
11 回 ３重積分についての演習をする。 
12 回 立体の体積についての演習をする。 
 

準備学習 1 回 １年生で習った積分を復習しておくこと。 
2 回 ２重積分について復習しておくこと。 
3 回 ２重積分の性質について復習しておくこと。 
4 回 累次積分について復習しておくこと。 
5 回 ２重積分の定義について復習しておくこと。 
6 回 積分変数の１次変換について復習しておくこと。 
7 回 積分変数の一般の変換について復習しておくこと。 
8 回 これまでの復習しておくこと。 
9 回 微分積分学Ⅱの内容を復習しておくこと。 
10 回 ２重積分の計算について復習しておくこと。 
11 回 ２重積分について復習しておくこと。 
1 

 



年度 2014 
授業コード FSM13510 
成績評価 レポート課題および小テスト（3 割）、中間試験（3 割）、定期試験（4 割）により

評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(理)(〜13) 
見出し FSM13510 線型代数学Ⅲ 
担当教員名 浜畑 芳紀 
単位数 2 
教科書 リメディアル線型代数／桑村雅隆／裳華房／978-4-785315443 
アクティブラーニング  
キーワード ベクトル空間、次元、基底、線形写像、固有値、対角化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特にありません。 
科目名 線型代数学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 線型代数学／川久保勝夫／日本評論社 
授業形態 講義 
注意備考 線型代数学演習 III を受講することが望ましい。 
シラバスコード FSM13510 
実務経験のある教員  
達成目標 ベクトル空間の概念について、基礎感覚を身につけること。特に１次独立性と関

連して次元の概念が重要である。線形写像の基本的な取り扱いに習熟すること、
特に行列の対角化の計算技術を習得する。行列の対角化可能性について、基本事
項を理解すること。 

受講者へのコメント 授業を静かに聴講してくれたことに感謝します。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 計画通りに授業ができて、目標はだいたい達成できたと思います。 
英文科目名 Linear Algebra III 
関連科目 線型代数学演習 III 
次回に向けての改善変更予定 1 回目の授業では、教室が狭く⿊板が小さくて、授業に支障をきたしました。今

後、このようなことがないように気をつけます。 
講義目的 この講義では、まず、ベクトル空間の基礎概念について解説する。ベクトル空間

どうしの線形写像を知ることが線形代数の中⼼課題である。1 年生で学んだ行列
および行列式の取り扱いを活用し、線形写像を行列表示することを学ぶ。特に、
行列の対角化の具体的な手法に習熟することが大切である。対角化の応用を議論
した後、対角化できない行列の理論にも触れる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 ベクトル空間 
2 回 ベクトルの１次独立性 
3 回 行列のランク 
4 回 基底と次元 
5 回 基底の計算方法 
6 回 線形写像とその行列表示 
7 回 基底変換 
8 回 内積と計量ベクトル空間 
9 回 中間試験とその解説 
10 回 像空間と核空間 
11 回 固有値と固有ベクトル 
12 回 行列の対角化 
13 回 実対称行列の対角化 
14 回 対称行列の対角化の具体的な方法 
15 回 ２次曲線の標準化 

準備学習 1 回 5.1 節を読んでおくこと。 
2 回 5.2 節の前半、p. 154 までを読んでおくこと。小テストの準備として問 5.3、
および p. 193 練習問題 5.3 を学習しておくこと。 
3 回 5.2 節の終わりまで読んでおくこと。小テストの準備として問 5.5 を学習し
ておくこと。 
4 回 5.3 節の前半、p. 164 までを読んでおくこと。小テストの準備として問 5.6
を学習しておくこと。 
5 回 5.3 節の終わりまで読んでおくこと。小テストの準備として問 5.8 を学習し
ておくこと。 
6 回 5.4 節を読んでおくこと。小テストの準備 

 



年度 2014 
授業コード FSM13520 
成績評価 レポート課題および小テスト（3 割）、中間試験（3 割）、定期試験（4 割）により

評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス MB(理)(〜13) 
見出し FSM13520 線型代数学Ⅲ 
担当教員名 浜畑 芳紀 
単位数 2 
教科書 リメディアル線型代数／桑村雅隆／裳華房／978-4-785315443 
アクティブラーニング  
キーワード ベクトル空間、次元、基底、線形写像、固有値、対角化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特にありません。 
科目名 線型代数学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 線型代数学／川久保勝夫／日本評論社 
授業形態 講義 
注意備考 線型代数学演習 III を受講することが望ましい。 
シラバスコード FSM13520 
実務経験のある教員  
達成目標 ベクトル空間の概念について、基礎感覚を身につけること。特に１次独立性と関

連して次元の概念が重要である。線形写像の基本的な取り扱いに習熟すること、
特に行列の対角化の計算技術を習得する。行列の対角化可能性について、基本事
項を理解すること。 

受講者へのコメント 授業を静かに聴講してくれたことに感謝します。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 計画通りに授業ができて、目標はだいたい達成できたと思います 
英文科目名 Linear Algebra III 
関連科目 線型代数学演習 III 
次回に向けての改善変更予定 1 回目の授業では、教室が狭く⿊板が小さくて、授業に支障をきたしました。今

後、このようなことがないように気をつけます。 
講義目的 この講義では、まず、ベクトル空間の基礎概念について解説する。ベクトル空間

どうしの線形写像を知ることが線形代数の中⼼課題である。1 年生で学んだ行列
および行列式の取り扱いを活用し、線形写像を行列表示することを学ぶ。特に、
行列の対角化の具体的な手法に習熟することが大切である。対角化の応用を議論
した後、対角化できない行列の理論にも触れる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 ベクトル空間 
2 回 ベクトルの１次独立性 
3 回 行列のランク 
4 回 基底と次元 
5 回 基底の計算方法 
6 回 線形写像とその行列表示 
7 回 基底変換 
8 回 内積と計量ベクトル空間 
9 回 中間試験とその解説 
10 回 像空間と核空間 
11 回 固有値と固有ベクトル 
12 回 行列の対角化 
13 回 実対称行列の対角化 
14 回 対称行列の対角化の具体的な方法 
15 回 ２次曲線の標準化 

準備学習 1 回 5.1 節を読んでおくこと。 
2 回 5.2 節の前半、p. 154 までを読んでおくこと。小テストの準備として問 5.3、
および p. 193 練習問題 5.3 を学習しておくこと。 
3 回 5.2 節の終わりまで読んでおくこと。小テストの準備として問 5.5 を学習し
ておくこと。 
4 回 5.3 節の前半、p. 164 までを読んでおくこと。小テストの準備として問 5.6
を学習しておくこと。 
5 回 5.3 節の終わりまで読んでおくこと。小テストの準備として問 5.8 を学習し
ておくこと。 
6 回 5.4 節を読んでおくこと。小テストの準備 

 



年度 2014 
授業コード FSM13610 
成績評価 レポート課題および小テスト（３割），中間試験（３割），定期試験（４割）によ

り評価する． 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(理)(〜13) 
見出し FSM13610 線型代数学演習Ⅲ 
担当教員名 池⽥ 岳 
単位数 2 
教科書 線形代数／桑村雅隆／裳華房／978-4-785315443 
アクティブラーニング  
キーワード ベクトル空間，次元，基底，線形写像，固有値，対角化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし． 
科目名 線型代数学演習Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 線形代数学／川久保勝夫／日本評論社 
授業形態 演習 
注意備考 線型代数学演習 III を受講することが望ましい， 
シラバスコード FSM13610 
実務経験のある教員  
達成目標 ベクトル空間の概念について，基礎感覚を身につけること，特に１次独立性と関

連して次元の概念が重要である．線形写像の基本的な取り扱いに習熟すること，
特に行列の対角化の計算技術を修得する．行列の対角化可能性について，基本事
項を理解すること． 

受講者へのコメント 基礎概念の定義を把握することが議論の第一歩であることを理解してくれた人
が多くいたようでよかった．その態度で今後も勉強してほしい． 

連絡先 １１号館７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし． 
英文科目名 Exercise on Linear Algebra III 
関連科目 線形代数学演習 III 
次回に向けての改善変更予定 引き続き，基本的な問題に十分な時間をかける指導を⼼がける． 
講義目的 この講義では，まず，ベクトル空間の基礎概念について解説する．ベクトル空間

どうしの線形写像を知ることが線形代数の中⼼課題である．１年生で学んだ行列
および行列式の取り扱いを活用し，線形写像を行列表示することを学ぶ．特に，
行列の対角化の具体的な手法に習熟することが大切である．対角化の応用を議論
した後，対角化できない行列の理論にも触れる． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 ベクトル空間 
2 回 ベクトルの１次独立性 
3 回 行列のランク 
4 回 基底と次元 
5 回 基底の計算方法 
6 回 線形写像とその行列表示 
7 回 基底変換 
8 回 内積と計量ベクトル空間 
9 回 中間試験とその解説 
10 回 像空間と核空間 
11 回 固有値と固有ベクトル 
12 回 行列の対角化 
13 回 実対称行列の対角化 
14 回 対称行列の対角化の具体的な方法 
15 回 ２次曲線の標準化 

準備学習 1 回 ベクトルの演算を復習しておく． 
2 回 平面ベクトルの１次独立性を復習する． 
3 回 掃き出しの技法を復習しておく． 
4 回 次元の定義を理解するように努める． 
5 回 掃き出し法の利用について基礎から考えておく． 
6 回 基底の役割について考察しておく． 
7 回 基底の計算練習をしておく． 
8 回 平面ベクトルの内積と角度について復習しておく． 
9 回 中間試験の準備のために課題を学習しておくこと， 
10 回 線型写像の核について理解する． 
11 回 固有値と固有ベクトルの定義を確認しておく． 
12 回 固有値と固有ベ 

 



年度 2014 
授業コード FSM13620 
成績評価 レポート課題および小テスト（３割），中間試験（３割），定期試験（４割）によ

り評価する． 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス MB(理)(〜13) 
見出し FSM13620 線型代数学演習Ⅲ 
担当教員名 池⽥ 岳 
単位数 2 
教科書 線形代数／桑村雅隆／裳華房／978-4-785315443 
アクティブラーニング  
キーワード ベクトル空間，次元，基底，線形写像，固有値，対角化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし． 
科目名 線型代数学演習Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 線形代数学／川久保勝夫／日本評論社 
授業形態 演習 
注意備考 線型代数学演習 III を受講することが望ましい， 
シラバスコード FSM13620 
実務経験のある教員  
達成目標 ベクトル空間の概念について，基礎感覚を身につけること，特に１次独立性と関

連して次元の概念が重要である．線形写像の基本的な取り扱いに習熟すること，
特に行列の対角化の計算技術を修得する．行列の対角化可能性について，基本事
項を理解すること． 

受講者へのコメント 基礎概念の定義を把握することが議論の第一歩であることを理解してくれた人
が多くいたようでよかった．その態度で今後も勉強してほしい． 

連絡先 １１号館７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし． 
英文科目名 Exercise on Linear Algebra III 
関連科目 線形代数学演習 III 
次回に向けての改善変更予定 引き続き，基本的な問題に十分な時間をかける指導を⼼がける． 
講義目的 この講義では，まず，ベクトル空間の基礎概念について解説する．ベクトル空間

どうしの線形写像を知ることが線形代数の中⼼課題である．１年生で学んだ行列
および行列式の取り扱いを活用し，線形写像を行列表示することを学ぶ．特に，
行列の対角化の具体的な手法に習熟することが大切である．対角化の応用を議論
した後，対角化できない行列の理論にも触れる． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 ベクトル空間 
2 回 ベクトルの１次独立性 
3 回 行列のランク 
4 回 基底と次元 
5 回 基底の計算方法 
6 回 線形写像とその行列表示 
7 回 基底変換 
8 回 内積と計量ベクトル空間 
9 回 中間試験とその解説 
10 回 像空間と核空間 
11 回 固有値と固有ベクトル 
12 回 行列の対角化 
13 回 実対称行列の対角化 
14 回 対称行列の対角化の具体的な方法 
15 回 ２次曲線の標準化 

準備学習 1 回 ベクトルの演算を復習しておく． 
2 回 平面ベクトルの１次独立性を復習する． 
3 回 掃き出しの技法を復習しておく． 
4 回 次元の定義を理解するように努める． 
5 回 掃き出し法の利用について基礎から考えておく． 
6 回 基底の役割について考察しておく． 
7 回 基底の計算練習をしておく． 
8 回 平面ベクトルの内積と角度について復習しておく． 
9 回 中間試験の準備のために課題を学習しておくこと， 
10 回 線型写像の核について理解する． 
11 回 固有値と固有ベクトルの定義を確認しておく． 
12 回 固有値と固有ベ 

 



年度 2014 
授業コード FSM13910 
成績評価 講義に提出した課題に対するレポートの採点結果を５９％、定期試験の結果を４

１％として判定する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス MB(理)(〜13) 
見出し FSM13910 偶然の数理Ⅰ 
担当教員名 竹中 茂夫 
単位数 2 
教科書 確率統計（新訂）／／大日本図書／978-4-477018751 
アクティブラーニング  
キーワード 確率、コイン投げ、二項分布 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 板書について、見にくい、早めに消してしまう等の意見がありますが、 

重要で細かい計算については、プリントを配っていますし、今年度は特に大きな
字を書くことに務めていますので、どうしても 
早めに消さざる事が多いのは理解下さい。 ＳＡについての意見はわかりまし
た。 本人たちに注意しておきます。 

科目名 偶然の数理Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 確率と統計：クライツィグ 培風館 
授業形態 講義 
注意備考 毎回講義の後半３０〜４０分を、演習の時間に充当して、学んだ内容のより深い

理解を目指す。 回答（レポート）は回収・採点して、成績評価に使う。 ただ
し上の成績評価の欄で分かるように、皆出席＝合格とはしない。必ずしも、高校
で順列・組合せ・確率について学んでいる必要は無い。（これらを既知のものとは
せずに講義を行うが、高校とくらべて進みかたが早いので自習しておくことがの
望ましい。） 

シラバスコード FSM13910 
実務経験のある教員  
達成目標 確率論を数学の一環として学ぶための、事象・確率といった概念を把握・理解す

ること。コイン投げの抽象化としての二項分布を、パスカルの三角数、二項係数
と絡めて理解すること。 

受講者へのコメント 毎回の演習問題のレポートの提出時期が遅くなってきています。 講義内容の確
認の意味もありますから、時間内にできなければ 
数日以内に作成、研究室まで提出するようにしてください。 

連絡先 ２０号館８階 竹中研究室 takenaka@xmath.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に無し 



英文科目名 Basic Statistics I 
関連科目 偶然の数理 II,データの数理 I,II 
次回に向けての改善変更予定 今年から、レポートの提出時期により、配点の重みを変えています。 今後、こ

れを続けるかどうか、今年度末の結果をみて判断 
しようと思います。 

講義目的 偶然現象を取り扱う数学である確率論の基礎の習得。 偶然の数理 II につながり、
さらに３年次の科目である、データの数理 I,II で必要となる数学を習得すること。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 導入：この講義は何を目指すのか、確率論とはどんな学問なのかについて、

来年度受講予定のデータの数理 I,II の内容も含めて包括的に紹介する。 
2 回 コイン投げとかサイコロ振りを例にして確率の定義・性質について、導入す
る。 
3 回 ⺟集団、事象、確率について、集合論、論理学、測度論（積分論）と関連付
けながら、数学の一分野としての確率論の基礎概念について講義する。 
4 回 期待値におよび、条件付き確率について、高等学校で学んだ事項を補足し、
より厳密な定義および、それの持つ性質について講義する。 
5 回 順列・組合 

準備学習 1 回 高校で学んだ、順列・組合せ・確率等の関連事項について復習しておくこ
と。 
2 回 コイン投げとかサイコロ振りについて、高校で学んだ事項を思い出してお
くこと。 
3 回 集合とその性質について、知っている事を整理しておくこと。 
4 回 くじとその価値について考えてくること。 
5 回 場合の数の数え方について復習しておくこと。 
6 回 順列・組合せについて復習し、事象が独立であるというのはどんな場合であ
ったかを復習しておくこと。 
7 回 これまでに学んだことを復習しておくこと。 
8 回 クラスの身⻑とか体重をどんな風に表 

 



年度 2014 
授業コード FSM13920 
成績評価 講義に提出した課題に対するレポートの採点結果を５９％、定期試験の結果を４

１％として判定する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(理)(〜13) 
見出し FSM13920 偶然の数理Ⅰ 
担当教員名 竹中 茂夫 
単位数 2 
教科書 確率統計（新訂）／／大日本図書／978-4-477018751 
アクティブラーニング  
キーワード 確率、コイン投げ、二項分布 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 偶然の数理Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 確率と統計：クライツィグ 培風館 
授業形態 講義 
注意備考 毎回講義の後半３０〜４０分を、演習の時間に充当して、学んだ内容のより深い

理解を目指す。 回答（レポート）は回収・採点して、成績評価に使う。 ただ
し上の成績評価の欄で分かるように、皆出席＝合格とはしない。必ずしも、高校
で順列・組合せ・確率について学んでいる必要は無い。（これらを既知のものとは
せずに講義を行うが、高校とくらべて進みかたが早いので自習しておくことがの
望ましい。） 

シラバスコード FSM13920 
実務経験のある教員  
達成目標 確率論を数学の一環として学ぶための、事象・確率といった概念を把握・理解す

ること。コイン投げの抽象化としての二項分布を、パスカルの三角数、二項係数
と絡めて理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館８階 竹中研究室 takenaka@xmath.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 上に同じ 
英文科目名 Basic Statistics I 
関連科目 偶然の数理 II,データの数理 I,II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 偶然現象を取り扱う数学である確率論の基礎の習得。 偶然の数理 II につながり、

さらに３年次の科目である、データの数理 I,II で必要となる数学を習得すること。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 導入：この講義は何を目指すのか、確率論とはどんな学問なのかについて、
来年度受講予定のデータの数理 I,II の内容も含めて包括的に紹介する。 
2 回 コイン投げとかサイコロ振りを例にして確率の定義・性質について、導入す
る。 
3 回 ⺟集団、事象、確率について、集合論、論理学、測度論（積分論）と関連付
けながら、数学の一分野としての確率論の基礎概念について講義する。 
4 回 期待値におよび、条件付き確率について、高等学校で学んだ事項を補足し、
より厳密な定義および、それの持つ性質について講義する。 
5 回 順列・組合 

準備学習 1 回 高校で学んだ、順列・組合せ・確率等の関連事項について復習しておくこ
と。 
2 回 コイン投げとかサイコロ振りについて、高校で学んだ事項を思い出してお
くこと。 
3 回 集合とその性質について、知っている事を整理しておくこと。 
4 回 くじとその価値について考えてくること。 
5 回 場合の数の数え方について復習しておくこと。 
6 回 順列・組合せについて復習し、事象が独立であるというのはどんな場合であ
ったかを復習しておくこと。 
7 回 これまでに学んだことを復習しておくこと。 
8 回 クラスの身⻑とか体重をどんな風に表 

 



年度 2014 
授業コード FSM14010 
成績評価 講義に提出した課題に対するレポートの採点結果を５９％、定期試験の結果を４

１％として判定する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス MA(理)(〜13) 
見出し FSM14010 偶然の数理Ⅱ 
担当教員名 竹中 茂夫 
単位数 2 
教科書 確率統計（新訂）：大日本図書 
アクティブラーニング  
キーワード 確率、二項分布、ポアソン分布、正規分布 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 偶然の数理Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 確率と統計：クライツィグ 培風館 
授業形態 講義 
注意備考 毎回講義の後半３０〜４０分を、演習の時間に充当して、学んだ内容のより深い

理解を目指す。 解答（レポート）は回収・採点して、成績評価に使う。 ただ
し上の成績評価の欄で分かるように、皆出席＝合格とはしない。偶然の数理 I を
受講していることまたは、その内容を理解していることが必要である。 

シラバスコード FSM14010 
実務経験のある教員  
達成目標 確率論を数学の一環として学ぶための、事象・確率といった概念を把握・理解す

ること。コイン投げの抽象化としての二項分布、ポアソン分布、正規分布の概念、
中⼼極限定理を理解すること。正規分布表の引き方に習熟し、簡単な確率計算が
出来るように。 

受講者へのコメント 基本は講義には出席し、課題はその週のうちにこなし、わからないところは早い
目に質問するというのが、一番楽な道です。 

連絡先 ２０号館８階 竹中研究室 takenaka@xmath.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 きちんと出席してくれた人が多かったのはうれしい事です。残念ながらレポート
がお粗末だったり、三分の一位レポート提出無し＝出席せずかつ、定期試験で悪
い点を取る人もおります。 

英文科目名 Basic Statistics II 
関連科目 偶然の数理 I,データの数理 I,II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 偶然現象を取り扱う数学である確率論の基礎の習得。 偶然の数理 I からつなが



り、さらに３年次の科目である、データの数理 I,II で必要となる数学を習得する
こと。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 導入：この講義は何を目指すのか、 確率論とはどんな学問なのか、につい

て、偶然の数理 I を履修したとの前提で、偶然の数理 II だけでなく、データの数
理 I,II にもふれながら、概要を講義する。 
2 回 確率変数と確率分布について、例を交えながら講義する。 
3 回 確率変数の平均・分散・共分散等の定義、それらの関係について講義する。 
4 回 二項分布の導入、その一般化であるベルヌーィ試行＝歪んだコインについ
て数学的定式化を行う。 
5 回 パスカルの三角数と二項係数の関連、二項係数の満たす漸化式等について
講義する。 
6 

準備学習 1 回 前期の偶然の数理 I で学んだ事を復習しておくこと。 
2 回 コイン投げで表の出た数および、その確率とはどう考えればよいのか復習
すること。 
3 回 平均と分散について復習しておくこと。 
4 回 コイン投げで表の出た数及びその平均とはどんなものか、前回の講義を踏
まえて考えておくこと。 
5 回 （ｘ＋ｙ）のｎ乗について、どんなことが考えられるかを調べておくこと。 
少なくとも、ｎが５以下を書き下してみよ。 
6 回 数学的帰納法を思い出しておくこと。 
7 回 これまでの復習をしておくこと。 
8 回 極限について復習しておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FSM14020 
成績評価 講義に提出した課題に対するレポートの採点結果を５９％、定期試験の結果を４

１％として判定する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス MB(理)(〜13) 
見出し FSM14020 偶然の数理Ⅱ 
担当教員名 竹中 茂夫 
単位数 2 
教科書 確率統計（新訂）：大日本図書 
アクティブラーニング  
キーワード 確率、二項分布、ポアソン分布、正規分布 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 偶然の数理Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 確率と統計：クライツィグ 培風館 
授業形態 講義 
注意備考 毎回講義の後半３０〜４０分を、演習の時間に充当して、学んだ内容のより深い

理解を目指す。 解答（レポート）は回収・採点して、成績評価に使う。 ただ
し上の成績評価の欄で分かるように、皆出席＝合格とはしない。偶然の数理 I を
受講していることまたは、その内容を理解していることが必要である。 

シラバスコード FSM14020 
実務経験のある教員  
達成目標 確率論を数学の一環として学ぶための、事象・確率といった概念を把握・理解す

ること。コイン投げの抽象化としての二項分布、ポアソン分布、正規分布の概念、
中⼼極限定理を理解すること。正規分布表の引き方に習熟し、簡単な確率計算が
出来るように。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館８階 竹中研究室 takenaka@xmath.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 上記参照 
英文科目名 Basic Statistics II 
関連科目 偶然の数理 I,データの数理 I,II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 偶然現象を取り扱う数学である確率論の基礎の習得。 偶然の数理 I からつなが

り、さらに３年次の科目である、データの数理 I,II で必要となる数学を習得する
こと。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 導入：この講義は何を目指すのか、 確率論とはどんな学問なのか、につい
て、偶然の数理 I を履修したとの前提で、偶然の数理 II だけでなく、データの数
理 I,II にもふれながら、概要を講義する。 
2 回 確率変数と確率分布について、例を交えながら講義する。 
3 回 確率変数の平均・分散・共分散等の定義、それらの関係について講義する。 
4 回 二項分布の導入、その一般化であるベルヌーィ試行＝歪んだコインについ
て数学的定式化を行う。 
5 回 パスカルの三角数と二項係数の関連、二項係数の満たす漸化式等について
講義する。 
6 

準備学習 1 回 前期の偶然の数理 I で学んだ事を復習しておくこと。 
2 回 コイン投げで表の出た数および、その確率とはどう考えればよいのか復習
すること。 
3 回 平均と分散について復習しておくこと。 
4 回 コイン投げで表の出た数及びその平均とはどんなものか、前回の講義を踏
まえて考えておくこと。 
5 回 （ｘ＋ｙ）のｎ乗について、どんなことが考えられるかを調べておくこと。 
少なくとも、ｎが５以下を書き下してみよ。 
6 回 数学的帰納法を思い出しておくこと。 
7 回 これまでの復習をしておくこと。 
8 回 極限について復習しておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FSM14110 
成績評価 毎回の練習問題(30%)，計算機を利用した実習課題(40%)，期末テスト(30%)で

評価する． 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス MA(理)(〜13) 
見出し FSM14110 計算機とアルゴリズムⅠ 
担当教員名 大江 貴司 
単位数 2 
教科書 初級Ｃ言語「やさしいＣ」／筧捷彦／実教出版／978-4-407320893 
アクティブラーニング  
キーワード Ｃ言語，アルゴリズム，データ構造，プログラミング 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 課題が難しかった：簡単なものも用意していますので、それをしっかりこなしま

しょう。難しいのは後で理解するぐらいでもかまいません。 
⿊板の字がときどき小さいときがある：以後気をつけます。 
授業が早すぎて理解できない：これ以上、遅くするのは講義時間の制約上、厳し
いですが、内容を精査しようとは考えています。 
演習問題は課題にさせて、次回提出するような感じで・・・：演習問題はその時
間でどのくらい理解できたかを測るために行っています。また、持ち帰ると人に
聞いてそれで終わり（今でも多いですが）になってしまうので、意味が 

科目名 計算機とアルゴリズムⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 H.M.ダイテル，P.J.ダイテル・Ｃ言語プログラミング・ピアソン・エデュケーシ

ョン 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM14110 
実務経験のある教員  
達成目標 Ｃ言語について、下記の機能を利用したプログラミング技術について理解するこ

と，およびプログラムの記述することができることを目標とする。 
・scanf 文を利用したデータの入力 
・printf 文を利用した画面表示 
・if 文、switch 文を利用した条件分岐 
・for 文、while 文を利用した繰り返し 
・数学関数の計算 

受講者へのコメント 授業時間外に週当たり１時間程度の人が多かったようです。できればその倍（２
時間）ぐらい頑張ると、それだけプログラミングの力が身に着きますので、後期
は頑張ってみてください。 

連絡先 ２４号館４階 大江研究室（内線３４４３）e-mail:ohe@xmath.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 特にありませんが、大体ポジティブな評価でホッとしています。 
英文科目名 Algorithms and Computer Science I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 自由記述の欄に記載します。 
講義目的 コンピュータを利用してさまざまな問題を解く場合，プログラミングに関する技

術は必須となる．本講義ではプログラミング言語のひとつであるＣ言語について
学ぶ．また，問題解決のプログラムを記述する上で，効率のよいアルゴリズムが
必要となるが，その具体的な記述方についてＣ言語を通して示す．中でもアルゴ
リズムの基本要素である条件分岐と繰り返しについて学ぶ．さらに，プログラミ
ング技術の習熟を図るため，コンピュータを利用した演習を行う． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  導入：C 言語のプログラムとその動作について説明する。 

2 回 C 言語における基本的なプログラム構造、および簡単な画面表示について
説明する 
3 回 計算機実習その１・・・C 言語コンパイラの実際の使用法について説明し、
実習を通して使用法に習熟する。 
4 回 変数とその宣言、名前の付け方、代入および値の画面表示の方法について説
明する。 
5 回 四則演算の方法・計算の優先順位について説明する。 
6 回 printf 文を用いた様々な型の変数の画面表示の方法について説明する． 
7 回 scanf 文を用いたキーボードから 

準備学習 1 回 プログラミング言語について大まかに調べてくること。 
2 回 教科書第３．１節を読んでくること。 
3 回 自分のアカウントを確認し、計算機の基本的な使い方を思い出すこと。 
4 回 教科書第２章を読んでくること。 
5 回 教科書第４章を読んでくる． 
6 回 教科書第３章を読んでくる． 
7 回 教科書第５章を読んでくること。 
8 回 第４回〜第７回の内容を復習してくること。 
9 回 教科書第６．１節、６．２節を読んでくること。 
10 回 教科書第６．３節、６．４節を読んでくること。 
11 回 第９回、第１０回の内容を復習して 

 



年度 2014 
授業コード FSM14120 
成績評価 毎回の練習問題(30%)，計算機を利用した実習課題(40%)，期末テスト(30%)で

評価する． 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス MB(理)(〜13) 
見出し FSM14120 計算機とアルゴリズムⅠ 
担当教員名 大江 貴司 
単位数 2 
教科書 初級Ｃ言語「やさしいＣ」／筧捷彦／実教出版／978-4-407320893 
アクティブラーニング  
キーワード Ｃ言語，アルゴリズム，データ構造，プログラミング 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 課題が難しかった：簡単なものも用意していますので、それをしっかりこなしま

しょう。難しいのは後で理解するぐらいでもかまいません。 
⿊板の字がときどき小さいときがある：以後気をつけます。 
授業が早すぎて理解できない：これ以上、遅くするのは講義時間の制約上、厳し
いですが、内容を精査しようとは考えています。 
演習問題は課題にさせて、次回提出するような感じで・・・：演習問題はその時
間でどのくらい理解できたかを測るために行っています。また、持ち帰ると人に
聞いてそれで終わり（今でも多いですが）になってしまうので、意味が 

科目名 計算機とアルゴリズムⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 H.M.ダイテル，P.J.ダイテル・Ｃ言語プログラミング・ピアソン・エデュケーシ

ョン 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM14120 
実務経験のある教員  
達成目標 Ｃ言語について、下記の機能を利用したプログラミング技術について理解するこ

と，およびプログラムの記述することができることを目標とする。 
・scanf 文を利用したデータの入力 
・printf 文を利用した画面表示 
・if 文、switch 文を利用した条件分岐 
・for 文、while 文を利用した繰り返し 
・数学関数の計算 

受講者へのコメント 授業時間外に週当たり１時間程度の人が多かったようです。できればその倍（２
時間）ぐらい頑張ると、それだけプログラミングの力が身に着きますので、後期
は頑張ってみてください。 

連絡先 ２４号館４階 大江研究室（内線３４４３）e-mail:ohe@xmath.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 特にありませんが、大体ポジティブな評価でホッとしています。 
英文科目名 Algorithms and Computer Science I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 自由記述の欄に記載します。 
講義目的 コンピュータを利用してさまざまな問題を解く場合，プログラミングに関する技

術は必須となる．本講義ではプログラミング言語のひとつであるＣ言語について
学ぶ．また，問題解決のプログラムを記述する上で，効率のよいアルゴリズムが
必要となるが，その具体的な記述方についてＣ言語を通して示す．中でもアルゴ
リズムの基本要素である条件分岐と繰り返しについて学ぶ．さらに，プログラミ
ング技術の習熟を図るため，コンピュータを利用した演習を行う． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  導入：C 言語のプログラムとその動作について説明する。 

2 回 C 言語における基本的なプログラム構造、および簡単な画面表示について
説明する 
3 回 計算機実習その１・・・C 言語コンパイラの実際の使用法について説明し、
実習を通して使用法に習熟する。 
4 回 変数とその宣言、名前の付け方、代入および値の画面表示の方法について説
明する。 
5 回 四則演算の方法・計算の優先順位について説明する。 
6 回 printf 文を用いた様々な型の変数の画面表示の方法について説明する． 
7 回 scanf 文を用いたキーボードから 

準備学習 1 回 プログラミング言語について大まかに調べてくること。 
2 回 教科書第３．１節を読んでくること。 
3 回 自分のアカウントを確認し、計算機の基本的な使い方を思い出すこと。 
4 回 教科書第２章を読んでくること。 
5 回 教科書第４章を読んでくる． 
6 回 教科書第３章を読んでくる． 
7 回 教科書第５章を読んでくること。 
8 回 第４回〜第７回の内容を復習してくること。 
9 回 教科書第６．１節、６．２節を読んでくること。 
10 回 教科書第６．３節、６．４節を読んでくること。 
11 回 第９回、第１０回の内容を復習して 

 



年度 2014 
授業コード FSM14210 
成績評価 計算機を利用したプログラミング演習(50%)，期末テスト(50%)で評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス MA(理)(〜13) 
見出し FSM14210 計算機とアルゴリズムⅡ 
担当教員名 大江 貴司 
単位数 2 
教科書 筧捷彦・初級 C 言語「やさしい C」・実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード Ｃ言語，アルゴリズム，プログラミング，データ構造 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ⿊板の字が小さかった、後ろの人にも見えるぐらいの大きさにしてほしいという

意見がありました。教室の問題（８号館）ですこし⿊板が細⻑いため字が小さく
なりました。以後、気をつけます。 
提出物の提出状況が確認できる機会がほしいとの意見がありました。これについ
ては研究室に来てくれればいつでもお伝えしますので、自分から来てください。 
問題が難しいという意見がありました。これについては頑張ってくださいとしか
言いようがありません 

科目名 計算機とアルゴリズムⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 H.M.ダイテル，P.J.ダイテル著（小嶋訳）・「Ｃ言語プログラミング」・ピアソン・

エデュケーション 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM14210 
実務経験のある教員  
達成目標 Ｃ言語について，下記の機能を利用したプログラミングについて理解すること。 

・配列データの扱い 
・文字列の処理 
・ポインタを利用したプログラミング 
・構造体を利用したプログラミング 
・関数を利用したプログラミング 

受講者へのコメント 特にありません。１年間よく頑張りました。 
連絡先 ２４号館４階 大江研究室（内線３４４３）e-mail:ohe@xmath.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [E]項目の「１回の授業で扱う量が多い」「教科書や資料が、もう少し平易なもの
がよい」の部分に少し意見がありました。かなり講義で教える量としては削って
いるのですが、もう少し内容を吟味してみようと考えています。教科書や資料に
ついてはかなり平易なものを使っており、これ以上平易なものにすると、授業で



扱う量が逆に増える可能性があり、トレードオフになると考えています。 
英文科目名 Algorithms and Computer Science II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 １の項目を参照して下さい。 
講義目的 前期「計算機とアルゴリズムⅠ」に引き続き，Ｃ言語のプログラミングとそれを

利用したアルゴリズムの記述について学ぶ．特により高度なデータ処理とその記
述を行うため，配列や文字列、関数やポインタ，構造体について学ぶ．前期同様，
プログラミング技術の習得のため，コンピュータを利用した演習を行う． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  前期の復習…Ｃの基本的プログラム構造について復習する。 

2 回 配列その１…配列の宣言とそれを用いた簡単な計算について説明する。 
3 回 配列その２・・・数列など、配列を使ったやや複雑な計算について説明する 
4 回 計算機実習その１・・・配列についての計算機実習を行う。 
5 回 文字列その１・・・C 言語における文字列の表し方について説明する。 
6 回 文字列その２・・・文字列処理関数について説明する。 
7 回 計算機実習その２・・・文字列処理に関する計算機実習を行う。 
8 回 関数その１・・・関数を使ったプログ 

準備学習 1 回 前期期末試験をもとに前期の内容の復習をしてくること。 
2 回 教科書第７章を読んでくること。 
3 回 数列の漸化式とその計算法について復習すること。 
4 回 第２回、第３回の内容を復習してくること。 
5 回 教科書第８章を読んでくること 
6 回 教科書第１３．３節を読んでくること。 
7 回 第５回、第６回の内容を復習してくること。 
8 回 教科書第１０章を読んでくること。 
9 回 第６回で説明した文字列処理関数におけるデータ（文字列）の受け渡しにつ
いて復習してくること。 
10 回 第８回、第９回の内容を復習してくるこ 

 



年度 2014 
授業コード FSM14220 
成績評価 計算機を利用したプログラミング演習(50%)，期末テスト(50%)で評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス MB(理)(〜13) 
見出し FSM14220 計算機とアルゴリズムⅡ 
担当教員名 大江 貴司 
単位数 2 
教科書 筧捷彦・初級 C 言語「やさしい C」・実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード Ｃ言語，アルゴリズム，プログラミング，データ構造 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述欄にコメントがありませんでした。 
科目名 計算機とアルゴリズムⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 H.M.ダイテル，P.J.ダイテル著（小嶋訳）・「Ｃ言語プログラミング」・ピアソン・

エデュケーション 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM14220 
実務経験のある教員  
達成目標 Ｃ言語について，下記の機能を利用したプログラミングについて理解すること。 

・配列データの扱い 
・文字列の処理 
・ポインタを利用したプログラミング 
・構造体を利用したプログラミング 
・関数を利用したプログラミング 

受講者へのコメント [A]2)授業時間外の学習時間が３０分程度、もしくは全くしなかった学生が約半
数となっていました。すこし問題が物足らなかったのかもしれません。理想的に
は１時間ぐらいしてほしいと考えています。 

連絡先 ２４号館４階 大江研究室（内線３４４３）e-mail:ohe@xmath.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [E]項目の「１回の授業で扱う量が多い」「教科書や資料が、もう少し平易なもの
がよい」の部分に少し意見がありました。かなり講義で教える量としては削って
いるのですが、もう少し内容を吟味してみようと考えています。教科書や資料に
ついてはかなり平易なものを使っており、これ以上平易なものにすると、授業で
扱う量が逆に増える可能性があり、トレードオフになると考えています。 

英文科目名 Algorithms and Computer Science II 
関連科目  



次回に向けての改善変更予定 １の項目を参照して下さい。 
講義目的 前期「計算機とアルゴリズムⅠ」に引き続き，Ｃ言語のプログラミングとそれを

利用したアルゴリズムの記述について学ぶ．特により高度なデータ処理とその記
述を行うため，配列や文字列、関数やポインタ，構造体について学ぶ．前期同様，
プログラミング技術の習得のため，コンピュータを利用した演習を行う． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  前期の復習…Ｃの基本的プログラム構造について復習する。 

2 回 配列その１…配列の宣言とそれを用いた簡単な計算について説明する。 
3 回 配列その２・・・数列など、配列を使ったやや複雑な計算について説明する 
4 回 計算機実習その１・・・配列についての計算機実習を行う。 
5 回 文字列その１・・・C 言語における文字列の表し方について説明する。 
6 回 文字列その２・・・文字列処理関数について説明する。 
7 回 計算機実習その２・・・文字列処理に関する計算機実習を行う。 
8 回 関数その１・・・関数を使ったプログ 

準備学習 1 回 前期期末試験をもとに前期の内容の復習をしてくること。 
2 回 教科書第７章を読んでくること。 
3 回 数列の漸化式とその計算法について復習すること。 
4 回 第２回、第３回の内容を復習してくること。 
5 回 教科書第８章を読んでくること 
6 回 教科書第１３．３節を読んでくること。 
7 回 第５回、第６回の内容を復習してくること。 
8 回 教科書第１０章を読んでくること。 
9 回 第６回で説明した文字列処理関数におけるデータ（文字列）の受け渡しにつ
いて復習してくること。 
10 回 第８回、第９回の内容を復習してくるこ 

 



年度 2014 
授業コード FSM15210 
成績評価 卒業研究発表および卒業論文完成が成績評価の前提となる．卒業論文の内容と，

卒業論文の作成・研究発表に至る過程での平常点・記述力・発表力・コミュニケ
ーション能力によって，ゼミ指導教員が総合的に評価する． 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学科(〜11) 
見出し FSM15210 卒業研究 
担当教員名 大江 貴司、澤江 隆一、竹中 茂夫、池⽥ 岳、高嶋 恵三、⽥中 敏、森 義

之、山 
単位数 8 
教科書 担当ゼミ教員の指示による． 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 担当ゼミ教員の指示による． 
授業形態 実験実習 
注意備考 卒業研究は担当教員のゼミごとに行うので，ゼミ指導教員との連絡を密接に取る

こと． 
シラバスコード FSM15210 
実務経験のある教員  
達成目標 （１） 指導教員の助言の下で，テーマを選び学習計画を立てることができる． 

（２） テキストを購読し，内容を纏めて他の人たちに説明ができる． 
（３） 必要な情報を自分で獲得する手段を知り実行できる． 
（４） 課題に対して，指導教員の助言の下で自主的に解決法を考案できる． 
（５） 研究の結果を，正しい文章で論理的に記述できる． 
（６） プレゼンテーションのためのソフト等を用いて，明解な発表ができる．質
問を理解し，的確な返答ができる． 

受講者へのコメント  
連絡先 原則として担当ゼミ教員, 卒業研究全体の代表の学科⻑． 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Graduation Thesis 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 各担当教員のゼミに所属して卒業研究を行う．これまで学んだ応用数学科の講



義・演習を基に，数学の基礎・応用の幅広い分野から自分の希望する内容を指導
教員の助言の下に選び，1 年を通じてこれを研究する．テーマの選択，基本的な
テキスト講読，課題の設定，解決のための努力を通して，実社会に出て種々の課
題に直面したとき，これに立ち向かい，ある範囲で問題を解決できる能力を養う
ことを目的とする．また，卒業論文の作成・研究発表に至る過程において，自主
的に継続して学習する能力・文章を記述する能力・発表力・コミュニケーション
能力を養 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 ３年まで学習した内容をしっかり復習して、卒業研究を着手する。 

卒業研究の各段階においては、指導教員と学習計画をしっかり立てて、 
卒業研究の準備を行う。 

 



年度 2014 
授業コード FSM15310 
成績評価 演習での課題提出(20%)、定期試験(80%)で総合的に評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス MB(理)(〜14) 
見出し FSM15310 計算機数学 
担当教員名 澤江 隆一 
単位数 2 
教科書 プリント等を適宜配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 基数変換、情報処理、文書処理、メール、インターネット 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ご要望の件は、最大限改善してまいります。 
科目名 計算機数学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考 応数数学科・計算機室とパソコンの利用方法ついて学ぶので必ず履修すること。 

応数計算機室への入室登録、及び、メールアドレス(在学中は継続使用)とパスワ
ードの配布、及び、メールを使った演習を行います。 
・パスワードを忘れたり、大事な配布物を紛失しないようにすること 
・応数のメールは他の授業、在学期間中使います 

シラバスコード FSM15310 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)数を表記する記数法を理解し、基数変換が出来ること 

(2)パソコンの基本操作を理解し、フォルダー、ファイルの操作が出来ること 
(3)文書処理ソフトで数式が入力できること 
(4)応数メールが使えるようになること 

受講者へのコメント 計算機のリテラシー教育のための授業であるが、それ以外にも数的な感覚、 計
算の流れについての理解も求める内容になっています。 今後の他の授業での基
礎となる事を願っています。 

連絡先 澤江研究室(20 号館 6 階) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業満足度に関しては、内容を改善しながら行っているので効果がみられる。 新
スタイルでの授業アンケートでの所見記入に関して重要になっていて、注視して
いる。 

英文科目名 Computational Mathematics 
関連科目 他の受講科目でのパソコン利用の基礎となる 
次回に向けての改善変更予定 講義内容につきましては、毎年改善をおこなっています。 毎年度、内容に関して



はスクラップアンドビルトを行ってきています。来年度は計算の流れと入退室シ
ステムの説明が改善されます。 

講義目的 計算機（パソコン）の操作を通じて、計算機の基本的な仕組みを理解することを
目的とする。計算機内部での数の表現を理解し、文章処理、ネットワークになじ
む事により、今後の大学内での計算機環境利用及びプログラミング理論・実践へ
の第一ステップであることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 数の概念と計算機の関わり 
3 回 応数計算機室利用法と計算機に於けるフォルダー、ファイル操作 
4 回 基数変換と計算機に於ける数の表現 I 
5 回 数の纏めと計算機演習 I 
6 回 基数変換と計算機に於ける数の表現 II 
7 回 数の纏めと計算機演習 II 
8 回 基数変換と計算機に於ける数の表現 III 
9 回 数と文書処理の演習 
10 回 数に関しての纏め 
11 回 インターネット・ネットワークとメール I 
12 回 インターネットで数学 
13 回 インターネット・ネットワークとメール II 
14 回 数式 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、全体計画を把握しておくこと 
2 回 数について考えておくこと 
3 回 前回の復習をしておくこと 
4 回 ２進数について調べておくこと 
5 回 前回の復習をしておくこと 
6 回 基数変換に関して復習しておくこと 
7 回 パソコンに慣れるようにしておくこと 
8 回 無限小数に関して調べておくこと 
9 回 前回の復習をしておくこと 
10 回 前回までの復習をしておくこと 
11 回 「岡山理科大学情報倫理ガイドライン」と「岡山理科大学情報倫理要綱(学
生向)」を理解しておくこと 
12 回 前回の復習をしておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FSM15320 
成績評価 演習での課題提出(20%)、定期試験(80%)で総合的に評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(理)(〜14) 
見出し FSM15320 計算機数学 
担当教員名 澤江 隆一 
単位数 2 
教科書 プリント等を適宜配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 基数変換、情報処理、文書処理、メール、インターネット 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ご要望の件は、最大限改善してまいります。 
科目名 計算機数学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考 応数数学科・計算機室とパソコンの利用方法ついて学ぶので必ず履修すること。 

応数計算機室への入室登録、及び、メールアドレス(在学中は継続使用)とパスワ
ードの配布、及び、メールを使った演習を行います。 
・パスワードを忘れたり、大事な配布物を紛失しないようにすること 
・応数のメールは他の授業、在学期間中使います 

シラバスコード FSM15320 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)数を表記する記数法を理解し、基数変換が出来ること 

(2)パソコンの基本操作を理解し、フォルダー、ファイルの操作が出来ること 
(3)文書処理ソフトで数式が入力できること 
(4)応数メールが使えるようになること 

受講者へのコメント 計算機のリテラシー教育のための授業であるが、それ以外にも数的な感覚、 計
算の流れについての理解も求める内容になっています。 今後の他の授業での基
礎となる事を願っています。 

連絡先 澤江研究室(20 号館 6 階) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業満足度に関しては、内容を改善しながら行っているので効果がみられる。 新
スタイルでの授業アンケートでの所見記入に関して重要になっていて、注視して
いる。 

英文科目名 Computational Mathematics 
関連科目 他の受講科目でのパソコン利用の基礎となる 
次回に向けての改善変更予定 講義内容につきましては、毎年改善をおこなっています。 毎年度、内容に関して



はスクラップアンドビルトを行ってきています。来年度は計算の流れと入退室シ
ステムの説明が改善されます。 

講義目的 計算機（パソコン）の操作を通じて、計算機の基本的な仕組みを理解することを
目的とする。計算機内部での数の表現を理解し、文章処理、ネットワークになじ
む事により、今後の大学内での計算機環境利用及びプログラミング理論・実践へ
の第一ステップであることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 数の概念と計算機の関わり 
3 回 応数計算機室利用法と計算機に於けるフォルダー、ファイル操作 
4 回 基数変換と計算機に於ける数の表現 I 
5 回 数の纏めと計算機演習 I 
6 回 基数変換と計算機に於ける数の表現 II 
7 回 数の纏めと計算機演習 II 
8 回 基数変換と計算機に於ける数の表現 III 
9 回 数と文書処理の演習 
10 回 数に関しての纏め 
11 回 インターネット・ネットワークとメール I 
12 回 インターネットで数学 
13 回 インターネット・ネットワークとメール II 
14 回 数式 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、全体計画を把握しておくこと 
2 回 数について考えておくこと 
3 回 前回の復習をしておくこと 
4 回 ２進数について調べておくこと 
5 回 前回の復習をしておくこと 
6 回 基数変換に関して復習しておくこと 
7 回 パソコンに慣れるようにしておくこと 
8 回 無限小数に関して調べておくこと 
9 回 前回の復習をしておくこと 
10 回 前回までの復習をしておくこと 
11 回 「岡山理科大学情報倫理ガイドライン」と「岡山理科大学情報倫理要綱(学
生向)」を理解しておくこと 
12 回 前回の復習をしておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FSM15410 
成績評価 講義での演習、実習、課題提出等の平常点(８０％）と最終課題(２０％）で評価

を行う。電子メールを利用して課題を課す。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス MB(理)(〜14) 
見出し FSM15410 表現とメディアの数理 
担当教員名 森 義之 
単位数 2 
教科書 プリントを適宜配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード デジタル化、数の表現、LaTeX、フローチャート 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 表現とメディアの数理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 応用数学科の電子メールを利用できるようになっておくこと。 
シラバスコード FSM15410 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)デジタル化を理解し、画像と画素と色を正しく理解し、それらの数表記が出来

ること 
(2)色などの変換公式が使えること 
(3)メディアへの画像等の記録する場合の計算が出来ること 
(4)計算機での数の表現を理解し、それを計算出来ること 
(5)計算の流れを理解し、それをフローチャートで表現できること 

受講者へのコメント 多くの話題を紹介し、時間的に説明不足な点も多かったと思いますが、頑張って
理解してもらえたようで良かったです。 

連絡先 森研究室(20 号館 6 階) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Multimedia and Mathematics 
関連科目 計算機数学 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 画像や音声などのデジタル化の基礎理論を学習し、コンピューターを利用したマ

ルチメディア表現について実習を行う。ソフトウエアを利用した簡単な図形処理
と画像処理について学習し、実習を行う。更に、LaTeX を用いて数式・文書と図
形・画像の表現を行う。 



今後学習するプログラミング言語の導入として、簡単なプログラミングの仕組み
についての実習を行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 メディアと数理の概念を導入する。 

2 回 マルチメディアとネットワークについて講義する。 
3 回 計算機にて実習をする。 
4 回 インターネットとホームページについて講義する。 
5 回 画像データのデジタル化について講義する。 
6 回 計算機にて実習をする。 
7 回 まとめの演習(I)をする。 
8 回 数式,図形の表現 I について講義する。 
9 回 数式,図形の表現 II について講義する。 
10 回 計算機にて実習をする。 
11 回 数式,図形の表現 III について講義する。 
12 回 計算機にて実習をする。 
13 回 フローチ 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、全体計画を把握しておくこと。 
2 回 マルチメディア（デジタル化されたデータなど）の仕組みを予習しておくこ
と。 
3 回 応数計算機室利用法、パスワードを確認しておくこと。 
4 回 インターネットの仕組みについて予習しておくこと。 
5 回 デジタル化について復習をしておくこと。 
6 回 前回までの復習をしておくこと。 
7 回 前回までの復習をしておくこと。 
8 回 数式、図形、グラフなどをパソコンで扱う場合の方法を考えておくこと。 
9 回 前回の講義の復習をしておくこと。 
10 回 前回までの復習をし 

 



年度 2014 
授業コード FSM15420 
成績評価 講義での演習、実習、課題提出等の平常点(８０％）と最終課題(２０％）で評価

を行う。電子メールを利用して課題を課す。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(理)(〜14) 
見出し FSM15420 表現とメディアの数理 
担当教員名 森 義之 
単位数 2 
教科書 プリントを適宜配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード デジタル化、数の表現、LaTeX、フローチャート 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 表現とメディアの数理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 応用数学科の電子メールを利用できるようになっておくこと。 
シラバスコード FSM15420 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)デジタル化を理解し、画像と画素と色を正しく理解し、それらの数表記が出来

ること 
(2)色などの変換公式が使えること 
(3)メディアへの画像等の記録する場合の計算が出来ること 
(4)計算機での数の表現を理解し、それを計算出来ること 
(5)計算の流れを理解し、それをフローチャートで表現できること 

受講者へのコメント 多くの話題を紹介し、時間的に説明不足な点も多かったと思いますが、頑張って
理解してもらえたようで良かったです。 

連絡先 森研究室(20 号館 6 階) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Multimedia and Mathematics 
関連科目 計算機数学 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 画像や音声などのデジタル化の基礎理論を学習し、コンピューターを利用したマ

ルチメディア表現について実習を行う。ソフトウエアを利用した簡単な図形処理
と画像処理について学習し、実習を行う。更に、LaTeX を用いて数式・文書と図
形・画像の表現を行う。 



今後学習するプログラミング言語の導入として、簡単なプログラミングの仕組み
についての実習を行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 メディアと数理の概念を導入する。 

2 回 マルチメディアとネットワークについて講義する。 
3 回 計算機にて実習をする。 
4 回 インターネットとホームページについて講義する。 
5 回 画像データのデジタル化について講義する。 
6 回 計算機にて実習をする。 
7 回 まとめの演習(I)をする。 
8 回 数式,図形の表現 I について講義する。 
9 回 数式,図形の表現 II について講義する。 
10 回 計算機にて実習をする。 
11 回 数式,図形の表現 III について講義する。 
12 回 計算機にて実習をする。 
13 回 フローチ 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、全体計画を把握しておくこと。 
2 回 マルチメディア（デジタル化されたデータなど）の仕組みを予習しておくこ
と。 
3 回 応数計算機室利用法、パスワードを確認しておくこと。 
4 回 インターネットの仕組みについて予習しておくこと。 
5 回 デジタル化について復習をしておくこと。 
6 回 前回までの復習をしておくこと。 
7 回 前回までの復習をしておくこと。 
8 回 数式、図形、グラフなどをパソコンで扱う場合の方法を考えておくこと。 
9 回 前回の講義の復習をしておくこと。 
10 回 前回までの復習をし 

 



年度 2014 
授業コード FSM15510 
成績評価 定期試験 

文章題１０問、選択問題１５問程度 
１００点満点で採点する。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス MB(理)(〜14) 
見出し FSM15510 情報と職業 
担当教員名 三好 俊三＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 職業、情報化社会、ＩＴ、ソフトウエア、情報システム、資格試験、労働法、社

会保険法、労働経済 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 授業の意義が判然としなかったのかもしれない。 

高等学校の情報普通教員資格の必須科目であることを認識させる。 
科目名 情報と職業 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 情報コンピュータ業界ハンドブック／小山賢治／東洋経済新報社／978-4-

492092736 
授業形態 講義 
注意備考 授業中の私語、内職、携帯電話の使用禁止。（過度の場合、退席させる） 

授業後半１５分程度で課題を提出させる。（出席の判断とする） 
シラバスコード FSM15510 
実務経験のある教員  
達成目標 情報産業の現状認識を説明できるようにする。 

労働経済の実態とあるべき姿を説明できるようにする。 
情報システム方面に進むことを仮定した場合の職種理解を可能とする。 

受講者へのコメント 毎年かんじるのですが授業中の携帯の使用が目立つ。（全体としては一部の者） 
教員志望が大半であるとした場合、自覚を持ってほしい。 

連絡先 三好俊三 090-8060-6588 
misuki@orange.ocn.ne.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 満足度が普通以上ですのでよかった。 
英文科目名 Professions on Information Science 
関連科目 情報社会論、情報関連法学、情報化社会と倫理 
次回に向けての改善変更予定 授業内容の分量を少し減少させ、負担の軽減をする。 

内容をもっと平易にする。 



講義目的 個人、企業、家庭という観点から、情報が職業・社会にどのようにかかわってい
るか、また情報に係わる職業人のありかたを理解させる。社会人になる場合に必
要となる労働保険・社会保険の知識を身につけ、社会保障のあるべく姿を認識で
きるようにする。また情報システム方面に進路を考える場合における基本的な知
識をつける。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションと講義の概要,目的を講義する。 

2 回 コンピュータ業界の概要、ソフトウエアの体系などを講義する。 
3 回 ソフトウエア業界の概要、企業コンプライアンスなどを講義する。 
4 回 業界ビジネスの仕組、ソフトウエア開発プロセスなどを講義する。 
5 回 寡占市場における企業の横顔、インターネットトラブル予防法などを講義
する。 
6 回 労働保険と社会保険の概要、労働基準法などを講義する。 
7 回 ＩＴ業界の現状と今後。成功のための７つの習慣などを講義する。 
8 回 情報関係の各種サービス、ブロードバンド 

準備学習 1 回 シラバスを事前に確認し、学習過程について把握しておくこと。 
企業トップの考えを整理しておくこと。 
2 回 日常生活で情報機器から受ける恩恵について事前に調査しておくこと。 
ＩＴ市場の拡大に関する内容を年代別に整理しておくように。 
3 回 高度情報通信社会という言葉についてビジネス・行政などの場面で実現さ
れていることをしらべておくこと。 
情報サービス産業の構成分けを理解しておくこと。 
4 回 身の回りの情報化（情報家電）について調べておくこと。 
派遣の持つ意味合いについて理解をしておくこと。 
5 回 急速に広 

 



年度 2014 
授業コード FSM15520 
成績評価 定期試験 

文章題１０問、選択問題１５問程度 
１００点満点で採点する。 

曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス MA(理)(〜14) 
見出し FSM15520 情報と職業 
担当教員名 三好 俊三＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 職業、情報化社会、ＩＴ、ソフトウエア、情報システム、資格試験、労働法、社

会保険法、労働経済 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 授業の意義が判然としなかったのかもしれない。 

高等学校の情報普通教員資格の必須科目であることの認識が必要。 
科目名 情報と職業 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 情報コンピュータ業界ハンドブック／小山賢治／東洋経済新報社／978-4-

492092736 
授業形態 講義 
注意備考 授業中の私語、内職、携帯電話の使用禁止。（過度の場合、退席させる） 

授業後半１５分程度で課題を提出させる。（出席の判断とする） 
シラバスコード FSM15520 
実務経験のある教員  
達成目標 情報産業の現状認識を説明できるようにする。 

労働経済の実態とあるべき姿を説明できるようにする。 
情報システム方面に進むことを仮定した場合の職種理解を可能とする。 

受講者へのコメント 毎年かんじるのですが授業中の携帯の使用が目立つ。 
授業中の内職も目立つ（全体としては一部の者です） 
教員志望が大半であるとした場合、自覚を持ってほしい。 

連絡先 三好俊三 090-8060-6588 
misuki@orange.ocn.ne.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 満足度が普通以上ですのでよかった。 
英文科目名 Professions on Information Science 
関連科目 情報社会論、情報関連法学、情報化社会と倫理 
次回に向けての改善変更予定 授業内容の分量を少し減少させ、負担の軽減をする。 



内容をもっと平易にする。 
講義目的 個人、企業、家庭という観点から、情報が職業・社会にどのようにかかわってい

るか、また情報に係わる職業人のありかたを理解させる。社会人になる場合に必
要となる労働保険・社会保険の知識を身につけ、社会保障のあるべく姿を認識で
きるようにする。また情報システム方面に進路を考える場合における基本的な知
識をつける。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションと講義の概要,目的を講義する。 

2 回 コンピュータ業界の概要、ソフトウエアの体系などを講義する。 
3 回 ソフトウエア業界の概要、企業コンプライアンスなどを講義する。 
4 回 業界ビジネスの仕組、ソフトウエア開発プロセスなどを講義する。 
5 回 寡占市場における企業の横顔、インターネットトラブル予防法などを講義
する。 
6 回 労働保険と社会保険の概要、労働基準法などを講義する。 
7 回 ＩＴ業界の現状と今後。成功のための７つの習慣などを講義する。 
8 回 情報関係の各種サービス、ブロードバンド 

準備学習 1 回 シラバスを事前に確認し、学習過程について把握しておくこと。 
企業トップの考えを整理しておくこと。 
2 回 日常生活で情報機器から受ける恩恵について事前に調査しておくこと。 
ＩＴ市場の拡大に関する内容を年代別に整理しておくように。 
3 回 高度情報通信社会という言葉についてビジネス・行政などの場面で実現さ
れていることをしらべておくこと。 
情報サービス産業の構成分けを理解しておくこと。 
4 回 身の回りの情報化（情報家電）について調べておくこと。 
派遣の持つ意味合いについて理解をしておくこと。 
5 回 急速に広 

 



年度 2014 
授業コード FSM15611 
成績評価 試験が 70％、毎回の講義ごとに書いてもらう小論文（時事ニュースについて）が

30％。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜11) 
見出し FSM15611 情報社会論(再) 
担当教員名 八⽊ 一郎＊ 
単位数 2 
教科書 使いません 
アクティブラーニング  
キーワード 表現の自由 

ネット世論 
ビッグデータ 
個人情報保護 
風評被害 
政治宣伝 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報社会論(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「メディア社会 現代を読み解く視点」（佐藤卓己著、岩波新書） 

「ジャーナリズムの可能性」（原寿雄著、岩波新書） 
「メディアとジャーナリズム」（山本泰夫著、産経新聞出版） 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM15611 
実務経験のある教員  
達成目標 情報社会の中で、主体的に情報に関わる力を養う。 

ネットメディアの普及で激変する情報環境の功罪を理解する。 
新聞、テレビなどのマスメディアの役割についても認識を深める。 

受講者へのコメント  
連絡先 山陽新聞社論説委員会：岡山市北区柳町２−１−１ 電話 086（803）8170 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Socio-Informatica 
関連科目 マスメディア論 

ジャーナリズム論 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 高度に情報化が進んだ現代社会。情報化の現状や特徴を知り、私たちの生活にど
のような関わりがあるかを学ぶ。情報に流されるのでなく、主体的に関わること
で、実社会での情報との望ましい接し方を身に付ける。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習  日ごろから新聞、テレビ、ネットなどを通じてニュースや社会的な話題に接す

ること。 
 特にメディアと情報をめぐる問題については解説記事を読むなど深掘りをし、
何が問題なのかを自分で考えてみること。 

 



年度 2014 
授業コード FSM15711 
成績評価 定期試験でおこなう。 

文章題（１０題）選択題（１５題）程度 
１００点満点で採点する。 

曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用数学科(〜11) 
見出し FSM15711 情報関連法学(再) 
担当教員名 三好 俊三＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード サイバー法、デジタル社会、ネチケット、コンピュータ犯罪、コンピュータ契約 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報関連法学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 インターネットの法律とトラブル解決法／神⽥将／自由国⺠社 
授業形態 講義 
注意備考 授業中の私語、内職、携帯電話の使用を禁止。（過度の場合は退席をさせる） 

授業後半１５分程度で課題を提出。（出席の判断とする） 
シラバスコード FSM15711 
実務経験のある教員  
達成目標 新しい法秩序が形成されつつある現代の情報化時代（インターネット社会）にお

いて、既存の法律の解釈の限界と新規立法の必要性を把握すること。特にＩＴが
もたらす社会的影響を功罪両面から、法律的問題を中⼼に開設し、どんな法律が
必要となるか、どんな法解釈の可能性があるか、考える力を要請する。 

受講者へのコメント 少人数で再の授業のためか、学習意欲がとぼしい。 
連絡先 三好俊三 090-8060-6588 

misuki@orange.ocn.ne.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ほぼ満足なので、とくにありません。 
英文科目名 Information And Laws 
関連科目 情報と職業、情報社会論（再） 
次回に向けての改善変更予定 全体として内容を少し減少させる。 
講義目的 デジタル情報社会において、膨大な量の情報が流通している実態を把握、それに

伴う情報の保護やそこに発生する社会問題や個人および組織の責任について、法
律的な観点から考察する。特に電子商取引における契約問題を中⼼にインターネ
ットに関する法律諸問題を重点的に扱う。また流通するデジタル情報を受信する



我々、あるいは公共の場の社会ルールを検討する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエーテーション、ネット関連法律の基礎知識 

2 回 インターネット加入契約の法律 
3 回 インターネットの利用 
4 回 インターネットショッピングの法律とトラブル 
5 回 インターネット利用の悪質商法 
6 回 インターネットビジネス関連の法律 
7 回 携帯電話に関する法律とトラブル 
8 回 ATM（現金自動預払機）に関する法律 
9 回 インターネット紛争の解決法と手続き 
10 回 企業と法務、企業活動・組織 
11 回 企業と法務、企業会計 
12 回 企業と法務、法務と標準化、知的財産権、会社会計 
13 回 企業と法務、法 

準備学習 1 回 著作権と著作物性について予習をしておくこと。 
著作権法、特定電子メール法、個人情報保護法について復習しておくこと。 
2 回 インターネット加入契約について予習をしておくこと。 
電子消費者契約法、消費者契約法、プロバイダ責任制限法について復習しておく
こと。 
3 回 サイバー犯罪の現状を予習しておくこと。 
不正アクセス禁止法、個人情報保護法について復習しておくこと 
4 回 ネットショッピングのトラブルについて予習をしておくこと。 
特定商取引法について復習しておくこと。 
5 回 悪質商法、架空請求、ワンクリック詐 

 



年度 2014 
授業コード FSM15810 
成績評価 講義時の小テスト及びレポートを５９％、期末テストの結果を３９％として判断

する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FSM15810 データの数理Ⅰ 
担当教員名 竹中 茂夫 
単位数 2 
教科書 新訂確率統計／／大日本図書／978-4-477018751 
アクティブラーニング  
キーワード 数理統計学、推定、検定 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 配ったプリントについては、何回も解説していますので、後から（試験前に）考

え直そうと思わずに、その場で（必ず演習の時間を 
つけていますので）解答を試みて、わからなければ質問していけば、使いこなせ
るはずです。 また、欠席した場合は自己責任です 
から、欠席当日のプリントは、友人のをコピーし、その分の自習をしない限り、
次回以後取り残されるのは当たり前です。 

科目名 データの数理Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 熊原・渡辺：身近な統計（放送大学振興会）J. ミラー：統計学の基礎 （倍風館） 
授業形態 講義 
注意備考 ２年次の偶然の数理の知識は仮定する。 計算機を使う事もあるので、日程の変

更に注意する事。 
シラバスコード FSM15810 
実務経験のある教員  
達成目標 数理統計学の基礎理論を理解し、初等的な統計を使えるようにする。 
受講者へのコメント 細かな計算、統計的な考え方等、他の講義との違いに⼾惑う人がいるように思い

ますが、統計（推・検定）の理論は、応用上重要 
ですので、基本の部分から考えていくと自然な考え方であることが分かるので、
もう一度復習をしてください。 

連絡先 ２０号館８階 竹中研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics of Data Processing I 
関連科目 偶然の数理Ｉ，ＩＩ、データの数理ＩＩ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 データ（情報）の処理方法として、統計的解析法を学ぶ。 主題は、正規性の仮



定下での、推定・検定の理論及びそれらの計算機による実現も視野に入れる。 ま
た、正規性の仮定の無い場合の適合度検定もあつかう。 なお、理論面を主とし
て講義するので、実際にデータを扱っていくデータの数理 II とは補完関係にあ
る。（講義自体は独立して行う） 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  数理統計学の基本概念であるサンプリング理論について講義する。 

2 回  正規分布について、種々の性質を講義する。 
3 回  正規⺟集団について、平均および分散の点推定および、その性質について
講義する。 
4 回  区間推定の考え方、信頼度について講義、それを用いて平均の推定の理論
について講義する。 
5 回  平均の区間推定について、簡単な演習も含めて講義する。 
6 回 平均の区間推定について、計算機室で実習を行う。 
7 回  前回の復習および、分散の推定についての理論について講義する。 
8 回  計算機室で、平均 

準備学習 1 回  與論調査はどのように行われているのかを想像して来ること。 
2 回  正規分布と正規分布表の引き方について復習すること。 
3 回  サンプルの平均と本当の平均の違いについて考えておくこと。 
4 回  推定値はサンプルの取り方で変わることを理解し、それについてどうす
れば定量的（数学的）な議論ができるか考察してくること。 
5 回  独立な正規分布の和はどんな分布に従うかを復習してくること。 
6 回  応用数学教室計算機室の使い方およびエクセルの使い方について、チェ
ックしてくること。 
7 回  分散を推定するには、ど 

 



年度 2014 
授業コード FSM15910 
成績評価 講義室での講義・演習では、毎回からなず小テストまたは、レポート提出を課す。 

計算機室を使う実習では、実習結果を提出してもらう。 講義内容および、形態
が筆記テストにななじまないので、期末テストは行わず、上記提出物の内容を採
点し、それを用いて成績評価を行う。 

曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FSM15910 データの数理Ⅱ 
担当教員名 竹中 茂夫 
単位数 2 
教科書 新訂 確率統計 （大日本図書） （偶然の数理 I,II、データの数理 I と同じも

の） 
アクティブラーニング  
キーワード 適合度検定、χ 二乗検定、正規性の検定、データベース、SQL 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 データの数理Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 SQL についての参考書は適宜知らせる。 
授業形態 講義 
注意備考 講義室での講義と計算機室での実習が入り混じる形になるので、どちらでの講義

になるのか常に注意しておくこと。 
シラバスコード FSM15910 
実務経験のある教員  
達成目標  １．簡単な適合度検定が行えるようになること。 

 ２．データの正規性の検定が行えて、正規性を仮定した推・検定の適応の可否
が判定できるようになる事。 
 ３．データベースの概念を、設計・構築・利用にわたって理解させること。 

受講者へのコメント きちんと出席し、課題をこなした人からは、興味深かったとか面白かったと書い
てもらっています。 
今年度の出席を予定している人は、積極的に講義の参加してください。 

連絡先 ２０号館８F 竹中研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Mathematics of Data Processing II 
関連科目 偶然の数理 I,II、データの数理 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  適合度検定およびデータベースの基礎概念をデータの数理 I を補完する形で講



義すること。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習  教室での理論の講義、それを教室または計算機室で演習することによってよ

り、自分のものとするように、構成してあります。 したがって、前回の講義内
容は次回に実際に実習出来るように、ノートをとりなおしたりして整理しておく
必要があります。 特に前半の適合度検定については、計算機室または自宅でエ
クセルを用いた復習・予習が理解の重要な助けとなります。 また、ポァソン分
布、正規分布に関しては、それが講義された時点で、偶然の数理 II 等の講義ノー
トを調べて整理しておく必要があります。 
 後半のデータベースの講義では、自分の 

 



年度 2014 
授業コード FSM16010 
成績評価 演習課題（３０％）、計算機実習課題（４０％）、期末テスト（３０％）で評価す

る。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(理)(〜12) 
見出し FSM16010 シミュレーションの数理 
担当教員名 大江 貴司 
単位数 2 
教科書 特に指定しない。プリントを講義時に配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 数値計算、関数近似、数値積分、常微分方程式、乱数、モンテカルロ法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 課題が多かったとのコメントが多かったです。確かに多めに作ってありますが、

内容の理解には必要です。半年間、よく頑張りました。 
科目名 シミュレーションの数理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 山本哲朗：「数値解析入門」・サイエンス社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM16010 
実務経験のある教員  
達成目標 ・関数の数値積分法について理解する。 

・常微分方程式程式の数値解法について理解する。 
・乱数とその応用について理解する。 

受講者へのコメント みなさん、週当たりの学習量が３時間かそれ以上になっていたみたいで、よく頑
張りました。（というより課題が多かったせいだと思いますが。）４年のゼミでは
これ以上の勉強量が必要になりますので、より一層頑張ってください。 

連絡先 ２４号館４階・大江研究室（内線３４４３）email: ohe@xmath.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特にありませんが、大体ポジティブな評価でホッとしています。 
英文科目名 Simulation Mathematics 
関連科目 現象の数理１を同時受講することが望ましい。計算機とアルゴリズム１、２、お

よび偶然の数理１，２も関連する。 
次回に向けての改善変更予定 自由記述欄に記載します。 
講義目的 現在、自然現象や経済現象・社会現象を追跡・研究するため、その数学的モデル

化と計算機によるシミュレーションが頻繁に行われる。本講義では、計算機シミ
ュレーションの際に必要となる数値計算法について、決定論的な方法として数値
積分および常微分方程式の数値解法を、確率論的な方法として擬似乱数生成法と



その応用について学習する。また、コンピュータを利用した実習を行い、手法や
性質についての理解を深める。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 計算機シミュレーションの概略について説明する。 

2 回 数値積分法その１・・台形公式とシンプソンの公式について説明する。 
3 回 数値積分法その２・・・直交多項式系とその性質について説明する。 
4 回 数値積分法その３・・・直交多項式系を使った積分則（ガウス積分則）につ
いて説明する。 
5 回 計算機実習その１・・・数値積分について演習・実習し、レポート作成のた
めの説明を行う 
6 回 計算機実習その２・・数値積分について演習・実習する。 
7 回 常微分方程式の数値解法その１・・なぜ数値解法が必要について説明する。 

準備学習 1 回 コンピュータでどんな計算ができるかを調べてくること 
2 回 積分、とくに区分求積法について復習してくること 
3 回 線型代数学における直交性について復習してくること 
4 回 第３回で説明した多項式を使って別の多項式を表現する方法について考え
てみること。 
5 回 ２年次の計算機とアルゴリズムの講義の復習をしてくること。 
6 回 第２回〜４回の講義内容を復習してくること。 
7 回 常微分方程式とその解法について復習してくること。 
8 回 テイラー展開について復習してくること。 
9 回 オイラー法とテイラー展開の係数につ 

 



年度 2014 
授業コード FSM16020 
成績評価 演習課題（３０％）、計算機実習課題（４０％）、期末テスト（３０％）で評価す

る。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス MB(理)(〜12) 
見出し FSM16020 シミュレーションの数理 
担当教員名 大江 貴司 
単位数 2 
教科書 特に指定しない。プリントを講義時に配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 数値計算、関数近似、数値積分、常微分方程式、乱数、モンテカルロ法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 課題が多かったとのコメントが多かったです。確かに多めに作ってありますが、

内容の理解には必要です。半年間、よく頑張りました。 
科目名 シミュレーションの数理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 山本哲朗：「数値解析入門」・サイエンス社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM16020 
実務経験のある教員  
達成目標 ・関数の数値積分法について理解する。 

・常微分方程式程式の数値解法について理解する。 
・乱数とその応用について理解する。 

受講者へのコメント みなさん、週当たりの学習量が３時間かそれ以上になっていたみたいで、よく頑
張りました。（というより課題が多かったせいだと思いますが。）４年のゼミでは
これ以上の勉強量が必要になりますので、より一層頑張ってください。 

連絡先 ２４号館４階・大江研究室（内線３４４３）email: ohe@xmath.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特にありませんが、大体ポジティブな評価でホッとしています。 
英文科目名 Simulation Mathematics 
関連科目 現象の数理１を同時受講することが望ましい。計算機とアルゴリズム１、２、お

よび偶然の数理１，２も関連する。 
次回に向けての改善変更予定 自由記述の欄に記載します。 
講義目的 現在、自然現象や経済現象・社会現象を追跡・研究するため、その数学的モデル

化と計算機によるシミュレーションが頻繁に行われる。本講義では、計算機シミ
ュレーションの際に必要となる数値計算法について、決定論的な方法として数値
積分および常微分方程式の数値解法を、確率論的な方法として擬似乱数生成法と



その応用について学習する。また、コンピュータを利用した実習を行い、手法や
性質についての理解を深める。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 計算機シミュレーションの概略について説明する。 

2 回 数値積分法その１・・台形公式とシンプソンの公式について説明する。 
3 回 数値積分法その２・・・直交多項式系とその性質について説明する。 
4 回 数値積分法その３・・・直交多項式系を使った積分則（ガウス積分則）につ
いて説明する。 
5 回 計算機実習その１・・・数値積分について演習・実習し、レポート作成のた
めの説明を行う 
6 回 計算機実習その２・・数値積分について演習・実習する。 
7 回 常微分方程式の数値解法その１・・なぜ数値解法が必要について説明する。 

準備学習 1 回 コンピュータでどんな計算ができるかを調べてくること 
2 回 積分、とくに区分求積法について復習してくること 
3 回 線型代数学における直交性について復習してくること 
4 回 第３回で説明した多項式を使って別の多項式を表現する方法について考え
てみること。 
5 回 ２年次の計算機とアルゴリズムの講義の復習をしてくること。 
6 回 第２回〜４回の講義内容を復習してくること。 
7 回 常微分方程式とその解法について復習してくること。 
8 回 テイラー展開について復習してくること。 
9 回 オイラー法とテイラー展開の係数につ 

 



年度 2014 
授業コード FSM16110 
成績評価 計算機演習(60%)と講義中の小テスト(40%)による。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(理)(〜12) 
見出し FSM16110 システムの数理Ⅰ 
担当教員名 須藤 清一 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード ネットワーク,TCP/IP 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特に無い 
科目名 システムの数理Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Craig Hunt(安藤 進 訳)「TCP/IP ネットワーク管理 第 2 版」オライリー・ジャ

パン 
授業形態 講義 
注意備考 システムの数理 II を受講予定の場合は、この講義を履修しておくことが望まし

い。 
シラバスコード FSM16110 
実務経験のある教員  
達成目標 TCP/IP という通信プロトコルの概略について説明できること。 

テキストエディタ vi を用いて文書の作成・入力・編集・保存ができること。 
IP アドレスやサブネットワークの表記を理解し、ドット表記と二進表記の間の
相互変換ができること。 
ネットワークインターフェース・経路表とは何かを理解し、それらの基本的な設
定が行えること。 

受講者へのコメント 特に無い 
連絡先 須藤研究室 20 号館 6 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に無い 
英文科目名 System Science I 
関連科目 システムの数理 II 
次回に向けての改善変更予定 特に無い 
講義目的 情報通信ネットワ−クの構築や運用管理、活用に関する知識・技術等を習得する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の内容、講義ノートの見方、授業の進め方について解説する。 

2 回  キャラクタユーザインターフェースとは何か、何故それを使わなければな



らないかについて解説する。小テストを行い、講義内容の理解について確認・評
価する。 
3 回  ディレクトリーとパスについて解説する。小テストを行い、講義内容の理
解について確認・評価する。 
4 回  演習用環境のコマンドインタープリターであるシェルについて解説する。
小テストを行い、講義内容の理解について確認・評価する。 
5 回  コマンドサーチパスについて解説する。小テストを 

準備学習 1 回  シラバスを読んで講義の流れを理解しておくこと。 
2 回  WWW 上の情報や図書室にある類書を利用して、CUI や GUI などの言葉
の意味をある程度把握しておくこと。 
3 回  WWW 上の情報や図書室にある類書を利用して、Unix 系 OS のファイル
の扱いについてある程度調べておくこと。 
4 回  WWW 上の情報や図書室にある類書を利用して、Unix 系 OS の UI につい
てある程度調べておくこと。 
5 回  WWW 上の情報や図書室にある類書を利用して、Unix 系 OS のコマンド
の実行についてある程度調べておくこと。 
6 回 

 



年度 2014 
授業コード FSM16120 
成績評価 計算機演習(60%)と講義中の小テスト(40%)による。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス MB(理)(〜12) 
見出し FSM16120 システムの数理Ⅰ 
担当教員名 須藤 清一 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード ネットワーク,TCP/IP 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特に無い 
科目名 システムの数理Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Craig Hunt(安藤 進 訳)「TCP/IP ネットワーク管理 第 2 版」オライリー・ジャ

パン 
授業形態 講義 
注意備考 システムの数理 II を受講予定の場合は、この講義を履修しておくことが望まし

い。 
シラバスコード FSM16120 
実務経験のある教員  
達成目標 TCP/IP という通信プロトコルの概略について説明できること。 

テキストエディタ vi を用いて文書の作成・入力・編集・保存ができること。 
IP アドレスやサブネットワークの表記を理解し、ドット表記と二進表記の間の
相互変換ができること。 
ネットワークインターフェース・経路表とは何かを理解し、それらの基本的な設
定が行えること。 

受講者へのコメント 特に無い 
連絡先 須藤研究室 20 号館 6 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に無い 
英文科目名 System Science I 
関連科目 システムの数理 II 
次回に向けての改善変更予定 特に無い 
講義目的 情報通信ネットワ−クの構築や運用管理、活用に関する知識・技術等を習得する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の内容、講義ノートの見方、授業の進め方について解説する。 

2 回  キャラクタユーザインターフェースとは何か、何故それを使わなければな



らないかについて解説する。小テストを行い、講義内容の理解について確認・評
価する。 
3 回  ディレクトリーとパスについて解説する。小テストを行い、講義内容の理
解について確認・評価する。 
4 回  演習用環境のコマンドインタープリターであるシェルについて解説する。
小テストを行い、講義内容の理解について確認・評価する。 
5 回  コマンドサーチパスについて解説する。小テストを 

準備学習 1 回  シラバスを読んで講義の流れを理解しておくこと。 
2 回  WWW 上の情報や図書室にある類書を利用して、CUI や GUI などの言葉
の意味をある程度把握しておくこと。 
3 回  WWW 上の情報や図書室にある類書を利用して、Unix 系 OS のファイル
の扱いについてある程度調べておくこと。 
4 回  WWW 上の情報や図書室にある類書を利用して、Unix 系 OS の UI につい
てある程度調べておくこと。 
5 回  WWW 上の情報や図書室にある類書を利用して、Unix 系 OS のコマンド
の実行についてある程度調べておくこと。 
6 回 

 



年度 2014 
授業コード FSM16210 
成績評価 計算機演習(60%)と講義中の小テスト(40%)による。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(理)(〜12) 
見出し FSM16210 システムの数理Ⅱ 
担当教員名 須藤 清一 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード ネットワーク,DNS 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特に無い 
科目名 システムの数理Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Craig Hunt(安藤 進 訳)「TCP/IP ネットワーク管理 第 2 版」オライリー・ジャ

パン 
授業形態 講義 
注意備考 システムの数理 I の講義内容と同程度の知識を前提とする。自信が無い場合は、

システムの数理 I の講義ノートや参考書等で学習しておくこと。 
シラバスコード FSM16210 
実務経験のある教員  
達成目標 テキストエディタ vi で文書の検索ができること。 

DNS の基本的な仕組みを説明できること。 
DNS の authoritative サーバの基本的な設定ができること。 

受講者へのコメント 特に無い 
連絡先 須藤研究室 20 号館 6 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に無い 
英文科目名 System Science II 
関連科目 システムの数理 I を受講していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 特に無い 
講義目的 情報通信ネットワ−クの構築や運用管理、活用に関する知識・技術等を習得する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  テキストエディタ vi の検索機能について解説する。小テストを行い、講義

内容の理解について確認・評価する。 
2 回  計算機演習として vi の検索機能を実際に使用して学習する。小テストを行
い、講義内容の理解について確認・評価する。 
3 回  ドメインネームシステム(DNS)の概要について解説する。小テストを行い、



講義内容の理解について確認・評価する。 
4 回  DNS における再帰的問い合わせとリソースレコードについて解説する。
小テストを行い、講義内容の理解について確認・評価する。 
5 回  計算機演習として問い 

準備学習 1 回  システムの数理 I の講義ノートを計算機室で閲覧するなどして、vi の基本
的な使い方について調べておくこと。 
2 回  ファイルのコピーの仕方と vi の検索の仕方を復習しておくこと。 
3 回  参考書等にあたって、DNS とは何のための仕組みかある程度把握してお
くこと。 
4 回  DNS における２種類のサーバーの役割について復習しておくこと。 
5 回  再帰的問い合わせと DNS の動作確認コマンドの使い方を復習しておくこ
と。 
6 回  authoritative サーバーの役割の詳細について復習しておくこと。 
7 回  リ 

 



年度 2014 
授業コード FSM16220 
成績評価 計算機演習(60%)と講義中の小テスト(40%)による。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス MB(理)(〜12) 
見出し FSM16220 システムの数理Ⅱ 
担当教員名 須藤 清一 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード ネットワーク,DNS 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特に無い 
科目名 システムの数理Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Craig Hunt(安藤 進 訳)「TCP/IP ネットワーク管理 第 2 版」オライリー・ジャ

パン 
授業形態 講義 
注意備考 システムの数理 I の講義内容と同程度の知識を前提とする。自信が無い場合は、

システムの数理 I の講義ノートや参考書等で学習しておくこと。 
シラバスコード FSM16220 
実務経験のある教員  
達成目標 テキストエディタ vi で文書の検索ができること。 

DNS の基本的な仕組みを説明できること。 
DNS の authoritative サーバの基本的な設定ができること。 

受講者へのコメント 特に無い 
連絡先 須藤研究室 20 号館 6 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に無い 
英文科目名 System Science II 
関連科目 システムの数理 I を受講していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 特に無い 
講義目的 情報通信ネットワ−クの構築や運用管理、活用に関する知識・技術等を習得する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  テキストエディタ vi の検索機能について解説する。小テストを行い、講義

内容の理解について確認・評価する。 
2 回  計算機演習として vi の検索機能を実際に使用して学習する。小テストを行
い、講義内容の理解について確認・評価する。 
3 回  ドメインネームシステム(DNS)の概要について解説する。小テストを行い、



講義内容の理解について確認・評価する。 
4 回  DNS における再帰的問い合わせとリソースレコードについて解説する。
小テストを行い、講義内容の理解について確認・評価する。 
5 回  計算機演習として問い 

準備学習 1 回  システムの数理 I の講義ノートを計算機室で閲覧するなどして、vi の基本
的な使い方について調べておくこと。 
2 回  ファイルのコピーの仕方と vi の検索の仕方を復習しておくこと。 
3 回  参考書等にあたって、DNS とは何のための仕組みかある程度把握してお
くこと。 
4 回  DNS における２種類のサーバーの役割について復習しておくこと。 
5 回  再帰的問い合わせと DNS の動作確認コマンドの使い方を復習しておくこ
と。 
6 回  authoritative サーバーの役割の詳細について復習しておくこと。 
7 回  リ 

 



年度 2014 
授業コード FSM16310 
成績評価 課題提出（30％）、定期試験（70％）によって判定する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14) 
見出し FSM16310 物理学基礎論Ⅰ 
担当教員名 豊⽥ 新 
単位数 2 
教科書 原康夫著 物理学入門 増補版 学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 運動、質点の力学、力学、連続体、波動 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 国立天文台理科年表（丸善）: サーウェイ著 松村訳 科学者と技術者のための物

理学Ⅰa, Ⅰb(学術図書) 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM16310 
実務経験のある教員  
達成目標 物理学の基礎的な概念である、運動の記述方法、力学的エネルギーを理解する。

質点の力学、連続体力学及び波動の基礎的事項を理解し、基礎的な問題が解ける
ようになる。これらの事項を基礎とした科学技術、現在の社会的問題の本質につ
いて理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 豊⽥（新）研究室 26 号館 3 階 Phone 256-9608 E-mail: toyoda@dap.ous.ac.jp 

オフィスアワー ⽊曜日 15：00-18：00（教授会開催日を除く） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics I 
関連科目 高等学校で物理を履修していない者は、前期に開講される入門物理を履修してお

くこと。高等学校で物理を履修していること、あるいは入門物理を履修している
ことを講義の前提とする。物理学基礎実験を履修する者はこの講義と同時あるい
は履修後に受講することを強く勧める。この講義に続けて物理学基礎論Ⅱを受講
することが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この世界の自然現象は物理学を基礎として成り立っている。その物理学の基礎的

なことがらのうち、その運動、力、エネルギーについて学び、理解を深める。ま



た、現在の科学技術、地球環境科学への応用についても一部解説する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理量と単位、等速直線運動、等加速度運動について学習する。 

2 回 力とそのつりあい、運動の法則について学習する。 
3 回 運動方程式の解法について学習する。 
4 回 運動方程式の解法について学習する。 
5 回 力のモーメントについて学習する。 
6 回 運動量と力積、運動量保存則について学習する。 
7 回 仕事とエネルギーの定義について学習する。 
8 回 力学的エネルギー保存則について学習する。 
9 回 仕事＝エネルギー定理について学習する。 
10 回 等速円運動について学習する。 
11 回 万有引力と天体の運動につい 

準備学習 毎回の講義においてその回の講義の復習となる課題（演習問題）を出します。次
回の講義までに解き、提出してください。 

 



年度 2014 
授業コード FSM16410 
成績評価 宿題(20%)、小テスト(60%) および定期試験(20%) で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(〜13) 
見出し FSM16410 物理学基礎論Ⅱ 
担当教員名 宮川 和也 
単位数 2 
教科書 物理学入門 増補版／原 康夫／学術図書出版社／978-4-780601169 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM16410 
実務経験のある教員  
達成目標 電荷、電流、電場、磁場、電磁波など 電磁気学の基礎知識を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 宮川 研究室、24 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics II 
関連科目 「物理学基礎論Ⅰ」を履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気・磁気現象は私たちにとって大変身近なものです。これは、原子、分子の世

界を支配する力が電磁気力であり、様々な物質の電気的、磁気的性質が主として
電子によって規定されているという事情によります。この講義では、このような
事を意識しながら、電磁気学のポイントを学びます。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 電荷と電流について解説する。 

2 回 クーロンの法則について解説する。 
3 回 電場と電気力線について解説する。 
4 回 電気力による位置エネルギー、電位について解説する。 
5 回 テストを実施する。また、その後、解説を行う。 
6 回 導体、キャパシター（コンデンサー）について解説する。 



7 回 オームの法則と抵抗について解説する。 
8 回 電流と仕事について解説する。 
9 回 テストを実施する。また、その後、解説を行う。 
10 回 磁石と磁場、電流のつくる磁場について解説する。 
11 回 ローレンツ力、電流に作用する 

準備学習 1 回 電荷と電流について、教科書を読んでおくこと。 
2 回 クーロンの法則について、教科書を読んでおくこと。また、指示された問題
を解いておくこと。 
3 回 電場と電気力線について、教科書を読んでおくこと。また、指示された問題
を解いておくこと。 
4 回 電気力による位置エネルギー、電位について、教科書を読んでおくこと。ま
た、指示された問題を解いておくこと。 
5 回 指示された問題を解いておくこと。 
6 回 導体、キャパシター（コンデンサー）について、教科書を読んでおくこと。
また、指示された問題を解いておくこと。 
7 回 

 



年度 2014 
授業コード FSM16510 
成績評価 レポート 35%，発言 5%，小テスト 10%，定期テスト 50%で評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14) 
見出し FSM16510 化学基礎論Ⅰ 
担当教員名 高原 周一 
単位数 2 
教科書 なし。 

配布資料を使用。 
アクティブラーニング  
キーワード 原子・分子論、原子の構造、電子状態、化学結合、分子間力、電気伝導、酸化・

還元、物質循環 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各自が使用した高校化学の教科書。 

Primary 大学テキスト これだけはおさえたい「化学」／井口洋夫・⽊下實・斎
藤幸一ほか／実教出版／978-4-407319880 
※この本は「入門化学」の教科書と同じものである。 
カラー版 忘れてしまった高校の化学を復習する本／福間智人／中経出版／
978-4806140320 

授業形態 講義 
注意備考 高校で化学を履修していない人、および、履修したが苦手だったという人は、「入

門化学」の受講を推奨する（本講義と同時期の受講でよい）。 
シラバスコード FSM16510 
実務経験のある教員  
達成目標 化学の楽しさ・重要性を実感し、講義終了後も化学に対して興味を持ち続けるこ

と。 
身近な現象を原子・分子レベルで理解すること。 
以下の事項について基本的なことを理解すること。原子の構造と核反応、原子・
分子中の電子の状態、原子・分子間にはたらく力、物質の三態、物性の起源（電
気伝導・磁性など）、地球上での物質の循環。 
科学的な態度について自らの考えを深め、これを実生活に生かすことができるこ
と。 

受講者へのコメント  
連絡先 理学部化学科 高原周一 （13 号館 3 階、takahara@chem.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Chemistry I 
関連科目 化学基礎論Ⅱ、入門化学、化学基礎実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この講義では化学の基本的な考え方を修得し、身の回りの現象を化学的に見る力

を養うことを目的とする。特に原子・分子論的な視点で現象の本質を理解するこ
とを重視する。理解を確実にするためにレポート、小テストを課す。化学の楽し
さを実感してもらうため、可能な限り演示実験を行う。また、能動的な学習をし
てもらうためにクリッカーを使用した双方向的な授業運営を行う。教材の選択に
あたっては、受講生の中に教員志望者および化学基礎実験受講者（予定を含む）
が含まれることを考慮した。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 この授業の内容と進め方について説明する。 

物質の三態（気体・液体・固体）などを題材に、原子論的な見方の有効性につい
て解説する。 
2 回 高校化学の内容について、必要な復習を行う。 
（周期表と原子価，化学反応式の書き方など） 
3 回 高校化学の内容について、必要な復習を行う。 
（代表的な化学物質と化学反応など） 
4 回 静電気力について復習する。 
原子・分子間にはたらく力の原因について説明する。 
分子の極性について説明する。 
5 回 イオンについて復習する。 
酸化・還元について説明する。 
6 回 様々な物質の電 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 前回の講義内容を復習すること。 
3 回 前回の講義内容を復習すること。 
4 回 前回の講義内容を復習すること。 
5 回 前回の講義内容を復習すること。 
6 回 前回の講義内容を復習すること。 
7 回 前回の講義内容を復習すること。 
8 回 前回の講義内容を復習すること。 
9 回 前回の講義内容を復習すること。 
10 回 前回の講義内容を復習すること。 
11 回 前回の講義内容を復習すること。 
12 回 前回の講義内容を復習すること。 
13 回 前回の講義内容を復習すること。 
14 回 前回 

 



年度 2014 
授業コード FSM16610 
成績評価 レポート 35%，発言 5%，小テスト 10%，定期テスト 50%で評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14) 
見出し FSM16610 化学基礎論Ⅱ 
担当教員名 高原 周一 
単位数 2 
教科書 なし。 

配布資料を使用。 
アクティブラーニング  
キーワード 化学熱力学、エントロピー、自由エネルギー、化学平衡の法則、ルシャトリエの

原理、酸・塩基、電池、反応速度、触媒、有機化合物、高分子化合物 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各自が使用した高校化学の教科書。 

Primary 大学テキスト これだけはおさえたい「化学」／井口洋夫・⽊下實・斎
藤幸一ほか／実教出版／978-4-407319880 
※この本は「入門化学」の教科書と同じものである。 
カラー版 忘れてしまった高校の化学を復習する本／福間智人／中経出版／
978-4806140320 

授業形態 講義 
注意備考 高校で化学を履修していない人、および、履修したが苦手だったという人は、「入

門化学」の受講を推奨する（本講義と同時期の受講でもよい）。  
化学基礎論Ⅰを受講していることが望ましい。 

シラバスコード FSM16610 
実務経験のある教員  
達成目標 化学の楽しさ・重要性を実感し、講義終了後も化学に対して興味を持ち続けるこ

と。 
以下の事項について基本的なことを理解すること。化学熱力学の概要（エントロ
ピー、自由エネルギーの意味と使い方）、化学反応の進む方向、化学平衡の法則、
ルシャトリエの原理、酸・塩基、酸化・還元、電池。 
身近な現象を原子・分子の挙動を踏まえた上で化学熱力学的に理解すること。 
科学的な態度について自らの考えを深め、これを実生活に生かすことができるこ
と。  
自分の理解した論理をわかりやすく他人に説明できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 理学部化学科 高原周一 （13 号館 3 階、takahara@chem.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chemistry II 
関連科目 化学基礎論Ⅰ、化学基礎実験、入門化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では、化学基礎論Ⅰで学んだことを復習しながら、化学変化が進む方向や

速さについて学ぶ。特に、化学熱化学についての理解を深める。また、理解を確
実にするために、レポート、小テストを課す。化学の楽しさを実感してもらうた
め、可能な限り演示実験を行う。また、様々な分子集合状態（ガラス状態、液晶、
超臨界状態）や有機化合物・高分子化合物について学び、それらを用いた先端技
術についても紹介する。能動的な学習をしてもらうためにクリッカーを使用した
双方向的な授業運営、グループ討議を組み込んだ演習を行う。教材の選択にあた
って 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 この授業の内容と進め方について説明する。 

燃焼および爆発の条件について説明する。 
2 回 連鎖反応のしくみについて説明する。 
化学反応の速度を決める要因について説明する。 
触媒について説明する。 
3 回 ルシャトリエの原理について説明する。 
化学平衡の法則について説明する。 
4 回 酸・塩基について復習する。 
電離平衡について説明する。 
塩の水への溶解と溶解度積について説明する。 
5 回 原子間・分子間にはたらく力について復習する。 
力とエネルギーの関係について説明する。 
状態変化に伴う発熱・吸熱について説 

準備学習 1 回 シラバスを読んでくること。 
2 回 前回の講義内容を復習すること。 
3 回 前回の講義内容を復習すること。 
4 回 前回の講義内容を復習すること。 
5 回 前回の講義内容を復習すること。 
6 回 前回の講義内容を復習すること。 
7 回 前回の講義内容を復習すること。 
8 回 前回の講義内容を復習すること。 
9 回 前回の講義内容を復習すること。 
10 回 前回の講義内容を復習すること。 
11 回 前回の講義内容を復習すること。 
12 回 前回の講義内容を復習すること。 
13 回 前回の講義内容を復習すること。 
14 回 前回 

 



年度 2014 
授業コード FSM16710 
成績評価 毎回の提出物（14%）と中間試験（20%）および定期試験（66%）の成績で評価

する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14) 
見出し FSM16710 生物学基礎論Ⅰ 
担当教員名 猪口 雅彦 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生物学全般、細胞、代謝、恒常性、遺伝子、タンパク質、発生、免疫、生態、進

化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理系総合のための生命科学 第 2 版―分子・細胞・個体から知る“生命”のしくみ、

東京大学生命科学教科書編集委員会 編（羊土社）ISBN 978-4-7581-2010-4 
授業形態 講義 
注意備考 毎回事前に次回の内容に関連した疑問点をノートに書いてくること。提出用紙

に、その疑問点とそれに対する講義後の感想（疑問は解決できたか、さらにふく
らんだか）を書いて提出してもらいます。 

シラバスコード FSM16710 
実務経験のある教員  
達成目標 生物に共通した「生命のしくみ」を、生命を形作る物質や細胞の構造と機能、多

細胞生物の身体の成り立ちなどから説明できる様になる。 
生物に見られる多様性を、遺伝のしくみと進化や環境の観点から説明できる様に
なる。 
私たち人間の活動を、生物全体の中での位置づけから認識できる様になる。 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 2 階，ino@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biology I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物学の基礎を学ぶことを目的とするが、単に知識を覚えるのではなく、身近な

現象を取り上げながら「生物のしくみ」と「生物学の考え方」を理解することを



主眼とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【「生物」とは何か】全体の講義計画について説明を行った後で、生物の特

徴、生物の分類群および種の概念について解説する。 
2 回 【細胞の構造と機能】細胞の概念の変化と、原核細胞と真核細胞の構造と働
きについて解説する。 
3 回 【細胞分裂】細胞周期と細胞分裂の過程と、細胞の寿命（細胞死）について
解説する。 
4 回 【代謝と酵素】体内の化学反応である代謝と、その代謝を行う酵素の働きと
特徴について解説する。 
5 回 【同化と異化】代謝の中でも、特にエネルギー獲得のための重要な過程であ
る呼吸と光合成について解説する。 

準備学習 1 回 【「生物」とは何か】生物の特徴（生物と無生物の違い）」について考えてく
る。 
2 回 【細胞の構造と機能】肉眼で観察できる 1 個の細胞の例を挙げてくる。 
3 回 【細胞分裂】細胞が分裂する理由に（なぜ分裂しなければならないか）につ
いて考えてくる。 
4 回 【代謝と酵素】紙の燃焼と生体内の化学反応との違いについて（どこが違う
か）考えてくる。 
5 回 【同化と異化】我々が何のために呼吸（外気を吸って吐く）をするかについ
て考えてくる。 
6 回 【刺激の受容と伝達】「透明人間は目が見えない」（「目に見えない」ではな
い！） 

 



年度 2014 
授業コード FSM16810 
成績評価 レポート（30％）と定期試験（70％）により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14) 
見出し FSM16810 生物学基礎論Ⅱ 
担当教員名 ⻄村 直樹 
単位数 2 
教科書 適宜、プリント（資料）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 植物、コケ類、藻類、菌類、動物、多様性、自然環境。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「高校で生物を学んでいなかったが，分かり易い内容で良かった。この科目に対

する関⼼が深まった。」，「身近な生物への興味関⼼が深まった」などの自由記述
をいだだきました。理科の教員になられた方々に「良かった」と思ってもらえる
ような講義にしたいと考えています。 

科目名 生物学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 好きになる生物学／吉⽥邦久／講談社：ウォ−レス現代生物学上、下／東京化学

同人：キャンベル生物学／丸善 
授業形態 講義 
注意備考 パワーポイントでまとめた電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業をおこ

なう。 
シラバスコード FSM16810 
実務経験のある教員  
達成目標 １．生き物の主な仲間（五界）の形態、エネルギー獲得、繁殖に関する特徴を説

明できること。 
２．日頃よく目につく植物や動物が何の仲間かわかること。 
３．植物の基本形態を説明できること。 
４．脊椎動物の基本形態を説明できること。 
５．地球表面の自然環境変化と生物進化の関係を説明できること。 

受講者へのコメント 身近な生物や生命現象を通して生物学に興味を持ち、そこから，さらに一歩踏み
込んで調べてみるという態度を持っていただきたいと思います。 

連絡先 ⻄村研究室 十学舎５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この授業を受けて良かった点として、この分野への理解が深まった（80％）、興
味・関⼼が高まった（53％）という回答をいただきました。より高い評価をいた
だけるように努力したいと思います。 

英文科目名 Biology II 



関連科目 「生物学基礎論Ⅰ」を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 生き物とその学問に興味を持っていただけるような話題を増やすように努力し

たいと考えています。 
講義目的 生命の多様性とその成立ち、さらに生物活動が環境に及ぼす影響について理解を

深めていただくのを目的として講義する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義の内容と進め方、受講上の注意点を説明する。さらに、生物学が対象

とする研究分野と問題解決のための思考法について解説する。 
2 回  地球と生命の歴史、生き物の主な仲間について解説する。 
3 回  植物界の主な仲間１：被子植物について解説する。 
4 回 植物界の主な仲間２：裸子植物について解説する。 
5 回 植物界の主な仲間３：シダ類とコケ類について、それぞれの生活環の違いを
中⼼に解説する。 
6 回 原生生物界の主な仲間（藻類の主な仲間）について解説する。 
7 回 菌界の主な仲間：菌類（カビ、キノコ）の主な仲 

準備学習 1 回 講義内容と目的を把握しておくこと。生物学のテキストや、本講義の参考書
としてあげている生物学の図書の目次に目を通しておくこと。 
2 回 帰納法と演繹法を復習しておくこと。生き物の主な仲間とそれらが繁栄し
た年代を調べておくこと。 
3 回 生き物の主な仲間が繁栄した地質年代を復習しておくこと。植物の体のつ
くり、花の基本構造について調べておくこと。 
4 回 講義で解説された被子植物の学名を確認しておくこと。針葉樹の主な仲間
は、どのような球果をつくるかを調べておくこと。 
5 回  講義で解説された裸子植物の学名を確認 

 



年度 2014 
授業コード FSM16910 
成績評価 課題提出および毎回の質問内容（20％）と定期試験（80％）で評価する。採点の

基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14) 
見出し FSM16910 地学基礎論Ⅰ 
担当教員名 小林 祥一 
単位数 2 
教科書 地球学入門 惑星地球と大気・海洋のシステム／酒井治孝／（東海大学出版会）

／978-4-486016151 
アクティブラーニング  
キーワード 太陽系、地球、環境、鉱物、岩石、鉱床 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリントで補足 
授業形態 講義 
注意備考 ※しばしば電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業を行う。 
シラバスコード FSM16910 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を理解する一歩として、地球本来の環境について十分理解させる。どの分野

にも共通して重要な地球を構成する物質（資源）である、岩石や鉱物（含宝石鉱
物）の物理化学的性質、生成条件および生成過程を修得する。前期は基本的に、
中学校以来、地学に触れたことがない学生が大部分であることから、基礎的知識
の修得を目標とし、地学のおもしろさを知るための準備をこの地学基礎論 I でし
たい。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 3 階 小林研究室 086-256-9704  kobayashi＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth Science I 
関連科目 地学基礎論Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 太陽系のメンバーである地球について、地表付近および地球内部はどんな構造を

していて、どのような環境で、どのような物質でできているかを解説し、地球自
身の基礎的な概念を理解する。これらをもとに地球の地殻およびマントルを構成
する岩石・鉱物の生成のメカニズム、産状、分類およびこれらの物理化学的性質



について概説する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回  宇宙の中の太陽系はどんな特徴を持ったところかを説明する。 
3 回  太陽系の中で地球はどんな特徴を持ったところかを説明する。 
4 回  地球の表面温度を決める因子について説明する。 
5 回  水と二酸化炭素の循環システムと地球環境との関係について説明する。 
6 回  地球の内部構造を知る手がかりについて説明する。 
7 回  地球の環境について、まとめをする。 
8 回  地球を構成する物質、鉱物の種類と特徴について説明する。 
9 回  地球を構成する物質、鉱物 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 太陽系のメンバーには何があるか思い出しておくこと。 
3 回 惑星地球の環境、特に水、大気、温度と私たち生命との関係を考えておくこ
と。 
4 回 地球型惑星の表面温度はどんな条件によって支配されているか考えておく
こと。 
5 回 地球の環境を支配している水と二酸化炭素はどこで消費され、どこで放出
されているかを調べておくこと。 
6 回 万有引力、地震の伝わり方を復習しておくこと。 
7 回 これまでの授業内容を復習しておくこと。 
8 回 無機化合物について復習しておく 

 



年度 2014 
授業コード FSM17010 
成績評価 課題提出および毎回の質問内容（20％）と定期試験（80％）で評価する。採点の

基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14) 
見出し FSM17010 地学基礎論Ⅱ 
担当教員名 小林 祥一 
単位数 2 
教科書 地球学入門 惑星地球と大気・海洋のシステム／酒井治孝／（東海大学出版会） 

ISBN: 978-4-486-01615-1 
アクティブラーニング  
キーワード プレートテクトニクス、地質現象、生命の誕生、進化と絶滅、地球環境 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 板書は丁寧にまたまとめてほしい（2 名）→常々，わからないところはすぐに聞

くようにと言ってますね．また，その場で質問ができない人のために，毎回提出
の質問用紙に書いてくれたら良いと思います．これは知っての通り，次回に必ず
答えています．また，まとめについてですが，板書だけでなく､話している内容も
重要なので，ノートにメモし，それを自分で理解できているかを確かめるために
も，空いている時間にまとめるようにしてください． 
DVD がおもしろかった．→地学は話を聞いてもイメージが湧かないので，でき
るだけ映像を使うようにして 

科目名 地学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリントで補足 
授業形態 講義 
注意備考 ※しばしば電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業を行う。 
シラバスコード FSM17010 
実務経験のある教員  
達成目標 地学基礎論 I で修得した学習内容をもとに、地球の形成、地球内部の動き、そし

てそれによってもたらされる地質現象について、また生命の誕生とその進化・絶
滅についての知識の修得をめざす。さらに環境問題など地球科学と私たちの生活
との関係を理解できる能力の修得もめざす。 

受講者へのコメント 受講生が多いので毎時間の終わりに各自質問を書いて提出してもらっているよ
ね。皆さんはこれに結構慣れてきたようです．積極的に利用してもらいたい。 

連絡先 7 号館 3 階 小林研究室 086-256-9704  kobayashi＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好。よく理解したようですね。総合評価５）で「できた」ではなく、「だい
たいできた」の方が上回っていたことは意外であった。基礎論Ⅱは受講者の大半
が生物系の学生であることを考慮し、生命の発生、進化、絶滅の話を中⼼に話し



たはずである。その原因は何かを考えて見たい。 
英文科目名 Earth Science II 
関連科目 地学基礎論 I 
次回に向けての改善変更予定 大学で初めて習う地学は独立した全く別の分野のように考えている学生がおり，

得意とする生物，化学の知識を応用しようとしないことが気になる．地学は物理，
化学，生物を総合して行う分野であることを理解できるような⼯夫が必要かも知
れない。 

講義目的 地球内部の動きと、これが原因で起こるさまざまな現象について解説する。地球
の誕生から今日に至る過程で、生命の誕生、古環境に生きた古生物の進化・絶滅
について理解する。更に、現在の地表付近の環境とその変化についても言及し、
これらを通して人々の生活と地学との関わり合いを理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。地学と私たちの生活との関わり合いについて説明す

る。 
2 回  大陸移動説と海洋底拡大説について説明する。 
3 回  プレートテクトニクス概要と、この理論に発展した過程について説明する。 
4 回  プレートテクトニクスについて定量的に説明する。 
5 回  プレート運動に関係した海底でのでき事を説明する。 
6 回  プレート運動に関係したさまざまな地質現象について説明する。 
7 回  プレート運動のまとめと日本列島の成り立ちについて説明する。 
8 回  酸素の起源と生物の起源について説明する。 
 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 高等学校等の地学、地理などの教科書を見て復習しておく。アルフレット・
ウェーゲナーさんについて調べておくこと。 
3 回 地球の磁場について復習しておくこと。 
4 回 世界の震源、火山の分布について調べ、特徴を見ておくこと。 
5 回 今生物地学分野で海底が注目されている理由について新聞、インターネッ
トなどで調べておくこと。 
6 回 地震の発生やマグマ活動について復習しておく。これらとプレート運動と
の関係を考えておくこと。 
7 回 2 回から 6 回までの内容の復習と 

 



年度 2014 
授業コード FSM17110 
成績評価 期末試験により行う 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FSM17110 教職への数学Ⅰ 
担当教員名 橋爪 道彦 
単位数 2 
教科書 講義内容をプリントして配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 特になし 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職への数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小平 邦彦 著 幾何への誘い 岩波書店、清宮 俊雄 著 初等幾何のたのしみ 日本

評論社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM17110 
実務経験のある教員  
達成目標 講義目的で述べた内容を達成すること 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 8 階 橋爪道彦研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics for Teaching I 
関連科目 幾何学 I,幾何学 II,教職への数学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 数学教員を目指すものにとって平面幾何の素養は不可欠であり、教員採用試験に

おいて最も多く出題されるのが平面幾何の分野の問題である。にもかかわらず平
面幾何を系統的に学ぶ機会は少なかったと思われるので この講義を通じて平面
幾何の面白さを知ると共に数学的思考力を伸ばして欲しい。また生徒に数学への
興味・関⼼を与えるのに最も適した分野でもある。教員がその面白さを知らずし
てどうして生徒を伸ばすことが出来ようか。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 第 1 回：シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 

第 2 回：例題を解いておくこと 



第 3 回：例題を解いておくこと 
第 4 回：例題を解いておくこと 
第 5 回：例題を解いておくこと 
第 6 回：例題を解いておくこと 
第 7 回：例題を解いておくこと 
第 8 回：例題を解いておくこと 
第 9 回：例題を解いておくこと 
第 10 回：例題を解いておくこと 
第 11 回：例題を解いておくこと 
第 12 回：例題を解いておくこと 
第 13 回：例題を解いておくこと 
第 14 回：例題を解いておくこと 
第 15 回：例題を解いておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FSM17210 
成績評価 期末試験により行う 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FSM17210 教職への数学Ⅱ 
担当教員名 橋爪 道彦 
単位数 2 
教科書 講義内容をプリントして配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 特になし 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職への数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小平 邦彦 著 幾何への誘い 岩波書店、清宮 俊雄 著 初等幾何のたのしみ 日本

評論社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM17210 
実務経験のある教員  
達成目標 講義目的で述べた内容を達成すること 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 8 階 橋爪道彦研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics for Teaching II 
関連科目 幾何学 I,幾何学 II,教職への数学 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 数学教員を目指すものにとって平面幾何の素養は不可欠であり、教員採用試験に

おいて最も多く出題されるのが平面幾何の分野の問題である。にもかかわらず平
面幾何を系統的に学ぶ機会は少なかったと思われるので この講義を通じて平面
幾何の面白さを知ると共に数学的思考力を伸ばして欲しい。また生徒に数学への
興味・関⼼を与えるのに最も適した分野でもある。教員がその面白さを知らずし
てどうして生徒を伸ばすことが出来ようか。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 第 1 回：シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 

第 2 回：例題を解いておくこと 



第 3 回：例題を解いておくこと 
第 4 回：例題を解いておくこと 
第 5 回：例題を解いておくこと 
第 6 回：例題を解いておくこと 
第 7 回：例題を解いておくこと 
第 8 回：例題を解いておくこと 
第 9 回：例題を解いておくこと 
第 10 回：例題を解いておくこと 
第 11 回：例題を解いておくこと 
第 12 回：例題を解いておくこと 
第 13 回：例題を解いておくこと 
第 14 回：例題を解いておくこと 
第 15 回：例題を解いておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FSM17410 
成績評価 定期試験(100%)で評価する． 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜13) 
見出し FSM17410 集合と位相 
担当教員名 難波 完爾＊ 
単位数 2 
教科書 鈴⽊晋一著：集合と位相への入門―ユークリッド空間の位相―（サイエンス社） 
アクティブラーニング  
キーワード 集合，写像，濃度，実数，連続関数，ユークリッド空間，距離空間，位相 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 集合と位相 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 微積分と線型代数が予備知識として必要です．またこれまで学習してきた数学の

考え方が，抽象的な数学の概念の把握にどのように役立つか，振り返ってみるこ
とを薦めます．07MAMB 幾何学 III と同時開講します． 

シラバスコード FSM17410 
実務経験のある教員  
達成目標 １．現代数学の文法である集合・写像の取り扱いに慣れる．集合の濃度について

基本的なところを理解する． 
２．上限・下限、コーシ列、数列の極限に関する ε-N 論法を通して，実数の連
続性についてより深く理解する．実変数関数の連続性についての理解を深める。
これらを通して論理的な思考と抽象的な概念の取り扱いに慣れる． 
３．距離空間の概念、距離空間の間の連続写像の概念をユークリッド空間の位相
を通して理解する．距離空間の完備性・コンパクト性についてある程度親しみを
持てるようにする． 

受講者へのコメント  
連絡先 応用数学科学科⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Set Theory and Topology 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代数学における基本的な概念のひとつである「集合」「位相」について，基礎か

ら解説する．数学の学習では論理的な思考と抽象的な概念の取り扱いに慣れるこ



とが大事ですが，その際常に具体的な例を頭に置く必要があります．この講義で
は現代数学の文法である集合・写像から始めますが，微積分・線型代数から多く
の例を引用します．また，演習の問題を学生諸君が自分で解くことを期待します．
それによって力がつきます． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 論理と集合 

2 回 写像の概念 
3 回 濃度 
4 回 纏めと演習（集合） 
5 回 実数と数列 
6 回 実変数の連続関数 
7 回 纏めと演習（実数と連続関数） 
8 回 ユークリッド空間の位相 
9 回 ユークリッド空間の位相と連続写像 
10 回 纏めと演習（ユークリッド空間） 
11 回 距離空間 
12 回 距離空間の位相と連続写像 
13 回 完備距離空間とコンパクト距離空間 
14 回 纏めと演習（距離空間） 
15 回 これまでの講義内容のまとめ 

準備学習 1 回 教科書の最初を読んでおくこと 
2 回 前回の講義内容をしっかり復習しておくこと 
3 回 前回の講義内容をしっかり復習しておくこと 
4 回 論理、集合、写像、濃度を復習しておくこと 
5 回 講義内容の部分を予習しておくこと 
6 回 前回の講義内容を復習しておくこと 
7 回 前回の講義内容を復習しておくこと 
8 回 ユークリッド空間について復習しておくこと 
9 回 前回の講義内容を復習しておくこと 
10 回 ユークリッド空間の位相を復習しておくこと 
11 回 距離空間を予習しておくこと 
12 回 前回の講義内容を復習しておく 

 



年度 2014 
授業コード FSM17510 
成績評価 定期試験４０％、中間試験３０％、課題３０％として評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FSM17510 現代数学入門 
担当教員名 清水 健一＊ 
単位数 2 
教科書 教科書は指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 素数、代数的数論、解析的数論、有限体、楕円曲線、素数判定法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述の感想は、授業の内容に関⼼が湧き、数学の楽しさが伝わったという感

想であった。 
さらに充実した授業内容にしていきたい。 

科目名 現代数学入門 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の中で適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM17510 
実務経験のある教員  
達成目標 歴史的な観点をふまえつつ、数論の代数的、解析的な手法と考え方を理解させる。 

さらに、素数判定法、暗号理論など、素数の新しい面にも触れ、 
素数の魅力と威力を伝えることを目標とする。 

受講者へのコメント 最後まで出席した受講者は、授業の内容に興味を感じてくれたと思う。数学の面
白さを再確認して、さらに意欲を持って数学の勉強に励んでほしい。 

連絡先 メールアドレス s-2357@gaia.eonet.ne.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各項目の評価に対して、総合的に所見を述べると、授業の目的はほぼ達成できて、
数学の面白さも感じ取ってもらえたのではないかと思う。毎週の課題にもそれぞ
れに取り組んでできていたと思う。 

英文科目名 Introduction to Modern Mathematics 
関連科目 演算の数理。ただし、演算の数理の内容との重複は最小限にする。また演算の数

理を受講していることは前提としない。 
セルフコンテインドの形で講義を行う。 

次回に向けての改善変更予定 教科書がなく、板書した内容を記したノートが唯一の勉強の材料になるので、講
義の原稿をきちっと作成したつもしである。定理も通し番号を付けたので、ノー
トを見やすくできたのではないかと思う。ただ、1 回目の授業だったので、時間



的な割り振りが予定通りにはいかなかった。次回は時間的な割り振りを改善した
い。 

講義目的 古くて新しい対象である素数をテーマとして数論の入門を講義する。 
初等的な素数分布、代数的数論の入門、解析的数論の基本的な手法を通じて 
数論の考え方を紹介する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 古代バビロニアと古代ギリシャの数学と素数の研究を紹介する。 

2 回 古代ギリシャの数論とその後の発展を紹介する。 
3 回 素数分布の基本的な定理を紹介する。 
4 回 3 回目に引き続き、素数分布の基本的な定理を紹介する。 
5 回 合同式について、定義と計算を理解させる。 
6 回 有限体について理解させる。 
7 回 中間試験 
8 回 フェルマーの小定理について理解させる。 
9 回 平方剰余の相互法則について理解させる。 
10 回 前回に引き続いて、平方剰余の相互法則を解説する。 
11 回 素数判定法について解説する。 
12 

準備学習 1 回 とくに必要はない。 
2 回 前回の講義の復習をしておくこと。 
3 回 無限級数の基本事項について復習をしておくこと。 
4 回 前回の講義の復習をしておくこと。 
5 回 他の講義で習っていれば復習をしておくこと。 
6 回 他の講義で体の概念を習っているならば、その復習をしておくこと。 
7 回 これまでの内容を復習をしておくこと。 
8 回 他の講義で習っている、その復習をしておくこと。 
9 回 合同式の復習をしておくこと。 
10 回 前回の復習をしておくこと。 
11 回 素数に関する事項を復習をしておくこと。 
12 回 前回 

 



年度 2014 
授業コード FSM18010 
成績評価 レポート課題(70%)と授業中の演習(30%)を合わせて評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学科(〜11) 
見出し FSM18010 特別講義Ⅰ 
担当教員名 坂⽥ 定久＊、⻑渕 裕 
単位数 1 
教科書 教科書は使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 微分方程式の安定性 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別講義Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 常微分方程式の安定性／山本 稔／実教出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM18010 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 線形微分方程式系の安定性に関する基本的な性質を理解すること。 

(2) 具体的な線形微分方程式系に対し，安定性が判定できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 5 階⻑渕研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Lectures on Special Topics I 
関連科目 微分積分，微分方程式に関係する科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 理⼯学は勿論のこと経済学や数理生物学の分野においても微分方程式は重要な

知識の１つとなってきている。高階の線形微分方程式はベクトル表示により，１
階線形微分方程式系となる。この講義では，主として，線形微分方程式系の安定
性に関する基礎的知識について講述する。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 微分方程式系の安定性と有界性を定義し，その例を示す。 

2 回 微分方程式系の漸近安定性を定義し，その例を示す。 
3 回 自励系および周期系の微分方程式系の漸近安定性について調べる。 
4 回 線形微分方程式系の基本解系の性質を調べる。 
5 回 基本解系を利用して，微分方程式系の漸近安定性を判定する。 



6 回 ラウス・フルヴィッツの判定法を用いて，定数係数線形微分方程式系の漸近
安定性を判定する。 
7 回 リヤプノフの方法を用いて微分方程式系の安定性，不安定性を判定する。 
8 回 リヤプノフの方法を用いて微分方程式系の 

準備学習 1 回 関数の極限の定義について復習しておくこと。 
2 回 安定性の定義とその例を見直しておくこと。 
3 回 微分方程式系の解の定義とその一意性について復習しておくこと。 
4 回 行列の指数関数を復習しておくこと。 
5 回 １階線形微分方程式の定数変化法の復習をしておくこと。 
6 回 行列式の計算方法の復習をしておくこと。 
7 回 積分の計算と１階線形微分方程式の解法を復習しておくこと。 
8 回 前回のリヤプノフの方法を復習しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FSM18110 
成績評価 出席(40%)、レポート(60%)により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学科(〜11) 
見出し FSM18110 特別講義Ⅱ 
担当教員名 松永 秀章＊、⻤塚 政一 
単位数 1 
教科書 書店販売しない」プリントを適時配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 固有値、固有ベクトル、スペクトル分解、微分方程式、差分方程式、漸近挙動 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別講義Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ジョルダン標準形／韓太舜、伊理正夫／東京大学出版会： 

線形微分方程式序説−第１巻−基礎理論／申正善、内藤敏機／牧野書店： 
Differential Equations, Dynamical Systems, and an Introduction to Chaos, 2nd 
Edition／M. Hirsch, S. Smale, R. Devaney／Academic Press 

授業形態 講義 
注意備考 授業はできるだけ前の席に座ること。後ろの方に座っている者は授業に対する積

極性が乏しいと判断します。 
シラバスコード FSM18110 
実務経験のある教員  
達成目標 線形常微分方程式の解の表現公式を理解し、それを応用することができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館８階 ⻤塚研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Lectures on Special Topics II 
関連科目 微分積分、線形代数、微分方程式に関係する科目。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 線形空間の直和分解から得られる、行列のスペクトル分解の理論を紹介します。

その応用として、定数係数の線形常微分方程式や線形差分方程式の解構造を明ら
かにします。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 １回 固有値、固有ベクトルの求め方について復習しておくこと。 

２回 行列の対角化可能性について復習しておくこと。 



３回 ケーリー・ハミルトンの定理について復習しておくこと。 
４回 一般固有空間について復習しておくこと。 
５回 射影行列の求め方について復習しておくこと。 
６回 Am の表現公式について復習しておくこと。 
７回 ex のマクローリン展開について復習しておくこと。 
８回 exp(tA) の表現公式について復習しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FSM18610 
成績評価 定期試験でおこなう。 

文章題（１０題）選択題（１５題）程度 
１００点満点で採点する。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(理)(〜14) 
見出し FSM18610 情報化社会と倫理 
担当教員名 三好 俊三＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード サイバー法、デジタル社会、ネチケット、コンピュータ犯罪、コンピュータ契約、

企業会計、労働法規、知的財産権、標準化団体、認証制度、倫理綱領 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ⿊板への記述は極力、大き目にします。 
科目名 情報化社会と倫理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 インターネットの法律とトラブル解決法／神⽥将／自由国⺠社 
授業形態 講義 
注意備考 授業中の私語、内職、携帯電話の使用を禁止。（過度の場合は退席をさせる） 

授業後半１５分程度で課題を提出。（出席状況の確認に利用） 
シラバスコード FSM18610 
実務経験のある教員  
達成目標 新しい法秩序が形成されつつある現代の情報化時代（インターネット社会）にお

いて、既存の法律の解釈の限界と新規立法の必要性を把握すること。特にＩＴが
もたらす社会的影響を功罪両面から、法律的問題を中⼼に開設し、どんな法律が
必要となるか、どんな法解釈の可能性があるか、考える力を要請する。企業運営
する上でコンプライアンスとガバナンスに必要となる最低限の法律理解を達成
させる。 

受講者へのコメント 狭い教室であったが大多数がまじめに受講していた。 
ただ講義中の携帯、スマホ利用が散見された。 

連絡先 三好俊三 090-8060-6588 
misuki@orange.ocn.ne.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 内容につき理解が進んだ模様でよかった。 
英文科目名 Information-Oriented Society and Ethics 
関連科目 情報と職業、情報と経営 
次回に向けての改善変更予定 講義でのマイク利用はさけていく。 



講義目的 デジタル情報社会において、膨大な量の情報が流通している実態を把握、それに
伴う情報の保護やそこに発生する社会問題や個人および組織の責任について、法
律的な観点から考察する。特に電子商取引における契約問題を中⼼にインターネ
ットに関する法律諸問題を重点的に扱う。また流通するデジタル情報を受信する
我々、あるいは公共の場の社会ルールを検討する。 
⺠間企業を継続させるために必要な各種法律、規則、倫理感などについて十分な
理解をうる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエーテーション、ネット関連法律の基礎知識 

2 回 インターネット加入契約の法律,インターネット契約の問題点を講義する。 
3 回 インターネットの利用、サイバー犯罪の実情について講義する。 
4 回 インターネットショッピングの法律とトラブル 
5 回 インターネット利用の悪質商法 
6 回 インターネットビジネス関連の法律 
7 回 携帯電話に関する法律とトラブル 
8 回 ATM（現金自動預払機）に関する法律 
9 回 インターネット紛争の解決法と手続き 
10 回 企業と法務、企業活動・組織 
11 回 企業と法務、企業会計 
 

準備学習 1 回 著作権と著作物性について予習をしておくこと。 
著作権法、特定電子メール法、個人情報保護法について復習しておくこと。 
2 回 インターネット加入契約について予習をしておくこと。 
電子消費者契約法、消費者契約法、プロバイダ責任制限法について復習しておく
こと。 
3 回 サイバー犯罪の現状を予習しておくこと。 
不正アクセス禁止法、特定電子メール法について復習しておくこと 
4 回 ネットショッピングのトラブルについて予習をしておくこと。 
割賦販売法、消費者基本法、特定商取引法について復習しておくこと。 
5 回 悪質商 

 



年度 2014 
授業コード FSM18620 
成績評価 定期試験でおこなう。 

文章題（１０題）選択題（１５題）程度 
１００点満点で採点する。 

曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス MB(理)(〜14) 
見出し FSM18620 情報化社会と倫理 
担当教員名 三好 俊三＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード サイバー法、デジタル社会、ネチケット、コンピュータ犯罪、コンピュータ契約、

企業会計、労働法規、知的財産権、標準化団体、認証制度、倫理綱領 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ⿊板の字は丁寧な記述を⼼がけます。 
科目名 情報化社会と倫理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 インターネットの法律とトラブル解決法／神⽥将／自由国⺠社 
授業形態 講義 
注意備考 授業中の私語、内職、携帯電話の使用を禁止。（過度の場合は退席をさせる） 

授業後半１５分程度で課題を提出。（出席状況の確認に利用） 
シラバスコード FSM18620 
実務経験のある教員  
達成目標 新しい法秩序が形成されつつある現代の情報化時代（インターネット社会）にお

いて、既存の法律の解釈の限界と新規立法の必要性を把握すること。特にＩＴが
もたらす社会的影響を功罪両面から、法律的問題を中⼼に開設し、どんな法律が
必要となるか、どんな法解釈の可能性があるか、考える力を要請する。企業運営
する上でコンプライアンスとガバナンスに必要となる最低限の法律理解を達成
させる。 

受講者へのコメント 狭い教室ではあったが大多数がまじめに受講していた。 
講義中の携帯、スマホ利用が散見される。残念です。 

連絡先 三好俊三 090-8060-6588 
misuki@orange.ocn.ne.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 内容につき理解がすすんだ模様でよかった。 
英文科目名 Information-Oriented Society and Ethics 
関連科目 情報と職業、情報と経営 
次回に向けての改善変更予定 マイク使用は極力さけていきます。 



講義目的 デジタル情報社会において、膨大な量の情報が流通している実態を把握、それに
伴う情報の保護やそこに発生する社会問題や個人および組織の責任について、法
律的な観点から考察する。特に電子商取引における契約問題を中⼼にインターネ
ットに関する法律諸問題を重点的に扱う。また流通するデジタル情報を受信する
我々、あるいは公共の場の社会ルールを検討する。 
⺠間企業を継続させるために必要な各種法律、規則、倫理感などについて十分な
理解をうる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエーテーション、ネット関連法律の基礎知識 

2 回 インターネット加入契約の法律,インターネット契約の問題点を講義する。 
3 回 インターネットの利用、サイバー犯罪の実情について講義する。 
4 回 インターネットショッピングの法律とトラブル 
5 回 インターネット利用の悪質商法 
6 回 インターネットビジネス関連の法律 
7 回 携帯電話に関する法律とトラブル 
8 回 ATM（現金自動預払機）に関する法律 
9 回 インターネット紛争の解決法と手続き 
10 回 企業と法務、企業活動・組織 
11 回 企業と法務、企業会計 
 

準備学習 1 回 著作権と著作物性について予習をしておくこと。 
著作権法、特定電子メール法、個人情報保護法について復習しておくこと。 
2 回 インターネット加入契約について予習をしておくこと。 
電子消費者契約法、消費者契約法、プロバイダ責任制限法について復習しておく
こと。 
3 回 サイバー犯罪の現状を予習しておくこと。 
不正アクセス禁止法、特定電子メール法について復習しておくこと 
4 回 ネットショッピングのトラブルについて予習をしておくこと。 
割賦販売法、消費者基本法、特定商取引法について復習しておくこと。 
5 回 悪質商 

 



年度 2014 
授業コード FSM18710 
成績評価 平常点（５０％）、レポート（５０％） 
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14) 
見出し FSM18710 数学基礎と演習Ⅰ 
担当教員名 高嶋 恵三 
単位数 2 
教科書 微分積分学Ⅰ、線型代数学Ⅰの教科書を使用する。 
アクティブラーニング  
キーワード 連続関数、微分法、ベクトル、行列 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学基礎と演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 微分積分学Ⅰ、線型代数学Ⅰの参考書に準ずる。 
授業形態 講義 
注意備考 学科より履修を指示された学生のみ受講を認める。 
シラバスコード FSM18710 
実務経験のある教員  
達成目標 連続関数、微分法、ベクトル、行列の計算を習得すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館８階 高嶋研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics Basic and Exercise I 
関連科目 微分積分学Ⅰ、線型代数学Ⅰ、微分積分学演習Ⅰ、線型代数学演習Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高校での数学から大学での数学への橋渡しをする。特に大学での数学で出てくる

概念の基礎の習得を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。高校での数学の復習、特に数列、関数、三角関数の復

習をする。 
2 回 ベクトルの概念の復習をする。 
3 回 関数の連続性の学習をする。 
4 回 ベクトル、行列の学習をする。 
5 回 逆関数の学習をする。特に、対数関数の学習をする。 
6 回 行列、ベクトルの計算の学習をする。 
7 回 微係数、導関数の学習をする。 



8 回 直線の方程式について学習する。 
9 回 微係数、導関数の続きを学習する。 
10 回 一次変換の学習をする。 
11 回 初等関数の微分法について学習をする。 
12 回 一次変換の学習の続き 

準備学習 1 回 高校での２次関数の学習を復習すること。 
2 回 高校でのベクトルの復習をすること。 
3 回 高校での連続関数の復習をすること。 
4 回 ベクトル、行列の計算の復習をすること。 
5 回 高校での逆関数、特に対数関数について復讐すること。 
6 回 高校でのベクトル、行列の計算の復習をすること。 
7 回 高校での微係数、導関数の復習をすること。 
8 回 高校での直線の方程式について復習すること。 
9 回 高校での微係数、導関数の復習をすること。 
10 回 一次変換の復習をすること。 
11 回 高校での初等関数の微分法について 

 



年度 2014 
授業コード FSM18810 
成績評価 毎回行う課題(100%)により評価する。 
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 応用数学科(〜14) 
見出し FSM18810 数学基礎と演習Ⅱ 
担当教員名 澤江 隆一 
単位数 2 
教科書 適宜資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ご要望の件は、最大限改善してまいります。 
科目名 数学基礎と演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「微分積分学Ⅰ・Ⅱ」の教科書 

 微分積分 (ドリルと演習シリーズ)／ 日本数学教育学会高専大学部会教材研究
グループ TAMS／電気書院 

授業形態 講義 
注意備考 履修についてはチューターの指示に従うこと。 
シラバスコード FSM18810 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的な行列、２次曲線、媒介変数表示、微分法、積分法が理解ができること。 
受講者へのコメント 毎回が演習形式で数学の基礎を学びました。これらを通じて、今後の数学の学び

にも邁進して下さい。 
連絡先 20 号館６階 澤江研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業満足度に関しては、内容を改善しながら行っているので効果がみられる。 新
スタイルでの授業アンケートでの所見記入に関して重要になっていて、注視して
いる。 

英文科目名 Mathematics Basic and Exercise II 
関連科目 「微分積分学Ⅰ・Ⅱ」、「微分積分学演習Ⅰ・Ⅱ」 
次回に向けての改善変更予定 今回からは資料の配布のみで講義を行っていますが、全ての資料を講義の開始時

に配布する方向で考えています。講義内容は現状から少しでも改善する方向で考
えています。 

講義目的 線形代数や応用数学科での講義をよりよく理解するため、行列、２次曲線、媒介
変数表示、微分法、積分法について大学の数学の観点から整理しながら述べる。
理解を深めるためには自分で問題を解くことが重要で，そのために演習問題を用
意しプリントを配布する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 逆行列、連立１次方程式と行列 

2 回 逆行列、連立１次方程式と行列についての演習をする。 
3 回 １次変換 
4 回 １次変換についての演習をする。 
5 回 ２次曲線 
6 回 ２次曲線についての演習をする。 
7 回 ２次曲線と直線 
8 回 ２次曲線と直線についての演習をする。 
9 回 媒介変数表示、極座標 
10 回 媒介変数表示、極座標についての演習をする。 
11 回 微分法 
12 回 微分法についての演習をする。 
13 回 積分法 
14 回 積分法についての演習をする。 
15 回 これまでの整理、復習をする。 

準備学習 1 回 行列の復習をしておくこと。 
2 回 行列の復習をしておくこと。 
3 回 逆行列の復習をしておくこと。 
4 回 逆行列の復習をしておくこと。 
5 回 高校で習った放物線を復習をしておくこと。 
6 回 高校で習った放物線を復習をしておくこと。 
7 回 ２次曲線を復習をしておくこと。 
8 回 ２次曲線を復習をしておくこと。 
9 回 三角関数を復習をしておくこと。 
10 回 三角関数を復習をしておくこと。 
11 回 前期の微分積分学Ⅰを復習をしておくこと。 
12 回 前期の微分積分学Ⅰを復習をしておくこと。 
13 回 微分法を復習 

 



年度 2014 
授業コード FSP06311 
成績評価 レポート 35%，発言 5%，小テスト 10%，定期テスト 50%で評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14) 
見出し FSP06311 化学基礎論Ⅰ 
担当教員名 高原 周一 
単位数 2 
教科書 なし。 

配布資料を使用。 
アクティブラーニング  
キーワード 原子・分子論、原子の構造、電子状態、化学結合、分子間力、電気伝導、酸化・

還元、物質循環 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各自が使用した高校化学の教科書。 

Primary 大学テキスト これだけはおさえたい「化学」／井口洋夫・⽊下實・斎
藤幸一ほか／実教出版／978-4-407319880 
※この本は「入門化学」の教科書と同じものである。 
カラー版 忘れてしまった高校の化学を復習する本／福間智人／中経出版／
978-4806140320 

授業形態 講義 
注意備考 高校で化学を履修していない人、および、履修したが苦手だったという人は、「入

門化学」の受講を推奨する（本講義と同時期の受講でよい）。 
シラバスコード FSP06311 
実務経験のある教員  
達成目標 化学の楽しさ・重要性を実感し、講義終了後も化学に対して興味を持ち続けるこ

と。 
身近な現象を原子・分子レベルで理解すること。 
以下の事項について基本的なことを理解すること。原子の構造と核反応、原子・
分子中の電子の状態、原子・分子間にはたらく力、物質の三態、物性の起源（電
気伝導・磁性など）、地球上での物質の循環。 
科学的な態度について自らの考えを深め、これを実生活に生かすことができるこ
と。 

受講者へのコメント  
連絡先 理学部化学科 高原周一 （13 号館 3 階、takahara@chem.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Chemistry I 
関連科目 化学基礎論Ⅱ、入門化学、化学基礎実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この講義では化学の基本的な考え方を修得し、身の回りの現象を化学的に見る力

を養うことを目的とする。特に原子・分子論的な視点で現象の本質を理解するこ
とを重視する。理解を確実にするためにレポート、小テストを課す。化学の楽し
さを実感してもらうため、可能な限り演示実験を行う。また、能動的な学習をし
てもらうためにクリッカーを使用した双方向的な授業運営を行う。教材の選択に
あたっては、受講生の中に教員志望者および化学基礎実験受講者（予定を含む）
が含まれることを考慮した。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 この授業の内容と進め方について説明する。 

物質の三態（気体・液体・固体）などを題材に、原子論的な見方の有効性につい
て解説する。 
2 回 高校化学の内容について、必要な復習を行う。 
（周期表と原子価，化学反応式の書き方など） 
3 回 高校化学の内容について、必要な復習を行う。 
（代表的な化学物質と化学反応など） 
4 回 静電気力について復習する。 
原子・分子間にはたらく力の原因について説明する。 
分子の極性について説明する。 
5 回 イオンについて復習する。 
酸化・還元について説明する。 
6 回 様々な物質の電 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 前回の講義内容を復習すること。 
3 回 前回の講義内容を復習すること。 
4 回 前回の講義内容を復習すること。 
5 回 前回の講義内容を復習すること。 
6 回 前回の講義内容を復習すること。 
7 回 前回の講義内容を復習すること。 
8 回 前回の講義内容を復習すること。 
9 回 前回の講義内容を復習すること。 
10 回 前回の講義内容を復習すること。 
11 回 前回の講義内容を復習すること。 
12 回 前回の講義内容を復習すること。 
13 回 前回の講義内容を復習すること。 
14 回 前回 

 



年度 2014 
授業コード FSP06411 
成績評価 レポート 35%，発言 5%，小テスト 10%，定期テスト 50%で評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14) 
見出し FSP06411 化学基礎論Ⅱ 
担当教員名 高原 周一 
単位数 2 
教科書 なし。 

配布資料を使用。 
アクティブラーニング  
キーワード 化学熱力学、エントロピー、自由エネルギー、化学平衡の法則、ルシャトリエの

原理、酸・塩基、電池、反応速度、触媒、有機化合物、高分子化合物 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各自が使用した高校化学の教科書。 

Primary 大学テキスト これだけはおさえたい「化学」／井口洋夫・⽊下實・斎
藤幸一ほか／実教出版／978-4-407319880 
※この本は「入門化学」の教科書と同じものである。 
カラー版 忘れてしまった高校の化学を復習する本／福間智人／中経出版／
978-4806140320 

授業形態 講義 
注意備考 高校で化学を履修していない人、および、履修したが苦手だったという人は、「入

門化学」の受講を推奨する（本講義と同時期の受講でもよい）。  
化学基礎論Ⅰを受講していることが望ましい。 

シラバスコード FSP06411 
実務経験のある教員  
達成目標 化学の楽しさ・重要性を実感し、講義終了後も化学に対して興味を持ち続けるこ

と。 
以下の事項について基本的なことを理解すること。化学熱力学の概要（エントロ
ピー、自由エネルギーの意味と使い方）、化学反応の進む方向、化学平衡の法則、
ルシャトリエの原理、酸・塩基、酸化・還元、電池。 
身近な現象を原子・分子の挙動を踏まえた上で化学熱力学的に理解すること。 
科学的な態度について自らの考えを深め、これを実生活に生かすことができるこ
と。  
自分の理解した論理をわかりやすく他人に説明できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 理学部化学科 高原周一 （13 号館 3 階、takahara@chem.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chemistry II 
関連科目 化学基礎論Ⅰ、化学基礎実験、入門化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では、化学基礎論Ⅰで学んだことを復習しながら、化学変化が進む方向や

速さについて学ぶ。特に、化学熱化学についての理解を深める。また、理解を確
実にするために、レポート、小テストを課す。化学の楽しさを実感してもらうた
め、可能な限り演示実験を行う。また、様々な分子集合状態（ガラス状態、液晶、
超臨界状態）や有機化合物・高分子化合物について学び、それらを用いた先端技
術についても紹介する。能動的な学習をしてもらうためにクリッカーを使用した
双方向的な授業運営、グループ討議を組み込んだ演習を行う。教材の選択にあた
って 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 この授業の内容と進め方について説明する。 

燃焼および爆発の条件について説明する。 
2 回 連鎖反応のしくみについて説明する。 
化学反応の速度を決める要因について説明する。 
触媒について説明する。 
3 回 ルシャトリエの原理について説明する。 
化学平衡の法則について説明する。 
4 回 酸・塩基について復習する。 
電離平衡について説明する。 
塩の水への溶解と溶解度積について説明する。 
5 回 原子間・分子間にはたらく力について復習する。 
力とエネルギーの関係について説明する。 
状態変化に伴う発熱・吸熱について説 

準備学習 1 回 シラバスを読んでくること。 
2 回 前回の講義内容を復習すること。 
3 回 前回の講義内容を復習すること。 
4 回 前回の講義内容を復習すること。 
5 回 前回の講義内容を復習すること。 
6 回 前回の講義内容を復習すること。 
7 回 前回の講義内容を復習すること。 
8 回 前回の講義内容を復習すること。 
9 回 前回の講義内容を復習すること。 
10 回 前回の講義内容を復習すること。 
11 回 前回の講義内容を復習すること。 
12 回 前回の講義内容を復習すること。 
13 回 前回の講義内容を復習すること。 
14 回 前回 

 



年度 2014 
授業コード FSP06611 
成績評価 毎回の提出物（14%）と中間試験（20%）および定期試験（66%）の成績で評価

する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14) 
見出し FSP06611 生物学基礎論Ⅰ 
担当教員名 猪口 雅彦 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生物学全般、細胞、代謝、恒常性、遺伝子、タンパク質、発生、免疫、生態、進

化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理系総合のための生命科学 第 2 版―分子・細胞・個体から知る“生命”のしくみ、

東京大学生命科学教科書編集委員会 編（羊土社）ISBN 978-4-7581-2010-4 
授業形態 講義 
注意備考 毎回事前に次回の内容に関連した疑問点をノートに書いてくること。提出用紙

に、その疑問点とそれに対する講義後の感想（疑問は解決できたか、さらにふく
らんだか）を書いて提出してもらいます。 

シラバスコード FSP06611 
実務経験のある教員  
達成目標 生物に共通した「生命のしくみ」を、生命を形作る物質や細胞の構造と機能、多

細胞生物の身体の成り立ちなどから説明できる様になる。 
生物に見られる多様性を、遺伝のしくみと進化や環境の観点から説明できる様に
なる。 
私たち人間の活動を、生物全体の中での位置づけから認識できる様になる。 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 2 階，ino@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biology I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物学の基礎を学ぶことを目的とするが、単に知識を覚えるのではなく、身近な

現象を取り上げながら「生物のしくみ」と「生物学の考え方」を理解することを



主眼とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【「生物」とは何か】全体の講義計画について説明を行った後で、生物の特

徴、生物の分類群および種の概念について解説する。 
2 回 【細胞の構造と機能】細胞の概念の変化と、原核細胞と真核細胞の構造と働
きについて解説する。 
3 回 【細胞分裂】細胞周期と細胞分裂の過程と、細胞の寿命（細胞死）について
解説する。 
4 回 【代謝と酵素】体内の化学反応である代謝と、その代謝を行う酵素の働きと
特徴について解説する。 
5 回 【同化と異化】代謝の中でも、特にエネルギー獲得のための重要な過程であ
る呼吸と光合成について解説する。 

準備学習 1 回 【「生物」とは何か】生物の特徴（生物と無生物の違い）」について考えてく
る。 
2 回 【細胞の構造と機能】肉眼で観察できる 1 個の細胞の例を挙げてくる。 
3 回 【細胞分裂】細胞が分裂する理由に（なぜ分裂しなければならないか）につ
いて考えてくる。 
4 回 【代謝と酵素】紙の燃焼と生体内の化学反応との違いについて（どこが違う
か）考えてくる。 
5 回 【同化と異化】我々が何のために呼吸（外気を吸って吐く）をするかについ
て考えてくる。 
6 回 【刺激の受容と伝達】「透明人間は目が見えない」（「目に見えない」ではな
い！） 

 



年度 2014 
授業コード FSP06711 
成績評価 レポート（30％）と定期試験（70％）により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14) 
見出し FSP06711 生物学基礎論Ⅱ 
担当教員名 ⻄村 直樹 
単位数 2 
教科書 適宜、プリント（資料）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 植物、コケ類、藻類、菌類、動物、多様性、自然環境。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 好きになる生物学／吉⽥邦久／講談社：ウォ−レス現代生物学上、下／東京化学

同人：キャンベル生物学／丸善 
授業形態 講義 
注意備考 パワーポイントでまとめた電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業をおこ

なう。 
シラバスコード FSP06711 
実務経験のある教員  
達成目標 １．生き物の主な仲間（五界）の形態、エネルギー獲得、繁殖に関する特徴を説

明できること。 
２．日頃よく目につく植物や動物が何の仲間かわかること。 
３．植物の基本形態を説明できること。 
４．脊椎動物の基本形態を説明できること。 
５．地球表面の自然環境変化と生物進化の関係を説明できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⻄村研究室 十学舎５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biology II 
関連科目 「生物学基礎論Ⅰ」を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生命の多様性とその成立ち、さらに生物活動が環境に及ぼす影響について理解を

深めていただくのを目的として講義する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義の内容と進め方、受講上の注意点を説明する。さらに、生物学が対象



とする研究分野と問題解決のための思考法について解説する。 
2 回  地球と生命の歴史、生き物の主な仲間について解説する。 
3 回  植物界の主な仲間１：被子植物について解説する。 
4 回 植物界の主な仲間２：裸子植物について解説する。 
5 回 植物界の主な仲間３：シダ類とコケ類について、それぞれの生活環の違いを
中⼼に解説する。 
6 回 原生生物界の主な仲間（藻類の主な仲間）について解説する。 
7 回 菌界の主な仲間：菌類（カビ、キノコ）の主な仲 

準備学習 1 回 講義内容と目的を把握しておくこと。生物学のテキストや、本講義の参考書
としてあげている生物学の図書の目次に目を通しておくこと。 
2 回 帰納法と演繹法を復習しておくこと。生き物の主な仲間とそれらが繁栄し
た年代を調べておくこと。 
3 回 生き物の主な仲間が繁栄した地質年代を復習しておくこと。植物の体のつ
くり、花の基本構造について調べておくこと。 
4 回 講義で解説された被子植物の学名を確認しておくこと。針葉樹の主な仲間
は、どのような球果をつくるかを調べておくこと。 
5 回  講義で解説された裸子植物の学名を確認 

 



年度 2014 
授業コード FSP07111 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、予習復習を含めた実験への取り組みおよ

び理解度 40％により、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のう
ち、60 点以上を合格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数
の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13) 
見出し FSP07111 地学基礎実験 
担当教員名 ⻘⽊ 一勝、小林 祥一、郷津 知太郎＊ 
単位数 2 
教科書 スクエア最新図説地学／⻄村祐二郎・杉山直／第一学習社／ISBN978-4-8040-

4658-7 C7044 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように⼼掛ける。 
この実験は火曜日にも開講しています。実験がしやすい受講生の少ない曜日に受
講することを勧めます。 

シラバスコード FSP07111 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実力をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 3F 小林研究室 086-256-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Geology 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図
の作成、地質図の作成等に関する実験を行う．また、パーソナルコンピューター
を活用しデータの整理を行う． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形に 

 



年度 2014 
授業コード FSP07121 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、予習復習を含めた実験への取り組みおよ

び理解度 40％により、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のう
ち、60 点以上を合格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数
の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13) 
見出し FSP07121 地学基礎実験 
担当教員名 ⻘⽊ 一勝、小林 祥一、山口 一裕 
単位数 2 
教科書 スクエア最新図説地学／⻄村祐二郎・杉山直／第一学習社／ISBN978-4-8040-

4658-7 C7044 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように⼼掛ける。 
この実験は火曜日にも開講しています。実験がしやすい受講生の少ない曜日に受
講することを勧めます。 

シラバスコード FSP07121 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実力をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 3F 小林研究室 086-256-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Geology 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図
の作成、地質図の作成等に関する実験を行う．また、パーソナルコンピューター
を活用しデータの整理を行う． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形に 

 



年度 2014 
授業コード FSP07131 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、予習復習を含めた実験への取り組みおよ

び理解度 40％により、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のう
ち、60 点以上を合格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数
の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14) 
見出し FSP07131 地学基礎実験 
担当教員名 ⻘⽊ 一勝、小林 祥一、郷津 知太郎＊ 
単位数 2 
教科書 スクエア最新図説地学／⻄村祐二郎・杉山直／第一学習社／ISBN978-4-8040-

4658-7 C7044 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように⼼掛ける。 
この実験は火曜日にも開講しています。実験がしやすい受講生の少ない曜日に受
講することを勧めます。 

シラバスコード FSP07131 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実力をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 3F 小林研究室 086-256-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Geology 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図
の作成、地質図の作成等に関する実験を行う．また、パーソナルコンピューター
を活用しデータの整理を行う． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形に 

 



年度 2014 
授業コード FSP07141 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、予習復習を含めた実験への取り組みおよ

び理解度 40％により、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のう
ち、60 点以上を合格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数
の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14) 
見出し FSP07141 地学基礎実験 
担当教員名 ⻘⽊ 一勝、小林 祥一、山口 一裕 
単位数 2 
教科書 スクエア最新図説地学／⻄村祐二郎・杉山直／第一学習社／ISBN978-4-8040-

4658-7 C7044 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように⼼掛ける。 
この実験は火曜日にも開講しています。実験がしやすい受講生の少ない曜日に受
講することを勧めます。 

シラバスコード FSP07141 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実力をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 3F 小林研究室 086-256-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Geology 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図
の作成、地質図の作成等に関する実験を行う．また、パーソナルコンピューター
を活用しデータの整理を行う． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形に 

 



年度 2014 
授業コード FSP07710 
成績評価 中間テスト（40 点）、定期試験（60 点）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14) 
見出し FSP07710 質点の力学Ⅰ 
担当教員名 蜷川 清隆 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード 位置、速度、加速度、ニュートンの運動方程式、ベクトル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ⿊板の字が小さく、書く量が多いと、指摘を受けています。 

(1) 書くことによって、身に付く。 
(2) できるだけ途中の式を飛ばさないようにし、後で、自分で復習したときに、
フォローできるようにしたい。 
(3) 遅刻して来た学生、書くのが遅い学生に配慮して、できるだけ⿊板に書いた
ことを残すようにしています。 また、その節の全体を把握してもらいたい。 
との考えから、どうしても⿊板に書く量が多くなり、字も相対的に小さくなって
います。 
講義中、席の移動は自由ですので、見えない場合は前に移動してください。 

科目名 質点の力学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻑岡洋介著 「物理の基礎」 東京教学社 Raymondo A. Serway 著 松村 訳「科

学者と技術者のための物理学 Ia, Ib 力学・波動」学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP07710 
実務経験のある教員  
達成目標 微分積分を使って、ニュートンの運動方程式を理解する。 
受講者へのコメント しっかりノートをとってください。 
連絡先 蜷川研究室 1 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし。 
英文科目名 Mechanics I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 しっかりノートをとってください。 
講義目的 力学は物理学全般の基礎となる概念である。基本的な考え方を養うとともに、力

学を通し、現象を物理的イメージとして把握できる力を養成する。また、講義内



容をより深く理解するために、基礎的な問題を中⼼に演習をおこなう。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  古典力学、⻑さ・質量・時間の標準を講義する。 

2 回  桁、ベキを表す接頭語、片対数グラフを講義する。 
3 回  指数関数、対数関数、ネピアの数を講義する。 
4 回  微分を講義する。 
5 回  合成関数の微分を講義する。 
6 回  積分を講義する。 
7 回  位置、速度、加速度、ニュートンの運動方程式、自由落下を講義する。 
8 回  速度に比例した抵抗力が働いている物体の落下運動を講義する。 
9 回  マクローリン展開とオイラーの公式を講義する。 
10 回  単振動を講義する。 
11 回  １次元の運動とエネルギー 

準備学習 1 回  復習をしっかりすること。 
2 回  復習をしっかりすること。 
3 回  対応する部分の高校の復習をしてくること。 
4 回  対応する部分の高校の復習をしてくること。 
5 回  対応する部分の高校の復習をしてくること。 
6 回  対応する部分の高校の復習をしてくること。 
7 回  復習をしっかりすること。 
8 回  復習をしっかりすること。 
9 回  復習をしっかりすること。 
10 回  復習をしっかりすること。 
11 回  復習をしっかりすること。 
12 回  復習をしっかりすること。 
13 回  復習をしっかりすること 

 



年度 2014 
授業コード FSP07810 
成績評価 課題提出(25%)、小テスト（50%）、定期試験（25%）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14) 
見出し FSP07810 質点の力学Ⅱ 
担当教員名 宮川 和也 
単位数 2 
教科書 物理の基礎／⻑岡洋介／東京教学社 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 質点の力学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 科学者と技術者のための物理学 Ia、Ib 力学・振動／Reymond A.Serway 著、松

村博之訳／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP07810 
実務経験のある教員  
達成目標 ・仕事、運動エネルギー、位置エネルギーを理解する。 

・力学的エネルギー保存則を理解し、基礎的な問題が解けるようになる。 
・運動量保存則を理解し、衝突現象などのへの具体的な応用ができるようになる。 
・角運動量、力のモーメントを理解し、回転運動への具体的な応用ができるよう
になる。 
・剛体のつりあいを理解し、基礎的な問題が解けるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 宮川研究室、24 号館 5F 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mechanics II 
関連科目 質点の力学 I、 剛体の力学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 力学は、物理学全般の基礎となるものであり、理、⼯、医系の学生にとって重要

な科目である。この講義では、「質点の力学 I」に続いて、エネルギー、衝突現象
と運動量の変化、回転と角運動量、剛体のつりあい等についての基礎を理解し、
その考え方を学ぶこととする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 「質点の力学 I」で学んだ事柄の復習をする。 
2 回 仕事、運動エネルギーについて解説する。 
3 回 位置エネルギー、力のポテンシャルについて解説する。 
4 回 力学的エネルギー保存則について解説する。 
5 回 テストを行い、その後、解説をする。 
6 回 運動量と力積について解説する。 
7 回 2 物体の運動（重⼼運動と相対運動）、運動量保存則について解説する。 
8 回 演習問題を解き、その解説をする。 
9 回 回転運動と角運動量について解説する。 
10 回 力のモーメント、角運動量保存則について解説する。 
11 回 演習 

準備学習 1 回 「質点の力学 I」で学んだ事柄の中から、力のつりあい、落体の運動、単振
動、等速円運動などを復習しておくこと。 
2 回 仕事、運動エネルギーについて、教科書を読んでおくこと。 
3 回 位置エネルギー、力のポテンシャルについて、教科書を読んでおくこと。 
4 回 力学的エネルギー保存則について、教科書を読んでおくこと。 
5 回 指示された問題を解いておくこと。 
6 回 運動量と力積について、教科書を読んでおくこと。 
7 回 2 物体の運動（重⼼運動と相対運動）、運動量保存則について、教科書を読
んでおくこと。 
8 回 指示さ 

 



年度 2014 
授業コード FSP09910 
成績評価 中間試験(４０％），定期試験(６０％)の点数で評価します。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13) 
見出し FSP09910 電気⼯学概論 
担当教員名 米⽥ 稔 
単位数 2 
教科書 高橋 寛 監修・増⽥英二 編著 「わかりやすい電気基礎」・コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 直流回路、交流回路 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 板書に対する指摘を戴きました。今まで以上に、丁寧な板書に努めたいと思って

おります。 
科目名 電気⼯学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⼾畑裕志、中島章夫 編 「医用電気⼯学２」・医⻭薬出版㈱ 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP09910 
実務経験のある教員  
達成目標 ・交流の基本的性質を説明できること。 

・基本的な交流回路の特性を説明できること。 
・ベクトルと複素数を用いて交流回路を説明できること。 

受講者へのコメント 本科目は、電気⼯学分野の内容に関して“広く浅く”紹介するため、各項目の講義
内容は基礎的な部分に限られています。ついては、応用物理学科の教育カリキュ
ラムでは、電気⼯学分野の関連科目はあまり開講されないため、電気⼯学分野に
関⼼のある学生は個別に教員に相談してください。なお、関連科目を 3 年次生対
象に開講しますので、併せて受講を推奨します。 

連絡先 米⽥研究室（1 号館１階) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 本講義は選択科目ですが、受講生の出席率は高く、欠席回数が 2 回以下の方が
82%以上を占めています。ただし、自主的な学習時間は 30 分以下の方が 80%を
超えております。できるだけ講義を通じて電気⼯学分野への理解・関⼼が高まる
よう努めますが、理解を深めるためには自主的な学習が不可欠です。今期の受講
生には自主的な復習に努めることを期待します。なお、大半の受講生から”満足、
ほぼ満足”との意見が寄せられました。 

英文科目名 Introduction to Electrical Engineering 
関連科目 「基礎電磁気学 I」、「基礎電磁気学 II」、「応用電磁気学 I」を受講していることが



望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 今後とも、身近な電気⼯学分野の話題を織り込んだ講義に努めます。また、一度

の講義で扱う内容についても検討したいと思っています。 
講義目的 電気⼯学が扱う範囲は極めて広いが、本講義では主に交流回路を扱う。交流に関

する基本的な問題は、就職や臨床⼯学技士の試験で頻繁に出題されている。交流
回路から得られる結果を公式としてだけでなく、その背景にある物理現象を理解
できるように講義する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 電流と電圧について講義する。 

2 回 直流回路（並列・直列回路）の計算について講義する。 
3 回 直流回路（直並列・応用回路）の計算について講義する。 
4 回 抵抗の性質、電流の作用について講義する。 
5 回 電流と磁気の関係について講義する。 
6 回 コンデンサと静電容量ついて講義する。 
7 回 正弦波交流の性質について講義する。 
8 回 交流起電力について講義する。 
9 回 抵抗、静電容量の含まれた交流回路について講義する。 
10 回 RLC-直列および並列回路について講義する。 
11 回 交流電力、共振回路につい 

準備学習 1 回 「基礎電磁気学 1、II」の内容を復習しておくこと。 
2 回 前回の復習をしておくこと。 
3 回 前回の復習をしておくこと。 
4 回 前回の復習をしておくこと。 
5 回 前回の復習をしておくこと。 
6 回 前回の復習をしておくこと。 
7 回 前回の復習をしておくこと。 
8 回 前回の復習をしておくこと。 
9 回 前回の復習をしておくこと。 
10 回 前回の復習をしておくこと。 
11 回 前回の復習をしておくこと。 
12 回 前回の復習をしておくこと。 
13 回 前回の復習をしておくこと。 
14 回 前回の復習をしておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FSP11310 
成績評価 中間テスト（40 点）、定期試験（60 点）で評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13) 
見出し FSP11310 情報処理⼯学 
担当教員名 蜷川 清隆 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 情報量、情報のエントロピー、RSA 暗号、CPU、ASCII、記憶の階層 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ⿊板の字が小さく、書く量が多いと、指摘を受けています。 

(1) 書くことによって、身に付く。 
(2) できるだけ途中の式を飛ばさないようにし、後で、自分で復習したときに、
フォローできるようにしたい。 
(3) 遅刻して来た学生、書くのが遅い学生に配慮して、できるだけ⿊板に書いた
ことを残すようにしています。 また、その節の全体を把握してもらいたい。 
との考えから、どうしても⿊板に書く量が多くなり、字も相対的に小さくなって
います。 
講義中、席の移動は自由ですので、見えない場合は前に移動してください。 

科目名 情報処理⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「医用情報処理⼯学」医⻭薬出版 

「臨床検査技術学 15 情報科学・医療情報」医学書院 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP11310 
実務経験のある教員  
達成目標 臨床⼯学技士や基本情報処理技術者等の国家資格取得に必要な情報分野の基礎

知識の習得を目指す。 
受講者へのコメント しっかりノートをとってください。 
連絡先 蜷川研究室 １号館３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし。 
英文科目名 Information Technology 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 コンピュータと通信技術は、この 50 年の間に互いに結びつきながら急激に発達



し、我々の生活を変えるまでなっている。この講義では、これらの技術の数学的
な基礎理論、ハードウェア，ソフトウェア、ネットワークについて、基礎的な事
柄を理解することを目標としている。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションをする。 

2 回  情報の基礎知識（１）を講義する。 
3 回  情報の基礎知識（２）を講義する。 
4 回  情報の基礎知識（３）を講義する。 
5 回  情報の基礎知識（４）を講義する。 
6 回  コンピュータの基礎知識（１）を講義する。 
7 回  コンピュータの基礎知識（２）を講義する。 
8 回  コンピュータの基礎知識（３）を講義する。 
9 回  コンピュータの基礎知識（４）を講義する。 
10 回  コンピュータの基礎知識（５）を講義する。 
11 回  情報通信ネットワーク（１）を講義する。 
12 

準備学習 2 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
3 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
4 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
5 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
6 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
7 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
8 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
9 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
10 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
11 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
12 回  教 

 



年度 2014 
授業コード FSP11610 
成績評価 特別研究への取り組みや発表内容を 100 点満点で評価する（各項目への配点は研

究室毎に異なる）。 
100 点満点で，60 点以上を合格とする。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 物理科学専攻(〜11),医用科学専攻(〜11) 
見出し FSP11610 特別研究 
担当教員名 蜷川 清隆、尾崎 眞啓、金子 敏明、川端 晃幸、豊⽥ 新、中川 幸子、中

川 益生 
単位数 8 
教科書 指導教員が適宜指示する 
アクティブラーニング  
キーワード 研究力，プレゼンテーション 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員が適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 (1)研究室毎に実施するので，具体的な内容・実施形態については指導教員の指示

に従うこと。 
(2)特に実験系の研究室において，事前に実験の安全について十分に講習を受け
ること。 

シラバスコード FSP11610 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)一つのテーマを解決するために必要な課題について，書籍，文献，ウェブ等で

調査する能力を身につける。 
(2)他のゼミ生，大学院生，指導教員等と協力して，問題を解決するともにプロジ
ェクトを完成させることができる。 
(3)研究した内容を聴衆を前にパワーポイントを使って簡潔に発表することがで
きる。 
(4)発表に対する質問に適確に答えることができるように，十分な準備を行う能
力を身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 （人数が少ないため（5 名），アンケート実施せず） 
英文科目名 Professional Research 



関連科目 ゼミナール 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 応用物理学における一つのテーマについて，研究を行うための基礎能力を身につ

ける。 
対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 (1)研究室の過去の特別研究論文（要旨）をあらかじめ読んでおくこと。 

(2)特別研究の具体的な内容等について，担当教員の指示に従うこと。 
(3)中間発表用資料を準備すること。 
(4)特別研究発表用資料を準備すること。 
(5)特別研究要旨作成の準備をすること。 

 



年度 2014 
授業コード FSP11810 
成績評価 講義中での演習やレポート提出が約３０％、定期試験を主として中間テストも含

めたテストで約７０％の割合で評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13) 
見出し FSP11810 物理数学Ⅰ 
担当教員名 金子 敏明 
単位数 2 
教科書 使用しない。講義ノートを中⼼に講義する。資料は適宜配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード フーリエ級数、フーリエ変換、超関数、関数内積、微分方程式、偏微分、複素数、

テーラー展開 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 矢野・石原著「科学技術者のための基礎数学（新版）」（裳華房）ほか 
授業形態 講義 
注意備考 中間テストを行う講義回数は変更になる場合があるので、講義中での指示や連絡

に注意すること。自分で講義内容をしっかりとノートに書きとめて計算練習する
ことが大切である。 

シラバスコード FSP11810 
実務経験のある教員  
達成目標 高校までの数学の知識に加えて、三角関数、微分と積分、フーリエ級数やフーリ

エ変換の計算ができるようになり、関数内積やデルタ関数が理解できて、多変数
関数の微分積分まで駆使できるようになることを目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 金子敏明研究室 ２４号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics for Physicists I 
関連科目 「応用数学」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代物理学を数量的な立場から理解するためには数学の素養が不可欠である。こ

の講義では、物理学に必要な基本的な数学をわかりやすく展開すると同時に、そ
の物理的意味を解説し、応用思考を身に付けてもらうことを目的とする。単なる
公式暗記主義や盲目的な計算練習を目指したものではない。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 三角関数、指数関数、微分、積分などに関してまとめの解説をした後に若干
の演習をする。 
2 回 フーリエ級数の定義と性質について解説した後に若干の演習をする。 
3 回 フーリエ級数の種々の表現と物理的意味について解説した後に若干の演習
をする。 
4 回 フーリエ変換について解説した後に若干の演習をする。 
5 回 フーリエ変換の物理への応用例を解説したあとに若干の演習をする。 
6 回 超関数（デルタ関数）の定義と性質について解説した後に若干の演習をす
る。 
7 回 ここまでの学習内容に関するまとめのテスト（中間テスト）を 

準備学習 1 回 種々の関数、微分と積分に関する知識を再確認しておくこと 
2 回 三角関数の式変形、および微積分に関する公式を復習しておくこと 
3 回 三角関数の積と和の公式、複素数を復習しておくこと 
4 回 三角関数の積分、部分積分、指数関数の積について復習しておくこと 
5 回 三角関数の積分、部分積分、指数関数の積について復習しておくこと 
6 回 三角関数の積分、部分積分、指数関数の積について復習しておくこと 
7 回 これまでの学習内容を十分に復習し計算練習をしておくこと 
8 回 前回のまとめのテストで理解が不十分であったとこ 

 



年度 2014 
授業コード FSP11910 
成績評価 中間試験と定期試験で９割の得点、理解を確認するために各時間の終わりに行う

小テストは１割。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13) 
見出し FSP11910 物理数学Ⅱ 
担当教員名 中川 幸子 
単位数 2 
教科書 物理のための応用数学 ／小出昭一郎・阿部龍蔵 監修／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 偏微分方程式、固有値問題、 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎科学のための数学的手法／小⽥垣 孝／裳華房／ 

物理数学ノート／高橋 康（たかはしやすし）／講談社サイエンティフィック 
授業形態 講義 
注意備考 数学は、分からなくなったら元に戻りましょう。物理数学の I、線形代数、入門

数学、、、、 
シラバスコード FSP11910 
実務経験のある教員  
達成目標 物理学の各分野における数学的な手法を確認し、基本課題が解けるようになるこ

と。 
受講者へのコメント  
連絡先 メール stnak@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics for Physicists II 
関連科目 物理数学 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学の各分野の課題は、数学的には共通な方程式と共通の解法で解ける場合が

少なくない。現実には圧倒的に多い非線形の問題は、方程式は分かっていても、
コンピューターを用いて、数値計算によらなければ解けないのが普通である。さ
らに先端科学ではスーパーコンピューターによらなければ解けないものが多い。
この講義では、解ける形の物理の方程式を知って、物理数学の基本的な考え方を
理解し、紙と鉛筆で解ける範囲で、自分でも解けることを確認する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容  
準備学習 １年時の線形代数、２年次前期の物理数学１でを履修していれば、ほとんど困難

はありません。 
 



年度 2014 
授業コード FSP12010 
成績評価 課題提出（20％），中間テスト（30％），定期試験（50％）により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13) 
見出し FSP12010 剛体の力学 
担当教員名 平岡 裕 
単位数 2 
教科書 力学 要論と演習／原 康夫／東京教学社／978-4-808220631 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・演習課題に対して十分に解説すること 

 上述のとおり、できるだけ時間を割いて解説します。 
・声が小さい、字が小さい 
 聴講する際、できるだけ講義室の前の方に座ることを勧めます。 

科目名 剛体の力学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP12010 
実務経験のある教員  
達成目標 剛体の運動を理解するために，角速度，角加速度，角運動量などの専門用語に習

熟するとともに，演習を通じて実際に剛体の運動方程式を解くための力を養う。 
受講者へのコメント 特にありません。 
連絡先 1 号館 3 階平岡研究室 086-256-9479 hiraoka@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [C}総合評価、項目 6)授業に対する教員の意欲： 
 感じられた（46.9%）、少し感じられた（37.5%）の小計 86.4%で、昨年度と同
程度でした。 
[C]総合評価、項目 7)授業に対する満足度： 
 満足（40.6%）、ほぼ満足（31.3%）の小計 71.9%で、やや低い数字であると認
識しています。講義内容等、改善できる点は改善する必要があります。 

英文科目名 Mechanics of Rigid Body 
関連科目 質点の力学Ⅰ，質点の力学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 ・説明に⼯夫を加えるように 

 指摘のとおり、理解しやすいように演習時間を増やすなど改善します。 
・私語などに対して注意をすること 



 本件につきまして、なお一層留意します。 
講義目的 力学は物理学全般の基礎となる学問である。物質（物体）の中で質点と剛体だけ

は，それらの運動を数式で取り扱い，数学的に解くことが可能である。本講義で
は，剛体の運動について基本的な考え方を学ぶことを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション： 

本講義の進め方及び注意事項について説明する。 
2 回 座標，重⼼，自由度： 
剛体の運動を記述する際に基本となる座標の表示法，重⼼の定義，自由度などに
ついて説明する。 
3 回 角速度，角加速度，角運動量： 
剛体の運動を記述する際に出てくる物理量である角速度，角加速度，角運動量な
どについて説明する。 
4 回 演習： 
2，3 回目の講義で学んだ内容について，演習問題を解くことによって理解を深め
る。 
5 回 慣性モーメント： 
剛体の運動を記述する際に出てくる物理量の一つである慣性モーメントについ 

準備学習 1 回 シラバスをよく見ておくこと。また，質点と剛体に違いについて調べておく
こと。 
2 回 質点の力学について復習しておくこと。 
3 回 ニュートンの運動三法則をよく理解しておくこと。 
4 回 2，3 回目の講義で学んだことを復習しておくこと。 
5 回 微分・積分（特に二重積分）を理解しておくこと。 
6 回 直線運動についてよく理解しておくこと。 
7 回 5，6 回目の講義で学んだことを復習しておくこと。 
8 回 2〜7 回目の講義で学んだことを整理しておくこと。 
9 回 ニュートンの法則について復習しておくこと。 
10 回 ニュ 

 



年度 2014 
授業コード FSP12110 
成績評価 講義への参加度が約 3 割、毎回の演習とレポートが約 7 割の割合で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 物理科学専攻(〜11) 
見出し FSP12110 振動(再) 
担当教員名 金子 敏明 
単位数 2 
教科書 ⻑谷川修司著「振動・波動」（講談社）（第 1 章から第 6 章）／978-4-061572027 
アクティブラーニング  
キーワード 単振動、減衰振動、連成振動、強制振動 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 振動(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP12110 
実務経験のある教員  
達成目標 単振動、減衰振動、連成振動の運動方程式をたてることができて、さらにそれら

の方程式を解くことができるようになることを目指す。 
受講者へのコメント  
連絡先 金子敏明研究室 24 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Vibrations 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学で大切な振動現象について、基本となる単振動から発展して連成振動や減

衰振動など、種々の振動現象について理解することを目的とする。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 ばねの復元力の求め方、単振動する物体の運動方程式（ニュートン方程式）の求

め方とその解き方などの基礎事項を復習しておくこと。 
 



年度 2014 
授業コード FSP12310 
成績評価 講義中で行う演習とレポートなどが約３０％、中間テストを含めた定期試験が約

７０％の割合で評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13) 
見出し FSP12310 量子力学の基礎 
担当教員名 金子 敏明 
単位数 2 
教科書 講義ノート、および「運動量保存と’非保存’」（金子著、共立出版）を中⼼に講義

する。 
アクティブラーニング  
キーワード 物質の二重性、波束、波動関数、演算子、波動方程式、透過係数、反射係数、確

率保存、期待値 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ６人のひとから「この講義室では狭すぎる」というコメントがありました。私も

そう思ったので、教務に相談しましたが、ほかの教室に空きがなかったのでやむ
なく狭い教室で講義を続けました。次年度からは、こういうことがないように教
務に要請しました。 

科目名 量子力学の基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 阿部龍蔵著「はじめて学ぶ量子力学」（サイエンス社） 

小川哲生著「量子力学講義」（サイエンス社） 
授業形態 講義 
注意備考 中間テストを行う講義回数は講義の進度によって変更になる場合があるので、講

義中での指示や連絡に注意すること 
シラバスコード FSP12310 
実務経験のある教員  
達成目標 演算子の考え方と扱い方に慣れて１次元の波動方程式を解くことができるよう

になる、演算子の交換関係が計算できるようになる、線形の２階微分方程式が解
けるようになることを目標とする。 

受講者へのコメント 量子力学は、力学とは違って、波動という新しい立場に立った物理学です。です
から、ニュートン力学における質点の場合とは違った確率の考え方が必要でした
ね。「演算子」とか「平均値」とかの専門用語に慣れてくださいね。 

連絡先 金子敏明研究室 ２４号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ９０％以上の学生が欠席数が２回以内ということで、皆さん講義への参加度は高
かったです。宿題や自主的学習にも８０％以上の人が取り組んでいました。この
ためか、８５％以上の人がこの分野への関⼼が高まり、授業にも満足したようで
す。担当教員としても 



皆さんの学習態度に感謝します。 
英文科目名 Elementary Quantum Mechanics 
関連科目 応用数学、微分積分学 
次回に向けての改善変更予定 この広義では教科書がないので勉強しづらかった面もあると思いますが、ノート

を読み返したり、ほかの参考書を勉強したりして知識を広げてください。私も、
教科書になるような本を探します。 

講義目的 量子力学は現代物理学をミクロな立場から理解するために不可欠な方法論を提
供した。この講義では、古典力学から量子力学への橋渡しをするために、種々の
事例を紹介して、確率波としての波動力学である量子力学に触れることを目的と
する。量子力学の基礎を解説するために、主として、空間的には一次元の波動を
用いる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 粒子性と波動性の特徴について解説した後、若干の演習をする。 

2 回 波動を数学で表現する方法を解説する。また、若干の演習をする。 
3 回 光の粒子性と波動性について解説した後、若干の演習をする。 
4 回 光電効果とコンプトン効果について解説する。若干の演習をする。 
5 回 光のエネルギーと運動量の関係（分散関係）、波動方程式について解説する。
若干の演習をする。 
6 回 粒子の波動性（ド・ブロイの物質波）について解説する。若干の演習をする。 
7 回 ボーアの原子模型と量子条件、光の発生について解説する。若干の演習 

準備学習 1 回 質点の力学と波動に関する基礎知識の整理をしておくこと 
2 回 波動とはどのようなものかを復習しておくこと 
3 回 ホイヘンスの原理を理解しておくこと 
4 回 エネルギー保存則と運動量保存則を理解しておくこと 
5 回 質点の運動量とエネルギー、２変数関数の偏微分を理解しておくこと。 
6 回 電子の回折現象など、波動に関する基礎事項を復習しておくこと 
7 回 ニュートン力学における円運動する物体の運動方程式、力学的エネルギー、
角運動量などを復習しておくこと 
8 回 これまでの学習内容の復習と理解を進めておくこと 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FSP12410 
成績評価 講義中での演習、レポート等で約３０％、中間テストと定期試験で約７０％の割

合で評価する 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜12) 
見出し FSP12410 量子力学Ⅰ 
担当教員名 金子 敏明 
単位数 2 
教科書 小出昭一郎著「量子力学（Ⅰ）」（改訂版）（裳華房）／978-4-785321321 

（第 1 章から第４章までを中⼼に講義する） 
アクティブラーニング  
キーワード 物質波、シュレーディンガー方程式、波動関数、水素原子、調和振動子、不確定

性、演算子の期待値、波束、角運動量 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 量子力学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「初等量子力学（改訂版）」原島鮮著（裳華房）「量子物理」望月和子著（オーム

社）「新版 量子力学 上」シッフ著 井上訳（吉岡書店）など 
授業形態 講義 
注意備考 中間テストを行う講義回数は変更になる場合があるので、講義中での指示や連絡

に注意すること。１−２年生で学習する微分や積分の基礎知識を持っていること
が望ましい。 

シラバスコード FSP12410 
実務経験のある教員  
達成目標 ３次元座標空間での演算子という考え方に慣れ、その固有方程式（シュレーディ

ンガー方程式）を解くことができるようになること、および、波動関数の確率解
釈、演算子の種々の期待値などが計算できるようになることを目指す。 

受講者へのコメント  
連絡先 金子敏明研究室 ２４号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Quantum Mechanics I 
関連科目 「量子力学の基礎」「量子物性」「量子力学Ⅱ」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物質が持つ粒子性と波動性という「二重性」を説明した量子力学という学問は、

トンネル効果や水素原子が発する光のスペクトルを解明するなど大きな役割を
果たしてきた。現在では、力学や電磁気学と同様に現代物理学にとって必要不可



欠な科目になった。この講義では、量子力学の考え方をやさしく紹介し、演習な
どを通じてこの学問の考え方を身に付けることを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 量子力学の誕生について概観する。若干の演習をする。 

2 回 確率波と不確定性について解説する。若干の演習をする。 
3 回 波束の運動が古典力学の運動に対応すること（エーレンフェストの定理）に
ついて解説する。若干の演習をする。 
4 回 箱の中の自由粒子に対してシュレーディンガー方程式の解法を解説する。
若干の演習をする。 
5 回 3 次元調和振動子に対してシュレーディンガー方程式の解法を解説する。若
干の演習をする。 
6 回 固有関数の直交性と 3 次元のフーリエ級数、フーリエ変換について解説す
る。若干の演習をする。 
7 

準備学習 1 回 教科書の対応する項目を予習しておくこと 
2 回 教科書の対応する項目を予習しておくこと 
3 回 教科書の対応する項目を予習しておくこと 
4 回 教科書の対応する項目を予習しておくこと 
5 回 教科書の対応する項目を予習しておくこと 
6 回 教科書の対応する項目を予習しておくこと 
7 回 教科書の対応する項目を予習しておくこと 
8 回 ここまでの教科書の内容を復習しておくこと 
9 回 教科書の対応する項目を予習しておくこと 
10 回 教科書の対応する項目を予習しておくこと 
11 回 教科書の対応する項目を予習しておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FSP12510 
成績評価 講義中の演習、レポートなどが約３０％、中間テストと定期試験が約７０％の割

合で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜12) 
見出し FSP12510 量子力学Ⅱ 
担当教員名 金子 敏明 
単位数 2 
教科書 小出昭一郎著 「量子力学（Ⅰ）」（改訂版）（裳華房）（第５章以降を中⼼に講義

する） 
アクティブラーニング  
キーワード 摂動論、変分法、スピン角運動量、ゼーマン効果、粒子の散乱、ボルン近似 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 量子力学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「量子物理」望月和子著（オーム社）、「新版 量子力学 上、下」シッフ著（井

上訳）（吉岡書店）など発行されている多数の「量子力学」の図書で、対応する箇
所を参照してください。 

授業形態 講義 
注意備考 内容の関連性から、量子力学Ⅰを履修していることが要求される。基礎数学の微

分積分、合成関数の微分公式などの知識が要求される。中間テストを行う講義回
数は変更になる場合があるので、講義中での指示や連絡に注意すること 

シラバスコード FSP12510 
実務経験のある教員  
達成目標 演算子に慣れると同時に、やや高度な３次元の波動関数を使った微分積分がで

き、種々の演算子の期待値や遷移確率が計算できるようになることを目標とす
る。 

受講者へのコメント  
連絡先 金子敏明研究室 ２４号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Quantum Mechanics II 
関連科目 「量子力学Ⅰ」、「量子物性」、「量子力学の基礎」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この講義では、量子力学Ⅰの内容を引き継いでさらに発展させた項目を講義す

る。水素原子や調和振動子、井⼾型ポテンシャル以外は波動方程式を厳密に解く
ことは不可能である。そのため、摂動論や変分法による近似的解法を学ぶ。また、



粒子の散乱、ゼーマン効果、電子スピンなどを学ぶ。これによって、確率波とし
ての波動関数に親しみ、量子力学の底力を知り、この学問を使えるようになるこ
とが講義の目的である。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ラザフォード散乱の古典論について解説する。若干の演習をする。 

2 回 トンネル効果について解説する。若干の演習をする。 
3 回 散乱問題をボルン近似で解く方法を解説する。若干の演習をする。 
4 回 ラザフォード散乱の波動力学的扱いについて解説する。若干の演習をする。 
5 回 定常状態に対する摂動論（縮退のない場合）について解説する。若干の演習
をする。 
6 回 摂動論を水素原子の分極率に適用する方法について解説する。若干の演習
をする。 
7 回 摂動論を非調和振動子に適用する方法について解説する。若干の演習をす
る。 

準備学習 1 回 教科書の対応する項目の予習をしておくこと 
2 回 教科書の対応する項目の予習をしておくこと 
3 回 教科書の対応する項目の予習をしておくこと 
4 回 教科書の対応する項目の予習をしておくこと 
5 回 教科書の対応する項目の予習をしておくこと 
6 回 教科書の対応する項目の予習をしておくこと 
7 回 教科書の対応する項目の予習をしておくこと 
8 回 これまでの学習内容を復習しておくこと 
9 回 教科書の対応する項目の予習をしておくこと 
10 回 教科書の対応する項目の予習をしておくこと 
11 回 教科書の対応する項目の予 

 



年度 2014 
授業コード FSP12610 
成績評価 中間試験と期末試験の２回で、それぞれ４０点満点とする。時々の小テストの総

和で１０点満点、時折のレポートで、残りの１０点を加算する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜12) 
見出し FSP12610 放射線物理 
担当教員名 中川 幸子 
単位数 2 
教科書 特に指定しない。必要に応じてプリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード 原子物理、放射線と放射能、 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 放射線物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 照射損傷／石野栞／ 東京大学出版会 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP12610 
実務経験のある教員  
達成目標 物理現象は比較的短時間で起こる，原子分子的な相互作用である。全体の関わり

の中でどのように機能するかを理解する。また、大学での講義が実社会の科学技
術と、どう関わるかについて、理解を深める。 

受講者へのコメント  
連絡先 stnak@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics of Radiation 
関連科目 原子物理、量子力学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 放射線科学の目的は，放射能と電離放射線による対象への影響＝相互作用を調べ

ることに有る． 
作用を及ぼす源は様々であり，影響を受ける対象も非生体系から生体系まで，影
響の範囲も原子分子的サイズから生命体の全身的なサイズまで，影響の及ぶ時間
も，ホンの一瞬から生物の数世代にわたる遺伝的な影響まで，実に広範で内容豊
かな総合科学と言うものを学ぶ。また、出来るだけ最先端の研究にも触れるよう
な機会を設ける 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容  
準備学習 総合的な科学なので、あえて特に準備をするのは難しい。他の科目の理解を深め

るようにするのが最短の道である。 
 



年度 2014 
授業コード FSP12710 
成績評価 レポート課題の正解率で約６０％、講義中での質疑に対する応答と演習で約４

０％の割合で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 物理科学専攻(〜12) 
見出し FSP12710 量子物性(再) 
担当教員名 金子 敏明 
単位数 2 
教科書 使用しない。講義ノートおよび「運動量保存と’非保存’」（金子著、共立出版）を

中⼼に講義する。講義中に資料を配布することがある。 
アクティブラーニング  
キーワード フォノン、逆格子、ポテンシャルの井⼾、電子ガス、プラズモン、空間の周期性、

誘電応答、誘電関数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 量子物性(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 キッテル著「固体物理学入門 上、下」（丸善） 
授業形態 講義 
注意備考 履修に関しては、担当教員と事前に連絡をとることが必要である。 
シラバスコード FSP12710 
実務経験のある教員  
達成目標 古典力学のエネルギーと運動量から量子論的なエネルギーと運動量の考え方が

できる。量子論での確率の考え方に基づいて、種々の期待値が計算できるように
なる。また、電子ガスの集団励起（プラスモン励起）や格子振動などの素励起と
いう考え方を理解できる。以上が達成目標である。 

受講者へのコメント  
連絡先 金子敏明研究室 ２４号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Quantum Approach to Condensed Matter Physics 
関連科目 量子力学Ⅰ、量子力学Ⅱ、量子力学の基礎、物理数学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この講義では、始めに粒子の古典的描像における確率解釈を紹介し、次第に量子

論的描像に基づいた物性に慣れていく。すなわち、物理学に現れる素励起を量子
論で記述できるように重点を移していく。この講義から、古典力学とは異なった
量子論的な物の見方や分散関係の重要性を認識し、実践的な計算を身に付けるこ
とが講義の目的である。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 ガウス分布関数の特徴や積分公式や単振動の知識、連立方程式の解き方、光や電

子のエネルギーと運動量の関係（分散関係）、フーリエ変換、ベクトルの内積と外
積の公式などを確認して、シュレーディンガー方程式の解き方や電子の波動関数
（３次元）を使った微積分ができるようにしておくこと。また、複素誘電率につ
いて調べておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FSP12910 
成績評価 課題提出 20％，小テスト 30％，定期試験 50％により評価する。講義内外での積

極的な議論参加は特に評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13) 
見出し FSP12910 熱力学 
担当教員名 山本 薫 
単位数 2 
教科書 砂川重信 著 “熱・統計力学の考え方”（岩波書店） 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 熱力学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い試験形態は筆記とする。小テストは随時行う。 
シラバスコード FSP12910 
実務経験のある教員  
達成目標 熱力学第一，第二法則とは何か説明できること。内部エネルギーと自由エネルギ

ーの関係を，エントロピーを用いて説明できること。 
受講者へのコメント 提出課題に真面目に取り組んだ学生が多く前年度にくらべ中間試験の成績が大

きく向上したように思います。ところが，これに安⼼してしまったと見えて，期
末テストの成績は全般的に優れませんでした。講義の後期に取り組んだ熱力学第
二法則やエントロピーは，確かに難しいテーマですが非常に重要なところです。
未消化なまま終えないよう復習等に勤めて下さい。 

連絡先 １号館１階 山本研究室 086-256-9470 yamamoto@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 今年度は提出課題を多く課したこともあり，授業以外の取り組みとして課題に取
り組んだとの回答が大半となった。中間試験の結果を見る限り効果的であったと
思われるので，次年度以降もより⼯夫したかたちで継続したい。 

英文科目名 Thermodynamics 
関連科目 熱統計物理 
次回に向けての改善変更予定 提出課題を多く課したが，脱落者を防ぐために成績評価のハードルは低くした。

おそらくこのために，課題の回答に時間をかけない学生が増えてしまったようで
ある。これは，授業時間外の学習時間と授業への満足度のデータに表れていた（授
業でもとめる理解度の水準が適度に高ければ，目標達成と授業への満足度の評価



で不満とする学生が見られるはず）。水準以上の学生に対してある程度の知的ス
トレスを与えることができるよう，次年度以降，指導内容を調整したい。 

講義目的 熱力学は，物質のさまざまな熱現象を巨視的な立場から記述することにより最大
限簡略化して定式化する学問である。現代社会はエネルギーによって支えられて
おり，迫りつつある化石エネルギーの枯渇が人間活動の最大の課題として意識さ
れつつある中，エネルギーの１形態である熱を正しく理解する熱力学の重要性は
高まりつつある。省エネルギー化や自然エネルギー開発に直接たずさわる科学技
術者，あるいは持続的な社会発展に貢献する理⼯系社会人の基盤知識として，重
要性の高い基礎事項をコンパクトに解説する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 熱平衡状態と温度について解説する。 

2 回 状態変数と状態方程式について説明する。 
3 回 熱と仕事，熱の仕事当量について説明する。 
4 回 内部エネルギーについて述べ，熱力学第一法則について説明する。 
5 回 等圧過程，等温過程，断熱過程について説明する。 
6 回 等積比熱，等圧比熱，マイヤーの関係式について説明する。 
7 回 カルノーサイクル，熱効率について説明する。 
8 回 クラウジウスの原理，トムソンの原理について述べ，熱力学第二法則につい
て説明する。 
物質の熱的性質を巨視的な立場から議論する。エントロ 

準備学習 1 回 各種温度計の原理について調べておくこと。 
2 回 理想気体の状態方程式について調べておくこと。 
3 回 仕事の単位について調べておくこと。 
4 回 熱の仕事当量について調べておくこと。 
5 回 微分表現，積分表現とは何かについて調べておくこと。 
6 回 等積過程，等圧過程とは何かを調べておくこと 
7 回 熱機関について調べておくこと。 
8 回 可逆過程について調べておくこと。 
9 回 永久機関とは何か調べておくこと。 
10 回 クラウジウスの関係式について調べておくこと。 
11 回 熱力学第一，第二法則の別名を調べてお 

 



年度 2014 
授業コード FSP13010 
成績評価 課題提出 20％，小テスト 30％，定期試験 50％により評価する。講義内外におけ

る積極的な議論参加に対しては特に評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13) 
見出し FSP13010 熱統計物理 
担当教員名 山本 薫 
単位数 2 
教科書 岡部 豊 著 “統計力学” （裳華房） 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 熱統計物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP13010 
実務経験のある教員  
達成目標 ①ボルツマンの関係式を理解し，エントロピーの本質が微視的状態数に関係して

いるこを説明出来る 
②ボルツマン分布とはどの様な統計分布であるかを説明できる 
③フェルミ面とは何であるかを説明出来る 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館１階 山本研究室 086-256-9470 yamamoto@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Statistical Physics 
関連科目 熱力学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ミクロな粒子によって構成されているマクロ物質の性質が，微視理論によって理

解できることを学ぶ。熱力学で重要なエントロピーという概念が系の取り得る場
合の数（状態数）に関係づけられることを理解する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 正規分布を題材として統計学の有効性を議論する。 

2 回 理想気体の分子運動論について解説する。 
3 回 位相空間，分布関数，エルゴード仮説について解説する。 



4 回 状態数の数え方，ボルツマンの関係式によるエントロピーの定義について
解説する。 
5 回 結合系の熱平衡について学び，確率分布の温度依存性がボルツマン因子で
表されることを解説する。 
6 回 統計集団の扱いを学び，ゆらぎや化学ポテンシャルについて解説する。 
7 回 古典統計力学の応用例として固体の比熱の計算方法について解説する。 
8 回 これまでの講義内容 

準備学習 1 回 代表値，標準偏差，確率変数とは何か，予習しておくこと。 
2 回 ファンデルワールス方程式について予習しておくこと。 
3 回 等確率の原理とは何か予習しておくこと。 
4 回 古典熱力学によるエントロピーの定義について調べておくこと。 
5 回 ボルツマン分布とは何か，逆温度とは何か，調べておくこと。 
6 回 化学ポテンシャルとは何か調べておくこと。 
7 回 デバイ模型およびアインシュタイン模型とは何か，調べておくこと。 
8 回 これまでの講義内容について復習しておくこと。 
9 回 プランク定数とは何か，大きさはどの程度 

 



年度 2014 
授業コード FSP13110 
成績評価 課題提出２０％、小テストの結果２０％、定期試験６０％により成績を評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用物理学科(〜10) 
見出し FSP13110 低温物性(再) 
担当教員名 畑中 啓作 
単位数 2 
教科書 低温物性(講義ノート)／藤井佳子／(河原書店) 
アクティブラーニング  
キーワード 絶対温度、熱運動、超伝導、マイスナー効果、磁束量子化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 低温物性(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 低温・超伝導・高温超伝導／⻑岡洋介／(丸善)：高温超伝導の材料科学／村上雅

人／(内⽥⽼鶴圃) 
授業形態 講義 
注意備考 定期試験は自筆のノートのみ持ち込み可とするので必ずノートを活用して学習

すること． 
シラバスコード FSP13110 
実務経験のある教員  
達成目標 温度が低下すると、物質の性質はどのように変わっていくかを理解すること。超

伝導に特有な性質について理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 １号館３階 畑中研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 登録者は１名いましたが，講義を履修した者はいませんでした。 
英文科目名 Low Temperature Physics 
関連科目 熱力学、熱統計物理を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物質を冷却すると、室温では見られなかった新たな現象が顔を出してくる。この

うち特に、超伝導現象について詳しく述べ、その基礎的な性質の説明を行うとと
もに、NMR,リニアモーターカー、送電、SQUID 脳磁計などへの応用についても
述べる。低温における物質の性質を把握することを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 低温に特有な現象とその応用のうち、気体の液化および液体の凝固につい

て説明する。 
2 回 低温に特有な現象とその応用のうち、熱雑音と電気抵抗について説明する。 



3 回 低温に特有な現象とその応用のうち、比熱、統計および量子効果について説
明する。 
4 回 絶対温度の定義、エントロピーおよび零点エネルギーについて説明する。 
5 回 超伝導の基礎のうち、超伝導の発見、永久電流、臨界磁場について説明す
る。 
6 回 超伝導の基礎のうち、マイスナー効果について説明する。 
7 回 超伝導の基礎のうち、ロンドン方程式および遮蔽電 

準備学習 1 回 相図の見方について調べておくこと。 
2 回 熱エネルギーについて調べておくこと。 
3 回 フェルミ統計、ボーズ統計について調べておくこと。 
4 回 熱力学的絶対温度について調べておくこと。 
5 回 電気抵抗の温度変化について調べておくこと。 
6 回 磁束密度と磁化について調べておくこと。 
7 回 マクスウェルの電磁方程式について調べておくこと。 
8 回 ギブスの自由エネルギーについて調べておくこと。 
9 回 波動関数表示について調べておくこと。 
10 回 磁束について調べておくこと。 
11 回 マイスナー効果について調 

 



年度 2014 
授業コード FSP13610 
成績評価 基本的に最終テストで評価する。 

毎回出席状況を調査し，正当な理由の無い欠席が講義回数の１／３を越える場合
は，成績評価から除外する。出席状況の調査のため小テストやレポートを課すこ
とがある。 

曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜12) 
見出し FSP13610 相対論と宇宙 
担当教員名 中力 眞一 
単位数 2 
教科書 ノート講義：テキストをプリントして配布する。また，希望者には pdf ファイル

での配布も行う。 
アクティブラーニング  
キーワード 時間の伸び、空間の縮み、重力の正体、宇宙モデル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 相対論と宇宙 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義始めに配布するプリントにリストがあるが、必要に応じて適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 特別な事情による欠席の場合は，事前に必ず申し出ること。 
シラバスコード FSP13610 
実務経験のある教員  
達成目標 時間的な制約から微分幾何学などの数学的道具を用いた高度な講義はできない

が、重力の正体、時間と空間の本質、現代宇宙論と一般相対論との関わりなどに
ついて、少なくとも定性的な理解が得られること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館５階中力研究室 

連絡先のメールアドレス等は，講義初回に通知する。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Relativity and Cosmos 
関連科目 宇宙科学、素粒子・原子核物理 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ミクロな世界からマクロな世界まで統一した観点で宇宙を眺めるためには、特殊

相対論や一般相対論の知識は不可欠である。本講義では、あまり数学的に高度に
ならないように配慮しつつ、時間空間、特に時間についての認識の改変に導いた
特殊相対論の初歩から始め、テンソル解析の初歩、一般相対論の考え方、そして



時間が許す限りブラックホールや宇宙モデルに至まで解説し、理系の学生に対し
て現代物理学についての教養を身に付けさせることを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。アインシュタインが特殊相対論を提唱するに至った

背景について説明する。 
2 回 電磁気学の基礎方程式からの波動方程式の導出とマイケルソンーモーレー
の実験について説明する。 
3 回 光の速さの不変性からの帰結として、異なる基準系で時間の流れ方が異な
る、いわゆる固有時について説明する。 
4 回 ミンコウスキー図と４次元距離（ミンコウスキー空間の距離）の不変性の証
明と３種類の距離について説明する。 
5 回 ローレンツ変換式の導出とローレンツ収縮について説明する。 
6 回 光のドップラー効果とレッド 

準備学習 1 回 インターネットや本などを利用して特殊相対論について調べておくこと。 
2 回 光の性質や電磁波について電磁気学の教科書を復習しておくこと。 
3 回 前回の復習（特に、光の速さが基準系に依存しないこと）と慣性の法則につ
いて復習しておくこと。 
4 回 同時刻に起きた出来事も別の系から見るとそうでないという事実について
よく考えておくこと。 
5 回 前回の復習（特に４次元距離の不変性について）と高校または大学１〜２年
次に習った２次元の座標系の回転について復習しておくこと。 
6 回 音のドップラー効果について復習しておく 

 



年度 2014 
授業コード FSP13710 
成績評価 受講状況(30%程度)、レポート(10%程度)、小テスト(40%程度）および定期試験

(20%程度）で評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜12) 
見出し FSP13710 素粒子・原子核物理 
担当教員名 宮川 和也 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。 毎回、資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 素粒子・原子核物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 （裳華房テキストシリーズ）素粒子物理学／原 康夫／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 この科目は、基礎科目ではありません。この分野に、多かれ少なかれ興味を持っ

ていることを受講の前提にします。 
また、講義を通じて、力学、電磁気学、物理数学、量子力学などに再度立ち返っ
て勉強することが必要です。その意志があることも講義の前提にします。 

シラバスコード FSP13710 
実務経験のある教員  
達成目標 ・核力および原子核の基本的性質について学ぶ。 それに基づいて、原子核が関

与 
 した現象（放射性崩壊など）を説明できるようになる。 
・基本粒子や基本的な相互作用など、素粒子物理の基礎を理解する。 
・場と粒子との相互作用について、電磁場を例にとって、理解を深める。 

受講者へのコメント  
連絡先 宮川研究室、24 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Elementary Particle and Nuclear Physics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 原子核および核力について解説する。また、ハドロン（核子や中間子）やレプト

ン（電子、ニュートリノなど）が関わる現象についても簡単に紹介する。講義の
後半では、現代物理学が到達している「粒子と場との相互作用」についての基本



的な考え方を学ぶ。 荷電粒子と電磁場との相互作用を例にとって学ぶこととす
る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 原子核の質量、広がり、密度について解説する。 

2 回 原子核の束縛エネルギーと核力について解説する。 
3 回 核力と中間子について解説する。 
4 回 原子核の安定性について解説する。 
5 回 原子核の崩壊について解説する 
6 回 核分裂と核融合について解説する。 
7 回 テストを行い、その後、解説を行う。 
8 回 4 つの相互作用と基本粒子について解説する。 
9 回 特殊相対性理論について解説する。 
10 回 ローレンツ変換と 4 元ベクトルについて解説する。 
11 回 相対論的波動方程式（クライン・ゴルドン方程式）について 

準備学習 1 回 シラバスの注意事項をよく読み、受講するかどうか検討しておくこと。 
2 回 原子核の束縛エネルギーと核力についての資料、参考書を読み、指示された
問題を解いておくこと。 
3 回 核力と中間子についての資料、参考書を読み、指示された問題を解いておく
こと。 
4 回 原子核の安定性についての資料、参考書を読み、指示された問題を解いてお
くこと。 
5 回 原子核の崩壊についての資料、参考書を読み、指示された問題を解いておく
こと。 
6 回 核分裂と核融合についての資料、参考書を読み、指示された問題を解いてお
くこと。 
7 回 指 

 



年度 2014 
授業コード FSP13810 
成績評価 レポート（80％）および実験の進め方など（20％）により評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜12) 
見出し FSP13810 応用物理学実験 
担当教員名 平岡 裕、米⽥ 稔 
単位数 2 
教科書 実験テキストを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・もっとちゃんと解説してほしい 

 本講義内容を十分に理解するため、他の講義と同様に、事前にテキストを熟読
し予習しておくことを勧めます。 

科目名 応用物理学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 レポートの組み立て方／⽊下是雄／ちくま学芸文庫 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験は共同作業によるため，遅刻とか無断欠席をしないこと。 
シラバスコード FSP13810 
実務経験のある教員  
達成目標 与えられた課題に対して、共同実験者と実験を実施し、データの取得、処理・解

析等を行った後、最終的にレポートまでにまとめるための能力育成。 
受講者へのコメント 特にありません。 
連絡先 1 号館 3 階平岡研究室 hiraoka@dap.ous.ac.jp 

1 号館 1 階米⽥研究室 yoneta@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [C]総合評価、項目 6)：授業に対する教員の意欲： 
 感じられた（73.7%）、少し感じられた（15.8%）の小計 89.5%で、昨年度と同
程度でした。 
[C]総合評価、項目 7)：授業に対する満足度： 
 満足（52.6%）、ほぼ満足（26.3%）の小計 78.9%で、昨年度と同程度でした。 

英文科目名 Experiments in Applied Physics 
関連科目 特になし。 
次回に向けての改善変更予定 ・現在、来年度開講に向けて、テキストの内容を修正、加筆中です。 

・予算の範囲内で、毎年、実験機器、パソコンなどをリニューアルしていく予定
です。 

講義目的 物理学において理論と実験は両輪の関係にある。本講義では、さまざまな実験装



置・機器を用いたデータの取得、データの処理・解析およびレポート作成といっ
た一連の実験手順を総合的に学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 実験課題「物体の落下運動」について「実験」を行う。 

2 回 実験課題「物体の落下運動」について「データ処理・解析」を行う。 
3 回 実験課題「物体の落下運動」について「レポート作成」を行う。 
4 回 実験課題「サーミスタの電気抵抗」について「実験」を行う。 
5 回 実験課題「サーミスタの電気抵抗」について「データ処理・解析」を行う 
6 回 実験課題「サーミスタの電気抵抗」について「レポート作成」を行う。 
7 回 実験課題「溶媒中の熱伝導」について「実験」を行う。 
8 回 実験課題「溶媒中の熱伝導」について「データ 

準備学習 1 回 実験テキストをよく読んでおくこと。 
2 回 実験データを整理しておくこと。 
3 回 資料一式をまとめておくこと。 
4 回 実験テキストをよく読んでおくこと。 
5 回 実験データを整理しておくこと。 
6 回 資料一式をまとめておくこと。 
7 回 実験テキストをよく読んでおくこと。 
8 回 実験データを整理しておくこと。 
9 回 資料一式をまとめておくこと。 
10 回 実験テキストをよく読んでおくこと。 
11 回 実験データを整理しておくこと。 
12 回 資料一式をまとめておくこと。 
13 回 実験テキストをよく読んでおくこと 

 



年度 2014 
授業コード FSP14010 
成績評価 毎回、解いた結果をノートに書き、最終試験の際に提出する。1/3 以上の欠席は

最終試験を受けられない。合否は、中間試験 5 割、最終試験 5 割。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 物理科学専攻(〜10) 
見出し FSP14010 物理学演習Ⅱ(再) 
担当教員名 中川 幸子 
単位数 2 
教科書 指定しない。毎週、２?４題程度の問題を時間内に解く。 
アクティブラーニング  
キーワード （物理全般） 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学演習Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大学院入試問題 姫野著 サイエンス社 および⼯学社 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FSP14010 
実務経験のある教員  
達成目標 個別の教科で既習した内容を、各人の中で整理する。述語の名前の認知だけでな

く内容を理解して、総合問題で 8 割が解けること。 
受講者へのコメント  
連絡先 メール： stnak@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise in Physics II 
関連科目 物理数学、線形代数、電磁気学、原子物理、量子統計、量子力学、核物理 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 最終的には、大学院の入試問題を解くことを目標に、電磁気学、原子物理、量子

統計、量子力学、核物理の範囲で既習の教科の理解を確認して、実践的な複合問
題を解く。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 数学： 常備分方程式や偏微分方程式 

     ベクトル解析、行列方程式：固有値問題 
電磁気学：電場と磁場、ガウス、ストークスの定理 
電磁気学：相互作用する電磁場の課題 



原子物理：水素原子：波動関数、エネルギー固有値 
統計物理：ミクロな統計力学とマクロな熱力学、分配関数 
固体物理：量子統計：電子論から見た固体の比熱、電気伝導、エネルギーバンド 
     振動子：波動関数、エネルギー固有値 
原子核物理：放射壊変、核反応 
こうした分野の参考書は、自分の納得いくものを持っておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FSP14110 
成績評価 実験レポート（75％）、中間試験（5％）、定期試験（20％）により成績を評価す

る。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14) 
見出し FSP14110 化学基礎実験 
担当教員名 高原 周一、土肥 裕希＊ 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験−手引きと演習− ／ 佐藤幸子：理⼯系化学実験（−基礎

と応用− 第３版）／坂⽥一矩編／（東京教学社）／978-4-808230418 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属 
定量分析：中和、酸化還元、pH、緩衝溶液、モル濃度、質量百分率 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

人） 
大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社） 
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版） 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを提出し受理されていることが、単位取得の前提条

件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験開始までに、
予習プリントを提出する。実験を安全に行うため、白衣と保護眼鏡の着用を義務
づける。 

シラバスコード FSP14110 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で

きる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）化学実験で用いられるガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフ
ラスコなど）や機器（pH メーター、分光光度計、電子天秤など）を適切に使用
できる。 
（４）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り化学物質の濃度を決定できる。 
（５）現象を分子論的に捉え、物質の変化を化学反応式で記述できる。 
（６）実験についての報告書を作成することができる。 

受講者へのコメント  



連絡先 高原周一 13 学舎 3 階 電子メール takahara@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Chemistry 
関連科目 化学基礎論 I・II、入門化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

講義の進め方等を説明する。安全・環境教育を行う。 
2 回 基礎実験（金属と酸との反応） 
金属と強酸・強塩基との反応を調べる。 
3 回 第１ 属陽イオンの定性分析 
銀イオン、鉛イオンの定性分析についての実験を行う。 
4 回 第２属陽イオンの定性分析 I 
鉛 、ビスマス、銅 、カドミウムイオンの定性分析についての実験を行う。 
5 回 第２属陽イオンの定性分析 II  
混合試料の系統分析を行う。 
6 回 第３属陽イオンの定性分析 
アルミニウム、鉄、クロムイオンの定性分析についての実験を行う。 
7 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
3 回 前回行った実験についてのレポートを作成する。 
教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題を仕上
げること。 
4 回 前回行った実験についてのレポートを作成する。 
教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題を仕上
げること。 
5 回 前回行った実験についてのレポートを作成する。 
教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習 

 



年度 2014 
授業コード FSP14120 
成績評価 実験レポート（75％）、中間試験（5％）、定期試験（20％）により成績を評価す

る。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14) 
見出し FSP14120 化学基礎実験 
担当教員名 高原 周一、佐藤 幸子 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験−手引きと演習− ／ 佐藤幸子：理⼯系化学実験（−基礎

と応用− 第３版）／坂⽥一矩編／（東京教学社）／978-4-808230418 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属 
定量分析：中和、酸化還元、pH、緩衝溶液、モル濃度、質量百分率 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

人） 
大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社） 
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版） 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを提出し受理されていることが、単位取得の前提条

件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験開始までに、
予習プリントを提出する。実験を安全に行うため、白衣と保護眼鏡の着用を義務
づける。 

シラバスコード FSP14120 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で

きる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）化学実験で用いられるガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフ
ラスコなど）や機器（pH メーター、分光光度計、電子天秤など）を適切に使用
できる。 
（４）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り化学物質の濃度を決定できる。 
（５）現象を分子論的に捉え、物質の変化を化学反応式で記述できる。 
（６）実験についての報告書を作成することができる。 

受講者へのコメント  



連絡先 高原周一 13 学舎 3 階 電子メール takahara@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Chemistry 
関連科目 化学基礎論 I・II、入門化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

講義の進め方等を説明する。安全・環境教育を行う。 
2 回 基礎実験（金属と酸との反応） 
金属と強酸・強塩基との反応を調べる。 
3 回 第１ 属陽イオンの定性分析 
銀イオン、鉛イオンの定性分析についての実験を行う。 
4 回 第２属陽イオンの定性分析 I 
鉛 、ビスマス、銅 、カドミウムイオンの定性分析についての実験を行う。 
5 回 第２属陽イオンの定性分析 II  
混合試料の系統分析を行う。 
6 回 第３属陽イオンの定性分析 
アルミニウム、鉄、クロムイオンの定性分析についての実験を行う。 
7 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
3 回 前回行った実験についてのレポートを作成する。 
教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題を仕上
げること。 
4 回 前回行った実験についてのレポートを作成する。 
教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題を仕上
げること。 
5 回 前回行った実験についてのレポートを作成する。 
教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習 

 



年度 2014 
授業コード FSP14141 
成績評価 実験レポート（60％）、中間試験（10％）、定期試験（30％） 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14) 
見出し FSP14141 化学基礎実験 
担当教員名 赤司 治夫、⻘⽊ 宏之、土肥 裕希＊ 
単位数 2 
教科書 佐藤幸子・「岡山理科大学化学実験一手引きと演習一」、坂⽥一矩編・「理⼯系化学

実験一基礎と応用一」東京教学社 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン両性金属、マスキング定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、
電離定数、pH、pKa、モル濃度、質量百分率 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大学一般化学教育研究会編・「大学の基礎化学実験」・学術図書出版社フォトサイ

エンス化学図録・数研出版、 井口洋夫、⽊下實編集・「化学入門」・実教出版 
授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを期限内に提出し受理されていることが、単位取得

の前提条件である。 
事故予防のため、白衣と保護眼鏡の着用を義務づける。 
十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。  
実験開始１時間前までに、予習プリントを必ず提出する。 

シラバスコード FSP14141 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。 決められた濃度の試薬溶液を調製

できる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）滴定実験の器具（ホールピペット、ビュレット、メスフラスコ）の使用方
法を習得する。 
（４）pH メーター、分光光度計、電子天秤の使用方法を習得する。 
（５）詳しい実験観察結果を文章で表現し、物質の変化を化学反応式で記述でき
る。 
（６）報告書の基本的書き方を習得する。 
（７）モル濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析により日常的な物（⾷酢、
ミネラルウォーター、ドリンク剤、消毒剤等）に含ま 

受講者へのコメント  
連絡先 22 号館 5F 508 号室 e-mail:akashi@high.ous.ac.jp 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Chemistry 
関連科目 化学入門 I、II、分析化学 I、II、無機化学 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、パソコンを活用した実験結果の解析方法、グラフ
の書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時に、化学の基礎原理や概念についての
理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションをする。 

2 回  基本実験（金属と酸との反応）とレポート作成方法の説明をする。 
3 回  第 I 属陽イオンの定性分析をする。 
4 回  第 II 属陽イオンの定性分析(1)をする。 
5 回  第 II 属陽イオンの定性分析(2)をする。 
6 回  第 III 属陽イオンの定性分析をする。 
7 回  陽イオンの系統分析 （中間試験）をする。 
8 回  定量分析：中和滴定 （⾷酢の定量）をする。 
9 回  定量分析：酸化還元滴定 （オキシドール中の過酸化水素の定量）をする。 
10 回  定量分析： 

準備学習 1 回  教科書第 1 章を読み、化学実験を行う上での基本的注意事項を理解してお
くこと。 
2 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
3 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
4 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
5 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
6 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
7 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
8 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
9 回  実験の手引き 

 



年度 2014 
授業コード FSP14151 
成績評価 実験レポート（60％）、中間試験（10％）、定期試験（30％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14) 
見出し FSP14151 化学基礎実験 
担当教員名 赤司 治夫、高原 周一、土肥 裕希＊ 
単位数 2 
教科書 佐藤幸子・「岡山理科大学化学実験一手引きと演習一」、坂⽥一矩編・「理⼯系化学

実験一基礎と応用一」東京教学社 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン両性金属、マスキング定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、
電離定数、pH、pKa、モル濃度、質量百分率 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大学一般化学教育研究会編・「大学の基礎化学実験」・学術図書出版社フォトサイ

エンス化学図録・数研出版、 井口洋夫、⽊下實編集・「化学入門」・実教出版 
授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを期限内に提出し受理されていることが、単位取得

の前提条件である。 
事故予防のため、白衣と保護眼鏡の着用を義務づける。 
十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。  
実験開始１時間前までに、予習プリントを必ず提出する。 

シラバスコード FSP14151 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。 決められた濃度の試薬溶液を調製

できる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）滴定実験の器具（ホールピペット、ビュレット、メスフラスコ）の使用方
法を習得する。 
（４）pH メーター、分光光度計、電子天秤の使用方法を習得する。 
（５）詳しい実験観察結果を文章で表現し、物質の変化を化学反応式で記述でき
る。 
（６）報告書の基本的書き方を習得する。 
（７）モル濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析により日常的な物（⾷酢、
ミネラルウォーター、ドリンク剤、消毒剤等）に含ま 

受講者へのコメント  
連絡先 22 号館 5F 508 号室 e-mail:akashi@high.ous.ac.jp 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Chemistry 
関連科目 化学入門 I、II、分析化学 I、II、無機化学 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、パソコンを活用した実験結果の解析方法、グラフ
の書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時に、化学の基礎原理や概念についての
理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションをする。 

2 回  基本実験（金属と酸との反応）とレポート作成方法の説明をする。 
3 回  第 I 属陽イオンの定性分析をする。 
4 回  第 II 属陽イオンの定性分析(1)をする。 
5 回  第 II 属陽イオンの定性分析(2)をする。 
6 回  第 III 属陽イオンの定性分析をする。 
7 回  陽イオンの系統分析 （中間試験）をする。 
8 回  定量分析：中和滴定 （⾷酢の定量）をする。 
9 回  定量分析：酸化還元滴定 （オキシドール中の過酸化水素の定量）をする。 
10 回  定量分析： 

準備学習 1 回  教科書第 1 章を読み、化学実験を行う上での基本的注意事項を理解してお
くこと。 
2 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
3 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
4 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
5 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
6 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
7 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
8 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
9 回  実験の手引き 

 



年度 2014 
授業コード FSP14211 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により判定する．総獲得点数/提出義務回数

の値が 60 点以上を合格とする．本実験は教職関連科目でもあるので，全出席が
評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育実習の場合は３回）をこえ
る欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする．また，公欠の場合でも補講，
追加レポートや提出義務回数などの特別配慮は一切しない． 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13) 
見出し FSP14211 生物学基礎実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正⽊ 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 実験指導，光学顕微鏡観察 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。なお，以下の

学生の受講を制限する．（１）入学時に実施した学力多様化度調査の結果により、
チューターから「入門生物」の履修を指導された学生（２）教職関連の生物科目
（生物学基礎論など）未受講の学生（３）前年度に本実験を不合格または途中放
棄した学生．また，受講希望者多数の場合は抽選とする。 

シラバスコード FSP14211 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作でき，実験指導が適切に行えるようになること． 
受講者へのコメント  
連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Biology 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に

便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 
2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 
3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２： 

準備学習 特になし 
 



年度 2014 
授業コード FSP14221 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により判定する．総獲得点数/提出義務回数

の値が 60 点以上を合格とする．本実験は教職関連科目でもあるので，全出席が
評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育実習の場合は３回）をこえ
る欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする．また，公欠の場合でも補講，
追加レポートや提出義務回数などの特別配慮は一切しない． 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13) 
見出し FSP14221 生物学基礎実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正⽊ 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 実験指導，光学顕微鏡観察 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。なお，以下の

学生の受講を制限する．（１）入学時に実施した学力多様化度調査の結果により、
チューターから「入門生物」の履修を指導された学生（２）教職関連の生物科目
（生物学基礎論など）未受講の学生（３）前年度に本実験を不合格または途中放
棄した学生．また，受講希望者多数の場合は抽選とする。 

シラバスコード FSP14221 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作でき，実験指導が適切に行えるようになること． 
受講者へのコメント  
連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Biology 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に

便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 
2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 
3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２： 

準備学習 特になし 
 



年度 2014 
授業コード FSP14231 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により判定する．総獲得点数/提出義務回数

の値が 60 点以上を合格とする．本実験は教職関連科目でもあるので，全出席が
評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育実習の場合は３回）をこえ
る欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする．また，公欠の場合でも補講，
追加レポートや提出義務回数などの特別配慮は一切しない． 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14) 
見出し FSP14231 生物学基礎実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正⽊ 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 実験指導，光学顕微鏡観察 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。なお，以下の

学生の受講を制限する．（１）入学時に実施した学力多様化度調査の結果により、
チューターから「入門生物」の履修を指導された学生（２）教職関連の生物科目
（生物学基礎論など）未受講の学生（３）前年度に本実験を不合格または途中放
棄した学生．また，受講希望者多数の場合は抽選とする。 

シラバスコード FSP14231 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作でき，実験指導が適切に行えるようになること． 
受講者へのコメント  
連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Biology 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に

便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 
2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 
3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２： 

準備学習 特になし 
 



年度 2014 
授業コード FSP14241 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により判定する．総獲得点数/提出義務回数

の値が 60 点以上を合格とする．本実験は教職関連科目でもあるので，全出席が
評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育実習の場合は３回）をこえ
る欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする．また，公欠の場合でも補講，
追加レポートや提出義務回数などの特別配慮は一切しない． 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14) 
見出し FSP14241 生物学基礎実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正⽊ 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 実験指導，光学顕微鏡観察 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。なお，以下の

学生の受講を制限する．（１）入学時に実施した学力多様化度調査の結果により、
チューターから「入門生物」の履修を指導された学生（２）教職関連の生物科目
（生物学基礎論など）未受講の学生（３）前年度に本実験を不合格または途中放
棄した学生．また，受講希望者多数の場合は抽選とする。 

シラバスコード FSP14241 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作でき，実験指導が適切に行えるようになること． 
受講者へのコメント  
連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Biology 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に

便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 
2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 
3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２： 

準備学習 特になし 
 



年度 2014 
授業コード FSP14310 
成績評価 中間試験（50％）及び定期試験（50％）で評価を行う。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14) 
見出し FSP14310 地学基礎論Ⅰ 
担当教員名 板谷 徹丸 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 地球史 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP14310 
実務経験のある教員  
達成目標 ４６億年の地球史概略を理解する．本講義では特に生命誕生，進化，絶滅． 
受講者へのコメント  
連絡先 新 6 号館 2 階 板谷徹丸研究室 itaya@rins.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Geology I 
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ４６億年前に誕生した原始惑星―地球―は水の惑星として進化を始めた。その生

命の誕生と生物進化は太陽系全体のダイナミズムによって制御されてきた。それ
は生物大量絶滅事件を繰り返すことでもあった。最新の地球惑星科学からの情報
を基に解説する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 地球史概略（歴史を刻む放射年代測定） 

2 回 太陽系 
3 回 地球型惑星 
4 回 地球誕生のシナリオ（マグマオーシャン） 
5 回 初期地球の環境（最古の岩石と鉱物） 
6 回 生命の誕生（最古の化石） 



7 回 地球外生命（火星隕石） 
8 回 中間試験 
9 回 大気と海洋の変遷（二酸化炭素と酸素） 
10 回 生物の進化（人類誕生） 
11 回 生物の大量絶滅１（巨大隕石の落下） 
12 回 生物の大量絶滅 2（海洋酸素欠乏事変） 
13 回 生きている地球（マントル対流） 
14 回 超大陸の分裂と海洋の拡大 
15 回 造山運動（付加型オロ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 恒星と惑星について調べておくこと 
3 回 地球型惑星と⽊星型惑星について調べておくこと 
4 回 マグマオーシャンについて調べておくこと 
5 回 最古の岩石と鉱物について調べておくこと 
6 回 最古の化石について調べておくこと 
7 回 火星隕石について調べておくこと 
8 回 第１回〜第 7 回までの内容について整理しておくこと 
9 回 二酸化炭素と酸素の変遷について調べておくこと 
10 回 人類誕生について調べておくこと 
11 回 生物大量絶滅の地球外要因について調べ 

 



年度 2014 
授業コード FSP14410 
成績評価 中間試験（50％）及び定期試験（50％）で評価を行う。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14) 
見出し FSP14410 地学基礎論Ⅱ 
担当教員名 板谷 徹丸 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 地球史 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 教室が広いので声が反響して聞き取れない．もう少し小さな部屋でも良いとの意

見があった．確かに私もそう思うので教務が旨く対応するように働きかける努力
をするつもりである． 

科目名 地学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP14410 
実務経験のある教員  
達成目標 ４６億年の地球史概略を理解する．本講義では特に人間と自然の共生と未来 
受講者へのコメント 受講者には質問形式で講義を進めているのは講義内容がどの程度理解して貰え

ているかを判断するためです．本講義ではよく理解して貰えていることが分かり
講義に使用する内容を増やした日が多かった． 

連絡先 新 6 号館 2 階 板谷徹丸研究室 itaya@rins.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Geology II 
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定 発音の不明瞭さをより改善する⼯夫をする予定である 
講義目的 ４６億年前に誕生した地球の表層地殻はその量及び化学的に進化してきた。人類

はその表層地殻の上で生活している。その環境は人間と自然の共生によって制御
されている。最新の地球惑星科学からの情報を基に水の惑星―地球―の未来を考
える。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 地球史概略（地殻の進化と未来地球） 

2 回 地球の表層地殻と主要造岩鉱物 



3 回 火山活動と火山岩（部分溶融） 
4 回 堆積作用と堆積岩（地殻の削剥） 
5 回 変成作用と変成岩（再結晶作用） 
6 回 地殻の量及び化学的進化（巨大火成岩） 
7 回 地下資源（鉱床の成因） 
8 回 中間試験 
9 回 気候―地球内要因（大気と海洋の相互作用） 
10 回 気候―地球外要因（太陽定数の変化） 
11 回 人間活動と環境問題（地球温暖化） 
12 回 自然災害（火山・地震・津波） 
13 回 水の惑星―地球―の未来（人口爆発） 
14 回 惑星探 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 造岩鉱物について調べておくこと 
3 回 マントルの部分溶融について調べておくこと 
4 回 地殻の削剥について調べておくこと 
5 回 堆積岩の再結晶作用について調べておくこと 
6 回 巨大火成岩区について調べておくこと 
7 回 金，ウラン，鉄鉱床について調べておくこと 
8 回 第１回〜第 7 回までの内容について整理しておくこと 
9 回 エルニーニョ・ラニーニャについて調べておくこと 
10 回 太陽定数変化について調べておくこと 
11 回 地球温暖化について調べておく 

 



年度 2014 
授業コード FSP15510 
成績評価 提出課題 10％、中間試験 30%、定期試験 60％により成績を評価する。 

但し、定期試験において基準点を設け、得点が 100 点満点中、60 点未満の場合
は不合格とする。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 医用科学専攻(〜12) 
見出し FSP15510 病理学 
担当教員名 川端 晃幸 
単位数 2 
教科書 シンプル病理学／笹野公伸,岡⽥保典,石倉 浩／南江堂／978-4-524260874 
アクティブラーニング  
キーワード 細胞傷害、変性、壊死、アポトーシス、炎症、感染症、免疫異常、腫瘍 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 病理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 カラーアトラス病理標本の見方と鑑別診断／赤⽊忠厚 他／医⻭薬出版 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSP15510 
実務経験のある教員  
達成目標 病理検査について説明できる。細胞あるいは組織の傷害機構とその結果としての

形態学的あるいは機能的な変化を説明できる。発癌機構と腫瘍の形態学的・生物
学的な特徴を説明できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館２階 川端研究室 kawabata@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Pathology 
関連科目 解剖学、生化学、生理学、免疫学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 病気とは何かと言うことを現代科学の眼を通して理解することを目的とする。実

際の写真や症例を提示しながら、できるだけわかりやすく疾患概念の概略を講義
する。臨床⼯学技師として必要な観点に重点を置くとともに、現代医学の生物化
学的および分子生物学的な視点から病理学を学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  病理学とは何かについて解説する。 

2 回  病理学の方法と検査について解説する。 



3 回  細胞傷害の形態学的現象について解説する。 
4 回  細胞傷害の分子機構について解説する。 
5 回  変性・壊死・アポトーシスについて解説する。 
6 回  進行性変化について解説する。 
7 回 第１回から第６回までの内容のまとめを行った後、中間試験を行う。第１回
から第６回までの内容をよく理解し整理しておくこと。 
8 回  循環障害について解説する。 
9 回  急性および慢性炎症について解説する。 
10 回  感染症について解説 

準備学習 1 回  解剖学で習ったヒトのからだの構造と機能を復習しておくこと。 
2 回  病院の受診時に経験した検査について整理しておくこと。病理検査につい
て復習しておくこと。 
3 回  細胞の構造と機能について復習しておくこと。 
4 回  細胞の代謝について復習しておくこと。 
5 回  細胞の代謝について復習しておくこと。 
6 回  細胞分裂および増殖について復習しておくこと。 
7 回  第１回から第６回までの内容を復習しておくこと。 
8 回  身近な循環障害による病気を調べてくること。 
9 回  炎症性疾患にはどのような病気があ 

 



年度 2014 
授業コード FSP15710 
成績評価 講義終了ごとに提出するミニレポート（15%）及び定期試験（85%）で評価する。 
曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス 医用科学専攻(〜12) 
見出し FSP15710 免疫学 
担当教員名 小野 俊朗＊ 
単位数 2 
教科書 講義ではあらかじめ資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 自然免疫、獲得免疫、リンパ球、抗原、抗体、イムノグロブリン、MHC、アレル

ギー、エイズ、自己免疫病 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 免疫学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に指定はしませんが、最近の出版でイラストの豊富なものが望ましい。 
授業形態 講義 
注意備考 免疫学は比較的新しく、日々の最新の研究結果が直ちに反映される分野である。

従って、講義の内容が予定されていたものと異なることもありうる。 
シラバスコード FSP15710 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 免疫反応に係わる組織と細胞を説明できる。 

2. 抗原と抗体について説明できる。 
3. 生体防御機構における免疫系の特徴（特異性、自己と非自己の認識、免疫記憶
など）について説明できる。 
4. 免疫系の異常あるいは破綻（アレルギー、自己免疫病など）について説明でき
る。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Immunology 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 免疫は生体防御機構の根幹をなすものである。本講義はこの免疫系の機構を分

子、細胞レベルで理解することを目的とする。このために、免疫反応に係わる細
胞と組織及び免疫系の特徴（特異性、多様性など）を学ぶ。さらに、免疫不全症、
自己免疫、移植免疫、腫瘍免疫などの臨床免疫についても学ぶ。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、及び免疫学の歴史と概念について説明する。 

2 回 免疫系の細胞と組織について説明する。 
3 回 自然免疫と獲得免疫について説明する。 
4 回 サイトカイン、補体について説明する。 
5 回 液性免疫と細胞性免疫について説明する。 
6 回 免疫グロブリンの種類と構造及び機能について説明する。 
7 回 T 細胞の分化と機能について説明する。 
8 回 MHC の構造と機能について説明する。 
9 回 MHC の多型性と拘束性について説明する。 
10 回 T 細胞レセプターと抗原提示について説明する。 
11 回 免疫系 

準備学習 1 回 私達のからだと免疫のかかわりについて考えること。 
2 回 免疫にはどのような細胞がかかわっているか調べること。 
3 回 感染症とそれにかかわる病原体について調べること。 
4 回 インターフェロンなどのサイトカインの種類について調べること。 
5 回 抗原について調べること。 
6 回 B 細胞と抗体について調べること。 
7 回 T 細胞の種類を調べること。 
8 回 MHC とはなにかを調べ、人種との相関につて考えること。 
9 回 多種多様な抗原（病原体）に対する免疫系の仕組みについて考えること。 
10 回 T 細胞レセプターとは 

 



年度 2014 
授業コード FSP16010 
成績評価 試験（100%）により行う。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 医用科学専攻(11〜) 
見出し FSP16010 医用機器安全管理学Ⅰ 
担当教員名 堀 純也 
単位数 2 
教科書 ME の基礎知識と安全管理／(社)日本生体医⼯学会 ME 技術教育委員会／南江堂

／978-4-524243617：臨床⼯学講座 医用機器安全管理学／日本臨床⼯学技士教
育施設協議会／医⻭薬出版株式会社／978-4-263734032 

アクティブラーニング  
キーワード 医用機器の電気的安全，医用ガス，システム安全，医療機器安全管理責任者 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ＞他の先生より板書もわかりやすく勉強しやすい． 

板書の内容はいつも⼯夫しているつもりですので，それを理解してもらえるのは
ありがたいです． 

科目名 医用機器安全管理学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 臨床⼯学（CE）と ME 機器・システムの安全／日本生体医⼯学会／コロナ社：

ME 機器保守管理マニュアル―臨床⼯学技士の業務を中⼼として／財団法人 医
療機器センター／南江堂：JIS T 0601-1:2012「医用電気機器-第 1 部：基礎安全
及び基本性能に関する一般的要求事項」／日本⼯業標準調査会／日本規格協会 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP16010 
実務経験のある教員  
達成目標 医療電気機器に対する安全基準が説明できる。 

病院電気設備に対する安全基準が説明できる。 
医用ガスに対する安全基準が説明できる。 
医療電気機器に対する保守管理業務について説明できる。 
病院電気設備に対する保守管理業務について説明できる。 
医用ガスに対する保守管理業務について説明できる。 
システム安全の概念について説明できる。 

受講者へのコメント 相来，医療関係の企業，または病院に勤務する際に役立つ情報もありますのでし
っかり復習をしておいてください． 

連絡先 1 号館 2 階，堀研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 項目評価を見る限り皆さん真剣に取り組んでいることがわかりました． 
中には３・４回欠席という人もいましたので気をつけてください． 



毎回の講義目標を明示して欲しいという項目を３名の方が選んでいましたので，
以後，講義の初めになるべく明言するようにします． 

英文科目名 Safety Managements of Medical Equipments I 
関連科目 医用⼯学概論を履修していることが望ましい。 

物性⼯学を履修していることが望ましい。 
本科目と並行して医用機器安全管理学 II を履修することが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定 例年通り，学会などで得られた最新情報も盛り込んでいく予定です． 
講義目的 医療に関係した物理的エネルギーに対する生体反応や各種ＭＥ機器・病院設備に

設けられた安全基準を理解し，医療現場における保守点検・安全管理業務を行う
ための知識を養うことを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 医療事故の例と医療安全の意義 

実際の医療事故例などを紹介しながら医療事故を防ぐために必要な医療安全の
概念について学習する。 
2 回 ＭＥの基礎となる生体物性 
各種物理エネルギーに対する生体の特性について学習する。 
3 回 医療における各種安全限界エネルギー 
各種物理エネルギーに対する生体の安全限界について学習する。 
4 回 電撃の種類と電撃に対する人体の特性 
電撃に対する人体の反応について学習する。 
5 回 電撃事故とその安全対策 
電撃事故を起こさないために医療機器に施されている安全対策について学習す
る。 
 

準備学習 1 回 シラバスを確認し，本講義の学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 診療に使われる物理エネルギーの種類について把握しておくこと。 
3 回 各種物理エネルギーを加えた場合の生体反応について把握しておくこと。 
4 回 生体の電気的受動特性・能動特性について復習しておくこと。 
5 回 電圧，電流，電力などの電気⼯学に関する内容を復習しておくこと。 
6 回 医療機器と患者の接続方法についてどのようなものがあるか把握しておく
こと。 
7 回 マクロショックとミクロショックの概念について復習しておくこと。 
8 回 漏れ電流の種類 

 



年度 2014 
授業コード FSP16110 
成績評価 試験（100%）により行う。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 医用科学専攻(〜12) 
見出し FSP16110 医用機器安全管理学Ⅱ 
担当教員名 堀 純也 
単位数 2 
教科書 ME の基礎知識と安全管理／(社)日本生体医⼯学会 ME 技術教育委員会／南江

堂：臨床⼯学講座 医用機器安全管理学／日本臨床⼯学技士教育施設協議会／医
⻭薬出版株式会社 

アクティブラーニング  
キーワード 電磁波，医用材料，滅菌法，殺菌法，医用機器の保守点検法，医療機器安全管理

責任者 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特にコメントはありませんでした． 
科目名 医用機器安全管理学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 臨床⼯学（CE）と ME 機器・システムの安全／日本生体医⼯学会／コロナ社：

ME 機器保守管理マニュアル―臨床⼯学技士の業務を中⼼として／財団法人 医
療機器センター／南江堂 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP16110 
実務経験のある教員  
達成目標 医療安全に関する関係法規について説明できる。 

各種滅菌法，消毒法について説明できる。 
医用材料の生体適合性・安全性について説明できる。 
各種医療機器の安全点検の方法について説明できる。 

受講者へのコメント 医用機器安全管理学 I との関連性も理解してくれているように感じました．秋学
期に実習を受ける人は医用機器安全管理学 I，II の内容が重要になってくるので
しっかり復習してください． 

連絡先 1 号館 2 階，堀研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 １名だけですが，「１回の講義で扱い量が多い」，「進行が早い」という意見があり
ました．この講義が始まった最初の頃に比べると，板書の内容も要点に絞ってき
ているので教科書にマークを入れるなどの⼯夫もしながらついてこれるように
努力してみてください． 

英文科目名 Safety Managements of Medical Equipments II 



関連科目 物性⼯学を履修していることが望ましい。 
医用機器安全管理学Ⅰを並行して履修していることが望ましい。 
臨床⼯学コースの学生は，医用機器安全管理学実習を履修すること。 

次回に向けての改善変更予定 例年通り，学会などで得られた最新情報も盛り込んでいく予定です． 
講義目的 医療現場における ME 機器や医療設備における安全基準をもとに保守管理業務

を行うために必要な知識を養い，各種医療機器の保守点検安全管理業務の実際に
ついて理解することを目的とする。また，医療材料の安全，滅菌・消毒法につい
ても理解を深める。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 医療現場における安全管理 

医療現場における医療機器・設備の安全管理についての理解を深める。 
2 回 電磁波に対する安全管理 
医療現場における電磁波障害の例とその安全対策について学習する。 
3 回 医療現場における滅菌法 
医療現場における滅菌の種類と特徴について学習する。 
4 回 医療現場における消毒法 
医療現場における消毒の種類と特徴について学習する。 
5 回 医療安全に関する法規(臨床⼯学技士法，薬事法，医療法，PL 法他) 
医療機器の安全管理上関係する法律について学習する。 
6 回 治療に用いられる物理エネ 

準備学習 1 回 病院の設備は一般家庭や一般企業の設備とどのような違いがあるか考えて
おくこと。 
2 回 身近に存在する電磁波について把握しておくこと。 
3 回 滅菌と消毒の違いについて把握しておくこと。 
4 回 身近な消毒薬にどのようなものがあるか把握しておくこと。 
5 回 治療にどのような物理エネルギーが用いられるか把握しておくこと。 
6 回 修理や保守点検などに関わる法律についてどのようなものがあるか把握し
ておくこと。 
7 回 医療機器に用いられる材料にはどのようなものがあるか把握しておくこと。 
8 回 医療材料に求められる性 

 



年度 2014 
授業コード FSP16410 
成績評価 レポートの内容に基づいて評価を行う。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 医用科学専攻(〜13) 
見出し FSP16410 電気・電子⼯学実験Ⅱ 
担当教員名 中川 益生、片山 敏和＊、蜷川 清隆 
単位数 2 
教科書 「電気・電子⼯学実験Ⅱ」の実験テキストまたはプリントを使用する。 
アクティブラーニング  
キーワード 電気⼯学、電子⼯学、電子回路、コンピュータ、医用機器 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気・電子⼯学実験Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⽊下是雄 著 「理科系の作文技術」 中公新書 
授業形態 実験実習 
注意備考 欠席した場合は、補充実験が必要となる。また、各テーマの実験が終了した翌週

にレポートを提出すること。 
シラバスコード FSP16410 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 実験指導書を理解し、各テーマを実験的に確認する技術を身につける。 

(2) 様々な実験装置の操作方法を習得する。 
(3) 電子デバイスや電気・電子回路の仕組みを実験を通して体得する。 
(4) マイクロコンピュータの動作とプログラミングを理解する。 
(5) 実験報告書の書き方を体得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 中川益生研究室 ２号館 2 階 masuo@dap.ous.ac.jpPhone: 086-256-9450 

蜷川研究室 1 号館 3 階 ninagawa@dap.ous.ac.jpPhone: 086-256-9468 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Electricity and Electrical Engineering II 
関連科目 電気・電子⼯学実験Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 医用電子機器の基礎となる電気・電子⼯学の実験を行う。医用機器に用いられる

電子回路の動作原理や特性、コンピュータ制御の電子回路を理解し体得すること
を目的とする。実験機器の操作方法を知り、物理学・電子⼯学の知識を実践的応
用に活用できる能力を身につけることを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  実験のオリエンテーションと下記 1-12 の実験テーマについての説明をす
る。 
2 回  1. 電磁誘導と地磁気 (担当：蜷川)の実験をする。 
3 回  2. フリップフロップ (担当：蜷川)の実験をする。 
4 回  3. フーリエ級数Ⅰ (担当：蜷川)の実験をする。 
5 回  4. フーリエ級数Ⅱ (担当：蜷川)の実験をする。 
6 回  5. 交流回路の基礎特性 (担当：片山)の実験をする。 
7 回  6. オペアンプの周波数特性 (担当：片山)の実験をする。 
8 回  7. マルチパイブレータの基礎 (担当：片山 

準備学習 1 回  電気電子⼯学実験Ⅰの内容を復習しておくこと。 
2 回  テキストの実験１の内容をよく確認して実験方法を把握し、予習事項を
学習しておくこと。 
3 回  テキストの実験２の内容をよく確認して実験方法を把握し、予習事項を
学習しておくこと。 
4 回 テキストの実験３の内容をよく確認して実験方法を把握し、予習事項を学
習しておくこと。 
5 回 テキストの実験４の内容をよく確認して実験方法を把握し、予習事項を学
習しておくこと。 
6 回 テキストの実験５の内容をよく確認して実験方法を把握し、予習事項を学
習しておくこと。 
7 

 



年度 2014 
授業コード FSP16510 
成績評価 中間テストを 50 点満点とした評価を x 点とし、定期試験の満点を(100-x)点に換

算した値を y 点とし、それらの合計点 x+y で評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14) 
見出し FSP16510 物理学入門 
担当教員名 中川 益生 
単位数 2 
教科書 後藤憲一著・「新しい物理へのアプローチ」・共立出版／978-4-320032637 
アクティブラーニング  
キーワード 物理法則、物理量、物理実験 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学入門 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で物理学を履修しなかった学生でも理解できる内容とするが、演示実験を通

して物理学を理解させるため、出席を重視する。最終試験は１５回の全講義を終
了した後に実施する。日時については授業中に指示する。 

シラバスコード FSP16510 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 物理学の基本法則を理解すること。 

(2) 物理量の定義を理解すること。 
(3) 現象を物理的に説明する能力を身につけること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２号館２階 中川益生研究室 masuo@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Physics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理公式の暗記と算術計算を主体とする高校物理から、実証と論証を重視する大

学物理への橋渡しを担う。 演示実験やビデオによる現象の観察から出発して、
物理法則を導出する過程を体験する。 また、物理法則の記述に必要な種々の物
理量の定義と相互関係を理解する。 先端物理のトピックスにも触れる。 さら
に、生体の電気・熱・光学的特性を理解するための物理的基礎を学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  オリエンテーションをする。 
2 回  力学の成立（速度・加速度・慣性の実験）について講義と演示実験をする。 
3 回  運動（運動方程式、空中衝突の実験）について講義と演示実験をする。 
4 回  力と運動量（力の定義、玉子の落下実験）について講義と演示実験をする。 
5 回  仕事とエネルギー（力学的エネルギー保存則の実験）について講義と演示
実験をする。 
6 回  流体の力学（バスカルの原理とベルヌイの定理の実験）について講義と演
示実験をする。 
7 回  温度と熱（比熱と熱容量の実験）について講義と演示実験をする 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し、学習内容を把握しておくこと。 
2 回  テキスト p.5〜8 をよく読んで、学習内容を把握しておくこと。 
3 回  テキスト p.9〜16 をよく読んで、学習内容を把握しておくこと。 
4 回  テキスト p.17〜21 をよく読んで、学習内容を把握しておくこと。 
5 回  テキスト p.22〜27 をよく読んで、学習内容を把握しておくこと。 
6 回  テキスト p.28〜37 をよく読んで、学習内容を把握しておくこと。 
7 回  テキスト p.38〜44 をよく読んで、学習内容を把握しておくこと。 
8 回  テキ 

 



年度 2014 
授業コード FSP16610 
成績評価 試験（100%）で評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14) 
見出し FSP16610 医用⼯学概論 
担当教員名 堀 純也 
単位数 2 
教科書 医用⼯学入門／⽊村雄治／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 臨床⼯学，生体計測 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ＞しっかり授業を受けている感じがして満足しています． 

そのように感じてもらえる講義を今後も続けていきたいと思います． 
科目名 医用⼯学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生体用センサと計測装置／山越憲一 他／コロナ社：臨床⼯学講座 生体計測装置

学／日本臨床⼯学技士教育施設協議会／医⻭薬出版株式会社 
授業形態 講義 
注意備考 A4 サイズの資料を配付することが多いので，綴じられるファイル等を用意して

おくとよい。 
シラバスコード FSP16610 
実務経験のある教員  
達成目標 微弱な生体信号を計測する基本原理について説明できる。 

様々な医療機器について知り，その原理や用途についての概要が説明できる。 
受講者へのコメント 医用科学専攻において２年生以降に学習していく講義の概論的な講義だったの

ですが，重要な内容も多く解説したつもりです．テキストやノートを見直して今
後の学習に役立ててもらいたいと思います． 

連絡先 1 号館 2 階，堀研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 講義時間外の週あたりの学習時間が「30 分程度」，「全くしなかった」というもの
が 6 割程度ありましたので，時間外でもしっかり復習してもらいたいと感じまし
た．講義の進行が早いという方が１名ほどいましたが，あとは概ね講義に対して
満足してもらっていたようです． 

英文科目名 Introduction to Medical Engineering 
関連科目 高等学校で学習する基礎的な数学（各種関数，微分積分学）を履修していること

が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 学会等で得られた新しい情報も交えつつ，講義内容をよくしていきたいと思いま

す． 



講義目的 医用⼯学の歴史と発展を追いながら，近年急速に発展，多様化しつつある医用機
器について知るとともに生体計測の基本原理と方法についていくつかの例を挙
げながら講義する。また，生体計測装置以外の医療機器として治療機器，画像診
断装置，生体機能代行装置などにどのような医療機器があるか概要を理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 医用⼯学の歴史と概要 

⼼電計や脳波計などの医用機器が発展していった歴史などについて学習する。 
2 回 生体の構造と物理化学的特性 
⼼臓などを例に挙げながら生体の特性の概要について学習する。 
3 回 生体計測用電極の特性 
生体計測を行うために必要な電極の特性について学習する。 
4 回 各種フィルタ・差動増幅器 
高域フィルタ，低域フィルタ，同相弁別比などの概念と計算について学習する。 
5 回 生体情報の計測例：⼼電計 I 
⼼電計の構成と誘導の種類などについて学習する。 
6 回 生体情報の計測例：⼼電計 II 
⼼電計の 

準備学習 1 回 シラバスを確認して講義の流れを確認しておくこと。 
2 回 生体特有の性質としてどのようなものがあるか考えておくこと。 
3 回 一般的に「電極」とはどのようなものか調べてみておくこと 
4 回 生体計測の際に生じると考えられる雑音にはどのようなものがあるか考え
ておくこと。 
5 回 ⼼臓の解剖について調べておくこと。 
6 回 ⼼電図がどのような場合に使われているか調べてみておくこと。 
7 回 脳の解剖について調べておくこと。 
8 回 脳波計がどのような場合に使われているか調べてみておくこと。 
9 回 圧力の単位にはどのよ 

 



年度 2014 
授業コード FSP16710 
成績評価 定期試験(70%)、中間試験(20%)およびレポート提出(10%) により評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14) 
見出し FSP16710 微分積分学Ⅰ 
担当教員名 中川 重和＊ 
単位数 2 
教科書 理⼯系入門 微分積分／石原繁・浅野重初／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 極限, 連続, 導関数, 微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 大きな字で書くように気をつけます． 

科目の性格上板書量は比較的多いので， 
可能であれば移動式⿊板のある教室に教室変更をします． 
字が薄いのは，⿊板とチョークの相性が悪いためです． 
可能であれば移動式⿊板のある教室に教室変更をします． 

科目名 微分積分学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 微分積分 (改訂版)／矢野, 石原編／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 高校数学の数ⅡとⅢを学習しておくことが望ましい。大学の数学の基礎となるの

で, 復習と計算の練習を怠らないこと。特に, 講義のノートを主にして復習する
こと。 

シラバスコード FSP16710 
実務経験のある教員  
達成目標 極限の概念を理解すること。微分の定義, 運用方法とその応用を修得する。 
受講者へのコメント 私語が多くうるさかった．大きな声ではっきりと注意する勇気をもちたい． 
連絡先 中川研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 私語が多く，この点をはっきりと注意できなかったことが反省です． 
英文科目名 Calculus I 
関連科目 高等学校で数学 Ⅲ を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 科目の性格上板書量は比較的多いので， 

可能であれば移動式⿊板のある教室に教室変更をお願いします． 
講義目的 数学の基礎となる一変数の関数の微分とその応用を講述する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション. 講義の進め方を説明する。 

2 回 数列の極限について説明する。 



3 回 関数の極限, 連続関数について説明する。 
4 回 導関数 微分の基本公式について解説する。 
5 回 合成関数の微分について説明する。 
6 回 対数関数と指数関数の微分について説明する。 
7 回 三角関数の微分について説明する。 
8 回 逆三角関数について説明する。 
9 回 逆関数の微分, パラメータ表示の関数の微分について説明する。 
10 回 中間試験とその解説をする。 
11 回 平均値の定理と関数の増減について説明する。 
1 

準備学習 1 回 高校数学を復習すること。 
2 回 第 1 章 極限と連続 §1 数列と級数の予習を行うこと。 
3 回 第 1 章 極限と連続 §2 関数と極限 §3 連続関数の予習を行うこと。 
4 回 第 2 章 微分法の基礎 §4 導関数 §5 微分法の公式(その 1)の予習を行う
こと。 
5 回 第 2 章 微分法の基礎 §5 微分法の公式(その 1)の予習を行うこと。 
6 回 第 3 章 いろいろな関数の微分法 §7 指数関数・対数関数 §8 指数関数と
対数関数の微分法 §10 対数微分法の予習を行うこと。 
7 回 第 3 章 いろいろな関数の微分法 

 



年度 2014 
授業コード FSP16720 
成績評価 課題提出(２０％）と，中間試験(２０％），定期試験(６０％)の点数で評価します。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14) 
見出し FSP16720 微分積分学Ⅰ 
担当教員名 濱谷 義弘 
単位数 2 
教科書 理⼯系入門 微分積分 ／石原、浅野共著／裳華房／978-4-7853-1518-4 
アクティブラーニング  
キーワード 極限値，導関数，合成関数の微分，微分法の諸公式，マクローリン展開 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 微分積分学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 佐藤公朗著／「計算力が身に付く微分積分」／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 授業は、最初の１時間ぐらいで講義を行い、残りの時間で講義内容に関連した演

習問題を解くスタイルをとります。演習問題の中に定期試験で出題される問題が
７割くらいあります。 

シラバスコード FSP16720 
実務経験のある教員  
達成目標 合成関数の微分と初等関数の微分が計算出来るようになることが必須です。 
受講者へのコメント  
連絡先 濱谷研究室 １学舎３階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Calculus I 
関連科目 入門数学、 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 合成関数の微分と初等関数の微分が計算出来るようになることが必須です。微分

法の基礎を身につけることを目標とします。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、授業内容の説明 

2 回 1 変数関数 （三角関数，指数関数，対数関数） 
3 回 関数の極限 
4 回 微分係数と導関数 
5 回 初等関数の微分公式 
6 回 合成関数の微分 



7 回 三角関数の微分 
8 回 逆三角関数の微分 
9 回 指数関数の微分 
10 回 対数関数の微分 
11 回 中間試験とその解説 
12 回 ｎ次導関数 
13 回 不定形の極限値 
14 回 マクローリン展開（１） 
15 回 マクローリン展開（２） 

準備学習 1 回 高校の数学Ⅰの教科書を見ておくこと。 
2 回 高校の数学Ⅱの教科書を見ておくこと。 
3 回 高校の数学Ⅱの教科書を見ておくこと。 
4 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
5 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
6 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
7 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
8 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
9 回 第５，６回の講義ノートを見ておくこと。 
10 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
11 回 第３回〜第１０回までの講義ノートを良く見て、復習しておくこと。 
12 回 第５回〜第 

 



年度 2014 
授業コード FSP16810 
成績評価 定期試験(70 点)、中間試験(20 点)およびレポート提出(10 点) により評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14) 
見出し FSP16810 微分積分学Ⅱ 
担当教員名 中川 重和＊ 
単位数 2 
教科書 理⼯系入門 微分積分／石原繁・浅野重初／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 不定積分, 極限, 定積分, 広義積分, 級数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「授業内容が難しい」，「改めて微積は面白いなとおもった」とありました． 

内容は難しいかもしれませんが，それを平易に伝えるのが教員の役目ですので， 
今後努力します． 

科目名 微分積分学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 微分積分（改訂版）／矢野・石原編／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 大学の数学の基礎となるので, 復習と計算の練習を怠らないこと。特に, 講義の

ノートを主にして復習すること。 
シラバスコード FSP16810 
実務経験のある教員  
達成目標 積分の定義を知り, 実際に積分を実行できること。級数についても理解すること。 
受講者へのコメント 授業の目標達成度が 59%であった点は，今後改善の余地ありです． 

80%を目指して努力します． 
連絡先 中川研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の目標達成度は満足とほぼ満足をあわせて 59%であり， 
教員の意欲は 81%， 
また授業の満足度は 65%であった． 

英文科目名 Calculus II 
関連科目 微分積分学 Ⅰ を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 内容は難しいかもしれませんが，それを平易に伝えるのが教員の役目ですので， 

今後努力します． 
講義目的 数学の基礎となる一変数の関数の積分とその応用を講述する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回 簡単な関数の不定積分と定積分について説明する。 



3 回 不定積分の置換積分法について説明する。 
4 回 定積分の置換積分法について説明する。 
5 回 部分積分法について説明する。 
6 回 いろいろな関数の積分について説明する。 
7 回 積分の応用(面積)について説明する。 
8 回 和の極限と定積分について説明する。 
9 回 極座標による図形の面積, 立体の体積, 曲線の⻑さについて説明する。 
10 回 中間試験とその解説をする。 
11 回 広義積分について説明する。 

準備学習 1 回 高校数学, 微分積分学Ⅰを復習すること。 
2 回 第 5 章 積分法の基礎 §22 不定積分 §23 微分積分法の基本定理 第 6 章 
不定積分の計算 §24 簡単な関数の不定積分の予習を行うこと。 
3 回 第 6 章 不定積分の計算 §25 置換積分法の予習を行うこと。 
4 回 第 5 章 積分法の基礎 §21 定積分の性質 第 7 章 定積分とその応用 §30 
定積分の計算の予習を行うこと。 
5 回 第 6 章 不定積分の計算 §26 部分積分法 第 7 章 定積分とその応用 §30 
定積分の計算の予習を行うこと。 
6 回 第 6 章 

 



年度 2014 
授業コード FSP16820 
成績評価 課題提出(２０％）と，中間試験(２０％），定期試験(６０％)の点数で評価します。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14) 
見出し FSP16820 微分積分学Ⅱ 
担当教員名 濱谷 義弘 
単位数 2 
教科書 理⼯系入門 微分積分 増補版／浅野、石原共著／裳華房／978-4-7853-1518-4 
アクティブラーニング  
キーワード 置換積分、部分積分、定積分 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 微分積分学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 佐藤公朗著 「計算力が身に付く微分積分」 学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 授業は、最初の１時間ぐらいで講義を行い、残りの時間で講義内容に関連した演

習問題を解くスタイルをとります。演習問題の中に定期試験で出題される問題が
8 割くらいあります。 

シラバスコード FSP16820 
実務経験のある教員  
達成目標 簡単な置換積分と部分積分の計算が出来るようになることが必須です。 
受講者へのコメント  
連絡先 濱谷研究室 １学舎３階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 こちらのミスでアンケートはなし。今後、気をつけます。I am very sorry, I 
was ・・・． 

英文科目名 Calculus II 
関連科目 「微分積分学Ⅰ」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 積分法の基礎を身につけることを目標とします。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 不定積分の定義、 

2 回 初等関数の不定積分 
3 回 置換積分１ 
4 回 置換積分２ 
5 回 部分積分 
6 回 有理関数の積分 



7 回 中間試験とその解説 
8 回 定積分の定義 
9 回 定積分の計算 
10 回 定積分の応用（面積，回転体の体積） 
11 回 ２変数関数の偏微分と全微分 
12 回 合成関数の微分 
13 回 累次積分 
14 回 重積分 
15 回 重積分の計算 

準備学習 1 回 高校の数学Ⅱの教科書を見ておくこと。 
2 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
3 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
4 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
5 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
6 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
7 回 ２回〜６回までの講義ノートを見ておくこと。 
8 回 １，２回の講義ノートを見ておくこと。 
9 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
10 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
11 回 微分積分学Ⅰの第４，５回の講義ノートを良く見て、復習しておくこと。 
12 回 前回ま 

 



年度 2014 
授業コード FSP17210 
成績評価 提出課題（20％），中間テスト（30％），定期試験（50％）により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13) 
見出し FSP17210 機械⼯学 
担当教員名 平岡 裕 
単位数 2 
教科書 生体物性・医用機械⼯学／池⽥・嶋津共著／秀潤社 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・ハウリング発生について，マイクの位置など調整に気をつけてみます。 
科目名 機械⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP17210 
実務経験のある教員  
達成目標 生体組織を含めたさまざまな医療機器・機械の動作原理に関する知識修得。 
受講者へのコメント ・本授業に対する具体的な不満点はほとんどなかったが，総合評価の点数が低い

ことから判断すると，授業の進め方に関してまだまだ改善の余地あると判断しま
す。 

連絡先 1 号館 3 階 平岡研究室 086-256-9479  hiraoka@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・B（本授業を受けてよかった点） 
・C 1)2)3)（総合評価） 
全体的に，昨年度に比べて点数が低下した。 
・E 8)9)（本授業に対する具体的な不満点） 
一昨年度，昨年度に比べて，点数が大きく低下した。 

英文科目名 Mechanical Engineering 
関連科目 特になし。 
次回に向けての改善変更予定 ・具体的には特にありません。 
講義目的 医療分野において，さまざまな機器･機械が使用されている。本講義では，生体組

織も含めたさまざまな医療機器・機械の動作原理を学ぶ。特に，固体，液体，気
体などの物質に関して，力学の基礎から応用に至るまでの幅広い現象について概
説する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 イントロダクション： 
授業計画全体を紹介する。 
2 回 応力とひずみ： 
荷重（力），変形量（ひずみ）などの定義について説明する。 
3 回 弾性変形と塑性変形： 
金属材料，セラミックス材料の場合，物体に力が加えられた際にどのように変形
するかについて説明する。 
4 回 粘弾性変形： 
特に高分子材料の場合，物体に力が加えられた際にどのように変形するかについ
て説明する。 
5 回 力と運動： 
物体に力が加えられると，一般にその物体は加速度運動を始める。ニュートンの
法則を復習しながら，力と運動について説明する。 
6 回 

準備学習 1 回 本講義のシラバスを読んでおくこと。 
2 回 さまざまな物体の変形について調べておくこと。 
3 回 金属材料，セラミックス材料，高分子材料の変形に違いについて調べておく
こと。 
4 回 粘性（粘性体）の特徴にについて調べておくこと。 
5 回 ニュートンの法則を復習しておくこと。 
6 回 エネルギーの定義について復習しておくこと。 
7 回 流体，水圧，気圧，真空などの言葉について調べておくこと。 
8 回 7 回目までの講義で学んだことを整理しておくこと。 
9 回 人間の呼吸，肺などの仕組みについて調べておくこと。 
10 回 

 



年度 2014 
授業コード FSP17910 
成績評価 ・すべての実験を実施することが必要であるので、欠席した実験は別途日程で実

施する。 
・すべてのレポート提出が完了していなければ評価（単位認定）しない。 
・成績はレポート（60%）と実験の進め方（40%）により評価する。 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14) 
見出し FSP17910 物理学基礎実験 
担当教員名 豊⽥ 新、平岡 裕、小坂 圭二＊、松本 宏樹＊ 
単位数 2 
教科書 物理学基礎実験第２版／岡山理科大学理学部応用物理学科 編著／大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 数値データ処理、ノギス・マイクロメータ・テスター、単振動、気柱の共鳴と音

速、ニュートンリング、ヤング率、マイケルソンの干渉計、オシロスコープ、金
属の融点、モノコードの振動と交流周波数 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 停電は申し訳ありませんでした。原因が判明しましたので、今後は起きないと思

います。 
レポートを書く量を指示はしていません。各自適切にまとめていただければ、量
が多い少ないはあまり起きないはずです。おそらく教科書を全部レポートに書き
写そうとするためにそのようなことが起きたと想像します。教科書を書き写す必
要はありません。 

科目名 物理学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理科年表／国立天文台／丸善 
授業形態 実験実習 
注意備考 ・レポート提出期限を厳守すること 

・実験では計算が不可欠です。関数電卓を常に持参すること。 
・テキストや実験ノートを常に持参すること。 
・教員にメールで質問、直接研究室を訪ねるなどして理解する努力を。 

シラバスコード FSP17910 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）実験を通じて物理の基本事項を理解する 

（２）実験結果を冷静に見つめ、自分の言葉で表現できるようにする 
受講者へのコメント 大変だったと思いますが、概してよく取り組んでいたと思います。 
連絡先 26 号館 3 階 豊⽥新研究室 toyoda@dap.ous.ac.jp 

1 号館 3 階 平岡研究室 hiraoka@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 講義がまだなされていない内容の実験があるので、理解が難しい部分があるのは



確かだと思います。時間割の問題もあり、現状ではいたしかたのない部分です。 
英文科目名 Elementary Experiments in Physics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 設備の充実に向けて努力します。スペースが広く取れるよう、実験テーマの配置

を⼯夫するようにします。理解がより平易になるよう、クォーター制の導入にあ
わせて時間割の⼯夫をするようにいたします。 

講義目的 基礎的な実験を行い、 
（１）物理学における実験方法と実験器具・装置の取り扱い方の習得 
（２）測定データの処理方法、現象を的確に表現するためのグラフの作成 
（３）測定結果を客観的に見つめ、結果を導き出し、検討する習慣と素養の体得 
（４）自分の行った実験を、自分の言葉で第三者に的確に伝える報告書の作成 
などについて勉強する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション: 

実験上の⼼構え、注意事項伝達、実験の進め方，実験室の配置などを説明する。 
2 回 数値データの取り扱い手順について講義する。 
3 回 ノギスとマイクロメータの使用法を解説し，実習を行う。 
4 回 テスターの使用法を解説し，実習を行う。 
5 回 実験課題・内容を説明する。 
6 回 グループ毎に、毎週実験テーマを交代しながら実験を行う。 
実験課題として下記の課題を用意している。  
  振子による重力加速度の測定 
  気柱の共鳴と音速の測定 
  ニュートンリング 
  ザールの装置を用いたヤン 

準備学習 1 回 本講義のシラバスを読んでおくこと。 
2 回 テキストを読んでおくこと。 
3 回 テキストを読んでおくこと。 
4 回 テキストを読んでおくこと。 
5 回 テキストを読んでおくこと。 
6 回 (1)テキストを熟読し、予習課題を済ませておくこと。 
(2)理解できない箇所は、図書館で調べたり、前日までに学内担当者に質問してお
くこと。 
15 回 レポート作成に必要な実験データ､資料等を整理しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FSP18010 
成績評価 実験の進め方や質問に対する応答結果４０％、報告書の結果６０％により評価す

る。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13) 
見出し FSP18010 電気・電子⼯学実験Ⅰ 
担当教員名 米⽥ 稔、片山 敏和＊、山本 薫 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード デジタル回路、トランジスター、時定数、OP アンプ、電磁力、整流回路 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ティーチングアシスタント（TA)に対する苦言と感謝のコメントを戴きました。

大学での学習活動は、座学および実験・実習に寄らず、受講生皆さんの自主性が
大前提です。よって、講義資料を予習し、実験当日は TA のサポートなしでの実
験すること目指してください。なお、戴いたコメントを参考にして、TA の指導
力向上に努めます。また、実験装置の故障や不良に関するご意見を戴きました。
本科目では、実験に関わる多様な基礎知識や技術を学習するために、市販の完成
された実験装置を使っておりません。よって、市販の実験装置に比べてブラック
ボッ 

科目名 電気・電子⼯学実験Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 実験テーマ毎に紹介する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 共同実験なので、遅刻や欠席をしないこと。 
シラバスコード FSP18010 
実務経験のある教員  
達成目標 各自の行った実験に基づいて、解析と考察を行い、報告書を作成すること。 
受講者へのコメント 身の回りの電気・電子回路を理解するには、基本的な電気回路の製作や回路特性

を実験することが大切です。本講義で提供する実験テーマを通じて電気・電子回
路の基礎知識を習得してください。また、報告書の作成を通じて、科学分野の報
告書の作成技術を習得してください。講義開始時（４月）のオリエンテーション
で説明しているように、報告書は実験終了から一週間後を目処に提出してくださ
い。〆切にまでにレポートを提出することも本実験の一部です。なお、レポート
は、実験テキストを写すのではなく要点をまとめて記述してください。 

連絡先 １号館１階 米⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 本科目(必修科目）の８２％以上の受講生が無欠席で受講しました。そうした中、
大半の受講生が（86％以上）が授業時間以外に宿題などの指示された課題に取り



組み、74％以上のものがこの分野への理解が深まったと回答しています。しかし、
関⼼や技術・技能の向上を実感できたものは 20％でした。本実験では目視するこ
とが難しい現象の理解を目指すものであることから、継続的な学習が大切です。
基礎電磁気学、電気⼯学概論、応用電磁気学等の関連科目の履修を推奨します。 

英文科目名 Experiments in Electrical and Electronic Engineering I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 学習効率を向上させるために、受講生に予習を奨励すると共に、実験開始時に要

点を絞った解説に努めたい。 
講義目的 電気・電子回路を身近なものとしてより深く理解するために、実験の体験は重要

である。基礎的な実験テーマを通じて電気・電子回路の基礎知識を習得し、報告
書の作成方法を学ぶことが目的である。単に与えられた作業を行うだけでなく、
試行錯誤を通して自分で考え、内容をよく理解すること。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実験の進め方、報告書の書き方について説明する。 

2 回 学生が行うデジタル IC 論理回路 A の実験を指導する。 
3 回 学生が行うデジタル IC 論理回路 B の実験を指導する。 
4 回 学生が行うトランジスター動作の基礎 A の実験を指導する。 
5 回 学生が行うトランジスター動作の基礎 B の実験を指導する。 
6 回 学生が行う LCR 回路実験（過渡現象）A を指導する。 
7 回 学生が行う LCR 回路実験（過渡現象）B を指導する。 
8 回 学生が行う Operational Amplifier A の実験を指導する。 
9 回 学生が行う O 

準備学習 1 回 １年次生で履修した物理学基礎実験の留意点について復習しておくこと。 
2 回 実験書を読み、論理式や集積回路について調べておくこと。 
3 回 実験書を読み、カウンター回路の動作について調べておくこと。 
4 回 実験書を読み、ダイオードの特性曲線について調べておくこと。 
5 回 実験書を読み、トランジスター増幅回路について調べておくこと。 
6 回 実験書を読み、抵抗、コンデンサー、コイルからなる回路の動作について調
べておくこと。 
7 回 実験書を読み、発振器、オシロスコープの動作について調べておくこと。 
8 回 実験 

 



年度 2014 
授業コード FSP18110 
成績評価 ・ディスカッションへの参加および発表内容を評価する。 

・具体的な配点は各ゼミによって異なる。 
・100 点満点で 60 点以上を合格とする。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 物理科学専攻(〜11),医用科学専攻(〜11) 
見出し FSP18110 ゼミナール(隔週) 
担当教員名 蜷川 清隆、尾崎 眞啓、金子 敏明、川端 晃幸、豊⽥ 新、中川 幸子、中

川 益生 
単位数 2 
教科書 各担当教員が適宜指示 
アクティブラーニング  
キーワード プレゼンテーション，コミュニケーション，ディスカッション 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 ゼミナール(隔週) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各担当教員が適宜指示 
授業形態 演習 
注意備考 ゼミ毎に実施するので、具体的な内容・実施形態については各担当教員の指示に

従うこと。 
シラバスコード FSP18110 
実務経験のある教員  
達成目標 ・一つの課題に対して，決められた時間内で調査研究し，発表できる能力を身に

つける。 
・一つの課題に対して，ディスカッションに参加し，お互いに協力して解決に導
く能力を身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 各担当教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 （人数が少ないため（4 名），アンケート実施せず） 
英文科目名 Seminar 
関連科目 特別研究 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ・各ゼミで実施する特別研究と並行して，研究を遂行するために必要な基礎能力

をセミナー形式で身につける。 
・研究発表および質疑応答を通じて，プレゼンテーション技術を習得する。 

対象学年 4 年 



授業内容  
準備学習 ・実験データの整理、プレゼンテーション、レポート作成等に使用するエクセル、

パワーポイント、ワード等に習熟しておくこと。 
・ゼミナールで取り上げるテキスト，論文等について予習すること。 
・発表を担当する場合、資料等を準備すること。 

 



年度 2014 
授業コード FSP18410 
成績評価 提出課題 10％、中間試験 30%、定期試験 60％により成績を評価する。 

但し、定期試験において基準点を設け、得点が 100 点満点中、60 点未満の場合
は不合格とする。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14) 
見出し FSP18410 医学概論・公衆衛生学 
担当教員名 川端 晃幸 
単位数 2 
教科書 臨床⼯学シリーズ I 医学概論（改訂版）／日本エム・イー学会監修／コロナ社

／978-4-339071245 
アクティブラーニング  
キーワード 医学、健康、疾病 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 医学概論・公衆衛生学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義にて適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSP18410 
実務経験のある教員  
達成目標 現代社会における医学・医療の社会医学的な側面について展望できる。とくに現

代医療の抱える問題点を鮮明にし、それに対して自分自身の考えを説明できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 １号館２階 川端研究室 kawabata@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Medicine and Public Health 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 医学およびその実践としての医療の概要を理解し、社会医学的側面から医学・医

療の全体像を展望する。マスコミの医療報道を積極的に取り上げて、医療への社
会的要望を検討し、医学の果たすべき役割について議論する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 日本における医学および医療の概観について解説する。 

2 回 医学の概念と歴史について解説する。 
3 回 健康と病気について解説する。 



4 回 疾患概念とその分類について解説する。 
5 回 診断学・治療学について解説する。 
6 回 医療従事者の倫理について解説する。 
7 回 第１回から６回までのまとめを行った後、中間試験を行う。第１回から第６
回までの内容をよく理解し整理しておくこと。 
8 回 公衆衛生と保健活動について解説する。 
9 回 衛生統計と疫学について解説する。 
10 回 環境衛生・公害について解説する。 
11 

準備学習 1 回  日本における医学と医療の現状について考えてくること。 
2 回  各自の興味のある過去の医療について調べてくること。 
3 回  健康の意味について考えてくること。 
4 回  ヒトにはどのような病気があるのか、各自の経験の範囲で調べてくること。 
5 回  各自が病院を受診したときの経験を整理してくること。 
6 回  医療従事者に期待する倫理観について各自の考えを整理してくること。 
7 回  第１回から第６回までの内容を復習しておくこと。 
8 回  学校での保健係としてどのようなことをしたことがあるか思い出しておく
こ 

 



年度 2014 
授業コード FSP18510 
成績評価 中間試験と期末試験の２回で、それぞれ４０点満点とする。時々の小テストの総

和で１０点満点、時折のレポートで、残りの１０点を加算する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13) 
見出し FSP18510 ベクトル解析・解析力学 
担当教員名 中川 幸子 
単位数 2 
教科書 ⽥辺 行人、 品⽥ 正樹／理 ⼯基礎「解析力学」／裳華房／978-4-785320324 
アクティブラーニング  
キーワード 偏微分、少数粒子系、連成振動、剛体、連続体、 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ベクトル解析・解析力学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に無し 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP18510 
実務経験のある教員  
達成目標 数学の一分野、物理の一分野をそれぞれ学ぶという立場でなく、数学を通して、

物理の大まかな流れが確認出来ることを目指す。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Vector Analysis and Analytical Mechanics 
関連科目 力学、電磁気学、量子力学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 べクトル解析は、力学や電磁気学や量子力学を理解するのに非常に重要な数学で

ある。とりわけ解析力学は古典力学と量子力学をつなぐ重要な考え方として、説
明する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 『偏微分』と『ニュートン力学』を復習しておく。 

 



年度 2014 
授業コード FSP18610 
成績評価 講義時間内に行う中間テストの評価を 50 点満点とし、100 点からその評価点を

差し引いた残りを、定期試験の満点に換算し、中間テストと定期試験の合計点を
評価点とする。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 物理科学専攻(〜12) 
見出し FSP18610 流体力学(再) 
担当教員名 中川 益生 
単位数 2 
教科書 飯⽥明由・小川隆申・武居昌宏 共著 「基礎から学ぶ流体力学」 オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード 流体、力学、圧力、流速、粘性 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 流体力学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 有⽥正光 著 「流れの科学」東京電機大学出版局 
授業形態 講義 
注意備考 簡単な代数方程式と線形微分方程式の解法を理解しておくこと。 
シラバスコード FSP18610 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 流体力学の基礎理論を理解する。 

(2) 流体力学に関わる物理量を理解する。 
(3) 流体力学の基礎方程式を理解する。 
(4) 様々な流体に関わる現象を数学的に取り扱う方法を学ぶ。 

受講者へのコメント  
連絡先 中川益生研究室 ２号館 2 階 masuo@dap.ous.ac.jp Phone: 086-256-9450, 質

問があれば金曜日の昼休みに研究室に来ること。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fluid Dynamics 
関連科目 微分積分学・力学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 産業用・医療用・家電用などの多くの機器において、流体力学が応用されている。

航空機の他にも、化学プラントにおける原料輸送システム、洗濯機や掃除機、人
⼯⼼臓などさまざまな応用機器がある。これらの機器の動作機構を理解するため
には、流体力学の知識が不可欠である。本講義においては。流体力学の複雑な数
学的処理をなるべく避け、図式的、直感的に本質を理解させることに努め、流体



に関する知識と応用力を身に付けることを目指す。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  流体力学の応用分野について講義する。 

2 回  流体の物理的性質について講義する。 
3 回  流体の静力学Ⅰ 圧力について講義する。 
4 回  流体の静力学Ⅱ 浮力について講義する。 
5 回  流体の基礎式Ⅰ 連続の式について講義する。 
6 回  流れの基礎式Ⅱ ベルヌーイの定理について講義する。 
7 回  流れの基礎式Ⅲ 運動量の式について講義する。 
8 回  これまでのまとめと中間テストをする。 
9 回  層流Ⅰ 粘性・レイノルズ数について講義する。 
10 回  層流Ⅱ ポアズイユの法則について講義する。 
11 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し、学習過程を把握しておくこと。 
2 回  テキストの第 1 章をよく読んで、内容を把握しておくこと。 
3 回  テキスト 2.1〜2.6 をよく読んで、内容を把握しておくこと。 
4 回  テキスト 2.9 をよく読んで、内容を把握しておくこと。 
5 回  テキスト 3.1〜3.3 をよく読んで、内容を把握しておくこと。 
6 回  テキスト 3.4〜3.6 をよく読んで、内容を把握しておくこと。 
7 回  テキスト 3.7〜3.8 をよく読んで、内容を把握しておくこと。 
8 回  これまでの学習内容を復習して、例題の 

 



年度 2014 
授業コード FSP18710 
成績評価 演習（20%）、レポート（20%）と定期試験（60%）によって評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜12) 
見出し FSP18710 宇宙科学 
担当教員名 前原 英夫＊ 
単位数 2 
教科書 特定の教科書は用いない。また、プリントを配布する予定はない。 

参考資料として；個人開設のウエブサイト（www.kcv.ne.jp/~maehara1）の「講
義レジメ」のページを参照されたい。 

アクティブラーニング  
キーワード 宇宙、星、銀河、望遠鏡、宇宙観 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 宇宙科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岡村定矩編「天文学への招待」（朝倉書店）  

渡部潤一監修「宇宙のしくみ」（新星出版社）  
前原英夫監修「岡山のスターウオッチング」（山陽新聞社） 
国立天文台編「理科年表」（丸善） 

授業形態 講義 
注意備考 パワーポイント原稿をプロジェクターで投影し講義を行う。 

講義の中および講義の前後に、天体画像の投影および関連する動画の紹介を 
行う。また、講義の一環として、太陽や月、惑星、星団等の天体を実際に観察す
る。（これらは座学の講義とは別の機会に実施する） 

シラバスコード FSP18710 
実務経験のある教員  
達成目標 1.天文学の基本概念や用語を理解すること。  

2.天体・宇宙の諸量を定量的に理解すること。  
3.天体の階層構造と宇宙観を理解すること。 
4.観察・体験を通じて、私たちと天体・宇宙との関わりを考えること。 
なお、観察・体験を行う対象は；(1)太陽（⿊点、活動）、(2)スターウォッチング
（月、惑星、星団）、(3)ISS（国際宇宙ステーション）等 

受講者へのコメント  
連絡先 メールアドレス：spacescienceous@gmail.com 

なお、履修生の決定を見て講義のＭＬを作成し、諸連絡に利用する予定。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Space Science 
関連科目 「地学基礎論Ⅰ」、「地球型惑星の歴史と物質科学」、「相対論と宇宙」、「量子力学

Ⅰ」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ・星や銀河の観測と研究からえれた最新の成果から、宇宙という巨大なシステム

の仕組みを把握することを目的とする。 
・宇宙への理解を深め、より確かな自然観・宇宙観を会得する。その一助として、
数値計算の演習や天体観察等を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 第１章：序。講義の概要、参考書、単位系について紹介する。 

季節の星空と天体、天球について講義する。 
また、講義期間中行う観察・体験について紹介する。 
2 回 第２章：光と電磁波。電磁波の特性、天体の光度等級について講義する。 
地上観測とスペース観測の得失と光害について説明する。 
3 回 第３章：望遠鏡。望遠鏡の基本の構造について講義する。 
主な天文台・研究施設を紹介し、すばる望遠鏡の概要を解説する。 
また、太陽フィルターを備えた望遠鏡により太陽⿊点の観測を行う。 
4 回 第４章：測光観測。星の光度と色、恒 

準備学習 参考書やインターネットを活用して、宇宙についての理解を深めること。 
理科年表等の資料を用いて、この講義で扱う主な天体（地球、月、惑星、太陽、
恒星、銀河系、銀河）について調べ、その諸量を知ること。 
講義の中で数値を扱う演習を行うので、電卓を用意すること。 

 



年度 2014 
授業コード FSP18810 
成績評価 提出課題 10％、中間試験 30%、定期試験 60％により成績を評価する。 

但し、定期試験において基準点を設け、得点が 100 点満点中、60 点未満の場合
は不合格とする。 

曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 医用科学専攻(〜13) 
見出し FSP18810 生化学 
担当教員名 川端 晃幸 
単位数 2 
教科書 わかりやすい生化学／石⿊伊三雄／ヌーヴェルヒロカワ／978-4-902085952 
アクティブラーニング  
キーワード 生体分子、糖質、タンパク質、脂質、核酸 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 イラストレイテッド ハーパー生化学／上代淑人／丸善 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSP18810 
実務経験のある教員  
達成目標 ヒトのからだを構成する分子とその代謝について説明できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 １号館２階 川端研究室 kawabata@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biochemistry 
関連科目 解剖学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ヒトのからだを構成する分子とその代謝について講義する。臨床⼯学技士として

重要な点をフォーカスする予定である。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  生化学について概観する。 

2 回  細胞と生体分子について解説する。 
3 回  タンパク質について解説する。 
4 回  タンパク質について解説する。 
5 回  酵素の性質について解説する。 
6 回  酵素反応について解説する。 



7 回  第１回から第６回までのまとめを行った後、中間試験を行う。第１回から
第６回までの内容をよく理解し整理しておくこと。 
8 回  糖質代謝について解説する。 
9 回  糖質代謝について解説する。 
10 回  脂質代謝について解説する。 
11 回  脂質代謝について解説する。 
12 回  アミ 

準備学習 1 回  ヒトが摂取した⾷物の運命について考えてくること。 
2 回  細胞の構造と機能について復習しておくこと。 
3 回  アミノ酸飲料にどのようなものが含まれているか調べてくること。 
4 回  たんぱく質のはたらきについて調べてくること。 
5 回  身近な酵素の恩恵を調べてくること。 
6 回  反応速度論について高校の化学を復習しておくこと。 
7 回  第１回から第６回までの内容を復習しておくこと。 
8 回  ヒトに存在する糖質について調べておくこと。 
9 回  糖尿病について調べておくこと。 
10 回  ヒトに存在する脂 

 



年度 2014 
授業コード FSP18910 
成績評価 得点配分を小テスト 30％，定期試験 70％として成績を評価し，100 点満点中 60

点以上を合格とする． 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 医用科学専攻(〜12) 
見出し FSP18910 医用治療機器学 
担当教員名 畑中 啓作 
単位数 4 
教科書 ＭＥの基礎知識と安全管理 改訂第５版／ＭＥ技術教育委員会監修／南江堂／

978-4-524243617 
アクティブラーニング  
キーワード 低侵襲治療，安全，有効性，医療費 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「特にありません」以外ありませんでした． 
科目名 医用治療機器学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜参考資料を配付する 
授業形態 講義 
注意備考 前回講義分に関して，小テストを実施することで，講義内容を補足し理解を深め

るとともに，受講者の自主的な学習を促す． 
シラバスコード FSP18910 
実務経験のある教員  
達成目標 医用治療機器の適切な操作と保守を行うのに必要な医用治療機器の基本事項を

理解すること． 
受講者へのコメント 講義を聴くだけでは十分な学習効果は得られません．テキストを使用し，シラバ

スの講義計画にそって講義しておりますので，十分に予習をして講義に望んでく
ださい． 
また，毎回講義内容の理解度の確認と，講義で説明できなかった項目の補足のた
めに小テストを行っています． 
小テスト提出時にわたす，解説つきの解答をもとに，理解不足の項目については
復習してください． 

連絡先 １号館３階 畑中研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 毎年 1 回あたりの講義量が多いという意見がありますが，使用しているテキスト
は臨床⼯学技士養成施設で標準的に使用されているものです． 
すべての項目について最低限理解しておいて欲しい項目について講義していま
すのでしっかりと自分でも勉強して下さい． 

英文科目名 Therapeutic Medical Equipments 



関連科目 「医用機器学概論」を履修していることが望ましい．本科目に引き続き，「医用治
療機器学実習」を受講し，実際の機器に触れて理解を深めることが望ましい． 

次回に向けての改善変更予定 講義内容については，より重要度の高い基本的な事項は講義でより集中的に行
い，講義で説明できなかった点については，小テストとその解説で補足するよう
にします． 

講義目的 医用治療機器は，生体にさまざまな物理的エネルギーを作用させて治療を行うも
のであり，適確な治療を安全に行うためには，最適な強さのエネルギーを副作用
のないように与える必要がある．本講義ではこれら医用治療機器の特徴を理解
し，医用治療機器に関する基礎知識を得ることを目的とする． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 内視鏡下治療 

2 回 ⼼臓ペースメーカ 
3 回 除細動器 
4 回 血液浄化機器 
5 回 呼吸療法機器 
6 回 麻酔器 
7 回 体外循環装置 
8 回 インターベンション 
9 回 輸液ポンプ 
10 回 結石破砕装置 
11 回 温熱療法装置 
12 回 電気メス 
13 回 レーザー治療装置 
14 回 手術用機器．その他の治療機器 
15 回 医用機器の滅菌・消毒 

準備学習 1 回 教科書第７章Ⅱ節と第１６章を予習すること． 
2 回 教科書第１７章を予習すること．⼼臓の刺激伝導系について復習しておく．
AV ブロック，SSS などの⼼臓病変について調べておく． 
3 回 教科書第１８章を予習すること．AED について調べ一般的な除細動器との
違いをノートにまとめておく． 
4 回 教科書第１９章を予習すること．教科書 p.252〜の例題を自分で解いておく
こと． 
5 回 教科書第２０章を予習すること．特に気道内圧波形が各換気モードでどう
なるか良く理解しておくこと． 
6 回 教科書第２１章を予習すること．前 

 



年度 2014 
授業コード FSP19010 
成績評価 中間試験（40％）と期末試験（60％）の割合で，６０点以上を合格とする． 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 医用科学専攻(〜13) 
見出し FSP19010 生体機能代行装置学Ⅰ 
担当教員名 尾崎 眞啓 
単位数 4 
教科書 日本臨床⼯学技士教育施設協議会監修 臨床⼯学講座 生体機能代行装置学 

血液浄化療法装置 医⻭薬出版株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード 生理学，血液浄化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体機能代行装置学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 秋葉隆，峰島三千男編集，血液浄化療法，南江堂 
授業形態 講義 
注意備考 遅刻入室を禁止します． 
シラバスコード FSP19010 
実務経験のある教員  
達成目標 血液浄化療法の種類・原理・構造について説明できる。 

ブラッドアクセス・透析液・抗凝固剤について説明できる。 
血液透析以外の血液浄化法について説明できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 尾崎研究室・１号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Life Support Medical Equipments I 
関連科目 生体機能代行装置学実習Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生体機能代行装置学は，病気により生命維持に必要な臓器が機能しなくなったと

き，その臓器の機能を代行したり，補助したりする装置である。この講義は，腎
臓の機能代行装置である血液浄化療法についての知識を学ぶことを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションをする． 

2 回  代謝系の生理と病態について講義する． 
3 回  血液浄化療法の種類について講義する． 
4 回  血液浄化療法の原理について講義する． 



5 回  血液浄化療法の構造について講義する． 
6 回  流体力学と物質輸送論について講義する． 
7 回  ブラッドアクセス・透析液・抗凝固薬について講義する． 
8 回  血液透析周辺機器の原理と取り扱いについて講義する． 
9 回  血液浄化技術・保守点検について講義する． 
10 回  透析患者管理について講義する． 
11 回  血液透析以外の腎不 

準備学習 この教科は，臨床⼯学技士国家試験科目です．そのため，ただ出席するのではな
く，予習として教科書を読んでから出席すること． 

 



年度 2014 
授業コード FSP19110 
成績評価 中間試験（５０％）と定期試験（５０％）の合計が，６０点以上を合格とする． 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 医用科学専攻(〜12) 
見出し FSP19110 生体機能代行装置学Ⅱ 
担当教員名 尾崎 眞啓 
単位数 4 
教科書 臨床⼯学講座，生体機能代行装置学，呼吸療法装置／日本臨床⼯学技士教育施設

協議会監修，廣瀬稔，生駒俊和，編集／医⻭薬出版株式会社／978-4-263734100 
アクティブラーニング  
キーワード 生理学，人⼯呼吸器 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体機能代行装置学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 氏家 良人編著・呼吸管理の知識と実際・株式会社メディカ出版 
授業形態 講義 
注意備考 遅刻入室を認めない． 
シラバスコード FSP19110 
実務経験のある教員  
達成目標 呼吸生理について説明できる。 

人⼯呼吸器の種類・原理・構造について説明できる。 
在宅療法について説明できる。 
酸素療法について説明できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 尾崎研究室・１号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Life Support Medical Equipments II 
関連科目 生体機能代行装置学実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生命機能代行装置は，病気により生命維持に必要な臓器が機能しなくなったと

き，その臓器の機能を代行したり，補助したりする装置である。この講義は呼吸
不全患者に使用する人⼯呼吸器についての知識を学ぶことを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 呼吸療法とはについて講義する． 

2 回  呼吸療法に必要な呼吸生理について講義する． 
3 回  呼吸療法に必要な病態について講義する． 



4 回  人⼯呼吸器の種類について講義する． 
5 回  人⼯呼吸器の原理について講義する． 
6 回  人⼯呼吸器の構造について講義する． 
7 回  医用ガスの物性と気体力学について講義する． 
8 回  呼吸療法技術について講義する． 
9 回  周辺医用機器の原理と取り扱いについて講義する． 
10 回  人⼯呼吸器患者管理について講義する． 
11 回  在宅呼吸療法 

準備学習 臨床⼯学技士国家試験科目です．授業時は必ず，教科書を読んでから出席してく
ださい． 

 



年度 2014 
授業コード FSP19210 
成績評価 定期試験により評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 医用科学専攻(〜12) 
見出し FSP19210 生体機能代行装置学Ⅲ 
担当教員名 河村 郁夫＊ 
単位数 2 
教科書 最新 人⼯⼼肺 ［第四版］理論と実際／上⽥裕一（編）／名古屋大学出版会 
アクティブラーニング  
キーワード 循環器学，⼼臓手術 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体機能代行装置学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義にて適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP19210 
実務経験のある教員  
達成目標 人⼯⼼肺装置および補助循環装置などを実際に使用するための基礎的な知識を

身につけること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Life Support Medical Equipments III 
関連科目 解剖学を履修していることが望ましい。 

物性⼯学を履修していることが望ましい。 
生理学を履修していることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼼臓手術中の⼼肺停止時に⼼肺の代行を行う人⼯⼼肺装置や，⼼肺機能が低下し

生命維持することができなくなった患者に使用する IABP，PCPS，ECMO など
の補助循環装置の原理，構造，病態生理，安全管理などを学び、臨床（病院の現
場）で必要な基礎知識を身につける。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 人⼯⼼肺装置とは（オリエンテーション） 

人⼯⼼肺装置というのはどのようなものかについて理解を深める。 
2 回 人⼯⼼肺装置の原理と構造 I（人⼯肺，回路など） 



人⼯⼼肺装置の基本原理と構造（主に人⼯肺と体外循環回路）について理解を深
める。 
3 回 人⼯⼼肺装置の原理と構造 II および実習（ポンプなど） 
人⼯⼼肺装置の基本原理と構造（主に血液ポンプ）について理解を深める。 
4 回 人⼯⼼肺の病態生理 I（適正還流，低体温など） 
人⼯⼼肺装置を用いた手術施行中における適正還流量や体温管理について理解
を深める。 
5 回 

準備学習 1 回 ⼼臓の解剖生理について復習しておくこと。 
2 回 人⼯⼼肺装置の基本構成について調べておくこと。 
3 回 ローラーポンプや遠⼼ポンプの特徴について調べておくこと。 
4 回 ⼼拍出量，腎臓などの他の臓器への血液還流量が健常人の場合どの程度な
のか調べておくこと。 
5 回 免疫，内分泌系について復習しておくこと。 
6 回 神経伝導における脱分極，再分極のメカニズムについて復習しておくこと。 
7 回 ⼼臓の弁疾患にはどのようなものがあるか調べておくこと。 
8 回 大動脈瘤にはどのような種類があるか調べておくこと。 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FSP19310 
成績評価 定期試験により６０％以上を合格とする． 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 医用科学専攻(11〜11) 
見出し FSP19310 看護学入門 
担当教員名 尾崎 眞啓 
単位数 1 
教科書 日本 ME 学会監修：臨床⼯学シリーズ／978-4-339071245 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 看護学入門 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ヴァージニア・ヘンダーソン 看護の基本となるもの 日本看護協会出版 

フローレンス・ナイティンゲール 看護覚え書き 日本看護協会出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP19310 
実務経験のある教員  
達成目標 現代社会における看護について説明できる．現在，看護の抱えている問題点を鮮

明にし，将来的な看護のあり方について自分自身の考えを説明できる． 
受講者へのコメント  
連絡先 尾崎研究室 １号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Nursing 
関連科目 医学概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 医学の発展に伴って高度先進医療が行われるとともに，日本社会の急速な高齢化

によって高齢者への看護のあり方も問い直されるなど現代の看護のあり方が劇
的に変貌している．医療の多様化とともに看護の役割もきわめて多岐にわたって
きている．しかしながら，看護の果たすべき人間的役割は普遍的である．看護の
現状を理解するとともに，臨床⼯学技士からみた看護の本質的意味を考える． 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 看護の意味について説明する． 

2 回 看護の機能と業務について説明する． 
3 回 看護活動について説明する． 



4 回 看護の歴史について説明する． 
5 回 看護における倫理について説明する． 
6 回 現代における看護の問題点について説明する． 
7 回 症例から学ぶ医療および看護の現状について説明する． 
8 回 定期試験 

準備学習 1 回 医学に関する新聞報道には必ず目を通すこと． 
2 回 医学に関する新聞報道には必ず目を通すこと． 
3 回 医学に関する新聞報道には必ず目を通すこと． 
4 回 医学に関する新聞報道には必ず目を通すこと． 
5 回 医学に関する新聞報道には必ず目を通すこと． 
6 回 医学に関する新聞報道には必ず目を通すこと． 
7 回 医学に関する新聞報道には必ず目を通すこと． 
8 回 医学に関する新聞報道には必ず目を通すこと． 

 



年度 2014 
授業コード FSP19410 
成績評価 定期試験により判断する． 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 医用科学専攻(10〜11) 
見出し FSP19410 関係法規 
担当教員名 尾崎 眞啓 
単位数 1 
教科書 小野哲章編・臨床⼯学技士標準テキスト・金原出版株式会社／978-4-307771689 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 関係法規 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 江部充監修・医学概論・コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP19410 
実務経験のある教員  
達成目標 臨床⼯学技士法，臨床⼯学業務指針等の臨床⼯学技士として業務する時に必要な

法令を説明できることを目的とする． 
受講者へのコメント  
連絡先 尾崎研究室・１号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Laws Related to Clinical Engineering 
関連科目 生体機能代行装置学 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 関係法規は，臨床⼯学技士として必要な法令について学ぶものである． 

臨床⼯学技士業務指針は，臨床⼯学技士法により定められている．この臨床⼯学
技士法および臨床⼯学技士として業務遂行時に必要である医療法，臨床⼯学技士
業務指針について学ぶことを目的とする． 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 医療法規概説について説明する． 

2 回 臨床⼯学技士法Ⅰについて説明する． 
3 回 臨床⼯学技士法Ⅱについて説明する． 
4 回 医療法・医療過誤について説明する． 
5 回 臨床⼯学技士業務指針について説明する． 



6 回 薬事法・感染症に関する法律・廃棄物処理法について説明する． 
15 回 定期試験をする． 

準備学習 医療に関する報道および新聞なと必ず読むこと． 
 



年度 2014 
授業コード FSP19510 
成績評価 得点配分を小テストへの取り組み 30％，定期試験 70％として成績を評価し，100

点満点中 60 点以上を合格とする． 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 医用科学専攻(〜13) 
見出し FSP19510 医用機器学概論 
担当教員名 畑中 啓作 
単位数 2 
教科書 ＭＥの基礎知識と安全管理 改訂第５版／ＭＥ技術教育委員会監修 （南江堂） 
アクティブラーニング  
キーワード 医用機器，生体計測装置，治療機器，生体機能代行装置，安全，EBM 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「⻘いチョークは見えづらいので使用をひかえていただきたいと思います」 

→なるべく多くの色を使用して，わかりやすく図を書くために，白，⻩，赤以外
に⻘を使いましたが，⻘については，文字等には使用せずに，液体の部分などを
示す等に限って使用することにします。 
「板書の途中で，前の板書に追加されると」 
→前の板書に追加せずに毎回新たに追加しています。 
「板書が汚く，スライドを使って説明するなど⼯夫してほしい」 
→以前はスライドを使って講義をし，スライドを印刷したものを配布しておりま
した。こちらの方が講義する方として 

科目名 医用機器学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜参考資料を配付する 
授業形態 講義 
注意備考 前回講義分に関して小テストを実施することで，講義内容を補足し理解を深める

とともに，受講者の自主的な学習を促す． 
講義は後期前半に２回分ずつ１２３４時限に実施する．なお，同時限の後期後半
には引き続き，医用生体計測装置学の講義を行う． 

シラバスコード FSP19510 
実務経験のある教員  
達成目標 1)医用機器の全体像を把握し，臨床医療における医用機器の役割についての理解

を得る． 
受講者へのコメント この講義では，前回学習した分について，理解したか確認の意味で，毎回講義の

最後に小テストを実施し，テスト終了後に略解を配布しています。単に講義を聴
くだけでなく，予習と小テストに向けた復習，さらに小テストの自己採点による，
理解の足りない事項の確認を行い，積極的な学習を⼼がけて下さい。 

連絡先 １号館３階 畑中研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 授業の目標を達成できたかについて，16%が「できた」，56%が「だいたいでき
た」と回答して 72%の受講者がほぼ講義の目標を達成したと回答しており，ま
た，76%が「この分野への理解が深まった」，24％が「この分野への興味，関⼼が
高まった」と回答しており，概ね講義の目標を達成できたと考えられる。 

英文科目名 Introduction to Medical Equipments 
関連科目 予め「医用⼯学概論」を履修していることが望ましい．本科目に引き続き「医用

生体計測装置学」および「医用治療機器学」を履修することが望ましい． 
次回に向けての改善変更予定 この講義の目標を達成するための授業の手法について，84％が「特にない」と回

答していますが，16%が「理解しやすいように，説明にもう少し⼯夫を加えて」
と回答しておりますので，さらに理解しやすいように説明を⼯夫したいと思いま
す。授業時間外にどの程度学習したかについて，全くしなかった受講者が 36%も
ありました。これは，72%の受講者がほぼ講義の目標を達成できたと回答してい
るのに対して対称的です。小テストの結果等をもとに，成績不振者には，授業時
間外の学習をするように促します。 

講義目的 医療現場で利用されるさまざまな医用機器を，適確かつ安全に使用するには，対
象とする生体や医用材料の特性，機器の動作原理，機能を実現するための⼯学的
技術などに関する幅広い知識が必要である．また，近年医用機器は，単体でなく
異なる機能のものが複数組み合わされて使用される場合も多いことから，システ
ムとしての視点も必要である．本講義では，医用機器のもつこれらの特徴に注意
しながら，医用機器に関する基礎的な理解を得ることを目的とする． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 医用機器学総論 

2 回 医用機器の摘要に必要な人体の構造と機能 
3 回 医用機器の摘要に必要な生体の電気，磁気的特性 
4 回 医用機器の摘要に必要な生体の熱的，光学的，放射線的特性 
5 回 医用機器の摘要に必要な生体の機械，超音波特性 
6 回 医用機器の摘要に必要な医用材料の基礎知識 
7 回 電撃事故と人体反応，安全基準 
8 回 医用機器の安全管理とシステム安全 
9 回 医療ガス事故，電磁環境 
10 回 生体計測の特殊性と生体計測技術１ 
11 回 生体計測の特殊性と生体計測技術２ 
12 回 生体の治療に用いる物理的エネル 

準備学習 1 回 教科書第１章を予習する．EBM について調べておくこと． 
2 回 教科書第２章を予習する．解剖学の教科書も参照のこと． 
3 回 教科書第３章Ｉ〜Ⅲ節を予習する．電磁気学の教科書も参照のこと． 
4 回 教科書第３章Ⅳ〜Ⅵ節を予習する．光の波⻑と周波数の関係を確認する． 
5 回 教科書第３章Ⅶ〜Ⅷ節を予習する．特に表３−１６はノートに写してくる
こと． 
6 回 教科書第４章を予習する．生体適合性について調べる． 
7 回 教科書第５章Ⅰ〜Ⅱ節を予習する． 
8 回 教科書第５章Ⅲ〜Ⅳ節を予習する． 



9 回 教科書第５章Ⅴ〜Ⅵ節 
 



年度 2014 
授業コード FSP19610 
成績評価 得点配分を小テスト 30％，定期試験 70％として成績を評価し，100 点満点中 60

点以上を合格とする． 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 医用科学専攻(〜13) 
見出し FSP19610 医用生体計測装置学 
担当教員名 畑中 啓作 
単位数 2 
教科書 ＭＥの基礎知識と安全管理 改訂第５版／ＭＥ技術教育委員会監修／南江堂 
アクティブラーニング  
キーワード 無侵襲計測，画像診断 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「板書がきたなくみづらい。また，説明もききとりづらかった」と記述されてい

るかたがおられましたので，このような記述がでないように，板書について注意
し，説明もききとりやすいように⼯夫します。 

科目名 医用生体計測装置学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜参考資料を配付する 
授業形態 講義 
注意備考 医用機器学概論（後期前半）に引き続き，後期後半に講義を行う．前回講義分に

関して，小テストを実施することで，講義内容を補足し理解を深めるとともに，
受講者の自主的な学習を促す． 

シラバスコード FSP19610 
実務経験のある教員  
達成目標 生体計測装置の適切な操作と保守を行うのに必要な生体計測装置の基本事項に

ついて理解する． 
受講者へのコメント 授業の手法について，11%のかたが，「理解しやすいように説明にもう少し⼯夫

を」と要望されていますが，予習時間が 30 分程度が 30%，全くしないが 37%も
あり，十分な予習がなくては，どのように説明しても理解するのは難しいと思わ
れます。十分な予習をしたうえで講義に望んで下さい。 

連絡先 １号館３階 畑中研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 医用機器概論に引き続き講義した，医用生体計測装置学については，受講者は，
再履修者を別にして，ほぼ同じで，内容が医用機器学概論より難しくなりますが，
講義の目標を達成できたかについては，「できた」が 16%から 29.6％にアップし，
「だいたいできた」が 56%から 44％となっていて，講義が進むにつれて，目標
を達成できた受講生の数が増えて，講義の提供方法として良かったものと思われ
ます。 



英文科目名 Medical Equipments for Human Body Measurement 
関連科目 「医用機器学概論」を履修していることが望ましい．本科目に引き続き「医用生

体計測装置学実習」を受講し，実際の機器に触れて理解を深めることが望ましい． 
次回に向けての改善変更予定 ほとんど予習しないで講義に望んでいる学生が 70%程度もいますので，毎回行

う小テストの評価方法について，予習した効果が成績に反映できるように評価方
法を検討し，受講生に公開する予定です。なお，シラバスでは，成績評価につい
て，定期試験 70%，小テストの成績をもとにした講義への取組を 30%として評
価すると記載しております。 

講義目的 生体計測装置は，生体内部から発生する機械的，化学的，電磁的エネルギーを計
測したり，生体に外部から様々なエネルギーを作用させ，その反応から生体の状
態を計測，診断するものである．本講義では，医療で用いられる生体計測装置の，
使用目的，動作原理，生体反応（信号）の大きさと生体の機能・疾患との関係を
理解し，生体計測装置に関する基礎的な理解を得ることを目的とする． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ⼼電計 

2 回 ⼼電図モニタとその他の⼼電計 
3 回 脳波計 
4 回 筋電計，電気眼振計とその他の神経系診断装置 
5 回 血圧計の原理と観血式血圧計 
6 回 非観血式血圧計とその他の血圧測定法 
7 回 ⼼拍出量計 
8 回 血流計と⼼臓カテーテル検査システム 
9 回 呼吸計測装置と呼気ガス分析装置 
10 回 血液ガス測定装置とパルスオキシメータ 
11 回 超音波画像診断の原理 
12 回 ドプラ法とハーモニック法 
13 回 Ｘ線ＣＴとＭＲＩ 
14 回 ＳＰＥＣＴとＰＥＴ 
15 回 内視鏡装置．その他の生体計測装置 

準備学習 1 回 教科書第９章Ⅰ節を予習し，さらに別のテキスト等で⼼電図について調べ
ておく． 
2 回 教科書第９章Ⅱ〜Ⅳ節を予習すること． 
3 回 教科書第１０章Ⅰ〜Ⅱ節を予習すること． 
4 回 教科書第１０章Ⅲ〜Ⅴ節を予習すること． 
5 回 教科書第１１章Ⅰ〜Ⅱ節を予習すること． 
6 回 教科書第１１章Ⅲ〜Ⅳ節を予習すること． 
7 回 教科書第１２章Ⅰ節を予習すること． 
8 回 教科書第１２章Ⅱ〜Ⅲ節を予習すること． 
9 回 教科書第１３章Ⅰ〜Ⅱ節を予習すること． 
10 回 教科書第１３章Ⅲ〜Ⅴ節を予習すること． 
11 回 教科書第１ 

 



年度 2014 
授業コード FSP19710 
成績評価 実験テーマごとのレポート提出 60%、小テスト 10％および口頭試問 30%により

成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 医用科学専攻(〜13) 
見出し FSP19710 基礎医学実習 
担当教員名 川端 晃幸、浅原 佳江＊、竹本 和憲＊ 
単位数 1 
教科書 実習指導書またはプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 臓器、組織、血液、腎機能、透析、医用画像 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎医学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 実習中に適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 実習に必要なものはオリエンテーションのときに指示する。実習を欠席した場合

は補充実習が必要となる。 
シラバスコード FSP19710 
実務経験のある教員  
達成目標 臨床現場で実際に行われている検査や手技の原理を理解し、その実践的技術を習

得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 川端研究室（１号館２階）kawabata@dap.ous.ac.jp あるいは医用科学教育センタ

ー（２６号館５階）086-256-8605 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Medical Laboratory 
関連科目 解剖学、生化学、生理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 実習を通して医学の基本的原理を学び、授業で教わった知識の理解を深める。ま

た、人体材料の取り扱いや性質を理解し、授業よりもより実践的な技術を習得す
る。特に、この実習では臨床⼯学技士として必要な知識および技術を重視した実
習を行う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  実習のグループ分け、内容説明、予定および注意点などのオリエンテーシ

ョンを行う。 



（川端晃幸、浅原佳江、竹本和憲） 
2 回  緩衝液の作製とその機能について学ぶ。 
（川端晃幸、浅原佳江、竹本和憲） 
3 回  生体内物質の生化学測定を行う。 
（川端晃幸、浅原佳江、竹本和憲） 
4 回  透析実験を行う。 
（川端晃幸、浅原佳江、竹本和憲） 
5 回  ダイアライザーの性能評価を行う。 
（川端晃幸、浅原佳江、竹本和憲） 
6 回  腎機能について学ぶ。 
（川端晃幸、浅原佳江、竹本和憲） 
7 回  人体模型による各部の観察を 

準備学習 1 回  基礎医学科目の内容を復習しておくこと。 
2 回  緩衝液についてしらべておくこと。 
3 回  測定する生体内物質の性質を調べておくこと。 
4 回  透析の原理について調べておくこと。 
5 回  ダイアライザーの構造について調べておくこと。 
6 回  腎臓の構造と機能について復習しておくこと。 
7 回  人体の構造と機能について復習しておくこと。 
8 回  画像化の原理について復習しておくこと。 
9 回  循環器系の生理について復習しておくこと。 
10 回  さまざまな組織の構造について復習しておくこと。 
11 回 

 



年度 2014 
授業コード FSP19810 
成績評価 講義中の小テスト (20%) および定期試験 (80%) により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 医用科学専攻(〜12) 
見出し FSP19810 薬理学 
担当教員名 立野 朋志＊、尾上 洋＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない 

毎回、講義にて配布する資料を使用 
アクティブラーニング  
キーワード 抗生剤，抗がん剤，抗アレルギー薬，抗炎症薬，麻酔薬，強⼼剤，高血圧薬，鎮

咳剤，胃腸薬 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 もっと自由にご意見を頂けましたらうれしく思います。 

良い意見が出るように努力していきます。 
科目名 薬理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義にて適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 解剖学，生化学についてよく復習しておくこと。 
シラバスコード FSP19810 
実務経験のある教員  
達成目標 各種薬物の投与から吸収，分布，代謝，排泄，薬効におよぼす因子、副作用、薬

品管理などを説明できる。 
受講者へのコメント 授業中に教室から抜ける人が時折見受けられます。授業を受ければ、理解でき、

試験も解ける内容としています。実習やレポートの提出などで忙しい時期なのは
わかっていますが、授業には出席して授業中だけでも集中して頂きたいと思いま
す。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外にどの程度学習したかという点に関しまして、全く学習をしていない
という回答が多く、提出課題などを出す必要があるのかとも考えましたが、授業
内容をしっかりと受けていれば理解できるように考慮しており、現状、これまで
通りの授業の進め方でいこうと考えています。課題は、提出課題とはせず、負担
の増えない程度の考えてもらう内容の課題として提案していきたいと思います。
総合評価から、おおむね、我々の授業に対して良い評価を頂いたのではないかと
感じておりますが、更に良きものになるよう努力していきます。 

英文科目名 Pharmacology 



関連科目 解剖学を履修していることが望ましい。 
生化学を履修していることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定 毎回出席を取り、授業中に抜けないように注意をしていきたいと考えています。 
講義目的 臨床⼯学技士国家試験合格を目標。臨床⼯学技士として臨床現場において必要な

薬物知識を薬物の投与から吸収，分布，代謝，排泄，薬効におよぼす因子，薬物
中毒の仕組，薬品管理など総論の理解をもとに治療用薬物の作用機序や有害作用
など各論について進行する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 総論：薬理作用のしくみ 

2 回 薬物投与経路，薬物の体内動態 
3 回 薬効に及ぼす因子 
4 回 免疫治療薬 
5 回 抗アレルギー薬 
6 回 抗炎症薬 
7 回 末梢神経系に作用する薬物 
8 回 中枢神経系に作用する薬物 
9 回 薬物中毒のしくみ、薬品管理 
10 回 感染症薬、抗がん薬 
11 回 ⼼臓・血管系に作用する薬物 
12 回 呼吸器・消化器などに作用する薬物 
13 回 血液に作用する薬物 
14 回 薬物代謝に作用する薬物 
15 回 救急の際に作用される薬物、消毒薬 

準備学習 1 回 医療で用いられる薬剤にどのようなものがあるか調べておくこと 
2 回 肝臓および腎臓の機能を復習しておくこと。 
3 回 生化学について復習しておくこと 
4 回 免疫について復習すること 
5 回 アレルギーについて復習しておくこと 
6 回 炎症について復習すること 
7 回 末梢神経系の機能について復習すること 
8 回 中枢神経系の機能について復習しておくこと。 
9 回 薬物の副作用について調べていくこと 
10 回 ⼼臓および血管の機能について復習しておくこと 
11 回 ⼼臓および血管の機能について復習しておくこと 
12 回 

 



年度 2014 
授業コード FSP19910 
成績評価 １．原則として毎授業時間内に講義した内容や関連事項に関する「クイズ」（A4

用紙に５題程度）を提示する。これについて時間内に解答を記述して知識を整理
することを目的とする（全体の５０％）２．担当講義の１５回が終了時点で筆記
試験を行う（５０％）１．と２を合わせて１００点満点とする。 

曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 医用科学専攻(〜11) 
見出し FSP19910 臨床医学総論Ⅰ 
担当教員名 川端 晃幸 
単位数 2 
教科書 特に指定しないが、臨床医学総論で指定される全教科書を基本とする。昨年は「わ

かりやすい内科学」（文光堂） 
アクティブラーニング  
キーワード 感染症、病原微生物（細菌、ウイルス、原虫、真菌）、伝播経路、予防・対策、環

境感染、抗菌・滅菌・殺菌・消毒、感染免疫、過敏症 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床医学総論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 林 他 監訳：ブラック微生物学 丸善山本 他 監訳：一目でわかる微生物学

と感染症 メヂカル サイエンス インターナショナル竹⽥美文：感染症半世紀 
アイカム国立感染症研究所ホームページ：http://idsc.nih.go.jp/日本感染症学会、
日本細菌学会、日本ウイルス学会、日本真菌学会などのホームページ 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP19910 
実務経験のある教員  
達成目標 代表的な感染症の原因、疫学、診断、治療、予防の特徴を述べることが出来る 

感染症の原因となる微生物の特徴とその感染対策法を述べることができる。 
感染症の予防、特に院内感染、医療行為による感染症の予防法を実施することが
できる 
医療機器を無菌的に取り扱うことができる医療チームの一員として、ＱＬＯを尊
重し協力的に医療に参画できる 
衛生・公衆衛生学の法律的な基盤を理解する 

受講者へのコメント  
連絡先 林英生 hihayash@red.megaegg.ne.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Introduction to Clinical Medicine I 
関連科目 医学概論・総論、微生物学、病理学、公衆衛生学、免疫学、寄生虫学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 感染症は目に見えない微少な生物（微生物）によって起こされる疾患（感染症）

である。感染症は人類の進化の歴史と共にあり、感染症原因微生物も人に感染し
ながら常に進化してきている。どんな微生物が、どのようにして疾患をおこすの
か、どのように対処できるか、どのようにして予防するか、歴史的な実績をたど
りつつ、現代・現在の感染症の実情を学び、臨床⼯学士として必要な知識と感染
予防についての知識と技を身に付ける。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 【病原微生物はどのようにして発見され、今はどうなったか 感染症概論】 

①微生物の発見と伝染病原因微生物の発見、②分子生物学、遺伝子操作、バイオ
テクノロジーの発展③微生物⼯学、微生物利用の展開、④新興・再興感染症の原
因微生物について学習する 
2 回 【微生物とはどんなものか】 
①真核生物微生物、真菌、原虫、寄生虫などの構造や形態、生態の特徴、分類法、
②原核細胞微生物、細菌、マイコプラスマ、リケッチア、クラミジア、ウイルス
の構造・形態・生態・分布の特徴、分類命名法、③有益細菌叢と有害微生物、④
微生物の有効 

準備学習 1 回 【病原微生物はどのようにして発見され、今はどうなったか 感染症概論】 
高等学校２−３年次の生物学の概念があることが望ましい。 
2 回 【微生物とはどんなものか】 
生命現象の概念、生物形態学の考えかた、生化学の基礎、生物に対する好奇⼼ 
3 回 【微生物はどんな「技」で生きているか】 
生化学、簡単な分子生物学の基礎、第１，２回講義の内容を理解する 
4 回 【病原微生物はどんな策略でヒトに感染し病気を起こするか】 
自分がこれまでに罹ったことがある、風邪や下痢の感染症状を整理しておく。 
5 回 【ヒトは感染微生物に 

 



年度 2014 
授業コード FSP20010 
成績評価 定期試験（100%）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 医用科学専攻(〜11) 
見出し FSP20010 臨床医学総論Ⅱ 
担当教員名 難波 経豊＊ 
単位数 2 
教科書 篠原一彦(著),小谷 透(著)：臨床医学総論(臨床⼯学講座) 医⻭薬出版(2012/03)

／978-4-263734124 
アクティブラーニング  
キーワード 呼吸器、循環器、血液、造血 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床医学総論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義にて適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 解剖学、生理学、生化学、免疫学および病理学などの基礎医学を十分復習してお

くこと。 
シラバスコード FSP20010 
実務経験のある教員  
達成目標 呼吸器疾患、循環器疾患および血液・造血器疾患の代表的なものについてその概

念、臨床症状、検査所見、治療および予後などについて説明できる。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Clinical Medicine II 
関連科目 解剖学、生化学、生理学、免疫学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 呼吸器疾患、循環器疾患および血液・造血器疾患についての講義を行う。 
対象学年 4 年 
授業内容 1 回 呼吸器感染症 

2 回 閉塞性肺疾患 
3 回 拘束性肺疾患 
4 回 肺循環疾患、急性呼吸促迫症候群（ARDS） 
5 回 呼吸器の悪性疾患 
6 回 その他の呼吸器疾患（肺免疫疾患、無気肺、睡眠時無呼吸症候群、胸膜疾患



など） 
7 回 ⼼不全、⼼筋・⼼膜疾患 
8 回 虚血性⼼疾患 
9 回 弁膜疾患 
10 回 先天性⼼疾患 
11 回 不整脈 
12 回 その他の循環器疾患（血管疾患など） 
13 回 貧血性疾患 
14 回 出血性疾患 
15 回 造血器の悪性疾患 

準備学習 1 回 呼吸器（咽頭・喉頭・気管・肺・胸膜・縦隔）の構造と機能について復習し
ておくこと 
2 回 呼吸の生理について復習しておくこと 
3 回 肺胞におけるガス交換について復習しておくこと 
4 回 ⼼肺の血行動態について復習しておくこと 
5 回 腫瘍について病理学を復習しておくこと 
6 回 免疫機構および気道（咽頭〜肺胞）と胸膜の解剖について復習しておくこと 
7 回 ⼼肺の構造と機能について復習しておくこと 
8 回 冠動脈系の解剖について復習しておくこと 
9 回 ⼼周期の生理学について復習しておくこと 
10 回 ⼼肺の血行動態に 

 



年度 2014 
授業コード FSP20011 
成績評価 定期試験（100%）で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 医用科学専攻(〜11) 
見出し FSP20011 臨床医学総論Ⅱ(再) 
担当教員名 川端 晃幸 
単位数 2 
教科書 篠原一彦(著),小谷 透(著)：臨床医学総論(臨床⼯学講座) 医⻭薬出版(2012/03)

／978-4-263734124 
アクティブラーニング  
キーワード 呼吸器、循環器、血液、造血 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床医学総論Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義にて適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 解剖学、生理学、生化学、免疫学および病理学などの基礎医学を十分復習してお

くこと。 
シラバスコード FSP20011 
実務経験のある教員  
達成目標 呼吸器疾患、循環器疾患および血液・造血器疾患の代表的なものについてその概

念、臨床症状、検査所見、治療および予後などについて説明できる。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Clinical Medicine II 
関連科目 解剖学、生化学、生理学、免疫学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 呼吸器疾患、循環器疾患および血液・造血器疾患についての講義を行う。 
対象学年 4 年 
授業内容 1 回 呼吸器感染症 

2 回 閉塞性肺疾患 
3 回 拘束性肺疾患 
4 回 肺循環疾患、急性呼吸促迫症候群（ARDS） 
5 回 呼吸器の悪性疾患 
6 回 その他の呼吸器疾患（肺免疫疾患、無気肺、睡眠時無呼吸症候群、胸膜疾患



など） 
7 回 ⼼不全、⼼筋・⼼膜疾患 
8 回 虚血性⼼疾患 
9 回 弁膜疾患 
10 回 先天性⼼疾患 
11 回 不整脈 
12 回 その他の循環器疾患（血管疾患など） 
13 回 貧血性疾患 
14 回 出血性疾患 
15 回 造血器の悪性疾患 

準備学習 1 回 呼吸器（咽頭・喉頭・気管・肺・胸膜・縦隔）の構造と機能について復習し
ておくこと 
2 回 呼吸の生理について復習しておくこと 
3 回 肺胞におけるガス交換について復習しておくこと 
4 回 ⼼肺の血行動態について復習しておくこと 
5 回 腫瘍について病理学を復習しておくこと 
6 回 免疫機構および気道（咽頭〜肺胞）と胸膜の解剖について復習しておくこと 
7 回 ⼼肺の構造と機能について復習しておくこと 
8 回 冠動脈系の解剖について復習しておくこと 
9 回 ⼼周期の生理学について復習しておくこと 
10 回 ⼼肺の血行動態に 

 



年度 2014 
授業コード FSP20110 
成績評価 定期試験 (90%) で評価する。ただし、レポート提出などの平常点 (10%) も考

慮する。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 医用科学専攻(〜11) 
見出し FSP20110 臨床医学総論Ⅲ 
担当教員名 早川 昌志＊ 
単位数 2 
教科書 井村裕夫 編：”わかりやすい内科学”、文光堂／978-4-830620096 
アクティブラーニング  
キーワード 消化器、肝臓、膵臓、胆道、胆嚢、内分泌、代謝 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床医学総論Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義にて適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 解剖学、生理学、生化学、免疫学および病理学などの基礎医学を十分復習してお

くこと。 
シラバスコード FSP20110 
実務経験のある教員  
達成目標 消化器疾患、内分泌疾患、代謝疾患の代表的なものについてその概念、臨床症状、

検査所見、治療および予後などについて説明できる。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Clinical Medicine III 
関連科目 病理学、免疫学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 消化器疾患、内分泌疾患および代謝疾患についての講義を行う。 
対象学年 4 年 
授業内容 1 回  内科学疾患へのアプローチ：症候と病態生理 

2 回  全身性疾患の病態生理 
3 回  応急・救急処置 
4 回  消化管疾患へのアプローチ、⾷道疾患 
5 回  胃腸疾患 
6 回  肝疾患へのアプローチ、肝炎 



7 回  その他の肝疾患 
8 回  胆嚢・胆道疾患へのアプローチ 
9 回  膵疾患へのアプローチ 
10 回  内分泌疾患へのアプローチ、視床下部・下垂体疾患 
11 回  甲状腺・副甲状腺疾患 
12 回  代謝・栄養疾患へのアプローチ、糖尿病 
13 回  糖尿病 
14 回  その他の代謝・栄養疾患 
15 回  まとめと総復習 

準備学習 1 回  基礎医学科目（とくに、病理学、免疫学）の復習をしておくこと 
2 回  病理学の病態論について復習しておくこと 
3 回  救急救命の講習会で習ったことを復習しておくこと 
4 回  上部消化管の病態を復習しておくこと 
5 回  上部消化管の病態を復習しておくこと 
6 回  肝臓の機能と病態について復習しておくこと 
7 回  肝臓の機能と病態について復習しておくこと 
8 回  胆嚢、胆道の機能と病態について復習しておくこと 
9 回  膵臓の機能と病態について復習しておくこと 
10 回  内分泌の機能と病態について復習して 

 



年度 2014 
授業コード FSP20210 
成績評価 成績評価は本試験と毎回講義で行う小テストの総合成績で行う。 

本試験 70％：小テスト：30％として、総合 100 点で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 医用科学専攻(〜11) 
見出し FSP20210 臨床医学総論Ⅳ 
担当教員名 高 寛＊、伊藤 英史＊ 
単位数 2 
教科書 特に指定しないが、臨床医学総論で指定される全教科書を基本とする。昨年は「わ

かりやすい内科学」（文光堂） 
アクティブラーニング  
キーワード 周術期管理、外科的侵襲、人⼯臓器、医療治療器、 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床医学総論Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSP20210 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 外科学の概念と特徴を理解する。 

② 外科治療に対する周術期管理（術前、術中、術後）の要点を理解する。 
③ 終末期医療に対する生命倫理学的な問いについて考察する。 
④ 救急医療現場で用いられる生命維持管理装置に対する理解を深める。 
⑤ 最新の外科治療で用いられる人⼯臓器や医療機器について理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 岡山大学病院 ⼼臓血管外科 

grape@md.okayama-u.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Clinical Medicine IV 
関連科目 生理学，免疫学、微生物学、内科学、生体機能代行装置学，医療治療機器学， 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 外科学の概要について理解し、実際の臨床現場で生命維持管理装置を用いて治療

に携わる方々に必要な基礎的な知識の習得を目標とする。外科手術を術前、術中、
術後の周術期管理の上で欠かせないモニタリングのポイントについて講義する。
さらに最新の医療機器を使用した外科治療について紹介する。 



対象学年 4 年 
授業内容 1 回 最初に本講義の進め方ついての説明する。 

外科学の概要について説明（歴史、特殊性）し、さらにインフォームドコンセン
トや QOL についても説明する。 
滅菌法と消毒法について説明し、それらの違いについて理解すること。 
2 回 手術室の概要について説明する。 
手術で使用される器械の種類について説明する。切開法と止血法について理解す
ること。その他にも実際の手術室での手洗い方法について説明します。 
3 回 外科手術が生体に与える侵襲について説明する。 
外科的侵襲に対する生体の反応(内分泌系、神経系、代謝系、など)につ 

準備学習 1 回 授業内容の事前確認をしておくこと。微生物学の予備知識があれば講義を
理解しやすい。 
2 回 第 1 回の講義内容の「滅菌と消毒の違い」について理解しておくこと。 
3 回 生理学の中から、内分泌系（ホルモンの作用）、神経系（交感神経、副交感
神経の作用）、さらに代謝系（腎臓、肝臓等の働き）について事前学習しておくこ
と。 
4 回 免疫学で習ったことについて復習しておくこと。 
5 回 第 1 回の講義の内容と微生物学の復習をしておくこと。 
6 回 生理学の中から、血液について復習しておくこと。 
7 回 第 1 回の講義で説明したイン 

 



年度 2014 
授業コード FSP20310 
成績評価 課題毎に，実習実技 50%，レポート 50%として 100 点満点で得点を出し，全課

題の平均点が 60 点以上を合格とする． 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 医用科学専攻(〜12) 
見出し FSP20310 医用治療機器学実習 
担当教員名 畑中 啓作、浅原 佳江＊、竹本 和憲＊ 
単位数 1 
教科書 実習指導書を配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード 治療，エネルギー，安全，保守管理技術 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 （特にありませんでした） 
科目名 医用治療機器学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ＭＥの基礎知識と安全管理 改訂第５版／ＭＥ技術教育委員会監修／南江堂 

ＭＥ機器保守管理マニュアル 改訂第３版／(財)医療機器センター監修／南江
堂 

授業形態 実験実習 
注意備考 第 1 回から第 15 回の実習は，３グループに分かれ，それぞれを３名の教員（畑

中 啓作，竹本 和憲，浅原 佳江）が指導して，グループ毎に異なる課題を実
施する． 
課題を実施する順番については，グループによっては，上記授業内容の順番とは
異なるので，後期オリエンテーション時に配布する実習予定表で確認のうえ，そ
の内容に従って事前学習，準備してくること． 

シラバスコード FSP20310 
実務経験のある教員  
達成目標 1)医用治療機器の原理・動作を実際の装置の操作により理解する． 

2)医用治療機器を適切に保守・管理するための基礎技術を身につける． 
3)医用機器管理者として適切な報告，レポート作成ができる． 
4)チーム医療を担う一員として，グループで協力して一つの課題を達成できる． 

受講者へのコメント 特に後半の治療機器学実習のレポートでは，他のかたがとったデータをそのまま
添付，レポート内容も，他のかたのレポートをもとに少し書き換えただけという
のが，今年度は特に多く見られました。実習を協力して行うのは大切ですがレポ
ートはひとりひとりが，実習結果について，得られたデータをよく理解して考察
し，さらに⼯夫してレポートにまとめる事が重要です。技術はひとにつくという
ことを忘れないでください。 

連絡先 １号館３階 畑中研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 前半に行った，医用生体計測装置学実習と同様に実習科目に特有の，授業時間外
のレポート作成に時間をかけた傾向が見られます。 

英文科目名 Practice in Therapeutic Medical Equipments 
関連科目 「医用治療機器学」を履修していることが望ましい． 
次回に向けての改善変更予定 医用生体計測装置学実習と同じように，実習前に口頭試問を行い，どの程度予習・

準備してきたか確認し，十分な予習と準備で実習に臨むようにしてもらうととも
に，他人のレポートを写したように見られるオリジナリティのないレポートは，
受理せずに再提出させます。 

講義目的 実習およびレポート課題の作成をとおして，医用治療機器の原理，構造，動作を
より良く理解するとともに，医用治療機器全般に関する理解を深め，医用治療機
器の適切な操作と保守を行うための基礎知識，技術を身につけること． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 除細動器（構造） 

2 回 除細動器（操作と評価） 
3 回 電気メスによる切開と凝固 
4 回 電気メスの評価．波形観測と出力パワー，出力電流，漏れ電流の測定 
5 回 人⼯呼吸器（構造と動作） 
6 回 人⼯呼吸器（肺コンプライアンスとループ波形の測定） 
7 回 麻酔器（構造） 
8 回 麻酔器（安全機構と動作） 
9 回 人⼯ペースメーカー（構造） 
10 回 人⼯ペースメーカー（パルスレート，出力波形の測定） 
11 回 輸液ポンプ 
12 回 体外循環装置とローラーポンプの特性 
13 回 バルーンカテーテル 
14 回 熱希釈カテーテル 

準備学習 1 回 実習指導書に従って準備をする．除細動器の原理と構造を調べておく．Ｒ波
同期について理解しておく． 
2 回 実習指導書に従って準備をする．除細動器の出力電圧時間波形から出力エ
ネルギーを推定する方法を考える． 
3 回 実習指導書を事前に目を通し，電気メスの原理と構造について予習してお
く．電気メスで切ってみたいものを持参する． 
4 回 実習指導書に従って準備をする．電気メスの各種切開モードにおいて出力
波形がどのようになるか予想してくる． 
5 回 実習指導書に従って準備をする．人⼯呼吸器の原理と構造について復習し
てく 

 



年度 2014 
授業コード FSP20410 
成績評価 レポート（100%）で評価する． 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 医用科学専攻(〜12) 
見出し FSP20410 医用機器安全管理学実習 
担当教員名 堀 純也、浅原 佳江＊、竹本 和憲＊ 
単位数 1 
教科書 ＭＥ機器保守管理マニュアル〜臨床⼯学技士の業務を中⼼として〜／財団法人

医療機器センター／南江堂：配布する実習書 
アクティブラーニング  
キーワード 医療機器の保守・点検・管理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 記載無し 
科目名 医用機器安全管理学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ME の基礎知識と安全管理／(社)日本生体医⼯学会 ME 技術教育委員会／南江

堂：臨床⼯学講座 医用機器安全管理学／日本臨床⼯学技士教育施設協議会／医
⻭薬出版株式会社 

授業形態 実験実習 
注意備考 ７回目以降は，各テーマを数名の班で週ごとにローテーションしながら実施す

る。 
臨床⼯学技士の国家試験を受験するために必要な科目であるため，全ての実習テ
ーマを行う必要がある。 

シラバスコード FSP20410 
実務経験のある教員  
達成目標 各種漏れ電流の種類とその測定方法，安全評価について説明できる． 

病院電気設備の安全評価ができる． 
各種治療機器，計測機器の安全点検ができる． 
輸液ポンプ等の精度管理ができる．医用ガスの安全点検ができる． 

受講者へのコメント 臨床⼯学技士を目指す上で必要なことが盛り込まれているため，臨床実習など，
今後の講義で参考にしてもらいたいと思います． 

連絡先 1 号館 2 階，堀研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業への満足度に関して，「不満」とされている人が１名いました．恐らく，実習
レポートに追われて大変であったこともにも起因していると思いますが，基本的
に前期までの座学で学習した内容が理解できていればそれほど大変ではないは
ずなので，しっかり見直しをしてもらいたいと思いました． 

英文科目名 Practice in Safety Managements of Medical Equipments 



関連科目 医用機器安全管理学 I を履修していることが望ましい。 
医用機器安全管理学 II を履修していることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定 新しい機器や学会で得られた安全管理に関する情報を少しでも盛り込んで行き
たいと思います． 

講義目的 各種 ME 機器や医療設備に対して定められた安全基準をもとに実際の医療機器
を用いて実習を行い，安全管理技術を習得することを目的とする。電気的安全性
の実習として，電撃事故の原因となる漏れ電流の測定ができる測定器を自作す
る。各種医療機器の漏れ電流測定を行うとともに，電気的安全性試験に用いられ
る各種テスタの使用法についても実習する。また，生体計測装置，医用治療機器
の安全点検法，輸液ポンプ等の精度管理，医用ガス配管設備に対する実習を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 漏れ電流・保護接地線抵抗測定器の回路図作成(1) 

自作の漏れ電流・保護接地線抵抗測定器の回路図を作製し，その動作原理につい
て理解を深める。 
2 回 漏れ電流・保護接地線抵抗測定器の回路図作成(2) 
自作の漏れ電流・保護接地線抵抗測定器の回路図を基にして操作マニュアルを作
成する。 
3 回 漏れ電流・保護接地線抵抗測定器の作製(1) 
漏れ電流・保護接地線抵抗測定器を作成する（穴開け作業と部品の配置）。 
4 回 漏れ電流・保護接地線抵抗測定器の作製(2) 
漏れ電流・保護接地線抵抗測定器を作成する（配線作業と動作 

準備学習 1 回 事前に漏れ電流・保護接地線抵抗測定器の回路図について検討しておくこ
と。 
2 回 事前に漏れ電流・保護接地線抵抗測定器の回路図について検討しておくこ
と。 
3 回 電気⼯作に使用する⼯具の使い方等を復習しておくこと。 
4 回 電気⼯作に使用する⼯具の使い方等を復習しておくこと。 
5 回 テスタの測定原理（電圧測定，抵抗測定等）について理解しておくこと。 
6 回 テスタの測定原理（電圧測定，抵抗測定等）について理解しておくこと。 
7 回 電気設備の種類とその役割について復習しておくこと。 
8 回 電気設備の種類とその役 

 



年度 2014 
授業コード FSP20510 
成績評価 課題毎に，実習実技 50%，レポート 50%として 100 点満点で得点を出し，全課

題の平均点が 60 点以上を合格とする． 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 医用科学専攻(〜12) 
見出し FSP20510 医用生体計測装置学実習 
担当教員名 畑中 啓作、浅原 佳江＊、竹本 和憲＊ 
単位数 1 
教科書 実習指導書を配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード 生体計測，診断，安全，保守管理技術 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 （特にありませんでした） 
科目名 医用生体計測装置学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ＭＥの基礎知識と安全管理 改訂第５版／ＭＥ技術教育委員会監修／南江堂 

ＭＥ機器保守管理マニュアル 改訂第３版／(財)医療機器センター監修／南江
堂 

授業形態 実験実習 
注意備考 第 1 回から第 14 回の実習は，３グループに分かれ，それぞれを３名の教員（畑

中 啓作，竹本 和憲，浅原 佳江）が指導して，グループ毎に異なる課題を実
施する． 
課題を実施する順番については，グループによっては，上記授業内容の順番とは
異なるので，後期オリエンテーション時に配布する実習予定表で確認のうえ，そ
の内容に従って事前学習，準備してくること． 

シラバスコード FSP20510 
実務経験のある教員  
達成目標 1)生体計測装置の原理・動作を実際の装置の操作により理解する． 

2)生体計測装置を適切に保守・管理するための基礎技術を身につける． 
3)医用機器管理者として適切な報告，レポート作成ができる． 
4)チーム医療を担う一員として，グループで協力して一つの課題を達成できる． 

受講者へのコメント 毎回講義の最初に口頭試問を行って，予習しているか確認していますが，きちん
と事前に課題について学習しているかたは少ないです。実習は，実習後のレポー
トに多くの時間が必用ですが，実習の効果をあげるには，十分な予習と準備が不
可欠です。また，レポートについても，同じ班の他の人とほとんど同じ内容で，
他人のレポートを写したようなものが多く見られるのが今年度は特に目立ちま
した。レポートは自分で結果をまとめて，よく考えて考察し，提出するようにし
てください。 

連絡先 １号館３階 畑中研究室 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 実習科目ですので，授業時間外の学習として，85.7%のかたが「宿題などの指示

された課題に取り組んだ」だけでなく，35.7%のかたが，「指示された課題以外の
学習にも自主的に取り組んだ」とあり，積極的な学習のあとが見られます。 

英文科目名 Practice in Medical Equipments for Human Body Measurement 
関連科目 「医用生体計測装置学」を履修していることが望ましい． 
次回に向けての改善変更予定 これまでと同じように，実習前に，口頭試問を行い，どの程度予習，準備してき

たか確認し，十分な予習と準備で実習に臨むようにしてもらうとともに，他人の
レポートを写したように見られるオリジナリティのないレポートは，再提出させ
ます。 

講義目的 実習およびレポート課題の作成をとおして，医療で用いられる生体計測装置の原
理，構造，動作をより良く理解するとともに，生体計測装置全般に関する理解を
深め，生体計測装置の適切な操作と保守を行うための基礎知識，技術を身につけ
ること． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ⼼電図計測とノイズ 

2 回 ⼼電計の特性評価 
3 回 誘発電位（ＡＢＲ，ＳＥＰ）の測定 
4 回 自発脳波（アルファ波）の測定と賦活方法 
5 回 ＮＭＲ：水のＦＩＤ信号観測と磁気回転比の測定 
6 回 スピンエコーの観測とＭＲＩ画像構成法 
7 回 超音波画像診断装置（原理と構造） 
8 回 超音波画像診断装置（画像測定） 
9 回 血圧測定（聴診法） 
10 回 自動血圧計 
11 回 分光光度計とパルスオキシメータの原理 
12 回 パルスオキシメータの構造と測定 
13 回 スパイロメータ 
14 回 カプノメータ 
15 回 補充実習 

準備学習 1 回 実習指導書に従って準備をする．CMRR について意味と測定法を調べてお
く． 
2 回 実習指導書に従って準備をする．周波数特性について，電気電子⼯学実験Ⅱ
のフーリエの実験を復習しておく． 
3 回 実習指導書に従って準備をする．脳死と ABR および，ペンフィールドの小
人について調べてくる． 
4 回 実習指導書に従って準備をする．アルファ波およびデジタル脳波計の特徴
について調べてくる． 
5 回 実習指導書に従って準備をする．NMR 現象について調べてくる． 
6 回 実習指導書に従って準備をする．MRI の原理と構造について 

 



年度 2014 
授業コード FSP20610 
成績評価 実習態度（30％），レポート（40％）および実技試験筆記試験（30％）により判

断する。 
得点が 100 点満点中，60 点未満は不合格とする。 

曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 医用科学専攻(〜12) 
見出し FSP20610 生体機能代行装置学実習Ⅰ 
担当教員名 尾崎 眞啓、浅原 佳江＊、竹本 和憲＊ 
単位数 1 
教科書 日本臨床⼯学技士教育施設協議会監修 臨床⼯学講座 生体機能代行装置学 

血液浄化療法装置 医⻭薬出版株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード 血液透析，血漿交換 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体機能代行装置学実習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⽊下 是雄著・理科系の作文技術・中公新書⽊下 是雄著・レポートの組み立て

方・ちくま学芸文庫 
授業形態 実験実習 
注意備考 レーポートは 1 週間以内に提出のこと，遅れた場合は減点 

２回欠席の場合は，単位を与えない 
隔週で１日２回分（３コマ，６時間）ずつ実施する 

シラバスコード FSP20610 
実務経験のある教員  
達成目標 血液透析装置の構造・操作法について説明でき，操作できる。 

血液透析監視装置の構造・操作法について説明でき，操作できる。 
血液濾過透析装置の構造・操作法について説明でき，操作できる。 
持続血液濾過透析装置の構造・操作法について説明でき，操作できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 尾崎研究室・１号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice in Life Support Medical Equipments I 
関連科目 生体機能代行装置学Ⅰ，生理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 腎機能不全に使用する血液浄化療法装置の構造・操作法を学ぶことを目的とす

る。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション・実習時の注意事項について説明する．（尾崎，浅原，

竹本） 
2 回  ＲＯ水処理装置 構造および保守管理についての実習をする．（浅原） 
3 回  血液透析装置 Ⅰ 構造・操作法についての実習をする．（竹本） 
4 回  血液透析装置 Ⅰ クリアランス測定についての実習をする．（竹本） 
5 回  血液透析監視装置 Ⅱ 構造・操作法についての実習をする．（尾崎） 
6 回  血液透析監視装置 Ⅱ 装置分解・組み立てについての実習をする．（尾崎） 
7 回  血液濾過透析装置 Ⅲ 構造・操作法についての実 

準備学習 各実習科目の方法までのレポートを事前に作成すると実習内容を把握すること
ができます． 

 



年度 2014 
授業コード FSP20710 
成績評価 実習態度（30％），レポート（40％）および実技および筆記試験（30％）により

総合的に判断する。 
得点が 100 点満点中、60 点未満の場合は不合格とする。 

曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 医用科学専攻(〜12) 
見出し FSP20710 生体機能代行装置学実習Ⅱ 
担当教員名 尾崎 眞啓、浅原 佳江＊、竹本 和憲＊、堀 純也 
単位数 1 
教科書 臨床⼯学講座/生体機能代行装置学/呼吸療法装置：日本臨床⼯学教育施設協議会

監修/廣瀬稔/生駒俊和編集：医⻭薬出版株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード 在宅呼吸器，人⼯呼吸器 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体機能代行装置学実習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⽊下 是雄著・理科系の作文技術・中公新書，⽊下 是雄著・レポートの組み立

て方・ちくま学芸文庫 
授業形態 実験実習 
注意備考 レポートは１週間以内に提出のこと，遅れた場合は減点， 

２回欠席の場合は，単位を与えない。 
隔週で１日２回分（３コマ，６時間）ずつ実施する 

シラバスコード FSP20710 
実務経験のある教員  
達成目標 従量式人⼯呼吸器の構造・操作法が説明でき，操作できる。 

従圧式人⼯呼吸器の構造・操作法が説明でき，操作できる。 
混合式人⼯呼吸器の構造・操作法が説明でき，操作できる。 
麻酔器・医用ガスの点検を行うことができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 尾崎研究室・１号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice in Life Support Medical Equipments II 
関連科目 生体機能代行装置学Ⅱ，生理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 呼吸機能不全に使用する人⼯呼吸器の構造・操作法を学ぶことを目的とする。 
対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回  オリエンテーションをする．（尾崎，浅原，竹本） 
2 回  従量式人⼯呼吸器 Ⅰ 構造・原理・操作法の実習をする．（竹本） 
3 回  従量式人⼯呼吸器 Ⅰ 回路組み立て・リークテストの実習をする．（竹本） 
4 回  従量式人⼯呼吸器 Ⅰ 警報・モード（ＶＣＶ）の実習をする．（竹本） 
5 回  従圧式人⼯呼吸器 Ⅱ 構造・原理・操作法の実習をする．（浅原） 
6 回  従圧式人⼯呼吸器 Ⅱ 回路組み立て・リークテストの実習をする．（浅原） 
7 回  従圧式人⼯呼吸器 Ⅱ 警報・モード（ＰＣＶ）の実習をする．（浅原） 

準備学習 各実習の方法までをレポートに記入すると実習内容が良く理解できます． 
 



年度 2014 
授業コード FSP20810 
成績評価 レポート（90%），課題発表（10%）で評価する． 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 医用科学専攻(〜12) 
見出し FSP20810 生体機能代行装置学実習Ⅲ 
担当教員名 堀 純也、浅原 佳江＊、竹本 和憲＊ 
単位数 1 
教科書 臨床⼯学講座 生体機能代行装置学 体外循環装置／一般社団法人日本臨床⼯

学技士教育施設協議会（監修）／医⻭薬出版株式会社：最新 人⼯⼼肺 ［第四版］
理論と実際／上⽥裕一（編）／名古屋大学出版会：理科系の作文技術／⽊下是雄
／中公新書：配布する資料 

アクティブラーニング  
キーワード 人⼯⼼肺装置，補助循環装置 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 記載無し 
科目名 生体機能代行装置学実習Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 人⼯⼼肺ハンドブック／安達秀雄 他／中外医学社：最新体外循環―基本的知識

と安全の確保／井野隆史, 安達秀雄／金原出版：補助循環マスターポイント 102 
改訂 2 版／許俊鋭／メジカルビュー社 

授業形態 実験実習 
注意備考 複数の班に分かれて各テーマを週ごとにローテーションしながら実施する。 

臨床⼯学技士の国家試験を受験するために必要な科目であるため，全ての実習テ
ーマを行う必要がある。 

シラバスコード FSP20810 
実務経験のある教員  
達成目標 人⼯⼼肺装置の回路構成・基本的な操作方法が説明できる。 

補助循環装置の回路構成・基本的な操作方法が説明できる。 
人⼯⼼肺装置，補助循環装置のトラブル発生時の対応について説明できる。 

受講者へのコメント 実習の内容で一部，座学と同時並行に行われている部分もあるので，大変だった
と思いますが，いずれの実習内容も臨床⼯学技士を目指す上では重要な内容なの
で，実習で経験した内容を思い出しながら今後の臨床実習等の講義につなげてい
ってもらいたいと思います． 

連絡先 1 号館 2 階，堀研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 レポートが多いため，予習復習もしっかりできていたようです．この講義の目標
を「達成できなかった」，「少しできた」という人がそれぞれ１名ずついましたが，
返却した実習ノートを見直して理解を深めて欲しいと思います． 



英文科目名 Practice in Life Support Medical Equipments III 
関連科目 生体機能代行装置学Ⅲを履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 学会等で得られた最新情報や，循環器系のデバイスに関する実習も今後取り入れ

ていければと考えています． 
講義目的 生体機能代行装置とは，病気により生命維持に必要な臓器が機能しなくなったと

き，その臓器の代行をしたり補助する装置を指す。ここでは，⼼臓・肺機能の代
行装置である人⼯⼼肺装置やＰＣＰＳ，ＩＡＢＰなどの補助循環装置についての
操作・保守管理・トラブルへの対応方法などを中⼼に実習を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 人⼯⼼肺装置・補助循環装置の概略と安全管理(1) 

人⼯⼼肺装置・補助循環装置の基本的な電気的安全性，構造の理解のための実習
を行う。 
2 回 人⼯⼼肺装置・補助循環装置の概略と安全管理(2) 
人⼯⼼肺装置・補助循環装置に関わる疾患の理解や医療事故の理解のために冠動
脈模型の作製，KYT（危険予知トレーニング）を行う。 
3 回 ローラポンプの特性(1) 
人⼯⼼肺装置で用いられるローラポンプの特性に関する実習を行う。 
4 回 ローラポンプの特性(2) 
人⼯⼼肺装置で用いられるローラポンプの調整，操作に関する実習を 

準備学習 1 回 人⼯⼼肺装置を用いた手術の流れと補助循環装置について把握しておくこ
と。 
2 回 人⼯⼼肺装置を用いた手術や補助循環装置を用いた治療中に起こりうる事
故についてあらかじめ考えておくこと。また，冠動脈を含めた⼼臓の解剖につい
て調べておくこと。 
3 回 ローラポンプの特徴について把握しておくこと。 
4 回 ローラポンプの特徴について把握しておくこと。 
5 回 遠⼼ポンプの特徴について把握しておくこと。 
6 回 遠⼼ポンプの特徴について把握しておくこと。 
7 回 送血カニューレ・人⼯肺・動脈フィルタ・冷温水槽などの特徴に 

 



年度 2014 
授業コード FSP20910 
成績評価 実習３０％，レポート７０％により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 医用科学専攻(〜11) 
見出し FSP20910 臨床実習Ⅰ 
担当教員名 尾崎 眞啓 
単位数 1 
教科書 臨床実習の手引き 
アクティブラーニング  
キーワード 血液浄化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床実習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 透析療法合同専門委員会編・血液浄化療法ハンドブック・協同医学出版 

日本臨床⼯学技士教育施設協議会監修・臨床⼯学講座 生体機能代行装置学 血
液浄化療法装置・医師薬出版株式会社 

授業形態 実験実習 
注意備考 実習施設の担当者の指示指導のもとに実習を行うこと。 
シラバスコード FSP20910 
実務経験のある教員  
達成目標 血液浄化療法，血液浄化器，監視装置の構成について，病院に勤務する技士に正

しく説明できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 尾崎研究室・１号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Clinical Training I 
関連科目 生体機能代行装置学Ⅰ，生体機能代行装置学実習Ⅰ，医用治療機器学実習，医用

機器安全管理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本実習は，臨床⼯学実習の一環であり，病院において体外循環に伴う各種血液浄

化療法，各種血液浄化器，各種監視装置の構成を習得すると共にその病態と治療
効果について学ぶことを目的とする。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする。 

2 回 血液浄化法の構成について説明する。 
3 回 血液浄化装置の機能について説明する。 



4 回 血液浄化監視装置の構成と機能について学習する。 
5 回 血液浄化療法の適応疾患と治療効果について学習する。 
6 回 血液浄化療法の実際−準備から終了まで−について学習する。 
7 回 血液浄化装置（水処理装置等を含む）の保守管理について学習する。 
8 回 臨床実習 １について実習する。 
9 回 臨床実習 ２について実習する。 
10 回 臨床実習 ３について実習する。 
11 回 臨床実習 ４について 

準備学習 1 回 血液浄化に関して復習しておくこと。 
2 回 各種血液浄化法について特徴をまとめること。 
3 回 血液浄化装置の機能について調べまとめること。 
4 回 血液浄化監視装置について調べまとめること。 
5 回 血液浄化療法の適応疾患について復習するとともに最近の患者動向を調べ
ておくこと。 
6 回 血液浄化療法の具体的な手順についてまとめておくこと。 
7 回 血液浄化装置（水処理装置を含む）の保守管理に必要な項目をリストにまと
めておくこと。 
8 回 具体的な準備については各施設の指導者の指示に従うこと。 
9 回 具体的な準備 

 



年度 2014 
授業コード FSP21010 
成績評価 実技３０％，レポート７０％により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 医用科学専攻(〜11) 
見出し FSP21010 臨床実習Ⅱ 
担当教員名 尾崎 眞啓 
単位数 1 
教科書 臨床実習の手引き 
アクティブラーニング  
キーワード 集中治療，人⼯呼吸器，補助循環装置，生体監視装置 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床実習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 渡辺 敏，宮川 哲夫編・CE 技術シリーズ 呼吸療法・南江堂，井野 隆史，

安達 秀雄編・最新体外循環・金原出版，日本臨床⼯学技士教育施設協議会監修・
臨床⼯学講座 生体機能代行装置学 呼吸療法装置・医⻭薬出版株式会社 

授業形態 実験実習 
注意備考 実習施設の担当者の指示指導のもとに実習を行って下さい。 
シラバスコード FSP21010 
実務経験のある教員  
達成目標 １）人⼯呼吸器の構成と機能について，病院で勤務する技士に正しく説明できる

こと。 
２）IABP の構成と機能について，病院で勤務する技士に正しく説明できること。 
３）PCPS の構成と機能について，病院で勤務する技士に正しく説明できること。 
４）集中治療室にある機器の保守管理について，病院で勤務する技士に正しく説
明できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 尾崎研究室・１号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Clinical Training II 
関連科目 生体機能代行装置学Ⅱ，生体機能代行装置学実習Ⅱ，医用治療機器学実習，医用

機器安産管理学実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本実習は，臨床⼯学実習の一環であり，病院の集中治療室で人⼯呼吸器，補助循

環装置（IABP，PCPS 等），シリンジポンプ機器などの治療機器の使用と病態治
療内容について学ぶことを目的とする。 



対象学年 4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする。 

2 回 集中治療室の機能，設備（電源，医療ガス，空調）について説明する。 
3 回 集中治療室と各種治療機器および生体モニターについて説明する。 
4 回 人⼯呼吸器と適応疾患について学習する。 
5 回 人⼯呼吸器の構成と機能について学習する。 
6 回 人⼯呼吸器の実際について−準備から終了まで−について学習する。 
7 回 大動脈内バルーンポンプ（IABP)と適応疾患について学習する。 
8 回 IABP の構成，バルーン機能，制御装置の構成と機能について学習する。 
9 回 IABP の実際につい 

準備学習 1 回 人⼯呼吸器と集中治療室医療について復習すること。 
2 回 集中治療室の機能，設備についてまとめること。 
3 回 集中治療室で利用される治療機器と生体モニターについて調べまとめるこ
と。 
4 回 人⼯呼吸器の適応疾患について調べまとめること。 
5 回 人⼯呼吸器の原理と構造を予習すること。 
6 回 人⼯呼吸器を実際に運用するにはどのような準備をする必要があるか考え
ること。 
7 回 IABP の適応疾患について予習すること。 
8 回 IABP の原理と構造について予習すること。 
9 回 IABP を実際に運用するにはどのような 

 



年度 2014 
授業コード FSP21110 
成績評価 実技３０％，レポート７０％により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 医用科学専攻(〜11) 
見出し FSP21110 臨床実習Ⅲ 
担当教員名 尾崎 眞啓 
単位数 1 
教科書 臨床実習の手引き 
アクティブラーニング  
キーワード 人⼯⼼肺，⼼臓ペーシング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床実習Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 井野 隆史，安達 秀雄編・最新体外循環・金原出版 
授業形態 実験実習 
注意備考 実習施設の担当者の指示指導のもとに実習を行うこと。 
シラバスコード FSP21110 
実務経験のある教員  
達成目標 １）人⼯⼼肺装置の構成，機能について，病院で勤務する技士に正しく説明でき

ること。 
２）人⼯⼼肺装置の保守管理について，病院で勤務する技士に正しく説明できる
こと。 
３）⼼臓ペーシングについて，病院で勤務する技士に正しく説明できること。 
４）ペーシング機器の保守管理について，病院で勤務する技士に正しく説明でき
ること。 

受講者へのコメント  
連絡先 尾崎研究室・１号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Clinical Training III 
関連科目 生体機能代行装置学Ⅲ，生体機能代行装置学実習Ⅲ，医用治療機器学実習，医用

機器安全管理学実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本実習は，臨床⼯学実習の一環であり，病院の手術室にある人⼯⼼肺装置をはじ

め⼼臓カテーテル治療でのポリグラフ装置，各種生体モニターの機能および対象
疾患と⼼臓ペーシング，植込み型除細動器の種類，機能および対象疾患等につい
て学ぶことを目的とする。 



対象学年 4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーシヨンをする。 

2 回 手術室の機能，設備（電源，医療ガス，空調等）について説明する。 
3 回 手術用関連装置と各種生体モニターについて説明する。 
4 回 人⼯⼼肺装置の適応疾患について学習する。 
5 回 人⼯⼼肺装置の構成，人⼯⼼肺の機能，人⼯⼼肺装置機能（冷温水供給装
置，⼼筋保護液供給装置等）について学習する。 
6 回 人⼯⼼肺装置の実際−準備から終了まで−について学習する。 
7 回 手術室設備，手術用関連装置，各種生体モニター，人⼯⼼肺装置等の保守管
理について学習する。 
8 回 ⼼臓ペーシングの 

準備学習 1 回 人⼯⼼肺装置に関して復習しておくこと。 
2 回 手術室の機能，設備に関して調べること。 
3 回 手術用関連装置と各種生体モニターについて調べること。 
4 回 人⼯⼼肺装置の適応疾患について調べること。 
5 回 人⼯⼼肺装置の構成，機能について調べること。 
6 回 人⼯⼼肺装置を実際に運用するにはどのような準備をする必要があるか考
え説明できること。 
7 回 手術室設備，手術用関連装置の保守管理に必要な項目をリストに作成する
こと。 
8 回 ⼼臓ペーシングの適応疾患を調べ説明できること。 
9 回 ⼼臓ペーシングモードにつ 

 



年度 2014 
授業コード FSP21210 
成績評価 実技３０％，レポート７０％により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 医用科学専攻(〜11) 
見出し FSP21210 臨床実習Ⅳ 
担当教員名 尾崎 眞啓 
単位数 1 
教科書 臨床実習の手引き 
アクティブラーニング  
キーワード 高気圧治療 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床実習Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 渡辺 敏，宮川 哲夫編・CE 技術シリーズ 呼吸療法・南江堂 
授業形態 実験実習 
注意備考 実習施設の担当者の指示指導のもとに実習を行うこと。 
シラバスコード FSP21210 
実務経験のある教員  
達成目標 １）高気圧治療機器の保守点検を確実に行うことができること。 

２）高気圧治療について，病院で勤務する技士に正しく説明できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 尾崎研究室・１号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Clinical Training IV 
関連科目 医用治療機器学，医用機器安全管理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本実習は，臨床⼯学実習の一環であり，病院の医療機器管理システムと高気圧療

法の治療方法や効果，また，特殊環境下での治療のための技士の役割について学
ぶことを目的とする。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする。 

2 回 医療機器管理の役割について学習する。 
3 回 保守点検の実際−使用前後の点検と記録−について学習する。 
4 回 高気圧治療の適応疾患と治療効果について学習する。 
5 回 高気圧治療の種類と機能について学習する。 
6 回 高気圧治療装置の実際−準備から終了まで−について学習する。 



7 回 高気圧治療装置の保守管理について学習する。 
8 回 臨床⼯学実習 １について実習する。 
9 回 臨床⼯学実習 ２について実習する。 
10 回 臨床⼯学実習 ３について実習する。 
11 回 臨床⼯学実習 

準備学習 1 回 高気圧治療について復習すること。 
2 回 医用機器安全管理学のテキスト等で安全管理の役割を復習すること。 
3 回 点検リストの作成を行うこと。 
4 回 高気圧治療の適応疾患について調べること。 
5 回 高気圧治療の種類と機能について調べること。 
6 回 高気圧装置を実際に運用するにはどのような準備をする必要があるか説明
できるようにすること。 
7 回 高気圧治療装置の保守管理項目を考えリストを作成すること。 
8 回 担当者の指示をあおぎ，実習の準備をすること。 
9 回 担当者の指示をあおぎ，実習の準備をすること。 
1 

 



年度 2014 
授業コード FSP21310 
成績評価 課題提出 20%，小テストの結果 30%，定期試験 50％により評価する。講義内外

における積極的な議論参加については特に評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 医用科学専攻(〜14) 
見出し FSP21310 基礎電磁気学Ⅰ 
担当教員名 山本 薫 
単位数 2 
教科書 ⻑岡洋介著 “物理の基礎”（東京教学社） 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎電磁気学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP21310 
実務経験のある教員  
達成目標 静電現象を正しく把握し，電位や電場等の概念に習熟する。オームの法則やキフ

ヒホッフ等，定常電流に関連する基礎事項を理解し，実践的計算が行えるように
なる。 

受講者へのコメント 本講義は臨床⼯学技士国家試験において出題される電気⼯学の範囲から複素表
記が必要な交流問題を除いた部分の習得を目指しています。 この国家試験では
積分計算の技術は問われない一方で，ブリッジ回路の問題のように初等的計算で
回答可能が頻出する傾向があります。講義では，教科書の例題・練習問題の中で，
積分計算が必要な部分は省略・改題して解説し，頻出問題は補充して取り扱いま
した。記憶が新鮮な間に過去問等に取り組み，理解を定着するよう努力してくだ
さい。 

連絡先 １号館１階 山本研究室 086-256-9470 yamamoto@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業目標を達成出来なかった・講義内容をやや不満以下，と回答した学生数が同
数（２０％）みられた。また，これと同数の自由記述回答があり，その全てが講
義内容が難しい，一部が教科書の内容と授業内容が同一でない，という指摘があ
った。一方で，この講義の目的は国家資格を得られる比率を高めることにあり，
残念ながら全員が合格できないという現実がある以上，講義レベルと受講者の理
解力の間に解離が発生することは避けられない。受講者はより努力し，講義内容
の習得に勤めるよう希望する。 



英文科目名 Fundamental Electricity and Magnetism I 
関連科目 基礎電磁気学 II 
次回に向けての改善変更予定 提出課題を多く課したが，脱落者を防ぐために成績評価のハードルは低くした。

このため課題回答に時間をかけない学生が増えてしまったらしく，期末テストの
成績は前年比で低下したように見受けられる。理解に向けて努力するような方向
付けに注力したい。 

講義目的 電磁気は物理現象の理解に重要不可欠な基礎学問の１つである。本講義は，高校
における物理の修得が不十分な学生を配慮し，基礎原理を平易に解説することを
重視して進行する。例題などを通して微積分を用いた物理現象の定式化に慣れ親
しんでいき，引き続いて後期に開講される「基礎電磁気学Ⅱ」まで受講すること
で，大学初年度水準の知識の習得を図る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 クーロンの法則，静電荷，電荷の保存の概念について解説する。 

2 回 静電場および電位の定義，遠隔作用と近接作用の概念について講義する。 
3 回 ガウスの法則，電束密度について講義する。 
4 回 点電荷による電場，等電位面について講義する。 
5 回 電気双極子とは何か，電気双極子のつくる電場について解説する。 
6 回 ９章末の該当範囲について演習と解説をする。 
7 回 前半のまとめを行い中間テストを行う。 
8 回 電気伝導性，伝導体と絶縁体，静電誘導，誘電分極について解説する。 
9 回 コンデンサの働き，電気容量，電 

準備学習 1 回 クーロンの法則とは何か予習しておくこと。 
2 回 電場と電位の関係について予習しておくこと。 
3 回 ガウスの法則とは何か予習しておくこと。 
4 回 電位，電圧，起電力とはなにか，予習しておくこと。 
5 回 電気双極子とは何か，単一の原子が電気双極子を作ることができるか予習
しておくこと。 
6 回 該当する演習問題を予習しておくこと。 
7 回 これまでの講義内容の復習をしておくこと。 
8 回 絶縁体は誘電体とも呼ばれる。その区別について予習しておくこと。 
9 回 電気容量の大きいコンデンサを作るにはどうすればよいか調 

 



年度 2014 
授業コード FSP21320 
成績評価 提出課題２０％、小テスト２０％、期末試験６０％により評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14) 
見出し FSP21320 基礎電磁気学Ⅰ 
担当教員名 大石 正和＊ 
単位数 2 
教科書 物理の基礎／⻑岡洋介／東京教学社／ISBN978-4-8082-2042-6 C3042 
アクティブラーニング  
キーワード 摩擦電気、クーロンの法則、電場、電位、コンデンサー、電流、オームの法則、

キルヒホッフの法則 直流回路など 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 自由記述は、もう少し具体的に書いて欲しい。 
科目名 基礎電磁気学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 科学者と技術者のための物理学 III （電磁気学）  

   R.A.サーウェイ著 松村博之訳 学術図書出版 
授業形態 講義 
注意備考 教室で漫然と講義を聞くだけで理解することは困難です。難しいからといって決

して逃げ出さず、地道に予習・復習・演習を積み重ねることを希望する。 
シラバスコード FSP21320 
実務経験のある教員  
達成目標 電荷、電流についての基礎知識を得ると共に、日常の生活に電磁現象が深く関わ

っていることを認識すること。基礎事項をしっかり身につけ、中身を他者に説明
できるようになること。また、常に疑問を抱き、問題解決に向けて考える習慣を
つけることを目標とする。 

受講者へのコメント 学習時間が少ないのが気になる。低学年における基礎科目の学習には、相当の時
間を費やして欲しい。教室で知識を教えて貰うだけの姿勢で出席してもだめで、
自分なりに疑問を持ち、参考書で調べることが必要です。現在のネット社会では、
解らないことを調べるのに不自由無い環境にある。誰かから答を教えて貰おうと
思っていてはならない。答を導くために考え悩んだプロセスが重要だと知るべき
である。 

連絡先 チューターに問い合わせて下さい。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A] 授業に対する取り組みについて 
１）欠席数は全体として妥当な範囲内 
２）時間外学習時間は「１時間」が多い（21 人/39)で、「２時間程度」が（6 人
/39)、「全くしなかった」が 5 人いた。これはレポート課題をしなかった学生が
いたことになる。彼らは本当にレポート作成をしたのか疑問を感じます。 



３）残念ながら時間外の学習の取り組みは、宿題（レポート）以外がほとんどな
い。自主的な学習習慣を身につけて欲しい。 
[B]この授業におけるあなたの成⻑について 
４）この分野への理解、興味・関⼼が高まったと回答した学生 

英文科目名 Fundamental Electricity and Magnetism I 
関連科目 後期開講の「基礎電磁気学 II」を必ず履修すること。 
次回に向けての改善変更予定 本講義では、講義資料を前週に配布しているが、その中身の予習を促したい。 

レポート提出時間を厳密に守る。（講義中にレポート作成する学生が若干いる。） 
講義目的 我々の生活では、テレビ・携帯電話・パソコンなど不可欠で、社会インフラのほ

とんどは電気・電子機器なしには成り立たない。理系で物理を専攻して卒業する
学生には、これらの機器の基礎となる電磁気学の基本知識の修得が要求される。 
本講義を受講する学生は、高校物理の学習を修了しているのが望ましいが、基礎
学力が不足している学生にも理解できるよう、「基礎の基礎」から講義を始める。
とはいえ、相当の努力を惜しんではならない。単なる公式の丸記憶に止まらず、
想像力を駆使して物理（電磁気学）現象のイメージを描くことが大切です。理解
を 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションを行い、講義の概要を紹介する。 

2 回 クーロンの法則（教科書 9-1） 
 摩擦電気、電荷、電荷の保存について講義する。 
3 回 クーロンの法則（教科書 9-1） 
 クーロンの法則のベクトル表示、計算例について講義する。 
4 回 電場 I（教科書 9-2） 
 電場の定義、遠隔作用と近接作用、電荷分布がつくる電場について講義する。 
5 回 電場 II（教科書 9-2） 
 電気力線、ガウスの法則について講義する。 
6 回 電場 III（教科書 9-2） 
 ガウスの法則を用いた電場の導出例について講義する。 

準備学習 1 回 特になし 教科書を入手しておくこと。 
2 回 教科書 9-1  p.165~169 を予習しておくこと。 
前回のレポート課題は必ず提出すること。 
3 回 教科書 9-1  p.169~172 を予習しておくこと。 
数学の教科書のベクトルの基本解説を読んでおくこと。（少なくとも、高校での
数学で扱ったベクトルは既知であること） 
前回のレポート課題は必ず提出すること。 
4 回 教科書 9-2  p.172~176 を予習しておくこと。 
前回のレポート課題は必ず提出すること。 
5 回 教科書 9-2  p.176~179 

 



年度 2014 
授業コード FSP21410 
成績評価 提出課題２０％、小テストの結果２０％、定期試験６０％で評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14) 
見出し FSP21410 基礎電磁気学Ⅱ 
担当教員名 大石 正和＊ 
単位数 2 
教科書 物理の基礎／⻑岡洋介／東京教学社／ISBN978-4-8082-2042-6 C3042 
アクティブラーニング  
キーワード 磁石、静磁場、ビオ-サバールの法則、電磁誘導、相互誘導、自己誘導、誘導起電

力、交流回路、共振現象 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「担当教員に質問行けなかったので、それが不満である」：非常勤講師に対する

質問は、授業の後にお願いします。本講義は、物理の基本科目です。学科の教員
であれば、どなたでも質問に答えてくれます。また、友達同士で議論したり、教
えあうのも良いことです。 

科目名 基礎電磁気学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 科学者と技術者のための物理学 III （電磁気学）  

   R.A.サーウェイ著 松村博之訳 学術図書出版 
授業形態 講義 
注意備考 教室で講義を漫然と聞くだけで理解するのは困難である。より確実に理解するに

は、他の参考書を読み基本的な数学の復習や基本問題の演習が不可欠である。こ
のために、随時レポート課題を課すので、自力で解決する努力を怠らないこと。 

シラバスコード FSP21410 
実務経験のある教員  
達成目標  磁場、交流についての基礎知識を得ると共に、日常の生活と深く関わっている

ことを認識する。また、常に疑問を感じ、解決に向けて考える習慣をつける。 
受講者へのコメント 宿題（課題）に本気で取り組んだかは、自宅学習の時間を見れば良くわかる。自

分で悩んでレポート作成（勉強）していれば、もう少し自宅学習の時間が多いは
ずである。他人のレポートを模写して（コピー）してレポート作成しても、何の
学習効果も期待できない。如何に苦労したかが、今後の学習にとって重要である。 

連絡先 チューターに問い合わせて下さい。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A] 1) どの程度出席いましたか。「全出席?２回欠席者が 34 名 83%」である反
面、3・4 回の欠席者が 13 名 15%もあり残念である。 
2) 授業時間の学習の様子：週１時間に満たない学生が多い（18 名 44%）と、非
常に多い。今後の学習の進歩が憂慮される。 
3) 授業時間外の学習にどのように取り組んだか：宿題課題に取り組んだのは 32



名 78%と高いが、その他の取り組みが極端に少ない。自主的に調べて学習する姿
勢が極めて少ない。もう少し、課題量を増やすべきと痛感した。 
[B] この授業を受けて良かった点は何ですか 

英文科目名 Fundamental Electricity and Magnetism II 
関連科目 「応用電磁気学」、「電気⼯学」など 
次回に向けての改善変更予定 レポート課題の内容の増量を考えている。 
講義目的 我々の生活では、テレビ・携帯電話・パソコンなど不可欠で、社会インフラのほ

とんどは電気・電子機器なしには成り立たない。理系で物理を専攻して卒業する
学生には、これらの機器の基礎となる電磁気学の基本知識の修得が要求される。 
本講義を受講する学生は、高校物理を学習を修了しているの望ましいが、基礎学
力が不足している学生にも理解できるよう、「基礎の基礎」から講義を始める。と
はいえ、相当の努力を惜しんではならない。単なる公式の丸記憶に止まらず、想
像力を駆使して物理（電磁気学）現象のイメージを描くことが大切です。理解を
深 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 磁石と磁気力 （教科書 10-3） 

 磁石と磁気力、磁場について講義する。 
2 回 電流と静磁場 I （教科書 10-4） 
 磁場中の電流に働く力、ローレンツ力について講義する。 
3 回 電流と静磁場 II （教科書 10-4）  
 ビオ・サバールの法則、直線電流と円電流のつくる磁場について講義する。 
4 回 ビオ・サバールの法則 
 磁場の計算例について講義する。 
5 回 電流と静磁場 II （教科書 10-4）  
 電流間に働く力、磁気量の単位について講義する。 
6 回 アンペールの法則（教科書 10-5） 
 

準備学習 1 回 教科書を入手しておくこと。 
教科書 10-3. p.215~217 を予習しておくこと。 
2 回 教科書 10-4  p.218~221 を予習しておくこと。 
ベクトル積（外積）について調べておくこと。 
前回のレポート課題は必ず提出すること。 
3 回 教科書 10-4  p.221~224 を予習しておくこと。 
前回のレポート課題は必ず提出すること。 
4 回 教科書 10-4  p.221~224 を再度予習しておくこと。 
前回のレポート課題は必ず提出すること。 
5 回 教科書 10-4  p.224~226 を予習 

 



年度 2014 
授業コード FSP21420 
成績評価 課題提出 20%，小テストの結果 30%，定期試験 50％により評価する。講義内外

における積極的な議論参加については特に評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 医用科学専攻(〜14) 
見出し FSP21420 基礎電磁気学Ⅱ 
担当教員名 山本 薫 
単位数 2 
教科書 ⻑岡洋介著 “物理の基礎”（東京教学社） 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎電磁気学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP21420 
実務経験のある教員  
達成目標 磁気現象や電流と磁場の相互作用に習熟し，ビオ・サバールの法則やアンペール

の法則を理解する。交流回路の基礎を学び合成回路の特性を正しく説明出来るよ
うになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館１階 山本研究室 086-256-9470 yamamoto@dap.ous.ac.jp 

注意・備考 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fundamental Electricity and Magnetism II 
関連科目 基礎電磁気学 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電磁気は物理現象の理解に重要不可欠な基礎学問の１つである。本講義は，高校

における物理の修得が不十分な学生を配慮し，基礎原理を平易に解説することを
重視して進行する。例題などを通して微積分を用いた物理現象の定式化に慣れ親
しんでいくことで大学初年度水準の知識の習得を図る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 磁気力を静電力と比較し，磁場の概念について解説する。 

2 回 磁場中の電流に作用するローレンツ力について解説する。 



3 回 ビオ・サバールの法則ついて解説する。 
4 回 ビオ・サバールの法則の例題として直線電流間に働く力を計算する。 
5 回 磁気クーロンの法則およびアンペールの法則について解説する。 
6 回 ファラデーの電磁誘導法則について解説する。 
7 回 電磁誘導の大きさの定量について解説する。 
8 回 発電機の原理について解説する。 
9 回 これまでの講義内容を復習して理解内容を試験する。 
10 回 相互誘導現 

準備学習 1 回 電場とは何か復習しておくこと。 
2 回 ベクトルの外積とは何か確認しておくこと。 
3 回 右ねじの法則とは何か確認しておくこと。 
4 回 直線電流が発生する磁場の大きさ，向きについて予習しておくこと。 
5 回 経路積分とは何か調べておくこと。 
6 回 逆起電力とは何か予習しておくこと。 
7 回 レンツの法則とは何か調べておくこと。 
8 回 モータの原理について調べておくこと。 
9 回 これまでの講義内容を復習して置くこと。 
10 回 相互インダクタンスおよび自己インダクタンスとは何か，予習しておくこ
と 
11 回 変圧器 

 



年度 2014 
授業コード FSP21510 
成績評価 宿題(20%)、小テスト(60%) および定期試験(20%) で評価する 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14) 
見出し FSP21510 線形代数学 
担当教員名 宮川 和也 
単位数 2 
教科書 ⼯科の数学 線形代数（第 2 版）／⽥代 嘉宏／森北出版／978-4-627049222 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 線形代数学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 線形代数学は「ふつうコース」と「ゆっくりコース」の 2 クラスに分けて開講さ

れている。このクラスは、「ふつうコース」であり、どらかと言えば数学が不得意
ではない学生を念頭において講義を行う。 

シラバスコード FSP21510 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ベクトルとその演算、内積、外積を理解し、具体的な計算ができるようになる 

・複素数の演算、極形式などを理解し、具体的な計算ができるようになる 
・行列、1 次変換、基底、1 次独立など、線形代数の基礎的な概念について理解
を深める 

受講者へのコメント  
連絡先 宮川 研究室、24 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Linear Algebra 
関連科目 線形代数学の本格的な内容については、後期に開講の「応用数学」を受講するこ

と。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 線形代数学は、微積分学とともに理⼯系数学の基礎をなしており、物理学の理解

に欠かせない。この講義では、前半でベクトル空間への導入を行い、後半で、1
次変換と行列、基底など、線形代数学の基本的な考えを学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 最初に講義方針について説明する。その後、ベクトルとその演算について解



説する。 
2 回  ベクトルとその演算について解説する。 
3 回  内積について解説する。 
4 回  平面、空間図形とベクトルについて解説する。 
5 回 テストを実施し、その後、解説を行う 
6 回 複素数とその演算について解説する。 
7 回 複素平面と極形式について解説する。 
8 回 複素平面と極形式について解説する。 
9 回 行列について解説する。 
10 回 テストを実施し、その後、解説を行う。 
11 回 1 次変換について解説する。 
12 回  行列の 

準備学習 1 回 教科書を購入し、ベクトルについて、教科書の内容を確認しておく。 
2 回 ベクトルとその演算について、教科書の内容を確認しておく。 
3 回 内積について、教科書の内容を確認しておく。 
4 回 平面、空間図形とベクトルについて、教科書の内容を確認しておく。 
5 回 指示された問題を解いておく。 
6 回 複素数とその演算について、教科書の内容を確認しておく。 
7 回 複素平面と極形式について、教科書の内容を確認しておく。 
8 回 複素平面と極形式について、教科書の内容を確認しておく。 
9 回 指示された問題を解いておく。 

 



年度 2014 
授業コード FSP21520 
成績評価 レポート提出(20%)、小テスト(60%) および定期試験(20%) により評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14) 
見出し FSP21520 線形代数学 
担当教員名 大熊 一正 
単位数 2 
教科書 ⼯科の数学 線形代数（第 2 版）／⽥代嘉宏／森北出版／978-4-627049222 
アクティブラーニング  
キーワード ベクトル、複素数、行列 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「小テストの時間が少なく感じた．も少し欲しかった．」：小テストの問題を減ら

すなどして，対応したいと思いますが，出題する問題は，予め伝えてあるので，
ちゃんと勉強してきたら，時間内に解けると思います． 
「小テストの割合が高すぎる」：小テストの回数の割合が多いという意味であれ
ば，それ程多いとは思えません．小テストは，回数が多いほうが効果的だと考え
ています．また，成績評価に対する小テストの配点が大きすぎるという意味であ
れば，配点は，少し高いかなとは思いますが，テストだけで評価すれば，一発勝
負になりかねないので， 

科目名 線形代数学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ゆっくりコース 
シラバスコード FSP21520 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ベクトルとその演算、内積、外積を理解し、具体的な計算ができるようになる。 

・複素数の演算、極形式などを理解し、具体的な計算ができるようになる。 
・行列、1 次変換、基底、1 次独立など、線形代数の基礎的な概念について理解
を深める。 

受講者へのコメント 線形代数学は，今後，物理学を学習していく上で，とても重要な分野ですので，
ここで習った基礎事項をしっかり習得し，今後に役立ててください． 
それと，小テストでは，解答の記述方法を学んでもらうために，結構細かく採点
し，コメントを添えて返却しました．結果，小テストの後半は，ちゃんと説明を
論理立てて解答できる人が増えたように思います．今後，研究論文や報告書を書
く際にも，自分本位ではなく，相手に理解させる文章を書くよう⼼がけてくださ
い． 

連絡先 大熊研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 90%以上の受講者が 2 回以内の欠席での受講でしたが，一度も休まなかった受講
者は，65%でしたが，この授業は，月曜日の 1,2 時限で，土曜日や祭日にも授業
が行われたりしたので，やむを得ない理由で 1 回, 2 回と休む人もいたのかも知
れませんね． 
さて，この授業に関しては，小テストを 5 回ほど行ったので，授業以外に全く学
習をしなかった人は，3 人（10.3%)と少なく，多くの人は授業時間外でも勉強し
ていたようですので，小テストの効果はあったように思います． 
また，約 72%の受講者が，「この分野への理解が深まった」と解答 

英文科目名 Linear Algebra 
関連科目 線形代数学の本格的な内容については、後期に開講の「応用数学」を受講するこ

と。 
次回に向けての改善変更予定 小テストの時間が少ないとの指摘があったので，小テストの問題を減らそうかと

思います． 
また，物理現象と線形代数学の関連性についてももう少しコメントできるように
したいと思います． 

講義目的 線形代数学は、微積分学とともに理⼯系数学の基礎をなしており、物理学の理解
に欠かせない。この講義では、前半でベクトル空間への導入を行い、後半で、1
次変換と行列、基底など、線形代数学の基本的な考えを学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション、 ベクトルとその表記の仕方を説明する。 

2 回  ベクトルの演算について足し算と引き算について説明する。 
3 回  内積について説明する。 
4 回  平面、空間図形とベクトルについて説明する。 
5 回  [演習] 
6 回  複素数とその演算について講義する。 
7 回  複素平面と極形式(1)について説明する 
8 回  複素平面と極形式(2)について説明する 
9 回  [演習] 
10 回  行列について説明する 
11 回  1 次変換について説明する 
12 回  行列の積と合成変換について説明する 
13 

準備学習 1 回 教科書のはじめのベクトルの部分を読んでおくこと。 
2 回 ベクトルについて足し算と引き算について教科書の内容を確認しておくこ
と。 
3 回 ベクトルについて足し算と引き算について復習し、内積について、教科書の
内容を確認しておくこと。 
4 回 ベクトルの演算について復習し、平面、空間図形とベクトルについて、教科
書の内容を確認しておくこと。 
5 回 指示された問題を解いておくこと。 
6 回 複素数とその演算について、教科書の内容を確認しておくこと。 
7 回 前回の復習をして、複素平面と極形式について、教科書の内容を確 



 



年度 2014 
授業コード FSP21610 
成績評価 講義中での演習、レポートで約３０％、定期試験を主として中間テストも含めた

試験で約７０％の割合で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14) 
見出し FSP21610 応用数学 
担当教員名 金子 敏明 
単位数 2 
教科書 「⼯科の数学 線形代数（第２版）」⽥代嘉宏著（森北出版）（第 4 章から） 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式、連立一次方程式、逆行列、クラーメルの公式、一次変換、固有値、

行列式の展開、余因子 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 授業が早い、問題演習の時間が少ない、というコメントがありました。私もそう

思うのですが、できれば自宅等で演習を行って、わからない点は質問する、とい
うスタイルで勉強を続けてください。 

科目名 応用数学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「ラプラス変換とフーリエ変換」 ⽥代嘉宏 著 （森北出版） 
授業形態 講義 
注意備考 中間テストを行う講義回数は変更になる場合があるので、講義中での指示や連絡

に注意すること 
シラバスコード FSP21610 
実務経験のある教員  
達成目標 行列の積や行列式の計算ができて、連立一次方程式の解を行列式を使って求める

ことができる。 
行列式の展開公式から逆行列を求めることができる。 
掃きだし法によって逆行列や連立方程式の解を求めることができる。 

受講者へのコメント ぎょうれつや行列式の計算は、むしろ２年生や３年生になってから使うことが出
てくると思いますので、その時に教科書を読みなおすとよいですね。それから、
ベクトルの外積の計算をしっかりとできるようにしておいてください。２年生以
降に頻繁に出てきますから。 

連絡先 金子敏明研究室 ２４号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 回答者の９６％の人が欠席数が２回以内であり、ほとんどのひとが宿題や参考書
にも取り組んでいました。また、この授業では行列や行列式が中⼼でしたが、講
義の目的もほぼ達成できました。また、皆さんのこの分野への関⼼も高まったこ
とがよくわかりました。 
また、８５％程度の人が授業に満足してくれました。教員も、教科書を中⼼にし



ながらも、教科書にない解説（たとえば輪環の順）もしてわかりやすさに努力し
ました。それが報われたと思います。 

英文科目名 Applied Mathematics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 演習時間をもう少しとるようにします。 
講義目的 物理学を理解する上で必要となる基礎的な線形代数学をわかりやすく講義する。

特に、初⼼者が間違えやすい点を注意しながら行列に関する計算方法を習得させ
ることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 行列の定義、および行列の和と積の演算について解説した後に若干の演習

をする。 
2 回 行列と一次変換について解説した後に若干の演習をする。 
3 回 連立一次方程式の解法を解説した後に若干の演習をする。 
4 回 逆行列および一次変換の逆変換について解説した後に若干の演習をする。 
5 回 行列式の定義とその性質について解説した後に若干の演習をする。 
6 回 行列式の展開について解説した後に若干の演習をする。 
7 回 これまでの学習内容に関するまとめのテスト（中間テスト）を行い、重要ポ
イントのみを解説する。 
8 回 中間 

準備学習 1 回 整数や分数の四則演算（掛け算、引き算、足し算、割り算）に慣れておくこ
と。 
2 回 整数や分数の四則演算、写像という考え方に慣れておくこと。 
3 回 数字と文字を含んだ四則演算に慣れておくこと。 
4 回 これまでの学習内容を復習して行列の表現に慣れておくこと。 
5 回 四則演算に慣れておくこと。教科書の対応する箇所を予習しておくこと。 
6 回 教科書の対応する箇所を予習しておくこと。 
7 回 これまで学した内容に関する練習問題を自習しておくこと。 
8 回 自分が間違えたところ、理解できなかったところを把握しておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FSP21711 
成績評価 中間テストを 50 点満点とした評価を x 点とし、定期試験の満点を(100-x)点に換

算した値を y 点とし、それらの合計点 x+y で評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜10),医用科学専攻(〜10) 
見出し FSP21711 応用電磁気学Ⅰ 
担当教員名 中川 益生 
単位数 2 
教科書 R.A. Serway 著（松村訳）、「科学者と技術者のための物理学 III 電磁気学」、学術

図書／978-4-873610733 
アクティブラーニング  
キーワード 磁場、電磁波、交流回路 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用電磁気学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP21711 
実務経験のある教員  
達成目標 モーター、発電機、トランス、フィルター回路等の電気機器の動作原理を理解す

ることを最低目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先 2 号館 2F 中川益生研究室、e-mail: masuo@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Applied Electricity and Magnetism I 
関連科目 基礎電磁気学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電磁気学は物理学の基本の一つであるとともに、電気電子機器の基礎でもある。

本講義では電磁気学の教科書の後半部、磁気に関連する現象と装置について学
ぶ。時間的、空間的に変化する磁場や電流を取り扱うので、できるだけ図式的な
表現を用いて講義し、磁気現象のイメージを掴めるようになることを目的とす
る。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 電磁気学に必要な数学（微分方程式、偏微分、線積分、面積分）の復習をす

る。 



2 回 磁場の定義、運動電荷に作用する磁気力（ローレンツ力）について講義と演
習をする。 
3 回 ビオ・サヴァールの法則 I（直線電流がつくる磁場）について講義と演習を
する。 
4 回 ビオ・サヴァールの法則 II（ループ電流がつくる磁場、導線間の磁気力）に
ついて講義と演習をする。 
5 回 アンペールの法則 I（導線周囲の磁場）について講義と演習をする。 
6 回 アンペールの法則 II（ソレノイドがつくる磁場）について講義と演習をす
る。 
7 回 ファ 

準備学習 1 回 これまでに学んだ数学の復習をしておくこと。 
2 回 教科書 p.830〜840 を予習しておくこと。 
3 回 教科書 p.860〜861 を予習しておくこと。 
4 回 教科書 p.862〜865 を予習しておくこと。 
5 回 教科書 p.865〜868 を予習しておくこと。 
6 回 教科書 p.870〜873 を予習しておくこと。 
7 回 教科書 p.898〜904 を予習しておくこと。 
8 回 教科書 p.905〜909 を予習しておくこと。 
9 回 これまでの授業内容を復習すること。 
10 回 教科書 p.928〜933 を予習しておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FSP21810 
成績評価 毎週行う小テストで 6 割、２回の試験で４割の評価をする。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 物理科学専攻(〜10) 
見出し FSP21810 応用電磁気学Ⅱ(再) 
担当教員名 中川 幸子 
単位数 2 
教科書 松川 宏 著 「わかる電磁気学」サイエンス社 
アクティブラーニング  
キーワード 場の概念 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用電磁気学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 サーウエイ著 松村博之 訳／科学者と技術者のための物理学 3 電磁気学／学

術図書 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP21810 
実務経験のある教員  
達成目標 『場』の概念を、数学を通じて理解する 
受講者へのコメント  
連絡先 ２４号館４階 中川幸子研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Applied Electricity and Magnetism II 
関連科目 電磁気学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 マックスウェル方程式から始まって、クーロンの法則、アンペールの法則、など

の諸法則を整理し、真空を伝搬する電磁場＝フォトンに至るまでのところをマッ
クスウェル方程式で一括整理するコトが出来ることを学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 それまでに習った電磁気学の復習を随時行う。 

 



年度 2014 
授業コード FSP21910 
成績評価 中間テスト（30％），定期試験（70％）により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜12),医用科学専攻(〜12) 
見出し FSP21910 材料⼯学 
担当教員名 平岡 裕 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。随時，資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・「興味が出るような授業作りをしてほしい」との要望に対して，座学（講義）だ

けでなく実演も取り入れて授業を進めることを考えています。 
科目名 材料⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 材料の科学と⼯学／北条英光／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 パワーポイントを使って講義。 
シラバスコード FSP21910 
実務経験のある教員  
達成目標 原子・分子およびミクロ面から，金属，セラミックスおよび高分子材料が示すさ

まざまな性質を理解する。 
受講者へのコメント ・アンケート結果から判断して，改善傾向が見られた。 

・新年度も引き続き，努力するつもりです。 
連絡先 1 号館 3 階 平岡研究室  086-256-9479  hiraoka@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 項目 B（本授業を受けてよかった点）： 
・項目 C 5)6)7)（総合評価） 
いずれの項目も，一昨年度，昨年度に比べて全体的に大きく改善された。 
・項目 E 8)9)（本授業に対する具体的な不満点）： 
一昨年度，昨年度に比べて，件数はそれほど多くないが，点数がやや高くなった。 

英文科目名 Materials Engineering 
関連科目 特になし。 
次回に向けての改善変更予定 ・本授業に対するリクエストの中で，理解しやすいように説明を⼯夫してほしい，

はっきりとした声で話をしてほしい，などについては，すぐに対応できる内容で
注意します。 

講義目的 金属，セラミックス，高分子などは，現在，生体材料を含めてさまざまな分野で
使用されている。 



また，これらの材料は、今後も幅広い分野での利用が期待される。本講義では，
構造材料あるいは機能材料としての用途を念頭に置いて，材料の構成元素，結晶
構造，結合様式，材料中の欠陥などと性質との関連性について概説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション： 

材料⼯学（材料科学）という学問の歴史について紹介する。 
2 回 材料の分類： 
結合様式および使用分野の観点から材料の分類について説明する。 
3 回 結晶構造： 
物質を構成している基本構造（結晶，結晶構造）について説明する。 
4 回 結合様式： 
物質の主な性質を決定する結晶の結合様式について説明する。 
5 回 結晶内の欠陥： 
実在結晶内に存在するさまざまな構造的，塑性的欠陥について説明する。 
6 回 機械的性質（変形）： 
力が加えられた結晶あるいは物体の変形挙動およびその原理について説明す 

準備学習 1 回 本講義のシラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 身の回りにあるさまざまな材料について調べておくこと。 
3 回 結晶およびその構成要素について調べておくこと。 
4 回 さまざまな材料の特徴について調べておくこと。 
5 回 理想（完全）結晶および実在結晶について調べておくこと。 
6 回 さまざまな材料について，変形挙動の違いについて調べておくこと。 
7 回 さまざまな材料について，破壊挙動の違いについて調べておくこと。 
8 回 7 回目までに学んだ講義内容について整理しておくこと。 
9 回 さまざまな材料の電気抵抗（電気 

 



年度 2014 
授業コード FSP22010 
成績評価 中間テストを 50 点満点とした評価を x 点とし、定期試験の満点を(100-x)点に換

算した値を y 点とし、それらの合計点 x+y で評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13) 
見出し FSP22010 システム⼯学 
担当教員名 中川 益生 
単位数 2 
教科書 森 政弘・小川鑛一 共著・「第 2 版 初めて学ぶ基礎制御⼯学」・東京電気大学

出版局 
アクティブラーニング  
キーワード 制御、フィードバック、伝達関数、時間応答 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 システム⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 簡単な線形微分方程式の解法を理解しておくこと。最終試験は１５回の授業が終

了した後に実施する。日時については、授業中に指示する。 
シラバスコード FSP22010 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 計測・制御に関する用語を理解する。 

(2) 自動制御システムの動作を微分方程式で表す方法を理解する。 
(3) ラプラス変換を用いて、上記の微分方程式を解く方法を理解する。 
(4) PID 制御のブロック線図を描き、その動作特性を計算する方法を学ぶ。 

受講者へのコメント  
連絡先 中川益生研究室 ２号館 2 階 masuo@dap.ous.ac.jp Phone: 086-256-9450 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 System Engineering 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 計測・制御は、産業用・医療用・家庭用機器などのあらゆる分野において重要な

技術である。これらの機器を開発・設計あるいは使用する場合においても、基本
的な制御理論についての理解が必要である。身のまわりの簡単な制御系を例にと
って、その図解を示し、数学モデルに基く解析によって理解を深め、制御の基礎
理論および応用技術を身に付けることを目指す。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  制御とは何かについて講義する。 

2 回  機械制御とプロセス制御について講義する。 
3 回  制御系の数学モデルについて講義する。 
4 回  ステップ応答とインパルス応答について講義する。 
5 回  ラプラス変換について講義する。 
6 回  伝達関数について講義する。 
7 回  ラプラス変換を用いたシステムの時間応答の導出に関する問題演習をす
る。 
8 回  これまでのまとめと中間テストをする。 
9 回  制御系の基本要素について講義する。 
10 回  フィードバック制御系について講義する。 
11 回  制御系の時間応 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  機械制御とプロセス制御の違いについて予習しておくこと。 
3 回  微分方程式の立て方について、再確認しておくこと。 
4 回  ステップ関数とインパルス関数について予習しておくこと。 
5 回  ラプラス変換に関わる数学について予習しておくこと。 
6 回  伝達関数の導出方法について予習しておくこと。 
7 回  これまでに学んだ事柄を復習し、システムの時間応答の導出方法を再確
認しておくこと。 
8 回  演習で解いた問題について復習しておくこと。 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FSP22110 
成績評価 中間テスト（40 点）、定期試験（60 点）で評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13) 
見出し FSP22110 電子⼯学Ⅰ 
担当教員名 蜷川 清隆 
単位数 2 
教科書 堀桂太郎著、「ディジタル電子回路の基礎」 東京電機大学出版局／978-4-

501323000 
アクティブラーニング  
キーワード ２進数、ブール代数、カルノー図、TTL、CMOS、フリップフロップ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ⿊板の字が小さく、書く量が多いと、指摘を受けています。 

(1) 書くことによって、身に付く。 
(2) できるだけ途中の式を飛ばさないようにし、後で、自分で復習したときに、
フォローできるようにしたい。 
(3) 遅刻して来た学生、書くのが遅い学生に配慮して、できるだけ⿊板に書いた
ことを残すようにしています。 また、その節の全体を把握してもらいたい。 
との考えから、どうしても⿊板に書く量が多くなり、字も相対的に小さくなって
います。 
講義中、席の移動は自由ですので、見えない場合は前に移動してください。 

科目名 電子⼯学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 武下博彦著、「図解 わかる実践アナログ回路」 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP22110 
実務経験のある教員  
達成目標 主にディジタル回路の概要を理解する。 
受講者へのコメント しっかりノートをとってください。 
連絡先 蜷川研究室 １号館３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし。 
英文科目名 Electronics I 
関連科目 電子⼯学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 現在の電子技術の発展はめざましく、電子回路はパーソナルコンピュータ、携帯

電話はもとより、機器の計測、制御回路などに幅広く使われている。この講義で



は、電子回路の中で主にディジタル回路の基本的な知識を理解することを目標と
している。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションをする。 

2 回  ２進法について講義する。 
3 回  論理代数 （１）について講義する。 
4 回  論理代数 （２）について講義する。 
5 回  論理回路の設計について講義する。 
6 回  ディジタル IC （１）について講義する。 
7 回  ディジタル IC （２）について講義する。 
8 回  ディジタル IC （３）について講義する。 
9 回  各種のディジタル回路について講義する。 
10 回  演算回路について講義する。 
11 回  フリップフロップ （１）について講義する。 
12 回  フリップフ 

準備学習 2 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
3 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
4 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
5 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
6 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
7 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
8 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
9 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
10 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
11 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
12 回 

 



年度 2014 
授業コード FSP22210 
成績評価 中間テスト（40 点）、定期試験（60 点）で評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13) 
見出し FSP22210 電子⼯学Ⅱ 
担当教員名 蜷川 清隆 
単位数 2 
教科書 武下博彦著、「図解 わかる実践アナログ回路」 
アクティブラーニング  
キーワード 鳳−テブナンの定理、交流、抵抗、コンデンサ、コイル、ダイオード、トランジ

スタ、FET、オペアンプ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ⿊板の字が小さく、書く量が多いと、指摘を受けています。 

(1) 書くことによって、身に付く。 
(2) できるだけ途中の式を飛ばさないようにし、後で、自分で復習したときに、
フォローできるようにしたい。 
(3) 遅刻して来た学生、書くのが遅い学生に配慮して、できるだけ⿊板に書いた
ことを残すようにしています。 また、その節の全体を把握してもらいたい。 
との考えから、どうしても⿊板に書く量が多くなり、字も相対的に小さくなって
います。 
講義中、席の移動は自由ですので、見えない場合は前に移動してください。 

科目名 電子⼯学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 堀桂太郎著、「ディジタル電子回路の基礎」 東京電機大学出版局 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP22210 
実務経験のある教員  
達成目標 主にアナログ回路の概要を理解する。 
受講者へのコメント しっかりノートをとってください。 
連絡先 蜷川研究室 １号館３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Electronics II 
関連科目 電子⼯学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 現在の電子技術の発展はめざましく、電子回路はパーソナルコンピュータ、携帯

電話はもとより、機器の計測、制御回路などに幅広く使われている。この講義で



は、電子回路の中で主にアナログ回路の基本的な知識を理解することを目標とし
ている。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションをする。 

2 回  キルヒホッフの法則、重ね合わせの定理について講義する。 
3 回  交流電気理論（１）について講義する。 
4 回  交流電気理論（２）について講義する。 
5 回  受動部品の使い方（１）について講義する。 
6 回  受動部品の使い方（２）について講義する。 
7 回  受動部品の使い方（３）について講義する。 
8 回  電子回路部品の使い方（１）について講義する。 
9 回  電子回路部品の使い方（２）について講義する。 
10 回  トランジスタ、FET の使い方（１）について講義する 

準備学習 2 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
3 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
4 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
5 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
6 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
7 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
8 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
9 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
10 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
11 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
12 回 

 



年度 2014 
授業コード FSP22310 
成績評価 中間テストを 50 点満点とした評価を x 点とし、定期試験の満点を(100-x)点に換

算した値を y 点とし、それらの合計点 x+y で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜12),医用科学専攻(〜12) 
見出し FSP22310 計測⼯学 
担当教員名 中川 益生 
単位数 2 
教科書 ⽊村・吉⽥・村⽥ 共著 ・ 「計測システム⼯学」 ・ 朝倉書店／978-4-254237412 
アクティブラーニング  
キーワード 計測、センサ、感度、精度、確度、誤差 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 計測⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 山越憲一・⼾川達男 共著 ・ 「生体用センサと計測装置」 ・ コロナ社塩山忠義 

著 「センサの原理と応用」森北出版 
授業形態 講義 
注意備考 できるだけ、「システム⼯学」を履修していることが望ましい。最終試験は、１５

回の全ての講義が終了した後に実施する。日時については授業中に指示する。 
シラバスコード FSP22310 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 計測の基礎となる統計的な理論を学ぶ。 

(2) 様々なセンサの動作原理を理解する。 
(3) 具体的な物理量・化学量の計測方法に関する知識を修得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 中川益生研究室 ２号館 2 階 masuo@dap.ous.ac.jpPhone: 086-256-9450 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Instrumentation Engineering 
関連科目 システム⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 計測は科学の基盤技術といえる。⼯業用・医用機器やシステムにおいても、計測

は重要であり、それを学問的・技術的に理解し応用できる能力を身につけること
を目的とする。これまでに学んだ物理学の基礎知識に基づき、体系的に種々の⼯
業計測・生体計測について学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  計測の基本事項について講義する。 



2 回  計測システムの静特性について講義する。 
3 回  計測データの統計処理について講義する。 
4 回  機構運動学の利用について講義する。 
5 回  材料力学の利用について講義する。 
6 回  流体力学の利用について講義する。 
7 回  熱力学の利用について講義する。 
8 回  これまでのまとめと中間テストをする。 
9 回  光・音響学の静的利用について講義する。 
10 回  機械力学の利用について講義する。 
11 回  電磁気学の利用Ⅰについて講義する。 
12 回  電磁気学の 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認して、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  テキストの p.1〜10 をよく読んで、予習しておくこと。 
3 回  テキストの p.132〜136 と p.143 ょよく読んで、予習しておくこと。 
4 回  テキストの p.18〜25 をよく読んで、予習しておくこと。 
5 回 テキストの p.25〜30 をよく読んで、予習しておくこと。 
6 回  テキストの p.30〜40 をよく読んで、予習しておくこと。 
7 回  温度や熱の測定方法について調べておくこと。 
8 回  これまでの講義内容について復習しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FSP22410 
成績評価 試験（100%）で評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13) 
見出し FSP22410 物性⼯学 
担当教員名 堀 純也 
単位数 2 
教科書 臨床⼯学講座 生体物性・医用材料⼯学／日本臨床⼯学技士教育施設協議会／医

⻭薬出版株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード 生体物性，臨床⼯学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ＞毎度分かりやすい説明でした． 

＞（確認小テストに）質問欄などもあってよかった 
＞医療の話もおもしろかった 
＞すばらしい講義を受けることができ，うれしく思う 
上記のいずれも講義の進行．方法に対して肯定的な意見ばかりで満足してもらえ
たことがわかりました．今後もわかりやすい講義を継続していきたいと思いま
す． 

科目名 物性⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生体物性・医用機械⼯学／池⽥研二，嶋津秀昭／学研メディカル秀潤社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP22410 
実務経験のある教員  
達成目標 生体固有の性質について説明できる。 

電気，力，光，熱，放射線などの物理的エネルギーに対する生体反応について説
明できる。 

受講者へのコメント 生体と物理という一見すると関係なさそうな分野が実は，密接な関係を持ってい
るということが少しでも理解してもらえたらうれしい限りです．物理科学専攻の
学生さんにとっては少しなじみのない内容もあったかと思いますが，日常生活に
も役立つ豆知識的な小話も挟んだつもりですので，今後の生活に活かしてもらえ
ればと思います． 

連絡先 1 号館 2 階，堀研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 週あたりの時間外の学習時間について，全くしなかった人と 30 分程度の人が６
割強いましたので時間外にもしっかり予習・復習をして欲しいと感じました．
PA・PB 対象の講義で生体物性を扱っていたので PA クラスの人の満足度が気に



なるところではありましたが，不満という回答はなかったのでよかったと思いま
す．講義中にディスカッション，発表等ができる方がよいという意見が１名あり
ましたが，人数の多い講義なので難しいと思います． 

英文科目名 Biological Engineering 
関連科目 物理学入門を履修していることが望ましい。 

質点の力学を履修していることが望ましい。 
基礎電磁気学を履修していることが望ましい。 
医用⼯学概論を履修していることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定 少し演習が少なかったような気がしていますので，可能であれば演習問題も課し
ていきたいと考えています． 

講義目的 生体は外部から物理的なエネルギーを受けるとそのエネルギーの種類や強さな
どに応じて様々な反応を示す。したがって物理的エネルギーを治療や診断に用い
る際にはその性質をよく理解しておく必要がある。本講義では，外部からの物理
的刺激に対する生体の反応について知り，生体固有の特性を理解することを目的
とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生体物性の概要 

生体特有の特徴について理解を深める。 
2 回 生体の受動的電気特性 I：電気⼯学の復習 
生体を電気回路に模擬するために必要な電気⼯学について学習する。 
3 回 生体の受動的電気特性 II：物質としての生体組織の反応 
生体を電気回路に模擬した場合の電気に対する応答について理解を深める。 
4 回 生体の能動的電気特性 I：神経伝達について 
神経伝達のメカニズム（脱分極・再分極）について理解を深める。 
5 回 生体の能動的電気特性 II：⼼筋保護液について 
神経伝達の実例として⼼臓を取り上げ，⼼臓の手術な 

準備学習 1 回 生体とそれ以外の物質の違いについて考えておくこと。 
2 回 電磁気学の基礎（特に各振動数，インピーダンスなど）を復習しておくこ
と。 
3 回 電磁気学の基礎（特に交流現象）を復習しておくこと。 
4 回 濃度の単位等を復習しておくこと。 
5 回 体に含まれるイオンの種類を把握しておくこと。 
6 回 電磁気学の基礎（特に電流の性質）を復習しておくこと。 
7 回 電磁気学の基礎（特に電磁波）を復習しておくこと。 
8 回 力学の法則について復習しておくこと。 
9 回 ニュートン流体・非ニュートン流体とはどのようなものか前もっ 

 



年度 2014 
授業コード FSP22510 
成績評価 提出課題 10％、中間試験 30%、定期試験 60％により成績を評価する。 

但し、定期試験において基準点を設け、得点が 100 点満点中、60 点未満の場合
は不合格とする。 

曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14) 
見出し FSP22510 解剖学 
担当教員名 川端 晃幸 
単位数 2 
教科書 シンプル解剖生理学／河⽥光博・樋口隆著／南江堂 
アクティブラーニング  
キーワード 人体、器官、臓器、組織、細胞 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 解剖学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜授業にて紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSP22510 
実務経験のある教員  
達成目標 ヒトの体の構造を解剖学用語を使って細胞レベルから説明できることを達成目

標とする。可能であれば生理機能と関連付けて説明できることが望ましい。 
受講者へのコメント  
連絡先 １号館２階 川端研究室 kawabata@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Anatomy 
関連科目 医学概論・公衆衛生学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 肉眼的および顕微鏡的にヒトのからだの構造を学習する。細胞レベルから人体の

各部位の構造を理解するとともに、解剖学用語の正確な意味を把握し、自由に使
いこなせるようになることを目的とする。可能な限り生理機能との関連付けを行
う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  人体の構造の概観について解説する。 

2 回  細胞と組織について解説する。 
3 回  骨格系について解説する。 



4 回  骨格筋系について解説する。 
5 回  循環器系について解説する。 
6 回  循環器系について解説する。 
7 回  呼吸器系について解説する。 
8 回  第１回から第７回までの内容のまとめを行った後、中間試験を行う。第１
回から第７回までの内容をよく理解し整理しておくこと。 
9 回  消化器系について解説する。 
10 回  消化器系について解説する。 
11 回  泌尿器系について解説する。 
12 回 

準備学習 1 回  カエルなどの構造を復習しておくこと。 
2 回  高校の生物学の細胞と組織を復習しておくこと。 
3 回  どのような骨があるのか調べておくこと。 
4 回  どのような筋肉があるのか調べておくこと。 
5 回  ⼼臓の働きについて復習しておくこと。 
6 回  血管の働きについて復習しておくこと。 
7 回  吸い込んだ空気が肺の中に入っていく経路を調べておくこと。 
8 回  第１回から第７回までの内容を復習しておくこと。 
9 回  ⾷事がどのような経路を経て排泄されるか調べておくこと。 
10 回  肝臓、胆嚢、膵臓などの働 

 



年度 2014 
授業コード FSP22610 
成績評価 毎週の課題（40 点）と中間テスト（30 点）、定期試験（30 点）で評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13) 
見出し FSP22610 プログラミング 
担当教員名 蜷川 清隆 
単位数 2 
教科書 柴⽥望洋 著「明解 C 言語入門」 ソフトバンク 
アクティブラーニング  
キーワード 変数、読込み、表示、分岐、繰返し、配列、関数、ポインタ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「他専攻の学生が入室していて，一部うるさかった」の指摘がありました。今後

注意します。 
科目名 プログラミング 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 これまでに、コンピュータ入門と実習Ⅰ・Ⅱを履修していることが望ましい。情

報処理センター実習室のパソコンを利用する。 
シラバスコード FSP22610 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的なプログラムを C 言語でプログラミングし、実行できるようになる。 
受講者へのコメント 実習しながら楽しく修得していきましょう。 
連絡先 蜷川研究室 １号館３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Computer Programming 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 この講義では C 言語を修得する。C 言語は、ハードウエアを直接制御することが

容易なプログラム言語であると同時に、C++や C#などのオブジェクト指向言語
の基礎となる言語でもある。広範な応用が可能な C 言語を修得して、実用プログ
ラムに結びつけるための基礎を学ぶことを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションをする。 

2 回  計算結果の表示に関するプログラミングをする。 
3 回  変数、読込みと表示に関するプログラミングをする。 
4 回  演算と型（１）に関するプログラミングをする。 



5 回  演算と型（２）に関するプログラミングをする。 
6 回  プログラムの流れの分岐（１）に関するプログラミングをする。 
7 回  プログラムの流れの分岐（２）に関するプログラミングをする。 
8 回  プログラムの流れの繰返し（１）に関するプログラミングをする。 
9 回  プログラムの流れの繰返し（２）に関するプ 

準備学習 2 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
3 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
4 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
5 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
6 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
7 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
8 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
9 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
10 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
11 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
12 回 

 



年度 2014 
授業コード FSP22710 
成績評価 定期試験から判断する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 医用科学専攻(〜13) 
見出し FSP22710 生理学Ⅰ 
担当教員名 森脇 晃義＊ 
単位数 2 
教科書 森本武利, 彼末一之 編：”やさしい生理学”、南江堂／978-4-524262298 
アクティブラーニング  
キーワード 恒常性 正常機能 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生理学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ”医科生理学展望” 丸善、”標準生理学” 医学書院、”現代の生理学” 金原出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP22710 
実務経験のある教員  
達成目標 血液の組成と機能について説明できること。 

循環器の機能について説明できること。 
正常⼼電図の波形と⼼臓の機能との関係が説明できること。 
栄養素の消化と吸収の過程について説明できること。 
尿の生成と排泄について説明できること。 
古典的なホルモンの分泌、作用機序について説明できること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physiology I 
関連科目 解剖学、生物学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 人体の正常な生理的働きとそれを維持する仕組みについて理解を深めることが

目的である。恒常性の維持のためにどのような機構が存在し､どのような機序で
維持されてるか､また恒常性が破綻する場合について洞察できるようになること
が大切である。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  



準備学習 １回 授業内容の確認と復習。第２回目授業までに、教科書により、血液と体
液に関し予習を行うこと。 
２回 体液の成分、機能について復習する。第 3 回授業までに血液の細胞成分
について予習を行うこと。 
３回 体液と血液の液体成分について復習する。第 4 回授業までに⼼臓の構
造と機能について予習すること。 
４回 赤血球、白血球、止血機構、血液型について復習する。第 5 回授業まで
に⼼機能について予習すること。 
５回 ⼼臓の構造について復習する。第 6 回授業までに血管系の構造と機能
について予習する。 
６回 ⼼電図について復習する 

 



年度 2014 
授業コード FSP22810 
成績評価 定期試験から判断する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 医用科学専攻(〜13) 
見出し FSP22810 生理学Ⅱ 
担当教員名 森脇 晃義＊ 
単位数 2 
教科書 森本武利, 彼末一之 編：”やさしい生理学”、南江堂 
アクティブラーニング  
キーワード 恒常性 正常機能 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生理学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ”医科生理学展望” 丸善、”標準生理学” 医学書院、”現代の生理学” 金原出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP22810 
実務経験のある教員  
達成目標 神経細胞の静止と興奮について説明できる。 

興奮の伝導と伝達についてそれぞれの違いと特徴を説明できる。 
刺激の受容と変換について説明できる。 
中枢神経機能について説明できる。 
自律神経機能について説明できる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physiology II 
関連科目 解剖学、生物学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 人体の正常な生理的働きとそれを維持する仕組みについて理解を深めることが

目的である。恒常性の維持のためにどのような機構が存在し､どのような機序で
維持されてるか､また恒常性が破綻する場合について洞察できるようになること
が大切である。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 代謝と体温について第２回目授業までに、教科書により予習を行うこ



と。 
２回 エネルギー代謝について復習する。第 3 回授業までに内分泌について
予習を行うこと。 
３回 体温について復習する。内分泌器官について予習する。 
４回 内分泌器官とホルモンについて復習する。第 5 回授業までに甲状腺、上
皮小体について予習すること。 
５回 内分泌器官とホルモンについて復習する。第６回授業までに副腎、膵臓
について予習すること。 
６回 内分泌器官とホルモンについて復習する。第７回授業までに性腺につい
て予習すること 
７回 内分泌 

 



年度 2014 
授業コード FSP22910 
成績評価 課題発表 80%と課題提出 20%にて評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 医用科学専攻(〜11) 
見出し FSP22910 臨床医学特論Ⅰ 
担当教員名 川端 晃幸 
単位数 2 
教科書 とくに指定しない（適宜プリントなどを配布する）。 
アクティブラーニング  
キーワード 解剖、代謝、病理、疾患 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床医学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 内科学／杉本恒明／朝倉書店 
授業形態 講義 
注意備考 学生参加型の講義を行うので、積極的に授業に取り組むこと。 

定期試験期間中に試験は行なわない。 
シラバスコード FSP22910 
実務経験のある教員  
達成目標 代表的な疾患についての病因および病態を説明できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 １号館２階 川端研究室 kawabata@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Special Lectures on Clinical Medicine I 
関連科目 臨床医学総論 II, III, IV 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎医学のバックグランドに立って代表的な各種疾患の病因および病態につい

て各論的な講義をおこなう。臨床⼯学技士の国家試験を視野に入れ、基礎医学分
野の知識を総括しつつ臨床医学への橋渡しを行う。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回  ヒトのからだの構造と機能について解説する。 

2 回  疾患の生化学的な背景について解説する。 
3 回  病理学総論の復習とまとめを行う。 
4 回  循環器系疾患について解説する。 
5 回  呼吸器系疾患について解説する。 
6 回  消化器系疾患について解説する。 



7 回  第１回から第６回までの内容について質疑応答を行う。第１回から第６回
までの内容をよく理解し整理しておくこと。 
8 回  肝臓、胆嚢および膵臓疾患について解説する。 
9 回  内分泌系疾患について解説する。 
10 回  造血器系疾患について解説する。 

準備学習 1 回  ヒトのからだの構造と機能について復習しておくこと。 
2 回  ヒトの代謝について復習しておくこと。 
3 回  病理学について復習しておくこと。 
4 回  循環器系の構造と機能について復習しておくこと。 
5 回  呼吸器系の構造と機能について復習しておくこと。 
6 回  消化器系の構造と機能について復習しておくこと。 
7 回  第１回から第６回までの内容を復習しておくこと。 
8 回  肝臓、胆嚢および膵臓の構造と機能について復習しておくこと。 
9 回  内分泌臓器の構造と機能について復習しておくこと。 
10 回  造 

 



年度 2014 
授業コード FSP23010 
成績評価 プレゼンテーション 70%．抄録 30%により成績を評価し，100 点満点で 60 点以

上を合格とする． 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 医用科学専攻(〜11) 
見出し FSP23010 臨床医学特論Ⅱ 
担当教員名 畑中 啓作 
単位数 2 
教科書 使用しない． 
アクティブラーニング  
キーワード 画像診断，低侵襲治療 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床医学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 課題に応じて適宜指示する． 

月刊誌「クリニカルエンジニアリング」 
授業形態 講義 
注意備考 教員から学生に対する一方向的な講義でなく，受講者一人一人，またはグループ

２〜３人毎に特別研究方式で課題を課し，自主的な学習・研究を促し，プレゼン
テーションをもって評価とする． 

シラバスコード FSP23010 
実務経験のある教員  
達成目標 1)画像診断装置および低侵襲治療機器に関する最新の臨床医学・⼯学的知識を習

得する． 
2)医療機器の最新の成果を調べ，その原理，構造，現代医療における意義を説明
できる． 
3)研究成果を適確にプレゼンテーションすることができ，研究会等で質疑，討論
できる． 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館３階 畑中研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 履修者はいませんでした。 
英文科目名 Special Lectures on Clinical Medicine II 
関連科目 「医用生体計測装置学」，「医用治療機器学」，「臨床医学総論Ⅰ〜Ⅳ」を履修して

いることが望ましい． 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「医用生体計測装置学」および「医用治療機器学」で得た医用機器に関する基礎



知識をもとに，近年急速に発展している，画像診断装置や低侵襲治療機器などの
最新の医用機器をひとつ選んで学習し，臨床の現場で実際に使用されている医用
機器に関する，最新のより深く幅広い知識を得る． 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 前年度までの研究内容の学習． 

2 回 研究テーマとしてとりあげる医用機器の選定． 
3 回 輪番で，自分のテーマとした医用機器について発表する．他人の発表につい
て議論する． 
4 回 輪番で，自分のテーマとした医用機器について発表する．他人の発表につい
て議論する． 
5 回 輪番で，自分のテーマとした医用機器について発表する．他人の発表につい
て議論する． 
6 回 輪番で，自分のテーマとした医用機器について発表する．他人の発表につい
て議論する． 
7 回 輪番で，自分のテーマとした医用機器について発表する．他人の発表につ 

準備学習 1 回 事前に配布した前年度の臨床医学特論発表会の抄録集に目をとおし，特に
興味のある医用機器について調べてくる． 
2 回 自分が課題としてとりあげたい医用機器を選び，興味をもった点について
まとめて発表できるように準備してくる． 
3 回 テーマとした医用機器について，実習資料，図書，クリニカルエンジニアリ
ング誌，ウェブ等で調べる． 
4 回 テーマとした医用機器について，実習資料，図書，クリニカルエンジニアリ
ング誌，ウェブ等で調べる． 
5 回 テーマとした医用機器について，実習資料，図書，クリニカルエンジニアリ
ング誌， 

 



年度 2014 
授業コード FSP23210 
成績評価 中間テスト（４０％），課題発表（６０％）により総合的に判断し評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 医用科学専攻(〜11) 
見出し FSP23210 臨床医学特論Ⅳ 
担当教員名 尾崎 眞啓 
単位数 2 
教科書 小野 哲章編・臨床⼯学技士標準テキスト・金原出版株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード 血液浄化，呼吸療法 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床医学特論Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 透析療法合同専門委員会編著・血液浄化療法ハンドブック・協同医学出版渡辺 

敏，宮川 哲夫編・CE 技術シリーズ 呼吸療法・南江堂 
授業形態 講義 
注意備考 医学センター教員２名を含む 
シラバスコード FSP23210 
実務経験のある教員  
達成目標 体外循環装置に関することが，説明できる。 

人⼯呼吸器に関することが，説明できる。 
血液浄化装置に関することが，説明できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 尾崎研究室・１号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Special Lectures on Clinical Medicine IV 
関連科目 生体機能代行装置学Ⅰ，Ⅱ，生理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 循環・呼吸・代謝に関わる生体機能代行装置の適切な操作と保守点検ができるよ

う生体機能代行装置の基本的知識を習得することを目的とする。 
対象学年 4 年 
授業内容 1 回  モニター⼼電図の読み方について講義する． 

2 回  体外循環装置を必要とする病態生理について講義する． 
3 回  人⼯⼼肺装置の構成機器と機能・目的について講義する． 
4 回  人⼯⼼肺操作の実際について講義する． 
5 回  補助循環装置について講義する． 



6 回  呼吸療法装置を必要とする病態生理について講義する． 
7 回  人⼯呼吸の原理と構造について講義する． 
8 回  人⼯呼吸器装着患者管理について講義する． 
9 回  高気圧治療について講義する． 
10 回  血液浄化装置を必要とする病態生理について講義す 

準備学習 1 回 教科書を読んでから出席すること． 
2 回 教科書を読んでから出席すること． 
3 回 教科書を読んでから出席すること． 
4 回 教科書を読んでから出席すること． 
5 回 教科書を読んでから出席すること． 
6 回 教科書を読んでから出席すること． 
7 回 教科書を読んでから出席すること． 
8 回 教科書を読んでから出席すること． 
9 回 教科書を読んでから出席すること． 
10 回 教科書を読んでから出席すること． 
11 回 教科書を読んでから出席すること． 
12 回 教科書を読んでから出席すること． 
13 回 教科書を読んでか 

 



年度 2014 
授業コード FSP23310 
成績評価 提出課題・定期試験を総合的に評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14) 
見出し FSP23310 コンピュータ入門Ⅰ 
担当教員名 米⽥ 稔 
単位数 2 
教科書 吉⽥郁子著：初歩から学ぶ情報リテラシー-Windows7/Office2007 版-･培風館／

978-4-563015824 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 講義内容に対する好評を戴きましたが、大学入試でコンピューターに関する知識

やスキルを指標にすることは少ないことから、受講生の皆さんにはいろいろな感
想があるかと思います。今後の講義に内容の参考にさせて頂きます。なお、実習
設備に対するコメントは管理者（大学）へ連絡いたします。 

科目名 コンピュータ入門Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 ・１人１台のＰＣを使用し、実習＆演習に重点を置いた講義をおこなう。 

・指定の WEB サーバにネットワーク（OUSNET)を介してアクセスし、講義資
料の配布や課題提出をおこなう。 

シラバスコード FSP23310 
実務経験のある教員  
達成目標 ・コンピュータおよびネットワークの基本的な仕組みを理解し、それらを活用で

きること。 
・コンピュータを用いて基本的な文書作成方法を修得すること。 
・ホームページ作成言語（HTML)を用いて、各自のホームページを作成できる
こと。 

受講者へのコメント コンピュータは現代社会における”文房具”の一つです。先ずは、ホームページや
文書作成を通じて、コンピュータの活用術を習得してください。なお、より深く
情報処理について学びたい学生や、コンピュータを構成する電子回路(ハード)に
ついて関⼼がある学生は、上級年次で報処理分野の専門科目の受講を推奨しま
す。 

連絡先 米⽥研究室（1 号館１階) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 本講義では受講生の一人一人が実習用コンピュータを操作して、講義内容と実習
を同時に取組む形式を取っています。受講生の出席率は高く、大半の受講生が講



義中に指示された課題に取り組むことによって、コンピュータを利用した基本的
な情報処理分野の知識を習得することができたと思われます。また、総合評価か
らは８割以上の受講生が講義目標を達成したと実感していることが分かります。 

英文科目名 Introduction to Computer Science I 
関連科目 「コンピュータ入門 II」と同時に受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 コンピューターが生活家電に近づいている昨今、それらを利用した初等的な情報

処理は一般常識に近づいています。こうした視点からコンピュータが情報化社会
における便利なツールの一つであることを多面的に紹介し、積極的に実習に取組
めるように、講義内容の改善に努めたいと思っています。 

講義目的 コンピュータは科学計算の世界から離れ、一般社会に広く浸透し、今日では文系
や理系に関わらず、コンピュータに関する基本的な知識や操作方法の収得が求め
られている。本講義では初⼼者がパソコンを利用するための情報提供を狙ってい
る。実社会にて使用頻度の高い基本 OS、ソフトウェアを利用して、コンピュー
タの基本的な使い方を学習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 本講義のイントロダクションや講義で利用する情報処理機器の概要を説明

する。 
2 回 ネット社会におけるエチケット（ネチケット）、PC を利用した電子メール
の操作法について説明する。 
3 回 PC によるデータ入力（文書、画像）を解説する。 
4 回 キーボードブラインドタッチを紹介する。 
5 回 Microsoft Windows の概要を説明する。 
6 回 Microsoft Word による文書作成を指導する。 
7 回 Microsoft Word による文書作成を指導する。 
8 回 Microsoft Word による文書 

準備学習 1 回 特に無し。 
2 回 岡山理科大学情報倫理ガイドライン」と「岡山理科大学情報倫理要綱(学生
向)」を理解しておくこと。 
3 回 前回の復習をしておくこと。 
4 回 前回の復習をしておくこと。 
5 回 前回の復習をしておくこと。 
6 回 前回の復習をしておくこと。 
7 回 前回の復習をしておくこと。 
8 回 前回の復習をしておくこと 
9 回 前回の復習をしておくこと。 
10 回 前回の復習をしておくこと。 
11 回 前回の復習をしておくこと 
12 回 前回の復習をしておくこと。 
13 回 前回の復習をしておくこと。 
14 回 前回 

 



年度 2014 
授業コード FSP23410 
成績評価 レポート提出 (60%) と定期試験 (40%) により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜14),医用科学専攻(〜14) 
見出し FSP23410 コンピュータ入門Ⅱ 
担当教員名 大熊 一正 
単位数 2 
教科書 吉⽥郁子著：初歩から学ぶ情報リテラシー-Windows7/Office2007 版-･培風館／

978-4-563015824 
アクティブラーニング  
キーワード Excel, 表計算, 統計処理, PowerPoint, プレゼンテーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 エクセルの勉強が出来てよかった． 

→ エクセルには，まだまだ教えきれていない機能が満載です．自分で色々と調
べて，より便利な使い方を習得してください． 
お疲れ様です．ありがとうございます． 
→ お疲れ様です． よく頑張ってくれました． ありがとうございます． 

科目名 コンピュータ入門Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 コンピュータを使った演習が中⼼なので、遅刻や欠席は授業内容を理解する上で

大きなマイナスになります。毎回出席して下さい。 
シラバスコード FSP23410 
実務経験のある教員  
達成目標 1.Excel の基本的な機能が使えるようになること。 

2.Excel を用いてデータ解析を行い、グラフを作成できるようになること。 
3.統計処理の基礎を理解すること 
4.PowerPoint を用いて発表用の資料を作成できるようになること。 

受講者へのコメント Excel や PowerPoint の操作に関する授業であったため，課題作成時間が，個人の
パソコンの使用経験に大きく依存する点は否めなかったのですが，各自が実際に
操作して，課題を作成することによって，確実にパソコンを使う技術力及び情報
通信技術（ICT)を用いた問題可決能力が向上したと思います． 
ソフトウェア類は，パージョンアップし続けますので，今回学習した，ICT を用
いた問題解決の方法を基礎として，如何なるコンピュータ環境でも希望の作業が
できるように，常に向上⼼をもって取り組んでください． 

連絡先 大熊研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 約半数の受講者が欠席をせずに授業に参加し，約 20%の学生が 1,2 回の欠席であ



った一方で，約 30%の学生が 3,4 回欠席していました．これは，実習形式の授業
としては，出席率が悪いように思います．ただし，欠席しても課題は提出してい
たようなので，課題は別の日などに実施していたようです． 
授業時間外での学習時間は，85%程度の学生が，“全くしなかった”か，“30 分程
度”であり，時間外の学習の少なさが顕著でした． 
また，この授業を受講したことによって，約 75%の受講者が，“この分野への理
解が深まった”と回等し，約 

英文科目名 Introduction to Computer Science II 
関連科目 コンピュータ入門 I 
次回に向けての改善変更予定 提出かれた課題の評価から，課題解決に対する理解や技術力が低いと思われる学

生を早めに見つけ，対応するように⼼がけるように努めたいと思います． 
講義目的 Microsoft Excel を用いた表計算ソフトの基本的な使い方からはじめ、これを用い

たデータ解析と統計処理を学習する。さらに、Microsoft PowerPoint を用いたプ
レゼンテーションの方法、技法を学習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義概要を説明する。 

コンピュータ、情報リテラシーについて学習する。 
2 回 Excel の基礎 (1) Microsoft Excel の基本的な使い方を説明する。 
3 回 Excel の基礎 (2) データ形式について学習する。 
4 回 Excel の基礎 (3) データの参照について学習する。 
5 回 Excel の基礎 (4) 関数について学習する。 
6 回 Excel の基礎 (5) 関数について学習する。 
7 回 Excel の基礎 (6) グラフ作成について学習する。 
8 回 Excel の基礎 (7) オートフィ 

準備学習 1 回 シラバスを読んで全般的な講義内容を確認しておくこと。学生用ウェブメ
ールのアカウントにログオン出来るようにしておくこと。 
2 回 前回までの復習をやっておくこと。 
3 回 前回までの復習をやっておくこと。 
4 回 前回までの復習をやっておくこと。 
5 回 前回までの復習をやっておくこと。 
6 回 前回までの復習をやっておくこと。 
7 回 前回までの復習をやっておくこと。 
8 回 前回までの復習をやっておくこと。 
9 回 前回までの復習をやっておくこと。 
10 回 前回までの復習をやっておくこと。 
11 回 前回までの復習 

 



年度 2014 
授業コード FSP23510 
成績評価 中間試験(４０％），定期試験(６０％)の点数で評価します。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜12) 
見出し FSP23510 物性物理 
担当教員名 米⽥ 稔 
単位数 2 
教科書 ⿊沢 達美 著 『基礎物理学選書９ 物性論 ー固体を中⼼としたー』・裳華

房／978-4-785321383 
アクティブラーニング  
キーワード 固体、結晶、物性 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 定期試験対策指導についてコメントを戴きました。受講生対象である３年次生

は、自主的かつ積極的な学習に努めて戴きたいと思います。また、講義内容に対
するコメントを戴きました。専門分野のテキストはその分野の”イメージ”を紹介
することに多くのページが割かれます。本講義ではテキストに記載されていない
事柄を加えて内容を紹介しておりますが、講義時間による制限は避けれられませ
ん。今後とも講義方法を検討しますが、受講生の皆さんも関連図書等を利用して
テキストの理解に努めてください。 

科目名 物性物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 作道恒太郎 著 『固体物理 磁性・超伝導』・裳華房 C.Kittel 著 山下次郎 他

訳『固体物理入門』・丸善 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP23510 
実務経験のある教員  
達成目標 結合力の種類とそれらが生ずる原因を説明できるようになる。 

格子振動と熱伝導の関係を理解する。 
金属の性質を伝導電子の運動から説明できるようになる。 

受講者へのコメント ”物性物理”と”理論物理”は物理学における双璧です。本講義は学部３年生対象の
専門分野科目群の一つの講義として開講し、特に物性物理のイントロダクション
を講義しています。受講生の皆さんには、広大な物性物理の世界を探検するため
に、今後とも積極的な学習に取り組んでください。 

連絡先 米⽥研究室（1 号館１階) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 大半の受講生が概ね出席していますが、欠席回数が３〜４回の受講生も５名ほど
見られます。また、授業以外で関連学習に取り組んだ者が半数近くいますが、そ
れぞれの学習時間は少なめです。しかし、大半の受講生が物性物理分野への関⼼



が高まったと回答しております。 
英文科目名 Solid State Physics 
関連科目 量子力学、電磁気学、熱統計物理 を受講しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 身近な話題を織り込んで物性物理分野に興味を戴けるよう努めます。また、一回

の講義で扱う講義量や板書の仕方等についても検討したいと思っています。 
講義目的 多数の原子が集め序列化や組織化させることによって、量子井⼾、超格子、磁気

抵抗効果など元素単体からだけでは得られない特性を有するした機能性物質を
作成することができることが知られている。本講義では結晶構造と対称性につい
て学んだのち，格子振動や固体を絶縁体とみなしたときの熱的・誘電的性質につ
いて理解を深める。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 物質の凝集機構Ⅰ（イオン結晶、共有結合など）について講義する。 

2 回 物質の凝集機構Ⅱ（分子間力、水素結合など）について講義する。 
3 回 結晶構造と周期性 I について講義する。 
4 回 結晶構造と周期性Ⅱについて講義する。 
5 回 結晶構造と周期性Ⅲについて講義する。 
6 回 固体の比熱-格子の振動などについて講義する。 
7 回 固体の比熱-アインシュタインの比熱式などについて講義する。 
8 回 固体の比熱-Debye の比熱式などについて講義する。 
9 回 固体の比熱-熱伝導などについて講義する。 
10 回 固体内 

準備学習 1 回 関連科目を復習しておくこと 
2 回 前回の復習を行うこと 
3 回 前回の復習を行うこと 
4 回 前回の復習を行うこと 
5 回 前回の復習を行うこと 
6 回 前回の復習を行うこと 
7 回 前回の復習を行うこと 
8 回 前回の復習を行うこと 
9 回 前回の復習を行うこと 
10 回 前回の復習を行うこと 
11 回 前回の復習を行うこと 
12 回 前回の復習を行うこと 
13 回 前回の復習を行うこと 
14 回 前回の復習を行うこと 
15 回 前回の復習を行うこと 

 



年度 2014 
授業コード FSP23610 
成績評価 レポートを２０％、２回の試験を８０％とする。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜12) 
見出し FSP23610 応用物性 
担当教員名 中川 幸子 
単位数 2 
教科書 川端有郷  ／「固体物性学」／朝倉書店 
アクティブラーニング  
キーワード 凝集系 ミクロとマクロ 量子統計、準粒子（プォトン、フォノン、エキシトン、

マグノンなど） 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用物性 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 柴⽥ 直 ／半導体デバイス／昭晃堂 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP23610 
実務経験のある教員  
達成目標 物性物理学の基本常識を再確認する。 
受講者へのコメント  
連絡先 メール stnak@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Applied Solid State Physics 
関連科目 物性物理 用紙力学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物性物理学は、天文学的数字の原子が集まって構成される凝集系の物理である。

原子や分子の持っている性質が、集合すると新しい『物性』を生む。それをどの
ように制御すれば、新しい機能を持った新しい素材やシステムが出来るのかが、
世の応用物性の目指すところなので、『先端材料科学』を支える基礎を復習する
つもりで学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 前期の物性物理と重複する項目が多いが、内容的には量子力学の応用なので、量

子力学の復習をして欲しい。 
 



年度 2014 
授業コード FSP23710 
成績評価 毎回、解いた結果をノートに書き、最終試験の際に提出する。1/3 以上の欠席は

最終試験を受けられない。合否は、中間試験 5 割、最終試験 5 割。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜12) 
見出し FSP23710 応用物理学演習 
担当教員名 中川 幸子 
単位数 2 
教科書 指定しない。毎週、２?４題程度の問題を時間内に解く。 
アクティブラーニング  
キーワード （物理全般） 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用物理学演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FSP23710 
実務経験のある教員  
達成目標 個別の教科で既習した内容を、各人の中で整理する。述語の名前の認知だけでな

く内容を理解して、総合問題で 8 割が解けること。 
受講者へのコメント  
連絡先 メール： stnak@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise in Applied Physics 
関連科目 力学、線形代数、電磁気学、原子物理、量子統計、量子力学、核物理 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 最終的には、大学院の入試問題を解くことを目標に、力学、電磁気学、原子物理、

量子統計、量子力学、核物理の範囲で既習の教科の復習をし、最後に実践的な複
合問題を解く。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 力学： 常備分方程式や偏微分方程式 

     ベクトル解析、行列方程式：固有値問題 
電磁気学：電場と磁場、ガウス、ストークスの定理 
電磁気学：相互作用する電磁場の課題 



原子物理：水素原子：波動関数、エネルギー固有値 
固体物理：量子統計：固体の比熱、エネルギーバンド 
     振動子：波動関数、エネルギー固有値 
原子核物理：放射壊変、核反応 
こうした分野の参考書は、自分の納得いくものを持っておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FSP23810 
成績評価 毎回の小テストにより評価する。４回以上の欠席は，不可とします。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 医用科学専攻(〜11) 
見出し FSP23810 臨床医学特論 
担当教員名 金子 敏明 
単位数 8 
教科書 小野 哲章編・臨床⼯学技士標準テキスト・金原出版株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード 臨床⼯学，国家試験 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床医学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 臨床⼯学講座シリーズ 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP23810 
実務経験のある教員  
達成目標 臨床実習時，多種多様な医療スタッフと情報を共有することができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 尾崎研究室・１号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Special Lectures on Clinical Medicine 
関連科目 生理学，病理学，生化学，医用治療機器学，医用生体計測装置学，医用機器安全

学，生体機能代行装置学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 臨床⼯学技士として医療現場で専門性を活かした，より質が高くより安⼼で安全

な医療を確保するための知識を習得する。 
対象学年 4 年 
授業内容 1 回 論文の書き方（データの扱い方）を講義する。 

2 回 医学の基礎知識（生理学）を講義する。 
3 回 医学の基礎知識（病理学・臨床生化学）を講義する。 
4 回 生体計測装置学Ⅰを講義する。 
5 回 生体計測装置学Ⅱを講義する。 
6 回 医用治療器学Ⅰを講義する。 
7 回 医用治療器学Ⅱを講義する。 



8 回 医用機器安全学Ⅰを講義する。 
9 回 医用機器安全学Ⅱを講義する。 
10 回 生体機能代行装置学Ⅰを講義する。 
11 回 生体機能代行装置学Ⅱを講義する。 
12 回 生体機能代行装置学Ⅲを講義する。 
13 回 臨床医学総論Ⅰ 

準備学習 1 回 論文を１本読んでくること。 
2 回 テキストの生理学を読むこと。 
3 回 テキストの病理学・臨床生化学を読むこと。 
4 回 テキストの生体計測装置学を読むこと。 
5 回 テキストの生体計測装置学を読むこと。 
6 回 テキストの医用治療器学を読むこと。 
7 回 テキストの医用治療器学を読むこと。 
8 回 テキストの医用機器安全学を読むこと。 
9 回 テキストの医用機器安全学を読むこと。 
10 回 テキストの生体機能代行装置学Ⅰを読むこと。 
11 回 テキストの生体機能代行装置学Ⅱを読むこと。 
12 回 テキストの生体機能代 

 



年度 2014 
授業コード FSP23910 
成績評価 中間テストを 50 点満点とした評価を x 点とし、定期試験の満点を(100-x)点に換

算した値を y 点とし、それらの合計点 x+y で評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 物理科学専攻(〜13),医用科学専攻(〜13) 
見出し FSP23910 応用電磁気学 
担当教員名 中川 益生 
単位数 2 
教科書 R.A. Serway 著（松村訳）、「科学者と技術者のための物理学 III 電磁気学」、学術

図書／978-4-873610733 
アクティブラーニング  
キーワード 磁場、電磁波、交流回路 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用電磁気学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP23910 
実務経験のある教員  
達成目標 モーター、発電機、トランス、フィルター回路等の電気機器の動作原理を理解す

ることを最低目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先 2 号館 2F 中川益生研究室、e-mail: masuo@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Applied Electricity and Magnetism 
関連科目 基礎電磁気学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電磁気学は物理学の基本の一つであるとともに、電気電子機器の基礎でもある。

本講義では電磁気学の教科書の後半部、磁気に関連する現象と装置について学
ぶ。時間的、空間的に変化する磁場や電流を取り扱うので、できるだけ図式的な
表現を用いて講義し、磁気現象のイメージを掴めるようになることを目的とす
る。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 電磁気学に必要な数学（微分方程式、偏微分、線積分、面積分）の復習をす

る。 



2 回 磁場の定義、運動電荷に作用する磁気力（ローレンツ力）について講義と演
習をする。 
3 回 ビオ・サヴァールの法則 I（直線電流がつくる磁場）について講義と演習を
する。 
4 回 ビオ・サヴァールの法則 II（ループ電流がつくる磁場、導線間の磁気力）に
ついて講義と演習をする。 
5 回 アンペールの法則 I（導線周囲の磁場）について講義と演習をする。 
6 回 アンペールの法則 II（ソレノイドがつくる磁場）について講義と演習をす
る。 
7 回 ファ 

準備学習 1 回 これまでに学んだ数学の復習をしておくこと。 
2 回 教科書 p.830〜840 を予習しておくこと。 
3 回 教科書 p.860〜861 を予習しておくこと。 
4 回 教科書 p.862〜865 を予習しておくこと。 
5 回 教科書 p.865〜868 を予習しておくこと。 
6 回 教科書 p.870〜873 を予習しておくこと。 
7 回 教科書 p.898〜904 を予習しておくこと。 
8 回 教科書 p.905〜909 を予習しておくこと。 
9 回 これまでの授業内容を復習すること。 
10 回 教科書 p.928〜933 を予習しておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FSS00110 
成績評価 中間試験５０％、定期試験５０％ 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス SA(〜14) 
見出し FSS00110 微分積分学Ⅰ 
担当教員名 中島 惇＊ 
単位数 2 
教科書 基礎コース 微分積分 第２版/坂⽥定久・萬代武史・山原英男/学術図書／978-

4-780600681 
アクティブラーニング  
キーワード 微分、合成関数の微分、テーラー展開、不定積分、定積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 演習でのヒントや解答にもう少し時間を取りたいと思います。 
科目名 微分積分学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS00110 
実務経験のある教員  
達成目標 １．基本的な関数の微分、高次微分が求められること。 

２．関数の極値が求められること。 
３．関数のマクローリン展開ができること。 
４．基本的な関数の不定積分が計算できること。 
５．面積、体積、曲線の⻑さが計算できること。 

受講者へのコメント 自分の理解度に応じて予習復習の時間の使い方を考えるとともに、できる限り見
やすいところに着席してください。 

連絡先 ２５号館７階非常勤講師室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ８５％の受講生が授業時間外学習に取り組み、宿題や支持された課題以外の学習
をしていると回答しているが、その状況が演習を通して確認できないのは残念で
す。 

英文科目名 Calculus I 
関連科目 微分積分学 I 演習を必ず受講すること。 
次回に向けての改善変更予定 講義中に、上記の「受講者根のコメント」を何回か注意したい。 
講義目的 １変数関数の微分積分学の基礎を理解し、基本的な計算ができるようになること

を目的とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 数列、関数の極限及び逆三角関数について学習する。 
2 回 導関数の求め方について学習する。 
3 回 対数微分法及びパラメーター表示された関数の微分法について学習する。 
4 回 ロピタルの定理について学習する。 
5 回 導関数と関数の増減について学習する。 
6 回 平均値の定理について学習する。 
7 回 高次導関数とテーラーの定理について学習する。 
8 回 中間テストを実施し、その解説をする。 
9 回 不定積分について学習する。 
10 回 有理関数の不定積分について学習する。 
11 回 定積分と区分求積法について学習する 

準備学習 1 回 数列、関数の極限及び逆三角関数について予習すること。 
2 回 関数の極限を復習すること。 
3 回 多項式関数、三角関数、指数関数の微分を復習すること。 
4 回 対数微分法、パラメータ表示の関数の微分法を復習すること。 
5 回 導関数の求め方を復習すること。 
6 回 導関数の性質を理解しておくこと。 
7 回 平均値の定理の意味を理解しておくこと。 
8 回 今までに学習した微分について総復習すること。 
9 回 いろいろな関数の微分を復習すること。 
10 回 置換積分法、部分積分法を使えるようにしておくこと。 
11 回 いろ 

 



年度 2014 
授業コード FSS00120 
成績評価 主評価を定期試験の成績 90 点満点とし、中間小テストを 5 点満点及びレポート

を 5 点満点とし、総計 100 点満点中 60 点以上を合格の基準とする。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス SB(〜14) 
見出し FSS00120 微分積分学Ⅰ 
担当教員名 ⻄中 恒和＊ 
単位数 2 
教科書 坂⽥定久、萬代武史、山原英男共著 「微分積分」 学術図書出版社／978-4-

780600681 
アクティブラーニング  
キーワード 関数、極限、微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  大学での学習は、自分で考え、知識を獲得していくことが基本です。「教わる」

から「自ら学ぶ」への学習姿勢の転換を意識して得ください。特に数学は、その
姿勢が求められます。講義を聞くだけで、全部分かったと思えることは、既に（自
分が）分かっているであると考えられます。 

科目名 微分積分学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 主評価となる試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験である。 
シラバスコード FSS00120 
実務経験のある教員  
達成目標 以下のことができるようになること 

１）極限値の概念が理解でき、数列及び関数の極限値を求めることができること 
２）初等関数（有理関数、三角関数、指数・対数関数）の導関数を求め、そのグ
ラフの概形を描けること 
３） 関数の高次導関数を利用してテイラー展開ができること。 

受講者へのコメント  講義に主体的に取り組む姿勢を意識してください。教科書、配布プリントを利
用して予習・復習に今以上に時間を使うようにしましょう。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  設問 E において、「理解しやすいように・・・」に約４７％の学生が考慮して
欲しいとしている。自主学習への姿勢を持ってもらうために、講義の中で、教科
書の読み方等も指導してきたが、自由書き込みの中に、「教科書を自分で読んで
理解していければ、先生は必要ない」との趣旨のものもあった。一方で、授業で
扱う量が少ない（約 11％）、レベルを高くして欲しいとの要望（5％）も見られ
る。高校から大学へ学習姿勢の移行、学力のばらつきに対する一層の配慮が必要



と思われる。 
英文科目名 Calculus I 
関連科目 微分積分学演習Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  自主学習の課題を強化する等、受講者が学習に主体的に取り組めるようになる

よう配慮していきたい。 
講義目的 高校課程でも扱われる基本的な関数の復習・確認からはじめ、数列の極限、関数

の極限と進み、微分法とその応用までの解説をする。関数、特に初等関数（有利
関数、三角関数、指数・対数関数）及びその微分の概念を理解し応用できるよう
になることを目指す 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義についてのオリエンテーションを行い、微積分が行われるステージで

ある実数について解説する。 
2 回 基本的な関数として有理関数、指数関数を取り上げ、説明する。 
3 回 基本的な関数として三角関数を取り上げ、説明する。 
4 回 ２項定理の利用方法と帰納法による証明について解説する。 
5 回 数列とその極限について解説する。 
6 回 逆関数について説明し、逆三角関数について解説する。 
7 回 関数の極限について解説する。 
8 回 導関数について解説し、簡単な関数の微分について説明する。 
9 回 基本的な関数とその微分 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習過程を把握しておくこと 
2 回 教科書の１章を読み、基本的な関数、有理関数、指数関数について予習して
おくこと 
3 回 教科書の１章を読み、基本的な関数、三角関数について予習しておくこと 
4 回 教科書の１章を読み、２項定理、帰納法について予習しておくこと 
5 回 教科書の２章を読み、数列の極限について予習しておくこと 
6 回 教科書の２章を読み、逆三角関数について予習しておくこと 
7 回 教科書の２章を読み、関数の極限について予習しておくこと 
8 回 教科書の２章を読み、連続関数、導関数に 

 



年度 2014 
授業コード FSS00210 
成績評価 中間試験５０％、定期試験５０％ 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス SA(〜14) 
見出し FSS00210 微分積分学Ⅱ 
担当教員名 中島 惇＊ 
単位数 2 
教科書 基礎コース 微分積分 第２版/坂⽥定久・萬代武史・山原英男/学術図書 
アクティブラーニング  
キーワード 偏微分、合成関数の偏微分、テーラー展開、２重積分、体積 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「テストを簡単に」という意見がありましたが、「微分積分学 II のレベル」があ

るので、なかなか難しいことです。 
科目名 微分積分学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS00210 
実務経験のある教員  
達成目標 １．基本的な関数の偏微分の計算ができること。 

２．合成関数の偏微分が求められること。 
３．２変数関数の極値が求められること。 
４．基本的な関数の２重積分の計算ができること。 
５．２重積分の積分変数の変換ができること。 

受講者へのコメント 入学時の数学のレベルがかなり異なるので、高校での数学の学習時間の少ない受
講生は必ず予習、復習をすること。 

連絡先 ２５号館７階非常勤講師室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「教科書のレベルが少し高い」、「１回の授業で取り扱う量が多すぎる」という意
見が２５％程度、「授業外時間の学習をまったくしなかった」が２５％と同程度
であるのが少し気になるところです。 

英文科目名 Calculus II 
関連科目 微分積分学 II 演習を必ず受講すること。 
次回に向けての改善変更予定 学習方法について繰り返し説明したい。 
講義目的 ２変数関数の微分積分学の基礎を理解し、基本的な計算できるようになることを

目的とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 ２変数関数の極限と微分について学習する。 
2 回 偏微分について学習する。 
3 回 合成関数の偏微分について学習する。（その１） 
4 回 合成関数の偏微分について学習する。（その２） 
5 回 ２変数関数についてのテーラーの定理について学習する。 
6 回 全微分と近似値について学習する。 
7 回 曲面の法線と接平面について学習する。 
8 回 ２変数関数の極値問題について学習する。 
9 回 中間試験とその解説をする。 
10 回 ２重積分について学習する。 
11 回 ２重積分の積分変数の変換について学習する。（その１） 
12 

準備学習 1 回 １変数関数の極限を復習しておくこと。 
2 回 １変数関数の微分を復習しておくこと。 
3 回 前回の講義の偏微分を復習しておくこと。 
4 回 合成関数の偏微分（その１）を復習しておくこと。 
5 回 ２回から４回までに学んだ偏微分を復習しておくこと。 
6 回 ２変数のマクローリン展開を復習しておくこと。 
7 回 ２変数の微分を復習しておくこと。 
8 回 ２変数関数の微分が関係する事項について復習しておくこと。 
9 回 ８回目までに学んだ２変数関数の微分について総復習しておくこと。 
10 回 １変数の定積分の定義を復習して 

 



年度 2014 
授業コード FSS00220 
成績評価 主評価を定期試験の成績 90 点満点とし、中間小テストを 5 点満点及びレポート

を 5 点満点とし、総計 100 点満点中 60 点以上を合格の基準とする。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス SB(〜14) 
見出し FSS00220 微分積分学Ⅱ 
担当教員名 ⻄中 恒和＊ 
単位数 2 
教科書 坂⽥定久、萬代武史、山原英男共著 「微分積分」 学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 積分、偏微分、多重積分、面積、体積 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 微分積分学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 主評価となる試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験である。 
シラバスコード FSS00220 
実務経験のある教員  
達成目標 以下のことができるようになること、 

１）面積、定積分、不定積分の関係が理解でき、基本的な関数の不定積分、定積
分を求めることができること 
２）多変数関数の偏微分を計算でき、接平面の方程式を求めることができること 
３）多重積分を利用して曲面で囲まれた図形の体積を求めることができること 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Calculus II 
関連科目 微分積分学演習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 前期「微分積分学Ⅰ」の知識を前提に、不定積分、定積分、偏微分、二重積分に

ついて講義を行う。原始関数、定積分及びその関係を理解し、曲線で囲まれた図
形の面積や曲面で囲まれた図形の体積を求めることができるようになることを
目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 微分について復習し、原始関数と不定積分について解説する。 



2 回 部分積分法について解説する。 
3 回 置換積分法について解説する。 
4 回 有理関数の原始関数について一般論を解説する。 
5 回 定積分について説明し、原始関数を用いて求めることのできる定積分につ
いて解説する。 
6 回 様々な関数の定積分の計算について説明する。 
7 回 広義積分について解説する。 
8 回 定積分の応用としての曲線に囲まれた図形の面積の求め方について解説す
る。 
9 回 定積分について復習し、中間試験をする。 
10 回 定積分の応用として 

準備学習 1 回 教科書３章を読み、不定積分について予習しておくこと 
2 回 教科書３章を読み、部分積分について予習しておくこと 
3 回 教科書３章を読み、置換積分について予習しておくこと 
4 回 教科書３章を読み、有理関数の原始関数について予習しておくこと 
5 回 教科書３章を読み、定積分と原始関数について予習しておくこと 
6 回 教科書３章を読み、定積分の計算を練習しておくこと 
7 回 教科書３章を読み、広義積分について予習しておくこと 
8 回 教科書３章を読み、曲線に囲まれた図形の面積の求め方について予習して
おくこと 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FSS00510 
成績評価 課題提出（10％）、定期試験（90％）により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス SB(14〜14) 
見出し FSS00510 基礎物理学Ⅰ 
担当教員名 加地 博子＊ 
単位数 2 
教科書 「新物理学」／James T. Shipman／学術図書出版社／978-4-873619309 
アクティブラーニング  
キーワード 変位、速度、加速度、力、仕事、エネルギー、運動量、角運動量、力積、温度、

エントロピー、比熱、潜熱、慣性の法則、運動の法則、作用反作用の法則、万有
引力の法則、熱力学の法則、理想気体の法則、エネルギー保存則 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎物理学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 物理学を理解するためには演習問題を解くことが必要である。なるべく多くの問

題を解くよう努力すること。 
シラバスコード FSS00510 
実務経験のある教員  
達成目標 力学と熱力学の分野の基本法則を説明できる。 

力学と熱力学の分野の基本的な問題を解くことができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 教務課に問い合わせのこと。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics I 
関連科目 微分積分学 I、微分積分学演習 I、線形代数学 I、基礎物理学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「物理的に見たり、考える力」を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションの後、測定について説明する。 

2 回 位置と速度について説明する。 
3 回 加速度について説明する。 
4 回 落体・放体の運動について説明する。 
5 回 運動の法則について説明する。 



6 回 万有引力の法則について説明する。 
7 回 運動量・力積・角運動量について説明する。 
8 回 仕事とエネルギーについて説明する。 
9 回 エネルギー保存について説明する。 
10 回 ここまでの総括と復習を行い、例題を解説する。 
11 回 演習を行い、解説する。 
12 回 温度と熱について説明する。 
13 回 熱力学の法 

準備学習 1 回 教科書の測定に関する項目を読んでおくこと。 
2 回 出題された課題を解き、教科書の位置・速さ・速度に関する項目を読んでお
くこと。 
3 回 出題された課題を解き、教科書の加速度に関する項目を読んでおくこと。 
4 回 出題された課題を解き、教科書の落体・放体の運動に関する項目を読んでお
くこと。 
5 回 出題された課題を解き、教科書の運動の法則に関する項目を読んでおくこ
と。 
6 回 出題された課題を解き、教科書の万有引力の法則に関する項目を読んでお
くこと。 
7 回 出題された課題を解き、教科書の運動量・力積・角運動量 

 



年度 2014 
授業コード FSS00511 
成績評価 課題提出（10％）、定期試験（90％）により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS00511 基礎物理学Ⅰ(再) 
担当教員名 加地 博子＊ 
単位数 2 
教科書 「新物理学」／James T. Shipman／学術図書出版社／978-4-873619309 
アクティブラーニング  
キーワード 変位、速度、加速度、力、仕事、エネルギー、運動量、角運動量、力積、温度、

エントロピー、比熱、潜熱、慣性の法則、運動の法則、作用反作用の法則、万有
引力の法則、熱力学の法則、理想気体の法則、エネルギー保存則 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎物理学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 物理学を理解するためには演習問題を解くことが必要である。なるべく多くの問

題を解くよう努力すること。 
シラバスコード FSS00511 
実務経験のある教員  
達成目標 力学と熱力学の分野の基本法則を説明できる。 

力学と熱力学の分野の基本的な問題を解くことができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 教務課に問い合わせのこと。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics I 
関連科目 微分積分学 I、微分積分学演習 I、線形代数学 I、基礎物理学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「物理的に見たり、考える力」を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションの後、測定について説明する。 

2 回 位置と速度について説明する。 
3 回 加速度について説明する。 
4 回 落体・放体の運動について説明する。 
5 回 運動の法則について説明する。 



6 回 万有引力の法則について説明する。 
7 回 運動量・力積・角運動量について説明する。 
8 回 仕事とエネルギーについて説明する。 
9 回 エネルギー保存について説明する。 
10 回 ここまでの総括と復習を行い、例題を解説する。 
11 回 演習を行い、解説する。 
12 回 温度と熱について説明する。 
13 回 熱力学の法 

準備学習 1 回 教科書の測定に関する項目を読んでおくこと。 
2 回 出題された課題を解き、教科書の位置・速さ・速度に関する項目を読んでお
くこと。 
3 回 出題された課題を解き、教科書の加速度に関する項目を読んでおくこと。 
4 回 出題された課題を解き、教科書の落体・放体の運動に関する項目を読んでお
くこと。 
5 回 出題された課題を解き、教科書の運動の法則に関する項目を読んでおくこ
と。 
6 回 出題された課題を解き、教科書の万有引力の法則に関する項目を読んでお
くこと。 
7 回 出題された課題を解き、教科書の運動量・力積・角運動量 

 



年度 2014 
授業コード FSS00520 
成績評価 課題提出（３０％）、定期試験（７０％）により評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス SA(14〜14) 
見出し FSS00520 基礎物理学Ⅰ 
担当教員名 財部 健一 
単位数 2 
教科書 James T. Shipman 「新物理学」 学術図書出版社／978-4-873619309 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎物理学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に指示する 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は１５回講義終了後実施する。 日時は授業中に指示する。 
シラバスコード FSS00520 
実務経験のある教員  
達成目標 前期では、力学、熱力学の分野での抽象的ではあるが簡単明瞭な自然法則を体得

すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ７号館３階 財部研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics I 
関連科目 微分積分学Ⅰ、微分積分学演習Ⅰ、線形代数学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「物理的に見たり、考える力」を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションを実施する。 

2 回  測定を説明する。 
3 回  運動（１） 位置と速度を説明する。 
4 回  運動（２） 速度と加速度を説明する。 
5 回  力と運動（１） 運動の第１法則を説明する。 
6 回  力と運動（２） 運動の第２法則（１）を説明する。 
7 回  力と運動（３） 運動の第２法則（２）を説明する。 
8 回  力と運動（４）運動の第３法則を説明する。 



9 回  仕事とエネルギー（１）を説明する。 
10 回  仕事とエネルギー（２）を説明する。 
11 回  温度と熱（１）を説明する。 
12 回 

準備学習 1 回 準備の必要はない。 
2 回 測定に関する項目をよく予習しておくこと。 
3 回  運動（１） 位置と速度に関する項目をよく予習しておくこと。 
4 回 運動（２） 速度と加速度に関する項目をよく予習しておくこと。 
5 回 力と運動（１） 運動の第１法則に関する項目をよく予習しておくこと。 
6 回 力と運動（２） 運動の第２法則（１）に関する項目をよく予習しておくこ
と。 
7 回 力と運動（３） 運動の第２法則（２）に関する項目をよく予習しておくこ
と。 
8 回 力と運動（４）運動の第３法則に関する項目をよく予習しておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FSS00521 
成績評価 課題提出（３０％）、定期試験（７０％）により評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS00521 基礎物理学Ⅰ(再) 
担当教員名 財部 健一 
単位数 2 
教科書 James T. Shipman 「新物理学」 学術図書出版社／978-4-873619309 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎物理学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に指示する 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は１５回講義終了後実施する。 日時は授業中に指示する。 
シラバスコード FSS00521 
実務経験のある教員  
達成目標 前期では、力学、熱力学の分野での抽象的ではあるが簡単明瞭な自然法則を体得

すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ７号館３階 財部研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics I 
関連科目 微分積分学Ⅰ、微分積分学演習Ⅰ、線形代数学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「物理的に見たり、考える力」を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションを実施する。 

2 回  測定を説明する。 
3 回  運動（１） 位置と速度を説明する。 
4 回  運動（２） 速度と加速度を説明する。 
5 回  力と運動（１） 運動の第１法則を説明する。 
6 回  力と運動（２） 運動の第２法則（１）を説明する。 
7 回  力と運動（３） 運動の第２法則（２）を説明する。 
8 回  力と運動（４）運動の第３法則を説明する。 



9 回  仕事とエネルギー（１）を説明する。 
10 回  仕事とエネルギー（２）を説明する。 
11 回  温度と熱（１）を説明する。 
12 回 

準備学習 1 回 準備の必要はない。 
2 回 測定に関する項目をよく予習しておくこと。 
3 回  運動（１） 位置と速度に関する項目をよく予習しておくこと。 
4 回 運動（２） 速度と加速度に関する項目をよく予習しておくこと。 
5 回 力と運動（１） 運動の第１法則に関する項目をよく予習しておくこと。 
6 回 力と運動（２） 運動の第２法則（１）に関する項目をよく予習しておくこ
と。 
7 回 力と運動（３） 運動の第２法則（２）に関する項目をよく予習しておくこ
と。 
8 回 力と運動（４）運動の第３法則に関する項目をよく予習しておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FSS00610 
成績評価 課題提出（10％）、定期試験（90％）により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス SB(13〜14) 
見出し FSS00610 基礎物理学Ⅱ 
担当教員名 加地 博子＊ 
単位数 2 
教科書 「新物理学」／James T. Shipman／学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 波⻑、振動数、周期、トップラー効果、定常波、共鳴、屈折、反射、回折、干渉、

分散、偏光、電気、磁気、電流、電位、電圧、抵抗、電力、電気回路、クーロン
の法則、オームの法則、ローレンツ力、電磁誘導、電磁波、量子、不確定性原理、
パウリの排他原理、電子構造、周期律、半減期、核崩壊、核融合、核分裂、放射
線、放射性年代測定 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎物理学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 物理学を理解するためには演習問題を解くことが必要である。なるべく多くの問

題を解くよう努力すること。 
シラバスコード FSS00610 
実務経験のある教員  
達成目標 波動、電気磁気、原子・核物理の分野の基本法則を説明できる。 

波動、電気磁気、原子・核物理の分野の基本的な問題を解くことができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 教務課に問い合わせのこと。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics II 
関連科目 微分積分 II、微分積分学演 II、線形代数 II、基礎物理学 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「物理的に見たり、考える力」を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 波の性質について説明する。 

2 回 ドップラー効果と定常波について説明する。 
3 回 光の反射・屈折・分散について説明する。 



4 回 回折と干渉について説明する。 
5 回 演習を行い、解説する。 
6 回 電荷と電場について説明する。 
7 回 電気回路について説明する。 
8 回 磁気について説明する。 
9 回 電磁誘導と電磁波について説明する。 
10 回 演習を行い、解説する。 
11 回 前期量子論について説明する。 
12 回 量子力学と原子の電子構造について説明する。 
13 回 核物理について説明する。 
14 回 波動・電磁 

準備学習 1 回 教科書の波の性質に関する項目を読んでおくこと。 
2 回 出題された課題を解き、教科書のドップラー効果と定常波に関する項目を
読んでおくこと。 
3 回 出題された課題を解き、教科書の光の反射・屈折・分散に関する項目を読ん
でおくこと。 
4 回 出題された課題を解き、教科書の回折と干渉に関する項目を読んでおくこ
と。 
5 回 ここまで学んだことを復習し、出題された課題を解いてくること。 
6 回 教科書の電荷と電場に関する項目を読んでおくこと。 
7 回 出題された課題を解き、教科書の電気回路に関する項目を読んでおくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FSS00611 
成績評価 課題提出（10％）、定期試験（90％）により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS00611 基礎物理学Ⅱ(再) 
担当教員名 加地 博子＊ 
単位数 2 
教科書 「新物理学」／James T. Shipman／学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 波⻑、振動数、周期、トップラー効果、定常波、共鳴、屈折、反射、回折、干渉、

分散、偏光、電気、磁気、電流、電位、電圧、抵抗、電力、電気回路、クーロン
の法則、オームの法則、ローレンツ力、電磁誘導、電磁波、量子、不確定性原理、
パウリの排他原理、電子構造、周期律、半減期、核崩壊、核融合、核分裂、放射
線、放射性年代測定 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎物理学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 物理学を理解するためには演習問題を解くことが必要である。なるべく多くの問

題を解くよう努力すること。 
シラバスコード FSS00611 
実務経験のある教員  
達成目標 波動、電気磁気、原子・核物理の分野の基本法則を説明できる。 

波動、電気磁気、原子・核物理の分野の基本的な問題を解くことができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 教務課に問い合わせのこと。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics II 
関連科目 微分積分 II、微分積分学演 II、線形代数 II、基礎物理学 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「物理的に見たり、考える力」を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 波の性質について説明する。 

2 回 ドップラー効果と定常波について説明する。 
3 回 光の反射・屈折・分散について説明する。 



4 回 回折と干渉について説明する。 
5 回 演習を行い、解説する。 
6 回 電荷と電場について説明する。 
7 回 電気回路について説明する。 
8 回 磁気について説明する。 
9 回 電磁誘導と電磁波について説明する。 
10 回 演習を行い、解説する。 
11 回 前期量子論について説明する。 
12 回 量子力学と原子の電子構造について説明する。 
13 回 核物理について説明する。 
14 回 波動・電磁 

準備学習 1 回 教科書の波の性質に関する項目を読んでおくこと。 
2 回 出題された課題を解き、教科書のドップラー効果と定常波に関する項目を
読んでおくこと。 
3 回 出題された課題を解き、教科書の光の反射・屈折・分散に関する項目を読ん
でおくこと。 
4 回 出題された課題を解き、教科書の回折と干渉に関する項目を読んでおくこ
と。 
5 回 ここまで学んだことを復習し、出題された課題を解いてくること。 
6 回 教科書の電荷と電場に関する項目を読んでおくこと。 
7 回 出題された課題を解き、教科書の電気回路に関する項目を読んでおくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FSS00620 
成績評価 課題提出（３０％）、定期試験（７０％）により評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス SA(13〜14) 
見出し FSS00620 基礎物理学Ⅱ 
担当教員名 財部 健一 
単位数 2 
教科書 James T. Shipman 「新物理学」 学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎物理学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中の指示する 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は１５回講義後実施する。 日時は授業中に指示する。 
シラバスコード FSS00620 
実務経験のある教員  
達成目標 後期では、波動、電気磁気、原子・核物理の分野で抽象的ではあるが簡単明瞭な

自然法則を体得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ７号館３階 財部研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics II 
関連科目 微分積分学Ⅱ、微分積分学演習Ⅱ、線形代数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「物理的に見たり、考える力」を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  波動（１）縦波と横波を説明する。 

2 回  波動（２）干渉と回折を説明する。 
3 回  波動（３）ドップラー効果、共鳴を説明する。 
4 回  光の屈折と分散を説明する。 
5 回  電気と磁気（１）電流、電圧、オームの法則を説明する。 
6 回  電気と磁気（２）キルヒホッフの法則を説明する。 
7 回  電気と磁気（３）クーロンの法則を説明する。 
8 回  電気と磁気（４）磁気を説明する。 



9 回  電気と磁気（５）アンぺールの法則を説明する。 
10 回  電気と磁気（６）電磁波を説明する。 
11 回  原子・核物理（１ 

準備学習 1 回  波動（１）縦波と横波の項目をよく予習しておくこと。 
2 回   波動（２）干渉と回折の項目をよく予習しておくこと。 
3 回  波動（３）ドップラー効果、共鳴の記項目をよく予習しておくこと。 
4 回  光の屈折と分散の項目をよく予習しておくこと。 
5 回  電気と磁気（１）電流、電圧、オームの法則の項目をよく予習しておくこ
と。 
6 回  電気と磁気（２）キルヒホッフの法則の項目をよく予習しておくこと。 
7 回  電気と磁気（３）クーロンの法則の項目をよく予習しておくこと。 
8 回  電気と磁気（４）磁気の項目をよ 

 



年度 2014 
授業コード FSS00621 
成績評価 課題提出（３０％）、定期試験（７０％）により評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS00621 基礎物理学Ⅱ(再) 
担当教員名 財部 健一 
単位数 2 
教科書 James T. Shipman 「新物理学」 学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎物理学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中の指示する 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は１５回講義後実施する。 日時は授業中に指示する。 
シラバスコード FSS00621 
実務経験のある教員  
達成目標 後期では、波動、電気磁気、原子・核物理の分野で抽象的ではあるが簡単明瞭な

自然法則を体得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ７号館３階 財部研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics II 
関連科目 微分積分学Ⅱ、微分積分学演習Ⅱ、線形代数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「物理的に見たり、考える力」を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  波動（１）縦波と横波を説明する。 

2 回  波動（２）干渉と回折を説明する。 
3 回  波動（３）ドップラー効果、共鳴を説明する。 
4 回  光の屈折と分散を説明する。 
5 回  電気と磁気（１）電流、電圧、オームの法則を説明する。 
6 回  電気と磁気（２）キルヒホッフの法則を説明する。 
7 回  電気と磁気（３）クーロンの法則を説明する。 
8 回  電気と磁気（４）磁気を説明する。 



9 回  電気と磁気（５）アンぺールの法則を説明する。 
10 回  電気と磁気（６）電磁波を説明する。 
11 回  原子・核物理（１ 

準備学習 1 回  波動（１）縦波と横波の項目をよく予習しておくこと。 
2 回   波動（２）干渉と回折の項目をよく予習しておくこと。 
3 回  波動（３）ドップラー効果、共鳴の記項目をよく予習しておくこと。 
4 回  光の屈折と分散の項目をよく予習しておくこと。 
5 回  電気と磁気（１）電流、電圧、オームの法則の項目をよく予習しておくこ
と。 
6 回  電気と磁気（２）キルヒホッフの法則の項目をよく予習しておくこと。 
7 回  電気と磁気（３）クーロンの法則の項目をよく予習しておくこと。 
8 回  電気と磁気（４）磁気の項目をよ 

 



年度 2014 
授業コード FSS00711 
成績評価 実験に対する姿勢(20 点)、データ整理と処理の仕方(20 点)、実験レポート(60 点)

で評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜09) 
見出し FSS00711 物理学実験Ⅰ 
担当教員名 森 嘉久、小坂 圭二＊、兵藤 博信 
単位数 2 
教科書 特に指定しない。実験の手引きを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学実験Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に指定しない。 
授業形態 実験実習 
注意備考 基礎物理学を履修していることが望ましい。実験は２名もしくは３名ずつの班に

分かれて行うので必ずしも実験内容は講義計画通りにはならない。また受講生が
多い場合は２つのクラスに分かれて実験と報告書作成を交互に行うこともある。
２名１組のペアによる実験予定表をもとに講義を進めていくので、途中からの参
加や放棄は相手方の学生に迷惑となるので認めない。パソコンによるデータ解析
は情報処理センターの計算機を利用して行う。 

シラバスコード FSS00711 
実務経験のある教員  
達成目標 物理学実験を通じて物理の基礎を身につけるだけでなく、実験装置の使用法やレ

ポート作成を方法を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 １４号館３階森嘉久研究室 

mori[at]das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Physics I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 力学、熱学、光学、量子物理の基礎実験を通じて、各種の装置の取扱いに慣れて、

実験のセンスをつかむことを目的とする。データ整理とその処理の方法（誤差論）
に習熟することによってデータの持つ意味を自身で考察し要点をコンパクトに



まとめたレポートを書く力を養う。講義計画には８つの実験課題が記されている
が、実際には２人１組のペアになり、２０個の実験課題の内１０個程度の課題を
予定表に従い実験していく。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  誤差論、最小二乗法によるデータ整理について学習する 
3 回  パソコンによるデータ解析について学習する 
4 回  実験の基礎的技術について学習する 
5 回  実験（１）モノコードによる交流周波数の測定の実験をする 
6 回  実験（２）電子の比電荷（ｅ／ｍ）の測定の実験をする 
7 回  実験（３）マイケルソンの装置による光の波⻑測定の実験をする 
8 回  実験（４）フランク・ヘルツの実験の実験をする 
9 回  報告書作成および補充実験をする 
10 回  実験（５）ボルダーの振り子による重 

準備学習 1 回  物理学実験の注意事項について読んでおく 
2 回  誤差論と最小二乗法のプリントを読んでおく 
3 回  パソコンの使い方を復習しておく 
4 回  基本的な測定機器の使い方を調べておく 
5 回  実験を行うのに必要な知識・方法等を実験ノ−トに２〜３ペ−ジ以内で
要約する 
6 回  実験を行うのに必要な知識・方法等を実験ノ−トに２〜３ペ−ジ以内で
要約する 
7 回  実験を行うのに必要な知識・方法等を実験ノ−トに２〜３ペ−ジ以内で
要約する 
8 回  実験を行うのに必要な知識・方法等を実験ノ−トに２〜３ペ−ジ以内で
要約する 

 



年度 2014 
授業コード FSS00721 
成績評価 実験に対する姿勢(20 点)、データ整理と処理の仕方(20 点)、実験レポート(60 点)

で評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜09) 
見出し FSS00721 物理学実験Ⅰ 
担当教員名 森 嘉久、小坂 圭二＊、兵藤 博信 
単位数 2 
教科書 特に指定しない。実験の手引きを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学実験Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に指定しない。 
授業形態 実験実習 
注意備考 基礎物理学を履修していることが望ましい。実験は２名もしくは３名ずつの班に

分かれて行うので必ずしも実験内容は講義計画通りにはならない。また受講生が
多い場合は２つのクラスに分かれて実験と報告書作成を交互に行うこともある。
２名１組のペアによる実験予定表をもとに講義を進めていくので、途中からの参
加や放棄は相手方の学生に迷惑となるので認めない。パソコンによるデータ解析
は情報処理センターの計算機を利用して行う。 

シラバスコード FSS00721 
実務経験のある教員  
達成目標 物理学実験を通じて物理の基礎を身につけるだけでなく、実験装置の使用法やレ

ポート作成を方法を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 １４号館３階森嘉久研究室 

mori[at]das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Physics I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 力学、熱学、光学、量子物理の基礎実験を通じて、各種の装置の取扱いに慣れて、

実験のセンスをつかむことを目的とする。データ整理とその処理の方法（誤差論）
に習熟することによってデータの持つ意味を自身で考察し要点をコンパクトに



まとめたレポートを書く力を養う。講義計画には８つの実験課題が記されている
が、実際には２人１組のペアになり、２０個の実験課題の内１０個程度の課題を
予定表に従い実験していく。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  誤差論、最小二乗法によるデータ整理について学習する 
3 回  パソコンによるデータ解析について学習する 
4 回  実験の基礎的技術について学習する 
5 回  実験（１）モノコードによる交流周波数の測定の実験をする 
6 回  実験（２）電子の比電荷（ｅ／ｍ）の測定の実験をする 
7 回  実験（３）マイケルソンの装置による光の波⻑測定の実験をする 
8 回  実験（４）フランク・ヘルツの実験の実験をする 
9 回  報告書作成および補充実験をする 
10 回  実験（５）ボルダーの振り子による重 

準備学習 1 回  物理学実験の注意事項について読んでおく 
2 回  誤差論と最小二乗法のプリントを読んでおく 
3 回  パソコンの使い方を復習しておく 
4 回  基本的な測定機器の使い方を調べておく 
5 回  実験を行うのに必要な知識・方法等を実験ノ−トに２〜３ペ−ジ以内で
要約する 
6 回  実験を行うのに必要な知識・方法等を実験ノ−トに２〜３ペ−ジ以内で
要約する 
7 回  実験を行うのに必要な知識・方法等を実験ノ−トに２〜３ペ−ジ以内で
要約する 
8 回  実験を行うのに必要な知識・方法等を実験ノ−トに２〜３ペ−ジ以内で
要約する 

 



年度 2014 
授業コード FSS00811 
成績評価 定期試験（１００％）． 
曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜09) 
見出し FSS00811 化学要論Ⅰ 
担当教員名 齊藤 惠逸＊ 
単位数 2 
教科書 無機化学／⽊⽥茂夫著／裳華房／978-4-785330446 
アクティブラーニング  
キーワード 原子構造 電子配置 周期表 共有結合 イオン結合 水素結合 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学要論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各種の初級無機化学の参考書 
授業形態 講義 
注意備考 化学の理論の根本は物理的概念であるので、ある程度の物理の知識があることが

望ましい。物理学の基礎についても学習すること。 
シラバスコード FSS00811 
実務経験のある教員  
達成目標 物質を構成する原子と結合について把握すること． 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Chemistry I 
関連科目 基礎物理 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 色々な元素の作る物質の多種多様な性質を化学結合論の立場から整理し，周期表

を柱にして解説する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。元素と原子について説明す

る。 
2 回 原子の電子配置（その１）について説明する。 
3 回 原子の電子配置（その２）について説明する。 
4 回 周期律について説明する。 
5 回 元素の諸特性と周期表（その１）について説明する。 
6 回 元素の諸特性と周期表（その２）について説明する。 



7 回 元素の諸特性と周期表（その３）について説明する。 
8 回 元素の諸特性と周期表（その４）について説明する。 
9 回 イオン結合（その１）について説明する。 
10 回 イオン結合（その２） 

準備学習 1 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
2 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
3 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
4 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
5 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
6 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
7 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
8 回 教科書の該当する部分を予習してくること。 
9 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
10 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
11 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
12 回 教科書の該 

 



年度 2014 
授業コード FSS00911 
成績評価 定期試験(100%)で評価を行う 
曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜09) 
見出し FSS00911 化学要論Ⅱ 
担当教員名 齊藤 惠逸＊ 
単位数 2 
教科書 無機化学（改訂版）／⽊⽥茂夫著／裳華房／978-4-785330446 
アクティブラーニング  
キーワード 酸化還元電位 電池 単体 水素化物 共有性水素化合物 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学要論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 無機化学の初級入門書 
授業形態 講義 
注意備考 化学の理論の基本的背景は物理概念なので、ある程度物理の知識があることが望

ましい。 
シラバスコード FSS00911 
実務経験のある教員  
達成目標 物質を構成する化学結合および多種の原子から構成される多種多様な化合物に

ついて整理された知識を把握する。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Chemistry II 
関連科目 基礎化学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 色々な元素のつくる物質の多種多様な性質を化学結合論の立場から整理し、周期

表を柱にして解説する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 酸化還元反応と電池（その１）について説明する。 

2 回 酸化還元反応と電池（その２）について説明する。 
3 回 非金属元素の単体（単原子分子・二原子分子・三原子分子）について説明す
る。 
4 回 非金属元素の単体（ホウ素・炭素・ケイ素）について説明する。 
5 回 非金属元素の単体（リン・ヒ素・硫⻩）について説明する。 



6 回 金属結合（その１）について説明する。 
7 回 金属結合（その２）について説明する。 
8 回 金属元素の単体（典型元素 １族元素・２族元素）について説明する。 
9 回 金属元素の単体（典型元素 ア 

準備学習 1 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
2 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
3 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
4 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
5 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
6 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
7 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
8 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
9 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
10 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
11 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
12 回 教科書の該当部 

 



年度 2014 
授業コード FSS01010 
成績評価 定期試験（７０％）小テスト・レポート等（３０％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS01010 有機化学Ⅰ 
担当教員名 山崎 重雄 
単位数 2 
教科書 有機化学概説（第６版）／マクマリー著／伊東・児玉訳／東京化学同人／978-4-

807906628 
アクティブラーニング  
キーワード 有機化学 反応 合成経路 物性 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 有機化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 有機化学の各種入門書 
授業形態 講義 
注意備考 有機化学の入門的講義を行う。このため基礎化学Ⅰ・Ⅱの単位を取得しておかな

いと、十分な学力がつかないので注意する。また予習がきわめて有効なので、確
実に実行してくること。 

シラバスコード FSS01010 
実務経験のある教員  
達成目標 化合物の化学構造式を見て、その化合物の物理的性質と合成方法・化学反応性が

ある程度予測出来るようにする。 
受講者へのコメント  
連絡先 １４号館３階山崎（重）研究室 

yamazaki@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Organic Chemistry I 
関連科目 基礎化学Ｉ・Ⅱの単位を取得していることが望ましい。 

有機化学Ⅱを受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 有機化学の入門的部分について概説する。 

初級知識であるので確実に身につけることと背景にある必要性についての知識
も身につけさせるようにする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 有機化学の学習法を説明する。 



2 回 化学結合について説明する。 
3 回 共有結合について説明する。 
4 回 構造と性質について説明する。 
5 回 酸と塩基について説明する。 
6 回 官能基の概念ついて説明する。 
7 回 アルカンについて概説する。 
8 回 アルカンの異性体について説明する。 
9 回 アルカンの化学反応について説明する。 
10 回 アルケンの化学反応について説明する。 
11 回 アルキンの化学反応について説明する。 
12 回 芳香族性について説明する。 
13 回 芳香族の化学反応について説明する。 
14 回 

準備学習 1 回 周期表について復習してくること。 
2 回 化学結合について予習してくること。 
3 回 共有結合について予習してくること。 
4 回 構造と性質について予習してくること。 
5 回 酸と塩基について予習してくること。 
6 回 官能基の概念ついて予習してくること。 
7 回 アルカンについて予習してくること。 
8 回 アルカンの異性体について予習してくること。 
9 回 アルカンの化学反応について予習してくること。 
10 回 アルケンの化学反応について予習してくること。 
11 回 アルキンの化学反応について予習してくること。 
12 

 



年度 2014 
授業コード FSS01110 
成績評価 定期試験（７０％）小テスト・レポート等（３０％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS01110 有機化学Ⅱ 
担当教員名 山崎 重雄 
単位数 2 
教科書 有機化学概説（第６版）／マクマリー著／伊東・児玉訳／東京化学同人 
アクティブラーニング  
キーワード 有機化学 統一的理解 生命系における有機化学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 有機化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 初級の有機化学参考書各種。 
授業形態 講義 
注意備考 有機化学の入門的性格の講義であるが、基礎化学Ⅰ・Ⅱの単位と、有機化学Ⅰに

続いての講義であるので有機化学Ⅰの単位を取得していることが望ましい。進捗
状況も速く、学習量が大であるので予習の必要性は高いので注意する。 
 有機化学Ⅱは生命系と密接に関連しており、多種多様な化合物を取り扱うの
で、たじろがないでほしい。多量の知識と向かい合った時の⼼得を伝授するので、
虚⼼坦懐に受け取ってほしい。このためある程度効率の高い学習テクニックが必
要となるので注意してほしい。不得意科目の克服には練習問題を多数解くことが
きわめて有効 

シラバスコード FSS01110 
実務経験のある教員  
達成目標 上記目的達成のために必要な知識の獲得方法を講義するので、実行することで内

容を把握とともに学習方法を身に付けさせる。 
受講者へのコメント  
連絡先 １４号館３階山崎（重）研究室 

yamazaki@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Organic Chemistry II 
関連科目 基礎化学Ⅰ・Ⅱ 有機化学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 単なる有機化学的知識の羅列でなく、統一的学習能力を身につけさせるため講義

をする。化学構造式を見たさい、物性と化学反応性についてある程度予測できる



ことが望ましいので、このレベルに達する学習の手がかりについても講義する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 アルコールについて説明する。 

2 回 フェノールについて説明する。 
3 回 エーテルについて説明する。 
4 回 アルデヒドとケトンについて説明する。 
5 回 救核付加反応について説明する。 
6 回 カルボン酸について説明する。 
7 回 カルボン酸誘導体について説明する。 
8 回 カルボニル化合物の置換反応について説明する。 
9 回 カルボニル化合物の縮合反応について説明する。 
10 回 アミンについて説明する。 
11 回 アミノ酸とペプチドついて説明する。 
12 回 タンパク質について説明する。 
13 回 脂質について説明 

準備学習 1 回 アルコールについて予習してくること。 
2 回 フェノールについて予習してくること。 
3 回 エーテルについて予習してくること。 
4 回 アルデヒドとケトンについて予習してくること。 
5 回 救核付加反応について予習してくること。 
6 回 カルボン酸について予習してくること。 
7 回 カルボン酸誘導体について予習してくること。 
8 回 カルボニル化合物の置換反応について予習してくること。 
9 回 カルボニル化合物の縮合反応について予習してくること。 
10 回 アミンついて予習してくること。 
11 回 アミノ酸とペプチドつ 

 



年度 2014 
授業コード FSS01310 
成績評価 小テスト(40%)・レポート課題(10%)・定期試験(50%)の成績による。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜14) 
見出し FSS01310 生命科学Ⅰ 
担当教員名 齋藤 達昭 
単位数 2 
教科書 適宜、補充プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 細胞、発生、生殖、恒常性、遺伝、DNA 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生命科学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 フォトサイエンス 生物図録 数研出版（新課程） 
授業形態 講義 
注意備考 高校時代に生物をほとんど履修しなかった学生は、入門生物も履修することを勧

める。 
教職をとる学生は新課程になって高校で履修する内容がかなりふえたので、今か
らフォトサイエンス 生物図録 数研出版（新課程）を買って勉強することを勧
める。 

シラバスコード FSS01310 
実務経験のある教員  
達成目標 １）生体を構成する物質の共通性を理解させる。 

２）細胞や個体における共通性を理解させる。 
３）ホメオスタシスのしくみの共通性を理解させる。 
４）生殖と発生分化の共通性を理解させる。 
５）遺伝子としての DNA の基礎的理解を深める。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 2 階 齋藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Life Science I 
関連科目 入門生物 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物の特徴を理解して，生命現象の基本的な知識および営みの共通性を出来るだ

け広く深く理解する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 生物体を構成する物質、特に有機物分子について説明する。 
2 回 細胞の構造と機能について説明する。 
3 回 遺伝子の本体・DNA の複製を説明する。 
4 回 タンパク質の合成のしくみについて説明する。 
5 回 染色体の構造と体細胞分裂のしくみについて説明する。 
6 回 配偶子の形成と受精について説明する。 
7 回 減数分裂のしくみについて説明する。 
8 回 一遺伝子対の遺伝のしかたについて説明する。 
9 回 異なる 2 つの遺伝子対の遺伝のしかた（連鎖している場合）について説明
する。 
10 回 異なる 2 つの遺伝子対の遺伝の 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでくること。生物体を構成する原子や分子について読
んでおくこと。 
2 回 細胞に存在する細胞小器官について調べてくること。 
3 回 遺伝子の本体がどのようにわかったかを調べておくこと。 
4 回 コドンについて調べておくこと。 
5 回 染色体の構造と体細胞分裂について調べてくること。 
6 回 植物と動物の生殖および受精の違いについて調べておくこと。 
7 回 体細胞分裂と減数分裂の違いについて調べておくこと。 
8 回 優性・劣性・ヘテロ・ホモ・戻し交配とは何かについて調べておくこと。 
9 回 遺伝子の連 

 



年度 2014 
授業コード FSS01410 
成績評価 小テスト(50%)及び定期テスト(50%)で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜14) 
見出し FSS01410 生命科学Ⅱ 
担当教員名 齋藤 達昭 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生命 進化 地球環境 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生命科学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生命 40 億年全史 リチャード・フォーティー 渡辺政隆（訳） 草思社 
授業形態 講義 
注意備考 よく復習し、内容の理解を深めること。 
シラバスコード FSS01410 
実務経験のある教員  
達成目標 生命と地球環境との依存関係を理解する。 

生命の進化の歴史を把握する。 
進化の裏づけとなっている根拠や事実についても関⼼をもつようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 斎藤研究室 7 号館 2F 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Life Science II 
関連科目 生命科学Ⅰ・地球科学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生命の進化の歴史をたどりながら、生命がどのように進化するのかについて解説

する。 
本講議は、生命を中⼼に話をすすめていくが、関連性のある地球環境の変動につ
いても取り上げる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  生物の共通性について説明する。 

2 回  生命の誕生について説明する。 
3 回  シアノバクテリアの誕生について説明する。 
4 回  有毒酸素に対する進化について説明する。 



5 回  原核から真核細胞への進化について説明する。 
6 回  性の起源について説明する。 
7 回  多細胞生物の誕生について説明する。 
8 回 植物や昆虫の陸上への進出について説明する。 
9 回 両生類の陸上への進出について説明する。 
10 回  両生類から爬虫類への進化と生物の大量絶滅について説明する。 
11 回  陸上植物の進化について説明 

準備学習 1 回  シラバスを読み、授業の内容を把握すること。 原始生命体から現在の生
物がもつ共通性について考えてくること。 
2 回  古細菌について調べてくること。 
3 回  化学合成と光合成について調べてくること。 
4 回  TCA 回路と電子伝達体について調べてくること。 
5 回  共生説について調べてくること。 
6 回  受精と減数分裂について調べてくること。 
7 回  テロメアおよびアポトーシスについて調べてくること。 
8 回  高等植物と昆虫の基本構造について調べてくること。 
9 回  魚類と両生類の体制の違いについて調べ 

 



年度 2014 
授業コード FSS01711 
成績評価 スケッチと考察を重点に、提出されたレポートの内容で評価する(100%)。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜09) 
見出し FSS01711 生物学実験Ⅰ 
担当教員名 齋藤 達昭、⽊村 裕子＊ 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生物学・教職用の生物学実験 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学実験Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 実験実習 
注意備考 汚れても問題のない服装で来る。 

実験計画は、生物材料に左右されるので、順序や内容の変更があり得る。 
理由なく、レポートの提出を期限を守らない場合は、原則として欠席として取り
扱う。 

シラバスコード FSS01711 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡ならびに実体顕微鏡を使いこなせるようになる。 

得られたデータの処理方法や考察の書き方を知り、実践する。 
スケッチでの表現のしかたを会得する。 
中学校や高校でも実施可能な生物学実験を体験する。 

受講者へのコメント  
連絡先 斎藤研究室 7 号館 2F 086-256-9408 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biology Laboratory Course I 
関連科目 生命科学 I, II・物理学実験 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学校や高校でも実施可能な生物学実験を中⼼に行う。 

得られたデータの処理方法や考察及びスケッチの表現のしかたを学び、レポート
が作成できるようになる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  顕微鏡とミクロメーターの使い方 ・スケッチのしかたについて説明する。 



2 回  原形質流動の観察と測定 を行う。 
3 回  植物組織と形態について説明し、植物切片の観察を行う。 
4 回  花の構造について説明し、花の観察を行う 
5 回  根端細胞分裂の仕方について説明し、細胞分裂の観察を行う。 
6 回  花粉の構造について説明し、花粉の外部形状の観察を行う。 
7 回  花粉の分類について説明し、花粉のスケッチを行う。 
8 回  原形質分離について説明し、原形質分離の実験を行う。 
9 回 生理的⾷塩水について説明し 

準備学習 1 回 顕微鏡の構造について調べておくこと。 
2 回 測定誤差や有効数字について理解してくること。 
原形質分離のしくみについて調べてくること。 
3 回  植物の組織について調べておくこと。 
4 回  花の構造と分類について調べておくこと。 
5 回  体細胞分裂について調べておくこと。 
6 回  花粉の形態について調べておくこと。 
7 回  花粉の分類について調べておくこと。 
8 回  細胞膜の性質について調べておくこと。 
9 回  体液の成分組成について調べておくこと。 
10 回 色素細胞の収縮のしくみについて調べておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FSS01721 
成績評価 スケッチと考察を重点に、提出されたレポートの内容で評価する(100%)。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜09) 
見出し FSS01721 生物学実験Ⅰ 
担当教員名 齋藤 達昭、⽊村 裕子＊ 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生物学・教職用の生物学実験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学実験Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 実験実習 
注意備考 汚れても問題のない服装で来る。 

実験計画は、生物材料に左右されるので、順序や内容の変更があり得る。 
理由なく、レポートの提出を期限を守らない場合は、原則として欠席として取り
扱う。 

シラバスコード FSS01721 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡ならびに実体顕微鏡を使いこなせるようになる。 

得られたデータの処理方法や考察の書き方を知り、実践する。 
スケッチでの表現のしかたを会得する。 
中学校や高校でも実施可能な生物学実験を体験する。 

受講者へのコメント  
連絡先 斎藤研究室 7 号館 2F 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biology Laboratory Course I 
関連科目 生命科学 I, II・物理学実験 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学校や高校でも実施可能な生物学実験を中⼼に行う。 

得られたデータの処理方法や考察及びスケッチの表現のしかたを学び、レポート
が作成できるようになる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  顕微鏡とミクロメーターの使い方 ・スケッチのしかたについて説明する。 



2 回  原形質流動の観察と測定 を行う。 
3 回  植物組織と形態について説明し、植物切片の観察を行う。 
4 回  花の構造について説明し、花の観察を行う 
5 回  根端細胞分裂の仕方について説明し、細胞分裂の観察を行う。 
6 回  花粉の構造について説明し、花粉の外部形状の観察を行う。 
7 回  花粉の分類について説明し、花粉のスケッチを行う。 
8 回  原形質分離について説明し、原形質分離の実験を行う。 
9 回 生理的⾷塩水について説明し 

準備学習 1 回 顕微鏡の構造について調べておくこと。 
2 回 測定誤差や有効数字について理解してくること。 
原形質分離のしくみについて調べてくること。 
3 回  植物の組織について調べておくこと。 
4 回  花の構造と分類について調べておくこと。 
5 回  体細胞分裂について調べておくこと。 
6 回  花粉の形態について調べておくこと。 
7 回  花粉の分類について調べておくこと。 
8 回  細胞膜の性質について調べておくこと。 
9 回  体液の成分組成について調べておくこと。 
10 回 色素細胞の収縮のしくみについて調べておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FSS01810 
成績評価 講義中の小テスト(15%)、課題レポート(10%)と定期試験(75%)により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜14) 
見出し FSS01810 地球科学Ⅰ 
担当教員名 山口 一裕 
単位数 2 
教科書 「ニューステージ地学図表」・浜島書店／978-4-834340105 

毎回、講義プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 地球科学・地球環境・過去、現在、未来・岩石・鉱物・地球の形・火山・地震・

重力・地磁気・プレートテクトニクス・化石・古生物 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球科学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学習する地学と地球環境分野の講義、実験を受講するための基礎を学習す

るので、しっかり予習・復習をすることが大切である。学習相談や質問などがあ
れば、オフィスアワーの時間か、連絡先にメールで連絡してください。 

シラバスコード FSS01810 
実務経験のある教員  
達成目標 地球科学に関する基本的な考え方と知識を習得する。 

理科教師として必要な地学の基礎的な知識を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 研究室 7 号館 1 階 yamaguti@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth Science I 
関連科目 地球科学Ⅱ、地学実験Ⅰ、地質学、鉱物科学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 温暖化や酸性雨など地球規模で起こる環境問題や人類に災害をもたらす地震や

火山活動を正しく理解するためには、基本となる「地球の姿」を知る必要がある。
地球科学 I では、地球の概観、内部構造、プレートテクトニクス、地震、火山、
地球の歴史について講義する。できるだけ実践的な地球科学を習得するために、
具体的な事例や演習を取り入れたい。標本の観察や演習問題には積極的に取り組
むことを⼼がけてほしい。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 地球の岩石 火成岩・堆積岩・変成岩 復習問題 

2 回  地球科学の考え方 地球の歴史性 復習問題 
3 回  固体地球を構成する物質 鉱物と岩石 復習問題 
4 回  火成岩のでき方 復習問題 
5 回  火山活動と災害 復習問題 
6 回  地球の形と大きさ 復習問題 
7 回  重力を使って地球を調べる 復習問題 課題実験 自宅で重力を測ろう！ 
8 回  地磁気 地磁気は地球を救う 
9 回  地震と災害 演習問題があるので各自しっかりまとめること。 
10 回  海底の地形と特徴 
11 回  地震波と地球 

準備学習 1 回  このシラバスを読んでこれから勉強する地球科学Ⅰの学習内容(教科書の
第 1 章から第 3 章）を把握すること。使用する教科書には地球に関する美しい写
真がいっぱいあるので見て楽しんで下さい。 
2 回  教科書 p54〜p55 の地層の形成を読んでおくこと。 
3 回  先週の復習問題をしっかり身につけておくこと。教科書 p15〜p23 の造岩
鉱物やおもな鉱物を読んでおこう。 
4 回  先週の復習問題をしっかり身につけよう。教科書 p16〜p19 の火成岩を読
んでおくこと。 
5 回  先週の復習問題をしっかり身につけよう。教科書 p3 

 



年度 2014 
授業コード FSS01910 
成績評価 定期試験を主とし（70％）、提出レポート（30％）を参考にして評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜14) 
見出し FSS01910 地球科学Ⅱ 
担当教員名 北岡 豪一＊ 
単位数 2 
教科書 浜島書店 「ニューステージ新地学図表」 
アクティブラーニング  
キーワード 宇宙・地球・大気・海洋・水・環境 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球科学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 「地球科学Ⅰ」を受講しておくことが望ましい。 
シラバスコード FSS01910 
実務経験のある教員  
達成目標 現在の地球環境がどのような歴史的過程で形成され、現在それがどのようにして

維持され変動しているのか、そのメカニズムを理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 E-mail: kitaoka@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth Science II 
関連科目 地球科学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 大気、海洋、陸水で起こっている諸現象を取り上げ、それらが太陽エネルギーで

駆動された物質とエネルギーの流れの過程であることを学習する。講義は宇宙・
地球の進化を視野に入れて行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  星の観測と科学史 

2 回  宇宙の膨張 
3 回  物質の生成と宇宙の進化 
4 回  太陽系の形成と地球の誕生 
5 回  地球環境の変遷 
6 回  地球表層の温度，温室効果 



7 回  大気の鉛直構造，オゾン層 
8 回  大気の地球規模の動き 
9 回  大気の動き方 
10 回  大気の渦：低気圧・前線 
11 回  大気の対流と降水過程 
12 回  海洋，大気，陸をめぐる水循環 
13 回  陸域における水循環 
14 回  人間活動と環境の変化 
15 回  温暖化現象 

準備学習 1 回  シラバスをよく見て学習の過程を把握しておくこと。また，地学図表の図，
写真をひととおり見ておく。 
2 回  なぜ，明るい星と暗い星，またいろいろな色の星があるのか，考えておく 
3 回  現在，宇宙が一様に膨張していることがどうして言えたのか，復習してお
く 
4 回  太陽系の惑星の中で地球だけに満々と液体の水が湛えられているのはなぜ
か，考えておく 
5 回  大陸がなぜ移動するのか，「地球科学Ⅰ」の講義を復習しておく 
6 回  温室はなぜ暖かいのか，考えておく 
7 回  上空ほど温度が低いのはなぜか，考えておく 
8 

 



年度 2014 
授業コード FSS02010 
成績評価 課題提出、および問題意識を持って授業を受けているかなどの平常点（30％）と

定期試験（70％）で評価する。問題意識については、毎時間提出する質問・感想
で判断する。採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。 

曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS02010 鉱物科学 
担当教員名 小林 祥一 
単位数 2 
教科書 資料を配付する 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、結晶化学、資源鉱物、生成過程 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 鉱物科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 鉱物の科学／赤井純治ほか／東海大学出版会 

ほか、適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後に実施する。 

日時については授業中に指示するが、教務の掲示板でも確認すること。 
*授業ではしばしば電子教材を液晶プロジェクターで投影し行う予定。 

シラバスコード FSS02010 
実務経験のある教員  
達成目標 ・鉱物は、化学組成、結晶構造など物理化学的性質から定義されることを理解す

る。 
・天然の各種鉱物が生成する際に参加できる元素とその理由を理解する。 
・鉱物の生成メカニズムについて理解する。 
・私たちと鉱物との関わり合いを理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 3F 小林研究室 086-256-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mineral Science 
関連科目 地球科学、環境地球化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球の最も基本的単位である鉱物を理解することは、地球を知る上で最も基礎的

なことである．そこで，まず鉱物の物理的性質・化学的性質・産状・成因など鉱



物学の基礎を概説する。そして、地球資源が鉱物の集合体であるという立場から、
鉱物生成のメカニズムの解明がどのような手法で行われ、そしてその解明がどの
ような意味を持っているのかを述べる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方について説明する。 

2 回 鉱物の定義、どんな分野と関係しているかについて説明する。 
3 回 鉱物の物理化学的性質について説明する。 
4 回 鉱物の結晶化学的性質、特に結晶系、晶族について説明する。 
5 回 鉱物の結晶化学的性質、ケイ酸塩鉱物の構造について説明する。 
6 回 鉱物の結晶化学的性質、特に固溶体について説明する。 
7 回 鉱物の結晶化学的性質、特に面指数、単位胞について説明する。 
8 回 X 線回折法とこれによって何がわかるかを説明する。 
9 回 鉱物を人⼯的に合成する方法 

準備学習 1 回 授業内容の確認をしておくこと。 
2 回 身近な鉱物を例にどんな分野で利用されているかを調べておくこと。 
3 回 物質の物理的性質および化学的性質とは具体的に何かを調べておくこと。 
4 回 結晶の対称性、特に対象の要素について調べておくこと。 
5 回 無機物の結晶構造はどのように表示されているかその例を見ておくこと。 
6 回 周期律表をながめ、価数、イオン半径を調べておくこと。 
7 回 結晶格子の表示方法、格子定数とは何かを確認しておくこと。 
8 回 回折現象について復習しておくこと。 
9 回 物質が生成するためには 

 



年度 2014 
授業コード FSS02211 
成績評価 実験態度・報告書(100％）で評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜09) 
見出し FSS02211 地学実験Ⅰ 
担当教員名 山口 一裕 
単位数 2 
教科書 実験毎にプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物学・岩石学・地質学・水文学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学実験Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 毎回実験の必ず出席すること。介護等体験などで欠席した場合は補講を行なう。

学習相談や質問などがあれば、オフィスアワーの時間か、連絡先にメールで連絡
してください。 

シラバスコード FSS02211 
実務経験のある教員  
達成目標 鉱物学、岩石学、地質学、水文学などの基本的な実験技術と知識を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 研究室 7 号館 1 階 yamaguti@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth Science Laboratory I 
関連科目 地球科学ⅠⅡ、鉱物科学、地質学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地学分野の講義内容をより深く理解する目的で実験を行う。この実験を通して地

球科学の基礎的な知識と概念を養う。あわせてコンピュータを利用した演習も行
う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  クリノメーターの使用法について学習する。 
3 回  地質調査（三野公園周辺）で地質の成り立ちについて学習する。 
4 回  花こう岩のモード分析で花こう岩の見方と分類について学習する。 
5 回  鉱物の見かけの比重測定を行い，鉱物の比重について学習する。 



6 回  ノルム計算法について学習する。 
7 回  結晶模型を作製して，結晶の対称性を理解する。 
8 回  化石の観察とスケッチを通して地球の歴史を学習する。 
9 回  造岩鉱物の偏光顕微鏡観察で岩石の組織と岩石のでき方について学習す 

準備学習 1 回  地球科学Ⅰ・Ⅱの学習内容を復習しておくこと 
2 回  教科書の P64 の地質調査と走向と傾斜の測定を読むこと 
3 回  教科書 P65 の地質図作成を読んで勉強しておくこと 
4 回  教科書のｐ16〜19 の火成岩のでき方を読んで勉強しておくこと 
5 回  教科書のｐ20〜23 の鉱物を読んで勉強しておくこと 
6 回  配布したプリントでノルム計算法について勉強しておくこと 
7 回  配布したプリントと教科書 p22〜23 の鉱物の結晶系について読んでおく
こと 
8 回  教科書ｐ68〜ｐ77 の地球の歴史について読んで勉強し 

 



年度 2014 
授業コード FSS02221 
成績評価 実験態度・報告書(100％）で評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜09) 
見出し FSS02221 地学実験Ⅰ 
担当教員名 山口 一裕 
単位数 2 
教科書 実験毎にプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物学・岩石学・地質学・水文学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学実験Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 毎回実験の必ず出席すること。介護等体験などで欠席した場合は補講を行なう。

学習相談や質問などがあれば、オフィスアワーの時間か、連絡先にメールで連絡
してください。 

シラバスコード FSS02221 
実務経験のある教員  
達成目標 鉱物学、岩石学、地質学、水文学などの基本的な実験技術と知識を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 研究室 7 号館 1 階 yamaguti@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth Science Laboratory I 
関連科目 地球科学ⅠⅡ、鉱物科学、地質学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地学分野の講義内容をより深く理解する目的で実験を行う。この実験を通して地

球科学の基礎的な知識と概念を養う。あわせてコンピュータを利用した演習も行
う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  クリノメーターの使用法について学習する。 
3 回  地質調査（三野公園周辺）で地質の成り立ちについて学習する。 
4 回  花こう岩のモード分析で花こう岩の見方と分類について学習する。 
5 回  鉱物の見かけの比重測定を行い，鉱物の比重について学習する。 



6 回  ノルム計算法について学習する。 
7 回  結晶模型を作製して，結晶の対称性を理解する。 
8 回  化石の観察とスケッチを通して地球の歴史を学習する。 
9 回  造岩鉱物の偏光顕微鏡観察で岩石の組織と岩石のでき方について学習す 

準備学習 1 回  地球科学Ⅰ・Ⅱの学習内容を復習しておくこと 
2 回  教科書の P64 の地質調査と走向と傾斜の測定を読むこと 
3 回  教科書 P65 の地質図作成を読んで勉強しておくこと 
4 回  教科書のｐ16〜19 の火成岩のでき方を読んで勉強しておくこと 
5 回  教科書のｐ20〜23 の鉱物を読んで勉強しておくこと 
6 回  配布したプリントでノルム計算法について勉強しておくこと 
7 回  配布したプリントと教科書 p22〜23 の鉱物の結晶系について読んでおく
こと 
8 回  教科書ｐ68〜ｐ77 の地球の歴史について読んで勉強し 

 



年度 2014 
授業コード FSS03310 
成績評価 レポートないし小テスト(30%)、定期試験(70%)の結果を総合して評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS03310 解析学Ⅰ 
担当教員名 ⻑渕 裕 
単位数 2 
教科書 ⽥島一郎 著・「解析入門」・岩波書店、配布資料／978-4-000076418 
アクティブラーニング  
キーワード 微分方程式、特性方程式、定数変化法； 実数の連続性、Cauchy 列、連続関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 解析学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 高⽊貞治 著・「解析概論」・岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS03310 
実務経験のある教員  
達成目標 簡単な 1 階および 2 階常微分方程式の解を求めることができる。数列、関数の極

限の扱いに慣れ、実数の連続性、連続関数の諸性質を理解することを目指す。 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 5 階 ⻑渕研究室 nagabuti@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Analysis I 
関連科目 微分積分学Ⅰ・Ⅱを履修しておくこと。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 初等微積分の計算に習熟した学生を対象に、まず微分方程式の初等解法について

説明し、その後、実数の連続性を中⼼とした学習を行う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 微分方程式(1)：微分方程式とその具体例について学ぶ。 

2 回 微分方程式(2)：変数分離形微分方程式の解法について学ぶ。 
3 回 微分方程式(3)：定係数 2 階⻫次線形微分方程式の解法について学ぶ。 
4 回 微分方程式(4)：定係数 2 階非⻫次線形微分方程式の解法について学ぶ。 
5 回 数列の極限と性質について学ぶ。 
6 回 関数の極限と性質について学ぶ。 
7 回 実数の性質(1)：上限、下限と実数の連続性について学ぶ。 



8 回 実数の性質(2)：有界単調数列と実数の連続性について学ぶ。 
9 回 実数の性質(3)：区 

準備学習 1 回 微分積分学Ⅰ・Ⅱで学んだ合成関数の微分法、置換積分、部分積分等を復習
しておくこと。 
2 回 微分積分学Ⅰ・Ⅱで学んだ合成関数の微分法、置換積分、部分積分等に加
え、第 1 回の講義内容を復習しておくこと。 
3 回 第 2 回の講義内容を復習しておくこと。 
4 回 前回までの講義内容と線形代数学Ⅰで学んだ Cramer の公式を復習してお
くこと。 
5 回 特に指定しない。 
6 回 第 5 回の講義内容を復習しておくこと。 
7 回 第 5、6 回の講義内容を復習しておくこと。 
8 回 第 7 回の講義内容を復習しておくこと。 
9 回 第 8 回の講 

 



年度 2014 
授業コード FSS03410 
成績評価 レポートないし小テスト(30%)、定期試験(70%)の結果を総合して評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS03410 解析学Ⅱ 
担当教員名 ⻑渕 裕 
単位数 2 
教科書 解析入門／⽥島 一郎／岩波書店 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 解析学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 解析概論／高⽊ 貞治／岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS03410 
実務経験のある教員  
達成目標 1 変数関数、2 変数関数について微分(合成関数の微分、Taylor の定理の適用等)

および定積分、重積分の扱いに慣れ、基本的な計算ができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 5 階 ⻑渕研究室 nagabuti@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Analysis II 
関連科目 解析学Ⅰを履修しておくこと。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 解析学Ⅰの知識をもとに、1 変数関数の微分法に関する諸定理、定積分の存在定

理を学んだ後、2 変数関数の微積分について学習する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 関数の極限について復習する。 

2 回 微分(1)：Rolle の定理、Taylor の定理について学ぶ。 
3 回 微分(2)：Taylor の定理と Taylor 級数について学ぶ。 
4 回 定積分(1)：定積分の存在定理について学ぶ。 
5 回 定積分(2)：微分積分学の基本定理について学ぶ。 
6 回 平面の位相について学ぶ。 
7 回 2 変数関数の極限とその性質について学ぶ。 



8 回 2 変数連続関数とその性質について学ぶ。 
9 回 偏微分、全微分について学ぶ。 
10 回 合成関数の微分と Taylor の定理(1)について学ぶ。 
 

準備学習 1 回 解析学Ⅰで学んだことを復習しておくこと。 
2 回 第 1 回の講義内容を復習しておくこと。 
3 回 関数の連続性、Cauchy 列について復習しておくこと。 
4 回 実数の連続性について復習しておくこと。 
5 回 第 4 回の講義内容を復習しておくこと。 
6 回 第 5 回の講義内容を復習しておくこと。 
7 回 第 5、6 回の講義内容を復習しておくこと。 
8 回 第 7 回の講義内容を復習しておくこと。 
9 回 第 7、8 回の講義内容を復習しておくこと。 
10 回 第 9 回の講義内容および 1 変数関数の Taylor の定理について復習してお
くこ 

 



年度 2014 
授業コード FSS03511 
成績評価 課題提出(20%)、小テスト(10%)、定期試験(70%)により行う。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜09) 
見出し FSS03511 計算機数学Ⅰ 
担当教員名 山崎 洋一 
単位数 2 
教科書 例題で学ぶはじめてのＣ言語[改訂版]／大石弥幸／ムイスリ出版／978-4-

896411621 
アクティブラーニング  
キーワード プログラム,コンパイラ,C 言語 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 計算機数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 ※情報処理センター実習室のパソコンを利用し、C コンパイラと統合環境などを

用いて実習を行う。 
※センターの表示装置を利用し、パワーポイント等で作成したアニメーション提
示を援用する。 
※小テストおよび出席確認をＷｅｂを用いたシステムにより行う。 
※Ｗｅｂで課題の提出を受け付けている。 
※適宜、学習補助プリントを配布する。 

シラバスコード FSS03511 
実務経験のある教員  
達成目標 1)Windows 上のＣコンパイラシステムを用いて、Ｃ言語による簡単なコンソー

ルプログラム（キーボードからの数値入力・場合分け・反復計算を含む）が書け
ること。 
2)Ｃ言語で配列を用いた簡単なプログラムを理解し書けるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 5F 山崎洋一研究室 086-256-9498 ｙｏ＿ｙａｍａ＠ｍｄａｓ．ｏｕ

ｓ．ａｃ．ｊｐ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Mathematics I 
関連科目 「情報リテラシーI」「情報リテラシーII」を受講しておくこと。 

本科目に引き続き「プログラム探求」を受講することが望ましい。 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 Ｃ言語は、パソコンやワークステーション上で最も普及しているプログラミング

言語であり、プログラミング言語の中でも非常に実践的・実用的なもののひとつ
である。Ｃ言語を用いたプログラミングを学べば、プログラミングの基礎を把握
し、他の言語やより複雑な言語を用いたプログラミングにも移行しやすい。本講
義ではコンピュータ・プログラムの基本概念から始めて、Ｃ言語の基本的な文法
を学ぶとともにＣで簡単なプログラムを作成する実習を行う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 プログラミングとは何か、Ｃコンパイラの仕組・使い方について説明する。

実習室のパソコンでの授業の受け方についてのオリエンテーションも兼ねる。 
2 回 Ｃ言語の基礎（main の書き方，使用文字，コメント，よくあるミス等）に
ついて説明する。int 型変数の利用と表示についても簡単に説明する。 
3 回 変数の利用（宣言）と代入・演算命令について説明する。int 型変数と double
型変数について、変数の内容を画面出力する方法についても説明し、実習する。
キーボードからの数値入力についても説明し、実習する。 
4 回 変数 

準備学習 1 回 パソコン（特に情報処理センター実習室の）、キーボードの使用方法に慣れ
ておくこと。教科書の chapter1 を読んでおくこと。 
2 回 講義で使うシステムの起動方法を把握しておくこと。教科書の chapter2 を
読んで予習しておくこと。 
3 回 Ｃ言語プログラムの基本的な約束とコンパイラの使い方を復習しておくこ
と。教科書の chapter3 をよく読んで予習しておくこと。 
4 回 Ｃでの出力や変数の使用方法について復習しておくこと。 
5 回 これまでの内容（教科書 Chapter3）をよく復習しておくとともに、教科書
の 

 



年度 2014 
授業コード FSS03611 
成績評価 課題提出(30%)、定期試験(70%）により行う。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜09) 
見出し FSS03611 計算機数学Ⅱ 
担当教員名 山崎 洋一 
単位数 2 
教科書 例題で学ぶはじめてのＣ言語［改訂版］／大石弥幸／ムイスリ出版 
アクティブラーニング  
キーワード プログラム, Ｃ言語, ユーザー関数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 計算機数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 ※出席確認をＷｅｂを用いたシステムにより行う。 

※Ｗｅｂで課題の提出を受け付けている。 
※適宜、学習補助プリントを配布する。 

シラバスコード FSS03611 
実務経験のある教員  
達成目標 1)Ｃ言語における繰り返し処理や配列の扱いに習熟し、特に慣用句的なテクニッ

クとして値の交換やローテーション・最大値の検索・総和・乱数・ファイルの扱
いをもちいたプログラムの動作がわかり、ある程度自分でも使えるようになるこ
と。 
2)Ｃ言語における文字列の扱いを理解し、簡単なプログラムが書けるようになる
こと。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 5F 山崎洋一研究室 086-256-9498 ｙｏ＿ｙａｍａ＠ｍｄａｓ．ｏｕ

ｓ．ａｃ．ｊｐ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Mathematics II 
関連科目 前期の「計算機数学」を受講しておくこと。 

本講義に引き続き「計算機とアルゴリズム I」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 前期「計算機数学」に引き続き、Ｃ言語を用いたプログラミングについて学ぶ。

Ｃ言語とプログラムテクニック全般についてより深めるとともに、乱数やファイ



ルの扱い、文字列関係の文法についても学ぶ。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 第 1 回と第 2 回は前期の復習（Ｃ言語の基本文法）をする。今回はＣ言語

による入出力・変数宣言・分岐処理・繰り返し処理の復習をする。あわせて、実
数型の精度と誤差について説明する。 
2 回 今回はＣ言語の「配列」の復習と変数の型変換について復習する。あわせ
て、丸め誤差について説明する。 
3 回 第 3 回〜第 5 回は教科書の chapter13「よく使うアルゴリズム」を学ぶ。 
今回は、値の交換・ローテーション処理・最大値の探索について実習する 
4 回 よく使うアルゴリズムとして、合計の計算・チェックマーク・カウント処理
（ 

準備学習 1 回 Ｃ言語の基本（特に変数宣言・printf・for 文）について復習しておくこと。 
2 回 Ｃ言語の基本（特に scanf・if 文）について復習しておくこと。 
3 回 教科書 chapter1〜chapter6 をよく復習するとともに、chapter13 の 13.1, 
13.2, 13.3 を予習しておくこと。 
4 回 教科書 chapter13 の 13.4、13.5、13.6 を予習しておくこと。（ただしファイ
ルを利用する例題は省略） 
5 回 教科書 chapter13 の chapter13.7，13.8 を予習しておくこと。ただ 

 



年度 2014 
授業コード FSS03910 
成績評価 課題提出（20%）、定期試験（80%）により行う。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS03910 確率・統計Ⅰ 
担当教員名 山崎 洋一 
単位数 2 
教科書 すぐわかる確率・統計／石村園子／東京図書／978-4-489006203 
アクティブラーニング  
キーワード 確率, 確率分布, 期待値, 分散, 正規分布, 中⼼極限定理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「先生の授業は本当に面白くて楽しいです」…ありがとうございます。 

「例が分かりやすくておもしろかったです」…確率は例が重要で⼯夫のしどころ
でもあるので力を入れています(^^) 
「もう少し丁寧な字を書いてほしい。時々読めなかった」「板書をきちんとして
ほしい」「ゆっくりしゃべってほしい」…すみません。(>_<) 

科目名 確率・統計Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 確率・統計の初歩／阿原一志／培風館 
授業形態 講義 
注意備考 ※独自に作成した教材プリントも配布し使用する。 

※パソコンを使用して、パワーポイントで作成したスライドをプロジェクターで
適宜提示する。 

シラバスコード FSS03910 
実務経験のある教員  
達成目標 1) 確率変数の概念を理解し、典型的な確率分布である二項分布・幾何分布・ポア

ソン分布・正規分布について、その特徴を把握し、確率計算や期待値・分散の計
算ができること。 
2) 期待値と分散・標準偏差の意味を理解し、それらを用いた確率の大体の見積
もりができること。 
3) 正規分布表を用いて正規分布に関する確率の計算ができること。 
4) 大数の法則と中⼼極限定理の意味について説明でき、二項分布の確率を正規
分布を用いて近似計算できること。 

受講者へのコメント 時間外学習は「30 分程度」が 50%で、とりあえずレポート課題だけはやってい
る感じかな。「全くしなかった」が 11 人で、D 評価の人数はこれを上回ります。 

連絡先 20 号館 5F 山崎洋一研究室 086-256-9498 ｙｏ＿ｙａｍａ＠ｍｄａｓ．ｏｕ
ｓ．ａｃ．ｊｐ 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価で「できた」が 40.3%（「だいたいできた」を合わせると 68.7%）、意欲



は「感じられた」が 58.2%、満足度は「満足」が 50%で、内容の難易度・オーソ
ドックスさを考えると妥当というかこれ以上は無理かなという結果と思う。 

英文科目名 Probability and Statistics I 
関連科目 本講義に引き続き「確率・統計 II」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 教材・講義計画は 2〜3 年前に一応完成されたが、本年度は導入部に手を加えて

簡潔化した（その分、本論に時間をより多く取れるように）。後期（秋学期）との
連携を考えているが、前期（春学期）しか受けないものも多いのでどこまで簡潔
化するかが難しい。この点は来年度もさらに改良したい。 

講義目的 確率論の基本的な考え方と手法を、いろいろな例題を交えながら講義する。ラン
ダムな現象が多数回起こるとき、そこには個々のランダム性とは別個の「規則性」
が現れる。それはなぜか、どのようなものかを理解し、使いこなすことが目的で
ある。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の概要（講義計画）を紹介しオリエンテーションの後，確率の用語およ

び確率の定義について説明する。 
2 回 独立試行と樹形試行，条件付確率について説明する。 
3 回 事象の独立，和の法則と積の法則について説明する。 
4 回 ここから考察の主役が確率変数になる。確率変数と確率分布について説明
し、例として二項分布を紹介する。 
5 回 二項分布について、パソコンによるスライドも使用して詳しく説明し，演習
問題の計算もする。 
6 回 期待値と分散の概念を説明し、期待値の性質を学習する。 
7 回 期待値の性質に続いて分散の 

準備学習 1 回 教科書の最初にある「順列・組合せ」の章を予習しておくこと。 
2 回 確率の用語と各種概念について，プリントで復習しておくこと。 
3 回 確率空間および独立試行と樹形試行の積の原理について，プリントで復習
しておくこと。 
4 回 確率変数と確率分布について、教科書で予習しておくこと。 
5 回 確率変数および二項分布について、プリントと教科書で復習しておくこと。 
6 回 期待値と分散の定義について、教科書で予習しておくこと。 
7 回 期待値の公式と分散の定義について、プリントで復習しておくこと。 
8 回 確率変数・期待 

 



年度 2014 
授業コード FSS04010 
成績評価 課題提出・小テスト（14%）、定期試験（86%）により行う。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS04010 確率・統計Ⅱ 
担当教員名 山崎 洋一 
単位数 2 
教科書 すぐわかる確率・統計／石村園子／東京図書 
アクティブラーニング  
キーワード 確率空間, 条件付確率, ベイズの定理, 推測統計学, 区間推定, 仮説検定 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 出席を期末テストの点数へ取り入れるのをやめて欲しい。授業プリントが多すぎ

る。→出席率が悪い場合、総合点が 2 点前後下がることがありますが、それが合
否に影響したことは過去に一度もありません。成績ランクへの影響も、ほとんど
ありません（その理由は、出席率と期末テストの成績に強い相関があることと、
出席率の影響がわずかであるようにしているうえに、成績上位ほどその影響がさ
らに低くなることでしょう）。授業プリントは毎年少しずつ減っていますが、必
要十分な教科書がないためある程度はやむをえません。 

科目名 確率・統計Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 ※独自に作成した教材プリントも使用する。 
シラバスコード FSS04010 
実務経験のある教員  
達成目標 1) 確率空間の直積および樹形積の概念を理解し、事象の独立の判定や、確立の

加法性および乗法定理を適切に用いた計算ができること。 
2) ベイズの定理を用いて、事前確率と尤度に基づいた事後確率（原因の確率・ベ
イズ推定）の計算ができること。 
3) 正規分布・ｔ分布・カイ二乗分布を用いて、⺟平均・⺟分散・⺟比率の区間推
定および仮説検定ができること。 
4) カイ二乗検定を用いて、適合度検定および独立性検定ができること。 

受講者へのコメント 回答者 47 名のうち 14 名が「授業外学習を全くしなかった」としているが、確か
に宿題・レポートを出していないものがそのくらいいたように思う。せめて予復
習はしてほしい。 

連絡先 20 号館 5F 山崎洋一研究室 086-256-9498 ｙｏ＿ｙａｍａ＠ｍｄａｓ．ｏｕ
ｓ．ａｃ．ｊｐ 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価で、1 名だけ「意欲が感じられなかった」「不満」としたものがいたが、



あとは「普通」3 名、残り 40 名が「満足」「ほぼ満足」としていた。 
英文科目名 Probability and Statistics II 
関連科目 「確率・統計 I」を受講しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 「授業の手法について」で、「もう少しレベルが高くてもよい」「1 回の授業で扱

う量が少ない」というものが 1 名だけいた。現教材をさらに改良する場合、この
ような者への配慮も考えたい。 

講義目的 「確率・統計 I」に引き続いて、確率論の基礎、および推測統計学の手法につい
て解説する。前半では、「確率・統計 I」では直感的に処理していた確率や確率変
数、独立性などの概念について数学的に定式化し、特に条件付確率とベイズの定
理について詳しく論じる。後半では、正規分布から派生した様々な統計分布を用
いて、区間推定と仮説検定の基本的な手法について学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義概要の説明のあと、確率空間と試行について、再度復習し、より一般的

な立場から説明する。 
2 回 確率空間の混合と積、独立試行と樹形試行、条件付確率について、集合や写
像の概念を用いて厳密に定式化する。 
3 回 ベイズの定理および、そこで使われる事前確率・事後確率・尤度の概念につ
いて説明する。 
4 回 ベイズの定理を用いた有名例題を紹介し、ベイズ推定の演習問題も解説す
る。 
5 回 引き続き、ベイズの定理を用いた有名例題を紹介し、ベイズ推定の演習問題
も解説する。 
6 回 ベイズの定理に関連して、情報の文脈依存性な 

準備学習 1 回 教科書や前期プリントで、確率空間と試行について復習しておくこと。 
2 回 確率空間と試行について、前期プリントで復習するとともに、前回配布プリ
ントを復習しておくこと。 
3 回 条件付確率と乗法定理について、前期プリントで復習するとともに、前回配
布プリントを復習しておくこと。 
4 回 ベイズの定理の使い方について、前回配布プリントで復習しておくこと。 
5 回 ベイズの定理の使い方について、前回までの配布プリントや前回の例題で
復習しておくこと。 
6 回 ベイズの定理の意味と使い方について、前回配布プリントで復習し 

 



年度 2014 
授業コード FSS04511 
成績評価 課題提出（３０％），定期試験（７０％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜06) 
見出し FSS04511 天体運動学 
担当教員名 伊代野 淳 
単位数 2 
教科書 教養のための天文学講義／米山忠興／（丸善株式会社）／978-4-621044674 
アクティブラーニング  
キーワード 赤経、赤緯、天球座標、星座、太陽、月、ケプラーの法則、万有引力、超新星、

膨張宇宙、ブラックホール 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 天体運動学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ニューステージ 地学図表／／浜島書店／ISBN-13: 978-4834340105 

: 
天文宇宙検定公式テキスト２級 銀河博士＜2013〜2014 年版＞/ 天文宇宙検定
委員会（編）／恒星社厚生閣／ISBN978-4-7699-1302-3 

授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSS04511 
実務経験のある教員  
達成目標 天体の位置、出没時刻、座標変換、万有引力による惑星運動の計算などが行える

こと。 
受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 3 階伊代野研究室  

iyono[atmark]das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Kinematics of Astronomy 
関連科目 地球科学Ⅰ、地球科学２の事前履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 天文学の基礎である天体の位置と運動や，惑星の運動を支配しているケプラーの

法則や万有引力の法則について講義する。また，現代宇宙科学の最近の成果と宇
宙の最新像について学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  宇宙の尺度と膨張宇宙１・・・宇宙の尺度、宇宙の階層について説明する。 



2 回  宇宙の尺度と膨張宇宙２ ・・・膨張宇宙、星の生成について説明する。 
3 回  宇宙の尺度と膨張宇宙３・・・天体間の距離と密度、距離の決め方につい
て説明する。 
4 回  太陽系１・・・天体の見かけの運動について説明する。 
5 回  太陽系２・・・月と暦について説明する。 
6 回  太陽系３・・・惑星とケプラーの法則について説明する。 
7 回  太陽系４・・・惑星とケプラーの法則に基づく運動について説明する。 
8 回  星の光１・・・電 

準備学習 1 回 シラバスを事前によく読み、学習過程を確認しておくこと。 
2 回 宇宙特有の単位や三角関数の復習をしておくこと。 
3 回 座標の扱い方、ベクトルの復習をしておくこと。 
4 回 三角関数の各種定理を復習しておくこと。 
5 回 われわれが使用している時間、四季、星座について調べておくこと。 
6 回 地球の自転について考えるので、遠⼼力などの力学の復習が必要である。 
7 回 万有引力についてについて復習しておくこと。 
8 回 光、電波など電磁波について、復習すること。 
9 回 星の明るさや色について復習をしておくこと。 
1 

 



年度 2014 
授業コード FSS06010 
成績評価 中間テスト、レポート（併せて３０％）及び定期試験（７０％）により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス SA(〜14) 
見出し FSS06010 線形代数学Ⅰ 
担当教員名 最上 勲＊ 
単位数 2 
教科書 理 ⼯ 系 の 基 礎 線 形 代 数 学 ／ 硲 野 敏 博 ･ 加 藤 芳 文 ／ 学 術 図 書 出 版 社 ／ 978-

4873611709：理⼯系の演習線形代数学／硲野敏博･山⽥浩･山辺元雄／学術図書
出版社／978-4873612379 

アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「板書のアルファベットが小さくて見えにくかった」「先生の表情が堅くて少し

話しかけづらい雰囲気があった。」とありました、注意します。「理解しやすいし、
分かりやすい、熱意が伝わってくる。」「分かりやすくてよく理解できる、授業の
テンポがよい。」「丁寧に説明してくれたので、わかりやすかった。数学の教え方
の参考になった。」「新しく学んだ内容も含め行列のおもしろさがしっかり伝わり
ました。将来数学教員になるためのあらゆる知識が身についただけでなく、「勉
強」ではなく「学び」としての数学ができました。後期もこの調子で頑張っ 

科目名 線形代数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 改訂版すぐわかる線形代数／石村園子／東京図書/978-4489021381 
授業形態 講義 
注意備考 演習書を有効に活用し、予習復習を行うこと。  

第４回目に第１章の内容に関する課題を演習書から与えるので、休まないこと。
課題レポートは、第７回目の中間試験日に提出のこと。  
第１１回目に第２章の内容に関する課題を演習書から与えるので、休まないこ
と。課題レポートは、第１４回目の中間試験日に提出のこと。  
試験は定期試験期間中に実施し、試験形態は筆記試験とする。日時、場所につい
ては教務課の発表を見ること。 

シラバスコード FSS06010 
実務経験のある教員  
達成目標 １ 複素数の概念を理解し、その演算法を修得すること。 

２ 行列の概念を理解し、和・積・転置などの演算法を修得すること。 
３ 行列式の概念を理解し、その基本的性質を用いて、行列式の計算、連立１次
方程の解法（クラメールの公式）や（余因子を用いる）逆行列の求め方を修得す
ること。 

受講者へのコメント この科目は教職に関するものであり、また 2 年次以降の学習に必要な基礎科目
で、ある程度の内容とレベルが要求される。シラバスで学習内容を調べ、演習書



を活用し、予習復習をしっかりとし、その内容の理解に努めること。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業にはよく出席し（欠席 2 回までが 91.2％）、私語等は少ない環境でまじめに
聞いている。しかし、授業時間外の学習時間は少なく（1 時間以下が 73.4％）、与
えられた宿題への取り組み（83.4％）が主である。そして、この分野への理解が
深まった（64.5％）、興味関⼼が深まった（37.7％）、技能・技術が向上した（22.2％）、
今後の進路の参考になった(19.0％)と授業を受けてよかったと感じている。授業
の目標はおおむね達成し（できた、だいたいできた、63.2％、半分程度できた
23.5％）、また、教員の意欲は感 

英文科目名 Linear Algebra I 
関連科目 本科目に引き続き「線形代数学Ⅱ」、「線形代数学Ⅲ」、「線形数理」、「代数学Ⅰ」、

「代数学Ⅱ」、「代数学演習Ⅰ」、「代数学演習Ⅱ」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 特にはないが、今少し内容が理解しやすくなるように講義内容をより⼯夫する。

板書をより丁寧に書くように努める。 
講義目的 線形代数学は微分積分学とならんで、理⼯系数学の２本の柱であり、数学全体の

基礎でもある。その主要部をなすベクトル、行列、行列式、連立１次方程式及び
線形空間について学ぶことを通じて、理学の基礎の育成を目ざす。ここでは、複
素数から始め、行列、行列式を扱う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。複素数の定義、演算につい

て説明する。 
2 回 前回の学習内容に関する演習を行う。複素平面上の複素数と平面上のベク
トルの和とスカラー倍の関係、代数学の基本定理についてについて説明する。 
3 回 行列とその演算（１）．行列の定義、行列のスカラー倍と和、積についてに
ついて説明する。 
4 回 行列とその演算（２）．転置行列の定義と行列の分割についてについて説明
する。 
5 回 正方行列（１）．正方行列、いろいろな行列について説明する。 
6 回 前回の学習内容に関する演習を行う 

準備学習 1 回 シラバス及び教科書を確認し学習内容を把握するとともに、複素数につい
て予習しておくこと。 
2 回 前回の学習内容に関する演習を行うので、復習しておくこと。また、複素平
面上の複素数と平面上のベクトルの和とスカラー倍について予習しておくこと。 
3 回 前回の学習内容を復習するとともに、行列の定義、行列のスカラー倍と和、
積について予習しておくこと。 
4 回 前回の学習内容を復習するとともに、転置行列の定義と行列の分割につい
て予習しておくこと。 
5 回 前回の学習内容を復習するとともに、正方行列、いろいろな行列につい 

 



年度 2014 
授業コード FSS06020 
成績評価 中間テスト、レポート（併せて３０％）及び定期試験（７０％）により評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス SB(〜14) 
見出し FSS06020 線形代数学Ⅰ 
担当教員名 最上 勲＊ 
単位数 2 
教科書 理 ⼯ 系 の 基 礎 線 形 代 数 学 ／ 硲 野 敏 博 ･ 加 藤 芳 文 ／ 学 術 図 書 出 版 社 ／ 978-

4873611709：理⼯系の演習線形代数学／硲野敏博･山⽥浩･山辺元雄／学術図書
出版社／978-4873612379 

アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「板書のアルファベットが小さくて見えにくかった」「先生の表情が堅くて少し

話しかけづらい雰囲気があった。」とありました、注意します。「理解しやすいし、
分かりやすい、熱意が伝わってくる。」「分かりやすくてよく理解できる、授業の
テンポがよい。」「丁寧に説明してくれたので、わかりやすかった。数学の教え方
の参考になった。」「新しく学んだ内容も含め行列のおもしろさがしっかり伝わり
ました。将来数学教員になるためのあらゆる知識が身についただけでなく、「勉
強」ではなく「学び」としての数学ができました。後期もこの調子で頑張っ 

科目名 線形代数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 改訂版すぐわかる線形代数／石村園子／東京図書/978-4489021381 
授業形態 講義 
注意備考 演習書を有効に活用し、予習復習を行うこと。  

第４回目に第１章の内容に関する課題を演習書から与えるので、休まないこと。
課題レポートは、第７回目の中間試験日に提出のこと。  
第１１回目に第２章の内容に関する課題を演習書から与えるので、休まないこ
と。課題レポートは、第１４回目の中間試験日に提出のこと。  
試験は定期試験期間中に実施し、試験形態は筆記試験とする。日時、場所につい
ては教務課の発表を見ること。 

シラバスコード FSS06020 
実務経験のある教員  
達成目標 １ 複素数の概念を理解し、その演算法を修得すること。 

２ 行列の概念を理解し、和・積・転置などの演算法を修得すること。 
３ 行列式の概念を理解し、その基本的性質を用いて、行列式の計算、連立１次
方程の解法（クラメールの公式）や（余因子を用いる）逆行列の求め方を修得す
ること。 

受講者へのコメント この科目は教職に関するものであり、また 2 年次以降の学習に必要な基礎科目
で、ある程度の内容とレベルが要求される。シラバスで学習内容を調べ、演習書



を活用し、予習復習をしっかりとし、その内容の理解に努めること。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業にはよく出席し（欠席 2 回までが 91.2％）、私語等は少ない環境でまじめに
聞いている。しかし、授業時間外の学習時間は少なく（1 時間以下が 73.4％）、与
えられた宿題への取り組み（83.4％）が主である。そして、この分野への理解が
深まった（64.5％）、興味関⼼が深まった（37.7％）、技能・技術が向上した（22.2％）、
今後の進路の参考になった(19.0％)と授業を受けてよかったと感じている。授業
の目標はおおむね達成し（できた、だいたいできた、63.2％、半分程度できた
23.5％）、また、教員の意欲は感 

英文科目名 Linear Algebra I 
関連科目 本科目に引き続き「線形代数学Ⅱ」、「線形代数学Ⅲ」、「線形数理」、「代数学Ⅰ」、

「代数学Ⅱ」、「代数学演習Ⅰ」、「代数学演習Ⅱ」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 特にはないが、今少し内容が理解しやすくなるように講義内容をより⼯夫する。

板書をより丁寧に書くように努める。 
講義目的 線形代数学は微分積分学とならんで、理⼯系数学の２本の柱であり、数学全体の

基礎でもある。その主要部をなすベクトル、行列、行列式、連立１次方程式及び
線形空間について学ぶことを通じて、理学の基礎の育成を目ざす。ここでは、複
素数から始め、行列、行列式を扱う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。複素数の定義、演算につい

て説明する。 
2 回 前回の学習内容に関する演習を行う。複素平面上の複素数と平面上のベク
トルの和とスカラー倍の関係、代数学の基本定理についてについて説明する。 
3 回 行列とその演算（１）．行列の定義、行列のスカラー倍と和、積についてに
ついて説明する。 
4 回 行列とその演算（２）．転置行列の定義と行列の分割についてについて説明
する。 
5 回 正方行列（１）．正方行列、いろいろな行列について説明する。 
6 回 前回の学習内容に関する演習を行う 

準備学習 1 回 シラバス及び教科書を確認し学習内容を把握するとともに、複素数につい
て予習しておくこと。 
2 回 前回の学習内容に関する演習を行うので、復習しておくこと。また、複素平
面上の複素数と平面上のベクトルの和とスカラー倍について予習しておくこと。 
3 回 前回の学習内容を復習するとともに、行列の定義、行列のスカラー倍と和、
積について予習しておくこと。 
4 回 前回の学習内容を復習するとともに、転置行列の定義と行列の分割につい
て予習しておくこと。 
5 回 前回の学習内容を復習するとともに、正方行列、いろいろな行列につい 

 



年度 2014 
授業コード FSS06110 
成績評価 中間テスト、レポート（併せて３０％）及び定期試験（７０％）により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス SA(〜14) 
見出し FSS06110 線形代数学Ⅱ 
担当教員名 最上 勲＊ 
単位数 2 
教科書 理 ⼯ 系 の 基 礎 線 形 代 数 学 ／ 硲 野 敏 博 ･ 加 藤 芳 文 ／ 学 術 図 書 出 版 社 /978-

4873611709：理⼯系の演習線形代数学／硲野敏博･山⽥浩･山辺元雄／学術図書
出版社/978-4873612379 

アクティブラーニング  
キーワード 連立１次方程式、線形空間 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「もう少し、演習の時間が⻑ければよりよくなると思う」「例題をどのように解

くかを⿊板にかいてほしい」「数字や記号が見えにくいときがある」とありまし
た、配慮をします。「わかりやすい授業でした」「単元ごとに課題やテストが行わ
れて復習しやすかった」「とても分かりやすく、もっと勉強したいと自分自身で
も意欲がわいてきました」などの記述がありました。これからもこのような感想
が増えるような授業に努めます。 

科目名 線形代数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 改訂版すぐわかる線形代数／石村園子／東京図書/978-4489021381 
授業形態 講義 
注意備考 演習書を有効に活用し、予習復習を行うこと。  

第３回目に第３章の内容に関する課題を演習書から与えるので、休まないこと。
課題レポートは、第６回目の中間試験日に提出のこと。  
第１１回目に第４章の内容に関する課題を演習書から与えるので、休まないこ
と。課題レポートは、第１４回目の中間試験日に提出のこと。  
試験は定期試験期間中に実施し、試験形態は筆記試験とする。日時、場所につい
ては教務課の発表を見ること。 

シラバスコード FSS06110 
実務経験のある教員  
達成目標 １ 行列の基本変形の概念を理解し、消去法や逆行列の算法を修得すること。 

２ 行列の階数の概念を理解し、連立１次方程式の解法を修得すること。 
３ 平面、空間のベクトルの概念を理解し、基本的演算と内積、外積などの演算
法を修得をすること。 
４ 線形空間、部分空間、基底と次元などの基本概念を理解し、数ベクトル空間
の基底や次元の求め方を修得すること。 

受講者へのコメント この科目は教職に関するものであり、また 2 年次以降の学習に必要な基礎科目
で、ある程度の内容とレベルが要求される。授業時間外の学習に演習書を活用し、



予習復習をしっかりとし、その内容の理解に努めること。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業にはよく出席し（欠席 2 回までが 89.9％）、私語等は少ない環境でまじめに
聞いている。しかし、授業時間外の学習時間は少なく（1 時間以下が 76.0％）、与
えられた宿題への取り組み（88.6％）が主である。そして、この分野への理解が
深まった（72.2％）、興味関⼼が深まった（30.5％）、技能・技術が向上した（15.2％）
と授業を受けてよかったと感じている。授業の目標はおおむね達成し（できた、
だいたいできた、59.6％、半分程度できた 29.2％）、また、教員の意欲は感じて
おり（感じられた、少し感じられた 88 

英文科目名 Linear Algebra II 
関連科目 本科目に引き続き「線形代数学Ⅲ」、「線形数理」、「代数学Ⅰ」、「代数学Ⅱ」、「代

数学演習Ⅰ」、「代数学演習Ⅱ」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 例題説明や演習問題を増やし、理解しやすくなるように講義内容をより⼯夫す

る。 
講義目的 線形代数学は微分積分学とならんで、理⼯系数学の２本の柱であり、数学全体の

基礎でもある。その主要部をなすベクトル、行列、行列式、連立１次方程式及び
線形空間について学ぶことを通じて、理学の基礎の育成を目ざす。ここでは、行
列の基本変形、連立１次方程式、線形空間を扱う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。行列の基本変形について説

明する。 
2 回 行列の階数について説明する。 
3 回 前回の学習内容に関する演習を行う。逆行列の計算について説明する。 
4 回 一般の連立１次方程式とその解についてについて説明する。 
5 回 前回の学習内容に関する演習を行う。同次連立１次方程式とその解につい
て説明する。 
6 回 第１回の中間テストを行うので、第３章で学習した内容をよく理解し整理
しておくこと（４５分間）。幾何ベクトル（１）．平面ベクトルと空間ベクトルに
ついて説明する。 
7 回 

準備学習 1 回 シラバス及び教科書を確認し学習内容を把握するとともに、行列の基本変
形について予習しておくこと。 
2 回 前回の学習内容を復習するとともに、行列の階数について予習しておくこ
と。 
3 回 前回の学習内容に関する演習を行うので、復習しておくこと。また、逆行列
の計算方法について予習しておくこと。 
4 回 前回の学習内容を復習するとともに、連立１次方程式とその解について予
習しておくこと。 
5 回 前回の学習内容に関する演習を行うので、復習しておくこと。また、同次連
立１次方程式とその解について予習しておくこと。 



6 回 
 



年度 2014 
授業コード FSS06120 
成績評価 中間テスト、レポート（併せて３０％）及び定期試験（７０％）により評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス SB(〜14) 
見出し FSS06120 線形代数学Ⅱ 
担当教員名 最上 勲＊ 
単位数 2 
教科書 理 ⼯ 系 の 基 礎 線 形 代 数 学 ／ 硲 野 敏 博 ･ 加 藤 芳 文 ／ 学 術 図 書 出 版 社 /978-

4873611709：理⼯系の演習線形代数学／硲野敏博･山⽥浩･山辺元雄／学術図書
出版社/978-4873612379 

アクティブラーニング  
キーワード 連立１次方程式、線形空間 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「もう少し、演習の時間が⻑ければよりよくなると思う」「例題をどのように解

くかを⿊板にかいてほしい」「数字や記号が見えにくいときがある」とありまし
た、配慮をします。「わかりやすい授業でした」「単元ごとに課題やテストが行わ
れて復習しやすかった」「とても分かりやすく、もっと勉強したいと自分自身で
も意欲がわいてきました」などの記述がありました。これからもこのような感想
が増えるような授業に努めます。 

科目名 線形代数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 改訂版すぐわかる線形代数／石村園子／東京図書/978-4489021381 
授業形態 講義 
注意備考 演習書を有効に活用し、予習復習を行うこと。  

第３回目に第３章の内容に関する課題を演習書から与えるので、休まないこと。
課題レポートは、第６回目の中間試験日に提出のこと。  
第１１回目に第４章の内容に関する課題を演習書から与えるので、休まないこ
と。課題レポートは、第１４回目の中間試験日に提出のこと。  
試験は定期試験期間中に実施し、試験形態は筆記試験とする。日時、場所につい
ては教務課の発表を見ること。 

シラバスコード FSS06120 
実務経験のある教員  
達成目標 １ 行列の基本変形の概念を理解し、消去法や逆行列の算法を修得すること。 

２ 行列の階数の概念を理解し、連立１次方程式の解法を修得すること。 
３ 平面、空間のベクトルの概念を理解し、基本的演算と内積、外積などの演算
法を修得をすること。 
４ 線形空間、部分空間、基底と次元などの基本概念を理解し、数ベクトル空間
の基底や次元の求め方を修得すること。 

受講者へのコメント この科目は教職に関するものであり、また 2 年次以降の学習に必要な基礎科目
で、ある程度の内容とレベルが要求される。授業時間外の学習に演習書を活用し、



予習復習をしっかりとし、その内容の理解に努めること。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業にはよく出席し（欠席 2 回までが 89.9％）、私語等は少ない環境でまじめに
聞いている。しかし、授業時間外の学習時間は少なく（1 時間以下が 76.0％）、与
えられた宿題への取り組み（88.6％）が主である。そして、この分野への理解が
深まった（72.2％）、興味関⼼が深まった（30.5％）、技能・技術が向上した（15.2％）
と授業を受けてよかったと感じている。授業の目標はおおむね達成し（できた、
だいたいできた、59.6％、半分程度できた 29.2％）、また、教員の意欲は感じて
おり（感じられた、少し感じられた 88 

英文科目名 Linear Algebra II 
関連科目 本科目に引き続き「線形代数学Ⅲ」、「線形数理」、「代数学Ⅰ」、「代数学Ⅱ」、「代

数学演習Ⅰ」、「代数学演習Ⅱ」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 例題説明や演習問題を増やし、理解しやすくなるように講義内容をより⼯夫す

る。 
講義目的 線形代数学は微分積分学とならんで、理⼯系数学の２本の柱であり、数学全体の

基礎でもある。その主要部をなすベクトル、行列、行列式、連立１次方程式及び
線形空間について学ぶことを通じて、理学の基礎の育成を目ざす。ここでは、行
列の基本変形、連立１次方程式、線形空間を扱う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。行列の基本変形について説

明する。 
2 回 行列の階数について説明する。 
3 回 前回の学習内容に関する演習を行う。逆行列の計算について説明する。 
4 回 一般の連立１次方程式とその解についてについて説明する。 
5 回 前回の学習内容に関する演習を行う。同次連立１次方程式とその解につい
て説明する。 
6 回 第１回の中間テストを行うので、第３章で学習した内容をよく理解し整理
しておくこと（４５分間）。幾何ベクトル（１）．平面ベクトルと空間ベクトルに
ついて説明する。 
7 回 

準備学習 1 回 シラバス及び教科書を確認し学習内容を把握するとともに、行列の基本変
形について予習しておくこと。 
2 回 前回の学習内容を復習するとともに、行列の階数について予習しておくこ
と。 
3 回 前回の学習内容に関する演習を行うので、復習しておくこと。また、逆行列
の計算方法について予習しておくこと。 
4 回 前回の学習内容を復習するとともに、連立１次方程式とその解について予
習しておくこと。 
5 回 前回の学習内容に関する演習を行うので、復習しておくこと。また、同次連
立１次方程式とその解について予習しておくこと。 



6 回 
 



年度 2014 
授業コード FSS06210 
成績評価 宿題（15％）、小テスト(15％)、定期試験(70％)で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS06210 数学要論Ⅰ 
担当教員名 山崎 正之 
単位数 2 
教科書 集合と位相への入門 ―ユークリッド空間の位相―／鈴⽊晋一／サイエンス社

／978-4-781910343 
アクティブラーニング  
キーワード 命題、集合、写像 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 プリントの答えを配てほしいという要望がありますが、丸暗記しようとする人が

でるので、やめています。問題を精選して、授業時間中に解説できるようにした
いと思います。 
説明しながら板書しないでほしいという要望がありますが、これに慣れないと社
会に出てとても困ることになります。訓練だと思って、ノートの取り方を⼯夫し
て下さい。 
個々の学生に対する態度が違うという指摘がありました。これはなくします。 
早すぎるという指摘がありました。要所要所で理解できているか確認のため、進
行を止めたいと思います。 
学生の解答を馬⿅にしたと 

科目名 数学要論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理⼯基礎 演習 集合と位相／鈴⽊晋一／サイエンス社 
授業形態 講義 
注意備考 数学要論演習Ⅰを同時に履修することが望ましい。 
シラバスコード FSS06210 
実務経験のある教員  
達成目標 与えられた命題をわかりやすい同値な命題に書き換えることができる。複数の集

合の間の関係を式を用いて表すようにできる。またそのような関係を証明する方
法を身につける。 

受講者へのコメント 講義を聴くだけでなく、教科書を何度も読んでもらえれば、かなりわかってくる
と思います。 

連絡先 ２０号館５Ｆ 山崎正之研究室 masayuki＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習を「全くしなかった」が４割弱でした。宿題、レポート課題を
出すようにしたいと思います。 
やや不満＋不満が２０％もあったことは申し訳なく思います。コメントに個別に



返答します。 
英文科目名 Elements of Mathematics I 
関連科目 数学要論演習Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 講義外の学習が増えるように⼯夫します。 

また、受講生の理解度をもう少し確かめながら進めたいと思います。 
講義目的 数学的命題を明確に表現する道具である「集合」「写像」について学ぶ。また、そ

の過程で数学における議論の仕方、証明の仕方などを身につける。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 命題論理(1) 論理式の真理値表の作成について説明する。 

2 回 命題論理(2) 恒真命題と同値命題について説明する。 
3 回 命題論理(3) 限定命題について説明する。 
4 回 集合とその要素、集合の包含関係について説明する。 
5 回 二つの集合の相等関係について説明する。 
6 回 和集合、共通集合、補集合、べき集合、直積集合について説明する。 
7 回 写像の基礎概念および写像の相等について説明する。 
8 回 全射・単射・全単射の概念について説明する。さらに写像の合成との関連に
ついて解説する。 
9 回 写像による 

準備学習 1 回 背理法について復習してくること。 
2 回 論理式の真理値表を作ることができるようにしておくこと。 
3 回 集合の間の等式の証明を練習しておくこと。 
4 回 限定命題の否定を作る練習をしておくこと。 
5 回 集合や要素の関係を表す記号を憶えてくること。集合の包含関係の証明の
仕方を復習しておく。 
6 回 集合の相等関係の証明の仕方を復習しておくこと。 
7 回 限定命題の否定の作り方に関して再度復習しておくこと。 
8 回 写像の相等を証明する方法について復習しておくこと。 
9 回 教科書 p.18〜p.21 を読んでおくこと 

 



年度 2014 
授業コード FSS06310 
成績評価 課題(15％)・小テスト(15％)・定期試験(70％)で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS06310 数学要論Ⅱ 
担当教員名 山崎 正之 
単位数 2 
教科書 集合と位相への入門―ユークリッド空間の位相―／鈴⽊晋一／サイエンス社（前

期の「数学要論Ⅰ」と同じ） 
アクティブラーニング  
キーワード 距離、近傍、開集合、閉集合、連続 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「一回一回例を挙げたり、こまかいところまで言ってくれるのがよかったです。

ありがとうございました」 
→嬉しいです。 
「教科書で分からなかった箇所が先生のかいた図で理解できました。ありがとう
ございました」 
→嬉しいです。 
「グループ学習、２〜３人学習をしてみても良いと思う。ただし関係のない話を
多くすることには注意する」 
→非常に面白い提案ですね、ありがとうございます。グループごとに課題をだし
て、発表してもらうなんていうのも楽しそうです。ただ、他の人に頼りっぱなし
の人が出てきそうで、評価が難しいかもしれませ 

科目名 数学要論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理⼯基礎 演習 集合と位相／鈴⽊晋一／サイエンス社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS06310 
実務経験のある教員  
達成目標 距離空間が与えられたとき、その開集合や閉集合が認識できるようになること。

また写像の連続性などの抽象的な概念を取り扱うことのできる技能を身につけ
る。 

受講者へのコメント 前項を参照。 
連絡先 ２０号館５Ｆ 山崎正之研究室 masayuki＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 45.8％の人が授業時間外の学習を全くしなかったそうです。毎回、簡単で結構で
すから復習しましょう。それはどの科目でも同じです。 
理解しやすいように、説明にもう少し⼯夫を加えてもらえるとよいという意見が



四分の一の受講者からありました。検討してみます。授業中、わからないことが
あれば、そのときに質問してくれると助かります。 

英文科目名 Elements of Mathematics II 
関連科目 数学要論Ⅰ・数学要論演習Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 次項を参照。 
講義目的 数学の各分野の基礎として必要になる位相の概念を理解する第一歩としてユー

クリッド空間における開集合、閉集合、連続写像などに慣れ親しんだ後、コンパ
クト性や連結性などについて学ぶ。さらに、学んだ概念を距離空間や位相空間の
場合に拡張する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ユークリッド空間の概念を解説し、距離関数の重要な性質について説明す

る。 
2 回 ユークリッド平面と複素数平面の関係について説明する。 
3 回 ユークリッド空間における点の近傍の概念および開集合の概念を解説する。 
4 回 ユークリッド空間における閉集合の概念を解説する。 
5 回 内点・外点・境界点の概念を導入し、種々の集合でそれらの判定方法を説明
する。 
6 回 内部・外部・境界を定義し、それらの関係を説明する。 
7 回 触点と閉包について説明する。 
8 回 連続関数の概念を定義する。さらに、連続であるための必要十分 

準備学習 1 回 集合や写像に関する色々な記号について復習しておくこと。 
2 回 平面や空間の二点の距離を求めることができるようになっておくこと。 
3 回 教科書 p.82 の不等式について復習しておくこと。 
4 回 開集合の定義を憶えてくること。 
5 回 閉集合の定義を憶えてくること。 
6 回 簡単な例で、内点・外点・境界点の判定ができるようにしてくること。 
7 回 与えられた集合の内部を求めることができるようにしてくること。 
8 回 微分積分学における連続性について復習してくること。 
9 回 ０に収束する数列を色々イメージしてみるこ 

 



年度 2014 
授業コード FSS06410 
成績評価 レポート(30%)、定期試験(70%)の結果を総合して評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS06410 解析学続論Ⅰ 
担当教員名 ⻑渕 裕 
単位数 2 
教科書 ⻑瀬道弘 著・「微分方程式」・裳華房／978-4-785310806 
アクティブラーニング  
キーワード 変数分離形微分方程式、線形微分方程式、Wronsky 行列式、基本解、定数変化法

の公式、記号解法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 解析学続論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 俣野 博 著・「微分方程式」・岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS06410 
実務経験のある教員  
達成目標 変数分離形を始めとする具体的な 1 階常微分方程式の解を初等解法により求め

ることができる。1 階および 2 階線形常微分方程式の解空間の構造を理解し、定
数変化法の公式を用いて解を求めることができる。簡単な高階線形常微分方程式
の解を記号解法を用いて求めることができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 5 階 ⻑渕研究室 nagabuti@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Analysis I 
関連科目 解析学続論演習Ⅰと同時に履修することが好ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 線形微分方程式を中⼼に具体的な常微分方程式の初等的解法に習熟させること

を目的とする。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 さまざまな具体例を通して微分方程式の意味を理解する。 

2 回 微分方程式と初期値問題について説明し、変数分離形微分方程式の解法に
ついて復習した後、同次形微分方程式の解法について学ぶ。 
3 回 1 階線形常微分方程式の解法、特殊解と一般解、定数変化法の公式について



学ぶ。 
4 回 全微分方程式と完全系全微分方程式の解法について学ぶ。 
5 回 積分因子と非完全系全微分方程式について学ぶ。 
6 回 Bernoulli 型微分方程式、Riccati 型微分方程式の解法について学ぶ。 
7 回 定係数 2 階線形常微分方程式と特性方程 

準備学習 1 回 解析学Ⅰで学んだ微分方程式について復習しておくこと。 
2 回 第 1 回の講義内容を復習しておくこと。 
3 回 第 2 回の講義内容を復習しておくこと。 
4 回 第 3 回の講義内容を復習しておくこと。 
5 回 第 4 回の講義内容を復習しておくこと。 
6 回 第 5 回の講義内容を復習しておくこと。 
7 回 第 6 回の講義内容を復習しておくこと。 
8 回 線形代数学Ⅱで学んだベクトルの 1 次独立、1 次従属について復習しておく
こと。 
9 回 第 5、6 回の講義内容を復習しておくこと。 
10 回 第 9 回の講義内容を復習しておくこと。 
11 回 第 

 



年度 2014 
授業コード FSS06510 
成績評価 レポート(30%)、定期試験(70%)の結果を総合して評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS06510 解析学続論Ⅱ 
担当教員名 ⻑渕 裕 
単位数 2 
教科書 ⻑瀬道弘 著・「微分方程式」・裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 一様収束、解の存在と一意性、指数行列、べき級数、Fourier 級数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 解析学続論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 俣野 博 著・「微分方程式」・岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS06510 
実務経験のある教員  
達成目標 簡単な常微分方程式に対し、逐次近似法による近似解を求めることができる。与

えられた行列の指数行列を求めることができる。簡単な偏微分方程式の混合問題
をフーリエ級数を用いて解くことができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 5 階 ⻑渕研究室 nagabuti@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Analysis II 
関連科目 解析学続論演習Ⅱと同時に履修することが好ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 微分方程式の初期値問題に対する解の存在定理を学び、連立線形微分方程式の指

数行列を用いた解法、ならびに解の漸近挙動を理解する。また、2 階線形微分方
程式のべき級数解法、および偏微分方程式の Fourier 級数を用いた解法に習熟す
ることを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 関数列の一様収束(1)：実数の性質を復習し、関数列の各点収束と一様収束

について学ぶ。 
2 回 関数列の一様収束(2)：関数列の一様収束と極限関数の性質について学ぶ。 
3 回 関数列の一様収束(3)：関数項級数の一様収束と優級数判定法について学ぶ。 



4 回 初期値問題の解の存在と一意性(1)：初期値問題の解の存在と一意性に関す
る定理を学ぶ。 
5 回 初期値問題の解の存在と一意性(2)：初期値問題の解の存在と一意性に関す
る定理を学ぶ。 
6 回 行列の指数関数(1)：行列の指数関数の定義、諸性質、基本行列について学 

準備学習 1 回 数列、関数の極限について復習しておくこと。 
2 回 第 1 回の講義内容を復習しておくこと。 
3 回 第 2 回の講義内容を復習しておくこと。 
4 回 第 2、3 回の講義内容を復習しておくこと。 
5 回 第 4 回の講義内容を復習しておくこと。 
6 回 行列の固有値、固有ベクトルについて復習しておくこと。 
7 回 第 6 回の講義内容を復習しておくこと。 
8 回 第 6、7 回の講義内容を復習しておくこと。 
9 回 第 1、2、3 回の講義内容を復習しておくこと。 
10 回 第 9 回の講義内容を復習しておくこと。 
11 回 第 10 回の講義内容を復 

 



年度 2014 
授業コード FSS06810 
成績評価 中間試験（５０％）、期末試験（５０％）により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS06810 代数学Ⅰ 
担当教員名 荒谷 督司 
単位数 2 
教科書 代数概論／森⽥ 康夫／裳華房／978-4-785313111 
アクティブラーニング  
キーワード 代数学、集合、写像、群、環、体 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 代数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 代数学Ⅰ群と環／桂 利行／東京大学出版会 

超初⼼者には、すぐわかる代数／石村園子／東京図書。これ以外にも多数ある。 
授業形態 講義 
注意備考 講義だけでは十分な理解が困難なので、演習と同時に受講することを切に希望す

る。 
シラバスコード FSS06810 
実務経験のある教員  
達成目標 １．論理命題の扱い方を修得する。 

２．抽象的思考になれる。 
３．群、環、体の概念及びその基本的な性質を修得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館５階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Algebra I 
関連科目 代数学演習Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近代代数学の基礎である群、環、体の解説を行う。 これら、群、環、体は抽象的

な概念であり、学生諸君はこのような本格的抽象理論は初めてだと思われる。現
代代数学の入門と抽象理論に慣れ親しむことを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 集合と写像について講義する。（その１） 

2 回 集合と写像について講義する。（その２） 
3 回 同値関係について講義する。 



4 回 順序集合とツォルンの補題について講義する。 
5 回 演算について講義する。 
6 回 群について講義する。 （その１） 
7 回 群について講義する。 （その２） 
8 回 中間試験と簡単な解説を行う。 
9 回 環と体について講義する。 
10 回 加群について講義する。 
11 回 代数系と準同型写像について講義する。 
12 回 多項式環について講義する。 （その１） 
13 回 多項式環について講義す 

準備学習 1 回 集合と写像について予習して置くこと。 
2 回 第１回の内容を復習して置くこと。 
3 回 第２回の内容を復習して置くこと。 
4 回 第３回の内容を復習して置くこと。 
5 回 第４回の内容を復習して置くこと。 
6 回 第５回の内容を復習して置くこと。 
7 回 第６回の内容を復習して置くこと。 
8 回 第７回の内容を復習して置くこと。 
9 回 第８回の内容を復習して置くこと。 
10 回 第９回の内容を復習して置くこと。 
11 回 第１０回の内容を復習して置くこと。 
12 回 第１１回の内容を復習して置くこと。 
13 回 第１２回 

 



年度 2014 
授業コード FSS06910 
成績評価 中間試験（５０％）、期末試験（５０％）により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS06910 代数学Ⅱ 
担当教員名 荒谷 督司 
単位数 2 
教科書 代数概論／森⽥ 康夫／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 代数学、群、環、体 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 代数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 代数学Ⅰ群と環／桂 利行／東京大学出版会 

超初⼼者には、すぐわかる代数／石村園子／東京図書。これ以外にも多数ある。 
授業形態 講義 
注意備考 講義だけでは十分な理解が困難なので、演習と同時に受講することを切に希望す

る。 
シラバスコード FSS06910 
実務経験のある教員  
達成目標 １．論理命題の扱い方を修得する。 

２．抽象的思考になれる。 
３．群、環、体の概念及びその基本的な性質を修得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館５階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Algebra II 
関連科目 代数学Ⅰ、代数学演習Ⅰ、代数学演習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 代数学Ⅰに引き続き群、環、体の解説を行う。 これら、群、環、体は抽象的な概

念であり、学生諸君はこのような本格的抽象理論は初めてだと思われる。現代代
数学の入門と抽象理論に慣れ親しむことを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 部分群について講義する。 

2 回 剰余類について講義する。 
3 回 正規部分群について講義する。 



4 回 準同型について講義する。 
5 回 シローの定理について講義する。 
6 回 直積について講義する。 
7 回 有限アーベル群について講義する。 
8 回 中間試験と簡単な解説を行う。 
9 回 イデアルについて講義する。 
10 回 剰余環と準同型定理について講義する。 
11 回 環の直和について講義する。 
12 回 素イデアルと極大イデアルについて講義する。 
13 回 一意分解環について講義する。 
14 回 単項イデアル整域につ 

準備学習 1 回 群について復習して置くこと。 
2 回 第１回の内容を復習して置くこと。 
3 回 第２回の内容を復習して置くこと。 
4 回 第３回の内容を復習して置くこと。 
5 回 第４回の内容を復習して置くこと。 
6 回 第５回の内容を復習して置くこと。 
7 回 第６回の内容を復習して置くこと。 
8 回 第７回までの内容をしっかり復習して置くこと。 
9 回 第７回までの内容を復習して置くこと。 
10 回 第９回の内容を復習して置くこと。 
11 回 第１０回の内容を復習して置くこと。 
12 回 第１１回の内容を復習して置くこと。 
13 回 

 



年度 2014 
授業コード FSS07010 
成績評価 演習問題を⿊板で解いた回数（４０％）、中間試験（３０％）、期末試験（３０％）

により評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS07010 代数学演習Ⅰ 
担当教員名 荒谷 督司 
単位数 2 
教科書 代数概論／森⽥ 康夫／裳華房／978-4-785313111 
アクティブラーニング  
キーワード 代数学、集合、写像、群、環、体 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 代数学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 代数学Ⅰ群と環／桂 利行／東京大学出版会 

超初⼼者には、すぐわかる代数／石村園子／東京図書。これ以外にも多数ある。 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FSS07010 
実務経験のある教員  
達成目標 代数学Ⅰの達成目標と同じく、 

１．論理命題の扱い方を修得する。 
２．抽象的思考になれる。 
３．群、環、体の概念及びその基本的な性質を修得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館５階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise of Algebra I 
関連科目 代数学演習Ⅰ、代数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 演習問題の解法を通して代数学Ⅰの講義への理解を深める。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 集合と写像についての演習を行う。（その１） 

2 回 集合と写像についての演習を行う。（その２） 
3 回 同値関係についての演習を行う。 
4 回 順序集合とツォルンの補題についての演習を行う。 



5 回 演算についての演習を行う。 
6 回 群についての演習を行う。 （その１） 
7 回 群についての演習を行う。 （その２） 
8 回 中間試験と簡単な解説を行う。 
9 回 環と体についての演習を行う。 
10 回 加群についての演習を行う。 
11 回 代数系と準同型写像についての演習を行う。 
12 回 多項式環についての演習を行う。 

準備学習 1 回 全体を通じて講義内容の復習は必修である。準備として、第何回の問題とあ
るが、以前の問題を含むと理解すること。２年次の数学要論の集合写像の部分を
復習しておくこと。 
2 回 第１、２回の内容の問題を考えておくこと。 
3 回 第２、３回の内容の問題を考えておくこと。 
4 回 第３、４回の内容の問題を考えておくこと。 
5 回 第４、５回の内容の問題を考えておくこと。 
6 回 第５、６回の内容の問題を考えておくこと。 
7 回 第６、７回の内容の問題を考えておくこと。 
8 回 第１回から第７回の講義、演習内容を復習して、試験に 

 



年度 2014 
授業コード FSS07110 
成績評価 演習問題を⿊板で解いた回数（４０％）、中間試験（３０％）、期末試験（３０％）

により評価する 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS07110 代数学演習Ⅱ 
担当教員名 荒谷 督司 
単位数 2 
教科書 代数概論／森⽥ 康夫／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 代数学、群、環、体 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 代数学演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 代数学Ⅰ群と環／桂 利行／東京大学出版会 

超初⼼者には、すぐわかる代数／石村園子／東京図書。これ以外にも多数ある。 
授業形態 演習 
注意備考 代数学Ⅱの講義と同時に受講することを切に希望する。さらに、予習は必須であ

る。 
シラバスコード FSS07110 
実務経験のある教員  
達成目標 代数学Ⅱの達成目標と同じく、 

１．論理命題の扱い方を修得する。 
２．抽象的思考になれる。 
３．群、環、体の概念及びその基本的な性質を修得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館５階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise of Algebra II 
関連科目 代数学Ⅰ、代数学演習Ⅰ、代数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 演習問題の解法を通して代数学Ⅱの講義への理解を深める。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 部分群についての演習を行う。 

2 回 剰余類についての演習を行う。 
3 回 正規部分群についての演習を行う。 



4 回 準同型についての演習を行う。 
5 回 シローの定理についての演習を行う。 
6 回 直積についての演習を行う。 
7 回 有限アーベル群についての演習を行う。 
8 回 中間試験と簡単な解説を行う。 
9 回 イデアルについての演習を行う。 
10 回 剰余環と準同型定理についての演習を行う。 
11 回 環の直和についての演習を行う。 
12 回 素イデアルと極大イデアルについての演習を行う。 
13 回 一意分解環につ 

準備学習 1 回 第１回の問題を勉強して、解いてくること。 
2 回 第１、２回の問題を勉強して、解いてくること。 
3 回 第２、３回の問題を勉強して、解いてくること。 
4 回 第３、４回の問題を勉強して、解いてくること。 
5 回 第４、５回の問題を勉強して、解いてくること。 
6 回 第５、６回の問題を勉強して、解いてくること。 
7 回 第６、７回の問題を勉強して、解いてくること。 
8 回 １回から７回の問題を勉強して、復習して、試験に備えること。 
9 回 ９回の問題を勉強して、解いてくること。 
10 回 ９、10 回の問題を勉強して、解 

 



年度 2014 
授業コード FSS07210 
成績評価 課題(15％)・小テスト(15％)・定期試験(70％)で評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS07210 幾何学Ⅰ 
担当教員名 山崎 正之 
単位数 2 
教科書 曲線と曲面―微分幾何的アプローチ／梅原・山⽥／裳華房／978-4-785315313 
アクティブラーニング  
キーワード 曲線、曲面、第１基本行列 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 不正行為に対しては上のように対処します。 

説明がわからないという方へ：その場で質問したり、「もう一度分かりやすく説
明してくれ」と要求してください。 

科目名 幾何学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 曲線と曲面の微分幾何／小林昭七／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 幾何学演習Ⅰを同時に履修することが望ましい。 
シラバスコード FSS07210 
実務経験のある教員  
達成目標 与えられた図形に関連して、⻑さ、角度、面積などが計算できるようになる。ま

たそれらの関係を理解する。 
受講者へのコメント プリントを配布しているのですから、自分で必ず解いてみてください。 
連絡先 ２０号館５Ｆ 山崎正之研究室 masayuki＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習を「全くしなかった」が４割もあり、残念です。 
英文科目名 Geometry I 
関連科目 幾何学演習Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 毎回の小テストでは、自己採点の時間を廃止し、すぐに集めることにします。不

正行為の指摘があったためです。 
毎回、講義の最初に、「今日の目標」を述べることにします。 

講義目的 平面や空間内の曲線・曲面の幾何学を学習する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 多角形の内角の和の公式を復習し、よりよい表現を⼯夫する。さらに閉折線

に関する公式への拡張を試みる。 
2 回 平面曲線の表示方法を解説する。 
3 回 パラメータ表示から速度ベクトルを求める方法について説明する。 



4 回 弧⻑パラメータによる表示の求め方について説明する。 
5 回 平面曲線の曲率を定義し、いくつかの例で計算を実行する。 
6 回 フルネの公式の証明を行う。 
7 回 閉曲線の回転数を導入し、いくつかの例を用いて解説する。 
8 回 空間曲線の曲率の概念を導入し、簡単な例を解説する。 
9 回 空間曲線の捩率の概 

準備学習 1 回 多角形の内角の和の公式について思い出してくること。 
2 回 円を式により表現する方法をいくつか思い浮かべてくること。 
3 回 この頃までに微積分の色々な公式を復習して表にしておくこと。 
4 回 方程式からパラメータ表示を求める練習をしておくこと。 
5 回 弧⻑パラメータの定義式を書けるようにしておくこと。 
6 回 曲率の公式を書けるようにしておくこと。 
7 回 曲率の計算ができるようにしておくこと。 
8 回 ３次元空間のベクトルについて復習しておくこと。 
9 回 空間曲線の曲率の定義を憶えてくること。 
10 回 球面 

 



年度 2014 
授業コード FSS07310 
成績評価 課題(15％)・小テスト(15％)・期末試験(70％)による。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS07310 幾何学Ⅱ 
担当教員名 山崎 正之 
単位数 2 
教科書 毎回、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 単体、単体的複体、ベッチ数、オイラー標数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「とてもゆっくりな授業なので毎時間休まずに出席すれば確実に分かるのであ

りがたいです」 
→できるだけ落ちこぼれの無いように努力しています。 
「内容はとてもおもしろかったです。あと冬になるにつれて教室がとても寒くな
ってきたので暖房をつけてもらえるとうれしいです」 
→教えていると動き回るのでそのあたりがわかりません。寒いときは、口頭で申
し出ていただくか、自分で暖房のスイッチをいれたり温度調節をして下さい。 
「ありがとうございました。幾何は好きな方なので楽しめました」 
→この講義が、自分の専門に一番近い内容を 

科目名 幾何学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 線形代数からホモロジーへ／河内明夫／培風館 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS07310 
実務経験のある教員  
達成目標 図形のベッチ数やオイラー標数の計算ができるようになること。 
受講者へのコメント 授業中にわからないことがあったら、ぜひ質問してほしい。 
連絡先 ２０号館５Ｆ 山崎正之研究室 masayuki＠mdas.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習で一番多かったのが「全くしなかった」の８名（36.4％）であ
った。演習プリントは配布しているのだが、三分の一の人は手をつけていないよ
うだ。宿題・レポートを増やすしかないのだろうか。 

英文科目名 Geometry II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 一部の人が、授業で扱う量が少ないと感じている。なにか、もう少しチャレンジ

ングな問題も用意してみたい。 



講義目的 実係数単体的ホモロジーの理論の基礎を解説する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 線分・三角形における重⼼座標について解説する。 

2 回 三角形における重⼼座標の応用について解説する。 
3 回 四面体における重⼼座標について解説する。 
4 回 単体と辺単体の概念を導入する。 
5 回 単体的複体の概念について説明する。 
6 回 単体的複体とその表す図形の関係について説明する。 
7 回 単体の向きの概念を導入する。 
8 回 鎖複体(1) 鎖複体の概念を導入する。 
9 回 鎖複体(2) 鎖複体の例を解説する。 
10 回 線形写像の核と像について復習する。 
11 回 行列の行基本変形と階数の計算方法について 

準備学習 1 回 ベクトルを用いた内分点の公式を思い出してくること。 
2 回 重⼼座標を求めること、また重⼼座標から点を求めることができるように
しておくこと。 
3 回 前回のプリントの課題を解いてくること。 
4 回 一次独立の概念を復習しておくこと。 
5 回 与えられた単体の辺単体が求められるようにしておくこと。 
6 回 複体の条件を憶えてくること。 
7 回 置換の符号について復習してくること。 
8 回 線形写像の定義を思い出してくること。 
9 回 線形空間の基底の概念について復習してくること。 
10 回 線形写像と行列の関係を復習し 

 



年度 2014 
授業コード FSS07410 
成績評価 課題(15％)・小テスト(15％)・定期試験(70％)で評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS07410 幾何学演習Ⅰ 
担当教員名 山崎 正之 
単位数 2 
教科書 曲線と曲面―微分幾何的アプローチ／梅原・山⽥／裳華房／978-4-785315313 
アクティブラーニング  
キーワード 曲線、曲面、曲率 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 レポート課題にしてくれというご希望がありましたが、丸写しするだけの人があ

るので消極的です。 
もっと積極的に問題をみんなが解けるしくみを探ってみるべきかもというご意
見がありました。ごもっともです。上のようなことを検討しています。 

科目名 幾何学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 曲線と曲面の微分幾何／小林昭七／裳華房 
授業形態 演習 
注意備考 幾何学Ⅰを同時に履修することが望ましい。 
シラバスコード FSS07410 
実務経験のある教員  
達成目標 式で与えられた曲線や曲面の図示や曲率の計算をすることができるようになる

こと。 
受講者へのコメント 問題をあらかじめ解こうとしてきてくれると嬉しいです。最後まで解けていなく

てもかまいません。 
連絡先 ２０号館５Ｆ 山崎正之研究室 masayuki＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業満足度で「やや不満」「不満」が１割あり、幾何学Ⅰより多かった。理由がわ
かりません。問題を解く人が固定化してしまうのも原因かもしれません。 

英文科目名 Exercise of Geometry I 
関連科目 幾何学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 自由記述でいくつか提案や意見があったので、以下のことを検討しています： 

今までの小テストを廃止し、数問の問題からなる中テストを実施する。その後、
すぐに回収し、丁寧な解説をおこなう。 

講義目的 リーマン幾何学の中⼼的概念である「曲率」について、主に平面や空間内の曲線・
曲面を題材として学習する。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 多角形の内角の和の公式を復習し、よりよい表現を⼯夫する。さらに閉折線
に関する公式への拡張を試みる。 
2 回 演習問題を通じて平面曲線の表示に関する説明を行う。 
3 回 演習問題を通じてパラメータ表示から速度ベクトルを求める方法について
説明する。 
4 回 演習問題を通じて弧⻑パラメータによる表示の求め方について説明する。 
5 回 演習問題を通じて、曲線の曲率の計算方法を説明する。 
6 回 演習問題を通じて、フルネの公式を確かめる。 
7 回 演習問題を通じて、閉曲線の回転数について解説する。 
8 回 演習問題を通じて 

準備学習 1 回 多角形の内角の和の公式について思い出してくること。 
2 回 円を式により表現する方法をいくつか思い浮かべてくること。 
3 回 この頃までに微積分の色々な公式を復習して表にしておくこと。 
4 回 方程式からパラメータ表示を求める練習をしておくこと。 
5 回 弧⻑パラメータの定義式を書けるようにしておくこと。 
6 回 曲率の公式を書けるようにしておくこと。 
7 回 曲率の計算ができるようにしておくこと。 
8 回 ３次元空間のベクトルについて復習しておくこと。 
9 回 空間曲線の曲率の定義を憶えてくること。 
10 回 双曲 

 



年度 2014 
授業コード FSS07511 
成績評価 定期試験 100%（集合と写像 25%，論理 25%，演算と代数系 25%，実数と極限

25%） 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜09) 
見出し FSS07511 幾何学演習Ⅱ 
担当教員名 ⻑渕 裕、山崎 正之、荒谷 督司、山崎 洋一 
単位数 2 
教科書 使用しない。プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 集合・写像・命題・全称記号・存在記号・同値関係・代数系・演算・連続性・極

限 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 幾何学演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考 数学分野で卒業研究する学科生は受講すること。 
シラバスコード FSS07511 
実務経験のある教員  
達成目標 集合の記法を用いて、命題の表現および変形ができる。 

写像の合成や置換に関する命題の証明を、定義に基づいて理解し自分でも書け
る。 
複数の命題の論理的関係を正しく判断し、特に全称記号・存在記号を含む命題を
論理記号を用いて書ける。 
代数的演算に関する一般的法則に基づいた証明が理解できる。合わせて同値類の
概念も理解できる。 
実数の連続性にもとづいた数列の極限や関数の性質の厳密な証明を理解し自分
でも書ける。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 5 階の基礎理学科数学分野４教員の研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise of Geometry II 
関連科目 数学要論・代数学 I・解析学 I 等 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 代数／解析／幾何などの専門にかかわりなく必要な「大学数学の基礎的事項」に



ついて、再度ていねいに確認し、演習することにより、4 年次に数学分野での卒
業研究を行うとき支障が生じないように備えることを目的とする。なお、これら
は 3 年次前期までの各数学科目の学習においても常に必要とされてきた空気の
ような事柄であるが、「計算」ではなく「考え方」についての根本的事項であるた
め、意識的に努力しないと十分な理解が難しく、大学数学のつまづきの要因とな
りがちな部分である。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 集合の記法、集合の包含関係および相等について、具体例を通して学習（復

習）し、演習する。 
2 回 集合の演算と写像について具体例を通して学習（復習）し、演習する。 
3 回 全射、単射および全単射について、具体例を通して学習（復習）し、演習す
る。 
4 回 命題の書き方と 7 つの論理記号について、具体例を通して学習（復習）し演
習する。 
5 回 論理結合子の正確な解釈と「和文数訳」のコツについて、具体例を通して学
習し演習する。 
6 回 「すべて」と「存在する」、一意的存在、全称記号と存在記号の使い方（特
に複数の全称記号 

準備学習 1 回 教科書の第一章 1.1 節をよく読んで予習しておくこと。 
2 回 第 1 回の内容を復習をするとともに、教科書の第一章 1.2 節をよく読んで
予習しておくこと。 
3 回 教科書の第一章 1.3 節の前半をよく読んで予習しておくこと。 
4 回 教科書の第二章 2.1 節の前半をよく読んで予習しておくこと。 
5 回 第 4 回の内容を復習するとともに、教科書の第二章 2.1 節の後半と 2.2 節を
よく読んで予習しておくこと。 
6 回 第 5 回の内容を復習するとともに、教科書の第二章 2.2 節をよく読んでお
くこと。 
7 回 第 4~6 回の内容（プリント 

 



年度 2014 
授業コード FSS07610 
成績評価 中間、期末の二回の試験と毎回の小問の成績の総合点による。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS07610 電気磁気学Ⅰ 
担当教員名 若村 国夫 
単位数 2 
教科書 電気磁気学入門・原康夫著・学術図書／978-4-873610399 
アクティブラーニング  
キーワード 電荷、電気的ひずみ（電界）、電位、クーロンの法則、導体、コンデンサー、誘電

体、絶縁体、分極、電束密度 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気磁気学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じてプリントを配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 本授業で行う範囲は、中学理科教員採用試験物理の出題範囲を含む。 
シラバスコード FSS07610 
実務経験のある教員  
達成目標 電荷の作る現象、電界、電位、コンデンサー、導体、半導体、絶縁体の物質の電

気的性質などの理解と中学理科教員採用試験内容程度の問題を解く方法を演習
を適宜交えて確かにする。 

受講者へのコメント  
連絡先 若村研究室 ７号館１階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electricity & Magnetism I 
関連科目 基礎物理学 I,II, 微分積分 I,II, 線形代数学 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気現象の基本的性質を実験を交えながら解説し、基本的問題を解いて、理解の

助けとする。教員採用試験問題も扱うので、理科中学教員希望者には受講を勧め
る。電気は眼に見えないので簡単な数式や図を用いての説明となるが、これに慣
れることが必要。現代科学を学ぶ者にとって必要不可欠な分野である。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  はじめに 

 電気磁気学を学ぶにあたっての勉強の仕方、現象のとらえ方、講義の進め方な
どについて説明する 



2 回  電荷と力（クーロンの法則） 
3 回  電荷の周囲にできる電気的ひずみ（電界）について 
4 回  ガウスの法則により電界を求める１ 
5 回  ガウスの法則により電界を求める２ 
6 回  電気ポテンシャル（電位）とは 
7 回  電気ポテンシャルを求める 
8 回  中間試験 
9 回  導体とその性質 
10 回  コンデンサーとその性質 
11 回  コンデンサーの接続と容量 
12 回  絶縁体と誘電的性質 
13 回 

準備学習 1 回  基礎物理学の復習 
2 回  基礎物理学の復習 
3 回  第二回の復習 
4 回  第三回の復習 
5 回  第四回の復習 
6 回  第五回の復習 
7 回  第六回の復習 
8 回  今までの復習 
9 回  今までの復習 
10 回  第九回の復習 
11 回  第十回の復習 
12 回  第十一回の復習 
13 回  第十二回の復習 
14 回  第十三回の復習 
15 回  第十四回の復習 

 



年度 2014 
授業コード FSS07710 
成績評価 ２回の試験と小問出題票成績との総合点。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS07710 電気磁気学Ⅱ 
担当教員名 若村 国夫 
単位数 2 
教科書 電気磁気学入門・原康夫著・学術図書 
アクティブラーニング  
キーワード 電流、オームの法則、キルヒホフの法則、合成抵抗、ローレンツ力、右ねじの法

則、アンペールの回路定理、フレミング左手の法則、電磁誘導、 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気磁気学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じてプリントを配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 電気磁気学は目で見たり、触れて感じたりできないので、概念をイメージし、こ

れに慣れるという努力が大切です。 
シラバスコード FSS07710 
実務経験のある教員  
達成目標 中学理科教員採用試験の問題が解ける、解法の方法を身につける。 
受講者へのコメント  
連絡先 若村研究室 ７号館１階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electricity & Magnetism II 
関連科目 微分積分学 I,II, 線形代数学 I, 基礎物理学 I,II の修得が望ましい 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気磁気学 I に引き続き、電流と磁気の現象を学ぶ。電気で物を動かすには多く

は磁気の現象を利用する。磁気を表すにはベクトル積を多用する。身近ではある
が、理解には慣れが必要である。必要な計算法は講義の中で説明する。教員採用
試験問題も扱う。現象を式で表し、これを解きながら理解する。中学理科教員採
用試験の電気の分野では一番出題率の高い領域であり、電気抵抗やオームの法則
は中学でも教えなくてはならない項目である。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  電流と電気抵抗 

2 回  オームの法則と合成抵抗 



3 回  電気回路とキルヒホフの法則 
4 回  ジュール熱と熱電現象 
5 回  磁石の性質と磁界 
6 回  磁界中の荷電粒子 
7 回  中間試験 
8 回   磁界を求める１（アンペールの回路定理） 
9 回  磁界を求める２（アンペールの回路定理） 
10 回  直線電流間に働く力とフレミング左手の法則 
11 回 磁性体 
12 回  磁束密度 
13 回  ファラデーの電磁誘導の法則 
14 回 相互誘導と自己誘導 
15 回  交流回路 

準備学習 1 回  電磁気学 I の復習 
2 回  第一回の復習 
3 回  第二回の復習 
4 回  第三回の復習 
5 回  第四回の復習 
6 回  第五回の復習 
7 回  第六回の復習 
8 回  これまでの復習 
9 回  第七回の復習 
10 回  第九回の復習 
11 回  第十回の復習 
12 回  第十一回の復習 
13 回  前回のの復習 
14 回  第十三回の復習 
15 回  第十四回の復習 

 



年度 2014 
授業コード FSS08311 
成績評価 演習時に割り当てられた解答内容と期末試験の成績。演習が中⼼になるので、毎

回の出席と割り当てられた問題の解答の実践で合格は容易になる。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜09) 
見出し FSS08311 物理学演習Ⅰ 
担当教員名 若村 国夫 
単位数 2 
教科書 問題用テキスト使用。必要な場合のみプリント配布。 
アクティブラーニング  
キーワード 力、仕事、エネルギー、運動、熱、波 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 改訂版高等学校・物理 I（数研出版）、教員採用試験中学校理科（一ツ橋書店） 
授業形態 演習 
注意備考 力学を中⼼とする高校物理 I の内容を「確実に理解するぞ」と云う姿勢および演

習で行うすべての問題を自分で解く努力が必要。理科Ｉを完全に習得するれば採
用試験理科物理の合格点獲得は間違い無し。教員採用試験理科の出題内容は高校
レベルであるので、大学生にはやさしい筈。高校時に物理を選択していなくとも、
本授業で十分合格に必要な力を養える筈。昨年度は遅刻者や欠席者が多かった。
このような受講者は採用試験はもとより本授業の合格点は取れない。⼼構えと続
ける努力が必要である。 

シラバスコード FSS08311 
実務経験のある教員  
達成目標 中学理科教員採用試験物理分野（力学が中⼼）の問題が解ける方法を身に付ける

こと。使用する問題テキストを十分マスターすることは、教員になり教える場合
にも大いに役立つ。 

受講者へのコメント  
連絡先 ７号館１階研究室（電話：０８６−２５６−９４０４） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise in Physics I 
関連科目 基礎物理学、力学、基礎数学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学理科教員採用試験に出題される物理分野のうち、最も多く出題される力学に

主眼を置き、内容の十分な理解と、問題を解くための考え方、解法の手順、計算



間違えの少ない計算手順などを示し、実地訓練を行う。このことにより、教員採
用試験に合格し教壇に立った場合に、必要な知識や生徒への分かり易い説明の仕
方なども身につけられる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 二回目からの講義の進め方を説明する。演習を交えた実力練成コースであ

るが、内容は中学理科教員採用試験の出題範囲の物理で、最も多く出題される力
学に的を絞る。授業時間の半分は若村による問題解法のポイントの説明、後の半
分は、前回当てられた受講生が、⿊板に解ける範囲で、その内容を書き、若村が
添削し、より良い方法を補うと云う方法の効果を説明する。必要時のプリント配
布、次回の問題解答者の割り当て法など。 
2 回 運動の表し方・の知識の復習と解法、簡単な計算の復習、次回解答問題の割
り当て 
3 回 力学・直線運動と加速度 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 分数やその加減乗除、ベクトルの加減、微分積分の意味などを復習する 
3 回 第 2 回の授業内容の復習 
4 回 第 3 回の授業内容の復習 
5 回 第 4 回の授業内容の復習 
6 回 第 5 回の授業内容の復習 
7 回 第 6 回の授業内容の復習 
8 回 第 7 回の授業内容の復習 
9 回 第 8 回の授業内容の復習 
10 回 第 9 回の授業内容の復習 
11 回 第 10 回の授業内容の復習 
12 回 第 11 回の授業内容の復習 
13 回 第 12 回の授業内容の復習 
14 回 第 13 回の授業内容の復習 
15 回 これまでの授業内容の復習 

 



年度 2014 
授業コード FSS08411 
成績評価 課題提出（３０％）、定期試験（７０％）あるいはレポート提出（７０％）で評価

を行う。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜09) 
見出し FSS08411 物理学演習Ⅱ 
担当教員名 財部 健一 
単位数 2 
教科書 日置善郎著・量子力学・吉岡書店 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 朝永振一郎著・「量子力学」・みすず書房 
授業形態 演習 
注意備考 定期試験あるいはレポート提出は１５回講義終了後に実施する。 
シラバスコード FSS08411 
実務経験のある教員  
達成目標 量子の理解と数学的取り扱い 
受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 3 階 財部研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise in Physics II 
関連科目 力学（前期開講科目） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 量子力学を学ぶための数学と例題を演習する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  量子力学を学ぶための数学（１）を説明する。 

2 回  量子力学を学ぶための数学（２）を説明する。 
3 回  量子力学を学ぶための数学（３）説明する。 
4 回  量子力学を学ぶための数学（４）説明する。 
5 回  演算子の固有値と固有関数（１）を説明する。 
6 回  演算子の固有値と固有関数（２）説明する。 
7 回  演算子の固有値と固有関数（３） 
8 回  古典力学における基本的な物理量（１）を説明する。 



9 回  古典力学における基本的な物理量（２）を説明する。 
10 回  古典力学における基本的な物理量（３）を 

準備学習 1 回  量子力学を学ぶための数学（１）の項目をよく学習しておくこと。 
2 回  量子力学を学ぶための数学（２）の項目をよく学習しておくこと。 
3 回  量子力学を学ぶための数学（３）の項目をよく学習しておくこと。 
4 回  量子力学を学ぶための数学（４）の項目をよく学習しておくこと。 
5 回  演算子の固有値と固有関数（１）の項目をよく学習しておくこと。 
6 回  演算子の固有値と固有関数（２）の項目をよく学習しておくこと。 
7 回  演算子の固有値と固有関数（３）の項目をよく学習しておくこと。 
8 回  古典力学にお 

 



年度 2014 
授業コード FSS08711 
成績評価 各教員のもとで行った実験やゼミのレポートなどの成績による。具体的には 

山崎ゼミ：レポートと実習の全体で評価する。 
森ゼミ：ゼミ形式で行う課題とパソコンを使用した実践形式の理解度による評価 
財部ゼミ：提出レポートによる。 
若村ゼミ：面接の準備状況と実験のレポートによる。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 基礎理学科(〜09) 
見出し FSS08711 物理学実験Ⅱ 
担当教員名 若村 国夫、財部 健一、森 嘉久、山崎 重雄 
単位数 2 
教科書 各ゼミは以下のようである 

山崎ゼミ：適宜資料を渡し、また教科書等を貸し出す。 
森ゼミ：適宜、プリント配布。 
財部ゼミ：資料を配布する。 
若村ゼミ：プリントを配布する 

アクティブラーニング  
キーワード ゼミ、自主性、実験の基礎 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学実験Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基本的にはこれまでに習った物理と化学の科目で使用した教科書や参考書だが、

ゼミにより、以下の準備もされている。 
山崎ゼミ：適宜貸し出しをする。 
財部ゼミ：資料を配布する。 

授業形態 実験実習 
注意備考 四年次に行う卒業研究との関係や自分の興味を良く考えること。ゼミ担当教員か

らは次の点も指摘されている。 
山崎ゼミ：分かり難いところは質問をしてほしい。 
財部ゼミ：本自然科学セミナー（財部担当）は実験である。 

シラバスコード FSS08711 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的には卒業研究をするにあたって必要な基礎的実験技術や知識、関係情報を

知ることと、自主的な授業への態度を身につける事だが、ゼミ担当の各教員は次
の目標を掲げる。 
山崎ゼミ：所属研究室の実験装置の原理を把握し、操作ができること。 
森ゼミ：Ｘ線回折の原理の理解とデータ処理ソフトの使用法の習得。 
財部ゼミ：分光の原理の理解、プラズマに親しむ、光電子の測定法に親しむ。 
若村ゼミ：実験で扱う原理の理解と実験装置の取り扱いや注意事項に慣れるこ



と。 
受講者へのコメント  
連絡先 担当教員の研究室： 

山崎、森：１４号館  
財部、若村：７号館 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Physics II 
関連科目 ゼミの内容に関係した３年次までに履修した科目の復習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 卒業研究をするにあたって必要な基礎的実験技術や知識、関係情報を知る。自主

的な授業への取組の態度を身につける。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 ３年次の関係科目の復習 

 



年度 2014 
授業コード FSS08811 
成績評価 １回目のは面接内容、２，３回目の実験での姿勢、提出レポートの内容の合計で

総合点を付ける。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜06) 
見出し FSS08811 物理学実験Ⅲ 
担当教員名 若村 国夫、財部 健一 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード ガイガーカウンター、自然放射線、自然風速、太陽電池、太陽エネルギー、熱電

素子、光、熱機関、電子状態、音、波、物質、電気、計測 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学実験Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎物理学 I,II の教科書 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験を行ったら早めにレポートにまとめることが必要である。 
シラバスコード FSS08811 
実務経験のある教員  
達成目標 物質の性質と自然エネルギーの結びつき、自然エネルギーの不規則さ、自然エネ

ルギーの大きさを体験を通して認識する。 
受講者へのコメント  
連絡先 若村研究室 ７号館１階（電：０８６−２５６−９４０４） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Physics III 
関連科目 基礎物理学 I,II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 実験を通して、自然現象の気まぐれさ、自然エネルギーによる発電量の小ささ、

物質の性質の有用性などを体験・認識し、実験しながら知る面白さと容易さを体
験する。今、注目されている放射能汚染や風力発電に関係した実際測定。ガイガ
ーカウンターやシンチュレーションカウンターの原理を学び、これらを用いて、
放射線の大きさを実感として認識する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  はじめに: 

  この授業で何を学び、どのように実験を行うのかを説明する。 



  最初の２回は自然現象を定量的に測定するために必要な基礎的物理量の  
測定をノギスやテスターを用いて全員が体験する。３回目からは下記の  テー
マを順次行う。実験は二名一組で行うので、組み分けをする。一テ  ーマ３回
を割り当て、第一回はテーマに関係した基礎的事柄と実験内容  について面接
を行い、２，３回で実験を行う。 
2 回 測定の基礎技術体験１（全員）： 基礎的物理量である⻑さに注目し、誤差や
精度の概念、物差しやノギスの原理 

準備学習 1 回  自然に見られるエネルギーへの関⼼を持つ 
2 回  基礎物理学の単位の項の復習 
3 回 分数計算や基礎物理学の電流の章の復習 
4 回  基礎物理学の関係する分野の復習 
5 回  基礎物理学の関係する分野の復習 
6 回  基礎物理学の関係する分野の復習 
7 回  基礎物理学の関係する分野の復習 
8 回  基礎物理学の関係する分野の復習 
9 回  基礎物理学の関係する分野の復習 
10 回  基礎物理学の関係する分野の復習 
11 回  基礎物理学の関係する分野の復習 
12 回  基礎物理学の関係する分野の復習 
13 回  基礎物 

 



年度 2014 
授業コード FSS09110 
成績評価 定期試験（７０％）小テスト・レポート等（３０％） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS09110 分析化学 
担当教員名 山崎 重雄 
単位数 2 
教科書 分析化学の基礎／佐竹・御堂・永廣／共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 化学平衡 化学反応 濃度 酸と塩基 分光 吸光光度法 最小二乗法 回帰

直線 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 分析化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各種初級の分析化学の教科書 
授業形態 講義 
注意備考 化学分野では化学反応速度と化学平衡の二つが反応の決定要素であるので、この

うちから平衡を取り上げて、特に平衡の取り扱いに熟達するまで講義する。数値
の取り扱いは、隣接する種々の学問分野にも影響することが多いので、これに習
熟させる目的でゼミ形式で演習問題を解く機会をもうけている。 

シラバスコード FSS09110 
実務経験のある教員  
達成目標 上記目的達成のために講義中にしばしば計算を演習させるし、また計算問題を課

題としたレポート等を課すことがある。最終的には平衡の概念および溶液中の現
象について把握させることとおよび数値の取り扱い能力を涵養させる。 

受講者へのコメント  
連絡先 １４号館３階山崎（重）研究室 

yamazaki@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Analytical Chemistry 
関連科目 基礎化学Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学平衡の取り扱い、特に式の展開と数値について把握させることおよび数値の

取り扱いに熟達させる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 溶液の濃度表示について説明する。 



2 回 電解質の水溶液について説明する。 
3 回 イオン平衡について説明する。 
4 回 酸と塩基について説明する。 
5 回 溶解平衡について説明する。 
6 回 沈殿平衡について説明する。 
7 回 酸化還元平衡について説明する。 
8 回 金属錯体の平衡について説明する 
9 回 容量分析法について説明する。 
10 回 吸光光度法について説明する。 
11 回 溶媒抽出について説明する。 
12 回 イオン交換平衡について説明する。 
13 回 クロマトグラフ法について説明する。 
14 回 相対標準偏差 

準備学習 1 回 溶液の濃度表示について計算練習をしてくること。 
2 回 電解質の水溶液について計算練習をしてくること。 
3 回 イオン平衡について説明するので計算練習をしてくること。 
4 回 酸と塩基について説明するので電離定数と pH の計算練習をしてくること。 
5 回 溶解平衡について計算練習をしてくること。 
6 回 沈殿平衡について計算練習をしてくること。 
7 回 酸化還元平衡について酸化還元電位の計算練習をしてくること。 
8 回 金属錯体の錯生成定数の計算練習をしてくること。 
9 回 容量分析法について説明するのでビューレット 

 



年度 2014 
授業コード FSS09310 
成績評価 課題提出(20 点)，中間試験(40 点)，定期試験(40 点)などで評価を行う。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS09310 物理化学Ⅰ 
担当教員名 森 嘉久 
単位数 2 
教科書 「大学の物理化学」／斎藤勝裕・林久夫共／裳華房／ 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 教材の準備をした効果があり、興味を持って受講していたようです。 

今後もそのあたりの⼯夫をするとともに楽しいだけではなく、しっかり考える教
材を準備したいと考えています。 

科目名 物理化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考 メールによる出席や課題提出を行っている。 
シラバスコード FSS09310 
実務経験のある教員  
達成目標 原子・分子の構成を理解して、その集合体である分子固体を量子化学の目で理解

することを目標とする。 
受講者へのコメント 以降も毎回予習の宿題を出して講義に取り組んでいただきたいと思います。 

人の物を写すのではなく自分で考えてまとめる癖をつけてください。 
連絡先 mori[at]das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 今年度から毎回予習の宿題を出したので、時間外での学習時間が増加しました。 
課題に積極的に取り組んでいる学生が多いためか、講義の達成度や満足度が向上
したように思われる。 

英文科目名 Physical Chemistry I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 講義内でのディスカッションを増やしていきたいと考えている。 
講義目的 物理化学は化学全般を理解するために常識として学んでいかなければならない。

原子・分子の構成と性質、それらの相互作用の仕方、分子の集合体の性質、エネ
ルギーの理解、熱力学など一見すると難しい内容を出来るだけ平易に講義する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  物理化学とはなにかについて説明する 



2 回  量子化学の基礎について学習する 
3 回  原子構造について学習する 
4 回  原子の性質について学習する 
5 回  化学結合について学習する 
6 回  分子構造について学習する 
7 回  物質の状態について学習する 
8 回  量子化学的な内容について復習する 
9 回  熱・仕事・エネルギーについて学習する 
10 回  エントロピーについて学習する 
11 回  ギブズエネルギーについて学習する 
12 回  溶液の性質について学習する 
13 回  酸・塩基の性質について学習する 
 

準備学習 1 回  物理化学について考えておくこと 
2 回  量子化学について調べておくこと 
3 回  原子構造について考えておくこと 
4 回  原子の性質について考えておくこと 
5 回  化学結合について考ええておくこと 
6 回  分子構造について考えておくこと 
7 回  物質の状態について考えておくこと 
8 回  これまでの内容を復習しておくこと 
9 回  エネルギーについて考えてこと 
10 回  エントロピーについて考えておくこと 
11 回  ギブズエネルギーについて考えておくこと 
12 回  溶液の性質について考えておくこと 
13 

 



年度 2014 
授業コード FSS09410 
成績評価 課題提出(20 点)，中間試験(40 点)，定期試験(40 点)などで評価を行う。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS09410 物理化学Ⅱ 
担当教員名 森 嘉久 
単位数 2 
教科書 「演習で納得！理⼯系学生のための化学基礎」／川泉文男／学術図書出版／978-

4-7806035523 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 物理化学Ⅰを履修しておくことが望ましい。メールによる出席や課題提出を行っ

ている。 
シラバスコード FSS09410 
実務経験のある教員  
達成目標 多くの学生が苦手としている数式に目を背けることなく、コンピューターを活用

してビジュアルに表すことで物理化学に出てくる数式の意味を理解出来るよう
になる 

受講者へのコメント  
連絡先 mori[at]das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physical Chemistry II 
関連科目 物理化学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理化学Ⅰでは入門的な内容で講義を行ったが、実際に理解するためには積極的

に演習を解く訓練が不可欠である。しかしながら物理化学は、微視的な理解をす
るため数多くの数式が用いられており、そのことが数式を苦手とする学生の意欲
を失くすことに通じている。そこで本講義では演習問題を解く際に、その数式を
いかにビジュアルに見せて理解しやすくするかを目的としている。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションをおこなう 



2 回 数式処理ソフトウェアーMaxima について学習する 
3 回 Maxima の基本的な使用方法について学習する 
4 回 Maxima を使用して 2，3 次元のプロットを学習をする 
5 回 気体の性質に関する演習問題ついて学習する 
6 回 凝集体の構造に関する演習問題ついて学習する 
7 回 原子の構造に関する演習問題ついて学習する 
8 回 これまで学習した内容を復讐する 
9 回 化学結合に関する演習問題ついて学習する 
10 回 分子構造に関する演習問題ついて学習する 
11 回 熱力学第一法 

準備学習 1 回  特になし 
2 回 数式処理ソフトウェアーMaxima について調べておく 
3 回 Maxima の基本的な使用方法について調べておく 
4 回 Maxima の 2，3 次元プロットについて調べておく 
5 回 気体の性質について調べておく 
6 回 凝集体の構造について調べておく 
7 回 原子の構造について調べておく 
8 回 これまで学習した内容について調べておく 
9 回 化学結合について調べておく 
10 回 分子構造について調べておく 
11 回 熱力学第一法則について調べておく 
12 回 熱力学第二法則について調べておく 
13 回 

 



年度 2014 
授業コード FSS10911 
成績評価 実践活動とそのレポートの内容（50%）、発表会（20%）、最終試験（30%）によ

って評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 基礎理学科(〜09) 
見出し FSS10911 生物学実験Ⅱ 
担当教員名 山崎 正之、小林 祥一、山口 一裕、伊代野 淳、森 嘉久、山崎 重雄、齋

藤 達昭 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 理科 数学 授業補助 実験補助 学習支援 

教職 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学実験Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指導する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 基礎理学科理数系教員コースの学生は必ず授業実践演習Ⅰか授業実践演習Ⅱを

受講すること。 
教職基礎演習未履修の学生は登録できませんがボランティアとして参加するこ
とは可能です。 

シラバスコード FSS10911 
実務経験のある教員  
達成目標 教師に必要な知識と技術を身につけること 

コミュニケーション能力を身につけること 
中学校や高校での授業や実験に必要な知識と技術を身につけうこと 

受講者へのコメント  
連絡先 山崎正之（20 号館 5 階） 

小林祥一（7 号館 6 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Biology II 
関連科目 教職基礎演習、教職の関連する基礎科目と実験科目（理科） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 将来教職を目指す学生に中学校や高校の授業での実践的な体験活躍の機会を与

える授業である。授業や実験の補助や放課後の学習支援を通して教師に必要な知



識と技術を身につけることができる。 
現場を多く経験することによりスムースに 4 年時に実施される教育実習が行え
るようにする。 
授業体験などによって得られた知識や感想を発表する情報交換会を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする。 担当科目の決定 数学と理科 

2 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
3 回 付属中学校および高校等での授業補助・実験補助，授業実践・実験実践 
4 回 付属中学校および高校等での授業補助・実験補助，授業実践・実験実践 
5 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
6 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
7 回 活動内容を発表する。 
8 回 まとめ 実践活動の報告書を作成する。 

準備学習 オリエンテーションには必ず出席すること。 
授業補助・実験補助などの活動前には事前打ち合わせを行うので参加者は必ず出
席すること。授業内容について事前に教科書や参考書を読み，簡単な授業計画案
を作成すること。 
活動終了後は必ず報告書を作成すること。 

 



年度 2014 
授業コード FSS11711 
成績評価 実習・実験のレポート（60%）、課題テーマ研究のレポートと発表会（30%）、最

終試験（10%）によって評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 基礎理学科(〜09) 
見出し FSS11711 地学特別ゼミナール 
担当教員名 北岡 豪一＊、小林 祥一、山口 一裕、伊代野 淳、齋藤 達昭 
単位数 2 
教科書 適宜指導する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生物科学，地球科学，情報宇宙，卒業研究のプレゼミ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学特別ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指導する。 
授業形態 演習 
注意備考 総合理学コースか教員コースかの所属とは関係なく，生物分野, 地学分野か宇宙

情報分野で卒業研究を希望する学生は必ず受講すること。 
その他の分野を希望する者は基本的には受講できないので、履修登録時に注意す
ること。 

シラバスコード FSS11711 
実務経験のある教員  
達成目標 それぞれの分野の基本的な知識と技術を修得する。 

自分でテーマを決めて，実験計画を立案し，資料調査や実習・実験を実施し，結
果をレポートとして取りまとめる能力を得る。 
得られた成果を発表する能力を得る。 

受講者へのコメント  
連絡先 生物分野：齋藤達昭 saito[アットマーク]das.ous.ac.jp 

地学分野：山口一裕 yamaguti[アットマーク]das.ous.ac.jp 
情報宇宙分野：伊代野淳 iyono[アットマーク]das.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar in Geology 
関連科目 これまで学習してきた地球科学，生物科学と情報宇宙分野の科目全体 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 卒業研究で必要な生物学，地球科学および情報宇宙の基本的知識と技術を修得す

ることを目的にする。これらの分野および担当教員の研究室で卒業研究を行うこ



とを希望する学生が受講対象者である。プレゼミ形式の授業になるので，他分野
希望の学生は受講しないこと。 
授業方法としては，はじめは分野合同に実験・実習を行う。それぞれの分野共通
の知識や技術を習得する。次に研究室ごとにゼミ形式で行う。 
さらに、受講生は各自(各グループでも可）でテーマを決め、それに関する実習実
験や調査を行い、レポートを作成して，成果を発表する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする。 受講についての説明をする。 

この講義を受講希望する者は，必ず出席する必要がある。 
2 回 野外調査 1 地球科学，生物科学と情報宇宙分野での研究に必要な基本的な
知識と技術を習得する 
3 回 野外調査 2 地球科学，生物科学と情報宇宙分野での研究に必要な基本的な
知識と技術を習得する 
4 回 野外調査 3 地球科学，生物科学と情報宇宙分野での研究に必要な基本的な
知識と技術を習得する 
5 回 野外調査 4 地球科学，生物科学と情報宇宙分野での研究に必要な基本的な
知識と技術を習得する 
6 回 野外 

準備学習 この授業は，卒業研究前のプレゼミであるので，これまで受講してきた授業のよ
うに受け身ではなく，自ら積極的に活動することが要求される。 
実習，実験前には準備学習の内容を連絡するので，十分予習することが大切であ
る。 
さらに，実習，実験後にはレポート作成を行う。 
また，課題テーマ研究では自らテーマを決めて，研究する姿勢が要求されるので，
十分な下調べが必要となる。 

 



年度 2014 
授業コード FSS11911 
成績評価 実習・実験に対する態度(20%)と報告書(80%)により評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜09) 
見出し FSS11911 地学実験Ⅱ 
担当教員名 山口 一裕、小林 祥一 
単位数 2 
教科書 実験毎にプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 地質調査、水文調査、環境問題、物理探査法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学実験Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 卒業研究で地球環境(地学)分野を希望する学生は必ず受講すること。 
シラバスコード FSS11911 
実務経験のある教員  
達成目標 野外実習と室内実験により地球科学の野外調査および室内実験の基本と考え方

を習得する。 
①野外で露頭や採石場を見学して実際に地層や岩石の産状を見て，その成り立ち
について考えてみる。 
②地質調査の基礎を身につける。 
③水文調査法の基礎を身につける。 
④岩石薄片の作成法を見につける。 
⑤物理探査法を身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 山口 研究室 7 号館 1 階 yamaguti〔アトマーク〕das.ous.ac.jp 北岡 研究室 

7 号館 3 階 kitaoka〔アトマーク〕das.ous.ac.jp 小林 研究室 7 号館 6 階 
kobayashi〔アトマーク〕das.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Geology II 
関連科目 地質学、鉱物科学、環境地球化学、陸水の科学など 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 鉱物学、地質学、陸水学および地球物理学におけ基本的な実験を行う。実験計画、

実験方法、報告書のまとめ方を学び、野外実習、地学特別ゼミナールとあわせて、



４年次の卒業研究への導入としたい。4 月か 5 月の土曜日に野外実習を行う予定
である。必ずこの実習に参加すること。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  野外調査法 1 香川県豊島の地質調査 
3 回  野外調査法 2 香川県豊島の岩石調査 
4 回  野外調査法 3 香川県豊島の水文調査 
5 回  岩石薄片製作 岩石の選定と岩石チップ作成 
6 回  岩石薄片製作 一次研磨(片面研磨とスライドガラスへの接着） 
7 回  岩石薄片製作 二次研磨(薄片にする） 
8 回  岩石薄片製作と顕微鏡観察 とスケッチ 
9 回  物理探査法１ 電気探査の理論 
10 回  物理探査法２ 実験 
11 回  物理探査法３ データ整理と解釈 
12 回  ダルシーの実験 
13 

準備学習 1 回  このシラバスを読んで授業内容を把握すること。 
2 回  地質調査の方法を復習すること。配布資料で豊島の地質について勉強し
ておくこと。 
3 回  配布資料で豊島の岩石(火山岩）について勉強しておくこと。 
4 回  配布資料で豊島の水について勉強しておくこと。 
5 回  採集した岩石の整理をしておくこと 
6 回  薄片の作成方法をまとめておくこと 
7 回  薄片の作成方法をまとめておくこと 
8 回  偏光顕微鏡の見方を復習すること。 
9 回  物理探査法とは何か？調べておくこと。 
10 回  野外での実習を行うので準備 

 



年度 2014 
授業コード FSS13710 
成績評価 毎時間の小テスト(50%) 及び定期試験 (50%)で評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS13710 生物化学 
担当教員名 齋藤 達昭 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生化学・代謝系・酵素の活性調節 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 レーニンジャーの新生化学 川崎 敏祐編 廣川書店 
授業形態 講義 
注意備考 毎時間の予習と復習が必須である。 
シラバスコード FSS13710 
実務経験のある教員  
達成目標 生物の基本になるメインの代謝系を理解する。 

それぞれの代謝系どうしのつながりを把握する。 
酵素による代謝系の調節のしかたを学ぶ。 

受講者へのコメント  
連絡先 斎藤研究室 7 号館 2F 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biological Chemistry 
関連科目 有機化学 I, II ・生命科学 I, II・分子生物学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物の基本的な代謝を中⼼にして講義する。 

本講議では、代謝経路の暗記を目的とせず、特にそれぞれの代謝の機能と関連性
を理解することを目標とする。 
また、酵素によるそれぞれの代謝系の調節について力点をおいて講義する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  イントロダクションで、講義の進め方を説明した後、水の性質について説

明する。 
2 回  細胞を構成している化学成分 I（糖・脂肪・核酸）について説明する。 
3 回  細胞を構成している化学成分 II (タンパク質）について説明する。 



4 回  酵素について説明する。 
5 回  消化と吸収について説明する。 
6 回  解糖系について説明する。 
7 回  糖の新生について説明する。 
8 回  TCA 回路について説明する。 
9 回  電子伝達体について説明する。 
10 回  脂肪の分解について説明する。 
11 回  タンパク質の 

準備学習 1 回  シラバスをよく読んで授業の進め方を理解すること。 水にはどのような
特徴があるのかを調べてくること。 
2 回  細胞を構成している脂肪と核酸の種類を調べてくること。 
3 回  生物で使用されるアミノ酸の種類と構造について調べてくること。 
4 回  酵素の性質について調べてくること。 
5 回  三大栄養素の消化・分解と吸収の過程を調べてくること。 
6 回  解糖系の代謝経路について調べてくること。 
7 回  解糖系と糖の新生の代謝経路はどこが違うのかを調べてくること。 
8 回  TCA 回路の代謝経路について調べてく 

 



年度 2014 
授業コード FSS14210 
成績評価 習得テスト 50%、定期試験 50%により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS14210 分子生物学 
担当教員名 齋藤 達昭 
単位数 2 
教科書 使用しない。毎回、プリント（資料）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 物質輸送、エネルギー代謝、遺伝子発現、タンパク質合成、有性生殖 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 分子生物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 B アルバーツら著／中村 桂子ら監訳／エッセンシャル細胞生物学・第３版／

（南江堂） 
授業形態 講義 
注意備考 習得テストは毎回の講義時間内に行う。定期試験は定期試験期間中に行い、試験

形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSS14210 
実務経験のある教員  
達成目標 ①分子および細胞レベルでの生体物質の流れを理解できるようになる。 

②生体エネルギーの生産と消費の流れを理解できるようになる。 
③遺伝情報の発現と制御の流れを理解できるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 2F 齋藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Molecular Biology 
関連科目 生命科学 I および II を受講していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生命体がもっている「物質の流れ」、「エネルギーの流れ」、および「情報の流れ」

を分子および細胞レベルで理解することを目的とする。生体構成分子の構造と機
能、細胞内外への物質輸送、エネルギー生産と消費、遺伝子発現と制御、有性生
殖の分子機構などについて、わかりやすく解説することを目指す。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。生体有機分子Ⅰ：糖の構

造、および機能について説明する。 



2 回 生体有機分子Ⅱ：脂質の構造、および機能について説明する。 
3 回 生体有機分子Ⅲ：タンパク質の構造、および機能について説明する。 
4 回 生体有機分子Ⅳ：核酸の構造、および機能について説明する。 
5 回 生体膜を通しての物質輸送について説明する。 
6 回 細胞内における物質輸送について説明する。 
7 回 生体が有機分子の分解によってエネルギーを得るしくみを説明する。 
8 回 ミトコンドリアによるエネルギー生 

準備学習 1 回 シラバスを読み全体の学習過程を把握しておくこと。単糖類、二糖類、多糖
類にどのような種類の物質があるか準備学習をしておくこと。 
2 回 脂肪酸、脂質にどのような種類の物質があるか準備学習をしておくこと。 
3 回 アミノ酸、タンパク質にどのような種類の物質があるか準備学習をしてお
くこと。 
4 回 ヌクレオチド、核酸にどのような種類の物質があるか準備学習をしておく
こと。 
5 回 細胞膜の構造と膜タンパク質の機能について調べておくこと。 
6 回 シグナルペプチドとは何か、微小繊維や微小管とは何か、について準備学習
をし 

 



年度 2014 
授業コード FSS15310 
成績評価 研究の具体的内容と卒業論文あるいはそれに変わるもの（指導教員による評価：

６０％）、プレゼンテーションと研究内容（発表会参加教員による客観評価：４
０％）を総合して評価し６０％以上を合格とする。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 基礎理学科(〜11) 
見出し FSS15310 卒業研究 
担当教員名 山崎 正之、荒谷 督司、若村 国夫、小林 祥一、財部 健一、曽我 雅比児、

山口 
単位数 8 
教科書 配属された教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答 興味あるテーマを考え・調べ・まとめる難しさと楽しさを味わくことができまし

た等の感想をいただき指導教員として喜んでいます。 
科目名 卒業研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 配属された教員の指示による。 
授業形態 実験実習 
注意備考 卒業研究は、配属された教員の指導にしたがって研究室ごとに行う。 

学習時間は合計で、470 時間以上が必修条件である。 
シラバスコード FSS15310 
実務経験のある教員  
達成目標 1.学習計画を立て、それに沿って研究ができる。 

2.必要な情報を自分で獲得する手段を知り、実行できる。 
3.指導教員の補助・助言により自主的に解決方法を考えることができる。 
4.複数の解決方法を比較検討できる。 
5.課題に対して、背景、研究目的などを具体的に記述できる。 
6.論理的な記述ができる。 
7.プレゼンテーションソフトなどを利用して、発表ができる。 
8.質問を理解して、的確な返答ができる。 

受講者へのコメント 自分なりに教職の魅力を発見し、教師像を作っていってください。 
連絡先 所属研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 おおむね妥当な評価と思います。大変参考になります。 
英文科目名 Graduation Thesis 
関連科目 基礎理学科のすべての科目 + B、C、D 群科目 



次回に向けての改善変更予定 指摘された点を踏まえて努力・⼯夫します。 
講義目的 研究室に配属され 1 年間を通じて研究を行う。研究室の指導教員のもとで、これ

まで総合的に学んだ、数学、情報、物理、化学、生物、地学、現代教育の各分野
の知識をもとに、各自の適正にあった専門分野を選択し、その分野の、あるいは
複数分野が融合した学際領域の課題を解決できる能力を養うことを目的として
いる。卒業論文あるいはそれに変わるものの作成、研究発表を通して、自主的に
学習を継続することの能力、日本語による記述力、コミュニケーション能力を養
うことも重要な目的である。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 各研究室によって異なるので、指導教員の指示に従うこと。 

 



年度 2014 
授業コード FSS15910 
成績評価 期末試験の得点と毎回の小問の成績との合計点 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS15910 光自然科学 
担当教員名 若村 国夫 
単位数 2 
教科書 プリントを配布 
アクティブラーニング  
キーワード 光、波、屈折、干渉、回折、エネルギー、レンズ、分極、物質の発光、太陽電池

の原理、光触媒、生物の発光、光合成 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 光自然科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 光学の入門書、他に「光と生物」関係の入門書 
授業形態 講義 
注意備考 中学理科教員希望者には受講を薦める。 
シラバスコード FSS15910 
実務経験のある教員  
達成目標 高校物理Ｉの範囲を含む光学と波の基礎を理解し、身につける。これらを基礎に

して、物質や化学反応、生物で生ずる各種光学現象を知り、理解する。具体的に
は光の基礎知識の習得と、これを用いた中学理科教員採用試験の光、波の分野の
問題を解く力を身に付ける。 

受講者へのコメント  
連絡先 若村研究室 ７号館１階（電話：０８６−２５６−９４０４） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Optical Science in Nature 
関連科目 一年次の基礎物理学 I,II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ①高校物理Ｉの範囲を含む光および波の基本的性質と光学装置などの理解。 

②物質や化学反応、生物に現れる光学的現象の紹介と①で得た知識でこれらを説
明理解できることを示す。具体的には、光の基礎的性質から学び、これを応用し
た光学機器、物質で生じる物理現象や化学反応、生物に現れる光の現象の理解、
さらに、教員採用試験中学理科の物理分野「光、波」に関する問題に解答できる
知識や考え方を身につける。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 どのように講義を進めるかを説明する。本講義は教員採用試験中学理科物
理の出題範囲のうち、光、波をほぼ含むこと、関係した問題を解くことで理解を
確実にすること,実験を混ぜながら講義を進めることで、より身近に感ずる内容
にすることなどを紹介する。 
2 回  光学の歴史と身近な光の現象 
3 回  光の屈折、反射（光線としての光） 
4 回  屈折を利用した光学装置とレンズの性質 
5 回  レンズを利用した光学装置（顕微鏡と望遠鏡） 
6 回  波としての光（電磁波、偏光、光速） 
7 回  回折と干渉 
8 回  回折と干渉を利用し 

準備学習 1 回  特に無し 
2 回  特に無し 
3 回  第 2 回の復習 
4 回  第 3 回の復習 
5 回  第 4 回の復習 
6 回  第 5 回の復習 
7 回  第 6 回の復習 
8 回  第 7 回の復習 
9 回  第 8 回の復習 
10 回  第 9 回の復習 
11 回  第 10 回の復習 
12 回  第 11 回の復習 
13 回  第 12 回の復習 
14 回  第 13 回の復習 
15 回  第 14 回の復習 

 



年度 2014 
授業コード FSS16010 
成績評価 課題提出（３０％）、定期試験（７０％）により行なう 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS16010 力学 
担当教員名 財部 健一 
単位数 2 
教科書 ⼾⽥盛和箸 「力学」 岩波書店／978-4-000076418 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 力学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に指示する 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は１５回講義終了後実施する。 日時については授業中に指示する。 
シラバスコード FSS16010 
実務経験のある教員  
達成目標 力学に関する基本概念の理解、数理的取扱い 
受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 3 階 財部研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Classical Dynamics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 力学は身近な現象の他、原子・分子、物質、宇宙や生命等の理解をする基礎であ

り、自然界を法則的にかつ数理的に理解する点に特徴ある。本講義でいう「数理
的に理解する」とは、微分積分学を用いることでもある。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。 ニュートン力学を概観する。 

2 回  質点の運動とベクトル演算を説明する。 
3 回  運動の３法則を説明する。 
4 回  単振動、強制振動、減衰振動を説明する。 
5 回  仕事とポテンシャルを説明する。 
6 回  力学的エネルギー保存則を説明する。 
7 回  万有引力を説明する。 



8 回  相対運動を説明する。 
9 回  運動量・角運動量保存則を説明する。 
10 回  ２体問題を説明する。 
11 回  慣性モーメントを説明する。 
12 回  弾性体の力学を説明する。 
13 回  解析力学を説明する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 質点の運動とベクトル演算について教科書を予習しておくこと。 
3 回 運動の３法則についてその内容を教科書で予習しておくこと。 
4 回 単振動、強制振動、減衰振動についてその内容を教科書で予習しておくこ
と。 
5 回 仕事とポテンシャルについてその内容を教科書で予習しておくこと。 
6 回 力学的エネルギー保存則についてその内容を教科書で予習しておくこと。 
7 回 万有引力についてその内容を教科書で予習しておくこと。 
8 回 相対運動についてその内容を教科書で 

 



年度 2014 
授業コード FSS16110 
成績評価 課題提出(３０％）、定期試験（７０％）あるいはレポート提出（７０％）で評価

を行う。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS16110 量子科学 
担当教員名 財部 健一 
単位数 2 
教科書 日置善郎著・量子力学・吉岡書店／978-4-842702974 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 量子科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 朝永振一郎著・「量子力学」・みすず書房 
授業形態 講義 
注意備考 定期試験あるいはレポート提出については１５回講義終了後に指示する。 
シラバスコード FSS16110 
実務経験のある教員  
達成目標 古典量子論、シュレディンガ−方程式の取り扱い 
受講者へのコメント  
連絡先 ７号館 財部研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Quantum Science 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ミクロ世界の電子等の振舞いを記述しているのが量子力学である。この講義では

量子力学を通観する。インターネットで「量子の世界」を調べてみよう。超伝導
や半導体等の物質の世界はもちろん，生命，宇宙，情報が量子の言葉で語られよ
うとしていることに気付いて驚く。創造と想像が織りなす科学である。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  古典力学から量子力学へ（１）を概説する。 

2 回  古典力学から量子力学へ（２）を概説する。 
3 回  シュレディンガ−方程式（１）を説明する。 
4 回  シュレディンガ−方程式（２）を説明する。 
5 回  シュレディンガ−方程式（３）を説明する。 



6 回  シュレディンガ−方程式（４）を説明する。 
7 回  １次元での束縛状態（１）を説明する。 
8 回  １次元での束縛状態（２） 
9 回  １次元での束縛状態（３）を説明する。 
10 回  １次元での束縛状態（４）を説明する。 
11 回  量子力学の基本構成（１）を 

準備学習 1 回 古典力学から量子力学へ（１）に関する項をよく予習しておくこと。 
2 回 古典力学から量子力学へ（２）に関する項をよく予習しておくこと。 
3 回 シュレディンガ−方程式（１）関する項をよく予習しておくこと。 
4 回 シュレディンガ−方程式（２）に関する項をよく予習しておくこと。 
5 回 シュレディンガ−方程式（３）に関する項をよく予習しておくこと。 
6 回 シュレディンガ−方程式（４）に関する項をよく予習しておくこと。 
7 回 １次元での束縛状態（１）に関する項をよく予習しておくこと。 
8 回 １次元での束縛状態（ 

 



年度 2014 
授業コード FSS16210 
成績評価 授業時間内に行うレポート（15 回：45％）と最終試験（55％）によって成績を評

価する。60 点以上を合格とするが， 70 点以上を目標に勉強することを望む。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS16210 植物生理学 
担当教員名 藤⽊ 利之 
単位数 2 
教科書 なし 資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 植物細胞・光合成・代謝・植物ホルモン・成⻑・生殖 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・配布資料の閲覧期間を 1 週間としたのが短かったとのことですので、今後は 2

週間に延⻑します。しかし、初めに 1 週間と告げていたので、その期間に DL し
なかったのは怠慢であると思います。 
・小テストは今後返却し、模範回答も示すようにいたします。 
・時間がなく、印刷する紙がないので、配布資料は紙媒体で配布して欲しいとの
ことですが、初めにポータルサイトで PDF で配布することを告げています。時
間と紙は各自用意してください。 

科目名 植物生理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS16210 
実務経験のある教員  
達成目標 植物が生きていくために行っている生理機能・生命維持機能を理解する。 
受講者へのコメント 特になし。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総じて良好であると感じた。 
英文科目名 Plant Physiology 
関連科目 生態学 
次回に向けての改善変更予定 専門外の授業ということもあり、授業準備の不備が多々あり、受講者に迷惑をか

けてしまった。今後はこれを生かし授業を行いたい。 
講義目的 移動できない植物にとって環境変化の影響が大きい。そのため、植物は様々な生

理機能を備えている。本講義では、それらの生理機能を理解することを目的とす
る。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 植物生理学とは： 

植物生理学とはどのような分野であるのか、本講義で取り扱う内容について概略
を説明するとともに、植物の起源についても言及する。 
2 回 植物の構造： 
植物の基本構造について説明する。 
3 回 細胞分裂と細胞成⻑： 
植物の形態形成の基本となる細胞はどのように分裂し成⻑しているのか、そのメ
カニズムについて説明する。 
4 回 生殖： 
植物はどのように子孫を残そうとしているのか、その生殖のメカニズムについて
説明する。 
5 回 遺伝子の発現と情報伝達： 
遺伝子の情報が細胞の構造および機能にどのように変換 

準備学習 1 回 植物生理学とは： 
植物生理学とはどのようなものか、図書館の蔵書、web 等で確認しておくこと。 
2 回 植物の構造： 
植物の構造について、図書館の蔵書、web 等で確認しておくこと。 
3 回 細胞分裂と細胞成⻑： 
植物細胞の分裂過程について、図書館の蔵書、web 等で確認しておくこと。 
4 回 生殖： 
植物の生殖方法について、図書館の蔵書、web 等で確認しておくこと。 
5 回 遺伝子の発現と情報伝達： 
遺伝情報を伝達するメカニズムについて、図書館の蔵書、web 等で確認しておく
こと。 
6 回 代謝： 
植物の代謝につい 

 



年度 2014 
授業コード FSS16311 
成績評価 定期試験およびレポートの結果により評価する。採点の基準は 100 点満点のうち

60 点以上を合格とする。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS16311 動物生理学 
担当教員名 清水 慶子 
単位数 2 
教科書 特に指定しない。必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ホメオスタシス、細胞、組織、器官、血液、代謝、環境、免疫、生殖、内分泌 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物生理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 動物生理学/菅野富夫・⽥谷一善編（朝倉書店）動物生理学/クヌート・シュミッ

ト ニールセン著（東京大学出版会） 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。講義計画は予定なの

で、変更が有り得る。 
シラバスコード FSS16311 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)動物の生理現象とメカニズムを体系的・総合的に理解すること 

(2)様々な動物の生理機能を比較、その特徴について説明できること 
(3)動物の環境適応について概説できること 

受講者へのコメント  
連絡先 清水研究室 28 号館 2 階  shimizu@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Animal Physiology 
関連科目 動物生理生化学実験、動物比較解剖学、動物機能解剖学も履修することにより理

解が深まる。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 動物の体は様々な制御機構により統合的に制御され恒常性が維持されている 。

体液調節、血液循環、運動制御、呼吸、代謝、神経系、免疫系、内分泌系 などに
ついて、細胞・組織から器官・個体のレベルまで、総合的な視点でその基礎と概
論を講じる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 イントロダクション。動物生理学の概要および講義の進め方を説明する。 
2 回 生体を構成する物質について、実例をあげながら説明する。 
細胞の構造と機能について説明する。 
3 回 血液と血液循環について、図示しつつ説明する。 
水と浸透圧について図示しつつ説明する 
4 回 呼吸器系について、その構造と機能を解説する。 
5 回 消化器系について、その構造と機能を解説する。 
様々な動物の排泄について例に挙げ説明する 
6 回 栄養とエネルギー代謝について、実例をあげながら説明する。 
7 回 内分泌系について、その構造と機能 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 生体を構成する物質、細胞の構造と機能について参考書等で予習しておく
こと。 
3 回 血液と血液循環について参考書等で予習しておくこと。 
4 回 呼吸器系、とくにさまざまな動物の呼吸器系の特徴について参考書等で予
習しておくこと。 
5 回 消化器系について参考書等で予習しておくこと。 
6 回 栄養とエネルギー代謝についてついて参考書等で予習しておくこと。 
7 回 内分泌系や様々な動物のホルモン制御について復習しておくこと。 
8 回 生殖器系の構造について参考 

 



年度 2014 
授業コード FSS16510 
成績評価 小テスト５０％、定期試験５０％ 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス SA(〜14) 
見出し FSS16510 微分積分学演習Ⅰ 
担当教員名 中島 惇＊ 
単位数 2 
教科書 基礎コース 微分積分 第２版/坂⽥定久・萬代武史・山原英男/学術図書／978-

4-780600681 
アクティブラーニング  
キーワード 微分、合成関数の微分、テーラー展開、不定積分、定積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 演習でのヒントや解答にもう少し時間を取りたいと思います。 
科目名 微分積分学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FSS16510 
実務経験のある教員  
達成目標 １変数関数の微分積分学についての基本的な問題が解けることを目標とする。 
受講者へのコメント 自分の理解度に応じて予習復習の時間の使い方を考えるとともに、できる限り見

やすいところに着席してください。 
連絡先 ２５号館７階非常勤講師室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ８５％の受講生が授業時間外学習に取り組み、宿題や支持された課題以外の学習
をしていると回答しているが、その状況が演習を通して確認できないのは残念で
す。 

英文科目名 Exercises of Calculus I 
関連科目 微分積分学 I を必ず履修のこと。 
次回に向けての改善変更予定 講義中に、上記の「受講者根のコメント」を何回か注意したい。 
講義目的 具体的な問題を通して、微分積分学 I の講義内容の理解を高めることを目的と

する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 微分積分学 I の各回の授業内容に対応する教科書にある問題を練習しておくこ

ととする。 
 



年度 2014 
授業コード FSS16520 
成績評価 主評価を定期試験の成績 90 点満点とし、中間小テストを 5 点満点及びレポート

を 5 点満点とし、総計 100 点満点中 60 点以上を合格の基準とする。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス SB(〜14) 
見出し FSS16520 微分積分学演習Ⅰ 
担当教員名 ⻄中 恒和＊ 
単位数 2 
教科書 坂⽥定久、萬代武史、山原英男共著 「微分積分」 学術図書出版社／978-4-

780600681 
アクティブラーニング  
キーワード 関数、極限、微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  大学での学習は、自分で考え、知識を獲得していくことが基本です。「教わる」

から「自ら学ぶ」への学習姿勢の転換を意識して得ください。特に数学は、その
姿勢が求められます。講義を聞くだけで、全部分かったと思えることは、既に（自
分が）分かっているであると考えられます。 

科目名 微分積分学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 演習 
注意備考 主評価となる試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験である。 
シラバスコード FSS16520 
実務経験のある教員  
達成目標 微分積分学Ⅰの演習である。以下のことができるようになること 

１）極限値の概念が理解でき、数列及び関数の極限値を求めることができること 
２）初等関数（有理関数、三角関数、指数・対数関数）の導関数を求め、そのグ
ラフの概形を描けること 
３） 関数の高次導関数を利用してテイラー展開ができること 

受講者へのコメント  講義に主体的に取り組む姿勢を意識してください。教科書、配布プリントを利
用して予習・復習に今以上に時間を使うようにしましょう。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  設問 E において、「理解しやすいように・・・」に約３２％の学生が考慮して
欲しいとしている。自主学習への姿勢を持ってもらうために、講義の中で、教科
書の読み方等も指導してきたが、自由書き込みの中に、「教科書を自分で読んで
理解していければ、先生は必要ない」との趣旨のものもあった。一方で、授業で
扱う量が少ない（約９％）、レベルを高くして欲しいとの要望（２％）も見られ
る。高校から大学へ学習姿勢の移行、学力のばらつきに対する一層の配慮が必要



と思われる。 
英文科目名 Exercises of Calculus I 
関連科目 微分積分学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  自主学習の課題を強化する等、受講者が学習に主体的に取り組めるようになる

よう配慮していきたい。 
講義目的 微分積分学Ⅰの演習である。高校課程でも扱われる基本的な関数の復習・確認か

らはじめ、数列の極限、関数の極限と進み、微分法とその応用までの講義を行う。
関数、特に初等関数（有利関数、三角関数、指数・対数関数）及びその微分の概
念を理解し応用できるようになることを目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義についてのオリエンテーションを行い、微積分が行われるステージで

ある実数について解説する。 
2 回 基本的な関数として有理関数、指数関数を取り上げ、説明する。 
3 回 基本的な関数として三角関数を取り上げ、説明する。 
4 回 ２項定理の利用方法と帰納法による証明について解説する。 
5 回 数列とその極限について解説する。 
6 回 逆関数について説明し、逆三角関数について解説する。 
7 回 関数の極限について解説する。 
8 回 導関数について解説し、簡単な関数の微分について説明する。 
9 回 基本的な関数とその微分 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習過程を把握しておくこと 
2 回 教科書の１章を読み、基本的な関数、有理関数、指数関数について予習して
おくこと 
3 回 教科書の１章を読み、基本的な関数、三角関数について予習しておくこと 
4 回 教科書の１章を読み、２項定理、帰納法について予習しておくこと 
5 回 教科書の２章を読み、数列の極限について予習しておくこと 
6 回 教科書の２章を読み、逆三角関数について予習しておくこと 
7 回 教科書の２章を読み、関数の極限について予習しておくこと 
8 回 教科書の２章を読み、連続関数、導関数に 

 



年度 2014 
授業コード FSS16610 
成績評価 小テスト５０％、定期試験５０％ 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス SA(〜14) 
見出し FSS16610 微分積分学演習Ⅱ 
担当教員名 中島 惇＊ 
単位数 2 
教科書 基礎コース 微分積分 第２版/坂⽥定久・萬代武史・山原英男/学術図書 
アクティブラーニング  
キーワード 偏微分、合成関数の偏微分、テーラー展開、２重積分、体積 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 微分積分学演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FSS16610 
実務経験のある教員  
達成目標 ２変数関数の微分積分学についての基本的な問題が解けることを目標とする。 
受講者へのコメント 入学時の数学のレベルがかなり異なるので、高校での数学の学習時間の少ない受

講生は必ず予習、復習をすること。 
連絡先 ２５号館７階非常勤講師室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 演習についてはほとんどの受講生が課題に取り組んでいるようですが、「まった
く授業外時間の学習をしなかった」が２０％弱あるのが少し気になるところで
す。 

英文科目名 Exercises of Calculus II 
関連科目 微分積分学 II を必ず履修すること。 
次回に向けての改善変更予定 学習方法については繰り返し説明したい。 
講義目的 具体的な問題を通して、微分積分学 II の講義内容の理解を高めることを目的と

する 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 微分積分学 II の各回の授業内容に対応する教科書にある問題を練習しておくこ

ととする。 
 



年度 2014 
授業コード FSS16620 
成績評価 主評価を定期試験の成績 90 点満点とし、中間小テストを 5 点満点及びレポート

を 5 点満点とし、総計 100 点満点中 60 点以上を合格の基準とする。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス SB(〜14) 
見出し FSS16620 微分積分学演習Ⅱ 
担当教員名 ⻄中 恒和＊ 
単位数 2 
教科書 微分積分/ 坂⽥定久、萬代武史、山原英男共著/ 学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 積分、偏微分、多重積分、面積、体積 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 微分積分学演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 演習 
注意備考 主評価となる試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験である。 
シラバスコード FSS16620 
実務経験のある教員  
達成目標 微分積分学Ⅱの演習である。以下のことができるようになること、 

１）面積、定積分、不定積分の関係が理解でき、基本的な関数の不定積分、定積
分を求めることができること 
２）多変数関数の偏微分を計算でき、接平面の方程式を求めることができること 
３）多重積分を利用して曲面で囲まれた図形の体積を求めることができること 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercises of Calculus II 
関連科目 微分積分学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 微分積分学Ⅱの演習である。前期「微分積分学Ⅰ」の知識を前提に、不定積分、

定積分、偏微分、二重積分について講義を行う。原始関数、定積分及びその関係
を理解し、曲線で囲まれた図形の面積や曲面で囲まれた図形の体積を求めること
ができるようになることを目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 微分について復習し、原始関数と不定積分について解説する。 



2 回 部分積分法について解説する 
3 回 置換積分法について解説する。 
4 回 有理関数の原始関数について一般論を解説する 
5 回 定積分について説明し、原始関数を用いて求めることのできる定積分につ
いて解説する。 
6 回 様々な関数の定積分の計算について説明する。 
7 回 広義積分について解説する。 
8 回 定積分の応用としての曲線に囲まれた図形の面積の求め方について解説す
る。 
9 回 定積分について復習し、中間試験をする。 
10 回 定積分の応用として回転 

準備学習 1 回 教科書３章を読み、不定積分について予習しておくこと。 
2 回 教科書３章を読み、部分積分について予習しておくこと。 
3 回 教科書３章を読み、置換積分について予習しておくこと。 
4 回 教科書３章を読み、有理関数の原始関数について予習しておくこと。 
5 回 教科書３章を読み、定積分と原始関数について予習しておくこと。 
6 回 教科書３章を読み、定積分の計算を練習しておくこと。 
7 回 教科書３章を読み、広義積分について予習しておくこと。 
8 回 教科書３章を読み、曲線に囲まれた図形の面積の求め方について予習して
お 

 



年度 2014 
授業コード FSS17510 
成績評価 課題レポート(岩石・鉱物・化石調査）(10%)、課題レポート(地質図演習）(40%)

と定期試験(50%)により評価する。地質図は演習プリントをファイルに綴じて提
出すること。 

曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS17510 地質学 
担当教員名 山口 一裕 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 地球システム科学、岩石、地質図、地球の歴史 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地質学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 授業の進行にあわせて演習を適宜行うので、課題演習には積極的に取り組んでほ

しい。学習相談や質問などがあれば、オフィスアワーの時間か、連絡先にメール
で連絡してください。 

シラバスコード FSS17510 
実務経験のある教員  
達成目標 地質学、岩石学の技術と知識を演習を通して習得する。 

①ボックスモデルを理解し，水や海の化学組成の平均滞留時間を求められる。 
②基本的な地質図を作成したり，判読できるようになる。 
③火成岩の組織について状態図を用いて説明できる。 
④堆積岩・変成岩について生成環境を考えることができる。 
⑤地球の歴史の大きな流れを理解できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室 7 号館 1 階 yamaguti@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Geolory 
関連科目 地球科学Ⅰ、Ⅱ・地学実験Ⅰ、環境地球科学、鉱物科学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球の歴史は、地層や岩石に残された記録を読み取ることにより解明されてき

た。この講義においては、地層・岩石に残された過去の情報を読み取るための岩



石学や地質学の基礎となる考え方や手法を、具体的事例と演習により学習する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  地質学の基本概念 

2 回  地球システム科学としての地質学 
3 回  海の水はなぜしょっぱいのか？ 
4 回  地質調査と地質図 
5 回  地質図演習 整合 
6 回  地質図演習 不整合 
7 回  地質図演習 断層 
8 回  地質図演習 褶曲 
9 回  地質図演習 応用問題 
10 回  岩石(火成岩）のでき方 状態図(共融系） 
11 回  岩石(火成岩)のでき方 状態図(連続固溶体） 
12 回  堆積岩と堆積作用 
13 回  変成岩と変成作用 
14 回  地球の歴史Ⅰ 先カンブリア時代と古生代 
15 回  地球の歴史Ⅱ 中生代 

準備学習 1 回  地球科学の岩石・鉱物・地層の復習をしておこう。 
2 回  地球上での水の循環の勉強をしておこう。 
3 回  海洋の化学成分について調べておこう！ 
4 回  地層や岩石について復習しておこう。 
5 回  前回の地質図の基礎・走向と傾斜について復習しておこう。 
6 回  前回の地質図の宿題をやっておこう。 
7 回  前回の地質図の宿題をやっておこう。 
8 回  前回の地質図の宿題をやっておこう。 
9 回  前回の地質図の宿題をやっておこう。 
10 回  火成岩の分類やマグマの発生について復習しておこう。 
11 回  前回 

 



年度 2014 
授業コード FSS18310 
成績評価 定期試験で評価する。また、中間の確認試験とレポート課題等を補助的に評価に

用いる。 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜14) 
見出し FSS18310 情報リテラシーⅠ 
担当教員名 畠山 唯達 
単位数 2 
教科書 とくに市販のものを指定しない。教材はホームページに掲載するか、プリントし

て配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータ、ネットワーク 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ネガティブな意見だけ： 

・「早い」→内容が「速い」のでしたら、上記「各項目評価に対する所見」をご覧
ください。「早口」なのでしたらすみません、気を付けます。（と毎年気を付けて
いるつもりですが） 
・「発言が 2ch or まとめ⺠みたいでいやだ」→そういうつもりはないのですが... 
・「何がしたいのか、何を言っているのか」 
→（従来もやってますが）授業開始時や授業中にもっとその回の具体的な目標を
伝えるようしたいと思います。 

科目名 情報リテラシーⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 とくに指定しない。必要だと思う学生は適宜用意してほしい(詳しくは初回に解

説する)。 
授業形態 講義 
注意備考 情報処理センター(11 号館)のパソコンを使い、演習形式で授業を実施する。定期

試験も実技試験を行う予定である。本講義ではネットワーク上の資源も活用す
る。また、岡山理科大学「OUS コンテンツライブラリー」中の「CCC 情報リテ
ラシーI」などのオンライン教材を補助的に使用する。対面による講義とビデオを
用いた講義を併用する予定である。教材配布、ビデオ講義(一部の回)、レポート
提出などは岡山理科大学学習管理システム(MOMOTARO)を用いて行う予定で
ある。 

シラバスコード FSS18310 
実務経験のある教員  
達成目標 ・基礎的な情報リテラシー(Windows 7 およびいくつかのアプリケーション)の実

践と理解 
・コンピュータとネットワークに対する最低限の知識の習得 
・ネットワーク上から必要な情報を探す技術の習得・ネットワークを利用する上
で必要な倫理の学習 



受講者へのコメント 週当たり 15 分でも復習してくれる人がかなりいた（それでも半分だが）ことは
非常に励みになります。 
成績的には、ごく一部ですが、圧倒的にできない人がいました。こういう人にこ
そ復習をしてもらいたいのですが。 

連絡先 畠山の居室は情報処理センター(11 号館)5F。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・「授業の時間配分を考えて進めてほしい」→あいすみません。最後にぎりぎり
しゃべるのがいけないのでしょうね。 
・「扱う量が多い」、「進行が速い」と言うご意見が少数ありました。引き続き内容
については精査を続けて必要十分な教科内容へするよう努めますが、「目標達成」
の度合いや満足度、また自由記述でポジティブなご意見をいくつか頂いている現
状を鑑みると、こうした意見は少数なようです。量が多いという学生さんにはＴ
Ａの活用や復習などをしてもらえるよう⼼がけたいと思います。 

英文科目名 Information Literacy I 
関連科目 後期「情報リテラシーII」も履修することを勧める。 
次回に向けての改善変更予定 強制的な授業時間以外の負荷（ようは宿題のたぐい）を増やすかを検討します。 
講義目的 大学での学習・研究はもとより、今や社会で生活するにもインターネットや計算

機による情報の収集、加⼯、発信は欠かせない。その原理と仕組みを理解し、技
法と倫理および情報化社会を生きていくために必要な最低限の知識を身につけ
ることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義オリエンテーション、アカウントの説明と登録について説明する。 

2 回  電子メールアカウント等について説明する。 
3 回  電子メールの利用方法について説明する。 
4 回  インターネット上の検索１ (一般的なネットワーク検索)について説明す
る。 
5 回  インターネット上の検索２ (特化したデータの検索と利用)について説明
する。 
6 回  コンピュータのしくみ、データ・文字 について説明する。 
7 回  ファイルシステムとフォルダ・ファイル操作について説明する。 
8 回  ワードプロセッサ１ (基本的な使 

準備学習 1 回 オリエンテーションで説明した「ID」について、プリントを再読してくる
こと。 
2 回  情報処理センター実習室のコンピュータにちゃんとログインできること。 
3 回  前回の復習をしておくこと。 
4 回  前回の復習をしておくこと。 
5 回  前回の復習をしておくこと。 
6 回  前回の復習をしておくこと。 
7 回  前回の復習をしておくこと。 
8 回  前回の復習をしておくこと。 
9 回  前回の復習をしておくこと。 



10 回  前回の復習をしておくこと。 
11 回  前回の復習をしておくこと。 
12 回  前回の復習をし 

 



年度 2014 
授業コード FSS18410 
成績評価 中間テスト・レポート・定期試験を総合的に評価する。 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜14) 
見出し FSS18410 情報リテラシーⅡ 
担当教員名 岩崎 彰典 
単位数 2 
教科書 使用しない。パソコン使用の実技が中⼼なので必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード HTML、Web ページ（ホームページ）、ハードウェアの基礎知識、プレゼンテー

ション、スライド、パワーポイント 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 授業のペースが遅いという意見や説明が分かりづらいという意見がありました。

両方の意見を両立させるよう⼯夫をいたします。 
また、ＴＡに関する不満もありましたので、注意するようにします。 

科目名 情報リテラシーⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用するソフトウェアの進歩は著しく、またほとんどの知識はインターネットを

通じて得ることができるので参考書は特に必要ありません。 
授業形態 講義 
注意備考 実技形式で行うため、出席が重要です。欠席・遅刻の場合、授業に追いつくのは

かなり困難です。レポート提出や中間テストはオンラインで行います。パソコン
上で処理するため、フォルダ名・ファイル名に不備があれば採点することができ
ませんので十分注意してください。定期試験はパソコンを使った実技試験とオン
ライン試験です。ＵＳＢメモリを購入しておくと便利です。岡山理科大学「OUS
コンテンツライブラリー」を使用する。 

シラバスコード FSS18410 
実務経験のある教員  
達成目標 １．Web ページが作成でき、インターネットの理解を得る。 

２．２進数の計算や論理演算ができ、マルチメディアの仕組みを知る。 
３．プレゼンテーションのためのスライド作成ができるようになる。 

受講者へのコメント 教員志望の学生が多いせいかオンラインテストも熱⼼している学生が他クラス
より多い。 
しかし、殆ど行っていない学生もいる。「いつでもどこでも」がオンラインテスト
なので活用してほしい。 
自由記述で授業の前後３０分ほど無駄な時間があるとのことですが、これは演習
やオンラインテストの時間に当てているので、有効に使って欲しい。 

連絡先 11 号館 5 階、電子メール:top@center.ous.ac.jp、電話：086-256-9773 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 出席状況は良く、総合評価も良い回答が５０％程度であった。 
ただ、授業時間外の学習で３０分程度の回答が４３％である。 
レポートの提出のためにネット検索をするなど、実際にはもっと授業時間外の学
習をしていると思われるのですが。 

英文科目名 Information Literacy II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 自由記述の指摘をふまえ、授業のペースと説明に関して改善いたします。 
講義目的 インターネットによる情報の発信方法と共に、情報を発信する際に必要な著作

権、法律を学ぶ。さらに情報化社会を支える、ハードウェアとインターネットの
仕組みを学習する。またプレゼンテーションに必要なスライド作成技法を学習す
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Web ページ作成の基本（HTML 言語）を学習する。 

2 回 著作権について・画像の貼り付けとリンクについて学習する。 
3 回 フォルダとフォルダ間のリンクについて学習する。 
4 回 フォルダとフォルダ間のリンクについて HTML 言語で演習する。 
5 回 Web ページの仕組み・公開方法・注意点を学習する。 
6 回 自分独自の Web ページの作成演習を行いレポートの仮提出をする。 
7 回 ハードウェアの基礎（２進数、８進数、１６進数）について学習する。 
8 回 コンピュータの数の内部表現（負数・小数）について学習する。 
 

準備学習 1 回 情報処理センターのパソコンへログインできるかを確認しておくこと。 
2 回 Web ページの基本となるタグを覚えておくこと。 
3 回 レポートとして自分独自の Web ページを作成しますから、構想を練ってお
くこと。 
4 回 自分独自の Web ページを作り始めること。 
5 回 自分独自の Web ページの作成をしておくこと。 
6 回 自分独自の Web ページの作成をしておくこと。 
7 回 ２進数、８進数、１６進数など高校の情報教科の復習をしておくこと。 
8 回 前回の復習をしておくこと。 
9 回 前回の復習をしておくこと。 
10 回 

 



年度 2014 
授業コード FSS18610 
成績評価 受講態度、演習課題および発表(60%)および定期試験(30%)により評価する.発表

会での学生同士の相互評価(10%)も加味する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS18610 コンピューターとプレゼンテーション 
担当教員名 山口 一裕、齋藤 達昭 
単位数 2 
教科書 教材はメールなどを利用して送信する。 
アクティブラーニング  
キーワード Excel・Power Point・データ処理・プレゼンテーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピューターとプレゼンテーション 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 情報リテラシーⅠ、Ⅱを履修していることが望ましい.教材や課題は主に大学メ

ールを利用して送信する.また、課題の提出もメールを利用する. 
シラバスコード FSS18610 
実務経験のある教員  
達成目標 Excel や PowerPoint を利用したプレゼンテーションの基礎を習得する。 

①実験などの報告書作成に Excel や PowerPoint が利用できる。 
②関⼼のある科学的な話題の情報を収集することができる。 
④その話題を人前でプレゼンするために話の筋に沿って PowerPoint を作成す
る。問題把握力・理解力・情報や問題を分かりやすく伝える能力を身につける。 
⑤他の学生などの前で分かりやすくプレゼンできる。提供した話題について質問
に答えることができる。コミュニケーション能力をつける。 

受講者へのコメント  
連絡先 山口一裕 研究室 7 号館 1 階 yamaguti@das.ous.ac.jp 齋藤達昭 研究室 7

号館 2 階 saito@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer and Presentation 
関連科目 情報リテラシーⅠ、Ⅱ、ネットワークとインターネット 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では、データにもとづくシミュレーション法と伝達効果の高い情報表現法

についてアプリケーションソフトを利用して学ぶ.音声及び画像・動画データの



処理法とその活用法、アニメーションの作成法を紹介し、その伝達効果の高さを
認識させる.総合課題としては、自己紹介や自分に最も関⼼のある科学的な話題
のパワーポイントを作成して発表会を行う.課題を通して、自然科学の分野への
関⼼を高め理解を深めて，あわせてマルチメディアを利用した構成力・表現力と
ともにコミュニケーション能力を養う.受講者が多い場合は，発表は班を組んで
行う場 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  Excel を使ったデータ処理(１) 
3 回  Excel を使ったデータ処理(２) 
4 回  Excel を使ったシミュレーション(１) 
5 回  Excel を使ったシミュレーション(２) 
6 回  パワーポイントを利用したプレゼンテーションの方法 
7 回  画像データ・動画データの処理と活用 
8 回  アニメーションを使ったプレゼンテーション， 自己紹介のパワーポイン
トを作成する。 
9 回  プレゼンテーションの基礎(１) 自己紹介のパワーポイントでプレゼン！ 
10 回  プレゼンテーシ 

準備学習 1 回  このシラバスを読んで学習することを把握すること。授業の資料配布や
課題提出に Web やメールを利用するので情報処理センターの PC を使用できる
ようにしておくこと(自分の暗証番号など調べておくこと） 
2 回  Excel の基礎を復習しておくこと。前回の復習をしっかりすること。 
3 回  Excel のグラフ機能を復習すること。前回の復習をしっかりすること。 
4 回  前回の復習をしっかりすること。Excel の関数について復習すること。 
5 回  前回の復習をしっかりすること。Excel の関数について復習すること。 
 

 



年度 2014 
授業コード FSS18710 
成績評価 定期試験（１００％）により評価する。 
曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS18710 情報システム概論Ⅰ 
担当教員名 伊代野 淳 
単位数 2 
教科書 情報処理システム入門／浦 昭二・市川照久／（サイエンス社）／978-4-

781911129 
アクティブラーニング  
キーワード ビット、バイト、補数、CPU、ファイル、オペレーションシステム 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 講義室に対する意見は，対応部署に伝える． 
科目名 情報システム概論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSS18710 
実務経験のある教員  
達成目標 情報システムの基礎となるデジタルデータの扱い方の基礎を習得する。 

まｔ、システムの細部に対する理解と全体を司るオペレーションについて認識を
深める 

受講者へのコメント 講義室に対する不満があるので，担当部署に伝える． 
連絡先 ７号館３階伊代野研究室 iyono[atmark]das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね，現在の講義内容から学生の理解を引き出せていると考えている． 
英文科目名 Fundamental Information Systems I 
関連科目 情報システム概論２（後期）を引き続き履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 やや良が多いとの意見が毎年あるが，予復習での対応を促したい． 
講義目的 これからコンピュータサイエンスを学ぶための、導入教育を行う。コンピュータ

の開発の歴史、構成、動作原理の基本的な仕組み、情報の表現、論理回路、その
他を学ぶ。高度に発達した現在のコンピュータサイエンスを概観する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  コンピュータの歴史について説明する。 

2 回  情報の表現：データ表現（２進数，bit，byte）について説明する。 
3 回  情報の表現：基数変換（２進数−１０進数−１６進数）について説明する。 
4 回  情報の表現：補数（負の数の表現）について説明する。 



5 回  情報の表現：数値表現（固定・浮動小数点数）について説明する。 
6 回  情報の表現：データ形式（文字，音声，画像）について説明する。 
7 回  コンピュータの構成特にプロセッサについて説明する。 
8 回  コンピュータの構成特に主・補助記憶装置に 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、講義のスケジュールを把握すること。 
2 回 日常使用するコンピュータでどのようなデータを交換しているか考えてお
くこと。 
3 回 数学的な基礎として、基数変換方法を復習すること。 
4 回 様々な基数での位取り記数法について復習すること。 
5 回 ビットの扱い方、指数表現について復習すること。 
6 回 マルチメディアについて教科書で調べておくこと。 
7 回 自分で所有している PC や、電気店の折り込み広告での PC のスペックと呼
ばれる値についてメモしておくこと。 
8 回 前回の CPU の説明を復習し、能力 

 



年度 2014 
授業コード FSS18810 
成績評価 課題提出（３０％），期末試験（７０％）により評価する。 
曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS18810 情報システム概論Ⅱ 
担当教員名 伊代野 淳 
単位数 2 
教科書 「ネットワーク利用の基礎」野口健一郎 サイエンス社 
アクティブラーニング  
キーワード LAN、インターネット、システム開発 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「私語」の注意に関しては，語気を強め厳しく注意したり，あからさまに宣告す

ることは自らの教育方針と異なるので，「何か質問ですか？」と呼びかけるよう
にしている．理解して頂きたい． 

科目名 情報システム概論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「情報処理システム入門」浦 昭二・市川照久 サイエンス社 
授業形態 講義 
注意備考 大学のネットワークを使用して、コマンドの動作を確かめるなどの実習を行う。 

期末試験は期試験期間中に行い，試験形態は筆記である。 
シラバスコード FSS18810 
実務経験のある教員  
達成目標 ネットワークシステムの基盤技術ととシステム開発の考え方を説明できること。

また、情報システム構築の基本事項を習得すること。 
受講者へのコメント 事前学習をシラバスで呼び掛けているが，実現できていないようである．努力を

望む． 
連絡先 ７号館３階伊代野研究室 iyono[atmark]@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概して，普通の評価のようである． 
英文科目名 Fundamental Information Systems II 
関連科目 順番は問わないが、情報システム概論１、情報システム１，２および応用情報シ

ステムの履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 事前学習に取り組みやすい環境を作ること． 
講義目的 情報社会のインフラストラクチャとして発展を続ける情報システムとネットワ

ークシステムについて，システムの役割，構成，サービスについて講義する。さ
らに，情報システムの構築に必要なシステムの分析，及び情報システムの運用保
守について講義する。また，データベース，情報検索についても触れる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  情報社会について説明する。 
2 回 情報システムについて説明する。 
3 回  インターネットサービスについて説明する。 
4 回  インターネットサービスのメカニズムについて説明する。 
5 回  インターネットサービスのメカニズムの多様性について説明する。 
6 回  インターネットサービスについて説明する。 
7 回  インターネットサービスの役割について説明する。 
8 回  インターネットサービスの仕組みについて説明する。 
9 回  インターネットを使用した実習をする。 
10 回  インターネットを使用したアクセスに 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習過程を把握しておくこと。 
2 回 身の回りの情報システムについて列挙し、その役割について調べておくこ
と。 
3 回 ネットワーク、デジタル通信のキーワードについて調べておくこと。 
4 回 データの符号化とマルチメディアデータについて調べておくこと。 
5 回 身近のネットワーク機器（携帯やケーブルテレビ）について調べておくこ
と。 
6 回 「プロトコル」という言葉の意味を調べておくこと。 
7 回 LAN（ローカルエリアネットワーク）という言葉について調べておくこと。 
8 回 「インターネット」 

 



年度 2014 
授業コード FSS18911 
成績評価 試験が 70％、毎回の講義ごとに書いてもらう小論文（時事ニュースについて）が

30％。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜11) 
見出し FSS18911 情報社会論(再) 
担当教員名 八⽊ 一郎＊ 
単位数 2 
教科書 使いません 
アクティブラーニング  
キーワード 表現の自由 

ネット世論 
ビッグデータ 
個人情報保護 
風評被害 
政治宣伝 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報社会論(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「メディア社会 現代を読み解く視点」（佐藤卓己著、岩波新書） 

「ジャーナリズムの可能性」（原寿雄著、岩波新書） 
「メディアとジャーナリズム」（山本泰夫著、産経新聞出版） 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS18911 
実務経験のある教員  
達成目標 情報社会の中で、主体的に情報に関わる力を養う。 

ネットメディアの普及で激変する情報環境の功罪を理解する。 
新聞、テレビなどのマスメディアの役割についても認識を深める。 

受講者へのコメント  
連絡先 山陽新聞社論説委員会：岡山市北区柳町２−１−１ 電話 086（803）8170 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Sociology for Information 
関連科目 マスメディア論 

ジャーナリズム論 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 高度に情報化が進んだ現代社会。情報化の現状や特徴を知り、私たちの生活にど
のような関わりがあるかを学ぶ。情報に流されるのでなく、主体的に関わること
で、実社会での情報との望ましい接し方を身に付ける。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習  日ごろから新聞、テレビ、ネットなどを通じてニュースや社会的な話題に接す

ること。 
 特にメディアと情報をめぐる問題については解説記事を読むなど深掘りをし、
何が問題なのかを自分で考えてみること。 

 



年度 2014 
授業コード FSS19010 
成績評価 中間試験(40 点)・定期試験(40 点)、課題提出(20 点)などにより評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS19010 ネットワークとインターネット 
担当教員名 森 嘉久、齋藤 達昭、山口 一裕 
単位数 2 
教科書 情報セキュリティ読本 四訂版-IT 時代の危機管理入門-/実教出版株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード セキュリティー、インターネット、ウィルス対策、脆弱性 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 パソコンの起動などに関しては情報処理センターが適宜メンテナンスを実施し

ている。 
問題があればそのことを伝えるとともに別の PC を使用してください。 

科目名 ネットワークとインターネット 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて指示する 
授業形態 講義 
注意備考 メールと Web の活用による出席や毎回の課題提出を行っている。 
シラバスコード FSS19010 
実務経験のある教員  
達成目標 インターネットの利便性だけでなくその裏側に潜む危険性を理解する。それらの

こと十分理科の上、インターネットを利用することにより自然科学の研究や教育
に関連した情報収集技術を修得できる能力をもてるようにする。 

受講者へのコメント 講義に集中し、問題点を考えながら講義に取り組んでいただきたい。 
連絡先 mori[at]das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 実習形式が多いため時間外での学習量は少ないようです。 
課題などを⼯夫して時間外の学習時間量を増やすようにしていきたい。 

英文科目名 Networks and Internet 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 講義内容に興味を抱いてもらえるよう身近なテーマを挙げながら進めていきた

い。 
講義目的 インターネットの普及と発展で、個人が世界に向けて情報発信できるようにな

り、いろいろなコンテンツがインターネット上に存在するようになった。膨大な
情報の中からウィルスに感染せず、いいコンテンツのみを取捨選択する技術と目
を養う必要がある。本講義では、通信ネットワークの仕組みを学んだ後、自然科
学研究や教育に関連した問題についてインターネットから情報を集め、レポート



の作成技術の向上を目指す。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  ネットワークとインターネットに関するオリエンテーションを行う。 

2 回  今日のセキュリティーリスクを学習するとともに危険の認識と対策 
についても学習する 
3 回 情報セキュリティの基本概念である機密性、完全性、可用性などについて学
習する。 
4 回 セキュリティーにおける外部のリスク要因や内部のリスク要因、情報リテ
ラシーと情報倫理について学習する。 
5 回  組織に内在する脆弱性や情報リテラシーの重要性を説明し、組織の一員と
してのセキュリティ対策について学習する 
6 回  セキュリティー技術におけるアカウン 

準備学習 1 回  教科書を準備し、インターネットの活用について考えておくこと 
2 回 セキュリティーリスクについて考えておくこと 
3 回 情報セキュリティとはなにか考えておくこと 
4 回 セキュリティーにおける外部のリスク要因や内部のリスク要因について調
べておくこと 
5 回 組織の一員としてのセキュリティ対策について考えておくこと 
6 回 アカウントやパスワードの重要性について考えておくこと 
7 回 ファイアウォールや暗号について調べておくこと 
8 回  無線 LAN に潜む脅威について考えておくこと 
9 回 生物教育においてインター 

 



年度 2014 
授業コード FSS19110 
成績評価 宿題（15％）、小テスト(15％)、定期試験(70％)で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS19110 数学要論演習Ⅰ 
担当教員名 山崎 正之 
単位数 2 
教科書 集合と位相への入門 ―ユークリッド空間の位相―／鈴⽊晋一／サイエンス社

／978-4-781910343 
アクティブラーニング  
キーワード 命題、集合、写像 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 小テスト用紙をトイレに行っている人には渡さないわけではなくて、帰ってくれ

ば渡しています。 
小学校でやるような授業をうけることが苦痛だという意見がありました。確かに
ある人達にはそうでしょう。それでも難しいという人が多いのです。必修ではな
いので自分で学習していただければ本当に早いと思います。 
板書しながら解説するのが困るという指摘がありました。時々説明を止めるよう
にしますが、徐々に慣れて下さい。 
講義の最初に簡単な復習をしてほしいという要望は、当然だと思いますので、そ
のようにします。 
言っていることとやってい 

科目名 数学要論演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理⼯基礎 演習 集合と位相／鈴⽊晋一／サイエンス社 
授業形態 演習 
注意備考 数学要論Ⅰと同時に受講することが望ましい。 
シラバスコード FSS19110 
実務経験のある教員  
達成目標 与えられた命題をわかりやすい同値な命題に書き換えることができる。複数の集

合の間の関係を式を用いて表すようにできる。またそのような関係を証明する方
法を身につける。 

受講者へのコメント 上と同じです。自分で問題を解いてみて下さい。答えを写すだけでは解けるよう
になりません。 

連絡先 ２０号館５Ｆ 山崎正之研究室 masayuki＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習を「全くしなかった」というのが５割近かったので驚きました。
演習科目で、課題は配布されているので、ぜひ自宅で解いてみて下さい。 
あとは数学要論Ⅰと同様です。 



英文科目名 Exercise of Elements of Mathematics I 
関連科目 数学要論Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 時間がかかるが一問一問を丁寧に扱っていきたい。発表の仕方を訓練できるよう

にしたい。問題をあてるようにするかもしれない。 
講義目的 数学的命題を明確に表現する道具である「集合」「写像」について学ぶ。また、そ

の過程で数学における議論の仕方、証明の仕方などを身につける。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 論理式の真理値表の作成について説明する。 

2 回 恒真命題と同値命題について説明する。 
3 回 限定命題について説明する。 
4 回 集合とその要素、集合の包含関係について説明する。 
5 回 二つの集合の相等関係について説明する。 
6 回 和集合、共通集合、補集合、べき集合、直積集合について説明する。 
7 回 写像の基礎概念および写像の相等について説明する。 
8 回 全射・単射・全単射の概念について説明する。さらに写像の合成との関連に
ついて解説する。 
9 回 写像による集合の像と逆像の概念を説明する。 
10 回 写像に 

準備学習 1 回 背理法について復習してくること。 
2 回 論理式の真理値表を作ることができるようにしておくこと。 
3 回 集合の間の等式の証明を練習しておくこと。 
4 回 限定命題の否定を作る練習をしておくこと。 
5 回 集合や要素の関係を表す記号を憶えてくること。集合の包含関係の証明の
仕方を復習しておく。 
6 回 集合の相等関係の証明の仕方を復習しておくこと。 
7 回 限定命題の否定の作り方に関して再度復習しておくこと。 
8 回 写像の相等を証明する方法について復習しておくこと。 
9 回 教科書 p.18〜p.21 を読んでおくこと 

 



年度 2014 
授業コード FSS19210 
成績評価 レポート（７５％）実技（１５％）小テスト（１０％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス SA(〜13) 
見出し FSS19210 化学実験 
担当教員名 山崎 重雄 
単位数 2 
教科書 これならわかる化学実験（第 2 版）／⽥中晶善／ 三共出版／978-4-782705582 
アクティブラーニング  
キーワード 化学実験 危険回避 安全管理 劇・毒物 中毒 緊急処置 薬品 ガラス器具 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各種初級化学実習書 高校化学系教科書 
授業形態 実験実習 
注意備考 SA クラスだけが受講できる。遅刻・欠席は厳格に管理される。 

化学実験は危険なことも多く、危険回避・安全管理が最優先事項としてあるので、
遅刻・欠席により危険事項・安全管理を聴かずに実験に取りかかることは認めら
れない。このため遅刻・欠席の規制については厳格に行われる。化学に携わる理
科系教員・技術者として実験技術だけでなくレポート作成や実験室における挙措
動作や組織で行う実験運営などに着いても学習させる。 

シラバスコード FSS19210 
実務経験のある教員  
達成目標 理系教員・技術者としての初級知識を身につけさせる。化学分野だけでなく環境・

生命系・物理・生物・地学に関わるに必要な共通知識を身につけさせること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Chemistry 
関連科目 化学基礎Ⅰ・Ⅱ 有機化学Ⅰ・Ⅱ 分析化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 特に、安全管理、廃液処理、ガラス実験器具の名称と用法、天秤・分光光度計・

pH メーターなどの機器の原理と用法、薬品取り扱い、廃棄物処理、実験室内挙
動などについて実習しこれらのレポート作成を通して化学実験の必要事項を身
につけさせること。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 化学実験をする上での注意事項を説明する。ガラス器具とガラス切断・ガラ
ス細⼯を実習する。 
2 回 蒸留と分留を実習する。 
3 回 アセトアニリド合成を実習する。 
4 回 色素の合成を実習する。 
5 回 コバルト（Ⅲ）錯体の合成を実習する。 
6 回 アボガドロ数測定法を実習する。 
7 回 イオン交換クロマトグラフィーを実習する。 
8 回 中和滴定を実習する。 
9 回 ｐＨ測定法を実習する。 
10 回 可視部吸収スペクトル測定法を実習する。 
11 回 溶液中の鉄イオン測定法を実習する。 
12 回 一次反応速度定数を実習する。 
 

準備学習 1 回 化学実験をする上での危機回避・安全管理の注意事項を予習してくること。 
ガラス器具とガラス切断・ガラス細⼯を実習するので予習してくること。 
2 回 蒸留と分留を実習するので予習してくること。 
3 回 アセトアニリド合成を実習するので予習してくること。 
4 回 色素の合成を実習するので予習してくること。 
5 回 コバルト（Ⅲ）錯体の合成を実習するので予習してくること。 
6 回 アボガドロ数測定法を実習するので予習してくること。 
7 回 イオン交換クロマトグラフィーを実習するので予習してくること。 
8 回 中和滴定を実 

 



年度 2014 
授業コード FSS19220 
成績評価 レポート（７５％）実技（１５％）小テスト（１０％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス SB(〜13) 
見出し FSS19220 化学実験 
担当教員名 山崎 重雄 
単位数 2 
教科書 これならわかる化学実験（第 2 版）／⽥中晶善／ 三共出版 
アクティブラーニング  
キーワード 化学実験 危険回避 安全管理 劇・毒物 中毒 緊急処置 薬品 ガラス器具 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各種初級化学実習書 高校化学系教科書 
授業形態 実験実習 
注意備考 SB クラスだけが受講できる。遅刻・欠席は厳格に管理される。 

化学実験は危険なことも多く、危険回避・安全管理が最優先事項としてあるので、
遅刻・欠席により危険事項・安全管理を聴かずに実験に取りかかることは認めら
れない。このため遅刻・欠席の規制については厳格に行われる。化学に携わる理
科系教員・技術者として実験技術だけでなくレポート作成や実験室における挙措
動作や組織で行う実験運営などに着いても学習させる。 

シラバスコード FSS19220 
実務経験のある教員  
達成目標 理系教員・技術者としての初級知識を身につけさせる。化学分野だけでなく環境・

生命系・物理・生物・地学に関わるに必要な共通知識を身につけさせること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Chemistry 
関連科目 化学基礎Ⅰ・Ⅱ 有機化学Ⅰ・Ⅱ 分析化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 特に、安全管理、廃液処理、ガラス実験器具の名称と用法、天秤・分光光度計・

pH メーターなどの機器の原理と用法、薬品取り扱い、廃棄物処理、実験室内挙
動などについて実習しこれらのレポート作成を通して化学実験の必要事項を身
につけさせること。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 化学実験をする上での注意事項を説明する。ガラス器具とガラス切断・ガラ
ス細⼯を実習する。 
2 回 蒸留と分留を実習する。 
3 回 アセトアニリド合成を実習する。 
4 回 色素の合成を実習する。 
5 回 コバルト（Ⅲ）錯体の合成を実習する。 
6 回 アボガドロ数測定法を実習する。 
7 回 イオン交換クロマトグラフィーを実習する。 
8 回 中和滴定を実習する。 
9 回 ｐＨ測定法を実習する。 
10 回 可視部吸収スペクトル測定法を実習する。 
11 回 溶液中の鉄イオン測定法を実習する。 
12 回 一次反応速度定数を実習する。 
 

準備学習 1 回 化学実験をする上での危機回避・安全管理の注意事項を予習してくること。 
ガラス器具とガラス切断・ガラス細⼯を実習するので予習してくること。 
2 回 蒸留と分留を実習するので予習してくること。 
3 回 アセトアニリド合成を実習するので予習してくること。 
4 回 色素の合成を実習するので予習してくること。 
5 回 コバルト（Ⅲ）錯体の合成を実習するので予習してくること。 
6 回 アボガドロ数測定法を実習するので予習してくること。 
7 回 イオン交換クロマトグラフィーを実習するので予習してくること。 
8 回 中和滴定を実 

 



年度 2014 
授業コード FSS19310 
成績評価 授業時間内に行うレポート（15 回：45％）と最終試験（55％）によって成績を評

価する。60 点以上を合格とするが， 70 点以上を目標に勉強することを望む。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS19310 生態学 
担当教員名 藤⽊ 利之 
単位数 2 
教科書 なし 資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生態系・植生・森林・生物多様性 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生態学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS19310 
実務経験のある教員  
達成目標 生態学の基礎知識を学習したうえで、関連する分野について理解できるようにす

る。人間活動が増大していく現在、人類が限られた生物資源の恩恵を持続的に得
るにはどうするべきか、その答えを見出す。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Ecology 
関連科目 植物生理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 日本の森林の基本的な構造や種類、そこに生育する植物について学習する。さら

に、生物同士のつながり、生物と環境との関わりについて学習する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生態学とは： 

生態学とはどのような分野であるのか、本講義で取り扱う内容について概略を説
明する。 
2 回 日本列島の形成と植物相： 
日本列島はどのように形成され、そこで生育する植物はどのようなものがあるか



説明する。 
3 回 温量指数とケッペンの気候区分： 
温量指数と植生の関係、ケッペンの気候区分を説明し、各気候の植生を紹介する。 
4 回 日本の森林と植生遷移： 
日本の森林の構造と種類についてと、裸地からどのように森林が形成されるの
か、その成立過程を説明する。 
5 回 日本のブナ林： 
日本のブナ林について説明す 

準備学習 1 回 生態学とは： 
シラバスに目を通し、本科目のイメージを各自想定しておくこと。 
2 回 日本列島の形成と植物相： 
日本列島がどのように形成されたのか、図書館の蔵書、web 等で確認しておくこ
と。 
3 回 温量指数とケッペンの気候区分： 
温量指数とケッペンの気候区分について、図書館の蔵書、web 等で確認しておく
こと。 
4 回 日本の森林と植生遷移： 
日本列島の森林について、図書館の蔵書、web 等で確認しておくこと。 
5 回 日本のブナ林： 
ブナ林について、図書館の蔵書、web 等で確認しておくこと。 
6 回 生態系の物 

 



年度 2014 
授業コード FSS19410 
成績評価 課題提出等普段の受講態度の評価(30%)と試験の得点(70%)をあわせて評価す

る。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜14) 
見出し FSS19410 教育基礎論 
担当教員名 曽我 雅比児 
単位数 2 
教科書 曽我雅比児・皿⽥琢司編『現代社会における人間と教育ー理論と実践の探究ー』

大学教育出版／978-4-864261392 
アクティブラーニング  
キーワード 発達と教育、理想的人間像、教授＝学習過程、教育改革 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育基礎論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義の場で指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ４年生の卒業研究を現代教育学研究室（曽我、中島）で行いたい人は必ず受講す

ること。 
シラバスコード FSS19410 
実務経験のある教員  
達成目標 ・人間にとってなぜ教育が必要かを理解する。 

・人類の教育史の大まかな流れを把握する。 
・カリキュラムの法制と主たる学習理論を理解する。 
・今日の教育改革の動向を把握する。 

受講者へのコメント  
連絡先 14 号館４階 曽我研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Education 
関連科目 学習・発達論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 人間形成に関する基礎的事項と現代社会の教育課題について教育学の観点から

考察していく。 教育という言葉・概念の成り立ちや教育と発達との関係、理想
的人間像の変遷などの考察を通して、教育とは何かについての概略的理解を獲得
することと、社会構造の急激な変化に伴う学校教育の対応の課題という視点か
ら、今日の教育改革の動向とその中における教師の在り方を考究することを目的



とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション−教職へ招待する。 

2 回  教育とは何かを概説する。 
3 回  人間にとってなぜ教育は必要かを概説する。 
4 回  発達観と教育思想１）−「教」重視の教育観を概説する。 
5 回  発達観と教育思想２）−「育」重視の教育観を概説する。 
6 回  教育の歴史１）−⻄欧における理想的人間像の変遷を概説する。 
7 回  教育の歴史２）−明治維新以前の教育を概説する。 
8 回  教育の歴史３）−明治以降の教育の近代化を概説する。 
9 回  教育内容と方法１）−カリキュラム論を説明する。 
10 回  教育内 

準備学習 1 回  自分にとって教育とは何であったかを考えておくこと。 
2 回  教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
3 回  教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
4 回  教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
5 回  教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
6 回  教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
7 回  教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
8 回  教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
9 回  教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
10 回  教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
11 回  教科書 

 



年度 2014 
授業コード FSS19510 
成績評価 講義後の小テスト（４０％）、定期試験（６０％）で行い、６０％以上を合格とす

る。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜14) 
見出し FSS19510 学習・発達論 
担当教員名 中島 弘徳 
単位数 2 
教科書 曽我雅比児・皿⽥琢司編著『現代社会における人間と教育―理論と実践の探究』

大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 学習、発達、教育、評価、⼼理学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 学習・発達論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義の場で指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 準備学習ついては講義計画に示しているが、詳細については講義内で指示する。 
シラバスコード FSS19510 
実務経験のある教員  
達成目標 ①学習や発達（発達の障害を含む）とはどのような概念かが理解できるようにな

る。 
②教育活動の効果的実践のための知識が理解できるようになる。 
③教育評価のやり方について理解ができるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 14 号館３階 中島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Learning and Developments 
関連科目 教育相談の理論と方法 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では、教育⼼理学の主な柱である、学習、発達、適応、評価のうち、学習

と学習に関連する理論、発達障害を含めた発達の諸特徴、そして、教育評価の理
論を理解しながら、教育を効果的に行うための知識を習得することを目的とす
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の概要について説明する。 



2 回 教育⼼理学の教育における位置づけと歴史について説明する。 
3 回 学習の過程（１)：外界からの情報を取り入れるまでの過程について説明す
る。 
4 回 学習の過程（２）S−R 連合理論について説明する。 
5 回 学習の過程（３）認知学習について説明する。 
6 回 動機・情緒・フラストレーションについて説明する。 
7 回 記憶のメカニズムと特徴について説明する。 
8 回 忘却のメカニズムについて説明する。 
9 回 ⼼身の発達（１）発達の規定要因について説明する。 
1 

準備学習 1 回 学校教育の目的について、教育基本法、学校教育法を読んで考えておくこ
と。 
2 回 教育の目的と教育⼼理の関連について予想を立てておくこと。 
3 回 感覚・知覚・認知について予習をしておくこと。 
4 回 各学習理論について予習しておくこと。 
5 回 S-R 連合理論について復習しておくこと。 
6 回 学習について復習しておくこと。 
7 回 学習と動機づけの関連について復習しておくこと。 
8 回 各自の記憶の仕方について復習しておくこと。 
9 回 忘却のメカニズムについて復習しておくこと。 
10 回 発達の規程要因ついて予習 

 



年度 2014 
授業コード FSS19810 
成績評価 課題提出（３０％）・定期試験（７０％）により評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS19810 情報システムⅠ 
担当教員名 伊代野 淳 
単位数 2 
教科書 体系的に学ぶデータベースのしくみ／山本森樹／（日経ＢＰソフトプレス）／

978-4-891006655 
アクティブラーニング  
キーワード データベース、サーバ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 実習と講義とのバランスは良いと思っている． 
科目名 情報システムⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 大学のネットワークを使用した実習も行う。 

最終試験は１５回の講義終了後に行う。 
日程は後日知らしめる。 

シラバスコード FSS19810 
実務経験のある教員  
達成目標 情報システム作成を通じて、必要なシステム構成や関連技術を身につけること。 
受講者へのコメント 社会の基盤技術であるがなじみがないので，わかりにくいという印象を持ったよ

うである．最後まであきらめないで取り組み姿勢をとることで，やがて理解に結
びつくと思う． 

連絡先 ７号館３階伊代野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 月曜日の一コマ目であり欠席者がやや多い．予復習をしにくい科目であるが，チ
ャレンジしている人もいるようである． 

英文科目名 Information System I 
関連科目 情報システム概論Ⅰ、情報システム概論Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 復習方法について方策を考えたい． 
講義目的 教育に係わる各種情報の処理と管理のために不可欠なデータファイルとデータ

ベースについて，その概念と情報検索，設計と管理について，一部実習を通して
理解・習得させる。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  情報管理とデータベースについて説明する。 



2 回  データモデルとデータベースについて説明する。 
3 回  様々な情報とデータベースについて説明する。 
4 回  データベースと検索の方法について説明する。 
5 回 １次情報と２次情報の考え方について説明する。 
6 回  項目と項目属性の検討（一部実習を含む）について説明する。 
7 回  データベースシステムの導入について説明する。 
8 回  学生データベースの作成方法について説明する。 
9 回  データベースを設計（実習）する。 
10 回  データ入力と項目の評価に 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習の進め方を把握しておくこと。 
2 回 ファイルとデータについて、情報システム概論１のテキストで調べておく
こと。 
3 回 表計算とデータベースの違いについて、調べておくこと。 
4 回 キーワード検索という考え方について調べておくこと。 
5 回 情報のための情報（データのためのデータ）につい調べておくこと。 
6 回 データベースにおける属性という言葉の使われ方について調べておくこと。 
7 回 実習室 PC の使用方法を復習しておくこと。 
8 回 教員として学生を管理する身を想像して、属性を考えておく 

 



年度 2014 
授業コード FSS19910 
成績評価 課題提出（５０％），定期試験（５０％）により評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS19910 情報システムⅡ 
担当教員名 伊代野 淳 
単位数 2 
教科書 講義中に指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード AMEDAS、ADES、ITS、UTMS、ITS、DICOM、POS、EOS 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 見学と実習室での学習の関連性が有効であると私も思う．同感である． 
科目名 情報システムⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記とする。 
シラバスコード FSS19910 
実務経験のある教員  
達成目標 身近な情報システムの構成や仕組みを理解し、説明が出来ること。 
受講者へのコメント この講義では，日頃接する IT に殊更に興味を持ち，眺め，その裏を考えること

を要求している．多くの人はその様な視点で IT を見ることができるようになっ
ていると思う． 

連絡先 ７号館３階伊代野研究室 
iyono[atmark]das.ous.ac.jp（[atmark]を@に変更してください） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 シラバスで促した事前学習に結びついていない． 
英文科目名 Information System II 
関連科目 情報システム概論１・２、情報システム１、応用情報システムの履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 見学が有効であり，増やしたい．しかし，日程調整などなかなか難しい現状もあ

る．努力してみたい． 
講義目的 代表的な情報システムについてそれぞれ事例を中⼼に紹介する。事例紹介を通じ

て，システム設計，システム構築のために必要な知識と能力養成を目的として，
学習する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  人間社会と情報システムについて説明する。 

2 回  システム設計の復習を行う。 
3 回  システム設計の実例を復習する。 



4 回  図書管理システムについて説明する。 
5 回  図書管理システムの運用について説明する。 
6 回  事例紹介：気象情報システムについて説明する。 
7 回  事例紹介：気象予報システムについて説明する。 
8 回  事例紹介：気象情報伝送システムについて説明する。 
9 回  事例紹介：高度交通情報システムについて説明する。 
10 回  事例紹介：実際の身の回りの高度交通情報システムについて説 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習過程を把握しておくこと。 
2 回 情報システム概論Ⅱで示したシステム設計について復習しておくこと。 
3 回 情報システム概論Ⅱで示したネットワーク技術について復習しておくこと。 
4 回 情報システムⅠで示したデータベースシステムについて復習しておくこと。 
5 回 例外に対する処理の複雑さを図書管理業務から考えておくこと。 
6 回 気象に対する一般的知識と公共放送、インターネットで提供される気象情
報について親しんでおくこと。 
7 回 気象庁の HP などを利用して気象システムの目的について理解を 

 



年度 2014 
授業コード FSS20010 
成績評価 課題提出（５０％），定期試験（５０％）により評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS20010 応用情報システム 
担当教員名 伊代野 淳 
単位数 2 
教科書 講義中に資料を配布し指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード OpenCV、画像処理、リモートセンシング 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 応用情報システム 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 詳細 OpenCV／／（オライリー・ジャパン）：OpenCV プログラミングブック第

2 版／奈良先端科学技術大学院大学 OpenCV プログラミングブック制作チーム
／（毎日コミュニケーションズ） 

授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回の講義終了後行う。 

日程は後日知らしめる。 
シラバスコード FSS20010 
実務経験のある教員  
達成目標 C 言語のスキル、画像処理、動画処理、画像認識などを高度なレベルにする。多

くの洗練されたソースコードの触れることで、その論理性・汎用性などを学び取
る。 

受講者へのコメント 実習を伴うので予復習が難しい面があることは理解している． 
連絡先 ７号館３階伊代野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に興味を持っている学生のみが受講する講義・実習であり，その関⼼にこたえ
ることができていると考える． 

英文科目名 Applied Information System 
関連科目 情報システム概論Ⅰ・Ⅱ、また C 言語に関する講義の修得が必須と考えられる。

受講していない場合は、本講義と同時履修でもかまわない。C 言語に関しては、
基礎的な項目の理解が要求される。 

次回に向けての改善変更予定 テーマを宇宙分野に絞って行く予定である． 
講義目的 画像処理を通じて、データ処理、ビット操作、USB 機器操作、科学データ処理に

ついて理解する。また、高度に整備されたライブラリ OpenCV を活用する方法
を習得することで、C 言語の活用範囲を飛躍的に広げる。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  コンピュータ言語によるプログラム開発について説明する。 

2 回  コンピュータ言語による画像処理について説明する。 
3 回  OpenCV による画像像データの扱いについて説明する。 
4 回  OpenCV による画像像データの表現について説明する。 
5 回  画像データの基本操作について説明する。 
6 回  画像の応用操作について説明する。 
7 回  カメラ画像の基本処理について説明する。 
8 回  カメラ画像の様々な処理について説明する。 
9 回  ヒストグラム処理について説明する。 
10 回  画像データのヒスト 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 C 言語に使用方法を復習しておくこと。 
3 回 情報系の講義で紹介した画像データについて復習しておくこと。 
4 回 前回の画像を扱うための基本的処理をよく復習しておくこと。 
5 回 画素値を扱うので、色（RGB,HSV)について調べておくこと。 
6 回 幾何学変換を行うので、行列について復習しておくこと。 
7 回 USB カメラからの画像入力について調べておくこと。 
8 回 OpenCV の使用方法を復習しておくこと。 
9 回 ヒストグラムの考え方を事前に調べてお 

 



年度 2014 
授業コード FSS20110 
成績評価 授業態度（２０％）・レポート（２０％）・定期試験（６０％）による。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS20110 情報と職業 
担当教員名 山本 篤憲＊、三好 俊三＊ 
単位数 2 
教科書 指定しない 
アクティブラーニング  
キーワード 職業観、高度情報化社会 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 プロジェクターの動作確認を事前に十分行って行きましょう。 

新聞記事は、次回も講義に関係するのを、継続的に提示するようにしましょう。 
科目名 情報と職業 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 情報・コンピュータ業界ハンドブック 小山健治著 東洋経済新報社                  

因果行動発達学第２版 発達⼼理学入門 三谷恵一 おうふう 
授業形態 講義 
注意備考 毎回、課題を提出する。最終試験は、15 回の講義終了後に行う。日程については

後日知らせる。 
シラバスコード FSS20110 
実務経験のある教員  
達成目標 講義にて習ったことが説明出来るようになる事 
受講者へのコメント 受講生に問題・質問出しても、その回答を見る限り理解していると感じました。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者全員、講義内容理解できたと感じます。 
英文科目名 Information and Ethics 
関連科目 特に無し 
次回に向けての改善変更予定 次回は、講義中に受講者に発言の機会を出来るだけ与えるようにしたい。 
講義目的 情報に関して、個人、家庭という観点から、社会という視野に立って、世界の状

況を参考にしつつ、この情報が職業・社会にどのように係わっているか、又、情
報に係わる職業人のあり方を理解させる。更に、幼少期の情報が人間形成に大い
に影響あることを理解する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションを行う。 

2 回  情報化の進展１を理解する。 
3 回  情報化の進展２を理解する。 



4 回  情報化の進展３を理解する。 
5 回  情報と企業・職業観１を理解する。 
6 回  情報と企業・職業観２を理解する。 
7 回  情報と産業・職業観１を理解する。 
8 回  情報と産業・職業観２を理解する。 
9 回  情報と勤労・職業観１を理解する。 
10 回  情報と勤労・職業観２を理解する。 
11 回  情報と倫理・職業観１を理解する。 
12 回  情報と倫理・職業観２を理解する。 
13 回  情報と資格につ 

準備学習 1 回 準備学習：シラバスを事前に確認し、学習過程について把握しておくこと 
2 回 準備学習：日常生活で情報機器から受ける恩恵について事前に調査してお
くこと 
3 回 準備学習：高度情報通信社会という言葉についてビジネス・行政などの場面
で実現されていることを調べておくこと 
4 回 準備学習：身の回りの情報化（情報家電）について調べておくこと 
5 回 準備学習：急速に広がる第 3 次産業の現状について調べておくこと 
6 回 準備学習：情報化と国際化によって企業に求められている職業像について
調べておくこと 
7 回 準備学習：情報 

 



年度 2014 
授業コード FSS20210 
成績評価 課題提出(50 点)と定期試験(50 点)で評価を行う。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS20210 ネットワークとセキュリティーⅠ 
担当教員名 森 嘉久 
単位数 2 
教科書 適宜必要ならば資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ネットワークとセキュリティーⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 情報セキュリティ読本 -IT 時代の危機管理入門- 
授業形態 講義 
注意備考 メールや Web を利用して出席や課題提出を行う。 
シラバスコード FSS20210 
実務経験のある教員  
達成目標 コンピュータネットワークの基礎や原理を学習することにより、セキュリティー

の重要性を理解させる。 
受講者へのコメント  
連絡先 mori[at]das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Networks and Security I 
関連科目 ネットワークとインターネット 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コンピュータネットワークをはじめとする各種インターネットシステムは便利

なツールではあるが、これを安⼼して使えるようにするためにはセキュリティ技
術が必要不可欠である。本講義ではネットワーク上での危険性とその対抗策を取
り扱うネットワークセキュリティについて学習する。また中⼼的な役割を果たす
暗号方式について、その仕組みを概説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  電子メールに潜む危険について学習する 
3 回  インターネットでやり取りする情報を守る暗号化について学習する 
4 回  インターネットでやり取りする情報を守る認証について学習する 



5 回  安全なオンラインショッピングについて学習する 
6 回  インターネットからの侵入攻撃を防ぐ対策について学習する 
7 回  ファイアウォールの仕組みについて学習する 
8 回  安全なリモートアクセスについて学習する 
9 回  ネットワーク同士の接続について学習する 
10 回  ネットワークセキュリティ 

準備学習 1 回  特になし 
2 回  電子メールに関する問題点を考えておく 
3 回  暗号化について考えておく 
4 回  認証について考えておく 
5 回  オンラインショッピングの問題点 
6 回  侵入攻撃について考えておく 
7 回  ファイアフォールについて考えておく 
8 回  リモートアクセスについて考えておく 
9 回  ネットワーク接続について考えておく 
10 回  セキュリティー環境について考えておく 
11 回  暗号方式について考えておく 
12 回  暗号方式の数学的基礎について考えておく 
13 回  公開鍵暗号について考えてお 

 



年度 2014 
授業コード FSS20310 
成績評価 毎回実施する課題提出(50 点)と定期試験(50 点)で評価を行う。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS20310 ネットワークとセキュリティーⅡ 
担当教員名 森 嘉久 
単位数 2 
教科書 適宜必要ならば資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード サーバー、セキュリティー 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 授業の展開が早く、分からなくなるとその後はついていけないようです。 

講義の内容はインターネットで調べればすぐに分かることばかりです。 
しっかり調べてそれでも理解できない場合は、どこが分からないかを教えてくだ
さい。 

科目名 ネットワークとセキュリティーⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 ネットワークとセキュリティー（１）を履修しておくことが望ましい。メールに

よる出席や課題提出を行っている。 
シラバスコード FSS20310 
実務経験のある教員  
達成目標 ネットワークの構築やセキュリティーを理解するため、実際に各自が Linux サー

バーを運用しながらその技術など修得する。 
受講者へのコメント ネットワークとセキュリティーⅠの最後と導入のオリエンテーションで必要と

されるスキル等を紹介するので、それを聞いて履修を決定してください。 
頻繁に理解できているかどうかを学生に問いかけているつもりですが、教壇近く
の学生が理解できていれば次に進めていますので、理解できない場合は前に座る
か挙手をしてその旨を伝えてほしい。 

連絡先 mori[at]das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 実習形式になるので時間外の学習はほとんどなかったようですので、せめて 1 時
間程度は復習できるように講義を⼯夫したい。 
セキュリティに関するスキルの個人差が大きいため、退屈な学生と全くついてい
けない学生がいるようです。 
受講数が少し多いので、そのあたりを制限しながらスキルレベルの差を小さくし
て講義を実施したい。 
平易な資料を準備したが、難しいと感じる学生もいたようです。意見を聞きなが



ら配布資料を考えてみたい。 
英文科目名 Networks and Security II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 本講義の基本は実習を通じたセキュリティ技術の習得なので、常に講義に参加し

ておかないとついていけなくなるスタイルは変わらない。 
なお朝 1 コマ目の講義なので遅刻の多い学生には受講をお勧めしません。 

講義目的 情報ネットワークを構築または利用する上で基礎となる諸概念について階層化
アーキテクチャに沿って学ぶ。特に LAN やインターネットで利用されている
TCP／IP を詳しく学び、電子メールや WWW などの主要アプリケーションの仕
組みを理解する 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  ネットワークにおけるセキュリティ被害について学習する 
3 回  USB 起動の Linux について学習する 
4 回  ユーザー管理とパスワードの重要性について学習する 
5 回  パーミッションの設定について学習する 
6 回  ポート番号とファイアウォールについて学習する 
7 回  Telnet と ssh について学習する 
8 回 これまで学習した内容を復習する 
9 回  ファイルサーバー（samba と WebDAV）について学習する 
10 回  www サーバーについて学習する 
11 回  HP の運 

準備学習 1 回  特になし 
2 回  セキュリティー被害について考えておくこと 
3 回  Linux について調べておくこと 
4 回  パスワードの重要性について考えておくこと 
5 回  パーミッションについて調べておくこと 
6 回  ポート番号について調べておくこと 
7 回  ssh について調べておくこと 
8 回  これまで学習した内容を調べておくこと 
9 回  ファイルサーバーについて考えておくこと 
10 回  www サーバーについて考えておくこと 
11 回  HP 運用について考えておくこと 
12 回  vi エディタについて調べておく 

 



年度 2014 
授業コード FSS20410 
成績評価 課題提出（10%）、小テスト（10%）、定期試験（80%）により行う。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS20410 計算機とアルゴリズムⅠ 
担当教員名 山崎 洋一 
単位数 2 
教科書 例題で学ぶはじめてのＣ言語［改訂版］／大石弥幸／ムイスリ出版／978-4-

89641-217-8 
アクティブラーニング  
キーワード プログラム,Ｃ言語,ユーザー関数,ポインタ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「1 つの項目に対して 1 枚のプリントでまとめられているのでわかりやすい（プ

リントの量が多くなるのは困りますが…）。授業をきいてちゃんとやれば誰でも
できると思う」…私もそう思います。激しく同意。 
「説明が丁寧で授業プリント・まとめプリントがわかりやすかったです。後期も
お願いします」…ありがとうございます。 
「プリントで配布されたプログラムの結果がわかるとうれしい」…なるほど実行
結果ですか。うん、考えてみます。 
「C 言語自体難しく、何がしたいのかゴールが見えないと途中プロセスがしんど
い。ここまでしてこれしかわか 

科目名 計算機とアルゴリズムⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 ※出席確認をＷｅｂを用いたシステムにより行う。 

※Ｗｅｂで課題の提出を受け付けている。 
※適宜、学習補助プリントを配布する。 

シラバスコード FSS20410 
実務経験のある教員  
達成目標 1) Ｃ言語を用いて、ユーザー定義関数を含むプログラムを理解し作成できるこ

と。 
2) Ｃ言語におけるポインタの概念を把握し、関数どうしのデータのやり取りに
活用できること。 

受講者へのコメント 2 年生の科目よりは時間外学習が増えているが、まだ「まったくしなかった」が
50%もある。内容が難しくなっているのでさすがにそれではつらいと思います。 

連絡先 20 号館 5F 山崎洋一研究室 086-256-9498 ｙｏ＿ｙａｍａ＠ｍｄａｓ．ｏｕ
ｓ．ａｃ．ｊｐ 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 総合評価では「目標達成」が「だいたいできた」59.1%で最多（「できた」は 18.2%）
なのは、やはり 3 年生向なので内容が難しくなっているからであろう。意欲は「感
じられた」が 63.6%、満足度は「満足」が 50%で「ほぼ満足」を合わせると 72.7%
なので問題なさそうである。 

英文科目名 Computer and Algorithm I 
関連科目 「計算機数学」および「プログラム探究」を受講しておくこと（特に「プログラ

ム探究」は本講義の理解に必須である）。 
本講義に引き続き「計算機とアルゴリズム II」を受講することが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定 教材・授業計画はかなり完成されているつもりだが、自由記述で貴重な意見をい
ただいた（ゴール、実行結果）ので、それらに留意してさらに改良する。 

講義目的 Ｃ言語を用いたプログラミングおよびアルゴリズムについて、制御構造や配列変
数、文字列などの基本的な文法（「計算機数学」および「プログラム探求」の内
容）を既知とした上で、ユーザー関数・ポインタなどのより高度な概念と文法に
ついて、プログラムを作成し学習する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 実習室とソフトウエアの使い方を説明し、C 言語の基本の復習を行う。特

に、次回からの題材に利用するための「合計計算」のプログラムを復習する。 
2 回 第 2 回〜第 7 回は「ユーザー関数」について学ぶ。今回は、ユーザー関数に
ついて説明し、プログラムの部品化の実習を行う。概念の説明から、プロトタイ
プ宣言、複数の引数、戻り値の返し方までを学び、実習する。 
3 回 関数の基本的な使い方と動作原理について、もう一度まとめて実習する。 
4 回 指定の仕様をもつユーザー関数や指定のユーザー関数を利用する main を作
成することに 

準備学習 1 回 C 言語の基礎（入出力・変数・分岐・繰り返し・配列・文字列）について復
習しておくこと。教科書では Chapter 1〜Chapter 8、Chapter12、Chapter 13 を
復習しておくこと。特に Chapter13 の 13.4 を復習しておくこと。 
2 回 教科書 chpater8，8.2 を読んで予習しておくこと。 
3 回 前回までのプリント（ユーザー関数 1〜5）と、教科書 Chapter 8.2 を復習し
ておくこと。 
4 回 前回までのプリント（ユーザー関数 6〜7）を復習しておくこと。 
5 回 前回までのプリント 

 



年度 2014 
授業コード FSS20510 
成績評価 課題提出（20%）、定期試験（80%）により行う。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS20510 計算機とアルゴリズムⅡ 
担当教員名 山崎 洋一 
単位数 2 
教科書 新・明解 Ｃ言語によるアルゴリズムとデータ構造／柴⽥望洋，辻亮介／ソフト

バンクパブリッシング 
アクティブラーニング  
キーワード プログラム, Ｃ言語, アルゴリズム, データ構造 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 難しい。→プログラミングの最終段階なので、当然です。この講義が完全にマス

ターできれば、プロの一歩手前でしょう。 
科目名 計算機とアルゴリズムⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 例題で学ぶはじめてのＣ言語［改訂版］／大石弥幸／ムイスリ出版 
授業形態 講義 
注意備考 ※出席確認をＷｅｂを用いたシステムにより行う。 

※Ｗｅｂで課題の提出を受け付けている。 
※適宜、教材補助プリントを配布する。 

シラバスコード FSS20510 
実務経験のある教員  
達成目標 1) Ｃ言語における構造体、その動的確保とポインタ演算をマスターすること。 

2) 関数の効果的な活用による保守と可読性を考慮したプログラミングを意識で
きるようになること。 
3) 典型的な探索アルゴリズム（線形探索・二分探索）やソート（単純交換・単純
挿入・単純選択・クイックソート）の考え方とその特徴（効率）を把握すること。 
4) 真の再帰を用いたプロクラムの動作を解析できること。 
5) 重要なデータ構造（スタック・キュー・線形リスト・⽊構造）について、その
意味と使い方を説明できること。 

受講者へのコメント 時間外学習ゼロが半数なのは… 
連絡先 20 号館 5F 山崎洋一研究室 086-256-9498 ｙｏ＿ｙａｍａ＠ｍｄａｓ．ｏｕ

ｓ．ａｃ．ｊｐ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講人数が少ないが、全員が「意欲が感じられ」「満足」としてくれていた。 
英文科目名 Computer and Algorithm II 
関連科目 「計算機数学」「プログラム探求」「計算機とアルゴリズム I」を受講しておくこ



と。 
次回に向けての改善変更予定 本講義の教材の完成度が、今年度でほぼ十分なレベルに達したので、あとは例題

をよりわかりやすくすることを考えたい。 
講義目的 「計算機とアルゴリズム I」に引き続いて、Ｃ言語を用いてアルゴリズムとデー

タ構造の基礎を学ぶ。アルゴリズムやデータ構造の概念は、プログラミング言語
と独立したものであるが、いかなるプログラムもアルゴリズムやデータ構造とは
無関係には存在しない。探索・再帰・ソートなどの典型的なアルゴリズム、スタ
ック・キュー・線形リスト・⽊構造などの重要なデータ構造を学ぶことにより、
プログラミング技術を向上させる。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 基本データ型（データ型とメモリ／signed と unsigned／sizeof 関数）につ

いて説明する。特に、sizeof を利用した配列のサイズ取得方法も解説する。 
2 回 配列の動的確保（malloc）および構造体について説明し、使い方を実習する。 
3 回 前回に引き続き、構造体の使い方を学習する。今回は、構造体の初期化や構
造体の配列、ポインタについて解説する。構造体のまとめとして、身体検査デー
タの管理プログラムを作成実習する。 
4 回 構造体のまとめとして小テストを行う。その後、線形リストについて説明
し、 

準備学習 1 回 Ｃ言語のプログラミング法をよく復習しておくこと。 
2 回 データ型と関数について特によく復習しておくこと。 
3 回 構造体の作り方と使い方を復習しておくこと。 
4 回 構造体とポインタについて復習しておくこと。 
5 回 これまでのプリントを復習しておくこと。 
6 回 線形リストのプリント 7 までを復習しておくこと。 
7 回 線形リストのすべてと、特に前回のプリントを復習しておくこと。 
8 回 スタックやキューは処理関数として作成する必要があるので、前期「計算機
とアルゴリズム I」で学んだユーザ関数のプロトタイプ宣言と 

 



年度 2014 
授業コード FSS20710 
成績評価 期末試験と講義毎に出題する小問の成績による。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS20710 エネルギー環境科学 
担当教員名 若村 国夫 
単位数 2 
教科書 環境科学概論、若村他著、大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 地球温暖化、温室効果、ヒートアイランド現象、風力発電、太陽電池、燃料電池、

原子力発電、核反応、産業革命、熱機関、エネルギー保存則、シェールガス、メ
タンハイドレード、地熱発電、水力発電、火力発電、熱電素子、海洋温度差発電、
潮流発電、潮汐発電、自然エネルギー 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 エネルギー環境科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考 ２１世紀に自然科学や技術者を志す者にとって、地球温暖化や原子力発電の原理

は知らなければならない知識と認識の一つである。また、理科の教員や公務員を
希望する学生にとっても将来現場で役立つので受講を勧める。必要な知識は初歩
から学ぶので、準備の必要はない。 

シラバスコード FSS20710 
実務経験のある教員  
達成目標 新聞やテレビなどで報じられる温暖化現象や原子力発電を理解できるよう、必要

な用語や基礎知識を把握し、何が地球温暖化に結び付き、どのようにこれを軽減
したら良いかを考えられる科学的見方を養う。目先だけを追った温暖化軽減の技
術や自然のルールを見落としている話題などに対しても、その不合理性を指摘で
きる思考力や知識を養う。また、風土や技術に対する日欧の考え方の違いや、２
１世紀に果たす日本の伝統技術の役割を考え、人類が自然に生かされていること
を土台として、温暖化軽減に必要な姿勢を学ぶ。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室：７号館１階（電話：０８６−２５６−９４０４） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Energy and Environmental Science 
関連科目 自然科学の基礎科目 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 環境問題の中で、エネルギーに関係した地球温暖化と地球放射化に的を絞り、現

象の理解に必要な用語や基礎知識を紹介し、何が地球温暖化に結び付き、どのよ
うにこれを軽減したら良いかを考えていく。自然調和を基本に科学的に考えるこ
とで、目先だけを追った温暖化軽減の技術やアイデア、自然調和のルールを見落
としているエネルギー獲得の技術などを紹介し、自然調和を基礎にエネルギー技
術を見る重要性を示す。また、風土や技術に対する日欧の考え方の違いを紹介し、
２１世紀に果たす日本の伝統技術の役割を考える。自然科学は人類が地球上で生
かさ 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 【はじめに】本講義で何を扱い、どのように進めるかについて話す。 

人類はエネルギーをどのような形で得、使用してきたか、その結果としての地球
温暖化、温暖化が実証される理由の掲示、物質の性質の素晴らしさを体験する模
範実験を交えることなどを紹介する。 
2 回 【エネルギーとは】エネルギーについての知識を持たないことを前提とし
て、エネルギーの基本的性質,生ずる現象、地球上でのエネルギー循環について話
す。エネルギー保存則、エネルギー変換について学ぶ。 
3 回 【熱エネルギーと熱機関】 
温暖化で一番問題となる熱につい 

準備学習 1 回 特に無し 
2 回 特に無し 
3 回 身の回りの熱について関⼼を持つ 
4 回 エネルギーがどこからきているのかに関⼼を持つ 
5 回 前回までの講義の内容の理解 
6 回 前回までの講義の内容の理解 
7 回 前回までの講義の内容の理解 
8 回 前回までの講義の内容の理解 
9 回 前回までの講義の内容の理解 
10 回 前回までの講義の内容の理解 
11 回 前回までの講義の内容の理解 
12 回 前回までの講義の内容の理解 
13 回 前回までの講義の内容の理解 
14 回 前回までの講義の内容の理解 
15 回 前回までの講義の内容の理解 

 



年度 2014 
授業コード FSS20911 
成績評価 実技(30％)レポート(70％) 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜06) 
見出し FSS20911 物理化学実験 
担当教員名 森 嘉久、山崎 重雄 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 環境 大気 水 土壌 汚染 物理量 平衡と速度 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理化学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第 1 回目の欠席は認めない。  

物理実験もしくは化学実験を履修していることが望ましい。  
なお、データの収集や解析にはパソコンをフルに活用するので情報リテラシーの
単位を取得していること。 

シラバスコード FSS20911 
実務経験のある教員  
達成目標 実験を通じて物理や化学の基礎を身につけるだけでなく、実験装置の使用法やレ

ポート作成を方法を修得して環境科学への理解を深めるようにする。 
受講者へのコメント  
連絡先 １４号館３階森研究室・山崎（重）研究室 

mori[at]das.ous.ac.jp 
yamazaki[at]das.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Physical Chemistry 
関連科目 物理実験 化学実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 種々の物理量測定実験をすることで測定装置の原理とその測定限界を把握し、数

値の取り扱いや物理・化学の基礎的な概念を学習する。また測定機器の組み立て、
化学反応を実際に体験することを通して、物理・化学への理解を深める。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 



2 回  電気量測定（１）（テスタ、抵抗、電圧と電流）について実習する。 
3 回  電気量測定（２） （コイルとコンデンサ）について実習する。 
4 回  温度測定（熱拡散と熱量・温度計）について実習する。 
5 回  光量測定（カンデラとルクス・光度）について実習する。 
6 回  重量測定（回帰式、天秤とピペット）について実習する。 
7 回  化学反応速度（一次反応）について実習する。 
8 回  化学平衡測定（単分子吸着）について実習する。 
9 回  金属錯体合成（再結晶）について実習する。 
1 

準備学習 1 回 有効数字、相対標準偏差、再現性、精度と確度などの数値処理について講義
をするので予習をしてくること。 
2 回  テスタについて調べておくこと。 
3 回  コイルとコンデンサについて、特に周波数依存性について調べておくこ
と。 
4 回 各種の温度測定方式について調べておくこと。特に温度と熱の違いを学習
しておくこと。 
5 回 光量測定について調べておくこと。特に光源から距離とルックスの関係に
ついて考察してくること。 
6 回 重量測定について調べておくこと。天秤の構造・質量と重量の差異を考察し
てくること。 
7 回 化学反 

 



年度 2014 
授業コード FSS21010 
成績評価 レポート（７０％）予習ノート（３０％） 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS21010 生物化学実験 
担当教員名 齋藤 達昭、山崎 重雄 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生物化学・タンパク質・酵素・吸光度・蛍光・糖 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物化学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 第 1 回目から実験を行うので、汚れても問題のない服装で来ること。また実験内

容について予め予習しておくことは必須である。期日までにレポートを提出しな
い場合、欠席として取り扱うので注意する。 

シラバスコード FSS21010 
実務経験のある教員  
達成目標 生物化学実験のための原理と手法が理解できること。また得られた結果を解析

し、レポートとして報告できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 斎藤研究室 7 号館 2F saito@das.ous.ac.jp 

山崎（重）研究室：14 号館３F yamazaki@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Biochemistry 
関連科目 生物化学・有機化学 I,II・分析化学・化学実験・生物学実験 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物材料を対象とした生物化学実験の原理と手法を身につけさせるさらに, 得ら

れた結果の解析・表現・報告の方法を会得させること。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  天秤, ピペットマンの操作法について実習する。 

2 回  糖の性質について実習する。 
3 回  アミノ酸の性質について実習する。 
4 回  タンパク質の定量について実習する。 



5 回  タンパク質の性質（塩溶・塩析・透析・熱変性）について実習する。 
6 回  酵素活性の測定について実習する。 
7 回  酵素活性の測定 II について実習する。 
8 回  薄層クロマトグラフィーの実際について実習する。 
9 回  カラムクロマトグラフィーについて実習する。 
10 回  無機リン酸の定量について実習する。 
11 回  アンモニ 

準備学習 1 回 測定誤差について調べてくること。 
2 回 還元糖について調べてくること。 
3 回 アミノ酸の種類と構造について調べてくること。 
4 回 吸光計の構造について調べてくること。 
5 回  タンパク質の溶解と変性について調べてくること。 
6 回  酵素とはどのようなものかについて調べてくること。 
7 回  ミカエリス定数について調べてくること。 
8 回 分配係数について調べておくこと。 
9 回 カラムクロマトグラフィーの種類について調べてくること。 
10 回 リン酸の発色のしくみについて調べてくること。 
11 回 インドフェ 

 



年度 2014 
授業コード FSS21211 
成績評価 レポート(90％)および試験(10%)により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 基礎理学科(〜09) 
見出し FSS21211 野外実習Ⅰ 
担当教員名 齋藤 達昭、小林 祥一、山口 一裕、伊代野 淳 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生物調査、地質調査、鉱物調査、星の観察、水質調査 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 野外実習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験計画は、天候と時期に左右されるので、内容に変更がある。 

夏休みや前後期の土・日曜日に 4 回を行う予定にしているので、A または B のう
ち 1 回とＣまたはＤのうちから 1 回を選択して受講することを条件とする。 
履修希望者はかならず前期のオリエンテーションで説明をうけ、前期に登録をす
ること。 
後期に、試験とアンケートを実施するので注意すること。 

シラバスコード FSS21211 
実務経験のある教員  
達成目標 野外調査法の基礎的な知識と技術を習得する。 

岡山県内に生息している生物と存在している鉱物を知る。 
星と星座の名前と位置を覚える。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 1F 山口研究室、7 号館 2F 齋藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Field Exercise I 
関連科目 生命科学 I,II 地球科学 I,II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 野外調査や自然観察などのフィールドワーク実習を生物分野と地学分野の関連

教員が中⼼となって前期と後期を使って集中講義で行う。 
実習地は岡山県内で実施する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容  
準備学習 事前に配布したプリントをもとに、実習内容をよく把握しておくこと。 

星の観察は、星や星座の位置について学習しておくこと(伊代野)。 
水質調査では、パックテストの使い方について調べておくこと(山口)。 
鉱物の同定では、鉱物の種類について調べておくこと(小林・山口)。 
河川の生物調査では、河川における生物のすみわけについて調べてくること(齋
藤)。 
磯や干潟調査では、沿岸域に住む生物についてあらかじめ目を通しておくこと
(齋藤)。 
植物の同定では、植物図鑑の検索のしかたについて調べておくこと(藤⽊)。 
化石について 

 



年度 2014 
授業コード FSS21310 
成績評価 小テスト(30％)とレポート (10％)と定期試験 (60％) 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS21310 環境科学 
担当教員名 齋藤 達昭 
単位数 2 
教科書 必要に応じてプリント等を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 水質汚染、生物多様性、生態系、地球温暖化、移入生物、希少生物、環境教育 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岡山ユネスコ協会編 市⺠のための「地球環境科学入門」 大学教育出版 1999 
授業形態 講義 
注意備考 理解できないこと及び環境問題に関する質問など気軽に申し出ること。 
シラバスコード FSS21310 
実務経験のある教員  
達成目標 現在、環境問題の現状について把握できるようになること。 

自らの問題として環境問題をとらえ、自分が何をできるのかを考えるようになる
こと。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 2F 齋藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Science 
関連科目 生態学、分子生物学、植物生理学、動物生理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現在、環境に関する情報は極めて多く、その中にあって正しく現状を把握し、認

識することが必要である。この講義では生物多様性・環境汚染・環境教育に関す
る内容を中⼼に展開する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  環境科学とは何かについて説明する。 

2 回  児島湖の現状について説明する。 
3 回  児島湖の原因と対策について説明する。 
4 回  瀬⼾内海の現状について説明する。 
5 回  干潟の役割について説明する。 



6 回  藻場の役割について説明する。 
7 回  森と海の関連性について説明する。 
8 回  地球温暖化の証拠と要因について概略を説明し、日本に対する影響につい
て詳しく説明する。 
9 回 日本の地球温暖化対策について説明する。 
10 回 生物多様性の意味と日本における生物多様性について明らかにする。 
11 回 

準備学習 1 回 シラバスを読み、全体の学習内容をよく把握しておくこと。 
2 回 児島湖の富栄養化について調べてくること。 
3 回 児島湖でどのような対策がなされているかを調べてくること。 
4 回 赤潮と⻘潮について調べてくること。 
5 回 干潟とはどのような場所であるか調べてくること。 
6 回 藻場とはどのような場所であるか調べてくること。 
7 回  磯やけについて調べてくること。地球温暖化の証拠と考えられている事象
を調べてくること。 
8 回  地球温暖化の要因について調べてくること。 
9 回 地球温暖化に対する対策について調べて 

 



年度 2014 
授業コード FSS21411 
成績評価 実験レポートにより評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 基礎理学科(〜09) 
見出し FSS21411 野外実習Ⅱ 
担当教員名 山口 一裕、守⽥ 益宗、齋藤 達昭、桑澤 清明＊、小林 祥一 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード プランクトンの採取・観察・同定 

ウニの発生 
地質調査 花こう岩 高温石英 
夏の星座 
かいぼり調査 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 野外実習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験計画は，時期や天候に左右されるので，内容に変更がある。 

前島実習（3 泊 4 日）は，夏休み期間中に集中で行う予定である。交通費は大学
が負担するが，宿泊費（加計学園前島研修所と岡山大学臨海実験所）および⾷費
は自己負担する必要がある。 
その他の実習は日程や講義時間の関係で一部後期に実施するので，受講する際は
十分注意してください。そのため成績は後期につきます。 

シラバスコード FSS21411 
実務経験のある教員  
達成目標 野外での実習を通して野外調査の技術と知識を習得する。 

野外で起こりうる危険について想定することができる。 
課題研究を指導するときにどのような方法で研究を進めるかを計画・実施するこ
とができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 1F 山口研究室 yamaguti[アトマーク]das.ous.ac.jp 

7 号館 2F 齋藤研究室 saito[アトマーク]das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Field Exercise II 



関連科目 生態学、地質学、地球化学、陸水の科学、宇宙科学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 野外調査や自然観察などのフィールドワーク実習を生物分野と地学分野の関連

教員が中⼼となって集中講義の形式で行う。実習地は岡山県瀬⼾内市⽜窓と前島
周辺，岡山市建部町旭川分流，岡山県内で実施する。 
将来教員になったときに，課題研究など発展した内容の授業を指導できるように
野外での知識と技術を身に付けるための実習を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 それぞれの実習の前に行う事前講義に必ず参加すること。 

配布する実験プリントをよく読み，関係する内容の予習を行うこと。 
 



年度 2014 
授業コード FSS21710 
成績評価 レポート(30%)、定期試験(70%)の結果を総合して評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS21710 解析学続論演習Ⅰ 
担当教員名 ⻑渕 裕 
単位数 2 
教科書 ⻑瀬道弘 著・「微分方程式」・裳華房／978-4-785310806 
アクティブラーニング  
キーワード 変数分離形微分方程式、線形微分方程式、Wronsky 行列式、基本解、定数変化法

の公式、記号解法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 解析学続論演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 俣野 博 著・「微分方程式」・岩波書店 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FSS21710 
実務経験のある教員  
達成目標 変数分離形を始めとする具体的な 1 階常微分方程式の解を初等解法により求め

ることができる。1 階および 2 階線形常微分方程式の解空間の構造を理解し、定
数変化法の公式を用いて解を求めることができる。簡単な高階線形常微分方程式
の解を記号解法を用いて求めることができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 5 階 ⻑渕研究室 nagabuti@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise of Advanced Analysis I 
関連科目 解析学続論演習Ⅰと同時に履修することが好ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 線形微分方程式を中⼼に具体的な常微分方程式の初等的解法に習熟させること

を目的とする。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 さまざまな具体例を通して微分方程式の意味を理解する。 

2 回 微分方程式と初期値問題について説明し、変数分離形微分方程式の解法に
ついて復習した後、同次形微分方程式の解法について学ぶ。 
3 回 1 階線形常微分方程式の解法、特殊解と一般解、定数変化法の公式について



学ぶ。 
4 回 全微分方程式と完全系全微分方程式の解法について学ぶ。 
5 回 積分因子と非完全系全微分方程式について学ぶ。 
6 回 Bernoulli 型微分方程式、Riccati 型微分方程式の解法について学ぶ。 
7 回 定係数 2 階線形常微分方程式と特性方程 

準備学習 1 回 解析学Ⅰで学んだ微分方程式について復習しておくこと。 
2 回 第 1 回の講義内容を復習しておくこと。 
3 回 第 2 回の講義内容を復習しておくこと。 
4 回 第 3 回の講義内容を復習しておくこと。 
5 回 第 4 回の講義内容を復習しておくこと。 
6 回 第 5 回の講義内容を復習しておくこと。 
7 回 第 6 回の講義内容を復習しておくこと。 
8 回 線形代数学Ⅱで学んだベクトルの 1 次独立、1 次従属について復習しておく
こと。 
9 回 第 5、6 回の講義内容を復習しておくこと。 
10 回 第 9 回の講義内容を復習しておくこと。 
11 回 第 

 



年度 2014 
授業コード FSS21810 
成績評価 演習問題の取り組み状況(50%)、定期試験(50%)の結果を総合して評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS21810 解析学続論演習Ⅱ 
担当教員名 ⻑渕 裕 
単位数 2 
教科書 ⻑瀬道弘 著・「微分方程式」・裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 一様収束、解の存在と一意性、指数行列、べき級数、Fourier 級数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 解析学続論演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 俣野 博 著・「微分方程式」・岩波書店 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FSS21810 
実務経験のある教員  
達成目標 簡単な常微分方程式に対し逐次近似法を適用することができる。 

与えられた行列に対しその指数行列を求めることができる。 
簡単な偏微分方程式の混合問題をフーリエ級数を用いて解くことができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 5 階 ⻑渕研究室 nagabuti@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise of Advanced Analysis II 
関連科目 解析学続論Ⅱと同時に履修することが好ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 問題演習を通じて解析学続論Ⅱの講義内容の理解を深める。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 関数列の一様収束(1)：実数の性質を復習し、関数列の各点収束と一様収束

について問題演習を行う。 
2 回 関数列の一様収束(2)：関数列の一様収束と極限関数の性質について問題演
習を行う。 
3 回 関数列の一様収束(3)：関数項級数の一様収束と優級数判定法について問題
演習を行う。 
4 回 初期値問題の解の存在と一意性(1)：初期値問題の解の存在と一意性に関す



る問題演習を行う。 
5 回 初期値問題の解の存在と一意性(2)：初期値問題の解の存在と一意性に関す
る問題演習を行う。 
6 回 行列の指数関数(1)：行列の指数 

準備学習 1 回 数列、関数の極限について復習しておくこと。 
2 回 第 1 回の講義・演習問題の内容を復習しておくこと。 
3 回 第 2 回の講義・演習問題の内容を復習しておくこと。 
4 回 第 2、3 回の講義・演習問題の内容を復習しておくこと。 
5 回 第 4 回の講義・演習問題の内容を復習しておくこと。 
6 回 行列の固有値、固有ベクトルについて復習しておくこと。 
7 回 第 6 回の講義・演習問題の内容を復習しておくこと。 
8 回 第 6、7 回の講義・演習問題の内容を復習しておくこと。 
9 回 第 1、2、3 回の講義内容を復習しておくこと。 
10 

 



年度 2014 
授業コード FSS21910 
成績評価 中間試験（５０％）、期末試験（５０％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS21910 線形代数学Ⅲ 
担当教員名 荒谷 督司 
単位数 2 
教科書 １年次の講義科目「線形代数学Ⅰ、Ⅱ」で使用した教科書を引き続き使用する。 
アクティブラーニング  
キーワード 線形代数、線形空間、線形写像、固有値、固有ベクトル、対角化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 線形代数学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 超初⼼者向けには、石村園子著・「すぐわかる線形代数」・東京図書 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS21910 
実務経験のある教員  
達成目標 １．抽象的な概念である線形空間と線形写像を扱えるようになること。 

２．一般的な内積を扱えるようになること。 
３．固有値と固有ベクトルを用いて、簡単な行列の対角化を扱えるようになるこ
と。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館５階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Linear Algebra III 
関連科目 １年次の講義科目「線形代数学Ⅰ、Ⅱ」を理解していることが必修である。また、

演習書を有効に活用し、予習復習を行うこと。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 線形代数学は理⼯学、情報科学全般において不可欠の知識となっている。１年次

の線形代数学Ⅰ、Ⅱに引き続き、より高度な線形代数学について講義する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  線形空間について復習する。 

2 回  線形写像について、講義する。 
3 回  線形写像と表現行列について講義する。（１） 
4 回  線形写像と表現行列について講義する。（２） 



5 回  内積について講義する。（１） 
6 回  内積について講義する。（２） 
7 回  ユニタリー行列、直交行列について講義する。（１） 
8 回  ユニタリー行列、 直交行列について講義する。（２） 
9 回  中間試験と簡単な解説を行う。 
10 回  固有値と固有ベクトルについて講義する。（１） 
11 回  固有値と固有ベクトルについて講義す 

準備学習 1 回 １年生の時、習った線形代数の内容を復習しておくこと。とくに、１次独
立、１次従属は理解しておくこと。 
2 回 線形写像について、事前に勉強しておくこと。 
3 回  第２回の内容を復習しておくこと。 
4 回  第３回の内容を復習しておくこと。 
5 回  第４回の内容を復習しておくこと。 
6 回  第５回の内容を復習しておくこと。 
7 回  第６回の内容を復習しておくこと。 
8 回  第７回の内容を復習しておくこと。 
9 回 今までの内容を復習しておくこと。 
10 回  中間試験問題は 解けるようにしておくこと。 
11 回 

 



年度 2014 
授業コード FSS22010 
成績評価 中間試験（５０％）、期末試験（５０％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS22010 線形数理 
担当教員名 荒谷 督司 
単位数 2 
教科書 ⼯科系のための初等整数論入門 公開鍵暗号をめざして／楫 元／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 素数、同値関係、オイラーの関数、フェルマーの小定理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 線形数理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS22010 
実務経験のある教員  
達成目標 ・素数の持つ性質について理解すること。 

・一次不定方程式を解くことができるようになること。 
・同値関係の理論を理解すること。 
・一次合同式を解くことができるようになること。 
・フェルマーの小定理を使えるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館５階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Linear Algebra and Algorithm 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 RSA 暗号の理論の裏付けとなっている初等整数論について講義する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 整除について講義する。 

2 回 最大公約数と最小公倍数、ユークリッドの互除法について講義する。 
3 回 一次不定方程式について講義する。 
4 回 素数について講義する。 
5 回 いろいろな素数のタイプについて講義する。 



6 回 完全数、素数の分布について講義する。 
7 回 中間試験と簡単な解説を行う。 
8 回 合同、剰余類について講義する。 
9 回 剰余類について講義する。 
10 回 加減乗除について講義する。 
11 回 一次合同式、連立一次合同式について講義する。 
12 回 オイラーの関数について講義する。 
13 回 オ 

準備学習 1 回 整数に関する性質、特に素数について復習しておくこと。 
2 回 第１回の内容を復習しておくこと。 
3 回 第２回の内容を復習しておくこと。 
4 回 第３回の内容を復習しておくこと。 
5 回 第４回の内容を復習しておくこと。 
6 回 第５回の内容を復習しておくこと。 
7 回 第６回までの内容を復習しておくこと。 
8 回 中間試験の問題を解けるように復習しておくこと。 
9 回 第８回の内容を復習しておくこと。 
10 回 第９回の内容を復習しておくこと。 
11 回 第１０回の内容を復習しておくこと。 
12 回 第１１回の内容を復 

 



年度 2014 
授業コード FSS22110 
成績評価 １回目のは面接内容、２，３回目の実験での姿勢、提出レポートの内容の合計で

総合点を付ける。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS22110 エネルギー環境科学実験 
担当教員名 若村 国夫、財部 健一 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード ガイガーカウンター、自然放射線、自然風速、太陽電池、太陽エネルギー、熱電

素子、光、熱機関、電子状態、音、波、物質、電気、計測 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 エネルギー環境科学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎物理学 I,II の教科書 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験を行ったら早めにレポートにまとめることが必要である。 
シラバスコード FSS22110 
実務経験のある教員  
達成目標 物質の性質と自然エネルギーの結びつき、自然エネルギーの不規則さ、自然エネ

ルギーの大きさを体験を通して認識する。 
受講者へのコメント  
連絡先 若村研究室 ７号館１階（電：０８６−２５６−９４０４） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Energy and Environmental Science 
関連科目 基礎物理学 I,II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 実験を通して、自然現象の気まぐれさ、自然エネルギーによる発電量の小ささ、

物質の性質の有用性などを体験・認識し、実験しながら知る面白さと容易さを体
験する。今、注目されている放射能汚染や風力発電に関係した実際測定。ガイガ
ーカウンターやシンチュレーションカウンターの原理を学び、これらを用いて、
放射線の大きさを実感として認識する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  はじめに: 

  この授業で何を学び、どのように実験を行うのかを説明する。 



  最初の２回は自然現象を定量的に測定するために必要な基礎的物理量の  
測定をノギスやテスターを用いて全員が体験する。３回目からは下記の  テー
マを順次行う。実験は二名一組で行うので、組み分けをする。一テ  ーマ３回
を割り当て、第一回はテーマに関係した基礎的事柄と実験内容  について面接
を行い、２，３回で実験を行う。 
2 回 測定の基礎技術体験１（全員）： 基礎的物理量である⻑さに注目し、誤差や
精度の概念、物差しやノギスの原理 

準備学習 1 回  自然に見られるエネルギーへの関⼼を持つ 
2 回  基礎物理学の単位の項の復習 
3 回 分数計算や基礎物理学の電流の章の復習 
4 回  基礎物理学の関係する分野の復習 
5 回  基礎物理学の関係する分野の復習 
6 回  基礎物理学の関係する分野の復習 
7 回  基礎物理学の関係する分野の復習 
8 回  基礎物理学の関係する分野の復習 
9 回  基礎物理学の関係する分野の復習 
10 回  基礎物理学の関係する分野の復習 
11 回  基礎物理学の関係する分野の復習 
12 回  基礎物理学の関係する分野の復習 
13 回  基礎物 

 



年度 2014 
授業コード FSS22211 
成績評価 実技(30％)レポート(70％) 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 基礎理学科(07〜12) 
見出し FSS22211 環境化学実験 
担当教員名 森 嘉久、山崎 重雄 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 環境 大気 水 土壌 汚染 物理量 平衡と速度 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境化学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第 1 回目の欠席は認めない。  

物理実験もしくは化学実験を履修していることが望ましい。  
なお、データの収集や解析にはパソコンをフルに活用するので情報リテラシーの
単位を取得していること。 

シラバスコード FSS22211 
実務経験のある教員  
達成目標 実験を通じて物理や化学の基礎を身につけるだけでなく、実験装置の使用法やレ

ポート作成を方法を修得して環境科学への理解を深めるようにする。 
受講者へのコメント  
連絡先 １４号館３階森研究室・山崎（重）研究室 

mori[at]das.ous.ac.jp 
yamazaki[at]das.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Environmental Chemistry 
関連科目 物理実験 化学実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 種々の物理量測定実験をすることで測定装置の原理とその測定限界を把握し、数

値の取り扱いや物理・化学の基礎的な概念を学習する。また測定機器の組み立て、
化学反応を実際に体験することを通して、物理・化学への理解を深める。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 



2 回  電気量測定（１）（テスタ、抵抗、電圧と電流）について実習する。 
3 回  電気量測定（２） （コイルとコンデンサ）について実習する。 
4 回  温度測定（熱拡散と熱量・温度計）について実習する。 
5 回  光量測定（カンデラとルクス・光度）について実習する。 
6 回  重量測定（回帰式、天秤とピペット）について実習する。 
7 回  化学反応速度（一次反応）について実習する。 
8 回  化学平衡測定（単分子吸着）について実習する。 
9 回  金属錯体合成（再結晶）について実習する。 
1 

準備学習 1 回 有効数字、相対標準偏差、再現性、精度と確度などの数値処理について講義
をするので予習をしてくること。 
2 回  テスタについて調べておくこと。 
3 回  コイルとコンデンサについて、特に周波数依存性について調べておくこ
と。 
4 回 各種の温度測定方式について調べておくこと。特に温度と熱の違いを学習
しておくこと。 
5 回 光量測定について調べておくこと。特に光源から距離とルックスの関係に
ついて考察してくること。 
6 回 重量測定について調べておくこと。天秤の構造・質量と重量の差異を考察し
てくること。 
7 回 化学反 

 



年度 2014 
授業コード FSS22310 
成績評価 課題提出（３０％），定期試験（７０％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 基礎理学科(07〜13) 
見出し FSS22310 宇宙科学 
担当教員名 伊代野 淳 
単位数 2 
教科書 教養のための天文学講義／米山忠興／（丸善株式会社）／978-4-621044674 
アクティブラーニング  
キーワード 赤経、赤緯、天球座標、星座、太陽、月、ケプラーの法則、万有引力、超新星、

膨張宇宙、ブラックホール 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 図が多いのでプリント化してほしいとのことであるが，自筆できることが大切で

あると考えている．基本的な図は教科書に載っているので予復習で対応してほし
い．受講者が多いので出席確認に時間をとらないような方法を実行している．そ
の結果，不備な点があることも承知している．可能な限りの対策をとるつもりで
ある． 

科目名 宇宙科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ニューステージ 地学図表／／浜島書店／ISBN-13: 978-4834340105 

: 
天文宇宙検定公式テキスト２級 銀河博士＜2013〜2014 年版＞/ 天文宇宙検定
委員会（編）／恒星社厚生閣／ISBN978-4-7699-1302-3 

授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSS22310 
実務経験のある教員  
達成目標 天体の位置、出没時刻、座標変換、万有引力による惑星運動の計算などが行える

こと。 
受講者へのコメント 講義への取り組みは，積極的になされ大変評価できると思います． 
連絡先 7 号館 3 階伊代野研究室  

iyono[atmark]das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 学生の課題に取り組む姿勢を向上させることができていると判断している．一方
で単位時間当たりの授業内容が多いとの意見もあるが，予復習でカバーしてほし
い． 

英文科目名 Space Science 
関連科目 地球科学Ⅰ、地球科学２の事前履修が望ましい。 



次回に向けての改善変更予定 予復習のシステムを改善したい． 
講義目的 天文学の基礎である天体の位置と運動や，惑星の運動を支配しているケプラーの

法則や万有引力の法則について講義する。また，現代宇宙科学の最近の成果と宇
宙の最新像について学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  宇宙の尺度と膨張宇宙１・・・宇宙の尺度、宇宙の階層について説明する。 

2 回  宇宙の尺度と膨張宇宙２ ・・・膨張宇宙、星の生成について説明する。 
3 回  宇宙の尺度と膨張宇宙３・・・天体間の距離と密度、距離の決め方につい
て説明する。 
4 回  太陽系１・・・天体の見かけの運動について説明する。 
5 回  太陽系２・・・月と暦について説明する。 
6 回  太陽系３・・・惑星とケプラーの法則について説明する。 
7 回  太陽系４・・・惑星とケプラーの法則に基づく運動について説明する。 
8 回  星の光１・・・電 

準備学習 1 回 シラバスを事前によく読み、学習過程を確認しておくこと。 
2 回 宇宙特有の単位や三角関数の復習をしておくこと。 
3 回 座標の扱い方、ベクトルの復習をしておくこと。 
4 回 三角関数の各種定理を復習しておくこと。 
5 回 われわれが使用している時間、四季、星座について調べておくこと。 
6 回 地球の自転について考えるので、遠⼼力などの力学の復習が必要である。 
7 回 万有引力についてについて復習しておくこと。 
8 回 光、電波など電磁波について、復習すること。 
9 回 星の明るさや色について復習をしておくこと。 
1 

 



年度 2014 
授業コード FSS22410 
成績評価 課題提出（２０％）、中間試験（４０％）、期末試験（４０％）により評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜14) 
見出し FSS22410 電子計算機概論 
担当教員名 伊代野 淳 
単位数 2 
教科書 コンピュータ概論／足達義則／(培風館) 
アクティブラーニング  
キーワード アルゴリズム、ネットワーク、ＣＰＵ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 コメントをくれた皆さんありがとう． 

「演習を入れてほしい」「計算演習をしてい欲しい」・・・時間的には厳しいが，
TA との連動で考えてみたい． 
「情報の学習機会が少なかったので・・・」・・・講義の趣旨を理解いただきまた
役に立ったようであり，教授した買いがあったと感じられるコメントであった． 
「板書が速い」「リテラシーと重なる」・・・扱う分量が多いのでやむおえないと
考えているが，改善してみたい．後半については，座学的つまり計算や理論・論
理に重点を置いて電子計算機概論はすすめたつもりである．実技的にはリテラシ
ーと 

科目名 電子計算機概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 電子計算機概論／太⽥宗雄・古賀実・横⽥栄一著／共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 期末試験は定期試験中に行い，中間試験を含め試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSS22410 
実務経験のある教員  
達成目標 １．コンピュータの五大装置とＣＰＵの動作、ソフトウェアの種類と働き 

２．コンピュータ内部での数の表現、文字の表現 
３．ブール代数と簡単な論理回路 
４．ネットワークと通信 
５．コンピュータ技術の、表面に現れない色々な技術について基礎的な知識を習
得する。 

受講者へのコメント 概論なので講義が中⼼となる．また，初学年次の概論であり，人数も多くなって
しまう． 
講義で扱う量が多いという意見は毎年ある．しかし，この講義内容の中で重要な
部分は，今後の高学年次の科目で繰り返される部分もあると理解してほしい． 

連絡先 7 号館 3 階伊代野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 事前準備・復習をしてきている人が半分程度いることは⼼強い． 
英文科目名 Introduction to Computers and Programming 
関連科目 情報システム概論Ⅰ、Ⅱ、情報システムⅠ、Ⅱなどの情報系科目の履修へと発展

することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 講義スピードが速いという意見が少しあるが，多くの人にはちょうどいい様であ

る．シラバスで示している事前学習をさらに呼びかけていきたい． 
講義目的 現代及び今後の情報化社会を鑑み、最低限の「コンピュータ」に関する知識を習

得する事を目的とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  高度情報化社会 授業ガイダンス，情報革命の位置付けと、情報化に伴う社

会変化について説明する。 
2 回  コンピュータの歴史（1）情報化の歴史やコンピュータの歴史、コンピュー
タの種類や性能について説明する。 
3 回  コンピュータの歴史（2）情報化の歴史やコンピュータの歴史、コンピュー
タの種類や性能について説明する。 
4 回  ソフトウェアとハードウェア（1）コンピュータの五大装置とＣＰＵの動
作、ソフトウェアの種類と働きについて説明する。 
5 回  ソフトウェアとハードウェア（2）：（１）以外の周辺装置につ 

準備学習 1 回 シラバスを確認しておくこと． 
2 回  第１回の内容の復習、および、講義中の問題を考えておくこと。 
3 回  第２回の内容の復習、および、講義中の問題を考えておくこと。 
4 回  第３回の内容の復習、および、講義中の問題を考えておくこと。 
5 回  第４回の内容の復習、および、講義中の問題を考えておくこと。 
6 回  第５回の内容の復習、および、講義中の問題を考えておくこと。 
7 回  第６回の内容の復習、および、講義中の問題を考えておくこと。 
8 回 今までの講義内容を復習しておくこと。 
9 回  第７回の内容の 

 



年度 2014 
授業コード FSS22510 
成績評価 課題提出（３０％）、定期試験（７０％）あるいはレポート提出（７０％）で評価

を行う。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS22510 量子力学 
担当教員名 財部 健一 
単位数 2 
教科書 日置善郎著・量子力学・吉岡書店 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 量子力学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 朝永振一郎著・「量子力学」・みすず書房 
授業形態 講義 
注意備考 定期試験あるいはレポート提出は１５回講義終了後に指示する。 
シラバスコード FSS22510 
実務経験のある教員  
達成目標 水素原子、スピン、摂動論、多体系の理解 
受講者へのコメント  
連絡先 ７号館 財部研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Quantum Physics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ミクロ世界の電子等の振舞いを記述しているのが量子力学である。この講義では

量子力学を通観する。インターネットで「量子の世界」を調べてみよう。超伝導
や半導体等の物質の世界はもちろん，生命，宇宙，情報が量子の言葉で語られよ
うとしていることに気付いて驚く。創造と想像が織りなす科学である。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  中⼼力ポテンシャルと角運動量（１）を説明する。 

2 回  中⼼力ポテンシャルと角運動量（２）を説明する。 
3 回  中⼼力ポテンシャルと角運動量（３）を説明する。 
4 回  中⼼力ポテンシャルと角運動量（４）を説明する。 
5 回  中⼼力ポテンシャルと角運動量（５）を説明する。 



6 回  中⼼力ポテンシャルと角運動量（６）を説明する。 
7 回  摂動論（１）を説明する。 
8 回  摂動論（２）を説明する。 
9 回  摂動論（３）を説明する。 
10 回  スピン角運動量を説明する。 
11 回  粒子の同等性と多粒子系を 

準備学習 1 回 中⼼力ポテンシャルと角運動量（１）に関する事柄をよく予習しておくこ
と。 
2 回 中⼼力ポテンシャルと角運動量（２）に関する事柄をよく予習しておくこ
と。 
3 回 中⼼力ポテンシャルと角運動量（３）に関する事柄をよく予習しておくこ
と。 
4 回 中⼼力ポテンシャルと角運動量（４）に関する事柄をよく予習しておくこ
と。 
5 回 中⼼力ポテンシャルと角運動量（５）に関する事柄をよく予習しておくこ
と。 
6 回 中⼼力ポテンシャルと角運動量（６）に関する事柄をよく予習しておくこ
と。 
7 回  摂動論（１）に関する事柄をよく予習 

 



年度 2014 
授業コード FSS22610 
成績評価 レポートなどの提出、随時の小テスト（２０％）と定期試験（８０％）で評価す

る。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS22610 遺伝学 
担当教員名 淺⽥ 伸彦 
単位数 2 
教科書 「これだけは知っておきたい 図解 ジェネティクス 新しい遺伝学がワカル」

/江島洋介/オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード 遺伝、連鎖、変異 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 遺伝学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 随時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義計画は予定なので、変更が有り得る。 
シラバスコード FSS22610 
実務経験のある教員  
達成目標 サイエンスの考察法が身に付くことを目指す。 
受講者へのコメント  
連絡先 第７号館２階 淺⽥伸彦研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Genetics 
関連科目 動物学科で開講する「進化動物学」、「集団遺伝学」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 メンデルの法則に始まる古典遺伝学と昨今の分子遺伝学を理解するための基礎

的な知識を整理して、生命現象としての遺伝の大筋を把握させることを目的とす
り。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 受講意思の確認、動物遺伝学を学ぶ動機付けについて概説する。 

2 回 遺伝学の基礎への解説として、遺伝学とは何かについて概説する。 
3 回 遺伝学の基礎への解説として、集団遺伝学に特徴的な考え方についてが概
説する。 
4 回 DNA,遺伝子、ゲノムへの解説として、タンパク質が遺伝物質であると考え



られていた理由について概説する。 
5 回 DNA,遺伝子、ゲノムへの解説として、ヒト以外にどんな生物のゲノムが解
読されているかについて概説する。 
6 回 遺伝の分子機構への解説として、対立遺伝子とは何かについて概説する。 
 

準備学習 本シラバスを良く読み、受講前の当科目のイメージをノートに記しておくこと。 
 



年度 2014 
授業コード FSS22710 
成績評価 課題提出、および問題意識を持って授業を受けているか（30％）と定期試験（70％）

で評価する。問題意識については、毎時間提出する質問・感想で判断する。採点
の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。 

曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS22710 環境地球化学 
担当教員名 小林 祥一 
単位数 2 
教科書 資料を配付する 
アクティブラーニング  
キーワード 地球の生成、元素の分配、地球表層物質、地球の環境、環境の変化、酸性雨 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 毎時間授業の始めに質問に答えてくれたので理解がしやすかった（3 名）．→質問

に答える時間が⻑いと不満を漏らす受講者もいます．自由記載を書いてくれた人
の 3/4 からこの方法に感謝してくれているので，今後も続けたいと思います． 
先生がおもしろいです．→道を間違えたか･･･？ 

科目名 環境地球化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後に実施する。 

日時については授業中に指示するが、教務の掲示板でも確認すること。 
※授業ではしばしば電子教材を液晶プロジェクターで投影し行っている。 

シラバスコード FSS22710 
実務経験のある教員  
達成目標 宇宙の元素存在度や元素の起源を理解すると共に、地球の誕生・進化、地球を構

成する物質の化学的特徴を修得した上で、地球の環境の変化が私たちの生活にど
のような影響を及ぼすかを総合的に考える力を養成する。 

受講者へのコメント 受講生が多いので毎時間の終わりに各自質問を書いて提出してもらっているよ
ね。結構内容が細かくなっているので，皆さんはこれを積極的に利用し，問題点
を残さないようにしてほしい． 

連絡先 7 号館 3 階 小林研究室 086-256-9704 kobayashi＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価５）で「できた」ではなく、「だいたいできた」の方が上回っていた．岩
石鉱物ができた環境を想像することが難しいことからであろう．野外実習に参加
している学生もいることか，実習の内容を見直すことも検討する必要がありそう
だ． 



英文科目名 Geochemical and Environmental Sciences 
関連科目 地球科学、鉱物科学 
次回に向けての改善変更予定 理解度を上げるために，授業で説明している図表は，宿題等で各自に実際に描い

てもらうことを考えている． 
講義目的 地球環境を地球化学的観点で解説する。地球の誕生・進化および、地表付近に見

られる岩石鉱物を構成する元素の種類、それら元素の分配・濃集・移動のメカニ
ズムから、本来の地球環境についてまず理解を深める。これら知識をもとに、自
然現象および私たちの生活が原因で地球表層付近の環境が変化し、これが原因で
引き起こされる影響を、酸性雨による岩石鉱物への影響を地球化学的に検討した
実験的研究例などを紹介し理解を深める。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回  宇宙および地球の化学組成について説明する。 
3 回  地球の内部構造と化学組成について説明する。 
4 回  地球形成と元素の配分について説明する。 
5 回  海の生成と原始大気について説明する。 
6 回  地球大気の変遷について説明する。 
7 回  酸素濃度の変遷について説明する。 
8 回  地球表層物質（鉱物）の化学的特徴について説明する。 
9 回  地球表層物質（岩石鉱物）の化学的特徴について説明する。 
10 回  微量成分に関するマグマー鉱物間の分配係数 

準備学習 1 回  シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 種々の元素はどこで生成するのだろうか、確認しておくこと。 
3 回  地球内部の温度圧力などの環境を思い出しておくこと。 
4 回  隕石の種類を確認しておくこと。 
5 回  水や大気組成はどこから来たのだろうか。水の三重点、臨界点を確認して
おくこと。 
6 回  火山からは何か排出されるのだろうか。光合成生物にはどんなものがいる
のだろうか。確認しておくこと。 
7 回  鉄の資源はどこのどんな鉱床から供給されているかを調べておくこと。 
8 回  地球の表面近くで 

 



年度 2014 
授業コード FSS22811 
成績評価  レポートなどの評価（20％）と定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 基礎理学科(08〜09) 
見出し FSS22811 水環境科学 
担当教員名 野瀬 重人 
単位数 2 
教科書  平成 20 年中学校学習指導要領解説 理科編 文部科学省 

  磯﨑行雄、江里口良治 編「地学基礎」文部科学省検定済教科書／高等学校理
科用／啓林館 ／61 啓林館／地基 303／9784402037512 

アクティブラーニング  
キーワード 中学校理科第２分野、地学基礎、地学、天文、気象、地質 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 水環境科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  講義の進捗に応じて適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSS22811 
実務経験のある教員  
達成目標  ①天文、気象、地質などの現象に関する基礎的な知識を習得している。 

 ②天文、気象、地質などの現象を指導技術により生徒に理解させることができ
る。  
 ③地学の授業において観察・実験が十分にできる。 
 ④情熱と熱⼼さを伴って授業を展開することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先  野瀬重人 岡山理科大学理学部  １０学舎５階 野瀬研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Aqueous Environmental Science 
関連科目  事前に「理科教育法Ⅲ」を習得しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  中・高等学校の理科地学領域の指導に必要な知識と指導方法を、講義と実験及

び演習によって育成する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  「平成 20 年中学校学習指導要領（理科編）」〈以下「中学理科指導要領」

と称する〉の第２分野（地学領域）及び平成 21 年高等学校学習指導要領（理科



編、理数編）〈以下「高校理科指導要領」と称する〉の「地学領域」の概要につい
て説明する。 
2 回  「高校理科指導要領」の「地学領域」について概要を説明する。 
3 回  「地球の形状」に関して、地球の形と重力、地磁気、地球の内部構造など
の内容と指導法を説明する。 
4 回  「地球の内部」に関して、地球の内部構造、地震波の伝わり方、地球の内
部の状態と物質などの内容と指導 

準備学習 1 回  「中学理科指導要領」の 129p〜135ｐと「高校理科指導要領」の 210p〜
212ｐをよく読み、予習しておくこと。 
2 回  「高校理科指導要領」の 212ｐ〜214ｐを予習しておくこと。 
3 回  以下の講義は、高等学校「地学」の内容とその指導法を講義するものであ
る。 
 「高校理科指導要領」の「地球の形状」（107ｐ）に関する部分を予習しておく
こと。 
4 回  「高校理科指導要領」の「地球の内部」（107ｐ〜108ｐ）に関する部分を
予習しておくこと。 
5 回  「高校理科指導要領」の「地球の活動」（108ｐ 

 



年度 2014 
授業コード FSS22910 
成績評価 定期試験を主とし(70%)，提出レポートを参考にして(30%)，評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS22910 水圏科学 
担当教員名 北岡 豪一＊ 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 水の循環、大気，海洋，河川，湖沼，地下水、干潟、温泉、野外調査 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 水圏科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 柳哲雄：「海の科学−海洋学入門」，恒星社厚生閣，2001 登坂博行：「地圏の水環

境科学」，東京大学出版会，2006 ⻄條八束・「三⽥村緒佐武：新編 湖沼調査法」，
講談社サイエンティフィック，1995 

授業形態 講義 
注意備考 1 年次の「地球科学Ⅰ」と「地球科学Ⅱ」を受講しておくことが望ましい。 
シラバスコード FSS22910 
実務経験のある教員  
達成目標 水環境には質と量，安定性と不安定性の両面があり，人間活動はそれに影響を与

えている。その影響はグローバルからローカルまでの種々のスケールで起こりつ
つある。個々の水環境問題に対し，自分で科学的に考えることができるようにな
ることを本講義の目標とする。なお，実際は，種々の環境水について，水温、水
質，流量（あるいは水位）などを地道に観測することによって，自然のしくみを
理解したり，人間活動の影響が評価されるので，実際的な調査方法についても学
習する。 

受講者へのコメント  
連絡先 E-mail: kitaoka@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Hydrosphere Science 
関連科目 地球科学Ⅰ，Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自然界における水は、その流れを通して物質とエネルギーを移動させ、環境の安

定性と生態系の維持に基本的な役割を担っている。また、ときに洪水となって生
態系に打撃を与えたり災害を引き起こすこともある。水圏全体を見渡しながら，



水、物質、エネルギーの移動の仕組みを学習し，人間活動との関係を考える。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  地球の歴史 

2 回  地球の水循環と滞留時間 
3 回  大気と海洋の関わり 
4 回  大気の流れと海流 
5 回  波・潮汐 
6 回  沿岸海域・干潟 
7 回  淡水と海水の特性 
8 回  陸と海の物質循環 
9 回  水と人間 
10 回  流域と水循環 
11 回  地下水の動き 
12 回  湖沼 
13 回  水と熱の移動：火山，温泉，温暖化 
14 回  環境汚染：水質汚染，放射能汚染 
15 回  同位体を用いた水の追跡 

準備学習 1 回  シラバスを見て学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  水が，海洋，大気，陸地の間をどのように行き交うのか，考えておくこと。 
3 回  海水の色は水面上から見ても水中で見ても⻘緑に見えるのはなぜか，考
えておくこと。 
4 回  地球規模で見ると，大気と海水は常に流れている。なぜ流れているのか，
考えておくこと。 
5 回  潮汐が 1 日 2 回起こるのはなぜか，調べておくこと。 
6 回  陸と海の境界にある干潟には，生物が豊かに生存している。それはなぜ
か，考えておくこと。 
7 回  河口では，川水が海水の上を這うようにし 

 



年度 2014 
授業コード FSS23010 
成績評価 講義中の小テスト(15%)、課題レポート(20%)と定期試験(65%)により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS23010 環境地質学 
担当教員名 山口 一裕 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 地形図、空中写真、ハザードマップ、粘土鉱物学、機器分析、水文地質学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境地質学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS23010 
実務経験のある教員  
達成目標 地球科学の具体的な課題を解決するための知識と技術を習得する。 

①地形図を判読できるようになる。 
②ハザードマップについて自分で調査して問題点を明らかにできるようになる。 
③日本の地盤災害について把握・理解するようになる。 
④水文地質学の基礎を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室 7 号館 1 階 yamaguti@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Earth Science 
関連科目 地質学、地球化学、地学実験Ⅱ、野外実習Ⅰ、Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球環境問題を正しく理解、解決するためには、地球科学的な考え方や手法が重

要な役割を果たすと考えらている。環境地質では、具体的な事例と演習を通して
地球科学的な考え方や手法について学習する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  地形図 情報の読み方 １ 

2 回  地形図 情報の読み方 
3 回  主題図 ハザードマップ 



4 回  ハザードマップの調査・報告書作成 
5 回  空中写真による地形解析 １ 立体視にチャレンジしてみよう。 
6 回  空中写真による地形解析 ２ 宮中写真の判読 火山地形 
7 回  斜面の地球科学 地質学的条件 
8 回  斜面の地球科学 粘土鉱物 
9 回  地球科学で利用する機器分析１ XRD、XRF 
10 回  地球科学で利用する機器分析２ TG-DTA、IC 
11 回  地球化学的データの基礎解析法 1：野外での測定法 

準備学習 1 回  このシラバスを読んで学習内容を把握する。地図(地形図）について予習
すること。 
2 回  前回の課題で地形図に慣れよう。 
3 回  観光地図や地質図など地図にはいろいろと種類があることを調べておこ
う 
4 回  インターネットで実家の市町村あるいは都道府県のハザードマップを調
べておこう 
5 回  空中写真について調べてみよう 
6 回  火山地形について調べておこう 
7 回  地すべり，がけ崩れについて調べておこう 
8 回  前回の復習をしておこう 
9 回  粘土鉱物の特徴についてまとめておこう 
10 回  前回の XRD 

 



年度 2014 
授業コード FSS23110 
成績評価 課題提出(20%)、課題発表(30%)と試験の得点(50%)をあわせて評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS23110 現代教育Ⅰ 
担当教員名 曽我 雅比児 
単位数 2 
教科書 使用せず、必要な資料は各自で用意する。資料の入手方法については説明する。 
アクティブラーニング  
キーワード 教育改革、中央教育審議会、教育振興基本計画 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 発表中⼼の講義がユニークであった、受け身ではなく能動的に講義に参加できて

よかった等の感想を多くいただき勇気づけられています。 
科目名 現代教育Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ４年生の卒業研究を現代教育学研究室（曽我、中島）で行いたい人は必ず受講す

ること。 
シラバスコード FSS23110 
実務経験のある教員  
達成目標 ・わが国の教育政策の形成過程において中央教育審議会の答申が大きな役割を果

たしていることを理解する。 
・中央教育審議会の構成と機能について正しい理解を獲得する。 
・最近の教育改革の特徴と方向を理解する。 

受講者へのコメント 自分なりに教職の魅力を発見し、教師像を作っていってください。 
連絡先 14 号館４階 曽我研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 おおむね妥当な評価と思います。大変参考になります。 
英文科目名 Matters of Contemporary Education I 
関連科目 「教育基礎論」、「現代教育Ⅱ」 
次回に向けての改善変更予定 指摘された点を踏まえて努力・⼯夫します。 
講義目的 最近の中央教育審議会の答申を読み、教育改革の動向と構造を理解する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションをする。 

2 回  「第１期教育振興基本計画について」（平成 20 年４月）を説明する。 
3 回  「第２期教育振興基本計画について」（平成２５年６月）を説明する。 
4 回  「第２期教育振興基本計画について」を考察する。 



5 回 「第２期教育振興基本計画について」発表する。 
6 回 「第２期教育振興基本計画について」発表する。 
7 回  「幼・小・中・高の学習指導要領の改善について」（平成 20 年１月）を説
明する。 
8 回  「幼・小・中・高の学習指導要領の改善について」を考察する。 
9 回  「幼 

準備学習 1 回 中央教育審議会について調べておくこと。 
2 回  配布プリントを読み、課題に答えておくこと。 
3 回  配布プリントを読み、課題に答えておくこと。 
4 回  資料を入手し、予習しておくこと。 
5 回 発表の準備をしておくこと。発表の様式はあらかじめ指示する。 
6 回  発表の準備をしておくこと。発表の様式はあらかじめ指示する。 
7 回  配布プリントを読み、課題に答えておくこと。 
8 回  資料を入手し、予習しておくこと。 
9 回  発表の準備をしておくこと。発表の様式はあらかじめ指示する。 
10 回  発表の準備を 

 



年度 2014 
授業コード FSS23210 
成績評価 講義後に課す課題で１００％評価する。得点は、１５０点（１０点×１５回）を

100 点満点に換算し評価する。定期試験は行なわない。６０％以上のものを合格
とする。 

曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS23210 現代教育Ⅱ 
担当教員名 中島 弘徳 
単位数 2 
教科書 岸見一郎著『アドラー⼼理学入門』KK ベストセラーズ／978-4-584103128 
アクティブラーニング  
キーワード アルフレッド・アドラー、アドラー⼼理学、勇気づけ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 学習内容に興味を持ってくれた感想が多く良かったです。 
科目名 現代教育Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義内で指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 準備学習については講義計画に示しているが、詳細については講義内で指示す

る。 
シラバスコード FSS23210 
実務経験のある教員  
達成目標 ①経験だけでなく、科学的手法による効果的な教育方法が理解できるようにな

る。 
②⺠主的な集団維持のための理論や技法が理解できるようになる。 
③勇気づけについて理解できるようになる。 

受講者へのコメント 講義以外の学習時間について少なかったのが気になりましたが、その分、講義時
間に具体的な問題を出してくれた学生君も多かったので助かりました。 

連絡先 14 号館３階 中島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 興味を持ってくれた人が多かったのは良かったです。 
英文科目名 Matters of Contemporary Education II 
関連科目 教育相談の理論と方法 
次回に向けての改善変更予定 教育問題は、日々変化するので、より時代に即した内容を出して行きたいと思い

ます。 
講義目的 アルフレッド・アドラーの創設したアドラー⼼理学を基礎に、⺠主的で責任感を

持った子どもを育成するにはどうしたらよいかについて理解することを目的と
する。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 アルフレッド・アドラーについて説明する。 

2 回 個人（アドラー）⼼理学の基本前提（１）個人の主体性、全体論について説
明する。 
3 回 個人（アドラー）⼼理学の基本前提（２）目的論、対人関係論、認知論につ
いて説明する。 
4 回 健康なパーソナリティとは何かについて説明する。 
5 回 不適切な行動とその解決法について説明する。 
6 回 勇気づけの方法について説明する。 
7 回 よりよい人間関係をつくる方法について説明する。 
8 回 主張性トレーニングについて説明する。 
9 回 教育の目標（１）自立について説明する。 
 

準備学習 1 回 アルフレッド・アドラーについて、フロイト、ユングとの比較しながら調べ
ておくこと。 
2 回 アドラー⼼理学の誕生した時代背景についてまとめておくこと。 
3 回 基本前提（１）について具体例を考えておくこと。 
4 回 基本前提（２）について具体例を考えておくこと。 
5 回 健康なパーソナリティについて具体例を考えておくこと。 
6 回 教育現場で見られる不適切な行動について具体例を考えておくこと。 
7 回 勇気づけについて復習しておくこと。 
8 回 日常生活においてよりよい人間関係を作る⼯夫について考えておくこと。 
9 

 



年度 2014 
授業コード FSS23311 
成績評価 課題発表力等の平常点(80%)と定期試験(20%)により評価する 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 基礎理学科(08〜09) 
見出し FSS23311 理科教育ゼミナール 
担当教員名 山口 一裕、伊代野 淳、森 嘉久、山崎 重雄、齋藤 達昭、高橋 和成＊、

吉村 功 
単位数 2 
教科書 適宜指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 学習、実験、観察、発見的教授法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 理科教育ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 理数系教員コースの学生対象の科目です。総合理学コースの学生は履修できませ

んので履修登録の際は注意してください。 
理科の教員を目指している学生を対象とした実践的な授業です。熱意を持って主
体的・積極的に受講するように。 

シラバスコード FSS23311 
実務経験のある教員  
達成目標 ①理科教育において重視される生徒実験のあり方について考えられること 

②理科教育において重視される生徒実験の問題点を理解すること 
③生徒が興味を持つような理科実験・観察のプレゼンテーション能力を身につけ
ること 

受講者へのコメント  
連絡先 山口一裕 7 号館 1 階 yamaguti@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar on Science Education 
関連科目 理科の教免に関係する科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 子どもの自己活動と実験・観察を基本とした自然科学の教育を実践するための基

礎知識と技術を養成する。実際に中学校で行われている観察・実験を体験して理
科教育の学習の中での位置づけを明確にし，問題点を明らかにし，より発展した
ものに改良する態度を養う。卒業後実際に現場に立ったときに役立つ技能や知識



を習得することを目的とする。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  中学校理科の教科書を読んで、実験・観察についてまとめる。 

2 回 ウェブ教材の閲覧・活用の方法について学習する 
3 回  中学校理科（物理分野）で取り扱う実験を考えてみる 
4 回  中学校理科（物理分野）で取り扱う実験をする 
5 回  中学校理科（物理分野）で取り扱う実験を発表する 
6 回  中学校理科（化学分野）で取り扱う実験を考えてみる 
7 回  中学校理科（化学分野）で取り扱う実験をする 
8 回  中学校理科（化学分野）で取り扱う実験を発表する 
9 回  中学校理科（生物分野）で取り扱う実験を考えてみる 
1 

準備学習 1 回 中学校理科の実験を調べておく 
2 回 ウェブ教材を調べてくおく 
3 回 中学校理科（物理分野）の実験について調べておく 
4 回 中学校理科（物理分野）の実験するうえでの問題点について調べておく 
5 回 中学校理科（物理分野）の実験計画を作成しておく 
6 回 中学校理科（化学分野）の実験について調べておく 
7 回 中学校理科（化学分野）の実験するうえでの問題点について調べておく 
8 回 中学校理科（化学分野）の実験計画を作成しておく 
9 回 中学校理科（生物分野）の実験について調べておく 
10 回 中学校理科（生物分野 

 



年度 2014 
授業コード FSS23411 
成績評価 課題発表(40%)、論文の出来具合(60%)により評価する。筆記試験は行わない。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜09) 
見出し FSS23411 現代教育ゼミナール 
担当教員名 曽我 雅比児、中島 弘徳 
単位数 2 
教科書 レポート作成のためのま文献や資料は各自で準備すること。入手方法については

適宜説明します。 
アクティブラーニング  
キーワード 教育学、教育臨床⼼理学、文献研究 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 現代教育ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ４年生の卒業研究を現代教育学研究室（曽我、中島）で行いたい人は必ず受講す

ること。 
シラバスコード FSS23411 
実務経験のある教員  
達成目標 ・教育学と教育臨床⼼理学の基礎概念を理解する。 

・文献調査の技法を習得する。 
・論文作成の技法を習得する。 
・自力で調査論文を作成する。 

受講者へのコメント  
連絡先 14 号館 曽我研究室（４階）、中島研究室（３階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar on Contemporary Education 
関連科目 「教育基礎論」、「学習・発達論」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教育学と教育臨床⼼理学の基本的文献を取り上げ受講生全員で輪講していく。こ

れを通して、教育学と教育臨床⼼理学に関する卒業研究の基礎的知識と技法を習
得させる。さらに、受講生は各自でテーマを決め、自ら調査を行い、レポートを
作成することが求められる。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションをする。 



2 回  教育学の文献を輪講する。 
3 回  教育レポートの課題を設定する。 
4 回  教育学の文献を輪講する。 
5 回  教育レポート課題テーマの発表をする。 
6 回  教育学の文献を輪講する。 
7 回  教育レポート課題の中間発表をする。 
8 回  教育レポート課題を作成し、発表する。 
9 回  教育臨床⼼理学輪講（１） 
10 回  教育臨床⼼理レポート課題設定 
11 回  教育臨床⼼理学輪講（２） 
12 回  教育臨床⼼理レポート課題発表（１） 
13 回  教育臨床⼼理学輪講（３） 
14 

準備学習 1 回 教育に関する問題意識を洗い出しておくこと。 
2 回  図書館等で文献を調べること。 
3 回  図書館等で文献を調べ、自らの研究課題を選定すること。 
4 回  各自の研究課題について図書館等で文献研究をすること。 
5 回  各自の研究課題について図書館等で文献研究をすること。 
6 回  各自の研究課題について図書館等で文献研究をすること。 
7 回  各自の研究課題について図書館等で文献研究をすること。 
8 回  各自の研究課題について小論文を作成すること。 
9 回  図書館等で文献を調べておくこと。 
10 回  図書館 

 



年度 2014 
授業コード FSS23511 
成績評価 レポート課題(70%)と授業中の演習(30%)を合わせて評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 基礎理学科(〜11) 
見出し FSS23511 自然科学特論Ⅰ(数学) 
担当教員名 坂⽥ 定久＊、⻑渕 裕 
単位数 1 
教科書 教科書は使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 微分方程式の安定性 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 自然科学特論Ⅰ(数学) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 常微分方程式の安定性／山本 稔／実教出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS23511 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 線形微分方程式系の安定性に関する基本的な性質を理解すること。 

(2) 具体的な線形微分方程式系に対し，安定性が判定できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 5 階⻑渕研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Natural Science I 
関連科目 微分積分，微分方程式に関係する科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 理⼯学は勿論のこと経済学や数理生物学の分野においても微分方程式は重要な

知識の１つとなってきている。高階の線形微分方程式はベクトル表示により，１
階線形微分方程式系となる。この講義では，主として，線形微分方程式系の安定
性に関する基礎的知識について講述する。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 微分方程式系の安定性と有界性を定義し，その例を示す。 

2 回 微分方程式系の漸近安定性を定義し，その例を示す。 
3 回 自励系および周期系の微分方程式系の漸近安定性について調べる。 
4 回 線形微分方程式系の基本解系の性質を調べる。 
5 回 基本解系を利用して，微分方程式系の漸近安定性を判定する。 



6 回 ラウス・フルヴィッツの判定法を用いて，定数係数線形微分方程式系の漸近
安定性を判定する。 
7 回 リヤプノフの方法を用いて微分方程式系の安定性，不安定性を判定する。 
8 回 リヤプノフの方法を用いて微分方程式系の 

準備学習 1 回 関数の極限の定義について復習しておくこと。 
2 回 安定性の定義とその例を見直しておくこと。 
3 回 微分方程式系の解の定義とその一意性について復習しておくこと。 
4 回 行列の指数関数を復習しておくこと。 
5 回 １階線形微分方程式の定数変化法の復習をしておくこと。 
6 回 行列式の計算方法の復習をしておくこと。 
7 回 積分の計算と１階線形微分方程式の解法を復習しておくこと。 
8 回 前回のリヤプノフの方法を復習しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FSS23521 
成績評価 出席とレポートによる 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 基礎理学科(〜11) 
見出し FSS23521 自然科学特論Ⅰ(物理) 
担当教員名 伊藤 國雄＊、財部 健一 
単位数 1 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 自然科学特論Ⅰ(物理) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS23521 
実務経験のある教員  
達成目標 研究内容を英文２ページ程度に纏めること 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Natural Science I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 英語で研究内容を表現できること 
対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 現在研究中の内容を、2 ページくらいの英語技術論文としてまとめておくこと（修

士以上） 
 



年度 2014 
授業コード FSS23531 
成績評価 各回の小レポートと最終回のディベートにて総合的に評価する 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 基礎理学科(〜11) 
見出し FSS23531 自然科学特論Ⅰ(地学) 
担当教員名 山本 真行＊、伊代野 淳 
単位数 1 
教科書 特になし 
アクティブラーニング  
キーワード 地球、宇宙、太陽系、大気、発光、プラズマ、波動、スペクトル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 自然科学特論Ⅰ(地学) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 科学ポスター『一家に一枚』シリーズ（http://www.pcost.or.jp/pg42.html） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS23531 
実務経験のある教員  
達成目標 多面的な情報から自然を理解する手法について考える力を得ること 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Natural Science I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球や宇宙に関する理解を深め、持続的社会に必要な素養を得ること 
対象学年 4 年 
授業内容 1 回 人類の宇宙への挑戦について，講義する 

2 回 地球大気について講義する 
3 回 太陽と地球の物理について講義する 
4 回 オーロラとスプライトについて講義する 
5 回 太陽系小天体と流星について講義する 
6 回 超高層大気の観測について講義する 
7 回 インフラサウンドについて講義する 
8 回 「宇宙開発は人類に必要か？」について講義並び議論する 

準備学習 1 回 人類による宇宙を知る試みを１つ調べておくこと 



2 回 生存環境としての地球大気の描像を調べておくこと 
3 回 太陽は地球に何をもたらしているか調べておくこと 
4 回 蛍光灯やナトリウム灯はなぜ光るのか調べておくこと 
5 回 地球や惑星の形成過程を調べておくこと 
6 回 プラズマについて調べておくこと 
7 回 音波、超音波、衝撃波とは何か調べておくこと 
8 回 宇宙開発についての自身の意見をまとめておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FSS23541 
成績評価  レポート（５０％）、講義中の質疑応答（５０％）により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 基礎理学科(〜11) 
見出し FSS23541 自然科学特論Ⅰ(化学) 
担当教員名 齊藤 惠逸＊ 
単位数 1 
教科書  教科書は使用しない。必要に応じて資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード  溶媒抽出 イオン交換 化学発光 蛍光 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 自然科学特論Ⅰ(化学) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS23541 
実務経験のある教員  
達成目標  微量成分の簡便で高感度な分析法を開発するための戦略を立てる能力を身に

つけることを目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Natural Science I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  大気・水・土壌中に排出された種々の微量物質による環境汚染が注目されてき

ており、微量成分の分離・分析法の開発が重要となっている。溶媒抽出やイオン
交換による物質の分離濃縮法、化学発光法や蛍光法による有害物質の簡便で高感
度な検出法を開発するための戦略について学ぶ。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習  溶媒抽出、イオン交換、化学発光および蛍光に関する基礎的事項を学習（復習）

しておくこと。 
 



年度 2014 
授業コード FSS23611 
成績評価 出席(40%)、レポート(60%)により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 基礎理学科(08〜11) 
見出し FSS23611 自然科学特論Ⅱ(数学) 
担当教員名 松永 秀章＊、⻤塚 政一 
単位数 1 
教科書 書店販売しない」プリントを適時配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 固有値、固有ベクトル、スペクトル分解、微分方程式、差分方程式、漸近挙動 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 自然科学特論Ⅱ(数学) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ジョルダン標準形／韓太舜、伊理正夫／東京大学出版会： 

線形微分方程式序説−第１巻−基礎理論／申正善、内藤敏機／牧野書店： 
Differential Equations, Dynamical Systems, and an Introduction to Chaos, 2nd 
Edition／M. Hirsch, S. Smale, R. Devaney／Academic Press 

授業形態 講義 
注意備考 授業はできるだけ前の席に座ること。後ろの方に座っている者は授業に対する積

極性が乏しいと判断します。 
シラバスコード FSS23611 
実務経験のある教員  
達成目標 線形常微分方程式の解の表現公式を理解し、それを応用することができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館８階 ⻤塚研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Natural Science II 
関連科目 微分積分、線形代数、微分方程式に関係する科目。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 線形空間の直和分解から得られる、行列のスペクトル分解の理論を紹介します。

その応用として、定数係数の線形常微分方程式や線形差分方程式の解構造を明ら
かにします。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 １回 固有値、固有ベクトルの求め方について復習しておくこと。 

２回 行列の対角化可能性について復習しておくこと。 



３回 ケーリー・ハミルトンの定理について復習しておくこと。 
４回 一般固有空間について復習しておくこと。 
５回 射影行列の求め方について復習しておくこと。 
６回 Am の表現公式について復習しておくこと。 
７回 ex のマクローリン展開について復習しておくこと。 
８回 exp(tA) の表現公式について復習しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FSS23621 
成績評価 集中講義での質疑に対する応答(50%)および、レポート課題(50%)により評価す

る。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 基礎理学科(08〜11) 
見出し FSS23621 自然科学特論Ⅱ(物化) 
担当教員名 小山 純弘＊、森 嘉久 
単位数 1 
教科書 特に指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 高圧、深海極限環境、深海生物、バイオテクノロジー 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 自然科学特論Ⅱ(物化) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 藤倉克則、奥谷喬司、丸山正（編著）潜水調査船から観た深海生物、東海大学出

版会（2008） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS23621 
実務経験のある教員  
達成目標  最新の深海生物や、マリンバイオテクノロジー分野に関する最先端の見識を理

解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 mori[at]das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Natural Science II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  最新の深海生物や、マリンバイオテクノロジー分野に関する見識を得るだけで

なく、新奇有用技術の創造が、最先端科学を発展進歩させていく点について、高
圧下の深海生命研究を通じて理解を深める。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 深海生物の研究に関する新しい情報や深海環境（高圧）について調べておく。 

 



年度 2014 
授業コード FSS23631 
成績評価 テストにより評価(100%) 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 基礎理学科(〜11) 
見出し FSS23631 自然科学特論Ⅱ(地学) 
担当教員名 飯笹 幸吉＊、小林 祥一 
単位数 1 
教科書 特になし。 
アクティブラーニング  
キーワード プレートテクトニクス、資源、環境、地震、火山 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 自然科学特論Ⅱ(地学) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・ 飯笹幸吉（2010）：日本近海に大鉱床が眠る-海底熱水鉱床をめぐる資源

争奪戦、技術評論社 
・ 臼井朗（2010）：海底鉱物資源_未利用レアメタルの探査と開発、オーム
社 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS23631 
実務経験のある教員  
達成目標 地球表層の地学現象が地球内部エネルギーの移動によって引き起こされること

を理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 kobayashi@das.ous.ac.jp、7 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Natural Science II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では、地球のダイナミズムがもたらす諸現象-地震、火山活動、鉱物資源に

ついて講義する。特に将来的な資源と目されている、海底熱水鉱床、マンガン団
塊、マンガンクラストの海底鉱物資源の実態について、プレートテクトニクスを
ベースに概観する。また、日本の EEZ 及び大陸棚延⻑海域における資源の将来
性について言及する。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス：地球の歴史、プレートテクトニクスと海底熱水鉱床について講



義する． 
2 回 海底熱水鉱床１:高速拡大軸の東太平洋海膨等について講義する。 
3 回 海底熱水鉱床２:低速拡大軸の大⻄洋中央海嶺等について講義する． 
4 回 海底熱水鉱床３：超低速拡大軸のガッケル海嶺等について講義する． 
5 回 海底熱水鉱床４：島弧海溝系-沖縄トラフ，伊豆・小笠原弧等について講義
する． 
6 回 マンガン団塊・マンガンクラストの成因、鉱区等についてについて講義す
る． 
7 回 地震・火山活動とモニタリングについて講義する． 
8 回 

準備学習 1 回 地球の歴史、プレートテクトニクスについて予習をしておくこと。 
2 回 前回の講義を復習しておくこと。 
3 回 前回までの講義を復習しておくこと． 
4 回 前回までの講義を復習しておくこと． 
5 回 前回までの講義を復習しておくこと． 
6 回 前回までの講義を復習しておくこと． 
7 回 前回までの講義を復習しておくこと． 
8 回 講義内容をすべて復習しておくこと． 

 



年度 2014 
授業コード FSS23641 
成績評価 レポートにより評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 基礎理学科(08〜11) 
見出し FSS23641 自然科学特論Ⅱ(生物) 
担当教員名 阿部 司＊、齋藤 達昭 
単位数 1 
教科書 指定しない 
アクティブラーニング  
キーワード フィールドサイエンス、研究手法、生物多様性、魚類、生態、絶滅危惧種、保全、

岡山の自然 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 自然科学特論Ⅱ(生物) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の中で紹介 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS23641 
実務経験のある教員  
達成目標 ・フィールドサイエンスのプロセスを理解する。 

・論理的に考える力、現象の本質に迫る思考を身につける。 
・魚類を中⼼に、生態学や保全生物学に関する基礎知識を得る。 
・岡山の自然環境の理解を深める。 
・生物多様性、人と自然の共存を考える視点を会得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ７号館２階（齋藤研）saito@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Natural Science II 
関連科目 動物学特別講義Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 岡山の自然や魚類を題材に、群衆、生活史、生態、行動といった様々な切り口の

研究手法のケーススタディを行う。岡山の自然環境や魚類の特徴の理解を深める
とともに、多面的な研究手法および論理的な思考を身につける。地域の生物多様
性や絶滅危惧種の保全との関連を説明し、研究成果を社会問題の解決のために応
用する視点を学ぶ。 

対象学年 4 年 



授業内容 1 回 岡山の自然環境と魚類を概説するとともに、自然を相手にした研究に関し
て、テーマの設定から研究計画の立案、データの収集、解析、社会への発信およ
び応用に至るプロセスを説明する。 
2 回 岡山の魚類の特徴を、最新の河川生態学の視点から紐解く。河川には様々な
空間構造が存在し、それらが多様な魚類の生息を支えていることを理解する。 
3 回 魚類相や生物相互作用に関する研究を例に、生物地理および群衆レベルで
の研究手法を紹介する。 
4 回 魚類の生活史に関する研究を例に、発信機を用いた追跡やホルモンの測定
など様々な手法を用 

準備学習 1 回 岡山の地名や自然について予習しておくこと。 
2 回 前回の講義を復習しておくこと。 
3 回 前回までの講義を復習しておくこと． 
4 回 前回までの講義を復習しておくこと． 
5 回 前回までの講義を復習しておくこと． 
6 回 前回までの講義を復習しておくこと． 
7 回 前回までの講義を復習しておくこと． 
8 回 講義内容をすべて復習しておくこと． 

 



年度 2014 
授業コード FSS23710 
成績評価 プリント課題（１０％）、レポート（１０％）、期末試験（８０％）による。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS23710 教職のための数学Ⅰ 
担当教員名 山崎 正之 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 数学教育 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「新しい考え方や解き方がわかって良かった」 

→中学・高校の数学を大学生の立場で見直すと色々目から鱗がおちることと思い
ます。これからも視野を広げていきましょう。 
「ていねいでわかりやすい授業だった」 
→嬉しいです。 
「基礎理学科の講義でしたが、基礎から学びたくて受講しました。わかりやすく
復習もしっかりできたのでよかったです」 
→嬉しいです。 

科目名 教職のための数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 教職基礎演習も同時に履修すること。 
シラバスコード FSS23710 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的な問題の背後にある数学を理解する。 

読む人が理解できる答案が作成できる。 
受講者へのコメント 前項参照。 
連絡先 20 号館 5 階 山崎正之研究室 masayuki＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 回答者の 1/3 以上が「授業時間外の学習時間０」と答えていて、がっかりです。
教室に来て、初めて問題を解くのでしょうか。それとも模範解答をただひたすら
写してそれを覚えるのでしょうか。この科目は、自分で問題を解こうとすること
に意味があります。正解を暗記しても意味ありません。 

英文科目名 Science Education(Mathematics I) 
関連科目 教職基礎演習 
次回に向けての改善変更予定 取り上げる内容を再度吟味しようと思っています。 



講義目的 数学教員を目指す人に、中学高校の数学の中から一般に苦手だと思われる分野を
選び、大学生の視点・観点からその内容を吟味し、より深く理解することを目的
とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 整数の数学(1) 約数・倍数、素因数分解に関する問題の解説をする。 

2 回 整数の数学(2) ユークリッドの互除法について説明を行い、演習問題を解説
する。 
3 回 整数の数学(3) 整数の合同について説明を行い、演習問題を解説する。 
4 回 多項式の割算と余りについて説明し、演習問題を解説する。 
5 回 線分・三角形の数学(1) 内分点の公式について説明し、演習問題を解説す
る。 
6 回 線分・三角形の数学(2) 重⼼座標について説明し、例題の解説をする。 
7 回 線分・三角形の数学(3) ベクトルの利用について 

準備学習 1 回 シラバスを読んでくること 
2 回 前回配布された問題を解いてくること。 
3 回 前回配布された問題を解いてくること。 
4 回 前回配布された問題を解いてくること。 
5 回 前回配布された問題を解いてくること。 
6 回 前回配布された問題を解いてくること。 
7 回 前回配布された問題を解いてくること。 
8 回 前回配布された問題を解いてくること。 
9 回 前回配布された問題を解いてくること。 
10 回 前回配布された問題を解いてくること。 
11 回 前回配布された問題を解いてくること。 
12 回 前回配布された問題を解いて 

 



年度 2014 
授業コード FSS23811 
成績評価 期末試験により行う 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS23811 教職のための数学Ⅱ 
担当教員名 橋爪 道彦 
単位数 2 
教科書 講義内容をプリントして配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 特になし 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職のための数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小平 邦彦 著 幾何への誘い 岩波書店、清宮 俊雄 著 初等幾何のたのしみ 日本

評論社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS23811 
実務経験のある教員  
達成目標 講義目的で述べた内容を達成すること 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 8 階 橋爪道彦研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Science Education(Mathematics II) 
関連科目 幾何学 I,幾何学 II,教職への数学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 数学教員を目指すものにとって平面幾何の素養は不可欠であり、教員採用試験に

おいて最も多く出題されるのが平面幾何の分野の問題である。にもかかわらず平
面幾何を系統的に学ぶ機会は少なかったと思われるので この講義を通じて平面
幾何の面白さを知ると共に数学的思考力を伸ばして欲しい。また生徒に数学への
興味・関⼼を与えるのに最も適した分野でもある。教員がその面白さを知らずし
てどうして生徒を伸ばすことが出来ようか。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 第 1 回：シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 

第 2 回：例題を解いておくこと 



第 3 回：例題を解いておくこと 
第 4 回：例題を解いておくこと 
第 5 回：例題を解いておくこと 
第 6 回：例題を解いておくこと 
第 7 回：例題を解いておくこと 
第 8 回：例題を解いておくこと 
第 9 回：例題を解いておくこと 
第 10 回：例題を解いておくこと 
第 11 回：例題を解いておくこと 
第 12 回：例題を解いておくこと 
第 13 回：例題を解いておくこと 
第 14 回：例題を解いておくこと 
第 15 回：例題を解いておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FSS23911 
成績評価 期末試験により行う 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS23911 教職のための数学Ⅲ 
担当教員名 橋爪 道彦 
単位数 2 
教科書 講義内容をプリントして配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 特になし 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職のための数学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小平 邦彦 著 幾何への誘い 岩波書店、清宮 俊雄 著 初等幾何のたのしみ 日本

評論社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS23911 
実務経験のある教員  
達成目標 講義目的で述べた内容を達成すること 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 8 階 橋爪道彦研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Science Education(Mathematics III) 
関連科目 幾何学 I,幾何学 II,教職への数学 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 数学教員を目指すものにとって平面幾何の素養は不可欠であり、教員採用試験に

おいて最も多く出題されるのが平面幾何の分野の問題である。にもかかわらず平
面幾何を系統的に学ぶ機会は少なかったと思われるので この講義を通じて平面
幾何の面白さを知ると共に数学的思考力を伸ばして欲しい。また生徒に数学への
興味・関⼼を与えるのに最も適した分野でもある。教員がその面白さを知らずし
てどうして生徒を伸ばすことが出来ようか。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 第 1 回：シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 

第 2 回：例題を解いておくこと 



第 3 回：例題を解いておくこと 
第 4 回：例題を解いておくこと 
第 5 回：例題を解いておくこと 
第 6 回：例題を解いておくこと 
第 7 回：例題を解いておくこと 
第 8 回：例題を解いておくこと 
第 9 回：例題を解いておくこと 
第 10 回：例題を解いておくこと 
第 11 回：例題を解いておくこと 
第 12 回：例題を解いておくこと 
第 13 回：例題を解いておくこと 
第 14 回：例題を解いておくこと 
第 15 回：例題を解いておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FSS24010 
成績評価 演習時に割り当てられた解答内容と期末試験の成績。演習が中⼼になるので、毎

回の出席と割り当てられた問題の解答の実践で合格は容易になる。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS24010 教職のための理科Ⅰ 
担当教員名 若村 国夫 
単位数 2 
教科書 問題用テキスト使用。必要な場合のみプリント配布。 
アクティブラーニング  
キーワード 力、仕事、エネルギー、運動、熱、波 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職のための理科Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 改訂版高等学校・物理 I（数研出版）、教員採用試験中学校理科（一ツ橋書店） 
授業形態 講義 
注意備考 力学を中⼼とする高校物理 I の内容を「確実に理解するぞ」と云う姿勢および演

習で行うすべての問題を自分で解く努力が必要。理科Ｉを完全に習得するれば採
用試験理科物理の合格点獲得は間違い無し。教員採用試験理科の出題内容は高校
レベルであるので、大学生にはやさしい筈。高校時に物理を選択していなくとも、
本授業で十分合格に必要な力を養える筈。昨年度は遅刻者や欠席者が多かった。
このような受講者は採用試験はもとより本授業の合格点は取れない。⼼構えと続
ける努力が必要である。 

シラバスコード FSS24010 
実務経験のある教員  
達成目標 中学理科教員採用試験物理分野（力学が中⼼）の問題が解ける方法を身に付ける

こと。使用する問題テキストを十分マスターすることは、教員になり教える場合
にも大いに役立つ。 

受講者へのコメント  
連絡先 ７号館１階研究室（電話：０８６−２５６−９４０４） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Science Education I 
関連科目 基礎物理学、力学、基礎数学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学理科教員採用試験に出題される物理分野のうち、最も多く出題される力学に

主眼を置き、内容の十分な理解と、問題を解くための考え方、解法の手順、計算



間違えの少ない計算手順などを示し、実地訓練を行う。このことにより、教員採
用試験に合格し教壇に立った場合に、必要な知識や生徒への分かり易い説明の仕
方なども身につけられる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 二回目からの講義の進め方を説明する。演習を交えた実力練成コースであ

るが、内容は中学理科教員採用試験の出題範囲の物理で、最も多く出題される力
学に的を絞る。授業時間の半分は若村による問題解法のポイントの説明、後の半
分は、前回当てられた受講生が、⿊板に解ける範囲で、その内容を書き、若村が
添削し、より良い方法を補うと云う方法の効果を説明する。必要時のプリント配
布、次回の問題解答者の割り当て法など。 
2 回 運動の表し方・の知識の復習と解法、簡単な計算の復習、次回解答問題の割
り当て 
3 回 力学・直線運動と加速度 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 分数やその加減乗除、ベクトルの加減、微分積分の意味などを復習する 
3 回 第 2 回の授業内容の復習 
4 回 第 3 回の授業内容の復習 
5 回 第 4 回の授業内容の復習 
6 回 第 5 回の授業内容の復習 
7 回 第 6 回の授業内容の復習 
8 回 第 7 回の授業内容の復習 
9 回 第 8 回の授業内容の復習 
10 回 第 9 回の授業内容の復習 
11 回 第 10 回の授業内容の復習 
12 回 第 11 回の授業内容の復習 
13 回 第 12 回の授業内容の復習 
14 回 第 13 回の授業内容の復習 
15 回 これまでの授業内容の復習 

 



年度 2014 
授業コード FSS24111 
成績評価 毎回の講義での平常点（50%）と演習（50%）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 基礎理学科(10〜12) 
見出し FSS24111 教職のための理科Ⅱ 
担当教員名 南 善子、池⽥ 正五、林 謙一郎、三井 亮司、宮永 政光、織⽥ 銑一、城

ヶ原 貴 
単位数 2 
教科書 現代生命科学の基礎?遺伝子・細胞から進化・生態まで?／都築幹夫 編／（教育

出版）／978-4-316801582 
アクティブラーニング  
キーワード 教員採用試験、理科、生物 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職のための理科Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教員採用試験中学校理科／一ツ橋書店 
授業形態 講義 
注意備考 毎回の講義の成績で評価するので、定期試験は行わない。 
シラバスコード FSS24111 
実務経験のある教員  
達成目標 教員採用試験生物分野の問題が解けるようになること。 
受講者へのコメント  
連絡先 担当各教員の研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Science Education II 
関連科目 生物関連の基礎および専門科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教員採用試験に出題される生物分野の内容を十分理解し、問題を解くための考え

方を学ぶ。これらは、教員採用試験に対する対策となるばかりでなく、教壇に立
った場合の必要な知識や生徒への分かり易い説明の仕方などの修得につながる。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 生体を構成する細胞の構造と機能について講義する。 

2 回 生殖方法や減数分裂について、問題を解きながら十分な理解が得られるよ
うに解説する。 
3 回 動物と植物の発生について、問題を解きながら十分な理解が得られるよう
に解説する。 



4 回 メンデルの遺伝の法則性と遺伝因子の存在箇所としての染色体の振る舞い、
連鎖の仕組みについて概説する。 
5 回 遺伝子の本体の推定方法と遺伝子の取り扱いについて概説する。 
6 回 遺伝情報とタンパク質の合成、形質発現の調節と形態形成、およびバイオテ
クノロジーについて、演習をまじえて 

準備学習 1 回 細胞の構造と機能について予習をしておくこと。 
2 回 教科書の「生殖と発生」の項目を予め予習し、自分なりの理解をしておくこ
と。 
3 回 教科書の「生殖と発生」の項目を予め予習し、自分なりの理解をしておくこ
と。 
4 回 教科書の「遺伝の法則」の項目を予め予習して、メンデルは以前のどのよう
な知見を基にしたのか、法則は以後どのような影響を与えたか、についての各自
の考え方をレポートにしておくこと。 
5 回 教科書の「遺伝の法則」の項目を予め予習して、どのような曲折を経て得ら
れた知見なのか、についての各自の考え方をレ 

 



年度 2014 
授業コード FSS24211 
成績評価 平常点（34%），各分野の試験（33%）および定期試験（33%）で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS24211 教職のための理科Ⅲ 
担当教員名 善⽊ 道雄 
単位数 2 
教科書 これだけは知っておきたい 教員のための化学／⽥中春彦編著／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 教員採用試験，理科，受験対策，一般化学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職のための理科Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教員採用試験・精選実施問題シリーズ⑧ 全国版 専門教養 中学理科・物理・

化学・生物・地学の精選実施問題／協同教育研究会編／協同出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS24211 
実務経験のある教員  
達成目標 教員採用試験科目の「化学」の科目の合格水準に達すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 13 号館 3 階善⽊研究室 

メール：zenki@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Science Education III 
関連科目 専門基礎科目をすべて履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教員採用試験科目のうち「化学」の科目に関して，合格水準に達するための支援

を行うことを目的とする。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義の進め方を説明する。 

2 回  物質の構成および物質の状態の演習をする。 
3 回  物質の構成および物質の状態の演習および試験をする。 
4 回  物質の構成および物質の状態の試験の解答および演習をする。 
5 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の演習をする。 
6 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の演習および試験を



する。 
7 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の試験の解答および
演習をする。 
8 回  無機物質の性質と反応の演習をする。 
9 回  無機物質の性 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  物質の構成および物質の状態の範囲の過去の教員採用試験問題および教
科書の問題を解くこと。 
3 回  物質の構成および物質の状態の範囲の過去の教員採用試験問題および教
科書の問題を解くこと。 
4 回  物質の構成および物質の状態の範囲の過去の教員採用試験問題および教
科書の問題を解くこと。 
5 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の範囲の過去の教員
採用試験問題および教科書の問題を解くこと。 
6 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化 

 



年度 2014 
授業コード FSS24310 
成績評価  レポートなどの評価（20％）と定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS24310 教職のための理科Ⅳ 
担当教員名 野瀬 重人 
単位数 2 
教科書  平成 20 年中学校学習指導要領解説 理科編 文部科学省 

  磯﨑行雄、江里口良治 編「地学基礎」文部科学省検定済教科書／高等学校理
科用／啓林館 ／61 啓林館／地基 303／9784402037512 

アクティブラーニング  
キーワード 中学校理科第２分野、地学基礎、地学、天文、気象、地質 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述は、大変少なく「講座の内容が良かった」、「講義の説明が面白かった」

の二つだけであった。 
科目名 教職のための理科Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  講義の進捗に応じて適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSS24310 
実務経験のある教員  
達成目標  ①天文、気象、地質などの現象に関する基礎的な知識を習得している。 

 ②天文、気象、地質などの現象を指導技術により生徒に理解させることができ
る。  
 ③地学の授業において観察・実験が十分にできる。 
 ④情熱と熱⼼さを伴って授業を展開することができる。 

受講者へのコメント 「教師のための理科Ⅳ」は、理科の教員を目指す学生が、地学の領域を学習する
講座である。高等学校の理科の選択においては、受験科目の関係で地学の選択が
できにくく、理科の教員を目指す学生が苦労をする領域である。そのため、この
講座は、実験や観察を数多く取り入れながら初期の内容から始め、中レベル、高
レベルへと実施した。教師として学校現場に赴任したときには、この講座の内容
を大いに利用していただければ幸いである。 

連絡先  野瀬重人 岡山理科大学理学部  １０学舎５階 野瀬研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ［A］あなたの取り組み、1)「出席」は、0 回と 1 回の欠席数の少ない学生の合
計は、88.8％になり、大変良好な出席率となっている。2)「時間外の学習」は、
時間数にして 0.5〜1 時間の割合が 66.6％であり最も多くなっている。3)「時間
外の学習の内容」は、「指示された課題」が 66.7％、「シラバス、教科書や参考書」



が 11.1％、「課題以外の学習」が 11.1％であった。［B］あなたの成⻑、4)「受け
て良かった点」は「理解が深まった」が 88.9％、「興味・関⼼が高まった」が 55.6％、
「進路の参考」が 11.1％で 

英文科目名 Science Education IV 
関連科目  事前に「理科教育法Ⅲ」を習得しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 次回からは、室内における学習だけではなく、野外に出ての観察なども取り入れ

て講座を更に充実していきたい。 
講義目的  中・高等学校の理科地学領域の指導に必要な知識と指導方法を、講義と実験及

び演習によって育成する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  「平成 20 年中学校学習指導要領（理科編）」〈以下「中学理科指導要領」

と称する〉の第２分野（地学領域）及び平成 21 年高等学校学習指導要領（理科
編、理数編）〈以下「高校理科指導要領」と称する〉の「地学領域」の概要につい
て説明する。 
2 回  「高校理科指導要領」の「地学領域」について概要を説明する。 
3 回  「地球の形状」に関して、地球の形と重力、地磁気、地球の内部構造など
の内容と指導法を説明する。 
4 回  「地球の内部」に関して、地球の内部構造、地震波の伝わり方、地球の内
部の状態と物質などの内容と指導 

準備学習 1 回  「中学理科指導要領」の 129p〜135ｐと「高校理科指導要領」の 210p〜
212ｐをよく読み、予習しておくこと。 
2 回  「高校理科指導要領」の 212ｐ〜214ｐを予習しておくこと。 
3 回  以下の講義は、高等学校「地学」の内容とその指導法を講義するものであ
る。 
 「高校理科指導要領」の「地球の形状」（107ｐ）に関する部分を予習しておく
こと。 
4 回  「高校理科指導要領」の「地球の内部」（107ｐ〜108ｐ）に関する部分を
予習しておくこと。 
5 回  「高校理科指導要領」の「地球の活動」（108ｐ 

 



年度 2014 
授業コード FSS24410 
成績評価 課題提出(20%)、小テスト(10%)、定期試験(70%)により行う。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS24410 計算機数学 
担当教員名 山崎 洋一 
単位数 2 
教科書 例題で学ぶはじめてのＣ言語[改訂版]／大石弥幸／ムイスリ出版／978-4-

896411621 
アクティブラーニング  
キーワード プログラム,コンパイラ,C 言語 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「先生の授業はとても面白いし楽しくて時間があっという間にたってしまいま

す」…非常にうれしい言葉です。⼯夫の甲斐がありました。 
「モニターにプリントをうつす時に手が邪魔でよく見えなかった」…OHC のこ
とでしょうか。注意します。 

科目名 計算機数学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 ※情報処理センター実習室のパソコンを利用し、C コンパイラと統合環境などを

用いて実習を行う。 
※センターの表示装置を利用し、パワーポイント等で作成したアニメーション提
示を援用する。 
※小テストおよび出席確認をＷｅｂを用いたシステムにより行う。 
※Ｗｅｂで課題の提出を受け付けている。 
※適宜、学習補助プリントを配布する。 

シラバスコード FSS24410 
実務経験のある教員  
達成目標 1)Windows 上のＣコンパイラシステムを用いて、Ｃ言語による簡単なコンソー

ルプログラム（キーボードからの数値入力・場合分け・反復計算を含む）が書け
ること。 
2)Ｃ言語で配列を用いた簡単なプログラムを理解し書けるようになること。 

受講者へのコメント 時間外学習について「全くしなかった」が 42%で最も多い。宿題も小テストもし
ているのに…?一応自宅でもソフトを使う方法を配布したが、最近の学生はスマ
ホに移行して PC を持っていないのかも。自習 PC 室があるとはいえなかなか授
業以外で出向くのは大変というのは理解できる。 

連絡先 20 号館 5F 山崎洋一研究室 086-256-9498 ｙｏ＿ｙａｍａ＠ｍｄａｓ．ｏｕ
ｓ．ａｃ．ｊｐ 

合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 総合評価は「目標達成できた」49.3%、「意欲感じられた」73.9%、「満足」63.8%

で、過去の評価と比べてもより高くなっており、学生のレベルがいろいろ変るこ
とを考えると今後これ以上高くなることはないかもしれない。 

英文科目名 Computer Mathematics 
関連科目 「情報リテラシーI」「情報リテラシーII」を受講しておくこと。 

本科目に引き続き「プログラム探求」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 教材・授業計画は多年の改善によりほぼ完成されたので、あとは TA の資質に依

存する部分が大きいと思われる（大人数の実習なので）。来年は院生がいないが
優秀な 4 年生を見つけて動員したい。 

講義目的 Ｃ言語は、パソコンやワークステーション上で最も普及しているプログラミング
言語であり、プログラミング言語の中でも非常に実践的・実用的なもののひとつ
である。Ｃ言語を用いたプログラミングを学べば、プログラミングの基礎を把握
し、他の言語やより複雑な言語を用いたプログラミングにも移行しやすい。本講
義ではコンピュータ・プログラムの基本概念から始めて、Ｃ言語の基本的な文法
を学ぶとともにＣで簡単なプログラムを作成する実習を行う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 プログラミングとは何か、Ｃコンパイラの仕組・使い方について説明する。

実習室のパソコンでの授業の受け方についてのオリエンテーションも兼ねる。 
2 回 Ｃ言語の基礎（main の書き方，使用文字，コメント，よくあるミス等）に
ついて説明する。int 型変数の利用と表示についても簡単に説明する。 
3 回 変数の利用（宣言）と代入・演算命令について説明する。int 型変数と double
型変数について、変数の内容を画面出力する方法についても説明し、実習する。
キーボードからの数値入力についても説明し、実習する。 
4 回 変数 

準備学習 1 回 パソコン（特に情報処理センター実習室の）、キーボードの使用方法に慣れ
ておくこと。教科書の chapter1 を読んでおくこと。 
2 回 講義で使うシステムの起動方法を把握しておくこと。教科書の chapter2 を
読んで予習しておくこと。 
3 回 Ｃ言語プログラムの基本的な約束とコンパイラの使い方を復習しておくこ
と。教科書の chapter3 をよく読んで予習しておくこと。 
4 回 Ｃでの出力や変数の使用方法について復習しておくこと。 
5 回 これまでの内容（教科書 Chapter3）をよく復習しておくとともに、教科書
の 

 



年度 2014 
授業コード FSS24510 
成績評価 課題提出(30%)、定期試験(70%）により行う。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS24510 プログラム探究 
担当教員名 山崎 洋一 
単位数 2 
教科書 例題で学ぶはじめてのＣ言語［改訂版］／大石弥幸／ムイスリ出版 
アクティブラーニング  
キーワード プログラム, Ｃ言語, ユーザー関数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 プログラム探究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 ※出席確認をＷｅｂを用いたシステムにより行う。 

※Ｗｅｂで課題の提出を受け付けている。 
※適宜、学習補助プリントを配布する。 

シラバスコード FSS24510 
実務経験のある教員  
達成目標 1)Ｃ言語における繰り返し処理や配列の扱いに習熟し、特に慣用句的なテクニッ

クとして値の交換やローテーション・最大値の検索・総和・乱数・ファイルの扱
いをもちいたプログラムの動作がわかり、ある程度自分でも使えるようになるこ
と。 
2)Ｃ言語における文字列の扱いを理解し、簡単なプログラムが書けるようになる
こと。 

受講者へのコメント 時間外学習が少な目であるが、「だいたいできた」が多いので、時間内実習による
定着が十分ならよかろう。プログラミングは、車の運転やスポーツと同様、本を
読むよりも実経験の量がものを言います。 

連絡先 20 号館 5F 山崎洋一研究室 086-256-9498 ｙｏ＿ｙａｍａ＠ｍｄａｓ．ｏｕ
ｓ．ａｃ．ｊｐ 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 大部分の学生が「満足」と回答してくれていた（「ほぼ満足」を合わせると 85％）｡ 
英文科目名 The study of programming 
関連科目 前期の「計算機数学」を受講しておくこと。 

本講義に引き続き「計算機とアルゴリズム I」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 今年度、実習教材の順序を見直して、教科書に準拠させたが、うまくいったので



来年度もこの順序でやりたい。教材の完成度は十分と思われるが、文字列の最後
のところの演習をもっと充実させたい。 

講義目的 前期「計算機数学」に引き続き、Ｃ言語を用いたプログラミングについて学ぶ。
Ｃ言語とプログラムテクニック全般についてより深めるとともに、乱数やファイ
ルの扱い、文字列関係の文法についても学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 第 1 回と第 2 回は前期の復習（Ｃ言語の基本文法）をする。今回はＣ言語

による入出力・変数宣言・分岐処理・繰り返し処理の復習をする。あわせて、実
数型の精度と誤差について説明する。 
2 回 今回はＣ言語の「配列」の復習と変数の型変換について復習する。あわせ
て、丸め誤差について説明する。 
3 回 第 3 回〜第 5 回は教科書の chapter13「よく使うアルゴリズム」を学ぶ。 
今回は、値の交換・ローテーション処理・最大値の探索について実習する 
4 回 よく使うアルゴリズムとして、合計の計算・チェックマーク・カウント処理
（ 

準備学習 1 回 Ｃ言語の基本（特に変数宣言・printf・for 文）について復習しておくこと。 
2 回 Ｃ言語の基本（特に scanf・if 文）について復習しておくこと。 
3 回 教科書 chapter1〜chapter6 をよく復習するとともに、chapter13 の 13.1, 
13.2, 13.3 を予習しておくこと。 
4 回 教科書 chapter13 の 13.4、13.5、13.6 を予習しておくこと。（ただしファイ
ルを利用する例題は省略） 
5 回 教科書 chapter13 の chapter13.7，13.8 を予習しておくこと。ただ 

 



年度 2014 
授業コード FSS24610 
成績評価 実験に対する姿勢(20 点)、データ整理と処理の仕方(20 点)、実験レポート(60 点)

で評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜14) 
見出し FSS24610 物理学実験 
担当教員名 森 嘉久、小坂 圭二＊、兵藤 博信 
単位数 2 
教科書 特に指定しない。実験の手引きを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に指定しない。 
授業形態 実験実習 
注意備考 基礎物理学を履修していることが望ましい。実験は２名もしくは３名ずつの班に

分かれて行うので必ずしも実験内容は講義計画通りにはならない。また受講生が
多い場合は２つのクラスに分かれて実験と報告書作成を交互に行うこともある。
２名１組のペアによる実験予定表をもとに講義を進めていくので、途中からの参
加や放棄は相手方の学生に迷惑となるので認めない。パソコンによるデータ解析
は情報処理センターの計算機を利用して行う。 

シラバスコード FSS24610 
実務経験のある教員  
達成目標 物理学実験を通じて物理の基礎を身につけるだけでなく、実験装置の使用法やレ

ポート作成を方法を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 １４号館３階森嘉久研究室 

mori[at]das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Physics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 力学、熱学、光学、量子物理の基礎実験を通じて、各種の装置の取扱いに慣れて、

実験のセンスをつかむことを目的とする。データ整理とその処理の方法（誤差論）
に習熟することによってデータの持つ意味を自身で考察し要点をコンパクトに



まとめたレポートを書く力を養う。講義計画には８つの実験課題が記されている
が、実際には２人１組のペアになり、２０個の実験課題の内１０個程度の課題を
予定表に従い実験していく。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  誤差論、最小二乗法によるデータ整理について学習する 
3 回  パソコンによるデータ解析について学習する 
4 回  実験の基礎的技術について学習する 
5 回  実験（１）モノコードによる交流周波数の測定の実験をする 
6 回  実験（２）電子の比電荷（ｅ／ｍ）の測定の実験をする 
7 回  実験（３）マイケルソンの装置による光の波⻑測定の実験をする 
8 回  実験（４）フランク・ヘルツの実験の実験をする 
9 回  報告書作成および補充実験をする 
10 回  実験（５）ボルダーの振り子による重 

準備学習 1 回  物理学実験の注意事項について読んでおく 
2 回  誤差論と最小二乗法のプリントを読んでおく 
3 回  パソコンの使い方を復習しておく 
4 回  基本的な測定機器の使い方を調べておく 
5 回  実験を行うのに必要な知識・方法等を実験ノ−トに２〜３ペ−ジ以内で
要約する 
6 回  実験を行うのに必要な知識・方法等を実験ノ−トに２〜３ペ−ジ以内で
要約する 
7 回  実験を行うのに必要な知識・方法等を実験ノ−トに２〜３ペ−ジ以内で
要約する 
8 回  実験を行うのに必要な知識・方法等を実験ノ−トに２〜３ペ−ジ以内で
要約する 

 



年度 2014 
授業コード FSS24620 
成績評価 実験に対する姿勢(20 点)、データ整理と処理の仕方(20 点)、実験レポート(60 点)

で評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜14) 
見出し FSS24620 物理学実験 
担当教員名 森 嘉久、小坂 圭二＊、兵藤 博信 
単位数 2 
教科書 特に指定しない。実験の手引きを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 教材機器の点検・調整は適宜実施していきます。 

面接時間が⻑くなることに関し、皆さんに少しでも理解してもらうために真剣に
説明しています。 
待っている学生もいますので、そのあたりは調整していきます。 

科目名 物理学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に指定しない。 
授業形態 実験実習 
注意備考 基礎物理学を履修していることが望ましい。実験は２名もしくは３名ずつの班に

分かれて行うので必ずしも実験内容は講義計画通りにはならない。また受講生が
多い場合は２つのクラスに分かれて実験と報告書作成を交互に行うこともある。
２名１組のペアによる実験予定表をもとに講義を進めていくので、途中からの参
加や放棄は相手方の学生に迷惑となるので認めない。パソコンによるデータ解析
は情報処理センターの計算機を利用して行う。 

シラバスコード FSS24620 
実務経験のある教員  
達成目標 物理学実験を通じて物理の基礎を身につけるだけでなく、実験装置の使用法やレ

ポート作成を方法を修得する。 
受講者へのコメント とにかく、積極的に実験してください。 

レポートは大変ですが、今後の実験科目におけるレポート作成に役立ちますので
しっかり理解してください。 
特に、有効数字や誤差論。 

連絡先 １４号館３階森嘉久研究室 
mori[at]das.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 実験レポートが多いので時間外学習はしっかりしているようです。 
TA の質の問題が指摘されていますので指導に努めたい。 



物理を理解するより、まずは現象を観察してその原因を考えることに重点を置い
ています。 
講義と連動する方が効果的なのですが、カリキュラム上⼯夫が必要です。 

英文科目名 Experiments in Physics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 TA の質向上を検討します。 

誤差論など講義で説明しても理解できないと思います。 
実際の実験データを処理・解析するときに真剣に考えるようになりますので、中
間と最後に設けた試験＆レポート作成日の内容が充実するように検討したい。 

講義目的 力学、熱学、光学、量子物理の基礎実験を通じて、各種の装置の取扱いに慣れて、
実験のセンスをつかむことを目的とする。データ整理とその処理の方法（誤差論）
に習熟することによってデータの持つ意味を自身で考察し要点をコンパクトに
まとめたレポートを書く力を養う。講義計画には８つの実験課題が記されている
が、実際には２人１組のペアになり、２０個の実験課題の内１０個程度の課題を
予定表に従い実験していく。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  誤差論、最小二乗法によるデータ整理について学習する 
3 回  パソコンによるデータ解析について学習する 
4 回  実験の基礎的技術について学習する 
5 回  実験（１）モノコードによる交流周波数の測定の実験をする 
6 回  実験（２）電子の比電荷（ｅ／ｍ）の測定の実験をする 
7 回  実験（３）マイケルソンの装置による光の波⻑測定の実験をする 
8 回  実験（４）フランク・ヘルツの実験の実験をする 
9 回  報告書作成および補充実験をする 
10 回  実験（５）ボルダーの振り子による重 

準備学習 1 回  物理学実験の注意事項について読んでおく 
2 回  誤差論と最小二乗法のプリントを読んでおく 
3 回  パソコンの使い方を復習しておく 
4 回  基本的な測定機器の使い方を調べておく 
5 回  実験を行うのに必要な知識・方法等を実験ノ−トに２〜３ペ−ジ以内で
要約する 
6 回  実験を行うのに必要な知識・方法等を実験ノ−トに２〜３ペ−ジ以内で
要約する 
7 回  実験を行うのに必要な知識・方法等を実験ノ−トに２〜３ペ−ジ以内で
要約する 
8 回  実験を行うのに必要な知識・方法等を実験ノ−トに２〜３ペ−ジ以内で
要約する 

 



年度 2014 
授業コード FSS24710 
成績評価 定期試験（１００％）． 
曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜14) 
見出し FSS24710 基礎化学Ⅰ 
担当教員名 齊藤 惠逸＊ 
単位数 2 
教科書 無機化学／⽊⽥茂夫著／裳華房／978-4-785330446 
アクティブラーニング  
キーワード 原子構造 電子配置 周期表 共有結合 イオン結合 水素結合 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 １．「板書量が多い」との意見がありますので、板書を減らします。 

２．「難しかった」という意見と、「わかりやすかった」という意見をいただきま
した。 
「原子構造」と「化学結合」は化学の基礎ですが、量子力学を基礎とする「通常
の我々の感覚でとらえることのできない世界」なので難しいと感じたのでしょ
う。講義では、量子力学そのものについては省略し、量子力学を原子構造に適用
した結果を取り扱っていますので初学者にとってもそれほど理解困難なことで
はないと思っています。もっと分かりやすく説明するように努力しますが、高校
で学習し 

科目名 基礎化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各種の初級無機化学の参考書 
授業形態 講義 
注意備考 化学の理論の根本は物理的概念であるので、ある程度の物理の知識があることが

望ましい。物理学の基礎についても学習すること。 
シラバスコード FSS24710 
実務経験のある教員  
達成目標 物質を構成する原子と結合について把握すること． 
受講者へのコメント 試験が持ち込み可だからと安⼼しないで、授業時間外にも学習してください。予

習は大変かもしれませんが、復習はそれほど大変でもないと思います。復習する
だけでも理解がかなり進むはずです。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ［A］授業に対する取り組みについて 
授業時間外の学習を「全くしなかった」と回答した受講生が 50％いたのは試験が
持ち込み可であるためと推測されます。 
［B］授業における成⻑について 
「この分野への理解が深まったが、それぞれ約 71％ありうれしく思っています。 



［C］総合評価 
授業に対する満足度（「満足」＋「ほぼ満足」）が約 62％ありほっとしています。
さらに満足度が向上するように⼯夫するつもりです。 
［E］考慮してほしい点 
「理解しやすいように、説明にもう少し⼯夫を加えてもらえるとよい」との回答
が約 11％ありま 

英文科目名 Understanding Chemistry I 
関連科目 基礎物理 
次回に向けての改善変更予定 化学が苦手な受講生にも理解できるように、講義の内容を厳選し基本的な事項を

詳しく説明したつもりですが、さらに⼯夫します。 
板書を消す際、受講生に消してよいかどうかの確認をさらに徹底します。 

講義目的 色々な元素の作る物質の多種多様な性質を化学結合論の立場から整理し，周期表
を柱にして解説する． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。元素と原子について説明す

る。 
2 回 原子の電子配置（その１）について説明する。 
3 回 原子の電子配置（その２）について説明する。 
4 回 周期律について説明する。 
5 回 元素の諸特性と周期表（その１）について説明する。 
6 回 元素の諸特性と周期表（その２）について説明する。 
7 回 元素の諸特性と周期表（その３）について説明する。 
8 回 元素の諸特性と周期表（その４）について説明する。 
9 回 イオン結合（その１）について説明する。 
10 回 イオン結合（その２） 

準備学習 1 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
2 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
3 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
4 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
5 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
6 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
7 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
8 回 教科書の該当する部分を予習してくること。 
9 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
10 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
11 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
12 回 教科書の該 

 



年度 2014 
授業コード FSS24810 
成績評価 定期試験(100%)で評価を行う 
曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜14) 
見出し FSS24810 基礎化学Ⅱ 
担当教員名 齊藤 惠逸＊ 
単位数 2 
教科書 無機化学（改訂版）／⽊⽥茂夫著／裳華房／978-4-785330446 
アクティブラーニング  
キーワード 酸化還元電位 電池 単体 水素化物 共有性水素化合物 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 無機化学の初級入門書 
授業形態 講義 
注意備考 化学の理論の基本的背景は物理概念なので、ある程度物理の知識があることが望

ましい。 
シラバスコード FSS24810 
実務経験のある教員  
達成目標 物質を構成する化学結合および多種の原子から構成される多種多様な化合物に

ついて整理された知識を把握する。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Understanding Chemistry II 
関連科目 基礎化学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 色々な元素のつくる物質の多種多様な性質を化学結合論の立場から整理し、周期

表を柱にして解説する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 酸化還元反応と電池（その１）について説明する。 

2 回 酸化還元反応と電池（その２）について説明する。 
3 回 非金属元素の単体（単原子分子・二原子分子・三原子分子）について説明す
る。 
4 回 非金属元素の単体（ホウ素・炭素・ケイ素）について説明する。 
5 回 非金属元素の単体（リン・ヒ素・硫⻩）について説明する。 



6 回 金属結合（その１）について説明する。 
7 回 金属結合（その２）について説明する。 
8 回 金属元素の単体（典型元素 １族元素・２族元素）について説明する。 
9 回 金属元素の単体（典型元素 ア 

準備学習 1 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
2 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
3 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
4 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
5 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
6 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
7 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
8 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
9 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
10 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
11 回 教科書の該当部分を予習してくること。 
12 回 教科書の該当部 

 



年度 2014 
授業コード FSS24910 
成績評価 スケッチと考察を重点に、提出されたレポートの内容で評価する(100%)。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS24910 生物学実験 
担当教員名 齋藤 達昭、⽊村 裕子＊、藤⽊ 利之 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生物学・教職用の生物学実験 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 実験実習 
注意備考 汚れても問題のない服装で来る。 

実験計画は、生物材料に左右されるので、順序や内容の変更があり得る。 
理由なく、レポートの提出を期限を守らない場合は、原則として欠席として取り
扱う。 

シラバスコード FSS24910 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡ならびに実体顕微鏡を使いこなせるようになる。 

得られたデータの処理方法や考察の書き方を知り、実践する。 
スケッチでの表現のしかたを会得する。 
中学校や高校でも実施可能な生物学実験を体験する。 

受講者へのコメント  
連絡先 斎藤研究室 7 号館 2F 086-256-9408 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biology Laboratory Experiment I 
関連科目 生命科学 I, II・物理学実験 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学校や高校でも実施可能な生物学実験を中⼼に行う。 

得られたデータの処理方法や考察及びスケッチの表現のしかたを学び、レポート
が作成できるようになる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  顕微鏡とミクロメーターの使い方 ・スケッチのしかたについて説明する。 



2 回  原形質流動の観察と測定 を行う。 
3 回  植物組織と形態について説明し、植物切片の観察を行う。 
4 回  花の構造について説明し、花の観察を行う 
5 回  根端細胞分裂の仕方について説明し、細胞分裂の観察を行う。 
6 回  花粉の構造について説明し、花粉の外部形状の観察を行う。 
7 回  花粉の分類について説明し、花粉のスケッチを行う。 
8 回  原形質分離について説明し、原形質分離の実験を行う。 
9 回 生理的⾷塩水について説明し 

準備学習 1 回 顕微鏡の構造について調べておくこと。 
2 回 測定誤差や有効数字について理解してくること。 
原形質分離のしくみについて調べてくること。 
3 回  植物の組織について調べておくこと。 
4 回  花の構造と分類について調べておくこと。 
5 回  体細胞分裂について調べておくこと。 
6 回  花粉の形態について調べておくこと。 
7 回  花粉の分類について調べておくこと。 
8 回  細胞膜の性質について調べておくこと。 
9 回  体液の成分組成について調べておくこと。 
10 回 色素細胞の収縮のしくみについて調べておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FSS24920 
成績評価 スケッチと考察を重点に、提出されたレポートの内容で評価する(100%)。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS24920 生物学実験 
担当教員名 齋藤 達昭、⽊村 裕子＊ 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生物学・教職用の生物学実験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 実験実習 
注意備考 汚れても問題のない服装で来る。 

実験計画は、生物材料に左右されるので、順序や内容の変更があり得る。 
理由なく、レポートの提出を期限を守らない場合は、原則として欠席として取り
扱う。 

シラバスコード FSS24920 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡ならびに実体顕微鏡を使いこなせるようになる。 

得られたデータの処理方法や考察の書き方を知り、実践する。 
スケッチでの表現のしかたを会得する。 
中学校や高校でも実施可能な生物学実験を体験する。 

受講者へのコメント  
連絡先 斎藤研究室 7 号館 2F 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biology Laboratory Experiment I 
関連科目 生命科学 I, II・物理学実験 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学校や高校でも実施可能な生物学実験を中⼼に行う。 

得られたデータの処理方法や考察及びスケッチの表現のしかたを学び、レポート
が作成できるようになる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  顕微鏡とミクロメーターの使い方 ・スケッチのしかたについて説明する。 



2 回  原形質流動の観察と測定 を行う。 
3 回  植物組織と形態について説明し、植物切片の観察を行う。 
4 回  花の構造について説明し、花の観察を行う 
5 回  根端細胞分裂の仕方について説明し、細胞分裂の観察を行う。 
6 回  花粉の構造について説明し、花粉の外部形状の観察を行う。 
7 回  花粉の分類について説明し、花粉のスケッチを行う。 
8 回  原形質分離について説明し、原形質分離の実験を行う。 
9 回 生理的⾷塩水について説明し 

準備学習 1 回 顕微鏡の構造について調べておくこと。 
2 回 測定誤差や有効数字について理解してくること。 
原形質分離のしくみについて調べてくること。 
3 回  植物の組織について調べておくこと。 
4 回  花の構造と分類について調べておくこと。 
5 回  体細胞分裂について調べておくこと。 
6 回  花粉の形態について調べておくこと。 
7 回  花粉の分類について調べておくこと。 
8 回  細胞膜の性質について調べておくこと。 
9 回  体液の成分組成について調べておくこと。 
10 回 色素細胞の収縮のしくみについて調べておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FSS25010 
成績評価 必ず出席すること。レポート課題(100%)により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜14) 
見出し FSS25010 フレッシュマンセミナーⅠ 
担当教員名 山口 一裕、伊代野 淳、森 嘉久、山崎 重雄、守⽥ 益宗、山崎 洋一、齋

藤 達昭 
単位数 1 
教科書 適宜指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 学生支援プログラム 新入生オリエンテーション 一泊研修 新入生懇談会 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フレッシュマンセミナーⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 この科目は基礎理学科 1 年生の必修科目であるので必ず受講すること。 

欠席する場合は必ず事前に担当教員に連絡すること。 
この科目は基礎理学科 1 年生を対象として開講されているので他学科の学生は
受講できません。 

シラバスコード FSS25010 
実務経験のある教員  
達成目標 自分自身の学習目標を設定しカリキュラムを作成できる。 

将来の進路を決めることができる。 
授業の積極的に受講し自ら勉強する態度を養うことができる。 
基礎的な知識や技術を習得しそれを大学生活で生かすことができる。 
自らの学習目標を定め，進路を設計できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 1 年生 SA チューター 山崎正之 masayuki[アットマーク]das.ous.ac.jp 20 号館 5

階 
1 年生 SB チューター 財部健一 takarabe[アットマーク]das.ous.ac.jp 7 号館 3
階 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Freshman's Seminar I 
関連科目 フレッシュマンセミナーⅡ 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 入学したばかりの基礎理学科１年生を対象に学科の概要・コース制の説明，大学
における学習方法，学生生活の送り方，友だち作り，将来の進路の決め方などの
指導・相談を行うチューター・ザブチューターによる学生支援プログラムです。
入学生オリエンテーション，一泊研修，新入生懇談会，毎月１〜２回開催するサ
ブチューターによる少人数指導・相談会などにより大学生活の充実を図ります。
学生と教員が気軽に相談できるプログラムを目指しています。さらに，各教員が
定めた勉強プログラム(文章を書く，計算する，体験するなど）を受講することで
大学 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 基礎理学科の説明，コース制，楽しく有意義な大学生活をおくるために，基

礎理学科の教員紹介をする。 
2 回 大学における履修方法・学習方法 自身の進路を設定しカリキュラムを作
成する。 
3 回 キャリアサポートガイダンスを通じで進路について説明する。 
4 回 先輩・教員との懇談会を通じで，大学生活の過ごし方を説明する。 
5 回 チューター会を通じて履修相談・個別相談を行い，進路について説明する。 
6 回 サブチューター会を開き，修学・大学生活に関するグループ相談・個別相談
を行い，適切な指導をする。 
7 回 サブチュー 

準備学習 1 回 このシラバスを読んで授業内容を把握すること。学生便覧・キャンパスライ
フをよく読んでおくこと。 
2 回 学生便覧の基礎理学科カリキュラムと 1 年次開講科目シラバスを見ておく
こと。 
3 回 自分の将来について考えておくこと。 
4 回 これからの大学生活に対する抱負やこれまでの生活で生じた疑問点、問題
点を明らかにしておくこと。 
5 回 これまでの自分を振り返り，進路決定に至る動機などを整理すること。 
6 回 自分の強み・得意分野，弱み・不得意分野について考えておくこと 
7 回 自分の将来に必要と思われるスキルについて考 

 



年度 2014 
授業コード FSS25110 
成績評価 必ず出席することが必要です。課題レポート(100%)で評価する。評価の結果、合

格のレベルに達しない場合には，特別な課題を課すことがあるので，真面目にか
つ積極的に取り組むこと。 

曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜14) 
見出し FSS25110 フレッシュマンセミナーⅡ 
担当教員名 基礎理学科⻑、山口 一裕、伊代野 淳、森 嘉久、山崎 重雄、守⽥ 益宗、

山崎 洋 
単位数 1 
教科書 適宜指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード サブチューター 修学・生活相談 協働活動 探求活動 コミュニケーション能

力 プレゼンテーション能力 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 すべて出席した．研究室紹介はわからないことだらけだったけど，頑張りたい．

大学院生の発表はすごく難しかった．→大学での達成目標がわかってよかったで
すね． 
先輩からテストの話だけでなく，これから役立ちそうな話を聞くことができ楽し
かったです．（2 名）→よかったですね．先輩らの話は参考にして，自分の専門や
具体的な目的を見付けることも大切ですが，そのあたりはどうですか？ 
今までありがとうございました．→とりあえず御礼は必要ですが，先生や先輩と
これからもコミュニケーションを取ることも考えて見たらどうでしょうか． 

科目名 フレッシュマンセミナーⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 この科目は基礎理学科 1 年生の必修科目であるので必ず受講すること。 

欠席する場合は必ず事前に担当教員に連絡すること。 
この科目は基礎理学科 1 年生を対象として開講されているので他学科の学生は
受講できません。 

シラバスコード FSS25110 
実務経験のある教員  
達成目標 １）前期の履修状況を把握し，後期の学習計画を立てることができる。 

２）その学習計画に沿って充実した大学生活を送ることができる。 
３）自分自身の学習目標を新たに設定し自分のカリキュラムを作成できる。 
４）仲間との協働活動により広く友達関係を構築できる。 
５）地域の人々との会話を通してコミュニケーション能力を向上する。 
６）協調性を身につける。 
７）プレゼンテーション能力を向上させる。 



受講者へのコメント 皆さんがこの授業で得たことを翌年あるいは卒業まで参考にしてくれたら，意に
反し足踏みすることにはならないと思いますね． 

連絡先 1 年生 SA チューター 山崎正之 masayuki[アットマーク]das.ous.ac.jp 20 号館 5
階 
1 年生 SB チューター 財部健一 takarabe[アットマーク]das.ous.ac.jp 7 号館 3
階 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価 5, 6, 7 それぞれで，「できた」，「かんじられた」，「満足」とのこと，ま
た授業の手法，進行を教材への要望も，特になしがほぼ 100％でした．滅多にな
い科目ですね． 

英文科目名 Freshman's Seminar II 
関連科目 フレッシュマンセミナーⅠ 
次回に向けての改善変更予定 どのサブチューターについても，同じような方法，内容で対応できるようにした

いと思ってます． 
講義目的 前期のフレッシュマンセミナーⅠに引き続き，自立した大学生活がすごせるよう

に学生支援のプログラムである。前期の履修状況をチェックして自らの問題点を
明らかにして，さらに新しい学習目標を設定して将来の進路を設定する。フレッ
シュマンセミナーⅡではサブチューターと一緒にディスカッションしながら進
めていく。さらに、基礎理学科で自然科学を主体的に学ぶ学習態度を身につける
ために，岡山の自然環境や産業に関する分野から探求したいテーマをグループご
とに設定し，自ら調査してレポートとしてまとめて発表する。これらの協働活動
を通して 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 サブチューター会を開き，グループ討論会やディベートなどについて説明

する。 
2 回 サブチューター会 グループ探求学習Ⅰ 
3 回 サブチューター会 グループ探求学習Ⅱ 
4 回 サブチューター会 グループ探求学習Ⅲ 
5 回 研究室紹介（１）各研究室の専門分野を紹介する。 
6 回 研究室紹介（２）各研究室の専門分野を紹介する。 
7 回 研究室紹介（３）各研究室の専門分野を紹介する。 
8 回 チューター会 後期定期試験に備えて。個別相談・指導，修学・生活相談。 

準備学習 1 回 今後の学習目標を考えておくこと。 
2 回 個別相談・指導，修学・生活相談。 
3 回 探求学習の資料収集 
4 回 探求学習の資料収集 
5 回 基礎理学科でどのような分野があるか、把握しておくこと。 
6 回 基礎理学科でどのような分野があるか、把握しておくこと。 
7 回 基礎理学科でどのような分野があるか、把握しておくこと。 
8 回 後期試験日程を把握しておく。2 年に進級したあとの学習目標を考えておく
こと。 



 



年度 2014 
授業コード FSS25210 
成績評価 課題提出（３０％）、定期試験（７０％）あるいはレポート提出（７０％）で評価

を行う。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS25210 物理学演習 
担当教員名 財部 健一 
単位数 2 
教科書 日置善郎著・量子力学・吉岡書店 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 朝永振一郎著・「量子力学」・みすず書房 
授業形態 演習 
注意備考 定期試験あるいはレポート提出は１５回講義終了後に実施する。 
シラバスコード FSS25210 
実務経験のある教員  
達成目標 量子の理解と数学的取り扱い 
受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 3 階 財部研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise in Physics 
関連科目 力学（前期開講科目） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 量子力学を学ぶための数学と例題を演習する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  量子力学を学ぶための数学（１）を説明する。 

2 回  量子力学を学ぶための数学（２）を説明する。 
3 回  量子力学を学ぶための数学（３）説明する。 
4 回  量子力学を学ぶための数学（４）説明する。 
5 回  演算子の固有値と固有関数（１）を説明する。 
6 回  演算子の固有値と固有関数（２）説明する。 
7 回  演算子の固有値と固有関数（３） 
8 回  古典力学における基本的な物理量（１）を説明する。 



9 回  古典力学における基本的な物理量（２）を説明する。 
10 回  古典力学における基本的な物理量（３）を 

準備学習 1 回  量子力学を学ぶための数学（１）の項目をよく学習しておくこと。 
2 回  量子力学を学ぶための数学（２）の項目をよく学習しておくこと。 
3 回  量子力学を学ぶための数学（３）の項目をよく学習しておくこと。 
4 回  量子力学を学ぶための数学（４）の項目をよく学習しておくこと。 
5 回  演算子の固有値と固有関数（１）の項目をよく学習しておくこと。 
6 回  演算子の固有値と固有関数（２）の項目をよく学習しておくこと。 
7 回  演算子の固有値と固有関数（３）の項目をよく学習しておくこと。 
8 回  古典力学にお 

 



年度 2014 
授業コード FSS25310 
成績評価 毎回活動レポート（60%），総括レポート（20%），就活ノート（20％）で評価す

る。 
曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS25310 自己実現プログラムⅠ 
担当教員名 伊代野 淳、齋藤 達昭 
単位数 1 
教科書 適宜指導する。 
アクティブラーニング  
キーワード 就職活動 支援プログラム 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 企業の視線を学ぶことは，社会人への一歩であると思う．ガイダンス形式をとっ

ている場合は，大教室のならざるを得ないが，個別に相談をすることもできるの
で利用してほしい． 

科目名 自己実現プログラムⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指導する。 
授業形態 講義 
注意備考 自己実現プログラムは，総合理学コース選択者は必修科目であるので，全員受講

すること。 
教員コースの学生も受講することを勧める。 

シラバスコード FSS25310 
実務経験のある教員  
達成目標 将来設計を立てる意識を持つこと。 

就職活動を積極的に行えること。 
情報収集能力を養うこと。 
問題解決能力を身につけること。 
コミュニケーション能力を身につけること。 

受講者へのコメント 進路の参考となったと思うので，今後活かしてほしい． 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね要項と判断する 
英文科目名 Carrier Program I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 受講生に将来の就職を意識させ，将来のキャリア形成のために大学生活の中での

様々な学びが重要であることを認識させることを目的とする。 



就職氷河期といわれる就職状況をしっかり認識し，主としてキャリアセンター主
催のガイダンスへ積極的に参加し，レポート報告することで社会人として求めら
れる能力をしっかり着実に身につけるための講義である。 
提出したレポートは就職活動のポートフォリオとしてまとめられ，最後に総括の
レポートを作成することにより，大学 3 年生という将来に向かって最も大切な時
期に「将来何をやりたいのか」，そのた 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする。 就活ノートの利用方法，ゼミ希望調査 

2 回 ①就職試験対策講座説明会 
②公務員対策講座 
③大学院進学説明会 
最低一つの説明会へ参加する。 
3 回 就職進路懇談会やチューターによる個人面談により進路を決定する。 
 進路希望の入力 
4 回 ザブチューター会 研究紹介をする。 
5 回 第 1 回キャリアガイダンスへ参加する。 
6 回 ①夏季休暇活用セミナー（自己分析編） 
②夏季休暇活用セミナー（企業研究編） 
③Web 試験対策セミナー 
最低一つの説明会へ参加する。 
7 回 第 2 回キャリアガイダン 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 就職支援マガジンで予習しておくこと。 
3 回 進路について考えておくこと。 
4 回 卒業研究について考えておくこと 
5 回 就職支援マガジンで予習しておくこと 
6 回 就職支援マガジンで予習しておくこと 
7 回 就職支援マガジンで予習しておくこと 
8 回 これまでの活動についてまとめておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FSS25320 
成績評価 毎回活動レポート（60%），総括レポート（20%），就活ノート（20％）で評価す

る。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS25320 自己実現プログラムⅠ 
担当教員名 ⻑渕 裕、山崎 正之、荒谷 督司、若村 国夫、小林 祥一、財部 健一、曽

我 雅比 
単位数 1 
教科書 適宜指導する。 
アクティブラーニング  
キーワード 就職活動 支援プログラム 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 企業の視線を学ぶことは，社会人への一歩であると思う．ガイダンス形式をとっ

ている場合は，大教室のならざるを得ないが，個別に相談をすることもできるの
で利用してほしい． 

科目名 自己実現プログラムⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指導する。 
授業形態 講義 
注意備考 自己実現プログラムは，総合理学コース選択者は必修科目であるので，全員受講

すること。 
教員コースの学生も受講することを勧める。 

シラバスコード FSS25320 
実務経験のある教員  
達成目標 将来設計を立てる意識を持つこと。 

就職活動を積極的に行えること。 
情報収集能力を養うこと。 
問題解決能力を身につけること。 
コミュニケーション能力を身につけること。 

受講者へのコメント 進路の参考となったと思うので，今後活かしてほしい 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね要項と判断する． 
英文科目名 Carrier Program I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 受講生に将来の就職を意識させ，将来のキャリア形成のために大学生活の中での



様々な学びが重要であることを認識させることを目的とする。 
就職氷河期といわれる就職状況をしっかり認識し，主としてキャリアセンター主
催のガイダンスへ積極的に参加し，レポート報告することで社会人として求めら
れる能力をしっかり着実に身につけるための講義である。 
提出したレポートは就職活動のポートフォリオとしてまとめられ，最後に総括の
レポートを作成することにより，大学 3 年生という将来に向かって最も大切な時
期に「将来何をやりたいのか」，そのた 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする。 就活ノートの利用方法，ゼミ希望調査 

2 回 ①就職試験対策講座説明会 
②公務員対策講座 
③大学院進学説明会 
最低一つの説明会へ参加する。 
3 回 就職進路懇談会やチューターによる個人面談により進路を決定する。 
 進路希望の入力 
4 回 ザブチューター会 研究紹介をする。 
5 回 第 1 回キャリアガイダンスへ参加する。 
6 回 ①夏季休暇活用セミナー（自己分析編） 
②夏季休暇活用セミナー（企業研究編） 
③Web 試験対策セミナー 
最低一つの説明会へ参加する。 
7 回 第 2 回キャリアガイダン 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 就職支援マガジンで予習しておくこと。 
3 回 進路について考えておくこと。 
4 回 卒業研究について考えておくこと 
5 回 就職支援マガジンで予習しておくこと 
6 回 就職支援マガジンで予習しておくこと 
7 回 就職支援マガジンで予習しておくこと 
8 回 これまでの活動についてまとめておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FSS25410 
成績評価 毎回活動レポート(60%)・総括レポート(20%）・就活ノート（20%）により評価

する。 
曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS25410 自己実現プログラムⅡ 
担当教員名 伊代野 淳、齋藤 達昭 
単位数 1 
教科書 岡山理科大学 就職支援マガジン 
アクティブラーニング  
キーワード 就職活動 支援プログラム 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 複数教員がかかわるため日程調整に手間取ることがあり，改善していきたいと思

う．予定は期のはじめに HP 上で公開していたが，十分ではなかったようである．
浸透を図りたい．ゼミ時間との重複は今後担当教員に申し出ておく． 

科目名 自己実現プログラムⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指導する。 
授業形態 講義 
注意備考 自己実現プログラムは，総合理学コース選択者は必修科目であるので，全員受講

すること。 
教職を希望する学生も受講することを勧める。 

シラバスコード FSS25410 
実務経験のある教員  
達成目標 将来設計を立てる意識を持つこと。 

就職活動を積極的に行えること。 
情報収集能力を養うこと。 
問題解決能力を身につけること。 
コミュニケーション能力を身につけること。 

受講者へのコメント 自ら進んで参加する必要があるキャリアガイダンスに積極的に参加している人
が多い一方で，そうでもない人もいる現状である．積極的に働きかけたつもりで
あるが，必ずしも伝わらなかったかもしれない． 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 キャリアセンター行事を中⼼に，進路面談などを通じて就職を意識させることが
目的であり，概ね目的は達成できているようである． 

英文科目名 Carrier Program II 
関連科目  



次回に向けての改善変更予定 IT ではなく物理的な掲示場所を固定化するなど必要かと感じた． 
講義目的 受講生に将来の就職を意識させ，将来のキャリア形成のために大学生活の中での

様々な学びが重要であることを認識させることを目的とする。 
就職氷河期といわれる就職状況をしっかり認識し，主としてキャリアセンター主
催のガイダンスへ積極的に参加し，レポート報告することで社会人として求めら
れる能力をしっかり着実に身につけるための講義である。 
提出したレポートは就職活動のポートフォリオとしてまとめられ，最後に総括の
レポートを作成することにより，大学 3 年生という将来に向かって最も大切な時
期に「将来何をやりたいのか」，そのた 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする。 

2 回 第 3 回キャリアガイダンスへ参加する。 
3 回 就職適性検査・就職模擬試験を受講する。 
4 回 第 4 回キャリアガイダンスへ参加する。 
5 回 サブチューター会 研究の紹介をする。 
6 回 第 5 回キャリアガイダンスへ参加する。 
7 回 業界セミナー，GD 体験セミナー，集団面接体験セミナー，マナーセミナー
などのキャリアセンターのセミナーに参加する。 
8 回 まとめのレポートを作成する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
進路についてよく考えておくこと。 
2 回 就職支援マガジンで予習しておくこと 
3 回 就職支援マガジンで予習しておくこと 
4 回 就職支援マガジンで予習しておくこと 
5 回 卒業研究で行いたい研究についてまとめておくこと 
6 回 就職支援マガジンで予習しておくこと 
7 回 就職支援マガジンで予習しておくこと 
参加するセミナーを決めて，それぞれに対応した予習を行うこと。 
8 回 半期の受講したセミナーについてまとめておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FSS25510 
成績評価 実技(30％)レポート(70％) 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 基礎理学科(10〜12) 
見出し FSS25510 環境科学実験 
担当教員名 森 嘉久、山崎 重雄 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 環境 大気 水 土壌 汚染 物理量 平衡と速度 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境科学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第 1 回目の欠席は認めない。  

物理実験もしくは化学実験を履修していることが望ましい。  
なお、データの収集や解析にはパソコンをフルに活用するので情報リテラシーの
単位を取得していること。 

シラバスコード FSS25510 
実務経験のある教員  
達成目標 実験を通じて物理や化学の基礎を身につけるだけでなく、実験装置の使用法やレ

ポート作成を方法を修得して環境科学への理解を深めるようにする。 
受講者へのコメント  
連絡先 １４号館３階森研究室・山崎（重）研究室 

mori[at]das.ous.ac.jp 
yamazaki[at]das.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Environmental Science 
関連科目 物理実験 化学実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 種々の物理量測定実験をすることで測定装置の原理とその測定限界を把握し、数

値の取り扱いや物理・化学の基礎的な概念を学習する。また測定機器の組み立て、
化学反応を実際に体験することを通して、物理・化学への理解を深める。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 



2 回  電気量測定（１）（テスタ、抵抗、電圧と電流）について実習する。 
3 回  電気量測定（２） （コイルとコンデンサ）について実習する。 
4 回  温度測定（熱拡散と熱量・温度計）について実習する。 
5 回  光量測定（カンデラとルクス・光度）について実習する。 
6 回  重量測定（回帰式、天秤とピペット）について実習する。 
7 回  化学反応速度（一次反応）について実習する。 
8 回  化学平衡測定（単分子吸着）について実習する。 
9 回  金属錯体合成（再結晶）について実習する。 
1 

準備学習 1 回 有効数字、相対標準偏差、再現性、精度と確度などの数値処理について講義
をするので予習をしてくること。 
2 回  テスタについて調べておくこと。 
3 回  コイルとコンデンサについて、特に周波数依存性について調べておくこ
と。 
4 回 各種の温度測定方式について調べておくこと。特に温度と熱の違いを学習
しておくこと。 
5 回 光量測定について調べておくこと。特に光源から距離とルックスの関係に
ついて考察してくること。 
6 回 重量測定について調べておくこと。天秤の構造・質量と重量の差異を考察し
てくること。 
7 回 化学反 

 



年度 2014 
授業コード FSS25610 
成績評価 実習・実験に対する態度(20%)と報告書(80%)により評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS25610 地球科学実験 
担当教員名 山口 一裕、小林 祥一 
単位数 2 
教科書 実験毎にプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 地質調査、水文調査、環境問題、物理探査法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球科学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 卒業研究で地球環境(地学)分野を希望する学生は必ず受講すること。 
シラバスコード FSS25610 
実務経験のある教員  
達成目標 野外実習と室内実験により地球科学の野外調査および室内実験の基本と考え方

を習得する。 
①野外で露頭や採石場を見学して実際に地層や岩石の産状を見て，その成り立ち
について考えてみる。 
②地質調査の基礎を身につける。 
③水文調査法の基礎を身につける。 
④岩石薄片の作成法を見につける。 
⑤物理探査法を身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 山口 研究室 7 号館 1 階 yamaguti〔アトマーク〕das.ous.ac.jp 北岡 研究室 

7 号館 3 階 kitaoka〔アトマーク〕das.ous.ac.jp 小林 研究室 7 号館 6 階 
kobayashi〔アトマーク〕das.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Earth Science 
関連科目 地質学、鉱物科学、環境地球化学、陸水の科学など 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 鉱物学、地質学、陸水学および地球物理学におけ基本的な実験を行う。実験計画、

実験方法、報告書のまとめ方を学び、野外実習、地学特別ゼミナールとあわせて、



４年次の卒業研究への導入としたい。4 月か 5 月の土曜日に野外実習を行う予定
である。必ずこの実習に参加すること。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  野外調査法 1 香川県豊島の地質調査 
3 回  野外調査法 2 香川県豊島の岩石調査 
4 回  野外調査法 3 香川県豊島の水文調査 
5 回  岩石薄片製作 岩石の選定と岩石チップ作成 
6 回  岩石薄片製作 一次研磨(片面研磨とスライドガラスへの接着） 
7 回  岩石薄片製作 二次研磨(薄片にする） 
8 回  岩石薄片製作と顕微鏡観察 とスケッチ 
9 回  物理探査法１ 電気探査の理論 
10 回  物理探査法２ 実験 
11 回  物理探査法３ データ整理と解釈 
12 回  ダルシーの実験 
13 

準備学習 1 回  このシラバスを読んで授業内容を把握すること。 
2 回  地質調査の方法を復習すること。配布資料で豊島の地質について勉強し
ておくこと。 
3 回  配布資料で豊島の岩石(火山岩）について勉強しておくこと。 
4 回  配布資料で豊島の水について勉強しておくこと。 
5 回  採集した岩石の整理をしておくこと 
6 回  薄片の作成方法をまとめておくこと 
7 回  薄片の作成方法をまとめておくこと 
8 回  偏光顕微鏡の見方を復習すること。 
9 回  物理探査法とは何か？調べておくこと。 
10 回  野外での実習を行うので準備 

 



年度 2014 
授業コード FSS25710 
成績評価 各教員のもとで行った実験やゼミのレポートなどの成績による。具体的には 

山崎ゼミ：レポートと実習の全体で評価する。 
森ゼミ：ゼミ形式で行う課題とパソコンを使用した実践形式の理解度による評価 
財部ゼミ：提出レポートによる。 
若村ゼミ：面接の準備状況と実験のレポートによる。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS25710 自然科学探求ゼミナールⅠ 
担当教員名 若村 国夫、財部 健一、森 嘉久、山崎 重雄 
単位数 2 
教科書 各ゼミは以下のようである 

山崎ゼミ：適宜資料を渡し、また教科書等を貸し出す。 
森ゼミ：適宜、プリント配布。 
財部ゼミ：資料を配布する。 
若村ゼミ：プリントを配布する 

アクティブラーニング  
キーワード ゼミ、自主性、実験の基礎 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 自然科学探求ゼミナールⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基本的にはこれまでに習った物理と化学の科目で使用した教科書や参考書だが、

ゼミにより、以下の準備もされている。 
山崎ゼミ：適宜貸し出しをする。 
財部ゼミ：資料を配布する。 

授業形態 講義 
注意備考 四年次に行う卒業研究との関係や自分の興味を良く考えること。ゼミ担当教員か

らは次の点も指摘されている。 
山崎ゼミ：分かり難いところは質問をしてほしい。 
財部ゼミ：本自然科学セミナー（財部担当）は実験である。 

シラバスコード FSS25710 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的には卒業研究をするにあたって必要な基礎的実験技術や知識、関係情報を

知ることと、自主的な授業への態度を身につける事だが、ゼミ担当の各教員は次
の目標を掲げる。 
山崎ゼミ：所属研究室の実験装置の原理を把握し、操作ができること。 
森ゼミ：Ｘ線回折の原理の理解とデータ処理ソフトの使用法の習得。 
財部ゼミ：分光の原理の理解、プラズマに親しむ、光電子の測定法に親しむ。 
若村ゼミ：実験で扱う原理の理解と実験装置の取り扱いや注意事項に慣れるこ



と。 
受講者へのコメント  
連絡先 担当教員の研究室： 

山崎、森：１４号館  
財部、若村：７号館 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar on Basic Skills for Resarch(Natural Science I) 
関連科目 ゼミの内容に関係した３年次までに履修した科目の復習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 卒業研究をするにあたって必要な基礎的実験技術や知識、関係情報を知る。自主

的な授業への取組の態度を身につける。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 ３年次の関係科目の復習 

 



年度 2014 
授業コード FSS25810 
成績評価 実習・実験のレポート（60%）、課題テーマ研究のレポートと発表会（30%）、最

終試験（10%）によって評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS25810 自然科学探求ゼミナールⅡ 
担当教員名 山口 一裕、小林 祥一、藤⽊ 利之、伊代野 淳、齋藤 達昭、守⽥ 益宗 
単位数 2 
教科書 適宜指導する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生物科学，地球科学，情報宇宙，卒業研究のプレゼミ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 自然科学探求ゼミナールⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指導する。 
授業形態 講義 
注意備考 総合理学コースか教員コースかの所属とは関係なく，生物分野, 地学分野か宇宙

情報分野で卒業研究を希望する学生は必ず受講すること。 
その他の分野を希望する者は基本的には受講できないので、履修登録時に注意す
ること。 

シラバスコード FSS25810 
実務経験のある教員  
達成目標 それぞれの分野の基本的な知識と技術を修得する。 

自分でテーマを決めて，実験計画を立案し，資料調査や実習・実験を実施し，結
果をレポートとして取りまとめる能力を得る。 
得られた成果を発表する能力を得る。 

受講者へのコメント  
連絡先 生物分野：齋藤達昭 saito[アットマーク]das.ous.ac.jp 

地学分野：山口一裕 yamaguti[アットマーク]das.ous.ac.jp 
情報宇宙分野：伊代野淳 iyono[アットマーク]das.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar on Basic Skills for Resarch(Natural Science II) 
関連科目 これまで学習してきた地球科学，生物科学と情報宇宙分野の科目全体 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 卒業研究で必要な生物学，地球科学および情報宇宙の基本的知識と技術を修得す

ることを目的にする。これらの分野および担当教員の研究室で卒業研究を行うこ



とを希望する学生が受講対象者である。プレゼミ形式の授業になるので，他分野
希望の学生は受講しないこと。 
授業方法としては，はじめは分野合同に実験・実習を行う。それぞれの分野共通
の知識や技術を習得する。次に研究室ごとにゼミ形式で行う。 
さらに、受講生は各自(各グループでも可）でテーマを決め、それに関する実習実
験や調査を行い、レポートを作成して，成果を発表する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする。 受講についての説明をする。 

この講義を受講希望する者は，必ず出席する必要がある。 
2 回 野外調査 1 地球科学，生物科学と情報宇宙分野での研究に必要な基本的な
知識と技術を習得する 
3 回 野外調査 2 地球科学，生物科学と情報宇宙分野での研究に必要な基本的な
知識と技術を習得する 
4 回 野外調査 3 地球科学，生物科学と情報宇宙分野での研究に必要な基本的な
知識と技術を習得する 
5 回 野外調査 4 地球科学，生物科学と情報宇宙分野での研究に必要な基本的な
知識と技術を習得する 
6 回 野外 

準備学習 この授業は，卒業研究前のプレゼミであるので，これまで受講してきた授業のよ
うに受け身ではなく，自ら積極的に活動することが要求される。 
実習，実験前には準備学習の内容を連絡するので，十分予習することが大切であ
る。 
さらに，実習，実験後にはレポート作成を行う。 
また，課題テーマ研究では自らテーマを決めて，研究する姿勢が要求されるので，
十分な下調べが必要となる。 

 



年度 2014 
授業コード FSS25910 
成績評価 定期試験 100%（集合と写像 25%，論理 25%，演算と代数系 25%，実数と極限

25%） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS25910 数学探求ゼミナール 
担当教員名 ⻑渕 裕、山崎 正之、荒谷 督司、山崎 洋一 
単位数 2 
教科書 使用しない。プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 集合・写像・命題・全称記号・存在記号・同値関係・代数系・演算・連続性・極

限 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学探求ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 数学分野で卒業研究する学科生は受講すること。 
シラバスコード FSS25910 
実務経験のある教員  
達成目標 集合の記法を用いて、命題の表現および変形ができる。 

写像の合成や置換に関する命題の証明を、定義に基づいて理解し自分でも書け
る。 
複数の命題の論理的関係を正しく判断し、特に全称記号・存在記号を含む命題を
論理記号を用いて書ける。 
代数的演算に関する一般的法則に基づいた証明が理解できる。合わせて同値類の
概念も理解できる。 
実数の連続性にもとづいた数列の極限や関数の性質の厳密な証明を理解し自分
でも書ける。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 5 階の基礎理学科数学分野４教員の研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar on Basic Skills for Resarch(Mathematics) 
関連科目 数学要論・代数学 I・解析学 I 等 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 代数／解析／幾何などの専門にかかわりなく必要な「大学数学の基礎的事項」に



ついて、再度ていねいに確認し、演習することにより、4 年次に数学分野での卒
業研究を行うとき支障が生じないように備えることを目的とする。なお、これら
は 3 年次前期までの各数学科目の学習においても常に必要とされてきた空気の
ような事柄であるが、「計算」ではなく「考え方」についての根本的事項であるた
め、意識的に努力しないと十分な理解が難しく、大学数学のつまづきの要因とな
りがちな部分である。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 集合の記法、集合の包含関係および相等について、具体例を通して学習（復

習）し、演習する。 
2 回 集合の演算と写像について具体例を通して学習（復習）し、演習する。 
3 回 全射、単射および全単射について、具体例を通して学習（復習）し、演習す
る。 
4 回 命題の書き方と 7 つの論理記号について、具体例を通して学習（復習）し演
習する。 
5 回 論理結合子の正確な解釈と「和文数訳」のコツについて、具体例を通して学
習し演習する。 
6 回 「すべて」と「存在する」、一意的存在、全称記号と存在記号の使い方（特
に複数の全称記号 

準備学習 1 回 教科書の第一章 1.1 節をよく読んで予習しておくこと。 
2 回 第 1 回の内容を復習をするとともに、教科書の第一章 1.2 節をよく読んで
予習しておくこと。 
3 回 教科書の第一章 1.3 節の前半をよく読んで予習しておくこと。 
4 回 教科書の第二章 2.1 節の前半をよく読んで予習しておくこと。 
5 回 第 4 回の内容を復習するとともに、教科書の第二章 2.1 節の後半と 2.2 節を
よく読んで予習しておくこと。 
6 回 第 5 回の内容を復習するとともに、教科書の第二章 2.2 節をよく読んでお
くこと。 
7 回 第 4~6 回の内容（プリント 

 



年度 2014 
授業コード FSS26010 
成績評価 課題発表(40%)、論文の出来具合(60%)により評価する。筆記試験は行わない。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜12) 
見出し FSS26010 現代教育探求ゼミナール 
担当教員名 曽我 雅比児、中島 弘徳 
単位数 2 
教科書 レポート作成のためのま文献や資料は各自で準備すること。入手方法については

適宜説明します。 
アクティブラーニング  
キーワード 教育学、教育臨床⼼理学、文献研究 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 発表中⼼の講義がユニークであった、受け身ではなく能動的に講義に参加できて

よかった、興味あるテーマを考え・調べ・まとめる難しさと楽しさを味わくこと
ができました等の感想をいただき勇気づけられています。 

科目名 現代教育探求ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ４年生の卒業研究を現代教育学研究室（曽我、中島）で行いたい人は必ず受講す

ること。 
シラバスコード FSS26010 
実務経験のある教員  
達成目標 ・教育学と教育臨床⼼理学の基礎概念を理解する。 

・文献調査の技法を習得する。 
・論文作成の技法を習得する。 
・自力で調査論文を作成する。 

受講者へのコメント 自分なりに教職の魅力を発見し、教師像を作っていってください。 
連絡先 14 号館 曽我研究室（４階）、中島研究室（３階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 おおむね妥当な評価と思います。大変参考になります。 
英文科目名 Seminar on Basic Skills for Resarch(Modern Education) 
関連科目 「教育基礎論」、「学習・発達論」 
次回に向けての改善変更予定 指摘された点を踏まえて努力・⼯夫します。 
講義目的 教育学と教育臨床⼼理学の基本的文献を取り上げ受講生全員で輪講していく。こ

れを通して、教育学と教育臨床⼼理学に関する卒業研究の基礎的知識と技法を習
得させる。さらに、受講生は各自でテーマを決め、自ら調査を行い、レポートを
作成することが求められる。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションをする。 

2 回  教育学の文献を輪講する。 
3 回  教育レポートの課題を設定する。 
4 回  教育学の文献を輪講する。 
5 回  教育レポート課題テーマの発表をする。 
6 回  教育学の文献を輪講する。 
7 回  教育レポート課題の中間発表をする。 
8 回  教育レポート課題を作成し、発表する。 
9 回  教育臨床⼼理学輪講（１） 
10 回  教育臨床⼼理レポート課題設定 
11 回  教育臨床⼼理学輪講（２） 
12 回  教育臨床⼼理レポート課題発表（１） 
13 回  教育臨床⼼理学輪講（３） 
14 

準備学習 1 回 教育に関する問題意識を洗い出しておくこと。 
2 回  図書館等で文献を調べること。 
3 回  図書館等で文献を調べ、自らの研究課題を選定すること。 
4 回  各自の研究課題について図書館等で文献研究をすること。 
5 回  各自の研究課題について図書館等で文献研究をすること。 
6 回  各自の研究課題について図書館等で文献研究をすること。 
7 回  各自の研究課題について図書館等で文献研究をすること。 
8 回  各自の研究課題について小論文を作成すること。 
9 回  図書館等で文献を調べておくこと。 
10 回  図書館 

 



年度 2014 
授業コード FSS26110 
成績評価 実験態度・報告書(100％）で評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS26110 地学実験 
担当教員名 山口 一裕、小林 祥一 
単位数 2 
教科書 実験毎にプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物学・岩石学・地質学・水文学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 毎回実験の必ず出席すること。介護等体験などで欠席した場合は補講を行なう。

学習相談や質問などがあれば、オフィスアワーの時間か、連絡先にメールで連絡
してください。 

シラバスコード FSS26110 
実務経験のある教員  
達成目標 鉱物学、岩石学、地質学、水文学などの基本的な実験技術と知識を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 研究室 7 号館 1 階 yamaguti@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth Science Laboratory 
関連科目 地球科学ⅠⅡ、鉱物科学、地質学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地学分野の講義内容をより深く理解する目的で実験を行う。この実験を通して地

球科学の基礎的な知識と概念を養う。あわせてコンピュータを利用した演習も行
う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  クリノメーターの使用法について学習する。 
3 回  地質調査（三野公園周辺）で地質の成り立ちについて学習する。 
4 回  花こう岩のモード分析で花こう岩の見方と分類について学習する。 
5 回  鉱物の見かけの比重測定を行い，鉱物の比重について学習する。 



6 回  ノルム計算法について学習する。 
7 回  結晶模型を作製して，結晶の対称性を理解する。 
8 回  化石の観察とスケッチを通して地球の歴史を学習する。 
9 回  造岩鉱物の偏光顕微鏡観察で岩石の組織と岩石のでき方について学習す 

準備学習 1 回  地球科学Ⅰ・Ⅱの学習内容を復習しておくこと 
2 回  教科書の P64 の地質調査と走向と傾斜の測定を読むこと 
3 回  教科書 P65 の地質図作成を読んで勉強しておくこと 
4 回  教科書のｐ16〜19 の火成岩のでき方を読んで勉強しておくこと 
5 回  教科書のｐ20〜23 の鉱物を読んで勉強しておくこと 
6 回  配布したプリントでノルム計算法について勉強しておくこと 
7 回  配布したプリントと教科書 p22〜23 の鉱物の結晶系について読んでおく
こと 
8 回  教科書ｐ68〜ｐ77 の地球の歴史について読んで勉強し 

 



年度 2014 
授業コード FSS26120 
成績評価 実験態度・報告書(100％）で評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS26120 地学実験 
担当教員名 山口 一裕、小林 祥一 
単位数 2 
教科書 実験毎にプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物学・岩石学・地質学・水文学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 毎回実験の必ず出席すること。介護等体験などで欠席した場合は補講を行なう。

学習相談や質問などがあれば、オフィスアワーの時間か、連絡先にメールで連絡
してください。 

シラバスコード FSS26120 
実務経験のある教員  
達成目標 鉱物学、岩石学、地質学、水文学などの基本的な実験技術と知識を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 研究室 7 号館 1 階 yamaguti@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth Science Laboratory 
関連科目 地球科学ⅠⅡ、鉱物科学、地質学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地学分野の講義内容をより深く理解する目的で実験を行う。この実験を通して地

球科学の基礎的な知識と概念を養う。あわせてコンピュータを利用した演習も行
う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  クリノメーターの使用法について学習する。 
3 回  地質調査（三野公園周辺）で地質の成り立ちについて学習する。 
4 回  花こう岩のモード分析で花こう岩の見方と分類について学習する。 
5 回  鉱物の見かけの比重測定を行い，鉱物の比重について学習する。 



6 回  ノルム計算法について学習する。 
7 回  結晶模型を作製して，結晶の対称性を理解する。 
8 回  化石の観察とスケッチを通して地球の歴史を学習する。 
9 回  造岩鉱物の偏光顕微鏡観察で岩石の組織と岩石のでき方について学習す 

準備学習 1 回  地球科学Ⅰ・Ⅱの学習内容を復習しておくこと 
2 回  教科書の P64 の地質調査と走向と傾斜の測定を読むこと 
3 回  教科書 P65 の地質図作成を読んで勉強しておくこと 
4 回  教科書のｐ16〜19 の火成岩のでき方を読んで勉強しておくこと 
5 回  教科書のｐ20〜23 の鉱物を読んで勉強しておくこと 
6 回  配布したプリントでノルム計算法について勉強しておくこと 
7 回  配布したプリントと教科書 p22〜23 の鉱物の結晶系について読んでおく
こと 
8 回  教科書ｐ68〜ｐ77 の地球の歴史について読んで勉強し 

 



年度 2014 
授業コード FSS26211 
成績評価 定期試験は行わず、毎時間の活動状況（７０％）、履修カルテの記入状況（３０％）

をもとに、教員としての資質とその向上を総合的に判断して評価する。１００点
満点中６０点以上を合格とする。 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 基礎理学科(10〜) 
見出し FSS26211 教職実践演習（中・高） 
担当教員名 横⽥ 美枝子＊、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利明、中島 弘

徳、岡 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教職実践，履修カルテ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職実践演習（中・高） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布する。 
授業形態 演習 
注意備考 教育実習Ⅱを修得していること。 

週８コマ開講し、人数を均等に分ける。 
シラバスコード FSS26211 
実務経験のある教員  
達成目標 教員としての使命感や責任感、教育的愛情等をもって、学級や教科を担当しつつ、

教科指導、生徒指導等の職務を実践できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practical Seminar for Teacher Education 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 演習を中⼼とした授業で、必要に応じて小集団で活動する。 

自己診断ならびに指導教員のアドバイスを基に各自の履修カルテを作成し、模擬
授業・ロールプレイング・事例研究等を通して、不足している知識や技能を補う
と共に、優れた能力をより伸ばしていく。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 これまでの学修の振り返りについての講義，履修カルテの作成，小グループ



の決定をする。 
2 回 教職の意義や教員の役割についての講義とグループ討論・ロールプレイン
グをする。 
3 回 教職の意義や教員の役割についてのグループ討論・ロールプレイングの続
きとまとめをする。 
4 回 子どもに対する責任等についての講義とグループ討論・ロールプレイング
をする。 
5 回 子どもに対する責任等についてのグループ討論・ロールプレイングの続き
とまとめをする。 
6 回 社会性や対人関係（保護者を含む）能力についての講義とグループ討論・ 

準備学習 1 回 自分のこれまでの学修成果と教員としての力量の評価をしてくること。 
2 回 教職の意義や教員の役割について自分の意見をまとめてくること。 
3 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
4 回 子どもに対する責任等について自分の意見をまとめてくること。 
5 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
6 回 社会性や対人関係（保護者を含む）能力について自分の意見をまとめてくる
こと。 
7 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
8 回 生徒理解や学級経営について自分 

 



年度 2014 
授業コード FSS26221 
成績評価 定期試験は行わず、毎時間の活動状況（７０％）、履修カルテの記入状況（３０％）

をもとに、教員としての資質とその向上を総合的に判断して評価する。１００点
満点中６０点以上を合格とする。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 基礎理学科(10〜) 
見出し FSS26221 教職実践演習（中・高） 
担当教員名 横⽥ 美枝子＊、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利明、中島 弘

徳、岡 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教職実践，履修カルテ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職実践演習（中・高） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布する。 
授業形態 演習 
注意備考 教育実習Ⅱを修得していること。 

週８コマ開講し、人数を均等に分ける。 
シラバスコード FSS26221 
実務経験のある教員  
達成目標 教員としての使命感や責任感、教育的愛情等をもって、学級や教科を担当しつつ、

教科指導、生徒指導等の職務を実践できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practical Seminar for Teacher Education 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 演習を中⼼とした授業で、必要に応じて小集団で活動する。 

自己診断ならびに指導教員のアドバイスを基に各自の履修カルテを作成し、模擬
授業・ロールプレイング・事例研究等を通して、不足している知識や技能を補う
と共に、優れた能力をより伸ばしていく。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 これまでの学修の振り返りについての講義，履修カルテの作成，小グループ



の決定をする。 
2 回 教職の意義や教員の役割についての講義とグループ討論・ロールプレイン
グをする。 
3 回 教職の意義や教員の役割についてのグループ討論・ロールプレイングの続
きとまとめをする。 
4 回 子どもに対する責任等についての講義とグループ討論・ロールプレイング
をする。 
5 回 子どもに対する責任等についてのグループ討論・ロールプレイングの続き
とまとめをする。 
6 回 社会性や対人関係（保護者を含む）能力についての講義とグループ討論・ 

準備学習 1 回 自分のこれまでの学修成果と教員としての力量の評価をしてくること。 
2 回 教職の意義や教員の役割について自分の意見をまとめてくること。 
3 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
4 回 子どもに対する責任等について自分の意見をまとめてくること。 
5 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
6 回 社会性や対人関係（保護者を含む）能力について自分の意見をまとめてくる
こと。 
7 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
8 回 生徒理解や学級経営について自分 

 



年度 2014 
授業コード FSS26231 
成績評価 定期試験は行わず、課題のレポートや学習指導案，授業観察等のレポート及び演

習活動状況（７０％）、履修カルテの記入状況（３０％）をもとに、教員としての
資質とその向上を総合的に判断して評価する。１００点満点中６０点以上を合格
とする。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 基礎理学科(10〜) 
見出し FSS26231 教職実践演習（中・高） 
担当教員名 延本 大作＊、岡本 弥彦、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利

明、中島 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教職実践，履修カルテ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職実践演習（中・高） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布する。 
授業形態 演習 
注意備考 教育実習Ⅱを修得していること。 

週８コマ開講し、人数を均等に分ける。 
シラバスコード FSS26231 
実務経験のある教員  
達成目標 教員としての使命感や責任感、教育的愛情等をもって、学級や教科を担当しつつ、

教科指導、生徒指導等の職務を実践できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practical Seminar for Teacher Education 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この科目の履修を通じて，将来，教員になる上で，自己にとって何が課題である

のかを自覚し，必要に応じて不足している知識や技能等を補い，その定着を図る
ことにより，教職生活をより円滑にスタートできるようにする。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 これまでの学修の振り返り，特に，ボランティア体験の発表，履修カルテの



自己評価シートを作成する。 
2 回 教科指導のあり方Ⅰについての講義と演習をする。 
3 回 教科指導のあり方Ⅱについての講義と演習をする。 
4 回 学級経営Ⅰについての講義と演習をする。 
模擬授業を計画する。 
5 回 学級経営Ⅱについての講義と演習をする。 
6 回 学級経営Ⅲについての講義と演習をする。 
7 回 生徒理解や対人関係（保護者を含む）能力についての事例研究・ロールプレ
イングをする。 
8 回 生徒理解や対人関係（保護者を含む）能力につい 

準備学習 1 回 自分のこれまでの学修成果と教員としての力量の評価をしてくること。 
2 回 学習指導案作成と実地授業の成果について自分の意見をまとめてくること。
授業分析について調べておくこと。 
3 回 効果的な授業のための技術的手法について自分の意見をまとめてくること。 
4 回 学級経営について自分の意見をまとめてくること。特に，短学活１分間スピ
ーチの内容をまとめておく。 
模擬授業を担当する単元を検討しておく。 
5 回 前時の内容をまとめてくること。特に，短学活１分間スピーチを効果的に行
えるようにしておく。 
6 回 教育評価に 

 



年度 2014 
授業コード FSS26241 
成績評価 定期試験は行わず、課題のレポートや学習指導案，授業観察等のレポート及び演

習活動状況（７０％）、履修カルテの記入状況（３０％）をもとに、教員としての
資質とその向上を総合的に判断して評価する。１００点満点中６０点以上を合格
とする。 

曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 基礎理学科(10〜) 
見出し FSS26241 教職実践演習（中・高） 
担当教員名 延本 大作＊、岡本 弥彦、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利

明、中島 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教職実践，履修カルテ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職実践演習（中・高） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布する。 
授業形態 演習 
注意備考 教育実習Ⅱを修得していること。 

週８コマ開講し、人数を均等に分ける。 
シラバスコード FSS26241 
実務経験のある教員  
達成目標 教員としての使命感や責任感、教育的愛情等をもって、学級や教科を担当しつつ、

教科指導、生徒指導等の職務を実践できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practical Seminar for Teacher Education 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この科目の履修を通じて，将来，教員になる上で，自己にとって何が課題である

のかを自覚し，必要に応じて不足している知識や技能等を補い，その定着を図る
ことにより，教職生活をより円滑にスタートできるようにする。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 これまでの学修の振り返り，特に，ボランティア体験の発表，履修カルテの



自己評価シートを作成する。 
2 回 教科指導のあり方Ⅰについての講義と演習をする。 
3 回 教科指導のあり方Ⅱについての講義と演習をする。 
4 回 学級経営Ⅰについての講義と演習をする。 
模擬授業を計画する。 
5 回 学級経営Ⅱについての講義と演習をする。 
6 回 学級経営Ⅲについての講義と演習をする。 
7 回 生徒理解や対人関係（保護者を含む）能力についての事例研究・ロールプレ
イングをする。 
8 回 生徒理解や対人関係（保護者を含む）能力につい 

準備学習 1 回 自分のこれまでの学修成果と教員としての力量の評価をしてくること。 
2 回 学習指導案作成と実地授業の成果について自分の意見をまとめてくること。
授業分析について調べておくこと。 
3 回 効果的な授業のための技術的手法について自分の意見をまとめてくること。 
4 回 学級経営について自分の意見をまとめてくること。特に，短学活１分間スピ
ーチの内容をまとめておく。 
模擬授業を担当する単元を検討しておく。 
5 回 前時の内容をまとめてくること。特に，短学活１分間スピーチを効果的に行
えるようにしておく。 
6 回 教育評価に 

 



年度 2014 
授業コード FSS26251 
成績評価 定期試験は行わず、毎時間の活動状況（７０％）、履修カルテの記入状況（３０％）

をもとに、教員としての資質とその向上を総合的に判断して評価する。１００点
満点中６０点以上を合格とする。 

曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 基礎理学科(10〜) 
見出し FSS26251 教職実践演習（中・高） 
担当教員名 横⽥ 美枝子＊、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利明、中島 弘

徳、岡 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教職実践，履修カルテ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職実践演習（中・高） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布する。 
授業形態 演習 
注意備考 教育実習Ⅱを修得していること。 

週８コマ開講し、人数を均等に分ける。 
シラバスコード FSS26251 
実務経験のある教員  
達成目標 教員としての使命感や責任感、教育的愛情等をもって、学級や教科を担当しつつ、

教科指導、生徒指導等の職務を実践できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practical Seminar for Teacher Education 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 演習を中⼼とした授業で、必要に応じて小集団で活動する。 

自己診断ならびに指導教員のアドバイスを基に各自の履修カルテを作成し、模擬
授業・ロールプレイング・事例研究等を通して、不足している知識や技能を補う
と共に、優れた能力をより伸ばしていく。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 これまでの学修の振り返りについての講義，履修カルテの作成，小グループ



の決定をする。 
2 回 教職の意義や教員の役割についての講義とグループ討論・ロールプレイン
グをする。 
3 回 教職の意義や教員の役割についてのグループ討論・ロールプレイングの続
きとまとめをする。 
4 回 子どもに対する責任等についての講義とグループ討論・ロールプレイング
をする。 
5 回 子どもに対する責任等についてのグループ討論・ロールプレイングの続き
とまとめをする。 
6 回 社会性や対人関係（保護者を含む）能力についての講義とグループ討論・ 

準備学習 1 回 自分のこれまでの学修成果と教員としての力量の評価をしてくること。 
2 回 教職の意義や教員の役割について自分の意見をまとめてくること。 
3 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
4 回 子どもに対する責任等について自分の意見をまとめてくること。 
5 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
6 回 社会性や対人関係（保護者を含む）能力について自分の意見をまとめてくる
こと。 
7 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
8 回 生徒理解や学級経営について自分 

 



年度 2014 
授業コード FSS26261 
成績評価 定期試験は行わず、毎時間の活動状況（７０％）、履修カルテの記入状況（３０％）

をもとに、教員としての資質とその向上を総合的に判断して評価する。１００点
満点中６０点以上を合格とする。 

曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 基礎理学科(10〜) 
見出し FSS26261 教職実践演習（中・高） 
担当教員名 横⽥ 美枝子＊、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利明、中島 弘

徳、岡 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教職実践，履修カルテ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職実践演習（中・高） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布する。 
授業形態 演習 
注意備考 教育実習Ⅱを修得していること。 

週８コマ開講し、人数を均等に分ける。 
シラバスコード FSS26261 
実務経験のある教員  
達成目標 教員としての使命感や責任感、教育的愛情等をもって、学級や教科を担当しつつ、

教科指導、生徒指導等の職務を実践できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practical Seminar for Teacher Education 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 演習を中⼼とした授業で、必要に応じて小集団で活動する。 

自己診断ならびに指導教員のアドバイスを基に各自の履修カルテを作成し、模擬
授業・ロールプレイング・事例研究等を通して、不足している知識や技能を補う
と共に、優れた能力をより伸ばしていく。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 これまでの学修の振り返りについての講義，履修カルテの作成，小グループ



の決定をする。 
2 回 教職の意義や教員の役割についての講義とグループ討論・ロールプレイン
グをする。 
3 回 教職の意義や教員の役割についてのグループ討論・ロールプレイングの続
きとまとめをする。 
4 回 子どもに対する責任等についての講義とグループ討論・ロールプレイング
をする。 
5 回 子どもに対する責任等についてのグループ討論・ロールプレイングの続き
とまとめをする。 
6 回 社会性や対人関係（保護者を含む）能力についての講義とグループ討論・ 

準備学習 1 回 自分のこれまでの学修成果と教員としての力量の評価をしてくること。 
2 回 教職の意義や教員の役割について自分の意見をまとめてくること。 
3 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
4 回 子どもに対する責任等について自分の意見をまとめてくること。 
5 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
6 回 社会性や対人関係（保護者を含む）能力について自分の意見をまとめてくる
こと。 
7 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
8 回 生徒理解や学級経営について自分 

 



年度 2014 
授業コード FSS26271 
成績評価 定期試験は行わず、課題のレポートや学習指導案，授業観察等のレポート及び演

習活動状況（７０％）、履修カルテの記入状況（３０％）をもとに、教員としての
資質とその向上を総合的に判断して評価する。１００点満点中６０点以上を合格
とする。 

曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 基礎理学科(10〜) 
見出し FSS26271 教職実践演習（中・高） 
担当教員名 延本 大作＊、岡本 弥彦、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利

明、中島 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教職実践，履修カルテ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職実践演習（中・高） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布する。 
授業形態 演習 
注意備考 教育実習Ⅱを修得していること。 

週８コマ開講し、人数を均等に分ける。 
シラバスコード FSS26271 
実務経験のある教員  
達成目標 教員としての使命感や責任感、教育的愛情等をもって、学級や教科を担当しつつ、

教科指導、生徒指導等の職務を実践できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practical Seminar for Teacher Education 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この科目の履修を通じて，将来，教員になる上で，自己にとって何が課題である

のかを自覚し，必要に応じて不足している知識や技能等を補い，その定着を図る
ことにより，教職生活をより円滑にスタートできるようにする。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 これまでの学修の振り返り，特に，ボランティア体験の発表，履修カルテの



自己評価シートを作成する。 
2 回 教科指導のあり方Ⅰについての講義と演習をする。 
3 回 教科指導のあり方Ⅱについての講義と演習をする。 
4 回 学級経営Ⅰについての講義と演習をする。 
模擬授業を計画する。 
5 回 学級経営Ⅱについての講義と演習をする。 
6 回 学級経営Ⅲについての講義と演習をする。 
7 回 生徒理解や対人関係（保護者を含む）能力についての事例研究・ロールプレ
イングをする。 
8 回 生徒理解や対人関係（保護者を含む）能力につい 

準備学習 1 回 自分のこれまでの学修成果と教員としての力量の評価をしてくること。 
2 回 学習指導案作成と実地授業の成果について自分の意見をまとめてくること。
授業分析について調べておくこと。 
3 回 効果的な授業のための技術的手法について自分の意見をまとめてくること。 
4 回 学級経営について自分の意見をまとめてくること。特に，短学活１分間スピ
ーチの内容をまとめておく。 
模擬授業を担当する単元を検討しておく。 
5 回 前時の内容をまとめてくること。特に，短学活１分間スピーチを効果的に行
えるようにしておく。 
6 回 教育評価に 

 



年度 2014 
授業コード FSS26281 
成績評価 定期試験は行わず、毎時間の活動状況（７０％）、履修カルテの記入状況（３０％）

をもとに、教員としての資質とその向上を総合的に判断して評価する。１００点
満点中６０点以上を合格とする。 

曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 基礎理学科(10〜) 
見出し FSS26281 教職実践演習（中・高） 
担当教員名 横⽥ 美枝子＊、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗⽊ 利明、中島 弘

徳、岡 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教職実践，履修カルテ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職実践演習（中・高） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布する。 
授業形態 演習 
注意備考 教育実習Ⅱを修得していること。 

週８コマ開講し、人数を均等に分ける。 
シラバスコード FSS26281 
実務経験のある教員  
達成目標 教員としての使命感や責任感、教育的愛情等をもって、学級や教科を担当しつつ、

教科指導、生徒指導等の職務を実践できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practical Seminar for Teacher Education 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 演習を中⼼とした授業で、必要に応じて小集団で活動する。 

自己診断ならびに指導教員のアドバイスを基に各自の履修カルテを作成し、模擬
授業・ロールプレイング・事例研究等を通して、不足している知識や技能を補う
と共に、優れた能力をより伸ばしていく。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 これまでの学修の振り返りについての講義，履修カルテの作成，小グループ



の決定をする。 
2 回 教職の意義や教員の役割についての講義とグループ討論・ロールプレイン
グをする。 
3 回 教職の意義や教員の役割についてのグループ討論・ロールプレイングの続
きとまとめをする。 
4 回 子どもに対する責任等についての講義とグループ討論・ロールプレイング
をする。 
5 回 子どもに対する責任等についてのグループ討論・ロールプレイングの続き
とまとめをする。 
6 回 社会性や対人関係（保護者を含む）能力についての講義とグループ討論・ 

準備学習 1 回 自分のこれまでの学修成果と教員としての力量の評価をしてくること。 
2 回 教職の意義や教員の役割について自分の意見をまとめてくること。 
3 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
4 回 子どもに対する責任等について自分の意見をまとめてくること。 
5 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
6 回 社会性や対人関係（保護者を含む）能力について自分の意見をまとめてくる
こと。 
7 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
8 回 生徒理解や学級経営について自分 

 



年度 2014 
授業コード FSS26291 
成績評価 定期試験は行わず、課題のレポートや学習指導案，授業観察等のレポート及び演

習活動状況（７０％）、履修カルテの記入状況（３０％）をもとに、教員としての
資質とその向上を総合的に判断して評価する。１００点満点中６０点以上を合格
とする。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 基礎理学科(10〜) 
見出し FSS26291 教職実践演習（中・高） 
担当教員名 延本 大作＊、中島 弘徳、岡本 弥彦、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史

朗、塗⽊ 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教職実践，履修カルテ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職実践演習（中・高） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布する。 
授業形態 演習 
注意備考 教育実習Ⅱを修得していること。 

週８コマ開講し、人数を均等に分ける。 
シラバスコード FSS26291 
実務経験のある教員  
達成目標 教員としての使命感や責任感、教育的愛情等をもって、学級や教科を担当しつつ、

教科指導、生徒指導等の職務を実践できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practical Seminar for Teacher Education 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この科目の履修を通じて，将来，教員になる上で，自己にとって何が課題である

のかを自覚し，必要に応じて不足している知識や技能等を補い，その定着を図る
ことにより，教職生活をより円滑にスタートできるようにする。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 これまでの学修の振り返り，特に，ボランティア体験の発表，履修カルテの



自己評価シートを作成する。 
2 回 教科指導のあり方Ⅰについての講義と演習をする。 
3 回 教科指導のあり方Ⅱについての講義と演習をする。 
4 回 学級経営Ⅰについての講義と演習をする。 
模擬授業を計画する。 
5 回 学級経営Ⅱについての講義と演習をする。 
6 回 学級経営Ⅲについての講義と演習をする。 
7 回 生徒理解や対人関係（保護者を含む）能力についての事例研究・ロールプレ
イングをする。 
8 回 生徒理解や対人関係（保護者を含む）能力につい 

準備学習 1 回 自分のこれまでの学修成果と教員としての力量の評価をしてくること。 
2 回 学習指導案作成と実地授業の成果について自分の意見をまとめてくること。
授業分析について調べておくこと。 
3 回 効果的な授業のための技術的手法について自分の意見をまとめてくること。 
4 回 学級経営について自分の意見をまとめてくること。特に，短学活１分間スピ
ーチの内容をまとめておく。 
模擬授業を担当する単元を検討しておく。 
5 回 前時の内容をまとめてくること。特に，短学活１分間スピーチを効果的に行
えるようにしておく。 
6 回 教育評価に 

 



年度 2014 
授業コード FSS26310 
成績評価 中間試験Ⅰ(15%)、中間試験Ⅱ(15%)、定期試験(70%)の成績で、６０点以上を

合格とする。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜13) 
見出し FSS26310 情報化社会と倫理 
担当教員名 瀬見 英利＊ 
単位数 2 
教科書 特に使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード 教員免許、経済成⻑、ユビキタス、国際競争力、日本のランキング、情報資本、

ITC、ネットワーク、U-JAPN、電子政府、個人認証、ブロードバンド、通信放
送、テレワーク、FTTH、DSL、電子取引、迷惑メール、情報処理産業、情報の
価値、情報量、コンピュータ、サーバ、クライアント、e ラーニング、一体感、
疎外感、株式会社、日本的経営、職能別組織、LAN、OA 化、EUC、インターネ
ット、イントラネット、POS、EOS、在庫管理、自動制御、CAD、CAM、知的
所有権、著作権、著作者人格権、複製権、特許権、ソフトウェア 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・毎回、前時の纏めがあるので、やむなく休む場合でも支障なく助かる。⇒ 継

続します。 
・スライドが見難いので、前列の電気を消してほしい。⇒ 見やすいように注意
します。 
・授業がつまらない。pp 資料を読んでるだけで、資料さえあれば、授業を受けな
くても良い。⇒ 詳しい説明を⼼がける。 
・先生の広い⼼はすばらしいと思います。⇒ ？ 

科目名 情報化社会と倫理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 情報化社会と情報倫理／⾠⺒丈夫／共立出版：産業社会と情報化／日高哲郎／リ

ックテレコム：情報通信白書／総務省：最新情報産業と社会／実教出版：情報化
社会とリテラシー／岡本隆・橘恵昭／晃洋書房：情報社会の基盤／小国力／丸善：
技術者の倫理／丸善：技術倫理の教科書／丸善：情報と職業／情報処理学会：⼯
学倫理の視点／太⽥多禾夫／ダイテックホールディング 

授業形態 講義 
注意備考 講義第１回目及びその後数回「講義補足資料」を配布する。 

出席は、毎回出席表を配布するのでその提出でもって確認する。 
シラバスコード FSS26310 
実務経験のある教員  
達成目標 ①企業内の情報化の状況を理解する。 

②知的所有権についての基礎を理解する。 
③情報の危機管理、プライバシー、情報倫理の考え方の基礎を理解する。 



④情報に関係する職業人を目指す生徒に対して、適切な教育指導法を理解する。 
受講者へのコメント 適時質問をして、受講者の参加意識をもってほしい。 
連絡先 連絡の必要なときは学科⻑に申し出ること 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価では、目標達成が少しだけとできなかった人を併せて 3 名(3/24)。満足
度は満足＋ほぼ満足併せて 21 名。不満はゼロ。授業時間外に全く学習をしなか
った人は 12 名。授業を受けてよかった点は理解深まった：17 名。関⼼増した。：
9 名。他との関連性を理解と今後の進路に役立った人が 5 名ずつ。授業手法では、
討議時間等受講生の参加を希望。2 名 受講者数が多すぎる。2 名。時間配分を
考えながら進めてほしい。2 名。 全体的には、良好な評価。出てきた指摘に関
しては再検討必要。 

英文科目名 Information-Oriented Society and Ethics 
関連科目 情報と職業 
次回に向けての改善変更予定 見やすい配布資料、プロジェクター環境にするように注意します。 
講義目的 学生が専門科目「情報」を学び、情報関連職種に就職する際に、必要となる進路

指導に必要な基礎知識を講義する。そのために、企業における情報化の状況の基
礎知識および知的所有権の状況について述べる。これらが、社会に及ぼす影響や
プライバシー、危機管理及び科学技術に携わる者の倫理的責任についての考える
能力を持てる事を目標とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 情報とは(情報の価値、情報量、情報の伝達)について説明する。 

2 回 情報社会の到達(情報ネットワーク、教育環境の情報化、ユビキタス)につい
て説明する。 
3 回 企業とは何か(企業の分類、日本的経営、企業経営、組織構造)について説明
する。 
4 回 企業組織と情報化(事務管理、職務分析、ＥＵＣ)について説明する。 
5 回 ビジネスシステム(ＯＡシステム、ＬＡＮ，グループウェア、イントラネッ
ト)について説明する。 
6 回 流通システム(ＰＯＳ、ＥＯＳ、在庫管理)について説明する。 
7 回 エンジニアリングシステム( 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。教員免許に必要な
講義名などを調べておくこと。 
2 回 ネットワークの種類について調べてみることユビキタスの意味を調べてみ
ること。 
3 回 企業、株式会社とは何かを調べておくこと。 
4 回 会社内でパソコンが事務にどのように活用されているかを調べてみること。 
5 回 会社内でパソコンに使用されているソフトの種類を調べてみること。 
6 回 コンビニではどのようにパソコンを使用しているか調べておくこと。 
7 回 製造に使用される情報システム及びソフトについて調べておく 

 



年度 2014 
授業コード FSZ00111 
成績評価 定期試験で評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 動物学科(08〜11) 
見出し FSZ00111 動物史 
担当教員名 小林 秀司 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 自然史、動物、シーボルト、ニホンオオカミ、フンボルト、ヌートリア 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物史 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 山口隆夫（2001）シーボルトと日本の博物学 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ00111 
実務経験のある教員  
達成目標 ・「ニホンオオカミ」と「ヌートリア」がどのように認識されてきたのかを理解す

る 
・科学といえど社会背景と密接な関係があることを理解する 

受講者へのコメント  
連絡先 保存科学棟二階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Zoological Natural History 
関連科目 動物系統分類学、脊椎動物学 I、脊椎動物学 II、脊椎動物学 III 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 シーボルトという名前を聞いたことはあるだろうか？ 彼は 19 世紀初頭に日本

にやってきた、オランダ商館の一医師であるが、彼の業績はそれだけでなく、そ
の後の日本の科学の発展に大きな影響を及ぼしたのである。そこで、この授業で
はおもに 19 世紀に活躍した博物学者たち、特にシーボルトの業績について概観
するとともに、彼が日本の動物学に与えた影響について講義し、科学の歴史と社
会の繋がりを理解することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義内容について説明する。 

2 回 岡山県とヌートリア 1 ヌートリアの特徴と渡来の経緯について講義する。 



3 回 岡山県とヌートリア 2 ヌートリアの現状について講義する。 
4 回 岡山県とヌートリア 3 ヌートリアの最新研究成果について講義する。 
5 回 岡山県とヌートリア 4 外来生物問題について講義する。 
6 回 シーボルトとニホンオオカミ 1  
ニホンオオカミとは何かについて講義する。 
7 回 シーボルトとニホンオオカミ 2  
ニホンオオカミの記載とその背景について講義する。 
8 回 シーボルト 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 事前に配布したプリントを参考にして、ヌートリアの特徴について図書館
等で調べておくこと 
3 回 事前に配布したプリントを参考にして、ヌートリアの被害について図書館
等で調べておくこと 
4 回 事前に配布したプリントを参考にして、ヌートリアの研究について図書館
等で調べておくこと 
5 回 事前に配布したプリントを参考にして、外来生物問題について図書館等で
調べておくこと 
6 回 事前に配布したプリントを参考にして、ニホンオオカミの特徴について図
書館等で調べておく 

 



年度 2014 
授業コード FSZ00210 
成績評価 各自一回の意見発表（20％）、理解度確認の小テスト（20％）、期末課題回答内容

（60％）で評価する。 
オリジナリティの高い意見や質問には全体評価の 20％の点数を加点する。 

曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 動物学科(〜13) 
見出し FSZ00210 微生物学 
担当教員名 寺尾 恵治＊ 
単位数 2 
教科書 特に指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード ウイルス、細菌、環境微生物、有用微生物、共生微生物、常在微生物、病原微生

物、 
感染症、宿主抵抗性、微生物学的コントロール、宿主・寄生体相互作用 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 微生物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 今⻄次郎著「微生物学 250 ポイント」改訂 7 版（2010 年 3 月発行）、金芳堂 

扇元敬司著「バイオのための微生物基礎知識」（2012 年 3 月初版）、講談社 
福所秋雄編集「動物微生物検査学」（2014 年 1 月刊行）、近代出版社 
講義内容に疑問が出た場合には、適宜適切な参考書を推薦します。 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ00210 
実務経験のある教員  
達成目標 1）微生物の分類と多様性が説明できる。 

2）宿主動物と感染微生物の相互作用の概要が説明できる。 
3）動物を起源とする新興感染症のリスクを説明できる。 
4）実験動物の感染症と微生物学的コントロールの必要性が説明できる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Microbiology 
関連科目 寄生虫学、実験動物学、比較免疫学、動物系統分類学、細胞遺伝学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  理学部・動物学科の学生として、単に微生物学領域の基礎知識だけでなく、微



生物側の 
要因と動物側の要因との微妙なバランスの上に成り立っている宿主・寄生体相互
作用を、 
恒常性の維持と破綻という観点から理解することを目的とする。なぜ微生物感染
が成立す 
るか？宿主はどのような機構で感染微生物を摘発排除するか？常在微生物はど
のような役 
割を果たしているか？動物由来の新興感染症はなぜ出現したか？実験動物に微
生物学的清 
浄度が求められる理由は何か？などの疑問に答えられる生物学徒としての思考
力・想像力 
の深化を期待する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習  第一回目の授業で全体の授業スケジュールを紹介する。各授業終了時に次回講

義の 
予習ポイントを説明するので、教科書および参考書によりキーワードの内容を予
習し 
ておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FSZ00311 
成績評価 定期試験およびレポートの結果により評価する。採点の基準は 100 点満点のうち

60 点以上を合格とする。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 動物学科(〜11) 
見出し FSZ00311 動物生理学Ⅰ 
担当教員名 清水 慶子 
単位数 2 
教科書 特に指定しない。必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ホメオスタシス、細胞、組織、器官、血液、代謝、環境、免疫、生殖、内分泌 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物生理学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 動物生理学/菅野富夫・⽥谷一善編（朝倉書店）動物生理学/クヌート・シュミッ

ト ニールセン著（東京大学出版会） 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。講義計画は予定なの

で、変更が有り得る。 
シラバスコード FSZ00311 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)動物の生理現象とメカニズムを体系的・総合的に理解すること 

(2)様々な動物の生理機能を比較、その特徴について説明できること 
(3)動物の環境適応について概説できること 

受講者へのコメント  
連絡先 清水研究室 28 号館 2 階  shimizu@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Animal Physiology I 
関連科目 動物生理生化学実験、動物比較解剖学、動物機能解剖学も履修することにより理

解が深まる。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 動物の体は様々な制御機構により統合的に制御され恒常性が維持されている 。

体液調節、血液循環、運動制御、呼吸、代謝、神経系、免疫系、内分泌系 などに
ついて、細胞・組織から器官・個体のレベルまで、総合的な視点でその基礎と概
論を講じる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 イントロダクション。動物生理学の概要および講義の進め方を説明する。 
2 回 生体を構成する物質について、実例をあげながら説明する。 
細胞の構造と機能について説明する。 
3 回 血液と血液循環について、図示しつつ説明する。 
水と浸透圧について図示しつつ説明する 
4 回 呼吸器系について、その構造と機能を解説する。 
5 回 消化器系について、その構造と機能を解説する。 
様々な動物の排泄について例に挙げ説明する 
6 回 栄養とエネルギー代謝について、実例をあげながら説明する。 
7 回 内分泌系について、その構造と機能 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 生体を構成する物質、細胞の構造と機能について参考書等で予習しておく
こと。 
3 回 血液と血液循環について参考書等で予習しておくこと。 
4 回 呼吸器系、とくにさまざまな動物の呼吸器系の特徴について参考書等で予
習しておくこと。 
5 回 消化器系について参考書等で予習しておくこと。 
6 回 栄養とエネルギー代謝についてついて参考書等で予習しておくこと。 
7 回 内分泌系や様々な動物のホルモン制御について復習しておくこと。 
8 回 生殖器系の構造について参考 

 



年度 2014 
授業コード FSZ00510 
成績評価 定期試験で評価する 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 動物学科(〜14) 
見出し FSZ00510 動物比較解剖学 
担当教員名 名取 真人 
単位数 2 
教科書 プリント主体 
アクティブラーニング  
キーワード 進化、解剖 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 なかなか字の改善は難しいですが、読めるような字を書くよう努力します。 

ノートやプリントで復習したのこと、できるだけ復習に耐えうるようなプリント
を作成するとともに、解りやすい板書きに努めます。 

科目名 動物比較解剖学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を適宜配布する。Vertebrate Body (脊椎動物のからだ) 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ00510 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ 脊椎動物の体の構造を理解する。 

・ 脊椎動物の体の構造がどのような道筋で進化してきたかを理解する 
受講者へのコメント 講義の終了後、標本を見てください． 
連絡先 名取研究室 ２１号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好な評価をいただきありがとうございました。 
英文科目名 Comparative Animal Anatomy 
関連科目 動物機能解剖学 
次回に向けての改善変更予定 できるだけ、多くの標本を提示できるように収集をします。 
講義目的 ヒトを含む脊椎動物は、基本的に同じような構造を持っているが、基本構造を変

化させることで、さまざまな環境に適応していった。本講義では、体を各系統に
分け、それぞれの基本構造を講義するとともに、それがどのような道筋を通って
進化していったかを概説する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  骨学総論 
3 回  頭蓋 



4 回  頭蓋を除いた骨格 
5 回  皮膚 
6 回  筋系 
7 回  ⼼臓 
8 回  動脈、静脈、リンパ系、脾臓 
9 回  消化器系 
10 回  呼吸器系 
11 回  泌尿器および内分泌系 
12 回  神経系Ⅰ（中枢神経系） 
13 回  末梢神経系 
14 回  自律神経系 
15 回  感覚器 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しおくこと 
2 回 事前に配布したプリントを参考にして、骨全体について図書館等で調べて
おくこと。 
3 回 事前に配布したプリントを参考にして、頭蓋について図書館等で調べてお
くこと。 
4 回 事前に配布したプリントを参考にして、頭蓋を除いた骨格について図書館
等で調べておくこと。 
5 回 事前に配布したプリントを参考にして、皮膚について図書館等で調べてお
くこと。 
6 回 事前に配布したプリントを参考にして、筋について図書館等で調べておく
こと。 
7 回 事前に配布したプリントを参考 

 



年度 2014 
授業コード FSZ00610 
成績評価 定期試験の結果により評価する。採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合

格とする。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 動物学科(〜14) 
見出し FSZ00610 動物機能解剖学 
担当教員名 清水 慶子 
単位数 2 
教科書 図説 動物形態学［単行本］／福⽥ 勝洋 (著), 楠原 征治 (著), 大森 保成 (著), 

山口 高弘 (著), 岩元 久雄 (著), 眞鍋 昇 (著)／朝倉書店／9784254450224 
アクティブラーニング  
キーワード 細胞、組織、器官、機能 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 動物機能解剖学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 加藤・山内「家畜解剖学図説上・下」養賢堂 

藤⽥・藤⽥「標準組織学総論・各論」医学書院 
A.シェフラー、S.シュミット「体の構造と機能」⻄村書店 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ00610 
実務経験のある教員  
達成目標 動物の体の構造と機能を理解し、複雑な生命のしくみについて、その全体像を理

解すること。 
さまざまな動物の構造と機能を比較・概観できること。 

受講者へのコメント のちに学ぶ実習に向けての基礎として学習してください 
連絡先 28 号館 2 階 清水研究室 shimizu@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね高い評価が得られた 
英文科目名 Functional Animal Anatomy 
関連科目 動物比較解剖学、動物生理学、動物発生学、動物解剖学実習、動物生理学実習 
次回に向けての改善変更予定 今後、スライド、説明等をかなりゆっくりと進めるつもりですが、スライドが見

えにくい方は教室の前の方に着席するようにしてください。 
講義目的 動物の体を構成する要素について、マクロからミクロまで、その構造を理解し、

それぞれの機能の発現について学び、動物学の基礎である構造と機能についての
知識と考察力を修得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 動物機能解剖学の概要及び講義の進め方について説明する。 
2 回 動物の細胞の構造と機能について解説する。 
3 回 細胞周期ついて参考書等で予習しておくこと。 
動物の細胞周期について解説する。 
4 回 動物の組織学の概要について解説する。 
5 回 動物の上皮組織について解説する。 
6 回 動物の結合組織について解説する。 
7 回 動物の骨格系と骨組織について解説する。 
8 回 動物の筋系と筋組織について解説する。 
9 回 動物の血液と⼼臓血管系について解説する。 
10 回 動物の消化器系の構造と機能について解説する。 
 

準備学習 1 回 シラバスを読み講義の目的と学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 細胞について参考書等で調べておくこと。 
3 回 細胞周期ついて参考書等で調べておくこと。 
4 回 生体を構成する要素について参考書等で調べておくこと。 
5 回 上皮組織について参考書等で調べておくこと。 
6 回 結合組織について参考書等で調べておくこと。 
7 回 骨格について参考書等で調べておくこと。 
8 回 筋について参考書等で調べておくこと。 
9 回 ⼼臓と血管について参考書等で調べておくこと。 
10 回 消化器について参考書等で調べておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FSZ00710 
成績評価 レポートなどの提出、随時の小テスト（２０％）と定期試験（８０％）で評価す

る。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 動物学科(〜14) 
見出し FSZ00710 動物遺伝学 
担当教員名 淺⽥ 伸彦 
単位数 2 
教科書 「これだけは知っておきたい 図解 ジェネティクス 新しい遺伝学がワカル」

/江島洋介/オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード 遺伝、連鎖、変異 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物遺伝学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 随時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義計画は予定なので、変更が有り得る。 
シラバスコード FSZ00710 
実務経験のある教員  
達成目標 サイエンスの考察法が身に付くことを目指す。 
受講者へのコメント  
連絡先 第７号館２階 淺⽥伸彦研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Animal Genetics 
関連科目 動物学科で開講する「進化動物学」、「集団遺伝学」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 メンデルの法則に始まる古典遺伝学と昨今の分子遺伝学を理解するための基礎

的な知識を整理して、生命現象としての遺伝の大筋を把握させることを目的とす
り。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 受講意思の確認、動物遺伝学を学ぶ動機付けについて概説する。 

2 回 遺伝学の基礎への解説として、遺伝学とは何かについて概説する。 
3 回 遺伝学の基礎への解説として、集団遺伝学に特徴的な考え方についてが概
説する。 
4 回 DNA,遺伝子、ゲノムへの解説として、タンパク質が遺伝物質であると考え



られていた理由について概説する。 
5 回 DNA,遺伝子、ゲノムへの解説として、ヒト以外にどんな生物のゲノムが解
読されているかについて概説する。 
6 回 遺伝の分子機構への解説として、対立遺伝子とは何かについて概説する。 
 

準備学習 本シラバスを良く読み、受講前の当科目のイメージをノートに記しておくこと。 
 



年度 2014 
授業コード FSZ00810 
成績評価 定期試験により評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 動物学科(〜13) 
見出し FSZ00810 生化学 
担当教員名 愛甲 博美 
単位数 2 
教科書 「よくわかる生化学」生⽥ 哲著、日本実業出版社／978-4-534043450 
アクティブラーニング  
キーワード タンパク質、アミノ酸、ビタミン、酵素、TCA サイクル、生体内分子の代謝 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 生化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎の生化学−第 2 版−、猪飼 篤著、東京化学同人 
授業形態 講義 
注意備考 講義ノートを準備すること。 
シラバスコード FSZ00810 
実務経験のある教員  
達成目標 ⾷物として生体内に摂取された物質が化学的あるいは生物学的反応を繰り返し

ながら、これらの物質がいかに組織の構築、酵素の活性化、代謝の調節、エネル
ギー源となっている理解しやすいように解説します。これらの講義概要から学生
には五大栄養素である糖質、脂質、タンパク質、ビタミン、ミネラルなどが、ど
のように分解され、生命維持にいかに必要であるかを学んでほしい。 

受講者へのコメント 人体の仕組み、酵素、タンパク質などに関連した項目について、多くの参考書を
参照して欲しい。 

連絡先 20 号館 2F 愛甲研究室 TEL&FAX：086-256-9411 mail :aikoh@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 生化学の講義に関して理解できた学生が大多数であったことはよかったと思う。 
英文科目名 Biochemistry 
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定 出来るだけ生化学の物質等が理解しやすいように、具体的例を参照しながら教授

したいと思う。 
講義目的 「生化学」の分野は生命に関する酵素やタンパク質などが重要な役割を果たして

いる。高校では生物や化学などの講義で、身体の中の分子がどのように機能して
いるかある程度の知識は得られていると思います。大学ではこれらの知識をさら
に掘り下げて、タンパク質などが生体内でどのように使われ、エネルギー源とし
て働いているかを我々の生活に密接した身近な話を織り交ぜて教授します。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  生命の源、炭水化物 
3 回  脂質とアミノ酸 
4 回  タンパク質と酵素、核酸 
5 回  遺伝 
6 回  TCA サイクルと電子伝達系 
7 回  細胞と各器官の役割 
8 回  単糖類と多糖類 
9 回  飽和脂肪酸と不飽和脂肪酸 
10 回  種々の酵素 
11 回  血液の話 
12 回  血液型と病気 
13 回  三大栄養素 
14 回  ビタミン 
15 回  タンパク質と臓器 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと 
2 回  生命の構成成分について調べておくこと 
3 回  人体に必要なアミノ酸の種類等について調べておくこと 
4 回  人体を構成しているタンパク質や必要な酵素等について調べておくこと 
5 回  DNA のらせん構造と構成塩基に調べておくこと 
6 回  人体の活動サイクルの仕組みについて調べておくこと 
7 回  細胞の役割とホルモンの働きについて調べておくこと 
8 回  種々の糖類の性質について調べておくこと 
9 回  脂肪酸の役割と人体への影響について調べておく 

 



年度 2014 
授業コード FSZ00910 
成績評価 中間テスト・レポート・定期試験を総合的に評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 動物学科(〜14) 
見出し FSZ00910 パソコン入門 
担当教員名 岩崎 彰典 
単位数 2 
教科書 使用しない。パソコン使用の実技が中⼼なので必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード インターネット 学生用 Web メール ワード エクセル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 説明が分かりにくいという意見があったが、どうしてもパソコンの専門用語を使

うので分かりづらいところがあるかもしれない。 
科目名 パソコン入門 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用するソフトウェアの進歩は著しく、またほとんどの知識はインターネットを

通じて得ることができるので参考書は特に必要ありません。 
授業形態 講義 
注意備考 実技形式で行うため、出席が重要です。欠席・遅刻の場合、授業に追いつくのは

かなり困難です。レポート提出や中間テストはオンラインで行います。パソコン
上で処理するため、フォルダ名・ファイル名に不備があれば採点することができ
ませんので十分注意してください。定期試験はパソコンを使った実技試験とオン
ライン試験です。ＵＳＢメモリを購入しておくと便利です。岡山理科大学「OUS
コンテンツライブラリー」を使用する。 

シラバスコード FSZ00910 
実務経験のある教員  
達成目標 １．インターネット・学生用 Web メールが活用できるようになること。 

２．ワードの基本的機能を理解し、レポート作成ができるようになること。 
３．エクセルの基本的機能を理解し、データ処理及びグラフ作成ができるように
なること。 
４．ワードの機能とエクセルの機能を組み合わせ、将来のレポート作成ができる
ようになること。 

受講者へのコメント 家からでもできるオンラインテストを準備しているので活用してもらいたい。 
連絡先 11 号館 5 階、電子メール:top@center.ous.ac.jp、電話：086-256-9773 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 出席率はかなり高いのだが、授業時間外の学習で「全くしなかった」が５６％と
なっている。ただ、宿題はほぼできていた。学生は宿題も授業以外の学習と考え
ていないのかもしれない。総合評価はどの項目も７０％程度は上位の評価をして
くれている。学習目標はほぼ達成していると思う。 



英文科目名 Introduction to Personal Computer 
関連科目 後期の情報リテラシーⅡの履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 自由記述に基づき、使う用語やその説明を⼯夫していく。 
講義目的 大学での学習・研究はもとより、今や社会で生活するにもインターネットや計算

機による情報の収集、加⼯、発信は欠かせない。その原理と仕組みを理解し、技
法と倫理を学び、情報化社会を生きていくための最低限の知識を身につけること
を目的とする。大学での学習・研究はもとより、今や社会で生活するにもインタ
ーネットや計算機による情報の収集、加⼯、発信は欠かせない。その原理と仕組
みを理解し、技法と倫理を学び、情報化社会を生きていくための最低限の知識を
身につけることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 メモ帳や学生用 Web メールを使えるようにする。 

オンラインでの受講登録をする。 
2 回 出席登録をする。 
メモ帳で一泊研修の感想の作文をする。 
3 回 Web を使った履修届けと学生用 Web メールの確認をする。 
メモ帳で一泊研修の感想の作文の続きをする。 
4 回 情報倫理とメールでのマナーを学習する。 
5 回 パソコンの仕組みの基礎知識。特にドライブ、フォルダ、ファイルの構造に
ついて学習する。 
6 回 ワードの基礎について学習する。 
7 回 ワードでの画像の取り扱いについて学習する。 
8 回 ワードでの数式処理と表 

準備学習 1 回 高校で学習した情報教科を復習してくること。 
メモ帳での作文のため一泊研修の感想を考えておくこと。 
2 回 パソコンへのログインや履修届けなどが確実にできること。 
3 回 学生用 Web メールの設定が正しいか確認しておくこと。 
4 回 「岡山理科大学情報倫理ガイドライン」と「岡山理科大学情報倫理要綱(学
生向)」を理解しておくこと。 
5 回 一泊研修の思い出の作文を仕上げておくこと。 
6 回 前回までの復習をしておくこと。 
7 回 ワードでの作文のため高校時代の思い出を考えておくこと。 
8 回 ワードで高校時代の思い出 

 



年度 2014 
授業コード FSZ01010 
成績評価 基本的に試験の成績で評価する。課題提出を補助的に使用する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 動物学科(〜14) 
見出し FSZ01010 パソコン演習 
担当教員名 畠山 唯達 
単位数 2 
教科書 とくに市販のものを指定しない。教材はホームページに掲載、またはプリントし

て配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータ、ホームページ、プレゼンテーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ネガティブな意見だけ： 

・「プロジェクタの文字が小さい」・・・あいすみません。この教室では、天井が
低くてスクリーンが小さいうえ、現在の PC のセッティングのためにプロジェク
タの文字が縮小表示されてしまいます。拡大表示できるかやってみます。 
・「説明が分かりにくかった」・・・具体的にどの辺でしょうか。 

科目名 パソコン演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 とくに指定しない。必要だと思う学生は各自自分にあったものを用意してほし

い。 
授業形態 講義 
注意備考 情報処理センターのパソコンを使い、演習形式でを実施する。試験もパソコンを

使った実技試験を行う予定である。 
本講義ではネットワーク資源も活用する。また、岡山理科大学「OUS コンテンツ
ライブラリー」中の「CCC 情報リテラシーI・II」などの教材を用いる。対面によ
る講義とビデオを用いた講義を併用する予定である。教材配布、ビデオ講義、レ
ポート提出などは岡山理科大学学習管理システム(MOMOTARO)を用いて行う
予定である。 

シラバスコード FSZ01010 
実務経験のある教員  
達成目標 ・2 進数演算、基本的な論理演算・論理回路、IP ネットワーキング基礎の理解 

・Web ページの基本的な構成の理解と作成 
・動物学科の各種実験解析に必要な表計算および解析法の取得 
・基礎的なプレゼンテーションの理解と実践 

受講者へのコメント 履修者が少ない講義ですが、出席率がきわめて高くてやりやすいです。しかし、
欠席が多い一部の学生が出てきてもキャッチアップしようという姿勢をみせな
いのはざんねんでした。 

連絡先 畠山の居室は 11 号館 5 階。 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 「理解しやすいように説明にもう少し⼯夫を加えろ」が 5 名いらっしゃいまし

た。かなりの数字なので、具多的にどの辺が⼯夫すべきかご指摘いただけたらあ
りがたいです。もしこの所見をご覧になっていたら連絡ください。 

英文科目名 Practice in Personal Computer 
関連科目 B2 群科目「論理学」の履修を勧める。 
次回に向けての改善変更予定 授業で取り扱う内容について、変更等を検討しております。 
講義目的 パソコンを用いた発表・表現方法の基礎として、ホームページの作成とプレゼン

テーション法の基礎を学ぶ。また、前期で演習した表計算をより実践的に使うた
めの応用を学習する。さらに、コンピュータとインターネットの簡単なしくみ、
およびインターネットを利用する際の基本的なセキュリティと倫理についても
学習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  数進法について解説する。 

2 回  数進法のつづきとコンピュータにおけるデータについて解説する。 
3 回  前回につづき、コンピュータにおけるデータの取り扱いについて解説する。 
4 回  論理演算と加算機について解説する。 
5 回 IP ネットワーキングの基礎について解説する。 
6 回  ホームページの作成１ (WWW, HTTP)について解説する。 
7 回  ホームページの作成２ (HTML の基本的な文法(1))について解説する。 
8 回  ホームページの作成３ (HTML の基本的な文法(2), FTP)につい 

準備学習 1 回  前期「パソコン入門」の復習をしておくこと。 
2 回  前回の復習をしておくこと。 
3 回  前回の復習をしておくこと。 
4 回  前回の復習をしておくこと。 
5 回  前回の復習をしておくこと。 
6 回  前回の復習をしておくこと。 
7 回  前回の復習をしておくこと。 
8 回  前回の復習をしておくこと 
9 回  前回の復習をしておくこと。 
10 回  前回の復習および前期「パソコン入門」の表計算部分の復習をしておくこ
と。 
11 回  前回の復習をしておくこと。 
12 回  前回の復習をしておくこと。 
13 回  前回 

 



年度 2014 
授業コード FSZ01110 
成績評価 定期試験 70％、中間試験 30％ 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 動物学科(〜14) 
見出し FSZ01110 動物と人間 
担当教員名 織⽥ 銑一 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 畜産動物、家庭動物、実験動物、展示動物、野生動物、フードアボイダンス、ペ

ットロス 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物と人間 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の中で紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 トピックとして新聞記事を多数紹介する。新聞を読み，動物の話題に関⼼が向く

ようになって欲しい。暗記科目ではない。 
シラバスコード FSZ01110 
実務経験のある教員  
達成目標 動物学科の学生が必要とする「動物と人間」に関する知識欲を刺激し、他学科の

学生にも動物の面白さを話題にできるような知識を涵養する。 
受講者へのコメント  
連絡先 織⽥銑一 

動物学科 
oda@zool.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Animal and Human 
関連科目 実験動物学、動物関連法規、動物保全学、動物育種学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 動物学科の学生が必要とする知識について日々のマスコミで話題になることを

解説し、人間の衣⾷住の中での動物、医療と福祉のための動物、人間が利用した
り保護したりする、その関係について理解を深めることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 動物と人間との関係論を概述する。 

2 回 動物と人間の関係史概論について講述する。 



3 回 飼育動物ー家畜化のはじまり、動物解放論と種差別について講述する。 
4 回 畜産動物ー命をいただくということ、について講述する。 
5 回 菜⾷主義と⼯業的畜産について講述する。 
6 回 家庭動物（ペット）と人間について講述する。 
7 回 動物を愛することとペットロスについて講述する。 
8 回 動物と宗教について講述する。 
9 回 動物の不思議を知る 理学的実験動物学について講述する。 
10 回 人間の福祉と医学的実験動物学につい 

準備学習 動物と人間について、日々の生活の中で占めている動物について，書籍や新聞な
どで予備学習を行なうこと。適宜，参考図書を紹介する。 

 



年度 2014 
授業コード FSZ01210 
成績評価 平常点（３０％）となる随時の小テストと定期試験（７０％）で評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 動物学科(〜14) 
見出し FSZ01210 進化動物学 
担当教員名 高崎 浩幸、淺⽥ 伸彦 
単位数 2 
教科書 教科書（後半の淺⽥伸彦担当のみ）「知識ゼロからのダーウィン進化論入門」／ 

佐倉 統監修/幻冬舎 
適宜プリントなどを配布する。 

アクティブラーニング  
キーワード 進化論、進化学、動物学、生物学、博物学、遺伝学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・後半は教科書通りに進むのかどうなのかを、はっきりとしてほしいです。また、

各回の学習で理解するべきことが不明確であるため、よく分からない。 
＜＜今後の改善点として留意します。 

科目名 進化動物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 随時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・野外で講義することもあるので、靴や服装には注意すること。 

・講義計画は予定なので、変更が有り得る。 
シラバスコード FSZ01210 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)博物学と進化論の関係が理解できること。ダーウィン以前、ダーウィンの進化

論、以後とメンデル遺伝学以前までの進化論の概要をつかんでいること。 
（２）古生物学、自然人類学、生態学、動物行動学、動物社会学など広範な生物
学を糊のように繋ぐ進化学の役割が理解できること。 
（３）ダーウィンの適応進化やメンデル遺伝学に、中立説や進化時計など新しい
概念を加えて、遺伝現象を進化学的、総合的に考える入り口立つこと。 
（４）形態や行動に見られるマクロな現象から遺伝子などのミクロな現象まで、
生物に見られるさまざまな現象を進化 

受講者へのコメント 講義時間外の自主的な学習時間が少ない人が多いようです。図書館やウェブ情報
を使った自主的な学習時間の確保に努めて欲しいものです。 

連絡先 第２１号館５階 高崎研究室、第７号館２階 淺⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 おおむね良好な評価をいただき、ありがとうございました。 
英文科目名 Evolutionary Zoology 



関連科目 「動物遺伝学」ほか動物学科で開講する多くの科目が該当する。 
次回に向けての改善変更予定 今後とも分かりやすい講義展開を目指していきます。 
講義目的 オムニバス方式高崎 浩幸（前半）博物学の成熟、ダーウィン以前、ダーウィン

の進化論、以後とメンデル遺伝学以前までと、古生物学、自然人類学、生態学、
動物行動学、動物社会学などとの関連で進化論を講じる。淺⽥ 伸彦（後半）ダ
ーウィンの適応進化やメンデルの遺伝学に加えて、DNA 解析による中立説や進
化時計など、新しい概念を加えて進化遺伝現象を総合的に考察する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の概要、教員の分担等を説明する。 

2 回 博物学から進化論への解説として、リンネの時代頃までの博物学の成熟に
ついて説明する。 
3 回 博物学から進化論への解説として、ダーウィン以前の進化論について説明
する。 
4 回 進化論から進化学への解説として、ダーウィンの進化論について説明する。 
5 回 進化論から進化学への解説として、ダーウィン以降の発展について概説す
る。 
6 回 進化学の展開の解説として、古生物学や自然人類学から見た進化学につい
て概説する。 
7 回 進化学の展開の解説として、生態学・動物行動学・動物 

準備学習 1 回 本シラバスを読んで受講前の本科目のイメージを各自ノートしておくこと。 
2 回 博物学やリンネについて各自の蔵書や前回の講義を復習しておくとともに。 
3 回 前回の講義を復習しておくとともに博物学やダーウィン以前の進化論者に
ついて各自の蔵書やインターネットで予備知識を得てノートしておくこと。 
4 回 前回までの講義を復習しておくとともにダーウィンについて各自の蔵書や
インターネットで予備知識を得てノートしておくこと。 
5 回 前回までの講義を復習しておくとともにダーウィン以降の進化論者や遺伝
論者について各自の蔵 

 



年度 2014 
授業コード FSZ01311 
成績評価 レポ−トなどの平常点(40％)および定期試験(60%)で評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 動物学科(〜13) 
見出し FSZ01311 地球化学(再) 
担当教員名 ⻄⼾ 裕嗣 
単位数 2 
教科書 指定しない 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球化学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ01311 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 全地球および地殻の化学組成をどのように推定するか理解する。 

2. 岩石ノルムを算出でき、マグマでの結晶分化との関係を理解する。 
3. 地球化学分野で同位体組成はどのように活用されているか理解する。 
4. 地球の進化にともない元素が移動し濃集するプロセスを理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⻄⼾研究室 26 号館 3 階 TEL: 086-256-9460  E-mail: nishido@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Geochemistry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 太陽系の形成にともない誕生した地球が 45 億年の進化により現在の姿いたる過

程について、地球化学的な視点から解説する。隕石を用いた太陽系および全地球
の化学組成の推定、地殻･マントル･核への元素の分配、同位体組成の変動を用い
た物質進化の解明、火成活動・変成作用･風化変質作用などによる元素の移動や
濃集について事例をあげ詳しく説明する。マグマの分化過程を理解する上で大切
な、岩石ノルムや相平衡の演習も行う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の目的や内容の概要を説明し学習準備の方法や



参考図書を紹介します。 
2 回 地球を構成する元素の起源について解説します。 
3 回 地球型惑星の化学的特徴について解説します。 
4 回 大気･海洋の誕生と進化について解説します。 
5 回 気圏の化学について解説します。 
6 回 水圏の化学について解説します。 
7 回 固体地球の化学的分化について解説します。 
8 回 地殻の構造と物質循環について解説します（マントル対流）。 
9 回 地殻の構造と物質循環について解説します（マグマの結晶分化）。 
10 回 

準備学習 1 回 太陽系や地球の成り立ちについて調べておくこと。 
2 回 超新星爆発による元素合成を調べておくこと。 
3 回 太陽系の中で地球型惑星の化学的特徴を調べておくこと。 
4 回 原始地球において隕石集積により原始大気および原始海洋が誕生した仕組
みを調べておくこと。 
5 回 気圏を構成するガスの組成と性状を高度ごとに調べておくこと。 
6 回 海洋を構成する塩類ならびに深度ごとの物性を調べておくこと。 
7 回 原始地球が固化する過程で核･マントル･地殻へと分化した仕組みを調べて
おくこと。 
8 回 マントル対流により地殻物質と 

 



年度 2014 
授業コード FSZ01411 
成績評価 レポート 50%（レポート製作スキルと筆記技術も採点対象とする） 定期試験

50% 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 動物学科(〜13) 
見出し FSZ01411 環境考古学 
担当教員名 富岡 直人 
単位数 2 
教科書 講義中にプリントを配付する 
アクティブラーニング  
キーワード 環境考古学 考古学 人類学 動物考古学 骨考古学 植物考古学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境考古学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 松井 章 編著 2001 『環境考古学』（日本の美術 No.423）［至文堂］ 

⽥代 菊雄 編著 2001 『学生・院生のための研究ハンドブック』［大学教育
出版会］ 

授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後実施する。 
シラバスコード FSZ01411 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 古環境を復元する上で有効な遺跡出土の資料をどのようにみて解釈をする

のか論及することで、「遺跡」から「歴史」を学生自身の言葉で語れるようにす
る。 
② 世界各地の遺跡と出土資料群にそれに関わりを持つ生活文化について、学生
自身が説明できるようにする。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階富岡研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Archaeology 
関連科目 考古学概論Ⅰ、Ⅱ 人類学概論Ⅰ、Ⅱ、地理考古学基礎実習、地理考古学実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ① 世界各地（新旧大陸および太平洋島嶼部）における環境考古学分析法を用い

た遺跡調査事例を紹介し、歴史的過程と生活文化の特色・多様性について理解さ
せる。 
② 遺跡出土の土壌や動植物遺存体とその部位の基本名称を、学生に知識として



身につけさせる。 
③ 歴史学がどのように今日的な環境問題と向き合うことができるのか、終盤に
言及し、学生に理解させる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション −環境学と考古学の融合− 

2 回  環境考古学の技術と発展(1) −欧米における⾙塚人⼯説と進化論の展開− 
3 回  環境考古学の技術と発展(2) −微細・脆弱資料への着眼： 微小骨から寄生
虫まで− 
4 回  年代測定法 −理化学分析による基準− 
5 回  動物考古学 1 ⾙類と人類 −アフリカ・地中海・オセアニア等、⾙利用文
化の多様性− 
6 回  動物考古学 2 魚類と人類 −東アジア.ヨーロッパ、潮流と漁撈文化− 
7 回  動物考古学 3 ウミガメ類と人類 −太平洋沿岸域におけるウミガメ利用 

準備学習 1 回 考古学・環境考古学という用語について、辞書・辞典・図書館やインターネ
ットを利用して調べておくこと。 
2 回 ⾙塚という用語について、辞書・辞典・図書館やインターネットを利用して
調べておくこと。 
3 回 寄生虫卵について、辞書・辞典・図書館やインターネットを利用して調べて
おくこと。 
4 回 放射性炭素年代測定について、辞書・辞典・図書館やインターネットを利用
して調べておくこと。 
5 回 ⾙貨について、辞書・辞典・図書館やインターネットを利用して調べておく
こと。 
6 回 回転式離頭銛について、辞書・辞典・図書館や 

 



年度 2014 
授業コード FSZ01510 
成績評価 中間テスト（２０％）、期末テスト（８０％） 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 動物学科(〜13) 
見出し FSZ01510 細胞遺伝学 
担当教員名 星野 卓二 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 染色体、生物の進化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 細胞遺伝学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 藪野他著：植物遺伝学、裳華房 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ01510 
実務経験のある教員  
達成目標 １．染色体は遺伝子を運ぶ重要な働きがあることを説明できる。２．生物の進化

や分化と深い関連のある、倍数性や異数性について説明できる。３．いくつかの
野生生物を例にして、染色体の進化を説明できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館６階 星野研究室 hoshino@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Cytogenetics 
関連科目 生物科学概論 I、生物科学概論Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「地球の歴史は地殻に、生物の歴史は染色体に刻まれている」と言われるように、

染色体の中にほとんどすべての遺伝情報が入っている。また、生物の種や属の分
類群と染色体の特徴は一般的によく一致する。本講義では染色体の形態的特性や
構造異常の出現機構について説明し、生物の進化に伴い染色体がどのように分
化・進化してきたかを述べる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 細胞遺伝学と染色体の関連 

2 回 染色体の構成物質 
3 回 染色体の階層構造（１） 



4 回 染色体の階層構造（２） 
5 回 異質染色質の遺伝的特性 
6 回 核型分析 
7 回 ゲノム分析 
8 回 異数体と倍数体 
9 回 性染色体および B 染色体 
10 回 染色体の構造変異 
11 回 染色体の蛍光染色 
12 回 染色体の遺伝子マッピング 
13 回 生物の進化と染色体の分化（１） 
14 回 生物の進化と染色体の分化（２） 
15 回 生物の進化と染色体の分化（３） 

準備学習 1 回 生物の染色体の働きについて調べておくこと 
2 回 染色体は DNA 以外にどのような物質から構成されているか調べておくこ
と 
3 回 染色体の折りたたみ構造について調べておくこと 
4 回 唾腺染色体やランプブラシ染色体について調べておくこと 
5 回 染色体の C-バンディングについて調べておくこと 
6 回 動原体の位置による染色体の分類について調べておくこと 
7 回 生物のゲノムを構成している DNA の量は、生物の種類によりどのように異
なるか調べておくこと 
8 回 同一種内で染色体数が異なる生物の例を調べておくこと 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FSZ01610 
成績評価 レポート(30%)および定期試験(70%)の結果により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 動物学科(〜13) 
見出し FSZ01610 生態学 
担当教員名 高崎 浩幸 
単位数 2 
教科書 とくに指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 生態学、動物学、植物学、生物学、植物社会学、植生学、気候、土壌、遷移、個

体群生態学、群集生態学、動物生態学、植物生態学、湖沼生態学、捕⾷者、被⾷
者、寄生、共生 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 外での講義はよいと思うが、先頭だけしか言葉が聞こえない。＜＜前においでく

ださい。野外講義は、野外でしか見聞できないことを扱います。 
実生活にも関わることを多く学べたのでよかった。レポートの書き方を詳しく教
えてくれる先生はいないので、よかった。/身近な生態系について知ることがで
き、関⼼を深めることができた。/将来とか今後に役立つ知識を得られてよかっ
た。＜＜好評価、ありがとうございます。 

科目名 生態学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜講義中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・ 本 学 内 外 に 高 度 に 整 備 さ れ た ICT (Information and Communication 

Technology) 設備もうまく使いこなして、予習・復習やレポート作成に努めるこ
と。・本科目の関連科目も履修することが望ましい。・受講者の知識・関⼼の広が
りに応じて、講義展開を臨機応変に修正する。・臨機応変に野外で講義すること
もあるので、ふさわしい靴や服装で出席すること。 

シラバスコード FSZ01610 
実務経験のある教員  
達成目標 生態学の基礎的な知識を身につけること、および生態現象はさまざまなシステム

が組み合わさった複雑系から成り立っていることを理解すること。 
受講者へのコメント 自主的なノート、図書館やウェブ情報の利用など、講義外での積極的な学習が全

般に不足しているように感じます。 
連絡先 高崎研究室 21 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好な評価をいただき、ありがとうございました。今後ともよりよい講義を
目指します。 



英文科目名 Ecology 
関連科目 進化動物学、自然人類学 I、動物社会学、人類生態学 
次回に向けての改善変更予定 今後ともよりよい講義を目指して、⼯夫を重ねます。 
講義目的 生態学は、個体レベルから地球レベルまで、行動や生活、物質（汚染物質を含む）・

エネルギー循環まで実に多様なレベルを対象としており、この講義ではこれらを
概観する。これらの理解は、人間の生活や活動さらに自然保護や地球環境のあり
方の捉え方を与える。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の概要を説明する。 

2 回 生態学とはどういう学問であるか、その発展の歴史を概観する。 
3 回 システムとしての生態系の考え方を説明する。 
4 回 種の個体よりも高次の生態学的な単位である個体群について説明する。 
5 回 さまざまな種の個体群が集まって与えられた地域に成立する生物群集につ
いて説明する。 
6 回 個体群の中でおきる個体間、あるいは集団間の種内競争について説明する。 
7 回 生態学的地位「ニッチ」の概念とニッチの近い種間の競争について説明す
る。 
8 回 捕⾷者（⾷うもの）と被⾷者（⾷われるもの）の 

準備学習 1 回 本シラバスに目を通して、本科目のイメージを各自想定し、ノートしておく
こと。 
2 回 初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等で調べ
てノートしておくこと。 
3 回 初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等
で調べてノートしておくこと。 
4 回 初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等
で調べてノートしておくこと。 
5 回 初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等
で調べてノートしておくこと。 
6 回 初回・前回に 

 



年度 2014 
授業コード FSZ01710 
成績評価 期末テストの結果を重視し（60%)、小テスト（20%)、レポート(20%)を加える。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 動物学科(〜12) 
見出し FSZ01710 植生学 
担当教員名 波⽥ 善夫 
単位数 2 
教科書 ホームページに詳細な講義ノートを掲載しているので、随時これを参照するこ

と。講義の内容には、必然的に多くの植物名が出てくる。講義ノートからは、そ
れぞれの植物にリンクが張られているので、予習・復習の際には必ず見ておくこ
と。 

アクティブラーニング  
キーワード 植生、構造、極相林、二次林、植生遷移、地質、地形、地域の文化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 植生学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 沼⽥ 真編「群落の遷移とその機構」朝倉書店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ01710 
実務経験のある教員  
達成目標 ・身近な二次林の主要構成種について、20 種程度についてその概要を述べるこ

とができる知識を得ること。・気候帯を特徴付ける森林植生の優占種について、
その生⻑戦略を説明できること。・身近な森林植生について、その発達に影響を
与える環境条件を理解できること。・地域の自然の保護における複雑さを理解で
きること。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 6F 波⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Vegetation Science 
関連科目 地域情報生態学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 多くの植物から成り立っている植生（植物社会）は、太陽エネルギーを同化する

生産者であり、すべての生態系の源である。植生の保護・保全は地域の環境に対
してのみならず、地球環境の保全においても重要な課題となっている。保護・保
全には、植生の発生・発達の仕組みを理解しなくてはならない。植生は気候や地



形などの物理的環境のみならず、成立からの歴史、その後の人間を含む動物など
の生物的環境にも大きく影響を受けて存在している。このような複雑系の代表と
もいえる「植生」について、その成り立ちと発達、そして将来像について学ぶこ
ととす 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 「植生」とは何か：植生の概念のスタートは大航海時代であり、世界の植生

について相観的な記述が必要であった。たとえば熱帯降雨林やサバンナなどであ
り、地理学的な記載であった。このような植生学の発生と発達、学派の違いなど
について学ぶ。 
2 回 植生の構造：植生は平面から立体的な構造に発達していく。具体的には草原
から森林への遷移であり、その仕組みについて説明する。 
3 回 極相植生と二次植生：森林は伐採や山林火災などで破壊される。破壊された
のちに再生する植生を二次植生という。二次植生と自然のままに存在する極相植
生 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 身近な高⽊樹種に関する知識を収集しておくこと。 
3 回 身近な高⽊樹種に関する知識を収集しておくこと。 
4 回 植生帯に対応した主要優占樹種について知識を収集しておくこと。 
5 回 桜島などの一次遷移に出現する植物に関する知識を収集しておくこと。 
6 回 湿原植生の構成種に関する知識を収集しておくこと。 
7 回 岡山理科大学周辺の森林主要構成種ランキング上位 50 種を閲覧してくるこ
と。 
8 回 岡山理科大学周辺の森林主要構成種ランキング上位 50 種を閲覧してくるこ
と。 
9 回 植物の種子散布の方法・種 

 



年度 2014 
授業コード FSZ01910 
成績評価 定期テストで評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 動物学科(〜13) 
見出し FSZ01910 動物行動学 
担当教員名 愛甲 博美 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 犬、猫、野生動物 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 種々の DVD 観賞により動物の行動と生態がよく分かったとのコメントが多く寄

せられた。 
科目名 動物行動学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 犬と猫の行動学、C. Thorne 著、山崎恵子訳、インターズー 
授業形態 講義 
注意備考 講義ノートを用意すること。 
シラバスコード FSZ01910 
実務経験のある教員  
達成目標 犬・ネコの種類やその特徴、飼育環境、病気などの理解を深めてもらう。野生動

物に関しては、地球規模の環境破壊と動物種の減少などについて理解を深めても
らう 

受講者へのコメント 家族で飼育している動物について、理解できないような行動や生態が見受けられ
るようであればどしどし質問して下さい。 

連絡先 20 号館 2 階、愛甲研究室、TEL&FAX：086-256-9411 mail: aikoh@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各項目とも高評価が得られたことより今後もこの講義内容を継続する。 
英文科目名 Ethology 
関連科目 動物環境学 
次回に向けての改善変更予定 前半は犬・猫の行動と生態について講義し、後半は野生動物について DVD など

で講義することにより、動物行動学に興味を持った学生が増加したので、今後も
継続していきたい。 

講義目的 犬・ネコの特徴や行動を学ぶことにより、しつけや訓練などに活用することと公
共の場における存在意義について理解すること。また、家庭生活でのペットの存
在意義やアニマルセラピーとしての存在意義などを行動学的な観点から理解を
深める。野生動物については、絶滅危惧種の存在など世界的規模の観点からヒト
と動物との関連性について理解を深める。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 動物行動学の講義の進め方について説明する。 

（愛甲博美） 
2 回 世界の犬・ネコについて原産地や特徴について説明する。 
（愛甲博美） 
3 回 種々の猟犬や牧羊犬、その他の犬種について説明する。 
（愛甲博美） 
4 回 犬の家畜化および猫の家畜化における歴史的背景について説明する。 
（愛甲博美） 
5 回 犬・ネコの感覚器官の発達について説明する。 
（愛甲博美） 
6 回 犬・ネコの嗅覚、視覚、聴覚について説明する。 
（愛甲博美） 
7 回 犬・ネコの表情と習性について説明する。 
（愛甲博美） 
8 回 犬における全般的な飼 

準備学習 犬・ネコについて事前に基本的な行動パターンなどを調べておく必要がある。ま
た市販されている犬・ネコの種類や原産国などが記載された書物により基本的な
事柄について理解を深めてもらうために、準備学習することを推奨します。後半
は野生動物の行動と生態について抗議するので、野生動物に関しても事前にある
程度の知識を習得することにより、より講義が理解しやすくなる。 

 



年度 2014 
授業コード FSZ02011 
成績評価 3 回の小テスト（10 点×3）および期末試験（70 点）の合計点で評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 動物学科(〜12) 
見出し FSZ02011 地球環境科学(再) 
担当教員名 能美 洋介、大橋 唯太、佐藤 丈晴 
単位数 2 
教科書 地理学基礎シリーズ２自然地理学概論／高橋日出夫・小泉武栄 編著／朝倉書店

／9784254168174 
アクティブラーニング  
キーワード 自然地理学、地形、気象、気候、水文、災害 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球環境科学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ニューステージ新訂地学図表／浜島書店 
授業形態 講義 
注意備考  教科書の第 12 章「生物の地理学」については本講義では取り扱わない。「系統

地理学」および「環境と情報」（植物・園芸学科目）、「環境動物学」（動物・昆虫
学科目）を参照すること。 

シラバスコード FSZ02011 
実務経験のある教員  
達成目標 自然地理学に関する基本的な用語について説明できる。 

自然と人間・社会とのかかわりについて理解し、説明することができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 能美洋介／26 号館 3 階能美研究室 

大橋唯太／21 号館 6 階大橋研究室 
佐藤丈晴／21 号館 6 階佐藤研究室 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Global Environmental Science 
関連科目 地球科学概論１および２、地質学、環境気象学、自然災害学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  地表面付近で起こっている諸現象を概観し、その仕組みについて科学的に理解

して、人間や社会と自然環境のかかわりについて、正しく認識することが本講義
の目標である。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



講義の目的、進め方、内容、成績評価方法などについて説明する。 
2 回 惑星としての地球 
 地球の大きさや形、歴史、構造、地表面の位置の表現方法などについて講義す
る。 
3 回 世界と日本の大地形 
 プレートテクトニクスに基づく地形形成論、日本列島の地質、火山分布等につ
いて講義する。 
4 回 第四紀と氷河時代 
 地球史における第四紀と地表付近の環境変化について講義する。 
5 回 山地と丘陵地の地形 
 山地、丘陵地、活構造及び地形と地質との関係について講義する。 
6 回 平野と海岸の地形 
 海岸 

準備学習 1 回  シラバスをよく見て、講義内容等について確認しておくこと。 
2 回  教科書の第 1 章をよく読み、地球の構造や経緯度の表現方法などについ
て確認しておくこと。 
3 回  教科書の第８章をよく読み、プレートテクトニクスについて確認してお
くこと。 
4 回  教科書の第９章をよく読み、第四紀の環境変化について確認しておくこ
と。 
5 回  教科書の第１０章をよく読み、山地・丘陵地の地形分類と成り立ちについ
て確認しておくこと。 
6 回  教科書の第１１章をよく読み、平野と海岸地形の分類と成り立ちについ
て確認しておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FSZ02111 
成績評価 成績は毎回の出席を基本とし、中間テスト(30%)、期末テスト(50%)、講義参加

度（20%）により評価する。また、授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合に
は試験成績は無効とみなす。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 動物学科(〜12) 
見出し FSZ02111 植物形態学 
担当教員名  
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 形態、根、茎、葉、花、種子、果実、シュート 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 植物形態学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 観察する目が変わる植物学入門/矢野興一（ベレ出版）． 

それ以外の参考書については、適宜提示する． 
授業形態 講義 
注意備考 講義中には多くの植物名が登場する。身近な植物について、よく観察したり、図

鑑などで名前を調べたりして親しんでおくことが望まれる。また、講義では専門
的な内容が含まれるため、学生の理解度を見ながら講義を進める。 

シラバスコード FSZ02111 
実務経験のある教員  
達成目標 １．植物体を構成する根、茎、葉、花、種子、果実について、基本的形態を専門

用語を使って説明できる。２．シュートの概念を使って花の構造を説明できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 矢野興一（２１号館６階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Plant Morphology 
関連科目 植物系統分類学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 主に被子植物の外部形態・内部形態について解説をおこなう。植物の基本構造と

して、根・茎・葉・花・果実・種子があげられる。それぞれの形態は機能と結び
つき、生活を営んでいる。形態と機能を考察することにより、生物の示す多様性
を理解することを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 植物の基本構造 
2 回 根の形態 
3 回 シュートと茎（1） 
4 回 シュートと茎（2） 
5 回 葉とは？ 
6 回 葉の形態 
7 回 中間のまとめとテスト 
8 回 花とは？ 
9 回 花の形態（１） 
10 回 花の形態（２） 
11 回 花序の形態 
12 回 花の形態とその機能 
13 回 果実の形態（１） 
14 回 果実の形態（２） 
15 回 種子の形態と散布様式 

準備学習 1 回 植物の基本構造にはどのようなものがあるか調べておくこと 
2 回 根の構造と機能を調べておくこと 
3 回 植物の茎の役割について調べておくこと 
4 回 植物の茎の役割について調べておくこと 
5 回 植物の葉の役割について調べておくこと 
6 回 植物の葉はどのようなタイプに分けられるか調べておくこと 
7 回 前回までの講義を復習すること 
8 回 被子植物の花はどのような部分から構成されているか調べておくこと 
9 回 雄しべと雌しべはどのような部分から構成されているか調べておくこと 
10 回 花にはどのような種類があるか調 

 



年度 2014 
授業コード FSZ02210 
成績評価 課題提出（30%）、試験（70%）により行う。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 動物学科(〜12) 
見出し FSZ02210 応用統計学 
担当教員名 中村 圭司 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 統計学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用統計学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 復習をして講義内容を十分に理解する事。 
シラバスコード FSZ02210 
実務経験のある教員  
達成目標 実験、調査で得られるデータを適切な方法で示すことができること、およびデー

タの種類に応じた検定方法を選択することができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館６階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Applied Statistics 
関連科目 データ解析システム 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 調査や研究を行う際に必要なデータの扱い方から始まり、得られたデータのまと

め方や示し方につ解説する。また、比較的よく使われる統計学的検定のための諸
方法について説明する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。身の回りでどのような所で統計が使われているのか

を解説するとともに、今後の講義予定・方針について説明する。 
2 回  データの収集、分析、解釈。調査・研究データをどのように扱えばいいの
かについて概説する。 
3 回  有効数字。数値で示されたデータにはどのような意味があるのかを解説し、
複数の有効数字が存在する場合の計算等について練習する。 



4 回  データの特徴を見る（１）。尺度水準と代表値について、およびその使用法
等について説明する。 
5 回  データの特徴を見る（２）。ばらつきの目安の 

準備学習 1 回  時間割をよく確認し教室の場所を把握しておくこと。 
2 回  図書館等でデータとは何かを調べておくこと。 
3 回  図書館等で有効数字とは何かを調べておくこと。 
4 回  図書館等でデータの示し方について調べておくこと。 
5 回  図書館等でデータの示し方について調べておくこと。 
6 回  図書館等でグラフと表の作り方について調べておくこと。 
7 回  図書館等で検定とは何かを調べておくこと。 
8 回  図書館等でｔ検定とは何かを調べておくこと。 
9 回  前回の復習を十分に行い、レポート等の課題があれば作成してお 

 



年度 2014 
授業コード FSZ02311 
成績評価 定期試験（100％）により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 動物学科(〜13) 
見出し FSZ02311 植物系統分類学 
担当教員名 ⻄村 直樹 
単位数 2 
教科書 適宜プリント等の資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 植物、種、分類、分類群、系統、多様性。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 植物系統分類学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 図説・生物界ガイド 五つの王国／リン・マルグリス，カーリーン・シュバルツ

／日経サイエンス社：バイオディバーシティ・シリーズ２，植物の多様性と系統
／加藤雅啓編集／裳華房 

授業形態 講義 
注意備考 講義はパワーポイントでまとめた資料をプロジェクターで投影して行う。 
シラバスコード FSZ02311 
実務経験のある教員  
達成目標 １．植物の分類体系，学名の命名法など分類と系統に関する基礎知識を習得する。 

２．陸上緑色植物、藻類，菌類の各グループの特徴と所属する主要な種を説明で
きる。 
３．身近な植物がどの仲間のものかを説明できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 十学舎５階 ⻄村研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Plant Systematics 
関連科目 「野外調査法実習Ⅰ，Ⅱ」、「エコツーリズム技法」、「植物学実習」。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 陸上緑色植物および菌類、藻類、バクテリアなどの各グループの多様性と分類群

間の系統関係を理解するとともに植物系統分類学上の基礎知識を理解するのを
目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 植物系統分類学とはどのような学問であるかを解説する。 

2 回 生命の歴史と生物の五界について解説する。 



3 回 被子植物の中の双子葉類合弁花類について解説する。 
4 回 被子植物の中の双子葉類離弁花類について解説する。 
5 回 被子植物の中の単子葉類について解説する。 
6 回 裸子植物の中のイチョウ，ソテツなどの分類 について解説する。 
7 回 裸子植物の中の針葉樹類について解説する。 
8 回 種子植物（被子植物と裸子植物）の進化を解説する。 
9 回 シダ植物の分類について解説する。 
10 回 シダ植物の生活環と胞子 

準備学習 1 回 シラバスなどにより学習の内容と目的を把握しておくこと。 
2 回 生命の歴史および生物五界の各界の特徴を調べておくこと 
3 回 生命の歴史と生物の５界を復習しておくこと。また双子葉類合弁花類の主
な仲間にどのようなものがあるかを調べておくこと。 
4 回 双子葉類合弁花類の分類と主な種の学名を復習しておくこと。また双子葉
類離弁花類の主な仲間にどのようなものがあるかを調べておくこと。 
5 回 双子葉類離弁花類の分類と主な種の学名を復習しておくこと。単子葉類の
主な仲間にどのようなものがあるかを調べておくこと。 
6 回 

 



年度 2014 
授業コード FSZ02410 
成績評価 レポートなどの提出、随時の小テスト（２０％）と定期試験（８０％）で評価す

る。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 動物学科(〜12) 
見出し FSZ02410 昆虫学 
担当教員名 淺⽥ 伸彦 
単位数 2 
教科書 「昆虫ー超能力の秘密」/⻄⽥育巧編/共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード ショウジョウバエ、遺伝子支配 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 昆虫学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 随時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義計画は予定なので、変更が有り得る。 
シラバスコード FSZ02410 
実務経験のある教員  
達成目標 明瞭な体節を有する昆虫について、遺伝子支配に関する理解力と思考力を醸成す

る。 
受講者へのコメント  
連絡先 第７号館２階 浅⽥伸彦研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Entomology 
関連科目 動物学科で開講する「動物遺伝学」、「集団遺伝学」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 昆虫は適応放散に富み古来から採集と分類の対象になってきた。近年のゲノム科

学の進展により 
遺伝実験の中⼼であったキイロショウジョウバエはバイオリソース動物として
も着目されている。 
その様な趨勢からショウジョウバエを中⼼とした最新の解析を考察することを
目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 受講意思の確認、昆虫学を学ぶ動機付けについて概説する。 

2 回 実験室の小さな生き物への解説として、実験動物への関⼼について概説す



る。 
3 回 モデル生物への解説として、対象生物としてのショウジョウバエの位置付
けについて概説する。 
4 回 ゲノム構成への解説として、、ショウジョウバエのゲノムについて概説する。 
5 回 性決定の遺伝子への解説として、性決定の仕組みについて概説する。 
6 回 形態形成の遺伝子への解説として、前後軸の形成の仕組みについて概説す
る。 
7 回 形態形成の遺伝子への解説として、背腹軸の形成 

準備学習 1 回 本シラバスを良く読み、受講前のイメージをノートに記しておくこと。 
2 回 実験室の小さな生き物について、各自の蔵書や前回の講義を復習しておく
こと。 
3 回 前回までの講義を復習しておくと共に、モデル生物について各自の蔵書や
インターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
4 回 前回までの講義を復習しておくと共に、昆虫のゲノムについて各自の蔵書
やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
5 回 前回までの講義を復習しておくと共に、性決定の遺伝子について各自の蔵
書やインターネットで予備知識 

 



年度 2014 
授業コード FSZ02510 
成績評価 学期末に行う試験と中間試験によって評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 動物学科(〜14) 
見出し FSZ02510 動物系統分類学 
担当教員名 小林 秀司 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 系統樹 分類学 分子 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「教材をなんども読み返した」とのご指摘に関しては、なんとも嬉しい話です。

この教材を作るのにかけている時間は半端ではないからです。 
「もう少し興味がわくような講義にしてほしかった」とのご指摘ですが、動物の
成り立ちや体の仕組みと進化の歴史に知的興味のある学生さんたちからは、多く
の支持をいただいています。もしかして、哺乳類の話が聞きたかったのでしょう
か？それならば脊椎動物学 3 で嫌という程出てきますので、楽しみに待っていて
ください。 

科目名 動物系統分類学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 動物の系統分類と進化 (新・生命科学シリーズ) ／藤⽥ 敏彦著 
授業形態 講義 
注意備考 ノートパソコンを所有しているものは、持ってくること。 
シラバスコード FSZ02510 
実務経験のある教員  
達成目標  我々が自然界で見る動物の門が答えられ、その特性が述べられるようにする。 
受講者へのコメント 7 割の皆さんが一度も休まずに出席し、ほとんどの皆さんが無事単位を取得した

事は、教員冥利に尽きます。 
これからも一層授業内容の充実に励むつもりです。 

連絡先 21 号館 6 階 ⻲崎研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 約半数の学生さんが毎週 1 時間程度事業時間外に学習し、1 割近くの人が 3 時間
以上の学習をしてくれているようで、大変嬉しい限りです。ただ、積極的に教員
に質問した学生さんが 1 名というのは全く腑に落ちません。毎回配っている、リ
アクションペーパーは、質問の嵐で、しかも良い質問としてみなさんにも紹介し
た例が 100 問以上もあるじゃあないですか（笑）。授業時間中に手を挙げること
だけが質問じゃあないですよ。 

英文科目名 Systematic Zoology 



関連科目 進化生態学 
次回に向けての改善変更予定 最新の研究成果の反映が間に合わないことが何回かあった。出来うる限り対処し

たい。 
講義目的  自然を観察する時、様々な動物に出くわす。それらが、系統学的にどのような

位置にあるかを知ることは、その自然について語り、考察するには重要である。
ナチュラリストとして、すべての動物の系統について見識を持つことを目的とす
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 個体発生概論 

2 回 系統発生と動物系統 
3 回 相同と相似 
4 回 分子系統学１ 遺伝子の基礎 
5 回 分子系統学２ 遺伝子の応用 
6 回 カイメンから刺胞動物へ 
7 回 扁形動物や袋形動物 
8 回 環形動物・軟体動物 
9 回 節足動物の系統 
10 回 棘皮動物の系統 
11 回 脊椎動物の系統 
12 回 爬虫類の系統 
13 回 ウミガメ類の系統分類 
14 回 新種を記載するには 
15 回 標本の作製と保管 

準備学習 1 回 カエルの発生に関し、高校の教科書を読んでおくこと。 
2 回 動物の系統樹を書けるようにしておくこと。 
3 回 相同と相似を理解しておくこと。 
4 回 遺伝子の転写・翻訳について理解しておくこと。 
5 回 進化の中立説について理解しておくこと。 
6 回 カイメンと刺胞動物について調べておくこと 
7 回 扁形動物と袋形動物について調べておくこと。 
8 回 環形動物と軟体動物について調べておくこと。 
9 回 節足動物について調べておくこと。 
10 回 棘皮動物について調べておくこと。 
11 回 脊椎動物の系統について調べてお 

 



年度 2014 
授業コード FSZ02610 
成績評価 定期試験で評価する 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 動物学科(〜11) 
見出し FSZ02610 寄生虫学(再) 
担当教員名 小林 秀司 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 寄生虫、原虫類、扁形動物、線形動物、節足動物 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 寄生虫学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 R. Poulin, (2007) Evolutionary Ecology of Parasites. 

吉⽥行雄（2008）医動物学 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ02610 
実務経験のある教員  
達成目標 ・寄生生物の多様性について理解する 

・寄生の様体の多様性について理解する 
・人獣共通感染性寄生虫について理解する 

受講者へのコメント  
連絡先 保存科学棟二階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Parasitology 
関連科目 動物系統分類学、脊椎動物学 I、脊椎動物学 II、脊椎動物学 III 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現在、地球上には１０００万種にも及ぶと考えられる生物が生息し、一説によれ

ば、そのうちの大半を寄生生物が占めるといわれている。動物界においては、さ
らにこの割合が高いといわれ、その内容も個体レベルで栄養を搾取するものか
ら、社会機構そのものに寄生するタイプまで、様々な様相を呈している。本授業
では、多様な生命現象の典型例として寄生虫をテーマに、多面的で複眼的な生物
の理解を目標にする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 



2 回 寄生とは何か？ 寄生と共生について講義する。 
3 回 寄生生活の様々なパターンについて講義する。 
4 回 寄生生活を送る原生動物について講義する。 
5 回 寄生生活を送る原生動物について講義する。 
6 回 寄生生活を送る中生動物および扁形動物について講義する。 
7 回 寄生生活を送る扁形動物について講義する。 
8 回 寄生生活を送る扁形動物について講義する。 
9 回 寄生生活を送る線形動物について講義する。 
10 回 寄生生活を送る線形動物 2 および類線形動物につい 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 事前に配布されたプリントをもとに、今回の予習を各自の蔵書、図書館図
書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 
3 回 事前に配布されたプリントをもとに、今回の予習を各自の蔵書、図書館図
書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 
4 回 事前に配布されたプリントをもとに、今回の予習を各自の蔵書、図書館図
書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 
5 回 事前に配布されたプリントをもとに、今回の予習を各自の蔵書、図書館図
書、ウェブ等で調べてノートしておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FSZ02710 
成績評価 中間テスト 30％、定期試験 70％ 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 動物学科(〜12) 
見出し FSZ02710 実験動物学 
担当教員名 織⽥ 銑一 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 実験動物の系統、疾患モデル、動物実験、3R 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 実験動物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 準備学習の項に紹介している。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ02710 
実務経験のある教員  
達成目標 1）実験動物と動物実験に果たしている重要性について理解する。 

2）動物実験における適切な実験動物の選択や利用に関する基礎的知識を習得す
る。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Laboratory Animal Science 
関連科目 動物と人間、動物実験・検査学実習、動物関連法規、動物保全育種学実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 実験動物が医薬品、⾷品、化粧品，その他のヒトの安全安⼼に果たしている役割

を理解するとともに実験動物倫理について解説する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 実験動物学序論 実験動物と動物実験の定義について講述する。 

2 回 実験動物に関係する法令、基準、ガイドライン、規程について講述する。 
3 回 実験動物の倫理、動物実験廃止運動の論理について講述する。 
4 回 実験動物からヒトへの外挿について講述する。 
5 回 実験動物育種 系統育成について講述する。 
6 回 実験動物の命名規約と系統管理について講述する。 



7 回 実験動物の系統差と種差について講述する。 
8 回 野生動物の実験動物化について講述する。 
9 回 実験動物の繁殖，生産と供給について講述する。 
10 回 

準備学習 実験動物に関する参考書を読み、項目に該当する箇所を予習しておくこと 
下記の書籍は 28 号館 4 階で学習できるようにしている。 
・実験動物技術体系 社団法人・日本実験動物技術者協会編 アドスリー（東京）
1998 
・実験動物の技術と応用（入門編）社団法人・日本実験動物技術者協会編 アド
スリー（東京）2004 
・実験動物の技術と応用（実践編）社団法人・日本実験動物技術者協会編 アド
スリー（東京）2004 
その他 
マウス・ラット実験ノート 羊土社 
マウス実験の基礎知識 オーム社 
研究をささえるモデル生物 化学同人 
 

 



年度 2014 
授業コード FSZ02810 
成績評価 レポート発表状況 20％、中間テスト 20％、定期試験 60％ 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 動物学科(〜12) 
見出し FSZ02810 動物関連法規 
担当教員名 織⽥ 銑一 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 動物関係法規、条約、法律、政令、省令、条例 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物関連法規 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜，講義の中で紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 新聞を読んで法律の話題に常に注意を向けるようにすること。 
シラバスコード FSZ02810 
実務経験のある教員  
達成目標 身近なところにも法律の存在があることに気付くこと、とくに公務員、自然環境

のアセスメント業、ペットショップなど大学卒業後にも法律が関係していること
を理解する、法律の制定や改訂などの政治にも関⼼を持てるようにする。法律を
読む習慣をつけることも重要である。 

受講者へのコメント  
連絡先 織⽥銑一 28 号館 2 階研究室 

oda@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Laws and Regulations Concerning Animals 
関連科目 動物と人間、実験動物学、動物保全学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 動物の保護保全に関してその目的とするところによって多様な法令があり、捕獲

や調査にも必要とする書類があることを学ぶ。 
また、自分で調べてわかりやすくレポートし、参加者の前で発表することで、発
表能力も磨くことを目的としている。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 発表者は調べてきた法規についてパワーポイントを駆使して報告する。発表者以



外は予告した法令についてインターネットを利用してひととおり読んでくるこ
とがのぞましい。より深い学習が可能になる。同時に新聞等で法規が常に話題と
して取り上げられており、動物関連法規だけに留まらない様々な法規にも関⼼を
持つようにしたい。 

 



年度 2014 
授業コード FSZ02910 
成績評価 定期試験により評価する。採点の基準は 100 点満点のうち、60 点以上を合格と

する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 動物学科(〜12) 
見出し FSZ02910 動物生殖学 
担当教員名 清水 慶子 
単位数 2 
教科書 とくに指定しない。適宜資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード オスとメス、性、性分化、性行動、フェロモン、ホルモン 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 動物生殖学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 受講者の知識・関⼼の広がりに応じて、講義展開を臨機応変に修正することがあ

る。 
シラバスコード FSZ02910 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)動物の性と生におけるオスとメスの役割について理解できること 

(2)さまざまな動物の生殖現象の特徴について概説できること 
受講者へのコメント 講義に対する意欲が見受けらた。 

内容が専門的であるので、復習し、不明な点があれば質問してください。 
連絡先 清水研究室（28 号館 2 階）shimizu@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね高い評価であった 
英文科目名 Animal Reproductive Science 
関連科目 動物生理学、動物行動学、動物機能解剖学、動物発生学 
次回に向けての改善変更予定 今後、スライド、説明等をかなりゆっくりと進めるつもりですが、スライドが見

えにくい方は教室の前の方に着席するようにしてください。 
講義目的 哺乳類のみならず鳥類、爬虫類、両生類、魚類など、さまざまな動物における性

と生の特徴を、例をあげつつ内分泌学的、生理学的、行動学的に紹介する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 動物生殖学の講義の概要と進め方について説明する 

2 回 動物における性の決定様式について解説する。 
3 回 哺乳類の性分化について神経内分泌学的に解説する。 



4 回 動物の生育環境と行動について解説する。 
5 回 動物の種内コミュニケーションについて解説する。 
6 回 動物の雄性行動について解説する。 
7 回 動物の雌性行動について解説する。 
8 回 さまざまな動物の子育て行動について解説する。 
9 回 動物の攻撃行動について解説する。 
10 回 動物の情動について行動学的、神経内分泌学的に解説する。 
11 回 動物の 

準備学習 1 回 本シラバスに目を通して、本科目のイメージを各自想定し、ノートしておく
こと。 
2 回 動物の性染色体や環境による性決定について参考書などで事前に調べてお
くこと。 
3 回 哺乳類の生殖器や脳の性分化について参考書などで事前に調べておくこと。 
4 回 ストレスなど生育環境と行動について参考書などで事前に調べておくこと。 
5 回 動物のコミュニケーションについて参考書などで事前に調べておくこと。 
6 回 生殖にかかわるオスの行動について参考書などで事前に調べておくこと。 
7 回 生殖にかかわるメスの行動について参考書な 

 



年度 2014 
授業コード FSZ03010 
成績評価 レポートおよび定期試験の結果により総合的に評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 動物学科(〜13) 
見出し FSZ03010 動物発生学 
担当教員名 城ヶ原 貴通 
単位数 2 
教科書 とくに指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物発生学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜講義中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 受講者の知識・関⼼の広がりに応じて、講義展開を臨機応変に修正する。 
シラバスコード FSZ03010 
実務経験のある教員  
達成目標 配偶子形成から初期胚から個体して誕生するまでの基本的な知識を理解し、発生

⼯学による形質転換動物、生殖医療、再生医療に関する最新の知識を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 城ヶ原研究室 28 号館 2 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Developmental Zoology 
関連科目 動物比較解剖学、動物機能解剖学、動物発生学実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 動物が配偶子を形成し、合体して個体を形成していく過程を理解し、初期胚への

操作により作出されるキメラ、クローン動物、ノックアウト動物、形質転換動物
や ES 細胞や iPS 細胞に関する知識を身につける。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 動物発生学の目的、意義、関連科目との関係を説明する 

2 回 配偶子の形成について解説する。 
3 回 卵子の成熟について解説する。 
4 回 受精と卵割について解説する。 
5 回 動物種による卵割過程の相違について解説する。 
6 回 原腸形成について解説する。 



7 回 哺乳類の組織分化について解説する。 
8 回 外胚葉の器官形成について解説する。 
9 回 中胚葉の器官形成について解説する。 
10 回 内胚葉の器官形成について解説する。 
11 回 胚操作と遺伝子導入について解説する。 
12 回 幹細胞ーES 細胞と iPS 細胞につ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 精巣の解剖と組織を調べておくこと。 
3 回 卵巣の組織構造を調べておくこと。 
4 回 精子と卵子の形成過程を復習しておくこと。 
5 回 胚の初期発生を調べておくこと。 
6 回 胚の初期発生の種間での違いを復習しておくこと。 
7 回 組織、器官のヒエラルキーを調べて理解しておくこと。 
8 回 神経系の発生を調べておくこと。 
9 回 筋の発生を調べておくこと。 
10 回 消化器系、呼吸器系の発生を調べておくこと。 
11 回 初期胚に関するニュースを調べておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FSZ03111 
成績評価 レポートおよび定期試験の結果により総合的に評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 動物学科(〜12) 
見出し FSZ03111 動物保全・育種学 
担当教員名 城ヶ原 貴通 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生物多様性、生物保全、飼育繁殖、遺伝子プール、進化の保証 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物保全・育種学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 クロー遺伝学概説 1991J.F.クロー、動物の遺伝と育種 1994 佐々⽊義之、保全生

物学 1996 樋口広芳 
授業形態 講義 
注意備考 受講者の知識・関⼼の広がりに応じて、講義展開を臨機応変に修正する。 
シラバスコード FSZ03111 
実務経験のある教員  
達成目標 １．遺伝学の基礎と応用についての理解を備える 

２．飼育動物の飼育法についての理解を備える 
３．生物多様性ならびに遺伝子資源保全の重要性とその有用性についての理解を
備える。 

受講者へのコメント  
連絡先 城ヶ原研究室 28 号館 2 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Animal Conservation and Breeding 
関連科目 動物と人間、実験動物学、動物関連法規 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 全地球的スケールで進行しつつある環境破壊によって危機にひんしている野生

動物の保護保全および飼育室内における飼育繁殖による系統の保全を考える。さ
らに生殖質（精子や卵子）、胚、体細胞、DNA による保全 についても言及する。
飼育下で行われている新たな動物の育成法、系統保存についても具体的実例をあ
げながら概観する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。動物保全・育種学の講義の概説をする。 



2 回 染色体とゲノム情報、細胞分裂とゲノム情報の継承について説明する。 
3 回 質的形質とその遺伝について解説する。 
4 回 集団の遺伝的構成について解説する。 
5 回 量的形質とその遺伝について解説する。 
6 回 選抜について解説する。 
7 回 交配と交配様式について解説する。 
8 回 生物多様性の保全ーその目標と意義ーについて解説する。 
9 回 生物多様性の危機について解説する。 
10 回 生物多様性の進化的・生態的根拠について解説する。 
11 回 種内の 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 遺伝情報がどのように次世代に継承されるかについて調べておくこと。 
3 回 メンデル遺伝についての理解を深めておくこと。 
4 回 遺伝学における集団（population)の意味を調べておくこと。 
5 回 量的形質とはなにかについての理解を深めておくこと。 
6 回 遺伝学における選抜の意味を調べておくこと。 
7 回 選抜をもとにした交配の意義について考えてみること。 
8 回 生物多様性の意義について考えてみること。 
9 回 生物多様性の意義について考えてみ 

 



年度 2014 
授業コード FSZ03210 
成績評価 レポート(30%)および定期試験(70%)の結果により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 動物学科(〜13) 
見出し FSZ03210 自然人類学Ⅰ 
担当教員名 高崎 浩幸 
単位数 2 
教科書 とくに指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 人類学、生物学、動物学、進化、哺乳類、霊⻑類、化石、分子生物学、生態、社

会 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 今まで学んだこと＋α で多くの知識が加わった。また学んだことは異なる新し

い情報が知れてよかった。＜＜好評価、ありがとうございました。 
科目名 自然人類学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Ｊ・グドール『⼼の窓』どうぶつ社Ｒ・ファウツ『限りなく人類に近い隣人が教

えてくれたこと』角川書店 
授業形態 講義 
注意備考 ・ 本 学 内 外 に 高 度 に 整 備 さ れ た ICT (Information and Communication 

Technology) 設備もうまく使いこなして、予習・復習やレポート作成に努めるこ
と。・本科目の関連科目も履修することが望ましい。・受講者の知識・関⼼の広が
りに応じて、講義展開を臨機応変に修正する。 

シラバスコード FSZ03210 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) ヒトは生物種であることを概説的に説明できること。(2) ヒトに近縁な霊⻑

類の形態、分類、生態と社会をヒトと比較・概観できること。(3) ヒトの進化過
程を明らかにするアプローチを複数例示できること。(4) 自然人類学とは「自然
界における人間の位置」を考究する学問であることを、さまざまに概説できるこ
と。 

受講者へのコメント 自主的な講義ノート、図書館やウェブ情報の利用など、講義外での積極的な自主
的学習が全般に不足しているように感じます。他人まかせの学習・勉学では、大
成することは決してありません。 

連絡先 高崎研究室 21 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好な評価をいただき、ありがとうございました。今後とも、よりよい講義
を目指します。 

英文科目名 Biological Anthropology I 



関連科目 進化動物学、自然人類学 II、動物社会学、人類生態学 
次回に向けての改善変更予定 さらに⼯夫を重ね、今後とも、よりよい講義を目指します。 
講義目的 ・人間はヒトという生物種であることを再認識する。・人類（ヒトを含む）を生物

学的に研究する自然人類学を概観する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  自然人類学とはどんな学問か、講義の概要を説明する。 

2 回  進化論と人類学の関係について説明する。 
3 回  自然人類学と文化人類学の関係について説明する。 
4 回  哺乳類と霊⻑類について説明する。 
5 回  霊⻑類と人類について説明する。 
6 回  化石人類について 100 万年オーダーの古いものについて説明する。 
7 回  化石人類について 10 万年オーダーのやや新しいものについて説明する。 
8 回  霊⻑類の進化過程について数千万年オーダーの時代について説明する。 
9 回  霊⻑類の進化過程について数百?数十 

準備学習 1 回  本シラバスに目を通して、本科目のイメージを各自想定し、ノートしてお
くこと。 
2 回  初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等で調
べてノートしておくこと。 
3 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
4 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
5 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
6 回 

 



年度 2014 
授業コード FSZ03310 
成績評価 定期試験で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 動物学科(〜13) 
見出し FSZ03310 自然人類学Ⅱ 
担当教員名 名取 真人 
単位数 2 
教科書 プリント主体 
アクティブラーニング  
キーワード 霊⻑類、ヒト、進化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 興味をもって聞いていただき、ありがごうとざいました。これからもさらに充実

した内容にしたいと思います。 
科目名 自然人類学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜配布 Primate Adaptation and Evolution 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ03310 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ サルからヒトへ進化を理解する。 

・ 猿人から現代人への進化を理解する。 
受講者へのコメント ここでお話しした事柄に興味を持っていただければ幸いです。 
連絡先 名取研究室 ２１号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね高い評価をいただき、ありがとうございました。 
英文科目名 Biological Anthropology II 
関連科目 自然人類学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 早口になってしまうところがあり、できるだけゆっくりと話すようにします。ま

た、悪筆ですが、判読できるよう丁寧に板書をします。加えまして新たな標本を
お見せできるように、標本の充実を図るつもりです。 

講義目的 私たち人類がどのような道筋で進化していったかを講義する。まず、ヒトの下地
となったサル類の進化を解説し、ついで、サル的な特徴がヒトに至った過程を描
き出す。また、初期の人類、いわゆる猿人は、現代人とはかなり異なる。それが、
どのような過程を経て、現代人に至ったかも概説する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  サルとはなにか 



3 回  白亜紀の哺乳類 
4 回  霊⻑類の出現 
5 回  サルらしくないサルの出現とその進化 
6 回  サルらしいサルへ 
7 回  オナガザル類の進化 
8 回  類人猿の進化 
9 回  ヒトの直立二足歩行 
10 回  500 万年前あたりの私たちの祖先（アウストラロピテクスではない初期
のヒト） 
11 回  アウストラロピテクスの進化 
12 回  ホモ属の出現 
13 回  原人の出現と移動（アフリカとアジア） 
14 回  ネアンデルタール人と新人 
15 回 骨の同定 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回  事前に配布したプリントを参考にして、霊⻑類全体について図書館等で
調べておくこと。 
3 回  事前に配布したプリントを参考にして、白亜紀の哺乳類について図書館
等で調べておくこと。 
4 回  事前に配布したプリントを参考にして、プレジアダピス類について図書
館等で調べておくこと。 
5 回  事前に配布したプリントを参考にして、原始真猿類について図書館等で
調べておくこと。 
6 回  事前に配布したプリントを参考にして、化石真猿類について図書館等で
調べておく 

 



年度 2014 
授業コード FSZ03510 
成績評価 定期試験で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 動物学科(〜13) 
見出し FSZ03510 脊椎動物学Ⅰ 
担当教員名 小林 秀司 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 後口動物、棘皮動物、半索動物、頭索動物、脊索、無顎類、軟骨魚類、硬骨魚類、

総鰭類、条鰭類、両生類 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 とても面白いとのコメントを頂きました．ありがとうございます．いっそうの充

実に努めます． 
科目名 脊椎動物学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 A. S. Romer (1966) 『Vertebrate Body』, E. Corbert et al. (2004)「Vertebrate 

Evolution」, H. ジー (2001) 「脊椎動物の起源」. 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ03510 
実務経験のある教員  
達成目標 ・脊椎動物の初期進化を理解する 

・進化の重要なポイントである顎の発明について理解する 
・進化の重要なポイントである運動性の向上について理解する 

受講者へのコメント 皆さん，まじめで，楽しく授業できました． 
連絡先 保存科学棟二階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全体的には高評価であったようにおもう。 
英文科目名 Vertebrate Zoology I 
関連科目 動物系統分類学、動物史、脊椎動物学 II、脊椎動物学 III 
次回に向けての改善変更予定 授業時間外の学習時間をもう少々，向上させるよう取り組みたい 
講義目的 地球上にもっともたくさんいる動物は何だろう？ 数の点から言えばバクテリ

アといわれる原核生物がもっとも多く生息しているだろうが、量的な面、すなわ
ち重さで考えれば、それは脊椎動物と言うことになるだろう。脊椎動物はこの地
球上でもっとも繁栄している分類群の一つであり、我々、ヒト自身も脊椎動物の
一員である。脊椎動物学 I では、脊椎動物の初期進化を中⼼とした講義を行い、
それがいつ頃どの様にして誕生し進化してきたのかの経過について理解するこ



とを目的とする。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。授業内容について解説する。 

2 回 脊椎動物とはどのような生き物かについて講義する 
3 回 後口動物と棘皮動物について講義する 
4 回 脊索動物と脊椎動物について講義する 
5 回 初期の脊椎動物-ピカイアとハイコウイクチス-について講義する 
6 回 魚類の進化 1 無顎類について講義する 
7 回 魚類の進化 2 軟骨魚類（エイとサメ）について講義する 
8 回 魚類の進化 3 条鰭類について講義する 
9 回 魚類の進化 4 肉鰭類と総鰭類について講義する 
10 回 魚類の進化 5 シーラカンスと肺魚について講 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 事前に配布したプリントを参考にして、脊椎動物の基本体制について図書
館等で調べておくこと 
3 回 事前に配布したプリントを参考にして、後口動物と棘皮動物について図書
館等で調べておくこと 
4 回 事前に配布したプリントを参考にして、脊索動物について図書館等で調べ
ておくこと 
5 回 事前に配布したプリントを参考にして、ピカイアとハイコウイクチスにつ
いて図書館等で調べておくこと 
6 回 事前に配布したプリントを参考にして、無顎類について図書館等で調べて
おくこと 

 



年度 2014 
授業コード FSZ03610 
成績評価 定期試験で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 動物学科(〜13) 
見出し FSZ03610 脊椎動物学Ⅱ 
担当教員名 名取 真人 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 進化、有羊膜類 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 楽しかったという評価をいただき、ありがとうございます。みなさんも、そして

私も楽しめるような講義ができれば、と思います。 
科目名 脊椎動物学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を適宜配布する。Benton, Vertebrate Palaeontology; コルバート他, コルバ

ー ト の 脊 椎 動 物 の 進 化 ; Unwin, The Pterosaurs; Feduccia, The Origin and 
Evolution of Birds; Weishampel et al,, The Dinosauria; Romer, Osteology of the 
Reptiles など多数 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ03610 
実務経験のある教員  
達成目標 ・爬虫類および鳥類の形態学的特徴を理解する。 

・爬虫類および鳥類の進化を理解する。 
受講者へのコメント 研究室は基本的にオープンですので、わかりにくいところがありましたら、お越

しください。 
連絡先 名取研究室 21 号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね高い評価をいただきありがとうございました。 
英文科目名 Vertebrate Zoology II 
関連科目 脊椎動物学Ⅰ脊椎動物学Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定 早口になってしまうところがあり、できるだけゆっくりと話すようにします。ま

た、悪筆ですが、判読できるよう丁寧に板書をします。加えまして新たな標本を
お見せできるように、標本の充実を図るつもりです。 

講義目的 爬虫類は陸上に完全適応した最初の脊椎動物である。ここでは、まず、爬虫類の
形態学的特徴を中⼼とした講義を行う。さらに、この爬虫類（有羊膜類）が、主
⻯類をへて、恐⻯に進化した過程、および恐⻯そのものの多様性を概観する。近



年、獣脚類からトリが進化したとされるが、ここでは、獣脚類からトリが進化し
た過程と鳥類全体の進化についても講義する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  有羊膜類（爬虫類）の出現 
3 回  主⻯類の出現 
4 回  Ornithodira と Crurotarsi 
5 回  ワニ類の進化 
6 回  翼⻯類の系統と進化 
7 回  恐⻯の出現 
8 回  獣脚類の系統と進化 
9 回  獣脚類とトリ 
10 回  原始鳥類の進化 
11 回  ⻯脚類の系統と進化 
12 回  鳥盤類の系統と進化 
13 回  鱗⻯形類の系統と進化 
14 回  広弓類の系統と進化 
15 回  無弓類の系統と進化 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 事前に配布したプリントを参考にして、爬虫類について図書館等で調べて
おくこと 
3 回 事前に配布したプリントを参考にして、主⻯類について図書館等で調べて
おくこと 
4 回 事前に配布したプリントを参考にして、Ornithodira と Crurotarsi について
図書館等で調べておくこと 
5 回 事前に配布したプリントを参考にして、ワニ類について図書館等で調べて
おくこと 
6 回 事前に配布したプリントを参考にして、翼⻯類について図書館等で調べて
おくこと 
7 回 

 



年度 2014 
授業コード FSZ03710 
成績評価 定期試験で評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 動物学科(〜13) 
見出し FSZ03710 脊椎動物学Ⅲ 
担当教員名 名取 真人、小林 秀司 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 哺乳類型爬虫類、 盤⻯類、 獣弓類、キノドン類、単孔類、有袋類、有胎盤類、

動物地理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述はありませんでした。 
科目名 脊椎動物学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Kemp, The Origin & 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ03710 
実務経験のある教員  
達成目標 ・哺乳類型爬虫類から原始哺乳類への進化と原始哺乳類から原始的な有袋類・有

胎盤類までの進化を理解する。 
・実験動物として定着した分類群も含め、興味深い現生哺乳類の各分類群を取り
上げ、それぞれの特徴を講義する。 

受講者へのコメント 研究室は基本的にオープンですので、わからないところがあれば、研究室にお越
しください。 

連絡先 名取研究室 ２１号館５階小林研究室 保存科学棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね高い評価をいただきありがとうございました。 
英文科目名 Vertebrate Zoology III 
関連科目 脊椎動物学 I、脊椎動物学 II 
次回に向けての改善変更予定 みなさんに提示する標本を充実するとともに、講義内容のさらなる深化をはかり

たいと思います。 
講義目的 現在の哺乳類は、非常に多様性に富み、さまざまな環境に適応している。ただ、

恐⻯が大発展したジュラ紀以前に、哺乳類化石が発見されるなど、哺乳類の歩ん
だ道はきわめて⻑い。ここでは、哺乳類の歴史と現生哺乳類の多様性について概
観する。名取真人 ：哺乳類型爬虫類から原始哺乳類への進化と原始哺乳類から
原始的な有袋類・有胎盤類までの進化を解説する。小林秀司：実験動物として定



着した分類群も含め、興味深い現生哺乳類の各分類群を取り上げ、それぞれの特
徴を講義する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション（名取，小林） 

2 回  哺乳類型爬虫類（名取） 
3 回  盤⻯類（名取） 
4 回  獣弓類（名取） 
5 回  キノドン類（名取） 
6 回  原始哺乳類（名取） 
7 回  現生哺乳類にはどの様なものがいるか -哺乳類の分布と動物地理-（小林） 
8 回 日本の哺乳類（小林） 
9 回  岡山の哺乳類（小林） 
10 回 原獣亜綱 単孔類 （小林） 
11 回 後獣下綱 有袋類 （小林） 
12 回  真獣下綱 有胎盤類 1 異節上目（小林） 
13 回  真獣下綱 有胎盤類 2 真主齧上目（小林） 
14 回  真獣下綱 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回  事前に配布するプリントを参考に、有羊膜類について、図書館等で調べて
おくこと 
3 回  事前に配布するプリントを参考に、原始的な哺乳類型爬虫類である盤⻯
類について、図書館等で調べておくこと 
4 回 事前に配布するプリントを参考に、獣弓類について、図書館等で調べておく
こと 
5 回 事前に配布するプリントを参考に、キノドン類について、図書館等で調べて
おくこと 
6 回 事前に配布するプリントを参考に、原始哺乳類について、図書館等で調べて
おくこと 
7 回 事前 

 



年度 2014 
授業コード FSZ03810 
成績評価 レポート(30%)および定期試験(70%)の結果により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 動物学科(12〜) 
見出し FSZ03810 動物社会学 
担当教員名 高崎 浩幸 
単位数 2 
教科書 とくに指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 生態学、動物生態学、個体群生態学、人類学、動物飼養、人口学、環境、地球、

温暖化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 野生のチンパンジーが実際に道具を使ったり、群れで生活している様子をビデオ

で見ることができてよかった。/学生とのコミュニケーションをとりながらの授
業展開や実際の映像を用いての解説など、楽しく学ぶことができました。＜＜好
評価をいただき、ありがとうございます。 

科目名 動物社会学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜講義中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・ 本 学 内 外 に 高 度 に 整 備 さ れ た ICT (Information and Communication 

Technology) 設備もうまく使いこなして、予習・復習やレポート作成に努めるこ
と。・本科目の関連科目も履修することが望ましい。・受講者の知識・関⼼の広が
りに応じて、講義展開を臨機応変に修正する。 

シラバスコード FSZ03810 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) ヒトもこの地球上に生きる生態学的存在の例外たりえないことを理解する

こと。(2) これまでのヒトの生息域および数の拡大のモデル的に概観できるこ
と。(3) ヒトの人口の拡大は他生物を自らの生態系内に取り込むことによって可
能になったことを概観できること。(4) そのような他生物はヒトといわば共生し
ていることを理解すること。 

受講者へのコメント 自主的なノート、図書館やウェブ情報の利用など、講義外での積極的な学習が全
般に不足しているように感じます。 

連絡先 高崎研究室 21 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好な評価をいただき、ありがとうございました。今後ともよりよい講義を
目指します。 

英文科目名 Animal Socioecology 



関連科目 自然人類学 I、自然人類学 II、動物社会学 
次回に向けての改善変更予定 今後ともよりよい講義を目指して⼯夫を重ねます。 
講義目的 動物生態学とくに個体群生態学的なアプローチを人類の研究に導入し、人類の生

態学としての展開を試みる。単に生物学的な種としての生存が不可能な環境にお
いて、他生物、とくに動物を飼養したりすることによって、極限まで生息域およ
び数を拡大してしまったヒトという種とその文化・文明が構築した生態系内に取
り込まれた他生物も捉え直す。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義の概要を説明する。 

2 回  生態学や動物行動学など、隣接の学問分野との関連を解説する。 
3 回  社会性の動物種の分類群について概説する。 
4 回  なわばり行動について説明する。 
5 回  ニワトリを例に順位制について説明する。 
6 回  ニホンザルを例に順位制について説明する。 
7 回  動物の群れについて他群との関係（群間競争）で説明する。 
8 回  動物の群れについて群内の個体関係（群内競争）で説明する。 
9 回  群れ行動などで見られる利他的行動の進化について説明する。 
10 回  具体例としてのニ 

準備学習 1 回  本シラバスに目を通して、本科目のイメージを各自想定し、ノートしてお
くこと。 
2 回  初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等で調
べてノートしておくこと。 
3 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
4 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
5 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
6 回 

 



年度 2014 
授業コード FSZ03910 
成績評価 レポート(30%)および定期試験(70%)の結果により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 動物学科(〜12) 
見出し FSZ03910 人類生態学 
担当教員名 高崎 浩幸 
単位数 2 
教科書 とくに指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 生態学、動物生態学、個体群生態学、人類学、動物飼養、人口学、環境、地球、

温暖化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 該当なし。 
科目名 人類生態学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜講義中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・ 本 学 内 外 に 高 度 に 整 備 さ れ た ICT (Information and Communication 

Technology) 設備もうまく使いこなして、予習・復習やレポート作成に努めるこ
と。・本科目の関連科目も履修することが望ましい。・受講者の知識・関⼼の広が
りに応じて、講義展開を臨機応変に修正する。 

シラバスコード FSZ03910 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) ヒトもこの地球上に生きる生態学的存在の例外たりえないことを理解する

こと。(2) これまでのヒトの生息域および数の拡大のモデル的に概観できるこ
と。 
(3) ヒトの人口の拡大は他生物を自らの生態系内に取り込むことによって可能
になったことを概観できること。 
(4) そのような他生物はヒトといわば共生していることを理解すること。 

受講者へのコメント もっと自主的な学習時間の確保に努めて欲しいものです。図書館やウエブの利用
など。 

連絡先 高崎研究室 21 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好な評価をいただきありがとうございました。 
英文科目名 Human Ecology 
関連科目 自然人類学 I、自然人類学 II、動物社会学 
次回に向けての改善変更予定 今後とも分かりやすく興味のもてる講義展開の⼯夫に努めたいと思います。 
講義目的 動物生態学とくに個体群生態学的なアプローチを人類の研究に導入し、人類の生



態学としての展開を試みる。単に生物学的な種としての生存が不可能な環境にお
いて、他生物、とくに動物を飼養したりすることによって、極限まで生息域およ
び数を拡大してしまったヒトという種とその文化・文明が構築した生態系内に取
り込まれた他生物も捉え直す。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義の概要を説明する。 

2 回  霊⻑類の生息環境について説明する。 
3 回  人類の生息環境について説明する。 
4 回  哺乳類の採⾷生態について説明する。 
5 回  霊⻑類の採⾷生態について説明する。 
6 回  人類の採⾷生態について説明する。 
7 回  生態系の生産と消費について、下から積み上げる考え方で説明する。 
8 回  生態系の生産と消費について、上から分割する考え方で説明する。 
9 回  他生物の人類生態系への取り込みについて、栽培植物のことを取り上げて
説明する。 
10 回  他生物の人類生態系への取 

準備学習 1 回  本シラバスに目を通して、本科目のイメージを各自想定し、ノートしてお
くこと。 
2 回  初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等で調
べてノートしておくこと。 
3 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
4 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
5 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
6 回 

 



年度 2014 
授業コード FSZ04010 
成績評価 レポートなどの提出、随時の小テスト（２０％）と定期試験（８０％）で評価す

る。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 動物学科(〜12) 
見出し FSZ04010 集団遺伝学 
担当教員名 淺⽥ 伸彦 
単位数 2 
教科書 「初歩からの集団遺伝学」/安⽥徳一（数学者）著/裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 集団、遺伝子頻度、変異、進化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 集団遺伝学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 随時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義計画は予定なので、変更が有り得る。 
シラバスコード FSZ04010 
実務経験のある教員  
達成目標 生物を集団として捉えることと、生物集団の解析には生物統計学が有効であるこ

との理解力を醸成する。 
受講者へのコメント  
連絡先 第７号館２階 淺⽥伸彦研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Population Genetics 
関連科目 動物学科で開講する「動物遺伝学」、「進化動物学」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 メンデルの法則に依り生物集団の変異を遺伝因子から捉えることが可能になっ

た。 
大集団から小集団に至る遺伝因子の変異の推移を遺伝の法則と生物統計学とを
併用して、 
生物の進化機構の解析に迫る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 受講意思の確認、集団遺伝学を学ぶ動機について概説する。 

2 回 因子と遺伝子への解説として、メンデルの分離の法則について概説する。 
3 回 遺伝子プールへの解説として、プールについて概説する。 



4 回 近親交配への解説として、ホモ接合の頻度の推移について概説する。 
5 回 ２座位の問題への解説として、染色体説と連鎖について概説する。 
6 回 遺伝子頻度の機会的遺伝的浮動への解説として小集団の効果について概説
する。 
7 回 集団の細分化と隔離への解説として、遺伝子頻度の急速な変異について概
説する。 
8 回 突然変異 

準備学習 1 回 本シラバスを良く読み、受講前の当科目のイメージをノートに記しておく
こと。 
2 回 因子と遺伝子について、各自の蔵書や前回の講義を復習しておくこと。 
3 回 前回までの講義を復習しておくと共に、遺伝子プールについて、各自の蔵書
やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
4 回 前回までの講義を復習しておくと共に、近親交配について各自の蔵書やイ
ンターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
5 回 前回までの講義を復習しておくと共に、連鎖について各自の蔵書やインタ
ーネットで予備知識を得てノー 

 



年度 2014 
授業コード FSZ04110 
成績評価 レポートなどの提出、随時の小テスト（２０％）と定期試験（８０％）で評価す

る。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 動物学科(〜13) 
見出し FSZ04110 比較免疫学 
担当教員名 淺⽥ 伸彦 
単位数 2 
教科書 「/ーベル賞の生命科学入門、免疫のしくみ」/石⽥寅夫/講談社 
アクティブラーニング  
キーワード 生体防御、自然免疫 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 比較免疫学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 随時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義計画は予定なので、変更が有り得る。 
シラバスコード FSZ04110 
実務経験のある教員  
達成目標 複雑な免疫現象について、サイエンスとしての考察力が身に付くことを目指す。 
受講者へのコメント  
連絡先 第７号館２階 浅⽥伸彦研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Comparative Immunology 
関連科目 動物学科で開講する「動物遺伝学」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 獲得性免疫学の研究から始まった免疫学はいまではヒトを含めた自然免疫学の

研究がむしろ脚光を浴びている。２０１３年に当大学で日本比較免疫学会が開催
された背景なども含めて学ぶことを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 本シラバスを良く読み、受講前の当科目のイメージをノートに記しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FSZ04210 
成績評価 レポート 30％、定期試験 70％により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 動物学科(〜12) 
見出し FSZ04210 動物病理学 
担当教員名 清水 慶子 
単位数 2 
教科書 とくに指定しない 

必要に応じてプリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 疾患、炎症、組織の修復、創傷治癒、血行動態異常、腫瘍、人獣共通伝染病 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 動物病理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 動物病理学総論／日本獣医病理学会： 

動物病理学各論／日本獣医病理学会： 
動物病理カラーアトラス／日本獣医病理学会 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ04210 
実務経験のある教員  
達成目標 疾患の概念を理解し、疾患に対する生体の一般的な反応、経過を学んで、疾患に

対して対応しうる知識を修得する。 
受講者へのコメント 動物学科の学生には難しい内容であったが、理解するように努力していたように

思われる。 
連絡先 28 号館 2 階 清水研究室 shimizu@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者からは高評価が得られていた。 
英文科目名 Animal Pathology 
関連科目 動物機能解剖学、動物生理学、動物解剖学実習 
次回に向けての改善変更予定 病気を理解するための基礎となるよう、興味の持てる内容にしたい。 
講義目的 動物の体において各臓器・組織の差を越えて共通にみられる病変を質的に分類

し、その原因、病変の成り立ち、経過、転帰などを、主として形態学的立場から
総括的に理解・習得させる。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 動物病理学での講義内容について説明する。 

2 回 疾患の概念について講述する。 



3 回 細胞障害 Ⅰ．細胞増殖と細胞死について講述する。 
4 回 細胞障害 Ⅱ．細胞障害の原因と機序について講述する。 
5 回 細胞障害 Ⅲ．損傷に対する細胞の適応について講述する。 
6 回 炎症 Ⅰ．炎症の概要について講述する。 
7 回 炎症 Ⅱ．急性および慢性炎症について講述する。 
8 回 組織の修復・再生 Ⅰ．創傷治癒について講述する。 
9 回 組織の修復・再生 Ⅱ．創傷治癒に及ぼす因子、合併症について講述する。 
10 回 血液動態 

準備学習 1 回 シラバスを読み講義の目的と学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 前もって配布するプリントを読み、関連項目を調べておくこと。 
3 回 前もって配布するプリントを読み、関連項目を調べておくこと。 
4 回 前もって配布するプリントを読み、関連項目を調べておくこと。 
5 回 前もって配布するプリントを読み、関連項目を調べておくこと。 
6 回 前もって配布するプリントを読み、関連項目を調べておくこと。 
7 回 前もって配布するプリントを読み、関連項目を調べておくこと。 
8 回 前もって配布するプリントを読み、関連項目を調 

 



年度 2014 
授業コード FSZ04310 
成績評価 担当教員が厳密に点数（１００点満点）を付け、それらの値の平均値を求めて評

価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 動物学科(〜12) 
見出し FSZ04310 動物学ゼミナール 
担当教員名 愛甲 博美、淺⽥ 伸彦、高崎 浩幸、名取 真人、小林 秀司、清水 慶子、

城ヶ原 
単位数 2 
教科書 オムニバス形式なので使わない。 
アクティブラーニング  
キーワード ”動物学” 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 動物学ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 担当教員が適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義教室などの変更が有り得る。 
シラバスコード FSZ04310 
実務経験のある教員  
達成目標 受講生が動物学に関して基礎学力と応用力を身につけることを達成目標とする。 
受講者へのコメント 全体的には将来のゼミ配属を考える上で、非常に参考になると思うのでメモ等を

取りながら聴講して欲しい。 
連絡先 担当教員の研究室。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各ゼミの内容を知ることが出来て参考になったようでよかったと思う。 
英文科目名 Zoology Seminar 
関連科目 動物学科で開講される科目。 
次回に向けての改善変更予定 次回からは必須となるので全学生が聴講することになります。この講義から自分

とマッチしたゼミを選択できるようにより詳細に研究内容を充実させます。 
講義目的 動物学が包含する過去の定説や最新の知見について、全体像と各論、共通性と多

様性について把握することを講義の目的とする。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の担当教員と進め方について説明する。 

2 回 有害金属と動物との関係について解説する。 
3 回 犬・ネコの行動学、鳥類の行動学、魚類の行動学について解説する。 
4 回 野生動物を飼育動物化することについて解説する。 



5 回 疾患モデル動物を育成することについて解説する。 
6 回 「動物の系統分類」と「自然史」の基礎について概説するとともに、担当教
員の研究室で行われてきた研究について説明する。 
7 回 「生殖」の基礎について概説するとともに、担当教員がこれまで行ってきた
研究について紹介する 

準備学習 4 回 野生動物を飼育することによって、衣⾷住の素材としての畜産動物、や家庭
動物としてのペット、科学的用としての実験動物、さらには展示動物が作り出さ
れた。どうしてそのような動物が必要だったのか、こうした動物は人類史で見れ
ばわずか 2 万年にすぎないが、その意味を予習しておこう。 
5 回 ヒトの疾患を解明するために、疾患をもった動物の研究が発展している。さ
て動物とヒトとはどこが一緒でどこが異なるのか、実験動物の基礎的勉強をして
おこう。 
6 回 系統分類と自然史について、自分なりに文章でノートにまとめておくこと。 
7 回 

 



年度 2014 
授業コード FSZ04410 
成績評価 動物生理・生化学実習のレポートを点数化し、評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 動物学科(〜13) 
見出し FSZ04410 動物生理・生化学実習 
担当教員名 清水 慶子、愛甲 博美 
単位数 2 
教科書 プリントを配布します。 
アクティブラーニング  
キーワード 濃度計算、反応式、作図、 

細胞、組織、器官、生体のしくみ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 動物生理・生化学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理⼯系「化学実験−基礎と応用−」東京教学社 
授業形態 実験実習 
注意備考 ・必ず出席することが望ましい。 

・実習計画は材料調達状況により変更することがある。受講者の知識・関⼼の広
がりに応じて、 
 展開を臨機応変に修正することがある。 
・白衣を準備する。 

シラバスコード FSZ04410 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)グラフの書き方、濃度計算、反応式、試薬の取り扱いなどを達成目標としま

す。 
(2)使用機器や器具、試薬の特性、使用方法を理解し、自分で扱えるようになるこ
と 
(3)動物やその細胞、組織、器官の扱い方を理解し、自分で扱えるようになること 
(4)実験方法の意味、基礎的技術を理解し、実施できること 
(5)得られた結果の解釈、報告ができるようになること 

受講者へのコメント 化学的な知識についてもう少し、勉強をして実習に望んで欲しい。 
連絡先 20 号館 2 階 愛甲研究室 aikoh@zool.ous.ac.jp 

28 号館 2 階 清水研究室 shimizu@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね高評価が得られた。 
英文科目名 Laboratory Work in Animal Physiology and Biochemistry 
関連科目 化学基礎実験、化学基礎論、動物生理学、動物機能解剖学を履修しておくことが



望ましい 
次回に向けての改善変更予定 化学的操作手順などをもう少し詳細に説明する予定である。 
講義目的 種々の試薬を用いて実習を行うので、個々の反応式、試料溶液の濃度計算などを

マスターするためと化学的な知識を得るために実施します。 
動物やその細胞、組織、器官の扱い方、分析法などの基礎生理学実験法、化学実
験における基本手法をを理解、習得する。生理学的に重要な呼吸、消化、血液性
状、排泄などに関連する一連の実験を行い、動物の体のしくみや個体と環境との
関わりについて、理解を深めることを目的とする。得られた結果の解釈、報告方
法を習得する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、動物生理・生化学実習についての概要を説明する。 

2 回 実験機器、器具の使用法、試薬調整法、緩衝液とその作用について学ぶ。 
3 回 組織切片作成法を習得する。ーその１ 
4 回 組織切片作成法を習得する。ーその２ 
5 回 血球数測定法を習得する。 
6 回 血液生化学検査法を習得する。 
7 回 腎機能および体液調節について実習する。 
8 回 膣スメア検査法について実習する。 
9 回 錯体の組成比決定−モル比法− 
10 回 錯体の組成比決定−連続変化法− 
11 回 ヨウ素−デンプン反応「チオ硫酸ナトリウム 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと 
2 回 生理・生化学実験に用いられる機器、器具についての基本を書籍等で調べて
おくこと。緩衝液とはどのようなものかについて書籍等で調べておくこと。 
3 回 組織切片作製法について書籍等で調べておくこと。 
4 回 組織切片作製法について書籍等で調べておくこと。 
前回の実習で学んだことを復習しておくこと。 
5 回 さまざまな動物の赤血球数や白血球について書籍等で調べておくこと。 
6 回 血液生化学検査法にはどのようなものがあるか、それらは何を表すか、書籍
等で調べて 

 



年度 2014 
授業コード FSZ04510 
成績評価 レポート（２０％）と実験（８０％）で評価する。定期試験にはそぐわないので

実施しない。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 動物学科(〜13) 
見出し FSZ04510 動物遺伝学実習 
担当教員名 淺⽥ 伸彦 
単位数 2 
教科書 随時プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 遺伝、遺伝子、ショウジョウバエ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物遺伝学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 随時紹介する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 実習・実験計画は予定なので、変更が有り得る。 
シラバスコード FSZ04510 
実務経験のある教員  
達成目標 一見複雑そうな遺伝現象について、考察力と実験能力の醸成を目指す。 
受講者へのコメント  
連絡先 第７号館２階、淺⽥伸彦研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Laboratory Work in Animal Genetics 
関連科目 動物学科で開講する「動物遺伝学」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物学・医学の講義で誰もが必ず習う遺伝学のトップスターの一つであるキイロ

ショウジョウバエを主対象とする。突然変異や遺伝子操作などが容易であること
やなぜ利用されるのかを身に着けることを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 受講意思の確認、動物遺伝学実習を学ぶ動機付けについて概説する。 

2 回 ショウジョウバエ科の電子分類への解説として、複数種を分類する。 
3 回 ショウジョウバエの外部形態の解析への解説として、実体顕微鏡で外部形
態を解析する。 
4 回 量的形質として、ショウジョウバエの腹部剛毛数の変異を記録する。 
5 回 ショウジョウバエの染色体の可視化への解説として、ショウジョウバエの



唾液腺染色体を抽出して観察する。 
6 回 ショウジョウバエの高次行動への解説として、ショウジョウバエの性的行
動の観察と要素を記録する。 
7 回 

準備学習 本シラバスを良く読み、受講前の当科目のイメージを実験ノートに記しておくこ
と。 

 



年度 2014 
授業コード FSZ04610 
成績評価 レポート（50%)および実習への取り組み(50%)により総合的に評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 動物学科(〜13) 
見出し FSZ04610 動物発生学実習 
担当教員名 城ヶ原 貴通 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 受精、卵割、体節形成、肢芽形成、アポトーシス、個体発生、系統発生 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物発生学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて紹介する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 実習計画は材料調達状況により変更することがある。 

受講者の知識・関⼼の広がりに応じて、展開を臨機応変に修正することがある。 
実験着を着用のこと。 

シラバスコード FSZ04610 
実務経験のある教員  
達成目標 両生類、鳥類、哺乳類の発生過程を実地に観察し、胚操作の基本的な手技を修得

する。 
受講者へのコメント  
連絡先 城ヶ原研修室 28 号館 2 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Laboratory Work in Embryology 
関連科目 動物発生学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 両生類、鳥類、哺乳類を用いて、受精から卵割を経て個体が誕生するまでの過程

を観察する。これにより、各動物分類群の時系列に沿った形態形成についての理
解を深めるとともに、個体発生と系統発生に関する理解を深化させる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。 

2 回 器具の作製・試薬の調整 
3 回 両生類の発生 1 
4 回 両生類の発生２ 



5 回 両生類の発生３ 
6 回 ニワトリの発生１ 
7 回 ニワトリの発生２ 
8 回 ニワトリの発生３ 
9 回 ニワトリの発生４ 
10 回 マウスの発生１ 
11 回 マウスの発生２ 
12 回 マウスの発生３ 
13 回 マウスの発生４ 
14 回 催奇形性１ 
15 回 催奇形性２ 

準備学習 1 回 シラバスを読んで実習の目的と進め方を把握しておくこと。 
2 回 事前に配布するプリントを読んで関連項目を調べておくこと。 
3 回 事前に配布するプリントを読んで関連項目を調べておくこと。 
4 回 事前に配布するプリントを読んで関連項目を調べておくこと。 
5 回 事前に配布するプリントを読んで関連項目を調べておくこと。 
6 回 事前に配布するプリントを読んで関連項目を調べておくこと。 
7 回 事前に配布するプリントを読んで関連項目を調べておくこと。 
8 回 事前に配布するプリントを読んで関連項目を調べておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FSZ04710 
成績評価 レポートにより評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 動物学科(〜12) 
見出し FSZ04710 動物実験・検査学実習 
担当教員名 織⽥ 銑一、清水 慶子 
単位数 2 
教科書 特に指定しない。資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 実験動物、検査、保定、血液、尿、糞、行動 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物実験・検査学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて紹介する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 受講者の知識、関⼼の広がりに応じて、実習内容を変更することがある。 

生き物を対象とするので、材料の入手状況により、実習内容の変更があり得る。 
シラバスコード FSZ04710 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）動物検査の基礎的な技術を理解し説明できること。 

（２）動物検査に関する基礎的技術を理解し実施できること。 
（３）実験、検査により得られた結果のまとめ方を身につけること。 

受講者へのコメント  
連絡先 清水研究室 28 号館 2 階 shimizu@zool.ous.ac.jp 

織⽥研究室 28 号館 2 階 oda@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Laboratory Work in Animal Experiments and Tests 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 動物実験をおこなうための基礎的な技術力を身につけることを目的とする。ま

た、実験により得られた結果の解釈、表現、報告する手法を養う。 
哺乳動物を対象にして法的規制、内部形態の検査、機能検査の基礎実験をおこな
う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 動物実験・検査学実習の概要を説明する。 

2 回 実験動物の取り扱いならびに安全管理講習を学ぶ。 



3 回 動物の保定法と健康管理、目視診断を実習する。 
4 回 採糞法・糞便検査法（顕微鏡の操作、寄生虫検査法）を実習する。 
5 回 採血法と血糖値測定法を実習する。 
6 回 個体識別法と投薬法について実習する。 
7 回 麻酔法（各種麻酔薬と投与法）を実習する。 
8 回 小動物外科手術の基礎について学ぶ。 
9 回 行動実験法１ オープンフィールドテスト、新奇環境テスト，他を実習す
る。 
10 回 行動実験法２ 強制水泳テスト、 

準備学習 1 回 動物実験について参考書等でしらべておくこと。 
2 回 実験動物の取り扱いならびに安全管理について参考書等でしらべておくこ
と。 
3 回 動物の保定法と病気について参考書等でしらべておくこと。 
4 回 顕微鏡の操作について予習復習しておくこと。 
5 回 血液および血糖値について参考書等でしらべておくこと。 
6 回 個体識別法と投薬法について参考書等でしらべておくこと。 
7 回 動物の麻酔について参考書等でしらべておくこと。 
8 回 小動物外科手術について参考書等でしらべておくこと。 
9 回 動物行動学の予習をしておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FSZ04810 
成績評価 標本などの成果物に顕れる実習達成度と課題レポートで評価する 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 動物学科(〜13) 
見出し FSZ04810 野外調査実習 
担当教員名 高崎 浩幸、小林 秀司 
単位数 2 
教科書 プリント主体、随時配布 
アクティブラーニング  
キーワード 双眼鏡、トラップ、標本作製、分類、同定、個体数推定、サンプリング、個体識

別、個体追跡、アニマルトラック 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 同定作業がもう少し欲しかった。/バードウォッチングでヌートリアを見たかっ

た。＜＜自主的に観察時間を作ってください。 
楽しかった。＜＜好評価、ありがとうございます。 
レポートが最後に一気に提出だから、もう少し分散して欲しい（類似コメント他
に 2 名）。＜＜こちらでも配分の⼯夫は重ねていきます。ただ、最後のレポート
のことを考えながら、実習のノートをつけておく⼯夫も受講者には求められ、そ
の訓練も兼ねています。人生では、同時に多くのことが進行し、期限が同時期に
くるようなことも多々あります。それに対処する訓練でもありま 

科目名 野外調査実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 実習中に適宜紹介する 
授業形態 実験実習 
注意備考 野外での活動が多いので、適切な服装、装備で出席すること。また、テーマや天

候、季節変化に応じて、土曜日・日曜日の集中実習となったり、実習課題の順番
等は臨機応変に変化・調整されるので、土日に実習できなくなるような個人スケ
ジュールを組んだりしないように、また直前の連絡等に注意すること。 

シラバスコード FSZ04810 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 動物学的野外調査における基本的な手法 (双眼鏡の使用法、各種トラップの

取り扱い、標本作製法、分類学的同定の手順、直接カウント・標識再捕・コドラ
ートサンプリングなどによる個体数推定法、個体識別法、個体追跡法、アニマル
トラック[糞便サンプリングを含む] など) を調査対象に応じて選択し、組み合
わせて応用できる基礎知識と考え方が身に付くこと。 
(2) 予備学習と事前準備の大切さを実体験すること。 
(3) 調査の危険を極力回避する天候や地形にも配慮する準備の基本的な考え方
が身に付くこと。 

受講者へのコメント 自主的なノート、図書館やウェブ情報の利用など、実習時間以外での積極的な学
習が全般に不足しているように感じます。 



連絡先 高崎 浩幸 (21 号館 5 階)、小林 秀司 (保存科学棟 2 階) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好な評価をいただき、ありがとうございました。今後ともよりよい実習を
目指します。 

英文科目名 Fieldwork in Zoology 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 今後ともよりよい実習を目指して、⼯夫を重ねます。 
講義目的 動物学的野外調査における基本的な手法を学ぶ。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実習概要解説および「ニホンミツバチ営巣観察」のための予備解説をする。 

2 回 ニホンミツバチ営巣観察箱の組み立てと設置をする。 
3 回 双眼鏡の使用法（トリの観察）についての実習をする。 
4 回 トラップの取り扱い方法（トラップの目的と設置）についての実習をする。 
5 回 トラップの取り扱い方法（トラップの回収法）についての実習をする。 
6 回 標本作製法（植物標本の作製）についての実習をする。 
7 回 標本作製法（昆虫標本の作製）についての実習をする。 
8 回 標本作製法（魚類標本の作製）についての実習をする。 

準備学習 1 回 本シラバスを読んで受講前の本科目のイメージを各自ノートしておくこと。
「ニホンミツバチ営巣観察実習の手引き」（2009 年 9 月配布）を熟読するととも
に、各自で事前準備できた部品を持参すること。 
2 回 「ニホンミツバチ営巣観察実習の手引き」（2009 年 9 月配布）を熟読すると
ともに、各自で事前準備すべき部品をこの回までに不足なく用意すること。 
3 回 野鳥の観察法や双眼鏡の使用法について各自の蔵書やインターネットで予
備知識を得てノートしておくこと。 
4 回 トラップの目的と設置法について、配布プリントや各自の蔵 

 



年度 2014 
授業コード FSZ05010 
成績評価 解剖実習のレポートを点数化し、評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 動物学科(〜13) 
見出し FSZ05010 動物解剖学実習 
担当教員名 名取 真人、清水 慶子、愛甲 博美 
単位数 2 
教科書 とくに指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 動物解剖実習およびその中の骨実習を評価していただき、ありがとうございまし

た。これからも充実した実習となるように努めます。 
実習の邪魔とならないため、課題が終了した者が速やかに退出するようにしま
す。 

科目名 動物解剖学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、紹介する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 必ず出席することが望ましい。 
シラバスコード FSZ05010 
実務経験のある教員  
達成目標 動物の骨格や臓器の名称･形などを把握できるようにする。 
受講者へのコメント これからも意義のある実習としますので、楽しく学んでください． 
連絡先 28 号館 2 階 清水研究室 shimizu@zool.ous.ac.jp 

20 号館 2 階 愛甲研究室 aikoh@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好な評価をいただきありがとうございました。 
英文科目名 Laboratory Work in Animal Anatomy 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 この実習では、骨、マクロ、組織の実習に分けていますが、それぞれの関連が保

てるようにいたします。 
講義目的 動物全般の骨格、臓器等の位置や形等を把握することを目的とする。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 動物解剖学実習のオリエンテーションを行う。 

2 回 骨学に関する解説および人骨の観察・スケッチを行う。 
3 回 動物骨の同定を行う。なお，20 体分の骨があるので，1 回の実習では完了
しない。 



4 回 前回の実習に続き，動物骨の同定を行う。 
5 回 同定した動物骨の解答および解説を行う。 
6 回 解剖器具の説明と解剖手順について説明する。 
7 回 マウスの解剖と臓器名称、湿重量の測定を行う。 
8 回 マウスの解剖と臓器名称、湿重量の測定を行う。 
9 回 ラットの解剖と臓器名称、湿重量の測定を行う。 
10 回 ラットの解剖 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。。 
2 回 図書館で骨の特徴を確認しておくこと。 
3 回 事前に配布するプリントを参考にそれぞれの動物の特徴を把握しておくこ
と。 
4 回 事前に配布するプリントを参考にそれぞれの動物の特徴を把握しておくこ
と。 
5 回 動物骨同定のメモを再度チェックしておくこと。 
6 回 解剖器具の名称、操作手順等を調べておくこと。 
7 回 マウスの臓器名称および存在位置等を調べておくこと。 
8 回 マウスの臓器名称および存在位置等を調べておくこと。 
9 回 ラットの臓器名称および存 

 



年度 2014 
授業コード FSZ05110 
成績評価 活動状況（５０％）、論文の内容（２５％）、プレゼンテーションの内容（２５％）

など総合的に評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 動物学科(〜11) 
見出し FSZ05110 卒業研究 
担当教員名 愛甲 博美、淺⽥ 伸彦、高崎 浩幸、名取 真人、小林 秀司、清水 慶子、

城ヶ原 
単位数 8 
教科書 教科書は使用しない。卒業論文の完成に必要なものを随時連絡する 
アクティブラーニング  
キーワード 動物学 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 卒業研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 実験実習 
注意備考 自主的かつ責任を持った学習・発表を行うこと。 
シラバスコード FSZ05110 
実務経験のある教員  
達成目標 卒業研究では、学生がそれぞれの指導教員の下で研究課題を選び、それまでに習

得した専門知識および技能を生かし、卒業研究論文を完成する。論文作成の過程
において、学生が専門知識を一層深めるとともに自ら調査・考察を行い、研究課
題を解決する能力を身につけることを目標とする。 

受講者へのコメント 春学期から余裕を持って計画すること。 
連絡先 所属研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 なし 
英文科目名 Thesis Research 
関連科目 動物学科のすべての科目 
次回に向けての改善変更予定 なし 
講義目的 動物学の基礎知識を基に専門分野の課題を創造的に見出し、与えられた制約の下

で課題を解決するために自主的、継続的、計画的に学習できる能力を身に付ける。 
対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 研究のテーマに沿った準備を、担当教員と相談の上で行うこと。 

 



年度 2014 
授業コード FSZ05211 
成績評価 レポート提出（２０％）、中間テスト（２０％）および定期試験（６０％）により

評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 動物学科(〜14) 
見出し FSZ05211 数学Ⅰ 
担当教員名 中川 重和＊、竹内 渉 
単位数 2 
教科書 微分積分学入門／岩谷・河合・⽥中／学術図書出版社／978-4-780602227 
アクティブラーニング  
キーワード 連続、極限、微分係数、導関数、合成関数の微分、テイラー／マクローリン展開 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 やさしく学べる微分積分／石村園子／共立出版：計算力が身につく微分積分／佐

野公明／学術図書出版社：基礎コース微分積分／坂⽥・萬代・山原／学術図書出
版社など。 

授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード FSZ05211 
実務経験のある教員  
達成目標 （！）三角関数、逆三角関数、指数関数、対数関数およびこれらを合成した関数

の微分計算が円滑に実行できること、（２）対数微分法、不定形の極限の計算がで
きること、（３）マクローリン展開ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 中川研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics I 
関連科目 高校の数学Ⅱ相当まで履修していることを望む。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 （１）関数の微分演算についての概念と定理を与える、（２）初等関数について具

体的に微分できるようにする、（３）微分の大切な応用（極限値の計算や関数のべ
き級数展開）についての知識を与える。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 三角関数、逆三角関数を解説する。 

2 回 指数関数、対数関数を解説する。 



3 回 微分係数、導関数、微分公式、合成関数の微分を解説する。 
4 回 整式、有理式、三角関数、逆三角関数の微分を解説する。 
5 回 指数関数、対数関数の微分、対数微分法を解説する。 
6 回 微分にかんする演習（１）を解説する。 
7 回 微分に関する演習（２）を解説する。 
8 回 第１回〜７回の内容に対する中間テストとその解説をする。 
9 回 ロルの定理と平均値の定理、ロピタルの定理と不定形の極限を解説する。 
10 回 関数のグラフを解説する。 

準備学習 1 回 一般角、弧度法（ラジアン角）、逆三角関数の意味について調べておくこと。 
2 回 指数関数、対数関数の意味と定義域、自然対数の底とは何か、どんな値かに
ついて調べておくこと。 
3 回 微分の定義とその幾何学的意味を知っておくこと。 
4 回 逆三角関数のグラフを描いて、その背線の傾きの符号を調べておくこと。 
5 回 対数微分法が適用される関数の例を二つ挙げること。 
6 回 基本関数の導関数をまとめておくこと。 
7 回 合成関数の微分の仕方の要点を確認しておくこと。 
8 回 演習から得た知識から、間違いなく関数を微分する 

 



年度 2014 
授業コード FSZ05221 
成績評価 レポート提出（２０％）、中間テスト（２０％）および定期試験（６０％）により

評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 動物学科(〜14) 
見出し FSZ05221 数学Ⅰ 
担当教員名 大熊 一正 
単位数 2 
教科書 微分積分学入門／岩谷・河合・⽥中／学術図書出版社／978-4-780602227 
アクティブラーニング  
キーワード 連続、極限、微分係数、導関数、合成関数の微分、テイラー／マクローリン展開 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 やさしく学べる微分積分／石村園子／共立出版：計算力が身につく微分積分／佐

野公明／学術図書出版社：基礎コース微分積分／坂⽥・萬代・山原／学術図書出
版社など。 

授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード FSZ05221 
実務経験のある教員  
達成目標 （！）三角関数、逆三角関数、指数関数、対数関数およびこれらを合成した関数

の微分計算が円滑に実行できること、（２）対数微分法、不定形の極限の計算がで
きること、（３）マクローリン展開ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 大熊研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics I 
関連科目 高校の数学Ⅱ相当まで履修していることを望む。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 （１）関数の微分演算についての概念と定理を与える、（２）初等関数について具

体的に微分できるようにする、（３）微分の大切な応用（極限値の計算や関数のべ
き級数展開）についての知識を与える。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 三角関数、逆三角関数を解説する。 

2 回 指数関数、対数関数を解説する。 



3 回 微分係数、導関数、微分公式、合成関数の微分を解説する。 
4 回 整式、有理式、三角関数、逆三角関数の微分を解説する。 
5 回 指数関数、対数関数の微分、対数微分法を解説する。 
6 回 微分にかんする演習（１）を解説する。 
7 回 微分に関する演習（２）を解説する。 
8 回 第１回〜７回の内容に対する中間テストとその解説をする。 
9 回 ロルの定理と平均値の定理、ロピタルの定理と不定形の極限を解説する。 
10 回 関数のグラフを解説する。 

準備学習 1 回 一般角、弧度法（ラジアン角）、逆三角関数の意味について調べておくこと。 
2 回 指数関数、対数関数の意味と定義域、自然対数の底とは何か、どんな値かに
ついて調べておくこと。 
3 回 微分の定義とその幾何学的意味を知っておくこと。 
4 回 逆三角関数のグラフを描いて、その背線の傾きの符号を調べておくこと。 
5 回 対数微分法が適用される関数の例を二つ挙げること。 
6 回 基本関数の導関数をまとめておくこと。 
7 回 合成関数の微分の仕方の要点を確認しておくこと。 
8 回 演習から得た知識から、間違いなく関数を微分する 

 



年度 2014 
授業コード FSZ05311 
成績評価 中間テスト（４０％）と定期試験（６０％）により評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 動物学科(〜14) 
見出し FSZ05311 数学Ⅱ 
担当教員名 中川 重和＊、竹内 渉 
単位数 2 
教科書 微分積分学入門／岩谷・河合・⽥中／学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 置換積分、部分積分法、リーマン和、定積分、微分方程式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 やさしく学べる微積分／石村園子／共立出版社：計算力が身につく微分積分／佐

野公明／学術図書出版社：基礎コース微分積分／坂⽥・萬代・山原／学術図書出
版社：テキスト微分方程式／小寺平治／共立出版社 

授業形態 講義 
注意備考 高校で数学Ⅱまで、またはそれに相当する科目まで履修していることが望まし

い。 
シラバスコード FSZ05311 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）基本的な関数の積分を示すことができる、 

（２）置換積分や部分積分を利用した積分の計算ができる、 
（３）定積分によって図形の面積や回転体の体積を求めることができる、 
（４）変数分離形、1 階線形、定係数２階線形の微分方程式の解を求めることが
できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 中川研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics II 
関連科目 入門数学、数学Ｉ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 （１）微分演算の逆としての積分演算についての知識を与える、 

（２）不定積分を見出すいろいろな方法（⼯夫）を知らしめる、 
（３）定積分の意味と不定積分との関連を示す、 
（４）定積分の求積への応用を示す、 



（５）積分の応用として簡単な微分方程式の解き方についての知識を与える。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 不定積分の基本公式を説明する。 

2 回 置換積分法（１）を説明する。 
3 回 置換積分法（２）を説明する。 
4 回 部分積分法を説明する。 
5 回 有理関数の積分を説明する。 
6 回 第 1 回〜5 回に対する演習をする。 
7 回 まとめ、中間テストとその解説をする。 
8 回 定積分の定義とその性質を説明する。 
9 回 定積分の計算をする。 
10 回 面積、体積の計算への定積分の応用を説明する。 
11 回 まとめ、中間テストとその解説をする。 
12 回 変数分離形微分方程式の解き方を解説する。 
13 回 1 階線形部分方程式の解き 

準備学習 1 回 テキストによって基本関数の微分を知って、逆に積分の公式をつくること。 
2 回 置換積分とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
3 回 置換積分の手順を箇条書きに整理しておくこと。 
4 回 部分積分法とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
5 回 部分分数展開とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
6 回 第 1 回〜5 回の内容を整理して、不定積分の求め方を一つのアルゴリズムに
まとめてみること。 
7 回 具体的に積分計算を実行するさいの注意点を列挙しておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FSZ05321 
成績評価 中間テスト（４０％）と定期試験（６０％）により評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 動物学科(〜14) 
見出し FSZ05321 数学Ⅱ 
担当教員名 大熊 一正 
単位数 2 
教科書 微分積分学入門／岩谷・河合・⽥中／学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 置換積分、部分積分法、リーマン和、定積分、微分方程式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 やさしく学べる微積分／石村園子／共立出版社：計算力が身につく微分積分／佐

野公明／学術図書出版社：基礎コース微分積分／坂⽥・萬代・山原／学術図書出
版社：テキスト微分方程式／小寺平治／共立出版社 

授業形態 講義 
注意備考 高校で数学Ⅱまで、またはそれに相当する科目まで履修していることが望まし

い。 
シラバスコード FSZ05321 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）基本的な関数の積分を示すことができる、 

（２）置換積分や部分積分を利用した積分の計算ができる、 
（３）定積分によって図形の面積や回転体の体積を求めることができる、 
（４）変数分離形、1 階線形、定係数２階線形の微分方程式の解を求めることが
できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 大熊研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics II 
関連科目 入門数学、数学Ｉ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 （１）微分演算の逆としての積分演算についての知識を与える、 

（２）不定積分を見出すいろいろな方法（⼯夫）を知らしめる、 
（３）定積分の意味と不定積分との関連を示す、 
（４）定積分の求積への応用を示す、 



（５）積分の応用として簡単な微分方程式の解き方についての知識を与える。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 不定積分の基本公式を説明する。 

2 回 置換積分法（１）を説明する。 
3 回 置換積分法（２）を説明する。 
4 回 部分積分法を説明する。 
5 回 有理関数の積分を説明する。 
6 回 第 1 回〜5 回に対する演習をする。 
7 回 まとめ、中間テストとその解説をする。 
8 回 定積分の定義とその性質を説明する。 
9 回 定積分の計算をする。 
10 回 面積、体積の計算への定積分の応用を説明する。 
11 回 まとめ、中間テストとその解説をする。 
12 回 変数分離形微分方程式の解き方を解説する。 
13 回 1 階線形部分方程式の解き 

準備学習 1 回 テキストによって基本関数の微分を知って、逆に積分の公式をつくること。 
2 回 置換積分とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
3 回 置換積分の手順を箇条書きに整理しておくこと。 
4 回 部分積分法とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
5 回 部分分数展開とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
6 回 第 1 回〜5 回の内容を整理して、不定積分の求め方を一つのアルゴリズムに
まとめてみること。 
7 回 具体的に積分計算を実行するさいの注意点を列挙しておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FSZ05410 
成績評価 課題やレポート 10%、小テスト 10%、および定期試験 80%により成績を評価す

る。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 動物学科(〜14) 
見出し FSZ05410 化学基礎論Ⅰ 
担当教員名 直島 好伸 
単位数 2 
教科書 新版 現代の基礎化学／野本健雄・⽥中文夫／三共出版／978-4-782705032 
アクティブラーニング  
キーワード 分子、原子の構造、量子力学、量子化学、電子配置、原子軌道、分子軌道、化学

結合、混成軌道、酸と塩基 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 少し難解な大学初年度レベルの教科書の内容をわかりやすく、重要な点をより詳

しくまとめたプリントは以前から好評です。是非活用してください。皆さんの勉
強のため、ところどころ英語の記述も入れています。今後も改良を加えて、さら
にわかりやすい、内容のあるプリントにして行きます。小テストの解答は時間の
許す限り、基本的なところを含めよりわかりやすくします。今後、皆さんの意見
を聞きながら⼯夫を重ね（例えば、プランク、アインシュタイン、ド・ブロイな
どの基本的で重要な法則や公式は、それらが意味するところをわかりやすい言葉
や図で 

科目名 化学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 はじめての生命科学／菊池慎太郎・⻘江誠一郎、岡本威明・佐藤健三・直島好伸・

⻑谷川 靖／三共出版  
マクマリー有機化学概説 第６版/J. McMurry,E. Simanek 著/伊東、児玉 訳/東
京化学同人 

授業形態 講義 
注意備考 ①インフルエンザやエイズなどの治療薬の名前が新聞でよく紹介されるように

なり、また、医薬品がコンビニで買える時代になっている。化学が苦手という人
も、先ず、私達の日常生活や地球環境に深く関わっている（⾷品、医薬品、化粧
品、衣料、液晶ディスプレー、レアメタル・レアアースなど）化学に興味を持ち、
講義に出席してほしい。 
②パソコンを使ってパワーポイントなどの電子教材をプロジェクタで提示する。 
③ホームページ http://chemnaobic.sp.ous.ac.jp にアクセスし、予習や復習の参考
資料にしてほしい。 
 

シラバスコード FSZ05410 
実務経験のある教員  
達成目標 ①レアメタル・レアアースのような金属についての基礎知識を持つこと。 



②電子や原子などのミクロな粒子の性質や挙動を理解すること。 
③原子の電子配置について説明できること。 
④元素の周期表の成り立ちを理解し、説明できること。 
⑤電子の共有による化学結合を理解すること。 
⑥分子軌道法について知ること。 
⑦混成軌道を使って簡単な分子の形を図示できること。 
⑧ルイス酸、ルイス塩基について説明できること。 

受講者へのコメント 近頃は、インフルエンザ治療薬タミフル、エイズ治療薬リトナビル、ＤＨＡやＥ
ＰＡなどの不飽和脂肪酸、ショウガの辛味成分ジンゲロールなどの名前や構造、
また、その機能や働き、さらに糖類ゼロや糖質ゼロといったことについて、新聞
やテレビ、インターネットで詳しく紹介されるようになってきました。化学に関
する知識はそれらの事柄を理解するために、そして皆さんがこれからの時代を生
きて行くために必要不可欠なものです。まず、休まず授業に積極的に出席してく
ださい。そうして化学の面白さ、皆さんにとっての化学の必要性を感じてくださ
い。皆 

連絡先 ２１号館２Ｆ 直島好伸研究室 086-256-9639 naoshima@sp.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 大学の講義に慣れていない新 1 年生の皆さん、月曜日、それも朝一番の講義の受
講ありがとう。先ず、化学で使う言葉に慣れてもらうため、元素（化学の基本）
について、皆さんにとって身近な存在であるレアアースや重要な金属に関する話
をし、元素図鑑などの本を何冊か紹介しました。いつも⼼がけているのですが、
パワーポイントは、板書などを今以上併用しながらゆっくりと行います。理解度
を自分で確かめてもらう、毎回行っている小テストは、定期試験の勉強の際に役
立ててもらいたいものなので続けます。この授業の目標をだいたい達成できた人
が６割 

英文科目名 Fundamentals of Chemistry I 
関連科目 本科目に引き続き「化学基礎論 II」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 パワーポイントの内容を、希望する学生さんには、USB メモリーを持ってきても

らえれば、そこに移します。プリントや小テストと共に、予習や復習に役立てて
ください。また、直島研究室のホームページに記載している授業の要点を活用し
てください。その他、化学の基本言語とも言える元素記号に関し、周期表を積極
的に活用してもらうことや、パワーポイントの説明の仕方や説明時の速さ、小テ
ストの解答など、皆さんの意見を参考にして、授業の改善を図りたいと考えてい
ます。わからないところ、理解しにくいところなど、どしどし質問に来てくださ
い。 

講義目的 高校化学教育との関連や現代の化学の進展を考慮し、化学に興味を持ち理解がで
きるように講義を進める。電子の特性や原子の構造、元素の周期表、化学結合、
混成軌道、分子の三次元的な形、そして酸と塩基など、化学の基本的な内容を教
授して、我々の社会環境や生活環境に深くかかわっている分子というものに親し
んでもらう。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  化学への導入−現代人として、化学物質についての正確な知識を持つこと
と化学を学ぶことの大切さを、私たちの日常の生活と関連付けて説明する。 
2 回  化学の基本−私たちの身の周りにある元素の名前と記号を覚え、その性質
を理解する。私たちの生活に欠かせない希少金属、レアメタル・レアアースにつ
いて解説する。 
3 回  化学の歴史と化学の法則−化学はいかにして科学となったかを、化学の興
味ある歴史の概観を示し、語りながら解説する。 
4 回  電子の発見について歴史的に興味深い事実を盛り込みながら説明する。 
5 回  電 

準備学習 1 回 教科書を参考にしながら、日常なにげなく使っている化学物質を調べてお
くこと。 
2 回 教科書の裏表紙にある元素の周期表をしっかりと眺めておくこと。 
3 回 金属元素の歴史やラボアジエ、ドルトン、アボガドロといった人たちの業績
について調べておくこと。 
4 回 ドルトンの原子論以降、原子を構成する電子がどのようにして発見された
のかを調べておくこと。 
5 回 教科書を基にしてプランクやアインシュタイン、ド・ブロイといった人たち
の業績についてしらべておくこと。 
6 回 岩波ジュニア新書の「量子力学とはなんだろう」など、 

 



年度 2014 
授業コード FSZ05510 
成績評価 課題やレポート 10%、小テスト 10%、および定期試験 80%により成績を評価す

る。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 動物学科(〜14) 
見出し FSZ05510 化学基礎論Ⅱ 
担当教員名 直島 好伸 
単位数 2 
教科書 新版 現代の基礎化学／野本健雄・⽥中文夫／三共出版 
アクティブラーニング  
キーワード 有機化合物、生体分子、官能基、立体異性体、幾何異性体、配座異性体、エナン

チオマー（鏡像異性体） 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  毎年、何人かの学生さんから、「わかりやすく楽しかった」、「化学がわかるよう

になって面白かった」、「化学には興味がなく大嫌いだったが、教員免許のため仕
方なくとりました。でも、とって良かったです」といったような、そして今年度
は「高校生の時、有機化学が全然わからなかったのに、この授業を受けて構造式
が書けるようになって嬉しかった」という、授業を行った者にとって大変ありが
たく本当に嬉しい言葉をもらっています。月曜日の朝早くから積極的に授業に出
席して下さった皆さんの熱意があればこそです。有機化学を勉強して化合物の構 

科目名 化学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 はじめての生命科学／菊池慎太郎・⻘江誠一郎、岡本威明・佐藤健三・直島好伸・

⻑谷川靖／三共出版 
マクマリー有機化学概説 第６版/J. McMurry, E. Simanek 著/伊東、児玉 訳/
東京化学同人 
キラル化学/日本化学会 編/化学同人 

授業形態 講義 
注意備考 ①インフルエンザやエイズなどの治療薬の名前が新聞でよく紹介されるように

なり、また、コンビニで医薬品が買える時代になっている。有機化学や生命化学
の知識は２１世紀の社会を担う人たちには必要不可欠なものです。先ず、講義に
出席してみてほしい。 
②パソコンを使ってパワーポイントなどの電子教材をプロジェクタで提示しま
す。 
③ホームページ http://chemnaobic.sp.ous.ac.jp にアクセスし、予習や復習の参考
資料にしてほしい。 
④分子模型というものを使って分子の形を３次元的（立体的）に示します。 
⑤試 

シラバスコード FSZ05510 
実務経験のある教員  



達成目標 ①有機化合物や生体分子というものを知ること。 
②官能基を理解し、その構造を書けること。 
③簡単な有機化合物を命名したり、構造を書けること。 
④立体異性体（幾何異性体、配座異性体、鏡像異性体）について説明できること。 
⑤立体異性体を命名したり、立体構造を書けること。 
⑥糖、アミノ酸およびタンパク質の構造や性質を知ること。 
⑦鏡像異性体のような立体異性体の構造や生理作用を学ぶことの必要性を理解
できること。 

受講者へのコメント 風邪薬などの医薬品がコンビニで買える時代になりました（登録販売者制度）。
インフルエンザウイルスやその治療薬の名前や構造、そしてその機能や働きなど
についても新聞やテレビで紹介されるようになってきました。また、最近、地球
環境に対する配慮が、特に重要になってきました。さらに、2015 年度からは、
「機能性表示⾷品」という、科学的な根拠を国に届けるだけで、⾷品の健康への
効能を会社の責任で表示できる制度が始まります。化学に関する知識はそれらの
事柄を理解するために、そして皆さんがこれからの時代を生きて行くために必要
不 

連絡先 直島好伸研究室 ２１号館２Ｆ 086-256-9639 naoshima@sp.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  この授業は有機化学や生命化学を専門としない皆さんに、それら化学の知識の
大切さや必要性をわかってもらうためのものです。有機化合物の名前や構造式な
ど、皆さんがよく勉強し、理解してくれたことに感謝します。授業を通して、有
機化学や生命化学の分野への理解が深まり、興味、関⼼が高まったという人が多
くあったことは嬉しい限りです。ただ、もう少し両分野の最先端の研究を平易に
解説しておけば、授業に積極的に取り組む人がもっと増えたのではないかと思っ
ています。次年度からは、皆さんの授業の目標を最大限に達成できるように、日
常生活 

英文科目名 Fundamentals of Chemistry II 
関連科目 化学基礎論 I を受講しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 パワーポイントの内容を、希望する学生さんには、USB メモリーを持ってきても

らえれば、そこに移します。プリントや小テストと共に、予習、復習に役立てて
ください。多くの人が活用してくれることを願っています。例年好評なプリント
（ 少 し 新 し い こ と を 入 れ ま す ） に 加 え 、 ホ ー ム ペ ー ジ 
http://chemnaobic.sp.ous.ac.jp に記載している授業の要点の活用を勧めます。ま
た、教科書や参考書の問題にチャレンジしてもらう回数を増やし、有機化学や生
命化学への皆さんの関⼼をもっと高めたいと思っています。さらに、 

講義目的 化学基礎論 I に続き、有機化合物という分子について、我々の生活環境や自然、
社会とのかかわりを重視して平易に解説する。即ち、有機官能基、有機化合物の
名前や構造、鏡像異性体と生物活性、天然有機化合物、そして生命の有機化合物
などを教授し、我々を取り巻く環境を理解するのに必要な、化学的知識の修得を
図る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  有機化合物という分子について、私たちの身近に存在する医薬品、香料、
⾷品、農薬、色素などの中から多数の例を挙げて解説する。 
2 回  カボキシル基、水酸基、アミノ基などの有機官能基や有機化合物の構造式
の書き方について説明する。 
3 回  有機化合物の命名に関し、飽和炭化水素と不飽和炭化水素の IUPAC 命名
法について説明する。 
4 回  前回に引き続き、有機化合物の命名に関し、アルコール、アルデヒド、ケ
トンなどの IUPAC 命名法について説明する。 
5 回  2-ブテンなどのアルケンを例に挙げて、2 重結合に基ず 

準備学習 1 回  インフルエンザ治療薬のタミフルやリレンザのような医薬品など、皆さん
が日常使っている化学物質について調べておくこと。 
2 回 官能基は有機化合物の構造式を書いたり、その性質や機能を知るのに大切
なので、配布プリントを参考にして、それはどのようなものなのかを、先ず、自
分でよく調べておくこと。 
3 回 多種多様な有機化合物の名前をどのように付けるのかを、教科書などを参
考にして自分なりに調べておくこと。 
4 回 演習問題をじっくりやりますが、アルコールの命名も炭化水素が基本にな
るので、前回の講義の内容をよく復習し 

 



年度 2014 
授業コード FSZ05610 
成績評価 提出課題 20%、演習 10%、小テストの結果 20%、定期試験 50% により成績を

評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 動物学科(〜14) 
見出し FSZ05610 物理学基礎論Ⅰ 
担当教員名 片山 敏和＊ 
単位数 2 
教科書 理⼯ 基礎物理学／浦上澤之 編著／裳華房／9784785320393 
アクティブラーニング  
キーワード スカラー量、ベクトル量、運動の法則、中⼼力、慣性力、質点、剛体、単振動、

絶対温度、状態方程式、物質の三態、比熱、熱機関、熱効率、永久機関 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 演習が頻繁に行えたことで，より良く物理の理解ができたと思います。 
科目名 物理学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 物理学基礎(第４版)／原康夫／学術図書／9784780602173 
授業形態 講義 
注意備考 試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSZ05610 
実務経験のある教員  
達成目標 物体の運動および運動と力の関係を微積分・ベクトルを用いて記述できること。

仕事とエネルギーの関係、振動、熱と温度の関係、熱と力に関する熱力学の基礎
知識を習得すること。 

受講者へのコメント 初めて物理を学ぶ方もいましたが，受講者が少ないことで密な授業ができまし
た。物理学は科学の基礎となる学問ですから，授業で得た知識を様々な分野にお
いて生かして下さい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者が少ないこともあり，出席率は比較的良好，授業時間外の学習も熱⼼，教
員の熱意や授業の満足度，目標達成についても良好であった。授業の手法や進行
についても特に問題は寄せられていない。 

英文科目名 Fundamentals of Physics I 
関連科目 物理学基礎論Ⅱ、物理学基礎実験 
次回に向けての改善変更予定 次回から受講者が増加するため，特に演習を一度に多人数で行うことなどを予定

している。 
講義目的 物理学は、多様な自然現象を整理して規則性を見つけ、見通し良く整えて利用す

るものである。この方法は各種の科学においても有効であり、また物理学の知識



自体も必須のものとなっている。この授業では、物体の運動と力に関する「力学」
および熱と温度に関する「熱学」の基礎知識の習得を目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理学の考え方と必要性を示し、講義の進め方を説明する。 

2 回 物体の運動を記述する位置・速度・加速度と微分積分、およびベクトルの関
係を解説する。 
3 回 力の基礎について説明する。 
4 回 物体の運動と力に関する運動の法則（慣性の法則・運動の法則・作用と反作
用の法則）について説明する。 
5 回 仕事とエネルギーの関係、力学的エネルギー保存則、運動量について説明す
る。 
6 回 慣性力(みかけの力)について説明する。 
7 回 大きさが中⼼からの距離だけに依存する中⼼力のひとつ万有引力について
解説する。 
8 回 複数 

準備学習 1 回 教科書の第１章から６章までの概略を把握して、物理単位について調べて
おくこと。 
2 回 初歩的な微積分およびベクトルについて復習しておくこと。 
3 回 座標と基本ベクトルについて調べておくこと。 
4 回 運動方程式について調べておくこと。 
5 回 スカラー積(内積)について調べておくこと。 
エネルギーの種類、その間の変換について実例を調べておくこと。 
6 回 みかけの力の実例を考えておくこと。 
7 回 万有引力と重力の関係を調べておくこと。 
8 回 重⼼について調べておくこと。 
9 回 極座標について調べておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FSZ05710 
成績評価 受講態度(10%)、中間テスト(30%)、課題(30%)、定期試験(30%) の合計が 60%

以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 動物学科(〜13) 
見出し FSZ05710 物理学基礎論Ⅱ 
担当教員名 村本 哲也 
単位数 2 
教科書 浦上、溝内、宇都宮、狩野、⽥辺、竹内、宮川「理⼯基礎物理学」裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード クーロンの法則、誘電率、電気双極子、ガウスの法則、導体、誘電体、自由電子、

静電誘導、静電遮蔽、誘電分極の強さ、分極電荷、磁性体、ローレンツ力、磁束
密度、サイクロトロン振動数 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 原康夫「物理学基礎・第 4 版」学術図書出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ05710 
実務経験のある教員  
達成目標 電磁気の現象を数式や図によって表現し、そこに働く力を電場・磁場から求め、

電気力線、等電位線や磁束線を描きながら現象を解説し、結果を解釈できること
を目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館５階 村本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fundamentals of Physics II 
関連科目 物理学基礎論Ⅰ、物理学基礎実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自然を理解するうえで欠かせない、電磁気学の基本的な考え方、法則と、その応

用について講述する。結果として種々の物体の性質を原子・分子の観点から電磁
気学的に理解する自然科学の方法を習得する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 学習状況の調査 電磁気の２種類の力の説明 

2 回 電荷の意味、点電荷に関するクーロンの法則の説明 ベクトル、単位ベクト



ルの説明 点電荷による電場の説明 
3 回 電場の解説 一様電場、点電荷のまわりの電気力線の解説 課題 
4 回 点電荷のまわりの電気力線の描き方の解説 電気双極子の導入 
5 回 電気双極子モーメントの定義 点電荷に関するガウスの法則の成立ちと意
味の解説 課題 
6 回 ガウスの法則における電荷分布、閉曲面の一般化 線密度、面積分の説明 
直線電荷のまわりの電場の導出 
7 回 電位、電圧の導 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、講義で扱う教科書の範囲を把握しておくこと 
2 回 ベクトルの合成について予習せよ 
3 回 電荷の保存、クーロン力について復習せよ 
4 回 課題を解き、クーロン力に対する理解を深めよ 
5 回 電気力線について復習せよ 
6 回 課題を解き、ガウスの法則の学習に備えること 
7 回 ベクトルの内積、力学における仕事の定義について予習せよ 
8 回 §7.1-7.4 の内容について復習し、中間テストに備えよ 
9 回 §7.5 の内容について予習せよ 
10 回 電気力線と等電位面の関係について復習せよ 
11 回 §7. 

 



年度 2014 
授業コード FSZ05811 
成績評価 課題提出および毎回の質問内容（20％）と定期試験（80％）で評価する。採点の

基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 動物学科(〜14) 
見出し FSZ05811 地学基礎論Ⅰ 
担当教員名 小林 祥一 
単位数 2 
教科書 地球学入門 惑星地球と大気・海洋のシステム／酒井治孝／（東海大学出版会）

／978-4-486016151 
アクティブラーニング  
キーワード 太陽系、地球、環境、鉱物、岩石、鉱床 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリントで補足 
授業形態 講義 
注意備考 ※しばしば電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業を行う。 
シラバスコード FSZ05811 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を理解する一歩として、地球本来の環境について十分理解させる。どの分野

にも共通して重要な地球を構成する物質（資源）である、岩石や鉱物（含宝石鉱
物）の物理化学的性質、生成条件および生成過程を修得する。前期は基本的に、
中学校以来、地学に触れたことがない学生が大部分であることから、基礎的知識
の修得を目標とし、地学のおもしろさを知るための準備をこの地学基礎論 I でし
たい。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 3 階 小林研究室 086-256-9704  kobayashi＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth Science I 
関連科目 地学基礎論Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 太陽系のメンバーである地球について、地表付近および地球内部はどんな構造を

していて、どのような環境で、どのような物質でできているかを解説し、地球自
身の基礎的な概念を理解する。これらをもとに地球の地殻およびマントルを構成
する岩石・鉱物の生成のメカニズム、産状、分類およびこれらの物理化学的性質



について概説する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回  宇宙の中の太陽系はどんな特徴を持ったところかを説明する。 
3 回  太陽系の中で地球はどんな特徴を持ったところかを説明する。 
4 回  地球の表面温度を決める因子について説明する。 
5 回  水と二酸化炭素の循環システムと地球環境との関係について説明する。 
6 回  地球の内部構造を知る手がかりについて説明する。 
7 回  地球の環境について、まとめをする。 
8 回  地球を構成する物質、鉱物の種類と特徴について説明する。 
9 回  地球を構成する物質、鉱物 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 太陽系のメンバーには何があるか思い出しておくこと。 
3 回 惑星地球の環境、特に水、大気、温度と私たち生命との関係を考えておくこ
と。 
4 回 地球型惑星の表面温度はどんな条件によって支配されているか考えておく
こと。 
5 回 地球の環境を支配している水と二酸化炭素はどこで消費され、どこで放出
されているかを調べておくこと。 
6 回 万有引力、地震の伝わり方を復習しておくこと。 
7 回 これまでの授業内容を復習しておくこと。 
8 回 無機化合物について復習しておく 

 



年度 2014 
授業コード FSZ05911 
成績評価 課題提出および毎回の質問内容（20％）と定期試験（80％）で評価する。採点の

基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 動物学科(〜14) 
見出し FSZ05911 地学基礎論Ⅱ 
担当教員名 小林 祥一 
単位数 2 
教科書 地球学入門 惑星地球と大気・海洋のシステム／酒井治孝／（東海大学出版会） 

ISBN: 978-4-486-01615-1 
アクティブラーニング  
キーワード プレートテクトニクス、地質現象、生命の誕生、進化と絶滅、地球環境 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリントで補足 
授業形態 講義 
注意備考 ※しばしば電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業を行う。 
シラバスコード FSZ05911 
実務経験のある教員  
達成目標 地学基礎論 I で修得した学習内容をもとに、地球の形成、地球内部の動き、そし

てそれによってもたらされる地質現象について、また生命の誕生とその進化・絶
滅についての知識の修得をめざす。さらに環境問題など地球科学と私たちの生活
との関係を理解できる能力の修得もめざす。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 3 階 小林研究室 086-256-9704  kobayashi＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth Science II 
関連科目 地学基礎論 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球内部の動きと、これが原因で起こるさまざまな現象について解説する。地球

の誕生から今日に至る過程で、生命の誕生、古環境に生きた古生物の進化・絶滅
について理解する。更に、現在の地表付近の環境とその変化についても言及し、
これらを通して人々の生活と地学との関わり合いを理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。地学と私たちの生活との関わり合いについて説明す



る。 
2 回  大陸移動説と海洋底拡大説について説明する。 
3 回  プレートテクトニクス概要と、この理論に発展した過程について説明する。 
4 回  プレートテクトニクスについて定量的に説明する。 
5 回  プレート運動に関係した海底でのでき事を説明する。 
6 回  プレート運動に関係したさまざまな地質現象について説明する。 
7 回  プレート運動のまとめと日本列島の成り立ちについて説明する。 
8 回  酸素の起源と生物の起源について説明する。 
 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 高等学校等の地学、地理などの教科書を見て復習しておく。アルフレット・
ウェーゲナーさんについて調べておくこと。 
3 回 地球の磁場について復習しておくこと。 
4 回 世界の震源、火山の分布について調べ、特徴を見ておくこと。 
5 回 今生物地学分野で海底が注目されている理由について新聞、インターネッ
トなどで調べておくこと。 
6 回 地震の発生やマグマ活動について復習しておく。これらとプレート運動と
の関係を考えておくこと。 
7 回 2 回から 6 回までの内容の復習と 

 



年度 2014 
授業コード FSZ06010 
成績評価 実験レポート（75％）、中間試験（5％）、定期試験（20％）により成績を評価す

る。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 動物学科(〜14) 
見出し FSZ06010 化学基礎実験 
担当教員名 高原 周一、土肥 裕希＊ 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験−手引きと演習− ／ 佐藤幸子：理⼯系化学実験（−基礎

と応用− 第３版）／坂⽥一矩編／（東京教学社）／978-4-808230418 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属 
定量分析：中和、酸化還元、pH、緩衝溶液、モル濃度、質量百分率 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

人） 
大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社） 
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版） 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを提出し受理されていることが、単位取得の前提条

件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験開始までに、
予習プリントを提出する。実験を安全に行うため、白衣と保護眼鏡の着用を義務
づける。 

シラバスコード FSZ06010 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で

きる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）化学実験で用いられるガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフ
ラスコなど）や機器（pH メーター、分光光度計、電子天秤など）を適切に使用
できる。 
（４）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り化学物質の濃度を決定できる。 
（５）現象を分子論的に捉え、物質の変化を化学反応式で記述できる。 
（６）実験についての報告書を作成することができる。 

受講者へのコメント  



連絡先 高原周一 13 学舎 3 階 電子メール takahara@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Primary Experiments in Chemistry 
関連科目 化学基礎論 I・II、入門化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

講義の進め方等を説明する。安全・環境教育を行う。 
2 回 基礎実験（金属と酸との反応） 
金属と強酸・強塩基との反応を調べる。 
3 回 第１ 属陽イオンの定性分析 
銀イオン、鉛イオンの定性分析についての実験を行う。 
4 回 第２属陽イオンの定性分析 I 
鉛 、ビスマス、銅 、カドミウムイオンの定性分析についての実験を行う。 
5 回 第２属陽イオンの定性分析 II  
混合試料の系統分析を行う。 
6 回 第３属陽イオンの定性分析 
アルミニウム、鉄、クロムイオンの定性分析についての実験を行う。 
7 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
3 回 前回行った実験についてのレポートを作成する。 
教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題を仕上
げること。 
4 回 前回行った実験についてのレポートを作成する。 
教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題を仕上
げること。 
5 回 前回行った実験についてのレポートを作成する。 
教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習 

 



年度 2014 
授業コード FSZ06021 
成績評価 実験レポート（75％）、中間試験（5％）、定期試験（20％）により成績を評価す

る。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 動物学科(〜14) 
見出し FSZ06021 化学基礎実験 
担当教員名 高原 周一、佐藤 幸子、土肥 裕希＊ 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験−手引きと演習− ／ 佐藤幸子：理⼯系化学実験（−基礎

と応用− 第３版）／坂⽥一矩編／（東京教学社）／978-4-808230418 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属 
定量分析：中和、酸化還元、pH、緩衝溶液、モル濃度、質量百分率 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

人） 
大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社） 
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版） 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを提出し受理されていることが、単位取得の前提条

件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験開始までに、
予習プリントを提出する。実験を安全に行うため、白衣と保護眼鏡の着用を義務
づける。 

シラバスコード FSZ06021 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で

きる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）化学実験で用いられるガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフ
ラスコなど）や機器（pH メーター、分光光度計、電子天秤など）を適切に使用
できる。 
（４）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り化学物質の濃度を決定できる。 
（５）現象を分子論的に捉え、物質の変化を化学反応式で記述できる。 
（６）実験についての報告書を作成することができる。 

受講者へのコメント  



連絡先 高原周一 13 学舎 3 階 電子メール takahara@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Primary Experiments in Chemistry 
関連科目 化学基礎論 I・II、入門化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

講義の進め方等を説明する。安全・環境教育を行う。 
2 回 基礎実験（金属と酸との反応） 
金属と強酸・強塩基との反応を調べる。 
3 回 第１ 属陽イオンの定性分析 
銀イオン、鉛イオンの定性分析についての実験を行う。 
4 回 第２属陽イオンの定性分析 I 
鉛 、ビスマス、銅 、カドミウムイオンの定性分析についての実験を行う。 
5 回 第２属陽イオンの定性分析 II  
混合試料の系統分析を行う。 
6 回 第３属陽イオンの定性分析 
アルミニウム、鉄、クロムイオンの定性分析についての実験を行う。 
7 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
3 回 前回行った実験についてのレポートを作成する。 
教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題を仕上
げること。 
4 回 前回行った実験についてのレポートを作成する。 
教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題を仕上
げること。 
5 回 前回行った実験についてのレポートを作成する。 
教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習 

 



年度 2014 
授業コード FSZ06111 
成績評価 報告書の内容と実験への取り組み状況によって評価を行う（100％）。すべての実

験について報告書が作成され、受理されて単位が与えられる。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 動物学科(〜12) 
見出し FSZ06111 物理学基礎実験 
担当教員名 宮川 和也、小坂 圭二＊、豊⽥ 新、中力 眞一 
単位数 2 
教科書 物理学基礎実験第２版／岡山理科大学理学部応用物理学科 編／大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学、実験 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 国立天文台 理科年表（丸善）その他、参考資料は適宜配布する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 関数電卓（プログラム機能は不要）を購入すること。 

共同実験者に迷惑を及ぼすので遅刻、欠席は厳禁である。各テーマに２週を割り
当て、第１週に実験を行い、第２週に報告書を完成させる。事前に実験内容をよ
く予習してくること。 

シラバスコード FSZ06111 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）物理学の基礎的な実験について、基本的事項を理解し、実験方法に習熟す

る。 
   実験器具、装置の取り扱いができるようになる。 
（２）実験データを適切に処理し、現象を的確に表現するためのグラフが作成で
きる 
   ようになる。 
（３）パソコンを利用して実験データを処理できるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 宮川和也 086-256-9488 miyagawa@dap.ous.ac.jp  

豊⽥ 新 086-256-9608 toyoda@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Primary Experiments in Physics 
関連科目 物理学基礎論Ⅰ、Ⅱを前後して（できれば本実験科目を履修する前に）履修する

ことが望ましい。 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 （１）基礎的な実験を通して、物理学における実験方法と実験器具、装置の取り

扱いの 
   基礎を学ぶ。 
（２）実験データの処理の方法、現象を的確に表現するためのグラフの作成方法
につい 
   て実習する。 
（３）パソコンを利用した実験データの処理方法について学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 【第 1 回】テキストを購入し、実験全体を概観しておくこと。 

【第 2 回】パソコンによる実験データ処理についてテキストを読み、演習内容を
理解 
    しておくこと。 
【第 3 回】ノギス、マイクロメーター、電卓の使い方についてテキストを読み、
実験 
    内容を理解しておくこと。 
【第 4 回〜15 回】 
 該当の実験についてテキストを読み、実験方法までレポートとしてまとめてお
く 
 こと。 

 



年度 2014 
授業コード FSZ06121 
成績評価 報告書の内容と実験への取り組み状況によって評価を行う（100％）。すべての実

験について報告書が作成され、受理されて単位が与えられる。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 動物学科(〜14) 
見出し FSZ06121 物理学基礎実験 
担当教員名 宮川 和也、豊⽥ 新、中力 眞一、小坂 圭二＊ 
単位数 2 
教科書 物理学基礎実験第２版／岡山理科大学理学部応用物理学科 編／大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学、実験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 国立天文台 理科年表（丸善）その他、参考資料は適宜配布する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 関数電卓（プログラム機能は不要）を購入すること。 

共同実験者に迷惑を及ぼすので遅刻、欠席は厳禁である。各テーマに２週を割り
当て、第１週に実験を行い、第２週に報告書を完成させる。事前に実験内容をよ
く予習してくること。 

シラバスコード FSZ06121 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）物理学の基礎的な実験について、基本的事項を理解し、実験方法に習熟す

る。 
   実験器具、装置の取り扱いができるようになる。 
（２）実験データを適切に処理し、現象を的確に表現するためのグラフが作成で
きる 
   ようになる。 
（３）パソコンを利用して実験データを処理できるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 宮川和也 086-256-9488 miyagawa@dap.ous.ac.jp  

豊⽥ 新 086-256-9608 toyoda@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Primary Experiments in Physics 
関連科目 物理学基礎論Ⅰ、Ⅱを前後して（できれば本実験科目を履修する前に）履修する

ことが望ましい。 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 （１）基礎的な実験を通して、物理学における実験方法と実験器具、装置の取り

扱いの 
   基礎を学ぶ。 
（２）実験データの処理の方法、現象を的確に表現するためのグラフの作成方法
につい 
   て実習する。 
（３）パソコンを利用した実験データの処理方法について学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 【第 1 回】テキストを購入し、実験全体を概観しておくこと。 

【第 2 回】パソコンによる実験データ処理についてテキストを読み、演習内容を
理解 
    しておくこと。 
【第 3 回】ノギス、マイクロメーター、電卓の使い方についてテキストを読み、
実験 
    内容を理解しておくこと。 
【第 4 回〜15 回】 
 該当の実験についてテキストを読み、実験方法までレポートとしてまとめてお
く 
 こと。 

 



年度 2014 
授業コード FSZ06211 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、予習復習を含めた実験への取り組みおよ

び理解度 40％により、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のう
ち、60 点以上を合格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数
の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 動物学科(〜13) 
見出し FSZ06211 地学基礎実験 
担当教員名 ⻘⽊ 一勝、小林 祥一、郷津 知太郎＊ 
単位数 2 
教科書 スクエア最新図説地学／⻄村祐二郎・杉山直／第一学習社／ISBN978-4-8040-

4658-7 C7044 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように⼼掛ける。 
この実験は火曜日にも開講しています。実験がしやすい受講生の少ない曜日に受
講することを勧めます。 

シラバスコード FSZ06211 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実力をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 3F 小林研究室 086-256-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Primary Experiments in Earth Science 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図
の作成、地質図の作成等に関する実験を行う．また、パーソナルコンピューター
を活用しデータの整理を行う． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形に 

 



年度 2014 
授業コード FSZ06221 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、予習復習を含めた実験への取り組みおよ

び理解度 40％により、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のう
ち、60 点以上を合格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数
の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 動物学科(〜13) 
見出し FSZ06221 地学基礎実験 
担当教員名 ⻘⽊ 一勝、小林 祥一、山口 一裕 
単位数 2 
教科書 スクエア最新図説地学／⻄村祐二郎・杉山直／第一学習社／ISBN978-4-8040-

4658-7 C7044 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように⼼掛ける。 
この実験は火曜日にも開講しています。実験がしやすい受講生の少ない曜日に受
講することを勧めます。 

シラバスコード FSZ06221 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実力をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 3F 小林研究室 086-256-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Primary Experiments in Earth Science 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図
の作成、地質図の作成等に関する実験を行う．また、パーソナルコンピューター
を活用しデータの整理を行う． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形に 

 



年度 2014 
授業コード FSZ06231 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、予習復習を含めた実験への取り組みおよ

び理解度 40％により、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のう
ち、60 点以上を合格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数
の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 動物学科(〜13) 
見出し FSZ06231 地学基礎実験 
担当教員名 ⻘⽊ 一勝、小林 祥一、郷津 知太郎＊ 
単位数 2 
教科書 スクエア最新図説地学／⻄村祐二郎・杉山直／第一学習社／ISBN978-4-8040-

4658-7 C7044 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように⼼掛ける。 
この実験は火曜日にも開講しています。実験がしやすい受講生の少ない曜日に受
講することを勧めます。 

シラバスコード FSZ06231 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実力をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 3F 小林研究室 086-256-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Primary Experiments in Earth Science 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図
の作成、地質図の作成等に関する実験を行う．また、パーソナルコンピューター
を活用しデータの整理を行う． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形に 

 



年度 2014 
授業コード FSZ06241 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、予習復習を含めた実験への取り組みおよ

び理解度 40％により、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のう
ち、60 点以上を合格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数
の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 動物学科(〜13) 
見出し FSZ06241 地学基礎実験 
担当教員名 ⻘⽊ 一勝、小林 祥一、山口 一裕 
単位数 2 
教科書 スクエア最新図説地学／⻄村祐二郎・杉山直／第一学習社／ISBN978-4-8040-

4658-7 C7044 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように⼼掛ける。 
この実験は火曜日にも開講しています。実験がしやすい受講生の少ない曜日に受
講することを勧めます。 

シラバスコード FSZ06241 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実力をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 3F 小林研究室 086-256-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Primary Experiments in Earth Science 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図
の作成、地質図の作成等に関する実験を行う．また、パーソナルコンピューター
を活用しデータの整理を行う． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形に 

 



年度 2014 
授業コード FSZ06310 
成績評価 定期試験で評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 動物学科(12〜) 
見出し FSZ06310 動物誌 
担当教員名 小林 秀司 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 自然史、動物、シーボルト、ニホンオオカミ、フンボルト、ヌートリア 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「動物好きには楽しい授業」など 4 件の好意的コメントを頂きました．ありがと

うございます． 
科目名 動物誌 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 山口隆夫（2001）シーボルトと日本の博物学 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ06310 
実務経験のある教員  
達成目標 ・「ニホンオオカミ」と「ヌートリア」がどのように認識されてきたのかを理解す

る 
・科学といえど社会背景と密接な関係があることを理解する 

受講者へのコメント 皆さん，まじめに出席してくれ，楽しく授業できました． 
連絡先 保存科学棟二階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全体的には高評価であったようにおもう。 
英文科目名 Zoological Natural History 
関連科目 動物系統分類学、脊椎動物学 I、脊椎動物学 II、脊椎動物学 III 
次回に向けての改善変更予定 授業時間外の学習時間をもう少々，向上させるよう取り組みたい 
講義目的 シーボルトという名前を聞いたことはあるだろうか？ 彼は 19 世紀初頭に日本

にやってきた、オランダ商館の一医師であるが、彼の業績はそれだけでなく、そ
の後の日本の科学の発展に大きな影響を及ぼしたのである。そこで、この授業で
はおもに 19 世紀に活躍した博物学者たち、特にシーボルトの業績について概観
するとともに、彼が日本の動物学に与えた影響について講義し、科学の歴史と社
会の繋がりを理解することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義内容について説明する。 



2 回 岡山県とヌートリア 1 ヌートリアの特徴と渡来の経緯について講義する。 
3 回 岡山県とヌートリア 2 ヌートリアの現状について講義する。 
4 回 岡山県とヌートリア 3 ヌートリアの最新研究成果について講義する。 
5 回 岡山県とヌートリア 4 外来生物問題について講義する。 
6 回 シーボルトとニホンオオカミ 1  
ニホンオオカミとは何かについて講義する。 
7 回 シーボルトとニホンオオカミ 2  
ニホンオオカミの記載とその背景について講義する。 
8 回 シーボルト 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 事前に配布したプリントを参考にして、ヌートリアの特徴について図書館
等で調べておくこと 
3 回 事前に配布したプリントを参考にして、ヌートリアの被害について図書館
等で調べておくこと 
4 回 事前に配布したプリントを参考にして、ヌートリアの研究について図書館
等で調べておくこと 
5 回 事前に配布したプリントを参考にして、外来生物問題について図書館等で
調べておくこと 
6 回 事前に配布したプリントを参考にして、ニホンオオカミの特徴について図
書館等で調べておく 

 



年度 2014 
授業コード FSZ06410 
成績評価 定期試験およびレポートの結果により評価する。採点の基準は 100 点満点のうち

60 点以上を合格とする。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 動物学科(〜14) 
見出し FSZ06410 動物生理学 
担当教員名 清水 慶子 
単位数 2 
教科書 特に指定しない。必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ホメオスタシス、細胞、組織、器官、血液、代謝、環境、免疫、生殖、内分泌 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 スライド、板書等を大きな字で作成し、ゆっくりと進めていきます。 
科目名 動物生理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 動物生理学/菅野富夫・⽥谷一善編（朝倉書店）動物生理学/クヌート・シュミッ

ト ニールセン著（東京大学出版会） 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。講義計画は予定なの

で、変更が有り得る。 
シラバスコード FSZ06410 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)動物の生理現象とメカニズムを体系的・総合的に理解すること 

(2)様々な動物の生理機能を比較、その特徴について説明できること 
(3)動物の環境適応について概説できること 

受講者へのコメント スライド、板書等を大きな字で作成し、ゆっくりと進めていきますが、常に教室
の前方は空いているので、見にくい方は前方の席に座るとよいと思います。 

連絡先 清水研究室 28 号館 2 階  shimizu@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 学生達の評価は概ね良好であった。 
英文科目名 Animal Physiology 
関連科目 動物生理生化学実験、動物比較解剖学、動物機能解剖学も履修することにより理

解が深まる。 
次回に向けての改善変更予定 講義内容の充実をはかり、多くの皆さんが興味を持てるものにしていきたいと思

っています。 
講義目的 動物の体は様々な制御機構により統合的に制御され恒常性が維持されている 。

体液調節、血液循環、運動制御、呼吸、代謝、神経系、免疫系、内分泌系 などに
ついて、細胞・組織から器官・個体のレベルまで、総合的な視点でその基礎と概



論を講じる。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。動物生理学の概要および講義の進め方を説明する。 

2 回 生体を構成する物質について、実例をあげながら説明する。 
細胞の構造と機能について説明する。 
3 回 血液と血液循環について、図示しつつ説明する。 
水と浸透圧について図示しつつ説明する 
4 回 呼吸器系について、その構造と機能を解説する。 
5 回 消化器系について、その構造と機能を解説する。 
様々な動物の排泄について例に挙げ説明する 
6 回 栄養とエネルギー代謝について、実例をあげながら説明する。 
7 回 内分泌系について、その構造と機能 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 生体を構成する物質、細胞の構造と機能について参考書等で予習しておく
こと。 
3 回 血液と血液循環について参考書等で予習しておくこと。 
4 回 呼吸器系、とくにさまざまな動物の呼吸器系の特徴について参考書等で予
習しておくこと。 
5 回 消化器系について参考書等で予習しておくこと。 
6 回 栄養とエネルギー代謝についてついて参考書等で予習しておくこと。 
7 回 内分泌系や様々な動物のホルモン制御について復習しておくこと。 
8 回 生殖器系の構造について参考 

 



年度 2014 
授業コード FSZ06510 
成績評価 定期試験で評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 動物学科(〜14) 
見出し FSZ06510 基礎環境科学 
担当教員名 愛甲 博美 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 化学物質、環境汚染、生物濃縮、環境破壊 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 知らなかった事柄や基礎環境について学べたとのこと。今後も基礎環境に付随す

るような事柄を集めて講義しようと思う。 
科目名 基礎環境科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考 講義ノートを準備すること。 
シラバスコード FSZ06510 
実務経験のある教員  
達成目標 社会環境において種々の化学物質が使用され、利用されていることにより水質汚

染や環境汚染に繋がっていることへの懸念や生物への悪影響などを理解しても
らうことを目標とする。 

受講者へのコメント 講義の途中で DVD などを見ることが受講者にとって息抜きと同時に動物の知識
が身についたとのことであるので、今後も種々の DVD を用意したいと思う。 

連絡先 20 号館 2F 愛甲研究室 TEL&FAX：086-256-9411 Mail: aikoh@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね高評価であった。 
英文科目名 Elementary Environmental Science 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 なし 
講義目的 化学物質による地球規模の環境破壊に繋がる題材について、身近な材料を提供す

ることにより受講者全員に化学物質と環境に関してより理解を深めることを目
的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 環境問題について、森林の減少、有害物質の拡散、人口問題、化学物質による環

境汚染などについてある程度の知識を種々の書物から得ることによりスムーズ



に講義を理解することが出来る。 
 



年度 2014 
授業コード FSZ06610 
成績評価 定期試験により評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 動物学科(〜14) 
見出し FSZ06610 地史・古生物学 
担当教員名 高橋 亮雄 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 地史、生物地理、生物、層序 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「寒かった」というコメントについては、空調の問題と思われ、設備の改善が望

まれる。「実物等が見れておもしろかった」というコメントについては、今後の励
みなり、改善の上で参考としたい。 

科目名 地史・古生物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 太⽥陽子ほか（2001）日本の地形 1 総説．東京大学出版会． 

平 朝彦（1990）日本列島の誕生．岩波書店． 
増⽥隆一・阿部 永（2005）動物地理の自然史．北海道大学出版会． 
琉球大学 21 世紀 COE プログラム編集委員会（2006）美ら海の自然史．東海大
学出版会．など 

授業形態 講義 
注意備考 講義計画は変更されることがある． 
シラバスコード FSZ06610 
実務経験のある教員  
達成目標 ・自然史系博物館（とくに岡山県および近隣県の博物館）で展示されている地学

系の展示を適切に理解できるようになること。 
受講者へのコメント 履修者の多くのみなさんが、日本列島の地史と動物地理に関する興味を持ってく

れたようであった。 
連絡先 研究室（13 号館 1 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]1)履修者の約 76％は無欠席であった、2）で 48％は時間外学習なし、3）約
52％は時間外にも学習を進めてくれたようであった。[B]約 83％が当該分野への
理解興味が高まった、という回答は大変興味深い。 
[C]5)約６９％の履修者から当該講義の目標を達成できた、6)約 91％が教員の意
欲を感じ取ってくれた、7)約 83％が講義に満足した、という回答を得た。このほ
か[E]項目についてとくに反応は得られていない。 

英文科目名 Geohistory and Paleontology 



関連科目 自然史 II、博物館学 I、II、III、博物館実習 
次回に向けての改善変更予定 今後もなるべく自ら撮影した映像や実物資料を交え、講義を展開したい。 
講義目的 自然史系博物館で多く取り上げられている地史について、地質、層序、生物化石

を中⼼に概説し、博物館展示に込められたメッセージの理解をめざす。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：本講義の概要と目標を説明する。 

2 回 化石の研究からわかる過去の動物相や絶滅イベント等について解説する。 
3 回 地形図および地質図の読み方と地質年代について解説する。 
4 回 日本の地質構造とプレートテクトニクスについて概説する。 
5 回 古生代の日本の地形と生物相について概説する。 
6 回 中生代の日本の地形と環境について概説する。 
7 回 日本の中生界から知られる脊椎動物化石について解説する。 
8 回 新第三紀中新世の日本の環境および陸生生物相について解説する。 
9 回 日本海がどのよう 

準備学習 1 回 本シラバスを読んで、学習の過程を理解しておくこと。 
2 回 高校までの教科書や書籍等で地層・地質の項目について読んでおくこと。 
3 回 配布されたプリントや書籍等で地質年代について調べておくこと。 
4 回 事前に配布したプリントに目を通しておくこと。 
5 回 事前に配布したプリントに目を通しておくこと。 
6 回 事前に配布したプリントに目を通しておくこと。 
7 回 日本産の恐⻯化石について、インターネット等で調べておくこと。 
8 回 事前に配布したプリントに目を通しておくこと。 
9 回 陸域だった日本海域が開くと、 

 



年度 2014 
授業コード FSZ06710 
成績評価 期末試験の結果を重視し（60%)、小テスト(20%)、レポート(20%)を加えて総合

的に評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 動物学科(〜12) 
見出し FSZ06710 環境と情報 
担当教員名 波⽥ 善夫 
単位数 2 
教科書 ホームページに詳細な講義ノートを掲載している。随時これを参照すること。 
アクティブラーニング  
キーワード 環境アセスメント、自然保護、ミティゲーション、ビオトープ、GIS、リモート

センシング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境と情報 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ06710 
実務経験のある教員  
達成目標 ・環境アセスメントの項目において、自然環境に関する内容の概要を理解する。・

環境アセスメントにおける生物調査の実施方法を理解する。・緑化の手法と特性
を理解する。・代償措置、ビオトープの設置に関する方針の理解と具体的観点を
理解する。・自然情報技術としてのリモートセンシング技術の概要を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 6F 波⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environment and Information Science 
関連科目 植生学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生態系は複雑系であり、現実を把握し、解析するためには多くの種類の情報を重

ね合わせることが必要である。本講では、環境アセスメントを題材に選び、多く
の種類の環境に支えられた自然を把握し、解析して評価するプロセスを理解する
こととする。環境情報としては、地質、DEM を利用した地形などのほか、衛星
により取得されたリモートセンシング情報、航空写真などについても解説する。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 環境アセスメントとは：公害、自然破壊などの顕在化と環境アセスメントの
発生・発達の歴史について学ぶ。 
2 回 環境アセスメントにおける生物調査 (1)植物相：具体的な環境アセスメン
トにおける基礎となる、植物相の調査方法について解説する。 
3 回 環境アセスメントにおける生物調査 (2)植生：生態系の基盤となる植生の
調査方法、植生図について解説する。 
4 回 環境アセスメントにおける生物調査 (3)動物：動物相などの動物に関する
調査方法について例示する。 
5 回 環境アセスメントにおける生物調査 (4)生態系： 

準備学習 1 回 ホームページに掲載されている講義ノートを参照しておくこと。 
2 回 学内の植物相のリストアップトレーニング。 
3 回 春学期の植生学における植生を復習しておく。 
4 回 調査事例における動物相の事例収集 
5 回 特になし 
6 回 特になし 
7 回 11 号館入り口における法枠⼯法施⼯例の観察 
8 回 21 号館南の北斜面における緑化事例の観察 
9 回 ホームページに掲載しているポット苗による緑化事例を参照。 
10 回 植生学の湿性遷移 
11 回 湿原生態系の特性（植生学の項目の復習） 
12 回 GIS の意味と実用事例 
13 回 

 



年度 2014 
授業コード FSZ06811 
成績評価 課題提出、および問題意識を持って授業を受けているか（30％）と定期試験（70％）

で評価する。問題意識については、毎時間提出する質問・感想で判断する。採点
の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。 

曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 動物学科(〜13) 
見出し FSZ06811 環境地球化学 
担当教員名 小林 祥一 
単位数 2 
教科書 資料を配付する 
アクティブラーニング  
キーワード 地球の生成、元素の分配、地球表層物質、地球の環境、環境の変化、酸性雨 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境地球化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後に実施する。 

日時については授業中に指示するが、教務の掲示板でも確認すること。 
※授業ではしばしば電子教材を液晶プロジェクターで投影し行っている。 

シラバスコード FSZ06811 
実務経験のある教員  
達成目標 宇宙の元素存在度や元素の起源を理解すると共に、地球の誕生・進化、地球を構

成する物質の化学的特徴を修得した上で、地球の環境の変化が私たちの生活にど
のような影響を及ぼすかを総合的に考える力を養成する。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 3 階 小林研究室 086-256-9704 kobayashi＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Geochemical and Environmental Sciences 
関連科目 地球科学、鉱物科学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球環境を地球化学的観点で解説する。地球の誕生・進化および、地表付近に見

られる岩石鉱物を構成する元素の種類、それら元素の分配・濃集・移動のメカニ
ズムから、本来の地球環境についてまず理解を深める。これら知識をもとに、自
然現象および私たちの生活が原因で地球表層付近の環境が変化し、これが原因で
引き起こされる影響を、酸性雨による岩石鉱物への影響を地球化学的に検討した



実験的研究例などを紹介し理解を深める。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回  宇宙および地球の化学組成について説明する。 
3 回  地球の内部構造と化学組成について説明する。 
4 回  地球形成と元素の配分について説明する。 
5 回  海の生成と原始大気について説明する。 
6 回  地球大気の変遷について説明する。 
7 回  酸素濃度の変遷について説明する。 
8 回  地球表層物質（鉱物）の化学的特徴について説明する。 
9 回  地球表層物質（岩石鉱物）の化学的特徴について説明する。 
10 回  微量成分に関するマグマー鉱物間の分配係数 

準備学習 1 回  シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 種々の元素はどこで生成するのだろうか、確認しておくこと。 
3 回  地球内部の温度圧力などの環境を思い出しておくこと。 
4 回  隕石の種類を確認しておくこと。 
5 回  水や大気組成はどこから来たのだろうか。水の三重点、臨界点を確認して
おくこと。 
6 回  火山からは何か排出されるのだろうか。光合成生物にはどんなものがいる
のだろうか。確認しておくこと。 
7 回  鉄の資源はどこのどんな鉱床から供給されているかを調べておくこと。 
8 回  地球の表面近くで 

 



年度 2014 
授業コード FSZ06910 
成績評価 講義中の小テスト(15%)、課題レポート(20%)と定期試験(65%)により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 動物学科(〜12) 
見出し FSZ06910 環境地質学 
担当教員名 山口 一裕 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 地形図、空中写真、ハザードマップ、粘土鉱物学、機器分析、水文地質学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境地質学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ06910 
実務経験のある教員  
達成目標 地球科学の具体的な課題を解決するための知識と技術を習得する。 

①地形図を判読できるようになる。 
②ハザードマップについて自分で調査して問題点を明らかにできるようになる。 
③日本の地盤災害について把握・理解するようになる。 
④水文地質学の基礎を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室 7 号館 1 階 yamaguti@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Earth Science 
関連科目 地質学、地球化学、地学実験Ⅱ、野外実習Ⅰ、Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球環境問題を正しく理解、解決するためには、地球科学的な考え方や手法が重

要な役割を果たすと考えらている。環境地質では、具体的な事例と演習を通して
地球科学的な考え方や手法について学習する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  地形図 情報の読み方 １ 

2 回  地形図 情報の読み方 
3 回  主題図 ハザードマップ 



4 回  ハザードマップの調査・報告書作成 
5 回  空中写真による地形解析 １ 立体視にチャレンジしてみよう。 
6 回  空中写真による地形解析 ２ 宮中写真の判読 火山地形 
7 回  斜面の地球科学 地質学的条件 
8 回  斜面の地球科学 粘土鉱物 
9 回  地球科学で利用する機器分析１ XRD、XRF 
10 回  地球科学で利用する機器分析２ TG-DTA、IC 
11 回  地球化学的データの基礎解析法 1：野外での測定法 

準備学習 1 回  このシラバスを読んで学習内容を把握する。地図(地形図）について予習
すること。 
2 回  前回の課題で地形図に慣れよう。 
3 回  観光地図や地質図など地図にはいろいろと種類があることを調べておこ
う 
4 回  インターネットで実家の市町村あるいは都道府県のハザードマップを調
べておこう 
5 回  空中写真について調べてみよう 
6 回  火山地形について調べておこう 
7 回  地すべり，がけ崩れについて調べておこう 
8 回  前回の復習をしておこう 
9 回  粘土鉱物の特徴についてまとめておこう 
10 回  前回の XRD 

 



年度 2014 
授業コード FSZ07010 
成績評価 小テスト(30％)とレポート (10％)と定期試験 (60％) 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 動物学科(〜12) 
見出し FSZ07010 環境科学 
担当教員名 齋藤 達昭 
単位数 2 
教科書 必要に応じてプリント等を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 水質汚染、生物多様性、生態系、地球温暖化、移入生物、希少生物、環境教育 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岡山ユネスコ協会編 市⺠のための「地球環境科学入門」 大学教育出版 1999 
授業形態 講義 
注意備考 理解できないこと及び環境問題に関する質問など気軽に申し出ること。 
シラバスコード FSZ07010 
実務経験のある教員  
達成目標 現在、環境問題の現状について把握できるようになること。 

自らの問題として環境問題をとらえ、自分が何をできるのかを考えるようになる
こと。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 2F 齋藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Science 
関連科目 生態学、分子生物学、植物生理学、動物生理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現在、環境に関する情報は極めて多く、その中にあって正しく現状を把握し、認

識することが必要である。この講義では生物多様性・環境汚染・環境教育に関す
る内容を中⼼に展開する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  環境科学とは何かについて説明する。 

2 回  児島湖の現状について説明する。 
3 回  児島湖の原因と対策について説明する。 
4 回  瀬⼾内海の現状について説明する。 
5 回  干潟の役割について説明する。 



6 回  藻場の役割について説明する。 
7 回  森と海の関連性について説明する。 
8 回  地球温暖化の証拠と要因について概略を説明し、日本に対する影響につい
て詳しく説明する。 
9 回 日本の地球温暖化対策について説明する。 
10 回 生物多様性の意味と日本における生物多様性について明らかにする。 
11 回 

準備学習 1 回 シラバスを読み、全体の学習内容をよく把握しておくこと。 
2 回 児島湖の富栄養化について調べてくること。 
3 回 児島湖でどのような対策がなされているかを調べてくること。 
4 回 赤潮と⻘潮について調べてくること。 
5 回 干潟とはどのような場所であるか調べてくること。 
6 回 藻場とはどのような場所であるか調べてくること。 
7 回  磯やけについて調べてくること。地球温暖化の証拠と考えられている事象
を調べてくること。 
8 回  地球温暖化の要因について調べてくること。 
9 回 地球温暖化に対する対策について調べて 

 



年度 2014 
授業コード FSZ07110 
成績評価 定期試験により評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 動物学科(〜13) 
見出し FSZ07110 動物環境学 
担当教員名 愛甲 博美 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 地球温暖化、自然環境破壊、生物多様性、生息環境 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 DVD と講義のマッチングがよかったとのこと。今後もこのような方式で教授し

ます。 
科目名 動物環境学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 講義ノートを準備すること。 
シラバスコード FSZ07110 
実務経験のある教員  
達成目標 地球温暖化がもたらす影響について、自然環境の破壊、生物多様性、昆虫などの

生息環境の変動などをこの講義を通じて学んでほしい。 
受講者へのコメント 今後も最新の地球温暖化に関する資料等を DVD などを用いて説明します。 
連絡先 20 号館 2F 愛甲研究室、E-mail:aikoh@zool.ous.ac.jp、 

TEL&FAX:086-256-9411 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 講義内容に興味を持って頂き、ありがとうございました。 
英文科目名 Animal Environmentology 
関連科目 動物行動学 
次回に向けての改善変更予定 地球温暖化と動物との関連性について詳細な事項などを取り揃えて教授します。 
講義目的 動物環境学では哺乳動物、鳥類、魚類、昆虫、植物などあらゆる分野の環境につ

いて、地球温暖化との関係について教授します。特に、最近の地球温暖化が生物
にもたらす影響などと自然環境の破壊とを連動させて、身近な動植物への影響を
講義します。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 絶滅危惧種の解説と自然保護法 
3 回 地球温暖化による生態系の変動 



4 回 地球温暖化による昆虫の繁殖 
5 回 海生生物への影響 
6 回 地球温暖化と淡水生物への影響 
7 回 地球温暖化による渡り鳥への影響 
8 回 地球温暖化と果物への影響 
9 回 森林への影響 
10 回 地球温暖化による生物個体数の変動 
11 回 動物の生存曲線 
12 回 小動物の種間競争 
13 回 鳥類のエサ配分の分化 
14 回 生態系の多様性 
15 回 外来種の侵入 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 レッドリストに載っている動植物を調べておくこと。 
3 回 地球温暖化に影響を受ける動植物を調べておくこと。 
4 回 外来昆虫の種類を調べておくこと。 
5 回 海生生物の種類とその影響について調べておくこと。 
6 回 外来生物と温暖化による影響について調べておくこと。 
7 回 日本に飛来する渡り鳥の種類を調べておくこと。 
8 回 種々の果物への影響について調べておくこと。 
9 回 森林の減少と動物への影響について調べておくこと。 
10 回 どのような生物が変 

 



年度 2014 
授業コード FSZ07210 
成績評価 定期試験で評価する 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 動物学科(〜12) 
見出し FSZ07210 寄生動物学 
担当教員名 小林 秀司 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 寄生虫、原虫類、扁形動物、線形動物、節足動物 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 プリントがわかりやすくて面白いとのコメントを頂きました．いっそう努力しま

す． 
科目名 寄生動物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 R. Poulin, (2007) Evolutionary Ecology of Parasites. 

吉⽥行雄（2008）医動物学 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ07210 
実務経験のある教員  
達成目標 ・寄生生物の多様性について理解する 

・寄生の様体の多様性について理解する 
・人獣共通感染性寄生虫について理解する 

受講者へのコメント 皆さん，まじめで，楽しく授業できました． 
連絡先 保存科学棟二階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全体的にはおおむね高評価であったように思う。 
英文科目名 Parasitology 
関連科目 動物系統分類学、脊椎動物学 I、脊椎動物学 II、脊椎動物学 III 
次回に向けての改善変更予定 授業時間外の学習時間をもう少々，向上させるよう取り組みたい 
講義目的 現在、地球上には１０００万種にも及ぶと考えられる生物が生息し、一説によれ

ば、そのうちの大半を寄生生物が占めるといわれている。動物界においては、さ
らにこの割合が高いといわれ、その内容も個体レベルで栄養を搾取するものか
ら、社会機構そのものに寄生するタイプまで、様々な様相を呈している。本授業
では、多様な生命現象の典型例として寄生虫をテーマに、多面的で複眼的な生物
の理解を目標にする。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 
2 回 寄生とは何か？ 寄生と共生について講義する。 
3 回 寄生生活の様々なパターンについて講義する。 
4 回 寄生生活を送る原生動物について講義する。 
5 回 寄生生活を送る原生動物について講義する。 
6 回 寄生生活を送る中生動物および扁形動物について講義する。 
7 回 寄生生活を送る扁形動物について講義する。 
8 回 寄生生活を送る扁形動物について講義する。 
9 回 寄生生活を送る線形動物について講義する。 
10 回 寄生生活を送る線形動物 2 および類線形動物につい 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 事前に配布されたプリントをもとに、今回の予習を各自の蔵書、図書館図
書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 
3 回 事前に配布されたプリントをもとに、今回の予習を各自の蔵書、図書館図
書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 
4 回 事前に配布されたプリントをもとに、今回の予習を各自の蔵書、図書館図
書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 
5 回 事前に配布されたプリントをもとに、今回の予習を各自の蔵書、図書館図
書、ウェブ等で調べてノートしておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FSZ07310 
成績評価 レポートおよび定期試験の結果により総合的に評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 動物学科(〜12) 
見出し FSZ07310 動物資源育種学 
担当教員名 城ヶ原 貴通 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 育種学、生物資源、遺伝、進化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物資源育種学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて、適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 受講者の知識・関⼼の広がりに応じて、講義展開を臨機応変に修正する。 
シラバスコード FSZ07310 
実務経験のある教員  
達成目標 １．遺伝学の基礎と応用についての理解を備える 

２．実験動物あるいは産業家畜の育種の概念について理解を備える。 
３．生物資源についての遺伝学的背景の概念についての理解を備える。 

受講者へのコメント  
連絡先 城ヶ原研究室 28 号館 2 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Animal Resources and Breeding Science 
関連科目 動物と人間、実験動物学、動物関連法規、動物保全学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 実験動物あるいは産業家畜における集団遺伝学的背景を理解するとともに、一般

的な育種技法ならびに遺伝子導入、解析について理解・応用ができるようになる。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。動物資源育種学の講義の概説をする。 

2 回 形質とその発現について解説する。 
3 回 遺伝子の単離と塩基配列の解析について解説する。 
4 回 遺伝子導入による遺伝子の機能解析について解説する。 
5 回 DNA 多型判定について解説する。 
6 回 遺伝現象の解明① 



7 回 遺伝現象の解明② 
8 回 集団の遺伝的構成について解説する。 
9 回 飼育価の予測法について解説する。 
10 回 選抜について解説する。 
11 回 交配と交配様式について解説する。 
12 回 系統育成①について解説する。 
13 回 系統育 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 遺伝情報がどのように次世代に継承されるかについて調べておくこと。 
3 回 クローニングについて理解しておくこと 
4 回 遺伝子導入について調べておくこと。 
5 回 PCR 法について調べておくこと。 
6 回 質的形質について調べておくこと。 
7 回 量的形質について調べておくこと。 
8 回 遺伝学における集団（population)の意味を調べておくこと。 
9 回 飼育価とは何かを調べておくこと。 
10 回 メンデル遺伝について理解しておくこと。 
11 回 一 

 



年度 2014 
授業コード FSZ07410 
成績評価 レポートおよび定期試験の結果により総合的に評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 動物学科(〜13) 
見出し FSZ07410 動物保全学 
担当教員名 城ヶ原 貴通 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生物多様性、生物保全、飼育繁殖、遺伝子プール、進化の保証 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物保全学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 クロー遺伝学概説 1991J.F.クロー、動物の遺伝と育種 1994 佐々⽊義之、保全生

物学 1996 樋口広芳 
授業形態 講義 
注意備考 受講者の知識・関⼼の広がりに応じて、講義展開を臨機応変に修正する。 
シラバスコード FSZ07410 
実務経験のある教員  
達成目標 １．遺伝学の基礎と応用についての理解を備える 

２．飼育動物の飼育法についての理解を備える 
３．生物多様性ならびに遺伝子資源保全の重要性とその有用性についての理解を
備える。 

受講者へのコメント  
連絡先 城ヶ原研究室 28 号館 2 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Conservation Zoology 
関連科目 動物と人間、実験動物学、動物関連法規 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 全地球的スケールで進行しつつある環境破壊によって危機にひんしている野生

動物の保護保全および飼育室内における飼育繁殖による系統の保全を考える。さ
らに生殖質（精子や卵子）、胚、体細胞、DNA による保全 についても言及する。
飼育下で行われている新たな動物の育成法、系統保存についても具体的実例をあ
げながら概観する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。動物保全・育種学の講義の概説をする。 



2 回 染色体とゲノム情報、細胞分裂とゲノム情報の継承について説明する。 
3 回 質的形質とその遺伝について解説する。 
4 回 集団の遺伝的構成について解説する。 
5 回 量的形質とその遺伝について解説する。 
6 回 選抜について解説する。 
7 回 交配と交配様式について解説する。 
8 回 生物多様性の保全ーその目標と意義ーについて解説する。 
9 回 生物多様性の危機について解説する。 
10 回 生物多様性の進化的・生態的根拠について解説する。 
11 回 種内の 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 遺伝情報がどのように次世代に継承されるかについて調べておくこと。 
3 回 メンデル遺伝についての理解を深めておくこと。 
4 回 遺伝学における集団（population)の意味を調べておくこと。 
5 回 量的形質とはなにかについての理解を深めておくこと。 
6 回 遺伝学における選抜の意味を調べておくこと。 
7 回 選抜をもとにした交配の意義について考えてみること。 
8 回 生物多様性の意義について考えてみること。 
9 回 生物多様性の意義について考えてみ 

 



年度 2014 
授業コード FSZ07510 
成績評価 レポート 80％、実習への取り組み姿勢 20％ 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 動物学科(〜12) 
見出し FSZ07510 動物保全・育種学実習 
担当教員名 織⽥ 銑一、城ヶ原 貴通 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 野生動物、飼育動物、系統、種差、系統差、域外保全、域内保全、動物資源 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物保全・育種学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FSZ07510 
実務経験のある教員  
達成目標 マウスなど実験動物を主に取り扱うが、種あるいは遺伝子の多様性を学ぶために

種差と系統差を重視で理解を深める。飼育動物と野生動物とを一体として理解で
きる能力を涵養する。 

受講者へのコメント  
連絡先 織⽥銑一 

oda@zool.ous.ac.jp 
内線 6822 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Laboratory Work in Animal Conservation and Breeding Science 
関連科目 動物と人間、動物保全育種学、実験動物学、動物関連法規 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 実験動物や野生動物の種の多様性を保全する技術を学ぶことを目的とする。域内

保全と域外保全の両面が重要であるが、とくに遺伝的あるいは生殖的管理を主と
した技術を学ぶこととする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 動物の取り扱い法と安全について口述する。 

2 回 動物の保定と計測法について実習する。 
3 回 動物の飼育管理と交配法について実習する。 



4 回 系統カードの記入法と個体識別法について実習する。 
5 回 動物繁殖ー交尾確認と妊娠診断法について実習する。 
6 回 動物の繁殖ー妊娠と性周期の観察法について実習する。 
7 回 生殖質の採取と顕微鏡観察法について実習する。 
8 回 体細胞と生殖質の保存法について実習する。 
9 回 初期胚の保存と DNA 解析について実習する。 
10 回 動物の系統育成法ー近交系とクローズドコロニ 

準備学習 基本的には実験動物を用いて実習を行うので、「実験動物の技術と応用」といっ
た参考書が 4 階実習室においてあるので、予習するとよい。また野外での実習を
組み合わせることがある。 

 



年度 2014 
授業コード FT000110 
成績評価 毎講義のレポート（２０％）、中間試験(出題対象：１回から７回、４０％)、最終

レポート(出題対象：９回から１５回、４０％)の総合評価により、６０点以上を
合格とする。 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12),電気電子システム学科(〜12),情報⼯学科(〜12),知能

機械⼯学科(〜12),生体医⼯学科(〜12),建築学科(〜12),⼯学プロジェクトコース
(〜12) 

見出し FT000110 技術マネジメント 
担当教員名 藤原 貴典＊ 
単位数 2 
教科書 開講当初にテキストを無償配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 企業戦略、技術戦略、知的財産権、プロジェクトマネジメント、企業財務 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 スライドの誤字等は，注意して資料を作成するようにします。 

受講生が２００名を超えたことは，正直に言えば授業進行にもマイナスの影響が
あります。 
十分な座席数を提供できる広い講義室で授業させて頂けるとありがたいです。 

科目名 技術マネジメント 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 延岡健太郎著／ＭＯＴ[技術経営]／日本経済新聞社発行：グローバルタスクフォ

ース（株）編／通勤大学文庫・通勤大学ＭＢＡ１１ＭＯＴ−テクノロジーマネジ
メント／総合法令出版株式会社発行：別冊宝島／ドラッカー／宝島社発行 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FT000110 
実務経験のある教員  
達成目標 技術で利益を拡大しようとする産業界において必要な企業技術戦略、マーケティ

ング、研究開発、プロジェクトマネジメント、企業経理の初歩、製品アーキテク
チャーと戦略について基本的な知識を得ることを目標とする。 

受講者へのコメント 中間試験および最終レポートは必ず提出して頂きたいと考えます。 
そうしなければ，単位交付に必要な点数を確保することが出来ないからです。 
また，欠席もあまりしないで下さい。 

連絡先 藤原貴典（非常勤講師・岡山大学産学官融合センター） 
メール：takanori@crc.okayama-u.ac.jp 
電話：086-286-8002 
オフィスアワー：随時メールで受け付け 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 満足度は良好なようで安⼼しました。 
受講生が２００名を超え，騒がしい授業であったかもしれません。 

英文科目名 Management of Technology 
関連科目 技術者のための知的財産論 
次回に向けての改善変更予定 授業ごとのレポートでは，設問が分かりやすくなるよう表現を⼯夫したいと考え

ます。 
講義目的 良い製品を作っても、必ずしも売れる商品にならないという不確実性の高い時代

である。本科目では、産業界に進み行く者に対して、研究開発や技術開発の指針
を示し、技術を基に継続的な利益獲得を実現できるリーダーとして必要な能力を
涵養する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、なぜ技術マネジメントが必要かを説明する。 

2 回 企業戦略ついて説明する。 
3 回 技術戦略とマーケティングについて説明する。 
4 回 研究開発と設計について説明する。 
5 回 知的財産権と特許権について説明する。 
6 回 プロジェクトマネジメントとリスクマネジメントについて説明する。 
7 回 企業の経理について説明し、前半の演習を行う。 
8 回 中間試験を行い、試験問題を解説する。 
9 回 イノベーションと技術マネジメントについて説明する。 
10 回 付加価値創造と価値獲得について説明する。 
1 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義目的、講義内容、達成目標を把握しておくこと。 
2 回 競争優位を確保するために企業が取るべき各種の戦略について予習してお
くこと。 
3 回 企業ビジョン実現のための技術的な方向性と、なぜマーケティングが必要
なのかを予習しておくこと。 
4 回 摺合せ型製品と組合せ型製品の違いと、製品開発におけるアプローチの違
いを理解しておくこと。 
5 回 なぜ知的財産が重要であるか、特許取得までのプロセスを理解しておくこ
と。 
6 回 一定の時間的制約の下で行われるプロジェクトの運営と、リスクを最小化
する考 

 



年度 2014 
授業コード FT000111 
成績評価 毎講義のレポート（２０％）、中間試験(出題対象：１回から７回、４０％)、最終

レポート(出題対象：９回から１５回、４０％)の総合評価により、６０点以上を
合格とする。 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13) 
見出し FT000111 技術マネジメント 
担当教員名 藤原 貴典＊ 
単位数 2 
教科書 開講当初にテキストを無償配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 企業戦略、技術戦略、知的財産権、プロジェクトマネジメント、企業財務 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 技術マネジメント 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 延岡健太郎著／ＭＯＴ[技術経営]／日本経済新聞社発行：グローバルタスクフォ

ース（株）編／通勤大学文庫・通勤大学ＭＢＡ１１ＭＯＴ−テクノロジーマネジ
メント／総合法令出版株式会社発行：別冊宝島／ドラッカー／宝島社発行 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FT000111 
実務経験のある教員  
達成目標 技術で利益を拡大しようとする産業界において必要な企業技術戦略、マーケティ

ング、研究開発、プロジェクトマネジメント、企業経理の初歩、製品アーキテク
チャーと戦略について基本的な知識を得ることを目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 藤原貴典（非常勤講師・岡山大学産学官融合センター） 

メール：takanori@crc.okayama-u.ac.jp 
電話：086-286-8002 
オフィスアワー：随時メールで受け付け 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Management of Technology 
関連科目 技術者のための知的財産論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 良い製品を作っても、必ずしも売れる商品にならないという不確実性の高い時代

である。本科目では、産業界に進み行く者に対して、研究開発や技術開発の指針



を示し、技術を基に継続的な利益獲得を実現できるリーダーとして必要な能力を
涵養する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、なぜ技術マネジメントが必要かを説明する。 

2 回 企業戦略ついて説明する。 
3 回 技術戦略とマーケティングについて説明する。 
4 回 研究開発と設計について説明する。 
5 回 知的財産権と特許権について説明する。 
6 回 プロジェクトマネジメントとリスクマネジメントについて説明する。 
7 回 企業の経理について説明し、前半の演習を行う。 
8 回 中間試験を行い、試験問題を解説する。 
9 回 イノベーションと技術マネジメントについて説明する。 
10 回 付加価値創造と価値獲得について説明する。 
1 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義目的、講義内容、達成目標を把握しておくこと。 
2 回 競争優位を確保するために企業が取るべき各種の戦略について予習してお
くこと。 
3 回 企業ビジョン実現のための技術的な方向性と、なぜマーケティングが必要
なのかを予習しておくこと。 
4 回 摺合せ型製品と組合せ型製品の違いと、製品開発におけるアプローチの違
いを理解しておくこと。 
5 回 なぜ知的財産が重要であるか、特許取得までのプロセスを理解しておくこ
と。 
6 回 一定の時間的制約の下で行われるプロジェクトの運営と、リスクを最小化
する考 

 



年度 2014 
授業コード FT000120 
成績評価 毎講義のレポート（２０％）、中間試験(出題対象：１回から７回、４０％)、最終

レポート(出題対象：９回から１５回、４０％)の総合評価により、６０点以上を
合格とする。 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12),電気電子システム学科(〜12),情報⼯学科(〜12),知能

機械⼯学科(〜12),生体医⼯学科(〜12),建築学科(〜12),⼯学プロジェクトコース
(〜12) 

見出し FT000120 技術マネジメント 
担当教員名 藤原 貴典＊ 
単位数 2 
教科書 開講当初にテキストを無償配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 企業戦略、技術戦略、知的財産権、プロジェクトマネジメント、企業財務 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 レポートは自宅で作成するようにして，授業中は配付のみにする。正解が一つで

ある課題については従来から解答例を配付していた。「正解が一つに決まらない
課題」については，出題の意図を配付してきたが，それに替えて「望ましい解答
例」を配付するようにする。 
板書の文字は大きく書くようにしている。 
「とても勉強になりました。有り難うございました。」との不以上に好意的な自
由意見を戴いたので，この趣旨の反応が増えるように努力して授業を進めたい。 

科目名 技術マネジメント 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 延岡健太郎著／ＭＯＴ[技術経営]／日本経済新聞社発行：グローバルタスクフォ

ース（株）編／通勤大学文庫・通勤大学ＭＢＡ１１ＭＯＴ−テクノロジーマネジ
メント／総合法令出版株式会社発行：別冊宝島／ドラッカー／宝島社発行 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FT000120 
実務経験のある教員  
達成目標 技術で利益を拡大しようとする産業界において必要な企業技術戦略、マーケティ

ング、研究開発、プロジェクトマネジメント、企業経理の初歩、製品アーキテク
チャーと戦略について基本的な知識を得ることを目標とする。 

受講者へのコメント 受講者は，事前準備学習（予習）を行って欲しい。 
そうすれば，授業ごとのレポート課題にも十分対応できるものと考える。 

連絡先 藤原貴典（非常勤講師・岡山大学産学官融合センター） 
メール：takanori@crc.okayama-u.ac.jp 
電話：086-286-8002 
オフィスアワー：随時メールで受け付け 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 欠席回数が３〜４回と多い学生が１割存在しており，欠席率の低下を望む。 
授業時間以外の学習時間が極めて乏しい。 
にも関わらず，「この分野への理解が深まった」者が７５％存在するなど授業の
満足度が高いことから，負荷の少ない科目は好感を持って受け止められるのだろ
うかと推測した。 
受講者数が１２０名と多いことから，個々の学生のプレゼンテーションを実施で
きないことが残念である。 
授業の進度に問題はないことがわかった。 
授業に対する講師の意欲も，８５％の受講生に伝わっているので，この点は満足
する。 

英文科目名 Management of Technology 
関連科目 技術者のための知的財産論 
次回に向けての改善変更予定 授業時間以外の学習時間を増加させるため，毎授業でのレポートを持ち帰り式に

して，ホームページ検索などで自ら情報を補うことで完成させるように改善し
た。 
テキストに穴埋め式で語句を書き入れさせて，眠気を防止する方式は，従来どお
り。 

講義目的 良い製品を作っても、必ずしも売れる商品にならないという不確実性の高い時代
である。本科目では、産業界に進み行く者に対して、研究開発や技術開発の指針
を示し、技術を基に継続的な利益獲得を実現できるリーダーとして必要な能力を
涵養する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、なぜ技術マネジメントが必要かを説明する。 

2 回 企業戦略ついて説明する。 
3 回 技術戦略とマーケティングについて説明する。 
4 回 研究開発と設計について説明する。 
5 回 知的財産権と特許権について説明する。 
6 回 プロジェクトマネジメントとリスクマネジメントについて説明する。 
7 回 企業の経理について説明し、前半の演習を行う。 
8 回 中間試験を行い、試験問題を解説する。 
9 回 イノベーションと技術マネジメントについて説明する。 
10 回 付加価値創造と価値獲得について説明する。 
1 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義目的、講義内容、達成目標を把握しておくこと。 
2 回 競争優位を確保するために企業が取るべき各種の戦略について予習してお
くこと。 
3 回 企業ビジョン実現のための技術的な方向性と、なぜマーケティングが必要
なのかを予習しておくこと。 
4 回 摺合せ型製品と組合せ型製品の違いと、製品開発におけるアプローチの違
いを理解しておくこと。 



5 回 なぜ知的財産が重要であるか、特許取得までのプロセスを理解しておくこ
と。 
6 回 一定の時間的制約の下で行われるプロジェクトの運営と、リスクを最小化
する考 

 



年度 2014 
授業コード FT000121 
成績評価 毎講義のレポート（２０％）、中間試験(出題対象：１回から７回、４０％)、最終

レポート(出題対象：９回から１５回、４０％)の総合評価により、６０点以上を
合格とする。 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13) 
見出し FT000121 技術マネジメント 
担当教員名 藤原 貴典＊ 
単位数 2 
教科書 開講当初にテキストを無償配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 企業戦略、技術戦略、知的財産権、プロジェクトマネジメント、企業財務 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 技術マネジメント 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 延岡健太郎著／ＭＯＴ[技術経営]／日本経済新聞社発行：グローバルタスクフォ

ース（株）編／通勤大学文庫・通勤大学ＭＢＡ１１ＭＯＴ−テクノロジーマネジ
メント／総合法令出版株式会社発行：別冊宝島／ドラッカー／宝島社発行 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FT000121 
実務経験のある教員  
達成目標 技術で利益を拡大しようとする産業界において必要な企業技術戦略、マーケティ

ング、研究開発、プロジェクトマネジメント、企業経理の初歩、製品アーキテク
チャーと戦略について基本的な知識を得ることを目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 藤原貴典（非常勤講師・岡山大学産学官融合センター） 

メール：takanori@crc.okayama-u.ac.jp 
電話：086-286-8002 
オフィスアワー：随時メールで受け付け 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Management of Technology 
関連科目 技術者のための知的財産論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 良い製品を作っても、必ずしも売れる商品にならないという不確実性の高い時代

である。本科目では、産業界に進み行く者に対して、研究開発や技術開発の指針



を示し、技術を基に継続的な利益獲得を実現できるリーダーとして必要な能力を
涵養する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、なぜ技術マネジメントが必要かを説明する。 

2 回 企業戦略ついて説明する。 
3 回 技術戦略とマーケティングについて説明する。 
4 回 研究開発と設計について説明する。 
5 回 知的財産権と特許権について説明する。 
6 回 プロジェクトマネジメントとリスクマネジメントについて説明する。 
7 回 企業の経理について説明し、前半の演習を行う。 
8 回 中間試験を行い、試験問題を解説する。 
9 回 イノベーションと技術マネジメントについて説明する。 
10 回 付加価値創造と価値獲得について説明する。 
1 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義目的、講義内容、達成目標を把握しておくこと。 
2 回 競争優位を確保するために企業が取るべき各種の戦略について予習してお
くこと。 
3 回 企業ビジョン実現のための技術的な方向性と、なぜマーケティングが必要
なのかを予習しておくこと。 
4 回 摺合せ型製品と組合せ型製品の違いと、製品開発におけるアプローチの違
いを理解しておくこと。 
5 回 なぜ知的財産が重要であるか、特許取得までのプロセスを理解しておくこ
と。 
6 回 一定の時間的制約の下で行われるプロジェクトの運営と、リスクを最小化
する考 

 



年度 2014 
授業コード FT000210 
成績評価 定期試験（80％）とレポート（20％）で総合的に評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜13),情報⼯学科(〜13),知能機械⼯学科(〜13),⼯学プロ

ジェクトコース(〜13) 
見出し FT000210 経営⼯学 
担当教員名 ⻄ 敏明＊、北原 敏夫＊、小林 正樹＊、松本 真次＊ 
単位数 2 
教科書 図解入門ビジネス 生産現場の管理手法がよーくわかる本／菅間正二／秀和シ

ステム 
アクティブラーニング  
キーワード 生産システム、IE、品質経営、品質管理、⼯程管理・解析 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 今後の授業改善に生かしたいと考えている． 
科目名 経営⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際、適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義には必ず出席し、レポートなどの期限を設定した場合は厳守すること。 
シラバスコード FT000210 
実務経験のある教員  
達成目標 生産システム、IE、品質経営、品質管理、⼯程管理・解析などの基本的事項を理

解し、学生諸君の所属学科の専門知識に理解・応用できる能力を備えることを目
標とする。 

受講者へのコメント 「経営⼯学」で習ったことを今後とも生かせるように，さらに深く探求してほし
い． 

連絡先 岡山理科大学２０号館４階「就業力育成支援室」（電話：086 ｰ 256 ｰ 8627） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 履修者の「経営⼯学」への理解が深まりよかった．総合評価についてもおおむね
評価されており，よかった． 
なお，シラバスの各授業項目の予習並びに，講義で復習の事（おさらいすべきこ
と）を述べたが，２）の「授業時間外にどの程度，学習しました」の回答で，「全
くしなかった」が５９．１％であり，具体的にもっと徹底する必要があったと感
じた． 

英文科目名 Industrial Engineering 
関連科目 ⼯学系基礎科目 
次回に向けての改善変更予定 授業態度について，一生懸命真剣に受けている学生からの質問などは，講義の理

解を深めるヒント，および，講義方法のヒントとなり，今後の授業改善に大変役



立てたいと考えている（注釈や事例紹介などとして，行い，改善する）． 
講義目的 経営⼯学は、⼯学の広範な範囲をカバーしている。⼯学の様々な技術・考え方を

学ぶ上で、経営と⼯学、および⼯学を基礎とした経営最適化（例として、生産管
理）の考え方、品質経営、オペレーションリサーチなどの基礎的知識・基本的事
項を学ぶ。これらを学ぶことにより、広範な⼯学的専門知識の基礎となる考え方
を理解・習得することを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 製品の研究開発について実例を交えて解説する。企業で研究開発するとい

う仕事、研究開発部門位置づけ、失敗例など開発現場の視点から説明する。 
2 回 オハヨー乳業㈱の会社概要、卒業生の職場現状、商品開発の話、弊社が求め
る人材とはなどについて説明する。 
3 回 金型とは、粉末冶金とはどんな物か、粉末冶金金型とは、金型を作る⼯程
は、特殊⼯程とは、最後は人の力でなどについて説明する。 
4 回 経営と⼯学：⼯学からアプローチする際の経営の考え方、および経営⼯学の
概略を説明する。 
5 回 ものづくりの取り巻く環境について説 

準備学習 1 回 協和ファインテック㈱の HP から企業規模・事業概要を調べておくこと。 
2 回 学生諸君がこれから社会に出る上での不安・疑問などの質問事項を 1 つ考
えておくこと。 
3 回 ゼノー・テック㈱の HP を見て知識をつけておくこと。 
4 回 テキストの内容を目次と索引からどういう用語が使われているかを予習し
ておくこと。 
5 回 前回の講義の復習と、テキストの生産と生産現場を取り巻く環境について
予習しておくこと。 
6 回 前回の講義の復習と、テキストの納期管理と⼯程管理について予習してお
くこと。 
7 回 前回の講義の復習と、テキ 

 



年度 2014 
授業コード FT000220 
成績評価 定期試験（80％）とレポート（20％）で総合的に評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13),建築学科(〜13),⼯学プロジェクトコース(〜13) 
見出し FT000220 経営⼯学 
担当教員名 ⻄ 敏明＊、中島 浩一郎＊、平⽥ 利雄＊、尾上 文博＊ 
単位数 2 
教科書 図解入門ビジネス 生産現場の管理手法がよーくわかる本／菅間正二／秀和シ

ステム 
アクティブラーニング  
キーワード 生産システム、IE、品質経営、品質管理、⼯程管理・解析 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 他の者の授業態度の指摘については，今後，さらに徹底していきたい． 

また，わかりやすい講義や資料等について，評価してもらった点は，さらにより
よくしたいと考えている． 

科目名 経営⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際、適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義には必ず出席し、レポートなどの期限を設定した場合は厳守すること。 
シラバスコード FT000220 
実務経験のある教員  
達成目標 生産システム、IE、品質経営、品質管理、⼯程管理・解析などの基本的事項を理

解し、学生諸君の所属学科の専門知識に理解・応用できる能力を備えることを目
標とする。 

受講者へのコメント テキストのみではなく，講義資料の配付，板書および口頭での説明で講義を形成
しているが，質問に来る人については，できる限り回答した．しかし，わからな
いままにしている者もいるのではないかと思われる．復習等をして，積極的に講
義に取り組んでほしい． 

連絡先 岡山理科大学２０号館４階「就業力育成支援室」（電話：086 ｰ 256 ｰ 8627） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 アンケートの結果を参考に，授業改善に努めたいと考えている． 
講義中に，授業時間外の学習のポイントを述べたが，周知を今後，徹底したい． 
授業の目標について，シラバスとともにポイントを説明しているが，今後，さら
に深く説明していきたい． 

英文科目名 Industrial Engineering 
関連科目 ⼯学系基礎科目 
次回に向けての改善変更予定 講義中の注意・ポイント等を徹底していきたい．また，質問を積極的にできるよ



うな環境をさらに構築したい． 
講義の理解度の向上のため，今よりも企業事例も多くしたいと考えている． 

講義目的 経営⼯学は、⼯学の広範な範囲をカバーしている。⼯学の様々な技術・考え方を
学ぶ上で、経営と⼯学、および⼯学を基礎とした経営最適化（例として、生産管
理）の考え方、品質経営、オペレーションリサーチなどの基礎的知識・基本的事
項を学ぶ。これらを学ぶことにより、広範な⼯学的専門知識の基礎となる考え方
を理解・習得することを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ⽊質バイオマス：あるものを大事に使い切る、新しい⽊質材料：CLT とは、

企業存続などについて説明する。 
2 回 フジワラテクノアートについて、日本の⾷文化と醸造について、醸造設備に
ついて、循環型社会構築の展開などについて説明する。 
3 回 私の歩んできた道、建築現場の歴史及び仕組み、建築現場の紹介、建築現場
の現在、建築現場で学べる事、建築現場が社会に果たす役割、若者（学生）に送
る言葉などについて説明する。 
4 回 経営と⼯学：⼯学からアプローチする際の経営の考え方、および経営⼯学の
概略を説明する。 
5 回 も 

準備学習 1 回 銘建⼯業㈱の HP を見て事業内容を確認しておくこと。 
2 回 醸造⾷品について、醸造の中⼼技術である麹作りについて考えておくこと。 
3 回 建築の必要性をどのように感じているかについて考えておくこと。 
4 回 テキストの内容を目次と索引からどういう用語が使われているかを予習し
ておくこと。 
5 回 前回の講義の復習と、テキストの生産と生産現場を取り巻く環境について
予習しておくこと。 
6 回 前回の講義の復習と、テキストの納期管理と⼯程管理について予習してお
くこと。 
7 回 前回の講義の復習と、テキストのトヨタ生産方 

 



年度 2014 
授業コード FT000230 
成績評価 定期試験（80％）とレポート（20％）で総合的に評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FT000230 経営⼯学 
担当教員名 尾上 文博＊、中島 浩一郎＊、平⽥ 利雄＊、⻄ 敏明＊ 
単位数 2 
教科書 図解入門ビジネス 生産現場の管理手法がよーくわかる本／菅間正二／秀和シ

ステム 
アクティブラーニング  
キーワード 生産システム、IE、品質経営、品質管理、⼯程管理・解析 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 企業事例について，評価してくれているものは，さらに今後もわかりやすい講義

を⼼がけたい． 
科目名 経営⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際、適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義には必ず出席し、レポートなどの期限を設定した場合は厳守すること。 
シラバスコード FT000230 
実務経験のある教員  
達成目標 生産システム、IE、品質経営、品質管理、⼯程管理・解析などの基本的事項を理

解し、学生諸君の所属学科の専門知識に理解・応用できる能力を備えることを目
標とする。 

受講者へのコメント テキストのみではなく，講義資料の配付，板書および口頭での説明で講義を形成
しているが，質問に来る人については，できる限り回答した．しかし，わからな
いままにしている者もいるのではないかと思われる．復習等をして，積極的に講
義に取り組んでほしい． 

連絡先 岡山理科大学２０号館４階「就業力育成支援室」（電話：086 ｰ 256 ｰ 8627） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 アンケートの結果を参考に，授業改善に努めたいと考えている． 
講義中に，授業時間外の学習のポイントを述べたが，周知を今後，徹底したい． 
授業の目標について，シラバスとともにポイントを説明しているが，今後，さら
に深く説明していきたい． 
今後，講義の満足度の向上に努めたい． 

英文科目名 Industrial Engineering 
関連科目 ⼯学系基礎科目 
次回に向けての改善変更予定 講義中の注意・ポイント等を徹底していきたい．また，質問を積極的にできるよ



うな環境をさらに構築したい． 
講義の理解度の向上のため，今よりも企業事例も多くしたいと考えている． 

講義目的 経営⼯学は、⼯学の広範な範囲をカバーしている。⼯学の様々な技術・考え方を
学ぶ上で、経営と⼯学、および⼯学を基礎とした経営最適化（例として、生産管
理）の考え方、品質経営、オペレーションリサーチなどの基礎的知識・基本的事
項を学ぶ。これらを学ぶことにより、広範な⼯学的専門知識の基礎となる考え方
を理解・習得することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ⽊質バイオマス：あるものを大事に使い切る、新しい⽊質材料：CLT とは、

企業存続などについて説明する。 
2 回 フジワラテクノアートについて、日本の⾷文化と醸造について、醸造設備に
ついて、循環型社会構築の展開などについて説明する。 
3 回 私の歩んできた道、建築現場の歴史及び仕組み、建築現場の紹介、建築現場
の現在、建築現場で学べる事、建築現場が社会に果たす役割、若者（学生）に送
る言葉などについて説明する。 
4 回 経営と⼯学：⼯学からアプローチする際の経営の考え方、および経営⼯学の
概略を説明する。 
5 回 も 

準備学習 1 回 銘建⼯業㈱の HP を見て事業内容を確認しておくこと。 
2 回 醸造⾷品について、醸造の中⼼技術である麹作りについて考えておくこと。 
3 回 建築の必要性をどのように感じているかについて考えておくこと。 
4 回 テキストの内容を目次と索引からどういう用語が使われているかを予習し
ておくこと。 
5 回 前回の講義の復習と、テキストの生産と生産現場を取り巻く環境について
予習しておくこと。 
6 回 前回の講義の復習と、テキストの納期管理と⼯程管理について予習してお
くこと。 
7 回 前回の講義の復習と、テキストのトヨタ生産方 

 



年度 2014 
授業コード FT000231 
成績評価 定期試験（80％）とレポート（20％）で総合的に評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜14) 
見出し FT000231 経営⼯学 
担当教員名 ⻄ 敏明＊、中島 浩一郎＊、平⽥ 利雄＊、尾上 文博＊ 
単位数 2 
教科書 図解入門ビジネス 生産現場の管理手法がよーくわかる本／菅間正二／秀和シ

ステム 
アクティブラーニング  
キーワード 生産システム、IE、品質経営、品質管理、⼯程管理・解析 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 経営⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際、適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義には必ず出席し、レポートなどの期限を設定した場合は厳守すること。 
シラバスコード FT000231 
実務経験のある教員  
達成目標 生産システム、IE、品質経営、品質管理、⼯程管理・解析などの基本的事項を理

解し、学生諸君の所属学科の専門知識に理解・応用できる能力を備えることを目
標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 岡山理科大学２０号館４階「就業力育成支援室」（電話：086 ｰ 256 ｰ 8627） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Industrial Engineering 
関連科目 ⼯学系基礎科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 経営⼯学は、⼯学の広範な範囲をカバーしている。⼯学の様々な技術・考え方を

学ぶ上で、経営と⼯学、および⼯学を基礎とした経営最適化（例として、生産管
理）の考え方、品質経営、オペレーションリサーチなどの基礎的知識・基本的事
項を学ぶ。これらを学ぶことにより、広範な⼯学的専門知識の基礎となる考え方
を理解・習得することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ⽊質バイオマス：あるものを大事に使い切る、新しい⽊質材料：CLT とは、

企業存続などについて説明する。 



2 回 フジワラテクノアートについて、日本の⾷文化と醸造について、醸造設備に
ついて、循環型社会構築の展開などについて説明する。 
3 回 私の歩んできた道、建築現場の歴史及び仕組み、建築現場の紹介、建築現場
の現在、建築現場で学べる事、建築現場が社会に果たす役割、若者（学生）に送
る言葉などについて説明する。 
4 回 経営と⼯学：⼯学からアプローチする際の経営の考え方、および経営⼯学の
概略を説明する。 
5 回 も 

準備学習 1 回 銘建⼯業㈱の HP を見て事業内容を確認しておくこと。 
2 回 醸造⾷品について、醸造の中⼼技術である麹作りについて考えておくこと。 
3 回 建築の必要性をどのように感じているかについて考えておくこと。 
4 回 テキストの内容を目次と索引からどういう用語が使われているかを予習し
ておくこと。 
5 回 前回の講義の復習と、テキストの生産と生産現場を取り巻く環境について
予習しておくこと。 
6 回 前回の講義の復習と、テキストの納期管理と⼯程管理について予習してお
くこと。 
7 回 前回の講義の復習と、テキストのトヨタ生産方 

 



年度 2014 
授業コード FT000310 
成績評価 課題提出（80％）、定期試験（20％）により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13),電気電子システム学科(〜13),情報⼯学科(〜13),知能

機械⼯学科(〜13),生体医⼯学科(〜13),⼯学プロジェクトコース(〜13) 
見出し FT000310 ⼯業デザイン 
担当教員名 松本 恭吾＊ 
単位数 2 
教科書 ユニバーサルデザインの教科書（増補改訂版）／中川 聰 監修／ 日経デザイ

ン 編／日経 BP 社／isbn 978-482221547-7 
アクティブラーニング  
キーワード 生活器具、産業機器、繊維・服飾、⼯芸品家具、インテリア、形、立体感、ボリ

ューム感、質感、空間、パースペクティブ、構図、構成、観察力、発想力、表現
力 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⼯業デザイン 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FT000310 
実務経験のある教員  
達成目標 プロダクトデザインの基礎知識の習得を目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Industrial Desing 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 プロダクトデザイン史、プロダクトデザインの意義，要素，用途について学習す

る。デザインを発想する体験を通し、プロダクトデザインの基本的な考え方を身
につける。ドローイングでは立方体や円柱、球などの単純な幾何形態の単体を観
察、描写することによりパースペクティブなどの形態認識の基本、陰影の表現の
基本を習得する。次にデザイン的な要素を含むモチーフのドローイングを行うこ
とで平面的な表現力を養い、発想時やプレゼンテーションの現場で役立つ力を身
に付ける。 



デザインとは形を整えるだけでなく、そのことを通じ人と社会の関係を 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 デザイン史、プロダクトデザインの概要１（デザインの意味と要素、用途、
創造の意味と手法） 
3 回 デザイン史、プロダクトデザインの概要２（色彩、造形⼼理、人間⼯学） 
4 回 ドローイング演習 道具の使い方 立体を描く１ 
5 回 ドローイング演習 立体感を描く２ 
6 回 ユニバーサルデザイン１ 
7 回 ユニバーサルデザイン２ 
8 回 デザインワークショップ 概説 生活器具、産業機器 
9 回 デザインワークショップ 概説 繊維・服飾、⼯芸品 
10 回 デザインワークショップ 概説 その他のプロダ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておく 
2 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
4 回 特になし。 
5 回 特になし。 
6 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
8 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
9 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
10 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
11 回 大学構内を日々の生活の中で、こう変化したら良いのに、あるいはまった
く新しい発想のデザインを加えることで場 

 



年度 2014 
授業コード FT000320 
成績評価 課題提出（80％）、定期試験（20％）により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13),情報⼯学科(〜13),知能機械⼯学科(〜13),生体医⼯学

科(〜13),⼯学プロジェクトコース(〜13) 
見出し FT000320 ⼯業デザイン 
担当教員名 松本 恭吾＊ 
単位数 2 
教科書 ユニバーサルデザインの教科書（増補改訂版）／中川 聰 監修／ 日経デザイ

ン 編／日経 BP 社／isbn 978-482221547-7 
アクティブラーニング  
キーワード 生活器具、産業機器、繊維・服飾、⼯芸品家具、インテリア、形、立体感、ボリ

ューム感、質感、空間、パースペクティブ、構図、構成、観察力、発想力、表現
力 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⼯業デザイン 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考 講義は、5 月 10 日、5 月 31 日、6 月 7 日、6 月 14 日、6 月 28 日、7 月 5 日、7

月 19 日に行う。 
シラバスコード FT000320 
実務経験のある教員  
達成目標 プロダクトデザインの基礎知識の習得を目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Industrial Desing 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 プロダクトデザイン史、プロダクトデザインの意義，要素，用途について学習す

る。デザインを発想する体験を通し、プロダクトデザインの基本的な考え方を身
につける。ドローイングでは立方体や円柱、球などの単純な幾何形態の単体を観
察、描写することによりパースペクティブなどの形態認識の基本、陰影の表現の
基本を習得する。次にデザイン的な要素を含むモチーフのドローイングを行うこ
とで平面的な表現力を養い、発想時やプレゼンテーションの現場で役立つ力を身



に付ける。 
デザインとは形を整えるだけでなく、そのことを通じ人と社会の関係を 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 デザイン史、プロダクトデザインの概要１（デザインの意味と要素、用途、
創造の意味と手法） 
3 回 デザイン史、プロダクトデザインの概要２（色彩、造形⼼理、人間⼯学） 
4 回 ドローイング演習 道具の使い方 立体を描く１ 
5 回 ドローイング演習 立体感を描く２ 
6 回 ユニバーサルデザイン１ 
7 回 ユニバーサルデザイン２ 
8 回 デザインワークショップ 概説 生活器具、産業機器 
9 回 デザインワークショップ 概説 繊維・服飾、⼯芸品 
10 回 デザインワークショップ 概説 その他のプロダ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておく 
2 回 特になし。 
3 回 配布資料の該当箇所を読んでおくこと。 
4 回 特になし。 
5 回 特になし。 
6 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
8 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
9 回 配布資料の該当箇所を読んでおくこと。 
10 回 配布資料の該当箇所を読んでおくこと。 
11 回 大学構内を日々の生活の中で、こう変化したら良いのに、あるいはまった
く新しい発想のデザインを加えることで場の状況が変化するなど観察を 

 



年度 2014 
授業コード FT000410 
成績評価 定期試験（１００％）により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜14),電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),知能

機械⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),建築学科(〜14),⼯学プロジェクトコース
(〜14) 

見出し FT000410 上級数学Ⅰ 
担当教員名 中川 重和＊ 
単位数 2 
教科書 所属学科の微分積分の授業で使用している教科書。教科書がない場合は、下記の

参考書。 
アクティブラーニング  
キーワード 微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし． 
科目名 上級数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理⼯系の基礎 微分積分 (増補版)／石原・浅野／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 毎回の授業は、最初の１時間ぐらいは講義を行い、残りの時間で講義内容に関連

した問題（プリントを配布）を解くという形式をとります。この問題プリントの
中に定期試験で出題される問題が全て書かれていますので、欠席をせず、プリン
トの問題を解くことを目指して下さい。第１回の授業で、受講者の人数確認を行
います。このときに欠席していると履修が認められませんので、必ず出席するよ
うにして下さい。 

シラバスコード FT000410 
実務経験のある教員  
達成目標 配布するプリントの問題を、「自力で」解けるようになることを目指して下さい。 
受講者へのコメント 特になし． 
連絡先 中川研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業進行がはやすぎた(22.7%)は予想外に多く， 
反応を見ながら進行するようにしなければいけないようだ． 
宿題など，授業時間外の学習方法を明示するように⼼がけたい． 

英文科目名 Differential Calculus 
関連科目 高校で数学Ｂの数列・ベクトルと数学Ⅲ を学んできていることが望ましい。、 
次回に向けての改善変更予定 特になし． 
講義目的 高校の「数学Ⅲ」で学んだ微分を復習しながら、より難しい微分についての知識



を身につけることを目標とします。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 授業内容を説明する。 

2 回 微分の定義、基本公式べき関数・三角関数・指数関数・対数関数の微分合成
関数の微分について説明する。 
3 回 対数微分法逆関数について説明する。 
4 回 逆関数の微分逆三角関数の微分について説明する。 
5 回 「逆三角関数の微分」の続きについて説明する。 
6 回 高次導関数について説明する。 
7 回 ライプニッツの公式について説明する。 
8 回 関数の極限（１）について説明する。 
9 回 関数の極限（２）：ロピタルの定理について説明する。 
10 回 関数のグラフ（１）について説明する。 
11 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 高校の「数学Ⅲ」で学んだ基本的な関数の微分を、復習しておくこと。 
3 回 第２回で学んだ「対数関数の微分」「合成関数の微分」を、復習しておくこ
と。 
4 回 第３回で学んだ逆関数の性質を、確認しておくこと。 
5 回 第４回で学んだ逆三角関数の定義を、忘れないようにしておくこと。 
6 回 これまでに学んだ微分の公式を、全て確実に使いこなせるようにしておく
こと。 
7 回 第６回で学んだ高次導関数についての幾つかの公式を覚えておいて下さい。
高校の「数学Ａ」で学んだ２項係数と、「数 

 



年度 2014 
授業コード FT000411 
成績評価 定期試験（１００％）により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13) 
見出し FT000411 上級数学Ⅰ 
担当教員名 中川 重和＊ 
単位数 2 
教科書 所属学科の微分積分の授業で使用している教科書。教科書がない場合は、下記の

参考書。 
アクティブラーニング  
キーワード 微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 上級数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理⼯系の基礎 微分積分 (増補版)／石原・浅野／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 毎回の授業は、最初の１時間ぐらいは講義を行い、残りの時間で講義内容に関連

した問題（プリントを配布）を解くという形式をとります。この問題プリントの
中に定期試験で出題される問題が全て書かれていますので、欠席をせず、プリン
トの問題を解くことを目指して下さい。第１回の授業で、受講者の人数確認を行
います。このときに欠席していると履修が認められませんので、必ず出席するよ
うにして下さい。 

シラバスコード FT000411 
実務経験のある教員  
達成目標 配布するプリントの問題を、「自力で」解けるようになることを目指して下さい。 
受講者へのコメント  
連絡先 中川研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Differential Calculus 
関連科目 高校で数学Ｂの数列・ベクトルと数学Ⅲ を学んできていることが望ましい。、 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高校の「数学Ⅲ」で学んだ微分を復習しながら、より難しい微分についての知識

を身につけることを目標とします。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 授業内容を説明する。 

2 回 微分の定義、基本公式べき関数・三角関数・指数関数・対数関数の微分合成



関数の微分について説明する。 
3 回 対数微分法逆関数について説明する。 
4 回 逆関数の微分逆三角関数の微分について説明する。 
5 回 「逆三角関数の微分」の続きについて説明する。 
6 回 高次導関数について説明する。 
7 回 ライプニッツの公式について説明する。 
8 回 関数の極限（１）について説明する。 
9 回 関数の極限（２）：ロピタルの定理について説明する。 
10 回 関数のグラフ（１）について説明する。 
11 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 高校の「数学Ⅲ」で学んだ基本的な関数の微分を、復習しておくこと。 
3 回 第２回で学んだ「対数関数の微分」「合成関数の微分」を、復習しておくこ
と。 
4 回 第３回で学んだ逆関数の性質を、確認しておくこと。 
5 回 第４回で学んだ逆三角関数の定義を、忘れないようにしておくこと。 
6 回 これまでに学んだ微分の公式を、全て確実に使いこなせるようにしておく
こと。 
7 回 第６回で学んだ高次導関数についての幾つかの公式を覚えておいて下さい。
高校の「数学Ａ」で学んだ２項係数と、「数 

 



年度 2014 
授業コード FT000510 
成績評価 定期試験（１００％）により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜14),電気電子システム学科(〜14),情報⼯学科(〜14),知能

機械⼯学科(〜14),生体医⼯学科(〜14),建築学科(〜14),⼯学プロジェクトコース
(〜14) 

見出し FT000510 上級数学Ⅱ 
担当教員名 中川 重和＊ 
単位数 2 
教科書 所属学科の微分積分の授業で使用している教科書。教科書がない場合は、下記の

参考書。 
アクティブラーニング  
キーワード 積分 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ⿊板の文字が小さい点について（学生の解答時も含む）は，改善します． 
科目名 上級数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理⼯系の基礎 微分積分 (増補版) ／石原・浅野／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 毎回の授業は、最初の１時間ぐらいは講義を行い、残りの時間で講義内容に関連

した問題（プリントを配布）を解くという形式をとります。この問題プリントの
中に定期試験で出題される問題が全て書かれていますので、欠席をせず、プリン
トの問題を解くことを目指して下さい。第１回の授業で、受講者の人数確認を行
います。このときに欠席していると履修が認められませんので、必ず出席するよ
うにして下さい。 

シラバスコード FT000510 
実務経験のある教員  
達成目標 配布するプリントの問題を、「自力で」解けるようになることを目指して下さい。 
受講者へのコメント 熱⼼に受講してもらって，教える側もそれに呼応するように力が入りました. 

大変楽しかったです． 
連絡先 中川研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の目標達成度は満足とほぼ満足をあわせて 81%であり， 
教員の意欲は 95%， 
また授業の満足度は 97%であった． 

英文科目名 Integral Calculus 
関連科目 高校で数学Ｂの数列・ベクトルと数学Ⅲ を学んできていることが望ましい。上

級数学 Ⅰ を受講しておくことが望ましい。 



次回に向けての改善変更予定 ⿊板の文字が小さい点について（学生の解答時も含む）は，改善します． 
講義目的 高校の「数学Ⅲ」で学んだ積分を復習しながら、より難しい積分についての知識

を身につけることを目標とします。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  授業内容の説明不定積分の定義、基本公式について説明する。 

2 回  第１回の内容の発展について説明する。 
3 回  不定積分の部分積分について説明する。 
4 回  不定積分の置換積分について説明する。 
5 回  第３回、第４回の内容の発展について説明する。 
6 回  部分分数分解について説明する。 
7 回  定積分の定義、基本公式について説明する。 
8 回  定積分とグラフの面積について説明する。 
9 回  定積分の部分積分について説明する。 
10 回  定積分の置換積分について説明する。 
11 回  体積、曲線の⻑ 

準備学習 1 回  前期「上級数学Ⅰ」で学んだ「べき関数の微分」「三角関数の微分」「指数
関数の微分」「対数関数の微分」「逆三角関数の微分」「合成関数の微分」を復習し
ておくこと。 
2 回  第１回で学んだ不定積分の公式と、前期「上級数学Ⅰ」で学んだ「合成関
数の微分」を復習しておくこと。 
3 回  これまでに学んだ不定積分の公式を、忘れないようにしておくこと。 
4 回  第１回、第２回で学んだ不定積分の公式を、忘れないようにしておくこと。 
5 回  第３回で学んだ不定積分の部分積分と、第４回で学んだ不定積分の置換積
分を復習してお 

 



年度 2014 
授業コード FT000511 
成績評価 定期試験（１００％）により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13) 
見出し FT000511 上級数学Ⅱ 
担当教員名 中川 重和＊、竹内 渉 
単位数 2 
教科書 所属学科の微分積分の授業で使用している教科書。教科書がない場合は、下記の

参考書。 
アクティブラーニング  
キーワード 積分 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 上級数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理⼯系の基礎 微分積分 (増補版) ／石原・浅野／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 毎回の授業は、最初の１時間ぐらいは講義を行い、残りの時間で講義内容に関連

した問題（プリントを配布）を解くという形式をとります。この問題プリントの
中に定期試験で出題される問題が全て書かれていますので、欠席をせず、プリン
トの問題を解くことを目指して下さい。第１回の授業で、受講者の人数確認を行
います。このときに欠席していると履修が認められませんので、必ず出席するよ
うにして下さい。 

シラバスコード FT000511 
実務経験のある教員  
達成目標 配布するプリントの問題を、「自力で」解けるようになることを目指して下さい。 
受講者へのコメント  
連絡先 中川研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Integral Calculus 
関連科目 高校で数学Ｂの数列・ベクトルと数学Ⅲ を学んできていることが望ましい。上

級数学 Ⅰ を受講しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高校の「数学Ⅲ」で学んだ積分を復習しながら、より難しい積分についての知識

を身につけることを目標とします。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  授業内容の説明不定積分の定義、基本公式について説明する。 



2 回  第１回の内容の発展について説明する。 
3 回  不定積分の部分積分について説明する。 
4 回  不定積分の置換積分について説明する。 
5 回  第３回、第４回の内容の発展について説明する。 
6 回  部分分数分解について説明する。 
7 回  定積分の定義、基本公式について説明する。 
8 回  定積分とグラフの面積について説明する。 
9 回  定積分の部分積分について説明する。 
10 回  定積分の置換積分について説明する。 
11 回  体積、曲線の⻑ 

準備学習 1 回  前期「上級数学Ⅰ」で学んだ「べき関数の微分」「三角関数の微分」「指数
関数の微分」「対数関数の微分」「逆三角関数の微分」「合成関数の微分」を復習し
ておくこと。 
2 回  第１回で学んだ不定積分の公式と、前期「上級数学Ⅰ」で学んだ「合成関
数の微分」を復習しておくこと。 
3 回  これまでに学んだ不定積分の公式を、忘れないようにしておくこと。 
4 回  第１回、第２回で学んだ不定積分の公式を、忘れないようにしておくこと。 
5 回  第３回で学んだ不定積分の部分積分と、第４回で学んだ不定積分の置換積
分を復習してお 

 



年度 2014 
授業コード FT000610 
成績評価 講義への取り組み方/受講態度（20％）及び定期試験（80％）の両面で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス TA(12〜),TB(12〜),JA(12〜),PA(⼯)(12〜) 
見出し FT000610 技術者の社会人基礎 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて適時紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 常識 ルール 自己抑制 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 たくさんの感想をありがとうございました。 

諸君のコメントは 私の宝物です。 
感謝！ 

科目名 技術者の社会人基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて適時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 参加型講義のため、受講希望者多数の場合は 止むを得ず 選抜します。 
シラバスコード FT000610 
実務経験のある教員  
達成目標 技術者としての実力と専門性を発揮するために不可欠な社会性と人間力を養成

する。 
受講者へのコメント 毎回 課題に真剣に取り組んで下さり ありがとうございました。 

諸君と一緒に 私も楽しく講義を進めることができました。 
諸君のおかげです。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特にありません。 
英文科目名 Social communication for engineers 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 ① 社会人としての当事者意識を醸成させる。 

② 技術者が知っておかねばならない社会人/企業人としての常識を習得させ
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の最終目的、概要、講義の進め方、講義中の注意点、受講生に期待する

事柄について説明する。 



2 回 社会人としての責任と義務/社会的ルール/常識を説明する。 
自己の常識レベルを自覚する。 
3 回 コミュニケーションの取り方 ① 
バーバルコミュニケーション 
4 回 コミュニケーションの取り方 ② 
バーバルコミュニケーション 
5 回 コミュニケーションの取り方 ③ 
バーバルコミュニケーション 
6 回 コミュニケーションの取り方 ④ 
バーバルコミュニケーション 
7 回 コミュニケーションの取り方 ⑤ 
バーバルコミュニ 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義の全体像を把握し、この講義に何を求めるかを自分
なりに整理しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
3 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
4 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
5 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
6 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
7 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
8 回 経済新聞に目を通し、名 

 



年度 2014 
授業コード FT000620 
成績評価 講義への取り組み方/受講態度（20％）及び定期試験（80％）の両面で評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(⼯)(〜14),BB(⼯)(〜14),PA(⼯)(〜14) 
見出し FT000620 技術者の社会人基礎 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて適時紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 常識 ルール 自己抑制 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 たくさんの感想をありがとうございました。 

諸君のコメントは 私の宝物です。 
感謝！ 

科目名 技術者の社会人基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて適時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 参加型講義のため、受講希望者多数の場合は 止むを得ず 選抜します。 
シラバスコード FT000620 
実務経験のある教員  
達成目標 技術者としての実力と専門性を発揮するために不可欠な社会性と人間力を養成

する。 
受講者へのコメント 毎回 課題に真剣に取り組んで下さり ありがとうございました。 

諸君と一緒に 私も楽しく講義を進めることができました。 
諸君のおかげです。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特にありません。 
英文科目名 Social communication for engineers 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 ① 社会人としての当事者意識を醸成させる。 

② 技術者が知っておかねばならない社会人/企業人としての常識を習得させ
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の最終目的、概要、講義の進め方、講義中の注意点、受講生に期待する

事柄について説明する。 



2 回 社会人としての責任と義務/社会的ルール/常識を説明する。 
自己の常識レベルを自覚する。 
3 回 コミュニケーションの取り方 ① 
バーバルコミュニケーション 
4 回 コミュニケーションの取り方 ② 
バーバルコミュニケーション 
5 回 コミュニケーションの取り方 ③ 
バーバルコミュニケーション 
6 回 コミュニケーションの取り方 ④ 
バーバルコミュニケーション 
7 回 コミュニケーションの取り方 ⑤ 
バーバルコミュニ 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義の全体像を把握し、この講義に何を求めるかを自分
なりに整理しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
3 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
4 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
5 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
6 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
7 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
8 回 経済新聞に目を通し、名 

 



年度 2014 
授業コード FT000630 
成績評価 講義への取り組み方/受講態度（20％）及び定期試験（80％）の両面で評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス ZA(⼯)(〜14),ZB(⼯)(〜14),PA(⼯)(〜14) 
見出し FT000630 技術者の社会人基礎 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて適時紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 常識 ルール 自己抑制 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 たくさんの感想をありがとうございました。 

諸君のコメントは 私の宝物です。 
感謝！ 

科目名 技術者の社会人基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて適時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 参加型講義のため、受講希望者多数の場合は 止むを得ず 選抜します。 
シラバスコード FT000630 
実務経験のある教員  
達成目標 技術者としての実力と専門性を発揮するために不可欠な社会性と人間力を養成

する。 
受講者へのコメント 毎回 課題に真剣に取り組んで下さり ありがとうございました。 

諸君と一緒に 私も楽しく講義を進めることができました。 
諸君のおかげです。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特にありません。 
英文科目名 Social communication for engineers 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 ① 社会人としての当事者意識を醸成させる。 

② 技術者が知っておかねばならない社会人/企業人としての常識を習得させ
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の最終目的、概要、講義の進め方、講義中の注意点、受講生に期待する

事柄について説明する。 



2 回 社会人としての責任と義務/社会的ルール/常識を説明する。 
自己の常識レベルを自覚する。 
3 回 コミュニケーションの取り方 ① 
バーバルコミュニケーション 
4 回 コミュニケーションの取り方 ② 
バーバルコミュニケーション 
5 回 コミュニケーションの取り方 ③ 
バーバルコミュニケーション 
6 回 コミュニケーションの取り方 ④ 
バーバルコミュニケーション 
7 回 コミュニケーションの取り方 ⑤ 
バーバルコミュニ 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義の全体像を把握し、この講義に何を求めるかを自分
なりに整理しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
3 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
4 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
5 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
6 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
7 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
8 回 経済新聞に目を通し、名 

 



年度 2014 
授業コード FT000640 
成績評価 講義への取り組み方/受講態度（20％）及び定期試験（80％）の両面で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス JB(〜14),MA(⼯)(〜14),MB(⼯)(〜14),MC(⼯)(〜14),PA(⼯)(〜14) 
見出し FT000640 技術者の社会人基礎 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて適時紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 常識 ルール 自己抑制 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 たくさんの感想をありがとうございました。 

諸君のコメントは 私の宝物です。 
感謝！ 

科目名 技術者の社会人基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて適時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 参加型講義のため、受講希望者多数の場合は 止むを得ず 選抜します。 
シラバスコード FT000640 
実務経験のある教員  
達成目標 技術者としての実力と専門性を発揮するために不可欠な社会性と人間力を養成

する。 
受講者へのコメント 毎回 課題に真剣に取り組んで下さり ありがとうございました。 

諸君と一緒に 私も楽しく講義を進めることができました。 
諸君のおかげです。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特にありません。 
英文科目名 Social communication for engineers 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 ① 社会人としての当事者意識を醸成させる。 

② 技術者が知っておかねばならない社会人/企業人としての常識を習得させ
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の最終目的、概要、講義の進め方、講義中の注意点、受講生に期待する

事柄について説明する。 



2 回 社会人としての責任と義務/社会的ルール/常識を説明する。 
自己の常識レベルを自覚する。 
3 回 コミュニケーションの取り方 ① 
バーバルコミュニケーション 
4 回 コミュニケーションの取り方 ② 
バーバルコミュニケーション 
5 回 コミュニケーションの取り方 ③ 
バーバルコミュニケーション 
6 回 コミュニケーションの取り方 ④ 
バーバルコミュニケーション 
7 回 コミュニケーションの取り方 ⑤ 
バーバルコミュニ 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義の全体像を把握し、この講義に何を求めるかを自分
なりに整理しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
3 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
4 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
5 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
6 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
7 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
8 回 経済新聞に目を通し、名 

 



年度 2014 
授業コード FT000650 
成績評価 講義への取り組み方/受講態度（20％）及び定期試験（80％）の両面で評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス DA(〜14),DB(〜14),PA(⼯)(〜14) 
見出し FT000650 技術者の社会人基礎 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて適時紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 常識 ルール 自己抑制 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 たくさんの感想をありがとうございました。 

諸君のコメントは 私の宝物です。 
感謝！ 

科目名 技術者の社会人基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて適時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 参加型講義のため、受講希望者多数の場合は 止むを得ず 選抜します。 
シラバスコード FT000650 
実務経験のある教員  
達成目標 技術者としての実力と専門性を発揮するために不可欠な社会性と人間力を養成

する。 
受講者へのコメント 毎回 課題に真剣に取り組んで下さり ありがとうございました。 

諸君と一緒に 私も楽しく講義を進めることができました。 
諸君のおかげです。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特にありません。 
英文科目名 Social communication for engineers 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 ① 社会人としての当事者意識を醸成させる。 

② 技術者が知っておかねばならない社会人/企業人としての常識を習得させ
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の最終目的、概要、講義の進め方、講義中の注意点、受講生に期待する

事柄について説明する。 



2 回 社会人としての責任と義務/社会的ルール/常識を説明する。 
自己の常識レベルを自覚する。 
3 回 コミュニケーションの取り方 ① 
バーバルコミュニケーション 
4 回 コミュニケーションの取り方 ② 
バーバルコミュニケーション 
5 回 コミュニケーションの取り方 ③ 
バーバルコミュニケーション 
6 回 コミュニケーションの取り方 ④ 
バーバルコミュニケーション 
7 回 コミュニケーションの取り方 ⑤ 
バーバルコミュニ 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義の全体像を把握し、この講義に何を求めるかを自分
なりに整理しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
3 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
4 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
5 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
6 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
7 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
8 回 経済新聞に目を通し、名 

 



年度 2014 
授業コード FT000660 
成績評価 講義への取り組み方/受講態度（20％）及び定期試験（80％）の両面で評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス RA(〜14),RB(〜14),PA(⼯)(〜14) 
見出し FT000660 技術者の社会人基礎 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて適時紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 常識 ルール 自己抑制 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 たくさんの感想をありがとうございました。 

諸君のコメントは 私の宝物です。 
感謝！ 

科目名 技術者の社会人基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて適時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 参加型講義のため、受講希望者多数の場合は 止むを得ず 選抜します。 
シラバスコード FT000660 
実務経験のある教員  
達成目標 技術者としての実力と専門性を発揮するために不可欠な社会性と人間力を養成

する。 
受講者へのコメント 毎回 課題に真剣に取り組んで下さり ありがとうございました。 

諸君と一緒に 私も楽しく講義を進めることができました。 
諸君のおかげです。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特にありません。 
英文科目名 Social communication for engineers 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 ① 社会人としての当事者意識を醸成させる。 

② 技術者が知っておかねばならない社会人/企業人としての常識を習得させ
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の最終目的、概要、講義の進め方、講義中の注意点、受講生に期待する

事柄について説明する。 



2 回 社会人としての責任と義務/社会的ルール/常識を説明する。 
自己の常識レベルを自覚する。 
3 回 コミュニケーションの取り方 ① 
バーバルコミュニケーション 
4 回 コミュニケーションの取り方 ② 
バーバルコミュニケーション 
5 回 コミュニケーションの取り方 ③ 
バーバルコミュニケーション 
6 回 コミュニケーションの取り方 ④ 
バーバルコミュニケーション 
7 回 コミュニケーションの取り方 ⑤ 
バーバルコミュニ 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義の全体像を把握し、この講義に何を求めるかを自分
なりに整理しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
3 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
4 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
5 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
6 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
7 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
8 回 経済新聞に目を通し、名 

 



年度 2014 
授業コード FT000670 
成績評価 講義への取り組み方/受講態度（20％）及び定期試験（80％）の両面で評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜14),⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FT000670 技術者の社会人基礎 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて適時紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 常識 ルール 自己抑制 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 技術者の社会人基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて適時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 参加型講義のため、受講希望者多数の場合は 止むを得ず 選抜します。 
シラバスコード FT000670 
実務経験のある教員  
達成目標 技術者としての実力と専門性を発揮するために不可欠な社会性と人間力を養成

する。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Social communication for engineers 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ① 社会人としての当事者意識を醸成させる。 

② 技術者が知っておかねばならない社会人/企業人としての常識を習得させ
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の最終目的、概要、講義の進め方、講義中の注意点、受講生に期待する

事柄について説明する。 
2 回 社会人としての責任と義務/社会的ルール/常識を説明する。 
自己の常識レベルを自覚する。 
3 回 コミュニケーションの取り方 ① 
バーバルコミュニケーション 



4 回 コミュニケーションの取り方 ② 
バーバルコミュニケーション 
5 回 コミュニケーションの取り方 ③ 
バーバルコミュニケーション 
6 回 コミュニケーションの取り方 ④ 
バーバルコミュニケーション 
7 回 コミュニケーションの取り方 ⑤ 
バーバルコミュニ 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義の全体像を把握し、この講義に何を求めるかを自分
なりに整理しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
3 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
4 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
5 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
6 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
7 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
8 回 経済新聞に目を通し、名 

 



年度 2014 
授業コード FT000680 
成績評価 講義への取り組み方/受講態度（20％）及び定期試験（80％）の両面で評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14),DA(〜14),DB(〜14),PA(⼯)(〜14) 
見出し FT000680 技術者の社会人基礎 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて適時紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 常識 ルール 自己抑制 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 技術者の社会人基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて適時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 参加型講義のため、受講希望者多数の場合は 止むを得ず 選抜します。 
シラバスコード FT000680 
実務経験のある教員  
達成目標 技術者としての実力と専門性を発揮するために不可欠な社会性と人間力を養成

する。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Social communication for engineers 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ① 社会人としての当事者意識を醸成させる。 

② 技術者が知っておかねばならない社会人/企業人としての常識を習得させ
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の最終目的、概要、講義の進め方、講義中の注意点、受講生に期待する

事柄について説明する。 
2 回 社会人としての責任と義務/社会的ルール/常識を説明する。 
自己の常識レベルを自覚する。 
3 回 コミュニケーションの取り方 ① 
バーバルコミュニケーション 



4 回 コミュニケーションの取り方 ② 
バーバルコミュニケーション 
5 回 コミュニケーションの取り方 ③ 
バーバルコミュニケーション 
6 回 コミュニケーションの取り方 ④ 
バーバルコミュニケーション 
7 回 コミュニケーションの取り方 ⑤ 
バーバルコミュニ 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義の全体像を把握し、この講義に何を求めるかを自分
なりに整理しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
3 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
4 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
5 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
6 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
7 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
8 回 経済新聞に目を通し、名 

 



年度 2014 
授業コード FTB00110 
成績評価 卒業研究の具体的な内容および発表内容を卒業論文および卒業研究発表を総合

的に評価し、60 点以上を合格とする。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜11) 
見出し FTB00110 卒業研究 
担当教員名 平野 博之、竹崎 誠、大塚 隆尚、永谷 尚紀、山本 俊政、安藤 秀哉、竹

⽥ 邦雄 
単位数 8 
教科書 指導教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード 化学、応用化学、バイオテクノロジー、アクアバイオテクノロジー、コスメティ

ックサイエンス 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員の指示による。 
授業形態 実験実習 
注意備考 卒業研究は、配属された研究室の指導教員の下で行う。上記講義計画において、

それぞれの実施内容とその実施時期は研究室によって異なることがある。学習時
間は、合計で 470 時間以上が必須条件である。 

シラバスコード FTB00110 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 実験計画や研究計画を立て、その内容を記録・整理することができる。 

(2) 必要な情報や知識を自分で獲得する手段を知り、実行できる。 
(3) 教員の補助により、自主的に解決法を考案できる。 
(4) 複数の解決法について、比較検討できる。 
(5) 卒業研究のテーマ・課題の背景や研究目的を理解できる。 
(6) 研究内容等について、論理的に記述したり、口頭で発表することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表：学科⻑（原則、配属先の指導教員） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Undergraduate Research 
関連科目 バイオ・応用化学科のすべての科目＋B 群科目等 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 研究室に配属され、1 年間卒業研究を行う。研究室の指導教員の下で、少なくと



も、研究室の研究内容の 1 分野に関連した研究に取り組み、卒業後も自主的に学
習が継続できる基本的な能力を養う。また、卒業研究の 1 年間を通して、集団の
中で協調性やコミュニケーション能力を身につけ、特に日本語による作文力、発
表力を養うことも目標とする。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 卒業研究を担当する教員の講義や関連科目の復習を行い、さらに関連基礎知識の

修得や関連研究内容の調査を行うこと 
卒業研究の推進に必要な技術の調査を行い、実施できる準備を行うこと 
卒業論文作成、卒業研究発表要旨、発表原稿および発表用スライド作成に必要な
パソコンのソフトに習熟しておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FTB00120 
成績評価 卒業研究の具体的な内容および発表内容を卒業論文および卒業研究発表を総合

的に評価し、60 点以上を合格とする。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス バイオ・応用化学科(10〜10) 
見出し FTB00120 卒業研究【春学期最終評価】 
担当教員名 福原 実、平野 博之、滝澤 昇 
単位数 8 
教科書 指導教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード 化学、応用化学、バイオテクノロジー、アクアバイオテクノロジー、コスメティ

ックサイエンス 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究【春学期最終評価】 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員の指示による。 
授業形態 実験実習 
注意備考 卒業研究は、配属された研究室の指導教員の下で行う。上記講義計画において、

それぞれの実施内容とその実施時期は研究室によって異なることがある。学習時
間は、合計で 470 時間以上が必須条件である。 

シラバスコード FTB00120 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 実験計画や研究計画を立て、その内容を記録・整理することができる。 

(2) 必要な情報や知識を自分で獲得する手段を知り、実行できる。 
(3) 教員の補助により、自主的に解決法を考案できる。 
(4) 複数の解決法について、比較検討できる。 
(5) 卒業研究のテーマ・課題の背景や研究目的を理解できる。 
(6) 研究内容等について、論理的に記述したり、口頭で発表することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表：学科⻑（原則、配属先の指導教員） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Undergraduate Research 
関連科目 バイオ・応用化学科のすべての科目＋B 群科目等 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 研究室に配属され、1 年間卒業研究を行う。研究室の指導教員の下で、少なくと

も、研究室の研究内容の 1 分野に関連した研究に取り組み、卒業後も自主的に学



習が継続できる基本的な能力を養う。また、卒業研究の 1 年間を通して、集団の
中で協調性やコミュニケーション能力を身につけ、特に日本語による作文力、発
表力を養うことも目標とする。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 卒業研究を担当する教員の講義や関連科目の復習を行い、さらに関連基礎知識の

修得や関連研究内容の調査を行うこと 
卒業研究の推進に必要な技術の調査を行い、実施できる準備を行うこと 
卒業論文作成、卒業研究発表要旨、発表原稿および発表用スライド作成に必要な
パソコンのソフトに習熟しておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FTB00130 
成績評価 卒業研究の具体的な内容および発表内容を卒業論文および卒業研究発表を総合

的に評価し、60 点以上を合格とする。 
曜日時限  
対象クラス バイオ・応用化学科(11〜11) 
見出し FTB00130 卒業研究【秋学期中間評価】 
担当教員名 福原 実、竹⽥ 邦雄、森山 佳子、安藤 秀哉 
単位数 8 
教科書 指導教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード 化学、応用化学、バイオテクノロジー、アクアバイオテクノロジー、コスメティ

ックサイエンス 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究【秋学期中間評価】 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員の指示による。 
授業形態 実験実習 
注意備考 卒業研究は、配属された研究室の指導教員の下で行う。上記講義計画において、

それぞれの実施内容とその実施時期は研究室によって異なることがある。学習時
間は、合計で 470 時間以上が必須条件である。 

シラバスコード FTB00130 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 実験計画や研究計画を立て、その内容を記録・整理することができる。 

(2) 必要な情報や知識を自分で獲得する手段を知り、実行できる。 
(3) 教員の補助により、自主的に解決法を考案できる。 
(4) 複数の解決法について、比較検討できる。 
(5) 卒業研究のテーマ・課題の背景や研究目的を理解できる。 
(6) 研究内容等について、論理的に記述したり、口頭で発表することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表：学科⻑（原則、配属先の指導教員） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Undergraduate Research 
関連科目 バイオ・応用化学科のすべての科目＋B 群科目等 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 研究室に配属され、1 年間卒業研究を行う。研究室の指導教員の下で、少なくと

も、研究室の研究内容の 1 分野に関連した研究に取り組み、卒業後も自主的に学



習が継続できる基本的な能力を養う。また、卒業研究の 1 年間を通して、集団の
中で協調性やコミュニケーション能力を身につけ、特に日本語による作文力、発
表力を養うことも目標とする。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 卒業研究を担当する教員の講義や関連科目の復習を行い、さらに関連基礎知識の

修得や関連研究内容の調査を行うこと 
卒業研究の推進に必要な技術の調査を行い、実施できる準備を行うこと 
卒業論文作成、卒業研究発表要旨、発表原稿および発表用スライド作成に必要な
パソコンのソフトに習熟しておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FTB00210 
成績評価 中間テスト（５０％）と定期試験（５０％）により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13) 
見出し FTB00210 数学Ⅰ 
担当教員名 大熊 一正 
単位数 2 
教科書 やさしく学べる微分積分/石村園子/共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 極限、微分係数、導関数、合成関数の微分、マクローリン展開、偏微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「もう少し計算過程が欲しいです．」：比較的省略せずに書いているつもりですの

で，自主勉強の際にフォローするようにし，分からなければ質問してください． 
「ある学生が授業中，出たり入ったりで迷惑なんです，いっその事，欠席にして
欲しい，ろくに出席してないのに，単位もらうのはどうかと・・・．」：今回の教
室は，80 人くらいが，縦⻑に座っていましたので，正直，後ろの方の学生の出入
りは，あまり分かりませんでした．授業期間中に，教えてくれていたら対応も出
来たと思いますが，騒がしいのは注意したのですが，出入りは，出入りは， 

科目名 数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 計算力が身につく微分積分/佐野公明：基礎コース微分積分/坂⽥・萬代・山原、

どちらも学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード FTB00210 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）三角関数、逆三角関数、指数関数、対数関数およびこれらを合成した関数

の微分計算が円滑に実行できること、 
（２）対数微分法、不定形の極限の計算ができること、 
（３）マクローリン展開が円滑にできること、 
（４）偏微分の計算を用いて、接平面の方程式を与え、極値判定ができること。 

受講者へのコメント バイオ・応用化の分野では，実際に微分を駆使して何か研究を行う事は，あまり
無いように思いますが，既に知っている公式とかは，実は微分が利用されていた
りしますから，何かの拍子に今回習った知識が役立つことはあると思います． 
期末テストは，そこそこできていたにも関わらず，中間テストの出来が悪かった
ために，単位を取れなかった学生も何人か居ますので，中間テストからしっかり
勉強するようにしましょう． 

連絡先 大熊研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 90%受講者が 2 回以内の欠席での受講でしたが，一度も休まなかった受講者は，
56%でしたので，それ程，出席率の高い授業ではなかったようですが，履修者が
84 人もいましたので，常に人は多かったように思います． 
多くの受講者が，授業時間外にも学習時間を取っていたので，宿題を出したわけ
ではないが，各自で配布プリントの問題を解くなどして，勉強していたようです． 
また，約 78%の受講者が，「この分野への理解が深まった」と解答してくれてい
ましたが，「興味・関⼼が高まった」との回答は，14.7%程度に留まっていました
ので， 

英文科目名 Mathematics I 
関連科目 入門数学、数学 II 
次回に向けての改善変更予定 演習時間をもう少し，多く取れるように授業時間の配分を再考しようかと考えて

います． 
講義目的 （１）関数の微分演算についての概念と定理を与える、 

（２）初等関数について具体的に微分演算ができるようにする 
（３）微分のたいせつな応用（極限値の計算や関数の無限べき級数展開）の知識
を与える、 
（４）偏微分の定義、計算、幾何学的意味について知らしめる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 三角関数、不等式、逆三角関数、指数関数、自然対数の底、対数関数につい

て学習する。 
2 回 微分係数、導関数、微分公式、合成関数の微分について、定義、性質、計算
方法を学習する。 
3 回 三角関数、逆三角関数の微分を学習する。 
4 回 指数関数、対数関数の微分を学習する。 
5 回 対数微分法、平均値の定理、不定形の極限について、定理、計算方法を学習
する。 
6 回 微分に関する演習（１）をする。 
7 回 微分に関する演習（２）をする。 
8 回 微分および微分計算に関するまとめと理解度チェックのため、中間テスト
を実施して 

準備学習 1 回 一般角の三角関数の定義、弧度法（ラジアン角）について予習しておく 
2 回 微分係数の定義とその幾何学的意味をテキストで知っておく 
3 回 三角関数の不等式(第 1 回）について確認しておく 
4 回 自然対数の底の性質(第 1 回）について確認しておく 
5 回 平均値の定理の幾何学的意味について予習しておく 
6 回 基本関数の導関数、合成関数の微分について整理しておく 
7 回 対数微分法、ロピタルの定理についてその適用のアルゴリズムをまとめて
おく 
8 回 具体的に問題を解くさいの間違い易い事項/注意点を列挙しておこう 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FTB0021P 
成績評価 中間テスト（５０％）と定期試験（５０％）により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0021P 数学Ⅰ 
担当教員名 大熊 一正 
単位数 2 
教科書 やさしく学べる微分積分/石村園子/共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 極限、微分係数、導関数、合成関数の微分、マクローリン展開、偏微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 計算力が身につく微分積分/佐野公明：基礎コース微分積分/坂⽥・萬代・山原、

どちらも学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード FTB0021P 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）三角関数、逆三角関数、指数関数、対数関数およびこれらを合成した関数

の微分計算が円滑に実行できること、 
（２）対数微分法、不定形の極限の計算ができること、 
（３）マクローリン展開が円滑にできること、 
（４）偏微分の計算を用いて、接平面の方程式を与え、極値判定ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 大熊研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics I 
関連科目 入門数学、数学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 （１）関数の微分演算についての概念と定理を与える、 

（２）初等関数について具体的に微分演算ができるようにする 
（３）微分のたいせつな応用（極限値の計算や関数の無限べき級数展開）の知識
を与える、 
（４）偏微分の定義、計算、幾何学的意味について知らしめる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 三角関数、不等式、逆三角関数、指数関数、自然対数の底、対数関数につい
て学習する。 
2 回 微分係数、導関数、微分公式、合成関数の微分について、定義、性質、計算
方法を学習する。 
3 回 三角関数、逆三角関数の微分を学習する。 
4 回 指数関数、対数関数の微分を学習する。 
5 回 対数微分法、平均値の定理、不定形の極限について、定理、計算方法を学習
する。 
6 回 微分に関する演習（１）をする。 
7 回 微分に関する演習（２）をする。 
8 回 微分および微分計算に関するまとめと理解度チェックのため、中間テスト
を実施して 

準備学習 1 回 一般角の三角関数の定義、弧度法（ラジアン角）について予習しておく 
2 回 微分係数の定義とその幾何学的意味をテキストで知っておく 
3 回 三角関数の不等式(第 1 回）について確認しておく 
4 回 自然対数の底の性質(第 1 回）について確認しておく 
5 回 平均値の定理の幾何学的意味について予習しておく 
6 回 基本関数の導関数、合成関数の微分について整理しておく 
7 回 対数微分法、ロピタルの定理についてその適用のアルゴリズムをまとめて
おく 
8 回 具体的に問題を解くさいの間違い易い事項/注意点を列挙しておこう 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FTB00310 
成績評価 中間テスト（５０％）と定期試験（５０％）により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13) 
見出し FTB00310 数学Ⅱ 
担当教員名 大熊 一正 
単位数 2 
教科書 やさしく学べる微分積分/石村園子/共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 置換積分、部分積分法、リーマン和、定積分、累次積分、２重積分 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 声と字が大きくて分かりやすいです． 

→ 意識しているわけではなく，声と字が小さい授業が出来ないので，自然にど
ちらも大きくなっているんですが，授業的には悪くない習慣だと思っています． 
Good！ 
→ Thank you！ 
先生の人柄がとても良くて楽しく数学を学べました．今後もそんなスタイルを貫
いてください． 
→ ありがとうございます．嬉しく思います．僕自身は，授業だからといって，特
に意識することなく，思うように授業をしているだけなので，今後も授業スタイ
ルは，特に変わることなくこのままだと思います． 

科目名 数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 計算力が身につく微分積分/佐野公明：基礎コース微分積分/坂⽥・萬代・山原、

どちらも学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード FTB00310 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）基本的な関数の積分を示すことができる、 

（２）置換積分や部分積分を利用した積分の計算ができる、 
（３）定積分によって図形の面積や回転体の体積を求めることができる、 
（４）２重積分によって立体の体積を求めることができる。 

受講者へのコメント 今後，主に生物系分野を専門として学ぶことになる学生が多いと思いますが，微
分積分はどの分野に進んでも全く必要ないという学問ではなく，ほぼどの分野に
も何らかの形で必要となる分野です．よって，今回学んだ事を基礎として，必要
に応じてさらに学習することを願います． 

連絡先 大熊研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 約 85%の受講者が 2 回までの欠席で授業に参加していましたが，3,4 回休んだ受
講者が 15%程いたのは，少し多いように思います． 
また，授業時間外の学習時間に関しては，“全くしなかった”が約 20%，“30 分程
度”が 50%，“1 時間程度”が 25％とほぼ 1 時間以内の学習時間でした．これは，
高校時代にどの程度微分積分を理解していたかに依存しているように思います
が，授業時間外の学習が ゼロ という受講者が 20%とは残念です． 
一方，この授業を受講したことによって，約 71%の受講者が，“この分野への理
解が深まった”と 

英文科目名 Mathematics II 
関連科目 入門数学、数学Ｉ 
次回に向けての改善変更予定 受講者の興味・関⼼をもう少し高められるよう，生物系にちなんだ例え話ができ

るように，勉強しようと思います． 
講義目的 （１）微分演算の逆としての積分演算についての知識を与える、 

（２）不定積分を見出すいろいろな方法（⼯夫）の知識を与える、 
（３）定積分の意味と不定積分との関連を示す、 
（４）定積分の求積への応用を示す、 
（５）２重積分の定義と計算方法の知識を与える。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 不定積分の基本公式について学習する。 

2 回 置換積分法について学習する。（１） 
3 回 置換積分法について学習する。（２） 
4 回 部分積分法について学習する。 
5 回 有理関数の積分の求め方について学習する。 
6 回 第 1 回〜5 回に対する演習をする。 
7 回 中間テストによって基本事項のまとめと理解度のチェックを行い、理解不
足 
の事項を再解説する。 
8 回 リーマン和、定積分の定義と性質について学習する。 
9 回 定積分の計算方法を学習する。 
10 回 定積分を面積、体積の計算に応用する。 
11 回 ２回目の中間テ 

準備学習 1 回 テキストによって基本関数の微分を知って、逆に積分の公式をつくってみ
ること。 
2 回 置換積分とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
3 回 置換積分の手順を箇条書きに整理しておくこと。 
4 回 部分積分法とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
5 回 部分分数展開とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
6 回 第 1 回〜5 回の内容を整理して、不定積分の求め方を一つのアルゴリズムに
まとめてみること。 
7 回 具体的に積分計算を実行するさいの注意点を列挙しておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FTB0031P 
成績評価 中間テスト（５０％）と定期試験（５０％）により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0031P 数学Ⅱ 
担当教員名 大熊 一正 
単位数 2 
教科書 やさしく学べる微分積分/石村園子/共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 置換積分、部分積分法、リーマン和、定積分、累次積分、２重積分 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 計算力が身につく微分積分/佐野公明：基礎コース微分積分/坂⽥・萬代・山原、

どちらも学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード FTB0031P 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）基本的な関数の積分を示すことができる、 

（２）置換積分や部分積分を利用した積分の計算ができる、 
（３）定積分によって図形の面積や回転体の体積を求めることができる、 
（４）２重積分によって立体の体積を求めることができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 大熊研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics II 
関連科目 入門数学、数学Ｉ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 （１）微分演算の逆としての積分演算についての知識を与える、 

（２）不定積分を見出すいろいろな方法（⼯夫）の知識を与える、 
（３）定積分の意味と不定積分との関連を示す、 
（４）定積分の求積への応用を示す、 
（５）２重積分の定義と計算方法の知識を与える。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 不定積分の基本公式について学習する。 



2 回 置換積分法について学習する。（１） 
3 回 置換積分法について学習する。（２） 
4 回 部分積分法について学習する。 
5 回 有理関数の積分の求め方について学習する。 
6 回 第 1 回〜5 回に対する演習をする。 
7 回 中間テストによって基本事項のまとめと理解度のチェックを行い、理解不
足 
の事項を再解説する。 
8 回 リーマン和、定積分の定義と性質について学習する。 
9 回 定積分の計算方法を学習する。 
10 回 定積分を面積、体積の計算に応用する。 
11 回 ２回目の中間テ 

準備学習 1 回 テキストによって基本関数の微分を知って、逆に積分の公式をつくってみ
ること。 
2 回 置換積分とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
3 回 置換積分の手順を箇条書きに整理しておくこと。 
4 回 部分積分法とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
5 回 部分分数展開とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
6 回 第 1 回〜5 回の内容を整理して、不定積分の求め方を一つのアルゴリズムに
まとめてみること。 
7 回 具体的に積分計算を実行するさいの注意点を列挙しておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FTB00611 
成績評価 最終試験（60％）、小テスト、宿題（40％）最終試験と小テスト、宿題の成績に

より評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜11) 
見出し FTB00611 ⼯業数学Ⅰ(再) 
担当教員名 神谷 茂保 
単位数 2 
教科書 すぐわかる微分方程式／石村園子／東京図書／978-4-489004773：大学演習 解

析学概論／矢野健太郎、石原繁／裳華房／978-4-785380045 
アクティブラーニング  
キーワード 微分方程式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⼯業数学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に示す。 
授業形態 講義 
注意備考 数学 I,II の内容に習熟していること。 

よく復習すること（教科書「すぐわかる微分方程式」の該当部分は必ず読んでお
くこと）。（数学関連科目の学習にはある種のセンスを要求します。そのセンスを
磨くには勉強以外ありません。）「大学演習 解析学概論（矢野健太郎、石原繁著、
裳華房）」の該当部分も必ずやっておくこと。また図書館で関連図書を見つけ読
んでみること。微積分とくに積分の計算ができない場合はこの講義はとても難し
いものになるのでその覚悟をして履修すること。小テストを行うので遅刻しない
で出席すること。 

シラバスコード FTB00611 
実務経験のある教員  
達成目標 微分方程式の解を求積法により実際に求めることができるようになること。特に

線形微分方程式の解が求められそれを力学、電磁気学に応用できること。いろい
ろな現象を微分方程式という方法で記述し、それを解析することができるように
なることが「微分方程式論」の大きな目標であるがこの講義では上記のように
「（定数係数２階）線形微分方程式の解を求めることができる」ことを最低限の
目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 連絡先 20 号館 6 階神谷研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Industrial Mathematics I 
関連科目 A 群のほとんどすべての科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 微分方程式の基礎を学ぶ。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  微分方程式とは何かを説明する。 

2 回  微分方程式の応用例について説明する。 
3 回  直接積分形の微分方程式について説明する。 
4 回  変数分離型の微分方程式 について説明する。 
5 回  変数分離型の微分方程式の応用について説明する。 
6 回  同次形の微分方程式 について説明する。1 
7 回  同次形の微分方程式の応用について説明する。 
8 回  １階線形微分方程式について説明する。 
9 回 １階線形微分方程式の応用について説明する。 
10 回  線形空間の基礎について説明する。 
11 回  線形微分方程式 

準備学習 1 回  微分積分の基礎を復習しておくこと。 
2 回  「積分」の練習をしておくこと。 
3 回  微分積分の基礎的な問題を復習しておくこと。また微分方程式の応用例
について復習しておくこと。 
4 回  微分方程式とは何か理解しておくこと。不定積分の練習問題をやってみ
ること。 
5 回  微積分の教科書などを参照に積分の演習問題を解いてみること。 
6 回 変数分離形の微分方程式の一般解を求める練習をしてみること。 
7 回 変数分離形、同次形の微分方程式の復習をしておくこと。。 
8 回 微積分学の教科書の「積分」の部分を復習して 

 



年度 2014 
授業コード FTB0061P 
成績評価 最終試験（60％）、小テスト、宿題（40％）最終試験と小テスト、宿題の成績に

より評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0061P ⼯業数学Ⅰ(再) 
担当教員名 神谷 茂保 
単位数 2 
教科書 すぐわかる微分方程式／石村園子／東京図書／978-4-489004773：大学演習 解

析学概論／矢野健太郎、石原繁／裳華房／978-4-785380045 
アクティブラーニング  
キーワード 微分方程式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⼯業数学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に示す。 
授業形態 講義 
注意備考 数学 I,II の内容に習熟していること。 

よく復習すること（教科書「すぐわかる微分方程式」の該当部分は必ず読んでお
くこと）。（数学関連科目の学習にはある種のセンスを要求します。そのセンスを
磨くには勉強以外ありません。）「大学演習 解析学概論（矢野健太郎、石原繁著、
裳華房）」の該当部分も必ずやっておくこと。また図書館で関連図書を見つけ読
んでみること。微積分とくに積分の計算ができない場合はこの講義はとても難し
いものになるのでその覚悟をして履修すること。小テストを行うので遅刻しない
で出席すること。 

シラバスコード FTB0061P 
実務経験のある教員  
達成目標 微分方程式の解を求積法により実際に求めることができるようになること。特に

線形微分方程式の解が求められそれを力学、電磁気学に応用できること。いろい
ろな現象を微分方程式という方法で記述し、それを解析することができるように
なることが「微分方程式論」の大きな目標であるがこの講義では上記のように
「（定数係数２階）線形微分方程式の解を求めることができる」ことを最低限の
目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 連絡先 20 号館 6 階神谷研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Industrial Mathematics I 
関連科目 A 群のほとんどすべての科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 微分方程式の基礎を学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  微分方程式とは何かを説明する。 

2 回  微分方程式の応用例について説明する。 
3 回  直接積分形の微分方程式について説明する。 
4 回  変数分離型の微分方程式 について説明する。 
5 回  変数分離型の微分方程式の応用について説明する。 
6 回  同次形の微分方程式 について説明する。1 
7 回  同次形の微分方程式の応用について説明する。 
8 回  １階線形微分方程式について説明する。 
9 回 １階線形微分方程式の応用について説明する。 
10 回  線形空間の基礎について説明する。 
11 回  線形微分方程式 

準備学習 1 回  微分積分の基礎を復習しておくこと。 
2 回  「積分」の練習をしておくこと。 
3 回  微分積分の基礎的な問題を復習しておくこと。また微分方程式の応用例
について復習しておくこと。 
4 回  微分方程式とは何か理解しておくこと。不定積分の練習問題をやってみ
ること。 
5 回  微積分の教科書などを参照に積分の演習問題を解いてみること。 
6 回 変数分離形の微分方程式の一般解を求める練習をしてみること。 
7 回 変数分離形、同次形の微分方程式の復習をしておくこと。。 
8 回 微積分学の教科書の「積分」の部分を復習して 

 



年度 2014 
授業コード FTB00711 
成績評価 最終試験（60％）、小テスト、宿題（40％）により成績評価を行う。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜11) 
見出し FTB00711 ⼯業数学Ⅱ(再) 
担当教員名 神谷 茂保 
単位数 2 
教科書 すぐわかるフーリエ解析 ／石村園子／東京図書 

演習 解析学概論／矢野健太郎、石原繁著／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード フーリエ級数、フーリエ変換、ラプラス変換 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⼯業数学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⼯業数学 ／神谷茂保著／大学教育出版： 

なっとくする微分方程式／小寺平治／講談社： 
講義中にも示す。数学１．２で用いた（微積分学の）教科書 

授業形態 講義 
注意備考 応用数学 I を修得していることが望ましい。復習を必ず行うこと。数学１，２及

び応用数学１の内容は原則として既知なものとして講義を進めるので該当部分
の知識に不安がある場合は必ずその部分を自分で勉強しなおしておくこと。「演
習 解析学概論（矢野健太郎、石原繁著、裳華房）」の該当部分をやっておくこ
と。 

シラバスコード FTB00711 
実務経験のある教員  
達成目標 フーリエ級数、フーリエ変換、ラプラス変換とはどのようなものかを理解し応用

できるようにする。ラプラス変換を応用して微分方程式の解を求められるように
する。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 6 階神谷研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Industrial Mathematics II 
関連科目 応用数学 I、制御理論、数学１、数学２、A 群のほとんどの科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 フーリエ級数、フーリエ変換、ラプラス変換の基礎とその応用について学ぶ。 
対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回  この講義の内容、目標の説明を説明する。 
2 回 広義積分、無限積分について説明する。 
3 回  ２重積分について説明する。 
4 回 重積分と極座標変換について説明する。 
5 回  関数空間について説明する。 
6 回  フーリエ級数について説明する。 
7 回 フーリエ正弦、余弦級数について説明する。複素型のフーリエ級数について
説明する。 
8 回 一般区間のフーリエ級数について説明する。 
9 回  フーリエ級数の性質について説明する。 
10 回  フーリエ積分、フ―リエ変換について説明する。 
11 回  フ―リエ変換など 

準備学習 1 回 微積分の教科書の「積分」の部分を復習しておくこと。 
2 回 積分に関する演習問題をやっておくこと。 
3 回  広義積分、無限積分の演習問題をやっておくこと。 
4 回 重積分の演習問題をやっておくこと。極座標について復習しておくこと。 
5 回 線形代数の復習をしておくこと。 
6 回  三角関数の性質を復習しておくこと。 
7 回   三角関数の微積分について復習しておくこと。フーリエ級数の復習をし
ておくこと。 
8 回 フーリエ級数の求め方を復習しておくこと。 
9 回 周期関数のフ−リエ級数を求めてみること。 
10 回 複 

 



年度 2014 
授業コード FTB0071P 
成績評価 最終試験（60％）、小テスト、宿題（40％）により成績評価を行う。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0071P ⼯業数学Ⅱ(再) 
担当教員名 神谷 茂保 
単位数 2 
教科書 すぐわかるフーリエ解析 ／石村園子／東京図書 

演習 解析学概論／矢野健太郎、石原繁著／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード フーリエ級数、フーリエ変換、ラプラス変換 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⼯業数学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⼯業数学 ／神谷茂保著／大学教育出版： 

なっとくする微分方程式／小寺平治／講談社： 
講義中にも示す。数学１．２で用いた（微積分学の）教科書 

授業形態 講義 
注意備考 応用数学 I を修得していることが望ましい。復習を必ず行うこと。数学１，２及

び応用数学１の内容は原則として既知なものとして講義を進めるので該当部分
の知識に不安がある場合は必ずその部分を自分で勉強しなおしておくこと。「演
習 解析学概論（矢野健太郎、石原繁著、裳華房）」の該当部分をやっておくこ
と。 

シラバスコード FTB0071P 
実務経験のある教員  
達成目標 フーリエ級数、フーリエ変換、ラプラス変換とはどのようなものかを理解し応用

できるようにする。ラプラス変換を応用して微分方程式の解を求められるように
する。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 6 階神谷研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Industrial Mathematics II 
関連科目 応用数学 I、制御理論、数学１、数学２、A 群のほとんどの科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 フーリエ級数、フーリエ変換、ラプラス変換の基礎とその応用について学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  この講義の内容、目標の説明を説明する。 
2 回 広義積分、無限積分について説明する。 
3 回  ２重積分について説明する。 
4 回 重積分と極座標変換について説明する。 
5 回  関数空間について説明する。 
6 回  フーリエ級数について説明する。 
7 回 フーリエ正弦、余弦級数について説明する。複素型のフーリエ級数について
説明する。 
8 回 一般区間のフーリエ級数について説明する。 
9 回  フーリエ級数の性質について説明する。 
10 回  フーリエ積分、フ―リエ変換について説明する。 
11 回  フ―リエ変換など 

準備学習 1 回 微積分の教科書の「積分」の部分を復習しておくこと。 
2 回 積分に関する演習問題をやっておくこと。 
3 回  広義積分、無限積分の演習問題をやっておくこと。 
4 回 重積分の演習問題をやっておくこと。極座標について復習しておくこと。 
5 回 線形代数の復習をしておくこと。 
6 回  三角関数の性質を復習しておくこと。 
7 回   三角関数の微積分について復習しておくこと。フーリエ級数の復習をし
ておくこと。 
8 回 フーリエ級数の求め方を復習しておくこと。 
9 回 周期関数のフ−リエ級数を求めてみること。 
10 回 複 

 



年度 2014 
授業コード FTB00810 
成績評価 中間テスト・レポート・定期試験を総合的に評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14) 
見出し FTB00810 パソコン入門Ⅰ 
担当教員名 岩崎 彰典、竹崎 誠 
単位数 2 
教科書 使用しない。パソコン使用の実技が中⼼なので必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード インターネット 学生用 Web メール ワード エクセル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 この授業は、いつも自由記述の評価で、良かったと悪かったに別れるのだが、こ

れは考えてみると、高校時代にパソコンをどの程度扱っているかが、学生によっ
てかなり差があるのではと考える。あと、「ＴＡの人が丁寧に教えてくれてよか
った」という意見があった。 

科目名 パソコン入門Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用するソフトウェアの進歩は著しく、またほとんどの知識はインターネットを

通じて得ることができるので参考書は特に必要ありません。 
授業形態 講義 
注意備考 実技形式で行うため、出席が重要です。欠席・遅刻の場合、授業に追いつくのは

かなり困難です。レポート提出や中間テストはオンラインで行います。パソコン
上で処理するため、フォルダ名・ファイル名に不備があれば採点することができ
ませんので十分注意してください。定期試験はパソコンを使った実技試験とオン
ライン試験です。ＵＳＢメモリを購入しておくと便利です。岡山理科大学「OUS
コンテンツライブラリー」を使用する。 

シラバスコード FTB00810 
実務経験のある教員  
達成目標 １．インターネット・学生用 Web メールが活用できるようになること。 

２．ワードの基本的機能を理解し、レポート作成ができるようになること。 
３．エクセルの基本的機能を理解し、データ処理及びグラフ作成ができるように
なること。 
４．ワードの機能とエクセルの機能を組み合わせ、将来のレポート作成ができる
ようになること。 

受講者へのコメント 家からでもできるオンラインテストを準備しているので活用してもらいたい。 
連絡先 11 号館 5 階、電子メール:top@center.ous.ac.jp、電話：086-256-9773 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 このクラスは、授業時間外に学習したという学生の割合は５５％程度ある。総合
評価はどの項目も７０％程度は上位の評価をしてくれている。学習目標はほぼ達



成していると思う。 
英文科目名 Computer Literacy I 
関連科目 後期の情報リテラシーⅡの履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 自由記述に基づき、入学時の学生のパソコンスキルを考慮していきたい。 
講義目的 大学での学習・研究はもとより、今や社会で生活するにもインターネットや計算

機による情報の収集、加⼯、発信は欠かせない。その原理と仕組みを理解し、技
法と倫理を学び、情報化社会を生きていくための最低限の知識を身につけること
を目的とする。大学での学習・研究はもとより、今や社会で生活するにもインタ
ーネットや計算機による情報の収集、加⼯、発信は欠かせない。その原理と仕組
みを理解し、技法と倫理を学び、情報化社会を生きていくための最低限の知識を
身につけることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 メモ帳や学生用 Web メールを使えるようにする。 

オンラインでの受講登録をする。 
2 回 出席登録をする。 
メモ帳で自己探求セミナーの感想、自己紹介、大学で何を学ぶか、そして将来の
ことの作文をする。 
3 回 Web を使った履修届けと学生用 Web メールの確認をする。 
メモ帳で自己探求セミナーの感想、自己紹介、大学で何を学ぶか、そして将来の
ことの作文の続きをする。 
4 回 情報倫理とメールでのマナーを学習する。 
5 回 パソコンの仕組みの基礎知識。特にドライブ、フォルダ、ファイルの構造に
ついて学習する。 
6 回 ワ 

準備学習 1 回 高校で学習した情報教科を復習してくること。 
メモ帳での作文のため、自己探求セミナーの感想、自己紹介、大学で何を学ぶか、
そして将来のことを考えておくこと。 
2 回 パソコンへのログインや履修届けなどが確実にできること。 
3 回 学生用 Web メールの設定が正しいか確認しておくこと。 
4 回 「岡山理科大学情報倫理ガイドライン」と「岡山理科大学情報倫理要綱(学
生向)」を理解しておくこと。 
5 回 自己探求セミナーの感想、自己紹介、大学で何を学ぶか、そして将来のこと
の作文を仕上げておくこと。 
6 回 前回までの復習を 

 



年度 2014 
授業コード FTB0081P 
成績評価 中間テスト・レポート・定期試験を総合的に評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0081P パソコン入門Ⅰ 
担当教員名 岩崎 彰典、竹崎 誠 
単位数 2 
教科書 使用しない。パソコン使用の実技が中⼼なので必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード インターネット 学生用 Web メール ワード エクセル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 パソコン入門Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用するソフトウェアの進歩は著しく、またほとんどの知識はインターネットを

通じて得ることができるので参考書は特に必要ありません。 
授業形態 講義 
注意備考 実技形式で行うため、出席が重要です。欠席・遅刻の場合、授業に追いつくのは

かなり困難です。レポート提出や中間テストはオンラインで行います。パソコン
上で処理するため、フォルダ名・ファイル名に不備があれば採点することができ
ませんので十分注意してください。定期試験はパソコンを使った実技試験とオン
ライン試験です。ＵＳＢメモリを購入しておくと便利です。岡山理科大学「OUS
コンテンツライブラリー」を使用する。 

シラバスコード FTB0081P 
実務経験のある教員  
達成目標 １．インターネット・学生用 Web メールが活用できるようになること。 

２．ワードの基本的機能を理解し、レポート作成ができるようになること。 
３．エクセルの基本的機能を理解し、データ処理及びグラフ作成ができるように
なること。 
４．ワードの機能とエクセルの機能を組み合わせ、将来のレポート作成ができる
ようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 11 号館 5 階、電子メール:top@center.ous.ac.jp、電話：086-256-9773 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Literacy I 
関連科目 後期の情報リテラシーⅡの履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 大学での学習・研究はもとより、今や社会で生活するにもインターネットや計算
機による情報の収集、加⼯、発信は欠かせない。その原理と仕組みを理解し、技
法と倫理を学び、情報化社会を生きていくための最低限の知識を身につけること
を目的とする。大学での学習・研究はもとより、今や社会で生活するにもインタ
ーネットや計算機による情報の収集、加⼯、発信は欠かせない。その原理と仕組
みを理解し、技法と倫理を学び、情報化社会を生きていくための最低限の知識を
身につけることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 メモ帳や学生用 Web メールを使えるようにする。 

オンラインでの受講登録をする。 
2 回 出席登録をする。 
メモ帳で自己探求セミナーの感想、自己紹介、大学で何を学ぶか、そして将来の
ことの作文をする。 
3 回 Web を使った履修届けと学生用 Web メールの確認をする。 
メモ帳で自己探求セミナーの感想、自己紹介、大学で何を学ぶか、そして将来の
ことの作文の続きをする。 
4 回 情報倫理とメールでのマナーを学習する。 
5 回 パソコンの仕組みの基礎知識。特にドライブ、フォルダ、ファイルの構造に
ついて学習する。 
6 回 ワ 

準備学習 1 回 高校で学習した情報教科を復習してくること。 
メモ帳での作文のため、自己探求セミナーの感想、自己紹介、大学で何を学ぶか、
そして将来のことを考えておくこと。 
2 回 パソコンへのログインや履修届けなどが確実にできること。 
3 回 学生用 Web メールの設定が正しいか確認しておくこと。 
4 回 「岡山理科大学情報倫理ガイドライン」と「岡山理科大学情報倫理要綱(学
生向)」を理解しておくこと。 
5 回 自己探求セミナーの感想、自己紹介、大学で何を学ぶか、そして将来のこと
の作文を仕上げておくこと。 
6 回 前回までの復習を 

 



年度 2014 
授業コード FTB00910 
成績評価 中間テスト・レポート・定期試験を総合的に評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14) 
見出し FTB00910 パソコン入門Ⅱ 
担当教員名 岩崎 彰典、森山 佳子 
単位数 2 
教科書 使用しない。パソコン使用の実技が中⼼なので必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード HTML、Web ページ（ホームページ）、ハードウェアの基礎知識、プレゼンテー

ション、スライド、パワーポイント 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ホームページの作成やパワーポイントが使えるようになったという概ね良い意

見があった。 
ＴＡに関しての苦情もあったので改善いたします。 

科目名 パソコン入門Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用するソフトウェアの進歩は著しく、またほとんどの知識はインターネットを

通じて得ることができるので参考書は特に必要ありません。 
授業形態 講義 
注意備考 実技形式で行うため、出席が重要です。欠席・遅刻の場合、授業に追いつくのは

かなり困難です。レポート提出や中間テストはオンラインで行います。パソコン
上で処理するため、フォルダ名・ファイル名に不備があれば採点することができ
ませんので十分注意してください。定期試験はパソコンを使った実技試験とオン
ライン試験です。ＵＳＢメモリを購入しておくと便利です。岡山理科大学「OUS
コンテンツライブラリー」を使用する。 

シラバスコード FTB00910 
実務経験のある教員  
達成目標 １．Web ページが作成でき、インターネットの理解を得る。 

２．２進数の計算や論理演算ができ、マルチメディアの仕組みを知る。 
３．プレゼンテーションのためのスライド作成ができるようになる。 

受講者へのコメント 「いつでもどこでも」がオンラインテストなのでもっと活用してほしい。 
また、授業時間外にネット検索などしている筈なので、それも予習復習に含まれ
るという自覚を持って欲しい。 

連絡先 11 号館 5 階、電子メール:top@center.ous.ac.jp、電話：086-256-9773 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 出席状況は良く、総合評価も良い回答が６０から７０％程度であった。 
ただ、授業時間外の学習で３０分程度の回答が４５％である。 
レポートの提出のためにネット検索をするなど、実際にはもっと授業時間外の学



習をしていると思われるのですが。 
英文科目名 Computer Literacy II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 教員が２人という体制のためということがあるのでしょうが、ＴＡに対する不満

がありますので改善いたします。 
また、教科書を使わないということを評価している学生もいれば、説明が分かり
にくいという意見もありますので資料と口頭での説明を⼯夫していきます。 

講義目的 インターネットによる情報の発信方法と共に、情報を発信する際に必要な著作
権、法律を学ぶ。さらに情報化社会を支える、ハードウェアとインターネットの
仕組みを学習する。またプレゼンテーションに必要なスライド作成技法を学習す
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Web ページ作成の基本（HTML 言語）を学習する。 

2 回 著作権について・画像の貼り付けとリンクについて学習する。 
3 回 フォルダとフォルダ間のリンクについて学習する。 
4 回 フォルダとフォルダ間のリンクについて HTML 言語で演習する。 
5 回 Web ページの仕組み・公開方法・注意点を学習する。 
6 回 自分独自の Web ページの作成演習を行いレポートの仮提出をする。 
7 回 ハードウェアの基礎（２進数、８進数、１６進数）について学習する。 
8 回 コンピュータの数の内部表現（負数・小数）について学習する。 
 

準備学習 1 回 情報処理センターのパソコンへログインできるかを確認しておくこと。 
2 回 Web ページの基本となるタグを覚えておくこと。 
3 回 レポートとして自分独自の Web ページを作成しますから、構想を練ってお
くこと。 
4 回 自分独自の Web ページを作り始めること。 
5 回 自分独自の Web ページの作成をしておくこと。 
6 回 自分独自の Web ページの作成をしておくこと。 
7 回 ２進数、８進数、１６進数など高校の情報教科の復習をしておくこと。 
8 回 前回の復習をしておくこと。 
9 回 前回の復習をしておくこと。 
10 回 

 



年度 2014 
授業コード FTB0091P 
成績評価 中間テスト・レポート・定期試験を総合的に評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0091P パソコン入門Ⅱ 
担当教員名 岩崎 彰典、森山 佳子 
単位数 2 
教科書 使用しない。パソコン使用の実技が中⼼なので必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード HTML、Web ページ（ホームページ）、ハードウェアの基礎知識、プレゼンテー

ション、スライド、パワーポイント 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 パソコン入門Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用するソフトウェアの進歩は著しく、またほとんどの知識はインターネットを

通じて得ることができるので参考書は特に必要ありません。 
授業形態 講義 
注意備考 実技形式で行うため、出席が重要です。欠席・遅刻の場合、授業に追いつくのは

かなり困難です。レポート提出や中間テストはオンラインで行います。パソコン
上で処理するため、フォルダ名・ファイル名に不備があれば採点することができ
ませんので十分注意してください。定期試験はパソコンを使った実技試験とオン
ライン試験です。ＵＳＢメモリを購入しておくと便利です。岡山理科大学「OUS
コンテンツライブラリー」を使用する。 

シラバスコード FTB0091P 
実務経験のある教員  
達成目標 １．Web ページが作成でき、インターネットの理解を得る。 

２．２進数の計算や論理演算ができ、マルチメディアの仕組みを知る。 
３．プレゼンテーションのためのスライド作成ができるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 11 号館 5 階、電子メール:top@center.ous.ac.jp、電話：086-256-9773 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Literacy II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 インターネットによる情報の発信方法と共に、情報を発信する際に必要な著作

権、法律を学ぶ。さらに情報化社会を支える、ハードウェアとインターネットの



仕組みを学習する。またプレゼンテーションに必要なスライド作成技法を学習す
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Web ページ作成の基本（HTML 言語）を学習する。 

2 回 著作権について・画像の貼り付けとリンクについて学習する。 
3 回 フォルダとフォルダ間のリンクについて学習する。 
4 回 フォルダとフォルダ間のリンクについて HTML 言語で演習する。 
5 回 Web ページの仕組み・公開方法・注意点を学習する。 
6 回 自分独自の Web ページの作成演習を行いレポートの仮提出をする。 
7 回 ハードウェアの基礎（２進数、８進数、１６進数）について学習する。 
8 回 コンピュータの数の内部表現（負数・小数）について学習する。 
 

準備学習 1 回 情報処理センターのパソコンへログインできるかを確認しておくこと。 
2 回 Web ページの基本となるタグを覚えておくこと。 
3 回 レポートとして自分独自の Web ページを作成しますから、構想を練ってお
くこと。 
4 回 自分独自の Web ページを作り始めること。 
5 回 自分独自の Web ページの作成をしておくこと。 
6 回 自分独自の Web ページの作成をしておくこと。 
7 回 ２進数、８進数、１６進数など高校の情報教科の復習をしておくこと。 
8 回 前回の復習をしておくこと。 
9 回 前回の復習をしておくこと。 
10 回 

 



年度 2014 
授業コード FTB01010 
成績評価 課題提出５０％，定期試験５０％により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13) 
見出し FTB01010 数値実験とプレゼンテーション技法 
担当教員名 平野 博之 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード データー処理，可視化，表計算，プレゼンテーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ３回生になった時の学生実験の参考になった。事前にこのようなことを演習形式

でできたのはよかった。：この講義は，講義のための講義ではなく，みんなが３年
生で履修する学生実験をスムーズに行えるようにするためのものです。このこと
を実感してもらえたのはよかったです。 

科目名 数値実験とプレゼンテーション技法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 随時紹介 
授業形態 講義 
注意備考 多数のデータを効率よく処理し、効果的に可視化するためにはどうしたらよいの

か、常に⼼がけて講義に出席すること。 
シラバスコード FTB01010 
実務経験のある教員  
達成目標 バイオ・応用化学の専門知識を理解するため，以下の事柄の理解が深まること。 

１．表計算ソフトウエアを用い，多数の実験データを効率よく処理できる。 
２．効果的なプレゼンテーション技法を修得する。 
３．データの基となる現象などを表す数式に含まれる微分や差分の考え方に関し
て理解できる。 

受講者へのコメント プレゼンテーションに関わる課題に対する学習しかしていない者もいるような
ので，さらに自主的に学修してください． 

連絡先 平野博之（３号館２階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 講義外で学習した時間が毎週３０分以上の学生が７７％であったが，このうち，
３０分程度の学生が２３％であったので，さらに学習時間を増やす⼯夫をした
い．一方で，この分野への理解が深まったと答えた学生が７５％と，多かったの
でよかった．さらに，こちらの熱意を感じてくれた学生も７７％であり，非常に
よかった．結果として，８８％の学生がこの講義に満足してくれたようで，よか
った． 



英文科目名 Numerical Experiment and Presentation Technique 
関連科目 パソコン入門 I，II，バイオ・応用化学実験 I，II 
次回に向けての改善変更予定 毎週の講義外での学習時間がゼロという学生が２３％であったので，来年度から

はさらに課題を増やしたい． 
講義目的 応用化学における主要な実験テーマについて，表計算ソフトを用いて多数の実験

データを効率よく処理し，結果を可視化することにより，理解を深めること。与
えられた課題に対して，自らが調べた内容を人前で発表するための資料を作成
し，かつ論理的・効果的なプレゼンテーションが行えるようになること。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義概要について説明し、講義で用いるアプリケーションソフトウエアで

ある Excel と PowerPoint の利用方法の基礎的事項について説明する。 
2 回 Excel を用いて物理量と単位の変換に関するデータを効果的に整理する方法
について、ワークシートを用いて説明し、これを制作する。 
3 回 PowerPoint を用いて、単位と物理量についてのプレゼンテーションを行う
とともに、その評価を実施する。 
4 回 Excel を用いて中和滴定実験に関する実験データを効果的に整理する方法に
ついて、ワークシートを用いて説明し 

準備学習 1 回 講義内容について、シラバスを熟読するとともに概要について予習してお
くこと。また、Excel のワークシートを用いたデーター処理や各種関数、
PowerPoint を用いた効果的なスライド作成方法について、これまでに履修した
事柄を復習しておくこと。 
2 回 単位の定義・変換、国際単位系とその分類について予習しておくこと。前回
の講義内容（Excel によるデータ処理法と、これに関する内容を Power Point を
用いて発表する方法）を復習しておくこと。 
3 回 単位の定義・変換、国際単位系とその分類について、Pow 

 



年度 2014 
授業コード FTB0101P 
成績評価 課題提出５０％，定期試験５０％により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0101P 数値実験とプレゼンテーション技法 
担当教員名 平野 博之 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード データー処理，可視化，表計算，プレゼンテーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数値実験とプレゼンテーション技法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 随時紹介 
授業形態 講義 
注意備考 多数のデータを効率よく処理し、効果的に可視化するためにはどうしたらよいの

か、常に⼼がけて講義に出席すること。 
シラバスコード FTB0101P 
実務経験のある教員  
達成目標 バイオ・応用化学の専門知識を理解するため，以下の事柄の理解が深まること。 

１．表計算ソフトウエアを用い，多数の実験データを効率よく処理できる。 
２．効果的なプレゼンテーション技法を修得する。 
３．データの基となる現象などを表す数式に含まれる微分や差分の考え方に関し
て理解できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 平野博之（３号館２階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Numerical Experiment and Presentation Technique 
関連科目 パソコン入門 I，II，バイオ・応用化学実験 I，II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 応用化学における主要な実験テーマについて，表計算ソフトを用いて多数の実験

データを効率よく処理し，結果を可視化することにより，理解を深めること。与
えられた課題に対して，自らが調べた内容を人前で発表するための資料を作成
し，かつ論理的・効果的なプレゼンテーションが行えるようになること。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義概要について説明し、講義で用いるアプリケーションソフトウエアで



ある Excel と PowerPoint の利用方法の基礎的事項について説明する。 
2 回 Excel を用いて物理量と単位の変換に関するデータを効果的に整理する方法
について、ワークシートを用いて説明し、これを制作する。 
3 回 PowerPoint を用いて、単位と物理量についてのプレゼンテーションを行う
とともに、その評価を実施する。 
4 回 Excel を用いて中和滴定実験に関する実験データを効果的に整理する方法に
ついて、ワークシートを用いて説明し 

準備学習 1 回 講義内容について、シラバスを熟読するとともに概要について予習してお
くこと。また、Excel のワークシートを用いたデーター処理や各種関数、
PowerPoint を用いた効果的なスライド作成方法について、これまでに履修した
事柄を復習しておくこと。 
2 回 単位の定義・変換、国際単位系とその分類について予習しておくこと。前回
の講義内容（Excel によるデータ処理法と、これに関する内容を Power Point を
用いて発表する方法）を復習しておくこと。 
3 回 単位の定義・変換、国際単位系とその分類について、Pow 

 



年度 2014 
授業コード FTB01210 
成績評価 中間試験 40%，定期試験 60%で判定する． 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(⼯)(〜14) 
見出し FTB01210 物理学Ⅰ 
担当教員名 矢城 陽一朗 
単位数 2 
教科書 初歩の物理―力学・電磁気入門―／小野文久／裳華房／978-4-785322311 
アクティブラーニング  
キーワード 速度、加速度、重力加速度、ベクトル、相対速度、運動の法則、慣性の法則、作

用・反作用の法則、スカラー積、仕事、仕事率、運動エネルギー、ポテンシャル、
力学的エネルギー 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 物理学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理⼯基礎物理学／浦上澤之／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB01210 
実務経験のある教員  
達成目標 運動の法則によって運動方程式を立て、速度、位置を得て、仕事、運動エネルギ

ー、ポテンシャル、力学的エネルギーを求め、解釈できることを目指す。 
受講者へのコメント ・欠席者も少なく，皆静かに受講していたと思います．  

・わからないことがあれば，もっと質問してください．  
・予習（難しければ復習）を行うと，理解が深まると思います．  
・物理と化学，生物との関連性についてもっと考えてみてください． 
・この授業で，少しでも物理について考えてくれると嬉しいです． 

連絡先 21 号館 5 階 矢城研究室 yagi@sp.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・約 75％の学生が授業の目標を達成できたが，「半分程度で来た」・「少しできた」
という学生が約 25%いたので，来年度からの改善点になる．  
・もう少し学生が授業に参加できるように配慮する． 

英文科目名 Physics I 
関連科目 入門数学，入門物理，数学 I，数学 II，物理化学 I，物理化学 II，基礎物理学実験，

物理学 II 
次回に向けての改善変更予定 ・スライドをわかりやすいように⼯夫します．  

・板書の文字や説明に関しては，もう少し⼯夫します． 



講義目的 ⼯学学習の基礎として、物理現象を定量的にとらえ解析するため、物理量をスカ
ラーやベクトルで定義し、微分積分を含む数式や図を使って考え解くプロセスを
詳述する。例として、ニュートンの運動法則の考え方を習得し、簡単な運動につ
いて方程式をたて、軌道等を計算し、仕事、運動エネルギー、位置エネルギーを
求め、結果を解釈する能力を養う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理量と単位系について講義する。 

2 回 力学で使う数学（微分とベクトル）について講義する。 
3 回 時間と位置の関係，位置の変化する割合として速度を導入する。 
4 回 時間と速度の関係，位置と時間のグラフから速度，加速度を求める． 
5 回 相対速度について講義する。 
6 回 慣性の法則，作用・反作用の法則について講義する。 
7 回 ニュートンの運動方程式について講義する。 
8 回 中間試験を行い，試験終了後に問題解説を行う。 
9 回 等速直進運動について講義する。 
10 回 落体の運動について講義する。 
11 回 等 

準備学習 1 回 身の回りの物理現象について調べておくこと． 
2 回 微分法・ベクトルの復習をしておくこと． 
3 回 微分法（一階微分）の復習をしておくこと． 
4 回 微分法（二階微分）の復習をしておくこと． 
5 回 ベクトルの復習（ベクトルの加減）をしておくこと． 
6 回 力の大きさと向きについて予習しておくこと。 
7 回 時間と位置，速度，加速度の関係を復習しておくこと。 
8 回 第１回から第７回までの復習をしておくこと． 
9 回 力が働いていないときのニュートンの運動方程式について復習しておくこ
と． 
10 回 力が働いているとき 

 



年度 2014 
授業コード FTB01220 
成績評価 小テスト(20%)、課題演習(40%)、期末テスト(40%)として評価する 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス BB(⼯)(〜14) 
見出し FTB01220 物理学Ⅰ 
担当教員名 小野 文久 
単位数 2 
教科書 初歩の物理―力学・電磁気入門―／小野文久著／裳華房／978-4-785322311 
アクティブラーニング  
キーワード 速度、加速度、重力加速度、ベクトル、相対速度、運動の法則、慣性の法則、作

用・反作用の法則、スカラー積、仕事、力学的エネルギー、角運動量 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理⼯基礎物理学/浦上澤之編/裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 物理額は大切な基礎的学力を形成するので、ノートを整備し、復習と問題解答に

繰り返し取り組むこと。学習態度、ノート整備状況をたびたびチェックする。 
シラバスコード FTB01220 
実務経験のある教員  
達成目標 運動の法則によって運動方程式をたて、速度、位置を得て、仕事、運動エネルギ

ー、位置エネルギー、力学的エネルギーを求め、解釈できることを目指す。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics I 
関連科目 入門数学、入門物理、数学 I、数学 II、物理化学 I、物理化学 II、基礎物理学実験、

物理学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼯学学習の基礎として、物理現象を定量的にとらえ解析するため、物理量をスカ

ラーやベクトルで定義し、微分、積分を含む数式や図を使って考え解くプロセス
を身につける。 
例として、ニュートンの運動の法則の考え方を習得し、簡単な運動について方程
式をたて、軌道等を計算し、仕事、運動および位置エネルギーを求め、結果を解
釈する能力を養う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 力学を学ぶ目的、意義、と学習の方法について説明する。 
2 回 物理学で用いる基本単位と物理量について、スカラー量とベクトル量に区
分して説明する。 
3 回 位置−速度−加速度の関係、ベクトル量の時間微分のし方とその意味につ
いて解説する。 
4 回 力と加速度の関係、運動の法則について解説する。 
5 回 力の概念と、物体同士に働く力、万有引力、クーロン力、摩擦力について説
明する。 
6 回 いろいろな力、力の合成と分解、ベクトルの和と差について計算方法を説明
する。 
7 回 いろいろな運動、等速度運動、等加速度運動と微分 

準備学習 1 回 テキストとシラバスを確認し、最初に出てくる(p.4)クイズを解いてみるこ
と。 
2 回 最も基本的な物理量としての「位置ベクトル」について調べておくこと。 
3 回 ベクトルの微分のし方について、速度、加速度の例を理解しておくこと。 
4 回 １章の章末問題[1]〜[5]を解いておくこと。さらに「運動の法則」を理解し
ておくこと。 
5 回 「力」とはどういう物理量であるか、万有引力の法則について理解しておく
こと。 
6 回 万有引力以外の「力」、ベクトルの和と差のし方について調べておくこと。 
7 回 第２章の章末問題[1 

 



年度 2014 
授業コード FTB01310 
成績評価 受講態度(10%)、中間テスト(30%)、課題(30%)、定期試験(30%) の合計が 60%

以上を合格とする。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(⼯)(〜14) 
見出し FTB01310 物理学Ⅱ 
担当教員名 村本 哲也 
単位数 2 
教科書 浦上、溝内、宇都宮、狩野、⽥辺、竹内、宮川「理⼯基礎物理学」裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード クーロンの法則、誘電率、電気双極子、ガウスの法則、誘電体、自由電子、静電

誘導、静電遮蔽、誘電分極の強さ、分極電荷、ローレンツ力、磁束密度、サイク
ロトロン振動数 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 原康夫「電磁気学入門」学術図書出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB01310 
実務経験のある教員  
達成目標 電磁気の現象を文章や図によって表現し、そこに働く力を電場・磁場から求め、

電気力線、等電位線や磁束線を描きながら現象を解説し、結果を解釈できること
を目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館５階 村本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics II 
関連科目 入門数学、入門物理、数学 I、数学 II、物理化学 I、物理化学 II、基礎物理学実験、

物理学 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼯学の基礎として、電磁気学の基本的な考え方、法則と、その応用について講述

する。例えば、点電荷が存在する空間を考え、電場を定義し、その電場の様子を
電気力線で表し、電位、等電位面を求める能力を養う。磁場についても同様に行
うので、結果として真空、誘電体、磁性体における電磁気的な特色を習得し自然
科学の方法に自覚を深める。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 学習状況の調査 電磁気の２種類の力の説明 

2 回 電荷の意味、点電荷に関するクーロンの法則の説明 ベクトル、単位ベクト
ルの説明 点電荷による電場の説明 
3 回 電場の解説 一様電場、点電荷のまわりの電気力線の解説 課題 
4 回 点電荷のまわりの電気力線の描き方の解説 電気双極子の導入 
5 回 電気双極子モーメントの定義 点電荷に関するガウスの法則の成立ちと意
味の解説 課題 
6 回 ガウスの法則における電荷分布、閉曲面の一般化 線密度、面積分の説明 
直線電荷のまわりの電場の導出 
7 回 電位、電圧の導 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、講義で扱う教科書の範囲を把握しておくこと 
2 回 ベクトルの合成について予習せよ 
3 回 電荷の保存、クーロン力について復習せよ 
4 回 課題を解き、クーロン力に対する理解を深めよ 
5 回 電気力線について復習せよ 
6 回 課題を解き、ガウスの法則の学習に備えること 
7 回 ベクトルの内積、力学における仕事の定義について予習せよ 
8 回 §7.1-7.4 の内容について復習し、中間テストに備えよ 
9 回 §7.5 の内容について予習せよ 
10 回 電気力線と等電位面の関係について復習せよ 
11 回 §7. 

 



年度 2014 
授業コード FTB01320 
成績評価 小テスト(20%)、課題演習(40%)、期末テスト(40%)として評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス BB(⼯)(〜14) 
見出し FTB01320 物理学Ⅱ 
担当教員名 片山 敏和＊ 
単位数 2 
教科書 初歩の物理―力学・電磁気入門―/小野文久著/裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード クーロンの法則、誘電率、電気双極子、ガウスの法則、誘電体、自由電子、静電

誘導、静電遮蔽、誘電分極の強さ、分極電荷、ローレンツ力、磁束密度、サイク
ロトロン振動数 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 丁寧に説明していること，宿題で復習ができたこと，物理学への理解が深まった

ことなどの評価をしてくれた方々には，授業で得た知識・経験・授業に対する態
度を他の授業にも生かして下さい。 
一方で，理解できなかったとの意見の方は「受講者へのコメント」を参照してく
ださい。 

科目名 物理学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理⼯基礎物理学/浦上澤之編/裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 電磁気学は大切な基礎的学力を形成するので、ノートを整備し、復習と問題解答

に繰り返し取り組もう。出席・学習態度、ノート整備状況をたびたびチェックす
る。 

シラバスコード FTB01320 
実務経験のある教員  
達成目標 電磁気の現象を文章や図によって表現し、そこに働く力を電場・磁場から求め、

電気力線、 等電位線や磁束線を描きながら現象を解説し、結果を解釈できるこ
とを目標とする。 

受講者へのコメント 受身の受講態度ではなく，未知の内容を理解しようとする努力をして欲しい。予
習・復習をして，理解できない部分があれば，関係する分野の勉強も含めて解決
する努力を⼼がけて下さい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ９割が欠席２回以下で，授業時間外の学習を短時間でも実行していたことが９割
の単位取得率に結びついた。ただ，その学習を殆ど宿題に充てているとのことだ
が，予習にも充てて欲しかった。また，授業以外の実験で顔を合わす機会に授業
に関係する質問などをして欲しかった。 



授業の手法や進行について，板書が速いとの注文が少しあるが，概ね受け入れて
もらっている。 
授業を受けて物理学への理解が深まったこと，目標達成がある程度以上できたこ
と，教員の意欲を感じたこと，満足度が高い評価が多いことから，当初に意図し
た授業が順調に行えたと感 

英文科目名 Physics II 
関連科目 入門数学、入門物理、数学 I、数学 II、物理化学 I、物理化学 II、基礎物理学実験、

物理学 I 
次回に向けての改善変更予定 数学が苦手，高校で物理を未履修の学生のために，より丁寧な説明をする必要が

ある。板書の速さを考慮する。 
講義目的 ⼯学の基礎として、電磁気学の基本的な考え方、法則と、その応用について講述

する。例えば、点電荷が存在する空間を考え、電場を定義し、その電場の様子を
電気力線で表し、電位、等電位面を求める能力を養う。磁場についても同様に行
うので、結果として真空、誘電体、磁性体における電磁気的な特色を習得し自然
科学の方法に自覚を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 電磁気学を学ぶ目的、意義と学習の方法について説明する。 

2 回 摩擦電気と電荷同士にはたらく力、クーロンの法則について解説する。 
3 回 電気の「場」（電場）の考え方、電気力線について説明する。 
4 回 ガウスの法則の内容と、その概念について解説する。 
5 回 ガウスの法則を用いて電場を求める方法と、その応用について解説する。 
6 回 電場の中に置かれた電荷が持つ位置エネルギー、電位と電圧について説明
する。 
7 回 コンデンサーと誘電体、およびコンデンサーの接続方法について説明する。 
8 回 小テストを実施し、電 

準備学習 1 回 テキストとシラバスを確認し、電磁気学の最初の(p.72)クイズ(13)を解いて
みること。 
2 回 ２つの電荷同士に働く力、クーロンの法則について予習をしておくこと。 
3 回 クーロンの法則に現れる物理量の単位について復習し、電場と電気力線に
ついて調べておくこと。 
4 回 電場の概念について復習し、電気力線の本数の数え方について調べておく
こと。 
5 回 ガウスの法則についてその考え方について復習し、その応用について調べ
ておくこと。 
6 回 ガウスの法則の応用について復習し、電場と電位の関係について予習して
おくこ 

 



年度 2014 
授業コード FTB01410 
成績評価 理解度確認（中間）試験 50％、定期試験 50％ 
曜日時限 月曜日 7・8 時限、水曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14) 
見出し FTB01410 基礎化学 
担当教員名 折⽥ 明浩 
単位数 4 
教科書 これだけはおさえたい・化学／井口他編／実教出版／978-4-407319880／2300 円 
アクティブラーニング  
キーワード 原子、分子、イオン、気体、液体、反応速度、pH、化学平衡、酸化還元、モル、

アボガドロ数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 ・前期は折⽥と滝澤の２クラスが開講されます。クラス分けは初回の講義日まで

に３号館掲示板に掲示しますので、確認すること 
シラバスコード FTB01410 
実務経験のある教員  
達成目標 ・元素記号が分かるようになること 

・原子、イオン、分子の構造を理解できるようになること 
・基本的な物質の分子式やイオン式が書けるようになること 
・物質量（モル）の概念が理解できるようになること 
・化学反応の定量的な取り扱いができるようになること 
・液体、気体の基本的な性質を理解し、それについての計算と説明ができるよう
になること。 
・物資の変化とエネルギーの関係を理解できること 
・化学変化と電子の関係が理解できること 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室：22 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Chemistry 
関連科目 基礎化学実験、基礎化学演習、入門化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学の基礎的な知識と考え方を身につけること。具体的には、高校の化学を復習



するとともに、より高度で専門的な化学の導入部分についても学習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【指定された担当教員を確認し、それぞれの教室に入ること】 

オリエンテーション 
 受講のためのオリエンテーションを受け、これからどのように講義が進み、何
を学び、どのような知識・能力を身につけることが出来るようになるのかを理解
する。 
2 回 物質と元素 
 古来から現在に至るまで、人が「もの」すなわち物質が何から出来ているかを
考えてきたのかをたどり、物質の種類（純物質、単体、化合物、混合物）と物質
の基本となる「元素」という考え方を理解する。 
元素を表す記号が元素記号であることを理解する。 
混合物の分離精 

準備学習 1 回 【指定された担当教員を確認し、それぞれの教室に入ること】 
本授業計画をよく読み、教科書を準備しておくこと 
2 回 教科書ｐ１０?１７を予習すること 
3 回 教科書ｐ１８?２２を予習すること 
4 回 教科書ｐ２２?２９を予習すること 
5 回 教科書ｐ３０?３１を予習すること 
6 回 教科書ｐ３１?３４を予習すること 
7 回 教科書ｐ５２?６０を予習すること 
8 回 教科書ｐ６１?６８を予習すること 
9 回 科書ｐ３６?４０を予習すること 
10 回 教科書ｐ４１?４５を予習すること 
11 回 教科書ｐ７２?８０を予習するこ 

 



年度 2014 
授業コード FTB01420 
成績評価 WEB サイトでの演習とキーワード解説の書き込み 20％、毎回のミニテスト 

20％、中間試験 30％、期末定期試験 30％ 
◯ペーパー試験（中間・期末） だけで合格点（６０％）を獲得することは、ほぼ
不可能です。日常の事前・事後学習をしっかりとやってください 

曜日時限 月曜日 7・8 時限、水曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14) 
見出し FTB01420 基礎化学 
担当教員名 滝澤 昇 
単位数 4 
教科書 これだけはおさえたい・化学／井口他編／実教出版／978-4-407319880／2300 円

+消費税 
アクティブラーニング  
キーワード 各回の授業内容欄を参照のこと 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 WEB サイトのクイズの解答のミスの指摘ありがとう。修正します。 

演示実験や実験映像が盛り込まれていて、楽しい授業だったと言う内容のコメン
トを多数頂きました。ありがとう。また化学が楽しくなったというコメントもあ
り、教師としては大変嬉しいです。 

科目名 基礎化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 これでわかる化学演習／矢野潤 菅野善則 著／三共出版／2100 円 
授業形態 講義 
注意備考 ・前期は折⽥と滝澤の２クラスが開講されます。クラス分けは初回の講義日まで

に３号館玄関に掲示しますので、確認すること 
・より詳細なシラバスを第 1 回目の授業時に配布します。授業は配付する詳細シ
ラバスに沿って行います。詳細シラバスは毎回持参すること 
◯【授業の進め方】（詳細シラバス参照） 
 この授業では、事前学習が必須です。 
１）授業を受けるまでに、まず教科書の指定箇所を自習し、自宅や下宿、または
ＰＣ実習室などで WEB サイト「学びの応援サイト」にログインし、指定された
NHK-E テレ VOD を見た後、WEB 上のクイ 

シラバスコード FTB01420 
実務経験のある教員  
達成目標 ・元素記号が分かるようになること 

・原子、イオン、分子の構造を理解できるようになること 
・基本的な物質の分子式やイオン式が書けるようになること 
・物質量（モル）の概念が理解できるようになること 
・化学反応の定量的な取り扱いができるようになること 
・液体、気体の基本的な性質を理解し、それについての計算と説明ができるよう



になること 
・物資の変化とエネルギーの関係を理解できること 
・化学変化と電子の関係が理解できること 
・インターネットやワープロなどの基礎的な情報処理技術を身につける 

受講者へのコメント 多くの皆さんが、よく頑張ってくれたと思います。その結果が特に期末試験での
平均点が昨年より２０点、一昨年までより３０点上昇したという結果に表れてい
ます。特に入学時のプレイスメントテストの評価の低位層は大変頑張り、全員（未
受験を除く）最終評価が合格点を超えました。しかし中位層には単位を修得でき
かなった人が散見されました。これはちょっとした慢⼼や油断が合ったのではな
いでしょうか。時間外学習の評価と最終成績には正の相関が見られましたので、
やはり毎日の学習と積極的な学習が重要と言うことが判ります。こんな事が出来
ない 

連絡先 研究室：１２号館５階 
メール：takizawan[アトマーク]dac.ous.ac.jp 
電 話：086-256-9552 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 まずこの授業を受けることで、この分野の理解が深まった・指示された課題に取
り組んだ・授業目標を達成またはほぼ達成出来た・満足ほぼ満足という評価が大
多数であったことは、担当者としては喜ばしいことです。毎回１?2 時間の時間外
学習を期待していましたが、30 分程度が３０％ありました。学習量が少し少ない
かなと思いますが、皆さんの見積もりが控えめと言うことにしておきたいと思い
ます。 

英文科目名 Basic Chemistry 
関連科目 基礎化学実験、基礎化学演習Ⅰ、基礎化学演習Ⅱ、分析化学 I 、入門化学、パソ

コン入門Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 自由記述で指摘がありましたが、クイズの解答に不備が見られたので、チェック

して修正します 
講義目的 化学の基礎的な知識と考え方を身につけること。具体的には、高校の化学の理解

を深めるとともに、より高度で専門的な大学レベルの化学の導入部分についても
学習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【指定された担当教員を確認し、それぞれの教室に入ること】 

オリエンテーション 
 受講のためのオリエンテーションを受け、これからどのように講義が進み、何
を学び、どのような知識・能力を身につけることが出来るようになるのかを理解
する。 
注）この授業では、パソコンやタブレット、インターネットを活用します。自室
からインターネットが利用できるのが好ましいです。最近はリーズナブルな価格
での無線インターネット環境も整備されていますし、また大学の情報実習室を活
用することでも対応可能です。インターネット環境について 

準備学習 1 回 【指定された担当教員を確認し、それぞれの教室に入ること】 



本授業計画をよく読み、教科書を準備しておくこと 
2 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１０?１７をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
3 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１８?２２をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
4 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ２２?２９をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
5 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ 

 



年度 2014 
授業コード FTB01430 
成績評価 理解度確認（中間）試験 30％、定期試験 30％、課題 40％ 
曜日時限 月曜日 3・4 時限、水曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14) 
見出し FTB01430 基礎化学 
担当教員名 冨永 敏弘 
単位数 4 
教科書 これだけはおさえたい・化学 /井口他編 /実教出版/2300 円 
アクティブラーニング  
キーワード 各回の授業内容欄を参照のこと 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 これでわかる化学演習 /矢野潤 菅野善則 著 /三共出版 /2100 円 
授業形態 講義 
注意備考 ・教科書、配布資料、電卓を毎回持参すること。 
シラバスコード FTB01430 
実務経験のある教員  
達成目標 ・元素記号が分かるようになること 

・原子、イオン、分子の構造を理解できるようになること 
・基本的な物質の分子式やイオン式が書けるようになること 
・物質量（モル）の概念が理解できるようになること 
・化学反応の定量的な取り扱いができるようになること 
・液体、気体の基本的な性質を理解し、それについての計算と説明ができるよう
になること。 
・物資の変化とエネルギーの関係を理解できること 
・化学変化と電子の関係が理解できること 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室：１２号館５階 

メール：ttominaga[アトマーク]dac.ous.ac.jp 
電 話：086-256-9565 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Chemistry 
関連科目 基礎化学実験、基礎化学演習Ⅰ、基礎化学演習Ⅱ、入門化学、パソコン入門Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学の基礎的な知識と考え方を身につけること。具体的には、高校の化学を復習



するとともに、より高度で専門的な化学の導入部分についても学習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

 受講のためのオリエンテーションを受け、これからどのように講義が進み、何
を学び、どのような知識・能力を身につけることが出来るようになるのかを理解
する。 
2 回 物質と元素 
 古来から現在に至るまで、人が「もの」すなわち物質が何から出来ているかを
考えてきたのかをたどり、物質の種類（純物質、単体、化合物、混合物）と物質
の基本となる「元素」という考え方を理解する。 
混合物の分離精製法についても理解する。 
キーワード： 
元素、元素記号、純物質、単体、化合物、混合物、同素体、精製、炎色 

準備学習 1 回 本授業計画をよく読み、教科書を準備しておくこと 
2 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１０?１７をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
3 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１８?２２をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
4 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ２２?２９をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
5 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ３０?３１をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
 

 



年度 2014 
授業コード FTB01910 
成績評価 定期試験（60%） 小テストおよびレポート（40%）により評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14) 
見出し FTB01910 地学基礎論Ⅰ 
担当教員名 兵藤 博信 
単位数 2 
教科書 スクエア 最新図説地学 二訂版／⻄村祐二郎・杉山直 監修／第一学習社／

ISBN978-4-8040-4658-7 
アクティブラーニング  
キーワード 地球、太陽、惑星、エネルギー、循環、生物進化、絶滅、環境、共進化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB01910 
実務経験のある教員  
達成目標 地球の歴史と生物の進化・絶滅から今後の地球環境について考える基礎力を身に

つけること。 
受講者へのコメント  
連絡先 アイソトープ実験施設 2 階 

e-mail: hhyodo@rins.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth Science I 
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球の誕生から今日までの進化を構造、構成物質、物質循環・エネルギー循環な

どの面から総合的に理解し、生物の発生・進化・絶滅が物語る環境とその変化を
対比させながら学習する。生命は地球と太陽からもらうエネルギーに大きく依存
してきた一方で、生命が地球の歴史を変えてきたことを理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 元素と宇宙の始まりについて学習する。 

2 回 宇宙・太陽系とその惑星について学習する。 
3 回 地球の構造・物性について学習する。 



4 回 地殻とその構造について学習する。 
5 回 マントル・核とその物性・構造についてについて学習する。 
6 回 地球を構成する物質としての岩石について学習する。 
7 回 地球を構成する物質としの鉱物について学習する。 
8 回 地球のエネルギー収支と物質循環について学習する。 
9 回 地球と大気について学習する。 
10 回 地質年代と化石について学習する。 
11 回 生物の発生について学習 

準備学習 1 回 陽子・中性子・電子の性質について調べておくこと。 
2 回 元素番号と元素の性質・質量数を調べておくこと。 
3 回 密度の定義を確認しておくこと。 
4 回 花崗岩について調べておくこと。 
5 回 カンラン岩について調べておくこと。 
6 回 成因の違いによる岩石の違いを理解すること。 
7 回 指定された URL で鉱物を見ておくこと。 
8 回 エネルギーの単位と形態を復習すること。 
9 回 大循環と局所循環に注意すること。 
10 回 地質年代表をみておくこと。 
11 回 アミノ酸とタンパク質について調べておくこと。 
12 回 D 

 



年度 2014 
授業コード FTB0191P 
成績評価 定期試験（60%） 小テストおよびレポート（40%）により評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0191P 地学基礎論Ⅰ 
担当教員名 兵藤 博信 
単位数 2 
教科書 スクエア 最新図説地学 二訂版／⻄村祐二郎・杉山直 監修／第一学習社／

ISBN978-4-8040-4658-7 
アクティブラーニング  
キーワード 地球、太陽、惑星、エネルギー、循環、生物進化、絶滅、環境、共進化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB0191P 
実務経験のある教員  
達成目標 地球の歴史と生物の進化・絶滅から今後の地球環境について考える基礎力を身に

つけること。 
受講者へのコメント  
連絡先 アイソトープ実験施設 2 階 

e-mail: hhyodo@rins.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth Science I 
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球の誕生から今日までの進化を構造、構成物質、物質循環・エネルギー循環な

どの面から総合的に理解し、生物の発生・進化・絶滅が物語る環境とその変化を
対比させながら学習する。生命は地球と太陽からもらうエネルギーに大きく依存
してきた一方で、生命が地球の歴史を変えてきたことを理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 元素と宇宙の始まりについて学習する。 

2 回 宇宙・太陽系とその惑星について学習する。 
3 回 地球の構造・物性について学習する。 



4 回 地殻とその構造について学習する。 
5 回 マントル・核とその物性・構造についてについて学習する。 
6 回 地球を構成する物質としての岩石について学習する。 
7 回 地球を構成する物質としの鉱物について学習する。 
8 回 地球のエネルギー収支と物質循環について学習する。 
9 回 地球と大気について学習する。 
10 回 地質年代と化石について学習する。 
11 回 生物の発生について学習 

準備学習 1 回 陽子・中性子・電子の性質について調べておくこと。 
2 回 元素番号と元素の性質・質量数を調べておくこと。 
3 回 密度の定義を確認しておくこと。 
4 回 花崗岩について調べておくこと。 
5 回 カンラン岩について調べておくこと。 
6 回 成因の違いによる岩石の違いを理解すること。 
7 回 指定された URL で鉱物を見ておくこと。 
8 回 エネルギーの単位と形態を復習すること。 
9 回 大循環と局所循環に注意すること。 
10 回 地質年代表をみておくこと。 
11 回 アミノ酸とタンパク質について調べておくこと。 
12 回 D 

 



年度 2014 
授業コード FTB02010 
成績評価 定期試験（60%） 小テストおよびレポート（40%）により評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14) 
見出し FTB02010 地学基礎論Ⅱ 
担当教員名 兵藤 博信 
単位数 2 
教科書 スクエア 最新図説地学 二訂版／⻄村祐二郎・杉山直 監修／第一学習社／

ISBN978-4-8040-4658-7 
アクティブラーニング  
キーワード プレートテクトニクス、岩石、資源、地震、年代、日本列島、氷河期 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 すべての講義項目に興味を持つことは難しいかもしれませんが、一つでもおもし

ろそうなことがあればそこから少しだけ教科書・参考書などで調べて、それらに
関連させて各項目をみてみるとよいでしょう。 

科目名 地学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB02010 
実務経験のある教員  
達成目標 地球の歴史の詳細から地球環境について考え、今後を予測するための基礎知識を

学ぶこと。災害についての考え方（人間の時間スケールと地質事象の時間スケー
ルの違い）を学び、対処の方法を考察すること。 

受講者へのコメント わかりにくいところがあれば質問する姿勢を身につけるよう⼼がけてください。
質問は大歓迎です。 

連絡先 アイソトープ実験施設 2 階 
e-mail: hhyodo@rins.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ほぼ当初の目的は達成していると思うが、理解しにくいところをわかりやすく改
善する。 

英文科目名 Earth Science II 
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定 できるだけわかりやすい講義にするため直感的に理解しやすい画像、映像をさら

に増やす。 
講義目的 地学基礎論Ｉで学習した地球の歴史の詳細と動的地球の具体的事象が環境に及

ぼす影響を学習し、そのメカニズム等を理解するため地質情報の地球物理・地球



化学的基礎について学習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 動的地球と地球環境を復習する。 

2 回 プレートテクトニクスを学習する。 
3 回 海洋地殻の沈み込みと島弧を学習する。 
4 回 火山岩について学習する。 
5 回 堆積岩について学習する。 
6 回 変成岩について学習する。 
7 回 地下資源の形成過程と利用とその功罪について学習する。 
8 回 放射年代測定法と絶対年代を学習する。 
9 回 同位体地球化学の手法について学習する。 
10 回 地震波と断層について学習する。 
11 回 地震予知と災害について学習する。 
12 回 日本列島の構造について学習する。 
13 回 日本列島の 

準備学習 1 回 大気海洋循環と環境について復習しておくこと。 
2 回 大陸移動説について調べておくこと。 
3 回 地球上の火山帯の分布を調べておくこと。 
4 回 教科書・参考 URL で火山岩構成鉱物を見ておくこと。 
5 回 教科書・参考 URL で堆積岩構成鉱物を見ておくこと。 
6 回 教科書・参考 URL で変成岩構成鉱物を見ておくこと。 
7 回 資源としての有用鉱物を調べておくこと。 
8 回 放射性同位元素の半減期について調べておくこと。 
9 回 元素とその移動過程について調べておくこと。 
10 回 ⻄日本の代表的活断層を調べておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FTB0201P 
成績評価 定期試験（60%） 小テストおよびレポート（40%）により評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0201P 地学基礎論Ⅱ 
担当教員名 兵藤 博信 
単位数 2 
教科書 スクエア 最新図説地学 二訂版／⻄村祐二郎・杉山直 監修／第一学習社／

ISBN978-4-8040-4658-7 
アクティブラーニング  
キーワード プレートテクトニクス、岩石、資源、地震、年代、日本列島、氷河期 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB0201P 
実務経験のある教員  
達成目標 地球の歴史の詳細から地球環境について考え、今後を予測するための基礎知識を

学ぶこと。災害についての考え方（人間の時間スケールと地質事象の時間スケー
ルの違い）を学び、対処の方法を考察すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 アイソトープ実験施設 2 階 

e-mail: hhyodo@rins.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth Science II 
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地学基礎論Ｉで学習した地球の歴史の詳細と動的地球の具体的事象が環境に及

ぼす影響を学習し、そのメカニズム等を理解するため地質情報の地球物理・地球
化学的基礎について学習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 動的地球と地球環境を復習する。 

2 回 プレートテクトニクスを学習する。 
3 回 海洋地殻の沈み込みと島弧を学習する。 



4 回 火山岩について学習する。 
5 回 堆積岩について学習する。 
6 回 変成岩について学習する。 
7 回 地下資源の形成過程と利用とその功罪について学習する。 
8 回 放射年代測定法と絶対年代を学習する。 
9 回 同位体地球化学の手法について学習する。 
10 回 地震波と断層について学習する。 
11 回 地震予知と災害について学習する。 
12 回 日本列島の構造について学習する。 
13 回 日本列島の 

準備学習 1 回 大気海洋循環と環境について復習しておくこと。 
2 回 大陸移動説について調べておくこと。 
3 回 地球上の火山帯の分布を調べておくこと。 
4 回 教科書・参考 URL で火山岩構成鉱物を見ておくこと。 
5 回 教科書・参考 URL で堆積岩構成鉱物を見ておくこと。 
6 回 教科書・参考 URL で変成岩構成鉱物を見ておくこと。 
7 回 資源としての有用鉱物を調べておくこと。 
8 回 放射性同位元素の半減期について調べておくこと。 
9 回 元素とその移動過程について調べておくこと。 
10 回 ⻄日本の代表的活断層を調べておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FTB02111 
成績評価 レポート(100%) 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜10) 
見出し FTB02111 バイオ・応用化学における安全と倫理(再) 
担当教員名 大塚 隆尚、福原 実、滝澤 昇、宮原 敏郎 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 安全、倫理、公害、環境、放射線、微生物、企業倫理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 バイオ・応用化学における安全と倫理(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「技術者における実践的⼯学倫理」 中村収三 化学同人、「環境問題のほんと

うを考える」山下正和著 化学同人、「ダイオキシン」渡辺 正、林 俊郎著 日
本評論社 

授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード FTB02111 
実務経験のある教員  
達成目標 安全や倫理の問題を問題として認識できるようになり、自分だったらどうするの

か最善の方法を考える基盤を作る。 
受講者へのコメント  
連絡先 大塚隆尚、12 号館 4-3 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Safety and Ethics for Engineers of Chemistry and Biotechnology 
関連科目 基礎化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学やバイオの技術で様々な生産活動をすることができる。しかし、生産の過程

や生産物は人間や環境に対して安全でなければならないし、社会から倫理的に受
け入れられなければならない。様々な角度から安全と倫理について考える。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  技術と倫理について学習する 

2 回  放射線と安全について学習する 
3 回  地球環境問題について学習する 
4 回  微生物の取り扱いと遺伝子組み換えに関する法規について学習する 



5 回   化学実験とバイオ実験の安全について学習する。 
6 回  企業倫理について学習する 
7 回  製造物責任について学習する 
8 回  生命倫理と医療倫理について学習する 

準備学習 1 回 技術における倫理とはどのようなものか考えておくこと 
2 回  核の構造について復習しておくこと 
3 回  現在地球環境問題としてどのようなものがあるか予習しておくこと 
4 回  資料を滝澤の WEB サイトにあげているので、それをダウンロードしプリ
ント後、読んでおくこと資料を滝澤の WEB サイトにあげているので、それをダ
ウンロードしプリント後、読んでおくこと 
5 回 化学実験とバイオ実験にどのような危険があるか、考えておくこと。 
6 回 企業における倫理とはどのようなものか考えておくこと 
7 回  製造物責任という言 

 



年度 2014 
授業コード FTB0211P 
成績評価 レポート(100%) 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0211P バイオ・応用化学における安全と倫理(再) 
担当教員名 大塚 隆尚、福原 実、滝澤 昇、宮原 敏郎 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 安全、倫理、公害、環境、放射線、微生物、企業倫理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 バイオ・応用化学における安全と倫理(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「技術者における実践的⼯学倫理」 中村収三 化学同人、「環境問題のほんと

うを考える」山下正和著 化学同人、「ダイオキシン」渡辺 正、林 俊郎著 日
本評論社 

授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード FTB0211P 
実務経験のある教員  
達成目標 安全や倫理の問題を問題として認識できるようになり、自分だったらどうするの

か最善の方法を考える基盤を作る。 
受講者へのコメント  
連絡先 大塚隆尚、12 号館 4-3 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Safety and Ethics for Engineers of Chemistry and Biotechnology 
関連科目 基礎化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学やバイオの技術で様々な生産活動をすることができる。しかし、生産の過程

や生産物は人間や環境に対して安全でなければならないし、社会から倫理的に受
け入れられなければならない。様々な角度から安全と倫理について考える。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  技術と倫理について学習する 

2 回  放射線と安全について学習する 
3 回  地球環境問題について学習する 
4 回  微生物の取り扱いと遺伝子組み換えに関する法規について学習する 



5 回   化学実験とバイオ実験の安全について学習する。 
6 回  企業倫理について学習する 
7 回  製造物責任について学習する 
8 回  生命倫理と医療倫理について学習する 

準備学習 1 回 技術における倫理とはどのようなものか考えておくこと 
2 回  核の構造について復習しておくこと 
3 回  現在地球環境問題としてどのようなものがあるか予習しておくこと 
4 回  資料を滝澤の WEB サイトにあげているので、それをダウンロードしプリ
ント後、読んでおくこと資料を滝澤の WEB サイトにあげているので、それをダ
ウンロードしプリント後、読んでおくこと 
5 回 化学実験とバイオ実験にどのような危険があるか、考えておくこと。 
6 回 企業における倫理とはどのようなものか考えておくこと 
7 回  製造物責任という言 

 



年度 2014 
授業コード FTB02211 
成績評価 レポート(100％）で評価する 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12) 
見出し FTB02211 フレッシュマンゼミⅠ(再) 
担当教員名 平野 博之、竹崎 誠、大塚 隆尚、永谷 尚紀、山本 俊政、安藤 秀哉、野

上 潤造 
単位数 1 
教科書 特になし 各教員が資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード コミュニケーション能力、自己啓発、課題解決、レポート作成 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フレッシュマンゼミⅠ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 随時紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 この科目は、バイオ・応用化学科の全教員で担当する。この講義は、１年生を数

名のグループに分け、各グループがこれらのテーマのうちのいくつかを、1 テー
マ 2〜3 回で、交代していく形態で実施する。また、バイオ・応用化学関連の施
設見学などの全体研修を行うこともある。各回の担当になった教員の専門分野は
どのような内容か？、研究室とはどのような雰囲気か？ などを少しでも知るこ
とを目的に毎回必ず出席すること。 

シラバスコード FTB02211 
実務経験のある教員  
達成目標 複数の教員の指導の下、ミニ講義、実験、教員あるいは学生との対話・討論等を

通し、バイオ・応用化学に関する専門事項を概観し、自己啓発をすること。レポ
ート作成技法を修得すること 

受講者へのコメント  
連絡先 担当教員の、他の科目のシラバスを参照すること 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar for Freshmen I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 各教員が少人数の学生を受け持ち、ミニ講義、実験、対話や討論等を通して、基

礎学力や学習意欲のある学生については更にこれを啓発し、これらに不安を感じ
る学生については課外で時間をとり適切なアドバイスを与えるなど、個々の学生



に応じた指導を行うこと 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 グリーンケミストリーに関する学習および実習をする 

2 回 パソコンを用いた文書作成およびパソコン管理に関する学習および実習を 
する 
3 回 泡にまつわる身近な話題について説明する 
4 回 リズム・パターン形成反応の実験をし、金属ナノ粒子の溶液を見ながら議論
する 
5 回 卒業後に向けて、大学生活の過ごし方を考える作業をする 
6 回 有機化合物の分子模型のスケッチ，薄層クロマトグラフによる分析実験を
する 
7 回 各種セラミックスの紹介とガラスの合成実験をする 
8 回 微生物とはどのようなものか、また微生物の能力がどの 

準備学習 1 回 高校教科書の有機化学を復習しておくこと 
2 回 パソコンに関係する高校の教科書を復習しておくこと 
3 回 泡が利用されている身近な現象を考えておくこと 
4 回 原子番号の大きい元素も扱うが、高校の化学や基礎化学で学んだことをよ
く理解しておくこと 
5 回 なぜ大学に入ったか、自分はどんな人間で将来何をしたいか考えておくこ
と 
6 回 ベンゼンとシクロヘキサンの違いを調べておくこと 
7 回 セラミックスの種類とガラスの合成法について予習しておくこと 
8 回 微生物の機能と応用について調べておくこと 
9 回 動物細胞とカフ 

 



年度 2014 
授業コード FTB0221P 
成績評価 レポート(100％）で評価する 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0221P フレッシュマンゼミⅠ(再) 
担当教員名 平野 博之、竹崎 誠、大塚 隆尚、永谷 尚紀、山本 俊政、安藤 秀哉、野

上 潤造 
単位数 1 
教科書 特になし 各教員が資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード コミュニケーション能力、自己啓発、課題解決、レポート作成 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フレッシュマンゼミⅠ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 随時紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 この科目は、バイオ・応用化学科の全教員で担当する。この講義は、１年生を数

名のグループに分け、各グループがこれらのテーマのうちのいくつかを、1 テー
マ 2〜3 回で、交代していく形態で実施する。また、バイオ・応用化学関連の施
設見学などの全体研修を行うこともある。各回の担当になった教員の専門分野は
どのような内容か？、研究室とはどのような雰囲気か？ などを少しでも知るこ
とを目的に毎回必ず出席すること。 

シラバスコード FTB0221P 
実務経験のある教員  
達成目標 複数の教員の指導の下、ミニ講義、実験、教員あるいは学生との対話・討論等を

通し、バイオ・応用化学に関する専門事項を概観し、自己啓発をすること。レポ
ート作成技法を修得すること 

受講者へのコメント  
連絡先 担当教員の、他の科目のシラバスを参照すること 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar for Freshmen I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 各教員が少人数の学生を受け持ち、ミニ講義、実験、対話や討論等を通して、基

礎学力や学習意欲のある学生については更にこれを啓発し、これらに不安を感じ
る学生については課外で時間をとり適切なアドバイスを与えるなど、個々の学生



に応じた指導を行うこと 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 グリーンケミストリーに関する学習および実習をする 

2 回 パソコンを用いた文書作成およびパソコン管理に関する学習および実習を 
する 
3 回 泡にまつわる身近な話題について説明する 
4 回 リズム・パターン形成反応の実験をし、金属ナノ粒子の溶液を見ながら議論
する 
5 回 卒業後に向けて、大学生活の過ごし方を考える作業をする 
6 回 有機化合物の分子模型のスケッチ，薄層クロマトグラフによる分析実験を
する 
7 回 各種セラミックスの紹介とガラスの合成実験をする 
8 回 微生物とはどのようなものか、また微生物の能力がどの 

準備学習 1 回 高校教科書の有機化学を復習しておくこと 
2 回 パソコンに関係する高校の教科書を復習しておくこと 
3 回 泡が利用されている身近な現象を考えておくこと 
4 回 原子番号の大きい元素も扱うが、高校の化学や基礎化学で学んだことをよ
く理解しておくこと 
5 回 なぜ大学に入ったか、自分はどんな人間で将来何をしたいか考えておくこ
と 
6 回 ベンゼンとシクロヘキサンの違いを調べておくこと 
7 回 セラミックスの種類とガラスの合成法について予習しておくこと 
8 回 微生物の機能と応用について調べておくこと 
9 回 動物細胞とカフ 

 



年度 2014 
授業コード FTB02310 
成績評価 レポート(100％）で評価する 
曜日時限 集中その他 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12) 
見出し FTB02310 フレッシュマンゼミⅡ(再) 
担当教員名 福原 実、大塚 隆尚、永谷 尚紀、山本 俊政、安藤 秀哉、野上 潤造、竹

⽥ 邦雄 
単位数 1 
教科書 特になし 各教員が資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード コミュニケーション能力、自己啓発、課題解決、レポート作成 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 フレッシュマンゼミⅡ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 随時紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 この科目は、フレッシュマンゼミの講義内容と同じである。この講義は、１年生

を数名のグループに分け、各グループがこれらのテーマのうちのいくつかを、1
テーマ 4〜5 回で交代していく形態で実施する。なお、バイオ・応用化学関連の
施設見学などの全体研修を行ったり、とくに特定の教員が時間をかけて指導を行
うこともある。各回の担当になった教員の専門分野はどのような内容か？、研究
室とはどのような雰囲気か？ などを少しでも知ることを目的に毎回必ず出席
すること。 

シラバスコード FTB02310 
実務経験のある教員  
達成目標 複数の教員の指導の下、ミニ講義、実験、教員あるいは学生との対話・討論等を

通し、バイオ・応用化学に関する専門事項を概観し、自己啓発をすること。レポ
ート作成技法を修得すること 

受講者へのコメント  
連絡先 担当教員の、他の科目のシラバスを参照すること 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar for Freshmen II 
関連科目 フレッシュマンゼミ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 各教員が少人数の学生を受け持ち、ミニ講義、実験、対話や討論等を通して、基

礎学力や学習意欲のある学生については更にこれを啓発し、これらに不安を感じ



る学生については課外で時間をとり適切なアドバイスを与えるなど、個々の学生
に応じた指導を行うこと 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 グリーンケミストリーに関する学習および実習をする 

2 回 パソコンを用いた文書作成およびパソコン管理に関する学習および実習を 
する 
3 回 泡にまつわる身近な話題について説明する 
4 回 リズム・パターン形成反応の実験をし、金属ナノ粒子の溶液を見ながら議論
する 
5 回 卒業後に向けて、大学生活の過ごし方を考える作業をする 
6 回 有機化合物の分子模型のスケッチ，薄層クロマトグラフによる分析実験を
する 
7 回 各種セラミックスの紹介とガラスの合成実験をする 
8 回 微生物とはどのようなものか、また微生物の能力がどの 

準備学習 1 回 高校教科書の有機化学を復習しておくこと 
2 回 パソコンに関係する高校の教科書を復習しておくこと 
3 回 泡が利用されている身近な現象を考えておくこと 
4 回 原子番号の大きい元素も扱うが、高校の化学や基礎化学で学んだことをよ
く理解しておくこと 
5 回 なぜ大学に入ったか、自分はどんな人間で将来何をしたいか考えておくこ
と 
6 回 ベンゼンとシクロヘキサンの違いを調べておくこと 
7 回 セラミックスの種類とガラスの合成法について予習しておくこと 
8 回 微生物の機能と応用について調べておくこと 
9 回 動物細胞とカフ 

 



年度 2014 
授業コード FTB0231P 
成績評価 レポート(100％）で評価する 
曜日時限 集中その他 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0231P フレッシュマンゼミⅡ(再) 
担当教員名 平野 博之、竹崎 誠、大塚 隆尚、永谷 尚紀、山本 俊政、安藤 秀哉、野

上 潤造 
単位数 1 
教科書 特になし 各教員が資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード コミュニケーション能力、自己啓発、課題解決、レポート作成 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 フレッシュマンゼミⅡ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 随時紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 この科目は、フレッシュマンゼミの講義内容と同じである。この講義は、１年生

を数名のグループに分け、各グループがこれらのテーマのうちのいくつかを、1
テーマ 4〜5 回で交代していく形態で実施する。なお、バイオ・応用化学関連の
施設見学などの全体研修を行ったり、とくに特定の教員が時間をかけて指導を行
うこともある。各回の担当になった教員の専門分野はどのような内容か？、研究
室とはどのような雰囲気か？ などを少しでも知ることを目的に毎回必ず出席
すること。 

シラバスコード FTB0231P 
実務経験のある教員  
達成目標 複数の教員の指導の下、ミニ講義、実験、教員あるいは学生との対話・討論等を

通し、バイオ・応用化学に関する専門事項を概観し、自己啓発をすること。レポ
ート作成技法を修得すること 

受講者へのコメント  
連絡先 担当教員の、他の科目のシラバスを参照すること 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar for Freshmen II 
関連科目 フレッシュマンゼミ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 各教員が少人数の学生を受け持ち、ミニ講義、実験、対話や討論等を通して、基

礎学力や学習意欲のある学生については更にこれを啓発し、これらに不安を感じ



る学生については課外で時間をとり適切なアドバイスを与えるなど、個々の学生
に応じた指導を行うこと 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 グリーンケミストリーに関する学習および実習をする 

2 回 パソコンを用いた文書作成およびパソコン管理に関する学習および実習を 
する 
3 回 泡にまつわる身近な話題について説明する 
4 回 リズム・パターン形成反応の実験をし、金属ナノ粒子の溶液を見ながら議論
する 
5 回 卒業後に向けて、大学生活の過ごし方を考える作業をする 
6 回 有機化合物の分子模型のスケッチ，薄層クロマトグラフによる分析実験を
する 
7 回 各種セラミックスの紹介とガラスの合成実験をする 
8 回 微生物とはどのようなものか、また微生物の能力がどの 

準備学習 1 回 高校教科書の有機化学を復習しておくこと 
2 回 パソコンに関係する高校の教科書を復習しておくこと 
3 回 泡が利用されている身近な現象を考えておくこと 
4 回 原子番号の大きい元素も扱うが、高校の化学や基礎化学で学んだことをよ
く理解しておくこと 
5 回 なぜ大学に入ったか、自分はどんな人間で将来何をしたいか考えておくこ
と 
6 回 ベンゼンとシクロヘキサンの違いを調べておくこと 
7 回 セラミックスの種類とガラスの合成法について予習しておくこと 
8 回 微生物の機能と応用について調べておくこと 
9 回 動物細胞とカフ 

 



年度 2014 
授業コード FTB02410 
成績評価 実験レポート 60％、定期試験 40％により成績を評価する。 

但し、定期試験において基準点を設け、得点が 100 点満点中、30 点未満の場合
は不合格とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14) 
見出し FTB02410 基礎化学実験 
担当教員名 佐藤 幸子、中山 智津子＊ 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験−手引きと演習−／佐藤幸子：理⼯系化学実験（−基礎と

応用−第３版）／坂⽥一矩編 ／（東京教学社）／978-4-808230418 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属、マスキング 
定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、電離定数、pH、pKa、緩衝溶液、モ
ル濃度、質量百分率 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 再履修ならではの思いを、それぞれに綴ってくれています。少人数かつ２回目と

いうこともあり、教員ににとっても講義がし易く、コミュニケーションの大事さ
を改めて感じさせてもらいました。全員最後まで続け、単位取得できたことをと
ても嬉しく思っています。 
●「去年と実験に対する意識が変わったと思う。去年は、予習やレポート提出の
期限を全く守れていなかったし、少しくらいなら遅れても大丈夫だろうという思
いがあった。しかし、今年に入って、期限を守るというあたりまえの事くらいは
出来るようになろうと思えるようになった。」 

科目名 基礎化学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

人） 
大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社） 
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版） 
これだけはおさえたい化学／ 井口洋夫編集／（実教出版） 
クリスチャン分析化学 I, II ／ Gary D. Christian ／（丸善） 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを期限内に提出し受理されていることが、単位取得

の前提条件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験開始
１時間前までに、実験ノートと予習プリントを必ず提出する。実験を安全に行う
ため、白衣と保護眼鏡の着用を義務づける。 

シラバスコード FTB02410 
実務経験のある教員  



達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で
きる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）測容ガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフラスコ）の使用方
法を習得する。 
（４）pH メーター、分光光度計、電子天秤の使用方法を習得する。 
（５）詳しい実験観察結果を文章で表現し、物質の変化を化学反応式で記述でき
る。 
（６）報告書の基本的書き方を習得する。 
（７）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り日常的な物（⾷酢、ミネラルウォーター、ドリンク剤 

受講者へのコメント 熱⼼に実験に取り組んでくれて、とても嬉しく思います。 
後輩への助言もたくさん書いてくれているので、必ず一年生に伝えます。 

連絡先 10 学舎５階 電子メール satos@dac.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 理解が深まった 93.8％、講義に満足 62.5％、ほぼ満足した 37.5％。 
受講生全員が、授業時間以外に 2?３時間学習し、この分野への理解、興味、関⼼
が高まるとともに、自身の成⻑を感じることができたようである。講義目的は達
成されたと思います。 

英文科目名 General Chemistry Laboratory 
関連科目 基礎化学、 基礎化学演習 I、II、 分析化学 I、II、 ⼯業分析化学、無機化学 

I、II、 パソコン入門 I、II、 
次回に向けての改善変更予定 より丁寧で厳しいレポート指導を行いたいと思います。 

実験が時間内に終了するよう、予習の徹底をしたいと思います。 
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の進め方、予習の仕方を説明する。 

 安全・環境教育 
2 回 基本操作とレポート作成 
金属（亜鉛、銅）と強酸・強塩基との反応を調べることによって、化学実験で使
用する器具および試薬の基本的な取扱い方と、実験操作を学ぶ。 
ガスバーナーの使い方、実験廃液の処理、ガラス器具の洗浄。 
3 回 第１ 属陽イオンの定性分析 （Ag, Pb） 
銀イオン、鉛イオンは HCl と反応して難溶性の塩化物沈殿をつくるので、他の
陽イオンと分離することができる。塩化鉛 の溶解度は 塩化銀 の溶解度に比べ
てか 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 教科書を用意し、第 1 章 pp.1〜9 を読んでおくこと。 
元素の周期表、イオン化傾向、強酸、強塩基、酸化力のある酸について復習して



おくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
教科書 pp.36〜40. 実験レポートの書き方を読んでおくこと。 
3 回 教科書 pp.62〜68 を読み、陽イオンの分属と分属試薬について予習してお
く。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
教科書 pp.15〜18 を読み、難溶性塩の溶解度と溶解度積につい 

 



年度 2014 
授業コード FTB02420 
成績評価 実験レポート 60％、定期試験 40％により成績を評価する。 

但し、定期試験において基準点を設け、得点が 100 点満点中、30 点未満の場合
は不合格とする。 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14) 
見出し FTB02420 基礎化学実験 
担当教員名 佐藤 幸子、中山 智津子＊ 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験−手引きと演習−／佐藤幸子：理⼯系化学実験（−基礎と

応用−第３版）／坂⽥一矩編 ／（東京教学社）／978-4-808230418 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属、マスキング 
定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、電離定数、pH、pKa、緩衝溶液、モ
ル濃度、質量百分率 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ●「私は、この実験を通して物事を慎重にする力がついたと思います。今までは

何でも適当に物事を行っていましたが、今では料理に調味料を加えるときも正確
に量を量って入れるようになりました。また、この実験を行うことによってより
具体的な値や数字がわかり、分析化学と基礎化学演習の計算でも計算して求めた
値が妥当なものであるか判断することができるようになりました。電気分解の実
験がしてみたいです。」 
●電気分解は、金属の酸化還元が関係した興味深い反応です。検討してみます。 
●「12 回の実験を通して自分はいろいろなことを学べ 

科目名 基礎化学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

人） 
大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社） 
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版） 
これだけはおさえたい化学／ 井口洋夫編集／（実教出版） 
クリスチャン分析化学 I, II ／ Gary D. Christian ／（丸善） 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを期限内に提出し受理されていることが、単位取得

の前提条件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験開始
１時間前までに、実験ノートと予習プリントを必ず提出する。実験を安全に行う
ため、白衣と保護眼鏡の着用を義務づける。 

シラバスコード FTB02420 
実務経験のある教員  



達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で
きる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）測容ガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフラスコ）の使用方
法を習得する。 
（４）pH メーター、分光光度計、電子天秤の使用方法を習得する。 
（５）詳しい実験観察結果を文章で表現し、物質の変化を化学反応式で記述でき
る。 
（６）報告書の基本的書き方を習得する。 
（７）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り日常的な物（⾷酢、ミネラルウォーター、ドリンク剤 

受講者へのコメント レポート作成に苦労した人が多かったようですが、理系レポートの基本習得を目
指しました。提出期限を守り、添削指導に従って、繰り返しトレーニングを行い、
簡潔明快な文章を書けるようになって下さい。 

連絡先 10 学舎５階 電子メール satos@dac.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 理解が深まった 83.3％、講義にほぼ満足した以上 80.6％。 
受講生の約 80%が、授業時間以外に 2?３時間学習し、この分野への理解、興味、
関⼼が高まったようである。講義目的はほぼ達成されたと思います。 

英文科目名 General Chemistry Laboratory 
関連科目 基礎化学、 基礎化学演習 I、II、 分析化学 I、II、 ⼯業分析化学、無機化学 

I、II、 パソコン入門 I、II、 
次回に向けての改善変更予定 より丁寧で厳格なレポート指導を行いたいと思います。 

実験が時間内に終了するよう、予習の徹底をしたいと思います。 
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の進め方、予習の仕方を説明する。 

 安全・環境教育 
2 回 基本操作とレポート作成 
金属（亜鉛、銅）と強酸・強塩基との反応を調べることによって、化学実験で使
用する器具および試薬の基本的な取扱い方と、実験操作を学ぶ。 
ガスバーナーの使い方、実験廃液の処理、ガラス器具の洗浄。 
3 回 第１ 属陽イオンの定性分析 （Ag, Pb） 
銀イオン、鉛イオンは HCl と反応して難溶性の塩化物沈殿をつくるので、他の
陽イオンと分離することができる。塩化鉛 の溶解度は 塩化銀 の溶解度に比べ
てか 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 教科書を用意し、第 1 章 pp.1〜9 を読んでおくこと。 
元素の周期表、イオン化傾向、強酸、強塩基、酸化力のある酸について復習して



おくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
教科書 pp.36〜40. 実験レポートの書き方を読んでおくこと。 
3 回 教科書 pp.62〜68 を読み、陽イオンの分属と分属試薬について予習してお
く。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
教科書 pp.15〜18 を読み、難溶性塩の溶解度と溶解度積につい 

 



年度 2014 
授業コード FTB02430 
成績評価 実験レポート 60％、定期試験 40％により成績を評価する。 

但し、定期試験において基準点を設け、得点が 100 点満点中、30 点未満の場合
は不合格とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14) 
見出し FTB02430 基礎化学実験 
担当教員名 佐藤 幸子、中山 智津子＊ 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験−手引きと演習−／佐藤幸子：理⼯系化学実験（−基礎と

応用−第３版）／坂⽥一矩編 ／（東京教学社）／978-4-808230418 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属、マスキング 
定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、電離定数、pH、pKa、緩衝溶液、モ
ル濃度、質量百分率 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「レポートの訂正部分をもっと具体的に書いてもらいたい。」 

再提出に関しては、適切な指示を出すようにしています。指示に従い、自分で考
えて書き直すことを求めています。穴埋めのようなレポートではなく、自分で考
え、⼯夫する過程を重視しています。 

科目名 基礎化学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

人） 
大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社） 
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版） 
これだけはおさえたい化学／ 井口洋夫編集／（実教出版） 
クリスチャン分析化学 I, II ／ Gary D. Christian ／（丸善） 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを期限内に提出し受理されていることが、単位取得

の前提条件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験開始
１時間前までに、実験ノートと予習プリントを必ず提出する。実験を安全に行う
ため、白衣と保護眼鏡の着用を義務づける。 

シラバスコード FTB02430 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で

きる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）測容ガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフラスコ）の使用方



法を習得する。 
（４）pH メーター、分光光度計、電子天秤の使用方法を習得する。 
（５）詳しい実験観察結果を文章で表現し、物質の変化を化学反応式で記述でき
る。 
（６）報告書の基本的書き方を習得する。 
（７）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り日常的な物（⾷酢、ミネラルウォーター、ドリンク剤 

受講者へのコメント 予習不足から、実験終了時刻が遅くなることがありました。 
どのような実験・実習でも、予習は必要です。内容、手順などをよく理解した上
で、実験に臨んで下さい。 

連絡先 10 学舎５階 電子メール satos@dac.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 理解が深まった 78.1％、講義に満足・ほぼ満足したが 75.1％。 
受講生の 87.5%が、授業時間以外に３時間以上学習し、この分野への理解、興味、
関⼼が高まるとともに、自身の成⻑を感じることができたようである。講義目的
は達成されたと思います。 

英文科目名 General Chemistry Laboratory 
関連科目 基礎化学、 基礎化学演習 I、II、 分析化学 I、II、 ⼯業分析化学、無機化学 

I、II、 パソコン入門 I、II、 
次回に向けての改善変更予定 より丁寧で厳しいレポート指導を行いたいと思います。 

実験が時間内に終了するよう、予習の徹底をしたいと思います。 
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の進め方、予習の仕方を説明する。 

 安全・環境教育 
2 回 基本操作とレポート作成 
金属（亜鉛、銅）と強酸・強塩基との反応を調べることによって、化学実験で使
用する器具および試薬の基本的な取扱い方と、実験操作を学ぶ。 
ガスバーナーの使い方、実験廃液の処理、ガラス器具の洗浄。 
3 回 第１ 属陽イオンの定性分析 （Ag, Pb） 
銀イオン、鉛イオンは HCl と反応して難溶性の塩化物沈殿をつくるので、他の
陽イオンと分離することができる。塩化鉛 の溶解度は 塩化銀 の溶解度に比べ
てか 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 教科書を用意し、第 1 章 pp.1〜9 を読んでおくこと。 
元素の周期表、イオン化傾向、強酸、強塩基、酸化力のある酸について復習して
おくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
教科書 pp.36〜40. 実験レポートの書き方を読んでおくこと。 



3 回 教科書 pp.62〜68 を読み、陽イオンの分属と分属試薬について予習してお
く。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
教科書 pp.15〜18 を読み、難溶性塩の溶解度と溶解度積につい 

 



年度 2014 
授業コード FTB02440 
成績評価 実験レポート 60％、定期試験 40％により成績を評価する。 

但し、定期試験において基準点を設け、得点が 100 点満点中、30 点未満の場合
は不合格とする。 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14) 
見出し FTB02440 基礎化学実験 
担当教員名 佐藤 幸子、中山 智津子＊ 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験−手引きと演習−／佐藤幸子：理⼯系化学実験（−基礎と

応用−第３版）／坂⽥一矩編 ／（東京教学社）／978-4-808230418 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属、マスキング 
定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、電離定数、pH、pKa、緩衝溶液、モ
ル濃度、質量百分率 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「TA の人数をあと 1 人か 2 人増やしてほしかったです。実験中に聞きたい点が

出てきても近くに誰もいなかったりしたことが何回もあったためです。」 
安全に実験を行うためにも、実験台一列に 1 人の割合で、TA または教員がつい
ていられるような体制を整えたいと考えています。 

科目名 基礎化学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

人） 
大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社） 
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版） 
これだけはおさえたい化学／ 井口洋夫編集／（実教出版） 
クリスチャン分析化学 I, II ／ Gary D. Christian ／（丸善） 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを期限内に提出し受理されていることが、単位取得

の前提条件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験開始
１時間前までに、実験ノートと予習プリントを必ず提出する。実験を安全に行う
ため、白衣と保護眼鏡の着用を義務づける。 

シラバスコード FTB02440 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で

きる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）測容ガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフラスコ）の使用方



法を習得する。 
（４）pH メーター、分光光度計、電子天秤の使用方法を習得する。 
（５）詳しい実験観察結果を文章で表現し、物質の変化を化学反応式で記述でき
る。 
（６）報告書の基本的書き方を習得する。 
（７）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り日常的な物（⾷酢、ミネラルウォーター、ドリンク剤 

受講者へのコメント 予習不足から、実験終了時刻が遅くなることがありました。 
どのような実験・実習でも、予習は必要です。内容、手順などをよく理解した上
で、実験に臨んで下さい。 

連絡先 10 学舎５階 電子メール satos@dac.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 理解が深まった 67.7％、講義に満足・ほぼ満足したが 74.2％。 
受講生の 90%が、授業時間以外に 2 時間以上学習し、この分野への理解、興味、
関⼼が高まるとともに、自身の成⻑を感じることができたようである。講義目的
は達成されたと思います。 

英文科目名 General Chemistry Laboratory 
関連科目 基礎化学、 基礎化学演習 I、II、 分析化学 I、II、 ⼯業分析化学、無機化学 

I、II、 パソコン入門 I、II、 
次回に向けての改善変更予定 より丁寧で厳しいレポート指導を行いたいと思います。 

実験が時間内に終了するよう、予習の徹底をしたいと思います。 
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の進め方、予習の仕方を説明する。 

 安全・環境教育 
2 回 基本操作とレポート作成 
金属（亜鉛、銅）と強酸・強塩基との反応を調べることによって、化学実験で使
用する器具および試薬の基本的な取扱い方と、実験操作を学ぶ。 
ガスバーナーの使い方、実験廃液の処理、ガラス器具の洗浄。 
3 回 第１ 属陽イオンの定性分析 （Ag, Pb） 
銀イオン、鉛イオンは HCl と反応して難溶性の塩化物沈殿をつくるので、他の
陽イオンと分離することができる。塩化鉛 の溶解度は 塩化銀 の溶解度に比べ
てか 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 教科書を用意し、第 1 章 pp.1〜9 を読んでおくこと。 
元素の周期表、イオン化傾向、強酸、強塩基、酸化力のある酸について復習して
おくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
教科書 pp.36〜40. 実験レポートの書き方を読んでおくこと。 



3 回 教科書 pp.62〜68 を読み、陽イオンの分属と分属試薬について予習してお
く。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
教科書 pp.15〜18 を読み、難溶性塩の溶解度と溶解度積につい 

 



年度 2014 
授業コード FTB02510 
成績評価 実験態度（20％），レポート（50％），実験ノート整備（30％）で評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14) 
見出し FTB02510 基礎物理学実験 
担当教員名 小野 文久、片山 敏和＊、矢城 陽一朗、村本 哲也 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学，実験，理論，測定，データ解析，誤差，グラフ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎物理学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岡山理大物理学教室編/「物理学実験」/大学教育出版， 

国立天文台編/「理科年表」/丸善 
授業形態 実験実習 
注意備考 高校の物理が未履修でも，物理の世界の面白さが体験できる. 
シラバスコード FTB02510 
実務経験のある教員  
達成目標 実験を通じて物理学の考え方を身につけ，科学をより深く理解できるようになる

こと。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics Laboratory 
関連科目 物理学 I，物理学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学は自然現象や⼯学を理解・説明するために必要な基礎的学問である。物理

学には理論と実験があり，現象の発見および構築された一般的なモデルの証明を
実験で行う。本実験では各テーマに充分時間をかけて理論の理解，測定，解析を
行う。これにより物理法則，測定方法や装置の扱い方，データの処理方法，書物
やインターネットによる資料収集，実験成果を正確に伝えるレポートの書き方な
どについて基礎知識を得ることを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実験の進め方と特に注意しなければならないことなど、実験方法に関する

説明を行う。 



2 回 具体的な実験方法とﾚﾎﾟｰﾄのまとめ方、測定誤差の扱い方などデータ処理法
の説明を行う。 
3 回 重力加速度の測定（パソコンによる自動測定とデータの解析）実験を実施す
る。 
4 回 重力加速度の測定に関するデータ解析を行い、そのレポートを作成する。 
5 回 気柱の共鳴（音の波⻑を測定して音速度を求める）実験を実施する。 
6 回 気柱の共鳴に関するデータ解析を行い、そのレポートを作成する。 
7 回 回折格子（Ｎａランプ・Ｈｇランプ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、実験の過程を把握しておくこと。 
2 回 ノートおよび配布されたプリントにより前回の復習と今回の予習をしてお
くこと。 
3 回 前もって、重力加速度の測定実験について予習をし、その内容を把握してお
くこと。 
4 回 重力加速度の測定実験のデータ整理と理論的な説明の部分のレポート（１
テーマのレポートの約半分）を書いておくこと。 
5 回 前もって、気柱の共鳴実験の予習をし、その内容を把握しておくこと。 
6 回 気柱の共鳴実験のデータ整理と理論的な説明の部分のレポート（１テーマ
のレポートの約半分）を 

 



年度 2014 
授業コード FTB02511 
成績評価 実験態度（20％），レポート（50％），実験ノート整備（30％）で評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTB02511 基礎物理学実験 
担当教員名 小野 文久、片山 敏和＊、矢城 陽一朗、村本 哲也 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学，実験，理論，測定，データ解析，誤差，グラフ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎物理学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岡山理大物理学教室編/「物理学実験」/大学教育出版， 

国立天文台編/「理科年表」/丸善 
授業形態 実験実習 
注意備考 高校の物理が未履修でも，物理の世界の面白さが体験できる. 
シラバスコード FTB02511 
実務経験のある教員  
達成目標 実験を通じて物理学の考え方を身につけ，科学をより深く理解できるようになる

こと。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics Laboratory 
関連科目 物理学 I，物理学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学は自然現象や⼯学を理解・説明するために必要な基礎的学問である。物理

学には理論と実験があり，現象の発見および構築された一般的なモデルの証明を
実験で行う。本実験では各テーマに充分時間をかけて理論の理解，測定，解析を
行う。これにより物理法則，測定方法や装置の扱い方，データの処理方法，書物
やインターネットによる資料収集，実験成果を正確に伝えるレポートの書き方な
どについて基礎知識を得ることを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実験の進め方と特に注意しなければならないことなど、実験方法に関する

説明を行う。 



2 回 具体的な実験方法とﾚﾎﾟｰﾄのまとめ方、測定誤差の扱い方などデータ処理法
の説明を行う。 
3 回 重力加速度の測定（パソコンによる自動測定とデータの解析）実験を実施す
る。 
4 回 重力加速度の測定に関するデータ解析を行い、そのレポートを作成する。 
5 回 気柱の共鳴（音の波⻑を測定して音速度を求める）実験を実施する。 
6 回 気柱の共鳴に関するデータ解析を行い、そのレポートを作成する。 
7 回 回折格子（Ｎａランプ・Ｈｇランプ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、実験の過程を把握しておくこと。 
2 回 ノートおよび配布されたプリントにより前回の復習と今回の予習をしてお
くこと。 
3 回 前もって、重力加速度の測定実験について予習をし、その内容を把握してお
くこと。 
4 回 重力加速度の測定実験のデータ整理と理論的な説明の部分のレポート（１
テーマのレポートの約半分）を書いておくこと。 
5 回 前もって、気柱の共鳴実験の予習をし、その内容を把握しておくこと。 
6 回 気柱の共鳴実験のデータ整理と理論的な説明の部分のレポート（１テーマ
のレポートの約半分）を 

 



年度 2014 
授業コード FTB0251P 
成績評価 実験態度（20％），レポート（50％），実験ノート整備（30％）で評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0251P 基礎物理学実験 
担当教員名 小野 文久、片山 敏和＊、矢城 陽一朗、村本 哲也 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学，実験，理論，測定，データ解析，誤差，グラフ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎物理学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岡山理大物理学教室編/「物理学実験」/大学教育出版， 

国立天文台編/「理科年表」/丸善 
授業形態 実験実習 
注意備考 高校の物理が未履修でも，物理の世界の面白さが体験できる. 
シラバスコード FTB0251P 
実務経験のある教員  
達成目標 実験を通じて物理学の考え方を身につけ，科学をより深く理解できるようになる

こと。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics Laboratory 
関連科目 物理学 I，物理学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学は自然現象や⼯学を理解・説明するために必要な基礎的学問である。物理

学には理論と実験があり，現象の発見および構築された一般的なモデルの証明を
実験で行う。本実験では各テーマに充分時間をかけて理論の理解，測定，解析を
行う。これにより物理法則，測定方法や装置の扱い方，データの処理方法，書物
やインターネットによる資料収集，実験成果を正確に伝えるレポートの書き方な
どについて基礎知識を得ることを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実験の進め方と特に注意しなければならないことなど、実験方法に関する

説明を行う。 



2 回 具体的な実験方法とﾚﾎﾟｰﾄのまとめ方、測定誤差の扱い方などデータ処理法
の説明を行う。 
3 回 重力加速度の測定（パソコンによる自動測定とデータの解析）実験を実施す
る。 
4 回 重力加速度の測定に関するデータ解析を行い、そのレポートを作成する。 
5 回 気柱の共鳴（音の波⻑を測定して音速度を求める）実験を実施する。 
6 回 気柱の共鳴に関するデータ解析を行い、そのレポートを作成する。 
7 回 回折格子（Ｎａランプ・Ｈｇランプ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、実験の過程を把握しておくこと。 
2 回 ノートおよび配布されたプリントにより前回の復習と今回の予習をしてお
くこと。 
3 回 前もって、重力加速度の測定実験について予習をし、その内容を把握してお
くこと。 
4 回 重力加速度の測定実験のデータ整理と理論的な説明の部分のレポート（１
テーマのレポートの約半分）を書いておくこと。 
5 回 前もって、気柱の共鳴実験の予習をし、その内容を把握しておくこと。 
6 回 気柱の共鳴実験のデータ整理と理論的な説明の部分のレポート（１テーマ
のレポートの約半分）を 

 



年度 2014 
授業コード FTB02520 
成績評価 実験態度（20％），レポート（50％），実験ノート整備（30％）で評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14) 
見出し FTB02520 基礎物理学実験 
担当教員名 矢城 陽一朗、村本 哲也、平井 正明＊、蜂谷 和明、片山 敏和＊ 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学，実験，理論，測定，データ解析，誤差，グラフ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・古くなった実験器具の取り換えなど，整備を適宜行う． 

・講義内容に関連した教育を行う． 
・実験を通して自然現象の理解が深まるような教育を行う． 

科目名 基礎物理学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岡山理大物理学教室編/「物理学実験」/大学教育出版， 

国立天文台編/「理科年表」/丸善 
授業形態 実験実習 
注意備考 高校の物理が未履修でも，物理の世界の面白さが体験できる. 
シラバスコード FTB02520 
実務経験のある教員  
達成目標 実験を通じて物理学の考え方を身につけ，科学をより深く理解できるようになる

こと。 
受講者へのコメント ・真面目に実験に取り組んでいる様子が見て取れた． 

・事前に配布テキストを読み，わからない箇所（単語）をチェックしておくこと． 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・実験レポート通して，物理学への理解が深まったと感じる． 
英文科目名 Physics Laboratory 
関連科目 物理学 I，物理学 II 
次回に向けての改善変更予定 ・古くなった実験器具の取り換え等，整備を適宜行う． 

・講義内容に関連した教育を行う． 
講義目的 物理学は自然現象や⼯学を理解・説明するために必要な基礎的学問である。物理

学には理論と実験があり，現象の発見および構築された一般的なモデルの証明を
実験で行う。本実験では各テーマに充分時間をかけて理論の理解，測定，解析を
行う。これにより物理法則，測定方法や装置の扱い方，データの処理方法，書物
やインターネットによる資料収集，実験成果を正確に伝えるレポートの書き方な



どについて基礎知識を得ることを目標とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実験の進め方と特に注意しなければならないことなど、実験方法に関する

説明を行う。 
2 回 具体的な実験方法とﾚﾎﾟｰﾄのまとめ方、測定誤差の扱い方などデータ処理法
の説明を行う。 
3 回 重力加速度の測定（パソコンによる自動測定とデータの解析）実験を実施す
る。 
4 回 重力加速度の測定に関するデータ解析を行い、そのレポートを作成する。 
5 回 気柱の共鳴（音の波⻑を測定して音速度を求める）実験を実施する。 
6 回 気柱の共鳴に関するデータ解析を行い、そのレポートを作成する。 
7 回 回折格子（Ｎａランプ・Ｈｇランプ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、実験の過程を把握しておくこと。 
2 回 ノートおよび配布されたプリントにより前回の復習と今回の予習をしてお
くこと。 
3 回 前もって、重力加速度の測定実験について予習をし、その内容を把握してお
くこと。 
4 回 重力加速度の測定実験のデータ整理と理論的な説明の部分のレポート（１
テーマのレポートの約半分）を書いておくこと。 
5 回 前もって、気柱の共鳴実験の予習をし、その内容を把握しておくこと。 
6 回 気柱の共鳴実験のデータ整理と理論的な説明の部分のレポート（１テーマ
のレポートの約半分）を 

 



年度 2014 
授業コード FTB0252P 
成績評価 実験態度（20％），レポート（50％），実験ノート整備（30％）で評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0252P 基礎物理学実験 
担当教員名 矢城 陽一朗、片山 敏和＊、村本 哲也、平井 正明＊、蜂谷 和明 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学，実験，理論，測定，データ解析，誤差，グラフ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎物理学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岡山理大物理学教室編/「物理学実験」/大学教育出版， 

国立天文台編/「理科年表」/丸善 
授業形態 実験実習 
注意備考 高校の物理が未履修でも，物理の世界の面白さが体験できる. 
シラバスコード FTB0252P 
実務経験のある教員  
達成目標 実験を通じて物理学の考え方を身につけ，科学をより深く理解できるようになる

こと。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics Laboratory 
関連科目 物理学 I，物理学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学は自然現象や⼯学を理解・説明するために必要な基礎的学問である。物理

学には理論と実験があり，現象の発見および構築された一般的なモデルの証明を
実験で行う。本実験では各テーマに充分時間をかけて理論の理解，測定，解析を
行う。これにより物理法則，測定方法や装置の扱い方，データの処理方法，書物
やインターネットによる資料収集，実験成果を正確に伝えるレポートの書き方な
どについて基礎知識を得ることを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実験の進め方と特に注意しなければならないことなど、実験方法に関する

説明を行う。 



2 回 具体的な実験方法とﾚﾎﾟｰﾄのまとめ方、測定誤差の扱い方などデータ処理法
の説明を行う。 
3 回 重力加速度の測定（パソコンによる自動測定とデータの解析）実験を実施す
る。 
4 回 重力加速度の測定に関するデータ解析を行い、そのレポートを作成する。 
5 回 気柱の共鳴（音の波⻑を測定して音速度を求める）実験を実施する。 
6 回 気柱の共鳴に関するデータ解析を行い、そのレポートを作成する。 
7 回 回折格子（Ｎａランプ・Ｈｇランプ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、実験の過程を把握しておくこと。 
2 回 ノートおよび配布されたプリントにより前回の復習と今回の予習をしてお
くこと。 
3 回 前もって、重力加速度の測定実験について予習をし、その内容を把握してお
くこと。 
4 回 重力加速度の測定実験のデータ整理と理論的な説明の部分のレポート（１
テーマのレポートの約半分）を書いておくこと。 
5 回 前もって、気柱の共鳴実験の予習をし、その内容を把握しておくこと。 
6 回 気柱の共鳴実験のデータ整理と理論的な説明の部分のレポート（１テーマ
のレポートの約半分）を 

 



年度 2014 
授業コード FTB02611 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により判定する．総獲得点数/提出義務回数

の値が 60 点以上を合格とする．本実験は教職関連科目でもあるので，全出席が
評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育実習の場合は３回）をこえ
る欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする．また，公欠の場合でも補講，
追加レポートや提出義務回数などの特別配慮は一切しない． 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13) 
見出し FTB02611 基礎生物学実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正⽊ 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 実験指導，光学顕微鏡観察 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎生物学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。なお，以下の

学生の受講を制限する．（１）入学時に実施した学力多様化度調査の結果により、
チューターから「入門生物」の履修を指導された学生（２）教職関連の生物科目
（生物学基礎論など）未受講の学生（３）前年度に本実験を不合格または途中放
棄した学生．また，受講希望者多数の場合は抽選とする。 

シラバスコード FTB02611 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作でき，実験指導が適切に行えるようになること． 
受講者へのコメント  
連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biology Laboratory 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に

便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 
2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 
3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２： 

準備学習 特になし 
 



年度 2014 
授業コード FTB0261P 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により判定する．総獲得点数/提出義務回数

の値が 60 点以上を合格とする．本実験は教職関連科目でもあるので，全出席が
評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育実習の場合は３回）をこえ
る欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする．また，公欠の場合でも補講，
追加レポートや提出義務回数などの特別配慮は一切しない． 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0261P 基礎生物学実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正⽊ 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 実験指導，光学顕微鏡観察 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎生物学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。なお，以下の

学生の受講を制限する．（１）入学時に実施した学力多様化度調査の結果により、
チューターから「入門生物」の履修を指導された学生（２）教職関連の生物科目
（生物学基礎論など）未受講の学生（３）前年度に本実験を不合格または途中放
棄した学生．また，受講希望者多数の場合は抽選とする。 

シラバスコード FTB0261P 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作でき，実験指導が適切に行えるようになること． 
受講者へのコメント  
連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biology Laboratory 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に

便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 
2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 
3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２： 

準備学習 特になし 
 



年度 2014 
授業コード FTB02631 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により判定する．総獲得点数/提出義務回数

の値が 60 点以上を合格とする．本実験は教職関連科目でもあるので，全出席が
評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育実習の場合は３回）をこえ
る欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする．また，公欠の場合でも補講，
追加レポートや提出義務回数などの特別配慮は一切しない． 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13) 
見出し FTB02631 基礎生物学実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正⽊ 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 実験指導，光学顕微鏡観察 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎生物学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。なお，以下の

学生の受講を制限する．（１）入学時に実施した学力多様化度調査の結果により、
チューターから「入門生物」の履修を指導された学生（２）教職関連の生物科目
（生物学基礎論など）未受講の学生（３）前年度に本実験を不合格または途中放
棄した学生．また，受講希望者多数の場合は抽選とする。 

シラバスコード FTB02631 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作でき，実験指導が適切に行えるようになること． 
受講者へのコメント  
連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biology Laboratory 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に

便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 
2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 
3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２： 

準備学習 特になし 
 



年度 2014 
授業コード FTB0263P 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により判定する．総獲得点数/提出義務回数

の値が 60 点以上を合格とする．本実験は教職関連科目でもあるので，全出席が
評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育実習の場合は３回）をこえ
る欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする．また，公欠の場合でも補講，
追加レポートや提出義務回数などの特別配慮は一切しない． 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0263P 基礎生物学実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正⽊ 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 実験指導，光学顕微鏡観察 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎生物学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。なお，以下の

学生の受講を制限する．（１）入学時に実施した学力多様化度調査の結果により、
チューターから「入門生物」の履修を指導された学生（２）教職関連の生物科目
（生物学基礎論など）未受講の学生（３）前年度に本実験を不合格または途中放
棄した学生．また，受講希望者多数の場合は抽選とする。 

シラバスコード FTB0263P 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作でき，実験指導が適切に行えるようになること． 
受講者へのコメント  
連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biology Laboratory 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に

便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 
2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 
3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２： 

準備学習 特になし 
 



年度 2014 
授業コード FTB02651 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により判定する．総獲得点数/提出義務回数

の値が 60 点以上を合格とする．本実験は教職関連科目でもあるので，全出席が
評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育実習の場合は３回）をこえ
る欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする．また，公欠の場合でも補講，
追加レポートや提出義務回数などの特別配慮は一切しない． 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13) 
見出し FTB02651 基礎生物学実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正⽊ 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 実験指導，光学顕微鏡観察 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎生物学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。なお，以下の

学生の受講を制限する．（１）入学時に実施した学力多様化度調査の結果により、
チューターから「入門生物」の履修を指導された学生（２）教職関連の生物科目
（生物学基礎論など）未受講の学生（３）前年度に本実験を不合格または途中放
棄した学生．また，受講希望者多数の場合は抽選とする。 

シラバスコード FTB02651 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作でき，実験指導が適切に行えるようになること． 
受講者へのコメント  
連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biology Laboratory 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に

便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 
2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 
3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２： 

準備学習 特になし 
 



年度 2014 
授業コード FTB0265P 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により判定する．総獲得点数/提出義務回数

の値が 60 点以上を合格とする．本実験は教職関連科目でもあるので，全出席が
評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育実習の場合は３回）をこえ
る欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする．また，公欠の場合でも補講，
追加レポートや提出義務回数などの特別配慮は一切しない． 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0265P 基礎生物学実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正⽊ 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 実験指導，光学顕微鏡観察 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎生物学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。なお，以下の

学生の受講を制限する．（１）入学時に実施した学力多様化度調査の結果により、
チューターから「入門生物」の履修を指導された学生（２）教職関連の生物科目
（生物学基礎論など）未受講の学生（３）前年度に本実験を不合格または途中放
棄した学生．また，受講希望者多数の場合は抽選とする。 

シラバスコード FTB0265P 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作でき，実験指導が適切に行えるようになること． 
受講者へのコメント  
連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biology Laboratory 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に

便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 
2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 
3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２： 

準備学習 特になし 
 



年度 2014 
授業コード FTB02671 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により判定する．総獲得点数/提出義務回数

の値が 60 点以上を合格とする．本実験は教職関連科目でもあるので，全出席が
評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育実習の場合は３回）をこえ
る欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする．また，公欠の場合でも補講，
追加レポートや提出義務回数などの特別配慮は一切しない． 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13) 
見出し FTB02671 基礎生物学実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正⽊ 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 実験指導，光学顕微鏡観察 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎生物学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。なお，以下の

学生の受講を制限する．（１）入学時に実施した学力多様化度調査の結果により、
チューターから「入門生物」の履修を指導された学生（２）教職関連の生物科目
（生物学基礎論など）未受講の学生（３）前年度に本実験を不合格または途中放
棄した学生．また，受講希望者多数の場合は抽選とする。 

シラバスコード FTB02671 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作でき，実験指導が適切に行えるようになること． 
受講者へのコメント  
連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biology Laboratory 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に

便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 
2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 
3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２： 

準備学習 特になし 
 



年度 2014 
授業コード FTB0267P 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により判定する．総獲得点数/提出義務回数

の値が 60 点以上を合格とする．本実験は教職関連科目でもあるので，全出席が
評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育実習の場合は３回）をこえ
る欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする．また，公欠の場合でも補講，
追加レポートや提出義務回数などの特別配慮は一切しない． 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0267P 基礎生物学実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正⽊ 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 実験指導，光学顕微鏡観察 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎生物学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。なお，以下の

学生の受講を制限する．（１）入学時に実施した学力多様化度調査の結果により、
チューターから「入門生物」の履修を指導された学生（２）教職関連の生物科目
（生物学基礎論など）未受講の学生（３）前年度に本実験を不合格または途中放
棄した学生．また，受講希望者多数の場合は抽選とする。 

シラバスコード FTB0267P 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作でき，実験指導が適切に行えるようになること． 
受講者へのコメント  
連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biology Laboratory 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に

便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 
2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 
3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２： 

準備学習 特になし 
 



年度 2014 
授業コード FTB02711 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、予習復習を含めた実験への取り組みおよ

び理解度 40％により、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のう
ち、60 点以上を合格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数
の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13) 
見出し FTB02711 地学基礎実験 
担当教員名 ⻘⽊ 一勝、小林 祥一、郷津 知太郎＊ 
単位数 2 
教科書 スクエア最新図説地学／⻄村祐二郎・杉山直／第一学習社／ISBN978-4-8040-

4658-7 C7044 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように⼼掛ける。 
この実験は火曜日にも開講しています。実験がしやすい受講生の少ない曜日に受
講することを勧めます。 

シラバスコード FTB02711 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実力をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 3F 小林研究室 086-256-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth Science Laboratory 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図
の作成、地質図の作成等に関する実験を行う．また、パーソナルコンピューター
を活用しデータの整理を行う． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形に 

 



年度 2014 
授業コード FTB0271P 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、予習復習を含めた実験への取り組みおよ

び理解度 40％により、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のう
ち、60 点以上を合格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数
の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0271P 地学基礎実験 
担当教員名 ⻘⽊ 一勝、小林 祥一、郷津 知太郎＊ 
単位数 2 
教科書 スクエア最新図説地学／⻄村祐二郎・杉山直／第一学習社／ISBN978-4-8040-

4658-7 C7044 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように⼼掛ける。 
この実験は火曜日にも開講しています。実験がしやすい受講生の少ない曜日に受
講することを勧めます。 

シラバスコード FTB0271P 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実力をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 3F 小林研究室 086-256-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth Science Laboratory 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図
の作成、地質図の作成等に関する実験を行う．また、パーソナルコンピューター
を活用しデータの整理を行う． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形に 

 



年度 2014 
授業コード FTB02731 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、予習復習を含めた実験への取り組みおよ

び理解度 40％により、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のう
ち、60 点以上を合格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数
の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13) 
見出し FTB02731 地学基礎実験 
担当教員名 ⻘⽊ 一勝、小林 祥一、山口 一裕 
単位数 2 
教科書 スクエア最新図説地学／⻄村祐二郎・杉山直／第一学習社／ISBN978-4-8040-

4658-7 C7044 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように⼼掛ける。 
この実験は火曜日にも開講しています。実験がしやすい受講生の少ない曜日に受
講することを勧めます。 

シラバスコード FTB02731 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実力をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 3F 小林研究室 086-256-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth Science Laboratory 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図
の作成、地質図の作成等に関する実験を行う．また、パーソナルコンピューター
を活用しデータの整理を行う． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形に 

 



年度 2014 
授業コード FTB0273P 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、予習復習を含めた実験への取り組みおよ

び理解度 40％により、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のう
ち、60 点以上を合格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数
の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0273P 地学基礎実験 
担当教員名 ⻘⽊ 一勝、小林 祥一、山口 一裕 
単位数 2 
教科書 スクエア最新図説地学／⻄村祐二郎・杉山直／第一学習社／ISBN978-4-8040-

4658-7 C7044 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように⼼掛ける。 
この実験は火曜日にも開講しています。実験がしやすい受講生の少ない曜日に受
講することを勧めます。 

シラバスコード FTB0273P 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実力をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 3F 小林研究室 086-256-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth Science Laboratory 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図
の作成、地質図の作成等に関する実験を行う．また、パーソナルコンピューター
を活用しデータの整理を行う． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形に 

 



年度 2014 
授業コード FTB02810 
成績評価 定期試験の結果がほぼ 100％。試験内容は、簡単で基礎的な化学計算である。こ

の種の計算がある程度できない限り、上の講義目的は達成できたことにならな
い。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14) 
見出し FTB02810 分析化学Ⅰ 
担当教員名 竹⽥ 邦雄 
単位数 2 
教科書 定量分析化学／R. A. ディ Jr.、A. L. アンダーウッド 共著(鳥居、康 共訳)／培

風館／978-4-563041519 
アクティブラーニング  
キーワード モル(物質量)、モル濃度、活量、イオン強度、pH(水素イオン濃度)、酸−塩基、

中和反応、 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 今回は、自由記述が多く、すべてを取り上げられない。回答も 1000 文字までで

あり、当初の案を大分削った。 
（授業について）「詳しい説明や過去の内容との結びつけが多く、流れを把握し
やすかったです。また、練習問題が多く、理解しやすかったのも良かったと思い
ます」、「他の科目と関連している箇所があるため、不明な点を補うことができ
た」、「他の授業との関係が深く、この授業のおかげで他の授業が理解できるとか
よくあった」、「濃度や平衡についての理解が深まったと思います」、「この授業は
楽しく分析化学の勉強が出来ました。」、「 

科目名 分析化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 演習問題をたくさんさせる。毎時間、電卓を持ってくること。 
シラバスコード FTB02810 
実務経験のある教員  
達成目標 水溶液に関する基本的な原理・原則をマスターし、在学中のみならずおよび卒業

後においても、化学の実験中に頻繁に必要となる簡単な化学計算を短時間に間違
いなくできるようにする。 

受講者へのコメント この授業の内容は、シラバスにも書いているように、大学でこれから授業を受け
実験をこなしていく上でだけでなく、3 年実験や卒業研究においても、将来化学
関係の仕事をするにしても、どうしても理解しておかねばならないことばかり。
今後、他の科目でもしっかり頑張ってほしい。今回単位が出なかった人も、あき
らめずに次回は単位をとろう。 
授業にほとんどついて来れない学生がいることには気付いても、講義の内容はこ
れ以上レベルを下げたり、進度を遅くすることは難しい。こういう学生は、他の



学生以上に頑張らねばついていけるはずはないのに、 
連絡先 竹⽥邦雄 研究室 12 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【B】の「この授業におけるあなたの成⻑」が理解・興味・関⼼・技能技術合わ
せて 94.9％（これだけ複数回答含む）、【C】 の６）「教員の意欲」について「感
じられた」「少し感じられた」が 83.1％であるのに対して、【C】 の 5）「授業目
標達成」について「できた」「だいたいできた」が 40.3％、7）「授業の満足」が
「満足」「ほぼ満足」が 49.4％で、はっきり数値に違いが見られる。 
このギャップは、【A】 の２）の「週当たり学習時間」が「１時間程度」、「30 分
程度」の学生が 49.4％、「全くしなかった」が 41.6 

英文科目名 Analytical Chemistry I 
関連科目 本科目に引き続き、「分析化学 II」や「⼯業分析化学」を受講することが望まし

い。 
次回に向けての改善変更予定 必要に応じ、教室会議等でも相談する。 
講義目的 将来諸君が化学のどういう分野の実験をするようになっても、多くは“分析”をす

る実験であると言っても過言ではない。それは、何か新しい現象を見つけたとし
てもその原因になっている物質をいろいろな条件下で“分析”することなくその
現象を解明することはできないし、また何か新しい物質を合成あるいは抽出でき
たとしても何らかの“分析”をしてみなければ何とも言えないからである。これら
の“分析”は溶液状態で、なかでも水溶液の状態で行うことが非常に多い。分析化
学 I と II は、水溶液をとりあつかう際の基本となる一般原則や考え方を勉強す 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 この講義のオリエンテーションとして、水の話と水が作る水溶液の話およ

びこの講義の目的と概略の説明をする。 
2 回 溶液の濃度を表す基本単位(p.44)について学習する。 
3 回 ミリモルとミリグラム当量数(p.51)の定義や使い方について学習する。 
4 回 実際の溶液の濃度計算をする。その１(p.53) 
5 回 実際の溶液の濃度計算をする。その２(p.53) 
6 回 化学平衡の概念を講義する。(p.92) 
7 回 平衡定数の概念と使い方を講義する。(p.92) 
8 回 溶液のイオン強度とその計算について学習する。( 

準備学習 1 回 学科オリエンテーションの内容を十分理解しておくこと。 
2 回 この講義のオリエンテーションを振り返り、シラバスを見ておくこと。 
3 回 シラバスに指示してある教科書のページを予習すること。 
4 回 前回までのモル濃度の定義などの復習とシラバスに指示してある教科書の
ページを予習すること。 
5 回 溶液の濃度計算の復習とシラバスに指示してある教科書のページを予習す
ること。 
6 回 溶液の濃度計算の復習とシラバスに指示してある教科書のページを予習す
ること。 
7 回 化学平衡の復習とシラバスに指示してある教科書のページ 



 



年度 2014 
授業コード FTB0281P 
成績評価 定期試験の結果がほぼ 100％。試験内容は、簡単で基礎的な化学計算である。こ

の種の計算がある程度できない限り、上の講義目的は達成できたことにならな
い。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0281P 分析化学Ⅰ 
担当教員名 竹⽥ 邦雄 
単位数 2 
教科書 定量分析化学／R. A. ディ Jr.、A. L. アンダーウッド 共著(鳥居、康 共訳)／培

風館／978-4-563041519 
アクティブラーニング  
キーワード モル(物質量)、モル濃度、活量、イオン強度、pH(水素イオン濃度)、酸−塩基、

中和反応、 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 分析化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 演習問題をたくさんさせる。毎時間、電卓を持ってくること。 
シラバスコード FTB0281P 
実務経験のある教員  
達成目標 水溶液に関する基本的な原理・原則をマスターし、在学中のみならずおよび卒業

後においても、化学の実験中に頻繁に必要となる簡単な化学計算を短時間に間違
いなくできるようにする。 

受講者へのコメント  
連絡先 竹⽥邦雄 研究室 12 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Analytical Chemistry I 
関連科目 本科目に引き続き、「分析化学 II」や「⼯業分析化学」を受講することが望まし

い。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 将来諸君が化学のどういう分野の実験をするようになっても、多くは“分析”をす

る実験であると言っても過言ではない。それは、何か新しい現象を見つけたとし
てもその原因になっている物質をいろいろな条件下で“分析”することなくその
現象を解明することはできないし、また何か新しい物質を合成あるいは抽出でき



たとしても何らかの“分析”をしてみなければ何とも言えないからである。これら
の“分析”は溶液状態で、なかでも水溶液の状態で行うことが非常に多い。分析化
学 I と II は、水溶液をとりあつかう際の基本となる一般原則や考え方を勉強す 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 この講義のオリエンテーションとして、水の話と水が作る水溶液の話およ

びこの講義の目的と概略の説明をする。 
2 回 溶液の濃度を表す基本単位(p.44)について学習する。 
3 回 ミリモルとミリグラム当量数(p.51)の定義や使い方について学習する。 
4 回 実際の溶液の濃度計算をする。その１(p.53) 
5 回 実際の溶液の濃度計算をする。その２(p.53) 
6 回 化学平衡の概念を講義する。(p.92) 
7 回 平衡定数の概念と使い方を講義する。(p.92) 
8 回 溶液のイオン強度とその計算について学習する。( 

準備学習 1 回 学科オリエンテーションの内容を十分理解しておくこと。 
2 回 この講義のオリエンテーションを振り返り、シラバスを見ておくこと。 
3 回 シラバスに指示してある教科書のページを予習すること。 
4 回 前回までのモル濃度の定義などの復習とシラバスに指示してある教科書の
ページを予習すること。 
5 回 溶液の濃度計算の復習とシラバスに指示してある教科書のページを予習す
ること。 
6 回 溶液の濃度計算の復習とシラバスに指示してある教科書のページを予習す
ること。 
7 回 化学平衡の復習とシラバスに指示してある教科書のページ 

 



年度 2014 
授業コード FTB02820 
成績評価 定期試験の結果がほぼ 100％。試験内容は、簡単で基礎的な化学計算である。こ

の種の計算がある程度できない限り、上の講義目的は達成できたことにならな
い。 

曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13) 
見出し FTB02820 分析化学Ⅰ(再) 
担当教員名 竹⽥ 邦雄 
単位数 2 
教科書 定量分析化学／R. A. ディ Jr.、A. L. アンダーウッド 共著(鳥居、康 共訳)／培

風館／978-4-563041519 
アクティブラーニング  
キーワード モル(物質量)、モル濃度、活量、イオン強度、pH(水素イオン濃度)、酸−塩基、

中和反応、 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「1 年前に理解していなかった箇所が理解できるようになった」 

「授業を真に理解すると、講義内容は簡単だった」 
「少人数だから集中できた」 
「ｐKa や eq がうまく理解できません。説明はすごくよかったです」 
（回答)最初の 3 件は、再履修クラスを続けていてよかった点だろう。1 年生クラ
スは 80 名を越え、決して少人数クラスではない。かなり以前、1 年生も 2 クラ
スの少人数にして講義をした時代があったが、単位の取得者が特に増えることは
なかった。今年度授業に集中するようになったのは、1 年次に単位が取れず、「こ
れではいけない」 

科目名 分析化学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 演習問題をたくさんさせる。毎時間、電卓を持ってくること。 
シラバスコード FTB02820 
実務経験のある教員  
達成目標 水溶液に関する基本的な原理・原則をマスターし、在学中のみならずおよび卒業

後においても、化学の実験中に頻繁に必要となる簡単な化学計算を短時間に間違
いなくできるようにする。 

受講者へのコメント この授業の内容は、シラバスにも書いているように、大学でこれから授業を受け
実験をこなしていく上でだけでなく、3 年実験や卒業研究においても、将来化学
関係の仕事をするにしても、どうしても理解しておかねばならないことばかり。
今後、他の科目でもしっかり頑張ってほしい。今回単位が出なかった人も、あき
らめずに次回は単位をとろう。 
授業にほとんどついて来れない学生がいることには気付いても、講義の内容はこ



れ以上レベルを下げたり、進度を遅くすることは難しい。こういう学生は、他の
学生以上に頑張らねばついていけるはずはないのに、 

連絡先 竹⽥邦雄 研究室 12 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【B】の「この授業におけるあなたの成⻑」で、「理解が深まった」学生が 80.5％、
「興味・関⼼・技能技術が高まった」学生が 48.7％、これらを合わせて 129.2％
（これだけ複数回答含む）、【C】 の６）「教員の意欲」について「感じられた」
「少し感じられた」が 87.8％であった。【C】 の 5）「授業目標達成」について「で
きた」「だいたいできた」が 75.6％、7）「授業の満足」が「満足」「ほぼ満足」が
82.9％であった。1 年次のクラスに比べ、この再履修クラスの方が格段に数値が
上がっている。1 度単位を落としたこと 

英文科目名 Analytical Chemistry I 
関連科目 本科目に引き続き、「分析化学 II」や「⼯業分析化学」を受講することが望まし

い。 
次回に向けての改善変更予定 必要に応じ、教室会議等でも相談する。 
講義目的 将来諸君が化学のどういう分野の実験をするようになっても、多くは“分析”をす

る実験であると言っても過言ではない。それは、何か新しい現象を見つけたとし
てもその原因になっている物質をいろいろな条件下で“分析”することなくその
現象を解明することはできないし、また何か新しい物質を合成あるいは抽出でき
たとしても何らかの“分析”をしてみなければ何とも言えないからである。これら
の“分析”は溶液状態で、なかでも水溶液の状態で行うことが非常に多い。分析化
学 I と II は、水溶液をとりあつかう際の基本となる一般原則や考え方を勉強す 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 この講義のオリエンテーションとして、水の話と水が作る水溶液の話およ

びこの講義の目的と概略の説明をする。 
2 回 溶液の濃度を表す基本単位(p.44)について学習する。 
3 回 ミリモルとミリグラム当量数(p.51)の定義や使い方について学習する。 
4 回 実際の溶液の濃度計算をする。その１(p.53) 
5 回 実際の溶液の濃度計算をする。その２(p.53) 
6 回 化学平衡の概念を講義する。(p.92) 
7 回 平衡定数の概念と使い方を講義する。(p.92) 
8 回 溶液のイオン強度とその計算について学習する。( 

準備学習 1 回 学科オリエンテーションの内容を十分理解しておくこと。 
2 回 この講義のオリエンテーションを振り返り、シラバスを見ておくこと。 
3 回 シラバスに指示してある教科書のページを予習すること。 
4 回 前回までのモル濃度の定義などの復習とシラバスに指示してある教科書の
ページを予習すること。 
5 回 溶液の濃度計算の復習とシラバスに指示してある教科書のページを予習す
ること。 
6 回 溶液の濃度計算の復習とシラバスに指示してある教科書のページを予習す
ること。 



7 回 化学平衡の復習とシラバスに指示してある教科書のページ 
 



年度 2014 
授業コード FTB0282P 
成績評価 定期試験の結果がほぼ 100％。試験内容は、簡単で基礎的な化学計算である。こ

の種の計算がある程度できない限り、上の講義目的は達成できたことにならな
い。 

曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0282P 分析化学Ⅰ(再) 
担当教員名 竹⽥ 邦雄 
単位数 2 
教科書 定量分析化学／R. A. ディ Jr.、A. L. アンダーウッド 共著(鳥居、康 共訳)／培

風館／978-4-563041519 
アクティブラーニング  
キーワード モル(物質量)、モル濃度、活量、イオン強度、pH(水素イオン濃度)、酸−塩基、

中和反応、 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 分析化学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 演習問題をたくさんさせる。毎時間、電卓を持ってくること。 
シラバスコード FTB0282P 
実務経験のある教員  
達成目標 水溶液に関する基本的な原理・原則をマスターし、在学中のみならずおよび卒業

後においても、化学の実験中に頻繁に必要となる簡単な化学計算を短時間に間違
いなくできるようにする。 

受講者へのコメント  
連絡先 竹⽥邦雄 研究室 12 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Analytical Chemistry I 
関連科目 本科目に引き続き、「分析化学 II」や「⼯業分析化学」を受講することが望まし

い。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 将来諸君が化学のどういう分野の実験をするようになっても、多くは“分析”をす

る実験であると言っても過言ではない。それは、何か新しい現象を見つけたとし
てもその原因になっている物質をいろいろな条件下で“分析”することなくその
現象を解明することはできないし、また何か新しい物質を合成あるいは抽出でき



たとしても何らかの“分析”をしてみなければ何とも言えないからである。これら
の“分析”は溶液状態で、なかでも水溶液の状態で行うことが非常に多い。分析化
学 I と II は、水溶液をとりあつかう際の基本となる一般原則や考え方を勉強す 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 この講義のオリエンテーションとして、水の話と水が作る水溶液の話およ

びこの講義の目的と概略の説明をする。 
2 回 溶液の濃度を表す基本単位(p.44)について学習する。 
3 回 ミリモルとミリグラム当量数(p.51)の定義や使い方について学習する。 
4 回 実際の溶液の濃度計算をする。その１(p.53) 
5 回 実際の溶液の濃度計算をする。その２(p.53) 
6 回 化学平衡の概念を講義する。(p.92) 
7 回 平衡定数の概念と使い方を講義する。(p.92) 
8 回 溶液のイオン強度とその計算について学習する。( 

準備学習 1 回 学科オリエンテーションの内容を十分理解しておくこと。 
2 回 この講義のオリエンテーションを振り返り、シラバスを見ておくこと。 
3 回 シラバスに指示してある教科書のページを予習すること。 
4 回 前回までのモル濃度の定義などの復習とシラバスに指示してある教科書の
ページを予習すること。 
5 回 溶液の濃度計算の復習とシラバスに指示してある教科書のページを予習す
ること。 
6 回 溶液の濃度計算の復習とシラバスに指示してある教科書のページを予習す
ること。 
7 回 化学平衡の復習とシラバスに指示してある教科書のページ 

 



年度 2014 
授業コード FTB02910 
成績評価 定期試験の結果がほぼ 100％。試験内容は、簡単で基礎的な化学計算である。こ

の種の計算がある程度できない限り、上の講義目的は達成できたことにならな
い。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14) 
見出し FTB02910 分析化学Ⅱ 
担当教員名 竹⽥ 邦雄 
単位数 2 
教科書 定量分析化学／R. A. デイ Jr.、A. L. アンダーウッド共著（鳥居、康 共訳）／培

風館 
アクティブラーニング  
キーワード 滴定曲線、緩衝溶液、ポリプロトン酸、酸化−還元、電子移動、標準電位、ネル

ンストの式、ファラデー定数、電池、セル反応 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 今回は、自由記述が多く、すべてを取り上げられない。 

「酸塩基平衡についての理解が深まった」、「プリントで問題演習できるから、と
ても理解が深まるので満足している」、「演習問題で理解を深めやすいのが、個人
的にうれしかったです」、「演習問題（プリント）を行うことが、自分のわからな
かった箇所を知ることができて役立ちました」、「教科書より分かりやすい計算法
の説明もあった」、「いつもわかりやすく授業を教えてくれて、自分も理解しやす
いです」、「いろんなことが知れておもしろかった」、「いろいろな問題を授業の中
で解いていく 

科目名 分析化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 演習問題をたくさんさせる。毎時間、電卓を持ってくること。 
シラバスコード FTB02910 
実務経験のある教員  
達成目標 『分析化学 I』を参照せよ。 
受講者へのコメント この授業の内容は、シラバスにも書いているように、大学でこれから授業を受け

実験をこなしていく上でだけでなく、3 年実験や卒業研究においても、将来化学
関係の仕事をするにしても、どうしても理解しておかねばならないことばかり。
今後、他の科目でもしっかり頑張ってほしい。今回単位が出なかった人も、この
１年間を反省すべきはして、あきらめずに次回は単位をとろう。 
授業にほとんどついて来れない学生がいることには気付いても、講義の内容はこ
れ以上レベルを下げたり、進度を遅くすることは難しい。こういう学生は、他の
学生以上に頑張らね 

連絡先 竹⽥邦雄 研究室 12 号館 3 階 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【B】の「この授業におけるあなたの成⻑」が理解・興味・関⼼・技能技術合わ
せて 90.7％（これだけ複数回答含む）、【C】 の６）「教員の意欲」について「感
じられた」「少し感じられた」が 76.5％であるのに対して、【C】 の 5）「授業目
標達成」について「できた」「だいたいできた」が 45.4％、7）「授業の満足」が
「満足」「ほぼ満足」が 50.1％であった。6）の「教員の意欲」はある程度感じな
がらも、5）と 7）の数値が低い。5）と７）の結果が、大体単位取得者のパーセ
ンテージに近いと思われる。今年度の印象として、受 

英文科目名 Analytical Chemistry II 
関連科目 「分析化学 I」を受講していることが望ましい。本科目に引き続き、「⼯業分析化

学」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 必要に応じ、教室会議等でも相談する。担当者が、定年に伴い来年度から交代す

る。 
講義目的 『分析化学 I』を参照せよ。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 強酸―強塩基の滴定の復習をする。(p.119) 

2 回 弱酸―強塩基の滴定および滴定曲線について学習する。(p.122) 
3 回 緩衝溶液の原理について学習する。(p.134) 
4 回 多プロトン酸の性質とその滴定曲線について学習する。(p.155) 
5 回 炭酸塩の性質について学習する。(p.161) 
6 回 炭酸塩等の混合溶液の濃度計算をする。(p.163) 
7 回 ２つの酸の混合溶液の性質について学習する。(p.164) 
8 回 酸塩基化学種の pH 依存性について学習する。(p.165) 
9 回 酸化還元平衡に 

準備学習 1 回 分析化学Ⅰでやった内容、特に酸塩基平衡について復習すること。 
2 回 強酸ー強塩基滴定について復習およびシラバスに指示してある教科書のペ
ージの予習をすること。 
3 回 弱酸ー弱塩基滴定について復習およびシラバスに指示してある教科書のペ
ージの予習をすること。 
4 回 緩衝溶液について復習およびシラバスに指示してある教科書のページの予
習をすること。 
5 回 多プロトン酸の性質とその滴定曲線について復習およびシラバスに指示し
てある教科書のページの予習をすること。 
6 回 炭酸塩の性質について復習およびシラバスに指示 

 



年度 2014 
授業コード FTB0291P 
成績評価 定期試験の結果がほぼ 100％。試験内容は、簡単で基礎的な化学計算である。こ

の種の計算がある程度できない限り、上の講義目的は達成できたことにならな
い。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0291P 分析化学Ⅱ 
担当教員名 竹⽥ 邦雄 
単位数 2 
教科書 定量分析化学／R. A. デイ Jr.、A. L. アンダーウッド共著（鳥居、康 共訳）／培

風館 
アクティブラーニング  
キーワード 滴定曲線、緩衝溶液、ポリプロトン酸、酸化−還元、電子移動、標準電位、ネル

ンストの式、ファラデー定数、電池、セル反応 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 分析化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 演習問題をたくさんさせる。毎時間、電卓を持ってくること。 
シラバスコード FTB0291P 
実務経験のある教員  
達成目標 『分析化学 I』を参照せよ。 
受講者へのコメント  
連絡先 竹⽥邦雄 研究室 12 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Analytical Chemistry II 
関連科目 「分析化学 I」を受講していることが望ましい。本科目に引き続き、「⼯業分析化

学」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 『分析化学 I』を参照せよ。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 強酸―強塩基の滴定の復習をする。(p.119) 

2 回 弱酸―強塩基の滴定および滴定曲線について学習する。(p.122) 
3 回 緩衝溶液の原理について学習する。(p.134) 
4 回 多プロトン酸の性質とその滴定曲線について学習する。(p.155) 



5 回 炭酸塩の性質について学習する。(p.161) 
6 回 炭酸塩等の混合溶液の濃度計算をする。(p.163) 
7 回 ２つの酸の混合溶液の性質について学習する。(p.164) 
8 回 酸塩基化学種の pH 依存性について学習する。(p.165) 
9 回 酸化還元平衡に 

準備学習 1 回 分析化学Ⅰでやった内容、特に酸塩基平衡について復習すること。 
2 回 強酸ー強塩基滴定について復習およびシラバスに指示してある教科書のペ
ージの予習をすること。 
3 回 弱酸ー弱塩基滴定について復習およびシラバスに指示してある教科書のペ
ージの予習をすること。 
4 回 緩衝溶液について復習およびシラバスに指示してある教科書のページの予
習をすること。 
5 回 多プロトン酸の性質とその滴定曲線について復習およびシラバスに指示し
てある教科書のページの予習をすること。 
6 回 炭酸塩の性質について復習およびシラバスに指示 

 



年度 2014 
授業コード FTB02920 
成績評価 定期試験の結果がほぼ 100％。試験内容は、簡単で基礎的な化学計算である。こ

の種の計算がある程度できない限り、上の講義目的は達成できたことにならな
い。 

曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(12〜) 
見出し FTB02920 分析化学Ⅱ(再) 
担当教員名 竹⽥ 邦雄 
単位数 2 
教科書 定量分析化学／R. A. デイ Jr.、A. L. アンダーウッド共著（鳥居、康 共訳）／培

風館 
アクティブラーニング  
キーワード 滴定曲線、緩衝溶液、ポリプロトン酸、酸化−還元、電子移動、標準電位、ネル

ンストの式、ファラデー定数、電池、セル反応 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「再履修の講義はとても丁寧にやってくれて理解しやすかったです。来年は理大

に居ないと思うととてもさびしいです」、「教科書を繰り返し読むことが大切だ
と、この講義で思い知った」、「先生の授業はとても良かった」、「今回こそは単位
取ります」 
（回答）以上がすべてのコメントである。定年のことは学生に知られたくなかっ
たが、知っていたのだ。再履修のクラスも１年生のクラスも毎年同じようにやっ
ているが、今年は丁寧と思ってくれたのかな。多分、このコメントを書いた学生
が、２度目の受講で本気になったのだと思う。 

科目名 分析化学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 演習問題をたくさんさせる。毎時間、電卓を持ってくること。 
シラバスコード FTB02920 
実務経験のある教員  
達成目標 『分析化学 I』を参照せよ。 
受講者へのコメント この授業の内容は、シラバスにも書いているように、大学でこれから授業を受け

実験をこなしていく上でだけでなく、3 年実験や卒業研究においても、将来化学
関係の仕事をするにしても、どうしても理解しておかねばならないことばかり。
今後、他の科目でもしっかり頑張ってほしい。今回単位が出なかった人も、この
１年間を反省すべきはして、あきらめずに次回は単位をとろう。 
授業にほとんどついて来れない学生がいることには気付いても、講義の内容はこ
れ以上レベルを下げたり、進度を遅くすることは難しい。こういう学生は、他の
学生以上に頑張らね 

連絡先 竹⽥邦雄 研究室 12 号館 3 階 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【B】の「この授業におけるあなたの成⻑」が理解・興味・関⼼・技能技術合わ
せて 107.7％（これだけ複数回答含む）、【C】 の６）「教員の意欲」について「感
じられた」「少し感じられた」が 94.3％であるのに対して、【C】 の 5）「授業目
標達成」について「できた」「だいたいできた」が 71.2％、7）「授業の満足」が
「満足」「ほぼ満足」が 84.6％で、ほぼいい結果だと思われる。２度目の受講で
眼の色が１年前と明らかに違う学生もいたが、教室に出ているだけという感じが
するのもいた。 
【A】 の２）の「週当たり学習時間 

英文科目名 Analytical Chemistry II 
関連科目 「分析化学 I」を受講していることが望ましい。本科目に引き続き、「⼯業分析化

学」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 必要に応じ、教室会議等でも相談する。担当者が、定年に伴い来年度から交代す

る。 
講義目的 『分析化学 I』を参照せよ。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 強酸―強塩基の滴定の復習をする。(p.119) 

2 回 弱酸―強塩基の滴定および滴定曲線について学習する。(p.122) 
3 回 緩衝溶液の原理について学習する。(p.134) 
4 回 多プロトン酸の性質とその滴定曲線について学習する。(p.155) 
5 回 炭酸塩の性質について学習する。(p.161) 
6 回 炭酸塩等の混合溶液の濃度計算をする。(p.163) 
7 回 ２つの酸の混合溶液の性質について学習する。(p.164) 
8 回 酸塩基化学種の pH 依存性について学習する。(p.165) 
9 回 酸化還元平衡に 

準備学習 1 回 分析化学Ⅰでやった内容、特に酸塩基平衡について復習すること。 
2 回 強酸ー強塩基滴定について復習およびシラバスに指示してある教科書のペ
ージの予習をすること。 
3 回 弱酸ー弱塩基滴定について復習およびシラバスに指示してある教科書のペ
ージの予習をすること。 
4 回 緩衝溶液について復習およびシラバスに指示してある教科書のページの予
習をすること。 
5 回 多プロトン酸の性質とその滴定曲線について復習およびシラバスに指示し
てある教科書のページの予習をすること。 
6 回 炭酸塩の性質について復習およびシラバスに指示 

 



年度 2014 
授業コード FTB0292P 
成績評価 定期試験の結果がほぼ 100％。試験内容は、簡単で基礎的な化学計算である。こ

の種の計算がある程度できない限り、上の講義目的は達成できたことにならな
い。 

曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0292P 分析化学Ⅱ(再) 
担当教員名 竹⽥ 邦雄 
単位数 2 
教科書 定量分析化学／R. A. デイ Jr.、A. L. アンダーウッド共著（鳥居、康 共訳）／培

風館 
アクティブラーニング  
キーワード 滴定曲線、緩衝溶液、ポリプロトン酸、酸化−還元、電子移動、標準電位、ネル

ンストの式、ファラデー定数、電池、セル反応 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 分析化学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 演習問題をたくさんさせる。毎時間、電卓を持ってくること。 
シラバスコード FTB0292P 
実務経験のある教員  
達成目標 『分析化学 I』を参照せよ。 
受講者へのコメント  
連絡先 竹⽥邦雄 研究室 12 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Analytical Chemistry II 
関連科目 「分析化学 I」を受講していることが望ましい。本科目に引き続き、「⼯業分析化

学」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 『分析化学 I』を参照せよ。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 強酸―強塩基の滴定の復習をする。(p.119) 

2 回 弱酸―強塩基の滴定および滴定曲線について学習する。(p.122) 
3 回 緩衝溶液の原理について学習する。(p.134) 
4 回 多プロトン酸の性質とその滴定曲線について学習する。(p.155) 



5 回 炭酸塩の性質について学習する。(p.161) 
6 回 炭酸塩等の混合溶液の濃度計算をする。(p.163) 
7 回 ２つの酸の混合溶液の性質について学習する。(p.164) 
8 回 酸塩基化学種の pH 依存性について学習する。(p.165) 
9 回 酸化還元平衡に 

準備学習 1 回 分析化学Ⅰでやった内容、特に酸塩基平衡について復習すること。 
2 回 強酸ー強塩基滴定について復習およびシラバスに指示してある教科書のペ
ージの予習をすること。 
3 回 弱酸ー弱塩基滴定について復習およびシラバスに指示してある教科書のペ
ージの予習をすること。 
4 回 緩衝溶液について復習およびシラバスに指示してある教科書のページの予
習をすること。 
5 回 多プロトン酸の性質とその滴定曲線について復習およびシラバスに指示し
てある教科書のページの予習をすること。 
6 回 炭酸塩の性質について復習およびシラバスに指示 

 



年度 2014 
授業コード FTB03010 
成績評価 定期試験８０％，講義への取り組みとレポート２０％で評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13) 
見出し FTB03010 物理化学Ⅰ 
担当教員名 平野 博之 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード 気体，化学熱力学，内部エネルギー，エンタルピー，熱容量，反応熱 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「ヒントを口頭ではなく，⿊板に書いて欲しい」：テキストに書いてあるヒント

を言っているだけなので，テキストを見て下さい．「問題を丁寧に説明してくれ
てよかった」：ありがとう．「ヒントがありすぎて自分で解いている実感がない」：
ヒントが必要な学生もいるので，ヒントを見なくても解けるようにしてみてくだ
さい．「説明がくどい．好き嫌いで点数を変えないで欲しい．違う教員がいい．回
答うつしているときに，ズームしたり移動させたりしないで欲しい」：おそらく
講義を非常に難しく感じている学生だと思うが，好き嫌いで点数を変えることは 

科目名 物理化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 上松，多⽥，中野，広瀬共著：右脳式演習で学ぶ物理化学，三共出版 

吉岡甲子郎著：化学通論，裳華房 
原⽥義也著：化学熱力学，裳華房 

授業形態 講義 
注意備考 関数電卓を持参すること。対数，指数計算，微積分の知識がある程度必要です。 

物理化学Ⅱを履修予定の学生はこの物理化学Ⅰを必ず履修しておくこと 
シラバスコード FTB03010 
実務経験のある教員  
達成目標 SI 単位，気体の性質および熱力学の習得に必要な基礎知識の習得。エネルギー保

存則，熱容量，反応熱等の学習を通してエネルギーの概念を把握する。 
受講者へのコメント みんな，非常に熱⼼に講義に出席し，予習・復習を欠かさず，講義の演習にも真

面目に取り組んでいるようで，非常によかった． 
連絡先 ３号館２階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 講義の欠席回数が２回以下の学生が９５％と，非常に熱⼼に取り組ませることが
できた．この分野の理解が深まったと答えた学生が８４％であり，理解しようと
いう意識も高く保たせることができた．こちらの熱意を感じられたと答えた学生
が８８％，この講義に満足したと答えた学生が８９％と非常に良好であった． 



英文科目名 Physical Chemistry I 
関連科目 物理化学は化学の通論（化学全般に関係する一般法則を取り扱う学問）であるか

ら化学の各論全てに関連する。とくに物理化学Ⅱおよび化学⼯学ⅠⅡと関連す
る。 

次回に向けての改善変更予定 授業の手法についての要望はない（このままでよい）と答えた学生が９０％であ
ったので，後期の物理化学Ⅱおよび来年度の物理化学Ⅰも同様に行いたいと思
う． 

講義目的 無機・有機・分析・生物化学・化学⼯学などの各論的方法とは異なり，物理化学
はその間に共通に認められる性質や現象に着目して，一般性あるいは法則の形で
これを把握し，それによって化学現象の原因を究めようとする通論的な方法であ
る。もちろん化学の研究には各論と通論の両者が必要であり一方が欠けることは
許されない。物理化学Ⅰでは SI 単位等の基礎知識を学習した後，気体の状態，
熱力学の基礎等の修得を目的とする 。熱力学では熱とは，温度とは，熱容量，内
部エネルギー，エンタルピー，反応熱，反応熱の温度変化等の把握を目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 はじめに，物理化学とは，物質量，物理量の次元と定義（そのⅠ）について

学習する。 
2 回  物理量の次元と定義（そのⅡ）について学習する。 
3 回  状態量，温度とは熱とは？，水の相図と温度，理想気体の状態式について
学習する。 
4 回  物質の状態，理想気体，気体定数，全微分について学習する。 
5 回  分子論からみた理想気体について学習する。 
6 回  分子の速度，実在気体Ⅰについて学習する。 
7 回  実在気体Ⅱについて学習する。 
8 回  熱力学概論，熱の仕事当量，第１法則について学習する。 
9 回  気体の仕 

準備学習 1 回 教科書の１〜７ページまでを読んでおくこと 
2 回 前回の復習をしておくこと，配布した単位のプリントの問題を解いておく
こと 
3 回 前回および前々回の復習をしておくこと，教科書の８ページから１５ペー
ジを読んでおくこと配布した理想気体のプリントの１）から４）までを解いてお
くこと 
4 回 前回の復習，配布した理想気体のプリントを最後まで解いておくこと 
5 回 前回の復習をしておくこと 
6 回 前回の復習をしておくこと 
7 回 前回の復習をしておくこと 
8 回 前回の復習，「熱とは，温度とは，仕事とは」を復習しておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FTB0301P 
成績評価 定期試験８０％，講義への取り組みとレポート２０％で評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0301P 物理化学Ⅰ 
担当教員名 平野 博之 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード 気体，化学熱力学，内部エネルギー，エンタルピー，熱容量，反応熱 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 上松，多⽥，中野，広瀬共著：右脳式演習で学ぶ物理化学，三共出版 

吉岡甲子郎著：化学通論，裳華房 
原⽥義也著：化学熱力学，裳華房 

授業形態 講義 
注意備考 関数電卓を持参すること。対数，指数計算，微積分の知識がある程度必要です。 

物理化学Ⅱを履修予定の学生はこの物理化学Ⅰを必ず履修しておくこと 
シラバスコード FTB0301P 
実務経験のある教員  
達成目標 SI 単位，気体の性質および熱力学の習得に必要な基礎知識の習得。エネルギー保

存則，熱容量，反応熱等の学習を通してエネルギーの概念を把握する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ３号館２階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physical Chemistry I 
関連科目 物理化学は化学の通論（化学全般に関係する一般法則を取り扱う学問）であるか

ら化学の各論全てに関連する。とくに物理化学Ⅱおよび化学⼯学ⅠⅡと関連す
る。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 無機・有機・分析・生物化学・化学⼯学などの各論的方法とは異なり，物理化学

はその間に共通に認められる性質や現象に着目して，一般性あるいは法則の形で
これを把握し，それによって化学現象の原因を究めようとする通論的な方法であ
る。もちろん化学の研究には各論と通論の両者が必要であり一方が欠けることは
許されない。物理化学Ⅰでは SI 単位等の基礎知識を学習した後，気体の状態，



熱力学の基礎等の修得を目的とする 。熱力学では熱とは，温度とは，熱容量，内
部エネルギー，エンタルピー，反応熱，反応熱の温度変化等の把握を目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 はじめに，物理化学とは，物質量，物理量の次元と定義（そのⅠ）について

学習する。 
2 回  物理量の次元と定義（そのⅡ）について学習する。 
3 回  状態量，温度とは熱とは？，水の相図と温度，理想気体の状態式について
学習する。 
4 回  物質の状態，理想気体，気体定数，全微分について学習する。 
5 回  分子論からみた理想気体について学習する。 
6 回  分子の速度，実在気体Ⅰについて学習する。 
7 回  実在気体Ⅱについて学習する。 
8 回  熱力学概論，熱の仕事当量，第１法則について学習する。 
9 回  気体の仕 

準備学習 1 回 教科書の１〜７ページまでを読んでおくこと 
2 回 前回の復習をしておくこと，配布した単位のプリントの問題を解いておく
こと 
3 回 前回および前々回の復習をしておくこと，教科書の８ページから１５ペー
ジを読んでおくこと配布した理想気体のプリントの１）から４）までを解いてお
くこと 
4 回 前回の復習，配布した理想気体のプリントを最後まで解いておくこと 
5 回 前回の復習をしておくこと 
6 回 前回の復習をしておくこと 
7 回 前回の復習をしておくこと 
8 回 前回の復習，「熱とは，温度とは，仕事とは」を復習しておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FTB03110 
成績評価 定期試験８０％，講義への取り組みとレポート２０％で評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13) 
見出し FTB03110 物理化学Ⅱ 
担当教員名 平野 博之 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード 化学熱力学，エンタルピー，エントロピー，自由エネルギー，化学ポテンシャル，

反応の方向 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 肯定的な意見：「課題のおかげで勉強しやすかったです」「私が履修している科目

の中で，最も満足している科目でした．お世話になりました．ありがとうござい
ました．」「解説や新しい分野の説明が分かりやすかった」「演習をする時，ヒント
など書かれているのでその後の復習もとてもやりやすいです．」「フェーン現象や
エンタルピーなど身近な現象を学び今後の勉強に行かせるようにがんばろうと
思った．」「日頃の予習復習が成績に反映されるので自宅学習の時間が増えまし
た．」→ ありがとう．これからも身近な自然現象を物理化学的に考えてみて下 

科目名 物理化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 上松，多⽥，中野，広瀬共著：右脳式演習で学ぶ物理化学，三共出版 

吉岡甲子郎著：化学通論，裳華房 
原⽥義也著：化学熱力学，裳華房 

授業形態 講義 
注意備考 物理化学Ⅰを履修している事。教科書，ノート，配布したプリント，関数電卓を

持参すること。微積分の知識がある程度必要です。 
シラバスコード FTB03110 
実務経験のある教員  
達成目標 エントロピー，自由エネルギー等の熱力学の学習を行う。熱力学を用いて自然界

のおける自発的変化の方向（化学反応の方向や平衡定数）や自然現象の把握に応
用する能力付ける。 

受講者へのコメント 日頃から，予習，復習に熱⼼に取り組んだと思います．継続は力なり，です．毎
回の積み重ねで，身の回りにある物理化学と非常に関係の深い現象を理解できる
ようになればと思います． 

連絡先 ３号館２階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 欠席回数が２回以下の学生が約９０％と，熱⼼に講義に取り組んでいた．課題に
熱⼼に取り組んだ学生も９０％おり，日頃から真面目に取り組んでいる姿勢が伺



える．またその結果，この分野への理解が深まった学生が８６％という数字につ
ながったと考えられる．講義の目標を達成できたと答えた学生は８３％であっ
た．また，教員の意欲を感じられたと答えた学生は約９０％であり，こちらの意
図も伝えられたと思う．最終的に，この講義に満足したと答えた学生は８５％で
あった． 

英文科目名 Physical Chemistry II 
関連科目 物理化学は化学の通論（化学全般に関係する一般法則を取り扱う学問）であるか

ら化学の各論全てに関連する。とくに物理化学Ⅰおよび化学⼯学ⅠⅡと関連す
る。 

次回に向けての改善変更予定 改善点はとくになちと答えた学生は９０％であったので，来年度も基本方針は変
えずに臨みたい． 

講義目的 物理化学Ⅱでは熱力学第二法則およびエントロピーの概念の習得を行い，自然界
における自発的変化の方向の把握を第一の目標とする。エンタルピー，エントロ
ピー，自由エネルギー，化学ポテンシャル等の学習を行い。熱力学の習得を行う。
熱力学を用いて化学反応の方向，化学平衡定数の把握を行う。相平衡，蒸気圧降
下，凝固点降下，沸点上昇等の自然現象を熱力学的に把握する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 前期復習（単位，気体，エネルギー，熱容量他），熱力学概要について学習

する。 
2 回 気体の定温体積変化について学習する。 
3 回 気体の断熱体積変化について学習する。 
4 回 熱機関，熱効率，エントロピーとはについて学習する。 
5 回  エントロピー１ （体積変化に伴うエントロピー変化）について学習する。 
6 回  エントロピー２ （気体の混合によるエントロピー変化等）について学習す
る。 
7 回  エントロピー３ （温度変化に伴うエントロピー変化）（熱力学第３法則）
について学習する。 
8 回  エントロピー４ （ 

準備学習 1 回 前期の復習をしておくこと 
2 回 熱力学第１法則，とくに教科書の２９から３２ページを復習しておくこと 
3 回 前回の復習をしておくこと 
4 回 前回の復習をしておくこと 
5 回 前回の復習，エントロピーⅠのプリントの問４までの問題を解いておくこ
と 
6 回 前回の復習，エントロピーⅠのプリントの問５の問題を解いておくこと 
7 回 前回の復習，エントロピーⅡのプリントの問３までの問題を解いておくこ
と 
8 回 前回の復習，エントロピーⅡのプリントの問６までの問題を解いておくこ
と 
9 回 前回の復習,エントロピー全般につい 

 



年度 2014 
授業コード FTB0311P 
成績評価 定期試験８０％，講義への取り組みとレポート２０％で評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0311P 物理化学Ⅱ 
担当教員名 平野 博之 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード 化学熱力学，エンタルピー，エントロピー，自由エネルギー，化学ポテンシャル，

反応の方向 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 上松，多⽥，中野，広瀬共著：右脳式演習で学ぶ物理化学，三共出版 

吉岡甲子郎著：化学通論，裳華房 
原⽥義也著：化学熱力学，裳華房 

授業形態 講義 
注意備考 物理化学Ⅰを履修している事。教科書，ノート，配布したプリント，関数電卓を

持参すること。微積分の知識がある程度必要です。 
シラバスコード FTB0311P 
実務経験のある教員  
達成目標 エントロピー，自由エネルギー等の熱力学の学習を行う。熱力学を用いて自然界

のおける自発的変化の方向（化学反応の方向や平衡定数）や自然現象の把握に応
用する能力付ける。 

受講者へのコメント  
連絡先 ３号館２階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physical Chemistry II 
関連科目 物理化学は化学の通論（化学全般に関係する一般法則を取り扱う学問）であるか

ら化学の各論全てに関連する。とくに物理化学Ⅰおよび化学⼯学ⅠⅡと関連す
る。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理化学Ⅱでは熱力学第二法則およびエントロピーの概念の習得を行い，自然界

における自発的変化の方向の把握を第一の目標とする。エンタルピー，エントロ
ピー，自由エネルギー，化学ポテンシャル等の学習を行い。熱力学の習得を行う。



熱力学を用いて化学反応の方向，化学平衡定数の把握を行う。相平衡，蒸気圧降
下，凝固点降下，沸点上昇等の自然現象を熱力学的に把握する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 前期復習（単位，気体，エネルギー，熱容量他），熱力学概要について学習

する。 
2 回 気体の定温体積変化について学習する。 
3 回 気体の断熱体積変化について学習する。 
4 回 熱機関，熱効率，エントロピーとはについて学習する。 
5 回  エントロピー１ （体積変化に伴うエントロピー変化）について学習する。 
6 回  エントロピー２ （気体の混合によるエントロピー変化等）について学習す
る。 
7 回  エントロピー３ （温度変化に伴うエントロピー変化）（熱力学第３法則）
について学習する。 
8 回  エントロピー４ （ 

準備学習 1 回 前期の復習をしておくこと 
2 回 熱力学第１法則，とくに教科書の２９から３２ページを復習しておくこと 
3 回 前回の復習をしておくこと 
4 回 前回の復習をしておくこと 
5 回 前回の復習，エントロピーⅠのプリントの問４までの問題を解いておくこ
と 
6 回 前回の復習，エントロピーⅠのプリントの問５の問題を解いておくこと 
7 回 前回の復習，エントロピーⅡのプリントの問３までの問題を解いておくこ
と 
8 回 前回の復習，エントロピーⅡのプリントの問６までの問題を解いておくこ
と 
9 回 前回の復習,エントロピー全般につい 

 



年度 2014 
授業コード FTB03210 
成績評価 定期試験の成績で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13) 
見出し FTB03210 化学⼯学Ⅰ 
担当教員名 宮原 敏郎 
単位数 2 
教科書 ベーシック化学⼯学／橋本健治／化学同人／978-4-759810677 
アクティブラーニング  
キーワード 化学プロセス、物質収支、エネルギー収支、反応速度、蒸留、吸収 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・宿題の問題が難しかった。 

回答 復習をしっかりやればできます。 
・見た事や触ったことのない装置の説明や仕組みを授業をきいてもパットしない
ので、どういう所で使われているかも一言付け加えて欲しい。 
回答 教科書に装置の詳細など図表示されているので勉強すれば理解できます。 
・章末問題のグラフを書く問題があるときは正確なグラフを書いたプリントのよ
うなものを配って欲しかった。 
回答 すべてを与えられるというより自分で理解するように努力しなさい。 
・教科書の問題だけでは理解が追い付かないので、追加の問題プリントかお 

科目名 化学⼯学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 改定新版化学⼯学通論 I／疋⽥晴夫／朝倉書店 
授業形態 講義 
注意備考 化学⼯学という学問は実学であり、実際の⼯場での装置の設計および操作に不可

欠なものであり、耳学問ではないので、各人が実際に問題を計算し解くよう⼼が
けること。講義および試験には電卓を必要とする 

シラバスコード FTB03210 
実務経験のある教員  
達成目標 化学⼯学分野の問題を解決するため、化学⼯学 I では、化学⼯学の基礎的事項、

反応速度および蒸留と吸収の単位操作の概念および知識を習得する。 
受講者へのコメント 出席および授業以外の学習はある程度なされているが、提出された宿題を理解し

てないものが多い。今一度復習を行い理解を深めることを教員としては期待した
い。 

連絡先 3 号館 1 階 宮原研究室 
086-256-9586  
E-mail:miyahara@dac.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・出席率は 90％以上。 



・学習時間は大半が 1-2 時間程度。 
・授業時間外の学習時間に関しては宿題を毎回課しているので 90％以上がやっ
ている。 
・この分野への関⼼が深まったと 80％以上が回答。 
・この授業の目標達成に関しては 70％ほどができたと回答。 
・教員の授業に対する意欲に関しては 60％以上が感じられたと回答。 
・満足度は普通以上が 80％弱が回答。 
・授業の手法については特になしが大半。 
・授業の進行と教材については特になしが半数。 
・ 

英文科目名 Chemical Engineering I 
関連科目 物理化学 I、物理化学 II 
次回に向けての改善変更予定 次回に向けての改善・変更予定はない。 
講義目的 化学⼯学は、化学⼯業をはじめとして、バイオテクノロジー、新素材の開発や環

境保全技術など広い分野に応用される学問である。本講義では、化学⼯学の基礎
として、物質収支、エネルギー収支、反応速度、反応装置、蒸留および吸収につ
いて講述する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 化学⼯学とはを概説する。 

2 回 量を表す単位について説明する。 
3 回 物質収支の概念を講義する。 
4 回 エネルギー収支を説明する。 
5 回 化学反応と反応器の分類を解説する。 
6 回 化学反応速度式を例を挙げて説明する。 
7 回 反応率の定義を説明する。 
8 回 反応器の設計方程式を概説する。 
9 回 蒸留の基礎となる気液平衡を説明する。 
10 回 連続蒸留について詳述する。 
11 回 蒸留塔の設計の具体例を説明する。 
12 回 ガスの溶解度に関して説明する。 
13 回 吸収速度の定量化を説明する。 
14 回 物質移動 

準備学習 1 回 化学⼯学とは如何なるものであるか予備知識を習得しておくこと。 
2 回 化学⼯学では SI 単位を使用するので、SI 単位について調べておくこと。 
3 回 化学⼯学の基礎的な考え方である物質収支に関して予習しておくこと。 
4 回 位置エネルギー、運動エネルギー、内部エネルギー等の各エネルギーの意味
を理解しておくこと。 
5 回 化学反応の種類と実際に使用されている反応装置についての予備知識を得
ておくこと。 
6 回 反応装置設計および操作に必要な化学反応速度式について調べておくこと。 
7 回 化学反応では反応式どおりに 10 

 



年度 2014 
授業コード FTB0321P 
成績評価 定期試験の成績で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0321P 化学⼯学Ⅰ 
担当教員名 宮原 敏郎 
単位数 2 
教科書 ベーシック化学⼯学／橋本健治／化学同人／978-4-759810677 
アクティブラーニング  
キーワード 化学プロセス、物質収支、エネルギー収支、反応速度、蒸留、吸収 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学⼯学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 改定新版化学⼯学通論 I／疋⽥晴夫／朝倉書店 
授業形態 講義 
注意備考 化学⼯学という学問は実学であり、実際の⼯場での装置の設計および操作に不可

欠なものであり、耳学問ではないので、各人が実際に問題を計算し解くよう⼼が
けること。講義および試験には電卓を必要とする 

シラバスコード FTB0321P 
実務経験のある教員  
達成目標 化学⼯学分野の問題を解決するため、化学⼯学 I では、化学⼯学の基礎的事項、

反応速度および蒸留と吸収の単位操作の概念および知識を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 3 号館 1 階 宮原研究室 

086-256-9586  
E-mail:miyahara@dac.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chemical Engineering I 
関連科目 物理化学 I、物理化学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学⼯学は、化学⼯業をはじめとして、バイオテクノロジー、新素材の開発や環

境保全技術など広い分野に応用される学問である。本講義では、化学⼯学の基礎
として、物質収支、エネルギー収支、反応速度、反応装置、蒸留および吸収につ
いて講述する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 化学⼯学とはを概説する。 



2 回 量を表す単位について説明する。 
3 回 物質収支の概念を講義する。 
4 回 エネルギー収支を説明する。 
5 回 化学反応と反応器の分類を解説する。 
6 回 化学反応速度式を例を挙げて説明する。 
7 回 反応率の定義を説明する。 
8 回 反応器の設計方程式を概説する。 
9 回 蒸留の基礎となる気液平衡を説明する。 
10 回 連続蒸留について詳述する。 
11 回 蒸留塔の設計の具体例を説明する。 
12 回 ガスの溶解度に関して説明する。 
13 回 吸収速度の定量化を説明する。 
14 回 物質移動 

準備学習 1 回 化学⼯学とは如何なるものであるか予備知識を習得しておくこと。 
2 回 化学⼯学では SI 単位を使用するので、SI 単位について調べておくこと。 
3 回 化学⼯学の基礎的な考え方である物質収支に関して予習しておくこと。 
4 回 位置エネルギー、運動エネルギー、内部エネルギー等の各エネルギーの意味
を理解しておくこと。 
5 回 化学反応の種類と実際に使用されている反応装置についての予備知識を得
ておくこと。 
6 回 反応装置設計および操作に必要な化学反応速度式について調べておくこと。 
7 回 化学反応では反応式どおりに 10 

 



年度 2014 
授業コード FTB03310 
成績評価 定期試験の成績で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13) 
見出し FTB03310 化学⼯学Ⅱ 
担当教員名 宮原 敏郎 
単位数 2 
教科書 ベーシック化学⼯学／橋本健治／化学同人 
アクティブラーニング  
キーワード 抽出、流動、伝熱、調湿、乾燥、粒子、粉体 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・章末問題の解説はわからないところの復習になるので助かってます。 

回答：努力の甲斐があったと思ってます。 
・課題があることによって問題を解き、翌週に解説してくれるので助かります。
しかし、授業の進行が少し速いのでもう少しゆっくりしてもらえると助かりま
す。 
回答：そういってもらえると教員冥利につきます。授業の進行は 1 回あたり 5,6
ページですからそんなに速くないと思います。疑問があれば質問に来てくださ
い。 

科目名 化学⼯学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 改定新版化学通論 I／疋⽥晴夫／朝倉書店 
授業形態 講義 
注意備考 化学⼯学 I を履修していること。講義および試験には電卓が必要。 
シラバスコード FTB03310 
実務経験のある教員  
達成目標 化学⼯学分野の問題解決のため、化学⼯学 II では、抽出、流動、伝熱、調湿およ

び流体中での粒子の挙動に関する知識を習得する。 
受講者へのコメント 化学⼯学は実学である。将来必ず役に立つときがあると思います。その意味で練

習問題を多く解かせました。練習問題はその都度解答をしましたので必要と感じ
た時には思い出してみてください。 

連絡先 3 号館 1 階 宮原研究室 
086-256-9586 
E-mail: miyahara@dac.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 出席も良好。週あたりの勉強時間も 60％以上が 1 時間以上行っている。宿題、課
題に 90％近くは取り組んでいる。この分野への理解、興味、関⼼を 80％以上が
回答。総合評価として 70％以上が目標を達成と回答。教員の熱意を 80％近くが
評価。満足度も 90％以上が普通いじょうと回答。総合的にみると学生の関⼼が伺



われる。 
英文科目名 Chemical Engineering II 
関連科目 化学⼯学 I、物理化学 I、物理化学 II 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 化学⼯業をはじめとして、広い分野に応用される学問である化学⼯学について、

本講義では、物質移動操作に基づく液液抽出、化学装置内での流体の流れ、化学
⼯業で必ず遭遇する熱移動、物質と熱の同時移動である調湿と乾燥および粉体⼯
学に関する流体中の粒子の挙動について講述する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 抽出を理解するための液液平衡関係を説明する。 

2 回 液液抽出装置の操作法と抽出計算を説明する。 
3 回 管を流れる流体の流れの物質収支と流れのエネルギー収支の概念を説明す
る。 
4 回 さまざまな管内流れとエネルギー損失を計算を挙げて説明する。 
5 回 流体輸送機に与える動力について説明する。 
6 回 伝導による熱移動を解説する。 
7 回 対流による熱移動解説する。 
8 回 放射による熱移動と熱交換器の設計を説明する。 
9 回 湿り空気の性質について概説する。 
10 回 熱と物質の同時移動を説明する 
11 回 調湿操作 

準備学習 1 回 液液抽出を講義するので抽出の概念を予習すること。 
2 回 液液抽出で重要な成分表示の三角座標を理解しておくこと。 
3 回 ベルヌーイの定理を予習しておくこと。 
4 回 実際のエネルギー損失には如何なるものがあるか調べておくこと。 
5 回 動力計算に必要なベルヌーイの式の一般形を調べておくこと。 
6 回 熱の伝わり方の一つである伝導について予備知識をつけておくこと。 
7 回 対流とは流体の流れによる熱の伝わり方である。自然対流と強制対流があ
るが、講義では強制対流を主として講義するので、強制対流現象に関する予備知
識 

 



年度 2014 
授業コード FTB0331P 
成績評価 定期試験の成績で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0331P 化学⼯学Ⅱ 
担当教員名 宮原 敏郎 
単位数 2 
教科書 ベーシック化学⼯学／橋本健治／化学同人 
アクティブラーニング  
キーワード 抽出、流動、伝熱、調湿、乾燥、粒子、粉体 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学⼯学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 改定新版化学通論 I／疋⽥晴夫／朝倉書店 
授業形態 講義 
注意備考 化学⼯学 I を履修していること。講義および試験には電卓が必要。 
シラバスコード FTB0331P 
実務経験のある教員  
達成目標 化学⼯学分野の問題解決のため、化学⼯学 II では、抽出、流動、伝熱、調湿およ

び流体中での粒子の挙動に関する知識を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 3 号館 1 階 宮原研究室 

086-256-9586 
E-mail: miyahara@dac.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chemical Engineering II 
関連科目 化学⼯学 I、物理化学 I、物理化学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学⼯業をはじめとして、広い分野に応用される学問である化学⼯学について、

本講義では、物質移動操作に基づく液液抽出、化学装置内での流体の流れ、化学
⼯業で必ず遭遇する熱移動、物質と熱の同時移動である調湿と乾燥および粉体⼯
学に関する流体中の粒子の挙動について講述する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 抽出を理解するための液液平衡関係を説明する。 

2 回 液液抽出装置の操作法と抽出計算を説明する。 
3 回 管を流れる流体の流れの物質収支と流れのエネルギー収支の概念を説明す



る。 
4 回 さまざまな管内流れとエネルギー損失を計算を挙げて説明する。 
5 回 流体輸送機に与える動力について説明する。 
6 回 伝導による熱移動を解説する。 
7 回 対流による熱移動解説する。 
8 回 放射による熱移動と熱交換器の設計を説明する。 
9 回 湿り空気の性質について概説する。 
10 回 熱と物質の同時移動を説明する 
11 回 調湿操作 

準備学習 1 回 液液抽出を講義するので抽出の概念を予習すること。 
2 回 液液抽出で重要な成分表示の三角座標を理解しておくこと。 
3 回 ベルヌーイの定理を予習しておくこと。 
4 回 実際のエネルギー損失には如何なるものがあるか調べておくこと。 
5 回 動力計算に必要なベルヌーイの式の一般形を調べておくこと。 
6 回 熱の伝わり方の一つである伝導について予備知識をつけておくこと。 
7 回 対流とは流体の流れによる熱の伝わり方である。自然対流と強制対流があ
るが、講義では強制対流を主として講義するので、強制対流現象に関する予備知
識 

 



年度 2014 
授業コード FTB03410 
成績評価 小テスト (30%)，理解度テスト (30%)，期末試験 (40%) 全てを加算し総合的

に評価する．講義時間の関係で出席はとらないが，毎回 at random に当てて質
問するが，その時の欠席者は欠席として扱う（評価の対象とする）． 

曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13) 
見出し FTB03410 有機化学Ⅰ 
担当教員名 野上 潤造 
単位数 2 
教科書 「基本有機化学」／ブラウン・プーン／廣川書店 ／978-4-567234917 
アクティブラーニング  
キーワード 理解する．思考する． 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特に今学期は、⿊板が小さいうえに⻑細い教室で、しかも居室（研究室）から１

０分以上もかかる最悪の条件でした。 
小テストは必ずします。テスト問題はその時の講義内容の一部です。しかし、成
績は小テストができなくても中間テストや期末テストで十分得点できるように
配慮しています。講義中の理解度を把握し、定期試験で得点が十分でない場合の
参考資料として用いています。講義に集中して講義の内容を講義中に理解するこ
とに努力しなさい。そして帰ってからもう一度１時間くらいは勉強してくださ
い。教科書中の練習問題はできますか？ 

科目名 有機化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ブルース「有機化学 上」（化学同人） 
授業形態 講義 
注意備考 「基礎有機化学」の履修内容を復習しておくこと． 
シラバスコード FTB03410 
実務経験のある教員  
達成目標 有機化学は暗記する学問ではなく，しっかりとした基礎知識に基づいて「思考す

る学問」であって，全ての現象に起るべくして起るそれなりの理由のあることを
理解する．そして将来卒業研究や大学院での研究で化学反応を体験したとき，そ
の結果について思考することの楽しさを味わい，思い通りの結果を得ることがで
きた時の至上の喜びを感じるための基礎学力を習得することを目標としたい． 

受講者へのコメント もう少し勉強しないと・・・。特に学力の低い受講生。 
連絡先 １２号館３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ほぼ例年通りです。 
英文科目名 Organic Chemistry I 



関連科目 基礎化学 I & Ⅱ，基礎有機化学 I & Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 どうしても講義しないといけないレベル（内容）と言うのがあるから、これ以上、

時間を掛けるためにペースを落したりレベルを下げたりはできない。要望があれ
ば補習講義はしますが・・・。 

講義目的 「有機化学」は産業の根幹をなす“石油を原料とする化学⼯業”の学問的な基礎で
ある．化学関係の職業に就くことを希望する諸君にとって不可欠なその有機化学
の基礎を理解するための講義をする． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 基礎有機化学で学習した内容を復習しておくこと． 

２回 前回の講義の復習をしておくこと． 
３回 前回の講義の復習をしておくこと． 
４回 前回の講義の復習をしておくこと． 
５回 前回の講義の復習をしておくこと． 
６回 前回の講義の復習をしておくこと． 
７回 前回の講義の復習をしておくこと． 
８回 前回の講義の復習をしておくこと． 
９回 前回の講義の復習しておくこと． 
１０回 前回までの講義の復習をしておくこと． 
１１回 前回までの講義の復習をしておくこと． 
１２回 前回の講義の復習をしておくこと． 
１３ 

 



年度 2014 
授業コード FTB0341P 
成績評価 小テスト (30%)，理解度テスト (30%)，期末試験 (40%) 全てを加算し総合的

に評価する．講義時間の関係で出席はとらないが，毎回 at random に当てて質
問するが，その時の欠席者は欠席として扱う（評価の対象とする）． 

曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0341P 有機化学Ⅰ 
担当教員名 野上 潤造 
単位数 2 
教科書 「基本有機化学」／ブラウン・プーン／廣川書店 ／978-4-567234917 
アクティブラーニング  
キーワード 理解する．思考する． 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 有機化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ブルース「有機化学 上」（化学同人） 
授業形態 講義 
注意備考 「基礎有機化学」の履修内容を復習しておくこと． 
シラバスコード FTB0341P 
実務経験のある教員  
達成目標 有機化学は暗記する学問ではなく，しっかりとした基礎知識に基づいて「思考す

る学問」であって，全ての現象に起るべくして起るそれなりの理由のあることを
理解する．そして将来卒業研究や大学院での研究で化学反応を体験したとき，そ
の結果について思考することの楽しさを味わい，思い通りの結果を得ることがで
きた時の至上の喜びを感じるための基礎学力を習得することを目標としたい． 

受講者へのコメント  
連絡先 １２号館３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Organic Chemistry I 
関連科目 基礎化学 I & Ⅱ，基礎有機化学 I & Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「有機化学」は産業の根幹をなす“石油を原料とする化学⼯業”の学問的な基礎で

ある．化学関係の職業に就くことを希望する諸君にとって不可欠なその有機化学
の基礎を理解するための講義をする． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  



準備学習 １回 基礎有機化学で学習した内容を復習しておくこと． 
２回 前回の講義の復習をしておくこと． 
３回 前回の講義の復習をしておくこと． 
４回 前回の講義の復習をしておくこと． 
５回 前回の講義の復習をしておくこと． 
６回 前回の講義の復習をしておくこと． 
７回 前回の講義の復習をしておくこと． 
８回 前回の講義の復習をしておくこと． 
９回 前回の講義の復習しておくこと． 
１０回 前回までの講義の復習をしておくこと． 
１１回 前回までの講義の復習をしておくこと． 
１２回 前回の講義の復習をしておくこと． 
１３ 

 



年度 2014 
授業コード FTB03510 
成績評価 小テスト (30%)，理解度テスト (30%)，期末試験 (40%) 全てを加算し総合的

に評価する．講義時間の関係で出席はとらないが，毎回 at random に当てて質
問する時の欠席者は欠席として扱う． 

曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13) 
見出し FTB03510 有機化学Ⅱ 
担当教員名 野上 潤造 
単位数 2 
教科書 ブラウン・プーン「基本有機化学」（廣川書店） 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 受講生はそれほど多くはないので、板書が良く見えるように前の方で受講してほ

しい。 
科目名 有機化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ブルース「有機化学 上，下」（化学同人） など 
授業形態 講義 
注意備考 「基礎有機化学」の履修内容を復習しておくこと．「有機化学 I」を履修している

ことが望ましい． 
シラバスコード FTB03510 
実務経験のある教員  
達成目標 有機化学は暗記する学問ではなく，しっかりとした基礎知識に基づいて「思考す

る学問」であって，全ての現象に起るべくして起るそれなりの理由のあることを
理解する．そして将来卒業研究や大学院での研究で化学反応を体験したとき，そ
の結果について思考することの楽しさを味わい，思い通りの結果を得ることがで
きた時の至上の喜びを感じるための基礎学力を習得することを目標としたい．
「有機化学って面白いよね」と言えるようになる． 

受講者へのコメント 化学を職業にするためにはまだまだ勉強が足りない。 
連絡先 １２号館３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 有機化学 II は有機化学 I をある程度理解できた学生が受講しているので少し
は話し易い。本当に理解できている受講生は少ないと思うが概ね良好と判断でき
る。 

英文科目名 Organic Chemistry II 
関連科目 基礎有機化学 および 有機化学 I 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 



講義目的 「有機化学」は産業の根幹をなす“石油を原料とする化学⼯業”の学問的な基礎で
ある．化学関係の職業に就くことを希望する諸君にとって不可欠なその有機化学
の基礎を理解するための講義をする． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 有機化学 I の内容を十分理解しておくこと． 

２回 前回の講義の復習をしておくこと． 
３回 前回の講義の復習をしておくこと． 
４回 前回の講義の復習をしておくこと． 
５回 前回の講義の復習をしておくこと． 
６回 前回までの講義の復習をしておくこと． 
７回 前回までの講義の復習をしておくこと． 
８回 前回の講義の復習しておくこと． 
９回 前回の講義の復習をしておくこと． 
１０回 前回の講義の復習をしておくこと． 
１１回 前回の講義の復習をしておくこと． 
１２回 前回の講義の復習をしておくこと． 
１３回 

 



年度 2014 
授業コード FTB0351P 
成績評価 小テスト (30%)，理解度テスト (30%)，期末試験 (40%) 全てを加算し総合的

に評価する．講義時間の関係で出席はとらないが，毎回 at random に当てて質
問する時の欠席者は欠席として扱う． 

曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0351P 有機化学Ⅱ 
担当教員名 野上 潤造 
単位数 2 
教科書 ブラウン・プーン「基本有機化学」（廣川書店） 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 有機化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ブルース「有機化学 上，下」（化学同人） など 
授業形態 講義 
注意備考 「基礎有機化学」の履修内容を復習しておくこと．「有機化学 I」を履修している

ことが望ましい． 
シラバスコード FTB0351P 
実務経験のある教員  
達成目標 有機化学は暗記する学問ではなく，しっかりとした基礎知識に基づいて「思考す

る学問」であって，全ての現象に起るべくして起るそれなりの理由のあることを
理解する．そして将来卒業研究や大学院での研究で化学反応を体験したとき，そ
の結果について思考することの楽しさを味わい，思い通りの結果を得ることがで
きた時の至上の喜びを感じるための基礎学力を習得することを目標としたい．
「有機化学って面白いよね」と言えるようになる． 

受講者へのコメント  
連絡先 １２号館３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Organic Chemistry II 
関連科目 基礎有機化学 および 有機化学 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「有機化学」は産業の根幹をなす“石油を原料とする化学⼯業”の学問的な基礎で

ある．化学関係の職業に就くことを希望する諸君にとって不可欠なその有機化学
の基礎を理解するための講義をする． 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 有機化学 I の内容を十分理解しておくこと． 

２回 前回の講義の復習をしておくこと． 
３回 前回の講義の復習をしておくこと． 
４回 前回の講義の復習をしておくこと． 
５回 前回の講義の復習をしておくこと． 
６回 前回までの講義の復習をしておくこと． 
７回 前回までの講義の復習をしておくこと． 
８回 前回の講義の復習しておくこと． 
９回 前回の講義の復習をしておくこと． 
１０回 前回の講義の復習をしておくこと． 
１１回 前回の講義の復習をしておくこと． 
１２回 前回の講義の復習をしておくこと． 
１３回 

 



年度 2014 
授業コード FTB03610 
成績評価 小テスト(40%)と定期試験(60%)で評価する 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13) 
見出し FTB03610 無機化学Ⅰ 
担当教員名 福原 実 
単位数 2 
教科書 「無機化学」／平野眞一著／丸善／978-4-621085585 
アクティブラーニング  
キーワード 電子、電子配置、量子化、化学結合、分子軌道法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「わかりやすかった」「同じことを繰り返すので大事なことがわかった」 → 全

員にこのような感想を書いてもらうような講義にしたいと思います。 「講義室
を変えてほしかった」 → 不可避な理由であまり使いよい部屋ではありません
でした。了解ください。 

科目名 無機化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 野村浩康ら 「大学化学への入門」学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB03610 
実務経験のある教員  
達成目標 電子の性質が説明できる。原子の電子配置とその周期性が説明できる。化学結合

について説明できる。簡単な元素の性質が説明できる。簡単な分子の構造が説明
できる。分子軌道法により簡単な分子の形が説明できる。 

受講者へのコメント 講義中でも述べたように必ず図書館等で他の無機化学の本を参照してください。
さらに理解が深まると思います。 

連絡先 22 号館 5 階 福原研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「この分野の理解が深まった」85％、「興味関⼼が高まった」29％ → 内容は
理解してもらったようですが、興味を持ってもらうまでの講義はできなかったよ
うです。「満足」「ほぼ満足」で計 79％ → 前記のように、話し方を⼯夫してみ
ます。 

英文科目名 Inorganic Chemistry I 
関連科目 基礎化学、基礎有機化学 
次回に向けての改善変更予定 理解が深まるような例を挙げて講義をしたいと思います。 
講義目的 無機化学を学習する上で最も基礎的な事項を理解する。（１）原子の中の電子の

振る舞い（２）原子の性質と周期性（３）化学結合（４）分子軌道法について説



明する。無機化学の対象は全ての元素であり、全ての元素の構造や性質を扱うこ
とは困難である。多くの元素の性質の類似性や周期性を見出し、系統的な解釈を
得るために必要な知識を得ることを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 原子の生成について講義する。 

2 回 原子の構造について講義する。 
3 回 電子の波動性について講義する。 
4 回 原子の発光スペクトルと量子化について講義する。 
5 回 原子の電子配置の規則性について講義する。 
6 回 原子の電子配置の規則性を基に、元素の性質の規則性について講義する。 
7 回 代表的な３種類の化学結合の特徴と、それぞれの結合の生成機構について
講義する。 
8 回 物質の物性と、結合の種類との関係について講義する。 
9 回 共有結合から成る分子の形について講義する。 
10 回 分子の形を説明するための 

準備学習 1 回 基礎化学教科書の”化学の歴史”を復習しておくこと。 
2 回 基礎化学教科書の”原子の構造”を復習しておくこと。 
3 回 基礎化学教科書の”原子の構造”中の”Advanced Topics”の項を復習しておく
こと。 
4 回 基礎化学教科書の”原子の構造”中の”原子スペクトルの解説部分を復習して
おくこと。 
5 回 基礎化学教科書の”原子の電子配置”を復習しておくこと。 
6 回 教科書の”周期表”の項を予習しておくこと。 
7 回 教科書と基礎化学教科書の”化学結合”を予復習しておくこと 
8 回 教科書と基礎化学教科書の 

 



年度 2014 
授業コード FTB0361P 
成績評価 小テスト(40%)と定期試験(60%)で評価する 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0361P 無機化学Ⅰ 
担当教員名 福原 実 
単位数 2 
教科書 「無機化学」／平野眞一著／丸善／978-4-621085585 
アクティブラーニング  
キーワード 電子、電子配置、量子化、化学結合、分子軌道法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 無機化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 野村浩康ら 「大学化学への入門」学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB0361P 
実務経験のある教員  
達成目標 電子の性質が説明できる。原子の電子配置とその周期性が説明できる。化学結合

について説明できる。簡単な元素の性質が説明できる。簡単な分子の構造が説明
できる。分子軌道法により簡単な分子の形が説明できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 22 号館 5 階 福原研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Inorganic Chemistry I 
関連科目 基礎化学、基礎有機化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 無機化学を学習する上で最も基礎的な事項を理解する。（１）原子の中の電子の

振る舞い（２）原子の性質と周期性（３）化学結合（４）分子軌道法について説
明する。無機化学の対象は全ての元素であり、全ての元素の構造や性質を扱うこ
とは困難である。多くの元素の性質の類似性や周期性を見出し、系統的な解釈を
得るために必要な知識を得ることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 原子の生成について講義する。 

2 回 原子の構造について講義する。 
3 回 電子の波動性について講義する。 



4 回 原子の発光スペクトルと量子化について講義する。 
5 回 原子の電子配置の規則性について講義する。 
6 回 原子の電子配置の規則性を基に、元素の性質の規則性について講義する。 
7 回 代表的な３種類の化学結合の特徴と、それぞれの結合の生成機構について
講義する。 
8 回 物質の物性と、結合の種類との関係について講義する。 
9 回 共有結合から成る分子の形について講義する。 
10 回 分子の形を説明するための 

準備学習 1 回 基礎化学教科書の”化学の歴史”を復習しておくこと。 
2 回 基礎化学教科書の”原子の構造”を復習しておくこと。 
3 回 基礎化学教科書の”原子の構造”中の”Advanced Topics”の項を復習しておく
こと。 
4 回 基礎化学教科書の”原子の構造”中の”原子スペクトルの解説部分を復習して
おくこと。 
5 回 基礎化学教科書の”原子の電子配置”を復習しておくこと。 
6 回 教科書の”周期表”の項を予習しておくこと。 
7 回 教科書と基礎化学教科書の”化学結合”を予復習しておくこと 
8 回 教科書と基礎化学教科書の 

 



年度 2014 
授業コード FTB03710 
成績評価 小テスト(40%)と定期試験(60%)で評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13) 
見出し FTB03710 無機化学Ⅱ 
担当教員名 福原 実 
単位数 2 
教科書 無機化学」/平野眞一著/丸善 
アクティブラーニング  
キーワード 水、遷移元素、電磁気特性、色、公害、地球温暖化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 小テストを返却して欲しい。間違えを直してほしい。→時間がかかるので、現状

では難しいので、是非研究室に来てください。丁寧に説明します。小テストの答
えをゆっくり説明して欲しい→そのようにしたいと思います。前の講義の関連性
が大きく出ていて、一つ一つの単元を振り返ることが必要と気が付いた→講義の
目的ですので、他の科目でも同じように学習してください。 

科目名 無機化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 野村浩康編”大学化学への入門”学術図書出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB03710 
実務経験のある教員  
達成目標 簡単な各元素の性質が説明できる。分子やイオンまたその集合体の特徴的な物性

の発現機構が説明できる。典型元素と遷移元素の性質の違いの原因が説明でき
る。元素の電磁気特性が説明できる。 

受講者へのコメント 授業以外に学習していない人が 40％でした。全ての項目を講義することはでき
ませんので、自主的に勉強をするようにしてください。 

連絡先 ２２号館５階 福原研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価では、ほぼ満足以上が 91％でした。講義目標の達成（本人の）もだいた
い達成以上が 88％でした。 

英文科目名 Inorganic Chemistry II 
関連科目 無機化学 I を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 板書の字が見にくいとの指摘がありますので、注意したいと思います。 
講義目的 ｓ-ブロックと p-ブロックからなる典型元素は価電子や酸化数に規則性があり、

同じ電子配置を持つ同族の元素の特徴や類似性を系統的に理解し、その系統性が
生じる原因を理解することが本講義の目的である。一方、遷移元素は d 電子や f



電子が関与してその性質が複雑である。しかし、多様な色調や電磁気的性質の発
現機構を学ぶことによって、遷移元素に対する理解を深めることを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 水の特殊な性質が地球環境に及ぼす役割を講義する。 

2 回 水分子の構造について講義する。 
3 回 水を例にして、物質の沸点や融点等の物性と、分子や物質の分極や誘電率等
の物性との関係を講義する。 
4 回 水素結合が、液体と固体の水の構造や物性に及ぼす影響を講義する。 
5 回 遺伝子中の化学結合について講義する。 
6 回 硫⻩について酸素と比較しながら、それらの化合物間での性質に違いが生
じる理由を講義する。 
7 回 硫酸を例にとり、酸と酸化反応について講義する。 
8 回 光化学スモッグを例にして、窒素族元素の特徴を講 

準備学習 1 回 地球と火星の平均気温を調べておくこと。 
2 回 無機化学 I の水素結合の項を復習しておくこと。 
3 回 基礎化学教科書の”分子の極性”の項を復習しておくこと。 
4 回 基礎化学教科書の”物質の三態”の項を復習しておくこと。 
5 回 遺伝子の構造について予習しておくこと。 
6 回 教科書の”16 族元素”に関する項を予習しておくこと。 
7 回 基礎化学教科書の”酸”と”酸化剤”の項を復習しておくこと。 
8 回 教科書の 15 族元素の項を予習しておくこと。 
9 回 基礎化学教科書の”ダイヤモンド、⿊鉛”と教科書の”14 族元素 

 



年度 2014 
授業コード FTB0371P 
成績評価 小テスト(40%)と定期試験(60%)で評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0371P 無機化学Ⅱ 
担当教員名 福原 実 
単位数 2 
教科書 無機化学」/平野眞一著/丸善 
アクティブラーニング  
キーワード 水、遷移元素、電磁気特性、色、公害、地球温暖化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 無機化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 野村浩康編”大学化学への入門”学術図書出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB0371P 
実務経験のある教員  
達成目標 簡単な各元素の性質が説明できる。分子やイオンまたその集合体の特徴的な物性

の発現機構が説明できる。典型元素と遷移元素の性質の違いの原因が説明でき
る。元素の電磁気特性が説明できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２２号館５階 福原研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Inorganic Chemistry II 
関連科目 無機化学 I を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ｓ-ブロックと p-ブロックからなる典型元素は価電子や酸化数に規則性があり、

同じ電子配置を持つ同族の元素の特徴や類似性を系統的に理解し、その系統性が
生じる原因を理解することが本講義の目的である。一方、遷移元素は d 電子や f
電子が関与してその性質が複雑である。しかし、多様な色調や電磁気的性質の発
現機構を学ぶことによって、遷移元素に対する理解を深めることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 水の特殊な性質が地球環境に及ぼす役割を講義する。 

2 回 水分子の構造について講義する。 
3 回 水を例にして、物質の沸点や融点等の物性と、分子や物質の分極や誘電率等



の物性との関係を講義する。 
4 回 水素結合が、液体と固体の水の構造や物性に及ぼす影響を講義する。 
5 回 遺伝子中の化学結合について講義する。 
6 回 硫⻩について酸素と比較しながら、それらの化合物間での性質に違いが生
じる理由を講義する。 
7 回 硫酸を例にとり、酸と酸化反応について講義する。 
8 回 光化学スモッグを例にして、窒素族元素の特徴を講 

準備学習 1 回 地球と火星の平均気温を調べておくこと。 
2 回 無機化学 I の水素結合の項を復習しておくこと。 
3 回 基礎化学教科書の”分子の極性”の項を復習しておくこと。 
4 回 基礎化学教科書の”物質の三態”の項を復習しておくこと。 
5 回 遺伝子の構造について予習しておくこと。 
6 回 教科書の”16 族元素”に関する項を予習しておくこと。 
7 回 基礎化学教科書の”酸”と”酸化剤”の項を復習しておくこと。 
8 回 教科書の 15 族元素の項を予習しておくこと。 
9 回 基礎化学教科書の”ダイヤモンド、⿊鉛”と教科書の”14 族元素 

 



年度 2014 
授業コード FTB03811 
成績評価 途中 3 回の小テスト（30%）と、定期試験（70%）で評価する 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜08) 
見出し FTB03811 応用生化学Ⅰ 
担当教員名 安藤 秀哉 
単位数 2 
教科書 第 3 版マクマリー生物有機化学（生化学編）丸善株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード アミノ酸、タンパク質、ビタミン、脂質 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用生化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 第 5 版細胞の分子生物学（THE CELL）株式会社ニュートンプレス 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB03811 
実務経験のある教員  
達成目標 タンパク質と脂質に関する基礎知識が身につく 
受講者へのコメント  
連絡先 12 号館 5 階 安藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biochemistry I 
関連科目 生化学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 細胞の構成成分であるタンパク質と脂質の基礎知識を学ぶ 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 細胞の基本構造と細胞内小器官の機能について学ぶ 

2 回 アミノ酸の種類と構造について学ぶ 
3 回 タンパク質の立体構造について学ぶ 
4 回 アミノ酸とタンパク質の復習と小テスト 
5 回 酵素の分類と機能について学ぶ 
6 回 酵素活性を制御する因子とメカニズムについて学ぶ 
7 回 ビタミンの機能について学ぶ 
8 回 酵素とビタミンの復習と小テスト 
9 回 脂質の基本構造と分類について学ぶ 



10 回 脂質の機能について学ぶ 
11 回 細胞膜を構成する脂質について学ぶ 
12 回 脂質の消化と体内輸送について学ぶ 
13 回 脂肪酸 

準備学習 1 回 細胞内でタンパク質ができるまでを調べておくこと 
2 回 アミノ酸の官能基と種類について調べておくこと 
3 回 タンパク質内の化学結合について調べておくこと 
4 回 第 1 回〜第 3 回までの学習内容を復習しておくこと 
5 回 酵素の種類とその触媒反応について調べておくこと 
6 回 酵素活性に影響を及ぼす因子を調べておくこと 
7 回 ビタミンの種類を調べておくこと 
8 回 第 5 回〜第 7 回までの学習内容を復習しておくこと 
9 回 脂肪酸の種類を調べておくこと 
10 回 細胞内における脂質の働きを調べておくこと 
11 回 細胞膜の 

 



年度 2014 
授業コード FTB0381P 
成績評価 途中 3 回の小テスト（30%）と、定期試験（70%）で評価する 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0381P 応用生化学Ⅰ 
担当教員名 安藤 秀哉 
単位数 2 
教科書 第 3 版マクマリー生物有機化学（生化学編）丸善株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード アミノ酸、タンパク質、ビタミン、脂質 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用生化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 第 5 版細胞の分子生物学（THE CELL）株式会社ニュートンプレス 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB0381P 
実務経験のある教員  
達成目標 タンパク質と脂質に関する基礎知識が身につく 
受講者へのコメント  
連絡先 12 号館 5 階 安藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biochemistry I 
関連科目 生化学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 細胞の構成成分であるタンパク質と脂質の基礎知識を学ぶ 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 細胞の基本構造と細胞内小器官の機能について学ぶ 

2 回 アミノ酸の種類と構造について学ぶ 
3 回 タンパク質の立体構造について学ぶ 
4 回 アミノ酸とタンパク質の復習と小テスト 
5 回 酵素の分類と機能について学ぶ 
6 回 酵素活性を制御する因子とメカニズムについて学ぶ 
7 回 ビタミンの機能について学ぶ 
8 回 酵素とビタミンの復習と小テスト 
9 回 脂質の基本構造と分類について学ぶ 



10 回 脂質の機能について学ぶ 
11 回 細胞膜を構成する脂質について学ぶ 
12 回 脂質の消化と体内輸送について学ぶ 
13 回 脂肪酸 

準備学習 1 回 細胞内でタンパク質ができるまでを調べておくこと 
2 回 アミノ酸の官能基と種類について調べておくこと 
3 回 タンパク質内の化学結合について調べておくこと 
4 回 第 1 回〜第 3 回までの学習内容を復習しておくこと 
5 回 酵素の種類とその触媒反応について調べておくこと 
6 回 酵素活性に影響を及ぼす因子を調べておくこと 
7 回 ビタミンの種類を調べておくこと 
8 回 第 5 回〜第 7 回までの学習内容を復習しておくこと 
9 回 脂肪酸の種類を調べておくこと 
10 回 細胞内における脂質の働きを調べておくこと 
11 回 細胞膜の 

 



年度 2014 
授業コード FTB03911 
成績評価 試験(50%) 、リフレクションシート、課題レポート（３回）、学習ノート、WEB

サイトへの書き込み、ラーニングポートフォリオ（50%） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜08) 
見出し FTB03911 応用生化学Ⅱ 
担当教員名 滝澤 昇 
単位数 2 
教科書 ・マクマリー生物有機化学（第４版）／マクマリー／丸善（生化学 I および３年

次開講の細胞生理学 でも使用する） 
・WEB サイトに上げているプリント 

アクティブラーニング  
キーワード 単糖、二糖、オリゴ糖、多糖、デンプン、アミロペクチン、アミロース、セルロ

ース、アノマー、α1.4 結合、α1.6 結合、β1.4 結合、還元糖、ヌクレオシド、
核酸、DNA、RNA，リボース、デオキシリボース、リン酸エステル結合、Tm 値
生化学エネルギー、解糖、クエン酸回路、電子伝達系、ATP、NADH、酸化還元、
有利な反応・不利な反応、共役、自由エネルギー、酸化的リン酸化 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用生化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中村 著 生化学 （バイオテクノロジーシリーズ） 講談社 

市川 他 訳 マッキー生化学 第３版 化学同人 
鈴⽊ 他 訳 ホートン生化学 第３版 東京化学同人 
⽥宮 他 訳 ヴォート基礎生化学 東京化学同人 
山科・ 川嵜 共訳 レーニンジャーの新生化学（上・下） 第３版  
廣川書店⽥宮・八⽊ 共訳 コーン・スタンプ生化学 第５版 東京化学同人 

授業形態 講義 
注意備考 ・初回の授業時に詳細なシラバスを配付するので、必ず出席すること。 

・この講義を受講する者は、前期の「生化学１」を履修していること。 
・講義には遅刻せず、毎回出席のこと。遅刻は、リフレクションシートが減点と
なる。 
・講義資料は WEB サイトに置いておくので、各自講義前にダウンロード、プリ
ントし、予習の上、講義に出席すること。 
・リフレクションシートは講義開始時刻までに各自受け取り、授業の振り返りを
を記入した上で、講義終了時に担当教員に直接手渡すこと 
・初回の授業では、詳細なシラバスを配付して、この授業の概要と 

シラバスコード FTB03911 
実務経験のある教員  
達成目標 ・生体を構成する糖質・核酸の構造と機能の概略を説明できること 



・糖の代謝の概略と生体エネルギーの生成における役割を説明できること 
・構造を見て、糖の種類が区別できること 
・主な単糖と二糖の構造式を書くことができること 
・糖の生体における役割を説明できること 
・構造を見て、核酸の種類が区別できること 
・DNA と RNA の構造が描けるようになること 
・DNA と RNA の化学的、物理的特性が理解できるようになること 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室：12 号館５階電子メール：takizawan[アトマーク]dac.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biochemistry II 
関連科目 生化学 I 、細胞生理学 、タンパク質化学、分子生物学、遺伝子⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ・生体を構成する物質（糖・核酸）の構造と化学的特性、ならびに生体における

役割について理解し、説明できるようになる 
・糖の異化代謝によりエネルギーが獲得されていくことを理解し説明できるよう
になる 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 受講のためのオリエンテーションを受け、講義の受け方を理解する。 

詳細なシラバスを配付し、授業の進め方、評価の方法、課題とその提出方法等を
説明します。必ず出席して、よく理解してください。 
初回に出席しない場合は、この授業に関する重要な情報を得ることができないの
で、大きな不利益を被ることが見込まれます。 
2 回 糖・炭水化物（１）：糖の種類、単糖の構造と化学的性質について理解する 
3 回 糖・炭水化物（２）：二糖、オリゴ糖、多糖の種類、構造、化学的性質、生
物における機能について理解する。 
4 回 糖・炭水化物 

準備学習 1 回 このシラバスをよく読み、記載された事柄を理解し承諾の上、講義に望むこ
と。 
受講を考えている者は、WEB サイトに登録するので１回目の講義に必ず出席す
ること 
WEB サイトから資料をダウンロードしておくこと 
2 回 教科書 4.1?4.5 章をよく読み、理解できたキーワードと、理解できなかった
キーワードを抽出し、解説文を作成する。 
3 回 教科書 4.5?4.9 章をよく読み、理解できたキーワードと、理解できなかった
キーワードを抽出し、解説文を作成する。また前回のキーワードについて解説文
を完成し、WEB サイトに記入す 

 



年度 2014 
授業コード FTB0391P 
成績評価 試験(50%) 、リフレクションシート、課題レポート（３回）、学習ノート、WEB

サイトへの書き込み、ラーニングポートフォリオ（50%） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0391P 応用生化学Ⅱ 
担当教員名 滝澤 昇 
単位数 2 
教科書 ・マクマリー生物有機化学（第４版）／マクマリー／丸善（生化学 I および３年

次開講の細胞生理学 でも使用する） 
・WEB サイトに上げているプリント 

アクティブラーニング  
キーワード 単糖、二糖、オリゴ糖、多糖、デンプン、アミロペクチン、アミロース、セルロ

ース、アノマー、α1.4 結合、α1.6 結合、β1.4 結合、還元糖、ヌクレオシド、
核酸、DNA、RNA，リボース、デオキシリボース、リン酸エステル結合、Tm 値
生化学エネルギー、解糖、クエン酸回路、電子伝達系、ATP、NADH、酸化還元、
有利な反応・不利な反応、共役、自由エネルギー、酸化的リン酸化 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用生化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中村 著 生化学 （バイオテクノロジーシリーズ） 講談社 

市川 他 訳 マッキー生化学 第３版 化学同人 
鈴⽊ 他 訳 ホートン生化学 第３版 東京化学同人 
⽥宮 他 訳 ヴォート基礎生化学 東京化学同人 
山科・ 川嵜 共訳 レーニンジャーの新生化学（上・下） 第３版  
廣川書店⽥宮・八⽊ 共訳 コーン・スタンプ生化学 第５版 東京化学同人 

授業形態 講義 
注意備考 ・初回の授業時に詳細なシラバスを配付するので、必ず出席すること。 

・この講義を受講する者は、前期の「生化学１」を履修していること。 
・講義には遅刻せず、毎回出席のこと。遅刻は、リフレクションシートが減点と
なる。 
・講義資料は WEB サイトに置いておくので、各自講義前にダウンロード、プリ
ントし、予習の上、講義に出席すること。 
・リフレクションシートは講義開始時刻までに各自受け取り、授業の振り返りを
を記入した上で、講義終了時に担当教員に直接手渡すこと 
・初回の授業では、詳細なシラバスを配付して、この授業の概要と 

シラバスコード FTB0391P 
実務経験のある教員  
達成目標 ・生体を構成する糖質・核酸の構造と機能の概略を説明できること 



・糖の代謝の概略と生体エネルギーの生成における役割を説明できること 
・構造を見て、糖の種類が区別できること 
・主な単糖と二糖の構造式を書くことができること 
・糖の生体における役割を説明できること 
・構造を見て、核酸の種類が区別できること 
・DNA と RNA の構造が描けるようになること 
・DNA と RNA の化学的、物理的特性が理解できるようになること 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室：12 号館５階電子メール：takizawan[アトマーク]dac.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biochemistry II 
関連科目 生化学 I 、細胞生理学 、タンパク質化学、分子生物学、遺伝子⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ・生体を構成する物質（糖・核酸）の構造と化学的特性、ならびに生体における

役割について理解し、説明できるようになる 
・糖の異化代謝によりエネルギーが獲得されていくことを理解し説明できるよう
になる 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 受講のためのオリエンテーションを受け、講義の受け方を理解する。 

詳細なシラバスを配付し、授業の進め方、評価の方法、課題とその提出方法等を
説明します。必ず出席して、よく理解してください。 
初回に出席しない場合は、この授業に関する重要な情報を得ることができないの
で、大きな不利益を被ることが見込まれます。 
2 回 糖・炭水化物（１）：糖の種類、単糖の構造と化学的性質について理解する 
3 回 糖・炭水化物（２）：二糖、オリゴ糖、多糖の種類、構造、化学的性質、生
物における機能について理解する。 
4 回 糖・炭水化物 

準備学習 1 回 このシラバスをよく読み、記載された事柄を理解し承諾の上、講義に望むこ
と。 
受講を考えている者は、WEB サイトに登録するので１回目の講義に必ず出席す
ること 
WEB サイトから資料をダウンロードしておくこと 
2 回 教科書 4.1?4.5 章をよく読み、理解できたキーワードと、理解できなかった
キーワードを抽出し、解説文を作成する。 
3 回 教科書 4.5?4.9 章をよく読み、理解できたキーワードと、理解できなかった
キーワードを抽出し、解説文を作成する。また前回のキーワードについて解説文
を完成し、WEB サイトに記入す 

 



年度 2014 
授業コード FTB04010 
成績評価 定期試験（７０％），小テスト・提出課題（３０％） 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13) 
見出し FTB04010 ⼯業分析化学 
担当教員名 冨永 敏弘 
単位数 2 
教科書 デイ・アンダーウッド共著／鳥居・康共訳 定量分析化学 培風館／978-4-

563041519 
アクティブラーニング  
キーワード 沈殿滴定、錯生成滴定、電位差測定、分光測光 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⼯業分析化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義には教科書の他に電卓を持参すること。 
シラバスコード FTB04010 
実務経験のある教員  
達成目標 沈殿生成反応、錯生成反応、電位差測定、分光測光の基礎的な事柄について説明

できる。未知試料中に含まれる物質の物質量や濃度を計算できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 研究室：１２号館５階メール： ttominaga（＠）dac.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Industrial Analytical Chemistry 
関連科目 「分析化学 I」、「分析化学 II」を受講していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 沈殿生成反応、錯生成反応、電位差測定、分光測光の基礎を理解し、それらが物

質の分析にどのように利用されるかを習得する。限られた時間に学んだことを発
展させて新しい問題に応用できる能力を涵養する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  全体の授業内容を説明した後、溶解平衡と沈殿生成反応について解説する。 

2 回  沈澱滴定について、例題等の計算をしながら解説する。 
3 回  沈澱滴定の指示薬について解説する。 
4 回  共通イオン効果、異種イオン効果について、例題や計算問題を解きながら
解説する。 



5 回  ｐＨ効果、加水分解効果、錯体生成の効果について解説する。 
6 回  錯形成反応について解説する。 
7 回  ＥＤＴＡの解離平衡について解説する。 
8 回  キレート滴定について、例題等の計算をしながら解説する。 
9 回  キレート滴定の応用に 

準備学習 1 回  高校の化学、基礎化学実験、分析化学 I で学んだ沈殿生成反応を復習して
おくこと。また、AgCl だけでなく AgBr、AgI 等、ハロゲン化銀の溶解度につい
て予習しておくこと。 
2 回  教科書 9 章の 9.1 を予習しておくこと。分析化学 I で学んだ強酸・強塩基
の中和滴定との類似性に注意しておくこと。 
3 回  教科書の 9.2 を予習しておくこと。 
4 回  教科書 9.4.3、9.4.4 を予習しておくこと。 
5 回  教科書 9.4.5、9.4.6、9.4.7 を予習しておくこと 
6 回  教科書 8 章の 8.1 を予習しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FTB0401P 
成績評価 定期試験（７０％），小テスト・提出課題（３０％） 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0401P ⼯業分析化学 
担当教員名 冨永 敏弘 
単位数 2 
教科書 デイ・アンダーウッド共著／鳥居・康共訳 定量分析化学 培風館／978-4-

563041519 
アクティブラーニング  
キーワード 沈殿滴定、錯生成滴定、電位差測定、分光測光 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⼯業分析化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義には教科書の他に電卓を持参すること。 
シラバスコード FTB0401P 
実務経験のある教員  
達成目標 沈殿生成反応、錯生成反応、電位差測定、分光測光の基礎的な事柄について説明

できる。未知試料中に含まれる物質の物質量や濃度を計算できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 研究室：１２号館５階メール： ttominaga（＠）dac.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Industrial Analytical Chemistry 
関連科目 「分析化学 I」、「分析化学 II」を受講していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 沈殿生成反応、錯生成反応、電位差測定、分光測光の基礎を理解し、それらが物

質の分析にどのように利用されるかを習得する。限られた時間に学んだことを発
展させて新しい問題に応用できる能力を涵養する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  全体の授業内容を説明した後、溶解平衡と沈殿生成反応について解説する。 

2 回  沈澱滴定について、例題等の計算をしながら解説する。 
3 回  沈澱滴定の指示薬について解説する。 
4 回  共通イオン効果、異種イオン効果について、例題や計算問題を解きながら
解説する。 



5 回  ｐＨ効果、加水分解効果、錯体生成の効果について解説する。 
6 回  錯形成反応について解説する。 
7 回  ＥＤＴＡの解離平衡について解説する。 
8 回  キレート滴定について、例題等の計算をしながら解説する。 
9 回  キレート滴定の応用に 

準備学習 1 回  高校の化学、基礎化学実験、分析化学 I で学んだ沈殿生成反応を復習して
おくこと。また、AgCl だけでなく AgBr、AgI 等、ハロゲン化銀の溶解度につい
て予習しておくこと。 
2 回  教科書 9 章の 9.1 を予習しておくこと。分析化学 I で学んだ強酸・強塩基
の中和滴定との類似性に注意しておくこと。 
3 回  教科書の 9.2 を予習しておくこと。 
4 回  教科書 9.4.3、9.4.4 を予習しておくこと。 
5 回  教科書 9.4.5、9.4.6、9.4.7 を予習しておくこと 
6 回  教科書 8 章の 8.1 を予習しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FTB04310 
成績評価 小レポート 9〜15 回（40%）、定期試験（60%） 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13) 
見出し FTB04310 応用酵素学 
担当教員名 永谷 尚紀 
単位数 2 
教科書 酵素の科学／藤本大三郎／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 酵素、補酵素、活性調節、ミカエリス−メンテン式を理解すること。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「教科書の内容を全て読むののではなく重要なことだけをまとめて読んで欲し

かったです。講義の回数が後半になると問題を学生に当てて解答させていたのは
緊張感を持って講義に取り組めたので続けて欲しいです」ですが、科目名は応用
酵素学ですが２年生対象の講義であり酵素の基礎から講義する必要があります。
そのため教科書も基礎の部分が多く、重要ではないことは、ほとんどありません。
問題を当てさせる件に関しては、改善・変更予定にも書きましたが回数を増やし
たいと思います。 

科目名 応用酵素学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 マッキー生化学／市川監修、福岡監訳／化学同人 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB04310 
実務経験のある教員  
達成目標 酵素に関する基本的概念、⼯業的な利用などの基礎知識を身に付けること 
受講者へのコメント 「この授業に満足しましたか」の項目では、「満足」53.4%、「ほぼ満足」20%、

「普通」10.3%で、「不満」が 1.7%で「不満」と回答した受講生は 1 名でしたが、
この 1 名が「普通」に以上になるような授業に改善したい所存です。 

連絡先 3 号館 1 階 オフィスアワー 月⽊ 昼 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「この授業を受けて良かった点は、なんですか」の項目で「この分野への理解が
深まった」が 79.3%であり、概ね理解してもらえたと思います。また、「授業に
たいする教員の意欲が感じられましたか」の項目では、「感じられた」が 56.9%、
少し感じられたが 31.0%と講義に対する意欲を感じて頂けているのではと思い
ます。 

英文科目名 Applied Enzymology 
関連科目 応用生化学Ⅰ・Ⅱ 



次回に向けての改善変更予定 自由記述にもありましたが、学生に当てて解答させた方が良いそうなので、少し
解答させる回数を増やします。 

講義目的 酵素は、産業や日用品、医薬品など幅広い分野で利用されている。例えば、日常
の生活で使用する洗剤、ハミガキにも入っている商品も販売されている。酵素は、
バイオ領域だけに関わりがあるのではなく、物理学、化学、⼯学にも関わりがあ
る領域である。それゆえ、生化学の基礎知識のあまりない受講生のために、タン
パク質・アミノ酸、遺伝子などについての予備知識を講義すると共に、酵素に関
する基本的概念を学ぶ。なるべく多くの受講生が興味をもって学べるように、酵
素と病気との関連や、産業への利用など具体例をあげ、酵素に興味を感じ、酵素
のこ 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションをする。 

2 回  「酵素とは何か」を講義する。 
3 回  「酵素反応の定量的扱い１」を講義する。 
4 回  「酵素反応の定量的扱い２』を講義する。 
5 回  「酵素の性質と分類」を講義する。 
6 回  「酵素の構造」を講義する。 
7 回  「酵素の抽出と精製」を講義する。 
8 回  「酵素の触媒作用の機構１」を講義する。 
9 回 「 酵素の触媒作用の機構２」を講義する。 
10 回  「酵素の合成と調節１」を講義する。 
11 回 「 酵素の合成と調節２」を講義する。 
12 回  「酵素と病気」を講義す 

準備学習 1 回 予習：身近にある酵素の使われている物を考えておくこと。 
復習：身近にある酵素の使われている物を確認すること。 
2 回 予習：酵素は何で構成され、どんな働きがあるか調べておくこと。 
復習：酵素は何で構成され、どんな働きがあるか理解すること。 
3 回 予習：酵素の単位をどのようにして表わすか調べておくこと。 
復習：酵素の単位をどのようにして表わすか覚えること。 
4 回 予習：酵素の反応速度、ミカエリス−メンテン式に関して調べておくこと。 
復習：酵素の反応速度、ミカエリス−メンテン式を理解すること。 
5 回 予習 

 



年度 2014 
授業コード FTB0431P 
成績評価 小レポート 9〜15 回（40%）、定期試験（60%） 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0431P 応用酵素学 
担当教員名 永谷 尚紀 
単位数 2 
教科書 酵素の科学／藤本大三郎／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 酵素、補酵素、活性調節、ミカエリス−メンテン式を理解すること。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用酵素学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 マッキー生化学／市川監修、福岡監訳／化学同人 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB0431P 
実務経験のある教員  
達成目標 酵素に関する基本的概念、⼯業的な利用などの基礎知識を身に付けること 
受講者へのコメント  
連絡先 3 号館 1 階 オフィスアワー 月⽊ 昼 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Applied Enzymology 
関連科目 応用生化学Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 酵素は、産業や日用品、医薬品など幅広い分野で利用されている。例えば、日常

の生活で使用する洗剤、ハミガキにも入っている商品も販売されている。酵素は、
バイオ領域だけに関わりがあるのではなく、物理学、化学、⼯学にも関わりがあ
る領域である。それゆえ、生化学の基礎知識のあまりない受講生のために、タン
パク質・アミノ酸、遺伝子などについての予備知識を講義すると共に、酵素に関
する基本的概念を学ぶ。なるべく多くの受講生が興味をもって学べるように、酵
素と病気との関連や、産業への利用など具体例をあげ、酵素に興味を感じ、酵素
のこ 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションをする。 

2 回  「酵素とは何か」を講義する。 



3 回  「酵素反応の定量的扱い１」を講義する。 
4 回  「酵素反応の定量的扱い２』を講義する。 
5 回  「酵素の性質と分類」を講義する。 
6 回  「酵素の構造」を講義する。 
7 回  「酵素の抽出と精製」を講義する。 
8 回  「酵素の触媒作用の機構１」を講義する。 
9 回 「 酵素の触媒作用の機構２」を講義する。 
10 回  「酵素の合成と調節１」を講義する。 
11 回 「 酵素の合成と調節２」を講義する。 
12 回  「酵素と病気」を講義す 

準備学習 1 回 予習：身近にある酵素の使われている物を考えておくこと。 
復習：身近にある酵素の使われている物を確認すること。 
2 回 予習：酵素は何で構成され、どんな働きがあるか調べておくこと。 
復習：酵素は何で構成され、どんな働きがあるか理解すること。 
3 回 予習：酵素の単位をどのようにして表わすか調べておくこと。 
復習：酵素の単位をどのようにして表わすか覚えること。 
4 回 予習：酵素の反応速度、ミカエリス−メンテン式に関して調べておくこと。 
復習：酵素の反応速度、ミカエリス−メンテン式を理解すること。 
5 回 予習 

 



年度 2014 
授業コード FTB04511 
成績評価 演習 (50%)，小テスト (20%)，期末試験 (30%) の得点全てを加算し評価する． 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜08) 
見出し FTB04511 生物有機化学Ⅰ 
担当教員名 野上 潤造 
単位数 2 
教科書 ブラウン・プーン「基本有機化学」（廣川書店） 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物有機化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 欠席した日の演習点は０点です． 
シラバスコード FTB04511 
実務経験のある教員  
達成目標 有機化学は暗記する学問ではなく，しっかりとした基礎知識に基づいて「思考す

る学問」であって，全ての現象に起るべくして起るそれなりの理由のあることを
理解する．そして卒業研究や大学院での研究で化学反応を観察し，その結果につ
いて思考することの楽しさを体験するための基礎能力を開発することを目指す．
さらに，生体内での酵素による反応と化学プラントでの触媒による反応が有機化
学反応としては全く同じであることを理解し，生体反応がいかに巧妙に仕組まれ
た自然現象であるかと言う事に感激できるようになることを目標とする． 

受講者へのコメント  
連絡先 １２号館３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Bioorganic Chemistry I 
関連科目 有機化学 I，有機化学 II 有機化学 I，有機化学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生体内での物質の変化の全てが有機化学反応によって起る．それゆえ生化学の研

究に有機反応の知識と理解は不可欠である．生化学のより深い理解に役だつよう
に，有機化学反応の原理を理解する． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  



準備学習 １回 有機化学 I, II の復習をしておくこと． 
２回 前回の講義の復習をしておくこと． 
３回 前回の講義の復習をしておくこと． 
４回 前回の講義の復習をしておくこと． 
５回 前回の講義の復習をしておくこと． 
６回 前回の講義の復習をしておくこと． 
７回 これまでの講義の復習をしておくこと． 
８回 これまでの講義の復習をしておくこと． 
９回 前回の講義の復習をしておくこと． 
１０回 前回の講義の復習をしておくこと． 
１１回 前回の講義の復習をしておくこと． 
１２回 前回の講義の復習をしておくこと． 
１３ 

 



年度 2014 
授業コード FTB0451P 
成績評価 演習 (50%)，小テスト (20%)，期末試験 (30%) の得点全てを加算し評価する． 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0451P 生物有機化学Ⅰ 
担当教員名 野上 潤造 
単位数 2 
教科書 ブラウン・プーン「基本有機化学」（廣川書店） 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物有機化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 欠席した日の演習点は０点です． 
シラバスコード FTB0451P 
実務経験のある教員  
達成目標 有機化学は暗記する学問ではなく，しっかりとした基礎知識に基づいて「思考す

る学問」であって，全ての現象に起るべくして起るそれなりの理由のあることを
理解する．そして卒業研究や大学院での研究で化学反応を観察し，その結果につ
いて思考することの楽しさを体験するための基礎能力を開発することを目指す．
さらに，生体内での酵素による反応と化学プラントでの触媒による反応が有機化
学反応としては全く同じであることを理解し，生体反応がいかに巧妙に仕組まれ
た自然現象であるかと言う事に感激できるようになることを目標とする． 

受講者へのコメント  
連絡先 １２号館３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Bioorganic Chemistry I 
関連科目 有機化学 I，有機化学 II 有機化学 I，有機化学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生体内での物質の変化の全てが有機化学反応によって起る．それゆえ生化学の研

究に有機反応の知識と理解は不可欠である．生化学のより深い理解に役だつよう
に，有機化学反応の原理を理解する． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  



準備学習 １回 有機化学 I, II の復習をしておくこと． 
２回 前回の講義の復習をしておくこと． 
３回 前回の講義の復習をしておくこと． 
４回 前回の講義の復習をしておくこと． 
５回 前回の講義の復習をしておくこと． 
６回 前回の講義の復習をしておくこと． 
７回 これまでの講義の復習をしておくこと． 
８回 これまでの講義の復習をしておくこと． 
９回 前回の講義の復習をしておくこと． 
１０回 前回の講義の復習をしておくこと． 
１１回 前回の講義の復習をしておくこと． 
１２回 前回の講義の復習をしておくこと． 
１３ 

 



年度 2014 
授業コード FTB04711 
成績評価 定期試験(80%)、レポート(10%)、授業中の小テストおよび平常点(10%)によっ

て評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12) 
見出し FTB04711 高分子化学 
担当教員名 山⽥ 真路 
単位数 2 
教科書 適宜指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 平均分子量、高分子合成、生体高分子、機能性高分子、環境 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 高分子化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ※試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 

※パソコン、液晶プロジェクターで電子教材を提供。 
※学内ネットワークを経由して研究室のＷＥＢサーバから講義情報を提供。 

シラバスコード FTB04711 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の事柄を習得することを目的とする。 

（１）我々の身近に存在する高分子物質を説明することができること。 
（２）高分子のガラス転移に関して説明することができること。 
（３）平均分子量を計算することができること。 
（４）ラジカル重合やイオン重合について説明することができること。 
（５）イオン交換樹脂等の原理を説明することができること。 
（６）身近に存在する生体高分子について説明することができること。 
（７）高分子と環境とのつながりについて説明することができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 山⽥(真)研究室 １３号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Polymer Chemistry 
関連科目 化学の基礎的な知識を有している事が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高分子は我々の生活で欠かせない材料の一つである。ポリマーの化学(高分子化



学(10 生以前、⼯学部))では、高分子の一般的な性質から高分子の重合反応、機
能性高分子、生体高分子まで幅広く講義する。それと供に、高分子材料について
の講義も行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ポリマーの化学(高分子化学(10 生以前、⼯学部))の概要。講義の進め方に

ついて説明する。 
2 回 高分子の基礎。高分子の歴史と基本的な考えについて説明する。 
3 回 高分子の構造と物性（１）。高分子の基本的な構造（結晶領域と非晶領域）
について説明する。 
4 回 高分子の構造と物性（２）。高分子の基本的な物性（高分子のガラス転移）
について説明する。 
5 回 高分子の分子量測定。分子量の計算方法および分子量の測定方法について
説明する。 
6 回 高分子の合成（１）。ラジカル重合について説明する。 
7 回 高分子の合成 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。第２回授業までに、
ポリマーの化学の概要に関して復習しておくこと。 
2 回 身の回りにある高分子を図書館等で調べておくこと。第３回授業までに、高
分子の基本的な考えに関して復習しておくこと。 
3 回 高分子の構造と物性の関係を図書館で調べておくこと。第４回授業までに、
高分子の構造に関して復習しておくこと。 
4 回 高分子の構造と物性の関係を図書館で調べておくこと。第５回授業までに、
高分子の物性に関して復習しておくこと。 
5 回 「平均分子量」という言葉を図書館で 

 



年度 2014 
授業コード FTB0471P 
成績評価 定期試験(80%)、レポート(10%)、授業中の小テストおよび平常点(10%)によっ

て評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0471P 高分子化学 
担当教員名 山⽥ 真路 
単位数 2 
教科書 適宜指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 平均分子量、高分子合成、生体高分子、機能性高分子、環境 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 高分子化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ※試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 

※パソコン、液晶プロジェクターで電子教材を提供。 
※学内ネットワークを経由して研究室のＷＥＢサーバから講義情報を提供。 

シラバスコード FTB0471P 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の事柄を習得することを目的とする。 

（１）我々の身近に存在する高分子物質を説明することができること。 
（２）高分子のガラス転移に関して説明することができること。 
（３）平均分子量を計算することができること。 
（４）ラジカル重合やイオン重合について説明することができること。 
（５）イオン交換樹脂等の原理を説明することができること。 
（６）身近に存在する生体高分子について説明することができること。 
（７）高分子と環境とのつながりについて説明することができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 山⽥(真)研究室 １３号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Polymer Chemistry 
関連科目 化学の基礎的な知識を有している事が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高分子は我々の生活で欠かせない材料の一つである。ポリマーの化学(高分子化



学(10 生以前、⼯学部))では、高分子の一般的な性質から高分子の重合反応、機
能性高分子、生体高分子まで幅広く講義する。それと供に、高分子材料について
の講義も行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ポリマーの化学(高分子化学(10 生以前、⼯学部))の概要。講義の進め方に

ついて説明する。 
2 回 高分子の基礎。高分子の歴史と基本的な考えについて説明する。 
3 回 高分子の構造と物性（１）。高分子の基本的な構造（結晶領域と非晶領域）
について説明する。 
4 回 高分子の構造と物性（２）。高分子の基本的な物性（高分子のガラス転移）
について説明する。 
5 回 高分子の分子量測定。分子量の計算方法および分子量の測定方法について
説明する。 
6 回 高分子の合成（１）。ラジカル重合について説明する。 
7 回 高分子の合成 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。第２回授業までに、
ポリマーの化学の概要に関して復習しておくこと。 
2 回 身の回りにある高分子を図書館等で調べておくこと。第３回授業までに、高
分子の基本的な考えに関して復習しておくこと。 
3 回 高分子の構造と物性の関係を図書館で調べておくこと。第４回授業までに、
高分子の構造に関して復習しておくこと。 
4 回 高分子の構造と物性の関係を図書館で調べておくこと。第５回授業までに、
高分子の物性に関して復習しておくこと。 
5 回 「平均分子量」という言葉を図書館で 

 



年度 2014 
授業コード FTB05110 
成績評価 レポート（３０％）、演習（１０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12) 
見出し FTB05110 量子化学入門 
担当教員名 竹崎 誠 
単位数 2 
教科書 理⼯系基礎レクチャー 物理化学Ⅱ 量子化学編/伊藤和明/化学同人 
アクティブラーニング  
キーワード 量子化学、分光学(紫外可視吸収・蛍光スペクトル)、化学結合、分子軌道 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・「演習問題とかがあった方はよかった。」 

 演習問題等を解く時間をもうけます。 
科目名 量子化学入門 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 化学・生命科学系のための物理化学/R. Chang 著、岩澤・北川・濱口訳/東京化学

同人：アトキンス物理化学第 8 版 上・下巻/アトキンス/東京化学同人：化学通
論/吉岡/裳華房：アトキンス物理化学問題の解き方(学生版)第 8 版英語版/アト
キンス/東京化学同人：数学いらずの分子軌道論/斎藤勝裕/化学同人 

授業形態 講義 
注意備考 講義・試験時に電卓を持参すること。問題演習は積極的に行なうこと。メールを

利用して添付ファイルで課題の提出をおこなう。必要に応じて、授業資料を液晶
プロジェクターで投影し授業をおこう。 

シラバスコード FTB05110 
実務経験のある教員  
達成目標 量子化学・化学結合論や分光学について知識を習得し、他のバイオ・応用化学科

の教科との関連性を理解する。 
受講者へのコメント ・量子化学は化学のなはでも、物理的・数学的知識を要します。しかしながら、

近年のコンピュータの発達により、PC を用いた量子化学計算でもその恩恵が十
分受けられるようになってきています。量子化学の意味するイメージだけでも頭
の隅に置いといてください。 

連絡先 竹崎誠（電子メール：mtake@dac.ous.ac.jp、Tel：086-256-9506）、 場所：１２
号館５階 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・欠席回数が３・４回の人が約 2 割います。欠席すると授業の理解する上で問題
となります。できるだけ欠席しないでください。 
・授業時間外学習を全くしてない人が約三分の一います。授業理解のために、復
習だけでもしてして下さい。 



英文科目名 Quantum Chemistry 
関連科目 基礎化学、基礎化学実験、基礎化学演習Ⅱ、物理化学 I,II、分析化学 II、無機化

学 I,II、⼯業分析化学、バイオ・応用化学実験 II 
次回に向けての改善変更予定 ・演習問題を解く時間をもうけ、より深く理解できるようにする。 
講義目的 物理化学 I,II、無機化学Ⅰ、⼯業分析化学の後を受け，分光学の基礎である前期

量子論・量子化学について学習する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、力学・静電気力等の復習をする。 

2 回 古典物理学の破綻を説明する。 
3 回 ボーアの水素原子モデルについてを説明する。 
4 回 量子化についてを説明する。 
5 回 水素原子の構造とスペクトルについてを説明する。 
6 回 シュレディンガー方程式についてを説明する。 
7 回 シュレディンガー方程式と 1 次元井⼾型ポテンシャルの電子のエネルギー
準位を説明する。 
8 回 原子の構造を説明する。 
9 回 パウリの排他律・フントの規則を説明する。 
10 回 化学結合を説明する。 
11 回 分子軌道法について説明 

準備学習 1 回 SI だけでなくエネルギー関連の単位を調べておくこと。 
微分・積分について復習しておくこと。 
2 回 物体の運動等のニュートン力学やクーロン力を復習しておくこと。 
3 回 物体の運動等のニュートン力学やクーロン力を復習しておくこと。 
微分方程式を復習しておくこと。 
4 回 物体の運動等のニュートン力学を復習しておくこと。 
物体の運動やクーロン力について復習しておくこと。 
ボーアの水素原子モデルについて復習しておくこと。 
5 回 水素原子やヘリウム原子の発光スペクトルを調べておくこと。 
6 回 三角関数や指数関数 

 



年度 2014 
授業コード FTB0511P 
成績評価 レポート（３０％）、演習（１０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0511P 量子化学入門 
担当教員名 竹崎 誠 
単位数 2 
教科書 理⼯系基礎レクチャー 物理化学Ⅱ 量子化学編/伊藤和明/化学同人 
アクティブラーニング  
キーワード 量子化学、分光学(紫外可視吸収・蛍光スペクトル)、化学結合、分子軌道 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 量子化学入門 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 化学・生命科学系のための物理化学/R. Chang 著、岩澤・北川・濱口訳/東京化学

同人：アトキンス物理化学第 8 版 上・下巻/アトキンス/東京化学同人：化学通
論/吉岡/裳華房：アトキンス物理化学問題の解き方(学生版)第 8 版英語版/アト
キンス/東京化学同人：数学いらずの分子軌道論/斎藤勝裕/化学同人 

授業形態 講義 
注意備考 講義・試験時に電卓を持参すること。問題演習は積極的に行なうこと。メールを

利用して添付ファイルで課題の提出をおこなう。必要に応じて、授業資料を液晶
プロジェクターで投影し授業をおこう。 

シラバスコード FTB0511P 
実務経験のある教員  
達成目標 量子化学・化学結合論や分光学について知識を習得し、他のバイオ・応用化学科

の教科との関連性を理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 竹崎誠（電子メール：mtake@dac.ous.ac.jp、Tel：086-256-9506）、 場所：１２

号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Quantum Chemistry 
関連科目 基礎化学、基礎化学実験、基礎化学演習Ⅱ、物理化学 I,II、分析化学 II、無機化

学 I,II、⼯業分析化学、バイオ・応用化学実験 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理化学 I,II、無機化学Ⅰ、⼯業分析化学の後を受け，分光学の基礎である前期

量子論・量子化学について学習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション、力学・静電気力等の復習をする。 
2 回 古典物理学の破綻を説明する。 
3 回 ボーアの水素原子モデルについてを説明する。 
4 回 量子化についてを説明する。 
5 回 水素原子の構造とスペクトルについてを説明する。 
6 回 シュレディンガー方程式についてを説明する。 
7 回 シュレディンガー方程式と 1 次元井⼾型ポテンシャルの電子のエネルギー
準位を説明する。 
8 回 原子の構造を説明する。 
9 回 パウリの排他律・フントの規則を説明する。 
10 回 化学結合を説明する。 
11 回 分子軌道法について説明 

準備学習 1 回 SI だけでなくエネルギー関連の単位を調べておくこと。 
微分・積分について復習しておくこと。 
2 回 物体の運動等のニュートン力学やクーロン力を復習しておくこと。 
3 回 物体の運動等のニュートン力学やクーロン力を復習しておくこと。 
微分方程式を復習しておくこと。 
4 回 物体の運動等のニュートン力学を復習しておくこと。 
物体の運動やクーロン力について復習しておくこと。 
ボーアの水素原子モデルについて復習しておくこと。 
5 回 水素原子やヘリウム原子の発光スペクトルを調べておくこと。 
6 回 三角関数や指数関数 

 



年度 2014 
授業コード FTB05211 
成績評価 提出課題５０％、定期試験５０％により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜08) 
見出し FTB05211 物理化学演習Ⅰ 
担当教員名 平野 博之 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード 単位，気体の性質，エネルギー保存則，状態変化，偏微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理化学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 物理化学 I，II で用いた教科書 
授業形態 演習 
注意備考 この講義は、物理化学 I，II を補いながら、演習問題を解くことによってさらに

理解を深めるものである。物理化学 I，II の単位を修得できていない者，もしく
はこれを履修せずにこの講義を受講しようとする者は，講義の予習を特に周到に
行うこと。 

シラバスコード FTB05211 
実務経験のある教員  
達成目標 応用化学の専門知識を理解するために，以下の事柄について，演習を通して理解

できるようになること。 
１．気体の性質と状態方程式を説明できる。 
２．熱力学の基本法則（第一、第二、第三法則）を説明できる。 
３．エンタルピーとエントロピーの違いを説明できる。 
４．断熱変化を説明できる。 
５．自由エネルギーを説明できる。 
６．偏微分と差分の考え方を通して状態量を数学的に説明できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 平野博之（３号館２階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercises in Physical Chemistry I 
関連科目 物理化学 I，II，数学 I，II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理化学の柱の 1 つである熱力学に関し，気体の性質を含めて学習する。気体の



性質，熱力学に関する問題を具体的に解く能力を養うことを目的とする。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義概要を説明する。 

2 回 物理化学において意味のある物理量について、その定義と分類について学
習し、演習問題を通して理解を深める。 
3 回 理想気体の基本的な性質について学習し、その状態を表す状態方程式につ
いて学習する。さらに、複数種類の理想気体を混合した理想混合気体についても
学習する。また、演習問題を通して理解を深める。 
4 回 実在気体の基本的な性質について学習し、その状態を表す状態方程式につ
いて学習する。さらに演習問題を通して理解を深める。 
5 回 気体について、分子論的に考えた場合、その圧力をどの 

準備学習 1 回 単位，次元，熱力学の基本を自分の言葉で説明できるよう復習しておくこ
と。シラバスを熟読し、講義の概要を予習しておくこと。 
2 回 物理量とは何か，予習しておくこと。前回の講義の演習問題をすべて独力で
解けるようにしておくこと。 
3 回 気体の基本性質について予習しておくこと。前回の講義の演習問題をすべ
て独力で解けるようにしておくこと。 
4 回 理想気体と実在気体の違いを予習しておくこと。前回の講義の演習問題を
すべて独力で解けるようにしておくこと。 
5 回 気体の性質を分子運動の観点から捉えられるように予習してお 

 



年度 2014 
授業コード FTB0521P 
成績評価 提出課題５０％、定期試験５０％により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0521P 物理化学演習Ⅰ 
担当教員名 平野 博之 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード 単位，気体の性質，エネルギー保存則，状態変化，偏微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理化学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 物理化学 I，II で用いた教科書 
授業形態 演習 
注意備考 この講義は、物理化学 I，II を補いながら、演習問題を解くことによってさらに

理解を深めるものである。物理化学 I，II の単位を修得できていない者，もしく
はこれを履修せずにこの講義を受講しようとする者は，講義の予習を特に周到に
行うこと。 

シラバスコード FTB0521P 
実務経験のある教員  
達成目標 応用化学の専門知識を理解するために，以下の事柄について，演習を通して理解

できるようになること。 
１．気体の性質と状態方程式を説明できる。 
２．熱力学の基本法則（第一、第二、第三法則）を説明できる。 
３．エンタルピーとエントロピーの違いを説明できる。 
４．断熱変化を説明できる。 
５．自由エネルギーを説明できる。 
６．偏微分と差分の考え方を通して状態量を数学的に説明できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 平野博之（３号館２階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercises in Physical Chemistry I 
関連科目 物理化学 I，II，数学 I，II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理化学の柱の 1 つである熱力学に関し，気体の性質を含めて学習する。気体の



性質，熱力学に関する問題を具体的に解く能力を養うことを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義概要を説明する。 

2 回 物理化学において意味のある物理量について、その定義と分類について学
習し、演習問題を通して理解を深める。 
3 回 理想気体の基本的な性質について学習し、その状態を表す状態方程式につ
いて学習する。さらに、複数種類の理想気体を混合した理想混合気体についても
学習する。また、演習問題を通して理解を深める。 
4 回 実在気体の基本的な性質について学習し、その状態を表す状態方程式につ
いて学習する。さらに演習問題を通して理解を深める。 
5 回 気体について、分子論的に考えた場合、その圧力をどの 

準備学習 1 回 単位，次元，熱力学の基本を自分の言葉で説明できるよう復習しておくこ
と。シラバスを熟読し、講義の概要を予習しておくこと。 
2 回 物理量とは何か，予習しておくこと。前回の講義の演習問題をすべて独力で
解けるようにしておくこと。 
3 回 気体の基本性質について予習しておくこと。前回の講義の演習問題をすべ
て独力で解けるようにしておくこと。 
4 回 理想気体と実在気体の違いを予習しておくこと。前回の講義の演習問題を
すべて独力で解けるようにしておくこと。 
5 回 気体の性質を分子運動の観点から捉えられるように予習してお 

 



年度 2014 
授業コード FTB05410 
成績評価 定期試験（70％）、課題（30％） 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12) 
見出し FTB05410 ナノサイエンス 
担当教員名 冨永 敏弘 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ミセル、ベシクル、マイクロエマルション、自己組織化単分子膜、半導体ナノ粒

子、金属ナノ粒子、フラーレン、カーボンナノチューブ、走査型プローブ顕微鏡 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ナノサイエンス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １）日本化学会編，「コロイド科学 II. 会合コロイドと薄膜」，東京化学同人．２）

篠⽥耕三，「溶液と溶解度」第３版，丸善．３）J.N. Israelachvili 著，近藤保/大島
広行 訳，「分子間力と表面力」，マグロウヒル．４）都甲 潔 他，「自己組織化と
は何か」第２版，講談社ブルーバックス（2009 年）．５）志村史男，「そこが知り
たい半導体」（講談社ブルーバックス，1994 年）．６）G. Schmid 編集，岩村，廣
瀬訳，「ナノ粒子科学」NTS（2007 年）．７）篠原久典，「ナノカーボンの科学」
（講談社ブル 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB05410 
実務経験のある教員  
達成目標 ミセル、ベシクル、自己組織化単分子膜、マイクロエマルション等の有機物ナノ

組織体について、定義、生成機構、性質を理解し、説明できる。半導体や金属の
ナノ粒子の性質を理解し、説明できる。フラーレンやカーボンナノチューブの性
質を理解し、説明できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室：１２号館５階メール：ttominaga（＠）dac.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Nanoscience 
関連科目 「⼯業分析化学」、「コロイド界面化学」を受講していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ナノメータースケールの超微粒子は、肉眼や一般の光学顕微鏡で見えるサイズの



物質とは異なるユニークな性質を示す。有機物、無機物、無機・有機複合体から
成るナノ粒子/ナノ組織体について、単独分子にない新しい機能が発現されるこ
とを理解し、近年発展の著しいこの分野の内容について理解を深める。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 全体の授業内容を説明した後、両親媒性物質（界面活性剤）の化学構造によ

る分類と性質について説明する。 
2 回 ミセル、ベシクル、平面二分子層等の分子集合体と、それらを構成する分子
の性質について解説する。 
3 回 逆ミセル、マイクロエマルション等の分子集合体と、それらを構成する分子
の性質について解説する。 
4 回 自己組織化単分子膜について解説する。 
5 回 周期表 12-16 族の性質を復習し、半導体の性質について解説する。 
6 回 半導体ナノ粒子の性質について説明する。 
7 回 金属ナノ粒子の合成法について説明する 

準備学習 1 回 「コロイド界面化学」で学習した両親媒性物質（界面活性剤）について復習
をしておくこと。 
2 回 配布資料の該当部分を予習しておくこと。 
3 回 配布資料の該当部分を予習しておくこと。 
4 回 配布資料の該当部分を予習しておくこと。 
5 回 配布資料の該当部分を予習しておくこと。また、周期表の 14 族、13 族、15
族の性質等について復習しておくこと。 
6 回 配布資料の該当部分を予習しておくこと。 
7 回 配布資料の該当部分を予習しておくこと。 
8 回 配布資料の該当部分を予習しておくこと。 
9 回 配布資料の該当部分を 

 



年度 2014 
授業コード FTB0541P 
成績評価 定期試験（70％）、課題（30％） 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0541P ナノサイエンス 
担当教員名 冨永 敏弘 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ミセル、ベシクル、マイクロエマルション、自己組織化単分子膜、半導体ナノ粒

子、金属ナノ粒子、フラーレン、カーボンナノチューブ、走査型プローブ顕微鏡 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ナノサイエンス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １）日本化学会編，「コロイド科学 II. 会合コロイドと薄膜」，東京化学同人．２）

篠⽥耕三，「溶液と溶解度」第３版，丸善．３）J.N. Israelachvili 著，近藤保/大島
広行 訳，「分子間力と表面力」，マグロウヒル．４）都甲 潔 他，「自己組織化と
は何か」第２版，講談社ブルーバックス（2009 年）．５）志村史男，「そこが知り
たい半導体」（講談社ブルーバックス，1994 年）．６）G. Schmid 編集，岩村，廣
瀬訳，「ナノ粒子科学」NTS（2007 年）．７）篠原久典，「ナノカーボンの科学」
（講談社ブル 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB0541P 
実務経験のある教員  
達成目標 ミセル、ベシクル、自己組織化単分子膜、マイクロエマルション等の有機物ナノ

組織体について、定義、生成機構、性質を理解し、説明できる。半導体や金属の
ナノ粒子の性質を理解し、説明できる。フラーレンやカーボンナノチューブの性
質を理解し、説明できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室：１２号館５階メール：ttominaga（＠）dac.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Nanoscience 
関連科目 「⼯業分析化学」、「コロイド界面化学」を受講していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ナノメータースケールの超微粒子は、肉眼や一般の光学顕微鏡で見えるサイズの



物質とは異なるユニークな性質を示す。有機物、無機物、無機・有機複合体から
成るナノ粒子/ナノ組織体について、単独分子にない新しい機能が発現されるこ
とを理解し、近年発展の著しいこの分野の内容について理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 全体の授業内容を説明した後、両親媒性物質（界面活性剤）の化学構造によ

る分類と性質について説明する。 
2 回 ミセル、ベシクル、平面二分子層等の分子集合体と、それらを構成する分子
の性質について解説する。 
3 回 逆ミセル、マイクロエマルション等の分子集合体と、それらを構成する分子
の性質について解説する。 
4 回 自己組織化単分子膜について解説する。 
5 回 周期表 12-16 族の性質を復習し、半導体の性質について解説する。 
6 回 半導体ナノ粒子の性質について説明する。 
7 回 金属ナノ粒子の合成法について説明する 

準備学習 1 回 「コロイド界面化学」で学習した両親媒性物質（界面活性剤）について復習
をしておくこと。 
2 回 配布資料の該当部分を予習しておくこと。 
3 回 配布資料の該当部分を予習しておくこと。 
4 回 配布資料の該当部分を予習しておくこと。 
5 回 配布資料の該当部分を予習しておくこと。また、周期表の 14 族、13 族、15
族の性質等について復習しておくこと。 
6 回 配布資料の該当部分を予習しておくこと。 
7 回 配布資料の該当部分を予習しておくこと。 
8 回 配布資料の該当部分を予習しておくこと。 
9 回 配布資料の該当部分を 

 



年度 2014 
授業コード FTB05511 
成績評価 小レポート 10〜15 回（50%）、定期試験（50%） 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜08) 
見出し FTB05511 反応⼯学Ⅰ 
担当教員名 永谷 尚紀 
単位数 2 
教科書 反応⼯学／橋本健治／培風館／978-4-563045180 
アクティブラーニング  
キーワード 反応速度、定常状態近似、律速段階近似、反応器 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 反応⼯学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 反応⼯学／草壁克己 増⽥隆夫 共著／三共出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB05511 
実務経験のある教員  
達成目標 反応速度の定義と種々の反応装置における反応速度解析が理解できること 
受講者へのコメント  
連絡先 3 号館 1 階 オフィスアワー 月⽊ 昼 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chemical Reaction Engineering I 
関連科目 化学⼯学Ⅰ、化学⼯学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 反応⼯学は、化学⼯場等の反応装置内で起こっている化学反応を⼯学的に解析

し、その結果にもとづいて反応装置を合理的に設計し、安全に操作するために必
要な知識を体系化した⼯学である。講義では反応速度の定義と種々の反応装置に
おける反応速度解析が理解できることを目標にしたい。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  化学反応と反応装置に関して講義する。 

2 回  反応速度式 定常状態近似法による反応速度式の導出に関して講義する。 
3 回  反応速度式 定常状態近似法による反応速度式の導出に関して講義する。 
4 回  律速段階近似法による反応速度式の導出 自触媒反応、微生物反応、反応速
度の温度依存性に関して講義する。 
5 回  反応器の設計の基礎（量論関係）反応速度式の具体例に関して講義する。 



6 回  反応器の設計方程式（回分反応器、連続槽型反応器）に関して講義する。 
7 回  反応器の設計方程式（管型反応器）に関して講 

準備学習 1 回 予習：単一反応と複合反応、素反応と非素反応、反応装置の型式と構造に関
して調べること。 
復習：単一反応と複合反応、素反応と非素反応、反応装置の型式と構造に関して
理解すること。 
2 回 予習：反応速度の定義、単一反応、複合反応、不均一反応 定常状態の近似、
連鎖反応に関して調べること。 
復習：反応速度の定義、単一反応、複合反応、不均一反応 定常状態の近似、連鎖
反応に関して理解すること。 
3 回 予習：重合反応、酵素反応関して調べること。 
復習：重合反応、酵素反応関の反応速度式が導けること。 
4 回 予習：律速段 

 



年度 2014 
授業コード FTB0551P 
成績評価 小レポート 10〜15 回（50%）、定期試験（50%） 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0551P 反応⼯学Ⅰ 
担当教員名 永谷 尚紀 
単位数 2 
教科書 反応⼯学／橋本健治／培風館／978-4-563045180 
アクティブラーニング  
キーワード 反応速度、定常状態近似、律速段階近似、反応器 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 反応⼯学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 反応⼯学／草壁克己 増⽥隆夫 共著／三共出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB0551P 
実務経験のある教員  
達成目標 反応速度の定義と種々の反応装置における反応速度解析が理解できること 
受講者へのコメント  
連絡先 3 号館 1 階 オフィスアワー 月⽊ 昼 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chemical Reaction Engineering I 
関連科目 化学⼯学Ⅰ、化学⼯学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 反応⼯学は、化学⼯場等の反応装置内で起こっている化学反応を⼯学的に解析

し、その結果にもとづいて反応装置を合理的に設計し、安全に操作するために必
要な知識を体系化した⼯学である。講義では反応速度の定義と種々の反応装置に
おける反応速度解析が理解できることを目標にしたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  化学反応と反応装置に関して講義する。 

2 回  反応速度式 定常状態近似法による反応速度式の導出に関して講義する。 
3 回  反応速度式 定常状態近似法による反応速度式の導出に関して講義する。 
4 回  律速段階近似法による反応速度式の導出 自触媒反応、微生物反応、反応速
度の温度依存性に関して講義する。 
5 回  反応器の設計の基礎（量論関係）反応速度式の具体例に関して講義する。 



6 回  反応器の設計方程式（回分反応器、連続槽型反応器）に関して講義する。 
7 回  反応器の設計方程式（管型反応器）に関して講 

準備学習 1 回 予習：単一反応と複合反応、素反応と非素反応、反応装置の型式と構造に関
して調べること。 
復習：単一反応と複合反応、素反応と非素反応、反応装置の型式と構造に関して
理解すること。 
2 回 予習：反応速度の定義、単一反応、複合反応、不均一反応 定常状態の近似、
連鎖反応に関して調べること。 
復習：反応速度の定義、単一反応、複合反応、不均一反応 定常状態の近似、連鎖
反応に関して理解すること。 
3 回 予習：重合反応、酵素反応関して調べること。 
復習：重合反応、酵素反応関の反応速度式が導けること。 
4 回 予習：律速段 

 



年度 2014 
授業コード FTB06010 
成績評価 中間テスト（50％）定期テスト（50％）により成績を評価する。中間テストと定

期テストとの平均点が 100 点満点中、60 点未満の場合は不合格とする。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12) 
見出し FTB06010 創薬化学 
担当教員名 折⽥ 明浩 
単位数 2 
教科書 有機合成の戦略／C.L. ウィリス，M.ウィルス著／富岡 清訳／化学同人 
アクティブラーニング  
キーワード 有機化学 有機合成 医薬品 材料化学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 就職関係の話や論述式問題の解答方法をできる限り頻繁に解説した点が好評で

あった。来年度も続ける予定である。また、遅刻を認めていない点に関して、少
し和らげて欲しいという意見があったが、変更する予定はない。なお、止むを得
ない事情があった場合には考慮するので、堂々と入室して理由を説明しに来るよ
うに最初の講義でアナウンスしている。 

科目名 創薬化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB06010 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な有機化学の考え方を学ぶ。 
受講者へのコメント 良い雰囲気で講義できました。 
連絡先 22 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「この分野への理解が深まった」が、85％、「教員の意欲が感じられた」が 93％、
「この授業に満足した」が 85％であり、充分な教育効果が上げられた。 

英文科目名 Chemical Design of Medicine 
関連科目 基礎有機化学、有機化学Ｉ・ＩＩ、生物有機化学、バイオ・応用化学実験ＩＩＩ 
次回に向けての改善変更予定 講義中に自分の手と頭を使って演習問題を解いてもらったが、理解が不充分な学

生も見られた。課題等、自主的に学習できる体制に改善したい。 
講義目的 有機化学の基礎的な反応や考え方について復習や演習を交えながら反応パター

ン別に学習する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  逆合成解析 I 考え方と方法 （その１）を学習する。 



2 回  逆合成解析 I 考え方と方法 （その２）を学習する。 
3 回  逆合成解析 II 潜在極性と官能基相互変換 （その１）を学習する。 
4 回  逆合成解析 II 潜在極性と官能基相互変換 （その２）を学習する。 
5 回  逆合成解析 III 戦略と計画 （その１）を学習する。 
6 回  逆合成解析 III 戦略と計画 （その２）を学習する。 
7 回  中間テストおよび解説により、これまでの学習内容を復習する。 
8 回  選択性 I 官能基選択性と保護基 （その１） 

準備学習 1 回  逆合成について予習すること。 
2 回 第１週の講義内容を理解すること。 
3 回 官能基の極性について予習すること。 
4 回 第３週の講義内容を理解すること。 
5 回 逆合成を用いた合成反応について予習すること。 
6 回 第５週の講義内容を理解すること。 
7 回 第６週までの講義内容を理解すること。 
8 回 官能基選択性について予習すること。 
9 回 第８週の講義内容を理解すること。 
10 回 位置選択性について予習すること。 
11 回 第１０週の講義内容を理解すること。 
12 回 立体井選択性について予習すること。 
1 

 



年度 2014 
授業コード FTB0601P 
成績評価 中間テスト（50％）定期テスト（50％）により成績を評価する。中間テストと定

期テストとの平均点が 100 点満点中、60 点未満の場合は不合格とする。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0601P 創薬化学 
担当教員名 折⽥ 明浩 
単位数 2 
教科書 有機合成の戦略／C.L. ウィリス，M.ウィルス著／富岡 清訳／化学同人 
アクティブラーニング  
キーワード 有機化学 有機合成 医薬品 材料化学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 創薬化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB0601P 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な有機化学の考え方を学ぶ。 
受講者へのコメント  
連絡先 22 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chemical Design of Medicine 
関連科目 基礎有機化学、有機化学Ｉ・ＩＩ、生物有機化学、バイオ・応用化学実験ＩＩＩ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 有機化学の基礎的な反応や考え方について復習や演習を交えながら反応パター

ン別に学習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  逆合成解析 I 考え方と方法 （その１）を学習する。 

2 回  逆合成解析 I 考え方と方法 （その２）を学習する。 
3 回  逆合成解析 II 潜在極性と官能基相互変換 （その１）を学習する。 
4 回  逆合成解析 II 潜在極性と官能基相互変換 （その２）を学習する。 
5 回  逆合成解析 III 戦略と計画 （その１）を学習する。 
6 回  逆合成解析 III 戦略と計画 （その２）を学習する。 
7 回  中間テストおよび解説により、これまでの学習内容を復習する。 



8 回  選択性 I 官能基選択性と保護基 （その１） 
準備学習 1 回  逆合成について予習すること。 

2 回 第１週の講義内容を理解すること。 
3 回 官能基の極性について予習すること。 
4 回 第３週の講義内容を理解すること。 
5 回 逆合成を用いた合成反応について予習すること。 
6 回 第５週の講義内容を理解すること。 
7 回 第６週までの講義内容を理解すること。 
8 回 官能基選択性について予習すること。 
9 回 第８週の講義内容を理解すること。 
10 回 位置選択性について予習すること。 
11 回 第１０週の講義内容を理解すること。 
12 回 立体井選択性について予習すること。 
1 

 



年度 2014 
授業コード FTB06110 
成績評価 クイズ（40％）と定期試験（60％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12) 
見出し FTB06110 セラミックス概論 
担当教員名 福原 実 
単位数 2 
教科書 「都市⼯学をささえ続ける セラミック材料入門」／加藤誠軌／アグネ技術セン

ター／978-4-901496407／2800 円 
アクティブラーニング  
キーワード 焼き物、ファインセラミックス、電子部品、焼結反応 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 実物があって理解しやすかった。毎時充実していた。セラミックスが身近にある

ことをしらなかった。→ このような感想を全員にもってもらうように努力した
いと思います。小テストの時間が短い→来年度は少し⻑く時間をとります。 

科目名 セラミックス概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適時指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB06110 
実務経験のある教員  
達成目標 セラミックス製品の発展の歴史が説明できる。セラミックスの他の材料には無い

特徴が説明出来る。代表的なセラミックスが示す特徴的な性質の発現機構が説明
出来る。主要なセラミックス製品の製造法が説明出来る。 

受講者へのコメント これを機会にセラミックスに関する本（ブルーバックス等）を読んでみてくださ
い。 

連絡先 ２２号館５階 福原研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 理解が深まった、関⼼が高まったの項目がそれぞれ 85、53％でした。満足の項目
はほぼ満足以上が 93％でした。多くの人に満足してもらったようです。 

英文科目名 Introduction to Ceramics 
関連科目 無機化学Ｉ及びＩＩ 
次回に向けての改善変更予定 実物をさらに収集したいと思います。 
講義目的 われわれは，窓ガラス，コンクリート，⾷器，ガイシなどのセラミック製品に囲

まれて生活している。電子セラミックスの発展なしには，情報化社会の発展はな
かった。このようにセラミック材料は極めて多様性に富んでいる。さらに陶磁器
などは１万年以上の歴史をもっている。将来もセラミックスが姿を消すことは無



いと考えられる。このように人類の発展とともにあゆんできたセラミックスの機
能とその背景にある科学現象を理解することを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 各国におけるセラミックスの定義の違いについて講義する。 

2 回 伝統的セラミックス原料となる地球の鉱物と、その風化によって生じる粘
土について講義する。 
3 回 粘土を原料に用いた伝統的なセラミックスである”焼き物”の歴史と製造方
法について講義する。 
4 回 伝統的セラミックス製品のタイルや⾷器、煉瓦、瓦等の製造の歴史と、それ
らが使用される際に必要とされる性質を講義する。 
5 回 粘土鉱物を例にとり、セラミックス製品を製造する際にそれが受ける加熱
変化について講義する。 
6 回 古代セメントからポルトランドセメン 

準備学習 1 回 知っているセラミックス製品をできるだけ挙げてくること。 
2 回 クラーク数と金属酸化物について調べておくこと。 
3 回 焼き物の歴史について調べておくこと。 
4 回 教科書の”タイル、煉瓦”の項を予習しておくこと。 
5 回 溶液中で起きる反応と、高温で接触している固体同士が反応するときの違
いについて考えておくこと。 
6 回 ポルトランドセメントの名称の由来を調べておくこと。日本におけるポル
トランドセメント製造量の経年変化を調べておくこと。 
7 回 コンクリート製品に要求される性能について調べておくこと。 
8 回 

 



年度 2014 
授業コード FTB0611P 
成績評価 クイズ（40％）と定期試験（60％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0611P セラミックス概論 
担当教員名 福原 実 
単位数 2 
教科書 「都市⼯学をささえ続ける セラミック材料入門」／加藤誠軌／アグネ技術セン

ター／978-4-901496407／2800 円 
アクティブラーニング  
キーワード 焼き物、ファインセラミックス、電子部品、焼結反応 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 セラミックス概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適時指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB0611P 
実務経験のある教員  
達成目標 セラミックス製品の発展の歴史が説明できる。セラミックスの他の材料には無い

特徴が説明出来る。代表的なセラミックスが示す特徴的な性質の発現機構が説明
出来る。主要なセラミックス製品の製造法が説明出来る。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２２号館５階 福原研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Ceramics 
関連科目 無機化学Ｉ及びＩＩ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 われわれは，窓ガラス，コンクリート，⾷器，ガイシなどのセラミック製品に囲

まれて生活している。電子セラミックスの発展なしには，情報化社会の発展はな
かった。このようにセラミック材料は極めて多様性に富んでいる。さらに陶磁器
などは１万年以上の歴史をもっている。将来もセラミックスが姿を消すことは無
いと考えられる。このように人類の発展とともにあゆんできたセラミックスの機
能とその背景にある科学現象を理解することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 各国におけるセラミックスの定義の違いについて講義する。 



2 回 伝統的セラミックス原料となる地球の鉱物と、その風化によって生じる粘
土について講義する。 
3 回 粘土を原料に用いた伝統的なセラミックスである”焼き物”の歴史と製造方
法について講義する。 
4 回 伝統的セラミックス製品のタイルや⾷器、煉瓦、瓦等の製造の歴史と、それ
らが使用される際に必要とされる性質を講義する。 
5 回 粘土鉱物を例にとり、セラミックス製品を製造する際にそれが受ける加熱
変化について講義する。 
6 回 古代セメントからポルトランドセメン 

準備学習 1 回 知っているセラミックス製品をできるだけ挙げてくること。 
2 回 クラーク数と金属酸化物について調べておくこと。 
3 回 焼き物の歴史について調べておくこと。 
4 回 教科書の”タイル、煉瓦”の項を予習しておくこと。 
5 回 溶液中で起きる反応と、高温で接触している固体同士が反応するときの違
いについて考えておくこと。 
6 回 ポルトランドセメントの名称の由来を調べておくこと。日本におけるポル
トランドセメント製造量の経年変化を調べておくこと。 
7 回 コンクリート製品に要求される性能について調べておくこと。 
8 回 

 



年度 2014 
授業コード FTB06711 
成績評価 研究テーマに対する理解度（50%）、データのまとめとプレゼンテーション（50%） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜08) 
見出し FTB06711 グリーンケミストリーゼミナール 
担当教員名 福原 実 
単位数 2 
教科書 各担当教員から指示がある 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 グリーンケミストリーゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各担当教員から指示がある 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB06711 
実務経験のある教員  
達成目標 １．卒業研究に関する基礎知識を得てその意義を説明できる 

２．実験データをまとめてプレゼンテーションできる 
３．実験データの解釈や次の段階への展開方法に関して討論できる 

受講者へのコメント  
連絡先 各担当教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Green Chemistry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 卒業研究のテーマに関する基礎知識や研究の遂行上必要な実験手技を習得する。 

また、実験データのまとめ方、考察や次の段階への展開方法を学ぶ。 
プレゼンテーションと討論することも学ぶ。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 卒業研究のテーマの意義を理解し、これまでに学んだことの復習や自習により、

基礎知識と研究の遂行上必要な実験手技を整理しておくこと。 
実験データをまとめてプレゼンテーションやレポートを書くために、エクセル、
パワーポイントやワード等のソフトに習熟しておくこと。 



 



年度 2014 
授業コード FTB0671P 
成績評価 研究テーマに対する理解度（50%）、データのまとめとプレゼンテーション（50%） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0671P グリーンケミストリーゼミナール 
担当教員名 福原 実 
単位数 2 
教科書 各担当教員から指示がある 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 グリーンケミストリーゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各担当教員から指示がある 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB0671P 
実務経験のある教員  
達成目標 １．卒業研究に関する基礎知識を得てその意義を説明できる 

２．実験データをまとめてプレゼンテーションできる 
３．実験データの解釈や次の段階への展開方法に関して討論できる 

受講者へのコメント  
連絡先 各担当教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Green Chemistry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 卒業研究のテーマに関する基礎知識や研究の遂行上必要な実験手技を習得する。 

また、実験データのまとめ方、考察や次の段階への展開方法を学ぶ。 
プレゼンテーションと討論することも学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 卒業研究のテーマの意義を理解し、これまでに学んだことの復習や自習により、

基礎知識と研究の遂行上必要な実験手技を整理しておくこと。 
実験データをまとめてプレゼンテーションやレポートを書くために、エクセル、
パワーポイントやワード等のソフトに習熟しておくこと。 



 



年度 2014 
授業コード FTB06811 
成績評価 研究テーマに対する理解度（50%）、データのまとめとプレゼンテーション（50%） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜08) 
見出し FTB06811 ニューセラミックスゼミナール 
担当教員名 福原 実 
単位数 2 
教科書 各担当教員から指示がある 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ニューセラミックスゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各担当教員から指示がある 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB06811 
実務経験のある教員  
達成目標 １．卒業研究に関する基礎知識を得てその意義を説明できる 

２．実験データをまとめてプレゼンテーションできる 
３．実験データの解釈や次の段階への展開方法に関して討論できる 

受講者へのコメント  
連絡先 各担当教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Ceramics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 卒業研究のテーマに関する基礎知識や研究の遂行上必要な実験手技を習得する。 

また、実験データのまとめ方、考察や次の段階への展開方法を学ぶ。 
プレゼンテーションと討論することも学ぶ。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 卒業研究のテーマの意義を理解し、これまでに学んだことの復習や自習により、

基礎知識と研究の遂行上必要な実験手技を整理しておくこと。 
実験データをまとめてプレゼンテーションやレポートを書くために、エクセル、
パワーポイントやワード等のソフトに習熟しておくこと。 



 



年度 2014 
授業コード FTB0681P 
成績評価 研究テーマに対する理解度（50%）、データのまとめとプレゼンテーション（50%） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0681P ニューセラミックスゼミナール 
担当教員名 福原 実 
単位数 2 
教科書 各担当教員から指示がある 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ニューセラミックスゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各担当教員から指示がある 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB0681P 
実務経験のある教員  
達成目標 １．卒業研究に関する基礎知識を得てその意義を説明できる 

２．実験データをまとめてプレゼンテーションできる 
３．実験データの解釈や次の段階への展開方法に関して討論できる 

受講者へのコメント  
連絡先 各担当教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Ceramics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 卒業研究のテーマに関する基礎知識や研究の遂行上必要な実験手技を習得する。 

また、実験データのまとめ方、考察や次の段階への展開方法を学ぶ。 
プレゼンテーションと討論することも学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 卒業研究のテーマの意義を理解し、これまでに学んだことの復習や自習により、

基礎知識と研究の遂行上必要な実験手技を整理しておくこと。 
実験データをまとめてプレゼンテーションやレポートを書くために、エクセル、
パワーポイントやワード等のソフトに習熟しておくこと。 



 



年度 2014 
授業コード FTB06911 
成績評価 研究テーマに対する理解度（50%）、データのまとめとプレゼンテーション（50%） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜08) 
見出し FTB06911 ナノサイエンスゼミナール 
担当教員名 福原 実 
単位数 2 
教科書 各担当教員から指示がある 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ナノサイエンスゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各担当教員から指示がある 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB06911 
実務経験のある教員  
達成目標 １．卒業研究に関する基礎知識を得てその意義を説明できる 

２．実験データをまとめてプレゼンテーションできる 
３．実験データの解釈や次の段階への展開方法に関して討論できる 

受講者へのコメント  
連絡先 各担当教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Nano-Science 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 卒業研究のテーマに関する基礎知識や研究の遂行上必要な実験手技を習得する。 

また、実験データのまとめ方、考察や次の段階への展開方法を学ぶ。 
プレゼンテーションと討論することも学ぶ。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 卒業研究のテーマの意義を理解し、これまでに学んだことの復習や自習により、

基礎知識と研究の遂行上必要な実験手技を整理しておくこと。 
実験データをまとめてプレゼンテーションやレポートを書くために、エクセル、
パワーポイントやワード等のソフトに習熟しておくこと。 



 



年度 2014 
授業コード FTB0691P 
成績評価 研究テーマに対する理解度（50%）、データのまとめとプレゼンテーション（50%） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0691P ナノサイエンスゼミナール 
担当教員名 福原 実 
単位数 2 
教科書 各担当教員から指示がある 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ナノサイエンスゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各担当教員から指示がある 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB0691P 
実務経験のある教員  
達成目標 １．卒業研究に関する基礎知識を得てその意義を説明できる 

２．実験データをまとめてプレゼンテーションできる 
３．実験データの解釈や次の段階への展開方法に関して討論できる 

受講者へのコメント  
連絡先 各担当教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Nano-Science 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 卒業研究のテーマに関する基礎知識や研究の遂行上必要な実験手技を習得する。 

また、実験データのまとめ方、考察や次の段階への展開方法を学ぶ。 
プレゼンテーションと討論することも学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 卒業研究のテーマの意義を理解し、これまでに学んだことの復習や自習により、

基礎知識と研究の遂行上必要な実験手技を整理しておくこと。 
実験データをまとめてプレゼンテーションやレポートを書くために、エクセル、
パワーポイントやワード等のソフトに習熟しておくこと。 



 



年度 2014 
授業コード FTB07011 
成績評価 研究テーマに対する理解度（50%）、データのまとめとプレゼンテーション（50%） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜08) 
見出し FTB07011 移動現象ゼミナール 
担当教員名 福原 実 
単位数 2 
教科書 各担当教員から指示がある 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 移動現象ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各担当教員から指示がある 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB07011 
実務経験のある教員  
達成目標 １．卒業研究に関する基礎知識を得てその意義を説明できる 

２．実験データをまとめてプレゼンテーションできる 
３．実験データの解釈や次の段階への展開方法に関して討論できる 

受講者へのコメント  
連絡先 各担当教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Transport Phenomena 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 卒業研究のテーマに関する基礎知識や研究の遂行上必要な実験手技を習得する。 

また、実験データのまとめ方、考察や次の段階への展開方法を学ぶ。 
プレゼンテーションと討論することも学ぶ。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 卒業研究のテーマの意義を理解し、これまでに学んだことの復習や自習により、

基礎知識と研究の遂行上必要な実験手技を整理しておくこと。 
実験データをまとめてプレゼンテーションやレポートを書くために、エクセル、
パワーポイントやワード等のソフトに習熟しておくこと。 



 



年度 2014 
授業コード FTB0701P 
成績評価 研究テーマに対する理解度（50%）、データのまとめとプレゼンテーション（50%） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0701P 移動現象ゼミナール 
担当教員名 福原 実 
単位数 2 
教科書 各担当教員から指示がある 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 移動現象ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各担当教員から指示がある 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB0701P 
実務経験のある教員  
達成目標 １．卒業研究に関する基礎知識を得てその意義を説明できる 

２．実験データをまとめてプレゼンテーションできる 
３．実験データの解釈や次の段階への展開方法に関して討論できる 

受講者へのコメント  
連絡先 各担当教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Transport Phenomena 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 卒業研究のテーマに関する基礎知識や研究の遂行上必要な実験手技を習得する。 

また、実験データのまとめ方、考察や次の段階への展開方法を学ぶ。 
プレゼンテーションと討論することも学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 卒業研究のテーマの意義を理解し、これまでに学んだことの復習や自習により、

基礎知識と研究の遂行上必要な実験手技を整理しておくこと。 
実験データをまとめてプレゼンテーションやレポートを書くために、エクセル、
パワーポイントやワード等のソフトに習熟しておくこと。 



 



年度 2014 
授業コード FTB07111 
成績評価 定期試験(90％)と課題(10％)で評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜08) 
見出し FTB07111 バイオ界面化学 
担当教員名 森山 佳子 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 界面、コロイド、界面活性剤、両親媒性物質、ミセル、表面張力、吸着、乳化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 バイオ界面化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 *本講義では、パソコンを使用して、パワーポイントをプロジェクタで提示する。 
シラバスコード FTB07111 
実務経験のある教員  
達成目標 界面とコロイドの基本的かつ特徴的な現象および界面活性剤の基本的な性質を

理解し、説明できるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先 森山佳子 研究室 12 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biocolloid and Interface Chemistry 
関連科目 「物理化学 I・II」や「分析化学 I・II」を受講していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 水の入ったビーカーに一辺 1cm の立方体を入れたとき、それが水と接触する表

面積は 6cm2(平方 cm)で、全体としては依然水である。ところが、各辺を 1/10000
に分割して、1012 個の小立方体にすれば、全体積は 1cm3(立方 cm)であるにも
かかわらず、全表面積は 6m2(平方 m)（約 3.6 畳）になる。物と物との境界面、
すなわち界面の面積が非常に広い系（コロイド分散系という）では、この界面の
性質がその系を特徴づける。このような界面で起こる現象は、実際多くの分野で
上手に利用されている。本講義では、種々の界面で特異 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 『コロイド』とは何か、『界面』とは何かを学習する。コロイドと界面の関

係とその重要性についても学習する。 



2 回 『吸着』とは何か(どのような現象か)を学習する。さらに、代表的な吸着の
タイプ[型]について学習する。 
3 回 溶液中の溶質の吸着について学習する。溶媒―溶質―吸着剤との関係につ
いても学習する。 
4 回 『表面張力』とは何かを学習する。続いて、水溶液の表面張力[水の表面張
力]と溶質の種類や濃度との関係について学習する。 
5 回 『界面張力』とは何か、『ぬれ』とは何か(どのような現象か)を学習する。 
 

準備学習 1 回 高校の化学の教科書で、『コロイド』、『コロイドに特徴的な現象』について
復習しておくこと。 
2 回 前回の講義内容を十分に復習しておくこと。また、配布したプリントの、
『吸着』のところの用語(例えば、Langmuir の吸着等温式)などを調べてみるこ
と。 
3 回 前回までの講義内容を十分に復習しておくこと。また、配布したプリントの
講義内容に該当するところの用語などを調べてみること。 
4 回 前回までの講義内容を十分に復習しておくこと。 
『表面張力』とは何か、「20℃における水とエタノールの表面張力の値は同じか？ 

 



年度 2014 
授業コード FTB0711P 
成績評価 定期試験(90％)と課題(10％)で評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0711P バイオ界面化学 
担当教員名 森山 佳子 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 界面、コロイド、界面活性剤、両親媒性物質、ミセル、表面張力、吸着、乳化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 バイオ界面化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 *本講義では、パソコンを使用して、パワーポイントをプロジェクタで提示する。 
シラバスコード FTB0711P 
実務経験のある教員  
達成目標 界面とコロイドの基本的かつ特徴的な現象および界面活性剤の基本的な性質を

理解し、説明できるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先 森山佳子 研究室 12 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biocolloid and Interface Chemistry 
関連科目 「物理化学 I・II」や「分析化学 I・II」を受講していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 水の入ったビーカーに一辺 1cm の立方体を入れたとき、それが水と接触する表

面積は 6cm2(平方 cm)で、全体としては依然水である。ところが、各辺を 1/10000
に分割して、1012 個の小立方体にすれば、全体積は 1cm3(立方 cm)であるにも
かかわらず、全表面積は 6m2(平方 m)（約 3.6 畳）になる。物と物との境界面、
すなわち界面の面積が非常に広い系（コロイド分散系という）では、この界面の
性質がその系を特徴づける。このような界面で起こる現象は、実際多くの分野で
上手に利用されている。本講義では、種々の界面で特異 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 『コロイド』とは何か、『界面』とは何かを学習する。コロイドと界面の関

係とその重要性についても学習する。 



2 回 『吸着』とは何か(どのような現象か)を学習する。さらに、代表的な吸着の
タイプ[型]について学習する。 
3 回 溶液中の溶質の吸着について学習する。溶媒―溶質―吸着剤との関係につ
いても学習する。 
4 回 『表面張力』とは何かを学習する。続いて、水溶液の表面張力[水の表面張
力]と溶質の種類や濃度との関係について学習する。 
5 回 『界面張力』とは何か、『ぬれ』とは何か(どのような現象か)を学習する。 
 

準備学習 1 回 高校の化学の教科書で、『コロイド』、『コロイドに特徴的な現象』について
復習しておくこと。 
2 回 前回の講義内容を十分に復習しておくこと。また、配布したプリントの、
『吸着』のところの用語(例えば、Langmuir の吸着等温式)などを調べてみるこ
と。 
3 回 前回までの講義内容を十分に復習しておくこと。また、配布したプリントの
講義内容に該当するところの用語などを調べてみること。 
4 回 前回までの講義内容を十分に復習しておくこと。 
『表面張力』とは何か、「20℃における水とエタノールの表面張力の値は同じか？ 

 



年度 2014 
授業コード FTB07210 
成績評価 定期試験（90％）および課題（10％）で評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12) 
見出し FTB07210 タンパク質化学 
担当教員名 森山 佳子 
単位数 2 
教科書 プリント（資料）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード アミノ酸、タンパク質、ペプチド結合、タンパク質構造、ホモポリペプチド、変

性、フォールディング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「分かりやすい」、「講義資料が大変学習の助けになった」、「この分野への理解が

深まった」、「お大事に」 
（回答） 
そう思ってもらえれば、いい。本学科を卒業する以上、タンパク質についてもこ
の講義程度の知識は社会に出ても必要な時があるだろう。 

科目名 タンパク質化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 *本講義では、パソコンを使用して、パワーポイントをプロジェクタで提示する。 
シラバスコード FTB07210 
実務経験のある教員  
達成目標 タンパク質を構成するアミノ酸の構造や種類、タンパク質の構造とその安定性な

ど、アミノ酸とタンパク質の基本事項を理解し、説明できるようになる。 
受講者へのコメント この授業の目的は、タンパク質についての基礎知識を身につけ、他の人に説明で

きるようになることである。タンパク質については、サイエンスレベルから日常
の生活レベルまでのニュースも見聞する機会も多いはずである。この授業を機会
に、この関連分野に大いに興味をもってほしい。 

連絡先 森山佳子 研究室 12 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【B】の「この授業におけるあなたの成⻑」が理解・興味・関⼼・技能技術合わ
せて 139.1％（これだけ複数回答含む）、【Ｃ】の「総合評価」の 5）「授業目標達
成」について「できた」「だいたいできた」が 67.4％、６）「教員の意欲」につい
て「感じられた」が 82.6％、「少し感じられた」が 10.9％で合わせて 93.5％、7）
「授業の満足」について「満足」「ほぼ満足」が 89.1％であった。教員の意欲が
伝わっていることはうれしい。 



英文科目名 Protein Chemistry 
関連科目 「生化学 I・II」、「分析化学 I・II」、「コロイド界面化学」を受講していることが

望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 この講義は、2015 年度以降は開講しないことになっている。 
講義目的 最近、生物化学や生物物理学に関する話題は、テレビや新聞を通じて、勝手に茶

の間にまで入ってくる。そのような話題の中に、“タンパク質”という言葉がある。
このタンパク質が、生命体の構築−維持に重要な役割を演じている。数十年前ま
でタンパク質は、何か“粒”のようなものと認識されていたが、今やその微細構造
はもちろん、その機能や生合成の方法まで解明されつつある。本講義では、おも
にタンパク質の構造について概説する。また、私自身が溶液状態でのタンパク質
の構造変化に少なからぬ関⼼をもっているので、研究上の失敗談やまれにある成 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 『タンパク質』とはどのようなものかを簡単に説明する。続いて、タンパク

質を構成する『アミノ酸』について、その構造と構造上の特徴について学習する。 
2 回 『アミノ酸の構造による分類』と『アミノ酸の性質』について学習する。 
3 回 『ペプチド』および『タンパク質』とは何か『ペプチド結合』とは何につい
て学習する。タンパク質の構造にも簡単にふれる。 
4 回 タンパク質の『一次構造』とは何かを学習する。続いて、『一次構造』の決
定法と、それに関連した『アミノ酸の化学反応』について学習する。 
5 回 『球状タンパク質』、 

準備学習 1 回 高校の化学や生物の教科書あるいはこれまでに受講した生化学等の教科書
で、『アミノ酸』とは何か、『タンパク質』とは何かを復習しておくこと。 
2 回 前回の講義内容を十分に復習すること。 
アミノ酸の解離について講義をするをするので、弱酸・弱塩基の電離(解離)と pH
の関係を分析化学等の教科書で復習または予習しておくこと。 
3 回 前回までの講義内容を十分に復習すること。 
『ペプチド結合』とは何か、『ペプチド』と『タンパク質』は同じものか、違うも
のかを生化学等の教科書で復習または予習しておくこと。また、「タンパク 

 



年度 2014 
授業コード FTB0721P 
成績評価 定期試験（90％）および課題（10％）で評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0721P タンパク質化学 
担当教員名 森山 佳子 
単位数 2 
教科書 プリント（資料）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード アミノ酸、タンパク質、ペプチド結合、タンパク質構造、ホモポリペプチド、変

性、フォールディング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 タンパク質化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 *本講義では、パソコンを使用して、パワーポイントをプロジェクタで提示する。 
シラバスコード FTB0721P 
実務経験のある教員  
達成目標 タンパク質を構成するアミノ酸の構造や種類、タンパク質の構造とその安定性な

ど、アミノ酸とタンパク質の基本事項を理解し、説明できるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先 森山佳子 研究室 12 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Protein Chemistry 
関連科目 「生化学 I・II」、「分析化学 I・II」、「コロイド界面化学」を受講していることが

望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 最近、生物化学や生物物理学に関する話題は、テレビや新聞を通じて、勝手に茶

の間にまで入ってくる。そのような話題の中に、“タンパク質”という言葉がある。
このタンパク質が、生命体の構築−維持に重要な役割を演じている。数十年前ま
でタンパク質は、何か“粒”のようなものと認識されていたが、今やその微細構造
はもちろん、その機能や生合成の方法まで解明されつつある。本講義では、おも
にタンパク質の構造について概説する。また、私自身が溶液状態でのタンパク質
の構造変化に少なからぬ関⼼をもっているので、研究上の失敗談やまれにある成 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 『タンパク質』とはどのようなものかを簡単に説明する。続いて、タンパク
質を構成する『アミノ酸』について、その構造と構造上の特徴について学習する。 
2 回 『アミノ酸の構造による分類』と『アミノ酸の性質』について学習する。 
3 回 『ペプチド』および『タンパク質』とは何か『ペプチド結合』とは何につい
て学習する。タンパク質の構造にも簡単にふれる。 
4 回 タンパク質の『一次構造』とは何かを学習する。続いて、『一次構造』の決
定法と、それに関連した『アミノ酸の化学反応』について学習する。 
5 回 『球状タンパク質』、 

準備学習 1 回 高校の化学や生物の教科書あるいはこれまでに受講した生化学等の教科書
で、『アミノ酸』とは何か、『タンパク質』とは何かを復習しておくこと。 
2 回 前回の講義内容を十分に復習すること。 
アミノ酸の解離について講義をするをするので、弱酸・弱塩基の電離(解離)と pH
の関係を分析化学等の教科書で復習または予習しておくこと。 
3 回 前回までの講義内容を十分に復習すること。 
『ペプチド結合』とは何か、『ペプチド』と『タンパク質』は同じものか、違うも
のかを生化学等の教科書で復習または予習しておくこと。また、「タンパク 

 



年度 2014 
授業コード FTB07310 
成績評価 毎回の演習問題：20％、課題：20％、テストの成績：60％ 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12) 
見出し FTB07310 分子生物学 
担当教員名 川瀬 雅也＊ 
単位数 2 
教科書 「基礎分子生物学」／⽥村隆明、村松正實著／東京化学同人／9784807906550 
アクティブラーニング  
キーワード 上記の項目 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 図はテキストにも類似のものがあり、説明のポイントをメモしてもらえるとよか

ったと思う。 
科目名 分子生物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 池上・海⽼原著 日本バイオ技術教育学会監修 分子生物学＜第２版＞ 講談社 

杉山・滝澤・久保 共著 「遺伝子とタンパク質の分子解剖」 共立 
石⽥寅夫 著「ノーベル賞から見た遺伝子の分子生物学入門」化学同人 
H. F. ジャドソン 著、野⽥春彦 訳 「分子生物学の夜明け」（上）、（下） 
東京化学同人 
R. オルビー 著、⻑野他 訳 二重らせんへの道（上）、（下） 
ライフサイエンスのための分子生物学入門／駒野・酒井著／裳華房 ２８００円
＋TAX 
マクマリー生物有機化学・生化学編 第２版応用生化学で用いたもの）／ 

授業形態 講義 
注意備考 ・生化学Ｉ・II を受講しておくこと。細胞生理学も受講するのが望ましい 

・講義期間中に１回の休講が入り（日は未定）、その補講を実施する予定です（日
時未定）。 
※ 

シラバスコード FTB07310 
実務経験のある教員  
達成目標 次の項目を理解し、説明できるようになること 

DNA と RNA の構造、DNA の複製機構、転写と翻訳、遺伝子の発現調節、リプ
レッサー、オペレーター、構造遺伝子 h、制御遺伝子、オペロン、突然変異、変
異原、変異の修復、相同組み換え、トランスポゾン 
新聞やマスコミ報道を聞いて正しく理解し、誤った情報に惑わされない能力を身
に付けること 

受講者へのコメント テキストを読んで、自習する習慣もつけてほしいと思う。 
連絡先 川瀬雅也（非常勤）：m_kawase[＠]nagahama-i-bio.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 少し自習時間が短いように感じた。 

講義に関しては、図の配布なども検討する必要があったかと思う。 
英文科目名 Molecular Biology 
関連科目 生物学Ｉ・II、応用生化学Ｉ・II、細胞生理学、遺伝子⼯学、 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 従来、ブラックボックスとして取り扱われてきた生体を科学的、論理的に分子の

レベルからその機能を明らかにしていこうというのが分子生物学である。本講義
を取得することで、分子生物学の基本用語と事項について理解できるようにな
る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  遺伝子の本体である核酸 DNA、RNA の構造、遺伝情報の流れ、セントラ

ルドグマについて理解する（教科書５、６章) 
2 回  遺伝情報の転写について理解する（その１）（教科書８章） 
3 回  遺伝情報の転写について理解する（その２）（教科書８章） 
4 回  タンパク質合成：遺伝情報の翻訳について理解する（教科書９章） 
5 回  第１回理解度確認試験 
試験範囲は教科書８、９章 
6 回  第１回試験答案の返却と解説、DNA の複製１（１０章） 
7 回  DNA の複製２（１０章） 
8 回  遺伝子の変異と修復（１１章） 
 

準備学習 1 回 このシラバスをよく読み、記載された事柄を理解し承諾の上、講義に望むこ
と。 
受講を考えている者は、１回目の講義に必ず出席すること 
教科書５章と６章を読んでおくこと 
2 回  教科書８章をよく読み、疑問点をまとめて講義に望むこと． 
 概ね 8.8 までの範囲と考えること 
3 回   教科書８章をよく読み、疑問点を整理しておくこと 
 概ね 8.9 から章末までの範囲と考えること 
4 回  教科書９章をよく読み、疑問点を整理しておくこと 
5 回 試験範囲を十分復習しておくこと 
6 回 試験問題を持参すること、テキスト１０章を 

 



年度 2014 
授業コード FTB0731P 
成績評価 毎回の演習問題：20％、課題：20％、テストの成績：60％ 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0731P 分子生物学 
担当教員名 川瀬 雅也＊ 
単位数 2 
教科書 「基礎分子生物学」／⽥村隆明、村松正實著／東京化学同人／9784807906550 
アクティブラーニング  
キーワード 上記の項目 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 分子生物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 池上・海⽼原著 日本バイオ技術教育学会監修 分子生物学＜第２版＞ 講談社 

杉山・滝澤・久保 共著 「遺伝子とタンパク質の分子解剖」 共立 
石⽥寅夫 著「ノーベル賞から見た遺伝子の分子生物学入門」化学同人 
H. F. ジャドソン 著、野⽥春彦 訳 「分子生物学の夜明け」（上）、（下） 
東京化学同人 
R. オルビー 著、⻑野他 訳 二重らせんへの道（上）、（下） 
ライフサイエンスのための分子生物学入門／駒野・酒井著／裳華房 ２８００円
＋TAX 
マクマリー生物有機化学・生化学編 第２版応用生化学で用いたもの）／ 

授業形態 講義 
注意備考 ・生化学Ｉ・II を受講しておくこと。細胞生理学も受講するのが望ましい 

・講義期間中に１回の休講が入り（日は未定）、その補講を実施する予定です（日
時未定）。 
※ 

シラバスコード FTB0731P 
実務経験のある教員  
達成目標 次の項目を理解し、説明できるようになること 

DNA と RNA の構造、DNA の複製機構、転写と翻訳、遺伝子の発現調節、リプ
レッサー、オペレーター、構造遺伝子 h、制御遺伝子、オペロン、突然変異、変
異原、変異の修復、相同組み換え、トランスポゾン 
新聞やマスコミ報道を聞いて正しく理解し、誤った情報に惑わされない能力を身
に付けること 

受講者へのコメント  
連絡先 川瀬雅也（非常勤）：m_kawase[＠]nagahama-i-bio.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見  
英文科目名 Molecular Biology 
関連科目 生物学Ｉ・II、応用生化学Ｉ・II、細胞生理学、遺伝子⼯学、 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 従来、ブラックボックスとして取り扱われてきた生体を科学的、論理的に分子の

レベルからその機能を明らかにしていこうというのが分子生物学である。本講義
を取得することで、分子生物学の基本用語と事項について理解できるようにな
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  遺伝子の本体である核酸 DNA、RNA の構造、遺伝情報の流れ、セントラ

ルドグマについて理解する（教科書５、６章) 
2 回  遺伝情報の転写について理解する（その１）（教科書８章） 
3 回  遺伝情報の転写について理解する（その２）（教科書８章） 
4 回  タンパク質合成：遺伝情報の翻訳について理解する（教科書９章） 
5 回  第１回理解度確認試験 
試験範囲は教科書８、９章 
6 回  第１回試験答案の返却と解説、DNA の複製１（１０章） 
7 回  DNA の複製２（１０章） 
8 回  遺伝子の変異と修復（１１章） 
 

準備学習 1 回 このシラバスをよく読み、記載された事柄を理解し承諾の上、講義に望むこ
と。 
受講を考えている者は、１回目の講義に必ず出席すること 
教科書５章と６章を読んでおくこと 
2 回  教科書８章をよく読み、疑問点をまとめて講義に望むこと． 
 概ね 8.8 までの範囲と考えること 
3 回   教科書８章をよく読み、疑問点を整理しておくこと 
 概ね 8.9 から章末までの範囲と考えること 
4 回  教科書９章をよく読み、疑問点を整理しておくこと 
5 回 試験範囲を十分復習しておくこと 
6 回 試験問題を持参すること、テキスト１０章を 

 



年度 2014 
授業コード FTB07410 
成績評価 課題研究（ディスカッションの自己評価、グループ内相互評価、教員による評価、

プレゼンテーションのグループ間相互評価、教員による評価、最終レポートの総
計で 50％）、試験（50％）。 
但し、この講義は出席してディスカッションするすることに大きな意義があるた
め、ディスカッション欠席の場合は５点/回、減点する。 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12) 
見出し FTB07410 遺伝子⼯学 
担当教員名 滝澤 昇 
単位数 2 
教科書 ・プリント（指定されたＷＥＢサイトより各自ダウンロードしてプリントするこ

と） 
・遺伝子⼯学（第２版）／ 日本バイオ技術教育協会監修、村山他著／ 講談社 
2500 円＋消費税 

アクティブラーニング  
キーワード 遺伝子操作、宿主、ベクター、プラスミド、ファージ、制限酵素、修飾酵素、突

出末端、平滑末端、形質転換、サザンハイブリダイゼーション、大腸菌、枯草菌、
酵⺟、物理的封じ込めレベル、生物的封じ込めレベル、ＰＣＲ、サンガー法、部
位特異的変異法、 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・プレゼンがあったのが楽しく、これから社会にでても役立つようなことだった

のでよかった。 
遺伝子⼯学は専門性の高い選択科目ですが、受講者の皆さんのほとんどはこの路
に進むことはありませんので、リテラシーと言う面に重点を置いています。そこ
で興味をもって自分で学ぶ力を付けてほしいと考えています。専門は奥深いで
す。すべてを大学の授業で取り扱うことはできません、授業では、皆さんの引き
出しを増やすと共に、その中に入れる力を付けてもらえれば、その後の人生で皆
さんが引き出しの中を一杯にしてくれることでしょう。期待していま 

科目名 遺伝子⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・基礎から学ぶ遺伝子⼯学／⽥村／羊土社 

・遺伝子とタンパク質の分子解剖／杉山・滝澤・久保／共立、  
・組換え DNA の分子生物学／ワトソン 
・「遺伝子操作の原理」第５版／ R.W.オールド、S.B.プリムローズ 共著、関口
睦夫 他 訳／ 培風館 
・レクチャーバイオテクノロジー／橋本直樹著／培風館 

授業形態 講義 
注意備考 ・「生化学Ｉ・II」「分子生物学」を受講しておくこと。この授業を理解する上で

必要です。 



・課題研究のグループディスカッションと、PC とプロジェクターによるプレゼ
ンテーションが全員に課される。課題の決定に際しては、教科書の５〜６章をよ
く読むこと 
・初回の講義において班分けをするので、必ず初回に出席すること。また班決定
後の受講放棄は、同じ班のメンバーに迷惑がかかるので、認めない。 
・この講義は出席してディスカッションするすることに大きな意義があるため、
ディスカッション欠席の場合は５点/回、減点する。 
・受講者 

シラバスコード FTB07410 
実務経験のある教員  
達成目標 ・遺伝子操作技術の原理を理解し、そのと応用について知る 

・遺伝子組換えについて正しい評価をする能力を得る 
・自ら学び表現する技術を修得する 

受講者へのコメント 今年は発表の議論がやや進まなかったように感じられました。 
連絡先 ・研究室：１２号館５階 

・電子メール：takizawan[アトマーク]dac.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 時間外学修にも時間を掛け、その結果として理解が深まった様子が読み取れま
す。目標達成度も満足度も換算すると 4.0 を越えており、よかったと思います 

英文科目名 Gene Engineering 
関連科目 応用生化学、細胞生理学、分子生物学、微生物バイオテクノロジー、細胞バイオ

テクノロジー 
次回に向けての改善変更予定 特に変更する予定はありませんが、学生の議論が進むように仕向けていきたいと

思います。 
講義目的 分子生物学より得られた知見に基づいて発展した遺伝子⼯学について、その基本

技術を理解し、産業・医療などへの応用例を知ることができる。なお講義中にコ
ミュニケーションシート、レポート、および課題研究のグループディスカッショ
ンと成果のパソコンとプロジェクターによるプレゼンテーションが全員に課さ
れ、他と協調して調査し、まとめ、発表する能力を獲得することができきる。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ・授業の進め方や評価法について理解する。 

・遺伝子⼯学の概要、意義、安全性について理解する。 
2 回 ・遺伝子⼯学で利用される試薬・酵素とその利用について理解する 
  制限酵素・リガーゼ 
・プレゼンテーション班分けを行う。 
・班別ディスカッションを行う。テーマの提案 
・以後第９回までは、時限後半の２０分程度をグループでのディスカッションに
充てる。 
3 回 ・遺伝子⼯学で利用される酵素とその利用について理解する 
  ポリメラーゼ、ヌクレアーゼ、ポリメラーゼ、キナーゼ 
・班別ディスカッション（テーマの検討 



準備学習 1 回 このシラバスを読み、内容を理解した上で受講すること 
発表テーマを考えておくこと 
2 回 指定された資料をダウンロード後プリントし、目を通しておくこと 
教科書 １.２章、２.１章を読み、キーワードを書き出しておくこと 
各班で決定したテーマについて調査すること 
3 回 指定された資料をダウンロード後プリントし、目を通しておくこと 
教科書 １.２章、２.１章を読み、キーワードを書き出しておくこと 
各班で決定したテーマについて調査すること 
4 回 指定された資料をダウンロード後プリントし、目を通しておくこと 
教科 

 



年度 2014 
授業コード FTB0741P 
成績評価 課題研究（ディスカッションの自己評価、グループ内相互評価、教員による評価、

プレゼンテーションのグループ間相互評価、教員による評価、最終レポートの総
計で 50％）、試験（50％）。 
但し、この講義は出席してディスカッションするすることに大きな意義があるた
め、ディスカッション欠席の場合は５点/回、減点する。 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0741P 遺伝子⼯学 
担当教員名 滝澤 昇 
単位数 2 
教科書 ・プリント（指定されたＷＥＢサイトより各自ダウンロードしてプリントするこ

と） 
・遺伝子⼯学（第２版）／ 日本バイオ技術教育協会監修、村山他著／ 講談社 
2500 円＋消費税 

アクティブラーニング  
キーワード 遺伝子操作、宿主、ベクター、プラスミド、ファージ、制限酵素、修飾酵素、突

出末端、平滑末端、形質転換、サザンハイブリダイゼーション、大腸菌、枯草菌、
酵⺟、物理的封じ込めレベル、生物的封じ込めレベル、ＰＣＲ、サンガー法、部
位特異的変異法、 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 遺伝子⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・基礎から学ぶ遺伝子⼯学／⽥村／羊土社 

・遺伝子とタンパク質の分子解剖／杉山・滝澤・久保／共立、  
・組換え DNA の分子生物学／ワトソン 
・「遺伝子操作の原理」第５版／ R.W.オールド、S.B.プリムローズ 共著、関口
睦夫 他 訳／ 培風館 
・レクチャーバイオテクノロジー／橋本直樹著／培風館 

授業形態 講義 
注意備考 ・「生化学Ｉ・II」「分子生物学」を受講しておくこと。この授業を理解する上で

必要です。 
・課題研究のグループディスカッションと、PC とプロジェクターによるプレゼ
ンテーションが全員に課される。課題の決定に際しては、教科書の５〜６章をよ
く読むこと 
・初回の講義において班分けをするので、必ず初回に出席すること。また班決定
後の受講放棄は、同じ班のメンバーに迷惑がかかるので、認めない。 
・この講義は出席してディスカッションするすることに大きな意義があるため、
ディスカッション欠席の場合は５点/回、減点する。 



・受講者 
シラバスコード FTB0741P 
実務経験のある教員  
達成目標 ・遺伝子操作技術の原理を理解し、そのと応用について知る 

・遺伝子組換えについて正しい評価をする能力を得る 
・自ら学び表現する技術を修得する 

受講者へのコメント  
連絡先 ・研究室：１２号館５階 

・電子メール：takizawan[アトマーク]dac.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Gene Engineering 
関連科目 応用生化学、細胞生理学、分子生物学、微生物バイオテクノロジー、細胞バイオ

テクノロジー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 分子生物学より得られた知見に基づいて発展した遺伝子⼯学について、その基本

技術を理解し、産業・医療などへの応用例を知ることができる。なお講義中にコ
ミュニケーションシート、レポート、および課題研究のグループディスカッショ
ンと成果のパソコンとプロジェクターによるプレゼンテーションが全員に課さ
れ、他と協調して調査し、まとめ、発表する能力を獲得することができきる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ・授業の進め方や評価法について理解する。 

・遺伝子⼯学の概要、意義、安全性について理解する。 
2 回 ・遺伝子⼯学で利用される試薬・酵素とその利用について理解する 
  制限酵素・リガーゼ 
・プレゼンテーション班分けを行う。 
・班別ディスカッションを行う。テーマの提案 
・以後第９回までは、時限後半の２０分程度をグループでのディスカッションに
充てる。 
3 回 ・遺伝子⼯学で利用される酵素とその利用について理解する 
  ポリメラーゼ、ヌクレアーゼ、ポリメラーゼ、キナーゼ 
・班別ディスカッション（テーマの検討 

準備学習 1 回 このシラバスを読み、内容を理解した上で受講すること 
発表テーマを考えておくこと 
2 回 指定された資料をダウンロード後プリントし、目を通しておくこと 
教科書 １.２章、２.１章を読み、キーワードを書き出しておくこと 
各班で決定したテーマについて調査すること 
3 回 指定された資料をダウンロード後プリントし、目を通しておくこと 
教科書 １.２章、２.１章を読み、キーワードを書き出しておくこと 
各班で決定したテーマについて調査すること 
4 回 指定された資料をダウンロード後プリントし、目を通しておくこと 



教科 
 



年度 2014 
授業コード FTB07711 
成績評価 定期試験(100%) 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜08) 
見出し FTB07711 細胞生理学Ⅱ 
担当教員名 大塚 隆尚 
単位数 2 
教科書 第 4 版マクマリー生物有機化学 生化学編／菅原二三男 監訳／丸善／978-4-

621082836 
教科書に記載が無い範囲は資料を配付する 

アクティブラーニング  
キーワード 脂質、タンパク質、シグナル伝達、受容体 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 細胞生理学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中村桂子・松原謙一 監訳、Essential 細胞生物学、南江堂 
授業形態 講義 
注意備考 生化学 I・II の受講を前提とする 
シラバスコード FTB07711 
実務経験のある教員  
達成目標 脂質と窒素の代謝、およびシグナルの伝達について概略を学び、最新のバイオサ

イエンスを理解する基礎を作る。 
受講者へのコメント  
連絡先 大塚隆尚 12 号館 4-3 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Cell Physiology II 
関連科目 生化学 I・II、細胞バイオテクノロジー、発酵生産と機能性⾷品 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 我々は生命活動を遂行してゆくために、栄養素を摂取してそれらをエネルギー源

や成体を構成する物質として利用している。さらに、生体の各器官が協調してそ
の機能を発揮するために、各器官を構成する細胞が様々な情報(シグナル)を発信
したり受け取ったりしている。本講義では、脂質と窒素の代謝についての理解を
深め、さらに細胞のシグナルの受け渡しを分子レベルで理解する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションで講義の概要を把握する 

2 回  脂質の代謝１，脂質の消化と吸収について学習する 



3 回  脂質の代謝２，脂質の代謝について学習する 
4 回  窒素の代謝１，タンパク質の消化と吸収について学習する 
5 回  窒素の代謝２，タンパク質の代謝について学習する 
6 回  シグナル伝達１，生体のシグナル伝達の概要について学習する 
7 回  シグナル伝達２，生体のシグナル伝達の具体例について学習する 
8 回  前半のまとめ、これまでに学んだ知識の整理をする 
9 回  受容体とリガンド１、受容体とリガンドの 

準備学習 1 回  シラバスを確認して自分なりの講義のイメージを作っておくこと 
2 回  教科書で脂質の消化と吸収について調べておくこと 
3 回  教科書で脂質の代謝について調べておくこと 
4 回  教科書でタンパク質の消化と吸収について調べておくこと 
5 回  教科書でタンパク質の代謝について調べておくこと 
6 回  渡された資料を参考にシグナル伝達の概要を調べておくこと 
7 回  渡された資料を参考にシグナル伝達の具体例を調べておくこと 
8 回  前半の授業の復習をして知識の整理をしておくこと 
9 回  渡された資料を参考にして 

 



年度 2014 
授業コード FTB0771P 
成績評価 定期試験(100%) 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0771P 細胞生理学Ⅱ 
担当教員名 大塚 隆尚 
単位数 2 
教科書 第 4 版マクマリー生物有機化学 生化学編／菅原二三男 監訳／丸善／978-4-

621082836 
教科書に記載が無い範囲は資料を配付する 

アクティブラーニング  
キーワード 脂質、タンパク質、シグナル伝達、受容体 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 細胞生理学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中村桂子・松原謙一 監訳、Essential 細胞生物学、南江堂 
授業形態 講義 
注意備考 生化学 I・II の受講を前提とする 
シラバスコード FTB0771P 
実務経験のある教員  
達成目標 脂質と窒素の代謝、およびシグナルの伝達について概略を学び、最新のバイオサ

イエンスを理解する基礎を作る。 
受講者へのコメント  
連絡先 大塚隆尚 12 号館 4-3 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Cell Physiology II 
関連科目 生化学 I・II、細胞バイオテクノロジー、発酵生産と機能性⾷品 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 我々は生命活動を遂行してゆくために、栄養素を摂取してそれらをエネルギー源

や成体を構成する物質として利用している。さらに、生体の各器官が協調してそ
の機能を発揮するために、各器官を構成する細胞が様々な情報(シグナル)を発信
したり受け取ったりしている。本講義では、脂質と窒素の代謝についての理解を
深め、さらに細胞のシグナルの受け渡しを分子レベルで理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションで講義の概要を把握する 

2 回  脂質の代謝１，脂質の消化と吸収について学習する 



3 回  脂質の代謝２，脂質の代謝について学習する 
4 回  窒素の代謝１，タンパク質の消化と吸収について学習する 
5 回  窒素の代謝２，タンパク質の代謝について学習する 
6 回  シグナル伝達１，生体のシグナル伝達の概要について学習する 
7 回  シグナル伝達２，生体のシグナル伝達の具体例について学習する 
8 回  前半のまとめ、これまでに学んだ知識の整理をする 
9 回  受容体とリガンド１、受容体とリガンドの 

準備学習 1 回  シラバスを確認して自分なりの講義のイメージを作っておくこと 
2 回  教科書で脂質の消化と吸収について調べておくこと 
3 回  教科書で脂質の代謝について調べておくこと 
4 回  教科書でタンパク質の消化と吸収について調べておくこと 
5 回  教科書でタンパク質の代謝について調べておくこと 
6 回  渡された資料を参考にシグナル伝達の概要を調べておくこと 
7 回  渡された資料を参考にシグナル伝達の具体例を調べておくこと 
8 回  前半の授業の復習をして知識の整理をしておくこと 
9 回  渡された資料を参考にして 

 



年度 2014 
授業コード FTB07910 
成績評価 定期試験 (100%) 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12) 
見出し FTB07910 発酵生産と機能性⾷品 
担当教員名 大塚 隆尚 
単位数 2 
教科書 資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 機能性⾷品、メタボリックシンドローム、がん、⽼化、発酵生産、⾷中毒 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 プリントが若干見づらいと感じました → 資料を印刷して渡しているが、印刷

機の性能に限界があります 
身近な⾷品の科学的考察が非常におもしろく、たいへん有意義な講義でした → 
卒業研究に生かして下さい 
この分野についての関⼼が高まりました → 卒業研究に生かして下さい 

科目名 発酵生産と機能性⾷品 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 須見洋行 著、⾷品機能学への招待 三共出版 

高尾彰一 栃倉⾠六郎 鵜高重三 編、応用微生物学 文永堂出版 
授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード FTB07910 
実務経験のある教員  
達成目標 機能性⾷品としてどのようなものがあり、なぜそれが有用であるか理解する。ま

た、微生物がどのような有用物質を生産するか理解し、⾷中毒についての理解も
深める。 

受講者へのコメント 重要な項目を強調したが、それを理解しない学生が散見された 
連絡先 大塚隆尚 12 号館 4-3 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好な評価であった 
英文科目名 Fermentation Process and Functional Foods 
関連科目 生化学Ⅰ・Ⅱ、細胞生理学 
次回に向けての改善変更予定 ⻑寿など、研究の進展が早い分野は内容を更新する 
講義目的 前半は機能性⾷品の概念とその具体例について学ぶ。後半は微生物による有用物

質の生産の具体例について学び、⾷中毒についての知識も身につける。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 機能性⾷品の概要について学習する 



2 回 酸化ストレスと⾷品の抗酸化性成分について学習する 
3 回 メタボリックシンドロームに対応する⾷品の機能性成分について学習する 
4 回 がんの予防に関わる⾷品の機能性成分について学習する 
5 回 循環器病に対応する⾷品の機能性成分について学習する 
6 回 その他疾患に対応する⾷品の機能性成分について学習する 
7 回 前半に学んだ知識の整理をする 
8 回 発酵生産の概略について学習する 
9 回 発酵⾷品について学習する 
10 回 酒類の発酵生産１，醸造酒について学習する 
11 回 

準備学習 1 回 シラバスを確認して自分なりの講義のイメージを作っておくこと 
2 回 渡された資料を参考にして酸化ストレスと⾷品の抗酸化性成分について調
べておくこと 
3 回 渡された資料を参考にしてメタボリックシンドロームとそれに対応する⾷
品の機能性成分について調べておくこと 
4 回 渡された資料を参考にしてがんの予防に関わる⾷品の機能性成分について
調べておくこと 
5 回 渡された資料を参考にして循環器病に対応する⾷品の機能性成分について
調べておくこと 
6 回 渡された資料を参考にしてその他疾患に対応する⾷品の機能性成分につい 

 



年度 2014 
授業コード FTB0791P 
成績評価 定期試験 (100%) 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0791P 発酵生産と機能性⾷品 
担当教員名 大塚 隆尚 
単位数 2 
教科書 資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 機能性⾷品、メタボリックシンドローム、がん、⽼化、発酵生産、⾷中毒 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 発酵生産と機能性⾷品 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 須見洋行 著、⾷品機能学への招待 三共出版 

高尾彰一 栃倉⾠六郎 鵜高重三 編、応用微生物学 文永堂出版 
授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード FTB0791P 
実務経験のある教員  
達成目標 機能性⾷品としてどのようなものがあり、なぜそれが有用であるか理解する。ま

た、微生物がどのような有用物質を生産するか理解し、⾷中毒についての理解も
深める。 

受講者へのコメント  
連絡先 大塚隆尚 12 号館 4-3 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fermentation Process and Functional Foods 
関連科目 生化学Ⅰ・Ⅱ、細胞生理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 前半は機能性⾷品の概念とその具体例について学ぶ。後半は微生物による有用物

質の生産の具体例について学び、⾷中毒についての知識も身につける。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 機能性⾷品の概要について学習する 

2 回 酸化ストレスと⾷品の抗酸化性成分について学習する 
3 回 メタボリックシンドロームに対応する⾷品の機能性成分について学習する 
4 回 がんの予防に関わる⾷品の機能性成分について学習する 
5 回 循環器病に対応する⾷品の機能性成分について学習する 



6 回 その他疾患に対応する⾷品の機能性成分について学習する 
7 回 前半に学んだ知識の整理をする 
8 回 発酵生産の概略について学習する 
9 回 発酵⾷品について学習する 
10 回 酒類の発酵生産１，醸造酒について学習する 
11 回 

準備学習 1 回 シラバスを確認して自分なりの講義のイメージを作っておくこと 
2 回 渡された資料を参考にして酸化ストレスと⾷品の抗酸化性成分について調
べておくこと 
3 回 渡された資料を参考にしてメタボリックシンドロームとそれに対応する⾷
品の機能性成分について調べておくこと 
4 回 渡された資料を参考にしてがんの予防に関わる⾷品の機能性成分について
調べておくこと 
5 回 渡された資料を参考にして循環器病に対応する⾷品の機能性成分について
調べておくこと 
6 回 渡された資料を参考にしてその他疾患に対応する⾷品の機能性成分につい 

 



年度 2014 
授業コード FTB08010 
成績評価 定期試験 (100%) 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12) 
見出し FTB08010 細胞バイオテクノロジー 
担当教員名 大塚 隆尚 
単位数 2 
教科書 資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 微生物、動物細胞、植物細胞、抗体⼯学、遺伝子操作動物、再生医学⼯学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 この分野への興味や関⼼が高まった → 卒業研究に生かして下さい 
科目名 細胞バイオテクノロジー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 高尾彰一 栃倉⾠六郎 鵜高重三 編、応用微生物学 文永堂出版、日本動物細

胞⼯学会 編、動物細胞⼯学ハンドブック 朝倉書店芦原坦 作⽥正明 共編、
植物分子細胞生物学 オーム社 

授業形態 講義 
注意備考 生化学 I・II、細胞生理学、遺伝子⼯学、分子生物学の受講を前提とする 
シラバスコード FTB08010 
実務経験のある教員  
達成目標 微生物や動物細胞、植物細胞のバイオテクノロジーの基礎知識を得て、それらの

応用技術についても理解する 
受講者へのコメント 重要な項目は強調したが、それを理解していない人が散見された 
連絡先 大塚隆尚 12 号館 4-3 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好な評価であった 
英文科目名 Cell Biotechnology 
関連科目 生化学 I・II、細胞生理学、遺伝子⼯学、分子生物学 
次回に向けての改善変更予定 新しい研究成果などを適宜取り入れてゆく予定 
講義目的 微生物や動物細胞、植物細胞のバイオテクノロジーの基礎を学び、これらの技術

がどのように応用されているかについても学ぶ 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションを行い、講義内容を理解する 

2 回  微生物の分類と代表的な微生物について講義する 
3 回  微生物や動物細胞の基本的な培養法について講義する 
4 回  微生物や動物細胞の応用的な培養技術について講義する 
5 回  微生物のバイオテクノロジーについて講義する 



6 回  動物細胞のバイオテクノロジー１，各種分析方法について講義する 
7 回  動物細胞のバイオテクノロジー２，遺伝子やタンパク質の導入について講
義する 
8 回  前半の講義の復習をし、知識と理解の整理をする 
9 回  抗体⼯学１，抗体⼯ 

準備学習 1 回  シラバスを確認して自分なりの講義のイメージを作っておくこと 
2 回  渡された資料を参考にして微生物とはどのようなものか調べておくこと 
3 回  渡された資料を参考にして微生物や動物細胞の基本的な培養法について調
べておくこと 
4 回  渡された資料を参考にして微生物や動物細胞の応用的な培養法について調
べておくこと 
5 回  渡された資料を参考にして微生物のバイオテクノロジーで何ができるか調
べておくこと 
6 回  渡された資料を参考にして動物細胞のバイオテクノロジーのための分析技
術について調べておくこと 
7 回 

 



年度 2014 
授業コード FTB0801P 
成績評価 定期試験 (100%) 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0801P 細胞バイオテクノロジー 
担当教員名 大塚 隆尚 
単位数 2 
教科書 資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 微生物、動物細胞、植物細胞、抗体⼯学、遺伝子操作動物、再生医学⼯学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 細胞バイオテクノロジー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 高尾彰一 栃倉⾠六郎 鵜高重三 編、応用微生物学 文永堂出版、日本動物細

胞⼯学会 編、動物細胞⼯学ハンドブック 朝倉書店芦原坦 作⽥正明 共編、
植物分子細胞生物学 オーム社 

授業形態 講義 
注意備考 生化学 I・II、細胞生理学、遺伝子⼯学、分子生物学の受講を前提とする 
シラバスコード FTB0801P 
実務経験のある教員  
達成目標 微生物や動物細胞、植物細胞のバイオテクノロジーの基礎知識を得て、それらの

応用技術についても理解する 
受講者へのコメント  
連絡先 大塚隆尚 12 号館 4-3 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Cell Biotechnology 
関連科目 生化学 I・II、細胞生理学、遺伝子⼯学、分子生物学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 微生物や動物細胞、植物細胞のバイオテクノロジーの基礎を学び、これらの技術

がどのように応用されているかについても学ぶ 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションを行い、講義内容を理解する 

2 回  微生物の分類と代表的な微生物について講義する 
3 回  微生物や動物細胞の基本的な培養法について講義する 
4 回  微生物や動物細胞の応用的な培養技術について講義する 
5 回  微生物のバイオテクノロジーについて講義する 



6 回  動物細胞のバイオテクノロジー１，各種分析方法について講義する 
7 回  動物細胞のバイオテクノロジー２，遺伝子やタンパク質の導入について講
義する 
8 回  前半の講義の復習をし、知識と理解の整理をする 
9 回  抗体⼯学１，抗体⼯ 

準備学習 1 回  シラバスを確認して自分なりの講義のイメージを作っておくこと 
2 回  渡された資料を参考にして微生物とはどのようなものか調べておくこと 
3 回  渡された資料を参考にして微生物や動物細胞の基本的な培養法について調
べておくこと 
4 回  渡された資料を参考にして微生物や動物細胞の応用的な培養法について調
べておくこと 
5 回  渡された資料を参考にして微生物のバイオテクノロジーで何ができるか調
べておくこと 
6 回  渡された資料を参考にして動物細胞のバイオテクノロジーのための分析技
術について調べておくこと 
7 回 

 



年度 2014 
授業コード FTB09110 
成績評価 定期試験(90％)と課題(10％)で評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13) 
見出し FTB09110 基礎化学演習Ⅰ(再) 
担当教員名 森山 佳子 
単位数 2 
教科書 プリント(演習問題)を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 原子量・分子量・式量、アボガドロ定数、物質量、モル濃度、パーセント、酸、

塩基、中和反応、pH、有効数字、単位 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「もう少し説明をゆっくりしてほしいです。時々早口になり、聞きのがしてしま

う時があります。お願いします」 
（回答）意見は、この 1 つだけであった。1 年生クラスの方の意見には、「各計算
過程の解説がくわしく、また今後の実験などにリンクした内容が多かったので、
とてもわかりやすかったです」、「演習問題の難易度が丁度よく、力がついてきた
とおもいます」などの意見が多く見られたのも事実。何度も繰り返しているよう
な話のときに、早口になっているかもしれないが、話が聞き取れないとか思った
ら、その都度質問するなり、講義後質問するな 

科目名 基礎化学演習Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 定量分析化学／・R. A. デイ Jr.、A. L. アンダーウッド共著（鳥居泰男、康 智三 

共訳）／ 培風館：Primary 大学テキスト これだけはおさえたい 化学／井口洋
夫、⽊下 實、齊藤幸一 ほか 著／実教出版 

授業形態 演習 
注意備考 毎回必ず、関数電卓を持参すること（講義 1 回目）から使用する。 

15 回の講義とは別に、補講を行う場合がある。 
シラバスコード FTB09110 
実務経験のある教員  
達成目標 溶液の濃度の概念と計算方法の基礎を理解し、化学実験をする際に最低限必要な

計算ができるようになる。 
受講者へのコメント この講義の目的は、（講義のはじめにも話したように）実際に実験をする際にも

必要な、化学計算の基礎力および水溶液の概念を身に付けることである。化学分
野の科目によっては、電卓を使うレベルの計算が中⼼になる科目もある。1 年次
に開講されている選択必修専門科目の分析化学ⅠとⅡがそういう科目の 1 つで、
この基礎化学演習Ⅰの授業の最初の段階では、特に分析化学Ⅰでする計算がスム
ーズにできるように配慮している。1 年次の基礎化学実験のテキストも参考にし
て、そこで行う計算や実験そのものも想定した講義内容・演習内容にしている。
2 回目 



連絡先 森山佳子 研究室 12 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【B】の「この授業におけるあなたの成⻑」で、「理解が深まった」が 83.3％で 1
年生のクラスに比べ非常に高くなって、「興味・関⼼が高まった」、「技能・技術が
向上した」を合わせると、合わせて 116.6％であった（これだけ複数回答含む）。
【C】 の６）「教員の意欲」について「感じられた」「少し感じられた」が 80.5％、
7）「授業の満足」について「満足」「ほぼ満足」が 83.4％と、1 年生クラスより高
くなっている。1 度単位を落として 2 回目の受講で、真剣になってきたのだろう。 
【C】 の 5）「授業目標達成」について「 

英文科目名 Exercises in Basic Chemistry I 
関連科目 「基礎化学 I・II」および「基礎化学実験」と一部関連する。本科目と同時に「分

析化学 I」を受講することが望ましい。本科目に続いて、「分析化学 II」を受講す
ることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定 1、2 年次の講義の担当教員と適宜相談して、改善していく。 
講義目的 本講義では、主に、これから化学を学習し、実験・実習を行う際に避けて通るこ

とのできない“溶液の濃度”をとりあげる。溶液の濃度とはどのようなもので、ど
うやって計算するのだろうか？ 濃度計算は、決して難しいことではない。“あ
る量の溶液(または溶媒)の中に、どれだけの量の分子やイオンが入っているか”
を考えるだけのことである。このような溶液についての基本的な考え方と計算の
仕方を、演習を通して繰り返し練習し、理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 演習を中⼼に、溶液の濃度・pH など、前年度の講義内容を復習する。 

2 回 『原子量』、『分子量』、『式量』とはどのようなものかを学習する。また、『有
効数字』とはどのようなものか、どのような意味があるかを学習する（演習も行
う）。 
3 回 『物質量』とは何か、『アボガドロ数[アボガドロ定数]』とは何かを主に学
習する。物質量とアボガドロ数と『質量』または物質量の関係を学習する。物理
量と数値と『単位』の関係も合わせて学習する。演習も行う。 
4 回 前回までの講義(1〜3 回)を踏まえて演習をする。 
5 回 『溶液』の 

準備学習 1 回 パーセント・モル濃度・pH、・塩基反応など、前年度の講義内容・プリント
を復習しておくこと。 
2 回 前回配布したプリントを十分に復習しておくこと。 
基礎化学や高校の化学の教科書等で「原子量、分子量、式量とは何か？」、「物質
量とは何か？」、「アボガドロ数[アボガドロ定数]とは何か？」を復習または予習
すること。 
3 回 前回まで(1、2 回)に配布したプリントを十分に復習すること。間違えた[で
きなかった]問題は、「なぜ間違えたのか？」、「どこを間違えたのか？」をよく考
えながら、必ず解き直しておくこと。 
『物質 

 



年度 2014 
授業コード FTB0911P 
成績評価 定期試験(90％)と課題(10％)で評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0911P 基礎化学演習Ⅰ(再) 
担当教員名 森山 佳子 
単位数 2 
教科書 プリント(演習問題)を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 原子量・分子量・式量、アボガドロ定数、物質量、モル濃度、パーセント、酸、

塩基、中和反応、pH、有効数字、単位 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎化学演習Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 定量分析化学／・R. A. デイ Jr.、A. L. アンダーウッド共著（鳥居泰男、康 智三 

共訳）／ 培風館：Primary 大学テキスト これだけはおさえたい 化学／井口洋
夫、⽊下 實、齊藤幸一 ほか 著／実教出版 

授業形態 演習 
注意備考 毎回必ず、関数電卓を持参すること（講義 1 回目）から使用する。 

15 回の講義とは別に、補講を行う場合がある。 
シラバスコード FTB0911P 
実務経験のある教員  
達成目標 溶液の濃度の概念と計算方法の基礎を理解し、化学実験をする際に最低限必要な

計算ができるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先 森山佳子 研究室 12 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercises in Basic Chemistry I 
関連科目 「基礎化学 I・II」および「基礎化学実験」と一部関連する。本科目と同時に「分

析化学 I」を受講することが望ましい。本科目に続いて、「分析化学 II」を受講す
ることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では、主に、これから化学を学習し、実験・実習を行う際に避けて通るこ

とのできない“溶液の濃度”をとりあげる。溶液の濃度とはどのようなもので、ど
うやって計算するのだろうか？ 濃度計算は、決して難しいことではない。“あ
る量の溶液(または溶媒)の中に、どれだけの量の分子やイオンが入っているか”



を考えるだけのことである。このような溶液についての基本的な考え方と計算の
仕方を、演習を通して繰り返し練習し、理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 演習を中⼼に、溶液の濃度・pH など、前年度の講義内容を復習する。 

2 回 『原子量』、『分子量』、『式量』とはどのようなものかを学習する。また、『有
効数字』とはどのようなものか、どのような意味があるかを学習する（演習も行
う）。 
3 回 『物質量』とは何か、『アボガドロ数[アボガドロ定数]』とは何かを主に学
習する。物質量とアボガドロ数と『質量』または物質量の関係を学習する。物理
量と数値と『単位』の関係も合わせて学習する。演習も行う。 
4 回 前回までの講義(1〜3 回)を踏まえて演習をする。 
5 回 『溶液』の 

準備学習 1 回 パーセント・モル濃度・pH、・塩基反応など、前年度の講義内容・プリント
を復習しておくこと。 
2 回 前回配布したプリントを十分に復習しておくこと。 
基礎化学や高校の化学の教科書等で「原子量、分子量、式量とは何か？」、「物質
量とは何か？」、「アボガドロ数[アボガドロ定数]とは何か？」を復習または予習
すること。 
3 回 前回まで(1、2 回)に配布したプリントを十分に復習すること。間違えた[で
きなかった]問題は、「なぜ間違えたのか？」、「どこを間違えたのか？」をよく考
えながら、必ず解き直しておくこと。 
『物質 

 



年度 2014 
授業コード FTB09120 
成績評価 定期試験(90％)と課題(10％)で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14) 
見出し FTB09120 基礎化学演習Ⅰ 
担当教員名 森山 佳子 
単位数 2 
教科書 プリント(演習問題)を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 原子量・分子量・式量、アボガドロ定数、物質量、モル濃度、パーセント、酸、

塩基、中和反応、pH、有効数字、単位 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「丁寧で分かりやすかった」 

「説明がわかりやすく、難しい問題でも理解しやすかった。板書が見やすい。私
語が少し多いが、しっかりと注意できている。自分で問題を解く時間が与えられ
るため良いと思う」「とても分かりやすかったです。分析化学と関連づけて学習
できてよかったです」 
「この授業はほとんど分析化学の復習であったが、高校で習っていない新しい考
え方（緩衝溶液の pH の求め方など）が出て来て、新たに化学の知識が深まった。
また、分析化学と平行した内容なので、分析化学で理解できなかった計算などを
もう 1 回詳しくこの授業でし 

科目名 基礎化学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 定量分析化学／・R. A. デイ Jr.、A. L. アンダーウッド共著（鳥居泰男、康 智三 

共訳）／ 培風館：Primary 大学テキスト これだけはおさえたい 化学／井口洋
夫、⽊下 實、齊藤幸一 ほか 著／実教出版 

授業形態 演習 
注意備考 毎回必ず、関数電卓を持参すること（講義 1 回目）から使用する。 

15 回の講義とは別に、補講を行う場合がある。 
シラバスコード FTB09120 
実務経験のある教員  
達成目標 溶液の濃度の概念と計算方法の基礎を理解し、化学実験をする際に最低限必要な

計算ができるようになる。 
受講者へのコメント この講義の目的は、（講義のはじめにも話したように）実際に実験をする際にも

必要な、化学計算の基礎力および水溶液の概念を身に付けることである。化学分
野の科目によっては、電卓を使うレベルの計算が中⼼になる科目もある。1 年次
に開講されている講義の中では選択必修専門科目の分析化学ⅠとⅡがそういう
科目になり、特に基礎化学演習Ⅰの授業の最初の段階では、分析化学Ⅰでするこ
とになる計算がスムーズにできるように配慮している。もちろん、1 年次の基礎
化学実験のテキストも参考にして、そこで行う計算や実験そのものも想定した講



義内容・ 
連絡先 森山佳子 研究室 12 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【B】の「この授業におけるあなたの成⻑」で、「理解が深まった」が 63.8％、「興
味・関⼼が高まった」、「技能・技術が向上した」を合わせると、合わせて 116.3％
であった（これだけ複数回答含む）。「他分野との関連性がわかった」が 20.0％で
低いのが残念。【C】 の６）「教員の意欲」について「感じられた」「少し感じら
れた」が 87.6％、7）「授業の満足」について「満足」「ほぼ満足」が 72.6％と高
いが、昨年度よりやや低い結果になっている。 
【C】 の 5）「授業目標達成」について「できた」「だいたいできた」が 5 

英文科目名 Exercises in Basic Chemistry I 
関連科目 「基礎化学 I・II」および「基礎化学実験」と一部関連する。本科目と同時に「分

析化学 I」を受講することが望ましい。本科目に続いて、「分析化学 II」を受講す
ることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定 1、2 年次の講義の担当教員と適宜相談して、改善していく。 
講義目的 本講義では、主に、これから化学を学習し、実験・実習を行う際に避けて通るこ

とのできない“溶液の濃度”をとりあげる。溶液の濃度とはどのようなもので、ど
うやって計算するのだろうか？ 濃度計算は、決して難しいことではない。“あ
る量の溶液(または溶媒)の中に、どれだけの量の分子やイオンが入っているか”
を考えるだけのことである。このような溶液についての基本的な考え方と計算の
仕方を、演習を通して繰り返し練習し、理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 『化学』の計算問題を『関数電卓を使って解く』演習をする。 

2 回 『原子量』、『分子量』、『式量』とはどのようなものかを学習する。また、『有
効数字』とはどのようなものか、どのような意味があるかを学習する（演習も行
う）。 
3 回 『物質量』とは何か、『アボガドロ数[アボガドロ定数]』とは何かを主に学
習する。物質量とアボガドロ数と『質量』または物質量の関係を学習する。物理
量と数値と『単位』の関係も合わせて学習する。演習も行う。 
4 回 前回までの講義(1〜3 回)を踏まえて演習をする。 
5 回 『溶液』の基礎とし 

準備学習 1 回 『関数電卓』またはそれに準ずる計算機を必ず用意し、その取扱説明書をよ
く読んで、『四則演算』をできるようにしておくこと。 
2 回 前回配布したプリントを十分に復習しておくこと。 
基礎化学や高校の化学の教科書等で「原子量、分子量、式量とは何か？」、「物質
量とは何か？」、「アボガドロ数[アボガドロ定数]とは何か？」を復習または予習
すること。 
3 回 前回まで(1、2 回)に配布したプリントを十分に復習すること。間違えた[で
きなかった]問題は、「なぜ間違えたのか？」、「どこを間違えたのか？」をよく考
えながら、必ず 

 



年度 2014 
授業コード FTB0912P 
成績評価 定期試験(90％)と課題(10％)で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0912P 基礎化学演習Ⅰ 
担当教員名 森山 佳子 
単位数 2 
教科書 プリント(演習問題)を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 原子量・分子量・式量、アボガドロ定数、物質量、モル濃度、パーセント、酸、

塩基、中和反応、pH、有効数字、単位 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎化学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 定量分析化学／・R. A. デイ Jr.、A. L. アンダーウッド共著（鳥居泰男、康 智三 

共訳）／ 培風館：Primary 大学テキスト これだけはおさえたい 化学／井口洋
夫、⽊下 實、齊藤幸一 ほか 著／実教出版 

授業形態 演習 
注意備考 毎回必ず、関数電卓を持参すること（講義 1 回目）から使用する。 

15 回の講義とは別に、補講を行う場合がある。 
シラバスコード FTB0912P 
実務経験のある教員  
達成目標 溶液の濃度の概念と計算方法の基礎を理解し、化学実験をする際に最低限必要な

計算ができるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先 森山佳子 研究室 12 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercises in Basic Chemistry I 
関連科目 「基礎化学 I・II」および「基礎化学実験」と一部関連する。本科目と同時に「分

析化学 I」を受講することが望ましい。本科目に続いて、「分析化学 II」を受講す
ることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では、主に、これから化学を学習し、実験・実習を行う際に避けて通るこ

とのできない“溶液の濃度”をとりあげる。溶液の濃度とはどのようなもので、ど
うやって計算するのだろうか？ 濃度計算は、決して難しいことではない。“あ
る量の溶液(または溶媒)の中に、どれだけの量の分子やイオンが入っているか”



を考えるだけのことである。このような溶液についての基本的な考え方と計算の
仕方を、演習を通して繰り返し練習し、理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 『化学』の計算問題を『関数電卓を使って解く』演習をする。 

2 回 『原子量』、『分子量』、『式量』とはどのようなものかを学習する。また、『有
効数字』とはどのようなものか、どのような意味があるかを学習する（演習も行
う）。 
3 回 『物質量』とは何か、『アボガドロ数[アボガドロ定数]』とは何かを主に学
習する。物質量とアボガドロ数と『質量』または物質量の関係を学習する。物理
量と数値と『単位』の関係も合わせて学習する。演習も行う。 
4 回 前回までの講義(1〜3 回)を踏まえて演習をする。 
5 回 『溶液』の基礎とし 

準備学習 1 回 『関数電卓』またはそれに準ずる計算機を必ず用意し、その取扱説明書をよ
く読んで、『四則演算』をできるようにしておくこと。 
2 回 前回配布したプリントを十分に復習しておくこと。 
基礎化学や高校の化学の教科書等で「原子量、分子量、式量とは何か？」、「物質
量とは何か？」、「アボガドロ数[アボガドロ定数]とは何か？」を復習または予習
すること。 
3 回 前回まで(1、2 回)に配布したプリントを十分に復習すること。間違えた[で
きなかった]問題は、「なぜ間違えたのか？」、「どこを間違えたのか？」をよく考
えながら、必ず 

 



年度 2014 
授業コード FTB09210 
成績評価 レポート（２０％）、演習（２０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14) 
見出し FTB09210 基礎化学演習Ⅱ 
担当教員名 竹崎 誠 
単位数 2 
教科書 基礎数学のⅠⅡⅢ／江見・江見・矢島著／共立出版中村著； インド式計算ドリル

／加々美監修／ 晋遊舎 
アクティブラーニング  
キーワード 数学、関数、微分、積分、指数・対数関数、微分方程式、半減期、反応速度、透

過率 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・「私語、レポートや他の授業の課題をしている人にはしっかりと対処してほし

い。」 
 できるだけ気を付けます。気が付いたら、教えてください。 
・「学生が回答しなかった問題を解説してほしかったです。」 
 授業のオリエンテーション時に、当てられた問題は間違っていても解答してく
ださい。また故意に解答しなかった場合は、解説しないと言ってあります。間違
いの代表があれば、どう考えればいいかと理解しやすいためです。また、授業が
１・２時限目なので遅刻欠席をしにくくするためでもあります(他の人に迷惑を
かけるため)。今年は、演習 

科目名 基礎化学演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 高校教科書 数学Ⅰ〜Ⅲ,A〜C； これだけはおさえたい・化学 /井口他編 /実

教出版; 畑村著 直感でわかる数学 岩波書店； 定量分析化学／ディ・アンダー
ウッド／培風館；  知らなきゃソン×2 びっくり計算術―時短・簡単!フラミンゴ
流計算の練習帳／山⽥著／秀和システム 

授業形態 演習 
注意備考 講義・試験時に関数電卓を持参すること。問題演習は積極的に行なうこと。web

やメールを利用して添付ファイルで課題の提出をおこなう。必要により、授業資
料を液晶プロジェクターで投影し授業をおこなう。 

シラバスコード FTB09210 
実務経験のある教員  
達成目標 １）バイオ・応用化学の専門知識を理解するために必用な、関数、微分、積分、

指数・対数関数、微分方程式等の数学知識を習得する。 
２）基礎化学、基礎化学演習Ⅰ、分析化学Ⅰ・Ⅱ、物理化学Ⅰ・Ⅱ、⼯業分析化
学等の他のバイオ・応用化学科の教科との相互関連性を理解する。 

受講者へのコメント ・毎週行なう、出席レポートでよく「わからない」というコメントがありました。
これは、授業を欠席しリカバリをしない、復習や演習問題を解かないと言うこと



の表れだと考えられます。できるだけ欠席しない、復習や演習問題を解いてくだ
さい。 

連絡先 竹崎誠（電子メール：mtake@dac.ous.ac.jp、Tel：086-256-9506）、 場所：１２
号館５階 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・欠席回数が３・４回の人が四分の一強います。欠席すると授業を理解する上で
問題とないます。そのため、欠席をできるだけ欠席しないでください。 
・授業時間外学習をしていない人が五分の一強います。授業の理解する上で、復
習や演習問題の宿題だけでもして下さい。 

英文科目名 Exercises in Basic Chemistry II 
関連科目 基礎化学、基礎化学演習Ⅰ、分析化学Ⅰ・Ⅱ、物理化学Ⅰ・Ⅱ、化学⼯学Ⅰ・Ⅱ、

数値実験とプレゼンテーション技法、数学Ⅰ・Ⅱ、物理学Ⅰ・Ⅱ、基礎化学実験、
パソコン入門Ⅰ・Ⅱ、バイオ・応用化学実験Ⅰ・Ⅱ等 

次回に向けての改善変更予定 ・授業外学習をしやすくするために、課題演習(宿題)等をこれ以上にしようかと
思います。 
・演習問題を解く時間をもうけ、より深く理解できるようにする。 
・理解をより深めやすい説明に⼼がけます。 

講義目的 身の回りおよびバイオテクノロジーや化学に必要な数学について講述する。バイ
オテクノロジーや化学に必要な数学（簡単な対数・指数関数、微分・積分等）の
自然科学・技術における役割・意味・計算方法を学習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、化学・バイオテクノロジーで必要な数学の概要を解説

する。 
2 回 関数の基礎を解説する。 
3 回 関数についての演習およびその解説をする。 
4 回 実数・複素数と式を解説する。 
5 回 実数・複素数と式についての演習およびその解説をする 
6 回 数列を解説する。 
7 回 数列についての演習およびその解説をする。 
8 回 微分の基礎を解説する。 
9 回 微分についての演習およびその解説をする 
10 回 積分の基礎を解説する。 
11 回 積分についての演習およびその解説をする。 
12 回 指数・対数関数を解 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、基礎化学・分析化学Ⅰ・基礎化学演習Ⅰの内容を軽
く復習すること。 
2 回 身の回りおよび化学・バイオテクノロジーで関連ある関数について調べて
おくこと。 
3 回 身の回りおよび化学・バイオテクノロジーで関連ある関数についての課題
をしておくこと。 
4 回 化学・バイオテクノロジーで関連ある実数・複素数と式について調べておく



こと。 
5 回 身の回りおよび化学・バイオテクノロジーで関連ある実数・複素数と式につ
いての課題をしておくこと。 
6 回 身の回りおよび化学・バイオテクノロジーで関連ある数列に 

 



年度 2014 
授業コード FTB0921P 
成績評価 レポート（２０％）、演習（２０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0921P 基礎化学演習Ⅱ 
担当教員名 竹崎 誠 
単位数 2 
教科書 基礎数学のⅠⅡⅢ／江見・江見・矢島著／共立出版中村著； インド式計算ドリル

／加々美監修／ 晋遊舎 
アクティブラーニング  
キーワード 数学、関数、微分、積分、指数・対数関数、微分方程式、半減期、反応速度、透

過率 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎化学演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 高校教科書 数学Ⅰ〜Ⅲ,A〜C； これだけはおさえたい・化学 /井口他編 /実

教出版; 畑村著 直感でわかる数学 岩波書店； 定量分析化学／ディ・アンダー
ウッド／培風館；  知らなきゃソン×2 びっくり計算術―時短・簡単!フラミンゴ
流計算の練習帳／山⽥著／秀和システム 

授業形態 演習 
注意備考 講義・試験時に関数電卓を持参すること。問題演習は積極的に行なうこと。web

やメールを利用して添付ファイルで課題の提出をおこなう。必要により、授業資
料を液晶プロジェクターで投影し授業をおこなう。 

シラバスコード FTB0921P 
実務経験のある教員  
達成目標 １）バイオ・応用化学の専門知識を理解するために必用な、関数、微分、積分、

指数・対数関数、微分方程式等の数学知識を習得する。 
２）基礎化学、基礎化学演習Ⅰ、分析化学Ⅰ・Ⅱ、物理化学Ⅰ・Ⅱ、⼯業分析化
学等の他のバイオ・応用化学科の教科との相互関連性を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 竹崎誠（電子メール：mtake@dac.ous.ac.jp、Tel：086-256-9506）、 場所：１２

号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercises in Basic Chemistry II 
関連科目 基礎化学、基礎化学演習Ⅰ、分析化学Ⅰ・Ⅱ、物理化学Ⅰ・Ⅱ、化学⼯学Ⅰ・Ⅱ、

数値実験とプレゼンテーション技法、数学Ⅰ・Ⅱ、物理学Ⅰ・Ⅱ、基礎化学実験、



パソコン入門Ⅰ・Ⅱ、バイオ・応用化学実験Ⅰ・Ⅱ等 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 身の回りおよびバイオテクノロジーや化学に必要な数学について講述する。バイ

オテクノロジーや化学に必要な数学（簡単な対数・指数関数、微分・積分等）の
自然科学・技術における役割・意味・計算方法を学習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、化学・バイオテクノロジーで必要な数学の概要を解説

する。 
2 回 関数の基礎を解説する。 
3 回 関数についての演習およびその解説をする。 
4 回 実数・複素数と式を解説する。 
5 回 実数・複素数と式についての演習およびその解説をする 
6 回 数列を解説する。 
7 回 数列についての演習およびその解説をする。 
8 回 微分の基礎を解説する。 
9 回 微分についての演習およびその解説をする 
10 回 積分の基礎を解説する。 
11 回 積分についての演習およびその解説をする。 
12 回 指数・対数関数を解 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、基礎化学・分析化学Ⅰ・基礎化学演習Ⅰの内容を軽
く復習すること。 
2 回 身の回りおよび化学・バイオテクノロジーで関連ある関数について調べて
おくこと。 
3 回 身の回りおよび化学・バイオテクノロジーで関連ある関数についての課題
をしておくこと。 
4 回 化学・バイオテクノロジーで関連ある実数・複素数と式について調べておく
こと。 
5 回 身の回りおよび化学・バイオテクノロジーで関連ある実数・複素数と式につ
いての課題をしておくこと。 
6 回 身の回りおよび化学・バイオテクノロジーで関連ある数列に 

 



年度 2014 
授業コード FTB09310 
成績評価 定期試験（100％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14) 
見出し FTB09310 生物学Ⅰ 
担当教員名 大塚 隆尚、⻄村 直樹 
単位数 2 
教科書 適宜，プリント（資料）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生物多様性、自然史、生命、人体、生物間相互作用 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 部屋が寒すぎたとの意見が 5 件あったが、これは受講者がエアコンの設定を極端

に低くしたためである。プリントが小さいとか写真が見にくいという意見があっ
たが、プリントは補助教材であり、それを材料にして自分で学ぶ姿勢が欲しい。
プリントがあるので試験勉強がしやすいという意見もあった。 

科目名 生物学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 好きになる生物学／吉⽥邦久（講談社） 

キャンベル生物学／小林興（監訳）（丸善） 
授業形態 講義 
注意備考 パワーポイントでまとめた電子教材や DVD を液晶プロジェクターで投影して授

業をおこなう。 
シラバスコード FTB09310 
実務経験のある教員  
達成目標 講義前半では、生き物の主な仲間（五界）の特徴と歴史性を理解し、身近な生き

物が何の仲間かがわかること。 
後半では、生物が生きていること、生き抜くための方策についての概略がわかる
ようになること。 

受講者へのコメント わかりやすかったという意見がある一方、要点がわからないという意見もあっ
た。後者は合格点が取れなかったと思われる。 

連絡先 ⻄村直樹 十学舎５階  
大塚隆尚 12 号館 4 階 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 問題となるような評価は無かった。 
英文科目名 Biology I 
関連科目 「生物学Ⅱ」を引続き履修するのが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 講義前半では、生物の多様性を中⼼に講義を行い、生き物や生命現象を 



自分自身に身近なものと思えるようになることを目的とする。 
後半では、生物や生命の定義、生物としてのヒト、さらには生物同士の相互作用
について理解することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 自然科学と生物学、地球と生命の歴史について解説する。 

2 回 生き物の主な仲間（５界）について解説する。 
3 回 生命の多様性（１）：植物（被子・裸子植物）の主な仲間について解説する。 
4 回 生命の多様性（２）：植物（シダ類、コケ類）の主な仲間について解説する。 
5 回 生命の多様性（３）：動物の主な仲間について解説する。 
6 回 生命の多様性（４）：藻類とキノコについて解説する。 
7 回 生命の多様性（５）：菌類、細菌とウイルスについて解説する。 
8 回 生物の多様性に関する総括をし、生物が地球環境に与えた影 

準備学習 1 回 学習の内容と目的をシラバスなどで把握しておくこと。 
2 回 地球と生命の歴史を復習しておくこと。 
生き物の主な仲間とその出現した年代を調べておくこと 
3 回 生き物の主な仲間の違いを復習しておくこと。 
植物（被子・裸子植物）には主にどのような仲間があるかを調べておくこと。 
4 回 植物（被子・裸子植物）の主な仲間の違いを復習しておくこと。 
植物（シダ類、コケ類）には主にどのような仲間があるかを調べておくこと。 
5 回 植物（シダ類、コケ類）の主な仲間のそれぞれの特徴を復習しておくこと。 
動物の主な仲間を調べ 

 



年度 2014 
授業コード FTB0931P 
成績評価 定期試験（100％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0931P 生物学Ⅰ 
担当教員名 大塚 隆尚、⻄村 直樹 
単位数 2 
教科書 適宜，プリント（資料）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生物多様性、自然史、生命、人体、生物間相互作用 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 好きになる生物学／吉⽥邦久（講談社） 

キャンベル生物学／小林興（監訳）（丸善） 
授業形態 講義 
注意備考 パワーポイントでまとめた電子教材や DVD を液晶プロジェクターで投影して授

業をおこなう。 
シラバスコード FTB0931P 
実務経験のある教員  
達成目標 講義前半では、生き物の主な仲間（五界）の特徴と歴史性を理解し、身近な生き

物が何の仲間かがわかること。 
後半では、生物が生きていること、生き抜くための方策についての概略がわかる
ようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⻄村直樹 十学舎５階  

大塚隆尚 12 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biology I 
関連科目 「生物学Ⅱ」を引続き履修するのが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 講義前半では、生物の多様性を中⼼に講義を行い、生き物や生命現象を 

自分自身に身近なものと思えるようになることを目的とする。 
後半では、生物や生命の定義、生物としてのヒト、さらには生物同士の相互作用
について理解することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 自然科学と生物学、地球と生命の歴史について解説する。 
2 回 生き物の主な仲間（５界）について解説する。 
3 回 生命の多様性（１）：植物（被子・裸子植物）の主な仲間について解説する。 
4 回 生命の多様性（２）：植物（シダ類、コケ類）の主な仲間について解説する。 
5 回 生命の多様性（３）：動物の主な仲間について解説する。 
6 回 生命の多様性（４）：藻類とキノコについて解説する。 
7 回 生命の多様性（５）：菌類、細菌とウイルスについて解説する。 
8 回 生物の多様性に関する総括をし、生物が地球環境に与えた影 

準備学習 1 回 学習の内容と目的をシラバスなどで把握しておくこと。 
2 回 地球と生命の歴史を復習しておくこと。 
生き物の主な仲間とその出現した年代を調べておくこと 
3 回 生き物の主な仲間の違いを復習しておくこと。 
植物（被子・裸子植物）には主にどのような仲間があるかを調べておくこと。 
4 回 植物（被子・裸子植物）の主な仲間の違いを復習しておくこと。 
植物（シダ類、コケ類）には主にどのような仲間があるかを調べておくこと。 
5 回 植物（シダ類、コケ類）の主な仲間のそれぞれの特徴を復習しておくこと。 
動物の主な仲間を調べ 

 



年度 2014 
授業コード FTB09410 
成績評価 毎回の提出物（14%）と中間試験（20%）および定期試験（66%）の成績で評価

する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14) 
見出し FTB09410 生物学Ⅱ 
担当教員名 猪口 雅彦 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生物学全般、細胞、代謝、恒常性、遺伝子、タンパク質、発生、免疫、生態、進

化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理系総合のための生命科学 第 2 版―分子・細胞・個体から知る“生命”のしくみ

／東京大学生命科学教科書編集委員会 編／羊土社 
授業形態 講義 
注意備考 毎回事前に次回の内容に関連した疑問点をノートに書いてくること。提出用紙

に、その疑問点とそれに対する講義後の感想（疑問は解決できたか、さらにふく
らんだか）を書いて提出してもらいます。 

シラバスコード FTB09410 
実務経験のある教員  
達成目標 生物に共通した「生命のしくみ」を、生命を形作る物質や細胞の構造と機能、多

細胞生物の身体の成り立ちなどから説明できる様になる。 
生物に見られる多様性を、遺伝のしくみと進化や環境の観点から説明できる様に
なる。 
私たち人間の活動を、生物全体の中での位置づけから認識できる様になる。 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 2 階，ino@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biology II 
関連科目 生物学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物学の基礎を学ぶことを目的とするが、単に知識を覚えるのではなく、身近な

現象を取り上げながら「生物のしくみ」と「生物学の考え方」を理解することを



主眼とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【「生物」とは何か】全体の講義計画について説明を行った後で、生物の特

徴、生物の分類群および種の概念について解説する。 
2 回 【細胞の構造と機能】細胞の概念の変化と、原核細胞と真核細胞の構造と働
きについて解説する。 
3 回 【細胞分裂】細胞周期と細胞分裂の過程と、細胞の寿命（細胞死）について
解説する。 
4 回 【代謝と酵素】体内の化学反応である代謝と、その代謝を行う酵素の働きと
特徴について解説する。 
5 回 【同化と異化】代謝の中でも、特にエネルギー獲得のための重要な過程であ
る呼吸と光合成について解説する。 

準備学習 1 回 【「生物」とは何か】生物の特徴（生物と無生物の違い）」について考えてく
る。 
2 回 【細胞の構造と機能】肉眼で観察できる 1 個の細胞の例を挙げてくる。 
3 回 【細胞分裂】細胞が分裂する理由に（なぜ分裂しなければならないか）につ
いて考えてくる。 
4 回 【代謝と酵素】紙の燃焼と生体内の化学反応との違いについて（どこが違う
か）考えてくる。 
5 回 【同化と異化】我々が何のために呼吸（外気を吸って吐く）をするかについ
て考えてくる。 
6 回 【刺激の受容と伝達】「透明人間は目が見えない」（「目に見えない」ではな
い！） 

 



年度 2014 
授業コード FTB0941P 
成績評価 毎回の提出物（14%）と中間試験（20%）および定期試験（66%）の成績で評価

する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0941P 生物学Ⅱ 
担当教員名 猪口 雅彦 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生物学全般、細胞、代謝、恒常性、遺伝子、タンパク質、発生、免疫、生態、進

化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理系総合のための生命科学 第 2 版―分子・細胞・個体から知る“生命”のしくみ

／東京大学生命科学教科書編集委員会 編／羊土社 
授業形態 講義 
注意備考 毎回事前に次回の内容に関連した疑問点をノートに書いてくること。提出用紙

に、その疑問点とそれに対する講義後の感想（疑問は解決できたか、さらにふく
らんだか）を書いて提出してもらいます。 

シラバスコード FTB0941P 
実務経験のある教員  
達成目標 生物に共通した「生命のしくみ」を、生命を形作る物質や細胞の構造と機能、多

細胞生物の身体の成り立ちなどから説明できる様になる。 
生物に見られる多様性を、遺伝のしくみと進化や環境の観点から説明できる様に
なる。 
私たち人間の活動を、生物全体の中での位置づけから認識できる様になる。 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 2 階，ino@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biology II 
関連科目 生物学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物学の基礎を学ぶことを目的とするが、単に知識を覚えるのではなく、身近な

現象を取り上げながら「生物のしくみ」と「生物学の考え方」を理解することを



主眼とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【「生物」とは何か】全体の講義計画について説明を行った後で、生物の特

徴、生物の分類群および種の概念について解説する。 
2 回 【細胞の構造と機能】細胞の概念の変化と、原核細胞と真核細胞の構造と働
きについて解説する。 
3 回 【細胞分裂】細胞周期と細胞分裂の過程と、細胞の寿命（細胞死）について
解説する。 
4 回 【代謝と酵素】体内の化学反応である代謝と、その代謝を行う酵素の働きと
特徴について解説する。 
5 回 【同化と異化】代謝の中でも、特にエネルギー獲得のための重要な過程であ
る呼吸と光合成について解説する。 

準備学習 1 回 【「生物」とは何か】生物の特徴（生物と無生物の違い）」について考えてく
る。 
2 回 【細胞の構造と機能】肉眼で観察できる 1 個の細胞の例を挙げてくる。 
3 回 【細胞分裂】細胞が分裂する理由に（なぜ分裂しなければならないか）につ
いて考えてくる。 
4 回 【代謝と酵素】紙の燃焼と生体内の化学反応との違いについて（どこが違う
か）考えてくる。 
5 回 【同化と異化】我々が何のために呼吸（外気を吸って吐く）をするかについ
て考えてくる。 
6 回 【刺激の受容と伝達】「透明人間は目が見えない」（「目に見えない」ではな
い！） 

 



年度 2014 
授業コード FTB09510 
成績評価 課題提出（10％）中期テスト（30％）定期試験（60％） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13) 
見出し FTB09510 水圏生物学 
担当教員名 菱⽥ 治男＊ 
単位数 2 
教科書 岩井保/魚学入門/恒星社厚生閣 
アクティブラーニング  
キーワード フイッシュ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 いつも自由記述においても有難い評価をいただき本当に嬉しく思っています。私

の場合板書が多いのですが、この点については今後⼯夫と検討を加えていきたい
です。 

科目名 水圏生物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岩井保（著）水産脊椎動物Ⅱ魚類 恒星社厚生閣 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB09510 
実務経験のある教員  
達成目標 水圏生物の代表である魚類について以下の項目を学び習得する。1）魚類の系統

分類とその特徴が理解できること。2）魚類の分布と回遊形式が理解できること。
3）魚類の外部形態（体形、体の名称、体表など）が理解できること。4）魚類の
内部形態（筋肉系、骨格系など）が理解できること。5）魚類の摂⾷と消化系、呼
吸系（鰓など）が理解できること。6）魚類の循環器系と血液、腎臓と浸透圧調
節、感覚器が理解できること 7）魚類の形態計測（計数形質、魚体各部の測定）
ができること。 

受講者へのコメント 勉強は楽しく意欲的に取り組むことが最も大事だと思います。授業は先生と学生
が共に作っていくものだと思います。受講者のみなさんは、遠慮なく意見や要望
を持って受講して下さい。 

連絡先 バイオ・応用化学科 12 号館 2 階 山本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 A-1.出席状況は、欠席０回の人が 49.3％、１・２回の人を合わせると 87.6％とか
なり高い出席率を示している。多くの学生さん達が真面目に受講してくれていて
大変有難いことです。Ａ−２．授業時間外の学習について、60.3％の人が全くし
なかったと答えている。また、Ａ−３．授業時間外の学習にどのように取組んだ
かについて、無回答の人が 47.9％であった。今回の講義では、ほとんど課題等を
出さなかったためと思われる。一方、指示された課題に取り組んだ 39.7％、指示



された課題以外の学習にも取り組んだ 8.2％と、私の方か 
英文科目名 Biological Oceanography 
関連科目 環境生態学Ⅰ、環境生態学Ⅱ、水生動物学、魚類栄養学、魚類疾病学、魚類飼育

論、水圏生物学実習 
次回に向けての改善変更予定 現時点で改善、変更予定はありません。 
講義目的 魚類は地球上のほとんどの水域で生息し水圏生物の代表であり、歴史的には 5 億

年前に発生したと言われている。その間、様々に進化したため 2 万種をはるかに
超える多種多様な魚類が出現してきた。本講義では多様な魚類について、進化と
分類ならびに体形、体表、骨格などの形態的な面と魚類の分布、回遊、⾷性など
の生態的な面も取り入れて、魚類の全体像について講義する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 魚類の分類と学名 

2 回 無顎類、軟骨魚類、肉鰭類 
3 回 条鰭類（軟質類、ガーの仲間とアミア、真骨類） 
4 回 魚類の分布と回遊 
5 回 魚類の体形と体の各部の名称 
6 回 魚類の鰭と鰭式、魚体の大きさの表示方法 
7 回 魚類の体表構造（表皮、粘液、鱗、色素胞など） 中間テスト 
8 回 魚類の筋肉系 
9 回 魚類の骨格（外部骨格と内部骨格） 
10 回 魚類の消化系①摂取と⾷性②口、⻭、③鰓把 
11 回 魚類の消化系④⾷道、胃、腸⑤幽門垂⑥肝臓、胆嚢、膵臓 
12 回 魚類の鰾（構造と種類、浮力調整、内耳との連絡機構） 
1 

準備学習 1 回 魚類の分類と学名について調べておくこと 
2 回 無顎類、軟骨魚類、肉鰭類について調べておくこと 
3 回 条鰭類について調べておくこと 
4 回 ①魚類の分布の環境要因について調べておくこと②魚類の回遊にはどんな
種類があるか調べておくこと 
5 回 ①魚類の体形について調べておくこと②魚類の体の区分について調べてお
くこと 
6 回 ①魚類の鰭の種類について調べておくこと②魚類の大きさの測定方法につ
いて調べておくこと 
7 回 魚類の鱗の種類について調べておくこと 
8 回 魚類の血合筋について調べておくこと 
9 回 魚類の骨格 

 



年度 2014 
授業コード FTB0951P 
成績評価 課題提出（10％）中期テスト（30％）定期試験（60％） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0951P 水圏生物学 
担当教員名 菱⽥ 治男＊ 
単位数 2 
教科書 岩井保/魚学入門/恒星社厚生閣 
アクティブラーニング  
キーワード フイッシュ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 水圏生物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岩井保（著）水産脊椎動物Ⅱ魚類 恒星社厚生閣 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB0951P 
実務経験のある教員  
達成目標 水圏生物の代表である魚類について以下の項目を学び習得する。1）魚類の系統

分類とその特徴が理解できること。2）魚類の分布と回遊形式が理解できること。
3）魚類の外部形態（体形、体の名称、体表など）が理解できること。4）魚類の
内部形態（筋肉系、骨格系など）が理解できること。5）魚類の摂⾷と消化系、呼
吸系（鰓など）が理解できること。6）魚類の循環器系と血液、腎臓と浸透圧調
節、感覚器が理解できること 7）魚類の形態計測（計数形質、魚体各部の測定）
ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 バイオ・応用化学科 12 号館 2 階 山本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biological Oceanography 
関連科目 環境生態学Ⅰ、環境生態学Ⅱ、水生動物学、魚類栄養学、魚類疾病学、魚類飼育

論、水圏生物学実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 魚類は地球上のほとんどの水域で生息し水圏生物の代表であり、歴史的には 5 億

年前に発生したと言われている。その間、様々に進化したため 2 万種をはるかに
超える多種多様な魚類が出現してきた。本講義では多様な魚類について、進化と
分類ならびに体形、体表、骨格などの形態的な面と魚類の分布、回遊、⾷性など



の生態的な面も取り入れて、魚類の全体像について講義する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 魚類の分類と学名 

2 回 無顎類、軟骨魚類、肉鰭類 
3 回 条鰭類（軟質類、ガーの仲間とアミア、真骨類） 
4 回 魚類の分布と回遊 
5 回 魚類の体形と体の各部の名称 
6 回 魚類の鰭と鰭式、魚体の大きさの表示方法 
7 回 魚類の体表構造（表皮、粘液、鱗、色素胞など） 中間テスト 
8 回 魚類の筋肉系 
9 回 魚類の骨格（外部骨格と内部骨格） 
10 回 魚類の消化系①摂取と⾷性②口、⻭、③鰓把 
11 回 魚類の消化系④⾷道、胃、腸⑤幽門垂⑥肝臓、胆嚢、膵臓 
12 回 魚類の鰾（構造と種類、浮力調整、内耳との連絡機構） 
1 

準備学習 1 回 魚類の分類と学名について調べておくこと 
2 回 無顎類、軟骨魚類、肉鰭類について調べておくこと 
3 回 条鰭類について調べておくこと 
4 回 ①魚類の分布の環境要因について調べておくこと②魚類の回遊にはどんな
種類があるか調べておくこと 
5 回 ①魚類の体形について調べておくこと②魚類の体の区分について調べてお
くこと 
6 回 ①魚類の鰭の種類について調べておくこと②魚類の大きさの測定方法につ
いて調べておくこと 
7 回 魚類の鱗の種類について調べておくこと 
8 回 魚類の血合筋について調べておくこと 
9 回 魚類の骨格 

 



年度 2014 
授業コード FTB09610 
成績評価 課題提出（10％）中間テスト（30％）定期試験（60％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12) 
見出し FTB09610 水生動物学 
担当教員名 菱⽥ 治男＊ 
単位数 2 
教科書 林勇夫／「水産無脊椎動物学入門」／恒星社厚生閣／978-4-769910452 
アクティブラーニング  
キーワード 水産動物 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 以下の自由記述がありました。 

図や表などのプリントを配って下さったので非常に助かった。 
わかりやすくて先生もおもしろかったです。 
学生のことを親身に考えてくれる先生で来期、来年も開講されるなら是非 
 受けたいです。 
毎年、多くの学生さん達が高い評価と信頼をしてくれていて本当に有難いことで
す。学生さん達の期待にさらに応えられるよう頑張ります。よろしくお願いしま
す。 

科目名 水生動物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 谷⽥専治著「新版水産動物学」恒星社厚生閣 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB09610 
実務経験のある教員  
達成目標 水圏には多種多様な動物たちが様々な生活様式をもって生息してる。ここでは私

たち人間との関わりにおいて有用なもの、有害なもの、飼育可能なものなどにつ
いて知識を習得させる。 

受講者へのコメント 私はより良い講義にしていきたいと常に考えていますので、受講者のみなさんは
遠慮することなく意見や要望を是非どんどん言って来てください。また、私の講
義は書くことがすごく多いです。学習する上で書くことは最も大事だと考えるか
らです。大変だとは思いますが書くことに頑張ってついてきて下さい。 

連絡先 バイオ・応用化学科（12 号館 2 階：山本研究室） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Ａについて、ほとんどの学生さんが欠席数が０か少数でした。みなさん授業を 
まじめに受講してくれて大変嬉しく思います。また、あまり宿題や課題を課すこ
とはしていないのですが、自ら進んで学習に取り組んでいる人がいたのは有難い
ことだと思います。 



Ｂについて、ほとんどの学生さんが理解を深めてくれたり、興味、関⼼を高めて
くれていて、良かったと思っています。また、進路の参考にもしてくれている人
がいて有難いことです。 
Ｃについて、学生さん達のほぼ全員が目標を達成してくれていて良かったです。
また、私の授業に対する意欲を感じて 

英文科目名 Aquatic Zoology 
関連科目 生物学Ⅰ、生物学Ⅱ、環境生態学Ⅰ、環境世帯学Ⅱ、水圏生物学 
次回に向けての改善変更予定 現時点で大きな改善、変更予定はありません。しかし、わかりやすい講義を目指

して常に細かな点では改善に取り組んでいます。 
講義目的 地球の表面の 71％を占める水圏には、実に多種多様な動物たちが生息している。

それは、動物界のすべての門に及び、種類は膨大な数でありまだまだ未知な部分
も多い。これらの動物の形態や生態も多様であり、多くの動物が互いに複雑な関
係をもって成り立っているのである。一方、私たち人間が水産物をはじめ、それ
ら水生動物を利用しているものは種類数、数量いずれも魚類、甲殻類、⾙類等々
圧倒的な数量に至るのである。本講義では私たち人間と関係の深い水生生物につ
いて概説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 動物の分類と学名（水産動物と水産無脊椎動物） 

2 回 水生生物の生息環境①海洋区分と海洋生物 
3 回 水生生物の生息環境②陸水と汽水域 
4 回 水生動物の生活様式による類別 
5 回 海綿動物 
6 回 刺胞動物 
7 回 扁形動物、輪形動物 中間テスト 
8 回 軟体動物①腹足類、二枚⾙類 
9 回 軟体動物②頭足類 
10 回 環形動物 
11 回 節足動物①甲殻亜門 
12 回 節足動物②十脚類 
13 回 外肛動物、棘皮動物、毛顎動物 
14 回 脊索動物①尾索動物②頭索動物 
15 回 脊索動物③脊索動物 

準備学習 1 回 ①動物の分類と学名について把握しておくこと②水生動物について調べて
おくこと 
2 回 水生動物の生息環境①海について調べておくこと 
3 回 水生生物の生息環境②陸水と汽水域について調べておくこと 
4 回 プランクトン・ネクトン・ベントスについて把握しておくこと 
5 回 海綿動物について調べておくこと 
6 回 刺胞動物について調べておくこと 
7 回 扁形動物と輪形動物について調べておくこと 
8 回 軟体動物①腹足類と二枚⾙類について調べておくこと 
9 回 軟体動物②頭足類について調べておくこと 



10 回 環形動物について 
 



年度 2014 
授業コード FTB0961P 
成績評価 課題提出（10％）中間テスト（30％）定期試験（60％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0961P 水生動物学 
担当教員名 菱⽥ 治男＊ 
単位数 2 
教科書 林勇夫／「水産無脊椎動物学入門」／恒星社厚生閣／978-4-769910452 
アクティブラーニング  
キーワード 水産動物 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 水生動物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 谷⽥専治著「新版水産動物学」恒星社厚生閣 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB0961P 
実務経験のある教員  
達成目標 水圏には多種多様な動物たちが様々な生活様式をもって生息してる。ここでは私

たち人間との関わりにおいて有用なもの、有害なもの、飼育可能なものなどにつ
いて知識を習得させる。 

受講者へのコメント  
連絡先 バイオ・応用化学科（12 号館 2 階：山本研究室） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Aquatic Zoology 
関連科目 生物学Ⅰ、生物学Ⅱ、環境生態学Ⅰ、環境世帯学Ⅱ、水圏生物学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球の表面の 71％を占める水圏には、実に多種多様な動物たちが生息している。

それは、動物界のすべての門に及び、種類は膨大な数でありまだまだ未知な部分
も多い。これらの動物の形態や生態も多様であり、多くの動物が互いに複雑な関
係をもって成り立っているのである。一方、私たち人間が水産物をはじめ、それ
ら水生動物を利用しているものは種類数、数量いずれも魚類、甲殻類、⾙類等々
圧倒的な数量に至るのである。本講義では私たち人間と関係の深い水生生物につ
いて概説する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 動物の分類と学名（水産動物と水産無脊椎動物） 



2 回 水生生物の生息環境①海洋区分と海洋生物 
3 回 水生生物の生息環境②陸水と汽水域 
4 回 水生動物の生活様式による類別 
5 回 海綿動物 
6 回 刺胞動物 
7 回 扁形動物、輪形動物 中間テスト 
8 回 軟体動物①腹足類、二枚⾙類 
9 回 軟体動物②頭足類 
10 回 環形動物 
11 回 節足動物①甲殻亜門 
12 回 節足動物②十脚類 
13 回 外肛動物、棘皮動物、毛顎動物 
14 回 脊索動物①尾索動物②頭索動物 
15 回 脊索動物③脊索動物 

準備学習 1 回 ①動物の分類と学名について把握しておくこと②水生動物について調べて
おくこと 
2 回 水生動物の生息環境①海について調べておくこと 
3 回 水生生物の生息環境②陸水と汽水域について調べておくこと 
4 回 プランクトン・ネクトン・ベントスについて把握しておくこと 
5 回 海綿動物について調べておくこと 
6 回 刺胞動物について調べておくこと 
7 回 扁形動物と輪形動物について調べておくこと 
8 回 軟体動物①腹足類と二枚⾙類について調べておくこと 
9 回 軟体動物②頭足類について調べておくこと 
10 回 環形動物について 

 



年度 2014 
授業コード FTB09711 
成績評価 不定期試験（20％）期末試験（80％）により行う。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜10) 
見出し FTB09711 魚類栄養学 
担当教員名 熊谷 滋＊ 
単位数 2 
教科書 原則、パワーポイントによるノート講義を実施する。必要に応じて資料を配布する。講

義の前日までに、その週の講義で示す講義内容を WEB にアップする。 
https://skydrive.live.com/#cid=D277B2D043215C75&id=D277B2D043215C75%21214 

アクティブラーニング  
キーワード 魚、繁殖、仔魚、餌、プランクトン 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 魚類栄養学 
課題に対するフィード
バック 

 

授業の運営方針  
参考書 岩井保著「水産脊椎動物Ⅱ魚類」恒星社厚生閣／鈴⽊克己・高松士朗（編）：海水魚の繁

殖 緑書房／隆島史夫著（著）：魚の養殖最前線 裳華房／東博司（著）：熱帯魚繁殖入
門 緑書房 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB09711 
実務経験のある教員  
達成目標 魚類の繁殖について、以下のことが説明できるようになること。1）魚類の成熟・産卵の

メカニズム 2）孵化仔魚から稚魚までの成⻑過程での変化 3）稚魚まで育てるための餌の
選択と準備 4）魚類繁殖の飼育環境に求められる条件とその管理 

受講者へのコメント  
連絡先 バイオ・応用化学科（12 号館 2 階：山本研究室） 
合理的配慮が必要な学
生への対応 

 

各項目評価に対する所
見 

 

英文科目名 Fish Dietetics 
関連科目  
次回に向けての改善変
更予定 

 

講義目的 近年、持続的水産資源の活用など自然環境保護の潮流に沿った論議が盛んに行われてい
る。この中にはマグロ資源の漁獲制限あるいはワシントン条約の規制対象種にタツノオ



トシゴが含まれるなど、各種魚類の漁獲・採捕に強い規制がかけられてきている。この
ような動きを理解するための知識の一環として「繁殖」がある。本講義では、魚類の繁
殖のメカニズムを説明し、人為的に魚類を繁殖させる技術の基礎理論と応用について概
説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 管理下での魚類の繁殖について、その目的・意義・歴史などについて概説し、その

現状を説明する（魚類の繁殖には、親魚 管理・餌料準備・仔魚飼育の 3 要素の調和の
とれた働きが必要）。 
2 回 魚を殖やすのに欠かせない親魚の導入と、馴化に関して、採捕・検疫・飼育環境・
飼餌料などについて概説するとともに市場からの要望や繁殖技術の開発程度など対象種
の選定にかかわる要件を概説する。 
3 回 魚の産卵環境と性成熟に関して、生殖腺成熟・成熟とホルモン・性転換などについ
て概説する。 
4 回 魚の産卵様式には様々のものがあるので、 

準備学習 1 回 漁業には、獲る漁業と殖やす漁業とがある。その中で、人の手で殖やす必要のある
魚とは、どのような魚であるか考えておくこと。 
2 回 親魚の飼育環境にとって欠かせない条件とは何か考えてみておくこと。 
参考：日本における海水魚養殖の来歴と現状 
http://www.spc.jst.go.jp/hottopics/0906sustainedprod_food/r0906_murata.html 
3 回 魚の性転換について図書館・ネットなどで調べておくこと。 
参考：魚類の性転換の事例 
http://www.bi 

 



年度 2014 
授業コード FTB0971P 
成績評価 不定期試験（20％）期末試験（80％）により行う。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0971P 魚類栄養学 
担当教員名 熊谷 滋＊ 
単位数 2 
教科書 原則、パワーポイントによるノート講義を実施する。必要に応じて資料を配布する。講

義の前日までに、その週の講義で示す講義内容を WEB にアップする。 
https://skydrive.live.com/#cid=D277B2D043215C75&id=D277B2D043215C75%21214 

アクティブラーニング  
キーワード 魚、繁殖、仔魚、餌、プランクトン 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 魚類栄養学 
課題に対するフィード
バック 

 

授業の運営方針  
参考書 岩井保著「水産脊椎動物Ⅱ魚類」恒星社厚生閣／鈴⽊克己・高松士朗（編）：海水魚の繁

殖 緑書房／隆島史夫著（著）：魚の養殖最前線 裳華房／東博司（著）：熱帯魚繁殖入
門 緑書房 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB0971P 
実務経験のある教員  
達成目標 魚類の繁殖について、以下のことが説明できるようになること。1）魚類の成熟・産卵の

メカニズム 2）孵化仔魚から稚魚までの成⻑過程での変化 3）稚魚まで育てるための餌の
選択と準備 4）魚類繁殖の飼育環境に求められる条件とその管理 

受講者へのコメント  
連絡先 バイオ・応用化学科（12 号館 2 階：山本研究室） 
合理的配慮が必要な学
生への対応 

 

各項目評価に対する所
見 

 

英文科目名 Fish Dietetics 
関連科目  
次回に向けての改善変
更予定 

 

講義目的 近年、持続的水産資源の活用など自然環境保護の潮流に沿った論議が盛んに行われてい
る。この中にはマグロ資源の漁獲制限あるいはワシントン条約の規制対象種にタツノオ



トシゴが含まれるなど、各種魚類の漁獲・採捕に強い規制がかけられてきている。この
ような動きを理解するための知識の一環として「繁殖」がある。本講義では、魚類の繁
殖のメカニズムを説明し、人為的に魚類を繁殖させる技術の基礎理論と応用について概
説する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 管理下での魚類の繁殖について、その目的・意義・歴史などについて概説し、その

現状を説明する（魚類の繁殖には、親魚 管理・餌料準備・仔魚飼育の 3 要素の調和の
とれた働きが必要）。 
2 回 魚を殖やすのに欠かせない親魚の導入と、馴化に関して、採捕・検疫・飼育環境・
飼餌料などについて概説するとともに市場からの要望や繁殖技術の開発程度など対象種
の選定にかかわる要件を概説する。 
3 回 魚の産卵環境と性成熟に関して、生殖腺成熟・成熟とホルモン・性転換などについ
て概説する。 
4 回 魚の産卵様式には様々のものがあるので、 

準備学習 1 回 漁業には、獲る漁業と殖やす漁業とがある。その中で、人の手で殖やす必要のある
魚とは、どのような魚であるか考えておくこと。 
2 回 親魚の飼育環境にとって欠かせない条件とは何か考えてみておくこと。 
参考：日本における海水魚養殖の来歴と現状 
http://www.spc.jst.go.jp/hottopics/0906sustainedprod_food/r0906_murata.html 
3 回 魚の性転換について図書館・ネットなどで調べておくこと。 
参考：魚類の性転換の事例 
http://www.bi 

 



年度 2014 
授 業 コ
ード 

FTB09810 

成 績 評
価 

不定期試験（20％）定期試験（80％） 

曜 日 時
限 

⽊曜日 3・4 時限 

対 象 ク
ラス 

バイオ・応用化学科(〜12) 

見出し FTB09810 魚類疾病学 
担 当 教
員名 

熊谷 滋＊ 

単位数 2 
教科書 原則、パワーポイントによるノート講義を実施する。また、講義日前にパワーポイントの内容を WEB に

アップする。 
https://skydrive.live.com/#cid=D277B2D043215C75&id=D277B2D043215C75%21175 

ア ク テ
ィ ブ ラ
ー ニ ン
グ 

 

キ ー ワ
ード 

魚 病気 細菌 ウイルス 

開 講 学
期 

後期 

自 由 記
述 に 対
す る 回
答 

所見を必要とする回答はなかった。 

科目名 魚類疾病学 
課 題 に
対 す る
フ ィ ー
ド バ ッ
ク 

 

授 業 の
運 営 方
針 

 

参考書 小川和夫・室賀清邦著：改定・魚病学概論 恒星社厚生閣／畑井喜司雄・小川和夫 監修 新魚病学図鑑 
緑書房／養殖臨時増刊号 水産用医薬品ガイド 緑書房／魚病学 監修：児玉 洋 編集委員：川本恵
子・森友忠昭・和⽥新平 緑書房 

授 業 形
態 

講義 



注 意 備
考 

 

シ ラ バ
ス コ ー
ド 

FTB09810 

実 務 経
験 の あ
る教員 

 

達 成 目
標 

①魚種・疾病別の病因と病理学的特徴に関する知識を習得すること。②飼育魚の健康上の異常に適切に
対応できること。③魚病に関する幅広い知識を習得すること。④魚類の生理を理解することで、魚病に
かかりにくい飼育法を実践できること。 

受 講 者
へ の コ
メント 

講義の中で、少しでも興味のあるものがあれば、また、疑問に思う点があれば、そこをさらに突き詰めて
調べてくれればより深い理解ができると思う。 

連絡先 バイオ・応用化学科（12 号館 2 階：山本研究室） 
合 理 的
配 慮 が
必 要 な
学 生 へ
の対応 

 

各 項 目
評 価 に
対 す る
所見 

受講者がこの講義を選択科目として聴講していたのであるから、講義に対する取り組みに熱⼼さが見ら
れないのは仕方がないことなのかもしれない。それでも、この講義によって「この分野への理解が深ま
り」「興味関⼼が高まった」との回答が多かったのは、講義を受け持ったものとしては喜ばしい。 

英 文 科
目名 

Fish Disease and Illness 

関 連 科
目 

魚類飼育論、水圏生物学 

次 回 に
向 け て
の 改 善
変 更 予
定 

魚病の世界も、他の科学の分野と同じで日進月歩の変化をしている。中でも魚病は産業に結びついてお
り、新しい知見を常時把握しておくことが重要である。従って、この講義でも、できる限り新しい情報を
聴講生諸君に提示できるよう調査を怠らないようにしていきたい。 

講 義 目
的 

魚病の診断および対策について、適切な判断が下せるように、魚類の形態や生理について理解させる。
その上で魚種ごとに代表的な疾病・病因・診断法ならびに予防・治療法を習得させる。また、水産用医薬
品を正しく使用・管理できるように基本知識を習得させる。 

対 象 学
年 

3 年/4 年 

授 業 内
容 

1 回 魚を飼育するうえで避けて通れない魚の健康管理に関わる学問としての魚類疾病学の目的・意義・
歴史について概説する。 
2 回 我々人と異なり水中に生活の場を持つ魚の分類学的位置や水生生物としての陸上動物との相違点に
ついて概説する。 



3 回 魚の外部形態・内部形態について、各部位の名称・各器官の名称と機能・魚類特有の器官とその機
能などについて概説する。 
4 回 水生生物としての魚の生理を呼吸と血液循環・淡水魚と海水魚の浸透圧調節機能などについて概説
する。 
5 回 環境変化に伴う疾病（ガス病・アンモニア中毒・鼻上げな 

準 備 学
習 

1 回 シラバスをよく確認し学習の課程を把握しておくこと。 
参考：海水魚の病気 
http://marine.mi-
yu.net/index.php?%E6%B5%B7%E6%B0%B4%E9%AD%9A%E3%81%AE%E7%97%85%E6%B0%97 
2 回 魚と人と形態・生理の相違について考えておくこと。 
3 回 魚（水槽で泳ぐ魚あるいはスーパーに並べてある）をよく観察しておくこと。 
4 回 浸透圧と分圧という言葉の意味を調べておくこと。 
5 回 溶存酸素などの過飽和について調べてみておくこと。 
6 回 最 

 



年度 2014 
授 業 コ
ード 

FTB0981P 

成 績 評
価 

不定期試験（20％）定期試験（80％） 

曜 日 時
限 

⽊曜日 3・4 時限 

対 象 ク
ラス 

⼯学プロジェクトコース 

見出し FTB0981P 魚類疾病学 
担 当 教
員名 

熊谷 滋＊ 

単位数 2 
教科書 原則、パワーポイントによるノート講義を実施する。また、講義日前にパワーポイントの内容を WEB に

アップする。 
https://skydrive.live.com/#cid=D277B2D043215C75&id=D277B2D043215C75%21175 

ア ク テ
ィ ブ ラ
ー ニ ン
グ 

 

キ ー ワ
ード 

魚 病気 細菌 ウイルス 

開 講 学
期 

後期 

自 由 記
述 に 対
す る 回
答 

 

科目名 魚類疾病学 
課 題 に
対 す る
フ ィ ー
ド バ ッ
ク 

 

授 業 の
運 営 方
針 

 

参考書 小川和夫・室賀清邦著：改定・魚病学概論 恒星社厚生閣／畑井喜司雄・小川和夫 監修 新魚病学図鑑 
緑書房／養殖臨時増刊号 水産用医薬品ガイド 緑書房／魚病学 監修：児玉 洋 編集委員：川本恵
子・森友忠昭・和⽥新平 緑書房 

授 業 形
態 

講義 



注 意 備
考 

 

シ ラ バ
ス コ ー
ド 

FTB0981P 

実 務 経
験 の あ
る教員 

 

達 成 目
標 

①魚種・疾病別の病因と病理学的特徴に関する知識を習得すること。②飼育魚の健康上の異常に適切に
対応できること。③魚病に関する幅広い知識を習得すること。④魚類の生理を理解することで、魚病に
かかりにくい飼育法を実践できること。 

受 講 者
へ の コ
メント 

 

連絡先 バイオ・応用化学科（12 号館 2 階：山本研究室） 
合 理 的
配 慮 が
必 要 な
学 生 へ
の対応 

 

各 項 目
評 価 に
対 す る
所見 

 

英 文 科
目名 

Fish Disease and Illness 

関 連 科
目 

魚類飼育論、水圏生物学 

次 回 に
向 け て
の 改 善
変 更 予
定 

 

講 義 目
的 

魚病の診断および対策について、適切な判断が下せるように、魚類の形態や生理について理解させる。
その上で魚種ごとに代表的な疾病・病因・診断法ならびに予防・治療法を習得させる。また、水産用医薬
品を正しく使用・管理できるように基本知識を習得させる。 

対 象 学
年 

1 年/2 年/3 年/4 年 

授 業 内
容 

1 回 魚を飼育するうえで避けて通れない魚の健康管理に関わる学問としての魚類疾病学の目的・意義・
歴史について概説する。 
2 回 我々人と異なり水中に生活の場を持つ魚の分類学的位置や水生生物としての陸上動物との相違点に
ついて概説する。 



3 回 魚の外部形態・内部形態について、各部位の名称・各器官の名称と機能・魚類特有の器官とその機
能などについて概説する。 
4 回 水生生物としての魚の生理を呼吸と血液循環・淡水魚と海水魚の浸透圧調節機能などについて概説
する。 
5 回 環境変化に伴う疾病（ガス病・アンモニア中毒・鼻上げな 

準 備 学
習 

1 回 シラバスをよく確認し学習の課程を把握しておくこと。 
参考：海水魚の病気 
http://marine.mi-
yu.net/index.php?%E6%B5%B7%E6%B0%B4%E9%AD%9A%E3%81%AE%E7%97%85%E6%B0%97 
2 回 魚と人と形態・生理の相違について考えておくこと。 
3 回 魚（水槽で泳ぐ魚あるいはスーパーに並べてある）をよく観察しておくこと。 
4 回 浸透圧と分圧という言葉の意味を調べておくこと。 
5 回 溶存酸素などの過飽和について調べてみておくこと。 
6 回 最 

 



年度 2014 
授業コード FTB09910 
成績評価 小テスト（20％）課題提出（10％）定期試験（70％）で評価する 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12) 
見出し FTB09910 魚類飼育論 
担当教員名 山本 俊政 
単位数 2 
教科書 パワーポイントによる講義と都度、プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 観賞魚飼育、ろ過理論、バクテリア、飼育困難種 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 魚類飼育論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・新飼育ハンドブック/（社）日本動物園水族館協会 

・新魚病学図鑑 緑書房/畑井喜司雄・小川和夫監 
・改定・魚病学概論/小川和夫・室賀清邦（編） 
・新版水産動物学/谷⽥専治著 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB09910 
実務経験のある教員  
達成目標 魚類などを⻑期飼育・養殖することの可能な技術を習得する①水槽設備で広く利

用される、ろ過理論・バクテリアについて説明ができること②魚類が快適に飼育
できる水質管理について理解できること③魚病疾病および魚病を事前に予防す
るための基礎知識を理解すること④幅広い水生生物の飼育方法を熟知すること 

受講者へのコメント なし 
連絡先 バイオ・応用化学科（12 号館 2 階：山本研究室） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 今回初の試みで、自然保護と人間生活についてグループディスカッションを行っ
た。人間の生活重視か自然保護か、二者択一のを迫られる討議となった。学生は
自然保護の難しさを実感したようで、有意義な授業となった。 

英文科目名 Fish Breeding Theory 
関連科目 水槽設計論、魚病疾病学、水圏生物学、水生動物学、水圏生物学実習 
次回に向けての改善変更予定 教員からの一方的な授業になりがちであるが、一つの課題を共有しグループディ

スカッションを行っていくべきと考える。今後、継続していきたい。 
講義目的 ①魚類等の飼育生物を閉鎖環境において⻑期飼育させるための技術、設備は重要

である。水槽設備の取り扱い方法、輸送あるいは対象魚種ごとの水質維持にかか



わるテクニックについて概説する。②水産および観賞魚業界も日進月歩進歩して
おり、最新飼育技術を交えながら魚類飼育のエキスパートとしての資質を身につ
けることを目的に概説する。③水生生物を⻑期飼育する上で、必ず問題となる魚
病対策について概説する④飼育技術が進歩し多くの生物が飼育可能となった現
在、いまだ飼育困難種が多く存在する。中には生態など未解明であり、餌料すら
見いだせ 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 国内外に見る水槽飼育施設の解説Ⅰ（閉鎖循環式飼育システムの歴史）につ

いて概説する。 
2 回 水槽飼育システムの解説Ⅱ（ナチュラルシステムの登場：海草、ライブロッ
ク、ライブサンドによる浄化）について概説する。 
3 回 天然海水、人⼯海水、海洋深層水などの特徴と、好適環境水の利用について
概説する。 
4 回 ろ過理論Ⅰ（好気性バクテリアの利用とろ過方式、ろ材の種類と選定）につ
いて概説する。 
5 回 ろ過理論Ⅱ（嫌気性バクテリアの利用による脱窒装置）について概説する。 
6 回 飼育水の管理（魚類にとって最適な水の条件 

準備学習 1 回 水族館の歴史について図書館、ネットなどを参考に調べておくこと。 
2 回 モナコシステム、ベルリンシステムなど図書館、ネットなどを参考に調べて
おくこと。 
3 回 観賞魚専門誌、人⼯海水製造メーカー、ネットなどを参考に調べておくこ
と。 
4 回 上下水道施設等が行う水質浄化方法について、図書館、ネットなどで調べて
おくこと。 
5 回 浄下水道施設、水族館、ホームアクアリウム等が利用する水質浄化方法につ
いて、図書館、ネットなどで調べること。 
6 回 人間は有害な大気のもとでは生きていくことができないが、魚類はどうか
考え 

 



年度 2014 
授業コード FTB0991P 
成績評価 小テスト（20％）課題提出（10％）定期試験（70％）で評価する 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB0991P 魚類飼育論 
担当教員名 山本 俊政 
単位数 2 
教科書 パワーポイントによる講義と都度、プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 観賞魚飼育、ろ過理論、バクテリア、飼育困難種 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 魚類飼育論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・新飼育ハンドブック/（社）日本動物園水族館協会 

・新魚病学図鑑 緑書房/畑井喜司雄・小川和夫監 
・改定・魚病学概論/小川和夫・室賀清邦（編） 
・新版水産動物学/谷⽥専治著 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB0991P 
実務経験のある教員  
達成目標 魚類などを⻑期飼育・養殖することの可能な技術を習得する①水槽設備で広く利

用される、ろ過理論・バクテリアについて説明ができること②魚類が快適に飼育
できる水質管理について理解できること③魚病疾病および魚病を事前に予防す
るための基礎知識を理解すること④幅広い水生生物の飼育方法を熟知すること 

受講者へのコメント  
連絡先 バイオ・応用化学科（12 号館 2 階：山本研究室） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fish Breeding Theory 
関連科目 水槽設計論、魚病疾病学、水圏生物学、水生動物学、水圏生物学実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ①魚類等の飼育生物を閉鎖環境において⻑期飼育させるための技術、設備は重要

である。水槽設備の取り扱い方法、輸送あるいは対象魚種ごとの水質維持にかか
わるテクニックについて概説する。②水産および観賞魚業界も日進月歩進歩して
おり、最新飼育技術を交えながら魚類飼育のエキスパートとしての資質を身につ
けることを目的に概説する。③水生生物を⻑期飼育する上で、必ず問題となる魚



病対策について概説する④飼育技術が進歩し多くの生物が飼育可能となった現
在、いまだ飼育困難種が多く存在する。中には生態など未解明であり、餌料すら
見いだせ 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 国内外に見る水槽飼育施設の解説Ⅰ（閉鎖循環式飼育システムの歴史）につ

いて概説する。 
2 回 水槽飼育システムの解説Ⅱ（ナチュラルシステムの登場：海草、ライブロッ
ク、ライブサンドによる浄化）について概説する。 
3 回 天然海水、人⼯海水、海洋深層水などの特徴と、好適環境水の利用について
概説する。 
4 回 ろ過理論Ⅰ（好気性バクテリアの利用とろ過方式、ろ材の種類と選定）につ
いて概説する。 
5 回 ろ過理論Ⅱ（嫌気性バクテリアの利用による脱窒装置）について概説する。 
6 回 飼育水の管理（魚類にとって最適な水の条件 

準備学習 1 回 水族館の歴史について図書館、ネットなどを参考に調べておくこと。 
2 回 モナコシステム、ベルリンシステムなど図書館、ネットなどを参考に調べて
おくこと。 
3 回 観賞魚専門誌、人⼯海水製造メーカー、ネットなどを参考に調べておくこ
と。 
4 回 上下水道施設等が行う水質浄化方法について、図書館、ネットなどで調べて
おくこと。 
5 回 浄下水道施設、水族館、ホームアクアリウム等が利用する水質浄化方法につ
いて、図書館、ネットなどで調べること。 
6 回 人間は有害な大気のもとでは生きていくことができないが、魚類はどうか
考え 

 



年度 2014 
授業コード FTB10010 
成績評価 小テスト（20％）定期試験（80％）で評価する 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12) 
見出し FTB10010 水槽設計論 
担当教員名 山本 俊政 
単位数 2 
教科書 養殖・蓄養システムと水槽管理/矢⽥貞美（編）/恒星社厚生閣 

なお状況に応じてプリントの配布を行う 
アクティブラーニング  
キーワード 水槽設備、水族館、活魚水槽 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 水槽設計論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 活魚大全/本間昭郎（著）/（株）フジテクノシステム 
授業形態 講義 
注意備考 電卓は毎回持参すること。 

疑問のある場合は、講義中あるいはオフィスアワーを利用して積極的に質問する
こと。 

シラバスコード FTB10010 
実務経験のある教員  
達成目標 1）水槽に使用される材質の説明ができること。 

2）水槽の幅、奥行き、高さの関係から、水圧に耐えうる部材の厚みが選定できる
こと。 
3）水槽の制作にかかわる⼯程と構造について理解ができること。 
4）水槽内温度制御にかかわる装置の構造、および熱量計算を理解すること。（冷
凍機・保温用ヒーター） 
5）水槽設備を理解し、用途に応じた水槽設計ができること。 
6）水槽周辺装置であるエアーポンプ、酸素発生器、泡沫分離装置等の原理と使
用方法を理解すること。 
7）流体による抵抗を理解し、水槽設備にかかわる最適なポンプ循環量を求 

受講者へのコメント なし 
連絡先 バイオ・応用化学科（12 号館 2 階：山本研究室） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 今回初の試みで、閉鎖循環式養殖と海面養殖の有効性についてグループディスカ
ッションを行った。現在、支流である海面養殖のメリット、デメリットを把握す
る中で、閉鎖循環式養殖の将来性を実感したようで、有意義な授業となった。 



英文科目名 Aquarium System Design Theory 
関連科目 魚類飼育論、水圏生物学実習 
次回に向けての改善変更予定 今後、定期的にグループディスカッションを実施しする。 
講義目的 1）水生生物を⻑期飼育するための装置は重要である。水族館などに見られる水

槽設備、周辺装置の概説を行う。 
2）水槽設備の基本設計を理解するうえで、用途に応じたシステムの構築につい
て概説を行う。 
3）熱力学にしたがって所定の水槽を加温・冷却するための熱量計算方法を概説
する。 
3）水槽容量・魚類飼育種、魚密（％）に見合う循環ポンプの選定方法を概説す
る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 水槽設備にかかわる装置類の概要について説明する。 

また、各形状の水槽・濾過槽から総体積を求めるため、演習問題を出題する。 
2 回 水槽設備Ⅰ：一般的に使用される水槽材料の材質・強度・特徴について概説
する。さらにアクリル、ガラス、ＦＲＰ水槽の接着材料と制作方法について概説
するが、生命動物教育センターの施設見学を実施する中で、詳細説明を行う。 
3 回 水槽設備Ⅱ：魚類飼育にとって水質を安定させることは重要であるが、世界
的に使用されているろ過方式は、大まかにわけて、浸漬式・散水式が主流をなす。
本講義では、多様 

準備学習 1 回 国内で見られる水族館の歴史とろ過システムについて、教科書である養殖・
蓄養システムと水管理（Ｐ131-167）を読んでおくこと。 
2 回 ガラス・アクリル・ＦＲＰ水槽に使用される材質と特徴について、図書館・
ネットから調べておくこと。 
3 回 教科書である養殖・蓄養システムと水管理（Ｐ51-58 アンモニア処理の必要
性）を読んでおくこと。 
4 回 観賞魚用ろ材として国内外のメーカーから市販されているが、観賞魚専門
書、図書館、ネットから特徴・材質・使用方法および価格について調べておくこ
と。 
5 回 観賞魚用保温ヒー 

 



年度 2014 
授業コード FTB1001P 
成績評価 小テスト（20％）定期試験（80％）で評価する 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB1001P 水槽設計論 
担当教員名 山本 俊政 
単位数 2 
教科書 養殖・蓄養システムと水槽管理/矢⽥貞美（編）/恒星社厚生閣 

なお状況に応じてプリントの配布を行う 
アクティブラーニング  
キーワード 水槽設備、水族館、活魚水槽 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 水槽設計論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 活魚大全/本間昭郎（著）/（株）フジテクノシステム 
授業形態 講義 
注意備考 電卓は毎回持参すること。 

疑問のある場合は、講義中あるいはオフィスアワーを利用して積極的に質問する
こと。 

シラバスコード FTB1001P 
実務経験のある教員  
達成目標 1）水槽に使用される材質の説明ができること。 

2）水槽の幅、奥行き、高さの関係から、水圧に耐えうる部材の厚みが選定できる
こと。 
3）水槽の制作にかかわる⼯程と構造について理解ができること。 
4）水槽内温度制御にかかわる装置の構造、および熱量計算を理解すること。（冷
凍機・保温用ヒーター） 
5）水槽設備を理解し、用途に応じた水槽設計ができること。 
6）水槽周辺装置であるエアーポンプ、酸素発生器、泡沫分離装置等の原理と使
用方法を理解すること。 
7）流体による抵抗を理解し、水槽設備にかかわる最適なポンプ循環量を求 

受講者へのコメント  
連絡先 バイオ・応用化学科（12 号館 2 階：山本研究室） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Aquarium System Design Theory 
関連科目 魚類飼育論、水圏生物学実習 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1）水生生物を⻑期飼育するための装置は重要である。水族館などに見られる水

槽設備、周辺装置の概説を行う。 
2）水槽設備の基本設計を理解するうえで、用途に応じたシステムの構築につい
て概説を行う。 
3）熱力学にしたがって所定の水槽を加温・冷却するための熱量計算方法を概説
する。 
3）水槽容量・魚類飼育種、魚密（％）に見合う循環ポンプの選定方法を概説す
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 水槽設備にかかわる装置類の概要について説明する。 

また、各形状の水槽・濾過槽から総体積を求めるため、演習問題を出題する。 
2 回 水槽設備Ⅰ：一般的に使用される水槽材料の材質・強度・特徴について概説
する。さらにアクリル、ガラス、ＦＲＰ水槽の接着材料と制作方法について概説
するが、生命動物教育センターの施設見学を実施する中で、詳細説明を行う。 
3 回 水槽設備Ⅱ：魚類飼育にとって水質を安定させることは重要であるが、世界
的に使用されているろ過方式は、大まかにわけて、浸漬式・散水式が主流をなす。
本講義では、多様 

準備学習 1 回 国内で見られる水族館の歴史とろ過システムについて、教科書である養殖・
蓄養システムと水管理（Ｐ131-167）を読んでおくこと。 
2 回 ガラス・アクリル・ＦＲＰ水槽に使用される材質と特徴について、図書館・
ネットから調べておくこと。 
3 回 教科書である養殖・蓄養システムと水管理（Ｐ51-58 アンモニア処理の必要
性）を読んでおくこと。 
4 回 観賞魚用ろ材として国内外のメーカーから市販されているが、観賞魚専門
書、図書館、ネットから特徴・材質・使用方法および価格について調べておくこ
と。 
5 回 観賞魚用保温ヒー 

 



年度 2014 
授業コード FTB10110 
成績評価 実技試験（25％）課題の提出（25％）飼育魚生残率（50％）により評価する 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12) 
見出し FTB10110 水圏生物学実習 
担当教員名 山本 俊政 
単位数 1 
教科書 必要に応じてプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 海産魚類、アクアリウム、水槽設備、化学分析 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 本授業は 1 単位となっており、授業のボリュームから 2 単位への要望が数人の学

生から寄せられた。 
したがって教室会議等を通じ 2 単位への移行を検討したい。 

科目名 水圏生物学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 海水魚 1500 図鑑/冨澤直人著/ピーシーズ：海水魚大図鑑/小林道信 、安倍肯治

/世界文化社 
授業形態 実験実習 
注意備考 グループにわけて一定期間、魚類等の飼育を行う。ただし、給餌・装置の点検・

魚の観察は重要であるため、最低 1 日に 1 回は生命動物教育センターに出向き確
認を行うこと。 

シラバスコード FTB10110 
実務経験のある教員  
達成目標 ①海産魚類（観賞魚含む）について、所定の期間内に飼育が継続できること②魚

病の早期発見と防御、各種魚病薬の投与方法が理解できること③定期的な水槽管
理ができること④ろ過理論にしたがい、魚類にとって有害なアンモニア態窒素、
亜硝酸態窒素のコントロールができること⑤水質維持にかかわる定期的な定量
分析ができること⑥魚類・甲殻類・無脊椎動物の安全な類輸送方法が理解できる
こと。 

受講者へのコメント 昨年に引き続き質問が少なく、学生の理解度が見えにくい。 
私は積極的に名指しで質問をおこなっているが、自発的な質問が欲しい。 

連絡先 バイオ・応用化学科：12 号館 2 階（山本研究室） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 課題については、全員提出が行われ積極性が見られた。 
また、魚類の飼育がテーマであったため、休み時間を惜しみよく実践にあたって
くれたものと評価したい。 
特に魚の解剖およびウナギ類の⾷感・感応試験等、実践的な授業は好評であった。 



英文科目名 Biological Oceanography Laboratory 
関連科目 水槽設計論、魚類飼育論、基礎化学実験、分析化学Ⅰ〜Ⅱ、生物学Ⅰ〜Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 海産魚類（観賞魚含む）を⻑期飼育するための魚病対策、給餌方法、定期的なメ

ンテナンス方法について水槽飼育実験を行う中で、都度解説を行う。なお、魚類
にとって良好な水質の維持は重要であるが、定期的な水質分析（定量）を実施し、
硝化バクテリアの働きについて考察するとともに、飼育水の交換時期を明確にす
る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 魚類解剖の実践により、外部形態・内部形態の観察とスケッチをする。 

2 回 ①グループ分けを行い、担当水槽を決定する。 
②水槽設備の組み立て手順について解説をする。 
③水槽組立終了後、各水槽に注水を行う。 
④水道水中の遊離塩素の除去方法について解説する。 
3 回 飼育生物の産地・⾷性と飼育難易度について調査をする。 
4 回 ①生体到着後の魚類・甲殻類・無脊椎動物の水槽内収容方法についての実践
をおこなう②一般的な観賞魚に罹患しやすい魚病と、その対策について解説す
る。 
5 回 ろ過装置内の洗浄方法・飼育水の交換方 

準備学習 1 回 「水産脊椎動物学Ⅱ魚類」の中で、魚類の外部形態・内部形態について調べ
ておくこと。 
2 回 ①海水魚の飼育について専門書、ネットから飼育法について、調べておくこ
と。 
②水道水中に存在する遊離塩素の除去方法について、調べておくこと。 
3 回 海産海水魚の飼育について専門書、ネットから飼育法について調べておく
こと。 
4 回 海産海水魚の飼育について専門書、ネットから飼育法について調べておく
こと。 
5 回 海産海水魚の飼育について専門書、ネットから飼育法について調べておく
こと。 
6 回 海産海水魚の飼育について専門書 

 



年度 2014 
授業コード FTB1011P 
成績評価 実技試験（25％）課題の提出（25％）飼育魚生残率（50％）により評価する 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB1011P 水圏生物学実習 
担当教員名 山本 俊政 
単位数 1 
教科書 必要に応じてプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 海産魚類、アクアリウム、水槽設備、化学分析 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 水圏生物学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 海水魚 1500 図鑑/冨澤直人著/ピーシーズ：海水魚大図鑑/小林道信 、安倍肯治

/世界文化社 
授業形態 実験実習 
注意備考 グループにわけて一定期間、魚類等の飼育を行う。ただし、給餌・装置の点検・

魚の観察は重要であるため、最低 1 日に 1 回は生命動物教育センターに出向き確
認を行うこと。 

シラバスコード FTB1011P 
実務経験のある教員  
達成目標 ①海産魚類（観賞魚含む）について、所定の期間内に飼育が継続できること②魚

病の早期発見と防御、各種魚病薬の投与方法が理解できること③定期的な水槽管
理ができること④ろ過理論にしたがい、魚類にとって有害なアンモニア態窒素、
亜硝酸態窒素のコントロールができること⑤水質維持にかかわる定期的な定量
分析ができること⑥魚類・甲殻類・無脊椎動物の安全な類輸送方法が理解できる
こと。 

受講者へのコメント  
連絡先 バイオ・応用化学科：12 号館 2 階（山本研究室） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biological Oceanography Laboratory 
関連科目 水槽設計論、魚類飼育論、基礎化学実験、分析化学Ⅰ〜Ⅱ、生物学Ⅰ〜Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 海産魚類（観賞魚含む）を⻑期飼育するための魚病対策、給餌方法、定期的なメ

ンテナンス方法について水槽飼育実験を行う中で、都度解説を行う。なお、魚類
にとって良好な水質の維持は重要であるが、定期的な水質分析（定量）を実施し、



硝化バクテリアの働きについて考察するとともに、飼育水の交換時期を明確にす
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 魚類解剖の実践により、外部形態・内部形態の観察とスケッチをする。 

2 回 ①グループ分けを行い、担当水槽を決定する。 
②水槽設備の組み立て手順について解説をする。 
③水槽組立終了後、各水槽に注水を行う。 
④水道水中の遊離塩素の除去方法について解説する。 
3 回 飼育生物の産地・⾷性と飼育難易度について調査をする。 
4 回 ①生体到着後の魚類・甲殻類・無脊椎動物の水槽内収容方法についての実践
をおこなう②一般的な観賞魚に罹患しやすい魚病と、その対策について解説す
る。 
5 回 ろ過装置内の洗浄方法・飼育水の交換方 

準備学習 1 回 「水産脊椎動物学Ⅱ魚類」の中で、魚類の外部形態・内部形態について調べ
ておくこと。 
2 回 ①海水魚の飼育について専門書、ネットから飼育法について、調べておくこ
と。 
②水道水中に存在する遊離塩素の除去方法について、調べておくこと。 
3 回 海産海水魚の飼育について専門書、ネットから飼育法について調べておく
こと。 
4 回 海産海水魚の飼育について専門書、ネットから飼育法について調べておく
こと。 
5 回 海産海水魚の飼育について専門書、ネットから飼育法について調べておく
こと。 
6 回 海産海水魚の飼育について専門書 

 



年度 2014 
授業コード FTB10410 
成績評価 途中 3 回の小テスト（30%）と、定期試験（70%）で評価する 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13) 
見出し FTB10410 生化学Ⅰ 
担当教員名 安藤 秀哉 
単位数 2 
教科書 第 3 版マクマリー生物有機化学（生化学編）丸善株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード アミノ酸、タンパク質、ビタミン、脂質 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 3 回毎に小テストを実施していますが、「小テストの答えを言ってほしい」という

意見がありましたので、次年度よりその時間を取るようにしたいと思います。 
「⻘チョークは見にくい」という意見もありましたので、なるべく⻘チョークは
使用しないようにしたいと思います。 

科目名 生化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 第 5 版細胞の分子生物学（THE CELL）株式会社ニュートンプレス 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB10410 
実務経験のある教員  
達成目標 タンパク質と脂質に関する基礎知識が身につく 
受講者へのコメント 受講者が多いので、後ろの方の私語が分かりませんでした。次年度は積極的に注

意喚起して行きたいと思います。 
連絡先 12 号館 5 階 安藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「授業の進行と教材の提示について」の項目で、「私語など授業の妨げとなる行
為には、しっかりと注意してほしい」という意見がありました。 

英文科目名 Biochemistry I 
関連科目 生化学 II 
次回に向けての改善変更予定 各回の授業内容を予め提示して、予習ができるようにしたいと思います。 
講義目的 細胞の構成成分であるタンパク質と脂質の基礎知識を学ぶ 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 細胞の基本構造と細胞内小器官の機能について学ぶ 

2 回 アミノ酸の種類と構造について学ぶ 
3 回 タンパク質の立体構造について学ぶ 
4 回 アミノ酸とタンパク質の復習と小テスト 



5 回 酵素の分類と機能について学ぶ 
6 回 酵素活性を制御する因子とメカニズムについて学ぶ 
7 回 ビタミンの機能について学ぶ 
8 回 酵素とビタミンの復習と小テスト 
9 回 脂質の基本構造と分類について学ぶ 
10 回 脂質の機能について学ぶ 
11 回 細胞膜を構成する脂質について学ぶ 
12 回 脂質の消化と体内輸送について学ぶ 
13 回 脂肪酸 

準備学習 1 回 細胞内でタンパク質ができるまでを調べておくこと 
2 回 アミノ酸の官能基と種類について調べておくこと 
3 回 タンパク質内の化学結合について調べておくこと 
4 回 第 1 回〜第 3 回までの学習内容を復習しておくこと 
5 回 酵素の種類とその触媒反応について調べておくこと 
6 回 酵素活性に影響を及ぼす因子を調べておくこと 
7 回 ビタミンの種類を調べておくこと 
8 回 第 5 回〜第 7 回までの学習内容を復習しておくこと 
9 回 脂肪酸の種類を調べておくこと 
10 回 細胞内における脂質の働きを調べておくこと 
11 回 細胞膜の 

 



年度 2014 
授業コード FTB1041P 
成績評価 途中 3 回の小テスト（30%）と、定期試験（70%）で評価する 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB1041P 生化学Ⅰ 
担当教員名 安藤 秀哉 
単位数 2 
教科書 第 3 版マクマリー生物有機化学（生化学編）丸善株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード アミノ酸、タンパク質、ビタミン、脂質 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 第 5 版細胞の分子生物学（THE CELL）株式会社ニュートンプレス 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB1041P 
実務経験のある教員  
達成目標 タンパク質と脂質に関する基礎知識が身につく 
受講者へのコメント  
連絡先 12 号館 5 階 安藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biochemistry I 
関連科目 生化学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 細胞の構成成分であるタンパク質と脂質の基礎知識を学ぶ 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 細胞の基本構造と細胞内小器官の機能について学ぶ 

2 回 アミノ酸の種類と構造について学ぶ 
3 回 タンパク質の立体構造について学ぶ 
4 回 アミノ酸とタンパク質の復習と小テスト 
5 回 酵素の分類と機能について学ぶ 
6 回 酵素活性を制御する因子とメカニズムについて学ぶ 
7 回 ビタミンの機能について学ぶ 
8 回 酵素とビタミンの復習と小テスト 
9 回 脂質の基本構造と分類について学ぶ 



10 回 脂質の機能について学ぶ 
11 回 細胞膜を構成する脂質について学ぶ 
12 回 脂質の消化と体内輸送について学ぶ 
13 回 脂肪酸 

準備学習 1 回 細胞内でタンパク質ができるまでを調べておくこと 
2 回 アミノ酸の官能基と種類について調べておくこと 
3 回 タンパク質内の化学結合について調べておくこと 
4 回 第 1 回〜第 3 回までの学習内容を復習しておくこと 
5 回 酵素の種類とその触媒反応について調べておくこと 
6 回 酵素活性に影響を及ぼす因子を調べておくこと 
7 回 ビタミンの種類を調べておくこと 
8 回 第 5 回〜第 7 回までの学習内容を復習しておくこと 
9 回 脂肪酸の種類を調べておくこと 
10 回 細胞内における脂質の働きを調べておくこと 
11 回 細胞膜の 

 



年度 2014 
授業コード FTB10510 
成績評価 試験(50%) 、リフレクションシート、課題レポート（３回）、学習ノート、WEB

サイトへの書き込み、ラーニングポートフォリオ（50%） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13) 
見出し FTB10510 生化学Ⅱ 
担当教員名 滝澤 昇 
単位数 2 
教科書 ・マクマリー生物有機化学（第４版）／マクマリー／丸善（生化学 I および３年

次開講の細胞生理学 でも使用する） 
・WEB サイトに上げているプリント 

アクティブラーニング  
キーワード 単糖、二糖、オリゴ糖、多糖、デンプン、アミロペクチン、アミロース、セルロ

ース、アノマー、α1.4 結合、α1.6 結合、β1.4 結合、還元糖、ヌクレオシド、
核酸、DNA、RNA，リボース、デオキシリボース、リン酸エステル結合、Tm 値
生化学エネルギー、解糖、クエン酸回路、電子伝達系、ATP、NADH、酸化還元、
有利な反応・不利な反応、共役、自由エネルギー、酸化的リン酸化 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 生化２授業アンケートの自由記述について返答します。 

１）もう少し演習問題の解答を丁寧にして欲しい 
  Ａ. はい、もう少し時間が取れるように⼼がけます 
２）資料をダウンロードして印刷する方法には反対 
  Ａ. 例年このコメントは頂きます。しかし製本して販売すると 1000?2000
円程度は支払ってもらうことになりますので、金銭的負担を掛けないようにダウ
ンロードして印刷してもらっています。 
３）授業時限以外の学習の負担が大きすぎる 
  Ａ. 90 分の授業に対して 180 分時間外学習しなければ単位を出せないと 

科目名 生化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中村 著 生化学 （バイオテクノロジーシリーズ） 講談社 

市川 他 訳 マッキー生化学 第３版 化学同人 
鈴⽊ 他 訳 ホートン生化学 第３版 東京化学同人 
⽥宮 他 訳 ヴォート基礎生化学 東京化学同人 
山科・ 川嵜 共訳 レーニンジャーの新生化学（上・下） 第３版  
廣川書店⽥宮・八⽊ 共訳 コーン・スタンプ生化学 第５版 東京化学同人 

授業形態 講義 
注意備考 ・初回の授業時に詳細なシラバスを配付するので、必ず出席すること。 

・この講義を受講する者は、前期の「生化学１」を履修していること。 
・講義には遅刻せず、毎回出席のこと。遅刻は、リフレクションシートが減点と
なる。 



・講義資料は WEB サイトに置いておくので、各自講義前にダウンロード、プリ
ントし、予習の上、講義に出席すること。 
・リフレクションシートは講義開始時刻までに各自受け取り、授業の振り返りを
を記入した上で、講義終了時に担当教員に直接手渡すこと 
・初回の授業では、詳細なシラバスを配付して、この授業の概要と 

シラバスコード FTB10510 
実務経験のある教員  
達成目標 ・生体を構成する糖質・核酸の構造と機能の概略を説明できること 

・糖の代謝の概略と生体エネルギーの生成における役割を説明できること 
・構造を見て、糖の種類が区別できること 
・主な単糖と二糖の構造式を書くことができること 
・糖の生体における役割を説明できること 
・構造を見て、核酸の種類が区別できること 
・DNA と RNA の構造が描けるようになること 
・DNA と RNA の化学的、物理的特性が理解できるようになること 

受講者へのコメント 学生がが主体で、討論することを中⼼に進めていく「反転授業」に皆さん当初は
面⾷らったことと思いますが、徐々に慣れて頂けたことと思います。ただし何人
かは最後まで馴染めなかった人もいたことは確かです。しかい今後もこの方式を
改善しつつ進めていきたいと思います。みなさん、ありがとう。 

連絡先 研究室：12 号館５階電子メール：takizawan[アトマーク]dac.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価を５段階評定に換算すると、目標達成度：３.９２、教員の意欲：４.５
０ 、満足度：４.１０ となりました。いずれも大変高得点と思いますが、満足
度に置いて「不満・やや不満」が合わせて 9.6％あったことは改善の余地有りと
言うことになります。しかに概ね時間外学習を時間をかけて課題に取り組み、理
解が深まったという結果が出ています。こちらが仕組んだ通りの結果が出ていま
す。 

英文科目名 Biochemistry II 
関連科目 生化学 I 、細胞生理学 、タンパク質化学、分子生物学、遺伝子⼯学 
次回に向けての改善変更予定 教室が細⻑く奥深い構造だったので、不本意ながら後ろの席になった方には大変

不便をかけてしまいました。どうもすみません。 
資料については、予習用のＶＯＤ資料の作成を行いたいと思います。まがオンラ
インクイズも順次整備していきたいと考えます 

講義目的 ・生体を構成する物質（糖・核酸）の構造と化学的特性、ならびに生体における
役割について理解し、説明できるようになる 
・糖の異化代謝によりエネルギーが獲得されていくことを理解し説明できるよう
になる 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 受講のためのオリエンテーションを受け、講義の受け方を理解する。 

詳細なシラバスを配付し、授業の進め方、評価の方法、課題とその提出方法等を
説明します。必ず出席して、よく理解してください。 



初回に出席しない場合は、この授業に関する重要な情報を得ることができないの
で、大きな不利益を被ることが見込まれます。 
2 回 糖・炭水化物（１）：糖の種類、単糖の構造と化学的性質について理解する 
3 回 糖・炭水化物（２）：二糖、オリゴ糖、多糖の種類、構造、化学的性質、生
物における機能について理解する。 
4 回 糖・炭水化物 

準備学習 1 回 このシラバスをよく読み、記載された事柄を理解し承諾の上、講義に望むこ
と。 
受講を考えている者は、WEB サイトに登録するので１回目の講義に必ず出席す
ること 
WEB サイトから資料をダウンロードしておくこと 
2 回 教科書 4.1?4.5 章をよく読み、理解できたキーワードと、理解できなかった
キーワードを抽出し、解説文を作成する。 
3 回 教科書 4.5?4.9 章をよく読み、理解できたキーワードと、理解できなかった
キーワードを抽出し、解説文を作成する。また前回のキーワードについて解説文
を完成し、WEB サイトに記入す 

 



年度 2014 
授業コード FTB1051P 
成績評価 試験(50%) 、リフレクションシート、課題レポート（３回）、学習ノート、WEB

サイトへの書き込み、ラーニングポートフォリオ（50%） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB1051P 生化学Ⅱ 
担当教員名 滝澤 昇 
単位数 2 
教科書 ・マクマリー生物有機化学（第４版）／マクマリー／丸善（生化学 I および３年

次開講の細胞生理学 でも使用する） 
・WEB サイトに上げているプリント 

アクティブラーニング  
キーワード 単糖、二糖、オリゴ糖、多糖、デンプン、アミロペクチン、アミロース、セルロ

ース、アノマー、α1.4 結合、α1.6 結合、β1.4 結合、還元糖、ヌクレオシド、
核酸、DNA、RNA，リボース、デオキシリボース、リン酸エステル結合、Tm 値
生化学エネルギー、解糖、クエン酸回路、電子伝達系、ATP、NADH、酸化還元、
有利な反応・不利な反応、共役、自由エネルギー、酸化的リン酸化 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中村 著 生化学 （バイオテクノロジーシリーズ） 講談社 

市川 他 訳 マッキー生化学 第３版 化学同人 
鈴⽊ 他 訳 ホートン生化学 第３版 東京化学同人 
⽥宮 他 訳 ヴォート基礎生化学 東京化学同人 
山科・ 川嵜 共訳 レーニンジャーの新生化学（上・下） 第３版  
廣川書店⽥宮・八⽊ 共訳 コーン・スタンプ生化学 第５版 東京化学同人 

授業形態 講義 
注意備考 ・初回の授業時に詳細なシラバスを配付するので、必ず出席すること。 

・この講義を受講する者は、前期の「生化学１」を履修していること。 
・講義には遅刻せず、毎回出席のこと。遅刻は、リフレクションシートが減点と
なる。 
・講義資料は WEB サイトに置いておくので、各自講義前にダウンロード、プリ
ントし、予習の上、講義に出席すること。 
・リフレクションシートは講義開始時刻までに各自受け取り、授業の振り返りを
を記入した上で、講義終了時に担当教員に直接手渡すこと 
・初回の授業では、詳細なシラバスを配付して、この授業の概要と 

シラバスコード FTB1051P 
実務経験のある教員  
達成目標 ・生体を構成する糖質・核酸の構造と機能の概略を説明できること 



・糖の代謝の概略と生体エネルギーの生成における役割を説明できること 
・構造を見て、糖の種類が区別できること 
・主な単糖と二糖の構造式を書くことができること 
・糖の生体における役割を説明できること 
・構造を見て、核酸の種類が区別できること 
・DNA と RNA の構造が描けるようになること 
・DNA と RNA の化学的、物理的特性が理解できるようになること 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室：12 号館５階電子メール：takizawan[アトマーク]dac.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biochemistry II 
関連科目 生化学 I 、細胞生理学 、タンパク質化学、分子生物学、遺伝子⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ・生体を構成する物質（糖・核酸）の構造と化学的特性、ならびに生体における

役割について理解し、説明できるようになる 
・糖の異化代謝によりエネルギーが獲得されていくことを理解し説明できるよう
になる 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 受講のためのオリエンテーションを受け、講義の受け方を理解する。 

詳細なシラバスを配付し、授業の進め方、評価の方法、課題とその提出方法等を
説明します。必ず出席して、よく理解してください。 
初回に出席しない場合は、この授業に関する重要な情報を得ることができないの
で、大きな不利益を被ることが見込まれます。 
2 回 糖・炭水化物（１）：糖の種類、単糖の構造と化学的性質について理解する 
3 回 糖・炭水化物（２）：二糖、オリゴ糖、多糖の種類、構造、化学的性質、生
物における機能について理解する。 
4 回 糖・炭水化物 

準備学習 1 回 このシラバスをよく読み、記載された事柄を理解し承諾の上、講義に望むこ
と。 
受講を考えている者は、WEB サイトに登録するので１回目の講義に必ず出席す
ること 
WEB サイトから資料をダウンロードしておくこと 
2 回 教科書 4.1?4.5 章をよく読み、理解できたキーワードと、理解できなかった
キーワードを抽出し、解説文を作成する。 
3 回 教科書 4.5?4.9 章をよく読み、理解できたキーワードと、理解できなかった
キーワードを抽出し、解説文を作成する。また前回のキーワードについて解説文
を完成し、WEB サイトに記入す 

 



年度 2014 
授業コード FTB10610 
成績評価 演習 (50%)，小テスト (20%)，期末試験 (30%) の得点全てを加算し評価する． 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12) 
見出し FTB10610 生物有機化学 
担当教員名 野上 潤造 
単位数 2 
教科書 ブラウン・プーン「基本有機化学」（廣川書店） 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 この講義が半期だけなのは残念 
科目名 生物有機化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 欠席した日の演習点は０点です． 
シラバスコード FTB10610 
実務経験のある教員  
達成目標 有機化学は暗記する学問ではなく，しっかりとした基礎知識に基づいて「思考す

る学問」であって，全ての現象に起るべくして起るそれなりの理由のあることを
理解する．そして卒業研究や大学院での研究で化学反応を観察し，その結果につ
いて思考することの楽しさを体験するための基礎能力を開発することを目指す．
さらに，生体内での酵素による反応と化学プラントでの触媒による反応が有機化
学反応としては全く同じであることを理解し，生体反応がいかに巧妙に仕組まれ
た自然現象であるかと言う事に感激できるようになることを目標とする． 

受講者へのコメント ほんの少し勉強してくれたかな？ 
連絡先 １２号館３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Bioorganic Chemistry 
関連科目 有機化学 I，有機化学 II 有機化学 I，有機化学 II 
次回に向けての改善変更予定 特に必要なし 
講義目的 生体内での物質の変化の全てが有機化学反応によって起る．それゆえ生化学の研

究に有機反応の知識と理解は不可欠である．生化学のより深い理解に役だつよう
に，有機化学反応の原理を理解する． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  



準備学習 １回 有機化学 I, II の復習をしておくこと． 
２回 前回の講義の復習をしておくこと． 
３回 前回の講義の復習をしておくこと． 
４回 前回の講義の復習をしておくこと． 
５回 前回の講義の復習をしておくこと． 
６回 前回の講義の復習をしておくこと． 
７回 これまでの講義の復習をしておくこと． 
８回 これまでの講義の復習をしておくこと． 
９回 前回の講義の復習をしておくこと． 
１０回 前回の講義の復習をしておくこと． 
１１回 前回の講義の復習をしておくこと． 
１２回 前回の講義の復習をしておくこと． 
１３ 

 



年度 2014 
授業コード FTB1061P 
成績評価 演習 (50%)，小テスト (20%)，期末試験 (30%) の得点全てを加算し評価する． 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB1061P 生物有機化学 
担当教員名 野上 潤造 
単位数 2 
教科書 ブラウン・プーン「基本有機化学」（廣川書店） 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物有機化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 欠席した日の演習点は０点です． 
シラバスコード FTB1061P 
実務経験のある教員  
達成目標 有機化学は暗記する学問ではなく，しっかりとした基礎知識に基づいて「思考す

る学問」であって，全ての現象に起るべくして起るそれなりの理由のあることを
理解する．そして卒業研究や大学院での研究で化学反応を観察し，その結果につ
いて思考することの楽しさを体験するための基礎能力を開発することを目指す．
さらに，生体内での酵素による反応と化学プラントでの触媒による反応が有機化
学反応としては全く同じであることを理解し，生体反応がいかに巧妙に仕組まれ
た自然現象であるかと言う事に感激できるようになることを目標とする． 

受講者へのコメント  
連絡先 １２号館３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Bioorganic Chemistry 
関連科目 有機化学 I，有機化学 II 有機化学 I，有機化学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生体内での物質の変化の全てが有機化学反応によって起る．それゆえ生化学の研

究に有機反応の知識と理解は不可欠である．生化学のより深い理解に役だつよう
に，有機化学反応の原理を理解する． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  



準備学習 １回 有機化学 I, II の復習をしておくこと． 
２回 前回の講義の復習をしておくこと． 
３回 前回の講義の復習をしておくこと． 
４回 前回の講義の復習をしておくこと． 
５回 前回の講義の復習をしておくこと． 
６回 前回の講義の復習をしておくこと． 
７回 これまでの講義の復習をしておくこと． 
８回 これまでの講義の復習をしておくこと． 
９回 前回の講義の復習をしておくこと． 
１０回 前回の講義の復習をしておくこと． 
１１回 前回の講義の復習をしておくこと． 
１２回 前回の講義の復習をしておくこと． 
１３ 

 



年度 2014 
授業コード FTB10710 
成績評価 全ての実験を履修し、全ての完成されたレポートの提出を前提とする。各々のレ

ポートについて、得られた実験データの精度と考察、課題に対する解答を点数化
し、全てのレポートの点数を合わせて１００点満点として評価する。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12) 
見出し FTB10710 バイオ・応用化学実験Ⅰ 
担当教員名 平野 博之、永谷 尚紀、宮原 敏郎 
単位数 3 
教科書 オリエンテーション時に配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 密度、粘度、粒度分布、単蒸留、物質収支、オストワルド粘度計、アンドレアゼ

ンピペット、比重瓶、反応速度定数、吸着平衡 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「上履きの必要性」：汚染物質が舞い，ビーカーに混入するのを防ぐためです．

「完全にレポートが終わってから（筆記）テストをしてほしい」：火曜と水曜とを
セットで講義できない週があり，やむを得ずこうなりましたが，可能な限り配慮
します．「TA が寝ていた」：来年度はさらに厳しく指導します．「教員の言うこと
が違う．」：バイオ・応用化学実験Ⅱとの整合性ということでしょうが，分野によ
って，たとえばグラフの軸の書き方などが異なったり，いろんな違いもあります．
どうしても理解できない場合は言って下さい．「こわれている器具があった 

科目名 バイオ・応用化学実験Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 同上 
授業形態 実験実習 
注意備考 レポートは、必ず決められた期日までに提出すること。自分で作成した完成され

たレポートのみを評価対象にする。 
シラバスコード FTB10710 
実務経験のある教員  
達成目標 １．基本的な実験技術および実験のマナーを身につけ、後期の実験科目や卒業研

究などで応用できる。 
２．実験ノートおよび一般的なレポートの書き方を修得し、後期の実験科目や卒
業研究などで応用できる。 
３．化学⼯学・反応⼯学の分野の基礎的な事項である、液体の密度・粘度の測定
法、反応速度および吸着平衡を習得するとともに、単蒸留および粉体の粒度分布
を実際に求めて、実学としての化学⼯学・反応⼯学の基礎事項を身につける。 

受講者へのコメント TA の能力に問題があると答えた学生が１０％いたので，指導を徹底させたい． 
連絡先 宮原研究室、永谷研究室（3 号館 1 階）平野研究室（3 号館 2 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 ほぼ全員が全出席で，非常に熱⼼に取り組めてよかった．毎週の学習時間が時間
以上の学生が９２％と，真面目にとりくめているようでよかった．この分野への
理解が深まったと答えた学生が８２％，熱意が感じられたと答えた学生が９
０％，満足したと答えた学生が８２％と概ね良好であった． 

英文科目名 Biotechnology and Applied Chemistry Laboratory I 
関連科目 化学⼯学 I、化学⼯学 II、物理化学 I、物理化学 II、反応⼯学、分析化学 I、分析

化学 II 
次回に向けての改善変更予定 手法改善の要望は特にないようであるので，このまま継続したい． 
講義目的 化学⼯学、物理化学をより深く理解するために、講義も勉強した内容の実験に取

り組む。講義計画に示した実験を行い、それらの結果を整理・検討し、それぞれ
レポートを提出する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションを実施し、実験のテーマについての説明と、具体的な実

験方法、課題について解説する。実験レポートの作成方法についても説明する。 
2 回 物性の測定とその推算（その 1）メタノール水溶液：メタノール水溶液を用
いた各種物性値の測定方法とその推算法について説明する。 
3 回 物性の測定とその推算（その２）エタノール水溶液：エタノール水溶液を用
いた各種物性値の測定方法とその推算法について説明する。 
4 回 液体の密度の測定（その１）メタノール水溶液：メタノール水溶液を用いた
密度測定の実験をする。 
5 回 

準備学習 1 回 「化学⼯学Ⅰ・Ⅱ」、「物理化学Ⅰ・Ⅱ」、「反応⼯学」、「分析化学Ⅰ・Ⅱ」の
中で、講義内容と関わりのある箇所を復習しておくこと。 
2 回 メタノール水溶液の化学的性質について予習しておくこと。 
3 回 メタノール水溶液の化学的性質について復習しておくこと。エタノール水
溶液の化学的性質について予習しておくこと。 
4 回 メタノール水溶液の密度について復習しておくこと。メタノール水溶液の
密度実験の操作方法（配布される手引き書）を熟読し、手際よく実験を行えるよ
うに予習しておくこと。 
5 回 前回行った実験のレポート 

 



年度 2014 
授業コード FTB1071P 
成績評価 全ての実験を履修し、全ての完成されたレポートの提出を前提とする。各々のレ

ポートについて、得られた実験データの精度と考察、課題に対する解答を点数化
し、全てのレポートの点数を合わせて１００点満点として評価する。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB1071P バイオ・応用化学実験Ⅰ 
担当教員名 平野 博之、永谷 尚紀、宮原 敏郎 
単位数 3 
教科書 オリエンテーション時に配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 密度、粘度、粒度分布、単蒸留、物質収支、オストワルド粘度計、アンドレアゼ

ンピペット、比重瓶、反応速度定数、吸着平衡 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 バイオ・応用化学実験Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 同上 
授業形態 実験実習 
注意備考 レポートは、必ず決められた期日までに提出すること。自分で作成した完成され

たレポートのみを評価対象にする。 
シラバスコード FTB1071P 
実務経験のある教員  
達成目標 １．基本的な実験技術および実験のマナーを身につけ、後期の実験科目や卒業研

究などで応用できる。 
２．実験ノートおよび一般的なレポートの書き方を修得し、後期の実験科目や卒
業研究などで応用できる。 
３．化学⼯学・反応⼯学の分野の基礎的な事項である、液体の密度・粘度の測定
法、反応速度および吸着平衡を習得するとともに、単蒸留および粉体の粒度分布
を実際に求めて、実学としての化学⼯学・反応⼯学の基礎事項を身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 宮原研究室、永谷研究室（3 号館 1 階）平野研究室（3 号館 2 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biotechnology and Applied Chemistry Laboratory I 
関連科目 化学⼯学 I、化学⼯学 II、物理化学 I、物理化学 II、反応⼯学、分析化学 I、分析

化学 II 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 化学⼯学、物理化学をより深く理解するために、講義も勉強した内容の実験に取
り組む。講義計画に示した実験を行い、それらの結果を整理・検討し、それぞれ
レポートを提出する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションを実施し、実験のテーマについての説明と、具体的な実

験方法、課題について解説する。実験レポートの作成方法についても説明する。 
2 回 物性の測定とその推算（その 1）メタノール水溶液：メタノール水溶液を用
いた各種物性値の測定方法とその推算法について説明する。 
3 回 物性の測定とその推算（その２）エタノール水溶液：エタノール水溶液を用
いた各種物性値の測定方法とその推算法について説明する。 
4 回 液体の密度の測定（その１）メタノール水溶液：メタノール水溶液を用いた
密度測定の実験をする。 
5 回 

準備学習 1 回 「化学⼯学Ⅰ・Ⅱ」、「物理化学Ⅰ・Ⅱ」、「反応⼯学」、「分析化学Ⅰ・Ⅱ」の
中で、講義内容と関わりのある箇所を復習しておくこと。 
2 回 メタノール水溶液の化学的性質について予習しておくこと。 
3 回 メタノール水溶液の化学的性質について復習しておくこと。エタノール水
溶液の化学的性質について予習しておくこと。 
4 回 メタノール水溶液の密度について復習しておくこと。メタノール水溶液の
密度実験の操作方法（配布される手引き書）を熟読し、手際よく実験を行えるよ
うに予習しておくこと。 
5 回 前回行った実験のレポート 

 



年度 2014 
授業コード FTB10810 
成績評価 レポートとノート(60％)および課題報告(40％)で評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12) 
見出し FTB10810 バイオ・応用化学実験Ⅱ 
担当教員名 竹崎 誠、竹⽥ 邦雄、冨永 敏弘、福原 実、森山 佳子 
単位数 3 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 中和反応、電位差滴定、りん酸、表面張力、界面活性剤、乳化、コロイド、凝結、

錯体、キレート、配位化合物、環境分析、化学的酸素要求量、酸化、吸光分析、
機器分析 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 バイオ・応用化学実験Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 指定されたのテーマの実験を全て行い、そのレポートおよび課題を全て提出しな

ければならない。 
必要により、授業資料を液晶プロジェクターで投影し解説をおこなう。 

シラバスコード FTB10810 
実務経験のある教員  
達成目標 ・講義で学習した内容を、実験を通じて理解し、説明できる。・基本的な実験技術

および実験のマナーを身につけ、後期の実験科目や卒業研究などで応用できる。 
・実験ノートおよび一般的なレポートの書き方を修得し、後期の実験科目や卒業
研究などで応用できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 竹崎：12 号館 5 階、竹⽥：12 号館 3 階、冨永：12 号館 5 階、福原：22 号館 5

階、森山:12 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biotechnology and Applied Chemistry Laboratory II 
関連科目 「分析化学 I・II」、「物理化学 I・II」、「無機化学Ⅰ・Ⅱ」、「⼯業分析化学」、「パ

ソコン入門 I・II」、「数値計算とプレゼンテーション」、「基礎化学」、「基礎化学実
験」、「基礎化学演習 I・II」、「コロイド界面化学」、「ナノサイエンス」 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学をより深く理解するために、講義でも勉強した内容の実験に取り組む。講義



計画に示すように「リン酸の中和滴定」等の分析化学、「表面張力」等の物理化学
や「錯体の組成」等の無機化学に関連するテーマのすべての実験を行い、それら
の結果を検討し、それぞれレポートを提出する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

バイオ・応用化学実験Ⅱを行なうにあたり、各実験テーマの解説をする。 
2 回 環境と安全 
バイオ・応用化学実験Ⅱを行なうにあたり、環境への配慮および安全対策につい
て解説する。 
3 回 中和滴定(1) 
標準溶液の調製とその濃度決定をする。 
4 回 中和滴定(2) 
未知試料の濃度などを決定をする。 
5 回 リン酸の中和滴定 
pH メーターを用いて、リン酸の中和滴定を行ない、そのｐｋａを決定する。 
6 回 沈殿電位差滴定 
硝酸銀により電位差滴定を行い、ハロゲン化銀のＫｓｐなどを決定する。 
7 回 表面 

準備学習 1 回 「分析化学Ⅰ・Ⅱ」、「⼯業分析化学」、「物理化学Ⅰ・Ⅱ」、「無機化学Ⅰ・Ⅱ」
を復習する。 
2 回 第 1 回で配布されたプリント(テキスト)の『環境と安全』の箇所をを熟読
し、予習する。どの様にしたら安全で環境に優しく実験できるかを調べる。 
3 回 プリントの『中和滴定』の箇所を熟読し、実験の予習する。実験テーマに関
連する事柄を調べる。 
4 回 中和滴定(1)の結果を検討する。 
5 回 プリントの『リン酸の滴定』の箇所を熟読し、実験の予習する。実験テーマ
に関連する事柄を調べる。 
6 回 プリントの『沈殿電位差滴定』 

 



年度 2014 
授業コード FTB1081P 
成績評価 レポートとノート(60％)および課題報告(40％)で評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB1081P バイオ・応用化学実験Ⅱ 
担当教員名 竹崎 誠、竹⽥ 邦雄、冨永 敏弘、福原 実、森山 佳子 
単位数 3 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 中和反応、電位差滴定、りん酸、表面張力、界面活性剤、乳化、コロイド、凝結、

錯体、キレート、配位化合物、環境分析、化学的酸素要求量、酸化、吸光分析、
機器分析 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 バイオ・応用化学実験Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 指定されたのテーマの実験を全て行い、そのレポートおよび課題を全て提出しな

ければならない。 
必要により、授業資料を液晶プロジェクターで投影し解説をおこなう。 

シラバスコード FTB1081P 
実務経験のある教員  
達成目標 ・講義で学習した内容を、実験を通じて理解し、説明できる。・基本的な実験技術

および実験のマナーを身につけ、後期の実験科目や卒業研究などで応用できる。 
・実験ノートおよび一般的なレポートの書き方を修得し、後期の実験科目や卒業
研究などで応用できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 竹崎：12 号館 5 階、竹⽥：12 号館 3 階、冨永：12 号館 5 階、福原：22 号館 5

階、森山:12 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biotechnology and Applied Chemistry Laboratory II 
関連科目 「分析化学 I・II」、「物理化学 I・II」、「無機化学Ⅰ・Ⅱ」、「⼯業分析化学」、「パ

ソコン入門 I・II」、「数値計算とプレゼンテーション」、「基礎化学」、「基礎化学実
験」、「基礎化学演習 I・II」、「コロイド界面化学」、「ナノサイエンス」 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学をより深く理解するために、講義でも勉強した内容の実験に取り組む。講義



計画に示すように「リン酸の中和滴定」等の分析化学、「表面張力」等の物理化学
や「錯体の組成」等の無機化学に関連するテーマのすべての実験を行い、それら
の結果を検討し、それぞれレポートを提出する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

バイオ・応用化学実験Ⅱを行なうにあたり、各実験テーマの解説をする。 
2 回 環境と安全 
バイオ・応用化学実験Ⅱを行なうにあたり、環境への配慮および安全対策につい
て解説する。 
3 回 中和滴定(1) 
標準溶液の調製とその濃度決定をする。 
4 回 中和滴定(2) 
未知試料の濃度などを決定をする。 
5 回 リン酸の中和滴定 
pH メーターを用いて、リン酸の中和滴定を行ない、そのｐｋａを決定する。 
6 回 沈殿電位差滴定 
硝酸銀により電位差滴定を行い、ハロゲン化銀のＫｓｐなどを決定する。 
7 回 表面 

準備学習 1 回 「分析化学Ⅰ・Ⅱ」、「⼯業分析化学」、「物理化学Ⅰ・Ⅱ」、「無機化学Ⅰ・Ⅱ」
を復習する。 
2 回 第 1 回で配布されたプリント(テキスト)の『環境と安全』の箇所をを熟読
し、予習する。どの様にしたら安全で環境に優しく実験できるかを調べる。 
3 回 プリントの『中和滴定』の箇所を熟読し、実験の予習する。実験テーマに関
連する事柄を調べる。 
4 回 中和滴定(1)の結果を検討する。 
5 回 プリントの『リン酸の滴定』の箇所を熟読し、実験の予習する。実験テーマ
に関連する事柄を調べる。 
6 回 プリントの『沈殿電位差滴定』 

 



年度 2014 
授業コード FTB10910 
成績評価 実験への取り組み（予習など準備、防護眼鏡など服装、観察、記録、積極性）(20%)、

実験結果（予定通りの結果が得られたか）(20%)、レポート（記録、観察、結果、
考察などが十分に書かれているか）(60%）によって評価する。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12) 
見出し FTB10910 バイオ・応用化学実験Ⅲ 
担当教員名 折⽥ 明浩、野上 潤造、滝澤 昇 
単位数 3 
教科書 有機化学：オリエンテーション時に指示する。 

生化学：イラスト栄養生化学実験/相原他著/東京教学社/1800 円＋消費税、およ
び配付プリント 

アクティブラーニング  
キーワード 有機合成、酸化、還元、アセチル化、再結晶、核磁気共鳴装置、クロマトグラフ

ィー 
生化学、糖、アミノ酸、タンパク質、酵素、ミカエリス・メンテン式、最適 pH、
最適温度、酵素阻害、Km, Vmax 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 装置を増やしてほしいとの意見があったが、誤った使い方や操作により余分な時

間が掛かっているグループが見られた。TA や RA の説明をしっかり聴いて理解
して操作を行ってもらいたい。 

科目名 バイオ・応用化学実験Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 オリエンテーション時に指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 必ずゴーグル、白衣、上履きを持参する。欠席、遅刻をしない。 
シラバスコード FTB10910 
実務経験のある教員  
達成目標 簡単な有機合成実験を安全かつ正確に実施できることを目指す。 

生化学について理解を深め、安全かつ正確に実験を行う技術を習得する。 
受講者へのコメント 良い雰囲気で講義できました。 
連絡先 折⽥：２２号館４階 

滝澤：１２号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「この分野への理解が深まった」が、80％、「教員の意欲が感じられた」が 68％、
「この授業に満足した」が 52％であり、ある程度の教育効果が上げられた。 

英文科目名 Biotechnology and Applied Chemistry Laboratory III 
関連科目 基礎有機化学、有機化学 I・II、生物有機化学、創薬化学 



生化学 I・II、細胞生理学、分子生物学 
次回に向けての改善変更予定 色の変化や香りの変化等が体験できる実験に少しシフトしたい。 
講義目的 実験器具や装置を適切に扱い、安全かつ正確に実験を行う技術を修得する。また、

正しいレポートの書き方を学ぶ。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 有機化学実験オリエンテーション―安全に実験を行なうための⼼構えや方

法を学習する。 
2 回  ベンジルアセテートの合成（アルコールのアセチル化）を行い、生成物の
同定法を学習する。 
3 回  アセチルサリチル酸の合成（アセチル化）を行い、生成物の同定法を学習
する。 
4 回 アセチルグルコースの合成（アセチル化）を行い、生成物の同定法を学習す
る。 
5 回 薄層クロマトグラフィーを用いた有機化合物の分析を行い、生成物の同定
法を学習する。 
6 回 旋光計を用いた有機化合物の機器分析を行い、生成物の同定法を学習する。 
7 

準備学習 1 回 ゴーグル、白衣を準備すること 
2 回 実験マニュアルのベンジルアセテートの合成（アルコールのアセチル化）を
予習すること。 
3 回 実験マニュアルのアセチルサリチル酸の合成（アセチル化）を予習するこ
と。 
4 回 実験マニュアルのアセチルグルコースの合成（アセチル化）を予習するこ
と。 
5 回 薄層クロマトグラフィーを用いた有機化合物の分析について予習すること。 
6 回 旋光計を用いた有機化合物の機器分析について予習すること。 
7 回 実験マニュアルのルミノールの合成と発光（カルボン酸のアミド化、過酸化
水素酸化）を予 

 



年度 2014 
授業コード FTB1091P 
成績評価 実験への取り組み（予習など準備、防護眼鏡など服装、観察、記録、積極性）(20%)、

実験結果（予定通りの結果が得られたか）(20%)、レポート（記録、観察、結果、
考察などが十分に書かれているか）(60%）によって評価する。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB1091P バイオ・応用化学実験Ⅲ 
担当教員名 折⽥ 明浩、野上 潤造、滝澤 昇 
単位数 3 
教科書 有機化学：オリエンテーション時に指示する。 

生化学：イラスト栄養生化学実験/相原他著/東京教学社/1800 円＋消費税、およ
び配付プリント 

アクティブラーニング  
キーワード 有機合成、酸化、還元、アセチル化、再結晶、核磁気共鳴装置、クロマトグラフ

ィー 
生化学、糖、アミノ酸、タンパク質、酵素、ミカエリス・メンテン式、最適 pH、
最適温度、酵素阻害、Km, Vmax 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 バイオ・応用化学実験Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 オリエンテーション時に指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 必ずゴーグル、白衣、上履きを持参する。欠席、遅刻をしない。 
シラバスコード FTB1091P 
実務経験のある教員  
達成目標 簡単な有機合成実験を安全かつ正確に実施できることを目指す。 

生化学について理解を深め、安全かつ正確に実験を行う技術を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 折⽥：２２号館４階 

滝澤：１２号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biotechnology and Applied Chemistry Laboratory III 
関連科目 基礎有機化学、有機化学 I・II、生物有機化学、創薬化学 

生化学 I・II、細胞生理学、分子生物学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 実験器具や装置を適切に扱い、安全かつ正確に実験を行う技術を修得する。また、



正しいレポートの書き方を学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 有機化学実験オリエンテーション―安全に実験を行なうための⼼構えや方

法を学習する。 
2 回  ベンジルアセテートの合成（アルコールのアセチル化）を行い、生成物の
同定法を学習する。 
3 回  アセチルサリチル酸の合成（アセチル化）を行い、生成物の同定法を学習
する。 
4 回 アセチルグルコースの合成（アセチル化）を行い、生成物の同定法を学習す
る。 
5 回 薄層クロマトグラフィーを用いた有機化合物の分析を行い、生成物の同定
法を学習する。 
6 回 旋光計を用いた有機化合物の機器分析を行い、生成物の同定法を学習する。 
7 

準備学習 1 回 ゴーグル、白衣を準備すること 
2 回 実験マニュアルのベンジルアセテートの合成（アルコールのアセチル化）を
予習すること。 
3 回 実験マニュアルのアセチルサリチル酸の合成（アセチル化）を予習するこ
と。 
4 回 実験マニュアルのアセチルグルコースの合成（アセチル化）を予習するこ
と。 
5 回 薄層クロマトグラフィーを用いた有機化合物の分析について予習すること。 
6 回 旋光計を用いた有機化合物の機器分析について予習すること。 
7 回 実験マニュアルのルミノールの合成と発光（カルボン酸のアミド化、過酸化
水素酸化）を予 

 



年度 2014 
授業コード FTB11010 
成績評価 レポート（70％）、実験者としての⼼得の修得度（30％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12) 
見出し FTB11010 バイオ・応用化学実験Ⅳ 
担当教員名 大塚 隆尚、安藤 秀哉、滝澤 昇 
単位数 3 
教科書 相原英孝他著「イラスト栄養生化学実験」（東京教学社）（滝澤・安藤担当分） 
アクティブラーニング  
キーワード 原核細胞、真核細胞、細菌、真菌、酵⺟、動物細胞、核、DNA、RNA、染色体、

アミノ酸、タンパク質、抗癌抗生物質、等電点、酵素、酵素阻害、生育曲線、遺
伝子の制御、発現の誘導、プラスミド、遺伝子操作、形質転換、アガロース、電
気泳動、細胞、脂質 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 器具や機器が少なく時間が無駄にかかった → できることから器具の充実は

行うが、待機時間は実験の理解やレポート作成に使える貴重な時間である 
科目名 バイオ・応用化学実験Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生物学・生化学・分子生物学の教科書など 
授業形態 実験実習 
注意備考 火曜日、水曜日に連続して実験を行う 
シラバスコード FTB11010 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的な物の見方を体得する 

レポート作成を通して、自己表現法を体得する 
生化学実験に必要な基礎的技術を体得する講義で学んだ知識を五感を通して実
際に体験し、未知の事柄を如何にして自ら学ぶかを修得する 

受講者へのコメント 単位の間違いなど、実験内容を理解せずに受講していた学生が散見された 
連絡先 大塚・安藤・滝澤、いずれも１２号館 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好な評価であった 
英文科目名 Biotechnology and Applied Chemistry Laboratory IV 
関連科目 基礎化学、分析化学 I・II、物理化学 I・II、生化学 I・II、 細胞生理学 、分子生

物学、遺伝子⼯学、細胞バイオテクノロジー 
次回に向けての改善変更予定 できることから設備の充実をはかる 
講義目的 細胞の構造、生体分子の性質、酵素反応、微生物の生育と遺伝子発現、遺伝子操

作について、実験を通じて理解を深めると共に、研究上の考え方、実験の基本的
技術、態度を修得する 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ＤＮＡを分離し、電気泳動で検出する 

2 回 放線菌を培養し、観察する 
3 回 カビを培養し、観察する 
4 回 酵⺟、乳酸菌、ビフィズス菌を観察する 
5 回 二種の細菌をグラム染色して分類する 
6 回 抗癌抗生物質の細胞毒性を調べ、観察する 
7 回 自らが培養した放線菌から抗癌抗生物質を抽出し、定量する 
8 回 ヒトの細胞を染色して観察する 
9 回 薄層クロマトグラフィーを用いて脂質を分析する 
10 回 植物油脂を分析する 
11 回 酵素反応の時間経過、基質濃度、及び反応速度との関係を評価する 
12 回 酵素反応における酵 

準備学習 1 回 生化学実験教科書および生化学 I ･II の教科書を読み、核酸について調べ
ておくこと 
2 回 放線菌とその産業への応用について調べておくこと 
3 回 ⻘カビとコウジカビについて調べておくこと 
4 回 酵⺟、乳酸菌、ビフィズス菌について調べておくこと 
5 回 グラム染色について調べておくこと 
6 回 マイトマイシン C について調べておくこと 
7 回 抗生物質の生物検定法について調べておくこと 
8 回 動物細胞の染色法について調べておくこと 
9 回 教科書の第 6 章を読んで、薄層クロマトグラフィーについて調べておくこ
と 
1 

 



年度 2014 
授業コード FTB1101P 
成績評価 レポート（70％）、実験者としての⼼得の修得度（30％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB1101P バイオ・応用化学実験Ⅳ 
担当教員名 大塚 隆尚、安藤 秀哉、滝澤 昇 
単位数 3 
教科書 相原英孝他著「イラスト栄養生化学実験」（東京教学社）（滝澤・安藤担当分） 
アクティブラーニング  
キーワード 原核細胞、真核細胞、細菌、真菌、酵⺟、動物細胞、核、DNA、RNA、染色体、

アミノ酸、タンパク質、抗癌抗生物質、等電点、酵素、酵素阻害、生育曲線、遺
伝子の制御、発現の誘導、プラスミド、遺伝子操作、形質転換、アガロース、電
気泳動、細胞、脂質 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 バイオ・応用化学実験Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生物学・生化学・分子生物学の教科書など 
授業形態 実験実習 
注意備考 火曜日、水曜日に連続して実験を行う 
シラバスコード FTB1101P 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的な物の見方を体得する 

レポート作成を通して、自己表現法を体得する 
生化学実験に必要な基礎的技術を体得する講義で学んだ知識を五感を通して実
際に体験し、未知の事柄を如何にして自ら学ぶかを修得する 

受講者へのコメント  
連絡先 大塚・安藤・滝澤、いずれも１２号館 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biotechnology and Applied Chemistry Laboratory IV 
関連科目 基礎化学、分析化学 I・II、物理化学 I・II、生化学 I・II、 細胞生理学 、分子生

物学、遺伝子⼯学、細胞バイオテクノロジー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 細胞の構造、生体分子の性質、酵素反応、微生物の生育と遺伝子発現、遺伝子操

作について、実験を通じて理解を深めると共に、研究上の考え方、実験の基本的
技術、態度を修得する 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 ＤＮＡを分離し、電気泳動で検出する 
2 回 放線菌を培養し、観察する 
3 回 カビを培養し、観察する 
4 回 酵⺟、乳酸菌、ビフィズス菌を観察する 
5 回 二種の細菌をグラム染色して分類する 
6 回 抗癌抗生物質の細胞毒性を調べ、観察する 
7 回 自らが培養した放線菌から抗癌抗生物質を抽出し、定量する 
8 回 ヒトの細胞を染色して観察する 
9 回 薄層クロマトグラフィーを用いて脂質を分析する 
10 回 植物油脂を分析する 
11 回 酵素反応の時間経過、基質濃度、及び反応速度との関係を評価する 
12 回 酵素反応における酵 

準備学習 1 回 生化学実験教科書および生化学 I ･II の教科書を読み、核酸について調べ
ておくこと 
2 回 放線菌とその産業への応用について調べておくこと 
3 回 ⻘カビとコウジカビについて調べておくこと 
4 回 酵⺟、乳酸菌、ビフィズス菌について調べておくこと 
5 回 グラム染色について調べておくこと 
6 回 マイトマイシン C について調べておくこと 
7 回 抗生物質の生物検定法について調べておくこと 
8 回 動物細胞の染色法について調べておくこと 
9 回 教科書の第 6 章を読んで、薄層クロマトグラフィーについて調べておくこ
と 
1 

 



年度 2014 
授業コード FTB11110 
成績評価 研究テーマに対する理解度（50%）、データのまとめとプレゼンテーション（50%） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜11) 
見出し FTB11110 バイオ・応用化学ゼミナール 
担当教員名 平野 博之、竹崎 誠、大塚 隆尚、永谷 尚紀、山本 俊政、安藤 秀哉、竹

⽥ 邦雄 
単位数 2 
教科書 各担当教員から指示がある 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ４年間で一番成⻑できた。とても満足している。他人にも勧めたい→このように

思ってくれる人がひとりでも増えるようにしたいと思います。実験を教えてほし
かった→卒論の内容にもよりますから何とも言えませんが、担当の先生に相談し
てみてください。 

科目名 バイオ・応用化学ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各担当教員から指示がある 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB11110 
実務経験のある教員  
達成目標 １．卒業研究に関する基礎知識を得てその意義を説明できる 

２．実験データをまとめてプレゼンテーションできる 
３．実験データの解釈や次の段階への展開方法に関して討論できる 

受講者へのコメント 卒論の作成と並行して行われるため、効率的に学習できますので、積極的に教員
に質問してください。 

連絡先 各担当教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 課題に取り組んだが 29％、関連する資料や図書を自分で探して勉強したが 30％
でした。またこの分野の理解が深まったが 81％、ほぼ満足以上が 81％でした。 

英文科目名 Seminar of Biotechnology and Applied Chemistry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 おおむね好評なようでした。さらにわかりやすい説明をするようにしたいと思い

ます。 
講義目的 卒業研究のテーマに関する基礎知識や研究の遂行上必要な実験手技を習得する。 

また、実験データのまとめ方、考察や次の段階への展開方法を学ぶ。 



プレゼンテーションと討論することも学ぶ。 
対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 卒業研究のテーマの意義を理解し、これまでに学んだことの復習や自習により、

基礎知識と研究の遂行上必要な実験手技を整理しておくこと。 
実験データをまとめてプレゼンテーションやレポートを書くために、エクセル、
パワーポイントやワード等のソフトに習熟しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FTB1111P 
成績評価 研究テーマに対する理解度（50%）、データのまとめとプレゼンテーション（50%） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB1111P バイオ・応用化学ゼミナール 
担当教員名 平野 博之、竹崎 誠、大塚 隆尚、永谷 尚紀、山本 俊政、安藤 秀哉、竹

⽥ 邦雄 
単位数 2 
教科書 各担当教員から指示がある 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 バイオ・応用化学ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各担当教員から指示がある 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB1111P 
実務経験のある教員  
達成目標 １．卒業研究に関する基礎知識を得てその意義を説明できる 

２．実験データをまとめてプレゼンテーションできる 
３．実験データの解釈や次の段階への展開方法に関して討論できる 

受講者へのコメント  
連絡先 各担当教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Biotechnology and Applied Chemistry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 卒業研究のテーマに関する基礎知識や研究の遂行上必要な実験手技を習得する。 

また、実験データのまとめ方、考察や次の段階への展開方法を学ぶ。 
プレゼンテーションと討論することも学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 卒業研究のテーマの意義を理解し、これまでに学んだことの復習や自習により、

基礎知識と研究の遂行上必要な実験手技を整理しておくこと。 
実験データをまとめてプレゼンテーションやレポートを書くために、エクセル、



パワーポイントやワード等のソフトに習熟しておくこと。 
 



年度 2014 
授業コード FTB11210 
成績評価 提出課題５０％、定期試験５０％により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12) 
見出し FTB11210 物理化学演習 
担当教員名 平野 博之 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード 単位，気体の性質，エネルギー保存則，状態変化，偏微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 物理化学演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 物理化学 I，II で用いた教科書 
授業形態 演習 
注意備考 この講義は、物理化学 I，II を補いながら、演習問題を解くことによってさらに

理解を深めるものである。物理化学 I，II の単位を修得できていない者，もしく
はこれを履修せずにこの講義を受講しようとする者は，講義の予習を特に周到に
行うこと。 

シラバスコード FTB11210 
実務経験のある教員  
達成目標 応用化学の専門知識を理解するために，以下の事柄について，演習を通して理解

できるようになること。 
１．気体の性質と状態方程式を説明できる。 
２．熱力学の基本法則（第一、第二、第三法則）を説明できる。 
３．エンタルピーとエントロピーの違いを説明できる。 
４．断熱変化を説明できる。 
５．自由エネルギーを説明できる。 
６．偏微分と差分の考え方を通して状態量を数学的に説明できる。 

受講者へのコメント 今年度で，この講義は終了しますが，最後の年に，全員が満足してくれたと回答
してくれて，非常に嬉しかったです．これからも，物理化学を身近な問題として
捉えて，いろんなことを考え，学修してください． 

連絡先 平野博之（３号館２階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 欠席回数が０または１の学生が７０％で，非常に真面目に講義に取り組んでいる
ようであった．講義外で，毎週１時間以上学習した学生が８５％と，講義外にお
いても熱⼼に取り組んでいたのでよかった．この分野への理解が深まったと答え
た学生が７９％と非常に高く，また，７２％の学生がこちらの熱意も感じてくれ



たようで，非常に良好な関係であった．結果として，全員の学生が，講義に満足
したと答えてくれた． 

英文科目名 Exercises in Physical Chemistry 
関連科目 物理化学 I，II，数学 I，II 
次回に向けての改善変更予定 なし 
講義目的 物理化学の柱の 1 つである熱力学に関し，気体の性質を含めて学習する。気体の

性質，熱力学に関する問題を具体的に解く能力を養うことを目的とする。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義概要を説明する。 

2 回 物理化学において意味のある物理量について、その定義と分類について学
習し、演習問題を通して理解を深める。 
3 回 理想気体の基本的な性質について学習し、その状態を表す状態方程式につ
いて学習する。さらに、複数種類の理想気体を混合した理想混合気体についても
学習する。また、演習問題を通して理解を深める。 
4 回 実在気体の基本的な性質について学習し、その状態を表す状態方程式につ
いて学習する。さらに演習問題を通して理解を深める。 
5 回 気体について、分子論的に考えた場合、その圧力をどの 

準備学習 1 回 単位，次元，熱力学の基本を自分の言葉で説明できるよう復習しておくこ
と。シラバスを熟読し、講義の概要を予習しておくこと。 
2 回 物理量とは何か，予習しておくこと。前回の講義の演習問題をすべて独力で
解けるようにしておくこと。 
3 回 気体の基本性質について予習しておくこと。前回の講義の演習問題をすべ
て独力で解けるようにしておくこと。 
4 回 理想気体と実在気体の違いを予習しておくこと。前回の講義の演習問題を
すべて独力で解けるようにしておくこと。 
5 回 気体の性質を分子運動の観点から捉えられるように予習してお 

 



年度 2014 
授業コード FTB1121P 
成績評価 提出課題５０％、定期試験５０％により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB1121P 物理化学演習 
担当教員名 平野 博之 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード 単位，気体の性質，エネルギー保存則，状態変化，偏微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理化学演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 物理化学 I，II で用いた教科書 
授業形態 演習 
注意備考 この講義は、物理化学 I，II を補いながら、演習問題を解くことによってさらに

理解を深めるものである。物理化学 I，II の単位を修得できていない者，もしく
はこれを履修せずにこの講義を受講しようとする者は，講義の予習を特に周到に
行うこと。 

シラバスコード FTB1121P 
実務経験のある教員  
達成目標 応用化学の専門知識を理解するために，以下の事柄について，演習を通して理解

できるようになること。 
１．気体の性質と状態方程式を説明できる。 
２．熱力学の基本法則（第一、第二、第三法則）を説明できる。 
３．エンタルピーとエントロピーの違いを説明できる。 
４．断熱変化を説明できる。 
５．自由エネルギーを説明できる。 
６．偏微分と差分の考え方を通して状態量を数学的に説明できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 平野博之（３号館２階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercises in Physical Chemistry 
関連科目 物理化学 I，II，数学 I，II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理化学の柱の 1 つである熱力学に関し，気体の性質を含めて学習する。気体の



性質，熱力学に関する問題を具体的に解く能力を養うことを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義概要を説明する。 

2 回 物理化学において意味のある物理量について、その定義と分類について学
習し、演習問題を通して理解を深める。 
3 回 理想気体の基本的な性質について学習し、その状態を表す状態方程式につ
いて学習する。さらに、複数種類の理想気体を混合した理想混合気体についても
学習する。また、演習問題を通して理解を深める。 
4 回 実在気体の基本的な性質について学習し、その状態を表す状態方程式につ
いて学習する。さらに演習問題を通して理解を深める。 
5 回 気体について、分子論的に考えた場合、その圧力をどの 

準備学習 1 回 単位，次元，熱力学の基本を自分の言葉で説明できるよう復習しておくこ
と。シラバスを熟読し、講義の概要を予習しておくこと。 
2 回 物理量とは何か，予習しておくこと。前回の講義の演習問題をすべて独力で
解けるようにしておくこと。 
3 回 気体の基本性質について予習しておくこと。前回の講義の演習問題をすべ
て独力で解けるようにしておくこと。 
4 回 理想気体と実在気体の違いを予習しておくこと。前回の講義の演習問題を
すべて独力で解けるようにしておくこと。 
5 回 気体の性質を分子運動の観点から捉えられるように予習してお 

 



年度 2014 
授業コード FTB11310 
成績評価 小レポート 10〜15 回（50%）、定期試験（50%） 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12) 
見出し FTB11310 反応⼯学 
担当教員名 永谷 尚紀 
単位数 2 
教科書 反応⼯学／橋本健治／培風館／978-4-563045180 
アクティブラーニング  
キーワード 反応速度、定常状態近似、律速段階近似、反応器 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「問題演習の時間と解説がよかった」と頂きましたが、実際に講義を聞くだけで

は理解はできないと思い、毎回、演習をしていますが、このような記述を頂くと、
ありがたいです。 

科目名 反応⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 反応⼯学／草壁克己 増⽥隆夫 共著／三共出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB11310 
実務経験のある教員  
達成目標 反応速度の定義と種々の反応装置における反応速度解析が理解できること 
受講者へのコメント 【C】5)この授業の目標を達成できましたか の回答で「できなかった」、無回答

が 0%で過半数以上が「できた」、「だいたいできた」との回答であり、今後も過
半数以上の受講生が目標を達成できるように努めたいと桃井ます。【E】10)実験?
実習?実技科目について（講義?演習科目は回答不可です。）に 65.8%の受講生が
回答しているのが気になります。 

連絡先 3 号館 1 階 オフィスアワー 月⽊ 昼 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【B】この授業におけるあなたの成⻑について の回答で「この分野への理解が
深まった」の回答数が 71.1%であり講義を行なっている者としては、非常に喜ば
しい結果です。【A】の 2)授業以外にどの程度、学習しました の回答で全くしな
かったが 36.8%ですが講義内で理解して頂けるよう努めていますので理解して
頂けているのであれば、問題ないと思います。 

英文科目名 Chemical Reaction Engineering 
関連科目 化学⼯学Ⅰ、化学⼯学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 【E】8)授業の手法について の回答で「理解しやすいいようにもう少し⼯夫を

加えてもらえるとよい」が 15.8%でしたので、もう少し理解しやすい⼯夫をして



みます。 
講義目的 反応⼯学は、化学⼯場等の反応装置内で起こっている化学反応を⼯学的に解析

し、その結果にもとづいて反応装置を合理的に設計し、安全に操作するために必
要な知識を体系化した⼯学である。講義では反応速度の定義と種々の反応装置に
おける反応速度解析が理解できることを目標にしたい。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  化学反応と反応装置に関して講義する。 

2 回  反応速度式 定常状態近似法による反応速度式の導出に関して講義する。 
3 回  反応速度式 定常状態近似法による反応速度式の導出に関して講義する。 
4 回  律速段階近似法による反応速度式の導出 自触媒反応、微生物反応、反応速
度の温度依存性に関して講義する。 
5 回  反応器の設計の基礎（量論関係）反応速度式の具体例に関して講義する。 
6 回  反応器の設計方程式（回分反応器、連続槽型反応器）に関して講義する。 
7 回  反応器の設計方程式（管型反応器）に関して講 

準備学習 1 回 予習：単一反応と複合反応、素反応と非素反応、反応装置の型式と構造に関
して調べること。 
復習：単一反応と複合反応、素反応と非素反応、反応装置の型式と構造に関して
理解すること。 
2 回 予習：反応速度の定義、単一反応、複合反応、不均一反応 定常状態の近似、
連鎖反応に関して調べること。 
復習：反応速度の定義、単一反応、複合反応、不均一反応 定常状態の近似、連鎖
反応に関して理解すること。 
3 回 予習：重合反応、酵素反応関して調べること。 
復習：重合反応、酵素反応関の反応速度式が導けること。 
4 回 予習：律速段 

 



年度 2014 
授業コード FTB1131P 
成績評価 小レポート 10〜15 回（50%）、定期試験（50%） 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB1131P 反応⼯学 
担当教員名 永谷 尚紀 
単位数 2 
教科書 反応⼯学／橋本健治／培風館／978-4-563045180 
アクティブラーニング  
キーワード 反応速度、定常状態近似、律速段階近似、反応器 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 反応⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 反応⼯学／草壁克己 増⽥隆夫 共著／三共出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB1131P 
実務経験のある教員  
達成目標 反応速度の定義と種々の反応装置における反応速度解析が理解できること 
受講者へのコメント  
連絡先 3 号館 1 階 オフィスアワー 月⽊ 昼 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chemical Reaction Engineering 
関連科目 化学⼯学Ⅰ、化学⼯学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 反応⼯学は、化学⼯場等の反応装置内で起こっている化学反応を⼯学的に解析

し、その結果にもとづいて反応装置を合理的に設計し、安全に操作するために必
要な知識を体系化した⼯学である。講義では反応速度の定義と種々の反応装置に
おける反応速度解析が理解できることを目標にしたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  化学反応と反応装置に関して講義する。 

2 回  反応速度式 定常状態近似法による反応速度式の導出に関して講義する。 
3 回  反応速度式 定常状態近似法による反応速度式の導出に関して講義する。 
4 回  律速段階近似法による反応速度式の導出 自触媒反応、微生物反応、反応速
度の温度依存性に関して講義する。 
5 回  反応器の設計の基礎（量論関係）反応速度式の具体例に関して講義する。 



6 回  反応器の設計方程式（回分反応器、連続槽型反応器）に関して講義する。 
7 回  反応器の設計方程式（管型反応器）に関して講 

準備学習 1 回 予習：単一反応と複合反応、素反応と非素反応、反応装置の型式と構造に関
して調べること。 
復習：単一反応と複合反応、素反応と非素反応、反応装置の型式と構造に関して
理解すること。 
2 回 予習：反応速度の定義、単一反応、複合反応、不均一反応 定常状態の近似、
連鎖反応に関して調べること。 
復習：反応速度の定義、単一反応、複合反応、不均一反応 定常状態の近似、連鎖
反応に関して理解すること。 
3 回 予習：重合反応、酵素反応関して調べること。 
復習：重合反応、酵素反応関の反応速度式が導けること。 
4 回 予習：律速段 

 



年度 2014 
授業コード FTB11410 
成績評価 毎回の小テストで評価する 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜13) 
見出し FTB11410 化粧品概論 
担当教員名 安藤 秀哉 
単位数 1 
教科書 コスメティックサイエンス（共立出版） 
アクティブラーニング  
キーワード 化粧品、皮膚、紫外線、機能性 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「教科書をつかわなかったので買わなくてもいいようにしてほしい」という意見

がありましたので、シラバスに記載するようにします。教科書は 3 年生の「香粧
品学」、「化粧品の皮膚科学と安全学」で使用する予定です。 

科目名 化粧品概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 服部道廣著「スキンケアの科学」裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 教科書を購入しておくこと。参考書は購入しなくてよい 
シラバスコード FTB11410 
実務経験のある教員  
達成目標 化粧品の全体像がわかる 
受講者へのコメント 一方的に早口でしゃべりすぎたように思いますので、今後改善します。 
連絡先 12 号館 5 階 安藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「授業の進行と教材の提示について」の項目で、授業進行が速すぎる、授業の時
間配分を考えて進めてほしい、という意見が 1 名ずつありました。 

英文科目名 Introduction to Cosmetic Products 
関連科目 香粧品学、コスメティックサイエンス概論、コスメティックサイエンス概論 II、

化粧品の皮膚科学と安全学 
次回に向けての改善変更予定 受講者の理解度を観察しながら授業を進めるようにします。 
講義目的 化粧品を議論する際に必要な基本的な知識を身につける 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 基礎研究及び開発研究、品質管理、特許、薬事など、化粧品会社における仕

事内容を紹介する 
2 回 化粧品はどのような位置付けにあるか、化粧品に期待できる効能とは何か、
乳化を始めとする製剤技術の基本などを学ぶ 
3 回 化粧品のターゲットである皮膚の構造と機能、付属器官（毛、爪、皮脂腺）



について学ぶ 
4 回 太陽紫外線により促進される皮膚の⽼化現象とはどんなことなのか、また
それらを予防する化粧品について学ぶ 
5 回 化粧品会社における機能性化粧品の研究開発の手順について学ぶ 
6 回 これまで実際に化粧品会社で開発され 

準備学習 1 回 理系の学生が化粧品会社に就職するとどんな仕事が待っているか、イメー
ジしておくこと 
2 回 化粧品と医薬品の違いを考えておくこと 
3 回 自分の皮膚をよく観察しておくこと 
4 回 ⻑年太陽光線に暴露された皮膚とそうでない皮膚の違いを観察しておくこ
と 
5 回 化粧品会社の研究開発をイメージしておくこと 
6 回 市販されている機能性化粧品をいくつかピックアップしておくこと 
7 回 化粧品に必要と思われる安全性をいくつかピックアップしておくこと 
8 回 どんな化粧品が欲しいか考えておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FTB1141P 
成績評価 毎回の小テストで評価する 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB1141P 化粧品概論 
担当教員名 安藤 秀哉 
単位数 1 
教科書 コスメティックサイエンス（共立出版） 
アクティブラーニング  
キーワード 化粧品、皮膚、紫外線、機能性 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 化粧品概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 服部道廣著「スキンケアの科学」裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 教科書を購入しておくこと。参考書は購入しなくてよい 
シラバスコード FTB1141P 
実務経験のある教員  
達成目標 化粧品の全体像がわかる 
受講者へのコメント  
連絡先 12 号館 5 階 安藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Cosmetic Products 
関連科目 香粧品学、コスメティックサイエンス概論、コスメティックサイエンス概論 II、

化粧品の皮膚科学と安全学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化粧品を議論する際に必要な基本的な知識を身につける 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 基礎研究及び開発研究、品質管理、特許、薬事など、化粧品会社における仕

事内容を紹介する 
2 回 化粧品はどのような位置付けにあるか、化粧品に期待できる効能とは何か、
乳化を始めとする製剤技術の基本などを学ぶ 
3 回 化粧品のターゲットである皮膚の構造と機能、付属器官（毛、爪、皮脂腺）
について学ぶ 
4 回 太陽紫外線により促進される皮膚の⽼化現象とはどんなことなのか、また
それらを予防する化粧品について学ぶ 



5 回 化粧品会社における機能性化粧品の研究開発の手順について学ぶ 
6 回 これまで実際に化粧品会社で開発され 

準備学習 1 回 理系の学生が化粧品会社に就職するとどんな仕事が待っているか、イメー
ジしておくこと 
2 回 化粧品と医薬品の違いを考えておくこと 
3 回 自分の皮膚をよく観察しておくこと 
4 回 ⻑年太陽光線に暴露された皮膚とそうでない皮膚の違いを観察しておくこ
と 
5 回 化粧品会社の研究開発をイメージしておくこと 
6 回 市販されている機能性化粧品をいくつかピックアップしておくこと 
7 回 化粧品に必要と思われる安全性をいくつかピックアップしておくこと 
8 回 どんな化粧品が欲しいか考えておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FTB11510 
成績評価 毎回の小テスト（45%）と、定期試験（55%）で評価する 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12) 
見出し FTB11510 香粧品学 
担当教員名 安藤 秀哉 
単位数 2 
教科書 コスメティックサイエンス（共立出版） 
アクティブラーニング  
キーワード 品質、製造、分析 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 香粧品学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 光井武夫編「新化粧品学」南山堂 
授業形態 講義 
注意備考 教科書を購入しておくこと。参考書は購入しなくてよい 
シラバスコード FTB11510 
実務経験のある教員  
達成目標 香粧品学が幅広く身につく 
受講者へのコメント  
連絡先 12 号館 5 階 安藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Chemistry of Cosmetic Products 
関連科目 化粧品概論、コスメティックサイエンス概論、コスメティックサイエンス概論 II、

化粧品の皮膚科学と安全学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 香粧品の全体像を学ぶ 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 化粧品の分類、品質特性、品質保証について学ぶ 

2 回 化粧品の開発プロセス、マーケティングについて学ぶ 
3 回 化粧品の色彩と色材について学ぶ 
4 回 化粧品の香料について学ぶ 
5 回 化粧品の原料について学ぶ 
6 回 化粧品の品質、安定性、防腐防黴について学ぶ 
7 回 化粧品の有用性について学ぶ 
8 回 化粧品の製造法、製造装置について学ぶ 



9 回 化粧品の容器、包装について学ぶ 
10 回 エアゾール技術、化粧品の分析技術について学ぶ 
11 回 化粧品と法規について学ぶ 
12 回 皮膚の⽼化とスキンケア化粧品について学 

準備学習 1 回 化粧品の種類について考えておくこと 
2 回 化粧品はどうやって開発されるか考えておくこと 
3 回 化粧品に対する色の役割を考えておくこと 
4 回 香りの有用性について考えておくこと 
5 回 乳化について調べておくこと 
6 回 化粧品の品質について考えておくこと 
7 回 化粧品にどんな効果が期待できるか考えておくこと 
8 回 石鹸の作り方を調べておくこと 
9 回 化粧品容器の素材について調べておくこと 
10 回 分析方法について調べておくこと 
11 回 化粧品が関わる法律を調べておくこと 
12 回 自分の好きな商品とその理 

 



年度 2014 
授業コード FTB1151P 
成績評価 毎回の小テスト（45%）と、定期試験（55%）で評価する 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB1151P 香粧品学 
担当教員名 安藤 秀哉 
単位数 2 
教科書 コスメティックサイエンス（共立出版） 
アクティブラーニング  
キーワード 品質、製造、分析 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 香粧品学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 光井武夫編「新化粧品学」南山堂 
授業形態 講義 
注意備考 教科書を購入しておくこと。参考書は購入しなくてよい 
シラバスコード FTB1151P 
実務経験のある教員  
達成目標 香粧品学が幅広く身につく 
受講者へのコメント  
連絡先 12 号館 5 階 安藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Chemistry of Cosmetic Products 
関連科目 化粧品概論、コスメティックサイエンス概論、コスメティックサイエンス概論 II、

化粧品の皮膚科学と安全学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 香粧品の全体像を学ぶ 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 化粧品の分類、品質特性、品質保証について学ぶ 

2 回 化粧品の開発プロセス、マーケティングについて学ぶ 
3 回 化粧品の色彩と色材について学ぶ 
4 回 化粧品の香料について学ぶ 
5 回 化粧品の原料について学ぶ 
6 回 化粧品の品質、安定性、防腐防黴について学ぶ 
7 回 化粧品の有用性について学ぶ 
8 回 化粧品の製造法、製造装置について学ぶ 



9 回 化粧品の容器、包装について学ぶ 
10 回 エアゾール技術、化粧品の分析技術について学ぶ 
11 回 化粧品と法規について学ぶ 
12 回 皮膚の⽼化とスキンケア化粧品について学 

準備学習 1 回 化粧品の種類について考えておくこと 
2 回 化粧品はどうやって開発されるか考えておくこと 
3 回 化粧品に対する色の役割を考えておくこと 
4 回 香りの有用性について考えておくこと 
5 回 乳化について調べておくこと 
6 回 化粧品の品質について考えておくこと 
7 回 化粧品にどんな効果が期待できるか考えておくこと 
8 回 石鹸の作り方を調べておくこと 
9 回 化粧品容器の素材について調べておくこと 
10 回 分析方法について調べておくこと 
11 回 化粧品が関わる法律を調べておくこと 
12 回 自分の好きな商品とその理 

 



年度 2014 
授業コード FTB11610 
成績評価 定期試験(90％)と課題(10％)で評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12) 
見出し FTB11610 コロイド界面化学 
担当教員名 森山 佳子 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 界面、コロイド、界面活性剤、両親媒性物質、ミセル、表面張力、吸着、乳化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「非常にわかりやすく、この分野に関しても興味が出た」 

「わかりやすかった」 
「分かりやすかったです」 
（回答）界面やコロイド、界面活性剤に興味をもってもらえて、よかった。 

科目名 コロイド界面化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 *本講義では、パソコンを使用して、パワーポイントをプロジェクタで提示する。 
シラバスコード FTB11610 
実務経験のある教員  
達成目標 界面とコロイドの基本的かつ特徴的な現象および界面活性剤の基本的な性質を

理解し、説明できるようになる。 
受講者へのコメント この授業は、他の授業では耳にしない用語が出てきて、この授業でしか学べない

内容であると思う。バイオ・応用化学科の学生としては、この授業で扱う程度の
コロイド・界面化学の基本的な知識は身につけておいてほしい。この授業でかな
りのウエイトを占める界面活性剤は、化学関係の技術職に就くと、思いもよらな
い形で活用されていることに気付くかもしれない。この界面活性剤は、日常の生
活の中でもいろいろな形で役立っていることに気付いてくれることを期待する。 

連絡先 森山佳子 研究室 12 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 B】の「この授業におけるあなたの成⻑」で、「理解が深まった」が 87.7％はよか
ったが、「興味・関⼼が高まった」が 49.1％で、もう少し興味をもってほしかっ
た。【C】 の６）「教員の意欲」について「感じられた」「少し感じられた」が 94.7％、
7）「授業の満足」について「満足」「ほぼ満足」が 89.5％、【C】 の 5）「授業目
標達成」について「できた」「だいたいできた」が 90.7％であった。しかし、【A】 
の２）の「週当たり学習時間」で、「全くしなかった」が 54.4％で、大半の学生
が自宅学習をしていなかった。 



英文科目名 Colloid and Interface Chemistry 
関連科目 「物理化学 I・II」や「分析化学 I・II」を受講していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 この講義は、今年度が最後の年になる。 
講義目的 水の入ったビーカーに一辺 1cm の立方体を入れたとき、それが水と接触する表

面積は 6cm2(平方 cm)で、全体としては依然水である。ところが、各辺を 1/10000
に分割して、1012 個の小立方体にすれば、全体積は 1cm3(立方 cm)であるにも
かかわらず、全表面積は 6m2(平方 m)（約 3.6 畳）になる。物と物との境界面、
すなわち界面の面積が非常に広い系（コロイド分散系という）では、この界面の
性質がその系を特徴づける。このような界面で起こる現象は、実際多くの分野で
上手に利用されている。本講義では、種々の界面で特異 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 『コロイド』とは何か、『界面』とは何かを学習する。コロイドと界面の関

係とその重要性についても学習する。 
2 回 『吸着』とは何か(どのような現象か)を学習する。さらに、代表的な吸着の
タイプ[型]について学習する。 
3 回 溶液中の溶質の吸着について学習する。溶媒―溶質―吸着剤との関係につ
いても学習する。 
4 回 『表面張力』とは何かを学習する。続いて、水溶液の表面張力[水の表面張
力]と溶質の種類や濃度との関係について学習する。 
5 回 『界面張力』とは何か、『ぬれ』とは何か(どのような現象か)を学習する。 
 

準備学習 1 回 高校の化学の教科書で、『コロイド』、『コロイドに特徴的な現象』について
復習しておくこと。 
2 回 前回の講義内容を十分に復習しておくこと。また、配布したプリントの、
『吸着』のところの用語(例えば、Langmuir の吸着等温式)などを調べてみるこ
と。 
3 回 前回までの講義内容を十分に復習しておくこと。また、配布したプリントの
講義内容に該当するところの用語などを調べてみること。 
4 回 前回までの講義内容を十分に復習しておくこと。 
『表面張力』とは何か、「20℃における水とエタノールの表面張力の値は同じか？ 

 



年度 2014 
授業コード FTB1161P 
成績評価 定期試験(90％)と課題(10％)で評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB1161P コロイド界面化学 
担当教員名 森山 佳子 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 界面、コロイド、界面活性剤、両親媒性物質、ミセル、表面張力、吸着、乳化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コロイド界面化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 *本講義では、パソコンを使用して、パワーポイントをプロジェクタで提示する。 
シラバスコード FTB1161P 
実務経験のある教員  
達成目標 界面とコロイドの基本的かつ特徴的な現象および界面活性剤の基本的な性質を

理解し、説明できるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先 森山佳子 研究室 12 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Colloid and Interface Chemistry 
関連科目 「物理化学 I・II」や「分析化学 I・II」を受講していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 水の入ったビーカーに一辺 1cm の立方体を入れたとき、それが水と接触する表

面積は 6cm2(平方 cm)で、全体としては依然水である。ところが、各辺を 1/10000
に分割して、1012 個の小立方体にすれば、全体積は 1cm3(立方 cm)であるにも
かかわらず、全表面積は 6m2(平方 m)（約 3.6 畳）になる。物と物との境界面、
すなわち界面の面積が非常に広い系（コロイド分散系という）では、この界面の
性質がその系を特徴づける。このような界面で起こる現象は、実際多くの分野で
上手に利用されている。本講義では、種々の界面で特異 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 『コロイド』とは何か、『界面』とは何かを学習する。コロイドと界面の関

係とその重要性についても学習する。 



2 回 『吸着』とは何か(どのような現象か)を学習する。さらに、代表的な吸着の
タイプ[型]について学習する。 
3 回 溶液中の溶質の吸着について学習する。溶媒―溶質―吸着剤との関係につ
いても学習する。 
4 回 『表面張力』とは何かを学習する。続いて、水溶液の表面張力[水の表面張
力]と溶質の種類や濃度との関係について学習する。 
5 回 『界面張力』とは何か、『ぬれ』とは何か(どのような現象か)を学習する。 
 

準備学習 1 回 高校の化学の教科書で、『コロイド』、『コロイドに特徴的な現象』について
復習しておくこと。 
2 回 前回の講義内容を十分に復習しておくこと。また、配布したプリントの、
『吸着』のところの用語(例えば、Langmuir の吸着等温式)などを調べてみるこ
と。 
3 回 前回までの講義内容を十分に復習しておくこと。また、配布したプリントの
講義内容に該当するところの用語などを調べてみること。 
4 回 前回までの講義内容を十分に復習しておくこと。 
『表面張力』とは何か、「20℃における水とエタノールの表面張力の値は同じか？ 

 



年度 2014 
授業コード FTB11710 
成績評価 定期試験(100%) 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12) 
見出し FTB11710 細胞生理学 
担当教員名 大塚 隆尚 
単位数 2 
教科書 第 4 版マクマリー生物有機化学 生化学編／菅原二三男 監訳／丸善／978-4-

621082836 
教科書に記載が無い範囲は資料を配付する 

アクティブラーニング  
キーワード 脂質、タンパク質、シグナル伝達、受容体 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 プロジェクターに関する意見が 2 件あったが、中間のアンケート後に教室変更を

提案したのにそれを拒否したのは受講者側である。動画での説明がわかりやすか
ったという意見もあった。 

科目名 細胞生理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中村桂子・松原謙一 監訳、Essential 細胞生物学、南江堂 
授業形態 講義 
注意備考 生化学 I・II の受講を前提とする 
シラバスコード FTB11710 
実務経験のある教員  
達成目標 脂質と窒素の代謝、およびシグナルの伝達について概略を学び、最新のバイオサ

イエンスを理解する基礎を作る。 
受講者へのコメント この講義で合格点が取れた人は、卒業研究での活躍が期待される。 
連絡先 大塚隆尚 12 号館 4-3 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 問題となるような評価は無かった。 
英文科目名 Cell Physiology 
関連科目 生化学 I・II、細胞バイオテクノロジー、発酵生産と機能性⾷品 
次回に向けての改善変更予定 プロジェクターのスクリーンが大きくなることを望む。 
講義目的 我々は生命活動を遂行してゆくために、栄養素を摂取してそれらをエネルギー源

や成体を構成する物質として利用している。さらに、生体の各器官が協調してそ
の機能を発揮するために、各器官を構成する細胞が様々な情報(シグナル)を発信
したり受け取ったりしている。本講義では、脂質と窒素の代謝についての理解を
深め、さらに細胞のシグナルの受け渡しを分子レベルで理解する。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回  オリエンテーションで講義の概要を把握する 
2 回  脂質の代謝１，脂質の消化と吸収について学習する 
3 回  脂質の代謝２，脂質の代謝について学習する 
4 回  窒素の代謝１，タンパク質の消化と吸収について学習する 
5 回  窒素の代謝２，タンパク質の代謝について学習する 
6 回  シグナル伝達１，生体のシグナル伝達の概要について学習する 
7 回  シグナル伝達２，生体のシグナル伝達の具体例について学習する 
8 回  前半のまとめ、これまでに学んだ知識の整理をする 
9 回  受容体とリガンド１、受容体とリガンドの 

準備学習 1 回  シラバスを確認して自分なりの講義のイメージを作っておくこと 
2 回  教科書で脂質の消化と吸収について調べておくこと 
3 回  教科書で脂質の代謝について調べておくこと 
4 回  教科書でタンパク質の消化と吸収について調べておくこと 
5 回  教科書でタンパク質の代謝について調べておくこと 
6 回  渡された資料を参考にシグナル伝達の概要を調べておくこと 
7 回  渡された資料を参考にシグナル伝達の具体例を調べておくこと 
8 回  前半の授業の復習をして知識の整理をしておくこと 
9 回  渡された資料を参考にして 

 



年度 2014 
授業コード FTB1171P 
成績評価 定期試験(100%) 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB1171P 細胞生理学 
担当教員名 大塚 隆尚 
単位数 2 
教科書 第 4 版マクマリー生物有機化学 生化学編／菅原二三男 監訳／丸善／978-4-

621082836 
教科書に記載が無い範囲は資料を配付する 

アクティブラーニング  
キーワード 脂質、タンパク質、シグナル伝達、受容体 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 細胞生理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中村桂子・松原謙一 監訳、Essential 細胞生物学、南江堂 
授業形態 講義 
注意備考 生化学 I・II の受講を前提とする 
シラバスコード FTB1171P 
実務経験のある教員  
達成目標 脂質と窒素の代謝、およびシグナルの伝達について概略を学び、最新のバイオサ

イエンスを理解する基礎を作る。 
受講者へのコメント  
連絡先 大塚隆尚 12 号館 4-3 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Cell Physiology 
関連科目 生化学 I・II、細胞バイオテクノロジー、発酵生産と機能性⾷品 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 我々は生命活動を遂行してゆくために、栄養素を摂取してそれらをエネルギー源

や成体を構成する物質として利用している。さらに、生体の各器官が協調してそ
の機能を発揮するために、各器官を構成する細胞が様々な情報(シグナル)を発信
したり受け取ったりしている。本講義では、脂質と窒素の代謝についての理解を
深め、さらに細胞のシグナルの受け渡しを分子レベルで理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションで講義の概要を把握する 

2 回  脂質の代謝１，脂質の消化と吸収について学習する 



3 回  脂質の代謝２，脂質の代謝について学習する 
4 回  窒素の代謝１，タンパク質の消化と吸収について学習する 
5 回  窒素の代謝２，タンパク質の代謝について学習する 
6 回  シグナル伝達１，生体のシグナル伝達の概要について学習する 
7 回  シグナル伝達２，生体のシグナル伝達の具体例について学習する 
8 回  前半のまとめ、これまでに学んだ知識の整理をする 
9 回  受容体とリガンド１、受容体とリガンドの 

準備学習 1 回  シラバスを確認して自分なりの講義のイメージを作っておくこと 
2 回  教科書で脂質の消化と吸収について調べておくこと 
3 回  教科書で脂質の代謝について調べておくこと 
4 回  教科書でタンパク質の消化と吸収について調べておくこと 
5 回  教科書でタンパク質の代謝について調べておくこと 
6 回  渡された資料を参考にシグナル伝達の概要を調べておくこと 
7 回  渡された資料を参考にシグナル伝達の具体例を調べておくこと 
8 回  前半の授業の復習をして知識の整理をしておくこと 
9 回  渡された資料を参考にして 

 



年度 2014 
授業コード FTB11810 
成績評価 毎回の小テスト（45%）と、定期試験（55%）で評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12) 
見出し FTB11810 化粧品の皮膚科学と安全学 
担当教員名 安藤 秀哉 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 皮膚、紫外線、安全性試験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化粧品の皮膚科学と安全学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 コスメティックサイエンス（共立出版） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB11810 
実務経験のある教員  
達成目標 化粧品と皮膚に関する基礎知識が身につく。 
受講者へのコメント  
連絡先 12 号館 5 階 安藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Skin Science and Safe Measure of Cosmetic Products 
関連科目 化粧品概論、香粧品学、コスメティックサイエンス概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 皮膚科学と化粧品安全学の接点を学ぶ。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 化粧品の皮膚科学を学ぶために必要な細胞生物学を復習する。 

2 回 皮膚を構成する多種類の細胞の構造と機能を学ぶ。 
3 回 皮膚を構成する多種類の細胞間の情報交換システムを学ぶ。 
4 回 皮膚の再生を担う幹細胞について学ぶ。 
5 回 太陽紫外線による皮膚細胞のＤＮＡ損傷作用について学ぶ。 
6 回 化粧品の皮膚科学における炎症制御作用とレドックス制御（酸化と還元）に
ついて学ぶ。 
7 回 皮膚を紫外線の傷害作用から護るサンスクリーン化粧品について学ぶ。 
8 回 化粧品の危険性と安全確保について学ぶ。 



9 回 化粧品の安全 
準備学習 1 回 細胞内小器官の名称を調べておくこと。 

2 回 皮膚の構造を調べておくこと。 
3 回 異種細胞間のコミュニケーションがどのような場面で必要になるか考えて
おくこと。 
4 回 幹細胞について調べておくこと。 
5 回 ＤＮＡについて復習しておくこと。 
6 回 酸化反応、還元反応について復習すること。 
7 回 サンスクリーン剤を調べておくこと。 
8 回 化粧品にどんな危険性が潜んでいるか考えておくこと。 
9 回 どんな種類の安全性試験があるか考えておくこと。 
10 回 なぜ代替法が必要か考えておくこと。 
11 回 化粧品の保湿剤 

 



年度 2014 
授業コード FTB1181P 
成績評価 毎回の小テスト（45%）と、定期試験（55%）で評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB1181P 化粧品の皮膚科学と安全学 
担当教員名 安藤 秀哉 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 皮膚、紫外線、安全性試験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化粧品の皮膚科学と安全学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 コスメティックサイエンス（共立出版） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB1181P 
実務経験のある教員  
達成目標 化粧品と皮膚に関する基礎知識が身につく。 
受講者へのコメント  
連絡先 12 号館 5 階 安藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Skin Science and Safe Measure of Cosmetic Products 
関連科目 化粧品概論、香粧品学、コスメティックサイエンス概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 皮膚科学と化粧品安全学の接点を学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 化粧品の皮膚科学を学ぶために必要な細胞生物学を復習する。 

2 回 皮膚を構成する多種類の細胞の構造と機能を学ぶ。 
3 回 皮膚を構成する多種類の細胞間の情報交換システムを学ぶ。 
4 回 皮膚の再生を担う幹細胞について学ぶ。 
5 回 太陽紫外線による皮膚細胞のＤＮＡ損傷作用について学ぶ。 
6 回 化粧品の皮膚科学における炎症制御作用とレドックス制御（酸化と還元）に
ついて学ぶ。 
7 回 皮膚を紫外線の傷害作用から護るサンスクリーン化粧品について学ぶ。 
8 回 化粧品の危険性と安全確保について学ぶ。 



9 回 化粧品の安全 
準備学習 1 回 細胞内小器官の名称を調べておくこと。 

2 回 皮膚の構造を調べておくこと。 
3 回 異種細胞間のコミュニケーションがどのような場面で必要になるか考えて
おくこと。 
4 回 幹細胞について調べておくこと。 
5 回 ＤＮＡについて復習しておくこと。 
6 回 酸化反応、還元反応について復習すること。 
7 回 サンスクリーン剤を調べておくこと。 
8 回 化粧品にどんな危険性が潜んでいるか考えておくこと。 
9 回 どんな種類の安全性試験があるか考えておくこと。 
10 回 なぜ代替法が必要か考えておくこと。 
11 回 化粧品の保湿剤 

 



年度 2014 
授業コード FTB11911 
成績評価 毎回の小テストで評価する 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜10) 
見出し FTB11911 コスメティックサイエンス概論Ⅰ 
担当教員名 安藤 秀哉 
単位数 1 
教科書 適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード しみ、しわ、白髪 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コスメティックサイエンス概論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 コスメティックサイエンス（共立出版） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB11911 
実務経験のある教員  
達成目標 機能性化粧品が議論できるようになる 
受講者へのコメント  
連絡先 12 号館 5 階 安藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Cosmetic Science I 
関連科目 化粧品概論、香粧品学、コスメティックサイエンス概論 II、化粧品の皮膚科学と

安全学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機能性化粧品の効能を裏付けている科学的根拠を学ぶ 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 皮膚の⽼化現象であるしみ・しわ・白髪について学ぶ 

2 回 薬用しみ予防化粧品のサイエンスを種々の側面から考察する 
3 回 薬用しみ予防化粧品のこれからの研究開発戦略を考える 
4 回 これまで実際に化粧品会社で開発されてきた薬用しみ予防化粧品の研究事
例を学ぶ（前半） 
5 回 これまで実際に化粧品会社で開発されてきた薬用しみ予防化粧品の研究事
例を学ぶ（後半） 
6 回 紫外線防御化粧品のサイエンスを種々の側面から考察する 



7 回 薬用育毛剤・白髪予防剤のサイエンスを種々の側面から考察する 
8 回 乾燥と痒みの研究を紹介 

準備学習 1 回 なぜしみ、しわ、白髪ができるか考えておくこと 
2 回 しみを予防する方法を考えておくこと 
3 回 しみ予防の奇抜なアイディアを考えておくこと 
4 回 市販されている「しみ予防化粧品」の有効成分をいくつか調べておくこと 
5 回 市販されている「しみ予防化粧品」の有効成分をいくつか調べておくこと 
6 回 市販されている「サンスクリーン化粧品」の有効成分をいくつか調べておく
こと 
7 回 禿げたり白髪になったりする理由を考えておくこと 
8 回 乾燥と痒みの関係について考えておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FTB1191P 
成績評価 毎回の小テストで評価する 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜10) 
見出し FTB1191P コスメティックサイエンス概論Ⅰ 
担当教員名 安藤 秀哉 
単位数 1 
教科書 適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード しみ、しわ、白髪 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コスメティックサイエンス概論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 コスメティックサイエンス（共立出版） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB1191P 
実務経験のある教員  
達成目標 機能性化粧品が議論できるようになる 
受講者へのコメント  
連絡先 12 号館 5 階 安藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Cosmetic Science I 
関連科目 化粧品概論、香粧品学、コスメティックサイエンス概論 II、化粧品の皮膚科学と

安全学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機能性化粧品の効能を裏付けている科学的根拠を学ぶ 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 皮膚の⽼化現象であるしみ・しわ・白髪について学ぶ 

2 回 薬用しみ予防化粧品のサイエンスを種々の側面から考察する 
3 回 薬用しみ予防化粧品のこれからの研究開発戦略を考える 
4 回 これまで実際に化粧品会社で開発されてきた薬用しみ予防化粧品の研究事
例を学ぶ（前半） 
5 回 これまで実際に化粧品会社で開発されてきた薬用しみ予防化粧品の研究事
例を学ぶ（後半） 
6 回 紫外線防御化粧品のサイエンスを種々の側面から考察する 



7 回 薬用育毛剤・白髪予防剤のサイエンスを種々の側面から考察する 
8 回 乾燥と痒みの研究を紹介 

準備学習 1 回 なぜしみ、しわ、白髪ができるか考えておくこと 
2 回 しみを予防する方法を考えておくこと 
3 回 しみ予防の奇抜なアイディアを考えておくこと 
4 回 市販されている「しみ予防化粧品」の有効成分をいくつか調べておくこと 
5 回 市販されている「しみ予防化粧品」の有効成分をいくつか調べておくこと 
6 回 市販されている「サンスクリーン化粧品」の有効成分をいくつか調べておく
こと 
7 回 禿げたり白髪になったりする理由を考えておくこと 
8 回 乾燥と痒みの関係について考えておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FTB12010 
成績評価 毎回の小テスト（45%）と、定期試験（55%）で評価する 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜10) 
見出し FTB12010 コスメティックサイエンス概論Ⅱ(再) 
担当教員名 安藤 秀哉 
単位数 1 
教科書 適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 酵素、タンパク質、特許 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 受講者なし 
科目名 コスメティックサイエンス概論Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 コスメティックサイエンス（共立出版） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB12010 
実務経験のある教員  
達成目標 研究活動に必要な基本的な知識が身につく 
受講者へのコメント 受講者なし 
連絡先 12 号館 5 階 安藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者なし 
英文科目名 Introduction to Cosmetic Science II 
関連科目 化粧品概論、香粧品学、コスメティックサイエンス概論、化粧品の皮膚科学と安

全学 
次回に向けての改善変更予定 受講者なし 
講義目的 化粧品会社でＲ＆Ｄ（研究開発）活動を行う際に必要となる実験手法の原理とそ

の応用技術を学ぶ 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 機能性タンパク質（酵素）の細胞内での一生を学ぶ 

2 回 機能性化粧品の研究開発に必要な実験手法の概要を学ぶ 
3 回 評価する化粧品原料の処理方法など、実際の細胞培養実験をシミュレーシ
ョンする 
4 回 酵素の遺伝子発現とタンパク質量の検出、活性測定法などの原理を学ぶ 
5 回 医⼯融合のＲ＆Ｄ：三次元培養人⼯再生皮膚の現状の技術を学び、将来の展
望を考える 



6 回 医⼯融合のＲ＆Ｄ：しみのレーザー治療、しわの細胞注入治療など、アンチ
エイジング技術の現状を学ぶ 
7 回 学術情報の収集方法、論文や特許の読み方、書き方の基 

準備学習 1 回 タンパク質が細胞内のどこでつくられるか調べておくこと 
2 回 酵素の活性を制御する因子をピックアップしておくこと 
3 回 濃度の単位を調べておくこと 
4 回 タンパク質をどうやって検出するか考えておくこと 
5 回 皮膚の構造を復習しておくこと 
6 回 奇抜なアンチエイジング療法を考えておくこと 
7 回 なぜ特許をとる必要があるか考えておくこと 
8 回 配布資料を復習しておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FTB12011 
成績評価 毎回の小テスト（45%）と、定期試験（55%）で評価する 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜10) 
見出し FTB12011 コスメティックサイエンス概論Ⅱ 
担当教員名 安藤 秀哉 
単位数 1 
教科書 適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 酵素、タンパク質、特許 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コスメティックサイエンス概論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 コスメティックサイエンス（共立出版） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB12011 
実務経験のある教員  
達成目標 研究活動に必要な基本的な知識が身につく 
受講者へのコメント  
連絡先 12 号館 5 階 安藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Cosmetic Science II 
関連科目 化粧品概論、香粧品学、コスメティックサイエンス概論、化粧品の皮膚科学と安

全学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化粧品会社でＲ＆Ｄ（研究開発）活動を行う際に必要となる実験手法の原理とそ

の応用技術を学ぶ 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 機能性タンパク質（酵素）の細胞内での一生を学ぶ 

2 回 機能性化粧品の研究開発に必要な実験手法の概要を学ぶ 
3 回 評価する化粧品原料の処理方法など、実際の細胞培養実験をシミュレーシ
ョンする 
4 回 酵素の遺伝子発現とタンパク質量の検出、活性測定法などの原理を学ぶ 
5 回 医⼯融合のＲ＆Ｄ：三次元培養人⼯再生皮膚の現状の技術を学び、将来の展
望を考える 



6 回 医⼯融合のＲ＆Ｄ：しみのレーザー治療、しわの細胞注入治療など、アンチ
エイジング技術の現状を学ぶ 
7 回 学術情報の収集方法、論文や特許の読み方、書き方の基 

準備学習 1 回 タンパク質が細胞内のどこでつくられるか調べておくこと 
2 回 酵素の活性を制御する因子をピックアップしておくこと 
3 回 濃度の単位を調べておくこと 
4 回 タンパク質をどうやって検出するか考えておくこと 
5 回 皮膚の構造を復習しておくこと 
6 回 奇抜なアンチエイジング療法を考えておくこと 
7 回 なぜ特許をとる必要があるか考えておくこと 
8 回 配布資料を復習しておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FTB1201P 
成績評価 毎回の小テスト（45%）と、定期試験（55%）で評価する 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜10) 
見出し FTB1201P コスメティックサイエンス概論Ⅱ 
担当教員名 安藤 秀哉 
単位数 1 
教科書 適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 酵素、タンパク質、特許 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コスメティックサイエンス概論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 コスメティックサイエンス（共立出版） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB1201P 
実務経験のある教員  
達成目標 研究活動に必要な基本的な知識が身につく 
受講者へのコメント  
連絡先 12 号館 5 階 安藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Cosmetic Science II 
関連科目 化粧品概論、香粧品学、コスメティックサイエンス概論、化粧品の皮膚科学と安

全学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化粧品会社でＲ＆Ｄ（研究開発）活動を行う際に必要となる実験手法の原理とそ

の応用技術を学ぶ 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 機能性タンパク質（酵素）の細胞内での一生を学ぶ 

2 回 機能性化粧品の研究開発に必要な実験手法の概要を学ぶ 
3 回 評価する化粧品原料の処理方法など、実際の細胞培養実験をシミュレーシ
ョンする 
4 回 酵素の遺伝子発現とタンパク質量の検出、活性測定法などの原理を学ぶ 
5 回 医⼯融合のＲ＆Ｄ：三次元培養人⼯再生皮膚の現状の技術を学び、将来の展
望を考える 



6 回 医⼯融合のＲ＆Ｄ：しみのレーザー治療、しわの細胞注入治療など、アンチ
エイジング技術の現状を学ぶ 
7 回 学術情報の収集方法、論文や特許の読み方、書き方の基 

準備学習 1 回 タンパク質が細胞内のどこでつくられるか調べておくこと 
2 回 酵素の活性を制御する因子をピックアップしておくこと 
3 回 濃度の単位を調べておくこと 
4 回 タンパク質をどうやって検出するか考えておくこと 
5 回 皮膚の構造を復習しておくこと 
6 回 奇抜なアンチエイジング療法を考えておくこと 
7 回 なぜ特許をとる必要があるか考えておくこと 
8 回 配布資料を復習しておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FTB12110 
成績評価 レポート(100%) 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(11〜13) 
見出し FTB12110 バイオ・応用化学における安全と倫理 
担当教員名 大塚 隆尚、福原 実、滝澤 昇、宮原 敏郎 
単位数 1 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 安全、倫理、公害、環境、放射線、微生物、企業倫理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教室の構造に対する問題提起が 2 件、部屋が暑いとの指摘が 1 件あったが、教員

には対処できない。倫理に興味を持った意見が 3 件あった。 
科目名 バイオ・応用化学における安全と倫理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「技術者における実践的⼯学倫理」 中村収三 化学同人、「環境問題のほんと

うを考える」山下正和著 化学同人、「ダイオキシン」渡辺 正、林 俊郎著 日
本評論社 

授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード FTB12110 
実務経験のある教員  
達成目標 安全や倫理の問題を問題として認識できるようになり、自分だったらどうするの

か最善の方法を考える基盤を作る。 
受講者へのコメント A 群の講義としては異色の授業であるが、倫理抜きの技術があり得ないことを理

解してもらえたと思う。 
連絡先 大塚隆尚、12 号館 4-3 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好であった。 
英文科目名 Safety and Ethics for Engineers of Chemistry and Biotechnology 
関連科目 基礎化学 
次回に向けての改善変更予定 来年度は授業をやりやすい、聞きやすい教室で行いたい。 
講義目的 化学やバイオの技術で様々な生産活動をすることができる。しかし、生産の過程

や生産物は人間や環境に対して安全でなければならないし、社会から倫理的に受
け入れられなければならない。様々な角度から安全と倫理について考える。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  技術と倫理について学習する 

2 回  放射線と安全について学習する 



3 回  地球環境問題について学習する 
4 回  微生物の取り扱いと遺伝子組み換えに関する法規について学習する 
5 回   化学実験とバイオ実験の安全について学習する。 
6 回  企業倫理について学習する 
7 回  製造物責任について学習する 
8 回  生命倫理と医療倫理について学習する 

準備学習 1 回 技術における倫理とはどのようなものか考えておくこと 
2 回  核の構造について復習しておくこと 
3 回  現在地球環境問題としてどのようなものがあるか予習しておくこと 
4 回  資料を滝澤の WEB サイトにあげているので、それをダウンロードしプリ
ント後、読んでおくこと資料を滝澤の WEB サイトにあげているので、それをダ
ウンロードしプリント後、読んでおくこと 
5 回 化学実験とバイオ実験にどのような危険があるか、考えておくこと。 
6 回 企業における倫理とはどのようなものか考えておくこと 
7 回  製造物責任という言 

 



年度 2014 
授業コード FTB1211P 
成績評価 レポート(100%) 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB1211P バイオ・応用化学における安全と倫理 
担当教員名 大塚 隆尚、福原 実、滝澤 昇、宮原 敏郎 
単位数 1 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 安全、倫理、公害、環境、放射線、微生物、企業倫理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 バイオ・応用化学における安全と倫理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「技術者における実践的⼯学倫理」 中村収三 化学同人、「環境問題のほんと

うを考える」山下正和著 化学同人、「ダイオキシン」渡辺 正、林 俊郎著 日
本評論社 

授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード FTB1211P 
実務経験のある教員  
達成目標 安全や倫理の問題を問題として認識できるようになり、自分だったらどうするの

か最善の方法を考える基盤を作る。 
受講者へのコメント  
連絡先 大塚隆尚、12 号館 4-3 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Safety and Ethics for Engineers of Chemistry and Biotechnology 
関連科目 基礎化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学やバイオの技術で様々な生産活動をすることができる。しかし、生産の過程

や生産物は人間や環境に対して安全でなければならないし、社会から倫理的に受
け入れられなければならない。様々な角度から安全と倫理について考える。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  技術と倫理について学習する 

2 回  放射線と安全について学習する 
3 回  地球環境問題について学習する 
4 回  微生物の取り扱いと遺伝子組み換えに関する法規について学習する 



5 回   化学実験とバイオ実験の安全について学習する。 
6 回  企業倫理について学習する 
7 回  製造物責任について学習する 
8 回  生命倫理と医療倫理について学習する 

準備学習 1 回 技術における倫理とはどのようなものか考えておくこと 
2 回  核の構造について復習しておくこと 
3 回  現在地球環境問題としてどのようなものがあるか予習しておくこと 
4 回  資料を滝澤の WEB サイトにあげているので、それをダウンロードしプリ
ント後、読んでおくこと資料を滝澤の WEB サイトにあげているので、それをダ
ウンロードしプリント後、読んでおくこと 
5 回 化学実験とバイオ実験にどのような危険があるか、考えておくこと。 
6 回 企業における倫理とはどのようなものか考えておくこと 
7 回  製造物責任という言 

 



年度 2014 
授業コード FTB12210 
成績評価 不定期試験（20％）期末試験（80％）により行う。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12) 
見出し FTB12210 魚類繁殖学 
担当教員名 熊谷 滋＊ 
単位数 2 
教科書 原則、パワーポイントによるノート講義を実施する。必要に応じて資料を配布する。講

義の前日までに、その週の講義で示す講義内容を WEB にアップする。 
https://skydrive.live.com/#cid=D277B2D043215C75&id=D277B2D043215C75%21214 

アクティブラーニング  
キーワード 魚、繁殖、仔魚、餌、プランクトン 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「毎回の学習目標を示して欲しい」とのことですが、これはすでに実施していることな

ので、なぜこのような記述があったのか理解に苦しみます。ただ講義の方法は、学生諸
君がより理解を深めることができるようにさらに⼯夫をするつもりです。 
「プロジェクターの内容をすべて印刷しておくように」という指示を出したことはあり
ません。「講義に用いるプレゼン資料は、全てネット上にアップしてあるので、必要があ
れば参考にするように」との説明はしました。 

科目名 魚類繁殖学 
課題に対するフィード
バック 

 

授業の運営方針  
参考書 岩井保著「水産脊椎動物Ⅱ魚類」恒星社厚生閣／鈴⽊克己・高松士朗（編）：海水魚の繁

殖 緑書房／隆島史夫著（著）：魚の養殖最前線 裳華房／東博司（著）：熱帯魚繁殖入
門 緑書房 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB12210 
実務経験のある教員  
達成目標 魚類の繁殖について、以下のことが説明できるようになること。1）魚類の成熟・産卵の

メカニズム 2）孵化仔魚から稚魚までの成⻑過程での変化 3）稚魚まで育てるための餌の
選択と準備 4）魚類繁殖の飼育環境に求められる条件とその管理 

受講者へのコメント この講義を受けて、この分野への理科が深まったと答えた学生が多かったのは、講師と
しては喜ばしいことです。私は講義の最後半部に必ず質問を受ける時間をとっていまし
たが、質問をする学生はほとんどいませんでした。アンケートの３で示されたように、
「シラバス、授業で提示された教科書や参考書、資料を利用して勉強した」のならば、
もっと質問があってしかるべきかなと感じます。 

連絡先 バイオ・応用化学科（12 号館 2 階：山本研究室） 
合理的配慮が必要な学
生への対応 

 



各項目評価に対する所
見 

全体的に、一応は私の講義が受け入れられたものと受け止めています。ただ、この講義
は現場での経験をもとに、人の手で魚類の繁殖をするためには、どのような準備・取り
組みが必要かを伝えることに重点を置いていました。従って、この分野での経験が全く
ない学生諸君には、少しとっつきにくい部分があったかもしれないと理解しています。 

英文科目名 Reproductive Biology of Fishes 
関連科目  
次回に向けての改善変
更予定 

魚類繁殖学、狭義の種苗生産、の最近の実情を、より詳しく伝えるための情報収集に取
り組んでいきます。また図表や写真の使用頻度を高めることで、学生諸君の理解が高ま
るように努力していきたいと考えています。 

講義目的 近年、持続的水産資源の活用など自然環境保護の潮流に沿った論議が盛んに行われてい
る。この中にはマグロ資源の漁獲制限あるいはワシントン条約の規制対象種にタツノオ
トシゴが含まれるなど、各種魚類の漁獲・採捕に強い規制がかけられてきている。この
ような動きを理解するための知識の一環として「繁殖」がある。本講義では、魚類の繁
殖のメカニズムを説明し、人為的に魚類を繁殖させる技術の基礎理論と応用について概
説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 管理下での魚類の繁殖について、その目的・意義・歴史などについて概説し、その

現状を説明する（魚類の繁殖には、親魚 管理・餌料準備・仔魚飼育の 3 要素の調和の
とれた働きが必要）。 
2 回 魚を殖やすのに欠かせない親魚の導入と、馴化に関して、採捕・検疫・飼育環境・
飼餌料などについて概説するとともに市場からの要望や繁殖技術の開発程度など対象種
の選定にかかわる要件を概説する。 
3 回 魚の産卵環境と性成熟に関して、生殖腺成熟・成熟とホルモン・性転換などについ
て概説する。 
4 回 魚の産卵様式には様々のものがあるので、 

準備学習 1 回 漁業には、獲る漁業と殖やす漁業とがある。その中で、人の手で殖やす必要のある
魚とは、どのような魚であるか考えておくこと。 
2 回 親魚の飼育環境にとって欠かせない条件とは何か考えてみておくこと。 
参考：日本における海水魚養殖の来歴と現状 
http://www.spc.jst.go.jp/hottopics/0906sustainedprod_food/r0906_murata.html 
3 回 魚の性転換について図書館・ネットなどで調べておくこと。 
参考：魚類の性転換の事例 
http://www.bi 

 



年度 2014 
授業コード FTB1221P 
成績評価 不定期試験（20％）期末試験（80％）により行う。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB1221P 魚類繁殖学 
担当教員名 熊谷 滋＊ 
単位数 2 
教科書 原則、パワーポイントによるノート講義を実施する。必要に応じて資料を配布する。講

義の前日までに、その週の講義で示す講義内容を WEB にアップする。 
https://skydrive.live.com/#cid=D277B2D043215C75&id=D277B2D043215C75%21214 

アクティブラーニング  
キーワード 魚、繁殖、仔魚、餌、プランクトン 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 魚類繁殖学 
課題に対するフィード
バック 

 

授業の運営方針  
参考書 岩井保著「水産脊椎動物Ⅱ魚類」恒星社厚生閣／鈴⽊克己・高松士朗（編）：海水魚の繁

殖 緑書房／隆島史夫著（著）：魚の養殖最前線 裳華房／東博司（著）：熱帯魚繁殖入
門 緑書房 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB1221P 
実務経験のある教員  
達成目標 魚類の繁殖について、以下のことが説明できるようになること。1）魚類の成熟・産卵の

メカニズム 2）孵化仔魚から稚魚までの成⻑過程での変化 3）稚魚まで育てるための餌の
選択と準備 4）魚類繁殖の飼育環境に求められる条件とその管理 

受講者へのコメント  
連絡先 バイオ・応用化学科（12 号館 2 階：山本研究室） 
合理的配慮が必要な学
生への対応 

 

各項目評価に対する所
見 

 

英文科目名 Reproductive Biology of Fishes 
関連科目  
次回に向けての改善変
更予定 

 

講義目的 近年、持続的水産資源の活用など自然環境保護の潮流に沿った論議が盛んに行われてい
る。この中にはマグロ資源の漁獲制限あるいはワシントン条約の規制対象種にタツノオ



トシゴが含まれるなど、各種魚類の漁獲・採捕に強い規制がかけられてきている。この
ような動きを理解するための知識の一環として「繁殖」がある。本講義では、魚類の繁
殖のメカニズムを説明し、人為的に魚類を繁殖させる技術の基礎理論と応用について概
説する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 管理下での魚類の繁殖について、その目的・意義・歴史などについて概説し、その

現状を説明する（魚類の繁殖には、親魚 管理・餌料準備・仔魚飼育の 3 要素の調和の
とれた働きが必要）。 
2 回 魚を殖やすのに欠かせない親魚の導入と、馴化に関して、採捕・検疫・飼育環境・
飼餌料などについて概説するとともに市場からの要望や繁殖技術の開発程度など対象種
の選定にかかわる要件を概説する。 
3 回 魚の産卵環境と性成熟に関して、生殖腺成熟・成熟とホルモン・性転換などについ
て概説する。 
4 回 魚の産卵様式には様々のものがあるので、 

準備学習 1 回 漁業には、獲る漁業と殖やす漁業とがある。その中で、人の手で殖やす必要のある
魚とは、どのような魚であるか考えておくこと。 
2 回 親魚の飼育環境にとって欠かせない条件とは何か考えてみておくこと。 
参考：日本における海水魚養殖の来歴と現状 
http://www.spc.jst.go.jp/hottopics/0906sustainedprod_food/r0906_murata.html 
3 回 魚の性転換について図書館・ネットなどで調べておくこと。 
参考：魚類の性転換の事例 
http://www.bi 

 



年度 2014 
授業コード FTB12310 
成績評価 毎回の小テストで評価する 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(11〜) 
見出し FTB12310 コスメティックサイエンス概論 
担当教員名 安藤 秀哉 
単位数 1 
教科書 適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード しみ、しわ、白髪 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「スライドをもう少しゆっくり切り替えてほしい」という要望がありましたの

で、そのように対応します。 
科目名 コスメティックサイエンス概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 コスメティックサイエンス（共立出版） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB12310 
実務経験のある教員  
達成目標 機能性化粧品が議論できるようになる 
受講者へのコメント スライドを見やすくして、授業の進行ペースを少し落としたいと思います。 
連絡先 12 号館 5 階 安藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「授業の進行と教材の提示について」の項目で、スライドが見にくい、授業の進
行が早すぎる、などの意見が 20%弱の回答率でありました。 

英文科目名 Introduction to Cosmetic Science 
関連科目 化粧品概論、香粧品学、コスメティックサイエンス概論 II、化粧品の皮膚科学と

安全学 
次回に向けての改善変更予定 スライドの文字を大きくし、受講者の理解度を観察しながら授業を進めるように

⼼掛けます。 
講義目的 機能性化粧品の効能を裏付けている科学的根拠を学ぶ 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 皮膚の⽼化現象であるしみ・しわ・白髪について学ぶ 

2 回 薬用しみ予防化粧品のサイエンスを種々の側面から考察する 
3 回 薬用しみ予防化粧品のこれからの研究開発戦略を考える 
4 回 これまで実際に化粧品会社で開発されてきた薬用しみ予防化粧品の研究事
例を学ぶ（前半） 



5 回 これまで実際に化粧品会社で開発されてきた薬用しみ予防化粧品の研究事
例を学ぶ（後半） 
6 回 紫外線防御化粧品のサイエンスを種々の側面から考察する 
7 回 薬用育毛剤・白髪予防剤のサイエンスを種々の側面から考察する 
8 回 乾燥と痒みの研究を紹介 

準備学習 1 回 なぜしみ、しわ、白髪ができるか考えておくこと 
2 回 しみを予防する方法を考えておくこと 
3 回 しみ予防の奇抜なアイディアを考えておくこと 
4 回 市販されている「しみ予防化粧品」の有効成分をいくつか調べておくこと 
5 回 市販されている「しみ予防化粧品」の有効成分をいくつか調べておくこと 
6 回 市販されている「サンスクリーン化粧品」の有効成分をいくつか調べておく
こと 
7 回 禿げたり白髪になったりする理由を考えておくこと 
8 回 乾燥と痒みの関係について考えておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FTB1231P 
成績評価 毎回の小テストで評価する 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(11〜) 
見出し FTB1231P コスメティックサイエンス概論 
担当教員名 安藤 秀哉 
単位数 1 
教科書 適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード しみ、しわ、白髪 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コスメティックサイエンス概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 コスメティックサイエンス（共立出版） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB1231P 
実務経験のある教員  
達成目標 機能性化粧品が議論できるようになる 
受講者へのコメント  
連絡先 12 号館 5 階 安藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Cosmetic Science 
関連科目 化粧品概論、香粧品学、コスメティックサイエンス概論 II、化粧品の皮膚科学と

安全学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機能性化粧品の効能を裏付けている科学的根拠を学ぶ 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 皮膚の⽼化現象であるしみ・しわ・白髪について学ぶ 

2 回 薬用しみ予防化粧品のサイエンスを種々の側面から考察する 
3 回 薬用しみ予防化粧品のこれからの研究開発戦略を考える 
4 回 これまで実際に化粧品会社で開発されてきた薬用しみ予防化粧品の研究事
例を学ぶ（前半） 
5 回 これまで実際に化粧品会社で開発されてきた薬用しみ予防化粧品の研究事
例を学ぶ（後半） 
6 回 紫外線防御化粧品のサイエンスを種々の側面から考察する 



7 回 薬用育毛剤・白髪予防剤のサイエンスを種々の側面から考察する 
8 回 乾燥と痒みの研究を紹介 

準備学習 1 回 なぜしみ、しわ、白髪ができるか考えておくこと 
2 回 しみを予防する方法を考えておくこと 
3 回 しみ予防の奇抜なアイディアを考えておくこと 
4 回 市販されている「しみ予防化粧品」の有効成分をいくつか調べておくこと 
5 回 市販されている「しみ予防化粧品」の有効成分をいくつか調べておくこと 
6 回 市販されている「サンスクリーン化粧品」の有効成分をいくつか調べておく
こと 
7 回 禿げたり白髪になったりする理由を考えておくこと 
8 回 乾燥と痒みの関係について考えておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FTB12410 
成績評価 毎回の講義で行う小テスト（５０％）、および期末試験（５０％）を総合して判断

する。ただし、定期試験において基準点を設け、得点が１００点満点中、６０点
未満の場合は不合格とする。 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(12〜14) 
見出し FTB12410 基礎有機化学 
担当教員名 折⽥ 明浩 
単位数 2 
教科書 ステップアップ 大学の有機化学 ／ 斎藤勝裕 著 ／ 裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「初めて聞く単語や言葉の説明をしてほしい」とありましたが、大学以降の学習

は高校までの勉強と違って正式な学習範囲はありません。講義中にできる限り説
明していますが、それでも分からない言葉は自分で調べてください。それが大学
での学習です。 
毎回、高校の復習からスタートして、高校では学習していない「なぜ そうなる
のか？」を説明し、さらに大学の化学で学ぶべき基礎的な内容や応用展開や実用
的用途を説明した。さらに、高校の化学とは異なり、「自分で論理的に考える、説
明する。」を実践できるよう意識して講義したが、概ねその意図 

科目名 基礎有機化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB12410 
実務経験のある教員  
達成目標 （１） 有機化合物の性状の理解 

（２） 有機反応の基礎知識の習得 
（３） 有機化合物の応用に関する知識の習得 

受講者へのコメント 良い雰囲気で講義できました。 
連絡先 ２２号館４階 折⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「この分野への理解が深まった」が、63％、「教員の意欲が感じられた」が 74％、
「この授業に満足した・ほぼ満足」が 68％であり、充分な教育効果が上げられ
た。 

英文科目名 Introductory Organic Chemistry 



関連科目 基礎化学 
次回に向けての改善変更予定 電気化学や酸化還元等の章では、面白味を今一つ伝えきれていないので、改善し

たい。 
講義目的 有機化学は化学合成の基盤となるものであり化学のあらゆる分野で必要とされ

る。本講義では、高校で学んだ有機化学の上に、今後学年進行とともに学習しな
ければならない有機化学関連の講義を受講するに際して支障のない程度の学力
を積み上げる事を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 有機化学の成り立ちについて説明する 

2 回 原子構造について説明する 
3 回 共有結合、とくに飽和結合について説明する 
4 回 不飽和結合について説明する 
5 回 これまで学習した事項について復習し、質問に答える 
6 回 有機化合物の構造と命名の基礎について説明する 
7 回 炭化水素の構造と命名について説明する 
8 回 芳香族化合物について説明する 
9 回 炭化水素の反応について説明する 
10 回 アルコール、エーテルの反応について説明する 
11 回 第６回の講義以降学習した事項について復習し、質問に答える 
12 回 ア 

準備学習 1 回 基礎化学の講義を復習しておくこと 
2 回 原子と分子について高校教科書を復習しておくこと 
3 回 化学結合について高校教科書を復習しておくこと 
4 回 化学結合について高校教科書を復習しておくこと 
5 回 これまで学習した事項について復習しておくこと 
6 回 有機化合物について高校教科書を復習しておくこと 
7 回 前回の講義を復習しておくこと 
8 回 芳香族化合物について高校教科書を復習しておくこと 
9 回 炭化水素について高校教科書を復習しておくこと 
10 回 アルコール、エーテルについて高校教科書を復習しておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FTB1241P 
成績評価 毎回の講義で行う小テスト（５０％）、および期末試験（５０％）を総合して判断

する。ただし、定期試験において基準点を設け、得点が１００点満点中、６０点
未満の場合は不合格とする。 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB1241P 基礎有機化学 
担当教員名 折⽥ 明浩 
単位数 2 
教科書 ステップアップ 大学の有機化学 ／ 斎藤勝裕 著 ／ 裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎有機化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB1241P 
実務経験のある教員  
達成目標 （１） 有機化合物の性状の理解 

（２） 有機反応の基礎知識の習得 
（３） 有機化合物の応用に関する知識の習得 

受講者へのコメント  
連絡先 ２２号館４階 折⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introductory Organic Chemistry 
関連科目 基礎化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 有機化学は化学合成の基盤となるものであり化学のあらゆる分野で必要とされ

る。本講義では、高校で学んだ有機化学の上に、今後学年進行とともに学習しな
ければならない有機化学関連の講義を受講するに際して支障のない程度の学力
を積み上げる事を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 有機化学の成り立ちについて説明する 

2 回 原子構造について説明する 



3 回 共有結合、とくに飽和結合について説明する 
4 回 不飽和結合について説明する 
5 回 これまで学習した事項について復習し、質問に答える 
6 回 有機化合物の構造と命名の基礎について説明する 
7 回 炭化水素の構造と命名について説明する 
8 回 芳香族化合物について説明する 
9 回 炭化水素の反応について説明する 
10 回 アルコール、エーテルの反応について説明する 
11 回 第６回の講義以降学習した事項について復習し、質問に答える 
12 回 ア 

準備学習 1 回 基礎化学の講義を復習しておくこと 
2 回 原子と分子について高校教科書を復習しておくこと 
3 回 化学結合について高校教科書を復習しておくこと 
4 回 化学結合について高校教科書を復習しておくこと 
5 回 これまで学習した事項について復習しておくこと 
6 回 有機化合物について高校教科書を復習しておくこと 
7 回 前回の講義を復習しておくこと 
8 回 芳香族化合物について高校教科書を復習しておくこと 
9 回 炭化水素について高校教科書を復習しておくこと 
10 回 アルコール、エーテルについて高校教科書を復習しておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FTB12510 
成績評価 レポート(100％）で評価する 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜14) 
見出し FTB12510 フレッシュマンゼミ 
担当教員名 福原 実、大塚 隆尚、永谷 尚紀、山本 俊政、安藤 秀哉、野上 潤造、竹

⽥ 邦雄 
単位数 1 
教科書 特になし 各教員が資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード コミュニケーション能力、自己啓発、課題解決、レポート作成 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ●いろいろな研究（室）を知ることができた。興味を引かれる研究があった。興

味が広がった。実験を見たい（したい）。⇒研究内容によって簡単にできない先生
もいるので了解ください。進路を考える上で役にたった。先生と話せてよかった。
わかりやすく解説してもらえた。化学の幅広さがわかった。将来の職選びの参考
になった。興味がない分野の話を聞けたよかった。化粧水が簡単にできて驚いた。
⇒講義の趣旨が理解されていました。全員にこのように書いてもらうようにした
いと思います。●具体的な研究内容を知りたかった２件⇒質問をお願いします。 

科目名 フレッシュマンゼミ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 随時紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 この科目は、バイオ・応用化学科の全教員で担当する。この講義は、１年生を数

名のグループに分け、各グループがこれらのテーマのうちのいくつかを、1 テー
マ 2〜3 回で、交代していく形態で実施する。また、バイオ・応用化学関連の施
設見学などの全体研修を行うこともある。各回の担当になった教員の専門分野は
どのような内容か？、研究室とはどのような雰囲気か？ などを少しでも知るこ
とを目的に毎回必ず出席すること。 

シラバスコード FTB12510 
実務経験のある教員  
達成目標 複数の教員の指導の下、ミニ講義、実験、教員あるいは学生との対話・討論等を

通し、バイオ・応用化学に関する専門事項を概観し、自己啓発をすること。レポ
ート作成技法を修得すること 

受講者へのコメント 分からないことがあれば、各先生へ積極的に質問するようにしてください。 
連絡先 担当教員の、他の科目のシラバスを参照すること 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 理解が深まった 40％。興味が高まった 60％。⇒いずれもおおよそ講義目的は
達成されたと思います。講義にほぼ満足した以上 87％⇒ さらに高い評価を得



るような⼯夫をしたいと思います。 
英文科目名 Seminar for Freshmen 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 ●回る研究室の数を増やして一研究室あたりの時間を少なくするか（実験がやり

にくくなる）、現行のままの方法で実施するかを全教員で議論して決めたいと思
います。●なるべく研究の具体的な話をするように各教員に伝えます。 

講義目的 各教員が少人数の学生を受け持ち、ミニ講義、実験、対話や討論等を通して、基
礎学力や学習意欲のある学生については更にこれを啓発し、これらに不安を感じ
る学生については課外で時間をとり適切なアドバイスを与えるなど、個々の学生
に応じた指導を行うこと 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 グリーンケミストリーに関する学習および実習をする 

2 回 パソコンを用いた文書作成およびパソコン管理に関する学習および実習を 
する 
3 回 泡にまつわる身近な話題について説明する 
4 回 リズム・パターン形成反応の実験をし、金属ナノ粒子の溶液を見ながら議論
する 
5 回 卒業後に向けて、大学生活の過ごし方を考える作業をする 
6 回 有機化合物の分子模型のスケッチ，薄層クロマトグラフによる分析実験を
する 
7 回 各種セラミックスの紹介とガラスの合成実験をする 
8 回 微生物とはどのようなものか、また微生物の能力がどの 

準備学習 1 回 高校教科書の有機化学を復習しておくこと 
2 回 パソコンに関係する高校の教科書を復習しておくこと 
3 回 泡が利用されている身近な現象を考えておくこと 
4 回 原子番号の大きい元素も扱うが、高校の化学や基礎化学で学んだことをよ
く理解しておくこと 
5 回 なぜ大学に入ったか、自分はどんな人間で将来何をしたいか考えておくこ
と 
6 回 ベンゼンとシクロヘキサンの違いを調べておくこと 
7 回 セラミックスの種類とガラスの合成法について予習しておくこと 
8 回 微生物の機能と応用について調べておくこと 
9 回 動物細胞とカフ 

 



年度 2014 
授業コード FTB1251P 
成績評価 レポート(100％）で評価する 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTB1251P フレッシュマンゼミ 
担当教員名 平野 博之、竹崎 誠、大塚 隆尚、永谷 尚紀、山本 俊政、安藤 秀哉、野

上 潤造 
単位数 1 
教科書 特になし 各教員が資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード コミュニケーション能力、自己啓発、課題解決、レポート作成 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フレッシュマンゼミ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 随時紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 この科目は、バイオ・応用化学科の全教員で担当する。この講義は、１年生を数

名のグループに分け、各グループがこれらのテーマのうちのいくつかを、1 テー
マ 2〜3 回で、交代していく形態で実施する。また、バイオ・応用化学関連の施
設見学などの全体研修を行うこともある。各回の担当になった教員の専門分野は
どのような内容か？、研究室とはどのような雰囲気か？ などを少しでも知るこ
とを目的に毎回必ず出席すること。 

シラバスコード FTB1251P 
実務経験のある教員  
達成目標 複数の教員の指導の下、ミニ講義、実験、教員あるいは学生との対話・討論等を

通し、バイオ・応用化学に関する専門事項を概観し、自己啓発をすること。レポ
ート作成技法を修得すること 

受講者へのコメント  
連絡先 担当教員の、他の科目のシラバスを参照すること 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar for Freshmen 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 各教員が少人数の学生を受け持ち、ミニ講義、実験、対話や討論等を通して、基

礎学力や学習意欲のある学生については更にこれを啓発し、これらに不安を感じ
る学生については課外で時間をとり適切なアドバイスを与えるなど、個々の学生



に応じた指導を行うこと 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 グリーンケミストリーに関する学習および実習をする 

2 回 パソコンを用いた文書作成およびパソコン管理に関する学習および実習を 
する 
3 回 泡にまつわる身近な話題について説明する 
4 回 リズム・パターン形成反応の実験をし、金属ナノ粒子の溶液を見ながら議論
する 
5 回 卒業後に向けて、大学生活の過ごし方を考える作業をする 
6 回 有機化合物の分子模型のスケッチ，薄層クロマトグラフによる分析実験を
する 
7 回 各種セラミックスの紹介とガラスの合成実験をする 
8 回 微生物とはどのようなものか、また微生物の能力がどの 

準備学習 1 回 高校教科書の有機化学を復習しておくこと 
2 回 パソコンに関係する高校の教科書を復習しておくこと 
3 回 泡が利用されている身近な現象を考えておくこと 
4 回 原子番号の大きい元素も扱うが、高校の化学や基礎化学で学んだことをよ
く理解しておくこと 
5 回 なぜ大学に入ったか、自分はどんな人間で将来何をしたいか考えておくこ
と 
6 回 ベンゼンとシクロヘキサンの違いを調べておくこと 
7 回 セラミックスの種類とガラスの合成法について予習しておくこと 
8 回 微生物の機能と応用について調べておくこと 
9 回 動物細胞とカフ 

 



年度 2014 
授業コード FTD00110 
成績評価 卒業研究に対する学習態度・卒業研究論文（指導教員による評価：60%）とプレ

ゼンテーション能力と研究内容（卒業研究発表会参加教員による評価：40%）を
総合して最終評価とする。60%以上を合格とする。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 電気電子システム学科(〜11) 
見出し FTD00110 卒業研究 
担当教員名 河村 実生、垣谷 公徳、クルモフ バレリー、道⻄ 博行、笠 展幸、太⽥ 寛

志、太 
単位数 8 
教科書 指導教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答 この講義は卒業研究という性格上授業アンケートを実施していません。 
科目名 卒業研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員の指示による。 
授業形態 実験実習 
注意備考 卒業研究は 480 時間以上の学習時間が必要条件である。研究を指導教員の指示に

したがって研究室ごとに行う。 
シラバスコード FTD00110 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 学習計画を立て、学習した内容を理解し、応用ができる。 

(2) 必要な情報を獲得するための方法を知る。 
(3) 指導教員の補助を得、自主的に問題の解決方法を考案できる。 
(4) 複数の解決案に対して、比較検討できる。 
(5) 研究課題を理解し、その背景・目的・展開などについて具体的に記述できる。 
(6) 研究内容等について質問を理解し、具体的な回答ができる。 
⑦プレゼンテーション能力を持ち、発表ができる。 
1 年間の卒業研究に対する学習態度、卒業研究論文および卒業研究発表が成績評
価の対象である。 

受講者へのコメント この講義は卒業研究という性格上授業アンケートを実施していません。 
連絡先 代表：学科⻑ 

原則：配属研究室の指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この講義は卒業研究という性格上授業アンケートを実施していません。 
英文科目名 Graduation Thesis 



関連科目 電気電子システム学科のすべての科目および B 群必修科目 
次回に向けての改善変更予定 この講義は卒業研究という性格上授業アンケートを実施していません。 
講義目的 研究室に配属され、1 年間で研究を行う。研究室の指導教員の下で、環境・エネ

ルギー、電子デバイス、情報通信、制御、コンピュータシステムの各々の分野に
関連した内容について研究課題を設定して、問題解決能力、柔軟で総合的な判断
力、グローバルな視野からの発想力、論理的思考力、自己の考えの伝達力などを
身に付けた電子技術者の育成を目指す。また、卒業論文の作成を通じて、自主的
に学習を継続することができる能力および日本語による記述力、発表能力などを
養うことを目標とする。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 指導教員の指導のもと、研究計画を立てること。 

 



年度 2014 
授業コード FTD00120 
成績評価 卒業研究に対する学習態度・卒業研究論文（指導教員による評価：60%）とプレ

ゼンテーション能力と研究内容（卒業研究発表会参加教員による評価：40%）を
総合して最終評価とする。60%以上を合格とする。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 電気電子システム学科(10〜10) 
見出し FTD00120 卒業研究【春学期最終評価】 
担当教員名 河村 実生、クルモフ バレリー、秋山 宜生 
単位数 8 
教科書 指導教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究【春学期最終評価】 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員の指示による。 
授業形態 実験実習 
注意備考 卒業研究は 480 時間以上の学習時間が必要条件である。研究を指導教員の指示に

したがって研究室ごとに行う。 
シラバスコード FTD00120 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 学習計画を立て、学習した内容を理解し、応用ができる。 

(2) 必要な情報を獲得するための方法を知る。 
(3) 指導教員の補助を得、自主的に問題の解決方法を考案できる。 
(4) 複数の解決案に対して、比較検討できる。 
(5) 研究課題を理解し、その背景・目的・展開などについて具体的に記述できる。 
(6) 研究内容等について質問を理解し、具体的な回答ができる。 
⑦プレゼンテーション能力を持ち、発表ができる。 
1 年間の卒業研究に対する学習態度、卒業研究論文および卒業研究発表が成績評
価の対象である。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表：学科⻑ 

原則：配属研究室の指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Graduation Thesis 
関連科目 電気電子システム学科のすべての科目および B 群必修科目 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 研究室に配属され、1 年間で研究を行う。研究室の指導教員の下で、環境・エネ

ルギー、電子デバイス、情報通信、制御、コンピュータシステムの各々の分野に
関連した内容について研究課題を設定して、問題解決能力、柔軟で総合的な判断
力、グローバルな視野からの発想力、論理的思考力、自己の考えの伝達力などを
身に付けた電子技術者の育成を目指す。また、卒業論文の作成を通じて、自主的
に学習を継続することができる能力および日本語による記述力、発表能力などを
養うことを目標とする。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 指導教員の指導のもと、研究計画を立てること。 

 



年度 2014 
授業コード FTD00130 
成績評価 卒業研究に対する学習態度・卒業研究論文（指導教員による評価：60%）とプレ

ゼンテーション能力と研究内容（卒業研究発表会参加教員による評価：40%）を
総合して最終評価とする。60%以上を合格とする。 

曜日時限  
対象クラス 電気電子システム学科(11〜11) 
見出し FTD00130 卒業研究【秋学期中間評価】 
担当教員名 河村 実生、太⽥垣 博一、信吉 輝己 
単位数 8 
教科書 指導教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究【秋学期中間評価】 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員の指示による。 
授業形態 実験実習 
注意備考 卒業研究は 480 時間以上の学習時間が必要条件である。研究を指導教員の指示に

したがって研究室ごとに行う。 
シラバスコード FTD00130 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 学習計画を立て、学習した内容を理解し、応用ができる。 

(2) 必要な情報を獲得するための方法を知る。 
(3) 指導教員の補助を得、自主的に問題の解決方法を考案できる。 
(4) 複数の解決案に対して、比較検討できる。 
(5) 研究課題を理解し、その背景・目的・展開などについて具体的に記述できる。 
(6) 研究内容等について質問を理解し、具体的な回答ができる。 
⑦プレゼンテーション能力を持ち、発表ができる。 
1 年間の卒業研究に対する学習態度、卒業研究論文および卒業研究発表が成績評
価の対象である。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表：学科⻑ 

原則：配属研究室の指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Graduation Thesis 
関連科目 電気電子システム学科のすべての科目および B 群必修科目 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 研究室に配属され、1 年間で研究を行う。研究室の指導教員の下で、環境・エネ

ルギー、電子デバイス、情報通信、制御、コンピュータシステムの各々の分野に
関連した内容について研究課題を設定して、問題解決能力、柔軟で総合的な判断
力、グローバルな視野からの発想力、論理的思考力、自己の考えの伝達力などを
身に付けた電子技術者の育成を目指す。また、卒業論文の作成を通じて、自主的
に学習を継続することができる能力および日本語による記述力、発表能力などを
養うことを目標とする。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 指導教員の指導のもと、研究計画を立てること。 

 



年度 2014 
授業コード FTD00210 
成績評価 成績評価 レホ゜ート(10%)、定期試験(90%)により行う。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜14) 
見出し FTD00210 数学Ⅰ 
担当教員名 加地 博子＊ 
単位数 2 
教科書 教科書 石村 園子 「やさしく学へ゛る微分・積分」 共立出版 ／978-4-

320016330 
アクティブラーニング  
キーワード 微分、不定積分、定積分、テーラー展開、オイラーの公式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大原一孝 「実例で学ぶ微分積分」 学術図書出版 
授業形態 講義 
注意備考 数学を使いこなせるようになるために は演習問題を解くことが重要である。な

るべく多くの問題を解くように努力すること。 
シラバスコード FTD00210 
実務経験のある教員  
達成目標 １変数の初等関数の微積分を行うことができる。 

また、単純な技巧を用いた微積分を行うことができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 教務課に問い合わせのこと。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics I 
関連科目 数学 II、数学 III、応用数学 I、応用数学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 関数の微分や積分を扱う解析学は、⼯学の様々な分野に応用される非常に基本的

な数学である。この講義では初頭関数の基本的性質から始め、 電気電子⼯学て゛
用いられる微分・積分の重要な部分を演習問題を解きなか゛ら学ふ゛。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションの後、数・極限について説明する。 

2 回 関数とグラフについて説明する。 
3 回 三角関数について説明する。 
4 回 指数関数・対数関数について説明する。 



5 回 微係数・導関数・微分公式・べき関数の微分 について説明する。 
6 回 三角関数・指数関数・対数関数の微分について説明する。 
7 回 マクローリン展開とオイラーの公式について説明する。 
8 回 関数の増減とク゛ラフの変曲点について説明する。 
9 回 ここまでの総括・演習を行い解説する。 
10 回 初等関数の不定積分について説明する。 
11 回 

準備学習 1 回 高校で学んだ数の概念、特に複素数について復習し、教科書 1.1（1 変数関
数）を読んでおくこと。 
2 回 前回学んだ内容を復習し、教科書 1.2（今までに学んだ 1 変数関数）を読ん
でおくこと。 
3 回 前回学んだ内容を復習し、教科書 1.3（三角関数）と 1.4（逆三角関数）を
読んでおくこと。 
4 回 前回学んだ内容を復習し、教科書 1.5（指数関数）と 1.6（対数関数）を読
んでおくこと。 
5 回 前回学んだ内容を復習し、教科書 2.1（微分）から 2.3-[1]（整式、有理式の
微分）までを読んでおくこと。 
6 回 前回学んだ 

 



年度 2014 
授業コード FTD00220 
成績評価 レポート（15％）、中間試験（15％）、定期試験（70％）により行う。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜14) 
見出し FTD00220 数学Ⅰ 
担当教員名 秋山 宜生 
単位数 2 
教科書 石村 園子 「やさしく学べる微分・積分」 共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 微分、不定積分、定積分、テーラー展開、オイラーの公式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「丁寧で分かりやすい」「前期の先生より教え方が非常にていねい」「ひとりひと

りの学生に配慮した講義で満足」「微分と積分の理解が深まった」「特にない」 
との感想がありました。ひとりでも多くの学生諸君の頭と⼼に残る講義ができた
らと思っています。学生諸君がこれから学ぶことの基礎として、何らかの興味関
⼼をもってもらえたらと思っています。 

科目名 数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大原一孝 「実例で学ぶ微分積分」 学術図書出版 
授業形態 講義 
注意備考 これから学ぶ講義の基礎となる数学である。使いこなせるようになるには、何事

も練習（復習）が必要である。わからないことがあれば、講義中やオフィスアワ
ー時に質問すること。 

シラバスコード FTD00220 
実務経験のある教員  
達成目標 教科書の演習問題が解ける程度の学力（計算力）を身につける。 
受講者へのコメント 授業の内容がわからないときは、講義後、もしくは研究室へ質問に来てください。 
連絡先 研究室：17 号館 4F、電子メール:akiyama@ee.ous.ac.jp、オフィスアワー： 

金曜日 7,8 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この授業を受けてよかった点として、「理解が深まった 90.0％」「興味・関⼼が高
まった 25.0％」などでした。多くの諸君が、理解が深まり、興味・関⼼をもって
くれたことがわかりました。諸君のこの授業に対する目標達成率は、「できた＆
だいたいできた」が 65.0％であったが、「半分程度」が 30.0％(6 名)でした。授
業に対する教員の意欲は、「感じとれた」が 90.0％と、全員の学生諸君が感じて
くれていました。また、満足度は満足＆ほぼ満足が 90.0％、普通が 10.0％（2 名）
といった具合でした。授業の手法については、「 

英文科目名 Mathematics I 



関連科目 数学 II、数学 III、応用数学 I、応用数学 II 
次回に向けての改善変更予定 興味・関⼼が得られる内容にしたいと思っています。 
講義目的 電気電子⼯学を学ぶ上で、数学は重要なツール（道具）であり、縦横無尽に使い

こなすことができるようにする必要がある。本講義では、電気電子⼯学で用いら
れる微分・積分の重要な部分を演習問題を解きながら基礎から学ぶ。講義では時
間中に演習問題のレポート提出を課す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション / 数（数値線、複素数）について説明する。 

2 回 関数と数列（関数の意味、表記法、関数と平面図面など）について説明する。 
3 回 指数関数・対数関数の性質について説明する。 
4 回 微係数と導関数（べき関数の微分、微係数の図形的な意味） 
5 回 指数関数・対数関数の微分（指数法則、対数法則、逆関数の微分）について
説明する。 
6 回 三角関数、複素数について説明する。三角関数の微分について説明する。 
7 回 有理関数の微分、合成関数の微分について説明する。 
8 回 テーラー展開・マクロリーン展 

準備学習 1 回 シラバスを読み学習の過程を把握しておくこと。数の概念について調べて
おくこと。 
2 回 代表的な関数のグラフがどのようになるかおおよその見当がつくようにグ
ラフを作成し 
ておくこと。 
3 回 指数と対数の関係について事前に調べておくこと。 
4 回 高校で学んだ微分の基礎を思い出しておくこと。 
5 回 前回学んだ微分の基礎について理解を深めておくこと。 
6 回 高校で学んだ三角関数の基礎を思い出しておくこと。 
7 回 これまで学んだ微分について理解を深めておくこと。 
8 回 これまで学んだ微分について理解を深めておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FTD00310 
成績評価 定期試験（100%）により評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜13) 
見出し FTD00310 数学Ⅱ 
担当教員名 中川 重和＊ 
単位数 2 
教科書 やさしく学べる微分積分／石村園子／共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 微分積分，導関数，多変数関数，偏導関数，全微分，テイラー展開，マクローリ

ン展開，積分法，部分積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 大きな字で書くようにします． 

科目の性格上板書量は比較的多いので， 
可能であれば移動式⿊板のある教室に教室変更をします． 

科目名 数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 実例で学ぶ微分積分／大原一孝／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード FTD00310 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 関数の導関数、偏導関数を求めることができる。 

2. 関数のテイラー展開やマクローリン展開などの形式理論を追う事ができる。 
3. 単純な積分領域に対する多重積分を実行することができる。 
4. 極座標を用いた微分・多重積分を実行することができる。 

受講者へのコメント 遅刻者（特定の学生）が少なからずいました．今後は気を付けてください． 
連絡先 中川研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし． 
英文科目名 Mathematics II 
関連科目 数学 I、数学 III、応用数学 I 応用数学 II、その他ほぼ全ての専門科目 
次回に向けての改善変更予定 特になし． 
講義目的 関数の微積分を扱ういわゆる解析学は、数学を利用する様々な分野で非常に基礎

的な数学である。この講義では数学 I で学習した知識を基礎にして微分法、関数
の近似式と関数の展開、偏導関数、全微分、多重積分など、⼯学的に重要ないく
つかの例題をもとに多変数関数の微分積分について学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 関数、微分、積分、媒介変数などの基本的な概念を振り返りつつ、この講義
で主に採上げる多変数関数の概念を説明する。 
2 回 微分の基礎について説明するとともに、関数の微分についての演習を行う。 
3 回 合成関数・逆関数・陰関数の微分など技巧を要する微分法について説明する
とともに、合成関数・逆関数・陰関数の微分についての演習を行う。 
4 回 高階導関数について説明するとともに、高階導関数についての演習を行う。 
5 回 積分の基礎について説明するとともに、関数の積分についての演習を行う。 
課題の正答をノートに整理す 

準備学習 1 回 数学 I の内容をよく復習しておくこと。 
2 回 初等関数の諸性質についての提出課題を完成させること。 
3 回 初等関数の諸性質についての課題の正答をノートに整理するとともに、微
分についての提出課題を完成させること。 
4 回 微分についての課題の正答をノートに整理するとともに、 
合成関数・逆関数・陰関数の微分についての提出課題を完成させること。 
5 回 合成関数・逆関数・陰関数の微分についての課題の正答をノートに整理する
とともに、高階導関数についての提出課題を完成させること。 
6 回 高階導関数についての課題の正 

 



年度 2014 
授業コード FTD0031P 
成績評価 定期試験（100%）により評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0031P 数学Ⅱ 
担当教員名 中川 重和＊ 
単位数 2 
教科書 やさしく学べる微分積分／石村園子／共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 微分積分，導関数，多変数関数，偏導関数，全微分，テイラー展開，マクローリ

ン展開，積分法，部分積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 実例で学ぶ微分積分／大原一孝／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード FTD0031P 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 関数の導関数、偏導関数を求めることができる。 

2. 関数のテイラー展開やマクローリン展開などの形式理論を追う事ができる。 
3. 単純な積分領域に対する多重積分を実行することができる。 
4. 極座標を用いた微分・多重積分を実行することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 中川研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics II 
関連科目 数学 I、数学 III、応用数学 I 応用数学 II、その他ほぼ全ての専門科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 関数の微積分を扱ういわゆる解析学は、数学を利用する様々な分野で非常に基礎

的な数学である。この講義では数学 I で学習した知識を基礎にして微分法、関数
の近似式と関数の展開、偏導関数、全微分、多重積分など、⼯学的に重要ないく
つかの例題をもとに多変数関数の微分積分について学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 関数、微分、積分、媒介変数などの基本的な概念を振り返りつつ、この講義

で主に採上げる多変数関数の概念を説明する。 



2 回 微分の基礎について説明するとともに、関数の微分についての演習を行う。 
3 回 合成関数・逆関数・陰関数の微分など技巧を要する微分法について説明する
とともに、合成関数・逆関数・陰関数の微分についての演習を行う。 
4 回 高階導関数について説明するとともに、高階導関数についての演習を行う。 
5 回 積分の基礎について説明するとともに、関数の積分についての演習を行う。 
課題の正答をノートに整理す 

準備学習 1 回 数学 I の内容をよく復習しておくこと。 
2 回 初等関数の諸性質についての提出課題を完成させること。 
3 回 初等関数の諸性質についての課題の正答をノートに整理するとともに、微
分についての提出課題を完成させること。 
4 回 微分についての課題の正答をノートに整理するとともに、 
合成関数・逆関数・陰関数の微分についての提出課題を完成させること。 
5 回 合成関数・逆関数・陰関数の微分についての課題の正答をノートに整理する
とともに、高階導関数についての提出課題を完成させること。 
6 回 高階導関数についての課題の正 

 



年度 2014 
授業コード FTD00320 
成績評価 定期試験（100%）により行う。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜14) 
見出し FTD00320 数学Ⅱ 
担当教員名 太⽥垣 博一 
単位数 2 
教科書 石村園子・やさしく学べる微分積分・共立出版株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード 微分積分，導関数，多変数関数，偏導関数，全微分，テイラー展開，マクローリ

ン展開，積分法，部分積分，重積分 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大原一孝著・「実例で学ぶ微分積分」・学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 オフィスアワー：月 B，水 C，金 H（15 時〜数学 II 質問対応） 

講義第１回目に「講義補足資料」を配布する。出席は、毎回授業のアンケートを
兼ねた出席票の提出で確認する。 

シラバスコード FTD00320 
実務経験のある教員  
達成目標 ①関数の導関数を求めることができる。 

②関数のテイラー展開やマクローリン展開を導出できる。 
③2 変数の関数の全微分を扱うことができる。 
④習得した事項を電気電子回路などのシステムに応用することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 5 階太⽥垣教授室 e-mail:ohtagaki@ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics II 
関連科目 数学 I（微分・積分） 数学 II（多変数関数・偏微分・多重積分） 数学 III（微

分方程式） 応用数学 I 応用数学 II 応用数学 III 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では、数学 I で学習した知識を基礎にして微分法、関数の近似式と関数の

展開、偏導関数と全微分などについてとくに⼯学的応用例をあげて講述する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【オリエンテーション】数学 II での履修事項について概観する。 



2 回  【微分の基本公式】微分の基本公式について講述し，学習と演習とを行う。 
3 回 【合成関数・逆関数・陰関数の微分】合成関数・逆関数・陰関数の微分につ
いて演習を行う。 
4 回 【高階導関数】高階導関数について講述し，学習と演習を行う。 
5 回 【積分の基本公】積分の基本公式について講述し，学習と演習を行う。 
6 回 【部分積分・置換積分・広義積分】部分積分・置換積分・広義積分について
講述し，学習と演習を行う。 
7 回 【多変数関数】多変数関数に 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】数学 I での全ての履修項目を習得しておく。 
2 回 【微分の基本公式】数学 I での全ての履修項目を習得しておき，微分の基本
公式を予習しれおく。 
3 回 【合成関数・逆関数・陰関数の微分】微分の基本公式を復習するとともに， 
合成関数・逆関数・陰関数の微分について予習する。 
4 回 【高階導関数】微分の基本公式，合成関数・逆関数・陰関数の微分について
復習するとともに，高階導関数について予習する。 
5 回 【積分の基本公】微分の基本公式， 合成関数・逆関数・陰関数の微分，高
階導関数について復習す 

 



年度 2014 
授業コード FTD00410 
成績評価 小テスト（３０％）、定期試験（６０％）、宿題（１０％） 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜13) 
見出し FTD00410 数学Ⅲ 
担当教員名 クルモフ バレリー 
単位数 2 
教科書 「徹底攻略 常微分方程式」／真⾙寿明 著／共立出版／978-4-320019348 
アクティブラーニング  
キーワード 初等関数、複素関数、微分、積分、微分方程式、初期値問題、一般解、特異解 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １）Advanced Engineering Mathematics「常微分方程式」／E.クライツィグ／培

風館 
２）新課程「微分方程式」／石原 繁・浅野重初著／共立出版 

授業形態 講義 
注意備考 次 の ペ ー ジ に 講 義 等 の 資 料 ・ 宿 題 の 回 答 を 公 開 し て い る 。

http://shiwasu.ee.ous.ac.jp/mathiii/ 随時に参照することが重要である。 
質問・相談はオフィスアワー以外可 

シラバスコード FTD00410 
実務経験のある教員  
達成目標 各種関数の微分、積分ができ、微分方程式が解けること。専門の講義に出てくる

微分、微分方程式に関する数式及びその展開が理解出来ること 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 4F クルモフ研究室 086−256-9542 val@ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics III 
関連科目 電気電システム学科のほとんどの科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 理⼯学の分野で取り扱われる数多くの現象は微分方程式で記述される。本講義で

は電気電子⼯学の専門を履修するに必要な微分方程式の解法を⼯学的な実例を
多く取り入れて講義する。講義では出来るだけ多くの例題の解法を教示し、学生
諸君が基本的な問題を解く能力を醸成し、専門科目を理解するのに必要な数学的
知識を習得することに主眼をおいて進める。そのため講義時間中に小テストを実
施し、演習問題のレポート提出を課す。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「準備」 

講義の進め方・評価方法を説明してから次の内容を復習する。 
１）微分法 
２）積分法 
３）線形代数（ベクトル、行列） 
４）物理現象のモデル化 
2 回 「微分方程式概説」 
複数の例題を通じて次のことを説明する。 
１）常微分方程式の概念 
２）微分方程式の解（陽関数会・陰関数解） 
３）一般解・特殊解 
４）初期値問題、境界値問題 
５）電気回路のモデル化 
3 回 「変数分離法・積分因子法」 
１）変数分離形微分方程式の解法 
２）変数分離形微分方程式へ変換できるものの解法 
３）線形微分方程式の解法 
4 回 小テス 

準備学習 1 回 シラバスの内容を読み、全体の流れを把握すること。指数関数、対数関数、
三角関数および微分・積分法を復習すること。また、LR と RC 回路の復習が望
ましい。 
2 回 前回の内容を復習し、宿題を解くこと。 
3 回 前回与えられた宿題を解き、内容を理解すること。理解不足の場合教員のと
ころへ相談をしに行くことが望ましい。 
4 回 前回与えられた宿題を解き、内容を理解すること。理解不足の場合教員のと
ころへ相談をしに行くことが望ましい。全微分を復習すること。 
5 回 前回与えられた宿題を解くこと。 
6 回 前回までの内容を復習 

 



年度 2014 
授業コード FTD00420 
成績評価 中間試験（２５％）、定期試験（５０％）、宿題（２５％） 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜13) 
見出し FTD00420 数学Ⅲ 
担当教員名 萬本 義徳 
単位数 2 
教科書 「徹底攻略 常微分方程式」／真⾙寿明 著／共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 初等関数、複素関数、微分、積分、微分方程式、初期値問題、一般解、特殊解 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １）Advanced Engineering Mathematics「常微分方程式」／E.クライツィグ／培

風館 
２）新課程「微分方程式」／石原 繁・浅野重初著／共立出版 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD00420 
実務経験のある教員  
達成目標 各種関数の微分、積分ができ、微分方程式が解けること。専門の講義に出てくる

微分、微分方程式に関する数式及びその展開が理解出来ること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics III 
関連科目 電気電システム学科のほとんどの科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 理⼯学の分野で取り扱われる数多くの現象は微分方程式で記述される。本講義で

は電気電子⼯学の専門を履修するに必要な微分方程式の解法を⼯学的な実例を
多く取り入れて講義する。講義では出来るだけ多くの例題の解法を教示し、学生
諸君が基本的な問題を解く能力を醸成し、専門科目を理解するのに必要な数学的
知識を習得することに主眼をおいて進める。そのため講義時間中に小テストを実
施し、演習問題のレポート提出を課す。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  



準備学習 １回 シラバスの内容を読み、全体の流れを把握すること。指数関数、対数関数、
三角関数および微分・積分法を復習すること。また、LR と RC 回路の復習が望
ましい。  
２回 前回の内容を復習し、宿題を解くこと。  
３回 前回与えられた宿題を解き、内容を理解すること。理解不足の場合教員の
ところへ相談をしに行くことが望ましい。  
４回 前回与えられた宿題を解き、内容を理解すること。理解不足の場合教員の
ところへ相談をしに行くことが望ましい。全微分を復習すること。  
５回 前回与えられた宿題を解くこと。  
６回 前回までの 

 



年度 2014 
授業コード FTD00510 
成績評価 定期試験により評価する。得点で 60％以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜14) 
見出し FTD00510 応用数学Ⅰ 
担当教員名 垣谷 公徳 
単位数 2 
教科書 計算力をつける線形代数／神永正博・石川賢太／内⽥⽼鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、ベクトル、行列式、逆行列、固有値、固有ベクトル、対角化、線形独立、

線形従属、正規直交完全系 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 やさしく学べる線形代数／石村園子／共立出版 

線形代数とベクトル解析／E. クライツィグ（堀素夫訳）／培風館 
授業形態 講義 
注意備考 講義資料を World Wide Web を通じて配付するので、コンピュータリテラシで大

学の計算機環境になれておく必要がある. 
シラバスコード FTD00510 
実務経験のある教員  
達成目標 行列の演算、行列式・逆行列の計算、行列の対角化を簡単な行列に対して行うこ

とができる。線形独立と線形従属、正規直交完全系の概念を理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 3F 垣谷研究室 オフィスアワー: ⽊曜日 13:15-15:00 

E-mail: kimi@ee.ous.ac.jp 
Web: http://sstweb.ee.ous.ac.jp/ 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Applied Mathematics I 
関連科目 電気電子システム学科のほとんどすべての専門科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 線形代数学は、⼯学の様々な分野に応用される非常に基礎的な数学である。この

講義では線形代数学の基礎から始め、⼯学的に重要ないくつかの例題をもとに、
逆行列、行列の対角化、計量ベクトル空間などについて学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  線形代数学の概要について講義するとともに、この講義で用いる基本的な



用語、および数式の表記法について説明する。 
2 回  連立１次方程式の一般論について説明する。 
3 回  行列の基本変形について説明する。 
4 回  行列と行列の演算を定義し、その性質について説明する。 
5 回  逆行列ついて説明し、その性質をいくつか確認する。 
6 回  行列式の定義と、その数学的性質および計算法を講義する。 
7 回  余因子展開ついて説明するとともに余因子展開を用いて具体的に行列式を
計算する。 
8 回  余因子行列と逆行列の関 

準備学習 1 回 高校数学 A, B の平面ベクトル／空間ベクトルおよび高校数学 C の行列につ
いて復習しておくこと 
2 回 行列・ベクトルの基本的な定義に関する提出課題を完成させること。 
3 回 行列・ベクトルの基本的な定義に関する課題の正答をノートに整理すると
ともに、連立１次方程式に関する提出課題を完成させること。 
4 回 連立１次方程式に関する課題の正答をノートに整理するとともに、行列の
基本変形に関する提出課題を完成させること。 
5 回 行列の基本変形に関する課題の正答をノートに整理するとともに、行列と
行列の演算に関する提出課 

 



年度 2014 
授業コード FTD00520 
成績評価 定期試験により評価する。得点で 60％以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜14) 
見出し FTD00520 応用数学Ⅰ 
担当教員名 垣谷 公徳 
単位数 2 
教科書 計算力をつける線形代数／神永正博・石川賢太／内⽥⽼鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、ベクトル、行列式、逆行列、固有値、固有ベクトル、対角化、線形独立、

線形従属、正規直交完全系 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「声が大きくてはきはきしていたし、講義での説明も分かりやすいです。」との

記述がありました。今後も精進します。 
科目名 応用数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 やさしく学べる線形代数／石村園子／共立出版 

線形代数とベクトル解析／E. クライツィグ（堀素夫訳）／培風館 
授業形態 講義 
注意備考 講義資料を World Wide Web を通じて配付するので、コンピュータリテラシで大

学の計算機環境になれておく必要がある. 
シラバスコード FTD00520 
実務経験のある教員  
達成目標 行列の演算、行列式・逆行列の計算、行列の対角化を簡単な行列に対して行うこ

とができる。線形独立と線形従属、正規直交完全系の概念を理解する。 
受講者へのコメント 毎回プリント課題を課しているにもかかわらず、75%の人しか指示された課題に

取り組んだと回答していません。大学の講義なのですから自学自習なしには理解
することはできません。 

連絡先 17 号館 3F 垣谷研究室 オフィスアワー: ⽊曜日 13:15-15:00 
E-mail: kimi@ee.ous.ac.jp 
Web: http://sstweb.ee.ous.ac.jp/ 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標が達成できなかったと回答した数は 5.4%であり概ね満足できるものではあ
りますが、目標を達成できたと実感している人は 62.1%であり、まだまだ不十分
であると思い知らされました。 

英文科目名 Applied Mathematics I 
関連科目 電気電子システム学科のほとんどすべての専門科目 
次回に向けての改善変更予定 秋学期の応用数学 I では、説明よりも演習を中⼼に講義を行っていますが、今回



は初めての試みということもあり演習問題の質、量ともに手探りの状態でした。
次回はより効果的と思われる演習問題を、今回より多く用意したいと考えていま
す。 

講義目的 線形代数学は、⼯学の様々な分野に応用される非常に基礎的な数学である。この
講義では線形代数学の基礎から始め、⼯学的に重要ないくつかの例題をもとに、
逆行列、行列の対角化、計量ベクトル空間などについて学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  線形代数学の概要について講義するとともに、この講義で用いる基本的な

用語、および数式の表記法について説明する。 
2 回  連立１次方程式の一般論について説明する。 
3 回  行列の基本変形について説明する。 
4 回  行列と行列の演算を定義し、その性質について説明する。 
5 回  逆行列ついて説明し、その性質をいくつか確認する。 
6 回  行列式の定義と、その数学的性質および計算法を講義する。 
7 回  余因子展開ついて説明するとともに余因子展開を用いて具体的に行列式を
計算する。 
8 回  余因子行列と逆行列の関 

準備学習 1 回 高校数学 A, B の平面ベクトル／空間ベクトルおよび高校数学 C の行列につ
いて復習しておくこと 
2 回 行列・ベクトルの基本的な定義に関する提出課題を完成させること。 
3 回 行列・ベクトルの基本的な定義に関する課題の正答をノートに整理すると
ともに、連立１次方程式に関する提出課題を完成させること。 
4 回 連立１次方程式に関する課題の正答をノートに整理するとともに、行列の
基本変形に関する提出課題を完成させること。 
5 回 行列の基本変形に関する課題の正答をノートに整理するとともに、行列と
行列の演算に関する提出課 

 



年度 2014 
授業コード FTD00610 
成績評価 中間試験（２５％）、定期試験（４５％）、小テスト（１０％）、レポート（２０％ 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス DA(〜13) 
見出し FTD00610 応用数学Ⅱ 
担当教員名 萬本 義徳 
単位数 2 
教科書 「フーリェ級数とラプラス変換の基礎・基本」／樋口禎一・八高隆雄 著／牧野書

店／978-4-795201330 
アクティブラーニング  
キーワード 正規直交関数系、フーリエ級数、フーリエ展開、フーリエ変換、波動方程式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 図書館に参考図書多数有り。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD00610 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的な関数のフーリェ展開ができ、フーリエ変換が理解出来ること。フーリェ

級数を利用して１次元偏微分方程式が解けること。専門の講義に出てくるフーリ
ェ展開およびフーリェ変換に関する数式の展開が理解出来ること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Applied Mathematics II 
関連科目 数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ、応用数学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 振動、波動を扱う⼯学の分野では現象を解析する上でフーリェ級数・フーリェ積

分が大変有用である。本講義は数学的な厳密さは求めないで、出来るだけ多くの
例題の解法を教示し、学生諸君が基本的な問題を解く能力を醸成し、専門科目を
理解するに必要な数学的知識を習得することに主眼をおいて進める。そのため講
義時間中に小テストを実施し、演習問題のレポート提出を課す。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 三角関数についてしっかり復習しておくこと、三角関数に関する公式をま



とめておくこと。  
２回 三角関数に関する積分を復習しておくこと。  
３回 部分積分の復習をしておくこと。  
４回 レポート提出課題にしっかり取り組み、フーリェ級数展開に慣れること。  
５回 レポート提出課題にしっかり取り組み、フーリェ級数展開に習熟すること。  
６回 レポート提出課題の演習問題にしっかり取り組むこと。  
７回 レポート提出課題の演習問題にしっかり取り組むこと。  
８回 第 3 回〜第 7 回の講義内容を充分理解し、指定された 

 



年度 2014 
授業コード FTD0061P 
成績評価 中間試験（２５％）、定期試験（４５％）、小テスト（１０％）、レポート（２０％ 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0061P 応用数学Ⅱ 
担当教員名 萬本 義徳 
単位数 2 
教科書 「フーリェ級数とラプラス変換の基礎・基本」／樋口禎一・八高隆雄 著／牧野書

店／978-4-795201330 
アクティブラーニング  
キーワード 正規直交関数系、フーリエ級数、フーリエ展開、フーリエ変換、波動方程式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 図書館に参考図書多数有り。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD0061P 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的な関数のフーリェ展開ができ、フーリエ変換が理解出来ること。フーリェ

級数を利用して１次元偏微分方程式が解けること。専門の講義に出てくるフーリ
ェ展開およびフーリェ変換に関する数式の展開が理解出来ること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Applied Mathematics II 
関連科目 数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ、応用数学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 振動、波動を扱う⼯学の分野では現象を解析する上でフーリェ級数・フーリェ積

分が大変有用である。本講義は数学的な厳密さは求めないで、出来るだけ多くの
例題の解法を教示し、学生諸君が基本的な問題を解く能力を醸成し、専門科目を
理解するに必要な数学的知識を習得することに主眼をおいて進める。そのため講
義時間中に小テストを実施し、演習問題のレポート提出を課す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 三角関数についてしっかり復習しておくこと、三角関数に関する公式をま



とめておくこと。  
２回 三角関数に関する積分を復習しておくこと。  
３回 部分積分の復習をしておくこと。  
４回 レポート提出課題にしっかり取り組み、フーリェ級数展開に慣れること。  
５回 レポート提出課題にしっかり取り組み、フーリェ級数展開に習熟すること。  
６回 レポート提出課題の演習問題にしっかり取り組むこと。  
７回 レポート提出課題の演習問題にしっかり取り組むこと。  
８回 第 3 回〜第 7 回の講義内容を充分理解し、指定された 

 



年度 2014 
授業コード FTD00620 
成績評価 中間試験（２５％）、定期試験（４５％）、小テスト（１０％）、レポート（２０％） 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス DB(〜13) 
見出し FTD00620 応用数学Ⅱ 
担当教員名 萬本 義徳 
単位数 2 
教科書 「フーリェ級数とラプラス変換の基礎・基本」／樋口禎一・八高隆雄 著／牧野書

店／978-4-795201330 
アクティブラーニング  
キーワード 正中間試験（２５％）、定期試験（４５％）、小テスト（１０％）、レポート（２

０％）規直交関数系、フーリエ級数、フーリエ展開、フーリエ変換、波動方程式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 図書館に参考図書多数有り。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD00620 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的な関数のフーリェ展開ができ、フーリエ変換が理解出来ること。フーリェ

級数を利用して１次元偏微分方程式が解けること。専門の講義に出てくるフーリ
ェ展開およびフーリェ変換に関する数式の展開が理解出来ること 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Applied Mathematics II 
関連科目 数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ、応用数学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 振動、波動を扱う⼯学の分野では現象を解析する上でフーリェ級数・フーリェ積

分が大変有用である。本講義は数学的な厳密さは求めないで、出来るだけ多くの
例題の解法を教示し、学生諸君が基本的な問題を解く能力を醸成し、専門科目を
理解するに必要な数学的知識を習得することに主眼をおいて進める。そのため講
義時間中に小テストを実施し、演習問題のレポート提出を課す。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  



準備学習 １回 三角関数についてしっかり復習しておくこと、三角関数に関する公式をま
とめておくこと。  
２回 三角関数に関する積分を復習しておくこと。  
３回 部分積分の復習をしておくこと。  
４回 レポート提出課題にしっかり取り組み、フーリェ級数展開に慣れること。  
５回 レポート提出課題にしっかり取り組み、フーリェ級数展開に習熟すること。  
６回 レポート提出課題の演習問題にしっかり取り組むこと。  
７回 レポート提出課題の演習問題にしっかり取り組むこと。  
８回 第 3 回〜第 7 回の講義内容を充分理解し、指定された 

 



年度 2014 
授業コード FTD0062P 
成績評価 中間試験（２５％）、定期試験（４５％）、小テスト（１０％）、レポート（２０％） 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0062P 応用数学Ⅱ 
担当教員名 萬本 義徳 
単位数 2 
教科書 「フーリェ級数とラプラス変換の基礎・基本」／樋口禎一・八高隆雄 著／牧野書

店／978-4-795201330 
アクティブラーニング  
キーワード 正中間試験（２５％）、定期試験（４５％）、小テスト（１０％）、レポート（２

０％）規直交関数系、フーリエ級数、フーリエ展開、フーリエ変換、波動方程式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 図書館に参考図書多数有り。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD0062P 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的な関数のフーリェ展開ができ、フーリエ変換が理解出来ること。フーリェ

級数を利用して１次元偏微分方程式が解けること。専門の講義に出てくるフーリ
ェ展開およびフーリェ変換に関する数式の展開が理解出来ること 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Applied Mathematics II 
関連科目 数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ、応用数学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 振動、波動を扱う⼯学の分野では現象を解析する上でフーリェ級数・フーリェ積

分が大変有用である。本講義は数学的な厳密さは求めないで、出来るだけ多くの
例題の解法を教示し、学生諸君が基本的な問題を解く能力を醸成し、専門科目を
理解するに必要な数学的知識を習得することに主眼をおいて進める。そのため講
義時間中に小テストを実施し、演習問題のレポート提出を課す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  



準備学習 １回 三角関数についてしっかり復習しておくこと、三角関数に関する公式をま
とめておくこと。  
２回 三角関数に関する積分を復習しておくこと。  
３回 部分積分の復習をしておくこと。  
４回 レポート提出課題にしっかり取り組み、フーリェ級数展開に慣れること。  
５回 レポート提出課題にしっかり取り組み、フーリェ級数展開に習熟すること。  
６回 レポート提出課題の演習問題にしっかり取り組むこと。  
７回 レポート提出課題の演習問題にしっかり取り組むこと。  
８回 第 3 回〜第 7 回の講義内容を充分理解し、指定された 

 



年度 2014 
授業コード FTD00710 
成績評価 定期試験のウェイトを約４０％、課題レポートのウェイトを約６０％として評価

する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス DB(〜14) 
見出し FTD00710 物理学Ⅰ 
担当教員名 小野 忠良 
単位数 2 
教科書 理⼯系 物理学講義 改訂版／加藤潔著／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 物理量、単位、スカラー、ベクトル、微分、積分、電場、電気回路、電力、磁場、

電磁誘導、電磁波 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 高校で用いた物理 I, 物理 II の教科書 

絶対にわかる力学/ 白石清/ 講談社 
授業形態 講義 
注意備考 式や内容をただ棒暗記するのは、物理学を理解することと何の関係もありませ

ん。物理量の定義，原理、法則はどのように導き出されたか、どういう物理的意
味をもっているか、適用範囲はどうか、なぜそうなるかを考えることが物理学を
より深く理解することにつながります。ですから、これまでに染み付いた暗記型
学習方法から抜け出し、一日も早く、「考えること」を中⼼にした学習方法を身に
つけることができるように努力することが大切です。 

シラバスコード FTD00710 
実務経験のある教員  
達成目標 物理学 II, 物理学 III および電磁気学 I などを学ぶために必要な基礎知識を習得

することを目標とする。とくに、力学と電磁気学について、それらの基本的な概
念や法則をよく理解し、それらを応用できる能力や物理的考え方を身につけても
らいたい。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階 小野（忠）研究室 TEL: 086-256-9619 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics I 
関連科目 物理学 II, 物理学 III, 電磁気学 I, 電気電子⼯学基礎実験, 数学 I, 数学 II 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 本講義の主眼は、物理学 II, 物理学 III および電磁気学 I などを学ぶのに必要な
基礎知識を習得することにある。内容は、電磁気学、物理学を学ぶ前に必要とな
る基本的なことがらおよび質点の力学の一部、の基礎的なものである。高校で物
理 I, 物理 II を履修しなかった人あるいは十分に理解できなかった人は、特に力
を入れて学習してもらいたい。分からなかったり、疑問に思ったことは、積極的
に教員に質問してください。また、理解している人は、章末の演習問題やレポー
ト課題などを自主的に解くことにより内容をより深く理解することに 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理量と単位について講義する。 

2 回 座標系、物理量、スカラーとべクトルについて講義する。 
3 回 物質の性質を表現する量および微分の考え方について講義する。 
4 回 微分の考え方（３次元運動での速度、加速度、偏微分）についての講義およ
び第２回目の講義中に課した提出レポートの結果の講評と解説をする。 
5 回 物理学で用いられる積分の考え方について講義する。 
6 回 第 4 回目の講義中に課したレポートの結果の講評と解説および物理学にお
ける積分の応用例について講義する。 
7 回 演習と解説をする。 
8 回 質点とモデ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、講義内容、講義の流れ、講義目的、達成目標を把握
しておくこと。物理学を学ぶ前に必要となる、物理量と単位について調べ、考え
ておくこと。 
2 回 第１回目の講義内容の復習をすること。物理学を学ぶのに必要となる、座標
系および物理量の符号、スカラーとベクトルについて調べ、考えておくこと。 
3 回 第２回目の講義内容の復習をすること。物理学を学ぶのに必要となる、物質
の性質を表現する量、物理学で用いられる微分の考え方について調べておくこ
と。 
4 回 第３回目の講義内容を復習をすること。物理学を学ぶ 

 



年度 2014 
授業コード FTD00720 
成績評価 定期試験(50%)、中間試験(30%)、課題レポ−ト（20％）により成績を評価する。

採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス DA(〜14) 
見出し FTD00720 物理学Ⅰ 
担当教員名 宇都宮 晃 
単位数 2 
教科書 理⼯基礎物理学／浦上澤之 編著／裳華房／978-4-785320393 
アクティブラーニング  
キーワード 運動、仕事、エネルギ−、熱、電場、磁場、電磁誘導 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 課題、演習問題に対する解説および解答がほしいというコメントがあったので、

何らかの方法で対処したい。 
科目名 物理学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 高等学校で用いた物理Ⅰ、物理Ⅱの教科書 
授業形態 講義 
注意備考 演習問題を数多く解くことにより、内容の理解を深めるよう努力することが望ま

しい。 
シラバスコード FTD00720 
実務経験のある教員  
達成目標 物理学Ⅱ、物理学Ⅲおよび電磁気学Ⅰなどを学ぶために必要な基礎知識を習得す

ることを目標とする。特に、電磁気と力学について、それらの基本的な概念や法
則を良く理解し、それらを応用できる能力を身に付けてもらいたい。 

受講者へのコメント 多くの学生は、内容をかなり理解しているため、平均的には講義に対する取り組
みは良好である。ただ 1〜2 割程度の学生は理解力がかなり不足しているので、
講義、演習を通して不足している部分を補うよう努力してもらいたい。 

連絡先 ７号館４階 宇都宮研究室 086-256-9519 koh@ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 指示した課題への取り組み方も良好で、この分野に対して興味、関⼼を持ち理解
が深まったという多くの回答があり、これからの専門分野の科目にも希望の持て
る内容であり、大変評価できる。 

英文科目名 Physics I 
関連科目 物理学Ⅱ、物理学Ⅲ、電磁気学Ⅰ、電気電子⼯学基礎実験、数学Ⅰ、数学Ⅱ 等 
次回に向けての改善変更予定 全般にわたって一律に講義するのではなく、過去の経験から理解力が不足しやす

い個所に重点を置き、講義をしていきたい。 
講義目的 本講義は、物理学Ⅱ、物理学Ⅲおよび電磁気学Ⅰなどを学ぶために必要な基礎知



識を習得することを主眼としている。内容は、電磁気と力学を中⼼とした基礎的
な内容であるので、高等学校で物理Ⅰ、物理Ⅱを履修していない人あるいは十分
に理解できていない人は、特に力を入れて学習することを望む。また、すでに履
修し、良く理解している人は、与えられた演習問題などを解くことにより内容の
より深い理解に努めてもらいたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 今日のエレクトロニクス社会にいたるまでの道のりを振り返り、私たちと

電気の関わりについて説明する。 
2 回 帯電体の周囲の空間が、他の帯電体に力を及ぼすような状態に変化し、その
空間によって力が伝えられる電気現象について解説する。 
3 回 いろいろな回路で、電流の流れ方にはどのような規則性があるかについて
解説する。 
4 回 磁石や磁気の基本的な性質について解説し、電気と磁気との関係について
説明する。 
5 回 電磁誘導とその現象の応用による交流発電機について調べ、コイルとコン
デンサ−を組み合わせた回路に交流を流し 

準備学習 1 回 日常生活における私たちと電気の関わりについて考えてみること。 
2 回 電場に着目して、静電気力、電位、電場の中の物体およびコンデンサ−につ
いて調べてみること。 
3 回 いろいろな回路について、電流の流れ方にはどのような規則性があるか考
えてみること。 
4 回 磁石や磁気の基本的な性質を調べ、電気と磁気との関係について考えてみ
ること。 
5 回 交流の発生と交流回路について調べ、電磁波とその利用についても考えて
みること。 
6 回 電磁気に関して学んだ内容について、与えられた演習問題を解くことによ
り理解を深めること。 

 



年度 2014 
授業コード FTD0072P 
成績評価 定期試験(50%)、中間試験(30%)、課題レポ−ト（20％）により成績を評価する。

採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0072P 物理学Ⅰ 
担当教員名 宇都宮 晃 
単位数 2 
教科書 理⼯基礎物理学／浦上澤之 編著／裳華房／978-4-785320393 
アクティブラーニング  
キーワード 運動、仕事、エネルギ−、熱、電場、磁場、電磁誘導 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 高等学校で用いた物理Ⅰ、物理Ⅱの教科書 
授業形態 講義 
注意備考 演習問題を数多く解くことにより、内容の理解を深めるよう努力することが望ま

しい。 
シラバスコード FTD0072P 
実務経験のある教員  
達成目標 物理学Ⅱ、物理学Ⅲおよび電磁気学Ⅰなどを学ぶために必要な基礎知識を習得す

ることを目標とする。特に、電磁気と力学について、それらの基本的な概念や法
則を良く理解し、それらを応用できる能力を身に付けてもらいたい。 

受講者へのコメント  
連絡先 ７号館４階 宇都宮研究室 086-256-9519 koh@ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics I 
関連科目 物理学Ⅱ、物理学Ⅲ、電磁気学Ⅰ、電気電子⼯学基礎実験、数学Ⅰ、数学Ⅱ 等 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義は、物理学Ⅱ、物理学Ⅲおよび電磁気学Ⅰなどを学ぶために必要な基礎知

識を習得することを主眼としている。内容は、電磁気と力学を中⼼とした基礎的
な内容であるので、高等学校で物理Ⅰ、物理Ⅱを履修していない人あるいは十分
に理解できていない人は、特に力を入れて学習することを望む。また、すでに履
修し、良く理解している人は、与えられた演習問題などを解くことにより内容の
より深い理解に努めてもらいたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 今日のエレクトロニクス社会にいたるまでの道のりを振り返り、私たちと
電気の関わりについて説明する。 
2 回 帯電体の周囲の空間が、他の帯電体に力を及ぼすような状態に変化し、その
空間によって力が伝えられる電気現象について解説する。 
3 回 いろいろな回路で、電流の流れ方にはどのような規則性があるかについて
解説する。 
4 回 磁石や磁気の基本的な性質について解説し、電気と磁気との関係について
説明する。 
5 回 電磁誘導とその現象の応用による交流発電機について調べ、コイルとコン
デンサ−を組み合わせた回路に交流を流し 

準備学習 1 回 日常生活における私たちと電気の関わりについて考えてみること。 
2 回 電場に着目して、静電気力、電位、電場の中の物体およびコンデンサ−につ
いて調べてみること。 
3 回 いろいろな回路について、電流の流れ方にはどのような規則性があるか考
えてみること。 
4 回 磁石や磁気の基本的な性質を調べ、電気と磁気との関係について考えてみ
ること。 
5 回 交流の発生と交流回路について調べ、電磁波とその利用についても考えて
みること。 
6 回 電磁気に関して学んだ内容について、与えられた演習問題を解くことによ
り理解を深めること。 

 



年度 2014 
授業コード FTD00810 
成績評価 定期試験(50%)、中間試験(30%)、課題レポ−ト(20%)により成績を評価する。

採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス DA(〜14) 
見出し FTD00810 物理学Ⅱ 
担当教員名 宇都宮 晃 
単位数 2 
教科書 理⼯基礎物理学／浦上澤之 編著／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 力学、微分、積分、ベクトル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 安⼼できる授業で、分かりやすかったと言うコメントがあり、うれしかった。 
科目名 物理学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎物理学 上巻、下巻／金原寿朗 編／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 演習問題を数多く解くことにより、内容の理解を深めるよう努力することが望ま

しい。 
シラバスコード FTD00810 
実務経験のある教員  
達成目標 電気、電子⼯学の専門科目を学ぶ上で必要となる力学の基礎知識を習得すること

を目標とする。特に、与えられた問題について、運動方程式をつくり、その方程
式が解けるだけの初等的な微分、積分の取り扱いに習熟してもらいたい。 

受講者へのコメント 授業の手法，進行については特に反応がなかった。 
テキストは共著での自作の本を使用しているが、ややむずかしと思われるので、
講義は丁寧に行っている。 

連絡先 ７号館４階 宇都宮研究室 086-256-9519 koh@ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業に対する取り組みとしては、欠席が比較的多く、授業時間外の学習時間が少
ない点は残念である。また、レポ−トの提出割合が 60％程度であるので、与えら
れた課題には取り組み、レポ−トとして提出してもらいたい。 
授業によるこの分野への理解、関⼼が増した割合が 80％を超えているのは意外
な感じがする。 

英文科目名 Physics II 
関連科目 物理学Ⅰ、物理学Ⅲ、電気電子⼯学基礎実験、数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ 等 
次回に向けての改善変更予定 演習問題を多くして、より理解を深めるようにしたい。 
講義目的 質点および質点系の運動を中⼼にして、力学の基本的概念と関連する数学を理解



することを目的とする。特に、与えられた問題について、微分を用いて運動方程
式をつくり、積分により運動方程式を解ける能力を身に付けてもらいたい。各自、
演習問題などを解くことにより、微分、積分、ベクトルの力学への応用能力を養
うことを期待する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 微分を用いた速度・加速度の表し方について解説する。 

2 回 ベクトルの演算法、スカラ−積およびベクトル積について説明する。 
3 回 運動の三法則について解説する。 
4 回 次元と単位について説明し、重力についても解説する。 
5 回 仕事と力学的エネルギ−保存則について解説する。 
6 回 運動量と角運動量、中⼼力による運動について解説する。 
7 回 質点の運動に関する演習問題を解くことにより理解を深め、その要点を解
説する。 
8 回 質点の運動に関する中間試験を行い、試験終了後に出題内容について解説
をする。 
9 回 質 

準備学習 1 回 関数の微分法について調べておくこと。 
2 回 ベクトルのスカラ−積およびベクトル積について復習しておくこと。 
3 回 運動の三法則について調べておくこと。 
4 回 国際単位系がどのようなものであるかを調べておくこと。 
5 回 仕事、運動エネルギ−、位置エネルギ−について復習しておくこと。 
6 回 力のモ−メント、運動量のモ−メントの表記法について調べておくこと。 
7 回 質点の運動に関する課題を解くことにより疑問点や不明な点を見出してお
くこと。 
8 回 教科書の例題、演習問題および与えられた問題を解くことにより理 

 



年度 2014 
授業コード FTD00820 
成績評価 課題レポ−トの結果のウェイトを約６0％と定期試験の結果のウェイトを約 40％

として評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス DB(〜14) 
見出し FTD00820 物理学Ⅱ 
担当教員名 小野 忠良 
単位数 2 
教科書 加藤潔著／理⼯系 物理学講義 改訂版／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 運動の三法則（慣性の法則、運動方程式、作用・反作用の法則）、スカラー積、ベ

クトル積、仕事、仕事率、エネルギー、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギ
ー、力学的エネルギー、（運動量、角運動量、力学的エネルギー）の保存則 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 物理入門コース 力学/ ⼾⽥盛和/ 岩波書店 

ファインマン物理学/ R.P. ファインマン、 R.B. レイトン、 坪井忠二訳/ 岩
波書店 

授業形態 講義 
注意備考  物理学は⼯学全般の必須で大切な基礎科学であるから、ノートを整備し、復習

と問題の演習に繰り返し取り組み、講義をしっかり理解することに努力しよう。 
その際，書かれている内容をただ棒暗記することは、理解したことにはなりませ
ん。物理量の定義，原理、法則はどのような前提条件がついているか、どのよう
に導き出されたか、どのような物理的意味をもっているか、法則の適用範囲はど
うか、なぜそうなるか、を考えることが物理学をより深く理解することにつなが
ります。ですから、これまでに染み付いた暗記型学習方法から抜け出し，一日も
早く 

シラバスコード FTD00820 
実務経験のある教員  
達成目標 電気電子⼯学の専門科目を学ぶ上で必要な力学の基礎的知識や概念、計算技術、

物理的考え方を習得することを目標とする。特に、与えられた問題について、運
動方程式をつくり、必要な微分と積分を用いてその方程式を解くことができ、運
動の性質や特徴を分析し、理解できるようになることを目指す。 

受講者へのコメント  
連絡先 小野（忠）研究室 ２１号館５階 tel: (086)256-9619 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Physics II 
関連科目 物理学 I、物理学 III、電気電子⼯学基礎実験、数学 I、数学 II、数学 III 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 質点および質点系の運動を中⼼に、運動を理解する上で必要な力学の基本概念と

関連する数学について分かり易く述べる。特に、微分を用いた運動方程式をつく
り、その方程式を解く（積分する）能力を身につけることを目標とする。各自、
関連する類題や演習問題を解くことにより講義内容のより深い理解が得られる
ので、問題を解く努力もしてもらいたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 運動の法則について講義する。 

2 回 運動方程式（その１）について講義する。 
3 回 運動方程式（その２）について講義する。 
4 回 単振動について講義する。 
5 回 いろいろな振動と円運動について講義する。 
6 回 第 4 回目の講義中に課したレポートの結果の講評と解説および運動と座標
系について講義する。 
7 回 演習と解説をする。 
8 回 仕事（その１）について講義する。 
9 回 仕事（その２）について講義する。 
10 回 力学的エネルギー（その１）について講義する。 
11 回 力学的エネルギー（その２）について講義す 

準備学習 1 回 シラバスに目を通して、講義でどういうテーマが取り上げられているかを
確認し、講義の目的および到達目標について把握しておくこと。ニュートン力学
の運動の法則とは何かについて調べ、考えておくこと。 
2 回 第 1 回目の講義内容を復習し、考えておくこと。１次元および２次元の一
定の大きさの力、速度に比例する抵抗力が働く場合の質点の運動方程式はどうな
るか、また、その解である質点の位置や速度は時間とともにどう変化するかにつ
いて調べ、考えておくこと。 
3 回 第２回目の講義内容を復習し、考えておくこと。速度に比例する抵抗力 

 



年度 2014 
授業コード FTD00910 
成績評価 提出課題 20%、演習 10%、中間試験 30%、定期試験 40% により成績を評価す

る。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス DB(〜13) 
見出し FTD00910 物理学Ⅲ 
担当教員名 片山 敏和＊ 
単位数 2 
教科書 理⼯ 基礎物理学／浦上澤之 編著／裳華房／9784785320393 
アクティブラーニング  
キーワード 単振動、角振動数、減衰振動、臨界減衰、過減衰、定常波、波動方程式、理想気

体、状態方程式、熱力学第一法則、熱力学第二法則、可逆過程、不可逆過程、熱
機関、熱効率、永久機関、エントロピー 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 設定していない。 
科目名 物理学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎物理学上巻・下巻／金原寿朗／裳華房／9784785320027 
授業形態 講義 
注意備考 試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FTD00910 
実務経験のある教員  
達成目標 様々な振動の基礎となる単振動、復元力と外力が作用する場合の振動、および波

動方程式について理解すること。物質、特に気体についての状態変化の関係式と
熱力学第一・第二法則について理解すること。 

受講者へのコメント 皆さんは真摯に学習してくれました。私からの希望は，手に負えない課題でも何
とかして解決の糸口を見出す努力を身につけて欲しいことです。この授業に限ら
ず，図書館で参考書・演習書を漁ることを趣味にして下さい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 出席記録からも欠席率は少なく真面目に授業に取り組んでくれた。大半の学生
は，ある程度以上の時間を課題等に取り組み，当授業の関係分野への理解が深ま
り，目標の達成・授業の満足度も不満がほとんどないと理解できる。昨年要望の
あった，１回の授業内容の量を減少したことも効果的であったと感じる。 

英文科目名 Physics III 
関連科目 物理学Ⅰ、物理学Ⅱ、電気電子⼯学基礎実験、数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定 アンケートに無回答が２割程度あった。授業の印象的な記憶が残り難いのではと

感じる。この点の解決を探したい。 



講義目的 振動と波動および熱力学を、微分や積分の知識も用いて理解する。これらの知識
は電気・電子⼯学に必須のものであり、内容の理解と応用を確実なものにするこ
と。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 振動の基本である単振動について説明する。 

2 回 復元力のみの単振動に対し、抵抗が加わって生じる減衰振動について説明
する。 
3 回 振動体に周期変化をする外力を加えた強制振動と、その共鳴について説明
する。 
4 回 弦の振動などで生じる横波について説明する。 
5 回 音など空気振動や棒の振動で生じる縦波について説明する。 
6 回 横波と縦波は共に同形式の波動方程式となるが、定常波を表す解と進行波
を表す解について説明する。 
7 回 中間試験の準備としてのまとめと演習。 
8 回 中間試験を行うので、これまでの内容をよく 

準備学習 1 回 運動方程式、三角関数、微積分を復習しておくこと。 
2 回 微分方程式、複素数について調べておくこと。 
3 回 強制振動と共鳴の例を調べておくこと。 
4 回 偏微分について調べておくこと。 
5 回 気体の体積弾性率、密度、音速を理科年表などで調べておくこと。 
6 回 三角関数の周期性について調べておくこと。 
7 回 前回までの復習をして、課題問題を解いておくこと。 
8 回 復習と課題問題の解答を確認しておくこと。 
9 回 温度の単位を調べること、物質の三態について理解しておくこと。 
10 回 不可逆過程の例をいくつか考 

 



年度 2014 
授業コード FTD0091P 
成績評価 提出課題 20%、演習 10%、中間試験 30%、定期試験 40% により成績を評価す

る。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0091P 物理学Ⅲ 
担当教員名 片山 敏和＊ 
単位数 2 
教科書 理⼯ 基礎物理学／浦上澤之 編著／裳華房／9784785320393 
アクティブラーニング  
キーワード 単振動、角振動数、減衰振動、臨界減衰、過減衰、定常波、波動方程式、理想気

体、状態方程式、熱力学第一法則、熱力学第二法則、可逆過程、不可逆過程、熱
機関、熱効率、永久機関、エントロピー 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎物理学上巻・下巻／金原寿朗／裳華房／9784785320027 
授業形態 講義 
注意備考 試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FTD0091P 
実務経験のある教員  
達成目標 様々な振動の基礎となる単振動、復元力と外力が作用する場合の振動、および波

動方程式について理解すること。物質、特に気体についての状態変化の関係式と
熱力学第一・第二法則について理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics III 
関連科目 物理学Ⅰ、物理学Ⅱ、電気電子⼯学基礎実験、数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 振動と波動および熱力学を、微分や積分の知識も用いて理解する。これらの知識

は電気・電子⼯学に必須のものであり、内容の理解と応用を確実なものにするこ
と。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 振動の基本である単振動について説明する。 

2 回 復元力のみの単振動に対し、抵抗が加わって生じる減衰振動について説明



する。 
3 回 振動体に周期変化をする外力を加えた強制振動と、その共鳴について説明
する。 
4 回 弦の振動などで生じる横波について説明する。 
5 回 音など空気振動や棒の振動で生じる縦波について説明する。 
6 回 横波と縦波は共に同形式の波動方程式となるが、定常波を表す解と進行波
を表す解について説明する。 
7 回 中間試験の準備としてのまとめと演習。 
8 回 中間試験を行うので、これまでの内容をよく 

準備学習 1 回 運動方程式、三角関数、微積分を復習しておくこと。 
2 回 微分方程式、複素数について調べておくこと。 
3 回 強制振動と共鳴の例を調べておくこと。 
4 回 偏微分について調べておくこと。 
5 回 気体の体積弾性率、密度、音速を理科年表などで調べておくこと。 
6 回 三角関数の周期性について調べておくこと。 
7 回 前回までの復習をして、課題問題を解いておくこと。 
8 回 復習と課題問題の解答を確認しておくこと。 
9 回 温度の単位を調べること、物質の三態について理解しておくこと。 
10 回 不可逆過程の例をいくつか考 

 



年度 2014 
授業コード FTD00920 
成績評価 定期試験(50%)、中間試験(30%)、課題レポ−ト(20%)により成績を評価する。

採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス DA(〜13) 
見出し FTD00920 物理学Ⅲ 
担当教員名 宇都宮 晃 
単位数 2 
教科書 理⼯基礎物理学／浦上澤之 編著／裳華房理⼯基礎物理学／浦上澤之 編著／裳

華房／978-4-785320393 
アクティブラーニング  
キーワード 振動、波動、分子運動、熱力学、エントロピ−、微分、積分、微分方程式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 物理学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎物理学 上巻、下巻／金原寿朗 編／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 演習問題を数多く解くことにより、内容の理解を深めるよう努力することが望ま

しい。 
シラバスコード FTD00920 
実務経験のある教員  
達成目標 電気、電子⼯学の専門科目を学ぶ上で必要となる振動、波動および熱力学の基礎

知識を修得することを目標とする。また、これらの内容に関連する数学的な取り
扱いにも習熟してもらいたい。 

受講者へのコメント 講義を聞く姿勢、課題に対する取り組み共に良好である。物理学は、講義を聞く
だけでは内容を十分理解できないので、演習問題にも積極的に取り組み理解を深
めることが望まれる。 

連絡先 ７号館４階 宇都宮研究室 086-256-9519 koh@ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 アンケ−ト結果によると、課題に対する取り組みも積極的で、講義を聞くことに
よりこの分野（振動、波動、熱力学）への興味、関⼼が高まり、理解が深まった
ことは大変良い結果と言える。電気電子システム学科で専門科目を学ぶ上では基
礎となる科目であるので、数学的取り扱いも含めてさらに精進してもらいたい。 

英文科目名 Physics III 
関連科目 物理学Ⅰ、物理学Ⅱ、電気電子⼯学基礎実験、数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ 等 
次回に向けての改善変更予定 課題に難易度を付け、学生の理解がより深まるような演習問題を⼯夫していきた

い。 



講義目的 振動、波動および熱力学について、基本的な考え方とそれらに関連する数学を理
解することを目的とする。電気、電子⼯学を学ぶ上でこれらの内容は基礎となる
重要な項目であるので、各自、演習問題等を解くことにより、講義内容のより深
い理解に努めてもらいたい。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 単振動について解説する。 

2 回 減衰振動について解説する。 
3 回 強制振動について解説する。 
4 回 弦の振動について解説する。 
5 回 棒や気柱の縦振動について解説する。 
6 回 波動方程式の解と進行波について解説する。 
7 回 振動と波動に関する演習問題を解き、その要点を解説する。 
8 回 振動と波動に関する中間試験を行い、試験終了後に出題内容について解説
を行う。 
9 回 気体の分子運動論について説明する。 
10 回 状態方程式および熱力学の第１法則について解説する。 
11 回 理想気体の断熱変化について解説す 

準備学習 1 回 三角関数の微分、積分を復習しておくこと。 
2 回 線形微分方程式について調べておくこと。 
3 回 線形微分方程式について調べておくこと。 
4 回 偏微分、微分方程式について調べておくこと。 
5 回 偏微分、微分方程式および弾性体について調べておくこと。 
6 回 偏微分、微分方程式について調べておくこと。 
7 回 与えられた課題を解き、疑問点を明確にしておくこと。 
8 回 第１回から第７回までの講義内容を復習しておくこと。 
9 回 気体分子が壁と弾性衝突するとし、分子が壁に及ぼす力積について考えて
みること。 
10 回 

 



年度 2014 
授業コード FTD0092P 
成績評価 定期試験(50%)、中間試験(30%)、課題レポ−ト(20%)により成績を評価する。

採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0092P 物理学Ⅲ 
担当教員名 宇都宮 晃 
単位数 2 
教科書 理⼯基礎物理学／浦上澤之 編著／裳華房理⼯基礎物理学／浦上澤之 編著／裳

華房／978-4-785320393 
アクティブラーニング  
キーワード 振動、波動、分子運動、熱力学、エントロピ−、微分、積分、微分方程式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎物理学 上巻、下巻／金原寿朗 編／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 演習問題を数多く解くことにより、内容の理解を深めるよう努力することが望ま

しい。 
シラバスコード FTD0092P 
実務経験のある教員  
達成目標 電気、電子⼯学の専門科目を学ぶ上で必要となる振動、波動および熱力学の基礎

知識を修得することを目標とする。また、これらの内容に関連する数学的な取り
扱いにも習熟してもらいたい。 

受講者へのコメント  
連絡先 ７号館４階 宇都宮研究室 086-256-9519 koh@ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics III 
関連科目 物理学Ⅰ、物理学Ⅱ、電気電子⼯学基礎実験、数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ 等 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 振動、波動および熱力学について、基本的な考え方とそれらに関連する数学を理

解することを目的とする。電気、電子⼯学を学ぶ上でこれらの内容は基礎となる
重要な項目であるので、各自、演習問題等を解くことにより、講義内容のより深
い理解に努めてもらいたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 単振動について解説する。 



2 回 減衰振動について解説する。 
3 回 強制振動について解説する。 
4 回 弦の振動について解説する。 
5 回 棒や気柱の縦振動について解説する。 
6 回 波動方程式の解と進行波について解説する。 
7 回 振動と波動に関する演習問題を解き、その要点を解説する。 
8 回 振動と波動に関する中間試験を行い、試験終了後に出題内容について解説
を行う。 
9 回 気体の分子運動論について説明する。 
10 回 状態方程式および熱力学の第１法則について解説する。 
11 回 理想気体の断熱変化について解説す 

準備学習 1 回 三角関数の微分、積分を復習しておくこと。 
2 回 線形微分方程式について調べておくこと。 
3 回 線形微分方程式について調べておくこと。 
4 回 偏微分、微分方程式について調べておくこと。 
5 回 偏微分、微分方程式および弾性体について調べておくこと。 
6 回 偏微分、微分方程式について調べておくこと。 
7 回 与えられた課題を解き、疑問点を明確にしておくこと。 
8 回 第１回から第７回までの講義内容を復習しておくこと。 
9 回 気体分子が壁と弾性衝突するとし、分子が壁に及ぼす力積について考えて
みること。 
10 回 

 



年度 2014 
授業コード FTD01010 
成績評価 提出課題２０％、小テストの結果３０％、定期試験５０％により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜14) 
見出し FTD01010 電磁気学Ⅰ 
担当教員名 栗⽥ 満史 
単位数 2 
教科書 中川紀美雄ほか著 「基礎からの電磁気学」日新出版、プリント配布。 
アクティブラーニング  
キーワード 三角関数、スカラー場、ベクトル場、ドットプロダクト、クロスプロダクト、ポ

テンシャル、勾配、発散、回転、ガウスの定理、ストークスの定理、静電場、ポ
アソンの方程式、ラプラスの方程式。 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 教科書のミスプリについてはプリント配付や板書で適宜対応しているつもりで

すが，教科書の再選定も考えています。 
科目名 電磁気学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 丸山祐一、喜多義範 共著「理⼯系・ベクトル解析」共立出版。樋口勝一・瀬波正

士 共著「大学生のためのリメディアル電磁気学入門」 晃洋書房。 
授業形態 講義 
注意備考 電磁気学の内容は積み重ねであるため、毎回出席して、復習をしっかり行うこと

が望ましい。上記に挙げる参考書は一例であり、自分にあうものを探すと良い。 
シラバスコード FTD01010 
実務経験のある教員  
達成目標 電磁気学を理解するのに必要な範囲のベクトル解析、すなわち、勾配、ポテンシ

ャル、発散、ガウスの定理、回転、ストークスの定理を学ぶこと。 
受講者へのコメント 今年度の電磁気学Ⅰではクラスごとに（DA と DB クラスで）かなり成績評価に

偏りがでました。特に，今年は顕著でした。その理由についてはわかりませんが，
どうしてでしょう?いずれにしても，必修科目の電磁気学Ⅱでは，しっかりと予
習・復習の時間をとって受講することを期待します。 

連絡先 20 号館 4 階 栗⽥研究室 kurita@ee.ous.ac.jp オフィスアワー：水曜日 3-5 時
限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「毎回の学習目標を明示して欲しい」とのことですが，講義の冒頭に口頭で明言
しているつもりですが，シラバス等も参考して対処して下さい。また，「理解しや
すいようにもう少し⼯夫して欲しい」とのことですが，更にプリントを充実させ
るつもりです。しかし，残念ながらアンケートによれば，学習時間が全然足りな
い方々がいるようです。事前に復習や予習は必要ですので⼼掛けて下さい。分か
らないことがあれば，あきらめずに，積極的に質問に来てください。 



英文科目名 Electromagnetic Theory I 
関連科目 電磁気学Ⅱ、電磁気学Ⅲ、光・電磁波⼯学、マイクロ波⼯学。 
次回に向けての改善変更予定 受講者が多い問題を解消するために，来年度からは電磁気学Ⅰは DA と DB の 2

クラス編成で開講します。 
講義目的 電磁気学は電気・電子系分野の基礎となる学問である。電磁気学では、電磁気的

な現象と数式との対応関係をよく理解することが重要である。そこで、本講義で
はこの点に重点をおき、電磁気学の分野にスムーズに入れるように、場の基本的
な操作である「勾配」「発散」「回転」などの微分操作とその幾何学的な意味を把
握して、「ガウスの定理」「ストークスの定理」を理解することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  イントロダクション。講義の進め方を説明する。右ネジの法則、右手系の

座標、ならびに三角関数について説明する。 
2 回  ベクトルの内積とその応用（仕事）について説明する。 
3 回  ベクトルの外積とその応用（力のモーメント）について説明する。 
4 回  内積と外積の応用（スカラ 3 重積、ベクトル 3 重積など）について説明す
る。 
5 回 第 1〜第 4 回までの総括を行い、第 1 回小テストを実施する。また、波につ
いて説明する。 
6 回  スカラー場とベクトル場（多変数関数の微分）について説明する。 
7 回  スカラー場の勾配 

準備学習 1 回  教科書を購入しておくこと。 
2 回  教科書を読み、内積の定義と基本単位ベクトルについて理解しておくこと。 
3 回  3 行 3 列の行列式が計算できるようにしておくこと。 
4 回  授業内容に該当する節を教科書で確認しておくこと。 
5 回  授業内容に該当する節を教科書で確認しておくこと。 
6 回  ベクトル量とベクトル場の違いについて考えておくこと。 
7 回  合成関数の微分について復習しておくこと。 
8 回  ベクトル内積と積分の定義について復習しておくこと。 
9 回  第 8 回までの内容を復習し、自力で問題が解け 

 



年度 2014 
授業コード FTD0101P 
成績評価 提出課題２０％、小テストの結果３０％、定期試験５０％により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0101P 電磁気学Ⅰ 
担当教員名 栗⽥ 満史 
単位数 2 
教科書 中川紀美雄ほか著 「基礎からの電磁気学」日新出版、プリント配布。 
アクティブラーニング  
キーワード 三角関数、スカラー場、ベクトル場、ドットプロダクト、クロスプロダクト、ポ

テンシャル、勾配、発散、回転、ガウスの定理、ストークスの定理、静電場、ポ
アソンの方程式、ラプラスの方程式。 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電磁気学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 丸山祐一、喜多義範 共著「理⼯系・ベクトル解析」共立出版。樋口勝一・瀬波正

士 共著「大学生のためのリメディアル電磁気学入門」 晃洋書房。 
授業形態 講義 
注意備考 電磁気学の内容は積み重ねであるため、毎回出席して、復習をしっかり行うこと

が望ましい。上記に挙げる参考書は一例であり、自分にあうものを探すと良い。 
シラバスコード FTD0101P 
実務経験のある教員  
達成目標 電磁気学を理解するのに必要な範囲のベクトル解析、すなわち、勾配、ポテンシ

ャル、発散、ガウスの定理、回転、ストークスの定理を学ぶこと。 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 4 階 栗⽥研究室 kurita@ee.ous.ac.jp オフィスアワー：水曜日 3-5 時

限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electromagnetic Theory I 
関連科目 電磁気学Ⅱ、電磁気学Ⅲ、光・電磁波⼯学、マイクロ波⼯学。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電磁気学は電気・電子系分野の基礎となる学問である。電磁気学では、電磁気的

な現象と数式との対応関係をよく理解することが重要である。そこで、本講義で
はこの点に重点をおき、電磁気学の分野にスムーズに入れるように、場の基本的
な操作である「勾配」「発散」「回転」などの微分操作とその幾何学的な意味を把
握して、「ガウスの定理」「ストークスの定理」を理解することを目的とする。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  イントロダクション。講義の進め方を説明する。右ネジの法則、右手系の

座標、ならびに三角関数について説明する。 
2 回  ベクトルの内積とその応用（仕事）について説明する。 
3 回  ベクトルの外積とその応用（力のモーメント）について説明する。 
4 回  内積と外積の応用（スカラ 3 重積、ベクトル 3 重積など）について説明す
る。 
5 回 第 1〜第 4 回までの総括を行い、第 1 回小テストを実施する。また、波につ
いて説明する。 
6 回  スカラー場とベクトル場（多変数関数の微分）について説明する。 
7 回  スカラー場の勾配 

準備学習 1 回  教科書を購入しておくこと。 
2 回  教科書を読み、内積の定義と基本単位ベクトルについて理解しておくこと。 
3 回  3 行 3 列の行列式が計算できるようにしておくこと。 
4 回  授業内容に該当する節を教科書で確認しておくこと。 
5 回  授業内容に該当する節を教科書で確認しておくこと。 
6 回  ベクトル量とベクトル場の違いについて考えておくこと。 
7 回  合成関数の微分について復習しておくこと。 
8 回  ベクトル内積と積分の定義について復習しておくこと。 
9 回  第 8 回までの内容を復習し、自力で問題が解け 

 



年度 2014 
授業コード FTD01110 
成績評価 提出課題２０％、小テストの結果３０％、定期試験５０％により評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜13) 
見出し FTD01110 電磁気学Ⅱ 
担当教員名 栗⽥ 満史 
単位数 2 
教科書 「基礎からの電磁気学」／中川紀美雄ほか著／日新出版／978-4-817302281、プ

リント配布。 
アクティブラーニング  
キーワード マクスウェルの方程式、静電場、ガウスの法則、電位、電気双極子、磁場、磁束

密度、電流、電束密度、保存則、導体、電磁誘導、分極。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 電磁気学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻑岡洋介著 「電磁気学 Ⅰ・Ⅱ」 岩波書店。 
授業形態 講義 
注意備考 電磁気学の内容は積み重ねであるため、毎回出席して、小テストを受け復習をし

っかり行うことが望ましい。上記に挙げる参考書は一例であり、自分にあうもの
を探すと良い。 

シラバスコード FTD01110 
実務経験のある教員  
達成目標 電磁現象をマクスウェルの方程式で記述できること。さらに、静電場の問題をあ

つかうができること。 
受講者へのコメント 物理学にも共通するところですが，電磁気学も、欠席すると理解度にかなり響き

ます。履修者は特にこの点に注意してください。 
連絡先 20 号館 4 階 栗⽥研究室 kurita@ee.ous.ac.jp オフィスアワー：水曜日 3-5 時

限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし。 
英文科目名 Electromagnetic Theory II 
関連科目 電磁気学Ⅰ、電磁気学Ⅲ、光・電磁波⼯学、マイクロ波⼯学。 
次回に向けての改善変更予定 受講者が多いとのコメントがありましたが，来年度からは 2 クラス編成で対処す

る予定です。 
講義目的 マクスウエル方程式は簡潔かつ明解に電磁気現象を記述した方程式である。ここ

では、これら方程式を解説し、電磁気現象をいかにうまく記述できるかを示す。
それらの例として、静電場、電流による磁場を扱う。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  マクスウェルの方程式とベクトル解析について説明する。 

2 回  クーロンの法則、静電場について説明する。 
3 回  ガウスの法則について説明する。 
4 回  ガウスの法則とその応用について説明する。 
5 回  電位と仕事について説明し、小テストを行う。 
6 回  電位勾配について説明する。 
7 回  ラプラス・ポアソンの方程式、電気双極子について説明する。 
8 回  定常電流について説明し、小テストを行う。 
9 回  定常電流による磁場、電流間に働く磁気力について説明する。 
10 回  ビオ・サバールの法則とその応 

準備学習 1 回  電磁気学Ⅰで学んだベクトル解析（ベクトル微分演算子）について復習し
ておくこと。 
2 回  クーロン力と電場の関係について予習しておくこと。 
3 回  電磁気学Ⅰで学んだガウスの定理について復習しておくこと。 
4 回  前回の講義ノートを読み、復習しておくこと。 
5 回  物理学で定義される「仕事」について復習しておくこと。 
6 回  電磁気学Ⅰで学んだ「勾配」について復習しておくこと。 
7 回  簡単な定積分について復習しておくこと。 
8 回  第 7 回までの内容を復習し、自力で問題が解けるように努力しておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FTD0111P 
成績評価 提出課題２０％、小テストの結果３０％、定期試験５０％により評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0111P 電磁気学Ⅱ 
担当教員名 栗⽥ 満史 
単位数 2 
教科書 「基礎からの電磁気学」／中川紀美雄ほか著／日新出版／978-4-817302281、プ

リント配布。 
アクティブラーニング  
キーワード マクスウェルの方程式、静電場、ガウスの法則、電位、電気双極子、磁場、磁束

密度、電流、電束密度、保存則、導体、電磁誘導、分極。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電磁気学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻑岡洋介著 「電磁気学 Ⅰ・Ⅱ」 岩波書店。 
授業形態 講義 
注意備考 電磁気学の内容は積み重ねであるため、毎回出席して、小テストを受け復習をし

っかり行うことが望ましい。上記に挙げる参考書は一例であり、自分にあうもの
を探すと良い。 

シラバスコード FTD0111P 
実務経験のある教員  
達成目標 電磁現象をマクスウェルの方程式で記述できること。さらに、静電場の問題をあ

つかうができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 4 階 栗⽥研究室 kurita@ee.ous.ac.jp オフィスアワー：水曜日 3-5 時

限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electromagnetic Theory II 
関連科目 電磁気学Ⅰ、電磁気学Ⅲ、光・電磁波⼯学、マイクロ波⼯学。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 マクスウエル方程式は簡潔かつ明解に電磁気現象を記述した方程式である。ここ

では、これら方程式を解説し、電磁気現象をいかにうまく記述できるかを示す。
それらの例として、静電場、電流による磁場を扱う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  マクスウェルの方程式とベクトル解析について説明する。 



2 回  クーロンの法則、静電場について説明する。 
3 回  ガウスの法則について説明する。 
4 回  ガウスの法則とその応用について説明する。 
5 回  電位と仕事について説明し、小テストを行う。 
6 回  電位勾配について説明する。 
7 回  ラプラス・ポアソンの方程式、電気双極子について説明する。 
8 回  定常電流について説明し、小テストを行う。 
9 回  定常電流による磁場、電流間に働く磁気力について説明する。 
10 回  ビオ・サバールの法則とその応 

準備学習 1 回  電磁気学Ⅰで学んだベクトル解析（ベクトル微分演算子）について復習し
ておくこと。 
2 回  クーロン力と電場の関係について予習しておくこと。 
3 回  電磁気学Ⅰで学んだガウスの定理について復習しておくこと。 
4 回  前回の講義ノートを読み、復習しておくこと。 
5 回  物理学で定義される「仕事」について復習しておくこと。 
6 回  電磁気学Ⅰで学んだ「勾配」について復習しておくこと。 
7 回  簡単な定積分について復習しておくこと。 
8 回  第 7 回までの内容を復習し、自力で問題が解けるように努力しておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FTD01210 
成績評価 提出課題２０％、小テストの結果４０％、定期試験４０％により評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜13) 
見出し FTD01210 電磁気学Ⅲ 
担当教員名 栗⽥ 満史 
単位数 2 
教科書 中川紀美雄ほか著 「基礎からの電磁気学」日新出版、プリント配布。 
アクティブラーニング  
キーワード 誘電体、誘電分極、磁化、磁性体、磁気回路、インダクタンス、波動方程式、屈

折、境界条件、偏光、反射、透過。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 電磁気学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻑岡洋介著 「電磁気学 Ⅰ・Ⅱ」 岩波書店。 
授業形態 講義 
注意備考 電磁気学の内容は積み重ねであるため、毎回出席して、小テストを受け復習をし

っかり行うことが望ましい。上記に挙げる参考書は一例であり、自分にあうもの
を探すと良い。 

シラバスコード FTD01210 
実務経験のある教員  
達成目標 物質の導電性、誘電性、磁性という特殊な問題を理解できること。電磁波の波動

方程式を取扱うことができること。 
受講者へのコメント 電磁気学Ⅲは電磁気学Ⅱの延⻑上にあるので，電磁気学Ⅱの講義ノートも参考に

しながら，受講する⼯夫等をすれば理解度は深まると思います。 
昨年と同様，受講者が多いや教科書のミスプリを指摘する回答が若干名ありまし
たが，来年度も残念ながら電磁気学Ⅲの講義は 1 クラス編成です。 

連絡先 20 号館 4 階 栗⽥研究室 kurita@ee.ous.ac.jp オフィスアワー：水曜日 3-5 時
限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 教科書のミスプリを指摘する回答が若干名ありましたが，教科書のミスプリにつ
いては口頭や板書で適宜対応しているつもりです。また，教科書の再選定を考え
ていますが，残念ながらどの教科書にもミスプリントはあります。 

英文科目名 Electromagnetic Theory III 
関連科目 電磁気学Ⅰ、電磁気学Ⅱ、光・電磁波⼯学、マイクロ波⼯学。 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 電磁気学は電気・電子系分野の基礎となる学問である。ここでは、物質中でも真



空中と同様に、電磁気現象をマクスウェル方程式で整理できることを示す。主に、
導体の性質、誘電体の分極、磁性体の磁化を電磁気学的知識を用いていかにして
理解できるかを説明する。また、磁気回路や電磁波の伝わり方について述べる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  静電場の性質（ガウスの法則）の復習を行う。 

2 回  静電場の性質（静電場と電位）の復習を行う。 
3 回  平行平板コンデンサに蓄えられる静電エネルギーについて説明する。 
4 回  第 1 回小テストとポアソンの方程式とラプラスの方程式について説明す
る。 
5 回  導体の性質について説明する。 
6 回  導体の応用（静電遮蔽と接地）について説明する。 
7 回  種々のコンデンサとその静電容量について説明する。 
8 回  第 2 回小テストを実施し、誘電体について説明する。 
9 回  誘電体と分極（誘電体中の電場）について 

準備学習 1 回  クーロンの法則を復習しておくこと。 
2 回  ガウスの定理を復習しておくこと。 
3 回  コンデンサの性質について調べておくこと。 
4 回  第 1-3 回の講義内容を整理、理解しておくこと。 
5 回  導体と絶縁体との違いを調べておくこと。 
6 回  前回の講義内容を整理、理解しておくこと。 
7 回  平行平板コンデンサの静電容量について調べておくこと。 
8 回  第 7 回までの講義内容を整理、理解しておくこと。 
9 回  前回の内容を復習しておくこと。 
10 回  前回の内容を復習しておくこと。 
11 回  前回の内容 

 



年度 2014 
授業コード FTD0121P 
成績評価 提出課題２０％、小テストの結果４０％、定期試験４０％により評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0121P 電磁気学Ⅲ 
担当教員名 栗⽥ 満史 
単位数 2 
教科書 中川紀美雄ほか著 「基礎からの電磁気学」日新出版、プリント配布。 
アクティブラーニング  
キーワード 誘電体、誘電分極、磁化、磁性体、磁気回路、インダクタンス、波動方程式、屈

折、境界条件、偏光、反射、透過。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電磁気学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻑岡洋介著 「電磁気学 Ⅰ・Ⅱ」 岩波書店。 
授業形態 講義 
注意備考 電磁気学の内容は積み重ねであるため、毎回出席して、小テストを受け復習をし

っかり行うことが望ましい。上記に挙げる参考書は一例であり、自分にあうもの
を探すと良い。 

シラバスコード FTD0121P 
実務経験のある教員  
達成目標 物質の導電性、誘電性、磁性という特殊な問題を理解できること。電磁波の波動

方程式を取扱うことができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 4 階 栗⽥研究室 kurita@ee.ous.ac.jp オフィスアワー：水曜日 3-5 時

限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electromagnetic Theory III 
関連科目 電磁気学Ⅰ、電磁気学Ⅱ、光・電磁波⼯学、マイクロ波⼯学。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電磁気学は電気・電子系分野の基礎となる学問である。ここでは、物質中でも真

空中と同様に、電磁気現象をマクスウェル方程式で整理できることを示す。主に、
導体の性質、誘電体の分極、磁性体の磁化を電磁気学的知識を用いていかにして
理解できるかを説明する。また、磁気回路や電磁波の伝わり方について述べる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  静電場の性質（ガウスの法則）の復習を行う。 



2 回  静電場の性質（静電場と電位）の復習を行う。 
3 回  平行平板コンデンサに蓄えられる静電エネルギーについて説明する。 
4 回  第 1 回小テストとポアソンの方程式とラプラスの方程式について説明す
る。 
5 回  導体の性質について説明する。 
6 回  導体の応用（静電遮蔽と接地）について説明する。 
7 回  種々のコンデンサとその静電容量について説明する。 
8 回  第 2 回小テストを実施し、誘電体について説明する。 
9 回  誘電体と分極（誘電体中の電場）について 

準備学習 1 回  クーロンの法則を復習しておくこと。 
2 回  ガウスの定理を復習しておくこと。 
3 回  コンデンサの性質について調べておくこと。 
4 回  第 1-3 回の講義内容を整理、理解しておくこと。 
5 回  導体と絶縁体との違いを調べておくこと。 
6 回  前回の講義内容を整理、理解しておくこと。 
7 回  平行平板コンデンサの静電容量について調べておくこと。 
8 回  第 7 回までの講義内容を整理、理解しておくこと。 
9 回  前回の内容を復習しておくこと。 
10 回  前回の内容を復習しておくこと。 
11 回  前回の内容 

 



年度 2014 
授業コード FTD01310 
成績評価 定期試験[講義] 50%、実験 50% 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜14) 
見出し FTD01310 フレッシュマンセミナーⅠ 
担当教員名 河村 実生、垣谷 公徳、クルモフ バレリー、道⻄ 博行、笠 展幸、太⽥ 寛

志、近 
単位数 2 
教科書 特に指定しないが、適宜資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 電気回路、コンピュータ、電磁波、電子物性、マイクロ波、メカトロニクス 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フレッシュマンセミナーⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に指定しないが、適宜資料を紹介する。図書館の蔵書・インターネットを活用

すること。 
授業形態 講義 
注意備考 ミニ実験の場合も講義の最初に講義室に全員が集合し出席の確認をするので、遅

刻をしないこと。 
シラバスコード FTD01310 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)電気電子⼯学について基礎知識を習得する。 

(2)大学の研究室における簡単な実験や実習から電気電子⼯学を学ぶ楽しさ、⼼
構えなどを体験学習する。 
(3)講義と実験を通じて、⼯学倫理の概念を身につける。 
(4)電気電子⼯学の最先端研究に関する基礎的な理解を得る。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表：学科⻑ 

個々の講義・実験については各担当テーマの教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Freshman Seminar I 
関連科目 電気電子⼯学基礎実験、電気電子⼯学実験 I・II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気電子⼯学に馴染み、勉学に対する motivation を与えることを目的とする講

義と実験から構成された導入科目である。講義では、電気エネルギー分野、電子
デバイス分野、コンピュータ・情報分野のトピックスについて分かりやすく説明



する。実験では、電子回路作成やパソコンの組み立てなどをすることにより、も
のづくりと電気電子⼯学実験の基礎を学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 受講に先立ち、シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 

また各講義・及びミニ実験の前に配布資料をよく確認し、講義室や、ミニ実験の
研究室の位置や教員を確認すること。 
同時に、講義もしくはミニ実験を担当する教員の指示に従うこと。 
講義・ミニ実験終了後はこれまでの講義およびミニ実験で学修したことを再度確
認し記録しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FTD0131P 
成績評価 定期試験[講義] 50%、実験 50% 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0131P フレッシュマンセミナーⅠ 
担当教員名 河村 実生、垣谷 公徳、クルモフ バレリー、道⻄ 博行、笠 展幸、太⽥ 寛

志、近 
単位数 2 
教科書 特に指定しないが、適宜資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 電気回路、コンピュータ、電磁波、電子物性、マイクロ波、メカトロニクス 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フレッシュマンセミナーⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に指定しないが、適宜資料を紹介する。図書館の蔵書・インターネットを活用

すること。 
授業形態 講義 
注意備考 ミニ実験の場合も講義の最初に講義室に全員が集合し出席の確認をするので、遅

刻をしないこと。 
シラバスコード FTD0131P 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)電気電子⼯学について基礎知識を習得する。 

(2)大学の研究室における簡単な実験や実習から電気電子⼯学を学ぶ楽しさ、⼼
構えなどを体験学習する。 
(3)講義と実験を通じて、⼯学倫理の概念を身につける。 
(4)電気電子⼯学の最先端研究に関する基礎的な理解を得る。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表：学科⻑ 

個々の講義・実験については各担当テーマの教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Freshman Seminar I 
関連科目 電気電子⼯学基礎実験、電気電子⼯学実験 I・II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気電子⼯学に馴染み、勉学に対する motivation を与えることを目的とする講

義と実験から構成された導入科目である。講義では、電気エネルギー分野、電子
デバイス分野、コンピュータ・情報分野のトピックスについて分かりやすく説明



する。実験では、電子回路作成やパソコンの組み立てなどをすることにより、も
のづくりと電気電子⼯学実験の基礎を学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 受講に先立ち、シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 

また各講義・及びミニ実験の前に配布資料をよく確認し、講義室や、ミニ実験の
研究室の位置や教員を確認すること。 
同時に、講義もしくはミニ実験を担当する教員の指示に従うこと。 
講義・ミニ実験終了後はこれまでの講義およびミニ実験で学修したことを再度確
認し記録しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FTD01410 
成績評価 定期試験（50％）、実験実習の課題等（50％）により成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜14) 
見出し FTD01410 フレッシュマンセミナーⅡ 
担当教員名 河村 実生、垣谷 公徳、クルモフ バレリー、道⻄ 博行、笠 展幸、太⽥ 寛

志、金 
単位数 2 
教科書 特に指定しないが、適宜資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 電気回路、電子回路、集積回路、コンピュータ、ハードウェア、ソフトウェア、

光・電磁波、マイクロ波、電子物性、ネットワーク 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 フレッシュマンセミナーⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に指定しないが、適宜資料を紹介する。図書館の蔵書・インターネットを活用

すること。 
授業形態 講義 
注意備考 ミニ実験の場合も講義の最初に講義室に全員が集合し出席の確認をするので、遅

刻をしないこと。 
シラバスコード FTD01410 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 電気電子⼯学について基礎知識を習得する。 

(2) 大学の研究室における簡単な実験や実習から電気電子⼯学を学ぶ楽しさ、⼼
構えなどを体験学習する。 
(3) 講義と実験を通じて、⼯学倫理の概念を身につける。 
(4) 関連資格に対するスキルを身につける。 
(5) 電気電子⼯学の最先端研究に関する基礎的な理解を得る。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表：学科⻑ 

個々の講義・実験については各担当テーマの教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Freshman Seminar II 
関連科目 フレッシュマンセミナーⅠ、コンピュータリテラシ、コンピュータ実習、電気電

子⼯学基礎実験、電気電子⼯学実験 I・II（電気電子学科開講科目） 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 電気電子⼯学に馴染み、勉学に対する motivation を与えることを目的とする講
義と実験から構成された導入科目である。講義では、電気エネルギー分野、電子
デバイス分野、コンピュータ・情報分野のトピックスについて分かりやすく説明
する。実験では、電子回路作成やパソコンの組み立てなどをすることにより、も
のづくりと電気電子⼯学実験の基礎を学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 受講に先立ち、シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 

また各講義・及びミニ実験の前に配布資料をよく確認し、講義室や、ミニ実験の
研究室の位置や教員を確認すること。 
同時に、講義もしくはミニ実験を担当する教員の指示に従うこと。 
講義・ミニ実験終了後はこれまでの講義およびミニ実験で学修したことを再度確
認し記録しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FTD01510 
成績評価 実験レポ−ト（100％）により成績を評価する。採点の基準は 100 点満点のうち

60 点以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜13) 
見出し FTD01510 電気電子⼯学基礎実験 
担当教員名 宇都宮 晃、沖 隆義、蜂谷 和明、片山 敏和＊、⽥代 勤＊ 
単位数 2 
教科書 電気電子⼯学基礎実験／電気電子システム学科 編 「書店販売しない」 

物理学実験書／岡山理科大学理学部共通講座・⼯学部共通講座 物理学教室 編／
大学教育出版／978-4-887302167 

アクティブラーニング  
キーワード 物理量と測定、単位、直流、交流、電子部品、電気回路、電気電子計測 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 電気電子⼯学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 関連科目の教科書、国立天文台 編・理科年表：丸善 
授業形態 実験実習 
注意備考 提出したレポ−トは担当教員が点検し、訂正等がある場合はコメントを付けて返

却するので、訂正のうえ一週間後に再提出する。電卓を各自用意すること。 
シラバスコード FTD01510 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 電気電子⼯学における基本的な計測装置の原理を理解し、適切に使用できる

ようになる。 
② 有効数字、最小二乗法および実験デ−タ処理に必要な技術が自在に活用でき
るようになる。 

受講者へのコメント 高校まではほとんど実験の経験がないので、計器類の取扱いに慣れていないため
多少手間取る場合もあるが、実験に対して興味、関⼼を持ち、積極的に取り組も
うとしている姿は大変評価できる。 

連絡先 ７号館４階 宇都宮研究室 086-256-9519 koh@ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 実験を行う前の準備即ち予習が十分なされていないため、スム−ズに実験がスタ
−トできず時間がかかりすぎて、時間内に実験が終わらない場合が見受けられ
る。予習として、実験方法までを十分把握しておくと、より効率良く目的が達成
できる。実験に対する取り組み方は良好である。指示された課題以外にも積極的
に取り組んでいく姿勢が望まれる。 

英文科目名 Electrical & Electronic Engineering Laboratory 



関連科目 物理学Ⅰ、物理学Ⅱ、物理学Ⅲ、電磁気学Ⅰ、電磁気学Ⅱ、電磁気学Ⅲ、電気回
路Ⅰ、電気回路Ⅱ 等 

次回に向けての改善変更予定 実験器具に古いものがあり、実験途中で不具合が生じる場合があるが、予算の範
囲内で器具を更新し、実験に支障が生じないように改善していきたい。 

講義目的 電気電子システム学科に関する最も基礎的な実験を行うことにより、電気電子⼯
学の分野で通常必要とされる測定についての基礎的な知識と基本的な実験技術
を修得することを主眼とする。また、実験デ−タのまとめ方などを含む⼯学レポ
−トの書き方を身に付ける。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス１ 

⼯学基礎実験の目的、内容および実施方法について説明する。 
2 回 ガイダンス２ 
実験上の諸注意、実験ノ−トの使い方、レポ−トの書き方、有効数字と誤差につ
いて説明する。 
3 回 ガイダンス３ 
最小二乗法による計算方法、測定値の取り扱い方、グラフの書き方について説明
する。 
4 回 テスタ− 
テスタ−を用いて、電流、電圧、抵抗などを測定し、その使い方に習熟する。 
5 回 電流による熱の仕事当量 
水熱量計の電熱線に一定時間電流を流し、その間における水の温度上昇を測定す
ることにより、熱の仕事当 

準備学習 1 回 ⼯学基礎実験の目的、内容および実施方法について説明するので、特に準備
学習は必要ないが、当日テキストと実験ノ−トを持参すること。 
2 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当箇所を読み、不明な点を確認しておくこと。 
4 回 テキストの該当箇所を読み、テスタ−の測定原理を理解し、実験内容を調べ
ておくこと。 
5 回 テキストの該当箇所を読み、電流による熱の仕事当量の実験内容を調べて
おくこと。 
6 回 テキストの該当箇所を読み、ホイ−トストン・ブリッジの実験内容および抵
抗率について調べておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FTD0151P 
成績評価 実験レポ−ト（100％）により成績を評価する。採点の基準は 100 点満点のうち

60 点以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0151P 電気電子⼯学基礎実験 
担当教員名 宇都宮 晃、沖 隆義、蜂谷 和明、片山 敏和＊、⽥代 勤＊ 
単位数 2 
教科書 電気電子⼯学基礎実験／電気電子システム学科 編 「書店販売しない」 

物理学実験書／岡山理科大学理学部共通講座・⼯学部共通講座 物理学教室 編／
大学教育出版／978-4-887302167 

アクティブラーニング  
キーワード 物理量と測定、単位、直流、交流、電子部品、電気回路、電気電子計測 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気電子⼯学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 関連科目の教科書、国立天文台 編・理科年表：丸善 
授業形態 実験実習 
注意備考 提出したレポ−トは担当教員が点検し、訂正等がある場合はコメントを付けて返

却するので、訂正のうえ一週間後に再提出する。電卓を各自用意すること。 
シラバスコード FTD0151P 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 電気電子⼯学における基本的な計測装置の原理を理解し、適切に使用できる

ようになる。 
② 有効数字、最小二乗法および実験デ−タ処理に必要な技術が自在に活用でき
るようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ７号館４階 宇都宮研究室 086-256-9519 koh@ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electrical & Electronic Engineering Laboratory 
関連科目 物理学Ⅰ、物理学Ⅱ、物理学Ⅲ、電磁気学Ⅰ、電磁気学Ⅱ、電磁気学Ⅲ、電気回

路Ⅰ、電気回路Ⅱ 等 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気電子システム学科に関する最も基礎的な実験を行うことにより、電気電子⼯

学の分野で通常必要とされる測定についての基礎的な知識と基本的な実験技術
を修得することを主眼とする。また、実験デ−タのまとめ方などを含む⼯学レポ



−トの書き方を身に付ける。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス１ 

⼯学基礎実験の目的、内容および実施方法について説明する。 
2 回 ガイダンス２ 
実験上の諸注意、実験ノ−トの使い方、レポ−トの書き方、有効数字と誤差につ
いて説明する。 
3 回 ガイダンス３ 
最小二乗法による計算方法、測定値の取り扱い方、グラフの書き方について説明
する。 
4 回 テスタ− 
テスタ−を用いて、電流、電圧、抵抗などを測定し、その使い方に習熟する。 
5 回 電流による熱の仕事当量 
水熱量計の電熱線に一定時間電流を流し、その間における水の温度上昇を測定す
ることにより、熱の仕事当 

準備学習 1 回 ⼯学基礎実験の目的、内容および実施方法について説明するので、特に準備
学習は必要ないが、当日テキストと実験ノ−トを持参すること。 
2 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当箇所を読み、不明な点を確認しておくこと。 
4 回 テキストの該当箇所を読み、テスタ−の測定原理を理解し、実験内容を調べ
ておくこと。 
5 回 テキストの該当箇所を読み、電流による熱の仕事当量の実験内容を調べて
おくこと。 
6 回 テキストの該当箇所を読み、ホイ−トストン・ブリッジの実験内容および抵
抗率について調べておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FTD01520 
成績評価 実験レポ−ト（100％）により成績を評価する。採点の基準は 100 点満点のうち

60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜13) 
見出し FTD01520 電気電子⼯学基礎実験 
担当教員名 宇都宮 晃、矢城 陽一朗 
単位数 2 
教科書 電気電子⼯学基礎実験／電気電子システム学科 編 「書店販売しない」 

物理学実験書／岡山理科大学理学部共通講座・⼯学部共通講座 物理学教室 編／
大学教育出版／978-4-887302167 

アクティブラーニング  
キーワード 物理量と測定、単位、直流、交流、電子部品、電気回路、電気電子計測 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 安⼼でき、分かりやすい授業であったとのコメントは大変うれしい。 
科目名 電気電子⼯学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 関連科目の教科書、国立天文台 編・理科年表：丸善 
授業形態 実験実習 
注意備考 提出したレポ−トは担当教員が点検し、訂正等がある場合はコメントを付けて返

却するので、訂正のうえ一週間後に再提出する。電卓を各自用意すること。 
シラバスコード FTD01520 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 電気電子⼯学における基本的な計測装置の原理を理解し、適切に使用できる

ようになる。 
② 有効数字、最小二乗法および実験デ−タ処理に必要な技術が自在に活用でき
るようになる。 

受講者へのコメント 各実験テ−マに対する予習がやや不足で、デ−タを取り始めるめでの時間が⻑い
ようである。 

連絡先 ７号館４階 宇都宮研究室 086-256-9519 koh@ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 出席、実験に対する取り組みも良好で、学生も実験に対しては、指導法も含め満
足であったと思われる。 

英文科目名 Electrical & Electronic Engineering Laboratory 
関連科目 物理学Ⅰ、物理学Ⅱ、物理学Ⅲ、電磁気学Ⅰ、電磁気学Ⅱ、電磁気学Ⅲ、電気回

路Ⅰ、電気回路Ⅱ 等 
次回に向けての改善変更予定 実験室が７部屋あり、学生にとっては不便であったと思われるが、今後新校舎が

できれば改善される。 



講義目的 電気電子システム学科に関する最も基礎的な実験を行うことにより、電気電子⼯
学の分野で通常必要とされる測定についての基礎的な知識と基本的な実験技術
を修得することを主眼とする。また、実験デ−タのまとめ方などを含む⼯学レポ
−トの書き方を身に付ける。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス１ 

⼯学基礎実験の目的、内容および実施方法について説明する。 
2 回 ガイダンス２ 
実験上の諸注意、実験ノ−トの使い方、レポ−トの書き方、有効数字と誤差につ
いて説明する。 
3 回 ガイダンス３ 
最小二乗法による計算方法、測定値の取り扱い方、グラフの書き方について説明
する。 
4 回 テスタ− 
テスタ−を用いて、電流、電圧、抵抗などを測定し、その使い方に習熟する。 
5 回 電流による熱の仕事当量 
水熱量計の電熱線に一定時間電流を流し、その間における水の温度上昇を測定す
ることにより、熱の仕事当 

準備学習 1 回 ⼯学基礎実験の目的、内容および実施方法について説明するので、特に準備
学習は必要ないが、当日テキストと実験ノ−トを持参すること。 
2 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当箇所を読み、不明な点を確認しておくこと。 
4 回 テキストの該当箇所を読み、テスタ−の測定原理を理解し、実験内容を調べ
ておくこと。 
5 回 テキストの該当箇所を読み、電流による熱の仕事当量の実験内容を調べて
おくこと。 
6 回 テキストの該当箇所を読み、ホイ−トストン・ブリッジの実験内容および抵
抗率について調べておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FTD0152P 
成績評価 実験レポ−ト（100％）により成績を評価する。採点の基準は 100 点満点のうち

60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0152P 電気電子⼯学基礎実験 
担当教員名 宇都宮 晃、矢城 陽一朗 
単位数 2 
教科書 電気電子⼯学基礎実験／電気電子システム学科 編 「書店販売しない」 

物理学実験書／岡山理科大学理学部共通講座・⼯学部共通講座 物理学教室 編／
大学教育出版／978-4-887302167 

アクティブラーニング  
キーワード 物理量と測定、単位、直流、交流、電子部品、電気回路、電気電子計測 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気電子⼯学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 関連科目の教科書、国立天文台 編・理科年表：丸善 
授業形態 実験実習 
注意備考 提出したレポ−トは担当教員が点検し、訂正等がある場合はコメントを付けて返

却するので、訂正のうえ一週間後に再提出する。電卓を各自用意すること。 
シラバスコード FTD0152P 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 電気電子⼯学における基本的な計測装置の原理を理解し、適切に使用できる

ようになる。 
② 有効数字、最小二乗法および実験デ−タ処理に必要な技術が自在に活用でき
るようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ７号館４階 宇都宮研究室 086-256-9519 koh@ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electrical & Electronic Engineering Laboratory 
関連科目 物理学Ⅰ、物理学Ⅱ、物理学Ⅲ、電磁気学Ⅰ、電磁気学Ⅱ、電磁気学Ⅲ、電気回

路Ⅰ、電気回路Ⅱ 等 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気電子システム学科に関する最も基礎的な実験を行うことにより、電気電子⼯

学の分野で通常必要とされる測定についての基礎的な知識と基本的な実験技術
を修得することを主眼とする。また、実験デ−タのまとめ方などを含む⼯学レポ



−トの書き方を身に付ける。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス１ 

⼯学基礎実験の目的、内容および実施方法について説明する。 
2 回 ガイダンス２ 
実験上の諸注意、実験ノ−トの使い方、レポ−トの書き方、有効数字と誤差につ
いて説明する。 
3 回 ガイダンス３ 
最小二乗法による計算方法、測定値の取り扱い方、グラフの書き方について説明
する。 
4 回 テスタ− 
テスタ−を用いて、電流、電圧、抵抗などを測定し、その使い方に習熟する。 
5 回 電流による熱の仕事当量 
水熱量計の電熱線に一定時間電流を流し、その間における水の温度上昇を測定す
ることにより、熱の仕事当 

準備学習 1 回 ⼯学基礎実験の目的、内容および実施方法について説明するので、特に準備
学習は必要ないが、当日テキストと実験ノ−トを持参すること。 
2 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当箇所を読み、不明な点を確認しておくこと。 
4 回 テキストの該当箇所を読み、テスタ−の測定原理を理解し、実験内容を調べ
ておくこと。 
5 回 テキストの該当箇所を読み、電流による熱の仕事当量の実験内容を調べて
おくこと。 
6 回 テキストの該当箇所を読み、ホイ−トストン・ブリッジの実験内容および抵
抗率について調べておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FTD01610 
成績評価 実験（40％）と報告書（60％）とで評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜13) 
見出し FTD01610 電気電子⼯学実験Ⅰ 
担当教員名 太⽥垣 博一、栗⽥ 満史、河村 実生 
単位数 2 
教科書 電気電子システム学科編・「電気電子⼯学実験 I」・指導書 
アクティブラーニング  
キーワード オペアンプの基本回路，波形変換回路，論理回路，電源回路，マイコン制御，電

子回路の設計・作製，計測，データ，考察，レポート作成 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気電子⼯学実験Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 実験中に紹介する 
授業形態 実験実習 
注意備考 【オリエンテーションで実験実施のための指導書や補足資料を配布する。】 
シラバスコード FTD01610 
実務経験のある教員  
達成目標 ①実験で用いる計測器の取り扱いができる。②実験システムを組み立てることが

できる。③実験データを取得することができる。④実験結果をまとめ評価するこ
とができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 5 階太⽥垣教授室 e-mail:ohtagaki@ee.ous.ac.jp オフィスアワー：月 C，

水 C，金 G 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electrical & Electronic Engineering Laboratory I 
関連科目 物理学実験, 計測システム, センサー⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気電子⼯学, 情報通信における基礎的事項についての実験をとおして, 測定器

の取り扱い方, 測定値の処理, 実験結果の吟味考察, 報告書の作成の仕方などを
修得する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【オリエンテーション】実験を進めるための資料を配布するとともに，レポ

ート作成のための講義を実施する。 
2 回 【オペアンプの基本回路】 オペアンプの基本回路について実験を行い，レ



ポート作成に必要なデータを取得記録しておく。 
3 回 【レポート作成・修正・提出】作成してきたレポートについて，担当者とデ
ィスカッションを行い，受理されるまでレポートの修正を行い，完成したレポー
トを提出する。 
4 回  【波形変換回路】波形変換回路について実験を行い，レポート作成に必要
なデータを取得記録しておく。 
5 回 【レポート 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】物理学実験, 計測システム, センサー⼯学で習得し
たすべての事項について復習しておく。 
2 回 【オペアンプの基本回路】円滑に実験を進めるように，予習をしておく。 
3 回  【レポート作成・修正・提出】取得したデータに基づいて，レポートを作
成しておく。 
4 回 【波形変換回路】円滑に実験を進めるように，予習をしておく。 
5 回  【レポート作成・修正・提出】取得したデータに基づいて，レポートを作
成しておく。 
6 回 【発振回路の設計・作製】円滑に実験を進めるように，予習をしておく。 
7 回 

 



年度 2014 
授業コード FTD0161P 
成績評価 実験（40％）と報告書（60％）とで評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0161P 電気電子⼯学実験Ⅰ 
担当教員名 太⽥垣 博一、栗⽥ 満史、河村 実生 
単位数 2 
教科書 電気電子システム学科編・「電気電子⼯学実験 I」・指導書 
アクティブラーニング  
キーワード オペアンプの基本回路，波形変換回路，論理回路，電源回路，マイコン制御，電

子回路の設計・作製，計測，データ，考察，レポート作成 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気電子⼯学実験Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 実験中に紹介する 
授業形態 実験実習 
注意備考 【オリエンテーションで実験実施のための指導書や補足資料を配布する。】 
シラバスコード FTD0161P 
実務経験のある教員  
達成目標 ①実験で用いる計測器の取り扱いができる。②実験システムを組み立てることが

できる。③実験データを取得することができる。④実験結果をまとめ評価するこ
とができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 5 階太⽥垣教授室 e-mail:ohtagaki@ee.ous.ac.jp オフィスアワー：月 C，

水 C，金 G 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electrical & Electronic Engineering Laboratory I 
関連科目 物理学実験, 計測システム, センサー⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気電子⼯学, 情報通信における基礎的事項についての実験をとおして, 測定器

の取り扱い方, 測定値の処理, 実験結果の吟味考察, 報告書の作成の仕方などを
修得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【オリエンテーション】実験を進めるための資料を配布するとともに，レポ

ート作成のための講義を実施する。 
2 回 【オペアンプの基本回路】 オペアンプの基本回路について実験を行い，レ



ポート作成に必要なデータを取得記録しておく。 
3 回 【レポート作成・修正・提出】作成してきたレポートについて，担当者とデ
ィスカッションを行い，受理されるまでレポートの修正を行い，完成したレポー
トを提出する。 
4 回  【波形変換回路】波形変換回路について実験を行い，レポート作成に必要
なデータを取得記録しておく。 
5 回 【レポート 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】物理学実験, 計測システム, センサー⼯学で習得し
たすべての事項について復習しておく。 
2 回 【オペアンプの基本回路】円滑に実験を進めるように，予習をしておく。 
3 回  【レポート作成・修正・提出】取得したデータに基づいて，レポートを作
成しておく。 
4 回 【波形変換回路】円滑に実験を進めるように，予習をしておく。 
5 回  【レポート作成・修正・提出】取得したデータに基づいて，レポートを作
成しておく。 
6 回 【発振回路の設計・作製】円滑に実験を進めるように，予習をしておく。 
7 回 

 



年度 2014 
授業コード FTD01710 
成績評価 プレゼンテーションおよび各テーマの実験報告書の内容により評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜12) 
見出し FTD01710 電気電子⼯学実験Ⅱ 
担当教員名 秋山 宜生、クルモフ バレリー、笠 展幸、太⽥ 寛志 
単位数 2 
教科書 電気電子システム学科編「電気電子⼯学実験 II 指導書」(オリエンテーショ 

ンにて配布) 
アクティブラーニング  
キーワード ホール効果、サイリスタ、モータ制御、金属、半導体、光波伝播、ネット 

ワーク、画像処理 、サーボ系の制御、多関節ロボット、プレゼンテーシ 
ョン 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「毎週実験ではなく、実験日、提出日、実験日としてほしかった」、「代講日に実

験があるとレポート提出が間に合わず、つらかったです」「外国人 TA の行って
いることがわかりにくい」とのコメントがありました。 
 実験日に関しては、途中に１回レポート提出日を入れて、軽減策をとっていま
すが、これ以上実験回数を減らすことはできません。実験日はわかっているので、
負担が分散するよう、あらかじめレポートの書ける部分を書いておくなど⼯夫し
てみてください。このような時間の⼯夫も、今後のアイデア作りにつながると思
います。 
 TA の件で 

科目名 電気電子⼯学実験Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験内容について指導書で充分に予習しておくことが大切である。 報告 

書は、実験を行った翌週に提出すること。 
シラバスコード FTD01710 
実務経験のある教員  
達成目標 測定機器の取扱い方、測定値の取扱い、実験結果の考察、報告書の作成 

法、プレゼンテーションの技法につい て十分に習得し、卒業研究等に活 
用できることを目標とする。 

受講者へのコメント 考慮してほしい項目は、大半が「特にない」(94.5%)でしたが、今年も実験指導
書の内容が理解できない学生諸君が１名いることがわかりました。学生実験はグ
ループで行います。実験前に、あらかじめグループごとに実験内容等を学習する
ことを進めます。友人と議論することにより理解が進み、より実験が面白くなる
ことと思います。 

連絡先 17 号館 4 階秋山教授室, 電子メール: akiyama@ee.ous.ac.jp,オフィスアワー 金 



曜日 7・8 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ねの学生諸君が電気電子⼯学実験Ⅱの目標を達成できたようです(できた＆だ
いたいできた 90.4%)、満足している(満足&ほぼ満足 87.7%)。「普通」（12.5%）
と感じている学生諸君が、８名いました。「やや不満」の学生が１名いました。教
員の意欲に関しては、概ね感じ取ってもらえているようでした（感じられた＆少
し感じられた 95.8%）。この学生実験によって学生諸君が「この分野への理解が
深まった」(84.9%)、「この分野への興味、関⼼が高まった」(28.8%)など、実験
実習が大いに役立っていることがわかりま 

英文科目名 Electrical & Electronic Engineering Laboratory II 
関連科目 電気電子⼯学基礎実験、電気電子⼯学実験 I 
次回に向けての改善変更予定 TA への事前指導は、これまでも行っていますが、より徹底したいと思っていま

す。 
講義目的 電気電子⼯学と情報通信の基礎的事項に関する実験を通して、測定機器の 

取扱い方、測定値の取扱い、実験結果の考察、報告書の作成法などを習得 
する。同時に発表会を通して研究発表の準備・方法についても練習す 
る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 実験内容について、実験指導書を充分に読んでおくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FTD0171P 
成績評価 プレゼンテーションおよび各テーマの実験報告書の内容により評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0171P 電気電子⼯学実験Ⅱ 
担当教員名 秋山 宜生、クルモフ バレリー、笠 展幸、太⽥ 寛志 
単位数 2 
教科書 電気電子システム学科編「電気電子⼯学実験 II 指導書」(オリエンテーショ 

ンにて配布) 
アクティブラーニング  
キーワード ホール効果、サイリスタ、モータ制御、金属、半導体、光波伝播、ネット 

ワーク、画像処理 、サーボ系の制御、多関節ロボット、プレゼンテーシ 
ョン 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気電子⼯学実験Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験内容について指導書で充分に予習しておくことが大切である。 報告 

書は、実験を行った翌週に提出すること。 
シラバスコード FTD0171P 
実務経験のある教員  
達成目標 測定機器の取扱い方、測定値の取扱い、実験結果の考察、報告書の作成 

法、プレゼンテーションの技法につい て十分に習得し、卒業研究等に活 
用できることを目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 4 階秋山教授室, 電子メール: akiyama@ee.ous.ac.jp,オフィスアワー 金 

曜日 7・8 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electrical & Electronic Engineering Laboratory II 
関連科目 電気電子⼯学基礎実験、電気電子⼯学実験 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気電子⼯学と情報通信の基礎的事項に関する実験を通して、測定機器の 

取扱い方、測定値の取扱い、実験結果の考察、報告書の作成法などを習得 
する。同時に発表会を通して研究発表の準備・方法についても練習す 
る。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 実験内容について、実験指導書を充分に読んでおくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FTD01810 
成績評価 予習と実験の実施方法（４０％）と実験報告書の内容（６０％）で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 電気電子システム学科(〜11) 
見出し FTD01810 電気電子⼯学実験Ⅲ 
担当教員名 クルモフ バレリー、笠 展幸 
単位数 1 
教科書 電気電子⼯学実験Ⅲ指導書／電気電子システム学科編（オリエンテーションにて

配布する。） 
アクティブラーニング  
キーワード 交流回路の電力測定、誘導機、同期機、高圧機、高圧試験 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気電子⼯学実験Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験内容について指導書等で充分に予習することが重要である。 

履修条件： 
１）電気エネルギーコースを選択していること。 
２）電気主任技術者資格に必要な科目（学生便覧参照）を修得（修得見込を含む）
していること。 

シラバスコード FTD01810 
実務経験のある教員  
達成目標 電動機の動作および高電圧設備に関する実験および試験方法を習得し、安全性・

⼯学倫理についての理解・認識向上を目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 4 階 クルモフ研究室 val@ee.ous.ac.jp 086−256-9542 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electrical & Electronic Engineering Laboratory III 
関連科目 電気回路、電気エネルギー変換機器、電気エネルギー伝送⼯学、電気電子⼯学実

験Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気主任技術者資格認定のために電気機器および高電圧設備の取り扱い方法を

習得する。 
対象学年 4 年 
授業内容  



準備学習 １）実験内容について、実験指導書を読んで充分に予習すること。 
２）下記関連科目の内容を復習すること。 

 



年度 2014 
授業コード FTD0181P 
成績評価 予習と実験の実施方法（４０％）と実験報告書の内容（６０％）で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0181P 電気電子⼯学実験Ⅲ 
担当教員名 クルモフ バレリー、笠 展幸 
単位数 1 
教科書 電気電子⼯学実験Ⅲ指導書／電気電子システム学科編（オリエンテーションにて

配布する。） 
アクティブラーニング  
キーワード 交流回路の電力測定、誘導機、同期機、高圧機、高圧試験 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気電子⼯学実験Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験内容について指導書等で充分に予習することが重要である。 

履修条件： 
１）電気エネルギーコースを選択していること。 
２）電気主任技術者資格に必要な科目（学生便覧参照）を修得（修得見込を含む）
していること。 

シラバスコード FTD0181P 
実務経験のある教員  
達成目標 電動機の動作および高電圧設備に関する実験および試験方法を習得し、安全性・

⼯学倫理についての理解・認識向上を目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 4 階 クルモフ研究室 val@ee.ous.ac.jp 086−256-9542 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electrical & Electronic Engineering Laboratory III 
関連科目 電気回路、電気エネルギー変換機器、電気エネルギー伝送⼯学、電気電子⼯学実

験Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気主任技術者資格認定のために電気機器および高電圧設備の取り扱い方法を

習得する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  



準備学習 １）実験内容について、実験指導書を読んで充分に予習すること。 
２）下記関連科目の内容を復習すること。 

 



年度 2014 
授業コード FTD01910 
成績評価 定期試験 50%、Web 課題 50%で評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜14) 
見出し FTD01910 コンピュータリテラシ 
担当教員名 太⽥ 寛志 
単位数 2 
教科書 学生のための情報リテラシー Office2010/Windows7 版／若山芳三郎／東京電機

大学出版局／978-4-501549404 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータ、インターネット、WWW、電子メール、情報倫理、ワープロ、表

計算、プレゼンテーション、LaTeX 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 （自由記述コメント） 

「コンピュータを使ってする講義はとてもやりやすかったです」 
「難しかったけれど楽しかった」 
「特に不満は感じませんでした」 
「Microsoft Office 系の扱い方、動画の製作が面白かった」 
「多くの有用なソフトなどを紹介していただけると嬉しいです」 
「HTML などを学べる機会はなかなかないのでいい勉強になった」 
「楽しい」 
（回答） 
これからも学生の関⼼を引く内容にしつつ、有用なソフトの紹介もしていきたい
と思います。 
（自由記述） 
「プログラミングは難しい」 
「操作方法の説明 

科目名 コンピュータリテラシ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 演習 
注意備考 本講義では 11 号館情報処理センター実習室のパソコンを使用する。在学中に使

用する電子メールアドレス、および、情報処理センター実習室パソコンのユーザ
アカウントを与える。キーボード入力が不慣れな者は、日頃からタイピング練習
を繰り返し行うこと。 

シラバスコード FTD01910 
実務経験のある教員  
達成目標 ① コンピュータの機能と基本構成を理解し、各構成装置について説明すること

ができる。 
② インターネットの構造と各種サービスの仕組みを理解し、インターネットを



利用した情報検索および情報発信を行うことができる。 
③ Microsoft Word で図表を含んだ文書を作成することができる。 
④ Microsoft Excel で絶対参照と相対参照を用いた数式を作成することができる。 
⑤ Microsoft Excel で数値データからグラフを作成し、さらに、見やすいグラフ
になるようにレイアウトを変更することができる。 

受講者へのコメント キーボードのタイピングがまだ不慣れな学生は、日々練習を重ねていってもらい
たい。 
講義では、Word、Excel、PowerPoint、LaTeX などのソフトウェアがもつ機能の
一部だけを解説したので、他の機能については各自で勉強をさらに進めてもらい
たい。 

連絡先 17 号館 3 階 太⽥研究室、電子メール：ohta@ee.ous.ac.jp、オフィスアワー：月
曜日 7〜10 時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価の目標達成度について、74%の学生が「できた」「だいたいできた」と答
え、13%の学生が「半分程度できた」と答えている。一方、「できなかった」と答
えた学生が 3%ほどいる。講義内容のレベルは現状を維持しつつ、演習の時間配
分などを調整して達成度を上げていきたい。 
講義の満足度は、満足 46%、ほぼ満足 30%、普通 19%、不満 3%であった。多数
の学生は満足が得られているが、さらに満足度を上げるために講義内容の充実を
より一層図っていきたい。 

英文科目名 Computer Literacy 
関連科目 コンピュータ⼯学Ⅰ、コンピュータ⼯学Ⅱ、コンピュータ実習、プログラミング

基礎、コンピュータネットワーク、数値計算、電気電子⼯学基礎実験、電気電子
⼯学実験Ⅰ、電気電子⼯学実験Ⅱ、電気電子⼯学実験Ⅲ 

次回に向けての改善変更予定 情報通信技術の基礎に加えて、最新の情報通信技術の解説も行っていく。 
講義目的 現在の情報化社会において最低限必要な情報活用能力と、技術者として必要なコ

ンピュータによる情報分析・情報発信の技能を身につけるために、コンピュータ
の基礎知識や、各種アプリケーションソフトの操作法および活用法を習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション  パソコン利用のための諸設定を解説する。 

2 回 インターネットと情報倫理  インターネットの仕組み、さまざまなサー
ビスの仕組み、情報倫理について解説する。 
3 回 パソコンの構成  コンピュータの歴史、ハードウェア、OS、アプリケー
ションソフトウェアについて解説する。 
4 回 Windows の操作  Windows の基本操作、文字入力法について解説する。 
5 回 ワープロソフト（1）  Microsoft Word の基本操作、文書作成法について
解説する。 
6 回 ワープロソフト（2） 

準備学習 1 回 教科書を見て、キーボードとマウスの使い方、Windows 7 の操作の仕方を
理解しておくこと。 
2 回 教科書 1 章と 7 章を参考にして、インターネットの仕組み、プライバシー



保護、コンピュータ犯罪、著作権保護について調べておくこと。 
3 回 教科書 2 章を参考にして、ハードウェアとソフトウェア、オペレーティン
グシステムとアプリケーションソフトについて調べておくこと。 
4 回 教科書 3 章を参考にして、ウィンドウの操作方法、日本語のローマ字入力
方法について理解しておくこと。 
5 回 教科書 4 章を参考にして、Micros 

 



年度 2014 
授業コード FTD02010 
成績評価 定期試験(40%)，WEB 課題(20%)，中間試験＋小テスト(40%)，により成績を評

価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜14) 
見出し FTD02010 コンピュータ実習 
担当教員名 道⻄ 博行、太⽥ 寛志 
単位数 2 
教科書 新版明解Ｃ言語入門編／柴⽥望／ソフトバンクパブリッシング 
アクティブラーニング  
キーワード プログラミング言語、コンパイル、データ処理、フローチャート 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 講義資料が欲しいというリクエストがありましたが、 

講義に用いている資料は、最新版ではありませんが、ほぼ同じ内容であり、学科
HP より学内からであれば自由にダウンロード可能ですので、これを利用してく
ださい。 

科目名 コンピュータ実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Ｃ言語演習／小林修二著／森北出版社 

Ｃ言語プログラミングレッスン／結城 浩／フトバンクパブリッシング 
授業形態 実験実習 
注意備考 本実習は、情報処理センター（１１号館５階）の実習室にて行う。 

コンピュータ⼯学Ⅰを同時に受講することが望ましい。随時小テストを実施する
ので、常に前回までの内容を復習しておくこと。 
※毎回、WEB を利用した課題提出を予定している。 

シラバスコード FTD02010 
実務経験のある教員  
達成目標 C 言語により配列を用いた初歩的なプログラム（データ処理のプログラム）が作

成できること。また、プログラムのフローチャートが作成できること。 
受講者へのコメント WEB 課題は成績評価だけでなく、理解度の把握も行っておりますので、できる

だけもれなく提出してください。期限をすぎても提出可能な場合がほとんどです
ので、欠席した場合も可能な限り提出してください。隔週で実施している小テス
トも理解度の把握を行うと同時に、その結果を講義時間内にフィードバックして
おります。 
これを利用することで、各自が自分の理解度を確認し、予習復習に役立ててもら
えば幸いです。 

連絡先 道⻄研究室 17 号館５階 mitinisi＠ee.ous.ac.jp,086-256-9728, オフィスアワー 
金曜日 5.6 時限 
太⽥研究室 17 号館３階 ohta＠ee.ous.ac.jp， 086-256-9762，オフィスアワー 
金曜日 5.6 時限 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 無欠席者が 67.1％と出席率が高く、昨年によりも向上しています。定期試験の平
均点 
もこれに比例していることから、理解度も向上していることが分かります。 
また、満足、ほぼ満足の回答が 80%越となっているのもこの影響と思われます。 

英文科目名 Computer Practice 
関連科目 コンピュータリテラシ，コンピュータ⼯学Ⅰ，コンピュータ⼯学Ⅱ，プログラミ

ング基礎，数値計算 
次回に向けての改善変更予定 演習の回に解説する問題数を増やして、理解度の向上を図りたい。 
講義目的 コンピュータシステムを自在に使いこなすために、プログラミング言語を習得す

ることは重要である。本実習では、プログラミング言語「Ｃ」を通じて、プログ
ラミングの方法、データの取り扱いについて学習するとともに、コンピュータに
おいて実行される処理の内容とその流れについての理解を深めることを目的と
する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  プログラミングの基礎 プログラミング言語について概説する。 

2 回  プログラミング言語Ｃの概要 プログラムのコンパイルと実行法について
概説する。 
3 回  変数と定数 変数の宣言 printf 関数について説明する。 
4 回  演算と型 ２項演算子 scanf 関数について説明する。 
5 回  条件分岐（１） if 文と条件式について説明する。 
6 回  条件分岐（２） if 文における複雑な条件式について説明する。 
7 回  条件分岐（３） switch 文について説明する。 
8 回 7 回目までの範囲の概説を行ったの 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 Ｃ言語の開発環境について理解しておくこと。 
3 回 コンパイルとデバック処理が理解できていること。 
4 回 変数とその宣言について復習しておくこと。 
5 回 printf 関数と scanf 関数について復習しておくこと。 
6 回 単純な条件における条件判定のルールを理解しておくこと。 
7 回 if 文の分岐のルールを理解しておくこと。 
8 回 課題提出システム等を利用して、第１回〜第７回までの範囲の復習をして
おくこと。 
9 回 条件演算子について復習しておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FTD02110 
成績評価 中間試験（２５％），定期試験（４５％），小テスト（１０％），レポート（２０％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜13) 
見出し FTD02110 電気回路Ⅰ(再) 
担当教員名 河村 実生 
単位数 2 
教科書 「電気回路Ａ」／佐治 學編著／（オーム社）／978-4-274132728 
アクティブラーニング  
キーワード オームの法則，直列接続，並列接続，抵抗，キャパシタ，インダクタ，キルヒホ

ッフの法則，複素数，正弦波，インピーダンス，アドミタンス，実効値，位相，
有効電力，電力整合 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気回路Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小澤孝夫：「電気回路を理解する」（昭晃堂）小澤孝夫：「電気回路Ⅰ（基礎・交流

編)」（昭晃堂） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD02110 
実務経験のある教員  
達成目標 オームの法則・キルヒホフの法則の理解と適用ができること．直流・交流回路に

おける抵抗，キャパシタ，インダクタ等の素子の働きが理解出来ること．正弦波
の複素数表示と電気回路の法則を理解すること．簡単な回路の回路方程式をた
て，それが解けること．正弦波定常解析ができること． 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electrical Circuits I 
関連科目 電気回路Ⅰ演習，電気回路Ⅱ，数学Ⅰ，数学Ⅱ，応用数学Ⅰ、アナログ回路Ⅰ，

アナログ回路Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気回路は，電気電子システム学科の基幹の授業科目であり，電子⼯学，情報・

通信⼯学，制御⼯学の基礎的な考え方は電気回路を学ぶことによって養われる．
電気回路Ⅰでは直流回路および交流回路の基本的概念とその数学的取り扱い方，
回路方程式のたて方と解き方など，電気回路の基礎的な事項を学ぶ． 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 電気回路の考え方と基礎的な事柄について解説する。 

2 回 電気回路の数式化について説明する。 
3 回 電気回路に必要な数学Ⅰ（三角関数，複素数）について説明する。 
4 回 電気回路に必要な数学Ⅱ（微分，積分）について説明する。 
5 回 電気回路に必要な数学Ⅲ（行列，行列式）について説明する。 
6 回 回路素子，電圧源，電流源について解説する。 
7 回 正弦波交流，電力とエネルギーについて解説する。 
8 回 フェーザ図，インピーダンス，アドミッタンスについて解説する。 
9 回 中間試験 
10 回 回路方程式のたて方と解 

準備学習 1 回 身近な電気機器について考えておくこと。 
2 回 高等学校で学んだ数学の復習しておくこと。 
3 回 高等学校で学んだ三角関数，複素数について復習しておくこと。 
4 回 高等学校で学んだ微分，積分について復習しておくこと。 
5 回 高等学校で学んだ行列，行列式について復習しておくこと。 
6 回 前回の講義内容を復習し，よく理解しておくこと。 
7 回 前回の講義内容を復習し，よく理解しておくこと。 
8 回 前回の講義内容を復習し，よく理解しておくこと。 
9 回 第１回〜第８回の講義内容を整理しよく理解しておくこと。 
10 

 



年度 2014 
授業コード FTD0211P 
成績評価 中間試験（２５％），定期試験（４５％），小テスト（１０％），レポート（２０％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0211P 電気回路Ⅰ(再) 
担当教員名 河村 実生 
単位数 2 
教科書 「電気回路Ａ」／佐治 學編著／（オーム社）／978-4-274132728 
アクティブラーニング  
キーワード オームの法則，直列接続，並列接続，抵抗，キャパシタ，インダクタ，キルヒホ

ッフの法則，複素数，正弦波，インピーダンス，アドミタンス，実効値，位相，
有効電力，電力整合 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気回路Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小澤孝夫：「電気回路を理解する」（昭晃堂）小澤孝夫：「電気回路Ⅰ（基礎・交流

編)」（昭晃堂） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD0211P 
実務経験のある教員  
達成目標 オームの法則・キルヒホフの法則の理解と適用ができること．直流・交流回路に

おける抵抗，キャパシタ，インダクタ等の素子の働きが理解出来ること．正弦波
の複素数表示と電気回路の法則を理解すること．簡単な回路の回路方程式をた
て，それが解けること．正弦波定常解析ができること． 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electrical Circuits I 
関連科目 電気回路Ⅰ演習，電気回路Ⅱ，数学Ⅰ，数学Ⅱ，応用数学Ⅰ、アナログ回路Ⅰ，

アナログ回路Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気回路は，電気電子システム学科の基幹の授業科目であり，電子⼯学，情報・

通信⼯学，制御⼯学の基礎的な考え方は電気回路を学ぶことによって養われる．
電気回路Ⅰでは直流回路および交流回路の基本的概念とその数学的取り扱い方，
回路方程式のたて方と解き方など，電気回路の基礎的な事項を学ぶ． 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 電気回路の考え方と基礎的な事柄について解説する。 

2 回 電気回路の数式化について説明する。 
3 回 電気回路に必要な数学Ⅰ（三角関数，複素数）について説明する。 
4 回 電気回路に必要な数学Ⅱ（微分，積分）について説明する。 
5 回 電気回路に必要な数学Ⅲ（行列，行列式）について説明する。 
6 回 回路素子，電圧源，電流源について解説する。 
7 回 正弦波交流，電力とエネルギーについて解説する。 
8 回 フェーザ図，インピーダンス，アドミッタンスについて解説する。 
9 回 中間試験 
10 回 回路方程式のたて方と解 

準備学習 1 回 身近な電気機器について考えておくこと。 
2 回 高等学校で学んだ数学の復習しておくこと。 
3 回 高等学校で学んだ三角関数，複素数について復習しておくこと。 
4 回 高等学校で学んだ微分，積分について復習しておくこと。 
5 回 高等学校で学んだ行列，行列式について復習しておくこと。 
6 回 前回の講義内容を復習し，よく理解しておくこと。 
7 回 前回の講義内容を復習し，よく理解しておくこと。 
8 回 前回の講義内容を復習し，よく理解しておくこと。 
9 回 第１回〜第８回の講義内容を整理しよく理解しておくこと。 
10 

 



年度 2014 
授業コード FTD02120 
成績評価 中間試験（２５％），定期試験（４５％），小テスト（１０％），レポート（２０％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜14) 
見出し FTD02120 電気回路Ⅰ 
担当教員名 萬本 義徳 
単位数 2 
教科書 「電気回路Ａ」／佐治 學編著／オーム社／978-4-274132728 
アクティブラーニング  
キーワード オームの法則，直列接続，並列接続，抵抗，キャパシタ，インダクタ，キルヒホ

ッフの法則，複素数，正弦波，インピーダンス，アドミタンス，実効値，位相，
有効電力，電力整合 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気回路Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小澤孝夫：「電気回路を理解する」（昭晃堂）小澤孝夫：「電気回路Ⅰ（基礎・交流

編)」（昭晃堂 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD02120 
実務経験のある教員  
達成目標 オームの法則・キルヒホフの法則の理解と適用ができること．直流・交流回路に

おける抵抗，キャパシタ，インダクタ等の素子の働きが理解出来ること．正弦波
の複素数表示と電気回路の法則を理解すること．簡単な回路の回路方程式をた
て，それが解けること．正弦波定常解析ができること． 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electrical Circuits I 
関連科目 電気回路Ⅰ演習，電気回路Ⅱ，数学Ⅰ，数学Ⅱ，応用数学Ⅰ、アナログ回路Ⅰ，

アナログ回路Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気回路は，電気電子システム学科の基幹の授業科目であり，電子⼯学，情報・

通信⼯学，制御⼯学の基礎的な考え方は電気回路を学ぶことによって養われる．
電気回路Ⅰでは直流回路および交流回路の基本的概念とその数学的取り扱い方，
回路方程式のたて方と解き方など，電気回路の基礎的な事項を学ぶ． 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 身近な電気機器について考えておくこと。  

２回 高等学校で学んだ数学の復習しておくこと。  
３回 高等学校で学んだ三角関数，複素数について復習しておくこと。  
４回 高等学校で学んだ微分，積分について復習しておくこと。  
５回 高等学校で学んだ行列，行列式について復習しておくこと。  
６回 前回の講義内容を復習し，よく理解しておくこと。  
７回 前回の講義内容を復習し，よく理解しておくこと。  
８回 前回の講義内容を復習し，よく理解しておくこと。  
９回 第１回〜第８回の講義内容を整理しよく理解して 

 



年度 2014 
授業コード FTD0212P 
成績評価 中間試験（２５％），定期試験（４５％），小テスト（１０％），レポート（２０％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0212P 電気回路Ⅰ 
担当教員名 萬本 義徳 
単位数 2 
教科書 「電気回路Ａ」／佐治 學編著／オーム社／978-4-274132728 
アクティブラーニング  
キーワード オームの法則，直列接続，並列接続，抵抗，キャパシタ，インダクタ，キルヒホ

ッフの法則，複素数，正弦波，インピーダンス，アドミタンス，実効値，位相，
有効電力，電力整合 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気回路Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小澤孝夫：「電気回路を理解する」（昭晃堂）小澤孝夫：「電気回路Ⅰ（基礎・交流

編)」（昭晃堂 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD0212P 
実務経験のある教員  
達成目標 オームの法則・キルヒホフの法則の理解と適用ができること．直流・交流回路に

おける抵抗，キャパシタ，インダクタ等の素子の働きが理解出来ること．正弦波
の複素数表示と電気回路の法則を理解すること．簡単な回路の回路方程式をた
て，それが解けること．正弦波定常解析ができること． 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electrical Circuits I 
関連科目 電気回路Ⅰ演習，電気回路Ⅱ，数学Ⅰ，数学Ⅱ，応用数学Ⅰ、アナログ回路Ⅰ，

アナログ回路Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気回路は，電気電子システム学科の基幹の授業科目であり，電子⼯学，情報・

通信⼯学，制御⼯学の基礎的な考え方は電気回路を学ぶことによって養われる．
電気回路Ⅰでは直流回路および交流回路の基本的概念とその数学的取り扱い方，
回路方程式のたて方と解き方など，電気回路の基礎的な事項を学ぶ． 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 身近な電気機器について考えておくこと。  

２回 高等学校で学んだ数学の復習しておくこと。  
３回 高等学校で学んだ三角関数，複素数について復習しておくこと。  
４回 高等学校で学んだ微分，積分について復習しておくこと。  
５回 高等学校で学んだ行列，行列式について復習しておくこと。  
６回 前回の講義内容を復習し，よく理解しておくこと。  
７回 前回の講義内容を復習し，よく理解しておくこと。  
８回 前回の講義内容を復習し，よく理解しておくこと。  
９回 第１回〜第８回の講義内容を整理しよく理解して 

 



年度 2014 
授業コード FTD02210 
成績評価 中間試験（２５％），定期試験（４５％），小テスト（１０％），レポート（２０％） 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜14) 
見出し FTD02210 電気回路Ⅰ演習 
担当教員名 萬本 義徳 
単位数 2 
教科書 「電気回路Ａ」／佐治 學編著／オーム社／978-4-274132728 
アクティブラーニング  
キーワード オームの法則，直列接続，並列接続，抵抗，キャパシタ，インダクタ，キルヒホ

フの法則，複素数，正弦波，インピーダンス，アドミタンス，実効値，位相，有
効電力，電力整合 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気回路Ⅰ演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小澤孝夫著：「電気回路を理解する」（昭晃堂）小澤孝夫著：「電気回路Ⅰ（基礎・

交流編）」（昭晃堂） 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FTD02210 
実務経験のある教員  
達成目標 オームの法則・キルヒホフの法則の理解と適用ができること． 

直流・交流回路における抵抗、キャパシタ、インダクタ等の素子の働きが理解出
来ること． 
正弦波の複素数表示と電気回路の法則を理解し応用が出来ること． 
簡単な回路の回路方程式をたて、それが解けること．正弦波定常解析ができるこ
と 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercises in Electrical Circuits I 
関連科目 電気回路Ⅰ，電気回路Ⅱ，数学Ⅰ，数学Ⅱ，応用数学Ⅰ，アナログ回路Ⅰ，アナ

ログ回路Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気回路では，その内容に充分習熟し，具体的な回路の設計・解析に応用できる

能力の醸成が肝要である．そのため電気回路Ⅰ演習では，電気回路Ⅰで学んだ事



項について多くの問題を解くことにより応用力を身に付けることを目的とする． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 身近な電気機器について考えておくこと。  

２回 高等学校で学んだ数学の復習しておくこと。  
３回 高等学校で学んだ三角関数，複素数について復習しておくこと。  
４回 高等学校で学んだ微分，積分について復習しておくこと。  
５回 高等学校で学んだ行列，行列式について復習しておくこと。  
６回 前回の演習の内容を復習し，よく理解しておくこと。  
７回 前回の演習の内容を復習し，よく理解しておくこと。  
８回 前回の演習の内容を復習し，よく理解しておくこと。  
９回 第１回〜第８回の演習の内容を整理しよく 

 



年度 2014 
授業コード FTD0221P 
成績評価 中間試験（２５％），定期試験（４５％），小テスト（１０％），レポート（２０％） 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0221P 電気回路Ⅰ演習 
担当教員名 萬本 義徳 
単位数 2 
教科書 「電気回路Ａ」／佐治 學編著／オーム社／978-4-274132728 
アクティブラーニング  
キーワード オームの法則，直列接続，並列接続，抵抗，キャパシタ，インダクタ，キルヒホ

フの法則，複素数，正弦波，インピーダンス，アドミタンス，実効値，位相，有
効電力，電力整合 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気回路Ⅰ演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小澤孝夫著：「電気回路を理解する」（昭晃堂）小澤孝夫著：「電気回路Ⅰ（基礎・

交流編）」（昭晃堂） 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FTD0221P 
実務経験のある教員  
達成目標 オームの法則・キルヒホフの法則の理解と適用ができること． 

直流・交流回路における抵抗、キャパシタ、インダクタ等の素子の働きが理解出
来ること． 
正弦波の複素数表示と電気回路の法則を理解し応用が出来ること． 
簡単な回路の回路方程式をたて、それが解けること．正弦波定常解析ができるこ
と 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercises in Electrical Circuits I 
関連科目 電気回路Ⅰ，電気回路Ⅱ，数学Ⅰ，数学Ⅱ，応用数学Ⅰ，アナログ回路Ⅰ，アナ

ログ回路Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気回路では，その内容に充分習熟し，具体的な回路の設計・解析に応用できる

能力の醸成が肝要である．そのため電気回路Ⅰ演習では，電気回路Ⅰで学んだ事



項について多くの問題を解くことにより応用力を身に付けることを目的とする． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 身近な電気機器について考えておくこと。  

２回 高等学校で学んだ数学の復習しておくこと。  
３回 高等学校で学んだ三角関数，複素数について復習しておくこと。  
４回 高等学校で学んだ微分，積分について復習しておくこと。  
５回 高等学校で学んだ行列，行列式について復習しておくこと。  
６回 前回の演習の内容を復習し，よく理解しておくこと。  
７回 前回の演習の内容を復習し，よく理解しておくこと。  
８回 前回の演習の内容を復習し，よく理解しておくこと。  
９回 第１回〜第８回の演習の内容を整理しよく 

 



年度 2014 
授業コード FTD02220 
成績評価 中間試験（２５％），定期試験（４５％），小テスト（１０％），レポート（２０％） 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜13) 
見出し FTD02220 電気回路Ⅰ演習(再) 
担当教員名 河村 実生 
単位数 2 
教科書 佐治 學編著／「電気回路Ａ」／オーム社／978-4-274132728 
アクティブラーニング  
キーワード オームの法則，直列接続，並列接続，抵抗，キャパシタ，インダクタ，キルヒホ

フの法則，複素数，正弦波，インピーダンス，アドミタンス，実効値，位相，有
効電力，電力整合 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気回路Ⅰ演習(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小澤孝夫著：「電気回路を理解する」（昭晃堂）小澤孝夫著：「電気回路Ⅰ（基礎・

交流編)」（昭晃堂） 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FTD02220 
実務経験のある教員  
達成目標 オームの法則・キルヒホフの法則の理解と適用ができること． 

直流・交流回路における抵抗、キャパシタ、インダクタ等の素子の働きが理解出
来ること． 
正弦波の複素数表示と電気回路の法則を理解し応用が出来ること． 
簡単な回路の回路方程式をたて、それが解けること．正弦波定常解析ができるこ
と． 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercises in Electrical Circuits I 
関連科目 電気回路Ⅰ，電気回路Ⅱ，数学Ⅰ，数学Ⅱ，応用数学Ⅰ，アナログ回路Ⅰ，アナ

ログ回路Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気回路では，その内容に充分習熟し，具体的な回路の設計・解析に応用できる

能力の醸成が肝要である．そのため電気回路Ⅰ演習では，電気回路Ⅰで学んだ事



項について多くの問題を解くことにより応用力を身に付けることを目的とする． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 電気回路の考え方と基礎的な事柄について解説する。 

2 回 電気回路の数式化について説明する。 
3 回 電気回路に必要な数学Ⅰ（三角関数，複素数）についての演習をする。 
4 回 電気回路に必要な数学Ⅱ（微分，積分）についての演習をする。 
5 回 電気回路に必要な数学Ⅲ（行列，行列式）についての演習をする。 
6 回 回路素子，電圧源，電流源に関する問題の演習をする。 
7 回 正弦波交流，電力とエネルギーに関する問題の演習をする。 
8 回 フェーザ図，インピーダンス，アドミッタンスに関する問題の演習をする。 
9 回 中間 

準備学習 1 回 身近な電気機器について考えておくこと。 
2 回 高等学校で学んだ数学の復習しておくこと。 
3 回 高等学校で学んだ三角関数，複素数について復習しておくこと。 
4 回 高等学校で学んだ微分，積分について復習しておくこと。 
5 回 高等学校で学んだ行列，行列式について復習しておくこと。 
6 回 前回の演習の内容を復習し，よく理解しておくこと。 
7 回 前回の演習の内容を復習し，よく理解しておくこと。 
8 回 前回の演習の内容を復習し，よく理解しておくこと。 
9 回 第１回〜第８回の演習の内容を整理しよく理解しておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FTD0222P 
成績評価 中間試験（２５％），定期試験（４５％），小テスト（１０％），レポート（２０％） 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0222P 電気回路Ⅰ演習(再) 
担当教員名 河村 実生 
単位数 2 
教科書 佐治 學編著／「電気回路Ａ」／オーム社／978-4-274132728 
アクティブラーニング  
キーワード オームの法則，直列接続，並列接続，抵抗，キャパシタ，インダクタ，キルヒホ

フの法則，複素数，正弦波，インピーダンス，アドミタンス，実効値，位相，有
効電力，電力整合 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気回路Ⅰ演習(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小澤孝夫著：「電気回路を理解する」（昭晃堂）小澤孝夫著：「電気回路Ⅰ（基礎・

交流編)」（昭晃堂） 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FTD0222P 
実務経験のある教員  
達成目標 オームの法則・キルヒホフの法則の理解と適用ができること． 

直流・交流回路における抵抗、キャパシタ、インダクタ等の素子の働きが理解出
来ること． 
正弦波の複素数表示と電気回路の法則を理解し応用が出来ること． 
簡単な回路の回路方程式をたて、それが解けること．正弦波定常解析ができるこ
と． 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercises in Electrical Circuits I 
関連科目 電気回路Ⅰ，電気回路Ⅱ，数学Ⅰ，数学Ⅱ，応用数学Ⅰ，アナログ回路Ⅰ，アナ

ログ回路Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気回路では，その内容に充分習熟し，具体的な回路の設計・解析に応用できる

能力の醸成が肝要である．そのため電気回路Ⅰ演習では，電気回路Ⅰで学んだ事



項について多くの問題を解くことにより応用力を身に付けることを目的とする． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 電気回路の考え方と基礎的な事柄について解説する。 

2 回 電気回路の数式化について説明する。 
3 回 電気回路に必要な数学Ⅰ（三角関数，複素数）についての演習をする。 
4 回 電気回路に必要な数学Ⅱ（微分，積分）についての演習をする。 
5 回 電気回路に必要な数学Ⅲ（行列，行列式）についての演習をする。 
6 回 回路素子，電圧源，電流源に関する問題の演習をする。 
7 回 正弦波交流，電力とエネルギーに関する問題の演習をする。 
8 回 フェーザ図，インピーダンス，アドミッタンスに関する問題の演習をする。 
9 回 中間 

準備学習 1 回 身近な電気機器について考えておくこと。 
2 回 高等学校で学んだ数学の復習しておくこと。 
3 回 高等学校で学んだ三角関数，複素数について復習しておくこと。 
4 回 高等学校で学んだ微分，積分について復習しておくこと。 
5 回 高等学校で学んだ行列，行列式について復習しておくこと。 
6 回 前回の演習の内容を復習し，よく理解しておくこと。 
7 回 前回の演習の内容を復習し，よく理解しておくこと。 
8 回 前回の演習の内容を復習し，よく理解しておくこと。 
9 回 第１回〜第８回の演習の内容を整理しよく理解しておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FTD02320 
成績評価 定期試験 100% 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜13) 
見出し FTD02320 電気回路Ⅱ(再) 
担当教員名 松永 誠＊ 
単位数 2 
教科書 電気回路 A／佐治學（オーム社） 
アクティブラーニング  
キーワード 周波数特性 共振回路 変成器 複素電力 有効電力 ひずみ波 三相交流 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「書く量が多い」との指摘が有る。採用している教科書は内容が豊富であるか、

記述が簡潔なため、内容のフォローや物理的な説明のため板書が増えている。 
科目名 電気回路Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 電気回路を理解する／小澤孝夫（昭晃堂） 
授業形態 講義 
注意備考 必ず復習をすること．遅刻をせず，授業冒頭の前回の要約と当日の授業との連携

を聴講すること． 
シラバスコード FTD02320 
実務経験のある教員  
達成目標 ・回路の周波数特性の持つ意味を理解すること． 

・共振回路の特性を理解し、簡単な共振回路を解析できること． 
・相互誘導回路の動作を理解し、変成器の電圧、電流特性を計算できること． 
・正弦波交流回路の電力計算ができること． 
・ひずみ波交流の取扱いを理解すること． 
・三相交流回路の基礎を理解すること． 

受講者へのコメント 総合評価で「目標を達成できた、だいたいできた」は 80%になるが、現状に満足
せず、教科書だけでなくシラバスに掲げた図書などを参考にしてさらに理解を深
めて頂きたい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「授業時間外に全く学習しなかった」回答が 30%ある。電気回路は電気電子⼯学
の基本であり、自主的な学習をすることで興味も湧き、理解が深ま。今後の学習
の助けにもなるので是非、学習する習慣をつけてほしい。 

英文科目名 Electrical Circuits II 
関連科目 電気回路Ⅰ、電気回路Ⅰ演習 
次回に向けての改善変更予定 板書しながら話をすると聞き取りにくいようである。時間の制約もあるが、でき



るだけ板書の後に説明するようにしたい。 
講義目的 電気回路は電子⼯学、電力⼯学、制御⼯学、通信⼯学などを学ぶための基礎とな

る重要な科目の一つである．電気回路Ⅱでは電気回路Ⅰで学んだ回路の解き方、
諸定理を活用して基礎的な回路の特性、機能を学ぶとともに、交流回路の電力、
ひずみ波交流、三相交流回路などの基礎的な事項を学び、電気回路の理解、解析
のための基礎学力の修得を目的とする. 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 電気回路Ⅰのまとめ、二端子対回路、回路の周波数特性としての低域通過特

性．高域通過特性．帯域通過特性．帯域阻止特性を学習する． 
2 回 直列共振回路について、コイル・コンデンサの Q と帯域幅の関係を学習す
る． 
3 回 並列共振回路について、コイル・コンデンサの Q と帯域幅の関係を学習す
る． 
4 回 直列に接続されたインダクタの合成インダクタンスなど相互誘導回路につ
いて学習する． 
5 回 相互インダクタンスを用いた変成器の回路方程式と等価回路について学習
する． 
6 回 理想変成器、単巻変成器の動作と回路的取り扱いにつ 

準備学習 1 回 教科書「電気回路 A」の 6 章，7 章に重点をおいて電気回路Ⅰを復習してお
くこと． 
2 回 電圧，電流，インピーダンスのフェーザ表示について復習しておくこと． 
3 回 第１〜２回の復習ならびに電圧，電流，インピーダンスのフェーザ表示につ
いて復習しておくこと． 
4 回 ファラデーの電磁誘導について調べておくこと． 
5 回 第 4 回の復習を十分しておくこと． 
6 回 第 4〜5 回の復習、さらに電圧，電流，インピーダンスのフェーザ表示につ
いて知識を確実にしておくこと． 
7 回 教科書「電気回路 A」3 章の正弦波交流の電力とエネル 

 



年度 2014 
授業コード FTD0232P 
成績評価 定期試験 100% 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0232P 電気回路Ⅱ(再) 
担当教員名 松永 誠＊ 
単位数 2 
教科書 電気回路 A／佐治學（オーム社） 
アクティブラーニング  
キーワード 周波数特性 共振回路 変成器 複素電力 有効電力 ひずみ波 三相交流 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気回路Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 電気回路を理解する／小澤孝夫（昭晃堂） 
授業形態 講義 
注意備考 必ず復習をすること．遅刻をせず，授業冒頭の前回の要約と当日の授業との連携

を聴講すること． 
シラバスコード FTD0232P 
実務経験のある教員  
達成目標 ・回路の周波数特性の持つ意味を理解すること． 

・共振回路の特性を理解し、簡単な共振回路を解析できること． 
・相互誘導回路の動作を理解し、変成器の電圧、電流特性を計算できること． 
・正弦波交流回路の電力計算ができること． 
・ひずみ波交流の取扱いを理解すること． 
・三相交流回路の基礎を理解すること． 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electrical Circuits II 
関連科目 電気回路Ⅰ、電気回路Ⅰ演習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気回路は電子⼯学、電力⼯学、制御⼯学、通信⼯学などを学ぶための基礎とな

る重要な科目の一つである．電気回路Ⅱでは電気回路Ⅰで学んだ回路の解き方、
諸定理を活用して基礎的な回路の特性、機能を学ぶとともに、交流回路の電力、
ひずみ波交流、三相交流回路などの基礎的な事項を学び、電気回路の理解、解析
のための基礎学力の修得を目的とする. 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 電気回路Ⅰのまとめ、二端子対回路、回路の周波数特性としての低域通過特

性．高域通過特性．帯域通過特性．帯域阻止特性を学習する． 
2 回 直列共振回路について、コイル・コンデンサの Q と帯域幅の関係を学習す
る． 
3 回 並列共振回路について、コイル・コンデンサの Q と帯域幅の関係を学習す
る． 
4 回 直列に接続されたインダクタの合成インダクタンスなど相互誘導回路につ
いて学習する． 
5 回 相互インダクタンスを用いた変成器の回路方程式と等価回路について学習
する． 
6 回 理想変成器、単巻変成器の動作と回路的取り扱いにつ 

準備学習 1 回 教科書「電気回路 A」の 6 章，7 章に重点をおいて電気回路Ⅰを復習してお
くこと． 
2 回 電圧，電流，インピーダンスのフェーザ表示について復習しておくこと． 
3 回 第１〜２回の復習ならびに電圧，電流，インピーダンスのフェーザ表示につ
いて復習しておくこと． 
4 回 ファラデーの電磁誘導について調べておくこと． 
5 回 第 4 回の復習を十分しておくこと． 
6 回 第 4〜5 回の復習、さらに電圧，電流，インピーダンスのフェーザ表示につ
いて知識を確実にしておくこと． 
7 回 教科書「電気回路 A」3 章の正弦波交流の電力とエネル 

 



年度 2014 
授業コード FTD02410 
成績評価 期末試験成績を評点とします。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜13) 
見出し FTD02410 アナログ回路 
担当教員名 松永 誠＊ 
単位数 2 
教科書 速解 電子回路／宮⽥武雄 著／コロナ社／978-4-339005912 
アクティブラーニング  
キーワード 回路解析の原理・基礎定理、ベクトル記号法、ダイオード、トランジスタ、ＭＯ

ＳＦＥＴ、等価回路、増幅回路、周波数特性、フィードバック、共振発振回路。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 図、グラフの小ささ、字の丁寧さ不足が指摘されている。改善したい。 
科目名 アナログ回路 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 電子回路を学ぶには電気回路を理解することが重要です。 
シラバスコード FTD02410 
実務経験のある教員  
達成目標 教科書の例題や問題が解けること。 
受講者へのコメント アナログ回路(電子回路)は電気回路の理論だけでなく、キャパシタ、抵抗、トラ

ンジスタなどの部品の物性的な理解が有って始めて理解できる。技術者としては
永く付き合う学科なので習得に努力してほしい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 単なる式の導出、説明では無く、物理的な意味との対比に重点を置いた。このこ
とが「この分野への理解が深まった」77%に繋がったと思う。今後も、この点に
重点を置いて講義を⼯夫していく。 

英文科目名 Analog Circuits 
関連科目 電気電子回路設計 
次回に向けての改善変更予定 板書に⼯夫し、判りやすくしたい。 
講義目的 「アナログ回路」は電気電子⼯学の基礎をなす重要な科目で、 

回路理論と多様な回路構成要素の知識が必要なエレクトロニクス 
の重要な汎用技術になっています。 
デジタル回路においても、高速伝送にはアナログ回路の技術が一層重要になって
います。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション、電子回路と信号、電子回路の構成、オームの法則につ
いて学習する。 
2 回 キルヒホッフの法則と電圧源、電流源、テブナンの定理について学習する。 
3 回 アナログ信号の基本形(正弦波、周波数、位相)について学習する。 
4 回 素子の電圧と電流の関係であるインピーダンスについて学習する。 
5 回 ベクトル記号法、回路解析法について学習する。 
6 回 引き続き、回路解析法とダイオードの動作、特性について学習する。 
7 回 ダイオードを用いた整流回路、特殊ダイオードについて学習する。 
8 回 トランジス 

準備学習 1 回 アナログ回路とデジタル回路の違いについて、教科書を予習のこと。 
2 回 回路解析に便利な原理と定理について予習のこと。 
3 回  アナログ回路と回路素子を予習のこと。 
4 回 インピーダンス、キャパシタンス、インダクタンスを予習のこと。 
5 回 ベクトルと複素数を予習のこと。 
6 回  ベクトル記号法を復習のこと。 
7 回 ダイオード特性を復習のこと。 
8 回 トランジスタの動作・特性を予習のこと。 
9 回 トランジスタの特性を復習のこと。 
10 回 基本回路と増幅作用を復習のこと。 
11 回 トランジスタの等価回路に 

 



年度 2014 
授業コード FTD0241P 
成績評価 期末試験成績を評点とします。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0241P アナログ回路 
担当教員名 松永 誠＊ 
単位数 2 
教科書 速解 電子回路／宮⽥武雄 著／コロナ社／978-4-339005912 
アクティブラーニング  
キーワード 回路解析の原理・基礎定理、ベクトル記号法、ダイオード、トランジスタ、ＭＯ

ＳＦＥＴ、等価回路、増幅回路、周波数特性、フィードバック、共振発振回路。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 アナログ回路 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 電子回路を学ぶには電気回路を理解することが重要です。 
シラバスコード FTD0241P 
実務経験のある教員  
達成目標 教科書の例題や問題が解けること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Analog Circuits 
関連科目 電気電子回路設計 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「アナログ回路」は電気電子⼯学の基礎をなす重要な科目で、 

回路理論と多様な回路構成要素の知識が必要なエレクトロニクス 
の重要な汎用技術になっています。 
デジタル回路においても、高速伝送にはアナログ回路の技術が一層重要になって
います。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、電子回路と信号、電子回路の構成、オームの法則につ

いて学習する。 
2 回 キルヒホッフの法則と電圧源、電流源、テブナンの定理について学習する。 
3 回 アナログ信号の基本形(正弦波、周波数、位相)について学習する。 



4 回 素子の電圧と電流の関係であるインピーダンスについて学習する。 
5 回 ベクトル記号法、回路解析法について学習する。 
6 回 引き続き、回路解析法とダイオードの動作、特性について学習する。 
7 回 ダイオードを用いた整流回路、特殊ダイオードについて学習する。 
8 回 トランジス 

準備学習 1 回 アナログ回路とデジタル回路の違いについて、教科書を予習のこと。 
2 回 回路解析に便利な原理と定理について予習のこと。 
3 回  アナログ回路と回路素子を予習のこと。 
4 回 インピーダンス、キャパシタンス、インダクタンスを予習のこと。 
5 回 ベクトルと複素数を予習のこと。 
6 回  ベクトル記号法を復習のこと。 
7 回 ダイオード特性を復習のこと。 
8 回 トランジスタの動作・特性を予習のこと。 
9 回 トランジスタの特性を復習のこと。 
10 回 基本回路と増幅作用を復習のこと。 
11 回 トランジスタの等価回路に 

 



年度 2014 
授業コード FTD02510 
成績評価 定期試験(50％)，中間試験(30％)，演習(20％) 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜13) 
見出し FTD02510 電気電子回路設計 
担当教員名 笠 展幸 
単位数 2 
教科書 原⽥耕介，二宮保，顧文建共著・「スイッチングコンバータの基礎」・コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード オペアンプ、演算回路、定電流回路、ノイズ対策、静電、電磁誘導、製図（CAD） 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 丁寧な講義であったとこのこと、内容が伝わったと安⼼しました。 
科目名 電気電子回路設計 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD02510 
実務経験のある教員  
達成目標 シミュレータの動作を理解し、電源回路の設計できるようにする。 
受講者へのコメント 内容が半導体物性から電気回路まで幅広いので、テストが少し難しく感じたので

はないかと思います。 
連絡先 笠研究室（17 号館 5 階）電子メール kasa@ee.ous.ac.jp，電話 086-256-9521，オ

フィスアワー 水曜日 5,6 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 初めて担当する科目であったので、総合評価の意欲や満足度が高くて驚きまし
た。 

英文科目名 Design of Electrical and Electronic Circuits 
関連科目 電気回路 I、電気回路 I 演習、電気回路 II、アナログ回路 
次回に向けての改善変更予定 少し講義のペースが速いところを予習をあらかじめにしてもらうことで改善し

たいと思います。 
講義目的 電気電子回路設計では、回路シミュレータ SPICE を用いて電気電子回路を設計

する手法を解説する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  半導体素子の基礎 
3 回  トランジスタの動作原理 
4 回  直流・交流回路のシミュレーション 



5 回  トランジスタ回路（１） 
6 回  トランジスタ回路（２） 
7 回  トランジスタ回路のシミュレーション 
8 回  中間試験 
9 回  コンバータの回路方式（１） 
10 回  コンバータの回路方式（２） 
11 回  コンバータの回路シミュレーション（１） 
12 回  コンバータの回路シミュレーション（２） 
13 回  コンバータ回路の制御（１） 
14 回  コンバータ回路の制御（２） 
15 回 

準備学習 1 回  回路シミュレータについて調べる 
2 回  半導体の PN 接合について復習する 
3 回  ダイオードとトランジスタについて復習する 
4 回  直流・交流回路について復習する 
5 回  トランジスタ回路について復習する 
6 回  トランジスタ回路ついて復習する 
7 回  トランジスタ回路について復習する 
8 回  第７回目までの内容について理解する 
9 回  回路シミュレーションについて復習する 
10 回  コンバータの回路方式について復習する 
11 回  コンバータ回路について復習する 
12 回  コンバータ回路について復 

 



年度 2014 
授業コード FTD0251P 
成績評価 定期試験(50％)，中間試験(30％)，演習(20％) 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0251P 電気電子回路設計 
担当教員名 笠 展幸 
単位数 2 
教科書 原⽥耕介，二宮保，顧文建共著・「スイッチングコンバータの基礎」・コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード オペアンプ、演算回路、定電流回路、ノイズ対策、静電、電磁誘導、製図（CAD） 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気電子回路設計 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD0251P 
実務経験のある教員  
達成目標 シミュレータの動作を理解し、電源回路の設計できるようにする。 
受講者へのコメント  
連絡先 笠研究室（17 号館 5 階）電子メール kasa@ee.ous.ac.jp，電話 086-256-9521，オ

フィスアワー 水曜日 5,6 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Design of Electrical and Electronic Circuits 
関連科目 電気回路 I、電気回路 I 演習、電気回路 II、アナログ回路 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気電子回路設計では、回路シミュレータ SPICE を用いて電気電子回路を設計

する手法を解説する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  半導体素子の基礎 
3 回  トランジスタの動作原理 
4 回  直流・交流回路のシミュレーション 
5 回  トランジスタ回路（１） 
6 回  トランジスタ回路（２） 
7 回  トランジスタ回路のシミュレーション 



8 回  中間試験 
9 回  コンバータの回路方式（１） 
10 回  コンバータの回路方式（２） 
11 回  コンバータの回路シミュレーション（１） 
12 回  コンバータの回路シミュレーション（２） 
13 回  コンバータ回路の制御（１） 
14 回  コンバータ回路の制御（２） 
15 回 

準備学習 1 回  回路シミュレータについて調べる 
2 回  半導体の PN 接合について復習する 
3 回  ダイオードとトランジスタについて復習する 
4 回  直流・交流回路について復習する 
5 回  トランジスタ回路について復習する 
6 回  トランジスタ回路ついて復習する 
7 回  トランジスタ回路について復習する 
8 回  第７回目までの内容について理解する 
9 回  回路シミュレーションについて復習する 
10 回  コンバータの回路方式について復習する 
11 回  コンバータ回路について復習する 
12 回  コンバータ回路について復 

 



年度 2014 
授業コード FTD02610 
成績評価 定期試験（80％）、レポート（20％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜13) 
見出し FTD02610 通信⼯学 
担当教員名 信吉 輝己 
単位数 2 
教科書 通信⼯学概論／山下 不二雄・中神 隆清／森北出版 
アクティブラーニング  
キーワード 情報源，音声と画像，データ，情報量，振幅変調，角度変調，パルス符号変調，

信号の多重化，信号の帯域圧縮 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 通信⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし． 
授業形態 講義 
注意備考 ※課題提出システム i-SYS を用いて Web で課題提出を受け付ける。レポート相

談は、担当教員のオフィスアワーに行う。 
シラバスコード FTD02610 
実務経験のある教員  
達成目標 情報源から発せられる多種多様な情報がどのような方式によって受信端に伝達

されているかを理解すること 
受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 4 階 信吉研究室 086-256-9560 nobuyosi@ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Communication Engineering 
関連科目 応用数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 通信⼯学の基礎に重点を置いて講義すると同時に、最近発展しつつある技術分野

に対しても可能な限りわかりやすく講義する。適宜，無線電話装置及び多重無線
装置の理論，構造，機能，保守及び運用についても講義する． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  電気通信システムの基本的要素と基本機能について講述する。 

2 回  電気通信網の種類と構成について講述する。 
3 回  電気通信で扱われる情報について講述する。 
4 回  信号波とフーリエ級数について講述する。 



5 回  信号波とフーリエ変換について講述する。 
6 回  信号のアナログ変調特に振幅変調について講述する。 
7 回  信号の様々なアナログ変調について講述する。 
8 回  信号のディジタル変調特にパルス符号変調についてについて講述する。 
9 回  搬送波信号のディジタル変調について講述する。 
10 回 

準備学習 1 回 電気通信システムについて、現在どのような種類のものがあるのか Web や
図書館などで調べてみておくこと 
2 回 電気通信網の現在状況について、Web や図書館などで調べてみておくこと 
3 回 電気通信で利用する情報の数学的表現について、Web や図書館などで調べ
てみておくこと 
4 回 三角関数やフーリエ級数について、数学の復習をしておくこと 
5 回 信号のスペクトル分解について、Web や図書館などで調べておくこと 
6 回 AM ラジオのしくみや動作を Web や図書館などで調べてみておくこと 
7 回 アナログ無線機器について 

 



年度 2014 
授業コード FTD0261P 
成績評価 定期試験（80％）、レポート（20％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0261P 通信⼯学 
担当教員名 信吉 輝己 
単位数 2 
教科書 通信⼯学概論／山下 不二雄・中神 隆清／森北出版 
アクティブラーニング  
キーワード 情報源，音声と画像，データ，情報量，振幅変調，角度変調，パルス符号変調，

信号の多重化，信号の帯域圧縮 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 通信⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし． 
授業形態 講義 
注意備考 ※課題提出システム i-SYS を用いて Web で課題提出を受け付ける。レポート相

談は、担当教員のオフィスアワーに行う。 
シラバスコード FTD0261P 
実務経験のある教員  
達成目標 情報源から発せられる多種多様な情報がどのような方式によって受信端に伝達

されているかを理解すること 
受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 4 階 信吉研究室 086-256-9560 nobuyosi@ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Communication Engineering 
関連科目 応用数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 通信⼯学の基礎に重点を置いて講義すると同時に、最近発展しつつある技術分野

に対しても可能な限りわかりやすく講義する。適宜，無線電話装置及び多重無線
装置の理論，構造，機能，保守及び運用についても講義する． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  電気通信システムの基本的要素と基本機能について講述する。 

2 回  電気通信網の種類と構成について講述する。 
3 回  電気通信で扱われる情報について講述する。 
4 回  信号波とフーリエ級数について講述する。 



5 回  信号波とフーリエ変換について講述する。 
6 回  信号のアナログ変調特に振幅変調について講述する。 
7 回  信号の様々なアナログ変調について講述する。 
8 回  信号のディジタル変調特にパルス符号変調についてについて講述する。 
9 回  搬送波信号のディジタル変調について講述する。 
10 回 

準備学習 1 回 電気通信システムについて、現在どのような種類のものがあるのか Web や
図書館などで調べてみておくこと 
2 回 電気通信網の現在状況について、Web や図書館などで調べてみておくこと 
3 回 電気通信で利用する情報の数学的表現について、Web や図書館などで調べ
てみておくこと 
4 回 三角関数やフーリエ級数について、数学の復習をしておくこと 
5 回 信号のスペクトル分解について、Web や図書館などで調べておくこと 
6 回 AM ラジオのしくみや動作を Web や図書館などで調べてみておくこと 
7 回 アナログ無線機器について 

 



年度 2014 
授業コード FTD02710 
成績評価 定期試験（100％）により行う。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜13) 
見出し FTD02710 システム制御の基礎 
担当教員名 太⽥垣 博一 
単位数 2 
教科書 森泰親著・「演習で学ぶ基礎制御⼯学」・森北出版 
アクティブラーニング  
キーワード 周波数領域での解析・設計（モデリング，同定，微分方程式，状態空間解析法，

過渡応答，定常応答，複素関数論，ラプラス変換，ブロック線図，伝達関数，特
性根，留数，フィードバック制御システム，周波数応答，制御系の安定性，安定
度，ボード線図，ラウス・フルヴィッツの方法，ナイキストの方法） 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 システム制御の基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 椹⽊義一、砂原善文著・「自動制御⼯学 I 線形制御理論」・養賢堂 
授業形態 講義 
注意備考 講義中に「講義補足資料」を配布する。出席は、毎回授業のアンケートを兼ねた

出席票の提出で確認する。 
シラバスコード FTD02710 
実務経験のある教員  
達成目標 ①システムのモデリングの基礎的事項を使うことができる。②システムの微分方

程式や状態空間表現を導くことができる。③システムの振る舞いを解析すること
ができる。④システムの過渡応答と定常応答を解析することができる。⑤システ
ムの特性方程式や伝達関数を導くことができる。⑥フィードバックシステムの伝
達関数を用いてシステムの定常応答を求めることができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 5 階太⽥垣教授室 e-mail:ohtagaki@ee.ous.ac.jp  

オフィスアワー：月 C，水 C，金 G 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to System Control Theory 
関連科目 数学 I（微分・積分） 数学 II（多変数関数・偏微分・多重積分） 数学 III（微

分方程式） 応用数学 I（線形代数） 応用数学 II（ベクトル解析） 応用数学
III（複素関数） 

次回に向けての改善変更予定  



講義目的 システム制御は企業での広い範囲の業務を遂行するための⼯学基礎として必要
不可欠の内容を含んでいる。本講義では、システム制御や制御⼯学を応用したシ
ステムデザインを目指すエンジニヤに必要な数理⼯学的基礎理論について講述
する。さらに、応用例についても述べる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【システム制御概観】制御⼯学の発展過程，現況について概観する。 

2 回 【動的システムのモデリングと微分方程式】動的システムのモデリングと微
分方程式について講述するとともに，一次遅れ系や二次遅れ系に対してモデリン
グをできるように学習と演習とを行う。 
3 回 【微分方程式と過渡応答および定常応答】微分方程式と過渡応答および定常
応答について講述するとともに，一次遅れ系や二次遅れ系に対して過渡応答や定
常応答を求めることができるように学習と演習とを行う。 
4 回 【Laplace 変換と制御システムの特性方程式】L 

準備学習 1 回 【システム制御概観】数学 I（微分・積分） 数学 II（多変数関数・偏微分・
多重積分） 数学 III（微分方程式） 応用数学 I（線形代数） 応用数学 II（ベ
クトル解析） 応用数学 III（複素関数）での習得事項を復習しておく。 
2 回 【動的システムのモデリングと微分方程式】モデリング，アイデンティフィ
ケーションなどについて予習しておく。 
3 回 【微分方程式と過渡応答および定常応答】微分方程式論に可能な限り精通す
るようにしておく。 
4 回 【Laplace 変換と制御システムの特性方程式】複素関数論に可能な限り精 

 



年度 2014 
授業コード FTD0271P 
成績評価 定期試験（100％）により行う。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0271P システム制御の基礎 
担当教員名 太⽥垣 博一 
単位数 2 
教科書 森泰親著・「演習で学ぶ基礎制御⼯学」・森北出版 
アクティブラーニング  
キーワード 周波数領域での解析・設計（モデリング，同定，微分方程式，状態空間解析法，

過渡応答，定常応答，複素関数論，ラプラス変換，ブロック線図，伝達関数，特
性根，留数，フィードバック制御システム，周波数応答，制御系の安定性，安定
度，ボード線図，ラウス・フルヴィッツの方法，ナイキストの方法） 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 システム制御の基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 椹⽊義一、砂原善文著・「自動制御⼯学 I 線形制御理論」・養賢堂 
授業形態 講義 
注意備考 講義中に「講義補足資料」を配布する。出席は、毎回授業のアンケートを兼ねた

出席票の提出で確認する。 
シラバスコード FTD0271P 
実務経験のある教員  
達成目標 ①システムのモデリングの基礎的事項を使うことができる。②システムの微分方

程式や状態空間表現を導くことができる。③システムの振る舞いを解析すること
ができる。④システムの過渡応答と定常応答を解析することができる。⑤システ
ムの特性方程式や伝達関数を導くことができる。⑥フィードバックシステムの伝
達関数を用いてシステムの定常応答を求めることができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 5 階太⽥垣教授室 e-mail:ohtagaki@ee.ous.ac.jp  

オフィスアワー：月 C，水 C，金 G 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to System Control Theory 
関連科目 数学 I（微分・積分） 数学 II（多変数関数・偏微分・多重積分） 数学 III（微

分方程式） 応用数学 I（線形代数） 応用数学 II（ベクトル解析） 応用数学
III（複素関数） 

次回に向けての改善変更予定  



講義目的 システム制御は企業での広い範囲の業務を遂行するための⼯学基礎として必要
不可欠の内容を含んでいる。本講義では、システム制御や制御⼯学を応用したシ
ステムデザインを目指すエンジニヤに必要な数理⼯学的基礎理論について講述
する。さらに、応用例についても述べる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【システム制御概観】制御⼯学の発展過程，現況について概観する。 

2 回 【動的システムのモデリングと微分方程式】動的システムのモデリングと微
分方程式について講述するとともに，一次遅れ系や二次遅れ系に対してモデリン
グをできるように学習と演習とを行う。 
3 回 【微分方程式と過渡応答および定常応答】微分方程式と過渡応答および定常
応答について講述するとともに，一次遅れ系や二次遅れ系に対して過渡応答や定
常応答を求めることができるように学習と演習とを行う。 
4 回 【Laplace 変換と制御システムの特性方程式】L 

準備学習 1 回 【システム制御概観】数学 I（微分・積分） 数学 II（多変数関数・偏微分・
多重積分） 数学 III（微分方程式） 応用数学 I（線形代数） 応用数学 II（ベ
クトル解析） 応用数学 III（複素関数）での習得事項を復習しておく。 
2 回 【動的システムのモデリングと微分方程式】モデリング，アイデンティフィ
ケーションなどについて予習しておく。 
3 回 【微分方程式と過渡応答および定常応答】微分方程式論に可能な限り精通す
るようにしておく。 
4 回 【Laplace 変換と制御システムの特性方程式】複素関数論に可能な限り精 

 



年度 2014 
授業コード FTD02810 
成績評価 定期試験により評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜13) 
見出し FTD02810 電気電子計測 
担当教員名 大久保 賢祐＊ 
単位数 2 
教科書 岩崎 俊／「電磁気計測」／電子情報通信学会編／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 計測、SI 単位系、計測標準、誤差、精度 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気電子計測 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD02810 
実務経験のある教員  
達成目標 ・基本的な量に関する単位および標準を理解すること。・計測の誤差、精度につ

いて系統的に理解すること。・種々の電磁気量の測定原理と具体的な測定方法を
修得すること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electrical and Electronic Measurements 
関連科目 電磁気学、電気回路、電子回路 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ・基本的な量に関する単位系、計測標準について理解する。・計測の誤差、精度に

ついて系統的に理解する。・種々の電磁気量の測定原理と具体的な測定方法につ
いて理解する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 計測の基礎 

2 回 誤差と統計処理 
3 回 単位系と計測標準 
4 回 直流電圧の測定 
5 回 直流電流の測定 



6 回 直流電力の測定 
7 回 抵抗の測定 
8 回 交流電圧・交流電流の測定 
9 回 交流電力の測定 
10 回 インピーダンスの測定 
11 回 波形計測 
12 回 周波数の測定 
13 回 磁気に関する測定 
14 回 電磁界の測定 
15 回 光計測 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し本講義で学習する範囲の概要を把握しておくこと。
教科書の計測の基礎の範囲を読み、学習する概要を把握するとともに、分り難い
点や不明な点をみつけておくこと。 
2 回 教科書の誤差と統計処理の範囲を読み、学習する概要を把握するとともに、
分り難い点や不明な点をみつけておくこと。 
3 回 教科書の単位系と計測標準の範囲を読み、学習する概要を把握するととも
に、分り難い点や不明な点をみつけておくこと。 
4 回 教科書の直流電圧の測定の範囲を読み、学習する概要を把握するとともに、
分り難い点や不明な点をみ 

 



年度 2014 
授業コード FTD0281P 
成績評価 定期試験により評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0281P 電気電子計測 
担当教員名 大久保 賢祐＊ 
単位数 2 
教科書 岩崎 俊／「電磁気計測」／電子情報通信学会編／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 計測、SI 単位系、計測標準、誤差、精度 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気電子計測 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD0281P 
実務経験のある教員  
達成目標 ・基本的な量に関する単位および標準を理解すること。・計測の誤差、精度につ

いて系統的に理解すること。・種々の電磁気量の測定原理と具体的な測定方法を
修得すること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electrical and Electronic Measurements 
関連科目 電磁気学、電気回路、電子回路 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ・基本的な量に関する単位系、計測標準について理解する。・計測の誤差、精度に

ついて系統的に理解する。・種々の電磁気量の測定原理と具体的な測定方法につ
いて理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 計測の基礎 

2 回 誤差と統計処理 
3 回 単位系と計測標準 
4 回 直流電圧の測定 
5 回 直流電流の測定 



6 回 直流電力の測定 
7 回 抵抗の測定 
8 回 交流電圧・交流電流の測定 
9 回 交流電力の測定 
10 回 インピーダンスの測定 
11 回 波形計測 
12 回 周波数の測定 
13 回 磁気に関する測定 
14 回 電磁界の測定 
15 回 光計測 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し本講義で学習する範囲の概要を把握しておくこと。
教科書の計測の基礎の範囲を読み、学習する概要を把握するとともに、分り難い
点や不明な点をみつけておくこと。 
2 回 教科書の誤差と統計処理の範囲を読み、学習する概要を把握するとともに、
分り難い点や不明な点をみつけておくこと。 
3 回 教科書の単位系と計測標準の範囲を読み、学習する概要を把握するととも
に、分り難い点や不明な点をみつけておくこと。 
4 回 教科書の直流電圧の測定の範囲を読み、学習する概要を把握するとともに、
分り難い点や不明な点をみ 

 



年度 2014 
授業コード FTD02910 
成績評価 中間試験と定期試験の得点が 60％以上のものを合格とする。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜13) 
見出し FTD02910 電子物性の基礎 
担当教員名 垣谷 公徳 
単位数 2 
教科書 Web にて公開する授業ノートにより行う。 
アクティブラーニング  
キーワード 量子井⼾、トンネル効果・パウリの排他律・金属結合・共有結合・格子振動（フ

ォノン） 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「難しかった。高校で習った化学や物理の内容も多かった」という感想がありま

した。大学の専門科目（しかも選択科目）なのだから難しいのは当たり前です。
また、現代の科学技術に必要な知識の範囲はおおよそ高校理科でカバーされてい
ます。大学での学修はそれを体系づけ、基本原理から深く理解するためのものと
考えてください。 

科目名 電子物性の基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 オフィスアワー以外の質問・相談も歓迎する。授業ノートや課題に関する指示は

Web にて発信するので、インターネットを利用できる環境が必要である。 
シラバスコード FTD02910 
実務経験のある教員  
達成目標 一次元量子井⼾の問題を解くことができる。結晶の結合を電子状態をもとに説明

できる。 
受講者へのコメント 毎回プリント課題を課していることもあり、80%の人が指示された課題に取り組

んだと回答してくれていますが、提出課題だけでなく自ら演習を行うことが大切
です。 

連絡先 17 号館 3F 垣谷研究室 オフィスアワー: ⽊曜日 13:15-15:00 
E-mail: kimi@ee.ous.ac.jp 
Web: http://sstxp.ee.ous.ac.jp/dokuwiki/ 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標が達成できなかったと回答した数（無回答を含む）が 15.8%ですから、これ
以外の人は合格したと言えます。ただし、目標を達成できたと実感している人は
51%であり、まだまだ不十分であると思い知らされました。 

英文科目名 Introduction to Solid State Physics 



関連科目 数学 I, II, III・応用数学 I, II・電磁気学 I, II, III・物理学 I, II・電子物性⼯学・半
導体⼯学・光電気電子材料・センサー⼯学 

次回に向けての改善変更予定 これまで通り講義資料を Web で配信するだけでなく、皆さんに興味を持ってい
ただけるような、より詳しい内容のドキュメントを配布して行く予定です。 

講義目的 電子デバイスの基礎である電子物性⼯学を学ぶために必要な原子・分子に関する
知識、量子力学の基礎、結晶構造、原子の運動などについて習熟する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションとして、電子、原子、分子、結晶などについて説明する。 

2 回 ⿊体輻射、コンプトン散乱、光電効果、固体の比熱、水素原子など量子力学
成立のきっかけとなった物理現象について説明する。 
3 回 シュレディンガー方程式を導入し、一次元自由粒子に対して周期境界条件
を適用する例を用いて波動関数とその解釈について説明する。 
4 回 一次元井⼾型ポテンシャルの問題を通じて量子井⼾中の電子状態すなわち
束縛状態の基礎について講義する。 
5 回 一次元箱形ポテンシャルによる散乱問題を解くことにより、トンネル効果 

準備学習 1 回 高校物理・高校化学の教科書で原子や分子に関する事柄を復習しておくこ
と。数学, 応用数学, 物理学, 電磁気学のすべてについてよく復習しておくこと。
また、授業資料を Web からダウンロードし、内容をまとめておくこと。 
2 回 量子力学のおこりに関する講義資料を Web からダウンロードし、その内容
をノートに纏めておくこと。また、微積分・ベクトル解析に関する提出課題を完
成させること。 
3 回 シュレディンガー方程式に関する講義資料を Web からダウンロードし、そ
の内容をノートに纏めておくこと。また、微積分・ベクトル 

 



年度 2014 
授業コード FTD0291P 
成績評価 中間試験と定期試験の得点が 60％以上のものを合格とする。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0291P 電子物性の基礎 
担当教員名 垣谷 公徳 
単位数 2 
教科書 Web にて公開する授業ノートにより行う。 
アクティブラーニング  
キーワード 量子井⼾、トンネル効果・パウリの排他律・金属結合・共有結合・格子振動（フ

ォノン） 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電子物性の基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 オフィスアワー以外の質問・相談も歓迎する。授業ノートや課題に関する指示は

Web にて発信するので、インターネットを利用できる環境が必要である。 
シラバスコード FTD0291P 
実務経験のある教員  
達成目標 一次元量子井⼾の問題を解くことができる。結晶の結合を電子状態をもとに説明

できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 3F 垣谷研究室 オフィスアワー: ⽊曜日 13:15-15:00 

E-mail: kimi@ee.ous.ac.jp 
Web: http://sstxp.ee.ous.ac.jp/dokuwiki/ 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Solid State Physics 
関連科目 数学 I, II, III・応用数学 I, II・電磁気学 I, II, III・物理学 I, II・電子物性⼯学・半

導体⼯学・光電気電子材料・センサー⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電子デバイスの基礎である電子物性⼯学を学ぶために必要な原子・分子に関する

知識、量子力学の基礎、結晶構造、原子の運動などについて習熟する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションとして、電子、原子、分子、結晶などについて説明する。 

2 回 ⿊体輻射、コンプトン散乱、光電効果、固体の比熱、水素原子など量子力学



成立のきっかけとなった物理現象について説明する。 
3 回 シュレディンガー方程式を導入し、一次元自由粒子に対して周期境界条件
を適用する例を用いて波動関数とその解釈について説明する。 
4 回 一次元井⼾型ポテンシャルの問題を通じて量子井⼾中の電子状態すなわち
束縛状態の基礎について講義する。 
5 回 一次元箱形ポテンシャルによる散乱問題を解くことにより、トンネル効果 

準備学習 1 回 高校物理・高校化学の教科書で原子や分子に関する事柄を復習しておくこ
と。数学, 応用数学, 物理学, 電磁気学のすべてについてよく復習しておくこと。
また、授業資料を Web からダウンロードし、内容をまとめておくこと。 
2 回 量子力学のおこりに関する講義資料を Web からダウンロードし、その内容
をノートに纏めておくこと。また、微積分・ベクトル解析に関する提出課題を完
成させること。 
3 回 シュレディンガー方程式に関する講義資料を Web からダウンロードし、そ
の内容をノートに纏めておくこと。また、微積分・ベクトル 

 



年度 2014 
授業コード FTD03010 
成績評価 中間試験 50%、定期試験 50%で評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜14) 
見出し FTD03010 コンピュータ⼯学Ⅰ 
担当教員名 太⽥ 寛志 
単位数 2 
教科書 コンピュータ概論／半谷精一郎、見山友裕、⻑谷川幹雄／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 2 進数、基数変換、ブール代数、論理演算、論理式、論理回路、フリップフロッ

プ、中央処理装置、レジスタ、ALU、アセンブリ言語、並列処理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 （自由記述コメント） 

「この授業は難しかった」 
（回答） 
講義の難易度は「適度に難しい」を目指していますので、妥当なコメントと思い
ます。今後も、大学の講義として学ぶ価値がある「難しめ」の内容をやっていき
たいと思います。 
（自由記述コメント） 
「特に無し」 
（回答） 
今後の講義に役立てたいので、良かった点や悪かった点を何か書いてもらえれば
ありがたいです。 

科目名 コンピュータ⼯学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 図解コンピュータ概論 ハードウェア／橋本洋志 他／オーム社：ＣＰＵの創り

かた／渡波郁／毎日コミュニケーションズ：わかりやすく図で学ぶコンピュータ
アーキテクチャ／野地保／共立出版：例題で学ぶコンピュータ⼯学概論 アーキ
テクチャ入門／富川武彦／丸善：アセンブリ言語スタートブック／高⽥美樹／技
術評論社 

授業形態 講義 
注意備考 コンピュータ⼯学Ⅰとコンピュータ⼯学Ⅱは「基本情報技術者試験」の試験内容

と深く関連しているため、「基本情報技術者試験」の合格を目指す場合は両科目
を修得することが望ましい。 

シラバスコード FTD03010 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 2 進数と 10 進数の基数変換（整数、実数）ができる。 

② 2 進数の 2 の補数の変換、および、2 進数の加減算、シフト演算ができる。 
③ ブール代数の演算法を理解し、論理式と真理値表の相互変換ができる。 
④ 与えられた設計から真理値表を作成し、ブール代数の定理やカルノー図を用



いて論理式を導き出すことができる。 
⑤ フリップフロップの働きを理解し、各種フリップフロップの動作表を書くこ
とができる。 
⑥ 中央処理装置内の ALU、命令デコーダ、各レジスタの構成を理解し、命令サ
イクルにおいて各装置がどのように動作するか 

受講者へのコメント 講義の理解度を上げるためには復習が重要であり、復習をするためにはノートが
欠かせない。ノートは板書を書き写すだけでなく、教員の言葉も拾ってメモする
ようにしてもらいたい。 

連絡先 太⽥研究室 17 号館 3 階、電子メール：ohta@ee.ous.ac.jp、オフィスアワー：月
曜日 7〜10 時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価の目標達成度について、74%の学生が「できた」「だいたいできた」と答
え、17%が「半分程度できた」と答えている。「できなかった」と答えた学生は
3%であった。概ねの学生が目標達成ができているようである。さらに達成度を
あげるために、演習問題の解答解説などに⼯夫を加えていきたい。 
講義の満足度は、満足 54%、ほぼ満足 29%、普通 17%、やや不満 0%、不満 0%
であり、高い満足度が得られている。 
学生のノートの取り方について質問したところ、「板書をほぼすべてノートに書
き写して、重要だと思った教員の言葉なども 

英文科目名 Computer Technology I 
関連科目 コンピュータリテラシ、コンピュータ実習、プログラミング基礎、コンピュータ

⼯学Ⅱ、ディジタル回路Ⅰ、ディジタル回路Ⅱ、電気電子⼯学実験Ⅰ、電気電子
⼯学実験Ⅱ 

次回に向けての改善変更予定 講義途中に行う演習問題が好評であるため次回も行うとともに、その解答解説で
は誤りやすい点なども説明を加えてより理解度が上がるよう改善する。 

講義目的 コンピュータにおける数値表現と演算法、中央処理装置の構成要素、アセンブリ
言語、命令実行制御などのコンピュータの五大機能中の「演算」と「制御」につ
いての知識を習得し、コンピュータの動作原理を理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 数の表現（1）  データ表現、2 進数、16 進数、基数変換について解説す

る。 
2 回 数の表現（2）  2 進数の負の数、補数、2 進数の加減算について解説す
る。 
3 回 数の表現（3）  2 進数の固定小数点数表記、浮動小数点数表記について
解説する。 
4 回 数の表現（4）  数値計算における誤差問題、文字コード（ASCII コード、
JIS コード）について解説する。 
5 回 論理回路（1）  ブール代数の基本演算と公理、真理値表、論理式につい
て解説する。 
6 回 論理回路（2）  組み合わせ論理回路の論理式について解 

準備学習 1 回 2 進数と 16 進数の表記法について調べておくこと。 



2 回 2 進数の加算について理解しておくこと。1 の補数と 2 の補数について調べ
ておくこと。 
3 回 IEEE754 規格における浮動小数点数の表記法について調べておくこと。 
4 回 ASCII コードと JIS コードについて調べておくこと。 
5 回 ブール代数、基本論理演算について調べておくこと。 
6 回 ブール代数の公理をすべて覚えておくこと。半加算器、マルチプレクサ等の
組み合わせ論理回路について調べておくこと。 
7 回 真理値表の書き方を理解しておくこと。カルノー図 

 



年度 2014 
授業コード FTD0301P 
成績評価 中間試験 50%、定期試験 50%で評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0301P コンピュータ⼯学Ⅰ 
担当教員名 太⽥ 寛志 
単位数 2 
教科書 コンピュータ概論／半谷精一郎、見山友裕、⻑谷川幹雄／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 2 進数、基数変換、ブール代数、論理演算、論理式、論理回路、フリップフロッ

プ、中央処理装置、レジスタ、ALU、アセンブリ言語、並列処理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータ⼯学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 図解コンピュータ概論 ハードウェア／橋本洋志 他／オーム社：ＣＰＵの創り

かた／渡波郁／毎日コミュニケーションズ：わかりやすく図で学ぶコンピュータ
アーキテクチャ／野地保／共立出版：例題で学ぶコンピュータ⼯学概論 アーキ
テクチャ入門／富川武彦／丸善：アセンブリ言語スタートブック／高⽥美樹／技
術評論社 

授業形態 講義 
注意備考 コンピュータ⼯学Ⅰとコンピュータ⼯学Ⅱは「基本情報技術者試験」の試験内容

と深く関連しているため、「基本情報技術者試験」の合格を目指す場合は両科目
を修得することが望ましい。 

シラバスコード FTD0301P 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 2 進数と 10 進数の基数変換（整数、実数）ができる。 

② 2 進数の 2 の補数の変換、および、2 進数の加減算、シフト演算ができる。 
③ ブール代数の演算法を理解し、論理式と真理値表の相互変換ができる。 
④ 与えられた設計から真理値表を作成し、ブール代数の定理やカルノー図を用
いて論理式を導き出すことができる。 
⑤ フリップフロップの働きを理解し、各種フリップフロップの動作表を書くこ
とができる。 
⑥ 中央処理装置内の ALU、命令デコーダ、各レジスタの構成を理解し、命令サ
イクルにおいて各装置がどのように動作するか 

受講者へのコメント  
連絡先 太⽥研究室 17 号館 3 階、電子メール：ohta@ee.ous.ac.jp、オフィスアワー：月

曜日 7〜10 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Technology I 
関連科目 コンピュータリテラシ、コンピュータ実習、プログラミング基礎、コンピュータ

⼯学Ⅱ、ディジタル回路Ⅰ、ディジタル回路Ⅱ、電気電子⼯学実験Ⅰ、電気電子
⼯学実験Ⅱ 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コンピュータにおける数値表現と演算法、中央処理装置の構成要素、アセンブリ

言語、命令実行制御などのコンピュータの五大機能中の「演算」と「制御」につ
いての知識を習得し、コンピュータの動作原理を理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 数の表現（1）  データ表現、2 進数、16 進数、基数変換について解説す

る。 
2 回 数の表現（2）  2 進数の負の数、補数、2 進数の加減算について解説す
る。 
3 回 数の表現（3）  2 進数の固定小数点数表記、浮動小数点数表記について
解説する。 
4 回 数の表現（4）  数値計算における誤差問題、文字コード（ASCII コード、
JIS コード）について解説する。 
5 回 論理回路（1）  ブール代数の基本演算と公理、真理値表、論理式につい
て解説する。 
6 回 論理回路（2）  組み合わせ論理回路の論理式について解 

準備学習 1 回 2 進数と 16 進数の表記法について調べておくこと。 
2 回 2 進数の加算について理解しておくこと。1 の補数と 2 の補数について調べ
ておくこと。 
3 回 IEEE754 規格における浮動小数点数の表記法について調べておくこと。 
4 回 ASCII コードと JIS コードについて調べておくこと。 
5 回 ブール代数、基本論理演算について調べておくこと。 
6 回 ブール代数の公理をすべて覚えておくこと。半加算器、マルチプレクサ等の
組み合わせ論理回路について調べておくこと。 
7 回 真理値表の書き方を理解しておくこと。カルノー図 

 



年度 2014 
授業コード FTD03110 
成績評価 定期試験(30%)，中間試験＋小テスト(30%)，報告書(20%)，WEB 課題（20%）

により成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜13) 
見出し FTD03110 プログラミング基礎 
担当教員名 道⻄ 博行、垣谷 公徳 
単位数 2 
教科書 コンピュータ実習（１年後期）の教科書を使用するので、必ず持参すること。 
アクティブラーニング  
キーワード プログラミング言語、Ｃ言語、関数、ポインタ、構造体、データ構造、アルゴリ

ズム 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 演習室の空調に関するものについて。 

教室の形状により空調の効きが場所によって、かなりの格差があります。 
場合によっては、各自で空調をコントロールしていただいても結構です。 
小テストの難易度について。 
平均点が 60%となるように考えており、平均点が予測の範囲内である限り、難易
度を変更することはありません。 
実際に満点の者もいるので、著しく難しいとは思っていません。 

科目名 プログラミング基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Ｃ言語演習／小林修二／森北出版社 
授業形態 講義 
注意備考 本講義は、情報処理センター（11 号館）の実習室にて行う。 

毎回、WEB を利用した課題提出を予定している。 
随時小テストを実施するので、常に前回までの内容を復習しておくこと。報告書
に不備があった場合には、返却するので、次回の実習の開始前に再提出すること。 

シラバスコード FTD03110 
実務経験のある教員  
達成目標 C 言語により関数を用いたプログラムが記述でき、ポインタの概念が理解できて

いること。構造体を用いた記述およびファイルによる入出力操作が理解できてい
ること。 

受講者へのコメント 課題レポート（４回実施）により、成績評価だけでなく、理解度の把握も行って
おりますので、できるだけもれなく課題提出してください。 
また、WEB 課題は、期限に遅れても必ず提出するように⼼がけてください。 

連絡先 道⻄研究室 17 号館 5 階 mitinisi@ee.ous.ac.jp 
垣谷研究室 17 号館 3 階 kimi@ee.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 予習復習をよく行った・積極的に取り組んだ人ほど、他の項目も高評価であるの
で、これらが理解度に直結していることがよく分かります。逆に、予習復習（特
に復習）をする・しないで、学力に大きな差のつく科目であるといえます。 

英文科目名 Computer Programming 
関連科目 コンピュータリテラシ，コンピュータ⼯学Ⅰ，コンピュータ⼯学Ⅱ，コンピュー

タ実習，数値計算 
特に、コンピュータ実習については修得済みであることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定 小テストの内容を見直し、理解度の把握を密に行い、その都度指導できるように
改善したい。 

講義目的 「コンピュータ実習」では、プログラミング言語「Ｃ」を通じて、プログラミン
グの方法、データの取り扱いについて学習したが、本講義では、Ｃ言語における
関数、ポインタ、構造体などの機能を理解するとともに、プログラミングにおけ
る応用力を養うこと目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  コンピュータ実習の復習（１）を行う。 

2 回  コンピュータ実習の復習（２）を行う。 
3 回  関数（１） 関数定義と関数呼び出しについて説明する。 
4 回  関数（２） 関数の設計について説明する。 
5 回  関数（３） 配列の受渡しについて説明する。 
6 回  文字列（１） 文字列リテラルと文字配列について説明する。 
7 回  文字列（２） 文字列操作について説明する。 
8 回 ７回目までの内容の概説を行ったのち、中間テストを実施する。 
9 回 ポインタ（１） アドレス演算とポインタについて説明する。 
10 回 

準備学習 1 回 C 言語の開発環境について復習しておくこと。 
2 回 条件分岐や反復について復習しておくこと。 
3 回 関数の型について理解しておくこと。 
4 回 関数の関数定義と関数呼び出しについて理解しておくこと。 
5 回 関数のプロトタイプについて予習しておくこと。 
6 回 文字変数（文字型の変数）について調べておくこと。 
7 回 文字列と文字配列について復習しておくこと。 
8 回 第１回〜第７回の範囲の復習をしておくこと。 
9 回 変数の格納されているアドレスについて予習しておくこと。 
10 回 アドレス演算について理解してお 

 



年度 2014 
授業コード FTD0311P 
成績評価 定期試験(30%)，中間試験＋小テスト(30%)，報告書(20%)，WEB 課題（20%）

により成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0311P プログラミング基礎 
担当教員名 道⻄ 博行、垣谷 公徳 
単位数 2 
教科書 コンピュータ実習（１年後期）の教科書を使用するので、必ず持参すること。 
アクティブラーニング  
キーワード プログラミング言語、Ｃ言語、関数、ポインタ、構造体、データ構造、アルゴリ

ズム 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 プログラミング基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Ｃ言語演習／小林修二／森北出版社 
授業形態 講義 
注意備考 本講義は、情報処理センター（11 号館）の実習室にて行う。 

毎回、WEB を利用した課題提出を予定している。 
随時小テストを実施するので、常に前回までの内容を復習しておくこと。報告書
に不備があった場合には、返却するので、次回の実習の開始前に再提出すること。 

シラバスコード FTD0311P 
実務経験のある教員  
達成目標 C 言語により関数を用いたプログラムが記述でき、ポインタの概念が理解できて

いること。構造体を用いた記述およびファイルによる入出力操作が理解できてい
ること。 

受講者へのコメント  
連絡先 道⻄研究室 17 号館 5 階 mitinisi@ee.ous.ac.jp 

垣谷研究室 17 号館 3 階 kimi@ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Programming 
関連科目 コンピュータリテラシ，コンピュータ⼯学Ⅰ，コンピュータ⼯学Ⅱ，コンピュー

タ実習，数値計算 
特に、コンピュータ実習については修得済みであることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「コンピュータ実習」では、プログラミング言語「Ｃ」を通じて、プログラミン



グの方法、データの取り扱いについて学習したが、本講義では、Ｃ言語における
関数、ポインタ、構造体などの機能を理解するとともに、プログラミングにおけ
る応用力を養うこと目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  コンピュータ実習の復習（１）を行う。 

2 回  コンピュータ実習の復習（２）を行う。 
3 回  関数（１） 関数定義と関数呼び出しについて説明する。 
4 回  関数（２） 関数の設計について説明する。 
5 回  関数（３） 配列の受渡しについて説明する。 
6 回  文字列（１） 文字列リテラルと文字配列について説明する。 
7 回  文字列（２） 文字列操作について説明する。 
8 回 ７回目までの内容の概説を行ったのち、中間テストを実施する。 
9 回 ポインタ（１） アドレス演算とポインタについて説明する。 
10 回 

準備学習 1 回 C 言語の開発環境について復習しておくこと。 
2 回 条件分岐や反復について復習しておくこと。 
3 回 関数の型について理解しておくこと。 
4 回 関数の関数定義と関数呼び出しについて理解しておくこと。 
5 回 関数のプロトタイプについて予習しておくこと。 
6 回 文字変数（文字型の変数）について調べておくこと。 
7 回 文字列と文字配列について復習しておくこと。 
8 回 第１回〜第７回の範囲の復習をしておくこと。 
9 回 変数の格納されているアドレスについて予習しておくこと。 
10 回 アドレス演算について理解してお 

 



年度 2014 
授業コード FTD03210 
成績評価 中間試験成績と期末試験成績の平均値を評点とします。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜13) 
見出し FTD03210 電気エネルギー発生⼯学 
担当教員名 吉澤 洋一＊ 
単位数 2 
教科書 絵ときで分かる 電気エネルギー、 高橋監修、 福⽥、相原、大島共著 オー

ム社 
アクティブラーニング  
キーワード 新エネルギー、太陽光発電、風力発電、水力発電、火力発電、原子力発電、ヒー

トポンプ。コジェネ、分散型電源、ハイブリッドシステム。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気エネルギー発生⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 電気エネルギー⼯学 関井康雄 脇本隆之 電気書院 
授業形態 講義 
注意備考 水力発電所、火力発電所、原子力発電所の具体例をＣＤにより学習する。 
シラバスコード FTD03210 
実務経験のある教員  
達成目標 電気エネルギーをいかに生産するかを知り、新エネルギーを理解し、省エネにつ

いて正しい理解が得られること。 
受講者へのコメント  
連絡先 iida@ee.ous.ac.jp にメールで質問して下さい。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electric Power Generation 
関連科目 電気エネルギー発送⼯学、電気回路Ⅰ、Ⅱ。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 各種の発電方法と新エネルギーとＣＯ２削減との関係などを理解する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、エネルギー資源と電力、電力の供給システムについて

講義する。 
2 回 電力技術と環境問題、電力供給と法規について講義する。 
3 回 エネルギー変換と電力の調整について講義する。 
4 回 水力発電のしくみについて講義する。 
5 回 水力発電のしくみについて講義する。 



6 回 火力発電のしくみについて講義する。 
7 回 火力発電のしくみについて講義する。 
8 回 中間試験を実施する。 
9 回 中間試験の解説を行う。 
10 回 原子力発電のしくみについて講義する。 
11 回 原子力発電のしくみについて講義す 

準備学習 1 回 エネルギー資源と電気の問題を考えておくこと。 
2 回 電気事業の社会環境とのかかわり、電気事業法を予習すること。 
3 回 エネルギーの種類、電源のベストミックス、電力融通について予習するこ
と。 
4 回 水力発電について予習すること。 
5 回 水力発電について予習すること。 
6 回 火力発電について予習すること。 
7 回 火力発電について予習すること。 
8 回 第１回から第７回までをよく復習のこと。 
9 回 中間試験結果の自己分析をしておくこと。 
10 回 原子力発電について予習すること。 
11 回 原子力発電について予 

 



年度 2014 
授業コード FTD0321P 
成績評価 中間試験成績と期末試験成績の平均値を評点とします。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0321P 電気エネルギー発生⼯学 
担当教員名 吉澤 洋一＊ 
単位数 2 
教科書 絵ときで分かる 電気エネルギー、 高橋監修、 福⽥、相原、大島共著 オー

ム社 
アクティブラーニング  
キーワード 新エネルギー、太陽光発電、風力発電、水力発電、火力発電、原子力発電、ヒー

トポンプ。コジェネ、分散型電源、ハイブリッドシステム。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気エネルギー発生⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 電気エネルギー⼯学 関井康雄 脇本隆之 電気書院 
授業形態 講義 
注意備考 水力発電所、火力発電所、原子力発電所の具体例をＣＤにより学習する。 
シラバスコード FTD0321P 
実務経験のある教員  
達成目標 電気エネルギーをいかに生産するかを知り、新エネルギーを理解し、省エネにつ

いて正しい理解が得られること。 
受講者へのコメント  
連絡先 iida@ee.ous.ac.jp にメールで質問して下さい。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electric Power Generation 
関連科目 電気エネルギー発送⼯学、電気回路Ⅰ、Ⅱ。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 各種の発電方法と新エネルギーとＣＯ２削減との関係などを理解する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、エネルギー資源と電力、電力の供給システムについて

講義する。 
2 回 電力技術と環境問題、電力供給と法規について講義する。 
3 回 エネルギー変換と電力の調整について講義する。 
4 回 水力発電のしくみについて講義する。 
5 回 水力発電のしくみについて講義する。 



6 回 火力発電のしくみについて講義する。 
7 回 火力発電のしくみについて講義する。 
8 回 中間試験を実施する。 
9 回 中間試験の解説を行う。 
10 回 原子力発電のしくみについて講義する。 
11 回 原子力発電のしくみについて講義す 

準備学習 1 回 エネルギー資源と電気の問題を考えておくこと。 
2 回 電気事業の社会環境とのかかわり、電気事業法を予習すること。 
3 回 エネルギーの種類、電源のベストミックス、電力融通について予習するこ
と。 
4 回 水力発電について予習すること。 
5 回 水力発電について予習すること。 
6 回 火力発電について予習すること。 
7 回 火力発電について予習すること。 
8 回 第１回から第７回までをよく復習のこと。 
9 回 中間試験結果の自己分析をしておくこと。 
10 回 原子力発電について予習すること。 
11 回 原子力発電について予 

 



年度 2014 
授業コード FTD03310 
成績評価 定期試験(50％)，中間試験(30％)，演習(20％) 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜12) 
見出し FTD03310 電気エネルギー変換機器 
担当教員名 笠 展幸 
単位数 2 
教科書 「基礎電気機器学」／電気学会編／オーム社／978-4-886861894 
アクティブラーニング  
キーワード 直流電動機、誘導電動機、同期電動機、発電機、変圧器 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 電気エネルギー変換機器 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 松井信行、「電気機器」、森北出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD03310 
実務経験のある教員  
達成目標 変圧器および回転機の動作原理を理解できるようにする。 
受講者へのコメント 中間および定期試験の平均点が想定より悪かったので、復習をこころがけてくだ

さい。 
連絡先 笠研究室（17 号館 5 階）電子メール kasa@ee.ous.ac.jp，電話 086-256-9521，オ

フィスアワー 水曜日 5,6 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 難しい内容にもかかわらず、講義の内容に興味を持ち概ね満足したとの結果でし
た。 

英文科目名 Electromechanical Energy Conversion 
関連科目 電気回路 I、電気回路 I 演習、電気回路 II、パワーエレクトロニクス 
次回に向けての改善変更予定 学習目標をさらに明確にしたいと思います。 
講義目的 電気エネルギー変換機器では、磁気エネルギーを介して電気エネルギーの形態変

換を行う変圧器と、磁気エネルギーを介して機械エネルギーと電気エネルギーと
の相互変換を行う回転機とを学ぶ。これらの機器は、地球温暖化防止に貢献する
省エネルギー機器としての高効率の電気自動車用モータや発電機、風力などの新
エネルギー利用機器としての発電機として、近年脚光を浴びている。本講義では、
変圧器、電動機および発電機の動作を理解することを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 



2 回  電磁エネルギー変換の原理（１） 
3 回  電磁エネルギー変換の原理（２） 
4 回  電磁エネルギー変換の基礎（１） 
5 回  電磁エネルギー変換の基礎（２） 
6 回  電磁エネルギー変換機器の基礎（１） 
7 回  電磁エネルギー変換機器の基礎（２） 
8 回  中間試験 
9 回  電磁エネルギー変換機器の統一理論（１） 
10 回  電磁エネルギー変換機器の統一理論（２） 
11 回  同期電動機・発電機（１） 
12 回  同期電動機・発電機（２） 
13 回  直流電動機・発電機 
14 回  誘導電 

準備学習 1 回  モータを使用した家電製品、自動車、鉄道車両について調べる 
2 回  電磁気学のフレミングの法則について復習する 
3 回  電磁気学の磁場について復習する 
4 回  力学について復習する 
5 回  三角関数について復習する 
6 回  インダクタについて復習する 
7 回  行列について復習する 
8 回  第７回目までの内容について復習する 
9 回  三角関数、行列式について復習する 
10 回  逆行列について復習する 
11 回  電磁エネルギー変換機器の統一理論を復習する 
12 回  同期機（１）を復習する 
13 回  電気 

 



年度 2014 
授業コード FTD0331P 
成績評価 定期試験(50％)，中間試験(30％)，演習(20％) 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0331P 電気エネルギー変換機器 
担当教員名 笠 展幸 
単位数 2 
教科書 「基礎電気機器学」／電気学会編／オーム社／978-4-886861894 
アクティブラーニング  
キーワード 直流電動機、誘導電動機、同期電動機、発電機、変圧器 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気エネルギー変換機器 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 松井信行、「電気機器」、森北出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD0331P 
実務経験のある教員  
達成目標 変圧器および回転機の動作原理を理解できるようにする。 
受講者へのコメント  
連絡先 笠研究室（17 号館 5 階）電子メール kasa@ee.ous.ac.jp，電話 086-256-9521，オ

フィスアワー 水曜日 5,6 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electromechanical Energy Conversion 
関連科目 電気回路 I、電気回路 I 演習、電気回路 II、パワーエレクトロニクス 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気エネルギー変換機器では、磁気エネルギーを介して電気エネルギーの形態変

換を行う変圧器と、磁気エネルギーを介して機械エネルギーと電気エネルギーと
の相互変換を行う回転機とを学ぶ。これらの機器は、地球温暖化防止に貢献する
省エネルギー機器としての高効率の電気自動車用モータや発電機、風力などの新
エネルギー利用機器としての発電機として、近年脚光を浴びている。本講義では、
変圧器、電動機および発電機の動作を理解することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  電磁エネルギー変換の原理（１） 
3 回  電磁エネルギー変換の原理（２） 



4 回  電磁エネルギー変換の基礎（１） 
5 回  電磁エネルギー変換の基礎（２） 
6 回  電磁エネルギー変換機器の基礎（１） 
7 回  電磁エネルギー変換機器の基礎（２） 
8 回  中間試験 
9 回  電磁エネルギー変換機器の統一理論（１） 
10 回  電磁エネルギー変換機器の統一理論（２） 
11 回  同期電動機・発電機（１） 
12 回  同期電動機・発電機（２） 
13 回  直流電動機・発電機 
14 回  誘導電 

準備学習 1 回  モータを使用した家電製品、自動車、鉄道車両について調べる 
2 回  電磁気学のフレミングの法則について復習する 
3 回  電磁気学の磁場について復習する 
4 回  力学について復習する 
5 回  三角関数について復習する 
6 回  インダクタについて復習する 
7 回  行列について復習する 
8 回  第７回目までの内容について復習する 
9 回  三角関数、行列式について復習する 
10 回  逆行列について復習する 
11 回  電磁エネルギー変換機器の統一理論を復習する 
12 回  同期機（１）を復習する 
13 回  電気 

 



年度 2014 
授業コード FTD03410 
成績評価 課題提出（２０％），試験（８０％，中間試験と定期試験）により行う。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜12) 
見出し FTD03410 電気エネルギー伝送⼯学 
担当教員名 杉原 弘章＊ 
単位数 2 
教科書 現代 電力輸送⼯学／関根泰次 編 豊⽥淳一・⻑谷川淳・原雅則・松浦虔士 共

著／オーム社／ISBN4-274-12890-3 
アクティブラーニング  
キーワード 電力系統，送配電線路，変電所，送電特性，故障計算，安定度，直流送電，系統

の保護・制御 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 教室が狭い，字が小さいという記述があるが，広い教室にすると遠くに座る受講

生が多く，さらに字が見えなくなって不評となる（過去にそうであった）ので現
状の広さでお願いしたい。 
声が小さい，字が乱雑で読めなかったという記述があり申し訳なく思う。左記の
ような改善を図るとともに，適宜マイクを使うなどしたい。 

科目名 電気エネルギー伝送⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中国電力編「電力設備の概要」，講義関係の資料配布 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD03410 
実務経験のある教員  
達成目標 送配電の仕組み，電力系統の特性を理解し，簡単な故障計算ができるようになる。 
受講者へのコメント 授業を受けてもらえば理解できるように考慮しているが，交流のベクトル表示や

複素数計算といった基礎ができていることが前提なので，これらをしっかり理解
してから授業に臨んでもらいたい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者は個人差はあるものの一定程度理解したと思われる。また興味も持ったよ
うで，おおむね良好と思われる。 

英文科目名 Power Systems Engineering 
関連科目 電気回路Ⅰ，電気回路Ⅰ演習，電気回路Ⅱ，電気エネルギー発生⼯学，電気エネ

ルギー変換機器 
次回に向けての改善変更予定 板書の字が小さく，乱雑で見にくいという意見が散見されるので，大きく丁寧に

書くよう⼼掛けるとともに，文字が多い内容については要点のみ板書して，詳細



は印刷物を配布することにしたい。 
講義目的 発電所で発電した電気をお客さままで送電するためには，各種の送配電設備が必

要である。本講義では，送配電の仕組み，電力系統全体の特性を知り，電力を効
率良く，安全に輸送するために必要な技術を理解することを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 １．電力系統の概要 

送電方式と送電電圧，電力系統の運用について講義する。 
2 回 ２．送電線路と線路定数 
送電線の種類と線路定数の計算，送電線路の機械的特性，電線コロナについて講
義する。 
3 回 ３．変電所 
変電所の機能と主要構成機器について講義する。 
4 回 ４．配電方式と配電線 
配電方式の種類と特徴，配電系統の設計と運用について講義する。 
5 回 ５．送電線の電気的特性 
(1)送電線の等価回路と送電特性（単位法含む）について講義する。 
6 回 ５．送電線の電気的特性 
(1)送電線の等価回路と送電特性（単位 

準備学習 1 回 シラバスにより概要を把握しておくこと。 
教科書の１．送電方式と送電電圧 を予習しておくこと。 
2 回 教科書の８．送電線路と線路定数 および 参考書の P13 送電線 を予習
しておくこと。 
3 回 教科書の９．変電 および 参考書の P15 変電所 を予習しておくこと。 
4 回 教科書の１１．配電方式と配電線，１２．配電系統とその運用 および 参
考書の P17 配電線 を予習しておくこと。 
5 回 教科書の２．送電線の電気的特性 および 交流のベクトル表示，単位法
（別途配布）を予習しておくこと。 
6 回 前回講義内容を復 

 



年度 2014 
授業コード FTD0341P 
成績評価 課題提出（２０％），試験（８０％，中間試験と定期試験）により行う。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0341P 電気エネルギー伝送⼯学 
担当教員名 杉原 弘章＊ 
単位数 2 
教科書 現代 電力輸送⼯学／関根泰次 編 豊⽥淳一・⻑谷川淳・原雅則・松浦虔士 共

著／オーム社／ISBN4-274-12890-3 
アクティブラーニング  
キーワード 電力系統，送配電線路，変電所，送電特性，故障計算，安定度，直流送電，系統

の保護・制御 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気エネルギー伝送⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中国電力編「電力設備の概要」，講義関係の資料配布 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD0341P 
実務経験のある教員  
達成目標 送配電の仕組み，電力系統の特性を理解し，簡単な故障計算ができるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Power Systems Engineering 
関連科目 電気回路Ⅰ，電気回路Ⅰ演習，電気回路Ⅱ，電気エネルギー発生⼯学，電気エネ

ルギー変換機器 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 発電所で発電した電気をお客さままで送電するためには，各種の送配電設備が必

要である。本講義では，送配電の仕組み，電力系統全体の特性を知り，電力を効
率良く，安全に輸送するために必要な技術を理解することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 １．電力系統の概要 

送電方式と送電電圧，電力系統の運用について講義する。 
2 回 ２．送電線路と線路定数 
送電線の種類と線路定数の計算，送電線路の機械的特性，電線コロナについて講



義する。 
3 回 ３．変電所 
変電所の機能と主要構成機器について講義する。 
4 回 ４．配電方式と配電線 
配電方式の種類と特徴，配電系統の設計と運用について講義する。 
5 回 ５．送電線の電気的特性 
(1)送電線の等価回路と送電特性（単位法含む）について講義する。 
6 回 ５．送電線の電気的特性 
(1)送電線の等価回路と送電特性（単位 

準備学習 1 回 シラバスにより概要を把握しておくこと。 
教科書の１．送電方式と送電電圧 を予習しておくこと。 
2 回 教科書の８．送電線路と線路定数 および 参考書の P13 送電線 を予習
しておくこと。 
3 回 教科書の９．変電 および 参考書の P15 変電所 を予習しておくこと。 
4 回 教科書の１１．配電方式と配電線，１２．配電系統とその運用 および 参
考書の P17 配電線 を予習しておくこと。 
5 回 教科書の２．送電線の電気的特性 および 交流のベクトル表示，単位法
（別途配布）を予習しておくこと。 
6 回 前回講義内容を復 

 



年度 2014 
授業コード FTD03510 
成績評価 定期試験(50％)，中間試験(30％)，演習(20％) 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜12) 
見出し FTD03510 パワーエレクトロニクス 
担当教員名 笠 展幸 
単位数 2 
教科書 矢野昌雄，打⽥良平共著・「パワーエレクトロニクス」・丸善 
アクティブラーニング  
キーワード パワー半導体デバイス、整流回路、インバータ、直流チョッパ、コンバータ、直

流･交流電動機制御 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 楽しく学べたとのこと、難しい内容に興味をもってもらって良かったです。 
科目名 パワーエレクトロニクス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 原⽥耕介，二宮保，顧文建共著・「スイッチングコンバータの基礎」・コロナ社杉

本英彦・小山正人・玉井伸三・「AC サーボシステムの理論と設計の実際」，総合
電子出版社 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD03510 
実務経験のある教員  
達成目標 パワー半導体デバイスを使用した電源回路の動作を理解し、設計できるようにす

る。交流電動機の特性を理解し、その制御方式についても理解できるようにする。 
受講者へのコメント テストを採点すると、興味をもって理解している傾向も見えてきました。 
連絡先 笠研究室（17 号館 5 階）電子メール kasa@ee.ous.ac.jp，電話 086-256-9521，オ

フィスアワー 水曜日 5,6 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 研究分野の専門の講義ですので、年々新しい知見を反映したかいがあり、満足度
も良かったです。 

英文科目名 Power Electronics 
関連科目 電気回路 I、電気回路 I 演習、電気回路 II、アナログ回路、電気エネルギー変換

機器 
次回に向けての改善変更予定 内容がもり沢山なので、他の科目と連携する部分は⼯夫する予定です。 
講義目的 パワーエレクトロニクスは、パワー半導体デバイスを用いて電力の変換・制御を

行う技術分野でさる。現在では、一般産業はもちろん家電・OA 機器から医療、
交通・鉄道、電力に至る幅広い分野をカバーする電気・電子⼯学の基幹技術であ
る。本講義では、以上の技術の解説に加え、近年の地球環境問題の解決法の一つ



である新エネルギーについても解説する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  パワー半導体デバイス 
3 回  整流回路 
4 回  整流回路の交流側特性とインバータ 
5 回  直流チョッパ 
6 回  共振形コンバータ 
7 回  DC-DC コンバータ 
8 回  中間試験 
9 回  自励式インバータ 
10 回  PWM インバータ 
11 回  直流・交流電動機制御の基礎 
12 回  電動機制御の理論 
13 回  電動機制御の応用 
14 回  新エネルギー(1) 
15 回  新エネルギー(2) 

準備学習 1 回  身の回りの物でインバータを使用しているものがあるか調べる 
2 回  半導体の PN 接合について復習する 
3 回  ダイオードとサイリスタについて復習する 
4 回  交流回路について復習する 
5 回  電磁気学の磁束について復習する 
6 回  電気回路の LC 共振について復習する 
7 回  直流チョッパについて復習する 
8 回  第７回目までの内容について理解する 
9 回  三相交流について復習する 
10 回  自励式インバータについて復習する 
11 回  電気機器の交流電動機について復習する 
12 回  直流電動機・誘導電 

 



年度 2014 
授業コード FTD0351P 
成績評価 定期試験(50％)，中間試験(30％)，演習(20％) 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0351P パワーエレクトロニクス 
担当教員名 笠 展幸 
単位数 2 
教科書 矢野昌雄，打⽥良平共著・「パワーエレクトロニクス」・丸善 
アクティブラーニング  
キーワード パワー半導体デバイス、整流回路、インバータ、直流チョッパ、コンバータ、直

流･交流電動機制御 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 パワーエレクトロニクス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 原⽥耕介，二宮保，顧文建共著・「スイッチングコンバータの基礎」・コロナ社杉

本英彦・小山正人・玉井伸三・「AC サーボシステムの理論と設計の実際」，総合
電子出版社 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD0351P 
実務経験のある教員  
達成目標 パワー半導体デバイスを使用した電源回路の動作を理解し、設計できるようにす

る。交流電動機の特性を理解し、その制御方式についても理解できるようにする。 
受講者へのコメント  
連絡先 笠研究室（17 号館 5 階）電子メール kasa@ee.ous.ac.jp，電話 086-256-9521，オ

フィスアワー 水曜日 5,6 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Power Electronics 
関連科目 電気回路 I、電気回路 I 演習、電気回路 II、アナログ回路、電気エネルギー変換

機器 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 パワーエレクトロニクスは、パワー半導体デバイスを用いて電力の変換・制御を

行う技術分野でさる。現在では、一般産業はもちろん家電・OA 機器から医療、
交通・鉄道、電力に至る幅広い分野をカバーする電気・電子⼯学の基幹技術であ
る。本講義では、以上の技術の解説に加え、近年の地球環境問題の解決法の一つ
である新エネルギーについても解説する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  パワー半導体デバイス 
3 回  整流回路 
4 回  整流回路の交流側特性とインバータ 
5 回  直流チョッパ 
6 回  共振形コンバータ 
7 回  DC-DC コンバータ 
8 回  中間試験 
9 回  自励式インバータ 
10 回  PWM インバータ 
11 回  直流・交流電動機制御の基礎 
12 回  電動機制御の理論 
13 回  電動機制御の応用 
14 回  新エネルギー(1) 
15 回  新エネルギー(2) 

準備学習 1 回  身の回りの物でインバータを使用しているものがあるか調べる 
2 回  半導体の PN 接合について復習する 
3 回  ダイオードとサイリスタについて復習する 
4 回  交流回路について復習する 
5 回  電磁気学の磁束について復習する 
6 回  電気回路の LC 共振について復習する 
7 回  直流チョッパについて復習する 
8 回  第７回目までの内容について理解する 
9 回  三相交流について復習する 
10 回  自励式インバータについて復習する 
11 回  電気機器の交流電動機について復習する 
12 回  直流電動機・誘導電 

 



年度 2014 
授業コード FTD03610 
成績評価 中間テスト（20%）、宿題（10%）、定期試験（70%） 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜12) 
見出し FTD03610 制御⼯学 
担当教員名 クルモフ バレリー 
単位数 2 
教科書 システム制御理論入門／小郷・美多／（実教出版）／978-4-407022056 
アクティブラーニング  
キーワード システム制御、状態方程式、フィードバック制御、制御系の解析・設計 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 制御⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 野波・⻄村「MATLAB による制御理論の基礎」東京電機大学出版局 
授業形態 講義 
注意備考 制御⼯学は、電気主任技術者認定に必要な科目である。わからないことがあった

ら 、 遠 慮 せ ず に よ く 質 問 し て ほ し い 。 次 の HP を 随 時 に 参 考 す る こ と 
http://shiwasu.ee.ous.ac.jp/control/ 。 
与えられた課題のシミュレーションを http://shiwasu.ee.ous.ac.jp/matweb_cs/ 
で公開している対話型学習システムにて行う。 

シラバスコード FTD03610 
実務経験のある教員  
達成目標 １）現代制御理論に基づいた線形制御系の構成、基礎解析・設計についての理解

２）システム⼯学的な考え方、物事の取扱い方と問題解決法を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 4F クルモフ研究室 val@ee.ous.ac.jp 086-256-9542 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Control Engineering 
関連科目 数学、応用数学、物理学、システム制御の基礎 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 制御⼯学は世の中に定着し、様々な分野に適用され、目覚ましい成果をあげてい

る。品質管理、自動組み立て、飛行制御、宇宙⼯学、自動車制御、発電システム、
ロボティクス等々の分野の発展に制御⼯学が重要な役割を果たしている。本講義
では、実用的な例を挙げながら現代制御理論と基本的な線形制御系設計方法の理
解を目指す。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 「制御⼯学の概要」 
講義の進め方・評価方法を説明する。OHP・動画・シミュレーションを用いて、
制御⼯学の歴史・自動制御の意味および応用について述べる。 
2 回 「状態方程式とシステム応答」 
行列論の復習をする。電気−機械システムと状態方程式、システムの応答および
伝達関数と状態方程式について説明する。 
3 回 「線形時不変システムと状態推移行列」 
状態推移行列の重要な性質について説明をしてから状態方程式の解を導出して、
解析をする。 
4 回 「線形時不変システムの安定性」 
漸近安定性とシステムの極について述べ 

準備学習 1 回 シラバスの内容を読み、全体の流れを把握する。線形微分方程式の解法につ
いてしっかりと復習をすること。 
2 回 前回の講義内容を復習し、理解を深めること。行列論とラプラス変換をよく
復習すること。 
3 回 前回の講義時に与えられた課題を理解し、解くこと。 
4 回 前回の講義時に与えられた課題を理解し、解き、対話型学習システム
(http://shiwasu.ee.ous.ac.jp/matweb_cs)によるシミュレーションをすること。 
5 回 前々回までの内容を復習し、ノートにまとめる。 
6 回 前回までの内容を復 

 



年度 2014 
授業コード FTD0361P 
成績評価 中間テスト（20%）、宿題（10%）、定期試験（70%） 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0361P 制御⼯学 
担当教員名 クルモフ バレリー 
単位数 2 
教科書 システム制御理論入門／小郷・美多／（実教出版）／978-4-407022056 
アクティブラーニング  
キーワード システム制御、状態方程式、フィードバック制御、制御系の解析・設計 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 制御⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 野波・⻄村「MATLAB による制御理論の基礎」東京電機大学出版局 
授業形態 講義 
注意備考 制御⼯学は、電気主任技術者認定に必要な科目である。わからないことがあった

ら 、 遠 慮 せ ず に よ く 質 問 し て ほ し い 。 次 の HP を 随 時 に 参 考 す る こ と 
http://shiwasu.ee.ous.ac.jp/control/ 。 
与えられた課題のシミュレーションを http://shiwasu.ee.ous.ac.jp/matweb_cs/ 
で公開している対話型学習システムにて行う。 

シラバスコード FTD0361P 
実務経験のある教員  
達成目標 １）現代制御理論に基づいた線形制御系の構成、基礎解析・設計についての理解

２）システム⼯学的な考え方、物事の取扱い方と問題解決法を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 4F クルモフ研究室 val@ee.ous.ac.jp 086-256-9542 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Control Engineering 
関連科目 数学、応用数学、物理学、システム制御の基礎 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 制御⼯学は世の中に定着し、様々な分野に適用され、目覚ましい成果をあげてい

る。品質管理、自動組み立て、飛行制御、宇宙⼯学、自動車制御、発電システム、
ロボティクス等々の分野の発展に制御⼯学が重要な役割を果たしている。本講義
では、実用的な例を挙げながら現代制御理論と基本的な線形制御系設計方法の理
解を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 「制御⼯学の概要」 
講義の進め方・評価方法を説明する。OHP・動画・シミュレーションを用いて、
制御⼯学の歴史・自動制御の意味および応用について述べる。 
2 回 「状態方程式とシステム応答」 
行列論の復習をする。電気−機械システムと状態方程式、システムの応答および
伝達関数と状態方程式について説明する。 
3 回 「線形時不変システムと状態推移行列」 
状態推移行列の重要な性質について説明をしてから状態方程式の解を導出して、
解析をする。 
4 回 「線形時不変システムの安定性」 
漸近安定性とシステムの極について述べ 

準備学習 1 回 シラバスの内容を読み、全体の流れを把握する。線形微分方程式の解法につ
いてしっかりと復習をすること。 
2 回 前回の講義内容を復習し、理解を深めること。行列論とラプラス変換をよく
復習すること。 
3 回 前回の講義時に与えられた課題を理解し、解くこと。 
4 回 前回の講義時に与えられた課題を理解し、解き、対話型学習システム
(http://shiwasu.ee.ous.ac.jp/matweb_cs)によるシミュレーションをすること。 
5 回 前々回までの内容を復習し、ノートにまとめる。 
6 回 前回までの内容を復 

 



年度 2014 
授業コード FTD03710 
成績評価 定期試験（100％）により行う。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜12) 
見出し FTD03710 システム⼯学 
担当教員名 太⽥垣 博一 
単位数 2 
教科書 椹⽊義一、添⽥喬、中溝高好著・「システム⼯学の基礎」・日新出版 
アクティブラーニング  
キーワード システムズアプローチ，システム設計，モデリング，システム計画法，システム

評価，最適化技法，シミュレーション，評価，信頼性，アベイラビリティ，複雑
系，システム制御 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 システム⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中森義輝・「システム⼯学」・コロナ社、山⽥新一他・「システム⼯学痛論」・コロ

ナ社 
授業形態 講義 
注意備考 講義第１回目に「講義補足資料」を配布する。出席は、毎回授業のアンケートを

兼ねた出席票の提出で確認する。 
シラバスコード FTD03710 
実務経験のある教員  
達成目標 ①システム設計のための数学モデルを作成することができる。 

②問題解決の方策を数理問題て定式化することができる。 
③最適化手法などを用いて数理問題を解決することができる。 
④所要の性能を満たすシステムを設計することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 5 階太⽥垣教授室 e-mail:ohtagaki@ee.ous.ac.jp  

オフィスアワー：月 B，水 C，金 H 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Systems Engineering 
関連科目 数学 I（微分積分） 数学 II（多変数関数・偏微分・多重積分） 数学 III（微分

方程式） 応用数学 I（線形代数） 応用数学 II（ベクトル解析） 応用数学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 システム⼯学は企業での広い範囲の業務を遂行するための⼯学基礎として必要

欠くことのできない内容を含んでいる。本講義では、システムデザインを目指す



エンジニヤにとっての総合化技術の基礎理論について講述する。さらに、応用例
についても述べる。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 【システム⼯学概観】システム⼯学について，システムエンジニヤの活動領

域に触れて概観する。 
2 回 【システム⼯学的問題の具体例と定式化】システム⼯学の概観で触れたシス
テム⼯学的問題の具体例と定式化について講述する。 
3 回 【行列論と状態変数(1)】システム解析に用いられる状態変数と行列論につ
いて講述する。 
4 回 【行列論と状態変数(2)】システム解析に用いられる状態変数と行列論につ
いて詳細に講述する。 
5 回 【数式化モデルの解法(1)】 数式化モデルの解法について講述する。 
6 回 【数式化モデルの解法 

準備学習 1 回 【システム⼯学概観】数学 I（微分積分） 数学 II（多変数関数・偏微分・
多重積分） 数学 III（微分方程式） 応用数学 I（線形代数） 応用数学 II（ベ
クトル解析） 応用数学 III（複素関数）について復習しておく。 
2 回 【システム⼯学的問題の具体例と定式化】システム⼯学の概観で講述した事
項について復習しておく。 
3 回 【行列論と状態変数(1)】応用数学で習得した行列論に可能な限り習熟して
おく。 
4 回 【行列論と状態変数(2)】応用数学で習得した行列論に可能な限り習熟して
おく。 
5 回  【数式化モデルの 

 



年度 2014 
授業コード FTD0371P 
成績評価 定期試験（100％）により行う。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0371P システム⼯学 
担当教員名 太⽥垣 博一 
単位数 2 
教科書 椹⽊義一、添⽥喬、中溝高好著・「システム⼯学の基礎」・日新出版 
アクティブラーニング  
キーワード システムズアプローチ，システム設計，モデリング，システム計画法，システム

評価，最適化技法，シミュレーション，評価，信頼性，アベイラビリティ，複雑
系，システム制御 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 システム⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中森義輝・「システム⼯学」・コロナ社、山⽥新一他・「システム⼯学痛論」・コロ

ナ社 
授業形態 講義 
注意備考 講義第１回目に「講義補足資料」を配布する。出席は、毎回授業のアンケートを

兼ねた出席票の提出で確認する。 
シラバスコード FTD0371P 
実務経験のある教員  
達成目標 ①システム設計のための数学モデルを作成することができる。 

②問題解決の方策を数理問題て定式化することができる。 
③最適化手法などを用いて数理問題を解決することができる。 
④所要の性能を満たすシステムを設計することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 5 階太⽥垣教授室 e-mail:ohtagaki@ee.ous.ac.jp  

オフィスアワー：月 B，水 C，金 H 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Systems Engineering 
関連科目 数学 I（微分積分） 数学 II（多変数関数・偏微分・多重積分） 数学 III（微分

方程式） 応用数学 I（線形代数） 応用数学 II（ベクトル解析） 応用数学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 システム⼯学は企業での広い範囲の業務を遂行するための⼯学基礎として必要

欠くことのできない内容を含んでいる。本講義では、システムデザインを目指す



エンジニヤにとっての総合化技術の基礎理論について講述する。さらに、応用例
についても述べる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【システム⼯学概観】システム⼯学について，システムエンジニヤの活動領

域に触れて概観する。 
2 回 【システム⼯学的問題の具体例と定式化】システム⼯学の概観で触れたシス
テム⼯学的問題の具体例と定式化について講述する。 
3 回 【行列論と状態変数(1)】システム解析に用いられる状態変数と行列論につ
いて講述する。 
4 回 【行列論と状態変数(2)】システム解析に用いられる状態変数と行列論につ
いて詳細に講述する。 
5 回 【数式化モデルの解法(1)】 数式化モデルの解法について講述する。 
6 回 【数式化モデルの解法 

準備学習 1 回 【システム⼯学概観】数学 I（微分積分） 数学 II（多変数関数・偏微分・
多重積分） 数学 III（微分方程式） 応用数学 I（線形代数） 応用数学 II（ベ
クトル解析） 応用数学 III（複素関数）について復習しておく。 
2 回 【システム⼯学的問題の具体例と定式化】システム⼯学の概観で講述した事
項について復習しておく。 
3 回 【行列論と状態変数(1)】応用数学で習得した行列論に可能な限り習熟して
おく。 
4 回 【行列論と状態変数(2)】応用数学で習得した行列論に可能な限り習熟して
おく。 
5 回  【数式化モデルの 

 



年度 2014 
授業コード FTD03810 
成績評価 定期試験（60%）、中間試験（30%）、小テスト・宿題（10%） 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜12) 
見出し FTD03810 ロボット⼯学 
担当教員名 クルモフ バレリー 
単位数 2 
教科書 ロボットシステム入門／松日薬 信人、大明 準治 共著／オーム社／ISBN978-

4-274-20894 
アクティブラーニング  
キーワード マニピュレータ、順運動学、逆運動学、フィードバック制御、移動ロボット 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ロボット⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ロボット⼯学の基礎／川崎晴久／森北出版／ISBN978-4-627-91382 
授業形態 講義 
注意備考 電気主任技術者資格認定に必要な科目である。次の HP を随時に参考すること 

http://shiwasu.ee.ous.ac.jp/robot/ 
質問等を随時に受け付ける。関⼼のある学生に対して、移動ロボット設計・作成
を指導する。 

シラバスコード FTD03810 
実務経験のある教員  
達成目標 １）ロボット⼯学は、電気電子⼯学分野と大きく関連しているので、物理学・数

学・電子回路・制御⼯学の応用をさらに理解することを目指す。 
２）ロボット⼯学関連の研究が盛んに行われており、最新の研究開発の動向を把
握すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 4F クルモフ研究室 086-256-9542 val@ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Robotics 
関連科目 数学、応用数学、物理学、電気回路、センサ⼯学、制御⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義の目的はは、ロボットの構成、機構、運動学的な解析方法、ロボット制御

について基礎的な内容を理解することである。主に産業用ロボットを対象とする
が、現在大きい課題である移動ロボット、ヒューマノイドロボット、ロボットの
知能化についてソフトおよびハード的な面からも分かりやすく解説する。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 「ロボット⼯学の概要」 

まず、科目内容、講義の実施形態、学習方法・他の科目との関連内容および評価
基準を説明する。その後に、ロボット技術について、動画・静止画およびシミュ
レーション例を利用して次のことを説明する。 
１）ロボットの定義 
２）ロボットの歴史 
３）ロボットの分類化 
４）ロボットの応用 
５）ロボットの知能化 
６）まとめ 
3 回 「ロボットシステムの分類と構成」 
産業用ロボットの分類化及び構成について説明する。次に、ロボットの運動解析
の概念を紹介する。 
4 回 「ロボットのセンサ」 
ロボット⼯学分野 

準備学習 1 回 シラバスの内容を読み、全体の流れを把握すること。WEB を検索して、様々
なロボットにつて調べること。 
3 回 行列論について復習すること。 
4 回 ロータリエンコーダについて調べておくこと。 
「センサ⼯学」科目の内容を復習すること。 
5 回 行列論をさらに復習すること。 
7 回 前回までの講義内容をよく復習すること。 
8 回 ラプラス変換・伝達関数について復習をすること。最終値定理について復習
すること。 
11 回 サーボ系設計について復習をすること。 
12 回 歩行ロボット・車輪型移動ロボットについて調べておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FTD0381P 
成績評価 定期試験（60%）、中間試験（30%）、小テスト・宿題（10%） 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0381P ロボット⼯学 
担当教員名 クルモフ バレリー 
単位数 2 
教科書 ロボットシステム入門／松日薬 信人、大明 準治 共著／オーム社／ISBN978-

4-274-20894 
アクティブラーニング  
キーワード マニピュレータ、順運動学、逆運動学、フィードバック制御、移動ロボット 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ロボット⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ロボット⼯学の基礎／川崎晴久／森北出版／ISBN978-4-627-91382 
授業形態 講義 
注意備考 電気主任技術者資格認定に必要な科目である。次の HP を随時に参考すること 

http://shiwasu.ee.ous.ac.jp/robot/ 
質問等を随時に受け付ける。関⼼のある学生に対して、移動ロボット設計・作成
を指導する。 

シラバスコード FTD0381P 
実務経験のある教員  
達成目標 １）ロボット⼯学は、電気電子⼯学分野と大きく関連しているので、物理学・数

学・電子回路・制御⼯学の応用をさらに理解することを目指す。 
２）ロボット⼯学関連の研究が盛んに行われており、最新の研究開発の動向を把
握すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 4F クルモフ研究室 086-256-9542 val@ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Robotics 
関連科目 数学、応用数学、物理学、電気回路、センサ⼯学、制御⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義の目的はは、ロボットの構成、機構、運動学的な解析方法、ロボット制御

について基礎的な内容を理解することである。主に産業用ロボットを対象とする
が、現在大きい課題である移動ロボット、ヒューマノイドロボット、ロボットの
知能化についてソフトおよびハード的な面からも分かりやすく解説する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「ロボット⼯学の概要」 

まず、科目内容、講義の実施形態、学習方法・他の科目との関連内容および評価
基準を説明する。その後に、ロボット技術について、動画・静止画およびシミュ
レーション例を利用して次のことを説明する。 
１）ロボットの定義 
２）ロボットの歴史 
３）ロボットの分類化 
４）ロボットの応用 
５）ロボットの知能化 
６）まとめ 
3 回 「ロボットシステムの分類と構成」 
産業用ロボットの分類化及び構成について説明する。次に、ロボットの運動解析
の概念を紹介する。 
4 回 「ロボットのセンサ」 
ロボット⼯学分野 

準備学習 1 回 シラバスの内容を読み、全体の流れを把握すること。WEB を検索して、様々
なロボットにつて調べること。 
3 回 行列論について復習すること。 
4 回 ロータリエンコーダについて調べておくこと。 
「センサ⼯学」科目の内容を復習すること。 
5 回 行列論をさらに復習すること。 
7 回 前回までの講義内容をよく復習すること。 
8 回 ラプラス変換・伝達関数について復習をすること。最終値定理について復習
すること。 
11 回 サーボ系設計について復習をすること。 
12 回 歩行ロボット・車輪型移動ロボットについて調べておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FTD03910 
成績評価 定期試験(80%)、課題レポートと小テスト(20%) 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜12) 
見出し FTD03910 電子物性⼯学 
担当教員名 秋山 宜生 
単位数 2 
教科書 「電子物性」／松澤剛雄・高橋清・⻫藤幸喜共著／森北出版／978-4-627772021 
アクティブラーニング  
キーワード フォノン、格子振動、フェルミ分布、ボルツマン分布、配向分極、変位分 

極、常磁性、反磁性、バンドギャッ プ、間接遷移、直接遷移 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「楽しく学べました」「ありがとうございました」との感想がありました。ひとり

でも多くの学生諸君の頭と⼼に残る講義ができたらと思っています。 
科目名 電子物性⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⿊沢達美著 「物性論」(改訂版)裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 後期に「光・電気電子材料」を履修する予定の学生諸君は、この科目を習 

得しておくことが好ましい。 講義は、パソコンによるプロジェクターを併 
用して行なう。 

シラバスコード FTD03910 
実務経験のある教員  
達成目標 結晶の構造と格子振動が織りなす現象、誘電体、磁性体の諸性質を理解す 

る。 
受講者へのコメント 「毎回の学習目標を明示してほしい」(１名)とのことですが、シラバスに書いて

ありますが、わからないときは、講義後もしくは研究室へ、質問に来てください。 
「教科書や資料が少し平易なものの方がよい」（2 名）との指摘がありました。教
科書は、すでに平易なものなので、これ以上グレードを下げることはできません。
わからないときは、講義後もしくは研究室へ、質問に来てください。 

連絡先 研究室:17 号館 4 階、電子メール:akiyama@ee.ous.ac.jp、オフィスアワー:金 
曜日 7・8 時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の目標達成は、62.5%の学生諸君ができている(できた、だいたいできた)と
感じていることがわかりました。授業に対し、教員の意欲については 83.3%の学
生諸君が感じ取ってもらえ、75.0%の学生諸君が授業に満足してもらっているこ
とがわかりました。 授業を受けてよかった点で、理解が深まった 85.4％、興味
関⼼が高まった 22.9％などでした。授業の手法については、特にない 89.6％でし
たが、無回答 4.2%、「毎回の学習目標を明示してほしい」が 1 名いました。「教



科書や資料が少し平易なものの方がよい」が２名いま 
英文科目名 Solid State Physics for Engineering 
関連科目 電子物性の基礎、半導体⼯学、光・電気電子材料、電子⼯学実験 II 
次回に向けての改善変更予定 物性のおもしろさが伝わり、興味関⼼がよりわくような授業内容にできたらと考

えています。 
講義目的 現代のエレクトロニクス産業の源泉を知り、新たな源泉を開拓する上で、 

電子物性を学ぶことは重要である。 本講義では、電子物性に共通して流れ 
る考え方、取り扱い方法、典型的な物質、現象について解説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション/電子物性の基礎について説明する。 

2 回 格子振動とフォノン I．１次元鎖（同種）の格子振動とフォノンについて説
明する。 
3 回 格子振動とフォノン II．１次元鎖（異種）の格子振動とフォノンについて説
明する。 
4 回 固体の熱的性質 I．アインシュタインの理論ついて説明する。 
5 回 固体の熱的性質 II．デバイの理論について説明する。 
6 回 固体の熱伝導、電気伝導について説明する。 
7 回 固体のエネルギーバンドについて説明する。 
8 回 粒子の従う統計について説明する。 
9 回 半導体 I．真性半 

準備学習 1 回 「電子物性の基礎」で習得した内容を読み返しておくこと。 
2 回 結晶構造について事前に調べておくこと。 
3 回 前回学んだ格子振動についてテキストを読んで理解しておくこと。 
4 回 テキストを読んで固体の熱的性質とはどのようなものか概略を掴んでおく
こと。 
5 回 前回学んだ熱的性質についてテキストを読んで理解しておくこと。 
6 回 格子振動と熱および電気伝導との関わる具体例を調べておくこと。 
7 回 電気電子⼯学実験 II の半導体の諸性質についての実験例を読んでおくこと。 
8 回 確率、統計の基礎について調べておく 

 



年度 2014 
授業コード FTD0391P 
成績評価 定期試験(80%)、課題レポートと小テスト(20%) 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0391P 電子物性⼯学 
担当教員名 秋山 宜生 
単位数 2 
教科書 「電子物性」／松澤剛雄・高橋清・⻫藤幸喜共著／森北出版／978-4-627772021 
アクティブラーニング  
キーワード フォノン、格子振動、フェルミ分布、ボルツマン分布、配向分極、変位分 

極、常磁性、反磁性、バンドギャッ プ、間接遷移、直接遷移 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電子物性⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⿊沢達美著 「物性論」(改訂版)裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 後期に「光・電気電子材料」を履修する予定の学生諸君は、この科目を習 

得しておくことが好ましい。 講義は、パソコンによるプロジェクターを併 
用して行なう。 

シラバスコード FTD0391P 
実務経験のある教員  
達成目標 結晶の構造と格子振動が織りなす現象、誘電体、磁性体の諸性質を理解す 

る。 
受講者へのコメント  
連絡先 研究室:17 号館 4 階、電子メール:akiyama@ee.ous.ac.jp、オフィスアワー:金 

曜日 7・8 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Solid State Physics for Engineering 
関連科目 電子物性の基礎、半導体⼯学、光・電気電子材料、電子⼯学実験 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代のエレクトロニクス産業の源泉を知り、新たな源泉を開拓する上で、 

電子物性を学ぶことは重要である。 本講義では、電子物性に共通して流れ 
る考え方、取り扱い方法、典型的な物質、現象について解説する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション/電子物性の基礎について説明する。 

2 回 格子振動とフォノン I．１次元鎖（同種）の格子振動とフォノンについて説



明する。 
3 回 格子振動とフォノン II．１次元鎖（異種）の格子振動とフォノンについて説
明する。 
4 回 固体の熱的性質 I．アインシュタインの理論ついて説明する。 
5 回 固体の熱的性質 II．デバイの理論について説明する。 
6 回 固体の熱伝導、電気伝導について説明する。 
7 回 固体のエネルギーバンドについて説明する。 
8 回 粒子の従う統計について説明する。 
9 回 半導体 I．真性半 

準備学習 1 回 「電子物性の基礎」で習得した内容を読み返しておくこと。 
2 回 結晶構造について事前に調べておくこと。 
3 回 前回学んだ格子振動についてテキストを読んで理解しておくこと。 
4 回 テキストを読んで固体の熱的性質とはどのようなものか概略を掴んでおく
こと。 
5 回 前回学んだ熱的性質についてテキストを読んで理解しておくこと。 
6 回 格子振動と熱および電気伝導との関わる具体例を調べておくこと。 
7 回 電気電子⼯学実験 II の半導体の諸性質についての実験例を読んでおくこと。 
8 回 確率、統計の基礎について調べておく 

 



年度 2014 
授業コード FTD04010 
成績評価 中間試験（３０％）、定期試験（６０％）、レポート（５％）、小テスト（５％） 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜12) 
見出し FTD04010 半導体⼯学 
担当教員名 萬本 義徳 
単位数 2 
教科書 「半導体⼯学（第２版）」／高橋 清著／森北出版／978-4-627710412 
アクティブラーニング  
キーワード ダイアモンド構造、エネルギーバンド、フェルミ準位、有効質量、ドナー、アク

セプタ、状態密度、フェルミ分布関数、少数キャリア、ライフタイム、空間電荷、
接合容量、不純物分布、ダングリングボンド、電流増幅率、エミッタ注入効率、
輸送効率、周波数特性、α 遮断周波数、２次元電子ガス、光起電力、電界発光、
誘導放出、コヒーレント、光エレクトニクス、人⼯格子、量子ドット、LSI 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 半導体⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 桜庭一郎著：「半導体デバイスの基礎」（森北出版）など 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD04010 
実務経験のある教員  
達成目標 バンド理論により絶縁体、半導体、金属の違いが理解できること。真性、ｐ型、

ｎ型半導体の違い、特徴がエネルギーバンド、結晶構造から理解できること。キ
ャリアの分布、発生・消滅の機構が理解できること。ｐ−ｎ接合のキャリアの分
布・移動が理解できること。ヘテロ接合の構造・特徴が理解できること。各種ト
ランジスタの動作及び周波数特性改善の⼯夫が理解できること。MOSFET、
CCD、レーザーダイオード等の各種デバイスの構造・特徴・応用が理解できるこ
と 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Semiconductor Engineering 
関連科目 電子物性の基礎、電子物性⼯学、光・電気電子材料、電子デバイス⼯学、センサ

⼯学、アナログ回路、電気電子回路設計 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 現代の電子・通信の技術を支えているのは小さな半導体のチップであり、半導体
の知識なしには電子⼯学は理解出来ない。本講義では半導体の基礎論から p−ｎ
接合、ヘテロ接合について説明し各種トランジスタ・ホトニックデバイス等の構
造、動作原理、応用について講義する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 半導体技術・産業に関する話題に関⼼を持ち、新聞、技術雑誌、テレビ等を

通じて関連する知識を得るべく 日頃から努めること。  
２回 図書館で固体の結晶構造、バンド理論、フェルミ・ディラック統計に関する
入門書に目を通しておくこと。  
３回 前回までの講義の復習をし、内容を充分理解しておくこと。  
４回 前回講義の復習をし、内容をよく理解しておくこと。  
５回 前回講義の復習をし、内容をよく理解しておくこと。  
６回 前回講義の復習をし、内容をよく理解しておくこと。  
７回 前回講義の復習をし、内容をよく理 

 



年度 2014 
授業コード FTD0401P 
成績評価 中間試験（３０％）、定期試験（６０％）、レポート（５％）、小テスト（５％） 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0401P 半導体⼯学 
担当教員名 萬本 義徳 
単位数 2 
教科書 「半導体⼯学（第２版）」／高橋 清著／森北出版／978-4-627710412 
アクティブラーニング  
キーワード ダイアモンド構造、エネルギーバンド、フェルミ準位、有効質量、ドナー、アク

セプタ、状態密度、フェルミ分布関数、少数キャリア、ライフタイム、空間電荷、
接合容量、不純物分布、ダングリングボンド、電流増幅率、エミッタ注入効率、
輸送効率、周波数特性、α 遮断周波数、２次元電子ガス、光起電力、電界発光、
誘導放出、コヒーレント、光エレクトニクス、人⼯格子、量子ドット、LSI 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 半導体⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 桜庭一郎著：「半導体デバイスの基礎」（森北出版）など 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD0401P 
実務経験のある教員  
達成目標 バンド理論により絶縁体、半導体、金属の違いが理解できること。真性、ｐ型、

ｎ型半導体の違い、特徴がエネルギーバンド、結晶構造から理解できること。キ
ャリアの分布、発生・消滅の機構が理解できること。ｐ−ｎ接合のキャリアの分
布・移動が理解できること。ヘテロ接合の構造・特徴が理解できること。各種ト
ランジスタの動作及び周波数特性改善の⼯夫が理解できること。MOSFET、
CCD、レーザーダイオード等の各種デバイスの構造・特徴・応用が理解できるこ
と 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Semiconductor Engineering 
関連科目 電子物性の基礎、電子物性⼯学、光・電気電子材料、電子デバイス⼯学、センサ

⼯学、アナログ回路、電気電子回路設計 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 現代の電子・通信の技術を支えているのは小さな半導体のチップであり、半導体
の知識なしには電子⼯学は理解出来ない。本講義では半導体の基礎論から p−ｎ
接合、ヘテロ接合について説明し各種トランジスタ・ホトニックデバイス等の構
造、動作原理、応用について講義する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 半導体技術・産業に関する話題に関⼼を持ち、新聞、技術雑誌、テレビ等を

通じて関連する知識を得るべく 日頃から努めること。  
２回 図書館で固体の結晶構造、バンド理論、フェルミ・ディラック統計に関する
入門書に目を通しておくこと。  
３回 前回までの講義の復習をし、内容を充分理解しておくこと。  
４回 前回講義の復習をし、内容をよく理解しておくこと。  
５回 前回講義の復習をし、内容をよく理解しておくこと。  
６回 前回講義の復習をし、内容をよく理解しておくこと。  
７回 前回講義の復習をし、内容をよく理 

 



年度 2014 
授業コード FTD04110 
成績評価 定期試験(80%)、課題レポート(20%) 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜12) 
見出し FTD04110 光・電気電子材料 
担当教員名 秋山 宜生 
単位数 2 
教科書 印刷物を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 量子効果デバイス、エネルギ-変換(太陽電池、光検出器)、LED、LD、

CD,DVD,MO, MD, HD、有機 EL、波⻑可変レーザーなどの材料、RoHS、絶縁
体、半導体、電導体、磁性材料 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 コメントは「楽しく学べました」が１枚ありました。  

ひとりでも多くの学生諸君の頭と⼼に残る講義ができたらと思っています。 
科目名 光・電気電子材料 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 松澤剛雄・高橋清・⻫藤幸喜共著「電子物性」森北出版 
授業形態 講義 
注意備考 講義では、主にパソコンによるプロジェクターを用いる。 エレクトロニクスの

進展は目まぐるしいので、図書館やインターネットなどを活用し、最新の情報に
も気をつ けるように。 

シラバスコード FTD04110 
実務経験のある教員  
達成目標 材料のもつ多彩な物性機能を知るとともに、それらがどのような製品を生み出し

ているかを理解する。 
受講者へのコメント 諸君のこの授業に対する目標達成率は、できた＆だいたいできたが 86.0％で、半

分程度が 10.5％でした。授業に対する教員の意欲は、93.0％の学生諸君が感じ取
ってもらえ、満足度は満足＆ほぼ満足が 89.5％、といった具合でした。授業の手
法について、特にないが 93.0％でした。電気の資格関連科目でもあるため、付い
てきてほしいと思います。諸君の底知れぬ力を期待します。授業の進行と教材に
ついて、「特にない」が 93.0％でした。「毎回の学習目標を明示してほしい」が、
1.8％(１名)でした。学習目標については、シラバス 

連絡先 研究室:17 号館 4 階、電子メール:akiyama@ee.ous.ac.jp、オフィスアワー:金曜日
7・8 時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この授業を受けてよかった点として、「理解が深まった 70.0％」「興味・関⼼が高
まった 46.0％」などでした。多くの諸君が、理解が深まり、興味・関⼼をもって
くれたことがわかりました。 



英文科目名 Optoelectronics and Electronic Materials 
関連科目 電子物性の基礎、電子物性⼯学、半導体⼯学。特に、「電子物性の基礎」および

「電子物性⼯学」を履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代社会を豊かにしているエレクトロニクス素子は、様々な材料の特性・特⻑を

巧みに利用したものである。 本講義では、光・電気電子材料の諸性質について学
ぶとともに、その具体的な応用例についても学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 電子デバイスと電子機器について説明する。 

2 回 量子効果デバイス I．単電子デバイスおよびその材料について説明する。 
3 回 量子効果デバイス II．微結晶シリコンについて説明する。 
4 回 エネルギー変換材料 I．クリーンエネルギー関連材料および種々の光検出に
ついて説明す 
る。 
5 回 エネルギー変換材料 II．種々の太陽電池材料について説明する。 
6 回 光デバイス用半導体材料 I．発光ダイオート(LED)に用いられる材料につい
て説明する。 
7 回 光デバイス用半導体材料 II/波⻑可変レーザ材料．半導体レーザ(LD 

準備学習 1 回 電子機器に電子デバイスがどのように使用され、どのようなことが問題に
なっているか、身近な 機器について調べておくこと。 
2 回 省電力、高機能化に伴う素子の将来的な問題点について調べておくこと。 
3 回 ムーアの法則について調べておくこと。 
4 回 クリーンエネルギー関連材料にはどのようなものがあるか調べておくこと。 
5 回 太陽電池等のエネルギー変換材料の問題点について調べておくこと。 
6 回 発光ダイオードの種類と用途について調べておくこと。 
7 回 半導体レーザの種類と用途について調べておくこと。 
8 回 前 

 



年度 2014 
授業コード FTD0411P 
成績評価 定期試験(80%)、課題レポート(20%) 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0411P 光・電気電子材料 
担当教員名 秋山 宜生 
単位数 2 
教科書 印刷物を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 量子効果デバイス、エネルギ-変換(太陽電池、光検出器)、LED、LD、

CD,DVD,MO, MD, HD、有機 EL、波⻑可変レーザーなどの材料、RoHS、絶縁
体、半導体、電導体、磁性材料 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 光・電気電子材料 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 松澤剛雄・高橋清・⻫藤幸喜共著「電子物性」森北出版 
授業形態 講義 
注意備考 講義では、主にパソコンによるプロジェクターを用いる。 エレクトロニクスの

進展は目まぐるしいので、図書館やインターネットなどを活用し、最新の情報に
も気をつ けるように。 

シラバスコード FTD0411P 
実務経験のある教員  
達成目標 材料のもつ多彩な物性機能を知るとともに、それらがどのような製品を生み出し

ているかを理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 研究室:17 号館 4 階、電子メール:akiyama@ee.ous.ac.jp、オフィスアワー:金曜日

7・8 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Optoelectronics and Electronic Materials 
関連科目 電子物性の基礎、電子物性⼯学、半導体⼯学。特に、「電子物性の基礎」および

「電子物性⼯学」を履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代社会を豊かにしているエレクトロニクス素子は、様々な材料の特性・特⻑を

巧みに利用したものである。 本講義では、光・電気電子材料の諸性質について学
ぶとともに、その具体的な応用例についても学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 電子デバイスと電子機器について説明する。 
2 回 量子効果デバイス I．単電子デバイスおよびその材料について説明する。 
3 回 量子効果デバイス II．微結晶シリコンについて説明する。 
4 回 エネルギー変換材料 I．クリーンエネルギー関連材料および種々の光検出に
ついて説明す 
る。 
5 回 エネルギー変換材料 II．種々の太陽電池材料について説明する。 
6 回 光デバイス用半導体材料 I．発光ダイオート(LED)に用いられる材料につい
て説明する。 
7 回 光デバイス用半導体材料 II/波⻑可変レーザ材料．半導体レーザ(LD 

準備学習 1 回 電子機器に電子デバイスがどのように使用され、どのようなことが問題に
なっているか、身近な 機器について調べておくこと。 
2 回 省電力、高機能化に伴う素子の将来的な問題点について調べておくこと。 
3 回 ムーアの法則について調べておくこと。 
4 回 クリーンエネルギー関連材料にはどのようなものがあるか調べておくこと。 
5 回 太陽電池等のエネルギー変換材料の問題点について調べておくこと。 
6 回 発光ダイオードの種類と用途について調べておくこと。 
7 回 半導体レーザの種類と用途について調べておくこと。 
8 回 前 

 



年度 2014 
授業コード FTD04210 
成績評価 中間試験成績と期末試験成績の平均値を評点とします。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜12) 
見出し FTD04210 電子デバイス⼯学 
担当教員名 道⻄ 博行 
単位数 2 
教科書 わかりやすい半導体デバイス（改訂２版） 三菱電機㈱技術研修所 オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード メモリ、マイコン、ＦＰＧＡ、ＡＳＩＣ、ＩＧＢＴ、ＭＯＳＦＥＴ、トランジス

タ、パッケージ。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述なし。 
科目名 電子デバイス⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 わかりやすい半導体デバイス（改訂２版） 三菱電機㈱技術研修所 オーム社 
授業形態 講義 
注意備考 講義の後で極力の質問を行い、学んだ時点で完全に理解しておくことを推奨す

る。 
シラバスコード FTD04210 
実務経験のある教員  
達成目標 メモリ、マイコン、ＡＳＩＣについての正しい知識を持つこと。パワーデバイス

や半導体デバイスの信頼性について、理解を深めること。 
受講者へのコメント デジタル回路、アナログ回路等の過年度の回路系科目とは密接な関係があります

ので、それらを習得してから受講することを強く勧めます。 
講義のなかでは、課題（宿題）提出を数回予定しています。これは中間試験およ
び定期試験への模試のつもりで取り組んでください。 

連絡先 道⻄研究室 17 号館５階 mitinisi＠ee.ous.ac.jp,086-256-9728 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この科目も、予習復習をよく行った・積極的に取り組んだ人ほど、他の項目も高
評価であるので、理解度に直結 していることがよく分かります。逆に、予習復習
（特に復習）をする・しないで、学力に大きな差の付く科目であるといえます。 

英文科目名 Electronic Devices 
関連科目 電気電子回路設計,パワーエレクトロニクス 
次回に向けての改善変更予定 一部、紙ベースの資料のみで説明した箇所がありましたので、今後はパワーポイ

ントを用いたものに変更してゆきます。 
講義目的 半導体デバイスの種類とその特徴、定格、特性などを理解し、さらには半導体の

信頼性や使い方を学びます。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：半導体デバイスの種類とその特徴ついて講義する。 

2 回 ＩＣパッケージの種類と構造について講義する。 
3 回 半導体の基礎として、ダイオードやトランジスタの特性を講義する。 
4 回 ＤＲＡＭメモリについて講義する。 
5 回 ＳＲＡＭメモリをＤＲＡＭと比較しながら講義する。 
6 回 ＲＯＭとＡＳＩＣについて、フラッシュメモリの歴史に触れながら講義す
る。 
7 回 ＡＳＩＣと標準ロジックを講義する 
8 回 中間試験を実施する。 
引き続き、マイコンの特徴などを講義する。 
9 回 マイコンの歴史に触れなが 

準備学習 1 回 半導体デバイスとはどのようなものかを教科書の１ページを予習のこと。 
2 回 ＩＣには色々なパッケージがあります。これらについて予習のこと。 
3 回 トランジスタやＦＥＴの出力特性を予習し、特性図が描けること。 
4 回 メモリの分類について予習のこと。 
5 回 ＳＲＡＭの動作タイミングについて、予習のこと。 
6 回 フラッシュメモリについて予習のこと。 
7 回 1〜6 の内容を復習のこと。 
8 回 ７回までに学んだことを復習のこと。 
9 回 身の回りで、各種のマイコンが使われていることを予習のこと。 
10 回 デジタル回 

 



年度 2014 
授業コード FTD0421P 
成績評価 中間試験成績と期末試験成績の平均値を評点とします。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0421P 電子デバイス⼯学 
担当教員名 道⻄ 博行 
単位数 2 
教科書 わかりやすい半導体デバイス（改訂２版） 三菱電機㈱技術研修所 オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード メモリ、マイコン、ＦＰＧＡ、ＡＳＩＣ、ＩＧＢＴ、ＭＯＳＦＥＴ、トランジス

タ、パッケージ。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電子デバイス⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 わかりやすい半導体デバイス（改訂２版） 三菱電機㈱技術研修所 オーム社 
授業形態 講義 
注意備考 講義の後で極力の質問を行い、学んだ時点で完全に理解しておくことを推奨す

る。 
シラバスコード FTD0421P 
実務経験のある教員  
達成目標 メモリ、マイコン、ＡＳＩＣについての正しい知識を持つこと。パワーデバイス

や半導体デバイスの信頼性について、理解を深めること。 
受講者へのコメント  
連絡先 道⻄研究室 17 号館５階 mitinisi＠ee.ous.ac.jp,086-256-9728 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electronic Devices 
関連科目 電気電子回路設計,パワーエレクトロニクス 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 半導体デバイスの種類とその特徴、定格、特性などを理解し、さらには半導体の

信頼性や使い方を学びます。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：半導体デバイスの種類とその特徴ついて講義する。 

2 回 ＩＣパッケージの種類と構造について講義する。 
3 回 半導体の基礎として、ダイオードやトランジスタの特性を講義する。 
4 回 ＤＲＡＭメモリについて講義する。 
5 回 ＳＲＡＭメモリをＤＲＡＭと比較しながら講義する。 



6 回 ＲＯＭとＡＳＩＣについて、フラッシュメモリの歴史に触れながら講義す
る。 
7 回 ＡＳＩＣと標準ロジックを講義する 
8 回 中間試験を実施する。 
引き続き、マイコンの特徴などを講義する。 
9 回 マイコンの歴史に触れなが 

準備学習 1 回 半導体デバイスとはどのようなものかを教科書の１ページを予習のこと。 
2 回 ＩＣには色々なパッケージがあります。これらについて予習のこと。 
3 回 トランジスタやＦＥＴの出力特性を予習し、特性図が描けること。 
4 回 メモリの分類について予習のこと。 
5 回 ＳＲＡＭの動作タイミングについて、予習のこと。 
6 回 フラッシュメモリについて予習のこと。 
7 回 1〜6 の内容を復習のこと。 
8 回 ７回までに学んだことを復習のこと。 
9 回 身の回りで、各種のマイコンが使われていることを予習のこと。 
10 回 デジタル回 

 



年度 2014 
授業コード FTD04310 
成績評価 定期試験(80%)、レポート(20%)により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜13) 
見出し FTD04310 センサ⼯学 
担当教員名 河村 実生 
単位数 2 
教科書 塩山忠義著・「センサの原理と応用」・森北出版 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 センサ⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD04310 
実務経験のある教員  
達成目標 各種測定対象の代表的なセンサの仕組みや検出法、特質を理解し、それらを定性

的、定量的に取り扱う能力を得ること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Sensor Engineering 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 センサは機械の感覚器官を担うもので、自動車、ロボット、家電製品などに多種

多様なセンサが使われており、その重要度はますます高まってきています。本講
義ではセンサ技術の全体像を把握し各種センサの構造および計測原理を学び、こ
れらのセンサの特質を踏まえながら実際にどのように利用されているか、具体例
を探りながら、センサに関する知識を習得します。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習  

第１回 
 準備学習：身の回りにある家電製品でどのようなセンサが使用されているのか



調べてみよう。  
第２回 
 準備学習：光電効果について調べる 
   
第３回 
 準備学習：半導体の PN 接合について調べる 
  
第４回 
 準備学習：金属の抵抗の原因について調べる 
  
第５回 
 準備学習：熱起電力について調べる 
  
第６回 
 準備学習：電池の原理・仕組みについて調べる 
  
第７回 
 準備学習：  
第８回 
 準備学習：ひずみや弾性力について調べる 
  
第９回 
 準備学習：  
第 

 



年度 2014 
授業コード FTD0431P 
成績評価 定期試験(80%)、レポート(20%)により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0431P センサ⼯学 
担当教員名 河村 実生 
単位数 2 
教科書 塩山忠義著・「センサの原理と応用」・森北出版 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 センサ⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD0431P 
実務経験のある教員  
達成目標 各種測定対象の代表的なセンサの仕組みや検出法、特質を理解し、それらを定性

的、定量的に取り扱う能力を得ること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Sensor Engineering 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 センサは機械の感覚器官を担うもので、自動車、ロボット、家電製品などに多種

多様なセンサが使われており、その重要度はますます高まってきています。本講
義ではセンサ技術の全体像を把握し各種センサの構造および計測原理を学び、こ
れらのセンサの特質を踏まえながら実際にどのように利用されているか、具体例
を探りながら、センサに関する知識を習得します。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習  

第１回 
 準備学習：身の回りにある家電製品でどのようなセンサが使用されているのか



調べてみよう。  
第２回 
 準備学習：光電効果について調べる 
   
第３回 
 準備学習：半導体の PN 接合について調べる 
  
第４回 
 準備学習：金属の抵抗の原因について調べる 
  
第５回 
 準備学習：熱起電力について調べる 
  
第６回 
 準備学習：電池の原理・仕組みについて調べる 
  
第７回 
 準備学習：  
第８回 
 準備学習：ひずみや弾性力について調べる 
  
第９回 
 準備学習：  
第 

 



年度 2014 
授業コード FTD04410 
成績評価 定期試験（80％）、レポート（20％） 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜12) 
見出し FTD04410 光・電磁波⼯学 
担当教員名 信吉 輝己 
単位数 2 
教科書 光・電磁波⼯学／⻄原 浩／オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード 幾何光学、偏光、干渉、反射、透過、波動光学、マクスウェルの方程式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 光・電磁波⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 光波エレクトロニクス／富⽥ 康生／培風館 
授業形態 講義 
注意備考 *課題提出には Web による i-SYS を用いる。レポート相談は、担当教員のオフィ

スアワーに行う。 
シラバスコード FTD04410 
実務経験のある教員  
達成目標 電磁波としての光波の基本的性質を理解し、数式表現を用いて様々な現象に対し

て具体的なイメージを持てるようになること。 
受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 4 階 信吉研究室 086-256-9560 nobuyosi@ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Photonics 
関連科目 電磁気学Ⅰ、電磁気学Ⅱ、電磁気学Ⅲ、マイクロ波⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近年、光ファイバを用いた光通信、あるいはレーザを用いた光計測などの光の応

用技術が、飛躍的な発展をとげている。これらの評価には、電磁波動論的な取り
扱いが有効である。本講義では、光の伝搬、屈折、反射、回折、干渉等の基本的
事項を理解した後、応用的観点より、光ファイバ及び光デバイス等について習得
する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 光波（電磁波）の性質について講述する。 

2 回 マクスウェルの方程式について講述する。 
3 回 電磁波の回路論的取り扱いについて講述する。 



4 回 波動方程式について講述する。 
5 回 偏光について講述する。 
6 回 反射と屈折について講述する。 
7 回 光ビーム波について講述する。 
8 回 干渉とコヒーレンスについて講述する。 
9 回 光干渉計について講述する。 
10 回 レンズによる回折について講述する。 
11 回 伝送波の基本的性質について講述する。 
12 回 誘電体導波路について講述する。 
13 回 光ファイバにつ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 電磁気学における法則などについて電磁気学の教科書でよく調べてみてお
くこと 
3 回 電磁波を取り扱う場合において、電気回路との対応づけを行うので電気回
路 I を復習しておくこと 
4 回 微分方程式や微分演算について数学の教科書でよく調べてみておくこと 
5 回 ベクトル演算についてしっかりイメージできるように、数学の教科書など
でよく復習しておくこと 
6 回 反射と屈折現象について、Web や図書館などでよく調べておくこと 
7 回 波の回折、音の回折、光の回折といっ 

 



年度 2014 
授業コード FTD0441P 
成績評価 定期試験（80％）、レポート（20％） 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0441P 光・電磁波⼯学 
担当教員名 信吉 輝己 
単位数 2 
教科書 光・電磁波⼯学／⻄原 浩／オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード 幾何光学、偏光、干渉、反射、透過、波動光学、マクスウェルの方程式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 光・電磁波⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 光波エレクトロニクス／富⽥ 康生／培風館 
授業形態 講義 
注意備考 *課題提出には Web による i-SYS を用いる。レポート相談は、担当教員のオフィ

スアワーに行う。 
シラバスコード FTD0441P 
実務経験のある教員  
達成目標 電磁波としての光波の基本的性質を理解し、数式表現を用いて様々な現象に対し

て具体的なイメージを持てるようになること。 
受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 4 階 信吉研究室 086-256-9560 nobuyosi@ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Photonics 
関連科目 電磁気学Ⅰ、電磁気学Ⅱ、電磁気学Ⅲ、マイクロ波⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近年、光ファイバを用いた光通信、あるいはレーザを用いた光計測などの光の応

用技術が、飛躍的な発展をとげている。これらの評価には、電磁波動論的な取り
扱いが有効である。本講義では、光の伝搬、屈折、反射、回折、干渉等の基本的
事項を理解した後、応用的観点より、光ファイバ及び光デバイス等について習得
する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 光波（電磁波）の性質について講述する。 

2 回 マクスウェルの方程式について講述する。 
3 回 電磁波の回路論的取り扱いについて講述する。 



4 回 波動方程式について講述する。 
5 回 偏光について講述する。 
6 回 反射と屈折について講述する。 
7 回 光ビーム波について講述する。 
8 回 干渉とコヒーレンスについて講述する。 
9 回 光干渉計について講述する。 
10 回 レンズによる回折について講述する。 
11 回 伝送波の基本的性質について講述する。 
12 回 誘電体導波路について講述する。 
13 回 光ファイバにつ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 電磁気学における法則などについて電磁気学の教科書でよく調べてみてお
くこと 
3 回 電磁波を取り扱う場合において、電気回路との対応づけを行うので電気回
路 I を復習しておくこと 
4 回 微分方程式や微分演算について数学の教科書でよく調べてみておくこと 
5 回 ベクトル演算についてしっかりイメージできるように、数学の教科書など
でよく復習しておくこと 
6 回 反射と屈折現象について、Web や図書館などでよく調べておくこと 
7 回 波の回折、音の回折、光の回折といっ 

 



年度 2014 
授業コード FTD04510 
成績評価 定期試験 100% 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜12) 
見出し FTD04510 マイクロ波⼯学 
担当教員名 松永 誠＊ 
単位数 2 
教科書 平⽥ 仁，”マイクロ波⼯学の基礎”， 日本理⼯出版会／978-4-890192342 
アクティブラーニング  
キーワード 分布定数線路 伝搬定数 特性インピーダンス スミスチャート 同軸線路 

方形導波管 円形導波管 平面波 偏波 マジック T 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 板書の量が多く、また、見難いとのコメントが有る。教科書を基に講義を進めて

いるので、教科書を参照することで板書を控えることも含めて⼯夫をしたい。 
科目名 マイクロ波⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中島将光，”マイクロ波⼯学”，森北出版 

内藤喜之，”マイクロ波・ミリ波⼯学”，コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 ノートをしっかりと，とること．復習をよくすること． 
シラバスコード FTD04510 
実務経験のある教員  
達成目標 ・分布定数線路の伝搬特性を理解できること． 

・平面波，および，円偏波・直線偏波について理解できること． 
・同軸線路，方形導波管，円形導波管の電磁界分布と伝搬特性を理解できること． 
・基本的なマイクロ波回路素子の動作原理を理解できること． 

受講者へのコメント マイクロ波は波⻑が短く、対象物と同程度になるため特異な振る舞いをします。
これを理解すると様々なシステムの動作が判り、興味がわいてくると思います。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 出来るだけ、現実のマイクロ波に関する現象と関連付けて説明している。これが、
「この分野への理解が深まった 88%」に繋がっていると思われる。今後も式だけ
でなく物理現象との関係を説明していきたい。 

英文科目名 Microwave Engineering 
関連科目 電磁気学Ⅰ 電磁気学Ⅱ 電磁気学Ⅲ 電気回路Ⅱ 通信⼯学 
次回に向けての改善変更予定 板書の⼯夫。 
講義目的 マイクロ波を用いる機器は，近年，われわれの身近に溢れるようになった．携帯

電話，無線 LAN,衛星通信，衛星放送，GPS，RFID など日々利用されており，IT



時代に不可欠となっている．また，無線装置のみならず高速の電子計算機におい
ても高周波数で動作するものが現れており，これからの電子・電気技術者にはマ
イクロ波⼯学の素養が不可欠となっている．ここでは，高周波の線路上の伝搬特
性，マイクロ波回路素子の動作原理を学び，マイクロ波技術への入門的基礎学力
を修得する． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、集中定数回路との差異を含め分布定数線路の考え方

について学習する． 
2 回 分布定数線路の伝搬特性として特性インピーダンス、前進波、後進波および
反射係数について学習する ． 
3 回 分布定数線路における定在波の発生と、回路の伝搬特性の把握に役立つ定
在波比について学習する． 
4 回 分布定数線路に特有の線路インピーダンスの考え方、および分布定数線路
の 2 端子対回路としての扱いについて学習する． 
5 回 インピーダンス変換とインピーダンス整合について学習する． 
6 回 マイクロ波回路の扱いに適した 

準備学習 1 回 偏微分方程式について復習しておくこと． 
2 回 伝搬定数と進行波、後進波の関係について復習のこと． 
3 回 伝搬定数と進行波、後進波の関係について復習のこと． 
4 回 第２回の特性インピーダンス、第３回の定在波について復習のこと． 
5 回 定在波と入力インピーダンスについて復習のこと． 
6 回 ２端子対回路の行列表示について復習のこと． 
7 回 前進波、反射波、線路のインピーダンスについて復習のこと． 
8 回 ベクトル解析について予習しておくこと． 
9 回 マックスウエルの方程式、偏微分方程式について見直しておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FTD0451P 
成績評価 定期試験 100% 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0451P マイクロ波⼯学 
担当教員名 松永 誠＊ 
単位数 2 
教科書 平⽥ 仁，”マイクロ波⼯学の基礎”， 日本理⼯出版会／978-4-890192342 
アクティブラーニング  
キーワード 分布定数線路 伝搬定数 特性インピーダンス スミスチャート 同軸線路 

方形導波管 円形導波管 平面波 偏波 マジック T 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 マイクロ波⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中島将光，”マイクロ波⼯学”，森北出版 

内藤喜之，”マイクロ波・ミリ波⼯学”，コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 ノートをしっかりと，とること．復習をよくすること． 
シラバスコード FTD0451P 
実務経験のある教員  
達成目標 ・分布定数線路の伝搬特性を理解できること． 

・平面波，および，円偏波・直線偏波について理解できること． 
・同軸線路，方形導波管，円形導波管の電磁界分布と伝搬特性を理解できること． 
・基本的なマイクロ波回路素子の動作原理を理解できること． 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Microwave Engineering 
関連科目 電磁気学Ⅰ 電磁気学Ⅱ 電磁気学Ⅲ 電気回路Ⅱ 通信⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 マイクロ波を用いる機器は，近年，われわれの身近に溢れるようになった．携帯

電話，無線 LAN,衛星通信，衛星放送，GPS，RFID など日々利用されており，IT
時代に不可欠となっている．また，無線装置のみならず高速の電子計算機におい
ても高周波数で動作するものが現れており，これからの電子・電気技術者にはマ
イクロ波⼯学の素養が不可欠となっている．ここでは，高周波の線路上の伝搬特
性，マイクロ波回路素子の動作原理を学び，マイクロ波技術への入門的基礎学力



を修得する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、集中定数回路との差異を含め分布定数線路の考え方

について学習する． 
2 回 分布定数線路の伝搬特性として特性インピーダンス、前進波、後進波および
反射係数について学習する ． 
3 回 分布定数線路における定在波の発生と、回路の伝搬特性の把握に役立つ定
在波比について学習する． 
4 回 分布定数線路に特有の線路インピーダンスの考え方、および分布定数線路
の 2 端子対回路としての扱いについて学習する． 
5 回 インピーダンス変換とインピーダンス整合について学習する． 
6 回 マイクロ波回路の扱いに適した 

準備学習 1 回 偏微分方程式について復習しておくこと． 
2 回 伝搬定数と進行波、後進波の関係について復習のこと． 
3 回 伝搬定数と進行波、後進波の関係について復習のこと． 
4 回 第２回の特性インピーダンス、第３回の定在波について復習のこと． 
5 回 定在波と入力インピーダンスについて復習のこと． 
6 回 ２端子対回路の行列表示について復習のこと． 
7 回 前進波、反射波、線路のインピーダンスについて復習のこと． 
8 回 ベクトル解析について予習しておくこと． 
9 回 マックスウエルの方程式、偏微分方程式について見直しておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FTD04610 
成績評価 定期試験（40%）, 中間試験（40%）,課題提出(20%)により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜13) 
見出し FTD04610 コンピュータ⼯学Ⅱ 
担当教員名 道⻄ 博行 
単位数 2 
教科書 コンピュータ⼯学Ⅰで用いた教科書を持参すること。 

適宜資料（プリント）を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード ソフトウェア、ハードウェア、コンピュータアーキテクチャ、プログラム、OS、

データベース 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 平成 12 年度から実施している最新技術紹介が好評のようですので、来年度も継

続してゆきます。 
科目名 コンピュータ⼯学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 図解コンピュータ概論・ハードウェア／橋本洋志，松永俊雄，小沢智，⽊村幸男

／オーム社 
基本情報技術者のよくわかる教科書／技術評論社 
コンピュータ概論／半谷精一郎，見山友裕，⻑谷川幹雄／コロナ社 

授業形態 講義 
注意備考 課題提出システムを利用した課題提出を 4 回予定している。 

登録方法については、初回の講義時に指示する、 
シラバスコード FTD04610 
実務経験のある教員  
達成目標 コンピュータハードウェアおよびソフトウェアにおける基礎的素養を身に着け

ること。主として、各種ハードウェアの役割、情報量の数学的な取り扱い、OS の
役割、プログラミング言語と言語処理の役割、各種ソフトウェアの役割を理解し
ていること。 

受講者へのコメント 課題レポートにより、成績評価だけでなく、理解度の把握も行っておりますので、
できるだけ課題提出してください。 

連絡先 道⻄研究室 17 号館５階 mitinisi＠ee.ous.ac.jp,086-256-9728 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 予習復習をよく行った・積極的に取り組んだ人ほど、他の項目も高評価であるの
で、理解度に直結していることがよく分かります。逆に、予習復習（特に復習）
をする・しないで、学力に大きな差の付く科目であるといえます。 

英文科目名 Computer Technology II 



関連科目 コンピュータリテラシ、コンピュータ実習、プログラミング基礎、コンピュータ
⼯学 I、コンピュータ・情報コース専門科目 

次回に向けての改善変更予定 コンピュータ⼯学Ⅰの担当者との連携強化により、内容の拡充を図りたい。 
また、現在よりも演習を増やして、理解度の向上を図りたい。 

講義目的 コンピュータ⼯学 I で習得したコンピュータハードウェアに関する基礎知識を
もとに、記憶装置、入出力装置に関する基礎知識およびソフトウェアの基礎知識
を習得し、コンピュータ・情報コース専門科目への導入を容易にすることを目的
とする。また、基本情報処理技術者資格の取得支援も目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  コンピュータハードウェアについて概説する。 

2 回  ハードウェアとソフトウェアについて概説する。 
3 回  コンピュータの処理形態（集中処理と分散処理）について説明する。 
4 回  コンピュータの動作と情報理論について説明する。 
5 回  記憶装置、メモリアーキテクチャ、外部メモリについて説明する。 
6 回  入出力装置、インターフェース、周辺装置について説明する。 
7 回  1〜6 の内容の慨説を行ったのち、中間試験を実施する。 
8 回  ソフトウェアとプログラミング開発環境について説明する。 
9 回  Ｃ言語 

準備学習 1 回 コンピュータ⼯学Ⅰにおけるハードウェア関連の復習をしておくこと。 
2 回 コンピュータ⼯学Ⅰにおけるソフトウェア関連（プログラムの実行）の復習
をしておくこと。 
3 回 情報処理システムにおける集中処理と分散処理の違いを理解しておくこと。 
4 回 プロセッサ内におけるデータ表現について復習しておくこと。 
5 回 主記憶装置と補助記憶装置について予習しておくこと。 
6 回 入出力インターフェースと各種装置について予習しておくこと。 
7 回 第 1 回〜7 回の範囲を配布プリントとＷＥＢ課題を中⼼に復習しておくこ
と。 
8 回 

 



年度 2014 
授業コード FTD0461P 
成績評価 定期試験（40%）, 中間試験（40%）,課題提出(20%)により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0461P コンピュータ⼯学Ⅱ 
担当教員名 道⻄ 博行 
単位数 2 
教科書 コンピュータ⼯学Ⅰで用いた教科書を持参すること。 

適宜資料（プリント）を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード ソフトウェア、ハードウェア、コンピュータアーキテクチャ、プログラム、OS、

データベース 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータ⼯学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 図解コンピュータ概論・ハードウェア／橋本洋志，松永俊雄，小沢智，⽊村幸男

／オーム社 
基本情報技術者のよくわかる教科書／技術評論社 
コンピュータ概論／半谷精一郎，見山友裕，⻑谷川幹雄／コロナ社 

授業形態 講義 
注意備考 課題提出システムを利用した課題提出を 4 回予定している。 

登録方法については、初回の講義時に指示する、 
シラバスコード FTD0461P 
実務経験のある教員  
達成目標 コンピュータハードウェアおよびソフトウェアにおける基礎的素養を身に着け

ること。主として、各種ハードウェアの役割、情報量の数学的な取り扱い、OS の
役割、プログラミング言語と言語処理の役割、各種ソフトウェアの役割を理解し
ていること。 

受講者へのコメント  
連絡先 道⻄研究室 17 号館５階 mitinisi＠ee.ous.ac.jp,086-256-9728 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Technology II 
関連科目 コンピュータリテラシ、コンピュータ実習、プログラミング基礎、コンピュータ

⼯学 I、コンピュータ・情報コース専門科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コンピュータ⼯学 I で習得したコンピュータハードウェアに関する基礎知識を



もとに、記憶装置、入出力装置に関する基礎知識およびソフトウェアの基礎知識
を習得し、コンピュータ・情報コース専門科目への導入を容易にすることを目的
とする。また、基本情報処理技術者資格の取得支援も目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  コンピュータハードウェアについて概説する。 

2 回  ハードウェアとソフトウェアについて概説する。 
3 回  コンピュータの処理形態（集中処理と分散処理）について説明する。 
4 回  コンピュータの動作と情報理論について説明する。 
5 回  記憶装置、メモリアーキテクチャ、外部メモリについて説明する。 
6 回  入出力装置、インターフェース、周辺装置について説明する。 
7 回  1〜6 の内容の慨説を行ったのち、中間試験を実施する。 
8 回  ソフトウェアとプログラミング開発環境について説明する。 
9 回  Ｃ言語 

準備学習 1 回 コンピュータ⼯学Ⅰにおけるハードウェア関連の復習をしておくこと。 
2 回 コンピュータ⼯学Ⅰにおけるソフトウェア関連（プログラムの実行）の復習
をしておくこと。 
3 回 情報処理システムにおける集中処理と分散処理の違いを理解しておくこと。 
4 回 プロセッサ内におけるデータ表現について復習しておくこと。 
5 回 主記憶装置と補助記憶装置について予習しておくこと。 
6 回 入出力インターフェースと各種装置について予習しておくこと。 
7 回 第 1 回〜7 回の範囲を配布プリントとＷＥＢ課題を中⼼に復習しておくこ
と。 
8 回 

 



年度 2014 
授業コード FTD04710 
成績評価 報告書の評価と定期試験の結果を同等の重みで平均しその平均点により評価す

る。平均点が満点の 60％以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜12) 
見出し FTD04710 数値計算 
担当教員名 垣谷 公徳 
単位数 2 
教科書 情報⼯学入門シリーズ 5・数値計算法／三井⽥・荒井／森北出版／978-4-

627801523 
アクティブラーニング  
キーワード ニュートン法，オイラー法，ルンゲ・クッタ法，ガウス・ザイデル法，ヤコビ法，

FFT 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数値計算 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プログラミング言語 C／石⽥晴久／共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 レポート課題は情報処理センターもしくは電子⼯学科計算機自習室において各

自が行なうことになるので、電子計算機実習で計算機および開発環境の使用法に
慣れておくこと。 

シラバスコード FTD04710 
実務経験のある教員  
達成目標 オイラー法のプログラムを書くことができる、ガウス・ザイデル法の原理を理解

する、ライブラリを利用するのに必要な知識を参照できるなどを目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 3F 垣谷研究室 オフィスアワー: ⽊曜日 13:15-15:00 

E-mail: kimi@ee.ous.ac.jp 
Web: http://sstweb.ee.ous.ac.jp/ 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Numerical Calculations 
関連科目 コンピュータ実習、数学 I,II,III、応用数学 I,II, 電気回路、物理学 I, II, 制御⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電子計算機を用いた数値計算は、電子⼯学のさまざまな分野で、今や必要不可欠

なものである。本講義では数値計算の基礎となるいくつかの題目について、その
アルゴリズムを、c 言語を用いて学習する。同時にデータ構造や誤差についても



学習する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 この講義の進め方と数値計算の概要について一般論を講義するとともにい

くつかの具体的事例を紹介する。 
2 回 数値計算を実行するために必要な c 言語の文法事項のうち「データ構造」に
ついて説明する。 
3 回  数値計算を実行するために必要な c 言語の文法事項のうち「制御構造」に
ついて説明する。 
4 回  数値計算を実行するために必要な c 言語の文法事項のうち「ユーザ定義関
数」について説明する。 
5 回 この講義の報告書を作成する上で必要な数値計算の開発環境と計算結果の
可視化について説明する。 
6 回 誤差と単位について講 

準備学習 1 回  c 言語について復習しておくこと。 
2 回  「数値計算のための c 言語」の講義資料を Web からダウンロードし、「デ
ータ構造」の内容をよく読んでおくこと。 
3 回  「数値計算のための c 言語」の講義資料を Web からダウンロードし、「制
御構造」の内容をよく読んでおくこと。前回の講義で学習したプログラムを実際
に実行し理解を深めておくこと。 
4 回  「数値計算のための c 言語」の講義資料を Web からダウンロードし、「ユ
ーザ定義関数」の内容をよく読んでおくこと。前回の講義で学習したプログラム
を実際に実行し理解を深め 

 



年度 2014 
授業コード FTD0471P 
成績評価 報告書の評価と定期試験の結果を同等の重みで平均しその平均点により評価す

る。平均点が満点の 60％以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0471P 数値計算 
担当教員名 垣谷 公徳 
単位数 2 
教科書 情報⼯学入門シリーズ 5・数値計算法／三井⽥・荒井／森北出版／978-4-

627801523 
アクティブラーニング  
キーワード ニュートン法，オイラー法，ルンゲ・クッタ法，ガウス・ザイデル法，ヤコビ法，

FFT 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数値計算 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プログラミング言語 C／石⽥晴久／共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 レポート課題は情報処理センターもしくは電子⼯学科計算機自習室において各

自が行なうことになるので、電子計算機実習で計算機および開発環境の使用法に
慣れておくこと。 

シラバスコード FTD0471P 
実務経験のある教員  
達成目標 オイラー法のプログラムを書くことができる、ガウス・ザイデル法の原理を理解

する、ライブラリを利用するのに必要な知識を参照できるなどを目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 3F 垣谷研究室 オフィスアワー: ⽊曜日 13:15-15:00 

E-mail: kimi@ee.ous.ac.jp 
Web: http://sstweb.ee.ous.ac.jp/ 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Numerical Calculations 
関連科目 コンピュータ実習、数学 I,II,III、応用数学 I,II, 電気回路、物理学 I, II, 制御⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電子計算機を用いた数値計算は、電子⼯学のさまざまな分野で、今や必要不可欠

なものである。本講義では数値計算の基礎となるいくつかの題目について、その
アルゴリズムを、c 言語を用いて学習する。同時にデータ構造や誤差についても



学習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 この講義の進め方と数値計算の概要について一般論を講義するとともにい

くつかの具体的事例を紹介する。 
2 回 数値計算を実行するために必要な c 言語の文法事項のうち「データ構造」に
ついて説明する。 
3 回  数値計算を実行するために必要な c 言語の文法事項のうち「制御構造」に
ついて説明する。 
4 回  数値計算を実行するために必要な c 言語の文法事項のうち「ユーザ定義関
数」について説明する。 
5 回 この講義の報告書を作成する上で必要な数値計算の開発環境と計算結果の
可視化について説明する。 
6 回 誤差と単位について講 

準備学習 1 回  c 言語について復習しておくこと。 
2 回  「数値計算のための c 言語」の講義資料を Web からダウンロードし、「デ
ータ構造」の内容をよく読んでおくこと。 
3 回  「数値計算のための c 言語」の講義資料を Web からダウンロードし、「制
御構造」の内容をよく読んでおくこと。前回の講義で学習したプログラムを実際
に実行し理解を深めておくこと。 
4 回  「数値計算のための c 言語」の講義資料を Web からダウンロードし、「ユ
ーザ定義関数」の内容をよく読んでおくこと。前回の講義で学習したプログラム
を実際に実行し理解を深め 

 



年度 2014 
授業コード FTD04810 
成績評価 定期試験（80％）、レポート（20％） 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜12) 
見出し FTD04810 光情報⼯学 
担当教員名 信吉 輝己 
単位数 2 
教科書 光情報⼯学の基礎／吉村 武晃／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 光コンピュータ、光配線、コヒーレント光学、光ディスク、線形光学システム、

空間周波数フィルタリング、開口数、伝達関数、レーザ、光ファイバ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 光情報⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 光とフーリエ変換／谷⽥⾙ 豊彦 ／朝倉書店 
授業形態 講義 
注意備考 ※課題提出は課題提出システム i-SYS を用いて Web で受け付ける。レポート相

談は、担当教員のオフィスアワーに行う。 
シラバスコード FTD04810 
実務経験のある教員  
達成目標 光学系をシステム⼯学論的にとらえ、光学信号の入出力、記録、信号処理、伝送

などの光学情報処理の理解と習得 
受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 4 階 信吉研究室 086-256-9560 nobuyosi＠ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Optical Computing 
関連科目 光・電磁波⼯学、ディジタル回路Ⅱ、光・電気電子材料、通信⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 光コンピュータは，光の最大の特徴である空間的並列性と時間的高速性を生かし

た新しい理論演算原理に基づいて，将来の超高速・巨大容量計算システムの１つ
の可能性を開くものとして最近広い関⼼を集めている。本講義では，光情報処理
に関連するとみられる基礎的技術や演算処理法、光デバイス等について述べるこ
とにする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 光学情報処理の概論について講述する。 

2 回 コヒーレントシステムについて講述する。 



3 回 光学変換について講述する。 
4 回 インコヒーレント光学処理について講述する。 
5 回 フーリエ変換とフィルタリングについて講述する。 
6 回 ホログラフィーについて講述する。 
7 回 光インターコネクションについて講述する。 
8 回 入出力装置・ディスプレーについて講述する。 
9 回 アナログ光演算処理について講述する。 
10 回 デジタル光演算処理について講述する。 
11 回 光記憶装置について講述する。 
12 回 空間光変 

準備学習 1 回 情報処理に利用可能である光の特性について、光電磁波⼯学の教科書など
で復習しておくこと 
2 回 コヒーレントの概念について、Web や図書館などで調べてみておくこと 
3 回 光学変換について、何がどのように行われるのか、性能はどのように決まる
のかなどを考えてみること 
4 回 光信号処理という用語について自分なりに考えてみること 
5 回 フーリエ変換について、数学の教科書などで確認しておくこと 
6 回 ホログラフィーが身の回りでどのように使われているか Web や図書館で調
べておくこと 
7 回 光配線や光インターコネクシ 

 



年度 2014 
授業コード FTD0481P 
成績評価 定期試験（80％）、レポート（20％） 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0481P 光情報⼯学 
担当教員名 信吉 輝己 
単位数 2 
教科書 光情報⼯学の基礎／吉村 武晃／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 光コンピュータ、光配線、コヒーレント光学、光ディスク、線形光学システム、

空間周波数フィルタリング、開口数、伝達関数、レーザ、光ファイバ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 光情報⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 光とフーリエ変換／谷⽥⾙ 豊彦 ／朝倉書店 
授業形態 講義 
注意備考 ※課題提出は課題提出システム i-SYS を用いて Web で受け付ける。レポート相

談は、担当教員のオフィスアワーに行う。 
シラバスコード FTD0481P 
実務経験のある教員  
達成目標 光学系をシステム⼯学論的にとらえ、光学信号の入出力、記録、信号処理、伝送

などの光学情報処理の理解と習得 
受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 4 階 信吉研究室 086-256-9560 nobuyosi＠ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Optical Computing 
関連科目 光・電磁波⼯学、ディジタル回路Ⅱ、光・電気電子材料、通信⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 光コンピュータは，光の最大の特徴である空間的並列性と時間的高速性を生かし

た新しい理論演算原理に基づいて，将来の超高速・巨大容量計算システムの１つ
の可能性を開くものとして最近広い関⼼を集めている。本講義では，光情報処理
に関連するとみられる基礎的技術や演算処理法、光デバイス等について述べるこ
とにする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 光学情報処理の概論について講述する。 

2 回 コヒーレントシステムについて講述する。 



3 回 光学変換について講述する。 
4 回 インコヒーレント光学処理について講述する。 
5 回 フーリエ変換とフィルタリングについて講述する。 
6 回 ホログラフィーについて講述する。 
7 回 光インターコネクションについて講述する。 
8 回 入出力装置・ディスプレーについて講述する。 
9 回 アナログ光演算処理について講述する。 
10 回 デジタル光演算処理について講述する。 
11 回 光記憶装置について講述する。 
12 回 空間光変 

準備学習 1 回 情報処理に利用可能である光の特性について、光電磁波⼯学の教科書など
で復習しておくこと 
2 回 コヒーレントの概念について、Web や図書館などで調べてみておくこと 
3 回 光学変換について、何がどのように行われるのか、性能はどのように決まる
のかなどを考えてみること 
4 回 光信号処理という用語について自分なりに考えてみること 
5 回 フーリエ変換について、数学の教科書などで確認しておくこと 
6 回 ホログラフィーが身の回りでどのように使われているか Web や図書館で調
べておくこと 
7 回 光配線や光インターコネクシ 

 



年度 2014 
授業コード FTD04910 
成績評価 プログラミング課題 50%、定期試験 50%で評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜12) 
見出し FTD04910 画像⼯学 
担当教員名 太⽥ 寛志 
単位数 2 
教科書 ビジュアル情報処理 CG・画像処理入門／ビジュアル情報処理編集委員会／CG-

ARTS 協会／978-4-903474021 
アクティブラーニング  
キーワード ディジタル画像、画像処理、画像認識、画像理解、画像符号化、画像圧縮、画像

伝送、コンピュータグラフィックス、コンピュータプログラミング 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 （自由記述） 

「レポートは大変でしたが達成感はとても大きかったです」 
（回答） 
達成感が大きいほど、実力も大きく向上していると思います。これからも様々な
難題に挑戦して実力をつけていってください。 

科目名 画像⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 画像処理プログラミングには Processing を用いる。Processing のダウンロード

（無償）や使用法については、http://processing.org を参考にせよ。 
画像処理プログラミング技法を学ぶにあたり、コンピュータ実習とプログラミン
グ基礎でＣ言語を修得しておくことが望ましい。 

シラバスコード FTD04910 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 標本化と量子化、階調数と解像度、カラー画像のデータ構造など、ディジタル

画像の基本的事項について説明することができる。 
② 画像の濃淡変換・空間フィルタリング、幾何学的変換の計算法を理解し、画像
を加⼯するコンピュータプログラムを作成することができる。 
③ 画像の特徴抽出とパターン認識を理解し、パターン学習からパターン認識ま
での処理過程を説明することができる。 
④ ＣＧにおけるモデリング、レンダリングを理解し、ＣＧ作成の手順を説明で
きる。 

受講者へのコメント 画像処理に限らず情報処理技術を実際に取り扱うにはコンピュータプログラミ
ングの能力が不可欠である。講義で学んだ知識を活かすためにプログラミング能
力も身に付けていってもらいたい。 

連絡先 太⽥研究室 17 号館 3 階、電子メール：ohta@ee.ous.ac.jp、オフィスアワー：月



曜日 7〜10 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価の目標達成度について、「できた」が 39%、「だいたいできた」が 38%、
「半分程度できた」が 21%、「少しできた」が 2%であった。概ねの学生が理解で
きたようである。授業を受けて良かった点として、「この分野への理解が深まっ
た」87%、「この分野への興味・関⼼が高まった」34%が多く、画像処理とはどう
いう技術であるかをよく理解してもらえたと思う。授業の満足度は、「満足」64%、
「ほぼ満足」15%、「普通」19%であり、「やや不満」以下は無かった。今後も講
義内容を充実するとともに説明に⼯夫を凝らして、満足 

英文科目名 Image Processing 
関連科目 コンピュータ⼯学Ⅰ、コンピュータ⼯学Ⅱ、応用数学Ⅰ、応用数学Ⅱ、コンピュ

ータ実習、プログラミング基礎、数値計算 
次回に向けての改善変更予定 プログラミングレポート課題について、今回は習熟度に応じて課題を選択できる

ようにし、また、学生の理解度を高めるために添削後返却を行った。次回も各学
生のプログラミング能力にあった問題を選択できるように課題を作成する予定
である。 

講義目的 画像処理と画像認識の技術は現在あらゆる産業分野に応用され、使用されてきて
いる。本講義では、画像処理と画像認識の技術を学び、それを実践するためのコ
ンピュータプログラミング技法を習得する。また、拡張現実感などの画像処理と
コンピュータグラフィックスとが融合した技術についても学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ディジタル画像 ――― 人間における知覚とコンピュータにおける画像処

理について概説し、画像の入力と出力、標本化と量子化、階調と解像度について
解説する。 
2 回 画素の濃淡変換 ――― 画像のヒストグラムから画像の性質を計る方法を
解説する。また、画像の見え方や性質を変える濃淡変換について解説する。 
3 回 画像処理プログラミング ――― プログラミング言語 Processing を用いた
画像処理プログラムの作成と実行について解説する。 
4 回 空間フィルタリング ――― 画像領域の濃淡変換であるフィルタリングの 

準備学習 1 回 画像の標本化、量子化、階調、解像度について予習すること。 
2 回 画像のヒストグラムとトーンカーブについて予習すること。 
3 回 Processing について予習すること。 
4 回 画像のフィルタリング処理（畳み込み演算）について予習すること。 
5 回 座標の線形変換について予習すること。 
6 回 アフィン変換について予習すること。 
7 回 画像の２値化法について予習すること。 
8 回 画像のテンプレートマッチングの計算式について予習すること。 
9 回 パターン学習の方法について予習をすること。 
10 回 ステレオマ 

 



年度 2014 
授業コード FTD0491P 
成績評価 プログラミング課題 50%、定期試験 50%で評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0491P 画像⼯学 
担当教員名 太⽥ 寛志 
単位数 2 
教科書 ビジュアル情報処理 CG・画像処理入門／ビジュアル情報処理編集委員会／CG-

ARTS 協会／978-4-903474021 
アクティブラーニング  
キーワード ディジタル画像、画像処理、画像認識、画像理解、画像符号化、画像圧縮、画像

伝送、コンピュータグラフィックス、コンピュータプログラミング 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 画像⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 画像処理プログラミングには Processing を用いる。Processing のダウンロード

（無償）や使用法については、http://processing.org を参考にせよ。 
画像処理プログラミング技法を学ぶにあたり、コンピュータ実習とプログラミン
グ基礎でＣ言語を修得しておくことが望ましい。 

シラバスコード FTD0491P 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 標本化と量子化、階調数と解像度、カラー画像のデータ構造など、ディジタル

画像の基本的事項について説明することができる。 
② 画像の濃淡変換・空間フィルタリング、幾何学的変換の計算法を理解し、画像
を加⼯するコンピュータプログラムを作成することができる。 
③ 画像の特徴抽出とパターン認識を理解し、パターン学習からパターン認識ま
での処理過程を説明することができる。 
④ ＣＧにおけるモデリング、レンダリングを理解し、ＣＧ作成の手順を説明で
きる。 

受講者へのコメント  
連絡先 太⽥研究室 17 号館 3 階、電子メール：ohta@ee.ous.ac.jp、オフィスアワー：月

曜日 7〜10 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Image Processing 



関連科目 コンピュータ⼯学Ⅰ、コンピュータ⼯学Ⅱ、応用数学Ⅰ、応用数学Ⅱ、コンピュ
ータ実習、プログラミング基礎、数値計算 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 画像処理と画像認識の技術は現在あらゆる産業分野に応用され、使用されてきて

いる。本講義では、画像処理と画像認識の技術を学び、それを実践するためのコ
ンピュータプログラミング技法を習得する。また、拡張現実感などの画像処理と
コンピュータグラフィックスとが融合した技術についても学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ディジタル画像 ――― 人間における知覚とコンピュータにおける画像処

理について概説し、画像の入力と出力、標本化と量子化、階調と解像度について
解説する。 
2 回 画素の濃淡変換 ――― 画像のヒストグラムから画像の性質を計る方法を
解説する。また、画像の見え方や性質を変える濃淡変換について解説する。 
3 回 画像処理プログラミング ――― プログラミング言語 Processing を用いた
画像処理プログラムの作成と実行について解説する。 
4 回 空間フィルタリング ――― 画像領域の濃淡変換であるフィルタリングの 

準備学習 1 回 画像の標本化、量子化、階調、解像度について予習すること。 
2 回 画像のヒストグラムとトーンカーブについて予習すること。 
3 回 Processing について予習すること。 
4 回 画像のフィルタリング処理（畳み込み演算）について予習すること。 
5 回 座標の線形変換について予習すること。 
6 回 アフィン変換について予習すること。 
7 回 画像の２値化法について予習すること。 
8 回 画像のテンプレートマッチングの計算式について予習すること。 
9 回 パターン学習の方法について予習をすること。 
10 回 ステレオマ 

 



年度 2014 
授業コード FTD05010 
成績評価 定期試験（80％）、レポート（20％） 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜12) 
見出し FTD05010 コンピュータネットワーク 
担当教員名 信吉 輝己 
単位数 2 
教科書 コンピュータネットワーク／池⽥克夫／オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード OSI 参照システム、CODEC、SERDES、TCP/IP、LAN、SAN、CAN、インタ

ーネット、モバイル、ネットワークトポロジー、プロトコル、イーサネット、メ
ディアアクセス、ルーティング、セキュリティ、光通信 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータネットワーク 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 通信とネットワークの基礎知識／森本喜一郎／昭晃堂：TCP/IP で学ぶネットワ

ークシステム／小高知宏／森北出版：コンピュータネットワークの運用と管理／
水野忠則他／ピアソン出版 

授業形態 講義 
注意備考 ※課題提出システム i-SYS を用いて Web で課題提出を受け付ける。レポート相

談は、担当教員のオフィスアワーに行う。 
シラバスコード FTD05010 
実務経験のある教員  
達成目標 コンピュータネットワークをシステム⼯学論的にとらえ、コンピュータネットワ

ークのアーキテクチュア、プロトコル、符号復号化、階層構造などの理解と習得。 
受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 4 階 信吉研究室 086-256-9560 nobuyosi＠ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Networks 
関連科目 光・電磁波⼯学、通信⼯学、マイクロ波⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近年，通信ネットワーク（インターネット）に関して新しい方式の実用化が急速

に進み通信ネットワークサービスの多様化が進展している。これらは、個々の要
素技術の発展とそのシステム化によるものである。本講義では、個々の要素技術
(IP) の基本的事項を理解した後，応用的観点より種々のコンピュータネットワ
ークシステムについて習得する。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 情報通信ネットワークの基礎について講述する。 

2 回 ネットワークとコンピュータについて講述する。 
3 回 コンピュータネットワークの構成について講述する。 
4 回 ネットワークトポロジーについて講述する。 
5 回 LAN について講述する。 
6 回 加入者系と中継系について講述する。 
7 回 ネットワークモデルについて講述する。 
8 回 TCP/IP について講述する。 
9 回 交換とルーティングについて講述する。 
10 回 ネットワークサービスについて講述する。 
11 回 DNS とディレクトリサービスについて講述する。 

準備学習 1 回 情報通信ネットワークについて現在どのような種類のものがあるのか Web
や図書館などで調べてみておくこと 
2 回 分散型システムの現在状況について Web や図書館などで調べてみておくこ
と 
3 回 ネットワークのコネクションについて、Web や図書館で調べておくこと 
4 回 トポロジーについて、Web や図書館で調べておくこと 
5 回 身の回りにある LAN の機器について、Web や図書館などで調べておくこ
と 
6 回 電話網、統合型ディジタルサービス（ISDN)とインターネットの関係につい
て、Web や図書館で調べておくこと 
 

 



年度 2014 
授業コード FTD0501P 
成績評価 定期試験（80％）、レポート（20％） 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0501P コンピュータネットワーク 
担当教員名 信吉 輝己 
単位数 2 
教科書 コンピュータネットワーク／池⽥克夫／オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード OSI 参照システム、CODEC、SERDES、TCP/IP、LAN、SAN、CAN、インタ

ーネット、モバイル、ネットワークトポロジー、プロトコル、イーサネット、メ
ディアアクセス、ルーティング、セキュリティ、光通信 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータネットワーク 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 通信とネットワークの基礎知識／森本喜一郎／昭晃堂：TCP/IP で学ぶネットワ

ークシステム／小高知宏／森北出版：コンピュータネットワークの運用と管理／
水野忠則他／ピアソン出版 

授業形態 講義 
注意備考 ※課題提出システム i-SYS を用いて Web で課題提出を受け付ける。レポート相

談は、担当教員のオフィスアワーに行う。 
シラバスコード FTD0501P 
実務経験のある教員  
達成目標 コンピュータネットワークをシステム⼯学論的にとらえ、コンピュータネットワ

ークのアーキテクチュア、プロトコル、符号復号化、階層構造などの理解と習得。 
受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 4 階 信吉研究室 086-256-9560 nobuyosi＠ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Networks 
関連科目 光・電磁波⼯学、通信⼯学、マイクロ波⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近年，通信ネットワーク（インターネット）に関して新しい方式の実用化が急速

に進み通信ネットワークサービスの多様化が進展している。これらは、個々の要
素技術の発展とそのシステム化によるものである。本講義では、個々の要素技術
(IP) の基本的事項を理解した後，応用的観点より種々のコンピュータネットワ
ークシステムについて習得する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 情報通信ネットワークの基礎について講述する。 

2 回 ネットワークとコンピュータについて講述する。 
3 回 コンピュータネットワークの構成について講述する。 
4 回 ネットワークトポロジーについて講述する。 
5 回 LAN について講述する。 
6 回 加入者系と中継系について講述する。 
7 回 ネットワークモデルについて講述する。 
8 回 TCP/IP について講述する。 
9 回 交換とルーティングについて講述する。 
10 回 ネットワークサービスについて講述する。 
11 回 DNS とディレクトリサービスについて講述する。 

準備学習 1 回 情報通信ネットワークについて現在どのような種類のものがあるのか Web
や図書館などで調べてみておくこと 
2 回 分散型システムの現在状況について Web や図書館などで調べてみておくこ
と 
3 回 ネットワークのコネクションについて、Web や図書館で調べておくこと 
4 回 トポロジーについて、Web や図書館で調べておくこと 
5 回 身の回りにある LAN の機器について、Web や図書館などで調べておくこ
と 
6 回 電話網、統合型ディジタルサービス（ISDN)とインターネットの関係につい
て、Web や図書館で調べておくこと 
 

 



年度 2014 
授業コード FTD05110 
成績評価 中間試験(50%)と期末試験(50%)により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜13) 
見出し FTD05110 ディジタル回路Ⅰ 
担当教員名 道⻄ 博行 
単位数 2 
教科書 入門ディジタル回路／岡本卓爾、森川良孝、佐藤洋一郎／朝倉書店 

講義のポイントを明確にしたり理解し易くするために、毎回プリントも配布予定 
アクティブラーニング  
キーワード パルス回路、ディジタル回路、論理関数、論理ゲート 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述なし。 
科目名 ディジタル回路Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 電子情報回路／樋口⻯雄、江刺正喜／昭晃堂 
授業形態 講義 
注意備考 講義の後で極力の質問を行い、学んだ時点で完全に理解しておくことを推奨す

る。 
シラバスコード FTD05110 
実務経験のある教員  
達成目標 １）個別素子により構成されたディジタル回路について下記の事項が説明または

算出できること。 
ダイオードとトランジスタにおける静特性上での動作点・クリッパー、微分回路、
積分回路，差動増幅器の動作原理・マルチバイブレータの種類と動作原理・プル
ス幅の算出 
２）論理ゲートについて下記の事項が理解できること。 
バイポーラトランジスタのよるＴＴＬ論理ゲートの論理機能と内部動作・ＥＣＬ
論理ゲートの論理機能と内部動作・ＭＯＳＦＥＴによるＣＭＯＳ論理ゲートの論
理機能と内部動作 
３）論理関数について下記の事項が理解できること。 

受講者へのコメント 課題レポートにより、成績評価だけでなく、理解度の把握も行っておりますので、
できるだけ もれなく課題提出してください。 特に、中間試験後に再提出の支持
があった場合は、必ず提出してください。 
ディジタル回路Ⅱの担当者との連携強化により、内容の拡充を図りたい。 また、
現在よりも演習を増やすことで、理解度の向上を図りたい。 
今回、宿題プリントの配布を中間試験前と定期試験前に行いましたが、まじめに
取り組んだ方はかなり成績が良かったように思います。 

連絡先 道⻄研究室 17 号館５階 mitinisi＠ee.ous.ac.jp,086-256-9728 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 予習復習をよく行った・積極的に取り組んだ人ほど、他の項目も高評価であるの

で、理解度に直結 していることがよく分かります。逆に、予習復習（特に復習）
をする・しないで、学力に大きな差の付く科目であるといえます。 

英文科目名 Degital Circuits I 
関連科目 コンピュータ⼯学Ⅰ、電気回路Ⅰ，電気回路Ⅱ、アナログ回路を修得済みである

ことが望ましい。また、電気電子回路設計を同期に受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 現在は、テキストを要約したプリント配布を行っていますが、不鮮明なカ所があ

るため、 順次修正してゆきます。 
講義目的 ディジタル回路は論理０と１に対応した２値の値のみを入出力とする回路であ

り、アナログ回路に比して動作速度の面で劣るが精度や信頼性の面で圧倒的に優
れている。近年では世の中で利用されている大多数の電子回路がディジタル回路
としてＬＳＩ化されており、その代表例がコンピュータや携帯電話機の回路であ
る。ディジタル回路Ⅰとこれに続くディジタル回路Ⅱとはセットになっており、
ＬＳＩや各種ディジタルシステムを開発あるいは設計するための基礎技術とし
て、基本的なディジタル回路の構成と動作を理解すること目標としている。特に、
ディジタ 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 半導体素子の非線形動作１； ダイオードとバイポーラトランジスタの静

特性と負荷直線について解説する。 
2 回 半導体の非線形動作２； ＭＯＳＦＥＴの静特性と負荷直線について解説
する。 
3 回 波形変換回路１； 波形整形回路と時間軸上の波形変換回路について解説
する。 
4 回 波形変換回路２； 振幅軸上の波形変換回路について解説する。 
5 回 パルス発生回路１； 無安定マルチバイブレータについて解説する。 
6 回 パルス発生回路２； 単安定マルチバイブレータと双安定マルチバイブレ
ータについて解説する。 
7 回 前半内 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 半導体の静特性、負荷直線、動作点について復習しておくこと。 
3 回 数学で学んだ線形１次微分方程式の解き方を復習しておくこと。 
4 回 アナログ回路で学んだトランジスタのエミッター接地増幅率について復習
しておくこと。 
5 回 積分回路の復習をしておくこと。 
6 回 微分回路とコンピュータ⼯学で学んだフリップフロップとの動作を復習し
ておくこと。 
7 回 波形整形回路、微分回路、積分回路、ミラー積分回路、クリッパ（リミッ
タ）、差動増幅器、各種マルチバイブ 

 



年度 2014 
授業コード FTD0511P 
成績評価 中間試験(50%)と期末試験(50%)により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0511P ディジタル回路Ⅰ 
担当教員名 道⻄ 博行 
単位数 2 
教科書 入門ディジタル回路／岡本卓爾、森川良孝、佐藤洋一郎／朝倉書店 

講義のポイントを明確にしたり理解し易くするために、毎回プリントも配布予定 
アクティブラーニング  
キーワード パルス回路、ディジタル回路、論理関数、論理ゲート 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ディジタル回路Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 電子情報回路／樋口⻯雄、江刺正喜／昭晃堂 
授業形態 講義 
注意備考 講義の後で極力の質問を行い、学んだ時点で完全に理解しておくことを推奨す

る。 
シラバスコード FTD0511P 
実務経験のある教員  
達成目標 １）個別素子により構成されたディジタル回路について下記の事項が説明または

算出できること。 
ダイオードとトランジスタにおける静特性上での動作点・クリッパー、微分回路、
積分回路，差動増幅器の動作原理・マルチバイブレータの種類と動作原理・プル
ス幅の算出 
２）論理ゲートについて下記の事項が理解できること。 
バイポーラトランジスタのよるＴＴＬ論理ゲートの論理機能と内部動作・ＥＣＬ
論理ゲートの論理機能と内部動作・ＭＯＳＦＥＴによるＣＭＯＳ論理ゲートの論
理機能と内部動作 
３）論理関数について下記の事項が理解できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 道⻄研究室 17 号館５階 mitinisi＠ee.ous.ac.jp,086-256-9728 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Degital Circuits I 
関連科目 コンピュータ⼯学Ⅰ、電気回路Ⅰ，電気回路Ⅱ、アナログ回路を修得済みである

ことが望ましい。また、電気電子回路設計を同期に受講することが望ましい。 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ディジタル回路は論理０と１に対応した２値の値のみを入出力とする回路であ

り、アナログ回路に比して動作速度の面で劣るが精度や信頼性の面で圧倒的に優
れている。近年では世の中で利用されている大多数の電子回路がディジタル回路
としてＬＳＩ化されており、その代表例がコンピュータや携帯電話機の回路であ
る。ディジタル回路Ⅰとこれに続くディジタル回路Ⅱとはセットになっており、
ＬＳＩや各種ディジタルシステムを開発あるいは設計するための基礎技術とし
て、基本的なディジタル回路の構成と動作を理解すること目標としている。特に、
ディジタ 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 半導体素子の非線形動作１； ダイオードとバイポーラトランジスタの静

特性と負荷直線について解説する。 
2 回 半導体の非線形動作２； ＭＯＳＦＥＴの静特性と負荷直線について解説
する。 
3 回 波形変換回路１； 波形整形回路と時間軸上の波形変換回路について解説
する。 
4 回 波形変換回路２； 振幅軸上の波形変換回路について解説する。 
5 回 パルス発生回路１； 無安定マルチバイブレータについて解説する。 
6 回 パルス発生回路２； 単安定マルチバイブレータと双安定マルチバイブレ
ータについて解説する。 
7 回 前半内 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 半導体の静特性、負荷直線、動作点について復習しておくこと。 
3 回 数学で学んだ線形１次微分方程式の解き方を復習しておくこと。 
4 回 アナログ回路で学んだトランジスタのエミッター接地増幅率について復習
しておくこと。 
5 回 積分回路の復習をしておくこと。 
6 回 微分回路とコンピュータ⼯学で学んだフリップフロップとの動作を復習し
ておくこと。 
7 回 波形整形回路、微分回路、積分回路、ミラー積分回路、クリッパ（リミッ
タ）、差動増幅器、各種マルチバイブ 

 



年度 2014 
授業コード FTD05210 
成績評価 中間テスト４０％、定期テスト６０％による１００点満点として評価し、６０点

以上を合格とする。。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜12) 
見出し FTD05210 ディジタル回路Ⅱ 
担当教員名 籠谷 裕人＊ 
単位数 2 
教科書 岡本卓爾、森川良孝、佐藤洋一郎著：“入門ディジタル回路”，朝倉書店 
アクティブラーニング  
キーワード 組み合わせ論理回路、フリップフロップ、順序回路、ＬＳＩ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ディジタル回路Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 樋口⻯雄、江刺正喜著：“電子情報回路”、昭晃堂 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD05210 
実務経験のある教員  
達成目標 ①組み合わせ論理回路について、以下の事項を理解し、簡単に説明できること。 

 (a)マルチプレクサ／デマルチプレクサ、２進エンコーダ／２進デコーダ、コー
ドコン  
    バータの論理機能と動作原理 
 (b)多ビット加減算器、乗算器、ＡＬＵの機能と動作原理 
 (c)ＰＬＡの構造とプログラミング 
②フリップフロップについて以下の事項を理解し、簡単に説明できること。 
 (a)ラッチとフリップフロップの動作原理とこれらの相違 
 (b)各種フリップフロップの論理機能と回路構成 
 (c)マスタースレーブ型フリップフロッ 

受講者へのコメント  
連絡先 メールアドレス  t.okamoto@blue.plala.or.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Degital Circuits II 
関連科目 コンピュータ⼯学１、電気回路Ⅰ，Ⅱ、アナログ回路Ⅰ、Ⅱ、ディジタル回路Ⅰ

を受講しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 ディジタル回路は論理０と１に対応した２値の値のみを入出力とする回路であ
り、アナログ回路に比して動作速度の面で劣るが精度や信頼性の面で圧倒的に優
れている。近年では現在、世界で利用されている大多数の電子回路がディジタル
回路としてＬＳＩ化されており、その代表例がコンピュータや携帯電話機の回路
である。ディジタル回路Ⅱはディジタル回路Ⅰとセットになっており、ＬＳＩや
各種ディジタルシステムを開発あるいは設計するための基礎技術を理解するこ
とを目標としている。特に、ディジタル回路Ⅱでは、ディジタル回路Ⅰで修得し
たパルス回 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 単純な組み合わせ論理回路１； マルチプレクサ／デマルチプレクサ、エン

コーダ／デコーダ、コードコンバータなどの機能と論理的な動作について、バイ
ポーラ論理ゲートとＣＭＯＳ論理ゲートにより構成された回路により理解する。 
2 回 単純な組み合わせ論理回路２； 論理ゲートレベルで構成した７セグメン
トデコーダ、コンパレータ、ＰＬＡなどの機能と論理的な動作を理解する。 
3 回 演算回路１； 算術演算の基礎的な原理を整理し、これに基づいて構成した
半加算器、全加算器、多ビット加減算器の論理的構造を理解する。 
4 回 演算回 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程をよく把握しておくこと。ヂィジタル回
路Ⅰで学んだ論理ゲートの論理機能と記号を復習しておくこと。 
2 回 ディジタル回路Ⅰで学んだカルノ図の簡単化法をよく復習しておくこと。 
3 回 コンピュータ⼯学Ⅰで学んだ２進法による加算と減算の原理、並びに、電気
電子⼯学実験Ⅰで取り扱った加算器について復習しておくこと。 
4 回 前回この講義で学んだ加算器と減算器について復習しておくこと。 
5 回 ディジタル回路Ⅰで学んだ双安定マルチバイブレータ、フリップフロップ
の動作原理（教科書４３〜４５ 

 



年度 2014 
授業コード FTD0521P 
成績評価 中間テスト４０％、定期テスト６０％による１００点満点として評価し、６０点

以上を合格とする。。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0521P ディジタル回路Ⅱ 
担当教員名 籠谷 裕人＊、道⻄ 博行 
単位数 2 
教科書 岡本卓爾、森川良孝、佐藤洋一郎著：“入門ディジタル回路”，朝倉書店 
アクティブラーニング  
キーワード 組み合わせ論理回路、フリップフロップ、順序回路、ＬＳＩ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ディジタル回路Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 樋口⻯雄、江刺正喜著：“電子情報回路”、昭晃堂 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD0521P 
実務経験のある教員  
達成目標 ①組み合わせ論理回路について、以下の事項を理解し、簡単に説明できること。 

 (a)マルチプレクサ／デマルチプレクサ、２進エンコーダ／２進デコーダ、コー
ドコン  
    バータの論理機能と動作原理 
 (b)多ビット加減算器、乗算器、ＡＬＵの機能と動作原理 
 (c)ＰＬＡの構造とプログラミング 
②フリップフロップについて以下の事項を理解し、簡単に説明できること。 
 (a)ラッチとフリップフロップの動作原理とこれらの相違 
 (b)各種フリップフロップの論理機能と回路構成 
 (c)マスタースレーブ型フリップフロッ 

受講者へのコメント  
連絡先 メールアドレス  t.okamoto@blue.plala.or.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Degital Circuits II 
関連科目 コンピュータ⼯学１、電気回路Ⅰ，Ⅱ、アナログ回路Ⅰ、Ⅱ、ディジタル回路Ⅰ

を受講しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 ディジタル回路は論理０と１に対応した２値の値のみを入出力とする回路であ
り、アナログ回路に比して動作速度の面で劣るが精度や信頼性の面で圧倒的に優
れている。近年では現在、世界で利用されている大多数の電子回路がディジタル
回路としてＬＳＩ化されており、その代表例がコンピュータや携帯電話機の回路
である。ディジタル回路Ⅱはディジタル回路Ⅰとセットになっており、ＬＳＩや
各種ディジタルシステムを開発あるいは設計するための基礎技術を理解するこ
とを目標としている。特に、ディジタル回路Ⅱでは、ディジタル回路Ⅰで修得し
たパルス回 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 単純な組み合わせ論理回路１； マルチプレクサ／デマルチプレクサ、エン

コーダ／デコーダ、コードコンバータなどの機能と論理的な動作について、バイ
ポーラ論理ゲートとＣＭＯＳ論理ゲートにより構成された回路により理解する。 
2 回 単純な組み合わせ論理回路２； 論理ゲートレベルで構成した７セグメン
トデコーダ、コンパレータ、ＰＬＡなどの機能と論理的な動作を理解する。 
3 回 演算回路１； 算術演算の基礎的な原理を整理し、これに基づいて構成した
半加算器、全加算器、多ビット加減算器の論理的構造を理解する。 
4 回 演算回 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程をよく把握しておくこと。ヂィジタル回
路Ⅰで学んだ論理ゲートの論理機能と記号を復習しておくこと。 
2 回 ディジタル回路Ⅰで学んだカルノ図の簡単化法をよく復習しておくこと。 
3 回 コンピュータ⼯学Ⅰで学んだ２進法による加算と減算の原理、並びに、電気
電子⼯学実験Ⅰで取り扱った加算器について復習しておくこと。 
4 回 前回この講義で学んだ加算器と減算器について復習しておくこと。 
5 回 ディジタル回路Ⅰで学んだ双安定マルチバイブレータ、フリップフロップ
の動作原理（教科書４３〜４５ 

 



年度 2014 
授業コード FTD05310 
成績評価 中間試験Ⅰ(15%)、中間試験Ⅱ(15%)、定期試験(70%)の成績で、６０％以上を

合格とする。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜14) 
見出し FTD05310 情報と職業 
担当教員名 瀬見 英利＊ 
単位数 2 
教科書 特に使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教員免許、IT、ユビキタス、電子政府、ブロードバンド、LAN,インターネット、

イントラネット、デジタルデバイド、電子マネー、デジタル家電、終身雇用、年
功序列、職業観、労働感、労働の細分化、余暇の期待、進路指導、派遣、ＯＡ化、
CAD、CAM、CAE 等 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 大事な処が判り難いとの事、ポイントは繰返し説明します。 

纏めの資料配布の希望に関しては今の処考えていない。 
中間テストは穴埋めにしてはとの提案に関しては、文章を書く練習にもなるの
で、現行の形で行います。 

科目名 情報と職業 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 情報と職業／近藤勲／丸善：IT 革命が見る見るわかる／松原 聡／サンマーク

出版：情報化社会と情報倫理／⾠⺒丈夫／共立出版：産業社会と情報化／日高哲
郎／リックテレコム：情報通信白書／総務省：最新情報産業と社会／伏見正則／
実教出版：情報化社会とリテラシー／岡本隆・橘惠昭／晃洋書房：情報社会の基
盤／小国力／丸善：情報と職業／⾠⺒丈夫／情報処理学会 

授業形態 講義 
注意備考 講義１回目とその後数回「講義補足資料」を配布する。出席は、毎回、出席カー

ドを配布する。その提出をもって確認する。 
シラバスコード FTD05310 
実務経験のある教員  
達成目標 ①情報に関係する情報処理技術者及びネットワーク技術者などの役割を理解す

る。 
②コンピュータテクノロジーやＩＴ(情報技術)は不可欠な存在である。それら
が、一般社会や産業分野でどの様に使用されているか、その現状を把握し、情報
システムが果たす影響について理解する。 
③情報システムの構築、運用に対して、情報処理技術者及びネットワーク技術者
が果たすべき役割や責任について理解する。 
④情報に関係する職業人を目指す生徒に対して、適切な教育指導法を理解する。 

受講者へのコメント 一方通行な講義にしないように留意するが、不明な点は、できるだけ質問等で協



力をお願いします。 
連絡先 連絡の必要なときは学科⻑に申し出ること。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の自主学習は「まったくしなかった」が大多数をしめており、授業内
での学習を主にとは考えてはいるが、残念。 
宿題等も検討必要かも？ 総合評価でも目標達成では、半分以上が 3/4 程度。満
足感では、不満が１名、やや不満含めると、５名と 
問題あり。もっと理解をしてもらえるように留意必要。資料・スライドの見難さ
への指摘もあり、見直し必要かも？要検討。 

英文科目名 Information and Profession 
関連科目 情報化社会と倫理 
次回に向けての改善変更予定 資料・スライドの文字を大きく修正する予定。 
講義目的 生徒が専門科目「情報」を学び、情報関連職種に就職する際に、必要となる進路

指導のあり方について講義する。そのために、就職する上での基礎知識となる情
報関連業務を取巻く環境条件、就職や就業に関連する制度や慣行、職業人に求め
られる基本的な資質について解説し、職業意識と職業倫理を育てながら進路指導
を行う方法を説明する。情報関連業務で働くことの実情を理解させることで、職
業人として倫理観を育む指導法の重要性も説明する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 情報と職業 (「情報化社会と倫理」、情報科、教員免許)について説明する。 

2 回 アジア各国のＩＴの状況(韓国、台湾、シンガポール)について紹介する。 
3 回 日本のＩＴ戦略(ｅ-ＪＡＰＡＮ２０００、電子政府、人材育成、高速化、ブ
ロードバンド)について説明する。 
4 回 情報と情報通信技術(ＬＡＮ、インターネット、イントラネット、デジタル
放送)について説明する。 
5 回 ＩＴ革命の波(デジタルデバイド、日米の格差、光と影、OA 化、製造の自
動化、自動制御、CAD、CAM、CAE)について説明する。 
6 回 ＩＴ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。教員免許に必要な
講義名などを調べておくこと。 
2 回 各国の IT 化について調べてみること 
3 回 日本のＩＴ戦略について調べてみること 
4 回 インターネットに使用されている技術について調べてみておくこと 
5 回 IT 化による社会に対する影響はどのようなものがあるか考えてみること 
6 回 IT 化による産業会に対する影響はどのようなものがあるか考えてみること 
7 回 IT 化による社会システム（金融、行政、高速道路、電気通信）関係に対す
る影響について考えてみること 
 

 



年度 2014 
授業コード FTD0531P 
成績評価 中間試験Ⅰ(15%)、中間試験Ⅱ(15%)、定期試験(70%)の成績で、６０％以上を

合格とする。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0531P 情報と職業 
担当教員名 瀬見 英利＊ 
単位数 2 
教科書 特に使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教員免許、IT、ユビキタス、電子政府、ブロードバンド、LAN,インターネット、

イントラネット、デジタルデバイド、電子マネー、デジタル家電、終身雇用、年
功序列、職業観、労働感、労働の細分化、余暇の期待、進路指導、派遣、ＯＡ化、
CAD、CAM、CAE 等 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報と職業 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 情報と職業／近藤勲／丸善：IT 革命が見る見るわかる／松原 聡／サンマーク

出版：情報化社会と情報倫理／⾠⺒丈夫／共立出版：産業社会と情報化／日高哲
郎／リックテレコム：情報通信白書／総務省：最新情報産業と社会／伏見正則／
実教出版：情報化社会とリテラシー／岡本隆・橘惠昭／晃洋書房：情報社会の基
盤／小国力／丸善：情報と職業／⾠⺒丈夫／情報処理学会 

授業形態 講義 
注意備考 講義１回目とその後数回「講義補足資料」を配布する。出席は、毎回、出席カー

ドを配布する。その提出をもって確認する。 
シラバスコード FTD0531P 
実務経験のある教員  
達成目標 ①情報に関係する情報処理技術者及びネットワーク技術者などの役割を理解す

る。 
②コンピュータテクノロジーやＩＴ(情報技術)は不可欠な存在である。それら
が、一般社会や産業分野でどの様に使用されているか、その現状を把握し、情報
システムが果たす影響について理解する。 
③情報システムの構築、運用に対して、情報処理技術者及びネットワーク技術者
が果たすべき役割や責任について理解する。 
④情報に関係する職業人を目指す生徒に対して、適切な教育指導法を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 連絡の必要なときは学科⻑に申し出ること。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information and Profession 
関連科目 情報化社会と倫理 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生徒が専門科目「情報」を学び、情報関連職種に就職する際に、必要となる進路

指導のあり方について講義する。そのために、就職する上での基礎知識となる情
報関連業務を取巻く環境条件、就職や就業に関連する制度や慣行、職業人に求め
られる基本的な資質について解説し、職業意識と職業倫理を育てながら進路指導
を行う方法を説明する。情報関連業務で働くことの実情を理解させることで、職
業人として倫理観を育む指導法の重要性も説明する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 情報と職業 (「情報化社会と倫理」、情報科、教員免許)について説明する。 

2 回 アジア各国のＩＴの状況(韓国、台湾、シンガポール)について紹介する。 
3 回 日本のＩＴ戦略(ｅ-ＪＡＰＡＮ２０００、電子政府、人材育成、高速化、ブ
ロードバンド)について説明する。 
4 回 情報と情報通信技術(ＬＡＮ、インターネット、イントラネット、デジタル
放送)について説明する。 
5 回 ＩＴ革命の波(デジタルデバイド、日米の格差、光と影、OA 化、製造の自
動化、自動制御、CAD、CAM、CAE)について説明する。 
6 回 ＩＴ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。教員免許に必要な
講義名などを調べておくこと。 
2 回 各国の IT 化について調べてみること 
3 回 日本のＩＴ戦略について調べてみること 
4 回 インターネットに使用されている技術について調べてみておくこと 
5 回 IT 化による社会に対する影響はどのようなものがあるか考えてみること 
6 回 IT 化による産業会に対する影響はどのようなものがあるか考えてみること 
7 回 IT 化による社会システム（金融、行政、高速道路、電気通信）関係に対す
る影響について考えてみること 
 

 



年度 2014 
授業コード FTD05410 
成績評価 中間試験Ⅰ(15%)、中間試験Ⅱ(15%)、定期試験(70%)の成績で、６０点以上を

合格とする。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜14) 
見出し FTD05410 情報化社会と倫理 
担当教員名 瀬見 英利＊ 
単位数 2 
教科書 特に使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード 教員免許、経済成⻑、ユビキタス、国際競争力、日本のランキング、情報資本、

ITC、ネットワーク、U-JAPN、電子政府、個人認証、ブロードバンド、通信放
送、テレワーク、FTTH、DSL、電子取引、迷惑メール、情報処理産業、情報の
価値、情報量、コンピュータ、サーバ、クライアント、e ラーニング、一体感、
疎外感、株式会社、日本的経営、職能別組織、LAN、OA 化、EUC、インターネ
ット、イントラネット、POS、EOS、在庫管理、自動制御、CAD、CAM、知的
所有権、著作権、著作者人格権、複製権、特許権、ソフトウェア 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし。 
科目名 情報化社会と倫理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 情報化社会と情報倫理／⾠⺒丈夫／共立出版：産業社会と情報化／日高哲郎／リ

ックテレコム：情報通信白書／総務省：最新情報産業と社会／実教出版：情報化
社会とリテラシー／岡本隆・橘恵昭／晃洋書房：情報社会の基盤／小国力／丸善：
技術者の倫理／丸善：技術倫理の教科書／丸善：情報と職業／情報処理学会：⼯
学倫理の視点／太⽥多禾夫／ダイテックホールディング 

授業形態 講義 
注意備考 講義第１回目及びその後数回「講義補足資料」を配布する。出席は、毎回出席票

を配布するのでその提出でもって確認する。 
シラバスコード FTD05410 
実務経験のある教員  
達成目標 ①企業内の情報化の状況を理解する。 

②知的所有権についての基礎を理解する。 
③情報の危機管理、プライバシー、情報倫理の考え方の基礎を理解する。 
④情報に関係する職業人を目指す生徒に対して、適切な教育指導法を理解する。 

受講者へのコメント 授業の初めに纏め等話しているので、極力、遅刻しないように！ 
連絡先 連絡の必要なときは学科⻑に申し出ること 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価で目標達成度は少しできた人が 2 名。半分以上できた＋大体できた＋で



きた人が 24 名（24/26)。まずは良好な結果。授業満足度では、満足＋ほぼ満足
の人が 21 名。普通の人が 5 名で不満な人はなし。 

英文科目名 Information Society and Ethics 
関連科目 情報と職業 
次回に向けての改善変更予定 見やすい配布資料、プロジェクター環境にするように注意します。 
講義目的 学生が専門科目「情報」を学び、情報関連職種に就職する際に、必要となる進路

指導に必要な基礎知識を講義する。そのために、企業における情報化の状況の基
礎知識および知的所有権の状況について述べる。これらが、社会に及ぼす影響や
プライバシー、危機管理及び技術者の倫理的責任についての考える能力を持てる
事を目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 情報とは(情報の価値、情報量、情報の伝達)について説明する。 

2 回 情報社会の到達(情報ネットワーク、教育環境の情報化、ユビキタス)につい
て説明する。 
3 回 企業とは何か(企業の分類、日本的経営、企業経営、組織構造)について説明
する。 
4 回 企業組織と情報化(事務管理、職務分析、ＥＵＣ)ビジネスシステム(ＯＡシ
ステム、ＬＡＮ，グループウェア、イントラネット)について説明する。 
5 回 流通システム(ＰＯＳ、ＥＯＳ、在庫管理)について説明する。 
6 回 エンジニアリングシステム(自動制御、生産の自動化、Ｃ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。教員免許に必要な
講義名などを調べておくこと。 
2 回 ネットワークの種類について調べてみることユビキタスの意味を調べてみ
ること。 
3 回 企業、株式会社とは何かを調べておくこと。 
4 回 会社内事務でのパソコンの活用及び使用されているソフトの種類を調べて
みること。 
5 回 コンビニではどのようにパソコンを使用しているか調べておくこと。 
6 回 製造に使用される情報システム及び社会システムのソフトについて調べて
おくこと。 
7 回 何が著作物か、著作権とは何かを調べ 

 



年度 2014 
授業コード FTD0541P 
成績評価 中間試験Ⅰ(15%)、中間試験Ⅱ(15%)、定期試験(70%)の成績で、６０点以上を

合格とする。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0541P 情報化社会と倫理 
担当教員名 瀬見 英利＊ 
単位数 2 
教科書 特に使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード 教員免許、経済成⻑、ユビキタス、国際競争力、日本のランキング、情報資本、

ITC、ネットワーク、U-JAPN、電子政府、個人認証、ブロードバンド、通信放
送、テレワーク、FTTH、DSL、電子取引、迷惑メール、情報処理産業、情報の
価値、情報量、コンピュータ、サーバ、クライアント、e ラーニング、一体感、
疎外感、株式会社、日本的経営、職能別組織、LAN、OA 化、EUC、インターネ
ット、イントラネット、POS、EOS、在庫管理、自動制御、CAD、CAM、知的
所有権、著作権、著作者人格権、複製権、特許権、ソフトウェア 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報化社会と倫理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 情報化社会と情報倫理／⾠⺒丈夫／共立出版：産業社会と情報化／日高哲郎／リ

ックテレコム：情報通信白書／総務省：最新情報産業と社会／実教出版：情報化
社会とリテラシー／岡本隆・橘恵昭／晃洋書房：情報社会の基盤／小国力／丸善：
技術者の倫理／丸善：技術倫理の教科書／丸善：情報と職業／情報処理学会：⼯
学倫理の視点／太⽥多禾夫／ダイテックホールディング 

授業形態 講義 
注意備考 講義第１回目及びその後数回「講義補足資料」を配布する。出席は、毎回出席票

を配布するのでその提出でもって確認する。 
シラバスコード FTD0541P 
実務経験のある教員  
達成目標 ①企業内の情報化の状況を理解する。 

②知的所有権についての基礎を理解する。 
③情報の危機管理、プライバシー、情報倫理の考え方の基礎を理解する。 
④情報に関係する職業人を目指す生徒に対して、適切な教育指導法を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 連絡の必要なときは学科⻑に申し出ること 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Information Society and Ethics 
関連科目 情報と職業 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学生が専門科目「情報」を学び、情報関連職種に就職する際に、必要となる進路

指導に必要な基礎知識を講義する。そのために、企業における情報化の状況の基
礎知識および知的所有権の状況について述べる。これらが、社会に及ぼす影響や
プライバシー、危機管理及び技術者の倫理的責任についての考える能力を持てる
事を目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 情報とは(情報の価値、情報量、情報の伝達)について説明する。 

2 回 情報社会の到達(情報ネットワーク、教育環境の情報化、ユビキタス)につい
て説明する。 
3 回 企業とは何か(企業の分類、日本的経営、企業経営、組織構造)について説明
する。 
4 回 企業組織と情報化(事務管理、職務分析、ＥＵＣ)ビジネスシステム(ＯＡシ
ステム、ＬＡＮ，グループウェア、イントラネット)について説明する。 
5 回 流通システム(ＰＯＳ、ＥＯＳ、在庫管理)について説明する。 
6 回 エンジニアリングシステム(自動制御、生産の自動化、Ｃ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。教員免許に必要な
講義名などを調べておくこと。 
2 回 ネットワークの種類について調べてみることユビキタスの意味を調べてみ
ること。 
3 回 企業、株式会社とは何かを調べておくこと。 
4 回 会社内事務でのパソコンの活用及び使用されているソフトの種類を調べて
みること。 
5 回 コンビニではどのようにパソコンを使用しているか調べておくこと。 
6 回 製造に使用される情報システム及び社会システムのソフトについて調べて
おくこと。 
7 回 何が著作物か、著作権とは何かを調べ 

 



年度 2014 
授業コード FTD05611 
成績評価 定期試験（０％）、中間試験（０％）、小テスト（５０％）、レポート（５０％）、

ノート（０％）。すべてのテーマの小テスト、またはレポートの評価を総合集計し
て評価する。小テストやレポートは、各講義毎に実施し、その内容の総合評価で
60 点以上を合格とする。 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜11) 
見出し FTD05611 機械⼯学概論 
担当教員名 金谷 輝人、金枝 敏明、蜂谷 和明、丸山 祐一、横山 隆、高見 敏弘、⽥

中 雅次 
単位数 2 
教科書 各担当教員が適宜、資料などを配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 設計法、加⼯法、生産・管理システム、引張・圧縮・せん断応力とひずみ、⼯業

材料の性質と機能、エネルギー保存則、エネルギーの形態と変換、熱移動と温度、
運動の法則、機械の力学と振動、フィードバック制御 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械⼯学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本機械学会誌、日本機械学会編「機械⼯学便覧」 
授業形態 講義 
注意備考 各担当教員の指示に従うこと。学習相談は、各担当教員のオフィスアワーに行う

こと。 
シラバスコード FTD05611 
実務経験のある教員  
達成目標 「A5」 機械分野の問題を解決するために、材料力学、熱力学、流体力学、機械

力学、自動制御、機械要素、加⼯学などの機械システム⼯学の専門知識を習得す
る。特に、各分野を学ぶ理由をよく理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 E-mail：kanadani@mech.ous.ac.jp 

Tel:086-256-9537 
4 号館 3 階 金谷研究室 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Outline of Mechanical Engineering 
関連科目 機械システム⼯学科のすべての A 群科目 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 機械システム⼯学を構成する４系列：材料システム、エネルギーシステム、計測・
制御システム、設計・生産システムから、各分野の課題やトピックスなどを講義
し、機械システム⼯学の骨格を理解する。そして各分野の研究における基本的、
かつ必須の考え方を方法を学ぶ。機械システム⼯学の全体像を理解し、将来、機
械システム技術者として自立するための基礎を形成する。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 (4/14)オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回 (4/21)CAD・CAM の進歩で変わる生産システムについて説明する。 
3 回 (4/28)モノづくり（自動車製造の場合）について説明する。 
4 回 (5/12)ジェットエンジン（重⼯業メーカの場合）について説明する。 
5 回 (5/19)数値流体力学の概説と応用例について説明する。 
6 回 (5/24)潤滑油の使われ方について説明する。 
7 回 (5/26)火力発電所や廃棄物焼却炉などのプラントにおける熱流体解析につ
いて説明する。 
8 回 (6 

準備学習 1 回 機械⼯学の概要を調べておくこと。 
2 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
3 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
4 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
5 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
6 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
7 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べてお 

 



年度 2014 
授業コード FTD0561P 
成績評価 定期試験（０％）、中間試験（０％）、小テスト（５０％）、レポート（５０％）、

ノート（０％）。すべてのテーマの小テスト、またはレポートの評価を総合集計し
て評価する。小テストやレポートは、各講義毎に実施し、その内容の総合評価で
60 点以上を合格とする。 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0561P 機械⼯学概論 
担当教員名 金谷 輝人、金枝 敏明、蜂谷 和明、丸山 祐一、横山 隆、高見 敏弘、⽥

中 雅次 
単位数 2 
教科書 各担当教員が適宜、資料などを配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 設計法、加⼯法、生産・管理システム、引張・圧縮・せん断応力とひずみ、⼯業

材料の性質と機能、エネルギー保存則、エネルギーの形態と変換、熱移動と温度、
運動の法則、機械の力学と振動、フィードバック制御 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械⼯学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本機械学会誌、日本機械学会編「機械⼯学便覧」 
授業形態 講義 
注意備考 各担当教員の指示に従うこと。学習相談は、各担当教員のオフィスアワーに行う

こと。 
シラバスコード FTD0561P 
実務経験のある教員  
達成目標 「A5」 機械分野の問題を解決するために、材料力学、熱力学、流体力学、機械

力学、自動制御、機械要素、加⼯学などの機械システム⼯学の専門知識を習得す
る。特に、各分野を学ぶ理由をよく理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 E-mail：kanadani@mech.ous.ac.jp 

Tel:086-256-9537 
4 号館 3 階 金谷研究室 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Outline of Mechanical Engineering 
関連科目 機械システム⼯学科のすべての A 群科目 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 機械システム⼯学を構成する４系列：材料システム、エネルギーシステム、計測・
制御システム、設計・生産システムから、各分野の課題やトピックスなどを講義
し、機械システム⼯学の骨格を理解する。そして各分野の研究における基本的、
かつ必須の考え方を方法を学ぶ。機械システム⼯学の全体像を理解し、将来、機
械システム技術者として自立するための基礎を形成する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 (4/14)オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回 (4/21)CAD・CAM の進歩で変わる生産システムについて説明する。 
3 回 (4/28)モノづくり（自動車製造の場合）について説明する。 
4 回 (5/12)ジェットエンジン（重⼯業メーカの場合）について説明する。 
5 回 (5/19)数値流体力学の概説と応用例について説明する。 
6 回 (5/24)潤滑油の使われ方について説明する。 
7 回 (5/26)火力発電所や廃棄物焼却炉などのプラントにおける熱流体解析につ
いて説明する。 
8 回 (6 

準備学習 1 回 機械⼯学の概要を調べておくこと。 
2 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
3 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
4 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
5 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
6 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
7 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べてお 

 



年度 2014 
授業コード FTD05710 
成績評価 初期段階における理解度テスト（20％）、期末試験（60％）、宿題（20％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜11) 
見出し FTD05710 電気法規施設管理 
担当教員名 山本 隆一＊ 
単位数 2 
教科書 電気法規と電気施設管理（平成２２年度版）／竹野正二著／（東京電機大学出版

局） 
アクティブラーニング  
キーワード 自分の関係する仕事はどの法令・規程と関係しているか。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  ・特になし。 
科目名 電気法規施設管理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 関係資料の配布 
授業形態 講義 
注意備考 電気主任技術者認定に必要な科目である。 
シラバスコード FTD05710 
実務経験のある教員  
達成目標 電気事業の概要（公共性と自由化等）と電気主任技術者制度のあり方について理

解する。・技術基準に決められている事項の概略を把握する。・⼯業標準の必要性・
目的を理解する。・情報伝送設備としての電気通信についても知っておく。・電力
会社の事業活動における電力需要，系統運用について理解する。・電気使用箇所
における自家用電気設備について理解する。電気に関する業務に必要な法令知識
を身に付け，法令順守が実践できる能力を付ける。 

受講者へのコメント  ・産業活動に必要なエネルギーとしての電気は、便利なものであると伴に非常
に危険なものである。 
  このためには、どのような法令があり、その目的、考え方を理解し、それに
基づいて確実に仕事を行う 
 必要がある。法令を直ぐに理解することは難しいが、仕事を通じて常に状況を
法令と対比させルールに 
 基づいた確実な電気保安の仕事をしてほしい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・指示された事項は確実に実行しているが、自習時間はやや少ないように思える。 
 ・電気の必要性及びそれに関する法令について関⼼も高く、ある程度の理解も
できている。 
 ・授業の手法、やり方についての意見がないのは、学生に法令授業に対する経



験がないためと考える。 
英文科目名 Laws and Regulations of Electric Power Supply 
関連科目 電気エネルギー発生⼯学、電気エネルギー伝送⼯学 
次回に向けての改善変更予定  ・各企業における電気管理の状況をより具体的に説明し、電気法規・管理の必

要性を認識させる。 
  電気保安に必要な考え方、方法に重点をおき、法令全体を把握させ、具体的
事項はその都度調べる 
 ことがてきる能力を養う。 

講義目的 産業活動及び，一般生活になくてはならない電気であるが，取扱いを間違えると
大きな災害をもたらす。このことを認識し，電気事業，電気⼯作物の技術基準，
⼯業標準化等について理解し，電気による災害の防止をはかる必要を認識させ
る。また，電気に関する仕事を行っていく上で必要な法令全般を把握させ，全て
の場面で的確に対応できるようにする。詳細事項については，その都度対応でき
るよう基本となる考え方を教える。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 １．電気関係法規の大要と電気事業ａ．電気法規の大系 ｂ．法律の必要性 

ｃ．電気事業の種類と特質 ｄ．電気事業と電気法規の変遷ｅ． 電気事業法の目
的と事業規制 
2 回  ｆ．計量法 ｇ．電源開発に関する法律・農山漁村電気導入促進法２．電
気⼯作物の保安に関する法規ａ．電気の保安確保の考え方 ｂ．電気事業法にお
ける電気保安体制 ｃ．電気⼯作物の範囲と種類 
3 回  ｄ．事業用電気⼯作物の保安 
4 回  ＊ 理解度小テスト（授業開始５０分間行う）ｅ．電気主任技術者資格の
取得 ｆ．一般用電気⼯作物の保安体制 
5 回 

準備学習 1 回  シラバスを確認し授業の概要を把握しておく。現代生活に不可欠な電気
を供給する電気事業の公共性および，電力の自由化について調べておくこと。 
2 回  便利であるが危険の伴う電気⼯作物を，安全に管理する必要性，方法を考
えておくこと。 
3 回  事業用電気⼯作物の管理及び，設備更新手続き等について調べておくこ
と。 
4 回  今までの授業について整理しておく電気主任技術者資格の取得方法につ
いて調べておくこと。 
5 回  電気⼯事を行うに必要な事項と，電気製品の管理方法ついて調べておく
こと。 
6 回  電気設備の技術基 

 



年度 2014 
授業コード FTD0571P 
成績評価 初期段階における理解度テスト（20％）、期末試験（60％）、宿題（20％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0571P 電気法規施設管理 
担当教員名 山本 隆一＊ 
単位数 2 
教科書 電気法規と電気施設管理（平成２２年度版）／竹野正二著／（東京電機大学出版

局） 
アクティブラーニング  
キーワード 自分の関係する仕事はどの法令・規程と関係しているか。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気法規施設管理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 関係資料の配布 
授業形態 講義 
注意備考 電気主任技術者認定に必要な科目である。 
シラバスコード FTD0571P 
実務経験のある教員  
達成目標 電気事業の概要（公共性と自由化等）と電気主任技術者制度のあり方について理

解する。・技術基準に決められている事項の概略を把握する。・⼯業標準の必要性・
目的を理解する。・情報伝送設備としての電気通信についても知っておく。・電力
会社の事業活動における電力需要，系統運用について理解する。・電気使用箇所
における自家用電気設備について理解する。電気に関する業務に必要な法令知識
を身に付け，法令順守が実践できる能力を付ける。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Laws and Regulations of Electric Power Supply 
関連科目 電気エネルギー発生⼯学、電気エネルギー伝送⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 産業活動及び，一般生活になくてはならない電気であるが，取扱いを間違えると

大きな災害をもたらす。このことを認識し，電気事業，電気⼯作物の技術基準，
⼯業標準化等について理解し，電気による災害の防止をはかる必要を認識させ
る。また，電気に関する仕事を行っていく上で必要な法令全般を把握させ，全て
の場面で的確に対応できるようにする。詳細事項については，その都度対応でき



るよう基本となる考え方を教える。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 １．電気関係法規の大要と電気事業ａ．電気法規の大系 ｂ．法律の必要性 

ｃ．電気事業の種類と特質 ｄ．電気事業と電気法規の変遷ｅ． 電気事業法の目
的と事業規制 
2 回  ｆ．計量法 ｇ．電源開発に関する法律・農山漁村電気導入促進法２．電
気⼯作物の保安に関する法規ａ．電気の保安確保の考え方 ｂ．電気事業法にお
ける電気保安体制 ｃ．電気⼯作物の範囲と種類 
3 回  ｄ．事業用電気⼯作物の保安 
4 回  ＊ 理解度小テスト（授業開始５０分間行う）ｅ．電気主任技術者資格の
取得 ｆ．一般用電気⼯作物の保安体制 
5 回 

準備学習 1 回  シラバスを確認し授業の概要を把握しておく。現代生活に不可欠な電気
を供給する電気事業の公共性および，電力の自由化について調べておくこと。 
2 回  便利であるが危険の伴う電気⼯作物を，安全に管理する必要性，方法を考
えておくこと。 
3 回  事業用電気⼯作物の管理及び，設備更新手続き等について調べておくこ
と。 
4 回  今までの授業について整理しておく電気主任技術者資格の取得方法につ
いて調べておくこと。 
5 回  電気⼯事を行うに必要な事項と，電気製品の管理方法ついて調べておく
こと。 
6 回  電気設備の技術基 

 



年度 2014 
授業コード FTD05810 
成績評価 定期試験（80％）、レポート（20％） 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜12) 
見出し FTD05810 電波法規 
担当教員名 信吉 輝己 
単位数 1 
教科書 電波法大綱／足達 啓一／電気通信振興会 
アクティブラーニング  
キーワード 国際電気通信連合憲章及び条約、無線設備、無線通信、衛星通信、免許手続、予

備免許、占有周波数帯幅、空中線電力、送信装置、受信装置、主任無線従事者制
度、運用責任者、通信方法、無線局の検査、無線通信秩序、電波伝搬障害、不法
無線局など 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電波法規 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教育用 電波法令集（抄）／電気通信振興会編／電気通信振興会 
授業形態 講義 
注意備考 ※授業受講の事前準備としてＷｅｂで下調べを行うこと。※課題提出システム i-

SYS を用いＷｅｂで課題の提出を受け付ける。レポート相談は担当教員のオフィ
スアワーに行う。 

シラバスコード FTD05810 
実務経験のある教員  
達成目標 本講義を履修することにより、第 1 級陸上特殊無線技士、第 2 級、第 3 級海上特

殊無線技士資格を含む様々な無線従事者資格を取得できることを考慮して、資格
取得者にふさわしい学力を習得させること。また電気通信主任技術者国家試験科
目のひとつである電波法規の受験を目指す学生の合格の手助けとなること。 

受講者へのコメント 課題に取り組み、この分野への理解が深まることも重要だが最終的には資格試験
へのチャレンジを期待しています。 

連絡先 17 号館 4F 信吉研究室 086-256-9560 nobuyosi＠ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この講義は無線従事者資格取得に重点をおいた講義である。 
英文科目名 Radio Law 
関連科目 電子⼯学実験Ⅰ、通信⼯学、通信システム、計測⼯学、マイクロ波⼯学、光・電

磁波⼯学 
次回に向けての改善変更予定 無線従事者資格試験にチャレンジする人が増加する様に、講義の細部を改善して

いきたいと思っている。 



講義目的 本講義では第 1 級陸上特殊無線技士、第 2 級、第 3 級海上特殊無線技士資格を含
む様々な無線従事者資格及び電気通信主任技術者資格取得のための電波法令及
び電気通信事業法について解説し、受講生が資格取得のための学力を付けること
を目標とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 電波法体系及び法の総則について講述する。 

2 回 無線局の免許 I について講述する。 
3 回 無線局の免許 II について講述する。 
4 回 無線設備、無線機器形式検定、技術基準適合証明について講述する。 
5 回 無線従事者について講述する。 
6 回 無線局の運用について講述する。 
7 回 無線局の監督について講述する。 
8 回 無線設備機能の保護、無線通信秩序の確保、罰則について講述する。 

準備学習 1 回 無線従事者国家試験について図書館や HP(日本無線協会）でよく調べてみ
ておくこと 
2 回 無線局の免許について、図書館などで法令集を調べてみておくこと 
3 回 無線局の免許について、図書館などで法令集を調べてみておくこと 
4 回 無線設備や無線機器について概説するので現在身の回りで使われている設
備や機器について調べておくこと 
5 回 無線従事者には様々な種類があるので、その種類を調べ、自分がどの無線従
事者に関⼼があるのか考えておくこと 
6 回 無線局の運用について、図書館などで法令集を調べてみておくこと 
7 回 

 



年度 2014 
授業コード FTD0581P 
成績評価 定期試験（80％）、レポート（20％） 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTD0581P 電波法規 
担当教員名 信吉 輝己 
単位数 1 
教科書 電波法大綱／足達 啓一／電気通信振興会 
アクティブラーニング  
キーワード 国際電気通信連合憲章及び条約、無線設備、無線通信、衛星通信、免許手続、予

備免許、占有周波数帯幅、空中線電力、送信装置、受信装置、主任無線従事者制
度、運用責任者、通信方法、無線局の検査、無線通信秩序、電波伝搬障害、不法
無線局など 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電波法規 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教育用 電波法令集（抄）／電気通信振興会編／電気通信振興会 
授業形態 講義 
注意備考 ※授業受講の事前準備としてＷｅｂで下調べを行うこと。※課題提出システム i-

SYS を用いＷｅｂで課題の提出を受け付ける。レポート相談は担当教員のオフィ
スアワーに行う。 

シラバスコード FTD0581P 
実務経験のある教員  
達成目標 本講義を履修することにより、第 1 級陸上特殊無線技士、第 2 級、第 3 級海上特

殊無線技士資格を含む様々な無線従事者資格を取得できることを考慮して、資格
取得者にふさわしい学力を習得させること。また電気通信主任技術者国家試験科
目のひとつである電波法規の受験を目指す学生の合格の手助けとなること。 

受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 4F 信吉研究室 086-256-9560 nobuyosi＠ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Radio Law 
関連科目 電子⼯学実験Ⅰ、通信⼯学、通信システム、計測⼯学、マイクロ波⼯学、光・電

磁波⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では第 1 級陸上特殊無線技士、第 2 級、第 3 級海上特殊無線技士資格を含

む様々な無線従事者資格及び電気通信主任技術者資格取得のための電波法令及



び電気通信事業法について解説し、受講生が資格取得のための学力を付けること
を目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 電波法体系及び法の総則について講述する。 

2 回 無線局の免許 I について講述する。 
3 回 無線局の免許 II について講述する。 
4 回 無線設備、無線機器形式検定、技術基準適合証明について講述する。 
5 回 無線従事者について講述する。 
6 回 無線局の運用について講述する。 
7 回 無線局の監督について講述する。 
8 回 無線設備機能の保護、無線通信秩序の確保、罰則について講述する。 

準備学習 1 回 無線従事者国家試験について図書館や HP(日本無線協会）でよく調べてみ
ておくこと 
2 回 無線局の免許について、図書館などで法令集を調べてみておくこと 
3 回 無線局の免許について、図書館などで法令集を調べてみておくこと 
4 回 無線設備や無線機器について概説するので現在身の回りで使われている設
備や機器について調べておくこと 
5 回 無線従事者には様々な種類があるので、その種類を調べ、自分がどの無線従
事者に関⼼があるのか考えておくこと 
6 回 無線局の運用について、図書館などで法令集を調べてみておくこと 
7 回 

 



年度 2014 
授業コード FTJ01110 
成績評価 中間試験（４０％）と定期試験（６０％）の合計点を 100 点とし，60 点以上を合

格とする． 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜12) 
見出し FTJ01110 システム⼯学 
担当教員名 小松 雅治 
単位数 2 
教科書 テキストを配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード システム，計画，確率過程，スケジューリング，待ち行列，信頼性 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 最前列で寝ている学生がいる．・・・・⇒私語よりましかなと思いますが． 

スライドと教科書の対応が取りにくい⇒対応がわかるようにしているつもりで
すが・・・・ 
プロジェクタで写す時間を増やしてほしい⇒いつも，いいですか？と声をかけて
いるつもりですが． 
出席を公開して欲しい⇒出席管理が学生の責任と考えています． 
中間テストの結果について⇒問い合わせがあれば，教えています． 

科目名 システム⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ①依⽥，尾崎，中川：応用確率論（朝倉書店）  

②伊庭：システム⼯学の基礎（数理⼯学社）  
③浅居：システムの計画と実際（オーム社）  
④⻄⽥：待ち行列の理論と応用（朝倉書店） 
⑤真壁：信頼性⼯学入門（日本規格協会） 

授業形態 講義 
注意備考 情報数学Ⅰを履修していること 
シラバスコード FTJ01110 
実務経験のある教員  
達成目標 ①システム⼯学の重要性を認識するとともに，システムの開発・設計のプロセス

においてどのような技法が必要かを理解すること． 
②計画技法として，ブレーンストーミング，KJ 法，関連樹⽊法，フローモデル，
TA・LA・EIA などを理解し，その方法論に関する知識を有すること， 
③スケジューリング技法として，PERT と CPM の表現法および解析法の知識を
持ち，応用できること． 
④システムのモデル化手法である待ち行列の解析法の知識を持ち，応用できるこ
と． 
⑤システムの信頼性の考え方と解析技法の知識を持ち，応用できること． 

受講者へのコメント 教科書を開かない，寝ている学生が多すぎる． 



本講義を理解するには，数学の基本を理解していることが必須です． 
説明する都度，わかっているかどうかを尋ねているつもりですが， 
その時にちゃんと反応し，関連する数学の科目の復習するなどの努力をしてもら
いたい． 
全ての教科は独立しているのではなく，互いに関連しています． 
どの科目も，シラバスに関連科目が記述されていますが，それだけではありませ
ん． 
自分でいろんな知識の関連を考える週間を付けてください． 

連絡先 ２０号館３階小松研究室 
オフィスアワー：月７-８時限 
komatsu@ice.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 E-8:理解しやすいように説明に⼯夫を⇒できるだけそのようにしたい． 
英文科目名 System Engineering 
関連科目 情報数学Ⅰ，コンピュータ⼯学Ⅰ，Ⅱ，情報ネットワーク基礎論 
次回に向けての改善変更予定 なし 
講義目的 システムの大規模化が進み，また，システムに対する要求が多様化する中で，そ

の開発・設計には様々な技法が考えられている．本講義では，システム⼯学がシ
ステムの開発・設計に果たす役割を理解すること，更に，開発・設計に必要な技
法に関する知識と応用力を身につけることを目的とする． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 システム⼯学の位置づけやシステムのライフサイクルの概念を通して，シ

ステム⼯学とはどのような学問なのかを説明する． 
2 回 システム設計に先立って重要な計画技法のうち，ブレーンストーミング，KJ
法，関連樹⽊法などの方法論や⻑所・短所について講述する． 
3 回 システム設計に先立って重要な計画技法のうち，フローモデルの方法論に
ついて説明し，更に，アセスメントの重要性に言及し，TA，LA，EIA について
講述する． 
4 回 スケジューリングの一手法であるＰＥＲＴについて講述する． 
5 回 スケジューリングの一手法で 

準備学習 1 回 身の回りにあるシステムにどのようなものがあるかを考えておくこと． 
2 回 テキストを読み，計画技法とはどのようなものかを考えておくこと． 
3 回 第 2 回の復習をし，また，アセスメントについて考えておくこと． 
4 回 第 3 回の復習をするとともに，スケジュールの作成とはどういうものかを
考えておくこと． 
5 回 第 4 回の復習をすると共に，テキストを読んでおくこと． 
6 回 第 1 回〜第 5 回の復習をしておくこと 
7 回 確率の基礎を講義するので，情報数学Ⅰの内容を復習しておくこと 
8 回 第 7 回の復習をすると共に，時間共に 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0111P 
成績評価 中間試験（４０％）と定期試験（６０％）の合計点を 100 点とし，60 点以上を合

格とする． 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0111P システム⼯学 
担当教員名 小松 雅治 
単位数 2 
教科書 テキストを配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード システム，計画，確率過程，スケジューリング，待ち行列，信頼性 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 システム⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ①依⽥，尾崎，中川：応用確率論（朝倉書店）  

②伊庭：システム⼯学の基礎（数理⼯学社）  
③浅居：システムの計画と実際（オーム社）  
④⻄⽥：待ち行列の理論と応用（朝倉書店） 
⑤真壁：信頼性⼯学入門（日本規格協会） 

授業形態 講義 
注意備考 情報数学Ⅰを履修していること 
シラバスコード FTJ0111P 
実務経験のある教員  
達成目標 ①システム⼯学の重要性を認識するとともに，システムの開発・設計のプロセス

においてどのような技法が必要かを理解すること． 
②計画技法として，ブレーンストーミング，KJ 法，関連樹⽊法，フローモデル，
TA・LA・EIA などを理解し，その方法論に関する知識を有すること， 
③スケジューリング技法として，PERT と CPM の表現法および解析法の知識を
持ち，応用できること． 
④システムのモデル化手法である待ち行列の解析法の知識を持ち，応用できるこ
と． 
⑤システムの信頼性の考え方と解析技法の知識を持ち，応用できること． 

受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館３階小松研究室 

オフィスアワー：月７-８時限 
komatsu@ice.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 System Engineering 
関連科目 情報数学Ⅰ，コンピュータ⼯学Ⅰ，Ⅱ，情報ネットワーク基礎論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 システムの大規模化が進み，また，システムに対する要求が多様化する中で，そ

の開発・設計には様々な技法が考えられている．本講義では，システム⼯学がシ
ステムの開発・設計に果たす役割を理解すること，更に，開発・設計に必要な技
法に関する知識と応用力を身につけることを目的とする． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 システム⼯学の位置づけやシステムのライフサイクルの概念を通して，シ

ステム⼯学とはどのような学問なのかを説明する． 
2 回 システム設計に先立って重要な計画技法のうち，ブレーンストーミング，KJ
法，関連樹⽊法などの方法論や⻑所・短所について講述する． 
3 回 システム設計に先立って重要な計画技法のうち，フローモデルの方法論に
ついて説明し，更に，アセスメントの重要性に言及し，TA，LA，EIA について
講述する． 
4 回 スケジューリングの一手法であるＰＥＲＴについて講述する． 
5 回 スケジューリングの一手法で 

準備学習 1 回 身の回りにあるシステムにどのようなものがあるかを考えておくこと． 
2 回 テキストを読み，計画技法とはどのようなものかを考えておくこと． 
3 回 第 2 回の復習をし，また，アセスメントについて考えておくこと． 
4 回 第 3 回の復習をするとともに，スケジュールの作成とはどういうものかを
考えておくこと． 
5 回 第 4 回の復習をすると共に，テキストを読んでおくこと． 
6 回 第 1 回〜第 5 回の復習をしておくこと 
7 回 確率の基礎を講義するので，情報数学Ⅰの内容を復習しておくこと 
8 回 第 7 回の復習をすると共に，時間共に 

 



年度 2014 
授業コード FTJ01910 
成績評価 中間試験(30%)，定期試験(60%)，レポート課題(10%) の総計から，60%以上

を合格とする。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜13) 
見出し FTJ01910 データ構造とアルゴリズム 
担当教員名 片山 謙吾 
単位数 2 
教科書 C によるアルゴリズムとデータ構造／茨⽊俊秀／昭晃堂／978-4-785631178 お

よび 適宜配付する資料 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容に記載。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「とても分かりやすかった。」 

「分かりやすかったです。」 
「例え話など，とても分かりやすく，教え方も上手で理解しやすかった。」 
「配布資料がとても分かりやすかった」 
「はっきりとした音量で，きちんとした説明，さらに少しのユーモアと非常に有
意義な講義でした。」 
→ できるだけ多くの学生に「データ構造とアルゴリズム」の重要性や必要性を
理解してもらうために，具体的かつ様々な例題を取り入れて，分かりやすく講義
することを常に⼼がけています。そのような⼯夫が「分かりやすい」等の感想に
つながっていると思います。一層より 

科目名 データ構造とアルゴリズム 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 アルゴリズムとデータ構造／石畑 清／岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考 出欠は，講義中に課題レポートを提出してもらうことでチェックする。 
シラバスコード FTJ01910 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 具体的なプログラムから計算量の評価ができること 

(2) 線形探索と 2 分探索の原理を理解し，与えられた条件にしたがって適切に選
択できること 
(3) 基本的なデータ構造を理解し，図などを用いるなどして説明できること 
(4) 代表的なソートアルゴリズムや探索アルゴリズムの計算量および基本的な
最適化問題に対する代表的なアルゴリズムの知識を有すること 
(5) 基礎的な問題解決の際，適切なデータ構造・アルゴリズムの選択ができるこ
と 

受講者へのコメント  データ構造とアルゴリズムに関する知識は，多くの学生にとって（情報系の職
業に就く場合，特にシステムエンジニア等の職業につく場合），必須の知識であ



り，授業で習う知識を覚えれば，それで完結するような科目ではないと考えてい
ます。つまり，将来直面する問題は，授業で習う問題だけでなく，多種多様な問
題となりますが，その問題解決のためには，授業で習う知識や問題と関連付けて
考えることが重要です。授業中も自分で深く考え，得られた知識から派生する内
容に結びつけるようなことを各自で行うことが必要と考えています。より視野も
広がり 

連絡先 片山謙吾 研究室： 4 号館 2 階 
オフィスアワー：火・⽊ 昼休み 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  できるだけ多くの学生に「データ構造とアルゴリズム」の重要性や必要性を理
解してもらうために，具体的かつ様々な例題を取り入れて，分かりやすい講義に
なるように⼼がけています。 
項目６）授業に対する教員の意欲が感じられましたか 
80.0% 感じられた 
15.0% 少し感じられた 
となっており，教員の意欲を感じた学生は 95.0%。 
項目７）この授業に満足しましたか 
50.0% 満足 
36.3% ほぼ満足 
となっており，比較敵高い満足度になっていると考えられます。 

英文科目名 Data Structure and Argorithm 
関連科目 プログラミング I・II，アドバンストプログラミング，オペレーティングシステ

ム，プログラミング言語論，データベース論，人⼯知能，情報処理演習 
次回に向けての改善変更予定  上記の【受講者へのコメント】で述べたことを今後もより一層学生に伝えてい

きたいと考えています。また，学生の講義に対するモチベーション維持について
よりよいものを探っていきたいと考えています。その他，本講義独自に実施して
いる学生アンケートの結果・コメントにも配慮する予定です。 

講義目的 プログラミングを行う際は，問題を解くための手順（アルゴリズム）とコンピュ
ータ内部で扱うデータを蓄えるための形式（データ構造）の選択が重要である．
よって，一般に「アルゴリズム＋データ構造＝プログラム」と表現されることが
ある．データ構造とアルゴリズムの概念は，プログラム言語とは独立しているも
のの，効率的なプログラムを作成するための必須知識であると共に，情報技術の
基礎知識およびコンピュータによる情報処理技術の基礎である．本講義では，具
体的な問題への適用例を通して，データ構造とアルゴリズムの重要性を理解し，
アルゴ 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 データ構造とアルゴリズムの概要 ： 線形探索法，2 分探索法について説明

する。 
2 回 計算量の評価 ： 流れ図，Ｏ記法について説明する。 
3 回 基礎的なデータ構造 I ： 配列・ポインタによるリスト，双方向リスト，ス
タック，キューについて説明する。 



4 回 基礎的なデータ構造 II ： グラフ，⽊，2 分⽊，⽊のなぞりについて説明す
る。 
5 回 基礎的なデータ構造 III ： ハッシュ法，ヒープについて説明する。 
6 回 順序付き集合の処理 ： 2 分探索⽊，平衡探索⽊について説明する。 
7 回 中間試験および学習した 

準備学習 1 回 シラバスを確認し，学習の過程を把握すること。 
2 回 フローチャート（流れ図）で一般的に使用される記号の意味およびアルゴリ
ズムの計算量を評価する際に使われる O 記法について調べておくこと。 
3 回 配列・ポインタの具体的な使用方法およびスタックやキューについて調べ
ておくこと。 
4 回 現実世界の様々な構造や関係をグラフや⽊によって表現できることを把握
すると共に，グラフおよび⽊の特徴について調べておくこと。 
5 回 ハッシュ法，ヒープの特徴について調べておくこと。 
6 回 ２分探索⽊，平衡探索⽊の特徴について調べ 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0191P 
成績評価 中間試験(30%)，定期試験(60%)，レポート課題(10%) の総計から，60%以上

を合格とする。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0191P データ構造とアルゴリズム 
担当教員名 片山 謙吾 
単位数 2 
教科書 C によるアルゴリズムとデータ構造／茨⽊俊秀／昭晃堂／978-4-785631178 お

よび 適宜配付する資料 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容に記載。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 データ構造とアルゴリズム 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 アルゴリズムとデータ構造／石畑 清／岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考 出欠は，講義中に課題レポートを提出してもらうことでチェックする。 
シラバスコード FTJ0191P 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 具体的なプログラムから計算量の評価ができること 

(2) 線形探索と 2 分探索の原理を理解し，与えられた条件にしたがって適切に選
択できること 
(3) 基本的なデータ構造を理解し，図などを用いるなどして説明できること 
(4) 代表的なソートアルゴリズムや探索アルゴリズムの計算量および基本的な
最適化問題に対する代表的なアルゴリズムの知識を有すること 
(5) 基礎的な問題解決の際，適切なデータ構造・アルゴリズムの選択ができるこ
と 

受講者へのコメント  
連絡先 片山謙吾 研究室： 4 号館 2 階 

オフィスアワー：火・⽊ 昼休み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Data Structure and Argorithm 
関連科目 プログラミング I・II，アドバンストプログラミング，オペレーティングシステ

ム，プログラミング言語論，データベース論，人⼯知能，情報処理演習 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 プログラミングを行う際は，問題を解くための手順（アルゴリズム）とコンピュ
ータ内部で扱うデータを蓄えるための形式（データ構造）の選択が重要である．
よって，一般に「アルゴリズム＋データ構造＝プログラム」と表現されることが
ある．データ構造とアルゴリズムの概念は，プログラム言語とは独立しているも
のの，効率的なプログラムを作成するための必須知識であると共に，情報技術の
基礎知識およびコンピュータによる情報処理技術の基礎である．本講義では，具
体的な問題への適用例を通して，データ構造とアルゴリズムの重要性を理解し，
アルゴ 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 データ構造とアルゴリズムの概要 ： 線形探索法，2 分探索法について説明

する。 
2 回 計算量の評価 ： 流れ図，Ｏ記法について説明する。 
3 回 基礎的なデータ構造 I ： 配列・ポインタによるリスト，双方向リスト，ス
タック，キューについて説明する。 
4 回 基礎的なデータ構造 II ： グラフ，⽊，2 分⽊，⽊のなぞりについて説明す
る。 
5 回 基礎的なデータ構造 III ： ハッシュ法，ヒープについて説明する。 
6 回 順序付き集合の処理 ： 2 分探索⽊，平衡探索⽊について説明する。 
7 回 中間試験および学習した 

準備学習 1 回 シラバスを確認し，学習の過程を把握すること。 
2 回 フローチャート（流れ図）で一般的に使用される記号の意味およびアルゴリ
ズムの計算量を評価する際に使われる O 記法について調べておくこと。 
3 回 配列・ポインタの具体的な使用方法およびスタックやキューについて調べ
ておくこと。 
4 回 現実世界の様々な構造や関係をグラフや⽊によって表現できることを把握
すると共に，グラフおよび⽊の特徴について調べておくこと。 
5 回 ハッシュ法，ヒープの特徴について調べておくこと。 
6 回 ２分探索⽊，平衡探索⽊の特徴について調べ 

 



年度 2014 
授業コード FTJ02010 
成績評価 中間試験（30%)、定期試験（50%)、レポート（20%)、60%以上を合格とする 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜13) 
見出し FTJ02010 オペレーティングシステム 
担当教員名 吉⽥ 誠 
単位数 2 
教科書 「講義ノート」を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 字を大きく丁寧に書くよう⼼がけます。 

練習問題を出来るだけたくさん授業中に出来るように⼯夫していきたいと思い
ます。 
配布する講義ノートがわかりにくいとのコメントがあったのでコンパクトに編
成し直したいと思います。 

科目名 オペレーティングシステム 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大久保英嗣／オペレーティングシステムの基礎／サイエンス社；大堀淳／計算機

システム概論／サイエンス社；Silberschatz, Galvin, Gagne／ Operating System 
Concepts／ John Wiley&Sons, Inc.（第 7 版の日本語訳・土井範久監訳・オペレ
ーティングシステムの概念・共立出版） 

授業形態 講義 
注意備考 「講義ノート」をもとに講義を進める 
シラバスコード FTJ02010 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)プログラムとプロセスの違いを理解する 

(2)共通的基本概念（プロセス管理、ファイルシステム、記憶管理、同期制御）を
理解する 
(3)ＵＮＩＸファイルシステムの構造を理解し、他システムと比較できる 
(4)スケジューリングの相違によるシステムの振舞いの違いを理解する 

受講者へのコメント レポート問題は、時間をかけてじっくり解いて欲しい問題です。 
連絡先 吉⽥研究室 18 号館 2 階 オフィスアワー：⽊ 7-8 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 満足＋ほぼ満足＝７２％であった。昨年度より少し低くなっていた。 
英文科目名 Operating Systems 
関連科目 データ構造とアルゴリズム、プログラミング II、プログラミング言語論、データ

ベース 



次回に向けての改善変更予定 授業の中で、練習問題を解く時間をもっと増やす⼯夫をしたいと思っています。 
１コマ３テーマ+演習の構成にしたいと思います。 

講義目的 オペレーティングシステムの基礎とその応用について講述し、オペレーティング
システムの基本概念と技法を身につけることを目的とする。計算機においてユー
ザとハードウェアの中間に位置し、計算機システムを操作するためのソフトウェ
アとして最も重要なオペレーティングシステムについて、その基本概念を講義す
る。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オペレーティングシステムの概要（全体俯瞰、歴史、定義）について説明す

る。 
2 回 オペレーティングシステムの構成（システムの構成要素と構造）について説
明する。 
3 回 プロセス管理（プロセスとスレッド、スケジューラ）について説明する。 
4 回 ＣＰＵスケジューリング（各種スケジューリングアルゴリズムの実際）につ
いて説明する。 
5 回 同期制御１（プロセス間通信、プロセス間同期）について説明する。 
6 回 同期制御２（一貫性制御）について説明する。 
7 回 デッドロック（デッドロックモデルと解法）について説明する 

準備学習 1 回 シラバスを確認しておくこと．コンピュータの５大装置について理解して
おくこと 
2 回 参考書などを中⼼に、図書館等でオペレーティングシステムの本の目次に
目を通し、全体を概観しておくこと 
3 回 マルチプログラミングについて復習しておくこと 
4 回 プロセスの状態管理の復習、及びキュー、スタックなどのデータ構造を理解
しておくこと 
5 回 スケジューリング問題が解けること、及び複数プロセス（スレッド）の並列
動作を理解しておくこと 
6 回 セマフォー、ロックを使用したプログラムが書けること 
7 回 同期処理の問題が解け 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0201P 
成績評価 中間試験（30%)、定期試験（50%)、レポート（20%)、60%以上を合格とする 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0201P オペレーティングシステム 
担当教員名 吉⽥ 誠 
単位数 2 
教科書 「講義ノート」を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 オペレーティングシステム 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大久保英嗣／オペレーティングシステムの基礎／サイエンス社；大堀淳／計算機

システム概論／サイエンス社；Silberschatz, Galvin, Gagne／ Operating System 
Concepts／ John Wiley&Sons, Inc.（第 7 版の日本語訳・土井範久監訳・オペレ
ーティングシステムの概念・共立出版） 

授業形態 講義 
注意備考 「講義ノート」をもとに講義を進める 
シラバスコード FTJ0201P 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)プログラムとプロセスの違いを理解する 

(2)共通的基本概念（プロセス管理、ファイルシステム、記憶管理、同期制御）を
理解する 
(3)ＵＮＩＸファイルシステムの構造を理解し、他システムと比較できる 
(4)スケジューリングの相違によるシステムの振舞いの違いを理解する 

受講者へのコメント  
連絡先 吉⽥研究室 18 号館 2 階 オフィスアワー：⽊ 7-8 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Operating Systems 
関連科目 データ構造とアルゴリズム、プログラミング II、プログラミング言語論、データ

ベース 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 オペレーティングシステムの基礎とその応用について講述し、オペレーティング

システムの基本概念と技法を身につけることを目的とする。計算機においてユー
ザとハードウェアの中間に位置し、計算機システムを操作するためのソフトウェ



アとして最も重要なオペレーティングシステムについて、その基本概念を講義す
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オペレーティングシステムの概要（全体俯瞰、歴史、定義）について説明す

る。 
2 回 オペレーティングシステムの構成（システムの構成要素と構造）について説
明する。 
3 回 プロセス管理（プロセスとスレッド、スケジューラ）について説明する。 
4 回 ＣＰＵスケジューリング（各種スケジューリングアルゴリズムの実際）につ
いて説明する。 
5 回 同期制御１（プロセス間通信、プロセス間同期）について説明する。 
6 回 同期制御２（一貫性制御）について説明する。 
7 回 デッドロック（デッドロックモデルと解法）について説明する 

準備学習 1 回 シラバスを確認しておくこと．コンピュータの５大装置について理解して
おくこと 
2 回 参考書などを中⼼に、図書館等でオペレーティングシステムの本の目次に
目を通し、全体を概観しておくこと 
3 回 マルチプログラミングについて復習しておくこと 
4 回 プロセスの状態管理の復習、及びキュー、スタックなどのデータ構造を理解
しておくこと 
5 回 スケジューリング問題が解けること、及び複数プロセス（スレッド）の並列
動作を理解しておくこと 
6 回 セマフォー、ロックを使用したプログラムが書けること 
7 回 同期処理の問題が解け 

 



年度 2014 
授業コード FTJ02110 
成績評価 中間試験(30%)，定期試験(60%)，レポート(10%)，60%以上合格 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜12) 
見出し FTJ02110 オートマトンと言語理論 
担当教員名 ⻄原 典孝 
単位数 2 
教科書 配布プリント 
アクティブラーニング  
キーワード オートマトン，生成文法，正則表現，チューリングマシン 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  「文字をきれいに」＝＞ごめんなさい．字が汚い分，なるべく大きく書こうと

⼼がけてはいます．「配布資料に図があればよい」＝＞図的説明は板書にて説明
をしながら示すというようにしています． 

科目名 オートマトンと言語理論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 オートマトン・言語理論／富⽥悦次，横森貴／森北出版：計算理論とオートマト

ン言語理論／丸岡章／サイエンス社 
授業形態 講義 
注意備考 授業中に出された演習問題を積極的に行い，授業時間内での理解に努めること．

授業中の私語などの他の受講生への迷惑行為は当然禁じる． 
シラバスコード FTJ02110 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)有限オートマトンと正則表現の設計と動作のシミュレーション，オートマト

ンの変換が行えること． 
(2)プッシュダウンオートマトンと文脈自由文法の設計とその動作のシミュレー
ションが行えること． 
(3)チューリングマシンの動作を理解していること． 
(4)決定可能，決定不能問題などの概念を理解していること． 

受講者へのコメント  毎回言っていることですが，オートマトンと言語理論は特殊な位置付けの科目
で，これが即何かに応用できるとかいうものではありません．しかし「計算」と
いうこと自体の本質を見極めるという究極思考に繋がる話で（例えば，人間の思
考も，脳という装置による計算の一種），追求すれば，色々興味あるネタが転がっ
ています．また，こういう徹底した形式論の考え方に馴染んでおくことは，思考
の冴えを生み出します．といっても，実は私の学生時代，オートマトン理論は苦
手だったりしますが，受講生の皆さんも，何かの場面で，今回学んだことが生か
され 

連絡先 ⻄原研究室 18 号館 3 階 nisihara＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見  Ｂ欄の「この分野への理解が深まった」は７８％でそこそこ良いのですが，「興
味，関⼼が高まった」が１７％と低いです．少し直感的に捉えにくい純理論的内
容を考えると仕方がない部分もありますが． 
 Ｃ欄の総合評価はまずまずでした．とくにほぼ満足以上が８３％で，若干難し
い授業内容から見ると，十分ではないでしょうか． 
 Ｅ欄では，５％ほどの学生さんが，「理解しやすく」，「平易に」としてました．
Ｃ欄の値を見る限り，多くの学生にはほどよい加減だと思いますが，学生個々に
よって得手不得手があるので，この程度のバラつきは仕方が 

英文科目名 Automaton and Language Theory 
関連科目 情報数学 II，コンパイラ，人⼯知能 
次回に向けての改善変更予定  この分野の発想法の面白さがもう少し伝われば良いかなと思って，多少応用面

的な話を取り入れるなどの⼯夫はしています．おおむね良好なので，今後もこん
な感じでやっていきます． 

講義目的 オートマトンとは計算機の数学的モデルであり，言語理論は自然言語やプログラ
ミング言語などの言語の数学的モデルである．これらはその“複雑さ”に応じてい
くつかのクラスに分けられ，かつ両者の間には強い関係がある．この講義では，
代表的なオートマトンおよび言語理論についての知識を習得することを目的と
する． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オートマトンと形式文法の概要と階層関係，記号の表記法に関する基本用

語について説明する。 
2 回 有限オートマトン(1)：決定性有限オートマトンの構成と動作，状態遷移図
について説明する。 
3 回 有限オートマトン(2)：非決定性有限オートマトンの構成と動作について説
明する。 
4 回 有限オートマトン(3)：決定性有限オートマトンと非決定性有限オートマト
ンの等価性について説明する。 
5 回 有限オートマトン(3)：ε−動作を含む非決定性有限オートマトンについて
説明する。 
6 回 正則表現：正則表現の定義と表現例に 

準備学習 1 回 「情報数学Ⅱ」で学習した集合と写像の表記法と意味について復習し，よく
理解しておくこと。 
2 回 記号の表記法に関する基本用語について復習し，よく理解しておくこと。 
3 回 有限オートマトンの状態遷移図での表現について復習し，よく理解してお
くこと。 
4 回 決定性有限オートマトンと非決定性有限オートマトンの違いについて復習
し，よく理解しておくこと。 
5 回 非決定性有限オートマトンの動作について復習し，よく理解しておくこと。 
6 回 記号の表記法に関する基本用語について再度復習し，よく理解しておくこ
と。 
7 回 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0211P 
成績評価 中間試験(30%)，定期試験(60%)，レポート(10%)，60%以上合格 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0211P オートマトンと言語理論 
担当教員名 ⻄原 典孝 
単位数 2 
教科書 配布プリント 
アクティブラーニング  
キーワード オートマトン，生成文法，正則表現，チューリングマシン 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 オートマトンと言語理論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 オートマトン・言語理論／富⽥悦次，横森貴／森北出版：計算理論とオートマト

ン言語理論／丸岡章／サイエンス社 
授業形態 講義 
注意備考 授業中に出された演習問題を積極的に行い，授業時間内での理解に努めること．

授業中の私語などの他の受講生への迷惑行為は当然禁じる． 
シラバスコード FTJ0211P 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)有限オートマトンと正則表現の設計と動作のシミュレーション，オートマト

ンの変換が行えること． 
(2)プッシュダウンオートマトンと文脈自由文法の設計とその動作のシミュレー
ションが行えること． 
(3)チューリングマシンの動作を理解していること． 
(4)決定可能，決定不能問題などの概念を理解していること． 

受講者へのコメント  
連絡先 ⻄原研究室 18 号館 3 階 nisihara＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Automaton and Language Theory 
関連科目 情報数学 II，コンパイラ，人⼯知能 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 オートマトンとは計算機の数学的モデルであり，言語理論は自然言語やプログラ

ミング言語などの言語の数学的モデルである．これらはその“複雑さ”に応じてい
くつかのクラスに分けられ，かつ両者の間には強い関係がある．この講義では，
代表的なオートマトンおよび言語理論についての知識を習得することを目的と



する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オートマトンと形式文法の概要と階層関係，記号の表記法に関する基本用

語について説明する。 
2 回 有限オートマトン(1)：決定性有限オートマトンの構成と動作，状態遷移図
について説明する。 
3 回 有限オートマトン(2)：非決定性有限オートマトンの構成と動作について説
明する。 
4 回 有限オートマトン(3)：決定性有限オートマトンと非決定性有限オートマト
ンの等価性について説明する。 
5 回 有限オートマトン(3)：ε−動作を含む非決定性有限オートマトンについて
説明する。 
6 回 正則表現：正則表現の定義と表現例に 

準備学習 1 回 「情報数学Ⅱ」で学習した集合と写像の表記法と意味について復習し，よく
理解しておくこと。 
2 回 記号の表記法に関する基本用語について復習し，よく理解しておくこと。 
3 回 有限オートマトンの状態遷移図での表現について復習し，よく理解してお
くこと。 
4 回 決定性有限オートマトンと非決定性有限オートマトンの違いについて復習
し，よく理解しておくこと。 
5 回 非決定性有限オートマトンの動作について復習し，よく理解しておくこと。 
6 回 記号の表記法に関する基本用語について再度復習し，よく理解しておくこ
と。 
7 回 

 



年度 2014 
授業コード FTJ02410 
成績評価 定期試験（30%），チーム演習で作成する設計書（60%），その他提出物（10%）

の合計で評価し，60%以上を合格とする。毎週欠かすことなくチームに参加し、
継続してシステム設計を行うことが極めて重要である。 

曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜12) 
見出し FTJ02410 ソフトウェア⼯学 
担当教員名 尾崎 亮、的野 秀幸＊ 
単位数 2 
教科書 講義開始前にその回の講義資料および設計書サンプルを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画の各回を参照のこと 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ソフトウェア⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 有沢 誠 著 「ソフトウェア⼯学」 岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考 講義中に点呼を行う。実務家教員による講義は，都合により前倒しされることが

ある。 
シラバスコード FTJ02410 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)ウォータフォールモデルの特徴と問題点を理解していること 

(2)外部設計を行う目的とその重要性を理解していること 
(3)内部設計を行う目的とその重要性を理解していること 
(4)単体テスト，結合テスト，総合テストについて知っていること 
(5)チーム演習を通じて，(1)〜(3)の処理を体験してその重要性を認識すること 
(6)チームにおける他者からみた自己の貢献について客観的に評価できること 

受講者へのコメント  
連絡先 尾崎研究室 4 号館 2 階 オフィスアワー 金 5-6 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Software Engineering 
関連科目 オペレーティングシステム，プログラミング言語論，システム⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ソフトウェア設計から管理，運用に至る各プロセスに関する理論および技法の基

礎事項を理解する。チーム演習によって自己のチームへの関わり方を学ぶととも
に，それを通じて，ウォータフォールモデルの意義および重要性を理解する。ソ



フトウェア産業の現状と課題を知るとともに，キャリアパスの重要性について意
識する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ソフトウェア⼯学とは何か，ソフトウェア開発の体系化について説明する。 

2 回 ソフトウェア開発の体系別にみるシステム事例について説明した後，チー
ム分け，チームシート作成演習を実施する。 
3 回 要求分析の概要，および要求分析時のトラブル事例について説明した後，シ
ステム提案書作成演習：要求分析を実施する。 
4 回 要求分析の文書化の目的について説明した後，システム提案書作成演習：シ
ステム提案書作成を実施する。 
5 回 デザインレビュの概要と作成目的について説明した後，システム提案書作
成演習：レビュを実施する。 

準備学習 1 回 ソフトウェア⼯学の定義・内容についてネット等で調べておくこと。 
2 回 チーム演習を円滑に行うためにどうすればいいかを考えておくこと。 
3 回 ウォータフォールモデルにおける要求定義の意義・重要性について調べて
おくこと。 
4 回 要求分析結果を精査しておくこと。 
5 回 チームで作成したシステム提案書を精読しておくこと。 
6 回 ウォータフォールモデルにおける外部設計の意義・重要性について調べて
おくこと。 
7 回 外部設計書について，各自の第６回担当分を終わらせておくこと。 
8 回 外部設計書について，各自の第７ 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0241P 
成績評価 定期試験（30%），チーム演習で作成する設計書（60%），その他提出物（10%）

の合計で評価し，60%以上を合格とする。毎週欠かすことなくチームに参加し、
継続してシステム設計を行うことが極めて重要である。 

曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0241P ソフトウェア⼯学 
担当教員名 尾崎 亮、的野 秀幸＊ 
単位数 2 
教科書 講義開始前にその回の講義資料および設計書サンプルを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画の各回を参照のこと 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ソフトウェア⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 有沢 誠 著 「ソフトウェア⼯学」 岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考 講義中に点呼を行う。実務家教員による講義は，都合により前倒しされることが

ある。 
シラバスコード FTJ0241P 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)ウォータフォールモデルの特徴と問題点を理解していること 

(2)外部設計を行う目的とその重要性を理解していること 
(3)内部設計を行う目的とその重要性を理解していること 
(4)単体テスト，結合テスト，総合テストについて知っていること 
(5)チーム演習を通じて，(1)〜(3)の処理を体験してその重要性を認識すること 
(6)チームにおける他者からみた自己の貢献について客観的に評価できること 

受講者へのコメント  
連絡先 尾崎研究室 4 号館 2 階 オフィスアワー 金 5-6 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Software Engineering 
関連科目 オペレーティングシステム，プログラミング言語論，システム⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ソフトウェア設計から管理，運用に至る各プロセスに関する理論および技法の基

礎事項を理解する。チーム演習によって自己のチームへの関わり方を学ぶととも
に，それを通じて，ウォータフォールモデルの意義および重要性を理解する。ソ



フトウェア産業の現状と課題を知るとともに，キャリアパスの重要性について意
識する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ソフトウェア⼯学とは何か，ソフトウェア開発の体系化について説明する。 

2 回 ソフトウェア開発の体系別にみるシステム事例について説明した後，チー
ム分け，チームシート作成演習を実施する。 
3 回 要求分析の概要，および要求分析時のトラブル事例について説明した後，シ
ステム提案書作成演習：要求分析を実施する。 
4 回 要求分析の文書化の目的について説明した後，システム提案書作成演習：シ
ステム提案書作成を実施する。 
5 回 デザインレビュの概要と作成目的について説明した後，システム提案書作
成演習：レビュを実施する。 

準備学習 1 回 ソフトウェア⼯学の定義・内容についてネット等で調べておくこと。 
2 回 チーム演習を円滑に行うためにどうすればいいかを考えておくこと。 
3 回 ウォータフォールモデルにおける要求定義の意義・重要性について調べて
おくこと。 
4 回 要求分析結果を精査しておくこと。 
5 回 チームで作成したシステム提案書を精読しておくこと。 
6 回 ウォータフォールモデルにおける外部設計の意義・重要性について調べて
おくこと。 
7 回 外部設計書について，各自の第６回担当分を終わらせておくこと。 
8 回 外部設計書について，各自の第７ 

 



年度 2014 
授業コード FTJ03810 
成績評価 中間試験（４０％）、定期試験（４０％）、レポート（２０％）を実施し、総計で

６０％以上を合格とする。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜12) 
見出し FTJ03810 ディジタル信号処理 
担当教員名 南原 英生 
単位数 2 
教科書 貴家仁志著「ディタル信号処理」昭晃堂／978-4-785611941 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・板書の字が見えにくい：もう少し大きく書くなどの⼯夫をしますが、学生の皆

さんも前のほうに座るなどの努力をしてください。 
・とても勉強になりました。ありがとうございました：ありがとうございます。
これからもためになる授業を⼼がけます。 
・テスト前に配られる演習問題が役に立った：これからも演習をたくさんやって
いきたいと思います。 
・適度にスライドなどを使ってバランスの良い授業だった：これからも必要に応
じてプロジェクタを使っていきます。 
・最高：ありがとうございます。 

科目名 ディジタル信号処理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 久保⽥一、大石郁夫著「C 言語によるディジタル信号処理」コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTJ03810 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 信号のサンプリングと量子化について説明できること。 

② サンプリング定理について説明でき、サンプリング周波数を求めることがで
きること。 
③ ＤＦＴの計算ができること。 
④ ＬＭＳアルゴリズムについて説明ができ、最適解を求めることができること。 

受講者へのコメント ・説明をよく聞いて、その授業時間の内容は時間内に理解するようにしてくださ
い。そして、分からないときは積極的に質問してください。 
・三角級数や微分積分など基礎数学力が必要です。十分復習しておいてください。 

連絡先 南原研究室１８号館１階 hideo@ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・「この授業を受けてよかった点はなんですか」の項目に対して、「この分野への



理解が深まった」が 81.3％、「この分野への興味、関⼼が深まった」が 18.8％で
あった。今後もディジタル信号処理に関⼼が向くような授業を⼼がけます。 
・「板書、スライド、配布資料が見えなかった」と答えた人 1%(昨年 14.1）に減
少し、成果が表れたとと思います。 
・自由設問の「ディジタル信号処理が我々の生活に関係があることがわかりまし
たか」に対しては、「大変わかった」「わかった」と回答してくれた人が 61.5％あ
り、講義内容が生活に関係 

英文科目名 Introduction to Degital Signal Processing 
関連科目 マルチメディア⼯学、音声情報処理 
次回に向けての改善変更予定 ・授業のなかで、更に身近な例やデータを増やし、ディジタル信号処理がより身

近に感じられるように⼯夫していきたい。 
講義目的 音声や地震波など自然界に存在する信号は本来すべてアナログ信号であるが、コ

ンピュータ応用技術を用いてディジタル的に処理されることが多い。本講義で
は、情報通信システムの普遍的な基盤技術であるディジタル信号処理技術の基本
的な内容について説明する。適切な例題や演習を豊富に導入し具体的でわかりや
すい講義を目指す。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ディジタル信号処理の概説を行い、講義の進め方を説明する。また、アナロ

グ信号とディジタル信号の違い、信号のサンプリングと量子化について説明す
る。 
2 回 ディジタル信号処理の考え方およびその処理手順について説明する。 
3 回 線形性および時不変性について解説し、線形時不変システムについて説明
する。 
4 回 たたみ込み、インパルス応答、システムの実現、ハードウェア実現について
説明する。 
5 回 Ｚ変換の定義と性質について説明する。 
6 回 Ｚ変換を用いたシステムの伝達関数、伝達関数の極と零点、システムの周波
数特性 

準備学習 1 回 「ディジタル」と「アナログ」について調べ、考えておくこと。正弦波信号
について復習しておくこと。特に、振幅、位相、角周波数、周期などの語句が理
解でき、また、正弦波信号が描けるように準備しておくこと。 
2 回 前回習った量子化とサンプリングについて復習しておくこと。 
3 回 線形の概念について調べておくこと。 
4 回 インパルス、たたみこみについて調べておくこと。 
5 回 フーリエ変換やラプラス変換がどのように使われていたかについて復習し
ておくこと。 
6 回 前回学んだ z 変換について復習しておくこと。 
7 回 教科 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0381P 
成績評価 中間試験（４０％）、定期試験（４０％）、レポート（２０％）を実施し、総計で

６０％以上を合格とする。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0381P ディジタル信号処理 
担当教員名 南原 英生 
単位数 2 
教科書 貴家仁志著「ディタル信号処理」昭晃堂／978-4-785611941 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ディジタル信号処理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 久保⽥一、大石郁夫著「C 言語によるディジタル信号処理」コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTJ0381P 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 信号のサンプリングと量子化について説明できること。 

② サンプリング定理について説明でき、サンプリング周波数を求めることがで
きること。 
③ ＤＦＴの計算ができること。 
④ ＬＭＳアルゴリズムについて説明ができ、最適解を求めることができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 南原研究室１８号館１階 hideo@ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Degital Signal Processing 
関連科目 マルチメディア⼯学、音声情報処理 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 音声や地震波など自然界に存在する信号は本来すべてアナログ信号であるが、コ

ンピュータ応用技術を用いてディジタル的に処理されることが多い。本講義で
は、情報通信システムの普遍的な基盤技術であるディジタル信号処理技術の基本
的な内容について説明する。適切な例題や演習を豊富に導入し具体的でわかりや
すい講義を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 ディジタル信号処理の概説を行い、講義の進め方を説明する。また、アナロ
グ信号とディジタル信号の違い、信号のサンプリングと量子化について説明す
る。 
2 回 ディジタル信号処理の考え方およびその処理手順について説明する。 
3 回 線形性および時不変性について解説し、線形時不変システムについて説明
する。 
4 回 たたみ込み、インパルス応答、システムの実現、ハードウェア実現について
説明する。 
5 回 Ｚ変換の定義と性質について説明する。 
6 回 Ｚ変換を用いたシステムの伝達関数、伝達関数の極と零点、システムの周波
数特性 

準備学習 1 回 「ディジタル」と「アナログ」について調べ、考えておくこと。正弦波信号
について復習しておくこと。特に、振幅、位相、角周波数、周期などの語句が理
解でき、また、正弦波信号が描けるように準備しておくこと。 
2 回 前回習った量子化とサンプリングについて復習しておくこと。 
3 回 線形の概念について調べておくこと。 
4 回 インパルス、たたみこみについて調べておくこと。 
5 回 フーリエ変換やラプラス変換がどのように使われていたかについて復習し
ておくこと。 
6 回 前回学んだ z 変換について復習しておくこと。 
7 回 教科 

 



年度 2014 
授業コード FTJ04810 
成績評価 中間テスト(20％)、小テスト(10％)、 定期試験(70％)、60%以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス JA(〜14) 
見出し FTJ04810 数学Ⅰ 
担当教員名 山口 尚宏 
単位数 2 
教科書 大学新入生のための微分積分入門／石原園子／共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード べき関数、三角関数、指数関数・対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 1)数学に対する理解度が上がったので、良かったと思います。 

2)教科書の問題を解いて解説するだけの内容だった。新たな発見もなく知的好奇
⼼がなかったように感じる。 
3)数学のしばらくしていなくて忘れていたところを復習できたので受けてよか
ったです。 
4)数学の学習法として板書の内容を写して、その後にせつめいといった手法は個
人的には好きじゃないし、ためになりにくいと思います。主な公式，解き方につ
いての説明が入り、その後実際に演習がある、といったやり方でやっていた。 

科目名 数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 やさしく学べる微分積分／石原園子／共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 数学を楽しんでほしい。数学を楽しみながら勉強してほしい。ぜひ知的好奇⼼を

もってほしい。 
シラバスコード FTJ04810 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）べき関数の微分積分を理解し、計算ができること。 

（２）三角関数の微分積分を理解し、計算ができること。 
（３）指数関数・対数関数の微分積分を理解し、計算ができること。 

受講者へのコメント 数学を楽しみながら勉強してほしいです。ぜひ知的好奇⼼を持ってほしいです。 
連絡先 山口研究室１学舎３階（電子メール yamaguch@ice.ous.ac.jp、電話 086-256-9588）

オフィスアワー 金曜日 ５−６時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 1)ありがとうございます。単位は取れましたか？ 
2)改善に努めます。 
3)ありがとうございます。単位は取れましたか? 
4)改善に努めます。 



英文科目名 Mathematics I 
関連科目 数学演習Ⅰ、応用数学Ⅰ、応用数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 学生の皆さんが数学を楽しみながら勉強できるよう、さらなる努力をしてまいり

ます。 
講義目的 一変数関数の微分および積分の計算を中⼼に説明する。初等関数（べき関数、三

角関数、指数・対数関数）の微分・積分を理解し自由に計算できることを目標に
する。また、関数の極限や初等関数の基本的な性質についても合わせて説明する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 三角関数 
3 回 指数関数・対数関数 
4 回 関数の極限 
5 回 微分係数・導関数 
6 回 微分の計算１ 
7 回 微分の計算２（合成関数の微分１） 
8 回 微分の計算３（合成関数の微分２） 
9 回 中間テスト 総合復習 
10 回 不定積分 
11 回 置換積分 
12 回 部分積分 
13 回 定積分 
14 回 定積分の置換積分 
15 回 総合復習 

準備学習 1 回 この講義の目的と講義項目およびこの講義に関連する科目について，シラ
バスで調べておくこと． 
2 回 三角関数を予習すること。 
3 回 指数関数・対数関数を予習すること。 
4 回 関数の極限を予習すること。 
5 回 微分係数・導関数を予習すること。 
6 回 三角関数・指数関数・対数関数を復習すること 
7 回 合成関数を予習すること。 
8 回 第７回の講義内容を復習すること。 
9 回 第１回から第８回までの講義内容を復習すること。 
10 回 不定席分を予習すること。 
11 回 置換席分を予習すること。 
12 回 部分積分を予習 

 



年度 2014 
授業コード FTJ04820 
成績評価 中間テスト(20％)、小テスト(10％)、 定期試験(70％)、60%以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス JB(〜14) 
見出し FTJ04820 数学Ⅰ 
担当教員名 山口 尚宏 
単位数 2 
教科書 大学新入生のための微分積分入門 石原園子 共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード べき関数、三角関数、指数関数・対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 1)個人的には式をもっと短くてコンパクトにまとめて書いて頂ければよかった。

でも、一生懸命さがかなり伝わってきた。 
2)「説明してもいいですか」と聞かなくても勝手に進めてくればいいです。 
3)番所がうすい．字がきたない。 
4)もう少し速く抗議を終了してほしい。 
5)板書が薄くて汚い。声が聞き取りずらい。 

科目名 数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 やさしく学べる微分積分 石原園子 共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 数学を楽しんでほしい。数学を楽しみながら勉強してほしい。ぜひ知的好奇⼼を

もってほしい。 
シラバスコード FTJ04820 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）べき関数の微分積分を理解し、計算ができること。 

（２）三角関数の微分積分を理解し、計算ができること。 
（３）指数関数・対数関数の微分積分を理解し、計算ができること。 

受講者へのコメント 数学を楽しみながら勉強してほしいです。ぜひ知的好奇⼼を持ってほしいです。 
連絡先 山口研究室１学舎３階（電子メール yamaguch@ice.ous.ac.jp、電話 086-256-9588）

オフィスアワー 金曜日 ５−６時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 1)改善に努めます。単位は取れましたか？ 
2)改善に努めます。 
3)改善に努めます。 
4)改善に努めます。  
5)改善に努めます。 

英文科目名 Mathematics I 



関連科目 数学演習Ⅰ、応用数学Ⅰ、応用数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 学生の皆さんが楽しみながら勉強できるよう、さらなる努力をしていきます。 
講義目的 一変数関数の微分および積分の計算を中⼼に説明する。初等関数（べき関数、三

角関数、指数・対数関数）の微分・積分を理解し自由に計算できることを目標に
する。また、関数の極限や初等関数の基本的な性質についても合わせて説明する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 三角関数 
3 回 指数関数・対数関数 
4 回 関数の極限 
5 回 微分係数・導関数 
6 回 微分の計算１ 
7 回 微分の計算２（合成関数の微分１） 
8 回 微分の計算３（合成関数の微分２） 
9 回 中間テスト 総合復習 
10 回 不定積分 
11 回 置換積分 
12 回 部分積分 
13 回 定積分 
14 回 定積分の置換積分 
15 回 総合復習 

準備学習 1 回 この講義の目的と講義項目およびこの講義に関連する科目について，シラ
バスで調べておくこと． 
2 回 三角関数を予習すること。 
3 回 指数関数・対数関数を予習すること。 
4 回 関数の極限を予習すること。 
5 回 微分係数・導関数を予習すること。 
6 回 三角関数・指数関数・対数関数を復習すること 
7 回 合成関数を予習すること。 
8 回 第７回の講義内容を復習すること。 
9 回 第１回から第８回までの講義内容を復習すること。 
10 回 不定席分を予習すること。 
11 回 置換席分を予習すること。 
12 回 部分積分を予習 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0482P 
成績評価 中間テスト(20％)、小テスト(10％)、 定期試験(70％)、60%以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0482P 数学Ⅰ 
担当教員名 山口 尚宏 
単位数 2 
教科書 大学新入生のための微分積分入門 石原園子 共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード べき関数、三角関数、指数関数・対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 やさしく学べる微分積分 石原園子 共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 数学を楽しんでほしい。数学を楽しみながら勉強してほしい。ぜひ知的好奇⼼を

もってほしい。 
シラバスコード FTJ0482P 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）べき関数の微分積分を理解し、計算ができること。 

（２）三角関数の微分積分を理解し、計算ができること。 
（３）指数関数・対数関数の微分積分を理解し、計算ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 山口研究室１学舎３階（電子メール yamaguch@ice.ous.ac.jp、電話 086-256-9588）

オフィスアワー 金曜日 ５−６時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics I 
関連科目 数学演習Ⅰ、応用数学Ⅰ、応用数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 一変数関数の微分および積分の計算を中⼼に説明する。初等関数（べき関数、三

角関数、指数・対数関数）の微分・積分を理解し自由に計算できることを目標に
する。また、関数の極限や初等関数の基本的な性質についても合わせて説明する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 三角関数 
3 回 指数関数・対数関数 



4 回 関数の極限 
5 回 微分係数・導関数 
6 回 微分の計算１ 
7 回 微分の計算２（合成関数の微分１） 
8 回 微分の計算３（合成関数の微分２） 
9 回 中間テスト 総合復習 
10 回 不定積分 
11 回 置換積分 
12 回 部分積分 
13 回 定積分 
14 回 定積分の置換積分 
15 回 総合復習 

準備学習 1 回 この講義の目的と講義項目およびこの講義に関連する科目について，シラ
バスで調べておくこと． 
2 回 三角関数を予習すること。 
3 回 指数関数・対数関数を予習すること。 
4 回 関数の極限を予習すること。 
5 回 微分係数・導関数を予習すること。 
6 回 三角関数・指数関数・対数関数を復習すること 
7 回 合成関数を予習すること。 
8 回 第７回の講義内容を復習すること。 
9 回 第１回から第８回までの講義内容を復習すること。 
10 回 不定席分を予習すること。 
11 回 置換席分を予習すること。 
12 回 部分積分を予習 

 



年度 2014 
授業コード FTJ04910 
成績評価 中間テスト(20％)、小テスト(10％)、定期試験(70％)、60%以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス JB(〜14) 
見出し FTJ04910 数学Ⅱ 
担当教員名 山口 尚宏 
単位数 2 
教科書 大⻄誠・佐野公朗「入門コース線形代数」 （学術図書出版社） 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式、ベクトル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 1)改善に努めます。 

2)改善に努めます。 
3)改善に努めます。 
4)改善に努めます。 

科目名 数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 数学を楽しんでほしい。数学を楽しみながら勉強してほしい。ぜひ知的好奇⼼を

もってほしい。 
シラバスコード FTJ04910 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）行列を理解し、計算ができること。 

（２）行列式を理解し、計算ができること。 
（３）ベクトルを理解し、計算ができること。 

受講者へのコメント 1)式だけ書いて説明も解説もよくわからない。声ももう少しはっきり。ちゃんん
と計算できるところはあらかじめ準備してほしい。遅い。私語している人にもっ
と注意してほしい。テスト範囲ももっとわかりやすく。率直あきてくる。 
2)例題も必要だが、問題などを時間を用意してほしかった。 
3)教科書をうつすだけはやめてほしい。先生が解いて問題を写し手も何も得られ
ない。 
4)もう少し早くても大丈夫。 

連絡先 山口研究室 1 学舎３階（電子メール yamaguch@ice.ous.ac.jp、電話 086-256-9588）
オフィスアワー 金曜日 ５−６時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics II 



関連科目 数学演習Ⅱ、応用数学Ⅰ、応用数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 学生の皆さんに数学を楽しませてあげるように、尚いっそうの努力をしていきま

す。 
講義目的 行列・行列式の基本的な計算を扱う。応用として連立一次方程式の解法を説明す

る。またベクトルの内積・外積および,行列の固有値問題を扱う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 行列の和・積 

2 回 行列のべき・正則行列 
3 回 行列の基本変形・階数 
4 回 逆行列(掃きだし法） 
5 回 転置行列の性質 
6 回 行列式定義 
7 回 行列式の性質 
8 回 中間テスト 総合復習 
9 回 連立一次方程式（行基本変形） 
10 回 クラメルの公式 
11 回 ベクトル 
12 回 ベクトルの内積 
13 回 ベクトルの外積 
14 回 固有値問題 
15 回 総合復習 

準備学習 1 回 行列の和・積を予習すること。 
2 回 行列のべき・正則行列を予習すること。 
3 回 行列の基本変形・階数を予習すること。 
4 回 逆行列(掃きだし法）を予習すること。 
5 回 転置行列の性質を予習すること。 
6 回 行列式定義 を予習すること。 
7 回 行列式の性質を予習すること。 
8 回 第２回から第７回までの講義内容を復習すること。 
9 回 連立一次方程式（行基本変形）を予習すること。 
10 回 クラメルの公式を予習すること。 
11 回 ベクトルを予習すること。 
12 回 ベクトルの内積を予習すること。 
13 回 ベク 

 



年度 2014 
授業コード FTJ04920 
成績評価 中間テスト(20％)、小テスト(10％)、定期試験(70％)、60%以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス JA(〜14) 
見出し FTJ04920 数学Ⅱ 
担当教員名 山口 尚宏 
単位数 2 
教科書 大⻄誠・佐野公朗「入門コース線形代数」 （学術図書出版社） 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式、ベクトル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 1)改善に努めます。 

2)改善に努めます。 
3)改善に努めます。 
4)皆瀬に努めます。 

科目名 数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 数学を楽しんでほしい。数学を楽しみながら勉強してほしい。ぜひ知的好奇⼼を

もってほしい。 
シラバスコード FTJ04920 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）行列を理解し、計算ができること。 

（２）行列式を理解し、計算ができること。 
（３）ベクトルを理解し、計算ができること。 

受講者へのコメント 1)集中できなかった。 
2)説明が下手すぎる。 
3)授業のスタイルが問題があると感じた。 
4)例題の答えを写させてから解説という数学の学習法はよくないと思う。これで
は問題の解き方や仕組みなどが頭に入らない。それに例題演習ばかりでなくしっ
かりした問題の解き方を授業で教えてほしい。 

連絡先 山口研究室 1 学舎３階（電子メール yamaguch@ice.ous.ac.jp、電話 086-256-9588）
オフィスアワー 金曜日 ５−６時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics II 
関連科目 数学演習Ⅱ、応用数学Ⅰ、応用数学Ⅱ 



次回に向けての改善変更予定 学生の皆さんが数学を楽しみながら勉強させてげれるよう、尚いそうの努力をし
ていきます。 

講義目的 行列・行列式の基本的な計算を扱う。応用として連立一次方程式の解法を説明す
る。またベクトルの内積・外積および,行列の固有値問題を扱う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 行列の和・積 

2 回 行列のべき・正則行列 
3 回 行列の基本変形・階数 
4 回 逆行列(掃きだし法） 
5 回 転置行列の性質 
6 回 行列式定義 
7 回 行列式の性質 
8 回 中間テスト 総合復習 
9 回 連立一次方程式（行基本変形） 
10 回 クラメルの公式 
11 回 ベクトル 
12 回 ベクトルの内積 
13 回 ベクトルの外積 
14 回 固有値問題 
15 回 総合復習 

準備学習 1 回 行列の和・積を予習すること。 
2 回 行列のべき・正則行列を予習すること。 
3 回 行列の基本変形・階数を予習すること。 
4 回 逆行列(掃きだし法）を予習すること。 
5 回 転置行列の性質を予習すること。 
6 回 行列式定義 を予習すること。 
7 回 行列式の性質を予習すること。 
8 回 第２回から第７回までの講義内容を復習すること。 
9 回 連立一次方程式（行基本変形）を予習すること。 
10 回 クラメルの公式を予習すること。 
11 回 ベクトルを予習すること。 
12 回 ベクトルの内積を予習すること。 
13 回 ベク 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0492P 
成績評価 中間テスト(20％)、小テスト(10％)、定期試験(70％)、60%以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0492P 数学Ⅱ 
担当教員名 山口 尚宏 
単位数 2 
教科書 大⻄誠・佐野公朗「入門コース線形代数」 （学術図書出版社） 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式、ベクトル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 数学を楽しんでほしい。数学を楽しみながら勉強してほしい。ぜひ知的好奇⼼を

もってほしい。 
シラバスコード FTJ0492P 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）行列を理解し、計算ができること。 

（２）行列式を理解し、計算ができること。 
（３）ベクトルを理解し、計算ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 山口研究室 1 学舎３階（電子メール yamaguch@ice.ous.ac.jp、電話 086-256-9588）

オフィスアワー 金曜日 ５−６時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics II 
関連科目 数学演習Ⅱ、応用数学Ⅰ、応用数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 行列・行列式の基本的な計算を扱う。応用として連立一次方程式の解法を説明す

る。またベクトルの内積・外積および,行列の固有値問題を扱う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 行列の和・積 

2 回 行列のべき・正則行列 
3 回 行列の基本変形・階数 
4 回 逆行列(掃きだし法） 



5 回 転置行列の性質 
6 回 行列式定義 
7 回 行列式の性質 
8 回 中間テスト 総合復習 
9 回 連立一次方程式（行基本変形） 
10 回 クラメルの公式 
11 回 ベクトル 
12 回 ベクトルの内積 
13 回 ベクトルの外積 
14 回 固有値問題 
15 回 総合復習 

準備学習 1 回 行列の和・積を予習すること。 
2 回 行列のべき・正則行列を予習すること。 
3 回 行列の基本変形・階数を予習すること。 
4 回 逆行列(掃きだし法）を予習すること。 
5 回 転置行列の性質を予習すること。 
6 回 行列式定義 を予習すること。 
7 回 行列式の性質を予習すること。 
8 回 第２回から第７回までの講義内容を復習すること。 
9 回 連立一次方程式（行基本変形）を予習すること。 
10 回 クラメルの公式を予習すること。 
11 回 ベクトルを予習すること。 
12 回 ベクトルの内積を予習すること。 
13 回 ベク 

 



年度 2014 
授業コード FTJ05010 
成績評価 中間テスト(20％)、小テスト(10％)、定期試験(70％)、60%以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス JB(〜14) 
見出し FTJ05010 数学演習Ⅰ 
担当教員名 山口 尚宏 
単位数 2 
教科書 大学新入生のための微分積分／石原園子／共立出版／978-4-320017603 
アクティブラーニング  
キーワード べき関数、三角関数、指数関数・対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 1)もう少し授業のペースを上げ、余裕をもって、授業を終わってほしい。 

2)板書がうすい。きたない、何を話しているのかわからない。 
3)解答を写すだけでは数学は伸びないと思う。集中できる環境ではない。⿊板に
書く文字が大きすぎるので効率が悪い。 
4)うるさい人には出て行ってもらうようにしていただきたい。少し強めの注意が
良いと思います。 
5)上手な字を書いてほしい。 

科目名 数学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 やさしく学べる微分積分 石原園子 共立出版 
授業形態 演習 
注意備考 数学を楽しんでほしい。数学を楽しみながら勉強してほしい。ぜひ知的好奇⼼を

もってほしい。 
シラバスコード FTJ05010 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）べき関数の微分積分の計算ができること。 

（２）三角関数の微分積分の計算ができること。 
（３）指数関数・対数関数の微分積分の計算ができること。 

受講者へのコメント 数学を楽しみながら勉強してほしいです。ぜひ知的好奇⼼を持ってほしいです。 
連絡先 山口研究室１学舎３階（電子メール yamaguch@ice.ous.ac.jp、電話 086-256-9588）

オフィスアワー 金曜日 ５−６時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 1)改善に努めます。 
2)改善に努めます。 
3)改善に努めます。 
4)改善に努めます。 
5)改善に努めます。 



英文科目名 Exercises Mathematics I 
関連科目 数学Ⅰ、応用数学Ⅰ、応用数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 学生の皆さんに数学を楽しみながら勉強できるよう、さらなる努力をしてまいり

ます。 
講義目的 一変数関数の微分および積分の計算を中⼼に説明する。初等関数（べき関数、三

角関数、指数・対数関数）の微分・積分が自由に計算できることを目標にする。
また、関数の極限や初等関数の基本的な性質についても合わせて説明する。本演
習科目は数学Ⅰに対する演習を行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 三角関数 
3 回 指数関数・対数関数 
4 回 関数の極限 
5 回 微分係数・導関数 
6 回 微分の計算１ 
7 回 微分の計算２（合成関数の微分１） 
8 回 微分の計算３（合成関数の微分２） 
9 回 中間テスト 総合復習 
10 回 不定積分 
11 回 置換積分 
12 回 部分積分 
13 回 定積分 
14 回 定積分の置換積分 
15 回 総合復習 

準備学習 1 回 この講義の目的と講義項目およびこの講義に関連する科目について，シラ
バスで調べておくこと． 
2 回 三角関数を予習し例題を解くこと。 
3 回 指数関数・対数関数を予習し例題を解くこと。 
4 回 関数の極限を予習し例題を解くこと。 
5 回 微分係数・導関数を予習し例題を解くこと。 
6 回 三角関数・指数関数・対数関数を復習し例題を解くこと。 
7 回 合成関数を予習し例題を解くこと。 
8 回 第７回の講義内容を復習し例題を解くこと。 
9 回 第１回から第８回までの講義内容を復習し演習問題を解くこと。 
10 回 不定積分を予 

 



年度 2014 
授業コード FTJ05020 
成績評価 中間テスト(20％)、小テスト(10％)、定期試験(70％)、60%以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス JA(〜14) 
見出し FTJ05020 数学演習Ⅰ 
担当教員名 山口 尚宏 
単位数 2 
教科書 大学新入生のための微分積分／石原園子／共立出版／978-4-320017603 
アクティブラーニング  
キーワード べき関数、三角関数、指数関数・対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 1)教科書の問題を解いているだけで受ける意義が感じられない。教科書にないよ

うな応用問題を授業してほしい。 
2)講義のおかげで理解がふかまりました。 
3)問題を写させるのではなく、解かしてほしい。最初に重要な解き方を示してほ
しい。それを演習で確認するといった形。 
4)教科書を見ていたほうがわかるなっていう授業はやめてほしい。 

科目名 数学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 やさしく学べる微分積分 石原園子 共立出版 
授業形態 演習 
注意備考 数学を楽しんでほしい。数学を楽しみながら勉強してほしい。ぜひ知的好奇⼼を

もってほしい。 
シラバスコード FTJ05020 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）べき関数の微分積分の計算ができること。 

（２）三角関数の微分積分の計算ができること。 
（３）指数関数・対数関数の微分積分の計算ができること。 

受講者へのコメント 数学を楽しみながら勉強してほしいです。ぜひ知的好奇⼼を持ってほしいです。 
連絡先 山口研究室１学舎３階（電子メール yamaguch@ice.ous.ac.jp、電話 086-256-9588）

オフィスアワー 金曜日 ５−６時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 1)改善に努めます。 
2)ありがとうございます。単位は取れましたか？ 
3)改善に努めます。 
4)改善に努めます。 

英文科目名 Exercises Mathematics I 
関連科目 数学Ⅰ、応用数学Ⅰ、応用数学Ⅱ 



次回に向けての改善変更予定 学生の皆さんが数学を楽しみながら勉強できるよう、さらなる努力をしてまいり
ます。 

講義目的 一変数関数の微分および積分の計算を中⼼に説明する。初等関数（べき関数、三
角関数、指数・対数関数）の微分・積分が自由に計算できることを目標にする。
また、関数の極限や初等関数の基本的な性質についても合わせて説明する。本演
習科目は数学Ⅰに対する演習を行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 三角関数 
3 回 指数関数・対数関数 
4 回 関数の極限 
5 回 微分係数・導関数 
6 回 微分の計算１ 
7 回 微分の計算２（合成関数の微分１） 
8 回 微分の計算３（合成関数の微分２） 
9 回 中間テスト 総合復習 
10 回 不定積分 
11 回 置換積分 
12 回 部分積分 
13 回 定積分 
14 回 定積分の置換積分 
15 回 総合復習 

準備学習 1 回 この講義の目的と講義項目およびこの講義に関連する科目について，シラ
バスで調べておくこと． 
2 回 三角関数を予習し例題を解くこと。 
3 回 指数関数・対数関数を予習し例題を解くこと。 
4 回 関数の極限を予習し例題を解くこと。 
5 回 微分係数・導関数を予習し例題を解くこと。 
6 回 三角関数・指数関数・対数関数を復習し例題を解くこと。 
7 回 合成関数を予習し例題を解くこと。 
8 回 第７回の講義内容を復習し例題を解くこと。 
9 回 第１回から第８回までの講義内容を復習し演習問題を解くこと。 
10 回 不定積分を予 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0502P 
成績評価 中間テスト(20％)、小テスト(10％)、定期試験(70％)、60%以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0502P 数学演習Ⅰ 
担当教員名 山口 尚宏 
単位数 2 
教科書 大学新入生のための微分積分／石原園子／共立出版／978-4-320017603 
アクティブラーニング  
キーワード べき関数、三角関数、指数関数・対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 やさしく学べる微分積分 石原園子 共立出版 
授業形態 演習 
注意備考 数学を楽しんでほしい。数学を楽しみながら勉強してほしい。ぜひ知的好奇⼼を

もってほしい。 
シラバスコード FTJ0502P 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）べき関数の微分積分の計算ができること。 

（２）三角関数の微分積分の計算ができること。 
（３）指数関数・対数関数の微分積分の計算ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 山口研究室１学舎３階（電子メール yamaguch@ice.ous.ac.jp、電話 086-256-9588）

オフィスアワー 金曜日 ５−６時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercises Mathematics I 
関連科目 数学Ⅰ、応用数学Ⅰ、応用数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 一変数関数の微分および積分の計算を中⼼に説明する。初等関数（べき関数、三

角関数、指数・対数関数）の微分・積分が自由に計算できることを目標にする。
また、関数の極限や初等関数の基本的な性質についても合わせて説明する。本演
習科目は数学Ⅰに対する演習を行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 三角関数 



3 回 指数関数・対数関数 
4 回 関数の極限 
5 回 微分係数・導関数 
6 回 微分の計算１ 
7 回 微分の計算２（合成関数の微分１） 
8 回 微分の計算３（合成関数の微分２） 
9 回 中間テスト 総合復習 
10 回 不定積分 
11 回 置換積分 
12 回 部分積分 
13 回 定積分 
14 回 定積分の置換積分 
15 回 総合復習 

準備学習 1 回 この講義の目的と講義項目およびこの講義に関連する科目について，シラ
バスで調べておくこと． 
2 回 三角関数を予習し例題を解くこと。 
3 回 指数関数・対数関数を予習し例題を解くこと。 
4 回 関数の極限を予習し例題を解くこと。 
5 回 微分係数・導関数を予習し例題を解くこと。 
6 回 三角関数・指数関数・対数関数を復習し例題を解くこと。 
7 回 合成関数を予習し例題を解くこと。 
8 回 第７回の講義内容を復習し例題を解くこと。 
9 回 第１回から第８回までの講義内容を復習し演習問題を解くこと。 
10 回 不定積分を予 

 



年度 2014 
授業コード FTJ05110 
成績評価 中間テスト(20％)、小テスト(10％)、定期試験(70％)、60%以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス JA(〜14) 
見出し FTJ05110 数学演習Ⅱ 
担当教員名 山口 尚宏 
単位数 2 
教科書 大⻄誠・佐野公朗「入門コース線形代数」 （学術図書出版社） 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式、ベクトル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 演習 
注意備考 数学を楽しんでほしい。数学を楽しみながら勉強してほしい。ぜひ知的好奇⼼を

もってほしい。 
シラバスコード FTJ05110 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）行列の計算ができること。 

（２）行列式の計算ができること。 
（３）ベクトルの計算ができること。 

受講者へのコメント 1)特になし。 
連絡先 山口研究室 1 学舎３階（電子メール yamaguch@ice.ous.ac.jp、電話 086-256-9588）

オフィスアワー 金曜日 ５−６時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercises Mathematics II 
関連科目 数学Ⅱ、応用数学Ⅰ、応用数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 学生の皆さんに数学を楽しませてあげるよう、尚いっそうの努力をしていきま

す。 
講義目的 行列・行列式の基本的な計算を扱う。応用として連立一次方程式の解法を説明す

る。またベクトルの内積・外積および,行列の固有値問題を扱う。本科目は「数学
Ⅱ」に対する演習を行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 行列の和・積 

2 回 行列のべき・正則行列 



3 回 行列の基本変形・階数 
4 回 逆行列(掃きだし法） 
5 回 転置行列の性質 
6 回 行列式定義 
7 回 行列式の性質 
8 回 中間テスト 総合復習 
9 回 連立一次方程式（行基本変形） 
10 回 クラメルの公式 
11 回 ベクトル 
12 回 ベクトルの内積 
13 回 ベクトルの外積 
14 回 固有値問題 
15 回 総合復習 

準備学習 1 回 行列の和・積を予習し例題を解くこと。 
2 回 行列のべき・正則行列を予習し例題を解くこと。 
3 回 行列の基本変形・階数を予習し例題を解くこと。 
4 回 逆行列(掃きだし法）を予習し例題を解くこと。 
5 回 転置行列の性質を予習し例題を解くこと。 
6 回 行列式定義を予習し例題を解くこと。 
7 回 行列式の性質を予習し例題を解くこと。 
8 回 第２回から第７回までの講義内容を復習し演習問題を解くこと。 
9 回 連立一次方程式（行基本変形）を予習し例題を解くこと。 
10 回 クラメルの公式を予習し例題を解くこと。 
11 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0511P 
成績評価 中間テスト(20％)、小テスト(10％)、定期試験(70％)、60%以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0511P 数学演習Ⅱ 
担当教員名 山口 尚宏 
単位数 2 
教科書 大⻄誠・佐野公朗「入門コース線形代数」 （学術図書出版社） 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式、ベクトル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 演習 
注意備考 数学を楽しんでほしい。数学を楽しみながら勉強してほしい。ぜひ知的好奇⼼を

もってほしい。 
シラバスコード FTJ0511P 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）行列の計算ができること。 

（２）行列式の計算ができること。 
（３）ベクトルの計算ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 山口研究室 1 学舎３階（電子メール yamaguch@ice.ous.ac.jp、電話 086-256-9588）

オフィスアワー 金曜日 ５−６時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercises Mathematics II 
関連科目 数学Ⅱ、応用数学Ⅰ、応用数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 行列・行列式の基本的な計算を扱う。応用として連立一次方程式の解法を説明す

る。またベクトルの内積・外積および,行列の固有値問題を扱う。本科目は「数学
Ⅱ」に対する演習を行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 行列の和・積 

2 回 行列のべき・正則行列 
3 回 行列の基本変形・階数 



4 回 逆行列(掃きだし法） 
5 回 転置行列の性質 
6 回 行列式定義 
7 回 行列式の性質 
8 回 中間テスト 総合復習 
9 回 連立一次方程式（行基本変形） 
10 回 クラメルの公式 
11 回 ベクトル 
12 回 ベクトルの内積 
13 回 ベクトルの外積 
14 回 固有値問題 
15 回 総合復習 

準備学習 1 回 行列の和・積を予習し例題を解くこと。 
2 回 行列のべき・正則行列を予習し例題を解くこと。 
3 回 行列の基本変形・階数を予習し例題を解くこと。 
4 回 逆行列(掃きだし法）を予習し例題を解くこと。 
5 回 転置行列の性質を予習し例題を解くこと。 
6 回 行列式定義を予習し例題を解くこと。 
7 回 行列式の性質を予習し例題を解くこと。 
8 回 第２回から第７回までの講義内容を復習し演習問題を解くこと。 
9 回 連立一次方程式（行基本変形）を予習し例題を解くこと。 
10 回 クラメルの公式を予習し例題を解くこと。 
11 

 



年度 2014 
授業コード FTJ05120 
成績評価 中間テスト(20％)、小テスト(10％)、定期試験(70％)、60%以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス JB(〜14) 
見出し FTJ05120 数学演習Ⅱ 
担当教員名 山口 尚宏 
単位数 2 
教科書 大⻄誠・佐野公朗「入門コース線形代数」 （学術図書出版社） 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式、ベクトル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 演習 
注意備考 数学を楽しんでほしい。数学を楽しみながら勉強してほしい。ぜひ知的好奇⼼を

もってほしい。 
シラバスコード FTJ05120 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）行列の計算ができること。 

（２）行列式の計算ができること。 
（３）ベクトルの計算ができること。 

受講者へのコメント コメントはありませんでした。 
連絡先 山口研究室 1 学舎３階（電子メール yamaguch@ice.ous.ac.jp、電話 086-256-9588）

オフィスアワー 金曜日 ５−６時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercises Mathematics II 
関連科目 数学Ⅱ、応用数学Ⅰ、応用数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 学生の皆さんに数学を楽しませてあげれるよう。尚いそうの努力をしていきま

す。 
講義目的 行列・行列式の基本的な計算を扱う。応用として連立一次方程式の解法を説明す

る。またベクトルの内積・外積および,行列の固有値問題を扱う。本科目は「数学
Ⅱ」に対する演習を行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 行列の和・積 

2 回 行列のべき・正則行列 



3 回 行列の基本変形・階数 
4 回 逆行列(掃きだし法） 
5 回 転置行列の性質 
6 回 行列式定義 
7 回 行列式の性質 
8 回 中間テスト 総合復習 
9 回 連立一次方程式（行基本変形） 
10 回 クラメルの公式 
11 回 ベクトル 
12 回 ベクトルの内積 
13 回 ベクトルの外積 
14 回 固有値問題 
15 回 総合復習 

準備学習 1 回 行列の和・積を予習し例題を解くこと。 
2 回 行列のべき・正則行列を予習し例題を解くこと。 
3 回 行列の基本変形・階数を予習し例題を解くこと。 
4 回 逆行列(掃きだし法）を予習し例題を解くこと。 
5 回 転置行列の性質を予習し例題を解くこと。 
6 回 行列式定義を予習し例題を解くこと。 
7 回 行列式の性質を予習し例題を解くこと。 
8 回 第２回から第７回までの講義内容を復習し演習問題を解くこと。 
9 回 連立一次方程式（行基本変形）を予習し例題を解くこと。 
10 回 クラメルの公式を予習し例題を解くこと。 
11 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0512P 
成績評価 中間テスト(20％)、小テスト(10％)、定期試験(70％)、60%以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0512P 数学演習Ⅱ 
担当教員名 山口 尚宏 
単位数 2 
教科書 大⻄誠・佐野公朗「入門コース線形代数」 （学術図書出版社） 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式、ベクトル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 演習 
注意備考 数学を楽しんでほしい。数学を楽しみながら勉強してほしい。ぜひ知的好奇⼼を

もってほしい。 
シラバスコード FTJ0512P 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）行列の計算ができること。 

（２）行列式の計算ができること。 
（３）ベクトルの計算ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 山口研究室 1 学舎３階（電子メール yamaguch@ice.ous.ac.jp、電話 086-256-9588）

オフィスアワー 金曜日 ５−６時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercises Mathematics II 
関連科目 数学Ⅱ、応用数学Ⅰ、応用数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 行列・行列式の基本的な計算を扱う。応用として連立一次方程式の解法を説明す

る。またベクトルの内積・外積および,行列の固有値問題を扱う。本科目は「数学
Ⅱ」に対する演習を行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 行列の和・積 

2 回 行列のべき・正則行列 
3 回 行列の基本変形・階数 



4 回 逆行列(掃きだし法） 
5 回 転置行列の性質 
6 回 行列式定義 
7 回 行列式の性質 
8 回 中間テスト 総合復習 
9 回 連立一次方程式（行基本変形） 
10 回 クラメルの公式 
11 回 ベクトル 
12 回 ベクトルの内積 
13 回 ベクトルの外積 
14 回 固有値問題 
15 回 総合復習 

準備学習 1 回 行列の和・積を予習し例題を解くこと。 
2 回 行列のべき・正則行列を予習し例題を解くこと。 
3 回 行列の基本変形・階数を予習し例題を解くこと。 
4 回 逆行列(掃きだし法）を予習し例題を解くこと。 
5 回 転置行列の性質を予習し例題を解くこと。 
6 回 行列式定義を予習し例題を解くこと。 
7 回 行列式の性質を予習し例題を解くこと。 
8 回 第２回から第７回までの講義内容を復習し演習問題を解くこと。 
9 回 連立一次方程式（行基本変形）を予習し例題を解くこと。 
10 回 クラメルの公式を予習し例題を解くこと。 
11 

 



年度 2014 
授業コード FTJ05210 
成績評価 中間試験(30%)と定期試験(70%)の合計点を 100 点とし，60 点以上を合格とす

る． 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜14) 
見出し FTJ05210 応用数学Ⅰ 
担当教員名 小松 雅治 
単位数 2 
教科書 配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 三角関数，複素数，数列，級数，関数項級数，テイラー級数，マクローリン級数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 文字だらけ⇒文字だらけではなく，数式だらけということでしょうか．それなら，

わかります．わかりにくいところは口頭で何度も説明しているつもりですが． 
演習で証明をするところではもっと時間が欲しい⇒時間が足らない時は必ず家
で勉強してください． 
例題をもっと解いてほしい⇒これ以上増やすと時間が不足します．あしからず． 
数学に興味のある学生向けにしては，難度が低い⇒数学に興味のある学生のため
のものではありません．学生の能力の幅が広すぎです．難度が低いと感じる学生
がいることは承知の上です．あの程度でもできない学生が多 

科目名 応用数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTJ05210 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）度数法と弧度法についてわかっていること． 

（２）三角関数に関するグラフ表現や様々公式・定理を用いて，三角関数の演算
ができること． 
（３）複素数の定義を理解し，その様々な表現法が使えること． 
（４）複素数の演算ができること． 
（５）数列の定義を理解し，さまざま数列の表現を数式表現でき，簡単な級数の
収束が判定でき，級数和の計算ができること． 
（５）関数項級数を理解し，具体的なテイラー展開やマクローリン展開による関
数の表現ができること． 

受講者へのコメント 上記所見に述べたように，情報⼯学に数学は欠かせません．単なるプログラミン
グやコンピュータの利用ができれば良いという分野ではありません． 

連絡先 ２０号館３階小松研究室 
オフィスアワー：月７-８時限 



komatsu@ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 A-3：課題に取り組んだ学生が３分の１程度⇒講義中でこの状態なのは，やる気
のない学生が多すぎます．情報⼯学には数学が必須であることをお忘れなく．１
年生の講義ですから，この点について何度も何度もお話しています． 

英文科目名 Applied Mathematics I 
関連科目 数学Ⅰ，電気回路，ディジタル信号処理，情報通信基礎論 
次回に向けての改善変更予定 できるだけ説明がわかりやすくなるように努めましょう． 
講義目的 本講義では，情報⼯学に必要な数学の基礎知識として，三角関数，複素数，級数

展開について講義する．これらは，次のように情報⼯学の分野でよく使用されて
いる：三角関数は情報通信や画像処理の各分野で，複素数は情報通信，ディジタ
ル信号処理や電気回路の各分野で，無限級数展開は，数値計算を簡単化すること
が必要な分野で使用されてる．そのため，これらの項目の意味を理解し，かつ，
実際に計算できるようにすることによって，情報⼯学の様々な各分野への学習意
欲を向上させる． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 角と角度，直角三角形における三角比，一般角と一般角における三角関数に

ついて講述する． 
2 回 三角関数のグラフ，三角関数の周期性，逆三角関数について講述する． 
3 回 三角関数に関する様々な定理や公式（加法定理，積和変換公式，自乗和，2
倍角の公式，半角の公式，3 倍角の公式）について講述する． 
4 回 三角関数の合成，正弦定理と余弦定理について講述する． 
5 回 複素数の定義，複素数の四則演算について講述する． 
6 回 中間試験．複素数の絶対値，共役複素数について講述する． 
7 回 三角不等式，直交座標で表した複 

準備学習 1 回 この講義の目的と講義項目およびこの講義に関連する科目について，シラ
バスで調べておくこと．また，三角関数の定義，三角関数の公式がどのような分
野に利用されるのかを予め調べておくこと． 
2 回 関数をグラフ表現するとはどういうことか，高校のときの 2 次関数や 3 次
関数のグラフ表現を思い出して，三角関数のグラフ表現について考えておくこ
と． 
3 回 三角関数の計算できることを前提に，様々な三角関数の演算に有用な定理
や公式があることを調べておくこと． 
4 回 前回のが講義内容について確認するとともに，三角関数の合成とは何 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0521P 
成績評価 中間試験(30%)と定期試験(70%)の合計点を 100 点とし，60 点以上を合格とす

る． 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0521P 応用数学Ⅰ 
担当教員名 小松 雅治 
単位数 2 
教科書 配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 三角関数，複素数，数列，級数，関数項級数，テイラー級数，マクローリン級数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTJ0521P 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）度数法と弧度法についてわかっていること． 

（２）三角関数に関するグラフ表現や様々公式・定理を用いて，三角関数の演算
ができること． 
（３）複素数の定義を理解し，その様々な表現法が使えること． 
（４）複素数の演算ができること． 
（５）数列の定義を理解し，さまざま数列の表現を数式表現でき，簡単な級数の
収束が判定でき，級数和の計算ができること． 
（５）関数項級数を理解し，具体的なテイラー展開やマクローリン展開による関
数の表現ができること． 

受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館３階小松研究室 

オフィスアワー：月７-８時限 
komatsu@ice.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Applied Mathematics I 
関連科目 数学Ⅰ，電気回路，ディジタル信号処理，情報通信基礎論 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 本講義では，情報⼯学に必要な数学の基礎知識として，三角関数，複素数，級数
展開について講義する．これらは，次のように情報⼯学の分野でよく使用されて
いる：三角関数は情報通信や画像処理の各分野で，複素数は情報通信，ディジタ
ル信号処理や電気回路の各分野で，無限級数展開は，数値計算を簡単化すること
が必要な分野で使用されてる．そのため，これらの項目の意味を理解し，かつ，
実際に計算できるようにすることによって，情報⼯学の様々な各分野への学習意
欲を向上させる． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 角と角度，直角三角形における三角比，一般角と一般角における三角関数に

ついて講述する． 
2 回 三角関数のグラフ，三角関数の周期性，逆三角関数について講述する． 
3 回 三角関数に関する様々な定理や公式（加法定理，積和変換公式，自乗和，2
倍角の公式，半角の公式，3 倍角の公式）について講述する． 
4 回 三角関数の合成，正弦定理と余弦定理について講述する． 
5 回 複素数の定義，複素数の四則演算について講述する． 
6 回 中間試験．複素数の絶対値，共役複素数について講述する． 
7 回 三角不等式，直交座標で表した複 

準備学習 1 回 この講義の目的と講義項目およびこの講義に関連する科目について，シラ
バスで調べておくこと．また，三角関数の定義，三角関数の公式がどのような分
野に利用されるのかを予め調べておくこと． 
2 回 関数をグラフ表現するとはどういうことか，高校のときの 2 次関数や 3 次
関数のグラフ表現を思い出して，三角関数のグラフ表現について考えておくこ
と． 
3 回 三角関数の計算できることを前提に，様々な三角関数の演算に有用な定理
や公式があることを調べておくこと． 
4 回 前回のが講義内容について確認するとともに，三角関数の合成とは何 

 



年度 2014 
授業コード FTJ05310 
成績評価 中間試験１（３５％）、中間試験２（３０％）、定期試験（３５％）を実施し、総

計で６０％以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜13) 
見出し FTJ05310 応用数学Ⅱ 
担当教員名 南原 英生 
単位数 2 
教科書 自家製のテキストを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・フーリエ級数が分かりやすかった：今後もわかりやすい授業を目指します。 

・字が小さく醜かった：板書を大きく書くなどの⼯夫をしますが、前に座るなど
の努力もしてください。 
・資料がとてもわかりやすかった:これからもわかりやすい資料作りを⼼がけま
す。 
・公式を一つ一つ説明してくれたのでわかりやすかった：これからもわかりやす
い説明を⼯夫します。 
・細かく解説してもらってよかった：これからも丁寧な説明を⼼がけます。 

科目名 応用数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 伊東規之著「技術者のためのフーリエ級数とラプラス変換」日本理⼯出版会 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTJ05310 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 微分方程式の意味を理解し、簡単な微分方程式が解ける。 

② ラプラス変換の定義、導関数、積分のラプラス変換について説明ができ、ラ
プラスを用いて微分方程式が解ける。 
③ フーリエ級数の意味について説明ができ、簡単な関数のフーリエ係数の計算
ができる。 
④ フーリエ変換、周波数スペクトルについて説明ができる。 

受講者へのコメント ・授業のなかで、更に身近な例やデータを増やし、フーリエ解析やラプラス変換
がより身近に感じられるように⼯夫していきたい。 
・今年度は、フーリエ級数の意味を具体的な例で説明することによって、「フー
リエ級数がよくわかった」というコメントを多くいただいた。来年度もその方向
で進めたい。 

連絡先 南原研究室１８号館１階 hideo@ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 ・説明をよく聞いて、その授業時間の内容は時間内に理解するようにしてくださ

い。そして、分からないときは積極的に質問してください。 
・三角級数や微分積分など基礎数学力が必要です。十分復習しておいてください。 

英文科目名 Applied Mathematics II 
関連科目 応用数学Ⅰ、数学Ⅰ、数学Ⅱ、ディジタル信号処理、情報通信基礎論 
次回に向けての改善変更予定 ・波形の映像が面白かった。：これからも続けます。 

・フーリエ級数が少し分かりました。（その他多数）：意味の説明に多くの時間を
かけたのがよかったのだと思います。これからも⼯夫をしていきます。 
・フーリエ級数の演習がよかった。：これからも演習問題を中⼼に授業を進めま
す。 
・授業が分かりやすかった。：これからも分かりやすい授業を⼼がけます。 
・土曜日に中間試験をしないでほしい。：僕もしたくないけど、シラバス上、やむ
をえないのです。ご理解ください。 

講義目的 本講義では⼯学に必要な数学の基礎知識である、微分方程式、ラプラス変換、フ
ーリエ級数について講義する。できるだけ多くの演習問題を解くことにより、意
味を理解し、実際に計算ができるようになることを目標とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 微分方程式とは何か、微分方程式の誕生など微分方程式の解法について全

般的な解説を行う。また、変数分離形の解法について説明する。 
2 回 1 階線形微分方程式の解法、定数変化法について説明する。 
3 回 定係数２階線形同次微分方程式の解法、補助方程式について説明する。 
4 回 定係数２階線形非同次微分方程式の解法、未定係数法、特殊解について説明
する。 
5 回 第１回から第４回までの演習問題を解き、その解説を行う。 
6 回 中間試験を行い、試験終了後に出題内容について解説を行う。 
7 回 ラプラス変換の定義、簡単な関数 

準備学習 1 回 落下法則について調べ、微分方程式がどのようにして誕生するかについて
考えておくこと。微分係数の定義と意味について調べておくこと。対数関数の微
分・積分ができるようにしておくこと。 
2 回 指数関数の積分、部分積分ができるようにしておくこと。 
3 回 オイラーの公式について調べておくこと。三角関数の微分・積分ができるよ
うにしておくこと。 
4 回 未定係数法について調べておくこと。 
5 回 プリントの問題１から問題４までを予め解いておくこと。 
6 回 中間試験を行うので、第１回から第５回までの内容をよく理解し整理して 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0531P 
成績評価 中間試験１（３５％）、中間試験２（３０％）、定期試験（３５％）を実施し、総

計で６０％以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0531P 応用数学Ⅱ 
担当教員名 南原 英生 
単位数 2 
教科書 自家製のテキストを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 伊東規之著「技術者のためのフーリエ級数とラプラス変換」日本理⼯出版会 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTJ0531P 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 微分方程式の意味を理解し、簡単な微分方程式が解ける。 

② ラプラス変換の定義、導関数、積分のラプラス変換について説明ができ、ラ
プラスを用いて微分方程式が解ける。 
③ フーリエ級数の意味について説明ができ、簡単な関数のフーリエ係数の計算
ができる。 
④ フーリエ変換、周波数スペクトルについて説明ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 南原研究室１８号館１階 hideo@ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Applied Mathematics II 
関連科目 応用数学Ⅰ、数学Ⅰ、数学Ⅱ、ディジタル信号処理、情報通信基礎論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では⼯学に必要な数学の基礎知識である、微分方程式、ラプラス変換、フ

ーリエ級数について講義する。できるだけ多くの演習問題を解くことにより、意
味を理解し、実際に計算ができるようになることを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 微分方程式とは何か、微分方程式の誕生など微分方程式の解法について全



般的な解説を行う。また、変数分離形の解法について説明する。 
2 回 1 階線形微分方程式の解法、定数変化法について説明する。 
3 回 定係数２階線形同次微分方程式の解法、補助方程式について説明する。 
4 回 定係数２階線形非同次微分方程式の解法、未定係数法、特殊解について説明
する。 
5 回 第１回から第４回までの演習問題を解き、その解説を行う。 
6 回 中間試験を行い、試験終了後に出題内容について解説を行う。 
7 回 ラプラス変換の定義、簡単な関数 

準備学習 1 回 落下法則について調べ、微分方程式がどのようにして誕生するかについて
考えておくこと。微分係数の定義と意味について調べておくこと。対数関数の微
分・積分ができるようにしておくこと。 
2 回 指数関数の積分、部分積分ができるようにしておくこと。 
3 回 オイラーの公式について調べておくこと。三角関数の微分・積分ができるよ
うにしておくこと。 
4 回 未定係数法について調べておくこと。 
5 回 プリントの問題１から問題４までを予め解いておくこと。 
6 回 中間試験を行うので、第１回から第５回までの内容をよく理解し整理して 

 



年度 2014 
授業コード FTJ05411 
成績評価 中間試験(40%)，定期試験(60%) 60%以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜12) 
見出し FTJ05411 物理学 
担当教員名 大倉 充 
単位数 2 
教科書 理 ⼯ 系の 物理 学 入門 ／大 成 逸夫 ，⽥ 村 忠久 ，渡 邊 靖志 ／裳 華 房／ 978-4-

785322366 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容に記載 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 本講義では，現象の理解ということに重点を置き，毎講義，その回の重要事項に

関する簡単な演習問題を行ってもらう。その演習問題の提出された答案により出
席確認を行う。 

シラバスコード FTJ05411 
実務経験のある教員  
達成目標 ①物理量と単位についての知識を持つこと。 

②質点の位置，速度および加速度の定義を理解すること。 
③運動の３法則および万有引力の法則の意味を知ること。 
④質点に働く力のつり合いの基礎的な問題が解けること。 
⑤単純な力が質点に働く場合に運動方程式を立てることができ，任意の時刻にお
ける質点の位置を求めることができること。 
⑥エネルギー保存則と運動量保存則の意味を知ること。 

受講者へのコメント  
連絡先 大倉 充：大倉研究室 18 号館 2 階 ohkura＠ice.ous.ac.jp 

オフィスアワー 月・⽊：昼休み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics 
関連科目 数学 I，数学演習 I，数学 II，数学演習 II，物理学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学は，理⼯学の基礎の学問である。物理学 I では，単位や物理量等の基礎的



事項を学んだ後に，微分・積分を用いた力学を学習する。本講義では，ニュート
ンの運動の３法則，万有引力の法則，エネルギー保存則，運動量保存則および仕
事について理解し，それらを応用できる能力を養うことを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理学を学ぶことの意義，変数と定数，関数，座標について説明する。 

2 回 質量と重さ，次元と単位，SI 単位系，誤差と有効数字について説明する。 
3 回 物体の位置，速度について説明する。質点・x-t 図・速さと速度・極限と微
分 
4 回 物体の加速度について説明する。v-t 図・a-t 図・導関数の積分 
5 回 力学の基本法則について説明する（第 1 回目）。力・運動の第１法則・運動
の第２法則 
6 回 力学の基本法則について説明する（第 2 回目）。運動の第３法則 
7 回 第 1 回から第 6 回までの講義内容に関連した演習を行う。 
 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 教科書第１章に目を通しておくこと。 
3 回 教科書第２章の該当箇所に目を通しておくこと。 
4 回 第 3 回の復習を行い，教科書第２章の該当箇所に目を通しておくこと。 
5 回 教科書第３章の該当箇所に目を通しておくこと。 
6 回 第 5 回の復習を行い，教科書第３章の該当箇所に目を通しておくこと。 
7 回 第 1 回から第 6 回までの講義内容を復習しておくこと。 
8 回 第 7 回の演習問題および毎講義行った演習問題を見直しておくこと。 
9 回 教科書第３章の該当箇所に目を通し 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0541P 
成績評価 中間試験(40%)，定期試験(60%) 60%以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0541P 物理学 
担当教員名 大倉 充 
単位数 2 
教科書 理 ⼯ 系の 物理 学 入門 ／大 成 逸夫 ，⽥ 村 忠久 ，渡 邊 靖志 ／裳 華 房／ 978-4-

785322366 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容に記載 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 本講義では，現象の理解ということに重点を置き，毎講義，その回の重要事項に

関する簡単な演習問題を行ってもらう。その演習問題の提出された答案により出
席確認を行う。 

シラバスコード FTJ0541P 
実務経験のある教員  
達成目標 ①物理量と単位についての知識を持つこと。 

②質点の位置，速度および加速度の定義を理解すること。 
③運動の３法則および万有引力の法則の意味を知ること。 
④質点に働く力のつり合いの基礎的な問題が解けること。 
⑤単純な力が質点に働く場合に運動方程式を立てることができ，任意の時刻にお
ける質点の位置を求めることができること。 
⑥エネルギー保存則と運動量保存則の意味を知ること。 

受講者へのコメント  
連絡先 大倉 充：大倉研究室 18 号館 2 階 ohkura＠ice.ous.ac.jp 

オフィスアワー 月・⽊：昼休み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics 
関連科目 数学 I，数学演習 I，数学 II，数学演習 II，物理学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学は，理⼯学の基礎の学問である。物理学 I では，単位や物理量等の基礎的



事項を学んだ後に，微分・積分を用いた力学を学習する。本講義では，ニュート
ンの運動の３法則，万有引力の法則，エネルギー保存則，運動量保存則および仕
事について理解し，それらを応用できる能力を養うことを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理学を学ぶことの意義，変数と定数，関数，座標について説明する。 

2 回 質量と重さ，次元と単位，SI 単位系，誤差と有効数字について説明する。 
3 回 物体の位置，速度について説明する。質点・x-t 図・速さと速度・極限と微
分 
4 回 物体の加速度について説明する。v-t 図・a-t 図・導関数の積分 
5 回 力学の基本法則について説明する（第 1 回目）。力・運動の第１法則・運動
の第２法則 
6 回 力学の基本法則について説明する（第 2 回目）。運動の第３法則 
7 回 第 1 回から第 6 回までの講義内容に関連した演習を行う。 
 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 教科書第１章に目を通しておくこと。 
3 回 教科書第２章の該当箇所に目を通しておくこと。 
4 回 第 3 回の復習を行い，教科書第２章の該当箇所に目を通しておくこと。 
5 回 教科書第３章の該当箇所に目を通しておくこと。 
6 回 第 5 回の復習を行い，教科書第３章の該当箇所に目を通しておくこと。 
7 回 第 1 回から第 6 回までの講義内容を復習しておくこと。 
8 回 第 7 回の演習問題および毎講義行った演習問題を見直しておくこと。 
9 回 教科書第３章の該当箇所に目を通し 

 



年度 2014 
授業コード FTJ05511 
成績評価 中間試験（40%）と定期試験（60%）を実施し、総計で 60%以上を合格と判定す

る。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜12) 
見出し FTJ05511 電磁気学(再) 
担当教員名 南原 英生 
単位数 2 
教科書 大成逸夫、⽥村忠久、渡邊靖志共編：理⼯系の物理学入門：裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 授業計画の項を参照のこと。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電磁気学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTJ05511 
実務経験のある教員  
達成目標 ①波の周期、振動数、波⻑、速さについて理解し、計算ができる。 

②内部エネルギー、比熱などついて理解し、熱伝導に関する基本的な計算ができ
る。 
③いろいろな過程での仕事量、熱量の計算ができる。 
④クーロンの法則を使って電場の計算ができる。 
⑤アンペールの法則を利用して電流が作る磁場の計算ができる。 
⑥ファラデーの法則を理解し、誘導起電力の計算ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 南原研究室１８号館１階 電子メール：hideo@ice.ous.ac.jp  

オフィスアワー 火：7,8 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electromagnetics 
関連科目 数学Ⅰ、数学演習Ⅰ数学Ⅱ、数学演習Ⅱ、物理学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学は、情報⼯学の専門科目を学んでいく上で基礎となる科目である。物理学

Ⅱでは、物理学Ⅰの力学に続いて、波動、熱学、電磁気学の基礎について学ぶ。
本授業では、波動、熱力学の法則についての基本的なことがらや電磁誘導の法則



について理解するとともに、基本的な問題が解け、また、それらが日常の暮らし
の中でどのように役立っているかを理解することを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理学Ⅱの内容について概説する。波動とは何か。横波と縦波、波の特徴を

表す量（周期、、振動数、波⻑）について説明する。 
2 回 波の合成と反射について説明する。 
重ね合わせの原理、入射波、反射波、定常波 
3 回 ホイヘンスの原理について説明する。 
反射の法則、屈折の法則 
4 回 音の 3 要素（音の強さ、音の高さ、音色）や光の屈折について説明する。 
5 回 熱平衡状態、熱膨張、理想気体の状態方程式について説明する。 
6 回 熱に関して、内部エネルギー、熱量、比熱などの基礎的なことについて説明
する。 
7 回 熱力学第 1 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習の過程を把握しておくこと。また、三角関数につい
て復習し、基本的な計算やグラフが描けるようにしておくこと。 
2 回 前回の復習を行い、教科書 9 章の該当箇所に目を通しておくこと。 
3 回 前回の復習を行い、教科書 9 章の該当箇所に目を通しておくこと。 
4 回 前回の復習を行い、教科書 9 章の該当箇所に目を通しておくこと。また、楽
器の音色の違いは何によるのかについて考えておくこと。 
5 回 教科書 10 章の該当箇所に目を通しておくこと。また、いろいろな物質の膨
張率について調べておくこと。 
6 回 前 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0551P 
成績評価 中間試験（40%）と定期試験（60%）を実施し、総計で 60%以上を合格と判定す

る。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0551P 電磁気学(再) 
担当教員名 南原 英生 
単位数 2 
教科書 大成逸夫、⽥村忠久、渡邊靖志共編：理⼯系の物理学入門：裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 授業計画の項を参照のこと。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電磁気学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTJ0551P 
実務経験のある教員  
達成目標 ①波の周期、振動数、波⻑、速さについて理解し、計算ができる。 

②内部エネルギー、比熱などついて理解し、熱伝導に関する基本的な計算ができ
る。 
③いろいろな過程での仕事量、熱量の計算ができる。 
④クーロンの法則を使って電場の計算ができる。 
⑤アンペールの法則を利用して電流が作る磁場の計算ができる。 
⑥ファラデーの法則を理解し、誘導起電力の計算ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 南原研究室１８号館１階 電子メール：hideo@ice.ous.ac.jp  

オフィスアワー 火：7,8 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electromagnetics 
関連科目 数学Ⅰ、数学演習Ⅰ数学Ⅱ、数学演習Ⅱ、物理学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学は、情報⼯学の専門科目を学んでいく上で基礎となる科目である。物理学

Ⅱでは、物理学Ⅰの力学に続いて、波動、熱学、電磁気学の基礎について学ぶ。
本授業では、波動、熱力学の法則についての基本的なことがらや電磁誘導の法則



について理解するとともに、基本的な問題が解け、また、それらが日常の暮らし
の中でどのように役立っているかを理解することを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理学Ⅱの内容について概説する。波動とは何か。横波と縦波、波の特徴を

表す量（周期、、振動数、波⻑）について説明する。 
2 回 波の合成と反射について説明する。 
重ね合わせの原理、入射波、反射波、定常波 
3 回 ホイヘンスの原理について説明する。 
反射の法則、屈折の法則 
4 回 音の 3 要素（音の強さ、音の高さ、音色）や光の屈折について説明する。 
5 回 熱平衡状態、熱膨張、理想気体の状態方程式について説明する。 
6 回 熱に関して、内部エネルギー、熱量、比熱などの基礎的なことについて説明
する。 
7 回 熱力学第 1 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習の過程を把握しておくこと。また、三角関数につい
て復習し、基本的な計算やグラフが描けるようにしておくこと。 
2 回 前回の復習を行い、教科書 9 章の該当箇所に目を通しておくこと。 
3 回 前回の復習を行い、教科書 9 章の該当箇所に目を通しておくこと。 
4 回 前回の復習を行い、教科書 9 章の該当箇所に目を通しておくこと。また、楽
器の音色の違いは何によるのかについて考えておくこと。 
5 回 教科書 10 章の該当箇所に目を通しておくこと。また、いろいろな物質の膨
張率について調べておくこと。 
6 回 前 

 



年度 2014 
授業コード FTJ06410 
成績評価 定期試験（５０％）、提出物（５０％）の合計で評価し、６０％以上を合格とす

る。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス JB(〜14) 
見出し FTJ06410 コンピュータリテラシ 
担当教員名 吉⽥ 誠 
単位数 2 
教科書 講義ノート「2014 年度コンピュータリテラシー」を配布する。その他、必要に応

じて資料配布を行う。 
アクティブラーニング  
キーワード 計算機システム、計算機操作、文書・表・図の作成、プレゼンテーション資料作

成、情報倫理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータリテラシ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 UNIX(Linux)関連図書は図書館にも多数あるので、必要があれば、自分のレベル

にあった参考書を見つけること。 
授業形態 講義 
注意備考 講義開始前に点呼を行う。本科目は、大学生活における情報活用のための導入で

ある。 
シラバスコード FTJ06410 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)計算機システムとネットワークシステムについて説明できること 

(2)計算機やそのネットワークを使用する上でのマナーやモラルを身に付け、実
際の運用時、自己の判断で適切に対処できるようになること 
(3)UNIX オペレーティングシステムにおけるファイル操作関連コマンドを習得
し、ディレクトリ操作（作成、削除、移動、名称変更、等）、ファイル操作（削除、
移動、名称変更、等）が相対パス、絶対パスを問わずにできるようになること 
(4)ワードプロセッサ、表計算ソフトウェア、図形描画ソフト、プレゼンテーショ
ンソフトの基本 

受講者へのコメント  
連絡先 吉⽥研究室：18 号館 2 階 オフィスアワー：⽊ 7-8 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Literacy 
関連科目 情報⼯学入門、コンピュータ実習、プログラミング I・II、情報処理実験 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 実習を通じて UNIX オペレーティングシステム環境下におけるコンピュータの

基本的な操作技術とその背景にある概念について説明する。また、報告書やプレ
ゼンテーション資料の作成に必要となるアプリケーションプログラムを使用し
た実習も行う。本講義は、コンピュータによる情報処理技術の基礎知識を習得し、
今後の大学生活でコンピュータを活用する基本的能力を身につけることを目標
とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ログイン、ログアウト（パスワード、X ウインドウ、ウインドウ操作）につ

いて説明する 
2 回 計算機システムの構成(1)（プロセッサ、メモリ、入出力）について説明す
る 
3 回 計算機システムの構成(2)（ファイルシステム、ネットワーク、WWW ブラ
ウザ、情報倫理）について説明する 
4 回 オペレーションコマンド(1)（絶対パスと相対パス、ファイル属性）につい
て説明する 
5 回 オペレーションコマンド(2)（ディレクトリ・ファイル操作、テキスト操作）
について説明する 
6 回 日本語ワードプロセッサ（Writer、Ma 

準備学習 1 回 図書館等でＵＮＩＸ関連の本を見つけ、コンピュータの操作方法など調べ
ておくこと 
2 回 コンピュータの基本的な動きについて調べておくこと 
3 回 講義ノートの計算機システムの構成(2)を読んでおくこと 
4 回 図書館等でＵＮＩＸ関連の本を見つけ、簡単な操作方法について調べてお
くこと 
5 回 図書館等でＵＮＩＸ関連の本を見つけ、簡単な操作方法について調べてお
くこと 
6 回 図書館等でオープンオフィス関連の本を調べ、ワープロソフトの使い方に
ついて調べておくこと 
7 回 図書館等でオープンオフィス関連の本を調べ、図形描 

 



年度 2014 
授業コード FTJ06420 
成績評価 定期試験（５０％）、提出物（５０％）の合計で評価し、６０％以上を合格とす

る。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス JA(〜14) 
見出し FTJ06420 コンピュータリテラシ 
担当教員名 尾崎 亮、クラ エリス 
単位数 2 
教科書 講義ノート「2014 年度コンピュータリテラシー」を配布する。その他、必要に応

じて資料配布を行う。 
アクティブラーニング  
キーワード 計算機システム、計算機操作、文書・表・図の作成、プレゼンテーション資料作

成、情報倫理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータリテラシ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 UNIX(Linux)関連図書は図書館にも多数あるので、必要があれば、自分のレベル

にあった参考書を見つけること。 
授業形態 講義 
注意備考 講義開始前に点呼を行う。本科目は、大学生活における情報活用のための導入で

ある。 
シラバスコード FTJ06420 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)計算機システムとネットワークシステムについて説明できること 

(2)計算機やそのネットワークを使用する上でのマナーやモラルを身に付け、実
際の運用時、自己の判断で適切に対処できるようになること 
(3)UNIX オペレーティングシステムにおけるファイル操作関連コマンドを習得
し、ディレクトリ操作（作成、削除、移動、名称変更、等）、ファイル操作（削除、
移動、名称変更、等）が相対パス、絶対パスを問わずにできるようになること 
(4)ワードプロセッサ、表計算ソフトウェア、図形描画ソフト、プレゼンテーショ
ンソフトの基本 

受講者へのコメント  
連絡先 尾崎研究室：4 号館 2 階 オフィスアワー：金 5-6 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Literacy 
関連科目 情報⼯学入門、コンピュータ演習、プログラミング I・II、情報処理実験 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 実習を通じて UNIX オペレーティングシステム環境下におけるコンピュータの

基本的な操作技術とその背景にある概念について説明する。また、報告書やプレ
ゼンテーション資料の作成に必要となるアプリケーションプログラムを使用し
た実習も行う。本講義は、コンピュータによる情報処理技術の基礎知識を習得し、
今後の大学生活でコンピュータを活用する基本的能力を身につけることを目標
とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ログイン、ログアウト（パスワード、X ウインドウ、ウインドウ操作）につ

いて説明する。 
2 回 計算機システムの構成(1)（プロセッサ、メモリ、入出力）について説明す
る。 
3 回 計算機システムの構成(2)（ファイルシステム、ネットワーク、WWW ブラ
ウザ、情報倫理）について説明する。 
4 回 オペレーションコマンド(1)（絶対パスと相対パス、ファイル属性）につい
て説明する。 
5 回 オペレーションコマンド(2)（ディレクトリ・ファイル操作、テキスト操作）
について説明する。 
6 回 日本語ワードプロセッサ（Writ 

準備学習 1 回 図書館等でＵＮＩＸ関連の本を見つけ、コンピュータの操作方法など調べ
ておくこと。 
2 回 コンピュータの基本的な動きについて調べておくこと。 
3 回 講義ノートの計算機システムの構成(2)を読んでおくこと。 
4 回 図書館等でＵＮＩＸ関連の本を見つけ、簡単な操作方法について調べてお
くこと。 
5 回 図書館等でＵＮＩＸ関連の本を見つけ、簡単な操作方法について調べてお
くこと。 
6 回 図書館等でオープンオフィス関連の本を調べ、ワープロソフトの使い方に
ついて調べておくこと。 
7 回 図書館等でオープンオフィス関連の本を 

 



年度 2014 
授業コード FTJ06810 
成績評価 中間試験(30%)，定期試験(60%)，レポート(10%)，60%以上合格 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜14) 
見出し FTJ06810 論理回路Ⅰ 
担当教員名 ⻄原 典孝 
単位数 2 
教科書 ディジタル回路／伊原充博・若海弘夫・吉沢昌純／コロナ社（論理回路Ⅱのテキ

ストと共通）／978-4-339011937 
アクティブラーニング  
キーワード 論理回路，論理関数，真理値表，２進数，カルノー図 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「わかりやすかった」などの意見が数件（＝＞ありがとう）．「配布プリントが少

しわかりにくい」が１件＝＞配布プリントは補助的なものなので，この程度のも
のだとしてください． 

科目名 論理回路Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 [ビジュアル]論理回路入門／井澤裕司／プレアデス出版：ディジタル回路／春日

健／電気書院 
授業形態 講義 
注意備考 授業は配布資料を元に進めていく．教科書は図や表などの参考資料として用い

る．授業中に出された演習問題を積極的に行い，授業時間内での理解に努めるこ
と．授業中の私語などの他の受講生への迷惑行為は当然禁じる． 

シラバスコード FTJ06810 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）２進数を理解し，１０進数から２進数への変換などの基数変換ができるこ

と． 
（２）２進数による計算，２の補数表示による負の数の扱いなどを理解している
こと． 
（３）論理関数，真理値表，ブール代数の基本法則について理解し，論理式の標
準形への変換ができること 
（４）論理式，真理値表，論理回路の関係を理解し，相互に変換できること． 
（５）カルノー図による論理式の簡単化が行なえること． 

受講者へのコメント  毎回言ってますが，最近の情報⼯学科の学生さんはパソコン内部自体にはあま
り興味を抱かないみたいですね．まあプログラムなどのソフトだけでも情報処理
はできますが，折角だからパソコンの中身とかにも，もっと興味を持ってもらい
たい所です． 

連絡先 18 号館 3 階 ⻄原研究室 nisihara＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見  Ｂ欄の「この分野への理解が深まった」が７７％でまずまずですが，「興味，関
⼼が高まった」が４４％で，もっと高くなって欲しい所です． 
 Ｃ欄の総合評価は概ね良好で，授業への満足＋ほぼ満足も８２％で，まずまず
です． 
 Ｅ欄の「説明にもう少し⼯夫を」３％，「板書がよく見えない」や「聞き取りに
くい」が６％で，幾人かの学生さんはわかり難いとの判断です．問題なしという
意見も多いですし，学生個々による得手不得手もあり，一律に判断しがたいので
すが，板書などは字が汚い分，なるべく大きく書くなどの注意はしていきます． 

英文科目名 Logic Circuit Theory I 
関連科目 論理回路Ⅱ、デジタル回路、コンピュータ⼯学Ⅰ、コンピュータ⼯学Ⅱ，情報⼯

学実験 
次回に向けての改善変更予定  おおむね評価的には良しと思われていますので，こんな感じで続けていきま

す．本授業は論理回路の基礎的原理や裏付けとなる理論を学ぶことを目的とする
授業ですが，論理回路は計算機ハードに直結するもので，今後も，多少講義内容
をはみ出ても，興味を引くような話題を適宜入れていこうと思います． 

講義目的 計算機や電卓，各種ディジタル機器の基幹部となる論理回路について学ぶ．まず
論理回路の基礎理論である２進数，論理関数，真理値表について学び，論理回路
を理解する上での理論的背景を身に付ける．次に，論理関数や真理値表から具体
的な論理回路を作成するための手順や簡単化の手法などを学ぶ． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 論理回路の概要について説明する。 

2 回 ２進数，Ｎ進数，１０進数への基数変換について説明する。 
3 回 ２進数への基数変換，２進数の演算（加算，減算など）について説明する。 
4 回 ２の補数，２の補数表現を用いた減算について説明する。 
5 回 論理関数，真理値表，ベン図について説明する。 
6 回 基本的な論理回路，論理式と真理値表と論理回路の関係について説明する。 
7 回 ブール代数の基本法則，完全系，論理式の変換について説明する。 
8 回 第１回から第７回までの内容について中間試験を行う。試験終了後に出題
内容 

準備学習 1 回 パソコン内部でのデータの表し方について簡単に調べておくこと。 
2 回 テキスト１章に目を通しておくこと。 
3 回 ２進数での数の表現について復習し，よく理解しておくこと。 
4 回 ２進数の演算について復習しておくこと。 
5 回 テキスト２．１節に目を通しておくこと。 
6 回 論理関数，真理値表について復習し，よく理解しておくこと。 
7 回 論理関数とベン図の対応について復習しておくこと。 
8 回 ２進数，基数変換，論理関数，真理値表，論理式の変換について復習し，よ
く理解しておくこと。 
9 回 ブール代数の基本法則に 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0681P 
成績評価 中間試験(30%)，定期試験(60%)，レポート(10%)，60%以上合格 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0681P 論理回路Ⅰ 
担当教員名 ⻄原 典孝 
単位数 2 
教科書 ディジタル回路／伊原充博・若海弘夫・吉沢昌純／コロナ社（論理回路Ⅱのテキ

ストと共通）／978-4-339011937 
アクティブラーニング  
キーワード 論理回路，論理関数，真理値表，２進数，カルノー図 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 論理回路Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 [ビジュアル]論理回路入門／井澤裕司／プレアデス出版：ディジタル回路／春日

健／電気書院 
授業形態 講義 
注意備考 授業は配布資料を元に進めていく．教科書は図や表などの参考資料として用い

る．授業中に出された演習問題を積極的に行い，授業時間内での理解に努めるこ
と．授業中の私語などの他の受講生への迷惑行為は当然禁じる． 

シラバスコード FTJ0681P 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）２進数を理解し，１０進数から２進数への変換などの基数変換ができるこ

と． 
（２）２進数による計算，２の補数表示による負の数の扱いなどを理解している
こと． 
（３）論理関数，真理値表，ブール代数の基本法則について理解し，論理式の標
準形への変換ができること 
（４）論理式，真理値表，論理回路の関係を理解し，相互に変換できること． 
（５）カルノー図による論理式の簡単化が行なえること． 

受講者へのコメント  
連絡先 18 号館 3 階 ⻄原研究室 nisihara＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Logic Circuit Theory I 
関連科目 論理回路Ⅱ、デジタル回路、コンピュータ⼯学Ⅰ、コンピュータ⼯学Ⅱ，情報⼯

学実験 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 計算機や電卓，各種ディジタル機器の基幹部となる論理回路について学ぶ．まず

論理回路の基礎理論である２進数，論理関数，真理値表について学び，論理回路
を理解する上での理論的背景を身に付ける．次に，論理関数や真理値表から具体
的な論理回路を作成するための手順や簡単化の手法などを学ぶ． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 論理回路の概要について説明する。 

2 回 ２進数，Ｎ進数，１０進数への基数変換について説明する。 
3 回 ２進数への基数変換，２進数の演算（加算，減算など）について説明する。 
4 回 ２の補数，２の補数表現を用いた減算について説明する。 
5 回 論理関数，真理値表，ベン図について説明する。 
6 回 基本的な論理回路，論理式と真理値表と論理回路の関係について説明する。 
7 回 ブール代数の基本法則，完全系，論理式の変換について説明する。 
8 回 第１回から第７回までの内容について中間試験を行う。試験終了後に出題
内容 

準備学習 1 回 パソコン内部でのデータの表し方について簡単に調べておくこと。 
2 回 テキスト１章に目を通しておくこと。 
3 回 ２進数での数の表現について復習し，よく理解しておくこと。 
4 回 ２進数の演算について復習しておくこと。 
5 回 テキスト２．１節に目を通しておくこと。 
6 回 論理関数，真理値表について復習し，よく理解しておくこと。 
7 回 論理関数とベン図の対応について復習しておくこと。 
8 回 ２進数，基数変換，論理関数，真理値表，論理式の変換について復習し，よ
く理解しておくこと。 
9 回 ブール代数の基本法則に 

 



年度 2014 
授業コード FTJ06910 
成績評価 中間試験(30%)，定期試験(60%)，レポート(10%)，60%以上合格 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜14) 
見出し FTJ06910 論理回路Ⅱ 
担当教員名 ⻄原 典孝 
単位数 2 
教科書 ディジタル回路／伊原充博・若海弘夫・吉沢昌純／コロナ社（論理回路Ⅰのテキ

ストと同じ） 
アクティブラーニング  
キーワード 論理回路，組合せ回路，フリップフロップ，順序回路 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「理解し易かった」などの書き込み＝＞励みになります． 

「カエルの歌が聞こえてくるよ．グウグ（以下略）」＝＞若干歌詞が間違っている
ような． 

科目名 論理回路Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ディジタル回路／春日健／電気書院：なっとくするディジタル電子回路／藤井信

生／講談社 
授業形態 講義 
注意備考 授業中に出された演習問題を積極的に行い，授業時間内での理解に努めること． 

授業中の私語などの他の受講生への迷惑行為は当然禁じる． 
シラバスコード FTJ06910 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)エンコーダ／デコーダ，マルチプレクサ，演算回路など代表的な組合せ回路が

理解できていること． 
(2)未知の簡単な組合せ回路が設計できること． 
(3)４種のフリップフロップの特性や動作について理解していること． 
(4)フリップフロップを用いた簡単な順序回路が理解できていること． 

受講者へのコメント  普段パソコンを使用していても，パソコン内部自体にはあまり興味を抱かない
みたいですが，論理回路を通して，そういうことにも興味を持ってもらえれば良
いと思っています． 

連絡先 18 号館 3 階 ⻄原研究室 nisihara＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  Ｂ欄，Ｃ欄を見る限り，概ね評価が良好で何よりでした．Ｃ欄の達成度は「だ
いたい」以上が 83.5％，満足の「ほぼ」以上が 86.6％でした．Ｅ欄をみると 7.3％
の学生さんが，もう少し簡単に，授業が速いなど，授業に対する難しさを感じて
いるみたいです．このへんは学生全体に合わせる必要があり，こんな所で． 



英文科目名 Logic Circuit Theory II 
関連科目 論理回路 I，コンピュータ⼯学 I・II，ディジタル回路，情報⼯学実験 
次回に向けての改善変更予定  評価的には良しと思われているようなので，今後も分かりやすい講義を⼼がけ

ます．またパソコン自体への興味とつながるような派生的な話も，時間があれば
今まで通り，適宜取り入れていきたいと思っています． 

講義目的 論理回路 I で学んだ知識をもとにして，コンピュータのハードウェアを構成する
基本的な回路について学ぶ．組合せ回路については，種々の回路の知識と共に，
回路設計の基本的手順を身に着けて，新しい回路の設計ができるようにする．順
序回路については，その概念を把握した後，順序回路の構成基本である各種フリ
ップフロップ回路について学ぶ． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「論理回路Ⅰ」の復習：論理式，真理値表，カルノー図について説明する。 

2 回 MIL 記法：MIL 記法の意義，正論理・負論理，論理の一致，組合せ回路の
設計法について説明する。 
3 回 組合せ回路(1)：10 進−2 進エンコーダ，優先度付きエンコーダについて説
明する。 
4 回 組合せ回路(2)：2 進−10 進デコーダ，7 セグメントデコーダについて説明
する。 
5 回 組合せ回路(3)：マルチプレサク，デマルチプレサクについて説明する。 
6 回 組合せ回路(4)：比較回路，パリティチェックについて説明する。 
7 回 組合せ 

準備学習 1 回 テキスト２章に目を通しておくこと。 
2 回 基本論理素子について復習し，よく理解しておくこと。 
3 回 真理値表，カルノー図について復習し，よく理解しておくこと。 
4 回 10 進−2 進エンコーダについて復習し，よく理解しておくこと。 
5 回 エンコーダ，デコーダ回路を通した論理回路設計の流れについて復習し，よ
く理解しておくこと。 
6 回 真理値表からカルノー図作成，論理式の簡単化までの流れについて復習し，
よく理解しておくこと。 
7 回 パリティチェックの原理について復習し，よく理解しておくこと。 
8 回 組合せ回 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0691P 
成績評価 中間試験(30%)，定期試験(60%)，レポート(10%)，60%以上合格 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0691P 論理回路Ⅱ 
担当教員名 ⻄原 典孝 
単位数 2 
教科書 ディジタル回路／伊原充博・若海弘夫・吉沢昌純／コロナ社（論理回路Ⅰのテキ

ストと同じ） 
アクティブラーニング  
キーワード 論理回路，組合せ回路，フリップフロップ，順序回路 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 論理回路Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ディジタル回路／春日健／電気書院：なっとくするディジタル電子回路／藤井信

生／講談社 
授業形態 講義 
注意備考 授業中に出された演習問題を積極的に行い，授業時間内での理解に努めること． 

授業中の私語などの他の受講生への迷惑行為は当然禁じる． 
シラバスコード FTJ0691P 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)エンコーダ／デコーダ，マルチプレクサ，演算回路など代表的な組合せ回路が

理解できていること． 
(2)未知の簡単な組合せ回路が設計できること． 
(3)４種のフリップフロップの特性や動作について理解していること． 
(4)フリップフロップを用いた簡単な順序回路が理解できていること． 

受講者へのコメント  
連絡先 18 号館 3 階 ⻄原研究室 nisihara＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Logic Circuit Theory II 
関連科目 論理回路 I，コンピュータ⼯学 I・II，ディジタル回路，情報⼯学実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 論理回路 I で学んだ知識をもとにして，コンピュータのハードウェアを構成する

基本的な回路について学ぶ．組合せ回路については，種々の回路の知識と共に，
回路設計の基本的手順を身に着けて，新しい回路の設計ができるようにする．順
序回路については，その概念を把握した後，順序回路の構成基本である各種フリ



ップフロップ回路について学ぶ． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「論理回路Ⅰ」の復習：論理式，真理値表，カルノー図について説明する。 

2 回 MIL 記法：MIL 記法の意義，正論理・負論理，論理の一致，組合せ回路の
設計法について説明する。 
3 回 組合せ回路(1)：10 進−2 進エンコーダ，優先度付きエンコーダについて説
明する。 
4 回 組合せ回路(2)：2 進−10 進デコーダ，7 セグメントデコーダについて説明
する。 
5 回 組合せ回路(3)：マルチプレサク，デマルチプレサクについて説明する。 
6 回 組合せ回路(4)：比較回路，パリティチェックについて説明する。 
7 回 組合せ 

準備学習 1 回 テキスト２章に目を通しておくこと。 
2 回 基本論理素子について復習し，よく理解しておくこと。 
3 回 真理値表，カルノー図について復習し，よく理解しておくこと。 
4 回 10 進−2 進エンコーダについて復習し，よく理解しておくこと。 
5 回 エンコーダ，デコーダ回路を通した論理回路設計の流れについて復習し，よ
く理解しておくこと。 
6 回 真理値表からカルノー図作成，論理式の簡単化までの流れについて復習し，
よく理解しておくこと。 
7 回 パリティチェックの原理について復習し，よく理解しておくこと。 
8 回 組合せ回 

 



年度 2014 
授業コード FTJ07010 
成績評価 中間テスト３０％、期末テスト５０％、小テスト２０％とする。  

中間テスト、期末テストでは、選択問題、記述問題、計算問題、プログラム問題
を出題する。  
合計６０点以上を合格とする。 

曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜13) 
見出し FTJ07010 コンピュータ⼯学Ⅰ 
担当教員名 小畑 正貴 
単位数 2 
教科書 資料配布 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「分かりやすい」という記述が２人ありました。 

「１時間目はつらい」と言われてもしかたありません。 
小テストの範囲は、前回の講義内容です。小テストの再テストはできませんが、
正当な理由で受けられなかった場合は、その人の平均点をつけるようにしていま
す。 

科目名 コンピュータ⼯学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 馬場敬信著、コンピュータアーキテクチャ、オーム社 
授業形態 講義 
注意備考 中間試験の追試験は１週間以内とする。期末試験の範囲は全範囲である。 

ほぼ毎回、授業の初めに小テストを実施する。 
シラバスコード FTJ07010 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)符号付整数の表現、計算ができる。(2)浮動小数点数の表現、正規化、計算が

できる。(3)各種機械語命令、各種アドレッシングモードの動作が理解でき、簡単
な機械語プログラムが作成できる。(4)プロセッサの基本的な構成と動作が説明
できる。(5)メモリ、補助記憶装置の構成を理解し、容量や速度の計算ができる。
(6)各種入出力装置および接続方式の用途や動作原理が説明できる。(7)コンピュ
ータシステムの構成や運用に関する諸知識を理解する。 

受講者へのコメント 授業時間外学習をしない人にですが、予習復習してください。 
連絡先 １８号館４階小畑研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 満足度については「満足・ほぼ満足」77% やや不満１でした。授業については
90%が問題点は特にないでした。 



英文科目名 Computer Architecture l 
関連科目 論理回路 I・II、コンピュータ⼯学 II、システム⼯学 
次回に向けての改善変更予定 基本的に同じように進めようと思います。 
講義目的 コンピュータシステムのハードウェアの構成（コンピュータアーキテクチャ）を

理解させることを目的とする。コンピュータ⼯学 I では、コンピュータの各構成
要素（演算、制御、記憶、入出力）の構成と動作の基本を理解させる。数値の内
部表現と計算、プロセッサ（ＣＰＵ）の基本構成、機械語命令、メモリ、補助記
憶装置、入出力装置について講義する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 数値の表現（基数変換の復習、符号付整数）について解説する。 

2 回 小テスト 数値の表現（絶対値表現、２の補数表現、バイアス表現、符号付
演算、論理演算）について解説する。 
3 回 小テスト 数値の表現（浮動小数点数、正規化、IEEE 規格、１０進数表現）
について解説する。 
4 回 小テスト コンピュータの構成（基本構成、ＣＰＵ、バス）、ＣＰＵ（ＣＰ
Ｕの構成、機械語）について解説する。 
5 回 小テスト 機械語命令とアドレス指定方式（機械語、アセンブリ言語、アド
レス指定方式）について解説する。 
6 回 小テスト 

準備学習 1 回 ２進数について復習をすること。 
2 回 小テストの準備として前回の復習をする。テキストの今回の範囲を読むこ
と。 
3 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
4 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
5 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
6 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
7 回 中間試験の準備をすること。 
8 回 テキストの今回の範囲を読む 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0701P 
成績評価 中間テスト３０％、期末テスト５０％、小テスト２０％とする。  

中間テスト、期末テストでは、選択問題、記述問題、計算問題、プログラム問題
を出題する。  
合計６０点以上を合格とする。 

曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0701P コンピュータ⼯学Ⅰ 
担当教員名 小畑 正貴 
単位数 2 
教科書 資料配布 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータ⼯学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 馬場敬信著、コンピュータアーキテクチャ、オーム社 
授業形態 講義 
注意備考 中間試験の追試験は１週間以内とする。期末試験の範囲は全範囲である。 

ほぼ毎回、授業の初めに小テストを実施する。 
シラバスコード FTJ0701P 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)符号付整数の表現、計算ができる。(2)浮動小数点数の表現、正規化、計算が

できる。(3)各種機械語命令、各種アドレッシングモードの動作が理解でき、簡単
な機械語プログラムが作成できる。(4)プロセッサの基本的な構成と動作が説明
できる。(5)メモリ、補助記憶装置の構成を理解し、容量や速度の計算ができる。
(6)各種入出力装置および接続方式の用途や動作原理が説明できる。(7)コンピュ
ータシステムの構成や運用に関する諸知識を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 １８号館４階小畑研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Architecture l 
関連科目 論理回路 I・II、コンピュータ⼯学 II、システム⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コンピュータシステムのハードウェアの構成（コンピュータアーキテクチャ）を

理解させることを目的とする。コンピュータ⼯学 I では、コンピュータの各構成



要素（演算、制御、記憶、入出力）の構成と動作の基本を理解させる。数値の内
部表現と計算、プロセッサ（ＣＰＵ）の基本構成、機械語命令、メモリ、補助記
憶装置、入出力装置について講義する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 数値の表現（基数変換の復習、符号付整数）について解説する。 

2 回 小テスト 数値の表現（絶対値表現、２の補数表現、バイアス表現、符号付
演算、論理演算）について解説する。 
3 回 小テスト 数値の表現（浮動小数点数、正規化、IEEE 規格、１０進数表現）
について解説する。 
4 回 小テスト コンピュータの構成（基本構成、ＣＰＵ、バス）、ＣＰＵ（ＣＰ
Ｕの構成、機械語）について解説する。 
5 回 小テスト 機械語命令とアドレス指定方式（機械語、アセンブリ言語、アド
レス指定方式）について解説する。 
6 回 小テスト 

準備学習 1 回 ２進数について復習をすること。 
2 回 小テストの準備として前回の復習をする。テキストの今回の範囲を読むこ
と。 
3 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
4 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
5 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
6 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
7 回 中間試験の準備をすること。 
8 回 テキストの今回の範囲を読む 

 



年度 2014 
授業コード FTJ07020 
成績評価 中間テスト３０％、期末テスト５０％、小テスト２０％とする。  

中間テスト、期末テストでは、選択問題、記述問題、計算問題、プログラム問題
を出題する。  
合計６０点以上を合格とする。 

曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜14) 
見出し FTJ07020 コンピュータ⼯学Ⅰ 
担当教員名 小畑 正貴 
単位数 2 
教科書 資料配布 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「空気が悪い」「教室がせまい」 昨年までは広い教室でした。来年はわかりませ

ん。 
科目名 コンピュータ⼯学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 馬場敬信著、コンピュータアーキテクチャ、オーム社 
授業形態 講義 
注意備考 中間試験の追試験は１週間以内とする。期末試験の範囲は全範囲である。 

ほぼ毎回、授業の初めに小テストを実施する。 
シラバスコード FTJ07020 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)符号付整数の表現、計算ができる。(2)浮動小数点数の表現、正規化、計算が

できる。(3)各種機械語命令、各種アドレッシングモードの動作が理解でき、簡単
な機械語プログラムが作成できる。(4)プロセッサの基本的な構成と動作が説明
できる。(5)メモリ、補助記憶装置の構成を理解し、容量や速度の計算ができる。
(6)各種入出力装置および接続方式の用途や動作原理が説明できる。(7)コンピュ
ータシステムの構成や運用に関する諸知識を理解する。 

受講者へのコメント 授業時間外の学習（予習・復習）をしてください。 
連絡先 １８号館４階小畑研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習時間について、全くしなかった 30.5%、30 分程度 38.9 でした。
少なすぎます。 
満足・ほぼ満が約 80％で、手法についても「特にない」が 88.4%なので、大きな
問題はないと思います。 
「受講者数が多すぎる」が 7 名ありました。もう少し広い部屋が使えるとよいの
ですが。 



英文科目名 Computer Architecture l 
関連科目 論理回路 I・II、コンピュータ⼯学 II、システム⼯学 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 コンピュータシステムのハードウェアの構成（コンピュータアーキテクチャ）を

理解させることを目的とする。コンピュータ⼯学 I では、コンピュータの各構成
要素（演算、制御、記憶、入出力）の構成と動作の基本を理解させる。数値の内
部表現と計算、プロセッサ（ＣＰＵ）の基本構成、機械語命令、メモリ、補助記
憶装置、入出力装置について講義する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 数値の表現（基数変換の復習、符号付整数）について解説する。 

2 回 小テスト 数値の表現（絶対値表現、２の補数表現、バイアス表現、符号付
演算、論理演算）について解説する。 
3 回 小テスト 数値の表現（浮動小数点数、正規化、IEEE 規格、１０進数表現）
について解説する。 
4 回 小テスト コンピュータの構成（基本構成、ＣＰＵ、バス）、ＣＰＵ（ＣＰ
Ｕの構成、機械語）について解説する。 
5 回 小テスト 機械語命令とアドレス指定方式（機械語、アセンブリ言語、アド
レス指定方式）について解説する。 
6 回 小テスト 

準備学習 1 回 ２進数について復習をすること。 
2 回 小テストの準備として前回の復習をする。テキストの今回の範囲を読むこ
と。 
3 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
4 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
5 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
6 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
7 回 中間試験の準備をすること。 
8 回 テキストの今回の範囲を読む 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0702P 
成績評価 中間テスト３０％、期末テスト５０％、小テスト２０％とする。  

中間テスト、期末テストでは、選択問題、記述問題、計算問題、プログラム問題
を出題する。  
合計６０点以上を合格とする。 

曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0702P コンピュータ⼯学Ⅰ 
担当教員名 小畑 正貴 
単位数 2 
教科書 資料配布 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータ⼯学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 馬場敬信著、コンピュータアーキテクチャ、オーム社 
授業形態 講義 
注意備考 中間試験の追試験は１週間以内とする。期末試験の範囲は全範囲である。 

ほぼ毎回、授業の初めに小テストを実施する。 
シラバスコード FTJ0702P 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)符号付整数の表現、計算ができる。(2)浮動小数点数の表現、正規化、計算が

できる。(3)各種機械語命令、各種アドレッシングモードの動作が理解でき、簡単
な機械語プログラムが作成できる。(4)プロセッサの基本的な構成と動作が説明
できる。(5)メモリ、補助記憶装置の構成を理解し、容量や速度の計算ができる。
(6)各種入出力装置および接続方式の用途や動作原理が説明できる。(7)コンピュ
ータシステムの構成や運用に関する諸知識を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 １８号館４階小畑研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Architecture l 
関連科目 論理回路 I・II、コンピュータ⼯学 II、システム⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コンピュータシステムのハードウェアの構成（コンピュータアーキテクチャ）を

理解させることを目的とする。コンピュータ⼯学 I では、コンピュータの各構成



要素（演算、制御、記憶、入出力）の構成と動作の基本を理解させる。数値の内
部表現と計算、プロセッサ（ＣＰＵ）の基本構成、機械語命令、メモリ、補助記
憶装置、入出力装置について講義する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 数値の表現（基数変換の復習、符号付整数）について解説する。 

2 回 小テスト 数値の表現（絶対値表現、２の補数表現、バイアス表現、符号付
演算、論理演算）について解説する。 
3 回 小テスト 数値の表現（浮動小数点数、正規化、IEEE 規格、１０進数表現）
について解説する。 
4 回 小テスト コンピュータの構成（基本構成、ＣＰＵ、バス）、ＣＰＵ（ＣＰ
Ｕの構成、機械語）について解説する。 
5 回 小テスト 機械語命令とアドレス指定方式（機械語、アセンブリ言語、アド
レス指定方式）について解説する。 
6 回 小テスト 

準備学習 1 回 ２進数について復習をすること。 
2 回 小テストの準備として前回の復習をする。テキストの今回の範囲を読むこ
と。 
3 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
4 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
5 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
6 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
7 回 中間試験の準備をすること。 
8 回 テキストの今回の範囲を読む 

 



年度 2014 
授業コード FTJ07110 
成績評価 中間試験３０％、期末試験５０％、小テスト２０％とする。  

試験では、全範囲から、選択問題、記述問題、計算問題、プログラム問題を出題
する。  
合計６０点以上を合格とする。 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜13) 
見出し FTJ07110 コンピュータ⼯学Ⅱ 
担当教員名 小畑 正貴 
単位数 2 
教科書 資料配布 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「授業の終わりに小テストをしたらどうか」 小テストの目的は、前回の内容の

定着なので、始めにしています。 
「電車で遅れた時に小テストができない」 理由がある場合は、その人の平均点
を与えるようにしています。 
「練習問題を増やしてほしい」 最低限の練習問題はあると思います。自分で問
題をつくることもできます。 
「応用問題も例題としてやってほしい」 なかなか時間が取れません。 
「単位を取るための勉強は？」 予習と復習 

科目名 コンピュータ⼯学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 馬場敬信著、コンピュータアーキテクチャ、オーム社 
授業形態 講義 
注意備考 中間試験の追試験は１週間以内とする。期末試験の範囲は全範囲である。 
シラバスコード FTJ07110 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)整数の加減乗算回路の構成と動作が理解できる。(2)浮動小数点数の演算回路

の構成と動作が理解できる。(3)プロセッサの内部構成、命令の実行過程が理解で
きる。(4)コンピュータの高速化技術の概略が理解できる。(5)キャッシュの動作
が理解できる。(6)仮想記憶の動作が理解できる。(7)プロセッサと入出力装置間
でのデータ転送方式が理解できる。 

受講者へのコメント 予習、復習をしてください。２単位に必要な学習時間は６時間（授業 1.5 時間 授
業外 4.5 時間）です。 

連絡先 １８号館４階小畑研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習が 30 分以下が７割で、少なすぎます。 



満足・ほぼ満足を合わせて 78.8%、手法については「特にない」が 82.4%なので、
大きな問題はないと思います。 
「説明に⼯夫を加えてもらえるとよい」が 9.4%あったので、考えたいと思いま
す。 

英文科目名 Computer Architecture ll 
関連科目 論理回路ⅠⅡ、コンピュータ⼯学 I、集積回路、情報⼯学実験 
次回に向けての改善変更予定 なるべくわかりやすい説明を意識したい。 
講義目的 コンピュータ⼯学 II ではコンピュータ（特にプロセッサ）の設計の基礎知識を習

得する。プロセッサ内部（演算と制御）および記憶・入出力制御の機能が論理回
路によってどのように実現され、動作するかを理解する。演算回路の構成、命令
実行の詳細、記憶階層、入出力制御について講義する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 演算回路（リプルキャリー加算器、桁上げ先見、減算器）について解説する。 

2 回 小テスト 演算回路（乗算器、並列乗算器、バレルシフタ）について解説す
る。 
3 回 小テスト 演算回路（浮動小数点演算回路）について解説する。 
4 回 小テスト 制御回路（命令セット、命令フォーマット、データパス、制御回
路）について解説する。 
5 回 小テスト 制御回路（命令サイクル、マイクロ操作、ワイヤードロジック、
マイクロプログラム）について解説する。 
6 回 小テスト 割込み処理、性能評価（性能値、評価方法、ベンチマーク）につ 

準備学習 1 回 ２進数、論理回路について復習すること。 
2 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
3 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
4 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
5 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
6 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
7 回 中間試験の準備をすること。 
8 回 テキストの今回 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0711P 
成績評価 中間試験３０％、期末試験５０％、小テスト２０％とする。  

試験では、全範囲から、選択問題、記述問題、計算問題、プログラム問題を出題
する。  
合計６０点以上を合格とする。 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0711P コンピュータ⼯学Ⅱ 
担当教員名 小畑 正貴 
単位数 2 
教科書 資料配布 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータ⼯学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 馬場敬信著、コンピュータアーキテクチャ、オーム社 
授業形態 講義 
注意備考 中間試験の追試験は１週間以内とする。期末試験の範囲は全範囲である。 
シラバスコード FTJ0711P 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)整数の加減乗算回路の構成と動作が理解できる。(2)浮動小数点数の演算回路

の構成と動作が理解できる。(3)プロセッサの内部構成、命令の実行過程が理解で
きる。(4)コンピュータの高速化技術の概略が理解できる。(5)キャッシュの動作
が理解できる。(6)仮想記憶の動作が理解できる。(7)プロセッサと入出力装置間
でのデータ転送方式が理解できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 １８号館４階小畑研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Architecture ll 
関連科目 論理回路ⅠⅡ、コンピュータ⼯学 I、集積回路、情報⼯学実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コンピュータ⼯学 II ではコンピュータ（特にプロセッサ）の設計の基礎知識を習

得する。プロセッサ内部（演算と制御）および記憶・入出力制御の機能が論理回
路によってどのように実現され、動作するかを理解する。演算回路の構成、命令
実行の詳細、記憶階層、入出力制御について講義する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 演算回路（リプルキャリー加算器、桁上げ先見、減算器）について解説する。 

2 回 小テスト 演算回路（乗算器、並列乗算器、バレルシフタ）について解説す
る。 
3 回 小テスト 演算回路（浮動小数点演算回路）について解説する。 
4 回 小テスト 制御回路（命令セット、命令フォーマット、データパス、制御回
路）について解説する。 
5 回 小テスト 制御回路（命令サイクル、マイクロ操作、ワイヤードロジック、
マイクロプログラム）について解説する。 
6 回 小テスト 割込み処理、性能評価（性能値、評価方法、ベンチマーク）につ 

準備学習 1 回 ２進数、論理回路について復習すること。 
2 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
3 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
4 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
5 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
6 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
7 回 中間試験の準備をすること。 
8 回 テキストの今回 

 



年度 2014 
授業コード FTJ07210 
成績評価 中間試験（５０％）、定期試験（５０％）を実施し、総計で６０％以上を合格とす

る。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜13) 
見出し FTJ07210 情報数学Ⅰ 
担当教員名 南原 英生 
単位数 2 
教科書 「はじめての数理統計学」古島、市橋、坂⻄著、近代科学社／978-4-764910485 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・身の回りの例を出してくれたのはよかった。：これからもそのようにします。 

・演習が多くあるのがよかった。：これからも演習を中⼼に授業を進めていきま
す。 
・計算スが多い。：気をつけます。 
・字が小さくてみえない。：できるだけ大きな字で板書するよう気を付けますが、
皆さんも前に座るなどの⼯夫をしてください。 
・とても満足。：ありがとうございます。 

科目名 情報数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⽥口玄一編「確率・統計」日本規格協会 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTJ07210 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 確率の概念を理解し、2 個のサイコロを投げたときの各事象の確率計算がで

きること。 
② ２項分布、ポアソン分布、一様分布などの期待値と分散が求められること。 
③ 標準正規分布表を用いて、正規分布の各種統計量の計算ができること。 
④ 区間推定の計算ができること。 
⑤ 回帰直線および相関が求められること。 

受講者へのコメント ・説明をよく聞いて、その授業時間の内容は時間内に理解するようにしてくださ
い。そして、分からないときは積極的に質問してください。 

連絡先 南原研究室１８号館１階 hideo@ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・「この授業を受けてよかった点はなんですか」の項目に対して、「この分野への
理解が深まった」が 77.5％、「この分野への興味、関⼼が深まった」が 35.1％と
昨年より増加している。今後も、確率・統計分野への理解や関⼼を深めていける



ような授業を⼼がけます。 
・一方で、「板書、スライド、配布資料が見えなかった」と答えた人が 8.1％あり、
昨年より減少しているものの、今後さらに⼯夫をしていきたいと思います。 
・自由設問の「確率・統計が我々の生活に関係があることがわかりましたか」に
対しては、「大変わかった」「わかった」 

英文科目名 Mathematics for Information Engineering I 
関連科目 情報理論 
次回に向けての改善変更予定 ・もっと身近でわかりやすい例を増やし、確率・統計がより身近に感じられるよ

うに⼯夫していきたい。 
講義目的 情報⼯学に関連する数学として確率・統計の基礎概念を理解させる。確率につい

ては確率変数の分布における期待値と分散の概念を修得し、各種確率分布の特徴
を把握させる。統計については、推定・検定に関する初歩的な考え方を習得し、
得られたデータを統計的に処理する手法を身につける。例題や演習を多く取り入
れ、具体的で分かりやすい講義を目指す。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方について説明する。 

確率の基礎概念、加法定理、乗法定理について説明する。 
2 回 ベイズの公式、順列と組合せについて説明する。 
3 回 離散型確率変数の期待値と分散について説明する。 
4 回 代表的な離散型確率分布である二項分布とポアソン分布について説明する。 
5 回 連続型確率分布の期待値と分散について説明する。また、連続型確率分布の
一つである一様分布について説明する。 
6 回 代表的な連続型確率分布である正規分布について説明する。具体的には、正
規分布の定義や正規分布の確率に 

準備学習 1 回 「確率」がどのような場面で使われ、どのように定義されているかについて
調べ、考えておくこと。 
2 回 順列と組み合わせについて調べておくこと。 
3 回 期待値（平均値）、分散、標準偏差など統計量の基礎的知識について調べて
おくこと。 
4 回 二項分布について調べておくこと。 
5 回 ヒストグラムについて調べておくこと。 
6 回 正規分布について調べ、どのように使われているかについて考えておくこ
と。簡単な関数の定積分が計算できるように復習しておくこと。また、その意味
が理解できるようにしておくこと。 
7 回 前回習った 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0721P 
成績評価 中間試験（５０％）、定期試験（５０％）を実施し、総計で６０％以上を合格とす

る。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0721P 情報数学Ⅰ 
担当教員名 南原 英生 
単位数 2 
教科書 「はじめての数理統計学」古島、市橋、坂⻄著、近代科学社／978-4-764910485 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⽥口玄一編「確率・統計」日本規格協会 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTJ0721P 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 確率の概念を理解し、2 個のサイコロを投げたときの各事象の確率計算がで

きること。 
② ２項分布、ポアソン分布、一様分布などの期待値と分散が求められること。 
③ 標準正規分布表を用いて、正規分布の各種統計量の計算ができること。 
④ 区間推定の計算ができること。 
⑤ 回帰直線および相関が求められること。 

受講者へのコメント  
連絡先 南原研究室１８号館１階 hideo@ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics for Information Engineering I 
関連科目 情報理論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 情報⼯学に関連する数学として確率・統計の基礎概念を理解させる。確率につい

ては確率変数の分布における期待値と分散の概念を修得し、各種確率分布の特徴
を把握させる。統計については、推定・検定に関する初歩的な考え方を習得し、
得られたデータを統計的に処理する手法を身につける。例題や演習を多く取り入
れ、具体的で分かりやすい講義を目指す。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方について説明する。 

確率の基礎概念、加法定理、乗法定理について説明する。 
2 回 ベイズの公式、順列と組合せについて説明する。 
3 回 離散型確率変数の期待値と分散について説明する。 
4 回 代表的な離散型確率分布である二項分布とポアソン分布について説明する。 
5 回 連続型確率分布の期待値と分散について説明する。また、連続型確率分布の
一つである一様分布について説明する。 
6 回 代表的な連続型確率分布である正規分布について説明する。具体的には、正
規分布の定義や正規分布の確率に 

準備学習 1 回 「確率」がどのような場面で使われ、どのように定義されているかについて
調べ、考えておくこと。 
2 回 順列と組み合わせについて調べておくこと。 
3 回 期待値（平均値）、分散、標準偏差など統計量の基礎的知識について調べて
おくこと。 
4 回 二項分布について調べておくこと。 
5 回 ヒストグラムについて調べておくこと。 
6 回 正規分布について調べ、どのように使われているかについて考えておくこ
と。簡単な関数の定積分が計算できるように復習しておくこと。また、その意味
が理解できるようにしておくこと。 
7 回 前回習った 

 



年度 2014 
授業コード FTJ07310 
成績評価 中間試験(30%)，定期試験(60%)，レポート(10%)，60%以上合格 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜13) 
見出し FTJ07310 情報数学Ⅱ 
担当教員名 ⻄原 典孝 
単位数 2 
教科書 配布プリント 
アクティブラーニング  
キーワード 集合，写像，同値関係，順序関係，グラフ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「字が小さくて汚い」，「記号をきれいに書いて」＝＞元々，字が汚いのですが，

なるべく大きく鮮明に書くよう努めていますが，ついついと． 
「わかりにくい」「すごく難しい」＝＞学生個々人に分野による得手不得手はあ
ると思います．でも記号法になれてしますと，わかりやすいことになることもあ
ります． 

科目名 情報数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 離散数学入門／守屋悦朗／サイエンス社：離散数学への入門／小倉久和／近代科

学社 
授業形態 講義 
注意備考 授業中に出された演習問題を積極的に行い，授業時間内での理解に努めること．

授業中の私語などの他の受講生への迷惑行為は当然禁じる． 
シラバスコード FTJ07310 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)集合上の各種演算ができること． 

(2)写像における単射や全射，全単射について理解していること． 
(3)関係における反射律，対称律，推移律，同値関係，同値類について理解してい
ること． 
(4)半順序関係の概念を理解し，ハッセ図による表記，最大元，最小元などの判定
が行えること． 
(5)グラフの概念と閉路問題を理解していること． 

受講者へのコメント  一見地味な記号系の数学科目ですが，計算機処理では，あらゆる概念を形式化
してプログラムという記号表現で表す必要があり，各種記号表記になれることは
計算機処理では重要です． 

連絡先 18 号館 3 階 ⻄原研究室 nisihara＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  Ｂ欄，Ｃ欄を見る限り概ね良好でした．Ｃ欄の達成は「だいたい」以上がが
86.5％，満足は「ほぼ」以上が 91.5％でした．でもＥ欄を見ると 8.5％の学生は



難しく感じているようです．このへんは各学生の個人差もあり，全体として「今
のこの程度」に合わせています． 

英文科目名 Mathematics for Information Engineering II 
関連科目 オートマトンと言語理論，人⼯知能，プログラミング言語論 
次回に向けての改善変更予定  概ね好評につき大きな変更はないです．今まで通り，演習など取り入れて，分

かり易い講義を⼼がけます． 
講義目的 情報⼯学分野における基礎数学である離散数学についての基本を講義する．離散

数学は記号に関する数学であり，各種の記号処理技術を学ぶ上での必須事項であ
る．本講義では，集合論，写像，関係，グラフなどの記号数学における基本概念，
およびこれらの枠組み上に定義される各種の基本的な演算法を習得することを
目的とする． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 集合と集合演算(1)：集合の記述法，集合上の包含関係などについて説明す

る。 
2 回 集合と集合演算(2)：集合上の演算，ベン図について説明する。 
3 回 写像(1)：写像の定義，単射，全射，全単射について説明する。 
4 回 写像(2)：タプル，直積，ｎ項関数について説明する。 
5 回 写像(3)：無限集合の定義，可算集合，非可算集合について説明する。 
6 回 関係(1)：関係の定義，反射律，対称律，推移律について説明する。 
7 回 関係(2)： 同値関係の定義，具体的な同値関係について説明する。 
8 回 第１回か 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 集合の表記法について復習し，よく理解しておくこと。 
3 回 集合上の演算について復習し，よく理解しておくこと。 
4 回 単射，全射，全単射について復習し，よく理解しておくこと。 
5 回 「無限集合」の「無限」という概念をどのように定義したらよいのか調べて
みること。 
6 回 写像の定義について復習し，よく理解しておくこと。 
7 回 反射律，対称律，推移律について復習し，よく理解しておくこと。 
8 回 集合，写像，関係について復習し，よく理解しておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0731P 
成績評価 中間試験(30%)，定期試験(60%)，レポート(10%)，60%以上合格 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0731P 情報数学Ⅱ 
担当教員名 ⻄原 典孝 
単位数 2 
教科書 配布プリント 
アクティブラーニング  
キーワード 集合，写像，同値関係，順序関係，グラフ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 離散数学入門／守屋悦朗／サイエンス社：離散数学への入門／小倉久和／近代科

学社 
授業形態 講義 
注意備考 授業中に出された演習問題を積極的に行い，授業時間内での理解に努めること．

授業中の私語などの他の受講生への迷惑行為は当然禁じる． 
シラバスコード FTJ0731P 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)集合上の各種演算ができること． 

(2)写像における単射や全射，全単射について理解していること． 
(3)関係における反射律，対称律，推移律，同値関係，同値類について理解してい
ること． 
(4)半順序関係の概念を理解し，ハッセ図による表記，最大元，最小元などの判定
が行えること． 
(5)グラフの概念と閉路問題を理解していること． 

受講者へのコメント  
連絡先 18 号館 3 階 ⻄原研究室 nisihara＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics for Information Engineering II 
関連科目 オートマトンと言語理論，人⼯知能，プログラミング言語論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 情報⼯学分野における基礎数学である離散数学についての基本を講義する．離散

数学は記号に関する数学であり，各種の記号処理技術を学ぶ上での必須事項であ
る．本講義では，集合論，写像，関係，グラフなどの記号数学における基本概念，



およびこれらの枠組み上に定義される各種の基本的な演算法を習得することを
目的とする． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 集合と集合演算(1)：集合の記述法，集合上の包含関係などについて説明す

る。 
2 回 集合と集合演算(2)：集合上の演算，ベン図について説明する。 
3 回 写像(1)：写像の定義，単射，全射，全単射について説明する。 
4 回 写像(2)：タプル，直積，ｎ項関数について説明する。 
5 回 写像(3)：無限集合の定義，可算集合，非可算集合について説明する。 
6 回 関係(1)：関係の定義，反射律，対称律，推移律について説明する。 
7 回 関係(2)： 同値関係の定義，具体的な同値関係について説明する。 
8 回 第１回か 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 集合の表記法について復習し，よく理解しておくこと。 
3 回 集合上の演算について復習し，よく理解しておくこと。 
4 回 単射，全射，全単射について復習し，よく理解しておくこと。 
5 回 「無限集合」の「無限」という概念をどのように定義したらよいのか調べて
みること。 
6 回 写像の定義について復習し，よく理解しておくこと。 
7 回 反射律，対称律，推移律について復習し，よく理解しておくこと。 
8 回 集合，写像，関係について復習し，よく理解しておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FTJ07411 
成績評価 得点配分を中間試験（30%），定期試験（60%），課題提出（10%）とし，１００

点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜10) 
見出し FTJ07411 音声情報処理(再) 
担当教員名 島⽥ 恭宏 
単位数 2 
教科書 ヒューマンコンピュータインタラクション入門 ／椎尾 一郎／サイエンス社 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容の各回にカッコ書きしているのでそちらを参照してください。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 音声情報処理(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ヒューマンコンピュータインタラクション／岡⽥ 謙一他／オーム社：認知イン

タフェース／加藤 隆／オーム社：誰のためのデザイン?／D.A. ノーマン／新曜
社 

授業形態 講義 
注意備考 学習を進めるにあたっては，自身の周囲を注意深く観察してみよう。いろいろな

道具（機器）に囲まれ，それを使いながら生活していると思うが，使いやすい，
使いにくいといった切り口だけではなく，「面白い」，「きれい」，「楽しい」など異
なった視点からそれらを観察してみよう。 

シラバスコード FTJ07411 
実務経験のある教員  
達成目標 1)人間の知覚・認知・理解について以下のような項目を説明できること 

・人間の記憶に関する情報処理モデル 
・メンタルモデル 
・操作の直接・間接，指示の直接・間接 
・アフォーダンス 
2)現行のコンピュータに用いられている入出力デバイスについて，大まかにその
原理や使用されている技術について説明できること 
3)現在研究対象とされている新しいインタラクションスタイルについて，大まか
に説明できること 
 たとえば，VR,AR,マルチモーダル,タンジブル,ノンバーバル... 

受講者へのコメント  
連絡先 島⽥恭宏：shimada×ice.ous.ac.jp 島⽥恭宏研究室 20 号館 3 階 オフィスアワ

ー 水・⽊昼休み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見  
英文科目名 Speech Processing 
関連科目 センサ⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ヒューマンコンピュータインタラクション（HCI）とは，人間とコンピュータと

の交流作法を研究する分野である。従来型作法は，コンピュータを主体として構
築され，人間がその作法に合わせる努力を払ってきた。しかし現在では，人間同
士のコミュニケーションで使用されるさまざまなチャネルを用いて，より自然な
人間の振舞をコンピュータとのインタラクションに用いる手法が注目されてい
る。これらの分野には，インタラクションスタイルを決めるデバイス等の物理的
側面だけにとどまらず，人間の認知的側面をも併せ持つ。本講義では HCI のた
めの物 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 HCI の目的・意義・歴史について説明する。 

（GUI，Sketchpad，NSL，XEROX，Apple） 
2 回 人とコンピュータのインタフェースに関連する人間側の知覚特性について
説明する。 
（視覚，聴覚，その他の感覚） 
3 回 人とコンピュータのインタフェースに関連する人間側の認知特性について
説明する。 
（人間の言語能力，記憶のモデル，認知情報処理モデル） 
4 回 人とコンピュータのインタフェースに関するより高次な人の特性として，
例えばコンピュータソフトウェアに対する⼼理的な側面について説明する。 
（ 

準備学習 1 回 指定した教科書を入手し、第１章を読んでおくこと。また教科書全体を眺め
て，以後どのような学習をするのか，イメージをつかんでおくこと。 
2 回 教科書第２章（p.15 まで）を読んでおくこと。コンピュータのユーザイン
タフェースのほとんどは視覚が重要な役割を果たしている。それ以外の感覚が現
在のコンピュータのユーザインタフェースとして使用されているか調べたり考
えたりしてみること。 
3 回 教科書第２章（p.15 以降）を読んでおくこと。Ｂ２群において⼼理学を受
講した皆さんは，テキストやノートを見直し，「認知⼼理学」 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0741P 
成績評価 得点配分を中間試験（30%），定期試験（60%），課題提出（10%）とし，１００

点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0741P 音声情報処理(再) 
担当教員名 島⽥ 恭宏 
単位数 2 
教科書 ヒューマンコンピュータインタラクション入門 ／椎尾 一郎／サイエンス社 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容の各回にカッコ書きしているのでそちらを参照してください。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 音声情報処理(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ヒューマンコンピュータインタラクション／岡⽥ 謙一他／オーム社：認知イン

タフェース／加藤 隆／オーム社：誰のためのデザイン?／D.A. ノーマン／新曜
社 

授業形態 講義 
注意備考 学習を進めるにあたっては，自身の周囲を注意深く観察してみよう。いろいろな

道具（機器）に囲まれ，それを使いながら生活していると思うが，使いやすい，
使いにくいといった切り口だけではなく，「面白い」，「きれい」，「楽しい」など異
なった視点からそれらを観察してみよう。 

シラバスコード FTJ0741P 
実務経験のある教員  
達成目標 1)人間の知覚・認知・理解について以下のような項目を説明できること 

・人間の記憶に関する情報処理モデル 
・メンタルモデル 
・操作の直接・間接，指示の直接・間接 
・アフォーダンス 
2)現行のコンピュータに用いられている入出力デバイスについて，大まかにその
原理や使用されている技術について説明できること 
3)現在研究対象とされている新しいインタラクションスタイルについて，大まか
に説明できること 
 たとえば，VR,AR,マルチモーダル,タンジブル,ノンバーバル... 

受講者へのコメント  
連絡先 島⽥恭宏：shimada×ice.ous.ac.jp 島⽥恭宏研究室 20 号館 3 階 オフィスアワ

ー 水・⽊昼休み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見  
英文科目名 Speech Processing 
関連科目 センサ⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ヒューマンコンピュータインタラクション（HCI）とは，人間とコンピュータと

の交流作法を研究する分野である。従来型作法は，コンピュータを主体として構
築され，人間がその作法に合わせる努力を払ってきた。しかし現在では，人間同
士のコミュニケーションで使用されるさまざまなチャネルを用いて，より自然な
人間の振舞をコンピュータとのインタラクションに用いる手法が注目されてい
る。これらの分野には，インタラクションスタイルを決めるデバイス等の物理的
側面だけにとどまらず，人間の認知的側面をも併せ持つ。本講義では HCI のた
めの物 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 HCI の目的・意義・歴史について説明する。 

（GUI，Sketchpad，NSL，XEROX，Apple） 
2 回 人とコンピュータのインタフェースに関連する人間側の知覚特性について
説明する。 
（視覚，聴覚，その他の感覚） 
3 回 人とコンピュータのインタフェースに関連する人間側の認知特性について
説明する。 
（人間の言語能力，記憶のモデル，認知情報処理モデル） 
4 回 人とコンピュータのインタフェースに関するより高次な人の特性として，
例えばコンピュータソフトウェアに対する⼼理的な側面について説明する。 
（ 

準備学習 1 回 指定した教科書を入手し、第１章を読んでおくこと。また教科書全体を眺め
て，以後どのような学習をするのか，イメージをつかんでおくこと。 
2 回 教科書第２章（p.15 まで）を読んでおくこと。コンピュータのユーザイン
タフェースのほとんどは視覚が重要な役割を果たしている。それ以外の感覚が現
在のコンピュータのユーザインタフェースとして使用されているか調べたり考
えたりしてみること。 
3 回 教科書第２章（p.15 以降）を読んでおくこと。Ｂ２群において⼼理学を受
講した皆さんは，テキストやノートを見直し，「認知⼼理学」 

 



年度 2014 
授業コード FTJ07510 
成績評価 中間試験(40%)、定期試験(50%)、演習レポート(10%)、60%以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜13) 
見出し FTJ07510 画像処理とＣＧ 
担当教員名 島⽥ 英之 
単位数 2 
教科書 初回の講義にて講義ノートを配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画参照。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「先生から配られたテキストが分かりやすく，それに沿って授業をするので，と

ても分かりやすいです。」 
→どうもありがとう。テキストは，受講者の意見や指摘を取り入れながら試行錯
誤を繰り返し，今の形になっています。 
「トイレ行かせて。」 
→途中で退室する学生には，必ず「どちらへ？」と声をかけることにしています。
そう対処すべきである，というご指導をプロのかたにいただいたからです。真面
目に受講している方には申し訳ないとは思うのですが，声をかけないことによっ
て失うものの方が明らかに多いので，今度も声をかけます。トイレ 

科目名 画像処理とＣＧ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 講義開始時に当日の講義内容に関する演習問題を配付し、講義終了時に解答を回

収することによって出席の確認とする。採点した演習問題とその解答は、講義後
にインターネット経由で各個人ごとに開示するので、毎回必ず「学科情報ページ」
から参照し、復習されたい。※ 

シラバスコード FTJ07510 
実務経験のある教員  
達成目標 画像処理については、濃淡画像処理、２値画像処理、線図形処理の概要を理解し、

それらを組み合わせて現実の問題に応用できること。CG については、３次元空
間をイメージしつつ、オブジェクト座標系でモデリングした３次元物体を透視変
換し、デバイス座標系に描くまでの一連のプロセスを習得すること。 

受講者へのコメント 画像処理ならば gimp や OpenCV, ＣＧならば OpenGL や WebGL などに関す
る書籍を参考に，ぜひ自分で試してみてください。どれも，実習室や自宅で自主
的に学べるものです。また，意欲があるかたは，関連の検定にチャレンジするこ
とをお勧めします。 

連絡先 島⽥（英）研究室 18 号館 5 階 オフィスアワー月〜金昼 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見  「この分野への理解が深まった」: (2012) 75.6% → (2013) 76.0% → (2014) 

75.7% 
 「この分野への興味，関⼼が高まった」: (2012) 42.2% → (2013) 36.5% → 
(2014) 37.8% 
と，両者ともほぼ昨年並みです。 
また，昨年と同様に，ほぼ半数のみなさんが，授業時間外にも本講義に関連した
学習に自主的に取り組んでくださっているようです。授業時間外にやってみなさ
い，と問題を出しましたが，どなたからも提出がなかったのは残念でした。もう
少し取り組み 

英文科目名 Image Processing and Computer Graphics 
関連科目 応用数学 II、コンピュータ実習、情報処理実験、マルチメディア⼯学 
次回に向けての改善変更予定 特に大きな変更は予定していませんが，テキストだけでなく，引き続き新聞やイ

ンターネットから最新の動向を紹介していきたいと思います。 
講義目的 本講義では、コンピュータ応用分野である画像処理と CG に関する専門知識を習

得し、現実の問題に対して応用するための手法を身に付けることを目的とする。
前半では画像を処理するための理論と手法、後半では CG を生成するための理論
と手法について講義する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 画像処理の目的、CG の目的、画像処理と CG の融合について講義する。 

2 回 画像処理について、濃淡画像処理(1):画像処理の歴史、人間の視覚、色彩の
表現、画像のディジタル表現、濃淡情報の変換について講義する。 
3 回 濃淡画像処理(2):平滑化処理、鮮鋭化処理について講義する。 
4 回 濃淡画像処理(3):幾何学的変換処理について講義する。 
5 回 濃淡画像処理(4):エッジ検出処理、テンプレート・マッチング処理(1)につ
いて講義する。 
6 回 濃淡画像処理(5):テンプレート・マッチング処理(2)について講 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、講義内容全体を俯瞰しておくこと。 
2 回 テキスト「2.1 画像処理について」?「2.2.1 濃淡情報の変換」を予習してお
くこと。 
3 回 前回の演習問題をダウンロードし、正誤を確認しておくこと。テキスト
「2.2.2 平滑化処理」「2.2.3 鮮鋭化処理」を予習しておくこと。 
4 回 前回の演習問題をダウンロードし、正誤を確認しておくこと。テキスト
「2.2.4 幾何学的変換処理」を予習しておくこと。 
5 回 前回の演習問題をダウンロードし、正誤を確認しておくこと。テキスト
「2.2.5 エッジ 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0751P 
成績評価 中間試験(40%)、定期試験(50%)、演習レポート(10%)、60%以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0751P 画像処理とＣＧ 
担当教員名 島⽥ 英之 
単位数 2 
教科書 初回の講義にて講義ノートを配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画参照。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 画像処理とＣＧ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 講義開始時に当日の講義内容に関する演習問題を配付し、講義終了時に解答を回

収することによって出席の確認とする。採点した演習問題とその解答は、講義後
にインターネット経由で各個人ごとに開示するので、毎回必ず「学科情報ページ」
から参照し、復習されたい。※ 

シラバスコード FTJ0751P 
実務経験のある教員  
達成目標 画像処理については、濃淡画像処理、２値画像処理、線図形処理の概要を理解し、

それらを組み合わせて現実の問題に応用できること。CG については、３次元空
間をイメージしつつ、オブジェクト座標系でモデリングした３次元物体を透視変
換し、デバイス座標系に描くまでの一連のプロセスを習得すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 島⽥（英）研究室 18 号館 5 階 オフィスアワー月〜金昼 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Image Processing and Computer Graphics 
関連科目 応用数学 II、コンピュータ実習、情報処理実験、マルチメディア⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では、コンピュータ応用分野である画像処理と CG に関する専門知識を習

得し、現実の問題に対して応用するための手法を身に付けることを目的とする。
前半では画像を処理するための理論と手法、後半では CG を生成するための理論
と手法について講義する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 画像処理の目的、CG の目的、画像処理と CG の融合について講義する。 
2 回 画像処理について、濃淡画像処理(1):画像処理の歴史、人間の視覚、色彩の
表現、画像のディジタル表現、濃淡情報の変換について講義する。 
3 回 濃淡画像処理(2):平滑化処理、鮮鋭化処理について講義する。 
4 回 濃淡画像処理(3):幾何学的変換処理について講義する。 
5 回 濃淡画像処理(4):エッジ検出処理、テンプレート・マッチング処理(1)につ
いて講義する。 
6 回 濃淡画像処理(5):テンプレート・マッチング処理(2)について講 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、講義内容全体を俯瞰しておくこと。 
2 回 テキスト「2.1 画像処理について」?「2.2.1 濃淡情報の変換」を予習してお
くこと。 
3 回 前回の演習問題をダウンロードし、正誤を確認しておくこと。テキスト
「2.2.2 平滑化処理」「2.2.3 鮮鋭化処理」を予習しておくこと。 
4 回 前回の演習問題をダウンロードし、正誤を確認しておくこと。テキスト
「2.2.4 幾何学的変換処理」を予習しておくこと。 
5 回 前回の演習問題をダウンロードし、正誤を確認しておくこと。テキスト
「2.2.5 エッジ 

 



年度 2014 
授業コード FTJ07711 
成績評価 得点配分を中間テスト（30%），定期試験（60%），課題提出（10%）とし，１０

０点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜10) 
見出し FTJ07711 メカトロニクス(再) 
担当教員名 島⽥ 恭宏 
単位数 2 
教科書 センサの基本と実用回路／中沢信明，松井利一，山⽥ 功／コロナ社／978-4-

339-03353-3：また必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画の各回の括弧内を参照すること。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 メカトロニクス(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 全般的には、「センシング」という言葉で本を探してみること。個別のセンサでバ

ースについては「センサ⼯学」という言葉で探したり、あるいはロボット関連の
書籍を探してみること。 

授業形態 講義 
注意備考 ・レポート提出を求められた場合、必ず所定の用紙を使用すること。特に B5 サ

イズなどのルーズリーフノートは使用しないこと。 
・メールアドレスは公開しているが、質問などの要件については、メールでは返
答しない。メールはアポイント用と考えること。 

シラバスコード FTJ07711 
実務経験のある教員  
達成目標 １．測定データの基礎的な処理方法を理解し、説明や計算ができること。 

２．センサ用の電気・電子回路（オペアンプ、ブリッジ等）について理解し、具
体的な例が示された場合に必要となる回路パラメータが自身で決定できること。 
３．センサの変換原理を理解し、授業で説明した種類については説明できること。 
４．センスする物理量に対して適切なセンサが選択できること。 
５．ＡＤ変換器の概略を理解し、説明できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 島⽥恭宏：shimada×ice.ous.ac.jp 

島⽥恭宏研究室 20 号館 3 階 
オフィスアワー 水・⽊：昼休み 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Mechatronics 
関連科目 電気回路、論理回路Ⅰ、コンピュータ⼯学Ⅰ、ヒューマンコンピュータインタラ

クション 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コンピュータの使い方が多様化する現在、人間とコンピュータとの多様なインタ

ラクションを成立させるためには、コンピュータは人間の行動を把握し、それぞ
れの行動に対して適切な応答を返さなければならない。これらを実現するために
は高速な計算システムが必要なことは言うに及ばないが、環境をセンスするセン
サや、センサから得られる信号を変換し、計算可能なデータにする必要がある。
本講義ではセンサ、周辺回路、A/D 変換器などの構造や原理、データの処理方法
に関する基本的事項について学習する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 センサ、センシングとその技術の基礎的事項やセンサ信号の処理過程につ

いて説明する。 
（センサ、センシング） 
2 回 センサで計測したデータの処理に関連する基本的事項について説明する。 
（ノイズ、ディジタル変換） 
3 回 統計的データ処理・信号処理について説明する。 
（有効数字、測定誤差、最小二乗法、平滑化、同期加算） 
4 回 統計的データ処理・信号処理について説明する。 
（FFT、相互相関、自己相関） 
5 回 センサの特性評価について説明する。 
（静特性、動特性） 
6 回 オペアンプについて説明する。 
（非反転 

準備学習 1 回 テキストを入手し、全体に目を通しておくこと。 
2 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
5 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
8 回 中間テストといえど、全体の 30％は占めている。必ずテスト勉強をして受
験すること。提出物は 10％しかないわけで、定期試験で仮に満点を取ったとして
も 60％しかない。 
9 回 テキストの該当箇所を 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0771P 
成績評価 得点配分を中間テスト（30%），定期試験（60%），課題提出（10%）とし，１０

０点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0771P メカトロニクス(再) 
担当教員名 島⽥ 恭宏 
単位数 2 
教科書 センサの基本と実用回路／中沢信明，松井利一，山⽥ 功／コロナ社／978-4-

339-03353-3：また必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画の各回の括弧内を参照すること。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 メカトロニクス(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 全般的には、「センシング」という言葉で本を探してみること。個別のセンサでバ

ースについては「センサ⼯学」という言葉で探したり、あるいはロボット関連の
書籍を探してみること。 

授業形態 講義 
注意備考 ・レポート提出を求められた場合、必ず所定の用紙を使用すること。特に B5 サ

イズなどのルーズリーフノートは使用しないこと。 
・メールアドレスは公開しているが、質問などの要件については、メールでは返
答しない。メールはアポイント用と考えること。 

シラバスコード FTJ0771P 
実務経験のある教員  
達成目標 １．測定データの基礎的な処理方法を理解し、説明や計算ができること。 

２．センサ用の電気・電子回路（オペアンプ、ブリッジ等）について理解し、具
体的な例が示された場合に必要となる回路パラメータが自身で決定できること。 
３．センサの変換原理を理解し、授業で説明した種類については説明できること。 
４．センスする物理量に対して適切なセンサが選択できること。 
５．ＡＤ変換器の概略を理解し、説明できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 島⽥恭宏：shimada×ice.ous.ac.jp 

島⽥恭宏研究室 20 号館 3 階 
オフィスアワー 水・⽊：昼休み 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Mechatronics 
関連科目 電気回路、論理回路Ⅰ、コンピュータ⼯学Ⅰ、ヒューマンコンピュータインタラ

クション 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コンピュータの使い方が多様化する現在、人間とコンピュータとの多様なインタ

ラクションを成立させるためには、コンピュータは人間の行動を把握し、それぞ
れの行動に対して適切な応答を返さなければならない。これらを実現するために
は高速な計算システムが必要なことは言うに及ばないが、環境をセンスするセン
サや、センサから得られる信号を変換し、計算可能なデータにする必要がある。
本講義ではセンサ、周辺回路、A/D 変換器などの構造や原理、データの処理方法
に関する基本的事項について学習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 センサ、センシングとその技術の基礎的事項やセンサ信号の処理過程につ

いて説明する。 
（センサ、センシング） 
2 回 センサで計測したデータの処理に関連する基本的事項について説明する。 
（ノイズ、ディジタル変換） 
3 回 統計的データ処理・信号処理について説明する。 
（有効数字、測定誤差、最小二乗法、平滑化、同期加算） 
4 回 統計的データ処理・信号処理について説明する。 
（FFT、相互相関、自己相関） 
5 回 センサの特性評価について説明する。 
（静特性、動特性） 
6 回 オペアンプについて説明する。 
（非反転 

準備学習 1 回 テキストを入手し、全体に目を通しておくこと。 
2 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
5 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
8 回 中間テストといえど、全体の 30％は占めている。必ずテスト勉強をして受
験すること。提出物は 10％しかないわけで、定期試験で仮に満点を取ったとして
も 60％しかない。 
9 回 テキストの該当箇所を 

 



年度 2014 
授業コード FTJ08310 
成績評価 研究の具体的内容と卒業論文（指導教員による評価：６０％），プレゼンテーショ

ンと研究内容（発表会参加教員による客観評価：４０％）を総合して評価し６０％
以上を合格とする。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 情報⼯学科(〜11) 
見出し FTJ08310 卒業研究 
担当教員名 小畑 正貴、大倉 充、島⽥ 恭宏、南原 英生、島⽥ 英之、片山 謙吾、尾

崎 亮、 
単位数 8 
教科書 配属された教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 配属された教員の指示による。 
授業形態 実験実習 
注意備考 卒業研究は，配属された教員の指導にしたがって研究室ごとに行う。 

以下の必修条件をすべて満たすこと。 
・中間発表会の予稿を期限内に提出し，口頭発表を行うこと。 
・卒業論文及び発表会の予稿を期限内に提出し，口頭発表を行うこと。 

シラバスコード FTJ08310 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)学習計画を立て，学習した内容を記録することができる。(2)必要な情報を自

分で獲得する手段を知っており，実行できる。(3)これまでに学んできたさまざま
な知識を応用して，自主的に解決法を考案できる。(4)複数の解決法について，比
較検討できる。(5)課題に対して，背景・研究目的・制約などを具体的に記述でき
る。(6)文法的に正しく，論理的な記述ができる。(7)プレゼンテーションソフト
などを利用して，発表ができる。(8)質問を理解し，的確な返答ができる。 
なお，卒業研究発表および卒業研究論文作成まで行うことが 

受講者へのコメント  
連絡先 代表：学科⻑（原則：配属先研究室指導教員） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Graduation Thesis 
関連科目 情報⼯学科の全ての科目＋Ｂ群の必修科目 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 研究室に配属され１年間を通じて研究を行う。研究室の指導教員の下で，コンピ

ュータシステム，コンピュータ応用，情報通信の各分野の少なくとも１分野に関
連した内容で，社会の要求を踏まえて課題を設定し，限定された範囲で解決でき
る能力を養うことを目標とする。また卒業研究論文の作成，研究発表を通して，
自主的に学習を継続することができる能力，および日本語による記述力，発表力，
コミュニケーション能力を養うことを目標とする。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 配属研究室は原則として前年度２月中に決まるので，配属された教員の指導に従

うこと． 
 



年度 2014 
授業コード FTJ08320 
成績評価 研究の具体的内容と卒業論文（指導教員による評価：６０％），プレゼンテーショ

ンと研究内容（発表会参加教員による客観評価：４０％）を総合して評価し６０％
以上を合格とする。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 情報⼯学科(09〜10) 
見出し FTJ08320 卒業研究【春学期最終評価】 
担当教員名 大倉 充、島⽥ 英之、吉⽥ 誠 
単位数 8 
教科書 配属された教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究【春学期最終評価】 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 配属された教員の指示による。 
授業形態 実験実習 
注意備考 卒業研究は，配属された教員の指導にしたがって研究室ごとに行う。 

以下の必修条件をすべて満たすこと。 
・中間発表会の予稿を期限内に提出し，口頭発表を行うこと。 
・卒業論文及び発表会の予稿を期限内に提出し，口頭発表を行うこと。 

シラバスコード FTJ08320 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)学習計画を立て，学習した内容を記録することができる。(2)必要な情報を自

分で獲得する手段を知っており，実行できる。(3)これまでに学んできたさまざま
な知識を応用して，自主的に解決法を考案できる。(4)複数の解決法について，比
較検討できる。(5)課題に対して，背景・研究目的・制約などを具体的に記述でき
る。(6)文法的に正しく，論理的な記述ができる。(7)プレゼンテーションソフト
などを利用して，発表ができる。(8)質問を理解し，的確な返答ができる。 
なお，卒業研究発表および卒業研究論文作成まで行うことが 

受講者へのコメント  
連絡先 代表：学科⻑（原則：配属先研究室指導教員） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Graduation Thesis 
関連科目 情報⼯学科の全ての科目＋Ｂ群の必修科目 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 研究室に配属され１年間を通じて研究を行う。研究室の指導教員の下で，コンピ
ュータシステム，コンピュータ応用，情報通信の各分野の少なくとも１分野に関
連した内容で，社会の要求を踏まえて課題を設定し，限定された範囲で解決でき
る能力を養うことを目標とする。また卒業研究論文の作成，研究発表を通して，
自主的に学習を継続することができる能力，および日本語による記述力，発表力，
コミュニケーション能力を養うことを目標とする。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 配属研究室は原則として前年度２月中に決まるので，配属された教員の指導に従

うこと． 
 



年度 2014 
授業コード FTJ08330 
成績評価 研究の具体的内容と卒業論文（指導教員による評価：６０％），プレゼンテーショ

ンと研究内容（発表会参加教員による客観評価：４０％）を総合して評価し６０％
以上を合格とする。 

曜日時限  
対象クラス 情報⼯学科(09〜10) 
見出し FTJ08330 卒業研究【秋学期中間評価】 
担当教員名 大倉 充、片山 謙吾、南原 英生、麻谷 淳 
単位数 8 
教科書 配属された教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究【秋学期中間評価】 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 配属された教員の指示による。 
授業形態 実験実習 
注意備考 卒業研究は，配属された教員の指導にしたがって研究室ごとに行う。 

以下の必修条件をすべて満たすこと。 
・中間発表会の予稿を期限内に提出し，口頭発表を行うこと。 
・卒業論文及び発表会の予稿を期限内に提出し，口頭発表を行うこと。 

シラバスコード FTJ08330 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)学習計画を立て，学習した内容を記録することができる。(2)必要な情報を自

分で獲得する手段を知っており，実行できる。(3)これまでに学んできたさまざま
な知識を応用して，自主的に解決法を考案できる。(4)複数の解決法について，比
較検討できる。(5)課題に対して，背景・研究目的・制約などを具体的に記述でき
る。(6)文法的に正しく，論理的な記述ができる。(7)プレゼンテーションソフト
などを利用して，発表ができる。(8)質問を理解し，的確な返答ができる。 
なお，卒業研究発表および卒業研究論文作成まで行うことが 

受講者へのコメント  
連絡先 代表：学科⻑（原則：配属先研究室指導教員） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Graduation Thesis 
関連科目 情報⼯学科の全ての科目＋Ｂ群の必修科目 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 研究室に配属され１年間を通じて研究を行う。研究室の指導教員の下で，コンピ
ュータシステム，コンピュータ応用，情報通信の各分野の少なくとも１分野に関
連した内容で，社会の要求を踏まえて課題を設定し，限定された範囲で解決でき
る能力を養うことを目標とする。また卒業研究論文の作成，研究発表を通して，
自主的に学習を継続することができる能力，および日本語による記述力，発表力，
コミュニケーション能力を養うことを目標とする。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 配属研究室は原則として前年度２月中に決まるので，配属された教員の指導に従

うこと． 
 



年度 2014 
授業コード FTJ08340 
成績評価  
曜日時限  
対象クラス 情報⼯学科(09〜10) 
見出し FTJ08340 卒業研究【秋学期最終評価】 
担当教員名 大倉 充、片山 謙吾、南原 英生、麻谷 淳 
単位数 8 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究【秋学期最終評価】 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FTJ08340 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Graduation Thesis 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FTJ08410 
成績評価 小テスト 30%，中間試験 20%，定期試験 50%により成績を評価する。 

上記 3 つの評価項目における点数の総計 60%以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜12) 
見出し FTJ08410 情報処理演習 
担当教員名 大倉 充 
単位数 2 
教科書 情報処理演習問題（注意・備考欄参照） 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容に記載 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 自由記述欄に書かれていたことを以下に示します。 

 １．基本情報を受けるつもりだったが，自分ではなかなか勉強にとりくめなか
ったので，このような時間があってよかった。 
 ２．とても勉強になりました。ありがとうございました。 
 ３．とても難しいです。 
 ４．午後の勉強をした方がいいと思った。 
資格試験を受験する学生さんの現在までの勉強量によって，この授業への評価が
定まると思っています。項目の中には授業で習っていないものもありましたが，
授業第１回目で説明したように，⼯学部情報⼯学科卒業者として必要と思われ
る，情報 

科目名 情報処理演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 関連科目で使用した教科書・配布資料 
授業形態 演習 
注意備考 講義第 1 回目に「情報処理演習問題」を配布する。各講義の始めに，前回の演習

内容に関連する，あるいは演習問題に入れられなかった重要事項に関する小テス
トを行う（10 回）。なお，提出された小テストの解答用紙で出席確認を行う。 

シラバスコード FTJ08410 
実務経験のある教員  
達成目標 講義計画に記載された項目（キーワードを含む）の内容を理解し，各項目に関連

した配布資料に記載された程度の演習問題を解くことができること。 
受講者へのコメント 情報系の会社に就職することを望むのであれば，情報処理技術者試験（特に基本

情報技術者試験）は必ず受けてください。受験するために勉強することになりま
す。自宅で行うこの勉強がとても大切で，あなたの将来に大きな影響を及ぼしま
す。 

連絡先 大倉 充：大倉研究室 18 号館 2 階 ohkura＠ice.ous.ac.jp 
オフィスアワー 月・⽊：昼休み 

合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 ・授業時間以外の学習：全くしなかったが 12.8% 

・この授業を受けてよかった点： この分野への理解が深まった 85.9% 
                          この分野への興味・関⼼が高まった 17.9% 
                          この分野での技能・技術が向上した 14.1% 
・目標の達成度：だいたいできた以上は 75.7%（半分程度できた以上は 91.1%） 
・教員の熱意：少し感じられた以上は 92.3% 
・満足度：ほぼ満足以上が 89.8%（普通以上は 97.5%） 
・授業の手 

英文科目名 Exercises in Information Processing 
関連科目 情報⼯学入門・論理回路 I・コンピュータ⼯学 I,II・データ構造とアルゴリズム・

情報数学 I・オペレーティングシステム・プログラミング言語論・情報ネットワ
ーク基礎論・コンピュータネットワーク・ソフトウェア⼯学・データベース・暗
号とセキュリティ など。 

次回に向けての改善変更予定 毎年記述していることですが，『情報処理演習問題』の内容充実を目指します。具
体的には，基本情報技術者試験の最新午前問題および新技術の説明の追加を行い
ます。また，家庭学習の重要性を伝え，『情報処理演習問題』に載せた問題は必ず
行うように指導します。 

講義目的 本講義は，情報⼯学全般に必要な専門知識と応用能力を養うことを目的としてお
り，過去の基本情報技術者試験（午前の部）で出題された問題を題材として演習
を行う。演習項目の多くは，すでに 3 年前期までの講義で学習した内容である。
そのため，各自で知識が不完全な分野を確認して復習することが重要である。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 演習に関するオリエンテーションを行った後に，現時点での知識確認テス

トを実施する。 
2 回 ⼯学基礎とデータ表現に関する演習を実施する。 
補助単位・誤差・分散・標準偏差・正規分布・確率基礎・基数変換 
3 回 データ表現とデータの標準化に関する演習を実施する。 
マスクビット・補数・文字コード・データ形式・バーコード 
4 回 流れ図とデータ構造に関する演習を実施する。 
流れ図の見方・リスト・キュー・スタック・2 分⽊ 
5 回 整列アルゴリズムと探索アルゴリズムに関する演習を実施する。 
単純選択法・バブルソート・シェ 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 「情報処理演習問題集」の授業内容該当箇所の問題を行うこと。不明な点が
あれば，講義「論理回路 I」，「コンピュータ⼯学 I」および「情報数学 I」の授業
内容に関連する箇所を復習すること。 
3 回 第 2 回の該当問題を再度解き，また授業内容該当箇所の問題を行うこと。
不明な点があれば，講義「論理回路 I」と「情報⼯学入門」の授業内容に関連す
る箇所を復習すること。 
4 回 第 3 回の該当問題を再度解き，また授業内容該当箇所の問題を行うこと。
不明な点があれば，講義「データ 



 



年度 2014 
授業コード FTJ0841P 
成績評価 小テスト 30%，中間試験 20%，定期試験 50%により成績を評価する。 

上記 3 つの評価項目における点数の総計 60%以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0841P 情報処理演習 
担当教員名 大倉 充 
単位数 2 
教科書 情報処理演習問題（注意・備考欄参照） 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容に記載 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報処理演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 関連科目で使用した教科書・配布資料 
授業形態 演習 
注意備考 講義第 1 回目に「情報処理演習問題」を配布する。各講義の始めに，前回の演習

内容に関連する，あるいは演習問題に入れられなかった重要事項に関する小テス
トを行う（10 回）。なお，提出された小テストの解答用紙で出席確認を行う。 

シラバスコード FTJ0841P 
実務経験のある教員  
達成目標 講義計画に記載された項目（キーワードを含む）の内容を理解し，各項目に関連

した配布資料に記載された程度の演習問題を解くことができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 大倉 充：大倉研究室 18 号館 2 階 ohkura＠ice.ous.ac.jp 

オフィスアワー 月・⽊：昼休み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercises in Information Processing 
関連科目 情報⼯学入門・論理回路 I・コンピュータ⼯学 I,II・データ構造とアルゴリズム・

情報数学 I・オペレーティングシステム・プログラミング言語論・情報ネットワ
ーク基礎論・コンピュータネットワーク・ソフトウェア⼯学・データベース・暗
号とセキュリティ など。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義は，情報⼯学全般に必要な専門知識と応用能力を養うことを目的としてお

り，過去の基本情報技術者試験（午前の部）で出題された問題を題材として演習
を行う。演習項目の多くは，すでに 3 年前期までの講義で学習した内容である。



そのため，各自で知識が不完全な分野を確認して復習することが重要である。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 演習に関するオリエンテーションを行った後に，現時点での知識確認テス

トを実施する。 
2 回 ⼯学基礎とデータ表現に関する演習を実施する。 
補助単位・誤差・分散・標準偏差・正規分布・確率基礎・基数変換 
3 回 データ表現とデータの標準化に関する演習を実施する。 
マスクビット・補数・文字コード・データ形式・バーコード 
4 回 流れ図とデータ構造に関する演習を実施する。 
流れ図の見方・リスト・キュー・スタック・2 分⽊ 
5 回 整列アルゴリズムと探索アルゴリズムに関する演習を実施する。 
単純選択法・バブルソート・シェ 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 「情報処理演習問題集」の授業内容該当箇所の問題を行うこと。不明な点が
あれば，講義「論理回路 I」，「コンピュータ⼯学 I」および「情報数学 I」の授業
内容に関連する箇所を復習すること。 
3 回 第 2 回の該当問題を再度解き，また授業内容該当箇所の問題を行うこと。
不明な点があれば，講義「論理回路 I」と「情報⼯学入門」の授業内容に関連す
る箇所を復習すること。 
4 回 第 3 回の該当問題を再度解き，また授業内容該当箇所の問題を行うこと。
不明な点があれば，講義「データ 

 



年度 2014 
授業コード FTJ08510 
成績評価 3 つの実験報告書 100%により成績を評価する。 

各テーマの報告書を 100 点満点で採点し，平均点が 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜12) 
見出し FTJ08510 情報処理実験 
担当教員名 大倉 充、島⽥ 恭宏 
単位数 2 
教科書 情報処理実験指導書／情報⼯学科編（注意・備考欄参照） 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容に記載 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「TA に質問したら TA もわからないみたいで，ずっと問題だけ読まれた。成績

優秀な TA をやとうべきだと感じた」 
 どのような状況だったのかわかりませんが，TA, SA の方は 3 年生の時に実験
をしていますし，また，学生指導のために，再度，実験を行ってもらっています。
しかし，当然のことですが，TA, SA の方がすべての質問に答えることはできま
せんから，そのような場合は教員に質問してください。次年度は，授業アンケー
トでこのような意見があった，と TA, SA の方に伝え，適切な対処ができるよう
に指導します。 
「教科書が後 

科目名 情報処理実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 関連科目で使用した教科書 
授業形態 実験実習 
注意備考 「エンジニアリングデザイン実習(A), (B)」と「情報処理実験」は選択必修科目

であり，成績順位，所属するコースおよび希望によりいずれかを履修する。これ
については、詳細を春学期オリエンテーションで説明する。また希望調査票も配
布する。春学期オリエンテーションには必ず出席し，説明を受け希望調査票を提
出すること。希望通りに受講科目が決定するわけではないので，科目決定につい
てもオリエンテーションで説明する。これらの科目の履修登録はまとめて教員が
行うので，後日，各自の登録科目を確認すること。なお，実験第 1 回目に「情 

シラバスコード FTJ08510 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 課題に対するアルゴリズムを作成し，プログラミング言語により具体化でき

ること。 
(2) 計画的に実験を進め，定められた時間で課題を終了し，報告書を提出できる
こと。 
(3) 課題に対して，複数の解決法の比較検討ができること（テーマによる）。 
(4) 課題解決のために必要なデータ収集を行うことができること（テーマによ



る）。 
(5) 論理的な構成を持ち，文法的に正しい表現で報告書を作成できること。 

受講者へのコメント 情報処理実験はソフトウェア実験ですので，特にプログラミングの知識が乏しい
人にとっては内容が難しかったと思います。また本実験には，限定された範囲で
はありますが応用能力を養成するという学習・教育到達目標があります。したが
って，実験課題も基礎的なものばかりではなく，応用的なものも含まれていまし
た。自分の能力向上のために積極的に課題に取り組みましたか？実験に関連する
講義科目の教科書や資料等を見直しましたか？不明な点を教員に質問しました
か？ 
これからも，4 年次の卒業研究という応用能力を養うための科目が待っています
の 

連絡先 島⽥恭宏：島⽥恭宏研究室 20 号館 3 階 shimada@ice.ous.ac.jp  
オフィスアワー 水・⽊：昼休み 
大倉 充：大倉研究室 18 号館 2 階 ohkura＠ice.ous.ac.jp  
オフィスアワー 月・⽊：昼休み 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・授業時間以外の学習：全くしなかったが 34.7% 
・目標の達成度：だいたいできた以上は 81.6%（半分程度できた以上は 98%） 
・教員の熱意：少し感じられた以上は 87.8% 
・満足度：ほぼ満足以上が 79.6%（普通以上は 96%） 
・授業の手法について：特にないが 89.8% 
・授業の進行と教材の提示について：特にないが 98% 
 以上のアンケート結果から，大きな問題はないと判断しています。ただし， 
 ・理解しやすいように，説明にもう少し⼯夫を加えてもらえるとよい：4.1% 
 ・教科書や資料が，少し平易なものの 

英文科目名 Information Processing Laboratory 
関連科目 プログラミング I，II・アドバンストプログラミング・画像処理と CG・情報通信

基礎論・マルチメディア⼯学・ディジタル信号処理・応用数学 II・数値計算 
次回に向けての改善変更予定 今回の授業アンケートの結果を参考にして，実験指導書の修正・記述の追加を行

います。 
講義目的 フリーソフトウェアである POV-Ray を用いた CG 製作，画像処理の基本技法の

C 言語による具体化，および C 言語による信号の合成や周波数解析を行う。本実
験では，各テーマで設定された課題を計画的に進め，データを収集・解析し，結
果をまとめる能力を養うことを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 実験に関するオリエンテーションを行った後に，報告書作成に関する説明

を行う。さらに，グラフ作成ソフトウェア xgraph に関する演習を実施する。 
2 回 CG に関する実験の第 1 回目を実施する。 
POV-Ray の使用法の習得・単純なシーンの作成 
3 回 CG に関する実験の第 2 回目を実施する。 
CSG 演算とマッピングを用いたより複雑なシーンの作成 



4 回 CG に関する実験の第 3 回目を実施する。 
数値データの可視化 
5 回 「CG に関する実験」報告書を実験開始前に提出する。教員が報告書の内容
をチェックするので，指摘さ 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 実験指導書の該当箇所を読んでおくこと。特に，座標系について十分に理解
しておくこと。 
3 回 前回の学習内容と作業手順を完全に理解しておくこと。 
4 回 C 言語によるプログラムの記述，コンパイル手順について復習しておくこ
と。 
5 回 「CG に関する実験」報告書を作成しておくこと。 
6 回 指導書の該当箇所を読んでおくこと。また，プログラミング I で学習した関
数について復習しておくこと。 
7 回 指導書に書かれた HSV 変換について理解しておくこと。 
8 回 指導書 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0851P 
成績評価 3 つの実験報告書 100%により成績を評価する。 

各テーマの報告書を 100 点満点で採点し，平均点が 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0851P 情報処理実験 
担当教員名 大倉 充、島⽥ 恭宏 
単位数 2 
教科書 情報処理実験指導書／情報⼯学科編（注意・備考欄参照） 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容に記載 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報処理実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 関連科目で使用した教科書 
授業形態 実験実習 
注意備考 「エンジニアリングデザイン実習(A), (B)」と「情報処理実験」は選択必修科目

であり，成績順位，所属するコースおよび希望によりいずれかを履修する。これ
については、詳細を春学期オリエンテーションで説明する。また希望調査票も配
布する。春学期オリエンテーションには必ず出席し，説明を受け希望調査票を提
出すること。希望通りに受講科目が決定するわけではないので，科目決定につい
てもオリエンテーションで説明する。これらの科目の履修登録はまとめて教員が
行うので，後日，各自の登録科目を確認すること。なお，実験第 1 回目に「情 

シラバスコード FTJ0851P 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 課題に対するアルゴリズムを作成し，プログラミング言語により具体化でき

ること。 
(2) 計画的に実験を進め，定められた時間で課題を終了し，報告書を提出できる
こと。 
(3) 課題に対して，複数の解決法の比較検討ができること（テーマによる）。 
(4) 課題解決のために必要なデータ収集を行うことができること（テーマによ
る）。 
(5) 論理的な構成を持ち，文法的に正しい表現で報告書を作成できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 島⽥恭宏：島⽥恭宏研究室 20 号館 3 階 shimada@ice.ous.ac.jp  

オフィスアワー 水・⽊：昼休み 
大倉 充：大倉研究室 18 号館 2 階 ohkura＠ice.ous.ac.jp  
オフィスアワー 月・⽊：昼休み 

合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information Processing Laboratory 
関連科目 プログラミング I，II・アドバンストプログラミング・画像処理と CG・情報通信

基礎論・マルチメディア⼯学・ディジタル信号処理・応用数学 II・数値計算 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 フリーソフトウェアである POV-Ray を用いた CG 製作，画像処理の基本技法の

C 言語による具体化，および C 言語による信号の合成や周波数解析を行う。本実
験では，各テーマで設定された課題を計画的に進め，データを収集・解析し，結
果をまとめる能力を養うことを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実験に関するオリエンテーションを行った後に，報告書作成に関する説明

を行う。さらに，グラフ作成ソフトウェア xgraph に関する演習を実施する。 
2 回 CG に関する実験の第 1 回目を実施する。 
POV-Ray の使用法の習得・単純なシーンの作成 
3 回 CG に関する実験の第 2 回目を実施する。 
CSG 演算とマッピングを用いたより複雑なシーンの作成 
4 回 CG に関する実験の第 3 回目を実施する。 
数値データの可視化 
5 回 「CG に関する実験」報告書を実験開始前に提出する。教員が報告書の内容
をチェックするので，指摘さ 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 実験指導書の該当箇所を読んでおくこと。特に，座標系について十分に理解
しておくこと。 
3 回 前回の学習内容と作業手順を完全に理解しておくこと。 
4 回 C 言語によるプログラムの記述，コンパイル手順について復習しておくこ
と。 
5 回 「CG に関する実験」報告書を作成しておくこと。 
6 回 指導書の該当箇所を読んでおくこと。また，プログラミング I で学習した関
数について復習しておくこと。 
7 回 指導書に書かれた HSV 変換について理解しておくこと。 
8 回 指導書 

 



年度 2014 
授業コード FTJ08610 
成績評価 報告書（100％） 

課題ごとに、以下の４項目を評価し、３課題の平均が６０％以上を合格とする。  
(1)定められた時間で課題を終了し、報告書を提出できる。 
(2)作成したプログラムや回路の動作，測定の結果が正しい。 
(3)実験結果の比較や他の解決方法などの検討・考察ができる。 
(4)報告書の構成が適切で、文章や図表が正しく記述できる。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス JA(〜12) 
見出し FTJ08610 情報⼯学実験 
担当教員名 片山 謙吾、尾崎 亮、伊藤 拓 
単位数 2 
教科書 情報⼯学実験指導書 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「とても勉強になりました。有り難うございました。」 

→ 机上の勉強だけでは，得られないことも実験には多くあると思います。今後
も学生が興味を持つような内容・⼯夫を取り入れていきたいと思います。 
「（９）の設問でチェックしたが，組込みシステムとマイコンの授業が同じ教室
のため，組込みシステムの方の説明が聞きづらかった。」 
→ 限られたスペースでの実験であり，実験開始時などでは，２つの実験の各担
当教員が実験内容の説明を同時にせざるを得ないのが実情です。説明時に一時的
に学生に集まってもらうなど，あまり大きな声に 

科目名 情報⼯学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考 講義時間開始時に出席をとる。実験終了時には、実験結果について教官の点検を

受ける。  
２週目〜１３週目の実験の終了時刻は１８：３０とする（１５分延⻑）。 

シラバスコード FTJ08610 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)組込みシステムの構成と開発方法を理解し、開発ツールを使って簡単な応用

ソフトウェアを作成できる。 
(2)Verilog HDL によりカウンタの応用回路を設計し、PLD に実装できる。 
(3)機械語とアセンブリ言語の関係・命令を理解し、擬似エレベータシステムをイ
メージした機械語プログラムを作成できる。  
(4)グループで計画的に実験を進め，定められた時間で課題を終了し，論理的な構
成を持った報告書が作成できる。? 



受講者へのコメント  実際に装置や機器を使った実験が主であり，3 つの実験テーマは学生が興味を
持つよう⼯夫されています。また，1 年次 2 年次で学習した専門科目の内容の知
識や応用も実験内容に一部含まれていることから，それらの学習内容を復習でき
るだけでなく，知識を活かして実験に取り組むこともできると思います。 

連絡先 代表者： 
小畑正貴 １８号館４階 
片山謙吾 ４号館２階 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 項目６）授業に対する教員の意欲が感じられましたか 
69.6% 感じられた 
21.4% 少し感じられた 
となっており，91.0%の学生が教員の意欲を感じています 
項目７）この授業に満足しましたか 
60.7% 満足 
28.6% ほぼ満足 
となっており，89.3%の学生が満足しています。 

英文科目名 Information Engineering Laboratory 
関連科目 論理回路 I・II、コンピュータ⼯学 I・II、アナログ回路、ディジタル回路、情報

処理実験 
次回に向けての改善変更予定  学生が実験をよりスムーズにすすめられるように一層⼯夫していきたいと思

います。 
講義目的 ３題目の実験を行うことにより以下の事柄について学ぶ。  

(1)電気製品などに内蔵される組込みシステムのソフトウェア開発技術を習得す
る。 
(2)ハードウェア記述言語による回路設計およびプログラマブル論理デバイスの
利用方法を習得する。 
(3)機械語によりＣＰＵを制御し，マイクロコンピュータの構造と動作を理解す
る。  
各課題に対して２人１組で実験を行い、情報⼯学分野の専門知識を習得すると共
に応用能力や問題解決能力を養うことを目標としている。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（資料配布、実験題目・内容、実験の進め方、報告書の

書き方）を実施する。 
2 回 〔１〕組込みシステム（１週目） プログラム開発手順、液晶表示、キー入
力の実験を実施する。 
3 回 組込みシステム（２週目） ＡＤ変換、センサ、ステッピングモータの実験
を実施する。 
4 回 組込みシステム（３週目） 割り込み、応用課題の実験を実施する。 
5 回 ＩＴコース：報告書を修正し、提出する。 
ＣＥコース：組込みシステム 応用課題の実験を実施する。 
6 回 〔２〕論理回路（１週目） ハードウェア記述言語、回路 



準備学習 1 回 Ｃ言語、機械語、論理回路について復習しておくこと。 
2 回 指導書を読んで、実験内容を理解してくること。 
3 回 指導書を読んで、実験内容を理解してくること。 
4 回 指導書を読んで、実験内容を理解してくること。 
5 回 ＩＴコース：報告書を作成すること。  
ＣＥコース：指導書を読み、実験内容を理解してくること。 
6 回 指導書を読んで、実験内容を理解してくること。 ＣＥコースは報告書を完
成させてくること。 
7 回 指導書を読んで、実験内容を理解してくること。 
8 回 指導書を読んで、応用課題の計画をたててくるこ 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0861P 
成績評価 報告書（100％） 

課題ごとに、以下の４項目を評価し、３課題の平均が６０％以上を合格とする。  
(1)定められた時間で課題を終了し、報告書を提出できる。 
(2)作成したプログラムや回路の動作，測定の結果が正しい。 
(3)実験結果の比較や他の解決方法などの検討・考察ができる。 
(4)報告書の構成が適切で、文章や図表が正しく記述できる。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0861P 情報⼯学実験 
担当教員名 片山 謙吾、尾崎 亮、伊藤 拓 
単位数 2 
教科書 情報⼯学実験指導書 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報⼯学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考 講義時間開始時に出席をとる。実験終了時には、実験結果について教官の点検を

受ける。  
２週目〜１３週目の実験の終了時刻は１８：３０とする（１５分延⻑）。 

シラバスコード FTJ0861P 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)組込みシステムの構成と開発方法を理解し、開発ツールを使って簡単な応用

ソフトウェアを作成できる。 
(2)Verilog HDL によりカウンタの応用回路を設計し、PLD に実装できる。 
(3)機械語とアセンブリ言語の関係・命令を理解し、擬似エレベータシステムをイ
メージした機械語プログラムを作成できる。  
(4)グループで計画的に実験を進め，定められた時間で課題を終了し，論理的な構
成を持った報告書が作成できる。? 

受講者へのコメント  
連絡先 代表者： 

小畑正貴 １８号館４階 
片山謙吾 ４号館２階 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Information Engineering Laboratory 
関連科目 論理回路 I・II、コンピュータ⼯学 I・II、アナログ回路、ディジタル回路、情報

処理実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ３題目の実験を行うことにより以下の事柄について学ぶ。  

(1)電気製品などに内蔵される組込みシステムのソフトウェア開発技術を習得す
る。 
(2)ハードウェア記述言語による回路設計およびプログラマブル論理デバイスの
利用方法を習得する。 
(3)機械語によりＣＰＵを制御し，マイクロコンピュータの構造と動作を理解す
る。  
各課題に対して２人１組で実験を行い、情報⼯学分野の専門知識を習得すると共
に応用能力や問題解決能力を養うことを目標としている。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（資料配布、実験題目・内容、実験の進め方、報告書の

書き方）を実施する。 
2 回 〔１〕組込みシステム（１週目） プログラム開発手順、液晶表示、キー入
力の実験を実施する。 
3 回 組込みシステム（２週目） ＡＤ変換、センサ、ステッピングモータの実験
を実施する。 
4 回 組込みシステム（３週目） 割り込み、応用課題の実験を実施する。 
5 回 ＩＴコース：報告書を修正し、提出する。 
ＣＥコース：組込みシステム 応用課題の実験を実施する。 
6 回 〔２〕論理回路（１週目） ハードウェア記述言語、回路 

準備学習 1 回 Ｃ言語、機械語、論理回路について復習しておくこと。 
2 回 指導書を読んで、実験内容を理解してくること。 
3 回 指導書を読んで、実験内容を理解してくること。 
4 回 指導書を読んで、実験内容を理解してくること。 
5 回 ＩＴコース：報告書を作成すること。  
ＣＥコース：指導書を読み、実験内容を理解してくること。 
6 回 指導書を読んで、実験内容を理解してくること。 ＣＥコースは報告書を完
成させてくること。 
7 回 指導書を読んで、実験内容を理解してくること。 
8 回 指導書を読んで、応用課題の計画をたててくるこ 

 



年度 2014 
授業コード FTJ08620 
成績評価 報告書（100％） 

課題ごとに、以下の４項目を評価し、３課題の平均が６０％以上を合格とする。  
(1)定められた時間で課題を終了し、報告書を提出できる。 
(2)作成したプログラムや回路の動作，測定の結果が正しい。 
(3)実験結果の比較や他の解決方法などの検討・考察ができる。 
(4)報告書の構成が適切で、文章や図表が正しく記述できる。 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス JB(〜12) 
見出し FTJ08620 情報⼯学実験 
担当教員名 小畑 正貴、吉⽥ 誠、伊藤 拓 
単位数 2 
教科書 情報⼯学実験指導書 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特に記述がありませんでした。 
科目名 情報⼯学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考 講義時間開始時に出席をとる。実験終了時には、実験結果について教官の点検を

受ける。  
２週目〜１３週目の実験の終了時刻は１８：３０とする（１５分延⻑）。 

シラバスコード FTJ08620 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)組込みシステムの構成と開発方法を理解し、開発ツールを使って簡単な応用

ソフトウェアを作成できる。 
(2)Verilog HDL によりカウンタの応用回路を設計し、PLD に実装できる。 
(3)機械語とアセンブリ言語の関係・命令を理解し、擬似エレベータシステムをイ
メージした機械語プログラムを作成できる。  
(4)グループで計画的に実験を進め，定められた時間で課題を終了し，論理的な構
成を持った報告書が作成できる。? 

受講者へのコメント 実験指導書を読んでこない人が多い。予習をしてください。 
連絡先 代表者： 

小畑正貴 １８号館４階 
片山謙吾 ４号館２階 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 満足度については「満足・ほぼ満足」95% でした。授業については 90%が問題



点は特にないでした。 
英文科目名 Information Engineering Laboratory 
関連科目 論理回路 I・II、コンピュータ⼯学 I・II、アナログ回路、ディジタル回路、情報

処理実験 
次回に向けての改善変更予定 基本的に同じように進めようと思います。 
講義目的 ３題目の実験を行うことにより以下の事柄について学ぶ。  

(1)電気製品などに内蔵される組込みシステムのソフトウェア開発技術を習得す
る。 
(2)ハードウェア記述言語による回路設計およびプログラマブル論理デバイスの
利用方法を習得する。 
(3)機械語によりＣＰＵを制御し，マイクロコンピュータの構造と動作を理解す
る。  
各課題に対して２人１組で実験を行い、情報⼯学分野の専門知識を習得すると共
に応用能力や問題解決能力を養うことを目標としている。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（資料配布、実験題目・内容、実験の進め方、報告書の

書き方）を実施する。 
2 回 〔１〕組込みシステム（１週目） プログラム開発手順、液晶表示、キー入
力の実験を実施する。 
3 回 組込みシステム（２週目） ＡＤ変換、センサ、ステッピングモータの実験
を実施する。 
4 回 組込みシステム（３週目） 割り込み、応用課題の実験を実施する。 
5 回 ＩＴコース：報告書を修正し、提出する。 
ＣＥコース：組込みシステム 応用課題の実験を実施する。 
6 回 〔２〕論理回路（１週目） ハードウェア記述言語、回路 

準備学習 1 回 Ｃ言語、機械語、論理回路について復習しておくこと。 
2 回 指導書を読んで、実験内容を理解してくること。 
3 回 指導書を読んで、実験内容を理解してくること。 
4 回 指導書を読んで、実験内容を理解してくること。 
5 回 ＩＴコース：報告書を作成すること。  
ＣＥコース：指導書を読み、実験内容を理解してくること。 
6 回 指導書を読んで、実験内容を理解してくること。 ＣＥコースは報告書を完
成させてくること。 
7 回 指導書を読んで、実験内容を理解してくること。 
8 回 指導書を読んで、応用課題の計画をたててくるこ 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0862P 
成績評価 報告書（100％） 

課題ごとに、以下の４項目を評価し、３課題の平均が６０％以上を合格とする。  
(1)定められた時間で課題を終了し、報告書を提出できる。 
(2)作成したプログラムや回路の動作，測定の結果が正しい。 
(3)実験結果の比較や他の解決方法などの検討・考察ができる。 
(4)報告書の構成が適切で、文章や図表が正しく記述できる。 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0862P 情報⼯学実験 
担当教員名 小畑 正貴、吉⽥ 誠、伊藤 拓 
単位数 2 
教科書 情報⼯学実験指導書 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報⼯学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考 講義時間開始時に出席をとる。実験終了時には、実験結果について教官の点検を

受ける。  
２週目〜１３週目の実験の終了時刻は１８：３０とする（１５分延⻑）。 

シラバスコード FTJ0862P 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)組込みシステムの構成と開発方法を理解し、開発ツールを使って簡単な応用

ソフトウェアを作成できる。 
(2)Verilog HDL によりカウンタの応用回路を設計し、PLD に実装できる。 
(3)機械語とアセンブリ言語の関係・命令を理解し、擬似エレベータシステムをイ
メージした機械語プログラムを作成できる。  
(4)グループで計画的に実験を進め，定められた時間で課題を終了し，論理的な構
成を持った報告書が作成できる。? 

受講者へのコメント  
連絡先 代表者： 

小畑正貴 １８号館４階 
片山謙吾 ４号館２階 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Information Engineering Laboratory 
関連科目 論理回路 I・II、コンピュータ⼯学 I・II、アナログ回路、ディジタル回路、情報

処理実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ３題目の実験を行うことにより以下の事柄について学ぶ。  

(1)電気製品などに内蔵される組込みシステムのソフトウェア開発技術を習得す
る。 
(2)ハードウェア記述言語による回路設計およびプログラマブル論理デバイスの
利用方法を習得する。 
(3)機械語によりＣＰＵを制御し，マイクロコンピュータの構造と動作を理解す
る。  
各課題に対して２人１組で実験を行い、情報⼯学分野の専門知識を習得すると共
に応用能力や問題解決能力を養うことを目標としている。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（資料配布、実験題目・内容、実験の進め方、報告書の

書き方）を実施する。 
2 回 〔１〕組込みシステム（１週目） プログラム開発手順、液晶表示、キー入
力の実験を実施する。 
3 回 組込みシステム（２週目） ＡＤ変換、センサ、ステッピングモータの実験
を実施する。 
4 回 組込みシステム（３週目） 割り込み、応用課題の実験を実施する。 
5 回 ＩＴコース：報告書を修正し、提出する。 
ＣＥコース：組込みシステム 応用課題の実験を実施する。 
6 回 〔２〕論理回路（１週目） ハードウェア記述言語、回路 

準備学習 1 回 Ｃ言語、機械語、論理回路について復習しておくこと。 
2 回 指導書を読んで、実験内容を理解してくること。 
3 回 指導書を読んで、実験内容を理解してくること。 
4 回 指導書を読んで、実験内容を理解してくること。 
5 回 ＩＴコース：報告書を作成すること。  
ＣＥコース：指導書を読み、実験内容を理解してくること。 
6 回 指導書を読んで、実験内容を理解してくること。 ＣＥコースは報告書を完
成させてくること。 
7 回 指導書を読んで、実験内容を理解してくること。 
8 回 指導書を読んで、応用課題の計画をたててくるこ 

 



年度 2014 
授業コード FTJ08710 
成績評価 中間試験Ⅰ(15%)、中間試験Ⅱ(15%)、定期試験(70%)の成績で、６０点以上を

合格とする。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜13) 
見出し FTJ08710 情報化と社会 
担当教員名 瀬見 英利＊ 
単位数 2 
教科書 特に使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード 教員免許、経済成⻑、ユビキタス、国際競争力、日本のランキング、情報資本、

ITC、ネットワーク、U-JAPN、電子政府、個人認証、ブロードバンド、通信放
送、テレワーク、FTTH、DSL、電子取引、迷惑メール、情報処理産業、情報の
価値、情報量、コンピュータ、サーバ、クライアント、e ラーニング、一体感、
疎外感、株式会社、日本的経営、職能別組織、LAN、OA 化、EUC、インターネ
ット、イントラネット、POS、EOS、在庫管理、自動制御、CAD、CAM、知的
所有権、著作権、著作者人格権、複製権、特許権、ソフトウェア 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・授業がわかりやすく、授業のペースが丁度だった。⇒ 理解頂いたのであれば

良かった。（回答） 
・教室が狭い。⇒ 前後の授業と、人数の関係で狭い教室になってしまった。必
要に応じて、教務と相談します。（回答） 
・今学期もありがとうございました。⇒ こちらこそ有難うございました。（回
答） 

科目名 情報化と社会 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 情報化社会と情報倫理／⾠⺒丈夫／共立出版：産業社会と情報化／日高哲郎／リ

ックテレコム：情報通信白書／総務省：最新情報産業と社会／実教出版：情報化
社会とリテラシー／岡本隆・橘恵昭／晃洋書房：情報社会の基盤／小国力／丸善：
技術者の倫理／丸善：技術倫理の教科書／丸善：情報と職業／情報処理学会：⼯
学倫理の視点／太⽥多禾夫／ダイテックホールディング 

授業形態 講義 
注意備考 講義第１回目及びその後数回「講義補足資料」を配布する。出席は、毎回出席票

を配布するのでその提出でもって確認する。 
シラバスコード FTJ08710 
実務経験のある教員  
達成目標 ①企業内の情報化の状況を理解する。 

②知的所有権についての基礎を理解する。 
③情報の危機管理、プライバシー、情報倫理の考え方の基礎を理解する。 
④情報に関係する職業人を目指す生徒に対して、適切な教育指導法を理解する。 



受講者へのコメント ２回目以降の授業では、引き続き「前回の纏め」を冒頭に実施しその際、その週
のポイントを話すようにします。 

連絡先 連絡の必要なときは学科⻑に申し出ること 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価では、ほぼ目標達成が、できた人が(51/59)と良好。しかし満足度では、
やや不満の方が 2 名あった。授業外での学習時間で、全くしなかった人が(32/59)
と多い。宿題等授業外の学習方法を提示してほしい人も 1 名いた。板書・スライ
ド・配布資料が、見難かったと指摘したひとが 3 名。毎回の学習目標の提示を希
望する人が 2 名。スライドの切り替えスピードが速すぎるとの指摘も 1 名。 

英文科目名 Information Technology in Society 
関連科目 情報と職業 
次回に向けての改善変更予定 見やすい配布資料、プロジェクター環境にするように注意します。 
講義目的 学生が専門科目「情報」を学び、情報関連職種に就職する際に、必要となる進路

指導に必要な基礎知識を講義する。そのために、企業における情報化の状況の基
礎知識および知的所有権の状況について述べる。これらが、社会に及ぼす影響や
プライバシー、危機管理及び技術者の倫理的責任についての考える能力を持てる
事を目標とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 情報とは(情報の価値、情報量、情報の伝達)について説明する。 

2 回 情報社会の到達(情報ネットワーク、教育環境の情報化、ユビキタス)につい
て説明する。 
3 回 企業とは何か(企業の分類、日本的経営、企業経営、組織構造)について説明
する。 
4 回 企業組織と情報化(事務管理、職務分析、ＥＵＣ)ビジネスシステム(ＯＡシ
ステム、ＬＡＮ，グループウェア、イントラネット)について説明する。 
5 回 流通システム(ＰＯＳ、ＥＯＳ、在庫管理)について説明する。 
6 回 エンジニアリングシステム(自動制御、生産の自動化、Ｃ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。教員免許に必要な
講義名などを調べておくこと。 
2 回 ネットワークの種類について調べてみることユビキタスの意味を調べてみ
ること。 
3 回 企業、株式会社とは何かを調べておくこと。 
4 回 会社内事務でのパソコンの活用及び使用されているソフトの種類を調べて
みること。 
5 回 コンビニではどのようにパソコンを使用しているか調べておくこと。 
6 回 製造に使用される情報システム及び社会システムのソフトについて調べて
おくこと。 
7 回 何が著作物か、著作権とは何かを調べ 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0871P 
成績評価 中間試験Ⅰ(15%)、中間試験Ⅱ(15%)、定期試験(70%)の成績で、６０点以上を

合格とする。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0871P 情報化と社会 
担当教員名 瀬見 英利＊ 
単位数 2 
教科書 特に使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード 教員免許、経済成⻑、ユビキタス、国際競争力、日本のランキング、情報資本、

ITC、ネットワーク、U-JAPN、電子政府、個人認証、ブロードバンド、通信放
送、テレワーク、FTTH、DSL、電子取引、迷惑メール、情報処理産業、情報の
価値、情報量、コンピュータ、サーバ、クライアント、e ラーニング、一体感、
疎外感、株式会社、日本的経営、職能別組織、LAN、OA 化、EUC、インターネ
ット、イントラネット、POS、EOS、在庫管理、自動制御、CAD、CAM、知的
所有権、著作権、著作者人格権、複製権、特許権、ソフトウェア 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報化と社会 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 情報化社会と情報倫理／⾠⺒丈夫／共立出版：産業社会と情報化／日高哲郎／リ

ックテレコム：情報通信白書／総務省：最新情報産業と社会／実教出版：情報化
社会とリテラシー／岡本隆・橘恵昭／晃洋書房：情報社会の基盤／小国力／丸善：
技術者の倫理／丸善：技術倫理の教科書／丸善：情報と職業／情報処理学会：⼯
学倫理の視点／太⽥多禾夫／ダイテックホールディング 

授業形態 講義 
注意備考 講義第１回目及びその後数回「講義補足資料」を配布する。出席は、毎回出席票

を配布するのでその提出でもって確認する。 
シラバスコード FTJ0871P 
実務経験のある教員  
達成目標 ①企業内の情報化の状況を理解する。 

②知的所有権についての基礎を理解する。 
③情報の危機管理、プライバシー、情報倫理の考え方の基礎を理解する。 
④情報に関係する職業人を目指す生徒に対して、適切な教育指導法を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 連絡の必要なときは学科⻑に申し出ること 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Information Technology in Society 
関連科目 情報と職業 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学生が専門科目「情報」を学び、情報関連職種に就職する際に、必要となる進路

指導に必要な基礎知識を講義する。そのために、企業における情報化の状況の基
礎知識および知的所有権の状況について述べる。これらが、社会に及ぼす影響や
プライバシー、危機管理及び技術者の倫理的責任についての考える能力を持てる
事を目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 情報とは(情報の価値、情報量、情報の伝達)について説明する。 

2 回 情報社会の到達(情報ネットワーク、教育環境の情報化、ユビキタス)につい
て説明する。 
3 回 企業とは何か(企業の分類、日本的経営、企業経営、組織構造)について説明
する。 
4 回 企業組織と情報化(事務管理、職務分析、ＥＵＣ)ビジネスシステム(ＯＡシ
ステム、ＬＡＮ，グループウェア、イントラネット)について説明する。 
5 回 流通システム(ＰＯＳ、ＥＯＳ、在庫管理)について説明する。 
6 回 エンジニアリングシステム(自動制御、生産の自動化、Ｃ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。教員免許に必要な
講義名などを調べておくこと。 
2 回 ネットワークの種類について調べてみることユビキタスの意味を調べてみ
ること。 
3 回 企業、株式会社とは何かを調べておくこと。 
4 回 会社内事務でのパソコンの活用及び使用されているソフトの種類を調べて
みること。 
5 回 コンビニではどのようにパソコンを使用しているか調べておくこと。 
6 回 製造に使用される情報システム及び社会システムのソフトについて調べて
おくこと。 
7 回 何が著作物か、著作権とは何かを調べ 

 



年度 2014 
授業コード FTJ08810 
成績評価 中間試験Ⅰ(15%)、中間試験Ⅱ(15%)、定期試験(70%)の成績で、６０％以上を

合格とする。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜13) 
見出し FTJ08810 情報と職業 
担当教員名 瀬見 英利＊ 
単位数 2 
教科書 特に使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教員免許、IT、ユビキタス、電子政府、ブロードバンド、LAN,インターネット、

イントラネット、デジタルデバイド、電子マネー、デジタル家電、終身雇用、年
功序列、職業観、労働感、労働の細分化、余暇の期待、進路指導、派遣、ＯＡ化、
CAD、CAM、CAE 等 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 雑談に対する注意不足：留意します。 過去問等の資料がほしい。：どんな資料が

よいか含め検討します。 
期末テストの持ち込み可対応について：今の処考えていません。 
説明の仕方（資料の丸写しでなく、かみ砕いた説明を。スライドの簡略な図示等。
ポイントを判り易く）の再考を指摘： 
指摘の点を考慮して理解深めてもらえるように修正していきたい。 

科目名 情報と職業 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 情報と職業／近藤勲／丸善：IT 革命が見る見るわかる／松原 聡／サンマーク

出版：情報化社会と情報倫理／⾠⺒丈夫／共立出版：産業社会と情報化／日高哲
郎／リックテレコム：情報通信白書／総務省：最新情報産業と社会／伏見正則／
実教出版：情報化社会とリテラシー／岡本隆・橘惠昭／晃洋書房：情報社会の基
盤／小国力／丸善：情報と職業／⾠⺒丈夫／情報処理学会 

授業形態 講義 
注意備考 講義１回目とその後数回「講義補足資料」を配布する。出席は、毎回、出席カー

ドを配布する。その提出をもって確認する。 
シラバスコード FTJ08810 
実務経験のある教員  
達成目標 ①情報に関係する情報処理技術者及びネットワーク技術者などの役割を理解す

る。 
②コンピュータテクノロジーやＩＴ(情報技術)は不可欠な存在である。それら
が、一般社会や産業分野でどの様に使用されているか、その現状を把握し、情報
システムが果たす影響について理解する。 
③情報システムの構築、運用に対して、情報処理技術者及びネットワーク技術者
が果たすべき役割や責任について理解する。 



④情報に関係する職業人を目指す生徒に対して、適切な教育指導法を理解する。 
受講者へのコメント 毎回の講義で前回の纏めを話して、その日の授業のポイントを説明するので、理

解に役立ててほしい。 
連絡先 連絡の必要なときは学科⻑に申し出ること。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 大多数の人が目標達成との結果。 
授業に対しての不満は２名（やや不満は３名）：もっと理解をされるように説明
の仕方を再検討。 

英文科目名 Information Technology in the Workplace 
関連科目 情報化と社会 
次回に向けての改善変更予定 資料・スライドを大きく判り易いように修正していく。 
講義目的 生徒が専門科目「情報」を学び、情報関連職種に就職する際に、必要となる進路

指導のあり方について講義する。そのために、就職する上での基礎知識となる情
報関連業務を取巻く環境条件、就職や就業に関連する制度や慣行、職業人に求め
られる基本的な資質について解説し、職業意識と職業倫理を育てながら進路指導
を行う方法を説明する。情報関連業務で働くことの実情を理解させることで、職
業人として倫理観を育む指導法の重要性も説明する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 情報と職業 (「情報化と社会」、情報科、教員免許)について説明する。 

2 回 アジア各国のＩＴの状況(韓国、台湾、シンガポール)について紹介する。 
3 回 日本のＩＴ戦略(ｅ-ＪＡＰＡＮ２０００、電子政府、人材育成、高速化、ブ
ロードバンド)について説明する。 
4 回 情報と情報通信技術(ＬＡＮ、インターネット、イントラネット、デジタル
放送)について説明する。 
5 回 ＩＴ革命の波(デジタルデバイド、日米の格差、光と影、OA 化、製造の自
動化、自動制御、CAD、CAM、CAE)について説明する。 
6 回 ＩＴ革命 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。教員免許に必要な
講義名などを調べておくこと。 
2 回 各国の IT 化について調べてみること 
3 回 日本のＩＴ戦略について調べてみること 
4 回 インターネットに使用されている技術について調べてみておくこと 
5 回 IT 化による社会に対する影響はどのようなものがあるか考えてみること 
6 回 IT 化による産業会に対する影響はどのようなものがあるか考えてみること 
7 回 IT 化による社会システム（金融、行政、高速道路、電気通信）関係に対す
る影響について考えてみること 
 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0881P 
成績評価 中間試験Ⅰ(15%)、中間試験Ⅱ(15%)、定期試験(70%)の成績で、６０％以上を

合格とする。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0881P 情報と職業 
担当教員名 瀬見 英利＊ 
単位数 2 
教科書 特に使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教員免許、IT、ユビキタス、電子政府、ブロードバンド、LAN,インターネット、

イントラネット、デジタルデバイド、電子マネー、デジタル家電、終身雇用、年
功序列、職業観、労働感、労働の細分化、余暇の期待、進路指導、派遣、ＯＡ化、
CAD、CAM、CAE 等 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報と職業 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 情報と職業／近藤勲／丸善：IT 革命が見る見るわかる／松原 聡／サンマーク

出版：情報化社会と情報倫理／⾠⺒丈夫／共立出版：産業社会と情報化／日高哲
郎／リックテレコム：情報通信白書／総務省：最新情報産業と社会／伏見正則／
実教出版：情報化社会とリテラシー／岡本隆・橘惠昭／晃洋書房：情報社会の基
盤／小国力／丸善：情報と職業／⾠⺒丈夫／情報処理学会 

授業形態 講義 
注意備考 講義１回目とその後数回「講義補足資料」を配布する。出席は、毎回、出席カー

ドを配布する。その提出をもって確認する。 
シラバスコード FTJ0881P 
実務経験のある教員  
達成目標 ①情報に関係する情報処理技術者及びネットワーク技術者などの役割を理解す

る。 
②コンピュータテクノロジーやＩＴ(情報技術)は不可欠な存在である。それら
が、一般社会や産業分野でどの様に使用されているか、その現状を把握し、情報
システムが果たす影響について理解する。 
③情報システムの構築、運用に対して、情報処理技術者及びネットワーク技術者
が果たすべき役割や責任について理解する。 
④情報に関係する職業人を目指す生徒に対して、適切な教育指導法を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 連絡の必要なときは学科⻑に申し出ること。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information Technology in the Workplace 
関連科目 情報化と社会 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生徒が専門科目「情報」を学び、情報関連職種に就職する際に、必要となる進路

指導のあり方について講義する。そのために、就職する上での基礎知識となる情
報関連業務を取巻く環境条件、就職や就業に関連する制度や慣行、職業人に求め
られる基本的な資質について解説し、職業意識と職業倫理を育てながら進路指導
を行う方法を説明する。情報関連業務で働くことの実情を理解させることで、職
業人として倫理観を育む指導法の重要性も説明する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 情報と職業 (「情報化と社会」、情報科、教員免許)について説明する。 

2 回 アジア各国のＩＴの状況(韓国、台湾、シンガポール)について紹介する。 
3 回 日本のＩＴ戦略(ｅ-ＪＡＰＡＮ２０００、電子政府、人材育成、高速化、ブ
ロードバンド)について説明する。 
4 回 情報と情報通信技術(ＬＡＮ、インターネット、イントラネット、デジタル
放送)について説明する。 
5 回 ＩＴ革命の波(デジタルデバイド、日米の格差、光と影、OA 化、製造の自
動化、自動制御、CAD、CAM、CAE)について説明する。 
6 回 ＩＴ革命 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。教員免許に必要な
講義名などを調べておくこと。 
2 回 各国の IT 化について調べてみること 
3 回 日本のＩＴ戦略について調べてみること 
4 回 インターネットに使用されている技術について調べてみておくこと 
5 回 IT 化による社会に対する影響はどのようなものがあるか考えてみること 
6 回 IT 化による産業会に対する影響はどのようなものがあるか考えてみること 
7 回 IT 化による社会システム（金融、行政、高速道路、電気通信）関係に対す
る影響について考えてみること 
 

 



年度 2014 
授業コード FTJ08911 
成績評価 レポート 100％により成績を評価する。ただし，本演習最後のレポート評価には

HTML により作成・公開したページの内容を含める。 
合計を 100 点に換算して評点とし，60 点以上を合格とする。 

曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス JA(〜10) 
見出し FTJ08911 コンピュータ実習(再) 
担当教員名 上嶋 明 
単位数 1 
教科書 テキスト「コンピュータ演習／岡山理科大学⼯学部情報⼯学科」を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 講義内容に記載 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータ実習(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 レポートの提出は講義担当教員の定める日とし，所定の場所に提出すること。 

※最後のレポート課題では作成した Web ページのインターネットへの公開も行
う。 

シラバスコード FTJ08911 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)Emacs の基本操作ができること 

(2)シェルやプロセス制御に関する基本知識を有すること 
(3)C 言語を使って基本的なプログラムが作成できること 
(4)簡単な HTML ファイルを記述でき，作成物などの公開（表現）ができること 

受講者へのコメント  
連絡先 18 号館 3 階 上嶋研究室 086-256-9520 uejima＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Training 
関連科目 コンピュータリテラシ，情報⼯学入門，プログラミング I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自立した技術者・開発者になるためには計算機の基本的な操作技術と知識の習得

が必要不可欠である。計算機の基本的な操作技術・知識を養うために，技術者，
開発者の間で広く使われている UNIX 系の計算機を利用し，エディタ Emacs の
操作，及びシェル・プロセス制御について演習する。次に，これらの演習で得ら



れた技術・知識および環境の下で，C 言語，及び HTML の基礎を学ぶ。また，
自分の考えや作成物をオンラインで公開（表現）する演習を通して，手掛けた内
容および課題をまとめるための基礎能力の育成を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Emacs（１）：テキストを配布し，コンピュータ演習予定表，内規，注意事

項について説明した後，エディタ Emacs の基礎的操作，日本語入力について演
習する。 
2 回 Emacs（２）：ファイルの編集について演習する。 
3 回 シェル・プロセス制御（１）：シェル，標準入力・標準出力とリダイレクシ
ョン・パイプ，パイプを用いた作業について演習する。 
4 回 シェル・プロセス制御（２）：シェルスクリプト，パス設定，エイリアス設
定，プロセス制御，ジョブ制御について演習する。 
5 回 C プログラミング（１）：プログラミン 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し，学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 前回講義内容を復習し，練習問題を一通り実行しておくこと。 
3 回 コンピュータリテラシで学んだ UNIX のファイル操作関連コマンドを確認
しておくこと。 
4 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
5 回 今回講義範囲のテキストに目を通し，大まかな学習内容を把握しておくこ
と。 
6 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
7 回 前回講義内容を復習しておくこと。 
8 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0891P 
成績評価 レポート 100％により成績を評価する。ただし，本演習最後のレポート評価には

HTML により作成・公開したページの内容を含める。 
合計を 100 点に換算して評点とし，60 点以上を合格とする。 

曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0891P コンピュータ実習(再) 
担当教員名 上嶋 明 
単位数 1 
教科書 テキスト「コンピュータ演習／岡山理科大学⼯学部情報⼯学科」を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 講義内容に記載 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータ実習(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 レポートの提出は講義担当教員の定める日とし，所定の場所に提出すること。 

※最後のレポート課題では作成した Web ページのインターネットへの公開も行
う。 

シラバスコード FTJ0891P 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)Emacs の基本操作ができること 

(2)シェルやプロセス制御に関する基本知識を有すること 
(3)C 言語を使って基本的なプログラムが作成できること 
(4)簡単な HTML ファイルを記述でき，作成物などの公開（表現）ができること 

受講者へのコメント  
連絡先 18 号館 3 階 上嶋研究室 086-256-9520 uejima＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Training 
関連科目 コンピュータリテラシ，情報⼯学入門，プログラミング I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自立した技術者・開発者になるためには計算機の基本的な操作技術と知識の習得

が必要不可欠である。計算機の基本的な操作技術・知識を養うために，技術者，
開発者の間で広く使われている UNIX 系の計算機を利用し，エディタ Emacs の
操作，及びシェル・プロセス制御について演習する。次に，これらの演習で得ら



れた技術・知識および環境の下で，C 言語，及び HTML の基礎を学ぶ。また，
自分の考えや作成物をオンラインで公開（表現）する演習を通して，手掛けた内
容および課題をまとめるための基礎能力の育成を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Emacs（１）：テキストを配布し，コンピュータ演習予定表，内規，注意事

項について説明した後，エディタ Emacs の基礎的操作，日本語入力について演
習する。 
2 回 Emacs（２）：ファイルの編集について演習する。 
3 回 シェル・プロセス制御（１）：シェル，標準入力・標準出力とリダイレクシ
ョン・パイプ，パイプを用いた作業について演習する。 
4 回 シェル・プロセス制御（２）：シェルスクリプト，パス設定，エイリアス設
定，プロセス制御，ジョブ制御について演習する。 
5 回 C プログラミング（１）：プログラミン 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し，学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 前回講義内容を復習し，練習問題を一通り実行しておくこと。 
3 回 コンピュータリテラシで学んだ UNIX のファイル操作関連コマンドを確認
しておくこと。 
4 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
5 回 今回講義範囲のテキストに目を通し，大まかな学習内容を把握しておくこ
と。 
6 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
7 回 前回講義内容を復習しておくこと。 
8 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終 

 



年度 2014 
授業コード FTJ08931 
成績評価 レポート 100％により成績を評価する。ただし，本演習最後のレポート評価には

HTML により作成・公開したページの内容を含める。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス JB(〜10) 
見出し FTJ08931 コンピュータ実習(再) 
担当教員名 麻谷 淳 
単位数 1 
教科書 岡山理科大学 情報⼯学科 編，「コンピュータ演習テキスト」 
アクティブラーニング  
キーワード 講義内容に記載 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータ実習(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 レポートの提出は講義担当教員の定める日とし，所定の場所に提出すること。※

最後のレポート課題では作成した Web ページのインターネットへの公開も行
う。す 

シラバスコード FTJ08931 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)Emacs の基本操作ができること 

(2)シェルやプロセス制御に関する基本知識を有すること 
(3)C 言語を使って基本的なプログラムが作成できること 
(4)簡単な HTML ファイルを記述でき，作成物などの公開（表現）ができること 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 3 階 麻谷研究室 asatani＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Training 
関連科目 コンピュータリテラシ，プログラミング I，画像処理と CG，コンピュータネット

ワーク実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自立した技術者・開発者になるためには計算機の基本的な操作技術と知識の習得

が必要不可欠である。計算機の基本的な操作技術・知識を養うために，技術者，
開発者の間で広く使われている UNIX 系の計算機を利用し，エディタ Emacs の
操作，及びシェル・プロセス制御について演習する。次に，これらの演習で得ら



れた技術・知識および環境の下で，C 言語，及び HTML の基礎を学ぶ。また，
自分の考えや作成物をオンラインで公開（表現）する演習を通して，手掛けた内
容および課題をまとめるための基礎能力の育成を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Emacs（１）：テキストを配布し，コンピュータ演習予定表，内規，注意事

項について説明した後，エディタ Emacs の基礎的操作，日本語入力について演
習する。 
2 回 Emacs（２）：ファイルの編集について演習する。 
3 回 シェル・プロセス制御（１）：シェル，標準入力・標準出力とリダイレクシ
ョン・パイプ，パイプを用いた作業について演習する。 
4 回 シェル・プロセス制御（２）：シェルスクリプト，パス設定，エイリアス設
定，プロセス制御，ジョブ制御について演習する。 
5 回 C プログラミング（１）：プログラミン 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し，学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 前回講義内容を復習し，練習問題を一通り実行しておくこと。 
3 回 コンピュータリテラシで学んだ UNIX のファイル操作関連コマンドを確認
しておくこと。 
4 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
5 回 今回講義範囲のテキストに目を通し，大まかな学習内容を把握しておくこ
と。 
6 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
7 回 前回講義内容を復習しておくこと。 
8 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0893P 
成績評価 レポート 100％により成績を評価する。ただし，本演習最後のレポート評価には

HTML により作成・公開したページの内容を含める。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0893P コンピュータ実習(再) 
担当教員名 麻谷 淳 
単位数 1 
教科書 岡山理科大学 情報⼯学科 編，「コンピュータ演習テキスト」 
アクティブラーニング  
キーワード 講義内容に記載 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータ実習(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 レポートの提出は講義担当教員の定める日とし，所定の場所に提出すること。※

最後のレポート課題では作成した Web ページのインターネットへの公開も行
う。す 

シラバスコード FTJ0893P 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)Emacs の基本操作ができること 

(2)シェルやプロセス制御に関する基本知識を有すること 
(3)C 言語を使って基本的なプログラムが作成できること 
(4)簡単な HTML ファイルを記述でき，作成物などの公開（表現）ができること 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 3 階 麻谷研究室 asatani＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Training 
関連科目 コンピュータリテラシ，プログラミング I，画像処理と CG，コンピュータネット

ワーク実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自立した技術者・開発者になるためには計算機の基本的な操作技術と知識の習得

が必要不可欠である。計算機の基本的な操作技術・知識を養うために，技術者，
開発者の間で広く使われている UNIX 系の計算機を利用し，エディタ Emacs の
操作，及びシェル・プロセス制御について演習する。次に，これらの演習で得ら



れた技術・知識および環境の下で，C 言語，及び HTML の基礎を学ぶ。また，
自分の考えや作成物をオンラインで公開（表現）する演習を通して，手掛けた内
容および課題をまとめるための基礎能力の育成を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Emacs（１）：テキストを配布し，コンピュータ演習予定表，内規，注意事

項について説明した後，エディタ Emacs の基礎的操作，日本語入力について演
習する。 
2 回 Emacs（２）：ファイルの編集について演習する。 
3 回 シェル・プロセス制御（１）：シェル，標準入力・標準出力とリダイレクシ
ョン・パイプ，パイプを用いた作業について演習する。 
4 回 シェル・プロセス制御（２）：シェルスクリプト，パス設定，エイリアス設
定，プロセス制御，ジョブ制御について演習する。 
5 回 C プログラミング（１）：プログラミン 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し，学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 前回講義内容を復習し，練習問題を一通り実行しておくこと。 
3 回 コンピュータリテラシで学んだ UNIX のファイル操作関連コマンドを確認
しておくこと。 
4 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
5 回 今回講義範囲のテキストに目を通し，大まかな学習内容を把握しておくこ
と。 
6 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
7 回 前回講義内容を復習しておくこと。 
8 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終 

 



年度 2014 
授業コード FTJ09010 
成績評価 得点配分をレポート(10%)，中間試験(20%)，定期試験(70%)とし，100 点満点中

60 点以上を合格とする。成績評価基準として，「レポート」は 10%の配分として
いるが，「レポート」を 1/3 以上未提出の場合，単位は認定しない。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス JA(〜13) 
見出し FTJ09010 プログラミングⅠ 
担当教員名 麻谷 淳 
単位数 2 
教科書 や さ し い Ｃ 第 ４ 版 ／ 高 橋 麻 奈 ／ ソ フ ト バ ン ク ク リ エ イ テ ィ ブ ／ 978-4-

797370980 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画の各回の括弧内を参照すること。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 Q:レポートの配点を高くしてほしい。 

A:レポートでは正確な評価が難しいので中間テスト、期末テストの得点での評価
が主になります。 
レポートをしっかりとやっておけば、力が付いてテストもできるはずです。 
レポートは単に提出することが目的では無く、その過程で、試行錯誤して実力を
つけることが大事です。 
しっかりと時間をかけて、分からないことは調べたりして理解を深めるようにし
てください。 

科目名 プログラミングⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 たくさんの C 言語関連書籍がありますので，自分のレベルに合った書籍を探し

てみてください。例えば，B.W.カーニハン，D.M.リッチー著，石⽥晴久訳／プロ
グラミング言語Ｃ第２版／共立出版。 

授業形態 講義 
注意備考 ・第１回目のオリエンテーション時に，スケジュール・講義内容・講義の進め方

について説明する。 
・本講義では，講義とＵＮＩＸマシン上でのプログラミング演習を同時並行的に
実施する。 
※・レポートは次回の講義開始前に提出すること。提出が遅れた場合、評価対象
とはならない。提出数が少なければ、「成績評価」に記載しているように、単位認
定ができなくなるので、注意すること。 
・報告書返却時に，課題記述例を配布して説明を行う。 
・ほとんどの授業回において、前回の内容に関する小テストを実施する。 

シラバスコード FTJ09010 
実務経験のある教員  
達成目標 主な達成目標は， 



（１）プログラムを記述する際の基本的な形式を覚え，main 関数だけで構成さ
れるプログラムを資料を参照せずに記述できること。 
（２）与えられた問題を理解し，その題意に沿ってプログラムを記述し，実行結
果を得ることができること。である。そのためには，以下のような知識などを身
につけておく必要がある。 
（Ａ）各種演算子の働きや優先順位を覚え，題意に沿った演算処理が記述できる
こと。特にデータの型が混在した（整数と不動小数点数）演算処理を正確に記述
できること。 
（Ｂ）データの型やその扱える数値の範囲を 

受講者へのコメント プログラミングⅠは、プログラミングⅡの基礎となる科目なので、しっかりと理
解して欲しい。プログラミングは実際にプログラムを作ってコンパイル、実行し
てやってみないと身につかないので、課題だけでなく、教科書のサンプルや練習
問題など、積極的に実践をしてほしい。 

連絡先 麻谷淳：asatani×ice.ous.ac.jp 
麻谷研究室 20 号館 3 階 
オフィスアワー 月：昼休み 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 課題に積極的に取り組む人が多かったり、この分野への理解が深まった人が多か
ったので良かった。 

英文科目名 Programming I 
関連科目 コンピュータ演習，プログラミングⅡ，アドバンストプログラミング 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 ソフトウェア開発は無論のこと，実験データの解析，結果の整理などコンピュー

タによる情報処理においてプログラミング能力は必須である。本講義では，各自
で C 言語のプログラムを作成・実行し，プログラミング言語に共通する基本的な
考え方を身につけることを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義に関するオリエンテーションを行う。またプログラムのフレームワー

ク，画面出力に関する関数の説明を行った後に，実際にプログラムを作成（編集）
し実行するまでの演習を行う。 
【プログラムのコンパイルと実行，printf 関数，画面出力】 
2 回 文字と数値の画面出力と変数について説明する。 
【エスケープシーケンス，文字コード，変換仕様，変数や定数の型，初期化，変
数の宣言位置】 
3 回 キーボードからのデータの入力の実現方法とＣ言語における式や演算子に
ついて説明する。 
【scanf 関数，getchar 関数，演算 

準備学習 1 回 1 年後期開講のコンピュータ実習の「C プログラミング」の内容を確認して
おきなさい。特に，emacs の使い方，プログラムの実行方法を覚えておくこと。
また，授業における指示内容が理解できる程度には，コンピュータリテラシやコ
ンピュータ実習の内容を復習しておくこと。 



2 回 教科書の該当個所を読んでおくこと。 
3 回 第 2 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んでおくこと。 
4 回 第 3 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んでおくこと。 
5 回 第 4 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んで 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0901P 
成績評価 得点配分をレポート(10%)，中間試験(20%)，定期試験(70%)とし，100 点満点中

60 点以上を合格とする。成績評価基準として，「レポート」は 10%の配分として
いるが，「レポート」を 1/3 以上未提出の場合，単位は認定しない。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0901P プログラミングⅠ 
担当教員名 麻谷 淳 
単位数 2 
教科書 や さ し い Ｃ 第 ４ 版 ／ 高 橋 麻 奈 ／ ソ フ ト バ ン ク ク リ エ イ テ ィ ブ ／ 978-4-

797370980 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画の各回の括弧内を参照すること。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 プログラミングⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 たくさんの C 言語関連書籍がありますので，自分のレベルに合った書籍を探し

てみてください。例えば，B.W.カーニハン，D.M.リッチー著，石⽥晴久訳／プロ
グラミング言語Ｃ第２版／共立出版。 

授業形態 講義 
注意備考 ・第１回目のオリエンテーション時に，スケジュール・講義内容・講義の進め方

について説明する。 
・本講義では，講義とＵＮＩＸマシン上でのプログラミング演習を同時並行的に
実施する。 
※・レポートは次回の講義開始前に提出すること。提出が遅れた場合、評価対象
とはならない。提出数が少なければ、「成績評価」に記載しているように、単位認
定ができなくなるので、注意すること。 
・報告書返却時に，課題記述例を配布して説明を行う。 
・ほとんどの授業回において、前回の内容に関する小テストを実施する。 

シラバスコード FTJ0901P 
実務経験のある教員  
達成目標 主な達成目標は， 

（１）プログラムを記述する際の基本的な形式を覚え，main 関数だけで構成さ
れるプログラムを資料を参照せずに記述できること。 
（２）与えられた問題を理解し，その題意に沿ってプログラムを記述し，実行結
果を得ることができること。である。そのためには，以下のような知識などを身
につけておく必要がある。 
（Ａ）各種演算子の働きや優先順位を覚え，題意に沿った演算処理が記述できる
こと。特にデータの型が混在した（整数と不動小数点数）演算処理を正確に記述



できること。 
（Ｂ）データの型やその扱える数値の範囲を 

受講者へのコメント  
連絡先 麻谷淳：asatani×ice.ous.ac.jp 

麻谷研究室 20 号館 3 階 
オフィスアワー 月：昼休み 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Programming I 
関連科目 コンピュータ演習，プログラミングⅡ，アドバンストプログラミング 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ソフトウェア開発は無論のこと，実験データの解析，結果の整理などコンピュー

タによる情報処理においてプログラミング能力は必須である。本講義では，各自
で C 言語のプログラムを作成・実行し，プログラミング言語に共通する基本的な
考え方を身につけることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義に関するオリエンテーションを行う。またプログラムのフレームワー

ク，画面出力に関する関数の説明を行った後に，実際にプログラムを作成（編集）
し実行するまでの演習を行う。 
【プログラムのコンパイルと実行，printf 関数，画面出力】 
2 回 文字と数値の画面出力と変数について説明する。 
【エスケープシーケンス，文字コード，変換仕様，変数や定数の型，初期化，変
数の宣言位置】 
3 回 キーボードからのデータの入力の実現方法とＣ言語における式や演算子に
ついて説明する。 
【scanf 関数，getchar 関数，演算 

準備学習 1 回 1 年後期開講のコンピュータ実習の「C プログラミング」の内容を確認して
おきなさい。特に，emacs の使い方，プログラムの実行方法を覚えておくこと。
また，授業における指示内容が理解できる程度には，コンピュータリテラシやコ
ンピュータ実習の内容を復習しておくこと。 
2 回 教科書の該当個所を読んでおくこと。 
3 回 第 2 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んでおくこと。 
4 回 第 3 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んでおくこと。 
5 回 第 4 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んで 

 



年度 2014 
授業コード FTJ09020 
成績評価 得点配分をレポート(10%)，中間試験(20%)，定期試験(70%)とし，100 点満点中

60 点以上を合格とする。成績評価基準として，「レポート」は 10%の配分として
いるが，「レポート」を 1/3 以上未提出の場合，単位は認定しない。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス JB(〜13) 
見出し FTJ09020 プログラミングⅠ 
担当教員名 島⽥ 恭宏 
単位数 2 
教科書 や さ し い Ｃ 第 ４ 版 ／ 高 橋 麻 奈 ／ ソ フ ト バ ン ク ク リ エ イ テ ィ ブ ／ 978-4-

797370980 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画の各回の括弧内を参照すること。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・当日に PDF を見れるようにおねがいします。早すぎてみたいところがみれま

せん。 
 回答：プログラミングⅡでは改善しました。 
・課題を出すのが遅いと思う。学校のパソコンでしかできないし、授業以外だと
わからなくても先生や TA がいないので質問もできないから。他の学年がパソコ
ン室を使っていて課題ができないこともあるので、パソコン室が利用できる時間
を明確にしてほしい。 
 回答：課題はホームワークです。授業時間にするものではありません。授業外
で行うために授業の最後に提示します。質問は、教員の研究室に出向けば可能の
で 

科目名 プログラミングⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 たくさんの C 言語関連書籍がありますので，自分のレベルに合った書籍を探し

てみてください。例えば，B.W.カーニハン，D.M.リッチー著，石⽥晴久訳／プロ
グラミング言語Ｃ第２版／共立出版。 

授業形態 講義 
注意備考 ・第１回目のオリエンテーション時に，スケジュール・講義内容・講義の進め方

について説明する。 
・本講義では，講義とＵＮＩＸマシン上でのプログラミング演習を同時並行的に
実施する。 
※・レポートは次回の講義開始前に提出すること。提出が遅れた場合、評価対象
とはならない。提出数が少なければ、「成績評価」に記載しているように、単位認
定ができなくなるので、注意すること。 
・報告書返却時に，課題記述例を配布して説明を行う。 
・ほとんどの授業回において、前回の内容に関する小テストを実施する。 

シラバスコード FTJ09020 



実務経験のある教員  
達成目標 主な達成目標は， 

（１）プログラムを記述する際の基本的な形式を覚え，main 関数だけで構成さ
れるプログラムを資料を参照せずに記述できること。 
（２）与えられた問題を理解し，その題意に沿ってプログラムを記述し，実行結
果を得ることができること。である。そのためには，以下のような知識などを身
につけておく必要がある。 
（Ａ）各種演算子の働きや優先順位を覚え，題意に沿った演算処理が記述できる
こと。特にデータの型が混在した（整数と不動小数点数）演算処理を正確に記述
できること。 
（Ｂ）データの型やその扱える数値の範囲を 

受講者へのコメント 自由記述欄を読んで、今回特に多かったのが、レポート課題の配布時期やそれに
関係することでした。回答でも記載しましたが、レポート課題はホームワークで
す。授業時間外に自分で勉強するものです。わからなかったら、自分で勉強する、
（研究室を訪ねて）教員に質問する、などが求められています。授業中にできな
いから何とかしてほしいとの意見は、まったく受け入れられません。確かにその
場で質問できないということは不便かもしれませんが、教員の研究室を訪ねる、
授業中に不明点を挙げておいて、終了後質問するなどの対策を立ててください。 

連絡先 島⽥恭宏：shimada×ice.ous.ac.jp 
島⽥恭宏研究室 20 号館 3 階 
オフィスアワー 水・⽊：昼休み 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・欠席について：比較的良好な出席状況でした。 
・授業時間外の学習状況：３０分程度、全くしなかったが半数以上でした。 
・学習の取り組み：指示された課題を実施した人が８４％でしたが、自主的な学
習を行った人は少ない結果でした。 

英文科目名 Programming I 
関連科目 コンピュータ演習，プログラミングⅡ，アドバンストプログラミング 
次回に向けての改善変更予定 レクチャだけではなく、なるべく自分で考えてプログラミングする時間を今年度

は増やしてみました。もう少しそのような機会を増やして、わからないようなと
ころが授業中にあぶりだされて、時間内に質問できるようなことができるよう
に、何か案を考えてみたいと思います。 

講義目的 ソフトウェア開発は無論のこと，実験データの解析，結果の整理などコンピュー
タによる情報処理においてプログラミング能力は必須である。本講義では，各自
で C 言語のプログラムを作成・実行し，プログラミング言語に共通する基本的な
考え方を身につけることを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義に関するオリエンテーションを行う。またプログラムのフレームワー

ク，画面出力に関する関数の説明を行った後に，実際にプログラムを作成（編集）
し実行するまでの演習を行う。 
【プログラムのコンパイルと実行，printf 関数，画面出力】 



2 回 文字と数値の画面出力と変数について説明する。 
【エスケープシーケンス，文字コード，変換仕様，変数や定数の型，初期化，変
数の宣言位置】 
3 回 キーボードからのデータの入力の実現方法とＣ言語における式や演算子に
ついて説明する。 
【scanf 関数，getchar 関数，演算 

準備学習 1 回 1 年後期開講のコンピュータ実習の「C プログラミング」の内容を確認して
おきなさい。特に，emacs の使い方，プログラムの実行方法を覚えておくこと。
また，授業における指示内容が理解できる程度には，コンピュータリテラシやコ
ンピュータ実習の内容を復習しておくこと。 
2 回 教科書の該当個所を読んでおくこと。 
3 回 第 2 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んでおくこと。 
4 回 第 3 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んでおくこと。 
5 回 第 4 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んで 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0902P 
成績評価 得点配分をレポート(10%)，中間試験(20%)，定期試験(70%)とし，100 点満点中

60 点以上を合格とする。成績評価基準として，「レポート」は 10%の配分として
いるが，「レポート」を 1/3 以上未提出の場合，単位は認定しない。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0902P プログラミングⅠ 
担当教員名 島⽥ 恭宏 
単位数 2 
教科書 や さ し い Ｃ 第 ４ 版 ／ 高 橋 麻 奈 ／ ソ フ ト バ ン ク ク リ エ イ テ ィ ブ ／ 978-4-

797370980 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画の各回の括弧内を参照すること。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 プログラミングⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 たくさんの C 言語関連書籍がありますので，自分のレベルに合った書籍を探し

てみてください。例えば，B.W.カーニハン，D.M.リッチー著，石⽥晴久訳／プロ
グラミング言語Ｃ第２版／共立出版。 

授業形態 講義 
注意備考 ・第１回目のオリエンテーション時に，スケジュール・講義内容・講義の進め方

について説明する。 
・本講義では，講義とＵＮＩＸマシン上でのプログラミング演習を同時並行的に
実施する。 
※・レポートは次回の講義開始前に提出すること。提出が遅れた場合、評価対象
とはならない。提出数が少なければ、「成績評価」に記載しているように、単位認
定ができなくなるので、注意すること。 
・報告書返却時に，課題記述例を配布して説明を行う。 
・ほとんどの授業回において、前回の内容に関する小テストを実施する。 

シラバスコード FTJ0902P 
実務経験のある教員  
達成目標 主な達成目標は， 

（１）プログラムを記述する際の基本的な形式を覚え，main 関数だけで構成さ
れるプログラムを資料を参照せずに記述できること。 
（２）与えられた問題を理解し，その題意に沿ってプログラムを記述し，実行結
果を得ることができること。である。そのためには，以下のような知識などを身
につけておく必要がある。 
（Ａ）各種演算子の働きや優先順位を覚え，題意に沿った演算処理が記述できる
こと。特にデータの型が混在した（整数と不動小数点数）演算処理を正確に記述



できること。 
（Ｂ）データの型やその扱える数値の範囲を 

受講者へのコメント  
連絡先 島⽥恭宏：shimada×ice.ous.ac.jp 

島⽥恭宏研究室 20 号館 3 階 
オフィスアワー 水・⽊：昼休み 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Programming I 
関連科目 コンピュータ演習，プログラミングⅡ，アドバンストプログラミング 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ソフトウェア開発は無論のこと，実験データの解析，結果の整理などコンピュー

タによる情報処理においてプログラミング能力は必須である。本講義では，各自
で C 言語のプログラムを作成・実行し，プログラミング言語に共通する基本的な
考え方を身につけることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義に関するオリエンテーションを行う。またプログラムのフレームワー

ク，画面出力に関する関数の説明を行った後に，実際にプログラムを作成（編集）
し実行するまでの演習を行う。 
【プログラムのコンパイルと実行，printf 関数，画面出力】 
2 回 文字と数値の画面出力と変数について説明する。 
【エスケープシーケンス，文字コード，変換仕様，変数や定数の型，初期化，変
数の宣言位置】 
3 回 キーボードからのデータの入力の実現方法とＣ言語における式や演算子に
ついて説明する。 
【scanf 関数，getchar 関数，演算 

準備学習 1 回 1 年後期開講のコンピュータ実習の「C プログラミング」の内容を確認して
おきなさい。特に，emacs の使い方，プログラムの実行方法を覚えておくこと。
また，授業における指示内容が理解できる程度には，コンピュータリテラシやコ
ンピュータ実習の内容を復習しておくこと。 
2 回 教科書の該当個所を読んでおくこと。 
3 回 第 2 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んでおくこと。 
4 回 第 3 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んでおくこと。 
5 回 第 4 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んで 

 



年度 2014 
授業コード FTJ09030 
成績評価 レポート(20%)，中間試験(30%)，定期試験(50%)の合計で評価し，100 点満点中

60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜13) 
見出し FTJ09030 プログラミングⅠ(再) 
担当教員名 尾崎 亮 
単位数 2 
教科書 高橋麻奈／やさしいＣ第４版／ソフトバンククリエイティブ 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画の各回の括弧内を参照してください。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 プログラミングⅠ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 たくさんの C 言語関連書籍がありますので，自分のレベルに合った書籍を探し

てみてください。例えば，B.W.カーニハン，D.M.リッチー著，石⽥晴久訳／プロ
グラミング言語Ｃ第２版／共立出版。 

授業形態 講義 
注意備考 ・第１回目のオリエンテーション時に，スケジュール・講義内容・講義の進め方

について説明する。 
・本講義では，講義とＵＮＩＸマシン上でのプログラミング演習を同時並行的に
実施する。 
・欠席した場合には必ず追加課題を課す。提出しなければ単位を認定しない。 

シラバスコード FTJ09030 
実務経験のある教員  
達成目標 主な達成目標は， 

（１）プログラムを記述する際の基本的な形式を覚え，main 関数だけで構成さ
れるプログラムを資料を参照せずに記述できること。 
（２）与えられた問題を理解し，その題意に沿ってプログラムを記述し，実行結
果を得ることができること。である。そのためには，以下のような知識などを身
につけておく必要がある。 
（Ａ）各種演算子の働きや優先順位を覚え，題意に沿った演算処理が記述できる
こと。特にデータの型が混在した（整数と不動小数点数）演算処理を正確に記述
できること。 
（Ｂ）データの型やその扱える数値の範囲を 

受講者へのコメント  
連絡先 尾崎研究室 4 号館 2 階 

オフィスアワー 金 5-6 時限 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見  
英文科目名 Programming I 
関連科目 コンピュータ演習，プログラミングⅡ，アドバンストプログラミング 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ソフトウェア開発は無論のこと，実験データの解析，結果の整理などコンピュー

タによる情報処理においてプログラミング能力は必須である。本講義では，各自
で C 言語のプログラムを作成・実行し，プログラミング言語に共通する基本的な
考え方を身につけることを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義に関するオリエンテーションを実施した後，プログラムを作成して文

字や数値の画面出力について説明する。【プログラムのコンパイルと実行，printf
関数】 
2 回 変数と型の仕組み，変数宣言，変数の初期化と値の代入，キーボードからの
入力について説明する。【変数，scanf 関数】 
3 回 式と演算子，演算子の種類，代入演算子，演算子の優先順位，型変換につい
て説明する。【scanf 関数，演算子（代入演算子）】 
4 回 場合に応じた処理について，構文形，条件のしくみを説明する。 
【if 文，演算子（関係演算子，論理 

準備学習 1 回 1 年後期開講のコンピュータ実習の「C プログラミング」の内容，特に，
emacs の使い方，プログラムの実行方法を復習しておくこと。 
2 回 変数を宣言して初期化し，キーボードから入力した値を代入するという一
連の流れを行うプログラムを作成・実行して，動作を確認しておくこと。講義後，
サンプルプログラムなどを実際に入力・実行して，不明な点を復習すること。 
3 回 複数の型の変数を宣言して，それらの間でいろいろな種類の演算を行うプ
ログラムを作成・実行して，動作を確認しておくこと。講義後，サンプルプログ
ラムなどを実際 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0903P 
成績評価 レポート(20%)，中間試験(30%)，定期試験(50%)の合計で評価し，100 点満点中

60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0903P プログラミングⅠ(再) 
担当教員名 尾崎 亮 
単位数 2 
教科書 高橋麻奈／やさしいＣ第４版／ソフトバンククリエイティブ 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画の各回の括弧内を参照してください。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 プログラミングⅠ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 たくさんの C 言語関連書籍がありますので，自分のレベルに合った書籍を探し

てみてください。例えば，B.W.カーニハン，D.M.リッチー著，石⽥晴久訳／プロ
グラミング言語Ｃ第２版／共立出版。 

授業形態 講義 
注意備考 ・第１回目のオリエンテーション時に，スケジュール・講義内容・講義の進め方

について説明する。 
・本講義では，講義とＵＮＩＸマシン上でのプログラミング演習を同時並行的に
実施する。 
・欠席した場合には必ず追加課題を課す。提出しなければ単位を認定しない。 

シラバスコード FTJ0903P 
実務経験のある教員  
達成目標 主な達成目標は， 

（１）プログラムを記述する際の基本的な形式を覚え，main 関数だけで構成さ
れるプログラムを資料を参照せずに記述できること。 
（２）与えられた問題を理解し，その題意に沿ってプログラムを記述し，実行結
果を得ることができること。である。そのためには，以下のような知識などを身
につけておく必要がある。 
（Ａ）各種演算子の働きや優先順位を覚え，題意に沿った演算処理が記述できる
こと。特にデータの型が混在した（整数と不動小数点数）演算処理を正確に記述
できること。 
（Ｂ）データの型やその扱える数値の範囲を 

受講者へのコメント  
連絡先 尾崎研究室 4 号館 2 階 

オフィスアワー 金 5-6 時限 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見  
英文科目名 Programming I 
関連科目 コンピュータ演習，プログラミングⅡ，アドバンストプログラミング 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ソフトウェア開発は無論のこと，実験データの解析，結果の整理などコンピュー

タによる情報処理においてプログラミング能力は必須である。本講義では，各自
で C 言語のプログラムを作成・実行し，プログラミング言語に共通する基本的な
考え方を身につけることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義に関するオリエンテーションを実施した後，プログラムを作成して文

字や数値の画面出力について説明する。【プログラムのコンパイルと実行，printf
関数】 
2 回 変数と型の仕組み，変数宣言，変数の初期化と値の代入，キーボードからの
入力について説明する。【変数，scanf 関数】 
3 回 式と演算子，演算子の種類，代入演算子，演算子の優先順位，型変換につい
て説明する。【scanf 関数，演算子（代入演算子）】 
4 回 場合に応じた処理について，構文形，条件のしくみを説明する。 
【if 文，演算子（関係演算子，論理 

準備学習 1 回 1 年後期開講のコンピュータ実習の「C プログラミング」の内容，特に，
emacs の使い方，プログラムの実行方法を復習しておくこと。 
2 回 変数を宣言して初期化し，キーボードから入力した値を代入するという一
連の流れを行うプログラムを作成・実行して，動作を確認しておくこと。講義後，
サンプルプログラムなどを実際に入力・実行して，不明な点を復習すること。 
3 回 複数の型の変数を宣言して，それらの間でいろいろな種類の演算を行うプ
ログラムを作成・実行して，動作を確認しておくこと。講義後，サンプルプログ
ラムなどを実際 

 



年度 2014 
授業コード FTJ09110 
成績評価 中間試験(20%)，定期試験(70%)，演習レポート(10%) 60%以上を合格とする。 

成績評価基準として，「演習レポート」は 10%の配分としているが，「演習レポー
ト」を 1/3 以上未提出の場合，単位は認定しない。 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜12) 
見出し FTJ09110 プログラミングⅡ(再) 
担当教員名 片山 謙吾 
単位数 2 
教科書 やさしい C 第 3 版／高橋麻奈／ ソフトバン ククリエイ ティブ／978-4-

797370980 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容に記載。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「進むのが早い」 

「全然わかりません。考えてたら次に進んでます。プログラミング I 再とレベル
がちがいすぎませんか。中間 2 回とも点数とれませんでした。どんなテスト勉強
したらいいのかわかりません。この授業とらないと 4 年生なれないのでハゲそう
です」 
→ 授業中は指示した内容ができているかどうか学生の様子を注視し，80％〜
90％程度以上の学生ができた状況で次に進むように常に⼼がけています。もちろ
ん，プログラミング II ですので，I から比べればレベルは高くなりますし，I の
内容が十分に理解できていない場合は，II の内容を 

科目名 プログラミングⅡ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プログラミング言語 C 第 2 版／B.W.カーニハン D.M.リッチー著，石⽥晴久訳

／共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 第１回のオリエンテーション時に，スケジュール・講義内容・講義の進め方につ

いて説明する。報告書は次回の講義開始前に提出すること。報告書の提出遅れは
認めない。報告書返却時に，課題記述例を配布して説明を行う。中間テストの回
では，テスト終了後の残り時間に次回の講義内容の一部を実施する。中間テスト
の次の回の講義では，中間テストの採点結果や典型的な誤りに対する解説を行
い，知識の再確認を促す。なお本講義では，講義と UNIX マシン上でのプログラ
ミング演習を同時並行的に実施する。 

シラバスコード FTJ09110 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 目的に応じて，関数の型，関数の仮引数，実引数，戻り値を適切に設定でき

ること。 
(2) ポインタに関連したメモリマップが記述できること。 



(3) ポインタを引数とした関数が記述できること。 
(4) ポインタを用いて基礎的な文字列処理が記述できること。 

受講者へのコメント  プログラミングの能力は，多くの学生が将来（情報系の職業に就く場合）必要
になると考えています。よって授業も含めレポート課題等は，自分で考え，自分
で実行することが重要であり，プログラミングをする上で多くの失敗（コンパイ
ルエラー等）をして経験をつんでほしいと思います。そのような経験が真の実力
につながっていくと考えています。 

連絡先 片山謙吾 研究室： 4 号館 2 階 
オフィスアワー：火・⽊ 昼休み 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  今年度も昨年度と同様に，毎授業一貫して，学生に対して『手を動かし，頭を
使う』ことに焦点をあてた授業を実施しました。 
項目６）授業に対する教員の意欲が感じられましたか 
68.4% 感じられた 
13.2% 少し感じられた 
項目７）この授業に満足しましたか 
47.4% 満足 
28.9% ほぼ満足 

英文科目名 Programming II 
関連科目 プログラミング I，アドバンストプログラミング，データ構造とアルゴリズム，

情報処理実験，プログラミング言語論，情報⼯学実験 
次回に向けての改善変更予定  上記の【受講者へのコメント】で述べたことを今後もより一層学生に伝えてい

きたいと考えています。また，学生の講義に対するモチベーション維持について
『手を動かし，頭を使う』ことをより一層主張すると共に，そのような講義にな
るように更に⼯夫していきたいと考えています。 

講義目的 「プログラミング I」では，プログラム言語に共通する基本的な考え方について
C 言語を対象として学んだ。本講義では，C 言語における関数・ポインタなどの
考え方を講述し，実際のプログラミングを通して理解を深める。本講義の目的は，
C 言語特有の機能を理解し，実際のプログラミング場面で応用できる能力を養う
ことにある。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義のオリエンテーションを行った後に，プログラミ

ング I の内容について復習する。 
2 回 関数の基礎 (1)：関数の定義と呼び出し・値渡し（pass by value）・実引数と
仮引数について説明する。 
3 回 関数の基礎 (2)：引数と戻り値・関数における四則演算について説明する。 
4 回 関数の基礎 (3)：ローカル変数とグローバル変数・変数の記憶寿命・関数の
宣言・数学関数（標準ライブラリ関数）について説明する。 
5 回 関数の復習と演習を行う。 
6 回 中間テスト (1) ：注意・備考 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。またプログラミング I の



内容の復習を行っておくこと。 
2 回 教科書の該当個所を読んでおくこと。 
3 回 第 2 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んでおくこと。 
4 回 第 3 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んでおくこと。 
5 回 第 2 回から第 4 回までの講義内容の復習を行うこと。 
6 回 関数の基礎事項を理解し，教科書を見なくとも指示された関数の記述がで
きるようになっていること。 
7 回 教科書の該当個所を読んでおくこと。 
8 回 第 7 回の講義内容 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0911P 
成績評価 中間試験(20%)，定期試験(70%)，演習レポート(10%) 60%以上を合格とする。 

成績評価基準として，「演習レポート」は 10%の配分としているが，「演習レポー
ト」を 1/3 以上未提出の場合，単位は認定しない。 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0911P プログラミングⅡ(再) 
担当教員名 片山 謙吾 
単位数 2 
教科書 やさしい C 第 3 版／高橋麻奈／ ソフトバン ククリエイ ティブ／978-4-

797370980 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容に記載。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 プログラミングⅡ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プログラミング言語 C 第 2 版／B.W.カーニハン D.M.リッチー著，石⽥晴久訳

／共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 第１回のオリエンテーション時に，スケジュール・講義内容・講義の進め方につ

いて説明する。報告書は次回の講義開始前に提出すること。報告書の提出遅れは
認めない。報告書返却時に，課題記述例を配布して説明を行う。中間テストの回
では，テスト終了後の残り時間に次回の講義内容の一部を実施する。中間テスト
の次の回の講義では，中間テストの採点結果や典型的な誤りに対する解説を行
い，知識の再確認を促す。なお本講義では，講義と UNIX マシン上でのプログラ
ミング演習を同時並行的に実施する。 

シラバスコード FTJ0911P 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 目的に応じて，関数の型，関数の仮引数，実引数，戻り値を適切に設定でき

ること。 
(2) ポインタに関連したメモリマップが記述できること。 
(3) ポインタを引数とした関数が記述できること。 
(4) ポインタを用いて基礎的な文字列処理が記述できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 片山謙吾 研究室： 4 号館 2 階 

オフィスアワー：火・⽊ 昼休み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Programming II 
関連科目 プログラミング I，アドバンストプログラミング，データ構造とアルゴリズム，

情報処理実験，プログラミング言語論，情報⼯学実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「プログラミング I」では，プログラム言語に共通する基本的な考え方について

C 言語を対象として学んだ。本講義では，C 言語における関数・ポインタなどの
考え方を講述し，実際のプログラミングを通して理解を深める。本講義の目的は，
C 言語特有の機能を理解し，実際のプログラミング場面で応用できる能力を養う
ことにある。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義のオリエンテーションを行った後に，プログラミ

ング I の内容について復習する。 
2 回 関数の基礎 (1)：関数の定義と呼び出し・値渡し（pass by value）・実引数と
仮引数について説明する。 
3 回 関数の基礎 (2)：引数と戻り値・関数における四則演算について説明する。 
4 回 関数の基礎 (3)：ローカル変数とグローバル変数・変数の記憶寿命・関数の
宣言・数学関数（標準ライブラリ関数）について説明する。 
5 回 関数の復習と演習を行う。 
6 回 中間テスト (1) ：注意・備考 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。またプログラミング I の
内容の復習を行っておくこと。 
2 回 教科書の該当個所を読んでおくこと。 
3 回 第 2 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んでおくこと。 
4 回 第 3 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んでおくこと。 
5 回 第 2 回から第 4 回までの講義内容の復習を行うこと。 
6 回 関数の基礎事項を理解し，教科書を見なくとも指示された関数の記述がで
きるようになっていること。 
7 回 教科書の該当個所を読んでおくこと。 
8 回 第 7 回の講義内容 

 



年度 2014 
授業コード FTJ09120 
成績評価 演習レポート 10%，中間試験 20%，定期試験 70%により成績を評価する。 

上記 3 つの評価項目における点数の総計 60%以上を合格とする。なお成績評価
基準として，演習レポートを 10%の配分としているが，演習レポートを 1/3 以上
未提出の場合，単位は認定しない。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス JB(〜13) 
見出し FTJ09120 プログラミングⅡ 
担当教員名 大倉 充、クラ エリス 
単位数 2 
教科書 やさしい C 第 4 版／高橋麻奈／ソフトバンククリエイティブ 

プログラミング II 講義ノート（注意・備考欄参照） 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容に記載 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述欄に書いた人は誰もいませんでした。 
科目名 プログラミングⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プログラミング言語 C 第 2 版／B.W.カーニハン，D.M.リッチー著，石⽥晴久訳

／共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 講義第 1 回目に，スケジュール・講義内容・講義の進め方について説明し，「プ

ログラミング II 講義ノート」を配布する。演習レポートは次回の講義開始前に提
出すること。提出が遅れた場合，評価対象とはならない。提出数が少なければ，
「成績評価」に記載しているように，単位認定ができなくなるので，注意するこ
と。レポート提出時に，課題記述例を配布して説明を行う。中間テストの次の回
の講義では，中間テストの採点結果や典型的な誤りに対する解説を行い，知識の
再確認を促す。なお本講義では，講義と UNIX マシン上でのプログラミング演習
を 

シラバスコード FTJ09120 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 目的に応じて，関数の型，関数の仮引数，実引数，戻り値を適切に設定でき

ること。 
(2) ポインタに関連したメモリマップが記述できること。 
(3) ポインタを引数とした関数が記述できること。 
(4) ポインタを用いて基礎的な文字列処理が記述できること。 

受講者へのコメント レポート課題を真面目に行うか否かで，講義内容の理解度が分かれていたように
思います。実技を含む科目では，課題に真面目に取り組む以外，その内容を理解
する（あるいは上達する）方法はありません。古代ギリシャの科学者であり，ま
た哲学者であったアリストテレスは，マケドニアの王子アレクサンドロス（後の



アレクサンドロス大王）の家庭教師を務めている時に『王子，学問に王道はござ
いません。自分で解いてこそ学問なのです』という言葉を残しています。 

連絡先 大倉 充：大倉研究室 18 号館 2 階 ohkura＠ice.ous.ac.jp 
オフィスアワー 月・⽊：昼休み 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・授業時間以外の学習：全くしなかったが 22% 
・目標の達成度：だいたいできた以上は 87.8% 
・教員の熱意：少し感じられた以上は 95.1% 
・満足度：ほぼ満足以上が 85.4%（普通以上は 100%） 
・授業の手法について：特にないが 97.6% 
・授業の進行と教材の提示について：特にないが 87.8%（無回答が 12.2%） 
以上のアンケート結果から，大きな変更は必要ないと判断しています。ただし，
実技科目であるプログラミングであるにもかかわらず，またレポートの提出を課
していたのですが，授業時間以外の学習を全くしな 

英文科目名 Programming II 
関連科目 プログラミング I，アドバンストプログラミング，データ構造とアルゴリズム，

情報処理実験，プログラミング言語論，情報⼯学実験 
次回に向けての改善変更予定 特に内容の変更は行いませんが，配布した「プログラミング II 講義ノート」の修

正・加筆を行い，製本会社に依頼して製本します。 
講義目的 「プログラミング I」では，プログラム言語に共通する基本的な考え方について

C 言語を対象として学んだ。本講義では，C 言語における関数・ポインタなどの
考え方を講述し，実際のプログラミングを通して理解を深める。本講義の目的は，
C 言語特有の機能を理解し，実際のプログラミング場面で応用できる能力を養う
ことにある。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義のオリエンテーションを行った後に，プログラミング I の内容の復習を

目的とした演習を行う。 
2 回 関数の基礎事項について説明する（第 1 回目）。 
関数の定義と呼び出し・値渡し（pass by value）・実引数と仮引数 
3 回 関数の基礎事項について説明する（第 2 回目）。 
引数と戻り値・関数における四則演算 
4 回 関数の基礎事項について説明する（第 3 回目）。 
ローカル変数とグローバル変数・変数の記憶寿命・関数の宣言・数学関数（標準
ライブラリ関数） 
5 回 関数の復習を目的とした演習を行う。 
6 回 中間テ 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。またプログラミング I の
内容の復習を行っておくこと。 
2 回 教科書の該当個所を読んでおくこと。 
3 回 第 2 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んでおくこと。 
4 回 第 3 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んでおくこと。 



5 回 第 2 回から第 4 回までの講義内容の復習を行うこと。 
6 回 関数の基礎事項を理解し，教科書を見なくとも指示された関数の記述がで
きるようになっていること。 
7 回 教科書の該当個所を読んでおくこと。 
8 回 第 7 回の講義内容 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0912P 
成績評価 演習レポート 10%，中間試験 20%，定期試験 70%により成績を評価する。 

上記 3 つの評価項目における点数の総計 60%以上を合格とする。なお成績評価
基準として，演習レポートを 10%の配分としているが，演習レポートを 1/3 以上
未提出の場合，単位は認定しない。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0912P プログラミングⅡ 
担当教員名 大倉 充、クラ エリス 
単位数 2 
教科書 やさしい C 第 4 版／高橋麻奈／ソフトバンククリエイティブ 

プログラミング II 講義ノート（注意・備考欄参照） 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容に記載 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 プログラミングⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プログラミング言語 C 第 2 版／B.W.カーニハン，D.M.リッチー著，石⽥晴久訳

／共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 講義第 1 回目に，スケジュール・講義内容・講義の進め方について説明し，「プ

ログラミング II 講義ノート」を配布する。演習レポートは次回の講義開始前に提
出すること。提出が遅れた場合，評価対象とはならない。提出数が少なければ，
「成績評価」に記載しているように，単位認定ができなくなるので，注意するこ
と。レポート提出時に，課題記述例を配布して説明を行う。中間テストの次の回
の講義では，中間テストの採点結果や典型的な誤りに対する解説を行い，知識の
再確認を促す。なお本講義では，講義と UNIX マシン上でのプログラミング演習
を 

シラバスコード FTJ0912P 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 目的に応じて，関数の型，関数の仮引数，実引数，戻り値を適切に設定でき

ること。 
(2) ポインタに関連したメモリマップが記述できること。 
(3) ポインタを引数とした関数が記述できること。 
(4) ポインタを用いて基礎的な文字列処理が記述できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 大倉 充：大倉研究室 18 号館 2 階 ohkura＠ice.ous.ac.jp 

オフィスアワー 月・⽊：昼休み 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見  
英文科目名 Programming II 
関連科目 プログラミング I，アドバンストプログラミング，データ構造とアルゴリズム，

情報処理実験，プログラミング言語論，情報⼯学実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「プログラミング I」では，プログラム言語に共通する基本的な考え方について

C 言語を対象として学んだ。本講義では，C 言語における関数・ポインタなどの
考え方を講述し，実際のプログラミングを通して理解を深める。本講義の目的は，
C 言語特有の機能を理解し，実際のプログラミング場面で応用できる能力を養う
ことにある。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義のオリエンテーションを行った後に，プログラミング I の内容の復習を

目的とした演習を行う。 
2 回 関数の基礎事項について説明する（第 1 回目）。 
関数の定義と呼び出し・値渡し（pass by value）・実引数と仮引数 
3 回 関数の基礎事項について説明する（第 2 回目）。 
引数と戻り値・関数における四則演算 
4 回 関数の基礎事項について説明する（第 3 回目）。 
ローカル変数とグローバル変数・変数の記憶寿命・関数の宣言・数学関数（標準
ライブラリ関数） 
5 回 関数の復習を目的とした演習を行う。 
6 回 中間テ 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。またプログラミング I の
内容の復習を行っておくこと。 
2 回 教科書の該当個所を読んでおくこと。 
3 回 第 2 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んでおくこと。 
4 回 第 3 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んでおくこと。 
5 回 第 2 回から第 4 回までの講義内容の復習を行うこと。 
6 回 関数の基礎事項を理解し，教科書を見なくとも指示された関数の記述がで
きるようになっていること。 
7 回 教科書の該当個所を読んでおくこと。 
8 回 第 7 回の講義内容 

 



年度 2014 
授業コード FTJ09130 
成績評価 演習レポート 10%，中間試験 20%，定期試験 70%により成績を評価する。 

上記 3 つの評価項目における点数の総計 60%以上を合格とする。なお成績評価
基準として，演習レポートを 10%の配分としているが，演習レポートを 1/3 以上
未提出の場合，単位は認定しない。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス JA(〜13) 
見出し FTJ09130 プログラミングⅡ 
担当教員名 島⽥ 恭宏 
単位数 2 
教科書 やさしい C 第 4 版／高橋麻奈／ソフトバンククリエイティブ 

プログラミング II 講義ノート（注意・備考欄参照） 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容に記載 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・機器が動かない時が多かったので何とかしてほしい。 

 機器とはコンピュータですか、プリンタですか？実習室にスタッフが常駐して
いるわけではないので、連絡を受けなければ対応の方法がありません。授業時間
以外での連絡を受けていないため、結果、対応が遅れてしまいます。スタッフが
どんな時間にも対応できるわけではありませんが、その都度、連絡をお願いしま
す。 
・空気が悪い。 
 気づいたときに、エアコンを停止して換気をお願いします。 
  
・課題について質問すると理解できるまで教えてくれました。理解するとこの講
義が楽しくな 

科目名 プログラミングⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プログラミング言語 C 第 2 版／B.W.カーニハン，D.M.リッチー著，石⽥晴久訳

／共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 講義第 1 回目に，スケジュール・講義内容・講義の進め方について説明し，「プ

ログラミング II 講義ノート」を配布する。演習レポートは次回の講義開始前に提
出すること。提出が遅れた場合，評価対象とはならない。提出数が少なければ，
「成績評価」に記載しているように，単位認定ができなくなるので，注意するこ
と。レポート提出時に，課題記述例を配布して説明を行う。中間テストの次の回
の講義では，中間テストの採点結果や典型的な誤りに対する解説を行い，知識の
再確認を促す。なお本講義では，講義と UNIX マシン上でのプログラミング演習
を 

シラバスコード FTJ09130 



実務経験のある教員  
達成目標 (1) 目的に応じて，関数の型，関数の仮引数，実引数，戻り値を適切に設定でき

ること。 
(2) ポインタに関連したメモリマップが記述できること。 
(3) ポインタを引数とした関数が記述できること。 
(4) ポインタを用いて基礎的な文字列処理が記述できること。 

受講者へのコメント シラバスに記した内容を皆さんに伝えなければという思いが強く、すこし足早に
なるときもあったと反省しています。この授業は、プログラミングの技術という
より、配列やポインタの概念を理解することが主になっており、技能・技術が高
まったという実感を得ることが少ないかもしれません。７８％の皆さんがこの授
業にほぼ満足した以上の評価を出していますが、不満と感じている日とも５％い
ます。不満の理由がここではわかりませんが、何らかの対応を考えたいと感じて
います。 
学習時間については、ほとんどが課題に費やされていると思われるので、 

連絡先 島⽥恭宏：shimada×ice.ous.ac.jp 島⽥恭宏研究室 20 号館 3 階 オフィスアワ
ー 水・⽊：昼休み 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・出席状況については、ほとんどの人が問題ありませんでした。 
・学習時間とその内容について、大部分が 1 時間以下程度で宿題などの実施でし
た。 
・この授業を受けて、理解が深まった皆さんは 70％でしたが、興味関⼼が高まっ
た、技能技術が高まった皆さんは 40％以下でした。 

英文科目名 Programming II 
関連科目 プログラミング I，アドバンストプログラミング，データ構造とアルゴリズム，

情報処理実験，プログラミング言語論，情報⼯学実験 
次回に向けての改善変更予定 レポート課題以外の何らかの自由課題を用意したい。 
講義目的 「プログラミング I」では，プログラム言語に共通する基本的な考え方について

C 言語を対象として学んだ。本講義では，C 言語における関数・ポインタなどの
考え方を講述し，実際のプログラミングを通して理解を深める。本講義の目的は，
C 言語特有の機能を理解し，実際のプログラミング場面で応用できる能力を養う
ことにある。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義のオリエンテーションを行った後に，プログラミング I の内容の復習を

目的とした演習を行う。 
2 回 関数の基礎事項について説明する（第 1 回目）。 
関数の定義と呼び出し・値渡し（pass by value）・実引数と仮引数 
3 回 関数の基礎事項について説明する（第 2 回目）。 
引数と戻り値・関数における四則演算 
4 回 関数の基礎事項について説明する（第 3 回目）。 
ローカル変数とグローバル変数・変数の記憶寿命・関数の宣言・数学関数（標準
ライブラリ関数） 



5 回 関数の復習を目的とした演習を行う。 
6 回 中間テ 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。またプログラミング I の
内容の復習を行っておくこと。 
2 回 教科書の該当個所を読んでおくこと。 
3 回 第 2 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んでおくこと。 
4 回 第 3 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んでおくこと。 
5 回 第 2 回から第 4 回までの講義内容の復習を行うこと。 
6 回 関数の基礎事項を理解し，教科書を見なくとも指示された関数の記述がで
きるようになっていること。 
7 回 教科書の該当個所を読んでおくこと。 
8 回 第 7 回の講義内容 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0913P 
成績評価 演習レポート 10%，中間試験 20%，定期試験 70%により成績を評価する。 

上記 3 つの評価項目における点数の総計 60%以上を合格とする。なお成績評価
基準として，演習レポートを 10%の配分としているが，演習レポートを 1/3 以上
未提出の場合，単位は認定しない。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0913P プログラミングⅡ 
担当教員名 島⽥ 恭宏 
単位数 2 
教科書 やさしい C 第 4 版／高橋麻奈／ソフトバンククリエイティブ 

プログラミング II 講義ノート（注意・備考欄参照） 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容に記載 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 プログラミングⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プログラミング言語 C 第 2 版／B.W.カーニハン，D.M.リッチー著，石⽥晴久訳

／共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 講義第 1 回目に，スケジュール・講義内容・講義の進め方について説明し，「プ

ログラミング II 講義ノート」を配布する。演習レポートは次回の講義開始前に提
出すること。提出が遅れた場合，評価対象とはならない。提出数が少なければ，
「成績評価」に記載しているように，単位認定ができなくなるので，注意するこ
と。レポート提出時に，課題記述例を配布して説明を行う。中間テストの次の回
の講義では，中間テストの採点結果や典型的な誤りに対する解説を行い，知識の
再確認を促す。なお本講義では，講義と UNIX マシン上でのプログラミング演習
を 

シラバスコード FTJ0913P 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 目的に応じて，関数の型，関数の仮引数，実引数，戻り値を適切に設定でき

ること。 
(2) ポインタに関連したメモリマップが記述できること。 
(3) ポインタを引数とした関数が記述できること。 
(4) ポインタを用いて基礎的な文字列処理が記述できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 島⽥恭宏：shimada×ice.ous.ac.jp 島⽥恭宏研究室 20 号館 3 階 オフィスアワ

ー 水・⽊：昼休み 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見  
英文科目名 Programming II 
関連科目 プログラミング I，アドバンストプログラミング，データ構造とアルゴリズム，

情報処理実験，プログラミング言語論，情報⼯学実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「プログラミング I」では，プログラム言語に共通する基本的な考え方について

C 言語を対象として学んだ。本講義では，C 言語における関数・ポインタなどの
考え方を講述し，実際のプログラミングを通して理解を深める。本講義の目的は，
C 言語特有の機能を理解し，実際のプログラミング場面で応用できる能力を養う
ことにある。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義のオリエンテーションを行った後に，プログラミング I の内容の復習を

目的とした演習を行う。 
2 回 関数の基礎事項について説明する（第 1 回目）。 
関数の定義と呼び出し・値渡し（pass by value）・実引数と仮引数 
3 回 関数の基礎事項について説明する（第 2 回目）。 
引数と戻り値・関数における四則演算 
4 回 関数の基礎事項について説明する（第 3 回目）。 
ローカル変数とグローバル変数・変数の記憶寿命・関数の宣言・数学関数（標準
ライブラリ関数） 
5 回 関数の復習を目的とした演習を行う。 
6 回 中間テ 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。またプログラミング I の
内容の復習を行っておくこと。 
2 回 教科書の該当個所を読んでおくこと。 
3 回 第 2 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んでおくこと。 
4 回 第 3 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んでおくこと。 
5 回 第 2 回から第 4 回までの講義内容の復習を行うこと。 
6 回 関数の基礎事項を理解し，教科書を見なくとも指示された関数の記述がで
きるようになっていること。 
7 回 教科書の該当個所を読んでおくこと。 
8 回 第 7 回の講義内容 

 



年度 2014 
授業コード FTJ09210 
成績評価 中間試験（４０％）、期末試験（５０％），宿題・演習（１０％）とする。  

試験では、選択問題、記述問題、計算問題、ハードウェア記述言語（Verilog）記
述問題を出題する。  
合計６０点以上を合格とする。 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜12) 
見出し FTJ09210 集積回路 
担当教員名 小畑 正貴 
単位数 2 
教科書 資料配布 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 スライドをスクリーンに映したらどうかということですが、板書がしにくくなる

ので一⻑一短かと思っています。 
良かったという声が２人ありました。ありがとうございます。 

科目名 集積回路 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 わかる Verilog HDL 入門 CQ 出版 
授業形態 講義 
注意備考 適宜，宿題提出や演習を行う。  

中間試験の追試験は１週間以内とする。 
情報⼯学実験の「論理回路」と関連する。 

シラバスコード FTJ09210 
実務経験のある教員  
達成目標 １．集積回路に関する基礎的用語を理解する。  

２．ＰＮ接合、ＭＯＳ構造の構造と基本動作を理解する。  
３．集積回路の製造プロセスを理解する。  
４．集積回路（ロジック、メモリ、マイコン、ASIC、システム LSI）の種類およ
び基本構造を理解する。  
５．ハードウェア記述言語（Verilog）の基礎を理解し，簡単な回路が設計できる。 

受講者へのコメント 授業時間外学習をしない人にですが、予習復習してください。 
連絡先 １８号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 満足度については「満足・ほぼ満足」84% やや不満１でした。授業については
95%が問題点は特にないでした。 

英文科目名 Integrated Circuits 



関連科目 論理回路、アナログ回路、ディジタル回路、コンピュータ⼯学Ⅰ・Ⅱ 
情報⼯学実験 

次回に向けての改善変更予定 基本的に同じように進めようと思います。 
講義目的 集積回路は産業のキーデバイスである。情報産業はこのデバイスを基礎としてい

る。情報技術者はなんらかの意味で集積回路に関係している。集積回路の構造お
よび動作、製造プロセス、ハードウェア記述言語による設計についての専門知識
の基本を習得することを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ハードウェア記述言語１（変数、演算子、順次ブロック）について解説する。 

2 回 ハードウェア記述言語２（組み合わせ回路）について解説する。 
3 回 ハードウェア記述言語３（順序回路、フリップフロップ、同期回路）につい
て解説する。 
4 回 ハードウェア記述言語４（カウンタ、シフトレジスタ、状態マシン）につい
て解説する。 
5 回 集積回路設計⼯程（仕様設計、機能設計、シミュレーション、配置配線）に
ついて解説する。 
6 回 まとめ、質疑応答を行い、中間試験を実施する。 
7 回 中間試験の解説を行う。 
半導体（半導体、 

準備学習 1 回 論理回路の復習をすること。 
2 回 前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読むこと。 
3 回 前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読むこと。 
4 回 前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読むこと。 
5 回 前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読むこと。 
6 回 これまでの復習をすること。 
7 回 テキストの今回の範囲を読むこと。 
8 回 前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読むこと。 
9 回 前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読むこと。 
10 回 前回の復習をすること。 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0921P 
成績評価 中間試験（４０％）、期末試験（５０％），宿題・演習（１０％）とする。  

試験では、選択問題、記述問題、計算問題、ハードウェア記述言語（Verilog）記
述問題を出題する。  
合計６０点以上を合格とする。 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0921P 集積回路 
担当教員名 小畑 正貴 
単位数 2 
教科書 資料配布 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 集積回路 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 わかる Verilog HDL 入門 CQ 出版 
授業形態 講義 
注意備考 適宜，宿題提出や演習を行う。  

中間試験の追試験は１週間以内とする。 
情報⼯学実験の「論理回路」と関連する。 

シラバスコード FTJ0921P 
実務経験のある教員  
達成目標 １．集積回路に関する基礎的用語を理解する。  

２．ＰＮ接合、ＭＯＳ構造の構造と基本動作を理解する。  
３．集積回路の製造プロセスを理解する。  
４．集積回路（ロジック、メモリ、マイコン、ASIC、システム LSI）の種類およ
び基本構造を理解する。  
５．ハードウェア記述言語（Verilog）の基礎を理解し，簡単な回路が設計できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 １８号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Integrated Circuits 
関連科目 論理回路、アナログ回路、ディジタル回路、コンピュータ⼯学Ⅰ・Ⅱ 

情報⼯学実験 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 集積回路は産業のキーデバイスである。情報産業はこのデバイスを基礎としてい
る。情報技術者はなんらかの意味で集積回路に関係している。集積回路の構造お
よび動作、製造プロセス、ハードウェア記述言語による設計についての専門知識
の基本を習得することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ハードウェア記述言語１（変数、演算子、順次ブロック）について解説する。 

2 回 ハードウェア記述言語２（組み合わせ回路）について解説する。 
3 回 ハードウェア記述言語３（順序回路、フリップフロップ、同期回路）につい
て解説する。 
4 回 ハードウェア記述言語４（カウンタ、シフトレジスタ、状態マシン）につい
て解説する。 
5 回 集積回路設計⼯程（仕様設計、機能設計、シミュレーション、配置配線）に
ついて解説する。 
6 回 まとめ、質疑応答を行い、中間試験を実施する。 
7 回 中間試験の解説を行う。 
半導体（半導体、 

準備学習 1 回 論理回路の復習をすること。 
2 回 前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読むこと。 
3 回 前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読むこと。 
4 回 前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読むこと。 
5 回 前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読むこと。 
6 回 これまでの復習をすること。 
7 回 テキストの今回の範囲を読むこと。 
8 回 前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読むこと。 
9 回 前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読むこと。 
10 回 前回の復習をすること。 

 



年度 2014 
授業コード FTJ09310 
成績評価 定期試験 70％，中間試験 20％，小テスト 10％により成績を評価する。 

合計を 100 点に換算して評点とし，60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜12) 
見出し FTJ09310 並列処理 
担当教員名 上嶋 明 
単位数 2 
教科書 資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容に記載 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・「特になし 解説などがわかりやすかった。」 

→よりわかりやすい解説になるよう，今後も改善を続けたいと思います。 
・「今後の進路の参考になりました 有難うございました。」 
→それはよかったです。 

科目名 並列処理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 並列処理技術／笠原 博徳／コロナ社：たのしくできる並列処理コンピュータ／

小畑 正貴／東京電機大学出版局 
授業形態 講義 
注意備考 適宜小テストを実施する。 
シラバスコード FTJ09310 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)各種並列処理方式の構成と動作について説明できる。 

(2)共有メモリ方式と分散メモリ方式について説明できる。 
(3)結合ネットワークの構成，中継方式，ルーティングについて説明できる。 
(4)自動並列化の方法について説明できる。 
(5)並列プログラミングの概略を説明できる。 
(6)P スレッド，OpenMP，MPI 各々よる基礎的な並列プログラムの動作につい
て説明できる。 

受講者へのコメント 選択科目ではありますが，並列処理はスーパーコンピュータではもちろんのこ
と，近年ではパソコンやスマートフォン，ゲーム機にまで広く用いられる大変重
要な技術ですので，ぜひ履修して身に付けてもらいたいと思います。 

連絡先 18 号館 3 階 上嶋研究室 086-256-9520 uejima＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・前年度と同様，概ねよい結果が得られたと考えています。 
・「この授業を受けてよかった点は，何ですか」の設問における「この分野への理
解が深まった」という回答が約 86%の学生から得られたのは大変よかったと思



います。 
・前年度までの授業アンケート結果と概ねに同じ傾向なのですが，「授業時間外
にどの程度，学習しましたか」の設問にて，「全くしなかった」という回答が約
49%と例年より増加したのが非常に気になりました。 

英文科目名 Parallel Processing 
関連科目 オペレーティングシステム，コンピュータ⼯学 I・II 
次回に向けての改善変更予定 授業時間外にも学習してもらえるよう，予習・復習課題を出すことなども検討し

てみたいと思います。 
講義目的 並列計算機は複数の演算器やプロセッサを同時に動かして処理能力を高めるも

のである。高性能マイクロプロセッサの中では命令レベルの並列処理が行われ，
スーパーコンピュータでは多数のプロセッサによる並列処理が行われている。本
講義では，ハードウエア，ソフトウエアについて，各種並列処理技術の基礎を学
ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 並列処理概要（必要性，応用分野，並列計算機）について説明する。 

2 回 前提知識・用語，並列処理方式の分類（SISD，SIMD，MIMD，細粒度，粗
粒度），並列処理ソフトウェアについて説明する。 
3 回 並列処理方式１（命令パイプライン，スーパースカラ，VLIW）について説
明する。 
4 回 データ依存関係，並列処理方式２（プロセッサアレイ，演算パイプライン）
について説明する。 
5 回 マルチプロセッサ（共有メモリ，分散メモリ，分散共有メモリ，並列キャッ
シュメモリ）について説明する。 
6 回 結合ネットワーク（ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し，学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 キーワード「並列コンピューティング」で Web 検索した情報に軽く目を通
しておくこと。 
3 回 パソコンの CPU で用いられている技術について Web や図書館で調べてお
くこと。 
4 回 キーワード「スーパーコンピュータ」で Web 検索し，講義に関連する情報
を調べておくこと。 
5 回 キーワード「マルチプロセッサシステム」で Web 検索し，講義に関連する
情報を調べておくこと。 
6 回 並列計算機の複数の構成要素を結合するにはどのような形態があるのか考
えておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0931P 
成績評価 定期試験 70％，中間試験 20％，小テスト 10％により成績を評価する。 

合計を 100 点に換算して評点とし，60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0931P 並列処理 
担当教員名 上嶋 明 
単位数 2 
教科書 資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容に記載 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 並列処理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 並列処理技術／笠原 博徳／コロナ社：たのしくできる並列処理コンピュータ／

小畑 正貴／東京電機大学出版局 
授業形態 講義 
注意備考 適宜小テストを実施する。 
シラバスコード FTJ0931P 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)各種並列処理方式の構成と動作について説明できる。 

(2)共有メモリ方式と分散メモリ方式について説明できる。 
(3)結合ネットワークの構成，中継方式，ルーティングについて説明できる。 
(4)自動並列化の方法について説明できる。 
(5)並列プログラミングの概略を説明できる。 
(6)P スレッド，OpenMP，MPI 各々よる基礎的な並列プログラムの動作につい
て説明できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 18 号館 3 階 上嶋研究室 086-256-9520 uejima＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Parallel Processing 
関連科目 オペレーティングシステム，コンピュータ⼯学 I・II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 並列計算機は複数の演算器やプロセッサを同時に動かして処理能力を高めるも

のである。高性能マイクロプロセッサの中では命令レベルの並列処理が行われ，
スーパーコンピュータでは多数のプロセッサによる並列処理が行われている。本



講義では，ハードウエア，ソフトウエアについて，各種並列処理技術の基礎を学
ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 並列処理概要（必要性，応用分野，並列計算機）について説明する。 

2 回 前提知識・用語，並列処理方式の分類（SISD，SIMD，MIMD，細粒度，粗
粒度），並列処理ソフトウェアについて説明する。 
3 回 並列処理方式１（命令パイプライン，スーパースカラ，VLIW）について説
明する。 
4 回 データ依存関係，並列処理方式２（プロセッサアレイ，演算パイプライン）
について説明する。 
5 回 マルチプロセッサ（共有メモリ，分散メモリ，分散共有メモリ，並列キャッ
シュメモリ）について説明する。 
6 回 結合ネットワーク（ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し，学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 キーワード「並列コンピューティング」で Web 検索した情報に軽く目を通
しておくこと。 
3 回 パソコンの CPU で用いられている技術について Web や図書館で調べてお
くこと。 
4 回 キーワード「スーパーコンピュータ」で Web 検索し，講義に関連する情報
を調べておくこと。 
5 回 キーワード「マルチプロセッサシステム」で Web 検索し，講義に関連する
情報を調べておくこと。 
6 回 並列計算機の複数の構成要素を結合するにはどのような形態があるのか考
えておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FTJ09710 
成績評価 中間試験（５０％と期末試験（５０％）の合計点を 100 点とし，60 点以上を合

格とする． 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜12) 
見出し FTJ09710 コンピュータネットワーク 
担当教員名 小松 雅治 
単位数 2 
教科書 テキストを配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータネットワーク，インターネット，プロトコル，OSI，TCP/IP，アド

レス，セキュリティ，ネットワークツール 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 今後の進路の参考になった⇒それがよかったですね． 

配布資料が多すぎるので，教科書を用意したほうがよい⇒配布したものを閉じる
と教科書になっているはずです．できるだけ丁寧に記述しているので，市販の教
科書より多いかも知れない． 
熱意が感じられない⇒どういう点で感じられないのですか．小生には不本意に感
じる． 

科目名 コンピュータネットワーク 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岩波インターネット講座：尾家・後藤・⻄尾・宮原・村井編集（第 1 巻「インタ

ーネット入門，第 2 巻「ネットワークの相互接続」，第 3 巻「トランスポートプ
ロトコル」，第 4 巻「ネットワークアプリケーション」．第 6 巻「社会基盤として
のインターネット」），岩波書店 

授業形態 講義 
注意備考 情報ネットワーク基礎論を受講していること． 
シラバスコード FTJ09710 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の項目に関する知識を得ていること． 

①コンピュータネットワークの構成と役割，②ネットワークアーキテクチャ，
③OSI 基本参照モデルとプロトコルの階層化，④インターネットの構成，
⑤TCP/IP 基本参照モデル，⑥IP，UDP，RTP などのインターネット層のプロ
トコル，⑦トランスポート層の TCP，UDP，RTP，⑧層間のアドレスの関係と
変換，⑨DNS，TELNET，FTP，電子メース，WWW などのアプリケーション，
⑩ネットワークセキュリティ，⑪ICMP とネットワークコマンド 

受講者へのコメント 出席していても教科書を持ってこない，教科書を開かない学生が多く，非常に問
題と思っている． 
試験勉強では，総合復習問題をするだけと思っている学生が多いように感じられ
る． 



様々な問題を理屈で考えるようにしていただきたい． 
連絡先 ２０号館３階小松研究室 

オフィスアワー：月７-８時限 
komatsu@ice.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 A-1:欠席回数が多い学生が少なからずいる． 
英文科目名 Computer Networks 
関連科目 情報ネットワーク基礎論，コンピュータネットワーク実習 
次回に向けての改善変更予定 なし 
講義目的 コンピュータネットワークは現代社会にとって欠くことができないシステムで

ある．本講義では，コンピュータネットワークの役割を明らかにするとともに，
最大規模のコンピュータネットワークであるインターネットの論理的な構造を
示すプロトコル（特に，インターネット層，トランスポート層，アプリケーショ
ン層），ネットワークセキュリティ，ならびに，インターネットに接続されたパー
ソナルコンピュータで利用可能なネットワークコマンド関する理解を深め，その
応用力を養うことを目的とする． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 インターネットに代表されるコンピュータネットワークに至るコンピュー

タと通信の融合の歴史について概説する． 
2 回 コンピュータネットワークの構成，コンピュータネットワークで実現され
る機能，コンピュータネットワークの利点などにについて講述する． 
3 回 コンピュータネットワークアーキテクチャの基本である OSI 基本参照モデ
ルとプロトコルの階層化について講述する． 
4 回 OSI 基本参照モデルの考え方を基礎にしたネットワークアーキテクチャで
ある TCP/IP 参照モデル，および，ネットワークの相互接続の考え方を明ら 

準備学習 1 回 シラバスを読み，学習過程を把握するとともに，身の回りにある，コンピュ
ータと通信を用いたシステムについて考えておく． 
2 回 テキストを読み，コンピュータネットワークの構成について考えておくこ
と 
3 回 テキストを読み，階層化の概念を考えておくこと 
4 回 テキストを読み，インターネットおよびそのプロトコルがどのようなもの
かを考えておくこと 
5 回 テキストを読み，インターネット層の役割を考えておくこと 
6 回 第 5 回の講義内容の復習をすると共に，アドレスの必要性を考えておくこ
と 
7 回 第 6 回の講義内容の復習を 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0971P 
成績評価 中間試験（５０％と期末試験（５０％）の合計点を 100 点とし，60 点以上を合

格とする． 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0971P コンピュータネットワーク 
担当教員名 小松 雅治 
単位数 2 
教科書 テキストを配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータネットワーク，インターネット，プロトコル，OSI，TCP/IP，アド

レス，セキュリティ，ネットワークツール 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータネットワーク 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岩波インターネット講座：尾家・後藤・⻄尾・宮原・村井編集（第 1 巻「インタ

ーネット入門，第 2 巻「ネットワークの相互接続」，第 3 巻「トランスポートプ
ロトコル」，第 4 巻「ネットワークアプリケーション」．第 6 巻「社会基盤として
のインターネット」），岩波書店 

授業形態 講義 
注意備考 情報ネットワーク基礎論を受講していること． 
シラバスコード FTJ0971P 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の項目に関する知識を得ていること． 

①コンピュータネットワークの構成と役割，②ネットワークアーキテクチャ，
③OSI 基本参照モデルとプロトコルの階層化，④インターネットの構成，
⑤TCP/IP 基本参照モデル，⑥IP，UDP，RTP などのインターネット層のプロ
トコル，⑦トランスポート層の TCP，UDP，RTP，⑧層間のアドレスの関係と
変換，⑨DNS，TELNET，FTP，電子メース，WWW などのアプリケーション，
⑩ネットワークセキュリティ，⑪ICMP とネットワークコマンド 

受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館３階小松研究室 

オフィスアワー：月７-８時限 
komatsu@ice.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Networks 



関連科目 情報ネットワーク基礎論，コンピュータネットワーク実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コンピュータネットワークは現代社会にとって欠くことができないシステムで

ある．本講義では，コンピュータネットワークの役割を明らかにするとともに，
最大規模のコンピュータネットワークであるインターネットの論理的な構造を
示すプロトコル（特に，インターネット層，トランスポート層，アプリケーショ
ン層），ネットワークセキュリティ，ならびに，インターネットに接続されたパー
ソナルコンピュータで利用可能なネットワークコマンド関する理解を深め，その
応用力を養うことを目的とする． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 インターネットに代表されるコンピュータネットワークに至るコンピュー

タと通信の融合の歴史について概説する． 
2 回 コンピュータネットワークの構成，コンピュータネットワークで実現され
る機能，コンピュータネットワークの利点などにについて講述する． 
3 回 コンピュータネットワークアーキテクチャの基本である OSI 基本参照モデ
ルとプロトコルの階層化について講述する． 
4 回 OSI 基本参照モデルの考え方を基礎にしたネットワークアーキテクチャで
ある TCP/IP 参照モデル，および，ネットワークの相互接続の考え方を明ら 

準備学習 1 回 シラバスを読み，学習過程を把握するとともに，身の回りにある，コンピュ
ータと通信を用いたシステムについて考えておく． 
2 回 テキストを読み，コンピュータネットワークの構成について考えておくこ
と 
3 回 テキストを読み，階層化の概念を考えておくこと 
4 回 テキストを読み，インターネットおよびそのプロトコルがどのようなもの
かを考えておくこと 
5 回 テキストを読み，インターネット層の役割を考えておくこと 
6 回 第 5 回の講義内容の復習をすると共に，アドレスの必要性を考えておくこ
と 
7 回 第 6 回の講義内容の復習を 

 



年度 2014 
授業コード FTJ09810 
成績評価 中間試験 30%，講義レポート 10%，実習レポート 60%により成績を評価する。 

合計を 100 点に換算して評点とし，60 点以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜12) 
見出し FTJ09810 コンピュータネットワーク実習 
担当教員名 上嶋 明、クラ エリス 
単位数 1 
教科書 テキスト「コンピュータネットワーク実習／岡山理科大学⼯学部情報⼯学科」を

配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 講義内容に記載 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・「やっていて楽しかった」 

→大変光栄です。 
科目名 コンピュータネットワーク実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ネットワークはなぜつながるのか 第２版／⼾根 勤／日経ＢＰ社：ゼロからわ

かる ネットワーク超入門 〜TCP/IP 基本のキホン／柴⽥ 晃／技術評論社 
授業形態 実験実習 
注意備考 ・2 コマ×7.5 週で半期分の講義（15 コマ分）を実施する。講義日程を学科掲示

板にて発表するので十分注意すること。 
・最初に実習に必要な知識を講義する。その後，コンピュータ（サーバとクライ
アント）を用いた実習を行う。 

シラバスコード FTJ09810 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)LAN，TCP/IP，IP アドレス等，コンピュータネットワークおける基礎的概念

を説明できる。 
(2)OS（Linux）のインストールとネットワークの設定（Linux, Windows）ができ
る。 
(3)DNS，ファイル，電子メール，WWW，SSH の各サーバの設定・起動・テス
トができる。 
(4)外部からの侵入を防ぐためのアクセス制御を行うことができる。 

受講者へのコメント 毎日インターネットを利用するのが当たり前の時代になりましたが，サービスを
提供するためのネットワークやサーバの仕組みについては知らないことが多い
のではないでしょうか。そこで，この授業を受講することによりネットワークや
サーバについての実践的な知識を身につけてもらいたいと思います。 

連絡先 18 号館 3 階 上嶋研究室 086-256-9520 uejima＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 ・全体としては昨年度と同様に概ねよい結果が得られたと考えています。 
・授業時間外での学習を「全くしなかった」とする回答が 44.1%と多かったので
すが，昨年度の 73.3%からは大幅に減少しましたので，授業時間外にも予習・復
習などをしてくれる学生が増えたようです。 
・「この授業を受けてよかった点は，何ですか」の設問における「この分野への理
解が深まった」という回答が約 88%の学生から得られたのは大変よかったと思
います。 

英文科目名 Training in Computer Networks 
関連科目 コンピュータネットワーク 
次回に向けての改善変更予定 ・自由設問にて「実習のテーマ数」について回答をお願いした結果，「ちょうどよ

い」の選択が昨年度に続き過半数となったため，来年度も同じテーマ数で実施し
たいと思います。ただし，「少し多い」の選択も 2 割強ありましたので，重要度
の低いテーマの扱いについて今後継続的に検討します。 
・自由設問にて「講義と実習のバランス」について回答をお願いした結果，「ちょ
うどよい」の選択が過半数となったため，来年度も同じバランスで実施したいと
思います。ただし，「実習時間を減らして講義時間を増やした方がよい」の選択も
約 3 割ありましたので 

講義目的 コンピュータネットワークに関する基礎知識について講義する。そして，ローカ
ルエリアネットワーク（LAN）およびインターネットの接続や設定の実習を行い，
ネットワークの接続からインターネットにおいて必要不可欠な各種サーバの設
定と運用管理まで行える能力を養うことを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 コンピュータネットワーク，ネットワークアーキテクチャ，Ethernet，

TCP/IP，IP アドレスについて説明する。 
2 回 プロトコル（ARP, RARP, ICMP），TCP と UDP，各種サーバ，セキュリテ
ィ，SSH について説明する。 
3 回 実習内容と手順について説明する。 
4 回 実習内容と手順について説明する。 
5 回 これまでの講義内容のまとめについて説明した後，中間試験を実施する。 
6 回 ネットワークの構築と OS（Linux）のインストールについて実習する。 
7 回 OS のネットワーク設定（IP 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
3 回 テキスト「実習編」の内容に目を通して実習の大まかな流れを把握しておく
こと。 
5 回 テキスト「講義編」の内容を復習するとともに，テキスト「実習編」第 1 章，
第 2 章の実験手順を把握しておくこと。 
7 回 テキスト「実習編」第 3 章の実験手順を把握しておくこと。 
9 回 テキスト「実習編」第 4 章，第 5 章の実験手順を把握しておくこと。 
11 回 テキスト「実習編」第 6 章，第 7 章の実験手順を把握しておくこと。 
13 回 テキスト「実習編」第 8 章，第 9 章，第 10 章の 

 



年度 2014 
授業コード FTJ0981P 
成績評価 中間試験 30%，講義レポート 10%，実習レポート 60%により成績を評価する。 

合計を 100 点に換算して評点とし，60 点以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ0981P コンピュータネットワーク実習 
担当教員名 上嶋 明、クラ エリス 
単位数 1 
教科書 テキスト「コンピュータネットワーク実習／岡山理科大学⼯学部情報⼯学科」を

配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 講義内容に記載 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータネットワーク実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ネットワークはなぜつながるのか 第２版／⼾根 勤／日経ＢＰ社：ゼロからわ

かる ネットワーク超入門 〜TCP/IP 基本のキホン／柴⽥ 晃／技術評論社 
授業形態 実験実習 
注意備考 ・2 コマ×7.5 週で半期分の講義（15 コマ分）を実施する。講義日程を学科掲示

板にて発表するので十分注意すること。 
・最初に実習に必要な知識を講義する。その後，コンピュータ（サーバとクライ
アント）を用いた実習を行う。 

シラバスコード FTJ0981P 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)LAN，TCP/IP，IP アドレス等，コンピュータネットワークおける基礎的概念

を説明できる。 
(2)OS（Linux）のインストールとネットワークの設定（Linux, Windows）ができ
る。 
(3)DNS，ファイル，電子メール，WWW，SSH の各サーバの設定・起動・テス
トができる。 
(4)外部からの侵入を防ぐためのアクセス制御を行うことができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 18 号館 3 階 上嶋研究室 086-256-9520 uejima＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Training in Computer Networks 
関連科目 コンピュータネットワーク 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コンピュータネットワークに関する基礎知識について講義する。そして，ローカ

ルエリアネットワーク（LAN）およびインターネットの接続や設定の実習を行い，
ネットワークの接続からインターネットにおいて必要不可欠な各種サーバの設
定と運用管理まで行える能力を養うことを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 コンピュータネットワーク，ネットワークアーキテクチャ，Ethernet，

TCP/IP，IP アドレスについて説明する。 
2 回 プロトコル（ARP, RARP, ICMP），TCP と UDP，各種サーバ，セキュリテ
ィ，SSH について説明する。 
3 回 実習内容と手順について説明する。 
4 回 実習内容と手順について説明する。 
5 回 これまでの講義内容のまとめについて説明した後，中間試験を実施する。 
6 回 ネットワークの構築と OS（Linux）のインストールについて実習する。 
7 回 OS のネットワーク設定（IP 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
3 回 テキスト「実習編」の内容に目を通して実習の大まかな流れを把握しておく
こと。 
5 回 テキスト「講義編」の内容を復習するとともに，テキスト「実習編」第 1 章，
第 2 章の実験手順を把握しておくこと。 
7 回 テキスト「実習編」第 3 章の実験手順を把握しておくこと。 
9 回 テキスト「実習編」第 4 章，第 5 章の実験手順を把握しておくこと。 
11 回 テキスト「実習編」第 6 章，第 7 章の実験手順を把握しておくこと。 
13 回 テキスト「実習編」第 8 章，第 9 章，第 10 章の 

 



年度 2014 
授業コード FTJ10110 
成績評価 中間試験（40%）定期試験（60%）60 点以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜12) 
見出し FTJ10110 暗号とセキュリティ 
担当教員名 麻谷 淳 
単位数 2 
教科書 結城浩：暗号技術入門，SoftBank Creative 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 暗号とセキュリティ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 J.A.ブーフマン：暗号理論入門，Springer プルース・シュナイアー：暗号技術大

全，ソフトバンクパブリッシング岡本龍明，山本博資：現代暗号，産業図書吉⽥
一彦，友清理士：暗号事典，研究社 

授業形態 講義 
注意備考 授業中に出された演習問題を積極的に行い，授業時間内での理解につとめるこ

と．授業中の私語などの他の受講生への迷惑行為は当然禁じる． 
シラバスコード FTJ10110 
実務経験のある教員  
達成目標 対称鍵暗号，公開鍵暗号の基礎を理解すること， 

簡単な数値例を使って暗号化できること， 
公開鍵暗号の秘匿機能と対をなすもう一つの機能である認証技術，ディジタル署
名の基礎を理解すること 

受講者へのコメント  
連絡先 麻谷研究室 20 号館 3 階オフィスアワー 月曜日昼休み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Code and Security 
関連科目 情報理論，情報と職業，コンピュータネットワーク，マルチメディア⼯学，コン

ピュータネットワーク実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高度情報化社会，ネットワーク社会におけるセキュリティ技術の基盤である暗号

技術の基礎的概念について解説する．暗号の基本原理，対称鍵暗号および公開鍵
暗号の基礎知識，暗号化・復号化法，公開鍵暗号技術を応用する秘匿機能と対を
なす機能の認証技術，ディジタル署名など広く暗号技術の全体像を習得する．こ



れによって，情報通信分野の専門知識と応用能力を養うことを目的とする． 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 暗号技術について 

2 回 歴史上の暗号（シーザー暗号，単一換字暗号，エニグマ） 
3 回 対称暗号（１） （DES，トリプル DES） 
4 回 対称暗号 （２）（AES，Rijndael） 
5 回 ブロック暗号のモード 
6 回 公開鍵暗号 （鍵配送問題） 
7 回 RSA （RSA による暗号化，RSA による復号化） 
8 回 中間試験 
9 回 公開鍵暗号の安全性 
10 回 ハイブリッド暗号システム 
11 回 一方向ハッシュ関数（１）（MD1,MD5） 
12 回 一方向ハッシュ関数（２）（SHA1，一方向ハッシュ関数への攻撃） 
1 

準備学習 1 回 暗号についてどんなものがあるか，調べておくこと． 
2 回 暗号の歴史について調べておくこと． 
3 回 対称暗号について予習しておくこと． 
4 回 AES について調べておくこと． 
5 回 ブロック暗号のモードについて予習しておくこと． 
6 回 公開鍵暗号について予習しておくこと． 
7 回 RSA 暗号について調べておくこと． 
8 回 第 1 回から第 7 回までの内容の復習をしておくこと． 
9 回 公開鍵の安全性について予習しておくこと． 
10 回 ハイブリッド暗号システムについて予習しておくこと． 
11 回 一方向性ハッシュ関数 

 



年度 2014 
授業コード FTJ1011P 
成績評価 中間試験（40%）定期試験（60%）60 点以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ1011P 暗号とセキュリティ 
担当教員名 麻谷 淳 
単位数 2 
教科書 結城浩：暗号技術入門，SoftBank Creative 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 暗号とセキュリティ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 J.A.ブーフマン：暗号理論入門，Springer プルース・シュナイアー：暗号技術大

全，ソフトバンクパブリッシング岡本龍明，山本博資：現代暗号，産業図書吉⽥
一彦，友清理士：暗号事典，研究社 

授業形態 講義 
注意備考 授業中に出された演習問題を積極的に行い，授業時間内での理解につとめるこ

と．授業中の私語などの他の受講生への迷惑行為は当然禁じる． 
シラバスコード FTJ1011P 
実務経験のある教員  
達成目標 対称鍵暗号，公開鍵暗号の基礎を理解すること， 

簡単な数値例を使って暗号化できること， 
公開鍵暗号の秘匿機能と対をなすもう一つの機能である認証技術，ディジタル署
名の基礎を理解すること 

受講者へのコメント  
連絡先 麻谷研究室 20 号館 3 階オフィスアワー 月曜日昼休み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Code and Security 
関連科目 情報理論，情報と職業，コンピュータネットワーク，マルチメディア⼯学，コン

ピュータネットワーク実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高度情報化社会，ネットワーク社会におけるセキュリティ技術の基盤である暗号

技術の基礎的概念について解説する．暗号の基本原理，対称鍵暗号および公開鍵
暗号の基礎知識，暗号化・復号化法，公開鍵暗号技術を応用する秘匿機能と対を
なす機能の認証技術，ディジタル署名など広く暗号技術の全体像を習得する．こ



れによって，情報通信分野の専門知識と応用能力を養うことを目的とする． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 暗号技術について 

2 回 歴史上の暗号（シーザー暗号，単一換字暗号，エニグマ） 
3 回 対称暗号（１） （DES，トリプル DES） 
4 回 対称暗号 （２）（AES，Rijndael） 
5 回 ブロック暗号のモード 
6 回 公開鍵暗号 （鍵配送問題） 
7 回 RSA （RSA による暗号化，RSA による復号化） 
8 回 中間試験 
9 回 公開鍵暗号の安全性 
10 回 ハイブリッド暗号システム 
11 回 一方向ハッシュ関数（１）（MD1,MD5） 
12 回 一方向ハッシュ関数（２）（SHA1，一方向ハッシュ関数への攻撃） 
1 

準備学習 1 回 暗号についてどんなものがあるか，調べておくこと． 
2 回 暗号の歴史について調べておくこと． 
3 回 対称暗号について予習しておくこと． 
4 回 AES について調べておくこと． 
5 回 ブロック暗号のモードについて予習しておくこと． 
6 回 公開鍵暗号について予習しておくこと． 
7 回 RSA 暗号について調べておくこと． 
8 回 第 1 回から第 7 回までの内容の復習をしておくこと． 
9 回 公開鍵の安全性について予習しておくこと． 
10 回 ハイブリッド暗号システムについて予習しておくこと． 
11 回 一方向性ハッシュ関数 

 



年度 2014 
授業コード FTJ10411 
成績評価 小テスト 10％，中間試験 30％，定期試験 60％により成績を評価する。 

合計を 100 点に換算して評点とし，60 点以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜12) 
見出し FTJ10411 電気回路Ⅰ(再) 
担当教員名 上嶋 明 
単位数 2 
教科書 解いてなっとく  身につく電気回路／中野 人志／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容に記載 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気回路Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 例題で学ぶやさしい電気回路〔直流編〕／堀 浩雄／森北出版：例題で学ぶやさ

しい電気回路〔交流編〕／堀 浩雄／森北出版 
授業形態 講義 
注意備考 適宜演習や小テストを実施する。 
シラバスコード FTJ10411 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)電気抵抗とオームの法則についての計算ができる。 

(2)抵抗の直列接続・並列接続における合成抵抗の計算ができる。 
(3)キルヒホッフの法則や重ね合わせの理などの諸定理による直流回路の解析が
できる。 
(4)正弦波交流の周波数と周期，実効値，位相と位相差についての計算ができる。 
(5)交流回路のインピーダンスとアドミタンスの計算ができる。 
(6)直流回路および交流回路の電力と電力量の計算ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 18 号館 3 階 上嶋研究室 086-256-9520 uejima＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electrical Circuits I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気回路は家電製品からコンピュータに至るまで多くの機器で使用されている

ため，その知識を習得することは電気・情報系の技術者にとって重要である。本
講義では，電圧，電流，抵抗とオームの法則など電気回路についての基本的な事



項を習得した後，キルヒホッフの法則などの各法則と重ね合わせの理などの諸定
理を学ぶことで，抵抗，インダクタ，キャパシタなどの回路素子からなる直流回
路・交流回路の解析ができるようになることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 電流と電荷，電流の大きさ，電位と電位差，電気抵抗，回路図記号について

説明する。 
2 回 起電力と電気回路，オームの法則，抵抗の接続について説明する。 
3 回 電圧降下，抵抗以外の電気回路素子，抵抗の Δ―Ｙ変換について説明する。 
4 回 電力，電流による発熱，電力量について説明する。 
5 回 キルヒホッフの第１法則，キルヒホッフの第２法則，キルヒホッフの法則を
用いた回路解析の例について説明する。 
6 回 ホイートストンブリッジ回路について説明する。 
7 回 電流源と電圧源，重ね合わせの理について説明する。 
8 回 

準備学習 1 回 講義目的についてシラバスで調べておくこと。 
2 回 教科書「1-5」〜「1-7」に目を通しておくこと。 
3 回 教科書「1-8」〜「1-9」に目を通しておくこと。 
4 回 教科書「2-1」〜「2-3」に目を通しておくこと。 
5 回 教科書「3-1」〜「3-3」に目を通しておくこと。 
6 回 教科書「3-5」に目を通しておくこと。 
7 回 教科書「4-1」〜「4-2」に目を通しておくこと。 
8 回 これまでの授業内容について復習しておくこと。 
9 回 これまでの授業内容における重要部分について復習しておくこと。 
10 

 



年度 2014 
授業コード FTJ1041P 
成績評価 小テスト 10％，中間試験 30％，定期試験 60％により成績を評価する。 

合計を 100 点に換算して評点とし，60 点以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ1041P 電気回路Ⅰ(再) 
担当教員名 上嶋 明 
単位数 2 
教科書 解いてなっとく  身につく電気回路／中野 人志／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容に記載 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気回路Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 例題で学ぶやさしい電気回路〔直流編〕／堀 浩雄／森北出版：例題で学ぶやさ

しい電気回路〔交流編〕／堀 浩雄／森北出版 
授業形態 講義 
注意備考 適宜演習や小テストを実施する。 
シラバスコード FTJ1041P 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)電気抵抗とオームの法則についての計算ができる。 

(2)抵抗の直列接続・並列接続における合成抵抗の計算ができる。 
(3)キルヒホッフの法則や重ね合わせの理などの諸定理による直流回路の解析が
できる。 
(4)正弦波交流の周波数と周期，実効値，位相と位相差についての計算ができる。 
(5)交流回路のインピーダンスとアドミタンスの計算ができる。 
(6)直流回路および交流回路の電力と電力量の計算ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 18 号館 3 階 上嶋研究室 086-256-9520 uejima＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electrical Circuits I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気回路は家電製品からコンピュータに至るまで多くの機器で使用されている

ため，その知識を習得することは電気・情報系の技術者にとって重要である。本
講義では，電圧，電流，抵抗とオームの法則など電気回路についての基本的な事



項を習得した後，キルヒホッフの法則などの各法則と重ね合わせの理などの諸定
理を学ぶことで，抵抗，インダクタ，キャパシタなどの回路素子からなる直流回
路・交流回路の解析ができるようになることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 電流と電荷，電流の大きさ，電位と電位差，電気抵抗，回路図記号について

説明する。 
2 回 起電力と電気回路，オームの法則，抵抗の接続について説明する。 
3 回 電圧降下，抵抗以外の電気回路素子，抵抗の Δ―Ｙ変換について説明する。 
4 回 電力，電流による発熱，電力量について説明する。 
5 回 キルヒホッフの第１法則，キルヒホッフの第２法則，キルヒホッフの法則を
用いた回路解析の例について説明する。 
6 回 ホイートストンブリッジ回路について説明する。 
7 回 電流源と電圧源，重ね合わせの理について説明する。 
8 回 

準備学習 1 回 講義目的についてシラバスで調べておくこと。 
2 回 教科書「1-5」〜「1-7」に目を通しておくこと。 
3 回 教科書「1-8」〜「1-9」に目を通しておくこと。 
4 回 教科書「2-1」〜「2-3」に目を通しておくこと。 
5 回 教科書「3-1」〜「3-3」に目を通しておくこと。 
6 回 教科書「3-5」に目を通しておくこと。 
7 回 教科書「4-1」〜「4-2」に目を通しておくこと。 
8 回 これまでの授業内容について復習しておくこと。 
9 回 これまでの授業内容における重要部分について復習しておくこと。 
10 

 



年度 2014 
授業コード FTJ10511 
成績評価 定期試験（８０％）、小テスト（２０％）で評価する。原則、欠席が４回以上のも

のは失格とする（成績判定せず次年度再受講）。 
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜12) 
見出し FTJ10511 電気回路Ⅱ(再) 
担当教員名 小畑 秀明 
単位数 2 
教科書 わかりやすい電気基礎／高橋寛監修、増⽥英二編著／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 直流回路、電磁誘導、周期と周波数、共振回路、過渡現象、交流ブリッジ、絶縁、

医用接地、非常電源 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気回路Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 臨床⼯学技士標準テキスト／小野哲章他／金原出版；初めて学ぶ電気電子の基礎

／加地正義他／オーム社 
電気回路 A／佐治學／オーム社 

授業形態 講義 
注意備考 授業は板書中⼼に行う。各自ノートをとること。関数電卓を準備すること。 
シラバスコード FTJ10511 
実務経験のある教員  
達成目標 交流回路および三相交流回路ついて理解する。さらに臨床⼯学技士が理解してお

く必要のある医用電気機器・病院電気設備の安全基準を理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ５号館３階小畑研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electrical Circuits II 
関連科目 電気⼯学Ⅱ、電子⼯学Ⅰ・Ⅱ、計測⼯学、生体⼯学実験Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代の社会の中で生体医⼯学、臨床⼯学は診断や治療などの医療機器具の中でも

あらゆるところで活用されている。これらの⼯学を学ぶ上で最も基礎となる電気
⼯学は医療機器を扱うエンジニアには特に重要であることから、1 年次より電気
⼯学の基礎を学び、直流回路や交流回路に関する原理と法則を理解する。特に後
期では交流回路を中⼼とした理論と電力装置について理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  電気⼯学Ⅰで学んだ直流回路・電流と磁気について総括して説明する 
2 回  静電気について、電界・電位・について講義する 
3 回  コンデンサについて講義する 
4 回  交流回路 （１）正弦波交流の性質について講義する 
5 回  交流回路 （２）交流回路の取り扱いについて講義する 
6 回  交流回路 （３）交流回路の取り扱い、実効値と平均値について講義する 
7 回  交流回路 （４）交流回路における位相について講義する 
8 回  交流回路 （５）抵抗だけの回路、静電容量だけの回路ついて講義する 
9 回  交流回路 

準備学習 1 回  「電気⼯学Ⅰ」で学んだ内容をしっかりと復習し、理解しておくこと 
2 回  「電気⼯学Ⅰ」で学んだ内容をしっかりと復習し、理解しておくこと 
3 回  コンデンサとは何か、他の素子と何が違うのか確認しておくこと 
4 回  三角関数・弧度法について確認しておくこと 
5 回  直流と交流の違いについて良く理解しておくこと 
6 回  正弦波交流の性質について良く理解しておくこと 
7 回  ここまでの交流回路理論についてよく理解しておくこと 
8 回  抵抗とコイル、静電容量それぞれの回路の特性をよく理解しておくこと 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FTJ1051P 
成績評価 定期試験（８０％）、小テスト（２０％）で評価する。原則、欠席が４回以上のも

のは失格とする（成績判定せず次年度再受講）。 
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ1051P 電気回路Ⅱ(再) 
担当教員名 小畑 正貴 
単位数 2 
教科書 わかりやすい電気基礎／高橋寛監修、増⽥英二編著／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 直流回路、電磁誘導、周期と周波数、共振回路、過渡現象、交流ブリッジ、絶縁、

医用接地、非常電源 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気回路Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 臨床⼯学技士標準テキスト／小野哲章他／金原出版；初めて学ぶ電気電子の基礎

／加地正義他／オーム社 
電気回路 A／佐治學／オーム社 

授業形態 講義 
注意備考 授業は板書中⼼に行う。各自ノートをとること。関数電卓を準備すること。 
シラバスコード FTJ1051P 
実務経験のある教員  
達成目標 交流回路および三相交流回路ついて理解する。さらに臨床⼯学技士が理解してお

く必要のある医用電気機器・病院電気設備の安全基準を理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ５号館３階小畑研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electrical Circuits II 
関連科目 電気⼯学Ⅱ、電子⼯学Ⅰ・Ⅱ、計測⼯学、生体⼯学実験Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代の社会の中で生体医⼯学、臨床⼯学は診断や治療などの医療機器具の中でも

あらゆるところで活用されている。これらの⼯学を学ぶ上で最も基礎となる電気
⼯学は医療機器を扱うエンジニアには特に重要であることから、1 年次より電気
⼯学の基礎を学び、直流回路や交流回路に関する原理と法則を理解する。特に後
期では交流回路を中⼼とした理論と電力装置について理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  電気⼯学Ⅰで学んだ直流回路・電流と磁気について総括して説明する 
2 回  静電気について、電界・電位・について講義する 
3 回  コンデンサについて講義する 
4 回  交流回路 （１）正弦波交流の性質について講義する 
5 回  交流回路 （２）交流回路の取り扱いについて講義する 
6 回  交流回路 （３）交流回路の取り扱い、実効値と平均値について講義する 
7 回  交流回路 （４）交流回路における位相について講義する 
8 回  交流回路 （５）抵抗だけの回路、静電容量だけの回路ついて講義する 
9 回  交流回路 

準備学習 1 回  「電気⼯学Ⅰ」で学んだ内容をしっかりと復習し、理解しておくこと 
2 回  「電気⼯学Ⅰ」で学んだ内容をしっかりと復習し、理解しておくこと 
3 回  コンデンサとは何か、他の素子と何が違うのか確認しておくこと 
4 回  三角関数・弧度法について確認しておくこと 
5 回  直流と交流の違いについて良く理解しておくこと 
6 回  正弦波交流の性質について良く理解しておくこと 
7 回  ここまでの交流回路理論についてよく理解しておくこと 
8 回  抵抗とコイル、静電容量それぞれの回路の特性をよく理解しておくこと 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FTJ10711 
成績評価 中間試験４０％、期末試験５０％、演習等１０％で評価し、６０％以上を合格と

する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜10) 
見出し FTJ10711 ディジタル回路(再) 
担当教員名 小畑 正貴、岸本 俊夫＊ 
単位数 2 
教科書 改訂エンベデッド技術／組込みシステム技術協会エンベデッド技術者育成委員

会／電波新聞社／978-4-885549878 
アクティブラーニング  
キーワード 組込みシステム、ＭＰＵ、ディジタル回路、リアルタイムＯＳ、デバイスドライ

バ、システム開発 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ディジタル回路(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 適宜，宿題提出や演習を行う。  

中間試験の追試験は１週間以内とする。期末試験の範囲は全範囲である。 
企業講師による講義の都合で、授業計画に変更が出る可能性がある。 

シラバスコード FTJ10711 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）プロセッサ、周辺回路（ディジタル回路、集積回路、入出力など）に関す

る知識がある。（２）リアルタイムＯＳについての知識がある。（３）組込みシス
テムの開発技術についての知識がある。（４）システム開発の管理技術（プロジェ
クトマネジメント）についての知識がある。 

受講者へのコメント  
連絡先 １８号館４階 小畑研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Digital Circuits 
関連科目 電気回路、論理回路Ⅰ・Ⅱ、コンピュータ⼯学Ⅰ・Ⅱ、集積回路、情報⼯学実験、

エンジニアリングデザイン実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 組込みシステムとは、特定の機能を実現するためにコンピュータを組み込んでい

るシステムのことであり、携帯電話、家電品、自動車などに利用されている。本



講義では、組込みシステム開発に必要とされるさまざまな知識（コンピュータシ
ステム、ディジタル回路、リアルタイムＯＳなど）について理解することを目的
とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 総論、組込みシステムの特徴について学習する。 

2 回 リアルタイムカーネルについて学習する。 
3 回 リアルタイムシステムの作成（同期、排他制御など）について学習する。 
4 回 リアルタイムシステムの作成（タスク間通信など）について学習する。 
5 回 デバイスドライバと実行環境について学習する。 
6 回 開発環境について学習する。 
7 回 まとめ、質疑応答を行い、中間試験を実施する。 
8 回 中間テストの解説を行う。 
エンベデッドシステムのアーキテクチャ（ＭＰＵ、メモリ、ＬＳＩなど）につい
て学習する。 
9 回 ＭＰ 

準備学習 1 回 コンピュータ⼯学の復習をしておくこと。 
教科書の該当部分を読んでくること。 
2 回 前回の復習をしておくこと。 
教科書の該当部分を読んでくること。 
3 回 前回の復習をしておくこと。 
教科書の該当部分を読んでくること。 
4 回 前回の復習をしておくこと。 
教科書の該当部分を読んでくること。 
5 回 前回の復習をしておくこと。 
教科書の該当部分を読んでくること。 
6 回 前回の復習をしておくこと。 
教科書の該当部分を読んでくること。 
7 回 中間テストの準備をすること。 
8 回 教科書の該当部分を読んでくること。 
 

 



年度 2014 
授業コード FTJ1071P 
成績評価 中間試験４０％、期末試験５０％、演習等１０％で評価し、６０％以上を合格と

する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ1071P ディジタル回路(再) 
担当教員名 小畑 正貴、岸本 俊夫＊ 
単位数 2 
教科書 改訂エンベデッド技術／組込みシステム技術協会エンベデッド技術者育成委員

会／電波新聞社／978-4-885549878 
アクティブラーニング  
キーワード 組込みシステム、ＭＰＵ、ディジタル回路、リアルタイムＯＳ、デバイスドライ

バ、システム開発 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ディジタル回路(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 適宜，宿題提出や演習を行う。  

中間試験の追試験は１週間以内とする。期末試験の範囲は全範囲である。 
企業講師による講義の都合で、授業計画に変更が出る可能性がある。 

シラバスコード FTJ1071P 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）プロセッサ、周辺回路（ディジタル回路、集積回路、入出力など）に関す

る知識がある。（２）リアルタイムＯＳについての知識がある。（３）組込みシス
テムの開発技術についての知識がある。（４）システム開発の管理技術（プロジェ
クトマネジメント）についての知識がある。 

受講者へのコメント  
連絡先 １８号館４階 小畑研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Digital Circuits 
関連科目 電気回路、論理回路Ⅰ・Ⅱ、コンピュータ⼯学Ⅰ・Ⅱ、集積回路、情報⼯学実験、

エンジニアリングデザイン実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 組込みシステムとは、特定の機能を実現するためにコンピュータを組み込んでい

るシステムのことであり、携帯電話、家電品、自動車などに利用されている。本



講義では、組込みシステム開発に必要とされるさまざまな知識（コンピュータシ
ステム、ディジタル回路、リアルタイムＯＳなど）について理解することを目的
とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 総論、組込みシステムの特徴について学習する。 

2 回 リアルタイムカーネルについて学習する。 
3 回 リアルタイムシステムの作成（同期、排他制御など）について学習する。 
4 回 リアルタイムシステムの作成（タスク間通信など）について学習する。 
5 回 デバイスドライバと実行環境について学習する。 
6 回 開発環境について学習する。 
7 回 まとめ、質疑応答を行い、中間試験を実施する。 
8 回 中間テストの解説を行う。 
エンベデッドシステムのアーキテクチャ（ＭＰＵ、メモリ、ＬＳＩなど）につい
て学習する。 
9 回 ＭＰ 

準備学習 1 回 コンピュータ⼯学の復習をしておくこと。 
教科書の該当部分を読んでくること。 
2 回 前回の復習をしておくこと。 
教科書の該当部分を読んでくること。 
3 回 前回の復習をしておくこと。 
教科書の該当部分を読んでくること。 
4 回 前回の復習をしておくこと。 
教科書の該当部分を読んでくること。 
5 回 前回の復習をしておくこと。 
教科書の該当部分を読んでくること。 
6 回 前回の復習をしておくこと。 
教科書の該当部分を読んでくること。 
7 回 中間テストの準備をすること。 
8 回 教科書の該当部分を読んでくること。 
 

 



年度 2014 
授業コード FTJ10810 
成績評価 中間試験（３５％）と定期試験（６５％）の合計点を 100 点とし，60 点以上を合

格とする． 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜12) 
見出し FTJ10810 情報ネットワーク基礎論 
担当教員名 小松 雅治 
単位数 2 
教科書 テキストを配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード 情報ネットワーク，交換網，LAN（有線および無線），誤り制御，フロー制御，

ルーティング，マルチメディア通信，QoS，NGN 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 提示するスライドがテキストのページのどこかは示すようにしたい．練習問題の

解答はすべてないのではない．テキストをよく読み，理解することで問題を解い
てもらいた．それでも分からなければ，遠慮なく質問に来て欲しい．そために，
オフィスアワーがあるし，これまで，オフィスアワー以外の時間に質問に来た人
には，十分対応している． 

科目名 情報ネットワーク基礎論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⽥村：図解情報通信ネットワークの基礎，共立出版．五嶋：情報通信網，朝倉書

店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTJ10810 
実務経験のある教員  
達成目標 情報ネットワークの基本構造，情報伝送方式，通信プロトコル，パケット交換の

原理，パケット交換の高速化の考え方，ディジタル統合網，ローカルエリアネッ
トワークの構成，メディアアクセス制御，フロー制御，ルーティング制御，誤り
制御，マルチメディア通信，QoS とその制御に関する知識と原理を理解している
こと． 

受講者へのコメント 質問票を活用してください．出席票と勘違いしている人が多すぎる． 
連絡先 ２０号館３階小松研究室 

オフィスアワー：月７-８時限 
komatsu@ice.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業以外の学習時間⇒やらない人が多く，大問題です． 
英文科目名 Fundamentals of Information Networks 



関連科目 情報⼯学入門，情報通信基礎論，情報理論，コンピュータネットワーク，システ
ム⼯学 

次回に向けての改善変更予定 今回はなし 
講義目的 情報ネットワークは IT 社会とか情報化社会と呼ばれる現代社会のインフラスト

ラクチャである．本講義では，情報ネットワークの基礎となるネットワークの構
成，情報の伝送方式，交換網，LAN，およびネットワーク内の種々の制御に関す
る基礎知識を得て，その応用能力を養うことを目的とする． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 情報ネットワークの構成要素（リンク，ノード），ネットワークトポロジー，

情報の通信形態，コネクションとプロトコルについて講述する． 
2 回 ネットワークにおける交換と多重化の重要性を説明し，回線交換（空間分割
方式，時分割交換方式），蓄積交換，メッセージ交換の３つの交換方式の動作原理
について講述する． 
3 回 現代のコンピュータ通信に重要なパケット交換の原理，パケット多重とパ
イプライン効果，また，２つのパケット通信方式である DG と VC の２つの形式
について，その違い，⻑所・短所について講述する． 
4 回 パケッ 

準備学習 1 回 身の回りにある，コンピュータと通信を用いたシステムについて，考えてみ
ること． 
2 回 一つの伝送路を複数の人が使うのにどうしたらよいか，ネットワーク上で
ある所へ行くのに分岐点でどうすれば良いかを考えておくこと． 
3 回 第 2 回の講義内容を復習すると共に，携帯電話やインターネットでパケッ
トを使ってデータの転送を行っている経験から，パケットとは何かを考えておく
こと． 
4 回 第 3 回の講義内容を復習すること．電話で友達と会話をするときの約束ご
とがあるはずです．通信に当てはめればどうなるかを考えておくこと． 
5 回 

 



年度 2014 
授業コード FTJ1081P 
成績評価 中間試験（３５％）と定期試験（６５％）の合計点を 100 点とし，60 点以上を合

格とする． 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ1081P 情報ネットワーク基礎論 
担当教員名 小松 雅治 
単位数 2 
教科書 テキストを配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード 情報ネットワーク，交換網，LAN（有線および無線），誤り制御，フロー制御，

ルーティング，マルチメディア通信，QoS，NGN 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報ネットワーク基礎論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⽥村：図解情報通信ネットワークの基礎，共立出版．五嶋：情報通信網，朝倉書

店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTJ1081P 
実務経験のある教員  
達成目標 情報ネットワークの基本構造，情報伝送方式，通信プロトコル，パケット交換の

原理，パケット交換の高速化の考え方，ディジタル統合網，ローカルエリアネッ
トワークの構成，メディアアクセス制御，フロー制御，ルーティング制御，誤り
制御，マルチメディア通信，QoS とその制御に関する知識と原理を理解している
こと． 

受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館３階小松研究室 

オフィスアワー：月７-８時限 
komatsu@ice.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fundamentals of Information Networks 
関連科目 情報⼯学入門，情報通信基礎論，情報理論，コンピュータネットワーク，システ

ム⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 情報ネットワークは IT 社会とか情報化社会と呼ばれる現代社会のインフラスト



ラクチャである．本講義では，情報ネットワークの基礎となるネットワークの構
成，情報の伝送方式，交換網，LAN，およびネットワーク内の種々の制御に関す
る基礎知識を得て，その応用能力を養うことを目的とする． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 情報ネットワークの構成要素（リンク，ノード），ネットワークトポロジー，

情報の通信形態，コネクションとプロトコルについて講述する． 
2 回 ネットワークにおける交換と多重化の重要性を説明し，回線交換（空間分割
方式，時分割交換方式），蓄積交換，メッセージ交換の３つの交換方式の動作原理
について講述する． 
3 回 現代のコンピュータ通信に重要なパケット交換の原理，パケット多重とパ
イプライン効果，また，２つのパケット通信方式である DG と VC の２つの形式
について，その違い，⻑所・短所について講述する． 
4 回 パケッ 

準備学習 1 回 身の回りにある，コンピュータと通信を用いたシステムについて，考えてみ
ること． 
2 回 一つの伝送路を複数の人が使うのにどうしたらよいか，ネットワーク上で
ある所へ行くのに分岐点でどうすれば良いかを考えておくこと． 
3 回 第 2 回の講義内容を復習すると共に，携帯電話やインターネットでパケッ
トを使ってデータの転送を行っている経験から，パケットとは何かを考えておく
こと． 
4 回 第 3 回の講義内容を復習すること．電話で友達と会話をするときの約束ご
とがあるはずです．通信に当てはめればどうなるかを考えておくこと． 
5 回 

 



年度 2014 
授業コード FTJ10910 
成績評価 演習レポート 10%，中間試験 30%，定期試験 60%により成績を評価する。 

上記 3 つの評価項目における点数の総計 60%以上を合格とする。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜12) 
見出し FTJ10910 データベース 
担当教員名 大倉 充 
単位数 2 
教科書 最新図解でわかるデータベースのすべて（ファイル編成から WebDB 環境まで）

／小泉 修／日本実業出版社／978-4-534042477 
データベース補足資料（注意・備考欄参照） 

アクティブラーニング  
キーワード 授業内容に記載 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「今後の進路の参考になりました。ありがとうございます。」 

「ほとんどの説明がわかりやすかった。」 
「今期受けた全講義で一番わかりやすかった。」 
「特にありません」 
できる限り，今後も学生さんに「わかりやすかった」と言ってもらえる授業を目
指します。また，データベースという技術の進歩は速いので，勉強を怠らないよ
うにします。 

科目名 データベース 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 講義第 1 回目に「データベース補足資料」を配布する。各講義の始めにその講義

の重要事項に関する演習問題を配布する。その演習問題を解答して講義の終わり
に提出すること。この提出された答案により出席確認を行う。 

シラバスコード FTJ10910 
実務経験のある教員  
達成目標 ①DB の概要と必要性，DBMS の機能，分散データベースに関する知識を身に付

けること。 
②リレーショナルデータベースに関して以下の事項に関する知識を身に付ける
こと。 
・表の正規化手順 ・整合性制約 ・各種キー ・ビュー 
③検索に関して，基本的な SQL 文を記述することができること。 

受講者へのコメント 講義で配布した『データベース補足資料』には数多くの問題を載せています。し
かし，授業時間以外の学習についての設問に対して「全くしなかった」と答えた
人が 36.8%もいました。これらの人の多くが，もしかしたら単位の修得ができな
かったのかもしれません。この授業に限らず授業時間以外の学習は重要ですの



で，毎日，家庭学習を行う習慣を付けてください。社会人になった際にもこの習
慣は必ず役に立ちます。 

連絡先 大倉 充：大倉研究室 18 号館 2 階 ohkura＠ice.ous.ac.jp 
オフィスアワー 月・⽊：昼休み 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・授業時間以外の学習：全くしなかったが 36.8% 
・この授業を受けてよかった点： この分野への理解が深まった 77% 
                          この分野への興味・関⼼が高まった 23% 
                          この分野での技能・技術が向上した 14.9% 
・目標の達成度：だいたいできた以上は 66.6%（半分程度できた以上は 87.3%） 
・教員の熱意：少し感じられた以上は 87.3% 
・満足度：ほぼ満足以上が 81.6%（普通以上は 90.8%） 
・授業の手法につい 

英文科目名 Database 
関連科目 オペレーティングシステム 
次回に向けての改善変更予定 現在は講義中に演習を実施しています。そのために，家庭学習時間が少なくなっ

ている可能性があります。演習時間は残しつつ，家庭学習時間を確保する方法に
ついて検討します。また，毎年記述していることですが，『データベース補足資
料』の内容充実を目指します。具体的には，基本情報技術者試験の最新午前問題
および新技術の説明の追加を行います。また，家庭学習の重要性を伝え，『データ
ベース補足資料』に載せた問題は必ず行うように指導します。 

講義目的 コンピュータ応用技術の一つであるデータベース（DB）の基本的な考え方，そ
の構築・運用に関する技術について説明する。特にリレーショナルデータベース
に関する専門知識を身に付けること，およびリレーショナルデータベース言語で
ある SQL を理解し応用できる能力を養うことを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 データベースの概要について説明する。 

データについて・データ共有の問題点・データベースの仕組み・データベースシ
ステム 
2 回 データモデルの概要と 3 種類の物理データモデルについて説明する。 
階層型・ネットワーク型・リレーショナル型 
3 回 ファイル編成の基礎について説明する（第 1 回目）。 
ファイルの種類・アクセス方式・順編成・直接編成・ハッシュ関数・シノニムの
発生と対策 
4 回 ファイル編成の基礎について説明する（第 2 回目）。 
区分編成・索引編成・インデックス・VSAM 編成 
5 回 データベース管理システム 

準備学習 1 回 シラバスを確認し何を学ぶのかを知っておくこと。 
2 回 指定テキストの物理データモデルについて説明してある個所を読んでおく
こと。 
3 回 指定テキストのファイル編成について説明してある個所を読んでおくこと。 



4 回 指定テキストのファイル編成について説明してある個所を読んでおくこと。 
5 回 指定テキストのデータベース管理システムについて説明してある個所を読
んでおくこと。 
6 回 指定テキストのリレーショナル型データベースについて説明してある個所
を読んでおくこと。 
7 回 表の正規化手順とリレーションシップにつ 

 



年度 2014 
授業コード FTJ1091P 
成績評価 演習レポート 10%，中間試験 30%，定期試験 60%により成績を評価する。 

上記 3 つの評価項目における点数の総計 60%以上を合格とする。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ1091P データベース 
担当教員名 大倉 充 
単位数 2 
教科書 最新図解でわかるデータベースのすべて（ファイル編成から WebDB 環境まで）

／小泉 修／日本実業出版社／978-4-534042477 
データベース補足資料（注意・備考欄参照） 

アクティブラーニング  
キーワード 授業内容に記載 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 データベース 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 講義第 1 回目に「データベース補足資料」を配布する。各講義の始めにその講義

の重要事項に関する演習問題を配布する。その演習問題を解答して講義の終わり
に提出すること。この提出された答案により出席確認を行う。 

シラバスコード FTJ1091P 
実務経験のある教員  
達成目標 ①DB の概要と必要性，DBMS の機能，分散データベースに関する知識を身に付

けること。 
②リレーショナルデータベースに関して以下の事項に関する知識を身に付ける
こと。 
・表の正規化手順 ・整合性制約 ・各種キー ・ビュー 
③検索に関して，基本的な SQL 文を記述することができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 大倉 充：大倉研究室 18 号館 2 階 ohkura＠ice.ous.ac.jp 

オフィスアワー 月・⽊：昼休み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Database 
関連科目 オペレーティングシステム 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 コンピュータ応用技術の一つであるデータベース（DB）の基本的な考え方，そ
の構築・運用に関する技術について説明する。特にリレーショナルデータベース
に関する専門知識を身に付けること，およびリレーショナルデータベース言語で
ある SQL を理解し応用できる能力を養うことを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 データベースの概要について説明する。 

データについて・データ共有の問題点・データベースの仕組み・データベースシ
ステム 
2 回 データモデルの概要と 3 種類の物理データモデルについて説明する。 
階層型・ネットワーク型・リレーショナル型 
3 回 ファイル編成の基礎について説明する（第 1 回目）。 
ファイルの種類・アクセス方式・順編成・直接編成・ハッシュ関数・シノニムの
発生と対策 
4 回 ファイル編成の基礎について説明する（第 2 回目）。 
区分編成・索引編成・インデックス・VSAM 編成 
5 回 データベース管理システム 

準備学習 1 回 シラバスを確認し何を学ぶのかを知っておくこと。 
2 回 指定テキストの物理データモデルについて説明してある個所を読んでおく
こと。 
3 回 指定テキストのファイル編成について説明してある個所を読んでおくこと。 
4 回 指定テキストのファイル編成について説明してある個所を読んでおくこと。 
5 回 指定テキストのデータベース管理システムについて説明してある個所を読
んでおくこと。 
6 回 指定テキストのリレーショナル型データベースについて説明してある個所
を読んでおくこと。 
7 回 表の正規化手順とリレーションシップにつ 

 



年度 2014 
授業コード FTJ11010 
成績評価 中間試験(30%)，定期試験(60%)，レポート(10%)，60%以上合格 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜12) 
見出し FTJ11010 コンパイラ 
担当教員名 ⻄原 典孝 
単位数 2 
教科書 配布資料 
アクティブラーニング  
キーワード コンパイラ，形式文法，字句解析，構文解析，中間コード 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「マイクや先生の荷物が邪魔で⿊板が見えないことがある」，「板書をきれいに消

してくれた方が見やすい」＝＞これは気づきませんでした．参考にします． 
「同じ単語の繰り返しで不愉快．難しい言葉を使ってほしくない」＝＞何を指し
ているのか不明です． 

科目名 コンパイラ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 コンパイラ／辻野嘉宏／昭晃堂 
授業形態 講義 
注意備考 授業中に出された演習問題を積極的に行い，授業時間内での理解に努めること．

授業中の私語などの他の受講生への迷惑行為は当然禁じる． 
シラバスコード FTJ11010 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）コンパイラの基本的な原理と構成について理解していること． 

（２）Ｔ図式を用いたコンパイラ作成過程を理解していること． 
（３）字句の定義法，字句解析の原理および正規表現から決定性有限オートマト
ンへの変換ができること． 
（４）構文の定義法，構文解析の原理およびＬＲ構文解析法について理解してい
ること． 
（５）中間コード生成法について理解していること． 

受講者へのコメント  コンパイラという話は特殊な分野で，万人に役立つような科目でありません．
また，コンパイラという内容は，場面場面でいろんな手法が取り入れられ，統一
性がありません．従って，どうしても煩雑に感じたり，難しく感じることがある
と思います． 
 しかし計算機のソフト（記号列としてのプログラム）とハード（論理回路）の
間の溝を結びつける重要な内容です．隙なく，情報処理技術を一通りマスターす
る上では必要な項目となりますので，頑張って理解してほしいと思っています． 

連絡先 18 号館 3 階 ⻄原研究室 nisihara＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 Ｂ欄やＣ欄を見る限り，過半数の学生には概ね満足しているようでなによりで
す．ただＣ欄の達成度や満足度が他の私の授業と比べると，半分や普通の％が高
いです．授業の内容的にある程度は仕方がないと思っています．Ｅ欄を見ると
８％程度の学生が授業内容を難しく感じているようです． 

英文科目名 Compiler 
関連科目 情報数学Ⅱ，オートマトンと言語理論，プログラミング言語論 
次回に向けての改善変更予定  本年度よりテキストを使用するのをやめ，配布資料のみで行うようにしまし

た．一般のテキストは，内容が濃すぎるため，配布資料ベースで進めて大丈夫そ
うでしたので，以後はテキストなしで行います． 

講義目的 コンパイラの基本原理について講義する．本講義では，コンパイラの概要，土台
となる形式文法，コンパイラを構成する字句解析，構文解析，中間コード生成，
目的コード生成についての知識を習得することを目的とする． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 コンパイラの役割とコンパイラに必要な処理について説明する。 

2 回 コンパイラの作成方法，Ｔ図式による表現について説明する。 
3 回 コンパイラの構造，各種処理部門の概略について説明する。 
4 回 形式言語と形式文法（１）：正規表現，有限オートマトンについて説明する。 
5 回 形式言語と形式文法（２）：文脈自由文法，ＢＮＦ記法，ＥＢＮＦ記法につ
いて説明する。 
6 回 字句解析（１）：字句解析部門での処理，正規表現から非決定性有限オート
マトンへの変換について説明する。 
7 回 字句解析（２）：非決定性有限オートマ 

準備学習 1 回 「オートマトンと言語理論」を簡単に復習しておくこと。 
2 回 コンパイラの概要を復習し，よく理解しておくこと。 
3 回 Ｔ図式によるコンパイラ作成過程について復習し，よく理解しておくこと。 
4 回 「オートマトンと言語理論」の講義で学んだ正則表現，有限オートマトンの
概略について復習し，よく理解しておくこと。 
5 回 「オートマトンと言語理論」の講義で学んだ文脈自由文法について復習し，
よく理解しておくこと。 
6 回 字句解析部門の概要について復習しておくこと。 
7 回 非決定性有限オートマトンの状態遷移図について 

 



年度 2014 
授業コード FTJ1101P 
成績評価 中間試験(30%)，定期試験(60%)，レポート(10%)，60%以上合格 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ1101P コンパイラ 
担当教員名 ⻄原 典孝 
単位数 2 
教科書 配布資料 
アクティブラーニング  
キーワード コンパイラ，形式文法，字句解析，構文解析，中間コード 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンパイラ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 コンパイラ／辻野嘉宏／昭晃堂 
授業形態 講義 
注意備考 授業中に出された演習問題を積極的に行い，授業時間内での理解に努めること．

授業中の私語などの他の受講生への迷惑行為は当然禁じる． 
シラバスコード FTJ1101P 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）コンパイラの基本的な原理と構成について理解していること． 

（２）Ｔ図式を用いたコンパイラ作成過程を理解していること． 
（３）字句の定義法，字句解析の原理および正規表現から決定性有限オートマト
ンへの変換ができること． 
（４）構文の定義法，構文解析の原理およびＬＲ構文解析法について理解してい
ること． 
（５）中間コード生成法について理解していること． 

受講者へのコメント  
連絡先 18 号館 3 階 ⻄原研究室 nisihara＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Compiler 
関連科目 情報数学Ⅱ，オートマトンと言語理論，プログラミング言語論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コンパイラの基本原理について講義する．本講義では，コンパイラの概要，土台

となる形式文法，コンパイラを構成する字句解析，構文解析，中間コード生成，
目的コード生成についての知識を習得することを目的とする． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 コンパイラの役割とコンパイラに必要な処理について説明する。 
2 回 コンパイラの作成方法，Ｔ図式による表現について説明する。 
3 回 コンパイラの構造，各種処理部門の概略について説明する。 
4 回 形式言語と形式文法（１）：正規表現，有限オートマトンについて説明する。 
5 回 形式言語と形式文法（２）：文脈自由文法，ＢＮＦ記法，ＥＢＮＦ記法につ
いて説明する。 
6 回 字句解析（１）：字句解析部門での処理，正規表現から非決定性有限オート
マトンへの変換について説明する。 
7 回 字句解析（２）：非決定性有限オートマ 

準備学習 1 回 「オートマトンと言語理論」を簡単に復習しておくこと。 
2 回 コンパイラの概要を復習し，よく理解しておくこと。 
3 回 Ｔ図式によるコンパイラ作成過程について復習し，よく理解しておくこと。 
4 回 「オートマトンと言語理論」の講義で学んだ正則表現，有限オートマトンの
概略について復習し，よく理解しておくこと。 
5 回 「オートマトンと言語理論」の講義で学んだ文脈自由文法について復習し，
よく理解しておくこと。 
6 回 字句解析部門の概要について復習しておくこと。 
7 回 非決定性有限オートマトンの状態遷移図について 

 



年度 2014 
授業コード FTJ11110 
成績評価 課題（５０％）、定期試験（５０％）を実施し、総計で６０％以上を合格とする。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜13) 
見出し FTJ11110 数値計算 
担当教員名 南原 英生 
単位数 2 
教科書 水上、市山、野⽥、南原、渡辺著「コンピュータによる数値計算」朝倉書店 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・「レポート課題が大変だったが、定期的にあることで考える力が身についた」：

今後も「大変でも達考える力がつくような課題」を⼯夫していきます。  
・「しんどかったけど良かったと思います」：これからも「しんどいけれども楽し
める演習」を目指します。 
・ 「話がいろいろ役にたつのでとてもいいと思います」：これからも数値計算に
関連するトピックスを紹介していきたいと思います。  
・「もう少しレベルの高い問題でも良かったと感じる」：課題のレベルはについて
は再考しますが、「難しい」という人が多いのでレベルを上げるのは無理か 

科目名 数値計算 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「数値計算の常識」伊理正夫、藤野和建著、共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 ５回の課題提出を行う。多くの演習を解くことによって理解を深める。 
シラバスコード FTJ11110 
実務経験のある教員  
達成目標 ①数値計算法において生じる誤差について理解する。 

②下記の数値計算手法について説明ができ、実際に計算ができること。台形公式、
シンプソンの積分公式、二分法、ニュートン法、オイラー法、ルンゲクッタ法ガ
ウスの消去法、ヤコビ法、ガウス・ザイデル法 

受講者へのコメント ・授業のなかで、更に身近な例やデータを増やし、数値計算がより身近に感じら
れるように⼯夫していきたい。 
・特に、クォータ制になったことで、課題の分量、内容について再考します。 

連絡先 南原研究室１８号館１階 hideo@ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・説明をよく聞いて、その授業時間の内容は時間内に理解するようにしてくださ
い。そして、分からないときは積極的に質問してください。 
 ・三角関数や微分積分など基礎数学力が必要です。十分復習しておいてくださ
い。 



英文科目名 Numerical Methods 
関連科目 応用数学Ⅰ、応用数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 ・授業を教員が無断でサボる。宿題量がやたら多い。宿題の解説もない。納得行

かない。：授業を休講したことは申し訳なかったと思います。 
・教室がとても寒かったので、エアコンの電源は毎時間入れてもらいたいです。
また、足元が暖まるようにもして欲しいです。：気をつけます。 
・先生が楽しそうで授業に対する意欲が感じられて良かったです。クォーター制
になったことで、課題提出までの時間が短く、考える時間が短かったことは残念
でした。もう少し時間があれば、もっとこう出来たのに、という事があったので、
クォーター制は生徒の考える時間 

講義目的 コンピュータを用いて⼯学上の問題を解決する場合、「数学モデルを設定」し、こ
れを「具体的に解く」という手順が行われる。本講義では、コンピュータを用い
て各種の数学上の問題を解く場合に不可欠な数値計算について学ぶ。単なる手法
の羅列だけでなく、それぞれの手法の考え方や着眼点、あるいは誤差や問題点な
どについても考えていく。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方について説明する。科学技術上の問題を

解決するための考え方について解説し、数値計算の役割について説明する。 
2 回 数値計算における誤差について説明する。具体的には、丸め誤差、打切り誤
差、桁落ち、情報落ちについて説明する。 
3 回 ラグランジュの補間公式について説明する。 
4 回 ニュートンの補間公式について説明する。 
5 回 数値微分および補外計算について説明する。 
6 回 数値積分の考え方について説明する。具体的には、台形公式、シンプソンの
積分公式について説明する。また、数値 

準備学習 1 回 教科書の第 1 章「問題解決に向けて」を読んで、「科学技術問題の解決」と
「コンピュータの利用」について各自で考えておくこと。 
2 回 整数および小数の 2 進表現及び 2 進演算について調べておくこと。 
3 回 連立 1 次方程式について復習しておくこと。2 つの点を通る直線の方程式が
書けるように準備しておくこと。 
4 回 「差分」について調べておくこと。 
5 回 微分係数の定義について調べておくこと。 
6 回 簡単な関数の定積分が計算できるように準備しておくこと。また、定積分の
意味について復習しておくこと。 
7 回 「落下法則 

 



年度 2014 
授業コード FTJ1111P 
成績評価 課題（５０％）、定期試験（５０％）を実施し、総計で６０％以上を合格とする。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ1111P 数値計算 
担当教員名 南原 英生 
単位数 2 
教科書 水上、市山、野⽥、南原、渡辺著「コンピュータによる数値計算」朝倉書店 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数値計算 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「数値計算の常識」伊理正夫、藤野和建著、共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 ５回の課題提出を行う。多くの演習を解くことによって理解を深める。 
シラバスコード FTJ1111P 
実務経験のある教員  
達成目標 ①数値計算法において生じる誤差について理解する。 

②下記の数値計算手法について説明ができ、実際に計算ができること。台形公式、
シンプソンの積分公式、二分法、ニュートン法、オイラー法、ルンゲクッタ法ガ
ウスの消去法、ヤコビ法、ガウス・ザイデル法 

受講者へのコメント  
連絡先 南原研究室１８号館１階 hideo@ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Numerical Methods 
関連科目 応用数学Ⅰ、応用数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コンピュータを用いて⼯学上の問題を解決する場合、「数学モデルを設定」し、こ

れを「具体的に解く」という手順が行われる。本講義では、コンピュータを用い
て各種の数学上の問題を解く場合に不可欠な数値計算について学ぶ。単なる手法
の羅列だけでなく、それぞれの手法の考え方や着眼点、あるいは誤差や問題点な
どについても考えていく。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方について説明する。科学技術上の問題を

解決するための考え方について解説し、数値計算の役割について説明する。 



2 回 数値計算における誤差について説明する。具体的には、丸め誤差、打切り誤
差、桁落ち、情報落ちについて説明する。 
3 回 ラグランジュの補間公式について説明する。 
4 回 ニュートンの補間公式について説明する。 
5 回 数値微分および補外計算について説明する。 
6 回 数値積分の考え方について説明する。具体的には、台形公式、シンプソンの
積分公式について説明する。また、数値 

準備学習 1 回 教科書の第 1 章「問題解決に向けて」を読んで、「科学技術問題の解決」と
「コンピュータの利用」について各自で考えておくこと。 
2 回 整数および小数の 2 進表現及び 2 進演算について調べておくこと。 
3 回 連立 1 次方程式について復習しておくこと。2 つの点を通る直線の方程式が
書けるように準備しておくこと。 
4 回 「差分」について調べておくこと。 
5 回 微分係数の定義について調べておくこと。 
6 回 簡単な関数の定積分が計算できるように準備しておくこと。また、定積分の
意味について復習しておくこと。 
7 回 「落下法則 

 



年度 2014 
授業コード FTJ11210 
成績評価 中間試験(1)(30%)，中間試験(2)(20%)，定期試験(40%)，演習レポート(10%)，

60%以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜12) 
見出し FTJ11210 マルチメディア⼯学 
担当教員名 島⽥ 英之 
単位数 2 
教科書 実践マルチメディア／CG-ARTS 協会／978-4-903474-44-1 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画参照。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ポジティブな順にご意見を紹介し，回答します。 

「興味深い内容が多く，とても楽しい講義でした。」 
「内容が充実していて楽しかった。」 
「すごくていねいな授業でした。ありがとうございました。」 
「とても勉強になりました。有難うございました。」 
→これ絶対面白いから外せない，と信じる内容については，詰め込みを覚悟で紹
介しました。ポジティブに「充実」ととらえていただけると，うれしいです。ど
うもありがとう。 
「記事紹介はとても楽しいが授業の時間を圧迫している。」 
→とても楽しいでしょう？そして，授業の時間を圧迫 

科目名 マルチメディア⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 講義開始時に当日の講義内容に関する演習問題を配付し，講義終了時に解答を回

収することによって出席の確認とする。回収した演習問題とその解答は，講義後
にインターネット経由で各個人ごとに開示するので，毎回必ず「学科情報ページ」
から参照し，復習されたい。※ 

シラバスコード FTJ11210 
実務経験のある教員  
達成目標 本講義で取り上げる各トピックについて，専門用語を適切に用いながら平易に説

明できる程度の知識を身に付けることを目標とする。 
受講者へのコメント 皆さん自身がアンテナを張って知識を取り込み続けてください。新しい略語を見

かけたら，何の略かを必ず調べてください。IT 関連の雑誌や新聞に目を通す習慣
をつけてください。これらの習慣は他の講義でも役に立ち，今後の就職活動で，
そして就職してからも，必ず役に立ち続けます。 

連絡先 島⽥（英）研究室 18 号館 5 階 オフィスアワー月〜金昼 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見  「この分野への理解が深まった」: (2012) 70% → (2013) 85.5% → (2014) 82.2% 

 「この分野への興味，関⼼が高まった」: (2012) 41.7% → (2013) 44.9% → 
(2014) 28.8% 
と，それぞれが昨年度よりも低下しました。「この分野への理解が深まった」は小
幅ですが，「この分野への興味・関⼼が高まった」の低下ぶりが気になります。今
年度から大きく変えたことは，英略語の解説を大幅に増やしたことです。このこ
とが興味・関⼼を削ぐことになっていなければい 

英文科目名 Multimedia Engineering 
関連科目 情報通信基礎論，情報理論，情報ネットワーク基礎論，コンピュータネットワー

ク，画像処理とＣＧ，ディジタル信号処理，情報処理実験 
次回に向けての改善変更予定 テキストの大幅な改訂に合わせて資料も全て作り直しましたが，まだ若干の過不

足が感じられますので，引き続き改善します。また，新聞やインターネットから
の素材を重視し，分野に対する興味を持ってもらうことを重視します。 

講義目的 ICT の発達とともに，ディジタル技術を核としてさまざまなメディアが結び付
き，マルチメディアが生まれた。マルチメディアについて知ることはすなわち，
ICT の基礎技術から応用技術までの広い知識を学ぶことである。本講義では，基
礎的なマルチメディア技術を幅広く講義し，ICT 全体を俯瞰する視点を養うこと
を目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 マルチメディアとは，感性とメディア，ディジタルコミュニケーションにつ

いて講義する。 
2 回 文書，音声と音響，画像と図形について講義する。 
3 回 アニメーションと映像，ヒューマンインターフェースについて講義する。 
4 回 コンピュータ，ネットワークについて講義する。 
5 回 インターネット，WWW と検索エンジンについて講義する。 
6 回 中間試験(1)および解説を行う。 
7 回 コンセプトメイキング，コンテンツデザインについて講義する。 
8 回 プログラミング，データベースについて講義する。 
9 回 Web サイト 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、講義内容全体を俯瞰しておくこと。テキストの講義予定
範囲を予習しておくこと。 
2 回 前回の演習問題をダウンロードし，復習しておくこと。テキストの講義予定
範囲を予習しておくこと。 
3 回 前回の演習問題をダウンロードし，復習しておくこと。テキストの講義予定
範囲を予習しておくこと。 
4 回 前回の演習問題をダウンロードし，復習しておくこと。テキストの講義予定
範囲を予習しておくこと。 
5 回 前回の演習問題をダウンロードし，復習しておくこと。テキストの講義予定
範囲を予習しておくこと。 
6 回 前回 

 



年度 2014 
授業コード FTJ1121P 
成績評価 中間試験(1)(30%)，中間試験(2)(20%)，定期試験(40%)，演習レポート(10%)，

60%以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ1121P マルチメディア⼯学 
担当教員名 島⽥ 英之 
単位数 2 
教科書 実践マルチメディア／CG-ARTS 協会／978-4-903474-44-1 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画参照。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 マルチメディア⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 講義開始時に当日の講義内容に関する演習問題を配付し，講義終了時に解答を回

収することによって出席の確認とする。回収した演習問題とその解答は，講義後
にインターネット経由で各個人ごとに開示するので，毎回必ず「学科情報ページ」
から参照し，復習されたい。※ 

シラバスコード FTJ1121P 
実務経験のある教員  
達成目標 本講義で取り上げる各トピックについて，専門用語を適切に用いながら平易に説

明できる程度の知識を身に付けることを目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先 島⽥（英）研究室 18 号館 5 階 オフィスアワー月〜金昼 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Multimedia Engineering 
関連科目 情報通信基礎論，情報理論，情報ネットワーク基礎論，コンピュータネットワー

ク，画像処理とＣＧ，ディジタル信号処理，情報処理実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ICT の発達とともに，ディジタル技術を核としてさまざまなメディアが結び付

き，マルチメディアが生まれた。マルチメディアについて知ることはすなわち，
ICT の基礎技術から応用技術までの広い知識を学ぶことである。本講義では，基
礎的なマルチメディア技術を幅広く講義し，ICT 全体を俯瞰する視点を養うこと
を目的とする。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 マルチメディアとは，感性とメディア，ディジタルコミュニケーションにつ

いて講義する。 
2 回 文書，音声と音響，画像と図形について講義する。 
3 回 アニメーションと映像，ヒューマンインターフェースについて講義する。 
4 回 コンピュータ，ネットワークについて講義する。 
5 回 インターネット，WWW と検索エンジンについて講義する。 
6 回 中間試験(1)および解説を行う。 
7 回 コンセプトメイキング，コンテンツデザインについて講義する。 
8 回 プログラミング，データベースについて講義する。 
9 回 Web サイト 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、講義内容全体を俯瞰しておくこと。テキストの講義予定
範囲を予習しておくこと。 
2 回 前回の演習問題をダウンロードし，復習しておくこと。テキストの講義予定
範囲を予習しておくこと。 
3 回 前回の演習問題をダウンロードし，復習しておくこと。テキストの講義予定
範囲を予習しておくこと。 
4 回 前回の演習問題をダウンロードし，復習しておくこと。テキストの講義予定
範囲を予習しておくこと。 
5 回 前回の演習問題をダウンロードし，復習しておくこと。テキストの講義予定
範囲を予習しておくこと。 
6 回 前回 

 



年度 2014 
授業コード FTJ11310 
成績評価 得点配分を中間試験（30％），定期試験（60％），レポート課題（10％）として，

100 点満点中 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜12) 
見出し FTJ11310 人⼯知能 
担当教員名 片山 謙吾 
単位数 2 
教科書 人⼯知能概論（第 2 版）／荒屋真二／共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容にあげたキーワードを参照 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「とても勉強になりました。とても短い間でしたが楽しかったです。有り難うご

ざいました」 
「ありがとうございました」 
→ グループディスカッションなど，人⼯知能について考えることなどや学生同
士による学習も取り入れているため，楽しかったなどの感想を多くもらっていま
す。 
「オセロの時間がたりません」 
→ オセロだけでなく，迷路や８パズルなどの簡単な具体例も交えながら，人⼯
知能の代表的なアルゴリズム等について授業で取り上げました。よりよく理解し
てもらうために，実際にオセロなどもやってもらいました。オセロ等のボー 

科目名 人⼯知能 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 人⼯知能の基礎／小林一郎／サイエンス社 

人⼯知能の基礎／馬場口登・山⽥誠二／昭晃堂 
人⼯知能の基礎知識／太原育夫／近代科学社 
人⼯知能／菅原研次／森北出版 
人⼯知能／本位⽥真一監修・松本一教・宮原哲浩・永井保夫／オーム社 
知識と推論／新⽥克己／サイエンス社 
ロボットインテリジェンス／浅⽥ 稔・國吉康夫／岩波書店 

授業形態 講義 
注意備考 コミュニケーション能力の育成および講義内容の理解促進の一環として，人⼯知

能に関するグループディスカッション等も講義中必要に応じて実施する。 
シラバスコード FTJ11310 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 探索に関連するアルゴリズムを理解し，基本的な問題に対して適用できるこ

と 
(2) 主要な知識表現や推論について理解し，基本的な問題に対して適用できるこ
と 



(3) 代表的な人⼯知能技術について特徴などを説明できること 
(4) 人⼯知能に関する将来的な展望を示すことができること 

受講者へのコメント  この授業では，人⼯知能の基礎だけでなく，身のまわりにある人⼯知能の具体
例を通して，人⼯知能の有用性や重要性を理解してほしいと考えています。また
他の学生とのディスカッションを通してコミュニケーション能力の育成や人⼯
知能の理解増進を狙った授業の形態をとっています。 

連絡先 片山謙吾 研究室： 4 号館 2 階 
オフィスアワー : 火・⽊ 昼休み 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 項目６）授業に対する教員の意欲が感じられましたか 
85.9% 感じられた 
10.9% 少し感じられた 
となっており，教員の意欲を感じた学生は 96.8%でした。 
項目７）この授業に満足しましたか 
72.8% 満足 
22.8% ほぼ満足 
となっており，95.6%の学生が比較的高い満足度になっていると考えられます。 

英文科目名 Artificial Intelligence 
関連科目 メカトロニクス，データ構造とアルゴリズム，情報数学 II，オートマトンと言語

理論 
次回に向けての改善変更予定  担当となって 2 年目の科目であるため，講義に使うスライドや資料等に改善の

余地があると思います。そのあたりを徐々に改善していきます。 
講義目的 人間の持つ知的な能力を機械（コンピュータ，システム，ロボットなど）に持た

せることによって，より快適に便利で使いやすいソフトウェアやシステムの実現
が期待されている。そのような研究・技術は，人⼯知能（Artificial Intelligence, 
AI）と呼ばれ，20 世紀半ばから盛んに研究開発が進められており，我々は身近な
ところで様々な AI 技術を利用している。 
本講義では，具体的な AI 技術の例を示しながら，パズル・ゲームにおける基本
的な探索法，知識表現，推論，機械学習，進化計算，知的エージェントなどの AI
を 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 人⼯知能の概要，定義，歴史について説明する。 

2 回 チューリングテスト，フレーム問題について説明する。 
3 回 身近な人⼯知能技術について説明，考察する。 
4 回 探索 (1)：問題の状態空間表現，探索⽊と探索グラフについて説明し、８パ
ズルについて考える。 
5 回 探索 (2)：深さ優先探索，幅優先探索について説明する。 
6 回 探索 (3)：最良優先探索，A*アルゴリズム，山登り法について説明する。 
7 回 ゲームにおける探索法 (1)：ゲームの概要，ゲーム⽊について説明し、リバ
ーシについて考える。 
8 回 



準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 チューリングテスト，フレーム問題について調べておくこと。 
3 回 インターネット等を通じて，身近な人⼯知能技術について調べておくこと。 
4 回 教科書の該当する部分を読んでおくこと。 
5 回 教科書の該当する部分を読んでおくこと。 
6 回 教科書の該当する部分を読んでおくこと。 
7 回 教科書の該当する部分を読んでおくこと。 
8 回 教科書の該当する部分を読んでおくこと。 
9 回 前回までに学習した内容を復習しておくこと。 
10 回 教科書の該当する部分を読んで 

 



年度 2014 
授業コード FTJ1131P 
成績評価 得点配分を中間試験（30％），定期試験（60％），レポート課題（10％）として，

100 点満点中 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ1131P 人⼯知能 
担当教員名 片山 謙吾 
単位数 2 
教科書 人⼯知能概論（第 2 版）／荒屋真二／共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容にあげたキーワードを参照 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 人⼯知能 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 人⼯知能の基礎／小林一郎／サイエンス社 

人⼯知能の基礎／馬場口登・山⽥誠二／昭晃堂 
人⼯知能の基礎知識／太原育夫／近代科学社 
人⼯知能／菅原研次／森北出版 
人⼯知能／本位⽥真一監修・松本一教・宮原哲浩・永井保夫／オーム社 
知識と推論／新⽥克己／サイエンス社 
ロボットインテリジェンス／浅⽥ 稔・國吉康夫／岩波書店 

授業形態 講義 
注意備考 コミュニケーション能力の育成および講義内容の理解促進の一環として，人⼯知

能に関するグループディスカッション等も講義中必要に応じて実施する。 
シラバスコード FTJ1131P 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 探索に関連するアルゴリズムを理解し，基本的な問題に対して適用できるこ

と 
(2) 主要な知識表現や推論について理解し，基本的な問題に対して適用できるこ
と 
(3) 代表的な人⼯知能技術について特徴などを説明できること 
(4) 人⼯知能に関する将来的な展望を示すことができること 

受講者へのコメント  
連絡先 片山謙吾 研究室： 4 号館 2 階 

オフィスアワー : 火・⽊ 昼休み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Artificial Intelligence 
関連科目 メカトロニクス，データ構造とアルゴリズム，情報数学 II，オートマトンと言語

理論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 人間の持つ知的な能力を機械（コンピュータ，システム，ロボットなど）に持た

せることによって，より快適に便利で使いやすいソフトウェアやシステムの実現
が期待されている。そのような研究・技術は，人⼯知能（Artificial Intelligence, 
AI）と呼ばれ，20 世紀半ばから盛んに研究開発が進められており，我々は身近な
ところで様々な AI 技術を利用している。 
本講義では，具体的な AI 技術の例を示しながら，パズル・ゲームにおける基本
的な探索法，知識表現，推論，機械学習，進化計算，知的エージェントなどの AI
を 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 人⼯知能の概要，定義，歴史について説明する。 

2 回 チューリングテスト，フレーム問題について説明する。 
3 回 身近な人⼯知能技術について説明，考察する。 
4 回 探索 (1)：問題の状態空間表現，探索⽊と探索グラフについて説明し、８パ
ズルについて考える。 
5 回 探索 (2)：深さ優先探索，幅優先探索について説明する。 
6 回 探索 (3)：最良優先探索，A*アルゴリズム，山登り法について説明する。 
7 回 ゲームにおける探索法 (1)：ゲームの概要，ゲーム⽊について説明し、リバ
ーシについて考える。 
8 回 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 チューリングテスト，フレーム問題について調べておくこと。 
3 回 インターネット等を通じて，身近な人⼯知能技術について調べておくこと。 
4 回 教科書の該当する部分を読んでおくこと。 
5 回 教科書の該当する部分を読んでおくこと。 
6 回 教科書の該当する部分を読んでおくこと。 
7 回 教科書の該当する部分を読んでおくこと。 
8 回 教科書の該当する部分を読んでおくこと。 
9 回 前回までに学習した内容を復習しておくこと。 
10 回 教科書の該当する部分を読んで 

 



年度 2014 
授業コード FTJ11410 
成績評価 100 点満点に対して，60 点以上を合格とし，試験結果の配分は，中間試験(40%)，

定期試験(60%)とする 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜13) 
見出し FTJ11410 情報通信基礎論 
担当教員名 麻谷 淳 
単位数 2 
教科書 植松友彦，松本隆太郎：基本を学ぶ 通信⼯学，オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード フーリエ級数展開，フーリエ変換，アナログ通信，ベースバンド伝送，ブロード

バンド伝送，標本化，PCM，スペクトル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 コメント：授業中にシャッター音がしたので注意して欲しい。 

他の受講者の妨げとなる、私語やシャッター音などについては行わないように注
意をすることを⼼がけたい。 
コメント：プロジェクターが見えにくい。 
プロジェクターで教科書の該当箇所を映写しながら説明すると分かりやすいと
考えて使用していました。 
しかし、受講者数が多く、教室の形状が縦に⻑く、後ろの席からは、プロジェク
ターの投影が見えにくいので、プロジェクターの使用を中止を考えています。代
わりにで、ノートパソコンでもっと大きく拡大して、ハッキリ映るかどうかを調 

科目名 情報通信基礎論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 竹下鉄夫，吉川英機：通信⼯学，コロナ社 

滑川敏彦､奥井重彦：通信方式第 2 版，森北出版社 
岡育生：ディジタル通信の基礎，森北出版社 
福⽥明：基礎通信⼯学，森北出版社 

授業形態 講義 
注意備考 授業中に出された演習問題を積極的に行い，授業時間内での理解に努めること．

授業中の私語などの他の受講生への迷惑行為は当然禁じる． 
シラバスコード FTJ11410 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の諸点を理解していること． 

(1)振幅，周波数，位相，波⻑の意味， 
(2)スペクトルの意味 
(3)アナログ通信における変調の意味と特徴， 
(4)標本化条件の意味 
(5)ベースバンド伝送とブロードバンド伝送における情報の載せ方の違い 
(6)多値伝送における効果 



受講者へのコメント 三角関数や指数関数の積分などの基礎をしっかりと固めて、フーリエ変換や信号
処理の理解が得やすくなると思われるので、その辺りを復習しておいて欲しい。 

連絡先 麻谷研究室 20 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野への理解が深まった学生が多かったので良かった。 
英文科目名 Fundamentals of Communication Engineering 
関連科目 ディジタル信号処理，情報ネットワーク基礎論 
次回に向けての改善変更予定 教科書が難しいというコメントがあったので、もっと平易な教科書に変更できる

か、検討したい。 
講義目的 情報通信基礎論は，情報通信分野に必要な専門知識と応用能力を得るために必要

な科目の一つである．本講義では，以下の項目を理解し，情報通信分野における
諸問題の解決に応用できる能力を養う． 
(1)情報通信の基礎的な事項，すなわち，連続波(sin 波など)や不連続波(矩形パル
スなど)の伝播の特徴， 
(2)アナログ通信の方法と種類， 
(3)連続波の標本化条件， 
(4)ベースバンド伝送とブロードバンド伝送に関する種類とそれらの相違点 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 アナログ波[波形の表示法，振幅・周波数・位相の意味，波形の合成の式] 

2 回 アナログ波[伝播波の表示法，減衰定数と位相定数，伝播波の波形歪] 
3 回 スペクトル[フーリエ級数展開と連続スペクトル，フーリエ変換と離散スペ
クトル] 
4 回 スペクトル[伝送速度とスペクトル，システムの伝達関数，実用的な周波数
分析法] 
5 回 アナログ通信[sin 波・cos 波・複合波の特徴，振幅変調] 
6 回 アナログ通信[周波数変調，位相変調，多重化と多重分離] 
7 回 標本化と標本化定理[標本化条件，インパルス応答，標本化波形か 

準備学習 1 回 周波数や位相とは何か，波形はどのような関数で表示され，任意の波形はど
のような基本的な波形で合成されているのか，問題意識をもって受講すること．
また，三角関数の性質について調べておくこと． 
2 回 波形に関する基礎的な知識を確認しておくこと． 
3 回 伝播波に関する基礎的な知識を確認しておくこと． 
4 回 フーリエ級数展開とフーリエ変換のそれぞれの特徴を確認しておくこと． 
5 回 伝達関数の役割を確認しておくこと． 
6 回 AM 波では，搬送波のどこに信号が乗せられ，どのような波形となり，どの
ようなスペクトルに変化 

 



年度 2014 
授業コード FTJ1141P 
成績評価 100 点満点に対して，60 点以上を合格とし，試験結果の配分は，中間試験(40%)，

定期試験(60%)とする 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ1141P 情報通信基礎論 
担当教員名 麻谷 淳 
単位数 2 
教科書 植松友彦，松本隆太郎：基本を学ぶ 通信⼯学，オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード フーリエ級数展開，フーリエ変換，アナログ通信，ベースバンド伝送，ブロード

バンド伝送，標本化，PCM，スペクトル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報通信基礎論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 竹下鉄夫，吉川英機：通信⼯学，コロナ社 

滑川敏彦､奥井重彦：通信方式第 2 版，森北出版社 
岡育生：ディジタル通信の基礎，森北出版社 
福⽥明：基礎通信⼯学，森北出版社 

授業形態 講義 
注意備考 授業中に出された演習問題を積極的に行い，授業時間内での理解に努めること．

授業中の私語などの他の受講生への迷惑行為は当然禁じる． 
シラバスコード FTJ1141P 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の諸点を理解していること． 

(1)振幅，周波数，位相，波⻑の意味， 
(2)スペクトルの意味 
(3)アナログ通信における変調の意味と特徴， 
(4)標本化条件の意味 
(5)ベースバンド伝送とブロードバンド伝送における情報の載せ方の違い 
(6)多値伝送における効果 

受講者へのコメント  
連絡先 麻谷研究室 20 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fundamentals of Communication Engineering 
関連科目 ディジタル信号処理，情報ネットワーク基礎論 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 情報通信基礎論は，情報通信分野に必要な専門知識と応用能力を得るために必要

な科目の一つである．本講義では，以下の項目を理解し，情報通信分野における
諸問題の解決に応用できる能力を養う． 
(1)情報通信の基礎的な事項，すなわち，連続波(sin 波など)や不連続波(矩形パル
スなど)の伝播の特徴， 
(2)アナログ通信の方法と種類， 
(3)連続波の標本化条件， 
(4)ベースバンド伝送とブロードバンド伝送に関する種類とそれらの相違点 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 アナログ波[波形の表示法，振幅・周波数・位相の意味，波形の合成の式] 

2 回 アナログ波[伝播波の表示法，減衰定数と位相定数，伝播波の波形歪] 
3 回 スペクトル[フーリエ級数展開と連続スペクトル，フーリエ変換と離散スペ
クトル] 
4 回 スペクトル[伝送速度とスペクトル，システムの伝達関数，実用的な周波数
分析法] 
5 回 アナログ通信[sin 波・cos 波・複合波の特徴，振幅変調] 
6 回 アナログ通信[周波数変調，位相変調，多重化と多重分離] 
7 回 標本化と標本化定理[標本化条件，インパルス応答，標本化波形か 

準備学習 1 回 周波数や位相とは何か，波形はどのような関数で表示され，任意の波形はど
のような基本的な波形で合成されているのか，問題意識をもって受講すること．
また，三角関数の性質について調べておくこと． 
2 回 波形に関する基礎的な知識を確認しておくこと． 
3 回 伝播波に関する基礎的な知識を確認しておくこと． 
4 回 フーリエ級数展開とフーリエ変換のそれぞれの特徴を確認しておくこと． 
5 回 伝達関数の役割を確認しておくこと． 
6 回 AM 波では，搬送波のどこに信号が乗せられ，どのような波形となり，どの
ようなスペクトルに変化 

 



年度 2014 
授業コード FTJ11510 
成績評価 中間テスト 40％，期末テスト 60％、60 点以上を合格とする。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜13) 
見出し FTJ11510 情報理論 
担当教員名 麻谷 淳 
単位数 2 
教科書 植松友彦: イラストで学ぶ 情報理論の考え方, 講談社 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報理論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 今井 秀樹: 情報理論, 昭晃堂, 今井秀樹: 情報・符号・暗号の理論, コロナ社嵩

忠雄：情報と符号の理論入門，昭晃堂 
授業形態 講義 
注意備考 授業中に出された演習問題を積極的に行い，授業時間内での理解に努めること．

授業中の私語などの他の受講生への迷惑行為は当然禁じる． 
シラバスコード FTJ11510 
実務経験のある教員  
達成目標 情報の概念，情報量とエントロピーの意味を理解し，計算ができること情報源か

らの情報量と，通信路を通して伝送される情報量を理解すること情報源符号化の
意味と方法を理解し，具体的な符号化をすることができること通信路符号化の意
味と方法を理解すること 

受講者へのコメント  
連絡先 麻谷研究室 20 号館 3 階オフィスアワー 月曜日昼休み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information Theory 
関連科目 情報数学 II，情報通信基礎論，暗号とセキュリティ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 情報理論は情報の表現，伝送のプロセスを確率論に基づく数学的モデルによって

扱う理論である．情報をある確率で発生する事象として情報の量を定義し，符号
によって情報を効率よく表現したり，冗⻑な符号列を付加して伝送途中で発生す
る誤りを検出・訂正する方法等について学ぶ．情報通信技術の基礎としての情報
理論を習得し，情報通信分野の専門知識と応用能力を養うことを目的とする． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 情報理論とは（情報の伝達，通信システムのモデル，符号化） 
2 回 情報源のモデル（１）（記憶のない情報源，定常情報源） 
3 回 情報源のモデル（２）（エンゴード情報源，マルコフ情報源） 
4 回 情報量とエントロピー（１）（情報量の定義，エントロピー関数，冗⻑度） 
5 回 情報量とエントロピー（２）（代表的系列，相互情報量） 
6 回 情報源符号化とその限界（１）（語頭条件，瞬時符号，符号⽊） 
7 回 情報源符号化とその限界（２）（クラフトの不等式，ハフマン符号化，平均
符号⻑） 
8 回 中間試験 
9 回 情報源符号化と 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと．確率・統計の復習をして
おくこと． 
2 回 第 1 回の内容を復習して，情報源モデルについて調べておくこと． 
3 回 エンゴード情報源，マルコフ情報源について調べておくこと． 
4 回 エントロピーについて調べておくこと．対数関数の公式を復習しておくこ
と．関数電卓の使用方法について習熟しておくこと． 
5 回 第 4 回の内容を復習しておくこと．エントロピーの計算が出来るようにし
ておくこと． 
6 回 相互情報量や条件付きエントロピーなどの各種エントロピーの関係を理解
しておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FTJ1151P 
成績評価 中間テスト 40％，期末テスト 60％、60 点以上を合格とする。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ1151P 情報理論 
担当教員名 麻谷 淳 
単位数 2 
教科書 植松友彦: イラストで学ぶ 情報理論の考え方, 講談社 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報理論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 今井 秀樹: 情報理論, 昭晃堂, 今井秀樹: 情報・符号・暗号の理論, コロナ社嵩

忠雄：情報と符号の理論入門，昭晃堂 
授業形態 講義 
注意備考 授業中に出された演習問題を積極的に行い，授業時間内での理解に努めること．

授業中の私語などの他の受講生への迷惑行為は当然禁じる． 
シラバスコード FTJ1151P 
実務経験のある教員  
達成目標 情報の概念，情報量とエントロピーの意味を理解し，計算ができること情報源か

らの情報量と，通信路を通して伝送される情報量を理解すること情報源符号化の
意味と方法を理解し，具体的な符号化をすることができること通信路符号化の意
味と方法を理解すること 

受講者へのコメント  
連絡先 麻谷研究室 20 号館 3 階オフィスアワー 月曜日昼休み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information Theory 
関連科目 情報数学 II，情報通信基礎論，暗号とセキュリティ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 情報理論は情報の表現，伝送のプロセスを確率論に基づく数学的モデルによって

扱う理論である．情報をある確率で発生する事象として情報の量を定義し，符号
によって情報を効率よく表現したり，冗⻑な符号列を付加して伝送途中で発生す
る誤りを検出・訂正する方法等について学ぶ．情報通信技術の基礎としての情報
理論を習得し，情報通信分野の専門知識と応用能力を養うことを目的とする． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 情報理論とは（情報の伝達，通信システムのモデル，符号化） 
2 回 情報源のモデル（１）（記憶のない情報源，定常情報源） 
3 回 情報源のモデル（２）（エンゴード情報源，マルコフ情報源） 
4 回 情報量とエントロピー（１）（情報量の定義，エントロピー関数，冗⻑度） 
5 回 情報量とエントロピー（２）（代表的系列，相互情報量） 
6 回 情報源符号化とその限界（１）（語頭条件，瞬時符号，符号⽊） 
7 回 情報源符号化とその限界（２）（クラフトの不等式，ハフマン符号化，平均
符号⻑） 
8 回 中間試験 
9 回 情報源符号化と 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと．確率・統計の復習をして
おくこと． 
2 回 第 1 回の内容を復習して，情報源モデルについて調べておくこと． 
3 回 エンゴード情報源，マルコフ情報源について調べておくこと． 
4 回 エントロピーについて調べておくこと．対数関数の公式を復習しておくこ
と．関数電卓の使用方法について習熟しておくこと． 
5 回 第 4 回の内容を復習しておくこと．エントロピーの計算が出来るようにし
ておくこと． 
6 回 相互情報量や条件付きエントロピーなどの各種エントロピーの関係を理解
しておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FTJ11610 
成績評価 中間試験（４０％）と定期試験（６０％）の合計点を 100 点とし，60 点以上を合

格とする． 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜14) 
見出し FTJ11610 情報⼯学入門 
担当教員名 小松 雅治 
単位数 2 
教科書 テキストを配付 
アクティブラーニング  
キーワード 情報，コンピュータ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 今回は，講義に対する好意的な記述が多く，講義の内容・説明などのやり方の意

図を汲んでもらえたのかなと思っています．練習問題の解答はつけていないもの
が多いが，まず，テキストを通読すればわかるような問題しか出していないつも
りです.もう少し，学習の努力が必要ではありませんか． 

科目名 情報⼯学入門 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて，講義中に紹介する． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTJ11610 
実務経験のある教員  
達成目標 ①コンピュータの基本構成と各装置の役割を理解していること． 

②CPU の動作と機械語に関して理解していること． 
③基数変換，２進数の加減算ができること． 
④情報量の数学的扱いを理解していること． 
⑤文字情報と画像情報の２値表現を理解していること． 
⑥オペレーティングシステムの役割を理解していること． 
⑦フローチャートで記述された簡単なアルゴリズムを理解できること． 
⑧プログラミング言語と言語処理の役割を理解していること． 
⑨コンピュータの応用やシステムに関する知識をもつこと． 
⑩情報セキュリティと情報倫理の 

受講者へのコメント 積極的に，問題意識を持って取り組んでもらいたい．分からないときは，質問す
る勇気を持って欲しい． 

連絡先 ２０号館３階小松研究室 
オフィスアワー：月７-８時限 
komatsu@ice.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 「積極的に質問した」の回答数が 0.9％⇒毎回配布・回収する質問票の活用を積
極的にしてもらいたい．ただし，講義内容と関係ののない質問も多々見られるの
で，質問内容について吟味してもらいたい．質問票を活用している人が一部に集
中しているようであるが，もう少し問題意識を持って授業に参加すれば，自ずと
質問も増えるはずです． 

英文科目名 Introduction to Information and Computer Engineering 
関連科目 専門共通，コンピュータシステム，コンピュータ応用，および情報通信の各系列

の科目 
次回に向けての改善変更予定 今回はなし． 
講義目的 情報⼯学の入門的な内容に関して講義を行う．本講義を履修することによって，

情報⼯学がどのようなものであるかを理解するとともに，専門科目（専門共通，
コンピュータシステム，コンピュータ応用，および情報通信の各系列の科目）へ
の導入を容易にする． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：現代に至るまでのコンピュータの歴史について概説

する． 
2 回 コンピュータの構成，構成要素である中央処理装置（ＣＰＵ），入出力装置，
記憶装置，入出力装置の役割について概説する． 
3 回 コンピュータの動作，特に，中央処理装置における制御と処理の動作，及
び，動作を規定する機械語について概説する． 
4 回 基数変換の原理を説明するとともに，情報⼯学にとって重要な２進数およ
び１６進数について講述するする． 
5 回 ２進数の加減算の原理について講述する． 
6 回 中間試験と解答の説明，および，これ 

準備学習 1 回 コンピュータがどのようなきっかけで，どのように考えられて作られたの
かを自分なりに考えておくこと． 
2 回 コンピュータはどのような機能を持てばよいか，テキストを読んで考えて
おくこと． 
3 回 第 2 回の復習をすると共に，中央処理装置がどのように動作するのかを考
えておくこと． 
4 回 第 2 回，第３回の復習をすると共に，2 進数の必要性を考えておくこと． 
5 回 第 4 回の復習をすると共に，10 進数の演算と 2 進数の演算の類似性を考え
ておくこと． 
6 回 第 1 回〜第５回の総復習を行うと共に，テキストの演習問題を解いておく 

 



年度 2014 
授業コード FTJ1161P 
成績評価 中間試験（４０％）と定期試験（６０％）の合計点を 100 点とし，60 点以上を合

格とする． 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ1161P 情報⼯学入門 
担当教員名 小松 雅治 
単位数 2 
教科書 テキストを配付 
アクティブラーニング  
キーワード 情報，コンピュータ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報⼯学入門 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて，講義中に紹介する． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTJ1161P 
実務経験のある教員  
達成目標 ①コンピュータの基本構成と各装置の役割を理解していること． 

②CPU の動作と機械語に関して理解していること． 
③基数変換，２進数の加減算ができること． 
④情報量の数学的扱いを理解していること． 
⑤文字情報と画像情報の２値表現を理解していること． 
⑥オペレーティングシステムの役割を理解していること． 
⑦フローチャートで記述された簡単なアルゴリズムを理解できること． 
⑧プログラミング言語と言語処理の役割を理解していること． 
⑨コンピュータの応用やシステムに関する知識をもつこと． 
⑩情報セキュリティと情報倫理の 

受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館３階小松研究室 

オフィスアワー：月７-８時限 
komatsu@ice.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Information and Computer Engineering 
関連科目 専門共通，コンピュータシステム，コンピュータ応用，および情報通信の各系列



の科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 情報⼯学の入門的な内容に関して講義を行う．本講義を履修することによって，

情報⼯学がどのようなものであるかを理解するとともに，専門科目（専門共通，
コンピュータシステム，コンピュータ応用，および情報通信の各系列の科目）へ
の導入を容易にする． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：現代に至るまでのコンピュータの歴史について概説

する． 
2 回 コンピュータの構成，構成要素である中央処理装置（ＣＰＵ），入出力装置，
記憶装置，入出力装置の役割について概説する． 
3 回 コンピュータの動作，特に，中央処理装置における制御と処理の動作，及
び，動作を規定する機械語について概説する． 
4 回 基数変換の原理を説明するとともに，情報⼯学にとって重要な２進数およ
び１６進数について講述するする． 
5 回 ２進数の加減算の原理について講述する． 
6 回 中間試験と解答の説明，および，これ 

準備学習 1 回 コンピュータがどのようなきっかけで，どのように考えられて作られたの
かを自分なりに考えておくこと． 
2 回 コンピュータはどのような機能を持てばよいか，テキストを読んで考えて
おくこと． 
3 回 第 2 回の復習をすると共に，中央処理装置がどのように動作するのかを考
えておくこと． 
4 回 第 2 回，第３回の復習をすると共に，2 進数の必要性を考えておくこと． 
5 回 第 4 回の復習をすると共に，10 進数の演算と 2 進数の演算の類似性を考え
ておくこと． 
6 回 第 1 回〜第５回の総復習を行うと共に，テキストの演習問題を解いておく 

 



年度 2014 
授業コード FTJ11710 
成績評価 中間試験（４０％）、定期試験（４０％）、レポート（２０％）、６０％以上を合格

とする 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜12) 
見出し FTJ11710 プログラミング言語論 
担当教員名 吉⽥ 誠 
単位数 2 
教科書 「講義ノート」を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 プログラミング言語論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 白鳥則郎、他／ソフトウェア⼯学の基礎知識／昭晃堂；大山口通夫、五味弘／プ

ログラミング言語論／コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 「講義ノート」をもとに講義を進める 
シラバスコード FTJ11710 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)ソフトウェア開発の中でのプログラミング言語の位置づけを理解する 

(2)低水準言語と高水準言語の違い・つながりを理解する 
(3)高水準言語の翻訳過程を理解する 
(4)オブジェクト指向言語、関数型言語、論理型言語の違いを理解する 
(5)オブジェクト指向言語（Java、UML）が読める 

受講者へのコメント  
連絡先 吉⽥研究室：１8 号館 2 階 オフィスアワー：⽊曜日 7-8 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Programming Languages 
関連科目 プログラミング II、オペレーティングシステム、ソフトウェア⼯学、コンパイラ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ソフトウェア開発の中の一つとしてプログラミング言語を位置づけ、プログラミ

ング言語に共通な基本的事項・原理を中⼼に講義し、プログラミング言語の基本
的概念と技法を身につけることを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 プログラミング言語の概要（役割、歴史）について説明する 



2 回 プログラミング言語の分類（分類、アセンブリ言語）について説明する 
3 回 プログラムの構成（形式論、ＢＮＦ、フローチャート）について説明する 
4 回 プログラム言語の成立ち（文、モジュール、プログラム）について説明する 
5 回 翻訳プログラム１（コンパイラと文法）について説明する 
6 回 翻訳プログラム２（コンパイラとコード）について説明する 
7 回 前半のまとめを行う 
8 回 プログラミングパラダイム（手続き型、非手続き型、オブジェクト指向型）
につ 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、全体を概観しておくこと 
2 回 コンピュータの 5 台装置と動きを理解しておくこと 
3 回 講義ノート、参考文献をもとにＣ言語の構文を調べておくこと 
4 回 ＢＮＦで構文が作れるようになること。Ｃ言語以外の多言語の構文規則が
読めるようになること 
5 回 高級言語実行までの手順について調べておくこと 
6 回 ソースコード作成からプログラムの実行までの過程を調べておくこと 
7 回 講義ノートの練習問題が解けること 
8 回 参考文献をもとにパラダイムとは何かを調べ、言語パラダイムとは何かを
考えておくこと 
 

 



年度 2014 
授業コード FTJ1171P 
成績評価 中間試験（４０％）、定期試験（４０％）、レポート（２０％）、６０％以上を合格

とする 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ1171P プログラミング言語論 
担当教員名 吉⽥ 誠 
単位数 2 
教科書 「講義ノート」を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 プログラミング言語論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 白鳥則郎、他／ソフトウェア⼯学の基礎知識／昭晃堂；大山口通夫、五味弘／プ

ログラミング言語論／コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 「講義ノート」をもとに講義を進める 
シラバスコード FTJ1171P 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)ソフトウェア開発の中でのプログラミング言語の位置づけを理解する 

(2)低水準言語と高水準言語の違い・つながりを理解する 
(3)高水準言語の翻訳過程を理解する 
(4)オブジェクト指向言語、関数型言語、論理型言語の違いを理解する 
(5)オブジェクト指向言語（Java、UML）が読める 

受講者へのコメント  
連絡先 吉⽥研究室：１8 号館 2 階 オフィスアワー：⽊曜日 7-8 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Programming Languages 
関連科目 プログラミング II、オペレーティングシステム、ソフトウェア⼯学、コンパイラ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ソフトウェア開発の中の一つとしてプログラミング言語を位置づけ、プログラミ

ング言語に共通な基本的事項・原理を中⼼に講義し、プログラミング言語の基本
的概念と技法を身につけることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 プログラミング言語の概要（役割、歴史）について説明する 



2 回 プログラミング言語の分類（分類、アセンブリ言語）について説明する 
3 回 プログラムの構成（形式論、ＢＮＦ、フローチャート）について説明する 
4 回 プログラム言語の成立ち（文、モジュール、プログラム）について説明する 
5 回 翻訳プログラム１（コンパイラと文法）について説明する 
6 回 翻訳プログラム２（コンパイラとコード）について説明する 
7 回 前半のまとめを行う 
8 回 プログラミングパラダイム（手続き型、非手続き型、オブジェクト指向型）
につ 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、全体を概観しておくこと 
2 回 コンピュータの 5 台装置と動きを理解しておくこと 
3 回 講義ノート、参考文献をもとにＣ言語の構文を調べておくこと 
4 回 ＢＮＦで構文が作れるようになること。Ｃ言語以外の多言語の構文規則が
読めるようになること 
5 回 高級言語実行までの手順について調べておくこと 
6 回 ソースコード作成からプログラムの実行までの過程を調べておくこと 
7 回 講義ノートの練習問題が解けること 
8 回 参考文献をもとにパラダイムとは何かを調べ、言語パラダイムとは何かを
考えておくこと 
 

 



年度 2014 
授業コード FTJ12010 
成績評価 演習レポート(30%)，中間試験(30%)，定期試験(40%)の合計が 60%以上を合格

とする。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜12) 
見出し FTJ12010 アドバンストプログラミング 
担当教員名 島⽥ 英之 
単位数 2 
教科書 「プログラミング II」で用いた教科書を持参すること。 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画参照。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・プログラムの基礎的な方法は，高校で習ってはいたが，リスト構造などの応用

的な部分ははじめてだった。だから，難しくはあったけど，楽しかった。 
・実用性のあるプログラミングの技能が身につけられて満足。 
どうもありがとう。 
受講者のみなさんからポジティブな意見を少しでも多く引き出せるよう，今後も
内容を吟味していきます。 

科目名 アドバンストプログラミング 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じ，関連科目の教科書を参考にすること。 
授業形態 講義 
注意備考 ・本講義を履修する学生は，プログラミング I，プログラミング II の単位を修得

している必要がある。 
・第１回目のオリエンテーション時に，スケジュール・講義内容・講義の進め方
について説明する。報告書は次回の講義開始前に提出すること。報告書の提出遅
れは認めない。講義開始時に，前回の課題について説明を行う。 
・必要に応じ，インターネット経由で講義資料の開示や連絡などを行う。※ 

シラバスコード FTJ12010 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）構造体とファイル入出力を用いたプログラムを作成できること。 

（２）単方向リスト，双方向リストの基本操作を理解すること。 
受講者へのコメント 今年度も出席率が高く，モチベーションの高い学生さんに受講してもらえて，担

当としてもやりがいのある講義でした。 
皆さんも，講義を通じて何度か，はっきりした成⻑を感じてもらえたことと思い
ます。 
他の講義との関連も持たせるように意識していますので，本講義で習得した各種
技法を今後も積極的に活用してください。 
また，異なるコンピュータ言語に触れる機会を持ってください。実習室では，Ｃ
言語だけでなく，C++, Java, JavaScript, Ruby, Perl, Python など，人気の高いさ



まざまな言語を使う 
連絡先 島⽥（英）研究室 18 号館 5 階 オフィスアワー月〜金昼 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 1) どの程度出席しましたか 
アンケートの回答では 100%の皆さんが全出席となっていましたが，手元の出欠
簿では２回欠席の学生が１名いました。記憶違いでしょうか？でも，２回欠席の
方以外は全員，全出席でした。みなさんの受講のモチベーションが高いので，こ
ちらも応えねばと思います。 
2) 授業時間外にどの程度学習しましたか 
「１時間程度」と「２時間程度」を合わせると３分の２を占めていました。ほぼ
想定の範囲です。 
3) 授業時間外の学習にどのように取り組みましたか 
TOP3 は次の通りでした。例年とほぼ同様の傾向 

英文科目名 Advanced Programming 
関連科目 データ構造とアルゴリズム，プログラミング I，プログラミング II 
次回に向けての改善変更予定 皆さんに好評だったいくつかの課題について，もう少し拡充することを考えてい

ます。 
また，「エンジニアリングデザイン実習」との関連なども検討していきたいと思
います。 

講義目的 プログラミング I，プログラミング II で得た知識を基礎に，現実のソフトウェア
開発に必要不可欠なファイル操作や構造体の知識を修得する。そして，高度なデ
ータ構造やメモリ操作を活用したプログラムの開発に取り組み，自ら問題を解決
できる応用力を身につけることを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ファイル(1)：テキストファイル(1) 

プログラムの実行回数のカウント，ファイルに含まれる文字数のカウントについ
て講義する。 
2 回 ファイル(2)：テキストファイル(2) 
CSV ファイルの読み書き（文字の出現頻度のグラフ化）について講義する。 
3 回 ファイル(3)：バイナリファイル(1) 
ドット絵の作成と保存について講義する。 
4 回 ファイル(4)：バイナリファイル(2) 
ドット絵の読み込みと表示について講義する。 
5 回 構造体(1)：単純な構造体 
２次元ベクトルの演算について講義する。 
6 回 構造 

準備学習 1 回 プログラムの編集，コンパイル手順を復習しておくこと。 
2 回 fgets, fscanf 命令の概要について調べておくこと。 
3 回 fwrite 命令について調べておくこと。 
4 回 fread 命令について調べておくこと。 
5 回 構造体，typedef 文について調べておくこと。 



6 回 前回の内容を復習し，完全に理解しておくこと。 
7 回 配列，ポインタについて復習しておくこと。 
8 回 ファイル入出力について復習しておくこと。 
9 回 前回までの内容を完全に理解しておくこと。 
10 回 メモリの動的割り当て，ポ 

 



年度 2014 
授業コード FTJ1201P 
成績評価 演習レポート(30%)，中間試験(30%)，定期試験(40%)の合計が 60%以上を合格

とする。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ1201P アドバンストプログラミング 
担当教員名 島⽥ 英之 
単位数 2 
教科書 「プログラミング II」で用いた教科書を持参すること。 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画参照。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 アドバンストプログラミング 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じ，関連科目の教科書を参考にすること。 
授業形態 講義 
注意備考 ・本講義を履修する学生は，プログラミング I，プログラミング II の単位を修得

している必要がある。 
・第１回目のオリエンテーション時に，スケジュール・講義内容・講義の進め方
について説明する。報告書は次回の講義開始前に提出すること。報告書の提出遅
れは認めない。講義開始時に，前回の課題について説明を行う。 
・必要に応じ，インターネット経由で講義資料の開示や連絡などを行う。※ 

シラバスコード FTJ1201P 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）構造体とファイル入出力を用いたプログラムを作成できること。 

（２）単方向リスト，双方向リストの基本操作を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 島⽥（英）研究室 18 号館 5 階 オフィスアワー月〜金昼 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Programming 
関連科目 データ構造とアルゴリズム，プログラミング I，プログラミング II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 プログラミング I，プログラミング II で得た知識を基礎に，現実のソフトウェア

開発に必要不可欠なファイル操作や構造体の知識を修得する。そして，高度なデ
ータ構造やメモリ操作を活用したプログラムの開発に取り組み，自ら問題を解決
できる応用力を身につけることを目的とする。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ファイル(1)：テキストファイル(1) 

プログラムの実行回数のカウント，ファイルに含まれる文字数のカウントについ
て講義する。 
2 回 ファイル(2)：テキストファイル(2) 
CSV ファイルの読み書き（文字の出現頻度のグラフ化）について講義する。 
3 回 ファイル(3)：バイナリファイル(1) 
ドット絵の作成と保存について講義する。 
4 回 ファイル(4)：バイナリファイル(2) 
ドット絵の読み込みと表示について講義する。 
5 回 構造体(1)：単純な構造体 
２次元ベクトルの演算について講義する。 
6 回 構造 

準備学習 1 回 プログラムの編集，コンパイル手順を復習しておくこと。 
2 回 fgets, fscanf 命令の概要について調べておくこと。 
3 回 fwrite 命令について調べておくこと。 
4 回 fread 命令について調べておくこと。 
5 回 構造体，typedef 文について調べておくこと。 
6 回 前回の内容を復習し，完全に理解しておくこと。 
7 回 配列，ポインタについて復習しておくこと。 
8 回 ファイル入出力について復習しておくこと。 
9 回 前回までの内容を完全に理解しておくこと。 
10 回 メモリの動的割り当て，ポ 

 



年度 2014 
授業コード FTJ12110 
成績評価 レポート 100％により成績を評価する。ただし，本演習最後のレポート評価には

HTML により作成・公開したページの内容を含める。 
合計を 100 点に換算して評点とし，60 点以上を合格とする。 

曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス JA(〜14) 
見出し FTJ12110 コンピュータ演習 
担当教員名 上嶋 明 
単位数 2 
教科書 テキスト「コンピュータ演習／岡山理科大学⼯学部情報⼯学科」を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 講義内容に記載 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・「一番」 

→何が一番なのかわかりませんが，授業が一番や，授業時間外に一番学習したな
らばよかったです。もしかしたら課題が一番大変，かもしれませんが，定期試験
を実施しないレポート科目ですので，どうしても課題の回数と量が多くなってし
まいます。 

科目名 コンピュータ演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で指示する。 
授業形態 演習 
注意備考 レポートの提出は講義担当教員の定める日とし，所定の場所に提出すること。 

※最後のレポート課題では作成した Web ページのインターネットへの公開も行
う。 

シラバスコード FTJ12110 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)Emacs の基本操作ができること 

(2)シェルやプロセス制御に関する基本知識を有すること 
(3)C 言語を使って基本的なプログラムが作成できること 
(4)簡単な HTML ファイルを記述でき，作成物などの公開（表現）ができること 

受講者へのコメント 2 年生以降の実験・実習・演習科目を学ぶためや，将来，技術者・開発者になる
ために必要となる計算機操作やプログラミングなどの基礎的内容を習得する重
要な科目ですので，積極的に演習に取り組んで，十分に内容を理解してもらいた
いと思います。 

連絡先 18 号館 3 階 上嶋研究室 086-256-9520 uejima＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・前年度と同様，概ねよい結果が得られたと考えています。 
・「この授業を受けてよかった点は，何ですか」の設問における「この分野への理



解が深まった」という回答が前年度より増加して約 88%の学生から得られたの
は大変よかったと思います。 

英文科目名 Exercises in Computer 
関連科目 コンピュータリテラシ，情報⼯学入門，プログラミング I 
次回に向けての改善変更予定 昨年同様，今回も特に大きな指摘を受けなかったのですが，例年アンケートで指

摘される点の改善として，全体的に演習時間をもう少し⻑めに取れるようにした
いと思います。 

講義目的 自立した技術者・開発者になるためには計算機の基本的な操作技術と知識の習得
が必要不可欠である。計算機の基本的な操作技術・知識を養うために，技術者，
開発者の間で広く使われている UNIX 系の計算機を利用し，エディタ Emacs の
操作，及びシェル・プロセス制御について演習する。次に，これらの演習で得ら
れた技術・知識および環境の下で，C 言語，及び HTML の基礎を学ぶ。また，
自分の考えや作成物をオンラインで公開（表現）する演習を通して，手掛けた内
容および課題をまとめるための基礎能力の育成を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Emacs（１）：テキストを配布し，コンピュータ演習予定表，内規，注意事

項について説明した後，エディタ Emacs の基礎的操作，日本語入力について演
習する。 
2 回 Emacs（２）：ファイルの編集について演習する。 
3 回 シェル・プロセス制御（１）：シェル，標準入力・標準出力とリダイレクシ
ョン・パイプ，パイプを用いた作業について演習する。 
4 回 シェル・プロセス制御（２）：シェルスクリプト，パス設定，エイリアス設
定，プロセス制御，ジョブ制御について演習する。 
5 回 C プログラミング（１）：プログラミン 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し，学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 前回講義内容を復習し，練習問題を一通り実行しておくこと。 
3 回 コンピュータリテラシで学んだ UNIX のファイル操作関連コマンドを確認
しておくこと。 
4 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
5 回 今回講義範囲のテキストに目を通し，大まかな学習内容を把握しておくこ
と。 
6 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
7 回 前回講義内容を復習しておくこと。 
8 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終 

 



年度 2014 
授業コード FTJ12120 
成績評価 レポート 100％により成績を評価する。ただし，本演習最後のレポート評価には

HTML により作成・公開したページの内容を含める。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス JB(〜14) 
見出し FTJ12120 コンピュータ演習 
担当教員名 麻谷 淳 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学 情報⼯学科 編，「コンピュータ演習テキスト」 
アクティブラーニング  
キーワード 講義内容に記載 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータ演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で指示する。 
授業形態 演習 
注意備考 レポートの提出は講義担当教員の定める日とし，所定の場所に提出すること。※

最後のレポート課題では作成した Web ページのインターネットへの公開も行
う。す 

シラバスコード FTJ12120 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)Emacs の基本操作ができること 

(2)シェルやプロセス制御に関する基本知識を有すること 
(3)C 言語を使って基本的なプログラムが作成できること 
(4)簡単な HTML ファイルを記述でき，作成物などの公開（表現）ができること 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 3 階 麻谷研究室 asatani＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercises in Computer 
関連科目 コンピュータリテラシ，プログラミング I，画像処理と CG，コンピュータネット

ワーク実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自立した技術者・開発者になるためには計算機の基本的な操作技術と知識の習得

が必要不可欠である。計算機の基本的な操作技術・知識を養うために，技術者，
開発者の間で広く使われている UNIX 系の計算機を利用し，エディタ Emacs の
操作，及びシェル・プロセス制御について演習する。次に，これらの演習で得ら



れた技術・知識および環境の下で，C 言語，及び HTML の基礎を学ぶ。また，
自分の考えや作成物をオンラインで公開（表現）する演習を通して，手掛けた内
容および課題をまとめるための基礎能力の育成を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Emacs（１）：テキストを配布し，コンピュータ演習予定表，内規，注意事

項について説明した後，エディタ Emacs の基礎的操作，日本語入力について演
習する。 
2 回 Emacs（２）：ファイルの編集について演習する。 
3 回 シェル・プロセス制御（１）：シェル，標準入力・標準出力とリダイレクシ
ョン・パイプ，パイプを用いた作業について演習する。 
4 回 シェル・プロセス制御（２）：シェルスクリプト，パス設定，エイリアス設
定，プロセス制御，ジョブ制御について演習する。 
5 回 C プログラミング（１）：プログラミン 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し，学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 前回講義内容を復習し，練習問題を一通り実行しておくこと。 
3 回 コンピュータリテラシで学んだ UNIX のファイル操作関連コマンドを確認
しておくこと。 
4 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
5 回 今回講義範囲のテキストに目を通し，大まかな学習内容を把握しておくこ
と。 
6 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
7 回 前回講義内容を復習しておくこと。 
8 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終 

 



年度 2014 
授業コード FTJ12210 
成績評価 中間試験４０％、期末試験５０％、演習等１０％で評価し、６０％以上を合格と

する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜12) 
見出し FTJ12210 組込みシステム 
担当教員名 小畑 正貴、岸本 俊夫＊ 
単位数 2 
教科書 改訂エンベデッド技術／組込みシステム技術協会エンベデッド技術者育成委員

会／電波新聞社／978-4-885549878 
アクティブラーニング  
キーワード 組込みシステム、ＭＰＵ、ディジタル回路、リアルタイムＯＳ、デバイスドライ

バ、システム開発 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特に記述がありませんでした。 
科目名 組込みシステム 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 適宜，宿題提出や演習を行う。  

中間試験の追試験は１週間以内とする。期末試験の範囲は全範囲である。 
企業講師による講義の都合で、授業計画に変更が出る可能性がある。 

シラバスコード FTJ12210 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）プロセッサ、周辺回路（ディジタル回路、集積回路、入出力など）に関す

る知識がある。（２）リアルタイムＯＳについての知識がある。（３）組込みシス
テムの開発技術についての知識がある。（４）システム開発の管理技術（プロジェ
クトマネジメント）についての知識がある。 

受講者へのコメント 授業時間外学習をしない人にですが、予習復習してください。 
連絡先 １８号館４階 小畑研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 満足度については「満足・ほぼ満足」82% やや不満１でした。授業については
94%が問題点は特にないでした。 

英文科目名 Embedded Systems 
関連科目 電気回路、論理回路Ⅰ・Ⅱ、コンピュータ⼯学Ⅰ・Ⅱ、集積回路、情報⼯学実験、

エンジニアリングデザイン実習 
次回に向けての改善変更予定 基本的に同じように進めようと思います。 
講義目的 組込みシステムとは、特定の機能を実現するためにコンピュータを組み込んでい



るシステムのことであり、携帯電話、家電品、自動車などに利用されている。本
講義では、組込みシステム開発に必要とされるさまざまな知識（コンピュータシ
ステム、ディジタル回路、リアルタイムＯＳなど）について理解することを目的
とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 総論、組込みシステムの特徴について学習する。 

2 回 リアルタイムカーネルについて学習する。 
3 回 リアルタイムシステムの作成（同期、排他制御など）について学習する。 
4 回 リアルタイムシステムの作成（タスク間通信など）について学習する。 
5 回 デバイスドライバと実行環境について学習する。 
6 回 開発環境について学習する。 
7 回 まとめ、質疑応答を行い、中間試験を実施する。 
8 回 中間テストの解説を行う。 
エンベデッドシステムのアーキテクチャ（ＭＰＵ、メモリ、ＬＳＩなど）につい
て学習する。 
9 回 ＭＰ 

準備学習 1 回 コンピュータ⼯学の復習をしておくこと。 
教科書の該当部分を読んでくること。 
2 回 前回の復習をしておくこと。 
教科書の該当部分を読んでくること。 
3 回 前回の復習をしておくこと。 
教科書の該当部分を読んでくること。 
4 回 前回の復習をしておくこと。 
教科書の該当部分を読んでくること。 
5 回 前回の復習をしておくこと。 
教科書の該当部分を読んでくること。 
6 回 前回の復習をしておくこと。 
教科書の該当部分を読んでくること。 
7 回 中間テストの準備をすること。 
8 回 教科書の該当部分を読んでくること。 
 

 



年度 2014 
授業コード FTJ1221P 
成績評価 中間試験４０％、期末試験５０％、演習等１０％で評価し、６０％以上を合格と

する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ1221P 組込みシステム 
担当教員名 小畑 正貴、岸本 俊夫＊ 
単位数 2 
教科書 改訂エンベデッド技術／組込みシステム技術協会エンベデッド技術者育成委員

会／電波新聞社／978-4-885549878 
アクティブラーニング  
キーワード 組込みシステム、ＭＰＵ、ディジタル回路、リアルタイムＯＳ、デバイスドライ

バ、システム開発 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 組込みシステム 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 適宜，宿題提出や演習を行う。  

中間試験の追試験は１週間以内とする。期末試験の範囲は全範囲である。 
企業講師による講義の都合で、授業計画に変更が出る可能性がある。 

シラバスコード FTJ1221P 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）プロセッサ、周辺回路（ディジタル回路、集積回路、入出力など）に関す

る知識がある。（２）リアルタイムＯＳについての知識がある。（３）組込みシス
テムの開発技術についての知識がある。（４）システム開発の管理技術（プロジェ
クトマネジメント）についての知識がある。 

受講者へのコメント  
連絡先 １８号館４階 小畑研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Embedded Systems 
関連科目 電気回路、論理回路Ⅰ・Ⅱ、コンピュータ⼯学Ⅰ・Ⅱ、集積回路、情報⼯学実験、

エンジニアリングデザイン実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 組込みシステムとは、特定の機能を実現するためにコンピュータを組み込んでい

るシステムのことであり、携帯電話、家電品、自動車などに利用されている。本



講義では、組込みシステム開発に必要とされるさまざまな知識（コンピュータシ
ステム、ディジタル回路、リアルタイムＯＳなど）について理解することを目的
とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 総論、組込みシステムの特徴について学習する。 

2 回 リアルタイムカーネルについて学習する。 
3 回 リアルタイムシステムの作成（同期、排他制御など）について学習する。 
4 回 リアルタイムシステムの作成（タスク間通信など）について学習する。 
5 回 デバイスドライバと実行環境について学習する。 
6 回 開発環境について学習する。 
7 回 まとめ、質疑応答を行い、中間試験を実施する。 
8 回 中間テストの解説を行う。 
エンベデッドシステムのアーキテクチャ（ＭＰＵ、メモリ、ＬＳＩなど）につい
て学習する。 
9 回 ＭＰ 

準備学習 1 回 コンピュータ⼯学の復習をしておくこと。 
教科書の該当部分を読んでくること。 
2 回 前回の復習をしておくこと。 
教科書の該当部分を読んでくること。 
3 回 前回の復習をしておくこと。 
教科書の該当部分を読んでくること。 
4 回 前回の復習をしておくこと。 
教科書の該当部分を読んでくること。 
5 回 前回の復習をしておくこと。 
教科書の該当部分を読んでくること。 
6 回 前回の復習をしておくこと。 
教科書の該当部分を読んでくること。 
7 回 中間テストの準備をすること。 
8 回 教科書の該当部分を読んでくること。 
 

 



年度 2014 
授業コード FTJ12310 
成績評価 得点配分を中間試験（30%），定期試験（60%），課題提出（10%）とし，１００

点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜13) 
見出し FTJ12310 ヒューマンコンピュータインタラクション 
担当教員名 島⽥ 恭宏 
単位数 2 
教科書 ヒューマンコンピュータインタラクション入門 ／椎尾 一郎／サイエンス社 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容の各回にカッコ書きしているのでそちらを参照してください。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・せっかちすぎる。 

 気を付けます。 
科目名 ヒューマンコンピュータインタラクション 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ヒューマンコンピュータインタラクション／岡⽥ 謙一他／オーム社：認知イン

タフェース／加藤 隆／オーム社：誰のためのデザイン?／D.A. ノーマン／新曜
社 

授業形態 講義 
注意備考 学習を進めるにあたっては，自身の周囲を注意深く観察してみよう。いろいろな

道具（機器）に囲まれ，それを使いながら生活していると思うが，使いやすい，
使いにくいといった切り口だけではなく，「面白い」，「きれい」，「楽しい」など異
なった視点からそれらを観察してみよう。 

シラバスコード FTJ12310 
実務経験のある教員  
達成目標 1)人間の知覚・認知・理解について以下のような項目を説明できること 

・人間の記憶に関する情報処理モデル 
・メンタルモデル 
・操作の直接・間接，指示の直接・間接 
・アフォーダンス 
2)現行のコンピュータに用いられている入出力デバイスについて，大まかにその
原理や使用されている技術について説明できること 
3)現在研究対象とされている新しいインタラクションスタイルについて，大まか
に説明できること 
 たとえば，VR,AR,マルチモーダル,タンジブル,ノンバーバル... 

受講者へのコメント 前述しましたが、日々の学習は重要です。家庭学習に取り組みましょう。 
連絡先 島⽥恭宏：shimada×ice.ous.ac.jp 島⽥恭宏研究室 20 号館 3 階 オフィスアワ

ー 水・⽊昼休み 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 ・約 60％の人が無欠席で授業に参加しましたが、3・4 回欠席した人が 10％を越

えていました。それぞれの理由は不明ですが、授業に注意を払いましょう。 
・授業時間外の学習時間で全くしなかったと回答した人が 40％を超えています。
計算する問題などはなく、訓練をする話題はありませんが、知識を身に付けるた
めには、予習・復習くらいは実施してほしいものです。 

英文科目名 Human Computer Interaction 
関連科目 センサ⼯学 
次回に向けての改善変更予定 授業の手法について、受講生が授業に参加できるようにしてほしいとの意見が

（少数ですが）出されています。すぐにできるかはわかりませんが、効果的な資
料の提示、それによる議論など皆さんにとっての能動的な授業がどう実施できる
か、考えてみるつもりです。 

講義目的 ヒューマンコンピュータインタラクション（HCI）とは，人間とコンピュータと
の交流作法を研究する分野である。従来型作法は，コンピュータを主体として構
築され，人間がその作法に合わせる努力を払ってきた。しかし現在では，人間同
士のコミュニケーションで使用されるさまざまなチャネルを用いて，より自然な
人間の振舞をコンピュータとのインタラクションに用いる手法が注目されてい
る。これらの分野には，インタラクションスタイルを決めるデバイス等の物理的
側面だけにとどまらず，人間の認知的側面をも併せ持つ。本講義では HCI のた
めの物 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 HCI の目的・意義・歴史について説明する。 

（GUI，Sketchpad，NSL，XEROX，Apple） 
2 回 人とコンピュータのインタフェースに関連する人間側の知覚特性について
説明する。 
（視覚，聴覚，その他の感覚） 
3 回 人とコンピュータのインタフェースに関連する人間側の認知特性について
説明する。 
（人間の言語能力，記憶のモデル，認知情報処理モデル） 
4 回 人とコンピュータのインタフェースに関するより高次な人の特性として，
例えばコンピュータソフトウェアに対する⼼理的な側面について説明する。 
（ 

準備学習 1 回 指定した教科書を入手し、第１章を読んでおくこと。また教科書全体を眺め
て，以後どのような学習をするのか，イメージをつかんでおくこと。 
2 回 教科書第２章（p.15 まで）を読んでおくこと。コンピュータのユーザイン
タフェースのほとんどは視覚が重要な役割を果たしている。それ以外の感覚が現
在のコンピュータのユーザインタフェースとして使用されているか調べたり考
えたりしてみること。 
3 回 教科書第２章（p.15 以降）を読んでおくこと。Ｂ２群において⼼理学を受
講した皆さんは，テキストやノートを見直し，「認知⼼理学」 

 



年度 2014 
授業コード FTJ1231P 
成績評価 得点配分を中間試験（30%），定期試験（60%），課題提出（10%）とし，１００

点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ1231P ヒューマンコンピュータインタラクション 
担当教員名 島⽥ 恭宏 
単位数 2 
教科書 ヒューマンコンピュータインタラクション入門 ／椎尾 一郎／サイエンス社 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容の各回にカッコ書きしているのでそちらを参照してください。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ヒューマンコンピュータインタラクション 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ヒューマンコンピュータインタラクション／岡⽥ 謙一他／オーム社：認知イン

タフェース／加藤 隆／オーム社：誰のためのデザイン?／D.A. ノーマン／新曜
社 

授業形態 講義 
注意備考 学習を進めるにあたっては，自身の周囲を注意深く観察してみよう。いろいろな

道具（機器）に囲まれ，それを使いながら生活していると思うが，使いやすい，
使いにくいといった切り口だけではなく，「面白い」，「きれい」，「楽しい」など異
なった視点からそれらを観察してみよう。 

シラバスコード FTJ1231P 
実務経験のある教員  
達成目標 1)人間の知覚・認知・理解について以下のような項目を説明できること 

・人間の記憶に関する情報処理モデル 
・メンタルモデル 
・操作の直接・間接，指示の直接・間接 
・アフォーダンス 
2)現行のコンピュータに用いられている入出力デバイスについて，大まかにその
原理や使用されている技術について説明できること 
3)現在研究対象とされている新しいインタラクションスタイルについて，大まか
に説明できること 
 たとえば，VR,AR,マルチモーダル,タンジブル,ノンバーバル... 

受講者へのコメント  
連絡先 島⽥恭宏：shimada×ice.ous.ac.jp 島⽥恭宏研究室 20 号館 3 階 オフィスアワ

ー 水・⽊昼休み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見  
英文科目名 Human Computer Interaction 
関連科目 センサ⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ヒューマンコンピュータインタラクション（HCI）とは，人間とコンピュータと

の交流作法を研究する分野である。従来型作法は，コンピュータを主体として構
築され，人間がその作法に合わせる努力を払ってきた。しかし現在では，人間同
士のコミュニケーションで使用されるさまざまなチャネルを用いて，より自然な
人間の振舞をコンピュータとのインタラクションに用いる手法が注目されてい
る。これらの分野には，インタラクションスタイルを決めるデバイス等の物理的
側面だけにとどまらず，人間の認知的側面をも併せ持つ。本講義では HCI のた
めの物 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 HCI の目的・意義・歴史について説明する。 

（GUI，Sketchpad，NSL，XEROX，Apple） 
2 回 人とコンピュータのインタフェースに関連する人間側の知覚特性について
説明する。 
（視覚，聴覚，その他の感覚） 
3 回 人とコンピュータのインタフェースに関連する人間側の認知特性について
説明する。 
（人間の言語能力，記憶のモデル，認知情報処理モデル） 
4 回 人とコンピュータのインタフェースに関するより高次な人の特性として，
例えばコンピュータソフトウェアに対する⼼理的な側面について説明する。 
（ 

準備学習 1 回 指定した教科書を入手し、第１章を読んでおくこと。また教科書全体を眺め
て，以後どのような学習をするのか，イメージをつかんでおくこと。 
2 回 教科書第２章（p.15 まで）を読んでおくこと。コンピュータのユーザイン
タフェースのほとんどは視覚が重要な役割を果たしている。それ以外の感覚が現
在のコンピュータのユーザインタフェースとして使用されているか調べたり考
えたりしてみること。 
3 回 教科書第２章（p.15 以降）を読んでおくこと。Ｂ２群において⼼理学を受
講した皆さんは，テキストやノートを見直し，「認知⼼理学」 

 



年度 2014 
授業コード FTJ12410 
成績評価 得点配分を中間テスト（30%），定期試験（60%），課題提出（10%）とし，１０

０点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜12) 
見出し FTJ12410 センサ⼯学 
担当教員名 島⽥ 恭宏 
単位数 2 
教科書 センサの基本と実用回路／中沢信明，松井利一，山⽥ 功／コロナ社／978-4-

339-03353-3：また必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画の各回の括弧内を参照すること。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・とても勉強になりました。ありがとうございました。 

 良かったです。 
・チョークは⻩色より白色を多用してほしい。 
 気を付けておきます（個人的には⻩色の方が見やすいと思っていましたので） 
・静かでよかったです。 
 皆さんの協力のおかげです。 
・難しい。 
 どの科目もそうですが、その科目のスタートがスタートラインではありませ
ん。この講義であれば、数値計算、物理学、電気回路などなど、たくさんの科目
（知識）の上に成り立っています。私もこのような声がなくなるように⼯夫した
いと思っていますが、皆さんも、以前に学習し 

科目名 センサ⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 全般的には、「センシング」という言葉で本を探してみること。個別のセンサでバ

ースについては「センサ⼯学」という言葉で探したり、あるいはロボット関連の
書籍を探してみること。 

授業形態 講義 
注意備考 ・レポート提出を求められた場合、必ず所定の用紙を使用すること。特に B5 サ

イズなどのルーズリーフノートは使用しないこと。 
・メールアドレスは公開しているが、質問などの要件については、メールでは返
答しない。メールはアポイント用と考えること。 

シラバスコード FTJ12410 
実務経験のある教員  
達成目標 １．測定データの基礎的な処理方法を理解し、説明や計算ができること。 

２．センサ用の電気・電子回路（オペアンプ、ブリッジ等）について理解し、具
体的な例が示された場合に必要となる回路パラメータが自身で決定できること。 
３．センサの変換原理を理解し、授業で説明した種類については説明できること。 



４．センスする物理量に対して適切なセンサが選択できること。 
５．ＡＤ変換器の概略を理解し、説明できること。 

受講者へのコメント 自由記述欄でもありましたが、比較的静かに授業を進めることができました。ご
協力、ありがとうございました。ただ、難しい、理解できなかったという声やア
ンケートの結果も出ています。基礎となる知識を授業の中で復習する時間はそれ
ほどありません（主題の学習が進まなくなるため）。理解できるように、興味を持
てるように⼯夫していくつもりですが、受講者の皆さんもこれまでの学習内容を
復習してみてください。 

連絡先 島⽥恭宏：shimada×ice.ous.ac.jp 
島⽥恭宏研究室 20 号館 3 階 
オフィスアワー 水・⽊：昼休み 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・約半数の皆さんは無欠席でしたが、20％弱の皆さんが 3・4 回の欠席がありま
した。（この講義だけかもしれませんが）もっと授業を中⼼に考えましょう。 
・この分野への理解が深まったと答えた皆さんは 80％を超えましたが、興味関
⼼が高まったと答えた皆さんは、30％程度でした。授業方法を⼯夫したいと思い
ます。 
・30％ほどの皆さんが、半分程度理解できた、少し理解できたとの回答でした。
上記の結果と合わせて、授業の方法を⼯夫したいと思います。 

英文科目名 Sensor Engineering 
関連科目 電気回路、論理回路Ⅰ、コンピュータ⼯学Ⅰ、ヒューマンコンピュータインタラ

クション 
次回に向けての改善変更予定 ・練習問題の充実 

・授業内容に対する興味や関⼼を高めるための⼯夫の導入。 
講義目的 コンピュータの使い方が多様化する現在、人間とコンピュータとの多様なインタ

ラクションを成立させるためには、コンピュータは人間の行動を把握し、それぞ
れの行動に対して適切な応答を返さなければならない。これらを実現するために
は高速な計算システムが必要なことは言うに及ばないが、環境をセンスするセン
サや、センサから得られる信号を変換し、計算可能なデータにする必要がある。
本講義ではセンサ、周辺回路、A/D 変換器などの構造や原理、データの処理方法
に関する基本的事項について学習する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 センサ、センシングとその技術の基礎的事項やセンサ信号の処理過程につ

いて説明する。 
（センサ、センシング） 
2 回 センサで計測したデータの処理に関連する基本的事項について説明する。 
（ノイズ、ディジタル変換） 
3 回 統計的データ処理・信号処理について説明する。 
（有効数字、測定誤差、最小二乗法、平滑化、同期加算） 
4 回 統計的データ処理・信号処理について説明する。 
（FFT、相互相関、自己相関） 



5 回 センサの特性評価について説明する。 
（静特性、動特性） 
6 回 オペアンプについて説明する。 
（非反転 

準備学習 1 回 テキストを入手し、全体に目を通しておくこと。 
2 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
5 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
8 回 中間テストといえど、全体の 30％は占めている。必ずテスト勉強をして受
験すること。提出物は 10％しかないわけで、定期試験で仮に満点を取ったとして
も 60％しかない。 
9 回 テキストの該当箇所を 

 



年度 2014 
授業コード FTJ1241P 
成績評価 得点配分を中間テスト（30%），定期試験（60%），課題提出（10%）とし，１０

０点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ1241P センサ⼯学 
担当教員名 島⽥ 恭宏 
単位数 2 
教科書 センサの基本と実用回路／中沢信明，松井利一，山⽥ 功／コロナ社／978-4-

339-03353-3：また必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画の各回の括弧内を参照すること。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 センサ⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 全般的には、「センシング」という言葉で本を探してみること。個別のセンサでバ

ースについては「センサ⼯学」という言葉で探したり、あるいはロボット関連の
書籍を探してみること。 

授業形態 講義 
注意備考 ・レポート提出を求められた場合、必ず所定の用紙を使用すること。特に B5 サ

イズなどのルーズリーフノートは使用しないこと。 
・メールアドレスは公開しているが、質問などの要件については、メールでは返
答しない。メールはアポイント用と考えること。 

シラバスコード FTJ1241P 
実務経験のある教員  
達成目標 １．測定データの基礎的な処理方法を理解し、説明や計算ができること。 

２．センサ用の電気・電子回路（オペアンプ、ブリッジ等）について理解し、具
体的な例が示された場合に必要となる回路パラメータが自身で決定できること。 
３．センサの変換原理を理解し、授業で説明した種類については説明できること。 
４．センスする物理量に対して適切なセンサが選択できること。 
５．ＡＤ変換器の概略を理解し、説明できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 島⽥恭宏：shimada×ice.ous.ac.jp 

島⽥恭宏研究室 20 号館 3 階 
オフィスアワー 水・⽊：昼休み 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Sensor Engineering 
関連科目 電気回路、論理回路Ⅰ、コンピュータ⼯学Ⅰ、ヒューマンコンピュータインタラ

クション 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コンピュータの使い方が多様化する現在、人間とコンピュータとの多様なインタ

ラクションを成立させるためには、コンピュータは人間の行動を把握し、それぞ
れの行動に対して適切な応答を返さなければならない。これらを実現するために
は高速な計算システムが必要なことは言うに及ばないが、環境をセンスするセン
サや、センサから得られる信号を変換し、計算可能なデータにする必要がある。
本講義ではセンサ、周辺回路、A/D 変換器などの構造や原理、データの処理方法
に関する基本的事項について学習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 センサ、センシングとその技術の基礎的事項やセンサ信号の処理過程につ

いて説明する。 
（センサ、センシング） 
2 回 センサで計測したデータの処理に関連する基本的事項について説明する。 
（ノイズ、ディジタル変換） 
3 回 統計的データ処理・信号処理について説明する。 
（有効数字、測定誤差、最小二乗法、平滑化、同期加算） 
4 回 統計的データ処理・信号処理について説明する。 
（FFT、相互相関、自己相関） 
5 回 センサの特性評価について説明する。 
（静特性、動特性） 
6 回 オペアンプについて説明する。 
（非反転 

準備学習 1 回 テキストを入手し、全体に目を通しておくこと。 
2 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
5 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
8 回 中間テストといえど、全体の 30％は占めている。必ずテスト勉強をして受
験すること。提出物は 10％しかないわけで、定期試験で仮に満点を取ったとして
も 60％しかない。 
9 回 テキストの該当箇所を 

 



年度 2014 
授業コード FTJ12510 
成績評価 以下の項目(1)(2)の得点を合算し，60%以上を合格とする。 

(1) 研究室訪問学習レポート(50%) 
(2) 作成したプログラムの性能試験(50%) 

曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報⼯学科(11〜14) 
見出し FTJ12510 情報⼯学フロンティア 
担当教員名 片山 謙吾、尾崎 亮、小松 雅治、上嶋 明、麻谷 淳、吉⽥ 誠、⻄原 典

孝、小畑 
単位数 2 
教科書 適宜，テキスト，資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード なし 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「楽しかったです」 

「タンサーが欲しいです」 
→ 情報⼯学の魅力や面白さを体験・学習できていることがうかがえるコメント
をありがとうございます。今後も学生の皆さんと共に良い授業になるように⼯夫
していきたいと思います。 
「個人的にはタンサーボーグを省いて全ての研究室を見学したかった」 
→ 研究室訪問学習への興味が大きかったようで，嬉しく思います。 
全ての研究室を訪問できると良いのですが，訪問可能な研究室の数や学生数など
によるローテーションの関係で，訪問できない研究室が幾つか出てくるのが現状
です。できるだけ多 

科目名 情報⼯学フロンティア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 2 回目からは，JA クラス・JB クラスに分かれて，研究室訪問学習と組込みプロ

グラミング学習を行う。なお，上の「講義計画」に示した内容は JA クラスに関
する記述であり，JB クラスは，第 2 回〜第 7 回と第 8 回〜第 13 回を入れ替えて
実施する。また，第 15 回のキャリアデザイン講座は，実際には指定日時に実施
する。日程は追って指示する。 

シラバスコード FTJ12510 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 研究室訪問学習で得られた各種研究内容と各講義との関連性に関するレポ

ートを作成できること 
(2) ロボットがテストコースに沿って自律的に走行するためのプログラムを作
成できること 

受講者へのコメント  本授業は，「組み込みプログラミング学習」と「研究室訪問学習」を軸として構



成しています。前者は，情報⼯学の組込システム技術の面白さや重要性を皆さん
自身に体験してもらう学習です。後者は，情報⼯学全般の先端技術等を紹介し，
情報⼯学が社会に役立つ学問・技術であることを学習してもらうと共に，本学科
で開講している他の授業の重要性を知ってもらうこと等が目的になっています。
さらに加えて，本授業では，チームワークやコミュニケーション能力の育成も重
要視しています。このように，様々なことが凝縮された濃い内容の授業であるこ
とを 

連絡先 片山謙吾 研究室： 4 号館 2 階 オフィスアワー：火・⽊ 昼休み 
島⽥英之 研究室：18 号館 5 階 オフィスアワー：月〜金 昼休み 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  本科目は，「組み込みプログラミング学習」と「研究室訪問学習」に大別し，情
報⼯学分野全般の魅力や面白味を学生自身に感じてもらうと共に，情報⼯学への
関⼼を持ってもらうことが大きな目標です。そのため，情報⼯学科所属の多くの
教員が携わる科目になっており，学生から全体的に高い評価を受けていることは
学科として喜ばしいことです。特に，項目７）「この授業に満足しましたか」で
は，「満足」：63.4%，「ほぼ満足」：26.7%の評価でした。この結果から，およそ 9
割の学生が「ほぼ満足」以上の高い評価をしており，新入生導入科目 

英文科目名 Frontiers in Information and Computer Engineering 
関連科目 情報⼯学科開講全科目 
次回に向けての改善変更予定  よりよい授業をめざし，今年度も企業の方から本授業に対して助言をいただく

とともに，社会における情報技術者の役割や具体的な仕事の内容などについて講
義していただきました。次回も同様に助言および講義をお願いする予定です。ま
た，独自に実施している学生アンケートの結果やコメントにも配慮する予定で
す。 

講義目的 大学教育における導入的科目として，学科教員による情報⼯学の「先端的な研究
の学習」と「ロボットを使った体験学習」を通して，情報⼯学の魅力と全体像を
提示する。 
「先端的な研究の学習」は，新入生が各研究室を訪問し，教員による少人数形式
の講義・実習として行われ，学生が自らの適性や興味に応じて今後の学習の方向
性を見出すための手助けをする。また「ロボットを使った体験学習」は，組込み
システムを題材としてソフトウェアとハードウェア（ロボット）の基礎知識を学
び，今後の学習に向けての動機付けを行う。 
これらの学習を通して，情 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：全体ガイダンスを実施する。 

2 回 研究室訪問学習 1:指定研究室を訪問してレクチャを受け，レポートを作成
する。 
3 回 研究室訪問学習 2：指定研究室を訪問してレクチャを受け，レポートを作成
する。 
4 回 研究室訪問学習 3：指定研究室を訪問してレクチャを受け，レポートを作成
する。 



5 回 研究室訪問学習 4：指定研究室を訪問してレクチャを受け，レポートを作成
する。 
6 回 研究室訪問学習 5：指定研究室を訪問してレクチャを受け，レポートを作成
する。 
7 回 研究室訪問学習 6：指定研究室を訪問してレ 

準備学習 1 回 シラバスから，第１回目の集合場所を確認し，学習の過程を把握しておくこ
と。 
2 回 訪問学習する研究室の場所および講義内容を予め調べておくこと。 
3 回 訪問学習する研究室の場所および講義内容を予め調べておくこと。 
4 回 訪問学習する研究室の場所および講義内容を予め調べておくこと。 
5 回 訪問学習する研究室の場所および講義内容を予め調べておくこと。 
6 回 訪問学習する研究室の場所および講義内容を予め調べておくこと。 
7 回 訪問学習する研究室の場所および講義内容を予め調べておくこと。 
8 回 フローチャートの 

 



年度 2014 
授業コード FTJ12511 
成績評価 以下の項目(1)(2)の得点を合算し，60%以上を合格とする。 

(1) 研究室訪問学習レポート(50%) 
(2) 作成したプログラムの性能試験(50%) 

曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜10) 
見出し FTJ12511 情報⼯学フロンティア 
担当教員名 片山 謙吾、島⽥ 英之、尾崎 亮、小松 雅治、上嶋 明、麻谷 淳、吉⽥ 誠、

⻄原 
単位数 1 
教科書 適宜，テキスト，資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード なし 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報⼯学フロンティア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 実験実習 
注意備考 2 回目からは，JA クラス・JB クラスに分かれて，研究室訪問学習と組込みプロ

グラミング学習を行う。なお，上の「講義計画」に示した内容は JA クラスに関
する記述であり，JB クラスは，第 2 回〜第 7 回と第 8 回〜第 13 回を入れ替えて
実施する。また，第 15 回のキャリアデザイン講座は，実際には指定日時に実施
する。日程は追って指示する。 

シラバスコード FTJ12511 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 研究室訪問学習で得られた各種研究内容と各講義との関連性に関するレポ

ートを作成できること 
(2) ロボットがテストコースに沿って自律的に走行するためのプログラムを作
成できること 

受講者へのコメント  
連絡先 片山謙吾 研究室： 4 号館 2 階 オフィスアワー：火・⽊ 昼休み 

島⽥英之 研究室：18 号館 5 階 オフィスアワー：月〜金 昼休み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Frontiers in Information and Computer Engineering 
関連科目 情報⼯学科開講全科目 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 大学教育における導入的科目として，学科教員による情報⼯学の「先端的な研究
の学習」と「ロボットを使った体験学習」を通して，情報⼯学の魅力と全体像を
提示する。 
「先端的な研究の学習」は，新入生が各研究室を訪問し，教員による少人数形式
の講義・実習として行われ，学生が自らの適性や興味に応じて今後の学習の方向
性を見出すための手助けをする。また「ロボットを使った体験学習」は，組込み
システムを題材としてソフトウェアとハードウェア（ロボット）の基礎知識を学
び，今後の学習に向けての動機付けを行う。 
これらの学習を通して，情 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：全体ガイダンスを実施する。 

2 回 研究室訪問学習 1:指定研究室を訪問してレクチャを受け，レポートを作成
する。 
3 回 研究室訪問学習 2：指定研究室を訪問してレクチャを受け，レポートを作成
する。 
4 回 研究室訪問学習 3：指定研究室を訪問してレクチャを受け，レポートを作成
する。 
5 回 研究室訪問学習 4：指定研究室を訪問してレクチャを受け，レポートを作成
する。 
6 回 研究室訪問学習 5：指定研究室を訪問してレクチャを受け，レポートを作成
する。 
7 回 研究室訪問学習 6：指定研究室を訪問してレ 

準備学習 1 回 シラバスから，第１回目の集合場所を確認し，学習の過程を把握しておくこ
と。 
2 回 訪問学習する研究室の場所および講義内容を予め調べておくこと。 
3 回 訪問学習する研究室の場所および講義内容を予め調べておくこと。 
4 回 訪問学習する研究室の場所および講義内容を予め調べておくこと。 
5 回 訪問学習する研究室の場所および講義内容を予め調べておくこと。 
6 回 訪問学習する研究室の場所および講義内容を予め調べておくこと。 
7 回 訪問学習する研究室の場所および講義内容を予め調べておくこと。 
8 回 フローチャートの 

 



年度 2014 
授業コード FTJ1251P 
成績評価 以下の項目(1)(2)の得点を合算し，60%以上を合格とする。 

(1) 研究室訪問学習レポート(50%) 
(2) 作成したプログラムの性能試験(50%) 

曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(11〜14) 
見出し FTJ1251P 情報⼯学フロンティア 
担当教員名 片山 謙吾、尾崎 亮、小松 雅治、上嶋 明、麻谷 淳、吉⽥ 誠、⻄原 典

孝、小畑 
単位数 2 
教科書 適宜，テキスト，資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード なし 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報⼯学フロンティア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 2 回目からは，JA クラス・JB クラスに分かれて，研究室訪問学習と組込みプロ

グラミング学習を行う。なお，上の「講義計画」に示した内容は JA クラスに関
する記述であり，JB クラスは，第 2 回〜第 7 回と第 8 回〜第 13 回を入れ替えて
実施する。また，第 15 回のキャリアデザイン講座は，実際には指定日時に実施
する。日程は追って指示する。 

シラバスコード FTJ1251P 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 研究室訪問学習で得られた各種研究内容と各講義との関連性に関するレポ

ートを作成できること 
(2) ロボットがテストコースに沿って自律的に走行するためのプログラムを作
成できること 

受講者へのコメント  
連絡先 片山謙吾 研究室： 4 号館 2 階 オフィスアワー：火・⽊ 昼休み 

島⽥英之 研究室：18 号館 5 階 オフィスアワー：月〜金 昼休み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Frontiers in Information and Computer Engineering 
関連科目 情報⼯学科開講全科目 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 大学教育における導入的科目として，学科教員による情報⼯学の「先端的な研究
の学習」と「ロボットを使った体験学習」を通して，情報⼯学の魅力と全体像を
提示する。 
「先端的な研究の学習」は，新入生が各研究室を訪問し，教員による少人数形式
の講義・実習として行われ，学生が自らの適性や興味に応じて今後の学習の方向
性を見出すための手助けをする。また「ロボットを使った体験学習」は，組込み
システムを題材としてソフトウェアとハードウェア（ロボット）の基礎知識を学
び，今後の学習に向けての動機付けを行う。 
これらの学習を通して，情 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：全体ガイダンスを実施する。 

2 回 研究室訪問学習 1:指定研究室を訪問してレクチャを受け，レポートを作成
する。 
3 回 研究室訪問学習 2：指定研究室を訪問してレクチャを受け，レポートを作成
する。 
4 回 研究室訪問学習 3：指定研究室を訪問してレクチャを受け，レポートを作成
する。 
5 回 研究室訪問学習 4：指定研究室を訪問してレクチャを受け，レポートを作成
する。 
6 回 研究室訪問学習 5：指定研究室を訪問してレクチャを受け，レポートを作成
する。 
7 回 研究室訪問学習 6：指定研究室を訪問してレ 

準備学習 1 回 シラバスから，第１回目の集合場所を確認し，学習の過程を把握しておくこ
と。 
2 回 訪問学習する研究室の場所および講義内容を予め調べておくこと。 
3 回 訪問学習する研究室の場所および講義内容を予め調べておくこと。 
4 回 訪問学習する研究室の場所および講義内容を予め調べておくこと。 
5 回 訪問学習する研究室の場所および講義内容を予め調べておくこと。 
6 回 訪問学習する研究室の場所および講義内容を予め調べておくこと。 
7 回 訪問学習する研究室の場所および講義内容を予め調べておくこと。 
8 回 フローチャートの 

 



年度 2014 
授業コード FTJ1252P 
成績評価 以下の項目(1)(2)の得点を合算し，60%以上を合格とする。 

(1) 研究室訪問学習レポート(50%) 
(2) 作成したプログラムの性能試験(50%) 

曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜10) 
見出し FTJ1252P 情報⼯学フロンティア 
担当教員名 片山 謙吾、島⽥ 英之、尾崎 亮、小松 雅治、上嶋 明、麻谷 淳、吉⽥ 誠、

⻄原 
単位数 1 
教科書 適宜，テキスト，資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード なし 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報⼯学フロンティア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 実験実習 
注意備考 2 回目からは，JA クラス・JB クラスに分かれて，研究室訪問学習と組込みプロ

グラミング学習を行う。なお，上の「講義計画」に示した内容は JA クラスに関
する記述であり，JB クラスは，第 2 回〜第 7 回と第 8 回〜第 13 回を入れ替えて
実施する。また，第 15 回のキャリアデザイン講座は，実際には指定日時に実施
する。日程は追って指示する。 

シラバスコード FTJ1252P 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 研究室訪問学習で得られた各種研究内容と各講義との関連性に関するレポ

ートを作成できること 
(2) ロボットがテストコースに沿って自律的に走行するためのプログラムを作
成できること 

受講者へのコメント  
連絡先 片山謙吾 研究室： 4 号館 2 階 オフィスアワー：火・⽊ 昼休み 

島⽥英之 研究室：18 号館 5 階 オフィスアワー：月〜金 昼休み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Frontiers in Information and Computer Engineering 
関連科目 情報⼯学科開講全科目 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 大学教育における導入的科目として，学科教員による情報⼯学の「先端的な研究
の学習」と「ロボットを使った体験学習」を通して，情報⼯学の魅力と全体像を
提示する。 
「先端的な研究の学習」は，新入生が各研究室を訪問し，教員による少人数形式
の講義・実習として行われ，学生が自らの適性や興味に応じて今後の学習の方向
性を見出すための手助けをする。また「ロボットを使った体験学習」は，組込み
システムを題材としてソフトウェアとハードウェア（ロボット）の基礎知識を学
び，今後の学習に向けての動機付けを行う。 
これらの学習を通して，情 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：全体ガイダンスを実施する。 

2 回 研究室訪問学習 1:指定研究室を訪問してレクチャを受け，レポートを作成
する。 
3 回 研究室訪問学習 2：指定研究室を訪問してレクチャを受け，レポートを作成
する。 
4 回 研究室訪問学習 3：指定研究室を訪問してレクチャを受け，レポートを作成
する。 
5 回 研究室訪問学習 4：指定研究室を訪問してレクチャを受け，レポートを作成
する。 
6 回 研究室訪問学習 5：指定研究室を訪問してレクチャを受け，レポートを作成
する。 
7 回 研究室訪問学習 6：指定研究室を訪問してレ 

準備学習 1 回 シラバスから，第１回目の集合場所を確認し，学習の過程を把握しておくこ
と。 
2 回 訪問学習する研究室の場所および講義内容を予め調べておくこと。 
3 回 訪問学習する研究室の場所および講義内容を予め調べておくこと。 
4 回 訪問学習する研究室の場所および講義内容を予め調べておくこと。 
5 回 訪問学習する研究室の場所および講義内容を予め調べておくこと。 
6 回 訪問学習する研究室の場所および講義内容を予め調べておくこと。 
7 回 訪問学習する研究室の場所および講義内容を予め調べておくこと。 
8 回 フローチャートの 

 



年度 2014 
授業コード FTJ12610 
成績評価 Web システムの内容（40%），テスト結果（30%），プロジェクト完了報告書（20%），

プレゼンテーション（10%）の合計で評価し，60%以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜12) 
見出し FTJ12610 エンジニアリングデザイン実習(A) 
担当教員名 尾崎 亮、クラ エリス 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学⼯学部情報⼯学科編：「エンジニアリングデザイン実習（Ａ）指導

書」 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画の各回を参照のこと 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 エンジニアリングデザイン実習(A) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配布する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 「エンジニアリングデザイン実習(A), (B)」と「情報処理実験」は選択必修科 

目であり，成績順位，所属するコースおよび希望によりいずれかを履修する。 
これについては、詳細を春学期オリエンテーションで説明する。また希望調査 
票も配布する。春学期オリエンテーションには必ず出席し，説明を受け希望調 
査票を提出すること。希望通りに受講科目が決定するわけではないので，科目 
決定についてもオリエンテーションで説明する。これらの科目の履修登録はま 
とめて教員が行うので，後日，各自の登録科目を確認すること。 

シラバスコード FTJ12610 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) Web システムをチームで開発し，各種ツールを利用したプログラミングを経

験すること。 
(2) 単体テスト〜総合テストまでの流れを体験し，生じたバグを排除できるこ
と。 
(3) 論理的な構成を持ち，文法的に正しい表現で報告書を作成できること。 
(4) 開発した Web システムを効果的にアピールできるプレゼンテーション資料
を作成し，制限時間内に発表できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 尾崎 亮：尾崎研究室 4 号館 2 階 ozaki@ice.ous.ac.jp オフィスアワー 金 5-6 時

限 
クラエリス：クラ研究室 18 号館 5 階 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見  
英文科目名 Training in Engineering Design 
関連科目 ソフトウェア⼯学・情報⼯学実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ソフトウェア⼯学で設計した Web システムを実際にチームで開発することによ

って，人間とのインタラクションを前提とした情報システムを利用者視点で設
計・開発するためのスキルを学ぶ。また，チーム内での協調作業を体験し，与え
られた課題を解決するためのデザイン能力を養う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション： チームシート作成，Eclipse 操作，CVS 操作，Eclipse

と CVS の連携演習を実施する。 
2 回 Java プログラミング演習(1)：順次・選択・繰り返しの文法について説明し，
サンプルコードを作成する。 
3 回 Java プログラミング演習(2)：オブジェクト指向プログラミングについて説
明し，サンプルコードを作成する。 
4 回 Web システムの開発(1)：コーディング規約作成，モジュール雛形作成演習
を実施する。 
5 回 Web システムの開発(2)：コーディング，バージョン管理，ドキュ 

準備学習 1 回 ソフトウェア⼯学で作成した設計書を見なおしておくこと。 
2 回 C 言語の順次・選択・繰り返しの文法について復習しておくこと。 
3 回 C 言語の配列・関数の文法について復習しておくこと。 
4 回 インターネット等でコーディング規約について検索し，調べておくこと。 
5 回 コーディングの分担についてチーム内で話し合っておくこと。 
6 回 ソースコードレビュについて調べ，実施形態について考えておくこと。 
7 回 ドライバ・スタブの内容・意義・役割について調べておくこと。 
8 回 テスト項目について検討しておくこと。 
9 

 



年度 2014 
授業コード FTJ1261P 
成績評価 Web システムの内容（40%），テスト結果（30%），プロジェクト完了報告書（20%），

プレゼンテーション（10%）の合計で評価し，60%以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ1261P エンジニアリングデザイン実習(A) 
担当教員名 尾崎 亮、クラ エリス 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学⼯学部情報⼯学科編：「エンジニアリングデザイン実習（Ａ）指導

書」 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画の各回を参照のこと 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 エンジニアリングデザイン実習(A) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配布する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 「エンジニアリングデザイン実習(A), (B)」と「情報処理実験」は選択必修科 

目であり，成績順位，所属するコースおよび希望によりいずれかを履修する。 
これについては、詳細を春学期オリエンテーションで説明する。また希望調査 
票も配布する。春学期オリエンテーションには必ず出席し，説明を受け希望調 
査票を提出すること。希望通りに受講科目が決定するわけではないので，科目 
決定についてもオリエンテーションで説明する。これらの科目の履修登録はま 
とめて教員が行うので，後日，各自の登録科目を確認すること。 

シラバスコード FTJ1261P 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) Web システムをチームで開発し，各種ツールを利用したプログラミングを経

験すること。 
(2) 単体テスト〜総合テストまでの流れを体験し，生じたバグを排除できるこ
と。 
(3) 論理的な構成を持ち，文法的に正しい表現で報告書を作成できること。 
(4) 開発した Web システムを効果的にアピールできるプレゼンテーション資料
を作成し，制限時間内に発表できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 尾崎 亮：尾崎研究室 4 号館 2 階 ozaki@ice.ous.ac.jp オフィスアワー 金 5-6 時

限 
クラエリス：クラ研究室 18 号館 5 階 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見  
英文科目名 Training in Engineering Design 
関連科目 ソフトウェア⼯学・情報⼯学実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ソフトウェア⼯学で設計した Web システムを実際にチームで開発することによ

って，人間とのインタラクションを前提とした情報システムを利用者視点で設
計・開発するためのスキルを学ぶ。また，チーム内での協調作業を体験し，与え
られた課題を解決するためのデザイン能力を養う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション： チームシート作成，Eclipse 操作，CVS 操作，Eclipse

と CVS の連携演習を実施する。 
2 回 Java プログラミング演習(1)：順次・選択・繰り返しの文法について説明し，
サンプルコードを作成する。 
3 回 Java プログラミング演習(2)：オブジェクト指向プログラミングについて説
明し，サンプルコードを作成する。 
4 回 Web システムの開発(1)：コーディング規約作成，モジュール雛形作成演習
を実施する。 
5 回 Web システムの開発(2)：コーディング，バージョン管理，ドキュ 

準備学習 1 回 ソフトウェア⼯学で作成した設計書を見なおしておくこと。 
2 回 C 言語の順次・選択・繰り返しの文法について復習しておくこと。 
3 回 C 言語の配列・関数の文法について復習しておくこと。 
4 回 インターネット等でコーディング規約について検索し，調べておくこと。 
5 回 コーディングの分担についてチーム内で話し合っておくこと。 
6 回 ソースコードレビュについて調べ，実施形態について考えておくこと。 
7 回 ドライバ・スタブの内容・意義・役割について調べておくこと。 
8 回 テスト項目について検討しておくこと。 
9 

 



年度 2014 
授業コード FTJ12620 
成績評価 仕様書（50%），報告書（40%），プレゼンテーション(10%)により成績を評価し，

100 点満点中の 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜12) 
見出し FTJ12620 エンジニアリングデザイン実習(B) 
担当教員名 島⽥ 英之、上嶋 明 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学⼯学部情報⼯学科編：「エンジニアリングデザイン実習（Ｂ）指導

書」 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容に記載 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・「最終的には楽しかったと思えました。」 

→すべてのチームが最後の車庫入れまで到達し，達成感を得られたために楽しく
感じてもらえたのではないかと思います。次回に向けての改善・変更予定にも書
きましたが，将来的にはチームごとに創意⼯夫ができるようにし，授業をより楽
しく感じてもらえるような内容を検討したいと思います。 
・「いきなり知らないソフトを使うのは少し難しかった。」 
→知らないソフトといえば Cygwin と astah* professional でしょうか。Cygwin は
Linux と同じコマンドを使用できますの 

科目名 エンジニアリングデザイン実習(B) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配布する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 「エンジニアリングデザイン実習(A), (B)」と「情報処理実験」は選択必修科 

目であり，成績順位，所属するコースおよび希望によりいずれかを履修する。 
これについては、詳細を春学期オリエンテーションで説明する。また希望調査 
票も配布する。春学期オリエンテーションには必ず出席し，説明を受け希望調 
査票を提出すること。希望通りに受講科目が決定するわけではないので，科目 
決定についてもオリエンテーションで説明する。これらの科目の履修登録はま 
とめて教員が行うので，後日，各自の登録科目を確認すること。 

シラバスコード FTJ12620 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 自動搬送システムの開発⼯程（設計⼯程とテスト⼯程）を体験すること。 

(2) システムの仕様書を UML で記述できること。 
(3) UML で記述された仕様書に従ってシステムを実装できること。 
(4) 論理的な構成を持ち，文法的に正しい表現で報告書を作成できること。 
(5) 開発したシステムを効果的にアピールできるプレゼンテーション資料を作
成し，制限時間内に発表できること。 



受講者へのコメント  ＵＭＬや各種ドキュメントの作成を単なる作業と捉え，それぞれがなぜ必要な
のかを十分に理解していなかったチームは，クラス図とソースが対応していない
などの手戻りが生じていたように思います。仕様が示され，ヒアリングし，チー
ムで問題を解決しながら顧客が満足する製品を作る，という状況に自分が置かれ
たことを強くイメージして実習に取り組むと，より効果が高まると思われます。
全体の流れがしっくりこなかった方は，もう一度実習のＶ字プロセスをたどって
みてください。 

連絡先 島⽥英之：島⽥英之研究室 18 号館 5 階 hshimada＠ice.ous.ac.jp 
上嶋 明：上嶋研究室 18 号館 3 階 uejima＠ice.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A] 
 「授業時間外にどの程度，学習しました」では，53.3%の皆さんが「全くしな
かった」と回答しました。 
 実習として足並みをそろえるため，時間内での説明や理解を重視し，明確な形
でレポート提出を課したことはありませんでしので，このような結果になったの
でしょう。しかし，たとえば最終回のプレゼンの準備などは，授業時間外にもで
きるだけ取り組んで，より高いクオリティを目指してもらいたいものです。 
[B] 
 回答数が多い順に５項目を並べると，次の通りです。 
 この分野への理解が深まった (86.7%) 
 こ 

英文科目名 Training in Engineering Design 
関連科目 ソフトウェア⼯学・組込みシステム・情報⼯学実験 
次回に向けての改善変更予定  先ほども記述しましたが，TA に事前学習を十分に行ってもらうよう改善しま

す。 
 また，初年度ゆえに，実習が破たんしないよう慎重に足並みをそろえながら実
習を進めました。そのため，全チームが完成まで到達した代わりに，チームごと
のシステムに性能差がほとんどなく，少し面白味に欠けたという面もあります。
顧客の要求を満たしつつ，チームの創意⼯夫の幅が出るような内容に改善できれ
ばと考えています。 

講義目的 教育用ロボットキットによる実際のシステム開発を通じて，UML を活用した開
発過程，設計⼯程とテスト⼯程，チーム内及びチーム間での協調作業を体験し，
与えられた課題を解決するためのデザイン能力を養う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション： 全体の概要説明，実習用開発環境の学習 

2 回 要求分析：システムに要求される機能や性能の把握，UML 作成 
3 回 システム分析：システムの制約や問題点の把握，UML 作成 
4 回 外部設計：システムが外界と取るべきインターフェースの設計，UML 作成 
5 回 内部設計：システム内部のデータ管理法やアルゴリズムの設計，UML 作成 
6 回 プログラム設計（１）：詳細なプログラムの動作の設計，UML 作成 
7 回 プログラム設計（２）：詳細なプログラムの動作の設計，UML 作成 



8 回 仕様書提出：他班の 
準備学習 1 回 エンジニアリングデザインの意義について調べておくこと。 

2 回 要求分析について復習しておくこと。 
3 回 システム分析について復習しておくこと。 
4 回 外部設計について復習しておくこと。 
5 回 内部設計について復習しておくこと。 
6 回 これまでに記述した UML を見直し，システム全体を俯瞰しておくこと。 
7 回 前回の設計時に判明した問題の解決法を考えておくこと。 
8 回 指定された形式に従い，仕様書を作成しておくこと。 
9 回 与えられた仕様書を熟読し，問題がないかどうかを確認しておくこと。 
10 回 前回の 

 



年度 2014 
授業コード FTJ1262P 
成績評価 仕様書（50%），報告書（40%），プレゼンテーション(10%)により成績を評価し，

100 点満点中の 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ1262P エンジニアリングデザイン実習(B) 
担当教員名 島⽥ 英之、上嶋 明 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学⼯学部情報⼯学科編：「エンジニアリングデザイン実習（Ｂ）指導

書」 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容に記載 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 エンジニアリングデザイン実習(B) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配布する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 「エンジニアリングデザイン実習(A), (B)」と「情報処理実験」は選択必修科 

目であり，成績順位，所属するコースおよび希望によりいずれかを履修する。 
これについては、詳細を春学期オリエンテーションで説明する。また希望調査 
票も配布する。春学期オリエンテーションには必ず出席し，説明を受け希望調 
査票を提出すること。希望通りに受講科目が決定するわけではないので，科目 
決定についてもオリエンテーションで説明する。これらの科目の履修登録はま 
とめて教員が行うので，後日，各自の登録科目を確認すること。 

シラバスコード FTJ1262P 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 自動搬送システムの開発⼯程（設計⼯程とテスト⼯程）を体験すること。 

(2) システムの仕様書を UML で記述できること。 
(3) UML で記述された仕様書に従ってシステムを実装できること。 
(4) 論理的な構成を持ち，文法的に正しい表現で報告書を作成できること。 
(5) 開発したシステムを効果的にアピールできるプレゼンテーション資料を作
成し，制限時間内に発表できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 島⽥英之：島⽥英之研究室 18 号館 5 階 hshimada＠ice.ous.ac.jp 

上嶋 明：上嶋研究室 18 号館 3 階 uejima＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Training in Engineering Design 
関連科目 ソフトウェア⼯学・組込みシステム・情報⼯学実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教育用ロボットキットによる実際のシステム開発を通じて，UML を活用した開

発過程，設計⼯程とテスト⼯程，チーム内及びチーム間での協調作業を体験し，
与えられた課題を解決するためのデザイン能力を養う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション： 全体の概要説明，実習用開発環境の学習 

2 回 要求分析：システムに要求される機能や性能の把握，UML 作成 
3 回 システム分析：システムの制約や問題点の把握，UML 作成 
4 回 外部設計：システムが外界と取るべきインターフェースの設計，UML 作成 
5 回 内部設計：システム内部のデータ管理法やアルゴリズムの設計，UML 作成 
6 回 プログラム設計（１）：詳細なプログラムの動作の設計，UML 作成 
7 回 プログラム設計（２）：詳細なプログラムの動作の設計，UML 作成 
8 回 仕様書提出：他班の 

準備学習 1 回 エンジニアリングデザインの意義について調べておくこと。 
2 回 要求分析について復習しておくこと。 
3 回 システム分析について復習しておくこと。 
4 回 外部設計について復習しておくこと。 
5 回 内部設計について復習しておくこと。 
6 回 これまでに記述した UML を見直し，システム全体を俯瞰しておくこと。 
7 回 前回の設計時に判明した問題の解決法を考えておくこと。 
8 回 指定された形式に従い，仕様書を作成しておくこと。 
9 回 与えられた仕様書を熟読し，問題がないかどうかを確認しておくこと。 
10 回 前回の 

 



年度 2014 
授業コード FTJ12710 
成績評価 中間試験(40%)，定期試験(60%) 60%以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報⼯学科(13〜14) 
見出し FTJ12710 物理学Ⅰ 
担当教員名 大倉 充 
単位数 2 
教科書 理 ⼯ 系の 物理 学 入門 ／大 成 逸夫 ，⽥ 村 忠久 ，渡 邊 靖志 ／裳 華 房／ 978-4-

785322366 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容に記載 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 自由記述欄に書かれていたことを以下に示します。 

 １．たまに間違えたり，つっかえたりすることもあったが，物理学を勉強ではな
くて現象としてとらえた授業をしてもらって楽しかった。 
 ２．物理の苦手意識が少しなくなりました。資料の内容も分かりやすかったで
す。 
 ３．高校の物理学と違う教え方をしてくれるので，とても分かりやすかった。 
 ４．先生の説明は分かりやすいが，⿊板にあまり書かないのでノートがとりづ
らい。 
 ５．分かり易そうで分かりにくい講義だった。 
 ６．物理を専門にしていない教授に講義を担当させるのは， 

科目名 物理学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 本講義では，現象の理解ということに重点を置き，毎講義，その回の重要事項に

関する簡単な演習問題を行ってもらう。その演習問題の提出された答案により出
席確認を行う。 

シラバスコード FTJ12710 
実務経験のある教員  
達成目標 ①物理量と単位についての知識を持つこと。 

②質点の位置，速度および加速度の定義を理解すること。 
③運動の３法則および万有引力の法則の意味を知ること。 
④質点に働く力のつり合いの基礎的な問題が解けること。 
⑤単純な力が質点に働く場合に運動方程式を立てることができ，任意の時刻にお
ける質点の位置を求めることができること。 
⑥エネルギー保存則と運動量保存則の意味を知ること。 

受講者へのコメント 提出を義務付けられている，義務付けられていないにかかわらず，宿題はしなけ
ればなりません。勉強は自分の能力向上のためにするのだ，という意識を強く持



ってください。 
連絡先 大倉 充：大倉研究室 18 号館 2 階 ohkura＠ice.ous.ac.jp 

オフィスアワー 月・⽊：昼休み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・授業時間以外の学習：全くしなかったが 36.6% 
・この授業を受けてよかった点： この分野への理解が深まった 71.3% 
                          この分野への興味・関⼼が高まった 35.6% 
・目標の達成度：だいたいできた以上は 79.2.%（半分程度できた以上は 95%） 
・教員の熱意：少し感じられた以上は 93% 
・満足度：ほぼ満足以上が 77.2%（普通以上は 95%） 
・授業の手法について：特にないが 85.1% 
・授業の進行と教材の提示について：特にないが 93.1% 
・理解しやすいよ 

英文科目名 Physics I 
関連科目 数学 I，数学演習 I，数学 II，数学演習 II，物理学 II 
次回に向けての改善変更予定 授業の⼯夫と家庭学習をしてもらうための方策を検討します。 
講義目的 物理学は，理⼯学の基礎の学問である。物理学 I では，単位や物理量等の基礎的

事項を学んだ後に，微分・積分を用いた力学を学習する。本講義では，ニュート
ンの運動の３法則，万有引力の法則，エネルギー保存則，運動量保存則および仕
事について理解し，それらを応用できる能力を養うことを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理学を学ぶことの意義，変数と定数，関数，座標について説明する。 

2 回 質量と重さ，次元と単位，SI 単位系，誤差と有効数字について説明する。 
3 回 物体の位置，速度について説明する。質点・x-t 図・速さと速度・極限と微
分 
4 回 物体の加速度について説明する。v-t 図・a-t 図・導関数の積分 
5 回 力学の基本法則について説明する（第 1 回目）。力・運動の第１法則・運動
の第２法則 
6 回 力学の基本法則について説明する（第 2 回目）。運動の第３法則 
7 回 第 1 回から第 6 回までの講義内容に関連した演習を行う。 
 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 教科書第１章に目を通しておくこと。 
3 回 教科書第２章の該当箇所に目を通しておくこと。 
4 回 第 3 回の復習を行い，教科書第２章の該当箇所に目を通しておくこと。 
5 回 教科書第３章の該当箇所に目を通しておくこと。 
6 回 第 5 回の復習を行い，教科書第３章の該当箇所に目を通しておくこと。 
7 回 第 1 回から第 6 回までの講義内容を復習しておくこと。 
8 回 第 7 回の演習問題および毎講義行った演習問題を見直しておくこと。 
9 回 教科書第３章の該当箇所に目を通し 

 



年度 2014 
授業コード FTJ1271P 
成績評価 中間試験(40%)，定期試験(60%) 60%以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ1271P 物理学Ⅰ 
担当教員名 大倉 充 
単位数 2 
教科書 理 ⼯ 系の 物理 学 入門 ／大 成 逸夫 ，⽥ 村 忠久 ，渡 邊 靖志 ／裳 華 房／ 978-4-

785322366 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容に記載 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 本講義では，現象の理解ということに重点を置き，毎講義，その回の重要事項に

関する簡単な演習問題を行ってもらう。その演習問題の提出された答案により出
席確認を行う。 

シラバスコード FTJ1271P 
実務経験のある教員  
達成目標 ①物理量と単位についての知識を持つこと。 

②質点の位置，速度および加速度の定義を理解すること。 
③運動の３法則および万有引力の法則の意味を知ること。 
④質点に働く力のつり合いの基礎的な問題が解けること。 
⑤単純な力が質点に働く場合に運動方程式を立てることができ，任意の時刻にお
ける質点の位置を求めることができること。 
⑥エネルギー保存則と運動量保存則の意味を知ること。 

受講者へのコメント  
連絡先 大倉 充：大倉研究室 18 号館 2 階 ohkura＠ice.ous.ac.jp 

オフィスアワー 月・⽊：昼休み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics I 
関連科目 数学 I，数学演習 I，数学 II，数学演習 II，物理学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学は，理⼯学の基礎の学問である。物理学 I では，単位や物理量等の基礎的



事項を学んだ後に，微分・積分を用いた力学を学習する。本講義では，ニュート
ンの運動の３法則，万有引力の法則，エネルギー保存則，運動量保存則および仕
事について理解し，それらを応用できる能力を養うことを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理学を学ぶことの意義，変数と定数，関数，座標について説明する。 

2 回 質量と重さ，次元と単位，SI 単位系，誤差と有効数字について説明する。 
3 回 物体の位置，速度について説明する。質点・x-t 図・速さと速度・極限と微
分 
4 回 物体の加速度について説明する。v-t 図・a-t 図・導関数の積分 
5 回 力学の基本法則について説明する（第 1 回目）。力・運動の第１法則・運動
の第２法則 
6 回 力学の基本法則について説明する（第 2 回目）。運動の第３法則 
7 回 第 1 回から第 6 回までの講義内容に関連した演習を行う。 
 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 教科書第１章に目を通しておくこと。 
3 回 教科書第２章の該当箇所に目を通しておくこと。 
4 回 第 3 回の復習を行い，教科書第２章の該当箇所に目を通しておくこと。 
5 回 教科書第３章の該当箇所に目を通しておくこと。 
6 回 第 5 回の復習を行い，教科書第３章の該当箇所に目を通しておくこと。 
7 回 第 1 回から第 6 回までの講義内容を復習しておくこと。 
8 回 第 7 回の演習問題および毎講義行った演習問題を見直しておくこと。 
9 回 教科書第３章の該当箇所に目を通し 

 



年度 2014 
授業コード FTJ12810 
成績評価 中間試験（40%）と定期試験（60%）を実施し、総計で 60%以上を合格と判定す

る。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報⼯学科(13〜14) 
見出し FTJ12810 物理学Ⅱ 
担当教員名 南原 英生 
単位数 2 
教科書 大成逸夫、⽥村忠久、渡邊靖志共編：理⼯系の物理学入門：裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 授業計画の項を参照のこと。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・「板書の字が見えにくい」：なるべく大きく書くように⼯夫しますが、皆さんも

前のほうに座る、プリントや教科書を参考にするなどの⼯夫をしてください。 
・「物理が好きになった。とても分かりやすく楽しかった」：これからも「わかり
やすい、楽しめる授業」を目指します。 
・「有効数字がわかりにくかった」：有効数字についてもう少し説明し、統一しま
す。  
・「式ではわかったが、イメージがつかめなかった」：式の説明だけでなく、意味
についてもっと詳しく説明します。 

科目名 物理学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTJ12810 
実務経験のある教員  
達成目標 ①波の周期、振動数、波⻑、速さについて理解し、計算ができる。 

②内部エネルギー、比熱などついて理解し、熱伝導に関する基本的な計算ができ
る。 
③いろいろな過程での仕事量、熱量の計算ができる。 
④クーロンの法則を使って電場の計算ができる。 
⑤アンペールの法則を利用して電流が作る磁場の計算ができる。 
⑥ファラデーの法則を理解し、誘導起電力の計算ができる。 

受講者へのコメント ・授業のなかで、簡単な実験を行ったり、動画を見せたりして「物理」がより身
近に感じられるように⼯夫していきたい。  
・授業内容の分量を少し減らして、公式や定理の意味をもっと詳しく説明するよ
うにしたい。 

連絡先 南原研究室１８号館１階 電子メール：hideo@ice.ous.ac.jp  
オフィスアワー 火：7,8 時限 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・説明をよく聞いて、その授業時間の内容は時間内に理解するようにしてくださ
い。そして、分からないときは積極的に質問してください。  
・三角関数や微分積分など基礎数学力が必要です。十分復習しておいてください。 

英文科目名 Physics II 
関連科目 数学Ⅰ、数学演習Ⅰ数学Ⅱ、数学演習Ⅱ、物理学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 ・「板書の字が見えにくい」：なるべく大きく書くように⼯夫しますが、皆さんも

前のほうに座る、プリントや教科書を参考にするなどの⼯夫をしてください。 
講義目的 物理学は、情報⼯学の専門科目を学んでいく上で基礎となる科目である。物理学

Ⅱでは、物理学Ⅰの力学に続いて、波動、熱学、電磁気学の基礎について学ぶ。
本授業では、波動、熱力学の法則についての基本的なことがらや電磁誘導の法則
について理解するとともに、基本的な問題が解け、また、それらが日常の暮らし
の中でどのように役立っているかを理解することを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理学Ⅱの内容について概説する。波動とは何か。横波と縦波、波の特徴を

表す量（周期、、振動数、波⻑）について説明する。 
2 回 波の合成と反射について説明する。 
重ね合わせの原理、入射波、反射波、定常波 
3 回 ホイヘンスの原理について説明する。 
反射の法則、屈折の法則 
4 回 音の 3 要素（音の強さ、音の高さ、音色）や光の屈折について説明する。 
5 回 熱平衡状態、熱膨張、理想気体の状態方程式について説明する。 
6 回 熱に関して、内部エネルギー、熱量、比熱などの基礎的なことについて説明
する。 
7 回 熱力学第 1 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習の過程を把握しておくこと。また、三角関数につい
て復習し、基本的な計算やグラフが描けるようにしておくこと。 
2 回 前回の復習を行い、教科書 9 章の該当箇所に目を通しておくこと。 
3 回 前回の復習を行い、教科書 9 章の該当箇所に目を通しておくこと。 
4 回 前回の復習を行い、教科書 9 章の該当箇所に目を通しておくこと。また、楽
器の音色の違いは何によるのかについて考えておくこと。 
5 回 教科書 10 章の該当箇所に目を通しておくこと。また、いろいろな物質の膨
張率について調べておくこと。 
6 回 前 

 



年度 2014 
授業コード FTJ1281P 
成績評価 中間試験（40%）と定期試験（60%）を実施し、総計で 60%以上を合格と判定す

る。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ1281P 物理学Ⅱ 
担当教員名 南原 英生 
単位数 2 
教科書 大成逸夫、⽥村忠久、渡邊靖志共編：理⼯系の物理学入門：裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 授業計画の項を参照のこと。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTJ1281P 
実務経験のある教員  
達成目標 ①波の周期、振動数、波⻑、速さについて理解し、計算ができる。 

②内部エネルギー、比熱などついて理解し、熱伝導に関する基本的な計算ができ
る。 
③いろいろな過程での仕事量、熱量の計算ができる。 
④クーロンの法則を使って電場の計算ができる。 
⑤アンペールの法則を利用して電流が作る磁場の計算ができる。 
⑥ファラデーの法則を理解し、誘導起電力の計算ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 南原研究室１８号館１階 電子メール：hideo@ice.ous.ac.jp  

オフィスアワー 火：7,8 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics II 
関連科目 数学Ⅰ、数学演習Ⅰ数学Ⅱ、数学演習Ⅱ、物理学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学は、情報⼯学の専門科目を学んでいく上で基礎となる科目である。物理学

Ⅱでは、物理学Ⅰの力学に続いて、波動、熱学、電磁気学の基礎について学ぶ。
本授業では、波動、熱力学の法則についての基本的なことがらや電磁誘導の法則



について理解するとともに、基本的な問題が解け、また、それらが日常の暮らし
の中でどのように役立っているかを理解することを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理学Ⅱの内容について概説する。波動とは何か。横波と縦波、波の特徴を

表す量（周期、、振動数、波⻑）について説明する。 
2 回 波の合成と反射について説明する。 
重ね合わせの原理、入射波、反射波、定常波 
3 回 ホイヘンスの原理について説明する。 
反射の法則、屈折の法則 
4 回 音の 3 要素（音の強さ、音の高さ、音色）や光の屈折について説明する。 
5 回 熱平衡状態、熱膨張、理想気体の状態方程式について説明する。 
6 回 熱に関して、内部エネルギー、熱量、比熱などの基礎的なことについて説明
する。 
7 回 熱力学第 1 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習の過程を把握しておくこと。また、三角関数につい
て復習し、基本的な計算やグラフが描けるようにしておくこと。 
2 回 前回の復習を行い、教科書 9 章の該当箇所に目を通しておくこと。 
3 回 前回の復習を行い、教科書 9 章の該当箇所に目を通しておくこと。 
4 回 前回の復習を行い、教科書 9 章の該当箇所に目を通しておくこと。また、楽
器の音色の違いは何によるのかについて考えておくこと。 
5 回 教科書 10 章の該当箇所に目を通しておくこと。また、いろいろな物質の膨
張率について調べておくこと。 
6 回 前 

 



年度 2014 
授業コード FTJ12910 
成績評価 小テスト 10％，中間試験 30％，定期試験 60％により成績を評価する。 

合計を 100 点に換算して評点とし，60 点以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報⼯学科(〜14) 
見出し FTJ12910 電気回路 
担当教員名 上嶋 明 
単位数 2 
教科書 解いてなっとく  身につく電気回路／中野 人志／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容に記載 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・「わかりやすい」 

・「丁寧な授業で分かりやすかったです」 
・「非常に分かりやすい授業でした。」 
→昨年度に新規に担当した科目のため，まだまだ試行錯誤が続き苦労しました
が，今年度もこのような回答を複数の学生から得られて大変報われました。あり
がとうございます。 
・「中間試験の時間を⻑くしてほしかったです。」 
→中間試験の前に行った演習の解説が当初の予定より⻑引いたため，試験時間が
少し短くなってしまいました。今後はもう少し⻑い時間が確保できるように改善
したいと思います。 

科目名 電気回路 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 例題で学ぶやさしい電気回路〔直流編〕／堀 浩雄／森北出版：例題で学ぶやさ

しい電気回路〔交流編〕／堀 浩雄／森北出版 
授業形態 講義 
注意備考 適宜演習や小テストを実施する。 
シラバスコード FTJ12910 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)電気抵抗とオームの法則についての計算ができる。 

(2)抵抗の直列接続・並列接続における合成抵抗の計算ができる。 
(3)キルヒホッフの法則や重ね合わせの理などの諸定理による直流回路の解析が
できる。 
(4)正弦波交流の周波数と周期，実効値，位相と位相差についての計算ができる。 
(5)交流回路のインピーダンスとアドミタンスの計算ができる。 
(6)直流回路および交流回路の電力と電力量の計算ができる。 

受講者へのコメント 選択科目ではありますが，電気回路は家電製品からコンピュータに至るまで多く
の機器で使用されており，電気・情報系の技術者にとってその知識を習得するこ
とは有益ですので，ぜひ履修して身に付けてもらいたいと思います。 



連絡先 18 号館 3 階 上嶋研究室 086-256-9520 uejima＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・前年度と同様，概ねよい結果が得られたと考えています。 
・「この授業を受けてよかった点は，何ですか」の設問における「この分野への理
解が深まった」という回答が前年度と同じく約 84%の学生から得られたのは大
変よかったと思います。 
・「授業時間外にどの程度，学習しましたか」の設問にて，「全くしなかった」と
いう回答が約 40%で，前年度より少し増加したのが気になりました。 

英文科目名 Electrical Circuits 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 授業時間外にも学習してもらえるよう，予習・復習課題を出すことなども検討し

てみたいと思います。 
講義目的 電気回路は家電製品からコンピュータに至るまで多くの機器で使用されている

ため，その知識を習得することは電気・情報系の技術者にとって重要である。本
講義では，電圧，電流，抵抗とオームの法則など電気回路についての基本的な事
項を習得した後，キルヒホッフの法則などの各法則と重ね合わせの理などの諸定
理を学ぶことで，抵抗，インダクタ，キャパシタなどの回路素子からなる直流回
路・交流回路の解析ができるようになることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 電流と電荷，電流の大きさ，電位と電位差，電気抵抗，回路図記号について

説明する。 
2 回 起電力と電気回路，オームの法則，抵抗の接続について説明する。 
3 回 電圧降下，抵抗以外の電気回路素子，抵抗の Δ―Ｙ変換について説明する。 
4 回 電力，電流による発熱，電力量について説明する。 
5 回 キルヒホッフの第１法則，キルヒホッフの第２法則，キルヒホッフの法則を
用いた回路解析の例について説明する。 
6 回 ホイートストンブリッジ回路について説明する。 
7 回 電流源と電圧源，重ね合わせの理について説明する。 
8 回 

準備学習 1 回 講義目的についてシラバスで調べておくこと。 
2 回 教科書「1-5」〜「1-7」に目を通しておくこと。 
3 回 教科書「1-8」〜「1-9」に目を通しておくこと。 
4 回 教科書「2-1」〜「2-3」に目を通しておくこと。 
5 回 教科書「3-1」〜「3-3」に目を通しておくこと。 
6 回 教科書「3-5」に目を通しておくこと。 
7 回 教科書「4-1」〜「4-2」に目を通しておくこと。 
8 回 これまでの授業内容について復習しておくこと。 
9 回 これまでの授業内容における重要部分について復習しておくこと。 
10 

 



年度 2014 
授業コード FTJ1291P 
成績評価 小テスト 10％，中間試験 30％，定期試験 60％により成績を評価する。 

合計を 100 点に換算して評点とし，60 点以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTJ1291P 電気回路 
担当教員名 上嶋 明 
単位数 2 
教科書 解いてなっとく  身につく電気回路／中野 人志／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容に記載 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気回路 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 例題で学ぶやさしい電気回路〔直流編〕／堀 浩雄／森北出版：例題で学ぶやさ

しい電気回路〔交流編〕／堀 浩雄／森北出版 
授業形態 講義 
注意備考 適宜演習や小テストを実施する。 
シラバスコード FTJ1291P 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)電気抵抗とオームの法則についての計算ができる。 

(2)抵抗の直列接続・並列接続における合成抵抗の計算ができる。 
(3)キルヒホッフの法則や重ね合わせの理などの諸定理による直流回路の解析が
できる。 
(4)正弦波交流の周波数と周期，実効値，位相と位相差についての計算ができる。 
(5)交流回路のインピーダンスとアドミタンスの計算ができる。 
(6)直流回路および交流回路の電力と電力量の計算ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 18 号館 3 階 上嶋研究室 086-256-9520 uejima＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electrical Circuits 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気回路は家電製品からコンピュータに至るまで多くの機器で使用されている

ため，その知識を習得することは電気・情報系の技術者にとって重要である。本
講義では，電圧，電流，抵抗とオームの法則など電気回路についての基本的な事



項を習得した後，キルヒホッフの法則などの各法則と重ね合わせの理などの諸定
理を学ぶことで，抵抗，インダクタ，キャパシタなどの回路素子からなる直流回
路・交流回路の解析ができるようになることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 電流と電荷，電流の大きさ，電位と電位差，電気抵抗，回路図記号について

説明する。 
2 回 起電力と電気回路，オームの法則，抵抗の接続について説明する。 
3 回 電圧降下，抵抗以外の電気回路素子，抵抗の Δ―Ｙ変換について説明する。 
4 回 電力，電流による発熱，電力量について説明する。 
5 回 キルヒホッフの第１法則，キルヒホッフの第２法則，キルヒホッフの法則を
用いた回路解析の例について説明する。 
6 回 ホイートストンブリッジ回路について説明する。 
7 回 電流源と電圧源，重ね合わせの理について説明する。 
8 回 

準備学習 1 回 講義目的についてシラバスで調べておくこと。 
2 回 教科書「1-5」〜「1-7」に目を通しておくこと。 
3 回 教科書「1-8」〜「1-9」に目を通しておくこと。 
4 回 教科書「2-1」〜「2-3」に目を通しておくこと。 
5 回 教科書「3-1」〜「3-3」に目を通しておくこと。 
6 回 教科書「3-5」に目を通しておくこと。 
7 回 教科書「4-1」〜「4-2」に目を通しておくこと。 
8 回 これまでの授業内容について復習しておくこと。 
9 回 これまでの授業内容における重要部分について復習しておくこと。 
10 

 



年度 2014 
授業コード FTM00110 
成績評価 研究内容と卒業論文（指導教員による評価：６０％）、研究成果のプレゼンテーシ

ョン（発表会参加教員による客観評価：４０％）を総合して評価する。６０％以
上を合格とする。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 生体医⼯学科(〜11) 
見出し FTM00110 卒業研究 
担当教員名 内貴 猛、中路 修平、松宮 潔、二見 翠、松⽊ 範明、猶原 順、八⽥ 貴、

小畑 
単位数 8 
教科書 配属された教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 配属された教員の指示による。 
授業形態 実験実習 
注意備考 卒業研究は配属された教員の指導に従って研究室ごとに行う。 
シラバスコード FTM00110 
実務経験のある教員  
達成目標 卒業研究発表および卒業研究論文作成を最終目標とし、それまでの様々な活動を

通じて、以下のことを身につける。 
（１） 解決すべき問題について、その意義と内容を自分自身で分析することが
できる。 
（２） 問題の解決に必要な知識や情報を自分で獲得する手段を理解し、実践で
きる。 
（３） 研究計画を立て、自主的に実行することができる。 
（４） 自分が考えた内容を論理的かつ具体的に、簡潔な文章や図により表現で
きる。 
（５） 討論を通じ、自分の考えを相手に伝え、また、相手の意見を理解して、よ
りよい結論に導くことができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表： 学科⻑ （原則は配属先研究室の指導教員） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Graduation Thesis 



関連科目 生体医⼯学科のＡ群科目のうち、研究内容に関連する全ての科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生体医⼯学科に設置されている遺伝子・分子生物学、生体情報⼯学、バイオメカ

ニクス、生体材料⼯学、医⼯学、人間環境科学、法学の各研究室の指導教員の下
で、社会の動向・ニーズを踏まえて研究課題を設定し、限定された範囲で問題を
解決する能力を養成することを目標とする。また、卒業論文の作成、研究発表を
通して、自主的に研究する能力、研究内容をまとめる能力、プレゼンテーション
能力、コミュニケーション能力を養うことを目標とする。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 下記のそれぞれの段階での準備学習を行う。 

（１） プレゼミとして研究室配属（３年次 ４月）を行う。以後、指導教員の
指示に従うこと。 
（２） ３年次は、プレゼミとして、関連基礎知識の修得、関連研究の調査を行
う。 
（３） 卒業研究テーマの選定（４年次 ４月） 
     準備学習として３年次は各担当教員の指導に従い、関連する講義を復
習する。また、担当教員が適宜配布する資料を熟読し、理解する。 
（４） 関連基礎知識の修得、関連研究の調査（４月ー９月）を行う。 
（５） 卒業研究の推進（１０月ー１月）を行う。 
（６ 

 



年度 2014 
授業コード FTM00120 
成績評価 研究内容と卒業論文（指導教員による評価：６０％）、研究成果のプレゼンテーシ

ョン（発表会参加教員による客観評価：４０％）を総合して評価する。６０％以
上を合格とする。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 生体医⼯学科(10〜10) 
見出し FTM00120 卒業研究【春学期最終評価】 
担当教員名 内貴 猛、⽊原 朝彦 
単位数 8 
教科書 配属された教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究【春学期最終評価】 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 配属された教員の指示による。 
授業形態 実験実習 
注意備考 卒業研究は配属された教員の指導に従って研究室ごとに行う。 
シラバスコード FTM00120 
実務経験のある教員  
達成目標 卒業研究発表および卒業研究論文作成を最終目標とし、それまでの様々な活動を

通じて、以下のことを身につける。 
（１） 解決すべき問題について、その意義と内容を自分自身で分析することが
できる。 
（２） 問題の解決に必要な知識や情報を自分で獲得する手段を理解し、実践で
きる。 
（３） 研究計画を立て、自主的に実行することができる。 
（４） 自分が考えた内容を論理的かつ具体的に、簡潔な文章や図により表現で
きる。 
（５） 討論を通じ、自分の考えを相手に伝え、また、相手の意見を理解して、よ
りよい結論に導くことができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表： 学科⻑ （原則は配属先研究室の指導教員） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Graduation Thesis 
関連科目 生体医⼯学科のＡ群科目のうち、研究内容に関連する全ての科目 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生体医⼯学科に設置されている遺伝子・分子生物学、生体情報⼯学、バイオメカ

ニクス、生体材料⼯学、医⼯学、人間環境科学、法学の各研究室の指導教員の下
で、社会の動向・ニーズを踏まえて研究課題を設定し、限定された範囲で問題を
解決する能力を養成することを目標とする。また、卒業論文の作成、研究発表を
通して、自主的に研究する能力、研究内容をまとめる能力、プレゼンテーション
能力、コミュニケーション能力を養うことを目標とする。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 下記のそれぞれの段階での準備学習を行う。 

（１） プレゼミとして研究室配属（３年次 ４月）を行う。以後、指導教員の
指示に従うこと。 
（２） ３年次は、プレゼミとして、関連基礎知識の修得、関連研究の調査を行
う。 
（３） 卒業研究テーマの選定（４年次 ４月） 
     準備学習として３年次は各担当教員の指導に従い、関連する講義を復
習する。また、担当教員が適宜配布する資料を熟読し、理解する。 
（４） 関連基礎知識の修得、関連研究の調査（４月ー９月）を行う。 
（５） 卒業研究の推進（１０月ー１月）を行う。 
（６ 

 



年度 2014 
授業コード FTM00210 
成績評価 3 回の小テスト 30%，定期試験 70%により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜14) 
見出し FTM00210 応用数学Ⅰ 
担当教員名 内貴 猛 
単位数 2 
教科書 基礎数学ポプリー／小寺平治著／裳華房／978-4-785315078 
アクティブラーニング  
キーワード ベクトルの内積、逆行列、サラスの展開、余因子展開、転置行列、クラメルの公

式、行列の対角化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 数独があるからやる気が出た。応数ⅠとⅡを片方ずつ進めるのは良いと思う。 

との感想がありました。がんばって⼯夫した甲斐があったと思いました。 
科目名 応用数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指定しない。 
授業形態 講義 
注意備考 本講義は応用数学Ⅱと共同で進めるため、本講義を履修する場合には応用数学Ⅱ

も必ず履修すること。 
試験は定期試験期間中には実施しない。1 回目の講義で試験日を通知するので注
意すること。試験形態は筆記式試験とする。 

シラバスコード FTM00210 
実務経験のある教員  
達成目標 ベクトル，行列，微分の計算ができるようになること。 

特に、 
・行列演算ができるようになること。 
・4 次以上の行列の行列式を求めることができるようになること。 
・行列の対角化ができるようになること。 

受講者へのコメント 良く理解できていたと思います。 
連絡先 27 号館 3 階 304 室 tnaiki@bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 よく出席していました。 
70%以上の学生が 1 時間以上の予習・復習をしていたようです。 

英文科目名 Applied Mathematics I 
関連科目 基礎数学、応用数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 ⼯学全般、とくに生体⼯学、医用⼯学、臨床⼯学に必要な数学の基礎について教



授する。数学の基礎事項を理解し計算能力を豊にすることは、専門分野の理解に
必要不可欠である。本講においては、代数学、微分積分学について講述し、重要
な項目について演習問題を行い、理解を深めるとともに、生体医⼯学、臨床⼯学
にかかわる実際問題に対応できることを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回 ベクトルとは何かを説明する。 
3 回 行列とは何かを説明する。 
4 回 行列演算について説明する。 
5 回 行列の基本変形の方法について説明する。 
6 回 行列のランクの求め方について説明する。 
7 回 行列を用いた連立方程式の解法について説明する。 
8 回 行列基本変形を用いた逆行列の求め方について説明する。 
9 回 行列とベクトル空間の関係を説明する。 
10 回 行列と写像の関係を説明する。 
11 回 行列式の求め方を説明する。 
12 回 4 次以上の行列の行列式の 

準備学習 1 回 講義予定を自分の予定表に書き込んでおくこと。 
2 回 教科書第 1 章セッション 1 を読んでくること。 
3 回 教科書第 1 章セッション 2 を読んでくること。 
4 回 第 1 章セッション 3 を読んでくること 
5 回 第 1 章セッション 4 を読んでくること 
6 回 第 1 章セッション 5 を読んでくること 
7 回 第 1 章セッション 6 を読んでくること 
8 回 第 1 章セッション 7 を読んでくること 
9 回 第 1 章セッション 8 を読んでくること 
10 回 第 1 章セッション 9 を読んでくること 
11 回 第 1 章セッション 10 を読んでくること 
12 回 第 1 章セ 

 



年度 2014 
授業コード FTM0021P 
成績評価 3 回の小テスト 30%，定期試験 70%により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0021P 応用数学Ⅰ 
担当教員名 内貴 猛 
単位数 2 
教科書 基礎数学ポプリー／小寺平治著／裳華房／978-4-785315078 
アクティブラーニング  
キーワード ベクトルの内積、逆行列、サラスの展開、余因子展開、転置行列、クラメルの公

式、行列の対角化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指定しない。 
授業形態 講義 
注意備考 本講義は応用数学Ⅱと共同で進めるため、本講義を履修する場合には応用数学Ⅱ

も必ず履修すること。 
試験は定期試験期間中には実施しない。1 回目の講義で試験日を通知するので注
意すること。試験形態は筆記式試験とする。 

シラバスコード FTM0021P 
実務経験のある教員  
達成目標 ベクトル，行列，微分の計算ができるようになること。 

特に、 
・行列演算ができるようになること。 
・4 次以上の行列の行列式を求めることができるようになること。 
・行列の対角化ができるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 3 階 304 室 tnaiki@bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Applied Mathematics I 
関連科目 基礎数学、応用数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼯学全般、とくに生体⼯学、医用⼯学、臨床⼯学に必要な数学の基礎について教

授する。数学の基礎事項を理解し計算能力を豊にすることは、専門分野の理解に
必要不可欠である。本講においては、代数学、微分積分学について講述し、重要



な項目について演習問題を行い、理解を深めるとともに、生体医⼯学、臨床⼯学
にかかわる実際問題に対応できることを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回 ベクトルとは何かを説明する。 
3 回 行列とは何かを説明する。 
4 回 行列演算について説明する。 
5 回 行列の基本変形の方法について説明する。 
6 回 行列のランクの求め方について説明する。 
7 回 行列を用いた連立方程式の解法について説明する。 
8 回 行列基本変形を用いた逆行列の求め方について説明する。 
9 回 行列とベクトル空間の関係を説明する。 
10 回 行列と写像の関係を説明する。 
11 回 行列式の求め方を説明する。 
12 回 4 次以上の行列の行列式の 

準備学習 1 回 講義予定を自分の予定表に書き込んでおくこと。 
2 回 教科書第 1 章セッション 1 を読んでくること。 
3 回 教科書第 1 章セッション 2 を読んでくること。 
4 回 第 1 章セッション 3 を読んでくること 
5 回 第 1 章セッション 4 を読んでくること 
6 回 第 1 章セッション 5 を読んでくること 
7 回 第 1 章セッション 6 を読んでくること 
8 回 第 1 章セッション 7 を読んでくること 
9 回 第 1 章セッション 8 を読んでくること 
10 回 第 1 章セッション 9 を読んでくること 
11 回 第 1 章セッション 10 を読んでくること 
12 回 第 1 章セ 

 



年度 2014 
授業コード FTM00310 
成績評価 3 回の小テスト 30%，定期試験 70%により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜14) 
見出し FTM00310 応用数学Ⅱ 
担当教員名 内貴 猛 
単位数 2 
教科書 基礎数学ポプリー／小寺平治著／裳華房／978-4-785315078 
アクティブラーニング  
キーワード 微係数、テイラーの定理、偏微分、二重積分、常微分方程式、差分法、ルンゲク

ッタ法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 途中式を書いて欲しい。との要望がありました。途中式を板書しているつもりで

すが、さらに詳しい説明が聞きたい場合には講義中でも修了後でも質問して下さ
い。 
⿊板の文字が小さいときがあった。との記述がありました。文字を小さくしなけ
れば書き切れないときがありますので、見えなければ、前の方に座って下さい。 

科目名 応用数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 マンガでわかる微分積分／小島寛之著／オーム社 
授業形態 講義 
注意備考 本講義は応用数学Ⅰと共同で進めるため、本講義を履修する場合には応用数学Ⅰ

も必ず履修すること。 
13〜15 回の講義において関数電卓を使用する。 
試験は定期試験期間中に行い、試験形態は記述式試験とする。 

シラバスコード FTM00310 
実務経験のある教員  
達成目標 種々の関数を微分・積分できるようになること。微分方程式の解法を理解すると

ともに，パソコンを使って微分方程式を解けるようになること。具体的には、 
・指数関数、対数関数、三角関数の微分・積分ができるようになること。 
・偏微係数を求めることができるようになること。 
・関数をテイラー展開できるようになること。 
・二重積分を求めることができるようになること。 
・簡単な微分方程式の解を求めることができるようになること。 

受講者へのコメント 応数Ⅰに比べるときちんと理解できた学生が少なかったように思います。 
連絡先 27 号館 3 階 304 室 tnaiki@bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 良く出席していました。 
1 時間以上の予習・復習をしていた学生は 74%でした。 



英文科目名 Applied Mathematics II 
関連科目 基礎数学，応用数学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 応用数学Ⅰに継続して，生体⼯学，医用⼯学，臨床⼯学を含む⼯学全般に必要な

数学の基礎について教授する。本講においては，解析学について講述する。さら
に微分方程式の解を得るためのコンピュータを用いた数値解析について講述す
る。重要な項目について演習問題を行い，理解を深めるとともに，生体医⼯学，
臨床⼯学にかかわる実際問題に対応できることを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 関数・合成関数について説明する。 

2 回 微分の定義について説明する。 
3 回 指数関数・対数関数の微分方法について説明する。 
4 回 三角関数の微分方法について説明する。 
5 回 微分の応用（極大・極小）について説明する。 
6 回 積分について説明する。 
7 回 積分の応用（面積，体積）について説明する。 
8 回 多変数関数の微分法（偏微分係数の求め方）について説明する。 
9 回 合成関数の微分法について説明する。 
10 回 テイラー展開にういて説明する。 
11 回 二重積分の求め方について説明する。 
12 回 微分方 

準備学習 1 回 教科書第 2 章セッション 1 を読んでおくこと。 
2 回 第 2 章セッション 2 を読んでおくこと。 
3 回 第 2 章セッション 3 を読んでおくこと。 
4 回 第 2 章セッション 4 を読んでおくこと。 
5 回 第 2 章セッション 5 を読んでおくこと。 
6 回 第 2 章セッション 6 を読んでおくこと。 
7 回 第 2 章セッション 7 を読んでおくこと。 
8 回 第 2 章セッション 8 を読んでおくこと。 
9 回 第 2 章セッション 9 を読んでおくこと。 
10 回 第 2 章セッション 10 を読んでおくこと。 
11 回 第 2 章セッション 11 を読んでおくこと。 
12 回 第 2 

 



年度 2014 
授業コード FTM0031P 
成績評価 3 回の小テスト 30%，定期試験 70%により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0031P 応用数学Ⅱ 
担当教員名 内貴 猛 
単位数 2 
教科書 基礎数学ポプリー／小寺平治著／裳華房／978-4-785315078 
アクティブラーニング  
キーワード 微係数、テイラーの定理、偏微分、二重積分、常微分方程式、差分法、ルンゲク

ッタ法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 マンガでわかる微分積分／小島寛之著／オーム社 
授業形態 講義 
注意備考 本講義は応用数学Ⅰと共同で進めるため、本講義を履修する場合には応用数学Ⅰ

も必ず履修すること。 
13〜15 回の講義において関数電卓を使用する。 
試験は定期試験期間中に行い、試験形態は記述式試験とする。 

シラバスコード FTM0031P 
実務経験のある教員  
達成目標 種々の関数を微分・積分できるようになること。微分方程式の解法を理解すると

ともに，パソコンを使って微分方程式を解けるようになること。具体的には、 
・指数関数、対数関数、三角関数の微分・積分ができるようになること。 
・偏微係数を求めることができるようになること。 
・関数をテイラー展開できるようになること。 
・二重積分を求めることができるようになること。 
・簡単な微分方程式の解を求めることができるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 3 階 304 室 tnaiki@bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Applied Mathematics II 
関連科目 基礎数学，応用数学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 応用数学Ⅰに継続して，生体⼯学，医用⼯学，臨床⼯学を含む⼯学全般に必要な



数学の基礎について教授する。本講においては，解析学について講述する。さら
に微分方程式の解を得るためのコンピュータを用いた数値解析について講述す
る。重要な項目について演習問題を行い，理解を深めるとともに，生体医⼯学，
臨床⼯学にかかわる実際問題に対応できることを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 関数・合成関数について説明する。 

2 回 微分の定義について説明する。 
3 回 指数関数・対数関数の微分方法について説明する。 
4 回 三角関数の微分方法について説明する。 
5 回 微分の応用（極大・極小）について説明する。 
6 回 積分について説明する。 
7 回 積分の応用（面積，体積）について説明する。 
8 回 多変数関数の微分法（偏微分係数の求め方）について説明する。 
9 回 合成関数の微分法について説明する。 
10 回 テイラー展開にういて説明する。 
11 回 二重積分の求め方について説明する。 
12 回 微分方 

準備学習 1 回 教科書第 2 章セッション 1 を読んでおくこと。 
2 回 第 2 章セッション 2 を読んでおくこと。 
3 回 第 2 章セッション 3 を読んでおくこと。 
4 回 第 2 章セッション 4 を読んでおくこと。 
5 回 第 2 章セッション 5 を読んでおくこと。 
6 回 第 2 章セッション 6 を読んでおくこと。 
7 回 第 2 章セッション 7 を読んでおくこと。 
8 回 第 2 章セッション 8 を読んでおくこと。 
9 回 第 2 章セッション 9 を読んでおくこと。 
10 回 第 2 章セッション 10 を読んでおくこと。 
11 回 第 2 章セッション 11 を読んでおくこと。 
12 回 第 2 

 



年度 2014 
授業コード FTM00410 
成績評価 小テスト２回（２０＋２０％）、定期テスト（６０％）により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜14) 
見出し FTM00410 基礎生物学 
担当教員名 八⽥ 貴 
単位数 2 
教科書 「シンプル解剖生理学」／河⽥光博・樋口 隆編／南江堂／978-4-524220540 
アクティブラーニング  
キーワード 細胞、生体成分、人体の構造と機能 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎生物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて授業の中で紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 特に無し 
シラバスコード FTM00410 
実務経験のある教員  
達成目標 細胞、遺伝とゲノム、組織の構成、骨、筋、免疫系、循環系、呼吸器系、消化器

系、神経系、感覚器系、内分泌系についてそれぞれ機能と構造を理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 3 階 八⽥ 教授室 086-256-9515 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Biology 
関連科目 生理学、解剖学、生化学、分子生物学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生命現象は分子細胞レベルから組織器官へ構成されている。とくに人体において

は、高度な機能を持つ器官によって生きる事ができる。この講義では、人の組織・
器官について構造と機能を説明する。具体的には、細胞、遺伝とゲノム、組織の
構成、骨、筋、免疫系、循環系、呼吸器系、消化器系、神経系、感覚器系、内分
泌系について説明する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義内容を説明し準備事項を説明する。 

2 回 からだの構造と機能について説明する。 
3 回 細胞の構造について説明する。 
4 回 遺伝とゲノムについて説明する。 



5 回 組織の構成について説明する。 
6 回 骨（構造と構成要素）について説明する。 
7 回 筋（骨格筋、平滑筋、⼼筋）について説明する。 
8 回 免疫系（器官と防御反応）について説明する。 
9 回 循環系（⼼臓と血管）について説明する。 
10 回 呼吸器系（構造としくみ）について説明する。 
11 回 消化器系について説明する。 
12 回 神 

準備学習 1 回 シラバスを良く確認し学習過程を把握しておくこと。 
2 回 人体の構造と機能がどのようになっているかを大まかにつかんでおくこと。 
3 回 細胞はどのような仕組みで成り立っているか調べておくこと。 
4 回 人の遺伝がどのような仕組みで行われているか調べておくこと。 
5 回 人体の組織がどのように成り立っているか調べておくこと。 
6 回 人の骨格を成す骨の構造と機能について調べておくこと。 
7 回 人の運動をつかさどる筋肉について調べておくこと。 
8 回 人は外界の病原体等から身を守る高度な免疫システムがある、この緻密 

 



年度 2014 
授業コード FTM0041P 
成績評価 小テスト２回（２０＋２０％）、定期テスト（６０％）により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0041P 基礎生物学 
担当教員名 八⽥ 貴 
単位数 2 
教科書 「シンプル解剖生理学」／河⽥光博・樋口 隆編／南江堂／978-4-524220540 
アクティブラーニング  
キーワード 細胞、生体成分、人体の構造と機能 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎生物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて授業の中で紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 特に無し 
シラバスコード FTM0041P 
実務経験のある教員  
達成目標 細胞、遺伝とゲノム、組織の構成、骨、筋、免疫系、循環系、呼吸器系、消化器

系、神経系、感覚器系、内分泌系についてそれぞれ機能と構造を理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 3 階 八⽥ 教授室 086-256-9515 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Biology 
関連科目 生理学、解剖学、生化学、分子生物学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生命現象は分子細胞レベルから組織器官へ構成されている。とくに人体において

は、高度な機能を持つ器官によって生きる事ができる。この講義では、人の組織・
器官について構造と機能を説明する。具体的には、細胞、遺伝とゲノム、組織の
構成、骨、筋、免疫系、循環系、呼吸器系、消化器系、神経系、感覚器系、内分
泌系について説明する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義内容を説明し準備事項を説明する。 

2 回 からだの構造と機能について説明する。 
3 回 細胞の構造について説明する。 
4 回 遺伝とゲノムについて説明する。 



5 回 組織の構成について説明する。 
6 回 骨（構造と構成要素）について説明する。 
7 回 筋（骨格筋、平滑筋、⼼筋）について説明する。 
8 回 免疫系（器官と防御反応）について説明する。 
9 回 循環系（⼼臓と血管）について説明する。 
10 回 呼吸器系（構造としくみ）について説明する。 
11 回 消化器系について説明する。 
12 回 神 

準備学習 1 回 シラバスを良く確認し学習過程を把握しておくこと。 
2 回 人体の構造と機能がどのようになっているかを大まかにつかんでおくこと。 
3 回 細胞はどのような仕組みで成り立っているか調べておくこと。 
4 回 人の遺伝がどのような仕組みで行われているか調べておくこと。 
5 回 人体の組織がどのように成り立っているか調べておくこと。 
6 回 人の骨格を成す骨の構造と機能について調べておくこと。 
7 回 人の運動をつかさどる筋肉について調べておくこと。 
8 回 人は外界の病原体等から身を守る高度な免疫システムがある、この緻密 

 



年度 2014 
授業コード FTM00510 
成績評価 小テスト３０％、定期試験７０％で評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜14) 
見出し FTM00510 基礎物理学 
担当教員名 矢城 陽一朗 
単位数 2 
教科書 第 4 版 物理学入門／原 康夫／学術図書出版／978-4-780601169 
アクティブラーニング  
キーワード 力、運動、エネルギー、波動、熱、電荷、電流、電磁気、光、放射線 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎物理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 医療系のための物理／佐藤幸一・藤城敏幸／東京数学社 
授業形態 講義 
注意備考 入学時に実施した学力多様化度調査の結果により、チューターから入門科目「入

門物理」の履修を指導された学生が、この科目を受講する場合は、春学期開講の
「入門物理」を必ず履修すること。 

シラバスコード FTM00510 
実務経験のある教員  
達成目標 生体医⼯学に必要な物理学の基礎知識を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館５階 矢城研究室 yagi@sp.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Physics 
関連科目 物性⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎物理学はこれから生体医⼯学を学んでいく上で基礎となる科目のひとつで

ある。講義を通して物理現象の見方、考え方を学び、問題解決の力を習う。生物
や人は物理学の制約の中でさまざまな生命活動を営んでいる。生物や人体と物理
現象の関係、医療技術との物理現象との関係なども学んでいく。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理学とは：物理学の学び方、単位について講義する。 

2 回 運動：時間と位置、速度、加速度の関係について講義する。 
3 回 力と運動（１）：ニュートンの運動の法則、運動量と力積、運動方程式につ
いて講義する。 



4 回 力と運動（２）：力のつり合い、摩擦力について講義する。 
5 回 仕事とエネルギー：力と仕事、位置エネルギーと運動エネルギー、力学的エ
ネルギーについて講義する。 
6 回 周期運動：等速円運動、単振動、単振り子について講義する。 
7 回 連続体の力学：圧力、力と変形、流体力学について講義する。 
8 回 波 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと． 
2 回 自動車、電車などの動きや、物体が落下する様子などについて考えてみるこ
と。 
3 回 ボールを投げるときの力の入れ方などについて考えてみること。 
4 回 シーソーのつり合いや、テコの原理を利用した道具などについて調べてみ
ること。 
5 回 坂道を自転車で下るときや、スキーで斜面を滑り降りるときの速度の変化
について考えてみること。 
6 回 時計の振り子やブランコの動きについて調べてみること。 
7 回 液体がチューブの中を流れる様子について考えてみること。 
8 

 



年度 2014 
授業コード FTM0051P 
成績評価 小テスト３０％、定期試験７０％で評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0051P 基礎物理学 
担当教員名 矢城 陽一朗 
単位数 2 
教科書 第 4 版 物理学入門／原 康夫／学術図書出版／978-4-780601169 
アクティブラーニング  
キーワード 力、運動、エネルギー、波動、熱、電荷、電流、電磁気、光、放射線 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎物理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 医療系のための物理／佐藤幸一・藤城敏幸／東京数学社 
授業形態 講義 
注意備考 入学時に実施した学力多様化度調査の結果により、チューターから入門科目「入

門物理」の履修を指導された学生が、この科目を受講する場合は、春学期開講の
「入門物理」を必ず履修すること。 

シラバスコード FTM0051P 
実務経験のある教員  
達成目標 生体医⼯学に必要な物理学の基礎知識を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館５階 矢城研究室 yagi@sp.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Physics 
関連科目 物性⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎物理学はこれから生体医⼯学を学んでいく上で基礎となる科目のひとつで

ある。講義を通して物理現象の見方、考え方を学び、問題解決の力を習う。生物
や人は物理学の制約の中でさまざまな生命活動を営んでいる。生物や人体と物理
現象の関係、医療技術との物理現象との関係なども学んでいく。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理学とは：物理学の学び方、単位について講義する。 

2 回 運動：時間と位置、速度、加速度の関係について講義する。 
3 回 力と運動（１）：ニュートンの運動の法則、運動量と力積、運動方程式につ
いて講義する。 



4 回 力と運動（２）：力のつり合い、摩擦力について講義する。 
5 回 仕事とエネルギー：力と仕事、位置エネルギーと運動エネルギー、力学的エ
ネルギーについて講義する。 
6 回 周期運動：等速円運動、単振動、単振り子について講義する。 
7 回 連続体の力学：圧力、力と変形、流体力学について講義する。 
8 回 波 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと． 
2 回 自動車、電車などの動きや、物体が落下する様子などについて考えてみるこ
と。 
3 回 ボールを投げるときの力の入れ方などについて考えてみること。 
4 回 シーソーのつり合いや、テコの原理を利用した道具などについて調べてみ
ること。 
5 回 坂道を自転車で下るときや、スキーで斜面を滑り降りるときの速度の変化
について考えてみること。 
6 回 時計の振り子やブランコの動きについて調べてみること。 
7 回 液体がチューブの中を流れる様子について考えてみること。 
8 

 



年度 2014 
授業コード FTM00610 
成績評価 定期試験（７２％）、中間試験（０％）、小テスト（２８％）、レポート（０％）、

ノート（０％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜14) 
見出し FTM00610 基礎化学 
担当教員名 猶原 順 
単位数 2 
教科書 ライフサイエンス基礎化学／島均 他著／化学同人／978-4-759808629 、資料

プリント 
アクティブラーニング  
キーワード 原子、分子、周期律、エネルギー、化学反応、酸化、還元、酵素、糖質、脂質、

タンパク質 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 コメントなし 
科目名 基礎化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻫藤勝裕 著、楽しくわかる化学、東京化学同人 
授業形態 講義 
注意備考 入学時に実施した学力多様化度調査の結果により、チューターから入門科目「入

門化学」の履修を指導された学生が、この科目を受講する場合は、春学期開講の
「入門化学」を必ず履修すること。 

シラバスコード FTM00610 
実務経験のある教員  
達成目標 物質の化学的な性質と化学上の原理など基礎的な化学について理解する。また、

生物体の生体成分の化学的知識を習得し、生体内で起こる物質の化学変化を学
び、生物体の有する生命現象を総括的に理解する。 

受講者へのコメント 授業時間外の学習状況で、1 時間以上の割合が半分を占めているが、0 分が 35％
でありこの学生にも時間外学習をしてほしい。 

連絡先 E-mail:jnaohara@bme.ous.ac.jp, Tel&Fax:086-256-9711、１２号館１階 猶原教
授室  
フィスアワー：金昼 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 1 年生の春学期の授業なので、割合静かに興味を持って授業を聞いていた。 
全体的な印象としてはよく勉強していたように思う。 

英文科目名 Basic Chemistry 
関連科目 公衆衛生学 
次回に向けての改善変更予定 プリントに通しのページ番号を入れる予定である。 



講義目的 物質の化学的性質・化学変化の法則などを学ぶ。物質の化学的な性質と化学上の
原理など基礎的な化学について解説する。また、生物体の生体成分の化学的知識
を習得し、生体内で起こる物質の化学変化を学び、生物体の有する生命現象を総
括的に理解させる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 原子と電子について説明する。 
3 回 周期律について説明する。 
4 回 分子の結合について説明する。 
5 回 物質のエネルギーについて説明する。 
6 回 化学反応について説明する。 
7 回 酸化・還元について説明する。 
8 回 生体構成物質の化学について説明する。 
9 回 酵素の構造と機能について説明する。 
10 回 生体エネルギー論について説明する。 
11 回 糖質の化学について説明する。 
12 回 脂質の化学について説明する。 
13 回 タンパク質の化学について説明する。 
14 回 生活と化学 

準備学習 1 回 基礎化学の授業の進め方を説明するため、特に準備学習は無し。 
2 回 教科書 p1-p19 までを予習しておくこと。 
3 回 教科書 p20-p23 までを予習しておくこと。 
4 回 教科書 p27-p57 までを予習しておくこと。 
5 回 教科書 p125-p143 までを予習しておくこと。 
6 回 教科書 p109-p124 までを予習しておくこと。 
7 回 教科書 p93-p95 までを予習しておくこと。 
8 回 参考書 p119-p1132 までを予習しておくこと。 
9 回 参考書 p119-p132 までを予習しておくこと。 
10 回 参考 

 



年度 2014 
授業コード FTM0061P 
成績評価 定期試験（７２％）、中間試験（０％）、小テスト（２８％）、レポート（０％）、

ノート（０％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0061P 基礎化学 
担当教員名 猶原 順 
単位数 2 
教科書 ライフサイエンス基礎化学／島均 他著／化学同人／978-4-759808629 、資料

プリント 
アクティブラーニング  
キーワード 原子、分子、周期律、エネルギー、化学反応、酸化、還元、酵素、糖質、脂質、

タンパク質 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻫藤勝裕 著、楽しくわかる化学、東京化学同人 
授業形態 講義 
注意備考 入学時に実施した学力多様化度調査の結果により、チューターから入門科目「入

門化学」の履修を指導された学生が、この科目を受講する場合は、春学期開講の
「入門化学」を必ず履修すること。 

シラバスコード FTM0061P 
実務経験のある教員  
達成目標 物質の化学的な性質と化学上の原理など基礎的な化学について理解する。また、

生物体の生体成分の化学的知識を習得し、生体内で起こる物質の化学変化を学
び、生物体の有する生命現象を総括的に理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 E-mail:jnaohara@bme.ous.ac.jp, Tel&Fax:086-256-9711、１２号館１階 猶原教

授室  
フィスアワー：金昼 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Chemistry 
関連科目 公衆衛生学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物質の化学的性質・化学変化の法則などを学ぶ。物質の化学的な性質と化学上の

原理など基礎的な化学について解説する。また、生物体の生体成分の化学的知識



を習得し、生体内で起こる物質の化学変化を学び、生物体の有する生命現象を総
括的に理解させる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 原子と電子について説明する。 
3 回 周期律について説明する。 
4 回 分子の結合について説明する。 
5 回 物質のエネルギーについて説明する。 
6 回 化学反応について説明する。 
7 回 酸化・還元について説明する。 
8 回 生体構成物質の化学について説明する。 
9 回 酵素の構造と機能について説明する。 
10 回 生体エネルギー論について説明する。 
11 回 糖質の化学について説明する。 
12 回 脂質の化学について説明する。 
13 回 タンパク質の化学について説明する。 
14 回 生活と化学 

準備学習 1 回 基礎化学の授業の進め方を説明するため、特に準備学習は無し。 
2 回 教科書 p1-p19 までを予習しておくこと。 
3 回 教科書 p20-p23 までを予習しておくこと。 
4 回 教科書 p27-p57 までを予習しておくこと。 
5 回 教科書 p125-p143 までを予習しておくこと。 
6 回 教科書 p109-p124 までを予習しておくこと。 
7 回 教科書 p93-p95 までを予習しておくこと。 
8 回 参考書 p119-p1132 までを予習しておくこと。 
9 回 参考書 p119-p132 までを予習しておくこと。 
10 回 参考 

 



年度 2014 
授業コード FTM00810 
成績評価 レポート提出（３０％）、中間試験（３５％）および期末試験（３５％）により評

価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜14) 
見出し FTM00810 情報処理⼯学Ⅰ 
担当教員名 大熊 一正、⽊原 朝彦、内貴 猛、松宮 潔 
単位数 2 
教科書 情報リテラシー教科書―インターネット・Word・Excel・PowerPoint／矢野 文彦 

(監修)／オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード パソコン、基本操作、インターネット 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「最後のテストはいらない」：本学は，たとえ実習科目であってもテストを行う

ことになっています．しかも，この授業は，10 回目以降は，実習ではなく，情報
⼯学や情報倫理に関する知識教授の講義であったので，テストを行うことは自然
であると考えます． 
「毎回 課題があって良いと思った．」：毎回課題を出したほうが，授業中の目的
意識が 
はっきりするとの狙いで実施していましたが，それに対して好評な人も居た事に
安堵しています． 
「ありがとうごあざいました．」とのコメントを頂いたが，こちらこそ，わざわ
ざ，ありがとうございます 

科目名 情報処理⼯学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード FTM00810 
実務経験のある教員  
達成目標 ・インターネットを利用したメールの送受信ができること、・パソコン上でワー

ドとエクセルの基本操作ができること・ハードウェア・ソフトウェアの機能につ
いて説明できること・インターネットの利用上のルール・マナーを理解すること。 

受講者へのコメント Word と Excel 及び情報系の基礎知識と半期での内容としては，盛りだくさんで
あったとことでしょう．しかし，受講者は，まじめに授業に取り組み，教授内容
をある程度理解してくれたように思います．今後，大学生活を送っていく上で，
ここで学習した内容が役立つことを願います． 

連絡先 大熊研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 ほぼ 95%の学生が 1 回の欠席以内で，授業に参加してくれていました． 
 また，授業時間外での学習時間に関しては，60%の学生が毎週 1 時間程度もし
くは，30 分程度学習していたようですので，PC を利用しなければならない授業
としては，時間外の学習が行われていた方だと思います． 
 この授業を受講したことによって，38%の学生が，“この分野への理解が深まっ
た”及び 28%の学生が，“この分野への興味関⼼が高まった”と回答し，44%の学
生が“この分野での技能・技術が向上した”と回答してくれていました．さらに，
総合評価と 

英文科目名 Information Processing I 
関連科目 本科目に引き続き情報処理⼯学Ⅱを受講することが望ましい。電子⼯学Ⅰ、Ⅱ、 

計測⼯学、 生体計測⼯学Ⅰ、Ⅱ、診断機器概論、治療機器概論 
次回に向けての改善変更予定 配布プリントの誤植等を修正するだけなく，作業内容及び教授内容の取捨選択を

行いつつ，もう少し作業のレベルを上げたいと考えています． 
講義目的 近年、レポートの作成や種々の事務手続きのためにパソコンやインターネットを

利用する機会が益々増加してきている。また、医療分野ではコンピュータを利用
した高度の医用機器が続々と登場してきており、生体医⼯学あるいは臨床⼯学関
連の講義を受講する途上では、多くの科目においてコンピュータによる医療機器
の制御技術やそれによって取得した情報の処理技術の知識が必要になってきて
いる。そこで本学科では、パソコンやインターネットの利用技術とコンピュータ
の基礎知識を修得するために、情報処理⼯学の講義を２科目設けている。情報処
理⼯学Ⅰ 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 日本語入力、Web メール 
3 回 コンピュータの基本操作 
4 回 ワープロ（１）基本操作・段落設定・書式設定 
5 回 ワープロ（２）図形や数式の配置 
6 回 ワープロ（３）表の作成 
7 回 表計算（１）基本操作・データ入力・数式入力 
8 回 表計算（２）グラフ作成・ワープロとの連携 
9 回 中間テスト 
10 回 コンピュータの仕組み 
11 回 入出力装置・記憶装置 
12 回 ＯＳとファイルシステム 
13 回 インターネットの仕組み 
14 回 高度情報化社会と情報倫理 
15 回 知的財産権 

準備学習 1 回 シラバスで講義内容を把握しておくこと。 
2 回 コンピュータの起動方法について把握しておくこと。 
3 回 メールの送受信方法について完全にマスターしておくこと。 
4 回 アプリケーションの起動方法や共通する操作方法をマスターしておくこと。 
5 回 ワープロソフトの基本操作について把握しておくこと。 



6 回 図形や数式の挿入方法について把握しておくこと。 
7 回 表の作成を含めた文書作成法について把握しておくこと。 
8 回 表計算ソフトの基本操作について把握しておくこと。 
9 回 第１回〜第８回の講義内容について復習 

 



年度 2014 
授業コード FTM0081P 
成績評価 レポート提出（３０％）、中間試験（３５％）および期末試験（３５％）により評

価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0081P 情報処理⼯学Ⅰ 
担当教員名 大熊 一正、⽊原 朝彦、内貴 猛、松宮 潔 
単位数 2 
教科書 情報リテラシー教科書―インターネット・Word・Excel・PowerPoint／矢野 文彦 

(監修)／オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード パソコン、基本操作、インターネット 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報処理⼯学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード FTM0081P 
実務経験のある教員  
達成目標 ・インターネットを利用したメールの送受信ができること、・パソコン上でワー

ドとエクセルの基本操作ができること・ハードウェア・ソフトウェアの機能につ
いて説明できること・インターネットの利用上のルール・マナーを理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 大熊研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information Processing I 
関連科目 本科目に引き続き情報処理⼯学Ⅱを受講することが望ましい。電子⼯学Ⅰ、Ⅱ、 

計測⼯学、 生体計測⼯学Ⅰ、Ⅱ、診断機器概論、治療機器概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近年、レポートの作成や種々の事務手続きのためにパソコンやインターネットを

利用する機会が益々増加してきている。また、医療分野ではコンピュータを利用
した高度の医用機器が続々と登場してきており、生体医⼯学あるいは臨床⼯学関
連の講義を受講する途上では、多くの科目においてコンピュータによる医療機器
の制御技術やそれによって取得した情報の処理技術の知識が必要になってきて
いる。そこで本学科では、パソコンやインターネットの利用技術とコンピュータ



の基礎知識を修得するために、情報処理⼯学の講義を２科目設けている。情報処
理⼯学Ⅰ 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 日本語入力、Web メール 
3 回 コンピュータの基本操作 
4 回 ワープロ（１）基本操作・段落設定・書式設定 
5 回 ワープロ（２）図形や数式の配置 
6 回 ワープロ（３）表の作成 
7 回 表計算（１）基本操作・データ入力・数式入力 
8 回 表計算（２）グラフ作成・ワープロとの連携 
9 回 中間テスト 
10 回 コンピュータの仕組み 
11 回 入出力装置・記憶装置 
12 回 ＯＳとファイルシステム 
13 回 インターネットの仕組み 
14 回 高度情報化社会と情報倫理 
15 回 知的財産権 

準備学習 1 回 シラバスで講義内容を把握しておくこと。 
2 回 コンピュータの起動方法について把握しておくこと。 
3 回 メールの送受信方法について完全にマスターしておくこと。 
4 回 アプリケーションの起動方法や共通する操作方法をマスターしておくこと。 
5 回 ワープロソフトの基本操作について把握しておくこと。 
6 回 図形や数式の挿入方法について把握しておくこと。 
7 回 表の作成を含めた文書作成法について把握しておくこと。 
8 回 表計算ソフトの基本操作について把握しておくこと。 
9 回 第１回〜第８回の講義内容について復習 

 



年度 2014 
授業コード FTM00910 
成績評価 講義毎の小テスト（40％），定期試験（60％）により評価する 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜14) 
見出し FTM00910 情報処理⼯学Ⅱ 
担当教員名 佐藤 洋一郎＊ 
単位数 2 
教科書 「臨床⼯学講座 医用情報処理⼯学」 日本臨床⼯学技士教育施設協議会 監修

／菊地眞・⼾畑裕志 ほか編著 医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード ハードウェアとソフトウェア、メモリ、言語プロセッサ、マシン語、アセンブリ

言語、高級言語、アルゴリズム、データベース、 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 こちらこそ 
科目名 情報処理⼯学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 橋本洋志他著「コンピュータ概論（ハードウェア）」，オーム社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM00910 
実務経験のある教員  
達成目標 ・２進法による数値の表現法と非数値の表現法とが理解できること・２進法によ

る四則演算と非数値の符号化が理解できること・プログラミング言語の概要を理
解できること・デジタル信号処理について理解できること・基本論理回路と論理
機能の関係が説明できること 

受講者へのコメント ・説明がわかりにくい場合，授業中に，その旨発言してくれるとありがたいです
（すぐに対応できるので）． 
・この教科書の内容は，極めて平易なものです．この程度は理解できないといけ
ない，と思ってください． 
・最近は，大学でも勉強の仕方を教えてほしい，という学生が増えていますが，
個人的には，自分で考えるべきことかと思います．そろそろ自立しましょう． 

連絡先 ２７号館３階 ⽊原 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全ての項目において，７割程度が肯定的な回答しているが，Ｃ−７で，授業に不
満を持っている学生が５名（１割）いた．この理由は，スライドの使用，板書の
わかりにくさ，説明のわかりにくさ，等であろうと思われる．次年度は，この点
に焦点を絞り，改善をおこなっていきたい． 

英文科目名 Information Processing II 



関連科目 情報処理⼯学Ⅰ，計測⼯学，生体計測⼯学Ⅰ，Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 ・授業において，スライドを使用する箇所を増やす． 

・授業時間内に課すレポートの回数を増やす． 
講義目的 医療分野ではコンピュータを利用した高度の医用機器が続々と登場してきてお

り、生体医⼯学あるいは臨床⼯学関連の講義を受講する上で、多くの科目におい
てコンピュータによる医療機器の制御技術やそれによって取得した情報の処理
技術の知識が必要になってきている。情報処理⼯学Ⅱでは、コンピュータ上での
データ表現法である２進数について補数表現や演算を通じて理解を深め、コンピ
ューターの論理的な構成や動作原理、制御方法といったコンピューターのハード
ウェアの内容について講義する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  情報処理⼯学Ⅱにおける授業の進め方とその概略内容 

2 回  医療とコンピューターと増俸処理の関係、コンピューターの構成 
3 回  データの表現法１（２進法、８進法、１６進法） 
4 回  データの表現法２（基数の変換法、負数の表現法） 
5 回  データの表現法３（２進数の加減算） 
6 回  データの表現法４（浮動小数点数の基本概念） 
7 回  データの表現法５（ASCII コード、漢字コード、１０進コード、誤り検
出・訂正） 
8 回  中間試験（第１回から第７回までの範囲） 
9 回  情報処理のための基礎回路１（集合と 

準備学習 1 回  シラバスを読んで、講義の進め方、学習の過程を把握しておくこと 
2 回  コンピューターハードウェアとソフトウェアについて簡単に調べておく
こと 
3 回  ２進法について予習しておくこと 
4 回  整数に関する１０進法から２進法への変換手法を復習しておくこと 
5 回  ２の補数による負数の表現法を復習しておくこと 
6 回  第５回の内容を復習しておくこと 
7 回  符号の意味を調べておくこと 
8 回  第１回から第７回の復習 
9 回  集合について復習しておくこと 
10 回  第９回の内容を復習しておくこと 
11 回 

 



年度 2014 
授業コード FTM0091P 
成績評価 講義毎の小テスト（40％），定期試験（60％）により評価する 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0091P 情報処理⼯学Ⅱ 
担当教員名 佐藤 洋一郎＊ 
単位数 2 
教科書 「臨床⼯学講座 医用情報処理⼯学」 日本臨床⼯学技士教育施設協議会 監修

／菊地眞・⼾畑裕志 ほか編著 医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード ハードウェアとソフトウェア、メモリ、言語プロセッサ、マシン語、アセンブリ

言語、高級言語、アルゴリズム、データベース、 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報処理⼯学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 橋本洋志他著「コンピュータ概論（ハードウェア）」，オーム社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM0091P 
実務経験のある教員  
達成目標 ・２進法による数値の表現法と非数値の表現法とが理解できること・２進法によ

る四則演算と非数値の符号化が理解できること・プログラミング言語の概要を理
解できること・デジタル信号処理について理解できること・基本論理回路と論理
機能の関係が説明できること 

受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館３階 ⽊原 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information Processing II 
関連科目 情報処理⼯学Ⅰ，計測⼯学，生体計測⼯学Ⅰ，Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 医療分野ではコンピュータを利用した高度の医用機器が続々と登場してきてお

り、生体医⼯学あるいは臨床⼯学関連の講義を受講する上で、多くの科目におい
てコンピュータによる医療機器の制御技術やそれによって取得した情報の処理
技術の知識が必要になってきている。情報処理⼯学Ⅱでは、コンピュータ上での
データ表現法である２進数について補数表現や演算を通じて理解を深め、コンピ
ューターの論理的な構成や動作原理、制御方法といったコンピューターのハード



ウェアの内容について講義する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  情報処理⼯学Ⅱにおける授業の進め方とその概略内容 

2 回  医療とコンピューターと増俸処理の関係、コンピューターの構成 
3 回  データの表現法１（２進法、８進法、１６進法） 
4 回  データの表現法２（基数の変換法、負数の表現法） 
5 回  データの表現法３（２進数の加減算） 
6 回  データの表現法４（浮動小数点数の基本概念） 
7 回  データの表現法５（ASCII コード、漢字コード、１０進コード、誤り検
出・訂正） 
8 回  中間試験（第１回から第７回までの範囲） 
9 回  情報処理のための基礎回路１（集合と 

準備学習 1 回  シラバスを読んで、講義の進め方、学習の過程を把握しておくこと 
2 回  コンピューターハードウェアとソフトウェアについて簡単に調べておく
こと 
3 回  ２進法について予習しておくこと 
4 回  整数に関する１０進法から２進法への変換手法を復習しておくこと 
5 回  ２の補数による負数の表現法を復習しておくこと 
6 回  第５回の内容を復習しておくこと 
7 回  符号の意味を調べておくこと 
8 回  第１回から第７回の復習 
9 回  集合について復習しておくこと 
10 回  第９回の内容を復習しておくこと 
11 回 

 



年度 2014 
授業コード FTM01010 
成績評価 定期試験（７０％） レポート（３０％） 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜14) 
見出し FTM01010 電子⼯学Ⅰ 
担当教員名 ⽊原 朝彦 
単位数 2 
教科書 授業中に紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード アナログ電子回路、抵抗・コンデンサ・コイル、半導体、ダイオード、光エレク

トロニクス、通信、トランジスタ、オペアンプ、増幅回路 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電子⼯学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小野哲章他「臨床⼯学技士標準テキスト」（金原出版）秋⽥純一「ゼロから学ぶ電

子回路」（講談社）加藤ただし「電子回路シミュレータ入門」（講談社）松尾正之
他「臨床⼯学シリーズ 医用電気⼯学」（コロナ社） 

授業形態 講義 
注意備考 ※授業受講の事前準備は、参考書やＷｅｂを利用して行うこと。 
シラバスコード FTM01010 
実務経験のある教員  
達成目標 アナログ電子技術の基本と様々なアナログ部品の特性を理解・習得し、それを用

いて簡単な電子回路の設計と解析が出来るようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館３階３０５号室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electronic Engineering I 
関連科目 電子⼯学 II、電気⼯学Ｉ・II、情報処理⼯学Ｉ・II、計測⼯学、生体計測⼯学Ｉ・

II 生体⼯学実験Ｉ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代社会の至る所で電子機器が活躍している。生体医⼯学もその例外ではなく、

むしろ、最先端の技術が必要とされる分野である。そのための技術を体系化した
ものが電子⼯学である。この科目では、電子⼯学の中で重要な基礎分野の一つで
あるアナログ電子技術について、基本的な素子の仕組みやそれらを用いた電気回
路について学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 【オリエンテーション】本講義で学ぶことの概要について講義する。 
2 回 【抵抗と電気回路】直流電気回路を考える上での基本である電圧、電流、抵
抗の間に成立するオームの法則とそれに関連する項目について講義する。 
3 回 【コンデンサ、コイルと電気回路】交流について学び、コンデンサとコイル
の電気回路における特性について講義する。 
4 回 【半導体とダイオード】半導体とは何かについて学習した後、代表的な半導
体素子であるダイオードの電気的特性とそれを使った電子回路について講義す
る。 
5 回 【半導体とトランジスタ】ト 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】特になし。 
2 回 【抵抗と電気回路】電圧、電流、抵抗の意味とオームの法則を調べておくこ
と。 
3 回 【コンデンサ、コイルと電気回路】前回の講義内容を復習し、直流電気回路
をマスターしておくこと。 
4 回 【半導体とダイオード】半導体を使った身の回りにある装置や部品を調べ、
その機能を調べておくこと。 
5 回 【半導体とトランジスタ】トランジスタの発見について調べてみること。 
6 回 【トランジスタ増幅回路】前回の講義内容を復習し、トランジスタの基本的
な性質について理解しておくこと。 
7 回 

 



年度 2014 
授業コード FTM0101P 
成績評価 定期試験（７０％） レポート（３０％） 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0101P 電子⼯学Ⅰ 
担当教員名 ⽊原 朝彦 
単位数 2 
教科書 授業中に紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード アナログ電子回路、抵抗・コンデンサ・コイル、半導体、ダイオード、光エレク

トロニクス、通信、トランジスタ、オペアンプ、増幅回路 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電子⼯学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小野哲章他「臨床⼯学技士標準テキスト」（金原出版）秋⽥純一「ゼロから学ぶ電

子回路」（講談社）加藤ただし「電子回路シミュレータ入門」（講談社）松尾正之
他「臨床⼯学シリーズ 医用電気⼯学」（コロナ社） 

授業形態 講義 
注意備考 ※授業受講の事前準備は、参考書やＷｅｂを利用して行うこと。 
シラバスコード FTM0101P 
実務経験のある教員  
達成目標 アナログ電子技術の基本と様々なアナログ部品の特性を理解・習得し、それを用

いて簡単な電子回路の設計と解析が出来るようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館３階３０５号室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electronic Engineering I 
関連科目 電子⼯学 II、電気⼯学Ｉ・II、情報処理⼯学Ｉ・II、計測⼯学、生体計測⼯学Ｉ・

II 生体⼯学実験Ｉ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代社会の至る所で電子機器が活躍している。生体医⼯学もその例外ではなく、

むしろ、最先端の技術が必要とされる分野である。そのための技術を体系化した
ものが電子⼯学である。この科目では、電子⼯学の中で重要な基礎分野の一つで
あるアナログ電子技術について、基本的な素子の仕組みやそれらを用いた電気回
路について学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 【オリエンテーション】本講義で学ぶことの概要について講義する。 
2 回 【抵抗と電気回路】直流電気回路を考える上での基本である電圧、電流、抵
抗の間に成立するオームの法則とそれに関連する項目について講義する。 
3 回 【コンデンサ、コイルと電気回路】交流について学び、コンデンサとコイル
の電気回路における特性について講義する。 
4 回 【半導体とダイオード】半導体とは何かについて学習した後、代表的な半導
体素子であるダイオードの電気的特性とそれを使った電子回路について講義す
る。 
5 回 【半導体とトランジスタ】ト 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】特になし。 
2 回 【抵抗と電気回路】電圧、電流、抵抗の意味とオームの法則を調べておくこ
と。 
3 回 【コンデンサ、コイルと電気回路】前回の講義内容を復習し、直流電気回路
をマスターしておくこと。 
4 回 【半導体とダイオード】半導体を使った身の回りにある装置や部品を調べ、
その機能を調べておくこと。 
5 回 【半導体とトランジスタ】トランジスタの発見について調べてみること。 
6 回 【トランジスタ増幅回路】前回の講義内容を復習し、トランジスタの基本的
な性質について理解しておくこと。 
7 回 

 



年度 2014 
授業コード FTM01110 
成績評価 定期試験（７０％） レポート（３０％）原則として、欠席が４回以上のものは

失格とする（成績判定せず次年度再受講）。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(11〜) 
見出し FTM01110 電子⼯学Ⅱ 
担当教員名 ⽊原 朝彦 
単位数 2 
教科書 授業の中で紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 組み合わせ論理回路、順序回路、コンピュータ、通信、光エレクトロニクス、半

導体の製造技術、電子機器 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電子⼯学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なっとくするディジタル電子回路（講談社） 

小野哲章他「臨床⼯学技士標準テキスト」（金原出版）秋⽥純一「ゼロから学ぶデ
ジタル論理回路」（講談社）加藤ただし「電子回路シミュレータ入門」（講談社）
松尾正之他「臨床⼯学シリーズ 医用電気⼯学」（コロナ社） 

授業形態 講義 
注意備考 ※授業受講の事前準備は、参考書やＷｅｂを利用して行うこと。 
シラバスコード FTM01110 
実務経験のある教員  
達成目標 デジタル電子技術の基本と主要な論理デバイスを理解・習得し、それを用いて簡

単な電子回路の設計と解析が出来るようになる。デジタル技術の意味と意義を理
解・習得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館３階３０５号室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electronic Engineering II 
関連科目 電子⼯学 II、電気⼯学Ｉ・II、情報処理⼯学Ｉ・II、計測⼯学、生体計測⼯学Ｉ・

II 生体⼯学実験Ｉ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電子⼯学Ｉに引き続いて、電子⼯学におけるもう一つの重要な基礎分野であるデ

ジタル電子技術について、基本的な考え方とそれに基づく電気回路の解析と設計
について学ぶ。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【オリエンテーション】本講義で学ぶことの概要について講義する。 

2 回 【トランジスタと論理回路】デジタル回路で用いられる半導体の構造と製造
法についてその基礎について講義する。 
3 回 【論理式と論理回路１】デジタル回路を設計する上で必要になる論理式や真
理値表について復習し、論理回路との関係について講義する。 
4 回 【論理式と論理回路２】積和標準形（加法標準形）とカルノー図について学
び、論理回路設計の理解を深める。 
5 回 【標準的な論理回路】加算器、比較器、エンコーダー、デコーダーなどの標
準的な論理回路 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】特になし。 
2 回 【トランジスタと論理回路】論理ゲートについて予習しておくこと。 
3 回 【論理式と論理回路１】論理式について予習しておくこと。 
4 回 【論理式と論理回路２】３回目の終わりに出す課題について検討しておくこ
と。 
5 回 【標準的な論理回路】第 4 回 第 5 回の内容を復習しておくこと。 
6 回 【理解度調査１】第 2 回から第 5 回までの内容を復習しておくこと。 
7 回 【状態を記憶する論理回路】フリップフロップについて調べておくこと。 
8 回 【順序回路の設計１】第 7 回の内容を復習し 

 



年度 2014 
授業コード FTM01111 
成績評価 定期試験（７０％） レポート（３０％）原則として、欠席が４回以上のものは

失格とする（成績判定せず次年度再受講）。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜10) 
見出し FTM01111 電子⼯学Ⅱ 
担当教員名 ⽊原 朝彦 
単位数 2 
教科書 授業の中で紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 組み合わせ論理回路、順序回路、コンピュータ、通信、光エレクトロニクス、半

導体の製造技術、電子機器 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電子⼯学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なっとくするディジタル電子回路（講談社） 

小野哲章他「臨床⼯学技士標準テキスト」（金原出版）秋⽥純一「ゼロから学ぶデ
ジタル論理回路」（講談社）加藤ただし「電子回路シミュレータ入門」（講談社）
松尾正之他「臨床⼯学シリーズ 医用電気⼯学」（コロナ社） 

授業形態 講義 
注意備考 ※授業受講の事前準備は、参考書やＷｅｂを利用して行うこと。 
シラバスコード FTM01111 
実務経験のある教員  
達成目標 デジタル電子技術の基本と主要な論理デバイスを理解・習得し、それを用いて簡

単な電子回路の設計と解析が出来るようになる。デジタル技術の意味と意義を理
解・習得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館３階３０５号室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electronic Engineering II 
関連科目 電子⼯学 II、電気⼯学Ｉ・II、情報処理⼯学Ｉ・II、計測⼯学、生体計測⼯学Ｉ・

II 生体⼯学実験Ｉ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電子⼯学Ｉに引き続いて、電子⼯学におけるもう一つの重要な基礎分野であるデ

ジタル電子技術について、基本的な考え方とそれに基づく電気回路の解析と設計
について学ぶ。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【オリエンテーション】本講義で学ぶことの概要について講義する。 

2 回 【トランジスタと論理回路】デジタル回路で用いられる半導体の構造と製造
法についてその基礎について講義する。 
3 回 【論理式と論理回路１】デジタル回路を設計する上で必要になる論理式や真
理値表について復習し、論理回路との関係について講義する。 
4 回 【論理式と論理回路２】積和標準形（加法標準形）とカルノー図について学
び、論理回路設計の理解を深める。 
5 回 【標準的な論理回路】加算器、比較器、エンコーダー、デコーダーなどの標
準的な論理回路 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】特になし。 
2 回 【トランジスタと論理回路】論理ゲートについて予習しておくこと。 
3 回 【論理式と論理回路１】論理式について予習しておくこと。 
4 回 【論理式と論理回路２】３回目の終わりに出す課題について検討しておくこ
と。 
5 回 【標準的な論理回路】第 4 回 第 5 回の内容を復習しておくこと。 
6 回 【理解度調査１】第 2 回から第 5 回までの内容を復習しておくこと。 
7 回 【状態を記憶する論理回路】フリップフロップについて調べておくこと。 
8 回 【順序回路の設計１】第 7 回の内容を復習し 

 



年度 2014 
授業コード FTM0111P 
成績評価 定期試験（７０％） レポート（３０％）原則として、欠席が４回以上のものは

失格とする（成績判定せず次年度再受講）。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0111P 電子⼯学Ⅱ 
担当教員名 ⽊原 朝彦 
単位数 2 
教科書 授業の中で紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 組み合わせ論理回路、順序回路、コンピュータ、通信、光エレクトロニクス、半

導体の製造技術、電子機器 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電子⼯学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なっとくするディジタル電子回路（講談社） 

小野哲章他「臨床⼯学技士標準テキスト」（金原出版）秋⽥純一「ゼロから学ぶデ
ジタル論理回路」（講談社）加藤ただし「電子回路シミュレータ入門」（講談社）
松尾正之他「臨床⼯学シリーズ 医用電気⼯学」（コロナ社） 

授業形態 講義 
注意備考 ※授業受講の事前準備は、参考書やＷｅｂを利用して行うこと。 
シラバスコード FTM0111P 
実務経験のある教員  
達成目標 デジタル電子技術の基本と主要な論理デバイスを理解・習得し、それを用いて簡

単な電子回路の設計と解析が出来るようになる。デジタル技術の意味と意義を理
解・習得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館３階３０５号室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electronic Engineering II 
関連科目 電子⼯学 II、電気⼯学Ｉ・II、情報処理⼯学Ｉ・II、計測⼯学、生体計測⼯学Ｉ・

II 生体⼯学実験Ｉ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電子⼯学Ｉに引き続いて、電子⼯学におけるもう一つの重要な基礎分野であるデ

ジタル電子技術について、基本的な考え方とそれに基づく電気回路の解析と設計
について学ぶ。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【オリエンテーション】本講義で学ぶことの概要について講義する。 

2 回 【トランジスタと論理回路】デジタル回路で用いられる半導体の構造と製造
法についてその基礎について講義する。 
3 回 【論理式と論理回路１】デジタル回路を設計する上で必要になる論理式や真
理値表について復習し、論理回路との関係について講義する。 
4 回 【論理式と論理回路２】積和標準形（加法標準形）とカルノー図について学
び、論理回路設計の理解を深める。 
5 回 【標準的な論理回路】加算器、比較器、エンコーダー、デコーダーなどの標
準的な論理回路 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】特になし。 
2 回 【トランジスタと論理回路】論理ゲートについて予習しておくこと。 
3 回 【論理式と論理回路１】論理式について予習しておくこと。 
4 回 【論理式と論理回路２】３回目の終わりに出す課題について検討しておくこ
と。 
5 回 【標準的な論理回路】第 4 回 第 5 回の内容を復習しておくこと。 
6 回 【理解度調査１】第 2 回から第 5 回までの内容を復習しておくこと。 
7 回 【状態を記憶する論理回路】フリップフロップについて調べておくこと。 
8 回 【順序回路の設計１】第 7 回の内容を復習し 

 



年度 2014 
授業コード FTM01210 
成績評価 定期試験（８０％）および小テスト（２０％）で評価する。また原則、欠席が４

回以上のものは失格とする（成績判定せず次年度再受講）。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜14) 
見出し FTM01210 電気⼯学Ⅰ 
担当教員名 小畑 秀明 
単位数 2 
教科書 わかりやすい電気基礎／高橋寛監修、増⽥英二編著／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 電荷と磁界、電気回路、オームの法則、キルヒホッフの法則、ホイーストンブリ

ッジ、温度係数、ジュールの法則、クーロンの法則、ヒステリシス 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 引き続き秋学期にも「電気⼯学Ⅱ」がありますので、お互いに頑張りましょう 
科目名 電気⼯学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小野哲章他「臨床⼯学技士標準テキスト」（金原出版）、加地正義他「初めて学ぶ

電気電子の基礎」（オーム社） 
授業形態 講義 
注意備考 授業は板書中⼼に行う。各自ノートをとること。関数電卓を準備すること。 
シラバスコード FTM01210 
実務経験のある教員  
達成目標 電気回路の基礎となる直流回路を理解し、オームの法則・キルヒホッフの法則な

どを用いた諸計算ができるようになる。また磁気との関係や静電現象に付いて理
解する。 

受講者へのコメント この電気⼯学は「第２種 ME 技術実力検定試験」や「臨床⼯学技士国家試験」で
もかなり多くの問題が出題されていますの 
で、途中であきらめることなく、頑張って欲しいと思います。 

連絡先 ５号館３階小畑研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 当該科目に対して多くの学生の関⼼、理解が高まったようで良かったと思いま
す。 
ME 機器の基本構造、原理を理解するうえでも、また⼯学部の学生としてもこの
科目はとても重要な科目です。 
引き続き興味を持って学んで欲しいと思います。 

英文科目名 Electrical Engineering I 
関連科目 電気⼯学Ⅱ、電子⼯学Ⅰ・Ⅱ、計測⼯学、生体⼯学実験Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 補足資料（プリント）などの充実、演習問題を増やすなど、さらに検討していこ



うと思います。 
講義目的 現代の社会の中で生体医⼯学、臨床⼯学は診断や治療などの医療機器具の中でも

あらゆるところで活用されている。これらの⼯学を学ぶ上で最も基礎となる電気
⼯学は医療機器を扱うエンジニアには特に重要であることから、1 年次より電気
⼯学の基礎を学び、直流回路や交流回路に関する様々な現象と原理、法則につい
て理解する。特に前期では総論として電気⼯学の意義や電磁気学などの概論を学
び、さらに直流回路、電流と磁気、静電気など各論について理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「総論」−生体医⼯学・臨床⼯学における電気⼯学の意義について説明する 

2 回 直流回路 （１）電流と電圧（電子と電流、電位と電圧）について講義する 
3 回 直流回路 （２）電流と電圧（直流と交流・オームの法則）について講義す
る 
4 回 直流回路 （３）直流回路の計算について講義する 
5 回 直流回路 （４）抵抗の性質（キルヒホッフの法則）について講義する 
6 回 直流回路 （５）抵抗の性質（キルヒホッフの法則、ブリッジ回路）につい
て講義する 
7 回 直流回路 （６）電流の作用（ジュール熱、電力、熱電現象）につい 

準備学習 1 回 シラバスの内容をよく読んで、これから学ぶ内容について確認しておくこ
と 
2 回 関数電卓の操作についてよく練習しておくこと 
3 回 電流とは何か、電圧とは何か、前回の内容をよく復習しておくこと 
4 回 オームの法則についてしっかりと理解しておくこと 
5 回 オームの法則、合成抵抗の求め方について理解しておくこと 
6 回 キルヒホッフの法則について良く練習しておくこと 
7 回 キルヒホッフの法則、ブリッジ回路について良く理解しておくこと 
8 回 直流回路に関して復習しておくこと 
9 回 電気によって磁界を発生させる身近 

 



年度 2014 
授業コード FTM0121P 
成績評価 定期試験（８０％）および小テスト（２０％）で評価する。また原則、欠席が４

回以上のものは失格とする（成績判定せず次年度再受講）。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0121P 電気⼯学Ⅰ 
担当教員名 小畑 秀明 
単位数 2 
教科書 わかりやすい電気基礎／高橋寛監修、増⽥英二編著／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 電荷と磁界、電気回路、オームの法則、キルヒホッフの法則、ホイーストンブリ

ッジ、温度係数、ジュールの法則、クーロンの法則、ヒステリシス 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気⼯学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小野哲章他「臨床⼯学技士標準テキスト」（金原出版）、加地正義他「初めて学ぶ

電気電子の基礎」（オーム社） 
授業形態 講義 
注意備考 授業は板書中⼼に行う。各自ノートをとること。関数電卓を準備すること。 
シラバスコード FTM0121P 
実務経験のある教員  
達成目標 電気回路の基礎となる直流回路を理解し、オームの法則・キルヒホッフの法則な

どを用いた諸計算ができるようになる。また磁気との関係や静電現象に付いて理
解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ５号館３階小畑研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electrical Engineering I 
関連科目 電気⼯学Ⅱ、電子⼯学Ⅰ・Ⅱ、計測⼯学、生体⼯学実験Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代の社会の中で生体医⼯学、臨床⼯学は診断や治療などの医療機器具の中でも

あらゆるところで活用されている。これらの⼯学を学ぶ上で最も基礎となる電気
⼯学は医療機器を扱うエンジニアには特に重要であることから、1 年次より電気
⼯学の基礎を学び、直流回路や交流回路に関する様々な現象と原理、法則につい
て理解する。特に前期では総論として電気⼯学の意義や電磁気学などの概論を学
び、さらに直流回路、電流と磁気、静電気など各論について理解する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「総論」−生体医⼯学・臨床⼯学における電気⼯学の意義について説明する 

2 回 直流回路 （１）電流と電圧（電子と電流、電位と電圧）について講義する 
3 回 直流回路 （２）電流と電圧（直流と交流・オームの法則）について講義す
る 
4 回 直流回路 （３）直流回路の計算について講義する 
5 回 直流回路 （４）抵抗の性質（キルヒホッフの法則）について講義する 
6 回 直流回路 （５）抵抗の性質（キルヒホッフの法則、ブリッジ回路）につい
て講義する 
7 回 直流回路 （６）電流の作用（ジュール熱、電力、熱電現象）につい 

準備学習 1 回 シラバスの内容をよく読んで、これから学ぶ内容について確認しておくこ
と 
2 回 関数電卓の操作についてよく練習しておくこと 
3 回 電流とは何か、電圧とは何か、前回の内容をよく復習しておくこと 
4 回 オームの法則についてしっかりと理解しておくこと 
5 回 オームの法則、合成抵抗の求め方について理解しておくこと 
6 回 キルヒホッフの法則について良く練習しておくこと 
7 回 キルヒホッフの法則、ブリッジ回路について良く理解しておくこと 
8 回 直流回路に関して復習しておくこと 
9 回 電気によって磁界を発生させる身近 

 



年度 2014 
授業コード FTM01310 
成績評価 定期試験（８０％）、小テスト（２０％）で評価する。原則、欠席が４回以上のも

のは失格とする（成績判定せず次年度再受講）。 
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜14) 
見出し FTM01310 電気⼯学Ⅱ 
担当教員名 小畑 秀明 
単位数 2 
教科書 わかりやすい電気基礎／高橋寛監修、増⽥英二編著／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 直流回路、電磁誘導、周期と周波数、共振回路、過渡現象、交流ブリッジ、絶縁、

医用接地、非常電源 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特に自由記述はありませんでした。 
科目名 電気⼯学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 臨床⼯学技士標準テキスト／小野哲章他／金原出版；初めて学ぶ電気電子の基礎

／加地正義他／オーム社 
電気回路 A／佐治學／オーム社 

授業形態 講義 
注意備考 授業は板書中⼼に行う。各自ノートをとること。関数電卓を準備すること。 
シラバスコード FTM01310 
実務経験のある教員  
達成目標 交流回路および三相交流回路ついて理解する。さらに臨床⼯学技士が理解してお

く必要のある医用電気機器・病院電気設備の安全基準を理解する。 
受講者へのコメント 電気⼯学のような⼯学系の授業は基礎（電気⼯学Ⅰ）があって始めて理解できて

いくものなので、どうしても少しず 
つ難しくなっていきます。また、この電気⼯学は、「第２種 ME 技術実力検定試
験」や「臨床⼯学技士国家試験」でも 
かなり多くの問題が出題されていますので、途中であきらめることなく、最後ま
で頑張って欲しいと思います。 

連絡先 ５号館３階小畑研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 出席の状況はおおむねよかったのですが、一部で積極性に欠ける学生もいたよう
です。勉強は誰かに強制されてするものでは 
ないので、是非積極的に取り組んで欲しいと思います。 

英文科目名 Electrical Engineering II 
関連科目 電気⼯学Ⅱ、電子⼯学Ⅰ・Ⅱ、計測⼯学、生体⼯学実験Ⅰ 



次回に向けての改善変更予定 今後も引き続き、練習問題、小テストなどもさらに改良していく予定です。 
講義目的 現代の社会の中で生体医⼯学、臨床⼯学は診断や治療などの医療機器具の中でも

あらゆるところで活用されている。これらの⼯学を学ぶ上で最も基礎となる電気
⼯学は医療機器を扱うエンジニアには特に重要であることから、1 年次より電気
⼯学の基礎を学び、直流回路や交流回路に関する原理と法則を理解する。特に後
期では交流回路を中⼼とした理論と電力装置について理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  電気⼯学Ⅰで学んだ直流回路・電流と磁気について総括して説明する 

2 回  静電気について、電界・電位・について講義する 
3 回  コンデンサについて講義する 
4 回  交流回路 （１）正弦波交流の性質について講義する 
5 回  交流回路 （２）交流回路の取り扱いについて講義する 
6 回  交流回路 （３）交流回路の取り扱い、実効値と平均値について講義する 
7 回  交流回路 （４）交流回路における位相について講義する 
8 回  交流回路 （５）抵抗だけの回路、静電容量だけの回路ついて講義する 
9 回  交流回路 

準備学習 1 回  「電気⼯学Ⅰ」で学んだ内容をしっかりと復習し、理解しておくこと 
2 回  「電気⼯学Ⅰ」で学んだ内容をしっかりと復習し、理解しておくこと 
3 回  コンデンサとは何か、他の素子と何が違うのか確認しておくこと 
4 回  三角関数・弧度法について確認しておくこと 
5 回  直流と交流の違いについて良く理解しておくこと 
6 回  正弦波交流の性質について良く理解しておくこと 
7 回  ここまでの交流回路理論についてよく理解しておくこと 
8 回  抵抗とコイル、静電容量それぞれの回路の特性をよく理解しておくこと 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FTM0131P 
成績評価 定期試験（８０％）、小テスト（２０％）で評価する。原則、欠席が４回以上のも

のは失格とする（成績判定せず次年度再受講）。 
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0131P 電気⼯学Ⅱ 
担当教員名 小畑 秀明 
単位数 2 
教科書 わかりやすい電気基礎／高橋寛監修、増⽥英二編著／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 直流回路、電磁誘導、周期と周波数、共振回路、過渡現象、交流ブリッジ、絶縁、

医用接地、非常電源 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気⼯学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 臨床⼯学技士標準テキスト／小野哲章他／金原出版；初めて学ぶ電気電子の基礎

／加地正義他／オーム社 
電気回路 A／佐治學／オーム社 

授業形態 講義 
注意備考 授業は板書中⼼に行う。各自ノートをとること。関数電卓を準備すること。 
シラバスコード FTM0131P 
実務経験のある教員  
達成目標 交流回路および三相交流回路ついて理解する。さらに臨床⼯学技士が理解してお

く必要のある医用電気機器・病院電気設備の安全基準を理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ５号館３階小畑研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electrical Engineering II 
関連科目 電気⼯学Ⅱ、電子⼯学Ⅰ・Ⅱ、計測⼯学、生体⼯学実験Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代の社会の中で生体医⼯学、臨床⼯学は診断や治療などの医療機器具の中でも

あらゆるところで活用されている。これらの⼯学を学ぶ上で最も基礎となる電気
⼯学は医療機器を扱うエンジニアには特に重要であることから、1 年次より電気
⼯学の基礎を学び、直流回路や交流回路に関する原理と法則を理解する。特に後
期では交流回路を中⼼とした理論と電力装置について理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  電気⼯学Ⅰで学んだ直流回路・電流と磁気について総括して説明する 
2 回  静電気について、電界・電位・について講義する 
3 回  コンデンサについて講義する 
4 回  交流回路 （１）正弦波交流の性質について講義する 
5 回  交流回路 （２）交流回路の取り扱いについて講義する 
6 回  交流回路 （３）交流回路の取り扱い、実効値と平均値について講義する 
7 回  交流回路 （４）交流回路における位相について講義する 
8 回  交流回路 （５）抵抗だけの回路、静電容量だけの回路ついて講義する 
9 回  交流回路 

準備学習 1 回  「電気⼯学Ⅰ」で学んだ内容をしっかりと復習し、理解しておくこと 
2 回  「電気⼯学Ⅰ」で学んだ内容をしっかりと復習し、理解しておくこと 
3 回  コンデンサとは何か、他の素子と何が違うのか確認しておくこと 
4 回  三角関数・弧度法について確認しておくこと 
5 回  直流と交流の違いについて良く理解しておくこと 
6 回  正弦波交流の性質について良く理解しておくこと 
7 回  ここまでの交流回路理論についてよく理解しておくこと 
8 回  抵抗とコイル、静電容量それぞれの回路の特性をよく理解しておくこと 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FTM01410 
成績評価 定期試験（７０％） レポート（３０％）。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(11〜) 
見出し FTM01410 計測⼯学 
担当教員名 ⽊原 朝彦 
単位数 2 
教科書 授業の中で紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 直接測定、間接測定、⺟集団分布、標本分布、生体物理量・化学量、生体電気磁

気現象、放射線を利用した計測、電磁場を利用した計測、超音波を利用した計測、
光学特性・温度特性を利用した測定、画像計測、検体計測、計測情報の処理 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 計測⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 酒井英行「実験精度と誤差」（丸善）吉澤康和「新しい誤差論」（共立出版） 
授業形態 講義 
注意備考 ※授業受講の事前準備は、参考書やＷｅｂを利用して行うこと。 
シラバスコード FTM01410 
実務経験のある教員  
達成目標 測定で得られたデータを処理する方法とその数学的な裏づけを理解・習得する。

二年次以降に行う演習や実験で利用できるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館３階３０５号室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Measurement Engineering 
関連科目 電子⼯学Ｉ・II、生体計測⼯学Ｉ・II、放射線⼯学概論、生体⼯学実験Ｉ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 計測⼯学には、ある物理量の計測手段そのものについて考える側面と、得られた

データを処理しそこから意味のある情報を引き出すという二つの側面がある。本
科目では、まず後者についてその基本を学んだ後、生体医⼯学で用いられる様々
な計測手法を理解する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【オリエンテーション】本講義で学ぶことの概要について講義する。 

2 回 【計測データとその処理】確率と統計の基礎について学び、それを元に、計
測データの処理の意義の基本について講義する。 



3 回 【直接測定】複数回の測定結果から得られた平均値と分散が持つ性質につい
て講義する。 
4 回 【色々な分布】測定対象が持つバラツキが持つ分布について代表的について
講義する。 
5 回 【間接測定】目的とする量が、幾つかの異なる測定値の組み合わせで得られ
る場合について、その特徴と性質について講義する。 
6 回 【直接測定と間接 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】特になし。 
2 回 【計測データとその処理】特になし 
3 回 【直接測定】前回に講義した確率と統計の基礎について復習しておくこと。 
4 回 【色々な分布】測定で生じるバラツキにはどのようなものがあるか、具体的
な例を考えておくこと。 
5 回 【間接測定】微分について基礎的なことを復習しておくこと。 
6 回 【直接測定と間接測定に関する演習】前回までの内容を復習しておくこと。 
7 回 【検定とは何か】確率と統計の基礎について再復習しておくこと。 
8 回 【検定の実際】前回の講義内容を復習しておく 

 



年度 2014 
授業コード FTM01411 
成績評価 定期試験（７０％） レポート（３０％）。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜10) 
見出し FTM01411 計測⼯学 
担当教員名 ⽊原 朝彦 
単位数 2 
教科書 授業の中で紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 直接測定、間接測定、⺟集団分布、標本分布、生体物理量・化学量、生体電気磁

気現象、放射線を利用した計測、電磁場を利用した計測、超音波を利用した計測、
光学特性・温度特性を利用した測定、画像計測、検体計測、計測情報の処理 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 計測⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 酒井英行「実験精度と誤差」（丸善）吉澤康和「新しい誤差論」（共立出版） 
授業形態 講義 
注意備考 ※授業受講の事前準備は、参考書やＷｅｂを利用して行うこと。 
シラバスコード FTM01411 
実務経験のある教員  
達成目標 測定で得られたデータを処理する方法とその数学的な裏づけを理解・習得する。

二年次以降に行う演習や実験で利用できるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館３階３０５号室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Measurement Engineering 
関連科目 電子⼯学Ｉ・II、生体計測⼯学Ｉ・II、放射線⼯学概論、生体⼯学実験Ｉ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 計測⼯学には、ある物理量の計測手段そのものについて考える側面と、得られた

データを処理しそこから意味のある情報を引き出すという二つの側面がある。本
科目では、まず後者についてその基本を学んだ後、生体医⼯学で用いられる様々
な計測手法を理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【オリエンテーション】本講義で学ぶことの概要について講義する。 

2 回 【計測データとその処理】確率と統計の基礎について学び、それを元に、計
測データの処理の意義の基本について講義する。 



3 回 【直接測定】複数回の測定結果から得られた平均値と分散が持つ性質につい
て講義する。 
4 回 【色々な分布】測定対象が持つバラツキが持つ分布について代表的について
講義する。 
5 回 【間接測定】目的とする量が、幾つかの異なる測定値の組み合わせで得られ
る場合について、その特徴と性質について講義する。 
6 回 【直接測定と間接 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】特になし。 
2 回 【計測データとその処理】特になし 
3 回 【直接測定】前回に講義した確率と統計の基礎について復習しておくこと。 
4 回 【色々な分布】測定で生じるバラツキにはどのようなものがあるか、具体的
な例を考えておくこと。 
5 回 【間接測定】微分について基礎的なことを復習しておくこと。 
6 回 【直接測定と間接測定に関する演習】前回までの内容を復習しておくこと。 
7 回 【検定とは何か】確率と統計の基礎について再復習しておくこと。 
8 回 【検定の実際】前回の講義内容を復習しておく 

 



年度 2014 
授業コード FTM0141P 
成績評価 定期試験（７０％） レポート（３０％）。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0141P 計測⼯学 
担当教員名 ⽊原 朝彦 
単位数 2 
教科書 授業の中で紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 直接測定、間接測定、⺟集団分布、標本分布、生体物理量・化学量、生体電気磁

気現象、放射線を利用した計測、電磁場を利用した計測、超音波を利用した計測、
光学特性・温度特性を利用した測定、画像計測、検体計測、計測情報の処理 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 計測⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 酒井英行「実験精度と誤差」（丸善）吉澤康和「新しい誤差論」（共立出版） 
授業形態 講義 
注意備考 ※授業受講の事前準備は、参考書やＷｅｂを利用して行うこと。 
シラバスコード FTM0141P 
実務経験のある教員  
達成目標 測定で得られたデータを処理する方法とその数学的な裏づけを理解・習得する。

二年次以降に行う演習や実験で利用できるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館３階３０５号室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Measurement Engineering 
関連科目 電子⼯学Ｉ・II、生体計測⼯学Ｉ・II、放射線⼯学概論、生体⼯学実験Ｉ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 計測⼯学には、ある物理量の計測手段そのものについて考える側面と、得られた

データを処理しそこから意味のある情報を引き出すという二つの側面がある。本
科目では、まず後者についてその基本を学んだ後、生体医⼯学で用いられる様々
な計測手法を理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【オリエンテーション】本講義で学ぶことの概要について講義する。 

2 回 【計測データとその処理】確率と統計の基礎について学び、それを元に、計
測データの処理の意義の基本について講義する。 



3 回 【直接測定】複数回の測定結果から得られた平均値と分散が持つ性質につい
て講義する。 
4 回 【色々な分布】測定対象が持つバラツキが持つ分布について代表的について
講義する。 
5 回 【間接測定】目的とする量が、幾つかの異なる測定値の組み合わせで得られ
る場合について、その特徴と性質について講義する。 
6 回 【直接測定と間接 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】特になし。 
2 回 【計測データとその処理】特になし 
3 回 【直接測定】前回に講義した確率と統計の基礎について復習しておくこと。 
4 回 【色々な分布】測定で生じるバラツキにはどのようなものがあるか、具体的
な例を考えておくこと。 
5 回 【間接測定】微分について基礎的なことを復習しておくこと。 
6 回 【直接測定と間接測定に関する演習】前回までの内容を復習しておくこと。 
7 回 【検定とは何か】確率と統計の基礎について再復習しておくこと。 
8 回 【検定の実際】前回の講義内容を復習しておく 

 



年度 2014 
授業コード FTM01510 
成績評価 小テスト（３０％）と定期試験（７０％） 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(11〜13) 
見出し FTM01510 機械⼯学 
担当教員名 内貴 猛 
単位数 2 
教科書 臨床⼯学講座 医用機械⼯学／嶋津秀昭、馬淵清資／医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード 材料力学、流体力学、熱力学、機械材料、機械要素、機械製作、機械設計、医療

機器 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 何か記述した学生がいましたが、薄くて読めませんでした。 
科目名 機械⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 医療系資格試験のための物理／仲⽥昭彦／コロナ社／ISBN978-4-339-07228-0 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態はマークシート式試験とする。 

筆記用具以外の持ち込みを不可とする。 
シラバスコード FTM01510 
実務経験のある教員  
達成目標 機械⼯学に関する一般的知識を確実に習得する。 

第 2 種 ME 試験、国家試験の機械⼯学に関連した問題を解けるようになる。 
受講者へのコメント 第 2 種 ME 試験に合格することを目標とした講義ですので、ちゃんと予習・復習

をして欲しいと思います。 
連絡先 27 号館 3 階 304 室 tnaiki@bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 良く出席していました。 
1 時間以上の予習・復習をした学生は 52.2%でした。全くしなかった学生が 27.3%
いました。 

英文科目名 Mechanical Engineering 
関連科目 応用力学Ⅰ、応用力学Ⅱ、バイオメカニクス、生体運動学、生体⼯学実験Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 教科書を見直したいと思います。 
講義目的 ⼯学の基礎としての機械⼯学全般、および生体⼯学、医用⼯学、臨床⼯学に必要

な機械⼯学の基礎的事項を理解する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

力学の基礎： ニュートンの運動法則、力の釣り合いについて説明する。 



2 回 力学の基礎： いろいろな運動と力、エネルギーと仕事について説明する。 
3 回 力学の基礎を演習形式で復習する。 
4 回 材料・固体力学： 弾性、応力、ひずみ、弾性係数について説明する。 
5 回 材料・固体力学： 曲げモーメント、軸の強さ、座屈について説明する。 
6 回 材料・固体学を演習形式で復習する。 
7 回 流体力学： 圧力、パスカルの原理、連続の式、ベルヌーイの定理について
説明する。 
8 回 流体力学： ハーゲン 

準備学習 1 回 教科書第 1 章 1〜6 節を読んでおくこと。 
2 回 第 1 章 7〜10 節を読んでおくこと。 
3 回 1,2 回の内容を復習すること。 
4 回 教科書第 2 章 1〜7 節を読んでおくこと。 
5 回 第 2 章 8〜10 節を読んでおくこと。 
6 回 4,5 回の内容を復習すること。 
7 回 第 3 章 1〜5 節を読んでおくこと。 
8 回 第 3 章 6〜8 節を読んでおくこと。 
9 回 7,8 回の内容を復習すること。 
10 回 第 4 章 1〜5 節を読んでおくこと。 
11 回 第 4 章 6〜8 節を読んでおくこと。 
12 回 10,11 回の内容を復習すること。 
13 回 第 5 

 



年度 2014 
授業コード FTM01511 
成績評価 小テスト（３０％）と定期試験（７０％） 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜13) 
見出し FTM01511 機械⼯学 
担当教員名 内貴 猛 
単位数 2 
教科書 臨床⼯学講座 医用機械⼯学／嶋津秀昭、馬淵清資／医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード 材料力学、流体力学、熱力学、機械材料、機械要素、機械製作、機械設計、医療

機器 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 医療系資格試験のための物理／仲⽥昭彦／コロナ社／ISBN978-4-339-07228-0 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態はマークシート式試験とする。 

筆記用具以外の持ち込みを不可とする。 
シラバスコード FTM01511 
実務経験のある教員  
達成目標 機械⼯学に関する一般的知識を確実に習得する。 

第 2 種 ME 試験、国家試験の機械⼯学に関連した問題を解けるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 3 階 304 室 tnaiki@bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mechanical Engineering 
関連科目 応用力学Ⅰ、応用力学Ⅱ、バイオメカニクス、生体運動学、生体⼯学実験Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼯学の基礎としての機械⼯学全般、および生体⼯学、医用⼯学、臨床⼯学に必要

な機械⼯学の基礎的事項を理解する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

力学の基礎： ニュートンの運動法則、力の釣り合いについて説明する。 
2 回 力学の基礎： いろいろな運動と力、エネルギーと仕事について説明する。 
3 回 力学の基礎を演習形式で復習する。 
4 回 材料・固体力学： 弾性、応力、ひずみ、弾性係数について説明する。 



5 回 材料・固体力学： 曲げモーメント、軸の強さ、座屈について説明する。 
6 回 材料・固体学を演習形式で復習する。 
7 回 流体力学： 圧力、パスカルの原理、連続の式、ベルヌーイの定理について
説明する。 
8 回 流体力学： ハーゲン 

準備学習 1 回 教科書第 1 章 1〜6 節を読んでおくこと。 
2 回 第 1 章 7〜10 節を読んでおくこと。 
3 回 1,2 回の内容を復習すること。 
4 回 教科書第 2 章 1〜7 節を読んでおくこと。 
5 回 第 2 章 8〜10 節を読んでおくこと。 
6 回 4,5 回の内容を復習すること。 
7 回 第 3 章 1〜5 節を読んでおくこと。 
8 回 第 3 章 6〜8 節を読んでおくこと。 
9 回 7,8 回の内容を復習すること。 
10 回 第 4 章 1〜5 節を読んでおくこと。 
11 回 第 4 章 6〜8 節を読んでおくこと。 
12 回 10,11 回の内容を復習すること。 
13 回 第 5 

 



年度 2014 
授業コード FTM0151P 
成績評価 小テスト（３０％）と定期試験（７０％） 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0151P 機械⼯学 
担当教員名 内貴 猛 
単位数 2 
教科書 臨床⼯学講座 医用機械⼯学／嶋津秀昭、馬淵清資／医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード 材料力学、流体力学、熱力学、機械材料、機械要素、機械製作、機械設計、医療

機器 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 医療系資格試験のための物理／仲⽥昭彦／コロナ社／ISBN978-4-339-07228-0 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態はマークシート式試験とする。 

筆記用具以外の持ち込みを不可とする。 
シラバスコード FTM0151P 
実務経験のある教員  
達成目標 機械⼯学に関する一般的知識を確実に習得する。 

第 2 種 ME 試験、国家試験の機械⼯学に関連した問題を解けるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 3 階 304 室 tnaiki@bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mechanical Engineering 
関連科目 応用力学Ⅰ、応用力学Ⅱ、バイオメカニクス、生体運動学、生体⼯学実験Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼯学の基礎としての機械⼯学全般、および生体⼯学、医用⼯学、臨床⼯学に必要

な機械⼯学の基礎的事項を理解する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

力学の基礎： ニュートンの運動法則、力の釣り合いについて説明する。 
2 回 力学の基礎： いろいろな運動と力、エネルギーと仕事について説明する。 
3 回 力学の基礎を演習形式で復習する。 
4 回 材料・固体力学： 弾性、応力、ひずみ、弾性係数について説明する。 



5 回 材料・固体力学： 曲げモーメント、軸の強さ、座屈について説明する。 
6 回 材料・固体学を演習形式で復習する。 
7 回 流体力学： 圧力、パスカルの原理、連続の式、ベルヌーイの定理について
説明する。 
8 回 流体力学： ハーゲン 

準備学習 1 回 教科書第 1 章 1〜6 節を読んでおくこと。 
2 回 第 1 章 7〜10 節を読んでおくこと。 
3 回 1,2 回の内容を復習すること。 
4 回 教科書第 2 章 1〜7 節を読んでおくこと。 
5 回 第 2 章 8〜10 節を読んでおくこと。 
6 回 4,5 回の内容を復習すること。 
7 回 第 3 章 1〜5 節を読んでおくこと。 
8 回 第 3 章 6〜8 節を読んでおくこと。 
9 回 7,8 回の内容を復習すること。 
10 回 第 4 章 1〜5 節を読んでおくこと。 
11 回 第 4 章 6〜8 節を読んでおくこと。 
12 回 10,11 回の内容を復習すること。 
13 回 第 5 

 



年度 2014 
授業コード FTM01610 
成績評価 定期試験（70%）＋小テスト（30%）とする． 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜14) 
見出し FTM01610 応用力学Ⅰ 
担当教員名 松宮 潔 
単位数 2 
教科書 臨 床 ⼯ 学 講 座  医 用 機 械 ⼯ 学 ／ 嶋 津 昭 雄 ・ 馬 渕 清 資 ／ 医 ⻭ 薬 出 版 ／

9784263734094 
アクティブラーニング  
キーワード SI 単位、力の作用と運動、モーメント、エネルギー、応力、ひずみ、弾性、フッ

クの法則 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用力学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新・物理入門 (駿台受験シリーズ)／山本義隆／駿台文庫／9784796116183 
授業形態 講義 
注意備考 知識を詰め込む科目ではなく，考え方のスキル（技術）を身に着ける科目である．

暗記では習得が難しい内容であるが，とにかく自分で頭と手を動かせば理解への
道が開ける内容でもある． 

シラバスコード FTM01610 
実務経験のある教員  
達成目標 力学の基礎、単位、力と応力の関係、変形とひずみの関係、応力とひずみの関係

を理解するとともに、その応用として棒やはりに荷重が作用したときの応力と変
形（ひずみ）を解析する方法を習得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 kmatsumiya＠bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Applied Mechanics I 
関連科目 機械⼯学、応用力学Ⅱ、材料⼯学、バイオメカニクス、生体運動学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生体組織や細胞、器官に関わる各種問題を⼯学的に解析するための基礎として、

力学の基礎と，材料力学，固体力学，構造力学，機械力学などについて、生体組
織，器官を考慮しながら理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 力学の意義と応用力学の各分野、材料力学の概要、生体との関連について説



明する。 
2 回 力学で用いる基礎的数学について説明する。 
3 回 ベクトルとスカラー、速度と加速度、質量と重量、運動の法則、放物運動に
ついて説明する。 
4 回 振動、仕事とエネルギーについて説明する。 
5 回 力とモーメントのつり合い、単位について説明する。 
6 回 物体に作用する荷重について説明する。また、小テスト１を実施する。 
7 回 力と応力、変形とひずみ、材料試験について説明する。 
8 回 応力とひずみの関係、許容応力と安全率について説 

準備学習 教科書の内，各回授業に該当する箇所をあらかじめ読み，各自，理解できる箇所
と不明な箇所を認識しておくこと． 

 



年度 2014 
授業コード FTM0161P 
成績評価 定期試験（70%）＋小テスト（30%）とする． 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0161P 応用力学Ⅰ 
担当教員名 松宮 潔 
単位数 2 
教科書 臨 床 ⼯ 学 講 座  医 用 機 械 ⼯ 学 ／ 嶋 津 昭 雄 ・ 馬 渕 清 資 ／ 医 ⻭ 薬 出 版 ／

9784263734094 
アクティブラーニング  
キーワード SI 単位、力の作用と運動、モーメント、エネルギー、応力、ひずみ、弾性、フッ

クの法則 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用力学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新・物理入門 (駿台受験シリーズ)／山本義隆／駿台文庫／9784796116183 
授業形態 講義 
注意備考 知識を詰め込む科目ではなく，考え方のスキル（技術）を身に着ける科目である．

暗記では習得が難しい内容であるが，とにかく自分で頭と手を動かせば理解への
道が開ける内容でもある． 

シラバスコード FTM0161P 
実務経験のある教員  
達成目標 力学の基礎、単位、力と応力の関係、変形とひずみの関係、応力とひずみの関係

を理解するとともに、その応用として棒やはりに荷重が作用したときの応力と変
形（ひずみ）を解析する方法を習得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 kmatsumiya＠bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Applied Mechanics I 
関連科目 機械⼯学、応用力学Ⅱ、材料⼯学、バイオメカニクス、生体運動学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生体組織や細胞、器官に関わる各種問題を⼯学的に解析するための基礎として、

力学の基礎と，材料力学，固体力学，構造力学，機械力学などについて、生体組
織，器官を考慮しながら理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 力学の意義と応用力学の各分野、材料力学の概要、生体との関連について説



明する。 
2 回 力学で用いる基礎的数学について説明する。 
3 回 ベクトルとスカラー、速度と加速度、質量と重量、運動の法則、放物運動に
ついて説明する。 
4 回 振動、仕事とエネルギーについて説明する。 
5 回 力とモーメントのつり合い、単位について説明する。 
6 回 物体に作用する荷重について説明する。また、小テスト１を実施する。 
7 回 力と応力、変形とひずみ、材料試験について説明する。 
8 回 応力とひずみの関係、許容応力と安全率について説 

準備学習 教科書の内，各回授業に該当する箇所をあらかじめ読み，各自，理解できる箇所
と不明な箇所を認識しておくこと． 

 



年度 2014 
授業コード FTM01710 
成績評価 2 回の中間テスト 40%、定期試験 60%により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜14) 
見出し FTM01710 応用力学Ⅱ 
担当教員名 内貴 猛 
単位数 2 
教科書 資料をコピーで配布 
アクティブラーニング  
キーワード 浮力，抗力，粘性係数，ポアズイユ流れ，波動方程式，音波，超音波，永久機関，

熱拡散，対流，量子力学，潜熱，エンジン，エアコン 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特に自由記述はありませんでした。 
科目名 応用力学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 図解流体⼯学／望月修著／朝倉書店： 

おもしろ話で理解する熱力学入門／久保⽥浪之介／日刊⼯業新聞社 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態はマークシート式試験とする。 

定期試験、中間テストでは携帯電話以外の持ち込みを可とする。 
シラバスコード FTM01710 
実務経験のある教員  
達成目標 流体力学，波動力学，熱力学の基礎的な考え方を身につけ，流体や超音波、熱に

ともなう諸現象の原理を理解する。具体的には 
・ポアズイユの法則、ベルヌーイの定理を用いた計算ができること。 
・デシベル、ドップラー効果に関した問題を解けるようになること。 
・ボイル・シャルルの法則、分圧に関した問題を解けるようになること。 
・上記の内容に関連したパラメータの単位を変換できるようになること。 

受講者へのコメント 「理解しやすいように、説明にもう少し⼯夫を加えてもらえると良い」と回答し
た学生が 17%いました。何が理解できなかったのかが教員にはわかりませんの
で、是非質問してください。 

連絡先 27 号館 3 階 304 室 tnaiki@bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 良く出席しているようです。 
30 分以上授業時間以外で学習した学生が 76.6%でしたが、全く勉強していない
学生が 23.4%もいました。 
満足、ほぼ満足した学生が 48.9%でした。 

英文科目名 Applied Mechanics II 



関連科目 機械⼯学、応用力学Ⅰ、生体⼯学実験Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 講義資料を教員がプリントアウトしてホチキス止めして配布していましたが、次

回は業者に依頼して製本してもらおうと考えています。 
講義目的 流体力学と波動力学，熱力学，伝熱⼯学の基礎を教授し，生体医⼯学に使用され

ている流速，流量，圧力などの計測技術，音・超音波を用いた計測技術，温度と
熱に関する最新の計測技術の構造・原理を理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。講義の進め方を説明する。流れとは何かを説明する。 

2 回  流体計測技術に関連する用語 1。層流，乱流，境界層，流れの相似則につ
いて説明する。 
3 回  流体計測技術に関連する用語 2。流線，揚力，抗力，粘性，ニュートン流
体について説明する。 
4 回  流体計測技術で使用する基本法則 1。ハーゲン・ポアズイユの法則，連続
の式，ナビエ・ストークス方程式，パスカルの法則について説明する。 
5 回  流体計測技術で使用する基本法則 2。ベルヌーイの定理，流量計の原理に
ついて説明する。 
6 回  圧力計 

準備学習 1 回 講義予定、特に中間テストと定期試験の日程を自分の予定表に書き込んで
おくこと。 
2 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
3 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
4 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
5 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
6 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
7 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
8 回  第 2 回〜第 7 回の内容を復習しておくこと。 
9 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
10 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
11 回 

 



年度 2014 
授業コード FTM0171P 
成績評価 2 回の中間テスト 40%、定期試験 60%により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0171P 応用力学Ⅱ 
担当教員名 内貴 猛 
単位数 2 
教科書 資料をコピーで配布 
アクティブラーニング  
キーワード 浮力，抗力，粘性係数，ポアズイユ流れ，波動方程式，音波，超音波，永久機関，

熱拡散，対流，量子力学，潜熱，エンジン，エアコン 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用力学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 図解流体⼯学／望月修著／朝倉書店： 

おもしろ話で理解する熱力学入門／久保⽥浪之介／日刊⼯業新聞社 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態はマークシート式試験とする。 

定期試験、中間テストでは携帯電話以外の持ち込みを可とする。 
シラバスコード FTM0171P 
実務経験のある教員  
達成目標 流体力学，波動力学，熱力学の基礎的な考え方を身につけ，流体や超音波、熱に

ともなう諸現象の原理を理解する。具体的には 
・ポアズイユの法則、ベルヌーイの定理を用いた計算ができること。 
・デシベル、ドップラー効果に関した問題を解けるようになること。 
・ボイル・シャルルの法則、分圧に関した問題を解けるようになること。 
・上記の内容に関連したパラメータの単位を変換できるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 3 階 304 室 tnaiki@bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Applied Mechanics II 
関連科目 機械⼯学、応用力学Ⅰ、生体⼯学実験Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 流体力学と波動力学，熱力学，伝熱⼯学の基礎を教授し，生体医⼯学に使用され

ている流速，流量，圧力などの計測技術，音・超音波を用いた計測技術，温度と
熱に関する最新の計測技術の構造・原理を理解する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。講義の進め方を説明する。流れとは何かを説明する。 

2 回  流体計測技術に関連する用語 1。層流，乱流，境界層，流れの相似則につ
いて説明する。 
3 回  流体計測技術に関連する用語 2。流線，揚力，抗力，粘性，ニュートン流
体について説明する。 
4 回  流体計測技術で使用する基本法則 1。ハーゲン・ポアズイユの法則，連続
の式，ナビエ・ストークス方程式，パスカルの法則について説明する。 
5 回  流体計測技術で使用する基本法則 2。ベルヌーイの定理，流量計の原理に
ついて説明する。 
6 回  圧力計 

準備学習 1 回 講義予定、特に中間テストと定期試験の日程を自分の予定表に書き込んで
おくこと。 
2 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
3 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
4 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
5 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
6 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
7 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
8 回  第 2 回〜第 7 回の内容を復習しておくこと。 
9 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
10 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
11 回 

 



年度 2014 
授業コード FTM01810 
成績評価 定期試験（７０％）、毎回のミニテスト（３０％） 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜14) 
見出し FTM01810 材料⼯学 
担当教員名 中路 修平 
単位数 2 
教科書 新版ヴィジュアルでわかるバイオマテリアル／古薗 勉、岡⽥正弘／学研メディ

カル秀潤社／978-4-780908459 
アクティブラーニング  
キーワード 医用材料、生体材料、バイオマテリアル、生体適合性、安全性、医療機器 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 〔自由意見〕（以下の自由意見がありました。原文のまま） 

・自由意見 1「とても興味深い内容の授業でおもしろかった。特に 14 回目が。」 
・自由意見２｢実際に現品を持ってきたりしてくれると実感というものが涌くの
でそうしたことをもっと増やしてほしいです。｣ 
・自由意見３｢50 周年記念館とかつくるくらいなら起用室に空調設備を設置して
ほしい。｣ 
・自由意見４｢教室が暑い、場所を変えてほしい。｣ 
・自由意見５｢聞くだけで辛かった。｣ 
・自由意見６｢ありがとうございました。｣ 
・自由意見７｢暑い。｣ 
・自由意見８｢この分 

科目名 材料⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 臨床⼯学講座生体物性・医用材料⼯学／中島章夫、氏平政伸／医⻭薬出版、およ

びプリントを適宜使用する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM01810 
実務経験のある教員  
達成目標 医用材料に関する基礎的知識を習得する。臨床⼯学コースの場合、臨床⼯学技士

の業務に必要な医用材料に関する知識を習得し臨床⼯学技士国家試験に合格す
るために必要な知識を獲得することが達成目標である。生体⼯学コースの場合、
医療機器に係わる業務（開発、生産、品質管理など）に必要な医用材料に関する
基礎的な知識を獲得することが達成目標である。 

受講者へのコメント この授業では、いろいろな医療機器・医療用具に使用される材料について勉強し
ます。1 年生の前期という、人⼯腎臓も、人⼯肺も、人⼯関節も、何も習ってい
ない段階で、材料名を勉強します。そのため、丸暗記的な要素が強くなってしま
います。そのような問題点を克服するため、授業では、人⼯腎臓、中空糸、人⼯



関節、人⼯血管、血液回路、カテーテルなどの実物を回覧し、目で見て、手で触
って感触を知ってもらう⼯夫をしています。さらに、動画を多用して感覚的に分
かりやすい授業になるように⼯夫しています。 

連絡先 生体材料⼯学研究室（２７号館３階３０８室）、オフィスアワー：月〜金 昼休み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【C】総合評価の７）この授業に満足しましたか、で、満足（23 人）を 5 点、ほ
ぼ満足（21 人）を 4 点、普通（6 人）を 3 点、やや不満（2 人）を 2 点、不満（0
人）を 1 点（無回答（4 人）は計算に含めない）として、加重平均すると 4.25 点。
同様に、６）授業に対する教員の意欲は感じられましたか、では 4.73 点、５）こ
の授業の目標を達成できましたか、では 4.10 点。これら 3 項目の平均が 4.36 点
でした。これらから判断すると、まずまずだったのではないかと考えています。 

英文科目名 Biomaterial Engineering 
関連科目 物性⼯学、人⼯臓器Ⅰ、人⼯臓器Ⅱ、人⼯臓器Ⅲ、人⼯臓器Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定 特に大きな変更は考えていません。医療機器・医療用具の実物をさらに集めたい

と考えています。板書、パワーポイントに加え、動画やインターネットを活用し
ています。医療の専門分野では特に有効だと考えていますので、さらに充実させ
たいと考えています。 

講義目的 材料⼯学では生体医⼯学に係わる医用材料（バイオマテリアル、生体材料とも呼
ばれる）について学習する。特に生体⼯学、医用⼯学、臨床⼯学に必要な材料⼯
学の基礎について、生体の特性を考慮しながらおもに人⼯材料を中⼼に学習す
る。医用材料に必要な基本的条件、医用材料の生体適合性、高分子系医用材料、
金属系医用材料、セラミックス系医用材料等について学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 バイオマテリアル（医用材料）の概要と必要条件について解説する。 

2 回 バイオマテリアルとそれを応用した医療機器の関係について解説する。 
3 回 高分子系バイオマテリアル（１）（高分子の性質）について解説する。 
4 回 高分子系バイオマテリアル（２）（合成高分子）について解説する。 
5 回 高分子系バイオマテリアル（３）（天然高分子、生分解性高分子）について
解説する。 
6 回 金属系バイオマテリアル（種類、特性など）について解説する。 
7 回 セラミックス系バイオマテリアル（種類、特性など）について解説する。 
 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。教科書の１-1 の
1,2 を予習しておくこと。 
2 回 教科書のⅠ-1 の 3,4 を予習しておくこと。 
3 回 教科書のⅡ-1 の 1,2 を予習しておくこと。 
4 回 教科書のⅡ-1 の 3 を予習しておくこと。 
5 回 教科書のⅡ-1 の 4,5,6 を予習しておくこと。 
6 回 教科書のⅡ-2 を予習しておくこと。 
7 回 教科書のⅡ-3 を予習しておくこと。 
8 回 教科書のⅠ-2 を予習しておくこと。 



9 回 教科書のⅠ-2 を予習しておくこと。 
10 回 教科書のⅠ-1 の 2,4 を予習して 

 



年度 2014 
授業コード FTM0181P 
成績評価 定期試験（７０％）、毎回のミニテスト（３０％） 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0181P 材料⼯学 
担当教員名 中路 修平 
単位数 2 
教科書 新版ヴィジュアルでわかるバイオマテリアル／古薗 勉、岡⽥正弘／学研メディ

カル秀潤社／978-4-780908459 
アクティブラーニング  
キーワード 医用材料、生体材料、バイオマテリアル、生体適合性、安全性、医療機器 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 材料⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 臨床⼯学講座生体物性・医用材料⼯学／中島章夫、氏平政伸／医⻭薬出版、およ

びプリントを適宜使用する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM0181P 
実務経験のある教員  
達成目標 医用材料に関する基礎的知識を習得する。臨床⼯学コースの場合、臨床⼯学技士

の業務に必要な医用材料に関する知識を習得し臨床⼯学技士国家試験に合格す
るために必要な知識を獲得することが達成目標である。生体⼯学コースの場合、
医療機器に係わる業務（開発、生産、品質管理など）に必要な医用材料に関する
基礎的な知識を獲得することが達成目標である。 

受講者へのコメント  
連絡先 生体材料⼯学研究室（２７号館３階３０８室）、オフィスアワー：月〜金 昼休み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biomaterial Engineering 
関連科目 物性⼯学、人⼯臓器Ⅰ、人⼯臓器Ⅱ、人⼯臓器Ⅲ、人⼯臓器Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 材料⼯学では生体医⼯学に係わる医用材料（バイオマテリアル、生体材料とも呼

ばれる）について学習する。特に生体⼯学、医用⼯学、臨床⼯学に必要な材料⼯
学の基礎について、生体の特性を考慮しながらおもに人⼯材料を中⼼に学習す
る。医用材料に必要な基本的条件、医用材料の生体適合性、高分子系医用材料、
金属系医用材料、セラミックス系医用材料等について学ぶ。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 バイオマテリアル（医用材料）の概要と必要条件について解説する。 

2 回 バイオマテリアルとそれを応用した医療機器の関係について解説する。 
3 回 高分子系バイオマテリアル（１）（高分子の性質）について解説する。 
4 回 高分子系バイオマテリアル（２）（合成高分子）について解説する。 
5 回 高分子系バイオマテリアル（３）（天然高分子、生分解性高分子）について
解説する。 
6 回 金属系バイオマテリアル（種類、特性など）について解説する。 
7 回 セラミックス系バイオマテリアル（種類、特性など）について解説する。 
 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。教科書の１-1 の
1,2 を予習しておくこと。 
2 回 教科書のⅠ-1 の 3,4 を予習しておくこと。 
3 回 教科書のⅡ-1 の 1,2 を予習しておくこと。 
4 回 教科書のⅡ-1 の 3 を予習しておくこと。 
5 回 教科書のⅡ-1 の 4,5,6 を予習しておくこと。 
6 回 教科書のⅡ-2 を予習しておくこと。 
7 回 教科書のⅡ-3 を予習しておくこと。 
8 回 教科書のⅠ-2 を予習しておくこと。 
9 回 教科書のⅠ-2 を予習しておくこと。 
10 回 教科書のⅠ-1 の 2,4 を予習して 

 



年度 2014 
授業コード FTM01910 
成績評価 定期試験（７０％）、毎回のミニテスト（３０％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜14) 
見出し FTM01910 物性⼯学 
担当教員名 中路 修平 
単位数 2 
教科書 生体物性/医用機械⼯学／池⽥研二、嶋津秀明／学研メディカル秀潤社 
アクティブラーニング  
キーワード 生体作用、生体物性、力学的特性、電気特性、電磁界、脈管系、超音波、光特性、

熱特性 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述欄に｢ありがとうございました｣という 1 件の記述がありました。私から

コメントはありません。 
科目名 物性⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 増補版物理学入門／原 康夫／学術図書出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM01910 
実務経験のある教員  
達成目標 生体物性⼯学に関する知識を習得する。臨床⼯学コースの場合、臨床⼯学技士の

業務に必要な生体物性⼯学に関する知識を習得し臨床⼯学技士国家試験に合格
するために必要な知識を獲得することが達成目標である。生体⼯学コースの場
合、医療機器に係わる業務（開発、生産、品質管理など）に必要な生体物性⼯学
に関する基礎的な知識を獲得することが達成目標である。 

受講者へのコメント この授業では 2 年次以降の専門科目を学んで行く上で必要となる基礎知識を勉
強します。しっかり勉強しましょう。医療関連分野を学ぶ場合、画像や動画が理
解の助けになります。そのため、画像、動画を多用して感覚的に分かりやすい授
業になるように⼯夫しています。 

連絡先 生体材料⼯学研究室（２７号館３階３０８号室）、オフィスアワー：月〜金 昼休
み 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【各項目評価に対する所見】 
【C】総合評価の７）この授業に満足しましたか、で、満足（20 人）を 5 点、ほ
ぼ満足（19 人）を 4 点、普通（7 人）を 3 点、やや不満（0 人）を 2 点、不満（0
人）を 1 点（無回答（0 人）は計算に含めない）として、加重平均すると 4.28 点。
85%の学生が｢ほぼ満足｣以上の評価でしたので、まずまずだったのではないかと
考えています。ちなみに、同様の加重平均をとると、【C】総合評価の６）授業に



対する教員の意欲は感じられましたか、は 4.67、【C】総合評価の５）この授業の
目標を達成できましたか、は 

英文科目名 Bio-Physical Engineering 
関連科目 基礎物理学、材料⼯学 
次回に向けての改善変更予定 特に大きな変更は考えていません。医療機器・医療用具の実物をさらに集めたい

と考えています。板書、パワーポイントに加え、動画やインターネットを活用し
ています。医療の専門分野では特に有効だと考えていますので、さらに充実させ
たいと考えています。 

講義目的 物性⼯学はこれから生体医⼯学を学んでいく上で基礎となる科目のひとつであ
る。力学的特性、流体力学的特性、電気的特性、電磁気的特性、流体力学的特性、
熱、光、音波、放射線などの物理学的特性と、生体の特性、機能、活動の関係、
診断・治療への応用などについて学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生体物性の概要（生体物性と臨床⼯学、物理エネルギーの危険性・安全性と

診断・治療への応用）について解説する。 
2 回 生体の受動的電気特性（生体組織の電気特性、生体内の電気伝搬）について
解説する。 
3 回 生体の能動的電気特性（神経、筋の膜特性、細胞膜での電気活動のメカニズ
ム）について解説する。 
4 回 電流の生体作用（電流が及ぼす生体作用、安全性、診断・医療への応用）に
ついて解説する。 
5 回 電磁界と生体物性（電磁界の生体作用、安全性、診断・治療への応用）につ
いて解説する。 
6 回 生体の力学的静特性（力学 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。教科書の第Ⅰ-1 章
を予習しておくこと。 
2 回 教科書の第Ⅰ-2 章を予習しておくこと。 
3 回 教科書の第Ⅰ-3 章を予習しておくこと。 
4 回 教科書の第Ⅰ-4 章を予習しておくこと。 
5 回 教科書の第Ⅰ-5 章を予習しておくこと。 
6 回 教科書の第Ⅰ-6 章を予習しておくこと。 
7 回 教科書の第Ⅰ-8 章を予習しておくこと。 
8 回 教科書の第Ⅰ-7 章を予習しておくこと。 
9 回 教科書の第Ⅰ-9 章を予習しておくこと。 
10 回 教科書の第Ⅰ-10 章を予習しておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FTM0191P 
成績評価 定期試験（７０％）、毎回のミニテスト（３０％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0191P 物性⼯学 
担当教員名 中路 修平 
単位数 2 
教科書 生体物性/医用機械⼯学／池⽥研二、嶋津秀明／学研メディカル秀潤社 
アクティブラーニング  
キーワード 生体作用、生体物性、力学的特性、電気特性、電磁界、脈管系、超音波、光特性、

熱特性 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物性⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 増補版物理学入門／原 康夫／学術図書出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM0191P 
実務経験のある教員  
達成目標 生体物性⼯学に関する知識を習得する。臨床⼯学コースの場合、臨床⼯学技士の

業務に必要な生体物性⼯学に関する知識を習得し臨床⼯学技士国家試験に合格
するために必要な知識を獲得することが達成目標である。生体⼯学コースの場
合、医療機器に係わる業務（開発、生産、品質管理など）に必要な生体物性⼯学
に関する基礎的な知識を獲得することが達成目標である。 

受講者へのコメント  
連絡先 生体材料⼯学研究室（２７号館３階３０８号室）、オフィスアワー：月〜金 昼休

み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Bio-Physical Engineering 
関連科目 基礎物理学、材料⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物性⼯学はこれから生体医⼯学を学んでいく上で基礎となる科目のひとつであ

る。力学的特性、流体力学的特性、電気的特性、電磁気的特性、流体力学的特性、
熱、光、音波、放射線などの物理学的特性と、生体の特性、機能、活動の関係、
診断・治療への応用などについて学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 生体物性の概要（生体物性と臨床⼯学、物理エネルギーの危険性・安全性と
診断・治療への応用）について解説する。 
2 回 生体の受動的電気特性（生体組織の電気特性、生体内の電気伝搬）について
解説する。 
3 回 生体の能動的電気特性（神経、筋の膜特性、細胞膜での電気活動のメカニズ
ム）について解説する。 
4 回 電流の生体作用（電流が及ぼす生体作用、安全性、診断・医療への応用）に
ついて解説する。 
5 回 電磁界と生体物性（電磁界の生体作用、安全性、診断・治療への応用）につ
いて解説する。 
6 回 生体の力学的静特性（力学 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。教科書の第Ⅰ-1 章
を予習しておくこと。 
2 回 教科書の第Ⅰ-2 章を予習しておくこと。 
3 回 教科書の第Ⅰ-3 章を予習しておくこと。 
4 回 教科書の第Ⅰ-4 章を予習しておくこと。 
5 回 教科書の第Ⅰ-5 章を予習しておくこと。 
6 回 教科書の第Ⅰ-6 章を予習しておくこと。 
7 回 教科書の第Ⅰ-8 章を予習しておくこと。 
8 回 教科書の第Ⅰ-7 章を予習しておくこと。 
9 回 教科書の第Ⅰ-9 章を予習しておくこと。 
10 回 教科書の第Ⅰ-10 章を予習しておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FTM02010 
成績評価 講義終了後の筆記試験 + 提出されたレポートの評価 + その他出席状況など、

総合的に判断します。筆記試験が⼼配な人は、毎回の授業後に提供する課題につ
いて、レポート作成をがんばってください。レポート提出を指示された人は、期
日までに必ずレポートを提出してください。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 生体医⼯学科(〜13) 
見出し FTM02010 医学概論 
担当教員名 小阪 淳＊ 
単位数 1 
教科書 特定の教科書は使用しない。最初の講義で、全体の講義計画と予習項目のプリン

トをお渡しします。講義内容とレポート課題を示したプリントを毎回配布しま
す。 

アクティブラーニング  
キーワード DNA、RNA、蛋白質、体細胞、生殖細胞、骨格筋、⼼筋、胎児循環、原尿、ろ過

作用、性染色体、エストロゲン、プロゲステロン、上皮、内胚葉、ホメオボック
ス、スクリーニング 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 医学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ◎北村諭著 「コメディカルのための専門基礎分野テキスト・医学概論 4 版」

中外医学社 
・日野原重明「医学概論」医学書院  
・江部ら著（日本生体医⼯学会監修） 臨床⼯学シリーズ１ 「医学概論（改訂
版）」 
等、医学概論の教科書は、1 冊手元に持つことを薦める。 
◎⽜⽊⾠男著 「入門組織学 改訂第 2 版」南江堂  
講義中の組織学、解剖学については、この本が優れている。 

授業形態 講義 
注意備考 授業に出席する場合は静かに聞いてください。授業中におしゃべりする必要があ

る人は、講義室の外でやってください。 
シラバスコード FTM02010 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)医学の専門分野を学ぶために必要な、基礎医学、生物学、生命科学に興味を持

つこと。 
(2)興味を持った内容について、自分から進んで学習を進めること。 
(3)医療従事者の倫理、医学の将来展望について、自ら考えること。 

受講者へのコメント  
連絡先 国際医療福祉大学・基礎医学研究センター （〒324-8501 栃⽊県大⽥原市北金丸



2600-1） 
junksk@iuhw.ac.jp（レポートの提出、質問等に使ってください） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Medical Science 
関連科目 組織学（顕微鏡レベルのヒトの解剖学）、人体解剖学（肉眼レベルの解剖学）、生

理学、基礎生物学、発生生物学、病理学等 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 医学を学ぶには、医学と医学を取り巻く複数の学問分野について、まず興味を持

つことが一番重要です。興味が持てれば、自分から進んで学習する姿勢も身に付
きます。医学という学問は、生物学、生命科学と深く関わっていて、そのような
身近で基礎的な話から講義を始めます。続いて、幾つかの臓器を選んで、その形
態、機能、関連する分子について話をします。最後に、それらが破綻した形であ
る病気の話に触れます。このように、医学は身近な自然科学の一分野であるとと
もに、病気で苦しむ人の生命を助けるという明確な目的を持った学問です。医学
概論を 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生命科学のはじまり：生き物の進化の話【分子遺伝学・分子生物学】 

2 回 筋肉の収縮・弛緩のしくみ【筋組織】 
3 回 ⼼臓はいつから 4 つの部屋に分かれているか？【⼼臓血管系の発生学】 
4 回 人⼯臓器の話：臓器のどの機能を機械に置き換えることが出来るか？【腎
臓】 
5 回 男性と女性の同じところと違うところ【生殖器】 
6 回 脳死と臓器移植を「臓器とは何か？」から考える【血液、消化器、呼吸器、
肝胆膵】 
7 回 発生生物学を変えた分子の話【発生生物学、生命科学の研究方法】 
8 回 【予備】 最終試験を行う予定です。 

準備学習 1 回 現代の医学を理解するには、「遺伝子の話」や「分子の話」は避けて通れま
せん。蕁麻疹が出る人も居るかもしれませんが、なぜ、「遺伝子」が重要なのかを
「進化」の話を題材に考えます。 
①DNA とは何か？どういう分子か？ 
②「進化」という言葉の生物学的な意味は？ 
③ 生殖細胞と体細胞の違いについて調べよう。 
2 回 筋肉が収縮する仕組みを、形、機能、分子の 3 方向から解説します。 
①アクチン  
②ミオシン、この 2 つの分子について調べてみよう。 
③カルシウムの働きは何か？ 
3 回 出産時の劇的な環境の変化に対応して、⼼ 

 



年度 2014 
授業コード FTM0201P 
成績評価 講義終了後の筆記試験 + 提出されたレポートの評価 + その他出席状況など、

総合的に判断します。筆記試験が⼼配な人は、毎回の授業後に提供する課題につ
いて、レポート作成をがんばってください。レポート提出を指示された人は、期
日までに必ずレポートを提出してください。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0201P 医学概論 
担当教員名 小阪 淳＊ 
単位数 1 
教科書 特定の教科書は使用しない。最初の講義で、全体の講義計画と予習項目のプリン

トをお渡しします。講義内容とレポート課題を示したプリントを毎回配布しま
す。 

アクティブラーニング  
キーワード DNA、RNA、蛋白質、体細胞、生殖細胞、骨格筋、⼼筋、胎児循環、原尿、ろ過

作用、性染色体、エストロゲン、プロゲステロン、上皮、内胚葉、ホメオボック
ス、スクリーニング 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 医学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ◎北村諭著 「コメディカルのための専門基礎分野テキスト・医学概論 4 版」

中外医学社 
・日野原重明「医学概論」医学書院  
・江部ら著（日本生体医⼯学会監修） 臨床⼯学シリーズ１ 「医学概論（改訂
版）」 
等、医学概論の教科書は、1 冊手元に持つことを薦める。 
◎⽜⽊⾠男著 「入門組織学 改訂第 2 版」南江堂  
講義中の組織学、解剖学については、この本が優れている。 

授業形態 講義 
注意備考 授業に出席する場合は静かに聞いてください。授業中におしゃべりする必要があ

る人は、講義室の外でやってください。 
シラバスコード FTM0201P 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)医学の専門分野を学ぶために必要な、基礎医学、生物学、生命科学に興味を持

つこと。 
(2)興味を持った内容について、自分から進んで学習を進めること。 
(3)医療従事者の倫理、医学の将来展望について、自ら考えること。 

受講者へのコメント  
連絡先 国際医療福祉大学・基礎医学研究センター （〒324-8501 栃⽊県大⽥原市北金丸



2600-1） 
junksk@iuhw.ac.jp（レポートの提出、質問等に使ってください） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Medical Science 
関連科目 組織学（顕微鏡レベルのヒトの解剖学）、人体解剖学（肉眼レベルの解剖学）、生

理学、基礎生物学、発生生物学、病理学等 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 医学を学ぶには、医学と医学を取り巻く複数の学問分野について、まず興味を持

つことが一番重要です。興味が持てれば、自分から進んで学習する姿勢も身に付
きます。医学という学問は、生物学、生命科学と深く関わっていて、そのような
身近で基礎的な話から講義を始めます。続いて、幾つかの臓器を選んで、その形
態、機能、関連する分子について話をします。最後に、それらが破綻した形であ
る病気の話に触れます。このように、医学は身近な自然科学の一分野であるとと
もに、病気で苦しむ人の生命を助けるという明確な目的を持った学問です。医学
概論を 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生命科学のはじまり：生き物の進化の話【分子遺伝学・分子生物学】 

2 回 筋肉の収縮・弛緩のしくみ【筋組織】 
3 回 ⼼臓はいつから 4 つの部屋に分かれているか？【⼼臓血管系の発生学】 
4 回 人⼯臓器の話：臓器のどの機能を機械に置き換えることが出来るか？【腎
臓】 
5 回 男性と女性の同じところと違うところ【生殖器】 
6 回 脳死と臓器移植を「臓器とは何か？」から考える【血液、消化器、呼吸器、
肝胆膵】 
7 回 発生生物学を変えた分子の話【発生生物学、生命科学の研究方法】 
8 回 【予備】 最終試験を行う予定です。 

準備学習 1 回 現代の医学を理解するには、「遺伝子の話」や「分子の話」は避けて通れま
せん。蕁麻疹が出る人も居るかもしれませんが、なぜ、「遺伝子」が重要なのかを
「進化」の話を題材に考えます。 
①DNA とは何か？どういう分子か？ 
②「進化」という言葉の生物学的な意味は？ 
③ 生殖細胞と体細胞の違いについて調べよう。 
2 回 筋肉が収縮する仕組みを、形、機能、分子の 3 方向から解説します。 
①アクチン  
②ミオシン、この 2 つの分子について調べてみよう。 
③カルシウムの働きは何か？ 
3 回 出産時の劇的な環境の変化に対応して、⼼ 

 



年度 2014 
授業コード FTM02110 
成績評価 レポート（50％）、定期試験（50％）により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜13) 
見出し FTM02110 医用⼯学概論 
担当教員名 猶原 順、小畑 秀明、⽊原 朝彦、内貴 猛、中路 修平、松宮 潔、二見 翠、

松⽊ 
単位数 2 
教科書 教科書については指定しない。適宜、試料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 医用⼯学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント等を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 特に無し 
シラバスコード FTM02110 
実務経験のある教員  
達成目標 医用⼯学にはどのようなものがあるのか理解する。この分野への⼯学的手法の応

用と可能性について考える。 
受講者へのコメント 欠席の少ない授業であり、内容を十分理解していると思う。 
連絡先 27 号館 3 階 八⽥ 教授室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価で、目標達成できた+だいたいできた：88％であり、教員の意欲が感じ
られた+少し感じられた：91％、授業に満足所見+ほぼ満足：88％とと高い割合
であり、満足できる授業であったと思う。 

英文科目名 Introduction to Biomedical Engineering 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 オムニバス形式であり、各講師が最新の内容を教授する必要がある。 
講義目的 医療に関わる⼯学を総称して医用⼯学あるいは医⼯学と呼ばれる。基本的に生体

計測装置、治療機器あるいは生体機能代行装置など電子・機械⼯学に立脚したも
のが中⼼となっている。現在では再生医学、遺伝子治療などの医療技術も医用⼯
学に含まれる。このような状況の中、本講義では、先端の医用⼯学機器及び細胞・
組織・生体環境までの生体のメカニズムについて学ぶ。これらより、現在の⼯学
がどのように先端医療へ関与しているのかを理解する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  医用⼯学概論についてのオリエンテーションを行う。 
2 回 医用⼯学の領域と意義、生体の構造・機能の特徴概要について解説する。 
遺伝子⼯学技術について解説する。 
（八⽥ 貴） 
3 回 人⼯腎臓、血液浄化器材、バイオ人⼯臓器について解説する。 
（中路 修平） 
4 回 生体材料としてのタンパク質と細胞について解説する。 
（二見 翠） 
5 回 生体と環境について解説する。 
（猶原 順） 
6 回 病院管理と地域における医療システムについて解説する。 
（松⽊ 範明） 
7 回 医療機器と安全管理概論、物理エネルギ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
遺伝子⼯学はどのように使われているか調べておくこと。 
3 回 人⼯腎臓、血液浄化器材等について調べておくこと。 
4 回 生体材料、タンパク質等について調べておくこと。 
5 回 生体を取り巻く環境について調べておくこと。 
6 回 病院の管理と医療システムについて調べておくこと。 
7 回 療機器特に治療機器について調べておくこと。 
8 回 授業「応用力学Ⅰ」の教材をもとに、材料力学の基礎を復習しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FTM0211P 
成績評価 レポート（50％）、定期試験（50％）により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0211P 医用⼯学概論 
担当教員名 猶原 順、八⽥ 貴、小畑 秀明、⽊原 朝彦、内貴 猛、中路 修平、松宮 潔、

二見 
単位数 2 
教科書 教科書については指定しない。適宜、試料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 医用⼯学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント等を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 特に無し 
シラバスコード FTM0211P 
実務経験のある教員  
達成目標 医用⼯学にはどのようなものがあるのか理解する。この分野への⼯学的手法の応

用と可能性について考える。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 3 階 八⽥ 教授室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Biomedical Engineering 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 医療に関わる⼯学を総称して医用⼯学あるいは医⼯学と呼ばれる。基本的に生体

計測装置、治療機器あるいは生体機能代行装置など電子・機械⼯学に立脚したも
のが中⼼となっている。現在では再生医学、遺伝子治療などの医療技術も医用⼯
学に含まれる。このような状況の中、本講義では、先端の医用⼯学機器及び細胞・
組織・生体環境までの生体のメカニズムについて学ぶ。これらより、現在の⼯学
がどのように先端医療へ関与しているのかを理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  医用⼯学概論についてのオリエンテーションを行う。 

2 回 医用⼯学の領域と意義、生体の構造・機能の特徴概要について解説する。 



遺伝子⼯学技術について解説する。 
（八⽥ 貴） 
3 回 人⼯腎臓、血液浄化器材、バイオ人⼯臓器について解説する。 
（中路 修平） 
4 回 生体材料としてのタンパク質と細胞について解説する。 
（二見 翠） 
5 回 生体と環境について解説する。 
（猶原 順） 
6 回 病院管理と地域における医療システムについて解説する。 
（松⽊ 範明） 
7 回 医療機器と安全管理概論、物理エネルギ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
遺伝子⼯学はどのように使われているか調べておくこと。 
3 回 人⼯腎臓、血液浄化器材等について調べておくこと。 
4 回 生体材料、タンパク質等について調べておくこと。 
5 回 生体を取り巻く環境について調べておくこと。 
6 回 病院の管理と医療システムについて調べておくこと。 
7 回 療機器特に治療機器について調べておくこと。 
8 回 授業「応用力学Ⅰ」の教材をもとに、材料力学の基礎を復習しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FTM02210 
成績評価 定期試験(50 点)／レポート(30 点)／択一小テスト(20 点) 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜13) 
見出し FTM02210 関係法規 
担当教員名 中⻄ 俊二 
単位数 1 
教科書 医学概論(改訂版)／江部充・緒方剛他／コロナ社／臨床⼯学シリーズ１ 
アクティブラーニング  
キーワード チーム医療、医師の指示、特定行為、生命維持管理装置、医療過誤 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 関係法規 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 関係法規講義概要／中⻄俊二 ／(講義概要の冊子は最初の講義で配布する) 
授業形態 講義 
注意備考 現代における医学的・医事的問題に対して関⼼をもつと共に、臨床⼯学技士法お

よびそれに関係する法令に対する知識を習得するように努力し、生命の重大さを
常に認識しつつ、意欲的に講義に出席すること。毎回、『関係法規講義概要』の巻
末に載せてある択一問題を解答し提出すること。 

シラバスコード FTM02210 
実務経験のある教員  
達成目標 臨床⼯学技士の国家試験に合格するのに必要な法令の知識を身につけると共に、

チーム医療の理念に基づき、医師その他の医療関係者との緊密な連携を図り、適
正な医療確保をするための専門的配慮ができること。 

受講者へのコメント 教科書とは別に、｢講義概要」を作ってくれたのは有難かったが、それをよむだけ
のような気がしていたという意見があった。 
しかし、講義概要は講義ノートを冊子にしたもので、過去の臨床⼯学技士の国家
試験問題も掲載しており、その解答と解説もおこなっており、決して「講義概要」
を読むだけではないはずである。授業を本当によく集中して聴いているのか疑問
である。 

連絡先 第一学舎３階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外での勉強時間については、「全くしなかった」が２０．５％、「３０分
程度」が５１．３％であった。もう少し勉強時間を延ばしてもらいたい。授業に
おける成⻑については、「この分野への理解が深まった」が７６．９％、「この分
野への興味・関⼼が高まった」が３０．８％であった。授業満足度については、
「満足」が５３．８％、「ほぼ満足」が２８．２％」「普通」が１２．８％であっ
た。 



英文科目名 Laws and Regulations for Biomedical Engineering 
関連科目 医学概論、法学 
次回に向けての改善変更予定 現代の医学の進歩の状況を踏まえて、up-to-date な講義ができるように⼼がけた

い。 
講義目的 近年医療の高度化に伴い、医療機器も精密化してきている。しかし、一方で、こ

うした高機能をもつ医療機器がもたらす危険は予測しがたい面がある。医師の指
示の下に生命維持管理装置の操作および保守・点検を行うことを業とする臨床⼯
学技士の使命と役割について理解を深めると同時に、臨床⼯学技士法および関係
法規の視点から予防医学的展望をも踏まえた考察を行う。毎回講義終了前に臨床
⼯学技士の国家試験の過去問をもとに作成した択一問題を解答してもらい、国家
試験の傾向を把握しその対策を行う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションを兼ねた医事法規について概説する。医療法、医師と医

業関係職種の業務分野の関係、現代医療の特徴、守秘義務および設例について解
説する。択一問題(1)を解答し解説する。 
2 回 医師法と臨床⼯学技師法について講義する。臨床⼯学技士の定義、資格制
度、免許、医師法、生命維持管理装置について解説する。判例として、「東大輸血
梅毒事件」および「北大電気メス事件」を取り上げることとする。択一問題(2)を
解答し解説する。 
3 回 臨床⼯学技士法(1)について講義する。臨床⼯学技士法の目的、定義、業務、
免許 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】医療従事者の倫理と法について思いを巡らしてお
く。択一問題(1)を解いてみる。 
2 回 【医師法と臨床⼯学技士法】教科書をよく読み、医療従事者の倫理および法
的義務ならびに患者の人権および「信頼の原則」について予習する。択一問題(2)
を解いてみる。 
3 回 【臨床⼯学技士法(1)】教科書をよく読み、臨床⼯学技士の業務内容につい
て予習する。択一問題(3)を解いてみる。 
4 回 【臨床⼯学技士法(2)・臨床⼯学技士業務指針(1)】教科書をよく読み、臨床
⼯学技士の業務に関する法 37 条〜法 41 条 

 



年度 2014 
授業コード FTM0221P 
成績評価 定期試験(50 点)／レポート(30 点)／択一小テスト(20 点) 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0221P 関係法規 
担当教員名 中⻄ 俊二 
単位数 1 
教科書 医学概論(改訂版)／江部充・緒方剛他／コロナ社／臨床⼯学シリーズ１ 
アクティブラーニング  
キーワード チーム医療、医師の指示、特定行為、生命維持管理装置、医療過誤 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 関係法規 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 関係法規講義概要／中⻄俊二 ／(講義概要の冊子は最初の講義で配布する) 
授業形態 講義 
注意備考 現代における医学的・医事的問題に対して関⼼をもつと共に、臨床⼯学技士法お

よびそれに関係する法令に対する知識を習得するように努力し、生命の重大さを
常に認識しつつ、意欲的に講義に出席すること。毎回、『関係法規講義概要』の巻
末に載せてある択一問題を解答し提出すること。 

シラバスコード FTM0221P 
実務経験のある教員  
達成目標 臨床⼯学技士の国家試験に合格するのに必要な法令の知識を身につけると共に、

チーム医療の理念に基づき、医師その他の医療関係者との緊密な連携を図り、適
正な医療確保をするための専門的配慮ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 第一学舎３階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Laws and Regulations for Biomedical Engineering 
関連科目 医学概論、法学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近年医療の高度化に伴い、医療機器も精密化してきている。しかし、一方で、こ

うした高機能をもつ医療機器がもたらす危険は予測しがたい面がある。医師の指
示の下に生命維持管理装置の操作および保守・点検を行うことを業とする臨床⼯
学技士の使命と役割について理解を深めると同時に、臨床⼯学技士法および関係
法規の視点から予防医学的展望をも踏まえた考察を行う。毎回講義終了前に臨床
⼯学技士の国家試験の過去問をもとに作成した択一問題を解答してもらい、国家



試験の傾向を把握しその対策を行う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションを兼ねた医事法規について概説する。医療法、医師と医

業関係職種の業務分野の関係、現代医療の特徴、守秘義務および設例について解
説する。択一問題(1)を解答し解説する。 
2 回 医師法と臨床⼯学技師法について講義する。臨床⼯学技士の定義、資格制
度、免許、医師法、生命維持管理装置について解説する。判例として、「東大輸血
梅毒事件」および「北大電気メス事件」を取り上げることとする。択一問題(2)を
解答し解説する。 
3 回 臨床⼯学技士法(1)について講義する。臨床⼯学技士法の目的、定義、業務、
免許 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】医療従事者の倫理と法について思いを巡らしてお
く。択一問題(1)を解いてみる。 
2 回 【医師法と臨床⼯学技士法】教科書をよく読み、医療従事者の倫理および法
的義務ならびに患者の人権および「信頼の原則」について予習する。択一問題(2)
を解いてみる。 
3 回 【臨床⼯学技士法(1)】教科書をよく読み、臨床⼯学技士の業務内容につい
て予習する。択一問題(3)を解いてみる。 
4 回 【臨床⼯学技士法(2)・臨床⼯学技士業務指針(1)】教科書をよく読み、臨床
⼯学技士の業務に関する法 37 条〜法 41 条 

 



年度 2014 
授業コード FTM02310 
成績評価 定期試験（７２％）、中間試験（０％）、小テスト（２８％）、レポート（０％）、

ノート（０％） 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(11〜14) 
見出し FTM02310 公衆衛生学 
担当教員名 猶原 順 
単位数 2 
教科書 柳川洋 他：Public Health 社会・環境と健康 公衆衛生学、医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード 疫学調査、人口動態、疾病統計、疾病予防、感染症対策、労働衛生、生活習慣病、

環境、健康、公害 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 公衆衛生学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 清水忠彦 他：わかりやすい公衆衛生学、ヌーベルヒロカワ 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM02310 
実務経験のある教員  
達成目標 健康の保持、予防医学の重要性を認識させ、公衆衛生の分野について理解する。 
受講者へのコメント 2 回以上欠席をしている学生が 22％おり、3 回以上が 12％であったことより、で

きるだけ jy ぎょうに出席するようにする琴が必要。 
連絡先 E-mail:jnaohara@bme.ous.ac.jp, Tel&Fax:086-256-9711、１２号館１階 猶原教

授室  
フィスアワー：金昼 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価で、目標達成できた+だいたいできた：73％であり、教員の意欲が感じ
られた+少し感じられた：82％、授業に満足+ほぼ満足：78％とと高い割合であ
り、満足できる授業であったと思う。 

英文科目名 Public Health 
関連科目 基礎化学 
次回に向けての改善変更予定 授業中の図表をパワーポイントで説明をするが、年々新しいものに更新する必要

がある。 
講義目的 健康の保持、予防医学の重要性を認識させ、公衆衛生の分野について教授する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



2 回 公衆衛生の概要について説明する。 
3 回 疫学と衛生統計（疫学調査法）について説明する。 
4 回 疫学と衛生統計（人口動態、疾病統計）について説明する。 
5 回 保健活動（疾病予防）について説明する。 
6 回 保健活動（疾病予防）について説明する。 
7 回 保健活動（感染症対策）について説明する。 
8 回 保健活動（労働衛生）について説明する。 
9 回 健康保持増進（健康増進対策、健康診断と健康管理）について説明する。 
10 回 健康保持増進（生活習慣病）について説明する。 
11 回 社会福 

準備学習 1 回 公衆衛生学の授業の進め方を説明するため、特に準備学習は無し。 
2 回 教科書 p1-p12 までの公衆衛生の概要を予習しておくこと。 
3 回 教科書 p35-p44 までの疫学と衛生統計（疫学調査法）を予習しておくこと。 
4 回 教科書 p13-p34 までの疫学と衛生統計（人口動態、疾病統計）を予習して
おくこと。 
5 回 教科書 p1-p19 までの保健活動（疾病予防）を予習しておくこと。 
6 回 教科書 p53-p58 までの保健活動（疾病予防）を予習しておくこと。 
7 回 教科書 p68-p80 までの保健活動（感染症対策）を予 

 



年度 2014 
授業コード FTM02311 
成績評価 定期試験（７２％）、中間試験（０％）、小テスト（２８％）、レポート（０％）、

ノート（０％） 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜10) 
見出し FTM02311 公衆衛生学 
担当教員名 猶原 順 
単位数 2 
教科書 柳川洋 他：Public Health 社会・環境と健康 公衆衛生学、医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード 疫学調査、人口動態、疾病統計、疾病予防、感染症対策、労働衛生、生活習慣病、

環境、健康、公害 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 公衆衛生学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 清水忠彦 他：わかりやすい公衆衛生学、ヌーベルヒロカワ 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM02311 
実務経験のある教員  
達成目標 健康の保持、予防医学の重要性を認識させ、公衆衛生の分野について理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 E-mail:jnaohara@bme.ous.ac.jp, Tel&Fax:086-256-9711、１２号館１階 猶原教

授室  
フィスアワー：金昼 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Public Health 
関連科目 基礎化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 健康の保持、予防医学の重要性を認識させ、公衆衛生の分野について教授する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 公衆衛生の概要について説明する。 
3 回 疫学と衛生統計（疫学調査法）について説明する。 
4 回 疫学と衛生統計（人口動態、疾病統計）について説明する。 
5 回 保健活動（疾病予防）について説明する。 



6 回 保健活動（疾病予防）について説明する。 
7 回 保健活動（感染症対策）について説明する。 
8 回 保健活動（労働衛生）について説明する。 
9 回 健康保持増進（健康増進対策、健康診断と健康管理）について説明する。 
10 回 健康保持増進（生活習慣病）について説明する。 
11 回 社会福 

準備学習 1 回 公衆衛生学の授業の進め方を説明するため、特に準備学習は無し。 
2 回 教科書 p1-p12 までの公衆衛生の概要を予習しておくこと。 
3 回 教科書 p35-p44 までの疫学と衛生統計（疫学調査法）を予習しておくこと。 
4 回 教科書 p13-p34 までの疫学と衛生統計（人口動態、疾病統計）を予習して
おくこと。 
5 回 教科書 p1-p19 までの保健活動（疾病予防）を予習しておくこと。 
6 回 教科書 p53-p58 までの保健活動（疾病予防）を予習しておくこと。 
7 回 教科書 p68-p80 までの保健活動（感染症対策）を予 

 



年度 2014 
授業コード FTM0231P 
成績評価 定期試験（７２％）、中間試験（０％）、小テスト（２８％）、レポート（０％）、

ノート（０％） 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0231P 公衆衛生学 
担当教員名 猶原 順 
単位数 2 
教科書 柳川洋 他：Public Health 社会・環境と健康 公衆衛生学、医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード 疫学調査、人口動態、疾病統計、疾病予防、感染症対策、労働衛生、生活習慣病、

環境、健康、公害 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 公衆衛生学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 清水忠彦 他：わかりやすい公衆衛生学、ヌーベルヒロカワ 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM0231P 
実務経験のある教員  
達成目標 健康の保持、予防医学の重要性を認識させ、公衆衛生の分野について理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 E-mail:jnaohara@bme.ous.ac.jp, Tel&Fax:086-256-9711、１２号館１階 猶原教

授室  
フィスアワー：金昼 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Public Health 
関連科目 基礎化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 健康の保持、予防医学の重要性を認識させ、公衆衛生の分野について教授する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 公衆衛生の概要について説明する。 
3 回 疫学と衛生統計（疫学調査法）について説明する。 
4 回 疫学と衛生統計（人口動態、疾病統計）について説明する。 
5 回 保健活動（疾病予防）について説明する。 



6 回 保健活動（疾病予防）について説明する。 
7 回 保健活動（感染症対策）について説明する。 
8 回 保健活動（労働衛生）について説明する。 
9 回 健康保持増進（健康増進対策、健康診断と健康管理）について説明する。 
10 回 健康保持増進（生活習慣病）について説明する。 
11 回 社会福 

準備学習 1 回 公衆衛生学の授業の進め方を説明するため、特に準備学習は無し。 
2 回 教科書 p1-p12 までの公衆衛生の概要を予習しておくこと。 
3 回 教科書 p35-p44 までの疫学と衛生統計（疫学調査法）を予習しておくこと。 
4 回 教科書 p13-p34 までの疫学と衛生統計（人口動態、疾病統計）を予習して
おくこと。 
5 回 教科書 p1-p19 までの保健活動（疾病予防）を予習しておくこと。 
6 回 教科書 p53-p58 までの保健活動（疾病予防）を予習しておくこと。 
7 回 教科書 p68-p80 までの保健活動（感染症対策）を予 

 



年度 2014 
授業コード FTM02410 
成績評価 定期試験(100%) 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(10〜) 
見出し FTM02410 看護学概論 
担当教員名 赤司 順子＊ 
単位数 2 
教科書 川村佐和子、志自岐康子、松尾ミヨ子／ナーシング・グラフィカ１６基礎看護学

「看護学概論」／メディカ出版／978-4-840441216 
アクティブラーニング  
キーワード 健康と病気 看護理論、人間、ライフサイクル、ストレス、看護過程、コミュニ

ケーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 看護学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FTM02410 
実務経験のある教員  
達成目標 看護の定義、看護の対象、看護ケアに関する基礎知識を理解できるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Nursing 
関連科目 医学概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 看護の立場から患者に接するにあたって要求される基本的態度や考え方などを、

実務の経験をもとに教授する。具体的には１）看護の本質と意義、２）看護に関
する基礎的知識、３）看護のための基礎的手法、４）看護師と臨床⼯学技士との
関係、５）看護の対象と役割、６）看護師の現場での仕事、７）患者の⼼理、８）
患者の⼼理を理解するための基本的アプローチ、９）患者への対応、１０）医療
と看護の関係などについて解説する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 看護の本質と意義：看護の歴史的背景、看護の定義、職業及び学問としての

看護の位置づけについて説明する。 



2 回 看護の本質と意義：看護の変遷、現在の動向について説明する。 
3 回 看護に関する基礎的知識：健康の概念や健康観について、また、健康増進に
対する関わりについて説明する。 
4 回 看護に関する基礎的知識：保健、医療、福祉のシステムにおける看護者の役
割について説明する。 
5 回 看護に関する基礎的知識：看護の実践における法的基盤を説明する。 
6 回 看護に関する基礎的知識：看護倫理に関する基本的知識と倫理的 

準備学習 1 回 自分の「看護」に対するイメージを明らかにしてくること。 
2 回 テキスト 1-1 章を読んでくること。 
3 回 テキスト 1-2 章を読み「健康である」ということについて考えてくること。 
4 回 テキスト 1-3 章を読んでくること。 
5 回 テキスト 1-4 章を読んでくること。 
6 回 テキスト 1-5 章を読んでくること。「脳死」について考えてくること。 
7 回 テキスト 1-6 章を読んでくこと。． 
8 回 テキスト 2 章を読んでくること。「人間とは」どのようなものか考えてくる
こと。 
9 回 テキスト 2 章を読んでくること。自分がスト 

 



年度 2014 
授業コード FTM0241P 
成績評価 定期試験(100%) 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0241P 看護学概論(再) 
担当教員名 赤司 順子＊ 
単位数 2 
教科書 川村佐和子、志自岐康子、松尾ミヨ子／ナーシング・グラフィカ１６基礎看護学

「看護学概論」／メディカ出版／978-4-840441216 
アクティブラーニング  
キーワード 健康と病気 看護理論、人間、ライフサイクル、ストレス、看護過程、コミュニ

ケーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 看護学概論(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FTM0241P 
実務経験のある教員  
達成目標 看護の定義、看護の対象、看護ケアに関する基礎知識を理解できるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Nursing 
関連科目 医学概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 看護の立場から患者に接するにあたって要求される基本的態度や考え方などを、

実務の経験をもとに教授する。具体的には１）看護の本質と意義、２）看護に関
する基礎的知識、３）看護のための基礎的手法、４）看護師と臨床⼯学技士との
関係、５）看護の対象と役割、６）看護師の現場での仕事、７）患者の⼼理、８）
患者の⼼理を理解するための基本的アプローチ、９）患者への対応、１０）医療
と看護の関係などについて解説する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 看護の本質と意義：看護の歴史的背景、看護の定義、職業及び学問としての

看護の位置づけについて説明する。 



2 回 看護の本質と意義：看護の変遷、現在の動向について説明する。 
3 回 看護に関する基礎的知識：健康の概念や健康観について、また、健康増進に
対する関わりについて説明する。 
4 回 看護に関する基礎的知識：保健、医療、福祉のシステムにおける看護者の役
割について説明する。 
5 回 看護に関する基礎的知識：看護の実践における法的基盤を説明する。 
6 回 看護に関する基礎的知識：看護倫理に関する基本的知識と倫理的 

準備学習 1 回 自分の「看護」に対するイメージを明らかにしてくること。 
2 回 テキスト 1-1 章を読んでくること。 
3 回 テキスト 1-2 章を読み「健康である」ということについて考えてくること。 
4 回 テキスト 1-3 章を読んでくること。 
5 回 テキスト 1-4 章を読んでくること。 
6 回 テキスト 1-5 章を読んでくること。「脳死」について考えてくること。 
7 回 テキスト 1-6 章を読んでくこと。． 
8 回 テキスト 2 章を読んでくること。「人間とは」どのようなものか考えてくる
こと。 
9 回 テキスト 2 章を読んでくること。自分がスト 

 



年度 2014 
授業コード FTM02510 
成績評価 定期試験（７０％） レポート（３０％）原則として、欠席が４回以上のものは

失格とする（成績判定せず次年度再受講）。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜13) 
見出し FTM02510 放射線⼯学概論 
担当教員名 ⽊原 朝彦 
単位数 2 
教科書 5 版 やさしい放射腺とアイソトープ 社団法人日本アイソトープ協会 
アクティブラーニング  
キーワード Ｘ線、ガンマ線、アルファ線、ベータ線、放射性同位元素、Ｘ線診断装置、放射

線治療、安全管理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 放射線⼯学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小野哲章他「臨床⼯学技士標準テキスト」（金原出版）三枝他「新版 放射線機器

学（II）」（コロナ社）舘野之男「放射線と健康」（岩波新書） 
授業形態 講義 
注意備考 ※授業受講の事前準備は、参考書やＷｅｂを利用して行うこと。 
シラバスコード FTM02510 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）放射線とは何か、（２）放射線の医療応用の意義と目的、（３）放射線の種

類と生体への影響、（４）放射線管理について、基礎知識を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館３階３０５号室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Radiological Engineering 
関連科目 電子⼯学Ｉ・ＩＩ、計測⼯学、生体計測⼯学Ｉ・ＩＩ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 放射線についてその物理学的な意味と生体への影響を理解し、医療分野での応用

とその管理について学ぶことを目的とする。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【オリエンテーション】本講義で学ぶことの概要について講義する。 

2 回 【原子の構造】原子を構成する電子、陽子、中性子の性質について復習し、
その組み合わせで構成される元素について理解する。 
3 回 【ラジオアイソトープと放射線】ラジオアイソトープが放射線を出しながら



別の物質に変化する現象について理解する。 
4 回 【壊変の形式】ラジオアイソトープが他の物質に変化する幾つかの形式とそ
の特徴を具体的に理解する。 
5 回 【半減期と平衡状態１】ラジオアイソトープの壊変する速さについて理解
し、その結果生じる平衡状態 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】特になし。 
2 回 【原子の構造】原子の基本的な構造について復習しておく。 
3 回 【ラジオアイソトープと放射線】ラジをアイソトープについて調べておく。 
4 回 【壊変の形式】α 壊変、β 壊変、γ 線について調べておく。 
5 回 【半減期と平衡状態１】半減期について調べておく。 
6 回 【半減期と平衡状態２】過渡平衡と永続平衡について調べておく。 
7 回 【放射線と物質の相互作用】光電効果、コンプトン散乱、電子対生成につい
て調べておく。 
8 回 【放射線の検出】電離箱について調べておく。 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FTM0251P 
成績評価 定期試験（７０％） レポート（３０％）原則として、欠席が４回以上のものは

失格とする（成績判定せず次年度再受講）。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0251P 放射線⼯学概論 
担当教員名 ⽊原 朝彦 
単位数 2 
教科書 5 版 やさしい放射腺とアイソトープ 社団法人日本アイソトープ協会 
アクティブラーニング  
キーワード Ｘ線、ガンマ線、アルファ線、ベータ線、放射性同位元素、Ｘ線診断装置、放射

線治療、安全管理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 放射線⼯学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小野哲章他「臨床⼯学技士標準テキスト」（金原出版）三枝他「新版 放射線機器

学（II）」（コロナ社）舘野之男「放射線と健康」（岩波新書） 
授業形態 講義 
注意備考 ※授業受講の事前準備は、参考書やＷｅｂを利用して行うこと。 
シラバスコード FTM0251P 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）放射線とは何か、（２）放射線の医療応用の意義と目的、（３）放射線の種

類と生体への影響、（４）放射線管理について、基礎知識を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館３階３０５号室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Radiological Engineering 
関連科目 電子⼯学Ｉ・ＩＩ、計測⼯学、生体計測⼯学Ｉ・ＩＩ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 放射線についてその物理学的な意味と生体への影響を理解し、医療分野での応用

とその管理について学ぶことを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【オリエンテーション】本講義で学ぶことの概要について講義する。 

2 回 【原子の構造】原子を構成する電子、陽子、中性子の性質について復習し、
その組み合わせで構成される元素について理解する。 
3 回 【ラジオアイソトープと放射線】ラジオアイソトープが放射線を出しながら



別の物質に変化する現象について理解する。 
4 回 【壊変の形式】ラジオアイソトープが他の物質に変化する幾つかの形式とそ
の特徴を具体的に理解する。 
5 回 【半減期と平衡状態１】ラジオアイソトープの壊変する速さについて理解
し、その結果生じる平衡状態 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】特になし。 
2 回 【原子の構造】原子の基本的な構造について復習しておく。 
3 回 【ラジオアイソトープと放射線】ラジをアイソトープについて調べておく。 
4 回 【壊変の形式】α 壊変、β 壊変、γ 線について調べておく。 
5 回 【半減期と平衡状態１】半減期について調べておく。 
6 回 【半減期と平衡状態２】過渡平衡と永続平衡について調べておく。 
7 回 【放射線と物質の相互作用】光電効果、コンプトン散乱、電子対生成につい
て調べておく。 
8 回 【放射線の検出】電離箱について調べておく。 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FTM02610 
成績評価 中間試験と定期試験 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生体医⼯学科(〜13) 
見出し FTM02610 ⼯学英文講読 
担当教員名 浦上 逸男＊、猶原 順 
単位数 2 
教科書 プリントを配布 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⼯学英文講読 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM02610 
実務経験のある教員  
達成目標 理⼯学、とりわけ生体医⼯学関連の英文の書籍の一部や関係するトピックスを扱

った学術誌、一般雑誌、新聞の記事を購読し理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English for Engineering 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼯学全般、及び生体⼯学、医用⼯学、臨床⼯学に必要な英文の書籍、雑誌、文章

などを読解するのに必要な能力を育成する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション： 

2 回 英語論文の形式１： 論文の種類 
3 回 英語論文の形式２： 論文の構成 
4 回 英語論文の読解法１： 英文解釈の技術１ 
5 回 英語論文の読解法２： 英文解釈の技術２ 
6 回 英語論文の読解法２： 英文解釈の技術３ 
7 回 中間試験 



8 回 英語論文の事例集１： 理系用語、専門用語 
9 回 英語論文の事例集２： 単位、略語、キーワード 
10 回 英語論文の購読１： 事例論文の購読（表題、アブストラクト） 
11 回 英語論文の購読２： 事例論文の購読（緒言） 
12 回 英語論文の購読３： 事例 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 あらかじめ資料を配布するので、事前に読み理解しておくこと。 
3 回 あらかじめ資料を配布するので、事前に読み理解しておくこと。 
4 回 あらかじめ資料を配布するので、事前に読み理解しておくこと。 
5 回 あらかじめ資料を配布するので、事前に読み理解しておくこと。 
6 回 あらかじめ資料を配布するので、事前に読み理解しておくこと。 
7 回 試験勉強をしておくこと。 
8 回 あらかじめ全受講生に⼯学に関する英文資料を配布するので、各授業の前
には取り上げる英文について、かならず丁寧に 

 



年度 2014 
授業コード FTM0261P 
成績評価 中間試験と定期試験 
曜日時限 集中その他 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0261P ⼯学英文講読 
担当教員名 浦上 逸男＊、猶原 順 
単位数 2 
教科書 プリントを配布 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⼯学英文講読 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM0261P 
実務経験のある教員  
達成目標 理⼯学、とりわけ生体医⼯学関連の英文の書籍の一部や関係するトピックスを扱

った学術誌、一般雑誌、新聞の記事を購読し理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English for Engineering 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼯学全般、及び生体⼯学、医用⼯学、臨床⼯学に必要な英文の書籍、雑誌、文章

などを読解するのに必要な能力を育成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション： 

2 回 英語論文の形式１： 論文の種類 
3 回 英語論文の形式２： 論文の構成 
4 回 英語論文の読解法１： 英文解釈の技術１ 
5 回 英語論文の読解法２： 英文解釈の技術２ 
6 回 英語論文の読解法２： 英文解釈の技術３ 
7 回 中間試験 



8 回 英語論文の事例集１： 理系用語、専門用語 
9 回 英語論文の事例集２： 単位、略語、キーワード 
10 回 英語論文の購読１： 事例論文の購読（表題、アブストラクト） 
11 回 英語論文の購読２： 事例論文の購読（緒言） 
12 回 英語論文の購読３： 事例 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 あらかじめ資料を配布するので、事前に読み理解しておくこと。 
3 回 あらかじめ資料を配布するので、事前に読み理解しておくこと。 
4 回 あらかじめ資料を配布するので、事前に読み理解しておくこと。 
5 回 あらかじめ資料を配布するので、事前に読み理解しておくこと。 
6 回 あらかじめ資料を配布するので、事前に読み理解しておくこと。 
7 回 試験勉強をしておくこと。 
8 回 あらかじめ全受講生に⼯学に関する英文資料を配布するので、各授業の前
には取り上げる英文について、かならず丁寧に 

 



年度 2014 
授業コード FTM02710 
成績評価 課題提出 20%、試験 80%により成績を評価し、総計で 60％以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(11〜) 
見出し FTM02710 臨床医学総論Ⅰ 
担当教員名 松⽊ 範明 
単位数 2 
教科書 臨床⼯学講座 臨床医学総論／篠原一彦、小谷透／医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード 臨床医学、診断学、内科、外科、手術、麻酔 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 面白かったという評価の反面、理解が難しいとのコメントがあったが、症例には

いろいろな方面での切り口が必要であり、理解には相当量の基礎知識が必要とな
る。予習が大切である。 

科目名 臨床医学総論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 内科学／／朝倉書店：標準外科学／／医学書院 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード FTM02710 
実務経験のある教員  
達成目標 内科学、外科学を中⼼に、臨床医学に関する基本的な考え方、手法、そし 

て知識体系を説明できるようになる。 
受講者へのコメント 膨大な知識が必要とされるので、教科書などでの予習が大切である。 
連絡先 27 号館 3F 松⽊研究室 

オフィスアワー：毎週水曜日 13 時?17 時 
086-256-9776 
nmatsuki@bme.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 やや理解しずらい面があったようだ。 
英文科目名 Outline of Clinical Medicine I 
関連科目 医学概論、診断機器概論、解剖学概論、治療機器学、看護学概論、薬理 

学、免疫学、病理学概論 
次回に向けての改善変更予定 実際の症例をあげ具体的な説明を⼼がけるようにする。 
講義目的 基礎的な臨床医学的知識を持つために、内科診断学、外科学の基礎、さら 

に手術や麻酔、重症患者のモニタリングに関する基礎的な理論ついて概説 
する。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 臨床医学総論の講義予定、目的、意義などについて解説する。 
2 回 内科学の歴史について解説する。 
3 回 疾病に対する内科的アプローチと診療の流れについて解説する。 
4 回 内科的診断法 1: 呼吸、循環の検査法と診断法について解説する。 
5 回 内科的診断法 2:消化器、腎、内分泌の検査法と診断法について解説する。 
6 回 内科的診断法 3:脳神経、血液の検査法と診断法について解説する。 
7 回 外科学の歴史について解説する。 
8 回 疾病に対する外科的アプローチと治療の流れについて解説する。 
9 回 外科的治療法総論 

準備学習 1 回 病気とは何かについて調べておくこと 
2 回 教科書や参考書を読んでおくこと 
3 回 教科書や参考書を読んでおくこと 
4 回 教科書や参考書を読んでおくこと 
5 回 教科書や参考書を読んでおくこと 
6 回 教科書や参考書を読んでおくこと 
7 回 教科書や参考書を読んでおくこと 
8 回 教科書や参考書を読んでおくこと 
9 回 教科書や参考書を読んでおくこと 
10 回 教科書や参考書を読んでおくこと 
11 回 教科書や参考書を読んでおくこと 
12 回 教科書や参考書を読んでおくこと 
13 回 教科書や参考書を読んでおくこと 
14 

 



年度 2014 
授業コード FTM02711 
成績評価 課題提出 20%、試験 80%により成績を評価し、総計で 60％以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜10) 
見出し FTM02711 臨床医学総論Ⅰ 
担当教員名 松⽊ 範明 
単位数 2 
教科書 臨床⼯学講座 臨床医学総論／篠原一彦、小谷透／医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード 臨床医学、診断学、内科、外科、手術、麻酔 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床医学総論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 内科学／／朝倉書店：標準外科学／／医学書院 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード FTM02711 
実務経験のある教員  
達成目標 内科学、外科学を中⼼に、臨床医学に関する基本的な考え方、手法、そし 

て知識体系を説明できるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 3F 松⽊研究室 

オフィスアワー：毎週水曜日 13 時?17 時 
086-256-9776 
nmatsuki@bme.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Outline of Clinical Medicine I 
関連科目 医学概論、診断機器概論、解剖学概論、治療機器学、看護学概論、薬理 

学、免疫学、病理学概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な臨床医学的知識を持つために、内科診断学、外科学の基礎、さら 

に手術や麻酔、重症患者のモニタリングに関する基礎的な理論ついて概説 
する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 臨床医学総論の講義予定、目的、意義などについて解説する。 

2 回 内科学の歴史について解説する。 



3 回 疾病に対する内科的アプローチと診療の流れについて解説する。 
4 回 内科的診断法 1: 呼吸、循環の検査法と診断法について解説する。 
5 回 内科的診断法 2:消化器、腎、内分泌の検査法と診断法について解説する。 
6 回 内科的診断法 3:脳神経、血液の検査法と診断法について解説する。 
7 回 外科学の歴史について解説する。 
8 回 疾病に対する外科的アプローチと治療の流れについて解説する。 
9 回 外科的治療法総論 

準備学習 1 回 病気とは何かについて調べておくこと 
2 回 教科書や参考書を読んでおくこと 
3 回 教科書や参考書を読んでおくこと 
4 回 教科書や参考書を読んでおくこと 
5 回 教科書や参考書を読んでおくこと 
6 回 教科書や参考書を読んでおくこと 
7 回 教科書や参考書を読んでおくこと 
8 回 教科書や参考書を読んでおくこと 
9 回 教科書や参考書を読んでおくこと 
10 回 教科書や参考書を読んでおくこと 
11 回 教科書や参考書を読んでおくこと 
12 回 教科書や参考書を読んでおくこと 
13 回 教科書や参考書を読んでおくこと 
14 

 



年度 2014 
授業コード FTM0271P 
成績評価 課題提出 20%、試験 80%により成績を評価し、総計で 60％以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0271P 臨床医学総論Ⅰ 
担当教員名 松⽊ 範明 
単位数 2 
教科書 臨床⼯学講座 臨床医学総論／篠原一彦、小谷透／医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード 臨床医学、診断学、内科、外科、手術、麻酔 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床医学総論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 内科学／／朝倉書店：標準外科学／／医学書院 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード FTM0271P 
実務経験のある教員  
達成目標 内科学、外科学を中⼼に、臨床医学に関する基本的な考え方、手法、そし 

て知識体系を説明できるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 3F 松⽊研究室 

オフィスアワー：毎週水曜日 13 時?17 時 
086-256-9776 
nmatsuki@bme.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Outline of Clinical Medicine I 
関連科目 医学概論、診断機器概論、解剖学概論、治療機器学、看護学概論、薬理 

学、免疫学、病理学概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な臨床医学的知識を持つために、内科診断学、外科学の基礎、さら 

に手術や麻酔、重症患者のモニタリングに関する基礎的な理論ついて概説 
する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 臨床医学総論の講義予定、目的、意義などについて解説する。 

2 回 内科学の歴史について解説する。 



3 回 疾病に対する内科的アプローチと診療の流れについて解説する。 
4 回 内科的診断法 1: 呼吸、循環の検査法と診断法について解説する。 
5 回 内科的診断法 2:消化器、腎、内分泌の検査法と診断法について解説する。 
6 回 内科的診断法 3:脳神経、血液の検査法と診断法について解説する。 
7 回 外科学の歴史について解説する。 
8 回 疾病に対する外科的アプローチと治療の流れについて解説する。 
9 回 外科的治療法総論 

準備学習 1 回 病気とは何かについて調べておくこと 
2 回 教科書や参考書を読んでおくこと 
3 回 教科書や参考書を読んでおくこと 
4 回 教科書や参考書を読んでおくこと 
5 回 教科書や参考書を読んでおくこと 
6 回 教科書や参考書を読んでおくこと 
7 回 教科書や参考書を読んでおくこと 
8 回 教科書や参考書を読んでおくこと 
9 回 教科書や参考書を読んでおくこと 
10 回 教科書や参考書を読んでおくこと 
11 回 教科書や参考書を読んでおくこと 
12 回 教科書や参考書を読んでおくこと 
13 回 教科書や参考書を読んでおくこと 
14 

 



年度 2014 
授業コード FTM02810 
成績評価 課題提出 20%、試験 80%により成績を評価し、総計で 60％以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(11〜) 
見出し FTM02810 臨床医学総論Ⅱ 
担当教員名 松⽊ 範明 
単位数 2 
教科書 臨床⼯学講座 臨床医学総論／篠原一彦、小谷透／医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード 肺、ガス交換、⼼臓、血管、血液、止血 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 概ね好評であった。 
科目名 臨床医学総論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 内科学／／朝倉書店：標準外科学／／医学書院 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード FTM02810 
実務経験のある教員  
達成目標 生命を維持するために最も重要な呼吸、循環、血液の解剖生理を理解し、 

それを基礎として、それぞれの機能の評価方法と病態生理を説明できるようにな
る。これらの領域の各疾患がどのような疾患であるのかを説明できるようにな
る。 

受講者へのコメント 膨大な知識が必要であり、教科書等で基礎知識をしっかり身につけておいて欲し
い。 

連絡先 27 号館 3F 松⽊研究室 
オフィスアワー：毎週水曜日 13 時?17 時 
086-256-9776 
nmatsuki@bme.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業のスピードが早過ぎたためか、やや理解しずらかったようである。 
英文科目名 Outline of Clinical Medicine II 
関連科目 医学概論、診断機器概論、解剖学概論、治療機器学、看護学概論、薬理 

学、免疫学、病理学概論 
次回に向けての改善変更予定 出来るだけ分かり易い講義を⼼掛ける。 
講義目的 基礎的な臨床医学的知識を持つために、呼吸、循環、血液の基礎、および 

人⼯⼼肺などの生命を維持する人⼯臓器に関する基礎的な理論ついて概説 
する。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 疾患分類について解説する。 

2 回 呼吸器の臨床解剖生理について解説する。 
3 回 酸素と二酸化炭素の運搬と酸塩基平衡について解説する。 
4 回 急性・慢性呼吸不全の病態生理について解説する。 
5 回 呼吸器疾患について解説する。 
6 回 循環器の臨床解剖生理について解説する。 
7 回 ⼼機能の評価方法について解説する。 
8 回 ⼼不全の病態生理、診断、治療について解説する。 
9 回 先天性⼼疾患について解説する。 
10 回 ⼼疾患(虚血性⼼疾患、弁膜症)について解説する。 
11 回 人⼯⼼肺、補助循環、⼼臓ペースメー 

準備学習 1 回 教科書及び参考書で該当する箇所や章を読んで、疾患名や用語を予め知っ
ておくこと  
関連する部位の解剖学と疾患に絡む生理学、生化学、薬理学、病理学を復習して
おくこと 
2 回 教科書及び参考書で該当する箇所や章を読んで、疾患名や用語を予め知っ
ておくこと 
関連する部位の解剖学と疾患に絡む生理学、生化学、薬理学、病理学を復習して
おくこと 
3 回 教科書及び参考書で該当する箇所や章を読んで、疾患名や用語を予め知っ
ておくこと 
関連する部位の解剖学と疾患に絡む生理学、生化学、薬理学、病理学を復習して
おくこと 
4 回 教科 

 



年度 2014 
授業コード FTM02811 
成績評価 課題提出 20%、試験 80%により成績を評価し、総計で 60％以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜10) 
見出し FTM02811 臨床医学総論Ⅱ 
担当教員名 松⽊ 範明 
単位数 2 
教科書 臨床⼯学講座 臨床医学総論／篠原一彦、小谷透／医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード 肺、ガス交換、⼼臓、血管、血液、止血 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床医学総論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 内科学／／朝倉書店：標準外科学／／医学書院 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード FTM02811 
実務経験のある教員  
達成目標 生命を維持するために最も重要な呼吸、循環、血液の解剖生理を理解し、 

それを基礎として、それぞれの機能の評価方法と病態生理を説明できるようにな
る。これらの領域の各疾患がどのような疾患であるのかを説明できるようにな
る。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 3F 松⽊研究室 

オフィスアワー：毎週水曜日 13 時?17 時 
086-256-9776 
nmatsuki@bme.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Outline of Clinical Medicine II 
関連科目 医学概論、診断機器概論、解剖学概論、治療機器学、看護学概論、薬理 

学、免疫学、病理学概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な臨床医学的知識を持つために、呼吸、循環、血液の基礎、および 

人⼯⼼肺などの生命を維持する人⼯臓器に関する基礎的な理論ついて概説 
する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 疾患分類について解説する。 
2 回 呼吸器の臨床解剖生理について解説する。 
3 回 酸素と二酸化炭素の運搬と酸塩基平衡について解説する。 
4 回 急性・慢性呼吸不全の病態生理について解説する。 
5 回 呼吸器疾患について解説する。 
6 回 循環器の臨床解剖生理について解説する。 
7 回 ⼼機能の評価方法について解説する。 
8 回 ⼼不全の病態生理、診断、治療について解説する。 
9 回 先天性⼼疾患について解説する。 
10 回 ⼼疾患(虚血性⼼疾患、弁膜症)について解説する。 
11 回 人⼯⼼肺、補助循環、⼼臓ペースメー 

準備学習 1 回 教科書及び参考書で該当する箇所や章を読んで、疾患名や用語を予め知っ
ておくこと  
関連する部位の解剖学と疾患に絡む生理学、生化学、薬理学、病理学を復習して
おくこと 
2 回 教科書及び参考書で該当する箇所や章を読んで、疾患名や用語を予め知っ
ておくこと 
関連する部位の解剖学と疾患に絡む生理学、生化学、薬理学、病理学を復習して
おくこと 
3 回 教科書及び参考書で該当する箇所や章を読んで、疾患名や用語を予め知っ
ておくこと 
関連する部位の解剖学と疾患に絡む生理学、生化学、薬理学、病理学を復習して
おくこと 
4 回 教科 

 



年度 2014 
授業コード FTM0281P 
成績評価 課題提出 20%、試験 80%により成績を評価し、総計で 60％以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0281P 臨床医学総論Ⅱ 
担当教員名 松⽊ 範明 
単位数 2 
教科書 臨床⼯学講座 臨床医学総論／篠原一彦、小谷透／医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード 肺、ガス交換、⼼臓、血管、血液、止血 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床医学総論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 内科学／／朝倉書店：標準外科学／／医学書院 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード FTM0281P 
実務経験のある教員  
達成目標 生命を維持するために最も重要な呼吸、循環、血液の解剖生理を理解し、 

それを基礎として、それぞれの機能の評価方法と病態生理を説明できるようにな
る。これらの領域の各疾患がどのような疾患であるのかを説明できるようにな
る。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 3F 松⽊研究室 

オフィスアワー：毎週水曜日 13 時?17 時 
086-256-9776 
nmatsuki@bme.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Outline of Clinical Medicine II 
関連科目 医学概論、診断機器概論、解剖学概論、治療機器学、看護学概論、薬理 

学、免疫学、病理学概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な臨床医学的知識を持つために、呼吸、循環、血液の基礎、および 

人⼯⼼肺などの生命を維持する人⼯臓器に関する基礎的な理論ついて概説 
する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 疾患分類について解説する。 
2 回 呼吸器の臨床解剖生理について解説する。 
3 回 酸素と二酸化炭素の運搬と酸塩基平衡について解説する。 
4 回 急性・慢性呼吸不全の病態生理について解説する。 
5 回 呼吸器疾患について解説する。 
6 回 循環器の臨床解剖生理について解説する。 
7 回 ⼼機能の評価方法について解説する。 
8 回 ⼼不全の病態生理、診断、治療について解説する。 
9 回 先天性⼼疾患について解説する。 
10 回 ⼼疾患(虚血性⼼疾患、弁膜症)について解説する。 
11 回 人⼯⼼肺、補助循環、⼼臓ペースメー 

準備学習 1 回 教科書及び参考書で該当する箇所や章を読んで、疾患名や用語を予め知っ
ておくこと  
関連する部位の解剖学と疾患に絡む生理学、生化学、薬理学、病理学を復習して
おくこと 
2 回 教科書及び参考書で該当する箇所や章を読んで、疾患名や用語を予め知っ
ておくこと 
関連する部位の解剖学と疾患に絡む生理学、生化学、薬理学、病理学を復習して
おくこと 
3 回 教科書及び参考書で該当する箇所や章を読んで、疾患名や用語を予め知っ
ておくこと 
関連する部位の解剖学と疾患に絡む生理学、生化学、薬理学、病理学を復習して
おくこと 
4 回 教科 

 



年度 2014 
授業コード FTM02910 
成績評価 課題提出 20%、試験 80%により行う。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(11〜) 
見出し FTM02910 臨床医学総論Ⅲ 
担当教員名 松⽊ 範明 
単位数 2 
教科書 臨床⼯学講座 臨床医学総論／ 編集 篠原一彦 小谷透／ 医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード 腎不全、透析、肝障害、血液浄化法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 これからも分かり易い講義をしていく 
科目名 臨床医学総論Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 内科学（朝倉書店）、標準外科学（医学書院） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM02910 
実務経験のある教員  
達成目標 代謝、腎・泌尿器系、消化器系の解剖生理を理解し、それを基礎として、 

それぞれの機能の評価方法と病態生理を学習する。これらの領域の各疾患 
について理解する。臨床⼯学の最も重要な分野の一つである腎不全に対す 
る透析について理解する。 

受講者へのコメント 予習復習をしっかりとして欲しい。 
連絡先 27 号館 3 階、医⼯学研究室、nmatsuki@bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 比較的高評価であった。 
英文科目名 Outline of Clinical Medicine III 
関連科目 医学概論、診断機器概論、解剖学概論、治療機器学、看護学概論、薬理 

学、免疫学、病理学概論 
次回に向けての改善変更予定 プリントを充実させる。 
講義目的 基礎的な臨床医学的知識を持つために、代謝、腎臓、消化器系、肝胆膵臓 

の基礎、および人⼯透析などの生命を維持する血液浄化法に関する基礎的 
な理論ついて概説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 予め教科書などで基礎医学事項を確認しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FTM02911 
成績評価 課題提出 20%、試験 80%により行う。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜10) 
見出し FTM02911 臨床医学総論Ⅲ 
担当教員名 松⽊ 範明 
単位数 2 
教科書 臨床⼯学講座 臨床医学総論／ 編集 篠原一彦 小谷透／ 医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード 腎不全、透析、肝障害、血液浄化法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床医学総論Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 内科学（朝倉書店）、標準外科学（医学書院） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM02911 
実務経験のある教員  
達成目標 代謝、腎・泌尿器系、消化器系の解剖生理を理解し、それを基礎として、 

それぞれの機能の評価方法と病態生理を学習する。これらの領域の各疾患 
について理解する。臨床⼯学の最も重要な分野の一つである腎不全に対す 
る透析について理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 3 階、医⼯学研究室、nmatsuki@bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Outline of Clinical Medicine III 
関連科目 医学概論、診断機器概論、解剖学概論、治療機器学、看護学概論、薬理 

学、免疫学、病理学概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な臨床医学的知識を持つために、代謝、腎臓、消化器系、肝胆膵臓 

の基礎、および人⼯透析などの生命を維持する血液浄化法に関する基礎的 
な理論ついて概説する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 予め教科書などで基礎医学事項を確認しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FTM0291P 
成績評価 課題提出 20%、試験 80%により行う。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0291P 臨床医学総論Ⅲ 
担当教員名 松⽊ 範明 
単位数 2 
教科書 臨床⼯学講座 臨床医学総論／ 編集 篠原一彦 小谷透／ 医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード 腎不全、透析、肝障害、血液浄化法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床医学総論Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 内科学（朝倉書店）、標準外科学（医学書院） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM0291P 
実務経験のある教員  
達成目標 代謝、腎・泌尿器系、消化器系の解剖生理を理解し、それを基礎として、 

それぞれの機能の評価方法と病態生理を学習する。これらの領域の各疾患 
について理解する。臨床⼯学の最も重要な分野の一つである腎不全に対す 
る透析について理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 3 階、医⼯学研究室、nmatsuki@bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Outline of Clinical Medicine III 
関連科目 医学概論、診断機器概論、解剖学概論、治療機器学、看護学概論、薬理 

学、免疫学、病理学概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な臨床医学的知識を持つために、代謝、腎臓、消化器系、肝胆膵臓 

の基礎、および人⼯透析などの生命を維持する血液浄化法に関する基礎的 
な理論ついて概説する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 予め教科書などで基礎医学事項を確認しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FTM03010 
成績評価 課題提出 20%、試験 80%により行う。 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(11〜) 
見出し FTM03010 臨床医学総論Ⅳ 
担当教員名 松⽊ 範明 
単位数 2 
教科書 臨床⼯学講座 臨床医学総論／ 編集 篠原一彦 小谷透／ 医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード 脳、神経、脊髄、精神、内分泌、救急、集中治療、小児、産婦人科 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床医学総論Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 内科学（朝倉書店）、標準外科学（医学書院） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM03010 
実務経験のある教員  
達成目標 脳神経、内分泌の解剖生理を理解し、それを基礎として、それぞれの機能 

の評価方法と病態生理を学習する。これらの領域の各疾患について理解す 
る。加えて、感染症、救急・集中治療、小児科、産婦人科の基礎を理解す 
る。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 3 階、医⼯学研究室、nmatsuki@bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Outline of Clinical Medicine IV 
関連科目 医学概論、診断機器概論、解剖学概論、治療機器学、看護学概論、薬理 

学、免疫学、病理学概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な臨床医学的知識を持つために、⼼肺蘇生法、脳神経系、精神医 

学、感染症、内分泌系の基礎と治療、および救急・集中治療、小児科、産 
科婦人科に関する基礎について概説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 予め教科書などで基礎医学事項を確認しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FTM03011 
成績評価 課題提出 20%、試験 80%により行う。 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜10) 
見出し FTM03011 臨床医学総論Ⅳ 
担当教員名 松⽊ 範明 
単位数 2 
教科書 臨床⼯学講座 臨床医学総論／ 編集 篠原一彦 小谷透／ 医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード 脳、神経、脊髄、精神、内分泌、救急、集中治療、小児、産婦人科 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床医学総論Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 内科学（朝倉書店）、標準外科学（医学書院） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM03011 
実務経験のある教員  
達成目標 脳神経、内分泌の解剖生理を理解し、それを基礎として、それぞれの機能 

の評価方法と病態生理を学習する。これらの領域の各疾患について理解す 
る。加えて、感染症、救急・集中治療、小児科、産婦人科の基礎を理解す 
る。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 3 階、医⼯学研究室、nmatsuki@bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Outline of Clinical Medicine IV 
関連科目 医学概論、診断機器概論、解剖学概論、治療機器学、看護学概論、薬理 

学、免疫学、病理学概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な臨床医学的知識を持つために、⼼肺蘇生法、脳神経系、精神医 

学、感染症、内分泌系の基礎と治療、および救急・集中治療、小児科、産 
科婦人科に関する基礎について概説する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 予め教科書などで基礎医学事項を確認しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FTM0301P 
成績評価 課題提出 20%、試験 80%により行う。 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0301P 臨床医学総論Ⅳ 
担当教員名 松⽊ 範明 
単位数 2 
教科書 臨床⼯学講座 臨床医学総論／ 編集 篠原一彦 小谷透／ 医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード 脳、神経、脊髄、精神、内分泌、救急、集中治療、小児、産婦人科 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床医学総論Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 内科学（朝倉書店）、標準外科学（医学書院） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM0301P 
実務経験のある教員  
達成目標 脳神経、内分泌の解剖生理を理解し、それを基礎として、それぞれの機能 

の評価方法と病態生理を学習する。これらの領域の各疾患について理解す 
る。加えて、感染症、救急・集中治療、小児科、産婦人科の基礎を理解す 
る。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 3 階、医⼯学研究室、nmatsuki@bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Outline of Clinical Medicine IV 
関連科目 医学概論、診断機器概論、解剖学概論、治療機器学、看護学概論、薬理 

学、免疫学、病理学概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な臨床医学的知識を持つために、⼼肺蘇生法、脳神経系、精神医 

学、感染症、内分泌系の基礎と治療、および救急・集中治療、小児科、産 
科婦人科に関する基礎について概説する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 予め教科書などで基礎医学事項を確認しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FTM03110 
成績評価 小テスト２回（２０＋２０％）、定期テスト（６０％）によって成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜14) 
見出し FTM03110 生化学 
担当教員名 八⽥ 貴 
単位数 2 
教科書 生命の化学と分子生物学、林 利彦・水野一乗 訳（東京化学同人） 
アクティブラーニング  
キーワード 代謝、生体成分、遺伝子、酵素、生体高分子、生体エネルギー 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特に無し。 
科目名 生化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 マッキー生化学、市川 厚・福岡伸一監訳（化学同人） 
授業形態 講義 
注意備考 特に無し 
シラバスコード FTM03110 
実務経験のある教員  
達成目標 生命体を形成している化学物質についてその必要な知識を学び、生命現象の基本

となる化合物と化学反応を理解する。生命現象をになう酵素の反応と性質を理解
する。また、遺伝子⼯学の理解に必要な基礎的知識を習得する事を目的とする。 

受講者へのコメント 学生の理解力と知識の差が大きいいので、講義をするのが難しい。 
連絡先 27 号館 3 階 317 室 086-256-9515 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 理解が深まったが 70％で、まずまずだと思われる。 
授業の満足度が 3.80 なので、あまり良い評価ではない。もう少しレベルを下げ
た方が良さそうに思われる。 

英文科目名 Biochemistry 
関連科目 基礎化学・基礎生物学・臨床生理学・遺伝子⼯学 
次回に向けての改善変更予定 字を丁寧に書いた方が良い。 
講義目的 生体における代謝・エネルギー獲得・構成成分の基礎を理解し、生命現象の基本

を化学的に理解する。疾病検査との関連についても講義を行う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進め方、全体の講義内容について説明する。 

2 回 生体における代謝とエネルギー源（糖質・タンパク質・脂質）について説明
する。 
3 回 生命現象を担う生体成分について説明する。 



4 回 電解質について説明する。 
5 回 糖質について説明する。 
6 回 アミノ酸、ビタミンについて説明する。 
7 回 酵素・タンパク質について説明する。 
8 回 細胞膜と脂質について説明する。 
9 回 糖質、脂質、アミノ酸の代謝と調節について説明する。 
10 回 核酸およびタンパク質の合成について説明する。 
11 回 

準備学習 1 回 シラバスを良く確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 生体のエネルギーとなる糖・タンパク質・脂質の代謝過程について調べてお
くこと。 
3 回 生命現象を担うタンパク質・脂質・核酸・脂質についてその構造を調べてお
くこと。 
4 回 生体成分である電解質、例えばナトリウム、カリウム等について調べておく
こと。 
5 回 ブドウ糖等の種々の糖質について調べておくこと。 
6 回 タンパク質を構成するアミノ酸の種類と構造、酵素の補助因子であるビタ
ミンについて調べておくこと。 
7 回 酵素・タンパク質について 
8 回 細胞膜 

 



年度 2014 
授業コード FTM0311P 
成績評価 小テスト２回（２０＋２０％）、定期テスト（６０％）によって成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0311P 生化学 
担当教員名 八⽥ 貴 
単位数 2 
教科書 生命の化学と分子生物学、林 利彦・水野一乗 訳（東京化学同人） 
アクティブラーニング  
キーワード 代謝、生体成分、遺伝子、酵素、生体高分子、生体エネルギー 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 マッキー生化学、市川 厚・福岡伸一監訳（化学同人） 
授業形態 講義 
注意備考 特に無し 
シラバスコード FTM0311P 
実務経験のある教員  
達成目標 生命体を形成している化学物質についてその必要な知識を学び、生命現象の基本

となる化合物と化学反応を理解する。生命現象をになう酵素の反応と性質を理解
する。また、遺伝子⼯学の理解に必要な基礎的知識を習得する事を目的とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 3 階 317 室 086-256-9515 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biochemistry 
関連科目 基礎化学・基礎生物学・臨床生理学・遺伝子⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生体における代謝・エネルギー獲得・構成成分の基礎を理解し、生命現象の基本

を化学的に理解する。疾病検査との関連についても講義を行う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進め方、全体の講義内容について説明する。 

2 回 生体における代謝とエネルギー源（糖質・タンパク質・脂質）について説明
する。 
3 回 生命現象を担う生体成分について説明する。 
4 回 電解質について説明する。 
5 回 糖質について説明する。 



6 回 アミノ酸、ビタミンについて説明する。 
7 回 酵素・タンパク質について説明する。 
8 回 細胞膜と脂質について説明する。 
9 回 糖質、脂質、アミノ酸の代謝と調節について説明する。 
10 回 核酸およびタンパク質の合成について説明する。 
11 回 

準備学習 1 回 シラバスを良く確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 生体のエネルギーとなる糖・タンパク質・脂質の代謝過程について調べてお
くこと。 
3 回 生命現象を担うタンパク質・脂質・核酸・脂質についてその構造を調べてお
くこと。 
4 回 生体成分である電解質、例えばナトリウム、カリウム等について調べておく
こと。 
5 回 ブドウ糖等の種々の糖質について調べておくこと。 
6 回 タンパク質を構成するアミノ酸の種類と構造、酵素の補助因子であるビタ
ミンについて調べておくこと。 
7 回 酵素・タンパク質について 
8 回 細胞膜 

 



年度 2014 
授業コード FTM03210 
成績評価 定期試験（80％）とし、残り 20%を小テスト、レポートなどにより評価する 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜13) 
見出し FTM03210 生体計測⼯学Ⅰ 
担当教員名 小畑 秀明 
単位数 2 
教科書 ME の基礎知識と安全管理／日本エム・イー学会 ME 技術教育委員会 監修／南

江堂 
アクティブラーニング  
キーワード 生命維持管理装置、ME 機器、生体信号、バイタルサイン、保守管理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特に自由記述はありませんでした。 
科目名 生体計測⼯学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 臨床⼯学技士標準テキスト／小野哲章 編集／金原出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM03210 
実務経験のある教員  
達成目標 生体計測機器の種類とその測定原理および保守について理解する。 
受講者へのコメント 限られた時間の中で学ばなければならない内容がたくさんあります。特に ME の

資格試験や臨床⼯学技士の国家試験を受験する学生に 
とっては、最低限クリアしておかなければならないというラインがありますの
で、頑張って欲しいと思います。 

連絡先 ５号館３階小畑研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 講義の内容については概ね理解してもらえていたようです。しかし授業時間外の
学習について、全くしなかったという学生が 1／3 程度いたようです。より深く
理解するためにも、多少なりとも予習復習ができればよかったのではないかと思
っています。 

英文科目名 Biomedical Measurement Engineering I 
関連科目 計測⼯学，生体計測⼯学Ⅱ，生体医⼯学実習Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 さらに補足資料（プリント）などの充実化を図ります。また実際の機器の操作な

どもしてもらえるといいなと思っています。 
講義目的 医療の現場では診断や治療などの様々な状況下で、患者の状態把握のために様々

な生体計測が行われている。本講義では医療現場で用いられるこれらの生体計測
のための装置について、測定原理と機器の仕組み、安全管理などの基本事項につ



いて講義を行う。前期では特に呼吸・循環器系、神経・筋肉系を中⼼に概要を説
明する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生体の計測と生体計測機器について概略を説明する。 

2 回 生体電気計測におけるその特徴などについて講義する。 
3 回 ⼼電計（１）について、特に⼼臓の解剖と⼼電波形の概要について講義す
る。 
4 回 ⼼電計（２）について、特に⼼電計の原理と構造について講義する。 
5 回 ⼼電計（３）について、特に⼼電図の見方および機器管理について講義す
る。 
6 回 ⼼電図モニタなどについて講義する。 
7 回 脳波計について講義する。 
8 回 筋電計について講義する。 
9 回 観血式血圧計について講義する。 
10 回 非観血式血圧計（２ 

準備学習 1 回 シラバスの内容をよく読んで、これから学ぶ内容について確認しておくこ
と 
2 回 生体計測にはどのような項目があるか調べておくこと 
3 回 ⼼臓の解剖生理について良く理解しておくこと 
4 回 生体電気現象を計測するためにはどのような機器構成が必要か調べておく
こと 
5 回 ⼼臓疾患にはどのような種類があるか調べておくこと 
6 回 ⼼電計と⼼電図モニタの相違について調べておくこと 
7 回 ⼼電計と脳波計の違いについて調べておくこと 
8 回 ⼼電計と筋電計の違いについて調べておくこと 
9 回 血圧計にはどのような種類があるか 

 



年度 2014 
授業コード FTM0321P 
成績評価 定期試験（80％）とし、残り 20%を小テスト、レポートなどにより評価する 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0321P 生体計測⼯学Ⅰ 
担当教員名 小畑 秀明 
単位数 2 
教科書 ME の基礎知識と安全管理／日本エム・イー学会 ME 技術教育委員会 監修／南

江堂 
アクティブラーニング  
キーワード 生命維持管理装置、ME 機器、生体信号、バイタルサイン、保守管理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体計測⼯学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 臨床⼯学技士標準テキスト／小野哲章 編集／金原出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM0321P 
実務経験のある教員  
達成目標 生体計測機器の種類とその測定原理および保守について理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ５号館３階小畑研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biomedical Measurement Engineering I 
関連科目 計測⼯学，生体計測⼯学Ⅱ，生体医⼯学実習Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 医療の現場では診断や治療などの様々な状況下で、患者の状態把握のために様々

な生体計測が行われている。本講義では医療現場で用いられるこれらの生体計測
のための装置について、測定原理と機器の仕組み、安全管理などの基本事項につ
いて講義を行う。前期では特に呼吸・循環器系、神経・筋肉系を中⼼に概要を説
明する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生体の計測と生体計測機器について概略を説明する。 

2 回 生体電気計測におけるその特徴などについて講義する。 
3 回 ⼼電計（１）について、特に⼼臓の解剖と⼼電波形の概要について講義す
る。 



4 回 ⼼電計（２）について、特に⼼電計の原理と構造について講義する。 
5 回 ⼼電計（３）について、特に⼼電図の見方および機器管理について講義す
る。 
6 回 ⼼電図モニタなどについて講義する。 
7 回 脳波計について講義する。 
8 回 筋電計について講義する。 
9 回 観血式血圧計について講義する。 
10 回 非観血式血圧計（２ 

準備学習 1 回 シラバスの内容をよく読んで、これから学ぶ内容について確認しておくこ
と 
2 回 生体計測にはどのような項目があるか調べておくこと 
3 回 ⼼臓の解剖生理について良く理解しておくこと 
4 回 生体電気現象を計測するためにはどのような機器構成が必要か調べておく
こと 
5 回 ⼼臓疾患にはどのような種類があるか調べておくこと 
6 回 ⼼電計と⼼電図モニタの相違について調べておくこと 
7 回 ⼼電計と脳波計の違いについて調べておくこと 
8 回 ⼼電計と筋電計の違いについて調べておくこと 
9 回 血圧計にはどのような種類があるか 

 



年度 2014 
授業コード FTM03310 
成績評価 定期試験（７０％） レポート（３０％）。原則として、欠席が４回以上のものは

失格とする（成績判定せず次年度再受講）。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(11〜) 
見出し FTM03310 生体計測⼯学Ⅱ 
担当教員名 ⽊原 朝彦 
単位数 2 
教科書 授業の中で紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 診断⼯学、画像⼯学、非侵襲計測、画像診断装置、Ｘ線ＣＴ、核磁気共鳴装置、

超音波診断装置、核医学装置、検体検査⼯学、検体検査装置 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体計測⼯学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 画像診断装置学入門 ⽊村雄治 コロナ社 

舘野之男「画像診断」中公新書鈴⽊篤「画像検査で読む人体」講談社現代新書 
授業形態 講義 
注意備考 ※授業受講の事前準備は、参考書やＷｅｂを利用して行うこと。 
シラバスコード FTM03310 
実務経験のある教員  
達成目標 Ｘ線診断装置、Ｘ線ＣＴ、核磁気共鳴装置、超音波診断装置、核医学装置、検体

検査装置の原理を知り、それらがどのように利用されているかを理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館３階３０５号室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biomedical Measurement Engineering II 
関連科目 電子⼯学Ｉ・II、生体計測⼯学Ｉ・II、放射線⼯学概論、生体⼯学実験Ｉ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代医学において画像による診断や治療は不可欠なものとなっている。本講義で

は、代表的な画像診断装置についてその原理について学んだ後、どのような応用
が行われているかを講義する。また、検体検査装置については、自動分析装置に
加えて、機器分析法、バイオセンサ、血液の細胞学的検査法について講義する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 【オリエンテーション】本講義で学ぶことの概要について講義する。 

2 回 【診療プロセスと画像診断装置の役割】検査、治療、フォローアップという



診療のプロセスの中に占める画像診断装置の役割について講義する。 
3 回 【超音波診断装置１】超音波の性質と生体物質との相互作用、超音波の発生
と検出について講義する。 
4 回 【超音波診断装置２】電子走査法のうち、リニアー方式とセクター方式しつ
いて、そのしくみを講義する。 
5 回 【超音波診断装置３】ドップラー法による血流速の測定原理について講義す
る。 
6 回 【Ｘ線診断装 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】特になし。 
2 回 【診療プロセスと画像診断装置の役割】画像診断装置にはどのようなものが
あるかについて調べておくこと。 
3 回 【超音波診断装置１】音波について、波⻑、振動数、振幅の意味を復習して
おくこと。 
4 回 【超音波診断装置２】前回学んだ、超音波の発生と検出について復習してお
くこと。 
5 回 【超音波診断装置３】ドップラー効果について調べておくこと。 
6 回 【Ｘ線診断装置】Ｘ線発生装置について調べておくこと。 
7 回 【Ｘ線ＣＴ１】フーリエ変換について調査、復習しておくこと。 
8 

 



年度 2014 
授業コード FTM03311 
成績評価 定期試験（７０％） レポート（３０％）。原則として、欠席が４回以上のものは

失格とする（成績判定せず次年度再受講）。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(13〜) 
見出し FTM03311 生体計測⼯学Ⅱ 
担当教員名 ⽊原 朝彦 
単位数 2 
教科書 授業の中で紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 診断⼯学、画像⼯学、非侵襲計測、画像診断装置、Ｘ線ＣＴ、核磁気共鳴装置、

超音波診断装置、核医学装置、検体検査⼯学、検体検査装置 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体計測⼯学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 画像診断装置学入門 ⽊村雄治 コロナ社 

舘野之男「画像診断」中公新書鈴⽊篤「画像検査で読む人体」講談社現代新書 
授業形態 講義 
注意備考 ※授業受講の事前準備は、参考書やＷｅｂを利用して行うこと。 
シラバスコード FTM03311 
実務経験のある教員  
達成目標 Ｘ線診断装置、Ｘ線ＣＴ、核磁気共鳴装置、超音波診断装置、核医学装置、検体

検査装置の原理を知り、それらがどのように利用されているかを理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館３階３０５号室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biomedical Measurement Engineering II 
関連科目 電子⼯学Ｉ・II、生体計測⼯学Ｉ・II、放射線⼯学概論、生体⼯学実験Ｉ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代医学において画像による診断や治療は不可欠なものとなっている。本講義で

は、代表的な画像診断装置についてその原理について学んだ後、どのような応用
が行われているかを講義する。また、検体検査装置については、自動分析装置に
加えて、機器分析法、バイオセンサ、血液の細胞学的検査法について講義する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【オリエンテーション】本講義で学ぶことの概要について講義する。 

2 回 【診療プロセスと画像診断装置の役割】検査、治療、フォローアップという



診療のプロセスの中に占める画像診断装置の役割について講義する。 
3 回 【超音波診断装置１】超音波の性質と生体物質との相互作用、超音波の発生
と検出について講義する。 
4 回 【超音波診断装置２】電子走査法のうち、リニアー方式とセクター方式しつ
いて、そのしくみを講義する。 
5 回 【超音波診断装置３】ドップラー法による血流速の測定原理について講義す
る。 
6 回 【Ｘ線診断装 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】特になし。 
2 回 【診療プロセスと画像診断装置の役割】画像診断装置にはどのようなものが
あるかについて調べておくこと。 
3 回 【超音波診断装置１】音波について、波⻑、振動数、振幅の意味を復習して
おくこと。 
4 回 【超音波診断装置２】前回学んだ、超音波の発生と検出について復習してお
くこと。 
5 回 【超音波診断装置３】ドップラー効果について調べておくこと。 
6 回 【Ｘ線診断装置】Ｘ線発生装置について調べておくこと。 
7 回 【Ｘ線ＣＴ１】フーリエ変換について調査、復習しておくこと。 
8 

 



年度 2014 
授業コード FTM0331P 
成績評価 定期試験（７０％） レポート（３０％）。原則として、欠席が４回以上のものは

失格とする（成績判定せず次年度再受講）。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0331P 生体計測⼯学Ⅱ 
担当教員名 ⽊原 朝彦 
単位数 2 
教科書 授業の中で紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 診断⼯学、画像⼯学、非侵襲計測、画像診断装置、Ｘ線ＣＴ、核磁気共鳴装置、

超音波診断装置、核医学装置、検体検査⼯学、検体検査装置 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体計測⼯学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 画像診断装置学入門 ⽊村雄治 コロナ社 

舘野之男「画像診断」中公新書鈴⽊篤「画像検査で読む人体」講談社現代新書 
授業形態 講義 
注意備考 ※授業受講の事前準備は、参考書やＷｅｂを利用して行うこと。 
シラバスコード FTM0331P 
実務経験のある教員  
達成目標 Ｘ線診断装置、Ｘ線ＣＴ、核磁気共鳴装置、超音波診断装置、核医学装置、検体

検査装置の原理を知り、それらがどのように利用されているかを理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館３階３０５号室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biomedical Measurement Engineering II 
関連科目 電子⼯学Ｉ・II、生体計測⼯学Ｉ・II、放射線⼯学概論、生体⼯学実験Ｉ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代医学において画像による診断や治療は不可欠なものとなっている。本講義で

は、代表的な画像診断装置についてその原理について学んだ後、どのような応用
が行われているかを講義する。また、検体検査装置については、自動分析装置に
加えて、機器分析法、バイオセンサ、血液の細胞学的検査法について講義する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【オリエンテーション】本講義で学ぶことの概要について講義する。 

2 回 【診療プロセスと画像診断装置の役割】検査、治療、フォローアップという



診療のプロセスの中に占める画像診断装置の役割について講義する。 
3 回 【超音波診断装置１】超音波の性質と生体物質との相互作用、超音波の発生
と検出について講義する。 
4 回 【超音波診断装置２】電子走査法のうち、リニアー方式とセクター方式しつ
いて、そのしくみを講義する。 
5 回 【超音波診断装置３】ドップラー法による血流速の測定原理について講義す
る。 
6 回 【Ｘ線診断装 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】特になし。 
2 回 【診療プロセスと画像診断装置の役割】画像診断装置にはどのようなものが
あるかについて調べておくこと。 
3 回 【超音波診断装置１】音波について、波⻑、振動数、振幅の意味を復習して
おくこと。 
4 回 【超音波診断装置２】前回学んだ、超音波の発生と検出について復習してお
くこと。 
5 回 【超音波診断装置３】ドップラー効果について調べておくこと。 
6 回 【Ｘ線診断装置】Ｘ線発生装置について調べておくこと。 
7 回 【Ｘ線ＣＴ１】フーリエ変換について調査、復習しておくこと。 
8 

 



年度 2014 
授業コード FTM03410 
成績評価 小テスト（３０％）と定期試験（７０％） 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜13) 
見出し FTM03410 診断機器概論 
担当教員名 ⽊原 朝彦 
単位数 2 
教科書 授業の中で紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生体計測、診断⼯学、検体検査⼯学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 診断機器概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 金井寛 他著「生体計測学」コロナ社（臨床⼯学シリーズ１３） 

嶋津秀昭 他著「医用⼯学概論」コロナ社（臨床⼯学シリーズ６）；岡⽥雅彦 編著
「生体計測の機器とシステム」コロナ社；⽥村俊世 他著「医用機器Ⅰ」コロナ社
（ヘルスプロフェッショナルのためのテクニカルサポートシリーズ４）；池⽥研
二、嶋津秀昭 共著「生体物性／医用機械⼯学」秀潤社（臨床⼯学ライブラリ−シ
リーズ２）；日本機械学会 編「生体機械⼯学」日本機械学会（丸善販売） 

授業形態 講義 
注意備考 ※授業受講の事前準備は、参考書やＷｅｂを利用して行うこと。 
シラバスコード FTM03410 
実務経験のある教員  
達成目標 診断機器の基礎となる計測技術の原理と診断機器の概略を把握するとともに、臨

床医療の現場において医用機器の安全性が如何に重要であるかについて認識す
る。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館３階３０５号室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Diagnostic Devices 
関連科目 計測⼯学、生体計測⼯学Ⅰ、Ⅱ、臨床医学総論Ⅰ、Ⅱ、物性⼯学、放射線⼯学概

論、医用安全⼯学Ⅰ、Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 医用診断機器の基礎と全体像を把握するために、生体情報・信号計測の原理とそ

の方法と機器・装置、臨床診断のための医用機器、臨床医療における医用機器の
役割と効果、安全性などの概要について教授する。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義概要の説明、生体医⼯学と臨床⼯学における診断機器の役割、医用⼯学

の意義について講義する。 
2 回 生体計測に関する基礎知識１（測定法、測定誤差とばらつきなど）について
講義する。 
3 回 生体計測に関する基礎知識２（測定データの取り扱い）について講義する。 
4 回 循環系診断機器の原理と構成１（⼼電計と⼼電図モニター）について講義す
る。 
5 回 循環系診断機器の原理と構成２（血圧計、⼼拍出量計）について講義する。 
6 回 循環系診断機器の原理と構成３（電磁流量計、超音波血流計、ホットフィル
ム流速計などによる 

準備学習 1 回 講義の全体構成と内容の概要について理解しておくこと。 
2 回 教科書などで測定法と測定誤差の概要について調べておくこと。 
3 回 教科書などで最小２乗法、単位と標準などの概要について調べておくこと。 
4 回 ⼼臓血管系の構造、とくに⼼電図の概要について調べておくこと。 
5 回 ⼼臓血管系の構造と機能、とくに血圧について調べておくこと。 
6 回 ⼼臓血管系の構造と機能、とくに血流について調べておくこと。 
7 回 ⼼臓血管系の構造と機能、とくに血液の成分や赤血球による酸素運搬につ
いて調べておくこと。 
8 回 呼吸器系 

 



年度 2014 
授業コード FTM0341P 
成績評価 小テスト（３０％）と定期試験（７０％） 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0341P 診断機器概論 
担当教員名 ⽊原 朝彦 
単位数 2 
教科書 授業の中で紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生体計測、診断⼯学、検体検査⼯学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 診断機器概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 金井寛 他著「生体計測学」コロナ社（臨床⼯学シリーズ１３） 

嶋津秀昭 他著「医用⼯学概論」コロナ社（臨床⼯学シリーズ６）；岡⽥雅彦 編著
「生体計測の機器とシステム」コロナ社；⽥村俊世 他著「医用機器Ⅰ」コロナ社
（ヘルスプロフェッショナルのためのテクニカルサポートシリーズ４）；池⽥研
二、嶋津秀昭 共著「生体物性／医用機械⼯学」秀潤社（臨床⼯学ライブラリ−シ
リーズ２）；日本機械学会 編「生体機械⼯学」日本機械学会（丸善販売） 

授業形態 講義 
注意備考 ※授業受講の事前準備は、参考書やＷｅｂを利用して行うこと。 
シラバスコード FTM0341P 
実務経験のある教員  
達成目標 診断機器の基礎となる計測技術の原理と診断機器の概略を把握するとともに、臨

床医療の現場において医用機器の安全性が如何に重要であるかについて認識す
る。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館３階３０５号室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Diagnostic Devices 
関連科目 計測⼯学、生体計測⼯学Ⅰ、Ⅱ、臨床医学総論Ⅰ、Ⅱ、物性⼯学、放射線⼯学概

論、医用安全⼯学Ⅰ、Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 医用診断機器の基礎と全体像を把握するために、生体情報・信号計測の原理とそ

の方法と機器・装置、臨床診断のための医用機器、臨床医療における医用機器の
役割と効果、安全性などの概要について教授する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義概要の説明、生体医⼯学と臨床⼯学における診断機器の役割、医用⼯学

の意義について講義する。 
2 回 生体計測に関する基礎知識１（測定法、測定誤差とばらつきなど）について
講義する。 
3 回 生体計測に関する基礎知識２（測定データの取り扱い）について講義する。 
4 回 循環系診断機器の原理と構成１（⼼電計と⼼電図モニター）について講義す
る。 
5 回 循環系診断機器の原理と構成２（血圧計、⼼拍出量計）について講義する。 
6 回 循環系診断機器の原理と構成３（電磁流量計、超音波血流計、ホットフィル
ム流速計などによる 

準備学習 1 回 講義の全体構成と内容の概要について理解しておくこと。 
2 回 教科書などで測定法と測定誤差の概要について調べておくこと。 
3 回 教科書などで最小２乗法、単位と標準などの概要について調べておくこと。 
4 回 ⼼臓血管系の構造、とくに⼼電図の概要について調べておくこと。 
5 回 ⼼臓血管系の構造と機能、とくに血圧について調べておくこと。 
6 回 ⼼臓血管系の構造と機能、とくに血流について調べておくこと。 
7 回 ⼼臓血管系の構造と機能、とくに血液の成分や赤血球による酸素運搬につ
いて調べておくこと。 
8 回 呼吸器系 

 



年度 2014 
授業コード FTM03510 
成績評価 2 回の中間テスト 40%、定期試験 60%により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜13) 
見出し FTM03510 治療機器概論 
担当教員名 内貴 猛 
単位数 2 
教科書 ME の基礎知識と安全管理／日本エム・イー学会 ME 技術教育委員会監修／南江

堂／978-4-524243617 
アクティブラーニング  
キーワード 除細動器，ペースメーカ，ハイパーサーミア，内視鏡，レーザ治療装置，輸液ポ

ンプ，電気メス，体外循環装置，人⼯呼吸器，血液浄化機器，人⼯臓器 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教科書に線を引くだけの授業はやめて欲しい。授業前に内容をまとめて欲しい。

わかりやすい説明をして欲しい。 
との意見がありました。自分で教科書を読んで理解できるならば教科書中の重要
な事項を説明するような講義をしなくても良いと思いますが、ほとんどの学生が
教科書を事前に読んでいるとは思えません。教科書の内容から第 2 種 ME 試験の
問題が作られていますので、教科書を読み込むことが必要です。説明がわかりに
くいときがあったら、その場で質問して下さい。 

科目名 治療機器概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 臨床⼯学技士標準テキスト／小野哲章他編集／金原出版： 

医用治療機器学／日本臨床⼯学技士教育施設協議会監修／医⻭薬出版 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態はマークシート式試験とする。 

定期試験、中間テストでは携帯電話以外の持ち込みを可とする。 
シラバスコード FTM03510 
実務経験のある教員  
達成目標 治療機器の作用メカニズムについて理解する。機器の構造や原理について理解す

ること。 
最終的には第 2 種 ME 技術実力検定試験の治療機器に関する問題を解けるよう
になること。 

受講者へのコメント 第 2 種 ME 試験に合格することを目標にしている講義ですので、もっとしっかり
と勉強して欲しいと思います。 

連絡先 27 号館 3 階 304 室 tnaiki@bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 よく出席していました。 
1 時間以上の予習・復習をしていた学生は 46.2%でした。 



英文科目名 Introduction to Therapeutic Devices 
関連科目 治療機器学Ⅰ・Ⅱ，診断機器概論，人⼯臓器Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 診断機器概論に継続して，医用機器の全体像を把握するために，主として臨床治

療における医用機器について教授する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回 電気的治療用機器の構成と原理。除細動器，ペースメーカについて説明す
る。 
3 回 熱的治療用機器の構成と原理。ハイパーサーミアについて説明する。 
4 回 光学的治療用機器の構成と原理。レーザ治療装置について説明する。 
5 回 光学的治療用機器の構成と原理。結石破砕装置，内視鏡について説明する。 
6 回 機械的治療用機器の構成と原理。輸液ポンプ，シリンジポンプについて説明
する。 
7 回 手術用機器の構成と原理。電気メス，超音波手術器について説明する。 
8 回 手術 

準備学習 1 回 講義予定、特に中間テストと定期試験の日程を自分の予定表に書き込んで
おくこと。 
2 回 教科書の第 18 章と第 17 章を読んでおくこと。 
3 回 第 26 章を読んでおくこと。 
4 回 第 28 章を読んでおくこと。 
5 回 第 25 章を読んでおくこと。 
6 回 第 24 章を読んでおくこと。 
7 回 第 27 章と第 29 章 I を読んでおくこと。 
8 回 第 29 章 II 以降を読んでおくこと。 
9 回 第 2〜8 回の内容を復習すること。 
10 回 第 22 章を読んでおくこと。 
11 回 第 23 章を読んでおくこと。 
12 回 第 20 章と第 21 章を読んでおく 

 



年度 2014 
授業コード FTM0351P 
成績評価 2 回の中間テスト 40%、定期試験 60%により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0351P 治療機器概論 
担当教員名 内貴 猛 
単位数 2 
教科書 ME の基礎知識と安全管理／日本エム・イー学会 ME 技術教育委員会監修／南江

堂／978-4-524243617 
アクティブラーニング  
キーワード 除細動器，ペースメーカ，ハイパーサーミア，内視鏡，レーザ治療装置，輸液ポ

ンプ，電気メス，体外循環装置，人⼯呼吸器，血液浄化機器，人⼯臓器 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 治療機器概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 臨床⼯学技士標準テキスト／小野哲章他編集／金原出版： 

医用治療機器学／日本臨床⼯学技士教育施設協議会監修／医⻭薬出版 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態はマークシート式試験とする。 

定期試験、中間テストでは携帯電話以外の持ち込みを可とする。 
シラバスコード FTM0351P 
実務経験のある教員  
達成目標 治療機器の作用メカニズムについて理解する。機器の構造や原理について理解す

ること。 
最終的には第 2 種 ME 技術実力検定試験の治療機器に関する問題を解けるよう
になること。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 3 階 304 室 tnaiki@bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Therapeutic Devices 
関連科目 治療機器学Ⅰ・Ⅱ，診断機器概論，人⼯臓器Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 診断機器概論に継続して，医用機器の全体像を把握するために，主として臨床治

療における医用機器について教授する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 



2 回 電気的治療用機器の構成と原理。除細動器，ペースメーカについて説明す
る。 
3 回 熱的治療用機器の構成と原理。ハイパーサーミアについて説明する。 
4 回 光学的治療用機器の構成と原理。レーザ治療装置について説明する。 
5 回 光学的治療用機器の構成と原理。結石破砕装置，内視鏡について説明する。 
6 回 機械的治療用機器の構成と原理。輸液ポンプ，シリンジポンプについて説明
する。 
7 回 手術用機器の構成と原理。電気メス，超音波手術器について説明する。 
8 回 手術 

準備学習 1 回 講義予定、特に中間テストと定期試験の日程を自分の予定表に書き込んで
おくこと。 
2 回 教科書の第 18 章と第 17 章を読んでおくこと。 
3 回 第 26 章を読んでおくこと。 
4 回 第 28 章を読んでおくこと。 
5 回 第 25 章を読んでおくこと。 
6 回 第 24 章を読んでおくこと。 
7 回 第 27 章と第 29 章 I を読んでおくこと。 
8 回 第 29 章 II 以降を読んでおくこと。 
9 回 第 2〜8 回の内容を復習すること。 
10 回 第 22 章を読んでおくこと。 
11 回 第 23 章を読んでおくこと。 
12 回 第 20 章と第 21 章を読んでおく 

 



年度 2014 
授業コード FTM03610 
成績評価 毎回の小テスト、レポート、定期試験により評価を行う。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(11〜14) 
見出し FTM03610 免疫学 
担当教員名 二見 翠 
単位数 2 
教科書 垣内史堂/図解免疫学/オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード 免疫機構、免疫疾患、アレルギー 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「プリントが分かりにくい」というコメントにつきまして、今後改善していきた

いと思いますが、出来れば講義中にそういったコメントを頂ければお互いにもっ
と良い結果が得られたのではないかと思います。 
「全体的によくわからなかったです」というコメントにつきまして、分からない
ことが積み重なって全体的に分からなくなってしまったのでしょうか。分からな
いことがあれば積極的にご質問ください。学生さんが「分からない」とどんなに
強く思っていても、発現してもらえなければ私には学生さんが「分からない」こ
とを気付くことができません。 
「 

科目名 免疫学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 笹月健彦/免疫生物学 第５版/南江堂 

河本 宏/もっとよくわかる!免疫学 (実験医学別冊)/羊土社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM03610 
実務経験のある教員  
達成目標 免疫の仕組みを自分なりに説明できること。 

免疫分野はまだまだ全貌解明には至っていないが、新しい知見が出た時に自分で
勉強できるようになること。 

受講者へのコメント 免疫学は 1 年生が受けるには少し複雑で難しく、教える内容も非常に多い講義で
す。 
本当に理解しようと思うと、履修中そして履修後の自習が必要になってきますの
で、そういうスタンスで講義に望んでください。 

連絡先 5 号館 3 階 二見講師室 mfutami＠bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 1 時間以上の自習を行っている学生が 45％であり、毎回課題を出した効果が現れ
ていると思われます。ただ、自習内容は課題のみという学生がほとんどであり、



本当の意味の自習には繋がっていない現状であり、今度の課題だと考えていま
す。 

英文科目名 Immunology 
関連科目 基礎生物学、生化学、薬理学 
次回に向けての改善変更予定 プリントやスライドをもう少し分かりやすくなるよう改善していきたいと思い

ます。 
講義目的 免疫機構を組織、細胞レベルで理解するとともに、免疫系の異常や破綻が生体に

及ぼす影響を把握する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 シラバスをよく確認し、学習の流れを確認しておくこと。 

２回 教科書 第３章に目を通しておくこと。 
３回 教科書 第４、５章に目を通しておくこと。 
４回 教科書 第６章に目を通しておくこと。 
５回 教科書 第７、８章に目を通しておくこと。 
６回 教科書 第９、１３章に目を通しておくこと。 
７回 教科書 第１０、１１章に目を通しておくこと。 
８回 教科書 第１２章に目を通しておくこと。 
９回 ここまでの内容をよく復習すること 
１０回 教科書 第１４章に目を通しておくこと。 
１１回 教科書 第１５章に目を 

 



年度 2014 
授業コード FTM03611 
成績評価 毎回の小テスト、レポート、定期試験により評価を行う。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜10) 
見出し FTM03611 免疫学 
担当教員名 二見 翠 
単位数 2 
教科書 垣内史堂/図解免疫学/オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード 免疫機構、免疫疾患、アレルギー 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 免疫学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 笹月健彦/免疫生物学 第５版/南江堂 

河本 宏/もっとよくわかる!免疫学 (実験医学別冊)/羊土社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM03611 
実務経験のある教員  
達成目標 免疫の仕組みを自分なりに説明できること。 

免疫分野はまだまだ全貌解明には至っていないが、新しい知見が出た時に自分で
勉強できるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 5 号館 3 階 二見講師室 mfutami＠bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Immunology 
関連科目 基礎生物学、生化学、薬理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 免疫機構を組織、細胞レベルで理解するとともに、免疫系の異常や破綻が生体に

及ぼす影響を把握する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 シラバスをよく確認し、学習の流れを確認しておくこと。 

２回 教科書 第３章に目を通しておくこと。 
３回 教科書 第４、５章に目を通しておくこと。 
４回 教科書 第６章に目を通しておくこと。 



５回 教科書 第７、８章に目を通しておくこと。 
６回 教科書 第９、１３章に目を通しておくこと。 
７回 教科書 第１０、１１章に目を通しておくこと。 
８回 教科書 第１２章に目を通しておくこと。 
９回 ここまでの内容をよく復習すること 
１０回 教科書 第１４章に目を通しておくこと。 
１１回 教科書 第１５章に目を 

 



年度 2014 
授業コード FTM0361P 
成績評価 毎回の小テスト、レポート、定期試験により評価を行う。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0361P 免疫学 
担当教員名 二見 翠 
単位数 2 
教科書 垣内史堂/図解免疫学/オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード 免疫機構、免疫疾患、アレルギー 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 免疫学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 笹月健彦/免疫生物学 第５版/南江堂 

河本 宏/もっとよくわかる!免疫学 (実験医学別冊)/羊土社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM0361P 
実務経験のある教員  
達成目標 免疫の仕組みを自分なりに説明できること。 

免疫分野はまだまだ全貌解明には至っていないが、新しい知見が出た時に自分で
勉強できるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 5 号館 3 階 二見講師室 mfutami＠bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Immunology 
関連科目 基礎生物学、生化学、薬理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 免疫機構を組織、細胞レベルで理解するとともに、免疫系の異常や破綻が生体に

及ぼす影響を把握する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 シラバスをよく確認し、学習の流れを確認しておくこと。 

２回 教科書 第３章に目を通しておくこと。 
３回 教科書 第４、５章に目を通しておくこと。 
４回 教科書 第６章に目を通しておくこと。 



５回 教科書 第７、８章に目を通しておくこと。 
６回 教科書 第９、１３章に目を通しておくこと。 
７回 教科書 第１０、１１章に目を通しておくこと。 
８回 教科書 第１２章に目を通しておくこと。 
９回 ここまでの内容をよく復習すること 
１０回 教科書 第１４章に目を通しておくこと。 
１１回 教科書 第１５章に目を 

 



年度 2014 
授業コード FTM03710 
成績評価 毎回の小テスト(30%)、期末試験(70%)により行う。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜13) 
見出し FTM03710 薬理学 
担当教員名 村⽥ 等＊ 
単位数 2 
教科書 「よくわかる専門基礎講座 薬理学」／今井昭一／金原出版／978-4-307702058 
アクティブラーニング  
キーワード 呼吸器系、循環器系、循環器系、脳神経系に対する各薬剤、抗生物質 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 今後も自分自身の興味のある分野について、深く勉強していってほしいと思いま

す。 
科目名 薬理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 鈴⽊正彦、「薬理学」 医学芸術社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM03710 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 薬物療法の基本原理を理解し説明できる。2. 薬物の作用機序を分子、細胞、

器官、固体レベルで理解し説明できる。 
受講者へのコメント 薬理学の講義、お疲れさまでした。 

薬の名前や作用機序など、覚えることがたくさんあって大変だったと思います。
今回の講義で最も意識してほしかったことは、薬の作用を通じて体の仕組みを理
解するということです。生体には様々な変化に対応する能力が元々備わっていま
す。薬はその能力の手助けをしているようなものです。今回の講義を通じて、少
しでも生体の不思議や能力を知るおもしろさが伝わっていればと思います。そし
てその興味をきっかけに、更に自分自身で勉強していってほしいと思います。 

連絡先 岡山大学大学院医⻭薬学総合研究科細胞生物学分野 
murata@md.okayama-u.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ほとんどの受講者が薬理学の理解、興味・関⼼が高まったという評価であったの
でよかった。 
一方で、1 回の講義で扱う量が多い、授業進行が速すぎたという意見もあったの
で、次回の講義で改善していきたいと思う。 

英文科目名 Pharmacology 
関連科目 基礎生物学、基礎化学、生化学、免疫学 



次回に向けての改善変更予定 1 回の講義で扱う量が多い、授業進行が速すぎたという意見があった。次回の講
義では授業内容の再検討を行い、省略できる部分は省略し、受講者が理解しやす
いように努めたい。板書をノートに書き写す時間を今回の講義よりも⻑めにとる
ようにする。 

講義目的 臨床で使用される薬剤の作用機序・適応等、生体内で薬が作用を発揮する仕組み
を理解する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義方針説明、薬理学総論 

2 回 薬理学および臨床薬理学 
3 回 末梢神経系作用薬の薬理作用と臨床応用（１） 
4 回 末梢神経系作用薬の薬理作用と臨床応用（２） 
5 回 中枢神経系作用薬の薬理作用と臨床応用 
6 回 ホルモンとオータコイド 
7 回 循環器系作用薬の薬理作用と臨床応用：（強⼼薬、⼼機能亢進薬、血管収縮
/拡張薬、利尿薬等）（１） 
8 回 循環器系作用薬の薬理作用と臨床応用：（強⼼薬、⼼機能亢進薬、血管収縮
/拡張薬、利尿薬等）（２） 
9 回 呼吸器系作用薬および消化器系作用薬の薬理作用と臨床応用：（気管支 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の流れを確認しておくこと。 
2 回 教科書 第１章に目を通しておくこと。 
3 回 教科書 第２章①まで目を通しておくこと。 
4 回 教科書 第２章②まで目を通しておくこと。 
5 回 教科書 第３章に目を通しておくこと。 
6 回 教科書 第４〜５章まで目を通しておくこと。 
7 回 教科書 第６章③まで目を通しておくこと。 
8 回 教科書 第６章⑦まで目を通しておくこと。 
9 回 教科書 第７〜８章に目を通しておくこと。 
10 回 教科書 第９章に目を通しておくこと。 
11 回 今までの講義を復習 

 



年度 2014 
授業コード FTM0371P 
成績評価 毎回の小テスト(30%)、期末試験(70%)により行う。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0371P 薬理学 
担当教員名 村⽥ 等＊ 
単位数 2 
教科書 「よくわかる専門基礎講座 薬理学」／今井昭一／金原出版／978-4-307702058 
アクティブラーニング  
キーワード 呼吸器系、循環器系、循環器系、脳神経系に対する各薬剤、抗生物質 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 薬理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 鈴⽊正彦、「薬理学」 医学芸術社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM0371P 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 薬物療法の基本原理を理解し説明できる。2. 薬物の作用機序を分子、細胞、

器官、固体レベルで理解し説明できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 岡山大学大学院医⻭薬学総合研究科細胞生物学分野 

murata@md.okayama-u.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Pharmacology 
関連科目 基礎生物学、基礎化学、生化学、免疫学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 臨床で使用される薬剤の作用機序・適応等、生体内で薬が作用を発揮する仕組み

を理解する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義方針説明、薬理学総論 

2 回 薬理学および臨床薬理学 
3 回 末梢神経系作用薬の薬理作用と臨床応用（１） 
4 回 末梢神経系作用薬の薬理作用と臨床応用（２） 
5 回 中枢神経系作用薬の薬理作用と臨床応用 
6 回 ホルモンとオータコイド 



7 回 循環器系作用薬の薬理作用と臨床応用：（強⼼薬、⼼機能亢進薬、血管収縮
/拡張薬、利尿薬等）（１） 
8 回 循環器系作用薬の薬理作用と臨床応用：（強⼼薬、⼼機能亢進薬、血管収縮
/拡張薬、利尿薬等）（２） 
9 回 呼吸器系作用薬および消化器系作用薬の薬理作用と臨床応用：（気管支 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の流れを確認しておくこと。 
2 回 教科書 第１章に目を通しておくこと。 
3 回 教科書 第２章①まで目を通しておくこと。 
4 回 教科書 第２章②まで目を通しておくこと。 
5 回 教科書 第３章に目を通しておくこと。 
6 回 教科書 第４〜５章まで目を通しておくこと。 
7 回 教科書 第６章③まで目を通しておくこと。 
8 回 教科書 第６章⑦まで目を通しておくこと。 
9 回 教科書 第７〜８章に目を通しておくこと。 
10 回 教科書 第９章に目を通しておくこと。 
11 回 今までの講義を復習 

 



年度 2014 
授業コード FTM03810 
成績評価 定期試験（７０％）、毎回のミニテスト（３０％） 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(13〜) 
見出し FTM03810 人⼯臓器Ⅰ 
担当教員名 中路 修平 
単位数 2 
教科書 ＣＥ技術シリーズ呼吸療法／渡辺 敏・宮川哲夫／南江堂／978-4-524224050 
アクティブラーニング  
キーワード 呼吸療法、医用ガス、人⼯呼吸療法、酸素療法、吸入療法、在宅療法、人⼯呼吸

器、呼吸生理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 〔自由意見〕（以下の自由意見がありました。原文のまま） 

・自由意見 1「一生懸命講義をしてくださって、しっかり話を聞こうと思える有
意義な時間でした。」 
・自由意見２｢図が多く、わかりやすい。｣ 
〔回答〕 
・特にコメントはありません。 

科目名 人⼯臓器Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 臨床⼯学講座生体機能代行装置学呼吸療法装置／廣瀬 稔・生駒俊和／医⻭薬出

版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM03810 
実務経験のある教員  
達成目標 人⼯呼吸器、酸素療法など、臨床⼯学技士に求められる呼吸療法に関する知識を

習得する。臨床⼯学コースの場合、3 年次の生体医⼯学実習Ⅱ、4 年次の病院実
習の基礎となる科目である。臨床⼯学技士として呼吸関連業務を行うために必要
な基礎知識を習得し、臨床⼯学技士の国家試験に合格するレベルの知識を獲得す
ることが達成目標である。生体⼯学コースの場合、呼吸関連の医療機器に係わる
業務に必要な基礎知識を獲得することが達成目標である。 

受講者へのコメント この授業は金曜日の 1･2 時限目にあるため遅刻者を散見します。君たちが数年後
になる社会人としての基本の第一は、時間を守ること、です。遅刻しない習慣を
早く身につけましょう。 

連絡先 生体材料⼯学研究室（２７号館３階３０８号室）、オフィスアワー：月〜金 昼休
み 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【C】総合評価の７）この授業に満足しましたか、で、満足（23 人）を 5 点、ほ



ぼ満足（15 人）を 4 点、普通（7 人）を 3 点、やや不満（0 人）を 2 点、不満（0
人）を 1 点（無回答（0 人）は計算に含めない）として、加重平均すると 4.36 点。
同様に、６）授業に対する教員の意欲は感じられましたか、では 4.60 点。５）こ
の授業の目標を達成できましたか、では 3.93 点。これら 3 項目の平均点が 4.30
点でした。これらから判断すると、まずまずだったのではないかと考えています。 

英文科目名 Artificial Organs I 
関連科目 人⼯臓器Ⅱ、人⼯臓器Ⅲ、人⼯臓器Ⅳ、生体医⼯学実習Ⅱ、材料⼯学 
次回に向けての改善変更予定 板書、パワーポイントに加え、動画やインターネットを活用しています。この授

業のような医療の専門分野では特に有効だと考えていますので、さらに充実させ
たいと考えています。 

講義目的 人⼯臓器Ⅰでは呼吸療法について学ぶ。呼吸療法は⼼肺機能が低下している患者
に対する治療法としてのみならず、中枢神経障害や代謝不全などの重症患者の全
身管理法としても重要である。呼吸療法に関して、人⼯呼吸器、吸入療法機器、
酸素療法機器などを用いて行う呼吸治療業務は臨床⼯学技士が行う業務のひと
つとなっている。呼吸不全、人⼯呼吸療法、酸素療法などについて学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 呼吸療法の概要、記号表記の基礎知識について解説する。 

2 回 呼吸療法に必要な呼吸生理、スパイロメータについて解説する。 
3 回 呼吸不全、およびモニタリング（１）呼吸不全の定義、原因、病態、呼吸不
全疾患の特徴等について解説する。 
4 回 モニタリング（２）肺動脈カテーテル、バルスオキシメータについて解説す
る。 
5 回 モニタリング（３）カプノメータ、人⼯呼吸療法（１）人⼯呼吸療法の基礎
について解説する。 
6 回 人⼯呼吸療法（２）人⼯呼吸器のしくみ、換気モードについて解説する。 
7 回 人⼯呼吸療法（３）人⼯ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。教科書の第 1 章
と第 15 章を予習しておくこと。 
2 回 教科書の第 1 章と第 2 章を予習しておくこと。 
3 回 教科書の第 3 章と第 4 章ⅡA までを予習しておくこと。 
4 回 教科書の第 4 章ⅡA〜C を予習しておくこと。 
5 回 教科書の第 4 章Ⅱ〜第 5 章ⅠA を予習しておくこと。 
6 回 教科書の第 5 章ⅠB〜C を予習しておくこと。 
7 回 教科書の第 5 章ⅠD を予習しておくこと。 
8 回 教科書の第 5 章 E〜Ⅱを予習しておくこと。 
9 回 教科書の第 6 章Ⅰを予習しておくこと。 
10 

 



年度 2014 
授業コード FTM0381P 
成績評価 定期試験（７０％）、毎回のミニテスト（３０％） 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0381P 人⼯臓器Ⅰ 
担当教員名 中路 修平 
単位数 2 
教科書 ＣＥ技術シリーズ呼吸療法／渡辺 敏・宮川哲夫／南江堂／978-4-524224050 
アクティブラーニング  
キーワード 呼吸療法、医用ガス、人⼯呼吸療法、酸素療法、吸入療法、在宅療法、人⼯呼吸

器、呼吸生理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 人⼯臓器Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 臨床⼯学講座生体機能代行装置学呼吸療法装置／廣瀬 稔・生駒俊和／医⻭薬出

版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM0381P 
実務経験のある教員  
達成目標 人⼯呼吸器、酸素療法など、臨床⼯学技士に求められる呼吸療法に関する知識を

習得する。臨床⼯学コースの場合、3 年次の生体医⼯学実習Ⅱ、4 年次の病院実
習の基礎となる科目である。臨床⼯学技士として呼吸関連業務を行うために必要
な基礎知識を習得し、臨床⼯学技士の国家試験に合格するレベルの知識を獲得す
ることが達成目標である。生体⼯学コースの場合、呼吸関連の医療機器に係わる
業務に必要な基礎知識を獲得することが達成目標である。 

受講者へのコメント  
連絡先 生体材料⼯学研究室（２７号館３階３０８号室）、オフィスアワー：月〜金 昼休

み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Artificial Organs I 
関連科目 人⼯臓器Ⅱ、人⼯臓器Ⅲ、人⼯臓器Ⅳ、生体医⼯学実習Ⅱ、材料⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 人⼯臓器Ⅰでは呼吸療法について学ぶ。呼吸療法は⼼肺機能が低下している患者

に対する治療法としてのみならず、中枢神経障害や代謝不全などの重症患者の全
身管理法としても重要である。呼吸療法に関して、人⼯呼吸器、吸入療法機器、



酸素療法機器などを用いて行う呼吸治療業務は臨床⼯学技士が行う業務のひと
つとなっている。呼吸不全、人⼯呼吸療法、酸素療法などについて学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 呼吸療法の概要、記号表記の基礎知識について解説する。 

2 回 呼吸療法に必要な呼吸生理、スパイロメータについて解説する。 
3 回 呼吸不全、およびモニタリング（１）呼吸不全の定義、原因、病態、呼吸不
全疾患の特徴等について解説する。 
4 回 モニタリング（２）肺動脈カテーテル、バルスオキシメータについて解説す
る。 
5 回 モニタリング（３）カプノメータ、人⼯呼吸療法（１）人⼯呼吸療法の基礎
について解説する。 
6 回 人⼯呼吸療法（２）人⼯呼吸器のしくみ、換気モードについて解説する。 
7 回 人⼯呼吸療法（３）人⼯ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。教科書の第 1 章
と第 15 章を予習しておくこと。 
2 回 教科書の第 1 章と第 2 章を予習しておくこと。 
3 回 教科書の第 3 章と第 4 章ⅡA までを予習しておくこと。 
4 回 教科書の第 4 章ⅡA〜C を予習しておくこと。 
5 回 教科書の第 4 章Ⅱ〜第 5 章ⅠA を予習しておくこと。 
6 回 教科書の第 5 章ⅠB〜C を予習しておくこと。 
7 回 教科書の第 5 章ⅠD を予習しておくこと。 
8 回 教科書の第 5 章 E〜Ⅱを予習しておくこと。 
9 回 教科書の第 6 章Ⅰを予習しておくこと。 
10 

 



年度 2014 
授業コード FTM03910 
成績評価 定期試験（７０％）、毎回のミニテスト（３０％） 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜13) 
見出し FTM03910 人⼯臓器Ⅱ 
担当教員名 中路 修平 
単位数 2 
教科書 研修医、コメディカルのためのプラクティカル補助循環ガイド／澤 芳樹／MC

メディカ出版、およびプリントを適宜使用する。 
アクティブラーニング  
キーワード 補助循環、血液循環、血液ポンプ、経皮的⼼肺補助装置、補助人⼯⼼臓、患者管

理、機器点検 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述が 2 件ありました。私から特にコメントはありません。  

｢こちら（生徒側）のことを考えてくれて講義をしているというのが伝わってく
るので、こちらも本気で聞こうという気持ちになる。この授業くらい人⼯臓器を
くわしくなりたいと思った｣（原文のまま） 
｢特になし｣（原文のまま） 

科目名 人⼯臓器Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 補助循環マスターポイント１００／許 俊鋭／メジカルビュー社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM03910 
実務経験のある教員  
達成目標 補助循環装置の種類、原理と構造、操作方法などの基礎技術を習得する。IABP、

PCPS など、臨床⼯学技士に求められる補助循環療法に関する知識を習得する。
臨床⼯学コースの場合、3 年次の生体医⼯学実習Ⅱ、4 年次の病院実習の基礎と
なる科目である。臨床⼯学技士として補助循環関連業務を行うために必要な基礎
知識を習得し、臨床⼯学技士の国家試験に合格するレベルの知識を獲得すること
が達成目標である。生体⼯学コースの場合、補助循環関連の医療機器に係わる業
務に必要な基礎知識を獲得することが達成目標である。 

受講者へのコメント この授業は金曜日の 1･2 時限目にあるため遅刻者を散見します。君たちが数年後
になる社会人としての基本の第一は、時間を守ること、です。遅刻しない習慣を
早く身につけましょう。 

連絡先 生体材料⼯学研究室（２７号館３階３０８号室）、オフィスアワー：月〜金 昼休
み 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【C】総合評価の７）この授業に満足しましたか、で、満足（29 人）を 5 点、ほ



ぼ満足（10 人）を 4 点、普通（3 人）を 3 点、やや不満（0 人）を 2 点、不満（0
人）を 1 点（無回答（1 人）は計算に含めない）として、加重平均すると 4.62 点。
90%の学生がほぼ満足以上でしたので、まずまず良かったのではないかと考えて
います。ちなみに、同様の加重平均をとると、【C】総合評価の６）授業に対する
教員の意欲は感じられましたか、は 4.74、【C】総合評価の５）この授業の目標を
達成できましたか、は 4.29 でした。 

英文科目名 Artificial Organs II 
関連科目 人⼯臓器Ⅰ、人⼯臓器Ⅲ、人⼯臓器Ⅳ、生体医⼯学実習Ⅱ、材料⼯学、物性⼯学 
次回に向けての改善変更予定 板書、パワーポイントに加え、動画やインターネットを活用しています。医療の

専門分野では特に有効だと考えていますので、さらに充実させたいと考えていま
す。 

講義目的 人⼯臓器Ⅱでは血液循環に関わる補助循環装置について学ぶ。⼼不全など循環系
疾患の病理・病態、血液ポンプ、大動脈バルーンパンピング（IABP）、経皮的⼼
肺補助装置（PCPS）、補助人⼯⼼臓（VAS）などの循環補助装置の原理、構造、
操作方法、安全管理について学ぶ。補助循環装置を操作して行う治療と装置の維
持管理は臨床⼯学技士の重要な業務のひとつである。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 補助循環装置の概要（補助循環の目的と装置の種類）、ペースメーカー（１）

（ペースメーカーの原理と構造）について解説する。 
2 回 ペースメーカー（２）（ペースメーカーの作動機序、適応・禁忌）について
解説する。 
3 回 ペースメーカー（３）（点検とチェックなど）について解説する。 
4 回 血液ポンプ（血液ポンプの種類と特性）について解説する。 
5 回 大動脈バルーンパンピング（IABP）（１）（原理と構造、作動機序、適応）
について解説する。 
6 回 大動脈バルーンパンピング（IABP）（２）（操作方法、機器点検、 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。教科書の第０章お
よび第１章を予習しておくこと。 
2 回 教科書の第１章を予習しておくこと。 
3 回 教科書の第１章を予習しておくこと。 
4 回 血液ポンプについて参考書等で調べておくこと。 
5 回 教科書の第２章を予習しておくこと。 
6 回 教科書の第２章を予習しておくこと。 
7 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
8 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
9 回 教科書の第４章を予習しておくこと。 
10 回 教科書の第４章を予習しておくこと。 
11 回 教科書 

 



年度 2014 
授業コード FTM0391P 
成績評価 定期試験（７０％）、毎回のミニテスト（３０％） 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0391P 人⼯臓器Ⅱ 
担当教員名 中路 修平 
単位数 2 
教科書 研修医、コメディカルのためのプラクティカル補助循環ガイド／澤 芳樹／MC

メディカ出版、およびプリントを適宜使用する。 
アクティブラーニング  
キーワード 補助循環、血液循環、血液ポンプ、経皮的⼼肺補助装置、補助人⼯⼼臓、患者管

理、機器点検 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 人⼯臓器Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 補助循環マスターポイント１００／許 俊鋭／メジカルビュー社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM0391P 
実務経験のある教員  
達成目標 補助循環装置の種類、原理と構造、操作方法などの基礎技術を習得する。IABP、

PCPS など、臨床⼯学技士に求められる補助循環療法に関する知識を習得する。
臨床⼯学コースの場合、3 年次の生体医⼯学実習Ⅱ、4 年次の病院実習の基礎と
なる科目である。臨床⼯学技士として補助循環関連業務を行うために必要な基礎
知識を習得し、臨床⼯学技士の国家試験に合格するレベルの知識を獲得すること
が達成目標である。生体⼯学コースの場合、補助循環関連の医療機器に係わる業
務に必要な基礎知識を獲得することが達成目標である。 

受講者へのコメント  
連絡先 生体材料⼯学研究室（２７号館３階３０８号室）、オフィスアワー：月〜金 昼休

み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Artificial Organs II 
関連科目 人⼯臓器Ⅰ、人⼯臓器Ⅲ、人⼯臓器Ⅳ、生体医⼯学実習Ⅱ、材料⼯学、物性⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 人⼯臓器Ⅱでは血液循環に関わる補助循環装置について学ぶ。⼼不全など循環系

疾患の病理・病態、血液ポンプ、大動脈バルーンパンピング（IABP）、経皮的⼼



肺補助装置（PCPS）、補助人⼯⼼臓（VAS）などの循環補助装置の原理、構造、
操作方法、安全管理について学ぶ。補助循環装置を操作して行う治療と装置の維
持管理は臨床⼯学技士の重要な業務のひとつである。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 補助循環装置の概要（補助循環の目的と装置の種類）、ペースメーカー（１）

（ペースメーカーの原理と構造）について解説する。 
2 回 ペースメーカー（２）（ペースメーカーの作動機序、適応・禁忌）について
解説する。 
3 回 ペースメーカー（３）（点検とチェックなど）について解説する。 
4 回 血液ポンプ（血液ポンプの種類と特性）について解説する。 
5 回 大動脈バルーンパンピング（IABP）（１）（原理と構造、作動機序、適応）
について解説する。 
6 回 大動脈バルーンパンピング（IABP）（２）（操作方法、機器点検、 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。教科書の第０章お
よび第１章を予習しておくこと。 
2 回 教科書の第１章を予習しておくこと。 
3 回 教科書の第１章を予習しておくこと。 
4 回 血液ポンプについて参考書等で調べておくこと。 
5 回 教科書の第２章を予習しておくこと。 
6 回 教科書の第２章を予習しておくこと。 
7 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
8 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
9 回 教科書の第４章を予習しておくこと。 
10 回 教科書の第４章を予習しておくこと。 
11 回 教科書 

 



年度 2014 
授業コード FTM04010 
成績評価 定期試験（７０％）、毎回のミニテスト（３０％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(11〜12) 
見出し FTM04010 人⼯臓器Ⅲ 
担当教員名 中路 修平 
単位数 2 
教科書 最新人⼯⼼肺−理論と実際（第四版）／上⽥裕一／名古屋大学出版会最新人⼯⼼

肺−理論と実際（第四版）／上⽥裕一／名古屋大学出版会／978-4-815806811 
アクティブラーニング  
キーワード 人⼯⼼肺、体外循環、人⼯肺、血液ポンプ、安全管理、操作方法、保守点検、ト

ラブルシューティング 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 〔自由意見〕（以下の自由意見がありました。原文のまま） 

・自由意見 1「内容がとても分かり易く、他の授業との関連も見つけられたりと、
授業が受けられてよかったなと思いました。」 
・自由意見２｢ノートにまとめやすく、書きやすいようにしてくださっているが、
字が汚く漢字や英字が何を書いているのかわからないところがある。｣ 
・自由意見３｢ミニテストを ME の対策にもなるから助かっています。｣ 
・自由意見４｢実習のタイミングと合っててよかったです。｣ 
・自由意見５｢第 2 種 ME 対策として勉強しました。｣ 
・自由意見６｢中国 

科目名 人⼯臓器Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 人⼯⼼肺ハンドブック／安達秀雄、百瀬直樹／中外医学社、人⼯⼼肺トラブルシ

ューティング／安達秀雄、百瀬直樹／中外医学社、臨床⼯学講座・生体機能代行
装置学・体外循環装置／見目恭一、福⻑一義／医⻭薬出版 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM04010 
実務経験のある教員  
達成目標 人⼯⼼肺を構成する装置、操作方法など、人⼯⼼肺に関する知識を習得する。人

⼯肺、人⼯⼼肺装置、体外循環と病態生理など、人⼯⼼肺に関する知識を習得す
る。臨床⼯学コースの場合、3 年次の生体医⼯学実習Ⅱ、4 年次の病院実習の基
礎となる科目である。臨床⼯学技士として人⼯⼼肺連業務を行うために必要な基
礎知識を習得し、臨床⼯学技士の国家試験に合格するレベルの知識を獲得するこ
とが達成目標である。生体⼯学コースの場合、人⼯⼼肺関連の医療機器に係わる
業務に必要な基礎知識を獲得することが達成目標である。 

受講者へのコメント 人⼯臓器Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ（人⼯臓器Ⅳは二見先生が担当）は、3 年前期の生体医
⼯学実習Ⅱ、4 年次の病院実習と繋がっていく、臨床⼯学コースの学生にとって



は大切な授業です。特に、臨床⼯学コースの学生はしっかり勉強しましょう。 
連絡先 生体材料⼯学研究室（２７号館３階３０８号室）、オフィスアワー：月〜金 昼休

み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【C】総合評価の７）この授業に満足しましたか、で、満足（32 人）を 5 点、ほ
ぼ満足（12 人）を 4 点、普通（2 人）を 3 点、やや不満（0 人）を 2 点、不満（1
人）を 1 点（無回答（0 人）は計算に含めない）として、加重平均すると 4.57 点。
同様に、６）授業に対する教員の意欲は感じられましたか、では 4.70 点。５）こ
の授業の目標を達成できましたか、では 4.21 点。これら 3 項目の平均点が 4.50
点でした。これらから判断すると、まずまずだったのではないかと考えています。 

英文科目名 Artificial Organs III 
関連科目 人⼯臓器Ⅰ、人⼯臓器Ⅱ、人⼯臓器Ⅳ、生体医⼯学実習Ⅱ、材料⼯学、物性⼯学 
次回に向けての改善変更予定 板書、パワーポイントに加え、動画やインターネットを活用しています。医療の

専門分野では特に有効だと考えていますので、さらに充実させたいと考えていま
す。 

講義目的 人⼯臓器Ⅲでは人⼯⼼肺について学ぶ。人⼯⼼肺は⼼臓手術・大動脈手術におい
て手術中の患者の生命を維持する重要な装置である。人⼯⼼肺装置を構成する血
液ポンプ、人⼯肺、血液回路などについて学ぶとともに、体外循環時の病態生理、
人⼯⼼肺の操作法と安全管理などについて学ぶ。人⼯⼼肺装置を操作して行う治
療と装置の維持管理は臨床⼯学技士の重要な業務のひとつである。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 人⼯⼼肺の歴史と概要について解説する。 

2 回 血液ポンプ（ローラーポンプ、遠⼼ポンプ、軸流ポンプなど）について解説
する。 
3 回 人⼯肺（人⼯肺の種類、原理、構造など）について解説する。 
4 回 人⼯⼼肺システム（リザーバー、サクション回路、ベント回路など）につい
て解説する。 
5 回 標準的開⼼術、モニタ（人⼯⼼肺側モニタ、生体側モニタ）について解説す
る。 
6 回 適正灌流量、血液希釈について解説する。 
7 回 低体温体外循環について解説する。 
8 回 体外循環の病態生理（１）（血液凝固系、酸塩基平衡の変動など 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。教科書の第１章を
予習しておくこと。 
2 回 教科書の第２章を予習しておくこと。 
3 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
4 回 教科書の第４章を予習しておくこと。 
5 回 教科書の第５章、第６章を予習しておくこと。 
6 回 教科書の第７章を予習しておくこと。 
7 回 教科書の第８章を予習しておくこと。 
8 回 教科書の第９章を予習しておくこと。 



9 回 教科書の第９章を予習しておくこと。 
10 回 教科書の第１０章を予習しておくこと。 
11 回 教科書の第１１章を 

 



年度 2014 
授業コード FTM04011 
成績評価 定期試験（７０％）、毎回のミニテスト（３０％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜10) 
見出し FTM04011 人⼯臓器Ⅲ 
担当教員名 中路 修平 
単位数 2 
教科書 最新人⼯⼼肺−理論と実際（第四版）／上⽥裕一／名古屋大学出版会最新人⼯⼼

肺−理論と実際（第四版）／上⽥裕一／名古屋大学出版会／978-4-815806811 
アクティブラーニング  
キーワード 人⼯⼼肺、体外循環、人⼯肺、血液ポンプ、安全管理、操作方法、保守点検、ト

ラブルシューティング 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 人⼯臓器Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 人⼯⼼肺ハンドブック／安達秀雄、百瀬直樹／中外医学社、人⼯⼼肺トラブルシ

ューティング／安達秀雄、百瀬直樹／中外医学社、臨床⼯学講座・生体機能代行
装置学・体外循環装置／見目恭一、福⻑一義／医⻭薬出版 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM04011 
実務経験のある教員  
達成目標 人⼯⼼肺を構成する装置、操作方法など、人⼯⼼肺に関する知識を習得する。人

⼯肺、人⼯⼼肺装置、体外循環と病態生理など、人⼯⼼肺に関する知識を習得す
る。臨床⼯学コースの場合、3 年次の生体医⼯学実習Ⅱ、4 年次の病院実習の基
礎となる科目である。臨床⼯学技士として人⼯⼼肺連業務を行うために必要な基
礎知識を習得し、臨床⼯学技士の国家試験に合格するレベルの知識を獲得するこ
とが達成目標である。生体⼯学コースの場合、人⼯⼼肺関連の医療機器に係わる
業務に必要な基礎知識を獲得することが達成目標である。 

受講者へのコメント  
連絡先 生体材料⼯学研究室（２７号館３階３０８号室）、オフィスアワー：月〜金 昼休

み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Artificial Organs III 
関連科目 人⼯臓器Ⅰ、人⼯臓器Ⅱ、人⼯臓器Ⅳ、生体医⼯学実習Ⅱ、材料⼯学、物性⼯学 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 人⼯臓器Ⅲでは人⼯⼼肺について学ぶ。人⼯⼼肺は⼼臓手術・大動脈手術におい
て手術中の患者の生命を維持する重要な装置である。人⼯⼼肺装置を構成する血
液ポンプ、人⼯肺、血液回路などについて学ぶとともに、体外循環時の病態生理、
人⼯⼼肺の操作法と安全管理などについて学ぶ。人⼯⼼肺装置を操作して行う治
療と装置の維持管理は臨床⼯学技士の重要な業務のひとつである。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 人⼯⼼肺の歴史と概要について解説する。 

2 回 血液ポンプ（ローラーポンプ、遠⼼ポンプ、軸流ポンプなど）について解説
する。 
3 回 人⼯肺（人⼯肺の種類、原理、構造など）について解説する。 
4 回 人⼯⼼肺システム（リザーバー、サクション回路、ベント回路など）につい
て解説する。 
5 回 標準的開⼼術、モニタ（人⼯⼼肺側モニタ、生体側モニタ）について解説す
る。 
6 回 適正灌流量、血液希釈について解説する。 
7 回 低体温体外循環について解説する。 
8 回 体外循環の病態生理（１）（血液凝固系、酸塩基平衡の変動など 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。教科書の第１章を
予習しておくこと。 
2 回 教科書の第２章を予習しておくこと。 
3 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
4 回 教科書の第４章を予習しておくこと。 
5 回 教科書の第５章、第６章を予習しておくこと。 
6 回 教科書の第７章を予習しておくこと。 
7 回 教科書の第８章を予習しておくこと。 
8 回 教科書の第９章を予習しておくこと。 
9 回 教科書の第９章を予習しておくこと。 
10 回 教科書の第１０章を予習しておくこと。 
11 回 教科書の第１１章を 

 



年度 2014 
授業コード FTM0401P 
成績評価 定期試験（７０％）、毎回のミニテスト（３０％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0401P 人⼯臓器Ⅲ 
担当教員名 中路 修平 
単位数 2 
教科書 最新人⼯⼼肺−理論と実際（第四版）／上⽥裕一／名古屋大学出版会最新人⼯⼼

肺−理論と実際（第四版）／上⽥裕一／名古屋大学出版会／978-4-815806811 
アクティブラーニング  
キーワード 人⼯⼼肺、体外循環、人⼯肺、血液ポンプ、安全管理、操作方法、保守点検、ト

ラブルシューティング 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 人⼯臓器Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 人⼯⼼肺ハンドブック／安達秀雄、百瀬直樹／中外医学社、人⼯⼼肺トラブルシ

ューティング／安達秀雄、百瀬直樹／中外医学社、臨床⼯学講座・生体機能代行
装置学・体外循環装置／見目恭一、福⻑一義／医⻭薬出版 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM0401P 
実務経験のある教員  
達成目標 人⼯⼼肺を構成する装置、操作方法など、人⼯⼼肺に関する知識を習得する。人

⼯肺、人⼯⼼肺装置、体外循環と病態生理など、人⼯⼼肺に関する知識を習得す
る。臨床⼯学コースの場合、3 年次の生体医⼯学実習Ⅱ、4 年次の病院実習の基
礎となる科目である。臨床⼯学技士として人⼯⼼肺連業務を行うために必要な基
礎知識を習得し、臨床⼯学技士の国家試験に合格するレベルの知識を獲得するこ
とが達成目標である。生体⼯学コースの場合、人⼯⼼肺関連の医療機器に係わる
業務に必要な基礎知識を獲得することが達成目標である。 

受講者へのコメント  
連絡先 生体材料⼯学研究室（２７号館３階３０８号室）、オフィスアワー：月〜金 昼休

み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Artificial Organs III 
関連科目 人⼯臓器Ⅰ、人⼯臓器Ⅱ、人⼯臓器Ⅳ、生体医⼯学実習Ⅱ、材料⼯学、物性⼯学 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 人⼯臓器Ⅲでは人⼯⼼肺について学ぶ。人⼯⼼肺は⼼臓手術・大動脈手術におい
て手術中の患者の生命を維持する重要な装置である。人⼯⼼肺装置を構成する血
液ポンプ、人⼯肺、血液回路などについて学ぶとともに、体外循環時の病態生理、
人⼯⼼肺の操作法と安全管理などについて学ぶ。人⼯⼼肺装置を操作して行う治
療と装置の維持管理は臨床⼯学技士の重要な業務のひとつである。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 人⼯⼼肺の歴史と概要について解説する。 

2 回 血液ポンプ（ローラーポンプ、遠⼼ポンプ、軸流ポンプなど）について解説
する。 
3 回 人⼯肺（人⼯肺の種類、原理、構造など）について解説する。 
4 回 人⼯⼼肺システム（リザーバー、サクション回路、ベント回路など）につい
て解説する。 
5 回 標準的開⼼術、モニタ（人⼯⼼肺側モニタ、生体側モニタ）について解説す
る。 
6 回 適正灌流量、血液希釈について解説する。 
7 回 低体温体外循環について解説する。 
8 回 体外循環の病態生理（１）（血液凝固系、酸塩基平衡の変動など 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。教科書の第１章を
予習しておくこと。 
2 回 教科書の第２章を予習しておくこと。 
3 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
4 回 教科書の第４章を予習しておくこと。 
5 回 教科書の第５章、第６章を予習しておくこと。 
6 回 教科書の第７章を予習しておくこと。 
7 回 教科書の第８章を予習しておくこと。 
8 回 教科書の第９章を予習しておくこと。 
9 回 教科書の第９章を予習しておくこと。 
10 回 教科書の第１０章を予習しておくこと。 
11 回 教科書の第１１章を 

 



年度 2014 
授業コード FTM04110 
成績評価 定期試験、レポート、小テストから評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(11〜) 
見出し FTM04110 人⼯臓器Ⅳ 
担当教員名 二見 翠 
単位数 2 
教科書 「臨床⼯学講座 生体機能代行装置学 血液浄化療法装置」／竹澤 真吾・出渕 

靖志編／医⻭薬出版／978-4-263734087 
アクティブラーニング  
キーワード 血液浄化、血液透析、血液ろ過、ダイアライザ、血漿交換、吸着療法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 人⼯臓器Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 秋葉 隆／峰島三千男編・「ＣＥ技術シリーズ 血液浄化療法」・南江堂透析療法

合同専門委員会編著・「血液浄化療法ハンドブック」・協同医学出版社 
飯⽥喜俊 秋葉隆編・「透析療法パーフェクトガイド」第 2 版 医⻭薬出版株式
会社 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM04110 
実務経験のある教員  
達成目標 血液浄化の基本技術について理解する。臨床⼯学技士に求められる血液浄化療法

に関する知識を習得する。 
受講者へのコメント 人⼯臓器Ⅳは臨床⼯学コースの学生さんには国家試験対策と就職後の業務に密

接に関わってくるところになります。 
今回は基礎的な部分を一通り講義しましたので、この内容をしっかり理解して、
より深く自分で勉強できるようになってもらいたいと思います。 

連絡先 二見研究室（5 号館 3 階）または 27 号館 3 階生体材料⼯学研究室 e-
mail;mfutami@bme.ous.ac.jp オフィスアワー;⽊曜日午前中 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【C】総合評価の５）この授業の目標を達成できましたか、と、７）この授業に
満足しましたか、では 7 割以上が大体達成できた、ほぼ満足したという結果にな
っていたため、概ね良い評価が得られていると思います。 
また、8 割の学生が自習に取り組んでおり、課題を毎回用意した効果が得られて
いると感じました。その一方で、今回は各設問に無回答が比較的多く、どのよう
な理由によるものなのか気になりました。 



英文科目名 Artificial Organs IV 
関連科目 人⼯臓器Ⅰ、人⼯臓器Ⅱ、人⼯臓器Ⅲ、人⼯臓器特論Ⅱ、生体医⼯学実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 自習に取り組んだ学生さんが増えてきてはいるものの、それでも週に 30 分以下

の方が 3 割を占める状況にあります。 
課題は基本的に復習となるものになりますので、予習を促すような対策も今後考
えていかなければならないと感じています。 

講義目的 人⼯臓器Ⅳでは血液浄化療法についての講義を行う。基本技術である分子拡散、
濾過、吸着の原理を理解した上で、血液浄化療法の種類、方法について学ぶこと
を目的とする。より具体的には、血液透析（HD）、血液ろ過（HF）、血液透析ろ
過（HDF）、腹膜透析、血漿交換法、吸着療法等について、原理、装置、体外循
環技術、保守・点検、安全対策等について習得する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 教科書の 1 章を読んでくること 

２回 教科書の 2,4 章を読んでくること 
３回 教科書 5 章の 1~3 を読んでくること 
４回 教科書 5 章の 4,5 を読んでくること 
５回 教科書 6 章の 2,3 を読んでくること 
６回 教科書 6 章の 1 および 7 章を読んでくること 
７回 教科書の 8 章を読んでくること 
８回 これまでの内容を復習しておくこと 
９回 中間テストでわからなかった項目は予め調べておくこと 
１０回 教科書の 3 章を読んでくること 
１１回 教科書の 9 章を読んでくること 
１２回 教科書の 10 章を読んでくること 
１３回 教 

 



年度 2014 
授業コード FTM0411P 
成績評価 定期試験、レポート、小テストから評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0411P 人⼯臓器Ⅳ 
担当教員名 二見 翠 
単位数 2 
教科書 「臨床⼯学講座 生体機能代行装置学 血液浄化療法装置」／竹澤 真吾・出渕 

靖志編／医⻭薬出版／978-4-263734087 
アクティブラーニング  
キーワード 血液浄化、血液透析、血液ろ過、ダイアライザ、血漿交換、吸着療法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 人⼯臓器Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 秋葉 隆／峰島三千男編・「ＣＥ技術シリーズ 血液浄化療法」・南江堂透析療法

合同専門委員会編著・「血液浄化療法ハンドブック」・協同医学出版社 
飯⽥喜俊 秋葉隆編・「透析療法パーフェクトガイド」第 2 版 医⻭薬出版株式
会社 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM0411P 
実務経験のある教員  
達成目標 血液浄化の基本技術について理解する。臨床⼯学技士に求められる血液浄化療法

に関する知識を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 二見研究室（5 号館 3 階）または 27 号館 3 階生体材料⼯学研究室 e-

mail;mfutami@bme.ous.ac.jp オフィスアワー;⽊曜日午前中 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Artificial Organs IV 
関連科目 人⼯臓器Ⅰ、人⼯臓器Ⅱ、人⼯臓器Ⅲ、人⼯臓器特論Ⅱ、生体医⼯学実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 人⼯臓器Ⅳでは血液浄化療法についての講義を行う。基本技術である分子拡散、

濾過、吸着の原理を理解した上で、血液浄化療法の種類、方法について学ぶこと
を目的とする。より具体的には、血液透析（HD）、血液ろ過（HF）、血液透析ろ
過（HDF）、腹膜透析、血漿交換法、吸着療法等について、原理、装置、体外循
環技術、保守・点検、安全対策等について習得する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 教科書の 1 章を読んでくること 

２回 教科書の 2,4 章を読んでくること 
３回 教科書 5 章の 1~3 を読んでくること 
４回 教科書 5 章の 4,5 を読んでくること 
５回 教科書 6 章の 2,3 を読んでくること 
６回 教科書 6 章の 1 および 7 章を読んでくること 
７回 教科書の 8 章を読んでくること 
８回 これまでの内容を復習しておくこと 
９回 中間テストでわからなかった項目は予め調べておくこと 
１０回 教科書の 3 章を読んでくること 
１１回 教科書の 9 章を読んでくること 
１２回 教科書の 10 章を読んでくること 
１３回 教 

 



年度 2014 
授業コード FTM04210 
成績評価 定期試験（１００％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(11〜) 
見出し FTM04210 人⼯臓器特論Ⅰ 
担当教員名 中路 修平、⽊原 朝彦 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード バイオマテリアル、生体材料、医用材料、人⼯血管、人⼯弁、人⼯⼼臓、人⼯靭

帯、人⼯関節 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述はありませんでした。 
科目名 人⼯臓器特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本機械学会編：生体材料学、オーム社／日本人⼯臓器学会：人⼯臓器イラスト

レイテッド、はる書房／古薗勉, 岡⽥正弘：ヴィジュアルでわかるバイオマテリ
アル (臨床⼯学ライブラリーシリーズ ５)、秀潤社／梅津光生：人⼯臓器で幸せ
ですか？、コロナ社／筏義人：人⼯臓器物語 ― コンタクトレンズから人⼯⼼臓
まで、裳華房 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM04210 
実務経験のある教員  
達成目標 生体代替材料として必要な条件、各種人⼯臓器の種類、材料、構造、臨床利用例、

人⼯臓器の設計・製造法などに関する基礎知識を習得する。 
受講者へのコメント この授業を昨年度（2013 年度）まで担当していた教員が定年で退官しました。そ

のため今年度（2014 年度）から担当教員（2 名）が替わりました。一方、2015 年
度の入学生から新カリキュラムに移行します。そのためこの授業は 2016 年度ま
での開講になります。このような過渡的な状況にあることから、今年度は臨床⼯
学コースの学生の国家試験（国試）対策に重点を置いた授業を行いました。予習
にも授業中にも大量の課題演習を課しましたし、期末試験も国試合格レベルを想
定して出題したため、かなりハードだったと思います。来年度もその方 

連絡先 中路：２７号館３階 生体材料⼯学研究室 
⽊原：２７号館３階 ⽊原教授室 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【C】総合評価の７）この授業に満足しましたか、で、満足（10 人）を 5 点、ほ
ぼ満足（4 人）を 4 点、普通（0 人）を 3 点、やや不満（1 人）を 2 点、不満（0
人）を 1 点（無回答（0 人）は計算に含めない）として、加重平均すると 4.53 点。



93%の学生がほぼ満足以上でしたので、まずまず良かったのではないかと考えて
います。ちなみに、同様の加重平均をとると、【C】総合評価の６）授業に対する
教員の意欲は感じられましたか、は 4.80、【C】総合評価の５）この授業の目標を
達成できましたか、は 4.13 でした。 

英文科目名 Advanced Artificial Organs I 
関連科目 材料⼯学、治療機器概論、バイオメカニクス、人⼯臓器Ⅰ、人⼯臓器Ⅱ、人⼯臓

器Ⅲ、人⼯臓器Ⅳ、人⼯臓器特論Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 国試や第 2 種 ME 試験の出題解析表や過去問を整理したプリント等を配布しま

した。国試、第 2 種 ME 受験に有用な資料をさらに充実させていく予定です。 
講義目的 生体代替材料の基礎、人⼯血管・人⼯弁・人⼯⼼臓などの血液循環系人⼯臓器や、

人⼯靭帯・人⼯関節などの荷重支持系人⼯臓器の種類や材料、設計法、臨床、お
よびこれらに関わる生体機能代行装置、器具、安全性評価法などについて理解す
る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の概要と生体組織代替材料概論について説明する。 

2 回 生体組織代替材料に必要な条件について説明する。 
3 回 生体組織代替材料の種類、合成高分子材料、生体由来材料、ハイブリッド材
料について説明する。 
4 回 手術用縫合糸、止血剤と医用接着剤、形成外科用材料、眼科用医用材料につ
いて説明する。 
5 回 血液浄化用材料と人⼯肺について説明する。 
6 回 抗血栓性・血液適合性を実現する方法、これを実現する材料について説明す
る。小テスト１を行う。 
7 回 人⼯臓器と臓器移植、補助循環法について説明する。 
8 回 人⼯ 

準備学習 1 回 シラバスをもとに講義概要を確認しておくこと。 
2 回 配布プリントの当該箇所や参考書などを読んで、用語と概要を把握してお
くこと。また、生体内環境について調べておくこと。 
3 回 配布プリントの当該箇所や参考書などを読んで、用語と概要を把握してお
くこと。また、材料⼯学の教科書等によって、材料の概略を復習しておくこと。 
4 回 配布プリントの当該箇所や参考書などを読んで、用語と概要を把握してお
くこと。また、生体用合成高分子材料の概要について復習しておくこと。 
5 回 配布プリントの当該箇所や参考書などを読んで、 

 



年度 2014 
授業コード FTM0421P 
成績評価 定期試験（１００％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0421P 人⼯臓器特論Ⅰ 
担当教員名 中路 修平、⽊原 朝彦 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード バイオマテリアル、生体材料、医用材料、人⼯血管、人⼯弁、人⼯⼼臓、人⼯靭

帯、人⼯関節 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 人⼯臓器特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本機械学会編：生体材料学、オーム社／日本人⼯臓器学会：人⼯臓器イラスト

レイテッド、はる書房／古薗勉, 岡⽥正弘：ヴィジュアルでわかるバイオマテリ
アル (臨床⼯学ライブラリーシリーズ ５)、秀潤社／梅津光生：人⼯臓器で幸せ
ですか？、コロナ社／筏義人：人⼯臓器物語 ― コンタクトレンズから人⼯⼼臓
まで、裳華房 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM0421P 
実務経験のある教員  
達成目標 生体代替材料として必要な条件、各種人⼯臓器の種類、材料、構造、臨床利用例、

人⼯臓器の設計・製造法などに関する基礎知識を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 中路：２７号館３階 生体材料⼯学研究室 

⽊原：２７号館３階 ⽊原教授室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Artificial Organs I 
関連科目 材料⼯学、治療機器概論、バイオメカニクス、人⼯臓器Ⅰ、人⼯臓器Ⅱ、人⼯臓

器Ⅲ、人⼯臓器Ⅳ、人⼯臓器特論Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生体代替材料の基礎、人⼯血管・人⼯弁・人⼯⼼臓などの血液循環系人⼯臓器や、

人⼯靭帯・人⼯関節などの荷重支持系人⼯臓器の種類や材料、設計法、臨床、お
よびこれらに関わる生体機能代行装置、器具、安全性評価法などについて理解す



る。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の概要と生体組織代替材料概論について説明する。 

2 回 生体組織代替材料に必要な条件について説明する。 
3 回 生体組織代替材料の種類、合成高分子材料、生体由来材料、ハイブリッド材
料について説明する。 
4 回 手術用縫合糸、止血剤と医用接着剤、形成外科用材料、眼科用医用材料につ
いて説明する。 
5 回 血液浄化用材料と人⼯肺について説明する。 
6 回 抗血栓性・血液適合性を実現する方法、これを実現する材料について説明す
る。小テスト１を行う。 
7 回 人⼯臓器と臓器移植、補助循環法について説明する。 
8 回 人⼯ 

準備学習 1 回 シラバスをもとに講義概要を確認しておくこと。 
2 回 配布プリントの当該箇所や参考書などを読んで、用語と概要を把握してお
くこと。また、生体内環境について調べておくこと。 
3 回 配布プリントの当該箇所や参考書などを読んで、用語と概要を把握してお
くこと。また、材料⼯学の教科書等によって、材料の概略を復習しておくこと。 
4 回 配布プリントの当該箇所や参考書などを読んで、用語と概要を把握してお
くこと。また、生体用合成高分子材料の概要について復習しておくこと。 
5 回 配布プリントの当該箇所や参考書などを読んで、 

 



年度 2014 
授業コード FTM04310 
成績評価 最新の人⼯臓器について、その基本技術を理解する。基本的な再生医療技術を理

解する。透析医療において臨床⼯学技士が密接に関わるポイントを自分の言葉で
説明できるようにする。 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(11〜12) 
見出し FTM04310 人⼯臓器特論Ⅱ 
担当教員名 二見 翠 
単位数 2 
教科書 無し（適宜プリントを配布する） 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 人⼯臓器特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⽥畑泰彦著「再生医療のためのバイオマテリアル」コロナ社赤池敏弘著「再生医

療のためのバイオエンジニアリング」コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM04310 
実務経験のある教員  
達成目標 最新の人⼯臓器について、その基本技術を理解する。基本的な再生医療技術を理

解する。透析医療において臨床⼯学技士が密接に関わるポイントを自分の言葉で
説明できるようにする。 

受講者へのコメント 人⼯臓器特論ということで、これまでの人⼯臓器で学んだ内容をもう一歩深くす
るような講義を行いたいと考えています。 
今後この分野で仕事をする方は新しい情報を常に自分で勉強することになりま
すので、どうやって情報を手に入れて勉強するのか、そして自分が知った情報を
どうやって周囲に認知させていくのか、この講義を通して考えていただきたいで
す。 

連絡先 二見研究室（5 号館 3 階）e-mail;mfutami@bme.ous.ac.jp オフィスアワー;⽊曜日
午前中 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ８５％以上がそれなりに満足をしているといようで、学生にとってある程度有意
義な講義にすることが出来たのではないかと考えている。一方で、前半あまり課
題を出さなかったことから、自習時間のバラつきが多く、全く自習をしない学生
が 30%を超えており、改善の余地があると考えられる。 



英文科目名 Advanced Artificial Organs II 
関連科目 材料⼯学、生化学、遺伝子⼯学、人⼯臓器Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定 この授業を受けて良かった点につきまして、講義の後半はプレゼンテーションを

使った演習となっていたので、もう少し「コミュニケーション力やプレゼンテー
ション力などの実社会で必要な力が高まった」を選んでもらえるよう今後改善し
ていきたいと思います。 

講義目的 これまで人⼯臓器Ⅰ〜Ⅳで学んできたような人⼯材料と機械を組み合わせた人
⼯臓器は現在既に医療現場で使われており、日々たくさんの人の命を支えてい
る。しかし、これらの技術は未だ万全ではなく、より高機能で QOL の維持上げ
るような新しい人⼯臓器の開発が進んでいる。本講義では臨床⼯学技士が従事す
る主な分野の一つである透析についての理解を深めるとともに、最新の人⼯臓器
と臓器再生技術について説明する 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 2 回目以降のシラバス内容を確認しておくこと。 

２回 ティッシュエンジニアリングというキーワードについて調べておくこ
と 
３回 動物細胞の構造について調べておくこと 
４回 再生医療というキーワードを調べておくこと。 
５回 皮膚・角膜・軟骨の構造と働きを調べておくこと。 
６回 肝臓の働きを調べておくこと 
７回 肝臓の構造を調べておくこと 
８回 膵臓の構造と機能を調べておくこと 
９回 ここまでの講義内容をしっかりと復習してくること 
１０回 前回の中間テストの内容でわからなかった点を調べておくこと 
１１回 透 

 



年度 2014 
授業コード FTM0431P 
成績評価 最新の人⼯臓器について、その基本技術を理解する。基本的な再生医療技術を理

解する。透析医療において臨床⼯学技士が密接に関わるポイントを自分の言葉で
説明できるようにする。 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0431P 人⼯臓器特論Ⅱ 
担当教員名 二見 翠 
単位数 2 
教科書 無し（適宜プリントを配布する） 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 人⼯臓器特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⽥畑泰彦著「再生医療のためのバイオマテリアル」コロナ社赤池敏弘著「再生医

療のためのバイオエンジニアリング」コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM0431P 
実務経験のある教員  
達成目標 最新の人⼯臓器について、その基本技術を理解する。基本的な再生医療技術を理

解する。透析医療において臨床⼯学技士が密接に関わるポイントを自分の言葉で
説明できるようにする。 

受講者へのコメント  
連絡先 二見研究室（5 号館 3 階）e-mail;mfutami@bme.ous.ac.jp オフィスアワー;⽊曜日

午前中 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Artificial Organs II 
関連科目 材料⼯学、生化学、遺伝子⼯学、人⼯臓器Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 これまで人⼯臓器Ⅰ〜Ⅳで学んできたような人⼯材料と機械を組み合わせた人

⼯臓器は現在既に医療現場で使われており、日々たくさんの人の命を支えてい
る。しかし、これらの技術は未だ万全ではなく、より高機能で QOL の維持上げ
るような新しい人⼯臓器の開発が進んでいる。本講義では臨床⼯学技士が従事す
る主な分野の一つである透析についての理解を深めるとともに、最新の人⼯臓器



と臓器再生技術について説明する 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 2 回目以降のシラバス内容を確認しておくこと。 

２回 ティッシュエンジニアリングというキーワードについて調べておくこ
と 
３回 動物細胞の構造について調べておくこと 
４回 再生医療というキーワードを調べておくこと。 
５回 皮膚・角膜・軟骨の構造と働きを調べておくこと。 
６回 肝臓の働きを調べておくこと 
７回 肝臓の構造を調べておくこと 
８回 膵臓の構造と機能を調べておくこと 
９回 ここまでの講義内容をしっかりと復習してくること 
１０回 前回の中間テストの内容でわからなかった点を調べておくこと 
１１回 透 

 



年度 2014 
授業コード FTM04410 
成績評価 提出課題２０％、定期試験８０％により評価する。 

但し、定期試験において基準点を設け、得点が１００点満点中、６０点未満の場
合は不合格とする。 

曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(11〜14) 
見出し FTM04410 解剖学概論 
担当教員名 熊岸 加苗＊ 
単位数 2 
教科書 からだの地図帳/高橋⻑雄/講談社 
アクティブラーニング  
キーワード 系統解剖、細胞、組織、器官、構造、機能 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 解剖学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 カラー人体解剖学/井上貴央ほか/⻄村書店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM04410 
実務経験のある教員  
達成目標 人体の構造と機能について、ミクロからマクロまで基本的事項を教授する。筋骨

格系、神経系、呼吸器系、循環器系、泌尿器系、内分泌系などの主要臓器、器官
の解剖学的構造を生理的機能を考慮しながら理解する。 

受講者へのコメント 解剖学という特殊な学問を教授するにあたり、皆さんの興味・関⼼を惹くような
内容に⼼がけていきたい。 

連絡先 岡山大学医学部人体構成学講座 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この学問への興味・理解が深まったという方々がたくさんおられたようだ。 
一方で、授業以外の学習時間が短かったようで、その辺の対策の必要性を感じる。 

英文科目名 Introduction to Anatomy 
関連科目 医学概論、病理学概論、生理学概論、臨床医学総論、人⼯臓器 
次回に向けての改善変更予定 学習定着度を向上できるように、授業以外での学習時間の確保を促していきた

い。 
講義目的 将来、医⼯学に関わる学問や職業に従事する際に手がかりとなる解剖学を学ぶ。

人体の構造と機能について基礎的事項を理解する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【細胞と組織】細胞と組織の構造 



2 回 【外皮系】外皮系の構造 
3 回 【骨格系】骨格系の構造 
4 回 【筋系】筋系の構造 
5 回 【神経系①】神経系の構造 
6 回 【神経系②】神経系の構造 
7 回 【循環器系①】⼼血管系の構造 
8 回 【循環器系②】⼼血管系の構造 
9 回 【リンパ系】リンパ系の構造 
10 回 【内分泌系】内分泌系の構造 
11 回 【呼吸器系】呼吸器系の構造 
12 回 【消化器系①】消化器系の構造 
13 回 【消化器系②】消化器系の構造 
14 回 【泌尿器系】泌尿器系の構造について 
15 回 まとめ 

準備学習 1 回 教科書・参考書内の細胞と組織の構造に関するページを一読しておくこと。 
2 回 教科書・参考書内の外皮系の構造に関するページを一読しておくこと。 
3 回 教科書・参考書内の骨格系の構造に関するページを一読しておくこと。 
4 回 教科書・参考書内の筋系の構造に関するページを一読しておくこと。 
5 回 教科書・参考書内の神経系の構造に関するページを一読しておくこと。 
6 回 教科書・参考書内の神経系の構造に関するページを一読しておくこと。 
7 回 教科書・参考書内の⼼臓の構造に関するページを一読しておくこと。 
8 回 

 



年度 2014 
授業コード FTM04411 
成績評価 提出課題２０％、定期試験８０％により評価する。 

但し、定期試験において基準点を設け、得点が１００点満点中、６０点未満の場
合は不合格とする。 

曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜10) 
見出し FTM04411 解剖学概論 
担当教員名 熊岸 加苗＊ 
単位数 2 
教科書 からだの地図帳/高橋⻑雄/講談社 
アクティブラーニング  
キーワード 系統解剖、細胞、組織、器官、構造、機能 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 解剖学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 カラー人体解剖学/井上貴央ほか/⻄村書店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM04411 
実務経験のある教員  
達成目標 人体の構造と機能について、ミクロからマクロまで基本的事項を教授する。筋骨

格系、神経系、呼吸器系、循環器系、泌尿器系、内分泌系などの主要臓器、器官
の解剖学的構造を生理的機能を考慮しながら理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 岡山大学医学部人体構成学講座 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Anatomy 
関連科目 医学概論、病理学概論、生理学概論、臨床医学総論、人⼯臓器 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 将来、医⼯学に関わる学問や職業に従事する際に手がかりとなる解剖学を学ぶ。

人体の構造と機能について基礎的事項を理解する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【細胞と組織】細胞と組織の構造 

2 回 【外皮系】外皮系の構造 
3 回 【骨格系】骨格系の構造 
4 回 【筋系】筋系の構造 



5 回 【神経系①】神経系の構造 
6 回 【神経系②】神経系の構造 
7 回 【循環器系①】⼼血管系の構造 
8 回 【循環器系②】⼼血管系の構造 
9 回 【リンパ系】リンパ系の構造 
10 回 【内分泌系】内分泌系の構造 
11 回 【呼吸器系】呼吸器系の構造 
12 回 【消化器系①】消化器系の構造 
13 回 【消化器系②】消化器系の構造 
14 回 【泌尿器系】泌尿器系の構造について 
15 回 まとめ 

準備学習 1 回 教科書・参考書内の細胞と組織の構造に関するページを一読しておくこと。 
2 回 教科書・参考書内の外皮系の構造に関するページを一読しておくこと。 
3 回 教科書・参考書内の骨格系の構造に関するページを一読しておくこと。 
4 回 教科書・参考書内の筋系の構造に関するページを一読しておくこと。 
5 回 教科書・参考書内の神経系の構造に関するページを一読しておくこと。 
6 回 教科書・参考書内の神経系の構造に関するページを一読しておくこと。 
7 回 教科書・参考書内の⼼臓の構造に関するページを一読しておくこと。 
8 回 

 



年度 2014 
授業コード FTM0441P 
成績評価 提出課題２０％、定期試験８０％により評価する。 

但し、定期試験において基準点を設け、得点が１００点満点中、６０点未満の場
合は不合格とする。 

曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0441P 解剖学概論 
担当教員名 熊岸 加苗＊ 
単位数 2 
教科書 からだの地図帳/高橋⻑雄/講談社 
アクティブラーニング  
キーワード 系統解剖、細胞、組織、器官、構造、機能 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 解剖学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 カラー人体解剖学/井上貴央ほか/⻄村書店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM0441P 
実務経験のある教員  
達成目標 人体の構造と機能について、ミクロからマクロまで基本的事項を教授する。筋骨

格系、神経系、呼吸器系、循環器系、泌尿器系、内分泌系などの主要臓器、器官
の解剖学的構造を生理的機能を考慮しながら理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 岡山大学医学部人体構成学講座 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Anatomy 
関連科目 医学概論、病理学概論、生理学概論、臨床医学総論、人⼯臓器 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 将来、医⼯学に関わる学問や職業に従事する際に手がかりとなる解剖学を学ぶ。

人体の構造と機能について基礎的事項を理解する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【細胞と組織】細胞と組織の構造 

2 回 【外皮系】外皮系の構造 
3 回 【骨格系】骨格系の構造 
4 回 【筋系】筋系の構造 



5 回 【神経系①】神経系の構造 
6 回 【神経系②】神経系の構造 
7 回 【循環器系①】⼼血管系の構造 
8 回 【循環器系②】⼼血管系の構造 
9 回 【リンパ系】リンパ系の構造 
10 回 【内分泌系】内分泌系の構造 
11 回 【呼吸器系】呼吸器系の構造 
12 回 【消化器系①】消化器系の構造 
13 回 【消化器系②】消化器系の構造 
14 回 【泌尿器系】泌尿器系の構造について 
15 回 まとめ 

準備学習 1 回 教科書・参考書内の細胞と組織の構造に関するページを一読しておくこと。 
2 回 教科書・参考書内の外皮系の構造に関するページを一読しておくこと。 
3 回 教科書・参考書内の骨格系の構造に関するページを一読しておくこと。 
4 回 教科書・参考書内の筋系の構造に関するページを一読しておくこと。 
5 回 教科書・参考書内の神経系の構造に関するページを一読しておくこと。 
6 回 教科書・参考書内の神経系の構造に関するページを一読しておくこと。 
7 回 教科書・参考書内の⼼臓の構造に関するページを一読しておくこと。 
8 回 

 



年度 2014 
授業コード FTM04510 
成績評価 定期試験において基準点を設け、得点が 100 点満点中、60 点未満の場合は不合

格とする。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜13) 
見出し FTM04510 病理学概論 
担当教員名 畠 榮＊ 
単位数 2 
教科書 わかりやすい病理学（改訂第 5 版）／岩⽥隆子他／南江堂 
アクティブラーニング  
キーワード 病因、病態、病理診断、病理組織 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 可能であれば、国家試験（臨床⼯学技士）を受ける学生を中⼼とした受講者体系

が必要と考えられる。自由に選択できることは必要であれが、目的意識のない学
生とそうでない学生がいた場合、学生の学問に対する意欲の欠如が感じられる。 

科目名 病理学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 シンプル病理学（南江堂） 

よくわかる病理学の基本としくみ（秀和システム） 
エッセンシャル病理学（医⻭薬出版） 

授業形態 講義 
注意備考 講義用ハンドアウトならびに補足プリントの配付 
シラバスコード FTM04510 
実務経験のある教員  
達成目標 病理学的な医学用語について説明できること。 

病因について正しく理解し説明できること。 
炎症、腫瘍などの病変は組織変化について説明できること。 
腫瘍について説明できること。 
各臓器の代表的疾患について概説できること。 

受講者へのコメント 限られた時間内で、病理学（病気の基本的体系）を修得するには困難と考えられ
る。学外での学問に対する取り組みをもっと積極的に行う必要があると考えられ
る。 

連絡先 川崎医科大学附属川崎病院 病理部 tel：086-232-2111 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業アンケートで、授業の目標を達成できたか「できた・だいたいできた」が
66.6%、この授業に「満足・ほぼ満足」を合わせると 100%であった。また、私
が授業に取り組む姿勢を客観的に学生の立場からみた意見として「感じられた」
が 94.4%であったことは、評価に値すると考えられる。なお、限られた時間内で
学生に教える量はどの科目もおなじと思うが、必然的に多くなる。私が担当して



いる「病理学概論」は床⼯学技士国家試験を受けるために必須な科目となってい
るため、国家試験を受ける学生を中⼼に講義を行っている。そのため、特別な 

英文科目名 Introduction to Pathology 
関連科目 「医学概論」「解剖学概論」を受講していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 次回、病理学概論を担当することがあれば、私としては病気の基本概念と理解す

ることの楽しさが伝わ授業となるよう、取り組んでいきたい。 
講義目的 病理学の基本的な考え方や理論について理解を深めるため、炎症、感染、腫瘍等、

病変の成立機序や種類を分類し、その原因、病態、経過、転帰について概説する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 シラバスをよく読み、これから学習する内容を良く理解しておくこと。 

２回 病理学について教科書、図書、インターネット等で調べておくこと。 
３回 退行性病変・物質代謝障害について教科書、図書、インターネット等で
調べておくこと。 
４回 循環障害について教科書、図書、インターネット等で調べておくこと。 
５回 進行性病変について教科書、図書、インターネット等で調べておくこと。 
６回 炎症について教科書、図書、インターネット等で調べておくこと。 
７回 感染症について教科書、図書、インターネット等で調べておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FTM0451P 
成績評価 定期試験において基準点を設け、得点が 100 点満点中、60 点未満の場合は不合

格とする。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0451P 病理学概論 
担当教員名 畠 榮＊、二見 翠 
単位数 2 
教科書 わかりやすい病理学（改訂第 5 版）／岩⽥隆子他／南江堂 
アクティブラーニング  
キーワード 病因、病態、病理診断、病理組織 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 病理学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 シンプル病理学（南江堂） 

よくわかる病理学の基本としくみ（秀和システム） 
エッセンシャル病理学（医⻭薬出版） 

授業形態 講義 
注意備考 講義用ハンドアウトならびに補足プリントの配付 
シラバスコード FTM0451P 
実務経験のある教員  
達成目標 病理学的な医学用語について説明できること。 

病因について正しく理解し説明できること。 
炎症、腫瘍などの病変は組織変化について説明できること。 
腫瘍について説明できること。 
各臓器の代表的疾患について概説できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 川崎医科大学附属川崎病院 病理部 tel：086-232-2111 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Pathology 
関連科目 「医学概論」「解剖学概論」を受講していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 病理学の基本的な考え方や理論について理解を深めるため、炎症、感染、腫瘍等、

病変の成立機序や種類を分類し、その原因、病態、経過、転帰について概説する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  



準備学習 １回 シラバスをよく読み、これから学習する内容を良く理解しておくこと。 
２回 病理学について教科書、図書、インターネット等で調べておくこと。 
３回 退行性病変・物質代謝障害について教科書、図書、インターネット等で
調べておくこと。 
４回 循環障害について教科書、図書、インターネット等で調べておくこと。 
５回 進行性病変について教科書、図書、インターネット等で調べておくこと。 
６回 炎症について教科書、図書、インターネット等で調べておくこと。 
７回 感染症について教科書、図書、インターネット等で調べておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FTM04610 
成績評価 中間テスト２回（２０＋２０％）、定期テスト（６０％）により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(11〜13) 
見出し FTM04610 分子生物学 
担当教員名 八⽥ 貴 
単位数 2 
教科書 生命の化学と分子生物学、林 利彦・水野一乗 訳（東京化学同人） 
アクティブラーニング  
キーワード ＤＮＡ、ＲＮＡ、タンパク質、クローン生物、ノックアウト生物、遺伝子診断 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特に無し。 
科目名 分子生物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 分子生物学の基礎、川喜⽥正夫 訳（東京化学同人） 
授業形態 講義 
注意備考 特に無し 
シラバスコード FTM04610 
実務経験のある教員  
達成目標 分子レベルで生命の仕組みを理解し、生命の遺伝子情報であるＤＮＡからタンパ

ク質を合成する仕組みを理解する。また、これを応用したクローン生物、ノック
アウト生物、遺伝子診断等の応用面を理解する。 

受講者へのコメント それほど難度の高いところは授業をしていないので、この授業は比較的簡単だと
思われる。 

連絡先 27 号館 3 階 八⽥ 教授室 086-256-9515 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に無し。 
満足度評価を計算すると、4.20 なので比較的良い授業が出来たと思われる。 

英文科目名 Molecular Biology 
関連科目 基礎生物学、生化学、遺伝子⼯学 
次回に向けての改善変更予定 字を丁寧に書く事。 
講義目的 生物学の中で、生命現象を分子レベルで理解しようという学問が分子生物学であ

る。分子生物学から派生した遺伝子⼯学は遺伝子診断、遺伝子治療およびクロー
ン生物の創製を可能にしている。この分子生物学は、一部の学生や研究者だけで
なく、現代生活の教養の一つになろうとしている。したがって、生体医⼯学の一
端を担うものにとって、分子生物学の基礎的知識の習得は、今後必要不可欠にな
ることは明白である。この講義では、分子生物学の骨格を理解するのに必要な項
目を取り上げ、全体像を理解することを目的とする。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションで本授業の全体説明をする。 

2 回 ＤＮＡの構造を分子レベルで説明する。 
3 回 ＤＮＡの複製を分子レベルで説明する。 
4 回 ＲＮＡの構造を分子レベルで説明する。 
5 回 ＲＮＡの転写を分子レベルで説明する。 
6 回 タンパク質合成を分子レベルで説明する。 
7 回 タンパク質の構造を分子レベルで説明する。 
8 回 遺伝子発現の調節を分子レベルで説明する。 
9 回 ＤＮＡ・タンパク質の構造決定法を分子レベルで説明する。 
10 回 遺伝子組換えの原理を図を示して解説する。 
11 回 クローン生物の創成に 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 ＤＮＡの構造を調べておくこと。 
3 回 ＤＮＡの複製がどのようにされるのか調べておくこと。 
4 回 ＲＮＡの構造がどのようなものか調べておくこと。 
5 回 ＤＮＡからＲＮＡへ転写される様子を調べておくこと。 
6 回 リボゾームにおけるタンパク質の合成を調べておくこと。 
7 回 タンパク質の構造がどのようになっているか調べておくこと。 
8 回 遺伝子が発現する際に関わることがらを調べておくこと。 
9 回 ＤＮＡ・タンパク質の構造の決定はサンガー法によって行わ 

 



年度 2014 
授業コード FTM04611 
成績評価 中間テスト２回（２０＋２０％）、定期テスト（６０％）により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜10) 
見出し FTM04611 分子生物学 
担当教員名 八⽥ 貴 
単位数 2 
教科書 生命の化学と分子生物学、林 利彦・水野一乗 訳（東京化学同人） 
アクティブラーニング  
キーワード ＤＮＡ、ＲＮＡ、タンパク質、クローン生物、ノックアウト生物、遺伝子診断 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 分子生物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 分子生物学の基礎、川喜⽥正夫 訳（東京化学同人） 
授業形態 講義 
注意備考 特に無し 
シラバスコード FTM04611 
実務経験のある教員  
達成目標 分子レベルで生命の仕組みを理解し、生命の遺伝子情報であるＤＮＡからタンパ

ク質を合成する仕組みを理解する。また、これを応用したクローン生物、ノック
アウト生物、遺伝子診断等の応用面を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 3 階 八⽥ 教授室 086-256-9515 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Molecular Biology 
関連科目 基礎生物学、生化学、遺伝子⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物学の中で、生命現象を分子レベルで理解しようという学問が分子生物学であ

る。分子生物学から派生した遺伝子⼯学は遺伝子診断、遺伝子治療およびクロー
ン生物の創製を可能にしている。この分子生物学は、一部の学生や研究者だけで
なく、現代生活の教養の一つになろうとしている。したがって、生体医⼯学の一
端を担うものにとって、分子生物学の基礎的知識の習得は、今後必要不可欠にな
ることは明白である。この講義では、分子生物学の骨格を理解するのに必要な項
目を取り上げ、全体像を理解することを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションで本授業の全体説明をする。 



2 回 ＤＮＡの構造を分子レベルで説明する。 
3 回 ＤＮＡの複製を分子レベルで説明する。 
4 回 ＲＮＡの構造を分子レベルで説明する。 
5 回 ＲＮＡの転写を分子レベルで説明する。 
6 回 タンパク質合成を分子レベルで説明する。 
7 回 タンパク質の構造を分子レベルで説明する。 
8 回 遺伝子発現の調節を分子レベルで説明する。 
9 回 ＤＮＡ・タンパク質の構造決定法を分子レベルで説明する。 
10 回 遺伝子組換えの原理を図を示して解説する。 
11 回 クローン生物の創成に 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 ＤＮＡの構造を調べておくこと。 
3 回 ＤＮＡの複製がどのようにされるのか調べておくこと。 
4 回 ＲＮＡの構造がどのようなものか調べておくこと。 
5 回 ＤＮＡからＲＮＡへ転写される様子を調べておくこと。 
6 回 リボゾームにおけるタンパク質の合成を調べておくこと。 
7 回 タンパク質の構造がどのようになっているか調べておくこと。 
8 回 遺伝子が発現する際に関わることがらを調べておくこと。 
9 回 ＤＮＡ・タンパク質の構造の決定はサンガー法によって行わ 

 



年度 2014 
授業コード FTM0461P 
成績評価 中間テスト２回（２０＋２０％）、定期テスト（６０％）により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0461P 分子生物学 
担当教員名 八⽥ 貴 
単位数 2 
教科書 生命の化学と分子生物学、林 利彦・水野一乗 訳（東京化学同人） 
アクティブラーニング  
キーワード ＤＮＡ、ＲＮＡ、タンパク質、クローン生物、ノックアウト生物、遺伝子診断 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 分子生物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 分子生物学の基礎、川喜⽥正夫 訳（東京化学同人） 
授業形態 講義 
注意備考 特に無し 
シラバスコード FTM0461P 
実務経験のある教員  
達成目標 分子レベルで生命の仕組みを理解し、生命の遺伝子情報であるＤＮＡからタンパ

ク質を合成する仕組みを理解する。また、これを応用したクローン生物、ノック
アウト生物、遺伝子診断等の応用面を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 3 階 八⽥ 教授室 086-256-9515 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Molecular Biology 
関連科目 基礎生物学、生化学、遺伝子⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物学の中で、生命現象を分子レベルで理解しようという学問が分子生物学であ

る。分子生物学から派生した遺伝子⼯学は遺伝子診断、遺伝子治療およびクロー
ン生物の創製を可能にしている。この分子生物学は、一部の学生や研究者だけで
なく、現代生活の教養の一つになろうとしている。したがって、生体医⼯学の一
端を担うものにとって、分子生物学の基礎的知識の習得は、今後必要不可欠にな
ることは明白である。この講義では、分子生物学の骨格を理解するのに必要な項
目を取り上げ、全体像を理解することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションで本授業の全体説明をする。 



2 回 ＤＮＡの構造を分子レベルで説明する。 
3 回 ＤＮＡの複製を分子レベルで説明する。 
4 回 ＲＮＡの構造を分子レベルで説明する。 
5 回 ＲＮＡの転写を分子レベルで説明する。 
6 回 タンパク質合成を分子レベルで説明する。 
7 回 タンパク質の構造を分子レベルで説明する。 
8 回 遺伝子発現の調節を分子レベルで説明する。 
9 回 ＤＮＡ・タンパク質の構造決定法を分子レベルで説明する。 
10 回 遺伝子組換えの原理を図を示して解説する。 
11 回 クローン生物の創成に 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 ＤＮＡの構造を調べておくこと。 
3 回 ＤＮＡの複製がどのようにされるのか調べておくこと。 
4 回 ＲＮＡの構造がどのようなものか調べておくこと。 
5 回 ＤＮＡからＲＮＡへ転写される様子を調べておくこと。 
6 回 リボゾームにおけるタンパク質の合成を調べておくこと。 
7 回 タンパク質の構造がどのようになっているか調べておくこと。 
8 回 遺伝子が発現する際に関わることがらを調べておくこと。 
9 回 ＤＮＡ・タンパク質の構造の決定はサンガー法によって行わ 

 



年度 2014 
授業コード FTM04710 
成績評価 定期試験（70%）＋小テスト（30%）とする． 
曜日時限 金曜日 9・10 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜12) 
見出し FTM04710 システム⼯学 
担当教員名 松宮 潔 
単位数 2 
教科書 臨床⼯学講座 医用システム・制御⼯学／嶋津英昭，堀内邦雄／医⻭薬出版／

9784263734131 
アクティブラーニング  
キーワード 信号処理，シグナル，ノイズ，シミュレーション，モデリング，伝達関数，スペ

クトル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「むずかしい」・・・もう少し詳しくコメントしてもらえると回答ができます． 

「テストの出し方がよく分からない」・・・「出し方」が「出す内容」なのか「記
述／選択といった形式」なのか他の意味なのか不明なので回答が難しいですが，
仮に前者だとして，どこが肝⼼か（何を身に付けないといけないか）が感じ取れ
なかったとしたら残念です．この場合は比較的早期に抱く感想だと思われるの
で，もっと早めに伝えてくれればあるいは何らかの対応ができたかも知れないと
考えます． 

科目名 システム⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １）演習で学ぶ基礎制御⼯学／森泰親／森北出版 

２）ME 教科書シリーズ 生体信号処理の基礎／佐藤俊輔ほか／コロナ社 
３）制御⼯学−基礎と例題−／河合素直／昭晃堂 

授業形態 講義 
注意備考 「応用数学Ⅰ・Ⅱ」や「電気⼯学Ⅰ・Ⅱ」の単位を落としている場合は履修を勧

めない． 
シラバスコード FTM04710 
実務経験のある教員  
達成目標 医療機器を中⼼としたシステムについて機能の背景にある基礎理論を学ぶ． 
受講者へのコメント わからないところがあったら，質問＋勉強でわかるようになってください．相談

には乗ります． 
連絡先 kmatsumiya＠bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業自体の評価に関する各設問においては，おしなべて，いちばんポジティブな
回答か，あるいは「特にない」が多かった．そのことから考えると，大いなる改
善はリクエストされていないと言える．ただ，少数ではあるが，大勢に当てはま
らない回答もあった． 



英文科目名 System Engineering 
関連科目 応用数学，電気⼯学，応用力学，診断機器概論，治療機器概論 
次回に向けての改善変更予定 大勢に当てはまらない回答もあったことを鑑み，「そう思っている学生もいる」

という点を頭の隅において授業に臨みたい． 
講義目的 生体⼯学，医用⼯学，臨床⼯学に必要なシステム理論，信号理論，制御理論の基

礎について教授する．生体医⼯学における具体例について演習的に触れる． 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 システム⼯学とその意義 

2 回 基礎信号理論 
3 回 ラプラス変換と伝達関数 
4 回 過渡応答，周波数応答 
5 回 フィードバック制御 
6 回 波形とスペクトル 
7 回 シグナルとノイズ 
8 回 サンプリングとフィルタ 
9 回 シミュレーションとモデリング 
10 回 相関関数 
11 回 医療機器における電気システム 
12 回 医療機器における機械システム 
13 回 医療機器における流体システム 
14 回 演習１ 
15 回 演習２ 

準備学習 1 回 特になし． 
2 回 教科書・参考書の内，基礎信号理論に関するページを一読しておく． 
3 回 教科書・参考書の内，ラプラス変換と伝達関数に関するページを一読してお
く． 
4 回 教科書・参考書の内，過渡応答，周波数応答に関するページを一読してお
く． 
5 回 教科書・参考書の内，フィードバック制御に関するページを一読しておく． 
6 回 教科書・参考書の内，波形とスペクトルに関するページを一読しておく． 
7 回 教科書・参考書の内，シグナルとノイズに関するページを一読しておく． 
8 回 教科書・参考書の内，サンプリングと 

 



年度 2014 
授業コード FTM0471P 
成績評価 定期試験（70%）＋小テスト（30%）とする． 
曜日時限 金曜日 9・10 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0471P システム⼯学 
担当教員名 松宮 潔 
単位数 2 
教科書 臨床⼯学講座 医用システム・制御⼯学／嶋津英昭，堀内邦雄／医⻭薬出版／

9784263734131 
アクティブラーニング  
キーワード 信号処理，シグナル，ノイズ，シミュレーション，モデリング，伝達関数，スペ

クトル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 システム⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １）演習で学ぶ基礎制御⼯学／森泰親／森北出版 

２）ME 教科書シリーズ 生体信号処理の基礎／佐藤俊輔ほか／コロナ社 
３）制御⼯学−基礎と例題−／河合素直／昭晃堂 

授業形態 講義 
注意備考 「応用数学Ⅰ・Ⅱ」や「電気⼯学Ⅰ・Ⅱ」の単位を落としている場合は履修を勧

めない． 
シラバスコード FTM0471P 
実務経験のある教員  
達成目標 医療機器を中⼼としたシステムについて機能の背景にある基礎理論を学ぶ． 
受講者へのコメント  
連絡先 kmatsumiya＠bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 System Engineering 
関連科目 応用数学，電気⼯学，応用力学，診断機器概論，治療機器概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生体⼯学，医用⼯学，臨床⼯学に必要なシステム理論，信号理論，制御理論の基

礎について教授する．生体医⼯学における具体例について演習的に触れる． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 システム⼯学とその意義 

2 回 基礎信号理論 
3 回 ラプラス変換と伝達関数 



4 回 過渡応答，周波数応答 
5 回 フィードバック制御 
6 回 波形とスペクトル 
7 回 シグナルとノイズ 
8 回 サンプリングとフィルタ 
9 回 シミュレーションとモデリング 
10 回 相関関数 
11 回 医療機器における電気システム 
12 回 医療機器における機械システム 
13 回 医療機器における流体システム 
14 回 演習１ 
15 回 演習２ 

準備学習 1 回 特になし． 
2 回 教科書・参考書の内，基礎信号理論に関するページを一読しておく． 
3 回 教科書・参考書の内，ラプラス変換と伝達関数に関するページを一読してお
く． 
4 回 教科書・参考書の内，過渡応答，周波数応答に関するページを一読してお
く． 
5 回 教科書・参考書の内，フィードバック制御に関するページを一読しておく． 
6 回 教科書・参考書の内，波形とスペクトルに関するページを一読しておく． 
7 回 教科書・参考書の内，シグナルとノイズに関するページを一読しておく． 
8 回 教科書・参考書の内，サンプリングと 

 



年度 2014 
授業コード FTM04810 
成績評価 レポートと試験により評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(11〜14) 
見出し FTM04810 臨床生理学 
担当教員名 成瀬 恵治＊、高橋 賢＊、松浦 宏治＊ 
単位数 2 
教科書 朝倉書店「人体生理学」 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床生理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 朝倉書店「人体生理学 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM04810 
実務経験のある教員  
達成目標 細胞生理・血液・造血器・リンパ系・神経系・皮膚・運動器系・循環器系 I・循環

器系 II・呼吸器系・消化器系・腎尿路系・内分泌・代謝・生殖・特殊感覚に関し
て理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Clinical Physiology 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 臨床現場で役立つように人体生理学を概説する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 朝倉書店「人体生理学」の該当項目を予習すること。 

 



年度 2014 
授業コード FTM04811 
成績評価 レポートと試験により評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜10) 
見出し FTM04811 臨床生理学 
担当教員名 成瀬 恵治＊、高橋 賢＊、松浦 宏治＊ 
単位数 2 
教科書 朝倉書店「人体生理学」 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床生理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 朝倉書店「人体生理学 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM04811 
実務経験のある教員  
達成目標 細胞生理・血液・造血器・リンパ系・神経系・皮膚・運動器系・循環器系 I・循環

器系 II・呼吸器系・消化器系・腎尿路系・内分泌・代謝・生殖・特殊感覚に関し
て理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Clinical Physiology 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 臨床現場で役立つように人体生理学を概説する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 朝倉書店「人体生理学」の該当項目を予習すること。 

 



年度 2014 
授業コード FTM0481P 
成績評価 レポートと試験により評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0481P 臨床生理学 
担当教員名 成瀬 恵治＊ 
単位数 2 
教科書 朝倉書店「人体生理学」 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床生理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 朝倉書店「人体生理学 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM0481P 
実務経験のある教員  
達成目標 細胞生理・血液・造血器・リンパ系・神経系・皮膚・運動器系・循環器系 I・循環

器系 II・呼吸器系・消化器系・腎尿路系・内分泌・代謝・生殖・特殊感覚に関し
て理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Clinical Physiology 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 臨床現場で役立つように人体生理学を概説する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 朝倉書店「人体生理学」の該当項目を予習すること。 

 



年度 2014 
授業コード FTM04910 
成績評価 原則、定期試験で採点・評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜12) 
見出し FTM04910 医用安全⼯学Ⅰ 
担当教員名 小畑 秀明 
単位数 2 
教科書 臨床⼯学（CE）と ME 機器・システムの安全／渡辺敏 編著／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 医療安全、安全⼯学、マクロショック、ミクロショック、漏れ電流、接地線抵抗、

病院電気設備、安全管理技術 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 パワーポイントの切り替えが早いというコメントがありました。 

しかし常々講義の中でも頻繁に伝えていますが、限られた時間の中で学ばなけれ
ばならない項目はたくさんあり、 
さらに臨床実習に出た際や、社会に出た際に、早く簡潔にメモを取るという事も
重要な素養です。 
ぜひ頑張ってトレーニングして下さい。 

科目名 医用安全⼯学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本エム・イー学会 ME 技術教育委員会 監修，「ME の基礎知識と安全管理」，

南江堂小野哲章 編集，「臨床⼯学技士標準テキスト」， 金原出版日本臨床⼯学
技士教育施設協議会 監修，「臨床⼯学講座 医用機器安全管理学」，医⻭薬出版 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM04910 
実務経験のある教員  
達成目標 医用機器・病院電気設備に関する安全基準を理解し、これらの保守管理業務につ

いての基本事項について習得する。 
受講者へのコメント ME の資格試験や臨床⼯学技士の国家試験でも非常に多くの問題がこの医用安全

の範囲から出題されています。 
これらの資格を目指す人にとっては極めて重要な科目ですので、積極的な姿勢で
取り組んでほしいと思います。 

連絡先 ５号館３階小畑研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 当該科目に対して多くの学生が理解、関⼼が高まったようで良かったです。将来
ME 機器に携わるのであれば、この科目はとて 
も重要な科目です。さらに社会に出た時にはこういった安全に関する教育は自分
や同僚などの身を守るための訓練といえる分野です。 



必ず役に立ちますので、さらに興味を持って学んで欲しいと思います。 
英文科目名 Engineering for Biomedical Safety I 
関連科目 生体医⼯学実習Ⅰ、電気⼯学Ⅰ・Ⅱ、医用安全⼯学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 今年度は講義内容のプリントを多用しました。その効果があったかどうかは

「ME2 種」「臨床⼯学国家試験」等で見えてくると思いま 
すので、しばらくこのパターンを続けようと思います。 

講義目的 医療の現場において医用機器や医療設備を安全にかつ正しく使用することは、患
者の健康・安全を守るだけでなく、操作する医療関係者の健康・安全を守る上で
も極めて重要なことである。そこで本講義では医用機器および病院電気設備に関
して高い安全性及び信頼性を持って扱えるよう、安全・管理に関する基礎事項に
ついて理解する 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 医療機器安全管理の重要性について講義する 

2 回 医療安全Ⅰ；事例を用いて医療安全について検討する 
3 回 各種物理的エネルギーの危険性（１）について講義する 
4 回 各種物理的エネルギーの危険性（２）について講義する 
5 回 安全限界、電撃について講義する 
6 回 電撃事故と安全対策について講義する 
7 回 電気的安全性の測定−漏れ電流・接地線抵抗について講義する 
8 回 これまでの総括として中間試験を実施する 
9 回 ME 機器の安全基準（１）について講義する 
10 回 ME 機器の安全基準（２）、管理技術について講 

準備学習 1 回 シラバスの内容をよく読んで、これから学ぶ内容について確認しておくこ
と 
2 回 医療機器を扱う上で起こりうる危険について検討してくること 
3 回 各種物理的エネルギーが生体にどのような障害を与えると考えられるか検
討しておくこと 
4 回 前回の内容をよく理解しておくこと 
5 回 ミクロショック・マクロショックについてよく理解しておくこと 
6 回 ２年次の「生体計測⼯学」で学んだ医療機器を取り扱う際の環境について見
直しておくこと 
7 回 各種実験で行った測定機器の取り扱いについて復習しておくこと 
8 回 これまでの内容 

 



年度 2014 
授業コード FTM0491P 
成績評価 原則、定期試験で採点・評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0491P 医用安全⼯学Ⅰ 
担当教員名 小畑 秀明 
単位数 2 
教科書 臨床⼯学（CE）と ME 機器・システムの安全／渡辺敏 編著／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 医療安全、安全⼯学、マクロショック、ミクロショック、漏れ電流、接地線抵抗、

病院電気設備、安全管理技術 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 医用安全⼯学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本エム・イー学会 ME 技術教育委員会 監修，「ME の基礎知識と安全管理」，

南江堂小野哲章 編集，「臨床⼯学技士標準テキスト」， 金原出版日本臨床⼯学
技士教育施設協議会 監修，「臨床⼯学講座 医用機器安全管理学」，医⻭薬出版 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM0491P 
実務経験のある教員  
達成目標 医用機器・病院電気設備に関する安全基準を理解し、これらの保守管理業務につ

いての基本事項について習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ５号館３階小畑研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Engineering for Biomedical Safety I 
関連科目 生体医⼯学実習Ⅰ、電気⼯学Ⅰ・Ⅱ、医用安全⼯学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 医療の現場において医用機器や医療設備を安全にかつ正しく使用することは、患

者の健康・安全を守るだけでなく、操作する医療関係者の健康・安全を守る上で
も極めて重要なことである。そこで本講義では医用機器および病院電気設備に関
して高い安全性及び信頼性を持って扱えるよう、安全・管理に関する基礎事項に
ついて理解する 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 医療機器安全管理の重要性について講義する 



2 回 医療安全Ⅰ；事例を用いて医療安全について検討する 
3 回 各種物理的エネルギーの危険性（１）について講義する 
4 回 各種物理的エネルギーの危険性（２）について講義する 
5 回 安全限界、電撃について講義する 
6 回 電撃事故と安全対策について講義する 
7 回 電気的安全性の測定−漏れ電流・接地線抵抗について講義する 
8 回 これまでの総括として中間試験を実施する 
9 回 ME 機器の安全基準（１）について講義する 
10 回 ME 機器の安全基準（２）、管理技術について講 

準備学習 1 回 シラバスの内容をよく読んで、これから学ぶ内容について確認しておくこ
と 
2 回 医療機器を扱う上で起こりうる危険について検討してくること 
3 回 各種物理的エネルギーが生体にどのような障害を与えると考えられるか検
討しておくこと 
4 回 前回の内容をよく理解しておくこと 
5 回 ミクロショック・マクロショックについてよく理解しておくこと 
6 回 ２年次の「生体計測⼯学」で学んだ医療機器を取り扱う際の環境について見
直しておくこと 
7 回 各種実験で行った測定機器の取り扱いについて復習しておくこと 
8 回 これまでの内容 

 



年度 2014 
授業コード FTM05010 
成績評価 期末試験（60〜70％），小テストなど（30〜40%） 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜12) 
見出し FTM05010 医用安全⼯学Ⅱ 
担当教員名 松宮 潔 
単位数 2 
教科書 臨床⼯学（CE）と ME 機器・システムの安全／渡辺敏／コロナ社／433907182X 
アクティブラーニング  
キーワード 医療機器，医用ガス，保守・点検，滅菌・消毒，安全管理，安全教育，安全基準 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 医用安全⼯学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １）ME の基礎知識と安全管理／日本生体医⼯学会 ME 技術教育委員会／南江堂 

２）臨床⼯学技士標準テキスト／小野哲章／金原出版 
３）臨床⼯学講座 医用機器安全管理学／篠原一彦・出渕靖志／医⻭薬出版 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM05010 
実務経験のある教員  
達成目標 医用ガスおよび医用機器に関する安全基準を理解し，これらの保守管理業務につ

いての基本事項について習得する． 
受講者へのコメント  
連絡先 kmatsumiya＠bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Engineering for Biomedical Safety II 
関連科目 医用安全⼯学Ⅰ，治療機器学Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 医用ガスおよび医用機器に関して高い安全性及び信頼性を持って扱えるよう，安

全・管理に関する基礎事項について理解する． 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 概要説明 

2 回 医用ガスの性質と用途，供給 
3 回 医用ガスにかかわる異常，安全基準 
4 回 ⼼電計・⼼電図モニタ，血圧計の保守・点検 
5 回 パルスオキシメータ，カプノメータ，体温計の保守・点検 



6 回 超音波診断装置，X 線 CT 装置，MRI 装置の保守・点検 
7 回 ⼼臓ペースメーカ，除細動器の保守・点検 
8 回 大動脈内バルーンパンピング装置，電気メス，レーザ手術装置の保守・点検 
9 回 個人用透析装置，人⼯呼吸器の保守・点検 
10 回 保育器，麻酔器，吸引装置，輸液ポンプの保守・点検 
11 回 診断監視装置および 

準備学習 1 回 特になし． 
2 回 教科書・参考書の内，医用ガスの性質と用途，供給に関するページを一読し
ておく． 
3 回 教科書・参考書の内，医用ガスにかかわる異常，安全基準に関するページを
一読しておく． 
4 回 教科書・参考書の内，⼼電計・⼼電図モニタ，血圧計の保守・点検に関する
ページを一読しておく． 
5 回 教科書・参考書の内，パルスオキシメータ，カプノメータ，体温計の保守・
点検に関するページを一読しておく． 
6 回 教科書・参考書の内，超音波診断装置，X 線 CT 装置，MRI 装置の保守・点
検に関するページを一読しておく． 
 

 



年度 2014 
授業コード FTM0501P 
成績評価 期末試験（60〜70％），小テストなど（30〜40%） 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0501P 医用安全⼯学Ⅱ 
担当教員名 松宮 潔 
単位数 2 
教科書 臨床⼯学（CE）と ME 機器・システムの安全／渡辺敏／コロナ社／433907182X 
アクティブラーニング  
キーワード 医療機器，医用ガス，保守・点検，滅菌・消毒，安全管理，安全教育，安全基準 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 医用安全⼯学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １）ME の基礎知識と安全管理／日本生体医⼯学会 ME 技術教育委員会／南江堂 

２）臨床⼯学技士標準テキスト／小野哲章／金原出版 
３）臨床⼯学講座 医用機器安全管理学／篠原一彦・出渕靖志／医⻭薬出版 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM0501P 
実務経験のある教員  
達成目標 医用ガスおよび医用機器に関する安全基準を理解し，これらの保守管理業務につ

いての基本事項について習得する． 
受講者へのコメント  
連絡先 kmatsumiya＠bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Engineering for Biomedical Safety II 
関連科目 医用安全⼯学Ⅰ，治療機器学Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 医用ガスおよび医用機器に関して高い安全性及び信頼性を持って扱えるよう，安

全・管理に関する基礎事項について理解する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 概要説明 

2 回 医用ガスの性質と用途，供給 
3 回 医用ガスにかかわる異常，安全基準 
4 回 ⼼電計・⼼電図モニタ，血圧計の保守・点検 
5 回 パルスオキシメータ，カプノメータ，体温計の保守・点検 



6 回 超音波診断装置，X 線 CT 装置，MRI 装置の保守・点検 
7 回 ⼼臓ペースメーカ，除細動器の保守・点検 
8 回 大動脈内バルーンパンピング装置，電気メス，レーザ手術装置の保守・点検 
9 回 個人用透析装置，人⼯呼吸器の保守・点検 
10 回 保育器，麻酔器，吸引装置，輸液ポンプの保守・点検 
11 回 診断監視装置および 

準備学習 1 回 特になし． 
2 回 教科書・参考書の内，医用ガスの性質と用途，供給に関するページを一読し
ておく． 
3 回 教科書・参考書の内，医用ガスにかかわる異常，安全基準に関するページを
一読しておく． 
4 回 教科書・参考書の内，⼼電計・⼼電図モニタ，血圧計の保守・点検に関する
ページを一読しておく． 
5 回 教科書・参考書の内，パルスオキシメータ，カプノメータ，体温計の保守・
点検に関するページを一読しておく． 
6 回 教科書・参考書の内，超音波診断装置，X 線 CT 装置，MRI 装置の保守・点
検に関するページを一読しておく． 
 

 



年度 2014 
授業コード FTM05110 
成績評価 小テスト２回（２０＋２０％）、定期テスト（６０％）により成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜12) 
見出し FTM05110 バイオテクノロジー 
担当教員名 八⽥ 貴 
単位数 2 
教科書 資料をコピーで配布 
アクティブラーニング  
キーワード 生命⼯学、抗生物質、酵素⼯学、環境浄化、遺伝子⼯学、バイオテクノロジー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 バイオテクノロジー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生命⼯学の本、軽部征夫（日刊⼯業新聞社） 
授業形態 講義 
注意備考 特に無し 
シラバスコード FTM05110 
実務経験のある教員  
達成目標 バイオテクノロジー技術は、現代の重要な応用技術となっている。微生物・植物・

動物の遺伝子組換え、細胞⼯学等の新しい基盤技術がどのように医療・医薬産業、
⾷品化学、⼯業、さらには農業等に応用され、人類に役立っていることを理解す
る。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 3 階 八⽥ 教授室 086?256?9515 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biotechnology 
関連科目 生化学・分子生物学・遺伝子⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 バイオテクノロジーは、産業の発展にともない必要不可欠なものとなっている。

生物のもつ遺伝、繁殖、物質代謝、情報認識などの機能を産業社会に利用する生
物利用⼯学であるバイオテクノロジーは、遺伝子組み換え、細胞融合、バイオリ
アクター等の新しい基盤技術として発展してきた。医薬産業、⾷品化学、農業等
に応用され、さらに、疾病予防、⾷料資源確保、地球環境保全、エネルギー生産
にも大きな展開が期待される。これらのバイオテクノロジーの基礎と応用につい
て解説する。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の全体の内容、進め方を説明する。 
2 回 バイオテクノロジーに用いられる生物について説明する。 
3 回 微生物とバイオテクノロジーについて説明する。 
4 回 ⼯業生産に関わるバイオテクノロジーについて説明する。 
5 回 ⾷品化学に関わるバイオテクノロジーについて説明する。 
6 回 医薬と微生物生産について説明する。 
7 回 抗生物質の種類と生産について説明する。 
8 回 細胞融合技術について説明する。 
9 回 農業に関わるバイオテクノロジーについて説明する。 
10 回 バイオリアクターと酵素に 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくことこと。 
2 回 バイオテクノロジーに用いられる生物にはどのようなものがあるかを調べ
ておくこと。 
3 回 微生物が関わるバイオテクノロジーにはどのようなものがあるかを調べて
おくこと。 
4 回 バイオテクノロジーは大きく⼯業に関わっているが、具体的にどのように
関わっているかを調べておくこと。 
5 回 ⾷品に関わるバイオテクノロジーにはどのようなものがあるのかを調べて
おくこと。 
6 回 医薬に関わるバイオテクノロジーにはどのようなものがあるのか調べてお
くこと。 
7 回 

 



年度 2014 
授業コード FTM0511P 
成績評価 小テスト２回（２０＋２０％）、定期テスト（６０％）により成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0511P バイオテクノロジー 
担当教員名 八⽥ 貴 
単位数 2 
教科書 資料をコピーで配布 
アクティブラーニング  
キーワード 生命⼯学、抗生物質、酵素⼯学、環境浄化、遺伝子⼯学、バイオテクノロジー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 バイオテクノロジー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生命⼯学の本、軽部征夫（日刊⼯業新聞社） 
授業形態 講義 
注意備考 特に無し 
シラバスコード FTM0511P 
実務経験のある教員  
達成目標 バイオテクノロジー技術は、現代の重要な応用技術となっている。微生物・植物・

動物の遺伝子組換え、細胞⼯学等の新しい基盤技術がどのように医療・医薬産業、
⾷品化学、⼯業、さらには農業等に応用され、人類に役立っていることを理解す
る。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 3 階 八⽥ 教授室 086?256?9515 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biotechnology 
関連科目 生化学・分子生物学・遺伝子⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 バイオテクノロジーは、産業の発展にともない必要不可欠なものとなっている。

生物のもつ遺伝、繁殖、物質代謝、情報認識などの機能を産業社会に利用する生
物利用⼯学であるバイオテクノロジーは、遺伝子組み換え、細胞融合、バイオリ
アクター等の新しい基盤技術として発展してきた。医薬産業、⾷品化学、農業等
に応用され、さらに、疾病予防、⾷料資源確保、地球環境保全、エネルギー生産
にも大きな展開が期待される。これらのバイオテクノロジーの基礎と応用につい
て解説する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の全体の内容、進め方を説明する。 
2 回 バイオテクノロジーに用いられる生物について説明する。 
3 回 微生物とバイオテクノロジーについて説明する。 
4 回 ⼯業生産に関わるバイオテクノロジーについて説明する。 
5 回 ⾷品化学に関わるバイオテクノロジーについて説明する。 
6 回 医薬と微生物生産について説明する。 
7 回 抗生物質の種類と生産について説明する。 
8 回 細胞融合技術について説明する。 
9 回 農業に関わるバイオテクノロジーについて説明する。 
10 回 バイオリアクターと酵素に 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくことこと。 
2 回 バイオテクノロジーに用いられる生物にはどのようなものがあるかを調べ
ておくこと。 
3 回 微生物が関わるバイオテクノロジーにはどのようなものがあるかを調べて
おくこと。 
4 回 バイオテクノロジーは大きく⼯業に関わっているが、具体的にどのように
関わっているかを調べておくこと。 
5 回 ⾷品に関わるバイオテクノロジーにはどのようなものがあるのかを調べて
おくこと。 
6 回 医薬に関わるバイオテクノロジーにはどのようなものがあるのか調べてお
くこと。 
7 回 

 



年度 2014 
授業コード FTM05210 
成績評価 小テスト２回（２０＋２０％）、定期テスト（６０％）によって成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜12) 
見出し FTM05210 遺伝子⼯学 
担当教員名 八⽥ 貴 
単位数 2 
教科書 資料をコピーで配布 
アクティブラーニング  
キーワード ゲノム情報、ゲノム医療、遺伝子検査法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 不満と答えた学生は自由記述に答えているが、『何を言っているのか全くわから

ない』→点数が 10 点未満の学生なので、勉学に励んで欲しい。 
自由記述は多くが不満を書いているが、基礎生物・生化学・分子生物学・バイオ
テクノロジーでやった事を細かく説明しての授業であるため、少数の意見は参考
にならないと思われる。（もっと、真面目に受講して欲しい） 

科目名 遺伝子⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 遺伝子⼯学概論、魚住武司（コロナ社） 
授業形態 講義 
注意備考 特に無し 
シラバスコード FTM05210 
実務経験のある教員  
達成目標 遺伝子⼯学の基礎的な知識を習得するとともに，ゲノム解析をもちいた臨床応用

について習得する。 
受講者へのコメント 特に無し。 
連絡先 27 号館 3 階 317 室 086-256-9515 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 宿題など指示された課題に取り組んだが３４％あるが本当であれば嬉しい。質問
が曖昧なので、「課題」とは何かが分かりにくい。 
興味が深まったが 68％で、効果あったかと思われる。 
授業に満足が 44％で、平均 4.04 なのでまずまずの評価であろう。 

英文科目名 Genetic Engineering 
関連科目 基礎生物学、生化学、病理学、分子生物学、バイオテクノロジー 
次回に向けての改善変更予定 文字を丁寧に書く事だろうか。 
講義目的 ヒトなど生物の生命活動を決定するゲノム情報が解明され、分子レベルで生命現

象を包括的に理解するための機能ゲノム研究が始まっている。遺伝子⼯学は、生
命そのものの分子情報を探求する学問であり、研究成果から得られる事がらは非



常に意味深く多岐にわたる。したがって、遺伝子⼯学は医療、⼯業、農業等に関
して重要な学問となっている。この講義では、遺伝子⼯学の基礎と臨床応用を解
説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進め方、全体の講義内容について説明する。 

2 回 遺伝子⼯学の歴史と現在について説明する。 
3 回 遺伝子の解析法とその応用について説明する。 
4 回 遺伝子の細胞への導入について説明する。 
5 回 遺伝子の発現（タンパク質の生産）について説明する。 
6 回 微生物の遺伝子⼯学について説明する。 
7 回 植物の遺伝子⼯学について説明する。 
8 回 動物の遺伝子⼯学について説明する。 
9 回 遺伝子検査・遺伝子診断についてについて説明する。（１） 
10 回 遺伝子検査・遺伝子診断について説明す 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 参考書・配布資料をよく読んでおくこと。 
3 回 参考書・配布資料をよく読んでおくこと。 
4 回 参考書・配布資料をよく読んでおくこと。 
5 回 参考書・配布資料をよく読んでおくこと。 
6 回 参考書・配布資料をよく読んでおくこと。 
7 回 参考書・配布資料をよく読んでおくこと。 
8 回 参考書・配布資料をよく読んでおくこと。 
9 回 参考書・配布資料をよく読んでおくこと。 
10 回 参考書・配布資料をよく読んでおくこと。 
11 回 参考書・配布資料をよく読んでおくこと。 
12 回 

 



年度 2014 
授業コード FTM0521P 
成績評価 小テスト２回（２０＋２０％）、定期テスト（６０％）によって成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0521P 遺伝子⼯学 
担当教員名 八⽥ 貴 
単位数 2 
教科書 資料をコピーで配布 
アクティブラーニング  
キーワード ゲノム情報、ゲノム医療、遺伝子検査法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 遺伝子⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 遺伝子⼯学概論、魚住武司（コロナ社） 
授業形態 講義 
注意備考 特に無し 
シラバスコード FTM0521P 
実務経験のある教員  
達成目標 遺伝子⼯学の基礎的な知識を習得するとともに，ゲノム解析をもちいた臨床応用

について習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 3 階 317 室 086-256-9515 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Genetic Engineering 
関連科目 基礎生物学、生化学、病理学、分子生物学、バイオテクノロジー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ヒトなど生物の生命活動を決定するゲノム情報が解明され、分子レベルで生命現

象を包括的に理解するための機能ゲノム研究が始まっている。遺伝子⼯学は、生
命そのものの分子情報を探求する学問であり、研究成果から得られる事がらは非
常に意味深く多岐にわたる。したがって、遺伝子⼯学は医療、⼯業、農業等に関
して重要な学問となっている。この講義では、遺伝子⼯学の基礎と臨床応用を解
説する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進め方、全体の講義内容について説明する。 

2 回 遺伝子⼯学の歴史と現在について説明する。 
3 回 遺伝子の解析法とその応用について説明する。 



4 回 遺伝子の細胞への導入について説明する。 
5 回 遺伝子の発現（タンパク質の生産）について説明する。 
6 回 微生物の遺伝子⼯学について説明する。 
7 回 植物の遺伝子⼯学について説明する。 
8 回 動物の遺伝子⼯学について説明する。 
9 回 遺伝子検査・遺伝子診断についてについて説明する。（１） 
10 回 遺伝子検査・遺伝子診断について説明す 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 参考書・配布資料をよく読んでおくこと。 
3 回 参考書・配布資料をよく読んでおくこと。 
4 回 参考書・配布資料をよく読んでおくこと。 
5 回 参考書・配布資料をよく読んでおくこと。 
6 回 参考書・配布資料をよく読んでおくこと。 
7 回 参考書・配布資料をよく読んでおくこと。 
8 回 参考書・配布資料をよく読んでおくこと。 
9 回 参考書・配布資料をよく読んでおくこと。 
10 回 参考書・配布資料をよく読んでおくこと。 
11 回 参考書・配布資料をよく読んでおくこと。 
12 回 

 



年度 2014 
授業コード FTM05310 
成績評価 小テスト（３０％）と定期試験（７０％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜12) 
見出し FTM05310 バイオメカニクス 
担当教員名 内貴 猛 
単位数 2 
教科書 講義資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生体組織、細胞、生体物性、生体固体力学、生理流体力学、生体熱力学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「出席をとる座席が少ない」との回答がありました。十分に席数を用意している

と思いますので、なぜだか理解できません。また、出席点は原則的に評価には使
用しないようにしています。 

科目名 バイオメカニクス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 バイオメカニクス／林紘三郎／コロナ社：人体物理学〜動きと循環のメカニズム

を探る〜／Irving P.Herman／NTS／ISBN978-4-86043-259-1 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は記述式試験とする。 
シラバスコード FTM05310 
実務経験のある教員  
達成目標 力学を基礎として、生体臓器、組織、細胞のかたち（構造）とはたらき（機能）

に関する一般的知識を習得する。 
受講者へのコメント しっかりと予習あるいは復習をしてください。 
連絡先 27 号館 3 階 304 室 tnaiki@bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 良く出席していました。 
30 分以上授業時間外に学習した学生が 51.4%でしたが、全く学習しなかった学
生が 45.7%いました。とても残念に思います。しっかりと勉強しなければ合格で
きないと思います。 
満足、ほぼ満足した学生が 68.6%でした。 

英文科目名 Biomechanics 
関連科目 生体運動学、応用力学Ⅰ、応用力学Ⅱ、機械⼯学 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 生体臓器・組織・細胞の機能と構造、力学的解析，バイオメカニクスの医学・生

物学・⼯学への応用、及び関連する医用機器と技術の概略と意義などについて基
礎的事項を理解する。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 バイオメカニクスの定義と意義、領域と歴史について説明する。 

2 回 血液の力学的特性について説明する。 
3 回 生体における流れ現象について説明する。 
4 回 生体における流れ現象を測定する方法について説明する。 
5 回 生体における熱に関わる現象、生体組織・細胞に及ぼす温度効果について説
明する。 
6 回 ⼼臓の力学的特性について説明する。 
7 回 生体組織・細胞の力学試験方法について説明する。 
8 回 生体硬組織、生体軟組織、細胞・線維の力学的特性について説明する。 
9 回 小テスト 
10 回 身体内部の力を求める 

準備学習 1 回 シラバスをもとに、講義内容について把握しておくこと。 
2 回 配布資料の該当箇所を読んでおくこと。 
3 回 配布資料の該当箇所を読んでおくこと。 
4 回 配布資料の該当箇所を読んでおくこと。 
5 回 配布資料の該当箇所を読んでおくこと。 
6 回 配布資料の該当箇所を読んでおくこと。 
7 回 配布資料の該当箇所を読んでおくこと。 
8 回 配布資料の該当箇所を読んでおくこと。 
9 回 8 回までの内容を復習すること。 
10 回 生体運動学を復習すること。 
11 回 生体運動学を復習すること。 
12 回 生体運動学を復習すること 

 



年度 2014 
授業コード FTM0531P 
成績評価 小テスト（３０％）と定期試験（７０％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0531P バイオメカニクス 
担当教員名 内貴 猛 
単位数 2 
教科書 講義資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生体組織、細胞、生体物性、生体固体力学、生理流体力学、生体熱力学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 バイオメカニクス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 バイオメカニクス／林紘三郎／コロナ社：人体物理学〜動きと循環のメカニズム

を探る〜／Irving P.Herman／NTS／ISBN978-4-86043-259-1 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は記述式試験とする。 
シラバスコード FTM0531P 
実務経験のある教員  
達成目標 力学を基礎として、生体臓器、組織、細胞のかたち（構造）とはたらき（機能）

に関する一般的知識を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 3 階 304 室 tnaiki@bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biomechanics 
関連科目 生体運動学、応用力学Ⅰ、応用力学Ⅱ、機械⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生体臓器・組織・細胞の機能と構造、力学的解析，バイオメカニクスの医学・生

物学・⼯学への応用、及び関連する医用機器と技術の概略と意義などについて基
礎的事項を理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 バイオメカニクスの定義と意義、領域と歴史について説明する。 

2 回 血液の力学的特性について説明する。 
3 回 生体における流れ現象について説明する。 
4 回 生体における流れ現象を測定する方法について説明する。 
5 回 生体における熱に関わる現象、生体組織・細胞に及ぼす温度効果について説



明する。 
6 回 ⼼臓の力学的特性について説明する。 
7 回 生体組織・細胞の力学試験方法について説明する。 
8 回 生体硬組織、生体軟組織、細胞・線維の力学的特性について説明する。 
9 回 小テスト 
10 回 身体内部の力を求める 

準備学習 1 回 シラバスをもとに、講義内容について把握しておくこと。 
2 回 配布資料の該当箇所を読んでおくこと。 
3 回 配布資料の該当箇所を読んでおくこと。 
4 回 配布資料の該当箇所を読んでおくこと。 
5 回 配布資料の該当箇所を読んでおくこと。 
6 回 配布資料の該当箇所を読んでおくこと。 
7 回 配布資料の該当箇所を読んでおくこと。 
8 回 配布資料の該当箇所を読んでおくこと。 
9 回 8 回までの内容を復習すること。 
10 回 生体運動学を復習すること。 
11 回 生体運動学を復習すること。 
12 回 生体運動学を復習すること 

 



年度 2014 
授業コード FTM05410 
成績評価 2 回の中間テスト（40%），定期試験（60%）により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(11〜13) 
見出し FTM05410 生体運動学 
担当教員名 内貴 猛 
単位数 2 
教科書 資料をコピーで配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 体サイズ，関節，骨格，筋肉，身体運動計測機器，スポーツ機器 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述はありませんでした。 
科目名 生体運動学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 運動のバイオメカニクス／牧川方昭・吉⽥正樹共著／コロナ社： 

身体運動のバイオメカニクス／日本エム・イー学会編／コロナ社： 
スケーリング：動物設計論 −動物の大きさは何で決まるのか−／Ｋ・シュミッ
ト ニールセン著／コロナ社 

授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 

定期試験、中間テストでは携帯電話以外の持ち込みを可とする。 
シラバスコード FTM05410 
実務経験のある教員  
達成目標 ヒトの運動と歩行，筋と関節の力学などの生体のダイナミクスと，福祉、リハビ

リテーション，スポーツ・健康⼯学を理解するのに必要な基礎知識を身につける。 
特に力とモーメントのつり合い方程式を立て、静止した状態の筋肉や骨にかかる
荷重を求めることができるようになること。 

受講者へのコメント 特に静力学は重要な内容なので、しっかりと予習あるいは復習して下さい。 
連絡先 27 号館 3 階 304 室 tnaiki@bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 良く出席しているようです。 
30 分以上授業時間外に学習している学生が 67.9%でしたが、全く学習していな
い学生が 30.2%もいました。 
満足、ほぼ満足した学生は 47.2%でした。 

英文科目名 Kinematics 
関連科目 バイオメカニクス 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 ヒトの運動と歩行，筋と関節の力学などの生体のダイナミクスと，福祉、リハビ



リテーション，スポーツ・健康⼯学，及びこれらに関連する機器の概要について
教授する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。講義の進め方、予定を説明する。 

2 回  生物の形と体の大きさの関係について説明する。 
3 回  代謝率と体の大きさの関係について説明する。 
4 回  恐⻯のなぞについて説明する。 
5 回  人体運動器の構成と運動記述のための解剖学，歩行の解析方法について説
明する。 
6 回  筋と関節の静力学について説明する。 
7 回  骨と関節，軟組織について説明する。 
8 回  中間テスト１を行い、7 回までの内容の理解度を判定し、解説することに
よりその内容を復習する。 
9 回  不安定な関節，動きの小さな 

準備学習 1 回 講義予定、特に中間テストと定期試験の日程を自分の予定表に書き込んで
おくこと。 
2 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
3 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
4 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
5 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
6 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
7 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
8 回  第 2〜7 回の内容を復習しておくこと。 
9 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
10 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
11 回 

 



年度 2014 
授業コード FTM05411 
成績評価 2 回の中間テスト（40%），定期試験（60%）により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜10) 
見出し FTM05411 生体運動学 
担当教員名 内貴 猛 
単位数 2 
教科書 資料をコピーで配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 体サイズ，関節，骨格，筋肉，身体運動計測機器，スポーツ機器 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体運動学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 運動のバイオメカニクス／牧川方昭・吉⽥正樹共著／コロナ社： 

身体運動のバイオメカニクス／日本エム・イー学会編／コロナ社： 
スケーリング：動物設計論 −動物の大きさは何で決まるのか−／Ｋ・シュミッ
ト ニールセン著／コロナ社 

授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 

定期試験、中間テストでは携帯電話以外の持ち込みを可とする。 
シラバスコード FTM05411 
実務経験のある教員  
達成目標 ヒトの運動と歩行，筋と関節の力学などの生体のダイナミクスと，福祉、リハビ

リテーション，スポーツ・健康⼯学を理解するのに必要な基礎知識を身につける。 
特に力とモーメントのつり合い方程式を立て、静止した状態の筋肉や骨にかかる
荷重を求めることができるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 3 階 304 室 tnaiki@bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Kinematics 
関連科目 バイオメカニクス 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ヒトの運動と歩行，筋と関節の力学などの生体のダイナミクスと，福祉、リハビ

リテーション，スポーツ・健康⼯学，及びこれらに関連する機器の概要について
教授する。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回  オリエンテーション。講義の進め方、予定を説明する。 
2 回  生物の形と体の大きさの関係について説明する。 
3 回  代謝率と体の大きさの関係について説明する。 
4 回  恐⻯のなぞについて説明する。 
5 回  人体運動器の構成と運動記述のための解剖学，歩行の解析方法について説
明する。 
6 回  筋と関節の静力学について説明する。 
7 回  骨と関節，軟組織について説明する。 
8 回  中間テスト１を行い、7 回までの内容の理解度を判定し、解説することに
よりその内容を復習する。 
9 回  不安定な関節，動きの小さな 

準備学習 1 回 講義予定、特に中間テストと定期試験の日程を自分の予定表に書き込んで
おくこと。 
2 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
3 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
4 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
5 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
6 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
7 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
8 回  第 2〜7 回の内容を復習しておくこと。 
9 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
10 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
11 回 

 



年度 2014 
授業コード FTM0541P 
成績評価 2 回の中間テスト（40%），定期試験（60%）により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0541P 生体運動学 
担当教員名 内貴 猛 
単位数 2 
教科書 資料をコピーで配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 体サイズ，関節，骨格，筋肉，身体運動計測機器，スポーツ機器 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体運動学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 運動のバイオメカニクス／牧川方昭・吉⽥正樹共著／コロナ社： 

身体運動のバイオメカニクス／日本エム・イー学会編／コロナ社： 
スケーリング：動物設計論 −動物の大きさは何で決まるのか−／Ｋ・シュミッ
ト ニールセン著／コロナ社 

授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 

定期試験、中間テストでは携帯電話以外の持ち込みを可とする。 
シラバスコード FTM0541P 
実務経験のある教員  
達成目標 ヒトの運動と歩行，筋と関節の力学などの生体のダイナミクスと，福祉、リハビ

リテーション，スポーツ・健康⼯学を理解するのに必要な基礎知識を身につける。 
特に力とモーメントのつり合い方程式を立て、静止した状態の筋肉や骨にかかる
荷重を求めることができるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 3 階 304 室 tnaiki@bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Kinematics 
関連科目 バイオメカニクス 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ヒトの運動と歩行，筋と関節の力学などの生体のダイナミクスと，福祉、リハビ

リテーション，スポーツ・健康⼯学，及びこれらに関連する機器の概要について
教授する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  オリエンテーション。講義の進め方、予定を説明する。 
2 回  生物の形と体の大きさの関係について説明する。 
3 回  代謝率と体の大きさの関係について説明する。 
4 回  恐⻯のなぞについて説明する。 
5 回  人体運動器の構成と運動記述のための解剖学，歩行の解析方法について説
明する。 
6 回  筋と関節の静力学について説明する。 
7 回  骨と関節，軟組織について説明する。 
8 回  中間テスト１を行い、7 回までの内容の理解度を判定し、解説することに
よりその内容を復習する。 
9 回  不安定な関節，動きの小さな 

準備学習 1 回 講義予定、特に中間テストと定期試験の日程を自分の予定表に書き込んで
おくこと。 
2 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
3 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
4 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
5 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
6 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
7 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
8 回  第 2〜7 回の内容を復習しておくこと。 
9 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
10 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
11 回 

 



年度 2014 
授業コード FTM05510 
成績評価 期末試験（60〜70％），小テストなど（30〜40%） 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜12) 
見出し FTM05510 治療機器学Ⅰ 
担当教員名 松宮 潔 
単位数 2 
教科書 臨床⼯学講座 医用治療機器学／篠原一彦／医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード 原理，使用法，安全，メス，内視鏡，電気メス，超音波メス，レーザ治療，ハイ

パーサーミア，結石破砕，滅菌，画像誘導手術，手術ロボット 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 コメントしてくれたのはありがたいのですが，全体的にコメントが短すぎて詳し

く理解できないのでうまく回答できません． 
「小テストが難しい」・・・どれくらい勉強して臨んだかは分かりませんが「なぜ
そうなのか」といったところまで理解していないと解けない問題も混ぜたので難
しく感じたのかもしれません． 
「いまいちわからなかった」「とっても分かりやすかったです」・・・どうすれば
よいでしょうか．わからない場合は早目に相談してくれたらアドバイスもでき，
改善もできたかも知れません．「わかる／わからない」は個人差もあるので難し 

科目名 治療機器学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １）ME の基礎知識と安全管理／日本生体医⼯学会 ME 技術教育委員会／南江堂 

２）臨床⼯学技士標準テキスト／小野哲章／金原出版 
授業形態 講義 
注意備考 治療機器学Ⅱ（後期）を履修する場合は，本科目を履修するか，同等の内容を自

習しておくこと． 
シラバスコード FTM05510 
実務経験のある教員  
達成目標 １）代表的な外科的治療機器の個々について理解を深める．２）最先端治療とそ

れを支える機器・テクノロジーについて知見を得る． 
受講者へのコメント わからないところがあったら，質問＋勉強でわかるようになってください．相談

には乗ります． 
連絡先 kmatsumiya＠bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業自体の評価に関する各設問においては，おしなべて，ポジティブな回答か，
あるいは「特にない」が多かった．そのことから考えると，大いなる改善はリク
エストされていないと言える．ただ，少数ではあるが，大勢に当てはまらない回
答もあった． 



英文科目名 Devices for Medical Treatment and Therapy I 
関連科目 治療機器概論，治療機器学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 大勢に当てはまらない回答もあったことを鑑み，「そう思っている学生もいる」

という点を頭の隅において授業に臨みたい． 
講義目的 現代医療で用いられる代表的な治療機器に関する基本事項について解説する．治

療機器学Ⅰ（前期）では主に外科的治療（体内組織の切開や構造変化が比較的大
きい治療）のための機器が対象となる． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 概要説明 

2 回 治療器具 
3 回 内視鏡 
4 回 電気メス 
5 回 レーザ治療器 
6 回 温熱療法装置 
7 回 冷凍手術機器，赤外線コアギュレータ，ウォータージェット 
8 回 超音波吸引器 
9 回 結石破砕装置 
10 回 ME 機器の滅菌・消毒 
11 回 治療におけるロボット技術の利用 
12 回 コンピュータ外科 
13 回 次世代治療のための機器 
14 回 演習１ 
15 回 演習２ 

準備学習 1 回 特になし． 
2 回 教科書・参考書の内，治療器具に関するページを一読しておく． 
3 回 教科書・参考書の内，内視鏡に関するページを一読しておく． 
4 回 教科書・参考書の内，電気メスに関するページを一読しておく． 
5 回 教科書・参考書の内，レーザ治療器に関するページを一読しておく． 
6 回 教科書・参考書の内，温熱療法装置に関するページを一読しておく． 
7 回 教科書・参考書の内，冷凍手術機器，赤外線コアギュレータ，ウォータージ
ェットに関するページを一読しておく． 
8 回 教科書・参考書の内，超音波吸引器に関す 

 



年度 2014 
授業コード FTM0551P 
成績評価 期末試験（60〜70％），小テストなど（30〜40%） 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0551P 治療機器学Ⅰ 
担当教員名 松宮 潔 
単位数 2 
教科書 臨床⼯学講座 医用治療機器学／篠原一彦／医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード 原理，使用法，安全，メス，内視鏡，電気メス，超音波メス，レーザ治療，ハイ

パーサーミア，結石破砕，滅菌，画像誘導手術，手術ロボット 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 治療機器学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １）ME の基礎知識と安全管理／日本生体医⼯学会 ME 技術教育委員会／南江堂 

２）臨床⼯学技士標準テキスト／小野哲章／金原出版 
授業形態 講義 
注意備考 治療機器学Ⅱ（後期）を履修する場合は，本科目を履修するか，同等の内容を自

習しておくこと． 
シラバスコード FTM0551P 
実務経験のある教員  
達成目標 １）代表的な外科的治療機器の個々について理解を深める．２）最先端治療とそ

れを支える機器・テクノロジーについて知見を得る． 
受講者へのコメント  
連絡先 kmatsumiya＠bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Devices for Medical Treatment and Therapy I 
関連科目 治療機器概論，治療機器学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代医療で用いられる代表的な治療機器に関する基本事項について解説する．治

療機器学Ⅰ（前期）では主に外科的治療（体内組織の切開や構造変化が比較的大
きい治療）のための機器が対象となる． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 概要説明 

2 回 治療器具 
3 回 内視鏡 



4 回 電気メス 
5 回 レーザ治療器 
6 回 温熱療法装置 
7 回 冷凍手術機器，赤外線コアギュレータ，ウォータージェット 
8 回 超音波吸引器 
9 回 結石破砕装置 
10 回 ME 機器の滅菌・消毒 
11 回 治療におけるロボット技術の利用 
12 回 コンピュータ外科 
13 回 次世代治療のための機器 
14 回 演習１ 
15 回 演習２ 

準備学習 1 回 特になし． 
2 回 教科書・参考書の内，治療器具に関するページを一読しておく． 
3 回 教科書・参考書の内，内視鏡に関するページを一読しておく． 
4 回 教科書・参考書の内，電気メスに関するページを一読しておく． 
5 回 教科書・参考書の内，レーザ治療器に関するページを一読しておく． 
6 回 教科書・参考書の内，温熱療法装置に関するページを一読しておく． 
7 回 教科書・参考書の内，冷凍手術機器，赤外線コアギュレータ，ウォータージ
ェットに関するページを一読しておく． 
8 回 教科書・参考書の内，超音波吸引器に関す 

 



年度 2014 
授業コード FTM05610 
成績評価 期末試験（60〜70％），小テストなど（30〜40%） 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜12) 
見出し FTM05610 治療機器学Ⅱ 
担当教員名 松宮 潔 
単位数 2 
教科書 臨床⼯学講座 医用治療機器学／篠原一彦／医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード 原理，使用法，安全，メス，⼼臓ペースメーカ，AED，人⼯透析，人⼯呼吸器，

人⼯⼼肺，カテーテル，ステント，麻酔，電磁波治療器，温熱治療器 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 治療機器学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １）ME の基礎知識と安全管理／日本生体医⼯学会 ME 技術教育委員会／南江堂 

２）臨床⼯学技士標準テキスト／小野哲章／金原出版 
授業形態 講義 
注意備考 １）本科目を履修する場合は，治療機器学Ⅱ（前記）を履修するか，同等の内容

を自習しておくこと． 
２）参考書１を用意することがほぼ必須である． 

シラバスコード FTM05610 
実務経験のある教員  
達成目標 １）治療機器の原理等に関する分類と安全性等の共通事項について認識する．２）

代表的な非外科的治療機器の個々について理解を深める． 
受講者へのコメント  
連絡先 kmatsumiya＠bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Devices for Medical Treatment and Therapy II 
関連科目 治療機器概論，治療機器学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代医療で用いられる代表的な治療機器に関する基本事項について解説する．治

療機器学Ⅱ（後期）では主に非外科的治療（体内組織の切開や構造変化が比較的
小さい治療）のための機器が対象となる． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 概要説明 

2 回 治療機器で使用するエネルギーと原理 



3 回 使用環境と使用条件，安全性と安全対策 
4 回 ⼼臓ペースメーカ 
5 回 除細動器 
6 回 血液浄化機器１ 
7 回 血液浄化機器２ 
8 回 呼吸療法機器 
9 回 麻酔器 
10 回 体外循環装置１ 
11 回 体外循環装置２ 
12 回 ⼼臓血管内の治療機器 
13 回 輸液ポンプ，吸引装置 
14 回 電磁波治療器，温熱治療器 
15 回 演習 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 特になし 
3 回 特になし 
4 回 教科書・参考書の内，⼼臓ペースメーカに関するページを一読しておく． 
5 回 教科書・参考書の内，除細動器に関するページを一読しておく． 
6 回 教科書・参考書の内，血液浄化機器に関するページを一読しておく． 
7 回 教科書・参考書の内，血液浄化機器に関するページを一読しておく． 
8 回 教科書・参考書の内，呼吸療法機器に関するページを一読しておく． 
9 回 教科書・参考書の内，麻酔器に関するページを一読しておく． 
10 回 教科書・参考書の内，体外循環装置に関する 

 



年度 2014 
授業コード FTM0561P 
成績評価 期末試験（60〜70％），小テストなど（30〜40%） 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0561P 治療機器学Ⅱ 
担当教員名 松宮 潔 
単位数 2 
教科書 臨床⼯学講座 医用治療機器学／篠原一彦／医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード 原理，使用法，安全，メス，⼼臓ペースメーカ，AED，人⼯透析，人⼯呼吸器，

人⼯⼼肺，カテーテル，ステント，麻酔，電磁波治療器，温熱治療器 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 治療機器学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １）ME の基礎知識と安全管理／日本生体医⼯学会 ME 技術教育委員会／南江堂 

２）臨床⼯学技士標準テキスト／小野哲章／金原出版 
授業形態 講義 
注意備考 １）本科目を履修する場合は，治療機器学Ⅱ（前記）を履修するか，同等の内容

を自習しておくこと． 
２）参考書１を用意することがほぼ必須である． 

シラバスコード FTM0561P 
実務経験のある教員  
達成目標 １）治療機器の原理等に関する分類と安全性等の共通事項について認識する．２）

代表的な非外科的治療機器の個々について理解を深める． 
受講者へのコメント  
連絡先 kmatsumiya＠bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Devices for Medical Treatment and Therapy II 
関連科目 治療機器概論，治療機器学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代医療で用いられる代表的な治療機器に関する基本事項について解説する．治

療機器学Ⅱ（後期）では主に非外科的治療（体内組織の切開や構造変化が比較的
小さい治療）のための機器が対象となる． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 概要説明 

2 回 治療機器で使用するエネルギーと原理 



3 回 使用環境と使用条件，安全性と安全対策 
4 回 ⼼臓ペースメーカ 
5 回 除細動器 
6 回 血液浄化機器１ 
7 回 血液浄化機器２ 
8 回 呼吸療法機器 
9 回 麻酔器 
10 回 体外循環装置１ 
11 回 体外循環装置２ 
12 回 ⼼臓血管内の治療機器 
13 回 輸液ポンプ，吸引装置 
14 回 電磁波治療器，温熱治療器 
15 回 演習 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 特になし 
3 回 特になし 
4 回 教科書・参考書の内，⼼臓ペースメーカに関するページを一読しておく． 
5 回 教科書・参考書の内，除細動器に関するページを一読しておく． 
6 回 教科書・参考書の内，血液浄化機器に関するページを一読しておく． 
7 回 教科書・参考書の内，血液浄化機器に関するページを一読しておく． 
8 回 教科書・参考書の内，呼吸療法機器に関するページを一読しておく． 
9 回 教科書・参考書の内，麻酔器に関するページを一読しておく． 
10 回 教科書・参考書の内，体外循環装置に関する 

 



年度 2014 
授業コード FTM05710 
成績評価 定期試験、中間テスト、小テストから総合的に判断する 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜10) 
見出し FTM05710 ⾷と健康(再) 
担当教員名 二見 翠 
単位数 2 
教科書 原則，ノート講義を実施する。必要に応じ資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード ⾷物の機能，⾷生活，生活習慣病 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⾷と健康(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⾷の健康科学（橋本直樹著，第一出版），わかりやすい⾷と健康の科学（⻄山隆

造・三宅紀子著，オーム社） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM05710 
実務経験のある教員  
達成目標 「⾷」と「健康」に関する基礎知識を身につける。 
受講者へのコメント  
連絡先 二見研究室（5 号館 3 階）または 27 号館 3 階 生体材料⼯学研究室 e-mail： 

mfutami＠bme.ous.ac.jp オフィスアワー： ⽊曜日午前中 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Food and Health 
関連科目 基礎化学、生化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 今日の日本は，飽⾷の時代と言われるようになった反面，誤った⾷事の仕方によ

り健康被害が起きる事態に陥っている。本講義では「医⾷同源」という言葉があ
るように，「⾷」と「健康」の問題について広く教授する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 雑誌・新聞等を通じて「⾷と健康」に関する記事や諸問題に注目してお

くこと 
２回 ⾷物が特性としてもつ働きを事前学習しておくこと 
３回 ⾷物，栄養と健康について事前学習しておくこと 



４回 三大栄養素について事前学習しておくこと 
５回 三大栄養素について事前学習しておくこと 
６回 三大栄養素について事前学習しておくこと 
７回 ミネラルの栄養，保健効果について事前学習しておくこと 
８回 ビタミンの栄養，保健効果について事前学習しておくこと 
９回 これまでの講義内容を復習しておくこと 
１０回 日本における⾷生 

 



年度 2014 
授業コード FTM0571P 
成績評価 定期試験、中間テスト、小テストから総合的に判断する 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0571P ⾷と健康(再) 
担当教員名 二見 翠 
単位数 2 
教科書 原則，ノート講義を実施する。必要に応じ資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード ⾷物の機能，⾷生活，生活習慣病 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⾷と健康(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⾷の健康科学（橋本直樹著，第一出版），わかりやすい⾷と健康の科学（⻄山隆

造・三宅紀子著，オーム社） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM0571P 
実務経験のある教員  
達成目標 「⾷」と「健康」に関する基礎知識を身につける。 
受講者へのコメント  
連絡先 二見研究室（5 号館 3 階）または 27 号館 3 階 生体材料⼯学研究室 e-mail： 

mfutami＠bme.ous.ac.jp オフィスアワー： ⽊曜日午前中 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Food and Health 
関連科目 基礎化学、生化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 今日の日本は，飽⾷の時代と言われるようになった反面，誤った⾷事の仕方によ

り健康被害が起きる事態に陥っている。本講義では「医⾷同源」という言葉があ
るように，「⾷」と「健康」の問題について広く教授する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回 雑誌・新聞等を通じて「⾷と健康」に関する記事や諸問題に注目してお

くこと 
２回 ⾷物が特性としてもつ働きを事前学習しておくこと 
３回 ⾷物，栄養と健康について事前学習しておくこと 



４回 三大栄養素について事前学習しておくこと 
５回 三大栄養素について事前学習しておくこと 
６回 三大栄養素について事前学習しておくこと 
７回 ミネラルの栄養，保健効果について事前学習しておくこと 
８回 ビタミンの栄養，保健効果について事前学習しておくこと 
９回 これまでの講義内容を復習しておくこと 
１０回 日本における⾷生 

 



年度 2014 
授業コード FTM05810 
成績評価 定期試験（７２％）、中間試験（０％）、小テスト（２８％）、レポート（０％）、

ノート（０％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜12) 
見出し FTM05810 生活環境学 
担当教員名 猶原 順 
単位数 2 
教科書 原則，ノート講義を実施する。授業中に資料プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 衣・⾷・住，生態系，環境と健康問題，環境問題 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 コメントなし 
科目名 生活環境学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生活と環境（藤城敏幸著，東京教学社），環境安全科学入門（玉浦裕ほか著，講談

社サイエンティフィック），やさしい環境科学（安⽥仁資著，化学同人） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM05810 
実務経験のある教員  
達成目標 環境問題や，環境保健に関連する幅広い基礎知識を身につける。衣・⾷・住と環

境との関係や，人間生活や生命に対する環境の重要性を解説する。さらに，人間
生活を取り巻く環境の変化が，健康問題と関わりを持つ事例を解説する。 

受講者へのコメント 授業時間外の学習状況で、1 時間以上の割合が 35％を占めているが、0 分が 43％
でありこの学生にも時間外学習をしてほしい。 

連絡先 E-mail:jnaohara@bme.ous.ac.jp, Tel&Fax:086-256-9711、１２号館１階 猶原教
授室  
フィスアワー：金昼 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 3 年生対象の授業であり、環境系の科目は本学科ではこの授業のみであり、興味
を持って授業を聞いていた。 

英文科目名 LIving Environmental Science 
関連科目 基礎化学、公衆衛生学 
次回に向けての改善変更予定 プリントの枚数が多いので、両面印刷して配付する。 
講義目的 科学技術の発展とその知識の応用により，我々の生活は物質的に豊かになった。

しかしその一方で，資源とエネルギーの消費増大により，元素や化学物質による
環境改変問題が生じている。本講義では，衣・⾷・住と環境との関係や，人間生



活や生命に対する環境の重要性を解説する。さらに，人間生活を取り巻く環境の
変化が，健康問題と関わりを持つ事例を解説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 衣・⾷・住の化学と環境について説明する。 
3 回 衣・⾷・住の化学と環境について説明する。 
4 回 生物と環境について説明する。 
5 回 生物と環境について説明する。 
6 回 地球と人間について説明する 
7 回 地球と人間について説明する 
8 回 生物と人間について説明する。 
9 回 生物と人間について説明する。 
10 回 環境と健康問題について説明する。 
11 回 環境と健康問題について説明する。 
12 回 環境と健康問題について説明する。 
13 回 地球規模の環境問題について説明する。 
14 

準備学習 1 回 新聞・雑誌等を通じて「生活環境」に関する記事や諸問題に注目しておくこ
と。 
2 回 環境の定義について，文献等を通じ調べておくこと 
3 回 科学技術や環境問題の変遷について学習しておくこと。 
4 回 事前配布資料に基づき，生態系の定義・基本法則について，学習しておくこ
と。 
5 回 事前配布資料に基づき，人類の出現に伴う生態系改変について学習してお
くこと。 
6 回 事前配布資料に基づき，人口統計や⺟子保健について学習しておくこと。 
7 回 事前配布資料に基づき，水供給問題について学習しておくこと。 
8 回 事前配布資 

 



年度 2014 
授業コード FTM0581P 
成績評価 定期試験（７２％）、中間試験（０％）、小テスト（２８％）、レポート（０％）、

ノート（０％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0581P 生活環境学 
担当教員名 猶原 順 
単位数 2 
教科書 原則，ノート講義を実施する。授業中に資料プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 衣・⾷・住，生態系，環境と健康問題，環境問題 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生活環境学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生活と環境（藤城敏幸著，東京教学社），環境安全科学入門（玉浦裕ほか著，講談

社サイエンティフィック），やさしい環境科学（安⽥仁資著，化学同人） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM0581P 
実務経験のある教員  
達成目標 環境問題や，環境保健に関連する幅広い基礎知識を身につける。衣・⾷・住と環

境との関係や，人間生活や生命に対する環境の重要性を解説する。さらに，人間
生活を取り巻く環境の変化が，健康問題と関わりを持つ事例を解説する。 

受講者へのコメント  
連絡先 E-mail:jnaohara@bme.ous.ac.jp, Tel&Fax:086-256-9711、１２号館１階 猶原教

授室  
フィスアワー：金昼 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 LIving Environmental Science 
関連科目 基礎化学、公衆衛生学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 科学技術の発展とその知識の応用により，我々の生活は物質的に豊かになった。

しかしその一方で，資源とエネルギーの消費増大により，元素や化学物質による
環境改変問題が生じている。本講義では，衣・⾷・住と環境との関係や，人間生
活や生命に対する環境の重要性を解説する。さらに，人間生活を取り巻く環境の
変化が，健康問題と関わりを持つ事例を解説する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 衣・⾷・住の化学と環境について説明する。 
3 回 衣・⾷・住の化学と環境について説明する。 
4 回 生物と環境について説明する。 
5 回 生物と環境について説明する。 
6 回 地球と人間について説明する 
7 回 地球と人間について説明する 
8 回 生物と人間について説明する。 
9 回 生物と人間について説明する。 
10 回 環境と健康問題について説明する。 
11 回 環境と健康問題について説明する。 
12 回 環境と健康問題について説明する。 
13 回 地球規模の環境問題について説明する。 
14 

準備学習 1 回 新聞・雑誌等を通じて「生活環境」に関する記事や諸問題に注目しておくこ
と。 
2 回 環境の定義について，文献等を通じ調べておくこと 
3 回 科学技術や環境問題の変遷について学習しておくこと。 
4 回 事前配布資料に基づき，生態系の定義・基本法則について，学習しておくこ
と。 
5 回 事前配布資料に基づき，人類の出現に伴う生態系改変について学習してお
くこと。 
6 回 事前配布資料に基づき，人口統計や⺟子保健について学習しておくこと。 
7 回 事前配布資料に基づき，水供給問題について学習しておくこと。 
8 回 事前配布資 

 



年度 2014 
授業コード FTM05910 
成績評価 定期試験（７２％）、中間試験（０％）、小テスト（２８％）、レポート（０％）、

ノート（０％） 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜10) 
見出し FTM05910 環境保全学(再) 
担当教員名 猶原 順 
単位数 2 
教科書 原則，ノート講義を実施する。必要に応じ資料プリントを配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 水・土・空気 物質循環 自然環境保全 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境保全学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 化学の目でみる地球の環境（北野康著，裳華房），水と水質環境の基礎知識（武⽥

育郎著，オーム社），地球温暖化の科学（北海道大学大学院環境科学院編，北大出
版会），環境保全⼯学（浮⽥正夫ら著，技報堂） 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM05910 
実務経験のある教員  
達成目標 環境問題とその保全策に関連した内容を化学的・生態学的な観点から理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 E-mail:jnaohara@bme.ous.ac.jp, Tel&Fax:086-256-9711、１２号館１階 猶原教

授室  
フィスアワー：金昼 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者なし 
英文科目名 Environmental Conservation 
関連科目 基礎化学，公衆衛生学，生活環境学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球規模で問題になっている環境問題の概略を述べ，その中から特に土，水，大

気環境の現状について詳しく述べる。人間と生態系の調和のとれた循環型社会シ
ステムの実現のために，自然環境，地球環境，地域環境の保全技術について解説
する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



2 回 自然環境と生物について説明する。 
3 回 自然環境と生物について説明する。 
4 回 自然環境と生物について説明する。 
5 回 自然環境と生物について説明する。 
6 回 地域環境の汚染と破壊の現状について説明する。 
7 回 地域環境の汚染と破壊の現状について説明する。 
8 回 地域環境の汚染と破壊の現状について説明する。 
9 回 地球環境の汚染と破壊の現状について説明する。 
10 回 地球環境の汚染と破壊の現状について説明する。 
11 回 地球環境の汚染と破壊の現状について説明する。 
12 回 

準備学習 1 回 自然環境保全技術について理説明する。 
2 回 配付資料に基づき，水の基礎知識について学習しておくこと。 
3 回 配付資料に基づき，大気の基礎知識について学習しておくこと。 
4 回 配付資料に基づき，土壌の基礎知識について学習しておくこと。 
5 回 配付資料に基づき，エネルギーサイクルの基礎知識について学習しておく
こと。 
6 回 配付資料に基づき，汚濁物質指標について学習しておくこと。 
7 回 配付資料に基づき，地域環境汚染問題の経過について学習しておくこと。 
8 回 配付資料に基づき，地域環境汚染問題の現状につい 

 



年度 2014 
授業コード FTM0591P 
成績評価 定期試験（７２％）、中間試験（０％）、小テスト（２８％）、レポート（０％）、

ノート（０％） 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0591P 環境保全学(再) 
担当教員名 猶原 順 
単位数 2 
教科書 原則，ノート講義を実施する。必要に応じ資料プリントを配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 水・土・空気 物質循環 自然環境保全 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境保全学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 化学の目でみる地球の環境（北野康著，裳華房），水と水質環境の基礎知識（武⽥

育郎著，オーム社），地球温暖化の科学（北海道大学大学院環境科学院編，北大出
版会），環境保全⼯学（浮⽥正夫ら著，技報堂） 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM0591P 
実務経験のある教員  
達成目標 環境問題とその保全策に関連した内容を化学的・生態学的な観点から理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 E-mail:jnaohara@bme.ous.ac.jp, Tel&Fax:086-256-9711、１２号館１階 猶原教

授室  
フィスアワー：金昼 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Conservation 
関連科目 基礎化学，公衆衛生学，生活環境学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球規模で問題になっている環境問題の概略を述べ，その中から特に土，水，大

気環境の現状について詳しく述べる。人間と生態系の調和のとれた循環型社会シ
ステムの実現のために，自然環境，地球環境，地域環境の保全技術について解説
する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



2 回 自然環境と生物について説明する。 
3 回 自然環境と生物について説明する。 
4 回 自然環境と生物について説明する。 
5 回 自然環境と生物について説明する。 
6 回 地域環境の汚染と破壊の現状について説明する。 
7 回 地域環境の汚染と破壊の現状について説明する。 
8 回 地域環境の汚染と破壊の現状について説明する。 
9 回 地球環境の汚染と破壊の現状について説明する。 
10 回 地球環境の汚染と破壊の現状について説明する。 
11 回 地球環境の汚染と破壊の現状について説明する。 
12 回 

準備学習 1 回 自然環境保全技術について理説明する。 
2 回 配付資料に基づき，水の基礎知識について学習しておくこと。 
3 回 配付資料に基づき，大気の基礎知識について学習しておくこと。 
4 回 配付資料に基づき，土壌の基礎知識について学習しておくこと。 
5 回 配付資料に基づき，エネルギーサイクルの基礎知識について学習しておく
こと。 
6 回 配付資料に基づき，汚濁物質指標について学習しておくこと。 
7 回 配付資料に基づき，地域環境汚染問題の経過について学習しておくこと。 
8 回 配付資料に基づき，地域環境汚染問題の現状につい 

 



年度 2014 
授業コード FTM06010 
成績評価 定期試験（６０％） 講義・演習中に課すレポート（２０％） 理解度評価の結

果（２０％）達成目標の中で述べた実際に各種医療機器を操作することについて
の再確認・再点検の評価については、講義・演習中に課すレポートを参考にする。
同じく、関連知識の習得については、理解度テストとして実施する「ＭＥ２種模
擬試験」の結果を参考にする。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 生体医⼯学科(〜11) 
見出し FTM06010 臨床⼯学特別講義Ⅰ 
担当教員名 小畑 秀明、永⽥ 和之＊、上⽥ 真也＊、中島 康佑＊、有道 真久＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 生体計測、診断機器、治療機器、電気⼯学、電子⼯学、計測⼯学、情報処理、放

射線⼯学、システム⼯学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床⼯学特別講義Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 臨床⼯学技士標準テキスト／小野 哲章他 編集／金原出版株式会社； 

画像診断装置学入門／⽊村雄治／コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 ※授業受講の事前準備は、参考書やＷｅｂを利用して行うこと。 
シラバスコード FTM06010 
実務経験のある教員  
達成目標 目的の項目で述べたように、この講義の達成目標は、臨床⼯学コースの学生につ

いては「病院実習で充分な実習成果を得られるレベル」の各種医療機器を実際に
操作することについての再確認・再点検と関連知識の習得・整理である。また、
生体⼯学コースの学生については、各種医療機器の総合的な理解による専門分野
への応用である。従って、生体計測装置と関連機器、医用診断装置と関連機器、
医用治療装置と関連機器や器具、得られるデータ情報の処理技術と装置、などの
利用状況などについて、臨床現場でどのように使用されているかを理解する。ま
た、そ 

受講者へのコメント 立派な臨床⼯学技士になれるよう、ぜひ頑張ってください。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全員がこの分野への理解が深まったと回答がありました。 
良かったです。 



英文科目名 Special Lecture on Clinical Engineering I 
関連科目 生体計測⼯学、診断機器概論、治療機器概論、治療機器学 I・II 電気⼯学 I・II、

電子⼯学 I・II、計測⼯学、情報処理⼯学 I・II、放射線⼯学概論、応用数学 I・II、
システム⼯学 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 臨床現場における生体計測装置と関連機器、医用診断装置と関連機器、医用治療

装置と関連機器や器具、得られるデータ情報の処理技術と装置、などの利用状況、
およびこれらに関係する電気⼯学、電子⼯学、計測⼯学、情報⼯学、放射線⼯学、
応用数学、システム⼯学、などの物理学、数学を基礎とする⼯学、理学の実際医
療における意義と応用、などについて総括し、総合的に解説するとともに、重要
な項目については演習を行う。また、最新の医学診断技術と装置について紹介す
る。本講義を受講した臨床⼯学コースの学生については、後に行う「病院実習」
に 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 【生体計測装置学−１】生体計測の基礎について説明する。 

2 回 【生体計測装置学−２】 生体の物理・化学現象の計測について説明する。 
3 回 【生体計測装置学−３】検体装置 計測機器の保守管理について説明する。 
4 回 医用診断装置学−１】Ｘ線装置、Ｘ線ＣＴについて説明する。 
5 回 【医用診断装置学−２】ＭＲＩ装置 超音波装置について説明する。 
6 回 生体計測装置に関する演習】これまで学んだ内容について、実際の装置を使
って実習する。 
7 回 【医用診断装置に関する演習】これまで学んだ内容について、実際の装置 

準備学習 1 回 【生体計測装置学−１】生体計測の基礎および生体情報の計測について教科
書１の該当箇所を読み、関連事項を別途調査するなどして、講義内容について予
習しておくこと。 
2 回 【生体計測装置学−２】教科書１の該当箇所を読み、関連事項を別途調査す
るなどして、講義内容について予習しておくこと。 
3 回 【生体計測装置学−３】教科書１の該当箇所を読み、関連事項を別途調査す
るなどして、講義内容について予習しておくこと。 
4 回 【医用診断装置学−１】教科書２の該当箇所を読み、関連事項を別途調査す
るなどして、講義内容について 

 



年度 2014 
授業コード FTM0601P 
成績評価 定期試験（６０％） 講義・演習中に課すレポート（２０％） 理解度評価の結

果（２０％）達成目標の中で述べた実際に各種医療機器を操作することについて
の再確認・再点検の評価については、講義・演習中に課すレポートを参考にする。
同じく、関連知識の習得については、理解度テストとして実施する「ＭＥ２種模
擬試験」の結果を参考にする。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0601P 臨床⼯学特別講義Ⅰ 
担当教員名 小畑 秀明、永⽥ 和之＊、上⽥ 真也＊、中島 康佑＊、有道 真久＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 生体計測、診断機器、治療機器、電気⼯学、電子⼯学、計測⼯学、情報処理、放

射線⼯学、システム⼯学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床⼯学特別講義Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 臨床⼯学技士標準テキスト／小野 哲章他 編集／金原出版株式会社； 

画像診断装置学入門／⽊村雄治／コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 ※授業受講の事前準備は、参考書やＷｅｂを利用して行うこと。 
シラバスコード FTM0601P 
実務経験のある教員  
達成目標 目的の項目で述べたように、この講義の達成目標は、臨床⼯学コースの学生につ

いては「病院実習で充分な実習成果を得られるレベル」の各種医療機器を実際に
操作することについての再確認・再点検と関連知識の習得・整理である。また、
生体⼯学コースの学生については、各種医療機器の総合的な理解による専門分野
への応用である。従って、生体計測装置と関連機器、医用診断装置と関連機器、
医用治療装置と関連機器や器具、得られるデータ情報の処理技術と装置、などの
利用状況などについて、臨床現場でどのように使用されているかを理解する。ま
た、そ 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Special Lecture on Clinical Engineering I 



関連科目 生体計測⼯学、診断機器概論、治療機器概論、治療機器学 I・II 電気⼯学 I・II、
電子⼯学 I・II、計測⼯学、情報処理⼯学 I・II、放射線⼯学概論、応用数学 I・II、
システム⼯学 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 臨床現場における生体計測装置と関連機器、医用診断装置と関連機器、医用治療

装置と関連機器や器具、得られるデータ情報の処理技術と装置、などの利用状況、
およびこれらに関係する電気⼯学、電子⼯学、計測⼯学、情報⼯学、放射線⼯学、
応用数学、システム⼯学、などの物理学、数学を基礎とする⼯学、理学の実際医
療における意義と応用、などについて総括し、総合的に解説するとともに、重要
な項目については演習を行う。また、最新の医学診断技術と装置について紹介す
る。本講義を受講した臨床⼯学コースの学生については、後に行う「病院実習」
に 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【生体計測装置学−１】生体計測の基礎について説明する。 

2 回 【生体計測装置学−２】 生体の物理・化学現象の計測について説明する。 
3 回 【生体計測装置学−３】検体装置 計測機器の保守管理について説明する。 
4 回 医用診断装置学−１】Ｘ線装置、Ｘ線ＣＴについて説明する。 
5 回 【医用診断装置学−２】ＭＲＩ装置 超音波装置について説明する。 
6 回 生体計測装置に関する演習】これまで学んだ内容について、実際の装置を使
って実習する。 
7 回 【医用診断装置に関する演習】これまで学んだ内容について、実際の装置 

準備学習 1 回 【生体計測装置学−１】生体計測の基礎および生体情報の計測について教科
書１の該当箇所を読み、関連事項を別途調査するなどして、講義内容について予
習しておくこと。 
2 回 【生体計測装置学−２】教科書１の該当箇所を読み、関連事項を別途調査す
るなどして、講義内容について予習しておくこと。 
3 回 【生体計測装置学−３】教科書１の該当箇所を読み、関連事項を別途調査す
るなどして、講義内容について予習しておくこと。 
4 回 【医用診断装置学−１】教科書２の該当箇所を読み、関連事項を別途調査す
るなどして、講義内容について 

 



年度 2014 
授業コード FTM06110 
成績評価 定期試験（６０％） 講義・演習中に課すレポート（２０％） 理解度評価の結

果（２０％）達成目標の中で述べた実際に各種医療機器を操作することについて
の再確認・再点検の評価については、講義・演習中に課すレポートを参考にする。
同じく、関連知識の習得については、理解度テストとして実施する「臨床⼯学技
士国家試験全国模擬試験」の結果を参考にする。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 生体医⼯学科(〜11) 
見出し FTM06110 臨床⼯学特別講義Ⅱ 
担当教員名 小畑 秀明、永⽥ 和之＊、上⽥ 真也＊、中島 康佑＊、有道 真久＊ 
単位数 2 
教科書 臨床⼯学技士標準テキスト 小野 哲章他 編集 金原出版株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード 人⼯臓器、医用材料、物性⼯学、医用機械⼯学、バイオメカニクス I・II、医用安

全 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床⼯学特別講義Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の中で、随時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 ※授業受講の事前準備は、参考書やＷｅｂを利用して行うこと。 
シラバスコード FTM06110 
実務経験のある教員  
達成目標 目的の項目で述べたように、この講義の達成目標は、臨床⼯学コースの学生につ

いては「卒業後に病院実務を迅速に遂行できるレベル」まで各種医療機器の操作
を再確認・再点検することと、国家試験に合格できるレベルまで関連知識の習得・
整理することである。また、生体⼯学コースの学生については、各種医療機器の
総合的な理解による専門分野への応用である。従って、生体計測装置と関連機器、
医用診断装置と関連機器、医用治療装置と関連機器や器具、得られるデータ情報
の処理技術と装置、などの利用状況などについて、臨床現場でどのように使用さ
れ 

受講者へのコメント 立派な臨床⼯学技士になれるよう、ぜひ頑張ってください。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ほとんどの人がこの分野への理解が深まったと回答がありました。良かったで
す。 

英文科目名 Special Lecture on Clinical Engineering II 



関連科目 人⼯臓器 I-IV、人⼯臓器特論 I・II、材料⼯学、物性⼯学、機械⼯学、応用力学 I・
II、応用数学 I・II、バイオメカニクス I・II、医用安全⼯学 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 臨床現場における生体計測装置と関連機器、生体機能代行装置学、医用診断装置

と関連機器、医用治療装置と関連機器や器具、得られるデータ情報の処理技術と
装置、などの利用状況、およびこれらに関係する電気⼯学、電子⼯学、計測⼯学、
情報⼯学、放射線⼯学、応用数学、システム⼯学、などの物理学、数学を基礎と
する⼯学、理学の実際医療における意義と応用、などについて総括し、総合的に
解説するとともに、重要な項目については演習を行う。また、最新の医学診断技
術と装置について紹介する。本講義を受講した臨床⼯学コースの学生について
は、卒 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 【実力確認テスト】過去の国家試験を利用して現在の実力の測定を行う。こ

の結果は、各自の今後の学習計画の作成に利用する。 
2 回 【生体機能代行装置学−１】 代謝・内分泌について説明する。 
3 回 生体機能代行装置学−２】循環について説明する。 
4 回 【生体機能代行装置学−３】呼吸について説明する。 
5 回 【医用診断装置学】Ｘ線装置 Ｘ線ＣＴ ＭＲＩ装置 超音波装置について
説明する。 
6 回 【生体計測装置に関する演習】これまで学んだ内容について、実際の装置を
使って実習する。 
7 回 【医用診断装置に関する演習 

準備学習 1 回 【実力確認テスト】臨床⼯学技士国家試験出題範囲を確認し、対応する分野
について過去の学習内容を復習しておくこと。 
2 回 【生体機能代行装置学−１】教科書の該当箇所を読み、関連事項を別途調査
するなどして、講義内容について予習しておくこと。 
3 回 【生体機能代行装置学−２】教科書の該当箇所を読み、関連事項を別途調査
するなどして、講義内容について予習しておくこと。 
4 回 【生体機能代行装置学−３】教科書の該当箇所を読み、関連事項を別途調査
するなどして、講義内容について予習しておくこと。 
5 回 【医用診断装置 

 



年度 2014 
授業コード FTM0611P 
成績評価 定期試験（６０％） 講義・演習中に課すレポート（２０％） 理解度評価の結

果（２０％）達成目標の中で述べた実際に各種医療機器を操作することについて
の再確認・再点検の評価については、講義・演習中に課すレポートを参考にする。
同じく、関連知識の習得については、理解度テストとして実施する「臨床⼯学技
士国家試験全国模擬試験」の結果を参考にする。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0611P 臨床⼯学特別講義Ⅱ 
担当教員名 小畑 秀明、永⽥ 和之＊、上⽥ 真也＊、中島 康佑＊、有道 真久＊ 
単位数 2 
教科書 臨床⼯学技士標準テキスト 小野 哲章他 編集 金原出版株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード 人⼯臓器、医用材料、物性⼯学、医用機械⼯学、バイオメカニクス I・II、医用安

全 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床⼯学特別講義Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の中で、随時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 ※授業受講の事前準備は、参考書やＷｅｂを利用して行うこと。 
シラバスコード FTM0611P 
実務経験のある教員  
達成目標 目的の項目で述べたように、この講義の達成目標は、臨床⼯学コースの学生につ

いては「卒業後に病院実務を迅速に遂行できるレベル」まで各種医療機器の操作
を再確認・再点検することと、国家試験に合格できるレベルまで関連知識の習得・
整理することである。また、生体⼯学コースの学生については、各種医療機器の
総合的な理解による専門分野への応用である。従って、生体計測装置と関連機器、
医用診断装置と関連機器、医用治療装置と関連機器や器具、得られるデータ情報
の処理技術と装置、などの利用状況などについて、臨床現場でどのように使用さ
れ 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Special Lecture on Clinical Engineering II 
関連科目 人⼯臓器 I-IV、人⼯臓器特論 I・II、材料⼯学、物性⼯学、機械⼯学、応用力学 I・



II、応用数学 I・II、バイオメカニクス I・II、医用安全⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 臨床現場における生体計測装置と関連機器、生体機能代行装置学、医用診断装置

と関連機器、医用治療装置と関連機器や器具、得られるデータ情報の処理技術と
装置、などの利用状況、およびこれらに関係する電気⼯学、電子⼯学、計測⼯学、
情報⼯学、放射線⼯学、応用数学、システム⼯学、などの物理学、数学を基礎と
する⼯学、理学の実際医療における意義と応用、などについて総括し、総合的に
解説するとともに、重要な項目については演習を行う。また、最新の医学診断技
術と装置について紹介する。本講義を受講した臨床⼯学コースの学生について
は、卒 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【実力確認テスト】過去の国家試験を利用して現在の実力の測定を行う。こ

の結果は、各自の今後の学習計画の作成に利用する。 
2 回 【生体機能代行装置学−１】 代謝・内分泌について説明する。 
3 回 生体機能代行装置学−２】循環について説明する。 
4 回 【生体機能代行装置学−３】呼吸について説明する。 
5 回 【医用診断装置学】Ｘ線装置 Ｘ線ＣＴ ＭＲＩ装置 超音波装置について
説明する。 
6 回 【生体計測装置に関する演習】これまで学んだ内容について、実際の装置を
使って実習する。 
7 回 【医用診断装置に関する演習 

準備学習 1 回 【実力確認テスト】臨床⼯学技士国家試験出題範囲を確認し、対応する分野
について過去の学習内容を復習しておくこと。 
2 回 【生体機能代行装置学−１】教科書の該当箇所を読み、関連事項を別途調査
するなどして、講義内容について予習しておくこと。 
3 回 【生体機能代行装置学−２】教科書の該当箇所を読み、関連事項を別途調査
するなどして、講義内容について予習しておくこと。 
4 回 【生体機能代行装置学−３】教科書の該当箇所を読み、関連事項を別途調査
するなどして、講義内容について予習しておくこと。 
5 回 【医用診断装置 

 



年度 2014 
授業コード FTM06210 
成績評価 定期試験(0％)，中間試験(0％)，小テスト(0％)，レポート(90％)，ノート(10％)

すべての実験テーマのレポートを総合集計して評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜14) 
見出し FTM06210 物理学実験 
担当教員名 蜂谷 和明、八⽥ 貴、小野 文久、小野 忠良、片山 敏和＊ 
単位数 2 
教科書 物理学実験書／岡山理科大学理学部共通講座・⼯学部共通講座物理学教室編／大

学教育出版／978-4887302167 
アクティブラーニング  
キーワード 計測基礎論と基本的な量の測定法，単位と標準，不確かさと精度，力学，電磁気，

振動、 光学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 東京天文台編集・「理科年表」・丸善 
授業形態 実験実習 
注意備考 毎回出席して、各担当教員またはＴＡの指示に従うこと。提出したレポートは担

当教員が 点検し、その日のうちに再提出の必要なレポートは返却する。 
シラバスコード FTM06210 
実務経験のある教員  
達成目標 生体医⼯学の専門知識を理解するために、物理学、力学、電磁気学の基礎知識を

修得する。 特に、自分で実験を行うことにより、基本的な物理量の測定法、実
験装置や器具の操作、有効数字と誤差 の理解、レポートの作成等ができること
を目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 （代表）蜂谷（電子メール hachiya@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9573）オフィ

スアワー水曜日 12:30-13:30、16:00-17:00、金曜日 16:00-17:00、場所１学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics Laboratory 
関連科目 入門物理、基礎物理学、応用力学 I・II，入門数学、応用数学 I・II，上級数学 I・

II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学は生体医⼯学の基礎を与える科学である。講義で学ぶ物理的な方法を実験

に適用す る。また、自ら実験を行うことによって自然現象の観察法、物理量の



測定法を学習する。実験装置の組み 立や、調整を学ぶと共に、計器の取扱い方
や目盛りの読み取り法、測定データの解析法、有効数字と誤差 の取扱い方、ま
た結果の考察とレポートの作成法などを身につけることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  ガイダンス（１回） 物理学実験上の諸注意 

実験の目的、内容および実施方法について説明する。 
2 回  ガイダンス（２回） 誤差論 
有効数字と誤差について説明する。 
3 回  ガイダンス（３回） 測定値の取り扱い 
最小二乗法による計算方法、測定値の取り扱い方、グラフの書き方について説明
する。 
4 回  ボルダの振り子 
糸につるした重りの振動する時間を光センサーで測定し、これから重力加速度を
求める。 
5 回  ユーイングの装置 
鉄、銅等の金属板に重りをつるし、たわみ（曲がった）量を測定して 
ヤング率を求める。 

準備学習 1 回  物理学実験のテキストを購入して、ガイダンスの第１回〜３回は必ず出席
すること。３回分のガイダンスを欠席すると、実験を受けても内容がわからなく
なる。したがって、欠席した人は、４回目降の実験が受けれないので、注意する
こと。 
2 回  テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
3 回  テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
4 回  ガイダンス１回目の説明にしたがって、表紙から実験方法までレポート用
紙に記入して十分に予習し、学生実験に出席すること。 
5 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学 

 



年度 2014 
授業コード FTM06311 
成績評価 実験レポート 60％、定期試験 40％により成績を評価する。 

但し、定期試験において基準点を設け、得点が 100 点満点中、30 点未満の場合
は不合格とする。 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜14) 
見出し FTM06311 化学実験 
担当教員名 佐藤 幸子、中山 智津子＊ 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験−手引きと演習−／佐藤幸子：理⼯系化学実験（−基礎と

応用−第３版）／坂⽥一矩編 ／（東京教学社）／978-4-808230418 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属、マスキング 
定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、電離定数、pH、pKa、緩衝溶液、モ
ル濃度、質量百分率 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

人） 
大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社） 
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版） 
これだけはおさえたい化学／ 井口洋夫編集／（実教出版） 
クリスチャン分析化学 I, II ／ Gary D. Christian ／（丸善） 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを期限内に提出し受理されていることが、単位取得

の前提条件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験開始
１時間前までに、実験ノートと予習プリントを必ず提出する。実験を安全に行う
ため、白衣と保護眼鏡の着用を義務づける。 

シラバスコード FTM06311 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で

きる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）測容ガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフラスコ）の使用方
法を習得する。 
（４）pH メーター、分光光度計、電子天秤の使用方法を習得する。 
（５）詳しい実験観察結果を文章で表現し、物質の変化を化学反応式で記述でき



る。 
（６）報告書の基本的書き方を習得する。 
（７）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り日常的な物（⾷酢、ミネラルウォーター、ドリンク剤 

受講者へのコメント  
連絡先 10 学舎５階 電子メール satos@dac.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Elementary Chemistry Laboratory 
関連科目 基礎化学、 基礎化学演習 I、II、 分析化学 I、II、 ⼯業分析化学、無機化学 

I、II、 パソコン入門 I、II、 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の進め方、予習の仕方を説明する。 

 安全・環境教育 
2 回 基本操作とレポート作成 
金属（亜鉛、銅）と強酸・強塩基との反応を調べることによって、化学実験で使
用する器具および試薬の基本的な取扱い方と、実験操作を学ぶ。 
ガスバーナーの使い方、実験廃液の処理、ガラス器具の洗浄。 
3 回 第１ 属陽イオンの定性分析 （Ag, Pb） 
銀イオン、鉛イオンは HCl と反応して難溶性の塩化物沈殿をつくるので、他の
陽イオンと分離することができる。塩化鉛 の溶解度は 塩化銀 の溶解度に比べ
てか 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 教科書を用意し、第 1 章 pp.1〜9 を読んでおくこと。 
元素の周期表、イオン化傾向、強酸、強塩基、酸化力のある酸について復習して
おくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
教科書 pp.36〜40. 実験レポートの書き方を読んでおくこと。 
3 回 教科書 pp.62〜68 を読み、陽イオンの分属と分属試薬について予習してお
く。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
教科書 pp.15〜18 を読み、難溶性塩の溶解度と溶解度積につい 

 



年度 2014 
授業コード FTM0631P 
成績評価 実験レポート 60％、定期試験 40％により成績を評価する。 

但し、定期試験において基準点を設け、得点が 100 点満点中、30 点未満の場合
は不合格とする。 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0631P 化学実験 
担当教員名 佐藤 幸子、中山 智津子＊ 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験−手引きと演習−／佐藤幸子：理⼯系化学実験（−基礎と

応用−第３版）／坂⽥一矩編 ／（東京教学社）／978-4-808230418 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属、マスキング 
定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、電離定数、pH、pKa、緩衝溶液、モ
ル濃度、質量百分率 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

人） 
大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社） 
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版） 
これだけはおさえたい化学／ 井口洋夫編集／（実教出版） 
クリスチャン分析化学 I, II ／ Gary D. Christian ／（丸善） 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを期限内に提出し受理されていることが、単位取得

の前提条件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験開始
１時間前までに、実験ノートと予習プリントを必ず提出する。実験を安全に行う
ため、白衣と保護眼鏡の着用を義務づける。 

シラバスコード FTM0631P 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で

きる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）測容ガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフラスコ）の使用方
法を習得する。 
（４）pH メーター、分光光度計、電子天秤の使用方法を習得する。 
（５）詳しい実験観察結果を文章で表現し、物質の変化を化学反応式で記述でき



る。 
（６）報告書の基本的書き方を習得する。 
（７）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り日常的な物（⾷酢、ミネラルウォーター、ドリンク剤 

受講者へのコメント  
連絡先 10 学舎５階 電子メール satos@dac.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Elementary Chemistry Laboratory 
関連科目 基礎化学、 基礎化学演習 I、II、 分析化学 I、II、 ⼯業分析化学、無機化学 

I、II、 パソコン入門 I、II、 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の進め方、予習の仕方を説明する。 

 安全・環境教育 
2 回 基本操作とレポート作成 
金属（亜鉛、銅）と強酸・強塩基との反応を調べることによって、化学実験で使
用する器具および試薬の基本的な取扱い方と、実験操作を学ぶ。 
ガスバーナーの使い方、実験廃液の処理、ガラス器具の洗浄。 
3 回 第１ 属陽イオンの定性分析 （Ag, Pb） 
銀イオン、鉛イオンは HCl と反応して難溶性の塩化物沈殿をつくるので、他の
陽イオンと分離することができる。塩化鉛 の溶解度は 塩化銀 の溶解度に比べ
てか 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 教科書を用意し、第 1 章 pp.1〜9 を読んでおくこと。 
元素の周期表、イオン化傾向、強酸、強塩基、酸化力のある酸について復習して
おくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
教科書 pp.36〜40. 実験レポートの書き方を読んでおくこと。 
3 回 教科書 pp.62〜68 を読み、陽イオンの分属と分属試薬について予習してお
く。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
教科書 pp.15〜18 を読み、難溶性塩の溶解度と溶解度積につい 

 



年度 2014 
授業コード FTM06411 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により判定する．総獲得点数/提出義務回数

の値が 60 点以上を合格とする．本実験は教職関連科目でもあるので，全出席が
評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育実習の場合は３回）をこえ
る欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする．また，公欠の場合でも補講，
追加レポートや提出義務回数などの特別配慮は一切しない． 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜14) 
見出し FTM06411 生物学実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正⽊ 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 実験指導，光学顕微鏡観察 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。なお，以下の

学生の受講を制限する．（１）入学時に実施した学力多様化度調査の結果により、
チューターから「入門生物」の履修を指導された学生（２）教職関連の生物科目
（生物学基礎論など）未受講の学生（３）前年度に本実験を不合格または途中放
棄した学生．また，受講希望者多数の場合は抽選とする。 

シラバスコード FTM06411 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作でき，実験指導が適切に行えるようになること． 
受講者へのコメント  
連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Biology Laboratory 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に

便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 
2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 
3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２： 

準備学習 特になし 
 



年度 2014 
授業コード FTM0641P 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により判定する．総獲得点数/提出義務回数

の値が 60 点以上を合格とする．本実験は教職関連科目でもあるので，全出席が
評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育実習の場合は３回）をこえ
る欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする．また，公欠の場合でも補講，
追加レポートや提出義務回数などの特別配慮は一切しない． 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0641P 生物学実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正⽊ 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 実験指導，光学顕微鏡観察 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。なお，以下の

学生の受講を制限する．（１）入学時に実施した学力多様化度調査の結果により、
チューターから「入門生物」の履修を指導された学生（２）教職関連の生物科目
（生物学基礎論など）未受講の学生（３）前年度に本実験を不合格または途中放
棄した学生．また，受講希望者多数の場合は抽選とする。 

シラバスコード FTM0641P 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作でき，実験指導が適切に行えるようになること． 
受講者へのコメント  
連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Biology Laboratory 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に

便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 
2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 
3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２： 

準備学習 特になし 
 



年度 2014 
授業コード FTM06510 
成績評価 毎回、実験テーマごとのレポート提出 50％及び実験態度 50％により成績を評価

する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜13) 
見出し FTM06510 生体科学実験 
担当教員名 八⽥ 貴、猶原 順 
単位数 2 
教科書 実習書を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生体素材・人間環境・分析機器・生化学・遺伝子⼯学・公衆衛生学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体科学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし。 
授業形態 実験実習 
注意備考 毎回出席すること。  

実習書をよく読んでおくこと。  
各担当教員、ティーチングアシスタントの指示に従うこと。  
各実験のレポートを全て提出すること。 

シラバスコード FTM06510 
実務経験のある教員  
達成目標 実験を行うこと事で、種々の実験装置や分析機器の操作を修得し、実施・観察を

行う。そして、実験を通じて講義で学んだ理論や知識の妥当性を検証すると共に、
実験データに対する考察力を養う。また、実験レポートの整理・表示・作成法を
修得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館３階 八⽥教授室  086-256-9515 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biomedical Science Laboratory 
関連科目 基礎化学・基礎生物・生化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生体・生命現象を深く理解するために、その応用及び基礎となる化学・生化学等

に関する実験を行うことによって、実際の研究の・実習の基本を身につける。具
体的には、人間環境に関する分析実験、生体素材に関する基礎的実験、人間に関
わる微生物の実験、遺伝子⼯学実験を行う。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。生体科学実験の全体像・実験の注意点について解説す

る。 
2 回 人間環境科学実験 ：ＴＯＣ計による環境水中の有機物の測定をする。 
3 回 人間環境科学実験 ：分光光度計による環境水中の全リンの測定をする。① 
4 回 人間環境科学実験 ：分光光度計による環境水中の全リンの測定をする。② 
5 回 環境分析実験 ：ＩＣＰ質量分析計による環境水中の有害元素分析の測定を
する。 
6 回 環境分析実験 ：ＩＣＰ質量分析計による生体試料中の元素の測定をする。
① 
7 回 環境分析実験 ：ＩＣＰ質量分析計による生 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 実習書をよく読んでおくこと。 
3 回 実習書をよく読んでおくこと。 
4 回 実習書をよく読んでおくこと。 
5 回 実習書をよく読んでおくこと。 
6 回 実習書をよく読んでおくこと。 
7 回 実習書をよく読んでおくこと。 
8 回 実習書をよく読んでおくこと。 
9 回 実習書をよく読んでおくこと。 
10 回 実習書をよく読んでおくこと。 
11 回 実習書をよく読んでおくこと。 
12 回 実習書をよく読んでおくこと。 
13 回 実習書をよく読んでおくこと。 
14 回 実習書をよく読んでおくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FTM0651P 
成績評価 毎回、実験テーマごとのレポート提出 50％及び実験態度 50％により成績を評価

する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0651P 生体科学実験 
担当教員名 八⽥ 貴、猶原 順 
単位数 2 
教科書 実習書を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生体素材・人間環境・分析機器・生化学・遺伝子⼯学・公衆衛生学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体科学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし。 
授業形態 実験実習 
注意備考 毎回出席すること。  

実習書をよく読んでおくこと。  
各担当教員、ティーチングアシスタントの指示に従うこと。  
各実験のレポートを全て提出すること。 

シラバスコード FTM0651P 
実務経験のある教員  
達成目標 実験を行うこと事で、種々の実験装置や分析機器の操作を修得し、実施・観察を

行う。そして、実験を通じて講義で学んだ理論や知識の妥当性を検証すると共に、
実験データに対する考察力を養う。また、実験レポートの整理・表示・作成法を
修得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館３階 八⽥教授室  086-256-9515 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biomedical Science Laboratory 
関連科目 基礎化学・基礎生物・生化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生体・生命現象を深く理解するために、その応用及び基礎となる化学・生化学等

に関する実験を行うことによって、実際の研究の・実習の基本を身につける。具
体的には、人間環境に関する分析実験、生体素材に関する基礎的実験、人間に関
わる微生物の実験、遺伝子⼯学実験を行う。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。生体科学実験の全体像・実験の注意点について解説す

る。 
2 回 人間環境科学実験 ：ＴＯＣ計による環境水中の有機物の測定をする。 
3 回 人間環境科学実験 ：分光光度計による環境水中の全リンの測定をする。① 
4 回 人間環境科学実験 ：分光光度計による環境水中の全リンの測定をする。② 
5 回 環境分析実験 ：ＩＣＰ質量分析計による環境水中の有害元素分析の測定を
する。 
6 回 環境分析実験 ：ＩＣＰ質量分析計による生体試料中の元素の測定をする。
① 
7 回 環境分析実験 ：ＩＣＰ質量分析計による生 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 実習書をよく読んでおくこと。 
3 回 実習書をよく読んでおくこと。 
4 回 実習書をよく読んでおくこと。 
5 回 実習書をよく読んでおくこと。 
6 回 実習書をよく読んでおくこと。 
7 回 実習書をよく読んでおくこと。 
8 回 実習書をよく読んでおくこと。 
9 回 実習書をよく読んでおくこと。 
10 回 実習書をよく読んでおくこと。 
11 回 実習書をよく読んでおくこと。 
12 回 実習書をよく読んでおくこと。 
13 回 実習書をよく読んでおくこと。 
14 回 実習書をよく読んでおくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FTM06610 
成績評価 レポート（100％） 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜13) 
見出し FTM06610 生体⼯学実験Ⅰ 
担当教員名 松宮 潔、小畑 秀明 
単位数 2 
教科書 適宜配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 電流と磁界、直流回路、交流回路、増幅、オペアンプ、論理回路、システム応答、

フィードバック制御、シミュレーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体⼯学実験Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 上記関連科目で使用した教科書 
授業形態 実験実習 
注意備考 ※授業受講の事前準備は、参考書やＷｅｂを利用して行うこと。 
シラバスコード FTM06610 
実務経験のある教員  
達成目標 生体計測の基礎となる各種電気現象の取り扱いについて理解する。アナログ回路

とデジタル回路及びコンピュータのプログラミング基礎とシミュレーションに
ついて理解する 

受講者へのコメント  
連絡先 ５号館３階小畑研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biomedical Engineering Laboratory I 
関連科目 電気⼯学、電子⼯学、計測⼯学、情報処理⼯学、生体計測⼯学、システム⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生体に生じる各種現象を知る上でその仕組みや計測の原理を知ることは極めて

重要なことである。本実験においては特に生体現象の多くの部分でその機能を果
たす生体電気現象を理解するため、電気電子⼯学、計測⼯学、情報⼯学の基礎を
実験を通じて理解し、基本操作について習得することを目指す。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【オリエンテーション】生体⼯学実験を行ううえでの注意点や実験の進め方

などについて説明する。 
2 回 【アナログ回路実験１−１】抵抗 R とコンデンサ C からなる RC 回路につ



いて、コンピュータを用いたシミュレーションおよび製作を通じて、微分・積分
回路の周波数特性を測定し，RC 回路の動作を理解する。１回目は、シミュレー
タを使って、ＲＣ回路に正弦波を入力したときの波形を観察する。 
3 回 【アナログ回路実験１−２】先週に引き続き、シミュレータを使って、抵抗
値や周波数を変化させたときの出力波形を観察し、理論値と 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】実験が行える服装で臨むこと。 
2 回 【アナログ回路実験１−１】RC 回路について復習しておく。 
3 回 【アナログ回路実験１−２】先週の結果を整理し、今週の実験計画を立てて
おく。 
4 回 【アナログ回路実験１−３】オシロスコープの使い方について予習してお
く。 
5 回 【アナログ回路２−１】オペアンプについて復習しておく。 
6 回 【アナログ回路２−２】先週の結果を整理し、今週の実験計画を立ててお
く。 
7 回 【アナログ回路２−３】オシロスコープの使い方について予習しておく。 
8 回 【ディジ 

 



年度 2014 
授業コード FTM0661P 
成績評価 レポート（100％） 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0661P 生体⼯学実験Ⅰ 
担当教員名 松宮 潔、小畑 秀明 
単位数 2 
教科書 適宜配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 電流と磁界、直流回路、交流回路、増幅、オペアンプ、論理回路、システム応答、

フィードバック制御、シミュレーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体⼯学実験Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 上記関連科目で使用した教科書 
授業形態 実験実習 
注意備考 ※授業受講の事前準備は、参考書やＷｅｂを利用して行うこと。 
シラバスコード FTM0661P 
実務経験のある教員  
達成目標 生体計測の基礎となる各種電気現象の取り扱いについて理解する。アナログ回路

とデジタル回路及びコンピュータのプログラミング基礎とシミュレーションに
ついて理解する 

受講者へのコメント  
連絡先 ５号館３階小畑研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biomedical Engineering Laboratory I 
関連科目 電気⼯学、電子⼯学、計測⼯学、情報処理⼯学、生体計測⼯学、システム⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生体に生じる各種現象を知る上でその仕組みや計測の原理を知ることは極めて

重要なことである。本実験においては特に生体現象の多くの部分でその機能を果
たす生体電気現象を理解するため、電気電子⼯学、計測⼯学、情報⼯学の基礎を
実験を通じて理解し、基本操作について習得することを目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【オリエンテーション】生体⼯学実験を行ううえでの注意点や実験の進め方

などについて説明する。 
2 回 【アナログ回路実験１−１】抵抗 R とコンデンサ C からなる RC 回路につ



いて、コンピュータを用いたシミュレーションおよび製作を通じて、微分・積分
回路の周波数特性を測定し，RC 回路の動作を理解する。１回目は、シミュレー
タを使って、ＲＣ回路に正弦波を入力したときの波形を観察する。 
3 回 【アナログ回路実験１−２】先週に引き続き、シミュレータを使って、抵抗
値や周波数を変化させたときの出力波形を観察し、理論値と 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】実験が行える服装で臨むこと。 
2 回 【アナログ回路実験１−１】RC 回路について復習しておく。 
3 回 【アナログ回路実験１−２】先週の結果を整理し、今週の実験計画を立てて
おく。 
4 回 【アナログ回路実験１−３】オシロスコープの使い方について予習してお
く。 
5 回 【アナログ回路２−１】オペアンプについて復習しておく。 
6 回 【アナログ回路２−２】先週の結果を整理し、今週の実験計画を立ててお
く。 
7 回 【アナログ回路２−３】オシロスコープの使い方について予習しておく。 
8 回 【ディジ 

 



年度 2014 
授業コード FTM06710 
成績評価 レポート（100%） 

未提出レポートがある場合は単位を与えない． 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜13) 
見出し FTM06710 生体⼯学実験Ⅱ 
担当教員名 松宮 潔、猶原 順、内貴 猛 
単位数 2 
教科書 配布資料（オリエンテーション時に配布） 
アクティブラーニング  
キーワード ひずみゲージ，較正，超音波，引張試験，圧力，流速 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 改善に努める． 
科目名 生体⼯学実験Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考 遅刻・欠席は理由の如何によらず同じ班の人に迷惑をかける．この点留意するこ

と． 
関数電卓等，持参品に留意すること． 

シラバスコード FTM06710 
実務経験のある教員  
達成目標 生体機械⼯学に関連した実際の物理現象を，座学で学んだ内容を応用して作り出

し，計測し，分析するための力を養う． 
受講者へのコメント レポートは他人に伝えるための文書ですので，「相手にどう見えるか，伝わるか」

を意識することが大事です． 
実験前に（せめてどんな実験をやるのかくらいは）予習しておいた方が，わけも
わからずやるよりは余程やる気も興味も湧きますし，レポートでポイントを外す
ことも少ないと思います． 
レポートの提出遅れや内容の不備が酷い学生が何人かいたのが気になりました． 

連絡先 5 号館 4 階松宮講師室 kmatsumiya＠bme.ous.ac.jp （テーマ①，その他） 
27 号館 3 階内貴教授室 tnaiki＠bme.ous.ac.jp （テーマ②） 
12 号館 1 階猶原教授室 jnaohara＠bme.ous.ac.jp （テーマ③） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業自体の評価に関する各設問においては，おしなべて，いちばんポジティブな
回答か，あるいは「特にない」が多かった．そのことから考えると，大いなる改
善はリクエストされていないと言える．ただ，少数ではあるが，大勢に当てはま
らない回答もあった． 



英文科目名 Biomedical Engineering Laboratory II 
関連科目 機械⼯学，応用力学Ⅰ，応用力学Ⅱ，など 
次回に向けての改善変更予定 大勢に当てはまらない回答もあったことを鑑み，「そう思っている学生もいる」

という点を頭の隅において授業に臨みたい． 
講義目的 主として計測⼯学，システム⼯学，機械⼯学，医用⼯学関連の実験と演習を行い，

講義内容の理解を深める．さらに，講義等での既習内容および調査などにより新
たに知り得た情報を実際の問題へ応用する力を養うためのトレーニングを行う． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 事前に実験マニュアル（オリエンテーション時に配布）を読み，実施内容を理解

しておくこと． 
 



年度 2014 
授業コード FTM0671P 
成績評価 レポート（100%） 

未提出レポートがある場合は単位を与えない． 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0671P 生体⼯学実験Ⅱ 
担当教員名 松宮 潔、猶原 順、内貴 猛 
単位数 2 
教科書 配布資料（オリエンテーション時に配布） 
アクティブラーニング  
キーワード ひずみゲージ，較正，超音波，引張試験，圧力，流速 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体⼯学実験Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考 遅刻・欠席は理由の如何によらず同じ班の人に迷惑をかける．この点留意するこ

と． 
関数電卓等，持参品に留意すること． 

シラバスコード FTM0671P 
実務経験のある教員  
達成目標 生体機械⼯学に関連した実際の物理現象を，座学で学んだ内容を応用して作り出

し，計測し，分析するための力を養う． 
受講者へのコメント  
連絡先 5 号館 4 階松宮講師室 kmatsumiya＠bme.ous.ac.jp （テーマ①，その他） 

27 号館 3 階内貴教授室 tnaiki＠bme.ous.ac.jp （テーマ②） 
12 号館 1 階猶原教授室 jnaohara＠bme.ous.ac.jp （テーマ③） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biomedical Engineering Laboratory II 
関連科目 機械⼯学，応用力学Ⅰ，応用力学Ⅱ，など 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 主として計測⼯学，システム⼯学，機械⼯学，医用⼯学関連の実験と演習を行い，

講義内容の理解を深める．さらに，講義等での既習内容および調査などにより新
たに知り得た情報を実際の問題へ応用する力を養うためのトレーニングを行う． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  



準備学習 事前に実験マニュアル（オリエンテーション時に配布）を読み，実施内容を理解
しておくこと． 

 



年度 2014 
授業コード FTM06810 
成績評価 レポート９０％、実習態度１０％で総合的に判断する 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜12) 
見出し FTM06810 生体医⼯学実習Ⅰ 
担当教員名 小畑 秀明、松宮 潔、浅原 佳江＊、竹本 和憲＊ 
単位数 2 
教科書 適宜配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 生体機能代行装置、治療機器、医療安全、機器安全、保守管理、医療機器、ME

機器 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特に自由記述はありませんでした。 
科目名 生体医⼯学実習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ME の基礎知識と安全管理／日本エム・イー学会 ME 技術教育委員会 監修／南

江堂； 
臨床⼯学技士標準テキスト／小野哲章 編集／金原出版 

授業形態 実験実習 
注意備考 未実習及び未提出レポートがあった場合単位を認めない。本実習は医用科学教育

センター教員２名が補助する。本実習では人命にかかわる医療機器類を取り扱う
ということを充分に意識し、各自安全に留意すること。さらには実習における身
なりや実習態度についても同様に注意して実習に臨むこと。 

シラバスコード FTM06810 
実務経験のある教員  
達成目標 治療機器、生体計測装置の操作、保守管理に関する知識・技術を習得し、医用安

全に関する基本的な考え方と基本操作について習得する。 
受講者へのコメント 当学科の特徴ともいえる実習で、特に臨床⼯学技士として病院で勤務することを

希望する学生には必修科目です。 臨床実習に出る 
前、就職する前には最低限修得しておかなければならない実習項目だけでなく、
働き始めてからでは 経験できないような項目なども 
含まれていましたが、将来様々な場面で直接或いは間接的に役立つ技術ですの
で、忘れないようにして欲しいと思います。 

連絡先 ５号館３階小畑研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 出席状況も良く、予習もできていたようです。当該分野に関して興味を持っても
らえたこと、理解してもらえたことは、大変良かっ 
たと思います。 



英文科目名 Practice of Clinical Engineering I 
関連科目 電気⼯学Ⅰ・Ⅱ、医用安全⼯学Ⅰ・Ⅱ、治療機器概論、診断機器概論、生体医⼯

学実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 治療機器学、医用安全⼯学、生体計測⼯学などの理解を深め、実際にこれらの医

療機器を操作、保守点検できるよう実習・実験を行う。具体的には治療機器の関
して１）ペースメーカ、２）除細動器、３）輸液ポンプなど、生体計測に関して
は１）⼼電計・筋電計、２）血圧・血流計、３）超音波診断装置、４）スパイロ
メータなどの操作を行い、さらに保守、安全性検査などについて理解する。医用
安全⼯学については漏れ電流・接地線抵抗測定器の作成を通じて電気的安全につ
いて理解して技能の習得をめざし、医用ガスの安全管理の実際についても理解す
る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：生体医⼯学実習における注意点や、実習の進め方など

について説明する。 
血圧計測に関する実習を行う。 
2 回 電気メスに関する実習を行う。 
3 回 除細動器に関する実習を行う。 
4 回 輸液ポンプ・シリンジポンプの精度管理に関する実習を行う。 
5 回 体外式ペースメーカに関する実習を行う。 
6 回 筋電計に関する実習を行う。 
7 回 脳波計に関する実習を行う。 
8 回 ⼼電計・生体計測モニタに関する実習を行う。 
9 回 画像診断装置に関する実習を行う。 
10 回 呼吸機能検査、サーモダイリューションカ 

準備学習 1 回 シラバスの内容をよく読んで、これから学ぶ内容について確認しておくこ
と。血圧の測定原理について理解しておくこと 
2 回 電気メスの原理について理解しておくこと。実習の手順について準備して
おくこと 
3 回 ⼼臓の解剖図、⼼臓壁内における電気刺激の伝達経路、基本的⼼電図、⼼疾
患の際に現れる⼼電図の特徴などについて調べるとともに、取扱説明書を読んで
点検リストを作成しておくこと 
4 回 ポンプの精度測定の方法を調べ手順書を作成しておくこと 
5 回 ⼼臓の解剖生理について理解しておくこおと。ペースメーカの構造と ICHD 

 



年度 2014 
授業コード FTM0681P 
成績評価 レポート９０％、実習態度１０％で総合的に判断する 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0681P 生体医⼯学実習Ⅰ 
担当教員名 小畑 秀明、松宮 潔、浅原 佳江＊、竹本 和憲＊ 
単位数 2 
教科書 適宜配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 生体機能代行装置、治療機器、医療安全、機器安全、保守管理、医療機器、ME

機器 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体医⼯学実習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ME の基礎知識と安全管理／日本エム・イー学会 ME 技術教育委員会 監修／南

江堂； 
臨床⼯学技士標準テキスト／小野哲章 編集／金原出版 

授業形態 実験実習 
注意備考 未実習及び未提出レポートがあった場合単位を認めない。本実習は医用科学教育

センター教員２名が補助する。本実習では人命にかかわる医療機器類を取り扱う
ということを充分に意識し、各自安全に留意すること。さらには実習における身
なりや実習態度についても同様に注意して実習に臨むこと。 

シラバスコード FTM0681P 
実務経験のある教員  
達成目標 治療機器、生体計測装置の操作、保守管理に関する知識・技術を習得し、医用安

全に関する基本的な考え方と基本操作について習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ５号館３階小畑研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice of Clinical Engineering I 
関連科目 電気⼯学Ⅰ・Ⅱ、医用安全⼯学Ⅰ・Ⅱ、治療機器概論、診断機器概論、生体医⼯

学実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 治療機器学、医用安全⼯学、生体計測⼯学などの理解を深め、実際にこれらの医

療機器を操作、保守点検できるよう実習・実験を行う。具体的には治療機器の関
して１）ペースメーカ、２）除細動器、３）輸液ポンプなど、生体計測に関して



は１）⼼電計・筋電計、２）血圧・血流計、３）超音波診断装置、４）スパイロ
メータなどの操作を行い、さらに保守、安全性検査などについて理解する。医用
安全⼯学については漏れ電流・接地線抵抗測定器の作成を通じて電気的安全につ
いて理解して技能の習得をめざし、医用ガスの安全管理の実際についても理解す
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：生体医⼯学実習における注意点や、実習の進め方など

について説明する。 
血圧計測に関する実習を行う。 
2 回 電気メスに関する実習を行う。 
3 回 除細動器に関する実習を行う。 
4 回 輸液ポンプ・シリンジポンプの精度管理に関する実習を行う。 
5 回 体外式ペースメーカに関する実習を行う。 
6 回 筋電計に関する実習を行う。 
7 回 脳波計に関する実習を行う。 
8 回 ⼼電計・生体計測モニタに関する実習を行う。 
9 回 画像診断装置に関する実習を行う。 
10 回 呼吸機能検査、サーモダイリューションカ 

準備学習 1 回 シラバスの内容をよく読んで、これから学ぶ内容について確認しておくこ
と。血圧の測定原理について理解しておくこと 
2 回 電気メスの原理について理解しておくこと。実習の手順について準備して
おくこと 
3 回 ⼼臓の解剖図、⼼臓壁内における電気刺激の伝達経路、基本的⼼電図、⼼疾
患の際に現れる⼼電図の特徴などについて調べるとともに、取扱説明書を読んで
点検リストを作成しておくこと 
4 回 ポンプの精度測定の方法を調べ手順書を作成しておくこと 
5 回 ⼼臓の解剖生理について理解しておくこおと。ペースメーカの構造と ICHD 

 



年度 2014 
授業コード FTM06910 
成績評価 各回のレポートおよび実技試験を中⼼に実習態度も加味して総合判定する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜12) 
見出し FTM06910 生体医⼯学実習Ⅱ 
担当教員名 中路 修平、二見 翠、浅原 佳江＊、竹本 和憲＊ 
単位数 2 
教科書 特定の教科書は使用しない。プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 麻酔器、人⼯呼吸器、補助循環装置、人⼯⼼肺装置、人⼯透析装置、血液浄化装

置、操作法、保守、点検 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 〔自由意見〕（以下の自由意見がありました。原文のまま） 

・自由意見 1「実習した内容と一致する ME の問題はだいたい解けるようになっ
た。自分で調べることが多かったので、ためになったと思う。」 
・自由意見２｢実際に機械にふれることで今までわからなかったことも知ること
ができ楽しかった。｣ 
・自由意見３｢めっちゃ、ためになりました！！ 楽しかったです。後期も頑張
ります。｣ 
〔回答〕 
・特にコメントはありません。 

科目名 生体医⼯学実習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 人⼯臓器Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳで使用した教科書を参考書として使用する。それ以外の

参考書は実習中に適宜紹介する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 本実習は基本的に臨床⼯学コースの学生を対象とする。本実習を履修する学生

は、2 年次の人⼯臓器Ⅰ、人⼯臓器Ⅱを履修していること、3 年次の人⼯臓器Ⅲ、
人⼯臓器Ⅳを履修することが望ましい。単位の認定には全実習に出席し全レポー
トを提出することを義務づける。やむを得ない病欠等の場合であっても補講を義
務づける。この実習は 4 年次の病院実習および将来患者生命を預かる職務を担う
ための準備としての実習であるという意識と責任感を持って履修すること。従っ
て、身なり、態度等にも常に注意して実習に臨むこと。本実習は臨床⼯学コース
の学生 

シラバスコード FTM06910 
実務経験のある教員  
達成目標 麻酔器、人⼯呼吸器、人⼯⼼肺装置、血液透析装置、血液浄化装置等、臨床⼯学

技士が扱う医療機器の原理、構造、操作方法、保守、点検に関する知識・技術を
習得する。 

受講者へのコメント この実習は、基本的に臨床⼯学技士をめざす臨床⼯学コースの学生を対象と考え



て実施しています。4 年次の病院実習（血液透析、人⼯⼼肺、人⼯呼吸器、補助
循環等）のトレーニングという位置づけです。（生体⼯学コースの学生の履修も
可能で、例年数人が履修しています）1〜6 時限を通しで行い、かつ、ほとんど立
ちっぱなしで行うので、体力的にもきついと思います（教員にとっても、きつい）。
実習レポートも、記述量が多く、かつ、書き直し・再提出を指示する場合が多い。
予習（装置の操作を含む）も求めています。 

連絡先 中路：生体材料⼯学研究室（２７号館３階３０８号室）、オフィスアワー：月〜金 
昼休み 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【C】総合評価の７）この授業に満足しましたか、で、満足（16 人）を 5 点、ほ
ぼ満足（2 人）を 4 点、普通（1 人）を 3 点、やや不満（0 人）を 2 点、不満（0
人）を 1 点（無回答（0 人）は計算に含めない）として、加重平均すると 4.79 点。
同様に、６）授業に対する教員の意欲は感じられましたか、では 4.84 点、５）こ
の授業の目標を達成できましたか、では 4.42 点。これらの 3 項目を平均すると
4.88 点でした。これらから判断すると、概ね良好だったのではないかと考えてい
ます。 

英文科目名 Practice of Clinical Engineering II 
関連科目 人⼯臓器Ⅰ、人⼯臓器Ⅱ、人⼯臓器Ⅲ、人⼯臓器Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定 来年度も基本的に今年度の方式で行う予定です。2011 年度から、SA・TA を付け

ています。今年度は SA 全員が臨床⼯学コースの 4 年生でした。実習は 4 班に分
かれて行い、1 班につき履修学生（3 年次）が 4〜5 名、SA が 2 名、教員 1 名の
体制で行いました。1 年前に同じ実習を受け、年齢的にも近い SA と一緒に実習
する、実習効果がより高まっていると感じています。同時に、間近に病院実習（7
月下旬〜9 月上旬）を控えた SA にとっても、良い復習になっていると考えてい
ます。 

講義目的 人⼯臓器などの生体機能代行装置に関する理解を深め、実際を把握するために実
習、実験を行う。具体的には、１）手術で利用する麻酔器や、人⼯呼吸器などの
呼吸療法装置、２）バルーンパンピングなどの補助循環装置、３）膜型人⼯肺と
血液ポンプを組み合わせた人⼯⼼肺装置、４）腎不全患者に用いる人⼯透析装置、
およびこれらの周辺機器、関連機器の操作，保守、安全性と性能の検査などを学
ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：実習の目的と注意事項を説明する。 

2 回 人⼯呼吸器（１）：従量式人⼯呼吸器について、原理、組立、操作法、保守、
点検を実習する。 
3 回 人⼯呼吸器（２）：従圧式人⼯呼吸器の原理、組立、操作法、保守、点検を
実習する。 
4 回 人⼯呼吸器（３）：混合式人⼯呼吸器について原理、組立、操作法、保守、
点検を実習する。 
5 回 麻酔器：麻酔器の原理、組立、操作方法、保守、点検を実習する。 
6 回 人⼯⼼肺装置：人⼯⼼肺装置の原理、構造、血液ポンプ、組立、操作法、保



守、点検を実習する。 
7 回 補助循環 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 人⼯臓器Ⅰで学んだ人⼯呼吸器について復習しておくこと。 
3 回 人⼯臓器Ⅰで学んだ人⼯呼吸器について復習しておくこと。 
4 回 人⼯臓器Ⅰで学んだ人⼯呼吸器について復習しておくこと。 
5 回 麻酔器の原理について予習しておくこと。 
6 回 人⼯臓器Ⅲで学んだ人⼯⼼肺装置について復習しておくこと。 
7 回 人⼯臓器Ⅱで学んだ IABP について復習しておくこと。 
8 回 人⼯臓器Ⅱで学んだ PCPS について復習しておくこと。 
9 回 人⼯臓器Ⅱで学んだ血液ポンプ 

 



年度 2014 
授業コード FTM0691P 
成績評価 各回のレポートおよび実技試験を中⼼に実習態度も加味して総合判定する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0691P 生体医⼯学実習Ⅱ 
担当教員名 中路 修平、二見 翠、浅原 佳江＊、竹本 和憲＊ 
単位数 2 
教科書 特定の教科書は使用しない。プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 麻酔器、人⼯呼吸器、補助循環装置、人⼯⼼肺装置、人⼯透析装置、血液浄化装

置、操作法、保守、点検 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体医⼯学実習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 人⼯臓器Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳで使用した教科書を参考書として使用する。それ以外の

参考書は実習中に適宜紹介する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 本実習は基本的に臨床⼯学コースの学生を対象とする。本実習を履修する学生

は、2 年次の人⼯臓器Ⅰ、人⼯臓器Ⅱを履修していること、3 年次の人⼯臓器Ⅲ、
人⼯臓器Ⅳを履修することが望ましい。単位の認定には全実習に出席し全レポー
トを提出することを義務づける。やむを得ない病欠等の場合であっても補講を義
務づける。この実習は 4 年次の病院実習および将来患者生命を預かる職務を担う
ための準備としての実習であるという意識と責任感を持って履修すること。従っ
て、身なり、態度等にも常に注意して実習に臨むこと。本実習は臨床⼯学コース
の学生 

シラバスコード FTM0691P 
実務経験のある教員  
達成目標 麻酔器、人⼯呼吸器、人⼯⼼肺装置、血液透析装置、血液浄化装置等、臨床⼯学

技士が扱う医療機器の原理、構造、操作方法、保守、点検に関する知識・技術を
習得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 中路：生体材料⼯学研究室（２７号館３階３０８号室）、オフィスアワー：月〜金 

昼休み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice of Clinical Engineering II 
関連科目 人⼯臓器Ⅰ、人⼯臓器Ⅱ、人⼯臓器Ⅲ、人⼯臓器Ⅳ 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 人⼯臓器などの生体機能代行装置に関する理解を深め、実際を把握するために実

習、実験を行う。具体的には、１）手術で利用する麻酔器や、人⼯呼吸器などの
呼吸療法装置、２）バルーンパンピングなどの補助循環装置、３）膜型人⼯肺と
血液ポンプを組み合わせた人⼯⼼肺装置、４）腎不全患者に用いる人⼯透析装置、
およびこれらの周辺機器、関連機器の操作，保守、安全性と性能の検査などを学
ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：実習の目的と注意事項を説明する。 

2 回 人⼯呼吸器（１）：従量式人⼯呼吸器について、原理、組立、操作法、保守、
点検を実習する。 
3 回 人⼯呼吸器（２）：従圧式人⼯呼吸器の原理、組立、操作法、保守、点検を
実習する。 
4 回 人⼯呼吸器（３）：混合式人⼯呼吸器について原理、組立、操作法、保守、
点検を実習する。 
5 回 麻酔器：麻酔器の原理、組立、操作方法、保守、点検を実習する。 
6 回 人⼯⼼肺装置：人⼯⼼肺装置の原理、構造、血液ポンプ、組立、操作法、保
守、点検を実習する。 
7 回 補助循環 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 人⼯臓器Ⅰで学んだ人⼯呼吸器について復習しておくこと。 
3 回 人⼯臓器Ⅰで学んだ人⼯呼吸器について復習しておくこと。 
4 回 人⼯臓器Ⅰで学んだ人⼯呼吸器について復習しておくこと。 
5 回 麻酔器の原理について予習しておくこと。 
6 回 人⼯臓器Ⅲで学んだ人⼯⼼肺装置について復習しておくこと。 
7 回 人⼯臓器Ⅱで学んだ IABP について復習しておくこと。 
8 回 人⼯臓器Ⅱで学んだ PCPS について復習しておくこと。 
9 回 人⼯臓器Ⅱで学んだ血液ポンプ 

 



年度 2014 
授業コード FTM07010 
成績評価 各テーマにおける課題提出により行う。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜11) 
見出し FTM07010 基礎医学実習 
担当教員名 松⽊ 範明、浅原 佳江＊、竹本 和憲＊、二見 翠 
単位数 1 
教科書 実習用マニュアルを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 透析、臨床解剖、病理学的検査法、血液型、医用画像、血圧測定 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎医学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 加藤昌彦他著「人体の構造と機能および疾病の成り立ち」（東京教学社）小野哲章

他編「臨床⼯学技士標準テキスト」（金原出版）岩⽥隆子他著「わかりやすい病理
学」（南江堂）香山雪彦、前川剛志著 「新版 病棟で働く人のための生理学」（秀
潤社）Frank H. Netter 著、相磯貞和訳 「ネッター解剖学アトラス」（南江堂） 

授業形態 実験実習 
注意備考 実習を欠席した場合は補充実習をする。医用科学教育センター職員２名が補助す

る。 
シラバスコード FTM07010 
実務経験のある教員  
達成目標 解剖学、生理学、病理学等の基礎医学を実習を通して理解し、臨床医学における

診断技術と治療技術の原理への理解を深める。 
受講者へのコメント 予習をしっかりしてきて欲しい。 
連絡先 27 号館 3 階、医⼯学研究室、nmatsuki@bme.ous.ac.jp あるいは医用科学教育セ

ンター（26 号館 5 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好な結果であった。 
英文科目名 Practice of Basic Medicine 
関連科目 医学概論、臨床医学総論、診断機器概論、解剖学概論、臨床生理学、治療機器学、

病理学概論 
次回に向けての改善変更予定 このまま良好な結果を持続させたい。 
講義目的 実習を通して臨床医学的知識の理解を深めることを目的とする。臨床⼯学技士と

して必要な知識および技術を重視した実習を行う。 
対象学年 4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



2 回 基礎医学実習で用いる器具の使用方法 
3 回 透析膜を用いた拡散実験 
4 回 透析膜のクリアランス測定 
5 回 末梢血塗抹標本の作製 I 
6 回 末梢血塗抹標本の作製 II 
7 回 組織標本の作製と観察 I 
8 回 組織標本の作製と観察 II 
9 回 ラットの解剖実習 
10 回 抗原抗体反応と凝集の観察 
11 回 人体模型による各部の観察 I（胸部・腹部系） 
12 回 人体模型による各部の観察 II（骨格・神経系） 
13 回 医用画像の観察 I 
14 回 医用画像の観察 II，血圧および脈拍測定 
15 回 課題の解説 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 配布資料を読み、実験器具の正しい使用方法を理解しておくこと。 
3 回 配布資料を読み、インターネットや参考書等で透析膜の拡散について調べ
ておくこと。 
4 回 配布資料を読み、インターネットや参考書等で透析膜のクリアランスにつ
いて調べておくこと。 
5 回 配布資料を読み、インターネットや参考書等で血液の塗抹標本の作製方法
について調べておくこと。 
6 回 配布資料を読み、インターネットや参考書等で各血球像の特徴について調
べておくこと。 
7 回 配布資料を読み 

 



年度 2014 
授業コード FTM0701P 
成績評価 各テーマにおける課題提出により行う。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0701P 基礎医学実習 
担当教員名 松⽊ 範明、浅原 佳江＊、竹本 和憲＊、二見 翠 
単位数 1 
教科書 実習用マニュアルを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 透析、臨床解剖、病理学的検査法、血液型、医用画像、血圧測定 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎医学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 加藤昌彦他著「人体の構造と機能および疾病の成り立ち」（東京教学社）小野哲章

他編「臨床⼯学技士標準テキスト」（金原出版）岩⽥隆子他著「わかりやすい病理
学」（南江堂）香山雪彦、前川剛志著 「新版 病棟で働く人のための生理学」（秀
潤社）Frank H. Netter 著、相磯貞和訳 「ネッター解剖学アトラス」（南江堂） 

授業形態 実験実習 
注意備考 実習を欠席した場合は補充実習をする。医用科学教育センター職員２名が補助す

る。 
シラバスコード FTM0701P 
実務経験のある教員  
達成目標 解剖学、生理学、病理学等の基礎医学を実習を通して理解し、臨床医学における

診断技術と治療技術の原理への理解を深める。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 3 階、医⼯学研究室、nmatsuki@bme.ous.ac.jp あるいは医用科学教育セ

ンター（26 号館 5 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice of Basic Medicine 
関連科目 医学概論、臨床医学総論、診断機器概論、解剖学概論、臨床生理学、治療機器学、

病理学概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 実習を通して臨床医学的知識の理解を深めることを目的とする。臨床⼯学技士と

して必要な知識および技術を重視した実習を行う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



2 回 基礎医学実習で用いる器具の使用方法 
3 回 透析膜を用いた拡散実験 
4 回 透析膜のクリアランス測定 
5 回 末梢血塗抹標本の作製 I 
6 回 末梢血塗抹標本の作製 II 
7 回 組織標本の作製と観察 I 
8 回 組織標本の作製と観察 II 
9 回 ラットの解剖実習 
10 回 抗原抗体反応と凝集の観察 
11 回 人体模型による各部の観察 I（胸部・腹部系） 
12 回 人体模型による各部の観察 II（骨格・神経系） 
13 回 医用画像の観察 I 
14 回 医用画像の観察 II，血圧および脈拍測定 
15 回 課題の解説 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 配布資料を読み、実験器具の正しい使用方法を理解しておくこと。 
3 回 配布資料を読み、インターネットや参考書等で透析膜の拡散について調べ
ておくこと。 
4 回 配布資料を読み、インターネットや参考書等で透析膜のクリアランスにつ
いて調べておくこと。 
5 回 配布資料を読み、インターネットや参考書等で血液の塗抹標本の作製方法
について調べておくこと。 
6 回 配布資料を読み、インターネットや参考書等で各血球像の特徴について調
べておくこと。 
7 回 配布資料を読み 

 



年度 2014 
授業コード FTM07110 
成績評価 臨床実習先病院からの報告レポートや実習態度、学内レポート等により、総合的

に評価する 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生体医⼯学科(〜11) 
見出し FTM07110 臨床実習 
担当教員名 小畑 秀明、内貴 猛、松⽊ 範明 
単位数 4 
教科書 臨床実習の手引き 
アクティブラーニング  
キーワード 血液療法、血液透析、水処理、バスキュラーアクセス、血漿交換、血漿吸着、呼

吸療法、医療ガス、IABP、PCPS、高気圧酸素治療、医療機器管理システム、医
療安全、ヒヤリハット 

開講学期 通年 
自由記述に対する回答 特に自由記述はなかったようです。 
科目名 臨床実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 臨床⼯学技士標準テキスト／小野哲章 他／金原出版； 

臨床⼯学ハンドブック（上）・（下）／海⽼根東雄／ベクトルコア など 
授業形態 実験実習 
注意備考 実習先病院内に限らずその周辺での行い全てが医療従事者として外部から評価

されます。人の命を預かる臨床⼯学技士としての立場を忘れることなく、真摯な
態度で実習に臨むこと。 

シラバスコード FTM07110 
実務経験のある教員  
達成目標 １．血液透析・血液浄化装置実習については、血液浄化療法とはなにか，血液浄

化のための設備，監視装置の構成、血液浄化の準備と実際について，２．集中治
療実習については、集中治療室の機能と設備，使用される機器，人⼯呼吸器の適
応，人⼯呼吸器の構成，人⼯呼吸器の準備と実際について，３．手術室実習につ
いては、手術室の機能と設備，人⼯⼼肺装置の適応，人⼯⼼肺装置の構成，人⼯
⼼肺装置の準備と実際について，ペースメーカの実際について，４．医療機器管
理の実際について、その他臨床⼯学技士が認識しておくべき事項を理解し人に正
しく説 

受講者へのコメント 就職した際には必ず役に立つ実習ですので、働き始めてからもこの時の気持ちを
忘れず頑張って欲しいと思います。 

連絡先 ５号館３Ｆ小畑研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 臨床⼯学技士になるためにとても重要な実習でした。予習なども頑張っていたの
ではないかと思います。 



英文科目名 Clinical Training 
関連科目 生体医⼯学実習Ⅰ・Ⅱ など 
次回に向けての改善変更予定 学内で事前に行う実習でも、技能がより身につくように改善していきたいと思い

ます。 
講義目的 臨床⼯学技士の資格修得のために必要な以下の、１．血液透析・血液浄化装置実

習、２．集中治療実習（人⼯呼吸器実習含む）、３．手術室実習（人⼯⼼肺装置実
習含む）、４．医療機器管理業務実習 の実習を行うことにより、その理論と実際
を理解する。さらに医療人として臨床⼯学技士に必要な資質を身につけるととも
に、チーム医療の一員として責任と役割を自覚することを目的とする。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 、清潔操作について教授する 

2 回 血液浄化法について教授する 
3 回 血液浄化器について教授する 
4 回 血液浄化監視装置の構成と機能について教授する 
5 回 血液浄化療法の準備について教授する 
6 回 血液浄化療法の実際について教授する 
7 回 血液浄化装置の保守管理について教授する 
8 回 血液浄化療法についてまとめ総括する 
9 回 集中治療室の機能と設備について教授する 
10 回 集中治療室の機器について教授する 
11 回 人⼯呼吸器の適応について教授する 
12 回 人⼯呼吸器の構成と機能につ 

準備学習 1 回 これまで習ってきた全ての教科の総まとめと認識し、復習しておくこと 
2 回 血液浄化療法とはなにか理解しておくこと 
3 回 血液浄化のための機器について理解しておくこと 
4 回 血液浄化監視装置について理解しておくこと 
5 回 血液浄化療法の準備（プライミング）を良く練習しておくこと 
6 回 血液浄化療法の実際について良く予習しておくこと 
7 回 血液浄化装置の構造を理解しておくこと 
8 回 血液浄化療法についてレポートにまとめておくこと 
9 回 集中治療室の業務内容と、機能その設備について理解しておくこと 
10 回 

 



年度 2014 
授業コード FTM0711P 
成績評価 臨床実習先病院からの報告レポートや実習態度、学内レポート等により、総合的

に評価する 
曜日時限 集中その他 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0711P 臨床実習 
担当教員名 小畑 秀明、内貴 猛、松⽊ 範明 
単位数 4 
教科書 臨床実習の手引き 
アクティブラーニング  
キーワード 血液療法、血液透析、水処理、バスキュラーアクセス、血漿交換、血漿吸着、呼

吸療法、医療ガス、IABP、PCPS、高気圧酸素治療、医療機器管理システム、医
療安全、ヒヤリハット 

開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 臨床⼯学技士標準テキスト／小野哲章 他／金原出版； 

臨床⼯学ハンドブック（上）・（下）／海⽼根東雄／ベクトルコア など 
授業形態 実験実習 
注意備考 実習先病院内に限らずその周辺での行い全てが医療従事者として外部から評価

されます。人の命を預かる臨床⼯学技士としての立場を忘れることなく、真摯な
態度で実習に臨むこと。 

シラバスコード FTM0711P 
実務経験のある教員  
達成目標 １．血液透析・血液浄化装置実習については、血液浄化療法とはなにか，血液浄

化のための設備，監視装置の構成、血液浄化の準備と実際について，２．集中治
療実習については、集中治療室の機能と設備，使用される機器，人⼯呼吸器の適
応，人⼯呼吸器の構成，人⼯呼吸器の準備と実際について，３．手術室実習につ
いては、手術室の機能と設備，人⼯⼼肺装置の適応，人⼯⼼肺装置の構成，人⼯
⼼肺装置の準備と実際について，ペースメーカの実際について，４．医療機器管
理の実際について、その他臨床⼯学技士が認識しておくべき事項を理解し人に正
しく説 

受講者へのコメント  
連絡先 ５号館３Ｆ小畑研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Clinical Training 



関連科目 生体医⼯学実習Ⅰ・Ⅱ など 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 臨床⼯学技士の資格修得のために必要な以下の、１．血液透析・血液浄化装置実

習、２．集中治療実習（人⼯呼吸器実習含む）、３．手術室実習（人⼯⼼肺装置実
習含む）、４．医療機器管理業務実習 の実習を行うことにより、その理論と実際
を理解する。さらに医療人として臨床⼯学技士に必要な資質を身につけるととも
に、チーム医療の一員として責任と役割を自覚することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 、清潔操作について教授する 

2 回 血液浄化法について教授する 
3 回 血液浄化器について教授する 
4 回 血液浄化監視装置の構成と機能について教授する 
5 回 血液浄化療法の準備について教授する 
6 回 血液浄化療法の実際について教授する 
7 回 血液浄化装置の保守管理について教授する 
8 回 血液浄化療法についてまとめ総括する 
9 回 集中治療室の機能と設備について教授する 
10 回 集中治療室の機器について教授する 
11 回 人⼯呼吸器の適応について教授する 
12 回 人⼯呼吸器の構成と機能につ 

準備学習 1 回 これまで習ってきた全ての教科の総まとめと認識し、復習しておくこと 
2 回 血液浄化療法とはなにか理解しておくこと 
3 回 血液浄化のための機器について理解しておくこと 
4 回 血液浄化監視装置について理解しておくこと 
5 回 血液浄化療法の準備（プライミング）を良く練習しておくこと 
6 回 血液浄化療法の実際について良く予習しておくこと 
7 回 血液浄化装置の構造を理解しておくこと 
8 回 血液浄化療法についてレポートにまとめておくこと 
9 回 集中治療室の業務内容と、機能その設備について理解しておくこと 
10 回 

 



年度 2014 
授業コード FTM07210 
成績評価 レポート提出(20%)、小テスト(40%) および定期試験(40%) により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 生体医⼯学科(〜14) 
見出し FTM07210 基礎数学 
担当教員名 大熊 一正 
単位数 2 
教科書 初学者にやさしい統計学／大橋常道・谷口哲也・山下登茂紀 ／コロナ社／978-

4-339060904 
アクティブラーニング  
キーワード データ処理、確率分布 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 自由記述は，「ありがとうございました．」と書いてくれた 1 枚だけでした． 

その言葉は，嬉しいですが，他の人も何か書いて欲しいと思います． 
科目名 基礎数学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード FTM07210 
実務経験のある教員  
達成目標 1)平均値、分散、標準偏差を求めることができるようにする。 

2)相関，回帰直線を理解し求めることができるようにする。  
3)典型的な確率分布である二項分布、正規分布、ポアソン分布について平均値、
分散の計算ができるようにする。 
3)検定についての考え方の基礎を理解する。 

受講者へのコメント この授業で教授した統計学は，様々な分野で利用されており，年々その利用範囲
が広がっている分野です．よって，今後，様々な局面で，本講義の知識が役立つ
ことがあると思います． 
 朝１からの授業で，講義中⼼の授業であったので，受講者，特に 1 年生にとっ
ては，厳しい授業だったと思ういますが，ほぼ私語もなく，多くの受講者が，板
書をノートにとっていたので，意欲が感じられました．一方で，授業やテストで
利用した関数電卓の操作ミスが散見されたので，授業時間外での練習した方が良
いですよ． 

連絡先 大熊研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ほぼ 90%の受講者が 1 回の欠席程度で授業に参加してくれていた一方で，授業
時間外での学習時間は，90%弱の受講者が，授業時間以外の学習時間が 1 時間程
度以下であったので，もう少し自宅学習を促すような宿題を考えるべきかもしれ



ません． 
また，この授業を受講したことによって，61%の受講者が，“この分野への理解が
深まった”と回答してくれていましたが，この割合を増やすよう努めたいと思い
ます． 
総合評価としては，67%程度の受講者が，目標を達成できており，半分程度の目
標達成が 20%程度であり，75%弱の学生が授業に「満 

英文科目名 Basic Mathematics 
関連科目 応用数学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 25%の受講者が“この分野への興味関⼼が高まった”と回答してくれていたが，身

近な題材を取り上げるなど，もう少し興味関⼼を高めるような授業内容にするよ
う改善したいと思います．また，もう少し高度な内容も紹介程度に取り入れられ
るように時間配分の再考に努めたいです． 

講義目的 実験や観測から得られるデータの整理の仕方を学ぶ。基礎的な数学を学びなが
ら、確率と統計について基礎的な考え方と手法を例題を通して習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、講義の概要を説明しデータの整理について講義する。 

2 回 平均値と標準偏差について説明する。 
3 回 ベクトルの内積について説明する。 
4 回 極限の計算と簡単な関数の微分について説明する。 
5 回 相関と回帰について説明する。 
6 回 簡単な例について回帰曲線を求める。 
7 回 確率について基礎事項の説明をする。 
8 回 確率変数と確率分布について説明する。 
9 回 2 項分布について説明する。 
10 回 指数関数について説明する。 
11 回 正規分布の例について説明する。 
12 回 ポアソン分布につ 

準備学習 1 回 教科書の「１データの整理」の 1.1 と 1.2 を読んでおくこと。 
2 回 前回の復習をして、教科書の「１.データの整理」の 1.3 を読んでおくこと 
。 
3 回 表１の身⻑について平均値、分散、標準偏差を求めておくこと。 
4 回 プリントでベクトルの復習をしておくこと。極限値の求め方、2 次関数の接
線の傾き調べておくこと。 
5 回 2 次関数の微分ができるようにし、教科書の「２.確率と確率分布」の 1.4 を
読んでおくこと。 
6 回 平均値、分散、標準偏差、相関係数、最小２乗法を復習しておくこと。 
7 回 順列の数、組合せの数 

 



年度 2014 
授業コード FTM0721P 
成績評価 レポート提出(20%)、小テスト(40%) および定期試験(40%) により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTM0721P 基礎数学 
担当教員名 大熊 一正 
単位数 2 
教科書 初学者にやさしい統計学／大橋常道・谷口哲也・山下登茂紀 ／コロナ社／978-

4-339060904 
アクティブラーニング  
キーワード データ処理、確率分布 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎数学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード FTM0721P 
実務経験のある教員  
達成目標 1)平均値、分散、標準偏差を求めることができるようにする。 

2)相関，回帰直線を理解し求めることができるようにする。  
3)典型的な確率分布である二項分布、正規分布、ポアソン分布について平均値、
分散の計算ができるようにする。 
3)検定についての考え方の基礎を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 大熊研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Mathematics 
関連科目 応用数学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 実験や観測から得られるデータの整理の仕方を学ぶ。基礎的な数学を学びなが

ら、確率と統計について基礎的な考え方と手法を例題を通して習得する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、講義の概要を説明しデータの整理について講義する。 

2 回 平均値と標準偏差について説明する。 
3 回 ベクトルの内積について説明する。 



4 回 極限の計算と簡単な関数の微分について説明する。 
5 回 相関と回帰について説明する。 
6 回 簡単な例について回帰曲線を求める。 
7 回 確率について基礎事項の説明をする。 
8 回 確率変数と確率分布について説明する。 
9 回 2 項分布について説明する。 
10 回 指数関数について説明する。 
11 回 正規分布の例について説明する。 
12 回 ポアソン分布につ 

準備学習 1 回 教科書の「１データの整理」の 1.1 と 1.2 を読んでおくこと。 
2 回 前回の復習をして、教科書の「１.データの整理」の 1.3 を読んでおくこと 
。 
3 回 表１の身⻑について平均値、分散、標準偏差を求めておくこと。 
4 回 プリントでベクトルの復習をしておくこと。極限値の求め方、2 次関数の接
線の傾き調べておくこと。 
5 回 2 次関数の微分ができるようにし、教科書の「２.確率と確率分布」の 1.4 を
読んでおくこと。 
6 回 平均値、分散、標準偏差、相関係数、最小２乗法を復習しておくこと。 
7 回 順列の数、組合せの数 

 



年度 2014 
授業コード FTP00110 
成績評価 卒業論文において研究課題解決のために実施された方法・手段、およびこれらを

通して得られた結果の分析・考察を⼯学的観点から評価する。さらに、卒業研究
発表会のために準備された要旨やスライドが、簡潔かつ効果的なものであるかど
うかについて評価する。そしてこれらを総合的に点数化し、100 点満点で 60 点
以上を合格とする。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜11) 
見出し FTP00110 卒業研究 
担当教員名 平野 博之、荒⽊ 圭典、中川 惠友、南原 英生、竹⽥ 邦雄、冨永 敏弘、

森山 佳 
単位数 8 
教科書 指導教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード 応用化学、機械⼯学、電気⼯学、電子⼯学、ロボット⼯学、生体医⼯学 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 卒業研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員の指示による。 
授業形態 実験実習 
注意備考 卒業研究は、配属された研究室の指導教員の下で行う。上記講義計画において、

それぞれの実施内容とその実施時期は研究室によって異なることがある。学習時
間については、合計で 470 時間以上が必須条件である。 

シラバスコード FTP00110 
実務経験のある教員  
達成目標 教員の指導のもと、以下の事柄を達成することを目標とする。 

(1) 卒業研究課題の背景や研究目的を理解できる。 
(2) 卒業研究課題を遂行するための計画を立てることができる。 
(3) 計画の遂行に必要な情報の収集・技術の体得を自ら行う。 
(4) 研究内容等について、論理的に記述したり、口頭で発表したりできる。 

受講者へのコメント 引き続き，就業力あるいは社会人基礎力などを意識して，卒業研究指導を行って
いきたい． 

連絡先 代表はコース⻑であるが、原則、配属された研究室の指導教員。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 アンケートを実施していない 
英文科目名 Graduation Thesis 
関連科目 ⼯学部のすべての学科の専門科目と B 群科目等 



次回に向けての改善変更予定 引き続き，就業力あるいは社会人基礎力などを意識して，卒業研究指導を行って
いきたい． 

講義目的 研究室に配属され、指導教員のもと、これまでに履修した学習内容とここで新た
に学ぶ専門内容に基づき、1 年間卒業研究を行う。研究にあたっては、研究室で
実施されている研究テーマのうち、少なくとも 1 分野に関連した研究に取り組
む。そして、卒業後も、自ら課題を見つけ解決できるような能力を涵養する。ま
た、研究室における他の学生との関わりを通して、協調性、コミュニケーション
力、プレゼンテーション力、文章表現力なども身につけることを目的とする。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 最終的に自分が卒業研究で実施したいテーマを念頭に置き、チューターや⼯学プ

ロジェクトコース担当教員とよく相談しながら、⼯学部にあるすべての学科の専
門科目の中から自分の興味のある科目を選び、確実に理解しておくこと。さらに、
文章表現、プレゼンテーション、パソコン操作などに関する科目にも積極的に取
り組み、研究内容を論理的に伝える能力も身につけておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FTP00120 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜11) 
見出し FTP00120 卒業研究【秋学期中間評価】 
担当教員名 赤⽊ 徹也 
単位数 8 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究【秋学期中間評価】 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FTP00120 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Graduation Thesis 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FTP00211 
成績評価 中間テスト(20％)、小テスト(10％)、 定期試験(70％)、60%以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP00211 数学Ⅰ(情⼯) 
担当教員名 山口 尚宏 
単位数 2 
教科書 大学新入生のための微分積分入門／石原園子／共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード べき関数、三角関数、指数関数・対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅰ(情⼯) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 やさしく学べる微分積分／石原園子／共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 数学を楽しんでほしい。数学を楽しみながら勉強してほしい。ぜひ知的好奇⼼を

もってほしい。 
シラバスコード FTP00211 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）べき関数の微分積分を理解し、計算ができること。 

（２）三角関数の微分積分を理解し、計算ができること。 
（３）指数関数・対数関数の微分積分を理解し、計算ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 山口研究室１学舎３階（電子メール yamaguch@ice.ous.ac.jp、電話 086-256-9588）

オフィスアワー 金曜日 ５−６時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics I 
関連科目 数学演習Ⅰ、応用数学Ⅰ、応用数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 一変数関数の微分および積分の計算を中⼼に説明する。初等関数（べき関数、三

角関数、指数・対数関数）の微分・積分を理解し自由に計算できることを目標に
する。また、関数の極限や初等関数の基本的な性質についても合わせて説明する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 三角関数 
3 回 指数関数・対数関数 



4 回 関数の極限 
5 回 微分係数・導関数 
6 回 微分の計算１ 
7 回 微分の計算２（合成関数の微分１） 
8 回 微分の計算３（合成関数の微分２） 
9 回 中間テスト 総合復習 
10 回 不定積分 
11 回 置換積分 
12 回 部分積分 
13 回 定積分 
14 回 定積分の置換積分 
15 回 総合復習 

準備学習 1 回 この講義の目的と講義項目およびこの講義に関連する科目について，シラ
バスで調べておくこと． 
2 回 三角関数を予習すること。 
3 回 指数関数・対数関数を予習すること。 
4 回 関数の極限を予習すること。 
5 回 微分係数・導関数を予習すること。 
6 回 三角関数・指数関数・対数関数を復習すること 
7 回 合成関数を予習すること。 
8 回 第７回の講義内容を復習すること。 
9 回 第１回から第８回までの講義内容を復習すること。 
10 回 不定席分を予習すること。 
11 回 置換席分を予習すること。 
12 回 部分積分を予習 

 



年度 2014 
授業コード FTP00221 
成績評価 毎回の演習課題(3%×15 回=45%)、中間試験(10%×3 回=30%)、期末試験

(25%)。ただし期末試験のうち微分基礎問題 15 題のうち 12 題以上を正解するこ
と。 

曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP00221 数学Ⅰ(知能) 
担当教員名 荒⽊ 圭典 
単位数 2 
教科書 毎回、演習課題を配布する。 

「新訂 微分積分 I」／大日本図書矢野監修、春日編／大日本図書／978-4-
477016504：「モノグラフ ５訂版 公式集」／矢野監修、春日編／科学振興新社／
978-4-894281639 

アクティブラーニング  
キーワード 微分、導関数、接線、極値、定積分、不定積分、面積、多項式、三角関数、指数

関数、対数関数、分数関数、無理関数、逆関数、Taylor 展開 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅰ(知能) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 科学振興新社「新訂 基礎数学」・大日本図書 
授業形態 講義 
注意備考 年度冒頭の学力多様化度調査の結果によって講義の履修の指導をするので、教員

の指示に従うこと。 
シラバスコード FTP00221 
実務経験のある教員  
達成目標 微分法、積分法の基礎を理解し、簡単な応用問題を解くことができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 担当：荒⽊圭典 E-mail: araki(_at_)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２

０号館６階、オフィスアワー： 随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics I 
関連科目 全てのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1 変数関数の微分法、積分法の基礎について、図形的意味、計算法について習熟

すること。学習の項目は、導関数の定義、関数の積・商の導関数、合成関数の導
関数、初等関数（多項式、三角関数、指数・対数関数）の導関数の計算 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 次の項目について解説、演習を行う：微分とは■2 点の座標とグラフの傾き

■極限の計算とは■導関数の定義と x,x^2,x^3 への応用■導関数の表記法と読み
方。 
2 回 次の項目について解説、演習を行う：微分の公式：線形性、積、商の導関数
■x^n の導関数■合成関数とは(例: V sin(2πft+Φ), (1/√(2π)s) exp(-(x-
m)^2/s^2)■合成関数の導関数■導関数の符号と増減■増減表の作成■組立除法
による代入計算。 
3 回 中間試験１を実施する。その後、次の項目について解説、演習を行う：■ 

準備学習 毎回、次回の演習課題を配布するので、演習課題に取り組んでおくこと。 
 



年度 2014 
授業コード FTP00231 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP00231 数学Ⅰ(建築:解析学Ⅰ) 
担当教員名 濱谷 義弘 
単位数 2 
教科書 計 算 力 を つ け る 微 分 積 分 ／ 神 永 正 博 ・ 藤 ⽥ 育 嗣 ／  内 ⽥ ⽼ 鶴 圃 ／ 978-4-

753600311 
アクティブラーニング  
キーワード 指数関数、対数関数、三角関数、微分、積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅰ(建築:解析学Ⅰ) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FTP00231 
実務経験のある教員  
達成目標 １変数の微分と積分の計算ができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 濱谷研究室 第一学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics I 
関連科目 高校の数学Ⅱ、またはそれに相当する科目を履修してるのが望ましい。 

本科目に引き続き、「解析学 Ⅱ」を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 微分積分学は、理⼯系学生にとって専門教育科目の基礎となる重要科目の１つで

ある。微分や積分を高校で履修していないことを前提にして、１変数の微分や積
分を中⼼とした内容について述べる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 指数関数、対数関数および三角比について説明する。 

2 回 三角関数と逆三角関数について解説する。 
3 回 関数の極限と導関数について説明する。 
4 回 合成関数と逆関数の微分法について解説する。 



5 回 ロピタルの定理と高次導関数について説明する。 
6 回 テイラー展開について解説する。 
7 回 関数の増減とグラフについて説明する。 
8 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 
9 回 不定積分と部分積分法について説明する。 
10 回 置換積分法について解説する。 
11 回 部分分数分解と三角関数の有理 

準備学習 1 回 高校の数学で使用したテキストで第１回講義内容の該当箇所を読み、理解
しておくこと。 
2 回 指数関数、対数関数および三角比について復習しておくこと。 
3 回 高校の数学で微分を学習していたら、使用したテキストで第３回講義内容
の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
4 回 導関数について復習しておくこと。 
5 回 関数の極限について復習しておくこと 
6 回 高次導関数について復習しておくこと。 
7 回 関数の極限と高次導関数について復習しておくこと。 
8 回 第１回から７回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておく 

 



年度 2014 
授業コード FTP00241 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP00241 数学Ⅰ(建築:解析学Ⅰ) 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 計 算 力 を つ け る 微 分 積 分 ／ 神 永 正 博 ・ 藤 ⽥ 育 嗣 ／  内 ⽥ ⽼ 鶴 圃 ／ 978-4-

753600311 
アクティブラーニング  
キーワード 指数関数、対数関数、三角関数、微分、積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅰ(建築:解析学Ⅰ) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FTP00241 
実務経験のある教員  
達成目標 １変数の微分と積分の計算ができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics I 
関連科目 本科目に引き続き、「解析学 Ⅱ」を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 微分積分学は、理⼯系学生にとって専門教育科目の基礎となる重要科目の１つで

ある。微分や積分を高校で履修していないことを前提にして、１変数の微分や積
分を中⼼とした内容について述べる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 指数関数、対数関数および三角比について説明する。 

2 回 三角関数と逆三角関数について解説する。 
3 回 関数の極限と導関数について説明する。 
4 回 合成関数と逆関数の微分法について解説する。 
5 回 ロピタルの定理と高次導関数について説明する。 



6 回 テイラー展開について解説する。 
7 回 関数の増減とグラフについて説明する。 
8 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 
9 回 不定積分と部分積分法について説明する。 
10 回 置換積分法について解説する。 
11 回 部分分数分解と三角関数の有理 

準備学習 1 回 高校の数学で使用したテキストで第１回授業内容の該当箇所を読み、理解
しておくこと。 
2 回 指数関数、対数関数および三角比について復習しておくこと。 
3 回 高校の数学で微分を学習していたら、使用したテキストで第３回授業内容
の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
4 回 導関数について復習しておくこと。 
5 回 関数の極限について復習しておくこと 
6 回 高次導関数について復習しておくこと。 
7 回 関数の極限と高次導関数について復習しておくこと。 
8 回 第１回から７回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておく 

 



年度 2014 
授業コード FTP00251 
成績評価 中間試験(微分)：微分の基本計算(10%)、サイクロイド曲線の接線(10%)が計算

できること。 
中間試験(積分)：積分の基本計算(10%)、サイクロイド曲線の⻑さ(10%)が計算
できること。 
定期試験：分数関数の対数微分(15%)、三角関数の定積分(15%)、対数関数の定
積分(15%)、機械部品の重⼼を求める定積分の応用計算(15%)ができること。 
中間試験(40%)と定期試験(60%)の合計得点が６０点以上を合格とする。 

曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP00251 数学Ⅰ(機械:微分と積分) 
担当教員名 清水 一郎 
単位数 2 
教科書 水本久夫著・例と図で学べる「微分積分」・裳華房／978-4-785315467 
アクティブラーニング  
キーワード 数学，微分・積分，解析学，微分方程式，複素数，ベクトル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅰ(機械:微分と積分) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 原康夫著・数学といっしょに学ぶ力学・学術図書 

水本久夫著・「微分積分学問題集改訂版」・培風館 
高校教科書：数学ⅠＡ・ⅡＢ・ⅢＣ 

授業形態 講義 
注意備考 高校「微積分」を機械分野へ応用する講義なので、十分な復習と計算練習を怠ら

ないこと。毎回の宿題を必ず自分で計算すること。 
質問は「数学基礎」でも受け付ける。 

シラバスコード FTP00251 
実務経験のある教員  
達成目標 (A1)機械システム⼯学の専門知識を理解するため、数学の基礎知識を修得するこ

と。 
特に、微分・積分の数学ルールをよく覚え、機械⼯業の微分・積分問題を計算で
きること。 

受講者へのコメント  
連絡先 メール：shimizu @ mech.ous.ac.jp， 電話：086-256-＊＊＊＊， 場所：５号

館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Mathematics I 
関連科目 数学，物理学，力学，材料力学，熱力学，流体力学，機械力学，自動制御 など 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自然科学の基礎となる一変数の微分法と積分法について講述する。今後、受講す

る機械系の⼯学科Ａ群科目の大部分で利用される数学の重要な基礎知識と計算
方法を講義する。特に、機械⼯業における積分法の応用例を詳述する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  極限値，導関数，微分公式 
3 回  偏微分と常微分，べきの微分，３角関数の微分，オイラーの式（ドモアブ
ルの定理），複素関数の微分 
4 回  指数関数の微分，対数関数の微分，サイクロイド曲線関数の微分 
5 回  高階導関数，微分法の応用，ベクトルの微分，平面内の運動（力学），２階
線型常微分方程式（振動） 
6 回  不定形の極限値（ロピタルの定理），関数の増減，微分の演習（質問コーナ
ー） 
7 回  第１回中間試験 ＜微分法（２０点）＞ 
8 回  不定積分，置換積分，置換積分，部分積分 
 

準備学習 1 回  高校数学ⅠＡ，ⅡＢ，ⅢＣ 
2 回  第１章 微分法 
3 回  第２章 初等関数の微分 
4 回  第２章 初等関数の微分 
5 回  第３章 微分法の応用 
6 回  第３章 微分法の応用 
7 回  第１章〜第３章 
8 回  第４章 不定積分 
9 回  第５章 定積分 
10 回  第５章 定積分 
11 回  第５章 定積分 
12 回  第５章 定積分 
13 回  第４章・第５章 
14 回  第６章 広義の積分 
15 回  第１章〜第５章 

 



年度 2014 
授業コード FTP00261 
成績評価 成績評価 レホ゜ート(10%)、定期試験(90%)により行う。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP00261 数学Ⅰ(電シ) 
担当教員名 加地 博子＊ 
単位数 2 
教科書 教科書 石村 園子 「やさしく学へ゛る微分・積分」 共立出版 ／978-4-

320016330 
アクティブラーニング  
キーワード 微分、不定積分、定積分、テーラー展開、オイラーの公式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅰ(電シ) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大原一孝 「実例で学ぶ微分積分」 学術図書出版 
授業形態 講義 
注意備考 数学を使いこなせるようになるために は演習問題を解くことが重要である。な

るべく多くの問題を解くように努力すること。 
シラバスコード FTP00261 
実務経験のある教員  
達成目標 １変数の初等関数の微積分を行うことができる。 

また、単純な技巧を用いた微積分を行うことができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 教務課に問い合わせのこと。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics I 
関連科目 数学 II、数学 III、応用数学 I、応用数学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 関数の微分や積分を扱う解析学は、⼯学の様々な分野に応用される非常に基本的

な数学である。この講義では初頭関数の基本的性質から始め、 電気電子⼯学て゛
用いられる微分・積分の重要な部分を演習問題を解きなか゛ら学ふ゛。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションの後、数・極限について説明する。 

2 回 関数とグラフについて説明する。 
3 回 三角関数について説明する。 
4 回 指数関数・対数関数について説明する。 



5 回 微係数・導関数・微分公式・べき関数の微分 について説明する。 
6 回 三角関数・指数関数・対数関数の微分について説明する。 
7 回 マクローリン展開とオイラーの公式について説明する。 
8 回 関数の増減とク゛ラフの変曲点について説明する。 
9 回 ここまでの総括・演習を行い解説する。 
10 回 初等関数の不定積分について説明する。 
11 回 

準備学習 1 回 高校で学んだ数の概念、特に複素数について復習し、教科書 1.1（1 変数関
数）を読んでおくこと。 
2 回 前回学んだ内容を復習し、教科書 1.2（今までに学んだ 1 変数関数）を読ん
でおくこと。 
3 回 前回学んだ内容を復習し、教科書 1.3（三角関数）と 1.4（逆三角関数）を
読んでおくこと。 
4 回 前回学んだ内容を復習し、教科書 1.5（指数関数）と 1.6（対数関数）を読
んでおくこと。 
5 回 前回学んだ内容を復習し、教科書 2.1（微分）から 2.3-[1]（整式、有理式の
微分）までを読んでおくこと。 
6 回 前回学んだ 

 



年度 2014 
授業コード FTP00271 
成績評価 毎回の演習課題(3%×15 回=45%)、中間試験(10%×3 回=30%)、期末試験

(25%)。ただし期末試験のうち微分基礎問題 15 題のうち 12 題以上を正解するこ
と。 

曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP00271 数学Ⅰ(知能) 
担当教員名 荒⽊ 圭典 
単位数 2 
教科書 毎回、演習課題を配布する。 

「新訂 微分積分 I」／大日本図書矢野監修、春日編／大日本図書／978-4-
477016504：「モノグラフ ５訂版 公式集」／矢野監修、春日編／科学振興新社／
978-4-894281639 

アクティブラーニング  
キーワード 微分、導関数、接線、極値、定積分、不定積分、面積、多項式、三角関数、指数

関数、対数関数、分数関数、無理関数、逆関数、Taylor 展開 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅰ(知能) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 科学振興新社「新訂 基礎数学」・大日本図書 
授業形態 講義 
注意備考 年度冒頭の学力多様化度調査の結果によって講義の履修の指導をするので、教員

の指示に従うこと。 
シラバスコード FTP00271 
実務経験のある教員  
達成目標 微分法、積分法の基礎を理解し、簡単な応用問題を解くことができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 担当：荒⽊圭典 E-mail: araki(_at_)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２

０号館６階、オフィスアワー： 随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics I 
関連科目 全てのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1 変数関数の微分法、積分法の基礎について、図形的意味、計算法について習熟

すること。学習の項目は、導関数の定義、関数の積・商の導関数、合成関数の導
関数、初等関数（多項式、三角関数、指数・対数関数）の導関数の計算 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 次の項目について解説、演習を行う：微分とは■2 点の座標とグラフの傾き

■極限の計算とは■導関数の定義と x,x^2,x^3 への応用■導関数の表記法と読み
方。 
2 回 次の項目について解説、演習を行う：微分の公式：線形性、積、商の導関数
■x^n の導関数■合成関数とは(例: V sin(2πft+Φ), (1/√(2π)s) exp(-(x-
m)^2/s^2)■合成関数の導関数■導関数の符号と増減■増減表の作成■組立除法
による代入計算。 
3 回 中間試験１を実施する。その後、次の項目について解説、演習を行う：■ 

準備学習 毎回、次回の演習課題を配布するので、演習課題に取り組んでおくこと。 
 



年度 2014 
授業コード FTP00281 
成績評価 レポート（15％）、中間試験（15％）、定期試験（70％）により行う。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP00281 数学Ⅰ(電シ) 
担当教員名 秋山 宜生 
単位数 2 
教科書 石村 園子 「やさしく学べる微分・積分」 共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 微分、不定積分、定積分、テーラー展開、オイラーの公式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅰ(電シ) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大原一孝 「実例で学ぶ微分積分」 学術図書出版 
授業形態 講義 
注意備考 これから学ぶ講義の基礎となる数学である。使いこなせるようになるには、何事

も練習（復習）が必要である。わからないことがあれば、講義中やオフィスアワ
ー時に質問すること。 

シラバスコード FTP00281 
実務経験のある教員  
達成目標 教科書の演習問題が解ける程度の学力（計算力）を身につける。 
受講者へのコメント  
連絡先 研究室：17 号館 4F、電子メール:akiyama@ee.ous.ac.jp、オフィスアワー： 

金曜日 7,8 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics I 
関連科目 数学 II、数学 III、応用数学 I、応用数学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気電子⼯学を学ぶ上で、数学は重要なツール（道具）であり、縦横無尽に使い

こなすことができるようにする必要がある。本講義では、電気電子⼯学で用いら
れる微分・積分の重要な部分を演習問題を解きながら基礎から学ぶ。講義では時
間中に演習問題のレポート提出を課す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション / 数（数値線、複素数）について説明する。 

2 回 関数と数列（関数の意味、表記法、関数と平面図面など）について説明する。 
3 回 指数関数・対数関数の性質について説明する。 



4 回 微係数と導関数（べき関数の微分、微係数の図形的な意味） 
5 回 指数関数・対数関数の微分（指数法則、対数法則、逆関数の微分）について
説明する。 
6 回 三角関数、複素数について説明する。三角関数の微分について説明する。 
7 回 有理関数の微分、合成関数の微分について説明する。 
8 回 テーラー展開・マクロリーン展 

準備学習 1 回 シラバスを読み学習の過程を把握しておくこと。数の概念について調べて
おくこと。 
2 回 代表的な関数のグラフがどのようになるかおおよその見当がつくようにグ
ラフを作成し 
ておくこと。 
3 回 指数と対数の関係について事前に調べておくこと。 
4 回 高校で学んだ微分の基礎を思い出しておくこと。 
5 回 前回学んだ微分の基礎について理解を深めておくこと。 
6 回 高校で学んだ三角関数の基礎を思い出しておくこと。 
7 回 これまで学んだ微分について理解を深めておくこと。 
8 回 これまで学んだ微分について理解を深めておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FTP00311 
成績評価 毎回の演習課題(5%×10 回=50%)、中間試験(10%×3 回=30%)、期末試験

(20%)。ただし期末試験を部分点込みで 50%以上正解すること。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜13) 
見出し FTP00311 数学Ⅱ(知能) 
担当教員名 荒⽊ 圭典 
単位数 2 
教科書 「微分積分 I 新訂」（大日本図書）矢野監修、春日編、「モノグラフ ５訂版 公式

集」（科学振興新社） 
アクティブラーニング  
キーワード 積分（定積分）。原始関数（不定積分）。原始関数と積分値の関係。原始関数を求

める技巧：線形性、置換積分、部分積分、部分分数分解、三角関数の公式の活用。
グラフの対称性と積分値の関係。初等関数の原始関数。 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅱ(知能) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義において指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTP00311 
実務経験のある教員  
達成目標 微分法、積分法の基礎を理解し、簡単な応用問題を解くことができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 担当：荒⽊圭典 E-mail: araki(_at_)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２

０号館６階、オフィスアワー： 随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics II 
関連科目 全てのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1 変数関数の積分法の基礎について、図形的意味、計算法について習熟すること。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 積分（定積分）の直観的な定義、すなわち関数のグラフと軸の間の面積。積

分の筆算の基本としての不定積分（原始関数）と定積分の関係。多項式、初等関
数(sin, cos, exp, ln)の積分の演習。積分記号の意味や、原始関数が筆算で初等関
数の組み合わせとして求められない積分(例えば誤差関数)についても簡単に言



及する。 
2 回 積分の計算技巧について、すなわち原始関数の計算の目標が、べき関数、
sin, cos, exp の線形結合に持ち込むこと、そのための技巧として(1)線形性の利
用、(2)部分積分法、(3 

準備学習 毎回、次回の演習課題を配布するので、演習課題に取り組んでおくこと。 
 



年度 2014 
授業コード FTP00321 
成績評価 中間テスト(20％)、小テスト(10％)、定期試験(70％)、60%以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP00321 数学Ⅱ(情⼯:数学演習Ⅰ) 
担当教員名 山口 尚宏 
単位数 2 
教科書 大学新入生のための微分積分／石原園子／共立出版／978-4-320017603 
アクティブラーニング  
キーワード べき関数、三角関数、指数関数・対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅱ(情⼯:数学演習Ⅰ) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 やさしく学べる微分積分 石原園子 共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 数学を楽しんでほしい。数学を楽しみながら勉強してほしい。ぜひ知的好奇⼼を

もってほしい。 
シラバスコード FTP00321 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）べき関数の微分積分の計算ができること。 

（２）三角関数の微分積分の計算ができること。 
（３）指数関数・対数関数の微分積分の計算ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 山口研究室１学舎３階（電子メール yamaguch@ice.ous.ac.jp、電話 086-256-9588）

オフィスアワー 金曜日 ５−６時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics II 
関連科目 数学Ⅰ、応用数学Ⅰ、応用数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 一変数関数の微分および積分の計算を中⼼に説明する。初等関数（べき関数、三

角関数、指数・対数関数）の微分・積分が自由に計算できることを目標にする。
また、関数の極限や初等関数の基本的な性質についても合わせて説明する。本演
習科目は数学Ⅰに対する演習を行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 三角関数 



3 回 指数関数・対数関数 
4 回 関数の極限 
5 回 微分係数・導関数 
6 回 微分の計算１ 
7 回 微分の計算２（合成関数の微分１） 
8 回 微分の計算３（合成関数の微分２） 
9 回 中間テスト 総合復習 
10 回 不定積分 
11 回 置換積分 
12 回 部分積分 
13 回 定積分 
14 回 定積分の置換積分 
15 回 総合復習 

準備学習 1 回 この講義の目的と講義項目およびこの講義に関連する科目について，シラ
バスで調べておくこと． 
2 回 三角関数を予習し例題を解くこと。 
3 回 指数関数・対数関数を予習し例題を解くこと。 
4 回 関数の極限を予習し例題を解くこと。 
5 回 微分係数・導関数を予習し例題を解くこと。 
6 回 三角関数・指数関数・対数関数を復習し例題を解くこと。 
7 回 合成関数を予習し例題を解くこと。 
8 回 第７回の講義内容を復習し例題を解くこと。 
9 回 第１回から第８回までの講義内容を復習し演習問題を解くこと。 
10 回 不定積分を予 

 



年度 2014 
授業コード FTP00331 
成績評価 毎回の演習課題(5%×10 回=50%)、中間試験(10%×3 回=30%)、期末試験

(20%)。ただし期末試験を部分点込みで 50%以上正解すること。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP00331 数学Ⅱ(知能) 
担当教員名 荒⽊ 圭典 
単位数 2 
教科書 「微分積分 I 新訂」／矢野監修、春日編／大日本図書／978-4-477016504：「モノ

グラフ ５訂版 公式集」／科学振興新社／978-4-894281639 
アクティブラーニング  
キーワード 積分（定積分）。原始関数（不定積分）。原始関数と積分値の関係。原始関数を求

める技巧：線形性、置換積分、部分積分、部分分数分解、三角関数の公式の活用。
グラフの対称性と積分値の関係。初等関数の原始関数。 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅱ(知能) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義において指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTP00331 
実務経験のある教員  
達成目標 微分法、積分法の基礎を理解し、簡単な応用問題を解くことができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 担当：荒⽊圭典 E-mail: araki(_at_)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２

０号館６階、オフィスアワー： 随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics II 
関連科目 全てのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1 変数関数の積分法の基礎について、図形的意味、計算法について習熟すること。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 積分（定積分）の直観的な定義、すなわち関数のグラフと軸の間の面積。積

分の筆算の基本としての不定積分（原始関数）と定積分の関係。多項式、初等関
数(sin, cos, exp, ln)の積分の演習。積分記号の意味や、原始関数が筆算で初等関
数の組み合わせとして求められない積分(例えば誤差関数)についても簡単に言



及する。 
2 回 積分の計算技巧について、すなわち原始関数の計算の目標が、べき関数、
sin, cos, exp の線形結合に持ち込むこと、そのための技巧として(1)線形性の利
用、(2)部分積分法、(3 

準備学習 毎回、次回の演習課題を配布するので、演習課題に取り組んでおくこと。 
 



年度 2014 
授業コード FTP00341 
成績評価 定期試験（100%）により行う。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP00341 数学Ⅱ(電シ) 
担当教員名 太⽥垣 博一 
単位数 2 
教科書 石村園子・やさしく学べる微分積分・共立出版株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード 微分積分，導関数，多変数関数，偏導関数，全微分，テイラー展開，マクローリ

ン展開，積分法，部分積分，重積分 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅱ(電シ) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大原一孝著・「実例で学ぶ微分積分」・学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 オフィスアワー：月 B，水 C，金 H（15 時〜数学 II 質問対応） 

講義第１回目に「講義補足資料」を配布する。出席は、毎回授業のアンケートを
兼ねた出席票の提出で確認する。 

シラバスコード FTP00341 
実務経験のある教員  
達成目標 ①関数の導関数を求めることができる。 

②関数のテイラー展開やマクローリン展開を導出できる。 
③2 変数の関数の全微分を扱うことができる。 
④習得した事項を電気電子回路などのシステムに応用することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 5 階太⽥垣教授室 e-mail:ohtagaki@ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics II 
関連科目 数学 I（微分・積分） 数学 II（多変数関数・偏微分・多重積分） 数学 III（微

分方程式） 応用数学 I 応用数学 II 応用数学 III 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では、数学 I で学習した知識を基礎にして微分法、関数の近似式と関数の

展開、偏導関数と全微分などについてとくに⼯学的応用例をあげて講述する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【オリエンテーション】数学 II での履修事項について概観する。 



2 回  【微分の基本公式】微分の基本公式について講述し，学習と演習とを行う。 
3 回 【合成関数・逆関数・陰関数の微分】合成関数・逆関数・陰関数の微分につ
いて演習を行う。 
4 回 【高階導関数】高階導関数について講述し，学習と演習を行う。 
5 回 【積分の基本公】積分の基本公式について講述し，学習と演習を行う。 
6 回 【部分積分・置換積分・広義積分】部分積分・置換積分・広義積分について
講述し，学習と演習を行う。 
7 回 【多変数関数】多変数関数に 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】数学 I での全ての履修項目を習得しておく。 
2 回 【微分の基本公式】数学 I での全ての履修項目を習得しておき，微分の基本
公式を予習しれおく。 
3 回 【合成関数・逆関数・陰関数の微分】微分の基本公式を復習するとともに， 
合成関数・逆関数・陰関数の微分について予習する。 
4 回 【高階導関数】微分の基本公式，合成関数・逆関数・陰関数の微分について
復習するとともに，高階導関数について予習する。 
5 回 【積分の基本公】微分の基本公式， 合成関数・逆関数・陰関数の微分，高
階導関数について復習す 

 



年度 2014 
授業コード FTP00351 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP00351 数学Ⅱ(建築:解析学Ⅱ) 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 計算力をつける微分積分／神永正博・藤⽥育嗣／内⽥⽼鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード ２変数関数、偏微分、２重積分、２変数変換、平面極座標変換 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅱ(建築:解析学Ⅱ) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 解析学Ｉの授業内容を復習することを望む。 
シラバスコード FTP00351 
実務経験のある教員  
達成目標 ２変数関数の偏微分と２重積分を計算できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics II 
関連科目 「解析学Ｉ」と「代数学Ｉ」を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ２変数関数の偏微分と２重積分について述べる。２重積分の応用例として、体積

や表面積の求め方について解説する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 偏微分における２変数関数と偏導関数について説明する。 

2 回 偏微分における合成関数の微分法について解説する。 
3 回 偏微分における陰関数の導関数と高次偏導関数について説明する。 
4 回 偏微分におけるテイラー展開について解説する。 
5 回 偏微分における極値について説明する。 
6 回 偏微分に関する章末問題の解法について説明する。 
7 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 



8 回 ２変数の積分について説明する。 
9 回 ２重積分における⻑方形領域上の積分について解説する。 
10 回 ２重積分に 

準備学習 1 回 解析学 Ⅰ で学習した１変数の微分について復習しておくこと。 
2 回 偏導関数について復習しておくこと。 
3 回 偏導関数と合成関数の微分法について復習しておくこと。 
4 回 偏導関数、高次偏導関数および解析学 Ⅰ で学習した１変数のテイラー展
開を復習しておくこと。 
5 回 偏微分のテイラー展開について復習しておくこと。 
6 回 第１回から５回までの授業内容を復習しておくこと。 
7 回 第１回から６回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておくこと。 
8 回 解析学 Ⅰ で学習した１変数の積分について復習してお 

 



年度 2014 
授業コード FTP00411 
成績評価 中間試験と定期試験より、次の項目において、総合評価により、６０点以上を合

格とする。 
(1)ベクトル・行列の演算が出来ること。 
(2)行列式・逆行列の計算が出来ること。 
(3)(1),(2)の応用として、連立方程式、一次変換、固有値が計算出来ること。 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP00411 数学Ⅲ(機械:線形代数) 
担当教員名 ⽥中 雅次 
単位数 2 
教科書 線形代数／矢野健太郎・石原繁 編／裳華房／978-4-785310622 
アクティブラーニング  
キーワード 線形代数, ベクトル解析 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅲ(機械:線形代数) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・「線形代数」と名の付く本は、本屋や本学の図書館に多数あるので参考にして

下さい。 
・高校の教科書や参考書で、「ベクトル」や「行列」が載っているものは、参考に
なります。基本が分からない人は、これらを勉強してください。 

授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FTP00411 
実務経験のある教員  
達成目標 [A1]機械システム⼯学の専門知識を理解するために、微分・積分、線形代数、確

率・統計、微分方程式、ベクトル解析およびフーリエ解析の数学知識を修得する。
特にベクトルの内積・外積、行列の計算、行列式の計算、１次変換の計算などが
出来るようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⽥中雅次(５号館３階) 

電子メール tanaka@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9594，オフィスアワー月曜日
7-8 時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics III 
関連科目 物理学, 力学, 微分と積分など 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 線形代数学は、機械⼯学において、微積分と並んで最も代表的かつ重要な数学で

ある。本講義では、機械⼯学の基礎として、ベクトルや空間図形・行列・行列式・
１次変換などの計算方法を中⼼に学習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ベクトルの定義や基本的な演算方法について説明する。 

2 回 ベクトルの内積と直線, 円, 球の方程式について説明する。 
3 回 行列式の基本について説明する。 
4 回 行列式の性質について説明する。 
5 回 小行列式について説明する。 
6 回 高次の行列式の解法について説明する。 
7 回 ベクトルの外積と平面の方程式について説明する。 
8 回 中間試験を実施し、まとめおよび解説をする。 
9 回 行列の基本について説明する。 
10 回 掃き出し法による連立１次方程式の解法について説明する。 
11 回 逆行列の求め方につい 

準備学習 1 回 ベクトルとは何かを調べておくこと。 
2 回 ベクトルの演算に関する問題演習を行っておくこと。 
3 回 行列式とは何かを調べておくこと。 
4 回 ２次の行列式が解けるようになっていること。 
5 回 ３次の行列式が解けるようになっていること。 
6 回 小行列式展開ができるようになっていること。 
7 回 高次の行列式の問題演習をよくやっておくこと。 
8 回 ベクトルの演算、直線の式、行列式などについてよく勉強しておくこと。 
9 回 行列とは何かを調べておくこと。 
10 回 行列の基本的な演算をよく行っておくこと。 
11 回 

 



年度 2014 
授業コード FTP00421 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP00421 数学Ⅲ(建築:代数学Ⅰ) 
担当教員名 濱谷 義弘 
単位数 2 
教科書 計算力をつける線形代数／神永正博・石川賢太／内⽥⽼鶴圃／978-4-753600328 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式、連立１次方程式の解法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅲ(建築:代数学Ⅰ) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学んだ数学の基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FTP00421 
実務経験のある教員  
達成目標 行列および行列式の演算ができ、それにより、連立１次方程式の解が求められる

こと。 
受講者へのコメント  
連絡先 濱谷研究室 第一学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics III 
関連科目 本科目に引き続き、「代数学 Ⅱ」を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 行列を高校で履修していないことを前提にして、行列と行列式を中⼼とした内容

を述べる。その応用として、連立１次方程式の解法について説明する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「線形代数とは何かやなぜ線形代数を学習する必要があるのか」を説明す

る。 
2 回 行列の和と差、スカラー倍について解説する。 
3 回 行列の積について説明する。 
4 回 行列の基本変形による連立方程式の解法について説明する。 
5 回 行列の基本変形による連立方程式において、解が無数に存在する場合や解



が存在しない場合について解説する。 
6 回 逆行列の定義と求め方について説明する。 
7 回 高次の逆行列を求める計算方法について解説する。 
8 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 
9 回 ２行２列の行 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、授業内容の過程について把握しておくこと。 
2 回 高校での数学のテキストで行列を学習していたら予習しておくこと。 
3 回 行列の和と差、スカラー倍の計算方法について復習しておくこと。 
4 回 行列の演算について復習しておくこと。 
5 回 行列の基本変形について復習しておくこと。 
6 回 行列の基本変形について復習しておくこと。 
7 回 逆行列の定義と求め方について復習しておくこと。 
8 回 第１回から７回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておくこと。 
9 回 行列について全般的に復習して 

 



年度 2014 
授業コード FTP00431 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP00431 数学Ⅲ(建築:代数学Ⅰ) 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 計算力をつける線形代数／神永正博・石川賢太／内⽥⽼鶴圃／978-4-753600328 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式、連立１次方程式の解法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅲ(建築:代数学Ⅰ) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学んだ数学の基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FTP00431 
実務経験のある教員  
達成目標 行列および行列式の演算ができ、それにより、連立１次方程式の解が求められる

こと。 
受講者へのコメント  
連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics III 
関連科目 本科目に引き続き、「代数学 Ⅱ」を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 行列を高校で履修していないことを前提にして、行列と行列式を中⼼とした内容

を述べる。その応用として、連立１次方程式の解法について説明する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「線形代数とは何かやなぜ線形代数を学習する必要があるのか」を説明す

る。 
2 回 行列の和と差、スカラー倍について解説する。 
3 回 行列の積について説明する。 
4 回 行列の基本変形による連立方程式の解法について説明する。 
5 回 行列の基本変形による連立方程式において、解が無数に存在する場合や解



が存在しない場合について解説する。 
6 回 逆行列の定義と求め方について説明する。 
7 回 高次の逆行列を求める計算方法について解説する。 
8 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 
9 回 ２行２列の行 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、授業内容の過程について把握しておくこと。 
2 回 高校での数学のテキストで行列を学習していたら予習しておくこと。 
3 回 行列の和と差、スカラー倍の計算方法について復習しておくこと。 
4 回 行列の演算について復習しておくこと。 
5 回 行列の基本変形について復習しておくこと。 
6 回 行列の基本変形について復習しておくこと。 
7 回 逆行列の定義と求め方について復習しておくこと。 
8 回 第１回から７回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておくこと。 
9 回 行列について全般的に復習して 

 



年度 2014 
授業コード FTP00441 
成績評価 課題への取り組みおよび小テストの結果（40％）、定期試験（60％）により成績

を評価する。採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。ただし、
定期試験において基準点を設け、得点が 30％未満の場合は不合格とする。また、
授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には試験成績は無効とみなし、評価は
E とする。 

曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP00441 数学Ⅲ(知能) 
担当教員名 松下 尚史 
単位数 2 
教科書 改訂版すぐわかる線形代数／石村園子著／東京図書 
アクティブラーニング  
キーワード 線形代数、ベクトル、行列、連立一次方程式、線形独立、行列の階数、行列式、

正則行列、行列の基本変形、ガウスの消去法、クラメルの公式、固有値、固有ベ
クトル 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅲ(知能) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FTP00441 
実務経験のある教員  
達成目標 ①行列の基本的な算法を身につけること。 

②行列の階数の意味を把握すること。 
③行列式の算法を身につけること。 
④逆行列を求めることができること。 
⑤固有値および固有ベクトルの意味を把握すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 （研究室）20 号館 3 階、（電話）086-256-9503、（E-mail）hisashi@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics III 
関連科目 全ての A 群科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 扱う対象は行列とする。まずは行列の基本変形が自由自在にできるようになるこ



とを目標とする。次にそれを用いて正方行列の逆行列、行列式が計算できるよう
になることを目指す。さらにそれらの総合的な応用として連立１次方程式が解け
るようになることを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 行列の和・スカラー倍・積について概説し、演習を行う。 

2 回 正則行列・行列のべきについて概説し、演習を行う。 
3 回 基本変形による行列の標準化・行列の階数について概説し、演習を行う。 
4 回 転置行列について概説し、演習を行う。 
5 回 行列式の定義について概説し、演習を行う。 
6 回 行列式の計算と基本性質について概説し、演習を行う。 
7 回 逆行列について概説し、演習を行う。 
8 回 連立 1 次方程式の解の求め方について概説し、演習を行う。 
9 回 クラメルの公式を用いた連立 1 次方程式の解の求め方について概説 

準備学習 1 回 行列の演算方法について学習してくること。 
2 回 正則行列の定義を調べてくること。 
3 回 行列の階数の意味を調べてくること。 
4 回 転置行列の定義と性質を調べてくること。 
5 回 行列式の定義を調べてくること。 
6 回 行列式の性質を調べてくること。 
7 回 逆行列の利用方法について調べてくること。 
8 回 基本変形の手順を復習してくること。 
9 回 行列式の計算方法を復習してくること。 
10 回 行列式の計算方法を復習してくること。 
11 回 固有値の定義および意味を調べてくること。 
12 回 逆行列の求め方を復習 

 



年度 2014 
授業コード FTP00451 
成績評価 中間テスト(20％)、小テスト(10％)、定期試験(70％)、60%以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP00451 数学Ⅲ(情⼯:数学Ⅱ) 
担当教員名 山口 尚宏 
単位数 2 
教科書 大⻄誠・佐野公朗「入門コース線形代数」 （学術図書出版社） 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式、ベクトル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅲ(情⼯:数学Ⅱ) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 数学を楽しんでほしい。数学を楽しみながら勉強してほしい。ぜひ知的好奇⼼を

もってほしい。 
シラバスコード FTP00451 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）行列を理解し、計算ができること。 

（２）行列式を理解し、計算ができること。 
（３）ベクトルを理解し、計算ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 山口研究室 1 学舎３階（電子メール yamaguch@ice.ous.ac.jp、電話 086-256-9588）

オフィスアワー 金曜日 ５−６時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics III 
関連科目 数学演習Ⅱ、応用数学Ⅰ、応用数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 行列・行列式の基本的な計算を扱う。応用として連立一次方程式の解法を説明す

る。またベクトルの内積・外積および,行列の固有値問題を扱う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 行列の和・積 

2 回 行列のべき・正則行列 
3 回 行列の基本変形・階数 
4 回 逆行列(掃きだし法） 



5 回 転置行列の性質 
6 回 行列式定義 
7 回 行列式の性質 
8 回 中間テスト 総合復習 
9 回 連立一次方程式（行基本変形） 
10 回 クラメルの公式 
11 回 ベクトル 
12 回 ベクトルの内積 
13 回 ベクトルの外積 
14 回 固有値問題 
15 回 総合復習 

準備学習 1 回 行列の和・積を予習すること。 
2 回 行列のべき・正則行列を予習すること。 
3 回 行列の基本変形・階数を予習すること。 
4 回 逆行列(掃きだし法）を予習すること。 
5 回 転置行列の性質を予習すること。 
6 回 行列式定義 を予習すること。 
7 回 行列式の性質を予習すること。 
8 回 第２回から第７回までの講義内容を復習すること。 
9 回 連立一次方程式（行基本変形）を予習すること。 
10 回 クラメルの公式を予習すること。 
11 回 ベクトルを予習すること。 
12 回 ベクトルの内積を予習すること。 
13 回 ベク 

 



年度 2014 
授業コード FTP00461 
成績評価 定期試験により評価する。得点で 60％以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP00461 数学Ⅲ(電シ:応用数学Ⅰ) 
担当教員名 垣谷 公徳 
単位数 2 
教科書 計算力をつける線形代数／神永正博・石川賢太／内⽥⽼鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、ベクトル、行列式、逆行列、固有値、固有ベクトル、対角化、線形独立、

線形従属、正規直交完全系 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅲ(電シ:応用数学Ⅰ) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 やさしく学べる線形代数／石村園子／共立出版 

線形代数とベクトル解析／E. クライツィグ（堀素夫訳）／培風館 
授業形態 講義 
注意備考 講義資料を World Wide Web を通じて配付するので、コンピュータリテラシで大

学の計算機環境になれておく必要がある. 
シラバスコード FTP00461 
実務経験のある教員  
達成目標 行列の演算、行列式・逆行列の計算、行列の対角化を簡単な行列に対して行うこ

とができる。線形独立と線形従属、正規直交完全系の概念を理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 3F 垣谷研究室 オフィスアワー: ⽊曜日 13:15-15:00 

E-mail: kimi@ee.ous.ac.jp 
Web: http://sstweb.ee.ous.ac.jp/ 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics III 
関連科目 電気電子システム学科のほとんどすべての専門科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 線形代数学は、⼯学の様々な分野に応用される非常に基礎的な数学である。この

講義では線形代数学の基礎から始め、⼯学的に重要ないくつかの例題をもとに、
逆行列、行列の対角化、計量ベクトル空間などについて学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  線形代数学の概要について講義するとともに、この講義で用いる基本的な



用語、および数式の表記法について説明する。 
2 回  連立１次方程式の一般論について説明する。 
3 回  行列の基本変形について説明する。 
4 回  行列と行列の演算を定義し、その性質について説明する。 
5 回  逆行列ついて説明し、その性質をいくつか確認する。 
6 回  行列式の定義と、その数学的性質および計算法を講義する。 
7 回  余因子展開ついて説明するとともに余因子展開を用いて具体的に行列式を
計算する。 
8 回  余因子行列と逆行列の関 

準備学習 1 回 高校数学 A, B の平面ベクトル／空間ベクトルおよび高校数学 C の行列につ
いて復習しておくこと 
2 回 行列・ベクトルの基本的な定義に関する提出課題を完成させること。 
3 回 行列・ベクトルの基本的な定義に関する課題の正答をノートに整理すると
ともに、連立１次方程式に関する提出課題を完成させること。 
4 回 連立１次方程式に関する課題の正答をノートに整理するとともに、行列の
基本変形に関する提出課題を完成させること。 
5 回 行列の基本変形に関する課題の正答をノートに整理するとともに、行列と
行列の演算に関する提出課 

 



年度 2014 
授業コード FTP00471 
成績評価 定期試験により評価する。得点で 60％以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP00471 数学Ⅲ(電シ:応用数学Ⅰ） 
担当教員名 垣谷 公徳 
単位数 2 
教科書 計算力をつける線形代数／神永正博・石川賢太／内⽥⽼鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、ベクトル、行列式、逆行列、固有値、固有ベクトル、対角化、線形独立、

線形従属、正規直交完全系 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅲ(電シ:応用数学Ⅰ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 やさしく学べる線形代数／石村園子／共立出版 

線形代数とベクトル解析／E. クライツィグ（堀素夫訳）／培風館 
授業形態 講義 
注意備考 講義資料を World Wide Web を通じて配付するので、コンピュータリテラシで大

学の計算機環境になれておく必要がある. 
シラバスコード FTP00471 
実務経験のある教員  
達成目標 行列の演算、行列式・逆行列の計算、行列の対角化を簡単な行列に対して行うこ

とができる。線形独立と線形従属、正規直交完全系の概念を理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 3F 垣谷研究室 オフィスアワー: ⽊曜日 13:15-15:00 

E-mail: kimi@ee.ous.ac.jp 
Web: http://sstweb.ee.ous.ac.jp/ 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics III 
関連科目 電気電子システム学科のほとんどすべての専門科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 線形代数学は、⼯学の様々な分野に応用される非常に基礎的な数学である。この

講義では線形代数学の基礎から始め、⼯学的に重要ないくつかの例題をもとに、
逆行列、行列の対角化、計量ベクトル空間などについて学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  線形代数学の概要について講義するとともに、この講義で用いる基本的な



用語、および数式の表記法について説明する。 
2 回  連立１次方程式の一般論について説明する。 
3 回  行列の基本変形について説明する。 
4 回  行列と行列の演算を定義し、その性質について説明する。 
5 回  逆行列ついて説明し、その性質をいくつか確認する。 
6 回  行列式の定義と、その数学的性質および計算法を講義する。 
7 回  余因子展開ついて説明するとともに余因子展開を用いて具体的に行列式を
計算する。 
8 回  余因子行列と逆行列の関 

準備学習 1 回 高校数学 A, B の平面ベクトル／空間ベクトルおよび高校数学 C の行列につ
いて復習しておくこと 
2 回 行列・ベクトルの基本的な定義に関する提出課題を完成させること。 
3 回 行列・ベクトルの基本的な定義に関する課題の正答をノートに整理すると
ともに、連立１次方程式に関する提出課題を完成させること。 
4 回 連立１次方程式に関する課題の正答をノートに整理するとともに、行列の
基本変形に関する提出課題を完成させること。 
5 回 行列の基本変形に関する課題の正答をノートに整理するとともに、行列と
行列の演算に関する提出課 

 



年度 2014 
授業コード FTP00511 
成績評価 最終試験（60％）、小テスト、宿題（40％）最終試験と小テスト、宿題の成績に

より評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜13) 
見出し FTP00511 数学Ⅳ(知能:応用数学Ⅰ) 
担当教員名 神谷 茂保 
単位数 2 
教科書 すぐわかる微分方程式／石村園子／東京図書／978-4-489004773：大学演習 解

析学概論／矢野健太郎、石原繁／裳華房／978-4-785380045 
アクティブラーニング  
キーワード 微分方程式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅳ(知能:応用数学Ⅰ) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に示す。 
授業形態 講義 
注意備考 数学 I,II の内容に習熟していること。 

よく復習すること（教科書「すぐわかる微分方程式」の該当部分は必ず読んでお
くこと）。（数学関連科目の学習にはある種のセンスを要求します。そのセンスを
磨くには勉強以外ありません。）「大学演習 解析学概論（矢野健太郎、石原繁著、
裳華房）」の該当部分も必ずやっておくこと。また図書館で関連図書を見つけ読
んでみること。微積分とくに積分の計算ができない場合はこの講義はとても難し
いものになるのでその覚悟をして履修すること。小テストを行うので遅刻しない
で出席すること。 

シラバスコード FTP00511 
実務経験のある教員  
達成目標 微分方程式の解を求積法により実際に求めることができるようになること。特に

線形微分方程式の解が求められそれを力学、電磁気学に応用できること。いろい
ろな現象を微分方程式という方法で記述し、それを解析することができるように
なることが「微分方程式論」の大きな目標であるがこの講義では上記のように
「（定数係数２階）線形微分方程式の解を求めることができる」ことを最低限の
目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 連絡先 20 号館 6 階神谷研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Mathematics IV 
関連科目 A 群のほとんどすべての科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 微分方程式の基礎を学ぶ。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  微分方程式とは何かを説明する。 

2 回  微分方程式の応用例について説明する。 
3 回  直接積分形の微分方程式について説明する。 
4 回  変数分離型の微分方程式 について説明する。 
5 回  変数分離型の微分方程式の応用について説明する。 
6 回  同次形の微分方程式 について説明する。1 
7 回  同次形の微分方程式の応用について説明する。 
8 回  １階線形微分方程式について説明する。 
9 回 １階線形微分方程式の応用について説明する。 
10 回  線形空間の基礎について説明する。 
11 回  線形微分方程式 

準備学習 1 回  微分積分の基礎を復習しておくこと。 
2 回  「積分」の練習をしておくこと。 
3 回  微分積分の基礎的な問題を復習しておくこと。また微分方程式の応用例
について復習しておくこと。 
4 回  微分方程式とは何か理解しておくこと。不定積分の練習問題をやってみ
ること。 
5 回  微積分の教科書などを参照に積分の演習問題を解いてみること。 
6 回 変数分離形の微分方程式の一般解を求める練習をしてみること。 
7 回 変数分離形、同次形の微分方程式の復習をしておくこと。。 
8 回 微積分学の教科書の「積分」の部分を復習して 

 



年度 2014 
授業コード FTP00521 
成績評価 小テスト（３０％）、定期試験（６０％）、宿題（１０％） 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜13) 
見出し FTP00521 数学Ⅳ(電シ:数学Ⅲ) 
担当教員名 クルモフ バレリー 
単位数 2 
教科書 「徹底攻略 常微分方程式」／真⾙寿明 著／共立出版／978-4-320019348 
アクティブラーニング  
キーワード 初等関数、複素関数、微分、積分、微分方程式、初期値問題、一般解、特異解 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅳ(電シ:数学Ⅲ) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １）Advanced Engineering Mathematics「常微分方程式」／E.クライツィグ／培

風館 
２）新課程「微分方程式」／石原 繁・浅野重初著／共立出版 

授業形態 講義 
注意備考 次 の ペ ー ジ に 講 義 等 の 資 料 ・ 宿 題 の 回 答 を 公 開 し て い る 。

http://shiwasu.ee.ous.ac.jp/mathiii/ 随時に参照することが重要である。 
質問・相談はオフィスアワー以外可 

シラバスコード FTP00521 
実務経験のある教員  
達成目標 各種関数の微分、積分ができ、微分方程式が解けること。専門の講義に出てくる

微分、微分方程式に関する数式及びその展開が理解出来ること 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 4F クルモフ研究室 086−256-9542 val@ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics IV 
関連科目 電気電システム学科のほとんどの科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 理⼯学の分野で取り扱われる数多くの現象は微分方程式で記述される。本講義で

は電気電子⼯学の専門を履修するに必要な微分方程式の解法を⼯学的な実例を
多く取り入れて講義する。講義では出来るだけ多くの例題の解法を教示し、学生
諸君が基本的な問題を解く能力を醸成し、専門科目を理解するのに必要な数学的
知識を習得することに主眼をおいて進める。そのため講義時間中に小テストを実
施し、演習問題のレポート提出を課す。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「準備」 

講義の進め方・評価方法を説明してから次の内容を復習する。 
１）微分法 
２）積分法 
３）線形代数（ベクトル、行列） 
４）物理現象のモデル化 
2 回 「微分方程式概説」 
複数の例題を通じて次のことを説明する。 
１）常微分方程式の概念 
２）微分方程式の解（陽関数会・陰関数解） 
３）一般解・特殊解 
４）初期値問題、境界値問題 
５）電気回路のモデル化 
3 回 「変数分離法・積分因子法」 
１）変数分離形微分方程式の解法 
２）変数分離形微分方程式へ変換できるものの解法 
３）線形微分方程式の解法 
4 回 小テス 

準備学習 1 回 シラバスの内容を読み、全体の流れを把握すること。指数関数、対数関数、
三角関数および微分・積分法を復習すること。また、LR と RC 回路の復習が望
ましい。 
2 回 前回の内容を復習し、宿題を解くこと。 
3 回 前回与えられた宿題を解き、内容を理解すること。理解不足の場合教員のと
ころへ相談をしに行くことが望ましい。 
4 回 前回与えられた宿題を解き、内容を理解すること。理解不足の場合教員のと
ころへ相談をしに行くことが望ましい。全微分を復習すること。 
5 回 前回与えられた宿題を解くこと。 
6 回 前回までの内容を復習 

 



年度 2014 
授業コード FTP00531 
成績評価 最終試験（60％）、小テスト、宿題（40％）最終試験と小テスト、宿題の成績に

より評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜13) 
見出し FTP00531 数学Ⅳ(知能:応用数学Ⅰ) 
担当教員名 神谷 茂保 
単位数 2 
教科書 すぐわかる微分方程式／石村園子／東京図書／978-4-489004773：大学演習 解

析学概論／矢野健太郎、石原繁／裳華房／978-4-785380045 
アクティブラーニング  
キーワード 微分方程式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅳ(知能:応用数学Ⅰ) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に示す。 
授業形態 講義 
注意備考 数学 I,II の内容に習熟していること。 

よく復習すること（教科書「すぐわかる微分方程式」の該当部分は必ず読んでお
くこと）。（数学関連科目の学習にはある種のセンスを要求します。そのセンスを
磨くには勉強以外ありません。）「大学演習 解析学概論（矢野健太郎、石原繁著、
裳華房）」の該当部分も必ずやっておくこと。また図書館で関連図書を見つけ読
んでみること。微積分とくに積分の計算ができない場合はこの講義はとても難し
いものになるのでその覚悟をして履修すること。小テストを行うので遅刻しない
で出席すること。 

シラバスコード FTP00531 
実務経験のある教員  
達成目標 微分方程式の解を求積法により実際に求めることができるようになること。特に

線形微分方程式の解が求められそれを力学、電磁気学に応用できること。いろい
ろな現象を微分方程式という方法で記述し、それを解析することができるように
なることが「微分方程式論」の大きな目標であるがこの講義では上記のように
「（定数係数２階）線形微分方程式の解を求めることができる」ことを最低限の
目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 連絡先 20 号館 6 階神谷研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Mathematics IV 
関連科目 A 群のほとんどすべての科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 微分方程式の基礎を学ぶ。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  微分方程式とは何かを説明する。 

2 回  微分方程式の応用例について説明する。 
3 回  直接積分形の微分方程式について説明する。 
4 回  変数分離型の微分方程式 について説明する。 
5 回  変数分離型の微分方程式の応用について説明する。 
6 回  同次形の微分方程式 について説明する。1 
7 回  同次形の微分方程式の応用について説明する。 
8 回  １階線形微分方程式について説明する。 
9 回 １階線形微分方程式の応用について説明する。 
10 回  線形空間の基礎について説明する。 
11 回  線形微分方程式 

準備学習 1 回  微分積分の基礎を復習しておくこと。 
2 回  「積分」の練習をしておくこと。 
3 回  微分積分の基礎的な問題を復習しておくこと。また微分方程式の応用例
について復習しておくこと。 
4 回  微分方程式とは何か理解しておくこと。不定積分の練習問題をやってみ
ること。 
5 回  微積分の教科書などを参照に積分の演習問題を解いてみること。 
6 回 変数分離形の微分方程式の一般解を求める練習をしてみること。 
7 回 変数分離形、同次形の微分方程式の復習をしておくこと。。 
8 回 微積分学の教科書の「積分」の部分を復習して 

 



年度 2014 
授業コード FTP00541 
成績評価 中間試験（２５％）、定期試験（５０％）、宿題（２５％） 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜13) 
見出し FTP00541 数学Ⅳ(電シ:数学Ⅲ) 
担当教員名 萬本 義徳 
単位数 2 
教科書 「徹底攻略 常微分方程式」／真⾙寿明 著／共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 初等関数、複素関数、微分、積分、微分方程式、初期値問題、一般解、特殊解 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅳ(電シ:数学Ⅲ) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １）Advanced Engineering Mathematics「常微分方程式」／E.クライツィグ／培

風館 
２）新課程「微分方程式」／石原 繁・浅野重初著／共立出版 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTP00541 
実務経験のある教員  
達成目標 各種関数の微分、積分ができ、微分方程式が解けること。専門の講義に出てくる

微分、微分方程式に関する数式及びその展開が理解出来ること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics IV 
関連科目 電気電システム学科のほとんどの科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 理⼯学の分野で取り扱われる数多くの現象は微分方程式で記述される。本講義で

は電気電子⼯学の専門を履修するに必要な微分方程式の解法を⼯学的な実例を
多く取り入れて講義する。講義では出来るだけ多くの例題の解法を教示し、学生
諸君が基本的な問題を解く能力を醸成し、専門科目を理解するのに必要な数学的
知識を習得することに主眼をおいて進める。そのため講義時間中に小テストを実
施し、演習問題のレポート提出を課す。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  



準備学習 １回 シラバスの内容を読み、全体の流れを把握すること。指数関数、対数関数、
三角関数および微分・積分法を復習すること。また、LR と RC 回路の復習が望
ましい。  
２回 前回の内容を復習し、宿題を解くこと。  
３回 前回与えられた宿題を解き、内容を理解すること。理解不足の場合教員の
ところへ相談をしに行くことが望ましい。  
４回 前回与えられた宿題を解き、内容を理解すること。理解不足の場合教員の
ところへ相談をしに行くことが望ましい。全微分を復習すること。  
５回 前回与えられた宿題を解くこと。  
６回 前回までの 

 



年度 2014 
授業コード FTP00551 
成績評価 定期試験(70％)，中間試験(30％)，小テスト(0％)，レポート(0％)，ノート(0％)

により評価する。 
つぎの問題それぞれにつき具体的に求解できることで評価する。 
１）簡単な微分方程式（変数分離型微分方程式を含む）の解を求める問題、 
２）１階線形非同次微分方程式の右辺が変数の多項式、指数関数、三角関数で与
えられる場合の解を求める問題、 
３）２階定係数線形同次微分方程式の解を求める問題 
４）２階線形非同次微分方程式の右辺が変数の三角関数で与えられる場合の解を
求める問題、 
１）と２）で全体の 30％、３）と 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP00551 数学Ⅳ(機械:微分方程式) 
担当教員名 吉⽥ 浩治 
単位数 2 
教科書 やさしく学べる微分方程式／石村園子／（共立出版） 
アクティブラーニング  
キーワード 数学，微分・積分，微分方程式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅳ(機械:微分方程式) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大学・高専生のための解法演習微分積分Ⅱ／糸岐宣昭・三ッ広孝／（森北出版）：

基本微分積分／水本久夫／（培風館）：微分方程式の基礎／水本久夫／（培風館） 
授業形態 講義 
注意備考 前期開講の「微分と積分」を必ず修得しておくこと。万が一修得できなかった者

は、再履修まで待たず、本講義開講中に各自で学習し修得に努めること。 
シラバスコード FTP00551 
実務経験のある教員  
達成目標 [A1] 機械システム⼯学の専門知識を理解するために、微分・積分、線形代数、

確率・統計、微分方程式、ベクトル解析およびフーリエ解析の数学知識を修得す
る。特に、特に、力学の運動方程式との対応で微分方程式の概念を理解し、変数
分離型、１階微分方程式、２階線形微分方程式それぞれにつき基本的な方程式が
解けるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 メール：k_yoshida＠mech.ous.ac.jp， 電話：086-256-9743， 

オフィスアワー：（火曜日，水曜日９・１０時限） 場所：４号館４階吉⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics IV 
関連科目 数学，物理学，力学，材料力学，熱力学，流体力学，機械力学，自動制御 など

（専門科目全般に関連） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自然科学の基礎となる微分積分学について、微分方程式について学習する。微分

方程式の概念を理解し、微分方程式が解けるようになること。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 授業の概要を説明する。引き続き微分方程式について説明する。また、偏微

分について説明する。 
2 回 微分の復習を兼ねて、微分方程式の解を具体的に見ることにする 
3 回 積分の復習を兼ねて、簡単な微分方程式を解くことをする。 
4 回 変数分離型の微分方程式の説明と解法を説明する。 
5 回 変数分離型の微分方程式の幾つかを具体的に解くことをする。 
6 回 １階微分方程式の同次形について説明する。 
7 回 問題演習（簡単な微分方程式、変数分離型の微分方程式、１階微分方程式）
を実施する。 
8 回 中間試験およびその問題の解 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み，講義目的，講義内容，達成目標を把握しておくこと。
さらに、前期開講の「微分と積分」の内容全般を復習しておくこと。 
2 回 「微分と積分」の初等関数の微分と微分法の応用を復習しておくこと。 
3 回 「微分と積分」の初等関数の積分と積分法の応用を復習しておくこと。 
4 回 簡単な微分方程式を解くことで復習し、教科書で変数分離型の微分方程式
を予習しておくこと 
5 回 変数分離型の微分方程式の問題を解くことで復習しておくこと。 
6 回 教科書で１階微分方程式の同次形について予習をしておくこと。 
7 回 

 



年度 2014 
授業コード FTP00611 
成績評価 定期試験(100％)，中間試験(0％)，小テスト(0％)，レポート(0％)，ノート(0％) 

物理学のうち、力学の基礎知識を修得し、特に、微分を使って運動方程式を作り、
積分により運動方程式が解くことを達成している場合に、成績を評価する。 

曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP00611 物理学Ⅰ(機械) 
担当教員名 蜂谷 和明 
単位数 2 
教科書 「理⼯基礎物理学」／浦上澤之編著／裳華房／978-4-785320393 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学，力学，質点の力学，微分・積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学Ⅰ(機械) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻑岡洋介著・「物理の基礎」・東京教学社野⽥ 学著・「やりなおし高校の物理」・

ナツメ社 
授業形態 講義 
注意備考 機械システム⼯学科および機械系科目を学ぶ⼯学プロジェクトコースでは、物理

学の履修は避けて通れない。高校で物理学を履修しなかった学生あるいは不得意
であった学生は、高校の教科書はもとより、上記の参考書などにより問題演習も
含めて十分に学習してほしい。 

シラバスコード FTP00611 
実務経験のある教員  
達成目標 [A2]機械システム⼯学の専門知識を理解するために、物理学、力学、電磁気学の

基礎知識を修得する。特に、微分を使って運動方程式を作り、積分により運動方
程式が解くことを目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 蜂谷（電子メール hachiya@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9573）オフィスアワー

水曜日 12:30-13:30、16:00-17:00、金曜日 16:00-17:00、場所１学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics I 
関連科目 物理学 II，力学，数学，物理学実験，材料力学など 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学は機械の専門科目をこれから学んでいく上での基礎になる。講義を通して

物理現象の見方、考え方を学び、問題解決の力を身につける。物理学Ⅰでは主と



して力学を学習する。高校で学習した物理を卒業し、機械システム⼯学科で専門
科目学ぶ上で重要な、微分・積分を使った大学の物理学（力学）に慣れることを
目的とする。また、高校で物理を学習しなかった学生もフォローする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

物理学Ｉの目的、内容および実施方法について説明する。 
2 回  速度、加速度 
物体の運動を表現する速度、加速度について説明する。 
3 回  関数とその微分 
物体の運動の速度、加速度を微分で表し、さらに微分と積分の基礎について説明
する。 
4 回  ベクトル 
物体の運動の速度、加速度は、方向と大きさを持ったベクトルで表現される。ベ
クトルについて説明し、この和や差について説明する。 
5 回  速度および加速度ベクトル（ベクトルの微分） 
３回目の微分と４回目のベクトルを合わせて、速度および加速 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  教科書を事前に読んで、速度や加速度について調べること。 
3 回  大学で現在学習している数学での微分の箇所を一通り読んでおくと、この
箇所がわかりやすい。 
4 回  教科書を事前に読んで、ベクトルについて調べること。 
5 回  第３回と４回の微分とベクトルの講義を復習し、教科書を事前に読んで予
習してくること。 
6 回  教科書と演習問題の箇所を事前に調べておくこと。 
7 回  高校では公式等を使って運動方程式を解いていたが、微分を使用した運動
方程式 

 



年度 2014 
授業コード FTP00621 
成績評価 定期試験のウェイトを約４０％、課題レポートのウェイトを約６０％として評価

する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP00621 物理学Ⅰ(電シ) 
担当教員名 小野 忠良 
単位数 2 
教科書 理⼯系 物理学講義 改訂版／加藤潔著／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 物理量、単位、スカラー、ベクトル、微分、積分、電場、電気回路、電力、磁場、

電磁誘導、電磁波 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学Ⅰ(電シ) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 高校で用いた物理 I, 物理 II の教科書 

絶対にわかる力学/ 白石清/ 講談社 
授業形態 講義 
注意備考 式や内容をただ棒暗記するのは、物理学を理解することと何の関係もありませ

ん。物理量の定義，原理、法則はどのように導き出されたか、どういう物理的意
味をもっているか、適用範囲はどうか、なぜそうなるかを考えることが物理学を
より深く理解することにつながります。ですから、これまでに染み付いた暗記型
学習方法から抜け出し、一日も早く、「考えること」を中⼼にした学習方法を身に
つけることができるように努力することが大切です。 

シラバスコード FTP00621 
実務経験のある教員  
達成目標 物理学 II, 物理学 III および電磁気学 I などを学ぶために必要な基礎知識を習得

することを目標とする。とくに、力学と電磁気学について、それらの基本的な概
念や法則をよく理解し、それらを応用できる能力や物理的考え方を身につけても
らいたい。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階 小野（忠）研究室 TEL: 086-256-9619 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics I 
関連科目 物理学 II, 物理学 III, 電磁気学 I, 電気電子⼯学基礎実験, 数学 I, 数学 II 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 本講義の主眼は、物理学 II, 物理学 III および電磁気学 I などを学ぶのに必要な
基礎知識を習得することにある。内容は、電磁気学、物理学を学ぶ前に必要とな
る基本的なことがらおよび質点の力学の一部、の基礎的なものである。高校で物
理 I, 物理 II を履修しなかった人あるいは十分に理解できなかった人は、特に力
を入れて学習してもらいたい。分からなかったり、疑問に思ったことは、積極的
に教員に質問してください。また、理解している人は、章末の演習問題やレポー
ト課題などを自主的に解くことにより内容をより深く理解することに 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理量と単位について講義する。 

2 回 座標系、物理量、スカラーとべクトルについて講義する。 
3 回 物質の性質を表現する量および微分の考え方について講義する。 
4 回 微分の考え方（３次元運動での速度、加速度、偏微分）についての講義およ
び第２回目の講義中に課した提出レポートの結果の講評と解説をする。 
5 回 物理学で用いられる積分の考え方について講義する。 
6 回 第 4 回目の講義中に課したレポートの結果の講評と解説および物理学にお
ける積分の応用例について講義する。 
7 回 演習と解説をする。 
8 回 質点とモデ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、講義内容、講義の流れ、講義目的、達成目標を把握
しておくこと。物理学を学ぶ前に必要となる、物理量と単位について調べ、考え
ておくこと。 
2 回 第１回目の講義内容の復習をすること。物理学を学ぶのに必要となる、座標
系および物理量の符号、スカラーとベクトルについて調べ、考えておくこと。 
3 回 第２回目の講義内容の復習をすること。物理学を学ぶのに必要となる、物質
の性質を表現する量、物理学で用いられる微分の考え方について調べておくこ
と。 
4 回 第３回目の講義内容を復習をすること。物理学を学ぶ 

 



年度 2014 
授業コード FTP00631 
成績評価 定期試験（45%）、中間試験（45%）、レポート（10%） 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP00631 物理学Ⅰ(知能) 
担当教員名 久野 弘明 
単位数 2 
教科書 物理学の基礎［１］力学／D.ハリディ、R.レスニック、J.ウォーカー共著 野沢

光昭 監訳／培風館／978-4-563022556 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学、速度、加速度、ベクトル、力学、運動 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学Ⅰ(知能) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎物理学 上／金原寿朗 編／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 教科書には多くの例題や問題があるので、講義で取り上げなかった部分は各自で

取り組み、理解を深めるよう努めてもらいたい。 
関数電卓を用意すること。なお，ポケコンは講義中は使用可能であるが，試験時
には使用不可（記憶機能があるため）。 
入門物理を受講すること。 

シラバスコード FTP00631 
実務経験のある教員  
達成目標 機械システム⼯学の専門知識を理解するために、物理学、力学の基礎知識を修得

する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ６号館４階 久野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics I 
関連科目 入門物理、物理学 II、力学、数学、物理学実験、ロボットダイナミクス、材料力

学、生活支援⼯学など 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学は⼯学技術の基礎となる重要な学問である。本講義は質点の力学に焦点を

当て、その考え方や基礎知識を身に付けることを目的とする。すなわち、単位系、
簡単な運動、ベクトル２次元と３次元の運動などについて、例題や演習を取り入
れながら詳しく講述する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  測定について説明する。 

2 回  直線運動（位置と変位）について説明する。 
3 回  直線運動（速度）について説明する。 
4 回  直線運動（加速度）について説明する。 
5 回  直線運動（等加速度運動）について説明する。 
6 回  直線運動（自由落下の加速度）について説明する。 
7 回  問題演習する。 
8 回  これまでのまとめを行い、中間試験をする。 
9 回  ベクトル（加法と成分）について説明する。 
10 回  ベクトル（単位ベクトル）について説明する。 
11 回  ベクトル（スカラー積とベクトル積）について 

準備学習 1 回  単位について復習しておくこと。 
2 回  高校で習った位置と変位を復習しておくこと。 
3 回  高校で習った速度を復習しておくこと。 
4 回  高校で習った加速度を復習しておくこと。 
5 回  高校で習った等加速度運動を復習しておくこと。 
6 回  高校で習った自由落下の加速度を復習しておくこと。 
7 回  例題を復習しておくこと。 
8 回  講義内容を復習しておくこと。 
9 回  高校で習ったベクトルの加法と成分を復習しておくこと。 
10 回  高校で習ったベクトルの単位ベクトルを復習しておくこと。 
11 回  高 

 



年度 2014 
授業コード FTP00641 
成績評価 課題レポート（２０％）と定期試験（８０％）により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP00641 物理学Ⅰ(建築) 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 はじめて学ぶ物理学／阿部龍蔵／ サイエンス社／978-4-781911427 
アクティブラーニング  
キーワード 速度、加速度、力、運動の法則、仕事、エネルギー、相対運動、ローレンツ変換 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学Ⅰ(建築) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FTP00641 
実務経験のある教員  
達成目標 相対性理論を含めた力学の基礎的な知識を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics I 
関連科目 「数学 I」と「数学 III」を受講していることが望ましい。 

本科目に引き続き、「物理学 II」を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 日常生活で関わりがある点を強調しながら、できるだけ微分・積分を使わずに、

高校での物理未履修者にもわかる内容で、相対性理論を含めた力学について述べ
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理量、質量、⻑さおよび時間について説明する。 

2 回 運動の表し方としての速度について解説する。 
3 回 運動の表し方としての加速度について説明する。 
4 回 運動と力における力について解説する。 
5 回 運動と力における運動の法則について説明する。 
6 回 運動と力における重力場での運動について解説する。 



7 回 運動と力における円運動について説明する。 
8 回 仕事とエネルギーにおける仕事と仕事率について解説する。 
9 回 仕事とエネルギーにおける位置エネルギーと運動エネルギーについて説明
する。 
10 回 仕事 

準備学習 1 回 日常生活における⻑さや時間では、どのような単位が用いられているかを
事前に考えておくこと。また、高校で物理を履修していたら、使用した物理のテ
キストで第１回授業内容の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
2 回 物理量、質量、⻑さおよび時間について復習しておくこと。高校で物理を履
修していたら、使用した物理のテキストで第２回授業内容の該当箇所を読み、理
解しておくこと。 
3 回 速度について復習しておくこと。 
4 回 加速度について復習しておくこと。また、高校で物理を履修していたら、使
用した物理のテキストで第４回授 

 



年度 2014 
授業コード FTP00651 
成績評価 中間試験 40%，定期試験 60%で判定する． 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP00651 物理学Ⅰ(応化) 
担当教員名 矢城 陽一朗 
単位数 2 
教科書 初歩の物理―力学・電磁気入門―／小野文久／裳華房／978-4-785322311 
アクティブラーニング  
キーワード 速度、加速度、重力加速度、ベクトル、相対速度、運動の法則、慣性の法則、作

用・反作用の法則、スカラー積、仕事、仕事率、運動エネルギー、ポテンシャル、
力学的エネルギー 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学Ⅰ(応化) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理⼯基礎物理学／浦上澤之／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTP00651 
実務経験のある教員  
達成目標 運動の法則によって運動方程式を立て、速度、位置を得て、仕事、運動エネルギ

ー、ポテンシャル、力学的エネルギーを求め、解釈できることを目指す。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階 矢城研究室 yagi@sp.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics I 
関連科目 入門数学，入門物理，数学 I，数学 II，物理化学 I，物理化学 II，基礎物理学実験，

物理学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼯学学習の基礎として、物理現象を定量的にとらえ解析するため、物理量をスカ

ラーやベクトルで定義し、微分積分を含む数式や図を使って考え解くプロセスを
詳述する。例として、ニュートンの運動法則の考え方を習得し、簡単な運動につ
いて方程式をたて、軌道等を計算し、仕事、運動エネルギー、位置エネルギーを
求め、結果を解釈する能力を養う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理量と単位系について講義する。 



2 回 力学で使う数学（微分とベクトル）について講義する。 
3 回 時間と位置の関係，位置の変化する割合として速度を導入する。 
4 回 時間と速度の関係，位置と時間のグラフから速度，加速度を求める． 
5 回 相対速度について講義する。 
6 回 慣性の法則，作用・反作用の法則について講義する。 
7 回 ニュートンの運動方程式について講義する。 
8 回 中間試験を行い，試験終了後に問題解説を行う。 
9 回 等速直進運動について講義する。 
10 回 落体の運動について講義する。 
11 回 等 

準備学習 1 回 身の回りの物理現象について調べておくこと． 
2 回 微分法・ベクトルの復習をしておくこと． 
3 回 微分法（一階微分）の復習をしておくこと． 
4 回 微分法（二階微分）の復習をしておくこと． 
5 回 ベクトルの復習（ベクトルの加減）をしておくこと． 
6 回 力の大きさと向きについて予習しておくこと。 
7 回 時間と位置，速度，加速度の関係を復習しておくこと。 
8 回 第１回から第７回までの復習をしておくこと． 
9 回 力が働いていないときのニュートンの運動方程式について復習しておくこ
と． 
10 回 力が働いているとき 

 



年度 2014 
授業コード FTP00661 
成績評価 小テスト(20%)、課題演習(40%)、期末テスト(40%)として評価する 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP00661 物理学Ⅰ(応化) 
担当教員名 小野 文久 
単位数 2 
教科書 初歩の物理―力学・電磁気入門―／小野文久著／裳華房／978-4-785322311 
アクティブラーニング  
キーワード 速度、加速度、重力加速度、ベクトル、相対速度、運動の法則、慣性の法則、作

用・反作用の法則、スカラー積、仕事、力学的エネルギー、角運動量 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学Ⅰ(応化) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理⼯基礎物理学/浦上澤之編/裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 物理額は大切な基礎的学力を形成するので、ノートを整備し、復習と問題解答に

繰り返し取り組むこと。学習態度、ノート整備状況をたびたびチェックする。 
シラバスコード FTP00661 
実務経験のある教員  
達成目標 運動の法則によって運動方程式をたて、速度、位置を得て、仕事、運動エネルギ

ー、位置エネルギー、力学的エネルギーを求め、解釈できることを目指す。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics I 
関連科目 入門数学、入門物理、数学 I、数学 II、物理化学 I、物理化学 II、基礎物理学実験、

物理学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼯学学習の基礎として、物理現象を定量的にとらえ解析するため、物理量をスカ

ラーやベクトルで定義し、微分、積分を含む数式や図を使って考え解くプロセス
を身につける。 
例として、ニュートンの運動の法則の考え方を習得し、簡単な運動について方程
式をたて、軌道等を計算し、仕事、運動および位置エネルギーを求め、結果を解
釈する能力を養う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 力学を学ぶ目的、意義、と学習の方法について説明する。 
2 回 物理学で用いる基本単位と物理量について、スカラー量とベクトル量に区
分して説明する。 
3 回 位置−速度−加速度の関係、ベクトル量の時間微分のし方とその意味につ
いて解説する。 
4 回 力と加速度の関係、運動の法則について解説する。 
5 回 力の概念と、物体同士に働く力、万有引力、クーロン力、摩擦力について説
明する。 
6 回 いろいろな力、力の合成と分解、ベクトルの和と差について計算方法を説明
する。 
7 回 いろいろな運動、等速度運動、等加速度運動と微分 

準備学習 1 回 テキストとシラバスを確認し、最初に出てくる(p.4)クイズを解いてみるこ
と。 
2 回 最も基本的な物理量としての「位置ベクトル」について調べておくこと。 
3 回 ベクトルの微分のし方について、速度、加速度の例を理解しておくこと。 
4 回 １章の章末問題[1]〜[5]を解いておくこと。さらに「運動の法則」を理解し
ておくこと。 
5 回 「力」とはどういう物理量であるか、万有引力の法則について理解しておく
こと。 
6 回 万有引力以外の「力」、ベクトルの和と差のし方について調べておくこと。 
7 回 第２章の章末問題[1 

 



年度 2014 
授業コード FTP00711 
成績評価 定期試験（45%）、中間試験（45%）、レポート（10%） 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP00711 物理学Ⅱ(知能) 
担当教員名 久野 弘明 
単位数 2 
教科書 物理学の基礎［１］力学／D.ハリディ、R.レスニック、J.ウォーカー共著 野沢

光昭 監訳／培風館／978-4-563022556 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学、ニュートンの法則、力学、微分・積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学Ⅱ(知能) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎物理学 上／金原寿朗 編／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 教科書には多くの例題や問題があるので、講義で取り上げなかった部分は各自で

取り組み、理解を深めるよう努めてもらいたい。 
関数電卓を用意すること。なお，ポケコンは講義中は使用可能であるが，試験時
には使用不可（記憶機能があるため）。 
入門物理を受講すること。 

シラバスコード FTP00711 
実務経験のある教員  
達成目標 機械システム⼯学の専門知識を理解するために、物理学、力学の基礎知識を修得

する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ６号館４階 久野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics II 
関連科目 入門物理、物理学 I、力学、数学、物理学実験、ロボットダイナミクス、材料力

学、生活支援⼯学など 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学は⼯学技術の基礎となる重要な学問である。本講義は質点の力学に焦点を

当て、その考え方や基礎知識を身に付けることを目的とする。すなわち、力と運
動などについて、例題や演習を取り入れながら詳しく講述する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  ２次元と３次元の運動（放物運動）について説明する。 
2 回  ２次元と３次元の運動（等速円運動）について説明する。 
3 回  ２次元と３次元の運動（相対運動）について説明する。 
4 回  力と運動Ⅰ（ニュートンの第１法則）について説明する。 
5 回  力と運動Ⅰ（力と質量）について説明する。 
6 回  力と運動Ⅰ（ニュートンの第２法則）について説明する。 
7 回  問題演習する。 
8 回  これまでのまとめを行い、中間試験をする。 
9 回  力と運動Ⅰ（いろいろな力）について説明する。 
10 回  力と運動Ⅰ（ニュ 

準備学習 1 回  高校で習った２次元と３次元の放物運動を復習しておくこと。 
2 回  高校で習った２次元と３次元の等速円運動を復習しておくこと。 
3 回  高校で習った２次元と３次元の相対運動を復習しておくこと。 
4 回  高校で習ったニュートンの第１法則を復習しておくこと。 
5 回  高校で習った力と質量を復習しておくこと。 
6 回  高校で習ったニュートンの第２法則を復習しておくこと。 
7 回  例題を復習しておくこと。 
8 回  講義内容を復習しておくこと。 
9 回  高校で習ったいろいろな力を復習しておくこと。 
10 回 

 



年度 2014 
授業コード FTP00721 
成績評価 定期試験(100％)，中間試験(0％)，小テスト(0％)，レポート(0％)，ノート(0％) 

物理学の電磁気学の基礎知識を修得し、特に、導体や誘電体における電場、電位
およびクーロン力を理解し、直流および交流回路が理解できて、メカトロニクス
学習の基礎ができるようになった場合に、成績を評価する。 

曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP00721 物理学Ⅱ(機械) 
担当教員名 蜂谷 和明 
単位数 2 
教科書 理⼯基礎物理学／浦上澤之／裳華房／978-4785320393 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学，電磁気学，電気／電子回路，力学，微分・積分 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学Ⅱ(機械) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻑岡洋介著・「物理の基礎」・東京教学社野⽥ 学著・「やりなおし高校の物理」・

ナツメ社 
授業形態 講義 
注意備考 機械システム⼯学科および機械系科目を学ぶ⼯学プロジェクトコースでは、物理

学の履修は避けて通れない。高校で物理学を履修しなかった学生あるいは不得意
であった学生は、高校の教科書はもとより、上記の参考書などにより問題演習も
含めて十分に学習してほしい。 

シラバスコード FTP00721 
実務経験のある教員  
達成目標 [A2]機械システム⼯学の専門知識を理解するために、物理学、力学、電磁気学の

基礎知識を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 蜂谷（電子メール hachiya@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9573）オフィスアワー

水曜日 12:30-13:30、16:00-17:00、金曜日 16:00-17:00、場所１学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics II 
関連科目 物理学 I，力学，数学，物理学実験，メカトロニクス，材料力学など 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学Ⅱでは物理学Ⅰの学習をもとに電磁気学を中⼼に講義を行う。電磁気学は

現代のエレクトロニクス関係の基礎になっており、機械の制御⼯学を学習する上



での基礎でもある。基本的な概念や法則についてわかりやすく解説を行う。導体
や誘電体における電場、電位およびクーロン力を理解し、直流および交流回路が
理解できて、メカトロニクス学習の基礎ができるようになることを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  クーロンの法則、電場 

電荷を持った物体間にはたらく電気的な力のクーロン力および電場の強さにつ
いて説明する。 
2 回  ガウスの法則 
帯電した物体の持つ電場の強さを計算するため、ガウスの法則を学習する。 
3 回  ガウスの法則を使用しての電場の計算 
実際に、ガウスの法則を使用しての電場を計算する。 
4 回  電位 
帯電した物体の持つ電場の強さから電位を求める方法を学習する。 
5 回  オシロスコープの原理 
物理学実験でオシロスコープを使用するので、１回目〜４回目の講義内容を使用
して、オシロスコープの原理につ 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  教科書を事前に読んで、電場が計算できるガウスの法則について調べるこ
と。 
3 回  第１回と２回の電場とガウスの法則の講義を復習し、教科書を事前に読ん
で予習してくること。 
4 回  教科書を事前に読んで、電場と電位の違いについて調べること。 
5 回  電場と電位の学習した知識を応用して、物理学実験で使用する測定機器の
オシロスコープを学習する。 
6 回  第５回のオシロスコープの講義を復習しておくと、講義がわかりやすい。 
7 回  教科書を事前に読ん 

 



年度 2014 
授業コード FTP00731 
成績評価 定期試験(50%)、中間試験(30%)、課題レポ−ト(20%)により成績を評価する。

採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP00731 物理学Ⅱ(電シ) 
担当教員名 宇都宮 晃 
単位数 2 
教科書 理⼯基礎物理学／浦上澤之 編著／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 力学、微分、積分、ベクトル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学Ⅱ(電シ) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎物理学 上巻、下巻／金原寿朗 編／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 演習問題を数多く解くことにより、内容の理解を深めるよう努力することが望ま

しい。 
シラバスコード FTP00731 
実務経験のある教員  
達成目標 電気、電子⼯学の専門科目を学ぶ上で必要となる力学の基礎知識を習得すること

を目標とする。特に、与えられた問題について、運動方程式をつくり、その方程
式が解けるだけの初等的な微分、積分の取り扱いに習熟してもらいたい。 

受講者へのコメント  
連絡先 ７号館４階 宇都宮研究室 086-256-9519 koh@ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics II 
関連科目 物理学Ⅰ、物理学Ⅲ、電気電子⼯学基礎実験、数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ 等 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 質点および質点系の運動を中⼼にして、力学の基本的概念と関連する数学を理解

することを目的とする。特に、与えられた問題について、微分を用いて運動方程
式をつくり、積分により運動方程式を解ける能力を身に付けてもらいたい。各自、
演習問題などを解くことにより、微分、積分、ベクトルの力学への応用能力を養
うことを期待する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 微分を用いた速度・加速度の表し方について解説する。 



2 回 ベクトルの演算法、スカラ−積およびベクトル積について説明する。 
3 回 運動の三法則について解説する。 
4 回 次元と単位について説明し、重力についても解説する。 
5 回 仕事と力学的エネルギ−保存則について解説する。 
6 回 運動量と角運動量、中⼼力による運動について解説する。 
7 回 質点の運動に関する演習問題を解くことにより理解を深め、その要点を解
説する。 
8 回 質点の運動に関する中間試験を行い、試験終了後に出題内容について解説
をする。 
9 回 質 

準備学習 1 回 関数の微分法について調べておくこと。 
2 回 ベクトルのスカラ−積およびベクトル積について復習しておくこと。 
3 回 運動の三法則について調べておくこと。 
4 回 国際単位系がどのようなものであるかを調べておくこと。 
5 回 仕事、運動エネルギ−、位置エネルギ−について復習しておくこと。 
6 回 力のモ−メント、運動量のモ−メントの表記法について調べておくこと。 
7 回 質点の運動に関する課題を解くことにより疑問点や不明な点を見出してお
くこと。 
8 回 教科書の例題、演習問題および与えられた問題を解くことにより理 

 



年度 2014 
授業コード FTP00741 
成績評価 課題レポ−トの結果のウェイトを約６0％と定期試験の結果のウェイトを約 40％

として評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP00741 物理学Ⅱ(電シ) 
担当教員名 小野 忠良 
単位数 2 
教科書 加藤潔著／理⼯系 物理学講義 改訂版／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 運動の三法則（慣性の法則、運動方程式、作用・反作用の法則）、スカラー積、ベ

クトル積、仕事、仕事率、エネルギー、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギ
ー、力学的エネルギー、（運動量、角運動量、力学的エネルギー）の保存則 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学Ⅱ(電シ) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 物理入門コース 力学/ ⼾⽥盛和/ 岩波書店 

ファインマン物理学/ R.P. ファインマン、 R.B. レイトン、 坪井忠二訳/ 岩
波書店 

授業形態 講義 
注意備考  物理学は⼯学全般の必須で大切な基礎科学であるから、ノートを整備し、復習

と問題の演習に繰り返し取り組み、講義をしっかり理解することに努力しよう。 
その際，書かれている内容をただ棒暗記することは、理解したことにはなりませ
ん。物理量の定義，原理、法則はどのような前提条件がついているか、どのよう
に導き出されたか、どのような物理的意味をもっているか、法則の適用範囲はど
うか、なぜそうなるか、を考えることが物理学をより深く理解することにつなが
ります。ですから、これまでに染み付いた暗記型学習方法から抜け出し，一日も
早く 

シラバスコード FTP00741 
実務経験のある教員  
達成目標 電気電子⼯学の専門科目を学ぶ上で必要な力学の基礎的知識や概念、計算技術、

物理的考え方を習得することを目標とする。特に、与えられた問題について、運
動方程式をつくり、必要な微分と積分を用いてその方程式を解くことができ、運
動の性質や特徴を分析し、理解できるようになることを目指す。 

受講者へのコメント  
連絡先 小野（忠）研究室 ２１号館５階 tel: (086)256-9619 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Physics II 
関連科目 物理学 I、物理学 III、電気電子⼯学基礎実験、数学 I、数学 II、数学 III 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 質点および質点系の運動を中⼼に、運動を理解する上で必要な力学の基本概念と

関連する数学について分かり易く述べる。特に、微分を用いた運動方程式をつく
り、その方程式を解く（積分する）能力を身につけることを目標とする。各自、
関連する類題や演習問題を解くことにより講義内容のより深い理解が得られる
ので、問題を解く努力もしてもらいたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 運動の法則について講義する。 

2 回 運動方程式（その１）について講義する。 
3 回 運動方程式（その２）について講義する。 
4 回 単振動について講義する。 
5 回 いろいろな振動と円運動について講義する。 
6 回 第 4 回目の講義中に課したレポートの結果の講評と解説および運動と座標
系について講義する。 
7 回 演習と解説をする。 
8 回 仕事（その１）について講義する。 
9 回 仕事（その２）について講義する。 
10 回 力学的エネルギー（その１）について講義する。 
11 回 力学的エネルギー（その２）について講義す 

準備学習 1 回 シラバスに目を通して、講義でどういうテーマが取り上げられているかを
確認し、講義の目的および到達目標について把握しておくこと。ニュートン力学
の運動の法則とは何かについて調べ、考えておくこと。 
2 回 第 1 回目の講義内容を復習し、考えておくこと。１次元および２次元の一
定の大きさの力、速度に比例する抵抗力が働く場合の質点の運動方程式はどうな
るか、また、その解である質点の位置や速度は時間とともにどう変化するかにつ
いて調べ、考えておくこと。 
3 回 第２回目の講義内容を復習し、考えておくこと。速度に比例する抵抗力 

 



年度 2014 
授業コード FTP00751 
成績評価 課題レポート（２０％）と定期試験（８０％）により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP00751 物理学Ⅱ(建築) 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 はじめて学ぶ物理学／阿部龍蔵／ サイエンス社 
アクティブラーニング  
キーワード 温度、熱力学第１法則、熱力学第２法則、エントロピー、光、電気、磁気、電子、

原子、分子 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学Ⅱ(建築) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 解析学 Ⅰ で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。また、物理学 

Ⅰ を履修していることを前提に講義する。 
シラバスコード FTP00751 
実務経験のある教員  
達成目標 温度と熱、電気と電子・磁気、光、原子・分子の基礎的な知識を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics II 
関連科目 「解析学 I」と「物理学 Ⅰ」を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 日常生活で関わりがある点を強調しながら、できるだけ微分・積分を使わずに、

高校での物理未履修者にもわかる内容で、温度と熱、光、電気と電子・磁気、原
子・分子について述べる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 温度と熱における温度と状態方程式について説明する。 

2 回 温度と熱における熱力学第１法則について解説する。 
3 回 温度と熱における理想気体の性質について説明する。 
4 回 温度と熱における熱力学第２法則について解説する。 
5 回 温度と熱におけるエントロピーについて説明する。 



6 回 光における反射・屈折、干渉および分散について解説する。 
7 回 光における電磁波と熱放射について説明する。 
8 回 電気と磁気における静電気とクーロンの法則について説明する。 
9 回 電気と磁気における電場と電位について解説する。 

準備学習 1 回 氷、水、水蒸気の温度は通常どのように表されているかを事前に考えておく
こと。また、高校で物理を履修していたら、使用した物理のテキストで第１回授
業内容の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
2 回 熱について復習しておくこと。 
3 回 熱力学第１法則について復習しておくこと。 
4 回 日常生活における熱の特徴について事前に考えておくこと。 
5 回 熱力学第２法則について復習しておくこと。 
6 回 日常生活における光の特徴について事前に考えておくこと。 
7 回 物理学 Ⅰ で学習した光エネルギーについて復習しておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FTP00761 
成績評価 受講態度(10%)、中間テスト(30%)、課題(30%)、定期試験(30%) の合計が 60%

以上を合格とする。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(⼯)(〜14) 
見出し FTP00761 物理学Ⅱ(応化) 
担当教員名 村本 哲也 
単位数 2 
教科書 浦上、溝内、宇都宮、狩野、⽥辺、竹内、宮川「理⼯基礎物理学」裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード クーロンの法則、誘電率、電気双極子、ガウスの法則、誘電体、自由電子、静電

誘導、静電遮蔽、誘電分極の強さ、分極電荷、ローレンツ力、磁束密度、サイク
ロトロン振動数 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学Ⅱ(応化) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 原康夫「電磁気学入門」学術図書出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTP00761 
実務経験のある教員  
達成目標 電磁気の現象を文章や図によって表現し、そこに働く力を電場・磁場から求め、

電気力線、等電位線や磁束線を描きながら現象を解説し、結果を解釈できること
を目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館５階 村本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics II 
関連科目 入門数学、入門物理、数学 I、数学 II、物理化学 I、物理化学 II、基礎物理学実験、

物理学 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼯学の基礎として、電磁気学の基本的な考え方、法則と、その応用について講述

する。例えば、点電荷が存在する空間を考え、電場を定義し、その電場の様子を
電気力線で表し、電位、等電位面を求める能力を養う。磁場についても同様に行
うので、結果として真空、誘電体、磁性体における電磁気的な特色を習得し自然
科学の方法に自覚を深める。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 学習状況の調査 電磁気の２種類の力の説明 

2 回 電荷の意味、点電荷に関するクーロンの法則の説明 ベクトル、単位ベクト
ルの説明 点電荷による電場の説明 
3 回 電場の解説 一様電場、点電荷のまわりの電気力線の解説 課題 
4 回 点電荷のまわりの電気力線の描き方の解説 電気双極子の導入 
5 回 電気双極子モーメントの定義 点電荷に関するガウスの法則の成立ちと意
味の解説 課題 
6 回 ガウスの法則における電荷分布、閉曲面の一般化 線密度、面積分の説明 
直線電荷のまわりの電場の導出 
7 回 電位、電圧の導 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、講義で扱う教科書の範囲を把握しておくこと 
2 回 ベクトルの合成について予習せよ 
3 回 電荷の保存、クーロン力について復習せよ 
4 回 課題を解き、クーロン力に対する理解を深めよ 
5 回 電気力線について復習せよ 
6 回 課題を解き、ガウスの法則の学習に備えること 
7 回 ベクトルの内積、力学における仕事の定義について予習せよ 
8 回 §7.1-7.4 の内容について復習し、中間テストに備えよ 
9 回 §7.5 の内容について予習せよ 
10 回 電気力線と等電位面の関係について復習せよ 
11 回 §7. 

 



年度 2014 
授業コード FTP00771 
成績評価 小テスト(20%)、課題演習(40%)、期末テスト(40%)として評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(⼯)(〜14) 
見出し FTP00771 物理学Ⅱ(応化) 
担当教員名 片山 敏和＊ 
単位数 2 
教科書 初歩の物理―力学・電磁気入門―/小野文久著/裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード クーロンの法則、誘電率、電気双極子、ガウスの法則、誘電体、自由電子、静電

誘導、静電遮蔽、誘電分極の強さ、分極電荷、ローレンツ力、磁束密度、サイク
ロトロン振動数 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学Ⅱ(応化) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理⼯基礎物理学/浦上澤之編/裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 電磁気学は大切な基礎的学力を形成するので、ノートを整備し、復習と問題解答

に繰り返し取り組もう。出席・学習態度、ノート整備状況をたびたびチェックす
る。 

シラバスコード FTP00771 
実務経験のある教員  
達成目標 電磁気の現象を文章や図によって表現し、そこに働く力を電場・磁場から求め、

電気力線、 等電位線や磁束線を描きながら現象を解説し、結果を解釈できるこ
とを目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics II 
関連科目 入門数学、入門物理、数学 I、数学 II、物理化学 I、物理化学 II、基礎物理学実験、

物理学 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼯学の基礎として、電磁気学の基本的な考え方、法則と、その応用について講述

する。例えば、点電荷が存在する空間を考え、電場を定義し、その電場の様子を
電気力線で表し、電位、等電位面を求める能力を養う。磁場についても同様に行
うので、結果として真空、誘電体、磁性体における電磁気的な特色を習得し自然



科学の方法に自覚を深める。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 電磁気学を学ぶ目的、意義と学習の方法について説明する。 

2 回 摩擦電気と電荷同士にはたらく力、クーロンの法則について解説する。 
3 回 電気の「場」（電場）の考え方、電気力線について説明する。 
4 回 ガウスの法則の内容と、その概念について解説する。 
5 回 ガウスの法則を用いて電場を求める方法と、その応用について解説する。 
6 回 電場の中に置かれた電荷が持つ位置エネルギー、電位と電圧について説明
する。 
7 回 コンデンサーと誘電体、およびコンデンサーの接続方法について説明する。 
8 回 小テストを実施し、電 

準備学習 1 回 テキストとシラバスを確認し、電磁気学の最初の(p.72)クイズ(13)を解いて
みること。 
2 回 ２つの電荷同士に働く力、クーロンの法則について予習をしておくこと。 
3 回 クーロンの法則に現れる物理量の単位について復習し、電場と電気力線に
ついて調べておくこと。 
4 回 電場の概念について復習し、電気力線の本数の数え方について調べておく
こと。 
5 回 ガウスの法則についてその考え方について復習し、その応用について調べ
ておくこと。 
6 回 ガウスの法則の応用について復習し、電場と電位の関係について予習して
おくこ 

 



年度 2014 
授業コード FTP00811 
成績評価 定期試験(0％)，中間試験(0％)，小テスト(0％)，レポート(90％)，ノート(10％)

すべての実験テーマのレポートを総合集計して評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜13) 
見出し FTP00811 物理学実験(生体) 
担当教員名 蜂谷 和明、八⽥ 貴、小野 文久、小野 忠良、片山 敏和＊ 
単位数 2 
教科書 物理学実験書／岡山理科大学理学部共通講座・⼯学部共通講座物理学教室編／大

学教育出版／978-4887302167 
アクティブラーニング  
キーワード 計測基礎論と基本的な量の測定法，単位と標準，不確かさと精度，力学，電磁気，

振動、 光学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学実験(生体) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 東京天文台編集・「理科年表」・丸善 
授業形態 実験実習 
注意備考 毎回出席して、各担当教員またはＴＡの指示に従うこと。提出したレポートは担

当教員が 点検し、その日のうちに再提出の必要なレポートは返却する。 
シラバスコード FTP00811 
実務経験のある教員  
達成目標 生体医⼯学の専門知識を理解するために、物理学、力学、電磁気学の基礎知識を

修得する。 特に、自分で実験を行うことにより、基本的な物理量の測定法、実
験装置や器具の操作、有効数字と誤差 の理解、レポートの作成等ができること
を目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 （代表）蜂谷（電子メール hachiya@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9573）オフィ

スアワー水曜日 12:30-13:30、16:00-17:00、金曜日 16:00-17:00、場所１学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physical Laboratory 
関連科目 入門物理、基礎物理学、応用力学 I・II，入門数学、応用数学 I・II，上級数学 I・

II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学は生体医⼯学の基礎を与える科学である。講義で学ぶ物理的な方法を実験

に適用す る。また、自ら実験を行うことによって自然現象の観察法、物理量の



測定法を学習する。実験装置の組み 立や、調整を学ぶと共に、計器の取扱い方
や目盛りの読み取り法、測定データの解析法、有効数字と誤差 の取扱い方、ま
た結果の考察とレポートの作成法などを身につけることを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  ガイダンス（１回） 物理学実験上の諸注意 

実験の目的、内容および実施方法について説明する。 
2 回  ガイダンス（２回） 誤差論 
有効数字と誤差について説明する。 
3 回  ガイダンス（３回） 測定値の取り扱い 
最小二乗法による計算方法、測定値の取り扱い方、グラフの書き方について説明
する。 
4 回  ボルダの振り子 
糸につるした重りの振動する時間を光センサーで測定し、これから重力加速度を
求める。 
5 回  ユーイングの装置 
鉄、銅等の金属板に重りをつるし、たわみ（曲がった）量を測定して 
ヤング率を求める。 

準備学習 1 回  物理学実験のテキストを購入して、ガイダンスの第１回〜３回は必ず出席
すること。３回分のガイダンスを欠席すると、実験を受けても内容がわからなく
なる。したがって、欠席した人は、４回目降の実験が受けれないので、注意する
こと。 
2 回  テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
3 回  テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
4 回  ガイダンス１回目の説明にしたがって、表紙から実験方法までレポート用
紙に記入して十分に予習し、学生実験に出席すること。 
5 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学 

 



年度 2014 
授業コード FTP00821 
成績評価 実験態度（20％），レポート（50％），実験ノート整備（30％）で評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜13) 
見出し FTP00821 物理学実験(応化:基礎物理学実験) 
担当教員名 小野 文久、片山 敏和＊、矢城 陽一朗、村本 哲也 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学，実験，理論，測定，データ解析，誤差，グラフ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学実験(応化:基礎物理学実験) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岡山理大物理学教室編/「物理学実験」/大学教育出版， 

国立天文台編/「理科年表」/丸善 
授業形態 実験実習 
注意備考 高校の物理が未履修でも，物理の世界の面白さが体験できる. 
シラバスコード FTP00821 
実務経験のある教員  
達成目標 実験を通じて物理学の考え方を身につけ，科学をより深く理解できるようになる

こと。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physical Laboratory 
関連科目 物理学 I，物理学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学は自然現象や⼯学を理解・説明するために必要な基礎的学問である。物理

学には理論と実験があり，現象の発見および構築された一般的なモデルの証明を
実験で行う。本実験では各テーマに充分時間をかけて理論の理解，測定，解析を
行う。これにより物理法則，測定方法や装置の扱い方，データの処理方法，書物
やインターネットによる資料収集，実験成果を正確に伝えるレポートの書き方な
どについて基礎知識を得ることを目標とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実験の進め方と特に注意しなければならないことなど、実験方法に関する

説明を行う。 



2 回 具体的な実験方法とﾚﾎﾟｰﾄのまとめ方、測定誤差の扱い方などデータ処理法
の説明を行う。 
3 回 重力加速度の測定（パソコンによる自動測定とデータの解析）実験を実施す
る。 
4 回 重力加速度の測定に関するデータ解析を行い、そのレポートを作成する。 
5 回 気柱の共鳴（音の波⻑を測定して音速度を求める）実験を実施する。 
6 回 気柱の共鳴に関するデータ解析を行い、そのレポートを作成する。 
7 回 回折格子（Ｎａランプ・Ｈｇランプ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、実験の過程を把握しておくこと。 
2 回 ノートおよび配布されたプリントにより前回の復習と今回の予習をしてお
くこと。 
3 回 前もって、重力加速度の測定実験について予習をし、その内容を把握してお
くこと。 
4 回 重力加速度の測定実験のデータ整理と理論的な説明の部分のレポート（１
テーマのレポートの約半分）を書いておくこと。 
5 回 前もって、気柱の共鳴実験の予習をし、その内容を把握しておくこと。 
6 回 気柱の共鳴実験のデータ整理と理論的な説明の部分のレポート（１テーマ
のレポートの約半分）を 

 



年度 2014 
授業コード FTP00831 
成績評価 定期試験(0％)，中間試験(0％)，小テスト(0％)，レポート(100％)，ノート(0％)

すべての実験テーマのレポートを総合集計して評価する。 
物理学の力学および電磁気学等の基礎知識を修得し、特に、基本的な物理量の測
定法、実験装置や器具の操作、有効数字と誤差の理解、レポートの作成等ができ
るようになった場合に、成績を評価する。 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP00831 物理学実験(機械) 
担当教員名 蜂谷 和明、松本 宏樹＊、中力 眞一、福⽥ 謙吾＊、加地 博子＊、片山 敏

和＊ 
単位数 2 
教科書 物理学実験書／岡山理科大学理学部共通講座・⼯学部共通講座物理学教室編／大

学教育出版／978-4887302167 
アクティブラーニング  
キーワード 計測基礎論と基本的な量の測定法，単位と標準，不確かさと精度，力学，電磁気，

振動、光学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学実験(機械) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 東京天文台編集・「理科年表」・丸善 
授業形態 実験実習 
注意備考 毎回出席して、各担当教員またはＴＡの指示に従うこと。提出したレポートは担

当教員が点検し、その日のうちに再提出の必要なレポートは返却する。 
シラバスコード FTP00831 
実務経験のある教員  
達成目標 [A2]機械システム⼯学の専門知識を理解するために、物理学、力学、電磁気学の

基礎知識を修得する。特に、自分で実験を行うことにより、基本的な物理量の測
定法、実験装置や器具の操作、有効数字と誤差の理解、レポートの作成等ができ
ることを目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 （代表）蜂谷（電子メール hachiya@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9573）オフィ

スアワー水曜日 12:30-13:30、16:00-17:00、金曜日 16:00-17:00、場所１学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physical Laboratory 
関連科目 物理学 I・II，力学 I・II，数学，材料力学，メカトロニクスなど 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学は機械⼯学の基礎を与える科学である。講義で学ぶ物理的な方法を実験に

適用する。また、自ら実験を行うことによって自然現象の観察法、物理量の測定
法を学習する。実験装置の組み立や、調整を学ぶと共に、計器の取扱い方や目盛
りの読み取り法、測定データの解析法、有効数字と誤差の取扱い方、また結果の
考察とレポートの作成法などを身につけることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  ガイダンス（１回） 物理学実験上の諸注意 

実験の目的、内容および実施方法について説明する。 
2 回  ガイダンス（２回） 誤差論 
有効数字と誤差について説明する。 
3 回  ガイダンス（３回） 測定値の取り扱い 
最小二乗法による計算方法、測定値の取り扱い方、グラフの書き方について説明
する。 
4 回  ボルダの振り子 
糸につるした重りの振動する時間を光センサーで測定し、これから重力加速度を
求める。 
5 回  ユーイングの装置 
鉄、銅等の金属板に重りをつるし、たわみ（曲がった）量を測定して 
ヤング率を求める。 

準備学習 1 回  物理学実験のテキストを購入して、ガイダンスの第１回〜３回は必ず出席
すること。３回分のガイダンスを欠席すると、実験を受けても内容がわからなく
なる。したがって、欠席した人は、４回目降の実験が受けれないので、注意する
こと。 
2 回  テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
3 回  テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
4 回  ガイダンス１回目の説明にしたがって、表紙から実験方法までレポート用
紙に記入して十分に予習し、学生実験に出席すること。 
5 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学 

 



年度 2014 
授業コード FTP00841 
成績評価 定期試験(0％)，中間試験(0％)，小テスト(0％)，レポート(90％)，ノート(10％)

すべての実験テーマのレポートを総合集計して評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP00841 物理学実験(知能) 
担当教員名 蜂谷 和明、小野 忠良、綴⽊ 馴、宇都宮 晃、沖 隆義 
単位数 2 
教科書 物理学実験書／岡山理科大学理学部共通講座・⼯学部共通講座物理学教室編／大

学教育出版／978-4887302167 
アクティブラーニング  
キーワード 物理量と測定、単位、精度、誤差、力学、振動、光学、電気回路、電磁気 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学実験(知能) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 国立天文台 編集・理科年表：丸善 
授業形態 実験実習 
注意備考 提出したレポ−トは担当教員が点検し、訂正の必要がある場合はコメントを付け

てその日のうちに返却するので、１週間後に訂正したレポ−トを再提出する。 
シラバスコード FTP00841 
実務経験のある教員  
達成目標 物理学実験を通して、物理量の測定法、実験装置や器具の操作法、デ−タの解析

方法、レポ−トの作成方法などを学ぶ。 
受講者へのコメント  
連絡先 （代表）・蜂谷（電子メール hachiya@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9573）オフ

ィスアワー水曜日 12:30-13:30、16:00-17:00、金曜日 16:00-17:00、場所１学舎３
階・宇都宮研究室 ７号館４階、電子メ−ルアドレス koh@ee.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physical Laboratory 
関連科目 物理学 I、物理学 II、力学 I、力学 II、電磁気学 等 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自ら実験を行うことによって、自然現象の観察法や物理量の測定法を習得し、実

験結果をレポ−トにまとめる能力を身につけてもらいたい。即ち、実験装置の組
み立てや調整法を学ぶと共に、測定計器の取り扱い方、目盛りの読み取り法、測
定デ−タの解析方法、有効数字と誤差の取り扱い方およびレポ−トの作成方法な
どを学ぶ。実験を通して、講義内容の理解をより深めてもらいたい。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  ガイダンス（１回） 物理学実験上の諸注意 

実験の目的、内容および実施方法について説明する。 
2 回  ガイダンス（２回） 誤差論 
有効数字と誤差について説明する。 
3 回  ガイダンス（３回） 測定値の取り扱い 
最小二乗法による計算方法、測定値の取り扱い方、グラフの書き方について説明
する。 
4 回  ボルダの振り子 
糸につるした重りの振動する時間を光センサーで測定し、これから重力加速度を
求める。 
5 回  ユーイングの装置 
鉄、銅等の金属板に重りをつるし、たわみ（曲がった）量を測定して 
ヤング率を求める。 

準備学習 1 回  物理学実験のテキストを購入して、ガイダンスの第１回〜３回は必ず出席
すること。３回分のガイダンスを欠席すると、実験を受けても内容がわからなく
なる。したがって、欠席した人は、４回目降の実験が受けれないので、注意する
こと。 
2 回  テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
3 回  テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
4 回  ガイダンス１回目の説明にしたがって、表紙から実験方法までレポート用
紙に記入して十分に予習し、学生実験に出席すること。 
5 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学 

 



年度 2014 
授業コード FTP00911 
成績評価 理解度確認（中間）試験 50％、定期試験 50％ 
曜日時限 月曜日 7・8 時限、水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP00911 基礎化学(応化) 
担当教員名 折⽥ 明浩 
単位数 4 
教科書 これだけはおさえたい・化学／井口他編／実教出版／978-4-407319880／2300 円 
アクティブラーニング  
キーワード 原子、分子、イオン、気体、液体、反応速度、pH、化学平衡、酸化還元、モル、

アボガドロ数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎化学(応化) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 ・前期は折⽥と滝澤の２クラスが開講されます。クラス分けは初回の講義日まで

に３号館掲示板に掲示しますので、確認すること 
シラバスコード FTP00911 
実務経験のある教員  
達成目標 ・元素記号が分かるようになること 

・原子、イオン、分子の構造を理解できるようになること 
・基本的な物質の分子式やイオン式が書けるようになること 
・物質量（モル）の概念が理解できるようになること 
・化学反応の定量的な取り扱いができるようになること 
・液体、気体の基本的な性質を理解し、それについての計算と説明ができるよう
になること。 
・物資の変化とエネルギーの関係を理解できること 
・化学変化と電子の関係が理解できること 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室：22 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Chemistry 
関連科目 基礎化学実験、基礎化学演習、入門化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学の基礎的な知識と考え方を身につけること。具体的には、高校の化学を復習



するとともに、より高度で専門的な化学の導入部分についても学習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【指定された担当教員を確認し、それぞれの教室に入ること】 

オリエンテーション 
 受講のためのオリエンテーションを受け、これからどのように講義が進み、何
を学び、どのような知識・能力を身につけることが出来るようになるのかを理解
する。 
2 回 物質と元素 
 古来から現在に至るまで、人が「もの」すなわち物質が何から出来ているかを
考えてきたのかをたどり、物質の種類（純物質、単体、化合物、混合物）と物質
の基本となる「元素」という考え方を理解する。 
元素を表す記号が元素記号であることを理解する。 
混合物の分離精 

準備学習 1 回 【指定された担当教員を確認し、それぞれの教室に入ること】 
本授業計画をよく読み、教科書を準備しておくこと 
2 回 教科書ｐ１０?１７を予習すること 
3 回 教科書ｐ１８?２２を予習すること 
4 回 教科書ｐ２２?２９を予習すること 
5 回 教科書ｐ３０?３１を予習すること 
6 回 教科書ｐ３１?３４を予習すること 
7 回 教科書ｐ５２?６０を予習すること 
8 回 教科書ｐ６１?６８を予習すること 
9 回 科書ｐ３６?４０を予習すること 
10 回 教科書ｐ４１?４５を予習すること 
11 回 教科書ｐ７２?８０を予習するこ 

 



年度 2014 
授業コード FTP00921 
成績評価 WEB サイトでの演習とキーワード解説の書き込み 20％、毎回のミニテスト 

20％、中間試験 30％、期末定期試験 30％ 
◯ペーパー試験（中間・期末） だけで合格点（６０％）を獲得することは、ほぼ
不可能です。日常の事前・事後学習をしっかりとやってください 

曜日時限 月曜日 7・8 時限、水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP00921 基礎化学(応化) 
担当教員名 滝澤 昇 
単位数 4 
教科書 これだけはおさえたい・化学／井口他編／実教出版／978-4-407319880／2300 円

+消費税 
アクティブラーニング  
キーワード 各回の授業内容欄を参照のこと 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎化学(応化) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 これでわかる化学演習／矢野潤 菅野善則 著／三共出版／2100 円 
授業形態 講義 
注意備考 ・前期は折⽥と滝澤の２クラスが開講されます。クラス分けは初回の講義日まで

に３号館玄関に掲示しますので、確認すること 
・より詳細なシラバスを第 1 回目の授業時に配布します。授業は配付する詳細シ
ラバスに沿って行います。詳細シラバスは毎回持参すること 
◯【授業の進め方】（詳細シラバス参照） 
 この授業では、事前学習が必須です。 
１）授業を受けるまでに、まず教科書の指定箇所を自習し、自宅や下宿、または
ＰＣ実習室などで WEB サイト「学びの応援サイト」にログインし、指定された
NHK-E テレ VOD を見た後、WEB 上のクイ 

シラバスコード FTP00921 
実務経験のある教員  
達成目標 ・元素記号が分かるようになること 

・原子、イオン、分子の構造を理解できるようになること 
・基本的な物質の分子式やイオン式が書けるようになること 
・物質量（モル）の概念が理解できるようになること 
・化学反応の定量的な取り扱いができるようになること 
・液体、気体の基本的な性質を理解し、それについての計算と説明ができるよう
になること 
・物資の変化とエネルギーの関係を理解できること 
・化学変化と電子の関係が理解できること 



・インターネットやワープロなどの基礎的な情報処理技術を身につける 
受講者へのコメント  
連絡先 研究室：１２号館５階 

メール：takizawan[アトマーク]dac.ous.ac.jp 
電 話：086-256-9552 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Chemistry 
関連科目 基礎化学実験、基礎化学演習Ⅰ、基礎化学演習Ⅱ、分析化学 I 、入門化学、パソ

コン入門Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学の基礎的な知識と考え方を身につけること。具体的には、高校の化学の理解

を深めるとともに、より高度で専門的な大学レベルの化学の導入部分についても
学習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【指定された担当教員を確認し、それぞれの教室に入ること】 

オリエンテーション 
 受講のためのオリエンテーションを受け、これからどのように講義が進み、何
を学び、どのような知識・能力を身につけることが出来るようになるのかを理解
する。 
注）この授業では、パソコンやタブレット、インターネットを活用します。自室
からインターネットが利用できるのが好ましいです。最近はリーズナブルな価格
での無線インターネット環境も整備されていますし、また大学の情報実習室を活
用することでも対応可能です。インターネット環境について 

準備学習 1 回 【指定された担当教員を確認し、それぞれの教室に入ること】 
本授業計画をよく読み、教科書を準備しておくこと 
2 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１０?１７をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
3 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１８?２２をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
4 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ２２?２９をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
5 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ 

 



年度 2014 
授業コード FTP00931 
成績評価 理解度確認（中間）試験 30％、定期試験 30％、課題 40％ 
曜日時限 月曜日 3・4 時限、水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP00931 基礎化学(応化) 
担当教員名 冨永 敏弘 
単位数 4 
教科書 これだけはおさえたい・化学 /井口他編 /実教出版/2300 円 
アクティブラーニング  
キーワード 各回の授業内容欄を参照のこと 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎化学(応化) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 これでわかる化学演習 /矢野潤 菅野善則 著 /三共出版 /2100 円 
授業形態 講義 
注意備考 ・教科書、配布資料、電卓を毎回持参すること。 
シラバスコード FTP00931 
実務経験のある教員  
達成目標 ・元素記号が分かるようになること 

・原子、イオン、分子の構造を理解できるようになること 
・基本的な物質の分子式やイオン式が書けるようになること 
・物質量（モル）の概念が理解できるようになること 
・化学反応の定量的な取り扱いができるようになること 
・液体、気体の基本的な性質を理解し、それについての計算と説明ができるよう
になること。 
・物資の変化とエネルギーの関係を理解できること 
・化学変化と電子の関係が理解できること 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室：１２号館５階 

メール：ttominaga[アトマーク]dac.ous.ac.jp 
電 話：086-256-9565 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Chemistry 
関連科目 基礎化学実験、基礎化学演習Ⅰ、基礎化学演習Ⅱ、入門化学、パソコン入門Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学の基礎的な知識と考え方を身につけること。具体的には、高校の化学を復習



するとともに、より高度で専門的な化学の導入部分についても学習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

 受講のためのオリエンテーションを受け、これからどのように講義が進み、何
を学び、どのような知識・能力を身につけることが出来るようになるのかを理解
する。 
2 回 物質と元素 
 古来から現在に至るまで、人が「もの」すなわち物質が何から出来ているかを
考えてきたのかをたどり、物質の種類（純物質、単体、化合物、混合物）と物質
の基本となる「元素」という考え方を理解する。 
混合物の分離精製法についても理解する。 
キーワード： 
元素、元素記号、純物質、単体、化合物、混合物、同素体、精製、炎色 

準備学習 1 回 本授業計画をよく読み、教科書を準備しておくこと 
2 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１０?１７をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
3 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１８?２２をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
4 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ２２?２９をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
5 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ３０?３１をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
 

 



年度 2014 
授業コード FTP01011 
成績評価 実験レポート 60％、定期試験 40％により成績を評価する。 

但し、定期試験において基準点を設け、得点が 100 点満点中、30 点未満の場合
は不合格とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP01011 基礎化学実験(応化) 
担当教員名 佐藤 幸子、中山 智津子＊ 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験−手引きと演習−／佐藤幸子：理⼯系化学実験（−基礎と

応用−第３版）／坂⽥一矩編 ／（東京教学社）／978-4-808230418 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属、マスキング 
定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、電離定数、pH、pKa、緩衝溶液、モ
ル濃度、質量百分率 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎化学実験(応化) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

人） 
大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社） 
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版） 
これだけはおさえたい化学／ 井口洋夫編集／（実教出版） 
クリスチャン分析化学 I, II ／ Gary D. Christian ／（丸善） 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを期限内に提出し受理されていることが、単位取得

の前提条件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験開始
１時間前までに、実験ノートと予習プリントを必ず提出する。実験を安全に行う
ため、白衣と保護眼鏡の着用を義務づける。 

シラバスコード FTP01011 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で

きる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）測容ガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフラスコ）の使用方
法を習得する。 
（４）pH メーター、分光光度計、電子天秤の使用方法を習得する。 
（５）詳しい実験観察結果を文章で表現し、物質の変化を化学反応式で記述でき



る。 
（６）報告書の基本的書き方を習得する。 
（７）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り日常的な物（⾷酢、ミネラルウォーター、ドリンク剤 

受講者へのコメント  
連絡先 10 学舎５階 電子メール satos@dac.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 General Chemistry Laboratory 
関連科目 基礎化学、 基礎化学演習 I、II、 分析化学 I、II、 ⼯業分析化学、無機化学 

I、II、 パソコン入門 I、II、 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の進め方、予習の仕方を説明する。 

 安全・環境教育 
2 回 基本操作とレポート作成 
金属（亜鉛、銅）と強酸・強塩基との反応を調べることによって、化学実験で使
用する器具および試薬の基本的な取扱い方と、実験操作を学ぶ。 
ガスバーナーの使い方、実験廃液の処理、ガラス器具の洗浄。 
3 回 第１ 属陽イオンの定性分析 （Ag, Pb） 
銀イオン、鉛イオンは HCl と反応して難溶性の塩化物沈殿をつくるので、他の
陽イオンと分離することができる。塩化鉛 の溶解度は 塩化銀 の溶解度に比べ
てか 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 教科書を用意し、第 1 章 pp.1〜9 を読んでおくこと。 
元素の周期表、イオン化傾向、強酸、強塩基、酸化力のある酸について復習して
おくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
教科書 pp.36〜40. 実験レポートの書き方を読んでおくこと。 
3 回 教科書 pp.62〜68 を読み、陽イオンの分属と分属試薬について予習してお
く。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
教科書 pp.15〜18 を読み、難溶性塩の溶解度と溶解度積につい 

 



年度 2014 
授業コード FTP01021 
成績評価 実験レポート 60％、定期試験 40％により成績を評価する。 

但し、定期試験において基準点を設け、得点が 100 点満点中、30 点未満の場合
は不合格とする。 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP01021 基礎化学実験(応化) 
担当教員名 佐藤 幸子、中山 智津子＊ 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験−手引きと演習−／佐藤幸子：理⼯系化学実験（−基礎と

応用−第３版）／坂⽥一矩編 ／（東京教学社）／978-4-808230418 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属、マスキング 
定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、電離定数、pH、pKa、緩衝溶液、モ
ル濃度、質量百分率 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎化学実験(応化) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

人） 
大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社） 
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版） 
これだけはおさえたい化学／ 井口洋夫編集／（実教出版） 
クリスチャン分析化学 I, II ／ Gary D. Christian ／（丸善） 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを期限内に提出し受理されていることが、単位取得

の前提条件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験開始
１時間前までに、実験ノートと予習プリントを必ず提出する。実験を安全に行う
ため、白衣と保護眼鏡の着用を義務づける。 

シラバスコード FTP01021 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で

きる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）測容ガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフラスコ）の使用方
法を習得する。 
（４）pH メーター、分光光度計、電子天秤の使用方法を習得する。 
（５）詳しい実験観察結果を文章で表現し、物質の変化を化学反応式で記述でき



る。 
（６）報告書の基本的書き方を習得する。 
（７）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り日常的な物（⾷酢、ミネラルウォーター、ドリンク剤 

受講者へのコメント  
連絡先 10 学舎５階 電子メール satos@dac.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 General Chemistry Laboratory 
関連科目 基礎化学、 基礎化学演習 I、II、 分析化学 I、II、 ⼯業分析化学、無機化学 

I、II、 パソコン入門 I、II、 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の進め方、予習の仕方を説明する。 

 安全・環境教育 
2 回 基本操作とレポート作成 
金属（亜鉛、銅）と強酸・強塩基との反応を調べることによって、化学実験で使
用する器具および試薬の基本的な取扱い方と、実験操作を学ぶ。 
ガスバーナーの使い方、実験廃液の処理、ガラス器具の洗浄。 
3 回 第１ 属陽イオンの定性分析 （Ag, Pb） 
銀イオン、鉛イオンは HCl と反応して難溶性の塩化物沈殿をつくるので、他の
陽イオンと分離することができる。塩化鉛 の溶解度は 塩化銀 の溶解度に比べ
てか 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 教科書を用意し、第 1 章 pp.1〜9 を読んでおくこと。 
元素の周期表、イオン化傾向、強酸、強塩基、酸化力のある酸について復習して
おくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
教科書 pp.36〜40. 実験レポートの書き方を読んでおくこと。 
3 回 教科書 pp.62〜68 を読み、陽イオンの分属と分属試薬について予習してお
く。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
教科書 pp.15〜18 を読み、難溶性塩の溶解度と溶解度積につい 

 



年度 2014 
授業コード FTP01031 
成績評価 実験レポート 60％、定期試験 40％により成績を評価する。 

但し、定期試験において基準点を設け、得点が 100 点満点中、30 点未満の場合
は不合格とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP01031 基礎化学実験(応化) 
担当教員名 佐藤 幸子、中山 智津子＊ 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験−手引きと演習−／佐藤幸子：理⼯系化学実験（−基礎と

応用−第３版）／坂⽥一矩編 ／（東京教学社）／978-4-808230418 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属、マスキング 
定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、電離定数、pH、pKa、緩衝溶液、モ
ル濃度、質量百分率 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎化学実験(応化) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

人） 
大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社） 
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版） 
これだけはおさえたい化学／ 井口洋夫編集／（実教出版） 
クリスチャン分析化学 I, II ／ Gary D. Christian ／（丸善） 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを期限内に提出し受理されていることが、単位取得

の前提条件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験開始
１時間前までに、実験ノートと予習プリントを必ず提出する。実験を安全に行う
ため、白衣と保護眼鏡の着用を義務づける。 

シラバスコード FTP01031 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で

きる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）測容ガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフラスコ）の使用方
法を習得する。 
（４）pH メーター、分光光度計、電子天秤の使用方法を習得する。 
（５）詳しい実験観察結果を文章で表現し、物質の変化を化学反応式で記述でき



る。 
（６）報告書の基本的書き方を習得する。 
（７）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り日常的な物（⾷酢、ミネラルウォーター、ドリンク剤 

受講者へのコメント  
連絡先 10 学舎５階 電子メール satos@dac.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 General Chemistry Laboratory 
関連科目 基礎化学、 基礎化学演習 I、II、 分析化学 I、II、 ⼯業分析化学、無機化学 

I、II、 パソコン入門 I、II、 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の進め方、予習の仕方を説明する。 

 安全・環境教育 
2 回 基本操作とレポート作成 
金属（亜鉛、銅）と強酸・強塩基との反応を調べることによって、化学実験で使
用する器具および試薬の基本的な取扱い方と、実験操作を学ぶ。 
ガスバーナーの使い方、実験廃液の処理、ガラス器具の洗浄。 
3 回 第１ 属陽イオンの定性分析 （Ag, Pb） 
銀イオン、鉛イオンは HCl と反応して難溶性の塩化物沈殿をつくるので、他の
陽イオンと分離することができる。塩化鉛 の溶解度は 塩化銀 の溶解度に比べ
てか 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 教科書を用意し、第 1 章 pp.1〜9 を読んでおくこと。 
元素の周期表、イオン化傾向、強酸、強塩基、酸化力のある酸について復習して
おくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
教科書 pp.36〜40. 実験レポートの書き方を読んでおくこと。 
3 回 教科書 pp.62〜68 を読み、陽イオンの分属と分属試薬について予習してお
く。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
教科書 pp.15〜18 を読み、難溶性塩の溶解度と溶解度積につい 

 



年度 2014 
授業コード FTP01041 
成績評価 実験レポート 60％、定期試験 40％により成績を評価する。 

但し、定期試験において基準点を設け、得点が 100 点満点中、30 点未満の場合
は不合格とする。 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP01041 基礎化学実験(応化) 
担当教員名 佐藤 幸子、中山 智津子＊ 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験−手引きと演習−／佐藤幸子：理⼯系化学実験（−基礎と

応用−第３版）／坂⽥一矩編 ／（東京教学社）／978-4-808230418 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属、マスキング 
定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、電離定数、pH、pKa、緩衝溶液、モ
ル濃度、質量百分率 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎化学実験(応化) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

人） 
大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社） 
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版） 
これだけはおさえたい化学／ 井口洋夫編集／（実教出版） 
クリスチャン分析化学 I, II ／ Gary D. Christian ／（丸善） 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを期限内に提出し受理されていることが、単位取得

の前提条件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験開始
１時間前までに、実験ノートと予習プリントを必ず提出する。実験を安全に行う
ため、白衣と保護眼鏡の着用を義務づける。 

シラバスコード FTP01041 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で

きる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）測容ガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフラスコ）の使用方
法を習得する。 
（４）pH メーター、分光光度計、電子天秤の使用方法を習得する。 
（５）詳しい実験観察結果を文章で表現し、物質の変化を化学反応式で記述でき



る。 
（６）報告書の基本的書き方を習得する。 
（７）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り日常的な物（⾷酢、ミネラルウォーター、ドリンク剤 

受講者へのコメント  
連絡先 10 学舎５階 電子メール satos@dac.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 General Chemistry Laboratory 
関連科目 基礎化学、 基礎化学演習 I、II、 分析化学 I、II、 ⼯業分析化学、無機化学 

I、II、 パソコン入門 I、II、 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の進め方、予習の仕方を説明する。 

 安全・環境教育 
2 回 基本操作とレポート作成 
金属（亜鉛、銅）と強酸・強塩基との反応を調べることによって、化学実験で使
用する器具および試薬の基本的な取扱い方と、実験操作を学ぶ。 
ガスバーナーの使い方、実験廃液の処理、ガラス器具の洗浄。 
3 回 第１ 属陽イオンの定性分析 （Ag, Pb） 
銀イオン、鉛イオンは HCl と反応して難溶性の塩化物沈殿をつくるので、他の
陽イオンと分離することができる。塩化鉛 の溶解度は 塩化銀 の溶解度に比べ
てか 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 教科書を用意し、第 1 章 pp.1〜9 を読んでおくこと。 
元素の周期表、イオン化傾向、強酸、強塩基、酸化力のある酸について復習して
おくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
教科書 pp.36〜40. 実験レポートの書き方を読んでおくこと。 
3 回 教科書 pp.62〜68 を読み、陽イオンの分属と分属試薬について予習してお
く。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
教科書 pp.15〜18 を読み、難溶性塩の溶解度と溶解度積につい 

 



年度 2014 
授業コード FTP01111 
成績評価 毎回の演習課題(50%), 中間試験(30%), 期末試験(20%) 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP01111 コンピュータリテラシー(知能:コンピュータリテラシーⅠ) 
担当教員名 荒⽊ 圭典 
単位数 2 
教科書 毎回、講義資料を電子メールで配布する 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータリテラシー、ネットワーク技術、Word, Excel, 統計処理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータリテラシー(知能:コンピュータリテラシーⅠ) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義において指示する 
授業形態 講義 
注意備考 講義で情報処理センター実習室のパソコンを利用する。講義資料は電子メールで

配布するので、パスワード等の管理には気をつけること。本講義ではパワーポイ
ント等電子教材をプロジェクタなどで提示しているので、講義中は内容を聞き逃
さないこと。またパソコンを用いて Word, Excel 等の操作法についての演習を
行う。 

シラバスコード FTP01111 
実務経験のある教員  
達成目標 コンピューターの基本操作に習熟すること。コンピュータ、ネットワーク技術の

基礎用語を身につけること。Word, Excel を用いてレポートが書けるようになる
こと。Excel を用いて簡単な統計計算ができるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 担当：荒⽊圭典 E-mail: araki(at)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２０

号館６階、オフィスアワー： 随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Literacy 
関連科目 コンピュータリテラシーII, プログラミング演習, 数値計算法 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼯学を目指す者にとって、コンピュータの操作方法を理解し、その操作に習熟す

ることは不可欠である。本講義では、コンピュータの基礎的な操作方法と代表的
なアプリケーションプログラムの使用方法について習得する。また講義の後半で
は統計の基礎用語を学習し、コンピュータを用いたデータ処理を習得する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実習室のコンピュータ操作の基礎について解説、操作実習を行う。 

2 回 コンピュータの構成について授業を行う。ワープロソフトの利用法につい
て操作実習を行う。 
3 回 情報の表現について授業を行う。スプレッドシートの操作法について実習
を行う。 
4 回 ソフトウェアの階層構造について授業を行う。スプレッドシートを利用し
たグラフの作成法について実習を行う。 
5 回 ファイルとは何かについて授業を行う。スプレッドシートを利用したグラ
フの整形法について実習を行う。 
6 回 コンピュータの構成とプログラムについて授業を行う 

準備学習 予習は必要としないが、各回で学習した内容とソフトウェアの操作法を次週まで
に習熟しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FTP01121 
成績評価 定期試験 50%、Web 課題 50%で評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP01121 コンピュータリテラシー(電シ:コンピュータリテラシ) 
担当教員名 太⽥ 寛志 
単位数 2 
教科書 学生のための情報リテラシー Office2010/Windows7 版／若山芳三郎／東京電機

大学出版局／978-4-501549404 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータ、インターネット、WWW、電子メール、情報倫理、ワープロ、表

計算、プレゼンテーション、LaTeX 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータリテラシー(電シ:コンピュータリテラシ) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 本講義では 11 号館情報処理センター実習室のパソコンを使用する。在学中に使

用する電子メールアドレス、および、情報処理センター実習室パソコンのユーザ
アカウントを与える。キーボード入力が不慣れな者は、日頃からタイピング練習
を繰り返し行うこと。 

シラバスコード FTP01121 
実務経験のある教員  
達成目標 ① コンピュータの機能と基本構成を理解し、各構成装置について説明すること

ができる。 
② インターネットの構造と各種サービスの仕組みを理解し、インターネットを
利用した情報検索および情報発信を行うことができる。 
③ Microsoft Word で図表を含んだ文書を作成することができる。 
④ Microsoft Excel で絶対参照と相対参照を用いた数式を作成することができる。 
⑤ Microsoft Excel で数値データからグラフを作成し、さらに、見やすいグラフ
になるようにレイアウトを変更することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 3 階 太⽥研究室、電子メール：ohta@ee.ous.ac.jp、オフィスアワー：月

曜日 7〜10 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Literacy 



関連科目 コンピュータ⼯学Ⅰ、コンピュータ⼯学Ⅱ、コンピュータ実習、プログラミング
基礎、コンピュータネットワーク、数値計算、電気電子⼯学基礎実験、電気電子
⼯学実験Ⅰ、電気電子⼯学実験Ⅱ、電気電子⼯学実験Ⅲ 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現在の情報化社会において最低限必要な情報活用能力と、技術者として必要なコ

ンピュータによる情報分析・情報発信の技能を身につけるために、コンピュータ
の基礎知識や、各種アプリケーションソフトの操作法および活用法を習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション  パソコン利用のための諸設定を解説する。 

2 回 インターネットと情報倫理  インターネットの仕組み、さまざまなサー
ビスの仕組み、情報倫理について解説する。 
3 回 パソコンの構成  コンピュータの歴史、ハードウェア、OS、アプリケー
ションソフトウェアについて解説する。 
4 回 Windows の操作  Windows の基本操作、文字入力法について解説する。 
5 回 ワープロソフト（1）  Microsoft Word の基本操作、文書作成法について
解説する。 
6 回 ワープロソフト（2） 

準備学習 1 回 教科書を見て、キーボードとマウスの使い方、Windows 7 の操作の仕方を
理解しておくこと。 
2 回 教科書 1 章と 7 章を参考にして、インターネットの仕組み、プライバシー
保護、コンピュータ犯罪、著作権保護について調べておくこと。 
3 回 教科書 2 章を参考にして、ハードウェアとソフトウェア、オペレーティン
グシステムとアプリケーションソフトについて調べておくこと。 
4 回 教科書 3 章を参考にして、ウィンドウの操作方法、日本語のローマ字入力
方法について理解しておくこと。 
5 回 教科書 4 章を参考にして、Micros 

 



年度 2014 
授業コード FTP01131 
成績評価 定期試験（５０％）、提出物（５０％）の合計で評価し、６０％以上を合格とす

る。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP01131 コンピュータリテラシー(情⼯:コンピュータリテラシ) 
担当教員名 吉⽥ 誠 
単位数 2 
教科書 講義ノート「2014 年度コンピュータリテラシー」を配布する。その他、必要に応

じて資料配布を行う。 
アクティブラーニング  
キーワード 計算機システム、計算機操作、文書・表・図の作成、プレゼンテーション資料作

成、情報倫理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータリテラシー(情⼯:コンピュータリテラシ) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 UNIX(Linux)関連図書は図書館にも多数あるので、必要があれば、自分のレベル

にあった参考書を見つけること。 
授業形態 講義 
注意備考 講義開始前に点呼を行う。本科目は、大学生活における情報活用のための導入で

ある。 
シラバスコード FTP01131 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)計算機システムとネットワークシステムについて説明できること 

(2)計算機やそのネットワークを使用する上でのマナーやモラルを身に付け、実
際の運用時、自己の判断で適切に対処できるようになること 
(3)UNIX オペレーティングシステムにおけるファイル操作関連コマンドを習得
し、ディレクトリ操作（作成、削除、移動、名称変更、等）、ファイル操作（削除、
移動、名称変更、等）が相対パス、絶対パスを問わずにできるようになること 
(4)ワードプロセッサ、表計算ソフトウェア、図形描画ソフト、プレゼンテーショ
ンソフトの基本 

受講者へのコメント  
連絡先 吉⽥研究室：18 号館 2 階 オフィスアワー：⽊ 7-8 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Literacy 
関連科目 情報⼯学入門、コンピュータ実習、プログラミング I・II、情報処理実験 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 実習を通じて UNIX オペレーティングシステム環境下におけるコンピュータの

基本的な操作技術とその背景にある概念について説明する。また、報告書やプレ
ゼンテーション資料の作成に必要となるアプリケーションプログラムを使用し
た実習も行う。本講義は、コンピュータによる情報処理技術の基礎知識を習得し、
今後の大学生活でコンピュータを活用する基本的能力を身につけることを目標
とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ログイン、ログアウト（パスワード、X ウインドウ、ウインドウ操作）につ

いて説明する 
2 回 計算機システムの構成(1)（プロセッサ、メモリ、入出力）について説明す
る 
3 回 計算機システムの構成(2)（ファイルシステム、ネットワーク、WWW ブラ
ウザ、情報倫理）について説明する 
4 回 オペレーションコマンド(1)（絶対パスと相対パス、ファイル属性）につい
て説明する 
5 回 オペレーションコマンド(2)（ディレクトリ・ファイル操作、テキスト操作）
について説明する 
6 回 日本語ワードプロセッサ（Writer、Ma 

準備学習 1 回 図書館等でＵＮＩＸ関連の本を見つけ、コンピュータの操作方法など調べ
ておくこと 
2 回 コンピュータの基本的な動きについて調べておくこと 
3 回 講義ノートの計算機システムの構成(2)を読んでおくこと 
4 回 図書館等でＵＮＩＸ関連の本を見つけ、簡単な操作方法について調べてお
くこと 
5 回 図書館等でＵＮＩＸ関連の本を見つけ、簡単な操作方法について調べてお
くこと 
6 回 図書館等でオープンオフィス関連の本を調べ、ワープロソフトの使い方に
ついて調べておくこと 
7 回 図書館等でオープンオフィス関連の本を調べ、図形描 

 



年度 2014 
授業コード FTP01141 
成績評価 定期試験（５０％）、提出物（５０％）の合計で評価し、６０％以上を合格とす

る。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP01141 コンピュータリテラシー(情⼯:コンピュータリテラシ) 
担当教員名 尾崎 亮、クラ エリス 
単位数 2 
教科書 講義ノート「2014 年度コンピュータリテラシー」を配布する。その他、必要に応

じて資料配布を行う。 
アクティブラーニング  
キーワード 計算機システム、計算機操作、文書・表・図の作成、プレゼンテーション資料作

成、情報倫理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータリテラシー(情⼯:コンピュータリテラシ) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 UNIX(Linux)関連図書は図書館にも多数あるので、必要があれば、自分のレベル

にあった参考書を見つけること。 
授業形態 講義 
注意備考 講義開始前に点呼を行う。本科目は、大学生活における情報活用のための導入で

ある。 
シラバスコード FTP01141 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)計算機システムとネットワークシステムについて説明できること 

(2)計算機やそのネットワークを使用する上でのマナーやモラルを身に付け、実
際の運用時、自己の判断で適切に対処できるようになること 
(3)UNIX オペレーティングシステムにおけるファイル操作関連コマンドを習得
し、ディレクトリ操作（作成、削除、移動、名称変更、等）、ファイル操作（削除、
移動、名称変更、等）が相対パス、絶対パスを問わずにできるようになること 
(4)ワードプロセッサ、表計算ソフトウェア、図形描画ソフト、プレゼンテーショ
ンソフトの基本 

受講者へのコメント  
連絡先 尾崎研究室：4 号館 2 階 オフィスアワー：金 5-6 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Literacy 
関連科目 情報⼯学入門、コンピュータ演習、プログラミング I・II、情報処理実験 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 実習を通じて UNIX オペレーティングシステム環境下におけるコンピュータの

基本的な操作技術とその背景にある概念について説明する。また、報告書やプレ
ゼンテーション資料の作成に必要となるアプリケーションプログラムを使用し
た実習も行う。本講義は、コンピュータによる情報処理技術の基礎知識を習得し、
今後の大学生活でコンピュータを活用する基本的能力を身につけることを目標
とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ログイン、ログアウト（パスワード、X ウインドウ、ウインドウ操作）につ

いて説明する。 
2 回 計算機システムの構成(1)（プロセッサ、メモリ、入出力）について説明す
る。 
3 回 計算機システムの構成(2)（ファイルシステム、ネットワーク、WWW ブラ
ウザ、情報倫理）について説明する。 
4 回 オペレーションコマンド(1)（絶対パスと相対パス、ファイル属性）につい
て説明する。 
5 回 オペレーションコマンド(2)（ディレクトリ・ファイル操作、テキスト操作）
について説明する。 
6 回 日本語ワードプロセッサ（Writ 

準備学習 1 回 図書館等でＵＮＩＸ関連の本を見つけ、コンピュータの操作方法など調べ
ておくこと。 
2 回 コンピュータの基本的な動きについて調べておくこと。 
3 回 講義ノートの計算機システムの構成(2)を読んでおくこと。 
4 回 図書館等でＵＮＩＸ関連の本を見つけ、簡単な操作方法について調べてお
くこと。 
5 回 図書館等でＵＮＩＸ関連の本を見つけ、簡単な操作方法について調べてお
くこと。 
6 回 図書館等でオープンオフィス関連の本を調べ、ワープロソフトの使い方に
ついて調べておくこと。 
7 回 図書館等でオープンオフィス関連の本を 

 



年度 2014 
授業コード FTP01211 
成績評価 毎回の演習課題(50%), 中間試験(30%), 期末試験(20%) 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP01211 コンピュータ演習(知能:コンピュータリテラシーⅡ) 
担当教員名 荒⽊ 圭典 
単位数 2 
教科書 毎回、電子メールを用いて資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータリテラシー、実験、誤差、統計処理、有効数字、Ｃ言語、プログラ

ミング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータ演習(知能:コンピュータリテラシーⅡ) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平岡, 堀, 『プログラミングのための確率統計』, オーム社。結城, 『新版 C 言語

プログラミングレッスン文法編』, ソフトバンククリエイティブ 
授業形態 演習 
注意備考 講義で情報処理センター実習室のパソコンを利用する。講義資料は電子メールで

配布するので、パスワード等の管理には気をつけること。本講義ではパワーポイ
ント等電子教材をプロジェクタなどで提示しているので、講義中は内容を聞き逃
さないこと。パソコンを用いたプログラミング演習も実施する。 

シラバスコード FTP01211 
実務経験のある教員  
達成目標 統計処理、コンピュータープログラミングの基本操作に習熟すること。統計処理、

Ｃ言語によるプログラミングの基礎用語を身につけること。 
受講者へのコメント  
連絡先 担当：荒⽊圭典 E-mail: araki(_at_)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２

０号館６階、オフィスアワー： 随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Practice 
関連科目 コンピュータリテラシーI, プログラミング演習, 数値計算法 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 講義の前半ではデータ処理方法の数学的基礎とその Excel によるデータ処理を学

習する。講義の後半ではＣ言語によるプログラミングを通じてコンピュータの動
作について学習する。学習項目は測定値、有効数字、不確かさ、誤差の伝搬、標
本平均、標本標準偏差、標本標準誤差、Ｃ言語で用いる基礎的な語の意味、コン



パイラの用法、Ｃソースのおける絵文字の役割、等号とコンピュータの動作、演
算と数の表現の関係、繰り返しの基礎。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 文書中の表の作成方法について授業、演習を行う。 

2 回 有効数字、不確かさについて授業、演習を行う。 
3 回 不確かさの伝搬の計算についてについて授業、演習を行う。 
4 回 不確かさの伝搬の計算の演習を行う 
5 回 第 5 回に続き、不確かさの伝搬の計算の演習を行う 
6 回 標準不確かさについて授業、演習を行う。 
7 回 標準不確かさの計算の演習を行う。 
8 回 第 1 回の中間試験を実施する 
9 回 コマンドプロンプトを用いたＣプログラムのコンパイルの方法について授
業、演習を行う。 
10 回 Ｃプログラム中の図形文字の役割 

準備学習 1 回 Word, Excel でのフォントの変更方法。Excel での表の枠線の作成方法につ
いて調べておくこと。 
2 回 計量用語である「不確かさ」について調べておくこと。 
3 回 テイラー展開の公式、偏微分の表記法について調べておくこと。 
4 回 微分の公式について調べておくこと。 
5 回 前回の課題の微分の計算をしておくこと。 
6 回 正規分布関数について調べておくこと。 
7 回 第 6 回までの資料を復習しておくこと。 
8 回 第 7 回までの資料を復習しておくこと。 
9 回 Windows OS 上のコマンドプロンプト、コン 

 



年度 2014 
授業コード FTP01221 
成績評価 レポート 100％により成績を評価する。ただし，本演習最後のレポート評価には

HTML により作成・公開したページの内容を含める。 
合計を 100 点に換算して評点とし，60 点以上を合格とする。 

曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP01221 コンピュータ演習(情⼯) 
担当教員名 上嶋 明 
単位数 2 
教科書 テキスト「コンピュータ演習／岡山理科大学⼯学部情報⼯学科」を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 講義内容に記載 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータ演習(情⼯) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で指示する。 
授業形態 演習 
注意備考 レポートの提出は講義担当教員の定める日とし，所定の場所に提出すること。 

※最後のレポート課題では作成した Web ページのインターネットへの公開も行
う。 

シラバスコード FTP01221 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)Emacs の基本操作ができること 

(2)シェルやプロセス制御に関する基本知識を有すること 
(3)C 言語を使って基本的なプログラムが作成できること 
(4)簡単な HTML ファイルを記述でき，作成物などの公開（表現）ができること 

受講者へのコメント  
連絡先 18 号館 3 階 上嶋研究室 086-256-9520 uejima＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Practice 
関連科目 コンピュータリテラシ，情報⼯学入門，プログラミング I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自立した技術者・開発者になるためには計算機の基本的な操作技術と知識の習得

が必要不可欠である。計算機の基本的な操作技術・知識を養うために，技術者，
開発者の間で広く使われている UNIX 系の計算機を利用し，エディタ Emacs の
操作，及びシェル・プロセス制御について演習する。次に，これらの演習で得ら



れた技術・知識および環境の下で，C 言語，及び HTML の基礎を学ぶ。また，
自分の考えや作成物をオンラインで公開（表現）する演習を通して，手掛けた内
容および課題をまとめるための基礎能力の育成を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Emacs（１）：テキストを配布し，コンピュータ演習予定表，内規，注意事

項について説明した後，エディタ Emacs の基礎的操作，日本語入力について演
習する。 
2 回 Emacs（２）：ファイルの編集について演習する。 
3 回 シェル・プロセス制御（１）：シェル，標準入力・標準出力とリダイレクシ
ョン・パイプ，パイプを用いた作業について演習する。 
4 回 シェル・プロセス制御（２）：シェルスクリプト，パス設定，エイリアス設
定，プロセス制御，ジョブ制御について演習する。 
5 回 C プログラミング（１）：プログラミン 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し，学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 前回講義内容を復習し，練習問題を一通り実行しておくこと。 
3 回 コンピュータリテラシで学んだ UNIX のファイル操作関連コマンドを確認
しておくこと。 
4 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
5 回 今回講義範囲のテキストに目を通し，大まかな学習内容を把握しておくこ
と。 
6 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
7 回 前回講義内容を復習しておくこと。 
8 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終 

 



年度 2014 
授業コード FTP01231 
成績評価 レポート 100％により成績を評価する。ただし，本演習最後のレポート評価には

HTML により作成・公開したページの内容を含める。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP01231 コンピュータ演習(情⼯) 
担当教員名 麻谷 淳 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学 情報⼯学科 編，「コンピュータ演習テキスト」 
アクティブラーニング  
キーワード 講義内容に記載 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータ演習(情⼯) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で指示する。 
授業形態 演習 
注意備考 レポートの提出は講義担当教員の定める日とし，所定の場所に提出すること。※

最後のレポート課題では作成した Web ページのインターネットへの公開も行
う。す 

シラバスコード FTP01231 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)Emacs の基本操作ができること 

(2)シェルやプロセス制御に関する基本知識を有すること 
(3)C 言語を使って基本的なプログラムが作成できること 
(4)簡単な HTML ファイルを記述でき，作成物などの公開（表現）ができること 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 3 階 麻谷研究室 asatani＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Practice 
関連科目 コンピュータリテラシ，プログラミング I，画像処理と CG，コンピュータネット

ワーク実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自立した技術者・開発者になるためには計算機の基本的な操作技術と知識の習得

が必要不可欠である。計算機の基本的な操作技術・知識を養うために，技術者，
開発者の間で広く使われている UNIX 系の計算機を利用し，エディタ Emacs の
操作，及びシェル・プロセス制御について演習する。次に，これらの演習で得ら



れた技術・知識および環境の下で，C 言語，及び HTML の基礎を学ぶ。また，
自分の考えや作成物をオンラインで公開（表現）する演習を通して，手掛けた内
容および課題をまとめるための基礎能力の育成を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Emacs（１）：テキストを配布し，コンピュータ演習予定表，内規，注意事

項について説明した後，エディタ Emacs の基礎的操作，日本語入力について演
習する。 
2 回 Emacs（２）：ファイルの編集について演習する。 
3 回 シェル・プロセス制御（１）：シェル，標準入力・標準出力とリダイレクシ
ョン・パイプ，パイプを用いた作業について演習する。 
4 回 シェル・プロセス制御（２）：シェルスクリプト，パス設定，エイリアス設
定，プロセス制御，ジョブ制御について演習する。 
5 回 C プログラミング（１）：プログラミン 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し，学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 前回講義内容を復習し，練習問題を一通り実行しておくこと。 
3 回 コンピュータリテラシで学んだ UNIX のファイル操作関連コマンドを確認
しておくこと。 
4 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
5 回 今回講義範囲のテキストに目を通し，大まかな学習内容を把握しておくこ
と。 
6 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
7 回 前回講義内容を復習しておくこと。 
8 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終 

 



年度 2014 
授業コード FTP01241 
成績評価 定期試験(40%)，WEB 課題(20%)，中間試験＋小テスト(40%)，により成績を評

価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP01241 コンピュータ演習(電シ:コンピュータ実習) 
担当教員名 道⻄ 博行、太⽥ 寛志 
単位数 2 
教科書 新版明解Ｃ言語入門編／柴⽥望／ソフトバンクパブリッシング 
アクティブラーニング  
キーワード プログラミング言語、コンパイル、データ処理、フローチャート 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータ演習(電シ:コンピュータ実習) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Ｃ言語演習／小林修二著／森北出版社 

Ｃ言語プログラミングレッスン／結城 浩／フトバンクパブリッシング 
授業形態 演習 
注意備考 本実習は、情報処理センター（１１号館５階）の実習室にて行う。 

コンピュータ⼯学Ⅰを同時に受講することが望ましい。随時小テストを実施する
ので、常に前回までの内容を復習しておくこと。 
※毎回、WEB を利用した課題提出を予定している。 

シラバスコード FTP01241 
実務経験のある教員  
達成目標 C 言語により配列を用いた初歩的なプログラム（データ処理のプログラム）が作

成できること。また、プログラムのフローチャートが作成できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 道⻄研究室 17 号館５階 mitinisi＠ee.ous.ac.jp,086-256-9728, オフィスアワー 

金曜日 5.6 時限 
太⽥研究室 17 号館３階 ohta＠ee.ous.ac.jp， 086-256-9762，オフィスアワー 
金曜日 5.6 時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Practice 
関連科目 コンピュータリテラシ，コンピュータ⼯学Ⅰ，コンピュータ⼯学Ⅱ，プログラミ

ング基礎，数値計算 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コンピュータシステムを自在に使いこなすために、プログラミング言語を習得す



ることは重要である。本実習では、プログラミング言語「Ｃ」を通じて、プログ
ラミングの方法、データの取り扱いについて学習するとともに、コンピュータに
おいて実行される処理の内容とその流れについての理解を深めることを目的と
する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  プログラミングの基礎 プログラミング言語について概説する。 

2 回  プログラミング言語Ｃの概要 プログラムのコンパイルと実行法について
概説する。 
3 回  変数と定数 変数の宣言 printf 関数について説明する。 
4 回  演算と型 ２項演算子 scanf 関数について説明する。 
5 回  条件分岐（１） if 文と条件式について説明する。 
6 回  条件分岐（２） if 文における複雑な条件式について説明する。 
7 回  条件分岐（３） switch 文について説明する。 
8 回 7 回目までの範囲の概説を行ったの 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 Ｃ言語の開発環境について理解しておくこと。 
3 回 コンパイルとデバック処理が理解できていること。 
4 回 変数とその宣言について復習しておくこと。 
5 回 printf 関数と scanf 関数について復習しておくこと。 
6 回 単純な条件における条件判定のルールを理解しておくこと。 
7 回 if 文の分岐のルールを理解しておくこと。 
8 回 課題提出システム等を利用して、第１回〜第７回までの範囲の復習をして
おくこと。 
9 回 条件演算子について復習しておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FTP01311 
成績評価 各班に分かれて製作した振動モータを用いた移動ロボットを用いたロボットコ

ンテストを行い、その順位によって評価（１００％）、もしくは、最後に製作ロボ
ットについてのプレゼンテーションを行い、その内容を評価（１００％）する。
最終成績は 2 回の競技もしくはプレゼンテーションでの評価のうち、得点の高い
方とする。 

曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP01311 ⼯学プロジェクトセミナーⅠ(知能:ロボットものづくり体験演習) 
担当教員名 赤⽊ 徹也、荒⽊ 圭典、久野 弘明 
単位数 2 
教科書 教員による配布資料 
アクティブラーニング  
キーワード ものづくり、メカトロニクス、導入教育、マイクロコンピュータ、振動モータ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⼯学プロジェクトセミナーⅠ(知能:ロボットものづくり体験演習) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし（教員の指示に従うこと。） 
授業形態 講義 
注意備考 【注意事項】第１回目の講義は、一泊研修時にプロジェクトコースの学生と共同

で開催し、内容説明と班分けを行う。 
シラバスコード FTP01311 
実務経験のある教員  
達成目標 機械系、電気・電子系、情報系を融合したメカトロニクス系のものづくりとして

振動モータを用いた移動ロボットを設計・製作し、⼯学の最終目的である「もの
づくり」に興味を持たせ、今後本科で教授する講義内容についての関連性につい
て学ぶ。また、この講義を通じて得られる具体的な達成目標は以下の通りであ
る。・ロボットの調整など機器を製作する場合、ハードウエアとソフトウエアの
両面から調整することの重要性を理解する。・マイクロコンピュータのＩ/Ｏやタ
イマー機能を、マニュアルを見ながら設定できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 5 階赤⽊研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Engineering Project Seminar I 
関連科目 本科目と同時に「機械製図Ⅰ」を受講する必要がある。また、「コンピュータリテ

ラシー」、「電気電子回路Ⅰ」を受講するのが望ましい。 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義は大学教育の初年度において、機械系、電気・電子系、情報系を融合した

メカトロニクス系のものづくりを体験し、導入教育として、⼯学の最終目的であ
る「ものづくり」に対して興味を持たせることと、今後の本学科の講義内容に対
して修学意欲を起こさせることを目的とし，1 つの動くロボットの製作を通じて
ハード面とソフト面の両面からの調整することの重要さについて学習すること
を目的とする。また、グループで打合せをしながら 1 つのものを設計し製作する
ことを通じてコミュニケーション能力の育成と、共同作業や作業の効率化のため
の分担作 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション・グループ分けをする。 

2 回  マイクロコンピュータの製作について解説する。 
3 回  ライターボードの製作について解説する。 
4 回  モータ駆動回路製作について解説する。 
5 回  モータ駆動回路製作と動作確認について解説する。 
6 回  ロボット筐体設計について解説する。 
7 回  ロボット筐体製作について解説する。 
8 回  ロボットの組立について解説する。 
9 回  制御プログラム製作について解説する。 
10 回  ロボットの改良と制御プログラム製作について解説する。 
11 回  性能実 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習やロボット製作の過程を把握しておくこと。 
2 回  半⽥ごての使い方を図書館やインターネットにより調べてみておくこと。 
3 回  シリアル通信や D-Sub ピンなどのコネクタのピン配置を図書館やインタ
ーネットにより調べてみておくこと。 
4 回  トランジスタの役割などを図書館やインターネットにより調べてみてお
くこと。 
5 回  I/O ポート、タイマーなどの用語と役割を図書館やインターネットによ
り調べてみておくこと。 
6 回  機械製図Ⅰで習ったＣＡＤの使用方法についてよく復習しておくと 

 



年度 2014 
授業コード FTP01411 
成績評価 定期試験（50％）、実験実習の課題等（50％）により成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP01411 ⼯学プロジェクトセミナーⅡ(電シ:フレッシュマンセミナｰⅡ) 
担当教員名 河村 実生、垣谷 公徳、クルモフ バレリー、道⻄ 博行、笠 展幸、太⽥ 寛

志、金 
単位数 2 
教科書 特に指定しないが、適宜資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 電気回路、電子回路、集積回路、コンピュータ、ハードウェア、ソフトウェア、

光・電磁波、マイクロ波、電子物性、ネットワーク 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⼯学プロジェクトセミナーⅡ(電シ:フレッシュマンセミナｰⅡ) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に指定しないが、適宜資料を紹介する。図書館の蔵書・インターネットを活用

すること。 
授業形態 講義 
注意備考 ミニ実験の場合も講義の最初に講義室に全員が集合し出席の確認をするので、遅

刻をしないこと。 
シラバスコード FTP01411 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 電気電子⼯学について基礎知識を習得する。 

(2) 大学の研究室における簡単な実験や実習から電気電子⼯学を学ぶ楽しさ、⼼
構えなどを体験学習する。 
(3) 講義と実験を通じて、⼯学倫理の概念を身につける。 
(4) 関連資格に対するスキルを身につける。 
(5) 電気電子⼯学の最先端研究に関する基礎的な理解を得る。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表：学科⻑ 

個々の講義・実験については各担当テーマの教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Engineering Project Seminar II 
関連科目 フレッシュマンセミナーⅠ、コンピュータリテラシ、コンピュータ実習、電気電

子⼯学基礎実験、電気電子⼯学実験 I・II（電気電子学科開講科目） 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 電気電子⼯学に馴染み、勉学に対する motivation を与えることを目的とする講
義と実験から構成された導入科目である。講義では、電気エネルギー分野、電子
デバイス分野、コンピュータ・情報分野のトピックスについて分かりやすく説明
する。実験では、電子回路作成やパソコンの組み立てなどをすることにより、も
のづくりと電気電子⼯学実験の基礎を学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 受講に先立ち、シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 

また各講義・及びミニ実験の前に配布資料をよく確認し、講義室や、ミニ実験の
研究室の位置や教員を確認すること。 
同時に、講義もしくはミニ実験を担当する教員の指示に従うこと。 
講義・ミニ実験終了後はこれまでの講義およびミニ実験で学修したことを再度確
認し記録しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FTP01510 
成績評価 課題への取り組み姿勢、ならびに提出された成果によって評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP01510 チュートリアルⅠ 
担当教員名 平野 博之 
単位数 1 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード ＣＡＤ、レーザー加⼯機、移動現象論 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 CAD の使い方が身についてきた：これからもさらに高度な CAD の技術を修得

して下さい．空気を換気してほしい：窓を開けるなり，今後気をつけます．専門
的な技術が得られてよかった：さらに積極的に学修してください． 

科目名 チュートリアルⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTP01510 
実務経験のある教員  
達成目標 技術と知識を習得することで、高度なものづくりを行えるようになること。 
受講者へのコメント この講義では，専門知識および専門技術の修得を目指していますが，今年度は，

受講態度も良く，みんな真面目に取り組め，得るものが多く，実りの多いものと
なったようで，よかったです． 

連絡先 hirano@dac.ous.ac.jp, Tel&Fax:086-256-9576、３号館２階 
フィスアワー：月曜：７・８時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 欠席回数は０もしくは１のみで，全員真面目に取り組めた内容であったと思われ
る．また，この分野への興味が深まったと答えた学生が半分以上であり，内容的
にも適切であったと思われる．教員の熱意が感じられたと回答した学生が９０％
であり，こちらの熱意も伝えることができたのでよかった．さらに，この講義に
満足したと答えた学生が７０％であり，この分野への興味が深まったという回答
と整合性があり，今後の積極的な学修につながる内容であったと思われる． 

英文科目名 Tutorial I 
関連科目 学部、大学院の全ての科目 
次回に向けての改善変更予定 講義室の換気など，環境面に配慮したいと思います． 
講義目的 ⼯学の基礎としての「ものづくり」と、⼯学基礎科目としての「移動現象論」の



習得を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ⼯学基礎技術として、「ものづくり」について、その加⼯技術に関わる基礎

知識ならびに基礎技術の習得を指導する。具体的には、ＣＡＤによる設計、レー
ザー加⼯機を用いたアクリル材の加⼯実習を行う。 
5 回 ⼯学基礎科目としての「移動現象論」の概要について講述する。 
6 回 運動量移動としての流体力学について講述する。 
7 回 エネルギー移動としての伝熱学について講述する。 
8 回 物質移動としての拡散⼯学について講述する。 

準備学習 1 回 ＣＡＤによる設計実習のための、製図の基本について調べておくこと。アク
リル加⼯のため、アクリル材について調べておくこと。 
5 回 移動現象論の理解のため、運動量やエネルギーなどの物理学的な基礎事項
について調べておくこと。 
6 回 ニュートンの粘性の法則について調べておくこと。 
7 回 フーリエの熱伝導の法則について調べておくこと。 
8 回 フィックの拡散の法則について調べておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FTP01610 
成績評価 課題の結果を総合的に勘案して評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜13) 
見出し FTP01610 チュートリアルⅡ 
担当教員名 ⽊原 朝彦 
単位数 1 
教科書 講義の中で紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 チュートリアルⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTP01610 
実務経験のある教員  
達成目標 ソフトウエア開発について大まかなイメージを描くことができ，さらにそれを深

耕するためには、どのような作業が必要となるかをイメージできるようになるこ
と。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⽊原研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Tutorial II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 C 言語を用いて簡単なプログラムを作成することにより、⼯学において重要な分

野の１つであるソフトウエア・プログラミングについて学習する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 C 言語の基本について調べておく。ソフトウエア開発環境である Visual Studio に

ついて、基本的なことを調べておく。 
 



年度 2014 
授業コード FTP01710 
成績評価 製作する組込みシステムの作品（７０％）および機器の操作状況（３０％）の結

果を総合的に勘案して評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜12) 
見出し FTP01710 チュートリアルⅢ 
担当教員名 赤⽊ 徹也 
単位数 1 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 組み込みシステム、マイクロコンピュータ、C 言語、無線操作、シリアル通信 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 記述なし 
科目名 チュートリアルⅢ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード FTP01710 
実務経験のある教員  
達成目標 マイクロコンピュータを用いた無線操作システムのハードウェアを作成し、その

操作ソフトウェアにを理解し、実際にロボット等の操作ができるシステムを開発
する。 

受講者へのコメント 基本的な講義内容に加え学生自身がテーマを決めて学びたい分野を学べたのは、
よいシステムだと思う。今後もこの方法を続けれるとよいと考える 

連絡先 赤⽊研究室（20 号館 5 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 数名しかいない講義のため全体的に目が行き届いていたせいか評価が非常に高
い 

英文科目名 Tutorial III 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 この講義は、⼯学プロジェクトコースのチュータしか実施できない講義であるた

め、次年度は実施できないが、現在、チュータに一任されている実施方法を検討
したい。 

講義目的 モータやロボットの制御・電力システム・電気自動車などの応用分野で使用され
るマイクロコンピュータについての講義と実習を行う。具体的には、XBee を使
った無線通信システムを開発しマイクロコンピュータで駆動するシステムを PC
からの無線操作できるハードウェアを実際に作成し、組み込みシステムについて



理解する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションをする。 

2 回 マイクロコンピュータの歴史を紹介する。 
3 回 マイクロコンピュータのハードウェア（１）を解説する。実際に製作を行
う。 
4 回 マイクロコンピュータのハードウェア（２）を解説する。実際に製作を行
う。 
5 回 マイクロコンピュータのハードウェア（３）を解説する。実際に製作を行
う。 
6 回 マイクロコンピュータのソフトウェア（１）とシリアル通信を解説する。 
7 回 マイクロコンピュータのソフトウェア（２）と Xbee による無線通信システ
ムを解説する。 
8 回 試作システムの検証を行 

準備学習 1 回 マイクロコンピュータについて調べること。 
2 回 マイクロコンピュータについて復習すること。 
3 回 マイクロコンピュータの歴史について復習すること。実際に製作を行う。 
4 回 マイクロコンピュータのハードウェアについて復習すること。 
5 回 マイクロコンピュータのハードウェアについて復習すること。 
6 回 マイクロコンピュータのハードウェアについて復習すること。 
7 回 マイクロコンピュータのソフトウェアについて復習すること。 
8 回 7 回目までの講義を復習すること。 
9 回 8 回目までの講義を復習すること。 
1 

 



年度 2014 
授業コード FTP01810 
成績評価 計画立案・実施などプロジェクトを進めていく過程およびその報告（７０％）と

最終的なプレゼンテーション（３０％）によって評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜13) 
見出し FTP01810 プロジェクトⅠ 
担当教員名 松浦 洋司、茅原 敏広＊、⻄村 寿夫＊ 
単位数 2 
教科書 資料配布 
アクティブラーニング  
キーワード ものづくり、総合的学習、問題解決力、コミュニケーション力 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 プロジェクトⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 実験実習 
注意備考 グループによってプロジェクト内容や進捗状況が異なるので、教員の指示をよく

聞いて進めること。 
定期試験週間に最終プレゼンを行うことにより、定期試験に替える。 

シラバスコード FTP01810 
実務経験のある教員  
達成目標 ①ものづくりの一連の流れを説明できる。 

②与えられた課題に対してアイディアを出すことができる。 
③アイディアを実現させるための計画を立てることができる。 
④習得した専門知識を利用して計画を進めることができる。 
⑤他者と議論を行いながら意見集約し方針を立てることができる。 
⑥製作のねらいやアイディア、完成後の評価などについて口頭や文章によってプ
レゼンテーションできる。 

受講者へのコメント グループのなかで、自分の意見と他のメンバーの意見を調整することの難しさや
役割分担・スケジュール管理など、実際のものづくりでは必ず行うことを体験し、
身につけてほしい。 
また、理論と実践の両面からアプローチする習慣をつけてほしい。 
さらに、社会人基礎力について理解し、その力を伸ばす⼯夫を自分なりにしてほ
しい。 

連絡先 松浦研究室 20 号館 4 階 TEL：086-256-9579 E-mail:matsuura@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価は以下の通りで、高い評価となっていますが、グループでモノづくりプ
ロジェクトを実施する難しさのためか、満足度はやや低くなっています。 



目標は達成できましたか：できた 25.0％、だいたいできた 50.0％ 
教員の意欲は感じられましたか：感じられた 25.0％、少し感じられた 50.0％ 
この授業に満足しましたか：満足 25.0％、ほぼ満足 50.0％ 
考慮してほしい点として、理解しやすいように説明に⼯夫がほしい、教育補助者
の態度・指導力に問題があるに回答がありました。これに対しては、現実のもの
づくりの厳しさも感 

英文科目名 Project I 
関連科目 実際に行うプロジェクト内容によって関連する科目が異なる。 
次回に向けての改善変更予定 テーマ選定や班編成について、さらにやり方を改善していきたい。 
講義目的 学生の目標や興味に応じた具体的なものづくりのテーマについて、ゼロから完成

までの実践を行う。それによって、ものづくりの総合的な学習を体験するととも
に、創造的思考力やＰＤＣＡサイクルの考え方を身につける。また、グループに
おけるものづくり実践によって、コミュニケーション力やリーダーシップ力、倫
理観などを身につける。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする。 

2 回 ものづくり実践のテーマの選定をする。 
3 回 ものづくり実践のテーマとグループを決定する。 
4 回 ものづくり実践の達成目標、実施計画、役割分担を決定する。 
5 回 指導に基づき、ものづくり実践（１）をする。 
6 回 指導に基づき、ものづくり実践（２）をする。 
7 回 指導に基づき、ものづくり実践（３）をする。 
8 回 指導に基づき、ものづくり実践の中間発表をする。 
9 回 指導に基づき、ものづくり実践（４）をする。 
10 回 指導に基づき、ものづくり実践（５）をする。 
11 回 指 

準備学習 1 回 シラバスを確認し講義目的などを理解すること。 
2 回 具体的なものづくりのテーマを考えること。 
3 回 ものづくりテーマを絞り込むこと。 
4 回 テーマの達成目標、実施計画、役割分担を考えること。 
5 回 前回の反省事項を踏まえ、実施計画を見直すこと。 
6 回 前回の反省事項を踏まえ、実施計画を見直すこと。 
7 回 前回の反省事項を踏まえ、実施計画を見直すこと。 
8 回 中間発表の準備をすること。 
9 回 前回の反省事項を踏まえ、実施計画を見直すこと。 
10 回 前回の反省事項を踏まえ、実施計画を見直すこと。 
11 回 

 



年度 2014 
授業コード FTP01910 
成績評価 計画立案・実施などプロジェクトを進めていく過程およびその報告（７０％）と

最終的なプレゼンテーション（３０％）によって評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜13) 
見出し FTP01910 プロジェクトⅡ 
担当教員名 松浦 洋司、茅原 敏広＊、⻄村 寿夫＊ 
単位数 2 
教科書 資料配布 
アクティブラーニング  
キーワード ものづくり、総合的学習、問題解決力、コミュニケーション力 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述なし。 
科目名 プロジェクトⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 実験実習 
注意備考 グループによってプロジェクト内容や進捗状況が異なるので、教員の指示をよく

聞いて進めること。 
定期試験週間に最終プレゼンを行い、定期試験に替える。 

シラバスコード FTP01910 
実務経験のある教員  
達成目標 ①ものづくりの一連の流れを説明できる。 

②与えられた課題に対してアイディアを出すことができる。 
③アイディアを実現させるための計画を立てることができる。 
④習得した専門知識を利用して計画を進めることができる。 
⑤他者と議論を行いながら意見集約し方針を立てることができる。 
⑥製作のねらいやアイディア、完成後の評価などについて口頭や文章によってプ
レゼンテーションできる。 

受講者へのコメント この講義は、通常の座学の講義とは違い、グループでものづくりを行うので、比
較的時間を自由に使うことができますので、自己管理が大切になります。また、
計画の見直しなどを常に行いながら進めていく必要があります。 
そのことから、真剣に取り組めば自分をどんどん成⻑させることができる講義で
す。 
果敢にチャレンジしていってください。 

連絡先 松浦研究室 20 号館 4 階 TEL：086-256-9579 E-mail:matsuura@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外にどの程度、学習しましたかについては、１時間程度以上の累積が
100％であり、指示された課題以外の学習にも自主的に取り組んだが 50％と比較



的高い割合でした。 
総合評価のこの授業に満足しましたかについては、満足とほぼ満足の合計が 75％
でした。 

英文科目名 Project II 
関連科目 実際に行うプロジェクト内容によって関連する科目が異なる。 
次回に向けての改善変更予定 グループの役割分担、特にリーダーを決め、当初の計画に対して進捗状況が分か

りやすくなるように、⼯夫していきたいと思います。 
講義目的 学生の目標や興味に応じた具体的なものづくりのテーマについて、ゼロから完成

までの実践を行う。それによって、ものづくりの総合的な学習を体験するととも
に、創造的思考力やＰＤＣＡサイクルの考え方を身につける。また、グループに
おけるものづくり実践によって、コミュニケーション力やリーダーシップ力、倫
理観などを身につける。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする。 

2 回 ものづくり実践のテーマの選定をする。 
3 回 ものづくり実践のテーマとグループを決定する。 
4 回 ものづくり実践の達成目標、実施計画、役割分担を決定する。 
5 回 指導に基づき、ものづくり実践（１）をする。 
6 回 指導に基づき、ものづくり実践（２）をする。 
7 回 指導に基づき、ものづくり実践（３）をする。 
8 回 指導に基づき、ものづくり実践の中間発表をする。 
9 回 指導に基づき、ものづくり実践（４）をする。 
10 回 指導に基づき、ものづくり実践（５）をする。 
11 回 指 

準備学習 1 回 シラバスを確認し講義目的などを理解すること。 
2 回 具体的なものづくりのテーマを考えること。 
3 回 ものづくりテーマを絞り込むこと。 
4 回 テーマの達成目標、実施計画、役割分担を考えること。 
5 回 前回の反省事項を踏まえ、実施計画を見直すこと。 
6 回 前回の反省事項を踏まえ、実施計画を見直すこと。 
7 回 前回の反省事項を踏まえ、実施計画を見直すこと。 
8 回 中間発表の準備をすること。 
9 回 前回の反省事項を踏まえ、実施計画を見直すこと。 
10 回 前回の反省事項を踏まえ、実施計画を見直すこと。 
11 回 

 



年度 2014 
授業コード FTP02010 
成績評価 計画立案・実施などプロジェクトを進めていく過程およびその報告（７０％）と

最終的なプレゼンテーション（３０％）によって評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜12) 
見出し FTP02010 プロジェクトⅢ 
担当教員名 松浦 洋司、茅原 敏広＊、⻄村 寿夫＊ 
単位数 2 
教科書 資料配布 
アクティブラーニング  
キーワード ものづくり、総合的学習、問題解決力、コミュニケーション力 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 コマ大会への出場を果たして勉強になり、また技術の向上にもつながりました。

生徒自身が動き、教員と一緒に悩むというすばらしい授業でした。自分自身の成
⻑につながる授業なので今後もぜひ続けてほしいです。 
との記述がありました。 
これからもこのような感想を持ってもらえるような講義にしていきたいです。 

科目名 プロジェクトⅢ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 実験実習 
注意備考 グループによってプロジェクト内容や進捗状況が異なるので、教員の指示をよく

聞いて進めること。 
定期試験週間に最終プレゼンを行い、定期試験に替える。 

シラバスコード FTP02010 
実務経験のある教員  
達成目標 ①ものづくりの一連の流れを説明できる。 

②与えられた課題に対してアイディアを出すことができる。③アイディアを実現
させるための計画を立てることができる。④習得した専門知識を利用して計画を
進めることができる。⑤他者と議論を行いながら意見集約し方針を立てることが
できる。⑥製作のねらいやアイディア、完成後の評価などについて口頭や文章に
よってプレゼンテーションできる。? 

受講者へのコメント グループのなかで、自分の意見と他のメンバーの意見を調整することの難しさや
役割分担・スケジュール管理など、実際のものづくりでは必ず行うことを何度も
体験し、十分に身につけてほしい。 
さらに、社会人基礎力について理解し、その力を伸ばす⼯夫を自分なりにしてほ
しい。 

連絡先 松浦研究室 20 号館 4 階 TEL：086-256-9579 E-mail:matsuura@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 授業時間外にどの程度、学習しましたかについては、２時間程度以上の割合が
85.7％であり、 
指示された課題の学習 28.6%、指示された課題以外の自主学習 85.7%であり、講
義時間以外に自主的にものづくりに取り組んでいるようです。 
総合評価は以下の通りで、非常に高い評価となっています。プロジェクトⅠに比
べても評価が高いのは、これまでのプロジェクトの経験で慣れてきているからだ
と思われます。 
目標は達成できましたか：できた 85.7％、だいたいできた 14.3％ 
教員の意欲は感じられましたか：感じられた 85.7％、少 

英文科目名 Project III 
関連科目 実際に行うプロジェクト内容によって関連する科目が異なる。 
次回に向けての改善変更予定 テーマ選定や班編成について、さらにやり方を改善していきたい。 
講義目的 学生の目標や興味に応じた具体的なものづくりのテーマについて、ゼロから完成

までの実践を行う。それによって、ものづくりの総合的な学習を体験するととも
に、創造的思考力やＰＤＣＡサイクルの考え方を身につける。また、グループに
おけるものづくり実践によって、コミュニケーション力やリーダーシップ力、倫
理観などを身につける。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする。 

2 回 ものづくり実践のテーマの選定をする。 
3 回 ものづくり実践のテーマとグループを決定する。 
4 回 ものづくり実践の達成目標、実施計画、役割分担を決定する。 
5 回 指導に基づき、ものづくり実践（１）をする。 
6 回 指導に基づき、ものづくり実践（２）をする。 
7 回 指導に基づき、ものづくり実践（３）をする。 
8 回 指導に基づき、ものづくり実践の中間発表をする。 
9 回 指導に基づき、ものづくり実践（４）をする。 
10 回 指導に基づき、ものづくり実践（５）をする。 
11 回 指 

準備学習 1 回 シラバスを確認し講義目的などを理解すること。 
2 回 具体的なものづくりのテーマを考えること。 
3 回 ものづくりテーマを絞り込むこと。 
4 回 テーマの達成目標、実施計画、役割分担を考えること。 
5 回 前回の反省事項を踏まえ、実施計画を見直すこと。 
6 回 前回の反省事項を踏まえ、実施計画を見直すこと。 
7 回 前回の反省事項を踏まえ、実施計画を見直すこと。 
8 回 中間発表の準備をすること。 
9 回 前回の反省事項を踏まえ、実施計画を見直すこと。 
10 回 前回の反省事項を踏まえ、実施計画を見直すこと。 
11 回 

 



年度 2014 
授業コード FTP02110 
成績評価 計画立案・実施などプロジェクトを進めていく過程およびその報告（７０％）と

最終的なプレゼンテーション（３０％）によって評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜12) 
見出し FTP02110 プロジェクトⅣ 
担当教員名 松浦 洋司、茅原 敏広＊、⻄村 寿夫＊ 
単位数 2 
教科書 資料配布 
アクティブラーニング  
キーワード ものづくり、総合的学習、問題解決力、コミュニケーション力 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述なし。 
科目名 プロジェクトⅣ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 実験実習 
注意備考 グループによってプロジェクト内容や進捗状況が異なるので、教員の指示をよく

聞いて進めること。 
定期試験週間に最終プレゼンを行い、定期試験に替える。 

シラバスコード FTP02110 
実務経験のある教員  
達成目標 ①ものづくりの一連の流れを説明できる。 

②与えられた課題に対してアイディアを出すことができる。 
③アイディアを実現させるための計画を立てることができる。 
④習得した専門知識を利用して計画を進めることができる。 
⑤他者と議論を行いながら意見集約し方針を立てることができる。 
⑥製作のねらいやアイディア、完成後の評価などについて口頭や文章によってプ
レゼンテーションできる。 

受講者へのコメント この講義は、通常の座学の講義とは違い、グループでものづくりを行うので、比
較的時間を自由に使うことができますので、自己管理が大切になります。また、
計画の見直しなどを常に行いながら進めていく必要があります。 
そのことから、真剣に取り組めば自分をどんどん成⻑させることができる講義で
す。 
果敢にチャレンジしていってください。 

連絡先 松浦研究室 20 号館 4 階 TEL：086-256-9579 E-mail:matsuura@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外にどの程度、学習しましたかについては、１時間程度以上の累積が
50％でした。 



指示された課題以外の学習にも自主的に取り組んだが 50％と比較的高い割合で
した。 
総合評価のこの授業に満足しましたかについては、満足とほぼ満足の合計が
100％でした。 

英文科目名 Project IV 
関連科目 実際に行うプロジェクト内容によって関連する科目が異なる。 
次回に向けての改善変更予定 グループの役割分担、特にリーダーを決め、当初の計画に対して進捗状況が分か

りやすくなるように、⼯夫していきたいと思います。 
講義目的 学生の目標や興味に応じた具体的なものづくりのテーマについて、ゼロから完成

までの実践を行う。それによって、ものづくりの総合的な学習を体験するととも
に、創造的思考力やＰＤＣＡサイクルの考え方を身につける。また、グループに
おけるものづくり実践によって、コミュニケーション力やリーダーシップ力、倫
理観などを身につける。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする。 

2 回 ものづくり実践のテーマの選定をする。 
3 回 ものづくり実践のテーマとグループを決定する。 
4 回 ものづくり実践の達成目標、実施計画、役割分担を決定する。 
5 回 指導に基づき、ものづくり実践（１）をする。 
6 回 指導に基づき、ものづくり実践（２）をする。 
7 回 指導に基づき、ものづくり実践（３）をする。 
8 回 指導に基づき、ものづくり実践の中間発表をする。 
9 回 指導に基づき、ものづくり実践（４）をする。 
10 回 指導に基づき、ものづくり実践（５）をする。 
11 回 指 

準備学習 1 回 シラバスを確認し講義目的などを理解すること。 
2 回 具体的なものづくりのテーマを考えること。 
3 回 ものづくりテーマを絞り込むこと。 
4 回 テーマの達成目標、実施計画、役割分担を考えること。 
5 回 前回の反省事項を踏まえ、実施計画を見直すこと。 
6 回 前回の反省事項を踏まえ、実施計画を見直すこと。 
7 回 前回の反省事項を踏まえ、実施計画を見直すこと。 
8 回 中間発表の準備をすること。 
9 回 前回の反省事項を踏まえ、実施計画を見直すこと。 
10 回 前回の反省事項を踏まえ、実施計画を見直すこと。 
11 回 

 



年度 2014 
授業コード FTP02210 
成績評価 定期試験（６０％）、レポート課題・演習課題（４０％）で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜13) 
見出し FTP02210 プロジェクトマネジメントⅠ 
担当教員名 茅原 敏広＊ 
単位数 2 
教科書 適宜資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード ものづくり、マネジメント、プロジェクトリーダー、ゼネラリスト 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 プロジェクトマネジメントⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTP02210 
実務経験のある教員  
達成目標 ①ものづくりの一連の流れを説明できる。 

②プロジェクトの計画・実施方法・管理に必要な基本的事項について説明できる。 
③ものづくりの基礎的ことがらについて自ら課題を設定することができる。 

受講者へのコメント 知恵や⼯夫というのは、「誰もが考えられる機会を持ちながら、大抵の人が考え
つかない」ことが多いものです。 
答えを聞くと「なんだ、そんなことなら自分でも考えつくはず」と思う人は多い
けれど、最初に考えつく人は本当に僅かです。 
基礎や原理をおろそかにして、なんとなくわかったつもりというパターンでは、
最初に考えつくことはありませんし、情熱が無ければ、そもそも考えようという
行為すらありませんから、最初から勝負になりません。 受講された学生諸君の
なかでも、すでにこうした⼼構えにも差異が見受けられますが、企業に入ってか
ら 

連絡先 連絡は松浦まですること。研究室 20 号館 4 階 TEL：086-256-9579 E-
mail:matsuura@are.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 企業での設計業務等は、学校の授業と違い参考資料は何を見ても構わないから、
設計課題を解決するというのが重要です。 
ある課題に対して、「どのようなことが問題であり、それはどのような資料を探
せば参考になるのか？」を探し当ててそれを参考にしながら課題の解決を行うと
いうことです。 



このためには、基礎的な技術情報を理解し、かつ、それを利用して具体的な課題
を解決するという分析力・応用力が大切です。 
当講座では、基礎技術資料を利用して、様々な技術課題を解決する基礎応用力の
ようなものを訓練しています。 

英文科目名 Project Management I 
関連科目 ⼯学プロジェクトセミナーⅠ・Ⅱ、プロジェクトⅠ〜Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 実際のものづくりは複数の分野の専門家が集まったプロジェクトチームで行わ

れる。したがって、プロジェクトの計画・実施方法・管理などの全体的なマネジ
メントを行うリーダー的人材が不可欠である。本講義では、具体的なプロジェク
ト例を踏まえながらマネジメントに必要な知識と技術を身につける。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする｡ 

2 回 ものづくりプロジェクトの全体的プロセスを説明する｡ 
3 回 プロジェクトの全体計画を説明する｡ 
4 回 企画・構想（１）について説明する｡ 
5 回 企画・構想（２）を説明する｡ 
6 回 企画・構想（３）を説明する｡ 
7 回 計画（１）を説明する｡ 
8 回 計画（２）を説明する｡ 
9 回 実施方法を説明する｡ 
10 回 管理方法を説明する｡ 
11 回 評価方法を説明する｡ 
12 回 具体的演習（１）をする｡ 
13 回 具体的演習（２）をする｡ 
14 回 具体的演習（３）をする｡ 
15 回 プレ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し講義目的などを理解すること｡ 
2 回 具体的な製品を挙げ、その製造過程を考えること｡ 
3 回 具体的な製品について全体的な製造プロセスを考えること｡ 
4 回 身近な製品の使いにくいところを考えること｡ 
5 回 身近な製品の使いにくいところをどう⼯夫すればいいか考えてみること｡ 
6 回 他者の⼯夫と比較して良い点悪い点を整理すること｡ 
7 回 具体的⼯夫を実現するために必要なことは何か考えること｡ 
8 回 具体的⼯夫を実現するためにどのくらいの期間や人が必要か考えること｡ 
9 回 具体的⼯夫を実施 

 



年度 2014 
授業コード FTP02310 
成績評価 定期試験（６０％）、レポート課題・演習課題（４０％）で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜12) 
見出し FTP02310 プロジェクトマネジメントⅡ 
担当教員名 茅原 敏広＊ 
単位数 2 
教科書 適宜資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード ものづくり、マネジメント、プロジェクトリーダー、ゼネラリスト 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 プロジェクトマネジメントⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTP02310 
実務経験のある教員  
達成目標 ①ものづくりの一連の流れを説明できる。 

②プロジェクトの計画・実施方法・管理に必要な基本的事項について説明できる。 
③ものづくりの基礎的ことがらについて自ら課題を設定することができる。 
④設定した課題を解決するための計画を立てることができる。 
⑤計画に基づいて実施・管理ができる。 
⑥社会の中におけるものづくりの位置づけや役割について説明できる。 

受講者へのコメント やはり、聞き流す人・真剣に聞く人がおります。 簡単そうなことでも、「自分で
発想し、自分でやってみよう」と思っても、実は「何もできない」というのが大
抵です。 
何故そんなことになるのか？ 「聞いて理解できる＝分かった・やれる」という
ことでしょうが、「理解しているつもり」ほど不確かなことはありません。  
理解できるー＞やってみる・人に説明してみる・・・・といった、本当の理解に
つながる一歩を踏み出すことが大事です。 

連絡先 連絡は松浦まですること。研究室 20 号館 4 階 TEL：086-256-9579 E-
mail:matsuura@are.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 プロジェクトマネジメントⅠを受講した学生諸君が多いのですが、それ以外の学
生諸君もいることから、マネジメントⅠのおさらいを最初に行っていますが、大
抵の人は「前にも見聞したかな？」と思いながらも、もう一度やってみると結構、
忘れていたり・できなかったり、というのが多いかと思います。 基礎を理解し、



それを応用して技術課題を解決するという行為は、一度やればすべてオーケーと
いうわけにはいきませんし、表向きはかなり異なるような課題でも、実は、根元
は同じというような場合も多くありますが、それに気づくだけの洞察力・考察力
が 

英文科目名 Project Management II 
関連科目 ⼯学プロジェクトセミナーⅠ・Ⅱ、プロジェクトⅠ〜Ⅳ、プロジェクトマネジメ

ントⅠ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 実際のものづくりは複数の分野の専門家が集まったプロジェクトチームで行わ

れる。したがって、プロジェクトの計画・実施方法・管理などの全体的なマネジ
メントを行うリーダー的人材が不可欠である。本講義では、プロジェクトマネジ
メント位置に引き続き、具体的なプロジェクト例を踏まえながらマネジメントに
必要な知識と技術を身につける。さらに、社会の中におけるものづくりの位置づ
けについて理解する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする｡ 

2 回 ものづくりプロジェクトの全体的プロセスを説明する｡ 
3 回 プロジェクトの全体計画を説明する｡ 
4 回 企画・構想（１）を説明する｡ 
5 回 企画・構想（２）を説明する｡ 
6 回 企画・構想（３）を説明する｡ 
7 回 計画（１）を説明する｡ 
8 回 計画（２）を説明する｡ 
9 回 実施方法を説明する｡ 
10 回 管理方法を説明する｡ 
11 回 評価方法を説明する｡ 
12 回 具体的演習（１）をする｡ 
13 回 具体的演習（２）をする｡ 
14 回 具体的演習（３）をする｡ 
15 回 プレゼンテ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し講義目的などを理解すること｡ 
2 回 具体的な製品を挙げ、その製造過程を考えること｡ 
3 回 具体的な製品について全体的な製造プロセスを考えること｡ 
4 回 身近な製品の使いにくいところを考えること｡ 
5 回 身近な製品の使いにくいところをどう⼯夫すればいいか考えてみること｡ 
6 回 他者の⼯夫と比較して良い点悪い点を整理すること｡ 
7 回 具体的⼯夫を実現するために必要なことは何か考えること｡ 
8 回 具体的⼯夫を実現するためにどのくらいの期間や人が必要か考えること｡ 
9 回 具体的⼯夫を実施 

 



年度 2014 
授業コード FTP02410 
成績評価 学習に取り組む姿勢、態度（５０％）と最終的なプレゼンテーション（５０％）

によって評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース(〜14) 
見出し FTP02410 プロジェクトデザイン 
担当教員名 川坂 將史＊ 
単位数 2 
教科書 基礎をしっかりマスターココからはじめる機械加⼯/平⽥宏一著/日刊⼯業新聞

社 
アクティブラーニング  
キーワード ものづくりのための基礎学習 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 プロジェクトデザイン 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料配布 
授業形態 講義 
注意備考 学生がものづくりに興味を持つことが重要となる。 
シラバスコード FTP02410 
実務経験のある教員  
達成目標 ①図面から寸法を読み取ることが出来る。 

②ノギス、マイクロメーターを使い製品の大きさを測定することが出来る。 
③ものづくりの⼯程表を作成し、ものづくりの⼯程を説明することが出来る。 
④安全作業の重要性と主な地球環境問題について説明できる。 

受講者へのコメント できるだけ多くのものづくりに興味を持つようにしてください。 
連絡先 松浦研究室 20 号館 4 階 TEL：086-256-9579 E-mail:matsuura@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 実際の自動車部品、船舶部品、航空機部品、電機部品などの具体的な部品製造と
授業をリンクさせた授業を行い、学生が興味を持てたと思われる。 

英文科目名 Project Design 
関連科目 材料力学、機械製図、機械加⼯実習 
次回に向けての改善変更予定 次年度も実際の製造現場、製品、部品の具体的ものづくりに焦点を当てた講義に

します。 
講義目的 ものづくりを実践するにあたり、ものづくりの基礎となる加⼯⼯程を理解し、寸

法測定が出来る力を身につけるとともに環境問題に配慮しながら安全作業が出
来る力を身につける。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 シラバス及びこの講座の進め方について説明する。 
2 回 鉄鋼材料の成り立ちについて説明する。 
3 回 なぜ金属が延びたり、曲がったり、削れたり、くっついたり出来るのか説明
する。 
4 回 図面の見方について説明する。 
5 回 ノギス、マイクロメーターなどの測定具の使い方を説明する。 
6 回 機械⼯作、ものづくりの⼯程について説明する。 
7 回 品質管理、⼯程管理、⼯程表のつくり方について説明する。 
8 回 手作業、組み立てについて説明する。 
9 回 旋盤加⼯について説明する。 
10 回 フライス盤、ＮＣ⼯作機について説 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認して学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 身近なものの材質について調べておくこと。 
2 年次からのものづくりの具体的なテーマを考えること。 
3 回 金属の通性、原子、結晶格子について予習、復習すること。  
2 年次からのものづくりの具体的なテーマを考えること。 
4 回 車、飛行機などいろいろなものの大きさ、製作寸法について予習しておくこ
と。 
2 年次からのものづくりの具体的なテーマを考えること。 
5 回 ⻑さなどの単位について予習してておくこと。 
2 年次からのものづくりの具体的なテーマを考える 

 



年度 2014 
授業コード FTR00110 
成績評価 研究の具体的内容と卒業論文（指導教員による評価：６０％）、プレゼンテーショ

ンと研究内容（発表会参加教員による客観評価：４０％）を総合して評価する。
６０％以上を合格とする。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜11) 
見出し FTR00110 卒業研究 
担当教員名 山⽥ 訓、赤⽊ 徹也、堂⽥ 周治郎、神谷 茂保、松下 尚史、藤本 真作、

松浦 洋 
単位数 8 
教科書 配属された教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 配属された教員の指示による。 
授業形態 実験実習 
注意備考 卒業研究は配属された教員の指導に従って研究室ごとに行う。 
シラバスコード FTR00110 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）必要な情報を自分で獲得する手段を知っており、自主的に獲得できること。

（２）研究計画を立て、自主的に実行することができること。（３）指導教員の補
助により自主的に解決法を考案できること。（４）課題に対する背景・研究目的を
具体的に記述でき、論理的で分かりやすい文章を記述できること。（５）研究内容
をプレゼンテーションできること。（６）質問を理解し、的確な返答ができるこ
と。 
なお、卒業研究発表および卒業研究論文作成まで行うことが成績評価の前提であ
る。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表： 学科⻑ （原則は配属先研究室の指導教員） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Bechelor Thesis 
関連科目 知能機械⼯学科の全てのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 研究室に配属され１年間を通じて研究を行う。ロボティクス、メカトロニクス、



知能情報⼯学、ユニバーサルデザイン、福祉人間⼯学のうち少なくとも１つの分
野に関連した内容の研究を指導教員の下で行う。社会の動向・ニーズを踏まえて
研究課題を設定し、限定された範囲で問題を解決する能力を養成することを目標
とする。また、卒業論文の作成、研究発表を通して、自主的に研究する能力、研
究内容をまとめる能力、プレゼンテーション能力、コミュニケーション能力を養
うことを目標とする。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 各担当教員が担当する講義を復習することと、担当教員が配布する説明資料を熟

読し、理解しておくこと。 
 



年度 2014 
授業コード FTR00120 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜11) 
見出し FTR00120 卒業研究【秋学期最終評価】 
担当教員名 松浦 洋司、桑⽊ 賢也、丸山 祐一 
単位数 8 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究【秋学期最終評価】 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FTR00120 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Bechelor Thesis 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FTR00210 
成績評価 毎回の演習課題(3%×15 回=45%)、中間試験(10%×3 回=30%)、期末試験

(25%)。ただし期末試験のうち微分基礎問題 15 題のうち 12 題以上を正解するこ
と。 

曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜14) 
見出し FTR00210 数学Ⅰ 
担当教員名 荒⽊ 圭典 
単位数 2 
教科書 毎回、演習課題を配布する。 

「新訂 微分積分 I」／大日本図書矢野監修、春日編／大日本図書／978-4-
477016504：「モノグラフ ５訂版 公式集」／矢野監修、春日編／科学振興新社／
978-4-894281639 

アクティブラーニング  
キーワード 微分、導関数、接線、極値、定積分、不定積分、面積、多項式、三角関数、指数

関数、対数関数、分数関数、無理関数、逆関数、Taylor 展開 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 科学振興新社「新訂 基礎数学」・大日本図書 
授業形態 講義 
注意備考 年度冒頭の学力多様化度調査の結果によって講義の履修の指導をするので、教員

の指示に従うこと。 
シラバスコード FTR00210 
実務経験のある教員  
達成目標 微分法、積分法の基礎を理解し、簡単な応用問題を解くことができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 担当：荒⽊圭典 E-mail: araki(_at_)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２

０号館６階、オフィスアワー： 随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Calculus I 
関連科目 全てのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1 変数関数の微分法、積分法の基礎について、図形的意味、計算法について習熟

すること。学習の項目は、導関数の定義、関数の積・商の導関数、合成関数の導
関数、初等関数（多項式、三角関数、指数・対数関数）の導関数の計算 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 次の項目について解説、演習を行う：微分とは■2 点の座標とグラフの傾き

■極限の計算とは■導関数の定義と x,x^2,x^3 への応用■導関数の表記法と読み
方。 
2 回 次の項目について解説、演習を行う：微分の公式：線形性、積、商の導関数
■x^n の導関数■合成関数とは(例: V sin(2πft+Φ), (1/√(2π)s) exp(-(x-
m)^2/s^2)■合成関数の導関数■導関数の符号と増減■増減表の作成■組立除法
による代入計算。 
3 回 中間試験１を実施する。その後、次の項目について解説、演習を行う：■ 

準備学習 毎回、次回の演習課題を配布するので、演習課題に取り組んでおくこと。 
 



年度 2014 
授業コード FTR00211 
成績評価 毎回の演習課題(3%×15 回=45%)、中間試験(10%×3 回=30%)、期末試験

(25%)。ただし期末試験のうち微分基礎問題 15 題のうち 12 題以上を正解するこ
と。 

曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜09) 
見出し FTR00211 数学Ⅰ(再) 
担当教員名 荒⽊ 圭典 
単位数 2 
教科書 毎回、演習課題を配布する。 

「新訂 微分積分 I」／大日本図書矢野監修、春日編／大日本図書／978-4-
477016504：「モノグラフ ５訂版 公式集」／矢野監修、春日編／科学振興新社／
978-4-894281639 

アクティブラーニング  
キーワード 微分、導関数、接線、極値、定積分、不定積分、面積、多項式、三角関数、指数

関数、対数関数、分数関数、無理関数、逆関数、Taylor 展開 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 科学振興新社「新訂 基礎数学」・大日本図書 
授業形態 講義 
注意備考 年度冒頭の学力多様化度調査の結果によって講義の履修の指導をするので、教員

の指示に従うこと。 
シラバスコード FTR00211 
実務経験のある教員  
達成目標 微分法、積分法の基礎を理解し、簡単な応用問題を解くことができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 担当：荒⽊圭典 E-mail: araki(_at_)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２

０号館６階、オフィスアワー： 随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Calculus I 
関連科目 全てのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1 変数関数の微分法、積分法の基礎について、図形的意味、計算法について習熟

すること。学習の項目は、導関数の定義、関数の積・商の導関数、合成関数の導
関数、初等関数（多項式、三角関数、指数・対数関数）の導関数の計算 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 次の項目について解説、演習を行う：微分とは■2 点の座標とグラフの傾き

■極限の計算とは■導関数の定義と x,x^2,x^3 への応用■導関数の表記法と読み
方。 
2 回 次の項目について解説、演習を行う：微分の公式：線形性、積、商の導関数
■x^n の導関数■合成関数とは(例: V sin(2πft+Φ), (1/√(2π)s) exp(-(x-
m)^2/s^2)■合成関数の導関数■導関数の符号と増減■増減表の作成■組立除法
による代入計算。 
3 回 中間試験１を実施する。その後、次の項目について解説、演習を行う：■ 

準備学習 毎回、次回の演習課題を配布するので、演習課題に取り組んでおくこと。 
 



年度 2014 
授業コード FTR0021P 
成績評価 毎回の演習課題(3%×15 回=45%)、中間試験(10%×3 回=30%)、期末試験

(25%)。ただし期末試験のうち微分基礎問題 15 題のうち 12 題以上を正解するこ
と。 

曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0021P 数学Ⅰ(再) 
担当教員名 荒⽊ 圭典 
単位数 2 
教科書 毎回、演習課題を配布する。 

「新訂 微分積分 I」／大日本図書矢野監修、春日編／大日本図書／978-4-
477016504：「モノグラフ ５訂版 公式集」／矢野監修、春日編／科学振興新社／
978-4-894281639 

アクティブラーニング  
キーワード 微分、導関数、接線、極値、定積分、不定積分、面積、多項式、三角関数、指数

関数、対数関数、分数関数、無理関数、逆関数、Taylor 展開 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 科学振興新社「新訂 基礎数学」・大日本図書 
授業形態 講義 
注意備考 年度冒頭の学力多様化度調査の結果によって講義の履修の指導をするので、教員

の指示に従うこと。 
シラバスコード FTR0021P 
実務経験のある教員  
達成目標 微分法、積分法の基礎を理解し、簡単な応用問題を解くことができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 担当：荒⽊圭典 E-mail: araki(_at_)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２

０号館６階、オフィスアワー： 随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Calculus I 
関連科目 全てのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1 変数関数の微分法、積分法の基礎について、図形的意味、計算法について習熟

すること。学習の項目は、導関数の定義、関数の積・商の導関数、合成関数の導
関数、初等関数（多項式、三角関数、指数・対数関数）の導関数の計算 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 次の項目について解説、演習を行う：微分とは■2 点の座標とグラフの傾き

■極限の計算とは■導関数の定義と x,x^2,x^3 への応用■導関数の表記法と読み
方。 
2 回 次の項目について解説、演習を行う：微分の公式：線形性、積、商の導関数
■x^n の導関数■合成関数とは(例: V sin(2πft+Φ), (1/√(2π)s) exp(-(x-
m)^2/s^2)■合成関数の導関数■導関数の符号と増減■増減表の作成■組立除法
による代入計算。 
3 回 中間試験１を実施する。その後、次の項目について解説、演習を行う：■ 

準備学習 毎回、次回の演習課題を配布するので、演習課題に取り組んでおくこと。 
 



年度 2014 
授業コード FTR00220 
成績評価 毎回の演習課題(3%×15 回=45%)、中間試験(10%×3 回=30%)、期末試験

(25%)。ただし期末試験のうち微分基礎問題 15 題のうち 12 題以上を正解するこ
と。 

曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜14) 
見出し FTR00220 数学Ⅰ 
担当教員名 荒⽊ 圭典 
単位数 2 
教科書 毎回、演習課題を配布する。 

「新訂 微分積分 I」／大日本図書矢野監修、春日編／大日本図書／978-4-
477016504：「モノグラフ ５訂版 公式集」／矢野監修、春日編／科学振興新社／
978-4-894281639 

アクティブラーニング  
キーワード 微分、導関数、接線、極値、定積分、不定積分、面積、多項式、三角関数、指数

関数、対数関数、分数関数、無理関数、逆関数、Taylor 展開 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 科学振興新社「新訂 基礎数学」・大日本図書 
授業形態 講義 
注意備考 年度冒頭の学力多様化度調査の結果によって講義の履修の指導をするので、教員

の指示に従うこと。 
シラバスコード FTR00220 
実務経験のある教員  
達成目標 微分法、積分法の基礎を理解し、簡単な応用問題を解くことができる。 
受講者へのコメント 微分のほか、数学の事項についての質問をいつでも受け付けます 
連絡先 担当：荒⽊圭典 E-mail: araki(_at_)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２

０号館６階、オフィスアワー： 随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 改善の余地があるようです 
英文科目名 Calculus I 
関連科目 全てのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定 教材の配布、課題採点の仕組みを改善します 
講義目的 1 変数関数の微分法、積分法の基礎について、図形的意味、計算法について習熟

すること。学習の項目は、導関数の定義、関数の積・商の導関数、合成関数の導
関数、初等関数（多項式、三角関数、指数・対数関数）の導関数の計算 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 次の項目について解説、演習を行う：微分とは■2 点の座標とグラフの傾き

■極限の計算とは■導関数の定義と x,x^2,x^3 への応用■導関数の表記法と読み
方。 
2 回 次の項目について解説、演習を行う：微分の公式：線形性、積、商の導関数
■x^n の導関数■合成関数とは(例: V sin(2πft+Φ), (1/√(2π)s) exp(-(x-
m)^2/s^2)■合成関数の導関数■導関数の符号と増減■増減表の作成■組立除法
による代入計算。 
3 回 中間試験１を実施する。その後、次の項目について解説、演習を行う：■ 

準備学習 毎回、次回の演習課題を配布するので、演習課題に取り組んでおくこと。 
 



年度 2014 
授業コード FTR00221 
成績評価 毎回の演習課題(3%×15 回=45%)、中間試験(10%×3 回=30%)、期末試験

(25%)。ただし期末試験のうち微分基礎問題 15 題のうち 12 題以上を正解するこ
と。 

曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜09) 
見出し FTR00221 数学Ⅰ(再) 
担当教員名 荒⽊ 圭典 
単位数 2 
教科書 毎回、演習課題を配布する。 

「新訂 微分積分 I」／大日本図書矢野監修、春日編／大日本図書／978-4-
477016504：「モノグラフ ５訂版 公式集」／矢野監修、春日編／科学振興新社／
978-4-894281639 

アクティブラーニング  
キーワード 微分、導関数、接線、極値、定積分、不定積分、面積、多項式、三角関数、指数

関数、対数関数、分数関数、無理関数、逆関数、Taylor 展開 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 科学振興新社「新訂 基礎数学」・大日本図書 
授業形態 講義 
注意備考 年度冒頭の学力多様化度調査の結果によって講義の履修の指導をするので、教員

の指示に従うこと。 
シラバスコード FTR00221 
実務経験のある教員  
達成目標 微分法、積分法の基礎を理解し、簡単な応用問題を解くことができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 担当：荒⽊圭典 E-mail: araki(_at_)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２

０号館６階、オフィスアワー： 随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Calculus I 
関連科目 全てのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1 変数関数の微分法、積分法の基礎について、図形的意味、計算法について習熟

すること。学習の項目は、導関数の定義、関数の積・商の導関数、合成関数の導
関数、初等関数（多項式、三角関数、指数・対数関数）の導関数の計算 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 次の項目について解説、演習を行う：微分とは■2 点の座標とグラフの傾き

■極限の計算とは■導関数の定義と x,x^2,x^3 への応用■導関数の表記法と読み
方。 
2 回 次の項目について解説、演習を行う：微分の公式：線形性、積、商の導関数
■x^n の導関数■合成関数とは(例: V sin(2πft+Φ), (1/√(2π)s) exp(-(x-
m)^2/s^2)■合成関数の導関数■導関数の符号と増減■増減表の作成■組立除法
による代入計算。 
3 回 中間試験１を実施する。その後、次の項目について解説、演習を行う：■ 

準備学習 毎回、次回の演習課題を配布するので、演習課題に取り組んでおくこと。 
 



年度 2014 
授業コード FTR0022P 
成績評価 毎回の演習課題(3%×15 回=45%)、中間試験(10%×3 回=30%)、期末試験

(25%)。ただし期末試験のうち微分基礎問題 15 題のうち 12 題以上を正解するこ
と。 

曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0022P 数学Ⅰ(再) 
担当教員名 荒⽊ 圭典 
単位数 2 
教科書 毎回、演習課題を配布する。 

「新訂 微分積分 I」／大日本図書矢野監修、春日編／大日本図書／978-4-
477016504：「モノグラフ ５訂版 公式集」／矢野監修、春日編／科学振興新社／
978-4-894281639 

アクティブラーニング  
キーワード 微分、導関数、接線、極値、定積分、不定積分、面積、多項式、三角関数、指数

関数、対数関数、分数関数、無理関数、逆関数、Taylor 展開 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 科学振興新社「新訂 基礎数学」・大日本図書 
授業形態 講義 
注意備考 年度冒頭の学力多様化度調査の結果によって講義の履修の指導をするので、教員

の指示に従うこと。 
シラバスコード FTR0022P 
実務経験のある教員  
達成目標 微分法、積分法の基礎を理解し、簡単な応用問題を解くことができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 担当：荒⽊圭典 E-mail: araki(_at_)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２

０号館６階、オフィスアワー： 随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Calculus I 
関連科目 全てのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1 変数関数の微分法、積分法の基礎について、図形的意味、計算法について習熟

すること。学習の項目は、導関数の定義、関数の積・商の導関数、合成関数の導
関数、初等関数（多項式、三角関数、指数・対数関数）の導関数の計算 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 次の項目について解説、演習を行う：微分とは■2 点の座標とグラフの傾き

■極限の計算とは■導関数の定義と x,x^2,x^3 への応用■導関数の表記法と読み
方。 
2 回 次の項目について解説、演習を行う：微分の公式：線形性、積、商の導関数
■x^n の導関数■合成関数とは(例: V sin(2πft+Φ), (1/√(2π)s) exp(-(x-
m)^2/s^2)■合成関数の導関数■導関数の符号と増減■増減表の作成■組立除法
による代入計算。 
3 回 中間試験１を実施する。その後、次の項目について解説、演習を行う：■ 

準備学習 毎回、次回の演習課題を配布するので、演習課題に取り組んでおくこと。 
 



年度 2014 
授業コード FTR00310 
成績評価 毎回の演習課題(5%×10 回=50%)、中間試験(10%×3 回=30%)、期末試験

(20%)。ただし期末試験を部分点込みで 50%以上正解すること。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜13) 
見出し FTR00310 数学Ⅱ 
担当教員名 荒⽊ 圭典 
単位数 2 
教科書 「微分積分 I 新訂」（大日本図書）矢野監修、春日編、「モノグラフ ５訂版 公式

集」（科学振興新社） 
アクティブラーニング  
キーワード 積分（定積分）。原始関数（不定積分）。原始関数と積分値の関係。原始関数を求

める技巧：線形性、置換積分、部分積分、部分分数分解、三角関数の公式の活用。
グラフの対称性と積分値の関係。初等関数の原始関数。 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義において指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTR00310 
実務経験のある教員  
達成目標 微分法、積分法の基礎を理解し、簡単な応用問題を解くことができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 担当：荒⽊圭典 E-mail: araki(_at_)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２

０号館６階、オフィスアワー： 随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Calculus II 
関連科目 全てのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1 変数関数の積分法の基礎について、図形的意味、計算法について習熟すること。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 積分（定積分）の直観的な定義、すなわち関数のグラフと軸の間の面積。積

分の筆算の基本としての不定積分（原始関数）と定積分の関係。多項式、初等関
数(sin, cos, exp, ln)の積分の演習。積分記号の意味や、原始関数が筆算で初等関
数の組み合わせとして求められない積分(例えば誤差関数)についても簡単に言



及する。 
2 回 積分の計算技巧について、すなわち原始関数の計算の目標が、べき関数、
sin, cos, exp の線形結合に持ち込むこと、そのための技巧として(1)線形性の利
用、(2)部分積分法、(3 

準備学習 毎回、次回の演習課題を配布するので、演習課題に取り組んでおくこと。 
 



年度 2014 
授業コード FTR00311 
成績評価 毎回の演習課題(5%×10 回=50%)、中間試験(10%×3 回=30%)、期末試験

(20%)。ただし期末試験を部分点込みで 50%以上正解すること。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜09) 
見出し FTR00311 数学Ⅱ(再) 
担当教員名 荒⽊ 圭典 
単位数 2 
教科書 「微分積分 I 新訂」（大日本図書）矢野監修、春日編、「モノグラフ ５訂版 公式

集」（科学振興新社） 
アクティブラーニング  
キーワード 積分（定積分）。原始関数（不定積分）。原始関数と積分値の関係。原始関数を求

める技巧：線形性、置換積分、部分積分、部分分数分解、三角関数の公式の活用。
グラフの対称性と積分値の関係。初等関数の原始関数。 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義において指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTR00311 
実務経験のある教員  
達成目標 微分法、積分法の基礎を理解し、簡単な応用問題を解くことができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 担当：荒⽊圭典 E-mail: araki(_at_)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２

０号館６階、オフィスアワー： 随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Calculus II 
関連科目 全てのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1 変数関数の積分法の基礎について、図形的意味、計算法について習熟すること。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 積分（定積分）の直観的な定義、すなわち関数のグラフと軸の間の面積。積

分の筆算の基本としての不定積分（原始関数）と定積分の関係。多項式、初等関
数(sin, cos, exp, ln)の積分の演習。積分記号の意味や、原始関数が筆算で初等関
数の組み合わせとして求められない積分(例えば誤差関数)についても簡単に言



及する。 
2 回 積分の計算技巧について、すなわち原始関数の計算の目標が、べき関数、
sin, cos, exp の線形結合に持ち込むこと、そのための技巧として(1)線形性の利
用、(2)部分積分法、(3 

準備学習 毎回、次回の演習課題を配布するので、演習課題に取り組んでおくこと。 
 



年度 2014 
授業コード FTR0031P 
成績評価 毎回の演習課題(5%×10 回=50%)、中間試験(10%×3 回=30%)、期末試験

(20%)。ただし期末試験を部分点込みで 50%以上正解すること。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0031P 数学Ⅱ(再) 
担当教員名 荒⽊ 圭典 
単位数 2 
教科書 「微分積分 I 新訂」（大日本図書）矢野監修、春日編、「モノグラフ ５訂版 公式

集」（科学振興新社） 
アクティブラーニング  
キーワード 積分（定積分）。原始関数（不定積分）。原始関数と積分値の関係。原始関数を求

める技巧：線形性、置換積分、部分積分、部分分数分解、三角関数の公式の活用。
グラフの対称性と積分値の関係。初等関数の原始関数。 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義において指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTR0031P 
実務経験のある教員  
達成目標 微分法、積分法の基礎を理解し、簡単な応用問題を解くことができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 担当：荒⽊圭典 E-mail: araki(_at_)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２

０号館６階、オフィスアワー： 随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Calculus II 
関連科目 全てのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1 変数関数の積分法の基礎について、図形的意味、計算法について習熟すること。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 積分（定積分）の直観的な定義、すなわち関数のグラフと軸の間の面積。積

分の筆算の基本としての不定積分（原始関数）と定積分の関係。多項式、初等関
数(sin, cos, exp, ln)の積分の演習。積分記号の意味や、原始関数が筆算で初等関
数の組み合わせとして求められない積分(例えば誤差関数)についても簡単に言



及する。 
2 回 積分の計算技巧について、すなわち原始関数の計算の目標が、べき関数、
sin, cos, exp の線形結合に持ち込むこと、そのための技巧として(1)線形性の利
用、(2)部分積分法、(3 

準備学習 毎回、次回の演習課題を配布するので、演習課題に取り組んでおくこと。 
 



年度 2014 
授業コード FTR00320 
成績評価 毎回の演習課題(5%×10 回=50%)、中間試験(10%×3 回=30%)、期末試験

(20%)。ただし期末試験を部分点込みで 50%以上正解すること。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜14) 
見出し FTR00320 数学Ⅱ 
担当教員名 荒⽊ 圭典 
単位数 2 
教科書 「微分積分 I 新訂」／矢野監修、春日編／大日本図書／978-4-477016504：「モノ

グラフ ５訂版 公式集」／科学振興新社／978-4-894281639 
アクティブラーニング  
キーワード 積分（定積分）。原始関数（不定積分）。原始関数と積分値の関係。原始関数を求

める技巧：線形性、置換積分、部分積分、部分分数分解、三角関数の公式の活用。
グラフの対称性と積分値の関係。初等関数の原始関数。 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義において指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTR00320 
実務経験のある教員  
達成目標 微分法、積分法の基礎を理解し、簡単な応用問題を解くことができる。 
受講者へのコメント 積分だけでなく数学全般の質問をいつでも受け付けます 
連絡先 担当：荒⽊圭典 E-mail: araki(_at_)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２

０号館６階、オフィスアワー： 随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 改善の余地がまだまだあるようです 
英文科目名 Calculus II 
関連科目 全てのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定 資料配布、解説、採点の仕組みを改善します 
講義目的 1 変数関数の積分法の基礎について、図形的意味、計算法について習熟すること。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 積分（定積分）の直観的な定義、すなわち関数のグラフと軸の間の面積。積

分の筆算の基本としての不定積分（原始関数）と定積分の関係。多項式、初等関
数(sin, cos, exp, ln)の積分の演習。積分記号の意味や、原始関数が筆算で初等関
数の組み合わせとして求められない積分(例えば誤差関数)についても簡単に言



及する。 
2 回 積分の計算技巧について、すなわち原始関数の計算の目標が、べき関数、
sin, cos, exp の線形結合に持ち込むこと、そのための技巧として(1)線形性の利
用、(2)部分積分法、(3 

準備学習 毎回、次回の演習課題を配布するので、演習課題に取り組んでおくこと。 
 



年度 2014 
授業コード FTR00321 
成績評価 毎回の演習課題(5%×10 回=50%)、中間試験(10%×3 回=30%)、期末試験

(20%)。ただし期末試験を部分点込みで 50%以上正解すること。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜09) 
見出し FTR00321 数学Ⅱ(再) 
担当教員名 荒⽊ 圭典 
単位数 2 
教科書 「微分積分 I 新訂」／矢野監修、春日編／大日本図書／978-4-477016504：「モノ

グラフ ５訂版 公式集」／科学振興新社／978-4-894281639 
アクティブラーニング  
キーワード 積分（定積分）。原始関数（不定積分）。原始関数と積分値の関係。原始関数を求

める技巧：線形性、置換積分、部分積分、部分分数分解、三角関数の公式の活用。
グラフの対称性と積分値の関係。初等関数の原始関数。 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義において指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTR00321 
実務経験のある教員  
達成目標 微分法、積分法の基礎を理解し、簡単な応用問題を解くことができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 担当：荒⽊圭典 E-mail: araki(_at_)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２

０号館６階、オフィスアワー： 随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Calculus II 
関連科目 全てのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1 変数関数の積分法の基礎について、図形的意味、計算法について習熟すること。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 積分（定積分）の直観的な定義、すなわち関数のグラフと軸の間の面積。積

分の筆算の基本としての不定積分（原始関数）と定積分の関係。多項式、初等関
数(sin, cos, exp, ln)の積分の演習。積分記号の意味や、原始関数が筆算で初等関
数の組み合わせとして求められない積分(例えば誤差関数)についても簡単に言



及する。 
2 回 積分の計算技巧について、すなわち原始関数の計算の目標が、べき関数、
sin, cos, exp の線形結合に持ち込むこと、そのための技巧として(1)線形性の利
用、(2)部分積分法、(3 

準備学習 毎回、次回の演習課題を配布するので、演習課題に取り組んでおくこと。 
 



年度 2014 
授業コード FTR0032P 
成績評価 毎回の演習課題(5%×10 回=50%)、中間試験(10%×3 回=30%)、期末試験

(20%)。ただし期末試験を部分点込みで 50%以上正解すること。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0032P 数学Ⅱ(再) 
担当教員名 荒⽊ 圭典 
単位数 2 
教科書 「微分積分 I 新訂」／矢野監修、春日編／大日本図書／978-4-477016504：「モノ

グラフ ５訂版 公式集」／科学振興新社／978-4-894281639 
アクティブラーニング  
キーワード 積分（定積分）。原始関数（不定積分）。原始関数と積分値の関係。原始関数を求

める技巧：線形性、置換積分、部分積分、部分分数分解、三角関数の公式の活用。
グラフの対称性と積分値の関係。初等関数の原始関数。 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義において指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTR0032P 
実務経験のある教員  
達成目標 微分法、積分法の基礎を理解し、簡単な応用問題を解くことができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 担当：荒⽊圭典 E-mail: araki(_at_)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２

０号館６階、オフィスアワー： 随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Calculus II 
関連科目 全てのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1 変数関数の積分法の基礎について、図形的意味、計算法について習熟すること。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 積分（定積分）の直観的な定義、すなわち関数のグラフと軸の間の面積。積

分の筆算の基本としての不定積分（原始関数）と定積分の関係。多項式、初等関
数(sin, cos, exp, ln)の積分の演習。積分記号の意味や、原始関数が筆算で初等関
数の組み合わせとして求められない積分(例えば誤差関数)についても簡単に言



及する。 
2 回 積分の計算技巧について、すなわち原始関数の計算の目標が、べき関数、
sin, cos, exp の線形結合に持ち込むこと、そのための技巧として(1)線形性の利
用、(2)部分積分法、(3 

準備学習 毎回、次回の演習課題を配布するので、演習課題に取り組んでおくこと。 
 



年度 2014 
授業コード FTR00410 
成績評価 課題への取り組みおよび小テストの結果（40％）、定期試験（60％）により成績

を評価する。採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。ただし、
定期試験において基準点を設け、得点が 30％未満の場合は不合格とする。また、
授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には試験成績は無効とみなし、評価は
E とする。 

曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜14) 
見出し FTR00410 数学Ⅲ 
担当教員名 松下 尚史 
単位数 2 
教科書 改訂版すぐわかる線形代数／石村園子著／東京図書 
アクティブラーニング  
キーワード 線形代数、ベクトル、行列、連立一次方程式、線形独立、行列の階数、行列式、

正則行列、行列の基本変形、ガウスの消去法、クラメルの公式、固有値、固有ベ
クトル 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 数学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FTR00410 
実務経験のある教員  
達成目標 ①行列の基本的な算法を身につけること。 

②行列の階数の意味を把握すること。 
③行列式の算法を身につけること。 
④逆行列を求めることができること。 
⑤固有値および固有ベクトルの意味を把握すること。 

受講者へのコメント 特になし 
連絡先 （研究室）20 号館 3 階、（電話）086-256-9503、（E-mail）hisashi@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Linear Algebra 
関連科目 全ての A 群科目 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 扱う対象は行列とする。まずは行列の基本変形が自由自在にできるようになるこ



とを目標とする。次にそれを用いて正方行列の逆行列、行列式が計算できるよう
になることを目指す。さらにそれらの総合的な応用として連立１次方程式が解け
るようになることを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 行列の和・スカラー倍・積について概説し、演習を行う。 

2 回 正則行列・行列のべきについて概説し、演習を行う。 
3 回 基本変形による行列の標準化・行列の階数について概説し、演習を行う。 
4 回 転置行列について概説し、演習を行う。 
5 回 行列式の定義について概説し、演習を行う。 
6 回 行列式の計算と基本性質について概説し、演習を行う。 
7 回 逆行列について概説し、演習を行う。 
8 回 連立 1 次方程式の解の求め方について概説し、演習を行う。 
9 回 クラメルの公式を用いた連立 1 次方程式の解の求め方について概説 

準備学習 1 回 行列の演算方法について学習してくること。 
2 回 正則行列の定義を調べてくること。 
3 回 行列の階数の意味を調べてくること。 
4 回 転置行列の定義と性質を調べてくること。 
5 回 行列式の定義を調べてくること。 
6 回 行列式の性質を調べてくること。 
7 回 逆行列の利用方法について調べてくること。 
8 回 基本変形の手順を復習してくること。 
9 回 行列式の計算方法を復習してくること。 
10 回 行列式の計算方法を復習してくること。 
11 回 固有値の定義および意味を調べてくること。 
12 回 逆行列の求め方を復習 

 



年度 2014 
授業コード FTR00510 
成績評価 最終試験（60％）、小テスト、宿題（40％）最終試験と小テスト、宿題の成績に

より評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜13) 
見出し FTR00510 応用数学Ⅰ 
担当教員名 神谷 茂保 
単位数 2 
教科書 すぐわかる微分方程式／石村園子／東京図書／978-4-489004773：大学演習 解

析学概論／矢野健太郎、石原繁／裳華房／978-4-785380045 
アクティブラーニング  
キーワード 微分方程式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「早口で聞き取れない」という記述があったので外国人留学生にこの件を聞いて

みたところ「わたしは早いと思われない。自分はよくわかる。その人は応用数学
の内容がわからないからではないですか」という回答であった。いずれにしても
早くてわからに場合は質問してください。 

科目名 応用数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に示す。 
授業形態 講義 
注意備考 数学 I,II の内容に習熟していること。 

よく復習すること（教科書「すぐわかる微分方程式」の該当部分は必ず読んでお
くこと）。（数学関連科目の学習にはある種のセンスを要求します。そのセンスを
磨くには勉強以外ありません。）「大学演習 解析学概論（矢野健太郎、石原繁著、
裳華房）」の該当部分も必ずやっておくこと。また図書館で関連図書を見つけ読
んでみること。微積分とくに積分の計算ができない場合はこの講義はとても難し
いものになるのでその覚悟をして履修すること。小テストを行うので遅刻しない
で出席すること。 

シラバスコード FTR00510 
実務経験のある教員  
達成目標 微分方程式の解を求積法により実際に求めることができるようになること。特に

線形微分方程式の解が求められそれを力学、電磁気学に応用できること。いろい
ろな現象を微分方程式という方法で記述し、それを解析することができるように
なることが「微分方程式論」の大きな目標であるがこの講義では上記のように
「（定数係数２階）線形微分方程式の解を求めることができる」ことを最低限の
目標とする。 

受講者へのコメント 微積分を理解していない受講生が多く見られた。この人たちにはこの講義の復習
もしないで「聞きっぱなし」で理解するには難しいと思われる。少なくとも 90 分
の自宅学習が必要である。 



連絡先 連絡先 20 号館 6 階神谷研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講生の７４.３％が「満足」「ほぼ満足」と回答している。「普通」もいれると９
０％以上になるのでこの講義はおおむね成功したといえると思う。 

英文科目名 Engineering Mathematics I 
関連科目 A 群のほとんどすべての科目 
次回に向けての改善変更予定 宿題をおおくす r など自宅学習時間を多くする⼯夫をしたいと思う。 
講義目的 微分方程式の基礎を学ぶ。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  微分方程式とは何かを説明する。 

2 回  微分方程式の応用例について説明する。 
3 回  直接積分形の微分方程式について説明する。 
4 回  変数分離型の微分方程式 について説明する。 
5 回  変数分離型の微分方程式の応用について説明する。 
6 回  同次形の微分方程式 について説明する。1 
7 回  同次形の微分方程式の応用について説明する。 
8 回  １階線形微分方程式について説明する。 
9 回 １階線形微分方程式の応用について説明する。 
10 回  線形空間の基礎について説明する。 
11 回  線形微分方程式 

準備学習 1 回  微分積分の基礎を復習しておくこと。 
2 回  「積分」の練習をしておくこと。 
3 回  微分積分の基礎的な問題を復習しておくこと。また微分方程式の応用例
について復習しておくこと。 
4 回  微分方程式とは何か理解しておくこと。不定積分の練習問題をやってみ
ること。 
5 回  微積分の教科書などを参照に積分の演習問題を解いてみること。 
6 回 変数分離形の微分方程式の一般解を求める練習をしてみること。 
7 回 変数分離形、同次形の微分方程式の復習をしておくこと。。 
8 回 微積分学の教科書の「積分」の部分を復習して 

 



年度 2014 
授業コード FTR00511 
成績評価 最終試験（60％）、小テスト、宿題（40％）最終試験と小テスト、宿題の成績に

より評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜09) 
見出し FTR00511 応用数学Ⅰ(再) 
担当教員名 神谷 茂保 
単位数 2 
教科書 すぐわかる微分方程式／石村園子／東京図書／978-4-489004773：大学演習 解

析学概論／矢野健太郎、石原繁／裳華房／978-4-785380045 
アクティブラーニング  
キーワード 微分方程式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用数学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に示す。 
授業形態 講義 
注意備考 数学 I,II の内容に習熟していること。 

よく復習すること（教科書「すぐわかる微分方程式」の該当部分は必ず読んでお
くこと）。（数学関連科目の学習にはある種のセンスを要求します。そのセンスを
磨くには勉強以外ありません。）「大学演習 解析学概論（矢野健太郎、石原繁著、
裳華房）」の該当部分も必ずやっておくこと。また図書館で関連図書を見つけ読
んでみること。微積分とくに積分の計算ができない場合はこの講義はとても難し
いものになるのでその覚悟をして履修すること。小テストを行うので遅刻しない
で出席すること。 

シラバスコード FTR00511 
実務経験のある教員  
達成目標 微分方程式の解を求積法により実際に求めることができるようになること。特に

線形微分方程式の解が求められそれを力学、電磁気学に応用できること。いろい
ろな現象を微分方程式という方法で記述し、それを解析することができるように
なることが「微分方程式論」の大きな目標であるがこの講義では上記のように
「（定数係数２階）線形微分方程式の解を求めることができる」ことを最低限の
目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 連絡先 20 号館 6 階神谷研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Engineering Mathematics I 
関連科目 A 群のほとんどすべての科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 微分方程式の基礎を学ぶ。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  微分方程式とは何かを説明する。 

2 回  微分方程式の応用例について説明する。 
3 回  直接積分形の微分方程式について説明する。 
4 回  変数分離型の微分方程式 について説明する。 
5 回  変数分離型の微分方程式の応用について説明する。 
6 回  同次形の微分方程式 について説明する。1 
7 回  同次形の微分方程式の応用について説明する。 
8 回  １階線形微分方程式について説明する。 
9 回 １階線形微分方程式の応用について説明する。 
10 回  線形空間の基礎について説明する。 
11 回  線形微分方程式 

準備学習 1 回  微分積分の基礎を復習しておくこと。 
2 回  「積分」の練習をしておくこと。 
3 回  微分積分の基礎的な問題を復習しておくこと。また微分方程式の応用例
について復習しておくこと。 
4 回  微分方程式とは何か理解しておくこと。不定積分の練習問題をやってみ
ること。 
5 回  微積分の教科書などを参照に積分の演習問題を解いてみること。 
6 回 変数分離形の微分方程式の一般解を求める練習をしてみること。 
7 回 変数分離形、同次形の微分方程式の復習をしておくこと。。 
8 回 微積分学の教科書の「積分」の部分を復習して 

 



年度 2014 
授業コード FTR0051P 
成績評価 最終試験（60％）、小テスト、宿題（40％）最終試験と小テスト、宿題の成績に

より評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0051P 応用数学Ⅰ(再) 
担当教員名 神谷 茂保 
単位数 2 
教科書 すぐわかる微分方程式／石村園子／東京図書／978-4-489004773：大学演習 解

析学概論／矢野健太郎、石原繁／裳華房／978-4-785380045 
アクティブラーニング  
キーワード 微分方程式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用数学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に示す。 
授業形態 講義 
注意備考 数学 I,II の内容に習熟していること。 

よく復習すること（教科書「すぐわかる微分方程式」の該当部分は必ず読んでお
くこと）。（数学関連科目の学習にはある種のセンスを要求します。そのセンスを
磨くには勉強以外ありません。）「大学演習 解析学概論（矢野健太郎、石原繁著、
裳華房）」の該当部分も必ずやっておくこと。また図書館で関連図書を見つけ読
んでみること。微積分とくに積分の計算ができない場合はこの講義はとても難し
いものになるのでその覚悟をして履修すること。小テストを行うので遅刻しない
で出席すること。 

シラバスコード FTR0051P 
実務経験のある教員  
達成目標 微分方程式の解を求積法により実際に求めることができるようになること。特に

線形微分方程式の解が求められそれを力学、電磁気学に応用できること。いろい
ろな現象を微分方程式という方法で記述し、それを解析することができるように
なることが「微分方程式論」の大きな目標であるがこの講義では上記のように
「（定数係数２階）線形微分方程式の解を求めることができる」ことを最低限の
目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 連絡先 20 号館 6 階神谷研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Engineering Mathematics I 
関連科目 A 群のほとんどすべての科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 微分方程式の基礎を学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  微分方程式とは何かを説明する。 

2 回  微分方程式の応用例について説明する。 
3 回  直接積分形の微分方程式について説明する。 
4 回  変数分離型の微分方程式 について説明する。 
5 回  変数分離型の微分方程式の応用について説明する。 
6 回  同次形の微分方程式 について説明する。1 
7 回  同次形の微分方程式の応用について説明する。 
8 回  １階線形微分方程式について説明する。 
9 回 １階線形微分方程式の応用について説明する。 
10 回  線形空間の基礎について説明する。 
11 回  線形微分方程式 

準備学習 1 回  微分積分の基礎を復習しておくこと。 
2 回  「積分」の練習をしておくこと。 
3 回  微分積分の基礎的な問題を復習しておくこと。また微分方程式の応用例
について復習しておくこと。 
4 回  微分方程式とは何か理解しておくこと。不定積分の練習問題をやってみ
ること。 
5 回  微積分の教科書などを参照に積分の演習問題を解いてみること。 
6 回 変数分離形の微分方程式の一般解を求める練習をしてみること。 
7 回 変数分離形、同次形の微分方程式の復習をしておくこと。。 
8 回 微積分学の教科書の「積分」の部分を復習して 

 



年度 2014 
授業コード FTR00520 
成績評価 最終試験（60％）、小テスト、宿題（40％）最終試験と小テスト、宿題の成績に

より評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜13) 
見出し FTR00520 応用数学Ⅰ 
担当教員名 神谷 茂保 
単位数 2 
教科書 すぐわかる微分方程式／石村園子／東京図書／978-4-489004773：大学演習 解

析学概論／矢野健太郎、石原繁／裳華房／978-4-785380045 
アクティブラーニング  
キーワード 微分方程式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「わかりやすい授業でした」という回答があり安⼼しました。 
科目名 応用数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に示す。 
授業形態 講義 
注意備考 数学 I,II の内容に習熟していること。 

よく復習すること（教科書「すぐわかる微分方程式」の該当部分は必ず読んでお
くこと）。（数学関連科目の学習にはある種のセンスを要求します。そのセンスを
磨くには勉強以外ありません。）「大学演習 解析学概論（矢野健太郎、石原繁著、
裳華房）」の該当部分も必ずやっておくこと。また図書館で関連図書を見つけ読
んでみること。微積分とくに積分の計算ができない場合はこの講義はとても難し
いものになるのでその覚悟をして履修すること。小テストを行うので遅刻しない
で出席すること。 

シラバスコード FTR00520 
実務経験のある教員  
達成目標 微分方程式の解を求積法により実際に求めることができるようになること。特に

線形微分方程式の解が求められそれを力学、電磁気学に応用できること。いろい
ろな現象を微分方程式という方法で記述し、それを解析することができるように
なることが「微分方程式論」の大きな目標であるがこの講義では上記のように
「（定数係数２階）線形微分方程式の解を求めることができる」ことを最低限の
目標とする。 

受講者へのコメント この授業の目標を達成することができなかったと回答した受講生が数名いた。積
極的に質問するようにしてください。 

連絡先 連絡先 20 号館 6 階神谷研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ８０％の受講生が「この分野への理解が深まった」と回答していることからこの



講義が有意義であったことがわかった。 
英文科目名 Engineering Mathematics I 
関連科目 A 群のほとんどすべての科目 
次回に向けての改善変更予定 特に変更点なし。 
講義目的 微分方程式の基礎を学ぶ。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  微分方程式とは何かを説明する。 

2 回  微分方程式の応用例について説明する。 
3 回  直接積分形の微分方程式について説明する。 
4 回  変数分離型の微分方程式 について説明する。 
5 回  変数分離型の微分方程式の応用について説明する。 
6 回  同次形の微分方程式 について説明する。1 
7 回  同次形の微分方程式の応用について説明する。 
8 回  １階線形微分方程式について説明する。 
9 回 １階線形微分方程式の応用について説明する。 
10 回  線形空間の基礎について説明する。 
11 回  線形微分方程式 

準備学習 1 回  微分積分の基礎を復習しておくこと。 
2 回  「積分」の練習をしておくこと。 
3 回  微分積分の基礎的な問題を復習しておくこと。また微分方程式の応用例
について復習しておくこと。 
4 回  微分方程式とは何か理解しておくこと。不定積分の練習問題をやってみ
ること。 
5 回  微積分の教科書などを参照に積分の演習問題を解いてみること。 
6 回 変数分離形の微分方程式の一般解を求める練習をしてみること。 
7 回 変数分離形、同次形の微分方程式の復習をしておくこと。。 
8 回 微積分学の教科書の「積分」の部分を復習して 

 



年度 2014 
授業コード FTR00521 
成績評価 最終試験（60％）、小テスト、宿題（40％）最終試験と小テスト、宿題の成績に

より評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜09) 
見出し FTR00521 応用数学Ⅰ(再) 
担当教員名 神谷 茂保 
単位数 2 
教科書 すぐわかる微分方程式／石村園子／東京図書／978-4-489004773：大学演習 解

析学概論／矢野健太郎、石原繁／裳華房／978-4-785380045 
アクティブラーニング  
キーワード 微分方程式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用数学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に示す。 
授業形態 講義 
注意備考 数学 I,II の内容に習熟していること。 

よく復習すること（教科書「すぐわかる微分方程式」の該当部分は必ず読んでお
くこと）。（数学関連科目の学習にはある種のセンスを要求します。そのセンスを
磨くには勉強以外ありません。）「大学演習 解析学概論（矢野健太郎、石原繁著、
裳華房）」の該当部分も必ずやっておくこと。また図書館で関連図書を見つけ読
んでみること。微積分とくに積分の計算ができない場合はこの講義はとても難し
いものになるのでその覚悟をして履修すること。小テストを行うので遅刻しない
で出席すること。 

シラバスコード FTR00521 
実務経験のある教員  
達成目標 微分方程式の解を求積法により実際に求めることができるようになること。特に

線形微分方程式の解が求められそれを力学、電磁気学に応用できること。いろい
ろな現象を微分方程式という方法で記述し、それを解析することができるように
なることが「微分方程式論」の大きな目標であるがこの講義では上記のように
「（定数係数２階）線形微分方程式の解を求めることができる」ことを最低限の
目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 連絡先 20 号館 6 階神谷研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Engineering Mathematics I 
関連科目 A 群のほとんどすべての科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 微分方程式の基礎を学ぶ。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  微分方程式とは何かを説明する。 

2 回  微分方程式の応用例について説明する。 
3 回  直接積分形の微分方程式について説明する。 
4 回  変数分離型の微分方程式 について説明する。 
5 回  変数分離型の微分方程式の応用について説明する。 
6 回  同次形の微分方程式 について説明する。1 
7 回  同次形の微分方程式の応用について説明する。 
8 回  １階線形微分方程式について説明する。 
9 回 １階線形微分方程式の応用について説明する。 
10 回  線形空間の基礎について説明する。 
11 回  線形微分方程式 

準備学習 1 回  微分積分の基礎を復習しておくこと。 
2 回  「積分」の練習をしておくこと。 
3 回  微分積分の基礎的な問題を復習しておくこと。また微分方程式の応用例
について復習しておくこと。 
4 回  微分方程式とは何か理解しておくこと。不定積分の練習問題をやってみ
ること。 
5 回  微積分の教科書などを参照に積分の演習問題を解いてみること。 
6 回 変数分離形の微分方程式の一般解を求める練習をしてみること。 
7 回 変数分離形、同次形の微分方程式の復習をしておくこと。。 
8 回 微積分学の教科書の「積分」の部分を復習して 

 



年度 2014 
授業コード FTR0052P 
成績評価 最終試験（60％）、小テスト、宿題（40％）最終試験と小テスト、宿題の成績に

より評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0052P 応用数学Ⅰ(再) 
担当教員名 神谷 茂保 
単位数 2 
教科書 すぐわかる微分方程式／石村園子／東京図書／978-4-489004773：大学演習 解

析学概論／矢野健太郎、石原繁／裳華房／978-4-785380045 
アクティブラーニング  
キーワード 微分方程式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用数学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に示す。 
授業形態 講義 
注意備考 数学 I,II の内容に習熟していること。 

よく復習すること（教科書「すぐわかる微分方程式」の該当部分は必ず読んでお
くこと）。（数学関連科目の学習にはある種のセンスを要求します。そのセンスを
磨くには勉強以外ありません。）「大学演習 解析学概論（矢野健太郎、石原繁著、
裳華房）」の該当部分も必ずやっておくこと。また図書館で関連図書を見つけ読
んでみること。微積分とくに積分の計算ができない場合はこの講義はとても難し
いものになるのでその覚悟をして履修すること。小テストを行うので遅刻しない
で出席すること。 

シラバスコード FTR0052P 
実務経験のある教員  
達成目標 微分方程式の解を求積法により実際に求めることができるようになること。特に

線形微分方程式の解が求められそれを力学、電磁気学に応用できること。いろい
ろな現象を微分方程式という方法で記述し、それを解析することができるように
なることが「微分方程式論」の大きな目標であるがこの講義では上記のように
「（定数係数２階）線形微分方程式の解を求めることができる」ことを最低限の
目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 連絡先 20 号館 6 階神谷研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Engineering Mathematics I 
関連科目 A 群のほとんどすべての科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 微分方程式の基礎を学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  微分方程式とは何かを説明する。 

2 回  微分方程式の応用例について説明する。 
3 回  直接積分形の微分方程式について説明する。 
4 回  変数分離型の微分方程式 について説明する。 
5 回  変数分離型の微分方程式の応用について説明する。 
6 回  同次形の微分方程式 について説明する。1 
7 回  同次形の微分方程式の応用について説明する。 
8 回  １階線形微分方程式について説明する。 
9 回 １階線形微分方程式の応用について説明する。 
10 回  線形空間の基礎について説明する。 
11 回  線形微分方程式 

準備学習 1 回  微分積分の基礎を復習しておくこと。 
2 回  「積分」の練習をしておくこと。 
3 回  微分積分の基礎的な問題を復習しておくこと。また微分方程式の応用例
について復習しておくこと。 
4 回  微分方程式とは何か理解しておくこと。不定積分の練習問題をやってみ
ること。 
5 回  微積分の教科書などを参照に積分の演習問題を解いてみること。 
6 回 変数分離形の微分方程式の一般解を求める練習をしてみること。 
7 回 変数分離形、同次形の微分方程式の復習をしておくこと。。 
8 回 微積分学の教科書の「積分」の部分を復習して 

 



年度 2014 
授業コード FTR00610 
成績評価 最終試験（60％）、小テスト、宿題（40％）により成績評価を行う。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜13) 
見出し FTR00610 応用数学Ⅱ 
担当教員名 神谷 茂保 
単位数 2 
教科書 すぐわかるフーリエ解析 ／石村園子／東京図書 

演習 解析学概論／矢野健太郎、石原繁著／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード フーリエ級数、フーリエ変換、ラプラス変換 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述なし。 
科目名 応用数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⼯業数学 ／神谷茂保著／大学教育出版： 

なっとくする微分方程式／小寺平治／講談社： 
講義中にも示す。数学１．２で用いた（微積分学の）教科書 

授業形態 講義 
注意備考 応用数学 I を修得していることが望ましい。復習を必ず行うこと。数学１，２及

び応用数学１の内容は原則として既知なものとして講義を進めるので該当部分
の知識に不安がある場合は必ずその部分を自分で勉強しなおしておくこと。「演
習 解析学概論（矢野健太郎、石原繁著、裳華房）」の該当部分をやっておくこ
と。 

シラバスコード FTR00610 
実務経験のある教員  
達成目標 フーリエ級数、フーリエ変換、ラプラス変換とはどのようなものかを理解し応用

できるようにする。ラプラス変換を応用して微分方程式の解を求められるように
する。 

受講者へのコメント 教科書や資料が難しい場合はその箇所について質問してください。 
連絡先 20 号館 6 階神谷研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ９５％以上に受講生がこの授業に「ほぼ満足」「満足」と回答していることからこ
の授業は有意義であったことがわかる。 

英文科目名 Engineering Mathematics II 
関連科目 応用数学 I、制御理論、数学１、数学２、A 群のほとんどの科目 
次回に向けての改善変更予定 特に変更点はない。 
講義目的 フーリエ級数、フーリエ変換、ラプラス変換の基礎とその応用について学ぶ。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  この講義の内容、目標の説明を説明する。 

2 回 広義積分、無限積分について説明する。 
3 回  ２重積分について説明する。 
4 回 重積分と極座標変換について説明する。 
5 回  関数空間について説明する。 
6 回  フーリエ級数について説明する。 
7 回 フーリエ正弦、余弦級数について説明する。複素型のフーリエ級数について
説明する。 
8 回 一般区間のフーリエ級数について説明する。 
9 回  フーリエ級数の性質について説明する。 
10 回  フーリエ積分、フ―リエ変換について説明する。 
11 回  フ―リエ変換など 

準備学習 1 回 微積分の教科書の「積分」の部分を復習しておくこと。 
2 回 積分に関する演習問題をやっておくこと。 
3 回  広義積分、無限積分の演習問題をやっておくこと。 
4 回 重積分の演習問題をやっておくこと。極座標について復習しておくこと。 
5 回 線形代数の復習をしておくこと。 
6 回  三角関数の性質を復習しておくこと。 
7 回   三角関数の微積分について復習しておくこと。フーリエ級数の復習をし
ておくこと。 
8 回 フーリエ級数の求め方を復習しておくこと。 
9 回 周期関数のフ−リエ級数を求めてみること。 
10 回 複 

 



年度 2014 
授業コード FTR0061P 
成績評価 最終試験（60％）、小テスト、宿題（40％）により成績評価を行う。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0061P 応用数学Ⅱ 
担当教員名 神谷 茂保 
単位数 2 
教科書 すぐわかるフーリエ解析 ／石村園子／東京図書 

演習 解析学概論／矢野健太郎、石原繁著／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード フーリエ級数、フーリエ変換、ラプラス変換 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⼯業数学 ／神谷茂保著／大学教育出版： 

なっとくする微分方程式／小寺平治／講談社： 
講義中にも示す。数学１．２で用いた（微積分学の）教科書 

授業形態 講義 
注意備考 応用数学 I を修得していることが望ましい。復習を必ず行うこと。数学１，２及

び応用数学１の内容は原則として既知なものとして講義を進めるので該当部分
の知識に不安がある場合は必ずその部分を自分で勉強しなおしておくこと。「演
習 解析学概論（矢野健太郎、石原繁著、裳華房）」の該当部分をやっておくこ
と。 

シラバスコード FTR0061P 
実務経験のある教員  
達成目標 フーリエ級数、フーリエ変換、ラプラス変換とはどのようなものかを理解し応用

できるようにする。ラプラス変換を応用して微分方程式の解を求められるように
する。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 6 階神谷研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Engineering Mathematics II 
関連科目 応用数学 I、制御理論、数学１、数学２、A 群のほとんどの科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 フーリエ級数、フーリエ変換、ラプラス変換の基礎とその応用について学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  この講義の内容、目標の説明を説明する。 
2 回 広義積分、無限積分について説明する。 
3 回  ２重積分について説明する。 
4 回 重積分と極座標変換について説明する。 
5 回  関数空間について説明する。 
6 回  フーリエ級数について説明する。 
7 回 フーリエ正弦、余弦級数について説明する。複素型のフーリエ級数について
説明する。 
8 回 一般区間のフーリエ級数について説明する。 
9 回  フーリエ級数の性質について説明する。 
10 回  フーリエ積分、フ―リエ変換について説明する。 
11 回  フ―リエ変換など 

準備学習 1 回 微積分の教科書の「積分」の部分を復習しておくこと。 
2 回 積分に関する演習問題をやっておくこと。 
3 回  広義積分、無限積分の演習問題をやっておくこと。 
4 回 重積分の演習問題をやっておくこと。極座標について復習しておくこと。 
5 回 線形代数の復習をしておくこと。 
6 回  三角関数の性質を復習しておくこと。 
7 回   三角関数の微積分について復習しておくこと。フーリエ級数の復習をし
ておくこと。 
8 回 フーリエ級数の求め方を復習しておくこと。 
9 回 周期関数のフ−リエ級数を求めてみること。 
10 回 複 

 



年度 2014 
授業コード FTR00710 
成績評価 定期試験（45%）、中間試験（45%）、演習問題またはレポート（10%） 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜14) 
見出し FTR00710 物理学Ⅰ 
担当教員名 藤本 真作 
単位数 2 
教科書 物理学の基礎［１］力学／D.ハリディ、R.レスニック、J.ウォーカー共著 野沢

光昭 監訳／培風館／978-4-563022556 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学、速度、加速度、ベクトル、力学、運動 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 [意見] ９０分授業は⻑いため、雑談をもう少し入れてほしい。 

[回答] 雑談も授業を理解するための良い材料になりうるので、考慮してみま
す。 
[意見] 物理の苦手意識がなくなった。 
[意見] 理解が深まりました。 
[回答] 本当に良かったと思っています。物理（力学）はコツが掴めると理解が
深まります。 
[意見] 自分にとって理科大の中では一番ためになる授業でした。 
[回答] 本当に有難うございます。今後もさらに良い授業を目指して改善してい
きます。 

科目名 物理学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎物理学 上／金原寿朗 編／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 入学時に実施した学力多様化度調査の結果により、チューターから「入門物理」

の履修を指導された学生は、この基礎科目「物理学Ⅰ」を受講する場合、春学期
開講の「入門物理」を必ず履修すること。 
教科書には多くの例題や問題があるので、講義で取り上げなかった部分は各自で
取り組み、理解を深めるよう努めてもらいたい。 

シラバスコード FTR00710 
実務経験のある教員  
達成目標 機械システム⼯学の専門知識を理解するために、物理学、力学の基礎知識を修得

する。 
受講者へのコメント コンピュータシミュレーションを用いて、物理現象（運動）の視覚化を考慮した

いと考えています。 
連絡先 ２０号館２階 藤本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 【質問項目 A−1】 
 どの程度出席しましたか。 
［所見］ 
昨年度は３・４回休んでいる学生が 18.2％もいたのですが、今年度は 0％と改善
されています。良かった！ 
【質問項目 A−２】 
 授業時間以外でどの程度、学習しましたか。 
［所見］ 
 週当たりの学習時間が１時間以下の学生が 70％以上の結果（昨年：90％以上
で少し改善しています。）でした。宿題を多く出すなどして、勉強量を増やす必要
があるように感じました。 

英文科目名 Physics I 
関連科目 物理学 II、力学、数学、物理学実験、ロボットダイナミクス、材料力学など 
次回に向けての改善変更予定 「物理学Ⅰ」は座学形式の授業ですので、実験や実習によって、実際の現象・運

動と理論式とを比較・検討することは難しいですが、コンピュータ上では可能で
あるため、この方法で現象（運動）の確認を行いたいと考えています。 

講義目的 物理学は⼯学技術の基礎となる重要な学問である。本講義は質点の力学に焦点を
当て、その考え方や基礎知識を身に付けることを目的とする。すなわち、単位系、
簡単な運動、ベクトル２次元と３次元の運動などについて、例題や演習を取り入
れながら詳しく講述する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  測定について説明する。 

2 回  直線運動（位置と変位）について説明する。 
3 回  直線運動（速度）について説明する。 
4 回  直線運動（加速度）について説明する。 
5 回  直線運動（等加速度運動）について説明する。 
6 回  直線運動（自由落下の加速度）について説明する。 
7 回  問題演習する。 
8 回  これまでのまとめを行い、中間試験をする。 
9 回  ベクトル（加法と成分）について説明する。 
10 回  ベクトル（単位ベクトル）について説明する。 
11 回  ベクトル（スカラー積とベクトル積）について 

準備学習 1 回  単位について復習しておくこと。 
2 回  高校で習った位置と変位を復習しておくこと。 
3 回  高校で習った速度を復習しておくこと。 
4 回  高校で習った加速度を復習しておくこと。 
5 回  高校で習った等加速度運動を復習しておくこと。 
6 回  高校で習った自由落下の加速度を復習しておくこと。 
7 回  例題を復習しておくこと。 
8 回  講義内容を復習しておくこと。 
9 回  高校で習ったベクトルの加法と成分を復習しておくこと。 
10 回  高校で習ったベクトルの単位ベクトルを復習しておくこと。 



11 回  高 
 



年度 2014 
授業コード FTR0071P 
成績評価 定期試験（45%）、中間試験（45%）、演習問題またはレポート（10%） 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0071P 物理学Ⅰ 
担当教員名 藤本 真作 
単位数 2 
教科書 物理学の基礎［１］力学／D.ハリディ、R.レスニック、J.ウォーカー共著 野沢

光昭 監訳／培風館／978-4-563022556 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学、速度、加速度、ベクトル、力学、運動 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎物理学 上／金原寿朗 編／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 入学時に実施した学力多様化度調査の結果により、チューターから「入門物理」

の履修を指導された学生は、この基礎科目「物理学Ⅰ」を受講する場合、春学期
開講の「入門物理」を必ず履修すること。 
教科書には多くの例題や問題があるので、講義で取り上げなかった部分は各自で
取り組み、理解を深めるよう努めてもらいたい。 

シラバスコード FTR0071P 
実務経験のある教員  
達成目標 機械システム⼯学の専門知識を理解するために、物理学、力学の基礎知識を修得

する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館２階 藤本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics I 
関連科目 物理学 II、力学、数学、物理学実験、ロボットダイナミクス、材料力学など 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学は⼯学技術の基礎となる重要な学問である。本講義は質点の力学に焦点を

当て、その考え方や基礎知識を身に付けることを目的とする。すなわち、単位系、
簡単な運動、ベクトル２次元と３次元の運動などについて、例題や演習を取り入
れながら詳しく講述する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  測定について説明する。 
2 回  直線運動（位置と変位）について説明する。 
3 回  直線運動（速度）について説明する。 
4 回  直線運動（加速度）について説明する。 
5 回  直線運動（等加速度運動）について説明する。 
6 回  直線運動（自由落下の加速度）について説明する。 
7 回  問題演習する。 
8 回  これまでのまとめを行い、中間試験をする。 
9 回  ベクトル（加法と成分）について説明する。 
10 回  ベクトル（単位ベクトル）について説明する。 
11 回  ベクトル（スカラー積とベクトル積）について 

準備学習 1 回  単位について復習しておくこと。 
2 回  高校で習った位置と変位を復習しておくこと。 
3 回  高校で習った速度を復習しておくこと。 
4 回  高校で習った加速度を復習しておくこと。 
5 回  高校で習った等加速度運動を復習しておくこと。 
6 回  高校で習った自由落下の加速度を復習しておくこと。 
7 回  例題を復習しておくこと。 
8 回  講義内容を復習しておくこと。 
9 回  高校で習ったベクトルの加法と成分を復習しておくこと。 
10 回  高校で習ったベクトルの単位ベクトルを復習しておくこと。 
11 回  高 

 



年度 2014 
授業コード FTR00720 
成績評価 定期試験（45%）、中間試験（45%）、レポート（10%） 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜14) 
見出し FTR00720 物理学Ⅰ 
担当教員名 久野 弘明 
単位数 2 
教科書 物理学の基礎［１］力学／D.ハリディ、R.レスニック、J.ウォーカー共著 野沢

光昭 監訳／培風館／978-4-563022556 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学、速度、加速度、ベクトル、力学、運動 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 Q1.高校では分からなかったことが分かるようになった。A1.これからも分かりや

すく解説できるよう⼯夫します。Q2.板書が見やすかった。A2.これからも見やす
い板書を⼯夫します。Q3.再テストをしてくれるのが良かった。この授業では一
つ一つの例題が終わると，分からなかった人やあまり理解できなかった人がいる
かどうかを確かめていたところが良かったと思います。A3.みなさんが理解でき
るまで何度でも解説します。 

科目名 物理学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎物理学 上／金原寿朗 編／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 教科書には多くの例題や問題があるので、講義で取り上げなかった部分は各自で

取り組み、理解を深めるよう努めてもらいたい。 
関数電卓を用意すること。なお，ポケコンは講義中は使用可能であるが，試験時
には使用不可（記憶機能があるため）。 
入門物理を受講すること。 

シラバスコード FTR00720 
実務経験のある教員  
達成目標 機械システム⼯学の専門知識を理解するために、物理学、力学の基礎知識を修得

する。 
受講者へのコメント 授業時間外の学習時間が少ないように感じます。宿題などの指示された課題だけ

をこなすのではなく，興味や疑問を持ったことは書籍やインターネットで調べ
て，より多くの知識や技術を身につけてください。 

連絡先 ６号館４階 久野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ［Ａ］授業に対するあなたの取り組み：出席状況は概ね良好です。授業時間外の
学習時間が少なく，宿題などの指示された課題のみに取り組んだ学生が多いよう
です。 ［Ｂ］この授業におけるあなたの成⻑：この分野への理解の深まり，興



味・関⼼の高まりが見られました。 ［Ｃ］総合評価：目標達成度（できた＋だい
たいできた）：85.7% ／ 教員の意欲（感じられた＋少し感じられた）：95.5% 
／ 満足度（満足＋ほぼ満足）：86.4% 以上により，概ね良好な講義ができてい
ると考えます。 

英文科目名 Physics I 
関連科目 入門物理、物理学 II、力学、数学、物理学実験、ロボットダイナミクス、材料力

学、生活支援⼯学など 
次回に向けての改善変更予定 もう少しはっきりとした声で話すよう⼯夫します。 
講義目的 物理学は⼯学技術の基礎となる重要な学問である。本講義は質点の力学に焦点を

当て、その考え方や基礎知識を身に付けることを目的とする。すなわち、単位系、
簡単な運動、ベクトル２次元と３次元の運動などについて、例題や演習を取り入
れながら詳しく講述する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  測定について説明する。 

2 回  直線運動（位置と変位）について説明する。 
3 回  直線運動（速度）について説明する。 
4 回  直線運動（加速度）について説明する。 
5 回  直線運動（等加速度運動）について説明する。 
6 回  直線運動（自由落下の加速度）について説明する。 
7 回  問題演習する。 
8 回  これまでのまとめを行い、中間試験をする。 
9 回  ベクトル（加法と成分）について説明する。 
10 回  ベクトル（単位ベクトル）について説明する。 
11 回  ベクトル（スカラー積とベクトル積）について 

準備学習 1 回  単位について復習しておくこと。 
2 回  高校で習った位置と変位を復習しておくこと。 
3 回  高校で習った速度を復習しておくこと。 
4 回  高校で習った加速度を復習しておくこと。 
5 回  高校で習った等加速度運動を復習しておくこと。 
6 回  高校で習った自由落下の加速度を復習しておくこと。 
7 回  例題を復習しておくこと。 
8 回  講義内容を復習しておくこと。 
9 回  高校で習ったベクトルの加法と成分を復習しておくこと。 
10 回  高校で習ったベクトルの単位ベクトルを復習しておくこと。 
11 回  高 

 



年度 2014 
授業コード FTR00810 
成績評価 定期試験（45%）、中間試験（45%）、演習問題またはレポート（10%） 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜14) 
見出し FTR00810 物理学Ⅱ 
担当教員名 藤本 真作 
単位数 2 
教科書 物理学の基礎［１］力学／D.ハリディ、R.レスニック、J.ウォーカー共著 野沢

光昭 監訳／培風館／978-4-563022556 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学、ニュートンの法則、力学、微分・積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 [意見] E=mC2 を証明してください。 

[回答] 困りましたね。授業中にはとてもできないので、研究室に来て下さい。 
[意見] 物理の苦手意識がなくなり、新しい知識もみについたのでよかったで
す。 
[意見] 理解が深まりました。 
[回答] こんな受講生がもっともっと増えるように努力したいと思っておりま
す。 

科目名 物理学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎物理学 上／金原寿朗 編／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 入学時に実施した学力多様化度調査の結果により、チューターから「入門物理」

の履修を指導された学生は、この基礎科目「物理学Ⅱ」を受講する場合、春学期
開講の「入門物理」を必ず履修すること。 
教科書には多くの例題や問題があるので、講義で取り上げなかった部分は各自で
取り組み、理解を深めるよう努めてもらいたい。 

シラバスコード FTR00810 
実務経験のある教員  
達成目標 機械システム⼯学の専門知識を理解するために、物理学、力学の基礎知識を修得

する。 
受講者へのコメント コンピュータシミュレーションを用いて、物理現象（運動）の視覚化を考慮した

いと考えています。 
連絡先 ２０号館２階 藤本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【質問項目 A−1】 
 どの程度出席しましたか。 
［所見］ 



昨年度は３・４回休んでいる学生が 8.8％いたのですが、今年度は 0％と改善さ
れています。 
【質問項目 A−２】 
 授業時間以外でどの程度、学習しましたか。 
［所見］ 
 週当たりの学習時間が１時間以下の学生が 75％以上の結果（昨年：95％以上
で改善されていません。）でした。宿題を多く出すなどして、勉強量を増やす必要
があるように感じました。 

英文科目名 Physics II 
関連科目 物理学 I、力学、数学、物理学実験、ロボットダイナミクス、材料力学など 
次回に向けての改善変更予定 「物理学Ⅱ」は座学形式の授業ですので、実験や実習によって、実際の現象・運

動と理論式とを比較・検討することは難しいですが、コンピュータ上では可能で
あるため、この方法で現象（運動）の確認を行いたいと考えています。 

講義目的 物理学は⼯学技術の基礎となる重要な学問である。本講義は質点の力学に焦点を
当て、その考え方や基礎知識を身に付けることを目的とする。すなわち、力と運
動などについて、例題や演習を取り入れながら詳しく講述する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  ２次元と３次元の運動（放物運動）について説明する。 

2 回  ２次元と３次元の運動（等速円運動）について説明する。 
3 回  ２次元と３次元の運動（相対運動）について説明する。 
4 回  力と運動Ⅰ（ニュートンの第１法則）について説明する。 
5 回  力と運動Ⅰ（力と質量）について説明する。 
6 回  力と運動Ⅰ（ニュートンの第２法則）について説明する。 
7 回  問題演習する。 
8 回  これまでのまとめを行い、中間試験をする。 
9 回  力と運動Ⅰ（いろいろな力）について説明する。 
10 回  力と運動Ⅰ（ニュ 

準備学習 1 回  高校で習った２次元と３次元の放物運動を復習しておくこと。 
2 回  高校で習った２次元と３次元の等速円運動を復習しておくこと。 
3 回  高校で習った２次元と３次元の相対運動を復習しておくこと。 
4 回  高校で習ったニュートンの第１法則を復習しておくこと。 
5 回  高校で習った力と質量を復習しておくこと。 
6 回  高校で習ったニュートンの第２法則を復習しておくこと。 
7 回  例題を復習しておくこと。 
8 回  講義内容を復習しておくこと。 
9 回  高校で習ったいろいろな力を復習しておくこと。 
10 回 

 



年度 2014 
授業コード FTR0081P 
成績評価 定期試験（45%）、中間試験（45%）、演習問題またはレポート（10%） 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0081P 物理学Ⅱ 
担当教員名 藤本 真作 
単位数 2 
教科書 物理学の基礎［１］力学／D.ハリディ、R.レスニック、J.ウォーカー共著 野沢

光昭 監訳／培風館／978-4-563022556 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学、ニュートンの法則、力学、微分・積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎物理学 上／金原寿朗 編／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 入学時に実施した学力多様化度調査の結果により、チューターから「入門物理」

の履修を指導された学生は、この基礎科目「物理学Ⅱ」を受講する場合、春学期
開講の「入門物理」を必ず履修すること。 
教科書には多くの例題や問題があるので、講義で取り上げなかった部分は各自で
取り組み、理解を深めるよう努めてもらいたい。 

シラバスコード FTR0081P 
実務経験のある教員  
達成目標 機械システム⼯学の専門知識を理解するために、物理学、力学の基礎知識を修得

する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館２階 藤本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics II 
関連科目 物理学 I、力学、数学、物理学実験、ロボットダイナミクス、材料力学など 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学は⼯学技術の基礎となる重要な学問である。本講義は質点の力学に焦点を

当て、その考え方や基礎知識を身に付けることを目的とする。すなわち、力と運
動などについて、例題や演習を取り入れながら詳しく講述する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  ２次元と３次元の運動（放物運動）について説明する。 



2 回  ２次元と３次元の運動（等速円運動）について説明する。 
3 回  ２次元と３次元の運動（相対運動）について説明する。 
4 回  力と運動Ⅰ（ニュートンの第１法則）について説明する。 
5 回  力と運動Ⅰ（力と質量）について説明する。 
6 回  力と運動Ⅰ（ニュートンの第２法則）について説明する。 
7 回  問題演習する。 
8 回  これまでのまとめを行い、中間試験をする。 
9 回  力と運動Ⅰ（いろいろな力）について説明する。 
10 回  力と運動Ⅰ（ニュ 

準備学習 1 回  高校で習った２次元と３次元の放物運動を復習しておくこと。 
2 回  高校で習った２次元と３次元の等速円運動を復習しておくこと。 
3 回  高校で習った２次元と３次元の相対運動を復習しておくこと。 
4 回  高校で習ったニュートンの第１法則を復習しておくこと。 
5 回  高校で習った力と質量を復習しておくこと。 
6 回  高校で習ったニュートンの第２法則を復習しておくこと。 
7 回  例題を復習しておくこと。 
8 回  講義内容を復習しておくこと。 
9 回  高校で習ったいろいろな力を復習しておくこと。 
10 回 

 



年度 2014 
授業コード FTR00820 
成績評価 定期試験（45%）、中間試験（45%）、レポート（10%） 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜14) 
見出し FTR00820 物理学Ⅱ 
担当教員名 久野 弘明 
単位数 2 
教科書 物理学の基礎［１］力学／D.ハリディ、R.レスニック、J.ウォーカー共著 野沢

光昭 監訳／培風館／978-4-563022556 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学、ニュートンの法則、力学、微分・積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 Q1.高校では分からなかったことが分かるようになった。A1.これからも分かりや

すく解説できるよう⼯夫します。Q2.声が聞き取りやすかった。A2.聞き取りにく
いと意見もありましたので，さらに聞き取りやすいよう⼯夫します。Q3.再テス
トをしてくれるのが良かった。A3.みなさんが理解できるまで何度でも解説しま
す。 

科目名 物理学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎物理学 上／金原寿朗 編／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 教科書には多くの例題や問題があるので、講義で取り上げなかった部分は各自で

取り組み、理解を深めるよう努めてもらいたい。 
関数電卓を用意すること。なお，ポケコンは講義中は使用可能であるが，試験時
には使用不可（記憶機能があるため）。 
入門物理を受講すること。 

シラバスコード FTR00820 
実務経験のある教員  
達成目標 機械システム⼯学の専門知識を理解するために、物理学、力学の基礎知識を修得

する。 
受講者へのコメント 授業時間外の学習時間が少ないように感じます。宿題などの指示された課題だけ

をこなすのではなく，興味や疑問を持ったことは書籍やインターネットで調べ
て，より多くの知識や技術を身につけてください。 

連絡先 ６号館４階 久野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ［Ａ］授業に対するあなたの取り組み：出席状況は概ね良好です。授業時間外の
学習時間が少なく，宿題などの指示された課題のみに取り組んだ学生が多いよう
です。 ［Ｂ］この授業におけるあなたの成⻑：この分野への理解の深まり，興
味・関⼼の高まりが見られました。 ［Ｃ］総合評価：目標達成度（できた＋だい



たいできた）：86.3% ／ 教員の意欲（感じられた＋少し感じられた）：95.5% 
／ 満足度（満足＋ほぼ満足）：90.9% 以上により，概ね良好な講義ができてい
ると考えます。 

英文科目名 Physics II 
関連科目 入門物理、物理学 I、力学、数学、物理学実験、ロボットダイナミクス、材料力

学、生活支援⼯学など 
次回に向けての改善変更予定 もう少しはっきりとした声で話すよう⼯夫します。 
講義目的 物理学は⼯学技術の基礎となる重要な学問である。本講義は質点の力学に焦点を

当て、その考え方や基礎知識を身に付けることを目的とする。すなわち、力と運
動などについて、例題や演習を取り入れながら詳しく講述する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  ２次元と３次元の運動（放物運動）について説明する。 

2 回  ２次元と３次元の運動（等速円運動）について説明する。 
3 回  ２次元と３次元の運動（相対運動）について説明する。 
4 回  力と運動Ⅰ（ニュートンの第１法則）について説明する。 
5 回  力と運動Ⅰ（力と質量）について説明する。 
6 回  力と運動Ⅰ（ニュートンの第２法則）について説明する。 
7 回  問題演習する。 
8 回  これまでのまとめを行い、中間試験をする。 
9 回  力と運動Ⅰ（いろいろな力）について説明する。 
10 回  力と運動Ⅰ（ニュ 

準備学習 1 回  高校で習った２次元と３次元の放物運動を復習しておくこと。 
2 回  高校で習った２次元と３次元の等速円運動を復習しておくこと。 
3 回  高校で習った２次元と３次元の相対運動を復習しておくこと。 
4 回  高校で習ったニュートンの第１法則を復習しておくこと。 
5 回  高校で習った力と質量を復習しておくこと。 
6 回  高校で習ったニュートンの第２法則を復習しておくこと。 
7 回  例題を復習しておくこと。 
8 回  講義内容を復習しておくこと。 
9 回  高校で習ったいろいろな力を復習しておくこと。 
10 回 

 



年度 2014 
授業コード FTR00910 
成績評価 定期試験(0％)，中間試験(0％)，小テスト(0％)，レポート(90％)，ノート(10％)

すべての実験テーマのレポートを総合集計して評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜14) 
見出し FTR00910 物理学実験 
担当教員名 蜂谷 和明、小野 忠良、綴⽊ 馴、宇都宮 晃、沖 隆義 
単位数 2 
教科書 物理学実験書／岡山理科大学理学部共通講座・⼯学部共通講座物理学教室編／大

学教育出版／978-4887302167 
アクティブラーニング  
キーワード 物理量と測定、単位、精度、誤差、力学、振動、光学、電気回路、電磁気 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 （１）「特にありません(３名)」では、教員一同、必死になって指導しています。

（２）「教科書でわからないことがありました(２名)、もう少しわかりやすく、教
えてほしかったです（１名）」では、積極的にどこがわからないかを、教員なり、
TA なりに聞いてほしいです。すべてがわかるとは言えないので、どのように勉
強したらよいかとかを、我々教員や TA も待っているので、ぜひ申し出てくださ
い。よろしく。 

科目名 物理学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 国立天文台 編集・理科年表：丸善 
授業形態 実験実習 
注意備考 提出したレポ−トは担当教員が点検し、訂正の必要がある場合はコメントを付け

てその日のうちに返却するので、１週間後に訂正したレポ−トを再提出する。 
シラバスコード FTR00910 
実務経験のある教員  
達成目標 物理学実験を通して、物理量の測定法、実験装置や器具の操作法、デ−タの解析

方法、レポ−トの作成方法などを学ぶ。 
受講者へのコメント ［Ａ］の３回以下の欠席者が１００％、１時間以上学習した人が９４％はいてく

れたことはありがたいです。［Ｂ］のこの分野への理解が深まったが９６％、［Ｃ］
の目標達成度は半分（５０％以上）が９８％、ほぼ満足の満足度は８１％であっ
たのは、この実験の分野の学習は避けて通れないし、専門の実験実習ができるよ
うに、学生みんな１人１人に実践力を付けるように頑張ったことに起因すると思
います。 
［Ｅ］の授業の手法で特にないが８１％、授業と教材について特にないが８７％
であったが、実験実習のスペースが狭いが６％とあったのは、毎年のこ 

連絡先 （代表）・蜂谷（電子メール hachiya@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9573）オフ
ィスアワー水曜日 12:30-13:30、16:00-17:00、金曜日 16:00-17:00、場所１学舎３
階・宇都宮研究室 ７号館４階、電子メ−ルアドレス koh@ee.ous.ac.jp 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Ａ］の欠席者が３回以下の出席者数は１００％で、１時間以上学習した人は９
４％でした。指示された課題とそれ以外の課題に取り組んだ人は１００％でし
た。［Ｂ］のこの分野への理解が深まったが９６％でした。［Ｃ］の目標達成度は
半分（５０％以上）が９８％、教員の意欲が少しでも感じられたが８７％、ほぼ
満足の満足度は８１％でした。［Ｅ］の授業の手法で特にないが８１％、授業と教
材について特にないが９１％、実験実習のスペースが狭いが６％、器具や機器を
整備・補充してほしいが４％でした。 

英文科目名 Experiments of Physics 
関連科目 物理学 I、物理学 II、力学 I、力学 II、電磁気学 等 
次回に向けての改善変更予定 実験・実習科目では、予習と復習と取り組みの姿勢の項目は非常に大切なので、

今回は評価が良かったですが、気を緩めず、事前の実験の予習、実験後の早期に
レポートを作成をする習慣作りを徹底して行っていきたい。教科書の適切さとわ
かりやすさには常に気を配りながら、ガイダンスでの説明や、実験時間内での説
明が一方的にならないようにしたい。実験を受講している学生も、ガイダンスや
実験中の説明だけでは理解不可能な場合は、疑問点を教員なり、ＴＡなりに聞い
て、積極的に参加してほしい。満足度の達成度については、学生が何を求めてい
るのか 

講義目的 自ら実験を行うことによって、自然現象の観察法や物理量の測定法を習得し、実
験結果をレポ−トにまとめる能力を身につけてもらいたい。即ち、実験装置の組
み立てや調整法を学ぶと共に、測定計器の取り扱い方、目盛りの読み取り法、測
定デ−タの解析方法、有効数字と誤差の取り扱い方およびレポ−トの作成方法な
どを学ぶ。実験を通して、講義内容の理解をより深めてもらいたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  ガイダンス（１回） 物理学実験上の諸注意 

実験の目的、内容および実施方法について説明する。 
2 回  ガイダンス（２回） 誤差論 
有効数字と誤差について説明する。 
3 回  ガイダンス（３回） 測定値の取り扱い 
最小二乗法による計算方法、測定値の取り扱い方、グラフの書き方について説明
する。 
4 回  ボルダの振り子 
糸につるした重りの振動する時間を光センサーで測定し、これから重力加速度を
求める。 
5 回  ユーイングの装置 
鉄、銅等の金属板に重りをつるし、たわみ（曲がった）量を測定して 
ヤング率を求める。 

準備学習 1 回  物理学実験のテキストを購入して、ガイダンスの第１回〜３回は必ず出席
すること。３回分のガイダンスを欠席すると、実験を受けても内容がわからなく
なる。したがって、欠席した人は、４回目降の実験が受けれないので、注意する
こと。 



2 回  テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
3 回  テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
4 回  ガイダンス１回目の説明にしたがって、表紙から実験方法までレポート用
紙に記入して十分に予習し、学生実験に出席すること。 
5 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学 

 



年度 2014 
授業コード FTR01010 
成績評価 毎回の演習課題(50%), 中間試験(30%), 期末試験(20%) 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜14) 
見出し FTR01010 コンピュータリテラシーⅠ 
担当教員名 荒⽊ 圭典 
単位数 2 
教科書 毎回、講義資料を電子メールで配布する 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータリテラシー、ネットワーク技術、Word, Excel, 統計処理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータリテラシーⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義において指示する 
授業形態 講義 
注意備考 講義で情報処理センター実習室のパソコンを利用する。講義資料は電子メールで

配布するので、パスワード等の管理には気をつけること。本講義ではパワーポイ
ント等電子教材をプロジェクタなどで提示しているので、講義中は内容を聞き逃
さないこと。またパソコンを用いて Word, Excel 等の操作法についての演習を
行う。 

シラバスコード FTR01010 
実務経験のある教員  
達成目標 コンピューターの基本操作に習熟すること。コンピュータ、ネットワーク技術の

基礎用語を身につけること。Word, Excel を用いてレポートが書けるようになる
こと。Excel を用いて簡単な統計計算ができるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 担当：荒⽊圭典 E-mail: araki(at)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２０

号館６階、オフィスアワー： 随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Literacy I 
関連科目 コンピュータリテラシーII, プログラミング演習, 数値計算法 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼯学を目指す者にとって、コンピュータの操作方法を理解し、その操作に習熟す

ることは不可欠である。本講義では、コンピュータの基礎的な操作方法と代表的
なアプリケーションプログラムの使用方法について習得する。また講義の後半で
は統計の基礎用語を学習し、コンピュータを用いたデータ処理を習得する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実習室のコンピュータ操作の基礎について解説、操作実習を行う。 

2 回 コンピュータの構成について授業を行う。ワープロソフトの利用法につい
て操作実習を行う。 
3 回 情報の表現について授業を行う。スプレッドシートの操作法について実習
を行う。 
4 回 ソフトウェアの階層構造について授業を行う。スプレッドシートを利用し
たグラフの作成法について実習を行う。 
5 回 ファイルとは何かについて授業を行う。スプレッドシートを利用したグラ
フの整形法について実習を行う。 
6 回 コンピュータの構成とプログラムについて授業を行う 

準備学習 予習は必要としないが、各回で学習した内容とソフトウェアの操作法を次週まで
に習熟しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FTR01110 
成績評価 毎回の演習課題(50%), 中間試験(30%), 期末試験(20%) 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜14) 
見出し FTR01110 コンピュータリテラシーⅡ 
担当教員名 荒⽊ 圭典 
単位数 2 
教科書 毎回、電子メールを用いて資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータリテラシー、実験、誤差、統計処理、有効数字、Ｃ言語、プログラ

ミング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータリテラシーⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平岡, 堀, 『プログラミングのための確率統計』, オーム社。結城, 『新版 C 言語

プログラミングレッスン文法編』, ソフトバンククリエイティブ 
授業形態 講義 
注意備考 講義で情報処理センター実習室のパソコンを利用する。講義資料は電子メールで

配布するので、パスワード等の管理には気をつけること。本講義ではパワーポイ
ント等電子教材をプロジェクタなどで提示しているので、講義中は内容を聞き逃
さないこと。パソコンを用いたプログラミング演習も実施する。 

シラバスコード FTR01110 
実務経験のある教員  
達成目標 統計処理、コンピュータープログラミングの基本操作に習熟すること。統計処理、

Ｃ言語によるプログラミングの基礎用語を身につけること。 
受講者へのコメント 統計処理、C プログラミングについていつでも質問しに来て下さい 
連絡先 担当：荒⽊圭典 E-mail: araki(_at_)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２

０号館６階、オフィスアワー： 随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 もう少し改善の余地があるようです 
英文科目名 Computer Literacy II 
関連科目 コンピュータリテラシーI, プログラミング演習, 数値計算法 
次回に向けての改善変更予定 毎回配布する資料の内容を分かりやすくします 
講義目的 講義の前半ではデータ処理方法の数学的基礎とその Excel によるデータ処理を学

習する。講義の後半ではＣ言語によるプログラミングを通じてコンピュータの動
作について学習する。学習項目は測定値、有効数字、不確かさ、誤差の伝搬、標
本平均、標本標準偏差、標本標準誤差、Ｃ言語で用いる基礎的な語の意味、コン



パイラの用法、Ｃソースのおける絵文字の役割、等号とコンピュータの動作、演
算と数の表現の関係、繰り返しの基礎。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 文書中の表の作成方法について授業、演習を行う。 

2 回 有効数字、不確かさについて授業、演習を行う。 
3 回 不確かさの伝搬の計算についてについて授業、演習を行う。 
4 回 不確かさの伝搬の計算の演習を行う 
5 回 第 5 回に続き、不確かさの伝搬の計算の演習を行う 
6 回 標準不確かさについて授業、演習を行う。 
7 回 標準不確かさの計算の演習を行う。 
8 回 第 1 回の中間試験を実施する 
9 回 コマンドプロンプトを用いたＣプログラムのコンパイルの方法について授
業、演習を行う。 
10 回 Ｃプログラム中の図形文字の役割 

準備学習 1 回 Word, Excel でのフォントの変更方法。Excel での表の枠線の作成方法につ
いて調べておくこと。 
2 回 計量用語である「不確かさ」について調べておくこと。 
3 回 テイラー展開の公式、偏微分の表記法について調べておくこと。 
4 回 微分の公式について調べておくこと。 
5 回 前回の課題の微分の計算をしておくこと。 
6 回 正規分布関数について調べておくこと。 
7 回 第 6 回までの資料を復習しておくこと。 
8 回 第 7 回までの資料を復習しておくこと。 
9 回 Windows OS 上のコマンドプロンプト、コン 

 



年度 2014 
授業コード FTR01210 
成績評価 毎回のレポート(70%)と文法に関する小テスト(15%)と定期試験(15%)で総合的

に評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜13) 
見出し FTR01210 プログラミング演習 
担当教員名 山⽥ 訓 
単位数 2 
教科書 初級Ｃ言語 やさしいＣ／筧 捷彦 監修、後藤 良和 著、高⽥ 大二 著、

佐久間 修一 著／実教出版／978-4-407320893 
アクティブラーニング  
キーワード C 言語、コンパイラ、数値計算、繰り返し演算、制御、条件分岐、配列 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 小テストが多く、プログラミングの基礎を覚えました。⇒文法の基本を覚えても

らうために小テストを行っています。覚える契機になったということで良かった
と思います。 
授業で取り組む課題の量が多い。⇒確かに量が多い課題もあるかもしれません。
しかし、課題としてのまとまりを考えると１回で行うべき課題だと考えていま
す。説明資料に細かく書いてありますので、やるべき内容をどのように C 言語の
プログラムに変換するかを覚えてください。 

科目名 プログラミング演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 演習 
注意備考 講義で情報処理センター実習室のパソコンを利用する。 
シラバスコード FTR01210 
実務経験のある教員  
達成目標 計算や制御で基本となるプログラム（平均、最大値、最小値を求める）を自分で

書くことができること。 
受講者へのコメント プログラミングでは、答えを教えてもらうのを待っていて写すだけでは理解でき

ません。プログラミングをする前提としてまず文法を覚えてください。３回毎に
小テストをしていますので、文法を覚える努力をしてください。その上で、各課
題の意味を考え、何をしようとしているのか理解するようにしてください。この
プログラミング演習では、合計の求め方と最大値の求め方という基本的なプログ
ラムを課題を変えて何度か行っています。その演習を通じて基本的なプログラム
の考え方を理解するように努力してください。 

連絡先 担当：山⽥訓 研究室：２０号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 C 言語の文法の小テストを５回行ったのに、授業時間外の学習を全くしなかった



学生が５３名中１６名いた。自分で努力しなければ、語学と同じでプログラミン
グも理解できません。「理解しやすいように説明にもう少し⼯夫を加えてもらえ
るとよい」が５名いた。説明の⼯夫は検討しなければならないが、講義では、何
度も同じことを説明している。一度説明したことは復習して理解するようにして
ほしい。「１回の授業で扱う量が多い」が５名いたが、量は決して多くなく、むし
ろ少ない。以前の講義の内容の発展の場合が多いので、以前の講義で説明した内
容 

英文科目名 Exercise of Programming 
関連科目 数値計算法、知能情報処理、知的制御システム論 
次回に向けての改善変更予定 課題とプログラムの関係がわかりやすくなるような説明の⼯夫を検討したいと

思います。 
講義目的 C 言語を用いたプログラミングの基本概念の理解し、簡単なアルゴリズムや簡単

な制御をプログラミングできるようにする。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義のオリエンテーションを行い、Ｃの基本的な文法を説明する。Ｃの基

本的な文法を確認する小テスト（１）を行う。 
2 回  Ｃの文法の残りの説明をする。Ｃの基本的な文法の理解を確認する小テス
ト(２)を行う。 
3 回  演習開始前にＣの文法の小テスト（３）を行う。コンパイラの使用法の説
明をし、入出力と簡単な計算のプログラムの演習をする。 
4 回  繰り返し計算のプログラムの演習をする。 
5 回  繰り返しと条件分岐を組み合わせたプログラムの演習をする。 
6 回  配列の取り扱いと合計・平均値のプログラムの演習をす 

準備学習 1 回  教科書の１章を読み、プログラムの意義と考え方を理解しておくこと 
2 回  第１回で説明した文法を復習しておくこと。 
3 回  第１回、第２回で説明したＣの文法を復習しておくこと 
4 回  教科書と配布資料を読み、for 文の使い方を復習しておくこと 
5 回  教科書と配布資料を読み、if 文の使い方を復習しておくこと 
6 回  教科書と配布資料を読み、配列と for 文について復習しておくこと 
7 回  教科書と配布資料を読み、配列・for 文、if 文について復習しておくこと 
8 回  数学の教科書を読み、積分の意味を復 

 



年度 2014 
授業コード FTR0121P 
成績評価 毎回のレポート(70%)と文法に関する小テスト(15%)と定期試験(15%)で総合的

に評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0121P プログラミング演習 
担当教員名 山⽥ 訓 
単位数 2 
教科書 初級Ｃ言語 やさしいＣ／筧 捷彦 監修、後藤 良和 著、高⽥ 大二 著、

佐久間 修一 著／実教出版／978-4-407320893 
アクティブラーニング  
キーワード C 言語、コンパイラ、数値計算、繰り返し演算、制御、条件分岐、配列 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 プログラミング演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 演習 
注意備考 講義で情報処理センター実習室のパソコンを利用する。 
シラバスコード FTR0121P 
実務経験のある教員  
達成目標 計算や制御で基本となるプログラム（平均、最大値、最小値を求める）を自分で

書くことができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 担当：山⽥訓 研究室：２０号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise of Programming 
関連科目 数値計算法、知能情報処理、知的制御システム論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 C 言語を用いたプログラミングの基本概念の理解し、簡単なアルゴリズムや簡単

な制御をプログラミングできるようにする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義のオリエンテーションを行い、Ｃの基本的な文法を説明する。Ｃの基

本的な文法を確認する小テスト（１）を行う。 
2 回  Ｃの文法の残りの説明をする。Ｃの基本的な文法の理解を確認する小テス
ト(２)を行う。 
3 回  演習開始前にＣの文法の小テスト（３）を行う。コンパイラの使用法の説



明をし、入出力と簡単な計算のプログラムの演習をする。 
4 回  繰り返し計算のプログラムの演習をする。 
5 回  繰り返しと条件分岐を組み合わせたプログラムの演習をする。 
6 回  配列の取り扱いと合計・平均値のプログラムの演習をす 

準備学習 1 回  教科書の１章を読み、プログラムの意義と考え方を理解しておくこと 
2 回  第１回で説明した文法を復習しておくこと。 
3 回  第１回、第２回で説明したＣの文法を復習しておくこと 
4 回  教科書と配布資料を読み、for 文の使い方を復習しておくこと 
5 回  教科書と配布資料を読み、if 文の使い方を復習しておくこと 
6 回  教科書と配布資料を読み、配列と for 文について復習しておくこと 
7 回  教科書と配布資料を読み、配列・for 文、if 文について復習しておくこと 
8 回  数学の教科書を読み、積分の意味を復 

 



年度 2014 
授業コード FTR01311 
成績評価 課題（20%）、試験（80%）の割合で評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜09) 
見出し FTR01311 力学Ⅰ(再) 
担当教員名 松浦 洋司 
単位数 2 
教科書 物理学の基礎[1]力学／D.ハリディ・R.レスニック・J.ウォーカー共著・野崎光昭

監訳／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 仕事、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、エネルギー保存則、運動量、

回転運動、慣性モーメント、転がり運動、剛体、平衡 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 力学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に指定しない。 
授業形態 講義 
注意備考 ①宿題を提出すること。②関数電卓を持ってくること。 
シラバスコード FTR01311 
実務経験のある教員  
達成目標 ①仕事、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、運動量、慣性モーメント、

トルクを求めることができること。 
②力学的エネルギーの保存則、運動量（角運動量）の保存則、静的平衡状態につ
いて説明することができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 （研究室）20 号館 4 階、（電話）086-256-9579、（E-mail）matsuura@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fundamental Mechanics I 
関連科目 物理学実験、材料力学、流体力学、機械力学、ロボット運動学、ロボットダイナ

ミクス、機械運動学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 力学は⼯学で学ぶ専門事項の理論的基礎を与える重要な科目の一つである。この

講義では「物理学Ⅰ、物理学Ⅱ」で学んだ内容（ニュートンの第 2 法則：運動方
程式など）の続きとして、仕事、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、エ
ネルギー保存則、運動量とその保存則、衝突と力積、並進運動と回転運動、慣性
モーメントとトルク（力のモーメント）、回転に関するニュートンの第２法則、角



運動量とその保存、平衡と弾性について学習する。計算の仕方を身につけると共
に、物理的な考え方の習得を目的とする。そのために、演習問題を多く解くとと
もに 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理学の復習と力学の全体的な説明をする。 

2 回 運動エネルギーと仕事について説明する。 
3 回 重力による仕事、ばねの力がする仕事について説明する。 
4 回 変化する力がする仕事と仕事率について説明する。 
5 回 運動エネルギーと仕事のまとめをする。 
6 回 ポテンシャルエネルギーと力学的エネルギーの保存について説明する。 
7 回 外力が系に対してする仕事について説明する。 
8 回 質量中⼼（重⼼）について説明する。 
9 回 エネルギー保存則のまとめをする。 
10 回 運動量について説明する。 
11 回 運動量の保存 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 単位の復習をすること（特に教科書 p.2 表 1-1 表 1-2、p.82 式(5-3)）。 
3 回 ばねのフックの法則の復習をすること。 
4 回 合成関数の微分の学習および身近な家電製品のワット数を調べること。 
5 回 運動エネルギーと仕事の復習をすること。 
6 回 高校で習った位置エネルギーの復習をすること。 
7 回 高校で習った２次方程式（特に解の公式）の復習をすること。 
8 回 三角形の重⼼の位置を調べること。 
9 回 エネルギーの保存の復習をすること。 
10 

 



年度 2014 
授業コード FTR0131P 
成績評価 課題（20%）、試験（80%）の割合で評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0131P 力学Ⅰ(再) 
担当教員名 松浦 洋司 
単位数 2 
教科書 物理学の基礎[1]力学／D.ハリディ・R.レスニック・J.ウォーカー共著・野崎光昭

監訳／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 仕事、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、エネルギー保存則、運動量、

回転運動、慣性モーメント、転がり運動、剛体、平衡 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 力学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に指定しない。 
授業形態 講義 
注意備考 ①宿題を提出すること。②関数電卓を持ってくること。 
シラバスコード FTR0131P 
実務経験のある教員  
達成目標 ①仕事、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、運動量、慣性モーメント、

トルクを求めることができること。 
②力学的エネルギーの保存則、運動量（角運動量）の保存則、静的平衡状態につ
いて説明することができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 （研究室）20 号館 4 階、（電話）086-256-9579、（E-mail）matsuura@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fundamental Mechanics I 
関連科目 物理学実験、材料力学、流体力学、機械力学、ロボット運動学、ロボットダイナ

ミクス、機械運動学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 力学は⼯学で学ぶ専門事項の理論的基礎を与える重要な科目の一つである。この

講義では「物理学Ⅰ、物理学Ⅱ」で学んだ内容（ニュートンの第 2 法則：運動方
程式など）の続きとして、仕事、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、エ
ネルギー保存則、運動量とその保存則、衝突と力積、並進運動と回転運動、慣性
モーメントとトルク（力のモーメント）、回転に関するニュートンの第２法則、角



運動量とその保存、平衡と弾性について学習する。計算の仕方を身につけると共
に、物理的な考え方の習得を目的とする。そのために、演習問題を多く解くとと
もに 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理学の復習と力学の全体的な説明をする。 

2 回 運動エネルギーと仕事について説明する。 
3 回 重力による仕事、ばねの力がする仕事について説明する。 
4 回 変化する力がする仕事と仕事率について説明する。 
5 回 運動エネルギーと仕事のまとめをする。 
6 回 ポテンシャルエネルギーと力学的エネルギーの保存について説明する。 
7 回 外力が系に対してする仕事について説明する。 
8 回 質量中⼼（重⼼）について説明する。 
9 回 エネルギー保存則のまとめをする。 
10 回 運動量について説明する。 
11 回 運動量の保存 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 単位の復習をすること（特に教科書 p.2 表 1-1 表 1-2、p.82 式(5-3)）。 
3 回 ばねのフックの法則の復習をすること。 
4 回 合成関数の微分の学習および身近な家電製品のワット数を調べること。 
5 回 運動エネルギーと仕事の復習をすること。 
6 回 高校で習った位置エネルギーの復習をすること。 
7 回 高校で習った２次方程式（特に解の公式）の復習をすること。 
8 回 三角形の重⼼の位置を調べること。 
9 回 エネルギーの保存の復習をすること。 
10 

 



年度 2014 
授業コード FTR01411 
成績評価 課題（20%）、試験（80%）の割合で評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜09) 
見出し FTR01411 力学Ⅱ(再) 
担当教員名 松浦 洋司 
単位数 2 
教科書 物理学の基礎[1]力学／D.ハリディ・R.レスニック・J.ウォーカー共著・野崎光昭

監訳／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 仕事、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、エネルギー保存則、運動量、

回転運動、慣性モーメント、転がり運動、剛体、平衡 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 力学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に指定しない。 
授業形態 講義 
注意備考 ①宿題を提出すること。②関数電卓を持ってくること。 
シラバスコード FTR01411 
実務経験のある教員  
達成目標 ①仕事、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、運動量、慣性モーメント、

トルクを求めることができること。 
②力学的エネルギーの保存則、運動量（角運動量）の保存則、静的平衡状態につ
いて説明することができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 （研究室）20 号館 4 階、（電話）086-256-9579、（E-mail）matsuura@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fundamental Mechanics II 
関連科目 物理学実験、材料力学、流体力学、機械力学、ロボット運動学、ロボットダイナ

ミクス、機械運動学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 力学は⼯学で学ぶ専門事項の理論的基礎を与える重要な科目の一つである。この

講義では「物理学Ⅰ、物理学Ⅱ」で学んだ内容（ニュートンの第 2 法則：運動方
程式など）の続きとして、仕事、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、エ
ネルギー保存則、運動量とその保存則、衝突と力積、並進運動と回転運動、慣性
モーメントとトルク（力のモーメント）、回転に関するニュートンの第２法則、角



運動量とその保存、平衡と弾性について学習する。計算の仕方を身につけると共
に、物理的な考え方の習得を目的とする。そのために、演習問題を多く解くとと
もに 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理学の復習と力学の全体的な説明をする。 

2 回 運動エネルギーと仕事について説明する。 
3 回 重力による仕事、ばねの力がする仕事について説明する。 
4 回 変化する力がする仕事と仕事率について説明する。 
5 回 運動エネルギーと仕事のまとめをする。 
6 回 ポテンシャルエネルギーと力学的エネルギーの保存について説明する。 
7 回 外力が系に対してする仕事について説明する。 
8 回 質量中⼼（重⼼）について説明する。 
9 回 エネルギー保存則のまとめをする。 
10 回 運動量について説明する。 
11 回 運動量の保存 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 単位の復習をすること（特に教科書 p.2 表 1-1 表 1-2、p.82 式(5-3)）。 
3 回 ばねのフックの法則の復習をすること。 
4 回 合成関数の微分の学習および身近な家電製品のワット数を調べること。 
5 回 運動エネルギーと仕事の復習をすること。 
6 回 高校で習った位置エネルギーの復習をすること。 
7 回 高校で習った２次方程式（特に解の公式）の復習をすること。 
8 回 三角形の重⼼の位置を調べること。 
9 回 エネルギーの保存の復習をすること。 
10 

 



年度 2014 
授業コード FTR0141P 
成績評価 課題（20%）、試験（80%）の割合で評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0141P 力学Ⅱ(再) 
担当教員名 松浦 洋司 
単位数 2 
教科書 物理学の基礎[1]力学／D.ハリディ・R.レスニック・J.ウォーカー共著・野崎光昭

監訳／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 仕事、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、エネルギー保存則、運動量、

回転運動、慣性モーメント、転がり運動、剛体、平衡 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 力学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に指定しない。 
授業形態 講義 
注意備考 ①宿題を提出すること。②関数電卓を持ってくること。 
シラバスコード FTR0141P 
実務経験のある教員  
達成目標 ①仕事、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、運動量、慣性モーメント、

トルクを求めることができること。 
②力学的エネルギーの保存則、運動量（角運動量）の保存則、静的平衡状態につ
いて説明することができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 （研究室）20 号館 4 階、（電話）086-256-9579、（E-mail）matsuura@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fundamental Mechanics II 
関連科目 物理学実験、材料力学、流体力学、機械力学、ロボット運動学、ロボットダイナ

ミクス、機械運動学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 力学は⼯学で学ぶ専門事項の理論的基礎を与える重要な科目の一つである。この

講義では「物理学Ⅰ、物理学Ⅱ」で学んだ内容（ニュートンの第 2 法則：運動方
程式など）の続きとして、仕事、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、エ
ネルギー保存則、運動量とその保存則、衝突と力積、並進運動と回転運動、慣性
モーメントとトルク（力のモーメント）、回転に関するニュートンの第２法則、角



運動量とその保存、平衡と弾性について学習する。計算の仕方を身につけると共
に、物理的な考え方の習得を目的とする。そのために、演習問題を多く解くとと
もに 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理学の復習と力学の全体的な説明をする。 

2 回 運動エネルギーと仕事について説明する。 
3 回 重力による仕事、ばねの力がする仕事について説明する。 
4 回 変化する力がする仕事と仕事率について説明する。 
5 回 運動エネルギーと仕事のまとめをする。 
6 回 ポテンシャルエネルギーと力学的エネルギーの保存について説明する。 
7 回 外力が系に対してする仕事について説明する。 
8 回 質量中⼼（重⼼）について説明する。 
9 回 エネルギー保存則のまとめをする。 
10 回 運動量について説明する。 
11 回 運動量の保存 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 単位の復習をすること（特に教科書 p.2 表 1-1 表 1-2、p.82 式(5-3)）。 
3 回 ばねのフックの法則の復習をすること。 
4 回 合成関数の微分の学習および身近な家電製品のワット数を調べること。 
5 回 運動エネルギーと仕事の復習をすること。 
6 回 高校で習った位置エネルギーの復習をすること。 
7 回 高校で習った２次方程式（特に解の公式）の復習をすること。 
8 回 三角形の重⼼の位置を調べること。 
9 回 エネルギーの保存の復習をすること。 
10 

 



年度 2014 
授業コード FTR01510 
成績評価 試験（８０％），ノート検査（２０％） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜14) 
見出し FTR01510 電磁気学 
担当教員名 綴⽊ 馴 
単位数 2 
教科書 特になし（自作のテキストをＷＥＢ上で配布） 
アクティブラーニング  
キーワード 電気．静電気，磁場，電磁波． 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 １．「授業が暗い」→申し訳ございません．改善に努めます． 

２．「毎週小テストがあることで自分のノートを見返す良い勉強が出来た，ノー
トを丁寧に書くことを意識付け出来て良かった」→こちらとしても良かったで
す． 
３．「プリントにして配って欲しい」→あまりにも膨大な量になるので，勘弁して
下さい． 
４．「高圧的な注意は避けて欲しい．かなり⼼臓に悪いので．．」→改善します．同
時に注意を受けるようなことはなるべく避けて下さい． 

科目名 電磁気学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし． 
授業形態 講義 
注意備考 無断欠席は一切認めない．物理学Ⅰ，物理学Ⅱ，力学の単位が修得済みであるこ

と． 
シラバスコード FTR01510 
実務経験のある教員  
達成目標 電磁気の問題が自力ですらすらと解ける様になる． 
受講者へのコメント よく頑張ったと思います． 
連絡先 電子メール juntuzu@are.ous.ac.jp，オフィスアワー随時． 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ほとんどの受講生が良く出席し，よく勉強してくれた． 
英文科目名 Fundamental Electromagnetism 
関連科目 物理学Ⅰ，物理学Ⅱ，力学． 
次回に向けての改善変更予定 自分自身が疲れやすいので体調を整えたい． 
講義目的 高校レベルの電磁気学を完全にマスターし，大学レベルの電磁気学も部分的にマ

スターする． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 イントロダクションすなわち講義の説明をする． 
2 回 生活の中の電磁気学について説明する． 
3 回 静電気の学習をする． 
4 回 電流について講義をする． 
5 回 電気とエネルギーについて学習する． 
6 回 放電について勉強する． 
7 回 中間試験Ⅰをする． 
8 回 中間試験Ⅰの解答をする． 
9 回 磁石と電流が作る磁場について説明する． 
10 回 モーターと発電機について学習する． 
11 回 中間試験Ⅱをする． 
12 回 中間試験Ⅱの解答をする． 
13 回 交流について勉強する． 
14 回 電磁波について学習する． 
15 回 

準備学習 1 回 力学の復習すること． 
2 回 第１回授業の復習すること． 
3 回 第２回授業の復習すること． 
4 回 第３回授業の復習すること． 
5 回 第４回授業の復習すること． 
6 回 第５回授業の復習すること． 
7 回 第６回授業の復習すること． 
8 回 特にないが勉強すること． 
9 回 第８回授業の復習すること． 
10 回 第９回授業の復習をすること． 
11 回 第１０回授業の復習をすること． 
12 回 特にないが勉強すること． 
13 回 第１２回授業の復習をすること． 
14 回 第１３回授業の復習をすること． 
15 回 第１４回授業 

 



年度 2014 
授業コード FTR0151P 
成績評価 試験（８０％），ノート検査（２０％） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0151P 電磁気学 
担当教員名 綴⽊ 馴 
単位数 2 
教科書 特になし（自作のテキストをＷＥＢ上で配布） 
アクティブラーニング  
キーワード 電気．静電気，磁場，電磁波． 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電磁気学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし． 
授業形態 講義 
注意備考 無断欠席は一切認めない．物理学Ⅰ，物理学Ⅱ，力学の単位が修得済みであるこ

と． 
シラバスコード FTR0151P 
実務経験のある教員  
達成目標 電磁気の問題が自力ですらすらと解ける様になる． 
受講者へのコメント  
連絡先 電子メール juntuzu@are.ous.ac.jp，オフィスアワー随時． 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fundamental Electromagnetism 
関連科目 物理学Ⅰ，物理学Ⅱ，力学． 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高校レベルの電磁気学を完全にマスターし，大学レベルの電磁気学も部分的にマ

スターする． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクションすなわち講義の説明をする． 

2 回 生活の中の電磁気学について説明する． 
3 回 静電気の学習をする． 
4 回 電流について講義をする． 
5 回 電気とエネルギーについて学習する． 
6 回 放電について勉強する． 
7 回 中間試験Ⅰをする． 



8 回 中間試験Ⅰの解答をする． 
9 回 磁石と電流が作る磁場について説明する． 
10 回 モーターと発電機について学習する． 
11 回 中間試験Ⅱをする． 
12 回 中間試験Ⅱの解答をする． 
13 回 交流について勉強する． 
14 回 電磁波について学習する． 
15 回 

準備学習 1 回 力学の復習すること． 
2 回 第１回授業の復習すること． 
3 回 第２回授業の復習すること． 
4 回 第３回授業の復習すること． 
5 回 第４回授業の復習すること． 
6 回 第５回授業の復習すること． 
7 回 第６回授業の復習すること． 
8 回 特にないが勉強すること． 
9 回 第８回授業の復習すること． 
10 回 第９回授業の復習をすること． 
11 回 第１０回授業の復習をすること． 
12 回 特にないが勉強すること． 
13 回 第１２回授業の復習をすること． 
14 回 第１３回授業の復習をすること． 
15 回 第１４回授業 

 



年度 2014 
授業コード FTR01810 
成績評価 講義中に課す課題（５０％）、最終課題図面（５０％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜14) 
見出し FTR01810 機械製図Ⅰ 
担当教員名 赤⽊ 徹也 
単位数 2 
教科書 大⻄清著・「JIS にもとづく標準製図法」・理⼯学社 
アクティブラーニング  
キーワード CAD、JIS 規格、ネジ、⻭車、干渉問題 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 2 コマ 2 単位では割に合わないので 2 コマ 4 単位にしませんか？（笑） 

（回答）実習科目でありルール上難しいと思います。 
理解が深まりました。 
授業時間が⻑かったけど、その分身につけることができた。 
この講義は将来使えるからわすれないようにしたい。 
難しかったがためになった。 
（回答）よかったです。是非、この分野を好きになってください。 
内容を難しくてもっと初歩的な所からやって欲しいと思います。 
山ほど課題が出て、どんなに早く終わっても基本的に 9，10 時限目の時間もすぎ
ます。課題を出す時間がだいたい 9，10 

科目名 機械製図Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 実験実習 
注意備考 CAD 操作技術の習得には連続した演習を受ける必要がある。そのため欠席や遅

刻がないように⼼がけること。また，講義で情報処理センター実習室のパソコン
を利用し、課題提出もネットワークを利用して行う。 

シラバスコード FTR01810 
実務経験のある教員  
達成目標 機械部品を表す部品図とその部品を組み合わせた組立図面の作成技術の習得 JIS

（日本⼯業規格）に基づく機械製図技術の習得を目的とする。具体的には下記の
内容ができることを目的とする。・投影法による部品の三面図を理解でき、作成
することができる・ネジの基本的な規格を理解でき、ネジ製図を作成できる。・⻭
車の基本的な規格を理解でき、平⻭車の製図を作成できる。・はめ合いに関する
基本的な規格を理解できる。・レイヤー分けによる部品の設計ができる。 

受講者へのコメント この講義は 3 年生の実践的ものづくり科目「機械創造⼯学」のロボットを設計す
るのに必要不可欠な講義です。機械製図Ⅱ（選択科目）もありますので、設計に
進みたい学生は是非受講してください。 

連絡先 20 号館 5 階赤⽊研究室 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価に関して、1 年生の春学期で最も大変な実習にも関わらず、総合評価項
目でやや不満が 1 名だけであるのは驚きである。例年不満を述べるものが多い
が、今年度は、1 年生のオリエンテーションで「自己の探求」を行ったのは功を
そうしたのではないかと思われる。また、欠席も少なく、この分野への理解も深
まったようである。 

英文科目名 Mechanical Drawings I 
関連科目 本科目に引き続き「機械製図Ⅱ」、「加⼯学」、「機械創造⼯学Ⅰ」、「機械創造⼯学

Ⅱ」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 TA の数が少なかったせいか、かなり授業中忙しかったため、今後は増員の必要

があるものと思われる。 
講義目的 機械系の「ものづくり」において、設計図面は製品の事前検証や、製作時の作業

を分担できるなど多くの利点をもつ重要なものである。本講義では機械部品を表
す部品図とその部品を組み合わせた組立図面の作成を念頭において、JIS（日本⼯
業規格）に基づく機械製図技術の習得を目的として、設計製図の演習を行う。ま
た、本講義ではコンピュータによる設計、すなわち CAD を用いた設計やその操
作技術の習得も講義目的とする。また、本講義ではコンピュータによる設計、す
なわち CAD を用いた設計やその操作技術の習得およびレイヤー分けによる部品
毎 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション・コンピュータ操作の基礎について解説する。 

2 回  製図の意義と図面の構成について解説する。 
3 回  図形の表し方について解説する。 
4 回  寸法記入法について解説する。 
5 回  ネジ製図１について解説する。 
6 回  ネジ製図２について解説する。 
7 回  ⻭車製図１について解説する。 
8 回  ⻭車製図２について解説する。 
9 回  L アングルを用いたコーナ設計について解説する。 
10 回  部品図&組立図面に関して解説する。 
11 回  軸受け製図について解説する。 
12 回  寸法公差 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。またセンターを利
用するためログインのユーザ名とパスワードを把握しておくこと。 
2 回  教科書の序論部分のページを読んでみておくこと。 
3 回  「投影法」に関する教科書の該当ページを読んでみておくこと。 
4 回  「寸法の記入法」に関する教科書の図と該当ページを読んでみておくこ
と。 
5 回  「ネジの種類」に関する教科書の図と該当ページを読んでみておくこと。 
6 回  「ネジ製図」に関する配布ＰＤＦ資料を読んでみておくこと。 
7 回  「⻭車の種類」に関する 



 



年度 2014 
授業コード FTR0181P 
成績評価 講義中に課す課題（５０％）、最終課題図面（５０％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0181P 機械製図Ⅰ 
担当教員名 赤⽊ 徹也 
単位数 2 
教科書 大⻄清著・「JIS にもとづく標準製図法」・理⼯学社 
アクティブラーニング  
キーワード CAD、JIS 規格、ネジ、⻭車、干渉問題 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械製図Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 実験実習 
注意備考 CAD 操作技術の習得には連続した演習を受ける必要がある。そのため欠席や遅

刻がないように⼼がけること。また，講義で情報処理センター実習室のパソコン
を利用し、課題提出もネットワークを利用して行う。 

シラバスコード FTR0181P 
実務経験のある教員  
達成目標 機械部品を表す部品図とその部品を組み合わせた組立図面の作成技術の習得 JIS

（日本⼯業規格）に基づく機械製図技術の習得を目的とする。具体的には下記の
内容ができることを目的とする。・投影法による部品の三面図を理解でき、作成
することができる・ネジの基本的な規格を理解でき、ネジ製図を作成できる。・⻭
車の基本的な規格を理解でき、平⻭車の製図を作成できる。・はめ合いに関する
基本的な規格を理解できる。・レイヤー分けによる部品の設計ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 5 階赤⽊研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mechanical Drawings I 
関連科目 本科目に引き続き「機械製図Ⅱ」、「加⼯学」、「機械創造⼯学Ⅰ」、「機械創造⼯学

Ⅱ」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械系の「ものづくり」において、設計図面は製品の事前検証や、製作時の作業

を分担できるなど多くの利点をもつ重要なものである。本講義では機械部品を表
す部品図とその部品を組み合わせた組立図面の作成を念頭において、JIS（日本⼯



業規格）に基づく機械製図技術の習得を目的として、設計製図の演習を行う。ま
た、本講義ではコンピュータによる設計、すなわち CAD を用いた設計やその操
作技術の習得も講義目的とする。また、本講義ではコンピュータによる設計、す
なわち CAD を用いた設計やその操作技術の習得およびレイヤー分けによる部品
毎 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション・コンピュータ操作の基礎について解説する。 

2 回  製図の意義と図面の構成について解説する。 
3 回  図形の表し方について解説する。 
4 回  寸法記入法について解説する。 
5 回  ネジ製図１について解説する。 
6 回  ネジ製図２について解説する。 
7 回  ⻭車製図１について解説する。 
8 回  ⻭車製図２について解説する。 
9 回  L アングルを用いたコーナ設計について解説する。 
10 回  部品図&組立図面に関して解説する。 
11 回  軸受け製図について解説する。 
12 回  寸法公差 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。またセンターを利
用するためログインのユーザ名とパスワードを把握しておくこと。 
2 回  教科書の序論部分のページを読んでみておくこと。 
3 回  「投影法」に関する教科書の該当ページを読んでみておくこと。 
4 回  「寸法の記入法」に関する教科書の図と該当ページを読んでみておくこ
と。 
5 回  「ネジの種類」に関する教科書の図と該当ページを読んでみておくこと。 
6 回  「ネジ製図」に関する配布ＰＤＦ資料を読んでみておくこと。 
7 回  「⻭車の種類」に関する 

 



年度 2014 
授業コード FTR01910 
成績評価 講義中に課す課題（50％）、最終課題図面（50％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜13) 
見出し FTR01910 機械製図Ⅱ 
担当教員名 赤⽊ 徹也 
単位数 2 
教科書 大⻄清著／JIS にもとづく標準製図法／理⼯学社 
アクティブラーニング  
キーワード CAD、DXF、JIS 規格、平⻭車、かさ⻭車、ウォームギア、モータトルクと速度

計算、空気圧シリンダ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・TA は問題ないが、途中から入ってきた SA が不適であった。（⼯プロの学生ば

かり教える） 
・⼯プロの 2 人の SA は⼯プロの学生にしかおしえない・・など 
（回答）SA は⼯学プロジェクトコースの学生が担当していたため、後輩を教え
るようになってしまったかもしれない。もともとは、初めて機械製図を受ける学
生がいたため、その SA としての補助の目的だったので、偏るような結果になっ
たものと思われる。今後は注意したいと思う。 
・なし，特になし 
（回答）よかったです。 
・デビル赤⽊ 
（回答）授業が厳しかったかもしれません。 

科目名 機械製図Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 実験実習 
注意備考 CAD 操作技術の習得には連続した演習を受ける必要がある。そのため欠席や遅

刻がないように⼼がけること。また、講義で情報処理センター実習室のパソコン
を利用し、課題提出もネットワークを利用して行う。 

シラバスコード FTR01910 
実務経験のある教員  
達成目標 機械部品を表す部品図とその部品を組み合わせた組立図面の作成技術の習得 JIS

（日本⼯業規格）に基づく機械製図技術の習得および機械要素に関する知識の習
得を目的とする。具体的には下記の内容ができることを目的とする。・CAD のレ
イヤーを用いた機械部品を表す部品図とその部品を組み合わせた組立図面の作
成方法の習得・外部 CAD データを用いた設計方法の習得・平⻭車の動力伝達機
構の設計・かさ⻭車を用いた動力伝達機構の設計・ウォームギアを用いた減速機
構の設計・トルクと速度計算によるモータの減速ギアボックスの選定・空気圧シ
リン 



受講者へのコメント 上述のように，この講義に対しておおよそ 85％の学生は評価してくれたものと
考える． 
また、授業外の学習を全くしていない学生が 45％程度と多いのは講義時間終了
後に授業時間を延⻑して自主学習時間をとっていたためではないかと思う． 
ただ、この分野への興味が深まった学生が 79％，興味関⼼が高まった学生が 47％
いてくれることは非常に良かった。 

連絡先 20 号館 5 階赤⽊研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この講義の目標を達成できたか？に関して 
90％程度の学生が目標を達成できたと感じられており、できなかったと答えた者
がいなかったことは非常に良かった。 
授業に対しての教員の意欲が感じられたか？に関して 
88％の学生が意欲を感じ取ってくれていたが、感じられなかったとする学生が
３％ほどおり今後改善の必要があるものと思われる。 
この授業に満足したか？に関して 
85％の学生が満足していたが、２％（1 名）の学生が不満を持っていることに関
して，授業についていけなかった学生がいるものと思われ今後ケアを考える必要
がある． 

英文科目名 Mechanical Drawings II 
関連科目 「機械製図Ⅰ」を受講しておくこと。また、本科目に関連して「加⼯学」、「機械

加⼯実習」、「機械創造⼯学Ⅰ」、「機械創造⼯学Ⅱ」を受講することが望ましい 
次回に向けての改善変更予定 90％以上の学生が 1 回も休まなかったことに関して非常に良かったとおもって

いる。次年度もこのような高い出席率の講義を行いたいと思う。 
講義目的 機械系の「ものづくり」において、設計図面は製品の事前検証や、製作時の作業

を分担できるなど多くの利点をもつ重要なものである。本講義では機械部品を表
す部品図とその部品を組み合わせた組立図面の作成を念頭において、JIS（日本⼯
業規格）に基づく機械製図技術の習得を目的として、設計製図の演習を行う。ま
た、本講義では機械創造⼯学で行うロボット設計を念頭におき、課題形式の設計
実習を行う。具体的には、平⻭車、かさ⻭車、ウォームギアなどの各種⻭車を用
いた動力伝達機構の設計や、空気圧シリンダを用いた直進運動、回転運動機構の
設 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション・CAD 操作の復習について解説する。 

2 回  図面の基礎と三角法の復習について解説する。 
3 回  外部ＣＡＤデータの取込み方法とネジと⻭車製図の復習について解説す
る。 
4 回  平⻭車を用いた伝達機構の設計について解説する。 
5 回  かさ⻭車を用いた伝達機構の設計について解説する。 
6 回  ウォームギアを用いた減速機構の設計について解説する。 
7 回  モータの減速ギアボックスの選定方法（トルク&速度）について解説する。 
8 回  空気圧シリンダを用いた伸縮機構の設計について解説する。 



準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。また情報処理セ
ンターを利用するためログインのユーザ名とパスワードを把握しておくこと。 
2 回  「三角法」に関する教科書の該当ページを読んでみておくこと。 
3 回  「ＤＣモータ」に関して、構造と動作原理についてインターネットを使っ
て調べてみておくこと。また、「ネジ」と「⻭車」に関する教科書の該当ページと
配布ＰＤＦ資料を読んでみておくこと。 
4 回  ⻭車の「モジュール」、「ピッチ円直径」に関する教科書の該当ページと配
布ＰＤＦ資料を読んでみておくこと。ま 

 



年度 2014 
授業コード FTR0191P 
成績評価 講義中に課す課題（50％）、最終課題図面（50％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0191P 機械製図Ⅱ 
担当教員名 赤⽊ 徹也 
単位数 2 
教科書 大⻄清著／JIS にもとづく標準製図法／理⼯学社 
アクティブラーニング  
キーワード CAD、DXF、JIS 規格、平⻭車、かさ⻭車、ウォームギア、モータトルクと速度

計算、空気圧シリンダ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械製図Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 実験実習 
注意備考 CAD 操作技術の習得には連続した演習を受ける必要がある。そのため欠席や遅

刻がないように⼼がけること。また、講義で情報処理センター実習室のパソコン
を利用し、課題提出もネットワークを利用して行う。 

シラバスコード FTR0191P 
実務経験のある教員  
達成目標 機械部品を表す部品図とその部品を組み合わせた組立図面の作成技術の習得 JIS

（日本⼯業規格）に基づく機械製図技術の習得および機械要素に関する知識の習
得を目的とする。具体的には下記の内容ができることを目的とする。・CAD のレ
イヤーを用いた機械部品を表す部品図とその部品を組み合わせた組立図面の作
成方法の習得・外部 CAD データを用いた設計方法の習得・平⻭車の動力伝達機
構の設計・かさ⻭車を用いた動力伝達機構の設計・ウォームギアを用いた減速機
構の設計・トルクと速度計算によるモータの減速ギアボックスの選定・空気圧シ
リン 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 5 階赤⽊研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mechanical Drawings II 
関連科目 「機械製図Ⅰ」を受講しておくこと。また、本科目に関連して「加⼯学」、「機械

加⼯実習」、「機械創造⼯学Ⅰ」、「機械創造⼯学Ⅱ」を受講することが望ましい 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 機械系の「ものづくり」において、設計図面は製品の事前検証や、製作時の作業
を分担できるなど多くの利点をもつ重要なものである。本講義では機械部品を表
す部品図とその部品を組み合わせた組立図面の作成を念頭において、JIS（日本⼯
業規格）に基づく機械製図技術の習得を目的として、設計製図の演習を行う。ま
た、本講義では機械創造⼯学で行うロボット設計を念頭におき、課題形式の設計
実習を行う。具体的には、平⻭車、かさ⻭車、ウォームギアなどの各種⻭車を用
いた動力伝達機構の設計や、空気圧シリンダを用いた直進運動、回転運動機構の
設 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション・CAD 操作の復習について解説する。 

2 回  図面の基礎と三角法の復習について解説する。 
3 回  外部ＣＡＤデータの取込み方法とネジと⻭車製図の復習について解説す
る。 
4 回  平⻭車を用いた伝達機構の設計について解説する。 
5 回  かさ⻭車を用いた伝達機構の設計について解説する。 
6 回  ウォームギアを用いた減速機構の設計について解説する。 
7 回  モータの減速ギアボックスの選定方法（トルク&速度）について解説する。 
8 回  空気圧シリンダを用いた伸縮機構の設計について解説する。 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。また情報処理セ
ンターを利用するためログインのユーザ名とパスワードを把握しておくこと。 
2 回  「三角法」に関する教科書の該当ページを読んでみておくこと。 
3 回  「ＤＣモータ」に関して、構造と動作原理についてインターネットを使っ
て調べてみておくこと。また、「ネジ」と「⻭車」に関する教科書の該当ページと
配布ＰＤＦ資料を読んでみておくこと。 
4 回  ⻭車の「モジュール」、「ピッチ円直径」に関する教科書の該当ページと配
布ＰＤＦ資料を読んでみておくこと。ま 

 



年度 2014 
授業コード FTR02010 
成績評価 定期試験（３５％）、中間試験（３５％）、課題提出（２０％）、ノート（１０％）

を総合集計して評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜14) 
見出し FTR02010 加⼯学 
担当教員名 塗⽊ 利明 
単位数 2 
教科書 機械系教科書シリーズ３ 機械⼯作法（増補）／平井三友他著／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 加⼯法、製図、鋳造法、塑性加⼯、溶接法、表面処理、切削法、⼯作機械、研削

法、精密加⼯、プラスチック成形、ＮＣ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 回答の必要な記述は特になし 
科目名 加⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 朝倉健二・橋本文雄著 「機械⼯作法Ⅰ 改訂版」・同 「機械⼯作法Ⅱ 改訂

版」 共立出版 その他図書館にある関連の参考書 
授業形態 講義 
注意備考 電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業を行っている。また、理解を深める

ため適宜ＶＴＲを上映するほか、加⼯に使用する実物の⼯具等を回覧する。 
シラバスコード FTR02010 
実務経験のある教員  
達成目標 切削加⼯および研削加⼯を中⼼に、機械加⼯の方法とその特徴について説明でき

る。 
受講者へのコメント ものづくりの基本である各種機械加⼯法について基本的なところを学習しまし

た。ものづくりでは、必要とする形のものを、必要とする精度で、最も経済的に
作ることができる加⼯法を選択しなければなりません。しっかりとした課題意識
を持って学習に取り組んでください。 

連絡先 塗⽊研究室：⼯学実習棟 2 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講した皆さんは、８割近い人が授業の目標は「達成できた」あるいは「だいた
い達成できた」と回答、８割以上の人が授業に「満足」「ほぼ満足」との回答に、
担当者としては大変元気をもらいました。 

英文科目名 Mechanical Processing 
関連科目 機械加⼯実習、機械製図Ⅰ、機械製図Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 より分かりやすい興味の持てる授業展開を目指します。 
講義目的 加⼯学は「機械⼯作」とも呼ばれている科目で、機械加⼯として産業社会で最も



多く利用されている切削加⼯ならびに研削加⼯を中⼼に、代表的な⼯作法および
⼯具材料や各種⼯業材料から機械部品を製作するために必要な製図について概
略を理解することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。加⼯法の３つの種類につい

て説明する。 
2 回  加⼯と図面の関係について説明し、必要な製図の規則を解説する。 
3 回  第２回課題を解説し、鋳造について説明、その特徴及び代表的な鋳造用金
属材料について解説する。 
4 回  第３回課題を解説し、塑性加⼯について説明、その特徴ならびに代表的な
種類について解説する。 
5 回  第４回課題を解説し、溶接について説明、その特徴ならびに種類及び溶断
について解説する。 
6 回  第５回課題を解説し、熱処理・表面処理について説明、そ 

準備学習 1 回  教科書によって、どのような加⼯法があるかを調べておくこと。 
2 回  加⼯における図面の役割を考え、その種類について調べておくこと。 
3 回  第２回課題を作成するとともに鋳造とはどのような加⼯法か調べておく
こと。 
4 回  第３回課題を作成するとともに塑性加⼯とはどのような加⼯法か調べて
おくこと 
5 回  第４回課題を作成するとともに溶接とはどのような加⼯法か調べておく
こと。 
6 回  第５回課題を作成するとともに熱処理・表面処理はどのような加⼯法か
調べておくこと。 
7 回  第６回課題を作成するとともに切 

 



年度 2014 
授業コード FTR0201P 
成績評価 定期試験（３５％）、中間試験（３５％）、課題提出（２０％）、ノート（１０％）

を総合集計して評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0201P 加⼯学 
担当教員名 塗⽊ 利明 
単位数 2 
教科書 機械系教科書シリーズ３ 機械⼯作法（増補）／平井三友他著／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 加⼯法、製図、鋳造法、塑性加⼯、溶接法、表面処理、切削法、⼯作機械、研削

法、精密加⼯、プラスチック成形、ＮＣ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 加⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 朝倉健二・橋本文雄著 「機械⼯作法Ⅰ 改訂版」・同 「機械⼯作法Ⅱ 改訂

版」 共立出版 その他図書館にある関連の参考書 
授業形態 講義 
注意備考 電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業を行っている。また、理解を深める

ため適宜ＶＴＲを上映するほか、加⼯に使用する実物の⼯具等を回覧する。 
シラバスコード FTR0201P 
実務経験のある教員  
達成目標 切削加⼯および研削加⼯を中⼼に、機械加⼯の方法とその特徴について説明でき

る。 
受講者へのコメント  
連絡先 塗⽊研究室：⼯学実習棟 2 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mechanical Processing 
関連科目 機械加⼯実習、機械製図Ⅰ、機械製図Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 加⼯学は「機械⼯作」とも呼ばれている科目で、機械加⼯として産業社会で最も

多く利用されている切削加⼯ならびに研削加⼯を中⼼に、代表的な⼯作法および
⼯具材料や各種⼯業材料から機械部品を製作するために必要な製図について概
略を理解することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。加⼯法の３つの種類につい



て説明する。 
2 回  加⼯と図面の関係について説明し、必要な製図の規則を解説する。 
3 回  第２回課題を解説し、鋳造について説明、その特徴及び代表的な鋳造用金
属材料について解説する。 
4 回  第３回課題を解説し、塑性加⼯について説明、その特徴ならびに代表的な
種類について解説する。 
5 回  第４回課題を解説し、溶接について説明、その特徴ならびに種類及び溶断
について解説する。 
6 回  第５回課題を解説し、熱処理・表面処理について説明、そ 

準備学習 1 回  教科書によって、どのような加⼯法があるかを調べておくこと。 
2 回  加⼯における図面の役割を考え、その種類について調べておくこと。 
3 回  第２回課題を作成するとともに鋳造とはどのような加⼯法か調べておく
こと。 
4 回  第３回課題を作成するとともに塑性加⼯とはどのような加⼯法か調べて
おくこと 
5 回  第４回課題を作成するとともに溶接とはどのような加⼯法か調べておく
こと。 
6 回  第５回課題を作成するとともに熱処理・表面処理はどのような加⼯法か
調べておくこと。 
7 回  第６回課題を作成するとともに切 

 



年度 2014 
授業コード FTR02110 
成績評価 実習テーマごとの実技 50％、レポート提出 50％により成績を評価する。採点の

基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。欠席が 3 回以上ある場合、レ
ポートの未提出がある場合には、評価を E とする。 

曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス RA(〜13) 
見出し FTR02110 機械加⼯実習 
担当教員名 松下 尚史、林 貞義＊、島崎 始＊、福井 匠＊、織⽥ 纂＊、檜 一夫＊ 
単位数 2 
教科書 機械実習 1／嵯峨常生監修／実教出版／978-4-407318036：機械実習 2／嵯峨常

生監修／実教出版／978-4-407318043：毎回配布される資料 
アクティブラーニング  
キーワード 旋盤、フライス盤、数値制御、⻭切り盤、ボール盤、タップ立て、溶接 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 機械加⼯実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 加⼯学の教科書 
授業形態 実験実習 
注意備考 ①各担当指導員の指示に従うこと。②怪我をしないような服装をすること。③実

習の順番はグループにより異なる。 
シラバスコード FTR02110 
実務経験のある教員  
達成目標 ①旋盤、フライス盤、ボール盤などの⼯作機械を使って加⼯することができる。

②CNC 旋盤、CNC フライス盤を利用して加⼯する際のプログラムを作成するこ
とができる。③溶接することができる。 

受講者へのコメント 特になし 
連絡先 （研究室）20 号館 3 階、（電話）086-256-9503、（E-mail）hisashi@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Exercise of Mechanical Processing 
関連科目 「加⼯学」を履修していることが望ましい。本科目に引き続き「機械創造⼯学Ⅱ」

を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 機械設計を適切に効率よく行うためには機械加⼯法を熟知しておく必要がある。

本実習では各種⼯作機械を用いて実際に材料を加⼯することにより機械加⼯の
手順や方法などを修得する。また、⼯作機械、⼯作法および⼯作理論の知識を実
感・経験することにより内容の深い理解と能力向上を目指す。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実習テーマの概要を説明し、グループ分けを行う。 

2 回 タップ立ての方法を学び、文鎮を製作する。 
3 回 ガス溶接およびガス切断の方法を修得する。 
4 回 アーク溶接の方法を修得する。 
5 回 汎用旋盤を使って、引張り試験片を製作する。 
6 回 汎用旋盤を使って、ねじ切りの方法を修得する。 
7 回 フライス盤を使って、プラスチック材の加⼯方法を修得する。 
8 回 フライス盤を使って、プラスチック材の加⼯方法を修得する。 
9 回 ボール盤およびグラインダの使い方を修得する。さらに、レーザー加⼯機の
使い方を修得する。 
 

準備学習 1 回 教科書「機械実習１」の p.1〜p.17 を読んで、実習の⼼構え、災害防止と安
全の⼼得を理解してくること。さらに、ノギスおよびマイクロメータを使った⻑
さの測定方法を理解してくること。 
2 回 教科書「機械実習１」の p.39〜p.69 を読んで、けがきの基本作業、やすり
の基本作業、ねじ立ての基本作業を理解してくること。 
3 回 教科書「機械実習１」の p.139〜p.154 を読んで、ガス溶接作業およびガス
切断の方法を理解してくること。 
4 回 教科書「機械実習１」の p.155〜p.166 を読んで、アーク溶接機の種類 

 



年度 2014 
授業コード FTR0211P 
成績評価 実習テーマごとの実技 50％、レポート提出 50％により成績を評価する。採点の

基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。欠席が 3 回以上ある場合、レ
ポートの未提出がある場合には、評価を E とする。 

曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0211P 機械加⼯実習 
担当教員名 松下 尚史、林 貞義＊、島崎 始＊、福井 匠＊、織⽥ 纂＊、檜 一夫＊ 
単位数 2 
教科書 機械実習 1／嵯峨常生監修／実教出版／978-4-407318036：機械実習 2／嵯峨常

生監修／実教出版／978-4-407318043：毎回配布される資料 
アクティブラーニング  
キーワード 旋盤、フライス盤、数値制御、⻭切り盤、ボール盤、タップ立て、溶接 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械加⼯実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 加⼯学の教科書 
授業形態 実験実習 
注意備考 ①各担当指導員の指示に従うこと。②怪我をしないような服装をすること。③実

習の順番はグループにより異なる。 
シラバスコード FTR0211P 
実務経験のある教員  
達成目標 ①旋盤、フライス盤、ボール盤などの⼯作機械を使って加⼯することができる。

②CNC 旋盤、CNC フライス盤を利用して加⼯する際のプログラムを作成するこ
とができる。③溶接することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 （研究室）20 号館 3 階、（電話）086-256-9503、（E-mail）hisashi@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise of Mechanical Processing 
関連科目 「加⼯学」を履修していることが望ましい。本科目に引き続き「機械創造⼯学Ⅱ」

を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械設計を適切に効率よく行うためには機械加⼯法を熟知しておく必要がある。

本実習では各種⼯作機械を用いて実際に材料を加⼯することにより機械加⼯の
手順や方法などを修得する。また、⼯作機械、⼯作法および⼯作理論の知識を実
感・経験することにより内容の深い理解と能力向上を目指す。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実習テーマの概要を説明し、グループ分けを行う。 

2 回 タップ立ての方法を学び、文鎮を製作する。 
3 回 ガス溶接およびガス切断の方法を修得する。 
4 回 アーク溶接の方法を修得する。 
5 回 汎用旋盤を使って、引張り試験片を製作する。 
6 回 汎用旋盤を使って、ねじ切りの方法を修得する。 
7 回 フライス盤を使って、プラスチック材の加⼯方法を修得する。 
8 回 フライス盤を使って、プラスチック材の加⼯方法を修得する。 
9 回 ボール盤およびグラインダの使い方を修得する。さらに、レーザー加⼯機の
使い方を修得する。 
 

準備学習 1 回 教科書「機械実習１」の p.1〜p.17 を読んで、実習の⼼構え、災害防止と安
全の⼼得を理解してくること。さらに、ノギスおよびマイクロメータを使った⻑
さの測定方法を理解してくること。 
2 回 教科書「機械実習１」の p.39〜p.69 を読んで、けがきの基本作業、やすり
の基本作業、ねじ立ての基本作業を理解してくること。 
3 回 教科書「機械実習１」の p.139〜p.154 を読んで、ガス溶接作業およびガス
切断の方法を理解してくること。 
4 回 教科書「機械実習１」の p.155〜p.166 を読んで、アーク溶接機の種類 

 



年度 2014 
授業コード FTR02120 
成績評価 実習テーマごとの実技 50％、レポート提出 50％により成績を評価する。採点の

基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。欠席が 3 回以上ある場合、レ
ポートの未提出がある場合には、評価を E とする。 

曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス RB(〜13) 
見出し FTR02120 機械加⼯実習 
担当教員名 松下 尚史、林 貞義＊、島崎 始＊、福井 匠＊、織⽥ 纂＊、檜 一夫＊ 
単位数 2 
教科書 機械実習 1／嵯峨常生監修／実教出版／978-4-407318036：機械実習 2／嵯峨常

生監修／実教出版／978-4-407318043：毎回配布される資料 
アクティブラーニング  
キーワード 旋盤、フライス盤、数値制御、⻭切り盤、ボール盤、タップ立て、溶接 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 実習内容が把握できていれば、レポート作成で困ることはないと思われます 
科目名 機械加⼯実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 加⼯学の教科書 
授業形態 実験実習 
注意備考 ①各担当指導員の指示に従うこと。②怪我をしないような服装をすること。③実

習の順番はグループにより異なる。 
シラバスコード FTR02120 
実務経験のある教員  
達成目標 ①旋盤、フライス盤、ボール盤などの⼯作機械を使って加⼯することができる。

②CNC 旋盤、CNC フライス盤を利用して加⼯する際のプログラムを作成するこ
とができる。③溶接することができる。 

受講者へのコメント 特に問題は見当たりません 
連絡先 （研究室）20 号館 3 階、（電話）086-256-9503、（E-mail）hisashi@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に問題は見当たりません 
英文科目名 Exercise of Mechanical Processing 
関連科目 「加⼯学」を履修していることが望ましい。本科目に引き続き「機械創造⼯学Ⅱ」

を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 特に問題は見当たりません 
講義目的 機械設計を適切に効率よく行うためには機械加⼯法を熟知しておく必要がある。

本実習では各種⼯作機械を用いて実際に材料を加⼯することにより機械加⼯の
手順や方法などを修得する。また、⼯作機械、⼯作法および⼯作理論の知識を実
感・経験することにより内容の深い理解と能力向上を目指す。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実習テーマの概要を説明し、グループ分けを行う。 

2 回 タップ立ての方法を学び、文鎮を製作する。 
3 回 ガス溶接およびガス切断の方法を修得する。 
4 回 アーク溶接の方法を修得する。 
5 回 汎用旋盤を使って、引張り試験片を製作する。 
6 回 汎用旋盤を使って、ねじ切りの方法を修得する。 
7 回 フライス盤を使って、プラスチック材の加⼯方法を修得する。 
8 回 フライス盤を使って、プラスチック材の加⼯方法を修得する。 
9 回 ボール盤およびグラインダの使い方を修得する。さらに、レーザー加⼯機の
使い方を修得する。 
 

準備学習 1 回 教科書「機械実習１」の p.1〜p.17 を読んで、実習の⼼構え、災害防止と安
全の⼼得を理解してくること。さらに、ノギスおよびマイクロメータを使った⻑
さの測定方法を理解してくること。 
2 回 教科書「機械実習１」の p.39〜p.69 を読んで、けがきの基本作業、やすり
の基本作業、ねじ立ての基本作業を理解してくること。 
3 回 教科書「機械実習１」の p.139〜p.154 を読んで、ガス溶接作業およびガス
切断の方法を理解してくること。 
4 回 教科書「機械実習１」の p.155〜p.166 を読んで、アーク溶接機の種類 

 



年度 2014 
授業コード FTR0212P 
成績評価 実習テーマごとの実技 50％、レポート提出 50％により成績を評価する。採点の

基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。欠席が 3 回以上ある場合、レ
ポートの未提出がある場合には、評価を E とする。 

曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0212P 機械加⼯実習 
担当教員名 松下 尚史、林 貞義＊、島崎 始＊、福井 匠＊、織⽥ 纂＊、檜 一夫＊ 
単位数 2 
教科書 機械実習 1／嵯峨常生監修／実教出版／978-4-407318036：機械実習 2／嵯峨常

生監修／実教出版／978-4-407318043：毎回配布される資料 
アクティブラーニング  
キーワード 旋盤、フライス盤、数値制御、⻭切り盤、ボール盤、タップ立て、溶接 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械加⼯実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 加⼯学の教科書 
授業形態 実験実習 
注意備考 ①各担当指導員の指示に従うこと。②怪我をしないような服装をすること。③実

習の順番はグループにより異なる。 
シラバスコード FTR0212P 
実務経験のある教員  
達成目標 ①旋盤、フライス盤、ボール盤などの⼯作機械を使って加⼯することができる。

②CNC 旋盤、CNC フライス盤を利用して加⼯する際のプログラムを作成するこ
とができる。③溶接することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 （研究室）20 号館 3 階、（電話）086-256-9503、（E-mail）hisashi@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise of Mechanical Processing 
関連科目 「加⼯学」を履修していることが望ましい。本科目に引き続き「機械創造⼯学Ⅱ」

を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械設計を適切に効率よく行うためには機械加⼯法を熟知しておく必要がある。

本実習では各種⼯作機械を用いて実際に材料を加⼯することにより機械加⼯の
手順や方法などを修得する。また、⼯作機械、⼯作法および⼯作理論の知識を実
感・経験することにより内容の深い理解と能力向上を目指す。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実習テーマの概要を説明し、グループ分けを行う。 

2 回 タップ立ての方法を学び、文鎮を製作する。 
3 回 ガス溶接およびガス切断の方法を修得する。 
4 回 アーク溶接の方法を修得する。 
5 回 汎用旋盤を使って、引張り試験片を製作する。 
6 回 汎用旋盤を使って、ねじ切りの方法を修得する。 
7 回 フライス盤を使って、プラスチック材の加⼯方法を修得する。 
8 回 フライス盤を使って、プラスチック材の加⼯方法を修得する。 
9 回 ボール盤およびグラインダの使い方を修得する。さらに、レーザー加⼯機の
使い方を修得する。 
 

準備学習 1 回 教科書「機械実習１」の p.1〜p.17 を読んで、実習の⼼構え、災害防止と安
全の⼼得を理解してくること。さらに、ノギスおよびマイクロメータを使った⻑
さの測定方法を理解してくること。 
2 回 教科書「機械実習１」の p.39〜p.69 を読んで、けがきの基本作業、やすり
の基本作業、ねじ立ての基本作業を理解してくること。 
3 回 教科書「機械実習１」の p.139〜p.154 を読んで、ガス溶接作業およびガス
切断の方法を理解してくること。 
4 回 教科書「機械実習１」の p.155〜p.166 を読んで、アーク溶接機の種類 

 



年度 2014 
授業コード FTR02210 
成績評価 試験(80%)、レポート・演習(20%) 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜13) 
見出し FTR02210 材料力学Ⅰ 
担当教員名 松浦 洋司 
単位数 2 
教科書 よくわかる材料力学／萩原芳彦／オーム社／978-4-274130632 
アクティブラーニング  
キーワード 外力、内力、応力、ひずみ、引張り、圧縮、せん断力、はり、支持半力、支持モ

ーメント、曲げモーメント、せん断応力、曲げ応力、断面二次モーメント、断面
係数 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 記述：課題が多すぎる。毎回課題出すのやめてほしい。 

回答：上記の意見は各一人ずつなので他の人の意見を調査してから決定します。 
科目名 材料力学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 関数電卓を持参すること。 
シラバスコード FTR02210 
実務経験のある教員  
達成目標 ①棒に軸力が作用したときの引張り圧縮応力、ひずみおよび伸びが計算できるこ

と。 
②はりの支持反力および支持モーメントが計算できること。 
③はりのせん断力、曲げモーメントが計算できること。 
④はりのせん断応力、曲げ応力が計算できること。 

受講者へのコメント ほとんどの学生は真面目に取り組んでいるが、そうでない学生も一部いるようで
す。 
材料力学はものづくりに不可欠な知識なので、興味がなくても頑張って習得くだ
さい。 
そうでないと、作りたい物はできません。 

連絡先 研究室 20 号館 4 階 TEL：086-256-9579 E-mail:matsuura@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外にどの程度、学習しましたかについては、１時間程度以上の割合が
57.5％であり、 
比較的自宅学習時間が多いようです。しかし、宿題などの指示された課題に取り
組んだが 80.8％ 
なので、毎回出している課題をしているということのようです。 



総合評価は以下の通りで、昨年より評価が若干低下したが、まずますと考えます。 
目標は達成：できた 31.5％（←39.6←9.7）、だいたいできた 37％（←39.6←40.3） 
教員の意欲は：感じられた 53.4％（←75.7←43.5）、少し感じられた 31.5％（←13. 

英文科目名 Strength of Materials I 
関連科目 数学 I・II、物理学 I・II、力学を受講しておくこと。物理学実験、人間⼯学、機

械力学、機械創造⼯学に関連 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 材料力学は、材料を安全かつ経済的に使用するための根拠を与えることを目的と

する学問である。ここでは、材料に力が作用した場合、内部にどのような応力が
発生し、材料がどのように変形するかを学ぶと共に強度設計の基本的な考え方を
学習する。演習問題を多く行い、棒やはりの強度計算方法および実際の物を計算
可能なモデルに置き換える考え方の修得を目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 材料力学の歴史と基本事例について説明する。 

2 回 つりあい（静的平衡状態）、外力と内力について説明する。 
3 回 応力とひずみについて説明する。 
4 回 フックの法則、応力−ひずみ曲線について説明する。 
5 回 応力とひずみのまとめをする。 
6 回 問題解法の基本手順について説明する。 
7 回 組み合せ棒について説明する。 
8 回 トラス構造問題の解法について説明する。 
9 回 はりの種類、支持反力・支持モーメントについて説明する。 
10 回 引張りと圧縮、はりの支持反力と支持モーメントのまとめをする。 
11 回 は 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 力学で習った静的平衡状態の復習をすること。 
3 回 物質の３態（固体・液体・気体）、ニュートンの第３法則の復習をすること。 
4 回 ばねのフックの法則の復習をすること。 
5 回 応力とひずみの復習をすること。 
6 回 積分の復習をすること。 
7 回 鉄筋コンクリートなど何種類かの材料を組み合せて使う目的は何か考える
こと。 
8 回 本学の連絡通路や東京タワーなどがトラス構造になっている理由を考える
こと。 
9 回 道路の橋や高架橋の支持部分がどうなっているか観 

 



年度 2014 
授業コード FTR0221P 
成績評価 試験(80%)、レポート・演習(20%) 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0221P 材料力学Ⅰ 
担当教員名 松浦 洋司 
単位数 2 
教科書 よくわかる材料力学／萩原芳彦／オーム社／978-4-274130632 
アクティブラーニング  
キーワード 外力、内力、応力、ひずみ、引張り、圧縮、せん断力、はり、支持半力、支持モ

ーメント、曲げモーメント、せん断応力、曲げ応力、断面二次モーメント、断面
係数 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 材料力学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 関数電卓を持参すること。 
シラバスコード FTR0221P 
実務経験のある教員  
達成目標 ①棒に軸力が作用したときの引張り圧縮応力、ひずみおよび伸びが計算できるこ

と。 
②はりの支持反力および支持モーメントが計算できること。 
③はりのせん断力、曲げモーメントが計算できること。 
④はりのせん断応力、曲げ応力が計算できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室 20 号館 4 階 TEL：086-256-9579 E-mail:matsuura@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Strength of Materials I 
関連科目 数学 I・II、物理学 I・II、力学を受講しておくこと。物理学実験、人間⼯学、機

械力学、機械創造⼯学に関連 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 材料力学は、材料を安全かつ経済的に使用するための根拠を与えることを目的と

する学問である。ここでは、材料に力が作用した場合、内部にどのような応力が
発生し、材料がどのように変形するかを学ぶと共に強度設計の基本的な考え方を
学習する。演習問題を多く行い、棒やはりの強度計算方法および実際の物を計算



可能なモデルに置き換える考え方の修得を目的とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 材料力学の歴史と基本事例について説明する。 

2 回 つりあい（静的平衡状態）、外力と内力について説明する。 
3 回 応力とひずみについて説明する。 
4 回 フックの法則、応力−ひずみ曲線について説明する。 
5 回 応力とひずみのまとめをする。 
6 回 問題解法の基本手順について説明する。 
7 回 組み合せ棒について説明する。 
8 回 トラス構造問題の解法について説明する。 
9 回 はりの種類、支持反力・支持モーメントについて説明する。 
10 回 引張りと圧縮、はりの支持反力と支持モーメントのまとめをする。 
11 回 は 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 力学で習った静的平衡状態の復習をすること。 
3 回 物質の３態（固体・液体・気体）、ニュートンの第３法則の復習をすること。 
4 回 ばねのフックの法則の復習をすること。 
5 回 応力とひずみの復習をすること。 
6 回 積分の復習をすること。 
7 回 鉄筋コンクリートなど何種類かの材料を組み合せて使う目的は何か考える
こと。 
8 回 本学の連絡通路や東京タワーなどがトラス構造になっている理由を考える
こと。 
9 回 道路の橋や高架橋の支持部分がどうなっているか観 

 



年度 2014 
授業コード FTR02310 
成績評価 試験(80%)、レポート・演習(20%) 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜13) 
見出し FTR02310 材料力学Ⅱ 
担当教員名 松浦 洋司 
単位数 2 
教科書 よくわかる材料力学／萩原芳彦／オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード はりのたわみ、不静定ばり、組合せ応力、平面応力、平面ひずみ、主応力、ねじ

り応力、ひずみエネルギー、座屈 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「君たち失敗してますよね」このセリフは一体何でしょうか？（人の能力、知能

の話についてのとき） 
言い方に気をつけてほしい 
回答：人の能力は大きく３つに分けて、知識力、考える力、人間力であり、社会
に出てから重要なのは、知識力より考える力と人間力であるから、それらを身に
つけてほしい。知識力が偏差値で測れるとすると、偏差値が高いだけで社会で活
躍できるとは限らないので、偏差値の低い大学にいても努力次第で社会に出てか
ら活躍できる可能性はある。人の能力はトータルとして変わらないとすると、知
識力の低い人は逆に考える力や人 

科目名 材料力学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 関数電卓を持参すること。パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプ

ロジェクタで提示する。 
シラバスコード FTR02310 
実務経験のある教員  
達成目標 ①はりのたわみが計算できること。 

②不静定ばりの支持反力および支持モーメントが計算できること。 
③軸のねじり応力が計算できること。 
④主応力が計算できること。 

受講者へのコメント 真面目に取り組んでいる学生は多いと思うが、そうでない学生もいるようです。 
日頃から講義以外での学習時間を確保して、計画的に勉強してほしい。 
また、物理学、力学、数学など、これまで修得した科目の内容についても常に復
習しながら取り組んでほしい。 
さらに、講義に直接関係ない内容でも、社会に中で材料力学に関係する事柄につ
いて日頃から考えるようにして欲しい。 

連絡先 研究室 20 号館 4 階 TEL：086-256-9579 E-mail:matsuura@are.ous.ac.jp 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外にどの程度、学習しましたかについては、１時間程度以上の累積が
63.8％であり、比較的自宅学習時間が多いようです。しかし、宿題などの指示さ
れた課題に取り組んだが 85.1％なので、毎回出している課題をしているというこ
とのようです。 
総合評価は以下の通りで、年による変動はありますが、まずまずと考えます。 
目標を達成：できた 31.9%（←29←25）、だいたいできた 44.7%（←48.4←32.5） 
教員の意欲は：感じられた 48.9%（←64.5←47.5）、少し感じられた 27.7%
（←22.6←45） 

英文科目名 Strength of Materials II 
関連科目 数学 I・II、物理学 I・II、力学、材料力学 I は受講しておくこと。物理学実験、

人間⼯学、機械力学、機械創造⼯学に関連する 
次回に向けての改善変更予定 演習の時間を増やして学生の理解度を深める⼯夫をしていきたい。 

時間配分が良くない回があるので、見直していきたい。 
講義目的 材料力学 I に引き続き、材料に力が作用した場合、内部にどのような応力が発生

し、材料がどのように変形するかを学ぶと共に強度設計の基本的な考え方を学習
する。実際の構造物に近いものの強度設計方法および使う人間のことも考えた安
全設計の基礎の習得を目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 強度設計について（パワーポイントにて提示）説明する。 

2 回 はりのたわみの基礎式について説明する。 
3 回 たわみの基礎式によるはりのたわみの解法について説明する。 
4 回 重ね合わせ法によるはりのたわみの解法について説明する。 
5 回 不静定ばりの解法Ⅰについて説明する。 
6 回 はりのたわみの復習をする。 
7 回 はりのたわみのまとめをする。 
8 回 不静定ばりの解法Ⅱについて説明する。 
9 回 軸のねじりについて説明する。 
10 回 一般的な応力とひずみについて説明する。 
11 回 平面応力状態の応力について説 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 はりのせん断力および曲げモーメント、合成関数の微分、三角関数およびそ
の微分の復習をすること。 
3 回 積分の基礎と微分方程式の解法の復習をすること。 
4 回 いろいろなはりのたわみの式を学習すること。 
5 回 重ね合わせ法の復習をすること。 
6 回 はりのたわみの復習をすること。 
7 回 はりのたわみの復習をすること。 
8 回 不静定ばりの具体例に何があるか考えること。 
9 回 トルク（力のモーメント）の復習をすること。 
10 回 応力とひずみに関係について 



 



年度 2014 
授業コード FTR0231P 
成績評価 試験(80%)、レポート・演習(20%) 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0231P 材料力学Ⅱ 
担当教員名 松浦 洋司 
単位数 2 
教科書 よくわかる材料力学／萩原芳彦／オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード はりのたわみ、不静定ばり、組合せ応力、平面応力、平面ひずみ、主応力、ねじ

り応力、ひずみエネルギー、座屈 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 材料力学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 関数電卓を持参すること。パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプ

ロジェクタで提示する。 
シラバスコード FTR0231P 
実務経験のある教員  
達成目標 ①はりのたわみが計算できること。 

②不静定ばりの支持反力および支持モーメントが計算できること。 
③軸のねじり応力が計算できること。 
④主応力が計算できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室 20 号館 4 階 TEL：086-256-9579 E-mail:matsuura@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Strength of Materials II 
関連科目 数学 I・II、物理学 I・II、力学、材料力学 I は受講しておくこと。物理学実験、

人間⼯学、機械力学、機械創造⼯学に関連する 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 材料力学 I に引き続き、材料に力が作用した場合、内部にどのような応力が発生

し、材料がどのように変形するかを学ぶと共に強度設計の基本的な考え方を学習
する。実際の構造物に近いものの強度設計方法および使う人間のことも考えた安
全設計の基礎の習得を目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 強度設計について（パワーポイントにて提示）説明する。 
2 回 はりのたわみの基礎式について説明する。 
3 回 たわみの基礎式によるはりのたわみの解法について説明する。 
4 回 重ね合わせ法によるはりのたわみの解法について説明する。 
5 回 不静定ばりの解法Ⅰについて説明する。 
6 回 はりのたわみの復習をする。 
7 回 はりのたわみのまとめをする。 
8 回 不静定ばりの解法Ⅱについて説明する。 
9 回 軸のねじりについて説明する。 
10 回 一般的な応力とひずみについて説明する。 
11 回 平面応力状態の応力について説 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 はりのせん断力および曲げモーメント、合成関数の微分、三角関数およびそ
の微分の復習をすること。 
3 回 積分の基礎と微分方程式の解法の復習をすること。 
4 回 いろいろなはりのたわみの式を学習すること。 
5 回 重ね合わせ法の復習をすること。 
6 回 はりのたわみの復習をすること。 
7 回 はりのたわみの復習をすること。 
8 回 不静定ばりの具体例に何があるか考えること。 
9 回 トルク（力のモーメント）の復習をすること。 
10 回 応力とひずみに関係について 

 



年度 2014 
授業コード FTR02410 
成績評価 定期試験（７０％）、小試験とレポート（３０％） 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜13) 
見出し FTR02410 流体力学Ⅰ 
担当教員名 堂⽥ 周治郎 
単位数 2 
教科書 新版流れ学／森川敬信・鮎川恭三・辻 裕 共著／朝倉書店／978-4-254230772 
アクティブラーニング  
キーワード 流体の特性、気体と液体、質量と運動量の保存、エネルギー保存則、層流と乱流 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 流体力学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ポイントを学ぶ 流れの力学／加藤 宏 編／丸善：水力学／北川 能 監修／パワ

ー社 
授業形態 講義 
注意備考 授業に集中し、授業毎の内容を理解していくこと。関数電卓はいつも持参するこ

と。講義ノートの提出を求める。パソコンを使用して、パワーポイント等電子教
材をプロジェクタで提示する。 

シラバスコード FTR02410 
実務経験のある教員  
達成目標 流体力学の基礎的事項や用語が説明できること。静止流体が壁に及ぼす力、動い

ている流体が壁に及ぼす力が計算できること。ベルヌーイの式や成立条件が説明
でき、ベルヌーイの式を用いた計算ができること。層流や乱流、流れの相似則に
ついて説明できる。それらに関する基本的な問題が解けること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館３階 堂⽥研究室 電話：086-256-9564 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fluid Mechanics I 
関連科目 数学、物理学、力学、熱力学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 水、油、空気などの流体に関係した機器やシステムは多く、流れの様子を知るこ

とは⼯学に限らず広い分野で重要である。この講義では流体力学の基礎を身につ
け、流体を利用した機器やシステムを設計するために必要な基礎知識を修得する
ことを目的とする。講義の後半で簡単な演習問題を行う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 流体とは、流体力学とは何かについて説明する。 
2 回 流体の性質と流れの種類について説明する。 
3 回 流体静力学１（重力場にある静止流体）について説明する。 
4 回 流体静力学２（流体が壁面に及ぼす力）について説明する。 
5 回 流体静力学３（浮力と安定性、相対的静止）について説明する。 
6 回 動力学の基礎１（流線と連続の式）について説明する。 
7 回 動力学の基礎２（運動方程式とベルヌーイの式）について説明する。 
8 回 まとめ、演習、小試験などを行う。 
9 回 動力学の基礎３（ベルヌーイの式の応用１）につい 

準備学習 1 回 教科書を読み、流体の種類や流体力学の目的について予習しておくこと。 
2 回 固体とは異なる流体固有の特性や流れの多くの分類について理解しておく
こと。 
3 回 静止している流体を支配する基礎式やその導出を予習しておくこと。 
4 回 流体が壁や容器に及ぼす力の計算方法について予習しておくこと。 
5 回 アルキメデスの原理や船の安定性について予習しておくこと。 
6 回 流線とは何かについてや、連続の式の導出について予習しておくこと。 
7 回 ベルヌーイの式が成立する仮定を特に予習しておくこと。 
8 回 これまでの講義の 

 



年度 2014 
授業コード FTR0241P 
成績評価 定期試験（７０％）、小試験とレポート（３０％） 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0241P 流体力学Ⅰ 
担当教員名 堂⽥ 周治郎 
単位数 2 
教科書 新版流れ学／森川敬信・鮎川恭三・辻 裕 共著／朝倉書店／978-4-254230772 
アクティブラーニング  
キーワード 流体の特性、気体と液体、質量と運動量の保存、エネルギー保存則、層流と乱流 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 流体力学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ポイントを学ぶ 流れの力学／加藤 宏 編／丸善：水力学／北川 能 監修／パワ

ー社 
授業形態 講義 
注意備考 授業に集中し、授業毎の内容を理解していくこと。関数電卓はいつも持参するこ

と。講義ノートの提出を求める。パソコンを使用して、パワーポイント等電子教
材をプロジェクタで提示する。 

シラバスコード FTR0241P 
実務経験のある教員  
達成目標 流体力学の基礎的事項や用語が説明できること。静止流体が壁に及ぼす力、動い

ている流体が壁に及ぼす力が計算できること。ベルヌーイの式や成立条件が説明
でき、ベルヌーイの式を用いた計算ができること。層流や乱流、流れの相似則に
ついて説明できる。それらに関する基本的な問題が解けること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館３階 堂⽥研究室 電話：086-256-9564 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fluid Mechanics I 
関連科目 数学、物理学、力学、熱力学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 水、油、空気などの流体に関係した機器やシステムは多く、流れの様子を知るこ

とは⼯学に限らず広い分野で重要である。この講義では流体力学の基礎を身につ
け、流体を利用した機器やシステムを設計するために必要な基礎知識を修得する
ことを目的とする。講義の後半で簡単な演習問題を行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 流体とは、流体力学とは何かについて説明する。 
2 回 流体の性質と流れの種類について説明する。 
3 回 流体静力学１（重力場にある静止流体）について説明する。 
4 回 流体静力学２（流体が壁面に及ぼす力）について説明する。 
5 回 流体静力学３（浮力と安定性、相対的静止）について説明する。 
6 回 動力学の基礎１（流線と連続の式）について説明する。 
7 回 動力学の基礎２（運動方程式とベルヌーイの式）について説明する。 
8 回 まとめ、演習、小試験などを行う。 
9 回 動力学の基礎３（ベルヌーイの式の応用１）につい 

準備学習 1 回 教科書を読み、流体の種類や流体力学の目的について予習しておくこと。 
2 回 固体とは異なる流体固有の特性や流れの多くの分類について理解しておく
こと。 
3 回 静止している流体を支配する基礎式やその導出を予習しておくこと。 
4 回 流体が壁や容器に及ぼす力の計算方法について予習しておくこと。 
5 回 アルキメデスの原理や船の安定性について予習しておくこと。 
6 回 流線とは何かについてや、連続の式の導出について予習しておくこと。 
7 回 ベルヌーイの式が成立する仮定を特に予習しておくこと。 
8 回 これまでの講義の 

 



年度 2014 
授業コード FTR02510 
成績評価 定期試験（７０％）、小試験とレポート（３０％） 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜13) 
見出し FTR02510 流体力学Ⅱ 
担当教員名 堂⽥ 周治郎 
単位数 2 
教科書 新版流れ学／森川敬信・鮎川恭三・辻 裕 共著／朝倉書店 
アクティブラーニング  
キーワード 管路や水路の流れ、境界層、摩擦抵抗、流れの剥離、カルマン渦、形状抵抗、粘

性流体の流れ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「中間テストを行ってくれると嬉しいです」 

(回答) 考えます。 
「ロボットや流体に興味がわいた」 
(回答) 良かったです。 

科目名 流体力学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ポイントを学ぶ 流れの力学／加藤 宏 編／丸善：水力学／北川 能 監修／パワ

ー社 
授業形態 講義 
注意備考 授業に集中し、授業毎の内容を理解していくこと。関数電卓はいつも持参するこ

と。講義ノートの提出を求める。パソコンを使用して、パワーポイント等電子教
材をプロジェクタで提示する。 

シラバスコード FTR02510 
実務経験のある教員  
達成目標 流体力学の基礎的事項や用語が説明できること。管路系の圧力損失、壁面に働く

粘性摩擦力、流れの中の物体に働く力が計算できること。オイラーの運動方程式
やナビエストークスの運動方程式の導出や物理的意味が理解でき、それらを用い
た基礎的な流れの解析が理解できること。また、簡単な応用問題が解けること。 

受講者へのコメント ・授業時間外の学習時間をもっと増やしてほしい。全くしないがもっとも多い比
率であるのは大きな問題である。復習をすること。 
・この分野への理解は深まったようである。 
・熱⼼に教えているつもりであるが、教員の意欲が感じられた 43% はやや低
い。理解できていないこととも関係がありそうである。 

連絡先 ２０号館３階 堂⽥研究室 電話：086-256-9564 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]1)授業への取り組み：欠席０（78%）、2)授業時間外の学習時間数、全くしな
かった（32%）、１時間程度（27%）、3)指示された課題に取り組んだ（65％） 



[B]あなたの成⻑：理解が深まった（65%）、興味・関⼼が高まった（38%） 
[C]5)総合評価：目標がだいたい達成できた（57%）、6)教員の意欲が感じられた
（43%）、少し感じられた（43%）、7)授業にほぼ満足した（49%） 
[E]考慮する点：8)授業の手法、説明に⼯夫を（11%）、9)授業の進行と教材の提
示、板書がよく見えなかった（11 

英文科目名 Fluid Mechanics II 
関連科目 数学、物理学、力学、熱力学、流体力学Ｉ 
次回に向けての改善変更予定 もっとわかりやすい説明を⼼掛けたい。 
講義目的 水、油、空気などの流体に関係した機器やシステムは多く、流れの様子を知るこ

とは⼯学に限らず広い分野で重要である。この講義では流体力学の基礎を身につ
け、流体を利用した機器やシステムを設計するために必要な基礎知識を修得する
ことを目的とする。講義の後半で簡単な演習問題を行う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 流路の流れ１（管路内の流れ）について説明する。 

2 回 流路の流れ２（管路損失の計算１）について説明する。 
3 回 流路の流れ３（管路損失の計算２）について説明する。 
4 回 流路の流れ４（水撃作用や水路内の流れ）について説明する。 
5 回 流れの中の物体に働く力１（物体まわりの流れと全抵抗）について説明す
る。 
6 回 流れの中の物体に働く力２（境界層と摩擦抵抗１）について説明する。 
7 回 流れの中の物体に働く力３（境界層と摩擦抵抗２）について説明する。 
8 回 まとめ、演習、小試験などを行う。 
9 回 流れの中 

準備学習 1 回 円管内の流れの流速分布の導出について予習しておくこと。 
2 回 損失を考慮したベルヌーイの式の応用について予習しておくこと。 
3 回 管摩擦損失と局所損失の計算式を理解しておくこと。 
4 回 身の回りで発生する水撃作用や水路内の流れの具体例を考えておくこと。 
5 回 摩擦抵抗と形状抵抗の違いを理解し、身の回りの具体例を考えておくこと。 
6 回 境界層とは何かについて予習しておくこと。 
7 回 境界層に関する基礎式の導出について予習しておくこと。 
8 回 これまでの講義の復習を十分しておくこと。 
9 回 形状抵抗を計 

 



年度 2014 
授業コード FTR0251P 
成績評価 定期試験（７０％）、小試験とレポート（３０％） 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0251P 流体力学Ⅱ 
担当教員名 堂⽥ 周治郎 
単位数 2 
教科書 新版流れ学／森川敬信・鮎川恭三・辻 裕 共著／朝倉書店 
アクティブラーニング  
キーワード 管路や水路の流れ、境界層、摩擦抵抗、流れの剥離、カルマン渦、形状抵抗、粘

性流体の流れ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 流体力学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ポイントを学ぶ 流れの力学／加藤 宏 編／丸善：水力学／北川 能 監修／パワ

ー社 
授業形態 講義 
注意備考 授業に集中し、授業毎の内容を理解していくこと。関数電卓はいつも持参するこ

と。講義ノートの提出を求める。パソコンを使用して、パワーポイント等電子教
材をプロジェクタで提示する。 

シラバスコード FTR0251P 
実務経験のある教員  
達成目標 流体力学の基礎的事項や用語が説明できること。管路系の圧力損失、壁面に働く

粘性摩擦力、流れの中の物体に働く力が計算できること。オイラーの運動方程式
やナビエストークスの運動方程式の導出や物理的意味が理解でき、それらを用い
た基礎的な流れの解析が理解できること。また、簡単な応用問題が解けること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館３階 堂⽥研究室 電話：086-256-9564 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fluid Mechanics II 
関連科目 数学、物理学、力学、熱力学、流体力学Ｉ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 水、油、空気などの流体に関係した機器やシステムは多く、流れの様子を知るこ

とは⼯学に限らず広い分野で重要である。この講義では流体力学の基礎を身につ
け、流体を利用した機器やシステムを設計するために必要な基礎知識を修得する
ことを目的とする。講義の後半で簡単な演習問題を行う。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 流路の流れ１（管路内の流れ）について説明する。 

2 回 流路の流れ２（管路損失の計算１）について説明する。 
3 回 流路の流れ３（管路損失の計算２）について説明する。 
4 回 流路の流れ４（水撃作用や水路内の流れ）について説明する。 
5 回 流れの中の物体に働く力１（物体まわりの流れと全抵抗）について説明す
る。 
6 回 流れの中の物体に働く力２（境界層と摩擦抵抗１）について説明する。 
7 回 流れの中の物体に働く力３（境界層と摩擦抵抗２）について説明する。 
8 回 まとめ、演習、小試験などを行う。 
9 回 流れの中 

準備学習 1 回 円管内の流れの流速分布の導出について予習しておくこと。 
2 回 損失を考慮したベルヌーイの式の応用について予習しておくこと。 
3 回 管摩擦損失と局所損失の計算式を理解しておくこと。 
4 回 身の回りで発生する水撃作用や水路内の流れの具体例を考えておくこと。 
5 回 摩擦抵抗と形状抵抗の違いを理解し、身の回りの具体例を考えておくこと。 
6 回 境界層とは何かについて予習しておくこと。 
7 回 境界層に関する基礎式の導出について予習しておくこと。 
8 回 これまでの講義の復習を十分しておくこと。 
9 回 形状抵抗を計 

 



年度 2014 
授業コード FTR02610 
成績評価 課題への取り組みおよび小テストの結果（40％）、定期試験（60％）により成績

を評価する。採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。ただし、
定期試験において基準点を設け、得点が 30％未満の場合は不合格とする。また、
授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には試験成績は無効とみなし、評価を
E とする。 

曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜13) 
見出し FTR02610 機械力学 
担当教員名 松下 尚史 
単位数 2 
教科書 絵ときでわかる機械力学／門⽥和雄・⻑谷川大和／オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード 固有角振動数、減衰比、不減衰振動、減衰振動、調和励振応答、周波数応答関数、

等価剛性、等価質量、等価減衰 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特に問題は見当たりません 
科目名 機械力学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 わかりやすい機械力学／小寺忠・新谷真功共著／森北出版：改訂 振動⼯学／安

⽥仁彦著／コロナ社：専門基礎ライブラリー 機械力学／末益博志・金原勲・⻘
⽊義男・荻原慎二・久保光徳共著／実教出版：力学の教科書：材料力学の教科書 

授業形態 講義 
注意備考 ①関数電卓を持ってくること。②物理学、力学の単位を修得していることが望ま

しい。③応用数学Ⅰを受講していることが望ましい。④試験は定期試験期間中に
行い、試験形態は筆記試験とする。 

シラバスコード FTR02610 
実務経験のある教員  
達成目標 ①固有角振動数の意味を説明することができること。②減衰比が動的挙動に及ぼ

す影響を説明することできること。③ボード線図またはナイキスト線図からシス
テムの動的挙動を説明することができること。 

受講者へのコメント 特に問題は見当たりません 
連絡先 （研究室）20 号館 3 階、（電話）086-256-9503、（E-mail）hisashi@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に問題は見当たりません 
英文科目名 Mechanics of Machines 
関連科目 材料力学、ロボットダイナミクス、制御⼯学 
次回に向けての改善変更予定 特に問題は見当たりません 



講義目的 機械⼯業の発達に伴って機械はますます大型・高速・複雑・精密化し、その設計
にあたっては動的挙動を考慮することが特に重要となってきている。本講義では
力と運動の関係について学習することを目標とする。また、機械設計する際の基
礎知識を修得することを目標とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 力学原理と運動方程式の導出について解説する。 

2 回 不減衰 1 自由度振動系の自由振動解について解説する。 
3 回 不減衰 1 自由度振動系とエネルギー保存について解説する。 
4 回 直道ばね要素の等価剛性について解説する。 
5 回 ねじりばね要素の等価剛性について解説する。 
6 回 等価質量について解説する。 
7 回 減衰 1 自由度振動系の自由振動解について解説する。 
8 回 摩擦モデルと減衰振動系のパラメータ同定について解説する。 
9 回 等価減衰について解説する。 
10 回 不減衰系に対する力励振系の調和励振応答につい 

準備学習 1 回 ニュートンの運動の法則を復習してくること。 
2 回 同次微分方程式の解法を学習してくること。 
固有角振動数の意味を調べてくること。 
3 回 エネルギー保存則を復習してくること。 
4 回 ヤング率、断面 2 次モーメントの意味を調べてくること。 
5 回 横弾性係数、断面 2 次極モーメント、慣性モーメントの意味を調べてくる
こと。 
6 回 並進運動と回転運動の両方を含む系の運動について復習してくること。 
7 回 減衰比による振動の減衰の違いについて調べてくること。 
8 回 摩擦モデルの種類と性質について調べてくること。 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FTR0261P 
成績評価 課題への取り組みおよび小テストの結果（40％）、定期試験（60％）により成績

を評価する。採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。ただし、
定期試験において基準点を設け、得点が 30％未満の場合は不合格とする。また、
授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には試験成績は無効とみなし、評価を
E とする。 

曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0261P 機械力学 
担当教員名 松下 尚史 
単位数 2 
教科書 絵ときでわかる機械力学／門⽥和雄・⻑谷川大和／オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード 固有角振動数、減衰比、不減衰振動、減衰振動、調和励振応答、周波数応答関数、

等価剛性、等価質量、等価減衰 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械力学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 わかりやすい機械力学／小寺忠・新谷真功共著／森北出版：改訂 振動⼯学／安

⽥仁彦著／コロナ社：専門基礎ライブラリー 機械力学／末益博志・金原勲・⻘
⽊義男・荻原慎二・久保光徳共著／実教出版：力学の教科書：材料力学の教科書 

授業形態 講義 
注意備考 ①関数電卓を持ってくること。②物理学、力学の単位を修得していることが望ま

しい。③応用数学Ⅰを受講していることが望ましい。④試験は定期試験期間中に
行い、試験形態は筆記試験とする。 

シラバスコード FTR0261P 
実務経験のある教員  
達成目標 ①固有角振動数の意味を説明することができること。②減衰比が動的挙動に及ぼ

す影響を説明することできること。③ボード線図またはナイキスト線図からシス
テムの動的挙動を説明することができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 （研究室）20 号館 3 階、（電話）086-256-9503、（E-mail）hisashi@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mechanics of Machines 
関連科目 材料力学、ロボットダイナミクス、制御⼯学 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 機械⼯業の発達に伴って機械はますます大型・高速・複雑・精密化し、その設計
にあたっては動的挙動を考慮することが特に重要となってきている。本講義では
力と運動の関係について学習することを目標とする。また、機械設計する際の基
礎知識を修得することを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 力学原理と運動方程式の導出について解説する。 

2 回 不減衰 1 自由度振動系の自由振動解について解説する。 
3 回 不減衰 1 自由度振動系とエネルギー保存について解説する。 
4 回 直道ばね要素の等価剛性について解説する。 
5 回 ねじりばね要素の等価剛性について解説する。 
6 回 等価質量について解説する。 
7 回 減衰 1 自由度振動系の自由振動解について解説する。 
8 回 摩擦モデルと減衰振動系のパラメータ同定について解説する。 
9 回 等価減衰について解説する。 
10 回 不減衰系に対する力励振系の調和励振応答につい 

準備学習 1 回 ニュートンの運動の法則を復習してくること。 
2 回 同次微分方程式の解法を学習してくること。 
固有角振動数の意味を調べてくること。 
3 回 エネルギー保存則を復習してくること。 
4 回 ヤング率、断面 2 次モーメントの意味を調べてくること。 
5 回 横弾性係数、断面 2 次極モーメント、慣性モーメントの意味を調べてくる
こと。 
6 回 並進運動と回転運動の両方を含む系の運動について復習してくること。 
7 回 減衰比による振動の減衰の違いについて調べてくること。 
8 回 摩擦モデルの種類と性質について調べてくること。 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FTR02710 
成績評価 課題への取り組みおよび小テストの結果（40％）、定期試験（60％）により成績

を評価する。採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。ただし、
定期試験において基準点を設け、得点が 30％未満の場合には不合格とする。ま
た、授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には試験成績は無効とみなし、評
価を E とする。 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜13) 
見出し FTR02710 熱力学 
担当教員名 松下 尚史 
単位数 2 
教科書 ⼯業熱力学入門／山本春樹・江頭⻯共著／森北出版 
アクティブラーニング  
キーワード 熱力学の第一法則、熱力学の第二法則、内部エネルギー、エンタルピー、等温変

化、等容変化、等圧変化、断熱変化、ポリトロープ変化、エントロピー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 解らなければ質問すればよいと思います 
科目名 熱力学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 わかりやすい機械教室 熱力学 考え方解き方／小林恒和著／東京電機大学出

版局：⼯業熱力学の基礎／⻫藤孟著／サイエンス社 
機械系教科書シリーズ 11 ⼯業熱力学／丸茂榮祐・⽊本恭司共著／コロナ社 

授業形態 講義 
注意備考 ①関数電卓を必ず持ってくること。②力学、数学Ⅰ、数学Ⅱを受講しておくこと

が望ましい。③試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FTR02710 
実務経験のある教員  
達成目標 ①熱力学の第一法則と第二法則の定義を説明することができること。②理想気体

の状態変化（等温変化、等容変化、等圧変化、断熱変化、ポリトロープ変化）に
おける熱量や仕事を求めることができること。③エントロピーを説明することが
できること。 

受講者へのコメント 特になし 
連絡先 （研究室）20 号館 3 階、（電話）086-256-9503、（E-mail）hisashi@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Thermodynamics 
関連科目 制御⼯学、数値計算法、流体力学 
次回に向けての改善変更予定 特になし 



講義目的 熱は機械的仕事などと同じエネルギーの一種であり、人間社会に不可欠な作業に
は特殊な機械装置、すなわち熱機関（エンジン）や冷凍機が必要である。本講義
では熱エネルギーに関する基本的な原理、物質の状態変化や熱的挙動を支配する
法則など、熱機関の作動を理解するうえで必要な基礎的知識を学習する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 温度と熱、熱力学的平衡と準静的変化について解説する。 

2 回 エネルギーと仕事、気体の膨張による仕事、熱エネルギーについて解説す
る。 
3 回 物体の状態、状態方程式、比熱について解説する。 
4 回 膨張仕事、内部エネルギーについて解説する。 
5 回 ⼯業仕事、エンタルピー、熱力学の第一法則について解説する。 
6 回 内部エネルギーと状態量、圧力と分子の運動エネルギーについて解説する。 
7 回 充填仕事とエンタルピー、エンタルピーと流れについて解説する。 
8 回 エントロピーの概念、エントロピーの変化、熱力学の第二 

準備学習 1 回 華氏温度、摂氏温度、ケルビン温度、熱量の定義を調べてくること。 
2 回 運動エネルギーおよびポテンシャルエネルギーを復習してくること。さら
に、エネルギー保存則を復習してくること。 
3 回 アボガドロ数、ボルツマン定数、一般ガス定数、ガス定数、分子量の定義を
調べてくること。 
4 回 物体の状態、状態方程式、比熱について復習してくること。 
5 回 膨張仕事、内部エネルギーについて復習してくること。 
6 回 ⼯業仕事、エンタルピー、熱力学の第一法則について復習してくること。 
7 回 内部エネルギーと状態量、圧力と分子 

 



年度 2014 
授業コード FTR0271P 
成績評価 課題への取り組みおよび小テストの結果（40％）、定期試験（60％）により成績

を評価する。採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。ただし、
定期試験において基準点を設け、得点が 30％未満の場合には不合格とする。ま
た、授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には試験成績は無効とみなし、評
価を E とする。 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0271P 熱力学 
担当教員名 松下 尚史 
単位数 2 
教科書 ⼯業熱力学入門／山本春樹・江頭⻯共著／森北出版 
アクティブラーニング  
キーワード 熱力学の第一法則、熱力学の第二法則、内部エネルギー、エンタルピー、等温変

化、等容変化、等圧変化、断熱変化、ポリトロープ変化、エントロピー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 熱力学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 わかりやすい機械教室 熱力学 考え方解き方／小林恒和著／東京電機大学出

版局：⼯業熱力学の基礎／⻫藤孟著／サイエンス社 
機械系教科書シリーズ 11 ⼯業熱力学／丸茂榮祐・⽊本恭司共著／コロナ社 

授業形態 講義 
注意備考 ①関数電卓を必ず持ってくること。②力学、数学Ⅰ、数学Ⅱを受講しておくこと

が望ましい。③試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FTR0271P 
実務経験のある教員  
達成目標 ①熱力学の第一法則と第二法則の定義を説明することができること。②理想気体

の状態変化（等温変化、等容変化、等圧変化、断熱変化、ポリトロープ変化）に
おける熱量や仕事を求めることができること。③エントロピーを説明することが
できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 （研究室）20 号館 3 階、（電話）086-256-9503、（E-mail）hisashi@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thermodynamics 
関連科目 制御⼯学、数値計算法、流体力学 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 熱は機械的仕事などと同じエネルギーの一種であり、人間社会に不可欠な作業に
は特殊な機械装置、すなわち熱機関（エンジン）や冷凍機が必要である。本講義
では熱エネルギーに関する基本的な原理、物質の状態変化や熱的挙動を支配する
法則など、熱機関の作動を理解するうえで必要な基礎的知識を学習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 温度と熱、熱力学的平衡と準静的変化について解説する。 

2 回 エネルギーと仕事、気体の膨張による仕事、熱エネルギーについて解説す
る。 
3 回 物体の状態、状態方程式、比熱について解説する。 
4 回 膨張仕事、内部エネルギーについて解説する。 
5 回 ⼯業仕事、エンタルピー、熱力学の第一法則について解説する。 
6 回 内部エネルギーと状態量、圧力と分子の運動エネルギーについて解説する。 
7 回 充填仕事とエンタルピー、エンタルピーと流れについて解説する。 
8 回 エントロピーの概念、エントロピーの変化、熱力学の第二 

準備学習 1 回 華氏温度、摂氏温度、ケルビン温度、熱量の定義を調べてくること。 
2 回 運動エネルギーおよびポテンシャルエネルギーを復習してくること。さら
に、エネルギー保存則を復習してくること。 
3 回 アボガドロ数、ボルツマン定数、一般ガス定数、ガス定数、分子量の定義を
調べてくること。 
4 回 物体の状態、状態方程式、比熱について復習してくること。 
5 回 膨張仕事、内部エネルギーについて復習してくること。 
6 回 ⼯業仕事、エンタルピー、熱力学の第一法則について復習してくること。 
7 回 内部エネルギーと状態量、圧力と分子 

 



年度 2014 
授業コード FTR02810 
成績評価 毎回のレポート（50%），試験（50%) 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜13) 
見出し FTR02810 数値計算法 
担当教員名 綴⽊ 馴 
単位数 2 
教科書 特になし（自作のテキストをＷＥＢ上で配布） 
アクティブラーニング  
キーワード ｃ言語，gnuplot，グラフィックス，アニメーション，オイラー法，ルンゲクッタ

法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 １．「特になし」→特にないのなら書く必要はありません． 
科目名 数値計算法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし． 
授業形態 講義 
注意備考 無断欠席は一切認めない．プログラミング演習の単位が修得済みであり，十分理

解していること．講義で情報処理センター実習室のパソコンを利用する。 
シラバスコード FTR02810 
実務経験のある教員  
達成目標 Ｃ言語により，アニメーション，オイラー法，ルンゲクッタ法のプログラムが書

ける事ができる． 
受講者へのコメント 頑張ってくれているのは分かるが，教師や TA または出来る学生に依存するのは

出来るだけ避けて欲しい，授業内容で分からない場合は仕方が無いが，コンパイ
ルの仕方が分からないなど，一度教えてたことなどを何度も聞かないで欲しいで
す． 
中国の留学生は徒党を組んで固まっているが，散らばって座ることで，日本人の
学生と友達になって欲しい．何の為に日本に来たのか分からない． 

連絡先 電子メール juntuzu@are.ous.ac.jp，オフィスアワー随時． 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 良く出席し，しっかりと課題に取り組んでくれた．ただ，自宅での学習が少なく，
授業中の演習時間での学習が多いので，進捗が遅くなると言う問題をはらんでい
る． 

英文科目名 Numerical Calculation 
関連科目 プログラミング演習，画像処理⼯学 
次回に向けての改善変更予定 受講者は増えたが，一部の出来ない学生と，凄く出来る学生の差が非常に開くが，

どうしても出来ない学生に進捗を合わせがちになる．そのため，全体の達成度が



小さくなる．もう少し厳しくしようと思う． 
講義目的 ｃ言語によるアニメーション，オイラー法，ルンゲクッタ法の習得． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（講義内容の説明，成績の付け方の説明）をする． 

2 回 gnuplot の扱い方を習得する． 
3 回 C 言語によるデータファイルの出力および計算をする． 
4 回 C 言語による計算値と gnuplot による計算値の比較をする． 
5 回 C 言語による解析解の計算をする． 
6 回 オイラー法による sin カーブの計算をする． 
7 回 オイラー法による楕円関数の解析をする． 
8 回 ルンゲクッタ法による sin カーブの計算をする． 
9 回 ルンゲクッタ法による楕円関数の解析をする． 
10 回 C 言語によるアニメーシ 

準備学習 1 回 C 言語の復習をすること． 
2 回 プログラミング演習の復習をすること． 
3 回 第２回レポート提出の用意をすること． 
4 回 第３回レポート提出の用意をすること． 
5 回 第４回レポート提出の用意をすること． 
6 回 第５回レポート提出の用意をすること． 
7 回 第６回レポート提出の用意をすること． 
8 回 第７回レポート提出の用意をすること． 
9 回 第８回レポート提出の用意をすること． 
10 回 第９回レポート提出の用意をすること． 
11 回 第１０回レポート提出の用意をすること． 
12 回 第１１回レポート提出の用 

 



年度 2014 
授業コード FTR0281P 
成績評価 毎回のレポート（50%），試験（50%) 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0281P 数値計算法 
担当教員名 綴⽊ 馴 
単位数 2 
教科書 特になし（自作のテキストをＷＥＢ上で配布） 
アクティブラーニング  
キーワード ｃ言語，gnuplot，グラフィックス，アニメーション，オイラー法，ルンゲクッタ

法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数値計算法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし． 
授業形態 講義 
注意備考 無断欠席は一切認めない．プログラミング演習の単位が修得済みであり，十分理

解していること．講義で情報処理センター実習室のパソコンを利用する。 
シラバスコード FTR0281P 
実務経験のある教員  
達成目標 Ｃ言語により，アニメーション，オイラー法，ルンゲクッタ法のプログラムが書

ける事ができる． 
受講者へのコメント  
連絡先 電子メール juntuzu@are.ous.ac.jp，オフィスアワー随時． 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Numerical Calculation 
関連科目 プログラミング演習，画像処理⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ｃ言語によるアニメーション，オイラー法，ルンゲクッタ法の習得． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（講義内容の説明，成績の付け方の説明）をする． 

2 回 gnuplot の扱い方を習得する． 
3 回 C 言語によるデータファイルの出力および計算をする． 
4 回 C 言語による計算値と gnuplot による計算値の比較をする． 
5 回 C 言語による解析解の計算をする． 
6 回 オイラー法による sin カーブの計算をする． 



7 回 オイラー法による楕円関数の解析をする． 
8 回 ルンゲクッタ法による sin カーブの計算をする． 
9 回 ルンゲクッタ法による楕円関数の解析をする． 
10 回 C 言語によるアニメーシ 

準備学習 1 回 C 言語の復習をすること． 
2 回 プログラミング演習の復習をすること． 
3 回 第２回レポート提出の用意をすること． 
4 回 第３回レポート提出の用意をすること． 
5 回 第４回レポート提出の用意をすること． 
6 回 第５回レポート提出の用意をすること． 
7 回 第６回レポート提出の用意をすること． 
8 回 第７回レポート提出の用意をすること． 
9 回 第８回レポート提出の用意をすること． 
10 回 第９回レポート提出の用意をすること． 
11 回 第１０回レポート提出の用意をすること． 
12 回 第１１回レポート提出の用 

 



年度 2014 
授業コード FTR02910 
成績評価 試験(70%)、レポート・演習(30%) 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜12) 
見出し FTR02910 材料⼯学 
担当教員名 松浦 洋司 
単位数 2 
教科書 大学基礎機械材料／門間改三著／実教出版／978-4-407023282 
アクティブラーニング  
キーワード 材料の構造と組成、平衡状態図、⼯業材料の性質と機能 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 材料⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料配布 
授業形態 講義 
注意備考 準備学習としてＷｅｂで学生に下調べをさせている。 
シラバスコード FTR02910 
実務経験のある教員  
達成目標 ①炭素鋼の基本的性質と状態図について説明できること。 

②ステンレス鋼の種類とその性質について説明できること。 
③主なプラスチックの種類と性質について説明できること。 

受講者へのコメント 日頃から身の周りにある製品の材料や実際に使っているものの材料にも関⼼を
持って見てほしい。 
材料そのものだけでなく、材料と社会との関わりも理解してほしい。 

連絡先 研究室 20 号館 4 階 Tel:086-256-9579 E-mail:matsuura@are.ous.ac.jp) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価は以下の通りで、昨年、一昨年より評価が良くなっています。 
目標は達成：できた 63.6%（←30.8←13.3）、だいたいできた 22.7%（←46.2←53.3） 
教員の意欲は：感じられた 81.8%（←69.2←53.3）、少し感じられた 18.2%
（←26.9←36.7） 
この授業に：満足 77.3%（←46.2←33.3）、ほぼ満足 22.7%（←42.3←46.7） 

英文科目名 Material Engineering 
関連科目 機械製図、材料力学、加⼯学、機械加⼯実習 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 近年、多様化する⼯業製品の筐体材料として、従来の鉄鋼材料ばかりでなく軽く

て丈夫な複合材料などが用いられるようになってきた。本講義では、これらの機
械材料として従来から主体的に用いられきた鉄鋼材料の種類やその性質、また近



年需要の高い非鉄金属材料、高分子材料（プラスチック）、複合材料についての基
礎的な知識の習得を目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ものづくりと材料の一般事項について説明する。 

2 回 金属と結晶について説明する。 
3 回 結晶構造について説明する。 
4 回 金属の相とその通性について説明する。 
5 回 合金と凝固・融点について説明する。 
6 回 固溶体型状態図について説明する。 
7 回 共晶型状態図について説明する。 
8 回 状態図のまとめをする。 
9 回 製鋼法と組織、鋼の降伏点現象について説明する。 
10 回 炭素鋼の組成と用途、熱処理について説明する。 
11 回 一般構造用圧延鋼材、構造用合金鋼について説明する。 
12 回 ⼯具材料、ステンレ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 原子の構造と化学結合の復習をすること。 
3 回 物質の３態（固体・液体・気体）の復習をすること。 
4 回 応力−ひずみ曲線の復習をすること。 
5 回 鉄鉱石の生産量や価格についてＷｅｂで調べること。 
6 回 凝固や融解（たとえば水）について復習をすること。 
7 回 炭素鋼の種類について調べること。 
8 回 状態図について復習をすること。 
9 回 炭素量によって鋼の性質がどのように変化するか調べること。 
10 回 フェライト、パーライト、セメンタイトについて復 

 



年度 2014 
授業コード FTR0291P 
成績評価 試験(70%)、レポート・演習(30%) 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0291P 材料⼯学 
担当教員名 松浦 洋司 
単位数 2 
教科書 大学基礎機械材料／門間改三著／実教出版／978-4-407023282 
アクティブラーニング  
キーワード 材料の構造と組成、平衡状態図、⼯業材料の性質と機能 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 材料⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料配布 
授業形態 講義 
注意備考 準備学習としてＷｅｂで学生に下調べをさせている。 
シラバスコード FTR0291P 
実務経験のある教員  
達成目標 ①炭素鋼の基本的性質と状態図について説明できること。 

②ステンレス鋼の種類とその性質について説明できること。 
③主なプラスチックの種類と性質について説明できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室 20 号館 4 階 Tel:086-256-9579 E-mail:matsuura@are.ous.ac.jp) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Material Engineering 
関連科目 機械製図、材料力学、加⼯学、機械加⼯実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近年、多様化する⼯業製品の筐体材料として、従来の鉄鋼材料ばかりでなく軽く

て丈夫な複合材料などが用いられるようになってきた。本講義では、これらの機
械材料として従来から主体的に用いられきた鉄鋼材料の種類やその性質、また近
年需要の高い非鉄金属材料、高分子材料（プラスチック）、複合材料についての基
礎的な知識の習得を目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ものづくりと材料の一般事項について説明する。 

2 回 金属と結晶について説明する。 
3 回 結晶構造について説明する。 



4 回 金属の相とその通性について説明する。 
5 回 合金と凝固・融点について説明する。 
6 回 固溶体型状態図について説明する。 
7 回 共晶型状態図について説明する。 
8 回 状態図のまとめをする。 
9 回 製鋼法と組織、鋼の降伏点現象について説明する。 
10 回 炭素鋼の組成と用途、熱処理について説明する。 
11 回 一般構造用圧延鋼材、構造用合金鋼について説明する。 
12 回 ⼯具材料、ステンレ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 原子の構造と化学結合の復習をすること。 
3 回 物質の３態（固体・液体・気体）の復習をすること。 
4 回 応力−ひずみ曲線の復習をすること。 
5 回 鉄鉱石の生産量や価格についてＷｅｂで調べること。 
6 回 凝固や融解（たとえば水）について復習をすること。 
7 回 炭素鋼の種類について調べること。 
8 回 状態図について復習をすること。 
9 回 炭素量によって鋼の性質がどのように変化するか調べること。 
10 回 フェライト、パーライト、セメンタイトについて復 

 



年度 2014 
授業コード FTR03010 
成績評価 定期試験（７０％）、レポート（３０％） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜12) 
見出し FTR03010 制御⼯学Ⅰ 
担当教員名 堂⽥ 周治郎 
単位数 2 
教科書 基礎制御⼯学／堂⽥周治郎 他２名／朝倉書店／978-4-254231342 
アクティブラーニング  
キーワード フィードバック制御、伝達関数、ラプラス変換、ブロック線図、過渡応答、周波

数応答 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 制御⼯学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 自動制御とは何か／示村悦二郎／コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 授業に集中し、授業毎の内容を理解していくこと。関数電卓はいつも持参するこ

と。講義ノートの提出を求める。パソコンを使用して、パワーポイント等電子教
材をプロジェクタで提示する。 

シラバスコード FTR03010 
実務経験のある教員  
達成目標 フィードバック制御系の構成、伝達関数、ブロック線図、過渡応答や周波数応答、

制御系の性能評価法など制御⼯学の基礎を理解し、基本的問題が解けること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館３階 堂⽥研究室 電話：086-256-9564 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Control Engineering I 
関連科目 数学、物理学、力学、機械力学、センサ⼯学、電気電子回路、流体力学、ロボッ

ト運動学、ロボットダイナミクス、アクチュエータ機構学、知能機械⼯学実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自動車、ロボット、福祉機器、医療機器など各種機械システムにおいて、自動制

御はきわめて重要な⼯学技術である。この講義では自動制御の基本的な考え方を
身につけフィードバック制御系を設計するために必要な基礎理論を修得するこ
とを目的とする。講義の後半で時々簡単な演習問題を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 制御の基本概念と制御系の構成について説明する。 



2 回 伝達関数によるモデリングについて説明する。 
3 回 線形微分方程式と伝達関数について説明する。 
4 回 基本構成要素の伝達関数１（比例、微分、積分要素）について説明する。 
5 回 基本構成要素の伝達関数２（一次遅れ、二次遅れ、むだ時間要素）について
説明する。 
6 回 ブロック線図と等価変換１について説明する。 
7 回 ブロック線図と等価変換２について説明する。 
8 回 制御系の特性と性能評価について説明する。 
9 回 過渡応答１（展開定理とラプラス逆変換）につ 

準備学習 1 回 フィードバック制御の歴史について調べておくこと。 
2 回 伝達関数とは何かについて予習しておくこと。 
3 回 ラプラス変換について復習しておくこと。 
4 回 比例要素、微分要素、積分要素の具体例（電気系、機械系、流体系）につい
て調べておくこと。 
5 回 １次遅れ要素、２次遅れ要素、むだ時間要素とは何か調べておくこと。 
6 回 ブロック線図の簡単化の必要性を考えておくこと。 
7 回 等価変換について予習しておくこと。 
8 回 制御性能の評価量にどんなものがあるか考えておくこと。 
9 回 ラプラス逆変換について復習して 

 



年度 2014 
授業コード FTR0301P 
成績評価 定期試験（７０％）、レポート（３０％） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0301P 制御⼯学Ⅰ 
担当教員名 堂⽥ 周治郎 
単位数 2 
教科書 基礎制御⼯学／堂⽥周治郎 他２名／朝倉書店／978-4-254231342 
アクティブラーニング  
キーワード フィードバック制御、伝達関数、ラプラス変換、ブロック線図、過渡応答、周波

数応答 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 制御⼯学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 自動制御とは何か／示村悦二郎／コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 授業に集中し、授業毎の内容を理解していくこと。関数電卓はいつも持参するこ

と。講義ノートの提出を求める。パソコンを使用して、パワーポイント等電子教
材をプロジェクタで提示する。 

シラバスコード FTR0301P 
実務経験のある教員  
達成目標 フィードバック制御系の構成、伝達関数、ブロック線図、過渡応答や周波数応答、

制御系の性能評価法など制御⼯学の基礎を理解し、基本的問題が解けること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館３階 堂⽥研究室 電話：086-256-9564 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Control Engineering I 
関連科目 数学、物理学、力学、機械力学、センサ⼯学、電気電子回路、流体力学、ロボッ

ト運動学、ロボットダイナミクス、アクチュエータ機構学、知能機械⼯学実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自動車、ロボット、福祉機器、医療機器など各種機械システムにおいて、自動制

御はきわめて重要な⼯学技術である。この講義では自動制御の基本的な考え方を
身につけフィードバック制御系を設計するために必要な基礎理論を修得するこ
とを目的とする。講義の後半で時々簡単な演習問題を行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 制御の基本概念と制御系の構成について説明する。 



2 回 伝達関数によるモデリングについて説明する。 
3 回 線形微分方程式と伝達関数について説明する。 
4 回 基本構成要素の伝達関数１（比例、微分、積分要素）について説明する。 
5 回 基本構成要素の伝達関数２（一次遅れ、二次遅れ、むだ時間要素）について
説明する。 
6 回 ブロック線図と等価変換１について説明する。 
7 回 ブロック線図と等価変換２について説明する。 
8 回 制御系の特性と性能評価について説明する。 
9 回 過渡応答１（展開定理とラプラス逆変換）につ 

準備学習 1 回 フィードバック制御の歴史について調べておくこと。 
2 回 伝達関数とは何かについて予習しておくこと。 
3 回 ラプラス変換について復習しておくこと。 
4 回 比例要素、微分要素、積分要素の具体例（電気系、機械系、流体系）につい
て調べておくこと。 
5 回 １次遅れ要素、２次遅れ要素、むだ時間要素とは何か調べておくこと。 
6 回 ブロック線図の簡単化の必要性を考えておくこと。 
7 回 等価変換について予習しておくこと。 
8 回 制御性能の評価量にどんなものがあるか考えておくこと。 
9 回 ラプラス逆変換について復習して 

 



年度 2014 
授業コード FTR03110 
成績評価 定期試験（７０％）、レポート（３０％） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜12) 
見出し FTR03110 制御⼯学Ⅱ 
担当教員名 堂⽥ 周治郎 
単位数 2 
教科書 基礎制御⼯学／堂⽥周治郎 他２名／朝倉書店 
アクティブラーニング  
キーワード フィードバック制御系、安定判別法、位相余裕、ゲイン余裕、定常偏差、ＰＩＤ

制御法、ゲイン調整法、特性補償、状態方程式、状態フィードバック 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし。 
科目名 制御⼯学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 制御⼯学−古典から現代まで−／奥山佳史 他５名／朝倉書店：制御⼯学／大須

賀公一／共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 授業に集中し、授業毎の内容を理解していくこと。関数電卓はいつも持参するこ

と。制御⼯学Ⅰの内容を理解しておくこと。講義ノートの提出を求める場合があ
る。パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタで提示する。 

シラバスコード FTR03110 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の項目が説明できること：伝達関数法、状態空間法、安定判別法、フィード

バック制御系の定常特性、ＰＩＤ制御法、ＰＩＤゲインの調整法、制御系の特性
補償、状態変数と状態方程式、状態フィードバック法。以下の計算や導出ができ
ること：ラウス法やフルビッツ法による安定判別、ステップ応答における定常偏
差、ＰＩＤゲインの決定、特性補償、状態方程式を作る、状態フィードバックに
よる安定化制御器の基本的なものが設計できる。 

受講者へのコメント ・授業時間外の学習時間を増やしてほしい。 
・この分野への理解が深まったようである。 
・結構難しい科目であるが、受講者数も少なく、ゼミのように学生との対話がし
やすい講義である。遠慮なく、積極的に質問すること。 

連絡先 ２０号館３階 堂⽥研究室 電話：086-256-9564 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]1)授業への取り組み：欠席０（62%）、2)授業時間外の学習時間数 30 分程度
（31%）、１時間程度（31%）、3)指示された課題に取り組んだ（92％） 
[B]あなたの成⻑：理解が深まった（85%）、興味・関⼼が高まった（39%） 
[C]5)総合評価：目標がだいたい達成できた（54%）、6)教員の意欲が感じられた



（77%）7)授業に満足した（69%） 
[E]考慮する点：8)授業の手法、特にない（92%）、9)授業の進行と教材の提示、
特にない（100%） （所見）目標達成率がやや低いようである。 

英文科目名 Control Engineering II 
関連科目 数学、物理学、力学、制御⼯学Ⅰ、機械力学、センサ⼯学、電気電子回路、流体

力学、ロボット運動学、ロボットダイナミクス、アクチュエータ機構学、知能機
械⼯学実験 

次回に向けての改善変更予定 満足度をさらに上げる⼯夫をしたい。 
講義目的 自動車、ロボット、福祉機器、医療機器など各種機械システムにおいて、自動制

御はきわめて重要な⼯学技術である。この講義では自動制御の基本的な考え方を
身につけフィードバック制御系を設計するために必要な基礎理論を修得するこ
とを目的とする。講義の後半で時々簡単な演習問題を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 伝達関数法のまとめについて説明する。 

2 回 制御系の安定性の概念や具体例（倒立振子）について説明する。 
3 回 安定判別法１（ナイキストの方法と物理的意味）について説明する。 
4 回 安定判別法２（フルビッツの方法と具体例）について説明する。 
5 回 安定判別法３（ラウスの方法と具体例）について説明する。 
6 回 位相余裕とゲイン余裕について説明する。 
7 回 フィードバック制御系の定常特性について説明する。 
8 回 ＰＩＤ制御法の概要と効果について説明する。 
9 回 ＰＩＤ制御のゲイン調整法について説明する。 
 

準備学習 1 回 制御⼯学Ⅰ（周波数応答まで）の復習を行っておくこと。 
2 回 制御系が安定であるための条件を考えておくこと。 
3 回 ナイキストの安定判別法について予習しておくこと。 
4 回 フルビッツ法について予習しておくこと 
5 回 ラウス表について調べておくこと。 
6 回 位相余裕とゲイン余裕について予習しておくこと。 
7 回 目標値応答と外乱応答について調べておくこと。 
8 回 ＰＩＤ制御の効果について予習しておくこと。 
9 回 ＰＩＤ制御のゲイン調整法について予習しておくこと。 
10 回 制御系の特性補償について調べておく 

 



年度 2014 
授業コード FTR0311P 
成績評価 定期試験（７０％）、レポート（３０％） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0311P 制御⼯学Ⅱ 
担当教員名 堂⽥ 周治郎 
単位数 2 
教科書 基礎制御⼯学／堂⽥周治郎 他２名／朝倉書店 
アクティブラーニング  
キーワード フィードバック制御系、安定判別法、位相余裕、ゲイン余裕、定常偏差、ＰＩＤ

制御法、ゲイン調整法、特性補償、状態方程式、状態フィードバック 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 制御⼯学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 制御⼯学−古典から現代まで−／奥山佳史 他５名／朝倉書店：制御⼯学／大須

賀公一／共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 授業に集中し、授業毎の内容を理解していくこと。関数電卓はいつも持参するこ

と。制御⼯学Ⅰの内容を理解しておくこと。講義ノートの提出を求める場合があ
る。パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタで提示する。 

シラバスコード FTR0311P 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の項目が説明できること：伝達関数法、状態空間法、安定判別法、フィード

バック制御系の定常特性、ＰＩＤ制御法、ＰＩＤゲインの調整法、制御系の特性
補償、状態変数と状態方程式、状態フィードバック法。以下の計算や導出ができ
ること：ラウス法やフルビッツ法による安定判別、ステップ応答における定常偏
差、ＰＩＤゲインの決定、特性補償、状態方程式を作る、状態フィードバックに
よる安定化制御器の基本的なものが設計できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館３階 堂⽥研究室 電話：086-256-9564 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Control Engineering II 
関連科目 数学、物理学、力学、制御⼯学Ⅰ、機械力学、センサ⼯学、電気電子回路、流体

力学、ロボット運動学、ロボットダイナミクス、アクチュエータ機構学、知能機
械⼯学実験 

次回に向けての改善変更予定  



講義目的 自動車、ロボット、福祉機器、医療機器など各種機械システムにおいて、自動制
御はきわめて重要な⼯学技術である。この講義では自動制御の基本的な考え方を
身につけフィードバック制御系を設計するために必要な基礎理論を修得するこ
とを目的とする。講義の後半で時々簡単な演習問題を行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 伝達関数法のまとめについて説明する。 

2 回 制御系の安定性の概念や具体例（倒立振子）について説明する。 
3 回 安定判別法１（ナイキストの方法と物理的意味）について説明する。 
4 回 安定判別法２（フルビッツの方法と具体例）について説明する。 
5 回 安定判別法３（ラウスの方法と具体例）について説明する。 
6 回 位相余裕とゲイン余裕について説明する。 
7 回 フィードバック制御系の定常特性について説明する。 
8 回 ＰＩＤ制御法の概要と効果について説明する。 
9 回 ＰＩＤ制御のゲイン調整法について説明する。 
 

準備学習 1 回 制御⼯学Ⅰ（周波数応答まで）の復習を行っておくこと。 
2 回 制御系が安定であるための条件を考えておくこと。 
3 回 ナイキストの安定判別法について予習しておくこと。 
4 回 フルビッツ法について予習しておくこと 
5 回 ラウス表について調べておくこと。 
6 回 位相余裕とゲイン余裕について予習しておくこと。 
7 回 目標値応答と外乱応答について調べておくこと。 
8 回 ＰＩＤ制御の効果について予習しておくこと。 
9 回 ＰＩＤ制御のゲイン調整法について予習しておくこと。 
10 回 制御系の特性補償について調べておく 

 



年度 2014 
授業コード FTR03210 
成績評価 レポート（１００％）受講した３テーマすべてのレポートを提出することが必要

条件である。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜12) 
見出し FTR03210 知能機械⼯学実験Ⅰ 
担当教員名 山⽥ 訓、赤⽊ 徹也、堂⽥ 周治郎、松下 尚史、藤本 真作、松浦 洋司、

荒⽊ 圭 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学⼯学部知能機械⼯学科編／知能機械⼯学実験テキスト／（知能機械

⼯学科）書店販売しない（学科で作成し、配布する） 
アクティブラーニング  
キーワード 強化学習、生体計測、電子回路の基本特性、マニピュレータ、ユニバーサルデザ

イン、材料試験、アクチュエータ、制御 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・松下先生の実験で壊れた LED や抵抗・使えなくなった電池などが多かったの

で回路がちゃんとできていても LED が点かないなどがあった。 ・松下先生の
授業だけひどかった。 ⇒ 来年度から注意します。 
・赤⽊・堂⽥先生のレポートが大変きつかったです。 ⇒ 最後に面接をするの
できつかったのかもしれません。面接であいまいにしか理解していなかったこと
を質問されることにより理解が深まったと思います。卒業後の就職に向けて大変
なことも経験しておく必要があると思います。 

科目名 知能機械⼯学実験Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で使用する教科書や配布資料など 
授業形態 実験実習 
注意備考 山⽥担当の実験では、ネットワークを介してサーバに接続し、プログラミング演

習を行う。パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタで提
示する。 

シラバスコード FTR03210 
実務経験のある教員  
達成目標 知能機械⼯学の専門技術を実際に体験するために、メカトロニクス・ロボティク

ス・知能機械⼯学・ユニバーサルデザイン・福祉人間⼯学の実験・演習を行い、
実験技術の基礎を習得し、基礎的な実験を行うことができること。データの整理・
表現・レポート作成能力を養成し、自分でデータを整理し、レポートを作成する
ことができること。 

受講者へのコメント この実験は３年次までに学習した事項を実践する必修の実験です。実験の内容が
どの講義に関連するか考え、関連する講義を復習しながら、実験するようにして
ください。 

連絡先 担当（代表）：２０号館５階 山⽥研究室 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 必修の実験であり、レポート作成などで授業時間外の学習を真剣に取り組んでい
る。また、「目標を達成できたか」はだいたいできた以上が３９名中３５名、「満
足したか」はほぼ満足以上が３９名中３８名でほぼ目標は達成できていると考え
られる。 

英文科目名 Experiments of Intelligent Mechanical Engineering I 
関連科目 Ａ群の専門科目全て 
次回に向けての改善変更予定 「理解しやすいように、説明にもう少し⼯夫を加えるとよい」が１名だけであっ

たので、特に改善する必要はないと考える。 
講義目的 知能機械⼯学の基礎的な計測・実験・プログラミング演習を行なう。実験を通じ

て講義で学んだ事柄の確認や妥当性の検討、考察力の養成を行なうとともに、実
験データの整理・表示方法や報告書の作成方法を習得する。実験は３テーマあり、
１テーマ５週で構成される。第１週から第４週は実験、第５週はレポートの作成・
提出・口頭試問を行なう。ただし、各テーマにより、実験の実施要領が若干異な
るので、各担当教員の指示に従うこと。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 後半３テーマの準備学習を以下に示す。藤本担当：ロボット運動学、ロボットダ

イナミクス、ロボット制御⼯学における「逆運動学問題の解法」、「運動方程式の
導出法とその性質」および「計算トルク法」について勉強しておくこと。また実
験テキストを熟読し、実験法の原理と実験内容を理解しておくこと。松浦・荒⽊
担当：実験テキストを熟読し、材料力学Ⅰ・Ⅱ、材料⼯学、ユニバーサルデザイ
ンⅠの関連する部分を復習するとともに、実験法の原理と実験内容を理解してお
くこと。また、「材料試験」の第 3 回目では実験における誤差評価、有効数字の
計算 

 



年度 2014 
授業コード FTR0321P 
成績評価 レポート（１００％）受講した３テーマすべてのレポートを提出することが必要

条件である。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0321P 知能機械⼯学実験Ⅰ 
担当教員名 山⽥ 訓、赤⽊ 徹也、堂⽥ 周治郎、松下 尚史、藤本 真作、松浦 洋司、

荒⽊ 圭 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学⼯学部知能機械⼯学科編／知能機械⼯学実験テキスト／（知能機械

⼯学科）書店販売しない（学科で作成し、配布する） 
アクティブラーニング  
キーワード 強化学習、生体計測、電子回路の基本特性、マニピュレータ、ユニバーサルデザ

イン、材料試験、アクチュエータ、制御 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 知能機械⼯学実験Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で使用する教科書や配布資料など 
授業形態 実験実習 
注意備考 山⽥担当の実験では、ネットワークを介してサーバに接続し、プログラミング演

習を行う。パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタで提
示する。 

シラバスコード FTR0321P 
実務経験のある教員  
達成目標 知能機械⼯学の専門技術を実際に体験するために、メカトロニクス・ロボティク

ス・知能機械⼯学・ユニバーサルデザイン・福祉人間⼯学の実験・演習を行い、
実験技術の基礎を習得し、基礎的な実験を行うことができること。データの整理・
表現・レポート作成能力を養成し、自分でデータを整理し、レポートを作成する
ことができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 担当（代表）：２０号館５階 山⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments of Intelligent Mechanical Engineering I 
関連科目 Ａ群の専門科目全て 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 知能機械⼯学の基礎的な計測・実験・プログラミング演習を行なう。実験を通じ



て講義で学んだ事柄の確認や妥当性の検討、考察力の養成を行なうとともに、実
験データの整理・表示方法や報告書の作成方法を習得する。実験は３テーマあり、
１テーマ５週で構成される。第１週から第４週は実験、第５週はレポートの作成・
提出・口頭試問を行なう。ただし、各テーマにより、実験の実施要領が若干異な
るので、各担当教員の指示に従うこと。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 後半３テーマの準備学習を以下に示す。藤本担当：ロボット運動学、ロボットダ

イナミクス、ロボット制御⼯学における「逆運動学問題の解法」、「運動方程式の
導出法とその性質」および「計算トルク法」について勉強しておくこと。また実
験テキストを熟読し、実験法の原理と実験内容を理解しておくこと。松浦・荒⽊
担当：実験テキストを熟読し、材料力学Ⅰ・Ⅱ、材料⼯学、ユニバーサルデザイ
ンⅠの関連する部分を復習するとともに、実験法の原理と実験内容を理解してお
くこと。また、「材料試験」の第 3 回目では実験における誤差評価、有効数字の
計算 

 



年度 2014 
授業コード FTR03310 
成績評価 レポート（１００％）受講した３テーマすべてのレポートを提出することが必要

条件である。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜12) 
見出し FTR03310 知能機械⼯学実験Ⅱ 
担当教員名 堂⽥ 周治郎、松下 尚史、藤本 真作、松浦 洋司、荒⽊ 圭典、久野 弘明、

山⽥ 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学⼯学部知能機械⼯学科編／知能機械⼯学実験テキスト／知能機械

⼯学科 書店販売しない（学科で作成し、配布する） 
アクティブラーニング  
キーワード 強化学習、生体計測、電子回路の基本特性、マニピュレータ、ユニバーサルデザ

イン、材料試験、アクチュエータ、制御 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 知能機械⼯学実験Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で使用する教科書や配布資料など 
授業形態 実験実習 
注意備考 山⽥担当の実験では、ネットワークを介してサーバに接続し、プログラミング演

習を行う。パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタで提
示する。 

シラバスコード FTR03310 
実務経験のある教員  
達成目標 知能機械⼯学の専門技術を実際に体験するために、メカトロニクス・ロボティク

ス・知能機械⼯学・ユニバーサルデザイン・福祉人間⼯学の実験・演習を行い、
実験技術の基礎を習得し、基礎的な実験を行うことができること。データの整理・
表現・レポート作成能力を養成し、自分でデータを整理し、レポートを作成する
ことができること。 

受講者へのコメント ・実験開始までに、テキストを読んで予習をしておくこと。 
・実験の前に結果を予想しておくこと。 
・報告書は早めに書き始めること。 

連絡先 担当（代表）：２０号館３階 堂⽥研究室 電話：086-256-9564 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]1)授業への取り組み：欠席０（87%）、2)授業時間外の学習時間数１時間程度
（35%）、２時間程度（19%）、3)指示された課題に取り組んだ（78％） 
[B]あなたの成⻑：理解が深まった（97%）、興味・関⼼が高まった（32%） 
[C]5)総合評価：目標が達成できた（51%）、6)教員の意欲が感じられた（76%）



7)授業に満足した（73%） 
[E]考慮する点：8)授業の手法、特にない（100%）、9)授業の進行と教材の提示、
特にない（100%、10）特にない（97%）（所見）熱⼼に取り組んでいる。 

英文科目名 Experiments of Intelligent Mechanical Engineering II 
関連科目 Ａ群の専門科目全て 
次回に向けての改善変更予定 特にない。 
講義目的 知能機械⼯学の基礎的な計測・実験・プログラミング演習を行なう。実験を通じ

て講義で学んだ事柄の確認や妥当性の検討、考察力の養成を行なうとともに、実
験データの整理・表示方法や報告書の作成方法を習得する。実験は３テーマあり、
１テーマ５週で構成される。第１週から第４週は実験、第５週はレポートの作成・
提出・口頭試問を行なう。ただし、各テーマにより、実験の実施要領が若干異な
るので、各担当教員の指示に従うこと。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 後半３テーマの準備学習を以下に示す。山⽥担当：知的制御システム論の強化学

習に関する配布資料を復習し、強化学習の原理・学習アルゴリズムを復習してお
くこと。プログラミング演習の配布資料と教科書を復習し、Ｃ言語の基本的な文
法（特に for と if）について復習しておくこと。実験テキストを熟読し、プログ
ラミング演習内容をよく理解しておくこと。久野担当：人間⼯学の教科書及び配
布資料を復習し、生体情報の計測法の原理と分析法について復習しておくこと。
実験テキストを熟読し、実験内容と原理を理解しておくこと。松下担当：電気電
子 

 



年度 2014 
授業コード FTR0331P 
成績評価 レポート（１００％）受講した３テーマすべてのレポートを提出することが必要

条件である。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0331P 知能機械⼯学実験Ⅱ 
担当教員名 堂⽥ 周治郎、松下 尚史、藤本 真作、松浦 洋司、荒⽊ 圭典、久野 弘明、

山⽥ 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学⼯学部知能機械⼯学科編／知能機械⼯学実験テキスト／知能機械

⼯学科 書店販売しない（学科で作成し、配布する） 
アクティブラーニング  
キーワード 強化学習、生体計測、電子回路の基本特性、マニピュレータ、ユニバーサルデザ

イン、材料試験、アクチュエータ、制御 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 知能機械⼯学実験Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で使用する教科書や配布資料など 
授業形態 実験実習 
注意備考 山⽥担当の実験では、ネットワークを介してサーバに接続し、プログラミング演

習を行う。パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタで提
示する。 

シラバスコード FTR0331P 
実務経験のある教員  
達成目標 知能機械⼯学の専門技術を実際に体験するために、メカトロニクス・ロボティク

ス・知能機械⼯学・ユニバーサルデザイン・福祉人間⼯学の実験・演習を行い、
実験技術の基礎を習得し、基礎的な実験を行うことができること。データの整理・
表現・レポート作成能力を養成し、自分でデータを整理し、レポートを作成する
ことができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 担当（代表）：２０号館３階 堂⽥研究室 電話：086-256-9564 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments of Intelligent Mechanical Engineering II 
関連科目 Ａ群の専門科目全て 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 知能機械⼯学の基礎的な計測・実験・プログラミング演習を行なう。実験を通じ



て講義で学んだ事柄の確認や妥当性の検討、考察力の養成を行なうとともに、実
験データの整理・表示方法や報告書の作成方法を習得する。実験は３テーマあり、
１テーマ５週で構成される。第１週から第４週は実験、第５週はレポートの作成・
提出・口頭試問を行なう。ただし、各テーマにより、実験の実施要領が若干異な
るので、各担当教員の指示に従うこと。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 後半３テーマの準備学習を以下に示す。山⽥担当：知的制御システム論の強化学

習に関する配布資料を復習し、強化学習の原理・学習アルゴリズムを復習してお
くこと。プログラミング演習の配布資料と教科書を復習し、Ｃ言語の基本的な文
法（特に for と if）について復習しておくこと。実験テキストを熟読し、プログ
ラミング演習内容をよく理解しておくこと。久野担当：人間⼯学の教科書及び配
布資料を復習し、生体情報の計測法の原理と分析法について復習しておくこと。
実験テキストを熟読し、実験内容と原理を理解しておくこと。松下担当：電気電
子 

 



年度 2014 
授業コード FTR03410 
成績評価 定期試験(45％)，中間試験(35％)，演習問題と宿題(20％) 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜13) 
見出し FTR03410 ロボット運動学 
担当教員名 藤本 真作 
単位数 2 
教科書 川崎晴久著・「ロボット⼯学の基礎」・北森出版 
アクティブラーニング  
キーワード 回転行列，オイラー角，同時変換行列，DH 法，順運動学，逆運動学，ヤコビ行

列，仮想仕事の原理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 [意見] 口頭だけで説明していた要素も重要な点が多かったので、また、⿊板で

説明している点が少し詳しくないことが多いと感じたので、もう少し⿊板を詳し
く書いてほしい。 
[回答] 板書でも詳しく説明するように努めたつもりですが、もっと詳しく説明
してほしいという要望ですね。今後はもっと気を付けます。 

科目名 ロボット運動学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Richard P. Paul 著 吉川恒夫訳・「ロボット・マニピュレータ」・コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 数学Ⅰ、Ⅲおよび、力学の内容を理解しておくことが望ましい。 
シラバスコード FTR03410 
実務経験のある教員  
達成目標 微積分学や行列に関する一般知識を前提として、ロボティクス分野の問題を解決

するために、ロボットの位置・姿勢やその性質の基礎的事項が修得できる。 
受講者へのコメント 授業アンケートの要望に応えるために、来年度はできるだけ最新のロボット技術

や制御を紹介するなどして、受講生が飽きない授業内容にできればと考えており
ます。 

連絡先 担当教員：藤本 真作， E-mail: fuji(_at_)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9596, 研
究室：２０号館２階 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 私が個人的に悪いと感じた項目のみ所見を述べさせて頂きます。 
【質問項目 A−２】 
 授業時間以外でどの程度、学習しましたか。 
［所見］ 
 週当たりの学習時間が１時間以下の学生が６０％の結果でした。「全くしなか
った」が２０％にもなっています。昨年度よりもよくなっているものの悲しい結
果となりました。宿題に対する意識を高く維持してもらうために、宿題の評価比



率や質を高くするなどして、勉強量を増やす必要があるように感じました。 
英文科目名 Robot Kinematics 
関連科目 制御⼯学，数学（特に数学Ⅰ・Ⅲ），ロボットダイナミクス，力学，知能機械⼯学

実験 
次回に向けての改善変更予定 来年度のロボット運動学は出席率のことも考え、予習や復習を考慮した内容の宿

題・レポートや演習問題を考え、質の向上を目指して行きたいと思います。 
講義目的 ロボット⼯学は非常に広い分野を包含する学問であり、将来このロボット⼯学を

積極的に活用することが重要になってくるものと考えられる。そこで、本講義で
は、ロボットマニピュレータを具体例として、その運動を理解するために必要な
運動学の基礎について学ぶ。運動学（kinematics）は運動に関する学問であるが
運動を起こす力は考慮せず、位置（速度・加速度）と姿勢に関する静的な運動を
取り扱う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義概要（ロボットの運動学について） 

2 回 ベクトルと行列 
3 回 空間の記述と変換（位置・姿勢表現法） 
4 回 回転行列とその性質 
5 回 姿勢表現（オイラー角、ロール・ピッチ・ヨー角など） 
6 回 座標変換行列（同次変換行列）とその性質 
7 回 同次変換行列の逆変換と中間試験 
8 回 ＤＨパラメータと座標系の設定 
9 回 ＤＨパラメータと同次変換行列 
10 回 ＤＨパラメータと座標系・演習 
11 回  順運動学と逆運動学 
12 回  手先位置と関節変数と関係 
13 回  ヤコビ行列とその性質 
14 回  位置・速度・加 

準備学習 1 回 ４章 ロボットアームの機構と運動学（p.38-41）を予習しておくこと 
2 回 三角関数（加法定理等）と行列（式）の復習をしておくこと 
3 回 三角関数と行列表現について理解しておくこと 
4 回 逆行列と転置行列を復習し、理解しておくこと 
5 回 ベクトルの公理を理解し、応用できること 
6 回 回転行列（直交行列）を証明できるようにしておくこと 
7 回 回転行列（直交行列）の性質を理解しておくこと 
8 回 右手座標系と回転軸方向（p.38-52）および、同次変換行列を理解しておく
こと 
9 回 平行・回転移動を理解し 

 



年度 2014 
授業コード FTR0341P 
成績評価 定期試験(45％)，中間試験(35％)，演習問題と宿題(20％) 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0341P ロボット運動学 
担当教員名 藤本 真作 
単位数 2 
教科書 川崎晴久著・「ロボット⼯学の基礎」・北森出版 
アクティブラーニング  
キーワード 回転行列，オイラー角，同時変換行列，DH 法，順運動学，逆運動学，ヤコビ行

列，仮想仕事の原理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ロボット運動学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Richard P. Paul 著 吉川恒夫訳・「ロボット・マニピュレータ」・コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 数学Ⅰ、Ⅲおよび、力学の内容を理解しておくことが望ましい。 
シラバスコード FTR0341P 
実務経験のある教員  
達成目標 微積分学や行列に関する一般知識を前提として、ロボティクス分野の問題を解決

するために、ロボットの位置・姿勢やその性質の基礎的事項が修得できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 担当教員：藤本 真作， E-mail: fuji(_at_)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9596, 研

究室：２０号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Robot Kinematics 
関連科目 制御⼯学，数学（特に数学Ⅰ・Ⅲ），ロボットダイナミクス，力学，知能機械⼯学

実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ロボット⼯学は非常に広い分野を包含する学問であり、将来このロボット⼯学を

積極的に活用することが重要になってくるものと考えられる。そこで、本講義で
は、ロボットマニピュレータを具体例として、その運動を理解するために必要な
運動学の基礎について学ぶ。運動学（kinematics）は運動に関する学問であるが
運動を起こす力は考慮せず、位置（速度・加速度）と姿勢に関する静的な運動を
取り扱う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 講義概要（ロボットの運動学について） 
2 回 ベクトルと行列 
3 回 空間の記述と変換（位置・姿勢表現法） 
4 回 回転行列とその性質 
5 回 姿勢表現（オイラー角、ロール・ピッチ・ヨー角など） 
6 回 座標変換行列（同次変換行列）とその性質 
7 回 同次変換行列の逆変換と中間試験 
8 回 ＤＨパラメータと座標系の設定 
9 回 ＤＨパラメータと同次変換行列 
10 回 ＤＨパラメータと座標系・演習 
11 回  順運動学と逆運動学 
12 回  手先位置と関節変数と関係 
13 回  ヤコビ行列とその性質 
14 回  位置・速度・加 

準備学習 1 回 ４章 ロボットアームの機構と運動学（p.38-41）を予習しておくこと 
2 回 三角関数（加法定理等）と行列（式）の復習をしておくこと 
3 回 三角関数と行列表現について理解しておくこと 
4 回 逆行列と転置行列を復習し、理解しておくこと 
5 回 ベクトルの公理を理解し、応用できること 
6 回 回転行列（直交行列）を証明できるようにしておくこと 
7 回 回転行列（直交行列）の性質を理解しておくこと 
8 回 右手座標系と回転軸方向（p.38-52）および、同次変換行列を理解しておく
こと 
9 回 平行・回転移動を理解し 

 



年度 2014 
授業コード FTR03510 
成績評価 定期試験(40％)，中間試験(40％)，演習問題・宿題・レポート(20％) 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜12) 
見出し FTR03510 ロボットダイナミクス 
担当教員名 藤本 真作 
単位数 2 
教科書 「ロボット⼯学の基礎」／川崎晴久著／北森出版／978-4-627913820 
アクティブラーニング  
キーワード ラグランジュ法，順動力動学，逆動力動学，同定 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 [意見] この授業を受けて、再テストも含め、重複した問題を解いたのでより理

解が深まったように感じ非常に満足しました。この授業自体は難しい分類に入る
ものの、理解できない分からない問題等は多々あるが、それ以上に基礎的な知識
がついたことや分からなかった問題ができたことにより、自分にとって全く苦で
はない授業だと思いました。 
[回答] 本当に有難うございます。あなたのような学生が１人でも多くなるよう
に更なる改善を図っていきたいと思います。 
[意見] 生徒の視点になって、分かりやすい授業を行って下さり、助かった。 
[ 

科目名 ロボットダイナミクス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 D.ハリディ、R.レスニック、J.ウォーカー共著 野沢光昭 監訳「物理学の基礎

［１］力学」培風館吉川恒夫著・「ロボット制御基礎論」・コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 数学Ⅰ、Ⅲ、力学およびロボット運動学の内容を理解しておくことが望ましい。 
シラバスコード FTR03510 
実務経験のある教員  
達成目標 微積分学や行列およびロボット運動学に関する知識を前提として、ロボティクス

分野の問題を解決するために、ロボットの動力学や同定法の基礎的事項について
修得できる。 

受講者へのコメント ロボットダイナミクスは、ロボット運動学をベースに成り立っている内容・箇所
が多くあります。ロボット運動学の復習をしておくと、さらにダイナミクスの理
解度がアップすると思います。 

連絡先 研究室：２０号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 私が個人的に悪いと感じた項目のみ所見を述べさせて頂きます。 
【質問項目 A−1】 
 どの程度出席しましたか。 



［所見］ 
３・４回休んでいる学生が 22.9％もいるため、授業中に積極的に取り組んでもら
えるように、演習や宿題なども多く盛り込みながら、学生の発言や積極性を促し
てみようと思います。 
【質問項目 A−２】 
 授業時間以外でどの程度、学習しましたか。 
［所見］ 
 週当たりの学習時間が１時間以下の学生が 80％以上の結果でした。宿題を多
く出すなどして、勉強量を増やす必要があるように感じました。 

英文科目名 Robot Dynamics 
関連科目 制御⼯学，全ての数学（特に数学Ⅰ・Ⅲ），ロボット運動学，力学，知能機械⼯学

実験 
次回に向けての改善変更予定 来年度のロボットダイナミクスは出席率のことも考え、予習や復習を考慮した内

容の宿題・レポートや演習問題を考えてみたいと思います。 
講義目的 ロボット⼯学は、主として産業用、あるいは⼯業用に使われる各種機械システム

を対象とし、これらを様々な分野の作業に応用する場合の自動化、省力化あるい
は安全性、生産性等の向上に力点を置き、それらの議論を進めてきた。そこで本
講義では、代表的な産業用ロボットのひとつであるロボットマニピュレータを具
体例として、その制御あるいは解析を行うために必要な動力学の基礎的事項につ
いて学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ロボットの歴史と講義概要 

2 回 動力学の概要・剛体の並進運動 
3 回 動力学の概要・剛体の回転運動 
4 回 ラグランジュ法による運動方程式の導出法 
5 回 ラグランジュ法による運動方程式：倒立振子の問題 
6 回 ラグランジュ法による運動方程式：ロボットアームの問題 
7 回 ロボットの運動方程式の導出(２関節ロボットアーム) 
8 回 遠⼼力・コリオリ力項の導出法 
9 回 運動方程式の導出法・演習と中間試験および解説 
10 回 順動力動学問題 
11 回 動力学モデルの性質 
12 回 動力学モデルの同定（基底パラメータによる 

準備学習 1 回 教科書（p.1-9）を読んでおくこと 
2 回 物理学の基礎[１]力学（p.184-191）を復習しておくこと 
3 回 物理学の基礎[１]力学（p.192-205）を復習しておくこと 
4 回 教科書（p.78-83）を予習しておくこと 
5 回 ラグランジュ法による運動方程式の導出法を理解しておくこと 
6 回 ロボット運動学の同次変換行列を復習しておくこと 
7 回 教科書（p.83-85）を予習しておくこと 
8 回 教科書（p.82-83）を復習しておくこと 
9 回 【例題 5.1】を復習しておくこと 



10 回 ルンゲ・ク 
 



年度 2014 
授業コード FTR0351P 
成績評価 定期試験(40％)，中間試験(40％)，演習問題・宿題・レポート(20％) 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0351P ロボットダイナミクス 
担当教員名 藤本 真作 
単位数 2 
教科書 「ロボット⼯学の基礎」／川崎晴久著／北森出版／978-4-627913820 
アクティブラーニング  
キーワード ラグランジュ法，順動力動学，逆動力動学，同定 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ロボットダイナミクス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 D.ハリディ、R.レスニック、J.ウォーカー共著 野沢光昭 監訳「物理学の基礎

［１］力学」培風館吉川恒夫著・「ロボット制御基礎論」・コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 数学Ⅰ、Ⅲ、力学およびロボット運動学の内容を理解しておくことが望ましい。 
シラバスコード FTR0351P 
実務経験のある教員  
達成目標 微積分学や行列およびロボット運動学に関する知識を前提として、ロボティクス

分野の問題を解決するために、ロボットの動力学や同定法の基礎的事項について
修得できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室：２０号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Robot Dynamics 
関連科目 制御⼯学，全ての数学（特に数学Ⅰ・Ⅲ），ロボット運動学，力学，知能機械⼯学

実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ロボット⼯学は、主として産業用、あるいは⼯業用に使われる各種機械システム

を対象とし、これらを様々な分野の作業に応用する場合の自動化、省力化あるい
は安全性、生産性等の向上に力点を置き、それらの議論を進めてきた。そこで本
講義では、代表的な産業用ロボットのひとつであるロボットマニピュレータを具
体例として、その制御あるいは解析を行うために必要な動力学の基礎的事項につ
いて学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 ロボットの歴史と講義概要 
2 回 動力学の概要・剛体の並進運動 
3 回 動力学の概要・剛体の回転運動 
4 回 ラグランジュ法による運動方程式の導出法 
5 回 ラグランジュ法による運動方程式：倒立振子の問題 
6 回 ラグランジュ法による運動方程式：ロボットアームの問題 
7 回 ロボットの運動方程式の導出(２関節ロボットアーム) 
8 回 遠⼼力・コリオリ力項の導出法 
9 回 運動方程式の導出法・演習と中間試験および解説 
10 回 順動力動学問題 
11 回 動力学モデルの性質 
12 回 動力学モデルの同定（基底パラメータによる 

準備学習 1 回 教科書（p.1-9）を読んでおくこと 
2 回 物理学の基礎[１]力学（p.184-191）を復習しておくこと 
3 回 物理学の基礎[１]力学（p.192-205）を復習しておくこと 
4 回 教科書（p.78-83）を予習しておくこと 
5 回 ラグランジュ法による運動方程式の導出法を理解しておくこと 
6 回 ロボット運動学の同次変換行列を復習しておくこと 
7 回 教科書（p.83-85）を予習しておくこと 
8 回 教科書（p.82-83）を復習しておくこと 
9 回 【例題 5.1】を復習しておくこと 
10 回 ルンゲ・ク 

 



年度 2014 
授業コード FTR03610 
成績評価 中間レポート（20％）および、ロボットの詳細設計レポート（CAD による図面

を含む）（80％）に基づいて評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜12) 
見出し FTR03610 機械創造⼯学Ⅰ 
担当教員名 藤本 真作 
単位数 2 
教科書 適宜、資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 機械設計、JIS 規格、CAD、強度計算 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 回答項目なし。 
科目名 機械創造⼯学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 萩原芳彦著・「よくわかる材料力学」・オーム社日本規格協会・「JIS ハンドブック

機械要素」大⻄ 清著・「JIS にもとづく機械設計製図便覧」・理⼯学社 
授業形態 講義 
注意備考 本講義ではロボットの詳細設計までを範囲とし、後期の機械創造⼯学Ⅱでロボッ

ト製作を行い、競技会を実施する。 
シラバスコード FTR03610 
実務経験のある教員  
達成目標 エンジニアリングの基本である設計を行うことで、力学、材料力学、機械加⼯、

機械製図および、電気電子回路等の機械設計に必要不可欠な科目が体験的に習得
でき、それらを問題解決に応用できる能力が養成される。 

受講者へのコメント 機械創造⼯学は班での活動がメインになります。仲間意識が高い班ほど出席率が
高く、その逆は低くなる傾向があります。従って、本講義はグループ（中間同士）
で何かひとつのプロジェクトを成し遂げていく形式の一例であり、将来、仕事や
社会生活の上でも重要な内容が多く含まれています。「私」から「公」への意識改
革と、「機械創造⼯学」を再認識して頂けると良いかと考えています。 

連絡先 研究室：２０号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 私が個人的に悪いと感じた項目のみ所見を述べさせて頂きます。 
【質問項目 A−２】 
 授業時間以外でどの程度、学習しましたか。 
［所見］ 
 週当たりの学習時間が１時間以下の学生が８５％程度の結果でした。機械設計
に関する宿題を多く出すなどして、勉強量を増やす必要があるように感じまし
た。 



英文科目名 Creative Design of Mechanical Systems I 
関連科目 機械製図、力学、機械加⼯実習、材料力学、安全設計学、電気電子回路Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 班内での活動が密になるようにするとともに、教材や宿題・レポートに注意し、

講義内容も⼯夫する必要があると考えています。今年度、この講義を始めてから、
初めて詳細設計レポートの未提出がありました。この点においては反省しなけれ
ばならないことが多く、今後このような事態が発生しないように改善する予定で
す。 

講義目的 実際に機械を設計・製作することは、⼯学系技術者の育成課程において、非常に
重要である。本講義では、ロボットコンテストを想定し、ある目的を持ったロボ
ットを小人数のグループで設計を行い、実際に機械を製作する能力すなわち、機
械設計製図（CAD）・加⼯・組立・検査・調整・改善の一連の⼯程を学ぶととも
にそれらの能力向上を目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義概要（説明ビデオを含む） 

2 回 ロボット製作の⼯程と方法 
3 回 ロボットの構造と機構 
4 回 ロボットの安全設計 
5 回 強度計算（曲げ） 
6 回 強度計算（ねじり） 
7 回 強度計算（組合せ応力） 
8 回 ロボットの機械設計とラフプランの提出 
9 回 駆動系の電気回路（DC モータ） 
10 回 駆動系の電気回路（マイコン制御） 
11 回 ロボットの詳細設計 
12 回 ロボット製作図面の作成（組立図の作成） 
13 回 ロボット製作図面の作成（部品図の作成） 
14 回 ロボットの設計・評価法 
15 回 詳細設計レポートの作 

準備学習 1 回 グループ分けの準備をしておくこと 
2 回 機械加⼯、JIS 規格の復習をしておくこと 
3 回 機械加⼯、JIS 規格の復習をしておくこと 
4 回 「１.６ 基礎的材料力学の適用限界と強度設計」を復習しておくこと 
5 回 「３章 はりのせん断力と曲げモーメント」を復習しておくこと 
6 回 「７章 軸のねじり」を復習しておくこと 
7 回 「８章 組合わせ応力」を復習しておくこと 
8 回 競技内容を理解し、独自のプランを練っておくこと 
9 回 DC モータの構造を理解しておくこと 
10 回 H8/3664F の復習をしておくこと 
 

 



年度 2014 
授業コード FTR0361P 
成績評価 中間レポート（20％）および、ロボットの詳細設計レポート（CAD による図面

を含む）（80％）に基づいて評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0361P 機械創造⼯学Ⅰ 
担当教員名 藤本 真作 
単位数 2 
教科書 適宜、資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 機械設計、JIS 規格、CAD、強度計算 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械創造⼯学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 萩原芳彦著・「よくわかる材料力学」・オーム社日本規格協会・「JIS ハンドブック

機械要素」大⻄ 清著・「JIS にもとづく機械設計製図便覧」・理⼯学社 
授業形態 講義 
注意備考 本講義ではロボットの詳細設計までを範囲とし、後期の機械創造⼯学Ⅱでロボッ

ト製作を行い、競技会を実施する。 
シラバスコード FTR0361P 
実務経験のある教員  
達成目標 エンジニアリングの基本である設計を行うことで、力学、材料力学、機械加⼯、

機械製図および、電気電子回路等の機械設計に必要不可欠な科目が体験的に習得
でき、それらを問題解決に応用できる能力が養成される。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室：２０号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Creative Design of Mechanical Systems I 
関連科目 機械製図、力学、機械加⼯実習、材料力学、安全設計学、電気電子回路Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 実際に機械を設計・製作することは、⼯学系技術者の育成課程において、非常に

重要である。本講義では、ロボットコンテストを想定し、ある目的を持ったロボ
ットを小人数のグループで設計を行い、実際に機械を製作する能力すなわち、機
械設計製図（CAD）・加⼯・組立・検査・調整・改善の一連の⼯程を学ぶととも
にそれらの能力向上を目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 講義概要（説明ビデオを含む） 
2 回 ロボット製作の⼯程と方法 
3 回 ロボットの構造と機構 
4 回 ロボットの安全設計 
5 回 強度計算（曲げ） 
6 回 強度計算（ねじり） 
7 回 強度計算（組合せ応力） 
8 回 ロボットの機械設計とラフプランの提出 
9 回 駆動系の電気回路（DC モータ） 
10 回 駆動系の電気回路（マイコン制御） 
11 回 ロボットの詳細設計 
12 回 ロボット製作図面の作成（組立図の作成） 
13 回 ロボット製作図面の作成（部品図の作成） 
14 回 ロボットの設計・評価法 
15 回 詳細設計レポートの作 

準備学習 1 回 グループ分けの準備をしておくこと 
2 回 機械加⼯、JIS 規格の復習をしておくこと 
3 回 機械加⼯、JIS 規格の復習をしておくこと 
4 回 「１.６ 基礎的材料力学の適用限界と強度設計」を復習しておくこと 
5 回 「３章 はりのせん断力と曲げモーメント」を復習しておくこと 
6 回 「７章 軸のねじり」を復習しておくこと 
7 回 「８章 組合わせ応力」を復習しておくこと 
8 回 競技内容を理解し、独自のプランを練っておくこと 
9 回 DC モータの構造を理解しておくこと 
10 回 H8/3664F の復習をしておくこと 
 

 



年度 2014 
授業コード FTR03710 
成績評価 設計・アイデア・完成度・加⼯技術（40％）および、競技会の成果（60％）に基

づいて評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜12) 
見出し FTR03710 機械創造⼯学Ⅱ 
担当教員名 藤本 真作、赤⽊ 徹也 
単位数 2 
教科書 適宜、資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 機械設計、JIS 規格、機械加⼯ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 【意見】ロボットを創造して実際に組み立てることにより、スキルが向上した。

また、グループでのコミュニケーション能力の向上にも役立つ良い授業であっ
た。 
【回答】機械創造⼯学の目的が伝わっていて、または達成できていてとても嬉し
いコメントでした。 

科目名 機械創造⼯学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 嵯峨常生監修・「機械実習 1、機械実習 2」・実教出版日本規格協会・「JIS ハンド

ブック機械要素」 
授業形態 講義 
注意備考 ロボット製作上の注意事項をまもり、講義時間内に完成しない場合は課外時間に

製作すること。 
シラバスコード FTR03710 
実務経験のある教員  
達成目標 エンジニアリングの基本である設計・製作を行うことで、専門科目の応用、メカ

トロニクスの実践、共同作業の経験から機械設計に必要不可欠な科目や⼯学的セ
ンスが体験的に習得でき、それらを問題解決に応用できる能力を養成する。 

受講者へのコメント ロボット製作を通じて、その失敗経験やそれに伴う再設計事項から、個人の技術
力が向上していることを再認識してもらう必要があると感じました。 

連絡先 担当教員：藤本 真作， E-mail: fuji(_at_)are.ous.ac.jp , Tel: 086-256-9596, 研
究室：２０号館２階担当教員：赤⽊ 徹也， E-mail: akagi(_at_)are.ous.ac.jp, Tel: 
086-256-9786, 研究室：２０号館５階 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 私が個人的に気になった項目のみ所見を述べさせて頂きます。 
【質問項目 A−２】 
 授業時間以外でどの程度、学習しましたか。 
［所見］ 



 週当たりの学習時間が１時間以下の学生が８０％以上の結果でした。また、「全
くしなかった」が２５．７％にもなっています。この授業はロボットや制御回路
を授業時間外で作製することが非常に多い講義であると認識していました。ロボ
ット製作技術が、受講生のスキルアップに繋がる学習との認識がないことに驚い
ています。 

英文科目名 Creative Design of Mechanical Systems II 
関連科目 機械加⼯実習、材料力学、安全設計学、電気電子回路Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 配布資料の検討、製作過程・計画案の再検討、自発的な製作願望の発起などを検

討していきたいと考えています。 
講義目的 本講義では競技会を想定し、ある目的を持ったロボットを小人数のグループで設

計・製作を行い、競技会を通してその成果を競う。また、本講義は⼯学系技術者
の育成課程における専門科目の応用、メカトロニクスの実践、共同製作の経験お
よび、⼯学的センスの研鑚を目的としている。最後に、製作されたロボットの評
価を行うために、競技会を実施する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義概要（説明ビデオを含む）について解説する。 

2 回 ロボット製作の計画と注意事項について解説する。 
3 回 ロボット製作の計画報告について解説する。 
4 回 機械⼯作について解説する。 
5 回 ロボットの製作（ロボット本体の加⼯）について解説する。 
6 回 ロボットの製作（軸受けの加⼯）について解説する。 
7 回 ロボットの製作（玉入れ機構の加⼯）について解説する。 
8 回 ロボットの製作（駆動部の組立て）について解説する。 
9 回 ロボットの製作（玉入れ機構の組立て）について解説する。 
10 回 H8 マイコンと 

準備学習 1 回 グループ分けの準備をしておくこと。 
2 回 詳細設計レポートを復習しておくこと。 
3 回 ロボット製作の計画を事前に立てておくこと。 
4 回 機械加⼯の注意・留意点を調べておくこと。 
5 回 ロボット本体の CAD データが作成できていること。 
6 回 軸受け部の CAD データが作成できていること。 
7 回 玉入れ機構の CAD データが作成できていること。 
8 回 設計ミスや改善点を洗い出しておくこと。 
9 回 設計ミスや改善点を洗い出しておくこと。 
10 回 H8 マイコンを設計をしておくこと。 
11 回 H ブリッジ回路を理解 

 



年度 2014 
授業コード FTR0371P 
成績評価 設計・アイデア・完成度・加⼯技術（40％）および、競技会の成果（60％）に基

づいて評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0371P 機械創造⼯学Ⅱ 
担当教員名 藤本 真作、赤⽊ 徹也 
単位数 2 
教科書 適宜、資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 機械設計、JIS 規格、機械加⼯ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械創造⼯学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 嵯峨常生監修・「機械実習 1、機械実習 2」・実教出版日本規格協会・「JIS ハンド

ブック機械要素」 
授業形態 講義 
注意備考 ロボット製作上の注意事項をまもり、講義時間内に完成しない場合は課外時間に

製作すること。 
シラバスコード FTR0371P 
実務経験のある教員  
達成目標 エンジニアリングの基本である設計・製作を行うことで、専門科目の応用、メカ

トロニクスの実践、共同作業の経験から機械設計に必要不可欠な科目や⼯学的セ
ンスが体験的に習得でき、それらを問題解決に応用できる能力を養成する。 

受講者へのコメント  
連絡先 担当教員：藤本 真作， E-mail: fuji(_at_)are.ous.ac.jp , Tel: 086-256-9596, 研

究室：２０号館２階担当教員：赤⽊ 徹也， E-mail: akagi(_at_)are.ous.ac.jp, Tel: 
086-256-9786, 研究室：２０号館５階 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Creative Design of Mechanical Systems II 
関連科目 機械加⼯実習、材料力学、安全設計学、電気電子回路Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では競技会を想定し、ある目的を持ったロボットを小人数のグループで設

計・製作を行い、競技会を通してその成果を競う。また、本講義は⼯学系技術者
の育成課程における専門科目の応用、メカトロニクスの実践、共同製作の経験お
よび、⼯学的センスの研鑚を目的としている。最後に、製作されたロボットの評



価を行うために、競技会を実施する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義概要（説明ビデオを含む）について解説する。 

2 回 ロボット製作の計画と注意事項について解説する。 
3 回 ロボット製作の計画報告について解説する。 
4 回 機械⼯作について解説する。 
5 回 ロボットの製作（ロボット本体の加⼯）について解説する。 
6 回 ロボットの製作（軸受けの加⼯）について解説する。 
7 回 ロボットの製作（玉入れ機構の加⼯）について解説する。 
8 回 ロボットの製作（駆動部の組立て）について解説する。 
9 回 ロボットの製作（玉入れ機構の組立て）について解説する。 
10 回 H8 マイコンと 

準備学習 1 回 グループ分けの準備をしておくこと。 
2 回 詳細設計レポートを復習しておくこと。 
3 回 ロボット製作の計画を事前に立てておくこと。 
4 回 機械加⼯の注意・留意点を調べておくこと。 
5 回 ロボット本体の CAD データが作成できていること。 
6 回 軸受け部の CAD データが作成できていること。 
7 回 玉入れ機構の CAD データが作成できていること。 
8 回 設計ミスや改善点を洗い出しておくこと。 
9 回 設計ミスや改善点を洗い出しておくこと。 
10 回 H8 マイコンを設計をしておくこと。 
11 回 H ブリッジ回路を理解 

 



年度 2014 
授業コード FTR03811 
成績評価 質疑応答や演習内容・レポート・期末試験により総合的に評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜09) 
見出し FTR03811 知能ロボット学(再) 
担当教員名 藤本 真作 
単位数 2 
教科書 参考資料を適宜配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ダイナミカルシステム、安定解析、ロバスト安定性、外乱オブザーバ、システム

同定法、ARX モデル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 知能ロボット学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 藤井隆雄監訳・フィードバック制御の理論・コロナ社野波健蔵編著・ＭＡＴＬＡ

Ｂによる制御系設計・東京電機大学出版局足立修一著・ＭＡＴＬＡＢによる制御
のためのシステム同定・東京電機大学出版局 

授業形態 講義 
注意備考 ＭＡＴＬＡＢ／ＳＩＭＵＬＩＮＫを使用する。 

講義場所：６号館２階 藤本実験室 
シラバスコード FTR03811 
実務経験のある教員  
達成目標 ①周波数領域における制御系設計法、特にロバスト制御についての基礎概念を理

解し、ＭＡＴＬＡＢによって設計仕様を満足する制御器が設計できる。②ＭＡＴ
ＬＡＢを利用することで、時間領域における制御系設計ができ、ＳＩＭＵＬＩＮ
Ｋによって基礎なシミュレーションができる。③基本的なパラメトリックモデル
（ＡＲＸモデル）のシステム同定ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室：２０号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Intelligent Robots 
関連科目 制御⼯学Ⅰ・Ⅱ、ロボットダイナミクス、知能ロボット学、ロボット運動学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ロボットマニピュレータなどのダイナミカルシステムの運動学、動力学および、

安定解析について簡単に概説し、周波数領域における制御系設計法（２自由度制
御系、外乱オブザーバ、感度関数・相補感度関数、混合感度、ロバスト安定性等）



と、時間領域における制御系設計法（可制御・可観測性、極配置、オブザーバ、
最適レギュレータ、システム同定法の具体例を示しながら、それらの基本的な考
え方を理解することを目的としている。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義概要 

2 回 ロボットマニピュレータの動特性とその性質 
3 回 ダイナミカルシステムの安定解析 
4 回 周波数領域における制御系設計法 
5 回 ２自由度制御系の構成とシミュレーション 
6 回 外乱オブザーバの構成 
7 回 感度関数とロバスト安定性 
8 回 時間領域における制御系設計法 
9 回 可制御性（可安定性）と極配置・演習 
10 回 可観測性（可検出性）とオブザーバ・演習 
11 回 最適レギュレータ・演習 
12 回 システム同定の概要とパラメトリックモデルの同定 
13 回 ＡＲＸモデルと予測誤差法 
14 回 ＡＲＸモ 

準備学習 1 回 制御⼯学Ⅰ・Ⅱの復習をしておくこと 
2 回 ロボットダイナミクスの復習をしておくこと 
3 回 リアプノフの安定性理論を復習しておくこと 
4 回 制御⼯学Ⅰの復習をしておくこと 
5 回 フィードバックとフィードフォワードの役割を復習しておくこと 
6 回 フィルタの復習をしておくこと 
7 回 感度関数・相補感度関数を定義を確認しておくこと 
8 回 ＭＡＴＬＡＢ／ＳＩＭＵＬＩＮＫの基礎を理解しておくこと 
9 回 知能ロボット学の復習をしておくこと 
10 回 ロボット制御⼯学の復習をしておくこと 
11 回 制御⼯学Ⅱの復習をし 

 



年度 2014 
授業コード FTR0381P 
成績評価 質疑応答や演習内容・レポート・期末試験により総合的に評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0381P 知能ロボット学(再) 
担当教員名 藤本 真作 
単位数 2 
教科書 参考資料を適宜配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ダイナミカルシステム、安定解析、ロバスト安定性、外乱オブザーバ、システム

同定法、ARX モデル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 知能ロボット学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 藤井隆雄監訳・フィードバック制御の理論・コロナ社野波健蔵編著・ＭＡＴＬＡ

Ｂによる制御系設計・東京電機大学出版局足立修一著・ＭＡＴＬＡＢによる制御
のためのシステム同定・東京電機大学出版局 

授業形態 講義 
注意備考 ＭＡＴＬＡＢ／ＳＩＭＵＬＩＮＫを使用する。 

講義場所：６号館２階 藤本実験室 
シラバスコード FTR0381P 
実務経験のある教員  
達成目標 ①周波数領域における制御系設計法、特にロバスト制御についての基礎概念を理

解し、ＭＡＴＬＡＢによって設計仕様を満足する制御器が設計できる。②ＭＡＴ
ＬＡＢを利用することで、時間領域における制御系設計ができ、ＳＩＭＵＬＩＮ
Ｋによって基礎なシミュレーションができる。③基本的なパラメトリックモデル
（ＡＲＸモデル）のシステム同定ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室：２０号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Intelligent Robots 
関連科目 制御⼯学Ⅰ・Ⅱ、ロボットダイナミクス、知能ロボット学、ロボット運動学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ロボットマニピュレータなどのダイナミカルシステムの運動学、動力学および、

安定解析について簡単に概説し、周波数領域における制御系設計法（２自由度制
御系、外乱オブザーバ、感度関数・相補感度関数、混合感度、ロバスト安定性等）



と、時間領域における制御系設計法（可制御・可観測性、極配置、オブザーバ、
最適レギュレータ、システム同定法の具体例を示しながら、それらの基本的な考
え方を理解することを目的としている。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義概要 

2 回 ロボットマニピュレータの動特性とその性質 
3 回 ダイナミカルシステムの安定解析 
4 回 周波数領域における制御系設計法 
5 回 ２自由度制御系の構成とシミュレーション 
6 回 外乱オブザーバの構成 
7 回 感度関数とロバスト安定性 
8 回 時間領域における制御系設計法 
9 回 可制御性（可安定性）と極配置・演習 
10 回 可観測性（可検出性）とオブザーバ・演習 
11 回 最適レギュレータ・演習 
12 回 システム同定の概要とパラメトリックモデルの同定 
13 回 ＡＲＸモデルと予測誤差法 
14 回 ＡＲＸモ 

準備学習 1 回 制御⼯学Ⅰ・Ⅱの復習をしておくこと 
2 回 ロボットダイナミクスの復習をしておくこと 
3 回 リアプノフの安定性理論を復習しておくこと 
4 回 制御⼯学Ⅰの復習をしておくこと 
5 回 フィードバックとフィードフォワードの役割を復習しておくこと 
6 回 フィルタの復習をしておくこと 
7 回 感度関数・相補感度関数を定義を確認しておくこと 
8 回 ＭＡＴＬＡＢ／ＳＩＭＵＬＩＮＫの基礎を理解しておくこと 
9 回 知能ロボット学の復習をしておくこと 
10 回 ロボット制御⼯学の復習をしておくこと 
11 回 制御⼯学Ⅱの復習をし 

 



年度 2014 
授業コード FTR03910 
成績評価 講義中の小テスト(20%)、レポート(５%)、グループ発表（５％）及び定期試験

(70%)の結果から評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(10〜12) 
見出し FTR03910 ヒューマンインターフェース 
担当教員名 山⽥ 訓 
単位数 2 
教科書 ノート及びプリント講義 
アクティブラーニング  
キーワード ヒューマンインターフェース、コンピュータ、ゲームニクス 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 班発表前の話し合い時間が少ない⇒話し合い時間は確かに少ないと思いますが、

講義時間中にこれ以上の時間を充てることは困難ですので、足りない分は講義時
間外に集まって話し合うなど⼯夫してください。 

科目名 ヒューマンインターフェース 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⽥村博編「ヒューマンインタフェース」オーム社 

サイトウ･アキヒロ著「ゲームニクスとは何か」幻冬舎新書 
授業形態 講義 
注意備考 パソコンを利用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示す

る。 
シラバスコード FTR03910 
実務経験のある教員  
達成目標 ヒューマンインターフェースに関係する人間の特性（身体特性、生理機能、認知、

感性）を説明することができること。コンピュータの入出力機器の特性を説明す
ることができること。売れたゲームは、ゲームニクスの観点で何が優れているか
説明することができること。 

受講者へのコメント 今後の製品開発では、使い勝手の良さも重要な要素です。この講義では、使い勝
手の良さを得るために検討すべきことを紹介していますので、この講義を契機に
身の回りの製品の使い勝手について考えるようにしてください。 

連絡先 担当：山⽥訓 研究室：２０号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 レポート課題を課したので、授業時間外にもある程度学習している。講義を受け
てよかった点として、「理解が深まった」が３２名中２８名だったが、「興味・関
⼼が高まった」は３２名中１０名と少し低かった。興味を引くように、学生が自
分で考えるような要素を盛り込むように⼯夫したい。 

英文科目名 Human Interface 



関連科目 人間⼯学、バーチャルリアリティ、アミューズメント⼯学 
次回に向けての改善変更予定 各項目の説明とその理由や適用について考える演習的な要素を組み入れるよう

に⼯夫したい。 
講義目的 現代社会では、人が機械とりわけコンピュータとの相互作用の中で生活する機会

が飛躍的に増大している。本講義では、人間とコンピュータとの相互作用を円滑
に実現するためのヒューマンインターフェースの実現方法について学習する。テ
レビゲームの使いやすさ、楽しさを生み出すための理論であるゲームニクス理論
特にヒューマンインターフェースに関連する部分について学習する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  ヒューマンインターフェース（HI）の概念について解説する。 

2 回  HI の身体特性について解説する。 
3 回  HI における生理特性について解説する。 
4 回  HI における認知について解説する。 
5 回  HI における感性について解説する。 
6 回  HI におけるヒューマン・エラーについて解説する。 
7 回  HI における安全性について解説する。 
8 回  入出力装置の１回目として、入出力装置、特に、ポインティングデバイス
と表示装置とプリンターについて解説する。 
9 回  入出力装置の２回目として、音声入力と 

準備学習 1 回  ヒューマンインターフェースとは何かを、ホームページなどで調べてお
くこと。 
2 回  正規分布とは何かを統計の本などで調べておくこと。 
3 回  神経系の構成と働きについて調べておくこと。 
4 回  第３回の配布資料を復習し、神経系の働きについて理解すること。 
5 回  「感性」とは何かについて、調べておくこと。 
6 回  交通事故の原因について調べておくこと 
7 回  安全を確保するためには、どんな準備や考え方が必要であるか調べてお
くこと。 
8 回  第２回から第７回までの配布資料をまとめ、ＨＩに関連する人間の 

 



年度 2014 
授業コード FTR03911 
成績評価 講義中の小テスト(20%)、レポート(５%)、グループ発表（５％）及び定期試験

(70%)の結果から評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜09) 
見出し FTR03911 ヒューマンインターフェース(再) 
担当教員名 山⽥ 訓 
単位数 2 
教科書 ノート及びプリント講義 
アクティブラーニング  
キーワード ヒューマンインターフェース、コンピュータ、ゲームニクス 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ヒューマンインターフェース(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⽥村博編「ヒューマンインタフェース」オーム社 

サイトウ･アキヒロ著「ゲームニクスとは何か」幻冬舎新書 
授業形態 講義 
注意備考 パソコンを利用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示す

る。 
シラバスコード FTR03911 
実務経験のある教員  
達成目標 ヒューマンインターフェースに関係する人間の特性（身体特性、生理機能、認知、

感性）を説明することができること。コンピュータの入出力機器の特性を説明す
ることができること。売れたゲームは、ゲームニクスの観点で何が優れているか
説明することができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 担当：山⽥訓 研究室：２０号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Human Interface 
関連科目 人間⼯学、バーチャルリアリティ、アミューズメント⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代社会では、人が機械とりわけコンピュータとの相互作用の中で生活する機会

が飛躍的に増大している。本講義では、人間とコンピュータとの相互作用を円滑
に実現するためのヒューマンインターフェースの実現方法について学習する。テ
レビゲームの使いやすさ、楽しさを生み出すための理論であるゲームニクス理論
特にヒューマンインターフェースに関連する部分について学習する。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  ヒューマンインターフェース（HI）の概念について解説する。 

2 回  HI の身体特性について解説する。 
3 回  HI における生理特性について解説する。 
4 回  HI における認知について解説する。 
5 回  HI における感性について解説する。 
6 回  HI におけるヒューマン・エラーについて解説する。 
7 回  HI における安全性について解説する。 
8 回  入出力装置の１回目として、入出力装置、特に、ポインティングデバイス
と表示装置とプリンターについて解説する。 
9 回  入出力装置の２回目として、音声入力と 

準備学習 1 回  ヒューマンインターフェースとは何かを、ホームページなどで調べてお
くこと。 
2 回  正規分布とは何かを統計の本などで調べておくこと。 
3 回  神経系の構成と働きについて調べておくこと。 
4 回  第３回の配布資料を復習し、神経系の働きについて理解すること。 
5 回  「感性」とは何かについて、調べておくこと。 
6 回  交通事故の原因について調べておくこと 
7 回  安全を確保するためには、どんな準備や考え方が必要であるか調べてお
くこと。 
8 回  第２回から第７回までの配布資料をまとめ、ＨＩに関連する人間の 

 



年度 2014 
授業コード FTR0391P 
成績評価 講義中の小テスト(20%)、レポート(５%)、グループ発表（５％）及び定期試験

(70%)の結果から評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0391P ヒューマンインターフェース 
担当教員名 山⽥ 訓 
単位数 2 
教科書 ノート及びプリント講義 
アクティブラーニング  
キーワード ヒューマンインターフェース、コンピュータ、ゲームニクス 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ヒューマンインターフェース 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⽥村博編「ヒューマンインタフェース」オーム社 

サイトウ･アキヒロ著「ゲームニクスとは何か」幻冬舎新書 
授業形態 講義 
注意備考 パソコンを利用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示す

る。 
シラバスコード FTR0391P 
実務経験のある教員  
達成目標 ヒューマンインターフェースに関係する人間の特性（身体特性、生理機能、認知、

感性）を説明することができること。コンピュータの入出力機器の特性を説明す
ることができること。売れたゲームは、ゲームニクスの観点で何が優れているか
説明することができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 担当：山⽥訓 研究室：２０号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Human Interface 
関連科目 人間⼯学、バーチャルリアリティ、アミューズメント⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代社会では、人が機械とりわけコンピュータとの相互作用の中で生活する機会

が飛躍的に増大している。本講義では、人間とコンピュータとの相互作用を円滑
に実現するためのヒューマンインターフェースの実現方法について学習する。テ
レビゲームの使いやすさ、楽しさを生み出すための理論であるゲームニクス理論
特にヒューマンインターフェースに関連する部分について学習する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  ヒューマンインターフェース（HI）の概念について解説する。 

2 回  HI の身体特性について解説する。 
3 回  HI における生理特性について解説する。 
4 回  HI における認知について解説する。 
5 回  HI における感性について解説する。 
6 回  HI におけるヒューマン・エラーについて解説する。 
7 回  HI における安全性について解説する。 
8 回  入出力装置の１回目として、入出力装置、特に、ポインティングデバイス
と表示装置とプリンターについて解説する。 
9 回  入出力装置の２回目として、音声入力と 

準備学習 1 回  ヒューマンインターフェースとは何かを、ホームページなどで調べてお
くこと。 
2 回  正規分布とは何かを統計の本などで調べておくこと。 
3 回  神経系の構成と働きについて調べておくこと。 
4 回  第３回の配布資料を復習し、神経系の働きについて理解すること。 
5 回  「感性」とは何かについて、調べておくこと。 
6 回  交通事故の原因について調べておくこと 
7 回  安全を確保するためには、どんな準備や考え方が必要であるか調べてお
くこと。 
8 回  第２回から第７回までの配布資料をまとめ、ＨＩに関連する人間の 

 



年度 2014 
授業コード FTR04011 
成績評価 講義中の小テスト(20%)とレポート(10%)と定期試験(70%)を総合して評価す

る。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜09) 
見出し FTR04011 知能情報処理Ⅰ(再) 
担当教員名 山⽥ 訓 
単位数 2 
教科書 ノートおよびプリント講義 
アクティブラーニング  
キーワード 脳、コンピュータ、ニューロン、知能、誤差逆伝播法、連想記憶モデル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 知能情報処理Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する 
授業形態 講義 
注意備考 パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示す

る。パソコンを使用して、シミュレーションの様子をプロジェクタなどで提示す
る。 

シラバスコード FTR04011 
実務経験のある教員  
達成目標 脳とコンピュータの情報処理様式の違いを説明できること。ニューロンと脳の構

造と機能を説明できること。誤差逆伝播法と連想記憶モデルの原理とアルゴリズ
ムと適用例について説明できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 担当：山⽥訓 研究室：２０号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Intelligent Information Processing I 
関連科目 知的制御システム論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 知能機械を構築するためには、“知能的”な情報処理が必要となる。この講義では、

知能の概念、知能的な情報処理を行っているヒトの脳の構造と機能、神経系の働
きを模擬するニューラルネットワークモデルの基礎を学習する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  知能の概念について解説する。 

2 回  脳とコンピュータの違いについて解説する。 



3 回  細胞の構造と機能（生物学の基礎）の概略について解説する。 
4 回  神経細胞（ニューロン）の構造と機能について解説する。 
5 回  脳・神経系の構造と働きについて解説する。 
6 回  視覚情報処理について解説する。 
7 回  聴覚情報処理、運動制御、高次機能について解説する。 
8 回  ニューラルネットワークで必要な数学、特に微分・偏微分について復習す
る。 
9 回  単一ニューロンのモデルについて解説する。 
10 回  誤差 

準備学習 1 回  シラバスを読み、講義の概要を理解しておくこと。知能についてインター
ネット等で調べておくこと。 
2 回  第１回配布資料を復習し、脳とコンピュータの違いについて調べておく
こと。 
3 回  細胞がどんな構造をしており、どんな機能を持っているか調べておくこ
と。 
4 回  神経系の構成と機能について調べておくこと 
5 回  第４回の配布資料を復習し、神経細胞の構造と機能を理解しておくこと 
6 回  第５回配布資料を復習し、脳の構造と各部分の機能について理解してお
くこと 
7 回  第６回配布資料を復習し、視覚情報処理の 

 



年度 2014 
授業コード FTR0401P 
成績評価 講義中の小テスト(20%)とレポート(10%)と定期試験(70%)を総合して評価す

る。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0401P 知能情報処理Ⅰ(再) 
担当教員名 山⽥ 訓 
単位数 2 
教科書 ノートおよびプリント講義 
アクティブラーニング  
キーワード 脳、コンピュータ、ニューロン、知能、誤差逆伝播法、連想記憶モデル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 知能情報処理Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する 
授業形態 講義 
注意備考 パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示す

る。パソコンを使用して、シミュレーションの様子をプロジェクタなどで提示す
る。 

シラバスコード FTR0401P 
実務経験のある教員  
達成目標 脳とコンピュータの情報処理様式の違いを説明できること。ニューロンと脳の構

造と機能を説明できること。誤差逆伝播法と連想記憶モデルの原理とアルゴリズ
ムと適用例について説明できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 担当：山⽥訓 研究室：２０号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Intelligent Information Processing I 
関連科目 知的制御システム論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 知能機械を構築するためには、“知能的”な情報処理が必要となる。この講義では、

知能の概念、知能的な情報処理を行っているヒトの脳の構造と機能、神経系の働
きを模擬するニューラルネットワークモデルの基礎を学習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  知能の概念について解説する。 

2 回  脳とコンピュータの違いについて解説する。 



3 回  細胞の構造と機能（生物学の基礎）の概略について解説する。 
4 回  神経細胞（ニューロン）の構造と機能について解説する。 
5 回  脳・神経系の構造と働きについて解説する。 
6 回  視覚情報処理について解説する。 
7 回  聴覚情報処理、運動制御、高次機能について解説する。 
8 回  ニューラルネットワークで必要な数学、特に微分・偏微分について復習す
る。 
9 回  単一ニューロンのモデルについて解説する。 
10 回  誤差 

準備学習 1 回  シラバスを読み、講義の概要を理解しておくこと。知能についてインター
ネット等で調べておくこと。 
2 回  第１回配布資料を復習し、脳とコンピュータの違いについて調べておく
こと。 
3 回  細胞がどんな構造をしており、どんな機能を持っているか調べておくこ
と。 
4 回  神経系の構成と機能について調べておくこと 
5 回  第４回の配布資料を復習し、神経細胞の構造と機能を理解しておくこと 
6 回  第５回配布資料を復習し、脳の構造と各部分の機能について理解してお
くこと 
7 回  第６回配布資料を復習し、視覚情報処理の 

 



年度 2014 
授業コード FTR04111 
成績評価 講義中の小テスト(20%)とレポート(10%)と定期試験(70%)で総合的に評価す

る。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜09) 
見出し FTR04111 知能情報処理Ⅱ(再) 
担当教員名 山⽥ 訓 
単位数 2 
教科書 ノートおよびプリント講義 
アクティブラーニング  
キーワード 人⼯知能、エキスパートシステム、ニューラルネットワーク、ファジー制御、遺

伝的アルゴリズム、強化学習、フィードバック誤差学習 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 知能情報処理Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する 
授業形態 講義 
注意備考 パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示す

る。 
シラバスコード FTR04111 
実務経験のある教員  
達成目標 知能情報処理のいくつかの方式（人⼯知能（特にエキスパートシステム）、誤差逆

伝播法、連想記憶、ファジー制御、遺伝的アルゴリズム）の原理と特徴を理解す
ること。制御学習のいくつかの方式（強化学習とフィードバック誤差学習）の原
理と特徴を理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 担当：山⽥訓 研究室：２０号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Intelligent Information Processing II 
関連科目 知能情報処理、プログラミング演習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 脳で行われている知能的な情報処理を実現するための様々な方式（人⼯知能（特

にエキスパートシステム）、誤差逆伝播学習、連想記憶、ファジー制御、遺伝的ア
ルゴリズム等）及びロボットの制御学習（強化学習、フィードバック誤差学習）
など、知能情報処理の具体例について学習する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  知能情報処理の概略を解説する。 
2 回  誤差逆伝搬法のプログラミングについて復習する。 
3 回 人⼯知能(AI)の原理について解説する。 
4 回   人⼯知能(AI)の応用例について解説する。 
5 回  ファジー制御の原理について解説する。 
6 回  ファジー制御の応用例について解説する。 
7 回  遺伝的アルゴリズムの原理について解説する。 
8 回  遺伝的アルゴリズムの応用例について解説する。 
9 回 遺伝的アルゴリズムのプログラミングについて解説する。 
10 回  強化学習の原理について解説する。 
11 回 

準備学習 1 回  知能情報処理の配布資料を復習し、脳とコンピュータの情報処理の違い
を再確認すること。シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  知能情報処理の第１１回から第１３回の配布資料を復習し、誤差逆伝搬
法の原理とアルゴリズムを再確認すること。 
3 回  人⼯知能についてインターネットなどで調べ、これまでに人⼯知能とし
てどんな研究が行われたか調べておくこと。 
4 回  第３回配布資料を復習し、人⼯知能の考え方を理解しておくこと。 
5 回  第３回、第４回の配布資料をまとめ、人⼯知能に関するレポート（ 

 



年度 2014 
授業コード FTR0411P 
成績評価 講義中の小テスト(20%)とレポート(10%)と定期試験(70%)で総合的に評価す

る。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0411P 知能情報処理Ⅱ(再) 
担当教員名 山⽥ 訓 
単位数 2 
教科書 ノートおよびプリント講義 
アクティブラーニング  
キーワード 人⼯知能、エキスパートシステム、ニューラルネットワーク、ファジー制御、遺

伝的アルゴリズム、強化学習、フィードバック誤差学習 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 知能情報処理Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する 
授業形態 講義 
注意備考 パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示す

る。 
シラバスコード FTR0411P 
実務経験のある教員  
達成目標 知能情報処理のいくつかの方式（人⼯知能（特にエキスパートシステム）、誤差逆

伝播法、連想記憶、ファジー制御、遺伝的アルゴリズム）の原理と特徴を理解す
ること。制御学習のいくつかの方式（強化学習とフィードバック誤差学習）の原
理と特徴を理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 担当：山⽥訓 研究室：２０号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Intelligent Information Processing II 
関連科目 知能情報処理、プログラミング演習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 脳で行われている知能的な情報処理を実現するための様々な方式（人⼯知能（特

にエキスパートシステム）、誤差逆伝播学習、連想記憶、ファジー制御、遺伝的ア
ルゴリズム等）及びロボットの制御学習（強化学習、フィードバック誤差学習）
など、知能情報処理の具体例について学習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  知能情報処理の概略を解説する。 
2 回  誤差逆伝搬法のプログラミングについて復習する。 
3 回 人⼯知能(AI)の原理について解説する。 
4 回   人⼯知能(AI)の応用例について解説する。 
5 回  ファジー制御の原理について解説する。 
6 回  ファジー制御の応用例について解説する。 
7 回  遺伝的アルゴリズムの原理について解説する。 
8 回  遺伝的アルゴリズムの応用例について解説する。 
9 回 遺伝的アルゴリズムのプログラミングについて解説する。 
10 回  強化学習の原理について解説する。 
11 回 

準備学習 1 回  知能情報処理の配布資料を復習し、脳とコンピュータの情報処理の違い
を再確認すること。シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  知能情報処理の第１１回から第１３回の配布資料を復習し、誤差逆伝搬
法の原理とアルゴリズムを再確認すること。 
3 回  人⼯知能についてインターネットなどで調べ、これまでに人⼯知能とし
てどんな研究が行われたか調べておくこと。 
4 回  第３回配布資料を復習し、人⼯知能の考え方を理解しておくこと。 
5 回  第３回、第４回の配布資料をまとめ、人⼯知能に関するレポート（ 

 



年度 2014 
授業コード FTR04211 
成績評価 毎回のレポート（100%） 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜09) 
見出し FTR04211 画像処理⼯学(再) 
担当教員名 綴⽊ 馴 
単位数 2 
教科書 特になし（自作のテキストをＷＥＢ上で配布） 
アクティブラーニング  
キーワード ヒストグラム，平坦化，ランダムノイズ，メディアンフィルタ，平滑化フィルタ，

自己組織化マップ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 画像処理⼯学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし． 
授業形態 講義 
注意備考 無断欠席は一切認めない．プログラミング演習と数値計算法の単位が修得済みで

あり，十分理解していること．講義で情報処理センター実習室のパソコンを利用
する。 

シラバスコード FTR04211 
実務経験のある教員  
達成目標 画像処理を行う様々なフィルタのｃ言語による構築ができる． 

自己組織化マップを自由自在に使えるようになることができる． 
受講者へのコメント  
連絡先 電子メール juntuzu@are.ous.ac.jp，オフィスアワー随時． 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Engineering for Image Processing 
関連科目 プログラミング演習，数値計算法 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 画像処理を行う様々なフィルタのｃ言語による構築ができるようになること． 

自己組織化マップを習得すること． 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクションをする． 

2 回 画像ファイルを読み込むライブラリの紹介，ｃ言語による画像ファイルの
読み込みをする． 
3 回 画像ファイルの加⼯，画像の縮小拡大をする． 



4 回 ヒストグラムを求めるプログラムの作成をする． 
5 回 平均二乗誤差を求めるプログラムの作成． 
6 回 windows による画像圧縮とのヒストグラムにおける比較をする． 
7 回 ランダムノイズの除去（メディアンフィルタ）をする． 
8 回 画像の二値化によるエッジ検出をする． 
9 回 エッジ検出後の画像修復をする． 
10 回 自己組織化マップ（ 

準備学習 1 回 C 言語の復習をすること． 
2 回 第１回レポートの用意をすること． 
3 回 第２回レポートの用意をすること． 
4 回 第３回レポートの用意をすること． 
5 回 第４回レポートの用意をすること． 
6 回 第５回レポートの用意をすること． 
7 回 第６回レポートの用意をすること． 
8 回 第７回レポートの用意をすること． 
9 回 第８回レポートの用意をすること． 
10 回 第９回レポートの用意をすること． 
11 回 第１０回レポートの用意をすること． 
12 回 第１１回レポートの用意をすること． 
13 回 第１２回レポートの用 

 



年度 2014 
授業コード FTR0421P 
成績評価 毎回のレポート（100%） 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0421P 画像処理⼯学(再) 
担当教員名 綴⽊ 馴 
単位数 2 
教科書 特になし（自作のテキストをＷＥＢ上で配布） 
アクティブラーニング  
キーワード ヒストグラム，平坦化，ランダムノイズ，メディアンフィルタ，平滑化フィルタ，

自己組織化マップ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 画像処理⼯学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし． 
授業形態 講義 
注意備考 無断欠席は一切認めない．プログラミング演習と数値計算法の単位が修得済みで

あり，十分理解していること．講義で情報処理センター実習室のパソコンを利用
する。 

シラバスコード FTR0421P 
実務経験のある教員  
達成目標 画像処理を行う様々なフィルタのｃ言語による構築ができる． 

自己組織化マップを自由自在に使えるようになることができる． 
受講者へのコメント  
連絡先 電子メール juntuzu@are.ous.ac.jp，オフィスアワー随時． 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Engineering for Image Processing 
関連科目 プログラミング演習，数値計算法 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 画像処理を行う様々なフィルタのｃ言語による構築ができるようになること． 

自己組織化マップを習得すること． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクションをする． 

2 回 画像ファイルを読み込むライブラリの紹介，ｃ言語による画像ファイルの
読み込みをする． 
3 回 画像ファイルの加⼯，画像の縮小拡大をする． 



4 回 ヒストグラムを求めるプログラムの作成をする． 
5 回 平均二乗誤差を求めるプログラムの作成． 
6 回 windows による画像圧縮とのヒストグラムにおける比較をする． 
7 回 ランダムノイズの除去（メディアンフィルタ）をする． 
8 回 画像の二値化によるエッジ検出をする． 
9 回 エッジ検出後の画像修復をする． 
10 回 自己組織化マップ（ 

準備学習 1 回 C 言語の復習をすること． 
2 回 第１回レポートの用意をすること． 
3 回 第２回レポートの用意をすること． 
4 回 第３回レポートの用意をすること． 
5 回 第４回レポートの用意をすること． 
6 回 第５回レポートの用意をすること． 
7 回 第６回レポートの用意をすること． 
8 回 第７回レポートの用意をすること． 
9 回 第８回レポートの用意をすること． 
10 回 第９回レポートの用意をすること． 
11 回 第１０回レポートの用意をすること． 
12 回 第１１回レポートの用意をすること． 
13 回 第１２回レポートの用 

 



年度 2014 
授業コード FTR04310 
成績評価 課題への取り組みおよび小テストの結果 40％、定期試験 60%により成績を評価

する。採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。ただし、定期試
験において基準点を設け、得点が 30%未満の場合は不合格とする。また、授業回
数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には試験成績は無効とみなし、評価を E と
する。 

曜日時限 金曜日 9・10 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜13) 
見出し FTR04310 電気電子回路Ⅰ 
担当教員名 松下 尚史 
単位数 2 
教科書 ロボティクスシリーズ(2)電気電子回路−アナログ・ディジタル回路−／杉山進・

⽥中克彦・小⻄聡共著／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード ブール代数、論理式、真理値表、カルノー図、AND、OR、NAND、NOR、フリ

ップフロップ、同期式カウンタ、非同期式カウンタ、レジスタ、演算回路 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 気にしないで質問すればよいと思います 
科目名 電気電子回路Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎からわかる論理回路／松下俊介著／森北出版 

例題で学ぶ論理回路設計／富川武彦著／森北出版 
基礎から学べる論理回路／赤堀寛・速水治夫共著／森北出版 

授業形態 講義 
注意備考 ①関数電卓を持ってくること。②コンピュータリテラシーを受講していることが

望ましい。③試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FTR04310 
実務経験のある教員  
達成目標 ①論理式と真理値表の変換ができること。②論理式の簡単化ができること。

③AND、OR、 
NAND、NOR の機能を理解し、組み合わせ回路を設計することができること。
④フリップフロップの機能と動作原理を理解し、順序回路を設計することができ
ること。⑤カウンタとレジスタの動作を理解し、回路を設計することができるこ
と。 

受講者へのコメント 特になし 
連絡先 （研究室）20 号館 3 階、（電話）086-256-9503、（E-mail）hisashi@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 



英文科目名 Electric Circuits and Electronic Circuit I 
関連科目 電気電子回路Ⅱ、機械創造⼯学Ⅱ、センサ⼯学、アクチュエータ機構学、アミュ

ーズメントコントローラ 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 現在のロボットやメカトロニクス機器は、高度で複雑な動作を実現するためにコ

ンピュータを用いて電子制御されている。電子回路の実際的な設計や製作におい
ては、目的とする回路機能を実現するために、デバイスの機能と特性を知り、効
果的に活用する手法を習得しておくことが大切である。本講義ではブール代数と
ブール関数、組み合わせ回路、順序回路、コンピュータの構成回路について学習
する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ディジタル表示とアナログ表示について解説する。 

2 回 ディジタル回路を理解するための基礎となる記数法について解説する。 
3 回 ブール代数の性質とブール関数の表し方について解説する。 
4 回 論理式と真理値表の変換および論理式の標準形について解説する。 
5 回 論理式の簡単化について解説する。 
6 回 基本論理素子と AND・OR2 段回路および OR・AND2 段回路について解説
する。 
7 回 NAND2 段回路および NOR2 段回路の構成法について解説する。 
8 回 ファンインに制限のある回路および多段回路と多出力回路 

準備学習 1 回 ワンチップ・マイコンを組み込んだ（家電）製品の一つを特定し、コンピュ
ータがどのような制御に用いられているか調べてくること。 
2 回 2 進数の表記法、2 の補数表記の 2 進数演算、2 進化 10 進符号の定義につ
いて調べてくること。 
3 回 ①ブール代数で使う'1'と'0'の意味を調べてくること。 
②AND、OR、NOT の演算方法を調べてくること。 
4 回 ①論理式から真理値表への変換とその逆の変換について調べてくること。 
②主加法標準形と主乗法標準形について調べてくること。 
③論理式の標準形は何の役に立つか考えてく 

 



年度 2014 
授業コード FTR0431P 
成績評価 課題への取り組みおよび小テストの結果 40％、定期試験 60%により成績を評価

する。採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。ただし、定期試
験において基準点を設け、得点が 30%未満の場合は不合格とする。また、授業回
数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には試験成績は無効とみなし、評価を E と
する。 

曜日時限 金曜日 9・10 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0431P 電気電子回路Ⅰ 
担当教員名 松下 尚史 
単位数 2 
教科書 ロボティクスシリーズ(2)電気電子回路−アナログ・ディジタル回路−／杉山進・

⽥中克彦・小⻄聡共著／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード ブール代数、論理式、真理値表、カルノー図、AND、OR、NAND、NOR、フリ

ップフロップ、同期式カウンタ、非同期式カウンタ、レジスタ、演算回路 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気電子回路Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎からわかる論理回路／松下俊介著／森北出版 

例題で学ぶ論理回路設計／富川武彦著／森北出版 
基礎から学べる論理回路／赤堀寛・速水治夫共著／森北出版 

授業形態 講義 
注意備考 ①関数電卓を持ってくること。②コンピュータリテラシーを受講していることが

望ましい。③試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FTR0431P 
実務経験のある教員  
達成目標 ①論理式と真理値表の変換ができること。②論理式の簡単化ができること。

③AND、OR、 
NAND、NOR の機能を理解し、組み合わせ回路を設計することができること。
④フリップフロップの機能と動作原理を理解し、順序回路を設計することができ
ること。⑤カウンタとレジスタの動作を理解し、回路を設計することができるこ
と。 

受講者へのコメント  
連絡先 （研究室）20 号館 3 階、（電話）086-256-9503、（E-mail）hisashi@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Electric Circuits and Electronic Circuit I 
関連科目 電気電子回路Ⅱ、機械創造⼯学Ⅱ、センサ⼯学、アクチュエータ機構学、アミュ

ーズメントコントローラ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現在のロボットやメカトロニクス機器は、高度で複雑な動作を実現するためにコ

ンピュータを用いて電子制御されている。電子回路の実際的な設計や製作におい
ては、目的とする回路機能を実現するために、デバイスの機能と特性を知り、効
果的に活用する手法を習得しておくことが大切である。本講義ではブール代数と
ブール関数、組み合わせ回路、順序回路、コンピュータの構成回路について学習
する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ディジタル表示とアナログ表示について解説する。 

2 回 ディジタル回路を理解するための基礎となる記数法について解説する。 
3 回 ブール代数の性質とブール関数の表し方について解説する。 
4 回 論理式と真理値表の変換および論理式の標準形について解説する。 
5 回 論理式の簡単化について解説する。 
6 回 基本論理素子と AND・OR2 段回路および OR・AND2 段回路について解説
する。 
7 回 NAND2 段回路および NOR2 段回路の構成法について解説する。 
8 回 ファンインに制限のある回路および多段回路と多出力回路 

準備学習 1 回 ワンチップ・マイコンを組み込んだ（家電）製品の一つを特定し、コンピュ
ータがどのような制御に用いられているか調べてくること。 
2 回 2 進数の表記法、2 の補数表記の 2 進数演算、2 進化 10 進符号の定義につ
いて調べてくること。 
3 回 ①ブール代数で使う'1'と'0'の意味を調べてくること。 
②AND、OR、NOT の演算方法を調べてくること。 
4 回 ①論理式から真理値表への変換とその逆の変換について調べてくること。 
②主加法標準形と主乗法標準形について調べてくること。 
③論理式の標準形は何の役に立つか考えてく 

 



年度 2014 
授業コード FTR04410 
成績評価 課題への取り組みおよび小テストの結果（40％）、定期試験（60％）により成績

を評価する。採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。ただし、
定期試験において基準点を設け、得点が 30％未満の場合は不合格とする。また、
授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には試験成績は無効とみなし、評価を
E とする。 

曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科 
見出し FTR04410 電気電子回路Ⅱ(再) 
担当教員名 松下 尚史 
単位数 2 
教科書 ロボティクスシリーズ(2)電気電子回路−アナログ・ディジタル回路−／杉山進・

⽥中克彦・小⻄聡共著／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード pn 接合、接合形トランジスタ、電界効果形トランジスタ（FET）、増幅回路、T

形等価回路、演算増幅回路、能動 RC フィルタ回路 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 電気電子回路Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 アナログ電子回路の基礎／藤井信生著／昭晃堂 

機械系教科書シリーズ 10 機械系の電子回路／高橋晴雄・阪部俊也共著／コロ
ナ社 

授業形態 講義 
注意備考 ①関数電卓を持ってくること。②電磁気学、電気電子回路Ⅰ、応用数学Ⅱを受講

していることが望ましい。③試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験
とする。 

シラバスコード FTR04410 
実務経験のある教員  
達成目標 ①トランジスタの構造と動作原理を説明することができること。②トランジスタ

の基本特性を説明することができること。③トランジスタ増幅回路におけるバイ
アス回路を設計することができること。④トランジスタ増幅回路における電圧増
幅度、電流増幅度を求めることができること。⑤演算増幅回路の機能を理解し、
回路を設計することができること。 

受講者へのコメント 特になし 
連絡先 （研究室）20 号館 3 階、（電話）086-256-9503、（E-mail）hisashi@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 



英文科目名 Electric Circuits and Electronic Circuit II 
関連科目 機械創造⼯学Ⅱ、センサ⼯学、アクチュエータ機構学、制御⼯学Ⅰ、制御⼯学Ⅱ、

アミューズメントコントローラ 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 現在のロボットやメカトロニクス機器は、高度で複雑な動作を実現するためにコ

ンピュータを用いて電子制御されている。電子回路の実際的な設計や製作におい
ては、目的とする回路機能を実現するために、デバイスの機能と特性を知り、効
果的に活用する手法を修得しておくことが大切である。本講義ではトランジスタ
と増幅回路、基本増幅回路、増幅回路の相互接続、増幅回路の周波数特性、負帰
還増幅回路、能動 RC フィルタについて学習する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 一般整流用ダイオードおよび定電圧ダイオードの特性について解説する。 

2 回 ベース接地トランジスタ回路およびエミッタ接地トランジスタ回路の静特
性について解説する。 
3 回 接合形 FET および MOS-FET の動作原理と特性について解説する。 
4 回 トランジスタおよび FET の低周波等価回路（T 形等価回路）について解説
する。 
5 回 h パラメータと T 形等価回路パラメータの関係について解説する。 
6 回 トランジスタの代表的なバイアス回路（固定バイアス回路、電圧帰還バイア
ス回路、電流帰還バイアス回路）の構造と特性に 

準備学習 1 回 真性半導体、n 形半導体、p 形半導体の構造と性質を調べてくること。 
2 回 npn 形トランジスタ、pnp 形トランジスタの構造と動作原理を調べてくる
こと。 
3 回 p チャネル形 FET、n チャネル形 FET の構造を調べてくること。 
4 回 T 形等価回路の構成と回路方程式を調べてくること。 
5 回 h パラメータ等価回路の構成と回路方程式を調べてくること。 
6 回 キルヒホッフの法則を復習してくること。 
7 回 エンハンスメント形 FET とデプレッション形 FET の特性の違いを復習し
てくること。 
8 回 第 6 回目の講義内容を復習 

 



年度 2014 
授業コード FTR0441P 
成績評価 課題への取り組みおよび小テストの結果（40％）、定期試験（60％）により成績

を評価する。採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。ただし、
定期試験において基準点を設け、得点が 30％未満の場合は不合格とする。また、
授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には試験成績は無効とみなし、評価を
E とする。 

曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0441P 電気電子回路Ⅱ(再) 
担当教員名 松下 尚史 
単位数 2 
教科書 ロボティクスシリーズ(2)電気電子回路−アナログ・ディジタル回路−／杉山進・

⽥中克彦・小⻄聡共著／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード pn 接合、接合形トランジスタ、電界効果形トランジスタ（FET）、増幅回路、T

形等価回路、演算増幅回路、能動 RC フィルタ回路 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気電子回路Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 アナログ電子回路の基礎／藤井信生著／昭晃堂 

機械系教科書シリーズ 10 機械系の電子回路／高橋晴雄・阪部俊也共著／コロ
ナ社 

授業形態 講義 
注意備考 ①関数電卓を持ってくること。②電磁気学、電気電子回路Ⅰ、応用数学Ⅱを受講

していることが望ましい。③試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験
とする。 

シラバスコード FTR0441P 
実務経験のある教員  
達成目標 ①トランジスタの構造と動作原理を説明することができること。②トランジスタ

の基本特性を説明することができること。③トランジスタ増幅回路におけるバイ
アス回路を設計することができること。④トランジスタ増幅回路における電圧増
幅度、電流増幅度を求めることができること。⑤演算増幅回路の機能を理解し、
回路を設計することができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 （研究室）20 号館 3 階、（電話）086-256-9503、（E-mail）hisashi@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Electric Circuits and Electronic Circuit II 
関連科目 機械創造⼯学Ⅱ、センサ⼯学、アクチュエータ機構学、制御⼯学Ⅰ、制御⼯学Ⅱ、

アミューズメントコントローラ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現在のロボットやメカトロニクス機器は、高度で複雑な動作を実現するためにコ

ンピュータを用いて電子制御されている。電子回路の実際的な設計や製作におい
ては、目的とする回路機能を実現するために、デバイスの機能と特性を知り、効
果的に活用する手法を修得しておくことが大切である。本講義ではトランジスタ
と増幅回路、基本増幅回路、増幅回路の相互接続、増幅回路の周波数特性、負帰
還増幅回路、能動 RC フィルタについて学習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 一般整流用ダイオードおよび定電圧ダイオードの特性について解説する。 

2 回 ベース接地トランジスタ回路およびエミッタ接地トランジスタ回路の静特
性について解説する。 
3 回 接合形 FET および MOS-FET の動作原理と特性について解説する。 
4 回 トランジスタおよび FET の低周波等価回路（T 形等価回路）について解説
する。 
5 回 h パラメータと T 形等価回路パラメータの関係について解説する。 
6 回 トランジスタの代表的なバイアス回路（固定バイアス回路、電圧帰還バイア
ス回路、電流帰還バイアス回路）の構造と特性に 

準備学習 1 回 真性半導体、n 形半導体、p 形半導体の構造と性質を調べてくること。 
2 回 npn 形トランジスタ、pnp 形トランジスタの構造と動作原理を調べてくる
こと。 
3 回 p チャネル形 FET、n チャネル形 FET の構造を調べてくること。 
4 回 T 形等価回路の構成と回路方程式を調べてくること。 
5 回 h パラメータ等価回路の構成と回路方程式を調べてくること。 
6 回 キルヒホッフの法則を復習してくること。 
7 回 エンハンスメント形 FET とデプレッション形 FET の特性の違いを復習し
てくること。 
8 回 第 6 回目の講義内容を復習 

 



年度 2014 
授業コード FTR04420 
成績評価 課題への取り組みおよび小テストの結果（40％）、定期試験（60％）により成績

を評価する。採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。ただし、
定期試験において基準点を設け、得点が 30％未満の場合は不合格とする。また、
授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には試験成績は無効とみなし、評価を
E とする。 

曜日時限 金曜日 9・10 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜13) 
見出し FTR04420 電気電子回路Ⅱ 
担当教員名 松下 尚史 
単位数 2 
教科書 ロボティクスシリーズ(2)電気電子回路−アナログ・ディジタル回路−／杉山進・

⽥中克彦・小⻄聡共著／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード pn 接合、接合形トランジスタ、電界効果形トランジスタ（FET）、増幅回路、T

形等価回路、演算増幅回路、能動 RC フィルタ回路 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 課題に取り組みことで理解力が高まったのであれば良かったです。中国人はバラ

バラに座らせたほうが良いかもしれませんね 
科目名 電気電子回路Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 アナログ電子回路の基礎／藤井信生著／昭晃堂 

機械系教科書シリーズ 10 機械系の電子回路／高橋晴雄・阪部俊也共著／コロ
ナ社 

授業形態 講義 
注意備考 ①関数電卓を持ってくること。②電磁気学、電気電子回路Ⅰ、応用数学Ⅱを受講

していることが望ましい。③試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験
とする。 

シラバスコード FTR04420 
実務経験のある教員  
達成目標 ①トランジスタの構造と動作原理を説明することができること。②トランジスタ

の基本特性を説明することができること。③トランジスタ増幅回路におけるバイ
アス回路を設計することができること。④トランジスタ増幅回路における電圧増
幅度、電流増幅度を求めることができること。⑤演算増幅回路の機能を理解し、
回路を設計することができること。 

受講者へのコメント 特に問題は見当たりません 
連絡先 （研究室）20 号館 3 階、（電話）086-256-9503、（E-mail）hisashi@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に問題は見当たりません 



英文科目名 Electric Circuits and Electronic Circuit II 
関連科目 機械創造⼯学Ⅱ、センサ⼯学、アクチュエータ機構学、制御⼯学Ⅰ、制御⼯学Ⅱ、

アミューズメントコントローラ 
次回に向けての改善変更予定 特に問題は見当たりません 
講義目的 現在のロボットやメカトロニクス機器は、高度で複雑な動作を実現するためにコ

ンピュータを用いて電子制御されている。電子回路の実際的な設計や製作におい
ては、目的とする回路機能を実現するために、デバイスの機能と特性を知り、効
果的に活用する手法を修得しておくことが大切である。本講義ではトランジスタ
と増幅回路、基本増幅回路、増幅回路の相互接続、増幅回路の周波数特性、負帰
還増幅回路、能動 RC フィルタについて学習する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 一般整流用ダイオードおよび定電圧ダイオードの特性について解説する。 

2 回 ベース接地トランジスタ回路およびエミッタ接地トランジスタ回路の静特
性について解説する。 
3 回 接合形 FET および MOS-FET の動作原理と特性について解説する。 
4 回 トランジスタおよび FET の低周波等価回路（T 形等価回路）について解説
する。 
5 回 h パラメータと T 形等価回路パラメータの関係について解説する。 
6 回 トランジスタの代表的なバイアス回路（固定バイアス回路、電圧帰還バイア
ス回路、電流帰還バイアス回路）の構造と特性に 

準備学習 1 回 真性半導体、n 形半導体、p 形半導体の構造と性質を調べてくること。 
2 回 npn 形トランジスタ、pnp 形トランジスタの構造と動作原理を調べてくる
こと。 
3 回 p チャネル形 FET、n チャネル形 FET の構造を調べてくること。 
4 回 T 形等価回路の構成と回路方程式を調べてくること。 
5 回 h パラメータ等価回路の構成と回路方程式を調べてくること。 
6 回 キルヒホッフの法則を復習してくること。 
7 回 エンハンスメント形 FET とデプレッション形 FET の特性の違いを復習し
てくること。 
8 回 第 6 回目の講義内容を復習 

 



年度 2014 
授業コード FTR0442P 
成績評価 課題への取り組みおよび小テストの結果（40％）、定期試験（60％）により成績

を評価する。採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。ただし、
定期試験において基準点を設け、得点が 30％未満の場合は不合格とする。また、
授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には試験成績は無効とみなし、評価を
E とする。 

曜日時限 金曜日 9・10 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0442P 電気電子回路Ⅱ 
担当教員名 松下 尚史 
単位数 2 
教科書 ロボティクスシリーズ(2)電気電子回路−アナログ・ディジタル回路−／杉山進・

⽥中克彦・小⻄聡共著／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード pn 接合、接合形トランジスタ、電界効果形トランジスタ（FET）、増幅回路、T

形等価回路、演算増幅回路、能動 RC フィルタ回路 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気電子回路Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 アナログ電子回路の基礎／藤井信生著／昭晃堂 

機械系教科書シリーズ 10 機械系の電子回路／高橋晴雄・阪部俊也共著／コロ
ナ社 

授業形態 講義 
注意備考 ①関数電卓を持ってくること。②電磁気学、電気電子回路Ⅰ、応用数学Ⅱを受講

していることが望ましい。③試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験
とする。 

シラバスコード FTR0442P 
実務経験のある教員  
達成目標 ①トランジスタの構造と動作原理を説明することができること。②トランジスタ

の基本特性を説明することができること。③トランジスタ増幅回路におけるバイ
アス回路を設計することができること。④トランジスタ増幅回路における電圧増
幅度、電流増幅度を求めることができること。⑤演算増幅回路の機能を理解し、
回路を設計することができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 （研究室）20 号館 3 階、（電話）086-256-9503、（E-mail）hisashi@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Electric Circuits and Electronic Circuit II 
関連科目 機械創造⼯学Ⅱ、センサ⼯学、アクチュエータ機構学、制御⼯学Ⅰ、制御⼯学Ⅱ、

アミューズメントコントローラ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現在のロボットやメカトロニクス機器は、高度で複雑な動作を実現するためにコ

ンピュータを用いて電子制御されている。電子回路の実際的な設計や製作におい
ては、目的とする回路機能を実現するために、デバイスの機能と特性を知り、効
果的に活用する手法を修得しておくことが大切である。本講義ではトランジスタ
と増幅回路、基本増幅回路、増幅回路の相互接続、増幅回路の周波数特性、負帰
還増幅回路、能動 RC フィルタについて学習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 一般整流用ダイオードおよび定電圧ダイオードの特性について解説する。 

2 回 ベース接地トランジスタ回路およびエミッタ接地トランジスタ回路の静特
性について解説する。 
3 回 接合形 FET および MOS-FET の動作原理と特性について解説する。 
4 回 トランジスタおよび FET の低周波等価回路（T 形等価回路）について解説
する。 
5 回 h パラメータと T 形等価回路パラメータの関係について解説する。 
6 回 トランジスタの代表的なバイアス回路（固定バイアス回路、電圧帰還バイア
ス回路、電流帰還バイアス回路）の構造と特性に 

準備学習 1 回 真性半導体、n 形半導体、p 形半導体の構造と性質を調べてくること。 
2 回 npn 形トランジスタ、pnp 形トランジスタの構造と動作原理を調べてくる
こと。 
3 回 p チャネル形 FET、n チャネル形 FET の構造を調べてくること。 
4 回 T 形等価回路の構成と回路方程式を調べてくること。 
5 回 h パラメータ等価回路の構成と回路方程式を調べてくること。 
6 回 キルヒホッフの法則を復習してくること。 
7 回 エンハンスメント形 FET とデプレッション形 FET の特性の違いを復習し
てくること。 
8 回 第 6 回目の講義内容を復習 

 



年度 2014 
授業コード FTR04510 
成績評価 定期試験（40%）、中間試験（40%）、レポート・課題（20%）により評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜12) 
見出し FTR04510 センサ⼯学 
担当教員名 久野 弘明 
単位数 2 
教科書 センサの基本と実用回路／中沢信明、松井利一、山⽥功／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード センサ、ノイズ対策、信号処理、オペアンプ、トランジスタ、論理回路 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 Q.映像がわかりやすい。A.もっと映像を取り入れてよりわかりやすく⼯夫しま

す。 
科目名 センサ⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 図解 センサ⼯学概論／佐藤一郎／日本理⼯出版会 
授業形態 講義 
注意備考 パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示す

る。 
シラバスコード FTR04510 
実務経験のある教員  
達成目標 １）センサの原理と概念を学び、計測器の基本構成を理解する。２）測定値のも

つ不確かさを少なくするために、計測における誤差および雑音の影響を除去する
方法の基本を学ぶ。３）代表的なセンシング方法を学ぶ。 

受講者へのコメント 授業時間外の学習時間が少ないように感じます。宿題などの指示された課題だけ
をこなすのではなく，興味や疑問を持ったことは書籍やインターネットで調べ
て，より多くの知識や技術を身につけてください。 

連絡先 ６号館４階 久野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ［Ａ］授業に対するあなたの取り組み：出席状況は概ね良好です。授業時間外の
学習時間が少なく，宿題などの指示された課題のみに取り組んだ学生が多いよう
です。 ［Ｂ］この授業におけるあなたの成⻑：この分野への理解の深まり，興
味・関⼼の高まりが見られました。 ［Ｃ］総合評価：目標達成度（できた＋だい
たいできた）：82.8% ／ 教員の意欲（感じられた＋少し感じられた）：91.4% 
／ 満足度（満足＋ほぼ満足）：88.6% 以上により，概ね良好な講義ができてい
ると考えます。 

英文科目名 Sensing Engineering 
関連科目 数学Ⅰ・Ⅱ、力学 Ⅰ・Ⅱ、材料力学Ⅰ 、電磁気学、電気電子回路Ⅰ、制御⼯学



Ⅰ、人間⼯学Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 1 回の授業で扱う量を⼯夫します。⿊板やプロジェクタをもっと利用するよう⼯

夫します。 
講義目的 メカトロニクス、ロボティクス、人間⼯学の関連技術を福祉機器の改良や知能機

械の開発などに適用するためには、各種センサを利用したセンシング技術の導入
がまず必要となる。この講義では、代表的なセンサの原理とセンシングの考え方
の理解を学習目標と定める。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  センサの概略とノイズ対策について説明する。 

2 回  センサ信号のディジタル変換について説明する。 
3 回  統計的データ処理・信号処理について説明する。 
4 回  オペアンプについて説明する。 
5 回  トランジスタについて説明する。 
6 回  論理回路の基礎について説明する。 
7 回  論理回路の応用について説明する。 
8 回  これまでのまとめを行い、中間試験をする。 
9 回  力センサの基礎について説明する。 
10 回  力センサの応用について説明する。 
11 回  加速度センサの基礎について説明する。 
12 

準備学習 1 回  どのようなセンサがあるか調べておくこと。 
2 回  サンプリング、量子化、AD 変換について調べておくこと。 
3 回  測定誤差、最小二乗法、フーリエ変換について調べておくこと。 
4 回  オペアンプについて調べておくこと。 
5 回  トランジスタについて調べておくこと。 
6 回  論理回路について調べておくこと。 
7 回  論理回路について調べておくこと。 
8 回  講義内容を復習をしておくこと。 
9 回  力センサについて調べておくこと。 
10 回  力センサについて調べておくこと。 
11 回  加速度センサについ 

 



年度 2014 
授業コード FTR0451P 
成績評価 定期試験（40%）、中間試験（40%）、レポート・課題（20%）により評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0451P センサ⼯学 
担当教員名 久野 弘明 
単位数 2 
教科書 センサの基本と実用回路／中沢信明、松井利一、山⽥功／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード センサ、ノイズ対策、信号処理、オペアンプ、トランジスタ、論理回路 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 センサ⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 図解 センサ⼯学概論／佐藤一郎／日本理⼯出版会 
授業形態 講義 
注意備考 パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示す

る。 
シラバスコード FTR0451P 
実務経験のある教員  
達成目標 １）センサの原理と概念を学び、計測器の基本構成を理解する。２）測定値のも

つ不確かさを少なくするために、計測における誤差および雑音の影響を除去する
方法の基本を学ぶ。３）代表的なセンシング方法を学ぶ。 

受講者へのコメント  
連絡先 ６号館４階 久野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Sensing Engineering 
関連科目 数学Ⅰ・Ⅱ、力学 Ⅰ・Ⅱ、材料力学Ⅰ 、電磁気学、電気電子回路Ⅰ、制御⼯学

Ⅰ、人間⼯学Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 メカトロニクス、ロボティクス、人間⼯学の関連技術を福祉機器の改良や知能機

械の開発などに適用するためには、各種センサを利用したセンシング技術の導入
がまず必要となる。この講義では、代表的なセンサの原理とセンシングの考え方
の理解を学習目標と定める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  センサの概略とノイズ対策について説明する。 

2 回  センサ信号のディジタル変換について説明する。 



3 回  統計的データ処理・信号処理について説明する。 
4 回  オペアンプについて説明する。 
5 回  トランジスタについて説明する。 
6 回  論理回路の基礎について説明する。 
7 回  論理回路の応用について説明する。 
8 回  これまでのまとめを行い、中間試験をする。 
9 回  力センサの基礎について説明する。 
10 回  力センサの応用について説明する。 
11 回  加速度センサの基礎について説明する。 
12 

準備学習 1 回  どのようなセンサがあるか調べておくこと。 
2 回  サンプリング、量子化、AD 変換について調べておくこと。 
3 回  測定誤差、最小二乗法、フーリエ変換について調べておくこと。 
4 回  オペアンプについて調べておくこと。 
5 回  トランジスタについて調べておくこと。 
6 回  論理回路について調べておくこと。 
7 回  論理回路について調べておくこと。 
8 回  講義内容を復習をしておくこと。 
9 回  力センサについて調べておくこと。 
10 回  力センサについて調べておくこと。 
11 回  加速度センサについ 

 



年度 2014 
授業コード FTR04610 
成績評価 定期試験（７０％）、レポート（３０％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜12) 
見出し FTR04610 アクチュエータ機構学 
担当教員名 堂⽥ 周治郎 
単位数 2 
教科書 新世代⼯学シリーズ メカトロニクス／高森 年編／オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード メカトロニクス、サーボシステム、機械伝達機構、機械系のインピーダンスマッ

チング、電気アクチュエータ、油圧アクチュエータ、空気圧アクチュエータ、ア
ンプ、制御弁、駆動回路とその制御法 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「問題を解く時間をとって欲しい」 

(回答) 
時間が足りない学生もいるようなのでもう少し多くとりたい。 

科目名 アクチュエータ機構学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 アクチュエータの駆動と制御／武藤高義／コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 授業に集中し、授業毎の内容を理解していくこと。関数電卓はいつも持参するこ

と。講義ノートの提出を求める。パソコンを使用して、パワーポイント等電子教
材をプロジェクタで提示する。 

シラバスコード FTR04610 
実務経験のある教員  
達成目標 メカトロニクス、アクチュエータ、センサについて説明できること。電気式、油

圧式、空気圧式アクチュエータの種類、特徴（⻑所、短所）が説明できる。機械
伝達機構、各種アクチュエータの構造・動作原理、基礎式、アクチュエータ駆動
回路とその制御法が説明できること。油圧システムや空気圧システムの構成や具
体例が説明できること。 

受講者へのコメント ・授業時間外の学習時間を増やしてほしい。 
・講義中にあてることが多いが多数の学生は答えることができる。 

連絡先 ２０号館３階 堂⽥研究室 電話：086-256-9564 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]1)授業への取り組み：欠席０（57%）、2)授業時間外の学習時間数 30 分程度
（32%）、２時間程度（25%）、3)指示された課題に取り組んだ（79％） 
[B]あなたの成⻑：理解が深まった（86%）、興味・関⼼が高まった（39%） 
[C]5)総合評価：目標が達成できた（54%）、6)教員の意欲が感じられた（82%）
7)授業に満足した（68%） 



[E]考慮する点：8)授業の手法、特にない（96%）、9)授業の進行と教材の提示、
特にない（96%） （所見）この分野への理解が深まったようである。 

英文科目名 Mechanism of Actuator 
関連科目 物理学、力学、電磁気学、電気電子回路、センサ⼯学、材料⼯学、流体力学、制

御⼯学、ロボット運動学、機械創造⼯学、知能情報処理、人間⼯学、生活支援⼯
学、知能機械⼯学実験 

次回に向けての改善変更予定 最後の小問題を解く時間を考慮する。 
講義目的 制御システムに必要な機器として、センサ、コントローラ（コンピュータ）、アク

チュエータ、インターフェースがある。この講義ではモータなどのアクチュエー
タとサーボ弁などの駆動器に重点を置きメカトロニクス制御に必要な制御機器
や機構について学ぶことを目的とする。時々、講義の後半で演習問題を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 メカトロニクスとその特徴について説明する。 

2 回 サーボシステムとアクチュエータについて説明する。 
3 回 アクチュエータ概論について説明する。 
4 回 各種アクチュエータの基本動作原理と基礎式１について説明する。 
5 回 各種アクチュエータの基本動作原理と基礎式２について説明する。 
6 回 機械伝達機構１（⻭車、⻭車減速機構、ボールねじ機構）について説明する。 
7 回 機械伝達機構２ （プーリ・ベルト機構、その他）について説明する。 
8 回 機械系のインピーダンスマッチングについて説明する。 
9 回 電気アクチ 

準備学習 1 回 教科書の第２章を読み、メカトロニクスについて予習すること。 
2 回 サーボシステムとは何かについて予習しておくこと。 
3 回 電気式、油圧式、空気圧式アクチュエータの⻑所、短所を調べておくこと。 
4 回 ＤＣモータとＡＣモータの原理について予習しておくこと。 
5 回 油圧シリンダと油圧モータの原理と基礎式について予習しておくこと。 
6 回 ⻭車減速機構やボールねじ機構について予習しておくこと。 
7 回 プーリ・ベルト機構やラックピニオン機構について予習しておくこと。 
8 回 機械系のインピーダンスとは何かについて 

 



年度 2014 
授業コード FTR04611 
成績評価 定期試験（７０％）、レポート（３０％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜09) 
見出し FTR04611 アクチュエータ機構学(再) 
担当教員名 堂⽥ 周治郎 
単位数 2 
教科書 新世代⼯学シリーズ メカトロニクス／高森 年編／オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード メカトロニクス、サーボシステム、機械伝達機構、機械系のインピーダンスマッ

チング、電気アクチュエータ、油圧アクチュエータ、空気圧アクチュエータ、ア
ンプ、制御弁、駆動回路とその制御法 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 アクチュエータ機構学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 アクチュエータの駆動と制御／武藤高義／コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 授業に集中し、授業毎の内容を理解していくこと。関数電卓はいつも持参するこ

と。講義ノートの提出を求める。パソコンを使用して、パワーポイント等電子教
材をプロジェクタで提示する。 

シラバスコード FTR04611 
実務経験のある教員  
達成目標 メカトロニクス、アクチュエータ、センサについて説明できること。電気式、油

圧式、空気圧式アクチュエータの種類、特徴（⻑所、短所）が説明できる。機械
伝達機構、各種アクチュエータの構造・動作原理、基礎式、アクチュエータ駆動
回路とその制御法が説明できること。油圧システムや空気圧システムの構成や具
体例が説明できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館３階 堂⽥研究室 電話：086-256-9564 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mechanism of Actuator 
関連科目 物理学、力学、電磁気学、電気電子回路、センサ⼯学、材料⼯学、流体力学、制

御⼯学、ロボット運動学、機械創造⼯学、知能情報処理、人間⼯学、生活支援⼯
学、知能機械⼯学実験 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 制御システムに必要な機器として、センサ、コントローラ（コンピュータ）、アク



チュエータ、インターフェースがある。この講義ではモータなどのアクチュエー
タとサーボ弁などの駆動器に重点を置きメカトロニクス制御に必要な制御機器
や機構について学ぶことを目的とする。時々、講義の後半で演習問題を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 メカトロニクスとその特徴について説明する。 

2 回 サーボシステムとアクチュエータについて説明する。 
3 回 アクチュエータ概論について説明する。 
4 回 各種アクチュエータの基本動作原理と基礎式１について説明する。 
5 回 各種アクチュエータの基本動作原理と基礎式２について説明する。 
6 回 機械伝達機構１（⻭車、⻭車減速機構、ボールねじ機構）について説明する。 
7 回 機械伝達機構２ （プーリ・ベルト機構、その他）について説明する。 
8 回 機械系のインピーダンスマッチングについて説明する。 
9 回 電気アクチ 

準備学習 1 回 教科書の第２章を読み、メカトロニクスについて予習すること。 
2 回 サーボシステムとは何かについて予習しておくこと。 
3 回 電気式、油圧式、空気圧式アクチュエータの⻑所、短所を調べておくこと。 
4 回 ＤＣモータとＡＣモータの原理について予習しておくこと。 
5 回 油圧シリンダと油圧モータの原理と基礎式について予習しておくこと。 
6 回 ⻭車減速機構やボールねじ機構について予習しておくこと。 
7 回 プーリ・ベルト機構やラックピニオン機構について予習しておくこと。 
8 回 機械系のインピーダンスとは何かについて 

 



年度 2014 
授業コード FTR0461P 
成績評価 定期試験（７０％）、レポート（３０％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0461P アクチュエータ機構学 
担当教員名 堂⽥ 周治郎 
単位数 2 
教科書 新世代⼯学シリーズ メカトロニクス／高森 年編／オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード メカトロニクス、サーボシステム、機械伝達機構、機械系のインピーダンスマッ

チング、電気アクチュエータ、油圧アクチュエータ、空気圧アクチュエータ、ア
ンプ、制御弁、駆動回路とその制御法 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 アクチュエータ機構学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 アクチュエータの駆動と制御／武藤高義／コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 授業に集中し、授業毎の内容を理解していくこと。関数電卓はいつも持参するこ

と。講義ノートの提出を求める。パソコンを使用して、パワーポイント等電子教
材をプロジェクタで提示する。 

シラバスコード FTR0461P 
実務経験のある教員  
達成目標 メカトロニクス、アクチュエータ、センサについて説明できること。電気式、油

圧式、空気圧式アクチュエータの種類、特徴（⻑所、短所）が説明できる。機械
伝達機構、各種アクチュエータの構造・動作原理、基礎式、アクチュエータ駆動
回路とその制御法が説明できること。油圧システムや空気圧システムの構成や具
体例が説明できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館３階 堂⽥研究室 電話：086-256-9564 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mechanism of Actuator 
関連科目 物理学、力学、電磁気学、電気電子回路、センサ⼯学、材料⼯学、流体力学、制

御⼯学、ロボット運動学、機械創造⼯学、知能情報処理、人間⼯学、生活支援⼯
学、知能機械⼯学実験 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 制御システムに必要な機器として、センサ、コントローラ（コンピュータ）、アク



チュエータ、インターフェースがある。この講義ではモータなどのアクチュエー
タとサーボ弁などの駆動器に重点を置きメカトロニクス制御に必要な制御機器
や機構について学ぶことを目的とする。時々、講義の後半で演習問題を行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 メカトロニクスとその特徴について説明する。 

2 回 サーボシステムとアクチュエータについて説明する。 
3 回 アクチュエータ概論について説明する。 
4 回 各種アクチュエータの基本動作原理と基礎式１について説明する。 
5 回 各種アクチュエータの基本動作原理と基礎式２について説明する。 
6 回 機械伝達機構１（⻭車、⻭車減速機構、ボールねじ機構）について説明する。 
7 回 機械伝達機構２ （プーリ・ベルト機構、その他）について説明する。 
8 回 機械系のインピーダンスマッチングについて説明する。 
9 回 電気アクチ 

準備学習 1 回 教科書の第２章を読み、メカトロニクスについて予習すること。 
2 回 サーボシステムとは何かについて予習しておくこと。 
3 回 電気式、油圧式、空気圧式アクチュエータの⻑所、短所を調べておくこと。 
4 回 ＤＣモータとＡＣモータの原理について予習しておくこと。 
5 回 油圧シリンダと油圧モータの原理と基礎式について予習しておくこと。 
6 回 ⻭車減速機構やボールねじ機構について予習しておくこと。 
7 回 プーリ・ベルト機構やラックピニオン機構について予習しておくこと。 
8 回 機械系のインピーダンスとは何かについて 

 



年度 2014 
授業コード FTR04711 
成績評価 中間試験（40%）、定期試験（40%）、レポート・課題（20%）により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜09) 
見出し FTR04711 人間⼯学Ⅰ(再) 
担当教員名 久野 弘明 
単位数 2 
教科書 エンジニアのための人間⼯学／横溝克己・小松原明哲／日本出版サービス／978-

4-889221244 
アクティブラーニング  
キーワード 人間⼯学、マンーマシンシステム、人間の仕組みと特性、表示器 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 人間⼯学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 暮らしの中の人間⼯学／小原二郎／実教出版 
授業形態 講義 
注意備考 パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示す

る。 
シラバスコード FTR04711 
実務経験のある教員  
達成目標 機器・システムの設計のあり方と計測・評価方法等に関する基本的な考え方につ

いて理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ６号館４階 久野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Human Factors and Ergonomics I 
関連科目 生活支援⼯学、ユニバーサルデザイン I、ヒューマンインターフェース 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械設計に関係する人間⼯学として、高齢者・障害者までを含めた人間の特性を

機械システムの中で捉えて、その特性に関する基礎的な知識を習得する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  人間⼯学について説明する。 

2 回  人間⼯学の考え方について説明する。 
3 回  マン−マシンシステムと人間⼯学について説明する。 
4 回  人間の仕組みと特性について説明する。 
5 回  表示器（視覚）について説明する。 



6 回  表示器（聴覚）について説明する。 
7 回  表示器（触覚）について説明する。 
8 回  これまでのまとめを行い、中間試験をする。 
9 回  操作器について説明する。 
10 回  マン−マシンシステムと人間との空間的位置関係について説明する。 
11 回  スピード・ソフトウェアについて説 

準備学習 1 回  人間⼯学について調べておくこと。 
2 回  人間⼯学について調べておくこと。 
3 回  マンーマシンシステムについて調べておくこと。 
4 回  人間のからだの構造について調べておくこと。 
5 回  視覚表示器について、どのようなものがあるか調べておくこと。 
6 回  聴覚表示器について、どのようなものがあるかで調べておくこと。 
7 回  触覚表示器について、どのようなものがあるか調べておくこと。 
8 回  これまでの講義内容を復習しておくこと。 
9 回  操作器について、どのようなものがあるか調べておくこと。 
1 

 



年度 2014 
授業コード FTR0471P 
成績評価 中間試験（40%）、定期試験（40%）、レポート・課題（20%）により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0471P 人間⼯学Ⅰ(再) 
担当教員名 久野 弘明 
単位数 2 
教科書 エンジニアのための人間⼯学／横溝克己・小松原明哲／日本出版サービス／978-

4-889221244 
アクティブラーニング  
キーワード 人間⼯学、マンーマシンシステム、人間の仕組みと特性、表示器 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 人間⼯学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 暮らしの中の人間⼯学／小原二郎／実教出版 
授業形態 講義 
注意備考 パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示す

る。 
シラバスコード FTR0471P 
実務経験のある教員  
達成目標 機器・システムの設計のあり方と計測・評価方法等に関する基本的な考え方につ

いて理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ６号館４階 久野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Human Factors and Ergonomics I 
関連科目 生活支援⼯学、ユニバーサルデザイン I、ヒューマンインターフェース 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械設計に関係する人間⼯学として、高齢者・障害者までを含めた人間の特性を

機械システムの中で捉えて、その特性に関する基礎的な知識を習得する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  人間⼯学について説明する。 

2 回  人間⼯学の考え方について説明する。 
3 回  マン−マシンシステムと人間⼯学について説明する。 
4 回  人間の仕組みと特性について説明する。 
5 回  表示器（視覚）について説明する。 



6 回  表示器（聴覚）について説明する。 
7 回  表示器（触覚）について説明する。 
8 回  これまでのまとめを行い、中間試験をする。 
9 回  操作器について説明する。 
10 回  マン−マシンシステムと人間との空間的位置関係について説明する。 
11 回  スピード・ソフトウェアについて説 

準備学習 1 回  人間⼯学について調べておくこと。 
2 回  人間⼯学について調べておくこと。 
3 回  マンーマシンシステムについて調べておくこと。 
4 回  人間のからだの構造について調べておくこと。 
5 回  視覚表示器について、どのようなものがあるか調べておくこと。 
6 回  聴覚表示器について、どのようなものがあるかで調べておくこと。 
7 回  触覚表示器について、どのようなものがあるか調べておくこと。 
8 回  これまでの講義内容を復習しておくこと。 
9 回  操作器について、どのようなものがあるか調べておくこと。 
1 

 



年度 2014 
授業コード FTR04810 
成績評価 中間試験（45%）、定期試験（45%）、レポート・課題（10%）により評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜09) 
見出し FTR04810 人間⼯学Ⅱ(再) 
担当教員名 久野 弘明 
単位数 2 
教科書 エンジニアのための人間⼯学／横溝克己・小松原明哲著／日本出版サービス 
アクティブラーニング  
キーワード 人間⼯学、漏洩物、物理的環境、ユニバーサルデザイン、統計 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 受講者なし 
科目名 人間⼯学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 暮らしの中の人間⼯学／小原二郎／実教出版 
授業形態 講義 
注意備考 パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示す

る。 
シラバスコード FTR04810 
実務経験のある教員  
達成目標 機器・システムの設計のあり方と計測・評価方法等に関する基本的な考え方につ

いて理解する。 
受講者へのコメント 受講者なし 
連絡先 ６号館４階 久野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者なし 
英文科目名 Human Factors and Ergonomics II 
関連科目 人間⼯学 I、生活支援⼯学、ユニバーサルデザイン I、ヒューマンインターフェー

ス 
次回に向けての改善変更予定 受講者なし 
講義目的 機械設計に関係する人間⼯学として、高齢者・障害者までを含めた人間の特性を

機械システムの中で捉えて、その特性に関する基礎的な知識を習得する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  形状・寸法・重量について説明する。 

2 回  スピードについて説明する。 
3 回  ソフトウェアについて説明する。 
4 回  漏洩物について説明する。 
5 回  物理的環境 I（情報の受け取りを妨害する環境）について説明する。 



6 回  物理的環境 II（オペレータに不快感を与える環境）について説明する。 
7 回  これまでのまとめを行い、中間試験をする。 
8 回  個人差・個人内変動とその対応について説明する。 
9 回  ユニバーサルデザイン（高齢者）について説明する。 
10 回  ユニバーサルデザイン（障がい者）に 

準備学習 1 回  身の回りにある道具の形状・寸法・重量をよく見ておくこと。 
2 回  携帯電話やＡＴＭなどの情報の表示速度をよく見ておくこと。 
3 回  パソコンのソフトウェアをよく見ておくこと。 
4 回  身の回りの機械や電化製品から漏洩する有害なものについて考えておく
こと。 
5 回  講義室や⼯場など人がいろいろな作業をする空間の温度・湿度・証明環境
をよく見ておくこと。 
6 回  講義室や⼯場など人がいろいろな作業をする空間の温度・湿度・証明環境
をよく見ておくこと 
7 回  講義内容を復習しておくこと。 
8 回  個人差につ 

 



年度 2014 
授業コード FTR0481P 
成績評価 中間試験（45%）、定期試験（45%）、レポート・課題（10%）により評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0481P 人間⼯学Ⅱ(再) 
担当教員名 久野 弘明 
単位数 2 
教科書 エンジニアのための人間⼯学／横溝克己・小松原明哲著／日本出版サービス 
アクティブラーニング  
キーワード 人間⼯学、漏洩物、物理的環境、ユニバーサルデザイン、統計 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 人間⼯学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 暮らしの中の人間⼯学／小原二郎／実教出版 
授業形態 講義 
注意備考 パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示す

る。 
シラバスコード FTR0481P 
実務経験のある教員  
達成目標 機器・システムの設計のあり方と計測・評価方法等に関する基本的な考え方につ

いて理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ６号館４階 久野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Human Factors and Ergonomics II 
関連科目 人間⼯学 I、生活支援⼯学、ユニバーサルデザイン I、ヒューマンインターフェー

ス 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械設計に関係する人間⼯学として、高齢者・障害者までを含めた人間の特性を

機械システムの中で捉えて、その特性に関する基礎的な知識を習得する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  形状・寸法・重量について説明する。 

2 回  スピードについて説明する。 
3 回  ソフトウェアについて説明する。 
4 回  漏洩物について説明する。 
5 回  物理的環境 I（情報の受け取りを妨害する環境）について説明する。 



6 回  物理的環境 II（オペレータに不快感を与える環境）について説明する。 
7 回  これまでのまとめを行い、中間試験をする。 
8 回  個人差・個人内変動とその対応について説明する。 
9 回  ユニバーサルデザイン（高齢者）について説明する。 
10 回  ユニバーサルデザイン（障がい者）に 

準備学習 1 回  身の回りにある道具の形状・寸法・重量をよく見ておくこと。 
2 回  携帯電話やＡＴＭなどの情報の表示速度をよく見ておくこと。 
3 回  パソコンのソフトウェアをよく見ておくこと。 
4 回  身の回りの機械や電化製品から漏洩する有害なものについて考えておく
こと。 
5 回  講義室や⼯場など人がいろいろな作業をする空間の温度・湿度・証明環境
をよく見ておくこと。 
6 回  講義室や⼯場など人がいろいろな作業をする空間の温度・湿度・証明環境
をよく見ておくこと 
7 回  講義内容を復習しておくこと。 
8 回  個人差につ 

 



年度 2014 
授業コード FTR05210 
成績評価 最終試験（60％）、小テスト、宿題（40％）により成績評価をする。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜12) 
見出し FTR05210 データ解析 
担当教員名 神谷 茂保 
単位数 2 
教科書 すぐわかる確率、統計／石村園子／東京図書／978-4-489006203 
アクティブラーニング  
キーワード 確率、確率分布 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「早口でよく聞き取れない」という記述があったので留学生にこのことを聞いて

みたところ「私たちは早いと思わない、その人は講義の内容がわからにのでそう
いうのではないか」という回答であった。いずれにせよわからない場合はその場、
あるいは講義の後に出も質問してください。 

科目名 データ解析 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 必ず復習をすること。 
シラバスコード FTR05210 
実務経験のある教員  
達成目標 確率とは何か。どのような確率分布があるかを学び応用できるようにする。特に

ベイズの定理、二項分布、正規分布についてその内容と使い方を理解する。 
受講者へのコメント 授業時間外の学習時間について「全くしなかった」が２６.５％は問題である。や

はり１時間程度は復習などをしてもらいたい。 
連絡先 20 号館 6 階神谷研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ＊受講者の７８.５％がこの授業に「満足」「ほぼ満足」と回答している。「普通」
まで含めるとほぼ１００％になるので 
この講義はおおむね成功したと思われる。 

英文科目名 Data Analysis 
関連科目 数理モデル、A 群のほとんどの科目 
次回に向けての改善変更予定 だいたい次回も同じように講義する予定であるが宿題などを増やし自宅学習時

間を多くする⼯夫をしたい。 
講義目的 確率論の基礎を学ぶ。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義の目標の説明、集合についての基本的な事項について説明する。 



2 回  順列の基礎的な事項について説明する。 
3 回  組み合わせの基礎的な事項について説明する。 
4 回  確率の基礎１：標本空間、事象、数学的確率について説明する。 
5 回  確率の基礎２：確率の公理、条件付き確率について説明する。 
6 回  確率の基礎３：ベイズの定理について説明する。 
7 回  基本的な確率分布１：離散型確率分布について説明する。 
8 回  基本的な確率分布２：離散型確率分布の平均、分散などについて説明する。 
9 回  基本 

準備学習 1 回 「公式集」などで集合について学習しておくこと。 
2 回 集合について復習すること。「公式集」などで順列について学習しておくこ
と。 
3 回 順列について復習すること。「公式集」などで組合せについて学習しておく
こと。 
4 回 順列、組み合わせの復習をしておくこと。「公式集」などで確率について学
習しておくこと。 
5 回 標本空間、事象について復習しておくこと。 
6 回 条件付確率について復習しておくこと。 
7 回 条件付確率、ベイズの定理について復習しておくこと。 
8 回 離散型確率分布について復習しておくこと。 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FTR0521P 
成績評価 最終試験（60％）、小テスト、宿題（40％）により成績評価をする。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0521P データ解析 
担当教員名 神谷 茂保 
単位数 2 
教科書 すぐわかる確率、統計／石村園子／東京図書／978-4-489006203 
アクティブラーニング  
キーワード 確率、確率分布 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 データ解析 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 必ず復習をすること。 
シラバスコード FTR0521P 
実務経験のある教員  
達成目標 確率とは何か。どのような確率分布があるかを学び応用できるようにする。特に

ベイズの定理、二項分布、正規分布についてその内容と使い方を理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 6 階神谷研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Data Analysis 
関連科目 数理モデル、A 群のほとんどの科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 確率論の基礎を学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義の目標の説明、集合についての基本的な事項について説明する。 

2 回  順列の基礎的な事項について説明する。 
3 回  組み合わせの基礎的な事項について説明する。 
4 回  確率の基礎１：標本空間、事象、数学的確率について説明する。 
5 回  確率の基礎２：確率の公理、条件付き確率について説明する。 
6 回  確率の基礎３：ベイズの定理について説明する。 
7 回  基本的な確率分布１：離散型確率分布について説明する。 
8 回  基本的な確率分布２：離散型確率分布の平均、分散などについて説明する。 



9 回  基本 
準備学習 1 回 「公式集」などで集合について学習しておくこと。 

2 回 集合について復習すること。「公式集」などで順列について学習しておくこ
と。 
3 回 順列について復習すること。「公式集」などで組合せについて学習しておく
こと。 
4 回 順列、組み合わせの復習をしておくこと。「公式集」などで確率について学
習しておくこと。 
5 回 標本空間、事象について復習しておくこと。 
6 回 条件付確率について復習しておくこと。 
7 回 条件付確率、ベイズの定理について復習しておくこと。 
8 回 離散型確率分布について復習しておくこと。 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード FTR05310 
成績評価 定期試験(５０%)、演習(３０%)、レポート(２０%) 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜12) 
見出し FTR05310 ユニバーサルデザインⅠ 
担当教員名 松浦 洋司 
単位数 2 
教科書 ノート講義、関連資料の配布 
アクティブラーニング  
キーワード ノーマライゼーション、バリアフリー、ＵＤ７原則、ＵＤマトリックス、ワーク

ショップ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 ユニバーサルデザインⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 関数電卓持参のこと。パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジ

ェクタで提示する。 
シラバスコード FTR05310 
実務経験のある教員  
達成目標 ①ＵＤの基本原則が説明できること。 

②ＵＤを実現するために配慮すべき項目が挙げられること。 
③人体や感覚機能に関係する物理量の計算ができること。 
④ＵＤを実現するためのグループ作業ができること。 

受講者へのコメント 真面目に取り組んでいる学生は多いと思うが、そうでない学生もいるようです。 
連絡先 研究室 20 号館 4 階 TEL：086-256-9579 E-mail:matsuura@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価は以下の通りで、昨年、一昨年より高い評価となっています。 
目標は達成：できた 61.9％（←32.5←22.0）、だいたいできた 31.0％（←40.0←55.9） 
教員の意欲は：感じられた 76.2%（←57.5←59.3）、少し感じられた 19.0%
（←32.5←30.5） 
この授業に：満足 66.7%（←50.0←45.8）、ほぼ満足 23.8%（←27.5←35.6） 

英文科目名 Universal Design I 
関連科目 数学、物理学、力学、人間⼯学、生活支援⼯学、リハビリテーション⼯学 
次回に向けての改善変更予定 最後のデザインマラソンの講義回数を今年から１回分増やしました。今後も続け

ていきたい。 
講義目的  ユニバーサルデザイン(ＵＤ)とは、全ての人に使いやすい製品や環境を設計す



ることを目標として、対象ユーザをできるだけ広げていこうとする設計手法のこ
とである。全ての人には当然、障害者や高齢者、子供、妊婦さらには荷物を持っ
ていたり、病気などにより一時的に何らかの不自由な状況にある人も含まれる。
その基本となる考え方であるノーマライゼーションを初め、ＵＤの基本原則か
ら、具体的な取り組みおよび人体や感覚機能に関係する物理量について学習す
る。また、身の回りの製品についてのＵＤ評価やワークショップによる実践的な
改善提案 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 人間とものづくりの歴史について説明する。 

2 回 ものづくりとデザイン(設計)の流れについて説明する。 
3 回 ノーマライゼーションとユニバーサルデザイン（パワーポイントにて掲示）
について説明する。 
4 回 ユニバーサルデザイン（ＵＤ）評価方法について説明する。 
5 回 ＵＤ製品の開発手法（ＵＤプロセス）とその評価について説明する。 
6 回 (福祉の)まちづくりについて説明する。 
7 回 環境と人体（自然環境と代謝量）、その関連について説明する。 
8 回 日照と日射について説明する。 
9 回 採光と照明について説明 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 これまでに人類がつくったものについて調べること。 
3 回 身近な製品について調べること。 
4 回 身近な製品のＵＤ評価を行うこと。 
5 回 ＵＤ評価の利点と欠点について考えること。 
6 回 ＵＤマトリックスの利点と欠点について考えること。 
7 回 まちづくりに関係する法律を調べること。 
8 回 人の呼吸量について調べること。 
9 回 日照時間について調べること。 
10 回 照度の計算をすること。 
11 回 色彩について計算をすること。 
12 回 音響について計算 

 



年度 2014 
授業コード FTR0531P 
成績評価 定期試験(５０%)、演習(３０%)、レポート(２０%) 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0531P ユニバーサルデザインⅠ 
担当教員名 松浦 洋司 
単位数 2 
教科書 ノート講義、関連資料の配布 
アクティブラーニング  
キーワード ノーマライゼーション、バリアフリー、ＵＤ７原則、ＵＤマトリックス、ワーク

ショップ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ユニバーサルデザインⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 関数電卓持参のこと。パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジ

ェクタで提示する。 
シラバスコード FTR0531P 
実務経験のある教員  
達成目標 ①ＵＤの基本原則が説明できること。 

②ＵＤを実現するために配慮すべき項目が挙げられること。 
③人体や感覚機能に関係する物理量の計算ができること。 
④ＵＤを実現するためのグループ作業ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室 20 号館 4 階 TEL：086-256-9579 E-mail:matsuura@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Universal Design I 
関連科目 数学、物理学、力学、人間⼯学、生活支援⼯学、リハビリテーション⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  ユニバーサルデザイン(ＵＤ)とは、全ての人に使いやすい製品や環境を設計す

ることを目標として、対象ユーザをできるだけ広げていこうとする設計手法のこ
とである。全ての人には当然、障害者や高齢者、子供、妊婦さらには荷物を持っ
ていたり、病気などにより一時的に何らかの不自由な状況にある人も含まれる。
その基本となる考え方であるノーマライゼーションを初め、ＵＤの基本原則か
ら、具体的な取り組みおよび人体や感覚機能に関係する物理量について学習す



る。また、身の回りの製品についてのＵＤ評価やワークショップによる実践的な
改善提案 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 人間とものづくりの歴史について説明する。 

2 回 ものづくりとデザイン(設計)の流れについて説明する。 
3 回 ノーマライゼーションとユニバーサルデザイン（パワーポイントにて掲示）
について説明する。 
4 回 ユニバーサルデザイン（ＵＤ）評価方法について説明する。 
5 回 ＵＤ製品の開発手法（ＵＤプロセス）とその評価について説明する。 
6 回 (福祉の)まちづくりについて説明する。 
7 回 環境と人体（自然環境と代謝量）、その関連について説明する。 
8 回 日照と日射について説明する。 
9 回 採光と照明について説明 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 これまでに人類がつくったものについて調べること。 
3 回 身近な製品について調べること。 
4 回 身近な製品のＵＤ評価を行うこと。 
5 回 ＵＤ評価の利点と欠点について考えること。 
6 回 ＵＤマトリックスの利点と欠点について考えること。 
7 回 まちづくりに関係する法律を調べること。 
8 回 人の呼吸量について調べること。 
9 回 日照時間について調べること。 
10 回 照度の計算をすること。 
11 回 色彩について計算をすること。 
12 回 音響について計算 

 



年度 2014 
授業コード FTR05410 
成績評価 講義ごとの課題（50％）、ユニバーサルデザインについての最終課題（50％）に

より成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜12) 
見出し FTR05410 ユニバーサルデザインⅡ 
担当教員名 神谷 茂保、岩崎 昭浩＊、浦久保 康裕＊、岡 將男＊、菊地 里子＊、畑山 

一郎＊ 
単位数 2 
教科書 講義中に指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード ユニバーサルデザイン 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述なし。 
科目名 ユニバーサルデザインⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義の一回目の オリエンテイションのとき、講義日程などを説明するので必ず

出席すること。各講義に対するレポートの提出を求める。最終レポートとして各
講義をふまえたユニバーサルデザインに基づく設計などの課題の提出を求める。
パソコンを使用し、パワーポイント等の電子教材をプロジェクタにより提示す
る。 

シラバスコード FTR05410 
実務経験のある教員  
達成目標 ユニバーサルデザインの基礎概念を理解し、企業などにおいてどのようにユニバ

ーサルデザインは考えられているかなどを学ぶ。実際にユニバーサルデザインに
基づいた設計などができる。 

受講者へのコメント 関連する分野の情報を各自で積極的に調べたりしてほしい。 
連絡先 20 号館 6 階神谷研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 大学以外からの講師への「積極的に教員質問した」受講生が少なかったのは残念
である。 

英文科目名 Universal Design II 
関連科目 ユニバーサルデザイン I 
次回に向けての改善変更予定 特に変更点なし。 
講義目的 ユニバーサルデザインの基礎概念とその応用について学ぶ。 
対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回  オリエンテイション：講義の進め方、レポートの書きかたのどを説明する。 
2 回  ユニバーサルデザインの基礎概念について説明する。 
3 回  ユニバーサルデザインの基礎概念及びその応用について説明する 
4 回  ユニバーサルデザインの実践例 1 を示して説明する。 
5 回  ユニバーサルデザインの実践例 1 及びその応用を説明する。 
6 回  ユニバーサルデザインの実践例 2 を説明する。 
7 回  ユニバーサルデザインの実践例 2 及びその応用を説明する。 
8 回  ユニバーサルデザインの実践例 3 を説明する。 
9 回  ユニバー 

準備学習 バリアフリーについて前期の講義「ユニバーサルデザイン１」の内容を復習して
おくこと。 
第１４回、第１５回：ユニバーサルデザインの基礎概念と実践例について復習し
ておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FTR0541P 
成績評価 講義ごとの課題（50％）、ユニバーサルデザインについての最終課題（50％）に

より成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0541P ユニバーサルデザインⅡ 
担当教員名 神谷 茂保、岩崎 昭浩＊、浦久保 康裕＊、岡 將男＊、菊地 里子＊、畑山 

一郎＊ 
単位数 2 
教科書 講義中に指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード ユニバーサルデザイン 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ユニバーサルデザインⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義の一回目の オリエンテイションのとき、講義日程などを説明するので必ず

出席すること。各講義に対するレポートの提出を求める。最終レポートとして各
講義をふまえたユニバーサルデザインに基づく設計などの課題の提出を求める。
パソコンを使用し、パワーポイント等の電子教材をプロジェクタにより提示す
る。 

シラバスコード FTR0541P 
実務経験のある教員  
達成目標 ユニバーサルデザインの基礎概念を理解し、企業などにおいてどのようにユニバ

ーサルデザインは考えられているかなどを学ぶ。実際にユニバーサルデザインに
基づいた設計などができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 6 階神谷研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Universal Design II 
関連科目 ユニバーサルデザイン I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ユニバーサルデザインの基礎概念とその応用について学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテイション：講義の進め方、レポートの書きかたのどを説明する。 



2 回  ユニバーサルデザインの基礎概念について説明する。 
3 回  ユニバーサルデザインの基礎概念及びその応用について説明する 
4 回  ユニバーサルデザインの実践例 1 を示して説明する。 
5 回  ユニバーサルデザインの実践例 1 及びその応用を説明する。 
6 回  ユニバーサルデザインの実践例 2 を説明する。 
7 回  ユニバーサルデザインの実践例 2 及びその応用を説明する。 
8 回  ユニバーサルデザインの実践例 3 を説明する。 
9 回  ユニバー 

準備学習 バリアフリーについて前期の講義「ユニバーサルデザイン１」の内容を復習して
おくこと。 
第１４回、第１５回：ユニバーサルデザインの基礎概念と実践例について復習し
ておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード FTR05511 
成績評価 毎回の小テスト(5%×15 回=75%)、期末試験(25%) 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜09) 
見出し FTR05511 シミュレーション設計学(再) 
担当教員名 荒⽊ 圭典 
単位数 2 
教科書 講義資料を必要に応じてその都度、配布する 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータシミュレーション、C 言語、コンピュータの基本構造、ゲームプロ

グラミング、構造化プログラミング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 シミュレーション設計学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 結城浩, 『新版 C 言語プログラミングレッスン 文法編』, (ソフトバンククリエ

イティブ, 2006)大槻有一郎, 『14 歳からはじめる C 言語オンラインゲームプロ
グラミング教室』, (ラトルズ,2009) 

授業形態 講義 
注意備考 コンピュータリテラシーI, 同 II, プログラミング演習, 数値計算法の単位を取得

していることが望ましい。本講義ではパワーポイント等電子教材をプロジェクタ
などで提示しているので、講義中は内容を聞き逃さないこと。パソコンを用いた
プログラミング演習も実施する。 

シラバスコード FTR05511 
実務経験のある教員  
達成目標 C 言語を用いたコンピュータプログラムが作成できること。シミュレーションの

基礎を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 E-mail: araki(at)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２０号館６階、オフ

ィスアワー： 随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Design of Simulation 
関連科目 コンピュータリテラシーI, 同 II, プログラミング演習, 数値計算法 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 設計(design)の進め方の大枠を学ぶ。比較的簡単なプログラミングを通して、プ

ログラミング技法とコンピュータの動作の基礎を学ぶ。 
対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 C 言語の文字列と絵文字の特徴１：ブレースとブロック、スペースと文字列
とパーレンの関係この回はコマンドプロンプト上で動作するシューティングゲ
ームのソースコードを配布する。C のソースコードを文字列と絵文字の並びの観
点から整理しなおす。特にブレースの発見、文字列とスペースとパーレンの位置
関係を分類しながら、コード中の各行の役割について整理する。 
2 回 C 言語の文字列と絵文字の特徴２：予約語について、宣言文と実行文の見分
け方、未知の文字列の推測の方法この回は C の予約語を復習し、それ以外の文字
列を第 1 回の文字 

準備学習 予習については教員の毎回の指示に従うこと。復習は各回の内容を C 言語の教
科書等で確認しておくこと。毎回、前週までの内容について小テストを行う。た
だし第 1 回の小テストは平成 22 年度のコンピュータリテラシー2 の期末試験か
ら出す。 

 



年度 2014 
授業コード FTR0551P 
成績評価 毎回の小テスト(5%×15 回=75%)、期末試験(25%) 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0551P シミュレーション設計学(再) 
担当教員名 荒⽊ 圭典 
単位数 2 
教科書 講義資料を必要に応じてその都度、配布する 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータシミュレーション、C 言語、コンピュータの基本構造、ゲームプロ

グラミング、構造化プログラミング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 シミュレーション設計学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 結城浩, 『新版 C 言語プログラミングレッスン 文法編』, (ソフトバンククリエ

イティブ, 2006)大槻有一郎, 『14 歳からはじめる C 言語オンラインゲームプロ
グラミング教室』, (ラトルズ,2009) 

授業形態 講義 
注意備考 コンピュータリテラシーI, 同 II, プログラミング演習, 数値計算法の単位を取得

していることが望ましい。本講義ではパワーポイント等電子教材をプロジェクタ
などで提示しているので、講義中は内容を聞き逃さないこと。パソコンを用いた
プログラミング演習も実施する。 

シラバスコード FTR0551P 
実務経験のある教員  
達成目標 C 言語を用いたコンピュータプログラムが作成できること。シミュレーションの

基礎を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 E-mail: araki(at)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２０号館６階、オフ

ィスアワー： 随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Design of Simulation 
関連科目 コンピュータリテラシーI, 同 II, プログラミング演習, 数値計算法 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 設計(design)の進め方の大枠を学ぶ。比較的簡単なプログラミングを通して、プ

ログラミング技法とコンピュータの動作の基礎を学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 C 言語の文字列と絵文字の特徴１：ブレースとブロック、スペースと文字列
とパーレンの関係この回はコマンドプロンプト上で動作するシューティングゲ
ームのソースコードを配布する。C のソースコードを文字列と絵文字の並びの観
点から整理しなおす。特にブレースの発見、文字列とスペースとパーレンの位置
関係を分類しながら、コード中の各行の役割について整理する。 
2 回 C 言語の文字列と絵文字の特徴２：予約語について、宣言文と実行文の見分
け方、未知の文字列の推測の方法この回は C の予約語を復習し、それ以外の文字
列を第 1 回の文字 

準備学習 予習については教員の毎回の指示に従うこと。復習は各回の内容を C 言語の教
科書等で確認しておくこと。毎回、前週までの内容について小テストを行う。た
だし第 1 回の小テストは平成 22 年度のコンピュータリテラシー2 の期末試験か
ら出す。 

 



年度 2014 
授業コード FTR05610 
成績評価 最終試験（60％）、小テスト、宿題（40％）により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜12) 
見出し FTR05610 数理モデル 
担当教員名 神谷 茂保 
単位数 2 
教科書 すぐわかる確率、統計／石村園子／東京図書 
アクティブラーニング  
キーワード 確率分布、データ、不偏推定量、区間推定、検定 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述なし。 
科目名 数理モデル 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に示す。 
授業形態 講義 
注意備考 電卓を用意すること。 
シラバスコード FTR05610 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的な確率分布を理解し、実際のデータの整理に応用できるようにする。 
受講者へのコメント 実際の問題に応用してみてください。 
連絡先 20 号館 6 階神谷研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講生全員がこの授業に「満足」と回答しているのでこの授業が有意義であった
ことがわかる。 

英文科目名 Mathematical Modelling 
関連科目 データ解析 
次回に向けての改善変更予定 特に変更点なし。 
講義目的 データの整理の仕方を学ぶ。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガンマ関数について説明する。 

2 回 χ２乗分布、ｔ分布について説明する。 
3 回  中⼼極限定理について説明する。 
4 回  データの整理のしかたについて説明する。 
5 回 代表値について説明する。 
6 回 2 変量の確率分布について説明する。 
7 回 2 変量のデータ解析について説明する。 
8 回 ⺟集団と標本について説明する。 



9 回 不偏推定量について説明する。 
10 回  ⺟平均の区間推定について説明する。 
11 回  ⺟分散の区間推定について説明する。 
12 回  ⺟比率の区間推定について説明する。 
13 回  ⺟ 

準備学習 1 回  広義積分について学習しておくこと。 
2 回  ガンマ関数について復習しておくこと。 
3 回 確率及び確率分布の基礎について復習しておくこと。 
4 回 確率分布の基礎について復習しておくこと。 
5 回 データ整理の基礎について復習しておくこと。 
6 回 データ整理のしかたおよび確率分布の基礎について復習しておくこと。 
7 回 偏微分の基礎について復習しておくこと。確率分布の基礎について復習し
ておくこと。 
8 回 確率の基礎について復習しておくこと。 
9 回 確率の基礎知識を整理しておくこと。 
10 回 確率分布の基礎 

 



年度 2014 
授業コード FTR0561P 
成績評価 最終試験（60％）、小テスト、宿題（40％）により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0561P 数理モデル 
担当教員名 神谷 茂保 
単位数 2 
教科書 すぐわかる確率、統計／石村園子／東京図書 
アクティブラーニング  
キーワード 確率分布、データ、不偏推定量、区間推定、検定 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数理モデル 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に示す。 
授業形態 講義 
注意備考 電卓を用意すること。 
シラバスコード FTR0561P 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的な確率分布を理解し、実際のデータの整理に応用できるようにする。 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 6 階神谷研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematical Modelling 
関連科目 データ解析 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 データの整理の仕方を学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガンマ関数について説明する。 

2 回 χ２乗分布、ｔ分布について説明する。 
3 回  中⼼極限定理について説明する。 
4 回  データの整理のしかたについて説明する。 
5 回 代表値について説明する。 
6 回 2 変量の確率分布について説明する。 
7 回 2 変量のデータ解析について説明する。 
8 回 ⺟集団と標本について説明する。 
9 回 不偏推定量について説明する。 



10 回  ⺟平均の区間推定について説明する。 
11 回  ⺟分散の区間推定について説明する。 
12 回  ⺟比率の区間推定について説明する。 
13 回  ⺟ 

準備学習 1 回  広義積分について学習しておくこと。 
2 回  ガンマ関数について復習しておくこと。 
3 回 確率及び確率分布の基礎について復習しておくこと。 
4 回 確率分布の基礎について復習しておくこと。 
5 回 データ整理の基礎について復習しておくこと。 
6 回 データ整理のしかたおよび確率分布の基礎について復習しておくこと。 
7 回 偏微分の基礎について復習しておくこと。確率分布の基礎について復習し
ておくこと。 
8 回 確率の基礎について復習しておくこと。 
9 回 確率の基礎知識を整理しておくこと。 
10 回 確率分布の基礎 

 



年度 2014 
授業コード FTR05710 
成績評価 各班に分かれて製作した振動モータを用いた移動ロボットを用いたロボットコ

ンテストを行い、その順位によって評価（１００％）、もしくは、最後に製作ロボ
ットについてのプレゼンテーションを行い、その内容を評価（１００％）する。
最終成績は 2 回の競技もしくはプレゼンテーションでの評価のうち、得点の高い
方とする。 

曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜14) 
見出し FTR05710 ロボットものづくり体験演習 
担当教員名 赤⽊ 徹也、荒⽊ 圭典、久野 弘明 
単位数 2 
教科書 教員による配布資料 
アクティブラーニング  
キーワード ものづくり、メカトロニクス、導入教育、マイクロコンピュータ、振動モータ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 小さいルールブックを作ってほしかった 

９V の悲劇、ルールブック的なやつを配布してほしかった。 
（回答）今後製作を検討します。 
ロボット作りとは何かがよく分かった。 
技術面で成⻑できたと思う。 
物を作る楽しさを感じられた授業でした。 
理解が深まった。 
めちゃくちゃ楽しかったです。 
（回答）まさに我々が狙っていたものはこの感覚です。 
是非ともそのモチベーションを維持して卒業していただきたい 
と存じます。 
何回もやけどした。なかなかうまくいかなかった。 
（回答）失敗と苦労は将来の君を育てます。2 年、3 年生に 

科目名 ロボットものづくり体験演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし（教員の指示に従うこと。） 
授業形態 演習 
注意備考 【注意事項】第１回目の講義は、一泊研修時にプロジェクトコースの学生と共同

で開催し、内容説明と班分けを行う。 
シラバスコード FTR05710 
実務経験のある教員  
達成目標 機械系、電気・電子系、情報系を融合したメカトロニクス系のものづくりとして

振動モータを用いた移動ロボットを設計・製作し、⼯学の最終目的である「もの
づくり」に興味を持たせ、今後本科で教授する講義内容についての関連性につい
て学ぶ。また、この講義を通じて得られる具体的な達成目標は以下の通りであ



る。・ロボットの調整など機器を製作する場合、ハードウエアとソフトウエアの
両面から調整することの重要性を理解する。・マイクロコンピュータのＩ/Ｏやタ
イマー機能を、マニュアルを見ながら設定できる。 

受講者へのコメント 2 年生、3 年生でももの実践づくり科目があるが、問題を解決する能力を育成す
るためのものであり、授業外でのより多くの時間を費やすことになるが、あきら
めす協力して行うことが重要である。 

連絡先 20 号館 5 階赤⽊研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価に関して、目標を達成できたと思う学生が 95％程度おり、また 98％以
上の学生が教員の熱意を感じてくれ、95％の学生が満足してくれており、不満に
思った学生がいないことから非常に学生の満足度を満たすことのできた講義で
あったと思う。 
特にアンケート調査を実施した学生の出席状況も非常によく、この分野への興味
を持った学生がほぼ全員であることから導入教育としては成功であると思われ
る。 

英文科目名 Exercise and Creative Design of Robot 
関連科目 本科目と同時に「機械製図Ⅰ」を受講する必要がある。また、「コンピュータリテ

ラシー」、「電気電子回路Ⅰ」を受講するのが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 特に改善点は見られないものの、スペースや受講者の人数に対して今後考える必

要がある。 
講義目的 本講義は大学教育の初年度において、機械系、電気・電子系、情報系を融合した

メカトロニクス系のものづくりを体験し、導入教育として、⼯学の最終目的であ
る「ものづくり」に対して興味を持たせることと、今後の本学科の講義内容に対
して修学意欲を起こさせることを目的とし，1 つの動くロボットの製作を通じて
ハード面とソフト面の両面からの調整することの重要さについて学習すること
を目的とする。また、グループで打合せをしながら 1 つのものを設計し製作する
ことを通じてコミュニケーション能力の育成と、共同作業や作業の効率化のため
の分担作 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション・グループ分けをする。 

2 回  マイクロコンピュータの製作について解説する。 
3 回  ライターボードの製作について解説する。 
4 回  モータ駆動回路製作について解説する。 
5 回  モータ駆動回路製作と動作確認について解説する。 
6 回  ロボット筐体設計について解説する。 
7 回  ロボット筐体製作について解説する。 
8 回  ロボットの組立について解説する。 
9 回  制御プログラム製作について解説する。 
10 回  ロボットの改良と制御プログラム製作について解説する。 
11 回  性能実 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習やロボット製作の過程を把握しておくこと。 



2 回  半⽥ごての使い方を図書館やインターネットにより調べてみておくこと。 
3 回  シリアル通信や D-Sub ピンなどのコネクタのピン配置を図書館やインタ
ーネットにより調べてみておくこと。 
4 回  トランジスタの役割などを図書館やインターネットにより調べてみてお
くこと。 
5 回  I/O ポート、タイマーなどの用語と役割を図書館やインターネットによ
り調べてみておくこと。 
6 回  機械製図Ⅰで習ったＣＡＤの使用方法についてよく復習しておくと 

 



年度 2014 
授業コード FTR05811 
成績評価 レポート（７０％）と定期試験（３０％）で総合的に評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜09) 
見出し FTR05811 知能機械⼯学セミナー(再) 
担当教員名 堂⽥ 周治郎、神谷 茂保、藤本 真作、松浦 洋司 
単位数 2 
教科書 各テーマの教員が指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード ロボットシステム、メカトロニクス、知能機械、ものづくり、制御、人の体など

の仕組み 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 知能機械⼯学セミナー(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各テーマの教員が指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 担当教員の指示に従うこと。パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材を

プロジェクタで提示する。 
シラバスコード FTR05811 
実務経験のある教員  
達成目標 ロボットシステム、メカトロニクスシステム、制御、バイオロボティクス、脳の

しくみ、ユニバーサルデザイン、安全設計などの基礎的事項を理解し、その概要
を説明することができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 担当（代表）：２０号館３階 堂⽥研究室 電話：086-256-9564 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introductory Seminar of Intelligent Mechanical Engineering 
関連科目 ロボットものづくり体験演習、ロボットシステムコース専門科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ロボット⼯学や知能機械⼯学の入門セミナーとして、ロボットシステム、メカト

ロニクスシステム、制御、バイオロボティクス、脳のしくみ、ユニバーサルデザ
イン、安全設計などの基礎事項を学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 各教員のテーマと準備学習は以下の通りである。「メカトロニクスと制御の基礎」

（堂⽥担当）：メカトロニクスとは何か、フィードバック制御とは何か、ロボット



と機械の違いは何か、について自分で考えたり、インターネットや図書などで調
べておくこと。「リハビリテーション・ロボティクス」（山本担当）：Rehabilitation 
robotics をインターネットで調べ、身体とのインタフェース構成について考えて
おくこと。「ロボット創造学の基礎」（神谷担当）：知能とは何か、ロボットとは何
かなどを考えておくこと。また配布された資 

 



年度 2014 
授業コード FTR0581P 
成績評価 レポート（７０％）と定期試験（３０％）で総合的に評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0581P 知能機械⼯学セミナー(再) 
担当教員名 堂⽥ 周治郎、神谷 茂保、藤本 真作、松浦 洋司 
単位数 2 
教科書 各テーマの教員が指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード ロボットシステム、メカトロニクス、知能機械、ものづくり、制御、人の体など

の仕組み 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 知能機械⼯学セミナー(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各テーマの教員が指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 担当教員の指示に従うこと。パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材を

プロジェクタで提示する。 
シラバスコード FTR0581P 
実務経験のある教員  
達成目標 ロボットシステム、メカトロニクスシステム、制御、バイオロボティクス、脳の

しくみ、ユニバーサルデザイン、安全設計などの基礎的事項を理解し、その概要
を説明することができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 担当（代表）：２０号館３階 堂⽥研究室 電話：086-256-9564 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introductory Seminar of Intelligent Mechanical Engineering 
関連科目 ロボットものづくり体験演習、ロボットシステムコース専門科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ロボット⼯学や知能機械⼯学の入門セミナーとして、ロボットシステム、メカト

ロニクスシステム、制御、バイオロボティクス、脳のしくみ、ユニバーサルデザ
イン、安全設計などの基礎事項を学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 各教員のテーマと準備学習は以下の通りである。「メカトロニクスと制御の基礎」

（堂⽥担当）：メカトロニクスとは何か、フィードバック制御とは何か、ロボット



と機械の違いは何か、について自分で考えたり、インターネットや図書などで調
べておくこと。「リハビリテーション・ロボティクス」（山本担当）：Rehabilitation 
robotics をインターネットで調べ、身体とのインタフェース構成について考えて
おくこと。「ロボット創造学の基礎」（神谷担当）：知能とは何か、ロボットとは何
かなどを考えておくこと。また配布された資 

 



年度 2014 
授業コード FTR05910 
成績評価 講義中に課す課題（20％）、試験日に行われる最終競技（ロボットコンテスト）

の結果（80％）により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜13) 
見出し FTR05910 ロボット知能化演習 
担当教員名 久野 弘明、山⽥ 訓、赤⽊ 徹也 
単位数 2 
教科書 使用しない（随時資料を配布する） 
アクティブラーニング  
キーワード CAD、電子回路、マイコン、プログラミング、ステッピングモータ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 ロボット知能化演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 演習 
注意備考 ものづくり科目は連続した演習を受ける必要がある。そのため欠席や遅刻がない

ように⼼がけること。課題等で情報処理センター実習室のパソコンを利用する。 
シラバスコード FTR05910 
実務経験のある教員  
達成目標 プログラミング技術の習得として以下のことが理解できる。・最小値・最大値を

求めるプログラムが作成できる。・優先順位を考えた条件分けのプログラムが作
成できる。また、マイクロコンピュータ（Ｈ８／３６６４）に関して以下のこと
が理解できる。・Ｉ／Ｏポートの設定と使用方法・Ａ／Ｄ変換の設定と使用方法・
タイマの設定と使用方法その他、CAD のレイヤーを用いた組立図面が読解でき
る。バイポーラ形式のステッピングモータの駆動方法が理解できる。 

受講者へのコメント 実践的ものづくり科目であるため、自主的に課題に取り組むことが重要である。
例年に比べ、この年代は自主的にさらに時間を惜しんで取り組んでくれた学生が
多いように思えた。是非 3 年生の授業にもこのような気持ちで受講していただき
たい。 

連絡先 久野研究室 ６号館４階  オフィスアワー 金７〜８時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業に関する取り組みに関して、約 77%の学生が一度も休んだことがないこと
が非常によかった。また、授業の目標を達成できた学生が 85％あり、できなかっ
たと回答した学生がいなかったことは非常に良い。また、87％の学生が教員の熱
意を感じてくれており、さらに 79％の学生が授業に満足してくれている。しか
し、授業に対して不満を感じている学生も 1 名おり、今後検討する余地がある。
また、自己学習に関しても課題に取り組んだ＆課題以外の学習も自主的に取り組



んだ学生がそれぞれ 43%と 23%おり、例年になく真剣にロボットつくりを行っ 
英文科目名 Programming Practice for Intelligent Robot Control 
関連科目 機械製図Ⅰ，ロボットものづくり体験演習を受講しておくこと。加⼯学、機械加

⼯実習、機械創造⼯学に関連する。 
次回に向けての改善変更予定 少数意見ではあるが、室内が雑然として危ない、スペースが狭いなどが 4%あり、

さらに機器を整備してほしいという意見が 8％程度あった。次年度から、班ごと
の⼯具箱を設置し、⼯具が雑然と配置しないような改良を行いたい。 

講義目的 現在のものづくりではマイコンなどの組込み技術の習得やそれを制御するコン
ピュータ言語・制御アルゴリズムの理解が非常に重要である。本講義ではロボッ
トやメカトロニクス機器を制御する能力の育成を重点に置き、マイコン技術の習
得や C 言語による制御アルゴリズムの演習を行う。また、本講義では実践的なも
のづくり教育の一環であるため製作したロボットを用いた課題形式の実習を行
う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションをする。 

2 回  マイコン制御回路の講義と製作について解説する。 
3 回  各種センサ回路、モータドライバの講義と製作について解説する。 
4 回  回路確認について解説する。 
5 回  組立図面によるロボット組立について解説する。 
6 回  マイコン講座（I/O，タイマー）について解説する。 
7 回  マイコン講座（A/D,ステッピングモータ駆動）について解説する。 
8 回  マイコン講座（シリアル通信）について解説する。 
9 回  シミュレーションについて解説する。 
10 回  障害回避プログ 

準備学習 1 回  シラバスの講義計画を読んでみておくこと。 
2 回  資料で配付した H8/3664 マイコンのハードウエアマニュアルの I/O ポー
トの部分とトランジスタについて図書館等で調べてみておくこと。 
3 回  配布した距離センサの仕様書を読んでみておくこと。また、H8/3664 マ
イコンの A/D 変換の端子部分を調べておくこと。 
4 回  マイコンを用いた駆動回路を自己学習時間を利用して完成させておくこ
と。 
5 回  ロボット組立図面の CAD ファイルをひらき、レイヤ分けされた各部品の
配置を確認しておくこと。 
6 回  H8/ 

 



年度 2014 
授業コード FTR0591P 
成績評価 講義中に課す課題（20％）、試験日に行われる最終競技（ロボットコンテスト）

の結果（80％）により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0591P ロボット知能化演習 
担当教員名 久野 弘明、山⽥ 訓、赤⽊ 徹也 
単位数 2 
教科書 使用しない（随時資料を配布する） 
アクティブラーニング  
キーワード CAD、電子回路、マイコン、プログラミング、ステッピングモータ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ロボット知能化演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 演習 
注意備考 ものづくり科目は連続した演習を受ける必要がある。そのため欠席や遅刻がない

ように⼼がけること。課題等で情報処理センター実習室のパソコンを利用する。 
シラバスコード FTR0591P 
実務経験のある教員  
達成目標 プログラミング技術の習得として以下のことが理解できる。・最小値・最大値を

求めるプログラムが作成できる。・優先順位を考えた条件分けのプログラムが作
成できる。また、マイクロコンピュータ（Ｈ８／３６６４）に関して以下のこと
が理解できる。・Ｉ／Ｏポートの設定と使用方法・Ａ／Ｄ変換の設定と使用方法・
タイマの設定と使用方法その他、CAD のレイヤーを用いた組立図面が読解でき
る。バイポーラ形式のステッピングモータの駆動方法が理解できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 久野研究室 ６号館４階  オフィスアワー 金７〜８時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Programming Practice for Intelligent Robot Control 
関連科目 機械製図Ⅰ，ロボットものづくり体験演習を受講しておくこと。加⼯学、機械加

⼯実習、機械創造⼯学に関連する。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現在のものづくりではマイコンなどの組込み技術の習得やそれを制御するコン

ピュータ言語・制御アルゴリズムの理解が非常に重要である。本講義ではロボッ
トやメカトロニクス機器を制御する能力の育成を重点に置き、マイコン技術の習



得や C 言語による制御アルゴリズムの演習を行う。また、本講義では実践的なも
のづくり教育の一環であるため製作したロボットを用いた課題形式の実習を行
う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションをする。 

2 回  マイコン制御回路の講義と製作について解説する。 
3 回  各種センサ回路、モータドライバの講義と製作について解説する。 
4 回  回路確認について解説する。 
5 回  組立図面によるロボット組立について解説する。 
6 回  マイコン講座（I/O，タイマー）について解説する。 
7 回  マイコン講座（A/D,ステッピングモータ駆動）について解説する。 
8 回  マイコン講座（シリアル通信）について解説する。 
9 回  シミュレーションについて解説する。 
10 回  障害回避プログ 

準備学習 1 回  シラバスの講義計画を読んでみておくこと。 
2 回  資料で配付した H8/3664 マイコンのハードウエアマニュアルの I/O ポー
トの部分とトランジスタについて図書館等で調べてみておくこと。 
3 回  配布した距離センサの仕様書を読んでみておくこと。また、H8/3664 マ
イコンの A/D 変換の端子部分を調べておくこと。 
4 回  マイコンを用いた駆動回路を自己学習時間を利用して完成させておくこ
と。 
5 回  ロボット組立図面の CAD ファイルをひらき、レイヤ分けされた各部品の
配置を確認しておくこと。 
6 回  H8/ 

 



年度 2014 
授業コード FTR06010 
成績評価 課題への取り組みおよび小テスト（40％）、定期試験（60％）により成績を評価

する。採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。ただし、定期試
験において基準点を設け、得点が 30％未満の場合は不合格とする。また、授業回
数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には試験成績は無効とみなし、評価を E と
する。 

曜日時限 月曜日 5・6 時限、金曜日 7・8 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜14) 
見出し FTR06010 力学 
担当教員名 松下 尚史 
単位数 4 
教科書 物理学の基礎[1]力学／D.ハリディ・R.レスニック・J.ウォーカー共著・野崎光昭

監訳／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 仕事、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、エネルギー保存の法則、運動

量、運動量保存の法則、回転運動、慣性モーメント、転がり運動、剛体、平衡 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 理解しやすかったのならば良かったです 
科目名 力学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に指定しない。 
授業形態 講義 
注意備考 ①宿題を提出すること。②関数電卓を持ってくること。③試験は定期試験期間中

に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FTR06010 
実務経験のある教員  
達成目標 ①仕事、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、運動量、慣性モーメント、

トルクを求めることができること。②力学的エネルギーの保存則、運動量（角運
動量）の保存則、静的平衡状態について説明することができること。 

受講者へのコメント 特に問題は見当たりません 
連絡先 （研究室）20 号館 3 階、（電話）086-256-9503、（E-mail）hisashi@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に問題は見当たりません 
英文科目名 Fundamental Mechanics 
関連科目 「物理学Ⅰ、物理学Ⅱ」を履修していることが望ましい。「物理学実験」を同時に

受講していることが望ましい。本科目に引き続き「材料力学、流体力学、ロボッ
ト運動学、ロボットダイナミクス、機械力学、機械運動学」を受講することが望
ましい。 



次回に向けての改善変更予定 特に問題は見当たりません 
講義目的 力学は⼯学で学ぶ専門事項の理論的基礎を与える重要な科目の一つである。この

講義では「物理学Ⅰ、物理学Ⅱ」で学んだ内容の続きとして、仕事、運動エネル
ギー、ポテンシャルエネルギー、エネルギー保存則、運動量の保存則、衝突と力
積、並進運動と回転運動、慣性モーメントとトルク（力のモーメント）、回転に関
するニュートンの第２法則、転がり運動、角運動量、角運動量の保存、平衡と弾
性について学習する。演習問題を多く解き、計算の仕方を身につけると共に、物
理的な考え方を習得することを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 仕事と運動エネルギーの関係について解説する。 

2 回 重力による仕事について解説する。 
3 回 ばねの力がする仕事について解説する。 
4 回 仕事率について解説する。 
5 回 ポテンシャルエネルギーについて解説する。 
6 回 力学的エネルギー保存の法則について解説する。 
7 回 外力が系に対してする仕事について解説する。 
8 回 エネルギー保存の法則について解説する。 
9 回 質量中⼼について解説する。 
10 回 運動量について解説する。 
11 回 運動量保存の法則について解説する。 
12 回 力積と運動量の関係について 

準備学習 1 回 ①教科書 p.103〜p.107 を読み、仕事と運動エネルギーの関係を理解してく
ること。②ベクトルの内積（スカラー積）を復習してくること。 
2 回 ①教科書 p.107〜p.111 を読んでくること。②斜面上の物体に働く力の関係
を復習してくること。③３角関数の基本的な公式を復習してくること。 
3 回 ①教科書 p.111〜p.114 を読んでくること。②ばねのフックの法則を復習し
てくること。③定積分の基礎を復習してくること。 
4 回 ①教科書 p.117〜p.119 を読んでくること。②合成関数の微分の方法を復習
してくる 

 



年度 2014 
授業コード FTR0601P 
成績評価 課題への取り組みおよび小テスト（40％）、定期試験（60％）により成績を評価

する。採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。ただし、定期試
験において基準点を設け、得点が 30％未満の場合は不合格とする。また、授業回
数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には試験成績は無効とみなし、評価を E と
する。 

曜日時限 月曜日 5・6 時限、金曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0601P 力学 
担当教員名 松下 尚史 
単位数 4 
教科書 物理学の基礎[1]力学／D.ハリディ・R.レスニック・J.ウォーカー共著・野崎光昭

監訳／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 仕事、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、エネルギー保存の法則、運動

量、運動量保存の法則、回転運動、慣性モーメント、転がり運動、剛体、平衡 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 力学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に指定しない。 
授業形態 講義 
注意備考 ①宿題を提出すること。②関数電卓を持ってくること。③試験は定期試験期間中

に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FTR0601P 
実務経験のある教員  
達成目標 ①仕事、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、運動量、慣性モーメント、

トルクを求めることができること。②力学的エネルギーの保存則、運動量（角運
動量）の保存則、静的平衡状態について説明することができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 （研究室）20 号館 3 階、（電話）086-256-9503、（E-mail）hisashi@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fundamental Mechanics 
関連科目 「物理学Ⅰ、物理学Ⅱ」を履修していることが望ましい。「物理学実験」を同時に

受講していることが望ましい。本科目に引き続き「材料力学、流体力学、ロボッ
ト運動学、ロボットダイナミクス、機械力学、機械運動学」を受講することが望
ましい。 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 力学は⼯学で学ぶ専門事項の理論的基礎を与える重要な科目の一つである。この

講義では「物理学Ⅰ、物理学Ⅱ」で学んだ内容の続きとして、仕事、運動エネル
ギー、ポテンシャルエネルギー、エネルギー保存則、運動量の保存則、衝突と力
積、並進運動と回転運動、慣性モーメントとトルク（力のモーメント）、回転に関
するニュートンの第２法則、転がり運動、角運動量、角運動量の保存、平衡と弾
性について学習する。演習問題を多く解き、計算の仕方を身につけると共に、物
理的な考え方を習得することを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 仕事と運動エネルギーの関係について解説する。 

2 回 重力による仕事について解説する。 
3 回 ばねの力がする仕事について解説する。 
4 回 仕事率について解説する。 
5 回 ポテンシャルエネルギーについて解説する。 
6 回 力学的エネルギー保存の法則について解説する。 
7 回 外力が系に対してする仕事について解説する。 
8 回 エネルギー保存の法則について解説する。 
9 回 質量中⼼について解説する。 
10 回 運動量について解説する。 
11 回 運動量保存の法則について解説する。 
12 回 力積と運動量の関係について 

準備学習 1 回 ①教科書 p.103〜p.107 を読み、仕事と運動エネルギーの関係を理解してく
ること。②ベクトルの内積（スカラー積）を復習してくること。 
2 回 ①教科書 p.107〜p.111 を読んでくること。②斜面上の物体に働く力の関係
を復習してくること。③３角関数の基本的な公式を復習してくること。 
3 回 ①教科書 p.111〜p.114 を読んでくること。②ばねのフックの法則を復習し
てくること。③定積分の基礎を復習してくること。 
4 回 ①教科書 p.117〜p.119 を読んでくること。②合成関数の微分の方法を復習
してくる 

 



年度 2014 
授業コード FTR06020 
成績評価 課題（20%）、試験（80%）の割合で評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限、金曜日 7・8 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜14) 
見出し FTR06020 力学 
担当教員名 松浦 洋司 
単位数 4 
教科書 物理学の基礎[1]力学／D.ハリディ・R.レスニック・J.ウォーカー共著・野崎光昭

監訳／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 仕事、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、エネルギー保存則、運動量、

回転運動、慣性モーメント、転がり運動、剛体、平衡 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 力学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に指定しない。 
授業形態 講義 
注意備考 ①宿題を提出すること。②関数電卓を持ってくること。 
シラバスコード FTR06020 
実務経験のある教員  
達成目標 ①仕事、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、運動量、慣性モーメント、

トルクを求めることができること。 
②力学的エネルギーの保存則、運動量（角運動量）の保存則、静的平衡状態につ
いて説明することができること。 

受講者へのコメント ほとんどの学生が真面目に取り組んでくれました。 
再履修が必要な学生は、また一緒に頑張りましょう。 

連絡先 （研究室）20 号館 4 階、（電話）086-256-9579、（E-mail）matsuura@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外にどの程度、学習しましたかについては、１時間程度以上の累積が
64.5％であり、比較的自宅学習時間が多いようです。しかし、宿題などの指示さ
れた課題に取り組んだが 91.1％なので、毎回出している課題をしているというこ
とのようです。 
この分野への理解が深まったが 88.9％であり、専門基礎の必修内容という点では
良かったと思います。 
総合評価は以下の通りで、昨年より評価が上昇し、まずますと考えます。 
目標は達成：できた 57.8％（←40.5←40.7）、だいたいできた 37.8％（←40.5←40.7） 
教 



英文科目名 Fundamental Mechanics 
関連科目 物理学実験、材料力学、流体力学、機械力学、ロボット運動学、ロボットダイナ

ミクス、機械運動学 
次回に向けての改善変更予定 実例などをさらに取り入れながら学生に興味を持たせる⼯夫を考えてみたいと

思います。 
また、社会との関連性についても取り入れていきたいと思います。 

講義目的 力学は⼯学で学ぶ専門事項の理論的基礎を与える重要な科目の一つである。この
講義では「物理学Ⅰ、物理学Ⅱ」で学んだ内容（ニュートンの第 2 法則：運動方
程式など）の続きとして、仕事、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、エ
ネルギー保存則、運動量とその保存則、衝突と力積、並進運動と回転運動、慣性
モーメントとトルク（力のモーメント）、回転に関するニュートンの第２法則、角
運動量とその保存、平衡と弾性について学習する。計算の仕方を身につけると共
に、物理的な考え方の習得を目的とする。そのために、演習問題を多く解くとと
もに 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理学の復習と力学の全体的な説明をする。 

2 回 運動エネルギーと仕事について説明する。 
3 回 重力による仕事、ばねの力がする仕事について説明する。 
4 回 変化する力がする仕事と仕事率について説明する。 
5 回 運動エネルギーと仕事のまとめをする。 
6 回 ポテンシャルエネルギーと力学的エネルギーの保存について説明する。 
7 回 外力が系に対してする仕事について説明する。 
8 回 質量中⼼（重⼼）について説明する。 
9 回 エネルギー保存則のまとめをする。 
10 回 運動量について説明する。 
11 回 運動量の保存 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 単位の復習をすること（特に教科書 p.2 表 1-1 表 1-2、p.82 式(5-3)）。 
3 回 ばねのフックの法則の復習をすること。 
4 回 合成関数の微分の学習および身近な家電製品のワット数を調べること。 
5 回 運動エネルギーと仕事の復習をすること。 
6 回 高校で習った位置エネルギーの復習をすること。 
7 回 高校で習った２次方程式（特に解の公式）の復習をすること。 
8 回 三角形の重⼼の位置を調べること。 
9 回 エネルギーの保存の復習をすること。 
10 

 



年度 2014 
授業コード FTR0602P 
成績評価 課題（20%）、試験（80%）の割合で評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限、金曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0602P 力学 
担当教員名 松浦 洋司 
単位数 4 
教科書 物理学の基礎[1]力学／D.ハリディ・R.レスニック・J.ウォーカー共著・野崎光昭

監訳／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 仕事、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、エネルギー保存則、運動量、

回転運動、慣性モーメント、転がり運動、剛体、平衡 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 力学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に指定しない。 
授業形態 講義 
注意備考 ①宿題を提出すること。②関数電卓を持ってくること。 
シラバスコード FTR0602P 
実務経験のある教員  
達成目標 ①仕事、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、運動量、慣性モーメント、

トルクを求めることができること。 
②力学的エネルギーの保存則、運動量（角運動量）の保存則、静的平衡状態につ
いて説明することができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 （研究室）20 号館 4 階、（電話）086-256-9579、（E-mail）matsuura@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fundamental Mechanics 
関連科目 物理学実験、材料力学、流体力学、機械力学、ロボット運動学、ロボットダイナ

ミクス、機械運動学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 力学は⼯学で学ぶ専門事項の理論的基礎を与える重要な科目の一つである。この

講義では「物理学Ⅰ、物理学Ⅱ」で学んだ内容（ニュートンの第 2 法則：運動方
程式など）の続きとして、仕事、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、エ
ネルギー保存則、運動量とその保存則、衝突と力積、並進運動と回転運動、慣性
モーメントとトルク（力のモーメント）、回転に関するニュートンの第２法則、角



運動量とその保存、平衡と弾性について学習する。計算の仕方を身につけると共
に、物理的な考え方の習得を目的とする。そのために、演習問題を多く解くとと
もに 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理学の復習と力学の全体的な説明をする。 

2 回 運動エネルギーと仕事について説明する。 
3 回 重力による仕事、ばねの力がする仕事について説明する。 
4 回 変化する力がする仕事と仕事率について説明する。 
5 回 運動エネルギーと仕事のまとめをする。 
6 回 ポテンシャルエネルギーと力学的エネルギーの保存について説明する。 
7 回 外力が系に対してする仕事について説明する。 
8 回 質量中⼼（重⼼）について説明する。 
9 回 エネルギー保存則のまとめをする。 
10 回 運動量について説明する。 
11 回 運動量の保存 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 単位の復習をすること（特に教科書 p.2 表 1-1 表 1-2、p.82 式(5-3)）。 
3 回 ばねのフックの法則の復習をすること。 
4 回 合成関数の微分の学習および身近な家電製品のワット数を調べること。 
5 回 運動エネルギーと仕事の復習をすること。 
6 回 高校で習った位置エネルギーの復習をすること。 
7 回 高校で習った２次方程式（特に解の公式）の復習をすること。 
8 回 三角形の重⼼の位置を調べること。 
9 回 エネルギーの保存の復習をすること。 
10 

 



年度 2014 
授業コード FTR06110 
成績評価 レポート（７０％）と定期試験（３０％）で総合的に評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜14) 
見出し FTR06110 ロボットシステムセミナー 
担当教員名 堂⽥ 周治郎、神谷 茂保、藤本 真作、松浦 洋司 
単位数 2 
教科書 各テーマの教員が指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード ロボットシステム、メカトロニクス、知能機械、ものづくり、制御、人の体など

の仕組み 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「すべての単位がほしい」 

（回答）頑張ってください。 
科目名 ロボットシステムセミナー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各テーマの教員が指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 担当教員の指示に従うこと。パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材を

プロジェクタで提示する。 
シラバスコード FTR06110 
実務経験のある教員  
達成目標 ロボットシステム、メカトロニクスシステム、制御、バイオロボティクス、脳の

しくみ、ユニバーサルデザイン、安全設計などの基礎的事項を理解し、その概要
を説明することができること。 

受講者へのコメント ・この講義は初年次の導入科目であり、各先生の講義や専門分野への興味や関⼼
を高めることに主眼を置いている。 
・少人数講義なので、わからない時は遠慮なく積極的に質問して欲しい。 

連絡先 担当（代表）：２０号館３階 堂⽥研究室 電話：086-256-9564 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]1)授業への取り組み：欠席０（79%）、2)授業時間外の学習時間数 30 分程度
（38%）、全くしなかった（36%）、3)指示された課題に取り組んだ（62％） 
[B]あなたの成⻑：理解が深まった（76%）、興味・関⼼が高まった（36%） 
[C]5)総合評価：目標が達成できた（60%）、6)教員の意欲が感じられた（83%）
7)授業に満足した（72%） 
[E]考慮する点：8)授業の手法、毎回の学習目標の明示（9%）、9)授業の進行と教
材の提示、特にない（96%）（所見）各分野への理解は深まったようである。 

英文科目名 Introductory Seminar of Robot System Engineering 



関連科目 ロボットものづくり体験演習、ロボットシステムコース専門科目 
次回に向けての改善変更予定 特にない。 
講義目的 ロボット⼯学や知能機械⼯学の入門セミナーとして、ロボットシステム、メカト

ロニクスシステム、制御、バイオロボティクス、脳のしくみ、ユニバーサルデザ
イン、安全設計などの基礎事項を学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 各教員のテーマと準備学習は以下の通りである。「メカトロニクスと制御の基礎」

（堂⽥担当）：メカトロニクスとは何か、フィードバック制御とは何か、ロボット
と機械の違いは何か、について自分で考えたり、インターネットや図書などで調
べておくこと。「リハビリテーション・ロボティクス」（山本担当）：Rehabilitation 
robotics をインターネットで調べ、身体とのインタフェース構成について考えて
おくこと。「ロボット創造学の基礎」（神谷担当）：知能とは何か、ロボットとは何
かなどを考えておくこと。また配布された資 

 



年度 2014 
授業コード FTR0611P 
成績評価 レポート（７０％）と定期試験（３０％）で総合的に評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0611P ロボットシステムセミナー 
担当教員名 堂⽥ 周治郎、神谷 茂保、藤本 真作、松浦 洋司 
単位数 2 
教科書 各テーマの教員が指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード ロボットシステム、メカトロニクス、知能機械、ものづくり、制御、人の体など

の仕組み 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ロボットシステムセミナー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各テーマの教員が指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 担当教員の指示に従うこと。パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材を

プロジェクタで提示する。 
シラバスコード FTR0611P 
実務経験のある教員  
達成目標 ロボットシステム、メカトロニクスシステム、制御、バイオロボティクス、脳の

しくみ、ユニバーサルデザイン、安全設計などの基礎的事項を理解し、その概要
を説明することができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 担当（代表）：２０号館３階 堂⽥研究室 電話：086-256-9564 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introductory Seminar of Robot System Engineering 
関連科目 ロボットものづくり体験演習、ロボットシステムコース専門科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ロボット⼯学や知能機械⼯学の入門セミナーとして、ロボットシステム、メカト

ロニクスシステム、制御、バイオロボティクス、脳のしくみ、ユニバーサルデザ
イン、安全設計などの基礎事項を学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 各教員のテーマと準備学習は以下の通りである。「メカトロニクスと制御の基礎」

（堂⽥担当）：メカトロニクスとは何か、フィードバック制御とは何か、ロボット



と機械の違いは何か、について自分で考えたり、インターネットや図書などで調
べておくこと。「リハビリテーション・ロボティクス」（山本担当）：Rehabilitation 
robotics をインターネットで調べ、身体とのインタフェース構成について考えて
おくこと。「ロボット創造学の基礎」（神谷担当）：知能とは何か、ロボットとは何
かなどを考えておくこと。また配布された資 

 



年度 2014 
授業コード FTR06210 
成績評価 レポート（７０％）と定期試験（３０％）で総合的に評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜14) 
見出し FTR06210 アミューズメント⼯学セミナー 
担当教員名 山⽥ 訓、赤⽊ 徹也、綴⽊ 馴、荒⽊ 圭典、久野 弘明 
単位数 2 
教科書 各テーマの教員が指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード アミューズメント、ゲームプログラミング、生体計測技術、画像処理技術、マイ

コン 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「ホームページを作るのが面白い」ホームページ作成は将来必要になるかもしれ

ません。ホームページ作成の原理を理解するととともに、色々なホームページで
の⼯夫についても調べてみてください。「単位が欲しい」２名。各講義で必要なこ
とを理解し、自主的に学習することで、各講義の目標は達成されます。目標が達
成されれば、単位は取得できるはずです。単位を欲しがるのではなく、しっかり
学習することを目指してください。 

科目名 アミューズメント⼯学セミナー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各テーマの教員が指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 山⽥と荒⽊担当の演習では、パソコンを用いてプログラミング演習を行う。 
シラバスコード FTR06210 
実務経験のある教員  
達成目標 アミューズメント⼯学の対象とする技術・分野・製品について説明することがで

きること。 
受講者へのコメント アミューズメント⼯学に関係する４つのテーマについて紹介しています。自分が

興味があるテーマを見つけ、自主的な学習や２年次以上の講義の学習につなげて
いってください。 

連絡先 ２０号館５階 山⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 このセミナーは１年次生にアミューズメント⼯学分野について紹介するセミナ
ーである。理解が深まった(48/60)、興味・関⼼が高まった(23/60)という感想が
多く、目的はほぼ達成できていると考えられる。目標を達成できた(だいたい以
上が 56/60)、意欲(56/60)、満足度(55/60)と概ね好評であった。 

英文科目名 Introductory Seminar of Amusement Engineering 
関連科目 アミューズメント⼯学コース専門科目 



次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 アミューズメント⼯学の概略に触れ、アミューズメント⼯学の分野や必要な技

術、応用分野などについて理解することを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 各教員のテーマと準備学習は以下の通りである。「ＨＳＰを用いたゲームプログ

ラミング演習」（山⽥担当）テレビゲーム内部で、どんな手順でゲームが行われて
いるか、自分なりに考えること。インターネットなどでゲームを作成するのに必
要な技術について調べること。「生体情報を用いたアミューズメント機器」（久野
担当）生体情報を計測する計測法にどんなものがあるか、インターネットなどで
調べること。「マシンビジョン」(綴⽊担当）画像処理に手順や処理技術について、
インターネットなどで調べること。「ウェブプログラミングの基礎」（荒⽊担 

 



年度 2014 
授業コード FTR0621P 
成績評価 レポート（７０％）と定期試験（３０％）で総合的に評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0621P アミューズメント⼯学セミナー 
担当教員名 山⽥ 訓、赤⽊ 徹也、綴⽊ 馴、荒⽊ 圭典、久野 弘明 
単位数 2 
教科書 各テーマの教員が指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード アミューズメント、ゲームプログラミング、生体計測技術、画像処理技術、マイ

コン 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 アミューズメント⼯学セミナー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各テーマの教員が指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 山⽥と荒⽊担当の演習では、パソコンを用いてプログラミング演習を行う。 
シラバスコード FTR0621P 
実務経験のある教員  
達成目標 アミューズメント⼯学の対象とする技術・分野・製品について説明することがで

きること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館５階 山⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introductory Seminar of Amusement Engineering 
関連科目 アミューズメント⼯学コース専門科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 アミューズメント⼯学の概略に触れ、アミューズメント⼯学の分野や必要な技

術、応用分野などについて理解することを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 各教員のテーマと準備学習は以下の通りである。「ＨＳＰを用いたゲームプログ

ラミング演習」（山⽥担当）テレビゲーム内部で、どんな手順でゲームが行われて
いるか、自分なりに考えること。インターネットなどでゲームを作成するのに必
要な技術について調べること。「生体情報を用いたアミューズメント機器」（久野
担当）生体情報を計測する計測法にどんなものがあるか、インターネットなどで



調べること。「マシンビジョン」(綴⽊担当）画像処理に手順や処理技術について、
インターネットなどで調べること。「ウェブプログラミングの基礎」（荒⽊担 

 



年度 2014 
授業コード FTR06310 
成績評価 中間試験（40%）、定期試験（40%）、レポート・課題（20%）により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜14) 
見出し FTR06310 人間⼯学 
担当教員名 久野 弘明 
単位数 2 
教科書 エンジニアのための人間⼯学／横溝克己・小松原明哲／日本出版サービス／978-

4-889221244 
アクティブラーニング  
キーワード 人間⼯学、マンーマシンシステム、人間の仕組みと特性、表示器 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 Q1.点字を書くのが楽しかった。A1.実習をもっと取り入れられるよう⼯夫しま

す。Q2.これからのものづくりに大切なことや人間の仕組み，ロボットとの関係
などが学習できて良かった。世の中に存在する様々な機械の形状がどんな意味を
持っているのか考えるきっかけになった。今後様々なものづくりに対し，どうす
れば人間⼯学的価値を付加できるか検討することで理解を深めればと思う。A2.
時間があれば講義で扱えなかった後半部分も勉強し，より理解を深めて下さい。
Q3.パワーポイントを使ったり動画を見たりすることで分かりやすかった。 

科目名 人間⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 暮らしの中の人間⼯学／小原二郎／実教出版 
授業形態 講義 
注意備考 パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示す

る。 
シラバスコード FTR06310 
実務経験のある教員  
達成目標 機器・システムの設計のあり方と計測・評価方法等に関する基本的な考え方につ

いて理解する。 
受講者へのコメント 授業時間外の学習時間が少ないように感じます。宿題などの指示された課題だけ

をこなすのではなく，興味や疑問を持ったことは書籍やインターネットで調べ
て，より多くの知識や技術を身につけてください。 

連絡先 ６号館４階 久野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ［Ａ］授業に対するあなたの取り組み：出席状況は概ね良好です。授業時間外の
学習時間が少なく，宿題などの指示された課題のみに取り組んだ学生が多いよう
です。 ［Ｂ］この授業におけるあなたの成⻑：この分野への理解の深まり，興
味・関⼼の高まり，他分野の関連性が見られました。 ［Ｃ］総合評価：目標達成
度（できた＋だいたいできた）：82.4% ／ 教員の意欲（感じられた＋少し感じ



られた）：93.0% ／ 満足度（満足＋ほぼ満足）：89.5% 以上により，概ね良
好な講義ができていると考えます。 

英文科目名 Human Factors and Ergonomics 
関連科目 生活支援⼯学、ユニバーサルデザイン I、ヒューマンインターフェース 
次回に向けての改善変更予定 学習目標の明示，理解しやすい説明，扱う量，資料のレベル，学習方法の示指，

私語への注意など⼯夫します。 
講義目的 機械設計に関係する人間⼯学として、高齢者・障害者までを含めた人間の特性を

機械システムの中で捉えて、その特性に関する基礎的な知識を習得する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  人間⼯学について説明する。 

2 回  人間⼯学の考え方について説明する。 
3 回  マン−マシンシステムと人間⼯学について説明する。 
4 回  人間の仕組みと特性について説明する。 
5 回  表示器（視覚）について説明する。 
6 回  表示器（聴覚）について説明する。 
7 回  表示器（触覚）について説明する。 
8 回  これまでのまとめを行い、中間試験をする。 
9 回  操作器について説明する。 
10 回  マン−マシンシステムと人間との空間的位置関係について説明する。 
11 回  スピード・ソフトウェアについて説 

準備学習 1 回  人間⼯学について調べておくこと。 
2 回  人間⼯学について調べておくこと。 
3 回  マンーマシンシステムについて調べておくこと。 
4 回  人間のからだの構造について調べておくこと。 
5 回  視覚表示器について、どのようなものがあるか調べておくこと。 
6 回  聴覚表示器について、どのようなものがあるかで調べておくこと。 
7 回  触覚表示器について、どのようなものがあるか調べておくこと。 
8 回  これまでの講義内容を復習しておくこと。 
9 回  操作器について、どのようなものがあるか調べておくこと。 
1 

 



年度 2014 
授業コード FTR0631P 
成績評価 中間試験（40%）、定期試験（40%）、レポート・課題（20%）により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0631P 人間⼯学 
担当教員名 久野 弘明 
単位数 2 
教科書 エンジニアのための人間⼯学／横溝克己・小松原明哲／日本出版サービス／978-

4-889221244 
アクティブラーニング  
キーワード 人間⼯学、マンーマシンシステム、人間の仕組みと特性、表示器 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 人間⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 暮らしの中の人間⼯学／小原二郎／実教出版 
授業形態 講義 
注意備考 パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示す

る。 
シラバスコード FTR0631P 
実務経験のある教員  
達成目標 機器・システムの設計のあり方と計測・評価方法等に関する基本的な考え方につ

いて理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ６号館４階 久野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Human Factors and Ergonomics 
関連科目 生活支援⼯学、ユニバーサルデザイン I、ヒューマンインターフェース 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械設計に関係する人間⼯学として、高齢者・障害者までを含めた人間の特性を

機械システムの中で捉えて、その特性に関する基礎的な知識を習得する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  人間⼯学について説明する。 

2 回  人間⼯学の考え方について説明する。 
3 回  マン−マシンシステムと人間⼯学について説明する。 
4 回  人間の仕組みと特性について説明する。 
5 回  表示器（視覚）について説明する。 



6 回  表示器（聴覚）について説明する。 
7 回  表示器（触覚）について説明する。 
8 回  これまでのまとめを行い、中間試験をする。 
9 回  操作器について説明する。 
10 回  マン−マシンシステムと人間との空間的位置関係について説明する。 
11 回  スピード・ソフトウェアについて説 

準備学習 1 回  人間⼯学について調べておくこと。 
2 回  人間⼯学について調べておくこと。 
3 回  マンーマシンシステムについて調べておくこと。 
4 回  人間のからだの構造について調べておくこと。 
5 回  視覚表示器について、どのようなものがあるか調べておくこと。 
6 回  聴覚表示器について、どのようなものがあるかで調べておくこと。 
7 回  触覚表示器について、どのようなものがあるか調べておくこと。 
8 回  これまでの講義内容を復習しておくこと。 
9 回  操作器について、どのようなものがあるか調べておくこと。 
1 

 



年度 2014 
授業コード FTR06610 
成績評価 講義中の小テスト(20%)とレポート(10%)と定期試験(70%)を総合して評価す

る。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜13) 
見出し FTR06610 知能情報処理 
担当教員名 山⽥ 訓 
単位数 2 
教科書 ノートおよびプリント講義 
アクティブラーニング  
キーワード 脳、コンピュータ、ニューロン、知能、誤差逆伝播法、連想記憶モデル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 知能情報処理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する 
授業形態 講義 
注意備考 パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示す

る。パソコンを使用して、シミュレーションの様子をプロジェクタなどで提示す
る。 

シラバスコード FTR06610 
実務経験のある教員  
達成目標 脳とコンピュータの情報処理様式の違いを説明できること。ニューロンと脳の構

造と機能を説明できること。誤差逆伝播法と連想記憶モデルの原理とアルゴリズ
ムと適用例について説明できること。 

受講者へのコメント この講義は脳の機能やそのモデルに関する講義です。これまであまり勉強してこ
なかった内容ですので、難しいかもしれません。わかりにくい点がありましたら、
講義中にどんどん質問してください。また、小テストの際に質問を書く欄があり
ますので、活用してください。 

連絡先 担当：山⽥訓 研究室：２０号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 レポート課題を課したが、授業時間外に全く学習しなかったが６０名中２３名い
た。内容理解のための復習としてレポート課題を出しています。配布資料を見直
して、復習するようにしてください。 

英文科目名 Intelligent Information Processing 
関連科目 知的制御システム論 
次回に向けての改善変更予定 各講義で理解して欲しい重要項目が明確になるようにしたい。 
講義目的 知能機械を構築するためには、“知能的”な情報処理が必要となる。この講義では、



知能の概念、知能的な情報処理を行っているヒトの脳の構造と機能、神経系の働
きを模擬するニューラルネットワークモデルの基礎を学習する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  知能の概念について解説する。 

2 回  脳とコンピュータの違いについて解説する。 
3 回  細胞の構造と機能（生物学の基礎）の概略について解説する。 
4 回  神経細胞（ニューロン）の構造と機能について解説する。 
5 回  脳・神経系の構造と働きについて解説する。 
6 回  視覚情報処理について解説する。 
7 回  聴覚情報処理、運動制御、高次機能について解説する。 
8 回  ニューラルネットワークで必要な数学、特に微分・偏微分について復習す
る。 
9 回  単一ニューロンのモデルについて解説する。 
10 回  誤差 

準備学習 1 回  シラバスを読み、講義の概要を理解しておくこと。知能についてインター
ネット等で調べておくこと。 
2 回  第１回配布資料を復習し、脳とコンピュータの違いについて調べておく
こと。 
3 回  細胞がどんな構造をしており、どんな機能を持っているか調べておくこ
と。 
4 回  神経系の構成と機能について調べておくこと 
5 回  第４回の配布資料を復習し、神経細胞の構造と機能を理解しておくこと 
6 回  第５回配布資料を復習し、脳の構造と各部分の機能について理解してお
くこと 
7 回  第６回配布資料を復習し、視覚情報処理の 

 



年度 2014 
授業コード FTR0661P 
成績評価 講義中の小テスト(20%)とレポート(10%)と定期試験(70%)を総合して評価す

る。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0661P 知能情報処理 
担当教員名 山⽥ 訓 
単位数 2 
教科書 ノートおよびプリント講義 
アクティブラーニング  
キーワード 脳、コンピュータ、ニューロン、知能、誤差逆伝播法、連想記憶モデル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 知能情報処理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する 
授業形態 講義 
注意備考 パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示す

る。パソコンを使用して、シミュレーションの様子をプロジェクタなどで提示す
る。 

シラバスコード FTR0661P 
実務経験のある教員  
達成目標 脳とコンピュータの情報処理様式の違いを説明できること。ニューロンと脳の構

造と機能を説明できること。誤差逆伝播法と連想記憶モデルの原理とアルゴリズ
ムと適用例について説明できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 担当：山⽥訓 研究室：２０号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Intelligent Information Processing 
関連科目 知的制御システム論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 知能機械を構築するためには、“知能的”な情報処理が必要となる。この講義では、

知能の概念、知能的な情報処理を行っているヒトの脳の構造と機能、神経系の働
きを模擬するニューラルネットワークモデルの基礎を学習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  知能の概念について解説する。 

2 回  脳とコンピュータの違いについて解説する。 



3 回  細胞の構造と機能（生物学の基礎）の概略について解説する。 
4 回  神経細胞（ニューロン）の構造と機能について解説する。 
5 回  脳・神経系の構造と働きについて解説する。 
6 回  視覚情報処理について解説する。 
7 回  聴覚情報処理、運動制御、高次機能について解説する。 
8 回  ニューラルネットワークで必要な数学、特に微分・偏微分について復習す
る。 
9 回  単一ニューロンのモデルについて解説する。 
10 回  誤差 

準備学習 1 回  シラバスを読み、講義の概要を理解しておくこと。知能についてインター
ネット等で調べておくこと。 
2 回  第１回配布資料を復習し、脳とコンピュータの違いについて調べておく
こと。 
3 回  細胞がどんな構造をしており、どんな機能を持っているか調べておくこ
と。 
4 回  神経系の構成と機能について調べておくこと 
5 回  第４回の配布資料を復習し、神経細胞の構造と機能を理解しておくこと 
6 回  第５回配布資料を復習し、脳の構造と各部分の機能について理解してお
くこと 
7 回  第６回配布資料を復習し、視覚情報処理の 

 



年度 2014 
授業コード FTR06710 
成績評価 各教員が提示するレポート（１００％）。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(10〜) 
見出し FTR06710 アドバンストセミナー 
担当教員名 山⽥ 訓、赤⽊ 徹也、綴⽊ 馴、堂⽥ 周治郎、神谷 茂保、松下 尚史、藤

本 真作 
単位数 2 
教科書 配属された教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「楽しかった」という意見があった。現在の取り組みを継続したい。 
科目名 アドバンストセミナー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 配属された教員の指示による。 
授業形態 講義 
注意備考 卒業研究として配属された教員の指導に従って研究室ごとに行う。 
シラバスコード FTR06710 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）各研究室の研究内容の概要を説明できること。（２）必要な情報を自律的に

獲得する方法を知っていること。（３）研究計画を立てる方法を知っていること。 
受講者へのコメント この講義は卒業研究につなげるためのプレゼミです。積極的に参加し、卒業研究

を行うための基礎知識を習得し、研究内容の理解を深めるようにしてください。 
連絡先 代表： 学科⻑（原則は配属先の指導教員） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習時間が１時間以下の学生が多い（１時間：７名、３０分：１０
名、なし：１３名）ので、卒業研究につなげる取り組みであるので、自主的な授
業時間外の学習につながるような取り組みが各教員で必要である。目標の達成度
(35/38)、意欲(34/38)、満足度(32/38)といずれも好評であり、卒業研究につなげ
る取り組みとして十分に機能していると考えられる。 

英文科目名 Advanced Seminar 
関連科目 知能機械⼯学科の全てのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定 授業時間外の学習につながるような取り組みを増やすようにしたい。 
講義目的 ４年次の卒業研究を有効に行うことができるように、各研究室の研究内容につい

て理解することが目標である。また、各研究室の４年次生や修士学生の研究活動
を体験することにより、自律的な研究活動の方法やプレゼンテーション能力の必
要性について理解することが目標である。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 各担当教員が担当する講義を復習することと、担当教員が配布する資料を熟読

し、理解しておくこと。 
 



年度 2014 
授業コード FTR0671P 
成績評価 各教員が提示するレポート（１００％）。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0671P アドバンストセミナー 
担当教員名 山⽥ 訓、赤⽊ 徹也、綴⽊ 馴、堂⽥ 周治郎、神谷 茂保、松下 尚史、藤

本 真作 
単位数 2 
教科書 配属された教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 アドバンストセミナー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 配属された教員の指示による。 
授業形態 講義 
注意備考 卒業研究として配属された教員の指導に従って研究室ごとに行う。 
シラバスコード FTR0671P 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）各研究室の研究内容の概要を説明できること。（２）必要な情報を自律的に

獲得する方法を知っていること。（３）研究計画を立てる方法を知っていること。 
受講者へのコメント  
連絡先 代表： 学科⻑（原則は配属先の指導教員） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Seminar 
関連科目 知能機械⼯学科の全てのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ４年次の卒業研究を有効に行うことができるように、各研究室の研究内容につい

て理解することが目標である。また、各研究室の４年次生や修士学生の研究活動
を体験することにより、自律的な研究活動の方法やプレゼンテーション能力の必
要性について理解することが目標である。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 各担当教員が担当する講義を復習することと、担当教員が配布する資料を熟読

し、理解しておくこと。 
 



年度 2014 
授業コード FTR06810 
成績評価 毎回のレポート（100%） 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜12) 
見出し FTR06810 ロボットビジョン 
担当教員名 綴⽊ 馴 
単位数 2 
教科書 特になし（自作のテキストをＷＥＢ上で配布） 
アクティブラーニング  
キーワード ヒストグラム，平坦化，ランダムノイズ，メディアンフィルタ，平滑化フィルタ，

自己組織化マップ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ロボットビジョン 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし． 
授業形態 講義 
注意備考 無断欠席は一切認めない．プログラミング演習と数値計算法の単位が修得済みで

あり，十分理解していること．講義で情報処理センター実習室のパソコンを利用
する。 

シラバスコード FTR06810 
実務経験のある教員  
達成目標 画像処理を行う様々なフィルタのｃ言語による構築ができる． 

自己組織化マップを自由自在に使えるようになることができる． 
受講者へのコメント プログラミング演習と数値計算法の内容を理解した上で，受講して下さい． 

そうでないと，この講義を理解するのは不可能です． 
連絡先 電子メール juntuzu@are.ous.ac.jp，オフィスアワー随時． 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 出来るだけのことはしたので，こんなものでしょう． 
英文科目名 Robot Vision 
関連科目 プログラミング演習，数値計算法 
次回に向けての改善変更予定 今回は，甘くしすぎたので，次回からは少し厳しくする． 
講義目的 画像処理を行う様々なフィルタのｃ言語による構築ができるようになること． 

自己組織化マップを習得すること． 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクションをする． 

2 回 画像ファイルを読み込むライブラリの紹介，ｃ言語による画像ファイルの
読み込みをする． 



3 回 画像ファイルの加⼯，画像の縮小拡大をする． 
4 回 ヒストグラムを求めるプログラムの作成をする． 
5 回 平均二乗誤差を求めるプログラムの作成． 
6 回 windows による画像圧縮とのヒストグラムにおける比較をする． 
7 回 ランダムノイズの除去（メディアンフィルタ）をする． 
8 回 画像の二値化によるエッジ検出をする． 
9 回 エッジ検出後の画像修復をする． 
10 回 自己組織化マップ（ 

準備学習 1 回 C 言語の復習をすること． 
2 回 第１回レポートの用意をすること． 
3 回 第２回レポートの用意をすること． 
4 回 第３回レポートの用意をすること． 
5 回 第４回レポートの用意をすること． 
6 回 第５回レポートの用意をすること． 
7 回 第６回レポートの用意をすること． 
8 回 第７回レポートの用意をすること． 
9 回 第８回レポートの用意をすること． 
10 回 第９回レポートの用意をすること． 
11 回 第１０回レポートの用意をすること． 
12 回 第１１回レポートの用意をすること． 
13 回 第１２回レポートの用 

 



年度 2014 
授業コード FTR0681P 
成績評価 毎回のレポート（100%） 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0681P ロボットビジョン 
担当教員名 綴⽊ 馴 
単位数 2 
教科書 特になし（自作のテキストをＷＥＢ上で配布） 
アクティブラーニング  
キーワード ヒストグラム，平坦化，ランダムノイズ，メディアンフィルタ，平滑化フィルタ，

自己組織化マップ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ロボットビジョン 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし． 
授業形態 講義 
注意備考 無断欠席は一切認めない．プログラミング演習と数値計算法の単位が修得済みで

あり，十分理解していること．講義で情報処理センター実習室のパソコンを利用
する。 

シラバスコード FTR0681P 
実務経験のある教員  
達成目標 画像処理を行う様々なフィルタのｃ言語による構築ができる． 

自己組織化マップを自由自在に使えるようになることができる． 
受講者へのコメント  
連絡先 電子メール juntuzu@are.ous.ac.jp，オフィスアワー随時． 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Robot Vision 
関連科目 プログラミング演習，数値計算法 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 画像処理を行う様々なフィルタのｃ言語による構築ができるようになること． 

自己組織化マップを習得すること． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクションをする． 

2 回 画像ファイルを読み込むライブラリの紹介，ｃ言語による画像ファイルの
読み込みをする． 
3 回 画像ファイルの加⼯，画像の縮小拡大をする． 



4 回 ヒストグラムを求めるプログラムの作成をする． 
5 回 平均二乗誤差を求めるプログラムの作成． 
6 回 windows による画像圧縮とのヒストグラムにおける比較をする． 
7 回 ランダムノイズの除去（メディアンフィルタ）をする． 
8 回 画像の二値化によるエッジ検出をする． 
9 回 エッジ検出後の画像修復をする． 
10 回 自己組織化マップ（ 

準備学習 1 回 C 言語の復習をすること． 
2 回 第１回レポートの用意をすること． 
3 回 第２回レポートの用意をすること． 
4 回 第３回レポートの用意をすること． 
5 回 第４回レポートの用意をすること． 
6 回 第５回レポートの用意をすること． 
7 回 第６回レポートの用意をすること． 
8 回 第７回レポートの用意をすること． 
9 回 第８回レポートの用意をすること． 
10 回 第９回レポートの用意をすること． 
11 回 第１０回レポートの用意をすること． 
12 回 第１１回レポートの用意をすること． 
13 回 第１２回レポートの用 

 



年度 2014 
授業コード FTR07010 
成績評価 質疑応答や演習内容・レポート・期末試験により総合的に評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜12) 
見出し FTR07010 ロボット制御⼯学 
担当教員名 藤本 真作 
単位数 2 
教科書 参考資料を適宜配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ダイナミカルシステム、安定解析、ロバスト安定性、外乱オブザーバ、システム

同定法、ARX モデル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし。 
科目名 ロボット制御⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 藤井隆雄監訳・フィードバック制御の理論・コロナ社野波健蔵編著・ＭＡＴＬＡ

Ｂによる制御系設計・東京電機大学出版局足立修一著・ＭＡＴＬＡＢによる制御
のためのシステム同定・東京電機大学出版局 

授業形態 講義 
注意備考 ＭＡＴＬＡＢ／ＳＩＭＵＬＩＮＫを使用する。 

講義場所：６号館２階 藤本実験室 
シラバスコード FTR07010 
実務経験のある教員  
達成目標 ①周波数領域における制御系設計法、特にロバスト制御についての基礎概念を理

解し、ＭＡＴＬＡＢによって設計仕様を満足する制御器が設計できる。②ＭＡＴ
ＬＡＢを利用することで、時間領域における制御系設計ができ、ＳＩＭＵＬＩＮ
Ｋによって基礎なシミュレーションができる。③基本的なパラメトリックモデル
（ＡＲＸモデル）のシステム同定ができる。 

受講者へのコメント ロボット制御理論の内容、特に状態方程式（運動方程式）表現による制御系設計
法に軸足を置き、線形制御理論に基づいた講義をしたいと考えています。 

連絡先 研究室：２０号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 私が個人的に悪いと感じた項目のみ所見を述べさせて頂きます。 
【質問項目 A−２】 
 授業時間以外でどの程度、学習しましたか。 
［所見］ 
 週当たりの学習時間が１時間以下の学生が８０％の結果で、由々しき問題だと
思っています。昨年度よりも若干改善されているものの、この科目はロボットシ
ステムコースの学生にとって選択必修科目ですので、授業時間外での学習は必須



だと考えているからです。そのため、今後は宿題や演習問題を多く出すなどして、
勉強量を増やす必要があるように感じました。 

英文科目名 Control Engineering for Robots 
関連科目 制御⼯学Ⅰ・Ⅱ、ロボットダイナミクス、知能ロボット学、ロボット運動学 
次回に向けての改善変更予定 来年度は宿題や演習問題を増やし、授業時間以外での予習・復習に力を入れてい

きたいと思います。 
また、実機による制御性能の差異などを実演できればさらに良いとも考えていま
す。 

講義目的 ロボットマニピュレータなどのダイナミカルシステムの運動学、動力学および、
安定解析について簡単に概説し、周波数領域における制御系設計法（２自由度制
御系、外乱オブザーバ、感度関数・相補感度関数、混合感度、ロバスト安定性等）
と、時間領域における制御系設計法（可制御・可観測性、極配置、オブザーバ、
最適レギュレータ、システム同定法の具体例を示しながら、それらの基本的な考
え方を理解することを目的としている。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義概要 

2 回 ロボットマニピュレータの動特性とその性質 
3 回 ダイナミカルシステムの安定解析 
4 回 周波数領域における制御系設計法 
5 回 ２自由度制御系の構成とシミュレーション 
6 回 外乱オブザーバの構成 
7 回 感度関数とロバスト安定性 
8 回 時間領域における制御系設計法 
9 回 可制御性（可安定性）と極配置・演習 
10 回 可観測性（可検出性）とオブザーバ・演習 
11 回 最適レギュレータ・演習 
12 回 システム同定の概要とパラメトリックモデルの同定 
13 回 ＡＲＸモデルと予測誤差法 
14 回 ＡＲＸモ 

準備学習 1 回 制御⼯学Ⅰ・Ⅱの復習をしておくこと 
2 回 ロボットダイナミクスの復習をしておくこと 
3 回 リアプノフの安定性理論を復習しておくこと 
4 回 制御⼯学Ⅰの復習をしておくこと 
5 回 フィードバックとフィードフォワードの役割を復習しておくこと 
6 回 フィルタの復習をしておくこと 
7 回 感度関数・相補感度関数を定義を確認しておくこと 
8 回 ＭＡＴＬＡＢ／ＳＩＭＵＬＩＮＫの基礎を理解しておくこと 
9 回 知能ロボット学の復習をしておくこと 
10 回 ロボット制御⼯学の復習をしておくこと 
11 回 制御⼯学Ⅱの復習をし 

 



年度 2014 
授業コード FTR0701P 
成績評価 質疑応答や演習内容・レポート・期末試験により総合的に評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0701P ロボット制御⼯学 
担当教員名 藤本 真作 
単位数 2 
教科書 参考資料を適宜配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ダイナミカルシステム、安定解析、ロバスト安定性、外乱オブザーバ、システム

同定法、ARX モデル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ロボット制御⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 藤井隆雄監訳・フィードバック制御の理論・コロナ社野波健蔵編著・ＭＡＴＬＡ

Ｂによる制御系設計・東京電機大学出版局足立修一著・ＭＡＴＬＡＢによる制御
のためのシステム同定・東京電機大学出版局 

授業形態 講義 
注意備考 ＭＡＴＬＡＢ／ＳＩＭＵＬＩＮＫを使用する。 

講義場所：６号館２階 藤本実験室 
シラバスコード FTR0701P 
実務経験のある教員  
達成目標 ①周波数領域における制御系設計法、特にロバスト制御についての基礎概念を理

解し、ＭＡＴＬＡＢによって設計仕様を満足する制御器が設計できる。②ＭＡＴ
ＬＡＢを利用することで、時間領域における制御系設計ができ、ＳＩＭＵＬＩＮ
Ｋによって基礎なシミュレーションができる。③基本的なパラメトリックモデル
（ＡＲＸモデル）のシステム同定ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室：２０号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Control Engineering for Robots 
関連科目 制御⼯学Ⅰ・Ⅱ、ロボットダイナミクス、知能ロボット学、ロボット運動学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ロボットマニピュレータなどのダイナミカルシステムの運動学、動力学および、

安定解析について簡単に概説し、周波数領域における制御系設計法（２自由度制
御系、外乱オブザーバ、感度関数・相補感度関数、混合感度、ロバスト安定性等）



と、時間領域における制御系設計法（可制御・可観測性、極配置、オブザーバ、
最適レギュレータ、システム同定法の具体例を示しながら、それらの基本的な考
え方を理解することを目的としている。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義概要 

2 回 ロボットマニピュレータの動特性とその性質 
3 回 ダイナミカルシステムの安定解析 
4 回 周波数領域における制御系設計法 
5 回 ２自由度制御系の構成とシミュレーション 
6 回 外乱オブザーバの構成 
7 回 感度関数とロバスト安定性 
8 回 時間領域における制御系設計法 
9 回 可制御性（可安定性）と極配置・演習 
10 回 可観測性（可検出性）とオブザーバ・演習 
11 回 最適レギュレータ・演習 
12 回 システム同定の概要とパラメトリックモデルの同定 
13 回 ＡＲＸモデルと予測誤差法 
14 回 ＡＲＸモ 

準備学習 1 回 制御⼯学Ⅰ・Ⅱの復習をしておくこと 
2 回 ロボットダイナミクスの復習をしておくこと 
3 回 リアプノフの安定性理論を復習しておくこと 
4 回 制御⼯学Ⅰの復習をしておくこと 
5 回 フィードバックとフィードフォワードの役割を復習しておくこと 
6 回 フィルタの復習をしておくこと 
7 回 感度関数・相補感度関数を定義を確認しておくこと 
8 回 ＭＡＴＬＡＢ／ＳＩＭＵＬＩＮＫの基礎を理解しておくこと 
9 回 知能ロボット学の復習をしておくこと 
10 回 ロボット制御⼯学の復習をしておくこと 
11 回 制御⼯学Ⅱの復習をし 

 



年度 2014 
授業コード FTR07110 
成績評価 講義中の小テスト(20%)とレポート(10%)と定期試験(70%)で総合的に評価す

る。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(10〜) 
見出し FTR07110 知的制御システム論 
担当教員名 山⽥ 訓 
単位数 2 
教科書 ノートおよびプリント講義 
アクティブラーニング  
キーワード 人⼯知能、エキスパートシステム、ニューラルネットワーク、ファジー制御、遺

伝的アルゴリズム、強化学習、フィードバック誤差学習 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 知的制御システム論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する 
授業形態 講義 
注意備考 パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示す

る。 
シラバスコード FTR07110 
実務経験のある教員  
達成目標 知能情報処理のいくつかの方式（人⼯知能（特にエキスパートシステム）、誤差逆

伝播法、連想記憶、ファジー制御、遺伝的アルゴリズム）の原理と特徴を理解す
ること。制御学習のいくつかの方式（強化学習とフィードバック誤差学習）の原
理と特徴を理解すること。 

受講者へのコメント この講義では知的制御に関係する５つのテーマについて解説します。このような
技術があることを知っていることは将来役に立つと思いますので、どんな技術で
どんな特徴、⻑所、短所があるかを理解するようにしてください。 

連絡先 担当：山⽥訓 研究室：２０号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 講義で紹介した５つのテーマ毎にレポート提出を課したので、ほとんどの学生
(24/33)がある程度授業時間外の学習を行っていた。各テーマの理解につながっ
たのではないかと考えられる。この分野への理解が深まった(29/33)、目標を達
成できた(大体できた以上が 32/33)、満足した(ほぼ満足以上が 30/33)と概ね好
評であったので、このままの講義を継続していきたい。 

英文科目名 Intelligent Control Systems 
関連科目 知能情報処理、プログラミング演習 



次回に向けての改善変更予定 学生からの声を取り入れて、双方向性の講義になるように⼼がけたい。 
講義目的 脳で行われている知能的な情報処理を実現するための様々な方式（人⼯知能（特

にエキスパートシステム）、誤差逆伝播学習、連想記憶、ファジー制御、遺伝的ア
ルゴリズム等）及びロボットの制御学習（強化学習、フィードバック誤差学習）
など、知能情報処理の具体例について学習する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  知能情報処理の概略を解説する。 

2 回  誤差逆伝搬法のプログラミングについて復習する。 
3 回 人⼯知能(AI)の原理について解説する。 
4 回   人⼯知能(AI)の応用例について解説する。 
5 回  ファジー制御の原理について解説する。 
6 回  ファジー制御の応用例について解説する。 
7 回  遺伝的アルゴリズムの原理について解説する。 
8 回  遺伝的アルゴリズムの応用例について解説する。 
9 回 遺伝的アルゴリズムのプログラミングについて解説する。 
10 回  強化学習の原理について解説する。 
11 回 

準備学習 1 回  知能情報処理の配布資料を復習し、脳とコンピュータの情報処理の違い
を再確認すること。シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  知能情報処理の第１１回から第１３回の配布資料を復習し、誤差逆伝搬
法の原理とアルゴリズムを再確認すること。 
3 回  人⼯知能についてインターネットなどで調べ、これまでに人⼯知能とし
てどんな研究が行われたか調べておくこと。 
4 回  第３回配布資料を復習し、人⼯知能の考え方を理解しておくこと。 
5 回  第３回、第４回の配布資料をまとめ、人⼯知能に関するレポート（ 

 



年度 2014 
授業コード FTR0711P 
成績評価 講義中の小テスト(20%)とレポート(10%)と定期試験(70%)で総合的に評価す

る。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0711P 知的制御システム論 
担当教員名 山⽥ 訓 
単位数 2 
教科書 ノートおよびプリント講義 
アクティブラーニング  
キーワード 人⼯知能、エキスパートシステム、ニューラルネットワーク、ファジー制御、遺

伝的アルゴリズム、強化学習、フィードバック誤差学習 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 知的制御システム論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する 
授業形態 講義 
注意備考 パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示す

る。 
シラバスコード FTR0711P 
実務経験のある教員  
達成目標 知能情報処理のいくつかの方式（人⼯知能（特にエキスパートシステム）、誤差逆

伝播法、連想記憶、ファジー制御、遺伝的アルゴリズム）の原理と特徴を理解す
ること。制御学習のいくつかの方式（強化学習とフィードバック誤差学習）の原
理と特徴を理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 担当：山⽥訓 研究室：２０号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Intelligent Control Systems 
関連科目 知能情報処理、プログラミング演習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 脳で行われている知能的な情報処理を実現するための様々な方式（人⼯知能（特

にエキスパートシステム）、誤差逆伝播学習、連想記憶、ファジー制御、遺伝的ア
ルゴリズム等）及びロボットの制御学習（強化学習、フィードバック誤差学習）
など、知能情報処理の具体例について学習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  知能情報処理の概略を解説する。 
2 回  誤差逆伝搬法のプログラミングについて復習する。 
3 回 人⼯知能(AI)の原理について解説する。 
4 回   人⼯知能(AI)の応用例について解説する。 
5 回  ファジー制御の原理について解説する。 
6 回  ファジー制御の応用例について解説する。 
7 回  遺伝的アルゴリズムの原理について解説する。 
8 回  遺伝的アルゴリズムの応用例について解説する。 
9 回 遺伝的アルゴリズムのプログラミングについて解説する。 
10 回  強化学習の原理について解説する。 
11 回 

準備学習 1 回  知能情報処理の配布資料を復習し、脳とコンピュータの情報処理の違い
を再確認すること。シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  知能情報処理の第１１回から第１３回の配布資料を復習し、誤差逆伝搬
法の原理とアルゴリズムを再確認すること。 
3 回  人⼯知能についてインターネットなどで調べ、これまでに人⼯知能とし
てどんな研究が行われたか調べておくこと。 
4 回  第３回配布資料を復習し、人⼯知能の考え方を理解しておくこと。 
5 回  第３回、第４回の配布資料をまとめ、人⼯知能に関するレポート（ 

 



年度 2014 
授業コード FTR07210 
成績評価 講義中の小テスト（２０％）とレポート（１０％）と定期試験（７０％）を総合

して評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜12) 
見出し FTR07210 アミューズメント⼯学 
担当教員名 山⽥ 訓 
単位数 2 
教科書 ノートおよびプリント講義 
アクティブラーニング  
キーワード アミューズメント産業、テレビゲーム、ヒューマンインターフェース、人体計測

技術、シミュレーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 アミューズメント⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する 
授業形態 講義 
注意備考 パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示す

る。 
シラバスコード FTR07210 
実務経験のある教員  
達成目標 アミューズメントビジネスの概要と歴史を説明できること。アミューズメント分

野で必要な人体計測技術とシミュレーション技術の特徴と応用を説明できるこ
と。 

受講者へのコメント この講義はアミューズメント産業全般の概要を紹介する講義です。講義の内容や
関連する事項で興味のある点に ついてどんどん質問してください。この講義を
契機に興味を持った点について自発的に調べてみましょう。 

連絡先 担当： 山⽥訓 研究室：２０号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 内容のまとまり毎にレポート課題を課したので、授業時間外にもある程度学習し
ている。レポートは今後も継続していきたい。この講義はアミューズメント産業
の概要を伝える講義であり、良かった点として「理解が深まった」が２５名中２
４名「興味・関⼼が高まった」が２５名中７名の回答があったので、この講義の
趣旨は理解してもらえたと考える。 

英文科目名 Amusement Engineering 
関連科目 ヒューマンインターフェース、バーチャルリアリティ、アミューズメントコント

ローラ、アミューズメントプログラミング 



次回に向けての改善変更予定 教員からの説明ばかりでは集中力が持続しないので、学生が参加できるような講
義に⼯夫したい。 

講義目的 アミューズメント関連ビジネスの概要と歴史を理解し、アミューズメント分野の
技術者となるために必要な⼯学技術（ヒューマンインターフェース、人体計測技
術、シミュレーション技術等）の基礎とアミューズメント分野での応用について
学習する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 アミューズメント産業全体の概要について解説する。 

2 回 ゲームビジネスの概要について解説する。 
3 回 アミューズメント産業全体の歴史について解説する。 
4 回 テレビゲーム発展の歴史について解説する。 
5 回 テレビゲーム発展の最近の歴史を解説する。テレビゲームにおけるヒュー
マンインターフェースの重要性について、ゲームニクス理論に基づき解説する。 
6 回 オンラインゲームと SNS について解説する。アミューズメント機器の特性
とヒューマンインターフェースの特徴について解説する。 
7 回 計測技術の１回目として、 

準備学習 1 回 アミューズメント産業には、どんな業種・企業があるか調べておくこと。 
2 回 １回目の配布資料を熟読し、アミューズメント産業の規模や内容について
復習しておくこと。 
3 回 ２回目の配布資料を熟読し、ゲームビジネスの概要を復習しておくととも
に、自分がしたことのあるゲーム機やゲームソフトの位置づけを確認しておくこ
と。 
4 回 ３回目の配布資料を熟読し、おもちゃビジネスの概要を復習しておくとと
もに、自分が遊んだことのあるおもちゃの位置づけを確認しておくこと。 
5 回 第４回の配布資料を熟読し、テレビゲームの発展の流 

 



年度 2014 
授業コード FTR0721P 
成績評価 講義中の小テスト（２０％）とレポート（１０％）と定期試験（７０％）を総合

して評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0721P アミューズメント⼯学 
担当教員名 山⽥ 訓 
単位数 2 
教科書 ノートおよびプリント講義 
アクティブラーニング  
キーワード アミューズメント産業、テレビゲーム、ヒューマンインターフェース、人体計測

技術、シミュレーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 アミューズメント⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する 
授業形態 講義 
注意備考 パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示す

る。 
シラバスコード FTR0721P 
実務経験のある教員  
達成目標 アミューズメントビジネスの概要と歴史を説明できること。アミューズメント分

野で必要な人体計測技術とシミュレーション技術の特徴と応用を説明できるこ
と。 

受講者へのコメント  
連絡先 担当： 山⽥訓 研究室：２０号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Amusement Engineering 
関連科目 ヒューマンインターフェース、バーチャルリアリティ、アミューズメントコント

ローラ、アミューズメントプログラミング 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 アミューズメント関連ビジネスの概要と歴史を理解し、アミューズメント分野の

技術者となるために必要な⼯学技術（ヒューマンインターフェース、人体計測技
術、シミュレーション技術等）の基礎とアミューズメント分野での応用について
学習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 アミューズメント産業全体の概要について解説する。 
2 回 ゲームビジネスの概要について解説する。 
3 回 アミューズメント産業全体の歴史について解説する。 
4 回 テレビゲーム発展の歴史について解説する。 
5 回 テレビゲーム発展の最近の歴史を解説する。テレビゲームにおけるヒュー
マンインターフェースの重要性について、ゲームニクス理論に基づき解説する。 
6 回 オンラインゲームと SNS について解説する。アミューズメント機器の特性
とヒューマンインターフェースの特徴について解説する。 
7 回 計測技術の１回目として、 

準備学習 1 回 アミューズメント産業には、どんな業種・企業があるか調べておくこと。 
2 回 １回目の配布資料を熟読し、アミューズメント産業の規模や内容について
復習しておくこと。 
3 回 ２回目の配布資料を熟読し、ゲームビジネスの概要を復習しておくととも
に、自分がしたことのあるゲーム機やゲームソフトの位置づけを確認しておくこ
と。 
4 回 ３回目の配布資料を熟読し、おもちゃビジネスの概要を復習しておくとと
もに、自分が遊んだことのあるおもちゃの位置づけを確認しておくこと。 
5 回 第４回の配布資料を熟読し、テレビゲームの発展の流 

 



年度 2014 
授業コード FTR07310 
成績評価 実習で行うプログラムおよび定期試験（課題レポート）から総合的に判断する． 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜12) 
見出し FTR07310 アミューズメントコントローラ 
担当教員名 赤⽊ 徹也 
単位数 2 
教科書 H8/3664 グループハードウェアマニュアル (㈱Renesas) 【講義中に PDF フ

ァイルで配布】 
アクティブラーニング  
キーワード 組込みコントローラ，マイクロコンピュータ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・小テストをちゃんとやってほしい。 

（回答）時間がなかったこともあり小テストの回答ができなかったものがありま
す。今後は授業計画を含めて改善したいと思います。 
・彼は息子です・・ 
（回答）意味不明ですが、何かの暗号でしょうか？ 
・内容が難しかった 
（回答）マイコンの機能や設定に関することですから難しいかもしれません。今
後はよりわかりやすくしたいと思います。 

科目名 アミューズメントコントローラ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大須賀威彦著：c 言語による組込み制御入門講座，H8 マイコンで学ぶプログラム

デェバッグ技法，電波新聞社 
SH7125 グループ，SH7124 グループ ハードウェアマニュアル (㈱Renesas)  
【講義中に PDF ファイルで配布】 

授業形態 講義 
注意備考 組込み技術などマイクロコンピュータのプログラミングは、ハードウエアにリン

クしたもので，ハードウエア（アクチュエータ，センサ）の構造・動作原理につ
いても知っておく必要がある．特に，マイコンなどを使って動く機械（ロボった
など）を作った経験がないと，講義の内容を理解するのは難しいかもしれません。
その場合は，別途自分で勉強する必要があります。 
（岡山理科大学⼯学部知能機械⼯学科の学生は 1，2 年生の講義でロボットを作
っているので受講しても問題ありません。） 
また，C 言語の知識とプログラミング技術を必要とします．さ 

シラバスコード FTR07310 
実務経験のある教員  
達成目標 マニュアルを見ながら，組込みコントローラ（マイクロコンピュータ）のプログ

ラミングの内容が理解でき，さらに，組込みコントローラのマニュアルと簡単な
サンプルプログラムを利用して，個々の目的にあったプログラムが作成できるこ



とを目的とする。 
受講者へのコメント 内容が非常に複雑な内容を含むが、1 名を除いて授業内容を評価してくれている

ことは非常にうれしい。 
今後も興味を持って聞いていただけるよう頑張りたい。 

連絡先 20 号館 5 階 赤⽊研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この講義の目標を達成できたか？に関して 
78％程度の学生が目標を達成できたと感じられたことは良かったが、３％(1 名)
の学生が出来なかったと思っていることは反省の余地がある． 
授業に対しての教員の意欲が感じられたか？に関して 
89％の学生が意欲を感じ取ってくれていたが、感じられなかったとする学生が
３％（1 名）ほどおり今後改善の必要があるものと思われる。 
この授業に満足したか？に関して 
72％の学生が満足していたが、３％（1 名）の学生が不満を持っていることに関
して，授業についていけなかった学生がいるものと思わ 

英文科目名 Controller for Amusement Systems 
関連科目 ロボットものづくり体験演習（1 年生前期），ロボット知能化演習（2 年生後期），

機械創造⼯学Ⅱ（3 年生後期） 
次回に向けての改善変更予定 担当する他の講義に比べ、欠席をする学生（３０％）が多いため、今後魅力ある

講義に改善する必要があるものと思われる。 
講義目的 組込み技術に関する技術者の育成を図り，㈱Renesas が提供しているマイクロコ

ンピュータのマニュアルを見ながら，プログラムの作成ができ，さらにメカトロ
ニクスシステムの設計ができる技術者の育成を図る． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義概要とマイクロコンピュータの基礎について解説する。 

2 回 開発環境の操作説明（GCC Developer Lite)について解説する。 
3 回 ヘッダファイルとメモリマップの構成（C 言語）について解説する。 
4 回 構造体，共有体について（C 言語）について解説する。 
5 回 シリアル通信の基礎について解説する。 
6 回 シリアル通信の応用について解説する。 
7 回 デジタル I/O の基礎について解説する。 
8 回 デジタル I/O の応用いついて解説する。 
9 回 Timer 機能の基礎について解説する。 
10 回 T 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 開発環境（GCC Developer Lite)に関して，インターネット等を利用して調
べておくこと。 
3 回 配布電子資料に中からメモリマップの構成に関する部分を事前に読んでお
くこと。 
4 回 C 言語の教科書・参考書等で，構造体，共有体について事前に調べておくこ
と。 



5 回 配布電子資料に中から SCI シリアル通信に関する部分を事前に読んでおく
こと。 
6 回 先週作成したプログラムの内容をよく確認し，配布電子資料に中の SCI シ
リアル通信に関する部分と見比べ，プログラムの流 

 



年度 2014 
授業コード FTR0731P 
成績評価 実習で行うプログラムおよび定期試験（課題レポート）から総合的に判断する． 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0731P アミューズメントコントローラ 
担当教員名 赤⽊ 徹也 
単位数 2 
教科書 H8/3664 グループハードウェアマニュアル (㈱Renesas) 【講義中に PDF フ

ァイルで配布】 
アクティブラーニング  
キーワード 組込みコントローラ，マイクロコンピュータ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 アミューズメントコントローラ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大須賀威彦著：c 言語による組込み制御入門講座，H8 マイコンで学ぶプログラム

デェバッグ技法，電波新聞社 
SH7125 グループ，SH7124 グループ ハードウェアマニュアル (㈱Renesas)  
【講義中に PDF ファイルで配布】 

授業形態 講義 
注意備考 組込み技術などマイクロコンピュータのプログラミングは、ハードウエアにリン

クしたもので，ハードウエア（アクチュエータ，センサ）の構造・動作原理につ
いても知っておく必要がある．特に，マイコンなどを使って動く機械（ロボった
など）を作った経験がないと，講義の内容を理解するのは難しいかもしれません。
その場合は，別途自分で勉強する必要があります。 
（岡山理科大学⼯学部知能機械⼯学科の学生は 1，2 年生の講義でロボットを作
っているので受講しても問題ありません。） 
また，C 言語の知識とプログラミング技術を必要とします．さ 

シラバスコード FTR0731P 
実務経験のある教員  
達成目標 マニュアルを見ながら，組込みコントローラ（マイクロコンピュータ）のプログ

ラミングの内容が理解でき，さらに，組込みコントローラのマニュアルと簡単な
サンプルプログラムを利用して，個々の目的にあったプログラムが作成できるこ
とを目的とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 5 階 赤⽊研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Controller for Amusement Systems 
関連科目 ロボットものづくり体験演習（1 年生前期），ロボット知能化演習（2 年生後期），

機械創造⼯学Ⅱ（3 年生後期） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 組込み技術に関する技術者の育成を図り，㈱Renesas が提供しているマイクロコ

ンピュータのマニュアルを見ながら，プログラムの作成ができ，さらにメカトロ
ニクスシステムの設計ができる技術者の育成を図る． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義概要とマイクロコンピュータの基礎について解説する。 

2 回 開発環境の操作説明（GCC Developer Lite)について解説する。 
3 回 ヘッダファイルとメモリマップの構成（C 言語）について解説する。 
4 回 構造体，共有体について（C 言語）について解説する。 
5 回 シリアル通信の基礎について解説する。 
6 回 シリアル通信の応用について解説する。 
7 回 デジタル I/O の基礎について解説する。 
8 回 デジタル I/O の応用いついて解説する。 
9 回 Timer 機能の基礎について解説する。 
10 回 T 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 開発環境（GCC Developer Lite)に関して，インターネット等を利用して調
べておくこと。 
3 回 配布電子資料に中からメモリマップの構成に関する部分を事前に読んでお
くこと。 
4 回 C 言語の教科書・参考書等で，構造体，共有体について事前に調べておくこ
と。 
5 回 配布電子資料に中から SCI シリアル通信に関する部分を事前に読んでおく
こと。 
6 回 先週作成したプログラムの内容をよく確認し，配布電子資料に中の SCI シ
リアル通信に関する部分と見比べ，プログラムの流 

 



年度 2014 
授業コード FTR07410 
成績評価 中間試験（30%）、定期試験（30%）、レポート・課題（40%）により評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜12) 
見出し FTR07410 バーチャルリアリティ 
担当教員名 久野 弘明 
単位数 2 
教科書 AR 入門 身近になった拡張現実／佐野 彰／⼯学社 
アクティブラーニング  
キーワード バーチャルリアリティ、AR（拡張現実） 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 Q.映像が面白くてわかりやすい。A.最新の映像を取り入れながら今後も講義をし

ていきたいと思います。 
科目名 バーチャルリアリティ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 AR のすべて ケータイとネットを変える拡張現実／日経コミュニケーション編

／日経 BP 社 
ARToolKit 拡張現実感プログラミング入門３D キャラクターが現実世界に誕
生！／橋本直／アスキー・メディアワークス 
拡張現実感を実現する ARToolKit プログラミングテクニック／谷尻豊寿／カッ
トシステム 

授業形態 講義 
注意備考 パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示す

る。 
シラバスコード FTR07410 
実務経験のある教員  
達成目標 インターネットやモバイル機器の未来に大きな影響を与えると期待されている

新技術「拡張現実（AR = Augmented Reality）」が実用化されつつある。本講義
では、現実世界にデジタル情報を重ね合わせて、利用者の活動を支援するユーザ・
インタフェースの技術の基本を理解する。 

受講者へのコメント 授業時間外の学習時間が少ないので，興味を持ったことはインターネットで積極
的に調べてみてください。 

連絡先 ６号館４階 久野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]授業に対する取り組み：欠席回数はそれほど多くなかった。また，授業時間
外の学習が 30 分~1 時間程度と少なく，宿題など指示された課題が多かった。 
[B]授業における成⻑：この分野への理解 78.6%，興味，関⼼が高まった 50%と
いう学生が多かった。 [C]総合評価 授業目標の達成に関し，92.9%の学生が「だ
いたいできた（5 段階中 4）」以上の達成度を得た。 教員の意欲に関し，100%の



学生が「少し感じられた（5 段階中 4）」以上の意欲を感じた。 授業の満足度に
関し，96.4%の学生が「ほぼ満足（5 段階中 4） 

英文科目名 Virtual Reality 
関連科目 アミューズメント⼯学セミナー、アミューズメント⼯学、ヒューマンインターフ

ェース 
次回に向けての改善変更予定 最新の情報に更新しながら，アプリを使った実践も取り入れていきたいと思いま

す。 
講義目的 現実とバーチャルの融合について概説し、AR の可能性と未来について考える。

AR の実用例を挙げながら AR の基礎知識や技術を身につける。応用例を示しな
がら実際に活用する知識や技術を習得する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  AR を知るためのキーワード（オーグメント、重畳表示、スマートフォン

など）について説明する。 
2 回  AR を知るためのキーワード（マッチムーブ、可視化，マーカーなど）に
ついて説明する。 
3 回  AR を知るためのキーワード（GPS、ソーシャル、クラウドソーシングな
ど）について説明する。 
4 回  AR の位置判断について説明する。 
5 回  AR の歴史について説明する。 
6 回  AR が注目されている理由、用途、利点について説明する。 
7 回  AR の利用、コンテンツの作成について説明する。 
8 回  これまでの 

準備学習 1 回  AR を知るためのキーワード（オーグメント、重畳表示、スマートフォン
など）について調べておくこと。 
2 回  AR を知るためのキーワード（マッチムーブ、可視化，マーカーなど）に
ついて調べておくこと。 
3 回  AR を知るためのキーワード（GPS、ソーシャル、クラウドソーシングな
ど）について調べておくこと。 
4 回  AR の位置判断について調べておくこと。 
5 回  AR の歴史について調べておくこと。 
6 回  AR が注目されている理由、用途、利点について調べておくこと。 
7 回  AR の利用、コンテンツの作成に 

 



年度 2014 
授業コード FTR0741P 
成績評価 中間試験（30%）、定期試験（30%）、レポート・課題（40%）により評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0741P バーチャルリアリティ 
担当教員名 久野 弘明 
単位数 2 
教科書 AR 入門 身近になった拡張現実／佐野 彰／⼯学社 
アクティブラーニング  
キーワード バーチャルリアリティ、AR（拡張現実） 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 バーチャルリアリティ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 AR のすべて ケータイとネットを変える拡張現実／日経コミュニケーション編

／日経 BP 社 
ARToolKit 拡張現実感プログラミング入門３D キャラクターが現実世界に誕
生！／橋本直／アスキー・メディアワークス 
拡張現実感を実現する ARToolKit プログラミングテクニック／谷尻豊寿／カッ
トシステム 

授業形態 講義 
注意備考 パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示す

る。 
シラバスコード FTR0741P 
実務経験のある教員  
達成目標 インターネットやモバイル機器の未来に大きな影響を与えると期待されている

新技術「拡張現実（AR = Augmented Reality）」が実用化されつつある。本講義
では、現実世界にデジタル情報を重ね合わせて、利用者の活動を支援するユーザ・
インタフェースの技術の基本を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ６号館４階 久野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Virtual Reality 
関連科目 アミューズメント⼯学セミナー、アミューズメント⼯学、ヒューマンインターフ

ェース 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現実とバーチャルの融合について概説し、AR の可能性と未来について考える。



AR の実用例を挙げながら AR の基礎知識や技術を身につける。応用例を示しな
がら実際に活用する知識や技術を習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  AR を知るためのキーワード（オーグメント、重畳表示、スマートフォン

など）について説明する。 
2 回  AR を知るためのキーワード（マッチムーブ、可視化，マーカーなど）に
ついて説明する。 
3 回  AR を知るためのキーワード（GPS、ソーシャル、クラウドソーシングな
ど）について説明する。 
4 回  AR の位置判断について説明する。 
5 回  AR の歴史について説明する。 
6 回  AR が注目されている理由、用途、利点について説明する。 
7 回  AR の利用、コンテンツの作成について説明する。 
8 回  これまでの 

準備学習 1 回  AR を知るためのキーワード（オーグメント、重畳表示、スマートフォン
など）について調べておくこと。 
2 回  AR を知るためのキーワード（マッチムーブ、可視化，マーカーなど）に
ついて調べておくこと。 
3 回  AR を知るためのキーワード（GPS、ソーシャル、クラウドソーシングな
ど）について調べておくこと。 
4 回  AR の位置判断について調べておくこと。 
5 回  AR の歴史について調べておくこと。 
6 回  AR が注目されている理由、用途、利点について調べておくこと。 
7 回  AR の利用、コンテンツの作成に 

 



年度 2014 
授業コード FTR07510 
成績評価 毎回の小テスト(5%×15 回=75%)、期末試験(25%) 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 知能機械⼯学科(〜12) 
見出し FTR07510 アミューズメントプログラミング 
担当教員名 荒⽊ 圭典 
単位数 2 
教科書 講義資料を必要に応じてその都度、配布する 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータシミュレーション、C 言語、コンピュータの基本構造、ゲームプロ

グラミング、構造化プログラミング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 アミューズメントプログラミング 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 結城浩, 『新版 C 言語プログラミングレッスン 文法編』, (ソフトバンククリエ

イティブ, 2006)大槻有一郎, 『14 歳からはじめる C 言語オンラインゲームプロ
グラミング教室』, (ラトルズ,2009) 

授業形態 講義 
注意備考 コンピュータリテラシーI, 同 II, プログラミング演習, 数値計算法の単位を取得

していることが望ましい。本講義ではパワーポイント等電子教材をプロジェクタ
などで提示しているので、講義中は内容を聞き逃さないこと。パソコンを用いた
プログラミング演習も実施する。 

シラバスコード FTR07510 
実務経験のある教員  
達成目標 C 言語を用いたコンピュータプログラムが作成できること。シミュレーションの

基礎を理解すること。 
受講者へのコメント C プログラミングについて分からないことがあったらいつでも質問に来て下さ

い 
連絡先 E-mail: araki(at)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２０号館６階、オフ

ィスアワー： 随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 もう少し改善の余地があるようです 
英文科目名 Programming for Amusement Systems 
関連科目 コンピュータリテラシーI, 同 II, プログラミング演習, 数値計算法 
次回に向けての改善変更予定 本年度作成した教材を改善します 
講義目的 設計(design)の進め方の大枠を学ぶ。比較的簡単なプログラミングを通して、プ

ログラミング技法とコンピュータの動作の基礎を学ぶ。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 C 言語の文字列と絵文字の特徴１：ブレースとブロック、スペースと文字列

とパーレンの関係この回はコマンドプロンプト上で動作するシューティングゲ
ームのソースコードを配布する。C のソースコードを文字列と絵文字の並びの観
点から整理しなおす。特にブレースの発見、文字列とスペースとパーレンの位置
関係を分類しながら、コード中の各行の役割について整理する。 
2 回 C 言語の文字列と絵文字の特徴２：予約語について、宣言文と実行文の見分
け方、未知の文字列の推測の方法この回は C の予約語を復習し、それ以外の文字
列を第 1 回の文字 

準備学習 予習については教員の毎回の指示に従うこと。復習は各回の内容を C 言語の教
科書等で確認しておくこと。毎回、前週までの内容について小テストを行う。た
だし第 1 回の小テストは平成 22 年度のコンピュータリテラシー2 の期末試験か
ら出す。 

 



年度 2014 
授業コード FTR0751P 
成績評価 毎回の小テスト(5%×15 回=75%)、期末試験(25%) 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTR0751P アミューズメントプログラミング 
担当教員名 荒⽊ 圭典 
単位数 2 
教科書 講義資料を必要に応じてその都度、配布する 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータシミュレーション、C 言語、コンピュータの基本構造、ゲームプロ

グラミング、構造化プログラミング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 アミューズメントプログラミング 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 結城浩, 『新版 C 言語プログラミングレッスン 文法編』, (ソフトバンククリエ

イティブ, 2006)大槻有一郎, 『14 歳からはじめる C 言語オンラインゲームプロ
グラミング教室』, (ラトルズ,2009) 

授業形態 講義 
注意備考 コンピュータリテラシーI, 同 II, プログラミング演習, 数値計算法の単位を取得

していることが望ましい。本講義ではパワーポイント等電子教材をプロジェクタ
などで提示しているので、講義中は内容を聞き逃さないこと。パソコンを用いた
プログラミング演習も実施する。 

シラバスコード FTR0751P 
実務経験のある教員  
達成目標 C 言語を用いたコンピュータプログラムが作成できること。シミュレーションの

基礎を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 E-mail: araki(at)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２０号館６階、オフ

ィスアワー： 随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Programming for Amusement Systems 
関連科目 コンピュータリテラシーI, 同 II, プログラミング演習, 数値計算法 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 設計(design)の進め方の大枠を学ぶ。比較的簡単なプログラミングを通して、プ

ログラミング技法とコンピュータの動作の基礎を学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 C 言語の文字列と絵文字の特徴１：ブレースとブロック、スペースと文字列
とパーレンの関係この回はコマンドプロンプト上で動作するシューティングゲ
ームのソースコードを配布する。C のソースコードを文字列と絵文字の並びの観
点から整理しなおす。特にブレースの発見、文字列とスペースとパーレンの位置
関係を分類しながら、コード中の各行の役割について整理する。 
2 回 C 言語の文字列と絵文字の特徴２：予約語について、宣言文と実行文の見分
け方、未知の文字列の推測の方法この回は C の予約語を復習し、それ以外の文字
列を第 1 回の文字 

準備学習 予習については教員の毎回の指示に従うこと。復習は各回の内容を C 言語の教
科書等で確認しておくこと。毎回、前週までの内容について小テストを行う。た
だし第 1 回の小テストは平成 22 年度のコンピュータリテラシー2 の期末試験か
ら出す。 

 



年度 2014 
授業コード FTT00510 
成績評価 定期試験(100％)，中間試験(0％)，小テスト(0％)，レポート(0％)，ノート(0％) 

物理学のうち、力学の基礎知識を修得し、特に、微分を使って運動方程式を作り、
積分により運動方程式が解くことを達成している場合に、成績を評価する。 

曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜14) 
見出し FTT00510 物理学Ⅰ 
担当教員名 蜂谷 和明 
単位数 2 
教科書 「理⼯基礎物理学」／浦上澤之編著／裳華房／978-4-785320393 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学，力学，質点の力学，微分・積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻑岡洋介著・「物理の基礎」・東京教学社野⽥ 学著・「やりなおし高校の物理」・

ナツメ社 
授業形態 講義 
注意備考 機械システム⼯学科および機械系科目を学ぶ⼯学プロジェクトコースでは、物理

学の履修は避けて通れない。高校で物理学を履修しなかった学生あるいは不得意
であった学生は、高校の教科書はもとより、上記の参考書などにより問題演習も
含めて十分に学習してほしい。 

シラバスコード FTT00510 
実務経験のある教員  
達成目標 [A2]機械システム⼯学の専門知識を理解するために、物理学、力学、電磁気学の

基礎知識を修得する。特に、微分を使って運動方程式を作り、積分により運動方
程式が解くことを目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 蜂谷（電子メール hachiya@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9573）オフィスアワー

水曜日 12:30-13:30、16:00-17:00、金曜日 16:00-17:00、場所１学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics I 
関連科目 物理学 II，力学，数学，物理学実験，材料力学など 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学は機械の専門科目をこれから学んでいく上での基礎になる。講義を通して

物理現象の見方、考え方を学び、問題解決の力を身につける。物理学Ⅰでは主と



して力学を学習する。高校で学習した物理を卒業し、機械システム⼯学科で専門
科目学ぶ上で重要な、微分・積分を使った大学の物理学（力学）に慣れることを
目的とする。また、高校で物理を学習しなかった学生もフォローする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

物理学Ｉの目的、内容および実施方法について説明する。 
2 回  速度、加速度 
物体の運動を表現する速度、加速度について説明する。 
3 回  関数とその微分 
物体の運動の速度、加速度を微分で表し、さらに微分と積分の基礎について説明
する。 
4 回  ベクトル 
物体の運動の速度、加速度は、方向と大きさを持ったベクトルで表現される。ベ
クトルについて説明し、この和や差について説明する。 
5 回  速度および加速度ベクトル（ベクトルの微分） 
３回目の微分と４回目のベクトルを合わせて、速度および加速 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  教科書を事前に読んで、速度や加速度について調べること。 
3 回  大学で現在学習している数学での微分の箇所を一通り読んでおくと、この
箇所がわかりやすい。 
4 回  教科書を事前に読んで、ベクトルについて調べること。 
5 回  第３回と４回の微分とベクトルの講義を復習し、教科書を事前に読んで予
習してくること。 
6 回  教科書と演習問題の箇所を事前に調べておくこと。 
7 回  高校では公式等を使って運動方程式を解いていたが、微分を使用した運動
方程式 

 



年度 2014 
授業コード FTT00610 
成績評価 定期試験(100％)，中間試験(0％)，小テスト(0％)，レポート(0％)，ノート(0％) 

物理学の電磁気学の基礎知識を修得し、特に、導体や誘電体における電場、電位
およびクーロン力を理解し、直流および交流回路が理解できて、メカトロニクス
学習の基礎ができるようになった場合に、成績を評価する。 

曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜14) 
見出し FTT00610 物理学Ⅱ 
担当教員名 蜂谷 和明 
単位数 2 
教科書 理⼯基礎物理学／浦上澤之／裳華房／978-4785320393 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学，電磁気学，電気／電子回路，力学，微分・積分 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 （１）「昨年より静かでよかった（１名）」では、かなり気を使って静かにさせた

つもりです。客観的には、講義は静かだったと思います。（２）「私語の注意で、
話がそれて、講義がとぎれとぎれであった(１名)」では、注意と講義は両立でき
ません。まず、静かにさせてのち、講義をしたつもりです。（３）「たとえ話を用
いるなどして努力されているのは十分に分かりますが、わかりにくい、空回りし
ているようです。わかりやすく説明したつもりかもしれませんが、たとえがわか
りづらい。（合わせて、４名）」では、わかってもらえるように⼯夫をしてい 

科目名 物理学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻑岡洋介著・「物理の基礎」・東京教学社野⽥ 学著・「やりなおし高校の物理」・

ナツメ社 
授業形態 講義 
注意備考 機械システム⼯学科および機械系科目を学ぶ⼯学プロジェクトコースでは、物理

学の履修は避けて通れない。高校で物理学を履修しなかった学生あるいは不得意
であった学生は、高校の教科書はもとより、上記の参考書などにより問題演習も
含めて十分に学習してほしい。 

シラバスコード FTT00610 
実務経験のある教員  
達成目標 [A2]機械システム⼯学の専門知識を理解するために、物理学、力学、電磁気学の

基礎知識を修得する。 
受講者へのコメント ［Ａ］の３回以下の欠席者が８４％は非常に感謝していますが、１時間以上学習

した人が２０％はいてくれたことはありがたいのですが、残り８０％の人はあま
りやっていないので感⼼しません。これを少しでも改善するため、予習と復習、
積極的に取り組んでもらうように、小テストを通して、大切な箇所を理解しても
らうようにしています。小テストや講義で問題を解くことによって、その日のう
ちに復習をしてもらうことを願っています。 



 ［Ｂ］のこの分野への理解が深まったが９３％、［Ｃ］の目標達成度は半分（５
０％以上）が８１％、ほぼ満足の満足 

連絡先 蜂谷（電子メール hachiya@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9573）オフィスアワー
水曜日 12:30-13:30、16:00-17:00、金曜日 16:00-17:00、場所１学舎３階 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 物理学２では、「電磁気および電気回路」を学習しますが、１年生最初に実施した
機械システム⼯学科の多様化度調査では、「電磁気および電気回路」を学んでい
ないか、苦手意識を持っている学生が８０％います。機械関係では、電気自動車
やロボット等が電気で動いているので、この分野の学習は避けて通れないし、ロ
ボットの電気回路設計ができるように、学生みんな１人１人に実践力を付けさせ
るように指導する必要がありました。 
このような中での各項目の評価は以下の通りです。 
［Ａ］の欠席者が３回以下の出席者数は８４％だが、１時間以上学習し 

英文科目名 Physics II 
関連科目 物理学 I，力学，数学，物理学実験，メカトロニクス，材料力学など 
次回に向けての改善変更予定  ［Ａ］と［Ｂ］の予習と復習と取り組みの姿勢の項目で、その日のうちに復習

をする重要性と習慣作りを目標にして、講義を通してそれが実現できるように努
力していきたいと思います。［Ｅ］の教科書の適切さとわかりやすさには常に気
を配りながら、講義をしていきたいと思います。小テストをして、大切なポイン
トを理解してもらうと同時に、教科書をやさしく説明するような教材が作れたら
良いが、と思います。 

講義目的 物理学Ⅱでは物理学Ⅰの学習をもとに電磁気学を中⼼に講義を行う。電磁気学は
現代のエレクトロニクス関係の基礎になっており、機械の制御⼯学を学習する上
での基礎でもある。基本的な概念や法則についてわかりやすく解説を行う。導体
や誘電体における電場、電位およびクーロン力を理解し、直流および交流回路が
理解できて、メカトロニクス学習の基礎ができるようになることを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  クーロンの法則、電場 

電荷を持った物体間にはたらく電気的な力のクーロン力および電場の強さにつ
いて説明する。 
2 回  ガウスの法則 
帯電した物体の持つ電場の強さを計算するため、ガウスの法則を学習する。 
3 回  ガウスの法則を使用しての電場の計算 
実際に、ガウスの法則を使用しての電場を計算する。 
4 回  電位 
帯電した物体の持つ電場の強さから電位を求める方法を学習する。 
5 回  オシロスコープの原理 
物理学実験でオシロスコープを使用するので、１回目〜４回目の講義内容を使用
して、オシロスコープの原理につ 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  教科書を事前に読んで、電場が計算できるガウスの法則について調べるこ



と。 
3 回  第１回と２回の電場とガウスの法則の講義を復習し、教科書を事前に読ん
で予習してくること。 
4 回  教科書を事前に読んで、電場と電位の違いについて調べること。 
5 回  電場と電位の学習した知識を応用して、物理学実験で使用する測定機器の
オシロスコープを学習する。 
6 回  第５回のオシロスコープの講義を復習しておくと、講義がわかりやすい。 
7 回  教科書を事前に読ん 

 



年度 2014 
授業コード FTT00710 
成績評価 定期試験(0％)，中間試験(0％)，小テスト(0％)，レポート(100％)，ノート(0％)

すべての実験テーマのレポートを総合集計して評価する。 
物理学の力学および電磁気学等の基礎知識を修得し、特に、基本的な物理量の測
定法、実験装置や器具の操作、有効数字と誤差の理解、レポートの作成等ができ
るようになった場合に、成績を評価する。 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜14) 
見出し FTT00710 物理学実験 
担当教員名 蜂谷 和明、片山 敏和＊、加地 博子＊、松本 宏樹＊、福⽥ 謙吾＊、中力 

眞一 
単位数 2 
教科書 物理学実験書／岡山理科大学理学部共通講座・⼯学部共通講座物理学教室編／大

学教育出版／978-4887302167 
アクティブラーニング  
キーワード 計測基礎論と基本的な量の測定法，単位と標準，不確かさと精度，力学，電磁気，

振動、光学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 （１）「特にありません(３名)」では、教員一同、必死になって指導しています。

（２）「ＴＡの数を増やしてもらえたら、困った時に助かると思った（１名）」で
は、一応、学科に伝えます。しかし、大学院に行く学生が少なく、ＴＡの各実験
への配置に苦労しています。君も、将来大学院に行ってＴＡを手伝ってください。
（３）「パソコンのアップデートを（１名）」では、私たちも気にはしています。
新しいＰＣに対応したインターフェースが無くて、苦労しています。（３）「教員
の説明が⻑くて、早く帰りたい（１名）」では、もっと良いレポートを書 

科目名 物理学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 東京天文台編集・「理科年表」・丸善 
授業形態 実験実習 
注意備考 毎回出席して、各担当教員またはＴＡの指示に従うこと。提出したレポートは担

当教員が点検し、その日のうちに再提出の必要なレポートは返却する。 
シラバスコード FTT00710 
実務経験のある教員  
達成目標 [A2]機械システム⼯学の専門知識を理解するために、物理学、力学、電磁気学の

基礎知識を修得する。特に、自分で実験を行うことにより、基本的な物理量の測
定法、実験装置や器具の操作、有効数字と誤差の理解、レポートの作成等ができ
ることを目標とする。 

受講者へのコメント ［Ａ］の３回以下の欠席者が９９％、１時間以上学習した人が７７％はいてくれ
たことはありがたいです。［Ｂ］のこの分野への理解が深まったが８０％、［Ｃ］
の目標達成度は半分（５０％以上）が９６％、ほぼ満足の満足度は７０％であっ



たのは、この実験の分野の学習は避けて通れないし、専門の実験実習ができるよ
うに、学生みんな１人１人に実践力を付けるように頑張ったことに起因すると思
います。 
［Ｅ］の授業の手法で特にないが７６％、授業と教材について特にないが７６％
であったが、実験実習のスペースが狭いが 7％とあったのは、毎年のこと 

連絡先 （代表）蜂谷（電子メール hachiya@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9573）オフィ
スアワー水曜日 12:30-13:30、16:00-17:00、金曜日 16:00-17:00、場所１学舎３階 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ［Ａ］の欠席者が３回以下の出席者数は９９％で、１時間以上学習した人は７
７％でした。指示された課題とそれ以外の課題に取り組んだ人は８２％でした。
［Ｂ］のこの分野への理解が深まったが８０％でした。［Ｃ］の目標達成度は半分
（５０％以上）が９６％、教員の意欲が少しでも感じられたが８２％、ほぼ満足
の満足度は７０％でした。［Ｅ］の授業の手法で特にないが７６％、授業と教材に
ついて特にないが８０％、実験実習のスペースが狭いが７％、器具や機器を整備・
補充してほしいが９％でした。 

英文科目名 Experiments of Physics 
関連科目 物理学 I・II，力学 I・II，数学，材料力学，メカトロニクスなど 
次回に向けての改善変更予定 実験・実習科目では、予習と復習と取り組みの姿勢の項目は非常に大切なので、

今回は評価が良かったですが、気を緩めず、事前の実験の予習、実験後の早期に
レポートを作成をする習慣作りを徹底して行っていきたい。教科書の適切さとわ
かりやすさには常に気を配りながら、ガイダンスでの説明や、実験時間内での説
明が一方的にならないようにしたい。実験を受講している学生も、ガイダンスや
実験中の説明だけでは理解不可能な場合は、疑問点を教員なり、ＴＡなりに聞い
て、積極的に参加してほしい。満足度の達成度については、学生が何を求めてい
るのか 

講義目的 物理学は機械⼯学の基礎を与える科学である。講義で学ぶ物理的な方法を実験に
適用する。また、自ら実験を行うことによって自然現象の観察法、物理量の測定
法を学習する。実験装置の組み立や、調整を学ぶと共に、計器の取扱い方や目盛
りの読み取り法、測定データの解析法、有効数字と誤差の取扱い方、また結果の
考察とレポートの作成法などを身につけることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  ガイダンス（１回） 物理学実験上の諸注意 

実験の目的、内容および実施方法について説明する。 
2 回  ガイダンス（２回） 誤差論 
有効数字と誤差について説明する。 
3 回  ガイダンス（３回） 測定値の取り扱い 
最小二乗法による計算方法、測定値の取り扱い方、グラフの書き方について説明
する。 
4 回  ボルダの振り子 
糸につるした重りの振動する時間を光センサーで測定し、これから重力加速度を
求める。 



5 回  ユーイングの装置 
鉄、銅等の金属板に重りをつるし、たわみ（曲がった）量を測定して 
ヤング率を求める。 

準備学習 1 回  物理学実験のテキストを購入して、ガイダンスの第１回〜３回は必ず出席
すること。３回分のガイダンスを欠席すると、実験を受けても内容がわからなく
なる。したがって、欠席した人は、４回目降の実験が受けれないので、注意する
こと。 
2 回  テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
3 回  テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
4 回  ガイダンス１回目の説明にしたがって、表紙から実験方法までレポート用
紙に記入して十分に予習し、学生実験に出席すること。 
5 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学 

 



年度 2014 
授業コード FTT00721 
成績評価 実験レポ−ト（100％）により成績を評価する。採点の基準は 100 点満点のうち

60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜12) 
見出し FTT00721 物理学実験(再) 
担当教員名 宇都宮 晃、矢城 陽一朗 
単位数 2 
教科書 電気電子⼯学基礎実験／電気電子システム学科 編 「書店販売しない」 

物理学実験書／岡山理科大学理学部共通講座・⼯学部共通講座 物理学教室 編／
大学教育出版／978-4-887302167 

アクティブラーニング  
キーワード 物理量と測定、単位、直流、交流、電子部品、電気回路、電気電子計測 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学実験(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 関連科目の教科書、国立天文台 編・理科年表：丸善 
授業形態 実験実習 
注意備考 提出したレポ−トは担当教員が点検し、訂正等がある場合はコメントを付けて返

却するので、訂正のうえ一週間後に再提出する。電卓を各自用意すること。 
シラバスコード FTT00721 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 電気電子⼯学における基本的な計測装置の原理を理解し、適切に使用できる

ようになる。 
② 有効数字、最小二乗法および実験デ−タ処理に必要な技術が自在に活用でき
るようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ７号館４階 宇都宮研究室 086-256-9519 koh@ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments of Physics 
関連科目 物理学Ⅰ、物理学Ⅱ、物理学Ⅲ、電磁気学Ⅰ、電磁気学Ⅱ、電磁気学Ⅲ、電気回

路Ⅰ、電気回路Ⅱ 等 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気電子システム学科に関する最も基礎的な実験を行うことにより、電気電子⼯

学の分野で通常必要とされる測定についての基礎的な知識と基本的な実験技術
を修得することを主眼とする。また、実験デ−タのまとめ方などを含む⼯学レポ



−トの書き方を身に付ける。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス１ 

⼯学基礎実験の目的、内容および実施方法について説明する。 
2 回 ガイダンス２ 
実験上の諸注意、実験ノ−トの使い方、レポ−トの書き方、有効数字と誤差につ
いて説明する。 
3 回 ガイダンス３ 
最小二乗法による計算方法、測定値の取り扱い方、グラフの書き方について説明
する。 
4 回 テスタ− 
テスタ−を用いて、電流、電圧、抵抗などを測定し、その使い方に習熟する。 
5 回 電流による熱の仕事当量 
水熱量計の電熱線に一定時間電流を流し、その間における水の温度上昇を測定す
ることにより、熱の仕事当 

準備学習 1 回 ⼯学基礎実験の目的、内容および実施方法について説明するので、特に準備
学習は必要ないが、当日テキストと実験ノ−トを持参すること。 
2 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当箇所を読み、不明な点を確認しておくこと。 
4 回 テキストの該当箇所を読み、テスタ−の測定原理を理解し、実験内容を調べ
ておくこと。 
5 回 テキストの該当箇所を読み、電流による熱の仕事当量の実験内容を調べて
おくこと。 
6 回 テキストの該当箇所を読み、ホイ−トストン・ブリッジの実験内容および抵
抗率について調べておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FTT0072P 
成績評価 実験レポ−ト（100％）により成績を評価する。採点の基準は 100 点満点のうち

60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0072P 物理学実験(再) 
担当教員名 宇都宮 晃、矢城 陽一朗 
単位数 2 
教科書 電気電子⼯学基礎実験／電気電子システム学科 編 「書店販売しない」 

物理学実験書／岡山理科大学理学部共通講座・⼯学部共通講座 物理学教室 編／
大学教育出版／978-4-887302167 

アクティブラーニング  
キーワード 物理量と測定、単位、直流、交流、電子部品、電気回路、電気電子計測 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学実験(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 関連科目の教科書、国立天文台 編・理科年表：丸善 
授業形態 実験実習 
注意備考 提出したレポ−トは担当教員が点検し、訂正等がある場合はコメントを付けて返

却するので、訂正のうえ一週間後に再提出する。電卓を各自用意すること。 
シラバスコード FTT0072P 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 電気電子⼯学における基本的な計測装置の原理を理解し、適切に使用できる

ようになる。 
② 有効数字、最小二乗法および実験デ−タ処理に必要な技術が自在に活用でき
るようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ７号館４階 宇都宮研究室 086-256-9519 koh@ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments of Physics 
関連科目 物理学Ⅰ、物理学Ⅱ、物理学Ⅲ、電磁気学Ⅰ、電磁気学Ⅱ、電磁気学Ⅲ、電気回

路Ⅰ、電気回路Ⅱ 等 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気電子システム学科に関する最も基礎的な実験を行うことにより、電気電子⼯

学の分野で通常必要とされる測定についての基礎的な知識と基本的な実験技術
を修得することを主眼とする。また、実験デ−タのまとめ方などを含む⼯学レポ



−トの書き方を身に付ける。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス１ 

⼯学基礎実験の目的、内容および実施方法について説明する。 
2 回 ガイダンス２ 
実験上の諸注意、実験ノ−トの使い方、レポ−トの書き方、有効数字と誤差につ
いて説明する。 
3 回 ガイダンス３ 
最小二乗法による計算方法、測定値の取り扱い方、グラフの書き方について説明
する。 
4 回 テスタ− 
テスタ−を用いて、電流、電圧、抵抗などを測定し、その使い方に習熟する。 
5 回 電流による熱の仕事当量 
水熱量計の電熱線に一定時間電流を流し、その間における水の温度上昇を測定す
ることにより、熱の仕事当 

準備学習 1 回 ⼯学基礎実験の目的、内容および実施方法について説明するので、特に準備
学習は必要ないが、当日テキストと実験ノ−トを持参すること。 
2 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当箇所を読み、不明な点を確認しておくこと。 
4 回 テキストの該当箇所を読み、テスタ−の測定原理を理解し、実験内容を調べ
ておくこと。 
5 回 テキストの該当箇所を読み、電流による熱の仕事当量の実験内容を調べて
おくこと。 
6 回 テキストの該当箇所を読み、ホイ−トストン・ブリッジの実験内容および抵
抗率について調べておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FTT00810 
成績評価 達成目標の１）と２）の問題を解くことができることで評価する。 

中間試験（30％）、定期試験（50％）、レポート（20％）によって総合的に評価す
る。100 点満点の場合 60 点以上を 
合格とする。 

曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜14) 
見出し FTT00810 力学Ⅰ 
担当教員名 近藤 千尋 
単位数 2 
教科書 数学と一緒に学ぶ力学／原康夫／（学術図書出版） 
アクティブラーニング  
キーワード 物理量、単位、変数、関数、変位、速度、加速度、いろいろな力、ニュートンの

3 つの法則 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 力学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理⼯系の基礎物理 力学／原康夫／（学術図書出版），その他図書館にある関連

の参考書 
授業形態 講義 
注意備考 第 1 回目の概要説明を必ず受けること。十分に予習と復習を行うこと。 
シラバスコード FTT00810 
実務経験のある教員  
達成目標 [A2]機械システム⼯学の専門知識を理解するために、物理学、力学、電磁気学の

基礎知識を修得する。 
特に、１）物理量や次元、変数と関数、変位・速度・加速度、力、運動方程式を
理解し、それらに関する問題を解くことができる。 
２）運動方程式を機械⼯学の初歩的な問題に応用することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 4 号館 2 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mechanics I 
関連科目 力学基礎、力学Ⅱ、物理学、微分と積分、線形代数、微分方程式、機械力学、流

体力学、熱力学、材料力学など 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 力学は機械⼯学の基礎となる学問である。力学を十分に理解し、機械⼯学に応用



する能力を身に付けることは非常に重要である。力学Ⅰでは、まず、基本事項で
ある物理量や単位、変数と関数などを学習し、その後、変位、速度、加速度、い
ろいろな力、そして、ニュートンの 3 つの法則を学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 概要説明を行う。物理量と物理法則について説明する。 

2 回 物理量の表し方と次元について説明する。 
3 回 変数と関数について説明する 
4 回 未知量と既知量、および物理と数学における関数の表し方について説明す
る。 
5 回 関数のグラフによる表現について説明する 
6 回 問題演習を行う 
7 回 中間試験およびその解説を行う 
8 回 直線運動する物体の位置と変位について説明する 
9 回 直線運動する物体の速度と導関数について説明する 
10 回 直線運動する物体の加速度と 2 次導関数について説明する 
11 回 力の表し方とベ 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。教科書などで物理量と物理法則について調べ
ておくこと。 
2 回 教科書などで物理量の表し方と次元について調べておくこと。 
3 回 教科書などで変数と関数について調べておくこと。 
4 回 教科書などで未知量と既知量、および物理と数学における関数の表し方に
ついて調べておこくと。 
5 回 教科書などで関数のグラフによる表現について調べておくこと。 
6 回 今までの授業内容をよく復習しておくこと。 
7 回 今までの授業内容、および演習問題をよく復習しておくこと 
8 回 教科書などで直線運動する物体 

 



年度 2014 
授業コード FTT0081P 
成績評価 達成目標の１）と２）の問題を解くことができることで評価する。 

中間試験（30％）、定期試験（50％）、レポート（20％）によって総合的に評価す
る。100 点満点の場合 60 点以上を 
合格とする。 

曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0081P 力学Ⅰ 
担当教員名 近藤 千尋 
単位数 2 
教科書 数学と一緒に学ぶ力学／原康夫／（学術図書出版） 
アクティブラーニング  
キーワード 物理量、単位、変数、関数、変位、速度、加速度、いろいろな力、ニュートンの

3 つの法則 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 力学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理⼯系の基礎物理 力学／原康夫／（学術図書出版），その他図書館にある関連

の参考書 
授業形態 講義 
注意備考 第 1 回目の概要説明を必ず受けること。十分に予習と復習を行うこと。 
シラバスコード FTT0081P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A2]機械システム⼯学の専門知識を理解するために、物理学、力学、電磁気学の

基礎知識を修得する。 
特に、１）物理量や次元、変数と関数、変位・速度・加速度、力、運動方程式を
理解し、それらに関する問題を解くことができる。 
２）運動方程式を機械⼯学の初歩的な問題に応用することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 4 号館 2 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mechanics I 
関連科目 力学基礎、力学Ⅱ、物理学、微分と積分、線形代数、微分方程式、機械力学、流

体力学、熱力学、材料力学など 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 力学は機械⼯学の基礎となる学問である。力学を十分に理解し、機械⼯学に応用



する能力を身に付けることは非常に重要である。力学Ⅰでは、まず、基本事項で
ある物理量や単位、変数と関数などを学習し、その後、変位、速度、加速度、い
ろいろな力、そして、ニュートンの 3 つの法則を学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 概要説明を行う。物理量と物理法則について説明する。 

2 回 物理量の表し方と次元について説明する。 
3 回 変数と関数について説明する 
4 回 未知量と既知量、および物理と数学における関数の表し方について説明す
る。 
5 回 関数のグラフによる表現について説明する 
6 回 問題演習を行う 
7 回 中間試験およびその解説を行う 
8 回 直線運動する物体の位置と変位について説明する 
9 回 直線運動する物体の速度と導関数について説明する 
10 回 直線運動する物体の加速度と 2 次導関数について説明する 
11 回 力の表し方とベ 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。教科書などで物理量と物理法則について調べ
ておくこと。 
2 回 教科書などで物理量の表し方と次元について調べておくこと。 
3 回 教科書などで変数と関数について調べておくこと。 
4 回 教科書などで未知量と既知量、および物理と数学における関数の表し方に
ついて調べておこくと。 
5 回 教科書などで関数のグラフによる表現について調べておくこと。 
6 回 今までの授業内容をよく復習しておくこと。 
7 回 今までの授業内容、および演習問題をよく復習しておくこと 
8 回 教科書などで直線運動する物体 

 



年度 2014 
授業コード FTT00910 
成績評価 中間試験：位置エネルギーと運動エネルギーに関するエネルギー保存(40%)の計

算ができること。 
定期試験：摩擦損失のある力学的エネルギーの保存(20%)、物体のバネ振動と振
動数(20%)、剛体回転による物体の移動(20%)に関する計算ができること。 
中間試験(40%)と定期試験(60%)の合計得点が６０点以上を合格とする。 

曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜14) 
見出し FTT00910 力学Ⅱ 
担当教員名 高見 敏弘 
単位数 2 
教科書 原康夫著・数学といっしょに学ぶ「力学」・学術図書出版 
アクティブラーニング  
キーワード 仕事、力学的エネルギー、摩擦、運動量、力のモーメント、トルク、回転運動、

角速度、保存則 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 力学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 原康夫著・「理⼯系の基礎物理 力学」・学術図書出版 

磯親著・「力学」・東京教学社 
授業形態 講義 
注意備考 中間・定期試験には電卓を持参すること。 

講義時間中の連絡事項に十分注意すること。 
シラバスコード FTT00910 
実務経験のある教員  
達成目標 (A2)機械システム⼯学の専門知識を理解するため、物理学の基礎知識を修得する

こと。 
特に、物体の力学的エネルギー、回転運動について基礎計算ができること。 

受講者へのコメント 認定率%(年)：70(2014),78(2013),77(2012),71(2011)、ここ４年で最悪の結果で
あった。 
特に、機械の運動で最重要課題：運動エネルギの摩擦損失を解くことができない
機械系学生が多くなった。 

連絡先 研究室：５号館１階、電子メール： takami @ mech.ous.ac.jp、電話：086-256-
9540 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 なし 
英文科目名 Mechanics II 



関連科目 数学（微分積分、微分方程式、線形代数）、物理学、力学、機械力学 
次回に向けての改善変更予定 エネルギ保存に関する計算問題を繰り返し演習すること。 
講義目的 力学は機械の運動を学ぶための重要な基礎科目の一つである。この講義では、機

械および機械システムの運動で利用されている＜力学的エネルギー、運動量、角
運動量、回転運動、運動方程式＞について講義する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  復習（運動方程式，放物運動，摩擦力と抵抗） 

2 回  運動の法則、仕事、力学的エネルギー、積分の応用 
3 回  仕事（エネルギー）、仕事率（パワー＝動力）、ＳＩ単位 
4 回  位置エネルギー、運動エネルギー、積分の応用 
5 回  エネルギーの保存則、運動量保存則 
6 回  摩擦とエネルギー損失、運動方程式の積分 
7 回  ＜中間試験＞ 力学的エネルギー、解答・解説 
8 回  平面内の運動、円運動の速度・加速度ベクトル、ベクトルの微分 
9 回  力のモーメント（トルク）、ベクトルの外積 
10 回  角運動量ベクトル、 

準備学習 1 回  物理学Ⅰ、力学Ⅰ、微分と積分、線形代数 
2 回  第４章 力と運動、第８章 エネルギー 
3 回  第８章 エネルギー 
4 回  第８章 エネルギー 
5 回  第８章 エネルギー、第４章 力と運動 
6 回  第８章 エネルギー 
7 回  第８章 エネルギー 
8 回  第６章 等速円運動 
9 回  第９章 回転運動 
10 回  第９章 回転運動 
11 回  第９章 回転運動 
12 回  第９章 回転運動 
13 回  第９章 回転運動 
14 回  第９章 回転運動 
15 回  第９章 回転運動、第８章 エネルギー 

 



年度 2014 
授業コード FTT0091P 
成績評価 中間試験：位置エネルギーと運動エネルギーに関するエネルギー保存(40%)の計

算ができること。 
定期試験：摩擦損失のある力学的エネルギーの保存(20%)、物体のバネ振動と振
動数(20%)、剛体回転による物体の移動(20%)に関する計算ができること。 
中間試験(40%)と定期試験(60%)の合計得点が６０点以上を合格とする。 

曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0091P 力学Ⅱ 
担当教員名 高見 敏弘 
単位数 2 
教科書 原康夫著・数学といっしょに学ぶ「力学」・学術図書出版 
アクティブラーニング  
キーワード 仕事、力学的エネルギー、摩擦、運動量、力のモーメント、トルク、回転運動、

角速度、保存則 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 力学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 原康夫著・「理⼯系の基礎物理 力学」・学術図書出版 

磯親著・「力学」・東京教学社 
授業形態 講義 
注意備考 中間・定期試験には電卓を持参すること。 

講義時間中の連絡事項に十分注意すること。 
シラバスコード FTT0091P 
実務経験のある教員  
達成目標 (A2)機械システム⼯学の専門知識を理解するため、物理学の基礎知識を修得する

こと。 
特に、物体の力学的エネルギー、回転運動について基礎計算ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室：５号館１階、電子メール： takami @ mech.ous.ac.jp、電話：086-256-

9540 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mechanics II 
関連科目 数学（微分積分、微分方程式、線形代数）、物理学、力学、機械力学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 力学は機械の運動を学ぶための重要な基礎科目の一つである。この講義では、機



械および機械システムの運動で利用されている＜力学的エネルギー、運動量、角
運動量、回転運動、運動方程式＞について講義する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  復習（運動方程式，放物運動，摩擦力と抵抗） 

2 回  運動の法則、仕事、力学的エネルギー、積分の応用 
3 回  仕事（エネルギー）、仕事率（パワー＝動力）、ＳＩ単位 
4 回  位置エネルギー、運動エネルギー、積分の応用 
5 回  エネルギーの保存則、運動量保存則 
6 回  摩擦とエネルギー損失、運動方程式の積分 
7 回  ＜中間試験＞ 力学的エネルギー、解答・解説 
8 回  平面内の運動、円運動の速度・加速度ベクトル、ベクトルの微分 
9 回  力のモーメント（トルク）、ベクトルの外積 
10 回  角運動量ベクトル、 

準備学習 1 回  物理学Ⅰ、力学Ⅰ、微分と積分、線形代数 
2 回  第４章 力と運動、第８章 エネルギー 
3 回  第８章 エネルギー 
4 回  第８章 エネルギー 
5 回  第８章 エネルギー、第４章 力と運動 
6 回  第８章 エネルギー 
7 回  第８章 エネルギー 
8 回  第６章 等速円運動 
9 回  第９章 回転運動 
10 回  第９章 回転運動 
11 回  第９章 回転運動 
12 回  第９章 回転運動 
13 回  第９章 回転運動 
14 回  第９章 回転運動 
15 回  第９章 回転運動、第８章 エネルギー 

 



年度 2014 
授業コード FTT01111 
成績評価 定期試験（０％）、中間試験（０％）、小テスト（５０％）、レポート（５０％）、

ノート（０％）。すべてのテーマの小テスト、またはレポートの評価を総合集計し
て評価する。小テストやレポートは、各講義毎に実施し、その内容の総合評価で
60 点以上を合格とする。 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜09) 
見出し FTT01111 機械システム⼯学セミナー 
担当教員名 金谷 輝人、金枝 敏明、蜂谷 和明、丸山 祐一、横山 隆、高見 敏弘、⽥

中 雅次 
単位数 2 
教科書 各担当教員が適宜、資料などを配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 設計法、加⼯法、生産・管理システム、引張・圧縮・せん断応力とひずみ、⼯業

材料の性質と機能、エネルギー保存則、エネルギーの形態と変換、熱移動と温度、
運動の法則、機械の力学と振動、フィードバック制御 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械システム⼯学セミナー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本機械学会誌、日本機械学会編「機械⼯学便覧」 
授業形態 講義 
注意備考 各担当教員の指示に従うこと。学習相談は、各担当教員のオフィスアワーに行う

こと。 
シラバスコード FTT01111 
実務経験のある教員  
達成目標 「A5」 機械分野の問題を解決するために、材料力学、熱力学、流体力学、機械

力学、自動制御、機械要素、加⼯学などの機械システム⼯学の専門知識を習得す
る。特に、各分野を学ぶ理由をよく理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 E-mail：kanadani@mech.ous.ac.jp 

Tel:086-256-9537 
4 号館 3 階 金谷研究室 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Medicinal Systems Engineering 
関連科目 機械システム⼯学科のすべての A 群科目 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 機械システム⼯学を構成する４系列：材料システム、エネルギーシステム、計測・
制御システム、設計・生産システムから、各分野の課題やトピックスなどを講義
し、機械システム⼯学の骨格を理解する。そして各分野の研究における基本的、
かつ必須の考え方を方法を学ぶ。機械システム⼯学の全体像を理解し、将来、機
械システム技術者として自立するための基礎を形成する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 (4/14)オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回 (4/21)CAD・CAM の進歩で変わる生産システムについて説明する。 
3 回 (4/28)モノづくり（自動車製造の場合）について説明する。 
4 回 (5/12)ジェットエンジン（重⼯業メーカの場合）について説明する。 
5 回 (5/19)数値流体力学の概説と応用例について説明する。 
6 回 (5/24)潤滑油の使われ方について説明する。 
7 回 (5/26)火力発電所や廃棄物焼却炉などのプラントにおける熱流体解析につ
いて説明する。 
8 回 (6 

準備学習 1 回 機械⼯学の概要を調べておくこと。 
2 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
3 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
4 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
5 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
6 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
7 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べてお 

 



年度 2014 
授業コード FTT0111P 
成績評価 定期試験（０％）、中間試験（０％）、小テスト（５０％）、レポート（５０％）、

ノート（０％）。すべてのテーマの小テスト、またはレポートの評価を総合集計し
て評価する。小テストやレポートは、各講義毎に実施し、その内容の総合評価で
60 点以上を合格とする。 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0111P 機械システム⼯学セミナー 
担当教員名 金谷 輝人、金枝 敏明、蜂谷 和明、丸山 祐一、横山 隆、高見 敏弘、⽥

中 雅次 
単位数 2 
教科書 各担当教員が適宜、資料などを配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 設計法、加⼯法、生産・管理システム、引張・圧縮・せん断応力とひずみ、⼯業

材料の性質と機能、エネルギー保存則、エネルギーの形態と変換、熱移動と温度、
運動の法則、機械の力学と振動、フィードバック制御 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械システム⼯学セミナー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本機械学会誌、日本機械学会編「機械⼯学便覧」 
授業形態 講義 
注意備考 各担当教員の指示に従うこと。学習相談は、各担当教員のオフィスアワーに行う

こと。 
シラバスコード FTT0111P 
実務経験のある教員  
達成目標 「A5」 機械分野の問題を解決するために、材料力学、熱力学、流体力学、機械

力学、自動制御、機械要素、加⼯学などの機械システム⼯学の専門知識を習得す
る。特に、各分野を学ぶ理由をよく理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 E-mail：kanadani@mech.ous.ac.jp 

Tel:086-256-9537 
4 号館 3 階 金谷研究室 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Medicinal Systems Engineering 
関連科目 機械システム⼯学科のすべての A 群科目 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 機械システム⼯学を構成する４系列：材料システム、エネルギーシステム、計測・
制御システム、設計・生産システムから、各分野の課題やトピックスなどを講義
し、機械システム⼯学の骨格を理解する。そして各分野の研究における基本的、
かつ必須の考え方を方法を学ぶ。機械システム⼯学の全体像を理解し、将来、機
械システム技術者として自立するための基礎を形成する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 (4/14)オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回 (4/21)CAD・CAM の進歩で変わる生産システムについて説明する。 
3 回 (4/28)モノづくり（自動車製造の場合）について説明する。 
4 回 (5/12)ジェットエンジン（重⼯業メーカの場合）について説明する。 
5 回 (5/19)数値流体力学の概説と応用例について説明する。 
6 回 (5/24)潤滑油の使われ方について説明する。 
7 回 (5/26)火力発電所や廃棄物焼却炉などのプラントにおける熱流体解析につ
いて説明する。 
8 回 (6 

準備学習 1 回 機械⼯学の概要を調べておくこと。 
2 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
3 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
4 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
5 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
6 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
7 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べてお 

 



年度 2014 
授業コード FTT01210 
成績評価 定期試験（50%）、レポート（50%） 

VBA による基本的なプログラムが作成できるかを総合評価し、60 点以上を合格
とする。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス TA(〜14) 
見出し FTT01210 コンピュータ基礎 
担当教員名 金子 正明＊ 
単位数 2 
教科書 はじめての簡単 ＥｘｃｅｌＶＢＡ 決定版 Windows8/Excel2013 完全対応／

金城 俊哉／秀和システム 
アクティブラーニング  
キーワード エクセル、VBA、プログラミング、コンピュータ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特に記述無し。 
科目名 コンピュータ基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ExcelVBA 実践テク ユーザー・ハンドブック／道用 大介／秀和システム： 

か ん た ん 通 勤 快 読  Excel マ ク ロ ＆ ユ ー ザ ー フ ォ ー ム 部 品 集 
Excel2002/2003/2007 対応／飯島 弘文／技術評論社： 
Excel VBA 逆引き辞典パーフェクト 2010/2007/2003 対応／⽥中 亨／翔泳社 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTT01210 
実務経験のある教員  
達成目標 [A3]機械分野の基本的な問題を数値的に解決するためのプログラムを、プログラ

ミング言語 VBA で作成できるようになること。 
受講者へのコメント 機械技術者でも、コンピュータの操作とプログラムの作成ができて、コンピュー

タをツールとして使いこなせることが、ますます必要になってきています。特に
プログラムの作成では、自分でパソコンを操作しながら、プログラムの作成とデ
バッグ・修正を繰り返すことで、初めて身につけることができます。 
操作や説明がわからない場合は、すぐに質問をするようにして、しっかりと学習
して習得するようにしてください。 

連絡先 ⽥中雅次(５号館３階)  
電子メール tanaka@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9594，オフィスアワー月曜日
7-8 時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に無し。 



英文科目名 Fundamentals of Computer 
関連科目 「パソコン入門」を受講し、コンピュータの基本操作に習熟していることが望ま

しい。 
次回に向けての改善変更予定 授業内容を理解できているかを確認するため、その日の授業内容についてのレポ

ートを毎回授業の終わりに、提出してもらうようにしました。 
殆んどの学生はレポートを提出し、内容も理解出来ていますが、コンピュータの
操作自体がわからないのか、別の内容のレポートを提出したり全く提出しないな
どの学生が数名おります。 
今後、こういった学生を減らしていけるよう、前半の授業ではまずコンピュータ
の操作を重点に授業を進めていきます。 

講義目的 これからの機械系技術者にとって、コンピュータを様々な計算やデータ処理のた
めのツールとして活用するためには、プログラミングに習熟することが必要不可
欠である。 
本講義では、エクセルのマクロプログラム作成用プログラミング言語である VBA
（Visual Basic for Application）を使用したプログラミング演習を通して、プログ
ラミングの基礎を実際的に習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回  教科書の内容（第１章）について予習をしておくこと。  

２回  教科書の内容（第２章と第３章）について予習をしておくこと。  
３回  教科書の内容（第４章）について予習をしておくこと。  
４回  教科書の内容（第５章と第６章）について予習をしておくこと。  
５回  教科書の内容（第６章）について予習をしておくこと。  
６回  教科書の内容（第７章と第８章）について予習をしておくこと。  
７回  教科書の内容（第９章）について予習をしておくこと。  
８回  教科書の内容（第９章）について予習をしておく 

 



年度 2014 
授業コード FTT01211 
成績評価 定期試験（50%）、レポート（50%） 

VBA による基本的なプログラムが作成できるかを総合評価し、60 点以上を合格
とする。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス TB(〜14) 
見出し FTT01211 コンピュータ基礎 
担当教員名 金子 正明＊ 
単位数 2 
教科書 はじめての簡単 ＥｘｃｅｌＶＢＡ 決定版 Windows8/Excel2013 完全対応／

金城 俊哉／秀和システム 
アクティブラーニング  
キーワード エクセル、VBA、プログラミング、コンピュータ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータ基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ExcelVBA 実践テク ユーザー・ハンドブック／道用 大介／秀和システム： 

か ん た ん 通 勤 快 読  Excel マ ク ロ ＆ ユ ー ザ ー フ ォ ー ム 部 品 集 
Excel2002/2003/2007 対応／飯島 弘文／技術評論社： 
Excel VBA 逆引き辞典パーフェクト 2010/2007/2003 対応／⽥中 亨／翔泳社 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTT01211 
実務経験のある教員  
達成目標 [A3]機械分野の基本的な問題を数値的に解決するためのプログラムを、プログラ

ミング言語 VBA で作成できるようになること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ⽥中雅次(５号館３階)  

電子メール tanaka@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9594，オフィスアワー月曜日
7-8 時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fundamentals of Computer 
関連科目 「パソコン入門」を受講し、コンピュータの基本操作に習熟していることが望ま

しい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 これからの機械系技術者にとって、コンピュータを様々な計算やデータ処理のた



めのツールとして活用するためには、プログラミングに習熟することが必要不可
欠である。 
本講義では、エクセルのマクロプログラム作成用プログラミング言語である VBA
（Visual Basic for Application）を使用したプログラミング演習を通して、プログ
ラミングの基礎を実際的に習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回  教科書の内容（第１章）について予習をしておくこと。  

２回  教科書の内容（第２章と第３章）について予習をしておくこと。  
３回  教科書の内容（第４章）について予習をしておくこと。  
４回  教科書の内容（第５章と第６章）について予習をしておくこと。  
５回  教科書の内容（第６章）について予習をしておくこと。  
６回  教科書の内容（第７章と第８章）について予習をしておくこと。  
７回  教科書の内容（第９章）について予習をしておくこと。  
８回  教科書の内容（第９章）について予習をしておく 

 



年度 2014 
授業コード FTT0121P 
成績評価 定期試験（50%）、レポート（50%） 

VBA による基本的なプログラムが作成できるかを総合評価し、60 点以上を合格
とする。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0121P コンピュータ基礎 
担当教員名 金子 正明＊ 
単位数 2 
教科書 はじめての簡単 ＥｘｃｅｌＶＢＡ 決定版 Windows8/Excel2013 完全対応／

金城 俊哉／秀和システム 
アクティブラーニング  
キーワード エクセル、VBA、プログラミング、コンピュータ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータ基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ExcelVBA 実践テク ユーザー・ハンドブック／道用 大介／秀和システム： 

か ん た ん 通 勤 快 読  Excel マ ク ロ ＆ ユ ー ザ ー フ ォ ー ム 部 品 集 
Excel2002/2003/2007 対応／飯島 弘文／技術評論社： 
Excel VBA 逆引き辞典パーフェクト 2010/2007/2003 対応／⽥中 亨／翔泳社 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTT0121P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A3]機械分野の基本的な問題を数値的に解決するためのプログラムを、プログラ

ミング言語 VBA で作成できるようになること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ⽥中雅次(５号館３階)  

電子メール tanaka@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9594，オフィスアワー月曜日
7-8 時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fundamentals of Computer 
関連科目 「パソコン入門」を受講し、コンピュータの基本操作に習熟していることが望ま

しい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 これからの機械系技術者にとって、コンピュータを様々な計算やデータ処理のた



めのツールとして活用するためには、プログラミングに習熟することが必要不可
欠である。 
本講義では、エクセルのマクロプログラム作成用プログラミング言語である VBA
（Visual Basic for Application）を使用したプログラミング演習を通して、プログ
ラミングの基礎を実際的に習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回  教科書の内容（第１章）について予習をしておくこと。  

２回  教科書の内容（第２章と第３章）について予習をしておくこと。  
３回  教科書の内容（第４章）について予習をしておくこと。  
４回  教科書の内容（第５章と第６章）について予習をしておくこと。  
５回  教科書の内容（第６章）について予習をしておくこと。  
６回  教科書の内容（第７章と第８章）について予習をしておくこと。  
７回  教科書の内容（第９章）について予習をしておくこと。  
８回  教科書の内容（第９章）について予習をしておく 

 



年度 2014 
授業コード FTT01510 
成績評価 定期試験（70％），レポート（30％）を総合集計して評価する。 

具体的にはコンピュータ操作に習熟し、情報処理技術の基礎知識を修得すること
に 50 点、材料力学による解析理論を、BASIC 言語によるコンピュータプログラ
ム技法により、数値結果として求める方法を修得することに 50 点とする。 

曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜12) 
見出し FTT01510 ＣＡＥⅠ 
担当教員名 横山 隆 
単位数 2 
教科書 プリント講義（初回に配付） 
アクティブラーニング  
キーワード 引張／圧縮／せん断応力とひずみ，材料の強度と許容応力，応力解析，衝撃応力、

プログラミング技法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 建設的な意見をもとめたい 
科目名 ＣＡＥⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 塚本正文・増水紀勝/BASIC/森北出版 

平 修二編/現代材料力学/オーム社 
授業形態 講義 
注意備考 毎回出席して、レポートを提出すること。電卓，A4 サイズのレポート用紙必携。 
シラバスコード FTT01510 
実務経験のある教員  
達成目標 [A3]機械システム⼯学の問題を数値的に解決するため、コンピュータ操作に習熟

し、情報処理技術の基礎知識を修得すること。とくに、材料力学による解析理論
を、BASIC 言語によるコンピュータプログラム技法により、数値結果として求
める方法を習得すること。 

受講者へのコメント パソコンによる簡単なプログラム計算は、卒研でも利用していほしい。 
連絡先 研究室４号館３階（電子メール yokoyama@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9580）

オフィスアワー（毎週火曜９・１０時限） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 とくにない。 
英文科目名 Computer-Aided Engineering I 
関連科目 数値計算，材料力学Ⅰ，材料力学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 問題説明に使用している PPｔの内容の充実 
講義目的 ＣＡＥへの入門として、構造物のコンピュータによる設計に必要な基本的な材料

力学理論とその BASIC 言語によるコンピュータプログラム技法について、その



基礎を学ぶ。毎週の情報処理センターでのコンピュータによる実習を通じて、理
論の応用力の向上を図る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 CAE の概念（講義資料＋FD の配付）と以後の講義の進め方について説明す

る 
2 回 BASIC 言語入門：BASIC の初歩について説明する 
3 回 BASIC 文法とプログラミング（コンピュータによる実習）について説明す
る 
4 回 応力解析入門：応力解析の基本原理について説明する 
5 回 単軸応力−ひずみ関係：フックの法則について説明する 
6 回 引張り部材の設計，衝撃荷重を受ける部材の設計（計算プログラム付き）に
ついて説明する 
7 回 重力による衝撃荷重を受ける部材内の応力とひずみ，構造部材の相対性能
比較（計 

準備学習 1 回 BASIC 言語を復習しておくこと 
2 回 講義資料（BASIC 言語）を事前に読んでおくこと 
3 回 パソコン操作説明書を事前に読んでおくこと 
4 回 材料力学の教科書を事前に復習しておくこと 
5 回 材料力学の教科書を事前に復習しておくこと 
6 回 材料力学の教科書を事前に復習しておくこと 
7 回 材料力学の教科書を事前に復習しておくこと 
8 回 材料力学の教科書を事前に復習しておくこと 
9 回 講義資料を事前に学習しておくこと 
10 回 講義資料を事前に学習しておくこと 
11 回 材料力学の教科書を事前に復習しておく 

 



年度 2014 
授業コード FTT0151P 
成績評価 定期試験（70％），レポート（30％）を総合集計して評価する。 

具体的にはコンピュータ操作に習熟し、情報処理技術の基礎知識を修得すること
に 50 点、材料力学による解析理論を、BASIC 言語によるコンピュータプログラ
ム技法により、数値結果として求める方法を修得することに 50 点とする。 

曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0151P ＣＡＥⅠ 
担当教員名 横山 隆 
単位数 2 
教科書 プリント講義（初回に配付） 
アクティブラーニング  
キーワード 引張／圧縮／せん断応力とひずみ，材料の強度と許容応力，応力解析，衝撃応力、

プログラミング技法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ＣＡＥⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 塚本正文・増水紀勝/BASIC/森北出版 

平 修二編/現代材料力学/オーム社 
授業形態 講義 
注意備考 毎回出席して、レポートを提出すること。電卓，A4 サイズのレポート用紙必携。 
シラバスコード FTT0151P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A3]機械システム⼯学の問題を数値的に解決するため、コンピュータ操作に習熟

し、情報処理技術の基礎知識を修得すること。とくに、材料力学による解析理論
を、BASIC 言語によるコンピュータプログラム技法により、数値結果として求
める方法を習得すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室４号館３階（電子メール yokoyama@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9580）

オフィスアワー（毎週火曜９・１０時限） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer-Aided Engineering I 
関連科目 数値計算，材料力学Ⅰ，材料力学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ＣＡＥへの入門として、構造物のコンピュータによる設計に必要な基本的な材料

力学理論とその BASIC 言語によるコンピュータプログラム技法について、その



基礎を学ぶ。毎週の情報処理センターでのコンピュータによる実習を通じて、理
論の応用力の向上を図る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 CAE の概念（講義資料＋FD の配付）と以後の講義の進め方について説明す

る 
2 回 BASIC 言語入門：BASIC の初歩について説明する 
3 回 BASIC 文法とプログラミング（コンピュータによる実習）について説明す
る 
4 回 応力解析入門：応力解析の基本原理について説明する 
5 回 単軸応力−ひずみ関係：フックの法則について説明する 
6 回 引張り部材の設計，衝撃荷重を受ける部材の設計（計算プログラム付き）に
ついて説明する 
7 回 重力による衝撃荷重を受ける部材内の応力とひずみ，構造部材の相対性能
比較（計 

準備学習 1 回 BASIC 言語を復習しておくこと 
2 回 講義資料（BASIC 言語）を事前に読んでおくこと 
3 回 パソコン操作説明書を事前に読んでおくこと 
4 回 材料力学の教科書を事前に復習しておくこと 
5 回 材料力学の教科書を事前に復習しておくこと 
6 回 材料力学の教科書を事前に復習しておくこと 
7 回 材料力学の教科書を事前に復習しておくこと 
8 回 材料力学の教科書を事前に復習しておくこと 
9 回 講義資料を事前に学習しておくこと 
10 回 講義資料を事前に学習しておくこと 
11 回 材料力学の教科書を事前に復習しておく 

 



年度 2014 
授業コード FTT01610 
成績評価 定期試験により 60%の評価を行う。その内訳は、取り扱う事象について物理的に

理解していること（約 20%）、離散化の概念について理解していること（約 20%）、
数値解法の手法について理解していること（約 20%）により評価する。 
実習レポートにより 40%の評価を行う。 
これらの合計得点 60 点以上を合格とする。 

曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜12) 
見出し FTT01610 ＣＡＥⅡ 
担当教員名 丸山 祐一 
単位数 2 
教科書 プリント講義 
アクティブラーニング  
キーワード 質量と運動量の保存、エネルギー保存則（熱力学の第一法則とベルヌーイの式）、

熱移動と温度、数値計算、シミュレーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ＣＡＥⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 上記関連科目をすべて履修・受講しておくことが望ましい。３分の２を超える出

席と、すべての実習レポート提出が定期試験受験のための必要条件である。学生
の理解度に応じて、講義計画を若干変更することがあるので、準備学習の内容も
それに対応させること。 

シラバスコード FTT01610 
実務経験のある教員  
達成目標 [A3]機械分野の問題を数値的に解決するために、コンピュータ操作に習熟すると

ともに、プログラミング技術および情報処理技術の基礎知識を修得する。特に熱
伝導と流れ場を数値的に取扱う手法の基礎概念を理解し、プログラム化が出来る
こと。 

受講者へのコメント  
連絡先 丸山研究室（５号館２階）オフィスアワー 水曜日 3-4 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer-Aided Engineering II 
関連科目 微分と積分、線形代数、微分方程式、フーリエ解析、流体力学Ⅰ、熱力学Ⅰ、CAEⅠ 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 CAEⅠに引き続いて、CAE のもう一つの重要な応用分野である熱・流体解析に
ついて学ぶ。基礎方程式を導出した上で、コンピュータによる数値解析を行うた
めの離散化方法の一例として差分法を取り上げ、その手法と問題点・問題解決法
などについて学習する。さらに、学んだ内容に基づくプログラムの作成・実行を
行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  熱・流体解析の概要を説明する。 

2 回  静止媒体中の熱移動の基礎式を導出する。 
3 回  熱伝導方程式を導出する。 
4 回  １次元定常熱伝導方程式の差分化について説明する。 
5 回  ３重対角行列の解法について説明する。 
6 回  差分方程式および３重対角行列の解法のプログラミングについて説明す
る。 
7 回  実習：１次元定常熱伝導問題のプログラムを作成・入力し、コンピュータ
による計算を行う。 
8 回  １次元非定常熱伝導方程式の差分化について説明する。 
9 回  数値解析の安定性について説明する。 
10 回 

準備学習 1 回  「熱力学」で学習した「内部エネルギー」と「エンタルピー」の概念を復
習しておくこと。 
2 回  「ベクトル場の発散」について調べておくこと。 
3 回  「スカラー場の勾配」について調べておくこと。 
4 回  前回の講義ノートを良く見直しておくこと。 
5 回  前回の講義ノートを良く見直しておくこと。 
6 回  前回と前々回の講義ノートと「ＣＡＥⅠ」で学習した「BASIC のプログ
ラミング法」を復習しておくこと。 
7 回 「ＣＡＥⅠ」で学習した「BASIC のプログラミング法」を復習しておくこ
と。 
8 回  熱伝導方程 

 



年度 2014 
授業コード FTT0161P 
成績評価 定期試験により 60%の評価を行う。その内訳は、取り扱う事象について物理的に

理解していること（約 20%）、離散化の概念について理解していること（約 20%）、
数値解法の手法について理解していること（約 20%）により評価する。 
実習レポートにより 40%の評価を行う。 
これらの合計得点 60 点以上を合格とする。 

曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0161P ＣＡＥⅡ 
担当教員名 丸山 祐一 
単位数 2 
教科書 プリント講義 
アクティブラーニング  
キーワード 質量と運動量の保存、エネルギー保存則（熱力学の第一法則とベルヌーイの式）、

熱移動と温度、数値計算、シミュレーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ＣＡＥⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 上記関連科目をすべて履修・受講しておくことが望ましい。３分の２を超える出

席と、すべての実習レポート提出が定期試験受験のための必要条件である。学生
の理解度に応じて、講義計画を若干変更することがあるので、準備学習の内容も
それに対応させること。 

シラバスコード FTT0161P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A3]機械分野の問題を数値的に解決するために、コンピュータ操作に習熟すると

ともに、プログラミング技術および情報処理技術の基礎知識を修得する。特に熱
伝導と流れ場を数値的に取扱う手法の基礎概念を理解し、プログラム化が出来る
こと。 

受講者へのコメント  
連絡先 丸山研究室（５号館２階）オフィスアワー 水曜日 3-4 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer-Aided Engineering II 
関連科目 微分と積分、線形代数、微分方程式、フーリエ解析、流体力学Ⅰ、熱力学Ⅰ、CAEⅠ 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 CAEⅠに引き続いて、CAE のもう一つの重要な応用分野である熱・流体解析に
ついて学ぶ。基礎方程式を導出した上で、コンピュータによる数値解析を行うた
めの離散化方法の一例として差分法を取り上げ、その手法と問題点・問題解決法
などについて学習する。さらに、学んだ内容に基づくプログラムの作成・実行を
行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  熱・流体解析の概要を説明する。 

2 回  静止媒体中の熱移動の基礎式を導出する。 
3 回  熱伝導方程式を導出する。 
4 回  １次元定常熱伝導方程式の差分化について説明する。 
5 回  ３重対角行列の解法について説明する。 
6 回  差分方程式および３重対角行列の解法のプログラミングについて説明す
る。 
7 回  実習：１次元定常熱伝導問題のプログラムを作成・入力し、コンピュータ
による計算を行う。 
8 回  １次元非定常熱伝導方程式の差分化について説明する。 
9 回  数値解析の安定性について説明する。 
10 回 

準備学習 1 回  「熱力学」で学習した「内部エネルギー」と「エンタルピー」の概念を復
習しておくこと。 
2 回  「ベクトル場の発散」について調べておくこと。 
3 回  「スカラー場の勾配」について調べておくこと。 
4 回  前回の講義ノートを良く見直しておくこと。 
5 回  前回の講義ノートを良く見直しておくこと。 
6 回  前回と前々回の講義ノートと「ＣＡＥⅠ」で学習した「BASIC のプログ
ラミング法」を復習しておくこと。 
7 回 「ＣＡＥⅠ」で学習した「BASIC のプログラミング法」を復習しておくこ
と。 
8 回  熱伝導方程 

 



年度 2014 
授業コード FTT01710 
成績評価 演習課題（１００％）を総合集計して評価する。課題については、ＪＩＳ規格に

従って適切に図面を描けているかを評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜14) 
見出し FTT01710 機械製図Ⅰ 
担当教員名 中井 賢治 
単位数 2 
教科書 ＪＩＳにもとづく標準製図法／大⻄ 清 著／理⼯学社／9784844527466 
アクティブラーニング  
キーワード 製図法と規則，機械図面，ＪＩＳ規格 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械製図Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎製図／大⻄ 清 著／理⼯学社 
授業形態 実験実習 
注意備考 講義内容に関する質問や相談事がある時は、授業担当者（中井）の研究室（上記

連絡先参照）を訪ねてください。講義で必要な製図用具一式については、第一回
目の講義の時に説明します。 

シラバスコード FTT01710 
実務経験のある教員  
達成目標 ［Ａ４］機械システム⼯学の専門技術を実際に体験するために、機械製図，加⼯

学実習，機械システム⼯学実験，創造⼯学および卒業研究を修得し、機械システ
ム技術者の基礎能力を養成する。 
特に、ＪＩＳの知識および機械図面の作成技術を習得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ４号館３階の中井研究室まで（電子メール：nakai@mech.ous.ac.jp；オフィスア

ワー：毎週⽊・金曜日随時） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Drawing in Mechanical Engineering I 
関連科目 機械要素Ⅰ，機械要素Ⅱ，機械設計学，機械材料，材料力学Ⅰ，材料力学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  製図技法と日本⼯業規格（ＪＩＳ規格）に関して理解し、色々な機械部品の図

面を手で直接描くことで、製図に関する創造的基礎能力や機械技術者としてのセ
ンスと自覚を養う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 機械製図の必要性，ならびに規格との関連，製図に必要な機材，次回から持
参する機材について説明する。 
2 回 図面の構成，線の種類・意味，文字の書き方について説明する。 
3 回 製図機材を使って、簡単な図を実際に描いてみる。 
4 回 図法幾何学を学び、それを実際に描いてみる。 
5 回 投影法の表し方について説明する。 
6 回 第三角法について説明する。 
7 回 第三角法に関する課題をする。 
8 回 補助となる図法ならびに断面図の描き方について説明する。 
9 回 寸法の書き方について説明する。 
10 回 寸法の記入法につい 

準備学習 1 回 教科書の第 1 章を読んでおくこと。 
2 回 製図に必要な機材をそろえ、必ず持ってくること。教科書の第 2 章を読ん
でおくこと。 
3 回 教科書の付録１を読んでおくこと。 
4 回 教科書の第 3 章を読んでおくこと。 
5 回 教科書の第 3 章を読んでおくこと。 
6 回 教科書の第 4 章を読んでおくこと。 
7 回 教科書の第 4 章を読んでおくこと。 
8 回 教科書の第 4 章を読んでおくこと。 
9 回 教科書の第 5 章を読んでおくこと。 
10 回 教科書の第 5 章を読んでおくこと。 
11 回 教科書の第 10 章を読んでおくこと。 
12 回 教科書の第 

 



年度 2014 
授業コード FTT0171P 
成績評価 演習課題（１００％）を総合集計して評価する。課題については、ＪＩＳ規格に

従って適切に図面を描けているかを評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0171P 機械製図Ⅰ 
担当教員名 中井 賢治 
単位数 2 
教科書 ＪＩＳにもとづく標準製図法／大⻄ 清 著／理⼯学社／9784844527466 
アクティブラーニング  
キーワード 製図法と規則，機械図面，ＪＩＳ規格 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械製図Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎製図／大⻄ 清 著／理⼯学社 
授業形態 実験実習 
注意備考 講義内容に関する質問や相談事がある時は、授業担当者（中井）の研究室（上記

連絡先参照）を訪ねてください。講義で必要な製図用具一式については、第一回
目の講義の時に説明します。 

シラバスコード FTT0171P 
実務経験のある教員  
達成目標 ［Ａ４］機械システム⼯学の専門技術を実際に体験するために、機械製図，加⼯

学実習，機械システム⼯学実験，創造⼯学および卒業研究を修得し、機械システ
ム技術者の基礎能力を養成する。 
特に、ＪＩＳの知識および機械図面の作成技術を習得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ４号館３階の中井研究室まで（電子メール：nakai@mech.ous.ac.jp；オフィスア

ワー：毎週⽊・金曜日随時） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Drawing in Mechanical Engineering I 
関連科目 機械要素Ⅰ，機械要素Ⅱ，機械設計学，機械材料，材料力学Ⅰ，材料力学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  製図技法と日本⼯業規格（ＪＩＳ規格）に関して理解し、色々な機械部品の図

面を手で直接描くことで、製図に関する創造的基礎能力や機械技術者としてのセ
ンスと自覚を養う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 機械製図の必要性，ならびに規格との関連，製図に必要な機材，次回から持
参する機材について説明する。 
2 回 図面の構成，線の種類・意味，文字の書き方について説明する。 
3 回 製図機材を使って、簡単な図を実際に描いてみる。 
4 回 図法幾何学を学び、それを実際に描いてみる。 
5 回 投影法の表し方について説明する。 
6 回 第三角法について説明する。 
7 回 第三角法に関する課題をする。 
8 回 補助となる図法ならびに断面図の描き方について説明する。 
9 回 寸法の書き方について説明する。 
10 回 寸法の記入法につい 

準備学習 1 回 教科書の第 1 章を読んでおくこと。 
2 回 製図に必要な機材をそろえ、必ず持ってくること。教科書の第 2 章を読ん
でおくこと。 
3 回 教科書の付録１を読んでおくこと。 
4 回 教科書の第 3 章を読んでおくこと。 
5 回 教科書の第 3 章を読んでおくこと。 
6 回 教科書の第 4 章を読んでおくこと。 
7 回 教科書の第 4 章を読んでおくこと。 
8 回 教科書の第 4 章を読んでおくこと。 
9 回 教科書の第 5 章を読んでおくこと。 
10 回 教科書の第 5 章を読んでおくこと。 
11 回 教科書の第 10 章を読んでおくこと。 
12 回 教科書の第 

 



年度 2014 
授業コード FTT01810 
成績評価 講義毎に行う演習課題を全て提出することを前提として、これらを総合評価し、

６０点以上を合格とする。各課題については、JIS 規格に従って適切に機械の組
立図や部品図が描けていることをを達成目標として評価する。 

曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス TA(〜14) 
見出し FTT01810 機械製図Ⅱ 
担当教員名 新宮 邦博＊ 
単位数 2 
教科書 ＪＩＳにもとづく標準製図法/大⻄ 清/理⼯学社(機械製図Ⅰと同じ) 
アクティブラーニング  
キーワード 製図法と規則、製図、JIS 規格、CAD、CAE 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械製図Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大⻄ 清 著「基礎製図」理⼯学者 
授業形態 実験実習 
注意備考 資料配布、データ保管に USB メモリを使うので、各自準備すること（初回に説

明する）。宿題は、学内 PC を利用するほか、AutoCAD は無償（英語版）で入手
できるので、PC を所有している人はぜひインストールして、自宅にも学習環境
をつくることを望む。 

シラバスコード FTT01810 
実務経験のある教員  
達成目標 [A4]機械システム⼯学の専門技術を実際に体験するために、機械製図、加⼯学実

習、機械システム⼯学実験、創造⼯学及び卒業研究を習得し、機械システム技術
者の基礎能力を養成する。特に JIS 知識およびコンピュータを使用した機械図面
の作製技術を習得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 新宮 邦博 

電子メール hts-pipingdesign@cb.wakwak.com 
(代理)⽥中雅次(５号館３階)  
電子メール tanaka@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9594，オフィスアワー月曜日
7-8 時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Drawing in Mechanical Engineering II 
関連科目 機械製図Ⅰ、機械要素、機械設計学、機械材料、材料力学 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械製図Ⅱでは、機械製図Ⅰで習得した製図技法と規格に関する知識を活用し、

機械部品の作製を念頭において、CAD に関する講義・演習をおこなう。⻭車、
プーリ等の単品機械要素と、フランジ形固定軸継手等の複合機械要素に関する製
図課題を作図することを目的とする。また、自分たちが製作したい⼯業製品に描
くことで、製図に関する創造的基礎能力や機械技術者としてのセンスと自覚を養
う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義計画およびコンピュータを利用して製図を行うシステム（CAD）につ

いて説明する。 
2 回 CAD ソフトの使用方法について説明するとともに、そのソフトを用いてフ
ランジ形軸継手の側面図を製図する。 
3 回 CAD ソフトの使用方法について説明するとともに、そのソフトを用いてフ
ランジ形軸継手の正面図を製図する。 
4 回 第三角法について説明する。その後、CAD ソフトを用いて V ブロックを製
図する。 
5 回 ⻭車の作図法について説明する。その後 CAD ソフトを用いて平⻭車を製図
する。 
6 回 CAD ソフトを用いて円弧や寸 

準備学習 1 回 教科書「CAD 機械製図」の内容を読んでおくこと。 
2 回 フランジ形軸継手の構造や応用例を調べておくこと。 
3 回 CAD ソフトの操作方法について復習しておくこと。 
4 回 第三角法（機械製図Ⅰで学習済）について復習しておくこと。 
5 回 ⻭車製図（機械製図Ⅰで学習済）について復習しておくこと。 
6 回 CAD ソフトの操作方法について復習しておくこと。 
7 回 CAD ソフトの操作方法（円弧や寸法などの記入方法）について復習してお
くこと。 
8 回 教科書「寸法公差及び幾何学公差の表示法」「表面性状の図示方法」の内容 

 



年度 2014 
授業コード FTT01811 
成績評価 講義毎に行う演習課題を全て提出することを前提として、これらを総合評価し、

６０点以上を合格とする。各課題については、JIS 規格に従って適切に機械の組
立図や部品図が描けていることをを達成目標として評価する。 

曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス TB(〜14) 
見出し FTT01811 機械製図Ⅱ 
担当教員名 新宮 邦博＊ 
単位数 2 
教科書 ＪＩＳにもとづく標準製図法/大⻄ 清/理⼯学社(機械製図Ⅰと同じ) 
アクティブラーニング  
キーワード 製図法と規則、製図、JIS 規格、CAD、CAE 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械製図Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大⻄ 清 著「基礎製図」理⼯学者 
授業形態 実験実習 
注意備考 資料配布、データ保管に USB メモリを使うので、各自準備すること（初回に説

明する）。宿題は、学内 PC を利用するほか、AutoCAD は無償（英語版）で入手
できるので、PC を所有している人はぜひインストールして、自宅にも学習環境
をつくることを望む。 

シラバスコード FTT01811 
実務経験のある教員  
達成目標 [A4]機械システム⼯学の専門技術を実際に体験するために、機械製図、加⼯学実

習、機械システム⼯学実験、創造⼯学及び卒業研究を習得し、機械システム技術
者の基礎能力を養成する。特に JIS 知識およびコンピュータを使用した機械図面
の作製技術を習得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 新宮 邦博 

電子メール hts-pipingdesign@cb.wakwak.com 
(代理)⽥中雅次(５号館３階)  
電子メール tanaka@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9594，オフィスアワー月曜日
7-8 時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Drawing in Mechanical Engineering II 
関連科目 機械製図Ⅰ、機械要素、機械設計学、機械材料、材料力学 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械製図Ⅱでは、機械製図Ⅰで習得した製図技法と規格に関する知識を活用し、

機械部品の作製を念頭において、CAD に関する講義・演習をおこなう。⻭車、
プーリ等の単品機械要素と、フランジ形固定軸継手等の複合機械要素に関する製
図課題を作図することを目的とする。また、自分たちが製作したい⼯業製品に描
くことで、製図に関する創造的基礎能力や機械技術者としてのセンスと自覚を養
う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義計画およびコンピュータを利用して製図を行うシステム（CAD）につ

いて説明する。 
2 回 CAD ソフトの使用方法について説明するとともに、そのソフトを用いてフ
ランジ形軸継手の側面図を製図する。 
3 回 CAD ソフトの使用方法について説明するとともに、そのソフトを用いてフ
ランジ形軸継手の正面図を製図する。 
4 回 第三角法について説明する。その後、CAD ソフトを用いて V ブロックを製
図する。 
5 回 ⻭車の作図法について説明する。その後 CAD ソフトを用いて平⻭車を製図
する。 
6 回 CAD ソフトを用いて円弧や寸 

準備学習 1 回 教科書「CAD 機械製図」の内容を読んでおくこと。 
2 回 フランジ形軸継手の構造や応用例を調べておくこと。 
3 回 CAD ソフトの操作方法について復習しておくこと。 
4 回 第三角法（機械製図Ⅰで学習済）について復習しておくこと。 
5 回 ⻭車製図（機械製図Ⅰで学習済）について復習しておくこと。 
6 回 CAD ソフトの操作方法について復習しておくこと。 
7 回 CAD ソフトの操作方法（円弧や寸法などの記入方法）について復習してお
くこと。 
8 回 教科書「寸法公差及び幾何学公差の表示法」「表面性状の図示方法」の内容 

 



年度 2014 
授業コード FTT0181P 
成績評価 講義毎に行う演習課題を全て提出することを前提として、これらを総合評価し、

６０点以上を合格とする。各課題については、JIS 規格に従って適切に機械の組
立図や部品図が描けていることをを達成目標として評価する。 

曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0181P 機械製図Ⅱ 
担当教員名 新宮 邦博＊ 
単位数 2 
教科書 ＪＩＳにもとづく標準製図法/大⻄ 清/理⼯学社(機械製図Ⅰと同じ) 
アクティブラーニング  
キーワード 製図法と規則、製図、JIS 規格、CAD、CAE 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械製図Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大⻄ 清 著「基礎製図」理⼯学者 
授業形態 実験実習 
注意備考 資料配布、データ保管に USB メモリを使うので、各自準備すること（初回に説

明する）。宿題は、学内 PC を利用するほか、AutoCAD は無償（英語版）で入手
できるので、PC を所有している人はぜひインストールして、自宅にも学習環境
をつくることを望む。 

シラバスコード FTT0181P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A4]機械システム⼯学の専門技術を実際に体験するために、機械製図、加⼯学実

習、機械システム⼯学実験、創造⼯学及び卒業研究を習得し、機械システム技術
者の基礎能力を養成する。特に JIS 知識およびコンピュータを使用した機械図面
の作製技術を習得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 新宮 邦博 

電子メール hts-pipingdesign@cb.wakwak.com 
(代理)⽥中雅次(５号館３階)  
電子メール tanaka@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9594，オフィスアワー月曜日
7-8 時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Drawing in Mechanical Engineering II 
関連科目 機械製図Ⅰ、機械要素、機械設計学、機械材料、材料力学 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械製図Ⅱでは、機械製図Ⅰで習得した製図技法と規格に関する知識を活用し、

機械部品の作製を念頭において、CAD に関する講義・演習をおこなう。⻭車、
プーリ等の単品機械要素と、フランジ形固定軸継手等の複合機械要素に関する製
図課題を作図することを目的とする。また、自分たちが製作したい⼯業製品に描
くことで、製図に関する創造的基礎能力や機械技術者としてのセンスと自覚を養
う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義計画およびコンピュータを利用して製図を行うシステム（CAD）につ

いて説明する。 
2 回 CAD ソフトの使用方法について説明するとともに、そのソフトを用いてフ
ランジ形軸継手の側面図を製図する。 
3 回 CAD ソフトの使用方法について説明するとともに、そのソフトを用いてフ
ランジ形軸継手の正面図を製図する。 
4 回 第三角法について説明する。その後、CAD ソフトを用いて V ブロックを製
図する。 
5 回 ⻭車の作図法について説明する。その後 CAD ソフトを用いて平⻭車を製図
する。 
6 回 CAD ソフトを用いて円弧や寸 

準備学習 1 回 教科書「CAD 機械製図」の内容を読んでおくこと。 
2 回 フランジ形軸継手の構造や応用例を調べておくこと。 
3 回 CAD ソフトの操作方法について復習しておくこと。 
4 回 第三角法（機械製図Ⅰで学習済）について復習しておくこと。 
5 回 ⻭車製図（機械製図Ⅰで学習済）について復習しておくこと。 
6 回 CAD ソフトの操作方法について復習しておくこと。 
7 回 CAD ソフトの操作方法（円弧や寸法などの記入方法）について復習してお
くこと。 
8 回 教科書「寸法公差及び幾何学公差の表示法」「表面性状の図示方法」の内容 

 



年度 2014 
授業コード FTT01910 
成績評価 原則的に全授業に出席し、実習毎のレポートを提出期限までに提出することが必

須条件である。 
＊レポートを 1 回でも未提出の場合は、不合格とする。 
＊提出期限後のレポート提出は、提出が遅れた期間に応じて減点していくものと
する。 
・ レポート７回（６０％）：表紙，実習目的，使用機械（スケッチ），⼯作物（製
図），実習方法，結果，考察，感想の記述内容を評価 
・ 受講態度（積極的活動）（４０％）：作品の完成度，製作技術度を評価 
成績は上記の割合で総合評価し、合格は６０点以上とする（１００点満点）。 

曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス TA(12〜13) 
見出し FTT01910 加⼯学実習 
担当教員名 金子 正明＊、林 貞義＊、島崎 始＊、福井 匠＊、織⽥ 纂＊、檜 一夫＊ 
単位数 2 
教科書 機械実習１／嵯峨常生，中⻄祐二監修／実教出版／978-4-407318036：機械実習

２／嵯峨常生，中⻄祐二監修／実教出版／978-4-407318043 
アクティブラーニング  
キーワード 機械製作法，機械設計，⼯作機械，製図，切削法，表面加⼯，プログラミング，

溶接，安全管理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 −「班の人数が多すぎて、機械を使える時間が少ない。」    

＜回答＞ 
班割の人数については、学科の定員数や時間割などが関係し、大学側が検討すべ
き案件ですので、ここでの回答は、できません。 

科目名 加⼯学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、指示します。 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FTT01910 
実務経験のある教員  
達成目標 ［Ａ４］機械システム⼯学の専門技術を実際に体験するために、機械製図，加⼯

学実習，機械⼯学実験，創造⼯学プロジェクトおよび卒業研究を修得し、機械シ
ステム技術者の基礎能力を養成する。 
特に、機械製作法および⼯作機械の操作法について、作業安全面を含めて理解・
修得する。 

受講者へのコメント 機械の部品などがどうやって加⼯されるのかを、自分自身で実際に体験しておく
ことは、機械技術者になるための必須条件です。 
実習内容をしっかりと学習しておくことが大切です。 



また、安全に作業するために、作業に適した服装や作業手順などが決められてい
ます。 
各担当教員の注意をよく聞いて、怪我や事故の無いように実習してください。 

連絡先 ４号館３階の中井研究室まで（電子メール：nakai@mech.ous.ac.jp；オフィスア
ワー：毎週⽊・金曜日随時 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に無し。 
英文科目名 Machining Practice 
関連科目 機械製図，加⼯学，機械設計学，計測⼯学 
次回に向けての改善変更予定 各実習項目ともかなり内容の充実した実習となっており、改善・変更の予定は、

特にありません。 
講義目的 機械製作・機械操作を実際に体験して、機械そのものを直感的・本質的に理解す

ることを目標としている。講義で習得した機械⼯作や製図などの知識とあわせ
て、機械の設計，製図，製作に役立つ技能を養い、作業に当たるときの⼼構えも
身につける。また、実習終了後に報告書を作成し、的確に情報を伝え、報告する
プレゼンテーション能力を養う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回  教科書「第１章 測定の基礎」を読んでおくこと。  

２回  教科書「第６章 切削加⼯［１］ 旋盤作業」を読んでおくこと。  
３回  教科書「第６章 切削加⼯［１］ 旋盤作業」を読んでおくこと。  
４回  教科書「第９章 ＮＣ⼯作機械加⼯ ＮＣ旋盤のプログラミング」を読ん
でおくこと。  
５回  教科書「第９章 ＮＣ⼯作機械加⼯ ＮＣ旋盤の取り扱い方」を読んでお
くこと。  
６回  教科書「第７章 切削加⼯［２］ フライス盤作業」を読んでおくこと。  
７回  教科書「第７章 切削加⼯［２］ フライス盤作業 

 



年度 2014 
授業コード FTT01911 
成績評価 原則的に全授業に出席し、実習毎のレポートを提出期限までに提出することが必

須条件である。 
＊レポートを 1 回でも未提出の場合は、不合格とする。 
＊提出期限後のレポート提出は、提出が遅れた期間に応じて減点していくものと
する。 
・ レポート７回（６０％）：表紙，実習目的，使用機械（スケッチ），⼯作物（製
図），実習方法，結果，考察，感想の記述内容を評価 
・ 受講態度（積極的活動）（４０％）：作品の完成度，製作技術度を評価 
成績は上記の割合で総合評価し、合格は６０点以上とする（１００点満点）。 

曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜12) 
見出し FTT01911 加⼯学実習(再) 
担当教員名 金子 正明＊、林 貞義＊、島崎 始＊、福井 匠＊、織⽥ 纂＊、檜 一夫＊ 
単位数 2 
教科書 機械実習１／嵯峨常生，中⻄祐二監修／実教出版／978-4-407318036：機械実習

２／嵯峨常生，中⻄祐二監修／実教出版／978-4-407318043 
アクティブラーニング  
キーワード 機械製作法，機械設計，⼯作機械，製図，切削法，表面加⼯，プログラミング，

溶接，安全管理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 加⼯学実習(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、指示します。 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FTT01911 
実務経験のある教員  
達成目標 ［Ａ４］機械システム⼯学の専門技術を実際に体験するために、機械製図，加⼯

学実習，機械⼯学実験，創造⼯学プロジェクトおよび卒業研究を修得し、機械シ
ステム技術者の基礎能力を養成する。 
特に、機械製作法および⼯作機械の操作法について、作業安全面を含めて理解・
修得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ４号館３階の中井研究室まで（電子メール：nakai@mech.ous.ac.jp；オフィスア

ワー：毎週⽊・金曜日随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Machining Practice 
関連科目 機械製図，加⼯学，機械設計学，計測⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械製作・機械操作を実際に体験して、機械そのものを直感的・本質的に理解す

ることを目標としている。講義で習得した機械⼯作や製図などの知識とあわせ
て、機械の設計，製図，製作に役立つ技能を養い、作業に当たるときの⼼構えも
身につける。また、実習終了後に報告書を作成し、的確に情報を伝え、報告する
プレゼンテーション能力を養う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回  教科書「第１章 測定の基礎」を読んでおくこと。  

２回  教科書「第６章 切削加⼯［１］ 旋盤作業」を読んでおくこと。  
３回  教科書「第６章 切削加⼯［１］ 旋盤作業」を読んでおくこと。  
４回  教科書「第９章 ＮＣ⼯作機械加⼯ ＮＣ旋盤のプログラミング」を読ん
でおくこと。  
５回  教科書「第９章 ＮＣ⼯作機械加⼯ ＮＣ旋盤の取り扱い方」を読んでお
くこと。  
６回  教科書「第７章 切削加⼯［２］ フライス盤作業」を読んでおくこと。  
７回  教科書「第７章 切削加⼯［２］ フライス盤作業 

 



年度 2014 
授業コード FTT0191P 
成績評価 原則的に全授業に出席し、実習毎のレポートを提出期限までに提出することが必

須条件である。 
＊レポートを 1 回でも未提出の場合は、不合格とする。 
＊提出期限後のレポート提出は、提出が遅れた期間に応じて減点していくものと
する。 
・ レポート７回（６０％）：表紙，実習目的，使用機械（スケッチ），⼯作物（製
図），実習方法，結果，考察，感想の記述内容を評価 
・ 受講態度（積極的活動）（４０％）：作品の完成度，製作技術度を評価 
成績は上記の割合で総合評価し、合格は６０点以上とする（１００点満点）。 

曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0191P 加⼯学実習 
担当教員名 金子 正明＊、林 貞義＊、島崎 始＊、福井 匠＊、織⽥ 纂＊、檜 一夫＊ 
単位数 2 
教科書 機械実習１／嵯峨常生，中⻄祐二監修／実教出版／978-4-407318036：機械実習

２／嵯峨常生，中⻄祐二監修／実教出版／978-4-407318043 
アクティブラーニング  
キーワード 機械製作法，機械設計，⼯作機械，製図，切削法，表面加⼯，プログラミング，

溶接，安全管理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 加⼯学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、指示します。 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FTT0191P 
実務経験のある教員  
達成目標 ［Ａ４］機械システム⼯学の専門技術を実際に体験するために、機械製図，加⼯

学実習，機械⼯学実験，創造⼯学プロジェクトおよび卒業研究を修得し、機械シ
ステム技術者の基礎能力を養成する。 
特に、機械製作法および⼯作機械の操作法について、作業安全面を含めて理解・
修得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ４号館３階の中井研究室まで（電子メール：nakai@mech.ous.ac.jp；オフィスア

ワー：毎週⽊・金曜日随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Machining Practice 
関連科目 機械製図，加⼯学，機械設計学，計測⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械製作・機械操作を実際に体験して、機械そのものを直感的・本質的に理解す

ることを目標としている。講義で習得した機械⼯作や製図などの知識とあわせ
て、機械の設計，製図，製作に役立つ技能を養い、作業に当たるときの⼼構えも
身につける。また、実習終了後に報告書を作成し、的確に情報を伝え、報告する
プレゼンテーション能力を養う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回  教科書「第１章 測定の基礎」を読んでおくこと。  

２回  教科書「第６章 切削加⼯［１］ 旋盤作業」を読んでおくこと。  
３回  教科書「第６章 切削加⼯［１］ 旋盤作業」を読んでおくこと。  
４回  教科書「第９章 ＮＣ⼯作機械加⼯ ＮＣ旋盤のプログラミング」を読ん
でおくこと。  
５回  教科書「第９章 ＮＣ⼯作機械加⼯ ＮＣ旋盤の取り扱い方」を読んでお
くこと。  
６回  教科書「第７章 切削加⼯［２］ フライス盤作業」を読んでおくこと。  
７回  教科書「第７章 切削加⼯［２］ フライス盤作業 

 



年度 2014 
授業コード FTT01920 
成績評価 原則的に全授業に出席し、実習毎のレポートを提出期限までに提出することが必

須条件である。 
＊レポートを 1 回でも未提出の場合は、不合格とする。 
＊提出期限後のレポート提出は、提出が遅れた期間に応じて減点していくものと
する。 
・ レポート７回（６０％）：表紙，実習目的，使用機械（スケッチ），⼯作物（製
図），実習方法，結果，考察，感想の記述内容を評価 
・ 受講態度（積極的活動）（４０％）：作品の完成度，製作技術度を評価 
成績は上記の割合で総合評価し、合格は６０点以上とする（１００点満点）。 

曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス TB(12〜13) 
見出し FTT01920 加⼯学実習 
担当教員名 金子 正明＊、林 貞義＊、島崎 始＊、福井 匠＊、織⽥ 纂＊、檜 一夫＊ 
単位数 2 
教科書 機械実習１／嵯峨常生，中⻄祐二監修／実教出版／978-4-407318036：機械実習

２／嵯峨常生，中⻄祐二監修／実教出版／978-4-407318043 
アクティブラーニング  
キーワード 機械製作法，機械設計，⼯作機械，製図，切削法，表面加⼯，プログラミング，

溶接，安全管理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特に記述無し。 
科目名 加⼯学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、指示します。 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FTT01920 
実務経験のある教員  
達成目標 Ａ４］機械システム⼯学の専門技術を実際に体験するために、機械製図，加⼯学

実習，機械⼯学実験，創造⼯学プロジェクトおよび卒業研究を修得し、機械シス
テム技術者の基礎能力を養成する。 
特に、機械製作法および⼯作機械の操作法について、作業安全面を含めて理解・
修得する。 

受講者へのコメント 機械の部品などがどうやって加⼯されるのかを、自分自身で実際に体験しておく
ことは、機械技術者になるための必須条件です。 
実習内容をしっかりと学習しておくことが大切です。 
また、安全に作業するために、作業に適した服装や作業手順などが決められてい
ます。 
各担当教員の注意をよく聞いて、怪我や事故の無いように実習してください。 



連絡先 ４号館３階の中井研究室まで（電子メール：nakai@mech.ous.ac.jp；オフィスア
ワー：毎週⽊・金曜日随時） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に無し。 
英文科目名 Machining Practice 
関連科目 機械製図，加⼯学，機械設計学，計測⼯学 
次回に向けての改善変更予定 各実習項目とも、現行の設備では内容の充実した実習となっており、改善・変更

の予定は、特にありません。 
講義目的 機械製作・機械操作を実際に体験して、機械そのものを直感的・本質的に理解す

ることを目標としている。講義で習得した機械⼯作や製図などの知識とあわせ
て、機械の設計，製図，製作に役立つ技能を養い、作業に当たるときの⼼構えも
身につける。また、実習終了後に報告書を作成し、的確に情報を伝え、報告する
プレゼンテーション能力を養う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回  教科書「第１章 測定の基礎」を読んでおくこと。  

２回  教科書「第６章 切削加⼯［１］ 旋盤作業」を読んでおくこと。  
３回  教科書「第６章 切削加⼯［１］ 旋盤作業」を読んでおくこと。  
４回  教科書「第９章 ＮＣ⼯作機械加⼯ ＮＣ旋盤のプログラミング」を読ん
でおくこと。  
５回  教科書「第９章 ＮＣ⼯作機械加⼯ ＮＣ旋盤の取り扱い方」を読んでお
くこと。  
６回  教科書「第７章 切削加⼯［２］ フライス盤作業」を読んでおくこと。  
７回  教科書「第７章 切削加⼯［２］ フライス盤作業 

 



年度 2014 
授業コード FTT0192P 
成績評価 原則的に全授業に出席し、実習毎のレポートを提出期限までに提出することが必

須条件である。 
＊レポートを 1 回でも未提出の場合は、不合格とする。 
＊提出期限後のレポート提出は、提出が遅れた期間に応じて減点していくものと
する。 
・ レポート７回（６０％）：表紙，実習目的，使用機械（スケッチ），⼯作物（製
図），実習方法，結果，考察，感想の記述内容を評価 
・ 受講態度（積極的活動）（４０％）：作品の完成度，製作技術度を評価 
成績は上記の割合で総合評価し、合格は６０点以上とする（１００点満点）。 

曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0192P 加⼯学実習 
担当教員名 金子 正明＊、林 貞義＊、島崎 始＊、福井 匠＊、織⽥ 纂＊、檜 一夫＊ 
単位数 2 
教科書 機械実習１／嵯峨常生，中⻄祐二監修／実教出版／978-4-407318036：機械実習

２／嵯峨常生，中⻄祐二監修／実教出版／978-4-407318043 
アクティブラーニング  
キーワード 機械製作法，機械設計，⼯作機械，製図，切削法，表面加⼯，プログラミング，

溶接，安全管理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 加⼯学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、指示します。 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FTT0192P 
実務経験のある教員  
達成目標 Ａ４］機械システム⼯学の専門技術を実際に体験するために、機械製図，加⼯学

実習，機械⼯学実験，創造⼯学プロジェクトおよび卒業研究を修得し、機械シス
テム技術者の基礎能力を養成する。 
特に、機械製作法および⼯作機械の操作法について、作業安全面を含めて理解・
修得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ４号館３階の中井研究室まで（電子メール：nakai@mech.ous.ac.jp；オフィスア

ワー：毎週⽊・金曜日随時） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Machining Practice 
関連科目 機械製図，加⼯学，機械設計学，計測⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械製作・機械操作を実際に体験して、機械そのものを直感的・本質的に理解す

ることを目標としている。講義で習得した機械⼯作や製図などの知識とあわせ
て、機械の設計，製図，製作に役立つ技能を養い、作業に当たるときの⼼構えも
身につける。また、実習終了後に報告書を作成し、的確に情報を伝え、報告する
プレゼンテーション能力を養う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回  教科書「第１章 測定の基礎」を読んでおくこと。  

２回  教科書「第６章 切削加⼯［１］ 旋盤作業」を読んでおくこと。  
３回  教科書「第６章 切削加⼯［１］ 旋盤作業」を読んでおくこと。  
４回  教科書「第９章 ＮＣ⼯作機械加⼯ ＮＣ旋盤のプログラミング」を読ん
でおくこと。  
５回  教科書「第９章 ＮＣ⼯作機械加⼯ ＮＣ旋盤の取り扱い方」を読んでお
くこと。  
６回  教科書「第７章 切削加⼯［２］ フライス盤作業」を読んでおくこと。  
７回  教科書「第７章 切削加⼯［２］ フライス盤作業 

 



年度 2014 
授業コード FTT02010 
成績評価 ◎レポート(100%)。 

すべての実験テーマのレポート点を総合集計して 60 点以上を合格とする。 
◎ただし、一つでもレポートの提出されていない実験テーマがあれば、単位取得
はできない。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜09) 
見出し FTT02010 機械システム⼯学実験(再) 
担当教員名 ⽥中 雅次 
単位数 4 
教科書 ◎機械システム⼯学実験テキスト【岡山理科大学・機械システム⼯学科編】 

（４月初め、初回のオリエンテーション時に配布する） 
アクティブラーニング  
キーワード 実験、計測、測定法、応力、ひずみ、自由振動、強制振動、エンジン、熱移動と

温度、伝達関数、フィードバック制御、設計法、生産システム 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 機械システム⼯学実験(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本機械学会編「機械⼯学便覧」、各テーマの担当教員が推奨する参考書 
授業形態 実験実習 
注意備考 毎回必ず出席して、各担当教員あるいはティーチングアシスタントの指示に従う

こと。 
【重要】一つでもレポートの提出されていない実験テーマがあれば、単位取得で
きない。 

シラバスコード FTT02010 
実務経験のある教員  
達成目標 ［A4］機械システム⼯学の技術者として必要な専門技術を体験し、実験・実習の

課題について考察法および解決能力を習得すること。 
特に、実験操作の基礎を修得すること。共同実験者と協調して作業ができること。
実験レポートを作成し、遅滞なく提出できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表：⽥中雅次（５号館３階）、オフィスアワー：月曜日 7-8 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments of Mechanical Systems Engineering 
関連科目 機械システム⼯学科のすべてのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 機械システム⼯学の基礎的な物理現象を、種々の実験装置や計測機器を使用して
実験・計測・観察する。本実験を通じて、講義で学んだ理論や知識の妥当性を検
証するとともに、実験データに対する考察力を養う。また、実験レポートの整理・
表示・作成法を修得する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １）各実験テーマが始まる第１週までに、テキストにより実験目的･実験方法･デ

ータ整理について理解しておくこと。 
２）第２週目、第３週目までに提出する課題についても、担当教員の指示に従う
こと。 
３）第３週目の実験終了後、各実験テーマのレポートを必ず提出すること。 
４）担当教員からレポートの再提出を求められたら、その指示に従うこと。 
５）実験Ⅰ（前期）５テーマ、実験Ⅱ（後期）５テーマの内、一つでもレポート
の提出されていない実験テーマがあれば、単位取得はできないことに注意するこ
と。 
６）実験は必修科目であり、単 

 



年度 2014 
授業コード FTT0201P 
成績評価 ◎レポート(100%)。 

すべての実験テーマのレポート点を総合集計して 60 点以上を合格とする。 
◎ただし、一つでもレポートの提出されていない実験テーマがあれば、単位取得
はできない。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0201P 機械システム⼯学実験(再) 
担当教員名 ⽥中 雅次 
単位数 4 
教科書 ◎機械システム⼯学実験テキスト【岡山理科大学・機械システム⼯学科編】 

（４月初め、初回のオリエンテーション時に配布する） 
アクティブラーニング  
キーワード 実験、計測、測定法、応力、ひずみ、自由振動、強制振動、エンジン、熱移動と

温度、伝達関数、フィードバック制御、設計法、生産システム 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 機械システム⼯学実験(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本機械学会編「機械⼯学便覧」、各テーマの担当教員が推奨する参考書 
授業形態 実験実習 
注意備考 毎回必ず出席して、各担当教員あるいはティーチングアシスタントの指示に従う

こと。 
【重要】一つでもレポートの提出されていない実験テーマがあれば、単位取得で
きない。 

シラバスコード FTT0201P 
実務経験のある教員  
達成目標 ［A4］機械システム⼯学の技術者として必要な専門技術を体験し、実験・実習の

課題について考察法および解決能力を習得すること。 
特に、実験操作の基礎を修得すること。共同実験者と協調して作業ができること。
実験レポートを作成し、遅滞なく提出できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表：⽥中雅次（５号館３階）、オフィスアワー：月曜日 7-8 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments of Mechanical Systems Engineering 
関連科目 機械システム⼯学科のすべてのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 機械システム⼯学の基礎的な物理現象を、種々の実験装置や計測機器を使用して
実験・計測・観察する。本実験を通じて、講義で学んだ理論や知識の妥当性を検
証するとともに、実験データに対する考察力を養う。また、実験レポートの整理・
表示・作成法を修得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １）各実験テーマが始まる第１週までに、テキストにより実験目的･実験方法･デ

ータ整理について理解しておくこと。 
２）第２週目、第３週目までに提出する課題についても、担当教員の指示に従う
こと。 
３）第３週目の実験終了後、各実験テーマのレポートを必ず提出すること。 
４）担当教員からレポートの再提出を求められたら、その指示に従うこと。 
５）実験Ⅰ（前期）５テーマ、実験Ⅱ（後期）５テーマの内、一つでもレポート
の提出されていない実験テーマがあれば、単位取得はできないことに注意するこ
と。 
６）実験は必修科目であり、単 

 



年度 2014 
授業コード FTT02110 
成績評価 定期試験(100％)、中間試験(0％)、小テスト(0％)、レポート(0％)、ノート(0％) 

応力とひずみ(20%)、許容応力と安全率(20%)、モールの応力円(15%),その他
(35%)に関する諸問題の習得により評価する。60 点以上を合格とする。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13) 
見出し FTT02110 材料力学Ⅰ 
担当教員名 金谷 輝人 
単位数 2 
教科書 「ポイントを学ぶ材料力学」／⻄村 尚編著／丸善／978-4-621032497 
アクティブラーニング  
キーワード 引張り・圧縮、せん断応力とひずみ、材料の強度と許容応力、熱応力、衝撃応力、

ねじり、曲げ、応力集中、トラス、ラーメン 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 より明瞭な板書に努めたいと思います。 
科目名 材料力学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平 修二監修・「現代材料力学」・オーム社 
授業形態 講義 
注意備考 授業中やオフィスアワーに積極的に質問することを期待している。 
シラバスコード FTT02110 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために、材料力学、熱力学、流体力学、機械力学、

自動制御、機械要素などの機械システム⼯学の専門知識を修得する。特に、応力
とひずみ、許容応力と安全率、モールの応力円を理解すること。 

受講者へのコメント 授業中に私語をしないようにしてほしい。 
授業中でも質問をしてほしいし、授業後でも積極的に質問してくれることを歓迎
します。 
途中であきらめずに最後まで授業を受けてください。 

連絡先 メール：kanadani@mech.ous.ac.jp, 電話：086-256-9537,オフィスアワー：⽊曜日
G，場所：4 号館 3 階 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし。 
英文科目名 Strength of Materials I 
関連科目 材料力学 II、材料力学 III 
次回に向けての改善変更予定 重要な内容をより詳しく丁寧に説明したいと思います。 
講義目的 変形体に外力が負荷された場合、内部に発生する応力によってどのような変化が

生じるかを学び、材料の強度、機械や構造物の設計における基礎的な考え方を学



習する。応力とひずみ、許容応力と安全率、引張りと圧縮等の材料力学の基礎的
な概念について理解する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  イントロダクション。講義の進め方などを説明する。「材料力学の基礎（応

力とひずみ）」について説明する。 
2 回  「材料力学の基礎（材料の機械的性質）」について説明する。 
3 回  「材料力学の基礎（安全率と許容応力）」について説明する。 
4 回  「軸荷重を受ける棒」について説明する。 
5 回  「引張りと圧縮」について説明する。 
6 回  「引張りと圧縮」についての演習を実施すると同時に、その要点を説明す
る。 
7 回  「熱応力と残留応力」について説明する。 
8 回  「骨組構造」について説明する。 
9 回 

準備学習 1 回  授業内容の確認と復習。第 2 回授業までに、参考書などにより、第１章の
応力とひずみに関し予習を行なうこと。 
2 回  ⼯業用材料の機械的性質の内容について、特に応力とひずみの理解を深
めるように復習すること。第 3 回授業までに、参考書などにより、「第１章の安
全率と許容応力」に関し予習を行なうこと。 
3 回  特に、「安全率と許容応力」の内容について理解を深めるように復習する
こと。第４回授業までに、参考書などにより、「第２章の軸荷重を受ける棒」に関
し予習を行なうこと。 
4 回  特に、「軸荷重を受ける棒」の内容に 

 



年度 2014 
授業コード FTT0211P 
成績評価 定期試験(100％)、中間試験(0％)、小テスト(0％)、レポート(0％)、ノート(0％) 

応力とひずみ(20%)、許容応力と安全率(20%)、モールの応力円(15%),その他
(35%)に関する諸問題の習得により評価する。60 点以上を合格とする。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0211P 材料力学Ⅰ 
担当教員名 金谷 輝人 
単位数 2 
教科書 「ポイントを学ぶ材料力学」／⻄村 尚編著／丸善／978-4-621032497 
アクティブラーニング  
キーワード 引張り・圧縮、せん断応力とひずみ、材料の強度と許容応力、熱応力、衝撃応力、

ねじり、曲げ、応力集中、トラス、ラーメン 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 材料力学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平 修二監修・「現代材料力学」・オーム社 
授業形態 講義 
注意備考 授業中やオフィスアワーに積極的に質問することを期待している。 
シラバスコード FTT0211P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために、材料力学、熱力学、流体力学、機械力学、

自動制御、機械要素などの機械システム⼯学の専門知識を修得する。特に、応力
とひずみ、許容応力と安全率、モールの応力円を理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 メール：kanadani@mech.ous.ac.jp, 電話：086-256-9537,オフィスアワー：⽊曜日

G，場所：4 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Strength of Materials I 
関連科目 材料力学 II、材料力学 III 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 変形体に外力が負荷された場合、内部に発生する応力によってどのような変化が

生じるかを学び、材料の強度、機械や構造物の設計における基礎的な考え方を学
習する。応力とひずみ、許容応力と安全率、引張りと圧縮等の材料力学の基礎的
な概念について理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  イントロダクション。講義の進め方などを説明する。「材料力学の基礎（応
力とひずみ）」について説明する。 
2 回  「材料力学の基礎（材料の機械的性質）」について説明する。 
3 回  「材料力学の基礎（安全率と許容応力）」について説明する。 
4 回  「軸荷重を受ける棒」について説明する。 
5 回  「引張りと圧縮」について説明する。 
6 回  「引張りと圧縮」についての演習を実施すると同時に、その要点を説明す
る。 
7 回  「熱応力と残留応力」について説明する。 
8 回  「骨組構造」について説明する。 
9 回 

準備学習 1 回  授業内容の確認と復習。第 2 回授業までに、参考書などにより、第１章の
応力とひずみに関し予習を行なうこと。 
2 回  ⼯業用材料の機械的性質の内容について、特に応力とひずみの理解を深
めるように復習すること。第 3 回授業までに、参考書などにより、「第１章の安
全率と許容応力」に関し予習を行なうこと。 
3 回  特に、「安全率と許容応力」の内容について理解を深めるように復習する
こと。第４回授業までに、参考書などにより、「第２章の軸荷重を受ける棒」に関
し予習を行なうこと。 
4 回  特に、「軸荷重を受ける棒」の内容に 

 



年度 2014 
授業コード FTT02210 
成績評価 定期試験(100％)、中間試験(0％)、小テスト(0％)、レポート(0％)、ノート(0％) 

はりのせん断力(10%)、曲げモーメント(10%)、曲げ応力(20%)、たわみ(20%)、
断面二次モーメント等(40%)に関する諸問題の習得により評価する。60 点以上を
合格とする。 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13) 
見出し FTT02210 材料力学Ⅱ 
担当教員名 金谷 輝人 
単位数 2 
教科書 ⻄村 尚編著・「ポイントを学ぶ材料力学」・丸善 
アクティブラーニング  
キーワード 静定ばり、せん断力、曲げモーメント、たわみ、面積モーメント、断面二次モー

メント、断面係数、曲げ剛性、連続ばり、不静定ばり 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 できるだけ丁寧な板書にしたいと思います。 
科目名 材料力学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平 修二監修・「現代材料力学」・オーム社 
授業形態 講義 
注意備考 授業中やオフィスアワーに積極的に質問することを期待している。 
シラバスコード FTT02210 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために、材料力学、熱力学、流体力学、機械力学、

自動制御、機械要素などの機械システム⼯学の専門知識を修得する。特に、はり
のせん断力、曲げモーメント、曲げ応力、たわみ、断面二次モーメントを理解す
ること 

受講者へのコメント 解らないことなどについて、質問してください。 
連絡先 メール：kanadani@mech.ous.ac.jp, 電話：086-256-9537,オフィスアワー：⽊曜日

G、場所：4 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし。 
英文科目名 Strength of Materials II 
関連科目 材料力学 I、材料力学 III 
次回に向けての改善変更予定 よりわかりやすい授業をしたいと思っています。 
講義目的 変形体に外力が負荷された場合、内部に発生する応力によってどのような変化が

生じるかを学び、材料の強度、機械や構造物の設計における基礎的な考え方を学
習する。特に、はりに生じるせん断力と曲げモーメント、曲げ応力、断面二次モ



ーメント、たわみ等について理解する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  イントロダクション。講義の進め方などを説明する。「重ね合わせの原理」

について説明する。 
2 回  「面積モーメント法の応用」について説明する。 
3 回  「分布荷重、せん断力および曲げモーメントの関係」について説明する。 
4 回  「移動荷重を受けるはり」について説明する。 
5 回  「面積モーメント法、移動荷重を受けるはり」についての演習を実施する
と同時に、その要点を説明する。 
6 回  「はりの応力」について説明する。 
7 回  「断面二次モーメントと断面係数」について説明する。 
8 回  「断面二次モーメ 

準備学習 1 回  重ね合わせの原理の内容について確認と復習。第２回授業までに、参考書
などにより、「第４章の面積モーメント法の応用」に関し予習を行なうこと。 
2 回  特に、「面積モーメント法の応用」の内容について理解を深めるように復
習すること。第３回授業までに、参考書などにより、「第４章の分布荷重、せん断
力および曲げモーメントとの関係」に関し予習を行なうこと。 
3 回  特に、「分布荷重、せん断力および曲げモーメントとの関係」の内容につ
いて理解を深めるように復習すること。第４回授業までに、参考書などにより、
「第４章の移 

 



年度 2014 
授業コード FTT0221P 
成績評価 定期試験(100％)、中間試験(0％)、小テスト(0％)、レポート(0％)、ノート(0％) 

はりのせん断力(10%)、曲げモーメント(10%)、曲げ応力(20%)、たわみ(20%)、
断面二次モーメント等(40%)に関する諸問題の習得により評価する。60 点以上を
合格とする。 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0221P 材料力学Ⅱ 
担当教員名 金谷 輝人 
単位数 2 
教科書 ⻄村 尚編著・「ポイントを学ぶ材料力学」・丸善 
アクティブラーニング  
キーワード 静定ばり、せん断力、曲げモーメント、たわみ、面積モーメント、断面二次モー

メント、断面係数、曲げ剛性、連続ばり、不静定ばり 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 材料力学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平 修二監修・「現代材料力学」・オーム社 
授業形態 講義 
注意備考 授業中やオフィスアワーに積極的に質問することを期待している。 
シラバスコード FTT0221P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために、材料力学、熱力学、流体力学、機械力学、

自動制御、機械要素などの機械システム⼯学の専門知識を修得する。特に、はり
のせん断力、曲げモーメント、曲げ応力、たわみ、断面二次モーメントを理解す
ること 

受講者へのコメント  
連絡先 メール：kanadani@mech.ous.ac.jp, 電話：086-256-9537,オフィスアワー：⽊曜日

G、場所：4 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Strength of Materials II 
関連科目 材料力学 I、材料力学 III 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 変形体に外力が負荷された場合、内部に発生する応力によってどのような変化が

生じるかを学び、材料の強度、機械や構造物の設計における基礎的な考え方を学
習する。特に、はりに生じるせん断力と曲げモーメント、曲げ応力、断面二次モ



ーメント、たわみ等について理解する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  イントロダクション。講義の進め方などを説明する。「重ね合わせの原理」

について説明する。 
2 回  「面積モーメント法の応用」について説明する。 
3 回  「分布荷重、せん断力および曲げモーメントの関係」について説明する。 
4 回  「移動荷重を受けるはり」について説明する。 
5 回  「面積モーメント法、移動荷重を受けるはり」についての演習を実施する
と同時に、その要点を説明する。 
6 回  「はりの応力」について説明する。 
7 回  「断面二次モーメントと断面係数」について説明する。 
8 回  「断面二次モーメ 

準備学習 1 回  重ね合わせの原理の内容について確認と復習。第２回授業までに、参考書
などにより、「第４章の面積モーメント法の応用」に関し予習を行なうこと。 
2 回  特に、「面積モーメント法の応用」の内容について理解を深めるように復
習すること。第３回授業までに、参考書などにより、「第４章の分布荷重、せん断
力および曲げモーメントとの関係」に関し予習を行なうこと。 
3 回  特に、「分布荷重、せん断力および曲げモーメントとの関係」の内容につ
いて理解を深めるように復習すること。第４回授業までに、参考書などにより、
「第４章の移 

 



年度 2014 
授業コード FTT02310 
成績評価 定期試験(100％)、中間試験(0％)、小テスト(0％)、レポート(0％)、ノート(0％) 

不静定ばり(35%)、ひずみエネルギー(20%)、カスティリアノの定理(15%)、モ
ールの応力円等(30%)に関する諸問題の習得により評価する。60 点以上を合格と
する。 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜09) 
見出し FTT02310 材料力学Ⅲ(再) 
担当教員名 金谷 輝人 
単位数 2 
教科書 「ポイントを学ぶ材料力学」／⻄村 尚編著／丸善／978-4-621032497 
アクティブラーニング  
キーワード ひずみエネルギー、相反定理、平面応力と平面ひずみ、モールの応力円、薄肉円

筒、座屈 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 材料力学Ⅲ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平 修二監修・「現代材料力学」・オーム社 
授業形態 講義 
注意備考 授業中やオフィスアワーに積極的に質問することを期待している。 
シラバスコード FTT02310 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために、材料力学、熱力学、流体力学、機械力学、

自動制御、機械要素などの機械システム⼯学の専門知識を修得する。特に、ひず
みエネルギー、カスティリアノの定理、モールの応力円を理解すること 

受講者へのコメント  
連絡先 メール：kanadani@mech.ous.ac.jp, 電話：086-256-9537,オフィスアワー：⽊曜日

G、場所：4 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Strength of Materials III 
関連科目 材料力学 I、材料力学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 変形体に外力が負荷された場合、内部に発生する応力によってどのような変化が

生じるかを学び、材料の強度、機械や構造物の設計における基礎的な考え方を学
習する。特に、各種負荷下での部材のひずみエネルギー、組合せ応力、柱の圧縮
などについて学ぶことにより材料力学の理解をより深める。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  イントロダクション。講義の進め方などを説明する。 「不静定ばりと固

定張り」について説明する。 
2 回  「連続ばり」について説明する。 
3 回  「固定張り・連続張り」についての演習を実施すると同時に、その要点を
説明する。 
4 回  「平等強さのはり」について説明する。 
5 回  「組み合わせはり」について説明する。 
6 回  「はりの複雑な問題」についての演習を実施すると同時に、その要点を説
明する。 
7 回  「引張りによるひずみエネルギー」について説明する。 
8 回  「曲げによるひずみエネルギー」について 

準備学習 1 回  授業内容（不静定ばり、固定ばり）について確認と復習。第２回授業まで
に、参考書などにより、「連続ばり」に関し予習を行なうこと。 
2 回  特に、「連続ばり」について理解を深めるよう復習すること。第３回授業
までに、参考書などにより、「連続ばり」の演習問題に関し予習を行なうこと。 
3 回  特に、第７章 p.66〜72 の基礎事項ならびにその演習問題について理解を
深めるよう復習すること。第４回授業までに、参考書などにより、「平等強さのは
り」に関し予習を行なうこと。 
4 回  特に、「平等強さのはり」について理解を 

 



年度 2014 
授業コード FTT0231P 
成績評価 定期試験(100％)、中間試験(0％)、小テスト(0％)、レポート(0％)、ノート(0％) 

不静定ばり(35%)、ひずみエネルギー(20%)、カスティリアノの定理(15%)、モ
ールの応力円等(30%)に関する諸問題の習得により評価する。60 点以上を合格と
する。 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0231P 材料力学Ⅲ(再) 
担当教員名 金谷 輝人 
単位数 2 
教科書 「ポイントを学ぶ材料力学」／⻄村 尚編著／丸善／978-4-621032497 
アクティブラーニング  
キーワード ひずみエネルギー、相反定理、平面応力と平面ひずみ、モールの応力円、薄肉円

筒、座屈 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 材料力学Ⅲ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平 修二監修・「現代材料力学」・オーム社 
授業形態 講義 
注意備考 授業中やオフィスアワーに積極的に質問することを期待している。 
シラバスコード FTT0231P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために、材料力学、熱力学、流体力学、機械力学、

自動制御、機械要素などの機械システム⼯学の専門知識を修得する。特に、ひず
みエネルギー、カスティリアノの定理、モールの応力円を理解すること 

受講者へのコメント  
連絡先 メール：kanadani@mech.ous.ac.jp, 電話：086-256-9537,オフィスアワー：⽊曜日

G、場所：4 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Strength of Materials III 
関連科目 材料力学 I、材料力学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 変形体に外力が負荷された場合、内部に発生する応力によってどのような変化が

生じるかを学び、材料の強度、機械や構造物の設計における基礎的な考え方を学
習する。特に、各種負荷下での部材のひずみエネルギー、組合せ応力、柱の圧縮
などについて学ぶことにより材料力学の理解をより深める。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  イントロダクション。講義の進め方などを説明する。 「不静定ばりと固

定張り」について説明する。 
2 回  「連続ばり」について説明する。 
3 回  「固定張り・連続張り」についての演習を実施すると同時に、その要点を
説明する。 
4 回  「平等強さのはり」について説明する。 
5 回  「組み合わせはり」について説明する。 
6 回  「はりの複雑な問題」についての演習を実施すると同時に、その要点を説
明する。 
7 回  「引張りによるひずみエネルギー」について説明する。 
8 回  「曲げによるひずみエネルギー」について 

準備学習 1 回  授業内容（不静定ばり、固定ばり）について確認と復習。第２回授業まで
に、参考書などにより、「連続ばり」に関し予習を行なうこと。 
2 回  特に、「連続ばり」について理解を深めるよう復習すること。第３回授業
までに、参考書などにより、「連続ばり」の演習問題に関し予習を行なうこと。 
3 回  特に、第７章 p.66〜72 の基礎事項ならびにその演習問題について理解を
深めるよう復習すること。第４回授業までに、参考書などにより、「平等強さのは
り」に関し予習を行なうこと。 
4 回  特に、「平等強さのはり」について理解を 

 



年度 2014 
授業コード FTT02510 
成績評価 中間試験では、金属結合と結晶格子、純金属と合金、金属材料の組織と諸特性、

機械・構造用に関しての問題を 60％以上理解している。 
期末試験では、純金属と合金についてと、各種２元系平衡状態図に関する問題を
60%以上理解できている。 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13) 
見出し FTT02510 マテリアルサイエンスⅠ 
担当教員名 中川 惠友 
単位数 2 
教科書 新版 基礎からの機械・金属材料／⻫藤、小林、中川／日新出版／978-4-

817302458 
アクティブラーニング  
キーワード 原子の構造、金属結合、金属材料の構造と組織、合金の平衡状態図 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 1. 出席の仕方を⼯夫してほしいとの意見があったので、出欠確認はできるだけ

短時間（5 分程度）で終えるように配慮している。尚、出欠票を回すなどの方法
も検討したが、代筆も可能なので今後は用いる予定はない。 
2. 感動しました。非常に素晴らしい講義だったという意見もあり今後は更に分
かりやすい講義を⼼掛けて努力して行きたいと考えている。 
3. 演習問題を増やしてほしいという意見があったので、後期のマテリアルサイ
エンスⅡでは演習問題を実施している。 

科目名 マテリアルサイエンスⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎機械材料/鈴村、浅川/培風館 

図でよくわかる機械材料学/渡辺、三浦、三浦、渡邊/コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 毎回必ず出席して、教員の指示に従うこと。学習相談の希望があれば、講義の後

に担当教員に申し出ること。 
シラバスコード FTT02510 
実務経験のある教員  
達成目標 本講義では、金属材料の諸特性と合金の状態を理解する上で非常に重要な金属の

結晶構造と２元系平衡状態図に関して理解できていることを目標とする。 
受講者へのコメント 本講義は、機械構造物に使用されている材料の機械的性質に大きな影響を及ぼす

微細組織について、材料の組織状態を理解する上で重要な平衡状態図について詳
しく解説する予定である。学生諸君が理解しやすい講義を行いたいと考えてい
る。 

連絡先 中川研究室（場所：4 号館 3 階、オフィスアワー（⽊曜日 11 時〜12 時）、TEL:086-
256-9561、E-mail:nakagawa@mech.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 [A] 

 1)約 90％の学生が、欠席回数は 2 回以下であったので殆どの学生がまじめに講
義に出席していたと考えている。 
2)約 60%の学生が、授業時間外の学習時間が 0.5 時間未満と非常に少ないので、
今後はもう少し学生の学習時間を増やす⼯夫をする必要があると考えている。 
3)回答者のうち約 35％の学生が、授業以外の学習の取り組みとして宿題や教員
が提示した課題を挙げているので、2)と関連してできるだけ宿題や課題をだして
学習時間の増加に結び付けたいと考えている。 
［B］約 77%の学生がマテリアルサイエンスへの分野 

英文科目名 Materials Science I 
関連科目 マテリアルサイエンスⅡ、機械材料、材料力学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、材料強度学Ⅰ、Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 今年度受講学生のうち多くの学生が、講義に満足したと回答してくれているので

今後も更に分かりやすく興味を持ってもらえるような講義を行いたいと考えて
いる。また、学生から演習問題を増やしてほしいとの要望があったので、出来る
だけ前回学習した内容に関する復習問題や新しい内容の演習問題を出題したい
と考えている。 

講義目的 本講義では、結晶である金属の原子配列や構造について学ぶ。金属材料は性質改
善のために合金化され、出現する結晶の配列や微細組織により材料の性質は決ま
る。また、合金の平衡状態図を基に合金の最適設計の原理を理解する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 自動車のエンジンや車体に使われる機械・構造物の材料は主に固体の金属

材料である。私たちの身の回りにある金属材料の一般的事項の解説をする。 
2 回 固体金属は、金属結合で結ばれた金属元素が結晶を構成している。 
本講では、金属元素の種類、構造について解説する。 
3 回 原子間に働く力により同種類の金属原子が近づくと、最外殻の電子の軌道
は互いに重なり合い、金属結合を形成する。本講では金属結合について解説する。 
4 回 結晶格子とは、原子が３次元的に規則正しく配列された状態である。本講で
は、最も基本的な結晶格子につ 

準備学習 1 回 教科書の第 1 章の金属材料についての一般的事項について理解する。 
2 回 教科書の第 1 章金属元素について理解する。 
3 回 教科書の第 1 章金属結合について理解する。 
4 回 教科書の第 1 章基本単位格子について理解する。 
5 回 教科書の第 1 章金属材料の微視的組織について理解する。 
6 回 教科書の第 1 章金属材料の微視的組織について理解する。 
7 回 教科書の第 1 章金属材料の機械・構造用としての金属材料について理解す
る。 
8 回 教科書の第 1 章金属材料の２元系合金の平衡状態図について理解する。 
9 回 第 1 章の復習をす 

 



年度 2014 
授業コード FTT0251P 
成績評価 中間試験では、金属結合と結晶格子、純金属と合金、金属材料の組織と諸特性、

機械・構造用に関しての問題を 60％以上理解している。 
期末試験では、純金属と合金についてと、各種２元系平衡状態図に関する問題を
60%以上理解できている。 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0251P マテリアルサイエンスⅠ 
担当教員名 中川 惠友 
単位数 2 
教科書 新版 基礎からの機械・金属材料／⻫藤、小林、中川／日新出版／978-4-

817302458 
アクティブラーニング  
キーワード 原子の構造、金属結合、金属材料の構造と組織、合金の平衡状態図 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 マテリアルサイエンスⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎機械材料/鈴村、浅川/培風館 

図でよくわかる機械材料学/渡辺、三浦、三浦、渡邊/コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 毎回必ず出席して、教員の指示に従うこと。学習相談の希望があれば、講義の後

に担当教員に申し出ること。 
シラバスコード FTT0251P 
実務経験のある教員  
達成目標 本講義では、金属材料の諸特性と合金の状態を理解する上で非常に重要な金属の

結晶構造と２元系平衡状態図に関して理解できていることを目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先 中川研究室（場所：4 号館 3 階、オフィスアワー（⽊曜日 11 時〜12 時）、TEL:086-

256-9561、E-mail:nakagawa@mech.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Materials Science I 
関連科目 マテリアルサイエンスⅡ、機械材料、材料力学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、材料強度学Ⅰ、Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では、結晶である金属の原子配列や構造について学ぶ。金属材料は性質改

善のために合金化され、出現する結晶の配列や微細組織により材料の性質は決ま
る。また、合金の平衡状態図を基に合金の最適設計の原理を理解する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 自動車のエンジンや車体に使われる機械・構造物の材料は主に固体の金属

材料である。私たちの身の回りにある金属材料の一般的事項の解説をする。 
2 回 固体金属は、金属結合で結ばれた金属元素が結晶を構成している。 
本講では、金属元素の種類、構造について解説する。 
3 回 原子間に働く力により同種類の金属原子が近づくと、最外殻の電子の軌道
は互いに重なり合い、金属結合を形成する。本講では金属結合について解説する。 
4 回 結晶格子とは、原子が３次元的に規則正しく配列された状態である。本講で
は、最も基本的な結晶格子につ 

準備学習 1 回 教科書の第 1 章の金属材料についての一般的事項について理解する。 
2 回 教科書の第 1 章金属元素について理解する。 
3 回 教科書の第 1 章金属結合について理解する。 
4 回 教科書の第 1 章基本単位格子について理解する。 
5 回 教科書の第 1 章金属材料の微視的組織について理解する。 
6 回 教科書の第 1 章金属材料の微視的組織について理解する。 
7 回 教科書の第 1 章金属材料の機械・構造用としての金属材料について理解す
る。 
8 回 教科書の第 1 章金属材料の２元系合金の平衡状態図について理解する。 
9 回 第 1 章の復習をす 

 



年度 2014 
授業コード FTT02610 
成績評価 中間試験では、鉄-炭素系平衡状態図、機械的性質を調べるための各種試験法に関

する内容を 60％以上理解している。 期末試験では、塑性変形のメカニズム、転
位論、破壊靭性合金の強化方法に関する内容を 60％以上理解している。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13) 
見出し FTT02610 マテリアルサイエンスⅡ 
担当教員名 中川 惠友 
単位数 2 
教科書 新版 基礎からの 機械・金属材料／斎藤、小林、中川 著／日新出版 
アクティブラーニング  
キーワード 状態図、鉄鋼材料、熱処理、材料の機械的性質、アルミニウム、チタンとその合

金 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 板書の文字が見にくい、あるいはチュークの色の使い方が統一されていないなど

の指摘があった。限られた講義時間の中で重要な内容を伝えたいという気持ちか
らつい急いで板書した場合に文字が小さくなることやチョークの色の使い方が
つい単調になり、要点が分かりにくいと感じた人がいたようである。 
今後は丁寧に板書するように努めたいと考えている。 

科目名 マテリアルサイエンスⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎機械材料/鈴村、浅川/培風館 

図でよくわかる機械材料学/渡辺、三浦、三浦、渡邊/コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 毎回必ず出席して、教員の指示に従うこと。学習相談の希望があれば、講義の後

に担当教員に申し出ること。・講義ではパワーポイントを用いて解説する予定で
ある。 

シラバスコード FTT02610 
実務経験のある教員  
達成目標 本講義では、鉄鋼材料の状態図について理解すると共に、金属など固体物質の塑

性変形メカニズムと強化方法について理解することを目標とする。 
受講者へのコメント 受講生の出席率は高く、全体的にまじめに講義を聞いてもらえたと感じている。

しかし、講義室の後ろに座っている受講生のうち、他の講義の宿題を解いている
受講生を時々か見かけた。そこで今後は、出来るだけ受講生に講義室の前のほう
に座ってもらい、本講義へ集中してもらうように促したいと考えている。また、
講義の最後に次回の範囲を説明するので、予習を行うようにお願いしたい。 

連絡先 中川研究室（場所：4 号館 3 階、オフィスアワー（⽊曜日 11 時〜12 時）、TEL:086-
256-9561、E-mail:nakagawa@mech.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 受講生の出席率は高く、授業を受けてみてこの分野への理解が深まり、また、興
味・関⼼が高まったと答えた人が大多数であったのでとても嬉しく感じている。
しかし、受講生の授業時間以外の学習時間は、大部分の学生が非常に短く残念な
結果になった。講義だけでは、本講義の内容を充分理解するのは難しいので、講
義時間以外でも受講生自ら興味を持って学習してもらえるように⼯夫したいと
考えている。 

英文科目名 Materials Science II 
関連科目 マテリアルサイエンスⅠ、機械材料学、材料力学 I, II, III、材料の破壊、構造強

度 
次回に向けての改善変更予定 前回同様、講義の初めに前回の内容に関する復習問題を数問解いてもらい、その

後、解答と解説を行う予定である。これにより、受講生が新しい講義内容を理解
しやすくなることと、試験勉強にも役立つと考えられる。また、授業以外での学
習時間を確保するためだけでなく、受講生の学習効果を向上させるために、宿題
を出すことも検討したいと考えている。 

講義目的 鉄鋼材料は、鉄に 2%以下の炭素を含む合金であり、機械・構造材として最も多
く使用されている。本講義では、まず、鉄鋼材料の特性を理解する上で最も重要
な鉄-炭素系平衡状態図について学習する。また、金属など固体物質に外力が加わ
った際の変形および破壊挙動について理解する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  鋼は機械構造物に使用されている重要な金属材料である。本講義では、鋼

の基本になる純鉄の性質について解説する。 
2 回  鋼の性質を調べる上で非常に重要な鉄―炭素の平衡状態図について解説す
る。 
3 回  鉄-炭素系の平衡状態図に現れる各種変態（拡散変態）について解説する。 
4 回  固体物質に外力を加えるとその大きさや方向に応じてその物質は変形、破
壊する。この力学的な性質を意味する物性を機械的性質という。本講義では、機
械的特性を調べるための各種試験法について解説する。 
5 回  日本⼯業規格に基づいた引張試験 

準備学習 1 回  純鉄の変態温度や結晶構造について学習する。 
2 回  状態図の重要な実例について理解する。 
3 回  状態図の重要な実例について理解する。 
4 回  機械的性質（弾・塑性変形）について理解する。 
5 回  機械的性質（弾・塑性変形）について理解する。 
6 回  機械的性質（弾・塑性変形）について理解する。 
7 回  機械的性質（弾・塑性変形）について理解する。 
8 回  機械的性質（弾・塑性変形）について理解する。 
9 回  これまでに学習した内容の復習と試験準備をする。 
10 回  機械的性質-外力による変化につ 

 



年度 2014 
授業コード FTT0261P 
成績評価 中間試験では、鉄-炭素系平衡状態図、機械的性質を調べるための各種試験法に関

する内容を 60％以上理解している。 期末試験では、塑性変形のメカニズム、転
位論、破壊靭性合金の強化方法に関する内容を 60％以上理解している。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0261P マテリアルサイエンスⅡ 
担当教員名 中川 惠友 
単位数 2 
教科書 新版 基礎からの 機械・金属材料／斎藤、小林、中川 著／日新出版 
アクティブラーニング  
キーワード 状態図、鉄鋼材料、熱処理、材料の機械的性質、アルミニウム、チタンとその合

金 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 マテリアルサイエンスⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎機械材料/鈴村、浅川/培風館 

図でよくわかる機械材料学/渡辺、三浦、三浦、渡邊/コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 毎回必ず出席して、教員の指示に従うこと。学習相談の希望があれば、講義の後

に担当教員に申し出ること。・講義ではパワーポイントを用いて解説する予定で
ある。 

シラバスコード FTT0261P 
実務経験のある教員  
達成目標 本講義では、鉄鋼材料の状態図について理解すると共に、金属など固体物質の塑

性変形メカニズムと強化方法について理解することを目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先 中川研究室（場所：4 号館 3 階、オフィスアワー（⽊曜日 11 時〜12 時）、TEL:086-

256-9561、E-mail:nakagawa@mech.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Materials Science II 
関連科目 マテリアルサイエンスⅠ、機械材料学、材料力学 I, II, III、材料の破壊、構造強

度 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 鉄鋼材料は、鉄に 2%以下の炭素を含む合金であり、機械・構造材として最も多

く使用されている。本講義では、まず、鉄鋼材料の特性を理解する上で最も重要



な鉄-炭素系平衡状態図について学習する。また、金属など固体物質に外力が加わ
った際の変形および破壊挙動について理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  鋼は機械構造物に使用されている重要な金属材料である。本講義では、鋼

の基本になる純鉄の性質について解説する。 
2 回  鋼の性質を調べる上で非常に重要な鉄―炭素の平衡状態図について解説す
る。 
3 回  鉄-炭素系の平衡状態図に現れる各種変態（拡散変態）について解説する。 
4 回  固体物質に外力を加えるとその大きさや方向に応じてその物質は変形、破
壊する。この力学的な性質を意味する物性を機械的性質という。本講義では、機
械的特性を調べるための各種試験法について解説する。 
5 回  日本⼯業規格に基づいた引張試験 

準備学習 1 回  純鉄の変態温度や結晶構造について学習する。 
2 回  状態図の重要な実例について理解する。 
3 回  状態図の重要な実例について理解する。 
4 回  機械的性質（弾・塑性変形）について理解する。 
5 回  機械的性質（弾・塑性変形）について理解する。 
6 回  機械的性質（弾・塑性変形）について理解する。 
7 回  機械的性質（弾・塑性変形）について理解する。 
8 回  機械的性質（弾・塑性変形）について理解する。 
9 回  これまでに学習した内容の復習と試験準備をする。 
10 回  機械的性質-外力による変化につ 

 



年度 2014 
授業コード FTT02711 
成績評価 機械と構造物の使用に当たり、破壊現象がもっとも深刻な課題である。破壊事故

の歴史を知り、破壊が起こるメカニズムを解明し、破壊発生を予測することを学
ぶ。課題レポート（３０％）と定期試験（７０％）の合計点が、６０点以上が合
格。 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜09) 
見出し FTT02711 材料強度学Ⅰ 
担当教員名 助台 榮一＊ 
単位数 2 
教科書 材料強度学／境⽥彰芳、上野明、磯⻄和夫、⻄野精一、堀川教世／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 破壊、疲労、⻲裂、応力拡大係数、クリープ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 材料強度学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 材料科学２：岡村・井形・堂山訳（培風館）、改訂金属物理学序論／幸⽥成康／コ

ロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 独学で内容を理解することは、多大の時間と努力が必要です。講義に出て、内容

を理解し、復習すること方が、効率的である。 
シラバスコード FTT02711 
実務経験のある教員  
達成目標 機械分野の問題を解決するために、材料力学、材料の強度および破壊の専門知識

を身につける。特に、近年の機械⼯学分野の破壊事故が、疲労破壊に起因してい
ることが明らかであり、その事故例を振り返り、原因究明と対策について学ぶ。 

受講者へのコメント  
連絡先 E-mail:sukedai@mech.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Strength and Fracture of Materials I 
関連科目 材料力学、マテリアルズ・サイエンス 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械⼯学において、使用する機械・装置や構造物の破壊は、甚大な被害をもたら

す深刻な課題である。破壊事故の歴史を知ると、近年、特に疲労破壊がその大部
分を占める。本講義では、この疲労破壊現象に焦点を絞り、その発生メカニズム
を解明し、破壊発生を予知することを学ぶ。さらに、近年ますます増加する、高



温環境下で使用されるに装置に発生するクリープ破壊についても触れる。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 材料強度学について説明する。 

2 回 材料の疲労に関する研究の歴史 
イギリス産業革命時に起こった鉄製鎖の破断、および１８３５年、ドイツ鉄道で
起こった車軸の破損について説明する。 
3 回 歴史に有名な疲労事故の例 
１９５２年、世界初のイギリス・ジェット旅客機の墜落事故、１９８５年、日航
ジャンボ機の墜落事故、１９９８年、ドイツ新幹線の脱線事故、について説明す
る。 
4 回 疲労破壊の基礎１ 
・疲労が生ずる条件について説明する。 
5 回 疲労破壊の基礎２ 
・材料でなにがおこっているか、について説明する。 
6 回 疲労 

準備学習 1 回 ページ１?２、を精読すること。 
2 回 ページ７６?７８、を精読すること。 
3 回 ページ７８?８１、を精読すること。 
4 回 ページ８１?８６、を精読すること。 
5 回 ページ８６?８８、を精読すること。 
6 回 ページ８８?９２、を精読すること。 
7 回 ページ９２?９６、を精読すること。 
8 回 ページ９６?９９、を精読すること。 
9 回 ページ９９?１０３、を精読すること。 
10 回 ページ１０４?１０６、を精読すること。 
11 回 ページ１０７?１０９、を精読すること。 
12 回 ページ１０９?１１２、を精読す 

 



年度 2014 
授業コード FTT0271P 
成績評価 機械と構造物の使用に当たり、破壊現象がもっとも深刻な課題である。破壊事故

の歴史を知り、破壊が起こるメカニズムを解明し、破壊発生を予測することを学
ぶ。課題レポート（３０％）と定期試験（７０％）の合計点が、６０点以上が合
格。 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0271P 材料強度学Ⅰ 
担当教員名 助台 榮一＊ 
単位数 2 
教科書 材料強度学／境⽥彰芳、上野明、磯⻄和夫、⻄野精一、堀川教世／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 破壊、疲労、⻲裂、応力拡大係数、クリープ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 材料強度学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 材料科学２：岡村・井形・堂山訳（培風館）、改訂金属物理学序論／幸⽥成康／コ

ロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 独学で内容を理解することは、多大の時間と努力が必要です。講義に出て、内容

を理解し、復習すること方が、効率的である。 
シラバスコード FTT0271P 
実務経験のある教員  
達成目標 機械分野の問題を解決するために、材料力学、材料の強度および破壊の専門知識

を身につける。特に、近年の機械⼯学分野の破壊事故が、疲労破壊に起因してい
ることが明らかであり、その事故例を振り返り、原因究明と対策について学ぶ。 

受講者へのコメント  
連絡先 E-mail:sukedai@mech.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Strength and Fracture of Materials I 
関連科目 材料力学、マテリアルズ・サイエンス 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械⼯学において、使用する機械・装置や構造物の破壊は、甚大な被害をもたら

す深刻な課題である。破壊事故の歴史を知ると、近年、特に疲労破壊がその大部
分を占める。本講義では、この疲労破壊現象に焦点を絞り、その発生メカニズム
を解明し、破壊発生を予知することを学ぶ。さらに、近年ますます増加する、高



温環境下で使用されるに装置に発生するクリープ破壊についても触れる。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 材料強度学について説明する。 

2 回 材料の疲労に関する研究の歴史 
イギリス産業革命時に起こった鉄製鎖の破断、および１８３５年、ドイツ鉄道で
起こった車軸の破損について説明する。 
3 回 歴史に有名な疲労事故の例 
１９５２年、世界初のイギリス・ジェット旅客機の墜落事故、１９８５年、日航
ジャンボ機の墜落事故、１９９８年、ドイツ新幹線の脱線事故、について説明す
る。 
4 回 疲労破壊の基礎１ 
・疲労が生ずる条件について説明する。 
5 回 疲労破壊の基礎２ 
・材料でなにがおこっているか、について説明する。 
6 回 疲労 

準備学習 1 回 ページ１?２、を精読すること。 
2 回 ページ７６?７８、を精読すること。 
3 回 ページ７８?８１、を精読すること。 
4 回 ページ８１?８６、を精読すること。 
5 回 ページ８６?８８、を精読すること。 
6 回 ページ８８?９２、を精読すること。 
7 回 ページ９２?９６、を精読すること。 
8 回 ページ９６?９９、を精読すること。 
9 回 ページ９９?１０３、を精読すること。 
10 回 ページ１０４?１０６、を精読すること。 
11 回 ページ１０７?１０９、を精読すること。 
12 回 ページ１０９?１１２、を精読す 

 



年度 2014 
授業コード FTT02811 
成績評価 定期試験を行ない、その採点結果（１００％）により評価する。なお、定期試験

については、複合材料の種類及び弾性・強度特性に関する内容を出題し、その内
容を理解しているかを評価する。 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜09) 
見出し FTT02811 材料強度学Ⅱ 
担当教員名 中井 賢治 
単位数 2 
教科書 教科書は使用せず、ノート講義と配布するプリントを併用する。 
アクティブラーニング  
キーワード 異方性材料，複合材料 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 材料強度学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・ Engineering Mechanics of Composite Materials/ I.M. Daniel and O. Ishai/ 

Oxford University Press 
・ 複合材料の力学序説／福⽥ 博，邉 吾一著／古今書院 
・ つくる立場からみた複合材料入門／大谷 杉郎著／裳華房 

授業形態 講義 
注意備考 講義内容に関する質問や相談事がある時は、授業担当者（中井）の研究室（上記

連絡先参照）を訪ねてください。 
シラバスコード FTT02811 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために、材料力学、熱力学、流体力学、機械力学、

自動制御、機械要素などの機械システム⼯学の専門知識を修得する。 
特に、異方性材料の力学的特性を理解し、複合材料構造物の設計技術を修得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ４号館３階の中井研究室まで（電子メール：nakai@mech.ous.ac.jp；オフィスア

ワー：毎週⽊・金曜日随時） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Strength and Fracture of Materials II 
関連科目 材料力学Ⅰ，材料力学Ⅱ，マテリアルサイエンスⅠ，マテリアルサイエンスⅡ，

機械材料，材料の破壊 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 複合材料は金属材料と比較して比強度，比剛性が高く、疲労寿命や耐⾷性にも優



れているため、近年航空機，自動車，スポーツ用具などの分野で広範に使用され
ている。本講義では、複合材料に代表される異方性材料の力学的特性について理
解することを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義計画および複合材料の基礎知識について説明する。 

2 回 航空・宇宙機用構造材料について解説する。 
3 回 複合材料の種類について解説する。 
4 回 複合材料の成形方法と、実際に⼯業材料として使用する際の利点と欠点に
ついて説明する。 
5 回 比強度，比剛性の物理的意味および計算方法について解説する。 
6 回 複合材料の繊維方向におけるヤング率について解説する。 
7 回 一方向強化材の材料の主軸方向（繊維方向，面内横方向）におけるヤング率
の違いについて解説する。 
8 回 一方向強化材の強度の複合則について解説する 

準備学習 1 回 複合材料とは何かを考えておくこと。 
2 回 複合材料はどの分野で使用されているかを考えておくこと。 
3 回 飛行機やロケット等で使用されている複合材料の種類について調べておく
こと。 
4 回 複合材料の利点と欠点について調べておくこと。 
5 回 比強度，比剛性の物理的意味を理解しておくこと。 
6 回 材料力学Ⅰで学習したヤング率について復習をしておくこと。 
7 回 複合材料の繊維方向におけるヤング率について復習をしておくこと。 
8 回 一方向強化材の材料の主軸方向におけるヤング率の違いについて復習をし
ておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FTT0281P 
成績評価 定期試験を行ない、その採点結果（１００％）により評価する。なお、定期試験

については、複合材料の種類及び弾性・強度特性に関する内容を出題し、その内
容を理解しているかを評価する。 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0281P 材料強度学Ⅱ 
担当教員名 中井 賢治 
単位数 2 
教科書 教科書は使用せず、ノート講義と配布するプリントを併用する。 
アクティブラーニング  
キーワード 異方性材料，複合材料 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 材料強度学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・ Engineering Mechanics of Composite Materials/ I.M. Daniel and O. Ishai/ 

Oxford University Press 
・ 複合材料の力学序説／福⽥ 博，邉 吾一著／古今書院 
・ つくる立場からみた複合材料入門／大谷 杉郎著／裳華房 

授業形態 講義 
注意備考 講義内容に関する質問や相談事がある時は、授業担当者（中井）の研究室（上記

連絡先参照）を訪ねてください。 
シラバスコード FTT0281P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために、材料力学、熱力学、流体力学、機械力学、

自動制御、機械要素などの機械システム⼯学の専門知識を修得する。 
特に、異方性材料の力学的特性を理解し、複合材料構造物の設計技術を修得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ４号館３階の中井研究室まで（電子メール：nakai@mech.ous.ac.jp；オフィスア

ワー：毎週⽊・金曜日随時） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Strength and Fracture of Materials II 
関連科目 材料力学Ⅰ，材料力学Ⅱ，マテリアルサイエンスⅠ，マテリアルサイエンスⅡ，

機械材料，材料の破壊 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 複合材料は金属材料と比較して比強度，比剛性が高く、疲労寿命や耐⾷性にも優



れているため、近年航空機，自動車，スポーツ用具などの分野で広範に使用され
ている。本講義では、複合材料に代表される異方性材料の力学的特性について理
解することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義計画および複合材料の基礎知識について説明する。 

2 回 航空・宇宙機用構造材料について解説する。 
3 回 複合材料の種類について解説する。 
4 回 複合材料の成形方法と、実際に⼯業材料として使用する際の利点と欠点に
ついて説明する。 
5 回 比強度，比剛性の物理的意味および計算方法について解説する。 
6 回 複合材料の繊維方向におけるヤング率について解説する。 
7 回 一方向強化材の材料の主軸方向（繊維方向，面内横方向）におけるヤング率
の違いについて解説する。 
8 回 一方向強化材の強度の複合則について解説する 

準備学習 1 回 複合材料とは何かを考えておくこと。 
2 回 複合材料はどの分野で使用されているかを考えておくこと。 
3 回 飛行機やロケット等で使用されている複合材料の種類について調べておく
こと。 
4 回 複合材料の利点と欠点について調べておくこと。 
5 回 比強度，比剛性の物理的意味を理解しておくこと。 
6 回 材料力学Ⅰで学習したヤング率について復習をしておくこと。 
7 回 複合材料の繊維方向におけるヤング率について復習をしておくこと。 
8 回 一方向強化材の材料の主軸方向におけるヤング率の違いについて復習をし
ておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FTT02910 
成績評価 中間試験では鉄鋼の基礎、一般構造用鋼、機械構造用炭素鋼および合金鋼の材料

特性およびジョミニ試験法に関する内容を 60％以上理解すること。 期末試験
では、各種表面硬化処理、軸受鋼、⼯具鋼および鋳鉄に関する内容を 60％以上理
解すること。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜14) 
見出し FTT02910 機械材料 
担当教員名 中川 惠友 
単位数 2 
教科書 基礎機械材料／鈴村 暁男・浅川 基男 ／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 材料の構造と組織、鉄鋼材料、JIS 規格、熱処理、状態図、⼯業材料の機械的性質 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 板書の文字が見にくいなどの指摘があった。限られた講義時間の中で重要な内容

を伝えたいという気持ちからつい急いで板書した場合に文字が小さくなること
があり反省している。今後は丁寧に板書するように努めたいと考えている。また、
マイクを使用していなかったので特に後ろに座っている受講生の中には聞きに
くかった人がいたようである。次回からは、マイクを使用して後ろにいる受講生
もしっかり聞き取れるように配慮したいと考えている。 

科目名 機械材料 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大学基礎機械材料／門間 改三著／実教出版 

材料技術基礎／里 達雄／実教出版 
授業形態 講義 
注意備考 毎回必ず出席して、教員の指示に従うこと。学習相談の希望があれば、講義後に

担当教員に申し出ること。・講義では適宜パワーポイントを用いて解説する予定
である。 

シラバスコード FTT02910 
実務経験のある教員  
達成目標 本講義では、構造用鋼、軸受鋼・⼯具鋼および鋳鉄・鋳鋼などの JIS 規格に登録

されている各種鉄鋼材料について、その材料特性と使用例を理解することを目標
とする。 

受講者へのコメント 受講生の出席率は高く、全体的にまじめに講義を聞いてもらえたと感じている。
今後は、出来るだけ受講生に講義室の前のほうに座ってもらい本講義へ集中して
もらうように促したいと考えている。また、講義の最後に次回の範囲を説明する
ので、予習を行うようにお願いしたい。 

連絡先 中川研究室（場所：4 号館 3 階, オフィスアワー（⽊曜 11 時から 12 時), TEL：
086-256-9561,E-mail：nakagawa@mech.ous.ac.jp) 

合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 本講義は選択科目であるが、受講生の出席率は高く、授業を受けてみてこの分野

への理解が深まり、また、今後の進路の参考になったと答えた人が大多数であっ
たのでとても嬉しく感じている。しかし、受講生の授業時間以外の学習時間は、
大部分の学生が非常に短く残念な結果になった。講義だけでは、本講義の内容を
充分理解するのは難しいので、講義以外でも受講生自ら興味を持って学習しても
らえるように⼯夫したいと考えている。 

英文科目名 Materials for Machines 
関連科目 マテリアルサイエンスⅠ・Ⅱ、材料力学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、材料の破壊、構造強度 
次回に向けての改善変更予定 今回から講義の初めに前回の内容に関する復習問題を数問解いてもらい。解答と

解説を行っている。これは、新しい内容にはいる直前に前回の復習を行えるので、
受講生が新しい講義内容を理解するのに大きな手助けになると考えられる。受講
生に感想を聞くと、試験前に復習をしやすいと言う意見が多くあり、次回も引き
続き実施したいと考えている。 

講義目的 近年、地球温暖化対策と関連して、材料の分野においてもエコマテリアル化がク
ローズアップされている。本講義では、多様化する社会の二ーズを背景に、これ
まで改良されてきた各種機械材料について、その種類と特徴および実用事例を挙
げながら詳しく解説し、機械材料に対する基本的理解と知識の習得を目的とす
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  機械⼯学における材料の必要性について解説すると共に、材料と機械設計・

ものづくりの関係について解説する。 
2 回  材料の機械的性質と評価法について、公称応力-公称ひずみ曲線を基に弾性
係数とポアソン比について説明する。 
3 回  引張試験の概要を説明すると共に靭性ついても解説する。 
4 回 JIS 規格に基づいた一般構造用圧延鋼および高強度構造用鋼の機械的性質や
用途について解説する。 
5 回  熱間および冷間圧延鋼板の製造方法と機械的性質について解説する。 
6 回 構造用炭素鋼の JIS 規格、機械的性質および用途 

準備学習 1 回  材料と機械設計・ものづくりについて理解する。 
2 回  材料の基本特性について理解する。 
3 回  引張試験について概要を理解する。 
4 回 一般構造用圧延鋼材および高強度構造用鋼についての機械的性質や用途に
ついて理解する。 
5 回 熱間および冷間圧延鋼板の製造方法と機械的性質について理解する。 
6 回 構造用炭素鋼について理解する。 
7 回  機械構造用合金鋼について理解する。 
8 回  ジョミニ試験を理解する。 
9 回  前期の復習と試験準備をする。 
10 回  ボロン鋼および快削鋼について理解する。 
11 回 

 



年度 2014 
授業コード FTT0291P 
成績評価 中間試験では鉄鋼の基礎、一般構造用鋼、機械構造用炭素鋼および合金鋼の材料

特性およびジョミニ試験法に関する内容を 60％以上理解すること。 期末試験
では、各種表面硬化処理、軸受鋼、⼯具鋼および鋳鉄に関する内容を 60％以上理
解すること。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0291P 機械材料 
担当教員名 中川 惠友 
単位数 2 
教科書 基礎機械材料／鈴村 暁男・浅川 基男 ／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 材料の構造と組織、鉄鋼材料、JIS 規格、熱処理、状態図、⼯業材料の機械的性質 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械材料 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大学基礎機械材料／門間 改三著／実教出版 

材料技術基礎／里 達雄／実教出版 
授業形態 講義 
注意備考 毎回必ず出席して、教員の指示に従うこと。学習相談の希望があれば、講義後に

担当教員に申し出ること。・講義では適宜パワーポイントを用いて解説する予定
である。 

シラバスコード FTT0291P 
実務経験のある教員  
達成目標 本講義では、構造用鋼、軸受鋼・⼯具鋼および鋳鉄・鋳鋼などの JIS 規格に登録

されている各種鉄鋼材料について、その材料特性と使用例を理解することを目標
とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 中川研究室（場所：4 号館 3 階, オフィスアワー（⽊曜 11 時から 12 時), TEL：

086-256-9561,E-mail：nakagawa@mech.ous.ac.jp) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Materials for Machines 
関連科目 マテリアルサイエンスⅠ・Ⅱ、材料力学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、材料の破壊、構造強度 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近年、地球温暖化対策と関連して、材料の分野においてもエコマテリアル化がク

ローズアップされている。本講義では、多様化する社会の二ーズを背景に、これ



まで改良されてきた各種機械材料について、その種類と特徴および実用事例を挙
げながら詳しく解説し、機械材料に対する基本的理解と知識の習得を目的とす
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  機械⼯学における材料の必要性について解説すると共に、材料と機械設計・

ものづくりの関係について解説する。 
2 回  材料の機械的性質と評価法について、公称応力-公称ひずみ曲線を基に弾性
係数とポアソン比について説明する。 
3 回  引張試験の概要を説明すると共に靭性ついても解説する。 
4 回 JIS 規格に基づいた一般構造用圧延鋼および高強度構造用鋼の機械的性質や
用途について解説する。 
5 回  熱間および冷間圧延鋼板の製造方法と機械的性質について解説する。 
6 回 構造用炭素鋼の JIS 規格、機械的性質および用途 

準備学習 1 回  材料と機械設計・ものづくりについて理解する。 
2 回  材料の基本特性について理解する。 
3 回  引張試験について概要を理解する。 
4 回 一般構造用圧延鋼材および高強度構造用鋼についての機械的性質や用途に
ついて理解する。 
5 回 熱間および冷間圧延鋼板の製造方法と機械的性質について理解する。 
6 回 構造用炭素鋼について理解する。 
7 回  機械構造用合金鋼について理解する。 
8 回  ジョミニ試験を理解する。 
9 回  前期の復習と試験準備をする。 
10 回  ボロン鋼および快削鋼について理解する。 
11 回 

 



年度 2014 
授業コード FTT03210 
成績評価 定期試験により 80%の評価を行う。理想気体の準静的状態変化において、受熱

量、仕事、内部エネルギー、エンタルピーの関係式としてのエネルギー式を理解
し、諸量を計算する能力について試験し、総合的に評価する。 
小テスト又はレポートにより 20%の評価を行う。 
これらの合計得点 60 点以上を合格とする。 

曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜14) 
見出し FTT03210 熱力学Ⅰ 
担当教員名 丸山 祐一 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 熱、仕事、理想気体、状態量、状態変化、状態方程式、内部エネルギー、エンタ

ルピー、エネルギー保存則（熱力学の第１法則）、準静的変化、等容変化、等圧変
化、等温変化、断熱変化 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 コメント：「数直線で考えると、-273.15℃より低い温度があるのではないか、と

不思議に思うが、ものの⻑さ等と同様に考える。（以下略）」という話は興味深か
ったです。 
回答：  この学生には、こちらの趣旨を良く理解してもらえたと思います。大
学での勉強で最も重要なことは、根本的な考え方や原理を理解することです。社
会に出ると、なかなかそういうことに時間をかけられなくなるので、今しかでき
ない方法での勉強に励んで下さい。 
コメント：テストの過去問の答えがほしい。問題だけもらっても答えがわからな
い問題がある。 
回答： 

科目名 熱力学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 上記関連科目をすべて履修・受講しておくことが望ましい。３分の２を超える出

席が定期試験受験のための必要条件である。学生の理解度に応じて、講義計画を
若干変更することがあるので、準備学習の内容もそれに対応させること。 

シラバスコード FTT03210 
実務経験のある教員  
達成目標 ［Ａ５］機械システム⼯学の技術者が取り扱う主要分野の問題解決に必要な専門

知識の基礎を修得する。特に、熱、仕事、内部エネルギー、エンタルピーの物理
的意味を理解し、完全ガスの状態変化における熱と仕事の関係を熱力学第１法則
の式（エネルギー式）を用いて計算できること。 



受講者へのコメント  試験勉強の参考とするために、最後の授業で過去に実施した定期試験の問題を
配布しました。これは「どの程度のレベルの問題が出るのか？」「どの程度まで理
解出来れば理解したことになるのか？」「授業で習ったことをどのように問題に
適用するのか？」などについての目安を与えるためのものです。 
 その際に、「（この時点から後は）問題内容についての質問は受け付けない」こ
ともお知らせしました。その理由は、今までの経験から、試験の直前に問題の解
き方を教えると、学生は解き方のみを覚えようとして、その物理的な意味を考え
ようとしなくな 

連絡先 丸山研究室（５号館２階） オフィスアワー 水曜日 3-4 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  回答者のうち、この授業に「満足」あるいは「ほぼ満足」と答えた学生が合わ
せて 70%、この授業の目標を「達成できた」あるいは「だいたい達成できた」学
生は 59%であった。「授業内容としては一応合格点だが、学生自身の達成度はそ
れよりやや劣る」との平均像が見て取れる。 
 今後は、学生の達成度にもより多くの注意を払いながら講義を進めて行きた
い。 

英文科目名 Thermodynamics I 
関連科目 微分と積分、微分方程式、物理学Ⅰ、力学Ⅰ,Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  基本的に本年度の方針を踏襲しつつ、状況に応じてマイナーチェンジを加えて

行く。 
講義目的 熱は運動エネルギー、位置エネルギー、機械的仕事などと同じエネルギーの一種

であり、熱と力学的エネルギーは相互に変換が可能である。しかし、熱から力学
的エネルギーへの変換、あるいは低温物体から高温物体への熱移動など、人間社
会に不可欠な作業には専用の装置、すなわちエンジンや冷凍機が必要である。熱
に関する基本的事項、気体の状態変化や熱的挙動を支配する法則など、熱機関に
おける熱から仕事への変換の仕組みを理解する上で必要な基礎知識を習得し、エ
ネルギー式を用いて仕事と熱を計算できる能力を養うことを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  熱力学の定義と、関連する学問（統計力学など）について説明する。さら

に熱の本質について、歴史的にどのように理解されてきたかを概観する。 
2 回  摩擦について物理的に考察することにより、熱がエネルギーの一種であ
ることを説明する。また、ジュールの実験により熱の仕事当量を求めた方法を述
べる。 
3 回  熱力学の第１法則と、その応用としての各種熱機関の動作原理を説明す
る。 
4 回  熱力学の基本概念（作業物質、系）について説明する。 
5 回  熱力学の基本概念（巨視的状態、微視的状態、状態量）について説明する。
さ 

準備学習 1 回  シラバスにより講義目的・達成目標を確認しておくこと。 
2 回  前回のノートを復習しておくこと。 
3 回  前回のノートを復習しておくこと。 



4 回  前週までの基礎的な事項を復習しておくこと。 
5 回  前週までの基礎的な事項を復習しておくこと。 
6 回  力学などの講義で習った「仕事」の定義を復習しておくこと。さらに微
分・積分の基本的な考え方についても再確認しておくこと。 
7 回  前回までのノートを復習しておくこと。 
8 回  前回までのノートを復習しておくこと。 
9 回  前回までのノートを復習しておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FTT0321P 
成績評価 定期試験により 80%の評価を行う。理想気体の準静的状態変化において、受熱

量、仕事、内部エネルギー、エンタルピーの関係式としてのエネルギー式を理解
し、諸量を計算する能力について試験し、総合的に評価する。 
小テスト又はレポートにより 20%の評価を行う。 
これらの合計得点 60 点以上を合格とする。 

曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0321P 熱力学Ⅰ 
担当教員名 丸山 祐一 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 熱、仕事、理想気体、状態量、状態変化、状態方程式、内部エネルギー、エンタ

ルピー、エネルギー保存則（熱力学の第１法則）、準静的変化、等容変化、等圧変
化、等温変化、断熱変化 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 熱力学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 上記関連科目をすべて履修・受講しておくことが望ましい。３分の２を超える出

席が定期試験受験のための必要条件である。学生の理解度に応じて、講義計画を
若干変更することがあるので、準備学習の内容もそれに対応させること。 

シラバスコード FTT0321P 
実務経験のある教員  
達成目標 ［Ａ５］機械システム⼯学の技術者が取り扱う主要分野の問題解決に必要な専門

知識の基礎を修得する。特に、熱、仕事、内部エネルギー、エンタルピーの物理
的意味を理解し、完全ガスの状態変化における熱と仕事の関係を熱力学第１法則
の式（エネルギー式）を用いて計算できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 丸山研究室（５号館２階） オフィスアワー 水曜日 3-4 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thermodynamics I 
関連科目 微分と積分、微分方程式、物理学Ⅰ、力学Ⅰ,Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 熱は運動エネルギー、位置エネルギー、機械的仕事などと同じエネルギーの一種
であり、熱と力学的エネルギーは相互に変換が可能である。しかし、熱から力学
的エネルギーへの変換、あるいは低温物体から高温物体への熱移動など、人間社
会に不可欠な作業には専用の装置、すなわちエンジンや冷凍機が必要である。熱
に関する基本的事項、気体の状態変化や熱的挙動を支配する法則など、熱機関に
おける熱から仕事への変換の仕組みを理解する上で必要な基礎知識を習得し、エ
ネルギー式を用いて仕事と熱を計算できる能力を養うことを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  熱力学の定義と、関連する学問（統計力学など）について説明する。さら

に熱の本質について、歴史的にどのように理解されてきたかを概観する。 
2 回  摩擦について物理的に考察することにより、熱がエネルギーの一種であ
ることを説明する。また、ジュールの実験により熱の仕事当量を求めた方法を述
べる。 
3 回  熱力学の第１法則と、その応用としての各種熱機関の動作原理を説明す
る。 
4 回  熱力学の基本概念（作業物質、系）について説明する。 
5 回  熱力学の基本概念（巨視的状態、微視的状態、状態量）について説明する。
さ 

準備学習 1 回  シラバスにより講義目的・達成目標を確認しておくこと。 
2 回  前回のノートを復習しておくこと。 
3 回  前回のノートを復習しておくこと。 
4 回  前週までの基礎的な事項を復習しておくこと。 
5 回  前週までの基礎的な事項を復習しておくこと。 
6 回  力学などの講義で習った「仕事」の定義を復習しておくこと。さらに微
分・積分の基本的な考え方についても再確認しておくこと。 
7 回  前回までのノートを復習しておくこと。 
8 回  前回までのノートを復習しておくこと。 
9 回  前回までのノートを復習しておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FTT03310 
成績評価 定期試験(100％）、60 点以上を合格とする。カルノーサイクル、逆カルノーサイ

クル、完全ガスの状態変化におけるエントロピー変化、可逆・不可逆変化を理解
し、それらに関する計算問題ができるかを４〜５題（各題複数項目を含む）約 20
項目について試験し、総合的に評価する。 

曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13) 
見出し FTT03310 熱力学Ⅱ 
担当教員名 桑⽊ 賢也 
単位数 2 
教科書 「熱力学きほんの「き」」・小山敏行著・森北出版／978-4-627673519 
アクティブラーニング  
キーワード 熱力学の第２法則、カルノーサイクル、状態量と状態変化、エントロピー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 熱力学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「⼯業熱力学 基礎編」・谷下市松著・裳華房「⼯業熱力学(１)」・伊藤猛宏、山

下宏幸著・コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 講義と試験には関数電卓を持参すること。科目専用のノートを作成すること。熱

力学Ⅰを履修しておくことが望ましい。 
シラバスコード FTT03310 
実務経験のある教員  
達成目標 ［Ａ５］機械システム⼯学の技術者が取り扱う主要分野の問題解決に必要な専門

知識の基礎を修得する。特に、熱力学の第２法則について説明できること。カル
ノーサイクルの作動について説明でき、熱効率が計算できること。エントロピー
の定義を説明し、ガスの状態変化におけるエントロピー変化の計算ができるこ
と。 

受講者へのコメント  
連絡先 桑⽊研究室（５号館４階），オフィスアワー：月曜日と水曜日随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thermodynamics II 
関連科目 物理学、微分と積分、熱力学Ⅰ、流体力学、エネルギー⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 仕事は「摩擦」で容易にほぼ完全に熱に変えることができる。一方、熱を仕事に

変えるには複雑な機械装置すなわちエンジンが必要であり、しかも、熱をすべて



仕事に変えることはできない。また、熱は自然には高温物体から低温物体にのみ
移動するなど、自然界の変化には方向性がある。これらのことを述べた熱力学の
第２法則をカルノーサイクルを通じて学習し、エネルギー変換への理解を深める
こと。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  熱力学の第２法則について解説する。 

2 回  第２法則とエンジンサイクルについて解説する。 
3 回  カルノーサイクルの状態変化の計算について説明する。 
4 回  逆カルノーサイクルについて解説する。 
5 回  カルノーサイクルとサイクルの熱効率について解説する。 
6 回  カルノーサイクルの演習問題をする。 
7 回  可逆変化とクラウジウスの積分について解説する。 
8 回  不可逆変化とクラウジウスの積分について解説する。 
9 回  エントロピーの定義について解説する。 
10 回  系の状態変化とエントロピーの関 

準備学習 1 回 「熱力学Ⅰ」の内容の復習、特に第４章の問題を解いておくこと。 
2 回 熱力学の第２法則とは何か復習しておくこと。 
3 回 エンジンの熱効率に関して復習しておくこと。 
4 回 カルノーサイクルの熱効率の復習をしておくこと。 
5 回 カルノーサイクルの復習をしておくこと。 
6 回 カルノーサイクルの復習をしておくこと。 
7 回 カルノーサイクルの熱効率の復習をしておくこと。 
8 回 可逆変化に関する復習をしておくこと。 
9 回 可逆変化と不可逆変化に関して復習しておくこと。 
10 回 エントロピーの復習をしておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FTT0331P 
成績評価 定期試験(100％）、60 点以上を合格とする。カルノーサイクル、逆カルノーサイ

クル、完全ガスの状態変化におけるエントロピー変化、可逆・不可逆変化を理解
し、それらに関する計算問題ができるかを４〜５題（各題複数項目を含む）約 20
項目について試験し、総合的に評価する。 

曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0331P 熱力学Ⅱ 
担当教員名 桑⽊ 賢也 
単位数 2 
教科書 「熱力学きほんの「き」」・小山敏行著・森北出版／978-4-627673519 
アクティブラーニング  
キーワード 熱力学の第２法則、カルノーサイクル、状態量と状態変化、エントロピー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 熱力学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「⼯業熱力学 基礎編」・谷下市松著・裳華房「⼯業熱力学(１)」・伊藤猛宏、山

下宏幸著・コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 講義と試験には関数電卓を持参すること。科目専用のノートを作成すること。熱

力学Ⅰを履修しておくことが望ましい。 
シラバスコード FTT0331P 
実務経験のある教員  
達成目標 ［Ａ５］機械システム⼯学の技術者が取り扱う主要分野の問題解決に必要な専門

知識の基礎を修得する。特に、熱力学の第２法則について説明できること。カル
ノーサイクルの作動について説明でき、熱効率が計算できること。エントロピー
の定義を説明し、ガスの状態変化におけるエントロピー変化の計算ができるこ
と。 

受講者へのコメント  
連絡先 桑⽊研究室（５号館４階），オフィスアワー：月曜日と水曜日随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thermodynamics II 
関連科目 物理学、微分と積分、熱力学Ⅰ、流体力学、エネルギー⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 仕事は「摩擦」で容易にほぼ完全に熱に変えることができる。一方、熱を仕事に

変えるには複雑な機械装置すなわちエンジンが必要であり、しかも、熱をすべて



仕事に変えることはできない。また、熱は自然には高温物体から低温物体にのみ
移動するなど、自然界の変化には方向性がある。これらのことを述べた熱力学の
第２法則をカルノーサイクルを通じて学習し、エネルギー変換への理解を深める
こと。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  熱力学の第２法則について解説する。 

2 回  第２法則とエンジンサイクルについて解説する。 
3 回  カルノーサイクルの状態変化の計算について説明する。 
4 回  逆カルノーサイクルについて解説する。 
5 回  カルノーサイクルとサイクルの熱効率について解説する。 
6 回  カルノーサイクルの演習問題をする。 
7 回  可逆変化とクラウジウスの積分について解説する。 
8 回  不可逆変化とクラウジウスの積分について解説する。 
9 回  エントロピーの定義について解説する。 
10 回  系の状態変化とエントロピーの関 

準備学習 1 回 「熱力学Ⅰ」の内容の復習、特に第４章の問題を解いておくこと。 
2 回 熱力学の第２法則とは何か復習しておくこと。 
3 回 エンジンの熱効率に関して復習しておくこと。 
4 回 カルノーサイクルの熱効率の復習をしておくこと。 
5 回 カルノーサイクルの復習をしておくこと。 
6 回 カルノーサイクルの復習をしておくこと。 
7 回 カルノーサイクルの熱効率の復習をしておくこと。 
8 回 可逆変化に関する復習をしておくこと。 
9 回 可逆変化と不可逆変化に関して復習しておくこと。 
10 回 エントロピーの復習をしておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FTT03510 
成績評価 定期試験(100％): 熱伝導・熱伝達・放射伝熱の計算問題と，各種の無次元量の

説明など定期試験の得点により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜12) 
見出し FTT03510 熱と流れ 
担当教員名 桑⽊ 賢也 
単位数 2 
教科書 一色尚次、北山直方著・「伝熱⼯学」・森北出版／978-4-627610712 
アクティブラーニング  
キーワード 熱移動と温度，気体の流動，熱放射と放射伝熱，熱交換器，物質伝達 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 熱と流れ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平野博之著・「流れの数値解析と可視化」・丸善 
授業形態 講義 
注意備考 熱力学および流体力学を履修しておくことが望ましい。講義と試験には関数電卓

を持参すること。科目専用のノートを作成すること。必修科目である機械システ
ム⼯学実験の「熱交換器の性能試験」と関連するので、全員履修することが望ま
しい。 

シラバスコード FTT03510 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械システム⼯学の技術者が取り扱う主要分野の問題解決に必要な専門知

識の基礎を修得すること。特に、各種伝熱形式を理解した上で、熱伝導、熱通過
の計算ができるようになること。また、伝熱解析で必要な無次元数の定義および
意味を理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 桑⽊研究室（５号館４階），オフィスアワー：月曜日と水曜日随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Heat and Fluid Flow 
関連科目 熱力学Ⅰ、熱力学Ⅱ、熱力学Ⅲ、流体力学Ⅰ、流体力学Ⅱ、エネルギー⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現在のエネルギーの大部分は熱エネルギーを仕事へ変換、あるいはさらに電気へ

変換することにより得られている。熱エネルギーを有効利用することは、エネル
ギー問題はもちろん、環境問題にも深く関係している。熱エネルギーの作動媒体
として流体が用いられることが多く、熱と流れの把握は現在の熱⼯学分野では必



要不可欠である。この講義では熱の移動現象についての知識と⼯学について演習
を交えながら学習し、伝熱量の算出方法を習得する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  熱と流れ（伝熱⼯学）の講義目的について説明する。 

2 回  伝熱とは何か、熱はどのように伝わるか解説する。 
3 回  熱伝導に関して解説する。 
4 回  熱伝導の計算法に関して説明する。 
5 回  熱伝導の計算法に関して解説し、簡単な演習問題をする。 
6 回  非定常熱伝導に関して解説する。 
7 回  熱通過に関して解説する。 
8 回  熱通過の計算に関して解説し、簡単な演習問題をする。 
9 回  熱交換器における熱移動に関して解説する。 
10 回  対流熱伝達に関して解説する。 
11 回  対流熱伝達に関して解説し 

準備学習 1 回 熱力学と流体力学全般に関して復習しておくこと。 
2 回 教科書４〜５ページを読んでくること。 
3 回 伝熱の３形態の復習をしておくこと。 
4 回 熱伝導の復習をしておくこと。 
5 回 熱伝導の計算法の復習をしておくこと。 
6 回 熱伝導の復習をしておくこと。 
7 回 伝熱の３形態（教科書４〜５ページ）の復習をしておくこと。 
8 回 熱通過の復習をしておくこと。 
9 回 熱通過の計算の復習をしておくこと。 
10 回 伝熱の３形態の復習をしておくこと。 
11 回 対流熱伝達の復習をしておくこと。 
12 回 「流体力学Ⅱ」で学 

 



年度 2014 
授業コード FTT0351P 
成績評価 定期試験(100％): 熱伝導・熱伝達・放射伝熱の計算問題と，各種の無次元量の

説明など定期試験の得点により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0351P 熱と流れ 
担当教員名 桑⽊ 賢也 
単位数 2 
教科書 一色尚次、北山直方著・「伝熱⼯学」・森北出版／978-4-627610712 
アクティブラーニング  
キーワード 熱移動と温度，気体の流動，熱放射と放射伝熱，熱交換器，物質伝達 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 熱と流れ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平野博之著・「流れの数値解析と可視化」・丸善 
授業形態 講義 
注意備考 熱力学および流体力学を履修しておくことが望ましい。講義と試験には関数電卓

を持参すること。科目専用のノートを作成すること。必修科目である機械システ
ム⼯学実験の「熱交換器の性能試験」と関連するので、全員履修することが望ま
しい。 

シラバスコード FTT0351P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械システム⼯学の技術者が取り扱う主要分野の問題解決に必要な専門知

識の基礎を修得すること。特に、各種伝熱形式を理解した上で、熱伝導、熱通過
の計算ができるようになること。また、伝熱解析で必要な無次元数の定義および
意味を理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 桑⽊研究室（５号館４階），オフィスアワー：月曜日と水曜日随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Heat and Fluid Flow 
関連科目 熱力学Ⅰ、熱力学Ⅱ、熱力学Ⅲ、流体力学Ⅰ、流体力学Ⅱ、エネルギー⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現在のエネルギーの大部分は熱エネルギーを仕事へ変換、あるいはさらに電気へ

変換することにより得られている。熱エネルギーを有効利用することは、エネル
ギー問題はもちろん、環境問題にも深く関係している。熱エネルギーの作動媒体
として流体が用いられることが多く、熱と流れの把握は現在の熱⼯学分野では必



要不可欠である。この講義では熱の移動現象についての知識と⼯学について演習
を交えながら学習し、伝熱量の算出方法を習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  熱と流れ（伝熱⼯学）の講義目的について説明する。 

2 回  伝熱とは何か、熱はどのように伝わるか解説する。 
3 回  熱伝導に関して解説する。 
4 回  熱伝導の計算法に関して説明する。 
5 回  熱伝導の計算法に関して解説し、簡単な演習問題をする。 
6 回  非定常熱伝導に関して解説する。 
7 回  熱通過に関して解説する。 
8 回  熱通過の計算に関して解説し、簡単な演習問題をする。 
9 回  熱交換器における熱移動に関して解説する。 
10 回  対流熱伝達に関して解説する。 
11 回  対流熱伝達に関して解説し 

準備学習 1 回 熱力学と流体力学全般に関して復習しておくこと。 
2 回 教科書４〜５ページを読んでくること。 
3 回 伝熱の３形態の復習をしておくこと。 
4 回 熱伝導の復習をしておくこと。 
5 回 熱伝導の計算法の復習をしておくこと。 
6 回 熱伝導の復習をしておくこと。 
7 回 伝熱の３形態（教科書４〜５ページ）の復習をしておくこと。 
8 回 熱通過の復習をしておくこと。 
9 回 熱通過の計算の復習をしておくこと。 
10 回 伝熱の３形態の復習をしておくこと。 
11 回 対流熱伝達の復習をしておくこと。 
12 回 「流体力学Ⅱ」で学 

 



年度 2014 
授業コード FTT03610 
成績評価 定期試験(100％）、60 点以上を合格とする。内燃機関のサイクル、蒸気サイクル、

燃料の燃焼、エネルギー資源などに関する記述、あるいは計算問題４〜５題（各
題複数項目を含む）約 20 項目について試験し、総合的に評価する。 

曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜12) 
見出し FTT03610 エネルギー⼯学 
担当教員名 近藤 千尋 
単位数 2 
教科書 「自動車エンジン⼯学（第 2 版）」/村山正・常本秀幸著/東京電気大学出版局 
アクティブラーニング  
キーワード エネルギー変換、熱、動力、燃料、燃焼、蒸気サイクル、ガスサイクル、エンジ

ン、環境 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 エネルギー⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「エネルギー白書」（資源エネルギー庁）：「内燃機関」/古濱庄一著/森北出版：

「燃焼⼯学」/水谷幸夫著/森北出版：「蒸気⼯学 -蒸気プラント⼯学入門-」/沼
野正溥ほか/朝倉書店 

授業形態 講義 
注意備考 科目専用のノートを作成すること。疑問のある場合は、講義中あるいはオフィス

アワーを利用して積極的に質問すること熱力学Ⅰ、熱力学Ⅱを修得しておくこと
が望ましい。 

シラバスコード FTT03610 
実務経験のある教員  
達成目標 ［Ａ５］機械システム⼯学の技術者が取り扱う主要分野の問題解決に必要な専門

知識の基礎を修得する。特に、熱機関の各サイクルそれぞれの特徴と作動につい
て説明できること、熱機関に用いられる燃料の燃焼に関わる定量的な計算ができ
ること、エネルギー資源、地球環境問題について熱機関との関わりが説明できる
こと。 

受講者へのコメント  
連絡先 近藤千尋（近藤研究室、４号館２階），オフィスアワー：月曜日と水曜日随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Energy Conversion Engineering 
関連科目 物理学、化学、熱力学Ⅰ、熱力学Ⅱ、熱と流れ 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 熱機関による熱から仕事への変換は社会活動におけるエネルギー消費の大半を
占める、きわめて重要なエネルギー変換過程である。この講義では代表的な二つ
の熱機関サイクル、すなわち、自動車あるいは船舶などに用いられているガスエ
ンジンサイクル、および発電プラントに用いられている蒸気サイクルについて、
熱力学的取扱いを修得するとともに、燃料、燃焼、エネルギー資源、環境問題に
ついて知識の修得とエネルギー問題意識の高揚を目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  エネルギー資源とエネルギー変換、熱機関の分類とそれぞれの特徴につい

て説明する。 
2 回  ガス機関のサイクル、オットーサイクルの熱力学について説明する。 
3 回  オットーサイクルの出力と理論熱効率、平均有効圧力の熱力学的取り扱
いについて説明する。 
4 回  ディーゼルサイクル、その他のガス機関サイクルの理論熱効率の熱力学
的取り扱いについて説明する。 
5 回  主要な液体燃料、気体燃料の個々の特徴について解説する。 
6 回   燃焼の化学、燃焼熱について説明する。 
7 回  燃料−空気混合気の燃焼、燃焼に必要 

準備学習 1 回  地球環境保全のためのＣＯ2 排出削減やエネルギー問題に関⼼を持って
おくこと 
2 回  熱力学第 1 法則の式（エネルギー式）、断熱・等容・等圧変化の場合の関
係式、完全ガスの性質など「熱力学Ⅰ」の復習をしておくこと。 
3 回  熱力学Ⅰ・完全ガスの状態変化、エネルギー式の取り扱いを復習しておく
こと。 
4 回  オットーサイクルの熱力学的取り扱い（第 3 回講義内容）を復習してお
くこと。 
5 回  化学、とくに炭化水素化合物について予習しておくこと。 
6 回  炭素、水素の酸化反応、化学反応式の取り扱いを予習しておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FTT0361P 
成績評価 定期試験(100％）、60 点以上を合格とする。内燃機関のサイクル、蒸気サイクル、

燃料の燃焼、エネルギー資源などに関する記述、あるいは計算問題４〜５題（各
題複数項目を含む）約 20 項目について試験し、総合的に評価する。 

曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0361P エネルギー⼯学 
担当教員名 近藤 千尋 
単位数 2 
教科書 「自動車エンジン⼯学（第 2 版）」/村山正・常本秀幸著/東京電気大学出版局 
アクティブラーニング  
キーワード エネルギー変換、熱、動力、燃料、燃焼、蒸気サイクル、ガスサイクル、エンジ

ン、環境 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 エネルギー⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「エネルギー白書」（資源エネルギー庁）：「内燃機関」/古濱庄一著/森北出版：

「燃焼⼯学」/水谷幸夫著/森北出版：「蒸気⼯学 -蒸気プラント⼯学入門-」/沼
野正溥ほか/朝倉書店 

授業形態 講義 
注意備考 科目専用のノートを作成すること。疑問のある場合は、講義中あるいはオフィス

アワーを利用して積極的に質問すること熱力学Ⅰ、熱力学Ⅱを修得しておくこと
が望ましい。 

シラバスコード FTT0361P 
実務経験のある教員  
達成目標 ［Ａ５］機械システム⼯学の技術者が取り扱う主要分野の問題解決に必要な専門

知識の基礎を修得する。特に、熱機関の各サイクルそれぞれの特徴と作動につい
て説明できること、熱機関に用いられる燃料の燃焼に関わる定量的な計算ができ
ること、エネルギー資源、地球環境問題について熱機関との関わりが説明できる
こと。 

受講者へのコメント  
連絡先 近藤千尋（近藤研究室、４号館２階），オフィスアワー：月曜日と水曜日随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Energy Conversion Engineering 
関連科目 物理学、化学、熱力学Ⅰ、熱力学Ⅱ、熱と流れ 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 熱機関による熱から仕事への変換は社会活動におけるエネルギー消費の大半を
占める、きわめて重要なエネルギー変換過程である。この講義では代表的な二つ
の熱機関サイクル、すなわち、自動車あるいは船舶などに用いられているガスエ
ンジンサイクル、および発電プラントに用いられている蒸気サイクルについて、
熱力学的取扱いを修得するとともに、燃料、燃焼、エネルギー資源、環境問題に
ついて知識の修得とエネルギー問題意識の高揚を目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  エネルギー資源とエネルギー変換、熱機関の分類とそれぞれの特徴につい

て説明する。 
2 回  ガス機関のサイクル、オットーサイクルの熱力学について説明する。 
3 回  オットーサイクルの出力と理論熱効率、平均有効圧力の熱力学的取り扱
いについて説明する。 
4 回  ディーゼルサイクル、その他のガス機関サイクルの理論熱効率の熱力学
的取り扱いについて説明する。 
5 回  主要な液体燃料、気体燃料の個々の特徴について解説する。 
6 回   燃焼の化学、燃焼熱について説明する。 
7 回  燃料−空気混合気の燃焼、燃焼に必要 

準備学習 1 回  地球環境保全のためのＣＯ2 排出削減やエネルギー問題に関⼼を持って
おくこと 
2 回  熱力学第 1 法則の式（エネルギー式）、断熱・等容・等圧変化の場合の関
係式、完全ガスの性質など「熱力学Ⅰ」の復習をしておくこと。 
3 回  熱力学Ⅰ・完全ガスの状態変化、エネルギー式の取り扱いを復習しておく
こと。 
4 回  オットーサイクルの熱力学的取り扱い（第 3 回講義内容）を復習してお
くこと。 
5 回  化学、とくに炭化水素化合物について予習しておくこと。 
6 回  炭素、水素の酸化反応、化学反応式の取り扱いを予習しておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FTT03710 
成績評価 定期試験により 80%の評価を行う。その内訳は、流体静力学についての基本的問

題が解けること（約 35%）、流体動力学についての基本的問題が解けること（約
35%）、流体力学の各現象・法則について物理的に理解していること（約 10%）
により評価する。 
小テスト又はレポートにより 20%の評価を行う。 
これらの合計得点 60 点以上を合格とする。 

曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13) 
見出し FTT03710 流体力学Ⅰ 
担当教員名 丸山 祐一 
単位数 2 
教科書 「流れ学」／廣瀬幸治著／共立出版／978-4-320079939 
アクティブラーニング  
キーワード 質量と運動量の保存、エネルギー保存則（熱力学の第一法則とベルヌーイの式）、

理想流体の力学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 コメント：他の講義と比べて、前提条件や言葉の定理などを詳しくわかりやすく

説明してくださっていたので、理解しやすかったです。（同様の意見、他に３件） 
回答：  この学生には、こちらの趣旨を良く理解してもらえたと思います。大
学での勉強で最も重要なことは、根本的な考え方や原理を理解することです。社
会に出ると、なかなかそういうことに時間をかけられなくなるので、今しかでき
ない方法での勉強に励んで下さい。 
コメント：演習の前に、実際の数値を代入するような例題をやってほしいです。
理論だけ説明されて演習をされるとほとんど 

科目名 流体力学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「水力学」／富⽥幸雄著／実教出版 
授業形態 講義 
注意備考 上記関連科目をすべて履修・受講しておくことが望ましい。３分の２を超える出

席が定期試験受験のための必要条件である。学生の理解度に応じて、講義計画を
若干変更することがあるので、準備学習の内容もそれに対応させること。 

シラバスコード FTT03710 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために、材料力学、熱力学、流体力学、機械力学、

自動制御、機械要素、加⼯学などの機械システム⼯学の専門知識を修得する。特
に、流線に沿った連続の式とベルヌーイの定理の概念を理解し、⼯学上の問題に
適用できること。 

受講者へのコメント  試験勉強の参考とするために、最後の授業で過去５年間の定期試験の問題を配
布しました。これは「どの程度のレベルの問題が出るのか？」「どの程度まで理解



出来れば理解したことになるのか？」「授業で習ったことをどのように問題に適
用するのか？」などについての目安を与えるためのものです。 
 その際に、「（この時点から後は）問題内容についての質問は受け付けない」こ
ともお知らせしました。その理由は、今までの経験から、試験の直前に問題の解
き方を教えると、学生は解き方のみを覚えようとして、その物理的な意味を考え
ようとしなくなる 

連絡先 丸山研究室（５号館２階）オフィスアワー 水曜日 3-4 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  回答者のうち、この授業に「満足」あるいは「ほぼ満足」と答えた学生が合わ
せて 67%、この授業の目標を「達成できた」あるいは「だいたい達成できた」学
生は 61%であった。数年前は後者の比率が低く、「授業自体は興味深く聴けたが、
あまり熱⼼に勉強した訳ではない」との平均像が見て取れたが、今年度はこの点
については改善が見られたようである。 
 今後とも学生の達成度に注意しながら講義を進めて行きたい。 

英文科目名 Fluid Dynamics I 
関連科目 微分と積分、微分方程式、物理学Ⅰ、力学Ⅰ、Ⅱ、熱力学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  基本的に本年度の方針を踏襲しつつ、状況に応じてマイナーチェンジを加えて

行く。 
講義目的 流体力学の基礎を、主として静止流体と１次元流とを例にとって学習する。各現

象・法則の物理的解釈を重視して講義を行うが、数学的扱いにも習熟するため、
適宜演習を行う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  流体の定義を説明する。 

2 回  流体の性質（粘性、圧縮性）を説明する。 
3 回  流れの種類（層流／乱流、定常／非定常流）を説明する。 
4 回  重力場の中の静止流体について説明する。 
5 回  固体壁が静止流体より受ける力を導出する。 
6 回  浮力について説明する。 
7 回  流線と流管を定義する。 
8 回  連続の式（流線に沿う表式）を導出する。 
9 回  流体要素に加わる力を導出する。 
10 回  運動量方程式（流線に沿う表式）を導出する。 
11 回  ベルヌーイの定理を導出する。 
12 回  ベルヌーイの定 

準備学習 1 回  教科書の 1.1 節を読んでおくこと。 
2 回  前回の講義ノートを見直すとともに、教科書の 1.2 節と 1.3 節を読んでお
くこと。 
3 回  前回の講義ノートを見直すとともに、教科書の 3.2 節を読んでおくこと。 
4 回  前回の講義ノートを見直すとともに、教科書の 2.1 節と 2.2 節を読んでお
くこと。 
5 回  前回の講義ノートを見直すとともに、教科書の 2.4 節を読んでおくこと。 



6 回  前回の講義ノートを見直すとともに、教科書の 2.5 節を読んでおくこと。 
7 回  前回の講義ノートを見直すとともに、教科書の 3.1 

 



年度 2014 
授業コード FTT0371P 
成績評価 定期試験により 80%の評価を行う。その内訳は、流体静力学についての基本的問

題が解けること（約 35%）、流体動力学についての基本的問題が解けること（約
35%）、流体力学の各現象・法則について物理的に理解していること（約 10%）
により評価する。 
小テスト又はレポートにより 20%の評価を行う。 
これらの合計得点 60 点以上を合格とする。 

曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0371P 流体力学Ⅰ 
担当教員名 丸山 祐一 
単位数 2 
教科書 「流れ学」／廣瀬幸治著／共立出版／978-4-320079939 
アクティブラーニング  
キーワード 質量と運動量の保存、エネルギー保存則（熱力学の第一法則とベルヌーイの式）、

理想流体の力学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 流体力学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「水力学」／富⽥幸雄著／実教出版 
授業形態 講義 
注意備考 上記関連科目をすべて履修・受講しておくことが望ましい。３分の２を超える出

席が定期試験受験のための必要条件である。学生の理解度に応じて、講義計画を
若干変更することがあるので、準備学習の内容もそれに対応させること。 

シラバスコード FTT0371P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために、材料力学、熱力学、流体力学、機械力学、

自動制御、機械要素、加⼯学などの機械システム⼯学の専門知識を修得する。特
に、流線に沿った連続の式とベルヌーイの定理の概念を理解し、⼯学上の問題に
適用できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 丸山研究室（５号館２階）オフィスアワー 水曜日 3-4 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fluid Dynamics I 
関連科目 微分と積分、微分方程式、物理学Ⅰ、力学Ⅰ、Ⅱ、熱力学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 流体力学の基礎を、主として静止流体と１次元流とを例にとって学習する。各現
象・法則の物理的解釈を重視して講義を行うが、数学的扱いにも習熟するため、
適宜演習を行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  流体の定義を説明する。 

2 回  流体の性質（粘性、圧縮性）を説明する。 
3 回  流れの種類（層流／乱流、定常／非定常流）を説明する。 
4 回  重力場の中の静止流体について説明する。 
5 回  固体壁が静止流体より受ける力を導出する。 
6 回  浮力について説明する。 
7 回  流線と流管を定義する。 
8 回  連続の式（流線に沿う表式）を導出する。 
9 回  流体要素に加わる力を導出する。 
10 回  運動量方程式（流線に沿う表式）を導出する。 
11 回  ベルヌーイの定理を導出する。 
12 回  ベルヌーイの定 

準備学習 1 回  教科書の 1.1 節を読んでおくこと。 
2 回  前回の講義ノートを見直すとともに、教科書の 1.2 節と 1.3 節を読んでお
くこと。 
3 回  前回の講義ノートを見直すとともに、教科書の 3.2 節を読んでおくこと。 
4 回  前回の講義ノートを見直すとともに、教科書の 2.1 節と 2.2 節を読んでお
くこと。 
5 回  前回の講義ノートを見直すとともに、教科書の 2.4 節を読んでおくこと。 
6 回  前回の講義ノートを見直すとともに、教科書の 2.5 節を読んでおくこと。 
7 回  前回の講義ノートを見直すとともに、教科書の 3.1 

 



年度 2014 
授業コード FTT03810 
成績評価 中間試験：管内流れの圧力損失(40%)に関する計算ができること。 

定期試験：管内流れの圧力損失(30%)、物体の推進抵抗と動力損失(15%)、流れ
の相似則と無次元量(15%)に関する計算ができること。 
中間試験(40%)と定期試験(60%)の合計得点が６０点以上を合格とする。 

曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13) 
見出し FTT03810 流体力学Ⅱ 
担当教員名 高見 敏弘 
単位数 2 
教科書 廣瀬幸治著・「流れ学」・共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 質量と運動量の保存，エネルギー保存則(ベルヌーイの式)，相似則，各種流れの

抵抗，層流と乱流，流体機械，熱交換器，物質伝達，気体の流動，プラント機器，
ジェットエンジン 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 流体力学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 JSME テキスト「流体力学」日本機械学会（丸善）、 

佐藤・⽊村・上野・増山著「流れ学」朝倉書店、 
富⽥幸雄著・「水力学」・実教出版 

授業形態 講義 
注意備考 試験には電卓を必ず持参すること。 

流体力学Ⅰ，力学Ⅰ・Ⅱも履修すること。 
毎回の宿題を必ず自分の電卓で計算すること。 

シラバスコード FTT03810 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械システム⼯学の技術者が取り扱う主要分野の問題解決に必要な専門知

識の基礎を修得すること。 
特に、各種管内流れの圧力損失(損失ヘッド)と各種物体の流体抵抗(抗力)が計算
できること。 

受講者へのコメント 認定率%(年)：75(2014)､74(2013)､73(2012)。 
認定率の向上は JABEE コース生の割合が増えていることによる。 
非 JABEE コース生は相変わらず理解が悪い。 

連絡先 メール：takami @ mech.ous.ac.jp， 電話：086-256-9540， 
オフィスアワー：金曜日， 場所：５号館１階 高見 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 なし 



英文科目名 Fluid Dynamics II 
関連科目 力学，流体力学，熱力学，熱と流れ，高速空気力学，推進エンジン，エネルギー

⼯学 
次回に向けての改善変更予定 流体運動の摩擦損失、動力損失に関する計算問題を繰り返し演習すること。 
講義目的 粘性を考慮する実在流体の運動として、層流および乱流状態における管内流れを

学び、エンジンや火力・原子力プラントにおける配管・ダクト内流れのエネルギ
ー損失（圧力損失）の計算方法を理解する。また、物体回りの流れと物体の受け
る流体力を学び、自動車／航空機／船舶の形状デザインについて基礎的な知識を
理解する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  相似法則，次元解析，バッキンガムのパイ定理，無次元数，レイノルズ数 

2 回  直円管内の層流，粘性剪断応力，層流管摩擦係数，レイノルズ数，レイノ
ルズの実験 
3 回  レイノルズ応力(乱流剪断応力)，直円管内の乱流，壁面剪断応力，摩擦速
度，対数速度分布 
4 回  圧力損失(損失ヘッド)，乱流管摩擦係数，プラントル・カルマンの式，ブ
ラジウスの式 
5 回  ムーディ線図，円でない管路内の流れ，水力直径，運動量の法則，損失係
数 
6 回  いろいろな損失(断面積変化，ディフィーザの圧力回復，ノズル，エルボ／
ベンド，分 

準備学習 1 回  第３章 流体の粘性 
2 回  第４章 管路の流れ 
3 回  第４章 管路の流れ 
4 回  第４章 管路の流れ 
5 回  第４章 管路の流れ 
6 回  第４章 管路の流れ，第３章 運動量の法則の応用 
7 回  第４章 管路の流れ 
8 回  第４章 管路の流れ 
9 回  第４章 管路の流れ 
10 回  第６章 流れの中の物体の受ける力 
11 回  第６章 流れの中の物体の受ける力 
12 回  第６章 流れの中の物体の受ける力 
13 回  第６章 流れの中の物体の受ける力 
14 回  第６章 流れの中の物体の受ける力 
15 回 

 



年度 2014 
授業コード FTT0381P 
成績評価 中間試験：管内流れの圧力損失(40%)に関する計算ができること。 

定期試験：管内流れの圧力損失(30%)、物体の推進抵抗と動力損失(15%)、流れ
の相似則と無次元量(15%)に関する計算ができること。 
中間試験(40%)と定期試験(60%)の合計得点が６０点以上を合格とする。 

曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0381P 流体力学Ⅱ 
担当教員名 高見 敏弘 
単位数 2 
教科書 廣瀬幸治著・「流れ学」・共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 質量と運動量の保存，エネルギー保存則(ベルヌーイの式)，相似則，各種流れの

抵抗，層流と乱流，流体機械，熱交換器，物質伝達，気体の流動，プラント機器，
ジェットエンジン 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 流体力学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 JSME テキスト「流体力学」日本機械学会（丸善）、 

佐藤・⽊村・上野・増山著「流れ学」朝倉書店、 
富⽥幸雄著・「水力学」・実教出版 

授業形態 講義 
注意備考 試験には電卓を必ず持参すること。 

流体力学Ⅰ，力学Ⅰ・Ⅱも履修すること。 
毎回の宿題を必ず自分の電卓で計算すること。 

シラバスコード FTT0381P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械システム⼯学の技術者が取り扱う主要分野の問題解決に必要な専門知

識の基礎を修得すること。 
特に、各種管内流れの圧力損失(損失ヘッド)と各種物体の流体抵抗(抗力)が計算
できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 メール：takami @ mech.ous.ac.jp， 電話：086-256-9540， 

オフィスアワー：金曜日， 場所：５号館１階 高見 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fluid Dynamics II 



関連科目 力学，流体力学，熱力学，熱と流れ，高速空気力学，推進エンジン，エネルギー
⼯学 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 粘性を考慮する実在流体の運動として、層流および乱流状態における管内流れを

学び、エンジンや火力・原子力プラントにおける配管・ダクト内流れのエネルギ
ー損失（圧力損失）の計算方法を理解する。また、物体回りの流れと物体の受け
る流体力を学び、自動車／航空機／船舶の形状デザインについて基礎的な知識を
理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  相似法則，次元解析，バッキンガムのパイ定理，無次元数，レイノルズ数 

2 回  直円管内の層流，粘性剪断応力，層流管摩擦係数，レイノルズ数，レイノ
ルズの実験 
3 回  レイノルズ応力(乱流剪断応力)，直円管内の乱流，壁面剪断応力，摩擦速
度，対数速度分布 
4 回  圧力損失(損失ヘッド)，乱流管摩擦係数，プラントル・カルマンの式，ブ
ラジウスの式 
5 回  ムーディ線図，円でない管路内の流れ，水力直径，運動量の法則，損失係
数 
6 回  いろいろな損失(断面積変化，ディフィーザの圧力回復，ノズル，エルボ／
ベンド，分 

準備学習 1 回  第３章 流体の粘性 
2 回  第４章 管路の流れ 
3 回  第４章 管路の流れ 
4 回  第４章 管路の流れ 
5 回  第４章 管路の流れ 
6 回  第４章 管路の流れ，第３章 運動量の法則の応用 
7 回  第４章 管路の流れ 
8 回  第４章 管路の流れ 
9 回  第４章 管路の流れ 
10 回  第６章 流れの中の物体の受ける力 
11 回  第６章 流れの中の物体の受ける力 
12 回  第６章 流れの中の物体の受ける力 
13 回  第６章 流れの中の物体の受ける力 
14 回  第６章 流れの中の物体の受ける力 
15 回 

 



年度 2014 
授業コード FTT04011 
成績評価 定期試験：ガスタービンの構造(10%)と熱サイクル(10%)、ターボ機械の特性式

(10%)、液体燃料の燃焼(10%)、ジェットエンジンの推力(10%)と圧縮動力(10%)
について、説明あるいは計算できること 
レポート：「ジェットエンジン」や「ガスタービン」の構造(20%)・性能(10%)・
用途(10%)に関する話題・課題を調査すること（提出期限：大学祭のころ） 
定期試験(60%)とレポート(40%)の合計得点が６０点以上を合格とする。 

曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜09) 
見出し FTT04011 ターボ機械 
担当教員名 高見 敏弘 
単位数 2 
教科書 「わかりやすいガスタービン」／大岩紀生著／共立出版／978-4-320080898 
アクティブラーニング  
キーワード 質量と運動量の保存，エネルギー保存則(熱力学の第一法則とベルヌーイの式)，

圧縮性流体の力学，翼と翼列，流体機械，プラント機器，ジェットエンジン 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ターボ機械 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 須藤浩三ほか・「流体機械」・朝倉書店 

谷⽥・⻑島著・「ガスタービンエンジン」・朝倉書店 
廣瀬幸治著・「流れ学」・共立出版（流体力学の教科書） 
沢⽥照夫著・「新編熱力学」・森北出版（熱力学の教科書） 

授業形態 講義 
注意備考 試験には電卓を持参すること。 

講義では、流体力学の教科書「流れ学」も、適宜、使用する。 
流体力学、熱力学、熱と流れ、エネルギー⼯学、力学も履修すること。 

シラバスコード FTT04011 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械システム⼯学の技術者が取り扱う主要分野の問題解決に必要な専門知

識の基礎を修得すること。 
特に、コンプレッサーやタービンの動作原理、構造と性能を理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 メール：takami @ mech.ous.ac.jp， 電話：086-256-9540，オフィスアワー：

金曜日， 場所：５号館１階 高見 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Turbo-Machinery 
関連科目 力学，流体力学，熱力学，熱と流れ，推進エンジン，高速空気力学，エネルギー

⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ジェットエンジンは航空機用ガスタービンと呼ばれ、コンプレッサー・燃焼器・

タービンで構成されている。本講義では、ジェットエンジンや発電プラントなど
の機械システムに、様々な形で利用されているターボ機械（流体機械）の動作原
理、性能や取扱い方法について述べるとともに、ターボ機械の基礎概念を理解す
る。また、ジェットエンジンやガスタービンの開発について特別講義を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ターボ機械の分類，ＳＩ単位，「我が国の航空宇宙産業」(紹介ビデオ） 

2 回 推力とは，(角)運動量の法則，オイラーの式（回転運動の動力学） 
3 回 ジェットエンジンの構成と構造，ターボジェット，ターボファン，圧力の表
示法（ゲージ圧力） 
4 回 気体の性質（圧縮性），断熱変化，断熱流れ（圧縮性流体の流れ），音速，マ
ッハ数 
5 回 ｐ-ｖ線図，断熱仕事（圧縮と膨張），Ｔ-ｓ線図，熱サイクル（ブレイトン
サイクル） 
6 回 基本サイクル，再生サイクル，中間冷却サイクル，再熱サイクル 
7 回 軸流コンプレッサー、軸流ター 

準備学習 1 回 流体力学Ⅰ・Ⅱ，熱力学Ⅰ・Ⅱ 
2 回 「流れ学」第３章と第６章 
3 回 第４章 航空機用ガスタービン 
4 回 「流れ学」第１章と第３章 
5 回 第２章 サイクル計算に必要な熱力学と流体力学 
6 回 第３章 ガスタービンのサイクル特性 
7 回 第５章 ガスタービンの構成要素（作動原理，構造と性能） 
8 回 第６章 ガスタービンの利用 
9 回 課題調査：遠⼼ポンプ 
10 回 課題調査：ターボ機械 
11 回 課題調査：ターボ機械 
12 回 課題調査：産業用ガスタービン 
13 回 課題調査：航空機用ガスタービン 
14 回 課題調査： 

 



年度 2014 
授業コード FTT0401P 
成績評価 定期試験：ガスタービンの構造(10%)と熱サイクル(10%)、ターボ機械の特性式

(10%)、液体燃料の燃焼(10%)、ジェットエンジンの推力(10%)と圧縮動力(10%)
について、説明あるいは計算できること 
レポート：「ジェットエンジン」や「ガスタービン」の構造(20%)・性能(10%)・
用途(10%)に関する話題・課題を調査すること（提出期限：大学祭のころ） 
定期試験(60%)とレポート(40%)の合計得点が６０点以上を合格とする。 

曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0401P ターボ機械 
担当教員名 高見 敏弘 
単位数 2 
教科書 「わかりやすいガスタービン」／大岩紀生著／共立出版／978-4-320080898 
アクティブラーニング  
キーワード 質量と運動量の保存，エネルギー保存則(熱力学の第一法則とベルヌーイの式)，

圧縮性流体の力学，翼と翼列，流体機械，プラント機器，ジェットエンジン 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ターボ機械 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 須藤浩三ほか・「流体機械」・朝倉書店 

谷⽥・⻑島著・「ガスタービンエンジン」・朝倉書店 
廣瀬幸治著・「流れ学」・共立出版（流体力学の教科書） 
沢⽥照夫著・「新編熱力学」・森北出版（熱力学の教科書） 

授業形態 講義 
注意備考 試験には電卓を持参すること。 

講義では、流体力学の教科書「流れ学」も、適宜、使用する。 
流体力学、熱力学、熱と流れ、エネルギー⼯学、力学も履修すること。 

シラバスコード FTT0401P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械システム⼯学の技術者が取り扱う主要分野の問題解決に必要な専門知

識の基礎を修得すること。 
特に、コンプレッサーやタービンの動作原理、構造と性能を理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 メール：takami @ mech.ous.ac.jp， 電話：086-256-9540，オフィスアワー：

金曜日， 場所：５号館１階 高見 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Turbo-Machinery 
関連科目 力学，流体力学，熱力学，熱と流れ，推進エンジン，高速空気力学，エネルギー

⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ジェットエンジンは航空機用ガスタービンと呼ばれ、コンプレッサー・燃焼器・

タービンで構成されている。本講義では、ジェットエンジンや発電プラントなど
の機械システムに、様々な形で利用されているターボ機械（流体機械）の動作原
理、性能や取扱い方法について述べるとともに、ターボ機械の基礎概念を理解す
る。また、ジェットエンジンやガスタービンの開発について特別講義を行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ターボ機械の分類，ＳＩ単位，「我が国の航空宇宙産業」(紹介ビデオ） 

2 回 推力とは，(角)運動量の法則，オイラーの式（回転運動の動力学） 
3 回 ジェットエンジンの構成と構造，ターボジェット，ターボファン，圧力の表
示法（ゲージ圧力） 
4 回 気体の性質（圧縮性），断熱変化，断熱流れ（圧縮性流体の流れ），音速，マ
ッハ数 
5 回 ｐ-ｖ線図，断熱仕事（圧縮と膨張），Ｔ-ｓ線図，熱サイクル（ブレイトン
サイクル） 
6 回 基本サイクル，再生サイクル，中間冷却サイクル，再熱サイクル 
7 回 軸流コンプレッサー、軸流ター 

準備学習 1 回 流体力学Ⅰ・Ⅱ，熱力学Ⅰ・Ⅱ 
2 回 「流れ学」第３章と第６章 
3 回 第４章 航空機用ガスタービン 
4 回 「流れ学」第１章と第３章 
5 回 第２章 サイクル計算に必要な熱力学と流体力学 
6 回 第３章 ガスタービンのサイクル特性 
7 回 第５章 ガスタービンの構成要素（作動原理，構造と性能） 
8 回 第６章 ガスタービンの利用 
9 回 課題調査：遠⼼ポンプ 
10 回 課題調査：ターボ機械 
11 回 課題調査：ターボ機械 
12 回 課題調査：産業用ガスタービン 
13 回 課題調査：航空機用ガスタービン 
14 回 課題調査： 

 



年度 2014 
授業コード FTT04111 
成績評価 定期試験(50％)，中間試験(30％)，小テスト(0％)，レポート(20％)，ノート(0％)

により評価する。達成目標の１）(40％）、２）(20％)、３）(20％)、４）(20％)
に関する問題によって評価する。100 点満点の場合 60 点以上を合格とする。 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス TA(〜09),TB(〜09) 
見出し FTT04111 ロボット運動学 
担当教員名 吉⽥ 浩治 
単位数 2 
教科書 資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 剛体，動特性，動座標系，運動方程式，航空機 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ロボット運動学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 航空機力学入門／加藤 寛一朗 その他／（東京大学出版会）：航空力学の基礎

(第 2 版)／牧野 光雄／（産業図書）：スペースクラフトの制御／⽊⽥ 隆／（コ
ロナ社）：その他多数 

授業形態 講義 
注意備考 講義時間中に述べられる連絡事項に十分注意すること 
シラバスコード FTT04111 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5] 機械分野の問題を解決するために、材料力学、熱力学、流体力学、機械力

学、自動制御、機械要素などの機械システム⼯学の専門知識を修得する。 
特に､１）単純な形状剛体の慣性モーメントを計算することができ、固定軸回り、
および平面内を運動する剛体の運動方程式を書き下すことができる。２）動特性
に重要な役割を果たす慣性テンソルを航空機の角運動量から導き出し、計算でき
る、３）航空機の動座標系による運動方程式の表現を導き出すことができる。４）
オイラー角を用いた航空機の姿勢の表現方法について具体的に変換行列を求め
るこ 

受講者へのコメント  
連絡先 メール：k_yoshida＠mech.ous.ac.jp， 電話：086-256-9743， 

オフィスアワー：（火曜日，水曜日９・１０時限） 場所：４号館４階吉⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Robot Kinematics 
関連科目 力学 I，II，機械力学 I，II，自動制御 I，II など 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 航空機の動特性は、それらの姿勢や軌道の制御など様々な観点から重要である。

本講義では、まず、剛体の運動を記述する方法を学ぶ。その後、航空機の運動方
程式を導出して動特性について学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 概要の説明をする。次に，数学的準備を実施する。（座標系とベクトルの復

習をする。） 
2 回 数学的準備を実施する。（位置ベクトル，内積，外積等の復習をする。） 
3 回 剛体の重⼼について説明する。 
4 回 固定軸周りの剛体の回転運動について説明する。 
5 回 固定軸まわりの剛体の回転運動の法則について説明する。 
6 回 剛体の平面運動について説明する。 
7 回 問題演習を実施する。（剛体の重⼼，固定軸まわりの剛体の回転運動，剛体
の平面運動に関する問題を取り上げる。） 
8 回 中間試験と問題の解説をする。 
9 回 角速 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み，講義目的，講義内容，達成目標を把握しておくこと。
力学の教科書でベクトルの復習をしておくこと。 
2 回 力学や線形代数の教科書などによりベクトルとそれに関連する事項を復習
しておくこと。 
3 回 ベクトルの内積や外積の問題が解けるように復習しておくこと。また、力学
の教科書などで剛体の重⼼について予習しておくこと。 
4 回 剛体の重⼼の定義を理解し、問題を解くことで復習しておくこと。また、力
学の教科書などで固定軸まわりの剛体の回転運動について予習しておくこと。 
5 回 回転運動の運動エネルギー 

 



年度 2014 
授業コード FTT0411P 
成績評価 定期試験(50％)，中間試験(30％)，小テスト(0％)，レポート(20％)，ノート(0％)

により評価する。達成目標の１）(40％）、２）(20％)、３）(20％)、４）(20％)
に関する問題によって評価する。100 点満点の場合 60 点以上を合格とする。 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0411P ロボット運動学 
担当教員名 吉⽥ 浩治 
単位数 2 
教科書 資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 剛体，動特性，動座標系，運動方程式，航空機 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ロボット運動学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 航空機力学入門／加藤 寛一朗 その他／（東京大学出版会）：航空力学の基礎

(第 2 版)／牧野 光雄／（産業図書）：スペースクラフトの制御／⽊⽥ 隆／（コ
ロナ社）：その他多数 

授業形態 講義 
注意備考 講義時間中に述べられる連絡事項に十分注意すること 
シラバスコード FTT0411P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5] 機械分野の問題を解決するために、材料力学、熱力学、流体力学、機械力

学、自動制御、機械要素などの機械システム⼯学の専門知識を修得する。 
特に､１）単純な形状剛体の慣性モーメントを計算することができ、固定軸回り、
および平面内を運動する剛体の運動方程式を書き下すことができる。２）動特性
に重要な役割を果たす慣性テンソルを航空機の角運動量から導き出し、計算でき
る、３）航空機の動座標系による運動方程式の表現を導き出すことができる。４）
オイラー角を用いた航空機の姿勢の表現方法について具体的に変換行列を求め
るこ 

受講者へのコメント  
連絡先 メール：k_yoshida＠mech.ous.ac.jp， 電話：086-256-9743， 

オフィスアワー：（火曜日，水曜日９・１０時限） 場所：４号館４階吉⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Robot Kinematics 
関連科目 力学 I，II，機械力学 I，II，自動制御 I，II など 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 航空機の動特性は、それらの姿勢や軌道の制御など様々な観点から重要である。

本講義では、まず、剛体の運動を記述する方法を学ぶ。その後、航空機の運動方
程式を導出して動特性について学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 概要の説明をする。次に，数学的準備を実施する。（座標系とベクトルの復

習をする。） 
2 回 数学的準備を実施する。（位置ベクトル，内積，外積等の復習をする。） 
3 回 剛体の重⼼について説明する。 
4 回 固定軸周りの剛体の回転運動について説明する。 
5 回 固定軸まわりの剛体の回転運動の法則について説明する。 
6 回 剛体の平面運動について説明する。 
7 回 問題演習を実施する。（剛体の重⼼，固定軸まわりの剛体の回転運動，剛体
の平面運動に関する問題を取り上げる。） 
8 回 中間試験と問題の解説をする。 
9 回 角速 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み，講義目的，講義内容，達成目標を把握しておくこと。
力学の教科書でベクトルの復習をしておくこと。 
2 回 力学や線形代数の教科書などによりベクトルとそれに関連する事項を復習
しておくこと。 
3 回 ベクトルの内積や外積の問題が解けるように復習しておくこと。また、力学
の教科書などで剛体の重⼼について予習しておくこと。 
4 回 剛体の重⼼の定義を理解し、問題を解くことで復習しておくこと。また、力
学の教科書などで固定軸まわりの剛体の回転運動について予習しておくこと。 
5 回 回転運動の運動エネルギー 

 



年度 2014 
授業コード FTT04210 
成績評価 定期試験（50％），中間テスト（30%），小テスト(0％)，レポート（20％），ノー

ト(0％)で評価する。つぎの問題が解けることで評価する 
１）振動の単位および調和振動に関する問題（20％） 
２）1 自由度の各種振動系について運動方程式の書き下しと固有円振動数、求解
の問題（40％） 
１）２自由度の各種振動について運動方程式の書き下しと固有円振動数を求める
問題（20％） 
２）物理的な現象の理解（解のグラフ化、振幅倍率曲線と位相曲線の理解、2 自
由度系の振動モードの説明）（20％）に関する問題 
100 点満点の場合 

曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13) 
見出し FTT04210 機械力学Ⅰ 
担当教員名 吉⽥ 浩治 
単位数 2 
教科書 基礎 振動⼯学（新訂版）／芳村敏夫・横山 隆・日野順市／（共立出版）／978-

4-320081437 
アクティブラーニング  
キーワード 運動の法則，自由振動，強制振動，共振，連成，減衰系，過渡応答，振動絶縁 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 回答すべき自由記述と回答をつぎに記載します。 

・レポートの提出を出席とせずに毎回、紙を回すなどして出席をとればいいと思
います。 
・出席＝レポートとしないでほしい。解説は直ぐにやってほしい 
以上の記述に対する回答：レポートが提出できない場合はレポート用紙に学番と
名前を書いて提出してくれればよかったのですが、次回からそのこともレポート
提出時にアナウンスすることにします。 
・板書が早すぎて理解するのが難しいです 
・板書するスピードが速くて、たまにノートに書き取れなかったので、少しゆっ
くりして頂けると助かり 

科目名 機械力学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⼯業基礎振動学／⻫藤秀雄／（養賢堂出版），その他図書館にある関連の参考書 
授業形態 講義 
注意備考 講義時間中に述べられる連絡事項に十分注意すること 
シラバスコード FTT04210 
実務経験のある教員  
達成目標 [A５]機械分野の問題を解決するために、材料力学、熱力学、流体力学、機械力

学、自動制御、機械要素などの機械システム⼯学の専門知識を修得する。 



特に，１）振動の単位を理解し調和振動を説明ができる。２）振動の構成要素を
理解し，1 自由度系および 2 自由度系の運動方程式を書き下すことができる，２）
1 自由度系および 2 自由度系の各種振動が説明できること。 

受講者へのコメント 機械力学は機械⼯学における重要な分野の一つです。1 自由度や 2 自由度の振動
系について運動方程式はおおかたの学生が書けるようになったと思われます。そ
れらは、しばしば登場する基本的なものですので、現象と共に忘れないようにし
てください。 

連絡先 メール：k_yoshida＠mech.ous.ac.jp， 電話：086-256-9743， 
オフィスアワー：（火曜日，水曜日９・１０時限） 場所：４号館４階吉⽥研究室 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Dynamics of Machinery I 
関連科目 微分と積分，微分方程式，線形代数，フーリエ解析，力学Ｉ，力学 II 
次回に向けての改善変更予定 よりよく理解できるように、さらに予習と復習を促し、宿題を⼯夫して出すよう

にします。 
講義目的 機械力学は「機械の運動学と動力学」に関する広範な領域から形成される学問で

ある．振動の運動方程式と現象の両方の理解を深めることを目指す. 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 授業の概要を説明する。引き続き振動の単位ついて説明する。 

2 回 調和振動、振動の基本要素、モデル化について説明する。 
3 回 １自由度系 自由振動について説明する。 
4 回 エネルギー法による固有円振動数の求め方を説明する 
5 回 １自由度系 減衰自由振動について説明する。 
6 回 １自由度系 強制外力振動について説明する。 
7 回 １自由度系 減衰強制外力振動について説明する 
8 回 問題演習を実施する。（調和振動、１自由度系の各種振動についての問題を
取り上げる。） 
9 回 中間試験および問題の解説をする。 
1 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み，講義目的，講義内容，達成目標を把握しておくこと。
力学の教科書により振動について復習しておくこと。 
2 回 振動の単位について復習しておくこと。力学の教科書により振動とニュー
トンの 3 つの法則について復習しておくこと。 
3 回 調和振動について復習しておくこと。また、教科書「第 2 章 2.1 減衰のな
い自由振動」をよく読み予習しておくこと。 
4 回 1 自由度系自由振動について復習し運動方程式の導出ができ、解を書き下せ
るようにしておくこと。また、教科書「第 2 章 2.2 エネルギー法」をよく読み
予習 

 



年度 2014 
授業コード FTT0421P 
成績評価 定期試験（50％），中間テスト（30%），小テスト(0％)，レポート（20％），ノー

ト(0％)で評価する。つぎの問題が解けることで評価する 
１）振動の単位および調和振動に関する問題（20％） 
２）1 自由度の各種振動系について運動方程式の書き下しと固有円振動数、求解
の問題（40％） 
１）２自由度の各種振動について運動方程式の書き下しと固有円振動数を求める
問題（20％） 
２）物理的な現象の理解（解のグラフ化、振幅倍率曲線と位相曲線の理解、2 自
由度系の振動モードの説明）（20％）に関する問題 
100 点満点の場合 

曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0421P 機械力学Ⅰ 
担当教員名 吉⽥ 浩治 
単位数 2 
教科書 基礎 振動⼯学（新訂版）／芳村敏夫・横山 隆・日野順市／（共立出版）／978-

4-320081437 
アクティブラーニング  
キーワード 運動の法則，自由振動，強制振動，共振，連成，減衰系，過渡応答，振動絶縁 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械力学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⼯業基礎振動学／⻫藤秀雄／（養賢堂出版），その他図書館にある関連の参考書 
授業形態 講義 
注意備考 講義時間中に述べられる連絡事項に十分注意すること 
シラバスコード FTT0421P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A５]機械分野の問題を解決するために、材料力学、熱力学、流体力学、機械力

学、自動制御、機械要素などの機械システム⼯学の専門知識を修得する。 
特に，１）振動の単位を理解し調和振動を説明ができる。２）振動の構成要素を
理解し，1 自由度系および 2 自由度系の運動方程式を書き下すことができる，２）
1 自由度系および 2 自由度系の各種振動が説明できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 メール：k_yoshida＠mech.ous.ac.jp， 電話：086-256-9743， 

オフィスアワー：（火曜日，水曜日９・１０時限） 場所：４号館４階吉⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Dynamics of Machinery I 
関連科目 微分と積分，微分方程式，線形代数，フーリエ解析，力学Ｉ，力学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械力学は「機械の運動学と動力学」に関する広範な領域から形成される学問で

ある．振動の運動方程式と現象の両方の理解を深めることを目指す. 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 授業の概要を説明する。引き続き振動の単位ついて説明する。 

2 回 調和振動、振動の基本要素、モデル化について説明する。 
3 回 １自由度系 自由振動について説明する。 
4 回 エネルギー法による固有円振動数の求め方を説明する 
5 回 １自由度系 減衰自由振動について説明する。 
6 回 １自由度系 強制外力振動について説明する。 
7 回 １自由度系 減衰強制外力振動について説明する 
8 回 問題演習を実施する。（調和振動、１自由度系の各種振動についての問題を
取り上げる。） 
9 回 中間試験および問題の解説をする。 
1 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み，講義目的，講義内容，達成目標を把握しておくこと。
力学の教科書により振動について復習しておくこと。 
2 回 振動の単位について復習しておくこと。力学の教科書により振動とニュー
トンの 3 つの法則について復習しておくこと。 
3 回 調和振動について復習しておくこと。また、教科書「第 2 章 2.1 減衰のな
い自由振動」をよく読み予習しておくこと。 
4 回 1 自由度系自由振動について復習し運動方程式の導出ができ、解を書き下せ
るようにしておくこと。また、教科書「第 2 章 2.2 エネルギー法」をよく読み
予習 

 



年度 2014 
授業コード FTT04310 
成績評価 定期試験（70％），レポート（30％）を総合集計して評価する。 

具体的には、基礎的な専門用語の理解に 20 点、多自由度系の運動方程式を導出
するのに有効なラグランジュの方程式の修得に 20 点、固有値問題の理解に 20
点、多自由度系の自由振動のモード解析法の修得に 20 点、多自由度系の強制振
動のモード解析法の修得に 20 点とする。 

曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13) 
見出し FTT04310 機械力学Ⅱ 
担当教員名 横山 隆 
単位数 2 
教科書 芳村敏夫・横山 隆・日野順市/基礎 振動⼯学（新訂版）/共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 多自由度系、自由振動，強制振動，振動制御，モード解析，ラグランジュの方程

式，ダランベールの原理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 2 名の学生の意見は、相反しているので（⿊板の文字を大きく＜＝＞⿊板書きや

止めてプリント講義） 
両者を満たすことは、困難である。 

科目名 機械力学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻫藤秀雄/⼯業基礎振動学/養賢堂出版，その他図書館にある関連の参考書 
授業形態 講義 
注意備考 毎回出席して、レポートを提出すること。電卓，A4 サイズのレポート用紙必携。 
シラバスコード FTT04310 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械システム⼯学の技術者が取り扱う主要分野の問題解決に必要な専門知

識の基礎を修得すること。とくに、多自由度系の運動方程式を導出するのに有効
な手段であるラグランジュの方程式の適用法、固有値問題の導出とその解法、多
自由度系の自由振動、強制振動のモード解析法を修得すること。 

受講者へのコメント 講義用のＰＰＴ資料を事前にポータルサイトへアップロードしている 
ので、事前に出力して文書化して読んでおけば、講義は理解できるように 
配慮している。 

連絡先 連絡先 研究室４号館３階（電子メール yokoyama@mech.ous.ac.jp，電話 086-
256-9580）オフィスアワー（毎週火曜９〜１０時限） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価では、60％以上がほぼ満足以上となっているので、とくに大きな 
改善要求はないと思われる。 



英文科目名 Dynamics of Machinery II 
関連科目 微分と積分，微分方程式，線形代数，フーリエ解析，機械力学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 見るだけでは、勉強した実感がないと感じる学生もいるので、 

重要な点だけを、大きく手書きしてノートに写せるように配慮したい。 
講義目的 機械力学Ⅰに引き続いて、粘性動吸振器の設計、振動計測法や機械構造物の高度

な動的設計に必要な多自由度系の振動理論を、問題演習を通じて修得することを
目的とする。できる限り多くの実用例を通じて、振動現象の理解を深めることを
目指す。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 振動の計測と制御：振動計測法について説明する 

2 回 サイズモ系の原理，振動計，加速度計について説明する 
3 回 データ処理法：サンプリングと振動数分解能について説明する 
4 回 振動の受動制御（ビデオ：免震構造と制震構造）について説明する 
5 回 振動の能動制御（スカイフックダンパー制御理論）について説明する 
6 回 多自由度系の振動：運動方程式の導出法について説明する 
7 回 演習問題を実施する 
8 回 影響係数の概念，たわみ行列の導出法について説明する 
9 回 ラグランジュの方程式，ダランベールの原理，仮想仕 

準備学習 1 回 機械力学 I を復習しておくこと 
2 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
3 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
4 回 制御⼯学の入門書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
5 回 制御⼯学の入門書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておく 
6 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
7 回 演習問題に事前に取り組んでおくこと 
8 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておく 
9 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FTT0431P 
成績評価 定期試験（70％），レポート（30％）を総合集計して評価する。 

具体的には、基礎的な専門用語の理解に 20 点、多自由度系の運動方程式を導出
するのに有効なラグランジュの方程式の修得に 20 点、固有値問題の理解に 20
点、多自由度系の自由振動のモード解析法の修得に 20 点、多自由度系の強制振
動のモード解析法の修得に 20 点とする。 

曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0431P 機械力学Ⅱ 
担当教員名 横山 隆 
単位数 2 
教科書 芳村敏夫・横山 隆・日野順市/基礎 振動⼯学（新訂版）/共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 多自由度系、自由振動，強制振動，振動制御，モード解析，ラグランジュの方程

式，ダランベールの原理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械力学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻫藤秀雄/⼯業基礎振動学/養賢堂出版，その他図書館にある関連の参考書 
授業形態 講義 
注意備考 毎回出席して、レポートを提出すること。電卓，A4 サイズのレポート用紙必携。 
シラバスコード FTT0431P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械システム⼯学の技術者が取り扱う主要分野の問題解決に必要な専門知

識の基礎を修得すること。とくに、多自由度系の運動方程式を導出するのに有効
な手段であるラグランジュの方程式の適用法、固有値問題の導出とその解法、多
自由度系の自由振動、強制振動のモード解析法を修得すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 連絡先 研究室４号館３階（電子メール yokoyama@mech.ous.ac.jp，電話 086-

256-9580）オフィスアワー（毎週火曜９〜１０時限） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Dynamics of Machinery II 
関連科目 微分と積分，微分方程式，線形代数，フーリエ解析，機械力学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械力学Ⅰに引き続いて、粘性動吸振器の設計、振動計測法や機械構造物の高度

な動的設計に必要な多自由度系の振動理論を、問題演習を通じて修得することを



目的とする。できる限り多くの実用例を通じて、振動現象の理解を深めることを
目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 振動の計測と制御：振動計測法について説明する 

2 回 サイズモ系の原理，振動計，加速度計について説明する 
3 回 データ処理法：サンプリングと振動数分解能について説明する 
4 回 振動の受動制御（ビデオ：免震構造と制震構造）について説明する 
5 回 振動の能動制御（スカイフックダンパー制御理論）について説明する 
6 回 多自由度系の振動：運動方程式の導出法について説明する 
7 回 演習問題を実施する 
8 回 影響係数の概念，たわみ行列の導出法について説明する 
9 回 ラグランジュの方程式，ダランベールの原理，仮想仕 

準備学習 1 回 機械力学 I を復習しておくこと 
2 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
3 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
4 回 制御⼯学の入門書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
5 回 制御⼯学の入門書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておく 
6 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
7 回 演習問題に事前に取り組んでおくこと 
8 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておく 
9 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FTT04410 
成績評価 定期試験（70％），レポート（30％）を総合集計して評価する。 

具体的には基礎的な専門用語の理解に 20 点，多自由度系の固有値問題(固有値，
固有ベクトル）の解法修得に 20 点，モード解析法の修得に 20 点，連続体の振動
理論の理解に 40 点とする。 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜09) 
見出し FTT04410 機械力学Ⅲ(再) 
担当教員名 横山 隆 
単位数 2 
教科書 芳村敏夫・横山 隆・日野順市 「基礎 振動⼯学（新訂版）」（共立出版） 
アクティブラーニング  
キーワード 多自由度系，自由振動，強制振動，モード解析，固有値と固有ベクトル，連続体

の振動，波動 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械力学Ⅲ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻫藤秀雄「⼯業基礎振動学」（養賢堂出版） 

吉川孝雄、松井剛一、石井徳章「機械の力学」（コロナ社） 
その他図書館にある振動理論に関連する参考書 

授業形態 講義 
注意備考 毎回出席して、課題に対するレポートを提出すること。電卓，レポート用紙必携。 
シラバスコード FTT04410 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械システム⼯学の技術者が取り扱う主要分野の問題解決に必要な専門知

識の基礎を修得すること。とくに、多自由度系の自由振動，強制振動の解法，連
続体の振動理論について、その固有振動数と固有振動モードの求め方を習得する
ことを目的とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室４号館３階（電子メール yokoyama@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9580）

オフィスアワー（毎週火曜９〜１０時限） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Dynamics of Machinery III 
関連科目 微分方程式，線形代数，機械力学Ⅰ，機械力学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械力学Ⅱに引き続いて、多自由度系の固有値問題，強制振動，モード解析およ



び連続体の振動としての棒の縦振動，軸のねじり振動，はりの曲げ振動を取り扱
い，問題演習を通じて修得することを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 連続体の振動（無限自由度の振動）；集中定数系と分布定数系について説明

する 
2 回 弦の横振動，棒の縦振動，軸のねじり振動について説明する 
3 回 波動方程式の物理的意味について説明する 
4 回 自由振動−境界値とモード関数について説明する 
5 回 自由振動−初期値問題について説明する 
6 回 はりの曲げ振動の運動方程式について説明する 
7 回 自由振動−境界値題とモード関数について説明する 
8 回 自由振動−初期値問題：モード関数の直交性について説明する 
9 回 演習問題（事前に配布）を実施する 
10 回 はりの強制 

準備学習 1 回 機械力学 I, II の復習をしておくこと 
2 回 偏微分方程式における変数分離法を復習しておくこと 
3 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
4 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
5 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
6 回 材料力学の教科書を読み、「はりの曲げ理論」を事前に復習しておくこと 
7 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
8 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておく 
9 回 演習問題（事前に配布）に事前に取 

 



年度 2014 
授業コード FTT0441P 
成績評価 定期試験（70％），レポート（30％）を総合集計して評価する。 

具体的には基礎的な専門用語の理解に 20 点，多自由度系の固有値問題(固有値，
固有ベクトル）の解法修得に 20 点，モード解析法の修得に 20 点，連続体の振動
理論の理解に 40 点とする。 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0441P 機械力学Ⅲ(再) 
担当教員名 横山 隆 
単位数 2 
教科書 芳村敏夫・横山 隆・日野順市 「基礎 振動⼯学（新訂版）」（共立出版） 
アクティブラーニング  
キーワード 多自由度系，自由振動，強制振動，モード解析，固有値と固有ベクトル，連続体

の振動，波動 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械力学Ⅲ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻫藤秀雄「⼯業基礎振動学」（養賢堂出版） 

吉川孝雄、松井剛一、石井徳章「機械の力学」（コロナ社） 
その他図書館にある振動理論に関連する参考書 

授業形態 講義 
注意備考 毎回出席して、課題に対するレポートを提出すること。電卓，レポート用紙必携。 
シラバスコード FTT0441P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械システム⼯学の技術者が取り扱う主要分野の問題解決に必要な専門知

識の基礎を修得すること。とくに、多自由度系の自由振動，強制振動の解法，連
続体の振動理論について、その固有振動数と固有振動モードの求め方を習得する
ことを目的とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室４号館３階（電子メール yokoyama@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9580）

オフィスアワー（毎週火曜９〜１０時限） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Dynamics of Machinery III 
関連科目 微分方程式，線形代数，機械力学Ⅰ，機械力学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械力学Ⅱに引き続いて、多自由度系の固有値問題，強制振動，モード解析およ



び連続体の振動としての棒の縦振動，軸のねじり振動，はりの曲げ振動を取り扱
い，問題演習を通じて修得することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 連続体の振動（無限自由度の振動）；集中定数系と分布定数系について説明

する 
2 回 弦の横振動，棒の縦振動，軸のねじり振動について説明する 
3 回 波動方程式の物理的意味について説明する 
4 回 自由振動−境界値とモード関数について説明する 
5 回 自由振動−初期値問題について説明する 
6 回 はりの曲げ振動の運動方程式について説明する 
7 回 自由振動−境界値題とモード関数について説明する 
8 回 自由振動−初期値問題：モード関数の直交性について説明する 
9 回 演習問題（事前に配布）を実施する 
10 回 はりの強制 

準備学習 1 回 機械力学 I, II の復習をしておくこと 
2 回 偏微分方程式における変数分離法を復習しておくこと 
3 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
4 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
5 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
6 回 材料力学の教科書を読み、「はりの曲げ理論」を事前に復習しておくこと 
7 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
8 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておく 
9 回 演習問題（事前に配布）に事前に取 

 



年度 2014 
授業コード FTT04810 
成績評価 定期試験(50％)、中間試験(30％)、レポート(20％)中間・定期試験およびレポー

トの得点が６０点以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13) 
見出し FTT04810 自動制御Ⅰ 
担当教員名 衣笠 哲也 
単位数 2 
教科書 「制御⼯学の基礎」／⽥中他／森北出版／978-4-627914902 
アクティブラーニング  
キーワード 伝達関数とフィードバック制御、ラプラス変換、特性方程式、周波数応答、位相

補償制御、ナイキスト線図、ＰＩＤ制御、制御系設計 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 自動制御Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大須賀他「システム制御へのアプローチ」コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 講義に区切りがつくごとにレポートの出題を行う。注意／備考講義内容に関する

質問，レポート相談等は、講義終了後に行う。フーリエ解析をできるだけ履修し
てください． 

シラバスコード FTT04810 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために，材料力学，熱力学，流体力学，機械力学，

自動制御，機械要素などの機械システム⼯学の専門知識を修得する．特に，機械
システムが微分方程式によってモデル化でき，ラプラス変換によって伝達関数と
いうより簡略化されたモデルとして表現できること，および，それらの基本的な
特性である過渡応答が計算できるようにすること． 

受講者へのコメント  
連絡先 衣笠（４号館４階）kinugasa＠mech.ous.ac.jp オフィスアワー月曜午後・⽊曜午

前 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Automatic Control I 
関連科目 フーリエ解析，自動制御 II，全ての数学，ロボット⼯学，メカトロニクス，力学，

機械力学，ロボット運動学，機械システム⼯学実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ロボット、ロケットなどの機械システムを研究する場合、その運動や操作を自動



的，且つ，最も効率的に可能とする⼯業技術が自動制御である。様々な機械シス
テムの制御技術を学ぶために周波数領域で制御システムを設計、解析する古典制
御理論について解説する。自動制御 I では制御対象を伝達関数によって表現し，
その過渡応答について理解することを目標とする． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  制御の歴史と最近のロボット制御技術について講述する． 

2 回  様々な制御対象と線型モデル：制御対象を数式を用いて表現．運動方程式
と線形化モデルを導出について講述する． 
3 回  制御対象を構成する基本要素：線形化モデルによって表現された制御対象
をさらにこまかく分解することについて講述する． 
4 回  ラプラス変換１：複素数の復習とラプラス変換の導入について講述する． 
5 回  ラプラス変換２：ラプラス変換の性質とラプラス逆変換を用いた微分方程
式の解法について講述する． 
6 回  伝達関数１：重み関数と伝達 

準備学習 1 回  Website などで制御の歴史について調査しておくこと． 
2 回  微分方程式，テーラー展開について復習しておくこと． 
3 回  第２回の講義：様々な制御対象と線型モデル：制御対象を数式を用いて表
現．運動方程式と線形化モデルを導出を復習しておくこと． 
4 回  フーリエ解析を履修していない場合は，ラプラス変換についてあらかじめ
調べておくこと． 
5 回  微分方程式の演算子による解法について復習しておくこと． 
6 回  第２，３回で習った制御対象について復習しておくこと． 
7 回  第２，３回で習った制御対象に 

 



年度 2014 
授業コード FTT0481P 
成績評価 定期試験(50％)、中間試験(30％)、レポート(20％)中間・定期試験およびレポー

トの得点が６０点以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0481P 自動制御Ⅰ 
担当教員名 衣笠 哲也 
単位数 2 
教科書 「制御⼯学の基礎」／⽥中他／森北出版／978-4-627914902 
アクティブラーニング  
キーワード 伝達関数とフィードバック制御、ラプラス変換、特性方程式、周波数応答、位相

補償制御、ナイキスト線図、ＰＩＤ制御、制御系設計 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 自動制御Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大須賀他「システム制御へのアプローチ」コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 講義に区切りがつくごとにレポートの出題を行う。注意／備考講義内容に関する

質問，レポート相談等は、講義終了後に行う。フーリエ解析をできるだけ履修し
てください． 

シラバスコード FTT0481P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために，材料力学，熱力学，流体力学，機械力学，

自動制御，機械要素などの機械システム⼯学の専門知識を修得する．特に，機械
システムが微分方程式によってモデル化でき，ラプラス変換によって伝達関数と
いうより簡略化されたモデルとして表現できること，および，それらの基本的な
特性である過渡応答が計算できるようにすること． 

受講者へのコメント  
連絡先 衣笠（４号館４階）kinugasa＠mech.ous.ac.jp オフィスアワー月曜午後・⽊曜午

前 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Automatic Control I 
関連科目 フーリエ解析，自動制御 II，全ての数学，ロボット⼯学，メカトロニクス，力学，

機械力学，ロボット運動学，機械システム⼯学実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ロボット、ロケットなどの機械システムを研究する場合、その運動や操作を自動



的，且つ，最も効率的に可能とする⼯業技術が自動制御である。様々な機械シス
テムの制御技術を学ぶために周波数領域で制御システムを設計、解析する古典制
御理論について解説する。自動制御 I では制御対象を伝達関数によって表現し，
その過渡応答について理解することを目標とする． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  制御の歴史と最近のロボット制御技術について講述する． 

2 回  様々な制御対象と線型モデル：制御対象を数式を用いて表現．運動方程式
と線形化モデルを導出について講述する． 
3 回  制御対象を構成する基本要素：線形化モデルによって表現された制御対象
をさらにこまかく分解することについて講述する． 
4 回  ラプラス変換１：複素数の復習とラプラス変換の導入について講述する． 
5 回  ラプラス変換２：ラプラス変換の性質とラプラス逆変換を用いた微分方程
式の解法について講述する． 
6 回  伝達関数１：重み関数と伝達 

準備学習 1 回  Website などで制御の歴史について調査しておくこと． 
2 回  微分方程式，テーラー展開について復習しておくこと． 
3 回  第２回の講義：様々な制御対象と線型モデル：制御対象を数式を用いて表
現．運動方程式と線形化モデルを導出を復習しておくこと． 
4 回  フーリエ解析を履修していない場合は，ラプラス変換についてあらかじめ
調べておくこと． 
5 回  微分方程式の演算子による解法について復習しておくこと． 
6 回  第２，３回で習った制御対象について復習しておくこと． 
7 回  第２，３回で習った制御対象に 

 



年度 2014 
授業コード FTT04910 
成績評価 定期試験および中間試験(80％)、レポート(20％)中間・定期試験およびレポート

の得点が６０点以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13) 
見出し FTT04910 自動制御Ⅱ 
担当教員名 衣笠 哲也 
単位数 2 
教科書 ⽥中他「制御⼯学の基礎」森北出版 
アクティブラーニング  
キーワード 周波数応答，ベクトル軌跡，ボード線図，安定判別，制御系設計，状態方程式と

状態フィードバック 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 自動制御Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大須賀他「システム制御へのアプローチ」コロナ社，小郷，美多「システム制御

理論入門」実教出版 
授業形態 講義 
注意備考 講義に区切りがつくごとにレポートの出題を行う。講義内容に関する質問，レポ

ート相談等は、講義終了後に行う。 
シラバスコード FTT04910 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために，材料力学，熱力学，流体力学，機械力学，

自動制御，機械要素などの機械システム⼯学の専門知識を修得する．特に，機械
システムが微分方程式によってモデル化でき，ラプラス変換によって伝達関数と
いうより簡略化されたモデルとして表現できること，および，それらの基本的な
特性である周波数応答，安定判別法および簡単なフィードバック制御について理
解すること． 

受講者へのコメント  
連絡先 衣笠（４号館４階）電子メール kinugasa＠mech.ous.ac.jp オフィスアワー月曜午

後・⽊曜午前 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Automatic Control II 
関連科目 自動制御 I，全ての数学（特に線形代数），ロボット⼯学，メカトロニクス，力学，

機械力学，ロボット運動学，機械システム⼯学実験 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 ロボット、ロケットなどの機械システムを研究する場合、その運動や操作を自動
的，且つ，最も効率的に可能とする⼯業技術が自動制御である。様々な機械シス
テムの制御技術を学ぶために周波数領域で制御システムを設計、解析する古典制
御理論について解説する。自動制御 II では周波数応答，制御系の安定性，制御性
能およびいくつかの制御系設計法について理解することを目標とする． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  制御の歴史とロボット制御技術について講述する． 

2 回  周波数応答１：周波数応答と周波数伝達関数について講述する． 
3 回  周波数応答２：ベクトル軌跡について講述する． 
4 回  周波数応答３：ボード線図（ゲイン）について講述する． 
5 回  周波数応答３：ボード線図（位相）について講述する． 
6 回  自動制御演習１：ベクトル軌跡とボード線図の演習を行う． 
7 回  制御系の安定性１：フィードバックの意義と安定性について講述する． 
8 回  制御系の安定性２：安定判別法（ラウス・フルビッツの方法）について 

準備学習 1 回  Website などで制御の歴史について調べておくこと． 
2 回  自動制御 I で習った制御対象と伝達関数について復習しておくこと． 
3 回  複素数，複素関数の実部と虚部について復習しておくこと． 
4 回  複素数，複素関数の絶対値と位相について復習しておくこと． 
5 回  複素数，複素関数の絶対値と位相について復習しておくこと． 
6 回  ベクトル軌跡とボード線図について復習しておくこと． 
7 回  ラプラス変換を用いた微分法定式の解法について復習しておくこと． 
8 回 周波数応答について復習しておくこと． 
9 

 



年度 2014 
授業コード FTT0491P 
成績評価 定期試験および中間試験(80％)、レポート(20％)中間・定期試験およびレポート

の得点が６０点以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0491P 自動制御Ⅱ 
担当教員名 衣笠 哲也 
単位数 2 
教科書 ⽥中他「制御⼯学の基礎」森北出版 
アクティブラーニング  
キーワード 周波数応答，ベクトル軌跡，ボード線図，安定判別，制御系設計，状態方程式と

状態フィードバック 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 自動制御Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大須賀他「システム制御へのアプローチ」コロナ社，小郷，美多「システム制御

理論入門」実教出版 
授業形態 講義 
注意備考 講義に区切りがつくごとにレポートの出題を行う。講義内容に関する質問，レポ

ート相談等は、講義終了後に行う。 
シラバスコード FTT0491P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために，材料力学，熱力学，流体力学，機械力学，

自動制御，機械要素などの機械システム⼯学の専門知識を修得する．特に，機械
システムが微分方程式によってモデル化でき，ラプラス変換によって伝達関数と
いうより簡略化されたモデルとして表現できること，および，それらの基本的な
特性である周波数応答，安定判別法および簡単なフィードバック制御について理
解すること． 

受講者へのコメント  
連絡先 衣笠（４号館４階）電子メール kinugasa＠mech.ous.ac.jp オフィスアワー月曜午

後・⽊曜午前 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Automatic Control II 
関連科目 自動制御 I，全ての数学（特に線形代数），ロボット⼯学，メカトロニクス，力学，

機械力学，ロボット運動学，機械システム⼯学実験 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 ロボット、ロケットなどの機械システムを研究する場合、その運動や操作を自動
的，且つ，最も効率的に可能とする⼯業技術が自動制御である。様々な機械シス
テムの制御技術を学ぶために周波数領域で制御システムを設計、解析する古典制
御理論について解説する。自動制御 II では周波数応答，制御系の安定性，制御性
能およびいくつかの制御系設計法について理解することを目標とする． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  制御の歴史とロボット制御技術について講述する． 

2 回  周波数応答１：周波数応答と周波数伝達関数について講述する． 
3 回  周波数応答２：ベクトル軌跡について講述する． 
4 回  周波数応答３：ボード線図（ゲイン）について講述する． 
5 回  周波数応答３：ボード線図（位相）について講述する． 
6 回  自動制御演習１：ベクトル軌跡とボード線図の演習を行う． 
7 回  制御系の安定性１：フィードバックの意義と安定性について講述する． 
8 回  制御系の安定性２：安定判別法（ラウス・フルビッツの方法）について 

準備学習 1 回  Website などで制御の歴史について調べておくこと． 
2 回  自動制御 I で習った制御対象と伝達関数について復習しておくこと． 
3 回  複素数，複素関数の実部と虚部について復習しておくこと． 
4 回  複素数，複素関数の絶対値と位相について復習しておくこと． 
5 回  複素数，複素関数の絶対値と位相について復習しておくこと． 
6 回  ベクトル軌跡とボード線図について復習しておくこと． 
7 回  ラプラス変換を用いた微分法定式の解法について復習しておくこと． 
8 回 周波数応答について復習しておくこと． 
9 

 



年度 2014 
授業コード FTT05110 
成績評価 中間試験と定期試験より、次の項目において、総合評価により、６０点以上を合

格とする。 
(1)安全率、はめあい公差について計算出来ること。 
(2)ねじ、リベット、溶接継手、軸、キー、クラッチ、ブレーキの各々において、
強度計算と機械設計での適切な要素の選定が出来ること。 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13) 
見出し FTT05110 機械要素Ⅰ 
担当教員名 ⽥中 雅次 
単位数 2 
教科書 機械設計法／日本材料学会編／日本材料学会／978-4-901381017 
アクティブラーニング  
キーワード 機械設計、機械製図、加⼯学、トライボロジー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械要素Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「JIS ハンドブック・機械要素」、日本規格協会、機械⼯学便覧 
授業形態 講義 
注意備考 各機械要素の特性をよく理解すること。 
シラバスコード FTT05110 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために、材料力学、熱力学、流体力学、機械力学、

自動制御、機械要素、加⼯学などの機械システム⼯学の専門知識を修得する。特
に、はめあい公差の計算、ねじやリベット、溶接継手の強度計算、軸とその周辺
機器に関する機械設計での強度計算ができるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⽥中雅次(５号館３階) 

電子メール tanaka@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9594，オフィスアワー月曜日
7-8 時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Machine Elements I 
関連科目 機械製図、加⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 おもちゃの積み⽊遊びは数種類のブロックを組み合わせていろいろな形のもの

を作る。機械の自動車、航空機、ロボットなども、その構成部品は高々10 種類程



度の共通部品から成り立っている。こうした共通部品を機械要素と称し、そのマ
スターが機械の設計製造に欠かせない。機械要素Ⅰでは主として機械要素全般に
共通したことを取り上げる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 機械要素の概要について説明する。 

2 回 安全率の計算について説明する。 
3 回 標準数と寸法公差について説明する。 
4 回 軸と穴のはめあい公差について説明する。 
5 回 応力集中について説明する。 
6 回 ねじの概要について説明する。 
7 回 ねじの強度設計について説明する。 
8 回 リベット継手の概説と強度設計について説明する。 
9 回 中間試験を実施し、まとめおよび解説する。 
10 回 溶接継手の概要と強度設計について説明する。 
11 回 軸と動力について説明する。 
12 回 軸の強度設計について説明する。 
13 

準備学習 1 回 機械設計とは何をどのようにすることかを調べておくこと。 
2 回 安全率について教科書等で調べておくこと。 
3 回 公差とはどのようなものか？調べておくこと。 
4 回 はめあいとはどのようなものか？調べておくこと。 
5 回 応力の定義をよく理解しておくこと。 
6 回 ねじについて教科書等で調べておくこと。 
7 回 ねじの強さについて調べておくこと。 
8 回 リベットについて教科書等で調べておくこと。 
9 回 特に安全率、ねじやリベットの強度設計について、よく問題演習をしておく
こと。 
10 回 溶接について教科書等で調べ 

 



年度 2014 
授業コード FTT0511P 
成績評価 中間試験と定期試験より、次の項目において、総合評価により、６０点以上を合

格とする。 
(1)安全率、はめあい公差について計算出来ること。 
(2)ねじ、リベット、溶接継手、軸、キー、クラッチ、ブレーキの各々において、
強度計算と機械設計での適切な要素の選定が出来ること。 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0511P 機械要素Ⅰ 
担当教員名 ⽥中 雅次 
単位数 2 
教科書 機械設計法／日本材料学会編／日本材料学会／978-4-901381017 
アクティブラーニング  
キーワード 機械設計、機械製図、加⼯学、トライボロジー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械要素Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「JIS ハンドブック・機械要素」、日本規格協会、機械⼯学便覧 
授業形態 講義 
注意備考 各機械要素の特性をよく理解すること。 
シラバスコード FTT0511P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために、材料力学、熱力学、流体力学、機械力学、

自動制御、機械要素、加⼯学などの機械システム⼯学の専門知識を修得する。特
に、はめあい公差の計算、ねじやリベット、溶接継手の強度計算、軸とその周辺
機器に関する機械設計での強度計算ができるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⽥中雅次(５号館３階) 

電子メール tanaka@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9594，オフィスアワー月曜日
7-8 時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Machine Elements I 
関連科目 機械製図、加⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 おもちゃの積み⽊遊びは数種類のブロックを組み合わせていろいろな形のもの

を作る。機械の自動車、航空機、ロボットなども、その構成部品は高々10 種類程



度の共通部品から成り立っている。こうした共通部品を機械要素と称し、そのマ
スターが機械の設計製造に欠かせない。機械要素Ⅰでは主として機械要素全般に
共通したことを取り上げる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 機械要素の概要について説明する。 

2 回 安全率の計算について説明する。 
3 回 標準数と寸法公差について説明する。 
4 回 軸と穴のはめあい公差について説明する。 
5 回 応力集中について説明する。 
6 回 ねじの概要について説明する。 
7 回 ねじの強度設計について説明する。 
8 回 リベット継手の概説と強度設計について説明する。 
9 回 中間試験を実施し、まとめおよび解説する。 
10 回 溶接継手の概要と強度設計について説明する。 
11 回 軸と動力について説明する。 
12 回 軸の強度設計について説明する。 
13 

準備学習 1 回 機械設計とは何をどのようにすることかを調べておくこと。 
2 回 安全率について教科書等で調べておくこと。 
3 回 公差とはどのようなものか？調べておくこと。 
4 回 はめあいとはどのようなものか？調べておくこと。 
5 回 応力の定義をよく理解しておくこと。 
6 回 ねじについて教科書等で調べておくこと。 
7 回 ねじの強さについて調べておくこと。 
8 回 リベットについて教科書等で調べておくこと。 
9 回 特に安全率、ねじやリベットの強度設計について、よく問題演習をしておく
こと。 
10 回 溶接について教科書等で調べ 

 



年度 2014 
授業コード FTT05210 
成績評価 中間試験と定期試験より、次の項目において、総合評価により、６０点以上を合

格とする。 
(1)軸受の構造・性質と強度計算の方法が理解出来ていること。 
(2)⻭車の構造・性質と多様な⻭車、減速機の仕組みについて理解出来ているこ
と。 
(3)シール、チェーン、ベルト、ばねについて、構造・性質と強度計算の方法が理
解出来ていること。 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13) 
見出し FTT05210 機械要素Ⅱ 
担当教員名 ⽥中 雅次 
単位数 2 
教科書 機械設計法/日本材料学会編/日本材料学会 
アクティブラーニング  
キーワード 設計法、機械設計、製図法と規則、トライボロジー、弾性と塑性、規格、標準、

基準 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械要素Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「JIS ハンドブック・機械要素」、日本規格協会、機械⼯学便覧 
授業形態 講義 
注意備考 各機械要素の特性をよく理解すること。 
シラバスコード FTT05210 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために、材料力学、熱力学、流体力学、機械力学、

自動制御、機械要素、加⼯学などの機械システム⼯学の専門知識を修得する。特
に、軸受や⻭車、シール、ベルト、チェーン、ばねについて、機械設計での強度
計算等ができるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⽥中雅次(５号館３階) 

電子メール tanaka@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9594，オフィスアワー月曜日
7-8 時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Machine Elements II 
関連科目 機械製図、加⼯学 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械要素Ⅰの続きである。機械は数種の機械要素を自由に扱えるようになれば、

良いものができる。ここでは、主要な機械要素である軸受、⻭車、巻き掛け伝動
装置、ばねについて学び、機械の設計に応用できるようにする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 軸のねじれ角について説明する。 

2 回 滑り軸受の構造について説明する。 
3 回 滑り軸受の設計方法について説明する。 
4 回 転がり軸受の種類・構成について説明する。 
5 回 転がり軸受の設計方法について説明する。 
6 回 ⻭車の概要を説明する。 
7 回 平⻭車のモジュールなど構造について説明する。 
8 回 平⻭車のかみあいなど緒性質について説明する。 
9 回 ⻭車減速機について説明する。 
10 回 中間試験を実施し、まとめおよび解説をする。 
11 回 平ベルトの構造について説明する。 
12 回 平ベルトの力学について 

準備学習 1 回 「機械要素Ⅰ」での、軸の設計法について復習しておくこと。 
2 回 前回演習問題の復習をしておくこと。 
3 回 前回演習問題の復習をしておくこと。 
4 回 前回演習問題の復習をしておくこと。 
5 回 前回演習問題の復習をしておくこと。 
6 回 前回演習問題の復習をしておくこと。 
7 回 前回演習問題の復習をしておくこと。 
8 回 前回演習問題の復習をしておくこと。 
9 回 前回演習問題の復習をしておくこと。 
10 回 最低限、これまでの演習問題全ての復習をしておくこと。 
11 回 平ベルトについて、教科書を読んでおくこと 

 



年度 2014 
授業コード FTT0521P 
成績評価 中間試験と定期試験より、次の項目において、総合評価により、６０点以上を合

格とする。 
(1)軸受の構造・性質と強度計算の方法が理解出来ていること。 
(2)⻭車の構造・性質と多様な⻭車、減速機の仕組みについて理解出来ているこ
と。 
(3)シール、チェーン、ベルト、ばねについて、構造・性質と強度計算の方法が理
解出来ていること。 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0521P 機械要素Ⅱ 
担当教員名 ⽥中 雅次 
単位数 2 
教科書 機械設計法/日本材料学会編/日本材料学会 
アクティブラーニング  
キーワード 設計法、機械設計、製図法と規則、トライボロジー、弾性と塑性、規格、標準、

基準 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械要素Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「JIS ハンドブック・機械要素」、日本規格協会、機械⼯学便覧 
授業形態 講義 
注意備考 各機械要素の特性をよく理解すること。 
シラバスコード FTT0521P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために、材料力学、熱力学、流体力学、機械力学、

自動制御、機械要素、加⼯学などの機械システム⼯学の専門知識を修得する。特
に、軸受や⻭車、シール、ベルト、チェーン、ばねについて、機械設計での強度
計算等ができるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⽥中雅次(５号館３階) 

電子メール tanaka@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9594，オフィスアワー月曜日
7-8 時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Machine Elements II 
関連科目 機械製図、加⼯学 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械要素Ⅰの続きである。機械は数種の機械要素を自由に扱えるようになれば、

良いものができる。ここでは、主要な機械要素である軸受、⻭車、巻き掛け伝動
装置、ばねについて学び、機械の設計に応用できるようにする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 軸のねじれ角について説明する。 

2 回 滑り軸受の構造について説明する。 
3 回 滑り軸受の設計方法について説明する。 
4 回 転がり軸受の種類・構成について説明する。 
5 回 転がり軸受の設計方法について説明する。 
6 回 ⻭車の概要を説明する。 
7 回 平⻭車のモジュールなど構造について説明する。 
8 回 平⻭車のかみあいなど緒性質について説明する。 
9 回 ⻭車減速機について説明する。 
10 回 中間試験を実施し、まとめおよび解説をする。 
11 回 平ベルトの構造について説明する。 
12 回 平ベルトの力学について 

準備学習 1 回 「機械要素Ⅰ」での、軸の設計法について復習しておくこと。 
2 回 前回演習問題の復習をしておくこと。 
3 回 前回演習問題の復習をしておくこと。 
4 回 前回演習問題の復習をしておくこと。 
5 回 前回演習問題の復習をしておくこと。 
6 回 前回演習問題の復習をしておくこと。 
7 回 前回演習問題の復習をしておくこと。 
8 回 前回演習問題の復習をしておくこと。 
9 回 前回演習問題の復習をしておくこと。 
10 回 最低限、これまでの演習問題全ての復習をしておくこと。 
11 回 平ベルトについて、教科書を読んでおくこと 

 



年度 2014 
授業コード FTT05310 
成績評価 中間試験(出題対象：各種の機構)と定期試験(出題対象：⻭車機構)の総合評価に

より、６０点以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜12) 
見出し FTT05310 機械設計学 
担当教員名 關 正憲 
単位数 2 
教科書 機構学の「しくみ」と「基本」／小峯龍男／技術評論社 
アクティブラーニング  
キーワード 機械設計、機械要素、機構 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 好意的な意見が多かったのでありがたい．「講義室が遠い」という意見があった

が，教員も遠いと感じた． 
科目名 機械設計学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 絵ときでわかる機構学／住野和男、林 俊一／オーム社 
授業形態 講義 
注意備考 講義および試験には関数電卓を持参すること。 
シラバスコード FTT05310 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために、材料力学、熱力学、流体力学、機械力学、

自動制御、機械要素などの機械システム⼯学の専門知識を修得する。特に、機構
の種類やしくみについて理解すること。 

受講者へのコメント 私語がほとんどなく良かったです． 
連絡先 關 正憲（４号館４階） 

メール：seki@mech.ous.ac.jp 
電話：086-256-9424 
オフィスアワー：月曜日、水曜日９・１０限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業に対して「満足」「ほぼ満足」とした受講者が 8 割以上いたので良かった． 
英文科目名 Machine Design 
関連科目 機械のデザイン、機械製図、機械要素、力学 
次回に向けての改善変更予定 宿題を出して，授業時間外の学習時間を増やすようにしたい． 
講義目的 機械装置は⻭車や軸受、ねじなどの機械要素によって構成され、様々な運動を行

う。機械装置の設計を行うためには、機械装置の設計仕様に合うように大きさや
形状、強度、規格、価格などの観点から機構の種類や構造について検討する必要
がある。本講義では、機構の種類やしくみ，応用例について修得することを目的



とする。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。機械の基本運動について説

明する。 
2 回 機構の運動について説明する。 
3 回 増減速機の種類について説明する。 
4 回 リンク機構について説明する。 
5 回 リンク機構の応用について説明する。 
6 回 摩擦伝動について説明する。 
7 回 カム機構について説明する。 
8 回 中間試験を行い、試験問題を解説する。 
9 回 ⻭車列について説明する。 
10 回 内⻭車について説明する。 
11 回 遊星⻭車について説明する。 
12 回 差動⻭車について説明する。 
13 回 自動車の駆動機 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義目的、講義内容、達成目標を把握しておくこと。 
2 回 機構の運動について予習しておくこと。 
3 回 機構の運動について復習しておくこと。 
4 回 リンク機構について予習しておくこと。 
5 回 リンク機構について復習しておくこと。 
6 回 摩擦伝動について予習しておくこと。 
7 回 カム機構について予習しておくこと。 
8 回 各種の機構について復習しておくこと。 
9 回 ⻭車列について予習しておくこと。 
10 回 内⻭車について予習しておくこと。 
11 回 遊星⻭車について予習しておくこと。 
12 

 



年度 2014 
授業コード FTT0531P 
成績評価 中間試験(出題対象：各種の機構)と定期試験(出題対象：⻭車機構)の総合評価に

より、６０点以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0531P 機械設計学 
担当教員名 關 正憲 
単位数 2 
教科書 機構学の「しくみ」と「基本」／小峯龍男／技術評論社 
アクティブラーニング  
キーワード 機械設計、機械要素、機構 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械設計学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 絵ときでわかる機構学／住野和男、林 俊一／オーム社 
授業形態 講義 
注意備考 講義および試験には関数電卓を持参すること。 
シラバスコード FTT0531P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために、材料力学、熱力学、流体力学、機械力学、

自動制御、機械要素などの機械システム⼯学の専門知識を修得する。特に、機構
の種類やしくみについて理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 關 正憲（４号館４階） 

メール：seki@mech.ous.ac.jp 
電話：086-256-9424 
オフィスアワー：月曜日、水曜日９・１０限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Machine Design 
関連科目 機械のデザイン、機械製図、機械要素、力学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械装置は⻭車や軸受、ねじなどの機械要素によって構成され、様々な運動を行

う。機械装置の設計を行うためには、機械装置の設計仕様に合うように大きさや
形状、強度、規格、価格などの観点から機構の種類や構造について検討する必要
がある。本講義では、機構の種類やしくみ，応用例について修得することを目的
とする。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。機械の基本運動について説

明する。 
2 回 機構の運動について説明する。 
3 回 増減速機の種類について説明する。 
4 回 リンク機構について説明する。 
5 回 リンク機構の応用について説明する。 
6 回 摩擦伝動について説明する。 
7 回 カム機構について説明する。 
8 回 中間試験を行い、試験問題を解説する。 
9 回 ⻭車列について説明する。 
10 回 内⻭車について説明する。 
11 回 遊星⻭車について説明する。 
12 回 差動⻭車について説明する。 
13 回 自動車の駆動機 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義目的、講義内容、達成目標を把握しておくこと。 
2 回 機構の運動について予習しておくこと。 
3 回 機構の運動について復習しておくこと。 
4 回 リンク機構について予習しておくこと。 
5 回 リンク機構について復習しておくこと。 
6 回 摩擦伝動について予習しておくこと。 
7 回 カム機構について予習しておくこと。 
8 回 各種の機構について復習しておくこと。 
9 回 ⻭車列について予習しておくこと。 
10 回 内⻭車について予習しておくこと。 
11 回 遊星⻭車について予習しておくこと。 
12 

 



年度 2014 
授業コード FTT05610 
成績評価 定期試験（95％）、ノート（5％）、小テスト（０％），レポート（０％）、定期試験

での得点とノートで採点する。技術者として⼯具、切削現象（切削＆研削）、⼯作
機械を理解し、実際のものづくり現場で生かせて、高能率もしくは高精度な加⼯
ができる知識になっているか、それぞれの割合 20%,40%,20%, 20%の割合で評
価し、60 点以上を合格とする。なお，受講者の関係で、中間試験が実施できる場
合、中間試験と定期試験との両方で(95%)となり、他は同じ。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13) 
見出し FTT05610 加⼯学Ⅰ 
担当教員名 金枝 敏明 
単位数 2 
教科書 機械⼯作法ⅠⅠ／橋本文雄, 朝倉健二／共立出版／978-4-320081109 
アクティブラーニング  
キーワード 加⼯法、切削法、鋳造法、⼯作機械、精密加⼯、マイクロ／ナノ加⼯ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「プロジェクターの活用が良かった．」：まめに使って丁寧に説明しております．

［加⼯のいろんなやり方が学べて，良い授業でした」：有り難うございます．「電
気をけさないで」：消すのはプロジェクターを見てもらうための他，実験レポー
ト作成や漫画を読んでいる学生でもプロジェクター に注目させるためです．「出
席確認の間隔が短い」のは；時間短縮のため，集中力を高めて協力してください．
「機械システムの他の教員の担当科目の内容との調整」；他の教員のシラバスは
見てます．しかし講義中に当方が受講生に確認した際に回答すれば問題ないこ 

科目名 加⼯学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 金属材料のマニュアル／技能ブックス／大河出版  

切削・研削加⼯学 上／臼井英治／共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 講義時には教科書ならびにノートを持参。講義中に⼯具、⼯作物やカタログを回

覧する他に、ビデオ上映する。講義中の学生の発言（発表）、すなわち講義に積極
的に参加することを推奨する。  
電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業を行っている。 

シラバスコード FTT05610 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5] 機械分野の問題を解決するため、材料力学、熱力学、流体力学、機械力学、

自動制御、機械要素、加⼯学などの機械システム⼯学の専門知識を習得する。除
去加⼯の中でも代表的な機械加⼯（切削、研削）の本質的な除去過程やそれらに
使用される⼯具を理解し、実際の加⼯時にそれらを生かせること。 

受講者へのコメント 毎年の傾向ではあるが，教室の前半分に座っている学生は全然問題なく，多数派
となっているが，後ろ半分の席に座って出席している学生のほとんどは内容を聴



いていない，実験レポートを作成している，教科書もノートも一切机上に出さず
出しているのケータイのみの学生がいるのは，改善すべきである．注意しても直
らないのは学生の本分から外れてい，教授してむなしさを感じる． 

連絡先 金枝敏明、メール：kaneeda@mech.ous.ac.jp, ５号館１階金枝研究室、オフイス
アワー：月 9,10 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね高い評価が得られている．しかし，理解が半分程度と回答した者が 28%と出
ているのは残念である，目標達成や授業の満足度が少しもしくは出来なかったの
が９．４％意欲も感じられた者が多いが，ほとんど全員に感じてもらいたかった． 

英文科目名 Machining 
関連科目 加⼯学実習、材料力学、機械材料、機械要素、マテリアルサイエンス 
次回に向けての改善変更予定 更に詳しく，優しく説明する． 
講義目的 加⼯学は、”機械⼯作”や”生産⼯学”とも呼ばれる科目で、機械設計とともに人類

がモノを造るという本質的な特性に基づく学問である。今日の科学技術の発展に
は、加⼯技術の進歩が大きく寄与している。加⼯学はⅠとⅠⅠに分類されるが、
加⼯学Ⅰは産業界でも最もよく利用されている機械加⼯の中でも代表的な切削
ならびに研削加⼯について講義する。機械加⼯の本質はこの二つの加⼯法にあ
る。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 日本の製造業, 加⼯学の機械⼯学に占める地位を考え、さらに 機械加⼯を

説明する。 
2 回 ⼯具の材料と必要とされるその機械的性質について説明する。 
3 回 ⼯具材料と切削条件, さらには切削の良否を左右する切りくず生成につい
て説明する。 
4 回 切りくず形式と被削材の機械的性質との関係について説明する。 
5 回 一部の金属材料切削で認められる構成刃先について説明する。 
6 回 加⼯コストを左右する⼯具寿命, ⼯具摩耗について説明する。 
7 回 材料の被削性, 難削材について説明する。 
8 回 切削油剤の必要性、種 

準備学習 1 回 講義の目的等をシラバスで確認すること、日本の製造業の特徴を考えてお
くこと。講義内容から日本の経済的な基盤はモノづくりであることをよく把握し
ておくこと。 
2 回 加⼯法の代表である機械加⼯の⼯具には、硬さ以外に靭性が大切と言うこ
とを理解しておくこと。 
3 回 並行して受講している加⼯学実習での切削条件と切りくずや、 加⼯面、切
削の状況の関係を把握しておくこと。受講していない学生は、硬い金属を削る（切
る）ことはどんなことが想定されるか考えておくこと。（以下未受講の学生は，想
定すること。）世の中では機械加⼯が 

 



年度 2014 
授業コード FTT0561P 
成績評価 定期試験（95％）、ノート（5％）、小テスト（０％），レポート（０％）、定期試験

での得点とノートで採点する。技術者として⼯具、切削現象（切削＆研削）、⼯作
機械を理解し、実際のものづくり現場で生かせて、高能率もしくは高精度な加⼯
ができる知識になっているか、それぞれの割合 20%,40%,20%, 20%の割合で評
価し、60 点以上を合格とする。なお，受講者の関係で、中間試験が実施できる場
合、中間試験と定期試験との両方で(95%)となり、他は同じ。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0561P 加⼯学Ⅰ 
担当教員名 金枝 敏明 
単位数 2 
教科書 機械⼯作法ⅠⅠ／橋本文雄, 朝倉健二／共立出版／978-4-320081109 
アクティブラーニング  
キーワード 加⼯法、切削法、鋳造法、⼯作機械、精密加⼯、マイクロ／ナノ加⼯ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 加⼯学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 金属材料のマニュアル／技能ブックス／大河出版  

切削・研削加⼯学 上／臼井英治／共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 講義時には教科書ならびにノートを持参。講義中に⼯具、⼯作物やカタログを回

覧する他に、ビデオ上映する。講義中の学生の発言（発表）、すなわち講義に積極
的に参加することを推奨する。  
電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業を行っている。 

シラバスコード FTT0561P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5] 機械分野の問題を解決するため、材料力学、熱力学、流体力学、機械力学、

自動制御、機械要素、加⼯学などの機械システム⼯学の専門知識を習得する。除
去加⼯の中でも代表的な機械加⼯（切削、研削）の本質的な除去過程やそれらに
使用される⼯具を理解し、実際の加⼯時にそれらを生かせること。 

受講者へのコメント  
連絡先 金枝敏明、メール：kaneeda@mech.ous.ac.jp, ５号館１階金枝研究室、オフイス

アワー：月 9,10 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Machining 



関連科目 加⼯学実習、材料力学、機械材料、機械要素、マテリアルサイエンス 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 加⼯学は、”機械⼯作”や”生産⼯学”とも呼ばれる科目で、機械設計とともに人類

がモノを造るという本質的な特性に基づく学問である。今日の科学技術の発展に
は、加⼯技術の進歩が大きく寄与している。加⼯学はⅠとⅠⅠに分類されるが、
加⼯学Ⅰは産業界でも最もよく利用されている機械加⼯の中でも代表的な切削
ならびに研削加⼯について講義する。機械加⼯の本質はこの二つの加⼯法にあ
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 日本の製造業, 加⼯学の機械⼯学に占める地位を考え、さらに 機械加⼯を

説明する。 
2 回 ⼯具の材料と必要とされるその機械的性質について説明する。 
3 回 ⼯具材料と切削条件, さらには切削の良否を左右する切りくず生成につい
て説明する。 
4 回 切りくず形式と被削材の機械的性質との関係について説明する。 
5 回 一部の金属材料切削で認められる構成刃先について説明する。 
6 回 加⼯コストを左右する⼯具寿命, ⼯具摩耗について説明する。 
7 回 材料の被削性, 難削材について説明する。 
8 回 切削油剤の必要性、種 

準備学習 1 回 講義の目的等をシラバスで確認すること、日本の製造業の特徴を考えてお
くこと。講義内容から日本の経済的な基盤はモノづくりであることをよく把握し
ておくこと。 
2 回 加⼯法の代表である機械加⼯の⼯具には、硬さ以外に靭性が大切と言うこ
とを理解しておくこと。 
3 回 並行して受講している加⼯学実習での切削条件と切りくずや、 加⼯面、切
削の状況の関係を把握しておくこと。受講していない学生は、硬い金属を削る（切
る）ことはどんなことが想定されるか考えておくこと。（以下未受講の学生は，想
定すること。）世の中では機械加⼯が 

 



年度 2014 
授業コード FTT05710 
成績評価 定期試験（95％）, ノート（5％）, 小テスト（０％）, レポート（０％）, 定期

試験での得点とノートで評価する。各種精密加⼯法の原理を物理現象として本質
的に理解しているか(20%)、また各種生産システムの理解度(20%)、鋳造，塑性
加⼯、溶接の三つ加⼯法の原理、精度を上げる方法，特殊な方法をどれだけ理解
し、それが実際のモノつくりにタッチした場合、生かせるか、それぞれの割合を
各々20％とし、60 点以上を合格とする。なお，受講者数によっては、中間試験が
実施できる場合がある。その場合中間試験と定期試験で(9 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13) 
見出し FTT05710 加⼯学Ⅱ 
担当教員名 金枝 敏明 
単位数 2 
教科書 機械⼯作法ＩＩ：&機械⼯作法Ｉ／橋本文雄, 朝倉健二／ 共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 加⼯法, マイクロ／ナノ加⼯, 表面加⼯, CAD/CAM/CAE, CIM/FMS/FA, 生

産・管理システム, 鋳造法, 塑性加⼯, 素材製造, 金型, 溶接／接合 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  教科書の大事な所の板書の要望ですが，講義時間の関係もあるので，各自ノー

トに記述するように指示しております．嘘は教えない？→具体的な内容が理解で
きません．見解の相違や前提を抜かしてはおられませんか？ちゃんと Power 
point を創って欲しい．→創ったパワポのスライドは有りませんでしたが．スク
リーンを表示している時室内を暗くするので，メモが取りづらい→後ろの方に座
って他のことをしている受講生に少しでもスクリーンを見てもらうためにもそ
うしております．また遠い距離からも見分けがつきやすいように．他の講義のレ
ポ 

科目名 加⼯学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 精密⼯作法 上／津和秀夫他／共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 講義時には教科書ならびにノートを持参。講義中に⼯具、⼯作物やカタログを回

覧する他に、ビデオ上映する。講義中の学生の発言（発表）、すなわち講義に積極
的に参加することを推奨する。電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業を行
っている。 

シラバスコード FTT05710 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5] 機械分野の問題を解決するため，材料力学、熱力学、機械力学、自動制御、

機械要素、加⼯学などの機械システム⼯学の専門知識を習得する。機械加⼯以外
の加⼯法や生産システムを理解し、実際の現場でどのような場合にそれらを使う
かが判断できるようになること。 



受講者へのコメント  理解しやすいように⼯夫を，の要望が 6%程度存在していますが，内容をかな
り噛み砕いて教授しており，不明な点は講義中の質問の時間やオフイスアワーを
設けているので，意欲を出して質問してもらいたい．板書やプロジェクターが見
にくいのは座っている場所の関係があるように思います．教室の前の方に座るよ
うに再三薦めています．また教室の後ろ半分の席に座っている学生の半分以上
は，講義を聴いておらず他のことをしている，教科書もノートも机上にだ足てい
ない，それを注意しても一過性の改善です．多くの学生は問題ないですが，是非
改善して 

連絡先 金枝敏明、メール：kaneeda@mech.ous.ac.jp, ５号館１階金枝研究室, オフイスア
ワー：月 9, 10 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  この分野の理解が深まったが約 76％と高く，目標達成も半分程度以上の評価
が 90％以上なので安⼼しました．残念なのは，意欲の項ですが，評価がどちらと
も言えない以下が 18%程度有ったのが残念です．この講義では，講義時間になる
前に教室で講義の準備をし，終了のベルが鳴ってから 1 分以内に講義を必ず終了
しております．またカタログや⼯具の回覧，OHC やプロジェクターでの説明は
独自に時間をかけて準備しております． 

英文科目名 Manufacturing Process 
関連科目 加⼯学実習, 加⼯学Ｉ, 生産システム, 材料力学, 機械材料, 機械要素, マテリア

ルサイエンス 
次回に向けての改善変更予定  特になし． 
講義目的 加⼯学Ｉが機械加⼯を対象としていたので、本講義はそれ以外の生産技術分野を

ほぼ網羅する。生産を単にモノを製造する手段としてのみならず、システムとし
て捉えて講義していく部分もある。具体的には、精密加⼯、特殊加⼯、生産シス
テム、鋳造、塑性加⼯、溶接である。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  精密加⼯の意義, ホーニング, 超仕上げについて説明する。 

2 回  ラッピング, ショットピーニング, 各種砥粒加⼯について説明する。 
3 回  特殊加⼯（超音波加⼯等）, 電気加⼯の特徴と各種方法（電解研磨、etc.）
について説明する。 
4 回  電気加⼯の特徴と各方法（放電加⼯、レーザー加⼯、etc.), 加⼯の自動化, 
CNC, MC, 制御方式について説明する。 
5 回  DNC, FMS, FMC, 無人化, 省人化, CIM について説明する。 
6 回  CAD/CAM, CAE, FA, ロボ 

準備学習 1 回  精密加⼯の利点や砥粒加⼯で⼯具に相当する砥粒径が細かくなれば、⼯作
物の変形や破壊現象はどうなるかを考えておくこと。 
2 回  砥粒加⼯で砥粒径を細かくし、砥石の運動を変化させれば種々の加⼯も可
能となることを考えておくこと。砥粒径が小さくなることにより，変形や破壊現
象の規模が小さくなり，より精密な加⼯になることを具体的な加⼯法名と絡めて
よく理解しておくこと。 
3 回  加⼯学実習で経験していない電気を使った除去加⼯は、どのような過程で



除去できるか考えておくこと。電気加⼯等が材料の溶融除去加⼯であることを 
 



年度 2014 
授業コード FTT0571P 
成績評価 定期試験（95％）, ノート（5％）, 小テスト（０％）, レポート（０％）, 定期

試験での得点とノートで評価する。各種精密加⼯法の原理を物理現象として本質
的に理解しているか(20%)、また各種生産システムの理解度(20%)、鋳造，塑性
加⼯、溶接の三つ加⼯法の原理、精度を上げる方法，特殊な方法をどれだけ理解
し、それが実際のモノつくりにタッチした場合、生かせるか、それぞれの割合を
各々20％とし、60 点以上を合格とする。なお，受講者数によっては、中間試験が
実施できる場合がある。その場合中間試験と定期試験で(9 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0571P 加⼯学Ⅱ 
担当教員名 金枝 敏明 
単位数 2 
教科書 機械⼯作法ＩＩ：&機械⼯作法Ｉ／橋本文雄, 朝倉健二／ 共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 加⼯法, マイクロ／ナノ加⼯, 表面加⼯, CAD/CAM/CAE, CIM/FMS/FA, 生

産・管理システム, 鋳造法, 塑性加⼯, 素材製造, 金型, 溶接／接合 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 加⼯学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 精密⼯作法 上／津和秀夫他／共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 講義時には教科書ならびにノートを持参。講義中に⼯具、⼯作物やカタログを回

覧する他に、ビデオ上映する。講義中の学生の発言（発表）、すなわち講義に積極
的に参加することを推奨する。電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業を行
っている。 

シラバスコード FTT0571P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5] 機械分野の問題を解決するため，材料力学、熱力学、機械力学、自動制御、

機械要素、加⼯学などの機械システム⼯学の専門知識を習得する。機械加⼯以外
の加⼯法や生産システムを理解し、実際の現場でどのような場合にそれらを使う
かが判断できるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 金枝敏明、メール：kaneeda@mech.ous.ac.jp, ５号館１階金枝研究室, オフイスア

ワー：月 9, 10 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Manufacturing Process 
関連科目 加⼯学実習, 加⼯学Ｉ, 生産システム, 材料力学, 機械材料, 機械要素, マテリア

ルサイエンス 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 加⼯学Ｉが機械加⼯を対象としていたので、本講義はそれ以外の生産技術分野を

ほぼ網羅する。生産を単にモノを製造する手段としてのみならず、システムとし
て捉えて講義していく部分もある。具体的には、精密加⼯、特殊加⼯、生産シス
テム、鋳造、塑性加⼯、溶接である。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  精密加⼯の意義, ホーニング, 超仕上げについて説明する。 

2 回  ラッピング, ショットピーニング, 各種砥粒加⼯について説明する。 
3 回  特殊加⼯（超音波加⼯等）, 電気加⼯の特徴と各種方法（電解研磨、etc.）
について説明する。 
4 回  電気加⼯の特徴と各方法（放電加⼯、レーザー加⼯、etc.), 加⼯の自動化, 
CNC, MC, 制御方式について説明する。 
5 回  DNC, FMS, FMC, 無人化, 省人化, CIM について説明する。 
6 回  CAD/CAM, CAE, FA, ロボ 

準備学習 1 回  精密加⼯の利点や砥粒加⼯で⼯具に相当する砥粒径が細かくなれば、⼯作
物の変形や破壊現象はどうなるかを考えておくこと。 
2 回  砥粒加⼯で砥粒径を細かくし、砥石の運動を変化させれば種々の加⼯も可
能となることを考えておくこと。砥粒径が小さくなることにより，変形や破壊現
象の規模が小さくなり，より精密な加⼯になることを具体的な加⼯法名と絡めて
よく理解しておくこと。 
3 回  加⼯学実習で経験していない電気を使った除去加⼯は、どのような過程で
除去できるか考えておくこと。電気加⼯等が材料の溶融除去加⼯であることを 

 



年度 2014 
授業コード FTT05810 
成績評価 定期試験（47％）、中間試験（47％）、ノート（6％）、小テスト（０％）、レポー

ト（0％） 
試験での得点とレポート，ノートで評価する。精密加⼯を実施する上で(1)⼯具＆
⼯作物、(2)⼯作方法ならびに⼯作機械の選択、(3)精度を向上させる具体的方法
の理解度を評価し、精密加⼯を実際のものづくり現場で生かせる知識になってい
るか、上記項目それぞれ 30、30、40％の割合で試問し、60 点以上を合格とする。 

曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜12) 
見出し FTT05810 精密加⼯学 
担当教員名 金枝 敏明 
単位数 2 
教科書 精密⼯作法 上／津和秀夫他／共立出版／978-4-320079086 
アクティブラーニング  
キーワード 加⼯法、精密加⼯、切削法、マイクロ／ナノ加⼯、表面加⼯、⼯作機械 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「より発展した加⼯学が学べて良かった」；そうです．当方が教えたかった内容

そのものです． 
科目名 精密加⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 切削・研削加⼯学 上/臼井英治/共立出版 

精密⼯作便覧/精密⼯学会編/精密⼯学会 
基礎切削加⼯学/杉⽥忠明他/共立出版 

授業形態 講義 
注意備考 講義時には教科書，ノートを持参。講義中に⼯具や⼯作物、カタログを回覧する

他、ビデオ上映もする。毎回講義の最後に質問ならびに感想をメモに記述し提出
する、次回の講義で回答をする。講義中の学生の発言（発表）、すなわち講義に積
極的に参加することを推奨する。電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業を
おこなっている。 

シラバスコード FTT05810 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5] 機械分野の問題を解決するため、材料力学、熱力学、流体力学、機械力学、

自動制御、機械要素、加⼯学などの機械システム⼯学の専門知識を習得する。精
密加⼯時にはどのような加⼯方法を採用すべきか、それらを実施する上で何をす
べきか、判断できるようになること。 

受講者へのコメント  講義の受講態度は，概ね良いがそれでもケータイばかり操作している者，いつ
も遅刻してくる者も居たのが残念である． 

連絡先 金枝敏明, メール：kaneeda@mech.ous.ac.jp, ５号館１階金枝研究室、オフイスア
ワー：月 9, 10 

合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 受講生も３年生以上であり，その数も多くはなく，２年生の講義よりはやりやす

いのが功を奏している．教員の意欲もほとんどの受講生が感じ取ってくれている
のも，概ね満足出来る．理解度はもう少し高い評価でも良いような気がする． 

英文科目名 Precision Machining 
関連科目 加⼯学Ｉ&ＩＩ, 加⼯学実習, 材料力学, 機械材料, 機械要素, マテリアルサイエ

ンス, 機械システム⼯学実験 
次回に向けての改善変更予定 特になし． 
講義目的 加⼯学Ｉ&ＩＩの発展的かつより専門の科目である。加⼯学の目的は能率と精度

であり、本講義は後者を対象とする。近年の機械・電子部品の高精度化は目覚ま
しく、精密もしくは超精密加⼯された製品が最先端技術製品となっている例は多
い。本講義では機械加⼯の代表的な切削加⼯の高精度化でなすべきことならびに
原理、具体的方法について講義する。さらに超精密加⼯の原理と具体例について
も紹介する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  日本の精密加⼯技術, 精密加⼯の効果を説明する。 

2 回  精密加⼯の原則（基準面、⼯具，⼯作物、切削条件), 切削理論（切削の定
義）を説明する。 
3 回  切削理論（２次元切削，切りくず生成機構）を説明する。 
4 回  せん断面での変形の特殊性を説明する。 
5 回  ⼯具すくい面での摩擦の特殊性を説明する。 
6 回  切削抵抗の重要性を説明する。 
7 回  切削抵抗の測定法と測定機器である動力計を説明する。 
8 回  各種材料の切削抵抗値（切削速度, 切込み, 刃先丸みの影響、etc)を説明す
る。 
9 回  中 

準備学習 1 回  日本が得意とする生産技術全般や精密加⼯の効果を考えておくこと。 
2 回  精密加⼯をするための条件を加⼯学実習の経験を想起しながら考えておく
こと。精密加⼯をするには、種々のことを地道に進めていかなければならないこ
とをよく理解しておくこと。 
3 回  切りくずを生成するための塑性変形や破壊現象、摩擦現象を考えておくこ
と。したがって材料力学等が関連していることもをよく理解しておくこと。 
4 回  切りくず生成時のせん断面での変形はどのようなものか考えておくこと。
想像もつかない微小な部分で複雑な現象が生じてい 

 



年度 2014 
授業コード FTT0581P 
成績評価 定期試験（47％）、中間試験（47％）、ノート（6％）、小テスト（０％）、レポー

ト（0％） 
試験での得点とレポート，ノートで評価する。精密加⼯を実施する上で(1)⼯具＆
⼯作物、(2)⼯作方法ならびに⼯作機械の選択、(3)精度を向上させる具体的方法
の理解度を評価し、精密加⼯を実際のものづくり現場で生かせる知識になってい
るか、上記項目それぞれ 30、30、40％の割合で試問し、60 点以上を合格とする。 

曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0581P 精密加⼯学 
担当教員名 金枝 敏明 
単位数 2 
教科書 精密⼯作法 上／津和秀夫他／共立出版／978-4-320079086 
アクティブラーニング  
キーワード 加⼯法、精密加⼯、切削法、マイクロ／ナノ加⼯、表面加⼯、⼯作機械 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 精密加⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 切削・研削加⼯学 上/臼井英治/共立出版 

精密⼯作便覧/精密⼯学会編/精密⼯学会 
基礎切削加⼯学/杉⽥忠明他/共立出版 

授業形態 講義 
注意備考 講義時には教科書，ノートを持参。講義中に⼯具や⼯作物、カタログを回覧する

他、ビデオ上映もする。毎回講義の最後に質問ならびに感想をメモに記述し提出
する、次回の講義で回答をする。講義中の学生の発言（発表）、すなわち講義に積
極的に参加することを推奨する。電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業を
おこなっている。 

シラバスコード FTT0581P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5] 機械分野の問題を解決するため、材料力学、熱力学、流体力学、機械力学、

自動制御、機械要素、加⼯学などの機械システム⼯学の専門知識を習得する。精
密加⼯時にはどのような加⼯方法を採用すべきか、それらを実施する上で何をす
べきか、判断できるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 金枝敏明, メール：kaneeda@mech.ous.ac.jp, ５号館１階金枝研究室、オフイスア

ワー：月 9, 10 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Precision Machining 
関連科目 加⼯学Ｉ&ＩＩ, 加⼯学実習, 材料力学, 機械材料, 機械要素, マテリアルサイエ

ンス, 機械システム⼯学実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 加⼯学Ｉ&ＩＩの発展的かつより専門の科目である。加⼯学の目的は能率と精度

であり、本講義は後者を対象とする。近年の機械・電子部品の高精度化は目覚ま
しく、精密もしくは超精密加⼯された製品が最先端技術製品となっている例は多
い。本講義では機械加⼯の代表的な切削加⼯の高精度化でなすべきことならびに
原理、具体的方法について講義する。さらに超精密加⼯の原理と具体例について
も紹介する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  日本の精密加⼯技術, 精密加⼯の効果を説明する。 

2 回  精密加⼯の原則（基準面、⼯具，⼯作物、切削条件), 切削理論（切削の定
義）を説明する。 
3 回  切削理論（２次元切削，切りくず生成機構）を説明する。 
4 回  せん断面での変形の特殊性を説明する。 
5 回  ⼯具すくい面での摩擦の特殊性を説明する。 
6 回  切削抵抗の重要性を説明する。 
7 回  切削抵抗の測定法と測定機器である動力計を説明する。 
8 回  各種材料の切削抵抗値（切削速度, 切込み, 刃先丸みの影響、etc)を説明す
る。 
9 回  中 

準備学習 1 回  日本が得意とする生産技術全般や精密加⼯の効果を考えておくこと。 
2 回  精密加⼯をするための条件を加⼯学実習の経験を想起しながら考えておく
こと。精密加⼯をするには、種々のことを地道に進めていかなければならないこ
とをよく理解しておくこと。 
3 回  切りくずを生成するための塑性変形や破壊現象、摩擦現象を考えておくこ
と。したがって材料力学等が関連していることもをよく理解しておくこと。 
4 回  切りくず生成時のせん断面での変形はどのようなものか考えておくこと。
想像もつかない微小な部分で複雑な現象が生じてい 

 



年度 2014 
授業コード FTT05911 
成績評価 定期試験（45％）, 中間試験（45％）, ノート（5％）, 小テスト（0％）, レポー

ト（5％）定期試験での得点とレポート、ノートで評価する。(1)加⼯学、(2)機械
材料学、(3)材料力学，(4)機械力学、(5)トライボロジ等の機械⼯学の多くの分野
の知識を利用して(5)自動車エンジンや飛行機をどのように理解しているかを評
価し、高性能な製品を設計する場合にどのように生かせられるか、上記項目の割
合は 25, 25, 15, 15, 20％であり、60 点以上を合格とする 

曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜09) 
見出し FTT05911 ヴィークルエンジニアリング 
担当教員名 金枝 敏明 
単位数 2 
教科書 自動車⼯学概論／竹花有也／理⼯学社 
アクティブラーニング  
キーワード 内燃機関, 交通機械, 加⼯法,  精密加⼯, マイクロ／ナノ加⼯, 表面加⼯, 切削

法，熱力学，流体力学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ヴィークルエンジニアリング 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 現代の錬金術 エンジン用材料の科学と技術／山懸 裕／山海堂 

自動車の生産技術／芹野洋一／朝倉書店 
クルマのキーテクノロジー熊野 学／クグランプリ出版 
自動車のメカはどうなっているか／グランプリ出版 
F1 テテクノロジー／ナイジェル・マックナイト／二玄社 
ビジュアル博物館 航空機／同朋舎 
航空機のおはなし／実教出版 

授業形態 講義 
注意備考 講義時には教科書、ノートを持参。講義中にエンジン部品の実物やカタログを回

覧、ビデオ上映、参考プリント配布。毎回講義の最後に質問ならびに感想をメモ
に記述して提出し、次回の講義で教員が回答をする。講義中の学生の発言（発表）、
すなわち講義に積極的に参加することを推奨する。パソコンを使用して、パワー
ポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示する。 

シラバスコード FTT05911 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5] 機械分野の問題を解決するため、材料力学、熱力学、流体力学、機械力学、

自動制御，機械要素、加⼯学などの機械システム⼯学の専門知識を習得する。内
燃機関用エンジンの構造や製造方法ならびに飛行機のそれらを材料学的、材料力
学的、トライボロジ的，精密加⼯学的に理解するとともに、それらが実際の製品
に生かされていることを認識すること。 



受講者へのコメント  
連絡先 金枝敏明, メール：kaneeda@mech.ous.ac.jp, ５号館１階金枝研究室, オフイスア

ワー：月 9,10 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Vehicle Engineering 
関連科目 精密加⼯学, 加⼯学Ｉ&加⼯学ＩＩ, 機械要素, 機械材料, 熱力学, 流体力学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代の⼯業製品の代表である交通機械、中でも自動車（エンジン）と航空機の構

造、動作原理ならびにその製造方法などを、材料学的、材料力学的、トライボロ
ジ的、加⼯学的，精密加⼯学的、流体力学的，熱力学的に講義するユニークな科
目である。他の大学ではない講義科目である。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  自動車開発の歴史、自動車技術の発展とそれらと対応した日常生活の変化

を解説する。 
2 回  自動車用エンジンの形式, 性能と特性を解説する。 
3 回  オットーサイクルエンジン, デイーゼルエンジンを解説する。 
4 回  ロータリーエンジン , トルクと出力を解説する。 
5 回  エンジンの構造と製作方法：シリンダブロックの機能，材料と加⼯法を解
説する。 
6 回  ピストンの機能，材料と加⼯法を解説する。 
7 回  ピストンリングの機能，材料と加⼯法を解説する。 
8 回  ピストンピンの機能，材料と加⼯法ならびに 

準備学習 1 回  車の歴史と日常生活が関連して変化してきていることを考えておくこと。 
電気自動車，蒸気自動車と内燃機関の車との比較、内燃機関発展のネックは何で
あったか想像してみること。なぜ内燃機関が主流となってきたかを、またそのた
めに何が必要だったかをよく理解しておくこと。 
2 回 自動車用エンジンの形式を想起しておくこと。 
3 回  なぜ日本ではデイーゼルエンジンがトラックないしバス用のエンジンに主
として採用されているかを考えてみること。デイーゼルエンジンの良さならびに
嫌われる点をよく理解しておくこと。受講生が運転し 

 



年度 2014 
授業コード FTT0591P 
成績評価 定期試験（45％）, 中間試験（45％）, ノート（5％）, 小テスト（0％）, レポー

ト（5％）定期試験での得点とレポート、ノートで評価する。(1)加⼯学、(2)機械
材料学、(3)材料力学，(4)機械力学、(5)トライボロジ等の機械⼯学の多くの分野
の知識を利用して(5)自動車エンジンや飛行機をどのように理解しているかを評
価し、高性能な製品を設計する場合にどのように生かせられるか、上記項目の割
合は 25, 25, 15, 15, 20％であり、60 点以上を合格とする 

曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0591P ヴィークルエンジニアリング 
担当教員名 金枝 敏明 
単位数 2 
教科書 自動車⼯学概論／竹花有也／理⼯学社 
アクティブラーニング  
キーワード 内燃機関, 交通機械, 加⼯法,  精密加⼯, マイクロ／ナノ加⼯, 表面加⼯, 切削

法，熱力学，流体力学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ヴィークルエンジニアリング 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 現代の錬金術 エンジン用材料の科学と技術／山懸 裕／山海堂 

自動車の生産技術／芹野洋一／朝倉書店 
クルマのキーテクノロジー熊野 学／クグランプリ出版 
自動車のメカはどうなっているか／グランプリ出版 
F1 テテクノロジー／ナイジェル・マックナイト／二玄社 
ビジュアル博物館 航空機／同朋舎 
航空機のおはなし／実教出版 

授業形態 講義 
注意備考 講義時には教科書、ノートを持参。講義中にエンジン部品の実物やカタログを回

覧、ビデオ上映、参考プリント配布。毎回講義の最後に質問ならびに感想をメモ
に記述して提出し、次回の講義で教員が回答をする。講義中の学生の発言（発表）、
すなわち講義に積極的に参加することを推奨する。パソコンを使用して、パワー
ポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示する。 

シラバスコード FTT0591P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5] 機械分野の問題を解決するため、材料力学、熱力学、流体力学、機械力学、

自動制御，機械要素、加⼯学などの機械システム⼯学の専門知識を習得する。内
燃機関用エンジンの構造や製造方法ならびに飛行機のそれらを材料学的、材料力
学的、トライボロジ的，精密加⼯学的に理解するとともに、それらが実際の製品
に生かされていることを認識すること。 



受講者へのコメント  
連絡先 金枝敏明, メール：kaneeda@mech.ous.ac.jp, ５号館１階金枝研究室, オフイスア

ワー：月 9,10 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Vehicle Engineering 
関連科目 精密加⼯学, 加⼯学Ｉ&加⼯学ＩＩ, 機械要素, 機械材料, 熱力学, 流体力学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代の⼯業製品の代表である交通機械、中でも自動車（エンジン）と航空機の構

造、動作原理ならびにその製造方法などを、材料学的、材料力学的、トライボロ
ジ的、加⼯学的，精密加⼯学的、流体力学的，熱力学的に講義するユニークな科
目である。他の大学ではない講義科目である。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  自動車開発の歴史、自動車技術の発展とそれらと対応した日常生活の変化

を解説する。 
2 回  自動車用エンジンの形式, 性能と特性を解説する。 
3 回  オットーサイクルエンジン, デイーゼルエンジンを解説する。 
4 回  ロータリーエンジン , トルクと出力を解説する。 
5 回  エンジンの構造と製作方法：シリンダブロックの機能，材料と加⼯法を解
説する。 
6 回  ピストンの機能，材料と加⼯法を解説する。 
7 回  ピストンリングの機能，材料と加⼯法を解説する。 
8 回  ピストンピンの機能，材料と加⼯法ならびに 

準備学習 1 回  車の歴史と日常生活が関連して変化してきていることを考えておくこと。 
電気自動車，蒸気自動車と内燃機関の車との比較、内燃機関発展のネックは何で
あったか想像してみること。なぜ内燃機関が主流となってきたかを、またそのた
めに何が必要だったかをよく理解しておくこと。 
2 回 自動車用エンジンの形式を想起しておくこと。 
3 回  なぜ日本ではデイーゼルエンジンがトラックないしバス用のエンジンに主
として採用されているかを考えてみること。デイーゼルエンジンの良さならびに
嫌われる点をよく理解しておくこと。受講生が運転し 

 



年度 2014 
授業コード FTT06010 
成績評価 卒業論文(50％)と教員評価(50％)を集計して総合的に評価する。 

教員評価の項目は、プレゼンテーション 10％・調査計画 10％・技術習得 10％・
製作実行 10％・検討考察 10％である。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜11) 
見出し FTT06010 卒業研究 
担当教員名 丸山 祐一、横山 隆、高見 敏弘、⽥中 雅次、中川 惠友、桑⽊ 賢也、衣

笠 哲也 
単位数 8 
教科書 各研究室の指導教員から示される。 
アクティブラーニング  
キーワード 材料の構造と組織，弾性と塑性，エネルギーの形態と変換，層流と乱流，強制振

動，ロボットセンサー，機械設計，⼯作機械 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 機械⼯学便覧ほか 
授業形態 実験実習 
注意備考 ◎卒業論文提出締切：１月３０日１７：００ 

（提出先：学科⻑、提出場所：学科会議室＠５号館１階） 
◎卒業研究発表会：２月１１日（祝日） 
（担当教員：３年次生までのチュータ） 

シラバスコード FTT06010 
実務経験のある教員  
達成目標 [A6] 創造⼯学プロジェクトおよび卒業研究を通じて、⼯学問題を発見し、自発

的に分析・解決する能力、および⼯学問題に対処する能力を養成するとともに、
卒業研究発表会によって口頭発表や討議のプレゼンテーション技術を修得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表：学科⻑（副代表：卒業研究発表会担当教員） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Bathchelor Thesis Work 
関連科目 機械システム⼯学科のすべての科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械システム⼯学科の目指す学習・教育目標を達成し、機械システム技術者とな

るために、３年次までに修得してきた専門知識と専門技術を応用し、実際の⼯学



問題に対して柔軟に対処して解決する能力を養成するとともに、卒業研究発表会
によって口頭発表や討議のプレゼンテーション技法を修得することを目標とす
る。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 高等機械システムコース（ＭＳコース）の卒業・修了判定、および機械コース（Ｍ

Ｅコース）・航空コース（ＡＳコース）の卒業判定は、４年間の成績一覧表および
卒業研究の申告・評価シートに基づいて、２月下旬、機械システム⼯学科の全教
員が出席する判定会議で行う。 
そのため、各系列で開催される卒業研究の中間発表会で卒業研究の成果を中間報
告するとともに、１月末に機械システム⼯学科へ卒業論文を必ず提出し、２月 11
日に開催される卒業研究の論文発表会で研究成果をまとめて口頭発表すること。 

 



年度 2014 
授業コード FTT06020 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜11) 
見出し FTT06020 卒業研究【秋学期中間評価】 
担当教員名 吉⽥ 浩治、桑⽊ 賢也、丸山 祐一 
単位数 8 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究【秋学期中間評価】 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FTT06020 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Bathchelor Thesis Work 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード FTT06210 
成績評価 中間試験(出題対象：単位の換算、各種測定方法)と定期試験(出題対象：各種測定

方法、最小自乗法)の総合評価により、６０点以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜14) 
見出し FTT06210 計測⼯学 
担当教員名 關 正憲 
単位数 2 
教科書 絵ときでわかる計測⼯学／門⽥和雄／オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード 単位、誤差、計測 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「スクリーンが見やすかった」「⿊板の字が丁寧であった」という感想があった

が，「スライドがほとんど見えなかった」という回答もあった．見えなければ，講
義室の前の方に座ってもらいたい． 

科目名 計測⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 計測システム⼯学の基礎／⻄原主計・山藤和男・松⽥康広／森北出版 
授業形態 講義 
注意備考 講義および試験には関数電卓を持参すること。 
シラバスコード FTT06210 
実務経験のある教員  
達成目標 [A4]機械システム⼯学の技術者として必要な専門技術を体験し、実験・実習の課

題について考察法および解決能力を習得すること。特に、単位の換算、各種測定
方法、最小自乗法について理解すること。 

受講者へのコメント 小テストで出題した問題を中間試験と定期試験でも出題したので，講義を聞いて
理解している学生は難しくなかったと思う．ただ，講義を聞いていなかったり，
勉強していなかったりすると，当然，試験はできないので，勉強して欲しかった．
単位を落とした学生には，平成 27 年度に期待します． 

連絡先 關 正憲（４号館４階） 
メール：seki@mech.ous.ac.jp 
電話：086-256-9424 
オフィスアワー：月曜日、水曜日９・１０限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 73%の学生が本講義の目標を達成「できた」「だいたいできた」と回答．85%の学
生が教員の意欲が「感じられた」「少し感じられた」と回答．77%の学生が本講義
に「満足」「ほぼ満足」と回答．評価はおおむね良かったと考えるが，学生の授業
時間外の学習時間が少なかった． 



英文科目名 Instrumentation Engineering 
関連科目 確率と統計、線形代数、物理学実験、加⼯学実習、機械⼯学実験、卒業研究 
次回に向けての改善変更予定 講義内容については問題ないと考える．練習問題を渡していた最小二乗法は多く

の学生が理解できていたので，他の内容についても練習問題を渡して，自主学習
ができるようにしたい． 

講義目的 新しい装置や機械を開発する場合、各開発段階で性能を確かめるために、様々な
物理量を計測して、計測結果を分析する。また、定常運転されている機械システ
ムに関しても、正確かつ安定的に運転されているかを見守るために、各種物理量
の計測が行われる。本講義では、⻑さ、力、圧力、時間、温度等の物理量の定義
や単位、計測方法について修得することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。計測の基礎と単位について

説明する。 
2 回 誤差と有効数字について説明する。 
3 回 ⻑さの計測について説明する。 
4 回 ⻑さの測定誤差について説明する。 
5 回 質量の計測について説明する。 
6 回 力の計測について説明する。 
7 回 圧力の計測について説明する。 
8 回 時間と回転速度の計測について説明する。 
9 回 中間試験を行い、試験問題を解説する。 
10 回 温度と湿度の計測について説明する。 
11 回 流体の計測について説明する。 
12 回 材料強さの計測について 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義目的、講義内容、達成目標を把握しておくこと。 
2 回 誤差と有効数字について予習しておくこと。 
3 回 ⻑さの計測について予習しておくこと。 
4 回 ⻑さの測定誤差について予習しておくこと。 
5 回 質量の計測について予習しておくこと。 
6 回 力の計測について予習しておくこと。 
7 回 圧力の計測について予習しておくこと。 
8 回 時間と回転速度の計測について予習しておくこと。 
9 回 単位の換算や有効数字，各種計測方法について復習しておくこと。 
10 回 温度と湿度の計測について予習してお 

 



年度 2014 
授業コード FTT0621P 
成績評価 中間試験(出題対象：単位の換算、各種測定方法)と定期試験(出題対象：各種測定

方法、最小自乗法)の総合評価により、６０点以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0621P 計測⼯学 
担当教員名 關 正憲 
単位数 2 
教科書 絵ときでわかる計測⼯学／門⽥和雄／オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード 単位、誤差、計測 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 計測⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 計測システム⼯学の基礎／⻄原主計・山藤和男・松⽥康広／森北出版 
授業形態 講義 
注意備考 講義および試験には関数電卓を持参すること。 
シラバスコード FTT0621P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A4]機械システム⼯学の技術者として必要な専門技術を体験し、実験・実習の課

題について考察法および解決能力を習得すること。特に、単位の換算、各種測定
方法、最小自乗法について理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 關 正憲（４号館４階） 

メール：seki@mech.ous.ac.jp 
電話：086-256-9424 
オフィスアワー：月曜日、水曜日９・１０限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Instrumentation Engineering 
関連科目 確率と統計、線形代数、物理学実験、加⼯学実習、機械⼯学実験、卒業研究 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 新しい装置や機械を開発する場合、各開発段階で性能を確かめるために、様々な

物理量を計測して、計測結果を分析する。また、定常運転されている機械システ
ムに関しても、正確かつ安定的に運転されているかを見守るために、各種物理量
の計測が行われる。本講義では、⻑さ、力、圧力、時間、温度等の物理量の定義
や単位、計測方法について修得することを目的とする。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。計測の基礎と単位について

説明する。 
2 回 誤差と有効数字について説明する。 
3 回 ⻑さの計測について説明する。 
4 回 ⻑さの測定誤差について説明する。 
5 回 質量の計測について説明する。 
6 回 力の計測について説明する。 
7 回 圧力の計測について説明する。 
8 回 時間と回転速度の計測について説明する。 
9 回 中間試験を行い、試験問題を解説する。 
10 回 温度と湿度の計測について説明する。 
11 回 流体の計測について説明する。 
12 回 材料強さの計測について 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義目的、講義内容、達成目標を把握しておくこと。 
2 回 誤差と有効数字について予習しておくこと。 
3 回 ⻑さの計測について予習しておくこと。 
4 回 ⻑さの測定誤差について予習しておくこと。 
5 回 質量の計測について予習しておくこと。 
6 回 力の計測について予習しておくこと。 
7 回 圧力の計測について予習しておくこと。 
8 回 時間と回転速度の計測について予習しておくこと。 
9 回 単位の換算や有効数字，各種計測方法について復習しておくこと。 
10 回 温度と湿度の計測について予習してお 

 



年度 2014 
授業コード FTT06511 
成績評価 定期試験(50％)、レポート(50％)定期試験とレポートの得点が 60 点以上を合格

とする． 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜09) 
見出し FTT06511 ロボット⼯学 
担当教員名 衣笠 哲也 
単位数 2 
教科書 特になし．必要に応じて資料を配付する． 
アクティブラーニング  
キーワード ロボット，移動ロボット，歩行ロボット，センサ，フィードバック制御，運動方

程式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ロボット⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 美多，大須賀「ロボット制御⼯学入門」コロナ社「新版ロボット⼯学ハンドブッ

ク」コロナ社浅⽥，國吉「ロボットインテリジェンス」岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考 講義に区切りがつくごとにレポートの出題を行う。講義内容に関する質問，レポ

ート相談等は、講義終了後に行う。 
シラバスコード FTT06511 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために，材料力学，熱力学，流体力学，機械力学，

自動制御，機械要素などの機械システム⼯学の専門知識を修得する．特に，ロボ
ットの移動機構，知能化，運動解析について理解すること． 

受講者へのコメント  
連絡先 衣笠（４号館４階）電子メール kinugasa＠mech.ous.ac.jp オフィスアワー・⽊曜

午前 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Robotics 
関連科目 自動制御，全ての数学，メカトロニクス，力学，機械力学，ロボット運動学，機

械システム⼯学実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近年，ロボット技術は自動車をはじめ様々な分野において広く応用されるように

なってきている．本講義では，このようなロボット技術について基本的な要素技
術，知能化に関する基礎知識を習得し，ならびに簡単なモデルによる運動解析を



行うことを目的とする． 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  ロボットの歴史と概論：ロボットとは何かについて講述する． 

2 回  様々なロボット：実例と概説する． 
3 回  移動技術（車輪，クローラ型）について，惑星探査，レスキューなどの実
例を交えながら講述する． 
4 回  移動技術（脚型）について，地上だけでなく低重力下における脚式移動技
術についても講述する． 
5 回  手と腕とマニピュレータ：機構，センサ，アクチュエータ，コンピュータ
について講述する． 
6 回  手と腕とマニピュレータ：運動方程式について講述する． 
7 回  ロボットインテリジェンス：ロボットの知能 

準備学習 1 回  Website などでロボットの歴史について調べておくこと． 
2 回  世の中に実在するロボットについて調べておくこと． 
3 回  車輪，クローラについて調べておくこと． 
4 回  脚式ロボットについて調べておくこと． 
5 回  マニピュレータについて調べておくこと． 
6 回  自動制御で学習した運動方程式，力学で学習した回転運動について復習し
ておくこと． 
7 回  ロボットの知能について調べておくこと． 
8 回 自動制御で学習した運動方程式，力学で学習した回転運動について復習し
ておくこと． 
線形常微分方程式の解 

 



年度 2014 
授業コード FTT0651P 
成績評価 定期試験(50％)、レポート(50％)定期試験とレポートの得点が 60 点以上を合格

とする． 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0651P ロボット⼯学 
担当教員名 衣笠 哲也 
単位数 2 
教科書 特になし．必要に応じて資料を配付する． 
アクティブラーニング  
キーワード ロボット，移動ロボット，歩行ロボット，センサ，フィードバック制御，運動方

程式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ロボット⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 美多，大須賀「ロボット制御⼯学入門」コロナ社「新版ロボット⼯学ハンドブッ

ク」コロナ社浅⽥，國吉「ロボットインテリジェンス」岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考 講義に区切りがつくごとにレポートの出題を行う。講義内容に関する質問，レポ

ート相談等は、講義終了後に行う。 
シラバスコード FTT0651P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために，材料力学，熱力学，流体力学，機械力学，

自動制御，機械要素などの機械システム⼯学の専門知識を修得する．特に，ロボ
ットの移動機構，知能化，運動解析について理解すること． 

受講者へのコメント  
連絡先 衣笠（４号館４階）電子メール kinugasa＠mech.ous.ac.jp オフィスアワー・⽊曜

午前 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Robotics 
関連科目 自動制御，全ての数学，メカトロニクス，力学，機械力学，ロボット運動学，機

械システム⼯学実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近年，ロボット技術は自動車をはじめ様々な分野において広く応用されるように

なってきている．本講義では，このようなロボット技術について基本的な要素技
術，知能化に関する基礎知識を習得し，ならびに簡単なモデルによる運動解析を



行うことを目的とする． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  ロボットの歴史と概論：ロボットとは何かについて講述する． 

2 回  様々なロボット：実例と概説する． 
3 回  移動技術（車輪，クローラ型）について，惑星探査，レスキューなどの実
例を交えながら講述する． 
4 回  移動技術（脚型）について，地上だけでなく低重力下における脚式移動技
術についても講述する． 
5 回  手と腕とマニピュレータ：機構，センサ，アクチュエータ，コンピュータ
について講述する． 
6 回  手と腕とマニピュレータ：運動方程式について講述する． 
7 回  ロボットインテリジェンス：ロボットの知能 

準備学習 1 回  Website などでロボットの歴史について調べておくこと． 
2 回  世の中に実在するロボットについて調べておくこと． 
3 回  車輪，クローラについて調べておくこと． 
4 回  脚式ロボットについて調べておくこと． 
5 回  マニピュレータについて調べておくこと． 
6 回  自動制御で学習した運動方程式，力学で学習した回転運動について復習し
ておくこと． 
7 回  ロボットの知能について調べておくこと． 
8 回 自動制御で学習した運動方程式，力学で学習した回転運動について復習し
ておくこと． 
線形常微分方程式の解 

 



年度 2014 
授業コード FTT06610 
成績評価 中間テスト・レポート・定期試験を総合的に評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜14) 
見出し FTT06610 パソコン入門 
担当教員名 岩崎 彰典 
単位数 2 
教科書 使用しない。パソコン使用の実技が中⼼なので必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード インターネット 学生用 Web メール ワード エクセル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 この授業は、いつも自由記述の評価で、良かったと悪かったに別れるのだが、こ

れは考えてみると、高校時代にパソコンをどの程度扱っているかが、学生によっ
てかなり差があるのではと考える。 

科目名 パソコン入門 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用するソフトウェアの進歩は著しく、またほとんどの知識はインターネットを

通じて得ることができるので参考書は特に必要ありません。 
授業形態 講義 
注意備考 実技形式で行うため、出席が重要です。欠席・遅刻の場合、授業に追いつくのは

かなり困難です。レポート提出や中間テストはオンラインで行います。パソコン
上で処理するため、フォルダ名・ファイル名に不備があれば採点することができ
ませんので十分注意してください。定期試験はパソコンを使った実技試験とオン
ライン試験です。ＵＳＢメモリを購入しておくと便利です。岡山理科大学「OUS
コンテンツライブラリー」を使用する。 

シラバスコード FTT06610 
実務経験のある教員  
達成目標 １．インターネット・学生用 Web メールが活用できるようになること。 

２．ワードの基本的機能を理解し、レポート作成ができるようになること。 
３．エクセルの基本的機能を理解し、データ処理及びグラフ作成ができるように
なること。 
４．ワードの機能とエクセルの機能を組み合わせ、将来のレポート作成ができる
ようになること。 

受講者へのコメント 家からでもできるオンラインテストを準備しているので活用してもらいたい。 
連絡先 11 号館 5 階、電子メール:top@center.ous.ac.jp、電話：086-256-9773 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 業時間外の学習で「全くしなかった」が７１％となっている。しかし、授業時間
外で宿題をしているのは３８％程度の回答がある。学生は宿題も授業以外の学習
と考えていないのかもしれない。総合評価はどの項目も７０％程度は上位の評価



をしてくれている。学習目標はほぼ達成していると思う。 
英文科目名 Introduction to Personal Computer 
関連科目 後期の情報リテラシーⅡの履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 自由記述に基づき、入学時の学生のパソコンスキルを考慮していきたい。 
講義目的 大学での学習・研究はもとより、今や社会で生活するにもインターネットや計算

機による情報の収集、加⼯、発信は欠かせない。その原理と仕組みを理解し、技
法と倫理を学び、情報化社会を生きていくための最低限の知識を身につけること
を目的とする。大学での学習・研究はもとより、今や社会で生活するにもインタ
ーネットや計算機による情報の収集、加⼯、発信は欠かせない。その原理と仕組
みを理解し、技法と倫理を学び、情報化社会を生きていくための最低限の知識を
身につけることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オンラインでの受講登録をする。 

メモ帳や学生用 Web メールを使えるようにする。 
2 回 出席登録をする。 
メモ帳で一泊研修の感想の作文をする。 
3 回 Web を使った履修届けと学生用 Web メールの確認をする。 
メモ帳で一泊研修の感想の作文の続きをする。 
4 回 情報倫理とメールでのマナーを学習する。 
5 回 パソコンの仕組みの基礎知識。特にドライブ、フォルダ、ファイルの構造に
ついて学習する。 
6 回 ワードの基礎について学習する。 
7 回 ワードでの画像の取り扱いについて学習する。 
8 回 ワードでの数式処理と表 

準備学習 1 回 高校で学習した情報教科を復習してくること。 
メモ帳での作文のため一泊研修の感想を考えておくこと。 
2 回 パソコンへのログインや履修届けなどが確実にできること。 
3 回 学生用 Web メールの設定が正しいか確認しておくこと。 
4 回 「岡山理科大学情報倫理ガイドライン」と「岡山理科大学情報倫理要綱(学
生向)」を理解しておくこと。 
5 回 一泊研修の思い出の作文を仕上げておくこと。 
6 回 前回までの復習をしておくこと。 
7 回 ワードでの作文のため高校時代の思い出を考えておくこと。 
8 回 ワードで高校時代の思い出 

 



年度 2014 
授業コード FTT0661P 
成績評価 中間テスト・レポート・定期試験を総合的に評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0661P パソコン入門 
担当教員名 岩崎 彰典 
単位数 2 
教科書 使用しない。パソコン使用の実技が中⼼なので必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード インターネット 学生用 Web メール ワード エクセル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 パソコン入門 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用するソフトウェアの進歩は著しく、またほとんどの知識はインターネットを

通じて得ることができるので参考書は特に必要ありません。 
授業形態 講義 
注意備考 実技形式で行うため、出席が重要です。欠席・遅刻の場合、授業に追いつくのは

かなり困難です。レポート提出や中間テストはオンラインで行います。パソコン
上で処理するため、フォルダ名・ファイル名に不備があれば採点することができ
ませんので十分注意してください。定期試験はパソコンを使った実技試験とオン
ライン試験です。ＵＳＢメモリを購入しておくと便利です。岡山理科大学「OUS
コンテンツライブラリー」を使用する。 

シラバスコード FTT0661P 
実務経験のある教員  
達成目標 １．インターネット・学生用 Web メールが活用できるようになること。 

２．ワードの基本的機能を理解し、レポート作成ができるようになること。 
３．エクセルの基本的機能を理解し、データ処理及びグラフ作成ができるように
なること。 
４．ワードの機能とエクセルの機能を組み合わせ、将来のレポート作成ができる
ようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 11 号館 5 階、電子メール:top@center.ous.ac.jp、電話：086-256-9773 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Personal Computer 
関連科目 後期の情報リテラシーⅡの履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 大学での学習・研究はもとより、今や社会で生活するにもインターネットや計算
機による情報の収集、加⼯、発信は欠かせない。その原理と仕組みを理解し、技
法と倫理を学び、情報化社会を生きていくための最低限の知識を身につけること
を目的とする。大学での学習・研究はもとより、今や社会で生活するにもインタ
ーネットや計算機による情報の収集、加⼯、発信は欠かせない。その原理と仕組
みを理解し、技法と倫理を学び、情報化社会を生きていくための最低限の知識を
身につけることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オンラインでの受講登録をする。 

メモ帳や学生用 Web メールを使えるようにする。 
2 回 出席登録をする。 
メモ帳で一泊研修の感想の作文をする。 
3 回 Web を使った履修届けと学生用 Web メールの確認をする。 
メモ帳で一泊研修の感想の作文の続きをする。 
4 回 情報倫理とメールでのマナーを学習する。 
5 回 パソコンの仕組みの基礎知識。特にドライブ、フォルダ、ファイルの構造に
ついて学習する。 
6 回 ワードの基礎について学習する。 
7 回 ワードでの画像の取り扱いについて学習する。 
8 回 ワードでの数式処理と表 

準備学習 1 回 高校で学習した情報教科を復習してくること。 
メモ帳での作文のため一泊研修の感想を考えておくこと。 
2 回 パソコンへのログインや履修届けなどが確実にできること。 
3 回 学生用 Web メールの設定が正しいか確認しておくこと。 
4 回 「岡山理科大学情報倫理ガイドライン」と「岡山理科大学情報倫理要綱(学
生向)」を理解しておくこと。 
5 回 一泊研修の思い出の作文を仕上げておくこと。 
6 回 前回までの復習をしておくこと。 
7 回 ワードでの作文のため高校時代の思い出を考えておくこと。 
8 回 ワードで高校時代の思い出 

 



年度 2014 
授業コード FTT06710 
成績評価 中間試験(微分)：微分の基本計算(10%)、サイクロイド曲線の接線(10%)が計算

できること。 
中間試験(積分)：積分の基本計算(10%)、サイクロイド曲線の⻑さ(10%)が計算
できること。 
定期試験：分数関数の対数微分(15%)、三角関数の定積分(15%)、対数関数の定
積分(15%)、機械部品の重⼼を求める定積分の応用計算(15%)ができること。 
中間試験(40%)と定期試験(60%)の合計得点が６０点以上を合格とする。 

曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜14) 
見出し FTT06710 微分と積分 
担当教員名 清水 一郎 
単位数 2 
教科書 水本久夫著・例と図で学べる「微分積分」・裳華房／978-4-785315467 
アクティブラーニング  
キーワード 数学，微分・積分，解析学，微分方程式，複素数，ベクトル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 比較的ポジティブな記述をもらえてうれしく思っています．内容については「難

しかった」という意見と「簡単だった」という意見の双方がありましたが，少し
ずつ，双方の皆さんの知的好奇⼼を満足できるように改善して行きたいと思いま
す． 

科目名 微分と積分 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 原康夫著・数学といっしょに学ぶ力学・学術図書 

水本久夫著・「微分積分学問題集改訂版」・培風館 
高校教科書：数学ⅠＡ・ⅡＢ・ⅢＣ 

授業形態 講義 
注意備考 高校「微積分」を機械分野へ応用する講義なので、十分な復習と計算練習を怠ら

ないこと。毎回の宿題を必ず自分で計算すること。 
質問は「数学基礎」でも受け付ける。 

シラバスコード FTT06710 
実務経験のある教員  
達成目標 (A1)機械システム⼯学の専門知識を理解するため、数学の基礎知識を修得するこ

と。 
特に、微分・積分の数学ルールをよく覚え、機械⼯業の微分・積分問題を計算で
きること。 

受講者へのコメント 機械システム⼯学における「微分と積分」の重要性を多くの人が認識し，積極的
に受講してくれていたと感じています．数学は繰り返し問題を解いてみることが
大切ですので，今後も継続して学習することを期待しています． 

連絡先 メール：shimizu @ mech.ous.ac.jp， 電話：086-256-＊＊＊＊， 場所：５号



館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 本科目は今年度からの担当であり，準備不足の部分もあったと思うが，約 80％の
人が「満足」または「ほぼ満足」と答えていることから，科目全体の流れとして
は大きな問題がなかったと考えている．その反面，約 15％の人は本科目の目標達
成度が不十分と回答しており，目標と講義内容の対応について検討する必要があ
る． 

英文科目名 Mathematics for Differentiation and Integration 
関連科目 数学，物理学，力学，材料力学，熱力学，流体力学，機械力学，自動制御 など 
次回に向けての改善変更予定 先に述べたように，目標達成度が必ずしも十分ではなかったことから，本科目の

意義と教授内容の対応について伝える機会を増やしたい．また，演習方法につい
ても改善を加えていきたい． 

講義目的 自然科学の基礎となる一変数の微分法と積分法について講述する。今後、受講す
る機械系の⼯学科Ａ群科目の大部分で利用される数学の重要な基礎知識と計算
方法を講義する。特に、機械⼯業における積分法の応用例を詳述する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  極限値，導関数，微分公式 
3 回  偏微分と常微分，べきの微分，３角関数の微分，オイラーの式（ドモアブ
ルの定理），複素関数の微分 
4 回  指数関数の微分，対数関数の微分，サイクロイド曲線関数の微分 
5 回  高階導関数，微分法の応用，ベクトルの微分，平面内の運動（力学），２階
線型常微分方程式（振動） 
6 回  不定形の極限値（ロピタルの定理），関数の増減，微分の演習（質問コーナ
ー） 
7 回  第１回中間試験 ＜微分法（２０点）＞ 
8 回  不定積分，置換積分，置換積分，部分積分 
 

準備学習 1 回  高校数学ⅠＡ，ⅡＢ，ⅢＣ 
2 回  第１章 微分法 
3 回  第２章 初等関数の微分 
4 回  第２章 初等関数の微分 
5 回  第３章 微分法の応用 
6 回  第３章 微分法の応用 
7 回  第１章〜第３章 
8 回  第４章 不定積分 
9 回  第５章 定積分 
10 回  第５章 定積分 
11 回  第５章 定積分 
12 回  第５章 定積分 
13 回  第４章・第５章 



14 回  第６章 広義の積分 
15 回  第１章〜第５章 

 



年度 2014 
授業コード FTT06810 
成績評価 中間試験と定期試験より、次の項目において、総合評価により、６０点以上を合

格とする。 
(1)ベクトル・行列の演算が出来ること。 
(2)行列式・逆行列の計算が出来ること。 
(3)(1),(2)の応用として、連立方程式、一次変換、固有値が計算出来ること。 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜14) 
見出し FTT06810 線形代数 
担当教員名 ⽥中 雅次 
単位数 2 
教科書 線形代数／矢野健太郎・石原繁 編／裳華房／978-4-785310622 
アクティブラーニング  
キーワード 線形代数, ベクトル解析 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 線形代数 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・「線形代数」と名の付く本は、本屋や本学の図書館に多数あるので参考にして

下さい。 
・高校の教科書や参考書で、「ベクトル」や「行列」が載っているものは、参考に
なります。基本が分からない人は、これらを勉強してください。 

授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FTT06810 
実務経験のある教員  
達成目標 [A1]機械システム⼯学の専門知識を理解するために、微分・積分、線形代数、確

率・統計、微分方程式、ベクトル解析およびフーリエ解析の数学知識を修得する。
特にベクトルの内積・外積、行列の計算、行列式の計算、１次変換の計算などが
出来るようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⽥中雅次(５号館３階) 

電子メール tanaka@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9594，オフィスアワー月曜日
7-8 時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Linear Algebra 
関連科目 物理学, 力学, 微分と積分など 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 線形代数学は、機械⼯学において、微積分と並んで最も代表的かつ重要な数学で

ある。本講義では、機械⼯学の基礎として、ベクトルや空間図形・行列・行列式・
１次変換などの計算方法を中⼼に学習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ベクトルの定義や基本的な演算方法について説明する。 

2 回 ベクトルの内積と直線, 円, 球の方程式について説明する。 
3 回 行列式の基本について説明する。 
4 回 行列式の性質について説明する。 
5 回 小行列式について説明する。 
6 回 高次の行列式の解法について説明する。 
7 回 ベクトルの外積と平面の方程式について説明する。 
8 回 中間試験を実施し、まとめおよび解説をする。 
9 回 行列の基本について説明する。 
10 回 掃き出し法による連立１次方程式の解法について説明する。 
11 回 逆行列の求め方につい 

準備学習 1 回 ベクトルとは何かを調べておくこと。 
2 回 ベクトルの演算に関する問題演習を行っておくこと。 
3 回 行列式とは何かを調べておくこと。 
4 回 ２次の行列式が解けるようになっていること。 
5 回 ３次の行列式が解けるようになっていること。 
6 回 小行列式展開ができるようになっていること。 
7 回 高次の行列式の問題演習をよくやっておくこと。 
8 回 ベクトルの演算、直線の式、行列式などについてよく勉強しておくこと。 
9 回 行列とは何かを調べておくこと。 
10 回 行列の基本的な演算をよく行っておくこと。 
11 回 

 



年度 2014 
授業コード FTT06910 
成績評価 定期試験（90％）、レポート（10％）の総合評価で 60 点以上を合格とする。 

確率・統計（代表値、散布度、度数分布、相関、回帰、確率分布、誤差、検定）
と複素数（四則演算、複素平面、極形式、オイラーの公式）に関する問題により
評価する。 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜14) 
見出し FTT06910 確率と統計 
担当教員名 加地 博子＊ 
単位数 2 
教科書 「Excel で学ぶ統計解析入門」／菅⺠郎・福島隆司著／オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード 微分・積分、確率・統計、複素関数、フーリエ変換 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 確率と統計 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「新統計入門」／小寺平治著／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 全ての課題を提出すること。講義はコンピュータを用いた実習を行うことのでき

る教室で行うので大学の計算機環境に慣れておくこと。 
シラバスコード FTT06910 
実務経験のある教員  
達成目標 [A1]機械システム⼯学の専門知識を理解するために、微分・積分、線形代数、確

率・統計、微分方程式、ベクトル解析およびフーリエ解析の数学知識を修得する。 
特に、代表値、散布度、データの分布、確率、標本調査に関する基本的な概念を
理解し、統計量の計算、相関分析、回帰分析、誤差計算、検定を含む基礎的な統
計データ処理ができること。また、複素数の四則演算、複素平面、極形式、オイ
ラーの公式を理解し、基本的な計算ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Probability and Statistics 
関連科目 計測⼯学、微分・積分、物理学実験、機械⼯学実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 確率・統計と複素数について講述する。実験や観測から得られるデータを取り扱

う上で確率・統計の知識は欠かせない。また、⼯学的な問題を考える上で複素数



の概念は重要である。本講議では、特に実際の問題に応用するための基礎的な知
識と実践力を身につけることを重視し、表計算ソフトによる実習を通して具体的
な計算に習熟することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 複素数 

2 回 複素平面と極形式 
3 回 複素関数とオイラーの公式 
4 回 代表値 
5 回 散布度 
6 回 度数分布 
7 回 相関 
8 回 回帰分析 
9 回 演習 
10 回 場合の数と確率 
11 回 確率変数 
12 回 確率分布 
13 回 標本調査 
14 回 検定 
15 回 演習 

準備学習 1 回 高校の教科書などを用いて実関数と複素数の項目を復習しておくこと 
2 回 出題された課題を完成させること 
3 回 出題された課題を完成させること 
4 回 教科書 3.2 までを予習しておくこと 
5 回 教科書 3.3.1〜3.3.3 を予習しておくこと 
6 回 教科書 3.5.1〜3.5.2 を予習しておくこと 
7 回 教科書 4.2 を予習しておくこと 
8 回 教科書 4.5.1〜4.5.3 を予習しておくこと 
9 回 これまでに学んだことを復習しておくこと 
10 回 講義資料を予習しておくこと 
11 回 教科書 5.1〜5.2 を予習してお 

 



年度 2014 
授業コード FTT0691P 
成績評価 定期試験（90％）、レポート（10％）の総合評価で 60 点以上を合格とする。 

確率・統計（代表値、散布度、度数分布、相関、回帰、確率分布、誤差、検定）
と複素数（四則演算、複素平面、極形式、オイラーの公式）に関する問題により
評価する。 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0691P 確率と統計 
担当教員名 加地 博子＊ 
単位数 2 
教科書 「Excel で学ぶ統計解析入門」／菅⺠郎・福島隆司著／オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード 微分・積分、確率・統計、複素関数、フーリエ変換 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 確率と統計 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「新統計入門」／小寺平治著／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 全ての課題を提出すること。講義はコンピュータを用いた実習を行うことのでき

る教室で行うので大学の計算機環境に慣れておくこと。 
シラバスコード FTT0691P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A1]機械システム⼯学の専門知識を理解するために、微分・積分、線形代数、確

率・統計、微分方程式、ベクトル解析およびフーリエ解析の数学知識を修得する。 
特に、代表値、散布度、データの分布、確率、標本調査に関する基本的な概念を
理解し、統計量の計算、相関分析、回帰分析、誤差計算、検定を含む基礎的な統
計データ処理ができること。また、複素数の四則演算、複素平面、極形式、オイ
ラーの公式を理解し、基本的な計算ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Probability and Statistics 
関連科目 計測⼯学、微分・積分、物理学実験、機械⼯学実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 確率・統計と複素数について講述する。実験や観測から得られるデータを取り扱

う上で確率・統計の知識は欠かせない。また、⼯学的な問題を考える上で複素数



の概念は重要である。本講議では、特に実際の問題に応用するための基礎的な知
識と実践力を身につけることを重視し、表計算ソフトによる実習を通して具体的
な計算に習熟することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 複素数 

2 回 複素平面と極形式 
3 回 複素関数とオイラーの公式 
4 回 代表値 
5 回 散布度 
6 回 度数分布 
7 回 相関 
8 回 回帰分析 
9 回 演習 
10 回 場合の数と確率 
11 回 確率変数 
12 回 確率分布 
13 回 標本調査 
14 回 検定 
15 回 演習 

準備学習 1 回 高校の教科書などを用いて実関数と複素数の項目を復習しておくこと 
2 回 出題された課題を完成させること 
3 回 出題された課題を完成させること 
4 回 教科書 3.2 までを予習しておくこと 
5 回 教科書 3.3.1〜3.3.3 を予習しておくこと 
6 回 教科書 3.5.1〜3.5.2 を予習しておくこと 
7 回 教科書 4.2 を予習しておくこと 
8 回 教科書 4.5.1〜4.5.3 を予習しておくこと 
9 回 これまでに学んだことを復習しておくこと 
10 回 講義資料を予習しておくこと 
11 回 教科書 5.1〜5.2 を予習してお 

 



年度 2014 
授業コード FTT07010 
成績評価 定期試験(70％)，中間試験(30％)，小テスト(0％)，レポート(0％)，ノート(0％)

により評価する。 
つぎの問題それぞれにつき具体的に求解できることで評価する。 
１）簡単な微分方程式（変数分離型微分方程式を含む）の解を求める問題、 
２）１階線形非同次微分方程式の右辺が変数の多項式、指数関数、三角関数で与
えられる場合の解を求める問題、 
３）２階定係数線形同次微分方程式の解を求める問題 
４）２階線形非同次微分方程式の右辺が変数の三角関数で与えられる場合の解を
求める問題、 
１）と２）で全体の 30％、３）と 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜14) 
見出し FTT07010 微分方程式 
担当教員名 吉⽥ 浩治 
単位数 2 
教科書 やさしく学べる微分方程式／石村園子／（共立出版） 
アクティブラーニング  
キーワード 数学，微分・積分，微分方程式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・「もう少し難易度を上げて欲しい。（原文そのまま）」 

・「授業で扱う演習をもう少し増やした方が良いと思う。」 
上の記述に対しては次回以降の検討課題とします。 

科目名 微分方程式 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大学・高専生のための解法演習微分積分Ⅱ／糸岐宣昭・三ッ広孝／（森北出版）：

基本微分積分／水本久夫／（培風館）：微分方程式の基礎／水本久夫／（培風館） 
授業形態 講義 
注意備考 前期開講の「微分と積分」を必ず修得しておくこと。万が一修得できなかった者

は、再履修まで待たず、本講義開講中に各自で学習し修得に努めること。 
シラバスコード FTT07010 
実務経験のある教員  
達成目標 [A1] 機械システム⼯学の専門知識を理解するために、微分・積分、線形代数、

確率・統計、微分方程式、ベクトル解析およびフーリエ解析の数学知識を修得す
る。特に、特に、力学の運動方程式との対応で微分方程式の概念を理解し、変数
分離型、１階微分方程式、２階線形微分方程式それぞれにつき基本的な方程式が
解けるようになる。 

受講者へのコメント この授業で学習した微分方程式は、基本的で重要なものです。解法をよく覚えて
おいてください。 

連絡先 メール：k_yoshida＠mech.ous.ac.jp， 電話：086-256-9743， 



オフィスアワー：（火曜日，水曜日９・１０時限） 場所：４号館４階吉⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Mathematics for Differential Equations 
関連科目 数学，物理学，力学，材料力学，熱力学，流体力学，機械力学，自動制御 など

（専門科目全般に関連） 
次回に向けての改善変更予定 よりよく理解できるように、さらに予習と復習を促し、宿題の問題を精選して出

すようにします。 
講義目的 自然科学の基礎となる微分積分学について、微分方程式について学習する。微分

方程式の概念を理解し、微分方程式が解けるようになること。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 授業の概要を説明する。引き続き微分方程式について説明する。また、偏微

分について説明する。 
2 回 微分の復習を兼ねて、微分方程式の解を具体的に見ることにする 
3 回 積分の復習を兼ねて、簡単な微分方程式を解くことをする。 
4 回 変数分離型の微分方程式の説明と解法を説明する。 
5 回 変数分離型の微分方程式の幾つかを具体的に解くことをする。 
6 回 １階微分方程式の同次形について説明する。 
7 回 問題演習（簡単な微分方程式、変数分離型の微分方程式、１階微分方程式）
を実施する。 
8 回 中間試験およびその問題の解 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み，講義目的，講義内容，達成目標を把握しておくこと。
さらに、前期開講の「微分と積分」の内容全般を復習しておくこと。 
2 回 「微分と積分」の初等関数の微分と微分法の応用を復習しておくこと。 
3 回 「微分と積分」の初等関数の積分と積分法の応用を復習しておくこと。 
4 回 簡単な微分方程式を解くことで復習し、教科書で変数分離型の微分方程式
を予習しておくこと 
5 回 変数分離型の微分方程式の問題を解くことで復習しておくこと。 
6 回 教科書で１階微分方程式の同次形について予習をしておくこと。 
7 回 

 



年度 2014 
授業コード FTT07210 
成績評価 定期試験５０％，中間試験３０％，レポート２０％中間・定期試験およびレポー

トの得点が６０点以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13) 
見出し FTT07210 フーリエ解析 
担当教員名 衣笠 哲也 
単位数 2 
教科書 樋口，八高「フーリエ級数とラプラス変換の基礎・基本」牧野書店／978-4-

795201330 
アクティブラーニング  
キーワード フーリエ級数，フーリエ変換，ラプラス変換 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フーリエ解析 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 白井宏「応用解析入門」コロナ社トランスナショナルカレッジオブレックス「フ

ーリエの冒険」ヒッポファミリークラブ 
授業形態 講義 
注意備考 講義に区切りがつくごとにレポートの出題を行う。講義内容に関する質問，レポ

ート相談等は、講義終了後およびオフィスアワーに行う。自動制御 I を受講する
場合はできるだけ履修してください． 

シラバスコード FTT07210 
実務経験のある教員  
達成目標 [A1]機械システム⼯学の専門知識を理解するために，微分，積分，線形代数，確

率・統計，微分方程式，ベクトル解析およびフーリエ解析の数学知識を修得する．
特に、フーリエ級数，フーリエ変換，ラプラス変換について理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 衣笠（４号館４階）kinugasa＠mech.ous.ac.jp オフィスアワー，月曜午後，⽊曜

午前 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fourier Analysis 
関連科目 全ての数学，自動制御，力学，機械力学，計測⼯学，流体力学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 正弦波と余弦波の組み合わせによって様々な振動現象を理解するフーリエ解析

は，機械システムだけでなく幅広く⼯学分野に応用されている．例えば，自動車
のサスペンションがどのような速度域でどのような周波数を持った振動を押さ



えないといけないか？といった問題に対して非常に有効なツールとなる．また，
古典ならびに現代制御理論などを理解する上でフーリエ変換，ラプラス変換は欠
かせない．そこで，本講義では，フーリエ解析について概説する． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  フーリエ解析概要：三角関数で様々な波の性質を知るための数学について

講述する． 
2 回  直交関数：正弦波と余弦波は直交することについて講述する． 
3 回  周期２π のフーリエ級数展開：周期２π の関数を正弦波と余弦波で分解
する方法について講述する． 
4 回  任意の周期関数のフーリエ級数展開：周期のない関数を正弦波と余弦波で
分解するには？について講述する． 
5 回  フーリエ級数からフーリエ積分へ：時間の関数を周波数の関数に入れ替え
ると．．．について講述する． 
6 回  フーリエ変換とその性質１について講述す 

準備学習 1 回  Website などで「フーリエ解析」を調べ，概要を把握しておくこと． 
2 回  直交や直交関数とは何か予め調べると理解が深まる． 
3 回  正弦および余弦関数についてその振動数，周期，振幅などについて復習し
ておくこと． 
4 回  周期２π のフーリエ級数展開について演習問題を解きしっかり理解して
おくこと． 
5 回  フーリエ級数展開はとびとびの三角関数の重ね合わせであることを理解し
ておくこと． 
6 回  フーリエ変換の演習問題を解いておくこと． 
7 回  前回の性質を使ったフーリエ変換の演習問題の解法について習 

 



年度 2014 
授業コード FTT0721P 
成績評価 定期試験５０％，中間試験３０％，レポート２０％中間・定期試験およびレポー

トの得点が６０点以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0721P フーリエ解析 
担当教員名 衣笠 哲也 
単位数 2 
教科書 樋口，八高「フーリエ級数とラプラス変換の基礎・基本」牧野書店／978-4-

795201330 
アクティブラーニング  
キーワード フーリエ級数，フーリエ変換，ラプラス変換 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フーリエ解析 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 白井宏「応用解析入門」コロナ社トランスナショナルカレッジオブレックス「フ

ーリエの冒険」ヒッポファミリークラブ 
授業形態 講義 
注意備考 講義に区切りがつくごとにレポートの出題を行う。講義内容に関する質問，レポ

ート相談等は、講義終了後およびオフィスアワーに行う。自動制御 I を受講する
場合はできるだけ履修してください． 

シラバスコード FTT0721P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A1]機械システム⼯学の専門知識を理解するために，微分，積分，線形代数，確

率・統計，微分方程式，ベクトル解析およびフーリエ解析の数学知識を修得する．
特に、フーリエ級数，フーリエ変換，ラプラス変換について理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 衣笠（４号館４階）kinugasa＠mech.ous.ac.jp オフィスアワー，月曜午後，⽊曜

午前 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fourier Analysis 
関連科目 全ての数学，自動制御，力学，機械力学，計測⼯学，流体力学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 正弦波と余弦波の組み合わせによって様々な振動現象を理解するフーリエ解析

は，機械システムだけでなく幅広く⼯学分野に応用されている．例えば，自動車
のサスペンションがどのような速度域でどのような周波数を持った振動を押さ



えないといけないか？といった問題に対して非常に有効なツールとなる．また，
古典ならびに現代制御理論などを理解する上でフーリエ変換，ラプラス変換は欠
かせない．そこで，本講義では，フーリエ解析について概説する． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  フーリエ解析概要：三角関数で様々な波の性質を知るための数学について

講述する． 
2 回  直交関数：正弦波と余弦波は直交することについて講述する． 
3 回  周期２π のフーリエ級数展開：周期２π の関数を正弦波と余弦波で分解
する方法について講述する． 
4 回  任意の周期関数のフーリエ級数展開：周期のない関数を正弦波と余弦波で
分解するには？について講述する． 
5 回  フーリエ級数からフーリエ積分へ：時間の関数を周波数の関数に入れ替え
ると．．．について講述する． 
6 回  フーリエ変換とその性質１について講述す 

準備学習 1 回  Website などで「フーリエ解析」を調べ，概要を把握しておくこと． 
2 回  直交や直交関数とは何か予め調べると理解が深まる． 
3 回  正弦および余弦関数についてその振動数，周期，振幅などについて復習し
ておくこと． 
4 回  周期２π のフーリエ級数展開について演習問題を解きしっかり理解して
おくこと． 
5 回  フーリエ級数展開はとびとびの三角関数の重ね合わせであることを理解し
ておくこと． 
6 回  フーリエ変換の演習問題を解いておくこと． 
7 回  前回の性質を使ったフーリエ変換の演習問題の解法について習 

 



年度 2014 
授業コード FTT07310 
成績評価 前半に関しては、つぎの 3 項目を総合的に評価する。 

・プレゼンテーションに関する評価 
・レポートの評価 
・ロボットの完成度の評価 
後半に関しては、つぎの項目を総合集計して評価する。 
・ 計画書提出（２０％）：目的・目標の明確さ，作品の概要，創造性のアピール，
計画の立て方等を評価 
・ 中間報告（２０％）：上記の項目に加え、学問的な裏付け（力が作用する部分
の強度計算等），発表態度・資料，質疑応答の内容を評価 
・ 設計製作（３０％）：スケジュール通りに進んでいるかを評価 
・ 競技会（３０％）：作品の完成度，製作技 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜09) 
見出し FTT07310 創造⼯学(再) 
担当教員名 吉⽥ 浩治、關 正憲、中井 賢治 
単位数 2 
教科書 必要な資料を適宜配布 
アクティブラーニング  
キーワード 創造的設計・製作，課題探求，総合的判断，自主的調査・研究，作品発表 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 創造⼯学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Lego Mindstorm NXT オレンジブック／（毎日コミュニケーションズ）：その他

多数，日本機械学会編（機械⼯学便覧）他 
授業形態 実験実習 
注意備考 学生が能動的に活動することがもとめられるので，担当教員や TA は細部に至る

指導はしない．しかし，担当教員や TA にアドバイスを求めることはできる． 
シラバスコード FTT07310 
実務経験のある教員  
達成目標 [A6]創造⼯学および卒業研究を通じて、⼯学問題を発見し、自発的に分析・解決

する能力、および⼯学問題に対処する能力を養成するとともに、卒業研究発表会
によって口頭発表や討議のプレゼンテーション技術を修得する。特に、 １）プレ
ゼンテーションの技法を身につけ、考察や考案したことを効果的に伝えることが
できる。 
２）ロボットの設計案に基づきチーム内で作業の分担および作業計画の立案・遂
行を通して、個々の役割を認識して他と協働して目的を達成することができる。 
３）競技用のロボットを製作・改善することを通して、⼯学的問題 

受講者へのコメント  



連絡先 吉⽥浩治： 
メール：k_yoshida＠mech.ous.ac.jp， 電話：086-256-9743，オフィスアワー：
（火曜日，水曜日９・１０時限） 場所：４号館４階吉⽥研究室 
中井賢治： 
メール：nakai@mech.ous.ac.jp，オフィスアワー：毎週⽊・金曜日随時 
場所：４号館３階中井研究室 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Project Based Learning 
関連科目 機械システム⼯学科 すべてのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 特定のプロジェクト課題に対して，各学生が独創的なアイデアを案出して取り組

む。チームで設計案に沿ってスケジュールを計画し，作業を進めることでチーム
で作業に取り組む能力を養う。さらに問題発見・解決能力を養う。このように，
もの作りに関する創造的能力や機械システム技術者としてのデザイン能力を含
めた基礎能力を養成する。また実施した作業のまとめと作品の発表の場を通じ
て，表現能力を高め，討議のプレゼンテーション技術を修得する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 プロジェクト課題として、「特定の競技ができる小型の移動ロボットを製作

する」ことを与える。概要説明，班分け，レギュレーションの配布と説明をする。
小課題１を提示する。（小課題１：移動ロボットを組み立てて，ライントレースと
障害物レースをおこなう。）競技内容については当日発表する。 
2 回 学生が小課題１への取り組みをする。また、作業日誌と問題点対策票を作成
する。 
3 回 学生が小課題１への取り組みをする。また、作業日誌と問題点対策票を作成
する。 
4 回 小課題１を各班でデモンストレーションする。次の小課題２を提 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと． 
2 回 小課題１に対して考察をしておくこと． 
3 回 小課題１を実施して問題点を明らかにし、対策を考察をしておくこと。 
4 回 小課題１を実施して問題点を明らかにし、対策を考察をしておくこと。 
5 回 小課題２に対して考察をしておくこと。 
6 回 小課題２を実施して問題点を明らかに、対策を考察をしておくこと。 
7 回 小課題２のデモンストレーションに備えること。 
8 回 プレゼンテーションの練習を何回も行なっておくこと。 
9 回 今後のスケジュールについてよく考えておくこと。 
10 回 

 



年度 2014 
授業コード FTT0731P 
成績評価 前半に関しては、つぎの 3 項目を総合的に評価する。 

・プレゼンテーションに関する評価 
・レポートの評価 
・ロボットの完成度の評価 
後半に関しては、つぎの項目を総合集計して評価する。 
・ 計画書提出（２０％）：目的・目標の明確さ，作品の概要，創造性のアピール，
計画の立て方等を評価 
・ 中間報告（２０％）：上記の項目に加え、学問的な裏付け（力が作用する部分
の強度計算等），発表態度・資料，質疑応答の内容を評価 
・ 設計製作（３０％）：スケジュール通りに進んでいるかを評価 
・ 競技会（３０％）：作品の完成度，製作技 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0731P 創造⼯学(再) 
担当教員名 吉⽥ 浩治、關 正憲、中井 賢治 
単位数 2 
教科書 必要な資料を適宜配布 
アクティブラーニング  
キーワード 創造的設計・製作，課題探求，総合的判断，自主的調査・研究，作品発表 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 創造⼯学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Lego Mindstorm NXT オレンジブック／（毎日コミュニケーションズ）：その他

多数，日本機械学会編（機械⼯学便覧）他 
授業形態 実験実習 
注意備考 学生が能動的に活動することがもとめられるので，担当教員や TA は細部に至る

指導はしない．しかし，担当教員や TA にアドバイスを求めることはできる． 
シラバスコード FTT0731P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A6]創造⼯学および卒業研究を通じて、⼯学問題を発見し、自発的に分析・解決

する能力、および⼯学問題に対処する能力を養成するとともに、卒業研究発表会
によって口頭発表や討議のプレゼンテーション技術を修得する。特に、 １）プレ
ゼンテーションの技法を身につけ、考察や考案したことを効果的に伝えることが
できる。 
２）ロボットの設計案に基づきチーム内で作業の分担および作業計画の立案・遂
行を通して、個々の役割を認識して他と協働して目的を達成することができる。 
３）競技用のロボットを製作・改善することを通して、⼯学的問題 

受講者へのコメント  



連絡先 吉⽥浩治： 
メール：k_yoshida＠mech.ous.ac.jp， 電話：086-256-9743，オフィスアワー：
（火曜日，水曜日９・１０時限） 場所：４号館４階吉⽥研究室 
中井賢治： 
メール：nakai@mech.ous.ac.jp，オフィスアワー：毎週⽊・金曜日随時 
場所：４号館３階中井研究室 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Project Based Learning 
関連科目 機械システム⼯学科 すべてのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 特定のプロジェクト課題に対して，各学生が独創的なアイデアを案出して取り組

む。チームで設計案に沿ってスケジュールを計画し，作業を進めることでチーム
で作業に取り組む能力を養う。さらに問題発見・解決能力を養う。このように，
もの作りに関する創造的能力や機械システム技術者としてのデザイン能力を含
めた基礎能力を養成する。また実施した作業のまとめと作品の発表の場を通じ
て，表現能力を高め，討議のプレゼンテーション技術を修得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 プロジェクト課題として、「特定の競技ができる小型の移動ロボットを製作

する」ことを与える。概要説明，班分け，レギュレーションの配布と説明をする。
小課題１を提示する。（小課題１：移動ロボットを組み立てて，ライントレースと
障害物レースをおこなう。）競技内容については当日発表する。 
2 回 学生が小課題１への取り組みをする。また、作業日誌と問題点対策票を作成
する。 
3 回 学生が小課題１への取り組みをする。また、作業日誌と問題点対策票を作成
する。 
4 回 小課題１を各班でデモンストレーションする。次の小課題２を提 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと． 
2 回 小課題１に対して考察をしておくこと． 
3 回 小課題１を実施して問題点を明らかにし、対策を考察をしておくこと。 
4 回 小課題１を実施して問題点を明らかにし、対策を考察をしておくこと。 
5 回 小課題２に対して考察をしておくこと。 
6 回 小課題２を実施して問題点を明らかに、対策を考察をしておくこと。 
7 回 小課題２のデモンストレーションに備えること。 
8 回 プレゼンテーションの練習を何回も行なっておくこと。 
9 回 今後のスケジュールについてよく考えておくこと。 
10 回 

 



年度 2014 
授業コード FTT07610 
成績評価 定期試験（50%），中間試験（30%），小テスト（0%），レポート（20%），ノート

（0%）で評価する。達成目標に挙げた１）〜３）に関する問題で評価し，100 点
満点の場合 60 点以上を合格とする。 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜09) 
見出し FTT07610 自動制御Ⅲ(再) 
担当教員名 吉⽥ 浩治 
単位数 2 
教科書 システム制御理論入門／小郷 寛、美多 勉／（実況出版）／978-4-407022056 
アクティブラーニング  
キーワード 状態方程式と状態フィードバック，可制御性／可観測性，安定性，レギュレータ，

オブザーバ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 自動制御Ⅲ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 システム制御へのアプローチ／大須賀 公一 他／（コロナ社）：その他 
授業形態 講義 
注意備考 講義時間中に述べられる連絡事項に十分注意すること 
シラバスコード FTT07610 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決する能力を養成するために，材料力学，熱力学，流体

力学，機械力学，自動制御，機械要素，加⼯学などの機械システム⼯学の専門知
識を習得する。特に，１）非線形システムを線形化することができ，状態推移行
列を求めることができる，２）線形システムの安定性，可制御性，可観測性を判
定できる，３）低次元システムのレギュレータやオブザーバを設計することがで
きる。 

受講者へのコメント  
連絡先 メール：k_yoshida＠mech.ous.ac.jp， 電話：086-256-9743， 

オフィスアワー：（火曜日，水曜日９・１０時限） 場所：４号館４階吉⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Automatic Control III 
関連科目 自動制御 I，II，微分と積分，微分方程式，線形代数，フーリエ解析，ロボット⼯

学，メカトロニクス，力学 I，II，機械力学 I，II，III，ロボット運動学，機械⼯
学実験 

次回に向けての改善変更予定  



講義目的 自動車やロボットなどの機械システムにおいて，制御は重要な役割を果たす。制
御とは，注目している対象物がなんらかの目標とする状態を保つように，その対
象物に操作を加えることであり，これを体系的に研究する際に用いられる理論が
制御理論である。この授業では，状態方程式表現を用いて時間領域で制御系を設
計や解析する現代制御理論について解説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 概要説明をする。動的システムと状態方程式について説明する。 

2 回 非線形システムの線形化について説明する。 
3 回 数学的準備（行列論）を実施する。 
4 回 状態方程式の解について説明する。 
5 回 状態推移行列について説明する。 
6 回 システムの安定性について説明する。 
7 回 問題演習を実施する。（線形化、状態方程式とそれの解、システムの安定性
の問題を取り上げる。） 
8 回 中間試験とその問題の解説をする。 
9 回 可制御性について説明する。 
10 回 可観測性について説明する。 
11 回 極配置レギュレータの 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み，講義目的，講義内容，達成目標を把握しておくこと。
教科書や参考図書などによって動的システムと状態方程式について調べておく
こと。 
2 回 動的システムと状態方程式について復習しておくこと。微分と積分の教科
書などによってテイラー展開について復習することで準備しておくこと。 
3 回 非線形システムの線形化について問題を解くことで復習しておくこと。教
科書や線形代数の教科書などによって，逆行列，行列式，ランク，固有値，固有
ベクトル，対角化，指数関数について調べておくこと。 
4 回 前回の講義で説明 

 



年度 2014 
授業コード FTT0761P 
成績評価 定期試験（50%），中間試験（30%），小テスト（0%），レポート（20%），ノート

（0%）で評価する。達成目標に挙げた１）〜３）に関する問題で評価し，100 点
満点の場合 60 点以上を合格とする。 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0761P 自動制御Ⅲ(再) 
担当教員名 吉⽥ 浩治 
単位数 2 
教科書 システム制御理論入門／小郷 寛、美多 勉／（実況出版）／978-4-407022056 
アクティブラーニング  
キーワード 状態方程式と状態フィードバック，可制御性／可観測性，安定性，レギュレータ，

オブザーバ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 自動制御Ⅲ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 システム制御へのアプローチ／大須賀 公一 他／（コロナ社）：その他 
授業形態 講義 
注意備考 講義時間中に述べられる連絡事項に十分注意すること 
シラバスコード FTT0761P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決する能力を養成するために，材料力学，熱力学，流体

力学，機械力学，自動制御，機械要素，加⼯学などの機械システム⼯学の専門知
識を習得する。特に，１）非線形システムを線形化することができ，状態推移行
列を求めることができる，２）線形システムの安定性，可制御性，可観測性を判
定できる，３）低次元システムのレギュレータやオブザーバを設計することがで
きる。 

受講者へのコメント  
連絡先 メール：k_yoshida＠mech.ous.ac.jp， 電話：086-256-9743， 

オフィスアワー：（火曜日，水曜日９・１０時限） 場所：４号館４階吉⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Automatic Control III 
関連科目 自動制御 I，II，微分と積分，微分方程式，線形代数，フーリエ解析，ロボット⼯

学，メカトロニクス，力学 I，II，機械力学 I，II，III，ロボット運動学，機械⼯
学実験 

次回に向けての改善変更予定  



講義目的 自動車やロボットなどの機械システムにおいて，制御は重要な役割を果たす。制
御とは，注目している対象物がなんらかの目標とする状態を保つように，その対
象物に操作を加えることであり，これを体系的に研究する際に用いられる理論が
制御理論である。この授業では，状態方程式表現を用いて時間領域で制御系を設
計や解析する現代制御理論について解説する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 概要説明をする。動的システムと状態方程式について説明する。 

2 回 非線形システムの線形化について説明する。 
3 回 数学的準備（行列論）を実施する。 
4 回 状態方程式の解について説明する。 
5 回 状態推移行列について説明する。 
6 回 システムの安定性について説明する。 
7 回 問題演習を実施する。（線形化、状態方程式とそれの解、システムの安定性
の問題を取り上げる。） 
8 回 中間試験とその問題の解説をする。 
9 回 可制御性について説明する。 
10 回 可観測性について説明する。 
11 回 極配置レギュレータの 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み，講義目的，講義内容，達成目標を把握しておくこと。
教科書や参考図書などによって動的システムと状態方程式について調べておく
こと。 
2 回 動的システムと状態方程式について復習しておくこと。微分と積分の教科
書などによってテイラー展開について復習することで準備しておくこと。 
3 回 非線形システムの線形化について問題を解くことで復習しておくこと。教
科書や線形代数の教科書などによって，逆行列，行列式，ランク，固有値，固有
ベクトル，対角化，指数関数について調べておくこと。 
4 回 前回の講義で説明 

 



年度 2014 
授業コード FTT07710 
成績評価 (1)実習の課題評価(50％)：各回でのソリッドワークスの演習の達成率などを評

価する。 
(2)定期試験(50％)：直線分、平面、ソリッドモデル、アフィン変換など、基本的
な形状処理⼯学が理解出来ていることを評価の基準とする。 
(1),(2)の合計得点が６０点以上を合格とする。 

曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜12) 
見出し FTT07710 ＣＡＤ／ＣＡＭ 
担当教員名 ⽥中 雅次 
単位数 2 
教科書 ３次元 CAD「SolidWorks」練習帳/(株)アドライズ編/日刊⼯業新聞社 
アクティブラーニング  
キーワード 製図, コンピュータグラフィックス, CAD/CAM/CAE, DfX(デザインフォーエッ

クス) 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ＣＡＤ／ＣＡＭ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・ソリッドワークスの実習では原則、遅刻・欠席をしないこと。 

・ソリッドワークスの説明は、よく聞いて見て理解すること。各操作の説明後に
TA や教員を頼りにすると無駄な時間が増えて、講義の進行の妨げとなり、他の
学生の迷惑になります。 

シラバスコード FTT07710 
実務経験のある教員  
達成目標 [A3]機械分野の問題を数値的に解決するために、コンピュータ操作に習熟すると

ともに、プログラミング技術および情報処理技術の基礎知識を修得する。特に、
ソリッドワークスの操作を通して、CAD における形状処理技術を理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⽥中雅次(５号館３階) 

電子メール tanaka@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9594，オフィスアワー月曜日
7-8 時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 CAD/CAM 
関連科目 機械製図, CAE など 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 CAD/CAM の技術は、主に形状処理を基礎としている。本講義では、CAD での

線分の描画技術を基礎に、3 次元 CAD でのソリッドモデルの作成方法について、
最初に学習する。その後、情報処理センターにおいて、3 次元 CAD であるソリ
ッドワークスの操作の仕方を、簡単な機械部品等がモデリングできる程度にまで
学習し、自由課題において、各学生が自由に製品モデルを作成し、その成果を発
表する。最後に、ソリッドモデリングに関する総合的な計算問題演習を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 CAD/CAM の概要について説明し、CAD での直線の描画方法について説明

する。 
2 回 CAD での直線や円、円弧の交点の求め方と３次元モデル(ソリッドモデル)
について説明する。 
3 回 ソリッドモデルによる機械部品のモデリング方法やシェーディングについ
て説明する。 
4 回 ソリッドモデルのアフィン変換について説明する。 
5 回 ソリッドワークスにおける平行押し出し・削除操作について説明する。 
6 回 ソリッドワークスにおける回転押し出し・削除操作について説明する。 
7 回 ソリッドワークスにおけるスケッチの描画 

準備学習 1 回 CAD/CAM とはどのようなものか？調べておくこと。 
2 回 直線の描画方法について復習しておくこと。 
3 回 直線や円、円弧の交点の求め方について復習しておくこと。 
4 回 ソリッドモデルによる機械部品のモデリング方法について復習しておくこ
と。 
5 回 これまで学んだことを、総合的に理解しておくこと。 
6 回 前回の操作を復習しておくこと。 
7 回 前回の操作を復習しておくこと。 
8 回 前回の操作を復習しておくこと。 
9 回 前回の操作を復習しておくこと。 
10 回 前回の操作を復習しておくこと。 
11 回 これま 

 



年度 2014 
授業コード FTT0771P 
成績評価 (1)実習の課題評価(50％)：各回でのソリッドワークスの演習の達成率などを評

価する。 
(2)定期試験(50％)：直線分、平面、ソリッドモデル、アフィン変換など、基本的
な形状処理⼯学が理解出来ていることを評価の基準とする。 
(1),(2)の合計得点が６０点以上を合格とする。 

曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0771P ＣＡＤ／ＣＡＭ 
担当教員名 ⽥中 雅次 
単位数 2 
教科書 ３次元 CAD「SolidWorks」練習帳/(株)アドライズ編/日刊⼯業新聞社 
アクティブラーニング  
キーワード 製図, コンピュータグラフィックス, CAD/CAM/CAE, DfX(デザインフォーエッ

クス) 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ＣＡＤ／ＣＡＭ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・ソリッドワークスの実習では原則、遅刻・欠席をしないこと。 

・ソリッドワークスの説明は、よく聞いて見て理解すること。各操作の説明後に
TA や教員を頼りにすると無駄な時間が増えて、講義の進行の妨げとなり、他の
学生の迷惑になります。 

シラバスコード FTT0771P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A3]機械分野の問題を数値的に解決するために、コンピュータ操作に習熟すると

ともに、プログラミング技術および情報処理技術の基礎知識を修得する。特に、
ソリッドワークスの操作を通して、CAD における形状処理技術を理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⽥中雅次(５号館３階) 

電子メール tanaka@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9594，オフィスアワー月曜日
7-8 時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 CAD/CAM 
関連科目 機械製図, CAE など 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 CAD/CAM の技術は、主に形状処理を基礎としている。本講義では、CAD での

線分の描画技術を基礎に、3 次元 CAD でのソリッドモデルの作成方法について、
最初に学習する。その後、情報処理センターにおいて、3 次元 CAD であるソリ
ッドワークスの操作の仕方を、簡単な機械部品等がモデリングできる程度にまで
学習し、自由課題において、各学生が自由に製品モデルを作成し、その成果を発
表する。最後に、ソリッドモデリングに関する総合的な計算問題演習を行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 CAD/CAM の概要について説明し、CAD での直線の描画方法について説明

する。 
2 回 CAD での直線や円、円弧の交点の求め方と３次元モデル(ソリッドモデル)
について説明する。 
3 回 ソリッドモデルによる機械部品のモデリング方法やシェーディングについ
て説明する。 
4 回 ソリッドモデルのアフィン変換について説明する。 
5 回 ソリッドワークスにおける平行押し出し・削除操作について説明する。 
6 回 ソリッドワークスにおける回転押し出し・削除操作について説明する。 
7 回 ソリッドワークスにおけるスケッチの描画 

準備学習 1 回 CAD/CAM とはどのようなものか？調べておくこと。 
2 回 直線の描画方法について復習しておくこと。 
3 回 直線や円、円弧の交点の求め方について復習しておくこと。 
4 回 ソリッドモデルによる機械部品のモデリング方法について復習しておくこ
と。 
5 回 これまで学んだことを、総合的に理解しておくこと。 
6 回 前回の操作を復習しておくこと。 
7 回 前回の操作を復習しておくこと。 
8 回 前回の操作を復習しておくこと。 
9 回 前回の操作を復習しておくこと。 
10 回 前回の操作を復習しておくこと。 
11 回 これま 

 



年度 2014 
授業コード FTT07910 
成績評価 定期試験(100％)，中間試験(0％)，小テスト(0％)，レポート(0％)，ノート(0％)

定期試験での得点により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13) 
見出し FTT07910 数値計算 
担当教員名 桑⽊ 賢也 
単位数 2 
教科書 藪忠司、伊藤惇著・「数値計算法」・コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 計算機利用の基礎，プログラム言語，数値計算，数式処理，シミュレーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数値計算 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 水島二郎、柳瀬眞一郎著・「理⼯学のための数値計算法」・数理⼯学社 
授業形態 講義 
注意備考 講義および試験には関数電卓を持参すること。 
シラバスコード FTT07910 
実務経験のある教員  
達成目標 [A3]機械分野の問題を数値的に解決するために、コンピュータ操作に習熟すると

ともに、プログラミング技術および情報処理技術の基礎知識を修得する。特に、
機械⼯学で必要な数値解法のアルゴリズムを理解し、簡単な問題が手計算で行え
るようになることを目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 桑⽊研究室（５号館４階），オフィスアワー：月曜日と水曜日随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Numerical Computation 
関連科目 パソコン入門、コンピュータ基礎、微分方程式、線形代数、微分と積分 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コンピュータの発達した現在、ほとんどの⼯業分野においてコンピュータシミュ

レーションによる解析が行われるようになった。本講義ではコンピュータシミュ
レーションの基礎となる数値計算法の基本的な考え方と方法について学習する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  数値計算とは何か、また⼯業的な必要性に関して解説する。 

2 回  プログラム言語と数値の表現に関して解説する。 
3 回  連立１次方程式のヤコビ法による解法の説明をする。 



4 回 連立１次方程式のガウス・ザイデル法による解法の説明をする。 
5 回 連立１次方程式の演習をする。 
6 回  非線形方程式のニュートン・ラプソン法による解法の説明をする。 
7 回  連立非線形方程式の数値解法の説明をする。 
8 回  補間公式による数値解法の説明をする。 
9 回  数値積分法（台形則、中点則）に関して解説する。 
10 回 

準備学習 1 回 「パソコン入門」「コンピュータ基礎」の内容全般の復習をしておくこと。 
2 回 テイラー展開、マクローリン展開（１年次の「微分方程式」「確率と統計」
で学習）の復習をしておくこと。 
3 回 連立１次方程式（消去法）（１年次の「線形代数」で学習）の復習をしてお
くこと。 
4 回 連立１次方程式（ヤコビ法）の復習をしておくこと。 
5 回 連立１次方程式の復習をしておくこと。 
6 回 「微分と積分」の微分の復習をしておくこと。 
7 回 ニュートン・ラプソン法の復習をしておくこと。 
8 回 「物理学実験」の最小二乗法（自乗法） 

 



年度 2014 
授業コード FTT0791P 
成績評価 定期試験(100％)，中間試験(0％)，小テスト(0％)，レポート(0％)，ノート(0％)

定期試験での得点により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0791P 数値計算 
担当教員名 桑⽊ 賢也 
単位数 2 
教科書 藪忠司、伊藤惇著・「数値計算法」・コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 計算機利用の基礎，プログラム言語，数値計算，数式処理，シミュレーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数値計算 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 水島二郎、柳瀬眞一郎著・「理⼯学のための数値計算法」・数理⼯学社 
授業形態 講義 
注意備考 講義および試験には関数電卓を持参すること。 
シラバスコード FTT0791P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A3]機械分野の問題を数値的に解決するために、コンピュータ操作に習熟すると

ともに、プログラミング技術および情報処理技術の基礎知識を修得する。特に、
機械⼯学で必要な数値解法のアルゴリズムを理解し、簡単な問題が手計算で行え
るようになることを目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 桑⽊研究室（５号館４階），オフィスアワー：月曜日と水曜日随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Numerical Computation 
関連科目 パソコン入門、コンピュータ基礎、微分方程式、線形代数、微分と積分 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コンピュータの発達した現在、ほとんどの⼯業分野においてコンピュータシミュ

レーションによる解析が行われるようになった。本講義ではコンピュータシミュ
レーションの基礎となる数値計算法の基本的な考え方と方法について学習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  数値計算とは何か、また⼯業的な必要性に関して解説する。 

2 回  プログラム言語と数値の表現に関して解説する。 
3 回  連立１次方程式のヤコビ法による解法の説明をする。 



4 回 連立１次方程式のガウス・ザイデル法による解法の説明をする。 
5 回 連立１次方程式の演習をする。 
6 回  非線形方程式のニュートン・ラプソン法による解法の説明をする。 
7 回  連立非線形方程式の数値解法の説明をする。 
8 回  補間公式による数値解法の説明をする。 
9 回  数値積分法（台形則、中点則）に関して解説する。 
10 回 

準備学習 1 回 「パソコン入門」「コンピュータ基礎」の内容全般の復習をしておくこと。 
2 回 テイラー展開、マクローリン展開（１年次の「微分方程式」「確率と統計」
で学習）の復習をしておくこと。 
3 回 連立１次方程式（消去法）（１年次の「線形代数」で学習）の復習をしてお
くこと。 
4 回 連立１次方程式（ヤコビ法）の復習をしておくこと。 
5 回 連立１次方程式の復習をしておくこと。 
6 回 「微分と積分」の微分の復習をしておくこと。 
7 回 ニュートン・ラプソン法の復習をしておくこと。 
8 回 「物理学実験」の最小二乗法（自乗法） 

 



年度 2014 
授業コード FTT08010 
成績評価 提出課題：ピストンの製図では、製図に関する基本事項が 60％以上理解できてい

ること。手巻きウインチの計算書では、ワイヤロープの選定、巻き胴の設計およ
び減速機について 60％以上理解できていること。 
期末試験: ワイヤロープの選定、手巻きウインチの設計計算に関する内容が 60％
以上理解できていること。 

曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13) 
見出し FTT08010 機械のデザイン 
担当教員名 中川 惠友 
単位数 2 
教科書 手巻きウインチの設計（第 3 版）／機械設計研究会／理⼯学社 
アクティブラーニング  
キーワード 設計法、製図法と規則、機械設計、製図、規格／標準／基準/法規、デザイン 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 機械のデザイン 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 機械⼯学必携(第 8 版）／馬場、吉⽥／三省堂 

機械設計製図便覧(第 10 版）／津村、大⻄／理⼯学社 
授業形態 講義 
注意備考 毎回必ず出席して、教員の指示に従うこと。学習相談の希望があれば、講義後に

担当教員に申し出ること。・講義ではＯＨＰ、パワーポイントを用いて解説する
予定である。 

シラバスコード FTT08010 
実務経験のある教員  
達成目標  本講義では、ピストン製図により実用機械部品の材料・構造を理解すると共に、

手巻きウインチの設計計算を行い、主としてワイヤー選択の方法、巻胴の設計、
減速比を理解することを目標とする。 

受講者へのコメント 前回同様、講義の初めに前回の内容に関する復習問題を数問解いてもらい、その
後、解答と解説を行う予定である。これにより、受講生が新しい講義内容を理解
しやすくなるとともに、試験勉強にも役立つと考えられる。また前回のアンケー
トで、もう少し演習時間を増やしてほしいとの意見があり、今回、例題を説明し
た後に演習問題を解くようにした。次回も今回と同様に演習時間を設けて受講生
の理解度の向上に努める予定である。 

連絡先 中川研究室（場所：4 号館 3 階, オフィスアワー(⽊曜 11 時から 12 時), TEL：
086-256-9561,E-mail:nakagawa@mech.ous.ac.jp) 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 本講義のピストンの製図では、数人のグループに分かれて実物のピストンの寸法



を各自が測定し製図を行う。従って、正確な図面を描くためには、出来るだけ各
自が実物を何度も見てしっかり寸法を測定することが重要である。今回、受講生
間の連携が良いグループは、いずれの受講生も早く正確な図面が描けていた。そ
こで、ピストンの製図では、できるだけグループのメンバーが緊密に連携して進
めるようにお願いしたい。また、講義以外の時間でも製図は可能なのでできるだ
け各自で進めるようにお願いしたい。 

英文科目名 Design for Machinery 
関連科目 機械製図、加⼯学実習、創造⼯学 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的  ⼯業製品の製造・生産にとって、機械の設計（Design）は、最も重要な作業で

ある。設計とは、新しいアイデアを具体化するための計画を立案し、それに必要
な技術計算と製図を実行することである。この講義では、最も基本的な機械のデ
ザイン例として、「ピストンのスケッチ」と「ウインチのデザイン」を設計する方
法を実習形式で学ぶ。また、機械システム技術者のデザイン能力を養成する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  寸法の計測法とノギスの使用法を解説する。 

2 回  エンジン用ピストンについて用途、設計の意味について解説をする。 
 また、ノギスを使ってピストンの計測をする。 
3 回  ピストンの計測と手書きスケッチをする。 
4 回 第 3 角法によるピストンの作図について解説すると共に製図実習をする。 
5 回  第 3 角法によるピストンの製図実習をする。 
6 回  手巻きウインチの基本設計について設計課題、機構の選定および制動装置
について解説する。 
7 回 ワイヤーロープの設計について、ワイヤロープの切断荷重、安全率について
解 

準備学習 1 回  寸法の計測法とノギスの使い方について理解する。 
2 回 エンジン用ピストンについて理解する。 
3 回  ピストンの計測について理解する。 
4 回 第 3 角法によるピストンの製図法を理解する。 
5 回  第 3 角法について理解する。 
6 回  手巻きウインチの機構の選定および制動装置について理解する。 
7 回  切断荷重、安全率について理解する。 
8 回  ワイヤロープの選定について理解する。 
9 回  ワイヤロープの選定について理解する。 
10 回  手巻きウインチの巻き胴の構造、材質について理解する。 
11 回  巻き 

 



年度 2014 
授業コード FTT0801P 
成績評価 提出課題：ピストンの製図では、製図に関する基本事項が 60％以上理解できてい

ること。手巻きウインチの計算書では、ワイヤロープの選定、巻き胴の設計およ
び減速機について 60％以上理解できていること。 
期末試験: ワイヤロープの選定、手巻きウインチの設計計算に関する内容が 60％
以上理解できていること。 

曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0801P 機械のデザイン 
担当教員名 中川 惠友 
単位数 2 
教科書 手巻きウインチの設計（第 3 版）／機械設計研究会／理⼯学社 
アクティブラーニング  
キーワード 設計法、製図法と規則、機械設計、製図、規格／標準／基準/法規、デザイン 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械のデザイン 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 機械⼯学必携(第 8 版）／馬場、吉⽥／三省堂 

機械設計製図便覧(第 10 版）／津村、大⻄／理⼯学社 
授業形態 講義 
注意備考 毎回必ず出席して、教員の指示に従うこと。学習相談の希望があれば、講義後に

担当教員に申し出ること。・講義ではＯＨＰ、パワーポイントを用いて解説する
予定である。 

シラバスコード FTT0801P 
実務経験のある教員  
達成目標  本講義では、ピストン製図により実用機械部品の材料・構造を理解すると共に、

手巻きウインチの設計計算を行い、主としてワイヤー選択の方法、巻胴の設計、
減速比を理解することを目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 中川研究室（場所：4 号館 3 階, オフィスアワー(⽊曜 11 時から 12 時), TEL：

086-256-9561,E-mail:nakagawa@mech.ous.ac.jp) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Design for Machinery 
関連科目 機械製図、加⼯学実習、創造⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  ⼯業製品の製造・生産にとって、機械の設計（Design）は、最も重要な作業で



ある。設計とは、新しいアイデアを具体化するための計画を立案し、それに必要
な技術計算と製図を実行することである。この講義では、最も基本的な機械のデ
ザイン例として、「ピストンのスケッチ」と「ウインチのデザイン」を設計する方
法を実習形式で学ぶ。また、機械システム技術者のデザイン能力を養成する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  寸法の計測法とノギスの使用法を解説する。 

2 回  エンジン用ピストンについて用途、設計の意味について解説をする。 
 また、ノギスを使ってピストンの計測をする。 
3 回  ピストンの計測と手書きスケッチをする。 
4 回 第 3 角法によるピストンの作図について解説すると共に製図実習をする。 
5 回  第 3 角法によるピストンの製図実習をする。 
6 回  手巻きウインチの基本設計について設計課題、機構の選定および制動装置
について解説する。 
7 回 ワイヤーロープの設計について、ワイヤロープの切断荷重、安全率について
解 

準備学習 1 回  寸法の計測法とノギスの使い方について理解する。 
2 回 エンジン用ピストンについて理解する。 
3 回  ピストンの計測について理解する。 
4 回 第 3 角法によるピストンの製図法を理解する。 
5 回  第 3 角法について理解する。 
6 回  手巻きウインチの機構の選定および制動装置について理解する。 
7 回  切断荷重、安全率について理解する。 
8 回  ワイヤロープの選定について理解する。 
9 回  ワイヤロープの選定について理解する。 
10 回  手巻きウインチの巻き胴の構造、材質について理解する。 
11 回  巻き 

 



年度 2014 
授業コード FTT08110 
成績評価 定期試験（50%）、レポート（50%） 

技術英語、機械⼯学分野の英文を読んで内容を理解できるかを総合評価し、60 点
以上を合格とする。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜12) 
見出し FTT08110 機械⼯学英語 
担当教員名 金子 正明＊ 
単位数 2 
教科書 技術英語 実践的技術英語テキスト：初級〜中級レベル／津山⼯業高等専門学校 

技術英語テキスト編集委員会 編／電気書院／978-4-485301074 
アクティブラーニング  
キーワード 機械⼯学分野の英語表現，機械⼯学分野の英語理解 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 −「指名された数名が、次の講義に教科書の英訳と問題を解いていくやり方では、

指名されない学生は、教科書の予習をしなくなると思うので、ランダムに当てて
いくようにしてはどうか？」 
＜回答＞ 
ランダムに当てる方法は、受講している全ての学生が予習しているというのが前
提となっています。以前は、ランダムに当てる方法で授業をしましたが、予習し
ていない学生が多くて、授業が進みませんでしたので、今の方法に変更していま
す。 
−「配布資料が多い。」 
＜回答＞ 
配布するのは、レポート課題とそれを解くための英文資料です。レポート課題 

科目名 機械⼯学英語 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Professional English in Use (Engineering) ／ Mark Ibbotson ／ CAMBRIDGE 

UNIVERSITY PRESS： 
文部省 学術用語集 機械⼯学編（増補版）／日本機械学会（１９９３）： 
機械⼯学用語辞典／⻄川・高⽥ 監修／理⼯学社 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTT08110 
実務経験のある教員  
達成目標 [C2]国際的に活躍できる技術者に成⻑するために、「技術英語」のコミュニケー

ション能力を継続的に養成する。 
特に、機械⼯学分野の英文を読んで、その内容が理解できるようになること。 

受講者へのコメント テキストを読んで、まず構文を理解することが重要です。 
そのためには、わからない単語や技術用語、例文・用法などを辞書で調べて予習



してください。 
調べてもわからないところは、質問してください。 
⼯学英語がわかるようになるには、こういう地道な努力の積み重ねが特に大切で
す。 
これからの技術者は、自分の専門分野に関して、英語で議論ができるぐらいにな
ることが求められています。 
そのためには、まず機械⼯学関係の技術用語を知っておくことが必須です。 
教科書として使用しているのは、高専の学生向けの初〜中級レベルで、機械⼯学 

連絡先 ４号館３階中井研究室まで（電子メール：nakai@mech.ous.ac.jp, オフィスアワ
ー：毎週⽊・金曜日随時） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に無し。 
英文科目名 Mechanical Engineering English 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 レポートの課題を、技術用語、例文・用法、構文がより学習できるような内容で

継続します。 
講義目的 今後のグローバル社会を担う技術者は、英語の技術論文や仕様書を読み、海外の

技術者との英語での打ち合わせなど、技術英語を身につけていることが求められ
ており、技術英語の基礎力無しでは、社会に通用しなくなっている。この講義で
は、技術英語に関する英文を学ぶことで、専門用語を多く覚え、英語の表現、構
文そして文法についての理解を深めて、技術英語の基礎を習得する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクションとして、講義の進め方，技術英語の特徴と数式の読み方

などを説明する。 
2 回 教科書の Lesson 1: Electrical and Computer Engineering を音読、和訳して
もらい、重要あるいは注意すべき単語や英文の意味、用法、文法などを説明する。 
3 回 教科書の Lesson 2: Mechanical and Control Engineering を音読、和訳して
もらい、重要あるいは注意すべき単語や英文の意味、用法、文法などを説明する。 
4 回 教科書の Le 

準備学習 1 回 シラバス，教科書の狙いを読んで何を学習するかを理解し、教科書の
Appendix を予習しておくこと。 
2 回 教科書の Lesson 1 について、辞書でわからない単語の発音と意味、英文の
和訳を予習しておくこと。 
3 回 教科書の Lesson 2 について、辞書でわからない単語の発音と意味、英文の
和訳を予習しておくこと。 
4 回 教科書の Lesson 3 について、辞書でわからない単語の発音と意味、英文の
和訳を予習しておくこと。 
5 回 教科書の Lesson 4 について、辞書でわからない単語の発音と意味、英文の
和訳を 

 



年度 2014 
授業コード FTT0811P 
成績評価 定期試験（50%）、レポート（50%） 

技術英語、機械⼯学分野の英文を読んで内容を理解できるかを総合評価し、60 点
以上を合格とする。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0811P 機械⼯学英語 
担当教員名 金子 正明＊ 
単位数 2 
教科書 技術英語 実践的技術英語テキスト：初級〜中級レベル／津山⼯業高等専門学校 

技術英語テキスト編集委員会 編／電気書院／978-4-485301074 
アクティブラーニング  
キーワード 機械⼯学分野の英語表現，機械⼯学分野の英語理解 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械⼯学英語 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Professional English in Use (Engineering) ／ Mark Ibbotson ／ CAMBRIDGE 

UNIVERSITY PRESS： 
文部省 学術用語集 機械⼯学編（増補版）／日本機械学会（１９９３）： 
機械⼯学用語辞典／⻄川・高⽥ 監修／理⼯学社 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTT0811P 
実務経験のある教員  
達成目標 [C2]国際的に活躍できる技術者に成⻑するために、「技術英語」のコミュニケー

ション能力を継続的に養成する。 
特に、機械⼯学分野の英文を読んで、その内容が理解できるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ４号館３階中井研究室まで（電子メール：nakai@mech.ous.ac.jp, オフィスアワ

ー：毎週⽊・金曜日随時） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mechanical Engineering English 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 今後のグローバル社会を担う技術者は、英語の技術論文や仕様書を読み、海外の

技術者との英語での打ち合わせなど、技術英語を身につけていることが求められ



ており、技術英語の基礎力無しでは、社会に通用しなくなっている。この講義で
は、技術英語に関する英文を学ぶことで、専門用語を多く覚え、英語の表現、構
文そして文法についての理解を深めて、技術英語の基礎を習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクションとして、講義の進め方，技術英語の特徴と数式の読み方

などを説明する。 
2 回 教科書の Lesson 1: Electrical and Computer Engineering を音読、和訳して
もらい、重要あるいは注意すべき単語や英文の意味、用法、文法などを説明する。 
3 回 教科書の Lesson 2: Mechanical and Control Engineering を音読、和訳して
もらい、重要あるいは注意すべき単語や英文の意味、用法、文法などを説明する。 
4 回 教科書の Le 

準備学習 1 回 シラバス，教科書の狙いを読んで何を学習するかを理解し、教科書の
Appendix を予習しておくこと。 
2 回 教科書の Lesson 1 について、辞書でわからない単語の発音と意味、英文の
和訳を予習しておくこと。 
3 回 教科書の Lesson 2 について、辞書でわからない単語の発音と意味、英文の
和訳を予習しておくこと。 
4 回 教科書の Lesson 3 について、辞書でわからない単語の発音と意味、英文の
和訳を予習しておくこと。 
5 回 教科書の Lesson 4 について、辞書でわからない単語の発音と意味、英文の
和訳を 

 



年度 2014 
授業コード FTT08210 
成績評価 定期試験（50%）、レポート（50%）。 

メカトロニクス主要構成要素の原理、動作についての理解と簡単な機械機構での
サーボモータ選定計算ができるかを総合評価し、60 点以上を合格とする。 

曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜13) 
見出し FTT08210 メカトロニクス 
担当教員名 金子 正明＊ 
単位数 2 
教科書 講義で適宜資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード アクチュエータ、ロボット用センサ、インターフェイス、信号変換／伝送 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 −「毎回のレポートが難しすぎて、よくわからなかった。」 

＜回答＞ 
レポートは、講義で説明した事項についての基本的な計算問題です。配布資料の
中にある計算式を、そのまま適用して計算すれば解ける問題です。実際、他の学
生は、満点に近い評価となっています。 
説明をよく聞き、配布資料を読んでから、解らないところを質問してください。 
解らないところを解るようにするための努力をしなければ、状況は何も変わりま
せん。 

科目名 メカトロニクス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・アクチュエータの駆動と制御（増補）／武藤 高義／（コロナ社） 

・ハンディブック メカトロニクス 改訂 2 版／三浦 宏文／（オーム社） 
・メカトロニクス／高森 年／（オーム社） 

授業形態 講義 
注意備考 講義時間中に述べられる連絡事項に十分注意すること 
シラバスコード FTT08210 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決する能力を養成するために、材料力学、熱力学、流体

力学、機械力学、自動制御、機械要素、加⼯学などの機械システム⼯学の専門知
識を習得する。 
特に、メカトロニクスの主要な構成要素（アクチュエータ、センサ、制御装置と
のインターフェイス）の原理、動作を理解し、アクチュエータ（特にサーボモー
タ）選定に必要な計算ができるようになること。 

受講者へのコメント メカトロニクスは、機械から電気・電子、プログラミングまで、いろいろな分野
が関連していますので、関連する他の科目も 
しっかり学習しておくことが必要です。 
レポートは、メカトロニクスに必須の基本的な計算問題ばかりです。これが簡単



に解答できるよう、しっかりと学習してください。 
また、メカトロニクスの知識として必要な分を資料として、配布しています。 
講義で全ては説明できないので、必ず、配布資料をよく読んで理解するようにし
てください。 
配布資料を読んで、解らないところは必ず自分で調べるか、質問をしてください。 
解ら 

連絡先 メール：k_yoshida@mech.ous.ac.jp, 電話：086-256-9743 
オフィスアワー：（火曜日、水曜日９・１０時限） 場所：４号館４階吉⽥研究室 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に無し。 
英文科目名 Mechatronics 
関連科目 ロボット運動学、計測⼯学、自動制御Ⅰ、Ⅱ、ロボット⼯学、プログラミング 
次回に向けての改善変更予定 基本的な計算問題のレポート出題を継続します。 
講義目的 メカトロニクスとは、「機械技術と電子技術を総合した技術、またはその技術を

応用した電子機械装置」と言える。メカトロニクスとは、その名前が造語されて
以来、いくつかの有用な結果を生み出している。メカトロニクスは、主に次の 4
つ（メカニズム、アクチュエータ、センサ、制御装置）から構成される。 
この講義の目的は、メカトロニクスの主要な構成要素の理解と各要素の関連でで
きあがるメカトロニクスの仕組みの理解を通して、メカトロシステムを構築する
ための基礎知識を習得する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回  シラバスをよく読み、講義目的、講義内容、達成目標を把握しておくこと。  

２回  力学の教科書などにより、回転軸まわりの回転運動に関する式について調
べておくこと。  
３回  参考図書などによって、電動モータ、油圧、空圧アクチュエータおよびそ
れに関することを調べておくこと。  
４回  参考図書などによって、フレミングの法則およびそれに関連することを調
べておくこと。  
５回  参考図書などによって、誘導起電力、コイルのインダクタンス、オームの
法則およびそれに関することを調べておくこと。  
６回  参考図 

 



年度 2014 
授業コード FTT0821P 
成績評価 定期試験（50%）、レポート（50%）。 

メカトロニクス主要構成要素の原理、動作についての理解と簡単な機械機構での
サーボモータ選定計算ができるかを総合評価し、60 点以上を合格とする。 

曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0821P メカトロニクス 
担当教員名 金子 正明＊ 
単位数 2 
教科書 講義で適宜資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード アクチュエータ、ロボット用センサ、インターフェイス、信号変換／伝送 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 メカトロニクス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・アクチュエータの駆動と制御（増補）／武藤 高義／（コロナ社） 

・ハンディブック メカトロニクス 改訂 2 版／三浦 宏文／（オーム社） 
・メカトロニクス／高森 年／（オーム社） 

授業形態 講義 
注意備考 講義時間中に述べられる連絡事項に十分注意すること 
シラバスコード FTT0821P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決する能力を養成するために、材料力学、熱力学、流体

力学、機械力学、自動制御、機械要素、加⼯学などの機械システム⼯学の専門知
識を習得する。 
特に、メカトロニクスの主要な構成要素（アクチュエータ、センサ、制御装置と
のインターフェイス）の原理、動作を理解し、アクチュエータ（特にサーボモー
タ）選定に必要な計算ができるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 メール：k_yoshida@mech.ous.ac.jp, 電話：086-256-9743 

オフィスアワー：（火曜日、水曜日９・１０時限） 場所：４号館４階吉⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mechatronics 
関連科目 ロボット運動学、計測⼯学、自動制御Ⅰ、Ⅱ、ロボット⼯学、プログラミング 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 メカトロニクスとは、「機械技術と電子技術を総合した技術、またはその技術を



応用した電子機械装置」と言える。メカトロニクスとは、その名前が造語されて
以来、いくつかの有用な結果を生み出している。メカトロニクスは、主に次の 4
つ（メカニズム、アクチュエータ、センサ、制御装置）から構成される。 
この講義の目的は、メカトロニクスの主要な構成要素の理解と各要素の関連でで
きあがるメカトロニクスの仕組みの理解を通して、メカトロシステムを構築する
ための基礎知識を習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回  シラバスをよく読み、講義目的、講義内容、達成目標を把握しておくこと。  

２回  力学の教科書などにより、回転軸まわりの回転運動に関する式について調
べておくこと。  
３回  参考図書などによって、電動モータ、油圧、空圧アクチュエータおよびそ
れに関することを調べておくこと。  
４回  参考図書などによって、フレミングの法則およびそれに関連することを調
べておくこと。  
５回  参考図書などによって、誘導起電力、コイルのインダクタンス、オームの
法則およびそれに関することを調べておくこと。  
６回  参考図 

 



年度 2014 
授業コード FTT08310 
成績評価 定期試験（０％）、中間試験（０％）、小テスト（５０％）、レポート（５０％）、

ノート（０％）。すべてのテーマの小テスト、またはレポートの評価を総合集計し
て評価する。小テストやレポートは、各講義毎に実施し、その内容の総合評価で
60 点以上を合格とする。 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜14) 
見出し FTT08310 機械⼯学セミナー 
担当教員名 桑⽊ 賢也、衣笠 哲也、中井 賢治、吉⽥ 浩治、關 正憲、金谷 輝人、金

枝 敏明 
単位数 2 
教科書 各担当教員が適宜、資料などを配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 設計法、加⼯法、生産・管理システム、引張・圧縮・せん断応力とひずみ、⼯業

材料の性質と機能、エネルギー保存則、エネルギーの形態と変換、熱移動と温度、
運動の法則、機械の力学と振動、フィードバック制御 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 機械⼯学セミナー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本機械学会誌、日本機械学会編「機械⼯学便覧」 
授業形態 講義 
注意備考 各担当教員の指示に従うこと。学習相談は、各担当教員のオフィスアワーに行う

こと。 
シラバスコード FTT08310 
実務経験のある教員  
達成目標 「A5」 機械分野の問題を解決するために、材料力学、熱力学、流体力学、機械

力学、自動制御、機械要素、加⼯学などの機械システム⼯学の専門知識を習得す
る。特に、各分野を学ぶ理由をよく理解すること。 

受講者へのコメント 遠慮せず積極的に質問してください。 
私語はやめてください。 

連絡先 E-mail：kanadani@mech.ous.ac.jp 
Tel:086-256-9537 
4 号館 3 階 金谷研究室 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし。 
英文科目名 Introduction to Mechanical Engineering 
関連科目 機械システム⼯学科のすべての A 群科目 



次回に向けての改善変更予定 できるだけ興味深い内容の講義を実施したいと思います。 
講義目的 機械システム⼯学を構成する４系列：材料システム、エネルギーシステム、計測・

制御システム、設計・生産システムから、各分野の課題やトピックスなどを講義
し、機械システム⼯学の骨格を理解する。そして各分野の研究における基本的、
かつ必須の考え方を方法を学ぶ。機械システム⼯学の全体像を理解し、将来、機
械システム技術者として自立するための基礎を形成する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 (4/14)オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回 (4/21)CAD・CAM の進歩で変わる生産システムについて説明する。 
3 回 (4/28)モノづくり（自動車製造の場合）について説明する。 
4 回 (5/12)ジェットエンジン（重⼯業メーカの場合）について説明する。 
5 回 (5/19)数値流体力学の概説と応用例について説明する。 
6 回 (5/24)潤滑油の使われ方について説明する。 
7 回 (5/26)火力発電所や廃棄物焼却炉などのプラントにおける熱流体解析につ
いて説明する。 
8 回 (6 

準備学習 1 回 機械⼯学の概要を調べておくこと。 
2 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
3 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
4 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
5 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
6 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
7 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べてお 

 



年度 2014 
授業コード FTT0831P 
成績評価 定期試験（０％）、中間試験（０％）、小テスト（５０％）、レポート（５０％）、

ノート（０％）。すべてのテーマの小テスト、またはレポートの評価を総合集計し
て評価する。小テストやレポートは、各講義毎に実施し、その内容の総合評価で
60 点以上を合格とする。 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0831P 機械⼯学セミナー 
担当教員名 金谷 輝人、金枝 敏明、蜂谷 和明、丸山 祐一、横山 隆、高見 敏弘、⽥

中 雅次 
単位数 2 
教科書 各担当教員が適宜、資料などを配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 設計法、加⼯法、生産・管理システム、引張・圧縮・せん断応力とひずみ、⼯業

材料の性質と機能、エネルギー保存則、エネルギーの形態と変換、熱移動と温度、
運動の法則、機械の力学と振動、フィードバック制御 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械⼯学セミナー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本機械学会誌、日本機械学会編「機械⼯学便覧」 
授業形態 講義 
注意備考 各担当教員の指示に従うこと。学習相談は、各担当教員のオフィスアワーに行う

こと。 
シラバスコード FTT0831P 
実務経験のある教員  
達成目標 「A5」 機械分野の問題を解決するために、材料力学、熱力学、流体力学、機械

力学、自動制御、機械要素、加⼯学などの機械システム⼯学の専門知識を習得す
る。特に、各分野を学ぶ理由をよく理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 E-mail：kanadani@mech.ous.ac.jp 

Tel:086-256-9537 
4 号館 3 階 金谷研究室 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Mechanical Engineering 
関連科目 機械システム⼯学科のすべての A 群科目 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 機械システム⼯学を構成する４系列：材料システム、エネルギーシステム、計測・
制御システム、設計・生産システムから、各分野の課題やトピックスなどを講義
し、機械システム⼯学の骨格を理解する。そして各分野の研究における基本的、
かつ必須の考え方を方法を学ぶ。機械システム⼯学の全体像を理解し、将来、機
械システム技術者として自立するための基礎を形成する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 (4/14)オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回 (4/21)CAD・CAM の進歩で変わる生産システムについて説明する。 
3 回 (4/28)モノづくり（自動車製造の場合）について説明する。 
4 回 (5/12)ジェットエンジン（重⼯業メーカの場合）について説明する。 
5 回 (5/19)数値流体力学の概説と応用例について説明する。 
6 回 (5/24)潤滑油の使われ方について説明する。 
7 回 (5/26)火力発電所や廃棄物焼却炉などのプラントにおける熱流体解析につ
いて説明する。 
8 回 (6 

準備学習 1 回 機械⼯学の概要を調べておくこと。 
2 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
3 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
4 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
5 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
6 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
7 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べてお 

 



年度 2014 
授業コード FTT08410 
成績評価 ◎レポート(100%)。 

すべての実験テーマのレポート点を総合集計して 60 点以上を合格とする。 
◎ただし、実験Ⅰ（前期）５テーマ、実験Ⅱ（後期）５テーマの内、一つでもレ
ポートの提出されていない実験テーマがあれば、その期の成績評価の対象から外
され、その期の単位取得はできない。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜12) 
見出し FTT08410 機械⼯学実験Ⅰ 
担当教員名 ⽥中 雅次、中川 惠友、桑⽊ 賢也、衣笠 哲也、中井 賢治、關 正憲、金

谷 輝人 
単位数 2 
教科書 ◎機械システム⼯学実験テキスト【岡山理科大学・機械システム⼯学科編】 

（４月初め、初回のオリエンテーション時に配布する） 
アクティブラーニング  
キーワード 実験、計測、測定法、応力、ひずみ、自由振動、強制振動、エンジン、熱移動と

温度、伝達関数、フィードバック制御、設計法、生産システム 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械⼯学実験Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本機械学会編「機械⼯学便覧」、各テーマの担当教員が推奨する参考書 
授業形態 実験実習 
注意備考 毎回必ず出席して、各担当教員あるいはティーチングアシスタントの指示に従う

こと。 
【重要】一つでもレポートの提出されていない実験テーマがあれば、単位取得で
きない。 

シラバスコード FTT08410 
実務経験のある教員  
達成目標 ［A4］機械システム⼯学の技術者として必要な専門技術を体験し、実験・実習の

課題について考察法および解決能力を習得すること。 
特に、実験操作の基礎を修得すること。共同実験者と協調して作業ができること。
実験レポートを作成し、遅滞なく提出できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表：⽥中雅次（５号館３階）、オフィスアワー：月曜日 7-8 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments on Mechanical Engineering I 



関連科目 機械システム⼯学科のすべてのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械システム⼯学の基礎的な物理現象を、種々の実験装置や計測機器を使用して

実験・計測・観察する。本実験を通じて、講義で学んだ理論や知識の妥当性を検
証するとともに、実験データに対する考察力を養う。また、実験レポートの整理・
表示・作成法を修得する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １）各実験テーマが始まる第１週までに、テキストにより実験目的･実験方法･デ

ータ整理について理解しておくこと。 
２）第２週目、第３週目までに提出する課題についても、担当教員の指示に従う
こと。 
３）第３週目の実験終了後、各実験テーマのレポートを必ず提出すること。 
４）担当教員からレポートの再提出を求められたら、その指示に従うこと。 
５）実験Ⅰ（前期）５テーマ、実験Ⅱ（後期）５テーマの内、一つでもレポート
の提出されていない実験テーマがあれば、その期の成績評価の対象から外され、
その期の単位取得はできないことに注 

 



年度 2014 
授業コード FTT0841P 
成績評価 ◎レポート(100%)。 

すべての実験テーマのレポート点を総合集計して 60 点以上を合格とする。 
◎ただし、実験Ⅰ（前期）５テーマ、実験Ⅱ（後期）５テーマの内、一つでもレ
ポートの提出されていない実験テーマがあれば、その期の成績評価の対象から外
され、その期の単位取得はできない。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0841P 機械⼯学実験Ⅰ 
担当教員名 ⽥中 雅次、中川 惠友、桑⽊ 賢也、衣笠 哲也、中井 賢治、關 正憲、金

谷 輝人 
単位数 2 
教科書 ◎機械システム⼯学実験テキスト【岡山理科大学・機械システム⼯学科編】 

（４月初め、初回のオリエンテーション時に配布する） 
アクティブラーニング  
キーワード 実験、計測、測定法、応力、ひずみ、自由振動、強制振動、エンジン、熱移動と

温度、伝達関数、フィードバック制御、設計法、生産システム 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械⼯学実験Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本機械学会編「機械⼯学便覧」、各テーマの担当教員が推奨する参考書 
授業形態 実験実習 
注意備考 毎回必ず出席して、各担当教員あるいはティーチングアシスタントの指示に従う

こと。 
【重要】一つでもレポートの提出されていない実験テーマがあれば、単位取得で
きない。 

シラバスコード FTT0841P 
実務経験のある教員  
達成目標 ［A4］機械システム⼯学の技術者として必要な専門技術を体験し、実験・実習の

課題について考察法および解決能力を習得すること。 
特に、実験操作の基礎を修得すること。共同実験者と協調して作業ができること。
実験レポートを作成し、遅滞なく提出できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表：⽥中雅次（５号館３階）、オフィスアワー：月曜日 7-8 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments on Mechanical Engineering I 



関連科目 機械システム⼯学科のすべてのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械システム⼯学の基礎的な物理現象を、種々の実験装置や計測機器を使用して

実験・計測・観察する。本実験を通じて、講義で学んだ理論や知識の妥当性を検
証するとともに、実験データに対する考察力を養う。また、実験レポートの整理・
表示・作成法を修得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １）各実験テーマが始まる第１週までに、テキストにより実験目的･実験方法･デ

ータ整理について理解しておくこと。 
２）第２週目、第３週目までに提出する課題についても、担当教員の指示に従う
こと。 
３）第３週目の実験終了後、各実験テーマのレポートを必ず提出すること。 
４）担当教員からレポートの再提出を求められたら、その指示に従うこと。 
５）実験Ⅰ（前期）５テーマ、実験Ⅱ（後期）５テーマの内、一つでもレポート
の提出されていない実験テーマがあれば、その期の成績評価の対象から外され、
その期の単位取得はできないことに注 

 



年度 2014 
授業コード FTT08510 
成績評価 ◎レポート(100%) 

すべての実験テーマのレポート点を総合集計して 60 点以上を合格とする。 
◎ただし、実験Ⅰ（前期）５テーマ、実験Ⅱ（後期）５テーマの内、一つでもレ
ポートの提出されていない実験テーマがあれば、その期の成績評価の対象から外
され、その期の単位取得はできない。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜12) 
見出し FTT08510 機械⼯学実験Ⅱ 
担当教員名 桑⽊ 賢也、衣笠 哲也、中井 賢治、關 正憲、清水 一郎、近藤 千尋、金

谷 輝人 
単位数 2 
教科書 ◎機械⼯学実験テキスト【岡山理科大学・機械システム⼯学科編】 

（４月初め、初回のオリエンテーション時に配布する） 
アクティブラーニング  
キーワード 実験、計測、測定法、応力、ひずみ、自由振動、強制振動、エンジン、熱移動と

温度、伝達関数、フィードバック制御、設計法、生産システム 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械⼯学実験Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本機械学会編「機械⼯学便覧」、各テーマの担当教員が推奨する参考書 
授業形態 実験実習 
注意備考 毎回必ず出席して、各担当教員あるいはティーチングアシスタントの指示に従う

こと。 
【重要】一つでもレポートの提出されていない実験テーマがあれば、単位取得で
きない。 

シラバスコード FTT08510 
実務経験のある教員  
達成目標 ［A4］機械システム⼯学の技術者として必要な専門技術を体験し、実験・実習の

課題について考察法および解決能力を習得すること。 
特に、実験操作の基礎を修得すること。共同実験者と協調して作業ができること。
実験レポートを作成し、遅滞なく提出できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表：⽥中雅次（５号館３階）、オフィスアワー：月曜日 7-8 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments on Mechanical Engineering II 



関連科目 機械システム⼯学科のすべてのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械システム⼯学の基礎的な物理現象を、種々の実験装置や計測機器を使用して

実験・計測・観察する。本実験を通じて、講義で学んだ理論や知識の妥当性を検
証するとともに、実験データに対する考察力を養う。また、実験レポートの整理・
表示・作成法を修得する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １）各実験テーマが始まる第１週までに、テキストにより実験目的･実験方法･デ

ータ整理について理解しておくこと。 
２）第２週目、第３週目までに提出する課題についても、担当教員の指示に従う
こと。 
３）第３週目の実験終了後、各実験テーマのレポートを必ず提出すること。 
４）担当教員からレポートの再提出を求められたら、その指示に従うこと。 
５）実験Ⅰ（前期）５テーマ、実験Ⅱ（後期）５テーマの内、一つでもレポート
の提出されていない実験テーマがあれば、その期の成績評価の対象から外され、
その期の単位取得はできないことに注 

 



年度 2014 
授業コード FTT0851P 
成績評価 ◎レポート(100%) 

すべての実験テーマのレポート点を総合集計して 60 点以上を合格とする。 
◎ただし、実験Ⅰ（前期）５テーマ、実験Ⅱ（後期）５テーマの内、一つでもレ
ポートの提出されていない実験テーマがあれば、その期の成績評価の対象から外
され、その期の単位取得はできない。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0851P 機械⼯学実験Ⅱ 
担当教員名 桑⽊ 賢也、衣笠 哲也、中井 賢治、關 正憲、金谷 輝人、丸山 祐一、横

山 隆、 
単位数 2 
教科書 ◎機械⼯学実験テキスト【岡山理科大学・機械システム⼯学科編】 

（４月初め、初回のオリエンテーション時に配布する） 
アクティブラーニング  
キーワード 実験、計測、測定法、応力、ひずみ、自由振動、強制振動、エンジン、熱移動と

温度、伝達関数、フィードバック制御、設計法、生産システム 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械⼯学実験Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本機械学会編「機械⼯学便覧」、各テーマの担当教員が推奨する参考書 
授業形態 実験実習 
注意備考 毎回必ず出席して、各担当教員あるいはティーチングアシスタントの指示に従う

こと。 
【重要】一つでもレポートの提出されていない実験テーマがあれば、単位取得で
きない。 

シラバスコード FTT0851P 
実務経験のある教員  
達成目標 ［A4］機械システム⼯学の技術者として必要な専門技術を体験し、実験・実習の

課題について考察法および解決能力を習得すること。 
特に、実験操作の基礎を修得すること。共同実験者と協調して作業ができること。
実験レポートを作成し、遅滞なく提出できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表：⽥中雅次（５号館３階）、オフィスアワー：月曜日 7-8 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments on Mechanical Engineering II 



関連科目 機械システム⼯学科のすべてのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械システム⼯学の基礎的な物理現象を、種々の実験装置や計測機器を使用して

実験・計測・観察する。本実験を通じて、講義で学んだ理論や知識の妥当性を検
証するとともに、実験データに対する考察力を養う。また、実験レポートの整理・
表示・作成法を修得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １）各実験テーマが始まる第１週までに、テキストにより実験目的･実験方法･デ

ータ整理について理解しておくこと。 
２）第２週目、第３週目までに提出する課題についても、担当教員の指示に従う
こと。 
３）第３週目の実験終了後、各実験テーマのレポートを必ず提出すること。 
４）担当教員からレポートの再提出を求められたら、その指示に従うこと。 
５）実験Ⅰ（前期）５テーマ、実験Ⅱ（後期）５テーマの内、一つでもレポート
の提出されていない実験テーマがあれば、その期の成績評価の対象から外され、
その期の単位取得はできないことに注 

 



年度 2014 
授業コード FTT08610 
成績評価 １）３回実施されるそれぞれのプレゼンテーションで達成目標で挙げた総ての項

目を意識して実行することができることを評価する。 
２）作業計画の立案のプレゼンテーション内容（中間発表）と作業実施状況のプ
レゼンテーション内容（まとめの発表）およびそれらをまとめて競技での勝因・
敗因を分析した文書（レポート）によってチームでの協働作業実施の程度を評価
する。 
３）ロボット製作作業で授業実施毎に学生が作成する作業日誌と問題点対策票を
元にして作成した文書（レポート）、および競技での複数の採点者によるロボッ
ト完成度の採点結果に 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜12) 
見出し FTT08610 創造ＰＢＬⅠ 
担当教員名 吉⽥ 浩治、金子 正明＊ 
単位数 2 
教科書 必要な資料を適宜配布 
アクティブラーニング  
キーワード 創造的設計・製作，計画・立案，課題探求，チームワーク，総合的判断，自主的

調査・研究，作品発表 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 回答すべき自由記述と回答をつぎに記載します 

・1 班の充電池が実は 1 本足りなかったです。1 班のパソコンがよくフリーズし
て困りました。回答：配布数を確認した時点で教員かＴＡに連絡すべきでした。
ＰＣがよくフリーズする事については、次年度までに対策をする予定です。 
・授業をつめこみすぎ。回答：これよりも内容を減らすわけにはいきません。 
・今回の山越えのコースは割と簡単に通過できたのでもっと幅をせまくしてもい
いと思う。コースを増設した方が良いと思う(2 件)。回答：今後の授業実施にお
いて参考意見とし受け取ります。 
・ 

科目名 創造ＰＢＬⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Lego Mindstorm NXT オレンジブック／（毎日コミュニケーションズ）：その他

多数。 
授業形態 実験実習 
注意備考 学生が能動的に活動することがもとめられるので，担当教員や TA は細部に至る

指導はしない．しかし，担当教員や TA にアドバイスを求めることはできる． 
チームでの協働の到達度評価のための基準をつぎに示す。 
Ｓ：作業の全体を把握し、作業を分配して他の班員に働き掛けることができる．
また、分配された作業を責任を持って遂行することができ、支援が必要な班員に
支援することができる。さらに、班全体の作業を見渡し、進捗度をチェックして



作業の進め方を再検討して他の班員に働きかけることができる。 
Ａ：作業の全体を把握し、作業を分配し 

シラバスコード FTT08610 
実務経験のある教員  
達成目標 [A6]創造⼯学および卒業研究を通じて、⼯学問題を発見し、自発的に分析・解決

する能力、および⼯学問題に対処する能力を養成するとともに、卒業研究発表会
によって口頭発表や討議のプレゼンテーション技術を修得する。特に、 
１）プレゼンテーションの技法を身につけ、考察や考案したことを効果的に伝え
ることができる。細目をつぎに挙げる 
１．発表の目的を理解し、内容を十分に練って資料を作成して、準備することが
できる 
２．自分たちの考えを十分に伝えるために発声やスライドを効果的に整えること
ができる 
３．自分たちの考えを十分に 

受講者へのコメント この実験・実習で得た経験を今後に生かせるように再度考察をしておきましょ
う。 

連絡先 メール：k_yoshida＠mech.ous.ac.jp， 電話：086-256-9743，オフィスアワー：
（火曜日，水曜日９・１０時限） 場所：４号館４階吉⽥研究室 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 移動ロボットを組み立てて，コンテストを実施する形式の実験・実習であって，
体験型の学習である． 
学生が主体的に進める講義なので、受講生の満足度は高い．しかし、各学生が目
標を”まあまあ”ではなくて 
”達成できた”と思えるようにすることが検討課題だと思われる。 

英文科目名 Project Based Learning I 
関連科目 機械システム⼯学科のＡ群科目。 

⼯学的問題の発見・解決能力到達度評価のための基準をつぎに示す。 
Ｓ：複数の問題解決（完走）に至ることができ，その中からより良い解を提示す
ることができる．あるいは独創的なアイデアで問題解決することができる． 
Ａ：あらゆる局面で解決のための複数の可能な方法を検討することができ，論理
的で一貫性のある解決策を展開することができる．それにより問題解決（完走）
することができる． 
Ｂ：あらゆる局面で解決のための複数の可能な方法を検討することができる．計
画遂行の過程で生じた個々の問題・不具 

次回に向けての改善変更予定 コンテスト内容を検討して、目標が達成できるよう⼯夫します。 
講義目的 特定の競技のためのロボットを製作するというプロジェクト課題に対して，各学

生が作戦の独創性を競い，作戦に基づいた設計案でも独創的なアイデアを案出し
て取り組む。チームで設計案に沿ってスケジュールを計画し，作業を進めること
でチームで作業に取り組む能力を養う。さらに移動ロボットを製作する過程で問
題発見・解決能力を養う。このように，もの作りに関する創造的能力や機械シス
テム技術者としてのデザイン能力を含めた基礎能力を養成する。また実施した作



業のまとめと作品の発表の場を通じて，表現能力を高め，討議のプレゼンテーシ
ョン技 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 プロジェクト課題として、「特定の競技ができる小型の移動ロボットを製作

する」ことを与える。概要説明，班分け，競技内容とレギュレーションの配布と
説明をする。小課題１を提示する。（小課題１：移動ロボットを組み立てて，障害
物レースをおこなわせる。） 
2 回 プログラムの作成、転送、実行方法，光（カラー）センサの使い方のミニレ
クチャーを受ける。学生が小課題１への取り組みをする。また、作業日誌と問題
点対策票を作成する。 
3 回 小課題１を各班でデモンストレーションする。次の小課題２を提示する。学
生は課題に取り組み、 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと． 
2 回 小課題１に対して考察をしておくこと． 
3 回 小課題１を実施して問題点を明らかにし、対策を考察をしておくこと。 
4 回 小課題２を実施して問題点を明らかにし、対策を考察をしておくこと。 
5 回 小課題２に対して考察をしておくこと。 
6 回 コンテストに勝利するための作戦，設計案，スケジュールについて良く考察
をしておくこと。 
7 回 プレゼンテーションの練習を何回も行なっておくこと。 
8 回 今後のスケジュールについてよく考えておくこと。 
9 回 発生した問題に対する解決策を考 

 



年度 2014 
授業コード FTT0861P 
成績評価 １）３回実施されるそれぞれのプレゼンテーションで達成目標で挙げた総ての項

目を意識して実行することができることを評価する。 
２）作業計画の立案のプレゼンテーション内容（中間発表）と作業実施状況のプ
レゼンテーション内容（まとめの発表）およびそれらをまとめて競技での勝因・
敗因を分析した文書（レポート）によってチームでの協働作業実施の程度を評価
する。 
３）ロボット製作作業で授業実施毎に学生が作成する作業日誌と問題点対策票を
元にして作成した文書（レポート）、および競技での複数の採点者によるロボッ
ト完成度の採点結果に 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0861P 創造ＰＢＬⅠ 
担当教員名 吉⽥ 浩治、金子 正明＊ 
単位数 2 
教科書 必要な資料を適宜配布 
アクティブラーニング  
キーワード 創造的設計・製作，計画・立案，課題探求，チームワーク，総合的判断，自主的

調査・研究，作品発表 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 創造ＰＢＬⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Lego Mindstorm NXT オレンジブック／（毎日コミュニケーションズ）：その他

多数。 
授業形態 実験実習 
注意備考 学生が能動的に活動することがもとめられるので，担当教員や TA は細部に至る

指導はしない．しかし，担当教員や TA にアドバイスを求めることはできる． 
チームでの協働の到達度評価のための基準をつぎに示す。 
Ｓ：作業の全体を把握し、作業を分配して他の班員に働き掛けることができる．
また、分配された作業を責任を持って遂行することができ、支援が必要な班員に
支援することができる。さらに、班全体の作業を見渡し、進捗度をチェックして
作業の進め方を再検討して他の班員に働きかけることができる。 
Ａ：作業の全体を把握し、作業を分配し 

シラバスコード FTT0861P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A6]創造⼯学および卒業研究を通じて、⼯学問題を発見し、自発的に分析・解決

する能力、および⼯学問題に対処する能力を養成するとともに、卒業研究発表会
によって口頭発表や討議のプレゼンテーション技術を修得する。特に、 
１）プレゼンテーションの技法を身につけ、考察や考案したことを効果的に伝え



ることができる。細目をつぎに挙げる 
１．発表の目的を理解し、内容を十分に練って資料を作成して、準備することが
できる 
２．自分たちの考えを十分に伝えるために発声やスライドを効果的に整えること
ができる 
３．自分たちの考えを十分に 

受講者へのコメント  
連絡先 メール：k_yoshida＠mech.ous.ac.jp， 電話：086-256-9743，オフィスアワー：

（火曜日，水曜日９・１０時限） 場所：４号館４階吉⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Project Based Learning I 
関連科目 機械システム⼯学科のＡ群科目。 

⼯学的問題の発見・解決能力到達度評価のための基準をつぎに示す。 
Ｓ：複数の問題解決（完走）に至ることができ，その中からより良い解を提示す
ることができる．あるいは独創的なアイデアで問題解決することができる． 
Ａ：あらゆる局面で解決のための複数の可能な方法を検討することができ，論理
的で一貫性のある解決策を展開することができる．それにより問題解決（完走）
することができる． 
Ｂ：あらゆる局面で解決のための複数の可能な方法を検討することができる．計
画遂行の過程で生じた個々の問題・不具 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 特定の競技のためのロボットを製作するというプロジェクト課題に対して，各学

生が作戦の独創性を競い，作戦に基づいた設計案でも独創的なアイデアを案出し
て取り組む。チームで設計案に沿ってスケジュールを計画し，作業を進めること
でチームで作業に取り組む能力を養う。さらに移動ロボットを製作する過程で問
題発見・解決能力を養う。このように，もの作りに関する創造的能力や機械シス
テム技術者としてのデザイン能力を含めた基礎能力を養成する。また実施した作
業のまとめと作品の発表の場を通じて，表現能力を高め，討議のプレゼンテーシ
ョン技 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 プロジェクト課題として、「特定の競技ができる小型の移動ロボットを製作

する」ことを与える。概要説明，班分け，競技内容とレギュレーションの配布と
説明をする。小課題１を提示する。（小課題１：移動ロボットを組み立てて，障害
物レースをおこなわせる。） 
2 回 プログラムの作成、転送、実行方法，光（カラー）センサの使い方のミニレ
クチャーを受ける。学生が小課題１への取り組みをする。また、作業日誌と問題
点対策票を作成する。 
3 回 小課題１を各班でデモンストレーションする。次の小課題２を提示する。学
生は課題に取り組み、 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと． 



2 回 小課題１に対して考察をしておくこと． 
3 回 小課題１を実施して問題点を明らかにし、対策を考察をしておくこと。 
4 回 小課題２を実施して問題点を明らかにし、対策を考察をしておくこと。 
5 回 小課題２に対して考察をしておくこと。 
6 回 コンテストに勝利するための作戦，設計案，スケジュールについて良く考察
をしておくこと。 
7 回 プレゼンテーションの練習を何回も行なっておくこと。 
8 回 今後のスケジュールについてよく考えておくこと。 
9 回 発生した問題に対する解決策を考 

 



年度 2014 
授業コード FTT08710 
成績評価 個人点（２０％）［レポートなどによる評価］とグループ点（８０％）［課題作品

の性能評価］により、６０点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜12) 
見出し FTT08710 創造ＰＢＬⅡ 
担当教員名 中井 賢治、關 正憲、金子 正明＊ 
単位数 2 
教科書 必要な資料を適宜配布 
アクティブラーニング  
キーワード 創造的設計・製作、課題探求、発想、総合的判断、自主的調査・研究、作品発表 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「楽しくできて良かった」「楽しくみんなで協力して行うことができた」という

記述があり，グループワークによるモノづくりの楽しさを体験してもらえて良か
ったと考える． 

科目名 創造ＰＢＬⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 創造力育成の方法−JABEE 対応の創成型教育−／塚本真也／森北出版 
授業形態 実験実習 
注意備考 計画書の作成、課題作品の創成をグループごとに行い、公開実験で課題作品の性

能を競います。課題に対し、学生主体で取り組むため、担当教員が積極的な指導
はしませんが、担当教員に相談したり助言を受けることができます。課題作品の
性能評価が成績に直結しますので、グループ一丸となって設計・創成に取り組む
必要があります。また、欠席が多かったり、受講を途中で止めてしまうと、グル
ープの他のメンバーに多大な迷惑がかかりますので、すべて出席することを⼼掛
けて下さい。 

シラバスコード FTT08710 
実務経験のある教員  
達成目標 [A6]創造⼯学および卒業研究を通じて、⼯学問題を発見し、自発的に分析・解決

する能力、および⼯学問題に対処する能力を養成するとともに、卒業研究発表会
によって口頭発表や討議のプレゼンテーション技術を修得する。特に、ものづく
りに関する創造的基礎能力や機械技術者としてのセンスと自覚を養うこと。 

受講者へのコメント グループに分かれ，一からのモノづくりであったため，最初は⼾惑うことがあっ
たと思うが，各グループで協力して，いろいろな形のストローの斜塔や紙飛行機
が完成し，公開実験で競えたのは良い経験になったのではないかと思う．グルー
プでアイデアを出し合い，設計・製作してモノを完成させたという経験を今後に
活かしてもらいたい． 

連絡先 關 正憲（４号館４階） 
メール：seki@mech.ous.ac.jp 
電話：086-256-9424 



オフィスアワー：月曜日、水曜日９・１０限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 92.8%の学生が本講義の目標を達成「できた」「だいたいできた」と回答．94.6%
の学生が教員の意欲が「感じられた」「少し感じられた」と回答．89.3%の学生が
本講義に「満足」「ほぼ満足」と回答．前年度から講義内容を一新し，やってみな
いと分からないところもあったが，学生の評価はおおむね良かったと考える． 

英文科目名 Project Based Learning II 
関連科目 機械システム⼯学科 すべてのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定 レポート・計画書による評価と公開実験による性能評価で成績評点が決まった

が，「所属しているグループが好成績であれば，さぼっていても評価が高くなる
ので，面白くなかった」という意見もあったので，今後は個別の評価を導入した
い． 

講義目的 これまでに修得した⼯学基礎的専門知識や技術を応用して、主体的に「人⼯物」
を設計製作することを通じて、もの作りに関する創造的能力や機械システム技術
者としてのデザイン能力を含めた基礎能力を養成する。また自作作品のまとめと
発表の場を通じて、表現能力と討議のプレゼンテーション技術を修得する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。グループ分けを行った後、

ブレーンストーミング法の訓練を行う。 
2 回 課題１「ストローの斜塔」について説明した後、各グループで計画書を作成
する。 
3 回 課題１「ストローの斜塔」の計画書を作成する。 
5 回 課題１「ストローの斜塔」の創成を行い、公開実験を実施する。 
6 回 グループ分けを行い、課題２「ペーパーエアプレーン」について説明した
後、各グループで計画書を作成する。 
7 回 課題２「ペーパーエアプレーン」の計画書作成、試作機の創成、予備実験を
行う。 
10 回 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、授業目的、授業内容、達成目標を把握しておくこと。 
2 回 ブレーンストーミング法について復習しておくこと。 
3 回 課題１「ストローの斜塔」の計画書作成を進めておくこと。 
5 回 課題１「ストローの斜塔」の計画書作成を進めておくこと。 
6 回 課題１「ストローの斜塔」の反省点などを考えてしておくこと。 
7 回 課題２「ペーパーエアプレーン」の計画書作成・試作機創成を進めておくこ
と。 
10 回 課題２「ペーパーエアプレーン」の予備実験を実施しておくこと。 
11 回 課題２「ペーパーエアプレーン」 

 



年度 2014 
授業コード FTT0871P 
成績評価 個人点（２０％）［レポートなどによる評価］とグループ点（８０％）［課題作品

の性能評価］により、６０点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0871P 創造ＰＢＬⅡ 
担当教員名 中井 賢治、關 正憲、金子 正明＊ 
単位数 2 
教科書 必要な資料を適宜配布 
アクティブラーニング  
キーワード 創造的設計・製作、課題探求、発想、総合的判断、自主的調査・研究、作品発表 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 創造ＰＢＬⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 創造力育成の方法−JABEE 対応の創成型教育−／塚本真也／森北出版 
授業形態 実験実習 
注意備考 計画書の作成、課題作品の創成をグループごとに行い、公開実験で課題作品の性

能を競います。課題に対し、学生主体で取り組むため、担当教員が積極的な指導
はしませんが、担当教員に相談したり助言を受けることができます。課題作品の
性能評価が成績に直結しますので、グループ一丸となって設計・創成に取り組む
必要があります。また、欠席が多かったり、受講を途中で止めてしまうと、グル
ープの他のメンバーに多大な迷惑がかかりますので、すべて出席することを⼼掛
けて下さい。 

シラバスコード FTT0871P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A6]創造⼯学および卒業研究を通じて、⼯学問題を発見し、自発的に分析・解決

する能力、および⼯学問題に対処する能力を養成するとともに、卒業研究発表会
によって口頭発表や討議のプレゼンテーション技術を修得する。特に、ものづく
りに関する創造的基礎能力や機械技術者としてのセンスと自覚を養うこと。 

受講者へのコメント  
連絡先 關 正憲（４号館４階） 

メール：seki@mech.ous.ac.jp 
電話：086-256-9424 
オフィスアワー：月曜日、水曜日９・１０限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Project Based Learning II 



関連科目 機械システム⼯学科 すべてのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 これまでに修得した⼯学基礎的専門知識や技術を応用して、主体的に「人⼯物」

を設計製作することを通じて、もの作りに関する創造的能力や機械システム技術
者としてのデザイン能力を含めた基礎能力を養成する。また自作作品のまとめと
発表の場を通じて、表現能力と討議のプレゼンテーション技術を修得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。グループ分けを行った後、

ブレーンストーミング法の訓練を行う。 
2 回 課題１「ストローの斜塔」について説明した後、各グループで計画書を作成
する。 
3 回 課題１「ストローの斜塔」の計画書を作成する。 
5 回 課題１「ストローの斜塔」の創成を行い、公開実験を実施する。 
6 回 グループ分けを行い、課題２「ペーパーエアプレーン」について説明した
後、各グループで計画書を作成する。 
7 回 課題２「ペーパーエアプレーン」の計画書作成、試作機の創成、予備実験を
行う。 
10 回 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、授業目的、授業内容、達成目標を把握しておくこと。 
2 回 ブレーンストーミング法について復習しておくこと。 
3 回 課題１「ストローの斜塔」の計画書作成を進めておくこと。 
5 回 課題１「ストローの斜塔」の計画書作成を進めておくこと。 
6 回 課題１「ストローの斜塔」の反省点などを考えてしておくこと。 
7 回 課題２「ペーパーエアプレーン」の計画書作成・試作機創成を進めておくこ
と。 
10 回 課題２「ペーパーエアプレーン」の予備実験を実施しておくこと。 
11 回 課題２「ペーパーエアプレーン」 

 



年度 2014 
授業コード FTT08810 
成績評価 定期試験を行ない、その採点結果（１００％）により評価する。なお、定期試験

については、複合材料の種類及び弾性・強度特性に関する内容を出題し、その内
容を理解しているかを評価する。 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜12) 
見出し FTT08810 構造強度 
担当教員名 中井 賢治 
単位数 2 
教科書 教科書は使用せず、ノート講義と配布するプリントを併用する。 
アクティブラーニング  
キーワード 異方性材料，複合材料 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 構造強度 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・ Engineering Mechanics of Composite Materials/ I.M. Daniel and O. Ishai/ 

Oxford University Press 
・ 複合材料の力学序説／福⽥ 博，邉 吾一著／古今書院 
・ つくる立場からみた複合材料入門／大谷 杉郎著／裳華房 

授業形態 講義 
注意備考 講義内容に関する質問や相談事がある時は、授業担当者（中井）の研究室（上記

連絡先参照）を訪ねてください。 
シラバスコード FTT08810 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために、材料力学、熱力学、流体力学、機械力学、

自動制御、機械要素などの機械システム⼯学の専門知識を修得する。 
特に、異方性材料の力学的特性を理解し、複合材料構造物の設計技術を修得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ４号館３階の中井研究室まで（電子メール：nakai@mech.ous.ac.jp；オフィスア

ワー：毎週⽊・金曜日随時） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Strength of Structures 
関連科目 材料力学Ⅰ，材料力学Ⅱ，マテリアルサイエンスⅠ，マテリアルサイエンスⅡ，

機械材料，材料の破壊 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 複合材料は金属材料と比較して比強度，比剛性が高く、疲労寿命や耐⾷性にも優



れているため、近年航空機，自動車，スポーツ用具などの分野で広範に使用され
ている。本講義では、複合材料に代表される異方性材料の力学的特性について理
解することを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義計画および複合材料の基礎知識について説明する。 

2 回 航空・宇宙機用構造材料について解説する。 
3 回 複合材料の種類について解説する。 
4 回 複合材料の成形方法と、実際に⼯業材料として使用する際の利点と欠点に
ついて説明する。 
5 回 比強度，比剛性の物理的意味および計算方法について解説する。 
6 回 複合材料の繊維方向におけるヤング率について解説する。 
7 回 一方向強化材の材料の主軸方向（繊維方向，面内横方向）におけるヤング率
の違いについて解説する。 
8 回 一方向強化材の強度の複合則について解説する 

準備学習 1 回 複合材料とは何かを考えておくこと。 
2 回 複合材料はどの分野で使用されているかを考えておくこと。 
3 回 飛行機やロケット等で使用されている複合材料の種類について調べておく
こと。 
4 回 複合材料の利点と欠点について調べておくこと。 
5 回 比強度，比剛性の物理的意味を理解しておくこと。 
6 回 材料力学Ⅰで学習したヤング率について復習をしておくこと。 
7 回 複合材料の繊維方向におけるヤング率について復習をしておくこと。 
8 回 一方向強化材の材料の主軸方向におけるヤング率の違いについて復習をし
ておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FTT0881P 
成績評価 定期試験を行ない、その採点結果（１００％）により評価する。なお、定期試験

については、複合材料の種類及び弾性・強度特性に関する内容を出題し、その内
容を理解しているかを評価する。 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0881P 構造強度 
担当教員名 中井 賢治 
単位数 2 
教科書 教科書は使用せず、ノート講義と配布するプリントを併用する。 
アクティブラーニング  
キーワード 異方性材料，複合材料 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 構造強度 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・ Engineering Mechanics of Composite Materials/ I.M. Daniel and O. Ishai/ 

Oxford University Press 
・ 複合材料の力学序説／福⽥ 博，邉 吾一著／古今書院 
・ つくる立場からみた複合材料入門／大谷 杉郎著／裳華房 

授業形態 講義 
注意備考 講義内容に関する質問や相談事がある時は、授業担当者（中井）の研究室（上記

連絡先参照）を訪ねてください。 
シラバスコード FTT0881P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために、材料力学、熱力学、流体力学、機械力学、

自動制御、機械要素などの機械システム⼯学の専門知識を修得する。 
特に、異方性材料の力学的特性を理解し、複合材料構造物の設計技術を修得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ４号館３階の中井研究室まで（電子メール：nakai@mech.ous.ac.jp；オフィスア

ワー：毎週⽊・金曜日随時） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Strength of Structures 
関連科目 材料力学Ⅰ，材料力学Ⅱ，マテリアルサイエンスⅠ，マテリアルサイエンスⅡ，

機械材料，材料の破壊 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 複合材料は金属材料と比較して比強度，比剛性が高く、疲労寿命や耐⾷性にも優



れているため、近年航空機，自動車，スポーツ用具などの分野で広範に使用され
ている。本講義では、複合材料に代表される異方性材料の力学的特性について理
解することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義計画および複合材料の基礎知識について説明する。 

2 回 航空・宇宙機用構造材料について解説する。 
3 回 複合材料の種類について解説する。 
4 回 複合材料の成形方法と、実際に⼯業材料として使用する際の利点と欠点に
ついて説明する。 
5 回 比強度，比剛性の物理的意味および計算方法について解説する。 
6 回 複合材料の繊維方向におけるヤング率について解説する。 
7 回 一方向強化材の材料の主軸方向（繊維方向，面内横方向）におけるヤング率
の違いについて解説する。 
8 回 一方向強化材の強度の複合則について解説する 

準備学習 1 回 複合材料とは何かを考えておくこと。 
2 回 複合材料はどの分野で使用されているかを考えておくこと。 
3 回 飛行機やロケット等で使用されている複合材料の種類について調べておく
こと。 
4 回 複合材料の利点と欠点について調べておくこと。 
5 回 比強度，比剛性の物理的意味を理解しておくこと。 
6 回 材料力学Ⅰで学習したヤング率について復習をしておくこと。 
7 回 複合材料の繊維方向におけるヤング率について復習をしておくこと。 
8 回 一方向強化材の材料の主軸方向におけるヤング率の違いについて復習をし
ておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード FTT08910 
成績評価 定期試験：ガスタービンの構造(10%)と熱サイクル(10%)、ターボ機械の特性式

(10%)、液体燃料の燃焼(10%)、ジェットエンジンの推力(10%)と圧縮動力(10%)
について、説明あるいは計算できること 
レポート：「ジェットエンジン」や「ガスタービン」の構造(20%)・性能(10%)・
用途(10%)に関する話題・課題を調査すること（提出期限：大学祭のころ） 
定期試験(60%)とレポート(40%)の合計得点が６０点以上を合格とする。 

曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜12) 
見出し FTT08910 推進エンジン 
担当教員名 高見 敏弘 
単位数 2 
教科書 「わかりやすいガスタービン」／大岩紀生著／共立出版／978-4-320080898 
アクティブラーニング  
キーワード 質量と運動量の保存，エネルギー保存則(熱力学の第一法則とベルヌーイの式)，

圧縮性流体の力学，翼と翼列，流体機械，プラント機器，ジェットエンジン 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 推進エンジン 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 須藤浩三ほか・「流体機械」・朝倉書店 

谷⽥・⻑島著・「ガスタービンエンジン」・朝倉書店 
廣瀬幸治著・「流れ学」・共立出版（流体力学の教科書） 
沢⽥照夫著・「新編熱力学」・森北出版（熱力学の教科書） 

授業形態 講義 
注意備考 試験には電卓を持参すること。 

講義では、流体力学の教科書「流れ学」も、適宜、使用する。 
流体力学、熱力学、熱と流れ、エネルギー⼯学、力学も履修すること。 

シラバスコード FTT08910 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械システム⼯学の技術者が取り扱う主要分野の問題解決に必要な専門知

識の基礎を修得すること。 
特に、コンプレッサーやタービンの動作原理、構造と性能を理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 メール：takami @ mech.ous.ac.jp， 電話：086-256-9540，オフィスアワー：

金曜日， 場所：５号館１階 高見 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Aircraft Gas Turbines 
関連科目 力学，流体力学，熱力学，熱と流れ，推進エンジン，高速空気力学，エネルギー

⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ジェットエンジンは航空機用ガスタービンと呼ばれ、コンプレッサー・燃焼器・

タービンで構成されている。本講義では、ジェットエンジンや発電プラントなど
の機械システムに、様々な形で利用されているターボ機械（流体機械）の動作原
理、性能や取扱い方法について述べるとともに、ターボ機械の基礎概念を理解す
る。また、ジェットエンジンやガスタービンの開発について特別講義を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ターボ機械の分類，ＳＩ単位，「我が国の航空宇宙産業」(紹介ビデオ） 

2 回 推力とは，(角)運動量の法則，オイラーの式（回転運動の動力学） 
3 回 ジェットエンジンの構成と構造，ターボジェット，ターボファン，圧力の表
示法（ゲージ圧力） 
4 回 気体の性質（圧縮性），断熱変化，断熱流れ（圧縮性流体の流れ），音速，マ
ッハ数 
5 回 ｐ-ｖ線図，断熱仕事（圧縮と膨張），Ｔ-ｓ線図，熱サイクル（ブレイトン
サイクル） 
6 回 基本サイクル，再生サイクル，中間冷却サイクル，再熱サイクル 
7 回 軸流コンプレッサー、軸流ター 

準備学習 1 回 流体力学Ⅰ・Ⅱ，熱力学Ⅰ・Ⅱ 
2 回 「流れ学」第３章と第６章 
3 回 第４章 航空機用ガスタービン 
4 回 「流れ学」第１章と第３章 
5 回 第２章 サイクル計算に必要な熱力学と流体力学 
6 回 第３章 ガスタービンのサイクル特性 
7 回 第５章 ガスタービンの構成要素（作動原理，構造と性能） 
8 回 第６章 ガスタービンの利用 
9 回 課題調査：遠⼼ポンプ 
10 回 課題調査：ターボ機械 
11 回 課題調査：ターボ機械 
12 回 課題調査：産業用ガスタービン 
13 回 課題調査：航空機用ガスタービン 
14 回 課題調査： 

 



年度 2014 
授業コード FTT0891P 
成績評価 定期試験：ガスタービンの構造(10%)と熱サイクル(10%)、ターボ機械の特性式

(10%)、液体燃料の燃焼(10%)、ジェットエンジンの推力(10%)と圧縮動力(10%)
について、説明あるいは計算できること 
レポート：「ジェットエンジン」や「ガスタービン」の構造(20%)・性能(10%)・
用途(10%)に関する話題・課題を調査すること（提出期限：大学祭のころ） 
定期試験(60%)とレポート(40%)の合計得点が６０点以上を合格とする。 

曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0891P 推進エンジン 
担当教員名 高見 敏弘 
単位数 2 
教科書 「わかりやすいガスタービン」／大岩紀生著／共立出版／978-4-320080898 
アクティブラーニング  
キーワード 質量と運動量の保存，エネルギー保存則(熱力学の第一法則とベルヌーイの式)，

圧縮性流体の力学，翼と翼列，流体機械，プラント機器，ジェットエンジン 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 推進エンジン 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 須藤浩三ほか・「流体機械」・朝倉書店 

谷⽥・⻑島著・「ガスタービンエンジン」・朝倉書店 
廣瀬幸治著・「流れ学」・共立出版（流体力学の教科書） 
沢⽥照夫著・「新編熱力学」・森北出版（熱力学の教科書） 

授業形態 講義 
注意備考 試験には電卓を持参すること。 

講義では、流体力学の教科書「流れ学」も、適宜、使用する。 
流体力学、熱力学、熱と流れ、エネルギー⼯学、力学も履修すること。 

シラバスコード FTT0891P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械システム⼯学の技術者が取り扱う主要分野の問題解決に必要な専門知

識の基礎を修得すること。 
特に、コンプレッサーやタービンの動作原理、構造と性能を理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 メール：takami @ mech.ous.ac.jp， 電話：086-256-9540，オフィスアワー：

金曜日， 場所：５号館１階 高見 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Aircraft Gas Turbines 
関連科目 力学，流体力学，熱力学，熱と流れ，推進エンジン，高速空気力学，エネルギー

⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ジェットエンジンは航空機用ガスタービンと呼ばれ、コンプレッサー・燃焼器・

タービンで構成されている。本講義では、ジェットエンジンや発電プラントなど
の機械システムに、様々な形で利用されているターボ機械（流体機械）の動作原
理、性能や取扱い方法について述べるとともに、ターボ機械の基礎概念を理解す
る。また、ジェットエンジンやガスタービンの開発について特別講義を行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ターボ機械の分類，ＳＩ単位，「我が国の航空宇宙産業」(紹介ビデオ） 

2 回 推力とは，(角)運動量の法則，オイラーの式（回転運動の動力学） 
3 回 ジェットエンジンの構成と構造，ターボジェット，ターボファン，圧力の表
示法（ゲージ圧力） 
4 回 気体の性質（圧縮性），断熱変化，断熱流れ（圧縮性流体の流れ），音速，マ
ッハ数 
5 回 ｐ-ｖ線図，断熱仕事（圧縮と膨張），Ｔ-ｓ線図，熱サイクル（ブレイトン
サイクル） 
6 回 基本サイクル，再生サイクル，中間冷却サイクル，再熱サイクル 
7 回 軸流コンプレッサー、軸流ター 

準備学習 1 回 流体力学Ⅰ・Ⅱ，熱力学Ⅰ・Ⅱ 
2 回 「流れ学」第３章と第６章 
3 回 第４章 航空機用ガスタービン 
4 回 「流れ学」第１章と第３章 
5 回 第２章 サイクル計算に必要な熱力学と流体力学 
6 回 第３章 ガスタービンのサイクル特性 
7 回 第５章 ガスタービンの構成要素（作動原理，構造と性能） 
8 回 第６章 ガスタービンの利用 
9 回 課題調査：遠⼼ポンプ 
10 回 課題調査：ターボ機械 
11 回 課題調査：ターボ機械 
12 回 課題調査：産業用ガスタービン 
13 回 課題調査：航空機用ガスタービン 
14 回 課題調査： 

 



年度 2014 
授業コード FTT09010 
成績評価 定期試験により 80%の評価を行う。その内訳は、圧縮性流れおよび衝撃波につい

ての基本問題が解けること（約 50%）、本講義で扱った流体現象について物理的
に理解していること（約 30%）により評価する。 
小テスト又はレポートにより 20%の評価を行う。 
これらの合計得点 60 点以上を合格とする。 

曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜12) 
見出し FTT09010 高速空気力学 
担当教員名 丸山 祐一 
単位数 2 
教科書 廣瀬幸治著・「流れ学」・共立出版／978-4-320079939 
アクティブラーニング  
キーワード 質量と運動量の保存、エネルギー保存則（熱力学の第一法則とベルヌーイの式）、

気体流動、圧縮性流体の力学、翼と翼列 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 コメント：テスト対策プリントが欲しい。 

回答；  それに類するものは配っています。（アンケートがテストの数週間前
のため、その時点では知らなかったものと推測される） 
コメント：分かりやすくおもしろい授業でした。 
回答：  例年「難しい」「分かりにくい」というコメントは良くありますが、「分
かりやすい」というコメントは久しぶりです。内容は特に変えていないので、こ
の学生が良く集中して聞いていたものと思われます。 
コメント：日常生活で常識の間違に気付けたこと 
回答：  講義のどの部分の話かは不明ですが、つね日頃言っ 

科目名 高速空気力学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 富⽥幸雄著・「水力学」・実教出版 
授業形態 講義 
注意備考 上記関連科目をすべて履修・受講しておくことが望ましい。３分の２を超える出

席が定期試験受験のための必要条件である。学生の理解度に応じて、講義計画を
若干変更することがあるので、準備学習の内容もそれに対応させること。 

シラバスコード FTT09010 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために、材料力学、熱力学、流体力学、機械力学、

自動制御、機械要素、加⼯学などの機械システム⼯学の専門知識を修得する。特
に、流体の圧縮性と衝撃波についての物理的本質を理解し、定量的な取り扱いが
できること。 

受講者へのコメント  この科目を選択した学生は、みんな真面目かつ熱⼼に取り組んでくれて、何も
言うことはありません。講義で学んだことを元にして、今後も積極的に勉強を継



続することを期待します。 
連絡先 丸山研究室（５号館２階）オフィスアワー 水曜日 3-4 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  選択科目のため、受講生のモーティベーションも高く、全体的に高い評価（「満
足」あるいは「ほぼ満足」と答えた学生が合わせて 80%）が得られた。また、目
標達成度も「達成できた」「だいたい達成できた」を合わせて 73%であった。講
義内容も、地道に論理を積み上げて説明する部分と、学生の興味を引きそうな話
題とを適切に織り交ぜて進めることが出来たので、前者の部分にも根気良くつい
て来てくれたものと思われる。 

英文科目名 High Speed Aerodynamics 
関連科目 微分と積分、物理学Ⅰ、力学Ⅰ、Ⅱ、流体力学Ⅰ、Ⅱ、熱力学Ⅰ、Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  今年度より、秋学期開講科目「創造ＰＢＬⅡ」で紙製飛行機の製作を行うとの

ことなので、それを理論面でバックアップする形で連携を取って行く予定であ
る。 

講義目的 主として航空機力学への応用を想定して、高速度で流れる空気の力学について学
ぶ。揚力のメカニズム、流速が音速に対して無視できない大きさの時に重要とな
る流体の圧縮性、音速を上回る時に現れる衝撃波などについて学ぶ。単にこれら
の現象についての知識を得るだけではなく、「流体力学Ⅰ，Ⅱ」で学んだことを踏
まえた上で、その物理的本質を理解する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  揚力発生のメカニズム 

2 回  失速と翼端渦 
3 回  高揚力装置 
4 回  流体の圧縮性 
5 回  圧縮性１次元流 
6 回  ラバール管とロケットノズル 
7 回  超音速飛行と衝撃波 
8 回  エネルギー方程式 
9 回  垂直衝撃波 
10 回  斜め衝撃波 
11 回  衝撃波のピストン問題 
12 回  トンネル微気圧波 
13 回  膨張波 
14 回  ソニックブーム 
15 回  最適飛翔経路 

準備学習 1 回  教科書の 6.8 節を読んでおくこと。 
2 回  前回の講義ノートを見直すとともに、教科書の 6.9 節を読んでおくこと。 
3 回  前回の講義ノートと講義で配布した資料を良く見直しておくこと。 
4 回  「流体力学Ⅰ」での圧縮性についての講義ノートを復習しておくこと。 
5 回  前回の講義ノートを見直すとともに、教科書の 7.1 節前半を読んでおくこ
と。 



6 回  前回の講義ノートを良く見直しておくこと。 
7 回  前回の講義ノートを良く見直しておくこと。 
8 回  前回の講義ノートを見直すとともに、教科書の 3.8 節を読 

 



年度 2014 
授業コード FTT0901P 
成績評価 定期試験により 80%の評価を行う。その内訳は、圧縮性流れおよび衝撃波につい

ての基本問題が解けること（約 50%）、本講義で扱った流体現象について物理的
に理解していること（約 30%）により評価する。 
小テスト又はレポートにより 20%の評価を行う。 
これらの合計得点 60 点以上を合格とする。 

曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0901P 高速空気力学 
担当教員名 丸山 祐一 
単位数 2 
教科書 廣瀬幸治著・「流れ学」・共立出版／978-4-320079939 
アクティブラーニング  
キーワード 質量と運動量の保存、エネルギー保存則（熱力学の第一法則とベルヌーイの式）、

気体流動、圧縮性流体の力学、翼と翼列 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 高速空気力学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 富⽥幸雄著・「水力学」・実教出版 
授業形態 講義 
注意備考 上記関連科目をすべて履修・受講しておくことが望ましい。３分の２を超える出

席が定期試験受験のための必要条件である。学生の理解度に応じて、講義計画を
若干変更することがあるので、準備学習の内容もそれに対応させること。 

シラバスコード FTT0901P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために、材料力学、熱力学、流体力学、機械力学、

自動制御、機械要素、加⼯学などの機械システム⼯学の専門知識を修得する。特
に、流体の圧縮性と衝撃波についての物理的本質を理解し、定量的な取り扱いが
できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 丸山研究室（５号館２階）オフィスアワー 水曜日 3-4 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 High Speed Aerodynamics 
関連科目 微分と積分、物理学Ⅰ、力学Ⅰ、Ⅱ、流体力学Ⅰ、Ⅱ、熱力学Ⅰ、Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 主として航空機力学への応用を想定して、高速度で流れる空気の力学について学



ぶ。揚力のメカニズム、流速が音速に対して無視できない大きさの時に重要とな
る流体の圧縮性、音速を上回る時に現れる衝撃波などについて学ぶ。単にこれら
の現象についての知識を得るだけではなく、「流体力学Ⅰ，Ⅱ」で学んだことを踏
まえた上で、その物理的本質を理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  揚力発生のメカニズム 

2 回  失速と翼端渦 
3 回  高揚力装置 
4 回  流体の圧縮性 
5 回  圧縮性１次元流 
6 回  ラバール管とロケットノズル 
7 回  超音速飛行と衝撃波 
8 回  エネルギー方程式 
9 回  垂直衝撃波 
10 回  斜め衝撃波 
11 回  衝撃波のピストン問題 
12 回  トンネル微気圧波 
13 回  膨張波 
14 回  ソニックブーム 
15 回  最適飛翔経路 

準備学習 1 回  教科書の 6.8 節を読んでおくこと。 
2 回  前回の講義ノートを見直すとともに、教科書の 6.9 節を読んでおくこと。 
3 回  前回の講義ノートと講義で配布した資料を良く見直しておくこと。 
4 回  「流体力学Ⅰ」での圧縮性についての講義ノートを復習しておくこと。 
5 回  前回の講義ノートを見直すとともに、教科書の 7.1 節前半を読んでおくこ
と。 
6 回  前回の講義ノートを良く見直しておくこと。 
7 回  前回の講義ノートを良く見直しておくこと。 
8 回  前回の講義ノートを見直すとともに、教科書の 3.8 節を読 

 



年度 2014 
授業コード FTT09110 
成績評価 定期試験(50％)，中間試験(30％)，小テスト(0％)，レポート(20％)，ノート(0％)

により評価する。達成目標の１）(40％）、２）(20％)、３）(20％)、４）(20％)
に関する問題によって評価する。100 点満点の場合 60 点以上を合格とする。 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス TA(〜13),TB(〜13) 
見出し FTT09110 航行運動学 
担当教員名 吉⽥ 浩治 
単位数 2 
教科書 資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 剛体，動特性，動座標系，運動方程式，航空機 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 回答すべき自由記述はなかった。 
科目名 航行運動学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 航空機力学入門／加藤 寛一朗 その他／（東京大学出版会）：航空力学の基礎

(第 2 版)／牧野 光雄／（産業図書）：スペースクラフトの制御／⽊⽥ 隆／（コ
ロナ社）：その他多数 

授業形態 講義 
注意備考 講義時間中に述べられる連絡事項に十分注意すること 
シラバスコード FTT09110 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5] 機械分野の問題を解決するために、材料力学、熱力学、流体力学、機械力

学、自動制御、機械要素などの機械システム⼯学の専門知識を修得する。 
特に､１）単純な形状剛体の慣性モーメントを計算することができ、固定軸回り、
および平面内を運動する剛体の運動方程式を書き下すことができる。２）動特性
に重要な役割を果たす慣性テンソルを航空機の角運動量から導き出し、計算でき
る、３）航空機の動座標系による運動方程式の表現を導き出すことができる。４）
オイラー角を用いた航空機の姿勢の表現方法について具体的に変換行列を求め
るこ 

受講者へのコメント ３次元の角速度ベクトルの概念を得ることが大変難しい様子です。 
連絡先 メール：k_yoshida＠mech.ous.ac.jp， 電話：086-256-9743， 

オフィスアワー：（火曜日，水曜日９・１０時限） 場所：４号館４階吉⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者が比較的少なく、この分野に興味のある学生が受講したためだと思われま
すが， 
「この分野への理解が深まった」と回答した学生が多くいました。 



英文科目名 Flight Dynamics of Aerospace Vehicles 
関連科目 力学 I，II，機械力学 I，II，自動制御 I，II など 
次回に向けての改善変更予定 日常的に学習できるように宿題の提出・返却・再提出を実施できるように⼯夫し

ます。 
講義目的 航空機の動特性は、それらの姿勢や軌道の制御など様々な観点から重要である。

本講義では、まず、剛体の運動を記述する方法を学ぶ。その後、航空機の運動方
程式を導出して動特性について学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 概要の説明をする。次に，数学的準備を実施する。（座標系とベクトルの復

習をする。） 
2 回 数学的準備を実施する。（位置ベクトル，内積，外積等の復習をする。） 
3 回 剛体の重⼼について説明する。 
4 回 固定軸周りの剛体の回転運動について説明する。 
5 回 固定軸まわりの剛体の回転運動の法則について説明する。 
6 回 剛体の平面運動について説明する。 
7 回 問題演習を実施する。（剛体の重⼼，固定軸まわりの剛体の回転運動，剛体
の平面運動に関する問題を取り上げる。） 
8 回 中間試験と問題の解説をする。 
9 回 角速 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み，講義目的，講義内容，達成目標を把握しておくこと。
力学の教科書でベクトルの復習をしておくこと。 
2 回 力学や線形代数の教科書などによりベクトルとそれに関連する事項を復習
しておくこと。 
3 回 ベクトルの内積や外積の問題が解けるように復習しておくこと。また、力学
の教科書などで剛体の重⼼について予習しておくこと。 
4 回 剛体の重⼼の定義を理解し、問題を解くことで復習しておくこと。また、力
学の教科書などで固定軸まわりの剛体の回転運動について予習しておくこと。 
5 回 回転運動の運動エネルギー 

 



年度 2014 
授業コード FTT0911P 
成績評価 定期試験(50％)，中間試験(30％)，小テスト(0％)，レポート(20％)，ノート(0％)

により評価する。達成目標の１）(40％）、２）(20％)、３）(20％)、４）(20％)
に関する問題によって評価する。100 点満点の場合 60 点以上を合格とする。 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0911P 航行運動学 
担当教員名 吉⽥ 浩治 
単位数 2 
教科書 資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 剛体，動特性，動座標系，運動方程式，航空機 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 航行運動学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 航空機力学入門／加藤 寛一朗 その他／（東京大学出版会）：航空力学の基礎

(第 2 版)／牧野 光雄／（産業図書）：スペースクラフトの制御／⽊⽥ 隆／（コ
ロナ社）：その他多数 

授業形態 講義 
注意備考 講義時間中に述べられる連絡事項に十分注意すること 
シラバスコード FTT0911P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5] 機械分野の問題を解決するために、材料力学、熱力学、流体力学、機械力

学、自動制御、機械要素などの機械システム⼯学の専門知識を修得する。 
特に､１）単純な形状剛体の慣性モーメントを計算することができ、固定軸回り、
および平面内を運動する剛体の運動方程式を書き下すことができる。２）動特性
に重要な役割を果たす慣性テンソルを航空機の角運動量から導き出し、計算でき
る、３）航空機の動座標系による運動方程式の表現を導き出すことができる。４）
オイラー角を用いた航空機の姿勢の表現方法について具体的に変換行列を求め
るこ 

受講者へのコメント  
連絡先 メール：k_yoshida＠mech.ous.ac.jp， 電話：086-256-9743， 

オフィスアワー：（火曜日，水曜日９・１０時限） 場所：４号館４階吉⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Flight Dynamics of Aerospace Vehicles 
関連科目 力学 I，II，機械力学 I，II，自動制御 I，II など 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 航空機の動特性は、それらの姿勢や軌道の制御など様々な観点から重要である。

本講義では、まず、剛体の運動を記述する方法を学ぶ。その後、航空機の運動方
程式を導出して動特性について学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 概要の説明をする。次に，数学的準備を実施する。（座標系とベクトルの復

習をする。） 
2 回 数学的準備を実施する。（位置ベクトル，内積，外積等の復習をする。） 
3 回 剛体の重⼼について説明する。 
4 回 固定軸周りの剛体の回転運動について説明する。 
5 回 固定軸まわりの剛体の回転運動の法則について説明する。 
6 回 剛体の平面運動について説明する。 
7 回 問題演習を実施する。（剛体の重⼼，固定軸まわりの剛体の回転運動，剛体
の平面運動に関する問題を取り上げる。） 
8 回 中間試験と問題の解説をする。 
9 回 角速 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み，講義目的，講義内容，達成目標を把握しておくこと。
力学の教科書でベクトルの復習をしておくこと。 
2 回 力学や線形代数の教科書などによりベクトルとそれに関連する事項を復習
しておくこと。 
3 回 ベクトルの内積や外積の問題が解けるように復習しておくこと。また、力学
の教科書などで剛体の重⼼について予習しておくこと。 
4 回 剛体の重⼼の定義を理解し、問題を解くことで復習しておくこと。また、力
学の教科書などで固定軸まわりの剛体の回転運動について予習しておくこと。 
5 回 回転運動の運動エネルギー 

 



年度 2014 
授業コード FTT09210 
成績評価 定期試験(50％)、レポート(50％)定期試験とレポートの得点が 60 点以上を合格

とする． 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜12) 
見出し FTT09210 宇宙ロボット 
担当教員名 衣笠 哲也 
単位数 2 
教科書 特になし．必要に応じて資料を配付する． 
アクティブラーニング  
キーワード ロボット，移動ロボット，歩行ロボット，センサ，フィードバック制御，運動方

程式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 宇宙ロボット 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 美多，大須賀「ロボット制御⼯学入門」コロナ社「新版ロボット⼯学ハンドブッ

ク」コロナ社浅⽥，國吉「ロボットインテリジェンス」岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考 講義に区切りがつくごとにレポートの出題を行う。講義内容に関する質問，レポ

ート相談等は、講義終了後に行う。 
シラバスコード FTT09210 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために，材料力学，熱力学，流体力学，機械力学，

自動制御，機械要素などの機械システム⼯学の専門知識を修得する．特に，ロボ
ットの移動機構，知能化，運動解析について理解すること． 

受講者へのコメント  
連絡先 衣笠（４号館４階）電子メール kinugasa＠mech.ous.ac.jp オフィスアワー・⽊曜

午前 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Space Robotics 
関連科目 自動制御，全ての数学，メカトロニクス，力学，機械力学，ロボット運動学，機

械システム⼯学実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近年，ロボット技術は自動車をはじめ様々な分野において広く応用されるように

なってきている．本講義では，このようなロボット技術について基本的な要素技
術，知能化に関する基礎知識を習得し，ならびに簡単なモデルによる運動解析を



行うことを目的とする． 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  ロボットの歴史と概論：ロボットとは何かについて講述する． 

2 回  様々なロボット：実例と概説する． 
3 回  移動技術（車輪，クローラ型）について，惑星探査，レスキューなどの実
例を交えながら講述する． 
4 回  移動技術（脚型）について，地上だけでなく低重力下における脚式移動技
術についても講述する． 
5 回  手と腕とマニピュレータ：機構，センサ，アクチュエータ，コンピュータ
について講述する． 
6 回  手と腕とマニピュレータ：運動方程式について講述する． 
7 回  ロボットインテリジェンス：ロボットの知能 

準備学習 1 回  Website などでロボットの歴史について調べておくこと． 
2 回  世の中に実在するロボットについて調べておくこと． 
3 回  車輪，クローラについて調べておくこと． 
4 回  脚式ロボットについて調べておくこと． 
5 回  マニピュレータについて調べておくこと． 
6 回  自動制御で学習した運動方程式，力学で学習した回転運動について復習し
ておくこと． 
7 回  ロボットの知能について調べておくこと． 
8 回 自動制御で学習した運動方程式，力学で学習した回転運動について復習し
ておくこと． 
線形常微分方程式の解 

 



年度 2014 
授業コード FTT0921P 
成績評価 定期試験(50％)、レポート(50％)定期試験とレポートの得点が 60 点以上を合格

とする． 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0921P 宇宙ロボット 
担当教員名 衣笠 哲也 
単位数 2 
教科書 特になし．必要に応じて資料を配付する． 
アクティブラーニング  
キーワード ロボット，移動ロボット，歩行ロボット，センサ，フィードバック制御，運動方

程式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 宇宙ロボット 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 美多，大須賀「ロボット制御⼯学入門」コロナ社「新版ロボット⼯学ハンドブッ

ク」コロナ社浅⽥，國吉「ロボットインテリジェンス」岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考 講義に区切りがつくごとにレポートの出題を行う。講義内容に関する質問，レポ

ート相談等は、講義終了後に行う。 
シラバスコード FTT0921P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために，材料力学，熱力学，流体力学，機械力学，

自動制御，機械要素などの機械システム⼯学の専門知識を修得する．特に，ロボ
ットの移動機構，知能化，運動解析について理解すること． 

受講者へのコメント  
連絡先 衣笠（４号館４階）電子メール kinugasa＠mech.ous.ac.jp オフィスアワー・⽊曜

午前 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Space Robotics 
関連科目 自動制御，全ての数学，メカトロニクス，力学，機械力学，ロボット運動学，機

械システム⼯学実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近年，ロボット技術は自動車をはじめ様々な分野において広く応用されるように

なってきている．本講義では，このようなロボット技術について基本的な要素技
術，知能化に関する基礎知識を習得し，ならびに簡単なモデルによる運動解析を



行うことを目的とする． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  ロボットの歴史と概論：ロボットとは何かについて講述する． 

2 回  様々なロボット：実例と概説する． 
3 回  移動技術（車輪，クローラ型）について，惑星探査，レスキューなどの実
例を交えながら講述する． 
4 回  移動技術（脚型）について，地上だけでなく低重力下における脚式移動技
術についても講述する． 
5 回  手と腕とマニピュレータ：機構，センサ，アクチュエータ，コンピュータ
について講述する． 
6 回  手と腕とマニピュレータ：運動方程式について講述する． 
7 回  ロボットインテリジェンス：ロボットの知能 

準備学習 1 回  Website などでロボットの歴史について調べておくこと． 
2 回  世の中に実在するロボットについて調べておくこと． 
3 回  車輪，クローラについて調べておくこと． 
4 回  脚式ロボットについて調べておくこと． 
5 回  マニピュレータについて調べておくこと． 
6 回  自動制御で学習した運動方程式，力学で学習した回転運動について復習し
ておくこと． 
7 回  ロボットの知能について調べておくこと． 
8 回 自動制御で学習した運動方程式，力学で学習した回転運動について復習し
ておくこと． 
線形常微分方程式の解 

 



年度 2014 
授業コード FTT09310 
成績評価 定期試験（45％）, 中間試験（45％）, ノート（5％）, 小テスト（0％）, レポー

ト（5％）定期試験での得点とレポート、ノートで評価する。(1)加⼯学、(2)機械
材料学、(3)材料力学，(4)機械力学、(5)トライボロジ等の機械⼯学の多くの分野
の知識を利用して(5)自動車エンジンや飛行機をどのように理解しているかを評
価し、高性能な製品を設計する場合にどのように生かせられるか、上記項目の割
合は 25, 25, 15, 15, 20％であり、60 点以上を合格とする 

曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜12) 
見出し FTT09310 高速ビークル 
担当教員名 金枝 敏明 
単位数 2 
教科書 自動車⼯学概論／竹花有也／理⼯学社 
アクティブラーニング  
キーワード 内燃機関, 交通機械, 加⼯法,  精密加⼯, マイクロ／ナノ加⼯, 表面加⼯, 切削

法，熱力学，流体力学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  英語の必要性，自動車への関⼼が高まったという記述が有りましたが，納得で

きます． 
 「ビデオを流す際の早送りをやめて欲しい」とあったが，これは必要ないと判
断下ためであり，その部分を見たいといわれるなら，オフイスアワーに来てくれ
れば，すぐに対応しましたが． 

科目名 高速ビークル 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 現代の錬金術 エンジン用材料の科学と技術／山懸 裕／山海堂 

自動車の生産技術／芹野洋一／朝倉書店 
クルマのキーテクノロジー熊野 学／クグランプリ出版 
自動車のメカはどうなっているか／グランプリ出版 
F1 テテクノロジー／ナイジェル・マックナイト／二玄社 
ビジュアル博物館 航空機／同朋舎 
航空機のおはなし／実教出版 

授業形態 講義 
注意備考 講義時には教科書、ノートを持参。講義中にエンジン部品の実物やカタログを回

覧、ビデオ上映、参考プリント配布。毎回講義の最後に質問ならびに感想をメモ
に記述して提出し、次回の講義で教員が回答をする。講義中の学生の発言（発表）、
すなわち講義に積極的に参加することを推奨する。パソコンを使用して、パワー
ポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示する。 

シラバスコード FTT09310 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5] 機械分野の問題を解決するため、材料力学、熱力学、流体力学、機械力学、



自動制御，機械要素、加⼯学などの機械システム⼯学の専門知識を習得する。内
燃機関用エンジンの構造や製造方法ならびに飛行機のそれらを材料学的、材料力
学的、トライボロジ的，精密加⼯学的に理解するとともに、それらが実際の製品
に生かされていることを認識すること。 

受講者へのコメント  遅刻や欠席が少し有ったのが残念でした．また一人の学生がほとんど毎回のよ
うにケータイを触り続けていたのが，残念です． 
  毎回英語の宿題を出したが，その回答を発表するものが居らなく，大変残念
であった． 
 その他，一般に言えることだが，yes もしくは No の何方かが回答の質問をし
てもほとんど反応がなかったので，講義はしづらい．頷くだけでもしてもらいた
い． 

連絡先 金枝敏明, メール：kaneeda@mech.ous.ac.jp, ５号館１階金枝研究室, オフイスア
ワー：月 9,10 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  意欲が感じられたの項の評価で，少し感じられたという評価があったのが，少
数では有るが，残念である． 

英文科目名 High Speed Vehicles 
関連科目 精密加⼯学, 加⼯学Ｉ&加⼯学ＩＩ, 機械要素, 機械材料, 熱力学, 流体力学 
次回に向けての改善変更予定  特になし． 
講義目的 現代の⼯業製品の代表である交通機械、中でも自動車（エンジン）と航空機の構

造、動作原理ならびにその製造方法などを、材料学的、材料力学的、トライボロ
ジ的、加⼯学的，精密加⼯学的、流体力学的，熱力学的に講義するユニークな科
目である。他の大学ではない講義科目である。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  自動車開発の歴史、自動車技術の発展とそれらと対応した日常生活の変化

を解説する。 
2 回  自動車用エンジンの形式, 性能と特性を解説する。 
3 回  オットーサイクルエンジン, デイーゼルエンジンを解説する。 
4 回  ロータリーエンジン , トルクと出力を解説する。 
5 回  エンジンの構造と製作方法：シリンダブロックの機能，材料と加⼯法を解
説する。 
6 回  ピストンの機能，材料と加⼯法を解説する。 
7 回  ピストンリングの機能，材料と加⼯法を解説する。 
8 回  ピストンピンの機能，材料と加⼯法ならびに 

準備学習 1 回  車の歴史と日常生活が関連して変化してきていることを考えておくこと。 
電気自動車，蒸気自動車と内燃機関の車との比較、内燃機関発展のネックは何で
あったか想像してみること。なぜ内燃機関が主流となってきたかを、またそのた
めに何が必要だったかをよく理解しておくこと。 
2 回 自動車用エンジンの形式を想起しておくこと。 
3 回  なぜ日本ではデイーゼルエンジンがトラックないしバス用のエンジンに主
として採用されているかを考えてみること。デイーゼルエンジンの良さならびに



嫌われる点をよく理解しておくこと。受講生が運転し 
 



年度 2014 
授業コード FTT0931P 
成績評価 定期試験（45％）, 中間試験（45％）, ノート（5％）, 小テスト（0％）, レポー

ト（5％）定期試験での得点とレポート、ノートで評価する。(1)加⼯学、(2)機械
材料学、(3)材料力学，(4)機械力学、(5)トライボロジ等の機械⼯学の多くの分野
の知識を利用して(5)自動車エンジンや飛行機をどのように理解しているかを評
価し、高性能な製品を設計する場合にどのように生かせられるか、上記項目の割
合は 25, 25, 15, 15, 20％であり、60 点以上を合格とする 

曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0931P 高速ビークル 
担当教員名 金枝 敏明 
単位数 2 
教科書 自動車⼯学概論／竹花有也／理⼯学社 
アクティブラーニング  
キーワード 内燃機関, 交通機械, 加⼯法,  精密加⼯, マイクロ／ナノ加⼯, 表面加⼯, 切削

法，熱力学，流体力学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 高速ビークル 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 現代の錬金術 エンジン用材料の科学と技術／山懸 裕／山海堂 

自動車の生産技術／芹野洋一／朝倉書店 
クルマのキーテクノロジー熊野 学／クグランプリ出版 
自動車のメカはどうなっているか／グランプリ出版 
F1 テテクノロジー／ナイジェル・マックナイト／二玄社 
ビジュアル博物館 航空機／同朋舎 
航空機のおはなし／実教出版 

授業形態 講義 
注意備考 講義時には教科書、ノートを持参。講義中にエンジン部品の実物やカタログを回

覧、ビデオ上映、参考プリント配布。毎回講義の最後に質問ならびに感想をメモ
に記述して提出し、次回の講義で教員が回答をする。講義中の学生の発言（発表）、
すなわち講義に積極的に参加することを推奨する。パソコンを使用して、パワー
ポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示する。 

シラバスコード FTT0931P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5] 機械分野の問題を解決するため、材料力学、熱力学、流体力学、機械力学、

自動制御，機械要素、加⼯学などの機械システム⼯学の専門知識を習得する。内
燃機関用エンジンの構造や製造方法ならびに飛行機のそれらを材料学的、材料力
学的、トライボロジ的，精密加⼯学的に理解するとともに、それらが実際の製品
に生かされていることを認識すること。 



受講者へのコメント  
連絡先 金枝敏明, メール：kaneeda@mech.ous.ac.jp, ５号館１階金枝研究室, オフイスア

ワー：月 9,10 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 High Speed Vehicles 
関連科目 精密加⼯学, 加⼯学Ｉ&加⼯学ＩＩ, 機械要素, 機械材料, 熱力学, 流体力学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代の⼯業製品の代表である交通機械、中でも自動車（エンジン）と航空機の構

造、動作原理ならびにその製造方法などを、材料学的、材料力学的、トライボロ
ジ的、加⼯学的，精密加⼯学的、流体力学的，熱力学的に講義するユニークな科
目である。他の大学ではない講義科目である。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  自動車開発の歴史、自動車技術の発展とそれらと対応した日常生活の変化

を解説する。 
2 回  自動車用エンジンの形式, 性能と特性を解説する。 
3 回  オットーサイクルエンジン, デイーゼルエンジンを解説する。 
4 回  ロータリーエンジン , トルクと出力を解説する。 
5 回  エンジンの構造と製作方法：シリンダブロックの機能，材料と加⼯法を解
説する。 
6 回  ピストンの機能，材料と加⼯法を解説する。 
7 回  ピストンリングの機能，材料と加⼯法を解説する。 
8 回  ピストンピンの機能，材料と加⼯法ならびに 

準備学習 1 回  車の歴史と日常生活が関連して変化してきていることを考えておくこと。 
電気自動車，蒸気自動車と内燃機関の車との比較、内燃機関発展のネックは何で
あったか想像してみること。なぜ内燃機関が主流となってきたかを、またそのた
めに何が必要だったかをよく理解しておくこと。 
2 回 自動車用エンジンの形式を想起しておくこと。 
3 回  なぜ日本ではデイーゼルエンジンがトラックないしバス用のエンジンに主
として採用されているかを考えてみること。デイーゼルエンジンの良さならびに
嫌われる点をよく理解しておくこと。受講生が運転し 

 



年度 2014 
授業コード FTT09410 
成績評価 機械と構造物の使用に当たり、破壊現象がもっとも深刻な課題である。破壊事故

の歴史を知り、破壊が起こるメカニズムを解明し、破壊発生を予測することを学
ぶ。課題レポート（３０％）と定期試験（７０％）の合計点が、６０点以上が合
格。 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜12) 
見出し FTT09410 材料の破壊 
担当教員名 助台 榮一＊ 
単位数 2 
教科書 材料強度学／境⽥彰芳、上野明、磯⻄和夫、⻄野精一、堀川教世／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 破壊、疲労、⻲裂、応力拡大係数、クリープ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 受講生が３０余名で、２０４４１の広い教室であったので、ずっと後方の席に着

く学生がいたが、もっと前、１０列目まででも十分席があるので、前の席に着け
ば、聞こえ難いとか、見え難くいとか、はないと思います。 
もし、前の席に居て、聞こえ難いとか、見え難くいとか、であれば本人の責任で
あろう、と思います。 
講義時間は守りました。なお、１分や１秒のずれは、誤差範囲です。誤差は、何
にでも生じるものです。 

科目名 材料の破壊 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 材料科学２：岡村・井形・堂山訳（培風館）、改訂金属物理学序論／幸⽥成康／コ

ロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 独学で内容を理解することは、多大の時間と努力が必要です。講義に出て、内容

を理解し、復習すること方が、効率的である。 
シラバスコード FTT09410 
実務経験のある教員  
達成目標 機械分野の問題を解決するために、材料力学、材料の強度および破壊の専門知識

を身につける。特に、近年の機械⼯学分野の破壊事故が、疲労破壊に起因してい
ることが明らかであり、その事故例を振り返り、原因究明と対策について学ぶ。 

受講者へのコメント 講義中に分からないところがあれば、いつでも質問するように言っていたが、特
になかった。 
試験問題の解答を見ると、講義内容を注意深く聴く、ことが少しできていないよ
うに思う。講義や人の話を注意深く聴く、訓練をしてはどうか？と講義中にも話
したが、時間がかかるのでしょうか？ 

連絡先 E-mail:sukedai@mech.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 B, C5), C6), E8), E9) の結果をみて、講義を理解してくれた学生数が多い、と考

えている。 
講義中に、講義を聴かないで、別のことをしていたように見られる学生さんがい
ましたが、彼らには講義の理解は困難である、と思います。 

英文科目名 Fracture of Materials 
関連科目 材料力学、マテリアルズ・サイエンス 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械⼯学において、使用する機械・装置や構造物の破壊は、甚大な被害をもたら

す深刻な課題である。破壊事故の歴史を知ると、近年、特に疲労破壊がその大部
分を占める。本講義では、この疲労破壊現象に焦点を絞り、その発生メカニズム
を解明し、破壊発生を予知することを学ぶ。さらに、近年ますます増加する、高
温環境下で使用されるに装置に発生するクリープ破壊についても触れる。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 材料強度学について説明する。 

2 回 材料の疲労に関する研究の歴史 
イギリス産業革命時に起こった鉄製鎖の破断、および１８３５年、ドイツ鉄道で
起こった車軸の破損について説明する。 
3 回 歴史に有名な疲労事故の例 
１９５２年、世界初のイギリス・ジェット旅客機の墜落事故、１９８５年、日航
ジャンボ機の墜落事故、１９９８年、ドイツ新幹線の脱線事故、について説明す
る。 
4 回 疲労破壊の基礎１ 
・疲労が生ずる条件について説明する。 
5 回 疲労破壊の基礎２ 
・材料でなにがおこっているか、について説明する。 
6 回 疲労 

準備学習 1 回 ページ１?２、を精読すること。 
2 回 ページ７６?７８、を精読すること。 
3 回 ページ７８?８１、を精読すること。 
4 回 ページ８１?８６、を精読すること。 
5 回 ページ８６?８８、を精読すること。 
6 回 ページ８８?９２、を精読すること。 
7 回 ページ９２?９６、を精読すること。 
8 回 ページ９６?９９、を精読すること。 
9 回 ページ９９?１０３、を精読すること。 
10 回 ページ１０４?１０６、を精読すること。 
11 回 ページ１０７?１０９、を精読すること。 
12 回 ページ１０９?１１２、を精読す 

 



年度 2014 
授業コード FTT0941P 
成績評価 機械と構造物の使用に当たり、破壊現象がもっとも深刻な課題である。破壊事故

の歴史を知り、破壊が起こるメカニズムを解明し、破壊発生を予測することを学
ぶ。課題レポート（３０％）と定期試験（７０％）の合計点が、６０点以上が合
格。 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0941P 材料の破壊 
担当教員名 助台 榮一＊ 
単位数 2 
教科書 材料強度学／境⽥彰芳、上野明、磯⻄和夫、⻄野精一、堀川教世／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 破壊、疲労、⻲裂、応力拡大係数、クリープ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 材料の破壊 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 材料科学２：岡村・井形・堂山訳（培風館）、改訂金属物理学序論／幸⽥成康／コ

ロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 独学で内容を理解することは、多大の時間と努力が必要です。講義に出て、内容

を理解し、復習すること方が、効率的である。 
シラバスコード FTT0941P 
実務経験のある教員  
達成目標 機械分野の問題を解決するために、材料力学、材料の強度および破壊の専門知識

を身につける。特に、近年の機械⼯学分野の破壊事故が、疲労破壊に起因してい
ることが明らかであり、その事故例を振り返り、原因究明と対策について学ぶ。 

受講者へのコメント  
連絡先 E-mail:sukedai@mech.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fracture of Materials 
関連科目 材料力学、マテリアルズ・サイエンス 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械⼯学において、使用する機械・装置や構造物の破壊は、甚大な被害をもたら

す深刻な課題である。破壊事故の歴史を知ると、近年、特に疲労破壊がその大部
分を占める。本講義では、この疲労破壊現象に焦点を絞り、その発生メカニズム
を解明し、破壊発生を予知することを学ぶ。さらに、近年ますます増加する、高



温環境下で使用されるに装置に発生するクリープ破壊についても触れる。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 材料強度学について説明する。 

2 回 材料の疲労に関する研究の歴史 
イギリス産業革命時に起こった鉄製鎖の破断、および１８３５年、ドイツ鉄道で
起こった車軸の破損について説明する。 
3 回 歴史に有名な疲労事故の例 
１９５２年、世界初のイギリス・ジェット旅客機の墜落事故、１９８５年、日航
ジャンボ機の墜落事故、１９９８年、ドイツ新幹線の脱線事故、について説明す
る。 
4 回 疲労破壊の基礎１ 
・疲労が生ずる条件について説明する。 
5 回 疲労破壊の基礎２ 
・材料でなにがおこっているか、について説明する。 
6 回 疲労 

準備学習 1 回 ページ１?２、を精読すること。 
2 回 ページ７６?７８、を精読すること。 
3 回 ページ７８?８１、を精読すること。 
4 回 ページ８１?８６、を精読すること。 
5 回 ページ８６?８８、を精読すること。 
6 回 ページ８８?９２、を精読すること。 
7 回 ページ９２?９６、を精読すること。 
8 回 ページ９６?９９、を精読すること。 
9 回 ページ９９?１０３、を精読すること。 
10 回 ページ１０４?１０６、を精読すること。 
11 回 ページ１０７?１０９、を精読すること。 
12 回 ページ１０９?１１２、を精読す 

 



年度 2014 
授業コード FTT09510 
成績評価 1)初等関数（多項式関数、指数関数、対数関数、三角関数）に関する微分と積分

を含む計算ができることで評価する。 
2)微分および積分を応用した基本的な問題を解くことができることで評価する。 
中間試験（30％）、定期試験（50％）、レポート（20％）によって総合的に評価す
る。100 点満点の場合 60 点以上を合格とする。 

曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜14) 
見出し FTT09510 数学基礎 
担当教員名 清水 一郎 
単位数 2 
教科書 教養の数学／「教養の数学」編集委員会／（学術図書出版社） 
アクティブラーニング  
キーワード 初等関数、微分、積分、応用 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特にありませんでした． 
科目名 数学基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基本微分積分／水本久夫／（倍風館），例と図で学べる微分積分／水本久夫／（裳

華房），その他図書館にある関連の参考書。 
授業形態 講義 
注意備考 十分な復習と予習を怠らないこと。第 1 回の概要説明を必ず受けること。 
シラバスコード FTT09510 
実務経験のある教員  
達成目標 [A1]機械システム⼯学の専門知識を理解するため、数学の基礎知識を修得するこ

と。 
特に、1)初等関数（多項式関数、指数関数、対数関数、三角関数）の基本概念を
理解し、それらの計算、および微分と積分ができる。 
2)微分および積分を応用した問題（力学や機械⼯学に関連する問題）を解くこと
ができる。 

受講者へのコメント １・２時限の講義でしたが欠席も少なく，皆さんの意欲を感じました．わからな
いところが出てきたら，遠慮せず気軽に質問をして下さい．なるべく早めに理解
するよう⼼がけましょう． 

連絡先 5 号館 2 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この科目の初年度であったため準備が不足していた部分もあったと思うが，約
76％の人が「満足」と答えてくれていたことから，講義内容全体としては受講者
の皆さんの希望にほぼ沿うことができたのではと考えている． 



英文科目名  
関連科目 微分と積分、物理学、力学、材料力学、熱力学、流体力学、機械力学、自動制御

など。 
次回に向けての改善変更予定 ほぼ毎回演習を行っていたが，その結果に対するフィードバックが少し不十分で

あったように思う．演習内容を確実に理解してもらえるよう，結果の解説の仕方
を⼯夫していきたい． 

講義目的 「数学基礎」では微分と積分を理解するための、より基本的な数学的内容を学習
しつつ、演習問題に取り組むことで「微分と積分」の理解を補強する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 概要説明を行う。多項式の加法、定数倍、乗法、多項式環について説明する。

また演習問題に取り組む。 
2 回 多項式の根、複素数について説明する。また演習問題に取り組む。 
3 回 関数、関数の極限値と連続性、導関数について説明する。また演習問題に取
り組む。 
4 回 原始関数、積分、および積分の性質について説明する。また演習問題に取り
組む 
5 回 多項式関数の微分、積分、およびそれらの性質について説明する。また演習
問題に取り組む 
6 回 指数関数の微分、積分、およびそれらの性質について説明する。また演習問
題に取り組む 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。教科書などで多項式について調べておくこと。 
2 回 演習問題を復習しておくこと。教科書などで多項式の根、複素数について調
べておくこと。 
3 回 演習問題を復習しておくこと。教科書などで関数について調べておくこと。 
4 回 演習問題を復習しておくこと。教科書などで原始関数、積分、および積分の
性質について調べておくこと。 
5 回 演習問題を復習しておくこと。教科書などで多項式関数の微分、積分、およ
びそれらの性質について調べておくこと。 
6 回 演習問題を復習しておくこと。教科書などで指数 

 



年度 2014 
授業コード FTT0951P 
成績評価 1)初等関数（多項式関数、指数関数、対数関数、三角関数）に関する微分と積分

を含む計算ができることで評価する。 
2)微分および積分を応用した基本的な問題を解くことができることで評価する。 
中間試験（30％）、定期試験（50％）、レポート（20％）によって総合的に評価す
る。100 点満点の場合 60 点以上を合格とする。 

曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0951P 数学基礎 
担当教員名 清水 一郎 
単位数 2 
教科書 教養の数学／「教養の数学」編集委員会／（学術図書出版社） 
アクティブラーニング  
キーワード 初等関数、微分、積分、応用 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基本微分積分／水本久夫／（倍風館），例と図で学べる微分積分／水本久夫／（裳

華房），その他図書館にある関連の参考書。 
授業形態 講義 
注意備考 十分な復習と予習を怠らないこと。第 1 回の概要説明を必ず受けること。 
シラバスコード FTT0951P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A1]機械システム⼯学の専門知識を理解するため、数学の基礎知識を修得するこ

と。 
特に、1)初等関数（多項式関数、指数関数、対数関数、三角関数）の基本概念を
理解し、それらの計算、および微分と積分ができる。 
2)微分および積分を応用した問題（力学や機械⼯学に関連する問題）を解くこと
ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 5 号館 2 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 微分と積分、物理学、力学、材料力学、熱力学、流体力学、機械力学、自動制御

など。 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 「数学基礎」では微分と積分を理解するための、より基本的な数学的内容を学習
しつつ、演習問題に取り組むことで「微分と積分」の理解を補強する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 概要説明を行う。多項式の加法、定数倍、乗法、多項式環について説明する。

また演習問題に取り組む。 
2 回 多項式の根、複素数について説明する。また演習問題に取り組む。 
3 回 関数、関数の極限値と連続性、導関数について説明する。また演習問題に取
り組む。 
4 回 原始関数、積分、および積分の性質について説明する。また演習問題に取り
組む 
5 回 多項式関数の微分、積分、およびそれらの性質について説明する。また演習
問題に取り組む 
6 回 指数関数の微分、積分、およびそれらの性質について説明する。また演習問
題に取り組む 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。教科書などで多項式について調べておくこと。 
2 回 演習問題を復習しておくこと。教科書などで多項式の根、複素数について調
べておくこと。 
3 回 演習問題を復習しておくこと。教科書などで関数について調べておくこと。 
4 回 演習問題を復習しておくこと。教科書などで原始関数、積分、および積分の
性質について調べておくこと。 
5 回 演習問題を復習しておくこと。教科書などで多項式関数の微分、積分、およ
びそれらの性質について調べておくこと。 
6 回 演習問題を復習しておくこと。教科書などで指数 

 



年度 2014 
授業コード FTT09610 
成績評価 達成目標の１）と２）の問題を解くことができることで評価する。 

中間試験（30％）、定期試験（50％）、レポート（20％）によって総合的に評価す
る。100 点満点の場合 60 点以上を合格とする。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学科(〜14) 
見出し FTT09610 力学基礎 
担当教員名 近藤 千尋 
単位数 2 
教科書 数学と一緒に学ぶ力学／原康夫／（学術図書出版） 
アクティブラーニング  
キーワード 物理量、単位、変数、関数、変位、速度、加速度、いろいろな力、ニュートンの

3 つの法則 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 力学基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理⼯系の基礎物理 力学／原康夫／（学術図書出版），その他図書館にある関連

の参考書 
授業形態 講義 
注意備考 第 1 回目の概要説明を必ず受けること。十分に予習と復習を行うこと。 
シラバスコード FTT09610 
実務経験のある教員  
達成目標 [A2]機械システム⼯学の専門知識を理解するために、物理学、力学、電磁気学の

基礎知識を修得する。 
特に、１）物理量と次元、変数と関数、変位・速度・加速度、力のつり合い、運
動方程式を理解し、それらに関する 
問題を解くことができる。 
２）運動方程式を機械⼯学の初歩的な問題に応用することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 4 号館 2 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 力学、物理学、微分と積分、線形代数、微分方程式、機械力学、流体力学、熱力

学、材料力学など 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 力学は機械⼯学の基礎となる学問である。力学を十分に理解し、機械⼯学に応用



する能力を身に付けることは非常に重要である。力学基礎では力学Ⅰの授業の復
習と必要な捕捉説明を行い、さらに、演習問題に取り組むことで力学Ⅰの理解を
補強する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 概要説明を行う。物理量と物理法則について復習する。また、演習問題に取

り組む。 
2 回 物理量の表し方と次元について復習する。また、演習問題に取り組む。 
3 回 変数と関数について復習する。また、演習問題に取り組む。 
4 回 未知量と既知量、および物理と数学における関数の表し方について復習す
る。また、演習問題に取り組む。 
5 回 関数のグラフによる表現について復習する。また、演習問題に取り組む。 
6 回 問題演習を行う 
7 回 中間試験およびその解説を行う 
8 回 直線運動する物体の位置と変位について復習する。また 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。力学Ⅰの物理量と物理法則について復習して
おくこと。 
2 回 演習問題を復習しておくこと。力学Ⅰの物理量の表し方と次元について復
習しておくこと。 
3 回 演習問題を復習しておくこと。力学Ⅰの変数と関数について復習しておく
こと。 
4 回 演習問題を復習しておくこと。力学Ⅰの未知量と既知量、および物理と数学
における関数の表し方について復習しておくこと。 
5 回 演習問題を復習しておくこと。力学Ⅰの関数のグラフによる表現について
復習しておくこと。 
6 回 今までの演習問題と授業内容をよく復習 

 



年度 2014 
授業コード FTT0961P 
成績評価 達成目標の１）と２）の問題を解くことができることで評価する。 

中間試験（30％）、定期試験（50％）、レポート（20％）によって総合的に評価す
る。100 点満点の場合 60 点以上を合格とする。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTT0961P 力学基礎 
担当教員名 近藤 千尋 
単位数 2 
教科書 数学と一緒に学ぶ力学／原康夫／（学術図書出版） 
アクティブラーニング  
キーワード 物理量、単位、変数、関数、変位、速度、加速度、いろいろな力、ニュートンの

3 つの法則 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 力学基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理⼯系の基礎物理 力学／原康夫／（学術図書出版），その他図書館にある関連

の参考書 
授業形態 講義 
注意備考 第 1 回目の概要説明を必ず受けること。十分に予習と復習を行うこと。 
シラバスコード FTT0961P 
実務経験のある教員  
達成目標 [A2]機械システム⼯学の専門知識を理解するために、物理学、力学、電磁気学の

基礎知識を修得する。 
特に、１）物理量と次元、変数と関数、変位・速度・加速度、力のつり合い、運
動方程式を理解し、それらに関する 
問題を解くことができる。 
２）運動方程式を機械⼯学の初歩的な問題に応用することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 4 号館 2 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 力学、物理学、微分と積分、線形代数、微分方程式、機械力学、流体力学、熱力

学、材料力学など 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 力学は機械⼯学の基礎となる学問である。力学を十分に理解し、機械⼯学に応用



する能力を身に付けることは非常に重要である。力学基礎では力学Ⅰの授業の復
習と必要な捕捉説明を行い、さらに、演習問題に取り組むことで力学Ⅰの理解を
補強する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 概要説明を行う。物理量と物理法則について復習する。また、演習問題に取

り組む。 
2 回 物理量の表し方と次元について復習する。また、演習問題に取り組む。 
3 回 変数と関数について復習する。また、演習問題に取り組む。 
4 回 未知量と既知量、および物理と数学における関数の表し方について復習す
る。また、演習問題に取り組む。 
5 回 関数のグラフによる表現について復習する。また、演習問題に取り組む。 
6 回 問題演習を行う 
7 回 中間試験およびその解説を行う 
8 回 直線運動する物体の位置と変位について復習する。また 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。力学Ⅰの物理量と物理法則について復習して
おくこと。 
2 回 演習問題を復習しておくこと。力学Ⅰの物理量の表し方と次元について復
習しておくこと。 
3 回 演習問題を復習しておくこと。力学Ⅰの変数と関数について復習しておく
こと。 
4 回 演習問題を復習しておくこと。力学Ⅰの未知量と既知量、および物理と数学
における関数の表し方について復習しておくこと。 
5 回 演習問題を復習しておくこと。力学Ⅰの関数のグラフによる表現について
復習しておくこと。 
6 回 今までの演習問題と授業内容をよく復習 

 



年度 2014 
授業コード FTZ00110 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 建築学科(〜14) 
見出し FTZ00110 代数学Ⅰ 
担当教員名 濱谷 義弘 
単位数 2 
教科書 計算力をつける線形代数／神永正博・石川賢太／内⽥⽼鶴圃／978-4-753600328 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式、連立１次方程式の解法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 代数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学んだ数学の基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FTZ00110 
実務経験のある教員  
達成目標 行列および行列式の演算ができ、それにより、連立１次方程式の解が求められる

こと。 
受講者へのコメント  
連絡先 濱谷研究室 第一学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Algebra I 
関連科目 本科目に引き続き、「代数学 Ⅱ」を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 行列を高校で履修していないことを前提にして、行列と行列式を中⼼とした内容

を述べる。その応用として、連立１次方程式の解法について説明する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「線形代数とは何かやなぜ線形代数を学習する必要があるのか」を説明す

る。 
2 回 行列の和と差、スカラー倍について解説する。 
3 回 行列の積について説明する。 
4 回 行列の基本変形による連立方程式の解法について説明する。 
5 回 行列の基本変形による連立方程式において、解が無数に存在する場合や解



が存在しない場合について解説する。 
6 回 逆行列の定義と求め方について説明する。 
7 回 高次の逆行列を求める計算方法について解説する。 
8 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 
9 回 ２行２列の行 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、授業内容の過程について把握しておくこと。 
2 回 高校での数学のテキストで行列を学習していたら予習しておくこと。 
3 回 行列の和と差、スカラー倍の計算方法について復習しておくこと。 
4 回 行列の演算について復習しておくこと。 
5 回 行列の基本変形について復習しておくこと。 
6 回 行列の基本変形について復習しておくこと。 
7 回 逆行列の定義と求め方について復習しておくこと。 
8 回 第１回から７回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておくこと。 
9 回 行列について全般的に復習して 

 



年度 2014 
授業コード FTZ00120 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 建築学科(〜14) 
見出し FTZ00120 代数学Ⅰ 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 計算力をつける線形代数／神永正博・石川賢太／内⽥⽼鶴圃／978-4-753600328 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式、連立１次方程式の解法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 真面目に受講していた学生は講義内容が良く理解できたとの意見があった。この

意見の学生は学習しようとする意欲を十分持っていたことになる。また、板書が
早いとの意見があった。このことは、使用した講義室の⿊板が小さいことと、さ
らに板書しづらい箇所があったことにより、板書できるスペースが狭かったた
め、板書が早くなったと感じられたのだろう。来年度から、この講義室の⿊板を
取り替えるか、あるいは使用しないかのどちらかになる予定である。 

科目名 代数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学んだ数学の基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FTZ00120 
実務経験のある教員  
達成目標 行列および行列式の演算ができ、それにより、連立１次方程式の解が求められる

こと。 
受講者へのコメント テキストやノートを準備せずに受講している学生や、受講する以前から学習する

意欲に欠けている（具体的には欠席が多い、または講義中に顔を下に向けたまま
の）学生がおり、このような学生は代数学 I が必修科目であることを自覚して、
授業に対する⼼構えを考え直さなければならない。 

連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ほとんどの受講学生は簡単な行列の計算を高校で履修しているが、大学入学後に
行列を詳細に学び、また行列式を初めて学ぶので、代数学 I でしっかり学習しよ
うとする⼼構えができていた学生は講義内容を十分に理解できていた。そうでな
い学生は少ししか理解できていなかった。このことより、学生の評価において、
行列や行列式を十分に理解できている学生とそうでない学生との差がはっきり
と生じていた。要は、代数学 I では、学生一人一人が大学入学後に自覚して学習



しようとする意欲を持つことが重要である。しかしながら、このことは代数学 I
に限った 

英文科目名 Algebra I 
関連科目 本科目に引き続き、「代数学 Ⅱ」を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 授業をより理解し易く、授業への学生の取り組みを積極的にするため、授業中に

学生への簡単な質問の機会を今まで以上に多くする。 
講義目的 行列を高校で履修していないことを前提にして、行列と行列式を中⼼とした内容

を述べる。その応用として、連立１次方程式の解法について説明する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「線形代数とは何かやなぜ線形代数を学習する必要があるのか」を説明す

る。 
2 回 行列の和と差、スカラー倍について解説する。 
3 回 行列の積について説明する。 
4 回 行列の基本変形による連立方程式の解法について説明する。 
5 回 行列の基本変形による連立方程式において、解が無数に存在する場合や解
が存在しない場合について解説する。 
6 回 逆行列の定義と求め方について説明する。 
7 回 高次の逆行列を求める計算方法について解説する。 
8 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 
9 回 ２行２列の行 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、授業内容の過程について把握しておくこと。 
2 回 高校での数学のテキストで行列を学習していたら予習しておくこと。 
3 回 行列の和と差、スカラー倍の計算方法について復習しておくこと。 
4 回 行列の演算について復習しておくこと。 
5 回 行列の基本変形について復習しておくこと。 
6 回 行列の基本変形について復習しておくこと。 
7 回 逆行列の定義と求め方について復習しておくこと。 
8 回 第１回から７回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておくこと。 
9 回 行列について全般的に復習して 

 



年度 2014 
授業コード FTZ00210 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 建築学科(〜14) 
見出し FTZ00210 代数学Ⅱ 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 計算力をつける線形代数／神永正博・石川賢太／内⽥⽼鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式、固有ベクトル、固有値、行列の対角化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 講義内容が難しかったとの意見があった。どの事項がそれに該当するかを具体的

に指摘してあれば詳細に回答できるが、ただ漠然難しかったと言われても回答で
きない。但、言えることは、代数学 II は代数学 I に比べて高等な内容であるの
で、難しいことは当然である。このことを念頭におき、受講して欲しかった。 

科目名 代数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 代数学Ｉと解析学Ｉの授業内容を復習することを望む。 
シラバスコード FTZ00210 
実務経験のある教員  
達成目標 連立１次方程式を表現する行列の固有値が求められること。 
受講者へのコメント テキストやノートを準備せずに受講している学生や、受講する以前から学習する

意欲に欠けている（具体的には欠席が多い、または講義中に顔を下に向けたまま
の）学生もおり、このような学生は授業に対する⼼構えを考え直さなければなら
ない。 

連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ほとんどの受講学生は指示された課題に取り組み、この分野への理解度を深め、
満足やほぼ満足な評価の受講生が８?９割であった。 

英文科目名 Algebra II 
関連科目 「代数学Ｉ」と「解析学Ｉ」を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 授業をより理解し易く、授業への学生の取り組みを積極的にするため、授業中に

学生への簡単な質問の機会を行ったが、さらに今まで以上に多くする。また、学
生が講義中に演習形式で問題を解いて、板書する時間を設定する。 

講義目的 代数学Ｉで学習した行列にベクトルを用いると連立１次方程式を表現でき、それ



らの連立１次方程式において自然現象の様々な量を記述する行列の固有値の求
め方について述べる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 代数学Ｉで学習した行列や行列式の性質について簡単に解説し、幾何ベク

トルについて説明する。 
2 回 ベクトルの内積とそれに関する問題の解法について説明する。 
3 回 ベクトルの外積とそれに関する問題の解法について説明する。 
4 回 空間の直線と平面の方程式のベクトル表示について解説する。 
5 回 ベクトルの一次変換と回転行列および、それらに関する問題の解法につい
て説明する。 
6 回 直線に対する折り返しの変換とそれに関する問題の解法について説明する。 
7 回 一次変換と行列式および、それらに関する問題の解法につい 

準備学習 1 回 代数学Ｉで学習した行列や行列式について復習しておくこと。 
2 回 幾何ベクトルについて復習しておくこと。 
3 回 ベクトルの内積について復習しておくこと。 
4 回 ベクトルの内積と外積について復習しておくこと。 
5 回 解析学Ｉで学習した三角関数について復習しておくこと。 
6 回 代数学Ｉで学習した行列の積と解析学Ｉで学習した三角関数について復習
しておくこと。 
7 回 代数学Ｉで学習した行列式について復習しておくこと。 
8 回 第１回から７回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておくこと。 
9 回 ベクトルと代 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0021P 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0021P 代数学Ⅱ 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 計算力をつける線形代数／神永正博・石川賢太／内⽥⽼鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式、固有ベクトル、固有値、行列の対角化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 代数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 代数学Ｉと解析学Ｉの授業内容を復習することを望む。 
シラバスコード FTZ0021P 
実務経験のある教員  
達成目標 連立１次方程式を表現する行列の固有値が求められること。 
受講者へのコメント  
連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Algebra II 
関連科目 「代数学Ｉ」と「解析学Ｉ」を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 代数学Ｉで学習した行列にベクトルを用いると連立１次方程式を表現でき、それ

らの連立１次方程式において自然現象の様々な量を記述する行列の固有値の求
め方について述べる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 代数学Ｉで学習した行列や行列式の性質について簡単に解説し、幾何ベク

トルについて説明する。 
2 回 ベクトルの内積とそれに関する問題の解法について説明する。 
3 回 ベクトルの外積とそれに関する問題の解法について説明する。 
4 回 空間の直線と平面の方程式のベクトル表示について解説する。 
5 回 ベクトルの一次変換と回転行列および、それらに関する問題の解法につい



て説明する。 
6 回 直線に対する折り返しの変換とそれに関する問題の解法について説明する。 
7 回 一次変換と行列式および、それらに関する問題の解法につい 

準備学習 1 回 代数学Ｉで学習した行列や行列式について復習しておくこと。 
2 回 幾何ベクトルについて復習しておくこと。 
3 回 ベクトルの内積について復習しておくこと。 
4 回 ベクトルの内積と外積について復習しておくこと。 
5 回 解析学Ｉで学習した三角関数について復習しておくこと。 
6 回 代数学Ｉで学習した行列の積と解析学Ｉで学習した三角関数について復習
しておくこと。 
7 回 代数学Ｉで学習した行列式について復習しておくこと。 
8 回 第１回から７回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておくこと。 
9 回 ベクトルと代 

 



年度 2014 
授業コード FTZ00310 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜14) 
見出し FTZ00310 解析学Ⅰ 
担当教員名 濱谷 義弘 
単位数 2 
教科書 計 算 力 を つ け る 微 分 積 分 ／ 神 永 正 博 ・ 藤 ⽥ 育 嗣 ／  内 ⽥ ⽼ 鶴 圃 ／ 978-4-

753600311 
アクティブラーニング  
キーワード 指数関数、対数関数、三角関数、微分、積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 解析学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FTZ00310 
実務経験のある教員  
達成目標 １変数の微分と積分の計算ができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 濱谷研究室 第一学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Calculus I 
関連科目 高校の数学Ⅱ、またはそれに相当する科目を履修してるのが望ましい。 

本科目に引き続き、「解析学 Ⅱ」を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 微分積分学は、理⼯系学生にとって専門教育科目の基礎となる重要科目の１つで

ある。微分や積分を高校で履修していないことを前提にして、１変数の微分や積
分を中⼼とした内容について述べる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 指数関数、対数関数および三角比について説明する。 

2 回 三角関数と逆三角関数について解説する。 
3 回 関数の極限と導関数について説明する。 
4 回 合成関数と逆関数の微分法について解説する。 



5 回 ロピタルの定理と高次導関数について説明する。 
6 回 テイラー展開について解説する。 
7 回 関数の増減とグラフについて説明する。 
8 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 
9 回 不定積分と部分積分法について説明する。 
10 回 置換積分法について解説する。 
11 回 部分分数分解と三角関数の有理 

準備学習 1 回 高校の数学で使用したテキストで第１回講義内容の該当箇所を読み、理解
しておくこと。 
2 回 指数関数、対数関数および三角比について復習しておくこと。 
3 回 高校の数学で微分を学習していたら、使用したテキストで第３回講義内容
の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
4 回 導関数について復習しておくこと。 
5 回 関数の極限について復習しておくこと 
6 回 高次導関数について復習しておくこと。 
7 回 関数の極限と高次導関数について復習しておくこと。 
8 回 第１回から７回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておく 

 



年度 2014 
授業コード FTZ00320 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜14) 
見出し FTZ00320 解析学Ⅰ 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 計 算 力 を つ け る 微 分 積 分 ／ 神 永 正 博 ・ 藤 ⽥ 育 嗣 ／  内 ⽥ ⽼ 鶴 圃 ／ 978-4-

753600311 
アクティブラーニング  
キーワード 指数関数、対数関数、三角関数、微分、積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 難しくて分かりにくかったとの意見があった。微分・積分では、受講生の高校ま

での履修状況にかなりの学力差があるため、どのレベルに照準を合わせて全受講
生へ満足に講義するかはなかなか容易ではない。 

科目名 解析学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FTZ00320 
実務経験のある教員  
達成目標 １変数の微分と積分の計算ができること。 
受講者へのコメント テキストやノートを準備せずに受講している学生や、受講する以前から学習する

意欲に欠けている（具体的には欠席が多い、または講義中に顔を下に向けたまま
の）学生もおり、このような学生は解析学 I が必修科目であることを自覚して、
授業に対する⼼構えを考え直さなければならない。 

連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ほとんどの受講学生は簡単な微分積分を高校で履修しているが、大学入学後にこ
の講義で１変数関数の微分積分を詳細に学び、しっかり学習しようとする⼼構え
ができている学生は講義内容を十分に理解できていた。そうでない学生は少しし
か理解できていなかった。このことより、学生の評価において、微分積分を十分
に理解できている学生とそうでない学生との差がはっきりと生じていた。要は、
解析学 I では、学生一人一人が大学入学後に自覚して学習しようとする意欲を持
つことが重要である。しかしながら、このことは解析学 I に限ったことではなく、
どの 



英文科目名 Calculus I 
関連科目 本科目に引き続き、「解析学 Ⅱ」を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 受講生の高校までの微分・積分の履修状況にかなりの学力差があることより、授

業をより理解し易くするため、来年度ではカリキュラム変更により講義項目を減
らし、講義内容を平易にする。 

講義目的 微分積分学は、理⼯系学生にとって専門教育科目の基礎となる重要科目の１つで
ある。微分や積分を高校で履修していないことを前提にして、１変数の微分や積
分を中⼼とした内容について述べる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 指数関数、対数関数および三角比について説明する。 

2 回 三角関数と逆三角関数について解説する。 
3 回 関数の極限と導関数について説明する。 
4 回 合成関数と逆関数の微分法について解説する。 
5 回 ロピタルの定理と高次導関数について説明する。 
6 回 テイラー展開について解説する。 
7 回 関数の増減とグラフについて説明する。 
8 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 
9 回 不定積分と部分積分法について説明する。 
10 回 置換積分法について解説する。 
11 回 部分分数分解と三角関数の有理 

準備学習 1 回 高校の数学で使用したテキストで第１回授業内容の該当箇所を読み、理解
しておくこと。 
2 回 指数関数、対数関数および三角比について復習しておくこと。 
3 回 高校の数学で微分を学習していたら、使用したテキストで第３回授業内容
の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
4 回 導関数について復習しておくこと。 
5 回 関数の極限について復習しておくこと 
6 回 高次導関数について復習しておくこと。 
7 回 関数の極限と高次導関数について復習しておくこと。 
8 回 第１回から７回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておく 

 



年度 2014 
授業コード FTZ00410 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜14) 
見出し FTZ00410 解析学Ⅱ 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 計算力をつける微分積分／神永正博・藤⽥育嗣／内⽥⽼鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード ２変数関数、偏微分、２重積分、２変数変換、平面極座標変換 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 板書が速過ぎるとの意見があったが、講義時間内に目標としている内容分をどう

しても講義する必要があるため、時には板書が速くなることは避けられない。テ
キストに記載されている内容をノートに書き写す必要はなく、記載されていない
ことのみ書き写すようにすれば良い。そうすれば、それほど板書が速いとは感じ
ないであろう。 

科目名 解析学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 解析学Ｉの授業内容を復習することを望む。 
シラバスコード FTZ00410 
実務経験のある教員  
達成目標 ２変数関数の偏微分と２重積分を計算できること。 
受講者へのコメント テキストやノートを準備せずに受講している学生や、受講する以前から学習する

意欲に欠けている（具体的には欠席が多い、または講義中に顔を下に向けたまま
の）学生もおり、解析学 II はそれなりに高度な微分積分を学ぶ科目であることを
自覚して、授業に対する⼼構えを考え直さなければならない。 

連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 大学入学直後の解析学 I において、１変数関数の微分積分を十分に理解していな
ければ、この講義で２変数関数の微分積分を学びためには、それなりの受講生の
努力が必要である。解析学 I の内容が理解できている学生は解析学 II の講義内容
を十分に理解できていた。そうでない学生は少ししか理解できていなかった。こ
のことより、学生の評価において、１変数関数の微分積分を十分に理解できてい
る学生とそうでない学生との差がはっきりと生じていた。 

英文科目名 Calculus II 



関連科目 「解析学Ｉ」と「代数学Ｉ」を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 授業をより理解し易く、授業への学生の取り組みを積極的にするため、授業中に

学生への簡単な質問の機会を今まで以上に多くする。。また、学生が講義中に演
習形式で問題を解いて、板書する時間を設定する。 

講義目的 ２変数関数の偏微分と２重積分について述べる。２重積分の応用例として、体積
や表面積の求め方について解説する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 偏微分における２変数関数と偏導関数について説明する。 

2 回 偏微分における合成関数の微分法について解説する。 
3 回 偏微分における陰関数の導関数と高次偏導関数について説明する。 
4 回 偏微分におけるテイラー展開について解説する。 
5 回 偏微分における極値について説明する。 
6 回 偏微分に関する章末問題の解法について説明する。 
7 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 
8 回 ２変数の積分について説明する。 
9 回 ２重積分における⻑方形領域上の積分について解説する。 
10 回 ２重積分に 

準備学習 1 回 解析学 Ⅰ で学習した１変数の微分について復習しておくこと。 
2 回 偏導関数について復習しておくこと。 
3 回 偏導関数と合成関数の微分法について復習しておくこと。 
4 回 偏導関数、高次偏導関数および解析学 Ⅰ で学習した１変数のテイラー展
開を復習しておくこと。 
5 回 偏微分のテイラー展開について復習しておくこと。 
6 回 第１回から５回までの授業内容を復習しておくこと。 
7 回 第１回から６回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておくこと。 
8 回 解析学 Ⅰ で学習した１変数の積分について復習してお 

 



年度 2014 
授業コード FTZ00510 
成績評価 課題レポート（２０％）と定期試験（８０％）により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 建築学科(〜14) 
見出し FTZ00510 物理学Ⅰ 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 はじめて学ぶ物理学／阿部龍蔵／ サイエンス社／978-4-781911427 
アクティブラーニング  
キーワード 速度、加速度、力、運動の法則、仕事、エネルギー、相対運動、ローレンツ変換 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 講義進行スピードや板書が早いとの意見があった。教員免許取得のための講義科

目であることにより、多くの項目を講義する必要があるため、この状況になった。
出来るだけゆっくりと講義することを⼼掛ける。高校では学習しない相対論への
関⼼が深まったとの意見があり、今後他の未知の分野にも探究⼼を持ってもらい
たい。 

科目名 物理学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FTZ00510 
実務経験のある教員  
達成目標 相対性理論を含めた力学の基礎的な知識を理解すること。 
受講者へのコメント テキストやノートを準備せずに受講している学生や、受講する以前から学習する

意欲に欠けている（具体的には欠席が多い、または講義中に顔を下に向けたまま
の）学生がおり、このような学生は授業に対する⼼構えを考え直さなければなら
ない。 

連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 選択科目であるために欠席する学生が多く、授業への積極的な取り組みが低い学
生が少なくなかった。これでは、講義内容が理解できないことは当然である。 

英文科目名 Physics I 
関連科目 「数学 I」と「数学 III」を受講していることが望ましい。 

本科目に引き続き、「物理学 II」を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 来年度では４年間の完成年度を経過するので、文部科学省への届出内容から変更

できることにより、授業をより理解し易くするため、テキストを変更し、また講
義内容に関して出来るだけ多くの実例をあげて講義する。 



講義目的 日常生活で関わりがある点を強調しながら、できるだけ微分・積分を使わずに、
高校での物理未履修者にもわかる内容で、相対性理論を含めた力学について述べ
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理量、質量、⻑さおよび時間について説明する。 

2 回 運動の表し方としての速度について解説する。 
3 回 運動の表し方としての加速度について説明する。 
4 回 運動と力における力について解説する。 
5 回 運動と力における運動の法則について説明する。 
6 回 運動と力における重力場での運動について解説する。 
7 回 運動と力における円運動について説明する。 
8 回 仕事とエネルギーにおける仕事と仕事率について解説する。 
9 回 仕事とエネルギーにおける位置エネルギーと運動エネルギーについて説明
する。 
10 回 仕事 

準備学習 1 回 日常生活における⻑さや時間では、どのような単位が用いられているかを
事前に考えておくこと。また、高校で物理を履修していたら、使用した物理のテ
キストで第１回授業内容の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
2 回 物理量、質量、⻑さおよび時間について復習しておくこと。高校で物理を履
修していたら、使用した物理のテキストで第２回授業内容の該当箇所を読み、理
解しておくこと。 
3 回 速度について復習しておくこと。 
4 回 加速度について復習しておくこと。また、高校で物理を履修していたら、使
用した物理のテキストで第４回授 

 



年度 2014 
授業コード FTZ00610 
成績評価 課題レポート（２０％）と定期試験（８０％）により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 建築学科(〜14) 
見出し FTZ00610 物理学Ⅱ 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 はじめて学ぶ物理学／阿部龍蔵／ サイエンス社 
アクティブラーニング  
キーワード 温度、熱力学第１法則、熱力学第２法則、エントロピー、光、電気、磁気、電子、

原子、分子 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし。 
科目名 物理学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 解析学 Ⅰ で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。また、物理学 

Ⅰ を履修していることを前提に講義する。 
シラバスコード FTZ00610 
実務経験のある教員  
達成目標 温度と熱、電気と電子・磁気、光、原子・分子の基礎的な知識を理解すること。 
受講者へのコメント テキストやノートを準備せずに受講している学生や、受講する以前から学習する

意欲に欠けている（具体的には欠席が多い、または講義中に顔を下に向けたまま
の）学生もおり、このような学生は授業に対する⼼構えを考え直さなければなら
ない。 

連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ２?４回欠席の学生が 25%もおり、講義内容の分野に理解度が深まったとの回答
が 85% あり、本当に理解しているなら良いが、理解に苦しむ結果であった。 

英文科目名 Physics II 
関連科目 「解析学 I」と「物理学 Ⅰ」を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 授業の予習・復習を多くするため、今まで以上にレポート提出を増やす予定であ

る。テキストでは例題が少なく、内容がやや難しいので、テキストを変更する。 
講義目的 日常生活で関わりがある点を強調しながら、できるだけ微分・積分を使わずに、

高校での物理未履修者にもわかる内容で、温度と熱、光、電気と電子・磁気、原
子・分子について述べる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 温度と熱における温度と状態方程式について説明する。 
2 回 温度と熱における熱力学第１法則について解説する。 
3 回 温度と熱における理想気体の性質について説明する。 
4 回 温度と熱における熱力学第２法則について解説する。 
5 回 温度と熱におけるエントロピーについて説明する。 
6 回 光における反射・屈折、干渉および分散について解説する。 
7 回 光における電磁波と熱放射について説明する。 
8 回 電気と磁気における静電気とクーロンの法則について説明する。 
9 回 電気と磁気における電場と電位について解説する。 

準備学習 1 回 氷、水、水蒸気の温度は通常どのように表されているかを事前に考えておく
こと。また、高校で物理を履修していたら、使用した物理のテキストで第１回授
業内容の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
2 回 熱について復習しておくこと。 
3 回 熱力学第１法則について復習しておくこと。 
4 回 日常生活における熱の特徴について事前に考えておくこと。 
5 回 熱力学第２法則について復習しておくこと。 
6 回 日常生活における光の特徴について事前に考えておくこと。 
7 回 物理学 Ⅰ で学習した光エネルギーについて復習しておくこと 

 



年度 2014 
授業コード FTZ00710 
成績評価 レポート（２０％）、定期試験（８０％）により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜14) 
見出し FTZ00710 力学 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 物理学の基礎［１］力学／Ｄ．ハリディ 他著・野崎光昭 監訳／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード ベクトル、速度、加速度、Newton の法則、並進運動、力、運動エネルギー、仕

事 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 板書が速いとの意見があったが、講義時間内に目標とする内容分を説明するため

にはどうしても速く書くことが必要である場合がある。その場合には、テキスト
に記載されていない事項のみをノートに記載し、それ以外では教員が説明するこ
とを理解するというようなノートの書き方の⼯夫が重要である。また、講義中の
私語を注意して欲しいとの意見があった。私語をしている学生には講義中に何回
も注意している。それでも、気になる私語があれば、講義中に教員へ知らせても
らえば、さらに私語の注意ができたのに残念である。 

科目名 力学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード FTZ00710 
実務経験のある教員  
達成目標 質点の力学の簡単な問題が解けること。 
受講者へのコメント テキストやノートを準備せずに受講している学生や、受講する以前から学習する

意欲に欠けている（具体的には欠席や遅刻が多い、または講義中に顔を下に向け
たままの）学生もおり、当科目では１回でも欠席すると、講義内容が理解しにく
いことを認識しなければならない。 

連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ２?４回欠席する学生が約３分の１で、受講する意欲が欠けており、このような
学生は強い向学⼼を持って受講する必要がある。一方、指定された課題や指定さ
れた課題以外に取り組んだ受講生と理解度を深めた受講生がそれぞれ約７割と
約８割であり、８割の受講生がこの講義に対して満足やほぼ満足の評価であっ
た。 



英文科目名 Mechanics 
関連科目 「解析学 I」と 「物理学 I」を履修していることが望ましい。 

「代数学 II」を同時に受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 授業の予習・復習を多くするため、力学で使用する基礎的な数学に関する問題の

レポート提出を増やす予定である。 
講義目的 力学は物理学の出発点であり、最も広い範囲で応用される基本的法則を含んでい

る。我々の日常生活で体験する現象をほぼ正しく記述する法則を学ぶ科目であ
る。本講義では、特に大きさのない１つの質点の運動現象について取り扱う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 直線運動における速度について説明する。 

2 回 直線運動における加速度について解説する。 
3 回 ベクトルの加法と単位ベクトルについて説明する。 
4 回 ベクトルの乗法、すなわちベクトルのスカラー積とベクトル積について解
説する。 
5 回 ２次元と３次元の運動における速度と加速度について説明する。 
6 回 ２次元と３次元の運動における放物運動について解説する。 
7 回 ２次元と３次元の運動における等速円運動と相対運動について説明する。 
8 回 力と運動における Newton の第１法則と Newton の第２法則につい 

準備学習 1 回 解析学 I で学習した微分について復習しておくこと。 
2 回 速度と解析学 I で学習した積分について復習しておくこと。 
3 回 解析学 I で学習した三角関数について復習しておくこと。 
4 回 ベクトルの加法と単位ベクトルについて復習しておくこと。 
5 回 微分、三角関数、ベクトル、速度および加速度について復習しておくこと。 
6 回 三角関数、ベクトル、速度および加速度について復習しておくこと。 
7 回 三角関数、ベクトル、速度および加速度について復習しておくこと。 
8 回 三角関数とベクトルについて復習してお 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0071P 
成績評価 レポート（２０％）、定期試験（８０％）により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0071P 力学 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 物理学の基礎［１］力学／Ｄ．ハリディ 他著・野崎光昭 監訳／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード ベクトル、速度、加速度、Newton の法則、並進運動、力、運動エネルギー、仕

事 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 力学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード FTZ0071P 
実務経験のある教員  
達成目標 質点の力学の簡単な問題が解けること。 
受講者へのコメント  
連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mechanics 
関連科目 「解析学 I」と 「物理学 I」を履修していることが望ましい。 

「代数学 II」を同時に受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 力学は物理学の出発点であり、最も広い範囲で応用される基本的法則を含んでい

る。我々の日常生活で体験する現象をほぼ正しく記述する法則を学ぶ科目であ
る。本講義では、特に大きさのない１つの質点の運動現象について取り扱う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 直線運動における速度について説明する。 

2 回 直線運動における加速度について解説する。 
3 回 ベクトルの加法と単位ベクトルについて説明する。 
4 回 ベクトルの乗法、すなわちベクトルのスカラー積とベクトル積について解
説する。 



5 回 ２次元と３次元の運動における速度と加速度について説明する。 
6 回 ２次元と３次元の運動における放物運動について解説する。 
7 回 ２次元と３次元の運動における等速円運動と相対運動について説明する。 
8 回 力と運動における Newton の第１法則と Newton の第２法則につい 

準備学習 1 回 解析学 I で学習した微分について復習しておくこと。 
2 回 速度と解析学 I で学習した積分について復習しておくこと。 
3 回 解析学 I で学習した三角関数について復習しておくこと。 
4 回 ベクトルの加法と単位ベクトルについて復習しておくこと。 
5 回 微分、三角関数、ベクトル、速度および加速度について復習しておくこと。 
6 回 三角関数、ベクトル、速度および加速度について復習しておくこと。 
7 回 三角関数、ベクトル、速度および加速度について復習しておくこと。 
8 回 三角関数とベクトルについて復習してお 

 



年度 2014 
授業コード FTZ00810 
成績評価 中間テスト・レポート・定期試験を総合的に評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜14) 
見出し FTZ00810 情報リテラシー 
担当教員名 岩崎 彰典 
単位数 2 
教科書 使用しない。パソコン使用の実技が中⼼なので必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード インターネット 学生用 Web メール ワード エクセル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 この授業は、いつも自由記述の評価で、良かったと悪かったに別れるのだが、こ

れは考えてみると、高校時代にパソコンをどの程度扱っているかが、学生によっ
てかなり差があるのではと考える。 

科目名 情報リテラシー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用するソフトウェアの進歩は著しく、またほとんどの知識はインターネットを

通じて得ることができるので参考書は特に必要ありません。 
授業形態 実験実習 
注意備考 実技形式で行うため、出席が重要です。欠席・遅刻の場合、授業に追いつくのは

かなり困難です。レポート提出や中間テストはオンラインで行います。パソコン
上で処理するため、フォルダ名・ファイル名に不備があれば採点することができ
ませんので十分注意してください。定期試験はパソコンを使った実技試験とオン
ライン試験です。ＵＳＢメモリを購入しておくと便利です。岡山理科大学「OUS
コンテンツライブラリー」を使用する。 

シラバスコード FTZ00810 
実務経験のある教員  
達成目標 １．インターネット・学生用 Web メールが活用できるようになること。 

２．ワードの基本的機能を理解し、レポート作成ができるようになること。 
３．エクセルの基本的機能を理解し、データ処理及びグラフ作成ができるように
なること。 
４．ワードの機能とエクセルの機能を組み合わせ、将来のレポート作成ができる
ようになること。 

受講者へのコメント 家からでもできるオンラインテストを準備しているので活用してもらいたい。 
連絡先 11 号館 5 階、電子メール:top@center.ous.ac.jp、電話：086-256-9773 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外に学習したと回答した学生はほぼ５０％いた。総合評価はどの項目も
７０％程度は上位の評価をしてくれている。学習目標はほぼ達成していると思
う。 



英文科目名 Information Literacy 
関連科目 後期の情報リテラシーⅡの履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 自由記述に基づき、入学時の学生のパソコンスキルを考慮していきたい。 
講義目的 大学での学習・研究はもとより、今や社会で生活するにもインターネットや計算

機による情報の収集、加⼯、発信は欠かせない。その原理と仕組みを理解し、技
法と倫理を学び、情報化社会を生きていくための最低限の知識を身につけること
を目的とする。大学での学習・研究はもとより、今や社会で生活するにもインタ
ーネットや計算機による情報の収集、加⼯、発信は欠かせない。その原理と仕組
みを理解し、技法と倫理を学び、情報化社会を生きていくための最低限の知識を
身につけることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オンラインでの受講登録をする。 

メモ帳や学生用 Web メールを使えるようにする。 
2 回 出席登録をする。 
メモ帳で一泊研修の感想の作文をする。 
3 回 Web を使った履修届けと学生用 Web メールの確認をする。 
メモ帳で一泊研修の感想の作文の続きをする。 
4 回 情報倫理とメールでのマナーを学習する。 
5 回 パソコンの仕組みの基礎知識。特にドライブ、フォルダ、ファイルの構造に
ついて学習する。 
6 回 ワードの基礎について学習する。 
7 回 ワードでの画像の取り扱いについて学習する。 
8 回 ワードでの数式処理と表 

準備学習 1 回 高校で学習した情報教科を復習してくること。 
メモ帳での作文のため一泊研修の感想を考えておくこと。 
2 回 パソコンへのログインや履修届けなどが確実にできること。 
3 回 学生用 Web メールの設定が正しいか確認しておくこと。 
4 回 「岡山理科大学情報倫理ガイドライン」と「岡山理科大学情報倫理要綱(学
生向)」を理解しておくこと。 
5 回 一泊研修の思い出の作文を仕上げておくこと。 
6 回 前回までの復習をしておくこと。 
7 回 ワードでの作文のため高校時代の思い出を考えておくこと。 
8 回 ワードで高校時代の思い出 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0081P 
成績評価 中間テスト・レポート・定期試験を総合的に評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0081P 情報リテラシー 
担当教員名 岩崎 彰典 
単位数 2 
教科書 使用しない。パソコン使用の実技が中⼼なので必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード インターネット 学生用 Web メール ワード エクセル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報リテラシー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用するソフトウェアの進歩は著しく、またほとんどの知識はインターネットを

通じて得ることができるので参考書は特に必要ありません。 
授業形態 実験実習 
注意備考 実技形式で行うため、出席が重要です。欠席・遅刻の場合、授業に追いつくのは

かなり困難です。レポート提出や中間テストはオンラインで行います。パソコン
上で処理するため、フォルダ名・ファイル名に不備があれば採点することができ
ませんので十分注意してください。定期試験はパソコンを使った実技試験とオン
ライン試験です。ＵＳＢメモリを購入しておくと便利です。岡山理科大学「OUS
コンテンツライブラリー」を使用する。 

シラバスコード FTZ0081P 
実務経験のある教員  
達成目標 １．インターネット・学生用 Web メールが活用できるようになること。 

２．ワードの基本的機能を理解し、レポート作成ができるようになること。 
３．エクセルの基本的機能を理解し、データ処理及びグラフ作成ができるように
なること。 
４．ワードの機能とエクセルの機能を組み合わせ、将来のレポート作成ができる
ようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 11 号館 5 階、電子メール:top@center.ous.ac.jp、電話：086-256-9773 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information Literacy 
関連科目 後期の情報リテラシーⅡの履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 大学での学習・研究はもとより、今や社会で生活するにもインターネットや計算
機による情報の収集、加⼯、発信は欠かせない。その原理と仕組みを理解し、技
法と倫理を学び、情報化社会を生きていくための最低限の知識を身につけること
を目的とする。大学での学習・研究はもとより、今や社会で生活するにもインタ
ーネットや計算機による情報の収集、加⼯、発信は欠かせない。その原理と仕組
みを理解し、技法と倫理を学び、情報化社会を生きていくための最低限の知識を
身につけることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オンラインでの受講登録をする。 

メモ帳や学生用 Web メールを使えるようにする。 
2 回 出席登録をする。 
メモ帳で一泊研修の感想の作文をする。 
3 回 Web を使った履修届けと学生用 Web メールの確認をする。 
メモ帳で一泊研修の感想の作文の続きをする。 
4 回 情報倫理とメールでのマナーを学習する。 
5 回 パソコンの仕組みの基礎知識。特にドライブ、フォルダ、ファイルの構造に
ついて学習する。 
6 回 ワードの基礎について学習する。 
7 回 ワードでの画像の取り扱いについて学習する。 
8 回 ワードでの数式処理と表 

準備学習 1 回 高校で学習した情報教科を復習してくること。 
メモ帳での作文のため一泊研修の感想を考えておくこと。 
2 回 パソコンへのログインや履修届けなどが確実にできること。 
3 回 学生用 Web メールの設定が正しいか確認しておくこと。 
4 回 「岡山理科大学情報倫理ガイドライン」と「岡山理科大学情報倫理要綱(学
生向)」を理解しておくこと。 
5 回 一泊研修の思い出の作文を仕上げておくこと。 
6 回 前回までの復習をしておくこと。 
7 回 ワードでの作文のため高校時代の思い出を考えておくこと。 
8 回 ワードで高校時代の思い出 

 



年度 2014 
授業コード FTZ00910 
成績評価 定期試験(90%)と講義への取り組み姿勢、小課題等(10%)により評価する 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜14) 
見出し FTZ00910 建築概論 
担当教員名 後藤 義明、⽥中 利幸、吉⽥ 治典、松下 大輔、小林 正実、中山 哲士、

弥⽥ 俊 
単位数 2 
教科書 適宜プリント（資料）を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 建築計画、建築設計、建築史、環境、設備、構造、力学、都市、住宅 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 一様に、分野の広さと建築への興味を感じたと記入してくれています。最初の専

門科目ですので、これからはより深く各科目を勉強していきます。がんばって下
さい。 

科目名 建築概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 建築概論 新訂三版 建築概論編集委員改会編（彰国社） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ00910 
実務経験のある教員  
達成目標 建築全般についての基本的な知識を習得する 
受講者へのコメント 建築は実学です。授業時間外学習に関しては全くしなかったが約 60%と低調で

した。概論は建築全体を見通すため範囲が広いので準備や復習をしにくいです
が、図書閲覧以外に建築物や設備機器ショールームなどの訪問に行くなど様々な
方法で学べますので、とにかく出かけて経験を積んで下さい。 

連絡先 後藤研究室 27 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 欠席回数は受講者 101 名中 86 名の回答で見ると 96.5%が 2 回以内であり、出席
状況は良好でした。建築分野の多様性を伝えることができました。総合評価で、
目標を達成できなかったが 3.5%、満足度で不満、やや不満が 4.9%です。これら
を 0%にしなければいけませんが、そこそこ良い評価だと思います。いかがでし
ょう。 

英文科目名 Introduction to Architecture 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 学科教員全員のオムニバス形式ですので、それぞれの教員の判断で教材を作成し

ています。全体を通しての分かりやすさの確認を行いたいと思います。 



講義目的 建築物の構成要素・建築のデザイン・計画の過程、構造計画、構造設計、建築設
備、地球環境・都市環境の関わり等について講義する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【後藤】オリエンテーション建築学の領域と分野について、人間生活におけ

る建築学の役割を根源的に入門者に分かり易く講述する。 
2 回 【李】建築とは について講義する。 
3 回 【江面】建築の始まり人間生活と様々な住いの２つについて講義し、歴史や
文化の違いによる様々な建築や住まいの形式やその誕生について学び、人の生活
における建築空間の意味と役割について考える。 
4 回 【後藤】住環境、現代の住宅、住宅産業について概説する。 
5 回 【弥⽥】建築の設計建築・設計に関する知識や技術を入門者に分かり易く、
実際の先端的 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 特になし 
3 回 図書館等で様々な建築や住まいについて確認しておくこと。また、人の生活
にとって建築はどんな必要性をもっているか考えておくこと。 
4 回 人の暮らしと住まいの関係について、自ら文献を調べて学習しておくこと。 
5 回 特になし 
6 回 特になし 
7 回 特になし 
8 回 特になし 
9 回 特になし 
10 回 特になし 
11 回 特になし 
12 回 都市空間とどのような関係性をもつ住空間が供給されているのかを調べて
おくこと。 
13 回 特になし 
14 回 特になし 
15 回 特になし 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0091P 
成績評価 定期試験(90%)と講義への取り組み姿勢、小課題等(10%)により評価する 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0091P 建築概論 
担当教員名 後藤 義明、⽥中 利幸、吉⽥ 治典、松下 大輔、小林 正実、中山 哲士、

弥⽥ 俊 
単位数 2 
教科書 適宜プリント（資料）を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 建築計画、建築設計、建築史、環境、設備、構造、力学、都市、住宅 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 建築概論 新訂三版 建築概論編集委員改会編（彰国社） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ0091P 
実務経験のある教員  
達成目標 建築全般についての基本的な知識を習得する 
受講者へのコメント  
連絡先 後藤研究室 27 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Architecture 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築物の構成要素・建築のデザイン・計画の過程、構造計画、構造設計、建築設

備、地球環境・都市環境の関わり等について講義する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【後藤】オリエンテーション建築学の領域と分野について、人間生活におけ

る建築学の役割を根源的に入門者に分かり易く講述する。 
2 回 【李】建築とは について講義する。 
3 回 【江面】建築の始まり人間生活と様々な住いの２つについて講義し、歴史や
文化の違いによる様々な建築や住まいの形式やその誕生について学び、人の生活
における建築空間の意味と役割について考える。 
4 回 【後藤】住環境、現代の住宅、住宅産業について概説する。 



5 回 【弥⽥】建築の設計建築・設計に関する知識や技術を入門者に分かり易く、
実際の先端的 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 特になし 
3 回 図書館等で様々な建築や住まいについて確認しておくこと。また、人の生活
にとって建築はどんな必要性をもっているか考えておくこと。 
4 回 人の暮らしと住まいの関係について、自ら文献を調べて学習しておくこと。 
5 回 特になし 
6 回 特になし 
7 回 特になし 
8 回 特になし 
9 回 特になし 
10 回 特になし 
11 回 特になし 
12 回 都市空間とどのような関係性をもつ住空間が供給されているのかを調べて
おくこと。 
13 回 特になし 
14 回 特になし 
15 回 特になし 

 



年度 2014 
授業コード FTZ01010 
成績評価 定期試験により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜13) 
見出し FTZ01010 建築材料 
担当教員名 平山 文則、李 明、小林 正実 
単位数 2 
教科書 「ベーシック建築材料／野口貴文 他 著／彰国社／978-4-395008834 

必要に応じてプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ⽊材，コンクリート，鋼材，焼製品，ガラス，石，左官材料，ボード類 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築材料 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 講義の進め方などの注意事項については，第 1 回目の講義で説明する。 
シラバスコード FTZ01010 
実務経験のある教員  
達成目標 建築物の設計に必要となる材料選定の基本を理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先  平山研究室 27 号館 4 階 小林研究室 24 号館 5 階 李研究室 27 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Materials for Buildings 
関連科目 鉄筋コンクリート構造，鋼構造，⽊質構造建築生産、建築計画、建築デザイン論、

住宅デザイン論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築物を構成する部材はどのような材料でできているのか？その材料はどのよ

うな性能や特徴をもっているのか？について理解する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 構造材 コンクリートの材料（セメント、水、骨材、混和材料）について講

義する。 
2 回 構造材 コンクリートの性質について講義する。 
3 回 構造材 鋼材について講義する。 
4 回 構造材 ⽊材の種類、製品について講義する。 
5 回 構造材 ⽊材の性質について講義する。 



6 回 外装材 ガラス、サッシについて講義する。 
7 回 外装材 塗装材、吹き付けについて講義する。 
8 回 外装材 タイル、石について講義する。 
9 回 外装材 屋根、防水について講義する。 
10 回 その他の外装材について講義する。 
11 回 内装材 

準備学習 1 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
2 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
3 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
4 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
5 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
6 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
7 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
8 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
9 回 第 1 回から第 8 回までの講義内容を復習すること。 
10 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
11 回 身近なところで使われている左官材料を調べること。 
 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0101P 
成績評価 定期試験により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0101P 建築材料 
担当教員名 平山 文則、李 明、小林 正実 
単位数 2 
教科書 「ベーシック建築材料／野口貴文 他 著／彰国社／978-4-395008834 

必要に応じてプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ⽊材，コンクリート，鋼材，焼製品，ガラス，石，左官材料，ボード類 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築材料 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 講義の進め方などの注意事項については，第 1 回目の講義で説明する。 
シラバスコード FTZ0101P 
実務経験のある教員  
達成目標 建築物の設計に必要となる材料選定の基本を理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先  平山研究室 27 号館 4 階 小林研究室 24 号館 5 階 李研究室 27 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Materials for Buildings 
関連科目 鉄筋コンクリート構造，鋼構造，⽊質構造建築生産、建築計画、建築デザイン論、

住宅デザイン論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築物を構成する部材はどのような材料でできているのか？その材料はどのよ

うな性能や特徴をもっているのか？について理解する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 構造材 コンクリートの材料（セメント、水、骨材、混和材料）について講

義する。 
2 回 構造材 コンクリートの性質について講義する。 
3 回 構造材 鋼材について講義する。 
4 回 構造材 ⽊材の種類、製品について講義する。 
5 回 構造材 ⽊材の性質について講義する。 



6 回 外装材 ガラス、サッシについて講義する。 
7 回 外装材 塗装材、吹き付けについて講義する。 
8 回 外装材 タイル、石について講義する。 
9 回 外装材 屋根、防水について講義する。 
10 回 その他の外装材について講義する。 
11 回 内装材 

準備学習 1 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
2 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
3 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
4 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
5 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
6 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
7 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
8 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
9 回 第 1 回から第 8 回までの講義内容を復習すること。 
10 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
11 回 身近なところで使われている左官材料を調べること。 
 

 



年度 2014 
授業コード FTZ01110 
成績評価 実習態度、機器の据付けテスト ５０％、期末試験 ５０％。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 建築学科(〜13) 
見出し FTZ01110 測量学 
担当教員名 高⽊ 宣徳＊ 
単位数 2 
教科書 図説 建築測量/藤井 衛、伊集院 博、千葉 一雄/産業図書 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 測量学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 自作プリントを用いて解説 
授業形態 講義 
注意備考 関数電卓を必ず持参すること。雨天時は、教室で実施する。 
シラバスコード FTZ01110 
実務経験のある教員  
達成目標 建築の測量に関わる計算、実習測量機器の操作と特徴を理解すること。 
受講者へのコメント 測量機器の操作などの実習の部分もあるので、欠席すると理解できなくなる場合

がある。欠席しないように留意してほしい。 
連絡先 岡山理科大学専門学校 建築学科 y_takaki@risen.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Measurement 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 学生から積極的に質問を受けられるような、授業を⼼がけたい。 
講義目的 建築測量の概要を理解し、建築⼯事で用いる主な測量機器の使用方法と、その特

徴を理解する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 建築測量の概要、標尺の読み方を解説する。 （教室で実施） 

2 回 レベル野帳の記入方法（器高式、昇降式）を解説する。 （教室で実施） 
3 回 屋外実習 レベルの据え付け方、視差の消去方法を解説する。（２７号館前、
芝生広場で実施） 
4 回 屋外実習 レベル測量を実施する。（２７号館前、芝生広場で実施） 
5 回 屋外実習 レベル測量を実施する。（２７号館前、芝生広場で実施） 
6 回 屋外実習 トランシット測量について、据え付け方を解説する。（２７号館



前、芝生広場で実施） 
7 回 屋外実習 トランシット測量について、 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 前回の内容を復習しておくこと。 
3 回 前回の内容を復習しておくこと。 
4 回 前回の内容を復習しておくこと。 
5 回 前回の内容を復習しておくこと。 
6 回 前回の内容を復習しておくこと。 
7 回 前回の内容を復習しておくこと。 
8 回 前回の内容を復習しておくこと。 
9 回 前回の内容を復習しておくこと。 
10 回 前回の内容を復習しておくこと。 
11 回 前回の内容を復習しておくこと。 
12 回 前回の内容を復習しておくこと。 
13 回 レベル野帳の記入方法 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0111P 
成績評価 実習態度、機器の据付けテスト ５０％、期末試験 ５０％。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0111P 測量学 
担当教員名 高⽊ 宣徳＊ 
単位数 2 
教科書 図説 建築測量/藤井 衛、伊集院 博、千葉 一雄/産業図書 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 測量学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 自作プリントを用いて解説 
授業形態 講義 
注意備考 関数電卓を必ず持参すること。雨天時は、教室で実施する。 
シラバスコード FTZ0111P 
実務経験のある教員  
達成目標 建築の測量に関わる計算、実習測量機器の操作と特徴を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 岡山理科大学専門学校 建築学科 y_takaki@risen.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Measurement 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築測量の概要を理解し、建築⼯事で用いる主な測量機器の使用方法と、その特

徴を理解する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 建築測量の概要、標尺の読み方を解説する。 （教室で実施） 

2 回 レベル野帳の記入方法（器高式、昇降式）を解説する。 （教室で実施） 
3 回 屋外実習 レベルの据え付け方、視差の消去方法を解説する。（２７号館前、
芝生広場で実施） 
4 回 屋外実習 レベル測量を実施する。（２７号館前、芝生広場で実施） 
5 回 屋外実習 レベル測量を実施する。（２７号館前、芝生広場で実施） 
6 回 屋外実習 トランシット測量について、据え付け方を解説する。（２７号館
前、芝生広場で実施） 



7 回 屋外実習 トランシット測量について、 
準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 

2 回 前回の内容を復習しておくこと。 
3 回 前回の内容を復習しておくこと。 
4 回 前回の内容を復習しておくこと。 
5 回 前回の内容を復習しておくこと。 
6 回 前回の内容を復習しておくこと。 
7 回 前回の内容を復習しておくこと。 
8 回 前回の内容を復習しておくこと。 
9 回 前回の内容を復習しておくこと。 
10 回 前回の内容を復習しておくこと。 
11 回 前回の内容を復習しておくこと。 
12 回 前回の内容を復習しておくこと。 
13 回 レベル野帳の記入方法 

 



年度 2014 
授業コード FTZ01210 
成績評価 平常点 （３０％） 期末試験 （７０％）により行う。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 建築学科(〜13) 
見出し FTZ01210 建築法規 
担当教員名 湯浅 康生＊、三村 重人＊ 
単位数 2 
教科書 基本建築関係法令集／井上書院 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築法規 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎教材建築法規／井上書院 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ01210 
実務経験のある教員  
達成目標 法体系の目指す方向性や建築法規に関する基礎的な内容を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 三村重人 m4c4mx@bma.biglobe.ne.jp 湯浅康生 yuasa@risen.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Building Legislation 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築を造りそれを維持していく秩序で、社会的に要求されるものが建築法規であ

る。その中核をなす建築基準法を中⼼に、法体系と行政の果たす役割を理解する
とともに、関連する様々な関係法令についての基本理解を深める。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 建築法規① 建築基準法の概要、用語の定義、手続き規定を解説する。 

2 回 建築法規② 面積、高さの算定方法を解説する。 
3 回 建築法規③ 面積、高さの算定方法を解説する。 
4 回 建築法規④ 一般構造について解説する。 
5 回 建築法規⑤ 構造強度、耐火建築物について解説する。 
6 回 建築法規⑥ 防火区画、避難施設、内装制限について解説する。 
7 回 建築法規⑦ 用途地域、建ぺい率、容積率について解説する。 



8 回 建築法規⑧ 建ぺい率、容積率について解説する。 
9 回 建築法規⑨ 高さ制限について解説する。 
 

準備学習 1 回 建築基準法規の目次の項目をみて、建築に対し法規が制限する事項をメニ
ューとして把握しておくこと。 
2 回 法令集の当該項目について通読し、内容理解に努めること。 
3 回 法令集の当該項目について通読し、内容理解に努めること。 
4 回 各自、身近な建築物等を題材にするなど、その建築物から感じられる建築物
の規模、構造、用途等等について疑問を感じること があれば、その対策を提案す
ることを考えてみること。 
5 回 建築物に作用する力の種類を調べ、その力の違いを考えてみること。度々作
用する力と、まれに作用する力に分類す 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0121P 
成績評価 平常点 （３０％） 期末試験 （７０％）により行う。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 建築学科 
見出し FTZ0121P 建築法規 
担当教員名 湯浅 康生＊、三村 重人＊ 
単位数 2 
教科書 基本建築関係法令集／井上書院 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築法規 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎教材建築法規／井上書院 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ0121P 
実務経験のある教員  
達成目標 法体系の目指す方向性や建築法規に関する基礎的な内容を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 三村重人 m4c4mx@bma.biglobe.ne.jp 湯浅康生 yuasa@risen.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Building Legislation 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築を造りそれを維持していく秩序で、社会的に要求されるものが建築法規であ

る。その中核をなす建築基準法を中⼼に、法体系と行政の果たす役割を理解する
とともに、関連する様々な関係法令についての基本理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 建築法規① 建築基準法の概要、用語の定義、手続き規定を解説する。 

2 回 建築法規② 面積、高さの算定方法を解説する。 
3 回 建築法規③ 面積、高さの算定方法を解説する。 
4 回 建築法規④ 一般構造について解説する。 
5 回 建築法規⑤ 構造強度、耐火建築物について解説する。 
6 回 建築法規⑥ 防火区画、避難施設、内装制限について解説する。 
7 回 建築法規⑦ 用途地域、建ぺい率、容積率について解説する。 



8 回 建築法規⑧ 建ぺい率、容積率について解説する。 
9 回 建築法規⑨ 高さ制限について解説する。 
 

準備学習 1 回 建築基準法規の目次の項目をみて、建築に対し法規が制限する事項をメニ
ューとして把握しておくこと。 
2 回 法令集の当該項目について通読し、内容理解に努めること。 
3 回 法令集の当該項目について通読し、内容理解に努めること。 
4 回 各自、身近な建築物等を題材にするなど、その建築物から感じられる建築物
の規模、構造、用途等等について疑問を感じること があれば、その対策を提案す
ることを考えてみること。 
5 回 建築物に作用する力の種類を調べ、その力の違いを考えてみること。度々作
用する力と、まれに作用する力に分類す 

 



年度 2014 
授業コード FTZ01310 
成績評価 講義の演習などの平常点(30%)と定期試験(70%)により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜13) 
見出し FTZ01310 建築生産 
担当教員名 ⽥中 利幸 
単位数 2 
教科書 中澤明夫、角⽥誠著「初学者の建築講座建築施⼯」：市ヶ谷出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 建築生産、建築施⼯、建築生産管理、躯体⼯事、仕上げ・設備⼯事 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築生産 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本建築学会「建築⼯事標準仕様書・同解説」 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後実施する。 
シラバスコード FTZ01310 
実務経験のある教員  
達成目標 建物の企画から完成するまでの流れと他業種のコラボレートおよびその⼯程管

理の概要とポイントを習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 24 号館 5 階 ⽥中利幸研究室 tanaka@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Building Production Technology 
関連科目 建築概論、建築⼯学概論、鉄筋コンクリート構造、鋼構造 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築生産の基本である施⼯について契約からアフターケアまでの流れを各⼯事

ごとに解説する。施⼯上、現場管理上のポイントを中⼼に講義する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションおよび建築生産の流れと⼯事着⼯までの解説する(1) 

2 回  建築生産の流れと⼯事着⼯までの解説する(2) 
3 回  施⼯計画と管理方針の考え方(QCDSE)を解説する(1) 
4 回  施⼯計画と管理方針の考え方(QCDSE)を解説する(2) 
5 回  仮設計画と準備⼯事（直接⼯事までの準備）を解説する 
6 回  土⼯事・地下⼯事と地業・基礎⼯事を解説する 
7 回  鉄筋コンクリート⼯事（1）概要および鉄筋⼯事を解説する 



8 回  鉄筋コンクリート⼯事（2）型枠⼯事を解説する 
9 回  鉄筋コン 

準備学習 1 回  シラバスにより全体を把握し、教科書第 1 章に目を通すこと 
2 回  教科書第 2 章に目を通すこと 
3 回  教科書第 3 章に目を通すこと 
4 回  教科書第 3 章に目を通すこと 
5 回  教科書第 4 章に目を通すこと 
6 回  教科書第 5 章に目を通すこと 
7 回  教科書第 6 章に目を通すこと 
8 回  教科書第 6 章に目を通すこと 
9 回  教科書第 6 章に目を通すこと 
10 回  教科書第 7 章に目を通すこと 
11 回  教科書第 7 章に目を通すこと 
12 回  教科書第 7 章に目を通すこと 
13 回  教科書第 8 章に目を通すこと 
14 回 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0131P 
成績評価 講義の演習などの平常点(30%)と定期試験(70%)により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0131P 建築生産 
担当教員名 ⽥中 利幸 
単位数 2 
教科書 中澤明夫、角⽥誠著「初学者の建築講座建築施⼯」：市ヶ谷出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 建築生産、建築施⼯、建築生産管理、躯体⼯事、仕上げ・設備⼯事 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築生産 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本建築学会「建築⼯事標準仕様書・同解説」 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後実施する。 
シラバスコード FTZ0131P 
実務経験のある教員  
達成目標 建物の企画から完成するまでの流れと他業種のコラボレートおよびその⼯程管

理の概要とポイントを習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 24 号館 5 階 ⽥中利幸研究室 tanaka@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Building Production Technology 
関連科目 建築概論、建築⼯学概論、鉄筋コンクリート構造、鋼構造 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築生産の基本である施⼯について契約からアフターケアまでの流れを各⼯事

ごとに解説する。施⼯上、現場管理上のポイントを中⼼に講義する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションおよび建築生産の流れと⼯事着⼯までの解説する(1) 

2 回  建築生産の流れと⼯事着⼯までの解説する(2) 
3 回  施⼯計画と管理方針の考え方(QCDSE)を解説する(1) 
4 回  施⼯計画と管理方針の考え方(QCDSE)を解説する(2) 
5 回  仮設計画と準備⼯事（直接⼯事までの準備）を解説する 
6 回  土⼯事・地下⼯事と地業・基礎⼯事を解説する 
7 回  鉄筋コンクリート⼯事（1）概要および鉄筋⼯事を解説する 



8 回  鉄筋コンクリート⼯事（2）型枠⼯事を解説する 
9 回  鉄筋コン 

準備学習 1 回  シラバスにより全体を把握し、教科書第 1 章に目を通すこと 
2 回  教科書第 2 章に目を通すこと 
3 回  教科書第 3 章に目を通すこと 
4 回  教科書第 3 章に目を通すこと 
5 回  教科書第 4 章に目を通すこと 
6 回  教科書第 5 章に目を通すこと 
7 回  教科書第 6 章に目を通すこと 
8 回  教科書第 6 章に目を通すこと 
9 回  教科書第 6 章に目を通すこと 
10 回  教科書第 7 章に目を通すこと 
11 回  教科書第 7 章に目を通すこと 
12 回  教科書第 7 章に目を通すこと 
13 回  教科書第 8 章に目を通すこと 
14 回 

 



年度 2014 
授業コード FTZ01410 
成績評価 研修内容のレポートと発表及び研修への取り組みの内容を評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 建築学科(〜12) 
見出し FTZ01410 学外研修 
担当教員名 吉⽥ 治典、江面 嗣人、⽥中 利幸 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 建築設計、建築計画、⻄洋建築 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 学外研修 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 実験実習 
注意備考 訪問先の調査を積極的に行うこと。 
シラバスコード FTZ01410 
実務経験のある教員  
達成目標 訪問した建築のすばらしさを実感し、また、それらの空間が創造される過程を体

験し、それらを創造するために有効な能力を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 学科⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Externship 
関連科目 建築設計、建築計画、建築概論、日本建築史、⻄洋建築史、近代建築史 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学外における創造的な建築作品を造る仕事内容や、記念碑的建築物や世界的な建

築家の作品にふれ、創造的な空間またはその創造の過程を体験することによっ
て、創造意欲を高め、設計力や計画力、建築文化を理解する能力の向上をはかる。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 研修する訪問先および見学する地域や建築について事前に図書館等で十分に調

べておくこと。 
研修先について担当教員に事前に相談し、十分な指導をうけること。 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0141P 
成績評価 研修内容のレポートと発表及び研修への取り組みの内容を評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0141P 学外研修 
担当教員名 吉⽥ 治典、江面 嗣人、⽥中 利幸 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 建築設計、建築計画、⻄洋建築 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 学外研修 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 実験実習 
注意備考 訪問先の調査を積極的に行うこと。 
シラバスコード FTZ0141P 
実務経験のある教員  
達成目標 訪問した建築のすばらしさを実感し、また、それらの空間が創造される過程を体

験し、それらを創造するために有効な能力を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 学科⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Externship 
関連科目 建築設計、建築計画、建築概論、日本建築史、⻄洋建築史、近代建築史 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学外における創造的な建築作品を造る仕事内容や、記念碑的建築物や世界的な建

築家の作品にふれ、創造的な空間またはその創造の過程を体験することによっ
て、創造意欲を高め、設計力や計画力、建築文化を理解する能力の向上をはかる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 研修する訪問先および見学する地域や建築について事前に図書館等で十分に調

べておくこと。 
研修先について担当教員に事前に相談し、十分な指導をうけること。 

 



年度 2014 
授業コード FTZ01510 
成績評価 各回の講義で実施する演習および定期試験で評価する．両者の配点ウェイトは

各々70％および 30％とする． 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜12) 
見出し FTZ01510 技術者倫理 
担当教員名 ⽥中 利幸、吉⽥ 治典、松下 大輔、小林 正実、中山 哲士、弥⽥ 俊男、

平山 文 
単位数 2 
教科書 「技術者倫理の世界」／藤本温 編著 川下智幸，下野次男，南部幸久，藤⽥孝

之 共著／森北出版／978-4-627973022 
及び必要に応じてプリントを配布． 

アクティブラーニング  
キーワード 普遍倫理，個人倫理，職業倫理，技術倫理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 授業内容と教科書との関連について授業中にわかりやすくしたい。 
科目名 技術者倫理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 講義の進め方などの注意事項については，第 1 回目の講義で説明します． 
シラバスコード FTZ01510 
実務経験のある教員  
達成目標 建築技術者の倫理的責任の重要性を理解し，事故や失敗を起こさないために必要

な倫理観と柔軟な考え方を身につける． 
受講者へのコメント 建築における各分野の課題や問題点について幅広く理解するとともに、問題解決

への取り組み方法について理解を深めて欲しい。 
連絡先 ⽥中利幸研究室 24 号館 5 階 eMail:tanaka@archi.ous.ac.jp Phone:086-256-

9769 山崎雅弘研究室 24 号館 5 階 eMail:yamazaki@archi.ous.ac.jp Phone:086-
256-9769 吉 ⽥ 治 典 研 究 室  27 号 館 5 階  eMail:yoshida@archi.ous.ac.jp 
Phone:086-256-9660 後藤義明研究室 27 号館 5 階 eMail:goto@archi.ous.ac.jp 
Phone:086-256-9645 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業内容や授業形態について概ね理解が得られていると思う。 
英文科目名 Engineering Ethics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 概ね授業内容に対する目的と内容の理解が得られていると思われるので授業方

針は継続したい。 



講義目的 技術倫理の学習では教科書に書いてあることを覚えることに加えて，過去の実例
や仮想事例に即して自分だったらどうするかを考えることが大切です．状況に応
じてよりよい対処手段を考える力を養います． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

技術者倫理概論(1)技術者倫理とはを理解する 
2 回 技術者倫理概論(2)倫理と法を理解する 
3 回 技術者倫理概論(3)倫理問題の解決方法を理解する 
4 回 建築における技術者倫理(1) 構造設計の分野に関する倫理問題について演
習する 
5 回 建築における技術者倫理(2) 建築の基礎構造に関する倫理問題について演
習する 
6 回 建築における技術者倫理(3) 震災の被害に潜む責任問題に関する倫理問題
について演習する 
7 回 建築における技術者倫理(4) 建築・都市の環境分野に関する倫理問題に 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 前回の講義内容を復習する 
教科書および配布プリントを予習する 
3 回 前回の講義内容を復習する 
教科書および配布プリントを予習する 
4 回 1〜3 回までの配布資料を復習すること 
5 回 1〜3 回までの配布資料を復習すること 
6 回 1〜3 回までの配布資料を復習すること 
7 回 1〜3 回までの配布資料を復習すること 
8 回 1〜3 回までの配布資料を復習すること 
9 回 1〜3 回までの配布資料を復習すること 
10 回 1〜3 回までの配布資料を復習すること 
11 回 1〜3 回までの配布資料を復習すること 
1 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0151P 
成績評価 各回の講義で実施する演習および定期試験で評価する．両者の配点ウェイトは

各々70％および 30％とする． 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0151P 技術者倫理 
担当教員名 ⽥中 利幸、吉⽥ 治典、松下 大輔、小林 正実、中山 哲士、弥⽥ 俊男、

平山 文 
単位数 2 
教科書 「技術者倫理の世界」／藤本温 編著 川下智幸，下野次男，南部幸久，藤⽥孝

之 共著／森北出版／978-4-627973022 
及び必要に応じてプリントを配布． 

アクティブラーニング  
キーワード 普遍倫理，個人倫理，職業倫理，技術倫理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 技術者倫理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 講義の進め方などの注意事項については，第 1 回目の講義で説明します． 
シラバスコード FTZ0151P 
実務経験のある教員  
達成目標 建築技術者の倫理的責任の重要性を理解し，事故や失敗を起こさないために必要

な倫理観と柔軟な考え方を身につける． 
受講者へのコメント  
連絡先 ⽥中利幸研究室 24 号館 5 階 eMail:tanaka@archi.ous.ac.jp Phone:086-256-

9769 山崎雅弘研究室 24 号館 5 階 eMail:yamazaki@archi.ous.ac.jp Phone:086-
256-9769 吉 ⽥ 治 典 研 究 室  27 号 館 5 階  eMail:yoshida@archi.ous.ac.jp 
Phone:086-256-9660 後藤義明研究室 27 号館 5 階 eMail:goto@archi.ous.ac.jp 
Phone:086-256-9645 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Engineering Ethics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 技術倫理の学習では教科書に書いてあることを覚えることに加えて，過去の実例

や仮想事例に即して自分だったらどうするかを考えることが大切です．状況に応



じてよりよい対処手段を考える力を養います． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

技術者倫理概論(1)技術者倫理とはを理解する 
2 回 技術者倫理概論(2)倫理と法を理解する 
3 回 技術者倫理概論(3)倫理問題の解決方法を理解する 
4 回 建築における技術者倫理(1) 構造設計の分野に関する倫理問題について演
習する 
5 回 建築における技術者倫理(2) 建築の基礎構造に関する倫理問題について演
習する 
6 回 建築における技術者倫理(3) 震災の被害に潜む責任問題に関する倫理問題
について演習する 
7 回 建築における技術者倫理(4) 建築・都市の環境分野に関する倫理問題に 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 前回の講義内容を復習する 
教科書および配布プリントを予習する 
3 回 前回の講義内容を復習する 
教科書および配布プリントを予習する 
4 回 1〜3 回までの配布資料を復習すること 
5 回 1〜3 回までの配布資料を復習すること 
6 回 1〜3 回までの配布資料を復習すること 
7 回 1〜3 回までの配布資料を復習すること 
8 回 1〜3 回までの配布資料を復習すること 
9 回 1〜3 回までの配布資料を復習すること 
10 回 1〜3 回までの配布資料を復習すること 
11 回 1〜3 回までの配布資料を復習すること 
1 

 



年度 2014 
授業コード FTZ01610 
成績評価 定期試験の結果で評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜11) 
見出し FTZ01610 エコロジカルデザイン 
担当教員名 江面 嗣人、平山 文則、後藤 義明、松下 大輔、李 明、吉⽥ 治典、中山 

哲士 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 都市再生、まちづくり、環境保全、共生、省エネルギー、資源循環、文化財保護 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 エコロジカルデザイン 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 住デザインコースの学生は履修が望ましい。 
シラバスコード FTZ01610 
実務経験のある教員  
達成目標 上記の内容について理解し、持続的発展の可能な都市や建築のあり方について、

自らの明確な考え方をもてるようにする。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 5 階江面研究室、 

電話：０８６−２５６−９７４２、 
メール：ezura@archi.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Ecological Design 
関連科目 計画および環境設備に関する科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 持続的発展が可能な都市づくりを目指して、地球温暖化及び都市や地域の環境破

壊を防止する環境共生のまちづくり、建築、家づくりの方法論、省エネルギー、
資源循環、ヒートアイランド対策など地球環境や都市環境保全に関する社会的、
技術的課題について理解することを目的とし、また、ストックの活用再生修復の
視点から、団地再生、スケルトンインフィル、さらには文化財保護を軸としたま
ちづくりや歴史地区の保存再生計画等について考える能力を育成する。 

対象学年 4 年 



授業内容 1 回 全体の予定について説明し、都市や建築の持続的発展と歴史的建造物の保
護について講述する。 
2 回 文化財保護の制度と歴史的町並みの保存について講述する。 
3 回 歴史的建造物の再生と活用について講述する。 
4 回 建築設計におけるエコロジカルデザインの具体的な内容について講述する。 
5 回 効果的なエコロジカルデザイン事例について講述する。 
6 回 建築計画とサスティナビリティについて講述する。 
7 回 建築再生計画とその事例について講述する。 
8 回 住宅の⻑期耐用化技術について講述する。 
9 回 環境負荷を低減さ 

準備学習 1 回 学習内容について図書館等で調べ学習し、持続的発展とは何かを考えてお
くこと。 
2 回 学習内容について図書館等で調べ学習しておくこと。 
3 回 学習内容について図書館等で調べ学習しておくこと。 
4 回 学習内容について図書館等で調べ学習しておくこと。 
5 回 学習内容について図書館等で調べ学習しておくこと。 
6 回 学習内容について図書館等で調べ学習しておくこと。 
7 回 学習内容について図書館等で調べ学習しておくこと。 
8 回 学習内容について図書館等で調べ学習しておくこと。 
9 回 学習内容について図書館等で調べ 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0161P 
成績評価 定期試験の結果で評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0161P エコロジカルデザイン 
担当教員名 江面 嗣人、平山 文則、後藤 義明、松下 大輔、李 明、吉⽥ 治典、中山 

哲士 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 都市再生、まちづくり、環境保全、共生、省エネルギー、資源循環、文化財保護 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 エコロジカルデザイン 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 住デザインコースの学生は履修が望ましい。 
シラバスコード FTZ0161P 
実務経験のある教員  
達成目標 上記の内容について理解し、持続的発展の可能な都市や建築のあり方について、

自らの明確な考え方をもてるようにする。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 5 階江面研究室、 

電話：０８６−２５６−９７４２、 
メール：ezura@archi.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Ecological Design 
関連科目 計画および環境設備に関する科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 持続的発展が可能な都市づくりを目指して、地球温暖化及び都市や地域の環境破

壊を防止する環境共生のまちづくり、建築、家づくりの方法論、省エネルギー、
資源循環、ヒートアイランド対策など地球環境や都市環境保全に関する社会的、
技術的課題について理解することを目的とし、また、ストックの活用再生修復の
視点から、団地再生、スケルトンインフィル、さらには文化財保護を軸としたま
ちづくりや歴史地区の保存再生計画等について考える能力を育成する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 全体の予定について説明し、都市や建築の持続的発展と歴史的建造物の保
護について講述する。 
2 回 文化財保護の制度と歴史的町並みの保存について講述する。 
3 回 歴史的建造物の再生と活用について講述する。 
4 回 建築設計におけるエコロジカルデザインの具体的な内容について講述する。 
5 回 効果的なエコロジカルデザイン事例について講述する。 
6 回 建築計画とサスティナビリティについて講述する。 
7 回 建築再生計画とその事例について講述する。 
8 回 住宅の⻑期耐用化技術について講述する。 
9 回 環境負荷を低減さ 

準備学習 1 回 学習内容について図書館等で調べ学習し、持続的発展とは何かを考えてお
くこと。 
2 回 学習内容について図書館等で調べ学習しておくこと。 
3 回 学習内容について図書館等で調べ学習しておくこと。 
4 回 学習内容について図書館等で調べ学習しておくこと。 
5 回 学習内容について図書館等で調べ学習しておくこと。 
6 回 学習内容について図書館等で調べ学習しておくこと。 
7 回 学習内容について図書館等で調べ学習しておくこと。 
8 回 学習内容について図書館等で調べ学習しておくこと。 
9 回 学習内容について図書館等で調べ 

 



年度 2014 
授業コード FTZ01710 
成績評価 各課題の点数の平均値を成績とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜14) 
見出し FTZ01710 設計演習Ⅰ 
担当教員名 松下 大輔、江面 嗣人、後藤 義明、宗本 順三＊、弥⽥ 俊男、野口 毅＊、

平山 
単位数 3 
教科書 製図道具を購入または用意：講義の際に配付する資料を用いる 
アクティブラーニング  
キーワード 製図、作図、図学、建築作品、図面表現、建築模型、模型写真 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 課題の量が多いとの記述があったが、頑張って課題をこなして欲しい。 
科目名 設計演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考 製図室の使用に当たっては、製図板や身の回りの整理整頓、清掃を行い、適切な

環境で演習を行うこと。カッターなどの使用に当たってはけがをしないよう十分
注意すること。 

シラバスコード FTZ01710 
実務経験のある教員  
達成目標 建築図面の基礎的な製図方法を習得する。正確に、速く、美しい図面を描く技能

を身に付ける。今後の演習などに必要な基礎的技術を体得する。 
受講者へのコメント １５回の演習で製図、図学、模型の基本技能を習得するためには、毎回必ず出席

して全ての課題を提出する必要があります。 
連絡先 ２７号館４階 松下 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 欠席３・４回が１割以上ある点が懸念される。毎回課題を制作する演習では、欠
席をすると授業について行くことが難しくなる。出席率を上げるよう指導を行い
たい。 

英文科目名 Atelier Practice of Architectural Design I 
関連科目 建築概論、住宅計画、建築計画、近代建築、建築デザイン論、ＣＡＤ／ＣＧ演習

Ⅰ・Ⅱ、設計演習Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ 
次回に向けての改善変更予定 欠席者への注意を厳しく行う。 
講義目的 製図基礎、建築製図基礎、建築製図、図学基礎、建築作品の表現、建築模型、建

築模型の撮影の各課題に関する講義と課題制作を通して、建築図面の概念や原理
を理解し、近代建築の代表的作品の空間構成を学び、建築製図や図面表現の基本



技能を習得する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、製図基礎：製図道具の使用方法、製図線の描き方の練

習を行う。見本図の模写により、線の引き方、文字や寸法の描き方などの製図の
基本技能を身につける。 
2 回 製図基礎：見本図の模写の課題制作を進める。課題制作を通して製図道具の
使用方法、製図の基本技能を習得する。 
3 回 建築製図基礎：建築図面の表記法を学習する。課題制作を通して平面図の概
念、製図方法を習得する。 
4 回 建築製図基礎：建築図面の表記法を学習する。平面図、立面図、断面図など
の課題制作を通して、建築図面の概念、実空間との関係、作 

準備学習 1 回 所定の製図道具一式が揃っているか予め確認し、毎回必ず持参する。製図板
や製図道具の清掃のための布巾なども適宜用意すること。 
2 回 製図道具の役割、使用方法、製図線の引き方を習得しておく。製図道具の準
備、製図板や道具の清掃、座席回りの整理整頓は毎回行うこと。 
3 回 課題を完成させて授業開始前に提出する。製図線の引き方、製図方法を各自
で練習して習得しておくこと。 
4 回 平面図、立面図、断面図の概念、製図方法を練習して習得しておくこと。 
5 回 課題の制作を進めること。 
6 回 課題を完成させて授業開始前に提出 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0171P 
成績評価 各課題の点数の平均値を成績とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0171P 設計演習Ⅰ 
担当教員名 松下 大輔、弥⽥ 俊男、野口 毅＊、平山 文則、李 明、江面 嗣人、後藤 

義明、 
単位数 3 
教科書 製図道具を購入または用意：講義の際に配付する資料を用いる 
アクティブラーニング  
キーワード 製図、作図、図学、建築作品、図面表現、建築模型、模型写真 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 設計演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考 製図室の使用に当たっては、製図板や身の回りの整理整頓、清掃を行い、適切な

環境で演習を行うこと。カッターなどの使用に当たってはけがをしないよう十分
注意すること。 

シラバスコード FTZ0171P 
実務経験のある教員  
達成目標 建築図面の基礎的な製図方法を習得する。正確に、速く、美しい図面を描く技能

を身に付ける。今後の演習などに必要な基礎的技術を体得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館４階 松下 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Atelier Practice of Architectural Design I 
関連科目 建築概論、住宅計画、建築計画、近代建築、建築デザイン論、ＣＡＤ／ＣＧ演習

Ⅰ・Ⅱ、設計演習Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 製図基礎、建築製図基礎、建築製図、図学基礎、建築作品の表現、建築模型、建

築模型の撮影の各課題に関する講義と課題制作を通して、建築図面の概念や原理
を理解し、近代建築の代表的作品の空間構成を学び、建築製図や図面表現の基本
技能を習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、製図基礎：製図道具の使用方法、製図線の描き方の練



習を行う。見本図の模写により、線の引き方、文字や寸法の描き方などの製図の
基本技能を身につける。 
2 回 製図基礎：見本図の模写の課題制作を進める。課題制作を通して製図道具の
使用方法、製図の基本技能を習得する。 
3 回 建築製図基礎：建築図面の表記法を学習する。課題制作を通して平面図の概
念、製図方法を習得する。 
4 回 建築製図基礎：建築図面の表記法を学習する。平面図、立面図、断面図など
の課題制作を通して、建築図面の概念、実空間との関係、作 

準備学習 1 回 所定の製図道具一式が揃っているか予め確認し、毎回必ず持参する。製図板
や製図道具の清掃のための布巾なども適宜用意すること。 
2 回 製図道具の役割、使用方法、製図線の引き方を習得しておく。製図道具の準
備、製図板や道具の清掃、座席回りの整理整頓は毎回行うこと。 
3 回 課題を完成させて授業開始前に提出する。製図線の引き方、製図方法を各自
で練習して習得しておくこと。 
4 回 平面図、立面図、断面図の概念、製図方法を練習して習得しておくこと。 
5 回 課題の制作を進めること。 
6 回 課題を完成させて授業開始前に提出 

 



年度 2014 
授業コード FTZ01810 
成績評価 定期試験(85%)と講義への取り組み姿勢、小課題等(15%)により評価する 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜14) 
見出し FTZ01810 住宅計画 
担当教員名 後藤 義明 
単位数 2 
教科書 適宜プリント（資料）を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード ユニバーサルデザイン 人間⼯学 住文化 集合 ⼾建て 生活 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 住宅計画 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 第２版コンパクト建築設計資料集成［住居] 丸善 
授業形態 講義 
注意備考 住宅は最も身近な建築物です。建築を学ぶ学生として、改めて、生活とその器で

ある住宅に対して興味を持って講義に臨んで下さい。 
シラバスコード FTZ01810 
実務経験のある教員  
達成目標 住宅を設計する際に必要な基礎知識を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 後藤研究室 27 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Housing Design 
関連科目 ハウジング、建築概論、設計演習Ⅱ、建築計画 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生活動作や様式を概説し、住要求の理解を深める。日本における住宅計画の変遷

をふまえ、⼾建独立住宅と集合住宅の住⼾と敷地利用の計画方法を講述する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ＜ガイダンス／誰と、どこで、どのように住む＞住宅づくりのキーワード、

パーソナルスペース、家族の変化、暮らしの変化、身体の変化、住宅のプランニ
ングに求められることを講義する。 
2 回 ＜しきたりを考える／文化と住宅の関係を知る＞ １．住文化 住まいの
原型・アジアの住宅・近年の住宅の変遷・⾷寝分離の意味 ２．寸法・モジュー
ル ⻩金比・モデュロール・和の寸法体系を講義する。 
3 回 ＜生活動作から空間を考える＞ １．生活のスペースを組み立てる ２．人



体の寸法を知る 人体の伝統的尺度 姿勢と占有空間・基本姿勢・ 
準備学習 1 回 住宅について関連する文献や資料を調べること。 

2 回 日本の住文化について文献で調べること。 
3 回 人の寸法、住宅内の各部の寸法を調べること。 
4 回 玄関や門扉回りでの生活動作について調べること。 
5 回 ⾷事や調理に関わる動作について調べること。 
6 回 排泄や家事に関わる動作について調べること。 
7 回 住宅や街の中にある不便さ、不便なところを調べること。 
8 回 住宅に関わる法律について調べること。 
9 回 ⼾建て住宅の敷地計画について文献等で調べること。 
10 回 コミュニティについて文献等で調べること。 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0181P 
成績評価 定期試験(85%)と講義への取り組み姿勢、小課題等(15%)により評価する 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0181P 住宅計画 
担当教員名 後藤 義明 
単位数 2 
教科書 適宜プリント（資料）を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード ユニバーサルデザイン 人間⼯学 住文化 集合 ⼾建て 生活 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 住宅計画 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 第２版コンパクト建築設計資料集成［住居] 丸善 
授業形態 講義 
注意備考 住宅は最も身近な建築物です。建築を学ぶ学生として、改めて、生活とその器で

ある住宅に対して興味を持って講義に臨んで下さい。 
シラバスコード FTZ0181P 
実務経験のある教員  
達成目標 住宅を設計する際に必要な基礎知識を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 後藤研究室 27 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Housing Design 
関連科目 ハウジング、建築概論、設計演習Ⅱ、建築計画 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生活動作や様式を概説し、住要求の理解を深める。日本における住宅計画の変遷

をふまえ、⼾建独立住宅と集合住宅の住⼾と敷地利用の計画方法を講述する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ＜ガイダンス／誰と、どこで、どのように住む＞住宅づくりのキーワード、

パーソナルスペース、家族の変化、暮らしの変化、身体の変化、住宅のプランニ
ングに求められることを講義する。 
2 回 ＜しきたりを考える／文化と住宅の関係を知る＞ １．住文化 住まいの
原型・アジアの住宅・近年の住宅の変遷・⾷寝分離の意味 ２．寸法・モジュー
ル ⻩金比・モデュロール・和の寸法体系を講義する。 
3 回 ＜生活動作から空間を考える＞ １．生活のスペースを組み立てる ２．人



体の寸法を知る 人体の伝統的尺度 姿勢と占有空間・基本姿勢・ 
準備学習 1 回 住宅について関連する文献や資料を調べること。 

2 回 日本の住文化について文献で調べること。 
3 回 人の寸法、住宅内の各部の寸法を調べること。 
4 回 玄関や門扉回りでの生活動作について調べること。 
5 回 ⾷事や調理に関わる動作について調べること。 
6 回 排泄や家事に関わる動作について調べること。 
7 回 住宅や街の中にある不便さ、不便なところを調べること。 
8 回 住宅に関わる法律について調べること。 
9 回 ⼾建て住宅の敷地計画について文献等で調べること。 
10 回 コミュニティについて文献等で調べること。 

 



年度 2014 
授業コード FTZ01910 
成績評価 試験成績（80％）、小テスト（20％）、及び学習状況により行う。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜13) 
見出し FTZ01910 建築計画 
担当教員名 李 明 
単位数 2 
教科書 毎回必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 人間行動、景観の視覚的構造、都市のイメージ、まもりやすい住空間、建築の設

計法、参加型の設計方法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築計画 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 J.J.ギブソン「生態学的視覚論」樋口忠彦「景観の構造」E.ホール「かくれた次元」

オスカーニューマン「まもりやすい住空間」ケビンリンチ著「都市のイメージ」
C.アレキサンダー著「パターンランゲ-ジ」、ピーター.ロウ著「デザインの思考過
程」ジョン.ラング著「建築理論の創造」、岡⽥光正等著「現代建築学 建築計画
Ⅰ」 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ01910 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の基礎知識の習得を目指す。1,空間と視覚についてアフォーダンスなどの視

点から環境デザインの基礎知識 2,人間の知覚の内、視知覚に絞って、建築環境と
知覚、視覚、距離感等の基礎知識 3,景観の視覚的構造と認知の基礎知識 4,景観と
住⺠の満足度の関係から都市景観の重要性の基礎知識 5,人間の空間記憶とイメ
ージ、イメージと都市景観等の都市のイメージの基礎知識 6,テリトリー、プロク
セミックス、社会交流の基礎知識 7,テリトリーを利用した犯罪からまもりやすい
住空間の基礎知識 8,環境改善行動と居住者意識の基礎知識 9,設計問題 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 4 階 李 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Architectural Planning 
関連科目 設計演習 2,3,4,5,都市計画、住宅計画 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 社会環境における建築のあり方と要求を分析し、これを建築化するための一般的
知識を与える。まず、建築空間の成り立ちを示し、ついで、人間の生理的要求、
視覚的な特性、人間行動等から生まれてくる建築要求の把握から、それら基づく
空間構成にいたる論理的な計画の原理と方法について講述する。次に、このよう
な人間的な要求に基づく具体的な建築を実現するために、設計方法を取得する必
要がある。設計法として建築計画プロセスに関する諸課題を具体的事例を用いて
解説する。まず、建築要求の把握のための調査・分析方法を示し、次いで、新た
な価値 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 建築計画の目的、授業の進め方、図で見る分かりやすい建築計画 

2 回 空間の形態ーかたちは何で決まるかー 
について講述する 
3 回 人間の知覚と行動について講述する 
4 回 寸法と規模の計画について講述する 
5 回 空間の性能（空間の機能、安全性、耐久性、経済性、持続可能性と省エネル
ギーの基礎知識について講述する） 
6 回 計画の技法１（計画のプロセスについて講述する） 
7 回 計画技法２（空間構成の技法について講述する） 
8 回 計画技法３（空間形成のエレメントー仕切りの技法について講述する） 
9 回 外部空間の構 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習過程を確認しておくこと 
2 回 地理的環境と形態、機能と形態、構造と形態、建築技術と形態、安全性と形
態、美しさと形態、象徴性と形態、法規と形態などについて、図書館などで調べ
てみること 
3 回 人間の感覚と形態感覚、⼼理的環境と形態、人間行動と形態、等について調
べてみること、J.J.ギブソン「生態学的視覚論」を読んでおくと良い 
4 回 寸法の単位、単位空間の寸法、寸法のシステム、等について図書館などで調
べてみること 
5 回 空間の利便性、快適性について、図書館などで調べてみること。 
 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0191P 
成績評価 試験成績（80％）、小テスト（20％）、及び学習状況により行う。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0191P 建築計画 
担当教員名 李 明 
単位数 2 
教科書 毎回必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 人間行動、景観の視覚的構造、都市のイメージ、まもりやすい住空間、建築の設

計法、参加型の設計方法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築計画 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 J.J.ギブソン「生態学的視覚論」樋口忠彦「景観の構造」E.ホール「かくれた次元」

オスカーニューマン「まもりやすい住空間」ケビンリンチ著「都市のイメージ」
C.アレキサンダー著「パターンランゲ-ジ」、ピーター.ロウ著「デザインの思考過
程」ジョン.ラング著「建築理論の創造」、岡⽥光正等著「現代建築学 建築計画
Ⅰ」 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ0191P 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の基礎知識の習得を目指す。1,空間と視覚についてアフォーダンスなどの視

点から環境デザインの基礎知識 2,人間の知覚の内、視知覚に絞って、建築環境と
知覚、視覚、距離感等の基礎知識 3,景観の視覚的構造と認知の基礎知識 4,景観と
住⺠の満足度の関係から都市景観の重要性の基礎知識 5,人間の空間記憶とイメ
ージ、イメージと都市景観等の都市のイメージの基礎知識 6,テリトリー、プロク
セミックス、社会交流の基礎知識 7,テリトリーを利用した犯罪からまもりやすい
住空間の基礎知識 8,環境改善行動と居住者意識の基礎知識 9,設計問題 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 4 階 李 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Architectural Planning 
関連科目 設計演習 2,3,4,5,都市計画、住宅計画 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 社会環境における建築のあり方と要求を分析し、これを建築化するための一般的
知識を与える。まず、建築空間の成り立ちを示し、ついで、人間の生理的要求、
視覚的な特性、人間行動等から生まれてくる建築要求の把握から、それら基づく
空間構成にいたる論理的な計画の原理と方法について講述する。次に、このよう
な人間的な要求に基づく具体的な建築を実現するために、設計方法を取得する必
要がある。設計法として建築計画プロセスに関する諸課題を具体的事例を用いて
解説する。まず、建築要求の把握のための調査・分析方法を示し、次いで、新た
な価値 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 建築計画の目的、授業の進め方、図で見る分かりやすい建築計画 

2 回 空間の形態ーかたちは何で決まるかー 
について講述する 
3 回 人間の知覚と行動について講述する 
4 回 寸法と規模の計画について講述する 
5 回 空間の性能（空間の機能、安全性、耐久性、経済性、持続可能性と省エネル
ギーの基礎知識について講述する） 
6 回 計画の技法１（計画のプロセスについて講述する） 
7 回 計画技法２（空間構成の技法について講述する） 
8 回 計画技法３（空間形成のエレメントー仕切りの技法について講述する） 
9 回 外部空間の構 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習過程を確認しておくこと 
2 回 地理的環境と形態、機能と形態、構造と形態、建築技術と形態、安全性と形
態、美しさと形態、象徴性と形態、法規と形態などについて、図書館などで調べ
てみること 
3 回 人間の感覚と形態感覚、⼼理的環境と形態、人間行動と形態、等について調
べてみること、J.J.ギブソン「生態学的視覚論」を読んでおくと良い 
4 回 寸法の単位、単位空間の寸法、寸法のシステム、等について図書館などで調
べてみること 
5 回 空間の利便性、快適性について、図書館などで調べてみること。 
 

 



年度 2014 
授業コード FTZ02010 
成績評価 課題への取り組み姿勢、各課題の提出作品により行う 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜13) 
見出し FTZ02010 設計演習Ⅱ 
担当教員名 後藤 義明、松下 大輔、ジェフリー ムーサス＊、弥⽥ 俊男、平山 文則、

李 明、 
単位数 3 
教科書 講義の際に配付する資料を用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード 住宅計画、カフェ、製図、表現、プレゼンテーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 製図室内が汚いとの回答がありました。一⻫掃除の回数が限られますので全員で

汚さないようにする、気づいたらすぐに掃除をするという姿勢を持って下さい。 
科目名 設計演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 飲⾷施設、住宅等に関する図書。 
授業形態 演習 
注意備考 計画を立てて、着実に作業を進めること。 
シラバスコード FTZ02010 
実務経験のある教員  
達成目標 １）規模の小さい建物の基本計画を行える。２）製図等のプレゼンテーションと

模型作成の基本技術を習得する。 
受講者へのコメント 設計演習Ⅱは初めての課題作成ですので、発想の大切さを優先しています。これ

から課題の規模が大きくなっていきます。構造や法規などの制限も考慮しなけれ
ばいけなくなります。ますます時間外の取り組み時間が増えますので、計画をし
っかり立てて、がんばって下さい。 

連絡先 後藤研究室（27 号館 5 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 91 名中 75 名の回答がありました。殆どの学生が授業時間以外に多くの時間を課
題作成に使っています。授業の良かった点ではコミュニケーション力やプレゼン
力の成⻑を 12 名あげています。総合的に不満、やや不満はそれぞれ 1 名ずつで
した。苦労はしたが、楽しんで製作してくれたものと思われます。 

英文科目名 Atelier Practice of Architectural Design II 
関連科目 設計演習Ⅰ、建築概論、住宅計画、建築計画 
次回に向けての改善変更予定 製図室の収容人数が多く、空気が汚れがちです。定期的換気をするように指導し

ます。 
講義目的 「キャンパスカフェ」と「住宅」の 2 つの課題を通して、小規模建築の空間構成



の基本的な方法を学ぶ。製図等のプレゼンテーション技法と模型作成技術を習得
する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、【課題 1】「キャンパスカフェ」 課題を説明する。 

敷地を調査する。敷地および周辺の模型を製作する。 
2 回 「キャンパスカフェ」必要諸室のボリュームスタディと設計条件を整理す
る。敷地利用計画の草案を批評する。 
3 回 「キャンパスカフェ」1/100 平面図による草案を批評する。並びに改善を指
示する。 
4 回 「キャンパスカフェ」最終草案を批評する。並びに改善を指示する。 
5 回 「キャンパスカフェ」計画案を承認する。図面を作成する。 
6 回 「キャンパスカフェ」1/100 模型を製作する。 
7 

準備学習 1 回 プレゼンテーション技法に関して文献等で学習すること。  
飲⾷施設等に関する文献や資料を調べること。 
2 回 敷地利用計画、ラフプランを検討し、草案を作成すること。 
3 回 検討模型によるボリュームスタディ等を行い、プラン案を 1/100 平面図に
まとめること。 
4 回 立面、平面、断面、意匠等の計画をし、最終草案を検討すること。 
5 回 最終草案を修正すること。プレゼンテーション用図面表現技法を研究する
こと。 
6 回 模型材料を検討し、模型の表現技法を研究すること。 
7 回 最終成果物の図面および模型等を完成するこ 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0201P 
成績評価 課題への取り組み姿勢、各課題の提出作品により行う 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0201P 設計演習Ⅱ 
担当教員名 後藤 義明、松下 大輔、ジェフリー ムーサス＊、弥⽥ 俊男、平山 文則、

李 明、 
単位数 3 
教科書 講義の際に配付する資料を用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード 住宅計画、カフェ、製図、表現、プレゼンテーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 設計演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 飲⾷施設、住宅等に関する図書。 
授業形態 演習 
注意備考 計画を立てて、着実に作業を進めること。 
シラバスコード FTZ0201P 
実務経験のある教員  
達成目標 １）規模の小さい建物の基本計画を行える。２）製図等のプレゼンテーションと

模型作成の基本技術を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 後藤研究室（27 号館 5 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Atelier Practice of Architectural Design II 
関連科目 設計演習Ⅰ、建築概論、住宅計画、建築計画 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「キャンパスカフェ」と「住宅」の 2 つの課題を通して、小規模建築の空間構成

の基本的な方法を学ぶ。製図等のプレゼンテーション技法と模型作成技術を習得
する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、【課題 1】「キャンパスカフェ」 課題を説明する。 

敷地を調査する。敷地および周辺の模型を製作する。 
2 回 「キャンパスカフェ」必要諸室のボリュームスタディと設計条件を整理す
る。敷地利用計画の草案を批評する。 
3 回 「キャンパスカフェ」1/100 平面図による草案を批評する。並びに改善を指



示する。 
4 回 「キャンパスカフェ」最終草案を批評する。並びに改善を指示する。 
5 回 「キャンパスカフェ」計画案を承認する。図面を作成する。 
6 回 「キャンパスカフェ」1/100 模型を製作する。 
7 

準備学習 1 回 プレゼンテーション技法に関して文献等で学習すること。  
飲⾷施設等に関する文献や資料を調べること。 
2 回 敷地利用計画、ラフプランを検討し、草案を作成すること。 
3 回 検討模型によるボリュームスタディ等を行い、プラン案を 1/100 平面図に
まとめること。 
4 回 立面、平面、断面、意匠等の計画をし、最終草案を検討すること。 
5 回 最終草案を修正すること。プレゼンテーション用図面表現技法を研究する
こと。 
6 回 模型材料を検討し、模型の表現技法を研究すること。 
7 回 最終成果物の図面および模型等を完成するこ 

 



年度 2014 
授業コード FTZ02110 
成績評価 ・提出課題（80%）、チェックテスト（20%） 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 建築学科(〜13) 
見出し FTZ02110 ＣＡＤ／ＣＧ演習Ⅰ 
担当教員名 松下 大輔、新宮 邦博＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード コンピューターグラフィックス、プレゼンテーション、デザイン、設計、製図 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ＣＡＤ／ＣＧ演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 AutoCAD 基礎講習（オリジナル PDF） 
授業形態 演習 
注意備考 資料配布データ保管に USB メモリを使うので、各自準備すること（初回に説明

する）。教科書演習中、毎回、小テストを行う。これらすべてのテストに合格する
ことで単位認定の条件とする。宿題は、学内 PC を利用するほか、AutoCAD は
無償（英語版）で入手できるので、PC を所有している人はぜひインストールし
て、自宅にも学習環境をつくることを望む。 

シラバスコード FTZ02110 
実務経験のある教員  
達成目標 AutoCAD を用いた 2D 製図スキルの習得、プレゼンテーションの方法を習得 
受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館４階 松下 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice on CAD and CG I 
関連科目 ＣＡＤ／ＣＧ演習Ⅱ、設計演習Ⅰ、設計演習Ⅱ、設計演習Ⅲ、設計演習Ⅳ、設計

演習Ⅴ、特別研究 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現在の設計業務において必須とされる CAD での基本的な製図スキルを習得する 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（教室と PC の使い方の説明、授業の概要説明、Autodesk 

Building Design Suite の紹介と起動方法など説明）   
     
2 回 基本操作演習（教科書 PDF に基づいて）    



    
3 回 小テストと基本操作演習（教科書 PDF に基づいて）  
      
4 回 小テストと基本操作演習（教科書 PDF に基づいて）  
      
5 回 小テストと基本操作演習（教科書 PDF に基づいて）  
      
6 回 小テストと基本操作演習（教科書 PDF に基づいて）  
      
 

準備学習 1 回 Windows の基本的操作（起動、終了、ファイル操作などの学習）やタッチ
タイピングの練習        
2 回 前回までに学んだ箇所を復習し、完璧に身につけておくこと。 
       
3 回 前回までに学んだ箇所を復習し、完璧に身につけておくこと。 
       
4 回 前回までに学んだ箇所を復習し、完璧に身につけておくこと。 
       
5 回 前回までに学んだ箇所を復習し、完璧に身につけておくこと。 
       
6 回 前回までに学んだ箇所を復習し、完璧に身につけておくこと。 
       
7 回 前回 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0211P 
成績評価 ・提出課題（80%）、チェックテスト（20%） 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0211P ＣＡＤ／ＣＧ演習Ⅰ 
担当教員名 松下 大輔、新宮 邦博＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード コンピューターグラフィックス、プレゼンテーション、デザイン、設計、製図 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ＣＡＤ／ＣＧ演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 AutoCAD 基礎講習（オリジナル PDF） 
授業形態 演習 
注意備考 資料配布データ保管に USB メモリを使うので、各自準備すること（初回に説明

する）。教科書演習中、毎回、小テストを行う。これらすべてのテストに合格する
ことで単位認定の条件とする。宿題は、学内 PC を利用するほか、AutoCAD は
無償（英語版）で入手できるので、PC を所有している人はぜひインストールし
て、自宅にも学習環境をつくることを望む。 

シラバスコード FTZ0211P 
実務経験のある教員  
達成目標 AutoCAD を用いた 2D 製図スキルの習得、プレゼンテーションの方法を習得 
受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館４階 松下 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice on CAD and CG I 
関連科目 ＣＡＤ／ＣＧ演習Ⅱ、設計演習Ⅰ、設計演習Ⅱ、設計演習Ⅲ、設計演習Ⅳ、設計

演習Ⅴ、特別研究 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現在の設計業務において必須とされる CAD での基本的な製図スキルを習得する 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（教室と PC の使い方の説明、授業の概要説明、Autodesk 

Building Design Suite の紹介と起動方法など説明）   
     
2 回 基本操作演習（教科書 PDF に基づいて）    



    
3 回 小テストと基本操作演習（教科書 PDF に基づいて）  
      
4 回 小テストと基本操作演習（教科書 PDF に基づいて）  
      
5 回 小テストと基本操作演習（教科書 PDF に基づいて）  
      
6 回 小テストと基本操作演習（教科書 PDF に基づいて）  
      
 

準備学習 1 回 Windows の基本的操作（起動、終了、ファイル操作などの学習）やタッチ
タイピングの練習        
2 回 前回までに学んだ箇所を復習し、完璧に身につけておくこと。 
       
3 回 前回までに学んだ箇所を復習し、完璧に身につけておくこと。 
       
4 回 前回までに学んだ箇所を復習し、完璧に身につけておくこと。 
       
5 回 前回までに学んだ箇所を復習し、完璧に身につけておくこと。 
       
6 回 前回までに学んだ箇所を復習し、完璧に身につけておくこと。 
       
7 回 前回 

 



年度 2014 
授業コード FTZ02210 
成績評価 課題への取り組み姿勢、各課題の提出作品により行う。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜13) 
見出し FTZ02210 設計演習Ⅲ 
担当教員名 江面 嗣人、後藤 義明、松下 大輔、ジェフリー ムーサス＊、弥⽥ 俊男、

平山 文 
単位数 3 
教科書 講義の際に配付する資料を用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード 美術館、展示の場、学びの場、遊びの場、幼稚園、設計、製図、表現、プレゼン

テーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 資料の充実を徐々に図りたい。 
科目名 設計演習Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 設計資料集成等の設計事例、建築計画の図書 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FTZ02210 
実務経験のある教員  
達成目標 １）美術や幼児を対象とする小規模建物の基本計画を行い、建築として図面表現

できる。２）製図、模型作成等のプレゼンテーション技法を獲得する。 
受講者へのコメント 本授業は、課題に対して自分なりの答えを出すもので、これまでの教えられる授

業とは異なっている。自分で考え、自分の中からアイデアを探し、自分の創造能
力を高めていく授業である。考える能力を高める作業で、これまでの高校までの
授業では学べなかった興味深い内容が学べるはずである。 

連絡先 江面研究室（２７号館５階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 約９５％の学生が授業に良く取組み、総合評価も約９４％学生がほぼ目標を達成
し、約８３％の学生が授業にほぼ満足と答え、建築設計に興味のある学生が増え
たと思われる。また、図面や模型の完成までに多大な時間がかかるが、最後まで
興味をもって取り組む学生がいることは、将来に希望がもてると感じている。 

英文科目名 Atelier Practice of Architectural Design III 
関連科目 設計演習Ⅰ、建築概論、建築計画 
次回に向けての改善変更予定 個人に対する対応を充実していきたい。 
講義目的 計画等の講義から得られた知識などを元に、美術館と幼稚園の２つの課題を通し

て、快適に美術を鑑賞したり学んだりする場、子供が遊びながら学ぶ場など人間



生活と建築の空間構成の基本的な方法を学び、これらを構造との整合性や建築の
空間を平面図や断面図などの製図で表現し、模型やパースなどのプレゼンテーシ
ョン技法を習得する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、演習内容説明、【課題 1】「美術館」課題説明及び計画

講義、敷地調査と敷地模型の制作する。 
2 回 美術館の必要諸室のヴォリュームスタディ、敷地利用計画、必要諸室の機能
等設計条件を整理する。 
3 回 美術館のヴォリューム模型、スケッチ、ラフプラン、敷地利用計画等草案批
評する。 
4 回 構造および設備の計画講義。美術館の草案批評並びに改善指示、検討模型に
よるヴォリュームスタディ等を行い、架構方法、断面、プラン案をスタディ模型
にまとめる。 
5 回 最終草案の批評並びに改善指示、立面、平面、断面等 

準備学習 1 回 シラバスを良く確認し、学習過程を確認しておくこと。 
2 回 美術館等に関する設計事例、資料学習、展示の場、美術の学びの場はどのよ
うな場であるかを検討しておくこと。」 
3 回 敷地利用計画、ラフプラン検討をしておくこと。 
4 回 検討模型によるヴォリュームスタディ等を行い、架構方法、断面、プラン案
をスタディ模型にまとめること。 
5 回 立面、平面、断面等の計画、最終草案の検討すること。 
6 回 最終草案の修正、プレゼンテーションの図面表現を検討しておくこと、模型
材料の検討、模型の表現技法の研究すること。 
7 回 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0221P 
成績評価 課題への取り組み姿勢、各課題の提出作品により行う。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0221P 設計演習Ⅲ 
担当教員名 江面 嗣人、後藤 義明、松下 大輔、ジェフリー ムーサス＊、弥⽥ 俊男、

平山 文 
単位数 3 
教科書 講義の際に配付する資料を用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード 美術館、展示の場、学びの場、遊びの場、幼稚園、設計、製図、表現、プレゼン

テーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 設計演習Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 設計資料集成等の設計事例、建築計画の図書 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FTZ0221P 
実務経験のある教員  
達成目標 １）美術や幼児を対象とする小規模建物の基本計画を行い、建築として図面表現

できる。２）製図、模型作成等のプレゼンテーション技法を獲得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 江面研究室（２７号館５階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Atelier Practice of Architectural Design III 
関連科目 設計演習Ⅰ、建築概論、建築計画 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 計画等の講義から得られた知識などを元に、美術館と幼稚園の２つの課題を通し

て、快適に美術を鑑賞したり学んだりする場、子供が遊びながら学ぶ場など人間
生活と建築の空間構成の基本的な方法を学び、これらを構造との整合性や建築の
空間を平面図や断面図などの製図で表現し、模型やパースなどのプレゼンテーシ
ョン技法を習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、演習内容説明、【課題 1】「美術館」課題説明及び計画

講義、敷地調査と敷地模型の制作する。 



2 回 美術館の必要諸室のヴォリュームスタディ、敷地利用計画、必要諸室の機能
等設計条件を整理する。 
3 回 美術館のヴォリューム模型、スケッチ、ラフプラン、敷地利用計画等草案批
評する。 
4 回 構造および設備の計画講義。美術館の草案批評並びに改善指示、検討模型に
よるヴォリュームスタディ等を行い、架構方法、断面、プラン案をスタディ模型
にまとめる。 
5 回 最終草案の批評並びに改善指示、立面、平面、断面等 

準備学習 1 回 シラバスを良く確認し、学習過程を確認しておくこと。 
2 回 美術館等に関する設計事例、資料学習、展示の場、美術の学びの場はどのよ
うな場であるかを検討しておくこと。」 
3 回 敷地利用計画、ラフプラン検討をしておくこと。 
4 回 検討模型によるヴォリュームスタディ等を行い、架構方法、断面、プラン案
をスタディ模型にまとめること。 
5 回 立面、平面、断面等の計画、最終草案の検討すること。 
6 回 最終草案の修正、プレゼンテーションの図面表現を検討しておくこと、模型
材料の検討、模型の表現技法の研究すること。 
7 回 

 



年度 2014 
授業コード FTZ02310 
成績評価 課題提出等の平常点(20%)と定期試験(80%)により評価する 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 建築学科(〜13) 
見出し FTZ02310 日本建築史 
担当教員名 江面 嗣人 
単位数 2 
教科書 「日本建築史序説」太⽥博太郎著、「日本建築史図集」日本建築学会編 
アクティブラーニング  
キーワード 歴史的建造物、文化財、日本文化、文化財の保護、歴史及び文化の活用 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 日本建築に関する部材名のテストに関しては、好評なので今後も続けていきた

い。 
科目名 日本建築史 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「日本の建築」太⽥博太郎著 

「古建築の細部意匠」近藤 豊著 
授業形態 講義 
注意備考 15 回の講義終了後に最終試験を行う 
シラバスコード FTZ02310 
実務経験のある教員  
達成目標 古代から中世に至る建築の歴史について理解し、歴史的建造物の保護の体制につ

いて理解する。こられを通して、日本の建築文化を理解し、現代社会における日
本文化の役割について考える能力を育成する。 

受講者へのコメント 本授業は歴史の授業であるが、年代については一切使用しない。歴史学は年代の
カタログではなく、物事の起承転結を学び、原因と結果の結びつきについて学ぶ
もので、社会の特徴である都市や建築がどのような理由で形成され、将来の自分
の思想形成に役立てようとするものである。同時に日本の⽊造建築の特徴につい
ても、これまでの歴史の授業では学べなかった興味深い内容が学べるはずであ
る。 

連絡先 27 号館 5 階 504 号江面研究室、ezura@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 毎週、前回の授業の内容と疑問点のレポートを課したが約８０％の学生が良く取
組み、学習に役立っているのが分かった。総合評価も約９０％学生が目標を達成
し、約９２％の学生が授業に満足と答えていた。建築の歴史学の授業で、内容は
日本の文化に関するもので難しいと思われ、決してレベルを落とした授業では無
いにも関わらず、これだけの学生が何らかの進展が得られたと感じていること
は、希望がもてると感じている。 



英文科目名 History of Japanese Architecture 
関連科目 ⻄洋建築史、近代建築史、建築概論と合わせて学ぶことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 一部はプリントにして写真や図面を付けていますが、徐々に充実するように⼼が

けたい。小テストや課題で習熟度を確認しながら授業を進めるようにしています
が、個人に対する対応を充実していきたい。 

講義目的 歴史学の意義及び研究方法をまず学び、日本の歴史的建造物の形式や特徴を中⼼
に日本建築の古代から近世までの歴史を学び、さらにその保護の制度と体制につ
いて学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  歴史学及び歴史的建造物に関する概論とし、日本建築史に何を学ぶか、建

築史の現代的な役割について説明する。 
2 回  日本建築の形式と構造の特徴について学ぶ。 
3 回  古代建築史Ⅰとして、原始から古代への建築について学べ、特に神社建築
の形式について学ぶ。 
4 回  古代建築史Ⅱとして、奈良時代の仏教建築の伝来や発展を中⼼に学ぶ。 
5 回  古代建築史Ⅲとして、平安時代以降の仏教建築の発達や寝殿造の特徴等に
ついて学ぶ。 
6 回  中世建築史Ⅰとして、鎌倉時代の仏教建築の発達について学び、特に大仏
様や禅宗様の伝来 

準備学習 1 回  シラバスを良く確認し学習の過程を理解しておくこと。 
2 回  教科書の「日本建築の特質」について良く読み、図書館で歴史的建造物に
ついて調べておくこと。 
3 回  教科書の「中世」について良く読み、図書館でその時代の建物について調
べておくこと。 
4 回  教科書の「古代」について良く読み、図書館でその時代の建物について調
べておくこと。 
5 回  教科書の「古代」について良く読み、図書館でその時代の建物について調
べておくこと。 
6 回  教科書の「中世」について良く読み、図書館でその時代の建物について調
べておく 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0231P 
成績評価 課題提出等の平常点(20%)と定期試験(80%)により評価する 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0231P 日本建築史 
担当教員名 江面 嗣人 
単位数 2 
教科書 「日本建築史序説」太⽥博太郎著、「日本建築史図集」日本建築学会編 
アクティブラーニング  
キーワード 歴史的建造物、文化財、日本文化、文化財の保護、歴史及び文化の活用 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本建築史 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「日本の建築」太⽥博太郎著 

「古建築の細部意匠」近藤 豊著 
授業形態 講義 
注意備考 15 回の講義終了後に最終試験を行う 
シラバスコード FTZ0231P 
実務経験のある教員  
達成目標 古代から中世に至る建築の歴史について理解し、歴史的建造物の保護の体制につ

いて理解する。こられを通して、日本の建築文化を理解し、現代社会における日
本文化の役割について考える能力を育成する。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 5 階 504 号江面研究室、ezura@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 History of Japanese Architecture 
関連科目 ⻄洋建築史、近代建築史、建築概論と合わせて学ぶことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 歴史学の意義及び研究方法をまず学び、日本の歴史的建造物の形式や特徴を中⼼

に日本建築の古代から近世までの歴史を学び、さらにその保護の制度と体制につ
いて学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  歴史学及び歴史的建造物に関する概論とし、日本建築史に何を学ぶか、建

築史の現代的な役割について説明する。 
2 回  日本建築の形式と構造の特徴について学ぶ。 
3 回  古代建築史Ⅰとして、原始から古代への建築について学べ、特に神社建築



の形式について学ぶ。 
4 回  古代建築史Ⅱとして、奈良時代の仏教建築の伝来や発展を中⼼に学ぶ。 
5 回  古代建築史Ⅲとして、平安時代以降の仏教建築の発達や寝殿造の特徴等に
ついて学ぶ。 
6 回  中世建築史Ⅰとして、鎌倉時代の仏教建築の発達について学び、特に大仏
様や禅宗様の伝来 

準備学習 1 回  シラバスを良く確認し学習の過程を理解しておくこと。 
2 回  教科書の「日本建築の特質」について良く読み、図書館で歴史的建造物に
ついて調べておくこと。 
3 回  教科書の「中世」について良く読み、図書館でその時代の建物について調
べておくこと。 
4 回  教科書の「古代」について良く読み、図書館でその時代の建物について調
べておくこと。 
5 回  教科書の「古代」について良く読み、図書館でその時代の建物について調
べておくこと。 
6 回  教科書の「中世」について良く読み、図書館でその時代の建物について調
べておく 

 



年度 2014 
授業コード FTZ02410 
成績評価 定期試験（80%）と講義への取り組み姿勢、小課題等(20%)により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜13) 
見出し FTZ02410 ハウジング 
担当教員名 後藤 義明、松下 大輔、李 明、中村 孝之＊ 
単位数 2 
教科書 適宜プリント（資料）を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード ⼯業化住宅 地域住宅産業 リノベーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ハウジング 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の中で適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ02410 
実務経験のある教員  
達成目標 ・住宅を供給するシステム、住宅および住宅関連産業の事業、再生・修復などの

基礎知識を習得する。 
・良好な住宅や住宅地を実現するシステム・⼯法などを認識する。 

受講者へのコメント  
連絡先 後藤研究室（27 号館５階）、李研究室、松下研究室（27 号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Housing 
関連科目 住宅計画、建築計画、都市設計、都市計画 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 住宅の需給構造をはじめ、個々の住宅を供給する⼯務店や住宅メーカーの設計・

施⼯システムから、集団的に住宅を供給する地域開発事業までを講述する。また、
住宅生産システムや、住宅の修復・再生の必要性とその⼯法などについても講述
する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。⼯業化による住宅生産（１）⼯法を講義する。 

2 回 ⼯業化による住宅生産（２）住宅メーカーを講義する。 
3 回 ⼯業化による住宅生産（２）住宅メーカーを講義する。 
4 回 住宅関連産業（２）住宅建材の生産・供給を講義する。 



5 回 高齢居住関連住宅の生産・供給を講義する。 
6 回 リフォーム・リノベーションの内容・手法を講義する。 
7 回 公的住宅施策と住宅市場を講義する。 
8 回 ストック再生を講義する。 
9 回 地域住宅産業と住宅（森林ー⽊材ー環境）を講義する。 
10 回 住宅生産・建設の実際 

準備学習 1 回 ⼯業化による住宅生産のシステムについて調べておくこと。 
2 回 ⼯業化による住宅生産の現状について調べておくこと。 
3 回 我が国の設備産業の現状について調べておくこと。 
4 回 我が国の建材産業の現状について調べておくこと。 
5 回 高齢期に住む住宅の種類と特徴を調べておくこと。 
6 回 リフォーム産業の現状ついて調べておくこと。 
7 回 住宅施策について調べておくこと 
8 回 古い団地を建て替えるより再生・修復させることが行われているが、その理
由を考えておくこと。 
9 回 住宅建設分野における⼯務店の役割につい 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0241P 
成績評価 定期試験（80%）と講義への取り組み姿勢、小課題等(20%)により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0241P ハウジング 
担当教員名 後藤 義明、松下 大輔、李 明、中村 孝之＊ 
単位数 2 
教科書 適宜プリント（資料）を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード ⼯業化住宅 地域住宅産業 リノベーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ハウジング 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の中で適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ0241P 
実務経験のある教員  
達成目標 ・住宅を供給するシステム、住宅および住宅関連産業の事業、再生・修復などの

基礎知識を習得する。 
・良好な住宅や住宅地を実現するシステム・⼯法などを認識する。 

受講者へのコメント  
連絡先 後藤研究室（27 号館５階）、李研究室、松下研究室（27 号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Housing 
関連科目 住宅計画、建築計画、都市設計、都市計画 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 住宅の需給構造をはじめ、個々の住宅を供給する⼯務店や住宅メーカーの設計・

施⼯システムから、集団的に住宅を供給する地域開発事業までを講述する。また、
住宅生産システムや、住宅の修復・再生の必要性とその⼯法などについても講述
する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。⼯業化による住宅生産（１）⼯法を講義する。 

2 回 ⼯業化による住宅生産（２）住宅メーカーを講義する。 
3 回 ⼯業化による住宅生産（２）住宅メーカーを講義する。 
4 回 住宅関連産業（２）住宅建材の生産・供給を講義する。 



5 回 高齢居住関連住宅の生産・供給を講義する。 
6 回 リフォーム・リノベーションの内容・手法を講義する。 
7 回 公的住宅施策と住宅市場を講義する。 
8 回 ストック再生を講義する。 
9 回 地域住宅産業と住宅（森林ー⽊材ー環境）を講義する。 
10 回 住宅生産・建設の実際 

準備学習 1 回 ⼯業化による住宅生産のシステムについて調べておくこと。 
2 回 ⼯業化による住宅生産の現状について調べておくこと。 
3 回 我が国の設備産業の現状について調べておくこと。 
4 回 我が国の建材産業の現状について調べておくこと。 
5 回 高齢期に住む住宅の種類と特徴を調べておくこと。 
6 回 リフォーム産業の現状ついて調べておくこと。 
7 回 住宅施策について調べておくこと 
8 回 古い団地を建て替えるより再生・修復させることが行われているが、その理
由を考えておくこと。 
9 回 住宅建設分野における⼯務店の役割につい 

 



年度 2014 
授業コード FTZ02510 
成績評価 ・小テスト（得点配分 50%) 

・課題の評価（得点配分 50%) 
・全小テストの合格、全課題の提出を必須条件とする 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜13) 
見出し FTZ02510 ＣＡＤ／ＣＧ演習Ⅱ 
担当教員名 松下 大輔、鈴⽊ 裕二＊ 
単位数 2 
教科書 徹底解説 AutoCAD LT 2014/2013』／鈴⽊裕二・伊藤美樹／エクスナレッジ 
アクティブラーニング  
キーワード 建築設計、製図、図学、作品、表現、BIM 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ＣＡＤ／ＣＧ演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FTZ02510 
実務経験のある教員  
達成目標 最新のクラウドを使った技術と、BIM など 3 次元デザインの手法を理解する。 

変化している設計プロセスでの CAD の利用について、その内容を理解できる能
力を身に付ける。 

受講者へのコメント 欠席０回が半分以下と少ないので、できるだけ欠席しないようにして下さい。や
むを得ず欠席した場合は、授業時間外でも演習室を使用できるので、自習して追
いついて下さい。 

連絡先 ２７号館４階 松下 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 欠席回数３・４回が 6 名、２回が 10 名と多い点が懸念される。演習科目は欠席
をすると次回の内容に追いつけなくなる場合があるので注意が必要である。 

英文科目名 Practice on CAD and CG II 
関連科目 CAD/CG 演習 I、設計演習Ⅰ、設計演習Ⅱ、設計演習Ⅲ、設計演習Ⅴ、特別研究 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 AutoCAD を使った建築設計製図での中級以上の技術を得るとともに、なぜ 

CAD を使うのかを理解し、清書機能としての CAD を超えた、コンピュータ利
用による設計の技術を習得する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  講師の自己紹介、CAD とは？ AutoCAD とは？（教科書 Chapter1） 
2 回 復習テストとコマンドの確認・解説 
3 回 AutoCAD の基本１（教科書 Chapter2） 
4 回 AutoCAD の基本２（教科書 Chapter2） 
5 回 画層、作図設定、テンプレート（教科書 Chapter3） 
6 回 異尺度対応、印刷（教科書 Chapter3） 
7 回 ダイナミックブロック（教科書 Chapter3） 
8 回 住宅の設計−平面図１（教科書 Chapter4） 
9 回 住宅の設計−平面図２（教 

準備学習 1 回 教科書全体に目を通すこと。USB メモリの用意 
2 回 演習Ⅰの復習をしておくこと 
3 回 演習Ⅰの復習をしておくこと 
4 回 AutoCAD コマンドエリアス（ペーパー）を持参する 
5 回 教科書 Chapter2 で学習した内容を十分に復習し、完璧に身につけておくこ
と 
6 回 前回教科書 Chapter3 で学習した内容を十分に復習し、完璧に身につけてお
くこと 
7 回 前回教科書 Chapter3 で学習した内容を十分に復習し、完璧に身につけてお
くこと 
8 回 前回教科書 Chapter3 で学習した内容を十分に復習し、完璧 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0251P 
成績評価 ・小テスト（得点配分 50%) 

・課題の評価（得点配分 50%) 
・全小テストの合格、全課題の提出を必須条件とする 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0251P ＣＡＤ／ＣＧ演習Ⅱ 
担当教員名 松下 大輔、鈴⽊ 裕二＊ 
単位数 2 
教科書 徹底解説 AutoCAD LT 2014/2013』／鈴⽊裕二・伊藤美樹／エクスナレッジ 
アクティブラーニング  
キーワード 建築設計、製図、図学、作品、表現、BIM 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ＣＡＤ／ＣＧ演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FTZ0251P 
実務経験のある教員  
達成目標 最新のクラウドを使った技術と、BIM など 3 次元デザインの手法を理解する。 

変化している設計プロセスでの CAD の利用について、その内容を理解できる能
力を身に付ける。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館４階 松下 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice on CAD and CG II 
関連科目 CAD/CG 演習 I、設計演習Ⅰ、設計演習Ⅱ、設計演習Ⅲ、設計演習Ⅴ、特別研究 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 AutoCAD を使った建築設計製図での中級以上の技術を得るとともに、なぜ 

CAD を使うのかを理解し、清書機能としての CAD を超えた、コンピュータ利
用による設計の技術を習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  講師の自己紹介、CAD とは？ AutoCAD とは？（教科書 Chapter1） 

2 回 復習テストとコマンドの確認・解説 
3 回 AutoCAD の基本１（教科書 Chapter2） 



4 回 AutoCAD の基本２（教科書 Chapter2） 
5 回 画層、作図設定、テンプレート（教科書 Chapter3） 
6 回 異尺度対応、印刷（教科書 Chapter3） 
7 回 ダイナミックブロック（教科書 Chapter3） 
8 回 住宅の設計−平面図１（教科書 Chapter4） 
9 回 住宅の設計−平面図２（教 

準備学習 1 回 教科書全体に目を通すこと。USB メモリの用意 
2 回 演習Ⅰの復習をしておくこと 
3 回 演習Ⅰの復習をしておくこと 
4 回 AutoCAD コマンドエリアス（ペーパー）を持参する 
5 回 教科書 Chapter2 で学習した内容を十分に復習し、完璧に身につけておくこ
と 
6 回 前回教科書 Chapter3 で学習した内容を十分に復習し、完璧に身につけてお
くこと 
7 回 前回教科書 Chapter3 で学習した内容を十分に復習し、完璧に身につけてお
くこと 
8 回 前回教科書 Chapter3 で学習した内容を十分に復習し、完璧 

 



年度 2014 
授業コード FTZ02520 
成績評価 ・小テスト（得点配分 50%) 

・課題の評価（得点配分 50%) 
・全小テストの合格、全課題の提出を必須条件とする 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜13) 
見出し FTZ02520 ＣＡＤ／ＣＧ演習Ⅱ 
担当教員名 松下 大輔、鈴⽊ 裕二＊ 
単位数 2 
教科書 徹底解説 AutoCAD LT 2014/2013』／鈴⽊裕二・伊藤美樹／エクスナレッジ 
アクティブラーニング  
キーワード 建築設計、製図、図学、作品、表現、BIM 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ＣＡＤ／ＣＧ演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FTZ02520 
実務経験のある教員  
達成目標 最新のクラウドを使った技術と、BIM など 3 次元デザインの手法を理解する。 

変化している設計プロセスでの CAD の利用について、その内容を理解できる能
力を身に付ける。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館４階 松下 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice on CAD and CG II 
関連科目 CAD/CG 演習 I、設計演習Ⅰ、設計演習Ⅱ、設計演習Ⅲ、設計演習Ⅴ、特別研究 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 AutoCAD を使った建築設計製図での中級以上の技術を得るとともに、なぜ 

CAD を使うのかを理解し、清書機能としての CAD を超えた、コンピュータ利
用による設計の技術を習得する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  講師の自己紹介、CAD とは？ AutoCAD とは？（教科書 Chapter1） 

2 回 復習テストとコマンドの確認・解説 
3 回 AutoCAD の基本１（教科書 Chapter2） 



4 回 AutoCAD の基本２（教科書 Chapter2） 
5 回 画層、作図設定、テンプレート（教科書 Chapter3） 
6 回 異尺度対応、印刷（教科書 Chapter3） 
7 回 ダイナミックブロック（教科書 Chapter3） 
8 回 住宅の設計−平面図１（教科書 Chapter4） 
9 回 住宅の設計−平面図２（教 

準備学習 1 回 教科書全体に目を通すこと。USB メモリの用意 
2 回 演習Ⅰの復習をしておくこと 
3 回 演習Ⅰの復習をしておくこと 
4 回 AutoCAD コマンドエリアス（ペーパー）を持参する 
5 回 教科書 Chapter2 で学習した内容を十分に復習し、完璧に身につけておくこ
と 
6 回 前回教科書 Chapter3 で学習した内容を十分に復習し、完璧に身につけてお
くこと 
7 回 前回教科書 Chapter3 で学習した内容を十分に復習し、完璧に身につけてお
くこと 
8 回 前回教科書 Chapter3 で学習した内容を十分に復習し、完璧 

 



年度 2014 
授業コード FTZ02610 
成績評価 課題１、課題２の提出作品、および一日設計課題の各点数により行う 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜12) 
見出し FTZ02610 設計演習Ⅳ 
担当教員名 弥⽥ 俊男、平山 文則、李 明、後藤 哲夫＊、江面 嗣人、後藤 義明、宗

本 順三 
単位数 3 
教科書 講義の際に配付する資料を用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード 事務所ビル、シニアハウジング、都市景観、製図、表現、プレゼンテーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「周りがうるさすぎて集中できない」という声があった事に対して、演習時間の

作業環境について適切に対応をとっていきたい。 
科目名 設計演習Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 設計資料集成等に設計事例、設計計画の図書 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FTZ02610 
実務経験のある教員  
達成目標 １）貸事務所ビルの基本計画を行える。シニアハウジングの複合施設の基本計画

ができる。２）製図等のプレゼンテーション技法と模型作成技術を習得する。３）
都市景観に配慮して基本計画ができる。 

受講者へのコメント 授業時間外の熱⼼な取組みは評価できますが、授業時間外における作業場所の使
用状況にやや難があります。一般常識的な判断力を持ち、その中で熱⼼に取り組
むようにしてください。また、やはり作業の進捗が遅れ気味となり、最後は提出
に間に合わせることで精いっぱいになってしまっていたので、作業計画をしっか
りと考えながら進めるようにしてください。 

連絡先 27 号館５階 弥⽥研究室 yada@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ＜授業を受けて良かった点＞について、「理解が深まった」、「興味、関⼼が高まっ
た」との回答が多く、また＜授業の目的を達成できたか＞について９割強が「で
きた」「だいたいできた」と回答し、＜授業に対する教員の熱意＞について９割強
が「感じられた」「少し感じられた」と回答していること、＜考慮してほしい点＞
についても、９割強が「特にない」としており、講義の狙いとした事、そのため
に⼯夫した講義の進め方について、概ね成功しているものと考えられます。 

英文科目名 Atelier Practice of Architectural Design IV 



関連科目 設計演習Ⅰ、設計演習Ⅱ、設計演習Ⅲ、建築概論、住宅計画、建築計画、都市計
画 

次回に向けての改善変更予定 今年度の実施内容を自主的に見直し、改善すべきと感じた点を抽出し、改善を加
えていきます。 

講義目的 法規、構造、計画等の講義から得られた知識などを元に、「事務所ビル」と「シニ
アハウジング」の 2 つの課題を通して必要機能の計画や動線計画を行い、空間構
成の基本的な方法を学ぶと共に、景観に配慮した外観や、都市空間と文化施設の
在り方を提案することを通じて、建物単体だけではなく街に新しい魅力を与える
手法を学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション，演習内容説明、「課題 1」事務所ビル 課題説明およ

び計画講義、敷地調査と現地模型の製作をする。 
2 回 ボリュームスタディ、必要諸施設、敷地配置計画を検討する。 
3 回 ボリューム模型、ラフプラン 配置計画 草案批評をする。 
4 回 構造および設備の計画講義。草案批評並びに改善指示 架構方法 断面計
画等全体計画をする。 
5 回 最終草案の批評並びに改善指示、平面、立面、断面の検討をする。 
6 回 計画承認、図面作成、模型製作をする。 
7 回 講評会、製図室の清掃・かたずけをする。 
8 回 【課題 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習過程を確認しておくこと。 
2 回 事務所ビルに関する文献、資料学習 事務所ビルはどうあるべきか考えて
おくこと。 
3 回 検討模型によるボリュームスタディ等を行い、プラン案をまとめておくこ
と。 
4 回 立面、平面、断面、意匠等の計画、最終草案の検討をしておくこと。 
5 回 最終草案の修正、プレゼンテーション用図面表現技法の研究をしておくこ
と。 
6 回 模型材料の検討、模型の表現技法の研究をしておくこと。 
7 回 最終成果物の図面および模型等の完成をしておくこと。 
8 回 シラバスをよく確認 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0261P 
成績評価 課題１、課題２の提出作品、および一日設計課題の各点数により行う 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0261P 設計演習Ⅳ 
担当教員名 弥⽥ 俊男、平山 文則、李 明、後藤 哲夫＊、江面 嗣人、後藤 義明、宗

本 順三 
単位数 3 
教科書 講義の際に配付する資料を用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード 事務所ビル、シニアハウジング、都市景観、製図、表現、プレゼンテーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 設計演習Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 設計資料集成等に設計事例、設計計画の図書 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FTZ0261P 
実務経験のある教員  
達成目標 １）貸事務所ビルの基本計画を行える。シニアハウジングの複合施設の基本計画

ができる。２）製図等のプレゼンテーション技法と模型作成技術を習得する。３）
都市景観に配慮して基本計画ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館５階 弥⽥研究室 yada@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Atelier Practice of Architectural Design IV 
関連科目 設計演習Ⅰ、設計演習Ⅱ、設計演習Ⅲ、建築概論、住宅計画、建築計画、都市計

画 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 法規、構造、計画等の講義から得られた知識などを元に、「事務所ビル」と「シニ

アハウジング」の 2 つの課題を通して必要機能の計画や動線計画を行い、空間構
成の基本的な方法を学ぶと共に、景観に配慮した外観や、都市空間と文化施設の
在り方を提案することを通じて、建物単体だけではなく街に新しい魅力を与える
手法を学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション，演習内容説明、「課題 1」事務所ビル 課題説明およ



び計画講義、敷地調査と現地模型の製作をする。 
2 回 ボリュームスタディ、必要諸施設、敷地配置計画を検討する。 
3 回 ボリューム模型、ラフプラン 配置計画 草案批評をする。 
4 回 構造および設備の計画講義。草案批評並びに改善指示 架構方法 断面計
画等全体計画をする。 
5 回 最終草案の批評並びに改善指示、平面、立面、断面の検討をする。 
6 回 計画承認、図面作成、模型製作をする。 
7 回 講評会、製図室の清掃・かたずけをする。 
8 回 【課題 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習過程を確認しておくこと。 
2 回 事務所ビルに関する文献、資料学習 事務所ビルはどうあるべきか考えて
おくこと。 
3 回 検討模型によるボリュームスタディ等を行い、プラン案をまとめておくこ
と。 
4 回 立面、平面、断面、意匠等の計画、最終草案の検討をしておくこと。 
5 回 最終草案の修正、プレゼンテーション用図面表現技法の研究をしておくこ
と。 
6 回 模型材料の検討、模型の表現技法の研究をしておくこと。 
7 回 最終成果物の図面および模型等の完成をしておくこと。 
8 回 シラバスをよく確認 

 



年度 2014 
授業コード FTZ02710 
成績評価 ・全体の 2/3 以上の出席を条件に、レポート・発表 15％、定期試験 85％で成績

を評価する。 
・定期試験はテキスト及び毎回の配布資料の持ちこみ可とする。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜12) 
見出し FTZ02710 住宅デザイン論 
担当教員名 平山 文則 
単位数 2 
教科書 眼を養い手を練れ／宮脇塾講師室編著／彰国社／978-4-395006434 
アクティブラーニング  
キーワード 人間⼯学、空間論、デザイン論、環境調和、省エネルギー、インテリアデザイン、

ユニバーサルデザイン 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 住宅デザイン論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ02710 
実務経験のある教員  
達成目標 ・気候・風土・文化の違いや立地条件の違いの理解。 

・与条件により住宅デザインがどのように変化・発展すべきかの理解。 
・住宅デザインの持つ重要性、楽しさを修得。 
・住宅デザイン（意匠、構造、設備）を実践する中で判断する根拠となる考えの
修得。 
・地球規模の課題を考慮しながら、新しい時代の住宅デザインが進むべき方向性
の修得。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２ ７ 号 館 ４ 階  平 山 研 究 室  ０ ８ ６ − ２ ５ ６ − ９ ６ ３ ５ 

hirayama@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Theory of Housing Design 
関連科目 設計演習Ⅰ〜Ⅴ、建築デザイン論、インテリアデザイン・色彩学、住宅計画、住

環境ユニバーサルデザイン 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 ・住宅は誰もが毎日接する最も身近な建築であり、そこで行われる行為は基本的
に変わらない。しかしながら、世界中の様々な地域の住宅は、機能においても形
態においても変化に富んでいる。また、同じ国においても都市と郊外では前提条
件が著しく異なる。気候・風土・文化の違いや立地条件の違いを理解し、それら
与条件により住宅デザインがどのように変化・発展すべきかを併せて理解するこ
とにより、建築デザインの持つ重要性、楽しさを修得する。 
・住宅デザイン（意匠、構造、設備）を具体的に実践する中で判断する根拠とな
る様々な考えを修得する 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス、住宅デザインを行う上での⼼構えや準備すべき事項を理解し

具体的な手順を学ぶ。 
2 回 人類の歴史の中での最も原初的な建築である住宅の歴史を理解し、住宅の
機能や意味を学ぶ。 
3 回 同じ機能であっても、それが建てられる地域の気候・風土により住宅の機能
が変化発展することを学ぶ。 
4 回 優れた事例から住宅の目的やコンセプトを確認し、同じ機能を持つ住宅で
あっても考え方で形態やボリュームにバリエーションがあることを学ぶ。 
5 回 優れた事例を通して、自然環境豊かな敷地における住宅デザインで考えな
ければなら 

準備学習 1 回 教科書の１章を予習しておくこと。 
2 回 蒙古のゲル、日本古来の「⽥の字型住宅」など原初的な機能の住宅を図書館
で調べておくこと。 
3 回 中東、東南アジア、北欧、日本、韓国などの典型的な住宅について図書館で
調べておくこと。 
4 回 教科書の２章を予習しておくこと 
5 回 教科書の３章を予習しておくこと。 
6 回 教科書の４章を予習しておくこと。 
7 回 教科書の５章を予習しておくこと。 
8 回 コルビジェの「小さな家」、ミースのファンズワース邸について調べておく
こと。 
9 回 リートフェルトのシュレーダー邸、コール 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0271P 
成績評価 ・全体の 2/3 以上の出席を条件に、レポート・発表 15％、定期試験 85％で成績

を評価する。 
・定期試験はテキスト及び毎回の配布資料の持ちこみ可とする。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0271P 住宅デザイン論 
担当教員名 平山 文則 
単位数 2 
教科書 眼を養い手を練れ／宮脇塾講師室編著／彰国社／978-4-395006434 
アクティブラーニング  
キーワード 人間⼯学、空間論、デザイン論、環境調和、省エネルギー、インテリアデザイン、

ユニバーサルデザイン 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 住宅デザイン論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ0271P 
実務経験のある教員  
達成目標 ・気候・風土・文化の違いや立地条件の違いの理解。 

・与条件により住宅デザインがどのように変化・発展すべきかの理解。 
・住宅デザインの持つ重要性、楽しさを修得。 
・住宅デザイン（意匠、構造、設備）を実践する中で判断する根拠となる考えの
修得。 
・地球規模の課題を考慮しながら、新しい時代の住宅デザインが進むべき方向性
の修得。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２ ７ 号 館 ４ 階  平 山 研 究 室  ０ ８ ６ − ２ ５ ６ − ９ ６ ３ ５ 

hirayama@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Theory of Housing Design 
関連科目 設計演習Ⅰ〜Ⅴ、建築デザイン論、インテリアデザイン・色彩学、住宅計画、住

環境ユニバーサルデザイン 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 ・住宅は誰もが毎日接する最も身近な建築であり、そこで行われる行為は基本的
に変わらない。しかしながら、世界中の様々な地域の住宅は、機能においても形
態においても変化に富んでいる。また、同じ国においても都市と郊外では前提条
件が著しく異なる。気候・風土・文化の違いや立地条件の違いを理解し、それら
与条件により住宅デザインがどのように変化・発展すべきかを併せて理解するこ
とにより、建築デザインの持つ重要性、楽しさを修得する。 
・住宅デザイン（意匠、構造、設備）を具体的に実践する中で判断する根拠とな
る様々な考えを修得する 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス、住宅デザインを行う上での⼼構えや準備すべき事項を理解し

具体的な手順を学ぶ。 
2 回 人類の歴史の中での最も原初的な建築である住宅の歴史を理解し、住宅の
機能や意味を学ぶ。 
3 回 同じ機能であっても、それが建てられる地域の気候・風土により住宅の機能
が変化発展することを学ぶ。 
4 回 優れた事例から住宅の目的やコンセプトを確認し、同じ機能を持つ住宅で
あっても考え方で形態やボリュームにバリエーションがあることを学ぶ。 
5 回 優れた事例を通して、自然環境豊かな敷地における住宅デザインで考えな
ければなら 

準備学習 1 回 教科書の１章を予習しておくこと。 
2 回 蒙古のゲル、日本古来の「⽥の字型住宅」など原初的な機能の住宅を図書館
で調べておくこと。 
3 回 中東、東南アジア、北欧、日本、韓国などの典型的な住宅について図書館で
調べておくこと。 
4 回 教科書の２章を予習しておくこと 
5 回 教科書の３章を予習しておくこと。 
6 回 教科書の４章を予習しておくこと。 
7 回 教科書の５章を予習しておくこと。 
8 回 コルビジェの「小さな家」、ミースのファンズワース邸について調べておく
こと。 
9 回 リートフェルトのシュレーダー邸、コール 

 



年度 2014 
授業コード FTZ02810 
成績評価 小課題提出(10%)と定期試験(90%)により評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 建築学科(〜12) 
見出し FTZ02810 近代建築史 
担当教員名 弥⽥ 俊男、李 明 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 歴史的建造物、日本文化、建築と都市の創造 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「様々な年代の建物を見る事ができてとても勉強になった」との声があった。ま

た、私語を注意されても止めない学生があったとの事に対して、適切に対応をと
っていきたい。 

科目名 近代建築史 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「新建築学大系５、近代・現代建築史」彰国社 

日本建築学会編「近代建築史図集」彰国社 
授業形態 講義 
注意備考 定期試験期間中に試験を行う。 
シラバスコード FTZ02810 
実務経験のある教員  
達成目標 日本及び欧米等における近代建築の様式や特徴について理解し、これらの誕生か

ら発展までの歴史を理解する。これらを通して、現代社会における建築文化の役
割を考える能力を身につける。 

受講者へのコメント 授業時間外にどの程度学習したかについて、30 分程度または全くしなかったと
いう回答が約７割を占めています。「勉強しなければならない」という気持ちで
はなく、講義で聞いて初めて知ったことに「もっと知りたい」と興味を持ち、楽
しみとして自主的により知識を深めてもらえるようになると良いと思います。 

連絡先 27 号館 5 階弥⽥研究室、yada@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ＜授業を受けて良かった点＞について、「理解が深まった」、「興味、関⼼が高まっ
た」との回答が多く、また＜授業の目的を達成できたか＞について約７割強が「で
きた」「だいたいできた」と回答し、＜授業に対する教員の熱意＞について約８割
が「感じられた」「少し感じられた」と回答していること、＜考慮してほしい点＞
についても、約９割が「特にない」としており、講義の狙いとした事、そのため
に⼯夫した講義の進め方について、概ね成功しているものと考えられます。 

英文科目名 History of Modern Architecture 



関連科目 ⻄洋建築史、日本建築史、建築概論と合わせて学ぶことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 今年度の実施内容を自主的に見直し、改善すべきと感じた点を抽出し、改善を加

えていきます。 
講義目的 近代建築が日本及び欧米等において、社会や生活の変化に対応して、どのように

誕生し発展してきたかを学び、現代建築誕生の基礎を理解し、これからの建築や
都市の創造の意味を考える能力を育成する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  近代建築史を学ぶ意義について講述する。 

2 回  日本の近代建築Ⅰとして、日本の幕末から明治初期の近代建築の発達につ
いて講述する。 
3 回  日本の近代建築Ⅱとして、日本の明治期の近代建築の発達について講述す
る。 
4 回  日本の近代建築Ⅲとして、日本の大正・昭和初期の近代建築の発達につい
て講述する。 
5 回  日本の近代建築Ⅳとして、日本の昭和期の近代建築の発達について講述す
る。 
6 回  ⻄洋の近代建築Ⅰとして、⻄欧の産業革命と建築の発達について講述する。 
7 回  ⻄洋の近代建築Ⅱとして、⻄欧の新たな建 

準備学習 1 回  シラバスを良く確認し学習の過程を理解しておくこと。 
2 回  図書館で日本の近代建築について調べておくこと。 
3 回  図書館で日本の近代建築について調べておくこと。 
4 回  図書館で日本の近代建築について調べておくこと。 
5 回  図書館で日本の近代建築について調べておくこと。 
6 回  図書館で⻄洋の近代建築について調べておくこと。 
7 回  図書館で⻄洋の近代建築について調べておくこと。 
8 回  図書館で⻄洋の近代建築について調べておくこと。 
9 回  図書館で⻄洋の近代建築について調べておくこと。 
1 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0281P 
成績評価 小課題提出(10%)と定期試験(90%)により評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0281P 近代建築史 
担当教員名 弥⽥ 俊男、李 明 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 歴史的建造物、日本文化、建築と都市の創造 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 近代建築史 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「新建築学大系５、近代・現代建築史」彰国社 

日本建築学会編「近代建築史図集」彰国社 
授業形態 講義 
注意備考 定期試験期間中に試験を行う。 
シラバスコード FTZ0281P 
実務経験のある教員  
達成目標 日本及び欧米等における近代建築の様式や特徴について理解し、これらの誕生か

ら発展までの歴史を理解する。これらを通して、現代社会における建築文化の役
割を考える能力を身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 5 階弥⽥研究室、yada@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 History of Modern Architecture 
関連科目 ⻄洋建築史、日本建築史、建築概論と合わせて学ぶことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近代建築が日本及び欧米等において、社会や生活の変化に対応して、どのように

誕生し発展してきたかを学び、現代建築誕生の基礎を理解し、これからの建築や
都市の創造の意味を考える能力を育成する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  近代建築史を学ぶ意義について講述する。 

2 回  日本の近代建築Ⅰとして、日本の幕末から明治初期の近代建築の発達につ
いて講述する。 
3 回  日本の近代建築Ⅱとして、日本の明治期の近代建築の発達について講述す



る。 
4 回  日本の近代建築Ⅲとして、日本の大正・昭和初期の近代建築の発達につい
て講述する。 
5 回  日本の近代建築Ⅳとして、日本の昭和期の近代建築の発達について講述す
る。 
6 回  ⻄洋の近代建築Ⅰとして、⻄欧の産業革命と建築の発達について講述する。 
7 回  ⻄洋の近代建築Ⅱとして、⻄欧の新たな建 

準備学習 1 回  シラバスを良く確認し学習の過程を理解しておくこと。 
2 回  図書館で日本の近代建築について調べておくこと。 
3 回  図書館で日本の近代建築について調べておくこと。 
4 回  図書館で日本の近代建築について調べておくこと。 
5 回  図書館で日本の近代建築について調べておくこと。 
6 回  図書館で⻄洋の近代建築について調べておくこと。 
7 回  図書館で⻄洋の近代建築について調べておくこと。 
8 回  図書館で⻄洋の近代建築について調べておくこと。 
9 回  図書館で⻄洋の近代建築について調べておくこと。 
1 

 



年度 2014 
授業コード FTZ02910 
成績評価 定期試験(80％）および小課題提出（20％）により評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜12) 
見出し FTZ02910 都市計画 
担当教員名 弥⽥ 俊男 
単位数 2 
教科書 適宜資料（プリント）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 都市、まちづくり、地域活性化、地球環境 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特別講師を招いた事に対して「とても勉強になった」「とても楽しく、課外での交

流の種にもなり、嬉しい事だった」と声が見られ、実務家の都市計画に対する取
組を直接感じてもらう意図が成功したと考えられ、来年度も継続していきたい。 

科目名 都市計画 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 佐藤圭二、杉野尚夫「新都市計画総論」、⿅島出版会 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FTZ02910 
実務経験のある教員  
達成目標 人間が居住し活動する場としての都市の計画・設計方法の基本を習得し、都市に

おける建築の在り方についての基本認識を持ち、日常生活の中で都市計画との関
わりに常に意識を持つようになることを目標とする。 

受講者へのコメント 授業時間外にどの程度学習したかについて、30 分程度または全くしなかったと
いう回答が約７割を占めています。「勉強しなければならない」という気持ちで
はなく、講義で聞いて初めて知ったことに「もっと知りたい」と興味を持ち、楽
しみとして自主的により知識を深めてもらえるようになると良いと思います。 

連絡先 27 号館 5 階 弥⽥研究室 086-256-9426  yada@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ＜授業を受けて良かった点＞について、「理解が深まった」、「興味、関⼼が高まっ
た」との回答が多く、また＜授業の目的を達成できたか＞について約７割が「で
きた」「だいたいできた」と回答し、＜授業に対する教員の熱意＞について約８割
が「感じられた」「少し感じられた」と回答していること、＜考慮してほしい点＞
についても、約９割が「特にない」としており、講義の狙いとした事、そのため
に⼯夫した講義の進め方について、概ね成功しているものと考えられます。 

英文科目名 Urban Planning 
関連科目 都市設計、環境デザイン 



次回に向けての改善変更予定 今年度の実施内容を自主的に見直し、改善すべきと感じた点を抽出し、改善を加
えていきます。 

講義目的 都市の歴史を通して都市計画の沿革や考え方を学び、現在の都市計画制度や仕組
み、事業手法等および国内外のまちづくりの事例を概説して、都市計画に関する
基礎的知識を習得すると共に、今日的課題である住⺠主体・協働のまちづくり、
地域活性化、地球環境問題と都市問題などに関する認識を深め理解することを目
的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 都市計画を学ぶ意義や講義の構成について説明する。 

古代都市の成立から中世まで都市の成立過程について講述する。 
2 回 現代ヨーロッパ諸都市の基盤を形成した中世ヨーロッパ都市を中⼼として、
近代以前の都市づくりについて講述する。 
3 回 現代都市計画につながるイギリスの産業革命から始まった近代都市計画の
系譜について講述する。 
4 回 都市を現実的に規定している我が国の都市計画法制度について、その意義
と内容について講述する。 
5 回 都市を構成する都市機能と居住機能が合理的・機能的に形成される都市の
土地利用計画の 

準備学習 1 回 シラバスを確認して、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 ヨーロッパ中世都市成立の背景と都市の特徴について調べておくこと。 
3 回 イギリス産業革命の進展に伴い生じた都市問題について調べておくこと。 
4 回 都市計画法と市町村の総合計画および建築基準法との関係について調べて
おくこと。 
5 回 人々が安全で快適に住み働き憩うことができるまちとは、まちとしてどの
ような条件が必要であるかを考えておくこと。 
6 回 都市活動によって生じるゴミ、排熱、下水などの排出物が地球環境に与える
負荷を低減するために出来るライフ 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0291P 
成績評価 定期試験(80％）および小課題提出（20％）により評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0291P 都市計画 
担当教員名 弥⽥ 俊男 
単位数 2 
教科書 適宜資料（プリント）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 都市、まちづくり、地域活性化、地球環境 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 都市計画 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 佐藤圭二、杉野尚夫「新都市計画総論」、⿅島出版会 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FTZ0291P 
実務経験のある教員  
達成目標 人間が居住し活動する場としての都市の計画・設計方法の基本を習得し、都市に

おける建築の在り方についての基本認識を持ち、日常生活の中で都市計画との関
わりに常に意識を持つようになることを目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 5 階 弥⽥研究室 086-256-9426  yada@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Urban Planning 
関連科目 都市設計、環境デザイン 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 都市の歴史を通して都市計画の沿革や考え方を学び、現在の都市計画制度や仕組

み、事業手法等および国内外のまちづくりの事例を概説して、都市計画に関する
基礎的知識を習得すると共に、今日的課題である住⺠主体・協働のまちづくり、
地域活性化、地球環境問題と都市問題などに関する認識を深め理解することを目
的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 都市計画を学ぶ意義や講義の構成について説明する。 

古代都市の成立から中世まで都市の成立過程について講述する。 
2 回 現代ヨーロッパ諸都市の基盤を形成した中世ヨーロッパ都市を中⼼として、



近代以前の都市づくりについて講述する。 
3 回 現代都市計画につながるイギリスの産業革命から始まった近代都市計画の
系譜について講述する。 
4 回 都市を現実的に規定している我が国の都市計画法制度について、その意義
と内容について講述する。 
5 回 都市を構成する都市機能と居住機能が合理的・機能的に形成される都市の
土地利用計画の 

準備学習 1 回 シラバスを確認して、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 ヨーロッパ中世都市成立の背景と都市の特徴について調べておくこと。 
3 回 イギリス産業革命の進展に伴い生じた都市問題について調べておくこと。 
4 回 都市計画法と市町村の総合計画および建築基準法との関係について調べて
おくこと。 
5 回 人々が安全で快適に住み働き憩うことができるまちとは、まちとしてどの
ような条件が必要であるかを考えておくこと。 
6 回 都市活動によって生じるゴミ、排熱、下水などの排出物が地球環境に与える
負荷を低減するために出来るライフ 

 



年度 2014 
授業コード FTZ03010 
成績評価 定期試験（85％）と講義中に行う小課題（15％）により評価する 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜12) 
見出し FTZ03010 住環境ユニバーサルデザイン 
担当教員名 後藤 義明 
単位数 2 
教科書 建築・都市のユニバーサルデザイン その考え方と実践手法／⽥中直人／彰国社 
アクティブラーニング  
キーワード インクルーシブ・デザイン、⻑寿社会、住み続けられる住宅、デザイン・フォア・

オール 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特にない、分かりやすかった、少し難しかった、ブラインドが壊れていたの 4 回

答でした。 
ブラインドは枠から外れていたと思われます。難しかった回答はに対しては上記
に関連しますが、UD ですので誰にでも分かるように努力します。 

科目名 住環境ユニバーサルデザイン 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 日頃から自分のまわりの生活環境や道具などを、子供や障がいがある人など、使

用者が異なる視点で評価して下さい。 
シラバスコード FTZ03010 
実務経験のある教員  
達成目標 住宅や建築物でのユニバーサルデザインの考え方と実践手法を習得する。 
受講者へのコメント 欠席回数が３，４回の学生が 19%ですので多いと感じます。設計演習の前の時間

帯ですから課題作成にエネルギーを使っているかも知れません。とはいえ、実務
設計に必ず役立つ内容ですので、後輩には受講する限りは出席した方がいいと伝
えて下さい。 

連絡先 27 号館 5 階 後藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 履修者数 74 人に対し、63 人の回答を得ました。成⻑に関する質問でも 81%が理
解を深めてくれました。総合評価での満足度では、満足、ほぼ満足合わせて 82.6%
でした。無回答が 1 名いましたが良好だったと思われます。しかしながらユニバ
ーサルデザインですからマイナス評価を 0 にするように努力します。 

英文科目名 Universal Housing Design 
関連科目 住宅計画、建築計画 
次回に向けての改善変更予定 目標を達成できなかった学生の数は 2 名（無回答も 1 名）と少ないですが 0 にす



るように教材や説明を⼯夫します。できれば時間帯を変更したいのですが、他の
科目との調整が難しいので次々回以降になりそうです。 

講義目的 ユニバーサルデザインの考え方と実践手法についてバリアフリー設計事例など
も交えて講義する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 生活環境とユニバーサルデザイン１ 生活環境の変化と求められる要素 

2 回 生活環境とユニバーサルデザイン２ バリアフリーデザインからニバーサ
ルデザインへ 
3 回 身体機能と環境への配慮１ 
4 回 身体機能と環境への配慮２ 
5 回 ユニバーサルデザインのプロセス 
6 回 ユニバーサルデザインの手法 
7 回 外部空間のユニバーサルデザイン１ 
8 回 外部空間のユニバーサルデザイン２ 
9 回 公共建築のユニバーサルデザイン１ 
10 回 公共建築のユニバーサルデザイン２ 
11 回 居住空間のユニバーサルデザイン１ 
12 回 居住 

準備学習 1 回 テキスト該当ページ(p7-14）を熟読すること。 
2 回 テキスト該当ページ(p15-26）を熟読すること。 
3 回 テキスト該当ページ(p27-33）を熟読すること。 
4 回 テキスト該当ページ(p34-39）を熟読すること。 
5 回 テキスト該当ページ(p39-45）を熟読すること。 
6 回 テキスト該当ページ(p46-53）を熟読すること。 
7 回 テキスト該当ページ(p55-75）を熟読すること。 
8 回 テキスト該当ページ(p76-88）を熟読すること。 
9 回 テキスト該当ページ(p89-109）を熟読 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0301P 
成績評価 定期試験（85％）と講義中に行う小課題（15％）により評価する 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0301P 住環境ユニバーサルデザイン 
担当教員名 後藤 義明 
単位数 2 
教科書 建築・都市のユニバーサルデザイン その考え方と実践手法／⽥中直人／彰国社 
アクティブラーニング  
キーワード インクルーシブ・デザイン、⻑寿社会、住み続けられる住宅、デザイン・フォア・

オール 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 住環境ユニバーサルデザイン 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 日頃から自分のまわりの生活環境や道具などを、子供や障がいがある人など、使

用者が異なる視点で評価して下さい。 
シラバスコード FTZ0301P 
実務経験のある教員  
達成目標 住宅や建築物でのユニバーサルデザインの考え方と実践手法を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 5 階 後藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Universal Housing Design 
関連科目 住宅計画、建築計画 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ユニバーサルデザインの考え方と実践手法についてバリアフリー設計事例など

も交えて講義する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生活環境とユニバーサルデザイン１ 生活環境の変化と求められる要素 

2 回 生活環境とユニバーサルデザイン２ バリアフリーデザインからニバーサ
ルデザインへ 
3 回 身体機能と環境への配慮１ 
4 回 身体機能と環境への配慮２ 
5 回 ユニバーサルデザインのプロセス 



6 回 ユニバーサルデザインの手法 
7 回 外部空間のユニバーサルデザイン１ 
8 回 外部空間のユニバーサルデザイン２ 
9 回 公共建築のユニバーサルデザイン１ 
10 回 公共建築のユニバーサルデザイン２ 
11 回 居住空間のユニバーサルデザイン１ 
12 回 居住 

準備学習 1 回 テキスト該当ページ(p7-14）を熟読すること。 
2 回 テキスト該当ページ(p15-26）を熟読すること。 
3 回 テキスト該当ページ(p27-33）を熟読すること。 
4 回 テキスト該当ページ(p34-39）を熟読すること。 
5 回 テキスト該当ページ(p39-45）を熟読すること。 
6 回 テキスト該当ページ(p46-53）を熟読すること。 
7 回 テキスト該当ページ(p55-75）を熟読すること。 
8 回 テキスト該当ページ(p76-88）を熟読すること。 
9 回 テキスト該当ページ(p89-109）を熟読 

 



年度 2014 
授業コード FTZ03110 
成績評価 毎回実施する確認テスト、および定期試験の成績による。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜12) 
見出し FTZ03110 インテリアデザイン・色彩学 
担当教員名 松下 大輔、弥⽥ 俊男、李 明 
単位数 2 
教科書 講義時に配布する資料を用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード インテリア、住空間、色彩 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 インテリアデザイン・色彩学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ03110 
実務経験のある教員  
達成目標 インテリアを計画し、コーディネートするための技術、特に住空間のインテリア

デザインのための幅広い知識を習得することを目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 4 階 松下 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Interior Design and Color Science 
関連科目 建築計画、住宅計画、建築材料、建築設備Ⅰ、住環境ユニバーサルデザイン、日

本建築史、⻄洋建築史 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 インテリアデザインおよび色彩学の基礎になる知識の習得を目的とする。具体的

には、インテリアの歴史、人間⼯学、計画方法、構法、住宅設備、表現技法、関
連法規、家具、照明および色彩と造形などについて学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 インテリアデザイン、色彩学を学ぶにあたり、当該分野の概要を説明する。 

2 回 日本のインテリアデザインの歴史を学ぶ。 
3 回 ⻄洋のインテリアデザインの歴史を学ぶ。 
4 回 熱と湿度、換気と通風、音、採光と照明などについて学ぶ。 
5 回 冷暖房、空調設備、給排水設備などについて学ぶ。 



6 回 製図の基礎、インテリアの図面について学ぶ。 
7 回 人間⼯学の意味と人体寸法を理解し、空間・家具什器・設備への応用を学
ぶ。 
8 回 色彩の原理、表色系、色彩の効果などに関する基礎理論を学ぶ。 
9 回 優れたインテリア計画の実例 

準備学習 1 回 インテリアデザイン関連分野の対象領域や資格について把握しておく。 
2 回 日本のインテリアデザインについて関連資料を調べておく。日本建築史な
ど関連講義を復習しておく。前回授業の内容を復習しておくこと。 
3 回 ⻄洋のインテリアデザインについて関連資料を調べておく。⻄洋建築史な
ど関連講義を復習しておく。前回授業の内容を復習しておくこと。 
4 回 前回授業の内容および建築環境⼯学Ⅰや建築設備Ⅰの内容を復習しておく
こと。 
5 回 前回授業の内容を復習しておくこと。 
6 回 設計演習で学んだ各種図面の表現方法について 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0311P 
成績評価 毎回実施する確認テスト、および定期試験の成績による。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0311P インテリアデザイン・色彩学 
担当教員名 松下 大輔、弥⽥ 俊男、李 明 
単位数 2 
教科書 講義時に配布する資料を用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード インテリア、住空間、色彩 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 インテリアデザイン・色彩学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ0311P 
実務経験のある教員  
達成目標 インテリアを計画し、コーディネートするための技術、特に住空間のインテリア

デザインのための幅広い知識を習得することを目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 4 階 松下 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Interior Design and Color Science 
関連科目 建築計画、住宅計画、建築材料、建築設備Ⅰ、住環境ユニバーサルデザイン、日

本建築史、⻄洋建築史 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 インテリアデザインおよび色彩学の基礎になる知識の習得を目的とする。具体的

には、インテリアの歴史、人間⼯学、計画方法、構法、住宅設備、表現技法、関
連法規、家具、照明および色彩と造形などについて学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 インテリアデザイン、色彩学を学ぶにあたり、当該分野の概要を説明する。 

2 回 日本のインテリアデザインの歴史を学ぶ。 
3 回 ⻄洋のインテリアデザインの歴史を学ぶ。 
4 回 熱と湿度、換気と通風、音、採光と照明などについて学ぶ。 
5 回 冷暖房、空調設備、給排水設備などについて学ぶ。 



6 回 製図の基礎、インテリアの図面について学ぶ。 
7 回 人間⼯学の意味と人体寸法を理解し、空間・家具什器・設備への応用を学
ぶ。 
8 回 色彩の原理、表色系、色彩の効果などに関する基礎理論を学ぶ。 
9 回 優れたインテリア計画の実例 

準備学習 1 回 インテリアデザイン関連分野の対象領域や資格について把握しておく。 
2 回 日本のインテリアデザインについて関連資料を調べておく。日本建築史な
ど関連講義を復習しておく。前回授業の内容を復習しておくこと。 
3 回 ⻄洋のインテリアデザインについて関連資料を調べておく。⻄洋建築史な
ど関連講義を復習しておく。前回授業の内容を復習しておくこと。 
4 回 前回授業の内容および建築環境⼯学Ⅰや建築設備Ⅰの内容を復習しておく
こと。 
5 回 前回授業の内容を復習しておくこと。 
6 回 設計演習で学んだ各種図面の表現方法について 

 



年度 2014 
授業コード FTZ03210 
成績評価 建築⼯学コース、住デザインコースともに 2 つの課題の合計点で評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜12) 
見出し FTZ03210 設計演習Ⅴ 
担当教員名 平山 文則、後藤 義明、宗本 順三＊、松下 大輔、弥⽥ 俊男、李 明、後

藤 哲夫 
単位数 3 
教科書 講義の際に配付する資料を用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード 建築設計、都市計画、街づくり、コミュニケーションスペース、劇場・ホール、

集会施設、インキュベーション施設、商業施設、集合住宅、安全性、居住性、UD、
ホテル、リゾートホテル、滞在型、非日常空間。 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 設計演習Ⅴ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 設計資料集成（総合編、居住、展示・芸能、集会・市⺠サービス）及び劇場・ホ

ール、集合住宅、商業施設、コミュニティ施設、リゾートホテルに関する各種図
書・雑誌など。 

授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FTZ03210 
実務経験のある教員  
達成目標 ・集客力が高く魅力的な建物を創造する。 

・街や地域のの景観に配慮した計画を立案する。 
・街や地域のの発展に貢献する計画を立案する。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 4 階 404 号室 平山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Atelier Practice of Architectural Design V 
関連科目 設計演習Ⅰ、設計演習Ⅱ、設計演習Ⅲ、設計演習Ⅳ、都市計画、建築計画、建築

デザイン論、住宅デザイン論。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ・建築⼯学コースにおいては「地域の中核となる劇場・ホール」及び「中⼼市街

地の複合施設」の２つの課題を通して、都市における公共施設の機能や役割を認
識するとともに、都市的な視点で街の魅力を高めることを学ぶ。 



・住デザインコースにおいては「集合住宅」及び「景勝地に建つリゾートホテル」
を通して、日常的な住環境と非日常的な住環境のありかたについて学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 Va-1「街づくりの核となる劇場・ホール」課題説明。 

敷地調査、敷地・周辺模型の製作。 
Vb-1 「集合住宅」課題説明。 
敷地調査、敷地・周辺模型を製作。 
2 回 Va-1 劇場・ホールの基礎知識の計画講義。 
Vb-1 集合住宅に関する計画講義。 
設計条件の把握・整理、敷地・周辺模型作成、コンセプト立案に基づきディスカ
ッション。 
3 回 Va-1,Vb-1 ともに敷地の中に機能をゾーニングし、平面スケッチを開始す
る。 
上記スケッチに基づきディスカッション。 
4 回 Va-1,Vb-1 ともに、敷地ゾーニング 

準備学習 1 回 ・1000 席程度の劇場・ホールの事例を参考書、建築雑誌などから調べてお
く。 
・90 ⼾程度の集合住宅事例を参考書、建築雑誌などから調べておく。 
2 回 ・今回の劇場・ホールで実現したい目的・機能について検討しておくこと。 
・安全で快適な集合住宅を設計するうえで重要な項目について理解しておくこ
と。 
3 回 敷地ゾーニングスケッチ、平面スケッチを作成しておくこと。 
4 回 検討模型によるボリュームスタディ、平面・立面・断面等の計画案を作成す
ること。 
5 回 ディスカッションに基づき検討模型によるボリュームスタディ 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0321P 
成績評価 建築⼯学コース、住デザインコースともに 2 つの課題の合計点で評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0321P 設計演習Ⅴ 
担当教員名 平山 文則、李 明、後藤 哲夫＊、後藤 義明、宗本 順三＊、松下 大輔、

弥⽥ 俊 
単位数 3 
教科書 講義の際に配付する資料を用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード 建築設計、都市計画、街づくり、コミュニケーションスペース、劇場・ホール、

集会施設、インキュベーション施設、商業施設、集合住宅、安全性、居住性、UD、
ホテル、リゾートホテル、滞在型、非日常空間。 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 設計演習Ⅴ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 設計資料集成（総合編、居住、展示・芸能、集会・市⺠サービス）及び劇場・ホ

ール、集合住宅、商業施設、コミュニティ施設、リゾートホテルに関する各種図
書・雑誌など。 

授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FTZ0321P 
実務経験のある教員  
達成目標 ・集客力が高く魅力的な建物を創造する。 

・街や地域のの景観に配慮した計画を立案する。 
・街や地域のの発展に貢献する計画を立案する。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 4 階 404 号室 平山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Atelier Practice of Architectural Design V 
関連科目 設計演習Ⅰ、設計演習Ⅱ、設計演習Ⅲ、設計演習Ⅳ、都市計画、建築計画、建築

デザイン論、住宅デザイン論。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ・建築⼯学コースにおいては「地域の中核となる劇場・ホール」及び「中⼼市街

地の複合施設」の２つの課題を通して、都市における公共施設の機能や役割を認
識するとともに、都市的な視点で街の魅力を高めることを学ぶ。 



・住デザインコースにおいては「集合住宅」及び「景勝地に建つリゾートホテル」
を通して、日常的な住環境と非日常的な住環境のありかたについて学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Va-1「街づくりの核となる劇場・ホール」課題説明。 

敷地調査、敷地・周辺模型の製作。 
Vb-1 「集合住宅」課題説明。 
敷地調査、敷地・周辺模型を製作。 
2 回 Va-1 劇場・ホールの基礎知識の計画講義。 
Vb-1 集合住宅に関する計画講義。 
設計条件の把握・整理、敷地・周辺模型作成、コンセプト立案に基づきディスカ
ッション。 
3 回 Va-1,Vb-1 ともに敷地の中に機能をゾーニングし、平面スケッチを開始す
る。 
上記スケッチに基づきディスカッション。 
4 回 Va-1,Vb-1 ともに、敷地ゾーニング 

準備学習 1 回 ・1000 席程度の劇場・ホールの事例を参考書、建築雑誌などから調べてお
く。 
・90 ⼾程度の集合住宅事例を参考書、建築雑誌などから調べておく。 
2 回 ・今回の劇場・ホールで実現したい目的・機能について検討しておくこと。 
・安全で快適な集合住宅を設計するうえで重要な項目について理解しておくこ
と。 
3 回 敷地ゾーニングスケッチ、平面スケッチを作成しておくこと。 
4 回 検討模型によるボリュームスタディ、平面・立面・断面等の計画案を作成す
ること。 
5 回 ディスカッションに基づき検討模型によるボリュームスタディ 

 



年度 2014 
授業コード FTZ03310 
成績評価 課題提出等の平常点（２０％）と定期試験（８０％）の点数により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜12) 
見出し FTZ03310 ⻄洋建築史 
担当教員名 江面 嗣人 
単位数 2 
教科書 『⻄洋建築史図集』３訂版、日本建築学会、彰国社刊 
アクティブラーニング  
キーワード ⻄洋、歴史的建造物、⻄洋の社会変化、建築意匠、建築文化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特に無し。 
科目名 ⻄洋建築史 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 森⽥慶一『⻄洋建築入門』東海大出版界 
授業形態 講義 
注意備考 15 回の講義の後に定期試験を行う。 
シラバスコード FTZ03310 
実務経験のある教員  
達成目標 ⻄洋の古代から中世、近世に至る建築の歴史について学び、その形式や特徴につ

いて理解し、また、⻄洋における各国の文化と建築の関係についても理解し、そ
の歴史の延⻑としてこれからの建築のあり方を考える能力を育成する。それによ
って、文化としての建築及び都市空間を創造する能力を育成する。 

受講者へのコメント 本授業は歴史の授業であるが、年代については一切使用しない。歴史学は年代の
カタログではなく、物事の起承転結を学び、原因と結果の結びつきについて学ぶ
もので、社会の特徴である都市や建築がどのような理由で形成され、将来の自分
の思想形成に役立てようとするものである。同時に日本の⽊造建築の特徴につい
ても、これまでの歴史の授業では学べなかった興味深い内容が学べるはずであ
る。 

連絡先 江面研究室 ２７号館５０４号室 E-mail：ezura@archi.ous.ac.jp 電話：086-256-
9742 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 毎週、前回の授業の内容と疑問点のレポートを課したが、約８５％の学生が授業
に良く取組み、総合評価も約６８％学生がほぼ目標を達成し、約８５％の学生が
授業にほぼ満足と答え、学習に役立っているのが分かった。建築の歴史学の授業
で、内容は⻄洋の文化に関するもので難しいと思われ、決してレベルを落とした
授業では無いにも関わらず、これだけの学生が何らかの進展が得られたと感じて
いることは、希望がもてると感じている。 



英文科目名 History of Western Architecture 
関連科目 日本建築史、近代建築史、建築概論 
次回に向けての改善変更予定 一部はプリントにして写真や図面を付けていますが、徐々に充実するように⼼が

けたい。小テストや課題で習熟度を確認しながら授業を進めるようにしています
が、個人に対する対応を充実していきたい。 

講義目的 ⻄洋の歴史的建造物の形式や特徴を中⼼に、⻄洋建築の歴史について、ギリシア、
ローマの古代建築からロマネスク、ゴシック、ルネッサンス、バロックなどの中
世、近世までの様式建築の歴史を学ぶ。講義においては、⻄洋における社会的及
び文化的背景等によって形成された建築の様式や意匠という視点を重視し、文化
と建築との関係について理解することを主たる目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ⻄洋の歴史的建造物の概論（形式と構造）として⻄洋建築史学習の意義と⻄

洋の建造物の発展と特徴を概観する。 
2 回 ⻄洋古代建築史Ⅰとして、⻄洋建築周辺史及び⻄洋建築の誕生（古代ギリシ
ャ建築）について学ぶ。 
3 回 ⻄洋古代建築史Ⅱとして、古代ローマ建築の発達について学ぶ。 
4 回 ⻄洋古代建築史Ⅲとして、初期キリスト教建築及びビザンチン、イスラム建
築について学ぶ。 
5 回 ⻄洋中世建築史Ⅰとして、ロマネスク建築について学ぶ。 
6 回 ⻄洋中世建築史Ⅱとして、ロマネスク建築のプランと空間の発達について
学ぶ。 
7 回 

準備学習 1 回 シラバスを良く確認し学習の過程を理解しておくこと。 
2 回 図書館で⻄洋建築周辺史及び⻄洋建築の誕生（古代ギリシャ建築）について
調べておくこと。 
3 回 図書館で古代ローマ建築について調べておくこと。 
4 回 図書館で初期キリスト教建築及びビザンチン、イスラム建築について調べ
ておくこと。 
5 回 図書館でロマネスク建築について調べておくこと。 
6 回 図書館でロマネスク建築のプランと空間の発達について調べておくこと。 
7 回 図書館ゴシック建築の発祥と構成要素でについて調べておくこと。 
8 回 図書館で地方別のゴ 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0331P 
成績評価 課題提出等の平常点（２０％）と定期試験（８０％）の点数により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0331P ⻄洋建築史 
担当教員名 江面 嗣人 
単位数 2 
教科書 『⻄洋建築史図集』３訂版、日本建築学会、彰国社刊 
アクティブラーニング  
キーワード ⻄洋、歴史的建造物、⻄洋の社会変化、建築意匠、建築文化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⻄洋建築史 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 森⽥慶一『⻄洋建築入門』東海大出版界 
授業形態 講義 
注意備考 15 回の講義の後に定期試験を行う。 
シラバスコード FTZ0331P 
実務経験のある教員  
達成目標 ⻄洋の古代から中世、近世に至る建築の歴史について学び、その形式や特徴につ

いて理解し、また、⻄洋における各国の文化と建築の関係についても理解し、そ
の歴史の延⻑としてこれからの建築のあり方を考える能力を育成する。それによ
って、文化としての建築及び都市空間を創造する能力を育成する。 

受講者へのコメント  
連絡先 江面研究室 ２７号館５０４号室 E-mail：ezura@archi.ous.ac.jp 電話：086-256-

9742 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 History of Western Architecture 
関連科目 日本建築史、近代建築史、建築概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⻄洋の歴史的建造物の形式や特徴を中⼼に、⻄洋建築の歴史について、ギリシア、

ローマの古代建築からロマネスク、ゴシック、ルネッサンス、バロックなどの中
世、近世までの様式建築の歴史を学ぶ。講義においては、⻄洋における社会的及
び文化的背景等によって形成された建築の様式や意匠という視点を重視し、文化
と建築との関係について理解することを主たる目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ⻄洋の歴史的建造物の概論（形式と構造）として⻄洋建築史学習の意義と⻄



洋の建造物の発展と特徴を概観する。 
2 回 ⻄洋古代建築史Ⅰとして、⻄洋建築周辺史及び⻄洋建築の誕生（古代ギリシ
ャ建築）について学ぶ。 
3 回 ⻄洋古代建築史Ⅱとして、古代ローマ建築の発達について学ぶ。 
4 回 ⻄洋古代建築史Ⅲとして、初期キリスト教建築及びビザンチン、イスラム建
築について学ぶ。 
5 回 ⻄洋中世建築史Ⅰとして、ロマネスク建築について学ぶ。 
6 回 ⻄洋中世建築史Ⅱとして、ロマネスク建築のプランと空間の発達について
学ぶ。 
7 回 

準備学習 1 回 シラバスを良く確認し学習の過程を理解しておくこと。 
2 回 図書館で⻄洋建築周辺史及び⻄洋建築の誕生（古代ギリシャ建築）について
調べておくこと。 
3 回 図書館で古代ローマ建築について調べておくこと。 
4 回 図書館で初期キリスト教建築及びビザンチン、イスラム建築について調べ
ておくこと。 
5 回 図書館でロマネスク建築について調べておくこと。 
6 回 図書館でロマネスク建築のプランと空間の発達について調べておくこと。 
7 回 図書館ゴシック建築の発祥と構成要素でについて調べておくこと。 
8 回 図書館で地方別のゴ 

 



年度 2014 
授業コード FTZ03410 
成績評価 ・全体の 2/3 以上の出席を条件に、レポート・発表 15％、定期試験 85％で成績

を評価する。 
・定期試験はテキスト及び毎回の配布資料の持ちこみ可とする。 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜12) 
見出し FTZ03410 建築デザイン論 
担当教員名 平山 文則 
単位数 2 
教科書 建築意匠講義／香山壽夫／東京大学出版会 
アクティブラーニング  
キーワード 人間⼯学、空間論、デザイン論、モヂュールトプロポーション、光と影による空

間、地域性とボーダーレス化、構造デザイン、環境デザイン 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築デザイン論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ03410 
実務経験のある教員  
達成目標 講義目的に到達するために以下の３つの視点で目標を設ける。 

・「歴史は繰り返される」「様式を否定することから次の様式が生まれる」 
建築デザインの歴史は振り子の振幅のように、ある振れ幅の中で動いてきたこと
を理解し、次の時代を読み解く眼力を養う。 
・建築デザイン（意匠だけでなく構造・設備も含めて）を行う上での具体的な判
断材料・指針を習得する。 
・変化の激しい現代社会において、社会のインフラストラクチュアである建築の
本質や社会的な意味を理解し、建築を創り上げる創造的な行為の楽しさを認識
し、新しい時代を切り開くヒン 

受講者へのコメント  
連絡先 ２ ７ 号 館 ４ 階  平 山 研 究 室  ０ ８ ６ − ２ ５ ６ − ９ ６ ３ ５ 

hirayama@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Theory of Architectural Design 
関連科目 設計演習Ⅰ〜Ⅴ、住宅デザイン論、インテリアデザイン・色彩学、建築計画、住



宅計画 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築デザインを実践するにあたって求められる基礎的知識や手法を学ぶことを

目標とする。 
まず、空間論や建築デザインの歴史の概説を行い、次に建築の方向性を決定する
建築家・設計者の発想のについて学ぶ。 
その際、敷地の持つ特徴や歴史・文化、地域全体としての景観、単体としての建
物の生態学的な考え方、さらには環境への配慮や新技術の導入などを含めた様々
なデザインに結びつくアプローチの仕方に留意する。 
さらに、上記のデザインの背景となる考えを習得したうえで、建築の形態・素材・
色調の持つ意味やモジュール・部材寸法、さらには光 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス及び建築デザインの実務とそのプロセスを学ぶ。 

2 回 空間（床・壁・天井で区切られた残り）をいかにデザインするかによって、
社会や人々に快適・安全で豊かな生活を提供することについて学ぶ。 
3 回 建築の最小単位である部屋について学ぶ。 
4 回 部屋の集合、建築のプランニングの基本的・機能的な考え方について学ぶ。 
5 回 部屋の集合、建築のプランニングについて、優れた事例を通して様々な応
用、発展があり得ることを学ぶ。 
6 回 建築空間は光により変化することを事例を通して学ぶ。 
7 回 日本建築の空間と光に 

準備学習 1 回 教科書の「空間について」を予習しておくこと。 
2 回 教科書の「部屋について」を予習しておくこと。 
3 回 教科書の「部屋の集合について」を予習しておくこと。 
4 回 教科書の「窓について 空間と光」を予習しておくこと。 
5 回 教科書の「続窓について 光と闇」を予習しておくこと。 
6 回 教科書の「入口について」を予習しておくこと。 
7 回 教科書の「場所について」を予習しておくこと。 
8 回 教科書の「表象について」を予習しておくこと。 
9 回 教科書の「モティフについて」を予習しておくこと。 
10 回 教科書の 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0341P 
成績評価 ・全体の 2/3 以上の出席を条件に、レポート・発表 15％、定期試験 85％で成績

を評価する。 
・定期試験はテキスト及び毎回の配布資料の持ちこみ可とする。 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0341P 建築デザイン論 
担当教員名 平山 文則 
単位数 2 
教科書 建築意匠講義／香山壽夫／東京大学出版会 
アクティブラーニング  
キーワード 人間⼯学、空間論、デザイン論、モヂュールトプロポーション、光と影による空

間、地域性とボーダーレス化、構造デザイン、環境デザイン 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築デザイン論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ0341P 
実務経験のある教員  
達成目標 講義目的に到達するために以下の３つの視点で目標を設ける。 

・「歴史は繰り返される」「様式を否定することから次の様式が生まれる」 
建築デザインの歴史は振り子の振幅のように、ある振れ幅の中で動いてきたこと
を理解し、次の時代を読み解く眼力を養う。 
・建築デザイン（意匠だけでなく構造・設備も含めて）を行う上での具体的な判
断材料・指針を習得する。 
・変化の激しい現代社会において、社会のインフラストラクチュアである建築の
本質や社会的な意味を理解し、建築を創り上げる創造的な行為の楽しさを認識
し、新しい時代を切り開くヒン 

受講者へのコメント  
連絡先 ２ ７ 号 館 ４ 階  平 山 研 究 室  ０ ８ ６ − ２ ５ ６ − ９ ６ ３ ５ 

hirayama@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Theory of Architectural Design 
関連科目 設計演習Ⅰ〜Ⅴ、住宅デザイン論、インテリアデザイン・色彩学、建築計画、住



宅計画 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築デザインを実践するにあたって求められる基礎的知識や手法を学ぶことを

目標とする。 
まず、空間論や建築デザインの歴史の概説を行い、次に建築の方向性を決定する
建築家・設計者の発想のについて学ぶ。 
その際、敷地の持つ特徴や歴史・文化、地域全体としての景観、単体としての建
物の生態学的な考え方、さらには環境への配慮や新技術の導入などを含めた様々
なデザインに結びつくアプローチの仕方に留意する。 
さらに、上記のデザインの背景となる考えを習得したうえで、建築の形態・素材・
色調の持つ意味やモジュール・部材寸法、さらには光 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス及び建築デザインの実務とそのプロセスを学ぶ。 

2 回 空間（床・壁・天井で区切られた残り）をいかにデザインするかによって、
社会や人々に快適・安全で豊かな生活を提供することについて学ぶ。 
3 回 建築の最小単位である部屋について学ぶ。 
4 回 部屋の集合、建築のプランニングの基本的・機能的な考え方について学ぶ。 
5 回 部屋の集合、建築のプランニングについて、優れた事例を通して様々な応
用、発展があり得ることを学ぶ。 
6 回 建築空間は光により変化することを事例を通して学ぶ。 
7 回 日本建築の空間と光に 

準備学習 1 回 教科書の「空間について」を予習しておくこと。 
2 回 教科書の「部屋について」を予習しておくこと。 
3 回 教科書の「部屋の集合について」を予習しておくこと。 
4 回 教科書の「窓について 空間と光」を予習しておくこと。 
5 回 教科書の「続窓について 光と闇」を予習しておくこと。 
6 回 教科書の「入口について」を予習しておくこと。 
7 回 教科書の「場所について」を予習しておくこと。 
8 回 教科書の「表象について」を予習しておくこと。 
9 回 教科書の「モティフについて」を予習しておくこと。 
10 回 教科書の 

 



年度 2014 
授業コード FTZ03510 
成績評価 定期試験（80％）及小課題（20％）により評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜12) 
見出し FTZ03510 環境デザイン 
担当教員名 緒方 清隆＊、栗本 修滋＊、弥⽥ 俊男、⻑谷川 弘直＊ 
単位数 2 
教科書 適宜資料（プリント）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 環境 デザイン 都市 ランドスケープ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境デザイン 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の中で適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FTZ03510 
実務経験のある教員  
達成目標 都市環境や住環境のデザインを形成する要素である建築やその他の都市構築物

等及び自然環境が構成する空間相互の関わり方や環境を創り育てる意味を理解
し、環境をデザインすることの意義と重要性を認識する。 

受講者へのコメント  
連絡先 非常勤講師 緒方清隆 ogata.archi@outlook.com 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environment Design 
関連科目 都市設計 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 都市環境や住環境の中に自然、文化、社会、経済活動などを含めた地域資源との

関わりを持ったアメニティ性の高い空間を創り育てることを考え、身近な生活領
域から都市のスケールまで環境をデザインするために必要な基礎知識・技術を習
得する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 第 1 回 シラバスを確認して学習の過程を理解しておくこと。 

第２回 サスティナブルな社会の構築とは何か、それは我々の生活とどう関わる
かを考えておくこと。 



第 3 回 都市環境や住環境でアメニティ性が高く快適に感じる環境とは何を意
味するかを考えておくこと。 
第 4 回 美しく快適に感じる都市環境や住環境の中には、どの様な要素が含まれ
ているかを観察しておくこと。 
第 5 回 建築、土⽊、造園、都市計画などが関わる都市環境や住環境の形成にお
いて環境デザインの役割について考えておくこと。 
第６回 人間、建築、都市、夫 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0351P 
成績評価 定期試験（80％）及小課題（20％）により評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0351P 環境デザイン 
担当教員名 緒方 清隆＊、栗本 修滋＊、弥⽥ 俊男、⻑谷川 弘直＊ 
単位数 2 
教科書 適宜資料（プリント）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 環境 デザイン 都市 ランドスケープ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境デザイン 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の中で適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FTZ0351P 
実務経験のある教員  
達成目標 都市環境や住環境のデザインを形成する要素である建築やその他の都市構築物

等及び自然環境が構成する空間相互の関わり方や環境を創り育てる意味を理解
し、環境をデザインすることの意義と重要性を認識する。 

受講者へのコメント  
連絡先 非常勤講師 緒方清隆 ogata.archi@outlook.com 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environment Design 
関連科目 都市設計 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 都市環境や住環境の中に自然、文化、社会、経済活動などを含めた地域資源との

関わりを持ったアメニティ性の高い空間を創り育てることを考え、身近な生活領
域から都市のスケールまで環境をデザインするために必要な基礎知識・技術を習
得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 第 1 回 シラバスを確認して学習の過程を理解しておくこと。 

第２回 サスティナブルな社会の構築とは何か、それは我々の生活とどう関わる
かを考えておくこと。 



第 3 回 都市環境や住環境でアメニティ性が高く快適に感じる環境とは何を意
味するかを考えておくこと。 
第 4 回 美しく快適に感じる都市環境や住環境の中には、どの様な要素が含まれ
ているかを観察しておくこと。 
第 5 回 建築、土⽊、造園、都市計画などが関わる都市環境や住環境の形成にお
いて環境デザインの役割について考えておくこと。 
第６回 人間、建築、都市、夫 

 



年度 2014 
授業コード FTZ03610 
成績評価 定期試験（90％）と小課題（10％）により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜12) 
見出し FTZ03610 都市設計 
担当教員名 緒方 清隆＊、石丸 紀興＊ 
単位数 2 
教科書 適宜資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 都市デザイン まちづくり 町並み 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 都市設計 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業において適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ03610 
実務経験のある教員  
達成目標 実際の都市計画やまちづくりに関わる実務の概要を理解することによって、実社

会における都市整備や街づくりに関する認識を持つこと。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 5 階 弥⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Urban Design 
関連科目 都市計画 環境デザイン 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 都市が抱える現代的課題への対応方策の基礎知識を習得するために、地域資源を

活かした地域活性化や、安全安⼼で快適なまちとして発展していくために、地域
に根差して行われる市⺠活動、行政と市⺠が協働するまちづくりなどを、実践活
動の事例を通してまちづくりの考え方を学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションとして、都市設計を学ぶにあたり、当該分野の概要を講

述する。 
2 回 都市デザインの領域と系譜について講述する。 
3 回 都市デザインと都市イメージについて講述する。 
4 回 街路空間・歩行者空間のデザインについて講述する。 



5 回 街区と敷地のデザインについて講述する。 
6 回 町並みのデザインについて講述する。 
7 回 まちづくりとは何か、その生成と歴史について講述する。 
8 回 まちづくりプロセスのデザインについて講述する。 
9 回 まちづくりと住⺠参加、協働のまちづくりについて講述する。 
1 

準備学習 1 回 都市計画の講義内容を復習しておくこと。 
2 回 前回の講義内容を復習し、都市デザインの領域と系譜について調べてみて
おくこと。 
3 回 前回の講義内容を復習し、都市デザインと都市イメージについて調べてみ
ておくこと。 
4 回 前回の講義内容を復習し、街路空間・歩行者空間のデザインについて調べて
みておくこと。 
5 回 前回の講義内容を復習し、街区と敷地のデザインについて調べてみておく
こと。 
6 回 前回の講義内容を復習し、町並みのデザインについて調べてみておくこと。 
7 回 前回の講義内容を復習し、まちづくりとその生 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0361P 
成績評価 定期試験（90％）と小課題（10％）により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0361P 都市設計 
担当教員名 緒方 清隆＊、石丸 紀興＊ 
単位数 2 
教科書 適宜資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 都市デザイン まちづくり 町並み 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 都市設計 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業において適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ0361P 
実務経験のある教員  
達成目標 実際の都市計画やまちづくりに関わる実務の概要を理解することによって、実社

会における都市整備や街づくりに関する認識を持つこと。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 5 階 弥⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Urban Design 
関連科目 都市計画 環境デザイン 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 都市が抱える現代的課題への対応方策の基礎知識を習得するために、地域資源を

活かした地域活性化や、安全安⼼で快適なまちとして発展していくために、地域
に根差して行われる市⺠活動、行政と市⺠が協働するまちづくりなどを、実践活
動の事例を通してまちづくりの考え方を学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションとして、都市設計を学ぶにあたり、当該分野の概要を講

述する。 
2 回 都市デザインの領域と系譜について講述する。 
3 回 都市デザインと都市イメージについて講述する。 
4 回 街路空間・歩行者空間のデザインについて講述する。 



5 回 街区と敷地のデザインについて講述する。 
6 回 町並みのデザインについて講述する。 
7 回 まちづくりとは何か、その生成と歴史について講述する。 
8 回 まちづくりプロセスのデザインについて講述する。 
9 回 まちづくりと住⺠参加、協働のまちづくりについて講述する。 
1 

準備学習 1 回 都市計画の講義内容を復習しておくこと。 
2 回 前回の講義内容を復習し、都市デザインの領域と系譜について調べてみて
おくこと。 
3 回 前回の講義内容を復習し、都市デザインと都市イメージについて調べてみ
ておくこと。 
4 回 前回の講義内容を復習し、街路空間・歩行者空間のデザインについて調べて
みておくこと。 
5 回 前回の講義内容を復習し、街区と敷地のデザインについて調べてみておく
こと。 
6 回 前回の講義内容を復習し、町並みのデザインについて調べてみておくこと。 
7 回 前回の講義内容を復習し、まちづくりとその生 

 



年度 2014 
授業コード FTZ03710 
成績評価 毎回行う授業レポート、および期末試験の点数による。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜11) 
見出し FTZ03710 設計方法論 
担当教員名 松下 大輔 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 設計方法論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業時に配布する資料を用いる。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ03710 
実務経験のある教員  
達成目標 設計方法論の概要を理解し、各自が今後取り組む種々の設計問題や問題解決にお

いて、理論や手法を応用的に用いることができるようになることが目標である。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館４階 松下 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 建築計画、住宅計画、建築デザイン、⻄洋建築史、設計演習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築分野をはじめ、⼯学における広義の設計方法論に関する基本的知識の習得を

目指す。設計方法論の体系、歴史、事例、関連する知識技術を説明する。 
対象学年 4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。設計方法論の体系、関連分野の概要を説明する。 

2 回 設計事例によるケーススタディを説明し、設計方法の具体例を把握する。 
3 回 前回に続き設計事例によるケーススタディを説明し、設計方法の具体例を
把握する。 
4 回 設計問題の特徴と解決に用いられる理論的体系、事例などについて説明す
る。 
5 回 問題解決行為について説明する。 



6 回 論理学の基礎と推論について説明する。 
7 回 認知⼼理学分野の基本的知識、歴史、研究動向について説明する。 
8 回 演繹、帰納、発見的手法について、論理学の理論、 

準備学習 1 回 設計方法に関する資料を調べること。 
2 回 前回授業の内容を復習しておくこと。 
3 回 前回授業の内容を復習しておくこと。 
4 回 前回授業の内容を復習しておくこと。設計問題に関する資料を調べておく
こと。 
5 回 前回授業の内容を復習しておくこと。設計問題における問題解決行為につ
いて資料を調べておくこと。 
6 回 前回授業の内容を復習しておくこと。論理学について基本的知識を把握し
ておくこと。 
7 回 前回授業の内容を復習しておくこと。認知⼼理学について調べておくこと。 
8 回 前回授業の内容を復習しておくこと。演 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0371P 
成績評価 毎回行う授業レポート、および期末試験の点数による。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0371P 設計方法論 
担当教員名 松下 大輔 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 設計方法論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業時に配布する資料を用いる。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ0371P 
実務経験のある教員  
達成目標 設計方法論の概要を理解し、各自が今後取り組む種々の設計問題や問題解決にお

いて、理論や手法を応用的に用いることができるようになることが目標である。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館４階 松下 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 建築計画、住宅計画、建築デザイン、⻄洋建築史、設計演習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築分野をはじめ、⼯学における広義の設計方法論に関する基本的知識の習得を

目指す。設計方法論の体系、歴史、事例、関連する知識技術を説明する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。設計方法論の体系、関連分野の概要を説明する。 

2 回 設計事例によるケーススタディを説明し、設計方法の具体例を把握する。 
3 回 前回に続き設計事例によるケーススタディを説明し、設計方法の具体例を
把握する。 
4 回 設計問題の特徴と解決に用いられる理論的体系、事例などについて説明す
る。 
5 回 問題解決行為について説明する。 



6 回 論理学の基礎と推論について説明する。 
7 回 認知⼼理学分野の基本的知識、歴史、研究動向について説明する。 
8 回 演繹、帰納、発見的手法について、論理学の理論、 

準備学習 1 回 設計方法に関する資料を調べること。 
2 回 前回授業の内容を復習しておくこと。 
3 回 前回授業の内容を復習しておくこと。 
4 回 前回授業の内容を復習しておくこと。設計問題に関する資料を調べておく
こと。 
5 回 前回授業の内容を復習しておくこと。設計問題における問題解決行為につ
いて資料を調べておくこと。 
6 回 前回授業の内容を復習しておくこと。論理学について基本的知識を把握し
ておくこと。 
7 回 前回授業の内容を復習しておくこと。認知⼼理学について調べておくこと。 
8 回 前回授業の内容を復習しておくこと。演 

 



年度 2014 
授業コード FTZ03810 
成績評価 定期試験（80％）および小課題提出（20％）により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス 建築学科(〜11) 
見出し FTZ03810 建築経済・経営 
担当教員名 弥⽥ 俊男、緒方 清隆＊、小酒井 孝敏＊ 
単位数 2 
教科書 適宜資料（プリント）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 不動産事業 商業施設 建築コスト 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 無し 
科目名 建築経済・経営 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の中で適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FTZ03810 
実務経験のある教員  
達成目標 実際の建築に関わる投資活動やマネージメントの概要および建築は不動産事業

の一部であることを理解することによって、実社会における建築実務に関する認
識を持つ。 

受講者へのコメント 授業時間外にどの程度学習したかについて、全くしなかったという回答が約８割
を占めています。「勉強しなければならない」という気持ちではなく、講義で聞い
て初めて知ったことに「もっと知りたい」と興味を持ち、楽しみとして自主的に
より知識を深めてもらえるようになると良いと思います。 

連絡先 27 号館 5 階 弥⽥研究室 yada@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ＜授業を受けて良かった点＞について、「理解が深まった」、「興味、関⼼が高まっ
た」との回答が多く、また＜授業の目的を達成できたか＞について約７割弱が「で
きた」「だいたいできた」と回答し、＜授業に対する教員の熱意＞について１０割
が「感じられた」「少し感じられた」と回答していること、＜考慮してほしい点＞
についても、１０割が「特にない」としており、講義の狙いとした事、そのため
に⼯夫した講義の進め方について、概ね成功しているものと考えられます。 

英文科目名 Building Economics and Management 
関連科目 都市計画 
次回に向けての改善変更予定 今年度の実施内容を自主的に見直し、改善すべきと感じた点を抽出し、改善を加

えていきます。 



講義目的 建築物は社会文化の象徴であるがゆえにデザインに目を奪われがちであるが、通
常の⺠間の建築行為および建築行為を含む不動産への投資行動には、経済的合理
性が常に支配していることを認識してその仕組みを理解できるようにすること。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 建築経済・経営を学ぶ意義や講義の構成について説明する。 

建築企画に必要な経済性の評価について講述する。 
2 回 都市郊外に立地する大規模ショッピングセンターと中⼼市街地商店街の相
互関係と都市形成の変移について講述する。 
3 回 複合機能化する大規模ショッピングセンター、深化する大型専門店など小
売業形態の動向について市⺠生活との関わりの視点から講述する。 
4 回 ニュータウン開発事業手法（区画整理事業）と宅地分譲事業の概要について
講述する。 
5 回 ⺠間のノウハウを活用して公共施設等の設計、建設から管理運営ま 

準備学習 1 回 シラバスを確認して学習の過程を理解しておくこと。 
建築企画と経済性について分かる範囲で調べておくこと。 
2 回 岡山市中⼼部及び周辺部に立地する大型商業施設を見てその特徴を把握し
ておくこと。 
3 回 上記大型商業施設での核店舗と専門店の構成をデイレクトリー等で確認す
ること。 
4 回 岡山都市圏の具体的なニュータウン名を確認しておくこと。 
5 回 ＰＦＩ、ＳＰＣについて分かる範囲で調べておくこと。 
6 回 岡山市内の新築分譲マンション価格を調べておくこと。 
7 回 岡山市内の再開発地区を、都市計画図等で確認してお 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0381P 
成績評価 定期試験（80％）および小課題提出（20％）により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0381P 建築経済・経営 
担当教員名 弥⽥ 俊男、緒方 清隆＊、小酒井 孝敏＊ 
単位数 2 
教科書 適宜資料（プリント）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 不動産事業 商業施設 建築コスト 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築経済・経営 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の中で適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FTZ0381P 
実務経験のある教員  
達成目標 実際の建築に関わる投資活動やマネージメントの概要および建築は不動産事業

の一部であることを理解することによって、実社会における建築実務に関する認
識を持つ。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 5 階 弥⽥研究室 yada@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Building Economics and Management 
関連科目 都市計画 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築物は社会文化の象徴であるがゆえにデザインに目を奪われがちであるが、通

常の⺠間の建築行為および建築行為を含む不動産への投資行動には、経済的合理
性が常に支配していることを認識してその仕組みを理解できるようにすること。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 建築経済・経営を学ぶ意義や講義の構成について説明する。 

建築企画に必要な経済性の評価について講述する。 
2 回 都市郊外に立地する大規模ショッピングセンターと中⼼市街地商店街の相
互関係と都市形成の変移について講述する。 
3 回 複合機能化する大規模ショッピングセンター、深化する大型専門店など小



売業形態の動向について市⺠生活との関わりの視点から講述する。 
4 回 ニュータウン開発事業手法（区画整理事業）と宅地分譲事業の概要について
講述する。 
5 回 ⺠間のノウハウを活用して公共施設等の設計、建設から管理運営ま 

準備学習 1 回 シラバスを確認して学習の過程を理解しておくこと。 
建築企画と経済性について分かる範囲で調べておくこと。 
2 回 岡山市中⼼部及び周辺部に立地する大型商業施設を見てその特徴を把握し
ておくこと。 
3 回 上記大型商業施設での核店舗と専門店の構成をデイレクトリー等で確認す
ること。 
4 回 岡山都市圏の具体的なニュータウン名を確認しておくこと。 
5 回 ＰＦＩ、ＳＰＣについて分かる範囲で調べておくこと。 
6 回 岡山市内の新築分譲マンション価格を調べておくこと。 
7 回 岡山市内の再開発地区を、都市計画図等で確認してお 

 



年度 2014 
授業コード FTZ03910 
成績評価 課題（４０％）と期末試験（６０％）によって評価する． 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜14) 
見出し FTZ03910 構造力学Ⅰ 
担当教員名 山崎 雅弘 
単位数 2 
教科書 最新建築構造設計入門／和⽥章、古谷勉著／実教出版／978-4-407316926 
アクティブラーニング  
キーワード 力の合成・分解・釣合、支点反力、断面力 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 早くてついていけない との記述がありましたが，１名と少ない状況です。個別

に補講的なことも行いますので，直接質問等に来てもらえれば，何らかの対応が
とれると思います。 

科目名 構造力学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ03910 
実務経験のある教員  
達成目標 構造力学の基本から最も単純な静定構造物である静定梁に力が作用したときの

応力を求める方法を習得すること。 
受講者へのコメント 授業時間外の勉強を全くしないが約 40％と大きのが懸念されます。構造力学Ⅰ

を易しく感じる場合でも，復習は十分行ってください。復習の癖をつけておかな
いと構造力学はⅣまでありますから，難しくなった時に対応できなくなります。 

連絡先 山崎研究室 24 号館 5 階 086-256-9642 yamazaki@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価の教員意欲と満足度から判断すると，現在の講義方法に大きな問題はな
いものと判断しました。 

英文科目名 Mechanics of Building Structures I 
関連科目 構造力学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 アンケート結果からは，大きな改善変更は必要はないと判断しました。ただし，

受講者の反応を見ながら，説明の仕方など臨機応変に変え，理解しやすい講義を
目指したいと思います。 

講義目的 安全な建築を設計するための基本的な構造力学の知識を習得する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  概要 



2 回  建物に働く力、力の基本（１）力とは 
3 回  力の基本（２）力の合成 
4 回  力の基本（３）力の分解 
5 回  力の基本（４）力の釣り合い 
6 回  構造物と荷重 
7 回  反力（１）反力とは 
8 回  反力（２）反力の求め方 
9 回  安定・静定 
10 回  構造物に生じる力 
11 回  静定梁（１）単純梁、集中荷重 
12 回  静定梁（２）単純梁、分布荷重 
13 回  静定梁（３）片持梁 
14 回  静定梁（４）応力図 
15 回  まとめ 

準備学習 1 回  シラバスにより講義の流れを見ておくこと． 
2 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.10-35) 
3 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.12-35) 
4 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.12-35) 
5 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.12-35) 
6 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習してお 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0391P 
成績評価 課題（４０％）と期末試験（６０％）によって評価する． 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0391P 構造力学Ⅰ 
担当教員名 山崎 雅弘 
単位数 2 
教科書 最新建築構造設計入門／和⽥章、古谷勉著／実教出版／978-4-407316926 
アクティブラーニング  
キーワード 力の合成・分解・釣合、支点反力、断面力 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 構造力学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ0391P 
実務経験のある教員  
達成目標 構造力学の基本から最も単純な静定構造物である静定梁に力が作用したときの

応力を求める方法を習得すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 山崎研究室 24 号館 5 階 086-256-9642 yamazaki@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mechanics of Building Structures I 
関連科目 構造力学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 安全な建築を設計するための基本的な構造力学の知識を習得する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  概要 

2 回  建物に働く力、力の基本（１）力とは 
3 回  力の基本（２）力の合成 
4 回  力の基本（３）力の分解 
5 回  力の基本（４）力の釣り合い 
6 回  構造物と荷重 
7 回  反力（１）反力とは 
8 回  反力（２）反力の求め方 



9 回  安定・静定 
10 回  構造物に生じる力 
11 回  静定梁（１）単純梁、集中荷重 
12 回  静定梁（２）単純梁、分布荷重 
13 回  静定梁（３）片持梁 
14 回  静定梁（４）応力図 
15 回  まとめ 

準備学習 1 回  シラバスにより講義の流れを見ておくこと． 
2 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.10-35) 
3 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.12-35) 
4 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.12-35) 
5 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.12-35) 
6 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習してお 

 



年度 2014 
授業コード FTZ04010 
成績評価 課題（４０％）と期末試験（６０％）によって評価する． 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜14) 
見出し FTZ04010 構造力学Ⅱ 
担当教員名 山崎 雅弘 
単位数 2 
教科書 最新建築構造設計入門／和⽥章、古谷勉著／実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード 静定ラーメン、静定トラス、物性、応力、変形 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 構造力学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示をする． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ04010 
実務経験のある教員  
達成目標 単純な静定構造物に荷重が作用したときの応力と変形を求める方法を習得する． 
受講者へのコメント  
連絡先 山崎研究室 24 号館 5 階 086-256-9642 yamazaki@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mechanics of Building Structures II 
関連科目 構造力学 I、構造力学 III 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 安全な建築を設計するための基本的な構造力学の知識を習得する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  構造力学Ｉの復習 

2 回  静定ラーメン（１）片持梁系ラーメン、単純系ラーメン 
3 回  静定ラーメン（２）３ピン式ラーメン 
4 回  静定トラス（１）節点法 
5 回  静定トラス（２）切断法 
6 回  構造材料の力学的性質（１）応力度 
7 回  構造材料の力学的性質（２）ひずみ度、許容応力度、断面の性質（１）断
面１次モーメント、図⼼ 
8 回  断面の性質（２）断面２次モーメント、断面係数、断面２次半径 



9 回  部材に生じる応力（１）曲げモーメントを生じる部材 
10 回  部材に生じる応力（２）せん断力を生じる部 

準備学習 1 回  シラバスにより講義の流れを見ておくこと．構造力学 I の内容を復習して
おくこと． 
2 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.75-81) 
3 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.75-81) 
4 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.82-91) 
5 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.82-91) 
6 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.94-104) 
7 回  テキストで今回 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0401P 
成績評価 課題（４０％）と期末試験（６０％）によって評価する． 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0401P 構造力学Ⅱ 
担当教員名 山崎 雅弘 
単位数 2 
教科書 最新建築構造設計入門／和⽥章、古谷勉著／実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード 静定ラーメン、静定トラス、物性、応力、変形 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 構造力学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示をする． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ0401P 
実務経験のある教員  
達成目標 単純な静定構造物に荷重が作用したときの応力と変形を求める方法を習得する． 
受講者へのコメント  
連絡先 山崎研究室 24 号館 5 階 086-256-9642 yamazaki@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mechanics of Building Structures II 
関連科目 構造力学 I、構造力学 III 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 安全な建築を設計するための基本的な構造力学の知識を習得する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  構造力学Ｉの復習 

2 回  静定ラーメン（１）片持梁系ラーメン、単純系ラーメン 
3 回  静定ラーメン（２）３ピン式ラーメン 
4 回  静定トラス（１）節点法 
5 回  静定トラス（２）切断法 
6 回  構造材料の力学的性質（１）応力度 
7 回  構造材料の力学的性質（２）ひずみ度、許容応力度、断面の性質（１）断
面１次モーメント、図⼼ 
8 回  断面の性質（２）断面２次モーメント、断面係数、断面２次半径 



9 回  部材に生じる応力（１）曲げモーメントを生じる部材 
10 回  部材に生じる応力（２）せん断力を生じる部 

準備学習 1 回  シラバスにより講義の流れを見ておくこと．構造力学 I の内容を復習して
おくこと． 
2 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.75-81) 
3 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.75-81) 
4 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.82-91) 
5 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.82-91) 
6 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.94-104) 
7 回  テキストで今回 

 



年度 2014 
授業コード FTZ04110 
成績評価 小テスト（３回）と期末テストで評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜14) 
見出し FTZ04110 構造力学演習 
担当教員名 山崎 雅弘 
単位数 2 
教科書 和⽥章、古谷勉著「最新建築構造設計入門」：実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 構造力学演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FTZ04110 
実務経験のある教員  
達成目標 建築士試験の問題が確実に解けるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先 24 号館 5 階 山崎研究室 086-256-9642 yamazaki@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice on Mechanics of Building Structures 
関連科目 構造力学Ⅰ、構造力学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 安全な建築を設計するための基本的な構造力学の知識として、静定構造物に荷重

が作用したときの応力と変形を求める方法の習得を確実なものとする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 静定梁・ラーメン（１） 

2 回 静定梁・ラーメン（２） 
3 回 静定梁・ラーメン（３） 
4 回 小テスト（１） 
5 回 トラス（１） 
6 回 トラス（２） 
7 回 静定梁・ラーメン、トラス 
8 回 小テスト（２） 



9 回 断面性能、応力・ひずみ（１） 
10 回 断面性能、応力・ひずみ（２） 
11 回 断面性能、応力・ひずみ（３） 
12 回 小テスト（３） 
13 回 総合問題（１） 
14 回 総合問題（２） 
15 回 総合問題（３） 

準備学習 1 回 講義内容について構造力学Ⅰと構造力学Ⅱの内容を復習しておく。 
2 回 講義内容について構造力学Ⅰと構造力学Ⅱの内容を復習しておく。 
3 回 講義内容について構造力学Ⅰと構造力学Ⅱの内容を復習しておく。 
4 回 講義内容について構造力学Ⅰと構造力学Ⅱの内容を復習しておく。 
5 回 講義内容について構造力学Ⅰと構造力学Ⅱの内容を復習しておく。 
6 回 講義内容について構造力学Ⅰと構造力学Ⅱの内容を復習しておく。 
7 回 講義内容について構造力学Ⅰと構造力学Ⅱの内容を復習しておく。 
8 回 講義内容について構造力学Ⅰと 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0411P 
成績評価 小テスト（３回）と期末テストで評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0411P 構造力学演習 
担当教員名 山崎 雅弘 
単位数 2 
教科書 和⽥章、古谷勉著「最新建築構造設計入門」：実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 構造力学演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FTZ0411P 
実務経験のある教員  
達成目標 建築士試験の問題が確実に解けるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先 24 号館 5 階 山崎研究室 086-256-9642 yamazaki@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice on Mechanics of Building Structures 
関連科目 構造力学Ⅰ、構造力学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 安全な建築を設計するための基本的な構造力学の知識として、静定構造物に荷重

が作用したときの応力と変形を求める方法の習得を確実なものとする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 静定梁・ラーメン（１） 

2 回 静定梁・ラーメン（２） 
3 回 静定梁・ラーメン（３） 
4 回 小テスト（１） 
5 回 トラス（１） 
6 回 トラス（２） 
7 回 静定梁・ラーメン、トラス 
8 回 小テスト（２） 



9 回 断面性能、応力・ひずみ（１） 
10 回 断面性能、応力・ひずみ（２） 
11 回 断面性能、応力・ひずみ（３） 
12 回 小テスト（３） 
13 回 総合問題（１） 
14 回 総合問題（２） 
15 回 総合問題（３） 

準備学習 1 回 講義内容について構造力学Ⅰと構造力学Ⅱの内容を復習しておく。 
2 回 講義内容について構造力学Ⅰと構造力学Ⅱの内容を復習しておく。 
3 回 講義内容について構造力学Ⅰと構造力学Ⅱの内容を復習しておく。 
4 回 講義内容について構造力学Ⅰと構造力学Ⅱの内容を復習しておく。 
5 回 講義内容について構造力学Ⅰと構造力学Ⅱの内容を復習しておく。 
6 回 講義内容について構造力学Ⅰと構造力学Ⅱの内容を復習しておく。 
7 回 講義内容について構造力学Ⅰと構造力学Ⅱの内容を復習しておく。 
8 回 講義内容について構造力学Ⅰと 

 



年度 2014 
授業コード FTZ04210 
成績評価 課題（４０％）と期末試験（６０％）によって評価する． 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 建築学科(〜13) 
見出し FTZ04210 構造力学Ⅲ 
担当教員名 山崎 雅弘 
単位数 2 
教科書 最新建築構造設計入門／和⽥章、古谷勉著／実教出版／978-4-407316926 
アクティブラーニング  
キーワード 静定ラーメン、静定トラス、物性、応力、変形 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特に回答すべき記述はありませんでした。 
科目名 構造力学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示をする． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ04210 
実務経験のある教員  
達成目標 単純な静定構造物に荷重が作用したときの応力と変形を求める方法を習得する． 
受講者へのコメント わからない部分は，個別に質問に来てください。個人によって理解できない原因

が異なっていますので，個別に質問してもらえると，その原因がわかります。そ
の原因を取り除くような説明をすることができるので，理解しやすくなります。 

連絡先 山崎研究室 24 号館 5 階 086-256-9642 yamazaki@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 これまでの学生の話や試験結果から判断し，この講義は構造力学Ⅰ〜Ⅳの中で最
も難しい講義となっています。授業時間外の勉強時間にもそれが反映されていま
すが，まだまだ 全くしない の割合が多いのが懸念されます。創業評価の意欲，
満足度については，難しい授業のわりには，否定的な判断はされていないのは，
難しいなりにわかりやすい説明方法を⼼がけているのが理由ではないかと思っ
ています。 

英文科目名 Mechanics of Building Structures III 
関連科目 構造力学 I、構造力学 III 
次回に向けての改善変更予定 アンケートからは，大きな改善をする必要は無いように思われます。しかし，難

しい科目であるので，理解しやすい説明，授業方法について考えていきたいと思
います。 

講義目的 安全な建築を設計するための基本的な構造力学の知識を習得する． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容  
準備学習 1 回  シラバスにより講義の流れを見ておくこと．構造力学 I の内容を復習して

おくこと． 
2 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.75-81) 
3 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.75-81) 
4 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.82-91) 
5 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.82-91) 
6 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.94-104) 
7 回  テキストで今回 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0421P 
成績評価 課題（４０％）と期末試験（６０％）によって評価する． 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0421P 構造力学Ⅲ 
担当教員名 山崎 雅弘 
単位数 2 
教科書 最新建築構造設計入門／和⽥章、古谷勉著／実教出版／978-4-407316926 
アクティブラーニング  
キーワード 静定ラーメン、静定トラス、物性、応力、変形 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 構造力学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示をする． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ0421P 
実務経験のある教員  
達成目標 単純な静定構造物に荷重が作用したときの応力と変形を求める方法を習得する． 
受講者へのコメント  
連絡先 山崎研究室 24 号館 5 階 086-256-9642 yamazaki@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mechanics of Building Structures III 
関連科目 構造力学 I、構造力学 III 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 安全な建築を設計するための基本的な構造力学の知識を習得する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 1 回  シラバスにより講義の流れを見ておくこと．構造力学 I の内容を復習して

おくこと． 
2 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.75-81) 
3 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.75-81) 
4 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.82-91) 
5 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.82-91) 
6 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.94-104) 
7 回  テキストで今回 



 



年度 2014 
授業コード FTZ04310 
成績評価 ・平常点（講義ごとの演習課題）４０％・期末試験 ６０％ 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜13) 
見出し FTZ04310 構造力学Ⅳ 
担当教員名 小林 正実 
単位数 2 
教科書 井上一朗，吹⽥啓一郎著「建築鋼構造−その理論と設計−」⿅島出版会 
アクティブラーニング  
キーワード 塑性崩壊，座屈，建物の終局状態 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 構造力学Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 阪口理他著「テキスト建築構造力学Ⅱ」学芸出版社 

⽥口武一著「構造力学Ⅰ」昭晃堂 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ04310 
実務経験のある教員  
達成目標 ・１級建築士試験問題の内容を理解し，解くことができる．・講義内容に関わる

範囲の簡単な構造設計ができる． 
受講者へのコメント  
連絡先 ２４号館５階 小林研究室 メール：kobayashi@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mechanics of Building Structures IV 
関連科目 構造力学 I，構造力学 II，構造力学 III，鋼構造 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 鋼構造物の耐震安全性は，構成部材の強さ（耐力）のバランスのとれた配置に左

右される．部材や構造物の耐力を支配するのは全塑性応力と座屈であり，本講義
は，その基礎的考え方を身につけることを目的としている． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（講義計画・内容の説明），鋼材の応力ー歪関係，DVD

鋼材の材料試験編 
2 回 曲げモーメントによる応力度の復習 
3 回 単純梁の塑性崩壊，断面の全塑性モーメント１（⻑方形断面） 
4 回 断面の全塑性モーメント２（Ｈ型断面，箱形断面） 



5 回 仮想仕事の原理による塑性崩壊荷重の計算 
6 回 不静定梁の塑性崩壊 
7 回 複数の崩壊機構を有する不静定梁の塑性崩壊 
8 回 門形ラーメン（１層１スパン）の塑性崩壊 
9 回 ⻑方形ラーメン（２層，２スパン）の塑性崩壊 
10 回 単純梁の塑性崩壊の卓上実験（教室で 

準備学習 1 回 テキスト第２部 2.1.1 に目を通しておくこと 
2 回 構造力学Ⅱ教科書第 3 章 3 の復習をしておくこと 
3 回 テキスト第２部 2.2.1,3.1.1,3.1.2,3.2 または事前配布資料の指示した箇所に
目を通しておくこと 
4 回 テキスト第２部 2.2.2 に目を通しておくこと 
5 回 テキスト第２部 3.2,3.3 または事前配布資料の指示した箇所に目を通してお
くこと 
6 回 事前配布資料の指示した箇所に目を通しておくこと 
7 回 テキスト第２部 3.3 に目を通しておくこと 
8 回 テキスト第２部 3.4.2 に目を通しておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0431P 
成績評価 ・平常点（講義ごとの演習課題）４０％・期末試験 ６０％ 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0431P 構造力学Ⅳ 
担当教員名 小林 正実 
単位数 2 
教科書 井上一朗，吹⽥啓一郎著「建築鋼構造−その理論と設計−」⿅島出版会 
アクティブラーニング  
キーワード 塑性崩壊，座屈，建物の終局状態 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 構造力学Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 阪口理他著「テキスト建築構造力学Ⅱ」学芸出版社 

⽥口武一著「構造力学Ⅰ」昭晃堂 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ0431P 
実務経験のある教員  
達成目標 ・１級建築士試験問題の内容を理解し，解くことができる．・講義内容に関わる

範囲の簡単な構造設計ができる． 
受講者へのコメント  
連絡先 ２４号館５階 小林研究室 メール：kobayashi@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mechanics of Building Structures IV 
関連科目 構造力学 I，構造力学 II，構造力学 III，鋼構造 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 鋼構造物の耐震安全性は，構成部材の強さ（耐力）のバランスのとれた配置に左

右される．部材や構造物の耐力を支配するのは全塑性応力と座屈であり，本講義
は，その基礎的考え方を身につけることを目的としている． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（講義計画・内容の説明），鋼材の応力ー歪関係，DVD

鋼材の材料試験編 
2 回 曲げモーメントによる応力度の復習 
3 回 単純梁の塑性崩壊，断面の全塑性モーメント１（⻑方形断面） 
4 回 断面の全塑性モーメント２（Ｈ型断面，箱形断面） 



5 回 仮想仕事の原理による塑性崩壊荷重の計算 
6 回 不静定梁の塑性崩壊 
7 回 複数の崩壊機構を有する不静定梁の塑性崩壊 
8 回 門形ラーメン（１層１スパン）の塑性崩壊 
9 回 ⻑方形ラーメン（２層，２スパン）の塑性崩壊 
10 回 単純梁の塑性崩壊の卓上実験（教室で 

準備学習 1 回 テキスト第２部 2.1.1 に目を通しておくこと 
2 回 構造力学Ⅱ教科書第 3 章 3 の復習をしておくこと 
3 回 テキスト第２部 2.2.1,3.1.1,3.1.2,3.2 または事前配布資料の指示した箇所に
目を通しておくこと 
4 回 テキスト第２部 2.2.2 に目を通しておくこと 
5 回 テキスト第２部 3.2,3.3 または事前配布資料の指示した箇所に目を通してお
くこと 
6 回 事前配布資料の指示した箇所に目を通しておくこと 
7 回 テキスト第２部 3.3 に目を通しておくこと 
8 回 テキスト第２部 3.4.2 に目を通しておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FTZ04410 
成績評価 ・平常点（講義ごとの演習課題）４０％・期末試験 ６０％ 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 建築学科(〜12) 
見出し FTZ04410 鋼構造 
担当教員名 小林 正実 
単位数 2 
教科書 井上一朗、吹⽥啓一郎「建築鋼構造−その理論と設計−」⿅島出版会 
アクティブラーニング  
キーワード 鋼材の性質、部材耐力、骨組耐力、塑性崩壊、座屈 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 鋼構造 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻘⽊博文監修「最新建築構造入門」実教出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ04410 
実務経験のある教員  
達成目標 設計用荷重に対して鋼構造部材や骨組の寸法がどのように決まるかについて理

解すること。 
受講者へのコメント 授業評価への協力で、授業改善のための貴重なデータを提供してもらい、ありが

たいと思っている。ただし、当日は、欠席が多く、回答数が４２と少ない。欠席
した分を自習で補うのは、大変困難なことであり、少々のことで欠席しないよう
努めてもらいたい。 

連絡先 ２４号館５階 小林研究室 メール：kobayashi@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 教科書を有効に利用する等により、改善に努め、昨年までよりもよい授業ができ
たつもりであり、概ねそのように評価してもらえたようである。ただし、まだま
だ改善しなければならない点があり、それにより、更によい評価が得られるよう
にしたいと思っている。 

英文科目名 Steel Structure 
関連科目 構造力学 I、構造力学 II、構造力学 III、構造力学 IV 
次回に向けての改善変更予定 ・受講者に質問したり、説明させたりする機会を増やし、緊張感を持たせるよう

にする 
・配布資料の更なる充実に努める 

講義目的 鋼材は低層建築から高層建築まで幅広い建物の構造材料として用いられている。
本講義では、鋼材の製造・物性から鋼構造の設計に至るまでの基本事項を解説す



る。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（講義内容・授業計画の説明）、様々な鋼構造建築、Ｄ

ＶＤ鉄骨建築の建設編 
2 回 鋼材の性質、ＤＶＤ鋼材の材料試験編 
3 回 鋼構造骨組の概要（軸組と接合部）、部材断面の種類と用途 
4 回 部材断面の諸係数 
5 回 曲げ材（単純梁）の耐力 
6 回 ブレースの引張耐力と圧縮耐力 
7 回 鋼構造部材のせん断応力とせん断耐力 
8 回 接合部パネルのせん断応力と耐力 
9 回 中⼼圧縮材の非弾性座屈、残留応力の影響 
10 回 梁の横座屈、DVD 梁の横座屈 
11 回 接合部の概要、溶接接合の概要、DVD 接合編 
12 

準備学習 1 回 建築材料で学習したスチールの性質を復習しておくこと 
2 回 テキスト第１部３章に目を通しておくこと 
3 回 テキスト第１部４章に目を通しておくこと 
4 回 構造力学 II で学習した断面の性質と曲げモーメントによる応力度を復習し
ておくこと 
5 回 テキスト第１部５章 5.2.1 に目を通しておくこと。また、構造力学Ⅳで学習
した単純梁の塑性崩壊を復習しておくこと 
6 回 テキスト第１部５章 5.1 に目を通しておくこと 
7 回 構造力学 II 教科書の第 3 章 3 の梁のせん断応力度に目を通しておくこと 
8 回 テキスト第２部２章 2.6 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0441P 
成績評価 ・平常点（講義ごとの演習課題）４０％・期末試験 ６０％ 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0441P 鋼構造 
担当教員名 小林 正実 
単位数 2 
教科書 井上一朗、吹⽥啓一郎「建築鋼構造−その理論と設計−」⿅島出版会 
アクティブラーニング  
キーワード 鋼材の性質、部材耐力、骨組耐力、塑性崩壊、座屈 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 鋼構造 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻘⽊博文監修「最新建築構造入門」実教出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ0441P 
実務経験のある教員  
達成目標 設計用荷重に対して鋼構造部材や骨組の寸法がどのように決まるかについて理

解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２４号館５階 小林研究室 メール：kobayashi@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Steel Structure 
関連科目 構造力学 I、構造力学 II、構造力学 III、構造力学 IV 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 鋼材は低層建築から高層建築まで幅広い建物の構造材料として用いられている。

本講義では、鋼材の製造・物性から鋼構造の設計に至るまでの基本事項を解説す
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（講義内容・授業計画の説明）、様々な鋼構造建築、Ｄ

ＶＤ鉄骨建築の建設編 
2 回 鋼材の性質、ＤＶＤ鋼材の材料試験編 
3 回 鋼構造骨組の概要（軸組と接合部）、部材断面の種類と用途 
4 回 部材断面の諸係数 
5 回 曲げ材（単純梁）の耐力 



6 回 ブレースの引張耐力と圧縮耐力 
7 回 鋼構造部材のせん断応力とせん断耐力 
8 回 接合部パネルのせん断応力と耐力 
9 回 中⼼圧縮材の非弾性座屈、残留応力の影響 
10 回 梁の横座屈、DVD 梁の横座屈 
11 回 接合部の概要、溶接接合の概要、DVD 接合編 
12 

準備学習 1 回 建築材料で学習したスチールの性質を復習しておくこと 
2 回 テキスト第１部３章に目を通しておくこと 
3 回 テキスト第１部４章に目を通しておくこと 
4 回 構造力学 II で学習した断面の性質と曲げモーメントによる応力度を復習し
ておくこと 
5 回 テキスト第１部５章 5.2.1 に目を通しておくこと。また、構造力学Ⅳで学習
した単純梁の塑性崩壊を復習しておくこと 
6 回 テキスト第１部５章 5.1 に目を通しておくこと 
7 回 構造力学 II 教科書の第 3 章 3 の梁のせん断応力度に目を通しておくこと 
8 回 テキスト第２部２章 2.6 

 



年度 2014 
授業コード FTZ04510 
成績評価 毎回の講義時の演習点（30％）と定期試験（70％）により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜12) 
見出し FTZ04510 鉄筋コンクリート構造 
担当教員名 ⽥中 利幸、瀬川 輝夫＊ 
単位数 2 
教科書 「鉄筋コンクリート構造」／市之瀬敏勝著／共立出版／978-4-320076594 
アクティブラーニング  
キーワード 鉄筋コンクリート構造、応力度とひずみ度、曲げモーメント、せん断力、軸力、

構造設計、ひび割れ、耐震壁、PC 構造、SRC 構造、PCa ⼯法、耐震診断・改修 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ⼯場見学への関⼼が感じられ、先方の都合もあるが可能なかぎり継続したい。 
科目名 鉄筋コンクリート構造 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本建築学会「鉄筋コンクリート造建物の靱性保証型耐震設計指針・同解説

1999」 
授業形態 講義 
注意備考 必要に応じ講義プリントを配布します。 
シラバスコード FTZ04510 
実務経験のある教員  
達成目標 コンクリートと鉄筋の力学的特性などの鉄筋コンクリート構造の基礎的知識を

理解する。 
鉄筋コンクリート造柱・梁・壁・床・基礎などの基礎的力学的性能や設計法につ
いて理解する。 
PC 構造、SRC 構造、PCaRC 造など RC を活用した構造を理解する。 
RC 造の耐震診断・改修の概略について理解する。 

受講者へのコメント 鉄筋コンクリートに関する知識は住宅から大規模建物まで必要であり、基礎的な
事項は十分理解するとともに、専門用語にも慣れてほしい。 

連絡先 24 号館 5 階 ⽥中利幸研究室 tanaka@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 講義の幅広い構成については概ね理解が得られていると判断できる。 
また、演習問題にも熱⼼に取り組んでいると思われる。 

英文科目名 Reinforced Concrete Structure 
関連科目 構造力学、建築材料 
次回に向けての改善変更予定 授業の内容については概ね理解が得られていると判断できる。 

演習問題などの解説を丁寧に理解しやすくなるように留意したい。 
講義目的 コンクリートと鉄筋の力学的特性などの鉄筋コンクリート構造の基礎的な知識・



力学性状とともに、建物への適用性や、コンクリートを活用した PC 構造、SRC
構造、高層 RC 造なども実例を含めて身につける。さらに、RC 造の耐震診断・
改修の概略も理解する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションおよびコンクリート構造の基礎知識を解説する 

2 回 建物に作用する荷重を解説する 
3 回 梁および柱の曲げ挙動(1)平面保持仮定、曲げモーメントと軸力などを解説
する 
4 回 梁および柱の曲げ挙動(2)RC 梁の曲げ挙動を解説する 
5 回 梁および柱の曲げ挙動(2)RC 柱の曲げ挙動を解説する 
6 回 梁および柱のせん断挙動(1)せん断応力度と主応力度などを解説する 
7 回 梁および柱のせん断挙動(1)せん断補強筋の効果などを解説する 
8 回 床構造の役割、形式、⼯法について解説する 
9 回 床構造の支 

準備学習 1 回 教科書 1,2 章を予習すること 
2 回 教科書 3 章を予習すること 
3 回 教科書 4 章を予習すること 
4 回 教科書 4 章を予習すること 
5 回 教科書 4 章を予習すること 
6 回 教科書 5 章を予習すること 
7 回 教科書 5 章を予習すること 
8 回 教科書 8 章を予習すること 
9 回 教科書 8 章および配布資料を予習すること 
10 回 配布資料を予習すること 
11 回 教科書 9 章および配布資料を予習すること 
12 回 教科書 10 章および配布資料を予習すること 
13 回 教科書 4 章および配布資料を予習すること 
14 回 配布資料を予習する 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0451P 
成績評価 毎回の講義時の演習点（30％）と定期試験（70％）により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0451P 鉄筋コンクリート構造 
担当教員名 ⽥中 利幸、瀬川 輝夫＊ 
単位数 2 
教科書 「鉄筋コンクリート構造」／市之瀬敏勝著／共立出版／978-4-320076594 
アクティブラーニング  
キーワード 鉄筋コンクリート構造、応力度とひずみ度、曲げモーメント、せん断力、軸力、

構造設計、ひび割れ、耐震壁、PC 構造、SRC 構造、PCa ⼯法、耐震診断・改修 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 鉄筋コンクリート構造 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本建築学会「鉄筋コンクリート造建物の靱性保証型耐震設計指針・同解説

1999」 
授業形態 講義 
注意備考 必要に応じ講義プリントを配布します。 
シラバスコード FTZ0451P 
実務経験のある教員  
達成目標 コンクリートと鉄筋の力学的特性などの鉄筋コンクリート構造の基礎的知識を

理解する。 
鉄筋コンクリート造柱・梁・壁・床・基礎などの基礎的力学的性能や設計法につ
いて理解する。 
PC 構造、SRC 構造、PCaRC 造など RC を活用した構造を理解する。 
RC 造の耐震診断・改修の概略について理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 24 号館 5 階 ⽥中利幸研究室 tanaka@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Reinforced Concrete Structure 
関連科目 構造力学、建築材料 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コンクリートと鉄筋の力学的特性などの鉄筋コンクリート構造の基礎的な知識・

力学性状とともに、建物への適用性や、コンクリートを活用した PC 構造、SRC
構造、高層 RC 造なども実例を含めて身につける。さらに、RC 造の耐震診断・
改修の概略も理解する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションおよびコンクリート構造の基礎知識を解説する 

2 回 建物に作用する荷重を解説する 
3 回 梁および柱の曲げ挙動(1)平面保持仮定、曲げモーメントと軸力などを解説
する 
4 回 梁および柱の曲げ挙動(2)RC 梁の曲げ挙動を解説する 
5 回 梁および柱の曲げ挙動(2)RC 柱の曲げ挙動を解説する 
6 回 梁および柱のせん断挙動(1)せん断応力度と主応力度などを解説する 
7 回 梁および柱のせん断挙動(1)せん断補強筋の効果などを解説する 
8 回 床構造の役割、形式、⼯法について解説する 
9 回 床構造の支 

準備学習 1 回 教科書 1,2 章を予習すること 
2 回 教科書 3 章を予習すること 
3 回 教科書 4 章を予習すること 
4 回 教科書 4 章を予習すること 
5 回 教科書 4 章を予習すること 
6 回 教科書 5 章を予習すること 
7 回 教科書 5 章を予習すること 
8 回 教科書 8 章を予習すること 
9 回 教科書 8 章および配布資料を予習すること 
10 回 配布資料を予習すること 
11 回 教科書 9 章および配布資料を予習すること 
12 回 教科書 10 章および配布資料を予習すること 
13 回 教科書 4 章および配布資料を予習すること 
14 回 配布資料を予習する 

 



年度 2014 
授業コード FTZ04610 
成績評価 課題提出などの平常点(40%)と定期試験(60%)により評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 建築学科(〜12) 
見出し FTZ04610 ⽊質構造 
担当教員名 小林 正実、⻑瀬 正＊ 
単位数 2 
教科書 杉山英男編著「⽊質構造」共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード ⽊質材料、⽊造住宅、⽊材の接合、壁量計算、部材の設計、伝統⽊造 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 ⽊質構造 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「世界で一番やさしい⽊構造」エクスナレッジ 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後実施する。 
シラバスコード FTZ04610 
実務経験のある教員  
達成目標 ⽊質構造の大半を占める在来軸組構法のしくみや設計方法を演習を通じて理解

する。さらに日本の伝統建築のしくみと現状も併せて習得する。 
受講者へのコメント 本授業は、在来構法についての耐震性の検討方法や部材の設計方法を習得するこ

とを主な内容としている。一方、「⽊質構造」の理解には、構法を習得することも
重要であるが、残念ながら、本授業では十分な時間を取っていない。構法の習得
には、講義では効果的でなく、身近な⽊造建物のおさまりがどうなっているか文
献で調べたり、⽊造住宅の建設現場を継続的に見学するなどの方がよく身に付
く。そのようにして自ら学び取ることも⼼掛けてほしい。 

連絡先 ２４号館５階 小林研究室 メール：kobayashi@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 教科書を有効に利用する等により、改善に努め、昨年までよりもよい授業ができ
たつもりであり、概ねそのように評価してもらえたようである。ただし、まだま
だ改善しなければならない点があり、それにより、更によい評価が得られるよう
にしたいと思っている。 

英文科目名 Wooden Structure 
関連科目 構造力学、建築概論、建築材料 
次回に向けての改善変更予定 ・受講者に質問したり、説明させたりする機会を増やし、緊張感を持たせるよう

にする 
・配布資料、材料見本、仕口・継手などの模型、ビデオ教材の更なる充実に努め



る 
講義目的 我が国の⽊造建築は、竪穴高床住居から寺社書楼閣と最近の大空間構造まで、⻑

い歴史と多様な展開を示している。本講義は、⽊質構造の大半を占める在来軸組
構法を主な内容とし、そのしくみや設計方法について詳しく解説する。とくに耐
震性の検討については課題を課す。また、その他の⽊造住宅の構法や、伝統的⽊
造についても、そのしくみを解説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションおよび⽊材の性質・⽊質材料 

2 回 ⽊造住宅のしくみと特徴（１）在来軸組構法の概要 
3 回 ⽊造住宅のしくみと特徴（２）在来軸組構法の部材の接合 
4 回 壁の設計（１）壁の種類、壁倍率 
5 回 壁の設計（２）地震力に対して必要な壁量 
6 回 壁の設計（３）風圧力に対して必要な壁量 
7 回 壁の設計（４）４分割法 
8 回 曲げ材の設計（１）曲げおよびせん断の検討 
9 回 曲げ材の設計（２）たわみの検討 
10 回 柱の設計 
11 回 床の設計 
12 回 ⽊造住宅の耐震診断 
13 回 枠組壁構法、プレハブ構法 
 

準備学習 1 回 建築材料で学習した⽊材の性質を復習しておくこと 
2 回 建築概論で学習した⽊構造の軸組・小屋組を復習しておくこと 
3 回 事前に配布する資料のうち、⽊材の接合のところに目を通しておくこと 
4 回 教科書第５章 5.2.2 序文・例題に目を通すこと 
5 回 教科書第５章 5.2.3a,b に目を通すこと 
6 回 第 4 回,第 5 回の復習をしておくこと 
7 回 教科書第５章 5.2.3c に目を通すこと 
8 回 教科書第４章 4.6.1a,b,c に目を通すこと 
9 回 教科書第４章 4.5.2,4.6.1 例題に目を通すこと 
10 回 教科書 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0461P 
成績評価 課題提出などの平常点(40%)と定期試験(60%)により評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0461P ⽊質構造 
担当教員名 小林 正実、⻑瀬 正＊ 
単位数 2 
教科書 杉山英男編著「⽊質構造」共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード ⽊質材料、⽊造住宅、⽊材の接合、壁量計算、部材の設計、伝統⽊造 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⽊質構造 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「世界で一番やさしい⽊構造」エクスナレッジ 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後実施する。 
シラバスコード FTZ0461P 
実務経験のある教員  
達成目標 ⽊質構造の大半を占める在来軸組構法のしくみや設計方法を演習を通じて理解

する。さらに日本の伝統建築のしくみと現状も併せて習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２４号館５階 小林研究室 メール：kobayashi@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Wooden Structure 
関連科目 構造力学、建築概論、建築材料 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 我が国の⽊造建築は、竪穴高床住居から寺社書楼閣と最近の大空間構造まで、⻑

い歴史と多様な展開を示している。本講義は、⽊質構造の大半を占める在来軸組
構法を主な内容とし、そのしくみや設計方法について詳しく解説する。とくに耐
震性の検討については課題を課す。また、その他の⽊造住宅の構法や、伝統的⽊
造についても、そのしくみを解説する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションおよび⽊材の性質・⽊質材料 

2 回 ⽊造住宅のしくみと特徴（１）在来軸組構法の概要 
3 回 ⽊造住宅のしくみと特徴（２）在来軸組構法の部材の接合 
4 回 壁の設計（１）壁の種類、壁倍率 



5 回 壁の設計（２）地震力に対して必要な壁量 
6 回 壁の設計（３）風圧力に対して必要な壁量 
7 回 壁の設計（４）４分割法 
8 回 曲げ材の設計（１）曲げおよびせん断の検討 
9 回 曲げ材の設計（２）たわみの検討 
10 回 柱の設計 
11 回 床の設計 
12 回 ⽊造住宅の耐震診断 
13 回 枠組壁構法、プレハブ構法 
 

準備学習 1 回 建築材料で学習した⽊材の性質を復習しておくこと 
2 回 建築概論で学習した⽊構造の軸組・小屋組を復習しておくこと 
3 回 事前に配布する資料のうち、⽊材の接合のところに目を通しておくこと 
4 回 教科書第５章 5.2.2 序文・例題に目を通すこと 
5 回 教科書第５章 5.2.3a,b に目を通すこと 
6 回 第 4 回,第 5 回の復習をしておくこと 
7 回 教科書第５章 5.2.3c に目を通すこと 
8 回 教科書第４章 4.6.1a,b,c に目を通すこと 
9 回 教科書第４章 4.5.2,4.6.1 例題に目を通すこと 
10 回 教科書 

 



年度 2014 
授業コード FTZ04710 
成績評価 各実験のレポート（１００％）によって評価する 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜12) 
見出し FTZ04710 建築構造材料実験 
担当教員名 ⽥中 利幸、小林 正実、山崎 雅弘 
単位数 2 
教科書 プリントを配布 
アクティブラーニング  
キーワード コンクリート・鋼材の強度、弾性係数、座屈、梁の曲げ試験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築構造材料実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本建築学会「建築材料実験用教材」 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FTZ04710 
実務経験のある教員  
達成目標 建築構造材料・部材の実験から得られる計測値から、材料・部材の特性を把握し、

習得する． 
受講者へのコメント  
連絡先 ⽥中研究室、山崎研究室 小林研究室 24 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Laboratory Tests of Structural Materials and Members 
関連科目 構造力学 I〜IV、鋼構造 I、鉄筋コンクリート構造 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 鋼材引張試験、コンクリートの材料強度試験を行い、構造材料の特性を把握する。

次いで、鋼材またはコンクリートの部材について変形特性を実験によって確認す
る． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  ガイダンス、講義（⽥中、山崎、小林） 

2 回  講義（コンクリートの調合，シリンダー試験など） 
3 回  圧縮試験体（シリンダー）作成、フレッシュコンクリート試験 
4 回 講義（鉄筋コンクリート梁曲げ試験実験要領，曲げ耐力の計算など） 
5 回 鉄筋コンクリート梁試験体の製作（その１） 
6 回 鉄筋コンクリート梁試験体の製作（その２） 



7 回 コンクリートシリンダー圧縮試験 
8 回 鋼板の引張試験（その１） 
9 回 鋼板の引張試験（その２） 
10 回 鉄筋の引張試験 
11 回  鉄筋コンクリート梁・無筋コンクリート梁曲 

準備学習 1 回  シラバスによって実験実習の流れを確認しておくこと 
2 回  関連科目「鉄筋コンクリート構造」の内容で「コンクリート材料」につい
て復習しておくこと． 
3 回  講義（第２回）の内容について復習しておくこと． 
4 回  関連科目「鉄筋コンクリート構造」の内容で「梁」について復習をしてお
くこと。 
5 回 講義（第４回）内容について復習をしておくこと。 
6 回  講義（第４回）内容について復習しておくこと。 
7 回 講義（第２回）の内容について復習しておくこと。 
8 回  関連科目「鋼構造」の内容で、「材料」についての 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0471P 
成績評価 各実験のレポート（１００％）によって評価する 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0471P 建築構造材料実験 
担当教員名 ⽥中 利幸、小林 正実、山崎 雅弘 
単位数 2 
教科書 プリントを配布 
アクティブラーニング  
キーワード コンクリート・鋼材の強度、弾性係数、座屈、梁の曲げ試験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築構造材料実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本建築学会「建築材料実験用教材」 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FTZ0471P 
実務経験のある教員  
達成目標 建築構造材料・部材の実験から得られる計測値から、材料・部材の特性を把握し、

習得する． 
受講者へのコメント  
連絡先 ⽥中研究室、山崎研究室 小林研究室 24 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Laboratory Tests of Structural Materials and Members 
関連科目 構造力学 I〜IV、鋼構造 I、鉄筋コンクリート構造 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 鋼材引張試験、コンクリートの材料強度試験を行い、構造材料の特性を把握する。

次いで、鋼材またはコンクリートの部材について変形特性を実験によって確認す
る． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  ガイダンス、講義（⽥中、山崎、小林） 

2 回  講義（コンクリートの調合，シリンダー試験など） 
3 回  圧縮試験体（シリンダー）作成、フレッシュコンクリート試験 
4 回 講義（鉄筋コンクリート梁曲げ試験実験要領，曲げ耐力の計算など） 
5 回 鉄筋コンクリート梁試験体の製作（その１） 
6 回 鉄筋コンクリート梁試験体の製作（その２） 



7 回 コンクリートシリンダー圧縮試験 
8 回 鋼板の引張試験（その１） 
9 回 鋼板の引張試験（その２） 
10 回 鉄筋の引張試験 
11 回  鉄筋コンクリート梁・無筋コンクリート梁曲 

準備学習 1 回  シラバスによって実験実習の流れを確認しておくこと 
2 回  関連科目「鉄筋コンクリート構造」の内容で「コンクリート材料」につい
て復習しておくこと． 
3 回  講義（第２回）の内容について復習しておくこと． 
4 回  関連科目「鉄筋コンクリート構造」の内容で「梁」について復習をしてお
くこと。 
5 回 講義（第４回）内容について復習をしておくこと。 
6 回  講義（第４回）内容について復習しておくこと。 
7 回 講義（第２回）の内容について復習しておくこと。 
8 回  関連科目「鋼構造」の内容で、「材料」についての 

 



年度 2014 
授業コード FTZ04810 
成績評価 ・平常点（講義ごとの演習課題）２５％・中間試験 ２５％・期末試験 ５０％ 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜12) 
見出し FTZ04810 耐震・耐風設計 
担当教員名 小林 正実 
単位数 2 
教科書 ⻄川孝夫ほか著：建築の振動 初歩から学ぶ建物の揺れ，朝倉書店 
アクティブラーニング  
キーワード 自由振動，固有値，強制振動，応答スペクトル，地震動，地震応答 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 耐震・耐風設計 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ04810 
実務経験のある教員  
達成目標 耐震設計のプロセスを理解し，２層程度の小規模な建物について地震応答の計算

ができるようになる． 
受講者へのコメント  
連絡先 ２４号館５階 小林研究室 メール：kobayashi@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earthquake and Wind Resistant Design 
関連科目 構造力学 I，構造力学 II，構造力学 III，構造力学 IV 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地震に対する応答を具体的に評価し，建築物の各部を設計する耐震設計の基本的

なプロセスを修得させる．耐風設計の基礎知識も習得させる． 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（講義内容・授業計画の説明），振動理論の基礎知識 

2 回 地震学の基礎（震度，マグニチュード，地震波，断層） 
3 回 １層建物の自由振動 
4 回 減衰を考慮した１層建物の自由振動 
5 回 １層建物の調和地動による応答と共振現象 
6 回 ２層建物の自由振動と固有周期 
7 回 ２層建物の調和地動による応答１（運動方程式） 



8 回 ２層建物の調和地動による応答２（刺激係数） 
9 回 中間試験 
10 回 １層建物の地震波に対する応答解析 
11 回 地震応答スペクトル，設計用応答スペクトル 
12 回 応答スペクト 

準備学習 1 回 テキストの第１章に目を通しておくこと 
2 回 事前に配布するプリントに目を通しておくこと 
3 回 テキスト第２章 2.1 に目を通しておくこと 
4 回 テキスト第２章 2.2 に目を通しておくこと 
5 回 テキスト第２章 2.3 に目を通しておくこと 
6 回 テキスト第３章 3.1 に目を通しておくこと 
7 回 テキスト第３章 3.2 に目を通しておくこと 
8 回 第 7 回の復習をしておくこと 
9 回 これまでの講義内容の復習 
10 回 テキスト第４章 4.2 に目を通しておくこと 
11 回 テキスト第４章 4.3，第５章 5.1 に目を通しておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0481P 
成績評価 ・平常点（講義ごとの演習課題）２５％・中間試験 ２５％・期末試験 ５０％ 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0481P 耐震・耐風設計 
担当教員名 小林 正実 
単位数 2 
教科書 ⻄川孝夫ほか著：建築の振動 初歩から学ぶ建物の揺れ，朝倉書店 
アクティブラーニング  
キーワード 自由振動，固有値，強制振動，応答スペクトル，地震動，地震応答 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 耐震・耐風設計 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ0481P 
実務経験のある教員  
達成目標 耐震設計のプロセスを理解し，２層程度の小規模な建物について地震応答の計算

ができるようになる． 
受講者へのコメント  
連絡先 ２４号館５階 小林研究室 メール：kobayashi@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earthquake and Wind Resistant Design 
関連科目 構造力学 I，構造力学 II，構造力学 III，構造力学 IV 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地震に対する応答を具体的に評価し，建築物の各部を設計する耐震設計の基本的

なプロセスを修得させる．耐風設計の基礎知識も習得させる． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（講義内容・授業計画の説明），振動理論の基礎知識 

2 回 地震学の基礎（震度，マグニチュード，地震波，断層） 
3 回 １層建物の自由振動 
4 回 減衰を考慮した１層建物の自由振動 
5 回 １層建物の調和地動による応答と共振現象 
6 回 ２層建物の自由振動と固有周期 
7 回 ２層建物の調和地動による応答１（運動方程式） 



8 回 ２層建物の調和地動による応答２（刺激係数） 
9 回 中間試験 
10 回 １層建物の地震波に対する応答解析 
11 回 地震応答スペクトル，設計用応答スペクトル 
12 回 応答スペクト 

準備学習 1 回 テキストの第１章に目を通しておくこと 
2 回 事前に配布するプリントに目を通しておくこと 
3 回 テキスト第２章 2.1 に目を通しておくこと 
4 回 テキスト第２章 2.2 に目を通しておくこと 
5 回 テキスト第２章 2.3 に目を通しておくこと 
6 回 テキスト第３章 3.1 に目を通しておくこと 
7 回 テキスト第３章 3.2 に目を通しておくこと 
8 回 第 7 回の復習をしておくこと 
9 回 これまでの講義内容の復習 
10 回 テキスト第４章 4.2 に目を通しておくこと 
11 回 テキスト第４章 4.3，第５章 5.1 に目を通しておくこ 

 



年度 2014 
授業コード FTZ04910 
成績評価 課題（４０％）と期末試験（６０％）によって評価する． 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 建築学科(〜12) 
見出し FTZ04910 建築基礎構造 
担当教員名 山崎 雅弘 
単位数 2 
教科書 建築学構造シリーズ 建築基礎構造／冨永晃司／オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード 土質力学、直接基礎、杭基礎 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築基礎構造 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示をする． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ04910 
実務経験のある教員  
達成目標 簡単な基礎構造の設計が可能となること． 
受講者へのコメント  
連絡先 山崎研究室 24 号館 5 階 086-256-9642 yamazaki@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Foundation Engineering 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 土質力学とそれに基づく基礎構造の支持力を評価し設計する方法を習得する． 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 基礎構造概説 

2 回 土質と地下水 
3 回 土の圧縮と圧密 
4 回 土のせん断強さと土圧 
5 回 地中応力 
6 回 地盤調査 
7 回 直接基礎の設計 
8 回  直接基礎の鉛直支持力 
9 回 直接基礎の沈下 



10 回  基礎フーチングの設計法 
11 回  杭基礎の分類 
12 回 鉛直方向荷重に対する杭基礎の設計 
13 回  杭基礎の鉛直支持力における問題 
14 回 水平方向荷重に対する杭基礎の設計 
15 回 総復習 

準備学習 1 回 テキスト第１章を読んでおくこと 
2 回  前回の講義内容を復習し、テキスト第２章を読んでおくこと 
3 回  前回の講義内容を復習し、テキスト第３章を読んでおくこと 
4 回  前回の講義内容を復習し、テキスト第４章を読んでおくこと 
5 回  前回の講義内容を復習し、テキスト第５章を読んでおくこと 
6 回  前回の講義内容を復習し、テキスト第６章を読んでおくこと 
7 回  前回の講義内容を復習し、テキスト第７章を読んでおくこと 
8 回  前回の講義内容を復習し、テキスト第８章を読んでおくこと 
9 回  前回の講義内容を 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0491P 
成績評価 課題（４０％）と期末試験（６０％）によって評価する． 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0491P 建築基礎構造 
担当教員名 山崎 雅弘 
単位数 2 
教科書 建築学構造シリーズ 建築基礎構造／冨永晃司／オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード 土質力学、直接基礎、杭基礎 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築基礎構造 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示をする． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ0491P 
実務経験のある教員  
達成目標 簡単な基礎構造の設計が可能となること． 
受講者へのコメント  
連絡先 山崎研究室 24 号館 5 階 086-256-9642 yamazaki@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Foundation Engineering 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 土質力学とそれに基づく基礎構造の支持力を評価し設計する方法を習得する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 基礎構造概説 

2 回 土質と地下水 
3 回 土の圧縮と圧密 
4 回 土のせん断強さと土圧 
5 回 地中応力 
6 回 地盤調査 
7 回 直接基礎の設計 
8 回  直接基礎の鉛直支持力 
9 回 直接基礎の沈下 



10 回  基礎フーチングの設計法 
11 回  杭基礎の分類 
12 回 鉛直方向荷重に対する杭基礎の設計 
13 回  杭基礎の鉛直支持力における問題 
14 回 水平方向荷重に対する杭基礎の設計 
15 回 総復習 

準備学習 1 回 テキスト第１章を読んでおくこと 
2 回  前回の講義内容を復習し、テキスト第２章を読んでおくこと 
3 回  前回の講義内容を復習し、テキスト第３章を読んでおくこと 
4 回  前回の講義内容を復習し、テキスト第４章を読んでおくこと 
5 回  前回の講義内容を復習し、テキスト第５章を読んでおくこと 
6 回  前回の講義内容を復習し、テキスト第６章を読んでおくこと 
7 回  前回の講義内容を復習し、テキスト第７章を読んでおくこと 
8 回  前回の講義内容を復習し、テキスト第８章を読んでおくこと 
9 回  前回の講義内容を 

 



年度 2014 
授業コード FTZ05010 
成績評価 演習などの平常点(30%)と定期試験(70%)により評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 建築学科(〜11) 
見出し FTZ05010 構造計画 
担当教員名 ⽥中 利幸、瀬川 輝夫＊ 
単位数 2 
教科書 和⽥章、古谷勉著「最新建築構造設計入門」：実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード 構造設計、RC 構造、S 造、耐震、制震、免震 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 構造計画 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻘⽊博文著「最新建築構造入門」：実教出版寺本隆幸著「建築構造の計画」：森北

出版⻄日本⼯高建築連盟編「新建築設計ノート構造計画の進めかた」：彰国社 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後実施する。 
シラバスコード FTZ05010 
実務経験のある教員  
達成目標 各種構造の特徴とその適材適所への選択および最新の事例などを知り、設計の創

造性による社会貢献の楽しさを学ぶ。 
受講者へのコメント 企画から建物維持までさまざまな立場の人々の協力により建物は建設・維持され

ていくのであり、他分野に関⼼ 
を持ち理解して協業することの重要性を理解してほしい。 

連絡先 24 号館 5 階 ⽥中利幸研究室 tanaka@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業内容に対する関⼼や必要性への理解と意欲が感じられる。 
英文科目名 Structural Planning 
関連科目 鉄筋コンクリート構造、鋼構造、構造設計演習、耐震・耐風設計 
次回に向けての改善変更予定 構造計画の位置づけと取り組む手順などについて理解が概ね得られていると思

われるので方針は継続したい。 
講義目的 建物の構造設計の基本計画から実施設計までを実務的に解説する。構造計画の要

点や手順とその留意点について実例を紹介しながら解説する。 
対象学年 4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションおよび建築構造設計の役割と流れ 

2 回  構造物に働く力（自重、地震、風他）と生ずる力 
3 回  各種架構（ラーメン、トラス、メガ、膜他） 



4 回  構造設計の考え方と変遷（新耐震設計法他） 
5 回  地業と基礎構法（直接基礎、杭基礎他） 
6 回  鉄筋コンクリート構造の設計（一次設計） 
7 回  鉄筋コンクリート構造の設計（柱・梁・壁）(1) 
8 回  鉄筋コンクリート構造の設計（柱・梁・壁）(2) 
9 回  構造計画の要点と良い構造設計をするには 
10 回  建物のライフサイクルと構造計画の手 

準備学習 1 回  シラバスにより全体を把握する 
2 回  教科書第 1 章に目を通しておくこと 
3 回  教科書第 2 章に目を通しておくこと 
4 回  教科書第 6 章に目を通しておくこと 
5 回  配布資料に目を通しておくこと 
6 回  教科書第 6 章に目を通しておくこと 
7 回  教科書第 6 章に目を通しておくこと 
8 回  教科書第 6 章に目を通しておくこと 
9 回  配布資料に目を通しておくこと 
10 回  配布資料に目を通しておくこと 
11 回  配布資料に目を通しておくこと 
12 回  配布資料に目を通しておくこと 
13 回  配布資料に目を 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0501P 
成績評価 演習などの平常点(30%)と定期試験(70%)により評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0501P 構造計画 
担当教員名 ⽥中 利幸、瀬川 輝夫＊ 
単位数 2 
教科書 和⽥章、古谷勉著「最新建築構造設計入門」：実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード 構造設計、RC 構造、S 造、耐震、制震、免震 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 構造計画 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻘⽊博文著「最新建築構造入門」：実教出版寺本隆幸著「建築構造の計画」：森北

出版⻄日本⼯高建築連盟編「新建築設計ノート構造計画の進めかた」：彰国社 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後実施する。 
シラバスコード FTZ0501P 
実務経験のある教員  
達成目標 各種構造の特徴とその適材適所への選択および最新の事例などを知り、設計の創

造性による社会貢献の楽しさを学ぶ。 
受講者へのコメント  
連絡先 24 号館 5 階 ⽥中利幸研究室 tanaka@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Structural Planning 
関連科目 鉄筋コンクリート構造、鋼構造、構造設計演習、耐震・耐風設計 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建物の構造設計の基本計画から実施設計までを実務的に解説する。構造計画の要

点や手順とその留意点について実例を紹介しながら解説する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションおよび建築構造設計の役割と流れ 

2 回  構造物に働く力（自重、地震、風他）と生ずる力 
3 回  各種架構（ラーメン、トラス、メガ、膜他） 
4 回  構造設計の考え方と変遷（新耐震設計法他） 
5 回  地業と基礎構法（直接基礎、杭基礎他） 
6 回  鉄筋コンクリート構造の設計（一次設計） 



7 回  鉄筋コンクリート構造の設計（柱・梁・壁）(1) 
8 回  鉄筋コンクリート構造の設計（柱・梁・壁）(2) 
9 回  構造計画の要点と良い構造設計をするには 
10 回  建物のライフサイクルと構造計画の手 

準備学習 1 回  シラバスにより全体を把握する 
2 回  教科書第 1 章に目を通しておくこと 
3 回  教科書第 2 章に目を通しておくこと 
4 回  教科書第 6 章に目を通しておくこと 
5 回  配布資料に目を通しておくこと 
6 回  教科書第 6 章に目を通しておくこと 
7 回  教科書第 6 章に目を通しておくこと 
8 回  教科書第 6 章に目を通しておくこと 
9 回  配布資料に目を通しておくこと 
10 回  配布資料に目を通しておくこと 
11 回  配布資料に目を通しておくこと 
12 回  配布資料に目を通しておくこと 
13 回  配布資料に目を 

 



年度 2014 
授業コード FTZ05110 
成績評価 定期試験（70％）、小テスト（またはレポート）（30％）により評価を行う。。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜14) 
見出し FTZ05110 建築環境⼯学Ⅰ 
担当教員名 中山 哲士 
単位数 2 
教科書 環境⼯学教科書＜第二版＞、環境⼯学教科書研究会編著、彰国社、2000 
アクティブラーニング  
キーワード 環境建築、自然採光、昼光率、日射遮蔽、グレア、暗順応・明順応、色彩、色標、

音響、騒音、振動 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 スライドの配色により見にくいとの指摘があった。改善していきたい。 
科目名 建築環境⼯学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ05110 
実務経験のある教員  
達成目標 建築の光環境（日射のコントロール、人⼯照明）と音環境（音響、騒音・振動）

に関する基礎事項の取得を主な目的とし、豊かで快適な建築・環境を無駄なエネ
ルギーを使用することなく達成することを念頭におく。照明や音響に関わる基礎
的な用語や計算方法を理解し、良質で快適な建築環境を創造、演出するための基
礎理論の習得を目指す。 

受講者へのコメント 授業時間外の学習時間については 80%以上の学生が 30 分以下であるとの回答が
あった。授業だけではなく、一通りの予習・復習にも時間を割いてもらいたい。 

連絡先 ２７号館５階 中山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 理解が深まった 88.5%、満足・ほぼ満足が 82.1%と当初の目的に達成したと思
う。 

英文科目名 Environmental Engineering for Architecture I 
関連科目 建築環境⼯学 I、建築環境⼯学 II、建築設備 I 、建築設備 II 
次回に向けての改善変更予定 演習による理解が大きいと思われる。毎回授業の最後に行う演習問題、また数回

行うまとまった演習課題などを通して内容を理解できるようによりいっそう取
り組んでいく予定。 

講義目的 建築環境⼯学の中で、光環境と音環境に関して理解する。光環境では光の性質を
活かした照明計画、昼光照明、人⼯照明について計画法、計算法を理解する。音



環境については音の性質と特性を活かした音響計画、騒音・振動対策について理
解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス、地球環境と建築： 地球環境問題と建築との関わりについて概

説する。環境負荷の少ない建築とは、環境に適応した建築とは何かを考える。 
2 回 光の特性と専門用語： 自然採光や人⼯照明など光は建築環境に欠かせな
い要素である。光について学ぶにあたり、基礎的な光の特性、専門用語について
理解する。 
3 回 目と視覚： 人が光を感じるメカニズム、照明としての光の機能、ものの見
え方について理解する。 
4 回 窓と採光・日射遮蔽： 窓から自然光を取り入れる場合、適切な窓の配置と
制御が必要である。その仕組みについて 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 建築環境⼯学の基礎（特に光） 
3 回 建築環境⼯学の光、環境⼼理分野 
4 回 建築環境⼯学の光・日射、環境⼼理分野 
5 回 建築環境⼯学の光・日射分野 
6 回 建築環境⼯学の照明分野 
7 回 建築環境⼯学の照明分野 
8 回 建築環境⼯学の色彩、環境⼼理分野 
9 回 建築環境計画 
10 回 建築環境⼯学の音分野 
11 回 建築環境⼯学の音響学分野 
12 回 建築環境⼯学の音響学分野 
13 回 建築環境⼯学の音響学分野 
14 回 建築環境⼯学の音響学、騒音分野 
15 回 建築環境⼯学の騒音分野 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0511P 
成績評価 定期試験（70％）、小テスト（またはレポート）（30％）により評価を行う。。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0511P 建築環境⼯学Ⅰ 
担当教員名 中山 哲士 
単位数 2 
教科書 環境⼯学教科書＜第二版＞、環境⼯学教科書研究会編著、彰国社、2000 
アクティブラーニング  
キーワード 環境建築、自然採光、昼光率、日射遮蔽、グレア、暗順応・明順応、色彩、色標、

音響、騒音、振動 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築環境⼯学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ0511P 
実務経験のある教員  
達成目標 建築の光環境（日射のコントロール、人⼯照明）と音環境（音響、騒音・振動）

に関する基礎事項の取得を主な目的とし、豊かで快適な建築・環境を無駄なエネ
ルギーを使用することなく達成することを念頭におく。照明や音響に関わる基礎
的な用語や計算方法を理解し、良質で快適な建築環境を創造、演出するための基
礎理論の習得を目指す。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館５階 中山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Engineering for Architecture I 
関連科目 建築環境⼯学 I、建築環境⼯学 II、建築設備 I 、建築設備 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築環境⼯学の中で、光環境と音環境に関して理解する。光環境では光の性質を

活かした照明計画、昼光照明、人⼯照明について計画法、計算法を理解する。音
環境については音の性質と特性を活かした音響計画、騒音・振動対策について理
解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス、地球環境と建築： 地球環境問題と建築との関わりについて概



説する。環境負荷の少ない建築とは、環境に適応した建築とは何かを考える。 
2 回 光の特性と専門用語： 自然採光や人⼯照明など光は建築環境に欠かせな
い要素である。光について学ぶにあたり、基礎的な光の特性、専門用語について
理解する。 
3 回 目と視覚： 人が光を感じるメカニズム、照明としての光の機能、ものの見
え方について理解する。 
4 回 窓と採光・日射遮蔽： 窓から自然光を取り入れる場合、適切な窓の配置と
制御が必要である。その仕組みについて 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 建築環境⼯学の基礎（特に光） 
3 回 建築環境⼯学の光、環境⼼理分野 
4 回 建築環境⼯学の光・日射、環境⼼理分野 
5 回 建築環境⼯学の光・日射分野 
6 回 建築環境⼯学の照明分野 
7 回 建築環境⼯学の照明分野 
8 回 建築環境⼯学の色彩、環境⼼理分野 
9 回 建築環境計画 
10 回 建築環境⼯学の音分野 
11 回 建築環境⼯学の音響学分野 
12 回 建築環境⼯学の音響学分野 
13 回 建築環境⼯学の音響学分野 
14 回 建築環境⼯学の音響学、騒音分野 
15 回 建築環境⼯学の騒音分野 

 



年度 2014 
授業コード FTZ05210 
成績評価 定期試験（70％）、小テスト（またはレポート）（30％）により評価を行う。。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜13) 
見出し FTZ05210 建築環境⼯学Ⅱ 
担当教員名 中山 哲士、水出 喜太郎＊ 
単位数 2 
教科書 環境⼯学教科書＜第二版＞、環境⼯学教科書研究会編著、彰国社、2000 
アクティブラーニング  
キーワード 温度、熱移動、湿気、熱負荷、断熱、気密、温熱環境、日射、太陽位置、換気、

空気質、汚染物質、通風、煙突効果、風環境 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築環境⼯学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ05210 
実務経験のある教員  
達成目標 建築の熱環境（気候、伝熱、湿気）と空気環境（空気質、換気）に関する基礎事

項の取得を主な目的とし、豊かで快適な建築・環境を無駄なエネルギーを使用す
ることなく達成することを念頭におく。気候と建築の関係、人体の温熱感覚と快
適環境条件、建築の熱的な挙動を解析するための伝熱や室内環境の基礎的な計算
方法、結露の原理と防止方法、換気の基礎理論の習得を目指す。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館５階 中山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Engineering for Architecture II 
関連科目 建築環境⼯学 I、建築環境⼯学 II、建築設備 I 、建築設備 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築環境⼯学の中で、熱環境と空気環境に関して概説する。熱環境では建築環境

⼯学で用いる熱の伝熱理論、湿り空気の特性、太陽エネルギー利用の基礎理論に
ついて理解する。空気環境については空気質と換気の基礎理論を理解する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス、気候と建築： 地域の気候に適したヴァナキュラー建築での環

境適用の事例から環境に適応した建築とは何かを考える。 



2 回 都市・地球環境とヒートアイランド： 都市レベルや地球レベルで起こって
いる環境問題について考える。また、ヒートアイランド現象から建築のあり方、
都市のあり方について考える。 
3 回 人体の熱的快適性： 人体の熱平衡と温熱環境要素との関わりを概説し、快
適な温熱環境とは何かを理解する。 
4 回 建物の熱バランス／熱移動の基礎（伝導・対流）： 室内の熱の出入りと室
温との関係を理解する。伝 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 特になし 
3 回 建築環境⼯学の基礎（温熱感） 
4 回 建築環境⼯学の伝熱分野 
5 回 建築環境⼯学の伝熱分野 
6 回 建築環境⼯学の伝熱分野 
7 回 建築環境⼯学の基礎（湿り空気）と伝熱分野 
8 回 建築環境⼯学の基礎（太陽位置） 
9 回 建築環境⼯学の基礎（太陽位置）、伝熱分野 
10 回 建築環境計画 
11 回 建築環境⼯学の空気環境分野 
12 回 建築環境⼯学の空気環境分野 
13 回 建築環境⼯学の空気環境分野 
14 回 建築環境⼯学の空気環境分野 
15 回 建築環境⼯学の風環境分野 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0521P 
成績評価 定期試験（70％）、小テスト（またはレポート）（30％）により評価を行う。。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0521P 建築環境⼯学Ⅱ 
担当教員名 中山 哲士、水出 喜太郎＊ 
単位数 2 
教科書 環境⼯学教科書＜第二版＞、環境⼯学教科書研究会編著、彰国社、2000 
アクティブラーニング  
キーワード 温度、熱移動、湿気、熱負荷、断熱、気密、温熱環境、日射、太陽位置、換気、

空気質、汚染物質、通風、煙突効果、風環境 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築環境⼯学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ0521P 
実務経験のある教員  
達成目標 建築の熱環境（気候、伝熱、湿気）と空気環境（空気質、換気）に関する基礎事

項の取得を主な目的とし、豊かで快適な建築・環境を無駄なエネルギーを使用す
ることなく達成することを念頭におく。気候と建築の関係、人体の温熱感覚と快
適環境条件、建築の熱的な挙動を解析するための伝熱や室内環境の基礎的な計算
方法、結露の原理と防止方法、換気の基礎理論の習得を目指す。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館５階 中山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Engineering for Architecture II 
関連科目 建築環境⼯学 I、建築環境⼯学 II、建築設備 I 、建築設備 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築環境⼯学の中で、熱環境と空気環境に関して概説する。熱環境では建築環境

⼯学で用いる熱の伝熱理論、湿り空気の特性、太陽エネルギー利用の基礎理論に
ついて理解する。空気環境については空気質と換気の基礎理論を理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス、気候と建築： 地域の気候に適したヴァナキュラー建築での環

境適用の事例から環境に適応した建築とは何かを考える。 



2 回 都市・地球環境とヒートアイランド： 都市レベルや地球レベルで起こって
いる環境問題について考える。また、ヒートアイランド現象から建築のあり方、
都市のあり方について考える。 
3 回 人体の熱的快適性： 人体の熱平衡と温熱環境要素との関わりを概説し、快
適な温熱環境とは何かを理解する。 
4 回 建物の熱バランス／熱移動の基礎（伝導・対流）： 室内の熱の出入りと室
温との関係を理解する。伝 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 特になし 
3 回 建築環境⼯学の基礎（温熱感） 
4 回 建築環境⼯学の伝熱分野 
5 回 建築環境⼯学の伝熱分野 
6 回 建築環境⼯学の伝熱分野 
7 回 建築環境⼯学の基礎（湿り空気）と伝熱分野 
8 回 建築環境⼯学の基礎（太陽位置） 
9 回 建築環境⼯学の基礎（太陽位置）、伝熱分野 
10 回 建築環境計画 
11 回 建築環境⼯学の空気環境分野 
12 回 建築環境⼯学の空気環境分野 
13 回 建築環境⼯学の空気環境分野 
14 回 建築環境⼯学の空気環境分野 
15 回 建築環境⼯学の風環境分野 

 



年度 2014 
授業コード FTZ05310 
成績評価 筆記試験(100%)で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜13) 
見出し FTZ05310 建築設備Ⅰ 
担当教員名 吉⽥ 治典、松尾 豊広＊ 
単位数 2 
教科書 建築設備学教科書、建築設備学教科書研究会編著、彰国社 
アクティブラーニング  
キーワード 受水槽、器具単位、給湯方式、通気管、トラップ、ＢＯＤ、交流、ガス、火災報

知器、スプリンクラー 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築設備Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 空気調和・衛生設備の知識、空気調和衛生⼯学会編、オーム社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ05310 
実務経験のある教員  
達成目標 建築の給排水、防災、電気、情報設備の基礎を修得する。特に建築と設備の融合

により適切な環境が得られることを常に意識し、一級建築士試験に対応できる基
礎を習得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 5 階 吉⽥研究室 hyoshida@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Building Equipment I 
関連科目 建築環境⼯学 I、建築環境⼯学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築環境の快適、利便、安全を保持するための設備である、給排水衛生・防災設

備、電気設備について基礎的原理と知識について講述する。具体的には、給排水
衛生では給排水、衛生器具、防災設備では消火設備、警報設備、電気設備では、
受変電、配線、制御監視、照明設備、搬送・情報設備ではエレベーター、通信弱
電設備など、建築士を目指す学生に不可欠な技術的基礎の修得を目指す。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 概論 

2 回 建築と水資源 



3 回 水の汚染防止 
4 回 給水量と圧力 
5 回 給水システム 
6 回 排水・通気システム 
7 回 衛生器具設備 
8 回 消火設備 
9 回 環境共生建築における設備の役割 
10 回 電気の基礎 
11 回 照明設備 
12 回 輸送設備 
13 回 配線設備 
14 回 受電設備 
15 回 防災・情報設備 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し何を学ぶかを把握しておく 
2 回 建築で使われる水を有効な資源として把握しておく 
3 回 建築内ではどのように水が汚染され、それをどのように避けるのかを把握
しておく 
4 回 建物において利用される水の量と必要な圧力について把握しておく 
5 回 種々の給水システムの違いを把握しておく 
6 回 建物では使用後の水をどのよう排水するのかを把握しておく 
7 回 人が利用する衛生器具にはどのようなものがあるか把握しておく 
8 回 建築内で火災がおきれば、どのように消火するかを考えておく 
9 回 給水、排水 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0531P 
成績評価 筆記試験(100%)で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0531P 建築設備Ⅰ 
担当教員名 吉⽥ 治典、松尾 豊広＊ 
単位数 2 
教科書 建築設備学教科書、建築設備学教科書研究会編著、彰国社 
アクティブラーニング  
キーワード 受水槽、器具単位、給湯方式、通気管、トラップ、ＢＯＤ、交流、ガス、火災報

知器、スプリンクラー 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築設備Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 空気調和・衛生設備の知識、空気調和衛生⼯学会編、オーム社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ0531P 
実務経験のある教員  
達成目標 建築の給排水、防災、電気、情報設備の基礎を修得する。特に建築と設備の融合

により適切な環境が得られることを常に意識し、一級建築士試験に対応できる基
礎を習得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 5 階 吉⽥研究室 hyoshida@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Building Equipment I 
関連科目 建築環境⼯学 I、建築環境⼯学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築環境の快適、利便、安全を保持するための設備である、給排水衛生・防災設

備、電気設備について基礎的原理と知識について講述する。具体的には、給排水
衛生では給排水、衛生器具、防災設備では消火設備、警報設備、電気設備では、
受変電、配線、制御監視、照明設備、搬送・情報設備ではエレベーター、通信弱
電設備など、建築士を目指す学生に不可欠な技術的基礎の修得を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 概論 

2 回 建築と水資源 



3 回 水の汚染防止 
4 回 給水量と圧力 
5 回 給水システム 
6 回 排水・通気システム 
7 回 衛生器具設備 
8 回 消火設備 
9 回 環境共生建築における設備の役割 
10 回 電気の基礎 
11 回 照明設備 
12 回 輸送設備 
13 回 配線設備 
14 回 受電設備 
15 回 防災・情報設備 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し何を学ぶかを把握しておく 
2 回 建築で使われる水を有効な資源として把握しておく 
3 回 建築内ではどのように水が汚染され、それをどのように避けるのかを把握
しておく 
4 回 建物において利用される水の量と必要な圧力について把握しておく 
5 回 種々の給水システムの違いを把握しておく 
6 回 建物では使用後の水をどのよう排水するのかを把握しておく 
7 回 人が利用する衛生器具にはどのようなものがあるか把握しておく 
8 回 建築内で火災がおきれば、どのように消火するかを考えておく 
9 回 給水、排水 

 



年度 2014 
授業コード FTZ05410 
成績評価 筆記試験(100%)で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜12) 
見出し FTZ05410 建築設備Ⅱ 
担当教員名 吉⽥ 治典、高草 智＊、三浦 克弘＊ 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード 単一ダクト空調システム、エンタルピー、絶対湿度、ＳＨＦ、気象データ、非定

常熱負荷計算、ヒートポンプ、モリエ線図、フロンガス、ポンプ、ファン、ＰＡ
Ｌ、ＣＥＣ、レイノルズ数、摩擦損失、ムーディー線図、ホルムアルデヒド、ク
リーンルーム、エアフィルター、ＢＥＭＳ、ＰＩＤ制御、自然排煙、機械排煙、
排煙区画 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築設備Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 建築設備学教科書、建築設備学教科書研究会編著、彰国社、1991 建築と⼯学，２

１エネルギー⼯学，彰国社,2003 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ05410 
実務経験のある教員  
達成目標 空気解析や熱負荷計算法の原理、熱源機器、搬送機器、自動制御の仕組みと能力・

効率を理解させ、省エネルギーや健康的な空気環境を換気設備で達成するための
設計方法を学ぶ。また、火災時の建築の安全を護るための排煙設備の設計法を理
解する。建築と設備の融合により適切な環境が得られることを常に意識し、一級
建築士試験に対応できる基礎を習得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館５階 吉⽥研究室 hyoshida@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Building Equipment II 
関連科目 建築環境⼯学 I、建築環境⼯学 II、建築設備 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築設備のなかで、省エネルギー上重要な空気調和設備、空気環境を健全に維持

する換気設備、火災時に建築の安全を確保する避難を補助する排煙設備を中⼼



に、システムの原理や基礎ならびに設計方法を講義する。具体的には、空気解析
や熱負荷計算法をベースにした空調システム設計法、熱源機器、搬送機器、自動
制御をベースにした省エネルギーや搬送設備設計法、換気システムやクリーンル
ーム設計法、火災の性状と排煙設備設計法について講述する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 建築と設備システムの融合： 現代の建築では、空調設備、給排水設備、電

気設備などの設備が不可欠であり、建築と設備の融合を図ることの重要性につい
て解説する。 
2 回 各種空調システムの特質： 種々の空調システムの特質について、それぞれ
の省エネルギー性能や換気性能などの特徴を解説する。 
3 回 湿り空気線図（１）： 空気線図を用いて空気の温度、湿度、熱エネルギー
を解析する手法を解説する。 
4 回 湿り空気線図（２）： 空気線図を用いて空気の冷却、加熱、加湿、ならび
に、それらを総合して空調プロセスを解析する手法を 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 特になし 
3 回 建築環境⼯学の基礎（特に結露） 
4 回 建築環境⼯学の基礎（特に結露） 
5 回 建築環境⼯学の伝熱分野 
6 回 建築環境⼯学の伝熱分野 
7 回 物理の熱力学分野 
8 回 物理の熱力学分野 
9 回 建築環境⼯学の流れの分野 
10 回 建築環境⼯学の流れの分野 
11 回 建築環境⼯学の流れと空気質の分野 
12 回 建築環境⼯学の流れと空気質の分野 
13 回 建築環境⼯学の流れと空気質の分野 
14 回 建築環境⼯学の流れと空気質の分野 
15 回 第１４回までの復習 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0541P 
成績評価 筆記試験(100%)で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0541P 建築設備Ⅱ 
担当教員名 吉⽥ 治典、高草 智＊、三浦 克弘＊ 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード 単一ダクト空調システム、エンタルピー、絶対湿度、ＳＨＦ、気象データ、非定

常熱負荷計算、ヒートポンプ、モリエ線図、フロンガス、ポンプ、ファン、ＰＡ
Ｌ、ＣＥＣ、レイノルズ数、摩擦損失、ムーディー線図、ホルムアルデヒド、ク
リーンルーム、エアフィルター、ＢＥＭＳ、ＰＩＤ制御、自然排煙、機械排煙、
排煙区画 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築設備Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 建築設備学教科書、建築設備学教科書研究会編著、彰国社、1991 建築と⼯学，２

１エネルギー⼯学，彰国社,2003 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ0541P 
実務経験のある教員  
達成目標 空気解析や熱負荷計算法の原理、熱源機器、搬送機器、自動制御の仕組みと能力・

効率を理解させ、省エネルギーや健康的な空気環境を換気設備で達成するための
設計方法を学ぶ。また、火災時の建築の安全を護るための排煙設備の設計法を理
解する。建築と設備の融合により適切な環境が得られることを常に意識し、一級
建築士試験に対応できる基礎を習得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館５階 吉⽥研究室 hyoshida@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Building Equipment II 
関連科目 建築環境⼯学 I、建築環境⼯学 II、建築設備 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築設備のなかで、省エネルギー上重要な空気調和設備、空気環境を健全に維持

する換気設備、火災時に建築の安全を確保する避難を補助する排煙設備を中⼼



に、システムの原理や基礎ならびに設計方法を講義する。具体的には、空気解析
や熱負荷計算法をベースにした空調システム設計法、熱源機器、搬送機器、自動
制御をベースにした省エネルギーや搬送設備設計法、換気システムやクリーンル
ーム設計法、火災の性状と排煙設備設計法について講述する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 建築と設備システムの融合： 現代の建築では、空調設備、給排水設備、電

気設備などの設備が不可欠であり、建築と設備の融合を図ることの重要性につい
て解説する。 
2 回 各種空調システムの特質： 種々の空調システムの特質について、それぞれ
の省エネルギー性能や換気性能などの特徴を解説する。 
3 回 湿り空気線図（１）： 空気線図を用いて空気の温度、湿度、熱エネルギー
を解析する手法を解説する。 
4 回 湿り空気線図（２）： 空気線図を用いて空気の冷却、加熱、加湿、ならび
に、それらを総合して空調プロセスを解析する手法を 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 特になし 
3 回 建築環境⼯学の基礎（特に結露） 
4 回 建築環境⼯学の基礎（特に結露） 
5 回 建築環境⼯学の伝熱分野 
6 回 建築環境⼯学の伝熱分野 
7 回 物理の熱力学分野 
8 回 物理の熱力学分野 
9 回 建築環境⼯学の流れの分野 
10 回 建築環境⼯学の流れの分野 
11 回 建築環境⼯学の流れと空気質の分野 
12 回 建築環境⼯学の流れと空気質の分野 
13 回 建築環境⼯学の流れと空気質の分野 
14 回 建築環境⼯学の流れと空気質の分野 
15 回 第１４回までの復習 

 



年度 2014 
授業コード FTZ05510 
成績評価 提出演習課題（10%）と定期試験(90%)で評価する 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学科(〜12) 
見出し FTZ05510 環境設備⼯学演習 
担当教員名 吉⽥ 治典、中山 哲士 
単位数 2 
教科書 合格対策 一級建築士受験講座 学科＜２＞（環境・設備）、地人書館 
アクティブラーニング  
キーワード 断熱，防露、太陽位置、日影曲線，庇，昼光率，光束法，マンセル、距離減衰、

残響時間、重量則，PVD，SET*，換気効率、湿り空気、空気線図、器具単位、ト
ラップ 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境設備⼯学演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 環境⼯学教科書、環境⼯学教科書研究会編著、彰国社、1996 建築設備学教科書、

建築設備学教科書研究会編著、彰国社、1991 図解 建築設備、武⽥ 仁、森北出
版株式会社 

授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FTZ05510 
実務経験のある教員  
達成目標 熱伝導や結露などの建築伝熱，太陽位置、日影曲線などの日照・採光，照明や色

彩などの視環境、温熱感と快適性，建築音響，換気と室内空気質（IAQ)、空調の
原理および機器について、冷暖房、給排水・衛生、防火・防災、消火・避難等の
建築設備の設計に応用できる技術の習得。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 5 階 吉⽥研究室 hyoshida@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise on Building Physics and Building Systems 
関連科目 建築環境⼯学 I、建築環境⼯学 II、建築設備 I、建築設備 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築環境と設備で習得した原理や知識を演習を通してより習熟し建築やシステ

ムの設計に生かす能力を養成する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 演習概論−演習方法の説明、室内環境、人体の温熱感 



2 回 建物の自然換気 
3 回 伝熱、断熱、結露、太陽位置、日射 
4 回 光源、照度計算、色彩基礎 
5 回 採光、天空率 
6 回 音響基礎、防音 
7 回 遮音、防振 
8 回 水質、給排水、給湯、浄化槽 
9 回 屋内配線、変電設備、弱電設備、自動制御 
10 回 避難計画、消火、排煙設備 
11 回 熱負荷計算 
12 回 暖房・空調設備・ガス供給設備 
13 回 PAL、CEC、蓄熱槽 
14 回 廃棄物、LCM、CASBEE 
15 回 岡山の建物で環境・設備を見学 

準備学習 1 回 建築環境⼯学 I,II の同分野を復習しておくこと 
2 回 建築環境⼯学 I,II の同分野を復習しておくこと 
3 回 建築環境⼯学 I,II の同分野を復習しておくこと 
4 回 建築環境⼯学 I,II の同分野を復習しておくこと 
5 回 建築環境⼯学 I,II の同分野を復習しておくこと 
6 回 建築環境⼯学 I,II の同分野を復習しておくこと 
7 回 建築環境⼯学 I,II の同分野を復習しておくこと 
8 回 建築設備 I,II の同分野を復習しておくこと 
9 回 建築設備 I,II の同分野を復習しておくこと 
10 回 建築設備 I,II の同分野 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0551P 
成績評価 提出演習課題（10%）と定期試験(90%)で評価する 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0551P 環境設備⼯学演習 
担当教員名 吉⽥ 治典、中山 哲士 
単位数 2 
教科書 合格対策 一級建築士受験講座 学科＜２＞（環境・設備）、地人書館 
アクティブラーニング  
キーワード 断熱，防露、太陽位置、日影曲線，庇，昼光率，光束法，マンセル、距離減衰、

残響時間、重量則，PVD，SET*，換気効率、湿り空気、空気線図、器具単位、ト
ラップ 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境設備⼯学演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 環境⼯学教科書、環境⼯学教科書研究会編著、彰国社、1996 建築設備学教科書、

建築設備学教科書研究会編著、彰国社、1991 図解 建築設備、武⽥ 仁、森北出
版株式会社 

授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FTZ0551P 
実務経験のある教員  
達成目標 熱伝導や結露などの建築伝熱，太陽位置、日影曲線などの日照・採光，照明や色

彩などの視環境、温熱感と快適性，建築音響，換気と室内空気質（IAQ)、空調の
原理および機器について、冷暖房、給排水・衛生、防火・防災、消火・避難等の
建築設備の設計に応用できる技術の習得。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 5 階 吉⽥研究室 hyoshida@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise on Building Physics and Building Systems 
関連科目 建築環境⼯学 I、建築環境⼯学 II、建築設備 I、建築設備 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築環境と設備で習得した原理や知識を演習を通してより習熟し建築やシステ

ムの設計に生かす能力を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 演習概論−演習方法の説明、室内環境、人体の温熱感 



2 回 建物の自然換気 
3 回 伝熱、断熱、結露、太陽位置、日射 
4 回 光源、照度計算、色彩基礎 
5 回 採光、天空率 
6 回 音響基礎、防音 
7 回 遮音、防振 
8 回 水質、給排水、給湯、浄化槽 
9 回 屋内配線、変電設備、弱電設備、自動制御 
10 回 避難計画、消火、排煙設備 
11 回 熱負荷計算 
12 回 暖房・空調設備・ガス供給設備 
13 回 PAL、CEC、蓄熱槽 
14 回 廃棄物、LCM、CASBEE 
15 回 岡山の建物で環境・設備を見学 

準備学習 1 回 建築環境⼯学 I,II の同分野を復習しておくこと 
2 回 建築環境⼯学 I,II の同分野を復習しておくこと 
3 回 建築環境⼯学 I,II の同分野を復習しておくこと 
4 回 建築環境⼯学 I,II の同分野を復習しておくこと 
5 回 建築環境⼯学 I,II の同分野を復習しておくこと 
6 回 建築環境⼯学 I,II の同分野を復習しておくこと 
7 回 建築環境⼯学 I,II の同分野を復習しておくこと 
8 回 建築設備 I,II の同分野を復習しておくこと 
9 回 建築設備 I,II の同分野を復習しておくこと 
10 回 建築設備 I,II の同分野 

 



年度 2014 
授業コード FTZ05610 
成績評価 提出演習課題で評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜11) 
見出し FTZ05610 建築環境設計演習 
担当教員名 中山 哲士 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 日射、採光、断熱、結露防止、換気、気密、光、音、室内熱環境、PMV、空気質 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築環境設計演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「環境⼯学教科書」（彰国社）、建築環境⼯学実験用教材」（日本建築学会）など 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FTZ05610 
実務経験のある教員  
達成目標 具体的な建築を想定し、建築に快適な環境を与え持続可能で安全な建築を設計す

るための演習を実施する。具体的には、日射制御設計、採光設計、断熱設計、結
露防止設計、自然換気計算、気密性能評価と換気設計、ホール・集会室の音響設
計・室内騒音制御設計、自然エネルギーの建築への応用などについて演習を通じ
て修得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 5 階 中山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 建築環境⼯学 I&II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 室内環境や建築材料の建築環境⼯学的な形状や性能の基本的な測定法を学び、数

値で表示された物理用によってその性状や性能などを評価するための基本的な
知識や技能を修得する。実験や演習を通して設計法や測定の技能を修得し、これ
までの講義で得られた知識を総合して問題を発見し、解決する方策を立案し、そ
れを分かりやすく理論的に表現するための技能を修得する。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。講義を進めるに当たっての準備、予習方法について説明を実施



する。 
2 回 定常電熱(1)： 壁・ガラスの貫流熱量、相当外気温度 
3 回 定常伝熱(2)：中空層の放射熱伝達、壁の表面温度・貫流熱量、窓開口部の
遮蔽物 
4 回 定常伝熱(3)：換気熱量、総合熱貫流率・熱損失係数、室温の計算、暖房負
荷 
5 回 定常伝熱(4)：定常伝熱に関する応用演習(1) 
6 回 定常伝熱(5)：定常伝熱に関する応用演習(2) 
7 回 伝熱計算のまとめ 
8 回 湿気・結露(1)：湿り空気の用語と基礎理論、表面結露 
9 回 湿気・ 

準備学習 講義で配付した資料の他、関連科目での資料、参考書等を予習し講義に備えるこ
と。 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0561P 
成績評価 提出演習課題で評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0561P 建築環境設計演習 
担当教員名 中山 哲士 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 日射、採光、断熱、結露防止、換気、気密、光、音、室内熱環境、PMV、空気質 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築環境設計演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「環境⼯学教科書」（彰国社）、建築環境⼯学実験用教材」（日本建築学会）など 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FTZ0561P 
実務経験のある教員  
達成目標 具体的な建築を想定し、建築に快適な環境を与え持続可能で安全な建築を設計す

るための演習を実施する。具体的には、日射制御設計、採光設計、断熱設計、結
露防止設計、自然換気計算、気密性能評価と換気設計、ホール・集会室の音響設
計・室内騒音制御設計、自然エネルギーの建築への応用などについて演習を通じ
て修得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 5 階 中山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 建築環境⼯学 I&II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 室内環境や建築材料の建築環境⼯学的な形状や性能の基本的な測定法を学び、数

値で表示された物理用によってその性状や性能などを評価するための基本的な
知識や技能を修得する。実験や演習を通して設計法や測定の技能を修得し、これ
までの講義で得られた知識を総合して問題を発見し、解決する方策を立案し、そ
れを分かりやすく理論的に表現するための技能を修得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。講義を進めるに当たっての準備、予習方法について説明を実施



する。 
2 回 定常電熱(1)： 壁・ガラスの貫流熱量、相当外気温度 
3 回 定常伝熱(2)：中空層の放射熱伝達、壁の表面温度・貫流熱量、窓開口部の
遮蔽物 
4 回 定常伝熱(3)：換気熱量、総合熱貫流率・熱損失係数、室温の計算、暖房負
荷 
5 回 定常伝熱(4)：定常伝熱に関する応用演習(1) 
6 回 定常伝熱(5)：定常伝熱に関する応用演習(2) 
7 回 伝熱計算のまとめ 
8 回 湿気・結露(1)：湿り空気の用語と基礎理論、表面結露 
9 回 湿気・ 

準備学習 講義で配付した資料の他、関連科目での資料、参考書等を予習し講義に備えるこ
と。 

 



年度 2014 
授業コード FTZ05710 
成績評価 提出された演習課題のレポートで評価する 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜11) 
見出し FTZ05710 建築設備設計演習 
担当教員名 吉⽥ 治典、三浦 克弘＊ 
単位数 2 
教科書 「空気調和設備の実務の知識」 
アクティブラーニング  
キーワード 単一ダクト空調システム、エンタルピー、絶対湿度、ＳＨＦ、気象データ、非定

常熱負荷計算、ヒートポンプ、モリエ線図、ＣＯＰ、ポンプ、ファン、摩擦損失、
ムーディー線図、ＢＥＭＳ、省エネルギー 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築設備設計演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 建築設備学教科書、建築設備学教科書研究会編著、彰国社、1991 

環境⼯学教科書、環境⼯学教科書研究会編著、彰国社、1996 
建築・都市エネルギーシステムの新技術、日本建築学会編、丸善、2007 
建築と⼯学，２１エネルギー⼯学，彰国社, 2003 

授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FTZ05710 
実務経験のある教員  
達成目標 現実的な建物を例にして、空調システムの設計プロセスを理解し、演習を通して、

どのように設計に基礎原理を応用するのかということと、設計の流れが理解出来
るようにする 

受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館５階 吉⽥研究室 hyoshida@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 建築環境⼯学 I、建築環境⼯学 II、建築設備 I、建築設備 II、環境・設備⼯学演習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 空調システム設計の課題を与え、実践的な設備システム設計方法を講述しながら

演習する。 
対象学年 4 年 
授業内容 1 回 建築設備システムの計画・設計法： 事務所建物を想定して、建築設備の計



画法・設計法の進め方を解説する。 
2 回 熱負荷計算法： 事務所建築をモデルにして熱負荷を算出する手法を解説
する。 
3 回 熱負荷計算演習（１）： 建築部位（外壁・窓・隙間風など）の熱負荷を算
出する演習をする。 
4 回 熱負荷計算演習（２）： 内部熱負荷（人体・照明など）と外気負荷を算出
する演習をする。 
5 回 空調システム設計法： 空調システムの特質をもとに、モデル建物にはどう
いうシステムが適切かを解説する。 
6 回 空調システム設計演習（ 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 熱負荷計算法について予習しておくこと。 
3 回 熱負荷計算法について予習しておくこと。 
4 回 熱負荷計算法について予習しておくこと。 
5 回 空調システムについて予習しておくこと。 
6 回 空調システムについて予習しておくこと。 
7 回 空調システムについて予習しておくこと。 
8 回 各用途の建物の空調システムの特徴を予習しておく 
9 回 搬送システムについて予習しておくこと。 
10 回 搬送システムについて予習しておくこと。 
11 回 搬送システムについて予習しておくこと。 
12 回 熱源システムに 

 



年度 2014 
授業コード FTZ0571P 
成績評価 提出された演習課題のレポートで評価する 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ⼯学プロジェクトコース 
見出し FTZ0571P 建築設備設計演習 
担当教員名 吉⽥ 治典、三浦 克弘＊ 
単位数 2 
教科書 「空気調和設備の実務の知識」 
アクティブラーニング  
キーワード 単一ダクト空調システム、エンタルピー、絶対湿度、ＳＨＦ、気象データ、非定

常熱負荷計算、ヒートポンプ、モリエ線図、ＣＯＰ、ポンプ、ファン、摩擦損失、
ムーディー線図、ＢＥＭＳ、省エネルギー 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築設備設計演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 建築設備学教科書、建築設備学教科書研究会編著、彰国社、1991 

環境⼯学教科書、環境⼯学教科書研究会編著、彰国社、1996 
建築・都市エネルギーシステムの新技術、日本建築学会編、丸善、2007 
建築と⼯学，２１エネルギー⼯学，彰国社, 2003 

授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FTZ0571P 
実務経験のある教員  
達成目標 現実的な建物を例にして、空調システムの設計プロセスを理解し、演習を通して、

どのように設計に基礎原理を応用するのかということと、設計の流れが理解出来
るようにする 

受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館５階 吉⽥研究室 hyoshida@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 建築環境⼯学 I、建築環境⼯学 II、建築設備 I、建築設備 II、環境・設備⼯学演習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 空調システム設計の課題を与え、実践的な設備システム設計方法を講述しながら

演習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 建築設備システムの計画・設計法： 事務所建物を想定して、建築設備の計



画法・設計法の進め方を解説する。 
2 回 熱負荷計算法： 事務所建築をモデルにして熱負荷を算出する手法を解説
する。 
3 回 熱負荷計算演習（１）： 建築部位（外壁・窓・隙間風など）の熱負荷を算
出する演習をする。 
4 回 熱負荷計算演習（２）： 内部熱負荷（人体・照明など）と外気負荷を算出
する演習をする。 
5 回 空調システム設計法： 空調システムの特質をもとに、モデル建物にはどう
いうシステムが適切かを解説する。 
6 回 空調システム設計演習（ 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 熱負荷計算法について予習しておくこと。 
3 回 熱負荷計算法について予習しておくこと。 
4 回 熱負荷計算法について予習しておくこと。 
5 回 空調システムについて予習しておくこと。 
6 回 空調システムについて予習しておくこと。 
7 回 空調システムについて予習しておくこと。 
8 回 各用途の建物の空調システムの特徴を予習しておく 
9 回 搬送システムについて予習しておくこと。 
10 回 搬送システムについて予習しておくこと。 
11 回 搬送システムについて予習しておくこと。 
12 回 熱源システムに 

 



年度 2014 
授業コード FTZ05810 
成績評価 日々の研究活動の進め方、研究内容および修士論文（指導教員による評価：６

０％）、修士論文発表会における発表と研究内容（発表会参加教員による評価：４
０％）を総合して評価し、指導教員が合否を判定する。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 建築学科(〜11) 
見出し FTZ05810 特別研究 
担当教員名 ⽥中 利幸、後藤 義明、吉⽥ 治典、松下 大輔、小林 正実、中山 哲士、

弥⽥ 俊 
単位数 8 
教科書 適宜指示をする。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示をする。 
授業形態 実験実習 
注意備考 配属された教員の指導に従って個別に行う。 
シラバスコード FTZ05810 
実務経験のある教員  
達成目標 修士論文の作成と成果発表を最終の達成目標とし、それまでの活動を通じて以下

の能力を身につける。 
(1)研究課題に関わる情報を分析し、内容や問題点を理解する。 
(2)問題解決に向けて情報を収集し、その内容を分析する。 
(3)研究計画を立て、自主的に実行する。 
(4)研究成果について論理的に記述し発表する。 
(5)議論を通じてより良い解を導く。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表：学科⻑（原則は配属先指導教員） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Graduation Study 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の下で、社会の動向・ニーズを踏まえて課題を発見する能力と与えられ

た条件の中で問題解決する能力を養うことを目的とする。また、修士論文の作成



と発表等によって、自主的に研究する能力、自分の考えをまとめる能力、プレゼ
ンテーション能力などを身につけることも目的とする。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 研究指導を受ける前には、前回の研究指導の内容を参考にし、それまでの研究経

過と現状の成果をまとめて、研究指導に臨むこと。 
 



年度 2014 
授業コード FTZ05820 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 建築学科(〜11) 
見出し FTZ05820 特別研究【秋学期中間評価】 
担当教員名 山崎 雅弘、小林 正実 
単位数 8 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究【秋学期中間評価】 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FTZ05820 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Graduation Study 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード MIG00410 
成績評価 レポートで評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG00410 固体地球物理学特論 
担当教員名 畠山 唯達 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する予定。 
アクティブラーニング  
キーワード 固体地球物理学、地震学、測地学、地球電磁気学、データ処理、信号／画像処理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 固体地球物理学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「固体地球科学入門」力武常次著 共立出版、 

「Geodynamics」D.L.Turcotte&G.Shubert Cambridge Univ. Press、 
「地球物理学概論」小嶋稔編 東京大学出版会、 
「A student's guide to geophysical equations」W.Lowrie, Cambridge Univ. Press、 
他は講義中に適宜紹介する。 

授業形態 講義 
注意備考 物理学と数学の基礎知識を前提にした講義であることを予め知っておいてほし

い。 
シラバスコード MIG00410 
実務経験のある教員  
達成目標 ・固体地球物理学の各分野の研究に必要とされる物理・数学的な基礎知識を修得

すること。 
・固体地球物理学の最近のトピックスについて理解と関⼼をもてるようになるこ
と。 
・データ解析とモデリング，表現法を理解し，実際のデータ適用例を理解するこ
と。 

受講者へのコメント  
連絡先 11 号館 5 階畠山研究室 

E-mail: hatke -at- center.ous.ac.jp 
Tel: 〇八六―二五六―九五六三 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業評価の結果がありません 
英文科目名 Physics of the Solid Earth 
関連科目 地球惑星システム科学特論、地球進化学特論 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 測地，重力，地震，火山，テクトニクス，地磁気，内部ダイナミクス，レオロジ

ーなどの固体地球物理学に関する基本的な考え方と物理方程式系の解説をする。
さらに、最近のトピックから、受講者の興味と必要性を考慮して適切な題材を選
び、その物理・数学的な基礎と関連付けて講義する。さらに、解析とモデリング
の手法、結果の表現法などについて、具体的な事例を交えて講義する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  講義の目的と構成などについて説明する。 

2 回 地震分野に関連する物理と数学の基本事項と考え方を説明する。(1) 
3 回 地震分野に関連する物理と数学の基本事項と考え方を説明する。(2) 
4 回 地震分野に関連する物理と数学の基本事項と考え方を説明する。(3) 
5 回 測地・重力分野に関連する物理と数学の基本事項と考え方を説明する。(1) 
6 回 測地・重力分野に関連する物理と数学の基本事項と考え方を説明する。(2) 
7 回 測地・重力分野に関連する物理と数学の基本事項と考え方を説明する。(3) 
8 回 テクト 

準備学習 1 回  シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 配布プリントの該当部分に目を通しておくこと。 
3 回 配布プリントで使われている物理数学の基本事項を復習しておくこと。 
4 回 配布プリントの該当部分に目を通しておくこと。 
5 回 配布プリントの該当部分に目を通しておくこと。 
6 回 配布プリントの該当部分に目を通しておくこと。 
7 回 配布プリントで使われている物理数学の基本事項を復習しておくこと。 
8 回 配布プリントの該当部分に目を通しておくこと。 
9 回 配布プリントの該当部分に目を通しておくこと。 
10 回 配布プ 

 



年度 2014 
授業コード MIG00510 
成績評価 古人類学に関連した内容について書かれたレポートで、達成目標となるスキルが

獲得されているか評価し、採点をおこないます。評価は、中間レポート点を 30
点、最終レポート点を 70 点とします。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG00510 自然人類学特論 
担当教員名 富岡 直人 
単位数 2 
教科書 松井 章 編著 2003 『環境考古学マニュアル』［同成社］ 
アクティブラーニング  
キーワード 自然人類学、古人類学、生態学、環境、考古学、古環境学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 自然人類学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⽥代 菊雄 編著 2001 『学生・院生のための研究ハンドブック』［大学教育

出版会］ 
授業形態 講義 
注意備考 中間・最終レポートは、ともにコンピュータ・ワープロソフトを用いて記述し提

出すること。図や表を必ず 2 点以上挿入し、適切なキャプションを付して下さい。 
シラバスコード MIG00510 
実務経験のある教員  
達成目標 古人類学データの内容を理解し、それを操作することで、人類に関わる古生態の

復元とそこから得られる自然人類学的解釈ができるスキルを修得する。 
中間レポートでは、遺跡からの資料抽出法を論じる水準に達することを目標と
し、最終レポートでは、遺跡出土資料から得られた数値データ分析ができるよう
にする。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階富岡研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biological Anthropology 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 古人類学に関する自然人類学の到達点と問題点を、日本・アジア各地および欧米

の研究事例を参照し、実物資料も観察しながら理解を促進する。 
対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 自然人類学の歴史（欧米） 
2 回 自然人類学の歴史（日本） 
3 回 「骨格の検出される土壌の特性(1) pH」について説明する。 
4 回 「骨格の検出される土壌分析(2) 化学的特性」について説明する。 
5 回 「古人類の狩猟・採集(1) ⾙類・甲殻類・その他」について説明する。 
6 回 「古人類の狩猟・採集(2) 魚類」について説明する。 
7 回 「古人類の狩猟・採集(3) 鳥類・爬虫類」について説明する。 
8 回 「古人類の狩猟・採集(4) 哺乳類（⾷肉目、偶蹄目）」について説明する。 
9 回 「古人類の狩猟・ 

準備学習 1 回  シラバスを良く読んで受講して下さい。 
2 回  「先史時代の動物考古学」『環境考古学マニュアル』: pp.92-200 を通覧し
て下さい。 
3 回  配付したポリ袋にフィールドワークで得られた土壌を入れ、「採集地点、
採集日時、地表からの深度、採集者」を記録して持ってきて下さい下さい。 
4 回  先週測定した pH について、指示した型式でグラフを製作して持ってくる
こと。 
5 回  フィールドワークで得られた無脊椎動物（カタツムリや昆虫でも可能）を
準備して下さい。「採集地点、採集日時、採集者」を記録して持ってきて 

 



年度 2014 
授業コード MIG00810 
成績評価 演習結果を、最終的にレポートにまとめてもらい、レポート内容によって成績を

評価します。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG00810 情報地質学特論 
担当教員名 能美 洋介 
単位数 2 
教科書 特に指定しません。 
アクティブラーニング  
キーワード GIS,フィールドワーク、点データ、ラスターデータ、地形解析 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報地質学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 P.A.バーロー著 「地理情報システムの原理 土地資源評価への応用」古今書院．

高橋重雄ほか著 「事例で学ぶ GIS と地域分析 ArcGIS を用いて」古今書院．
J.Star/J.Estes 著 「入門地理情報システム」共立出版． 

授業形態 講義 
注意備考 理解を深めるため演習を取り入れています。受講生が使用しているパソコンに

GIS ソフトウエアをインストールしてもらうことがあります。 
シラバスコード MIG00810 
実務経験のある教員  
達成目標 フィールドワークによって得られるデータの性質について説明することができ

る。GIS で利用される各種データの形式について説明することができる。GIS を
用いて調査結果などを表現することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 26 号館 3 階 能美研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Geoinformatics 
関連科目 （学部）情報地質学、地理情報処理学 

（修士）地球科学特論Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物地球分野における研究では、フィールドワークによって各種データを得る

が、大量のフィールドデータを処理したり、異なるカテゴリーに属する情報を組
み合わせて調査地点や地域の属性を解析するために GIS（地理情報システム）が
利用される。本講義では、GIS で利用されるデータの性質についての理解し、実



際に GIS を利用しながら修士研究などでフィールドワークの解析を効率的に行
なうことができるようになることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをおこない、講義目的・進め方などを説明します。 

2 回 点データの表現について説明し、演習を行ないます。 
3 回 調査地点等の経緯度データを他の座標系に変換する方法について説明し、
演習を行ないます。 
4 回 点データの属性値の性質とその表現方法について講義します。 
5 回 点データの属性値の補間方法について講義します。 
6 回 ラスターデータについて講義します。 
7 回 点データの属性値を用いて補間計算を行ない、ラスターデータを作成する
方法について講義し、演習を行ないます。 
8 回 GIS による 

準備学習 1 回 卒業研究のデータ（特にフィールドワークにかかるもの）をまとめておいて
ください。 
2 回 フィールドデータのうち、調査地点の経緯度を求めておいてください。 
3 回 前回の演習データを整理しておいてください。 
4 回 点データに付属する属性値を整理しておいてください。 
5 回 前回の属性値を整理しておいてください。 
6 回 「ラスターデータ」について調べておいてください。 
7 回 点データの属性値について整理しておいてください。 
8 回 調査地域の地形図（1/25000）を見てどのような地形であるかを調べておい
てくだ 

 



年度 2014 
授業コード MIG01310 
成績評価 講義の最後に実施する試験を 100 点とする 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG01310 生物地球システム特別講義Ⅲ 
担当教員名 中橋 孝博＊ 
単位数 1 
教科書 適宜講義の時にプリント類等を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 自然人類学 骨考古学 古人骨 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物地球システム特別講義Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 馬場悠男編著 1998 「考古学と自然科学① 考古学と人類学」［同成社］、  

石⽥肇ほか編著 2011 「考古学を科学する」、[ 臨川書店 ]  
中橋孝博著 2005 「日本人の起源」 [講談社選書メチエ] 

授業形態 講義 
注意備考 集中講義で実施するので、講義日程を掲示板等で確認して履修して下さい。 
シラバスコード MIG01310 
実務経験のある教員  
達成目標 骨格資料を同定し、形質的な情報を操作する人類学上の技術を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館富岡研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics in Biosphere-Geosphere System III 
関連科目 自然人類学特論、人類学特論Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 人類学の到達点について、実際の骨考古学資料を利用して学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 講義の前にできるだけ下記の参考図書に目を通しておくことが望ましい。 

 



年度 2014 
授業コード MIG01410 
成績評価  各授業中に毎回リアクションペーパーを作成する時間を設ける。提出物の内容

を評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG01410 生物地球システム特別講義Ⅳ 
担当教員名 真鍋 真＊ 
単位数 1 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 恐⻯、鳥類の起源、大量絶滅 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 生物地球システム特別講義Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「恐⻯学」（ファストフスキー、ワイシャンペル著、真鍋 真監訳、丸善） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG01410 
実務経験のある教員  
達成目標 ・化石の形態の観察、解釈から、恐⻯の生理、行動、生態などを読み解く例を概

説出来ること。 
・ある恐⻯の系統を選び、その進化について、ヒトの解剖学や人類進化と対応さ
せながら概説できること。 
・短い英文の論文を読み、自己の興味に関連づけながら、その内容を紹介出来る
こと。 

受講者へのコメント 満足して下さった方が多かったようで安⼼しました。 
連絡先 講師：真鍋真 （国立科学博物館） 

 受講に関する事務的な問い合わせは以下にお願いします。 
  能美洋介 （26 号館 3 階 y_noumi@big.ous.ac.jp） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 2 日間の集中講義だったためあまり時間がありませんでしたが、授業時間外に学
習した方が少なかったのが少し残念に感じました。 

英文科目名 Topics in Biosphere-Geosphere System IV 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 授業時間外に自主的に学習したくなるような授業を⼼がけて行きたいと思って

います。 
回答：遠いですが、国立科学博物館を訪問してくれる機会があることを楽しみに



しています。 
講義目的  恐⻯を入口と題材に自然史、進化的な視点から過去はもとより、現在、未来を

考える機会を提供する。仮説とその検証に基づく恐⻯学を俯瞰することによって
科学的な思考方法を学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 ・シラバスをよく読んで、キーワードとなる語についてあらかじめ調べておくこ

と。 
・１日目の講義内容を復習し、課題に取り組むこと。 

 



年度 2014 
授業コード MIG01710 
成績評価 講義中の演習(40%)およびレポート(60%)により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG01710 地球進化学特論 
担当教員名 ⻄⼾ 裕嗣 
単位数 2 
教科書 指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球進化学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG01710 
実務経験のある教員  
達成目標 １．複雑な地球科学的事象をシステム科学の視点からどのように捉えるかについ

て理解する。 
２．どのような科学的証拠に基づき過去の地球環境を推定するかを理解する。。 

受講者へのコメント  
連絡先 26 号館 3 階 ⻄⼾研究室 TEL:086-256-9406 E-mail:nishido@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth's Evolution Science 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球の進化過程は、さまざまな物理現象、化学現象、生命活動が複雑に関連する

システムとして成り立っている。また、太陽系の他の地球型惑星の進化を理解す
ることが必要であり、地球惑星科学的な思考は必須である。これらの観点から 46
億年の地球の歴史（進化）を考える力を養う。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 授業に必要な資料を配付するので、あらかじめ読んで内容を把握すること。 

 



年度 2014 
授業コード MIG02010 
成績評価 課題提出（50%）、試験（50%）により行う。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG02010 動物行動学特論Ⅰ 
担当教員名 中村 圭司 
単位数 2 
教科書 適宜、プリント等を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 動物行動学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物行動学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 定期試験の日時については授業中に指示する。 
シラバスコード MIG02010 
実務経験のある教員  
達成目標 動物行動学の基礎について、大学院生としてふさわしい知識を身につけることを

目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先 中村圭司（２１号館６階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Animal Behavior I 
関連科目 動物行動学特論 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 動物の行動は多くの可能性の中で生涯における繁殖成功を最大にする適応戦略

であることを解説する。また、関係のある専門書・論文等を解説する。それによ
って、多様な動物の行動にも意味があり、その生物の周囲の環境や他の生物との
相互関係といった生態的圧力の下で進化してきたということを説明する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。講義予定および注意事項について説明する。 

2 回  血縁度１。個体間の遺伝子の共有度合が、どのように行動に影響するかを
説明する。 
3 回  血縁度２。個体間の遺伝子の共有度合が、どのように行動に影響するかを
説明する。 



4 回  関連する論文の解説。第１回、２回の講義に関係する論文を解説する。 
5 回  採餌戦略１。採餌行動とその進化について解説する。 
6 回  採餌戦略２。採餌行動とその進化について解説する。 
7 回  関連する論文の解説。第５回、６回の講義に関係する論文を解説する。 
8 回 

準備学習 1 回  時間割をよく確認し教室の場所を把握しておくこと 
2 回  図書館等で血縁度とは何かを調べておくこと。 
3 回  図書館等で血縁度とは何かを調べておくこと。 
4 回  配布された論文に目を通しておくこと。 
5 回  図書館等で採餌戦略とは何かを調べておくこと。 
6 回  図書館等で採餌戦略とは何かを調べておくこと。 
7 回  配布された論文に目を通しておくこと。 
8 回  図書館等で繁殖戦略とは何かを調べておくこと。 
9 回  図書館等で繁殖戦略とは何かを調べておくこと。 
10 回  配布された論文に目を通しておくこ 

 



年度 2014 
授業コード MIG02110 
成績評価 各自が担当した課題の発表内容を点数化して評価する。評点が満点の６０％以上

である場合を合格とする。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG02110 動物行動学特論Ⅱ 
担当教員名 武山 智博 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物行動学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜講義中に紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 講義では、論文または教科書の内容（基本的に英語の文献）について、各自担当

分について紹介してもらいます。文献の紹介だけでなく、議論における質疑応答
も重視します。 

シラバスコード MIG02110 
実務経験のある教員  
達成目標 研究論文など文献を精読し内容を紹介することで、論文の構造・内容の理解をす

すめ、議論の方法を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階武山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者無し 
英文科目名 Animal Behavior II 
関連科目 動物行動学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 古典的行動学から行動生態学について概説し、最新の動物行動学あるいは行動生

態学に関する文献等を理解する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 講義内容と方針について説明する。最新の研究論文についての解説。 

2 回 古典的な行動学と行動生態学 
3 回 行動生態学における最近のトピック 
4 回 文献の内容発表方法 



5 回 文献の内容発表と議論 1 
6 回 文献の内容発表と議論 2 
7 回 文献の内容発表と議論 3 
8 回 文献の内容発表と議論 4 
9 回 文献の内容発表と議論 5 
10 回 文献の内容発表と議論 6 
11 回 文献の内容発表と議論 7 
12 回 文献の内容発表と議論 8 
13 回 文献の内容発表と議論 9 
14 回 文献の内容発表と議論 10 
15 回 総合討論 

準備学習 1 回 準備は特に必要ないが受講者は必ず出席のこと。講義の進め方等について
説明する。 
2 回 動物行動学と後の行動生態学との相違点について調べておくこと。 
3 回 課題文献を精読しておく。内容について理解すると共に、疑問点についても
各自が整理しておくこと。 
4 回 課題文献を精読しておく。 
5 回 課題文献を精読しておく。内容について理解すると共に、疑問点についても
各自が整理しておくこと。 
6 回 課題文献を精読しておく。内容について理解すると共に、疑問点についても
各自が整理しておくこと。 
7 回 課題文献を精読してお 

 



年度 2014 
授業コード MIG02210 
成績評価 レポート(50%)・課題発表(50%)による。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG02210 動物生理学特論 
担当教員名 清水 慶子 
単位数 2 
教科書 とくに指定しない。適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 細胞、組織、器官、生体のしくみ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物生理学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 動物生理学-環境への適応 クヌート・シュミット・ニールセン 著 東京大学出

版会 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG02210 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)動物の生理現象とメカニズムを体系的・総合的に理解すること 

(2)様々な動物の生理機能を比較、その特徴について説明できること 
(3)動物の環境適応について概説できること 

受講者へのコメント  
連絡先 清水研究室 28 号館 2 階 shimizu@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 動物生理学、動物機能解剖学を履修しておくことが望ましい 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 動物の体は様々な制御機構により統合的に制御され恒常性が維持されている 。

体液調節、血液循環、運動制御、呼吸、代謝、神経系、免疫系、内分泌系 などに
ついて、細胞・組織から器官・個体のレベルまでを詳細に講じる。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 生理学特論の講義概要を説明する。 

2 回 ホメオスタシスについて解説する。 
3 回 行動の周期性について解説する。 
4 回 睡眠について解説する。 



5 回 ストレス応答について解説する。 
6 回 高次脳機能について解説する。 
7 回 低次脳機能について解説する。 
8 回 ホルモン分泌の神経調節について解説する。 
9 回 関連した最近の代表的論文の解説をおこなう-1。 
10 回 関連した最近の代表的論文の解説をおこなう-2。 
11 回 関連した最近の代表的論文の解説をおこなう-3。 
12 回 関連した最近の代表的論文の解説 

準備学習 1 回 本シラバスに目を通して、動物生理学のイメージを各自想定し、ノートして
おくこと。 
2 回 ホメオスタシスについて参考書等で調べておくこと。 
3 回 行動の周期性について参考書等で調べておくこと。 
4 回 睡眠について参考書等で調べておくこと。 
5 回 ストレス応答について参考書等で調べておくこと。 
6 回 高次脳機能について参考書等で調べておくこと。 
7 回 低次脳機能について参考書等で調べておくこと。 
8 回 ホルモン分泌の神経調節について参考書等で調べておくこと。 
9 回 前回までに配布された資料にもとづいて今回 

 



年度 2014 
授業コード MIG02510 
成績評価 研究の具体的な内容と論文（指導教員による評価：70 点）、プレゼンテーション

と研究内容（発表会参加教員による客観的評価：30 点）を総合して評価し、60 点
以上を合格とする。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG02510 特別研究 
担当教員名 能美 洋介、福⽥ 尚也、畠山 唯達、大橋 唯太、小林 秀司、白石 純、中

島 経夫 
単位数 12 
教科書 指導教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード データ収集、データ処理、検討、考察、論文作成、学会発表 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員の指示による。 
授業形態 実験実習 
注意備考 特別研究は、指導教員の指示に従って、研究室ごとに行う。 
シラバスコード MIG02510 
実務経験のある教員  
達成目標 １．研究・調査計画を立てることができる。 

２．研究に関連した文献を自分で収集し内容を理解できる。 
３．学会などで発表することができる 
４．得られた成果を論文として発表できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work 
関連科目 生物地球システム専攻のすべての科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員のもとで、修士論文作成のための参考文献を収集し、研究計画を立案す

る。１年間の研究計画に基付き年度末まで実験、調査を行い成果を学会などで発
表する。また、研究論文としてまとめる。年度末には中間発表を行い、研究の進
捗状況を専攻の教員全員と議論する。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容  
準備学習 指導教員と相談し、研究に関連する文献を収集し内容を理解すること。 

年間を通しての実験・研計画を立て、指導教員と打ち合わせを行うこと。 
 



年度 2014 
授業コード MIG02810 
成績評価 課題発表(50 点)、レポート点(50 点) 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG02810 環境考古学特論 
担当教員名 白石 純 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 土器、金属器、生産技術、窯、金⼯技術 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 環境考古学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 古代窯業技術の研究/清水芳裕/柳原出版：金・銀・銅の日本史/村上隆/岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード MIG02810 
実務経験のある教員  
達成目標 日常的に使用している土器(うつわ)の生産や技術の開発を通じて、日本文化(も

のつくり文化)のなかでどのように変化してきたかを考える。そして、これら技
術開発により自然、地理的環境がどのように変わっていったかを考える。 

受講者へのコメント しっかり聞いていたようである。 
連絡先 21 号館 6F 白石研究室 086-256-9655 shirsish@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし。 
英文科目名 Environmental Archaeology 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 実物の提示で、わかりやすく講義したい。 
講義目的 過去人類が残した遺物のうち土器と金属器に焦点をあて、各資料がどのようにし

て製作されたのか、古代の生産技術について考える。そして、これら資料がどの
ような材質で作られているのかを科学的分析からも検討する。これは、日本文化
のなかで育まれれてきた「ものつくり文化」の歴史や自然界ある材料を利用して
きたことを理解することで、人間と自然の関係について知ることが目的である。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 古代の遺物にはどのようなものがあるのか。解説する。 

2 回 弥生時代の土器生産と資料について解説する。 
3 回 古代の土器生産と資料について解説する。 



4 回 中世土器生産と資料について解説する。 
5 回 近世・近代土器生産と資料について解説する。 
6 回 各時代の土器の材質を検討し、その材質から土器生産技術や自然環境につ
いて検証する。 
7 回 これまでの土器生産と資料についてのまとめとレポートを作成する。 
8 回 金属器の各資料について解説する。 
9 回 金属材料の生産について解説する。特に「金・銀・銅」について 

準備学習 1 回 古代の遺物にはどのようなものがあるのか。事前に調べておくこと。 
2 回 弥生時代の土器生産について調べておくこと。 
3 回 古代の土器生産について調べておくこと。 
4 回 中世土器生産について調べておくこと。 
5 回 近世・近代土器生産について調べておくこと。 
6 回 各時代の土器の材質や土器生産が自然環境に与えた影響ついて調べておく
こと。 
7 回 これまでの土器生産についてのまとめを作成しておくこと。 
8 回 金属器の各資料について調べておくこと。 
9 回 金属材料の生産、特に「金・銀・銅」について調べておく。 
 

 



年度 2014 
授業コード MIG03010 
成績評価 課題発表（50 点）、レポート点（50 点） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG03010 東アジア技術考古学特論 
担当教員名 ⻲⽥ 修一 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 朝鮮半島、技術、コメ作り、鉄・銅生産、やきのも作り、寺作り、渡来人 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 東アジア技術考古学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 後藤直・茂⽊雅博編『東アジアと日本の考古学』１〜５、同成社 

⻄谷正『古代日本と朝鮮半島の交流史』同成社 
授業形態 講義 
注意備考 積極的に参加することを期待したい。 
シラバスコード MIG03010 
実務経験のある教員  
達成目標 １．古代日本の技術についておおまかに知る。 

２．朝鮮半島から日本へ伝えられた技術についておおまかに知る。 
３．古代の朝鮮半島と日本の関わりについて、技術を通して考えることができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 086-256-9621 

21 号館 6 階 
ka_me_da◎big.ous.ac.jp（◎を＠にして下さい） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 East Asian Technological Archaeology 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  日本の技術は日本の中で育まれ、展開したものと、外部から移入され、展開し

たものがある。後者の技術が日本にどのように受け入れられ、展開したのかを知
るためには朝鮮半島などの資料も検討しなければならない。 
 この講義では、このような東アジア的な視点から日本列島のいろいろなことが
らを見ることを受講生のみなさんに知っていただきたい。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 「講義概要」として、講義内容と本講義の進め方について説明する。 
2 回 「朝鮮半島から日本へ伝えられた技術１」というテーマで、朝鮮半島から日
本列島へ伝えられた技術（稲作など）について説明する。 
3 回 「関連した論文の解説」ということで、朝鮮半島日本列島に伝えられた技術
（稲作など）に関連する論文を解説する。 
4 回 「課題発表」ということで、朝鮮半島日本列島に伝えられた技術（稲作など）
に関連することがらについて、みなさん方に発表してもらい、解説する。 
5 回 「朝鮮半島から日本へ伝えられた技術２」というテー 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習内容について把握しておくこと 
2 回 参考書などをもとに朝鮮半島と日本の技術（稲作など）について調べておく
こと 
3 回 参考書などをもとに朝鮮半島と日本の技術（稲作など）について調べておく
こと 
4 回 参考書などをもとに朝鮮半島と日本の技術（稲作など）について調べておく
こと 
5 回 参考書などをもとに朝鮮半島と日本の技術（鉄・銅作りなど）について調べ
ておくこと 
6 回 参考書などをもとに朝鮮半島と日本の技術（鉄・銅作りなど）について調べ
ておくこと 
7 回 参考書などをもとに朝鮮半島と日本の 

 



年度 2014 
授業コード MIG03110 
成績評価 レポート（50％）とプレゼンテーション（発表、質疑応答も含めて）（50％）に

より評価する 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG03110 水圏科学特論 
担当教員名 佐藤 丈晴 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 地表水、ため池、水質 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 水圏科学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 4 月（5 月）の金曜日に現地計測を行うので、空けておくこと。 

詳細な日程は第 1 回のガイダンス時に連絡する。 
シラバスコード MIG03110 
実務経験のある教員  
達成目標 地表水の水質形成過程を理解する 

ディスカッションの場で発言する 
計測結果を講義の基礎理論を用いて論理的に整理する 
自分の考えを発表にて端的に伝えることができる 

受講者へのコメント  
連絡先 佐藤研究室（21 号館 6 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Hydrosphere Science 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地表水における教養を深めること 

ディスカッションに積極的に発言すること 
レポートとして計測結果を取りまとめられる 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 地表水の水質形成過程について理解しておくこと 



現地計測日の前には、水質計測器の使い方を理解しておくこと 
現地計測日の前には、ため池の構造について理解しておくこと 
ディスカッション日の前には、事前に発表準備を行うこと 

 



年度 2014 
授業コード MIG03210 
成績評価 課題レポート１００％によって成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG03210 大気圏科学特論 
担当教員名 大橋 唯太 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 英語、局地気象学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 大気圏科学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岩⽥徹・大滝英治・大橋唯太・塚本修・山本晋 著 「環境気象学入門」 （大学教

育出版） 
授業形態 講義 
注意備考 受講者が順番に輪読をおこなっていく形式を取り入れることもある。その場合に

は、毎回、全員が英訳を担当することもあるので、くれぐれも予習は欠かさない
こと。 

シラバスコード MIG03210 
実務経験のある教員  
達成目標 英文を文法を意識しながら丁寧に読み進めることで、科学英語の読解力を身につ

けられるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 6 階 大橋研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Atmospheric Science 
関連科目 大気圏科学・大気物理学・気象観測学（学部開講） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 小・中規模の気象現象を支配する大気境界層を中⼼にした、気象学・大気環境学

の基礎理論に関する講義をおこなう。大気境界層の時空間構造を決定している放
射・乱流輸送・地表面熱収支などの素過程の理解とともに、複雑な地形や土地被
覆上で発達する大気境界層内で気象現象をモデル化する方法などを考察してい
く。さらに、大気環境を考える上で重要な、人間・生態活動と気象現象の相互作
用についても理解を深める。この講義のなかでは、文法をしっかりと考えながら
科学英文を読解し、それがライティング力にもつながるような丁寧な指導をおこ



なってい 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。講義の進め方について説明する。 

2 回  大気の組成と構造について講義する。 
3 回  太陽放射と地球放射について講義する。 
4 回  大気の熱力学１。熱力学第一法則と断熱過程について講義する。 
5 回  大気の熱力学２。温位・相当温位の定義などについて講義する。 
6 回  大気の運動１。流体の運動方程式について講義する。 
7 回  大気の運動２。静力学、非静力学、連続の式などについて講義する。 
8 回  大気境界層１．大気境界層の定義や性質などについて講義する。 
9 回  大気境界層２．地表 

準備学習 1 回  シラバスを確認しておくこと。 
2 回  大気の各層の名称と、それぞれの特徴を調べておくこと。 
3 回  太陽放射と地球放射の違いについて調べておくこと。また、それぞれのス
ペクトル特性を表すグラフなども見つけておくこと。 
4 回  熱力学第一法則について、数式から理解してみること。 
5 回  温位と相当温位の違いを理解しておくこと。 
6 回  流体を支配する方程式の名称や各項の物理的な意味について考えておくこ
と。 
7 回  静力学と非静力学について、数式上と物理的な意味の違いをそれぞれ調べ
て考えてみること。 
8 

 



年度 2014 
授業コード MIG03310 
成績評価 レポート提出（100％）により行う。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG03310 植物分類学特論 
担当教員名 ⻄村 直樹 
単位数 2 
教科書 適宜資料を配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード 植物、分類、分類群、系統、学名、命名規約、ラテン語 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 植物分類学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 植物学ラテン語辞典／豊国秀夫編／至文堂：Botanical Latin／Stern, W. T.／

Timber Press：国際植物命名規約 2006／日本植物分類学会 
授業形態 講義 
注意備考 連絡やレポート提出は電子メールで行う。 
シラバスコード MIG03310 
実務経験のある教員  
達成目標 １．植物分類の基礎的概念(分類群、分類体系、分類のランク、種、種内分類群な

ど）を理解し、説明できること。 
２．植物科学の基礎的用語がどのようなラテン語に由来するかを調べることがで
きること。 
３．植物命名規約の基本的考え方を理解し、学名が変更している場合に正名を選
べることができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 十学舎５階 ⻄村研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Plant Taxonomy 
関連科目 「系統進化学特論」。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 植物科学に従事する研究者は研究対象とする植物の学名や種概念を正確に把握

しておく必要があり、そのための植物分類学的基礎知識・概念および学名の命名
法を解説するのが本講義の目的である。また、植物科学の用語や学名を理解する
上で必須となるラテン語についても解説する。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回  植物分類学の目的を解説する。 
2 回  分類群と分類体系、ランクを解説する。 
3 回  学名とシノニムを解説する。 
4 回  植物学のラテン語（１） 名詞について解説する。 
5 回  植物学のラテン語（２）形容詞について解説する。 
6 回  植物学のラテン語（３）形容詞について解説する。 
7 回  国際植物命名規約（１）原則について解説する。 
8 回  国際植物命名規約（２）ランクとその表示法について解説する。 
9 回  国際植物命名規約（３）タイプについて解説する。 
10 回  国際植物命名規約（４）正式名の選択 

準備学習 1 回 講義の内容と目的を把握しておくこと。 
2 回 自分が研究材料とする植物の学名と所属する科，目，綱，門を調べておくこ
と。 
3 回 シノニムの意味を図書館などで調べておくこと。 
4 回 植物の主要部分を示す形態用語（名詞）に関する英語表記を調べておくこ
と。 
5 回 葉の形状を示す英語表記を調べておくこと。 
6 回 植物の色，大きさに関する英語表記を調べておくこと。 
7 回 国際植物命名規約の原則を調べておくこと。 
8 回 国際植物命名規約におけるランクとその表示法を調べておくこと。 
9 回 植物命名上の基となるタイプに 

 



年度 2014 
授業コード MIG03410 
成績評価 講義中の演習４０％およびレポート６０％で評価。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG03410 地球科学特論Ⅰ 
担当教員名 ⻄⼾ 裕嗣 
単位数 2 
教科書 指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球科学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG03410 
実務経験のある教員  
達成目標 ・地球は太陽系の中で特別な存在であり、海洋と酸素を含む大気で特徴付けられ

ることを理解する。 
・生命が誕生し進化する過程で地球環境に及ぼした効果および具体的事象を理解
する。 
・他の惑星と異なり地球環境は生物の活動により制御されてきたメカニズムを理
解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 26 号館 3 階 ⻄⼾研究室 

TEL:086-256-9406 
E-mail:nishido@rins.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球は太陽系の中で唯一ハビタブルゾーンに属し、そのため海洋中に生命が誕生

することができ進化する過程で地球環境を変化させてきた。これらの過程を実際
の地質事象から考える力を養う。また地球進化を物質・エネルギー循環を含むシ
ステム論理的な視点から思考することを身につけさせる。 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 紹介する文献を予め読んで予習するとともに関連する事項について各自調べて

おく。 
 



年度 2014 
授業コード MIG03420 
成績評価 レポート課題により評価する 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG03420 地球科学特論Ⅰ 
担当教員名 佐藤 丈晴 
単位数 2 
教科書 配布資料を用いる 
アクティブラーニング  
キーワード 災害、防災、減災、ソフト対 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球科学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 専用のノートを用意すること。 
シラバスコード MIG03420 
実務経験のある教員  
達成目標 ・近年の覚えておくべき豪雨災害の事例とその対応を理解する。 

・防災対策における着眼点を理解する。 
・現在の対応策について具体的内容を理解し実践できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 6 階 佐藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 自然災害学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 豪雨災害に関する基本的知識を理解し、防災事業に対応できる実践力を養う。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 予め課した課題に対して、回答できるように準備しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード MIG03430 
成績評価 レポート課題の提出により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG03430 地球科学特論Ⅰ 
担当教員名 福⽥ 尚也 
単位数 2 
教科書 Observational Astronomy／D.Scott Birney, Guillermo Gonzalez, David Oesper／

Cambridge 
アクティブラーニング  
キーワード 観測天文学、データベース天文学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球科学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 宇宙の観測Ｉ 光・赤外天文学／家・岩室・舞原・水本・吉⽥編／日本評論社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG03430 
実務経験のある教員  
達成目標 観測天文学に必要な基礎概念を身につける。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館２階・福⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 観測天文学の基本を学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 天文学の基礎について勉強しておく。 

 



年度 2014 
授業コード MIG03510 
成績評価 講義中の演習４０％、、レポート６０％で評価。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG03510 地球科学特論Ⅱ 
担当教員名 ⻄⼾ 裕嗣 
単位数 2 
教科書 指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球科学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG03510 
実務経験のある教員  
達成目標 ・隕石の衝突・集積による原始地球形成過程を理解する。 

・隕石が地球に落下した際に生じるクレーター形成など地質事象を理解する。 
・隕石衝突が引き起こした生命の誕生、生命の絶滅、地球環境変化などを理解す
る。 

受講者へのコメント  
連絡先 26 号館 3 階 ⻄⼾研究室 

TEL:086-256-9406 
E-mail:nishido@rins.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 微惑星の衝突・集積により原始地球が誕生し、その後マグマオーシャンを経て固

体地球が形成された過程をシステマティックに理解することを目的とする。その
ために、微惑星起源である隕石を地球化学的にとらえること、衝突による衝撃波
や熱の影響を地球物理学的に思考できることも必要である。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  



準備学習 紹介する文献を予め読んで理解するとともに関連する事項について各自調べて
おく。 

 



年度 2014 
授業コード MIG03520 
成績評価 レポート課題により評価する 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG03520 地球科学特論Ⅱ 
担当教員名 佐藤 丈晴 
単位数 2 
教科書 配布資料を用いる 
アクティブラーニング  
キーワード 災害、防災、減災、ソフト対策 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球科学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 専用のノートを用意すること。 
シラバスコード MIG03520 
実務経験のある教員  
達成目標 ・近年の覚えておくべき豪雨災害の事例とその対応を理解する。 

・防災対策における着眼点を理解する。 
・現在の対応策について具体的内容を理解し実践できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 6 階 佐藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 自然災害学 
次回に向けての改善変更予定 講義内容について若干変更を加える 
講義目的 豪雨災害に関する基本的知識を理解し、防災事業に対応できる実践力を養う。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 予め課した課題に対して、回答できるように準備しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード MIG03530 
成績評価 レポート課題の提出により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG03530 地球科学特論Ⅱ 
担当教員名 福⽥ 尚也 
単位数 2 
教科書 The Formation of Stars／Steven W. Sthaler, Francesco Palla／WILEY-VCH 
アクティブラーニング  
キーワード 観測天文学、星形成 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球科学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 星間物質と星形成／福井・犬塚・大⻄・中井・舞原・水野編／日本評論社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG03530 
実務経験のある教員  
達成目標 星形成に関する基礎概念を身につける。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館２階・福⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 太陽のような恒星がどのような環境で誕生し、進化していくか、星形成（星の誕

生）について学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 天文学の基礎について勉強しておく。 

 



年度 2014 
授業コード MIG03610 
成績評価 関連論文の理解度，研究計画能力をもとに評価する． 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG03610 生物学特論Ⅰ 
担当教員名 中島 経夫 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG03610 
実務経験のある教員  
達成目標 修士論文を作成する能力を習得する． 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biology I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 研究の背景となる必要な論文を収集し，研究の背景を理解し，研究計画を立案で

きるようになる． 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 研究に必要な論文を収集し，それを読んで理解する．研究計画を立て事前に指導

教員と打合せを済ませておく． 
 



年度 2014 
授業コード MIG03620 
成績評価 調査・実験の取り組み、学会発表、論文作成によって評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG03620 生物学特論Ⅰ 
担当教員名 中村 圭司 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 生物学、野外調査、データ解析 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG03620 
実務経験のある教員  
達成目標 修士論文作成に必要な技術と知識を習得すること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biology I 
関連科目 生物学特論 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 修士論文作成のために必要な調査方法、実験・解析方法および研究の背景や関連

研究に関する知識を習得することを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 指導教員の指示に従い、関連する内容の予習など適切な準備を行うこと。 

 



年度 2014 
授業コード MIG03630 
成績評価 指導教員が論文の理解力と研究の計画能力をもとに評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG03630 生物学特論Ⅰ 
担当教員名 ⻄村 直樹 
単位数 2 
教科書 適宜、資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード コケ植物、分類学、文献収集、命名規約 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 CBE Style Manual, 5th ed.／CBE Style Manual Committee／CBE INC. 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG03630 
実務経験のある教員  
達成目標 欧文の論文を読み内容を理解できる。 

具体的な実施計画を立て、実行できる。 
論文を作成できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 十学舎５階 ⻄村研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biology I 
関連科目 植物分類学特論。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 研究に関連した図書・論文を指導教員のもと輪読し、研究背景について理解を深

める。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 研究に必要な図書・論文を収集し、指導教員より指示された論文を読んで理解し

ておく。また、修士論文作成に必要なデータ収集に関わる予定計画を立て、事前
に指導教員と打ち合わせを済ませておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード MIG03710 
成績評価 関連論文の理解度，研究計画能力，実施能力などをもとに評価する． 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG03710 生物学特論Ⅱ 
担当教員名 中島 経夫 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG03710 
実務経験のある教員  
達成目標 修士論文を作成する能力を習得する． 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biology I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 関連論文を読み，その内容を理解できる能力を身につける．研究成果を発表する

ためのプレゼンテーション能力，および，論文を作成する能力を習得する． 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 関連論文を収集し，事前に読んで内容を理解しておく．前期の研究計画の進捗状

況を考慮して，後期の研究計画を立てる． 
 



年度 2014 
授業コード MIG03720 
成績評価 調査・実験の取り組み、学会発表、論文作成によって評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG03720 生物学特論Ⅱ 
担当教員名 中村 圭司 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 生物学、野外調査、データ解析 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG03720 
実務経験のある教員  
達成目標 修士論文作成に必要な技術と知識を、より高度なレベルで習得すること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biology I 
関連科目 生物学特論 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 修士論文作成のために必要な調査方法、実験・解析方法および研究の背景や関連

研究について、より高度な知識を習得することを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 指導教員の指示に従い、関連する内容の予習など適切な準備を行うこと。 

 



年度 2014 
授業コード MIG03730 
成績評価 参考図書・論文の輪読、学会発表および研究報告作成により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG03730 生物学特論Ⅱ 
担当教員名 ⻄村 直樹 
単位数 2 
教科書 適宜、資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード コケ植物、分類学、プレゼンテーション、研究報告 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG03730 
実務経験のある教員  
達成目標 図書・論文の読み方をわかる。 

学会発表能力を身につける。 
論文作成能力を身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 十学舎５階 ⻄村研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biology I 
関連科目 植物分類学特論、生物学特論Ⅰ。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 研究上必要な図書・論文を読み、その内容を正確に理解できる能力を身につける。 

学会発表等を通して、プレゼンテーション能力をつける。 
研究報告作成の基礎を身に付ける。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 研究に関連した図書・論文の収集を行い、事前に読んで内容を理解しておくこと。

また、前期の研究の進捗状況を考慮し、後期の実施計画を立てる。 
 



年度 2014 
授業コード MIG03810 
成績評価 課題発表（40 点）、レポート（60 点） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG03810 人類学特論Ⅰ 
担当教員名 白石 純 
単位数 2 
教科書 なし、適宜、プリントを配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 研究方法論、調査方法論、実験実習方法論、資料整理分析方法論 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 人類学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜、紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG03810 
実務経験のある教員  
達成目標 人類・考古学の研究方法、実験実習を通じて資料収集したデータの分類、解析、

考察ができるようになること。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 6 階 白石研究室 

086-256-9655 
shiraish@big.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Anthropology I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この講義では、学部時代に勉強したことを基礎とし、大学院修士課程の学生とし

て、より高い論文を作成できるように、研究方法・調査法・資料分析法について
講義する。この講義から論文作成や学会発表ができるようになることが目的であ
る。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 「人類学・考古学研究方法論１」というテーマで、人類・考古学に関する研

究方法について説明する。 
2 回 「人類学・考古学研究方法論２」というテーマで、人類・考古学に関する研



究方法について説明する。 
3 回 「人類学・考古学研究方法論３」というテーマで、人類・考古学に関する研
究方法について説明する。 
4 回 「人類学・考古学研究方法論４」というテーマで、人類・考古学に関する研
究方法について説明する。 
5 回 「人類学・考古学野外調査方法論１」というテーマで、人類・考古学に関す
る研究方法について説明する。 
6 回 

準備学習 1 回 教員の指示に従い、関連する内容について予習しておくこと。 
2 回 教員の指示に従い、関連する内容について予習しておくこと。 
3 回 教員の指示に従い、関連する内容について予習しておくこと。 
4 回 教員の指示に従い、関連する内容について予習しておくこと。 
5 回 教員の指示に従い、関連する内容について予習しておくこと。 
6 回 教員の指示に従い、関連する内容について予習しておくこと。 
7 回 教員の指示に従い、関連する内容について予習しておくこと。 
8 回 教員の指示に従い、関連する内容について予習しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード MIG03820 
成績評価 古人類学に関連した内容について書かれたレポートで、達成目標となるスキルが

獲得されているか評価し、採点をおこないます。評価は、中間レポート点を 30
点、最終レポート点を 70 点とします。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG03820 人類学特論Ⅰ 
担当教員名 富岡 直人 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 人類学 自然人類学、古人類学、生態学、環境、考古学、古環境学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 人類学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 寺⽥春水・藤⽥恒夫 2004 『骨学実習の手びき（第 10 冊）』［南山堂］ 

馬場悠男編著 1998 『考古学と自然科学① 考古学と人類学』［同成社］  
松井 章 編著 2003 『環境考古学マニュアル』［同成社］ 

授業形態 講義 
注意備考 中間・最終レポートは、ともにコンピュータ・ワープロソフトを用いて記述し提

出すること。図や表を必ず 2 点以上挿入し、適切なキャプションを付して下さい。 
シラバスコード MIG03820 
実務経験のある教員  
達成目標 骨格資料を同定・記載し、そこから肉眼で読み取れる主に形質的な情報を操作す

る人類学上の技術を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階 

富岡研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Anthropology I 
関連科目 自然人類学特論Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 人類学の到達点について、実際の骨考古学資料を利用して学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 各回で、次回の予習内容について伝える。特に、『環境考古学マニュアル』を参考



にすることが多いので、各自確保しておくことが望ましい。 
 



年度 2014 
授業コード MIG03830 
成績評価 課題発表(50 点)、レポート(50 点） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG03830 人類学特論Ⅰ 
担当教員名 ⻲⽥ 修一 
単位数 2 
教科書 なし。適宜、プリントなどを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 研究方法論、野外調査方法論、実験実習方法論、分析方法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 人類学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG03830 
実務経験のある教員  
達成目標 指導教員の指示による。 
受講者へのコメント  
連絡先 指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Anthropology I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  本講義では、学部時代に勉強したことをふまえ、大学院修士課程の学生として、

より高いレベルで修士論文を作成することができるように、研究方法論・野外調
査方法論・室内での実験実習方法論・採集してきた資料の分析方法などを講義す
る。 
 この講義によって学会発表や論文作成ができるようになることを目的として
いる。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 「講義概要」として、講義内容と本講義の進め方について説明する。 

2 回 「人類学・考古学研究方法論１」というテーマで、人類学・考古学に関わる
研究方法について説明する。 
3 回 「人類学・考古学研究方法論２」というテーマで、人類学・考古学に関わる



研究方法について説明する。 
4 回 「人類学・考古学研究方法論３」というテーマで、人類学・考古学に関わる
研究方法について説明する。 
5 回 「人類学・考古学研究方法論４」というテーマで、人類学・考古学に関わる
研究方法について説明する。 
6 回 「人類学・考古学野外調査方 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習内容について把握しておくこと 
2 回 指導教員の指示に従い、関連する内容について予習しておくこと 
3 回 指導教員の指示に従い、関連する内容について予習しておくこと 
4 回 指導教員の指示に従い、関連する内容について予習しておくこと 
5 回 指導教員の指示に従い、関連する内容について予習しておくこと 
6 回 指導教員の指示に従い、関連する内容・方法について予習しておくこと 
7 回 指導教員の指示に従い、関連する内容・方法について予習しておくこと 
8 回 指導教員の指示に従い、関連する内容・方 

 



年度 2014 
授業コード MIG03910 
成績評価 課題発表（40 点）、レポート（60 点） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG03910 人類学特論Ⅱ 
担当教員名 白石 純 
単位数 2 
教科書 なし、適宜、プリントを配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 研究方法論、調査方法論、実験実習方法論、資料整理分析方法論 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 人類学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜、紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG03910 
実務経験のある教員  
達成目標 最終的には学会発表や専門雑誌に論文を掲載することでこれまでの研究成果を

公表する。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 6 階 白石研究室 

086-256-9655 
shiraish@big.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Anthropology II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 人類学特論Ⅰの講義をふまえて、人類・考古学の資料を用いて、自然科学的な内

容を加味した修士論文が作成できるようにする。また学会発表を行うためのプレ
ゼンテーションの方法について指導し、よりレベルの高い学会発表ができるよう
にすることが目的である。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 「講義概要」として内容、と講義の進め方について説明する。 

2 回 「人類学・考古学と自然科学の関係１」というテーマで、人類・考古学と自
然科学研究方法について説明する。 



3 回 「人類学・考古学と自然科学の関係２」というテーマで、人類・考古学と自
然科学研究方法について説明する。 
4 回 「人類学・考古学と自然科学の関係３」というテーマで、人類・考古学と自
然科学研究方法について説明する。 
5 回 「人類学・考古学と自然科学の関係４」というテーマで、人類・考古学と自
然科学研究方法について説明する。 
6 回 人類学・ 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習内容について把握しておくこと 
2 回 人類学・考古学と自然科学の関係につて、事前に調べておくこと 
3 回 人類学・考古学と自然科学の関係につて、事前に調べておくこと 
4 回 人類学・考古学と自然科学の関係につて、事前に調べておくこと 
5 回 人類学・考古学と自然科学の関係につて、事前に調べておくこと 
6 回 人類学・考古学と自然科学の応用例につて、事前に調べておくこと 
7 回 人類学・考古学と自然科学の応用例につて、事前に調べておくこと 
8 回 人類学・考古学と自然科学の応用例につて、事前に 

 



年度 2014 
授業コード MIG03920 
成績評価 古人類学に関連した内容について書かれたレポートで、達成目標となるスキルが

獲得されているか評価し、採点をおこないます。評価は、中間レポート点を 30
点、最終レポート点を 70 点とします。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG03920 人類学特論Ⅱ 
担当教員名 富岡 直人 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 人類学 自然人類学、古人類学、生態学、環境、考古学、古環境学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 人類学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 寺⽥春水・藤⽥恒夫 2004 『骨学実習の手びき（第 10 冊）』［南山堂］ 

馬場悠男編著 1998 『考古学と自然科学① 考古学と人類学』［同成社］  
松井 章 編著 2003 『環境考古学マニュアル』［同成社］ 

授業形態 講義 
注意備考 中間・最終レポートは、ともにコンピュータ・ワープロソフトを用いて記述し提

出すること。図や表を必ず 2 点以上挿入し、適切なキャプションを付して下さい。 
シラバスコード MIG03920 
実務経験のある教員  
達成目標 骨格資料を同定・記載し、そこから顕微鏡や分析装置で読み取れる形質的・化学

的情報を操作する人類学上の技術を習得し、学生自ら実施できるようにする。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階富岡研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Anthropology II 
関連科目 自然人類学特論Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 人類学の到達点について、実際の骨考古学資料を利用して学ぶ。特に、機器類を

利用した微細資料の研究法について学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 各回で、次回の予習内容について伝える。特に、『環境考古学マニュアル』を参考



にすることが多いので、各自確保しておくことが望ましい。 
 



年度 2014 
授業コード MIG03930 
成績評価 課題発表(50 点)、レポート(50 点) 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG03930 人類学特論Ⅱ 
担当教員名 ⻲⽥ 修一 
単位数 2 
教科書 なし。適宜、プリントなどを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード プレゼンテーション、論文作成、最新情報 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 人類学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG03930 
実務経験のある教員  
達成目標 指導教員の指示による。 
受講者へのコメント  
連絡先 指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Anthropology II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  本講義では、前期の人類学特論Ｉをふまえ、実際に学会発表を行うためのプレ

ゼンテーション方法論を講義し、より高いレベルの修士論文を作成することがで
きるように、学会における基礎的論文や最先端論文などを解説し、また最近のト
ピックスを紹介し、具体的な修士論文の書き方を講義する。 
 この講義によって、学会発表をすることができ、論文作成することができ、よ
りレベルの高い修士論文を作成することができることを目的としている。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 「講義概要」として、講義内容と本講義の進め方について説明する。 

2 回 「人類学・考古学における最近のトピックス１」というテーマで、人類学・
考古学に関わる最近のトピックスを取り上げ、説明する。 
3 回 「人類学・考古学における最近のトピックス２」というテーマで、人類学・



考古学に関わる最近のトピックスを取り上げ、説明する。 
4 回 「プレゼンテーション方法論１」というテーマで、学会などにおけるプレゼ
ンテーションの方法について説明する。 
5 回 「プレゼンテーション方法論２」というテーマで、学会などにおけるプレ 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習内容について把握しておくこと 
2 回 人類学・考古学に関わる最近のトピックスに関する情報を収集しておくこ
と 
3 回 人類学・考古学に関わる最近のトピックスに関する情報を収集しておくこ
と 
4 回 指導教員の指示に従い、発表練習用資料を作成しておくこと 
5 回 指導教員の指示に従い、発表練習用資料を作成しておくこと 
6 回 指導教員の指示に従い、発表練習用資料を作成しておくこと 
7 回 指導教員の指示に従い、指定された論文を読んでおくこと 
8 回 指導教員の指示に従い、指定された論文を読んでおく 

 



年度 2014 
授業コード MIG04010 
成績評価 中間テスト（２０％）、期末テスト（８０％） 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG04010 系統進化学特論 
担当教員名 星野 卓二 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 種分化、遺伝的多様性、分子系統、絶滅危惧植物 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 系統進化学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岩槻邦男・馬渡峻輔著：生物の多様性、裳華房 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG04010 
実務経験のある教員  
達成目標 １．生物の種が分化する要因はどのようなものがあるか説明できる。２．酵素多

型や DNA 多型を用いた系統解析について説明できる。３．分子系統樹の作成方
法や、最節約法や最尤法による系統樹の特徴を説明できる。４．絶滅危惧植物の
遺伝的多様性の保護に関して説明ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館６階 星野研究室 hoshino@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Evolutional Phylogeny 
関連科目 生物科学概論Ⅱ、生物学実験Ⅰ、細胞遺伝学、生物学実験Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自然界における生物の具体的な存在単位である種個体群レベルの生活の成り立

ちを紹介し、その内部構造の分化と適応の問題を様々な見地から解説する。さら
に、形態学、細胞遺伝学、DNA およびアロザイム分析を用いた分子遺伝学的情
報を用いてどのように生物の進化が解明されてきたかについて述べる。最後に、
いくつかの絶滅危惧植物を例に野生植物の多様性と保護について述べる。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 生物の系統と進化とは 

2 回 遺伝子プール 



3 回 種分化の基礎理論（１） 
4 回 種分化の基礎理論（２） 
5 回 種分化の機構と要因−地理的隔離 
6 回 種分化の機構と要因−生殖的隔離 
7 回 種分化の機構と要因−自然選択 
8 回 種分化の遺伝的解析−酵素多型 
9 回 種分化の遺伝的解析−DNA 多型 
10 回 中間テスト 
11 回 分子進化−分子時計、中立説 
12 回 分子進化−系統樹のいろいろ 
13 回 分子進化−系統樹を作る 
14 回 稀少野生生物の遺伝的多様性（１） 
15 回 稀少野生生物の遺伝的多様性（２） 

準備学習 1 回 種の概念について調べておくこと 
2 回 ハーディ・ワインベルグの法則を調べておくこと 
3 回 種内変異と種分化について調べておくこと 
4 回 種分化はどのようにして起こるか調べておくこと 
5 回 地理的に隔離され、もとの種とは異なるものに分化した野生種を調べてお
くこと 
6 回 受精は行なわれるが種子を形成しない不稔現象について調べておくこと 
7 回 遺伝的浮動について調べておくこと 
8 回 アイソザイム分析について実例を調べておくこと 
9 回 遺伝子の多型はどのようなものか調べておくこと 
10 回 前回までの講義を復 

 



年度 2014 
授業コード MIG04110 
成績評価 レポート、海内発表を中⼼に成績評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG04110 生態学特論 
担当教員名 波⽥ 善夫 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 植生遷移、世界の植生、草⾷動物、動物と植物の相互関係 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生態学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG04110 
実務経験のある教員  
達成目標 ・日本を中⼼とした極相林における植生遷移のシステムを理解すること。・世界

の植生の中で、動物が果たしている役割を理解すること。・動物、昆虫と植物・植
生の関係を理解すること。・フィールドワークを通じ、現物の世界に関する基礎
知識を得ること。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 6F 研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Ecology 
関連科目 植生学、地域情報生態学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 植物を中⼼とした生態学、特に植生について学ぶ。植生発達の基盤として地質・

地形・土壌があるが、これらについて日本の実例について学ぶとともに、世界の
実例について学ぶこととする。数回の野外調査を行うことにより、実例について
も学び、植物の同定能力を向上させるとともに、自然の理解を深めることとする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 植生遷移の本質 

2 回 植生遷移のメカニズムと実例 
3 回 植生遷移のメカニズムと実例 



4 回 植生遷移のメカニズムと実例 
5 回 カナダの高山植生 
6 回 スイスの高山植生 
7 回 スコットランドの植生 
8 回 世界の地質・地形と植生 
9 回 フィールド調査 
10 回 フィールド調査 
11 回 昆虫と植物の関係(1) 
12 回 昆虫と植物の関係(2) 
13 回 草⾷獣と植物の関係(1) 
14 回 草⾷獣と植物の関係(2) 
15 回 地質地形と植生遷移 

準備学習 1 回 学部講義の「植生学」の講義内容を復習しておくこと。 
2 回 植生遷移、特に一次遷移とパイオニアプランツについて予習しておくこと。 
3 回 縞枯れ現象など、亜高山針葉樹林における遷移について予習しておくこと。 
4 回 二次林の遷移について予習しておくこと。 
5 回 英文による概要説明を訳しておくこと。 
6 回 英文による概要説明を訳しておくこと。 
7 回 英文による概要説明を訳しておくこと。 
8 回 英文による概要説明を訳しておくこと。 
9 回 里山の植生について 
10 回 里山の植生について 
11 回 英文による概要説 

 



年度 2014 
授業コード MIG04210 
成績評価 適時レポートを提出してもらい，それによって評価する． 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG04210 脊椎動物学特論 
担当教員名 中島 経夫 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 脊椎動物、形態学、解剖学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 脊椎動物学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に知らせる。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG04210 
実務経験のある教員  
達成目標 解剖学や形態学から脊椎動物について知る． 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 6 階中島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Vertebrate Zoology 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 脊椎動物の体の「かたち」と「しくみ」について，自然史的に説明するとともに，

脊椎動物の基本プラン（Vertebrate plan）について解説する． 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 解剖学について概説 

2 回 形態学について概説 
3 回 生の原型と変形について 
4 回 脊椎動物の体の中にある自然史（動物一般の体の中の自然史） 
5 回 脊椎動物の体の中にある自然史（脊椎動物の体の中の自然史） 
6 回 植物と動物、動物の中に見られる植物的器官 
7 回 植物器官と動物器官 
8 回 脊椎動物の体制（基本プラン）について 



9 回 脊椎動物の体制（消化系） 
10 回 脊椎動物の体制（循環系） 
11 回 脊椎動物の体制（呼吸器系） 
12 回 脊椎動物の体制（排泄系） 
13 回 脊椎動物の体制（生殖系） 
14 回 脊椎 

準備学習 1 回 図書館等で、形態学や解剖学について調べておく。 
2 回 図書館等で、形態学や解剖学について調べておく。 
3 回 図書館等で、形態学や解剖学について調べておく。 
4 回 図書館等で、形態学や解剖学について調べておく。 
5 回 図書館等で、脊椎動物の形態学や解剖学について調べておく。 
6 回 図書館等で、脊椎動物の形態学や解剖学について調べておく。 
7 回 図書館等で、脊椎動物の形態学や解剖学について調べておく。 
8 回 図書館等で、脊椎動物の形態学や解剖学について調べておく。 
9 回 図書館等で、脊椎動物の形態学や解 

 



年度 2014 
授業コード MIG04310 
成績評価 試験では、英語で書かれた１００問程度の問題集が用意されている。この解答状

況と中間で行うチェックによって評価する。割合としては，前者が約 70％，後者
が約 30％である。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG04310 動物解剖学特論 
担当教員名 名取 真人 
単位数 2 
教科書 プリントを配布（問題集を含む） 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物解剖学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Radinskey (1985): The Evolution of Vertebrate Design 

Romer & Parsons (1986): Vertebrate Body 
Kardon (2009): Vertebrates ?Comparative Anatomy, Function, Evolution- など 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG04310 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ 脊椎動物の体の基本構造の理解。 

・ 脊椎動物の体の構造の多様性の理解。 
受講者へのコメント  
連絡先 名取研究室 ２１号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Animal Anatomy 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 動物学の基礎学問の 1 つである比較解剖学を学習する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 脊椎動物の基本構造（骨） 
3 回 脊椎動物の基本構造（神経系） 
4 回 脊椎動物の基本構造（感覚器・筋と脳神経の関係） 



5 回 講義の理解度のチェック（口頭試問） 
6 回 顎口類（顎を持つサカナ）の構造 
7 回 硬骨魚類の構造 
8 回 初期の陸上の脊椎動物の構造 
9 回 初期の有羊膜類の構造 
10 回 初期の主⻯類の構造 
11 回 恐⻯の構造 
12 回 鳥類の構造 
13 回 哺乳類型爬虫類の構造 
14 回 哺乳類の構造 
15 回 まとめ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 事前に配布したプリントを参考にして、脊椎動物の基本構造（骨）を図書館
等で調べておくこと。 
3 回 事前に配布したプリントを参考にして、脊椎動物の基本構造（神経系）を図
書館等で調べておくこと。 
4 回 事前に配布したプリントを参考にして、脊椎動物の基本構造（感覚器・筋と
脳神経の関係））を図書館等で調べておくこと。 
5 回 今までの復習をしておくこと。 
6 回 事前に配布したプリントを参考にして、顎口類（顎を持つサカナ）の構造を
図書館等で調べておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード MIG04410 
成績評価 講義内容をまとめたレポートを提出 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG04410 地球惑星システム科学特論 
担当教員名 畠山 唯達 
単位数 2 
教科書 地球システム科学 (新装版 地球惑星科学 2)／和⽥英太郎, ⽥近英一, 吉⽥茂生, 

大河内直彦, 松井孝典, 鳥海光弘, 住明正／岩波書店／978-4000069922 
アクティブラーニング  
キーワード 地球惑星システム 

地球惑星環境 
マントル対流とプルームテクトニクス 
気候システム 
地球惑星ダイナミクス 
多圏間相互作用 
地球惑星進化論 
比較惑星論 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球惑星システム科学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 地球の進化／島津康男／岩波書店／1967／(序章は現在でも参考になる) 

地球学入門／酒井治孝／東海大学出版会／2003／(教科書よりも簡単な入門書) 
新しい地球学／渡邊誠一郎, 檜山哲哉, 安成哲三／名古屋大学出版会／2008／
(教科書よりも表層〜太陽側に重きを置いた地球システム論) 
図解入門最新地球史がよくわかる本／川上紳一, 東條文治／秀和システム／
2009／(地球と生命の供進化に関する啓蒙書) 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG04410 
実務経験のある教員  
達成目標 ・地球および惑星をシステム・およびシステム間相互の連携ととらえて考え、諸

現象を観察し、理解できるようになること。 
・物質輸送とエネルギー輸送について基本的パラダイムを理解すること。 
・惑星における諸現象を説明するいくつかの物理素過程（プロセス）を理解する
こと。 
・空間および時間について、オーダーの概念を理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 畠山唯達 (11 号館 5 階) 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業評価の結果がありません 
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球や惑星の表層（大気・海洋・生物圏）から内部（地殻・マントル・核）まで

全体を 1 つの系として考え、その中での物質およびエネルギーの輸送、そして外
（惑星外）とのやり取りを通して大局的にとらえるための基本的な考え方などを
学ぶ。特に、「なぜ（太陽系惑星の中で）地球だけがこのように進化してきたか」
を理解できるような講義をする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  講義の概論と「地球惑星システム（系）」と言う概念について解説する。 

2 回 地球惑星における物質循環(1) 物質の輸送とボックスモデルついて解説す
る。 
3 回 地球惑星における物質循環(2) 地球表層における物質循環ついて解説す
る。 
4 回 地球惑星における物質循環(3) 地球表層-内部間の物質循環ついて解説す
る。 
5 回 地球惑星内のエネルギーおよび熱の移動(1) 惑星内部における対流運動つ
いて解説する。 
6 回 地球惑星内のエネルギーおよび熱の移動(2) システム内外のエネルギー流
動ついて解説する。 
7 

準備学習 1 回 教科書第 1 章に目を通してくること。 
2 回 教科書第 2.1 節に目を通してくること。 
3 回 教科書第 2.2 節に目を通してくること。 
4 回 教科書第 2.3 節に目を通してくること。 
5 回 教科書第 3.1 節に目を通してくること。 
6 回 教科書第 3.2 節に目を通してくること。 
7 回 教科書第 3.3 節に目を通してくること。 
8 回 教科書第 4.1 節に目を通してくること。 
9 回 教科書第 4.2,4.3 節に目を通してくること。 
10 回 教科書第 4.4,4.5 節に目を通してくること。 
11 回 教科書第 5.1 節に目を通して 

 



年度 2014 
授業コード MIG04510 
成績評価 定期試験 70 点とレポート課題 30 点で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG04510 天体物理学特論Ⅰ 
担当教員名 ⽥邉 健茲 
単位数 2 
教科書 ノート講義 
アクティブラーニング  
キーワード 天文学、天体物理学、天体の物理観測 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 天体物理学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 和⽥正信著「放射の物理」ほか 
授業形態 講義 
注意備考 【注意事項】レポート課題は易しいので、取り組んでみること。 
シラバスコード MIG04510 
実務経験のある教員  
達成目標 天体現象を物理学の法則で定性的に理解できるような能力を養う。また電卓によ

る簡単な数値計算ができるようになることも大切な目標である。 
受講者へのコメント  
連絡先 内線 6117 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 一般物理学（大学 1-2 年次の物理）を前提に、物理と天体の結びつきについて講

義する。この内容は他の分野（たとえば地球物理）専攻の学生にも有用な内容で
あるように解説する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 序論序論−天体を作る物質− 

そもそも「天体物理学」という学問がなぜ成り立つかということの根拠について
解説する。 
2 回 光の研究についての歴史 
天文学は天体からの光を分析することが基本である。いったい光とはどのような
実体か、ということについての研究の歴史を述べる。 



3 回 幾何光学 
光の研究はその直進性により幾何光学という学問から始まった。ここではおもに
最も単純なガウス光学について述べる。 
4 回 光学機器 
幾何光学は光学機器に応用され、今日に至っている。各種光学機器（望遠鏡、カ
メラ、その他）についてその 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 力学の復習 
3 回 特になし 
4 回 特になし 
5 回 特になし 
6 回 熱学の復習 
7 回 特になし 
8 回 特になし 
9 回 特になし 
10 回 電磁気学の復習 
11 回 特になし 
12 回 量子論の復習 
13 回 特になし 
14 回 特になし 
15 回 これまでの復習 

 



年度 2014 
授業コード MIG04610 
成績評価 定期試験ならびに講義中の課題レポートの合計点で評価する。 

定期試験、課題レポート共に 50 点とし、100 点満点のうち 60 点以上を合格とす
る。 

曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG04610 天体物理学特論Ⅱ 
担当教員名 加藤 賢一 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 宇宙、恒星、放射、気体、原子 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 天体物理学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 シリーズ現代の天文学 第 1 巻 人類の住む宇宙（2007、日本評論社） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG04610 
実務経験のある教員  
達成目標  天体物理学特論Ⅰで扱われた天体物理学の基礎論に基づき、恒星理解に必要な

放射、気体、原子、原子核等についてその性質を十分把握し、恒星の観測法を通
じて特性を理解できるようになること。 
 また、宇宙の進化に関する現代的解釈を把握すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 2Ｆ天文学研究室 kato@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 天体物理学特論Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 １．宇宙の主たる構成要素である恒星について深い理解を得ること。 

２．恒星研究ための観測法から結果の解釈に至るまでの具体的、実践的な手法を
習得すること。 
３．また、それらの手法をより遠方に適用し、星雲や星団をはじめ、宇宙膨張の
観測や宇宙進化についての理解を深めること。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容  
準備学習 古典力学、放射、熱力学、原子などに関する物理学的な知見をもとに展開される

ので、関係個所について予習しておくこと。 
 



年度 2014 
授業コード MIG04710 
成績評価 講義中のプレゼンテーション内容、質疑応答の対応、発言内容と回数で成績評価

する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG04710 自然災害学特論 
担当教員名 佐藤 丈晴 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 自然災害学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG04710 
実務経験のある教員  
達成目標 ソフト対策、深層崩壊等のキーワードを説明することができる。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 特別研究へのつながりについて改善を図りたい 
講義目的 土砂災害の素因、誘因について理解する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 講義で配布する資料をよく読んでおくこと。 

 



年度 2014 
授業コード MIG04810 
成績評価 レポート（２０％）、文献紹介（２０％）および授業への参加強度（６０％）から

評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG04810 資源植物学特論 
担当教員名 久保⽥ 尚浩 
単位数 2 
教科書 適宜にプリントを配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 植物、原生地、伝播、発達、分類、種類、利用 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 資源植物学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 植物生産学概論/星川清親編/ 文永堂出版 

役に立つ植物の話/石井龍一著/岩波ジュニア新書 
栽培植物と農耕の起源/中尾佐助著/岩波新書 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG04810 
実務経験のある教員  
達成目標 資源植物とは何かを説明した後、野生有用植物と栽培植物（作物）の違いを解説

し、次ぎに作物の起源、発達および伝播について講述した後、その種類と分類の
方法を述べる。さらに、⾷用作物、⼯芸作物、飼料作物・緑肥作物、園芸作物（野
菜、果樹、観賞植物）など各々の作物について代表的なものを示し、その特徴や
有用性を解説する。また、これらの植物資源を持続的に利用・保護することの意
義について考える。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室：専門学舎第２１号館６階６０７号室 

E-mail:kubota＠big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 生態学特論、植物分類学特論、系統進化学特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 植物の起源、発達及び伝播の概略を学び、その種類や分類の方法を習得した後、

各々の種類の代表的な植物（作物）の利用方法について理解する。さらに、植物



資源を持続的に利用することの重要性、未だ利用されていない植物の資源として
の重要性などを理解するとともに、それらの保護が人間の生存に果たす役割を考
える。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 イントロダクション（授業の概要について説明する）。 

2 回 作物の起源・発達・伝播について講述する。 
3 回 作物の分類法について講述する。 
4 回 ホームガーデン（樹⽊菜園）の構造と機能について講述する。 
5 回 ホームガーデン構造の年代的変化について講述する。 
6 回 ホームガーデン様式（混作）の作物栽培について講述する。 
7 回 ホームガーデン様式（混作）の野菜栽培について講述する。 
8 回 ⾷用作物の種類と利用について講述する。 
9 回 ⼯芸作物の種類と利用について講述する。 
10 回 野菜の種類と利用につい 

準備学習 1 回 資源植物とは何かを予習しておくこと。 
2 回 作物の起源・発達・伝播について予習しておくこと。 
3 回 作物の分類方法について予習しておくこと。 
4 回 ホームガーデンおよびその構造と機能について予習しておくこと。 
5 回 ホームガーデン構造の年代的変化について予習しておくこと。 
6 回 ホームガーデン様式の作物栽培について予習しておくこと。 
7 回 ホームガーデン様式の野菜栽培について予習しておくこと。 
8 回 ⾷用作物の種類と利用について予習しておくこと。 
9 回 ⼯芸作物の種類と利用について予習しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード MIG04910 
成績評価 レポート(50%)・課題発表(50%)による。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG04910 動物生理学特論 
担当教員名 清水 慶子 
単位数 2 
教科書 とくに指定しない。適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 細胞、組織、器官、生体のしくみ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物生理学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 動物生理学-環境への適応 クヌート・シュミット・ニールセン 著 東京大学出

版会 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG04910 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)動物の生理現象とメカニズムを体系的・総合的に理解すること 

(2)様々な動物の生理機能を比較、その特徴について説明できること 
(3)動物の環境適応について概説できること 

受講者へのコメント  
連絡先 清水研究室 28 号館 2 階 shimizu@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 動物生理学、動物機能解剖学を履修しておくことが望ましい 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 動物の体は様々な制御機構により統合的に制御され恒常性が維持されている 。

体液調節、血液循環、運動制御、呼吸、代謝、神経系、免疫系、内分泌系 などに
ついて、細胞・組織から器官・個体のレベルまでを詳細に講じる。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 生理学特論の講義概要を説明する。 

2 回 ホメオスタシスについて解説する。 
3 回 行動の周期性について解説する。 
4 回 睡眠について解説する。 



5 回 ストレス応答について解説する。 
6 回 高次脳機能について解説する。 
7 回 低次脳機能について解説する。 
8 回 ホルモン分泌の神経調節について解説する。 
9 回 関連した最近の代表的論文の解説をおこなう-1。 
10 回 関連した最近の代表的論文の解説をおこなう-2。 
11 回 関連した最近の代表的論文の解説をおこなう-3。 
12 回 関連した最近の代表的論文の解説 

準備学習 1 回 本シラバスに目を通して、動物生理学のイメージを各自想定し、ノートして
おくこと。 
2 回 ホメオスタシスについて参考書等で調べておくこと。 
3 回 行動の周期性について参考書等で調べておくこと。 
4 回 睡眠について参考書等で調べておくこと。 
5 回 ストレス応答について参考書等で調べておくこと。 
6 回 高次脳機能について参考書等で調べておくこと。 
7 回 低次脳機能について参考書等で調べておくこと。 
8 回 ホルモン分泌の神経調節について参考書等で調べておくこと。 
9 回 前回までに配布された資料にもとづいて今回 

 



年度 2014 
授業コード MIG05010 
成績評価 授業中に行う各自の発表 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG05010 動物系統分類学特論 
担当教員名 小林 秀司 
単位数 2 
教科書 プリントを適宜配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 哺乳類、系統進化、収斂、適応放散 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物系統分類学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Eisenberg(1981), Mammalian RadiationCorbet&Hill(1991), A World List of 

Mammalian SpeciesWilson&Reeder(2005)Mammal Species of the World: A 
Taxonomic and Geographic Reference 

授業形態 講義 
注意備考 ・本授業は演習形式で行う・自分の発表の順番の時はレジメを作成し、講義前に

全員に配布すること 
シラバスコード MIG05010 
実務経験のある教員  
達成目標 ・哺乳類にどの様な目があるか理解する・それぞれの目がどの湯女科によって構

成されるか理解する・科ごとの主要な分類群の特徴を理解する・科ごとの主要な
分類群の系統進化を理解する 

受講者へのコメント  
連絡先 保存科学棟二階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 脊椎動物学 I・II・III 

霊⻑類学 
動物系統分類学 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球上には、多種多様な動物が生息している。哺乳類を題材に、その主要な目そ

れぞれについて、主に科レベルでどの様な系統関係にあるか理解することを目的
とする。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション。授業内容について説明する。 
2 回 哺乳類とは何かについて解説する。 
3 回 単孔目（カモノハシ目） Monotremata について準備されたレジメを元にな
された発表について解説する。 
4 回 アメリカ有袋大目 Ameridelphia について準備されたレジメを元になされた
発表について解説する。 
5 回 オーストラリア有袋大目 Australidelphia について準備されたレジメを元に
なされた発表について解説する。 
6 回 ローラシア獣上目 Laurasiatheria 1 ハリネズミ目 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等で調べ
てノートしておくこと。 
3 回 初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等で調べ
てノートしておくこと。 
4 回 初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等で調べ
てノートしておくこと。 
5 回 初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等で調べ
てノートしておくこと。 
6 回 初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウ 

 



年度 2014 
授業コード MIG05110 
成績評価 最終レポート(６０％）、レジュメ作成などの提出課題(４０％)  

提出課題は、講義中に提示する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG05110 地理学特論 
担当教員名 宮本 真二 
単位数 2 
教科書 なし。レジュメ，論文等を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 地理学、自然地理学、人文地理学、方法論、修士論文、研究動向 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地理学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG05110 
実務経験のある教員  
達成目標 ①地理学研究の研究動向の把握。 

②地理学研究の研究課題の把握。 
③地理学の研究方法の理解。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館５階 宮本（地理学）研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 受講者の卒業論文内容をふまえ、修士論文作成や研究成果の学術誌へ投稿するた

め、地理学の研究動向を把握し、その課題理解する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 

 受講者の卒業論文内容をふまえ、修士論文作成や研究成果の学術誌への投稿に
おいて有意義と考えられる地理学の論文を紹介し、全員で輪読する。 
2 回 研究動向の把握（１） 
 研究動向を総説的に把握するための、レヴュー方法を議論する。自然地理学（地



形・地質）の領域。 
3 回 研究動向の把握（２） 
 研究動向を総説的に把握するためのレヴュー方法を議論する。自然地理学（植
生）の領域。 
4 回 研究動向の把握（３） 
 研究動向を総説的に把握するための、レヴュー方法を議論する。自然地理学（古
環境）の領域。 
5 

準備学習 1 回 卒業論文内容をふまえ、修士論文作成や研究成果の学術誌への投稿におい
て興味があり、有意義と考えられる地理学の論文を把握しておくこと。 
2 回 自然地理学（地形・地質）の領域に関する関係文献を収集し、読み込んでお
くこと。 
3 回 自然地理学（植生）の領域に関する関係文献を収集し、読み込んでおくこ
と。 
4 回 自然地理学（古環境）の領域に関する関係文献を収集し、読み込んでおくこ
と。 
5 回 人文地理学（土地利用）の領域に関する関係文献を収集し、読み込んでおく
こと。 
6 回 人文地理学（歴史地理学）の領域に関する関係 

 



年度 2014 
授業コード MIG05210 
成績評価 レポート（100%）により評価を行う。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(13〜) 
見出し MIG05210 データ解析特論 
担当教員名 福⽥ 尚也 
単位数 2 
教科書 資料を適宜配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード データの離散化と整形、線形システムと伝達関数、モデルフィッティング、離散

フーリエ解析、フィルター 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 データ解析特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 地球システムのデータ解析／萩原幸男・糸⽥千鶴／朝倉書店 
授業形態 講義 
注意備考 プログラミング言語を習得していることが望ましい。 
シラバスコード MIG05210 
実務経験のある教員  
達成目標 自然科学にみられる時系列データや画像データの整形と解析の方法を理解し、そ

の物理的な意味を解釈できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館２階 福⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Data Analysis 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学・生物学・地学・天文学などの自然科学における観測や実験で得られるデ

ータを解析するのに必要な知識と技術について講義する。自然科学の時系列デー
タと天文画像データを用いた解説と演習を行なう。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 データ解析の概論について説明する。 

2 回 データの離散化について説明する。 
3 回 データの補完について説明する。 
4 回 誤差について説明する。 
5 回 データの離散化・補完と誤差の演習を通じて、データ解析について説明す



る。 
6 回 数値積分（台形公式・シンプソンの公式）について説明する。 
7 回 数値積分（自然科学の画像データの処理）について説明する。 
8 回 モデルフィッティング（最小二乗法・回帰分析）について説明する。 
9 回 モデルフィッティング（自然科学の画像データへの応用）について説明す
る。 
10 回 

準備学習 1 回 グラフを作成するプログラムについて調べて、予習しておくこと。 
2 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
3 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
4 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
5 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
6 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
7 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
8 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
9 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
10 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
11 回 前回までの講義内容 

 



年度 2014 
授業コード MII00110 
成績評価 講義ごとに毎回の課題レポート（１００％）で評価する。 
曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス 情報科学専攻(13〜) 
見出し MII00110 ソフトウェア特論 
担当教員名 大⻄ 荘一 
単位数 2 
教科書 プリント配付 
アクティブラーニング  
キーワード 開発コスト見積もり、組み込みソフトウェア、開発プロセス 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ソフトウェア特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ＊講義でインターネット Web サイトを随時利用する。 
シラバスコード MII00110 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）組み込みソフトウェアの特徴を理解すること（２）分散オブジェクト技術

の仕組みを理解すること（３）ソフトウェアの開発コスト見積もり法を理解する
こと（４）ソフトウェア開発プロセス全般について理解すること 

受講者へのコメント  
連絡先 １５号館３階 大⻄荘一研究室 ｏｎｉｓｈｉ＠ｍｉｓ．ｏｕｓ．ａｃ．ｊｐ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Software 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ソフトウェアは機器に組み込まれる制御系やインターネット上のアプリケーシ

ョン等、多種多様である。それらの特徴を述べ、その特徴に応じた設計や開発管
理手法を解説する。特に、次の２点を重点的に講義する。（１）組み込みソフトウ
ェアの⼯数など実例データの分析による生産性評価（２）クライアント/サーバ
システムの設計に利用される分散オブジェクト技術（３）ソフトウェアの開発コ
スト見積もり 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 【 ソフトウェア特論で学ぶこと】本科目の学習目的を解説する。 

2 回 【 ソフトウェアについて１】ソフトウェア開発技術は⼯学と言えるかを議



論する。 
3 回 【 ソフトウェアについて２】ソフトウェアの種類について議論する。 
4 回 【 オープンソースソフトウェア】オープンソフトウェアについて解説し、
議論する。 
5 回 【 ＯＳについて】ＯＳの果たす役割と意義について議論する。 
6 回 【 開発プロセス管理】さまざまな開発プロセスについて解説し、議論する。 
7 回 【 ソフトウェアトラブル】ソフトウェアトラブルの実 

準備学習 1 回 【 ソフトウェア特論で学ぶこと】ソフトウェア⼯学とは何かについて参考
書などで学習しておくこと。 
2 回 【 ソフトウェアについて１】⼯学とは何かを考えておくこと。 
3 回 【 ソフトウェアについて２】ソフトウェアの様々な種類を調べておくこと。 
4 回 【 オープンソースソフトウェア】オープンソフトウェアとは何かを調べて
おくこと。 
5 回 【 ＯＳについて】ＯＳの概論を学習しておくこと。 
6 回 【 開発プロセス管理】開発プロセスの基本を学習しておくこと。 
7 回 【 ソフトウェアトラブル】実際に発生したソフトウ 

 



年度 2014 
授業コード MII00210 
成績評価 毎回の提出課題 50%，定期試験 50% 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学専攻(13〜) 
見出し MII00210 データ⼯学特論 
担当教員名 北川 文夫 
単位数 2 
教科書 毎回プリントを配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード 基本データ構造，アルゴリズム，XML，DTD，XML-Schema，XSLT，SAX，DOM，

JAXP，JAXB 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 データ⼯学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 アルゴリズムとデータ構造の教科書は沢山あるので参考になる．XML や XML-

Schema の書籍も沢山あるので参考になる． 
授業形態 講義 
注意備考 Java のプログラムが可能な環境を用意しておくこと． 
シラバスコード MII00210 
実務経験のある教員  
達成目標 基本データ構造を図で説明でき，Java プログラムで実現できる．XML でのデー

タ定義ができる．XML の構造を DTD，XML-Schema のどちらでも記述できる．
Java プログラムから XML データにアクセスし，SAX や DOM を用いてデータ操
作できる．XML データを Java オブジェクト化し，メソッドを追加定義できる． 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 4 階 北川文夫研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Data Engineering 
関連科目 （学部科目での）アルゴリズムとデータ構造（又は同様の内容の講義） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基本データ構造と操作アルゴリズムを簡単に復習しながら Java プログラムでの

それらアルゴリズムの実現を学ぶ．その後，XML の記述方法と構造の表現方法
を学び，その上で Java による SAX，DOM アクセスを，また XSLT によるデー
タ変換をプログラムとともに学ぶ．更に DTD，XML-Schema による構造定義を
したものを，Java のプログラムから構造チェックに用いるなどを行い，XML 自
体の理解だけではなく，XML をプログラムから扱える能力も身につける． 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 データ構造とアルゴリズムの概要の説明をする． 

2 回 リスト構造について解説する． 
3 回 連結リストについて解説する． 
4 回 二分探索⽊について解説する． 
5 回 ソートについて解説する． 
6 回 XML の構造について解説する． 
7 回 XML でのデータ構造定義の説明をする． 
8 回 DTD によるデータ構造定義について説明する． 
9 回 XML-Schema によるデータ構造定義について説明する． 
10 回 Java による XML のパースについて説明する． 
11 回 Java による XML 構造チェックについて説明する． 
 

準備学習 1 回 Java の開発環境を用意しておき，使えるようにしておくこと． 
2 回 リスト構造と操作アルゴリズムを予習しておくこと． 
3 回 連結リストの構造と操作アルゴリズムを予習しておくこと． 
4 回 二分探索⽊の構造と操作アルゴリズムを予習しておくこと． 
5 回 ソートの幾つかのアルゴリズムを予習しておくこと． 
6 回 XML に関して Web 等で調べておくこと． 
7 回 前回の内容を復習しておくこと． 
8 回 DTD に関して Web 等で調べておくこと． 
9 回 XML-Schema に関して Web 等で調べておくこと． 
10 回 X 

 



年度 2014 
授業コード MII00410 
成績評価 プレゼンテーション(30%)，報告書(20%)，試験(50%)により行う． 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学専攻(13〜) 
見出し MII00410 教育情報⼯学特論 
担当教員名 宮地 功 
単位数 2 
教科書 宮地功編著：e ラーニングからブレンディッドラーニングへ (2009) 共立出版，

ISBN:978-4-320-12240-6 
アクティブラーニング  
キーワード e ラーニング，ブレンディッドラーニング，インストラクショナルデザイン，メ

ディア活用，情報通信技術 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育情報⼯学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 赤堀侃司監訳：ブレンディッドラーニングの戦略，東京電機大学出版局，ISBN:4-

501-54090-7 
岡本敏雄，小松秀圀，香山瑞恵編：e-ラーニングの理論と実際，丸善，ISBN:4-
621-07484-9 
野島栄一郎，鈴⽊克明，吉⽥文：人間情報科学と e ラーニング, 日本放送出版協
会，ISBN:978-4-595-12622-2 

授業形態 講義 
注意備考 教科書で予習を行い，理解を深めること． 
シラバスコード MII00410 
実務経験のある教員  
達成目標 e ラーニングの種類，システム，仕組みについて理解する．更に，ブレンディッ

ドラーニングとして，講義，e ラーニング，および各種のメディアとをブレンド
したブレンディッドラーニングを展開する方法を理解すること．それに基づい
て，興味のある科目について，ブレンド型授業が設計できること．1)e ラーニン
グについて，定義，システム，特徴，効果的な展開方法を説明できること．2)ブ
レンディッドラーニングについて，定義，特徴，効果的な展開方法を説明できる
こと．3) 講義の短所を e ラーニングの⻑所で補完するブレンド型授業を設計で
き 

受講者へのコメント  
連絡先 宮地功研究室 １５号館３階 

miyaji@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Advanced Educational Information Engineering 
関連科目 電子計算機概論，情報処理入門，e ラーニング概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 情報システムの１つである学習支援システムとして， e ラーニングを講義など

とブレンディングすることによって，効果を上げている．e ラーニング単独で利
用するよりもブレンディッドラーニングの方が効果があると言うことで現在注
目されている．ここでは，教育革新の最先端技術として，e ラーニングとブレン
ディッドラーニングについて輪講し，理解を深める． 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 e ラーニングとは 

2 回 e ラーニングの発展と必要性 
3 回 e ラーニングの種類とコンテンツ 
4 回 e ラーニングシステム 
5 回 e ラーニングの効果的な利用方法 
6 回 e ラーニングの普及の特色と教材の共有 
7 回 e ラーニングによる教育システムの変容とブレンディッドラーニング 
8 回 ブレンディッドラーニングの的確なブレンド 
9 回  ブレンディッドラーニングの効果的な展開方法 
10 回 高等学校情報科の内容についてブレンド型授業の設計演習 
11 回  インストラクショナルデザインと e ラーニング 
12 回  インスト 

準備学習 1 回 シラバスを確認し，学習の過程を把握しておくこと．教科書の 3.1, 3.2, 3.3
節を読んで，プレゼンテーションできるようにその内容をスライドにまとめてお
くこと． 
2 回 教科書の 3.4, 3.5, 3.6 節を読んで，プレゼンテーションできるようにその内
容をスライドにまとめておくこと． 
3 回 教科書の 4.1, 4.2 節を読んで，プレゼンテーションできるようにその内容を
スライドにまとめておくこと． 
4 回 教科書の 4.3, 4.4, 4.5 節を読んで，プレゼンテーションできるようにその内
容をスライドにまと 

 



年度 2014 
授業コード MII00810 
成績評価 提出されたレポート課題により評価する 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 情報科学専攻(13〜) 
見出し MII00810 情報科学特別講義Ⅰ 
担当教員名 澤見 英男 
単位数 1 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 画像の平均データ量，エントロピ，コントラスト変換，フーリエ変換，離散コサ

イン変換，ＤＣＴ，ＪＰＥＧ，正規直交変換，平均２乗誤差 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報科学特別講義Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 コンピュータグラフィックス，ＣＧ−ＡＲＴＳ協会，ISBN978-4-903474-00-7 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MII00810 
実務経験のある教員  
達成目標 画像のコントラスト変換により情報量が増えたかのように見える事とエントロ

ピとが関係していること，離散コサイン変換（ＤＣＴ）を正規直交変換として構
成することで，画素値およびＤＣＴ係数値の平均２乗誤差が同じでもデーター量
の大幅に異なることを当たり前のこととして理解することを目標としている。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 集中講義として夏休み前に実施したため、アンケートの集計ができませんでし
た。 

英文科目名 Topics in Information Science I 
関連科目 コンピュータ・グラフィックスⅠ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 デジタル画像に関し，画素値の頻度分布を用いたコントラスト変換，画像のエン

トロピと平均データ量について学習する。次に，ＪＰＥＧ等で用いられている離
散コサイン変換（ＤＣＴ）により，画素値およびＤＣＴ係数値に関する平均２乗
誤差が同じであっても，情報量の大幅に異なっていることから画像のデータ圧縮
できることを理解する。さらに，２００階調程度までしか区別の付かないという
ことで一般化している８ビット画素値表現と，ビット⻑をより⻑くした高画質デ



ータに関するデータ圧縮比の差異などについてその概略を理解する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 プリントを配布するので，案内に従って，該当場所を予習しておく必用が在る。 

 



年度 2014 
授業コード MII01610 
成績評価 １４回の各授業の課題提出（70%)と１５回目の最終課題提出(30%)で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学専攻(13〜) 
見出し MII01610 統計科学特論 
担当教員名 山本 英二 
単位数 2 
教科書 Causal Inference Part I Chapters 1-10, updated 25 Nov 2012／M.A. Hernan, J. 

Robins／http://www.hsph.harvard.edu/miguel-hernan/causal-inference-book/ 
アクティブラーニング  
キーワード 因果推論、反事実モデル、潜在反応、介入、因果グラフ、交絡バイアス 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 統計科学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 統計的因果推論／宮川雅⺒／朝倉書店(2004)： 

ベイジアンネットワーク概説／繁桝・植野・本村／倍風館(2006)： 
統計的因果推論／Judea Pearl, ⿊⽊学［訳］／共立出版(2009) 

授業形態 講義 
注意備考 確率・統計の基礎的なレベルを前提とする。 
シラバスコード MII01610 
実務経験のある教員  
達成目標 １．反事実モデルによる因果定義を理解し、関連との違いを説明できる。 

２．実験研究における因果の同定条件を説明できる。 
３．観察研究における因果の同定条件を説明できる。 
４．影響の修飾と交互作用の違いを説明できる。 
５．因果構造のグラフ解析を用いて、交絡バイアスを説明できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 情報科学専攻：山本英二研究室（1 号館 4 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Statistical Science 
関連科目 学部における確率、統計の科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コーヒー常飲の人は⼼筋梗塞リスクが高いという説と低いという説がある。⼼筋

梗塞リスクにはタバコ服用とか肥満とかの他の要因も存在する。ではどうした
ら、コーヒー常飲による⼼筋梗塞リスクを測ることが出来るだろうか。近年、こ
のような不確実性を伴う確率的現象における因果推論が医療、教育、人⼯知能な



どの分野で急速に発展している。ある要因に介入することの影響の程度を知りた
いからである。ここでは学部レベルの確率・統計をベースに因果推論の基本的な
事項について講義をおこなう。因果推論のテキストとして標準的で分かり易いと
評判のオ 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 個人の因果影響と集団の平均因果影響の違いと因果指標について授業する。 

2 回 因果と関連の違いについて授業する。 
3 回 ランダム割りつけ実験について授業する。 
4 回 標準化と逆確率重み付けについて授業する。 
5 回 観察研究における因果同定条件について授業する。 
6 回 反事実モデルにおける介入と潜在反応について授業する。 
7 回 影響の修飾と層別について授業する。 
8 回 マッチングによる調整法について授業する。 
9 回 交互作用と同時介入について授業する。 
10 回 十分原因モデルについて授業する。 
11 回 

準備学習 1 回 確率・統計の基礎を復習しておくこと。 
2 回 因果影響の定義について復習しておくこと。 
3 回 因果と関連について復習しておくこと。 
4 回 ランダム割りつけ実験について復習しておくこと。 
5 回 標準化と逆確率重み付けについて復習しておくこと。 
6 回 観察研究における因果同定条件について復習しておくこと。 
7 回 介入と潜在反応について復習しておくこと。 
8 回 影響の修飾と層別について復習しておくこと。 
9 回 マッチングによる調整法について復習しておくこと。 
10 回 交互作用と同時介入について復習しておくこ 

 



年度 2014 
授業コード MII01910 
成績評価 研究の内容と修士論文と発表を総合して評価する． 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 情報科学専攻(13〜) 
見出し MII01910 特別研究 
担当教員名 劉 渤江、菅野 幸夫、椎名 広光、河野 敏行、澤見 英男、山本 英二、兵

頭 義史 
単位数 12 
教科書 指導教員から指示する． 
アクティブラーニング  
キーワード 論文読解説明，論文作成，発表，ソフト開発 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示する． 
授業形態 実験実習 
注意備考 指導教員から指示する． 
シラバスコード MII01910 
実務経験のある教員  
達成目標 １．専攻する分野について，関連する資料，論文，書籍等の内容を理解し，研究

に活用できる． 
２．専攻する分野で必要なソフトが開発できる． 
３．指導教員の指導，関連する教員・研究者の助言，先輩・同僚との議論を研究
に生かせる． 
４．修士論文を作成し，発表できる． 

受講者へのコメント  
連絡先 指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work 
関連科目 情報科学専攻の関連する全ての科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 院生が専攻する情報科学の特定の分野について，指導教員の指導を受けて研究テ

ーマを設定し，修士論文を作成・発表を行う．研究テーマの遂行及び研究会や学
会での研究発表を通して，研究を行う能力，論文作成力，発表力，コミュニケー
ション能力を養うことを目的とする． 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容  
準備学習 授業内容に沿って指導教員から与えられる課題についての準備を継続的に行う． 

 



年度 2014 
授業コード MII02110 
成績評価 講義中に行う演習およびレポート課題提出により評価する 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学専攻(13〜) 
見出し MII02110 画像処理特論 
担当教員名 澤見 英男 
単位数 2 
教科書 デジタル信号処理，貴家仁志著，昭晃堂 
アクティブラーニング  
キーワード デジタル信号処理，エントロピー，線型時不変信号処理システム，たたみ込み，

安定性の解析，ｚ変換，ＦＩＲ，ＩＩＲ，フーリエ変換，サンプリング定理，離
散フーリエ変換，高速フーリエ変換，離散コサイン変換 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 画像処理特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MII02110 
実務経験のある教員  
達成目標 画像の情報量を統計量として評価できるようになること，画像処理手順を解析的

に取り扱えるようになること 
受講者へのコメント  
連絡先 １号館４階 澤見研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Image Processing 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 画像データ量の意味，画像処理の基礎理論と幾つかの応用例の学習を通し，広く

普及している各種画像処理ソフトの動作原理を理解し，応用研究に取り組むため
の学力を身につけること 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 アナログ信号とデジタル信号 

2 回 デジタル信号の情報量 
3 回 線型時不変なデジタル信号処理ステム 
4 回 たたみこみ処理とフィードバックの有無 



5 回 伝達関数と安定性判別 
6 回 周波数特性 
7 回 伝達関数の各種表現形式について 
8 回 伝達関数の安定性とコーシー核 
9 回 フーリエ解析 
10 回 ラプラシアンフィルタの周波数特性 
11 回 周波数特性とフーリエ変換 
12 回 画像の周期展開と変換核について 
13 回 離散フーリエ変換 
14 回 高速フーリエ変換 
15 回 画像の偶対称周期展開と離散コサイン変換 

準備学習 2 回 講義中に配布されたプリントおよびテキストの指定された範囲を予習し，
頻度分布とエントロピとの関係を理解しておくこと 
3 回 講義中に配布されたプリントおよびテキストの指定された範囲を予習し，
信号処理システムと数式や表さらには信号線図や行列との対応関係を理解して
おくこと 
4 回 講義中に配布されたプリントおよびテキストの指定された範囲を予習して
おくこと 
5 回 演習内容の復習およびテキストの指定された範囲を予習をしておくこと 
6 回 提出課題によるレポート作成をしておくこと 
7 回 講義中に配布されたプリントおよ 

 



年度 2014 
授業コード MII02210 
成績評価 レポートの出来・不出来により評価する 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学専攻(13〜) 
見出し MII02210 計算科学特論 
担当教員名 菅野 幸夫 
単位数 2 
教科書 資料を適宜配布する 
アクティブラーニング  
キーワード アルゴリズム、計算量、多項式計算時間、P と NP、再帰的関数、帰納法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 計算科学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 萩谷昌己（著）「関数プログラミング」日本評論社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MII02210 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ネストされた for 文で作られる具体的プログラムについてその計算量の見積り

ができること・計算量の理論における P と NP の概念を理解すること・C 言語に
より順列生成の関数がプログラムできること 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Theory of Computation 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 アルゴリズムの計算量について「行列式の計算」を例に講義する。ネストされた

for 文で作られるアルゴリズムの計算量は高々P であることを学ぶ。「順列生成」
のような計算量が NP となるいくつかのアルゴリズムは再帰的関数により効率的
に実現できることを学ぶ。帰納法について学び再帰的関数との関係を理解する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 置換の話（１）：定義と演算 

2 回 置換の話（２）：置換の分解 
3 回 置換の話（３）：偶置換と奇置換 
4 回 行列式の定義 



5 回 行列式の計算 
6 回 for 文構造の繰り返し回数（１） 
7 回 for 文構造の繰り返し回数（２） 
8 回 再帰的関数定義（１） 
9 回 再帰的関数定義（２） 
10 回 順列生成関数 
11 回 行列式の計算量（１） 
12 回 行列式の計算量（２） 
13 回 P と NP 
14 回 帰納法 
15 回 まとめ 

準備学習 1 回 置換について調べておく 
2 回 巡回置換、互換について調べておく 
3 回 sgn 関数について調べておく 
4 回 行列式の定義を復習しておく 
5 回 行列式の計算方法について調べておく 
6 回 C 言語の for 文の書き方を復習しておく 
7 回 ネストされた for 文の繰り返し回数について復習しておく 
8 回 一般的意味での関数定義、関数呼び出しについて調べておく 
9 回 再帰的関数の種類について調べておく 
10 回 順列を生成する関数はどのようにすれば作れるか考えておく 
11 回 定義に従って行列式を計算する場合の計算量はい 

 



年度 2014 
授業コード MII02310 
成績評価 演習レポートおよび期末テストによる評価を行う。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学専攻(13〜) 
見出し MII02310 知識⼯学特論 
担当教員名 劉 渤江 
単位数 2 
教科書 資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 半構造データ、XML データベース、述語論理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 知識⼯学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Serge Abiteboul ら著、国島丈生訳：XML データベース入門、共立出版株式会社 

神崎正英：セマンティク・ウェブのための RDF/OWL 入門、森北出版株式会社 
⻑尾真・淵一博：論理と意味、岩波書店 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MII02310 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）半構造データを含むデータモデル・記述言語を理解する。（２）述語論理に

よる推論の仕組みを理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 劉渤江研究室 １５号館３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Intelligence Engineering 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 知識⼯学は、限定した分野の問題解決に有効な情報（知識）の収集・表現・管理・

活用などを計算機で支援するシステムの構築に関わる研究分野である。本講義で
は、知的システムの構築に必要となる知識表現、推論、知識獲得などの基礎技術
を学ぶ。具体的に、知識表現言語、推論機構、Web 上の知識活用などの技術につ
いて学ぶとともに、実際にプロトタイプシステムの構築を実習することとする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 知識処理システム、知識表現モデルの概要 

2 回 XML と XML テクノロジー 



3 回 XML データベースの概要 
4 回 半構造データ 
5 回 XML、XML Schema 
6 回 半構造データのための問合せ 
7 回 XML に対する問合せ言語 
8 回 半構造データに対する型 
9 回 RDF の概念とモデル 
10 回 RDF による知識表現 
11 回 推論と論理 
12 回 自然演繹法 
13 回 述語論理による推論、述語論理とプログラミング 
14 回 演習、レポート作成（１） 
15 回 演習、レポート作成（２） 

準備学習 1 回 データベースの関連知識を復習しておく． 
2 回 XML 関連知識を復習しておく． 
3 回 関係データベースの内容を復習しておく． 
4 回 データモデルの内容を復習しておく． 
5 回 データ構造・データ型を理解しておく． 
6 回 SQL を調べておく． 
7 回 XPath を調べておく． 
8 回 データ型の概念を理解しておく． 
9 回 メターデータの概念を理解しておく． 
10 回 ９回の内容を理解しておく． 
11 回 命題論理を復習しておく． 
12 回 三段論法を調べておく． 
13 回 １１回、１２回の内容を復習しておく． 
14 回 

 



年度 2014 
授業コード MII02410 
成績評価 レポート(50%)と定期試験(50%)で評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報科学専攻(13〜) 
見出し MII02410 アルゴリズム⼯学特論 
担当教員名 椎名 広光 
単位数 2 
教科書 プリントの配布 
アクティブラーニング  
キーワード 有限オートマトン、隠れマルコフモデル、学習アルゴリズム 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 アルゴリズム⼯学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 E. Charniak, Statistical Language Learning (Language, Speech, and 

Communication), The MIT Press,ISBN:978-0262531412 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MII02410 
実務経験のある教員  
達成目標 言語処理で用いられているアルゴリズムを、実例を追うことができるようになる

こと。また、アルゴリズムの計算時間の問題や、領域計算量の問題を実例との関
係で理解することを目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館４階椎名研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Algorithm Engineering 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 言語処理で利用される確率言語モデルにおける処理技術について述べる。特に有

限オートマトンを基礎として、N-gram,隠れマルコフモデル(HMM),確率文脈自
由文法(PCFG)モデルを取り上げ、隠れマルコフモデルや確率文脈自由文法の文
構造の学習アルゴリズムについて説明する。また、説明するアルゴリズムは、理
論上、時間がかかる手法と、それを改良した手法があり、計算量の削減の⼯夫に
ついて特に述べるものとする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  決定性有限性オートマトン 、決定性プッシュダウンオートマトンについ



て説明する。 
2 回  文法と言語の関係について説明する。 
3 回  文法規則と構文解析⽊の関係について説明する。 
4 回  マルコフモデルと隠れマルコフモデル 1 について説明する。 
5 回  マルコフモデルと隠れマルコフモデル 2 について説明する。 
6 回  Viterbi アルゴリズム 1 について説明する。 
7 回  Viterbi アルゴリズム 2 について説明する。 
8 回  HMM 学習アルゴリズム 1(素朴な方法)について説明する。 
9 回  HMM 学習 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、アルゴリズムの講義で勉強したスタックやキューにつ
いて調べておくこと。 
2 回 決定性有限オートマトンと決定性プッシュダウンオートマトンで生成でき
るものの違いについて調べておくこと。 
3 回 決定性有限オートマトンと決定性プッシュダウンオートマトンの例と対応
する文法について調べておくこと。。 
4 回 条件付き確率について復習しておくこと。 
5 回 隠れマルコフモデルの表現方法について、復習しておくこと。 
6 回 隠れマルコフモデル上の遷移過程について確認しておくこと。 
7 回 隠れマルコフモデル 

 



年度 2014 
授業コード MII02510 
成績評価 課題提出(30%)，中間試験(25%)，定期試験(45%)で評価をする。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学専攻(13〜) 
見出し MII02510 統計数学特論Ⅰ 
担当教員名 中村 忠 
単位数 2 
教科書 ベイズ統計学解析 / 渡部 洋 ／ 福村出版 
アクティブラーニング  
キーワード 条件付き確率，多変量分布，事前分布，事後分布，ベイズ解析 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 統計数学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理⼯系 確率統計 / 中村忠・山本英二 ／ サイエンス社 
授業形態 講義 
注意備考 確率 I，確率 II，統計 I，統計 II を修得しておくことが望ましい。 
シラバスコード MII02510 
実務経験のある教員  
達成目標 多くの現象は事前に何かの情報が得られている場合が多い。この情報を利用し

て，より効率のよい行動や決定をするための理論であるベイズ統計解析の初歩を
修得すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 中村研究室 １号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematical Statistics I 
関連科目 確率 I, 確率 II，統計 I, 統計 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 データ解析手法の中でベイズ手法は重要な役割をはたす。その応用分野はマーケ

ティング，ビジネス，社会学，経済学，⼼理学，教育学，等々など幅が広い。本
講義では特に推測理論を中⼼に基礎からわかりやすく講義する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  事象と確率を解説する。 

2 回  離散型確率分布を解説する。 
3 回  連続型確率分布を解説する。 
4 回  条件付き確率を解説する。 
5 回  条件付き確率の性質を解説する。 



6 回  ２変量 2 項分布を解説する。 
7 回 ２変量正規分布を解説する。 
8 回  モデル分布と尤度原理を解説する。 
9 回  ベイズの定理を解説する。 
10 回  予測分布とその応用を解説する。 
11 回 ベルヌーイ分布と事後分布を解説する。 
12 回  種々の事前分布を解説する。 
13 回  事後分布の吟味を解説する。 
14 回 事後分布の近似 

準備学習 1 回 確率の復習をしておくこと。 
2 回 離散型確率とは何かについて復習しておくこと。 
3 回 連続型確率とは何かについて復習しておくこと。 
4 回 条件付き確率について復習しておくこと。 
5 回 確率測度の性質について復習しておくこと。 
6 回 1 変量 2 項分布について復習しておくこと。 
7 回 1 変量正規分布について復習しておくこと。 
8 回 尤度原理を具体的な例題で理解しておくこと。 
9 回 具体的な例題でベイズの定理に意味を理解しておくこと。 
10 回 予測とは何かについて調べておくこと。 
11 回 具体的な例題で事後 

 



年度 2014 
授業コード MII02610 
成績評価 学習(発表)状況 70%および課題提出 30%により成績を評価する． 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学専攻(13〜) 
見出し MII02610 統計数学特論Ⅱ 
担当教員名 兵頭 義史 
単位数 2 
教科書 初回のオリエンテーションで指示する． 
アクティブラーニング  
キーワード 数理統計学，確率分布，標本分布 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 統計数学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Rohatgi, V. K. : An Introduction to Probability Theory and Mathematical Statistics, 

John Wiley, New York, 1976. 
授業形態 講義 
注意備考 レポート提出は 15 回授業終了後に指示する． 
シラバスコード MII02610 
実務経験のある教員  
達成目標 本授業で学習する内容は，統計理論の根底をなすものであるから具体例を多く取

り上げ，院生各自が十分に理解できるよう丁寧に指導し，基本知識を自分のもの
にすることである． 

受講者へのコメント  
連絡先 24 号館 4 階 兵頭研究室 hyodo@pub.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematical Statistics II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 統計数学の基礎知識は，自然科学，社会科学，人文科学，⼯学，医学等のさまざ

まな研究分野で必要とされている．本授業では，数理統計学の標準的なテキスト
を使用し，理論面を中⼼にその根底部分から体系的に学習する．また学生の自学
自習したものに助言を与える輪講形式で行う. 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションで講義方針を説明する. 

2 回 確率および確率変数の概念を学習する. 
3 回 離散型確率変数の平均を学習する. 



4 回 確率⺟関数を学習する. 
5 回 代表的離散型分布(1)を学習する. 
6 回 代表的離散型分布(２)を学習する. 
7 回 連続型確率変数の平均を学習する. 
8 回 積率⺟関数を学習する. 
9 回 代表的連続型分布(1)を学習する. 
10 回 代表的連続型分布(2)を学習する. 
11 回 カイ２乗分布を学習する. 
12 回 チェビシェフの不等式を学習する. 
13 回 独立な確率変数の和の分布 

準備学習 1 回 シラバスの授業内容全体をよく確認しておくこと. 
2 回 学部で既習した“確率および確率変数の概念”について再学習し，適宜復習し
ながら学習しておくこと. 
3 回 学部で既習した“離散型確率変数の平均”について再学習し，適宜復習しなが
ら学習しておくこと. 
4 回 学部で既習した“確率⺟関数”について再学習し，適宜復習しながら学習して
おくこと. 
5 回 学部で既習した“代表的離散型分布(1)”について再学習し，適宜復習しなが
ら学習しておくこと. 
6 回 学部で既習した“代表的離散型分布(２)”について再学習し，適宜 

 



年度 2014 
授業コード MII02710 
成績評価 レポート５０％＋定期試験５０％ で評価。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学専攻(13〜) 
見出し MII02710 数値解析学特論Ⅰ 
担当教員名 榊原 道夫 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 数値解析、微分方程式、積分方程式、偏微分方程式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数値解析学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード MII02710 
実務経験のある教員  
達成目標 達成目標は１．数値解析の基本的な手法を理解する２．微分方程式の数値解法に

ついて理解する３．積分方程式の数値解法について理解する４．偏微分方程式の
数値解法について理解するである。 

受講者へのコメント  
連絡先 15 号館 2 階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Numerical Analysis I 
関連科目 数値解析特論 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 科学技術計算に必要な方程式の近似解法を学び、基本的な応用に適用できる知識

を学ぶことが講義の目標である。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 【数値解析の概要】数値解析の研究がどのような分野でどのような問題につ

いて行われているかを講義する。 
2 回 【関数近似】関数近似をラグランジュ補間を用いて講義する。 
3 回 【数値微分】微分積分における基礎知識と微分の近似問題である数値微分に
ついて講義する。 
4 回 【数値積分】微分積分における基礎知識と積分の近似問題である数値積分に



ついて講義する。 
5 回 【方程式の数値解法（一変数の場合）】方程式の反復解法であるファルシ法、
ニュートン法を講義する。 
6 回 【方程式の数値解法（多変数の場合）】連立非線型方 

準備学習 1 回 【数値解析の概要】学部における数値解析の復習。 
2 回 【関数近似】微分積分の復習。 
3 回 【数値微分】微分積分の復習。 
4 回 【数値積分】微分積分の復習。 
5 回 【方程式の数値解法（一変数の場合）】微分積分の復習。 
6 回 【方程式の数値解法（多変数の場合）】多変数関数の微分積分についての復
習。 
7 回 【微分方程式の基礎】微分方程式の復習。 
8 回 【初期値問題の数値解法１】前回までの復習。 
9 回 【初期値問題の数値解法２】前回までの復習。 
10 回 【境界値問題の数値解法１】前回までの復習。 
11 回 【 

 



年度 2014 
授業コード MII02810 
成績評価 課題提出(30%)、最終レポート(40%)、筆記試験(30%）により成績を評価する． 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学専攻(13〜) 
見出し MII02810 数値解析学特論Ⅱ 
担当教員名 河野 敏行 
単位数 2 
教科書 講義で資料を配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード 偏微分方程式、差分法、定常反復法、非定常反復法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし． 
科目名 数値解析学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 偏微分方程式の数値シミュレーション／登坂宣好，大⻄和榮／東京大学出版会 
授業形態 講義 
注意備考 数値解析学特論 I を履修しておくことが望ましい。 

講義テーマに合わせて事前にインターネットや文献を用いて調べておくこと。 
シラバスコード MII02810 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)偏微分方程式の差分法を理解する。 

(2)差分化された式を取り扱うことができる。 
(3)定常・非定常反復法アルゴリズムを理解し、数値実験することができる。 

受講者へのコメント 自身で考えながら勉強を進める必要がありますので，頑張って学習してくださ
い． 

連絡先 15 号館 4 階 河野敏行研究室 kohno@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 なし 
英文科目名 Numerical Analysis II 
関連科目 数値解析学特論 I 
次回に向けての改善変更予定 英語の論文を使います． 
講義目的 具体的な例題を通して、差分法、有限要素法、境界要素法などの各種方法を理解

し、様々な問題に応用できることを目的とする。また、具体的な解法として定常
反復法と非定常反復法を取り上げ、コンピュータに実装させる際の注意事項など
を解説し、簡単な数値実験を行う。そして、最近の関連する論文について解説し、
数値解析の理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 現象の数理モデル化について解説する。 



2 回 編微分方程式の意味を解説する。 
3 回 偏微分方程式の差分解法について解説する。 
4 回 有限要素法について解説する。 
5 回 境界要素法について解説する。 
6 回 Scilab を利用した数値実験をする。 
7 回 関連する論文の解説をする。 
8 回 差分法による編微分方程式の解法の演習をする。 
9 回 連立一次方程式のさまざまな解法について解説する。 
10 回 連立一次方程式の解法についての実験をする。 
11 回 定常反復法について解説する。 
12 回 非定常反復法について解 

準備学習 1 回 「数理モデル化」をキーワードとして検索し、調べておくこと。 
2 回 偏微分方程式の直接解法について調べておくこと。 
3 回 テイラー展開による差分法について調べておくこと。 
4 回 有限要素法についてインターネット、文献などで調べておくこと。 
5 回 境界要素法についてインターネット、文献などで調べておくこと。 
6 回 Scilab について調べておくこと。 
7 回 熱伝導、波動方程式について調べてくること。 
8 回 前進差分、中⼼差分、後退差分、その他の差分式について調べておくこと。 
9 回 連立一次方程式に対する 

 



年度 2014 
授業コード MII03110 
成績評価 課題についての説明，発表，開発したソフトについて評価する． 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 情報科学専攻(13〜) 
見出し MII03110 情報科学ゼミナールⅠ 
担当教員名 劉 渤江、菅野 幸夫、椎名 広光、河野 敏行、澤見 英男、山本 英二、兵

頭 義史 
単位数 2 
教科書 指導教員から指示する． 
アクティブラーニング  
キーワード 資料収集，論文読解，発表，ソフト開発 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報科学ゼミナールⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示する． 
授業形態 実験実習 
注意備考 指導教員から指示する． 
シラバスコード MII03110 
実務経験のある教員  
達成目標 １．専攻する分野について，関連する資料，論文，書籍等を調査できる．２．関

連する資料，論文，書籍等の内容を理解し，説明，発表できる．３．専攻する分
野で必要なソフトが開発できる． 

受講者へのコメント  
連絡先 指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar I 
関連科目 情報科学ゼミナールⅠⅡⅢ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 院生が専攻する情報科学の特定の分野について，資料収集，調査，解析，開発す

る能力を養う．関連する資料，論文，書籍等の講読や紹介を通じて読解力，理解
力，発表力を向上させる．研究の進め方やソフト開発のスキルを身につける． 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 まとめの発表を行い，今後の課題について指導を受ける 

 



年度 2014 
授業コード MII03210 
成績評価 課題についての説明，発表，開発したソフトについて評価する 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 情報科学専攻(13〜) 
見出し MII03210 情報科学ゼミナールⅡ 
担当教員名 劉 渤江、菅野 幸夫、椎名 広光、河野 敏行、澤見 英男、山本 英二、兵

頭 義史 
単位数 2 
教科書 指導教員から指示する． 
アクティブラーニング  
キーワード 資料収集，論文読解，発表，ソフト開発 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報科学ゼミナールⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示する． 
授業形態 実験実習 
注意備考 指導教員から指示する． 
シラバスコード MII03210 
実務経験のある教員  
達成目標 １．専攻する分野について，関連する資料，論文，書籍等を調査できる．２．関

連する資料，論文，書籍等の内容を理解し，説明，発表できる．３．専攻する分
野で必要なソフトが開発できる． 

受講者へのコメント  
連絡先 指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar II 
関連科目 情報科学ゼミナールⅠⅡⅢ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 院生が専攻する情報科学の特定の分野について，資料収集，調査，解析，開発す

る能力を養う．関連する資料，論文，書籍等の講読や紹介を通じて読解力，理解
力，発表力を向上させる．研究の進め方やソフト開発のスキルを身につける 

対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習 まとめの発表を行い，今後の課題について指導を受ける 

 



年度 2014 
授業コード MII03310 
成績評価 課題についての説明，発表，開発したソフトについて評価する 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 情報科学専攻(12〜13) 
見出し MII03310 情報科学ゼミナールⅢ 
担当教員名 劉 渤江、菅野 幸夫、椎名 広光、河野 敏行、澤見 英男、山本 英二、兵

頭 義史 
単位数 2 
教科書 指導教員から指示する． 
アクティブラーニング  
キーワード 資料収集，論文読解，発表，ソフト開発 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報科学ゼミナールⅢ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示する． 
授業形態 実験実習 
注意備考 指導教員から指示する． 
シラバスコード MII03310 
実務経験のある教員  
達成目標 １．専攻する分野について，関連する資料，論文，書籍等を調査できる．２．関

連する資料，論文，書籍等の内容を理解し，説明，発表できる．３．専攻する分
野で必要なソフトが開発できる． 

受講者へのコメント  
連絡先 指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar III 
関連科目 情報科学ゼミナールⅠⅡⅢ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 院生が専攻する情報科学の特定の分野について，資料収集，調査，解析，開発す

る能力を養う．関連する資料，論文，書籍等の講読や紹介を通じて読解力，理解
力，発表力を向上させる．研究の進め方やソフト開発のスキルを身につける． 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 まとめの発表を行い，今後の課題について指導を受ける 

 



年度 2014 
授業コード MII03410 
成績評価 課題レポ−ト提出(100%)による。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報科学専攻(13〜) 
見出し MII03410 数理科学特論 
担当教員名 濱谷 義弘 
単位数 2 
教科書 大橋 常道著／微分方程式・差分方程式入門／コロナ社，2007，or 

Linda J. S. Allen 著，「生物数学入門」 共立出版，2011（購入必要なし） 
アクティブラーニング  
キーワード 微分方程式，差分方程式，安定性，Liapunov 関数，数理モデル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数理科学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Linda J. S. Allen 著，「生物数学入門」 共立出版，2011,   

M. W. Hirsch, S. Smale & R. L. Devaney 著，「力学系入門」 原書第２版，共立
出版，2007 

授業形態 講義 
注意備考 基礎解析Ⅰ，Ⅱと線形代数，応用数学Ⅰ，Ⅱを修得していることが望ましい。 
シラバスコード MII03410 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)微分方程式と差分方程式の定性的理論と計算を習得すること、(2)数理科学モ

デル、特に数理生物モデルや数理経済モデルに現れる函数差分・函数微分・積分
微分方程式の安定性に関する解析ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 濱谷研究室 一学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Mathematical Science 
関連科目 応用数学Ⅰ(学部３年次） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 微分方程式と差分方程式の数理科学モデルを取り扱う。数理科学モデルの定性的

性質は個々のモデルを解析する上で重要である。 特に Liapunov に始まる微分方
程式の安定性理論はその中⼼的役割を果たしている。ここでは、差分方程式と微
分方程式を比較しながらこの理論の基礎を講義する。さらに、数理生物モデルや
数理経済モデルに現れる函数差分・函数微分・積分微分方程式の安定性に関する
最近の結果も紹介する。 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション，微分方程式とは 

2 回 微分方程式の基本定理（１） 
3 回 微分方程式の基本定理（２） 
4 回 線形微分方程式系（１） 
5 回 線形微分方程式系（２） 
6 回 線形差分方程式系 
7 回 非線形微分方程式系（１） 
8 回 非線形微分方程式系（２） 
9 回 安定性と Liapunov 関数（１） 
10 回 安定性と Liapunov 関数（２） 
11 回 分岐理論とカオス 
12 回 数理生態学モデル（１） 
13 回 数理生態学モデル（２） 
14 回 数理経済学モデル 
15 回 最近の結果の紹介と問題 

準備学習 1 回 学部の基礎解析Ⅰ，Ⅱと線形代数の講義ノートを見ておくこと。 
2 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
3 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
4 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
5 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
6 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
7 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
8 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
9 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
10 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
11 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
12 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード MIV00510 
成績評価 レポート(10%)、課題発表(20%)、定期試験(70%)により成績評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 社会情報専攻(13〜) 
見出し MIV00510 古代地域学特論 
担当教員名 小林 博昭 
単位数 2 
教科書 使用しない。資料をプリント等で配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 石器製作技術、旧石器時代、考古学、遺物、遺跡 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 古代地域学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の展開過程で適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 （１）本講義を理解するためには、学部講義の「遺跡と遺物」ならびに「遺跡遺 

   物情報解析」をすでに履修していることが望ましい。最初の時間に専門用 
   語の解説などは一切しないので、本講義の冒頭から理解が困難になる場合 
   が生じる可能性がある。 
（２）病気やケガ、その他で欠席した場合は、それを証明するものが必要となる。
また就活にて 
   欠席の場合は、その活動報告書の提出が必要となるので十分注意するこ
と。これらの証明 
   する書類等が無い場合は、欠席扱いとなる。 

シラバスコード MIV00510 
実務経験のある教員  
達成目標 旧石器時代の石器製作技術を通じて、そこから得られる情報を解析し、その結果

を深く考察できる力をまず育成し、当時の技術的な伝統基盤にアプローチ可能な
専門的能力の養成をめざす。 

受講者へのコメント  
連絡先 13 号館 2F 小林（博）研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Ancient Regional Studies 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 列島の旧石器時代のなかで、石器文化の基盤である剥片生産技術などを装備した



当時の集団、たとえば主に瀬⼾内で独特の技法を持つ国府期石器と製作技法など
を分析、技術的な伝統基盤とその系統、環境との関わりなどの諸問題に接近を試
みることを目的とする。講義の展開過程では、英語等の海外の論文等も読む場合
もある。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方や、旧石器時代の定義と内容について説

明する。 
2 回 旧石器時代の時系列的、空間的石器製作技術の内容について、海外および日
本列島の例を掲げて配布プリントを中⼼に説明し、とくに海外、ヨーロッパの例
を説明、あらかじめ受講生に配布した関連する海外の論文講読おこない、その後
説明を加える。 
3 回 欧米の石器製作技術の例について、あらかじめ受講生に配布した関連する
海外の論文講読おこない、その後説明を加える。 
4 回 前回に続いて、欧米の石器製作技術の例について、あらかじめ受講生に配布 

準備学習 1 回 世界史的に見た旧石器時代について、その定義と内容を予習しておくこと。 
2 回 配布プリントを中⼼に、海外の石器製作技術について復習しておくこと。 
3 回 配布プリントを中⼼に、海外の石器製作技術の復習の徹底化をはかること。
予習として、配布されたプリントの内容について下調べをしておくこと。 
4 回 配布プリントを中⼼に、海外の石器製作技術の復習の徹底化をはかること。
さらに配布された湧別技法に関する論文を中⼼に、同技法について十分下調べを
しておくこと 
5 回 湧別技法の評価や分布状況について、復習して確認するこ 

 



年度 2014 
授業コード MIV00710 
成績評価 講義中の質疑応答（20％）、期末試験（80％） 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 社会情報専攻(13〜) 
見出し MIV00710 古代地域間交流史特論 
担当教員名 志野 敏夫 
単位数 2 
教科書 特にない 
アクティブラーニング  
キーワード 古代東アジア世界、中国皇帝、冊封体制 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 古代地域間交流史特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 『正史三国志』ちくま学芸文庫、他は講義中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIV00710 
実務経験のある教員  
達成目標 1.中国皇帝を頂点とする古代東アジア世界のあり方を理解する。  

2.文献などの史料によって、どのように古代世界を再構成するかを理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 7 階、志野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 History of Ancient Regional Interaction 
関連科目 （いずれも学部開講）東アジアの歴史、歴史学、歴史資料解析 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 考古資料や文献に基づき、古代日中韓の交流史を解析する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 東アジアという世界の、主に文化史的意味について解説を行う。 

2 回 中国の「皇帝」という存在について、おもにその成立の歴史から講義する。 
3 回 中国の「皇帝」という存在について、成立以後の展開からその意味につい
て、おもに天の思想との関連から講義する。 
4 回 古代東アジアの冊封体制について講義する。 
5 回 「漢委奴国王」金印の問題点について、研究史を整理して講義する。 
6 回 「漢委奴国王」金印の問題点を、中国史、おもに中国の礼制から考察する。 
7 回 「漢委奴国王」金印をめぐる古代日中間交流について講義す 



準備学習 1 回 学部で学習した東アジア史の復習をしておくこと。 
2 回 秦と古代ローマの「皇帝」の意味について調べておくこと。 
3 回 前回講義の復習をしておくこと。 
4 回 前回講義の復習をしておくこと。 
5 回 「漢委奴国王」金印について，Ｗｅｂによって調べておくこと。 
6 回 前回講義の復習をしておくこと。 
7 回 前回講義の復習をしておくこと。 
8 回 各種『三国志』訳書にある「解説」を調べ、『三国志』のテキストクリティ
ークを各人なりに行っておくこと。 
9 回 前回講義の復習をしておくこと。 
10 回 前回講義の復習をしてお 

 



年度 2014 
授業コード MIV00810 
成績評価 レポート試験によって評価する(100%)。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 社会情報専攻(13〜) 
見出し MIV00810 社会情報システム特論 
担当教員名 水谷 直樹 
単位数 2 
教科書 配布する講義資料による。 
アクティブラーニング  
キーワード 情報システム、インターネットビジネス 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 社会情報システム特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業の中で紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIV00810 
実務経験のある教員  
達成目標 ビジネスにおける情報システムおよび社会機能の１つとして役割を果たす情報

通信環境に関し、その必要性、役割と機能、特性について理解することを目標と
する。 

受講者へのコメント  
連絡先 水谷研究室 21 号館７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者数が若干名（２名）だったため、授業アンケートの提出がありませんでし
た。 

英文科目名 Social Information Systems 
関連科目 経営システム、経済情報化論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 企業経営におけるコンピュータ利用および個人のコンピュータ利用について理

解するとともに、それによって影響を受けて生じた社会変化を理解することを講
義の目的とする。講義では、情報システムおよび情報通信技術の利用技術からそ
の応用、そして利用者に与える影響について扱う。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 情報通信技術の発展による社会の変化について、受講者の知識および興味

内容を確認する。 
2 回 情報システムの歴史、コンピュータネットワークの歴史について解説し、情



報通信技術の発展の流れを理解する。 
3 回 多種多様な情報を情報システムで扱うことができる原理について理解する
ために、情報システム内部におけるデータの構造について解説する。 
4 回 情報がデジタル化されることによって起きた産業の変化や生活の変化につ
いて、経済的な観点から解説する。 
5 回 無視できるほど小さい費用でコピーを作成できることがデジタル情報 

準備学習 1 回 各自の研究テーマを紹介できるようにしておくこと。また、研究におけるコ
ンピュータ利用について考えておくこと。 
2 回 初めて触れたコンピュータについて、その時期、採用されていた OS などを
思い出しておくこと。 
3 回 文字情報だけでなく、音楽、写真、動画など、多様な情報がパソコンで利用
できることを確かめておくこと。 
4 回 情報をデジタル化することの利点について考察しておくこと。 
5 回 音楽ＣＤを自主制作する際にかかるコストについて、ＣＤの作成枚数と金
額の関係の概略をグラフに示しておくこと。 
6 回 ワープロソ 

 



年度 2014 
授業コード MIV01110 
成績評価 課題のレポート提出による評価 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 社会情報専攻(13〜) 
見出し MIV01110 社会情報特別講義Ⅲ 
担当教員名 ⽊下 良治＊ 
単位数 1 
教科書 経営組織、マーケティング、市場調査、消費者行動、広告戦略 
アクティブラーニング  
キーワード 経営組織、マーケティング、市場調査、消費者行動、広告戦略 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 社会情報特別講義Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIV01110 
実務経験のある教員  
達成目標 1) 組織と人間行動の理論をもとに，経営組織の諸問題を分析し， 

   解決策を提案できる． 
2) 協調活動と知識共有の理論をもとに，経営組織の諸問題を分析し， 
   解決策を提案できる． 
3) 組織マネジメントと変革の理論をもとに，経営組織の諸問題を 
  分析し，解決策を提案できる． 

受講者へのコメント  
連絡先 山口研究室（21 号館 7 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics in Social Information III 
関連科目 社会情報特別講義Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 組織にとって「変化」は避けることのできない現象である．ビジネス環境の変化，

戦略の 
転換，組織内に発生する硬直化などに伴い，大小さまざまな規模での「組織変革」
が絶え 
ず要求されている． 
  この授業では，「人，集団，組織にどう変革を起こすか」という問題意識を起



点とし 
て，経営組織のマネジメントに関する諸理論（組織と人間行動に関する理論，協
調活動と 
知識共有に関する理論，組織マネジメントと変革に関する理論）の理解を深め，
現実の経 
営組織における諸問題に対する洞察力と解決力を磨いていくことをめざす． 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 授業のねらいと進め方；導入講義 

 【key words】  経営組織論，組織変革 
2 回 組織と行動(1) :熟達化   
パフォーマンス向上のための「学習」に関する考察 
 【key words】 ワークプレイスラーニング， 学習転移，経験学習 
3 回 組織と行動(2) :学習棄却  
「参加・熟達パラダイム」の問題点に関する考察 
 【key words】  現場主義，批判的学習 
4 回 組織と行動(3) :動機づけ  
動機づけ理論と上司／部下の関係に関する考察 
 【key words】 

準備学習 1 回 経営学のテキストを読んでくること 
2 回 前回講義の復習を必ずしてくること。資料は配布する。 
3 回 前回講義の復習を必ずしてくること。資料は配布する。 
4 回 前回講義の復習を必ずしてくること。資料は配布する。 
5 回 前回講義の復習を必ずしてくること。資料は配布する。 
6 回 前回講義の復習を必ずしてくること。資料は配布する。 
7 回 前回講義の復習を必ずしてくること。資料は配布する。 
8 回 前回講義の復習を必ずしてくること。資料は配布する。 

 



年度 2014 
授業コード MIV01210 
成績評価 レポートおよび 課題発表 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 社会情報専攻(13〜) 
見出し MIV01210 社会情報特別講義Ⅳ 
担当教員名 太⽥ 雅晴＊ 
単位数 1 
教科書 太⽥雅晴 著 「生産情報システム 第２版」日科技連出版社 
アクティブラーニング  
キーワード システム論、意思決定論、生産情報システム 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 社会情報特別講義Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大阪市立大学商学部 編 ビジネスエッセンシャルズ「経営情報」有斐閣 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIV01210 
実務経験のある教員  
達成目標 システム論や意思決定論の動向を把握するとともに、製造業における具体的適用

例および情報マネジメントを理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 非常勤講師のため、社会情報学科 水谷直樹が連絡を取り次ぐ。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics in Social Information IV 
関連科目 社会情報専攻開講の経済・経営系科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 情報技術は、我々の現代社会を考察し今後の社会を考える上で重要な技術であ

り、その恩恵を受けるためには情報を資源とみてそれをマネジメントする能力を
培わなくてはならない。 
本講義では情報をマネジメントするための基礎理論、具体的にはシステム論や意
思決定論の最近の動向について概説するとともに、特に我が国産業の根幹である
製造業を例にとって、その活性化のための情報マネジメントについて考察する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 システム論の概要を解説する。 

2 回 意思決定論の概要を解説する。 
3 回 情報の概念について詳しく説明する。 



4 回 製造業の情報化の基本概念を解説する。 
5 回 製造業の業務管理、意思決定事項について解説する。 
6 回 情報システム開発方法論の概要を解説する。 
7 回 情報化にかかわる近年の代表的フレームワークについて解説する。 
8 回 レポート作成、課題発表を行い、本講義をまとめる。 

準備学習 1 回 シラバスを確認しておくこと。 
2 回 配布資料に目を通しておくこと。 
3 回 配布資料に目を通しておくこと。 
4 回 教科書の該当部分を読んでおくこと。 
5 回 教科書の該当部分を読んでおくこと。 
6 回 教科書の該当部分を読んでおくこと。 
7 回 教科書の該当部分を読んでおくこと。 
8 回 これまでの講義内容を振り返っておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード MIV01710 
成績評価 小レポート（３０％）、試験・レポート（７０％）によって評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 社会情報専攻(13〜) 
見出し MIV01710 地域情報メディア特論 
担当教員名 ⽊村 邦彦 
単位数 2 
教科書 適宜、資料などを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード マス・コミュニケーション、情報メディア、ジャーナリズムを学んでいることが

望ましい。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地域情報メディア特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義後に話題について意見を交換する。常にニュースに接し、ニュースに関する

考えをまとめておいてほしい。 
シラバスコード MIV01710 
実務経験のある教員  
達成目標 ・日常の生活を活性化するために、住⺠が何を考え、どのように行動しているか

を理解する。 
・根底にあるのは、住⺠の考えであるが、住⺠の思考に大きな影響を及ぼしてい
るのはメディア であることを理解する。 
・地方のメディアは地方住⺠の生活に密着している。住⺠は、むしろ地方メディ
アとともに歩ん でいるというべきかもしれないことを考える。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⽊村邦彦研究室（２１号館７階）kimura@soci.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Regional Information Media 
関連科目 マスメディア論、情報メディア、情報と社会、コミュニケーション、ジャーナリ

ズム論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「地方重視」が謳われて久しいが、具体的な政策が見えてこない。「地方メディ

ア」が生き残りをかけて、積極的に関わり、“地方の時代”を演出し、支えてきて
いる。講義では、いくつかの例を引き合いに、地方メディアや市⺠の活動を探る



が、実は、この岡山はメディアの先駆地ともいえる。その流れは、現代までも続
いていることを背景に、これからの地方のあり方を考える。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 地域メディア情報の役割と地域活性化についての概論を説明する。 

2 回 「地方の時代」とメディアについて学習する。２〜６回は、山陽新聞に焦点
を当て、登場から権力との対立を繰り返す歴史を考察する。 
3 回 「地方の時代」とメディアについて、山陽新聞の発展について、主として終
戦までを学習する。中国⺠報との合同による歩みを考察する。 
4 回 「地方の時代」とメディアについて、山陽新聞の戦後の歩みを４、５回に分
けて学習する。４回目として中国⺠報と合同新聞なって、さらに山陽新聞に衣替
えする時代を学習する。 
5 回 山陽 

準備学習 講義は社会を十分理解して臨んでいることを前提にしている。 
日々のニュースに熟知しているとともに、ニュースに絡む過去の出来事をも学習
していることが望まれる。地域問題を主として取り上げるが、常に他地域、全国、
場合によっては海外までも関連していることが多いことをも念頭に置いてほし
い。 
講義の中では、往々にして議論を繰り返すことにもなるので、発言できる材料を
持って臨んでほしい。 

 



年度 2014 
授業コード MIV02010 
成績評価 設定した課題についての三度のプレゼンテーション(30%)、中間試験(30%)、定

期試験(40%)により成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 社会情報専攻(13〜) 
見出し MIV02010 論理・科学特論 
担当教員名 中島 聰 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。 

各講義毎に多くの資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 科学技術の政策過程 科学技術基本法 科学技術基本計画 イノベーション計

画 科学技術研究開発費 科学技術政策史 科学技術と社会との連携 科学技
術研究の推進 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 論理・科学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 広重 徹 著「科学の社会史」(上)(下) 岩波書店 2003 年 

さらに必要なものは講義中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義は更なる研究への動機づけにすぎない。触発され関⼼をもった問題を、自ら

設定し解決し高度な知見とするには、関係資料の厳密な精査と自説の論理的展開
の努力を必要する。研究の独自性はこうして可能となる。 

シラバスコード MIV02010 
実務経験のある教員  
達成目標 1)科学技術政策の形成・決定・内容・評価の過程と実情を把握する。 

2)わが国の基本政策である科学技術基本法・科学者憲章・科学技術基本計画の各
内容、イノベーション計画の進捗状況を精査し、さらに研究開発費の配分・効果
を評価する。 
3)日本、世界の先進国の近代以降の科学技術政策史を、科学技術と社会との連携
という視点から、学習する。 
4)科学技術の社会的連携と科学技術研究の推進への政策的な知見を獲得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 7 階 中島(聰)研究室 086-256-9630 nakashima@soci.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Logic and Science 



関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 科学技術に関する政策過程と日、欧米の政策史を考査する。前半は、わが国の科

学技術政策の形成・決定・内容・評価のプロセスを解説する。基本政策である「科
学技術基本法」・「科学者憲章」・「Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期の科学技術基本計画」の
各内容やイノベーション計画の内容、それらへの調査・評価報告書等の資料、研
究開発費の配分・効果を考査する。後半は日本、世界の先進国の近代以降の科学
技術政策の歴史を、科学技術と社会との連携という視点から、解明する。また地
域社会と密接に関係した科学技術の働きを、地方自治体での具体的な取り組み 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 科学技術政策研究を始めるにあたってー政策過程理

論ー 
2 回 科学技術政策論(1) ー科学技術行政組織ー 
3 回 科学技術政策論(2) ー政策形成ー 
4 回 科学技術政策論(3) ー政策決定ー 
5 回 科学技術政策論(4) ー政策研究 ー 
6 回 科学技術政策論(5) ー政策評価ー 
7 回 科学技術政策論(6) ー世界と日本の科学研究開発費ー 
8 回 中間試験と試験後その説明をする 
9 回 科学技術政策史(1) ー日本 幕末から明治期ー 
10 回 科学技術政策史(2) ー日本 昭和期から終戦へー 
1 

準備学習 1 回 ラスウェルの政策科学論について調べておくこと。 
2 回 わが国の科学技術推進機関である総合科学技術会議・文科省科学技術学術
政策局・独立行政法人 JST・科学技術研究所の仕事・施策内容について、ネット
で各 HP に眼を通しておくこと。 
3 回 アジェンダ、シンクタンク、独立行政法人 JST、科学技術研究所の各仕事・
施策内容についてネットで各 HP に眼を通しておくこと 
4 回 「科学技術基本法」の政策決定の過程とその内容、また「科学者憲章」提言
の背景を調べておくこと。 
5 回 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期の各「科学技術基本計画 

 



年度 2014 
授業コード MIV02210 
成績評価 修士論文における問題の設定、情報収集の正確さ、論旨の明確さ、考察の妥当性、

結論の妥当性、および全体を通しての独創性を基準として評価する。さらに、中
間発表や修士論文発表のほか、外部へ研究を発信したかも評価する。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 社会情報専攻(13〜) 
見出し MIV02210 特別研究 
担当教員名 山口 隆久、松村 博行、三原 裕子、大藪 亮、⻄野 雅二、小林 博昭、中

島 聰、 
単位数 12 
教科書 指導教員が指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 研究課題の策定・考察、資料・データ収集、資料・データ整理、論文作成 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員が指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード MIV02210 
実務経験のある教員  
達成目標 各研究室で各自が策定した修士論文テーマを完成させる。 

１．研究分野について、積極的に研究・学習計画を立てる。 
２．研究分野について、資料・データ収集と整理が出来る。 
３．論文を作成、発表が出来る。 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員または学科⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 配属された指導教員の下、各自の専門分野について、修士論文研究の課題を設定。

資料・データの収集・整理などを通して十分な知識を蓄え、修士論文を作成、研
究発表を行う。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  



準備学習 ・研究に必要な資料、文献、データを収集すること。 
・研究に必要なスキルを習得すること。 
・問題点や疑問点は、常に指導教員や研究仲間にプレゼンテーションを行い、問
題解決を図ること。 
・学部生の卒論研究にアドバイスを行うことで、自身の研究スキルなどを向上さ
せることに努めること。 

 



年度 2014 
授業コード MIV02310 
成績評価 小テスト（３０％）および定期試験（７０％）による。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 社会情報専攻(13〜) 
見出し MIV02310 言語情報特論 
担当教員名 ⻄野 雅二 
単位数 2 
教科書 プリント（資料）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード パソコン、プログラム、語彙分析 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 言語情報特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 特になし。 
シラバスコード MIV02310 
実務経験のある教員  
達成目標 パソコンによる自作プログラムを用いて、ドイツ語による文学作品における語彙

分析が出来るようになること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ⻄野研究室（２１号館７階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Linguistic Information 
関連科目 社会情報特別講義 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ドイツ語による文学作品をとりあげ、パソコンで作成するプログラムにより語彙

分析を行う。また、文学理解や語学習得においてパソコンがいかに支援すること
ができるかを見ていく。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。ここで題材として取り上げ

る作品ならびに作者について解説する。 
2 回 ドイツ語文の構造および語彙分析について説明する。 
4 回 『マルテと彼女の時計』を読みながら解説する。 
7 回 プログラム言語 Perl により、基本的なプログラムの作り方を見たあと、プ
ログラムを作成する。 



8 回 プログラム言語 Perl における各種の変数を見たあと、プログラムを作成す
る。 
9 回 プログラム言語 Perl における繰り返し処理を見たあと、プログラムを作成
する。 
10 回 プログラム言語 Pe 

準備学習 1 回 ドイツの詩人シュトルムについて調べておくこと。 
2 回 ドイツ語文法の復習をしておくこと。 
4 回 ドイツ語によるシュトルムの作品『マルテと彼女の時計』の内容を把握して
おくこと。翻訳によるもので構わない。また、これのドイツ語文における品詞分
類を考えておくこと。 
7 回 今後、プログラム言語 Perl によりプログラムを作成していくので、Perl に
ついて調べておくこと。 
8 回 Perl における変数の考え方について調べておくこと。 
9 回 Perl における繰り返し処理について調べておくこと。 
10 回 Perl におけ 

 



年度 2014 
授業コード MIV02410 
成績評価 定期試験、レポート、受講態度を総合的に評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 社会情報専攻(13〜) 
見出し MIV02410 古代地域生産史特論 
担当教員名 徳澤 啓一 
単位数 2 
教科書 講義中、適宜、指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード インド亜大陸 伝統的ガラス製作 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 古代地域生産史特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中、適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIV02410 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ガラス製作の伝統的技術様式を理解すること・生活様式の現代化に伴うガラス

産業の構造変化を捉えること 
受講者へのコメント  
連絡先 ７号館４階徳澤啓一研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Ancient Regional Study of the Ceramic Industry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 インド亜大陸を中⼼とする南アジア地域では、伝統的ガラス製作が継続されてい

る。このうち、インド北部ウッタル・プラーデッシュ州では、プラダルプール、
ジャラサール、マルヘラ等の各地において、主として、ガラス玉、ガラス腕輪が
生産されている。そして、その製作・生産は、伝統的技術様式が保持されている。
これらの⺠族誌を参照しながら、古代インドにおけるガラス生産の具体的イメー
ジを膨らませたい。予め、テキストとして、Jan Kock and Torben Sode 著の
“Glass,Glassbeads and Glassm 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 “Glass,Glassbeads and Glassmakers in Northern India”の内容に沿って、現

地の写真、映像等を見ながら、テキストの内容を解説する。 



2 回 Introduction の項目を輪読し、解説する。 
3 回 Glass,glass beads and glassmakers①の項目を輪読し、解説する。 
4 回 Glass,glass beads and glassmakers②の項目を輪読し、解説する。 
5 回 The traditional making of raw 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 テキストの和訳及び要約等を用意しておくこと。 
3 回 テキストの和訳及び要約等を用意しておくこと。 
4 回 テキストの和訳及び要約等を用意しておくこと。 
5 回 テキストの和訳及び要約等を用意しておくこと。 
6 回 テキストの和訳及び要約等を用意しておくこと。 
7 回 テキストの和訳及び要約等を用意しておくこと。 
8 回 テキストの和訳及び要約等を用意しておくこと。 
9 回 テキストの和訳及び要約等を用意しておくこと。 
10 回 テキストの和訳及び要約等を用意しておくこと。 
11 回 

 



年度 2014 
授業コード MIV02610 
成績評価 レポート 100％によって評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 社会情報専攻(13〜) 
見出し MIV02610 地域経済分析特論 
担当教員名 三原 裕子 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地域経済分析特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 教科書および授業内容は受講生との話し合いにより変更になる場合があります。 
シラバスコード MIV02610 
実務経験のある教員  
達成目標 空間経済学における二本柱である、①新貿易理論、②新経済地理学のうち、特に

②に着目し、空間経済学の伝統的な分析手法と最新の動向について理解を深め
る。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 7 階 三原研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 距離と空間に注目し、空間経済学の基本的な知識を身に着ける事を目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。授業の進め方と地域経済学について説明する。 

2 回 講義に必要な経済数学、特に一変数関数の微分について説明する。 
3 回 講義に必要な経済数学、特に多変数関数の微分について説明する。 
4 回 空間経済学と単一都市モデルについて説明する。 
5 回 単一都市モデルにおいてミクロ的基礎づけを行ったモデルについて説明す
る。 
6 回 通勤と住宅の費用を考慮したモデルを説明する。 



7 回 企業誘致政策の分析について説明する。 
8 回 基本的な租税競争モデルについて説明する。 
9 回 非対称地域における租税競争モデル 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 一変数関数の微分について復習をしておくこと。 
3 回 偏微分について復習をしておくこと。 
4 回 空間経済学の役割について整理しておくこと。 
5 回 第 5 回までに偏微分をきちんと復習しておくこと。 
6 回 輸送費と集積の関係について復習をしておくこと。 
7 回 地方政府による企業誘致活動についての議論を整理してくこと。 
8 回 地方政府による資本課税と地方公共財の供給水準との関係について復習を
しておくこと。 
9 回 非対称な地域において公共財の供給水準が異なるメカニズムについて復習
をしておくこと 

 



年度 2014 
授業コード MIV02710 
成績評価 平常点評価。毎回の報告内容と議論への貢献度から評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 社会情報専攻(11〜12) 
見出し MIV02710 公共政策特論 
担当教員名 松村 博行 
単位数 2 
教科書 初回に相談の上、決定する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 公共政策特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIV02710 
実務経験のある教員  
達成目標 ・政治学に関する専門知識を深める 

・プレゼンテーションの仕方を学ぶ 
・議論の方法を知る 

受講者へのコメント  
連絡先 松村研究室（21 号館 7 階） 

yuki-mat@soci.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Public Policies 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専門書の輪読を通じて当該分野の知見を深め、また毎回の議論を通じてアカデミ

ックリーディングの作法を学ぶ。 
対象学年 2 年 
授業内容  
準備学習 次回検討する章をしっかり読んでおく。他人の報告であっても、議論に参加でき

るように十分内容を理解しておくこと。 
 



年度 2014 
授業コード MIV02810 
成績評価 平常点(30％)，レポート課題(30％)，総合課題(40％)により評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 社会情報専攻(13〜) 
見出し MIV02810 行動計量学特論 
担当教員名 森 裕一 
単位数 2 
教科書 講義中の配布資料による。 
アクティブラーニング  
キーワード 行動計量，データの可視化，データ分析，文化情報，多変量解析 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 大学院ですので，提出がありませんでした。 
科目名 行動計量学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 行動計量学序説／林知己夫／朝倉書店：文化を計る―文化計量学序説／村上征勝

／朝倉書店：文化情報学入門／村上征勝／勉誠出版 
授業形態 講義 
注意備考 「情報データ解析特論」を履修しておくことが望ましい。 
シラバスコード MIV02810 
実務経験のある教員  
達成目標 ・多変量解析の理論が説明でき，実際のデータに適用できるようになる。 

・行動を計量するための最適な手法を選び，結果を正しく解釈できるようになる。 
受講者へのコメント 修士論文に役立つ形で，内容を活用してください。 
連絡先 森研究室（21 号館 7 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 大学院ですので，提出がありませんでした。 
英文科目名 Behaviormetrics 
関連科目 「情報データ解析特論」および学部の統計関係の講義・演習（「データ解析基礎」

「データ解析システム」「行動計量学」「社会調査法」など） 
次回に向けての改善変更予定 次回もできるだけ実際に（修士論文の研究に）役立つ内容を取り上げたいと思い

ます。 
講義目的 広い意味での社会の動きや人間の行動を計量する方法を理解した上で、その分析

過程で必要となる多変量解析の理論を汎用統計パッケージを用いて 理解すると
ともに、実際に集された大規模データ・多次元データを解析し、行動計量解析に
関する実践的な力を養っていく。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  行動計量学とデータについて解説する。 

2 回  行動計量学的観点から見た統計学の諸概念について解説する。 



3 回  データの可視化について解説する（１）。 
4 回  データの可視化について解説する（２）。 
5 回  現象理解のためのデータ分析法について解説する（１）。 
6 回  現象理解のためのデータ分析法について解説する（２）。 
7 回  経済・経営データの分析について解説する（１）。 
8 回  経済・経営データの分析について解説する（２）。 
9 回  社会データの分析について解説する（１）。 
10 回  社会デ 

準備学習 1 回  学部の関連科目を復習しておくこと。 
2 回  「行動計量」について，その意味や意義を事前に調べておくこと。 
3 回  学部の関連科目や可視化の話題を整理しておくこと。 
4 回  可視化全体について整理しておくこと。 
5 回  多変量解析について調べておくこと。 
6 回  多変量解析を使えるようになっておくこと。 
7 回  経済・経営の分野で統計が活用されている場面をまとめておくこと。 
8 回  経済・経営分野での多変量解析適用場面を見つけておくこと。 
9 回  政治やマスコミの分野で統計が活用されている場面をまと 

 



年度 2014 
授業コード MIV02910 
成績評価 原則として、課題提出(100％) 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 社会情報専攻(13〜) 
見出し MIV02910 社会情報特論 
担当教員名 山口 隆久、松村 博行、三原 裕子、⻄野 雅二、志野 敏夫、森 裕一、⽊

村 邦彦 
単位数 2 
教科書 講義ごとに指示する 
アクティブラーニング  
キーワード 研究動向、研究方法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 社会情報特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考 講義開始前、事前に各人の第 1 指導教員のもとへ行き、カリキュラム構成を計画

すること。 
シラバスコード MIV02910 
実務経験のある教員  
達成目標 各自の研究に必要な、研究方法や分析手法、あるいは研究動向、基本的概要・体

系などについて把握、理解することを目標とする。本講義の成果に基づき、各人
の修士論文におけるアプローチ法などについて検討を加えること。 

受講者へのコメント  
連絡先 各自の第 1 指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Social Information 
関連科目 各研究分野における開講科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 各研究分野において必要な研究方法や分析手法、あるいは研究動向、基本的概要・

体系などについて把握、理解する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 各第 1 指導教員のもとで、事前に各自のカリキュラムを計画しておき、関係教員

に協力を要請しておくこと。 
 



年度 2014 
授業コード MIV03010 
成績評価 適宜課すレポート(25%)とレポート課題(50%)，試験(25％)により評価する． 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 社会情報専攻(13〜) 
見出し MIV03010 情報データ解析特論 
担当教員名 ⿊⽥ 正博 
単位数 2 
教科書 適宜資料を配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード データ解析 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 なし． 
科目名 情報データ解析特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 柳井晴夫・高根芳雄「多変量解析法」・朝倉出版 
授業形態 講義 
注意備考 なし． 
シラバスコード MIV03010 
実務経験のある教員  
達成目標 データの特性に合った統計的解析法が使えるようになること．また，統計ソフト

ウェアを活用した実データの分析を行えるようになること． 
受講者へのコメント 修士論文作成を念頭に置いて，内容であったため真剣に課題にも取り組んでもら

えたと考える． 
連絡先 ⿊⽥研究室 21 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 修士論文作成に必要な統計解析の基本的な手法と，R の利用方法ついてコンピュ
ータ実習を交えて講義をおこなった． 

英文科目名 Information Data Analysis 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 大学院生の専門分やに合わせて，その分野に関係するデータを使った R によるコ

ンピュータ実習の時間を多く取っていきたいと考えている． 
講義目的 社会科学で扱われる大規模データ・多次元データの解析ができることを目標と

し，それぞれのデータ特性に合った統計的解析法について理解する．特に，離散
データ解析において柔軟なモデルのあてはめを可能とする対数線形モデルおよ
びロジスティックモデルによる推論に焦点をあてる．また，統計ソフトウェアを
活用した実データの分析を行う． 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  多変量解析の基本概念について説明する。 



2 回  重回帰分析の解析方法について説明する。 
3 回  R を用いて重回帰分析によりデータを解析する。 
4 回  主成分分析の解析方法について説明する。 
5 回  R を用いて主成分分析によりデータを解析する。 
6 回  計量データの多次元尺度法について説明する。 
7 回  非計量データの多次元尺度法について説明する。 
8 回  多次元尺度法の数値数値計算について説明する。 
9 回  個体差を考慮した多次元尺度法について説明する。 
10 回  R を用いて多次元尺度法により計量 

準備学習 1 回  基本統計量や相関関係について復習しておくこと。 
2 回  単回帰分析について復習しておくこと。 
3 回  重回帰分析について復習しておくこと。 
4 回  分散共分散と相関係数の計算方法について復習しておくこと。 
5 回  主成分分析について復習しておくこと。 
6 回  計量データの多次元尺度法が使われる場面を調べておくこと。 
7 回  非計量データの多次元尺度法が使われる場面を調べておくこと。 
8 回  多次元尺度法の解析方法について復習しておくこと。 
9 回  多次元尺度法の一連の流れを復習しておくこと。 
10 

 



年度 2014 
授業コード MIV03110 
成績評価 レポート提出 100% 
曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス 社会情報専攻(13〜) 
見出し MIV03110 マネジメント特論 
担当教員名 大藪 亮 
単位数 2 
教科書 最初の講義で指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード マーケティング，経営戦略 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 マネジメント特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜，指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIV03110 
実務経験のある教員  
達成目標 院生として必要最低限の企業戦略に関する知識を学ぶ。具体的には、日経新聞を

辞書等に頼ることなく理解できることを目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5F 大藪研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Management 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義の目的は、〔1〕マーケティング、経営戦略の主要な概念および理論的展開

を学習することと、〔2〕アカデミックレベルのテキスト作成に要求される論文の
読解力を養成することにある。単にマーケティング、経営戦略論の基本的な概念・
学説を記憶することのみならず、自らの言葉で論理を展開できるか否かが単位取
得にあたって重要となるので、注意されたい。  
 本講義では、マーケティング、経営戦略論において重要な論文、著作をリーデ
ィングとして指定する。実際の講義では、学生諸君がリーディングを熟読してい
ることを前提として、ディス 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 



2 回 経営戦略の意義について解説・議論する。 
3 回 全社戦略の理論（1）について解説・議論する。 
4 回 全社戦略の理論（2）について解説・議論する。 
5 回 事業戦略の理論と手法（1）について解説・議論する。 
6 回 事業戦略の理論と手法（2）について解説・議論する。 
7 回 戦略課題の類型について解説・議論する。 
8 回 企業戦略（ケーススタディー）について解説・議論する。 
9 回 企業経営とマーケティングについて解説・議論する。 
10 回 マーケティングプロセス 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 課題レポートを作成・提出すること。 
3 回 課題レポートを作成・提出すること。 
4 回 課題レポートを作成・提出すること。 
5 回 課題レポートを作成・提出すること。 
6 回 課題レポートを作成・提出すること。 
7 回 課題レポートを作成・提出すること。 
8 回 課題レポートを作成・提出すること。 
9 回 課題レポートを作成・提出すること。 
10 回 課題レポートを作成・提出すること。 
11 回 課題レポートを作成・提出すること。 
12 回 課題レポートを作成・提出すること。 
13 回 課題レポートを作成 

 



年度 2014 
授業コード MIV03210 
成績評価 レポート 30％、定期試験 70％で評価する 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 社会情報専攻(13〜) 
見出し MIV03210 ファイナンス特論 
担当教員名 山口 隆久 
単位数 2 
教科書 ファイナンス 榊原 茂樹・岡⽥ 克彦編著 碩学者 
アクティブラーニング  
キーワード 金融機関・中小企業・日本型経営システム・金融市場、金融資産 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ファイナンス特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考 春学期開講科目の「金融システム」を受講していない学生の履修は認めない。 
シラバスコード MIV03210 
実務経験のある教員  
達成目標 本の金融システムの概要を正確に理解する。本講義を受講して、新聞の主要な金

融記事や経済記事が理解できるレベルを目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先 山口研究室 21 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 金融システム 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現在、経済の中で金融の占める役割はますます大きくなってきている。日本経済

を真に理解するためには、金融に関するさまざまな知識が不可欠となっている。
金融の分野は他に比して現実との関わりが強い分野であり、金融の果たしている
役割を的確に理解するためには、経済のグローバル化の進展や情報・通信技術の
飛躍的革新等変化の著しい金融システムについての正確な知識が不可欠である。
本講義はこうした点を踏まえ、現実の金融問題を現実ベースに合わせて中小企業
を対象として取り扱っていき、「現代企業論」をベースとして論じていく。さら
に、現 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 イントロダクション（講義概要と運営方針・企業金融・経営組織・人的資源



管理・中小企業論） 
2 回 企業金融システムの基本（資金調達・資金運用・資金の流れと財務諸表との
関係性） 
3 回 企業金融システムの診断（企業金融シミュレーション・経営分析・経営診
断） 
4 回 経営理念の視点からの経営組織（経営理念・内容・役割・浸透・事例） 
5 回 意思決定の視点からの経営組織（意思決定とは・本質的要素・種類・プロセ
ス・条件） 
6 回 会社法の視点からの経営組織（会社の種類・定款・資本金・登記・会社の機
関・所有者・経営者・権 

準備学習 1 回 前期講義「金融システム」の復習をしておくこと 
2 回 先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読） 
3 回 先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読） 
4 回 先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読） 
5 回 先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読） 
6 回 先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読） 
7 回 先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読） 
8 回 先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読） 
9 回 先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読） 
10 回 先週の復習を必ずし 

 



年度 2014 
授業コード MIV03310 
成績評価 平常点評価。毎回の報告内容と議論への貢献度から評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 社会情報専攻(13〜) 
見出し MIV03310 国際関係特論 
担当教員名 松村 博行 
単位数 2 
教科書 初回に相談の上、決定する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 国際関係特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIV03310 
実務経験のある教員  
達成目標 ・政治学に関する専門知識を深める 

・プレゼンテーションの仕方を学ぶ 
・議論の方法を知る 

受講者へのコメント  
連絡先 松村研究室（21 号館 7 階） 

yuki-mat@soci.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専門書の輪読を通じて当該分野の知見を深め、また毎回の議論を通じてアカデミ

ックリーディングの作法を学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 次回検討する章をしっかり読んでおく。他人の報告であっても、議論に参加でき

るように十分内容を理解しておくこと。 
 



年度 2014 
授業コード MS000110 
成績評価 講義毎の小テスト(50%)および講義後のレポート（50%)で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(13〜),化学専攻(13〜),応用物理学専攻(13〜),総合理学専攻(13

〜),生物化学専攻(13〜),臨床生命科学専攻(13〜),動物学専攻(13〜) 
見出し MS000110 フューチャーマセマティックス 
担当教員名 大江 貴司 
単位数 2 
教科書 特に指定しない。講義時にプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 数理生物学、微分方程式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 フューチャーマセマティックス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生命の数理/巌佐庸/共立出版 

「数」の数理生物学/日本数理生物学会/共立出版 
「空間」の数理生物学/日本数理生物学会/共立出版 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MS000110 
実務経験のある教員  
達成目標 自分の研究している分野に対する数学の応用可能性を理解すること。また実際に

応用を試してみること。 
受講者へのコメント 特になし 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Future Mathematics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 数学の新しい理論が数学の中だけに閉じているのではなく、さまざまな科学に応

用されている様子を数理生物学を通して理解させる。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 微分積分を多用するので、これについてしっかり復習してきてほしい。また不等

式も頻繁に用いられるので、これについても復習しておくこと。 
 



年度 2014 
授業コード MS000210 
成績評価 各講義で提出されたレポート（100%)から総合的に評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学専攻(13〜),化学専攻(13〜),応用物理学専攻(13〜),総合理学専攻(13

〜),生物化学専攻(13〜),臨床生命科学専攻(13〜),動物学専攻(13〜) 
見出し MS000210 フューチャーケミストリー 
担当教員名 森重 國光、大谷 槻男、豊⽥ 真司、横山 崇、赤司 治夫、若松 寛、坂根 

弦太、 
単位数 2 
教科書 適宜，プリント資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 化学トピックス，有機化学，無機化学，分析化学，物理化学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーケミストリー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜，プリント資料を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 集中講義ではなく，後期 15 回の講義を行うので注意すること。 
シラバスコード MS000210 
実務経験のある教員  
達成目標 化学の各分野のさまざまな知識や最先端の知識を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 化学専攻 専攻⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Future Chemistry 
関連科目 化学専攻開講の各科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学専攻以外の専攻の学生に化学の研究について，その背景，目的，成果および

今後の展開についてわかりやすく述べる。国内外における化学の分野の最先端の
トピックスや関連する諸問題についてもわかりやすく解説する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 履修方法を説明する。 

2 回 原子・分子の間にはたらく静電気力について実験を交えて説明する。それと
関連して，分子の極性および電子レンジによる加熱の仕組みについても説明す
る。 
3 回 ⼯業的に重要な分離や精製⼯程によく使われる吸着技術について説明する。 



4 回 有機化学の構造と性質の関係を，天然物化合物を例に解説する。 
5 回 軽いことはいいことだーTi 金属の精錬について 
エネルギー問題は⾷糧，資源問題と併せて２１世紀の３大課題である。２１世紀
は地球人口増加に伴って生じるこれら諸問題を人類が克服する世紀といえ 

準備学習 1 回 化学の基礎を予習しておくこと。 
2 回 電子レンジのしくみをインターネットなどで調べておくこと。 
3 回 身の回りで吸着現象が利用されている技術を調べておくこと。 
4 回 学部レベルの教科書で有機化学の基礎を復習しておくこと。 
5 回 ジャンボジェット機の質量および自動車の質量を調べておくこと。 
6 回 生活の中に利用されている金属錯体について調べておくこと。 
7 回 図書館などで有機化学や超分子に関する教科書を借りて，目を通しておく
こと． 
8 回 波の干渉、回折について調べておくこと。 
9 回 酸化物の電子構造（ 

 



年度 2014 
授業コード MS000310 
成績評価 講義への参加度（質疑応答など）30%，レポート（演習，実験内容を含む）70%

で評価 
曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス 応用数学専攻(13〜),化学専攻(13〜),応用物理学専攻(13〜),総合理学専攻(13

〜),生物化学専攻(13〜),臨床生命科学専攻(13〜),動物学専攻(13〜) 
見出し MS000310 フューチャーフィジックス 
担当教員名 蜷川 清隆、尾崎 眞啓、金子 敏明、川端 晃幸、豊⽥ 新、中川 幸子、中

川 益生 
単位数 2 
教科書 適宜資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーフィジックス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて各担当者が指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義日程や内容を変更する場合があるので，掲示板とか E-mail に注意すること。

また，受講者の連絡先を第１回の講義時に登録しておくこと。 
シラバスコード MS000310 
実務経験のある教員  
達成目標 1)物理学の考え方を理解し，身近な物理現象を説明できる。 

2)最近の物理学の研究を通して，物理学の目指しているものを知る。 
受講者へのコメント  
連絡先 各担当教員（第１回目の講義時に連絡先のリストを配布する） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Future Physics 
関連科目 応用物理学専攻開講の各科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 最近の理学研究は，研究分野が多岐にわたり学際的な傾向をもつものである。し

たがって，自分が専攻する修士課程での研究分野だけでなく，それ以外の分野に
関する知見を得ることが望まれる。本講義では，応用物理学専攻所属の教員によ
る講義とそれに対する質疑応答を通して，さまざまな研究分野に関する理解を深
めるとともに実践的な研究能力を高めることを目的とする。また，物理学の各分
野における先端的研究開発の現状を聴講することによって，普遍的な研究開発の



方法論を修得することを目指す。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 イントロダクションを行う。 

2 回 加速された荷電粒子が媒質を通過する際に誘起される種々の物理現象を解
説する。 
3 回 量子物理学とその最近の発展について概説する。 
4 回 光・電子デバイスの駆動素子として近年利用され始めている分子性固体の
電子構造の特徴や研究の現状について解説する。 
5 回 新エネルギー開発の鍵を握る新材料・新素材について，研究開発の現状と将
来について講義する。 
6 回 再生可能エネルギー源として期待されている太陽電池の特徴や研究の現状
について講義する。 
7 回 放射線科学に関する最新の情報を 

準備学習 1 回 最近の物理学に関連したトピックスをウェブ等で調べておくこと。 
2 回 力学，電磁気学でのエネルギーと運動量の授受について調べておくこと。 
3 回 2001 年，2005 年ノーベル物理学賞の内容について調べておくこと。 
4 回 電荷移動錯体，カチオンラジカル塩，アニオンラジカル塩とはそれぞれ何
か，調べておく。 
5 回 本，雑誌，インターネット等で様々な新エネルギーについて調べておくこ
と。 
6 回 太陽電池について調べておくこと。 
7 回 事前に配布した資料を読んでおくこと。 
8 回 隕石について調べておく。 
9 回 温 

 



年度 2014 
授業コード MS000410 
成績評価 課題提出（100％） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(13〜),化学専攻(13〜),応用物理学専攻(13〜),総合理学専攻(13

〜),生物化学専攻(13〜),臨床生命科学専攻(13〜),動物学専攻(13〜) 
見出し MS000410 フューチャーサイエンス 
担当教員名 山崎 正之、荒谷 督司、若村 国夫、小林 祥一、財部 健一、⻄⼾ 裕嗣、

板谷 徹 
単位数 2 
教科書 適宜紹介する 
アクティブラーニング  
キーワード 数理科学、環境・エネルギー科学、化学・生物、境界領域、総合 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーサイエンス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 開講日は教務課の掲示板でお知らせします。講義計画欄にある講義の順番は変わ

ります。詳細はオリエンテーションの際にお知らせします。※しばしば電子教材、
パワーポイント等をプロジェクターで投影し講義を行います。 

シラバスコード MS000410 
実務経験のある教員  
達成目標 数学と情報の分野を中⼼とした数理科学系列の講義、物理学と地学あるいは地球

環境科学を融合した環境・エネルギー科学系列の講義、および生物学と化学領域
を融合した生物・化学系列の講義から、自然科学の基本的概念・考え方を理解で
きるようになることを期待している。 

受講者へのコメント  
連絡先 この講義担当者が、総合理学専攻で開講している科目のシラバス参照 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Future Science 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 総合理学専攻では、数学、情報、物理、化学、生物、地学の分野と、それぞれの

境界領域を包括する、総合科学的な教育・研究を行っていることから、本講義で
はそれらの一端を紹介し、自然科学に対する幅広い考え方を身に付けることを目
的としている。 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 ガロア理論（１） 

方程式の理論の歴史と特殊な高次方程式の解法について解説する。 
2 回 ガロア理論（２） 
３次方程式、４次方程式の解法について解説する。 
3 回 ガロア理論（３） 
方程式の理論の応用として正多角形の作図に関して解説する。 
4 回 人類起源研究の歴史 
類人猿と猿人化石探しと人類起源の話題を紹介する．その結果から人類は東アフ
リカで誕生したと言われている．地球史において地球内部物質の挙動が生物大量
絶滅と進化をもたらしたことが理解されている．地球科学の立場から類人猿が猿
人に進化する環境を議論する。 

準備学習 1 回 簡単なオリエンテーション後、講義と実習を行う。2 次方程式に関して復習
してくること。 
2 回 前回の講義の復習をしておくこと。 
3 回 コンパスと定規を持参すること。 
4 回 類人猿及び猿人化石について調べておくこと。 
5 回 K-Ar 年代測定法について調べておくこと。 
6 回 私たちが利用している資源の種類を調べておくこと。 
7 回 資源利用による環境の変化について具体的に調べておくこと。 
8 回 基礎的な天体運動・現象などを理解しておくこと。 
9 回 前回の講義の復習をしておくこと。 
10 回 DNA の機能・役割に 

 



年度 2014 
授業コード MS000510 
成績評価 講義中での質疑応答（50％）や課題提出（50％）などを加味して，総合的に評価

する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用数学専攻(13〜),化学専攻(13〜),応用物理学専攻(13〜),総合理学専攻(13

〜),生物化学専攻(13〜),臨床生命科学専攻(13〜),動物学専攻(13〜) 
見出し MS000510 フューチャーバイオケミストリー 
担当教員名 南 善子、窪⽊ 厚人、汪 達紘、野崎 浩、大平 進、猪口 雅彦、⽥中 三

男、池⽥ 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード バイオサイエンス、バイオテクノロジー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーバイオケミストリー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 担当教員により、適宜指示 
授業形態 講義 
注意備考 オリエンテーションで注意事項を聞くこと。 
シラバスコード MS000510 
実務経験のある教員  
達成目標 １）生物化学の基礎を理解し、簡単な説明ができること。  

２）最近の生物化学の進展に興味を持つこと。 
受講者へのコメント  
連絡先 生物化学科教員の各研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Future Biochemistry 
関連科目 生物化学専攻で開講している各特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 バイオサイエンスやバイオテクノロジーに代表されるよう、生物化学分野の研究

は活発であり、その発展には著しいものがある。理学研究科の生物化学以外の諸
専攻においても、このような知識の習得は必要である。この講義では、生物化学
分野の最前線の研究の背景・目的・将来や諸問題点などについて分かり易く解説
する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションとして、生物化学科が扱う研究分野について紹介する。 



2 回 生体膜を構成する脂質分子が水中でどのようにして、2 分子膜構造を形成す
るかを説明し、温度やイオン環境の変化で、様々な構造・機能変化を示すことを
紹介する。 
3 回 遺伝子の変化と病気の成り立ちの関係を分子遺伝学的な立場から説明する。 
4 回 化学物質の環境中での動態や生物に与える影響について講義する。 
5 回 様々な骨格構造をもつ有機化合物が生体に対してどのような作用をするか，
どのように役に立っているかを説明する。 
6 回 様々な金属イ 

準備学習 1 回 植物や微生物を利用して作られる香料や医薬品等の身近なものについて調
べておくこと。 
2 回 大腸菌およびヒトの各種細胞膜の脂質構成を調べ、比較を行くこと。生体膜
の起源について予習を行うこと。 
3 回 遺伝子が変化すると生物学的にどのような影響があらわれるか、考えてお
くこと。 
4 回 講義内容をみて今までの学習内容との関連を考え、予習をすること。 
5 回 有機化学 I で学んだ骨格構造の書き方を復讐しておくこと。 
6 回 我々の人体の中で機能している金属イオンの種類や働きについて学習して
おくと理解しやすい。 
7 回 農 

 



年度 2014 
授業コード MS000610 
成績評価 各講義における質疑応答や課題提出などから総合的に評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(13〜),化学専攻(13〜),応用物理学専攻(13〜),総合理学専攻(13

〜),生物化学専攻(13〜),臨床生命科学専攻(13〜),動物学専攻(13〜) 
見出し MS000610 フューチャーライフサイエンス 
担当教員名 益岡 典芳、石原 浩二、松浦 信康、橋川 直也、橋川 成美、片岡 健、山

口 悟、 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 臨床生命科学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーライフサイエンス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 担当教員により、適宜指示 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード MS000610 
実務経験のある教員  
達成目標 １）臨床生命科学の基礎を理解し、簡単な説明ができること。２）最近の臨床生

命科学の進展に興味を持つこと。 
受講者へのコメント  
連絡先 臨床生命科学専攻 専攻⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Future Life Science 
関連科目 臨床生命科学専攻で開講している各特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 バイオテクノロジーに代表されるよう、臨床生命科学分野の研究は活発であり、

その発展には著しいものがある。理学研究科の臨床生命科学以外の諸専攻におい
ても、このような知識の習得は必要である。この講義では、臨床生命科学分野の
最前線の研究の背景・目的・将来や諸問題点などについて分かり易く解説する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 臨床生命科学科の理学部における存在意義や役割そして医⾷同源に関する

講義（櫃本） 
2 回 ウェルシュ菌の毒素遺伝子発現調節に関する分子レベルの講義（片山） 



3 回 生体防御機能（免疫システム）に関する講義（櫃本） 
4 回 ⾷に関連する微生物の応用（石原） 
5 回 ⾷品中の農薬分析（小嶋） 
6 回 抗肥満、糖尿病合併症治療薬の開発に関する講義（松浦） 
7 回 生活習慣病における血管周囲神経機能変化の解明に関する講義（橋川成美） 
8 回 正常およびがん幹細胞の増殖・分化を制御する因子の解析とその応用（片
岡） 
9 回 熱シ 

準備学習 1 回 身近な臨床生命科学の話題にどのようなものがあるか考えておく 
2 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
3 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
4 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
5 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
6 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
7 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
8 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
9 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
10 回 講義 

 



年度 2014 
授業コード MS001210 
成績評価 成績評価をする。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(14〜),化学専攻(14〜),応用物理学専攻(14〜),総合理学専攻(14

〜),生物化学専攻(14〜),臨床生命科学専攻(14〜),動物学専攻(14〜) 
見出し MS001210 フューチャーバイオロジー 
担当教員名 愛甲 博美、淺⽥ 伸彦、名取 真人、織⽥ 銑一、清水 慶子、高崎 浩幸、

小林 秀 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 野生動物、遺伝学、動物愛護法、特定外来生物、ホルモン、性行動、生物多様性、

動物生態社会学、化石、直立二足歩行 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 フューチャーバイオロジー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MS001210 
実務経験のある教員  
達成目標 生物学の基礎を理解し、簡単な説明が出来ること。 
受講者へのコメント 動物が専攻の学生受講者が少なかった点においては残念であったが、他の専攻の

受講者にとっては新鮮な講義であったと思う。 
連絡先 愛甲博美（動物学専攻・専攻⻑） 

20 号館 2 階・愛甲研究室、TEL&FAX：086-256-9411 
E-mail：aikoh@zool.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者からは高評価が得られていた。 
英文科目名 Future Biology 
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定 次回からはフューチャーサイエンス I（春学期）、II（秋学期）に変更になります。 
講義目的 生物学分野の最前線の研究に関する背景や諸問題について学習する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 生物全般や野生動物などの生態・行動について学習し、動物学的知識を習得して

おくことが望ましい。 



 



年度 2014 
授業コード MSB00810 
成績評価 課題レポートにより評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学専攻(13〜) 
見出し MSB00810 環境生物化学特論 
担当教員名 野上 祐作 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 自然の自浄能力、廃棄物、生物化学的処理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境生物化学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 随時、紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSB00810 
実務経験のある教員  
達成目標 1）自然界が有する物理的、化学的、生物的自浄能力を理解させること。  

2）環境保全活動を行っている人たちに理解を示すとともに、自らそれらに参画
する意識を向上させること。 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館３階 汪・宮永研究室（野上） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Environmental Biochemistry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 人間活動に伴い自然界に放出された化学物質の運命について正しい認識ができ

るように、様々な角度からものごとを考える素養を身に着け、環境保全に配慮し
た人材を育成する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 大気中に放出された化学物質の運命について解説する。 

2 回 「光化学オキシダントの生成機構」について解説する。 
3 回 PM2.5 について解説する。 
4 回 水・土壌中に放出された化学物質の運命について解説する。 
5 回 「微生物による有機物の無機物への転換機構」について解説する。 



6 回 「続・微生物による有機物の無機物への転換機構」について解説する。 
7 回 「 活性汚泥の生化学」について解説する。 
8 回 「続・活性汚泥の生化学」について解説する。 
9 回 生化学的脱窒・脱リンについて解説する。 
10 回 「生 

準備学習 1 回 ラジカルとは何かを整理しておくこと。 
2 回 光化学反応について調べておくこと。 
3 回 大気中に浮遊している物質について調べておくこと。 
4 回 微生物のライフスタイルについて復習しておくこと。 
5 回 有機物の酸化について復習してくること。 
6 回 窒素・リンの酸化について復習してくること。 
7 回 活性汚泥とはいかなるものかを調べてくること。 
8 回 活性汚泥の定量化について調べてくること。 
9 回 窒素、リンの存在形態を整理すてくること。 
10 回 生物膜のイメージを考えてくること。 
11 回 嫌気性微生物につ 

 



年度 2014 
授業コード MSB01410 
成績評価 講義でのトピックス発表（50%、受講者 1 人当たり 1 回）と毎回出席時のレポー

ト（50%）で評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物化学専攻(13〜) 
見出し MSB01410 植物生理化学特論 
担当教員名 猪口 雅彦 
単位数 2 
教科書 講義時にプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 植物分子生理学，刺激応答，信号伝達，遺伝子発現調節 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 植物生理化学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 テイツ／ザイガー 植物生理学（第 3 版）、L. テイツ, E. ザイガー（編）、⻄谷和

彦, 島崎研一郎（監訳）、培風館 ISBN 4-563-07784-4 
（上記参考書の原書新版。英語の勉強にもなるのでオススメ→）Plant Physiology, 
5th Ed., Taiz, L. and Zeiger, E., Eds., Sinauer Associates, Inc. (2010) ISBN 978-0-
87893-866-7 

授業形態 講義 
注意備考 第 1 回目のオリエンテーションに必ず参加すること。 
シラバスコード MSB01410 
実務経験のある教員  
達成目標 高等植物の生理現象を内的に制御する分子メカニズムについて理解し、分子メカ

ニズムが未解明の現象についても演繹的に推論することができる様になる。 
英文科学誌に定期的に目を通して、最新情報の概要を素早く手に入れられる様に
なる。 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 2 階，ino@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Plant Physiology and Biochemistry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高等植物の生理現象の分子生理学的なメカニズムについて、外的・内的なシグナ

ルとその受容機構、信号伝達経路、遺伝子転写制御等の最新の知見を解説し、理
解を深める。毎回冒頭に受講生による短いトピックス（英文科学誌から選ばせる）



の発表を課する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションとして、本講義の進め方の説明をし、植物の生理現象に

おける分子生理学的視点について概説する。 
2 回 高等植物のゲノムと遺伝子の構造について解説する。 
3 回 前回の講義に関連する最新の文献の紹介と解説を行う。 
4 回 植物における遺伝子発現の解析方法について解説する。 
5 回 前回の講義に関連する最新の文献の紹介と解説を行う。 
6 回 植物ホルモン信号伝達の分子メカニズムについて解説する。 
7 回 前回の講義に関連する最新の文献の紹介と解説を行う。 
8 回 花芽形成制御の分子メカニズムについて解 

準備学習 1 回 分子生理学とはどういう学問かについて調べておく。 
2 回 ゲノムとは何か、また真核生物の遺伝子構造について調べておく。 
3 回 予め配布する英文抄録を訳して、大意をまとめておく。 
4 回 遺伝子発現の過程について復習しておく。 
5 回 予め配布する英文抄録を訳して、大意をまとめておく。 
6 回 植物ホルモンの種類と、主な作用について調べておく。 
7 回 予め配布する英文抄録を訳して、大意をまとめておく。 
8 回 高等植物が花をつける条件について調べておく。 
9 回 予め配布する英文抄録を訳して、大意をまとめておく。 

 



年度 2014 
授業コード MSB01910 
成績評価 各セクション終了後に行う小テストの結果を総合的に判断する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物化学専攻(13〜) 
見出し MSB01910 生物化学特別講義Ⅰ 
担当教員名 片桐 昌直＊、池⽥ 正五 
単位数 1 
教科書 １回〜６回：プリントを配布予定 

７回〜８回：産業財産権標準テキスト（総合編）⼯業所有権情報研修館（配布予
定） 

アクティブラーニング  
キーワード 外来異物代謝、化学物質の安全性、酵素免疫測定法、バイオ特許 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物化学特別講義Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 1 回〜２回 

薬物代謝学―医療薬学・医薬品開発の基礎として 加藤 隆一 (編集), 横井 毅 
(編集), 山添 康 (編集) 東京化学同人; 第 3 版 ISBN-10: 4807907115 
５回 
抗体科学入門 岡村 和夫 (著) ⼯学社; 改訂版  ISBN-10: 4777514390 
７回〜８回 
これからの生命科学研究者のためのバイオ特許入門講座 隅蔵 康一 (著) 羊土
社 ISBN-10: 4897063590 

授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード MSB01910 
実務経験のある教員  
達成目標 薬物代謝を理解する 

化学物質の安全性の考え方を理解する 
酵素免疫測定法を理解する 
特許制度を理解する 

受講者へのコメント  
連絡先 大阪教育大学自然研究講座  katagiri@cc.osaka-kuoiku.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics in Biological Chemistry I 
関連科目 生物化学専攻開講講義全般 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 バイオ応用の産業領域として代表的な領域である、医薬品開発や臨床検査領域で

重要な分野である薬物代謝、酵素免疫測定法について基本的な内容を理解するこ
とは、研究を行っていくうえで各自の研究領域の広がりを知るという観点から重
要なことである。また、特に同じ系でまた薬物代謝と同じ代謝系でなされる外来
異物代謝は環境問題における安全性の考え方にもつながる分野であり、その考え
方も知る必要があり概説を行う。さらに、バイオ産業において、特許は生命線と
も呼ばれる制度で、特許の制度、考え方をしることは今後の研究生活においても
必要な 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 薬物代謝を理解する上で重要な代謝酵素であるシトクロムＰ４５０（ＣＹ

Ｐ）の特性の基本を説明する。 
2 回 薬物代謝について理解するために、中でも特にＣＹＰが関与する反応につ
いて説明し、薬物相互作用等についても説明する。 
3 回 化学物質の安全性の考え方を理解するために、環境汚染物質や⾷品添加物
等における安全性の考え方と代謝の関係を説明する。 
4 回 化学物質の安全性の考え方を理解するために、環境汚染物質や⾷品添加物
等における安全性の考え方、特に発癌試験について説明する。 
5 回 代謝物等の検出系として臨床検査 

準備学習 1 回 事前配布の資料をあらかじめ読んでおくこと。 
2 回 事前配布の資料をあらかじめ読んでおくこと。 
3 回 事前配布の資料をあらかじめ読んでおくこと。 
4 回 事前配布の資料をあらかじめ読んでおくこと。 
5 回 事前配布の資料をあらかじめ読んでおくこと。 
6 回 事前配布の資料をあらかじめ読んでおくこと。 
7 回 配布テキストの特許のところを読んでおくこと。 
8 回 各自の興味ある領域の特許を調べておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード MSB02810 
成績評価 レポート(30%)と期末試験(70%)により評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物化学専攻(13〜) 
見出し MSB02810 生物有機化学特論 
担当教員名 窪⽊ 厚人 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 有機合成、反応機構、生体触媒 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物有機化学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 各回の講義内容を順不同で行う場合がある 
シラバスコード MSB02810 
実務経験のある教員  
達成目標 1) 不⻫中⼼を正しく命名できる。 

2) 生体触媒による反応の機構を理解する。 
3) 各種化学反応の反応機構を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 2 階天然物合成化学研究室 086-256-9489 kuboki@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Bioorganic Chemistry 
関連科目 天然物合成化学特論、天然物化学特論、生理活性物質特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生体現象において基礎となる生体内における物質変換（生化学反応）は、生体触

媒によってもたらされる極めて高度な選択性および効率を有する一連の化学反
応であり、それらは有機化学的解釈によって説明することができる。 
本講義では、生体触媒の反応機構に対する有機化学的な解釈、および、その有機
合成化学的な利用、および、類似した化学反応との比較について講述する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 イントロダクション：講義の進め方について説明する。 

2 回 キラリティー1：キラリティーの評価、命名法について説明する。 
3 回 キラリティー2：軸不⻫、プロキラルについて説明する。 



4 回 演習 1：第 2,3 回講義の内容に関する例題を解くことによって、具体例への
応用を説明する。 
5 回 生体触媒を利用した有機合成 1：生体触媒による反応の特徴について説明す
る。 
6 回 生体触媒を利用した有機合成 2：生体触媒による酸化還元反応について説明
する。 
7 回 演習 2：第 5,6 回講義の内容に関する例題を解くことによって、具 

準備学習 1 回 授業内容を確認すること。 
2 回 キラリティーの評価、命名法について予習しておくこと。 
3 回 キラリティーの評価、命名法について復習すること。軸不⻫、プロキラルに
ついて予習しておくこと。 
4 回 第 2,3 回の講義内容について、実例を説明できるよう復習を行うこと。 
5 回 生体触媒による反応の特徴について予習しておくこと。 
6 回 生体触媒による反応の特徴について復習すること。生体触媒による酸化還
元反応について予習しておくこと。 
7 回 第 5,6 回の講義内容について、実例を説明できるよう復習を行うこと。 
8 回 

 



年度 2014 
授業コード MSB03010 
成績評価 レポート（20％）、課題発表（80％）による。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学専攻(13〜) 
見出し MSB03010 天然物化学特論 
担当教員名 野崎 浩 
単位数 2 
教科書 プリント等 
アクティブラーニング  
キーワード 有機化学、生物化学、生物活性、立体化学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 天然物化学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 学部の有機化学、生物化学を理解しておくこと 
シラバスコード MSB03010 
実務経験のある教員  
達成目標 天然有機化合物の構造、機能、応用等を総合的に理解し、生命現象を分子のレベ

ルで考え、議論する能力を有すること 
受講者へのコメント 学部の授業を復習しておくこと。 
連絡先 1 号館、野崎研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Advanced Natural Products Chemistry 
関連科目 有機化学、生物化学 
次回に向けての改善変更予定 従来通り、特に変更なし。 
講義目的 生物が固体を維持し種を保存する基本的な生命現象を支えるためには、生体機構

を正しく制御しその機能を調節することが必要である。これらの作用は物質を介
して行われ、特に移動の容易な低分子物質が重要な役割を演じる。本講義では特
徴ある生理活性に従って重要な天然物の構造と生合成経路を論ずるとともに、そ
の活性が分子の化学構造の微妙な差異により生ずることを理解させる。さらに活
性物質の作用記作を分子レベルでいかに解明していくかを解説し、その応用につ
いて述べる。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  有機化合物の構造、特にアルカン、アルケン、アルキンについて概説する。 

2 回  有機化合物の構造、特に環式化合物、芳香族化合物、ヘテロ化合物につい



て概説する。 
3 回  生体分子（核酸、アミノ酸、タンパク質）の構造について概説する。 
4 回  生体分子（炭水化物、脂質、色素）の構造について概説する。 
5 回  生合成（酵素の分類、反応、立体化学）について概説する。 
6 回  生合成（酵素添加反応、加水分解反応）について概説する。 
7 回  ポリケチド（脂肪酸の生合成経路）について概説する。 
8 回  ポリケチド 

準備学習 1 回 学部の有機化学、生物化学を復習していること。 
2 回 炭素化合物の構造を理解していること。 
3 回 ヘテロ原子の特徴を理解していること。 
4 回 核酸、タンパク質の化学構造を確認しておくこと。 
5 回 炭水化物、脂質、色素の構造、特徴を理解していること。 
6 回 酵素の分類と酵素反応の例を理解しておくこと。 
7 回 酵素反応の立体化学を理解しておくこと。 
8 回 ポリケチドと脂肪酸の生合成を理解しておくこと。 
9 回 環化反応の多様性を確認しておくこと。 
10 回 イソペンテニル二リン酸の生合成を理解していること。 
 

 



年度 2014 
授業コード MSB03110 
成績評価 最終の授業中での試験 100％により評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物化学専攻(13〜) 
見出し MSB03110 天然物合成化学特論 
担当教員名 大平 進 
単位数 2 
教科書 適宜，プリントを配布 
アクティブラーニング  
キーワード 天然物合成，反応機構 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 天然物合成化学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 有機合成反応〜カルボニル基の化学〜／S. Warren／講談社 

演習で学ぶ有機反応機構／有機合成化学協会／化学同人 
授業形態 講義 
注意備考 第 1 回から第 15 回の内容を順不同でおこなう 
シラバスコード MSB03110 
実務経験のある教員  
達成目標 1）酸化還元反応の選択性，反応機構の理解 

2）各種 C-C 結合形成反応の性質と反応機構の理解 
3）アニオン，カチオン，ラジカル，カルベンの行う反応の理解 
4）多段階合成の中の鍵段階の理解 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 2 階 大平研究室 sohira@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Synthetic Chemistry of Natural Products 
関連科目 天然物化学特論 生理活性物質特論 生物有機化学特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近年，天然物の多段階合成で用いられる実用的有機合成反応の発展は著しいが，

実際にそれらを効果的に用いる為には，それぞれの反応機構を充分理解しておく
必要がある。本講義では，古典的反応から，近年開発された反応まで，巻矢印を
使った有機電子論で説明を試みる。各自が，各種の問題を解いていく演習形式と
する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の範囲と授業の進め方について説明する。 



2 回 酸性加水分解，塩基性加水分解の反応機構の違いについて説明する。 
3 回 脱水縮合における触媒の役割と加水分解との関係を説明する。 
4 回 金属を用いる酸化，有機化合物を用いる酸化の反応機構と選択性ついて説
明する。 
5 回 ハイドライド還元，金属を用いる還元，接触水素化等の反応機構と選択性に
ついて説明する。 
6 回 窒素やリン，硫⻩などを利用する有機合成反応の反応機構や選択性につい
て説明する。 
7 回 窒素やリン，硫⻩などを利用する有機合成反 

準備学習 1 回 曲がった矢印を使った反応機構の書き方を復讐しておくこと。第 2 回目授
業までに加水分解，脱水縮合の問題を解いておくこと。 
2 回 加水分解，脱水縮合の問題を復習しておくこと。第 3 回目授業までに加水
分解，脱水縮合の問題を解いておくこと。 
3 回 加水分解，脱水縮合の問題を復習しておくこと。第 4 回目授業までに酸化
反応の問題を解いておくこと。 
4 回 酸化反応の問題を復習しておくこと。第 5 回目授業までに還元反応の問題
を解いておくこと。 
5 回 加水分解，脱水縮合の問題を復習しておくこと。第 6 回目授業までに酸化
反応の問 

 



年度 2014 
授業コード MSB03310 
成績評価 講義の課題レポート１００％により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学専攻(13〜) 
見出し MSB03310 微生物学特論 
担当教員名 ⽥中 三男 
単位数 2 
教科書 プリント冊子 
アクティブラーニング  
キーワード 微生物培養操作、微生物反応モデル、酵素反応モデル、反応速度論 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 微生物学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 微生物培養⼯学／⽥口久治、永井史郎／共立出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSB03310 
実務経験のある教員  
達成目標 ①微生物反応の化学量論を理解する。 

②微生物培養操作理論を理解する。 
③酵素反応速度論と微生物増殖モデルを理解する。 

受講者へのコメント なし 
連絡先 １号館１階 ⽥中研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 なし 
英文科目名 Advanced Microbiology 
関連科目 応用微生物学（学部講義）を履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 なし 
講義目的 微生物や酵素の機能を有効利用するために⼯学的視点から解析的に考察する微

生物⼯学的思考能力を養う。そのため、「微生物培養⼯学」や「生物化学⼯学」の
領域の主要事項について平易に講義する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 微生物⼯学の意義を説明する。 

2 回 微生物反応における化学量論?１を説明する。 
3 回 微生物反応における化学量論?２を説明する。 
4 回 微生物培養技術?１を説明する。 
5 回 微生物培養技術?２を説明する。 



6 回 微生物培養操作法 （Batch 培養法）を説明する。 
7 回 微生物培養操作法２（Fed-batch 培養法）を説明する。 
8 回 微生物培養操作法 （連続培養法ー１）を説明する。 
9 回 微生物培養操作法（連続培養法ー２）を説明する。 
10 回 酵素反応速度と微生物の増殖反応モデル?１を説明する。 
1 

準備学習 1 回 微生物による物質生産における効率的生産のための⼯学的考察の意義に関
し予習を行うこと。 
2 回 微生物代謝における物質収支の概念に関し予習を行うこと。 
3 回 物質収支計算のための各種代謝係数の意味・意義に関し予習を行うこと。 
4 回 固体培養と液体培養の⻑所と短所に関し予習を行うこと。 
5 回 回分培養と連続培養の⻑所と短所に関し予習を行うこと。 
6 回 回分培養法の特徴に関し予習を行うこと。 
7 回 流加培養法の特徴に関し予習を行うこと。 
8 回 連続培養法の特徴について調べておくこと、また連続培養の問題点に関 

 



年度 2014 
授業コード MSB03410 
成績評価 毎回の講義の後半に行う課題演習の総計で評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学専攻(13〜) 
見出し MSB03410 分子遺伝学特論 
担当教員名 池⽥ 正五 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード DNA、遺伝子構造、突然変異、DNA 修復、遺伝子病、染色体、がん 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 学生からのアンケートの回答なし 
科目名 分子遺伝学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 細胞の分子生物学（第４版）／中村、松原 監訳／（Newton Press ）：ワインバ

ーグ がんの生物学／武藤、⻘⽊ 訳／（南江堂）：絵でわかるがんと遺伝子／野島
博／（講談社） 

授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード MSB03410 
実務経験のある教員  
達成目標 １）学部で学習した分子遺伝学をもとに、さらに深い内容で遺伝現象を分子のレ

ベルで説明できること。 
２）遺伝子の変化と修復の仕組みについて、説明できること。 
３）遺伝子の変化と病気の成り立ちについて、分子遺伝学的な説明ができること。 
４）ニュースなどで報道される最新の生命科学の技術について、分子遺伝学的に
考えてみる習慣をつける。 

受講者へのコメント 学生からのアンケートの回答なし 
連絡先 池⽥研究室 1 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 学生からのアンケートの回答なし 
英文科目名 Advanced Molecular Genetics 
関連科目 分子生物学特論の履修を勧める 
次回に向けての改善変更予定 学生からのアンケートの回答なし 
講義目的  遺伝情報を担う DNA 分子は、内的・外的要因により絶えず損傷を受けている。

DNA の損傷は突然変異を起こし、さらに大きな損傷は致死的である。ヒトでは
⽼化やがんをはじめとした遺伝子病の原因となる。しかし、すべての生物にはこ
れら DNA の損傷を修復する機構が備わっており、DNA の正しい塩基配列が保



たれている。本講義では、DNA の損傷と修復の分子機構を、学部で学んだ分子
遺伝学を復習しながら詳細に講義する。また、遺伝子の変異に起因するヒトの病
気の成り立ちについても概論する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 分子遺伝学特論を理解するための基礎知識を確認・修得するため、「メンデ

ルが発見したこと」を分子遺伝学的に説明する。 
2 回 分子遺伝学特論を理解するための基礎知識を確認・修得するため、DNA の
構造と遺伝子について説明する。 
3 回 分子遺伝学特論を理解するための基礎知識を確認・修得するため、DNA の
転写と複製の仕組みについて説明する。 
4 回 分子遺伝学特論を理解するための基礎知識を確認・修得するため、遺伝子の
担体としての染色体の構造と機能について説明する。 
5 回 DNA の変異とその生物学的影響についての基 

準備学習 1 回 テキストの該当ページをよく読んで、予習しておくこと。特に、これまでに
学んだメンデルの法則について復習しておくこと。 
2 回 テキストの該当ページをよく読んで、予習しておくこと。特に、学部で学習
した DNA の化学的構造について復習しておくこと。 
3 回 テキストの該当ページをよく読んで、予習しておくこと。特に、学部で学習
した真核生物の遺伝子構造について復習しておくこと。 
4 回 テキストの該当ページをよく読んで、予習しておくこと。特に、学部で学習
した染色体の構造について復習しておくこと。 
5 回 テキストの該当 

 



年度 2014 
授業コード MSB03710 
成績評価 レポ−ト（100％）により評価する 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学専攻(13〜) 
見出し MSB03710 分子生物学特論 
担当教員名 南 善子 
単位数 2 
教科書 指定しない 
アクティブラーニング  
キーワード DNA, RNA, タンパク質 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 英語論文を読むのは難しかったが、内容が分かってくると面白かったというコメ

ントでした。 
日々，論文に接することが重要です。これからも続けて下さい。 

科目名 分子生物学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指定しない 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード MSB03710 
実務経験のある教員  
達成目標 分子生物学の基本をしっかりと学び，研究に生かせるようにする 
受講者へのコメント 出来る限り，積極的に講義に参加して下さい。 
連絡先 1 号館 1 階 研究室（南）minami@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Molecular Biology 
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定 受講生が能動的に講義に参加出来るような内容にしていく 
講義目的 分子生物学の分野に関連した研究を紹介し，解説する。この分野での最新の研究

について広く理解し，考え方を深める。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  オリエンテ−ション。講義の進め方を説明し、簡単に内容を紹介する。 

2 回  最新研究のビデオ観賞 （1）を行い、内容を説明する。 
3 回  前回の研究を解説し、ディスカッションする。 
4 回  最新研究のビデオ観賞（2）を行い、内容を説明する。 
5 回  前回の研究を解説し、ディスカッションする。 
6 回  関連した論文（1）の紹介し，解説する。 



7 回  関連した論文（1）の質疑・応答を行う。 
8 回  関連した論文（2）の解説する。 
9 回  関連した論文（2）の質疑・応答を行う。 
10 回  RNA について、 

準備学習 1 回  特になし 
2 回  いくつかのキーワードを調べておく。 
3 回  前回のビデオ内容について，分からないことを調べておく。 
4 回  ディスカッションで出た疑問をまとめておく。 
5 回  前回のビデオ内容について，分からないことを調べておく。 
6 回  ディスカッションで出た疑問をまとめておく。 
7 回  前回の内容について，分からないことを調べておく。 
8 回  ディスカッションで出た疑問をまとめておく。 
9 回  前回の内容について，分からないことを調べておく。 
10 回  RNA についての学部レベルの理解を確認 

 



年度 2014 
授業コード MSB03810 
成績評価 修士論文の内容、研究への取り組み状況、およびプレゼンテーションなどを総合

的に評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物化学専攻(13〜) 
見出し MSB03810 特別研究 
担当教員名 南 善子、尾堂 順一、林 謙一郎、三井 亮司、宮永 政光、窪⽊ 厚人、野

崎 浩、 
単位数 12 
教科書 指導教員から適宜指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード バイオサイエンス、バイオテクノロジー 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 指導教員１と指導教員２の指示を良く聞くこと。 
シラバスコード MSB03810 
実務経験のある教員  
達成目標 １）高度な専門知識を取得する。  

２）実験技術を身につけ、自主的に実験計画を立てることができる。  
３）研究成果をまとめ、学会などでプレゼンテーションすることができる。  
４）論理的な文章が書ける。 

受講者へのコメント  
連絡先 各学生に対する指導教員１と指導教員２、および専攻⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work 
関連科目 生物化学専攻の全ての開講科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物化学専攻の研究室に所属し、それぞれの修士論文テーマについて研究する。

そのことにより、生物化学のより高度な専門知識の理解、実験技術の習得、プレ
ゼンテーション能力・コミュニケーション能力の向上、論文作成能力等を身につ
ける。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  



準備学習 指導教員と密に連絡を取り、研究の進捗状況および今後の研究計画について報告
し、今後に必要な準備学習について相談する。 

 



年度 2014 
授業コード MSB04210 
成績評価 課題提出 100％で成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物化学専攻(13〜) 
見出し MSB04210 生物無機化学特論 
担当教員名 尾堂 順一 
単位数 2 
教科書 講義内容に即したプリントを使用する。 
アクティブラーニング  
キーワード 金属錯体，医薬品，生理活性，疾病の治療，疾病の診断 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物無機化学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義内容に合わせて適宜指示をする。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSB04210 
実務経験のある教員  
達成目標 ・放射性同位元素及び放射線について説明できる 

・核医学診断薬について説明できる 
・ポルフィリン誘導体の構造と特性を説明できる 
・ポルフィリン金属錯体の酵素活性を説明できる 
・光増感作用とその医療分野への応用を説明できる 
・チアカリックスアレーン誘導体の特性とその医療への応用を説明できる 
・金属含有医薬品について説明できる 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館３階の尾堂研究室（odo@dbc.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講生がいなかったので，所見はなし。 
英文科目名 Advanced Bioinorganic Chemistry 
関連科目 「生物無機化学演習」を受講すると、更に理解が深まる。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  近年，金属錯体の持つ生理作用を医学・薬学の分野に応用する研究が展開され，

大きな成果を挙げている。例えば，制がん剤であるシスプラチンやブレオマイシ
ン，レーザーとの併用で腫瘍の診断・治療に利用される金属ポルフィリン誘導体
などは，その代表的な研究成果の例である。 
 本特論では，このような金属錯体の医学・薬学への応用例を紹介しながら，金



属錯体の持つ生理作用がどのように医療の分野に利用されているかを学習・理解
することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 第１回：今後の講義内容の確認をする。 

第２回：事前に配布したプリント「放射性同位元素と放射線」を予習し、関連す
る分野の資料を読んでおくこと。 
第３回：事前に配布したプリント「放射性同位元素と放射線」を予習し、関連す
る分野の資料を読んでおくこと。 
第４回：事前に配布したプリント「放射性医薬品」を予習し、関連する分野の資
料を読んでおくこと。 
第５回：事前に配布したプリント「放射性医薬品」を予習し、関連する分野の資
料を読んでおくこと。 
第６回：事前に配布したプリント「放射性医薬品」を予習し、関連する分 

 



年度 2014 
授業コード MSB04310 
成績評価 定期試験により評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物化学専攻(13〜) 
見出し MSB04310 生理活性物質特論 
担当教員名 林 謙一郎 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ホルモン、ケミカルバイオロジー、化学遺伝学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生理活性物質特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 創薬科学入門 薬はどのようにつくられる?  

佐藤 健太郎 (著) オーム社 
ケミカルバイオロジー 
⻑野 哲雄 (編集), 菊地 和也 (編集), 上杉 志成 (編集), ⻑⽥ 裕之 (編集)  
共立出版 

授業形態 講義 
注意備考 有機化学、生物化学を理解していることが望ましい。 
シラバスコード MSB04310 
実務経験のある教員  
達成目標 生命現象を有機化学的な視点から理解し、化学構造から生命現象に関わる分子の

機能を推測できる。また、医薬・農薬の作用機構やその開発過程の基礎となる概
念を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館２階 林研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Chemistry of Bioactive Substances 
関連科目 有機化学、生物化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物有機化学では、生命現象を化学的な視点から理解する。特に有機化学の側面

から理解・解釈することで、生命活動・現象を分子レベルで包括・系統的に理解
することが可能となる。生物化学・遺伝学・分子生物学・細胞生物学などの生物
学を基礎として、生命現象の制御・調節機構に関わる化合物（生理活性化合物）
やその作用機構を、化学構造を中⼼にして講義していく。また、分子生物学的な



手法にと有機化学的な手法を匠に組み合わせて、核酸や蛋白質など、生体分子の
機能や反応を分子レベルで扱おうとする学問領域であるケミカルバイオロジー
について 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  生物有機化学の基礎と生理活性物質の概念について、解説する。 

2 回  生体関連物質・生理活性物質の化学・分類について、解説する。 
3 回  生理活性物質の作用機構 1 酵素阻害剤・受容体拮抗剤などについて解説
する。 
4 回  生理活性物質の作用機構 2 分子メカニズム、鍵と鍵穴モデルについて解
説する。 
5 回  生理活性物質の分子設計について、合理的分子設計について解説する。 
6 回  基本理論１：化合物ライブラリー・スクリーニングについて解説する。 
7 回  基本理論２：ランダムスクリーニングとリード化合物の発 

準備学習 2 回  事前に配布したプリントを予習しておくこと。 
3 回  事前に配布したプリントを予習しておくこと。 
4 回  事前に配布したプリントを予習しておくこと。 
5 回  事前に配布したプリントを予習しておくこと。 
6 回  事前に配布したプリントを予習しておくこと。 
7 回  事前に配布したプリントを予習しておくこと。 
8 回  事前に配布したプリントを予習しておくこと。 
9 回  事前に配布したプリントを予習しておくこと。 
10 回  事前に配布したプリントを予習しておくこと。 
11 回  事前に配布したプリントを予習し 

 



年度 2014 
授業コード MSB05310 
成績評価 課題（20%）とレポート（80%）により評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物化学専攻(13〜) 
見出し MSB05310 微生物機能学特論 
担当教員名 三井 亮司 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 応用微生物、微生物代謝、分子育種 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 微生物機能学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ゲノム微生物学 / ⽊村光著 /シュプリンガー・フェアラーク東京： 

遺伝子から見た応用微生物学 / 熊谷英彦 加藤暢夫 村⽥幸作 阪井康能 / 
朝倉書店 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSB05310 
実務経験のある教員  
達成目標 微生物機能を分子レベルで理解する。応用微生物学分野のトピックスを知り、掘

り下げられる知識を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 1 階 三井亮司 

Mail rmitsui@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Microbial Biotechnology 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 微生物は多様な環境で生存するためにユニークな機能を身につけたものが多く

見られる。これらの機能を⾷品・医薬・⼯業などに利用するには、その機能を分
子レベルで理解することが必要である。近年の解析技術の進歩により、多くの微
生物ゲノムが解読され、新たな知見が得られている。本講義では微生物の代謝お
よびそれに関わる酵素系等の解析法、微生物ゲノムの解析、また、応用を目的と
した微生物育種法などについても解説する。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション 講義の進め方、概要について説明する。 
2 回  遺伝情報に基づく微生物の分類について解説する。 
3 回  遺伝情報に基づく微生物の分類について解説する。 
4 回  大腸菌の組換え技術と物質生産について解説する。 
5 回  グラム陰性菌の組換え技術と物質生産について解説する。 
6 回  枯草菌の組換え技術と分泌生産について解説する。 
7 回  微生物代謝と発現調節について解説する。 
8 回  微生物代謝と発現調節について解説する。 
9 回  微生物代謝と発現調節について解説する。 
10 回  微生物 

準備学習 1 回 応用微生物、応用酵素学、遺伝子⼯学等の復習をしておくこと。 
2 回  微生物の分類について調べておくこと。 
3 回  前回の復習と疑問点をまとめておくこと。 
4 回  前回の復習と疑問点をまとめておくこと。 
5 回  前回の復習と疑問点をまとめておくこと。 
6 回  前回の復習と疑問点をまとめておくこと。 
7 回  前回の復習と疑問点をまとめておくこと。 
8 回  前回の復習と疑問点をまとめておくこと。 
9 回  前回の復習と疑問点をまとめておくこと。 
10 回  前回の復習と疑問点をまとめておくこと。 
11 回  前 

 



年度 2014 
授業コード MSB06410 
成績評価 指導教員及び専攻内の複数の教員が協議して決定する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物化学専攻(13〜) 
見出し MSB06410 インターナショナルキャリア 
担当教員名 南 善子、尾堂 順一、林 謙一郎、三井 亮司、宮永 政光、窪⽊ 厚人、野

崎 浩、 
単位数 2 
教科書 指導教員より指示 
アクティブラーニング  
キーワード 国際学会、英語プレゼンテーション、英語コミニュケーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 インターナショナルキャリア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員より指示 
授業形態 講義 
注意備考 履修登録を海外発表にあわせて計画すること。 
シラバスコード MSB06410 
実務経験のある教員  
達成目標 １）発表内容を整理できること  

２）英文での発表原稿を作成できること  
３）プレゼンテーション用資料の作成ができること  
４）英語によるプレゼンテーションができること  
５）研究者間の英語でのコミニュケーションができること 

受講者へのコメント  
連絡先 指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 International Carrier 
関連科目 指導教員より指示 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学生の国際学会での発表を、積極的にサポートすることを目的とする。具体的に

は、発表内容の整理、英文での発表原稿、プレゼンテーション用資料の作成、発
表練習、現地での直前・直後も含めた発表指導、事後指導も含む。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 国際会議の情報収集・参加決定、発表題目登録など、外国語による手続きを

指導する 



2 回 英語による発表原稿を作成する。 
5 回 プレゼンテーション用資料の作成およびそれを使った発表を練習する。 
8 回 現地における、直前・発表時・直後の指導をする。 
11 回 帰国後の事後指導（他教員への報告も含む ）をする 。 
13 回 発表内容のプロシーディング等を外国語で作成する。 

準備学習 1 回 国際会議に関する情報をよく読んでおくこと。 
2 回 研究内容をよく整理し、それを外国語で表現するための準備をすること。 
5 回 外国語でのプレゼンテーションの⼼構えを準備しておくこと。 
8 回 外国での学会における行動の⼼構えを十分に準備しておくこと。学会での
出来事をよくメモしておくこと。 
11 回 学会での出来事をよく整理しとくこと。 
13 回 発表内容の詳細な記録を外国語で表すための準備をすること。 

 



年度 2014 
授業コード MSB06420 
成績評価 指導教員及び専攻内の複数の教員が協議して決定する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物化学専攻(13〜) 
見出し MSB06420 インターナショナルキャリア 
担当教員名 南 善子、尾堂 順一、林 謙一郎、三井 亮司、宮永 政光、窪⽊ 厚人、野

崎 浩、 
単位数 2 
教科書 指導教員より指示 
アクティブラーニング  
キーワード 国際学会、英語プレゼンテーション、英語コミニュケーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 インターナショナルキャリア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員より指示 
授業形態 講義 
注意備考 履修登録を海外発表にあわせて計画すること。 
シラバスコード MSB06420 
実務経験のある教員  
達成目標 １）発表内容を整理できること  

２）英文での発表原稿を作成できること  
３）プレゼンテーション用資料の作成ができること  
４）英語によるプレゼンテーションができること  
５）研究者間の英語でのコミニュケーションができること 

受講者へのコメント  
連絡先 指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 International Carrier 
関連科目 指導教員より指示 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学生の国際学会での発表を、積極的にサポートすることを目的とする。具体的に

は、発表内容の整理、英文での発表原稿、プレゼンテーション用資料の作成、発
表練習、現地での直前・直後も含めた発表指導、事後指導も含む。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 国際会議の情報収集・参加決定、発表題目登録など、外国語による手続きを

指導する 



2 回 英語による発表原稿を作成する。 
5 回 プレゼンテーション用資料の作成およびそれを使った発表を練習する。 
8 回 現地における、直前・発表時・直後の指導をする。 
11 回 帰国後の事後指導（他教員への報告も含む ）をする 。 
13 回 発表内容のプロシーディング等を外国語で作成する。 

準備学習 1 回 国際会議に関する情報をよく読んでおくこと。 
2 回 研究内容をよく整理し、それを外国語で表現するための準備をすること。 
5 回 外国語でのプレゼンテーションの⼼構えを準備しておくこと。 
8 回 外国での学会における行動の⼼構えを十分に準備しておくこと。学会での
出来事をよくメモしておくこと。 
11 回 学会での出来事をよく整理しとくこと。 
13 回 発表内容の詳細な記録を外国語で表すための準備をすること。 

 



年度 2014 
授業コード MSB06510 
成績評価 セミナーや発表会での発表と質疑応答を総合的に評価する 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物化学専攻(13〜) 
見出し MSB06510 コンプリヘンシブ演習Ⅰ 
担当教員名 南 善子、尾堂 順一、林 謙一郎、三井 亮司、宮永 政光、窪⽊ 厚人、野

崎 浩、 
単位数 2 
教科書 各指導教員より指示 
アクティブラーニング  
キーワード 文献収集、文献精読と整理、プレゼンテーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各指導教員より指示 
授業形態 演習 
注意備考 指導教員１と指導教員２の指示を良く聞くこと。 
シラバスコード MSB06510 
実務経験のある教員  
達成目標 １）各専門分野に関する文献などの資料を収集できること 

２）文献を読み、理解することができること 
３）それらをまとめたプレゼンテーションができること 

受講者へのコメント  
連絡先 各学生に対する指導教員１と指導教員２、および専攻⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Comprehensive Exercise I 
関連科目 各指導教員より指示 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専攻する生物化学分野の基礎学習を主たる目的とする。担当教員によるセミナー

を基本とするが、学習内容を広げ、整理する。 
対象学年 1 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをおこない、本演習の進め方や学習法を説明する。 

2 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナー（外書講読も含む）及びその準
備をする。 
11 回 これまでの学習内容のまとめと発表の準備をする。 
14 回 発表会に参加し、プレゼンテーションとディスカッションをする。 



15 回 発表会の事後評価を受けて、改善する。 
準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 

2 回 各自の研究テーマに関連する文献（英語論文も含む）を常に読み、研究テー
マとの関連性を考えておくこと。 
11 回 各自の研究結果を整理し、または関連分野の論文を読んでまとめ、プレゼ
ンテーション資料作成の準備を入念にすること。 
14 回 口頭発表の準備を十分におこなうこと。 
15 回 発表会の総括をすること。 

 



年度 2014 
授業コード MSB06610 
成績評価 指導教員が、発表会参加教員と協議の上評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物化学専攻(13〜) 
見出し MSB06610 コンプリヘンシブ演習Ⅱ 
担当教員名 南 善子、尾堂 順一、林 謙一郎、三井 亮司、宮永 政光、窪⽊ 厚人、野

崎 浩、 
単位数 2 
教科書 指導教員により指示 
アクティブラーニング  
キーワード 文献精読、研究目的の理解、研究結果の整理、プレゼンテーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員により指示 
授業形態 演習 
注意備考 修士１年生に対する必修科目。指導教員１と指導教員２の指示を良く聞くこと。 
シラバスコード MSB06610 
実務経験のある教員  
達成目標 １）文献を精読して理解することができる 

２）それをまとめてプレゼンテーションすることができる 
３）自己の修士論文の目的と理解することができる 
４）これまでの実験結果を整理することができる 
５）それらをまとめてプレゼンテーションすることができる 

受講者へのコメント  
連絡先 各学生に対する指導教員１と指導教員２、および専攻⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Comprehensive Exercise II 
関連科目 指導教員により指示 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専攻する生物化学分野の基礎学習の完成を目的とする。指導教員によるセミナー

を基本とするが、学習内容を広げ、整理することを目的として期の中間及び最後
に担当教員以外の複数教員の参加する発表会を開く。この発表会には、他専攻の
教員が参加することが望ましい。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをおこない、本演習の進め方や学習法を説明する。 



2 回 外書講読、論文輪読を含む専門分野の基礎知識の獲得を目指すためのセミ
ナーおよびその準備をする。 
7 回 上記に加えて、２年次の研究目標の設定のための過去の研究の調査をする。 
13 回 発表会を踏まえて、学習内容のまとめと発表準備をする。 
14 回 発表会に参加し、プレゼンテーションとディスカッションをする。 
15 回 発表会の事後評価を受けて、改善する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 各自の研究テーマに関連する文献（英語論文も含む）を常に読み、研究テー
マとの関連性を考えておくこと。 
7 回 各自のこれまでの研究結果を整理すること、または関連分野の論文を読ん
でまとめること。 
13 回 各自の研究結果を整理し、または関連分野の論文をまとめ、プレゼンテー
ション資料作成の準備を入念にすること。 
14 回 口頭発表の準備を十分におこなうこと。 
15 回 発表会の総括をすること。 

 



年度 2014 
授業コード MSB06710 
成績評価 セミナーや発表会での発表と質疑応答を総合的に評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物化学専攻(13〜) 
見出し MSB06710 コンプリヘンシブ演習Ⅲ 
担当教員名 南 善子、尾堂 順一、林 謙一郎、三井 亮司、宮永 政光、窪⽊ 厚人、野

崎 浩、 
単位数 2 
教科書 指導教員により指示 
アクティブラーニング  
キーワード 研究内容の確定、研究領域の知識の涵養、分析・解析法等の理解、他分野との関

連 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員により指示 
授業形態 演習 
注意備考 指導教員１と指導教員２の指示を良く聞くこと。 
シラバスコード MSB06710 
実務経験のある教員  
達成目標 １）修士論文としての研究内容を確定することができる 

２）研究領域の知識の涵養、研究上必要とする分析・解析法等を理解することが
できる 
３）研究内容の整理や他分野との関連を理解できる 
４）それらをまとめてプレゼンテーションすることができる 

受講者へのコメント  
連絡先 各学生に対する指導教員１と指導教員２、および専攻⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Comprehensive Exercise III 
関連科目 指導教員により指示 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 修士論文としての研究内容の確定、研究領域の知識の涵養、研究上必要とする分

析・解析法等の理解を目的とする。指導教員によるセミナーを基本とするが、研
究内容の整理、他分野との関連を知る。 

対象学年 2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをおこない、本演習の進め方や学習法を説明する。 



2 回 修士としての専門分野の研究を進めると同時に、専攻する研究の専門論文
および、引用文献の講読、研究内容の妥当性の検討等、研究内容を固めてゆくよ
うにする。 
11 回 発表会を踏まえて、研究の中間結果のまとめと発表準備をする。 
14 回 発表会に参加し、プレゼンテーションとディスカッションをする。 
15 回 発表会の事後評価を受けて、改善する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 各自の研究テーマに関連する文献（英語論文も含む）を常に読み、研究テー
マとの関連性を考えておくこと。 
11 回 各自の研究結果を整理し、または関連分野の論文を読んでまとめ、プレゼ
ンテーション資料作成の準備を入念にすること。 
14 回 口頭発表の準備を十分におこなうこと。 
15 回 発表会の総括をすること。 

 



年度 2014 
授業コード MSB06810 
成績評価 指導教員が、発表会参加教員と協議の上評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物化学専攻(13〜) 
見出し MSB06810 コンプリヘンシブ演習Ⅳ 
担当教員名 南 善子、尾堂 順一、林 謙一郎、三井 亮司、宮永 政光、窪⽊ 厚人、野

崎 浩、 
単位数 2 
教科書 指導教員により指示 
アクティブラーニング  
キーワード 修士論文の作成 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員により指示 
授業形態 演習 
注意備考 修士２年生に対する必修科目。指導教員１と指導教員２の指示を良く聞くこと。 
シラバスコード MSB06810 
実務経験のある教員  
達成目標 １）修士の研究を完成させることができる 

２）それを整理してプレゼンテーションすることができる 
受講者へのコメント  
連絡先 各学生に対する指導教員１と指導教員２、および専攻⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Comprehensive Exercise IV 
関連科目 指導教員により指示 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 修士での研究の完成及び修士論文作成を目的とする。指導教員によるセミナーを

基本とするが、研究内容を広げ、整理することを目的として中間発表及び、最終
発表会を開く。この発表会には、他専攻の教員・他機関の教員の参加が望ましい。 

対象学年 2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをおこない、本演習の進め方や学習法を説明する。 

2 回 中間発表に向けての研究内容の再確認、未完成部分の確定、修士論文のあら
ましを作成する。 
6 回 中間発表会に参加し、プレゼンテーションとディスカッションをする。 
7 回 未完成部分の完成、先行研究との関連及び引用文献の整理、修士論文を作成



する。 
13 回 研究・学習内容のまとめと発表準備をする。 
14 回 他分野の教員も加えた形での発表会に参加し、プレゼンテーションとディ
スカッションをする。 
15 回 発表会の事後評価を受けて、改善する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 各自の研究テーマに関連する文献（英語論文も含む）を常に読み、研究テー
マとの関連性を考えておくこと。また、中間発表のためのプレゼンテーション資
料作成の準備を入念にすること。 
6 回 口頭発表の準備を十分におこなうこと。 
7 回 各自の研究テーマに関連する文献（英語論文も含む）を常に読み、研究テー
マとの関連性を考えておくこと。 
13 回 各自のこれまでの研究・学習内容をよく整理し、発表のためのプレゼンテ
ーション資料作成の準備を入念にすること。 
14 回 口頭発表の準備を十分 

 



年度 2014 
授業コード MSB06910 
成績評価 課題テーマのプレゼンテーション（70%）および講義中の演習課題提出（30%）

で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物化学専攻(13〜) 
見出し MSB06910 生体膜特論 
担当教員名 ⻘⽊ 宏之 
単位数 2 
教科書 プリントを配布。 
アクティブラーニング  
キーワード 脂質 2 分子膜，相転移，相分離 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 生体膜特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生体膜の動的構造（第 2 版）Up biology 38／大⻄俊一／東京大学出版会：生体膜

の構造とダイナミクス／佐藤清隆／共立出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSB06910 
実務経験のある教員  
達成目標 1) 生体膜の反応場としての構造特性を理解させる． 

2) 生体膜上で起こる反応過程と膜構造との関係の理解させる。 
受講者へのコメント 特になし 
連絡先 １学舎２階研究室 e-mail: aoki@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Advanced Biomembrane Dynamics 
関連科目 分子生物学特論、分子遺伝学特論、微生物学特論、微生物機能学特論 
次回に向けての改善変更予定 各研究室の研究内容と生体膜研究との関連性を強調する講義を計画したい。 
講義目的 生体膜はその周辺環境（物理的因子：温度・圧力・光，化学的因子：塩濃度・ｐ

Ｈ）の変化に伴い、その構造をダイナミックに変化させ、生命活動に必要な生体
反応の場を提供している。この観点から、生体膜の反応場としての構造特性、お
よび構成分子間の相互作用との関連を中⼼に概説し、これまでの生体膜構造測定
の基礎的な実験例を基に、生体膜上で起こる反応過程と膜構造との関係の理解を
深める。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。生体膜の概略について解説



する。 
2 回 細胞の膜構造とその機能の特徴について解説する。 
3 回 生体膜の構成分子について解説する。 
4 回 脂質 2 分子膜について解説する。 
5 回 疎水性相互作用について解説する。 
6 回 リン脂質−水系の構造について解説する。 
7 回 脂質 2 分子膜の相転移・相分離について解説する。 
8 回 生体膜モデルの変遷について解説する。 
9 回 生体膜の動的構造-1：相転移について解説する。 
10 回 生体膜の動的構造-2：相分離について解説する。 
 

準備学習 1 回 ”生体膜”と各自の修士課程研究テーマとの関連性のレポート作成 
2 回 生体膜について整理復習すること。細胞の膜構造に関し予習すること。 
3 回 細胞および微小器官の膜構造の特徴について復習すること。生体膜の構成
分子の構造に関し予習すること。 
4 回 生体膜の構成分子、リン脂質、コレステロール、タンパク質の存在比率を整
理復習すること。脂質 2 分子膜の構造に関し予習すること。 
5 回 脂質 2 分子膜の構造特性について復習すること。脂質の両親媒性特性に関
し予習すること。 
6 回 疎水性相互作用について復習すること。リン 

 



年度 2014 
授業コード MSB07010 
成績評価 課題演習（70％）とレポート（30％）により採点する 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物化学専攻(13〜) 
見出し MSB07010 環境毒性学特論 
担当教員名 宮永 政光 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 環境汚染、毒性物質、変異原性、重金属、生体毒性 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境毒性学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSB07010 
実務経験のある教員  
達成目標 どのような物質が毒性を持つのか、持つようになるか理解できること環境毒性学

の基本概念を理解できること生態リスク評価に関する基本的なことを理解する
こと 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 3 階 環境生物化学研究室（miyanaga@dbc.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Environmental Toxicology 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学物質の環境中での動態や生体内での代謝は物理化学的性状に影響され、急

性・慢性毒性の種類や発現機構に大きく影響する。化学物質が様々な種に及ぼす
影響と、それによる生態系への影響、環境毒性学の概念を講義する。また、環境
毒性に関する最新の技術・情報等についても解説する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 環境毒性学序論。環境毒性学に関する基礎的項目を説明する。 

2 回 環境毒性学の基本概念。環境毒性学に関する概念について説明する。 
3 回 産業毒性学。産業の発達と毒性学との関連について説明する。 
4 回 毒性試験法。生体毒性・環境毒性に関する試験法について説明する。 



5 回 毒性物質の生体内動態。化学物質の生体内での代謝と動態の関係について
説明する。 
6 回 毒性物質と毒性発現のメカニズム。毒性物質の種類と構造やどのようにし
て毒性が発現するかについて説明する。 
7 回 細胞・臓器毒性および機能毒性。特定の細胞や 

準備学習 1 回 環境毒性とは何かを予習しておくこと。 
2 回 環境毒性とは何かを復習・予習しておくこと。 
3 回 産業と汚染・公害について予習しておくこと。 
4 回 化学的・物理的分析法やバイオアッセイについて予習しておくこと。 
5 回 生体内での代謝について予習しておくこと。 
6 回 毒性物質について予習しておくこと。 
7 回 化学物質の生体内での代謝・動態について復習・予習しておくこと。 
8 回 これまでに学習した内容をまとめておくこと。 
9 回 化学物質の生体内での代謝・動態について復習・予習しておくこと。 
10 回 環境に存 

 



年度 2014 
授業コード MSB07110 
成績評価 課題レポートにより評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学専攻(14〜) 
見出し MSB07110 環境有機化学特論 
担当教員名 汪 達紘 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 有機化学物質、環境リスク、健康影響、環境共生化学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境有機化学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 随時に参考論文を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSB07110 
実務経験のある教員  
達成目標 １）環境問題を引き起こす有機化学物質の特徴・環境動態を理解し、簡単な説明

ができること。 
２）近年のトピックとなった環境有機化学物質の健康影響について理解するこ
と。 
３）最近の環境リスク低減技術の進展に興味を持つこと。 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館３階 汪 達紘 研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 日常生活で出会う有機化学物質が、環境の中でそして生体の中でどのような動的

挙動をとるか、人の健康や生態系へどのような影響を及ぼすかについて学ぶ。環
境問題を引き起こす代表的な有機化学物質を理解し、目指すべき環境共生化学に
ついて深い関⼼を持たせる。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 有機化学物質の環境中での移動について説明する。 

2 回 有機化学物質の環境中での変換および分解について説明する。 



3 回 有機化学物質の環境中での分配現象（吸着）および生物濃縮について説明す
る。 
4 回 環境問題を引き起こす有機化学物質の特徴について説明する。 
5 回 化学物質の体内動態その１（吸収・分布）について説明する。 
6 回 化学物質の体内動態その２（代謝・排泄）について説明する。 
7 回 残留性有機汚染物質の定義、対象化合物群および対策について説明する。 
8 回 有機塩素系農薬の残留と環境影響について説 

準備学習 1 回 蒸気圧、水への溶解度について復習しておくこと。 
2 回 生分解について調べておくこと。 
3 回 生物濃縮について復習しておくこと。 
4 回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
5 回 これまでの講義内容を復習しておくこと。 
6 回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
7 回 POPs 条約（ストックホルム条約）について調べておくこと。 
8 回 有機塩素系農薬の環境汚染事例を探して目を通してくること。 
9 回 これまでの講義内容を復習しておくこと。 
10 回 日常生活に有機フッ素化合物を使用されている製品について調べてお 

 



年度 2014 
授業コード MSC00210 
成績評価 レポートにより評価 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 化学専攻(13〜) 
見出し MSC00210 化学特別講義Ⅰ 
担当教員名 大塚 隆尚、久保 泰＊ 
単位数 1 
教科書 指定しない。プリント、研究学術論文を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 情報媒体、受容体、イオンチャネル、生理活性ペプチド、創薬 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学特別講義Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指定しない。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSC00210 
実務経験のある教員  
達成目標 核酸、ペプチド、タンパク質の物性・機能特性に関する知識を高め、産業応用素

材としての興味を深める。 
受講者へのコメント  
連絡先 ⼯学部・バイオ・応用化学科・大塚隆尚 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics in Chemistry I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 バイオテクノロジーは近年めざましい発展をとげている。その基礎材料となる遺

伝子やタンパク質が有する機能物質、情報媒体としての新たな側面を紹介し、そ
れらの産業利用に向けた最近の研究開発動向を知る。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 遺伝子やタンパク質に関して予習しておくことが望ましい。 

 



年度 2014 
授業コード MSC00310 
成績評価  レポートにより評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 化学専攻(13〜) 
見出し MSC00310 化学特別講義Ⅱ 
担当教員名 藤原 照文＊ 
単位数 1 
教科書  指定しない。プリント資料を予め配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード  分子間力，溶媒和，疎水性相互作用，溶解，抽出，溶媒効果 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学特別講義Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  大瀧仁志著「溶液化学」裳華房（ISBN 4-7853-3307-3）を推薦する。 

 その他，配付するプリント中に参考文献を示す。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSC00310 
実務経験のある教員  
達成目標  反応場としての溶媒および溶媒和イオンなどの溶存種，それらの集合体の構造

と反応について考察することにより，化学分析や合成等で必要となる物質の溶解
や抽出および基本的な溶液内反応を説明できるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先  13 号館 4 階分析化学研究室 横山 崇 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics in Chemistry II 
関連科目  分離・計測化学，環境計測化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  化学分析や合成などで用いられている液体の物性や構造および水溶液や有機

溶媒中における溶媒和などの溶質−溶媒相互作用の基礎的な概念，その相互作用
を支配する因子について理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  粘度や誘電率などの液体や溶液の諸物性および分極率や双極子モーメントな

どの分子間力に関するパラメータ，エンタルピーやエントロピーなどの熱力学的
パラメータ，光吸収などの分光学に関連する物理化学の基礎的な知識を予め学習



しておくこと。また，配付するプリントには英語による説明等が多くあるので，
それらを予め和訳して読んでおくこと。 

 



年度 2014 
授業コード MSC00410 
成績評価 主題課題のレポートで成績を評価する。 

基準点を設け、得点が１００点満点中６０点未満は不合格とする 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 化学専攻(13〜) 
見出し MSC00410 化学特別講義Ⅲ 
担当教員名 宮浦 憲夫 
単位数 1 
教科書 教科書は使わずプリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 有機化学、合成化学、有機金属化学、触媒化学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学特別講義Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 遷移金属による有機合成、ヘゲダス著、村井訳、東京化学同人 

遷移金属が拓く有機合成、辻 二郎、化学同人 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSC00410 
実務経験のある教員  
達成目標 １）遷移金属錯体の素反応と触媒サイクルを理解できるようになること 

２）触媒反応を含めた合成経路を立案できるようになること 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics in Chemistry III 
関連科目 有機化学、有機金属化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 金属錯体を用いた触媒反応には効率的、実用的な反応が多く、実験室のみならず

⼯業的製造法としても注目されている。たとえばノーベル化学賞でも、2001 年
の不⻫触媒、2005 年のメタセシス触媒、2010 年のクロスカップリング触媒と３
回連続で受賞対象となっている。 
本講義ではこれらの触媒を用いた有機合成化学の基礎と応用について学習する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 序論：触媒を用いる有機合成は最も効率的な分子変換法として近年目覚ま

しい発展をとげた。この分野でわが国は先導的役割を果たしてきたが、歴史的経



緯、触媒的合成の利点と欠点などをグリーン化学の観点から学ぶ。 
2 回 錯体化学の基礎：触媒の調製や設計の基礎となる錯体の構造、配位子と配位
子数（１８電子則）など遷移金属錯体の基礎を学習する。 
3 回 反応機構：遷移金属触媒反応の触媒サイクルを構成する、酸化付加反応、還
元脱離反応、挿入反応、配位子交換反応（含トランスメタル化）など代表的素反
応を学習する。 
4 回 ヒドリド 

準備学習 1 回 有機合成における有機金属化学の役割を理解すること。 
2 回 原子と電子構造、１８電子則など錯体化学の基礎についてあらかじめ学習
すること。 
3 回 プリントをあらかじめ配布するので事前に調べておくこと、また授業後は
学習した内容がどのような反応に含まれているか確認すること。 
4 回 関連する反応に触媒的ヒドロメタル化反応がある。白金触媒を用いたアル
ケンとヒドロシランの反応を例に水素化反応と同一の反応機構で説明できるこ
とを確認すること。 
5 回 同じ反応機構を経る反応に Wacker 反応がある。調査し、反応機構を確 

 



年度 2014 
授業コード MSC01310 
成績評価 授業中の理解度(30%)、期末試験(70%)によって評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学専攻(13〜) 
見出し MSC01310 界面化学 
担当教員名 橘高 茂治＊ 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 表面張力、吸着、英文文献 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 界面化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本化学会編「現代界面コロイド化学の基礎]丸善株式会社 
授業形態 講義 
注意備考 指定された文献の予習を必ずすること 
シラバスコード MSC01310 
実務経験のある教員  
達成目標 英文化学文献の読解力向上 
受講者へのコメント  
連絡先 e-mail:kittaka@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Surface Chemistry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 界面化学的現象に関する英文書籍を輪読し、化学文献の読解力を向上する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回 Surface tension and surface free energy 
3 回  Surface tension and surface free energy 
4 回  Surface tension and surface free energy 
5 回  Gibbs equation 
6 回  Gibbs equation 
7 回  Monolayer over liquid 
8 回  Monolayer over liquid 
9 回  Monolayer over l 



準備学習 1 回  必要ない 
2 回  配布した文献を翻訳予習する 
3 回  前回の復習 
4 回  前回の復習 
5 回  配布した文献を翻訳予習する 
6 回  前回の復習 
7 回  配布した文献を翻訳予習する 
8 回  前回の復習 
9 回  前回の復習 
10 回  配布した文献を翻訳予習する 
11 回  前回の復習 
12 回  前回の復習 
13 回  前回の復習 
14 回  配布した文献を翻訳予習する 
15 回  前回の復習 

 



年度 2014 
授業コード MSC01610 
成績評価 定期試験（70%)と課題(30%)の結果から評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学専攻(13〜) 
見出し MSC01610 構造有機化学 
担当教員名 豊⽥ 真司 
単位数 2 
教科書 シリーズ有機化学の探険 有機立体化学／豊⽥ 真司 著／丸善： 

立体化学入門／M.J.T.ロビンソン著，豊⽥ 真司 訳／化学同人 
アクティブラーニング  
キーワード 分子構造，立体化学，対称性，立体選択性 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 構造有機化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 マクマリー有機化学概説（第６版），マクマリー著 伊東，児玉訳，東京化学同

人： 
大学院講義 有機化学Ⅰ，野依他編，東京化学同人 

授業形態 講義 
注意備考 学部レベルの有機化学の基礎を習得しておくことが望ましい．とくに立体化学の

分野は，学部の教科書を用いて十分に復習しておくこと。 
シラバスコード MSC01610 
実務経験のある教員  
達成目標 ・有機化合物の分子構造を議論するための方法論を理解する。 

・立体化学の基本的な考え方を様々な分子に適用することができる。 
・様々な立体化学の表示法を修得する。 
・立体化学の考え方を有機反応に適用することができる。 
・分子の対称性を表示することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 豊⽥（真）研究室 １３号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Structural 0rganic Chemistry 
関連科目 有機化学系列講義科目およびコンプリヘンシブ演習 I-IV 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 有機化合物の構造をよく理解し，実際の研究で役立つようにするために，立体化

学を中⼼に反応の選択性を交えて講義する。とくに立体化学の基本である立体配
置と立体配座については，概念や命名など基礎から応用まで詳しく解説する。理



解度を助けるために，できるだけ毎回課題を出す。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 学部で学習した有機構造化学の項目を復習する。 

有機構造の基礎について解説する。 
2 回 構造パラメータ（結合⻑，結合角，ねじれ角）とひずみについて解説する。 
3 回 炭素の混成と分子軌道について解説する。 
4 回 立体異性とキラリティー (1) 立体化学の基礎と分子をキラルにする要因
を解説する。 
5 回 立体異性とキラリティー (2) 分子の対称性を表示するための点群につい
て解説する。 
6 回 立体配置 (1)  立体配置の基礎について解説する。 
7 回 立体配置 (2)  立体配置の表示法（キラル中⼼，軸，面 

準備学習 1 回 シラバスで講義内容を理解しておくこと。 
学部で学習した有機化学の復習をしておくこと。 
2 回 分子の構造パラメータについて予習しておくこと。 
前回の宿題をしておくこと。 
3 回 炭素原子の混成軌道について予習しておくこと。 
前回の宿題をしておくこと。 
4 回 立体化学に関する用語を予習しておくこと。 
前回の宿題をしておくこと。 
5 回 対称性と点群について予習しておくこと。 
前回の宿題をしておくこと。 
6 回 立体配置に関する用語を予習しておくこと。 
前回の宿題をしておくこと。 
7 回 立体配置の表示法（優先順 

 



年度 2014 
授業コード MSC01810 
成績評価 レポート(20%)と定期試験(80%)により総合的に評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学専攻(13〜) 
見出し MSC01810 合成有機化学 
担当教員名 山⽥ 晴夫 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 逆合成解析、立体選択性、速度論的支配、熱力学的支配、アルドール縮合、Diels-

Alder 反応、ラジカル反応、シグマトロピー転位 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 合成有機化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 野依良治他編集 大学院講義 有機化学 II 有機合成化学・生物有機化学 東京

化学同人 
授業形態 講義 
注意備考 学部で学習した基本的な有機反応を理解していることが望ましい。講義中、理解

を深めるために、演習問題やレポートを出題する。 
シラバスコード MSC01810 
実務経験のある教員  
達成目標 簡単な標的化合物の逆合成解析を修得する。 

様々な炭素-炭素結合形成反応や官能基変換を組み合わせて、簡単な標的化合物
の合成法を自分で考えられるようになること。 
不⻫合成、立体化学制御などの基本的な概念を理解すること。 

受講者へのコメント 有機合成化学は、これまでに学習してきた有機反応を組み合わせて、新しい化合
物の合成法を考えるための講義です。有機合成化学は、正解が一つではありませ
ん。有機化学をより深く学べば、様々な別の回答を導くことができます。その楽
しさに目覚めれば、より楽しく有機合成化学を学ぶことができると思います。 

連絡先 山⽥（晴）研究室 22 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 有機反応の立体選択性がなぜ発現するのか、その考え方をどのように有機合成化
学に応用していくのか、この分野に興味や関⼼をもち、自分で有機化学を考える
きっかけになってくれればよかったと思っています。また、この講義を通して、
有機反応をどのように活用して目的の化合物をつくったらよいのか。その基本的
な考え方を修得してもらえたようにように思います。 

英文科目名 Synthetic Organic Chemistry 



関連科目 反応有機化学、構造有機化学 
次回に向けての改善変更予定 大学院の講義は、単に知識を学ぶだけではなく、学んだ知識をどのように活用す

るのかを訓練する場だと考えています。来年の講義でも、こちらで用意する題材
を使って、有機合成について学びながら、より深く考えてもらいたいと思います。 

講義目的 有機合成化学の基本となる、炭素-炭素結合形成反応、不⻫合成、立体化学制御、
官能基変換、官能基の保護について解説する。また、天然有機化合物の合成を通
じて、逆合成や多段階合成の考え方、合成中間体の分子設計手法について講述す
る。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  合成有機化学の概要を説明する。 

2 回  速度論的制御と熱力学的制御について説明する。 
3 回  立体選択的反応(1) ：エノラートの立体化学制御について説明する。 
4 回  立体選択的反応(2)： アルドール縮合について説明する。 
5 回  立体選択的反応(3) ：不⻫アルドール縮合について説明する。 
6 回  立体選択的反応(4)： Diels-Alder 反応について説明する。 
7 回  立体選択的反応(5) ：[3,3]-シグマトロピー転位反応について説明する。 
8 回  基礎的な逆合成の方法、考え方につ 

準備学習 1 回 シラバスで講義概要を把握する。学部で学習した有機化学の教科書を復習
する。 
2 回 可逆反応と不可逆反応の基礎を参考書で調べる。 
3 回 エノラートの生成と反応について参考書で予習する。 
4 回 アルドール縮合について参考書で予習する。 
5 回 不⻫合成について参考書で予習する。 
6 回 Diels-Alder 反応について参考書で予習する。 
7 回 シグマトロピー転位反応について参考書で予習する。 
8 回 逆合成解析について参考書で予習する。 
9 回 カチオン環化反応について参考書で予習する。 
10 回 分子内 DIel 

 



年度 2014 
授業コード MSC01910 
成績評価 課題提出(30%)、および試験(70%)により行なう。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学専攻(13〜) 
見出し MSC01910 錯体化学Ⅰ 
担当教員名 赤司 治夫 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 金属錯体 有機金属化合物 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 錯体化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Peter Atkins (著), Jonathan Rourke (著), Mark Weller (著), Fraser Armstrong (著), 

Tina Overton (著), ⽥中 勝久 (翻訳), 平尾 一之 (翻訳), 北川 進 (翻訳) ： 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード MSC01910 
実務経験のある教員  
達成目標 金属錯体の化学について概観して、以下の事項について理解することを目標とす

る。 
１）金属錯体を理解する上に必用な基礎的項目について理解をする。 
２）具体的な金属錯体の合成方法や、金属錯体の示す特異な反応性に関して理解
する。 
３）金属錯体の機能性とその活用例について理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 22 号館 5 階 508 号室 akashi@rins.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Coordination Chemistry I 
関連科目 錯体化学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現在、金属錯体は、それが示す特異な性質のゆえに、無機化学はもとより、有機

化学、分析化学、高分子化学から触媒化学や生体関連化学分野まで、あらゆる分
野の研究者に注目されている。このような背景から、金属錯体に関する知識を学
ぶことの重要性は大いに増大している。本講義では、金属錯体の化学に関する基
礎的事項を概観しつつ、錯体の電子状態、合成、反応の三点に重⼼を置いた講義



をする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  イントロダクション(金属錯体研究の歴史)について講義する。 

2 回  金属錯体と周期表について講義する。 
3 回  金属錯体の構造について講義する。 
4 回  金属錯体の電子状態について講義する。 
5 回  金属錯体の合成（I)について講義する。 
6 回  金属錯体の合成（II)について講義する。 
7 回  金属錯体の合成（III)について講義する。 
8 回  金属錯体の合成（IV)について講義する。 
9 回  金属錯体の反応（I)について講義する。 
10 回  金属錯体の反応（II)について講義する。 
11 回 

準備学習 1 回  金属錯体とは何かということについて調べてみること。 
2 回  周期表について調べてみること。 
3 回  ウェルナーの配位説について調べてみること。 
4 回  多くの金属錯体が特有の色を持っている理由について調べてみること。 
5 回  私達の生活の中で多用されている金属錯体の中から、自分の関⼼がある
ものを探して、その錯体がどのようにして合成されているのかを調べてみるこ
と。 
6 回  私達の生活の中で多用されている金属錯体の中から、自分の関⼼がある
ものを探して、その錯体がどのようにして合成されているのかを調べて 

 



年度 2014 
授業コード MSC02010 
成績評価 レポート 40％、定期試験の得点 60％として 100 点満点で評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学専攻(13〜) 
見出し MSC02010 錯体化学Ⅱ 
担当教員名 坂根 弦太 
単位数 2 
教科書 特に必要ない。補足資料はプリントで印刷配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 錯体, 配位化合物, 遷移金属, 希土類元素, 配位子, 磁性, 色, 分子軌道, 位相, 

Ｘ線構造解析 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 錯体化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 坂根のウェブサイトで一般公開している坂根執筆の「DV-Xα 法計算支援環境利

用 の 手 引 き 」
http://www.chem.ous.ac.jp/%7Egsakane/HidemaruDV/HidemaruDV.pdf を 必
要に応じて参照するとよい。 

授業形態 講義 
注意備考 ※本講義は情報処理センターの実習室にて行う。一人一台のパソコンを用い、京

大名誉教授の足立裕彦氏らが開発した“DV-Xα 分子軌道計算法プログラム
SCAT”、物質・材料研究機構の泉富士夫氏が開発した“DV-Xα 法計算支援環境”、
国立科学博物館地学研究部鉱物科学研究グループの門馬綱一氏らが開発した“三
次元可視化システム VESTA”、坂根の開発した“教育用分子軌道計算システム
eduDV”などを用い、実際に原子・分子・錯体の分子軌道計算および計算結果（波
動関数・電子の発見される確率の大小の等値表面、静電ポテンシャル 

シラバスコード MSC02010 
実務経験のある教員  
達成目標 学部の無機化学系講義・実験で学んだ基礎に引き続き、量子化学的な立場（イメ

ージ）で無機化合物・錯体について考察できるように訓練する。化学は物質につ
いて扱う学問である。化学物質に対しての正しい理解と、化学の土台となる化学
結合の本質的な理解、すなわち（単原子分子を除いて）全ての化学物質は何らか
の元素の原子が複数個結合したものであるが、プラスの原子核とプラスの原子核
がなぜ結合できるのか、また結合しない場合もあるのか、これを量子化学的なイ
メージで理解できるようになることが第一の達成目標である。化学の本質は千姿
万態の 

受講者へのコメント 予習・復習が不十分です。講義中の居眠りが多すぎます。講義は正当な理由なく
遅刻・欠席しないように。 

連絡先 専門学舎第 13 号館 2 階⻄側・林宏哉研究室「大学院生・学部生」と書いてある



部屋（化学機器室(12)）の中にいる。 
電子メール gsakane@chem.ous.ac.jp 
ホームページ http://www.chem.ous.ac.jp/~gsakane/ 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Coordination Chemistry II 
関連科目 錯体化学 I 
次回に向けての改善変更予定 教材を⼯夫したり、双方向の情報交換ができるように受講生との会話を交えなが

ら講義を進めましたが、講義中に寝てしまう受講生が多く、錯体化学（無機化学）
に十分に興味関⼼を持っていただくに至りませんでした。次回は、より具体的に
視覚に訴えかける教材を持ち込むなどして、錯体化学（無機化学）に十分に興味
関⼼を持っていただくよう教材を改善する予定です。 

講義目的 錯体といっても、今や古典的なコバルト(III)のウェルナー錯体に留まらず、有機
金属、配位高分子、金属タンパク質に至るまでその範疇に含まれる時代である。
錯体化学の学習は即ち化学物質全般の学習と言っても過言ではない。この講義で
は錯体化学 I に引き続いて、広く金属元素を含む化合物全般を対象とし、化学結
合の本質である電子について、量子化学的な視点から理解できる能力を身につけ
ることを目的とする。量子化学を実験室での道具として使いこなせるように、周
期表すべての元素を同じ精度で取り扱える第一原理計算・密度汎関数法プログラ 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 無機量子化学入門。第一原理の密度汎関数法および錯体・波動関数・静電ポ

テンシャルの三次元可視化法について解説する。 
2 回 計算化学の歴史と無機化学研究における実用について説明する。 
3 回 電子の軌道と量子数について、周期表全体を俯瞰しながら講義する。 
4 回 金属錯体による不活性分子の活性化について講義する。 
5 回 指標表と対称適合軌道の分子・錯体への適用について講義する。 
6 回 １１族元素の化学、溶解と溶媒和、水素結合について講義する。 
7 回 無機化合物におけるイオン結合と共有結合の電子論的解釈につい 

準備学習 1 回 遷移金属元素の電子配置を調べておくこと。 
2 回 FORTRAN の歴史と文法について調べておくこと。 
3 回 動径関数と実数型球面調和関数の形について予習しておくこと。 
4 回 カルボニル錯体における σ 供与結合と π 逆供与結合について復習してお
くこと。 
5 回 分子の対称性について復習しておくこと。 
6 回 硫酸銅五水和物の結晶構造について調べておくこと。 
7 回 単結合、二重結合、三重結合における結合次数について復習しておくこと。 
8 回 L-システインの分子構造を予習しておくこと。 
9 回 酸素分子、窒素分子、ハ 

 



年度 2014 
授業コード MSC02210 
成績評価 定期試験（70%）、課題および演習（30%）から評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学専攻(13〜) 
見出し MSC02210 反応有機化学 
担当教員名 若松 寛 
単位数 2 
教科書 プリントを使用する。また一部の教材は Web 経由で配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 有機反応、分子軌道、フロンティア軌道 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 反応有機化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 有機反応と軌道概念／藤本博・他／化学同人 

フロンティア軌道論で化学を考える／友⽥修司／講談社サイエンティフィク 
大学院講義有機化学 I／野依良治・他編／東京化学同人 
有機反応論／奥山格／東京化学同人 

授業形態 講義 
注意備考 学部講義で扱った基本的な有機反応を理解しておくことを強く希望する。 

URL: http://www.chem.ous.ac.jp/~waka/ 
シラバスコード MSC02210 
実務経験のある教員  
達成目標 ・有機反応が軌道概念を用いて説明できることを理解する。 

・軌道論や有機電子論を用いて有機反応を論理的に考えることができ、雑誌論文
等に記載された反応にその考え方が応用できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 22 号館 3 階（精密有機化学研究室） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Organic Reaction Mechanisms 
関連科目 有機化学系列講義科目およびコンプリヘンシブ演習 I-IV 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では、有機反応論を軌道概念を取り入れながら解説する。量子化学がベー

スであるが、数式はできるだけ使わず定性的かつ本質的な内容を扱う。ペリ環状
反応等の具体例を通じて、有機反応を論理的に考え、応用できる力を養う。理解
の助けとなるように、Web 経由で分子軌道計算プログラム Gaussian を動作させ、
視覚的に軌道の形が捉えられるようにする予定である。 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 「有機反応と軌道」について説明する。 

2 回 「分子軌道法の基礎」について説明する（１回目）。 
3 回 「分子軌道法の基礎」について説明する（２回目）。 
4 回 「分子軌道法の基礎」について説明する（３回目）。 
5 回 「軌道間相互作用」について説明する。 
6 回 「フロンティア軌道理論」について説明する（１回目）。 
7 回 「フロンティア軌道理論」について説明する（２回目）。 
8 回 「分子軌道法からみた求電子付加反応」について説明する（１回目）。 
9 回 「分子軌道法からみた求電子付加反応」について説明する（２ 

準備学習 1 回 有機電子論による有機反応の理解（電子の流れを示す矢印が正しく書ける
こと）を確実なものとしておくこと。 
2 回 学部講義（特に無機化学、量子化学）で学んだ軌道の概念を復習しておくこ
と。 
3 回 学部講義（特に無機化学、量子化学）で学んだ軌道の概念を復習しておくこ
と。 
4 回 学部講義（特に無機化学、量子化学）で学んだ軌道の概念を復習しておくこ
と。 
5 回 学部講義（特に無機化学、量子化学）で学んだ軌道の概念を復習しておくこ
と。 
6 回 学部講義（有機化学）で学んだ代表的反応の反応機構を復習しておくこと。 
7 回 

 



年度 2014 
授業コード MSC02510 
成績評価 定期試験(100%)により行う。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学専攻(13〜) 
見出し MSC02510 分子集合体の化学 
担当教員名 森重 國光 
単位数 2 
教科書 Adsorption, Surface Area and Porosity, S. J. Gregg and K. S. W. Sing, Academic 

Press,London, 1982. 
アクティブラーニング  
キーワード 物理吸着、多孔性固体、吸着分離 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 分子集合体の化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 近藤精一・石川達雄・安部郁夫 著「吸着の科学」・丸善 
授業形態 講義 
注意備考 よく復習すること。 
シラバスコード MSC02510 
実務経験のある教員  
達成目標 ⼯業的にさまざまな分野で利用されている吸着現象を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 森重研究室 13 号館 2 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chemistry of Molecular Assembly 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼯業的分離・精製⼯程や環境汚染物質除去などに使われる吸着現象は、吸着剤と

分子の間に働く分子間力が起動力となって起きる。吸着剤表面に吸着した分子は
分子集合体を形成し、表面の構造と性質に従っていろいろな状態をとる。吸着の
研究は現象自体の解明にとどまらず、付着・潤滑や凝固・融解などの基本現象の
解明にも大きく寄与する。この講義では、吸着研究の基礎を理解することを目的
として、世界的な専門書である Gregg および Sing の本にしたがって、吸着技術
の利用に不可欠な基礎理論および利用法を解説する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 吸着等温線と吸着力について説明する。 

2 回 吸着の熱力学について説明する。 



3 回 非多孔性固体への吸着に関する BET モデルについて説明する。 
4 回 階段状吸着等温線について説明する。 
5 回 ｔ−プロットについて説明する。 
6 回 毛管凝縮について説明する。 
7 回 吸着ヒステリシスについて説明する。 
8 回 細孔径分布について説明する。 
9 回 ケルビン式の適用範囲について説明する。 
10 回 ミクロ孔性固体による気体吸着でのＩ型等温線について説明する。 
11 回 ミクロ孔性固体による気体吸着からのミクロ孔容量 

準備学習 1 回 教科書の吸着等温線の分類について予習しておくこと。 
2 回 教科書の吸着の熱力学の箇所を予習しておくこと。 
3 回 教科書の非多孔性固体上の吸着の箇所を予習しておくこと。 
4 回 教科書の階段状等温線の箇所を予習しておくこと。 
5 回 教科書のｔ−プロットの箇所を予習しておくこと。 
6 回 教科書の毛管凝縮の箇所を予習しておくこと。 
7 回 教科書の吸着ヒステリシスの箇所を予習しておくこと。 
8 回 教科書の細孔径分布の箇所を予習しておくこと。 
9 回 教科書のケルビン式に関するところを予習しておくこと。 
10 回 

 



年度 2014 
授業コード MSC02910 
成績評価 定期試験（100％）により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学専攻(13〜) 
見出し MSC02910 分離・計測化学 
担当教員名 善⽊ 道雄 
単位数 2 
教科書 プリントを使用する。 
アクティブラーニング  
キーワード 分離分析法、流れ分析法、IC、HPLC、CE、FIA 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 分離・計測化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 学部の機器分析化学、環境分析化学Ⅰ・Ⅱと関連しているので、これらを履修し

ていることが望ましい。また、化学用語に精通した外書購読力も必要。 
シラバスコード MSC02910 
実務経験のある教員  
達成目標 分離分析法、特に液体クロマトグラフィー、キャピラリー電気泳動、フローイン

ジェクション分析の文献が読め、内容が理解できるようになること。 
受講者へのコメント  
連絡先 13 号館 4 階 善⽊道雄研究室 zenki@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Separation-Measurement Chemistry 
関連科目 環境計測化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 液体の流れを利用する連続自動分析法の中から、イオンクロマトグラフィー、液

体（ガス）クロマトグラフィー、キャピラリー電気泳動法およびフローインジェ
クション分析法について詳述する。それぞれの分析法の原著を読み、これらの分
析法の理念と開発にいたる創意と⼯夫、そしてこれら分析法の特徴と応用につい
て学び、自分の実験との関連性についてディスカッションする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  分離分析法について概説し、高感度検出法の発展について説明する。 

3 回  イオンクロマトグラフィーの原著を読み、専門用語、発明の⼯夫、等につ
いて討論する。 



6 回  高速液体クロマトグラフィーの最近の論文を輪読し、HPLC の最近の進歩
について討論する。 
9 回  キャピラリー電気泳動法の論文からミセル導電クロマトグラフィーについ
て輪読して討論する。 
12 回  フローインジェクション分析法の原著を読み、最近の進歩について討論
する。 

準備学習 1 回  分離分析法、高感度検出法について調べること。 
3 回  イオンクロマトグラフィーに関するプリントの化学用語の下調べをするこ
と。 
6 回 高速液体クロマトグラフィーに関するプリントの化学用語の下調べをする
こと。 
9 回  ミセル導電クロマトグラフィーに関するプリントの化学用語の下調べをす
ること。 
12 回  フローインジェクション分析法に関する原著のプリントを読み、化学用
語の下調べをすること。 

 



年度 2014 
授業コード MSC03210 
成績評価 中間テスト（３０％）と定期試験（７０％）の成績によって評価する。随時行う

小テストの結果やレポートも考慮することがある。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学専攻(13〜) 
見出し MSC03210 無機固体化学 
担当教員名 大谷 槻男 
単位数 2 
教科書 プリント資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 単結晶、最蜜充填構造、逆格子空間、エバルトの反射球、エネルギーバンド、状

態密度、半導体、超伝導、強磁性 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 無機固体化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 入門固体化学/Ｌ．Ｓｍａｒｔ，Ｅ．Ｍｏｏｒ著、河本・平尾訳（化学同人） 
授業形態 講義 
注意備考 固体化学の基礎知識が必要である。また、基本的な物理と数学の知識が不可欠で

ある。 
シラバスコード MSC03210 
実務経験のある教員  
達成目標 １．原子のパッキングの仕方（最蜜充填）を理解すること。 

２．単位格子の概念を理解すること。 
３．逆格子空間を理解すること。 
４．自由電子のエネルギースペクトル、状態密度の概念が理解できること。 
５．エネルギーバンドをはじめとする半導体の基礎と応用が理解できること。 
６．超伝導の基礎と応用が理解できること。 
７．物質の磁気的・磁気的性質が理解できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 １３号館３階研究室 TEL:086-256-9423,E-mail:ohtani@chem.ou.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Sold State Chemistry 
関連科目 無機材料化学、コンプリヘンシブ演習Ｉ，ＩＩ，ＩＩＩ，ＩＶ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学部で学習した固体化学に関する知識をさらに深めて、より高度な内容の概念を

理解することを目的とする。逆格子空間の概念から出発して回折現象や電子構造



の説明を行う。さらに、半導体、超伝導体、強磁性体などの基礎と応用の説明も
行う。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 最密充填構造（ＦＣＣ，ＨＣＰ）について説明する。 

2 回 結晶系、格子定数、ミラー指数、Ｘ線回折等について説明する。 
3 回 結晶解析に必要な知識である逆格子空間について説明する。そのための基
礎知識としてベクトル解析を説明し、逆格子と実格子との関係を解説する。 
4 回 Ｘ線回折スポットと逆格子の関係およびエヴァルトの反射球を解説する。 
5 回 金属中の自由電子を記述するためのシュレーディンガー方程式について説
明する。 
6 回 自由電子のエネルギーをシュレーディンガー方程式から導き、逆格子ベク
トルとの関係を説明 

準備学習 1 回 学部で学んだ結晶の化学、固体化学、材料化学などの講義の内容を復習して
おくこと。 
2 回 学部で学んだ結晶の化学、固体化学、材料化学などの復習をしておくこと。 
3 回 前回配布したプリント資料をみて予習をしておくこと。 
4 回 前回の復習をよくすること、プリント資料をみて予習をしておくこと。 
5 回 配布したプリント資料をみて予習をしておくこと。 
6 回 前回の復習をよくすること、プリント資料をみて予習をしておくこと。 
7 回 前回の復習をよくすること、配布資料をみて予習をしておくこと。 
8 回 配布したプリント資 

 



年度 2014 
授業コード MSC03310 
成績評価 平常点を重視する。 平常点を 50％、課題点を 50％とする。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学専攻(13〜) 
見出し MSC03310 無機材料化学 
担当教員名 林 宏哉 
単位数 2 
教科書 用意したプリントを用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード 無機固体物質、無機化学反応、無機化学合成、結晶成⻑、フラクタル、磁化、磁

化率、X 線スペクトル、状態分析、酸化数、Hedval 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 無機材料化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に随時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSC03310 
実務経験のある教員  
達成目標 ・古典的な Hedval の教科書に現代的な解釈を加えて、固体の無機化学反応につ

いて反応機構を推定し、無機化合物の合成を決めることができる。 
・結晶成⻑をフラクタルの観点から説明できる。 
・磁化測定および磁化率測定の方法を説明し、データ整理ができる。 
・X 線スペクトルによる状態分析および化学組成分析の方法を説明して、酸化数
および組成を計算できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 やむ負えない欠席に際しては、できる限り事前に連絡すること。 

連絡は下記の電話または E-mail で行うこと。 
電話：086-256-9474 
E-mail： koya@chem.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chemistry of Inorganic Materials 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 無機材料の基本となる物質の合成法を学ぶ。 

無機固体物質の分析方法および物性測定方法を学ぶ。 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 事前に、講義に必要な資料を配布するので、あらかじめ資料に目を通しておく。 

 



年度 2014 
授業コード MSC03910 
成績評価 平常点（1/3），特別研究論文（1/3），特別研究発表（1/3）で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 化学専攻(13〜) 
見出し MSC03910 特別研究 
担当教員名 森重 國光、豊⽥ 真司、横山 崇、赤司 治夫、若松 寛、坂根 弦太、高原 

周一、 
単位数 12 
教科書 指導教員から指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 文献読解力，問題解決能力，プレゼンテーション能力，コミュニケーション能力 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 指導教員の指導に従って研究室毎に行う。 
シラバスコード MSC03910 
実務経験のある教員  
達成目標 ・文献（特に英文の）の読解能力を身につけること。 

・特定の研究課題に取り組む中で、研究計画の実施が正しくできること。 
・特定の研究課題に従事し，得られた結果について正しい解釈ができること。 
・与えられた課題に対して，自主的に問題を解決し，自らの創造性を発揮できる
こと。 
・得られた結果を正しく整理し，プレゼンテーションができること。 
・得られた結果の発表に際して，的確なコミュニケーションがとれること。 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員の研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work 
関連科目 化学専攻の全ての開講科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の指導の下で，2 年間を通して最先端の化学に関するテーマの研究を行

う。また，特別研究論文の作成および研究発表を通して，自主的に学習および研
究することができる能力，文章作成および読解能力，プレゼンテーション能力，
コミュニケーション能力，論理的思考力，問題解決力，自己管理力を磨くことを



目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 指導教員の指導の下，研究計画を立てること。 

 



年度 2014 
授業コード MSC04610 
成績評価 課題提出（40％）、発表内容（30％）、演習・授業中の発言（30％）の成績によっ

て評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学専攻(13〜) 
見出し MSC04610 熱統計力学 
担当教員名 高原 周一 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 熱力学、統計力学、分子シミュレーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 熱統計力学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 受講生の関⼼に合わせて講義内容・時間配分を変更する。 
シラバスコード MSC04610 
実務経験のある教員  
達成目標 熱力学・統計力学の概要を理解し、それをわかりやすく説明できる。 

分子シミュレーションの概要を理解し、それをわかりやすく説明できる。 
熱・統計力学に関連した様々なトピックスについて関⼼と一定の知識をもつ。 

受講者へのコメント  
連絡先 高原周一（13 号館 3 階，e-mail: takahara@chem.ous.ac.jp，TEL: 086-256-9607） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Statistical Thermodynamics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 統計力学はミクロな世界の原子・分子等の挙動を統計的に考え、そこからマクロ

な物体の性質を明らかにするための学問体系であり、熱力学法則の理論的根拠も
与える。この授業では化学の基礎理論として重要である熱力学および統計力学に
ついて学ぶ。必要に応じて学部の講義内容を復習し、学部では十分取り扱われて
いない統計力学の概念を理解することを目指す。また、熱統計力学の応用である
分子シミュレーションについて学ぶ。さらに、熱統計力学に関連した様々なトピ
ックスについても触れる。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 ガイダンス 
授業の内容と進め方について説明する。 
熱力学について復習する。 
2 回 統計力学（１） 
統計力学の概要を説明し、確率論の復習（実験を含む）を行う。 
熱力学と統計力学の関係を説明する。 
3 回 統計力学（２） 
ボルツマン分布について説明する。 
ボルツマン分布と関係する化学現象について説明する。 
熱容量についてのデュロン・プティの法則を実験を交えて説明する。 
統計力学による熱力学量の決定方法について熱容量等を例に説明する。 
4 回 統計力学（３） 
分子シミュレーションの原理と使用例について説明する 

準備学習 1 回 シラバスを読んでくること。 
2 回 確率論の基礎について復習すること。 
3 回 ボルツマン分布について調べてくること。 
4 回 ここまでの復習を行うこと。 
5 回 発表準備を行うこと。 
6 回 発表準備を行うこと。 
7 回 発表準備を行うこと。 
8 回 前回の復習を行うこと。 
9 回 前回の復習を行うこと。 
10 回 前回の復習を行うこと。 
11 回 前回の復習を行うこと。 
12 回 地球温暖化に関する CO2 原因説およびそれ以外の説の概要を調べる。 
13 回 新エネルギーおよび原子力発電について調べ、自分の考えをまとめてお 

 



年度 2014 
授業コード MSC04910 
成績評価 提出課題 20%, 小テスト 30％，定期試験 70％により成績を評価する．但し，定

期試験において基準点を設け，得点が 100 点満点中，60 点未満の場合は不合格
とする． 

曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学専攻(13〜) 
見出し MSC04910 量子化学 
担当教員名 柴原 隆志＊ 
単位数 2 
教科書 実践 量子化学入門 分子軌道法で化学反応が見える/平山令明/講談社 ブル

ーバックス 
アクティブラーニング  
キーワード 演算子，角運動量，分子軌道法，対称性 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 量子化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎量子化学ー量子論から分子を見るー／馬場 正昭 著／サイエンス社 

バーロー 物理化学（下）第 6 版/大門寛・堂免一成 訳/東京化学同人 
演習で理解する分子の対称と群論入門／ 崎山 博史 他 訳／丸善出版 

授業形態 講義 
注意備考 ノートパソコン必要．教科書付属の「半経験的分子軌道法プログラム」をインス

トールして用いる．プリントを適宜配布する．「厳密さ」よりも「分かり易さ」を
重視し，具体例をあげて講義を進めるので，数学に自信がなくても理解できるよ
うに⼯夫している． 

シラバスコード MSC04910 
実務経験のある教員  
達成目標 「量子化学の基本的な考え方」を理解すること．分子軌道法とくに ヒュッケル

法の計算ができ，半経験的分子軌道法プログラムが使えるようになること．また，
群論を学ぶことにより，電子遷移の選択則および赤外線吸収スペクトル・ラマン
スペクトルの選択則を理解すること． ． 

受講者へのコメント  
連絡先 13 号館 1 階化学セミナー室  shiba@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Quantum Chemistry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 「量子化学の基本的な考え方」および「古典力学と量子力学の対応」を解説した
のち，分子軌道法について具体例をあげて丁寧に解説する． 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 イントロダクション．講義の進め方を説明する．「量子化学の基本的な考え

方」および「古典力学と量子力学の対応」を解説する（1 回目）． 
2 回  「量子論の基本的な考え方」および「古典力学と量子力学の対応」を解説
する（2 回目）． 
3 回  「演算子」を解説する． 
4 回 「軌道角運動量」を解説する（1 回目）． 
5 回 「軌道角運動量」を解説する（2 回目）． 
6 回 「分子軌道法」を解説する（1 回目）． 
7 回 「分子軌道法」を解説する（2 回目）． 
8 回  「分子軌道法」を解説する（3 回目）． 
9 回 「半経験的分子軌道 

準備学習 1 回 「微分，偏微分，ベクトル」を復習しておくこと． 
2 回 「微分，偏微分，ベクトル」を復習しておくこと． 
3 回  「微分，偏微分，ベクトル」を復習しておくこと． 
4 回  「行列式，行列」を復習しておくこと． 
5 回  「行列式，行列」を復習しておくこと． 
6 回  「分子軌道法」について教科書を通読すること． 
7 回 「分子軌道法」について教科書を通読すること． 
8 回  「分子軌道法」について教科書を通読すること． 
9 回  「分子軌道法」について教科書を通読すること． 
10 回 教科書付録の半経験的分子軌道法プ 

 



年度 2014 
授業コード MSC05010 
成績評価 定期試験または課題発表(60%)、レポート(40%)によって総合的に評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学専攻(13〜) 
見出し MSC05010 生体高分子材料 
担当教員名 山⽥ 真路 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 高分子化学、生体高分子、高分子材料、バイオマテリアル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 全ての自由記述欄コメントに返答させていただきます。 

・高分子の使われ方などが学べてよかった． 
⇒ありがとうございました。この調子で来年度も行いたいと思います。 

科目名 生体高分子材料 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義において指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ※パソコン、液晶プロジェクターで電子教材を提供。 
シラバスコード MSC05010 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の事柄を取得することを目的とする。 

（１）材料としての炭水化物を説明することができること。 
（２）材料としてのアミノ酸・タンパク質を説明することができること。 
（３）材料としての核酸を説明することができること。 
（４）バイオマテリアルの概念を説明することができること。 

受講者へのコメント 今年度の成績は、テストとレポートによって評価しました。ただ、テストの点は
あまり良くありませんでした。シラバスに「予習」と「復習」のポイントが記載
されていますので、よく目を通していただければ幸いです。 

連絡先 山⽥(真)研究室 １３号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各項目に対する評価なし。 
英文科目名 Biomaterial Chemistry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 各項目に記述しました。 
講義目的 自然界には多糖やタンパク質、核酸、天然ゴムのように様々な生体高分子が存在

しています。本講義では高分子化学の基礎から生体高分子の基本的な構造や性質
について解説します。更に、これら生体高分子を材料として利用したバイオマテ



リアルについても紹介します。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。授業の進め方について説明する。 

2 回 高分子化学の基礎。高分子の基礎に関して説明する。 
3 回 高分子の構造と物性。高分子の基本的な構造と性質、物性に関して説明す
る。 
4 回 生体高分子とは。生体高分子の定義や分類に関して説明する 
5 回 単糖およびオリゴ糖の材料化。単糖およびオリゴ糖を用いた材料に関して
説明する。 
6 回 多糖の材料化。多糖を用いた材料に関して説明する。 
7 回 アミノ酸とタンパク質。アミノ酸とタンパク質の基礎的な事柄に関して説
明する。 
8 回 タンパク質（１）。タンパク質 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 自分たちの身の回りにある高分子を図書館等で調べておくこと。第３回授
業までに高分子化学の基礎に関して復習しておくこと。 
3 回 高分子の構造と物性の関係を図書館等で調べておくこと。第４回授業まで
に高分子の構造と物性に関して復習しておくこと。 
4 回 自分たちの身の回りにある生体高分子を図書館等で調べておくこと。第５
回授業までに生体高分子に関して復習しておくこと。 
5 回 単糖およびオリゴ糖に関して図書館等で調べ、予備知識を得ておくこと。第
６回授業まで 

 



年度 2014 
授業コード MSC05110 
成績評価 平常点（50%）および定期試験（50%）で評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学専攻(13〜) 
見出し MSC05110 環境計測化学 
担当教員名 横山 崇 
単位数 2 
教科書 環境化学計測学 環境問題解決へのアプローチ法としての環境測定／堀 雅宏

著／共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 環境，分析化学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境計測化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 環境の化学分析／日本分析化学会北海道支部編／三共出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSC05110 
実務経験のある教員  
達成目標 環境汚染物質の測定方法を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 13 号館 4 階分析化学研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Analytical Chemistry 
関連科目 「分離・計測化学」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 環境汚染物質の測定方法を概説することを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  環境汚染と化学計測について解説する。 

2 回  環境中の汚染物質の挙動について解説する。 
3 回  環境計測の基礎および測定パターンと測定手法について解説する。 
4 回  検出原理と測定機器について解説する。 
5 回  検出原理と測定機器について解説する。 
6 回  測定の不確かさと精度管理について解説する。 
7 回  サンプリングについて解説する。 
8 回  モニタリングについて解説する。 



9 回  簡易測定法と測定の簡易化について解説する。 
10 回  環境調査と環境計測のデザインについて解説する。 
11 回 

準備学習 1 回  教科書の環境汚染と化学計測の章をよく読んでおくこと。 
2 回  教科書の環境中の汚染物質の挙動の章をよく読んでおくこと。 
3 回  教科書の環境計測の基礎および測定パターンと測定手法の章をよく読ん
でおくこと。 
4 回  教科書の検出原理と測定機器 ガス・浮遊粒子の節をよく読んでおくこ
と。 
5 回  教科書の検出原理と測定機器 水質汚濁物質・分析機器・連続分析器の節
をよく読んでおくこと。 
6 回  教科書の測定の不確かさと精度管理の章をよく読んでおくこと。 
7 回  教科書のサンプリングの章をよく読んでおくこと 

 



年度 2014 
授業コード MSC05810 
成績評価 平常点（50%）および発表（50%）により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 化学専攻(13〜) 
見出し MSC05810 インターナショナルキャリア 
担当教員名 森重 國光、豊⽥ 真司、横山 崇、赤司 治夫、若松 寛、坂根 弦太、高原 

周一、 
単位数 2 
教科書 指導教員から指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード プレゼンテーション，英会話 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 インターナショナルキャリア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 発表の一ヶ月前までに履修登録をすること。 
シラバスコード MSC05810 
実務経験のある教員  
達成目標 ・英語で自分の研究結果を報告できる能力を身につけること。 

・他研究者の英語による発表を理解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 化学専攻の各教員の研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 International Carrier 
関連科目 化学専攻の全ての開講科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 外国語での研究発表および国際的なコミュニケーションを行うことができるよ

うになることを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 履修方法を説明する。 

2 回 国際会議の情報収集をする。 
3 回 発表題目，発表要旨の作成をする。 
4 回 発表題目，発表要旨の作成をする。 
5 回 発表原稿およびプレゼンテーション資料の作成をする。 
6 回 発表原稿およびプレゼンテーション資料の作成をする。 



7 回 発表練習をする。 
8 回 発表練習をする。 
9 回 現地における発表および他者の発表の聴講をする。 
10 回 現地における発表および他者の発表の聴講をする。 
11 回 現地における発表および他者の発表の聴講をする。 
12 回 発表の事後評価をする。 
13 回 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 この講義の意義をよく理解しておくこと。 
3 回 国際会議の案内を自分でよく調べること。 
4 回 国際会議の案内を自分でよく調べること。 
5 回 プレゼンテーションの技術，方法をよく調べておくこと。 
6 回 前回に行ったことをよく吟味しておくこと。 
7 回 発表の練習をあらかじめ行っておくこと。 
8 回 引き続き発表の練習を自分で行うこと。 
9 回 現地の事前調査を行っておくこと。 
10 回 英語の練習を行うこと。 
11 回 英語の練習を行うこと。 
12 回 発表の事後評価をまとめておく 

 



年度 2014 
授業コード MSC05820 
成績評価 平常点（50%）および発表（50%）により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 化学専攻(13〜) 
見出し MSC05820 インターナショナルキャリア 
担当教員名 森重 國光、豊⽥ 真司、横山 崇、赤司 治夫、若松 寛、坂根 弦太、高原 

周一、 
単位数 2 
教科書 指導教員から指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード プレゼンテーション，英会話 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 インターナショナルキャリア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 発表の一ヶ月前までに履修登録をすること。 
シラバスコード MSC05820 
実務経験のある教員  
達成目標 ・英語で自分の研究結果を報告できる能力を身につけること。 

・他研究者の英語による発表を理解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 化学専攻の各教員の研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 International Carrier 
関連科目 化学専攻の全ての開講科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 外国語での研究発表および国際的なコミュニケーションを行うことができるよ

うになることを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 履修方法を説明する。 

2 回 国際会議の情報収集をする。 
3 回 発表題目，発表要旨の作成をする。 
4 回 発表題目，発表要旨の作成をする。 
5 回 発表原稿およびプレゼンテーション資料の作成をする。 
6 回 発表原稿およびプレゼンテーション資料の作成をする。 



7 回 発表練習をする。 
8 回 発表練習をする。 
9 回 現地における発表および他者の発表の聴講をする。 
10 回 現地における発表および他者の発表の聴講をする。 
11 回 現地における発表および他者の発表の聴講をする。 
12 回 発表の事後評価をする。 
13 回 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 この講義の意義をよく理解しておくこと。 
3 回 国際会議の案内を自分でよく調べること。 
4 回 国際会議の案内を自分でよく調べること。 
5 回 プレゼンテーションの技術，方法をよく調べておくこと。 
6 回 前回に行ったことをよく吟味しておくこと。 
7 回 発表の練習をあらかじめ行っておくこと。 
8 回 引き続き発表の練習を自分で行うこと。 
9 回 現地の事前調査を行っておくこと。 
10 回 英語の練習を行うこと。 
11 回 英語の練習を行うこと。 
12 回 発表の事後評価をまとめておく 

 



年度 2014 
授業コード MSC05910 
成績評価 平常点（50%）および発表会参加教員の評価（50%）で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 化学専攻(13〜) 
見出し MSC05910 コンプリヘンシブ演習Ⅰ 
担当教員名 森重 國光、豊⽥ 真司、横山 崇、赤司 治夫、若松 寛、坂根 弦太、高原 

周一、 
単位数 2 
教科書 指導教員から指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 研究計画・実施，文献検索，英文講読，プレゼンテーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示する。 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード MSC05910 
実務経験のある教員  
達成目標 与えられた研究テーマの内容と意義を正しく理解し，研究の計画・実施・成果の

報告などができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 化学専攻教員の各研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Comprehensive Exercise I 
関連科目 「特別研究」および化学専攻で開講の各講義科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の下でセミナーまたは外書講読による専門分野の基礎学習と，その内容

を自ら他分野の教員にも理解させる発表ができるようにすることを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 履修方法を説明する。 

2 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーの準備をする。 
3 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーをする。 
4 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
5 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
6 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 



7 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
8 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
9 回 専門分野の基本的知 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
3 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
4 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
5 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
6 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
7 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
8 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
9 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
10 回 各自の研究テーマに関連する文献を 

 



年度 2014 
授業コード MSC06010 
成績評価 平常点（50%）および発表会参加教員の評価（50%）で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 化学専攻(13〜) 
見出し MSC06010 コンプリヘンシブ演習Ⅱ 
担当教員名 森重 國光、豊⽥ 真司、横山 崇、赤司 治夫、若松 寛、坂根 弦太、高原 

周一、 
単位数 2 
教科書 指導教員から指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 研究計画・実施，文献検索，英文講読，プレゼンテーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示する。 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード MSC06010 
実務経験のある教員  
達成目標 与えられた研究テーマの内容と意義を正しく理解し，研究の計画・実施・成果の

報告などができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 化学専攻教員の各研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Comprehensive Exercise II 
関連科目 「特別研究」および化学専攻で開講の各講義科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の下でセミナーまたは外書講読による専門分野の基礎学習と，その内容

を自ら他分野の教員にも理解させる発表ができるようにすることを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 履修方法を説明する。 

2 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーの準備をする。 
3 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーをする。 
4 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
5 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
6 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 



7 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
8 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
9 回 専門分野の基本的知 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
3 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
4 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
5 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
6 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
7 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
8 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
9 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
10 回 各自の研究テーマに関連する文献を 

 



年度 2014 
授業コード MSC06110 
成績評価 平常点（50%）および発表会参加教員の評価（50%）で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 化学専攻(13〜) 
見出し MSC06110 コンプリヘンシブ演習Ⅲ 
担当教員名 森重 國光、豊⽥ 真司、横山 崇、赤司 治夫、若松 寛、坂根 弦太、高原 

周一、 
単位数 2 
教科書 指導教員から指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 研究計画・実施，文献検索，英文講読，プレゼンテーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示する。 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード MSC06110 
実務経験のある教員  
達成目標 与えられた研究テーマの内容と意義を正しく理解し，研究の計画・実施・成果の

報告などができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 化学専攻教員の各研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Comprehensive Exercise III 
関連科目 「特別研究」および化学専攻で開講の各講義科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の下でセミナーまたは外書講読による専門分野の基礎学習と，その内容

を自ら他分野の教員にも理解させる発表ができるようにすることを目的とする。 
対象学年 2 年 
授業内容 1 回 履修方法を説明する。 

2 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーの準備をする。 
3 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーをする。 
4 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
5 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
6 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 



7 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
8 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
9 回 専門分野の基本的知 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
3 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
4 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
5 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
6 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
7 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
8 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
9 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
10 回 各自の研究テーマに関連する文献を 

 



年度 2014 
授業コード MSC06210 
成績評価 平常点（50%）および発表会参加教員の評価（50%）で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 化学専攻(13〜) 
見出し MSC06210 コンプリヘンシブ演習Ⅳ 
担当教員名 森重 國光、豊⽥ 真司、横山 崇、赤司 治夫、若松 寛、坂根 弦太、高原 

周一、 
単位数 2 
教科書 指導教員から指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 研究計画・実施，文献検索，英文講読，プレゼンテーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示する。 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード MSC06210 
実務経験のある教員  
達成目標 与えられた研究テーマの内容と意義を正しく理解し，研究の計画・実施・成果の

報告などができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 化学専攻教員の各研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Comprehensive Exercise IV 
関連科目 「特別研究」および化学専攻で開講の各講義科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の下でセミナーまたは外書講読による専門分野の基礎学習と，その内容

を自ら他分野の教員にも理解させる発表ができるようにすることを目的とする。 
対象学年 2 年 
授業内容 1 回 履修方法を説明する。 

2 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーの準備をする。 
3 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーをする。 
4 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
5 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
6 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 



7 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
8 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
9 回 専門分野の基本的知 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
3 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
4 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
5 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
6 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
7 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
8 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
9 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
10 回 各自の研究テーマに関連する文献を 

 



年度 2014 
授業コード MSC06310 
成績評価 定期試験(70%)および課題および演習(30%)から評価する． 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学専攻(13〜) 
見出し MSC06310 超分子化学 
担当教員名 岩永 哲夫 
単位数 2 
教科書 超分子の化学（化学の指針シリーズ）／⽊村栄一，菅原正・著／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 超分子，分子間相互作用，自己組織化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 超分子化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新版有機化学のための分子間力入門／⻄尾元宏・著／講談社 

大学院講義 有機化学 I／野依他編／東京化学同人 
Supramolecular Chemistry/ J. W. Steed, J. L. Atwood/ Wiley 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSC06310 
実務経験のある教員  
達成目標 ・超分子化学の根本原理である分子内および分子間に働く弱い相互作用を理解す

る． 
・小分子の自己組織化により組み上げられた超分子構造体の性質やホストーゲス
ト化学を理解する． 
・分子の構造変化から成り立っている生命現象を分子レベルで理解する． 
・問題を解決するために必要な専門的知識を自ら習得できるように努め，継続的
に学習する能力をつけることを目標とする． 

受講者へのコメント  
連絡先 化学専攻 岩永 哲夫（13 号館２階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 有機化学に関する講義 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では，様々な分子が持つ物理的・化学的性質とその分子・電子構造との相

関をもとに超分子と呼ばれる分子集合系における分子間相互作用の本質と分子
認識現象の基本原理について解説する．また超分子の例として，包接化合物やシ



クロファン類などのホスト分子，ホストゲスト複合体，インターロック分子（ロ
タキサン，カテナン類）などを詳しく解説する． 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 超分子化学の概要について紹介する． 

2 回 水素結合による超分子構築について解説する． 
3 回 水素結合の特徴について解説する． 
4 回 水素結合を用いた超分子について解説する． 
5 回 ファンデルワールス相互作用について解説する． 
6 回 ファンデルワールス相互作用の構成について解説する． 
7 回 クラウンエーテルの化学について解説する． 
8 回 結晶中における分子配列について解説する． 
9 回 固体表面での２次元的な超分子構造の形成について解説する． 
10 回 電荷移動相互作用による超分子構築について解説する． 
 

準備学習 1 回 これまで学習した有機化学の教科書を復習しておくこと． 
2 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと． 
3 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと． 
4 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと． 
5 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと． 
6 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと． 
7 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと． 
8 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと． 
9 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと． 
10 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと． 
11 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと． 
12 回 教科書の該当箇所を 

 



年度 2014 
授業コード MSL00210 
成績評価 授業態度(30%)、課題レポート評価(40%)と試験(30%)で評価する。意欲的な学

習態度は高く評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学専攻(13〜) 
見出し MSL00210 栄養代謝化学特論 
担当教員名 益岡 典芳 
単位数 2 
教科書 プリント(資料) 
アクティブラーニング  
キーワード 栄養素、代謝、代謝異常、ホメオスタシス、⾷品の機能性 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 栄養代謝化学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「ハーパー・生化学 最新版」(丸善)「Clinical studies in medical biochemistry 

(2nd ed.)」 Glew & Ninomiya, Oxford University Press, USA 
授業形態 講義 
注意備考 英文の教材を利用することもあるので、講義には医学辞書等を用意すること。 
シラバスコード MSL00210 
実務経験のある教員  
達成目標 １．必要な栄養素と栄養素の体内での代謝とその役割を理解する。 

２．代謝異常症について考え、栄養がその病態代謝に与える影響を理解する。 
３．健常者のホメオスタシスの維持に必要な栄養素とその代謝、調節メカニズム
を理解する。 
４．⾷品の機能性について考える。 

受講者へのコメント  
連絡先 益岡研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Nutritional and Metabolic Biochemistry 
関連科目 生化学、分子生物学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生体(ヒト)の代謝異常と病気の関係、その時に必要な栄養素と栄養素の体内での

代謝とその役割を理解することを目標にする。代謝異常症について考え、栄養が
その病態代謝に与える影響について学ぶ。健常者のホメオスタシスの維持に必要
な栄養素とその代謝、ホルモンによる代謝調節、調節メカニズムを理解する。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 【 イントロダクション】 
講義と演習の講義内容と演習方法を説明する。 
2 回 【 栄養と生化学】  
栄養と生化学を演習または講義する。 
3 回 【 代謝異常と栄養 課題１】 
代謝異常と栄養 課題１を演習または講義する。 
4 回 【 代謝異常と栄養 課題２】 
代謝異常と栄養 課題２を演習または講義する。 
5 回 【 代謝異常と栄養 課題３】 
代謝異常と栄養 課題３を演習または講義する。 
6 回 【 代謝異常と栄養 課題４】 
代謝異常と栄養 課題４を演習または講義する。 
7 回 【 代謝異常と栄養 課題５】 
代謝異 

準備学習 1 回 【 イントロダクション】 
栄養と代謝の関係について調べ、興味がある話題を見つけてくること。 
2 回 【 栄養と生化学】 
代謝異常症についてについて調べてくること。 
3 回 【 代謝異常と栄養 課題１】 
代謝異常と栄養についてについて調べてくること。 
4 回 【 代謝異常と栄養 課題２】 
代謝異常と栄養についてについて調べてくること。 
5 回 【 代謝異常と栄養 課題３】 
代謝異常と栄養についてについて調べてくること。 
6 回 【 代謝異常と栄養 課題４】 
代謝異常と栄養についてについて調べてくること。 
7 回 

 



年度 2014 
授業コード MSL00310 
成績評価 課題レポート提出（40%），小テスト（30%），講義中の討論への参加（30%）な

どを総合的に評価して単位認定を行う。 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 臨床生命科学専攻(13〜) 
見出し MSL00310 応用⾷品化学特論 
担当教員名 石原 浩二 
単位数 2 
教科書 適時，講義プリントや資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 発酵醸造⾷品，微生物，酵素，遺伝子技術，⾷品偽装問題，環境問題 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用⾷品化学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSL00310 
実務経験のある教員  
達成目標 伝統的な発酵醸造⾷品や発酵⼯業に関わるバイオテクノロジーを理解できるこ

と．また，⾷品製造加⼯技術に関する学術雑誌（英語論文）等を読み，その内容
が理解できるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 2 階 石原研究室 086-256-9496  E-mail: ishihara@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Applied Food Chemistry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近年，⾷品加⼯技術と貯蔵・流通の発達に伴い，また，「遺伝子組換え技術」など

の先端科学技術の急速な進展も伴って，「⾷のバイオテクノロジー」にも大きな
技術改革が生じている。本講義では，伝統的な発酵醸造⾷品，発酵⼯業，さらに
は，応用微生物学・酵素⼯学に基づいた⾷に関する最新のバイオテクノロジー技
術を紹介しながら，微生物や酵素を用いた⾷品製造加⼯技術についても理解を深
めることができるように，それら学際的専門知識について講義する。また，世界
的な人口増加に伴い，今後予想される⾷糧危機や⾷に関する将来の課題を，「環
境問 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 ヒトと⾷べ物 

2 回 ⾷品の分類 
3 回 ⾷品成分の化学構造と性質 
4 回 ⾷品の機能性と機能性成分１ 
5 回 ⾷品の機能性と機能性成分２ 
6 回 ⾷品の加⼯法と保存法１ 
7 回 ⾷品の加⼯法と保存法２ 
8 回 加⼯⾷品の規格・基準と品質表示 
9 回 主な加⼯⾷品１ 
10 回 主な加⼯⾷品２ 
11 回 新しい加⼯⾷品 
12 回 ⾷の安全性評価，⾷糧危機，環境問題 
13 回 ⾷品加⼯に関する英語論文の紹介（演習）１ 
14 回 ⾷品加⼯に関する英語論文の紹介（演習）２ 
15 回 ⾷品加⼯に関する英語論文の紹介（演習）３ 

準備学習 1 回 ⾷品の歴史的変遷について調べておくこと。 
2 回 生産様式，原料，主要栄養素による⾷品の分類について調べておくこと。 
3 回 ⾷品成分の化学特性について調べておくこと。 
4 回 ⾷品の一次，二次機能について調べておくこと。 
5 回 ⾷品の三次機能について調べておくこと。 
6 回 ⾷品の加⼯法について調べておくこと。 
7 回 ⾷品の貯蔵法，包装について調べておくこと。 
8 回 加⼯⾷品の規格や基準について調べておくこと。 
9 回 農産系加⼯⾷品，水産，畜産加⼯⾷品について調べておくこと。 
10 回 発酵⾷品，香辛料，嗜 

 



年度 2014 
授業コード MSL00410 
成績評価 レポート内容により評価を行う 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学専攻(13〜) 
見出し MSL00410 ⾷品機能解析学特論 
担当教員名 松浦 信康 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 生活習慣病、治療薬 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⾷品機能解析学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に無し 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSL00410 
実務経験のある教員  
達成目標 さまざまな科学的データを理解できる能力を養う 
受講者へのコメント  
連絡先 13 号館 3 階 松浦研究室 nobuyasu@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Analytical Science of Food Function 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 医⾷同源を考える時、⾷に含まれている化学成分が、我々の生体および細胞の中

で、どのような働きをしているかを理解することを目的とする 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションをする 

2 回  タンパク質糖化反応と糖尿病合併症１を講義する 
3 回  タンパク質糖化反応と糖尿病合併症２を講義する 
4 回  タンパク質糖化反応と糖尿病合併症３を講義する 
5 回  核内受容体を制御する低分子化合物１を講義する 
6 回  核内受容体を制御する低分子化合物２を講義する 
7 回  核内受容体を制御する低分子化合物３を講義する 
8 回  細胞の分化を制御する低分子物質１を講義する 



9 回  細胞の分化を制御する低分子物質２を講義する 
10 回  細胞の分化を制御する低分子物質３を講義 

準備学習 1 回 学部における生物化学の内容を復習しておくこと 
2 回 事前に配布したプリントを読んでおくこと 
3 回 前回の内容を復習しておくこと 
4 回 前回の内容を復習しておくこと 
5 回 事前に配布したプリントを読んでおくこと 
6 回 前回の内容を復習しておくこと 
7 回 前回の内容を復習しておくこと 
8 回 事前に配布したプリントを読んでおくこと 
9 回 前回の内容を復習しておくこと 
10 回 前回の内容を復習しておくこと 
11 回 前回の内容を復習しておくこと 
12 回 事前に配布したプリントを読んでおくこと 
13 回 前回の内 

 



年度 2014 
授業コード MSL00710 
成績評価 講義での課題提出(50)と定期試験（50） 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学専攻(13〜) 
見出し MSL00710 ⾷品分析化学特論 
担当教員名 小嶋 健博 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード ⾷品の安全・安⼼ ポジティブリスト制 ⾷品分析 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⾷品分析化学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSL00710 
実務経験のある教員  
達成目標 ⾷品の安全・安⼼について⾷品分析講義を通して科学的な判断・理解ができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 13 号館 3 階（TEL：086-256-9435，e-mail：tkojima@dls.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Analytical Food Chemistry 
関連科目 分析化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 我が国の⾷糧自給率は 40%を切り，大部分の⾷品は輸入⾷品である。しかし，輸

入相手国の農業政策の違いにより⾷品に対する安全性は異なる。近年，消費者は
鳥インフルエンザ−や残留農薬・坑生物質などの問題で⾷の安全性に敏感になっ
てきた。本講義では⾷料品の生産過程から消費者に届く過程を分析的な観点から
⾷の安全・安⼼への⾷品分析の役割について説明する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 ⾷品分析に関してオリエンテ−ションをする。 

2 回 ⾷品の成分の種類と役割について説明する。 
3 回 ⾷品の一次機能の役割について説明する。 
4 回 ⾷品の二次機能の役割について説明する。 
5 回 ⾷品の三次機能について説明する。 



6 回 ⾷品の加⼯と⾷品管理について説明する。 
7 回 ⾷の安全・安⼼の定義とどこまで安⼼であるかにつき講義する。 
8 回 輸入⾷品の問題の解決に関し発表形式で講義を行う。 
9 回 ポジティブリスト制がどうして必要であるかにつき講義する。 
10 回 ⾷品分析試料の取り扱い方につき説明する。 

準備学習 1 回 日本の⾷料自給率と問題点を調査しておくこと。 
2 回 輸入⾷品の問題点につき調べておくこと。 
3 回 輸入⾷品の問題点につき調べておくこと。 
4 回 おいしさの感覚の種類につき調べておくこと。 
5 回 健康⾷品の安全性について調査しておくこと。 
6 回 ⾷品の保存は何故必要か，保存法につき調べておくこと。発表形式で行う。 
7 回 ⾷の安全への信頼はどこから 
8 回 輸入⾷品の安全への問題点を発表形式で行うので調べておくこと。 
9 回 輸入⾷品の安全性問題解決を考えておくこと。 
10 回 ⾷品の種類の取り扱いについて考 

 



年度 2014 
授業コード MSL01310 
成績評価 レポートで評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学専攻(13〜) 
見出し MSL01310 生体防御学特論 
担当教員名 櫃本 泰雄 
単位数 2 
教科書 こちらで用意／指示する 
アクティブラーニング  
キーワード 液性免疫、細胞性免疫、自然免疫、感染症 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体防御学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 こちらで用意／指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSL01310 
実務経験のある教員  
達成目標 免疫システムの概要が把握できること、それらを系統的に説明できること、また

免疫学的手法を各人の実験研究に応用できるようになることを目的とする。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２４号館３F（hitsumot@dls.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Clinical Immunology 
関連科目 関連科目 免疫学 臨床免疫学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 病原微生物に対する防御システムとしての免疫機構を、液性免疫、細胞性免疫の

観点、及び自然免疫の観点それぞれから論じる。また、一連の講座の後半は、最
近の論文をテキストにして、セミナー形式で輪読することにより、理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 免疫機構の概要を説明する。 
3 回 液性免疫（１） ：B 細胞の分化と増殖、抗体産生に至るプロセスを説明す
る。 
4 回 液性免疫（２）：抗体の機能と構造について説明する。 
5 回 液性免疫（３）：抗体の生物活性について概説する。 



6 回 細胞性免疫（１）：T 細胞の分化について説明する。 
7 回 細胞性免疫（２）：T 細胞の機能を説明する。 
8 回 細胞性免疫（３）：T 細胞と液性免疫との関連を説明する。 
9 回 自然免疫（１）：生体がもつさまざまな物理学的、化学的、生物学的バリア
について説明す 

準備学習 1 回 病原微生物学、免疫学などの概要を把握しておくこと。 
2 回 これまで学習した免疫学の復習をしておくこと。 
3 回 液性免疫（１）：B 細胞が抗体を産生するまでの過程を調べておくこと。 
4 回 液性免疫（２）：抗体の機能と構造についてまとめておくこと。 
5 回 液性免疫（３）：抗体の生物活性、オプソニン、補体活性化、中和活性、が
生体防御に果たす役割についてまとめておくこと。 
6 回 細胞性免疫（１）：T 細胞の分化について調べておくこと。 
7 回 細胞性免疫（２）：T 細胞の機能についてまとめておくこと。 
8 回 細胞性 

 



年度 2014 
授業コード MSL01410 
成績評価 レポート（100％） 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学専攻(13〜) 
見出し MSL01410 検査診断学特論 
担当教員名 片岡 健 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 基本的検査、臓器系統別検査、症例 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 検査診断学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSL01410 
実務経験のある教員  
達成目標 問診、理学的所見、検査を理解する。診断が確定してゆくプロセスを理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 臨床生命科学科 片岡研究室（第二学舎） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Laboratory Diagnosis 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 患者さんからできるだけ多くの情報を得ることにより、患者さんのおかれている

病気の状態を知ること、これが診断である。診断のために情報を集める方法とし
ては基本的に三法あり、問診、理学的所見、検査である。現代医学においても問
診、理学的所見の重要性はいうまでもないが、検査が診断に占める割合はきわめ
て大となった。近年の臨床検査の発達には目をみはるものがあるが、多彩化・多
様化した検査項目をどのように効率的に無駄なく組み合わせて病態を把握しう
るか、大きな課題が残る。基本的検査を経て方向付けがつき、どのような手順で
診断に向 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 検査の位置づけ 

2 回 基本的検査１ 



3 回 基本的検査２ 
4 回 基本的検査３ 
5 回 臓器系統別検査１ 
6 回 臓器系統別検査２ 
7 回 臓器系統別検査３ 
8 回 臓器系統別検査４ 
9 回 臓器系統別検査５ 
10 回 症例論文の解説１ 
11 回 症例論文の解説２ 
12 回 症例論文の解説３ 
13 回 症例論文の解説４ 
14 回 症例論文の解説５ 
15 回 症例論文の解説６ 

準備学習 臨床検査関連科目の復習をすること 
 



年度 2014 
授業コード MSL01910 
成績評価 レポートで評価する。 
曜日時限 金曜日 9・10 時限 
対象クラス 臨床生命科学専攻(13〜) 
見出し MSL01910 総合臨床生命科学特論Ⅰ 
担当教員名 櫃本 泰雄、石原 浩二、橋川 成美、片岡 健、小嶋 健博、濱⽥ 博喜 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 総合臨床生命科学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSL01910 
実務経験のある教員  
達成目標 それぞれの専門分野での研究内容、その特徴を説明できることを目指す。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced General Life Science I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 臨床生命科学専攻での学習の、総合的把握と理解を目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 総合的な学習の一つであるため、個々の講義に対する準備をしておくことが好ま

しい。内容については、最初の講義で周知する。 
 



年度 2014 
授業コード MSL02310 
成績評価 研究の具体的内容、プレゼンテーションと研究内容、さらに発表等を総合して、

60％以上を合格とする。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学専攻(13〜) 
見出し MSL02310 特別研究 
担当教員名 益岡 典芳、石原 浩二、松浦 信康、橋川 直也、橋川 成美、片岡 健、山

口 悟、 
単位数 12 
教科書 配属された教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答 指導が適切であるとの意見が多数であり、回答を要しない。 
科目名 特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 配属された教員の指示による。 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード MSL02310 
実務経験のある教員  
達成目標 （1）学習計画を立て、学習した内容を記憶することができる。 

（2）必要な情報を自分で獲得する手段を知っており、実行できる。 
（3）指導者の補助により自主的に解決法を考案できる。 
（4）複数の解決法について、比較検討できる。 
（5）課題に対して、背景・研究目的・対象と方法・結果・考察などを具体的に記
述できる。 
（6）文法的に正しく、論理的な記述ができる。 
（7）プレゼンテーションソフトを利用して、発表ができる。 
（8）質問を理解し、的確な返事ができる。 

受講者へのコメント 指導教員の指示に従ってください。 
連絡先 代表：学科⻑（原則：配属先研究室指導教員） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に記載なし。良好。 
英文科目名 Thesis Work 
関連科目 臨床生命科学科の全ての科目＋B 群の必須科目 
次回に向けての改善変更予定 改善や変更を要する点は特になし 
講義目的 研究室に配属され、1 年間を通じて研究を行う。研究室指導教員のもとで、臨床



生命科学科の各分野で少なくとも 1 分野に関連した内容で、課題を設定し、限定
された範囲で解決できる能力を養うことを目的とする。特別研究発表を通じて、
自主的に学習を継続することができる能力、および日本語による記述力、発表力、
コミュニケーション能力を養うことを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 各教員によって示される研究内容に関する基礎的項目を復習しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード MSL03010 
成績評価 平常点および発表により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学専攻(13〜) 
見出し MSL03010 インターナショナルキャリア 
担当教員名 益岡 典芳、石原 浩二、松浦 信康、橋川 直也、橋川 成美、片岡 健、山

口 悟、 
単位数 2 
教科書 指導教員から指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード プレゼンテーション、英会話 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 インターナショナルキャリア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSL03010 
実務経験のある教員  
達成目標 ・英語で自分の研究結果を報告できる能力を身につけること・他研究者の英語に

よる発表を理解できること 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 International Carrier 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 外国語での研究発表および国際的なコミュニケーションを行うことができるよ

うになることを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 国際会議の情報収集 
3 回 発表題目，発表要旨の作成（１） 
4 回 発表題目，発表要旨の作成（２） 
5 回 発表原稿およびプレゼンテーション資料の作成（１） 
6 回 発表原稿およびプレゼンテーション資料の作成（２） 



7 回 発表練習（１） 
8 回 発表練習（２） 
9 回 現地における発表および他者の発表の聴講（１） 
10 回 現地における発表および他者の発表の聴講（２） 
11 回 現地における発表および他者の発表の聴講（３） 
12 回 発表の事後評価（１） 
13 回 発表の事後評価（２） 
14 回 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと 
2 回 この講義の意義をよく理解しておくこと 
3 回 国際会議の案内を自分でよく調べること 
4 回 国際会議の案内を自分でよく調べること 
5 回 プレゼンテーションの技術、方法をよく調べておくこと 
6 回 前回に行ったことをよく吟味しておくこと 
7 回 発表の練習をあらかじめ行っておくこと 
8 回 引き続き発表の練習を自分で行うこと 
9 回 現地の事前調査を行っておくこと 
10 回 英語の練習を行うこと 
11 回 英語の練習を行うこと 
12 回 発表の事後評価をまとめておくこと 
13 回 引き続き 

 



年度 2014 
授業コード MSL03020 
成績評価 平常点および発表により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学専攻(13〜) 
見出し MSL03020 インターナショナルキャリア 
担当教員名 益岡 典芳、石原 浩二、松浦 信康、橋川 直也、橋川 成美、片岡 健、山

口 悟、 
単位数 2 
教科書 指導教員から指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード プレゼンテーション、英会話 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 指導が適切であるとの意見が多数であり、回答を要しない。 
科目名 インターナショナルキャリア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSL03020 
実務経験のある教員  
達成目標 ・英語で自分の研究結果を報告できる能力を身につけること・他研究者の英語に

よる発表を理解できること 
受講者へのコメント 指導教員の指示に従ってください。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に記載なし。良好。 
英文科目名 International Carrier 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 改善や変更を要する点は特になし 
講義目的 外国語での研究発表および国際的なコミュニケーションを行うことができるよ

うになることを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 国際会議の情報収集 
3 回 発表題目，発表要旨の作成（１） 
4 回 発表題目，発表要旨の作成（２） 
5 回 発表原稿およびプレゼンテーション資料の作成（１） 
6 回 発表原稿およびプレゼンテーション資料の作成（２） 



7 回 発表練習（１） 
8 回 発表練習（２） 
9 回 現地における発表および他者の発表の聴講（１） 
10 回 現地における発表および他者の発表の聴講（２） 
11 回 現地における発表および他者の発表の聴講（３） 
12 回 発表の事後評価（１） 
13 回 発表の事後評価（２） 
14 回 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと 
2 回 この講義の意義をよく理解しておくこと 
3 回 国際会議の案内を自分でよく調べること 
4 回 国際会議の案内を自分でよく調べること 
5 回 プレゼンテーションの技術、方法をよく調べておくこと 
6 回 前回に行ったことをよく吟味しておくこと 
7 回 発表の練習をあらかじめ行っておくこと 
8 回 引き続き発表の練習を自分で行うこと 
9 回 現地の事前調査を行っておくこと 
10 回 英語の練習を行うこと 
11 回 英語の練習を行うこと 
12 回 発表の事後評価をまとめておくこと 
13 回 引き続き 

 



年度 2014 
授業コード MSL03110 
成績評価 各教員の評価に従う。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学専攻(13〜) 
見出し MSL03110 コンプリヘンシブ演習Ⅰ 
担当教員名 益岡 典芳、石原 浩二、松浦 信康、橋川 直也、橋川 成美、片岡 健、山

口 悟、 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード MSL03110 
実務経験のある教員  
達成目標 具体的な研究内容を把握することが出来るようになることを目指す。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Comprehensive Exercise I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 研究活動の初期過程における、研究の方向付けについて学ぶ。 
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習 各教員の指示に従う。 

 



年度 2014 
授業コード MSL03210 
成績評価 各教員の評価に従う。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学専攻(13〜) 
見出し MSL03210 コンプリヘンシブ演習Ⅱ 
担当教員名 益岡 典芳、石原 浩二、松浦 信康、橋川 直也、橋川 成美、片岡 健、山

口 悟、 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 指導が適切であるとの意見が多数であり、回答を要しない。 
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード MSL03210 
実務経験のある教員  
達成目標 自分の出した研究成果の意味を理解し、適切な議論ができることを目指す。 
受講者へのコメント 指導教員の指示に従ってください。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に記載なし。良好。 
英文科目名 Comprehensive Exercise II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 改善や変更を要する点は特になし 
講義目的 研究活動の中間点において、得られ始めた研究成果について考察を加え、今後の

方針を考察する。 
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習 各教員の指示に従う。 

 



年度 2014 
授業コード MSL03310 
成績評価 各教員、および全ての教員による評価に従う。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学専攻(13〜) 
見出し MSL03310 コンプリヘンシブ演習Ⅲ 
担当教員名 益岡 典芳、石原 浩二、松浦 信康、橋川 直也、橋川 成美、片岡 健、山

口 悟、 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード MSL03310 
実務経験のある教員  
達成目標 修士論文を書き上げることを目指す。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Comprehensive Exercise III 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 研究活動の後半過程における、修士論文作成を目指す。 
対象学年 2 年 
授業内容  
準備学習 各教員の指示に従う。 

 



年度 2014 
授業コード MSL03410 
成績評価 研究発表に対する、専攻教員全員の評価による。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学専攻(13〜) 
見出し MSL03410 コンプリヘンシブ演習Ⅳ 
担当教員名 益岡 典芳、石原 浩二、松浦 信康、橋川 直也、橋川 成美、片岡 健、山

口 悟、 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 指導が適切であるとの意見が多数であり、回答を要しない。 
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード MSL03410 
実務経験のある教員  
達成目標 研究成果を発表し、質疑応答が出来るようになること。 
受講者へのコメント 指導教員の指示に従ってください。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に記載なし。良好。 
英文科目名 Comprehensive Exercise IV 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 改善や変更を要する点は特になし 
講義目的 ２年間に亘り継続してきた研究内容を総括することを目的とする。 
対象学年 2 年 
授業内容  
準備学習 これまでの研究活動の総括を行う。 

 



年度 2014 
授業コード MSL03510 
成績評価 プレゼンテーション試験および期末試験により評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学専攻(13〜) 
見出し MSL03510 分子遺伝学特論 
担当教員名 橋川 直也 
単位数 2 
教科書 特になし 
アクティブラーニング  
キーワード 分子生物学 分子遺伝学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 分子遺伝学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Molecular Biology of The Cell 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSL03510 
実務経験のある教員  
達成目標 普段研究している分野と違う英語論文を読解し、他の受講者が理解できるように

プレゼンテーションを行う。 
受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 3 階 橋川直也研究室 hashikawa@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 分子生物学 分子遺伝学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 （１）プレゼンテーション能力、および英語論文読解力の向上。 

（２）DNA の遺伝情報の複製、転写、翻訳についてのメカニズムを理解。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 分子生物学の基礎知識の学習をしておく。 

 



年度 2014 
授業コード MSM00910 
成績評価 出席(40%)、レポート(60%)により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(13〜) 
見出し MSM00910 応用数学特別講義Ⅳ 
担当教員名 松永 秀章＊、⻤塚 政一 
単位数 1 
教科書 書店販売しない」プリントを適時配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 固有値、固有ベクトル、スペクトル分解、微分方程式、差分方程式、漸近挙動 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用数学特別講義Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ジョルダン標準形／韓太舜、伊理正夫／東京大学出版会： 

線形微分方程式序説−第１巻−基礎理論／申正善、内藤敏機／牧野書店： 
Differential Equations, Dynamical Systems, and an Introduction to Chaos, 2nd 
Edition／M. Hirsch, S. Smale, R. Devaney／Academic Press 

授業形態 講義 
注意備考 授業はできるだけ前の席に座ること。後ろの方に座っている者は授業に対する積

極性が乏しいと判断します。 
シラバスコード MSM00910 
実務経験のある教員  
達成目標 線形常微分方程式の解の表現公式を理解し、それを応用することができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館８階 ⻤塚研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics in Applied Mathematics IV 
関連科目 微分積分、線形代数、微分方程式に関係する科目。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 線形空間の直和分解から得られる、行列のスペクトル分解の理論を紹介します。

その応用として、定数係数の線形常微分方程式や線形差分方程式の解構造を明ら
かにします。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 １回 固有値、固有ベクトルの求め方について復習しておくこと。 

２回 行列の対角化可能性について復習しておくこと。 



３回 ケーリー・ハミルトンの定理について復習しておくこと。 
４回 一般固有空間について復習しておくこと。 
５回 射影行列の求め方について復習しておくこと。 
６回 Am の表現公式について復習しておくこと。 
７回 ex のマクローリン展開について復習しておくこと。 
８回 exp(tA) の表現公式について復習しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード MSM04510 
成績評価 特別研究論文およびその発表を通して評価する(100%)。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(13〜) 
見出し MSM04510 特別研究 
担当教員名 大江 貴司、澤江 隆一、竹中 茂夫、池⽥ 岳、高嶋 恵三、⽥中 敏、森 義

之、山 
単位数 12 
教科書 適宜指示をする。 
アクティブラーニング  
キーワード 各指導教員の専門分野 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示をする。 
授業形態 実験実習 
注意備考 配属された教員の指導に従って個別に行う。 
シラバスコード MSM04510 
実務経験のある教員  
達成目標 １. 文献の読解能力を身につけること 

２. 特定の研究課題に取り組む中で、研究計画の実施が正しくできること 
３. 特定の研究課題に従事し、得られた結果について正しい解釈ができること 
４. 与えられた課題に対して、自主的に問題を解決し、自らの創造性を発揮でき
ること 
５. 得られた結果を正しく整理し、プレゼンテーションができること 
６. 得られた結果の発表に際して、的確なコミュニケーションがとれること 

受講者へのコメント  
連絡先 代表：学科⻑（原則は配属先指導教員） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work 
関連科目 応用数学専攻の全ての科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 所属する指導教員の指導の下で，2 年間を通して最先端の数学に関するテーマの

研究を行う。また，特別研究論文の作成および研究発表を通して，自主的に学習
および研究することができる能力，文章作成および読解能力，プレゼンテーショ
ン能力，コミュニケーション能力，論理的思考力，問題解決力，自己管理力を磨



くことを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 指導教員の指示に従い準備学習を行うこと。 

 



年度 2014 
授業コード MSM04610 
成績評価 レポート課題(70%)と授業中の演習(30%)を合わせて評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(13〜) 
見出し MSM04610 応用数学特別講義Ⅲ 
担当教員名 坂⽥ 定久＊、⻑渕 裕 
単位数 1 
教科書 教科書は使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 微分方程式の安定性 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用数学特別講義Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 常微分方程式の安定性／山本 稔／実教出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSM04610 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 線形微分方程式系の安定性に関する基本的な性質を理解すること。 

(2) 具体的な線形微分方程式系に対し，安定性が判定できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 5 階⻑渕研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics in Applied Mathematics III 
関連科目 微分積分，微分方程式に関係する科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 理⼯学は勿論のこと経済学や数理生物学の分野においても微分方程式は重要な

知識の１つとなってきている。高階の線形微分方程式はベクトル表示により，１
階線形微分方程式系となる。この講義では，主として，線形微分方程式系の安定
性に関する基礎的知識について講述する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 微分方程式系の安定性と有界性を定義し，その例を示す。 

2 回 微分方程式系の漸近安定性を定義し，その例を示す。 
3 回 自励系および周期系の微分方程式系の漸近安定性について調べる。 
4 回 線形微分方程式系の基本解系の性質を調べる。 
5 回 基本解系を利用して，微分方程式系の漸近安定性を判定する。 



6 回 ラウス・フルヴィッツの判定法を用いて，定数係数線形微分方程式系の漸近
安定性を判定する。 
7 回 リヤプノフの方法を用いて微分方程式系の安定性，不安定性を判定する。 
8 回 リヤプノフの方法を用いて微分方程式系の 

準備学習 1 回 関数の極限の定義について復習しておくこと。 
2 回 安定性の定義とその例を見直しておくこと。 
3 回 微分方程式系の解の定義とその一意性について復習しておくこと。 
4 回 行列の指数関数を復習しておくこと。 
5 回 １階線形微分方程式の定数変化法の復習をしておくこと。 
6 回 行列式の計算方法の復習をしておくこと。 
7 回 積分の計算と１階線形微分方程式の解法を復習しておくこと。 
8 回 前回のリヤプノフの方法を復習しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード MSM05310 
成績評価 レポート(70%)及び講義中の質問に対する受け答え(30%)により評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学専攻(13〜) 
見出し MSM05310 応用解析特論ａ１ 
担当教員名 ⻤塚 政一 
単位数 2 
教科書 「書店販売しない」プリントを適時配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 微分方程式、安定性、リヤプノフの直接法、自励系、線形系、半分線形系 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 常微分方程式の基礎理論から解の安定性の入門までをじっくり解説できたと感

じています。 
授業の中で度々登場した、ε-δ 論法のテクニックは皆さんの今後の数学に役立
つと願っています。 

科目名 応用解析特論ａ１ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 イプシロン・デルタ論法 完全攻略／原惟行、松永秀章／共立出版：常微分方程式

の安定性／山本稔／実教出版：微分方程式入門（基礎数学シリーズ）／吉沢太郎
／朝倉書店：Ordinary Differential Equations／Jack K. Hale／Dover：Stability 
Theory by Liapunov's Direct Method ／ N. Rouche, P. Habets, M. Laloy ／
Springer-Verlag：Stability Theory by Liapunov's Se 

授業形態 講義 
注意備考 特に、微分方程式入門（基礎数学シリーズ）／吉沢太郎／朝倉書店を購入してお

くことが望ましい。 
シラバスコード MSM05310 
実務経験のある教員  
達成目標 常微分方程式の定性的理論の初歩を理解し、それを応用することができること。

特に、安定、吸収的、漸近安定、一様安定、一様吸収的、一様漸近安定、指数漸
近安定の定義をイプシロン・デルタ論法に基づいてよく理解し、それらの違いに
ついて明確に判別できること。 

受講者へのコメント 常微分方程式の基礎理論から解の安定性の入門までをじっくり解説できたと感
じています。 
授業の中で度々登場した、ε-δ 論法のテクニックは皆さんの今後の数学に役立
つと願っています。 

連絡先 ２０号館８階 ⻤塚研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Advanced Applied Analysis a1 
関連科目 微分積分、微分方程式に関係する科目。 
次回に向けての改善変更予定 大学院生の専門科目は少人数制のため、参加型の授業展開ができ、 

理解が深まったのではないかと感じる。 
今後も全体の理解度を考慮しながら授業展開を行いたい。 

講義目的 非線形現象の基礎となる常微分方程式の解の振る舞いについて講義する。特に、
常微分方程式の定性的理論における解の安定性に焦点を当てる。講義の後半にお
いては、最新の研究成果を紹介すると共に、線形系の理論を非線形系へどのよう
に発展させるか、その技法について学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 １回 二次元線形自励系の求積法について復習しておくこと。 

２回 初回の講義及び二次元線形自励系の求積法について復習しておくこと。 
３回 数列の極限について復習しておくこと。 
４回 関数の極限について復習しておくこと。 
５回 イプシロン・デルタ論法について復習しておくこと。 
６回 解の安定性の定義を復習しておくこと。 
７回 安定及び一様安定の定義を理解しておくこと。 
８回 一様漸近安定の定義を理解しておくこと。 
９回 一様漸近安定と指数漸近安定の定義を理解しておくこと。 
１０回 非自励線形系の基本解行列と種 

 



年度 2014 
授業コード MSM05410 
成績評価 レポート(70%)及び講義中の質問に対する受け答え(30%)により評価する。 
曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス 応用数学専攻(13〜) 
見出し MSM05410 応用解析特論ａ２ 
担当教員名 下條 昌彦 
単位数 2 
教科書 冊子「現象の数理の２０章以降」と「大学２年生の微積分の３１章以降」および 

「改訂・応用数学(大日本図書)」 
アクティブラーニング  
キーワード 微分方程式、級数解、分岐、リヤプノフの汎関数、ストークスの定理、ベクトル

場、 
勾配場、ハミルトン系、勾配系 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用解析特論ａ２ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 本講義は幾何学で必要な内容も半分くらいは含んでいる．解析専攻以外の学生も

履修しておくと良いでしょう．１つ１つのトピックで意味や背景などをできるだ
け説明しますので、講義ではあまり難しい計算をする時間はありません．省略し
た計算をレポート問題にします． 

シラバスコード MSM05410 
実務経験のある教員  
達成目標 ベクトル場の微分や積分をイメージできるようになること． 

常微分方程式が級数展開で解けるようになること． 
偏微分方程式が変数分離で解けるようになること． 
相図の意味を理解すること． 

受講者へのコメント  
連絡先 １１号館７階 下條研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Applied Analysis a2 
関連科目 微分積分、微分方程式に関係する科目。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 微積法の手法によって微分方程式や偏微分方程式の解を求めるだけでなく， 

解の定性的挙動なども主眼に微分方程式について講義する． 



また必要に応じてベクトル解析に関する入門的講義も行う． 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 微積分の基本定理を拡張にはどうすれば良いのかを考察する． 

2 回 スカラー場とベクトル場、およびそれらの微分について学習する． 
3 回 スカラー場とベクトル場、およびそれらの積分とその物理的な意味につい
て考察する． 
4 回 静電場と磁束密度、ファラデーの法則の解説をする． 
5 回 Green の定理と発散定理について解説する． 
6 回 ストークスの定理について解説する． 
7 回 力学，電磁気学などからベクトルが自然科学でどのように使われているか
を紹介する． 
8 回 量子力学(関数解析)，流体力学などからベクトルが自 

準備学習 1 回 １変数の微積分の基本定理について復習をすること． 
2 回 偏微分の復習をしておくこと．特にその意味を思い出すこと． 
3 回 線積分や重積分や Green の定理について復習しておくこと． 
4 回 改訂・応用数学(大日本図書)の 1 章を読んでおくこと． 
5 回 大学２年生の微積分の２５、２６、３１章を読んでおくこと． 
6 回 大学２年生の微積分の３２章を読んでおくこと． 
7 回 これまでの講義の復習をしておくこと． 
8 回 6 回目までの講義内容の復習をしておくこと．線型代数の復習をしておくと
良い． 
9 回 これまでの講義内 

 



年度 2014 
授業コード MSM05510 
成績評価 レポートによる(100%)。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学専攻(13〜) 
見出し MSM05510 応用解析特論ｂ 
担当教員名 ⻑渕 裕 
単位数 2 
教科書 適宜資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 解の一意存在性、延⻑可能性、線形微分方程式、基本行列、安定性 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用解析特論ｂ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 山本 稔 著 「常微分方程式の安定性」 （実教出版） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSM05510 
実務経験のある教員  
達成目標 ・具体的に与えられた微分方程式に対し、解の一意性や延⻑可能性を判定するこ

とができる。 
・線形微分方程式の解空間、基本行列による解の表現について理解する。 
・解の安定性について理解し、具体的に与えられた微分方程式に対して解の安定
性を判定することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館階 ⻑渕研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Applied Analysis b 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 常微分方程式について、解の存在やパラメータ依存性に関する基礎定理から始

め、線形理論、漸近的性質（特に安定性）等を取り上げて講義し、定性的理論に
関する基礎的事項を理解することを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 Banach 空間とその例(1) 

2 回 Banach 空間とその例(2) 
3 回 微分方程式と初期値問題 



4 回 縮小写像の原理と解の一意存在性(1) 
5 回 縮小写像の原理と解の一意存在性(2) 
6 回 解の延⻑可能性とノルム評価 
7 回 解の初期値に関する連続的依存性 
8 回 解の初期値に関する微分可能性 
9 回 線形微分方程式(1) 
10 回 線形微分方程式(2) 
11 回 線形微分方程式(3) 
12 回 解の安定性(1) 
13 回 解の安定性(2) 
14 回 線形化原理 
15 回 安定多様体と不安定多様体 

準備学習 1 回 線形空間、内積空間について復習しておくこと。 
2 回 Cauchy の収束判定法、関数列の極限、一様収束について復習して（調べて）
おくこと。 
3 回 学部で学んだ微分方程式の解法について復習しておくこと。 
4 回 第 2、3 回の講義内容を復習しておくこと。 
5 回 第 4 回の講義内容について復習しておくこと。 
6 回 Heine-Borel の被覆定理について調べておくこと。 
7 回 解の存在と一意性について復習しておくこと。 
8 回 Gronwall の不等式について復習しておくこと。 
9 回 線形空間（1 次独立、1 次従属 

 



年度 2014 
授業コード MSM05610 
成績評価 レポート(30%)、講義中の教員からの質問に対する受け答え(70%)による。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学専攻(13〜) 
見出し MSM05610 応用解析特論ｃ 
担当教員名 ⽥中 敏 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しないが、詳しいプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ２階線形微分方程式、境界値問題、固有値問題 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 同上 
科目名 応用解析特論ｃ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 境界値問題入門 (基礎数学シリーズ)／草野尚／朝倉書店／4254117213 

常微分方程式論／柳⽥英二, 栄伸一郎／朝倉書店／4254115873 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSM05610 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) ２階線形微分方程式の解のもつ様々な性質を理解する。 

(2) 非同次２階線形微分方程式の境界値問題の解の存在性について理解する。 
(3) ２階線形微分方程式の固有値問題について理解する。 

受講者へのコメント 同上 
連絡先 20 号館 8 階 ⽥中敏研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者なしのため、特にありません。 
英文科目名 Advanced Applied Analysis c 
関連科目 微分積分、微分方程式関係の科目。 
次回に向けての改善変更予定 同上 
講義目的 最初に２階線形微分方程式の実例を紹介する。 

この方程式に関する変数変換そ紹介する。 
初期値問題の解の存在と一意性を示す。 
一般解の性質を紹介する。 
グリーン関数を紹介し、非同次２階線形微分方程式の境界値問題の解の存在を示
す。 
スツルムの比較定理を紹介する。 
プリュ―ファ変換を利用して、２階線形微分方程式の固有値問題を解析する。固



有関数の性質を紹介する。 
以上を通じて、下記の達成目標の達成が本講義の目的である。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 ２階線形微分方程式の例とそれに関する変数変換を紹介する。 

2 回 解の存在によく利用される縮小写像の原理を紹介する。 
3 回 前回の縮小写像の原理を利用して初期値問題の解の存在と一意性を示す。 
4 回 ２階線形微分方程式の一般解の性質を紹介する。 
5 回 前回に引き続き２階線形微分方程式の一般解の性質を紹介する。 
6 回 同次な問題が自明解のみの場合のグリーン関数を紹介し、非同次境界値問
題の解の存在と一意性について紹介する。 
7 回 同次な問題が非自明解をもつ場合のグリーン関数を紹介し、非同次境界値
問題の解の存 

準備学習 1 回 微分積分の復習をしておくこと。 
2 回 線型代数の復習をしておくこと。 
3 回 縮小写像の原理の復習をしておくこと。 
4 回 初期値問題の復習をしておくこと。 
5 回 一般解の復習をしておくこと。 
6 回 一般解の復習をしておくこと。 
7 回 グリーン関数の復習をしておくこと。 
8 回 一般解の復習をしておくこと。 
9 回 パラメータに関する解の連続性について復習をしておくこと。 
10 回 スツルムの比較定理とプリューファ変換の復習をしておくこと。 
11 回 スツルムの比較定理とプリューファ変換の復習をしておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード MSM05710 
成績評価 課題提出（１００％）によって評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(13〜) 
見出し MSM05710 応用数学特論Ⅰ 
担当教員名 澤江 隆一 
単位数 2 
教科書 講義中にプリントを適宜配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 計算機言語、数論アルゴリズム、プログラミング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 受講者は総計５名なので、所見無し 
科目名 応用数学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考 プログラミング実習があります 
シラバスコード MSM05710 
実務経験のある教員  
達成目標 ここで取り扱う計算機言語と数論アルゴリズムに習熟し、具体的な問題に関して

それを解くためのプログラミングを作成出来る事を達成目標にする。 
受講者へのコメント ５名の研究分野が、応用解析３名、幾何１名、情報数理１名なので、 

微分と幾何の両方がみれる外微分形式の講義を中⼼に一般的な空間解析を目指
しました。 
情報数理的な話が殆どなかったですが、解析の話で繋がりを感じられればと思い
ます。 

連絡先 ２０号館６階 澤江研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者は総計５名なので、所見無し 
英文科目名 Applied Mathematical Science I 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 資料に関して、もう少し系統的な記号等を使うように今後改善してゆく予定で

す。 
講義目的 情報の基礎的な内容を学び、計算機言語の理解を深め、計算の本質を理解する。 

計算を通して、数論の未解決問題へのチャレンジを学ぶ 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 情報数理の基礎Ｉ 

2 回 情報数理の基礎 II 



3 回 数論と計算機についてⅠ 
4 回 数論と計算機についてⅡ 
5 回 数論と計算機についてⅢ 
6 回 計算論的な意味での数論未解決問題Ⅰ 
7 回 計算論的な意味での数論未解決問題Ⅱ 
8 回 数論アルゴリズムⅠ 
9 回 数論アルゴリズムⅡ 
10 回 計算機言語とプログラミングⅠ 
11 回 計算機言語とプログラミングⅡ 
12 回 計算機言語とプログラミングⅢ 
13 回 計算機実習Ⅰ 
14 回 計算機実習Ⅱ 
15 回 総括と復習 

準備学習 1 回 学部の情報関連の科目を予習しておくこと 
2 回 前回の講義内容を復習、理解しておくこと 
3 回 プログラミングなどを復習しておくこと 
4 回 前回の講義内容を復習、理解しておくこと 
5 回 初回の講義内容から復習しておくこと 
6 回 数論の初歩を復習しておくこと 
7 回 前回の講義内容を復習、理解しておくこと 
8 回 前回の講義内容を復習、理解しておくこと 
9 回 計算時間などの基礎的な考えになれること 
10 回 Ｃ言語を復習しておくこと 
11 回 前回の講義内容を復習、理解しておくこと 
12 回 前回の講義内容を復習、 

 



年度 2014 
授業コード MSM06010 
成績評価 課題提出（レポート）により評価する(100%) 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用数学専攻(13〜) 
見出し MSM06010 幾何学特論ａ１ 
担当教員名 橋爪 道彦 
単位数 2 
教科書 特になし 
アクティブラーニング  
キーワード 直交群、合同変換群、鏡映、有限部分群、軌道、文様 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 幾何学特論ａ１ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岩堀⻑慶著 初学者のための合同変換群の話 
授業形態 講義 
注意備考 予習復習をしっかりと行う事 
シラバスコード MSM06010 
実務経験のある教員  
達成目標 群に関する一般的な概念を理解し、具体的な群に関して応用することが出来る。 

群の作用によって得られる軌道を理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 橋爪道彦 ２０号館８Ｆ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Geometry a1 
関連科目 学部の幾何学の科目、代数学の科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 群とその軌道の構造について具体的な群（直交群、合同変換群、さらにはその部

分群）を題材として講義する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 一般論について講義する。 

2 回 直交群とその軌道について講義する。（その１） 
3 回 直交群とその軌道について講義する。（その２） 
4 回 直交群とその軌道について講義する。（その３） 
5 回 直交群とその軌道について講義する。（その４） 
6 回 ユークリッド空間の合同変換群とその軌道について講義する。（その１） 
7 回 ユークリッド空間の合同変換群とその軌道について講義する。（その２） 



8 回 ユークリッド空間の合同変換群とその軌道について講義する。（その３） 
9 回 ユークリッド空間の合同変換群とその軌道につ 

準備学習 1 回 学部で学んだ代数学、幾何学を復習しておくこと。 
2 回 前回の復習を行い、一般論の理解を深めるておくこと。 
3 回 前回の復習を行っておくこと。 
4 回 前回の復習を行っておくこと。 
5 回 前回の復習を行っておくこと。 
6 回 前回の復習を行っておくこと。 
7 回 前回の復習を行っておくこと。 
8 回 前回の復習を行っておくこと。 
9 回 前回の復習を行っておくこと。 
10 回 前回の復習を行っておくこと。 
11 回 前回の復習を行っておくこと。 
12 回 前回の復習を行っておくこと。 
13 回 前回の復習を行っておくこ 

 



年度 2014 
授業コード MSM06110 
成績評価 レポート５０％ 

小テスト５０％ 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学専攻(13〜) 
見出し MSM06110 幾何学特論ａ２ 
担当教員名 井上 雅照 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 幾何学特論ａ２ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSM06110 
実務経験のある教員  
達成目標 力学の方程式をいくつかの場合に解き、ハミルトン方程式の性質を調べるのに重

要である変分原理について理解する。 
微分形式やベクトル場の間のさまざまな関係や操作を理解する。 
微分形式を使って、ハミルトン方程式を具体的に解く。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 8 階 井上研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Geometry a2 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 解析力学・ハミルトン方程式を幾何学的側面から講義する。座標変換は微分方程

式を解くのに非常に有力な手段である。微分形式とはさまざまな演算が座標変換
により不変になるように⼯夫された概念である。この講義では、微分形式を使っ
てハミルトン方程式を考察することを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 講義開始前に微分積分、線形代数、微分方程式の基本的な事項を復習しておくこ



と。特に微分方程式を全く知らない人は、一度事前に調べておくこと。 
それ以外は講義中に説明するので、必ず復習すること。 

 



年度 2014 
授業コード MSM06210 
成績評価 レポートによる(100％) 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学専攻(13〜) 
見出し MSM06210 幾何学特論ｂ 
担当教員名 山崎 正之 
単位数 2 
教科書 必要に応じ資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 行列の基本変形 ねじれ ホワイトヘッド群 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 幾何学特論ｂ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSM06210 
実務経験のある教員  
達成目標 正則行列の基本変形ができる。 

図形のハンドル分解から鎖複体を作ることができる。 
ｓコボルディズムのねじれを調べることができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２５号館５階 山崎正之研究室 masayuki＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Geometry b 
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 位相幾何学に現れる「ねじれ」をテーマとする。「ねじれ」とは行列式の概念を拡

張したものであり、図形の位相的分類とホモトピー的分類の差を測るのに、非常
に有効な道具である。古くはレンズ空間の分類にライデマイスターのねじれが用
いられたが、ホワイトヘッドにより単純ホモトピー理論として理論構築がなされ
た。メーザーらによるｓ−コボルディズム定理は、その最も重要な応用であり、
多様体の分類に必須なものとなっている。さらにレイ‐シンガーによる解析的ね
じれのような見方も現れ、近年では、さらに一般化されたライデマイスターのね
じれ 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 行列の基本変形について、成分が実数の場合の解説をする。 
2 回 行列の基本変形について、成分が整数の場合の解説をする。 
3 回 行列の基本変形について、一般の環の要素を成分とする場合について解説
する。 
4 回 ホワイトヘッド群と行列のねじれを定義する。 
5 回 ホワイトヘッド群やねじれの色々な性質を解説する。 
6 回 図形のハンドル分解の概念を導入し、具体例を紹介する。 
7 回 図形のハンドル分解から鎖複体を構成する。 
8 回 可縮な鎖複体のねじれを定義する。 
9 回 ２次元Ｈコボルディズム定理について解説する。 
 

準備学習 1 回 行列の基本変形について復習しておくこと。 
2 回 行列の成分が整数の範囲で変形を行うときの違いを考えてみること。 
3 回 成分が整数の行列の基本変形を練習してみること。 
4 回 群の概念について復習しておくこと。 
5 回 ホワイトヘッド群の定義を復習しておくこと。 
6 回 空間の直積について復習しておくこと。 
7 回 線形空間の基底について復習しておくこと。 
8 回 ホワイトヘッド群の定義を復習しておくこと。 
9 回 境界のある曲面のハンドル分解の仕方を復習しておくこと。 
10 回 帯の正則ホモトピーによる分類につい 

 



年度 2014 
授業コード MSM06310 
成績評価 レポート（80%）、授業態度（20%） 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学専攻(13〜) 
見出し MSM06310 幾何学特論ｃ 
担当教員名 須藤 清一 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード virtual knot theory, chord diagram 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特に無い 
科目名 幾何学特論ｃ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Virtual Knots／Vassily Olegovich Manturov and Denis Petrovich Ilyutko／World 

Scientific／9789814401128 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSM06310 
実務経験のある教員  
達成目標 Virtual knot theory の基礎的な知識を取得すること。ある virtual knot に対して、

対応する chord diagram を計算できること。 
受講者へのコメント 特に無い 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に無い 
英文科目名 Advanced Geometry c 
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定 特に無い 
講義目的 Virtual knot theory の基本概念と、その中で chord daiagram の果たす役割を理

解する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 授業が始まる前に knot theory と knot や link の不変量についてある程度調べ

ておくこと。授業開始後は、必ず前回の講義内容について復習し、不明な点があ
ればあらかじめ教員に質問して、理解し確認しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード MSM06410 
成績評価 平常点（５０％）、レポート（５０％） 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用数学専攻(13〜) 
見出し MSM06410 情報数理特論ａ１ 
担当教員名 高嶋 恵三 
単位数 2 
教科書 特に指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 確率空間、完全加法族、確率測度 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報数理特論ａ１ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Chaos and Chance/A.Berger/Walter de Gruyter 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSM06410 
実務経験のある教員  
達成目標 確率論の基礎概念を学習し、確率空間について基礎的な知識を習得する。確率空

間上の変換について学習し、基礎概念を習得すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Informatics and Applied Probability a1 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 確率論の基礎概念を学習し、確率空間について基礎的な知識を学習する。確率空

間上の変換について学習し、基礎概念を習得する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 学部の１，２年生での微分積分学の基礎知識を仮定するので、リーマン積分につ

いて、一次元、及び多次元の場合の理論を復習しておくこと。 
 



年度 2014 
授業コード MSM06510 
成績評価 平常点（５０％）、レーポート（５０％） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学専攻(13〜) 
見出し MSM06510 情報数理特論ａ２ 
担当教員名 高嶋 恵三 
単位数 2 
教科書 特になし。 
アクティブラーニング  
キーワード 確率空間、変換の理論、Ergode 理論、Ergodic 変換。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報数理特論ａ２ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Chaos and Chance/A.Berger/Walter de Gruyter 
授業形態 講義 
注意備考 情報数理特論ａ１を履修すること。 
シラバスコード MSM06510 
実務経験のある教員  
達成目標 確率空間上の変換の理論を習得すること。特に、Ergode 理論について、簡単な

例に基づいて Ergodic 変換等の概念を習得すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Informatics and Applied Probability a2 
関連科目 情報数理特論ａ１ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 確率空間上の変換の理論について学習する。特に、Ergode 理論について学習し、

簡単な例に基づいて Ergodic 変換等の概念について学習する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 情報数理特論ａ１の内容を復習しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード MSM06610 
成績評価 数回行う演習及びレポート、プログラムの作成によって評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用数学専攻(13〜) 
見出し MSM06610 情報数理特論ｂ 
担当教員名 森 義之 
単位数 2 
教科書 適時指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード アルゴリズム、ブール代数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 情報数理特論ｂ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適時指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSM06610 
実務経験のある教員  
達成目標 アルゴリズム、フローチャートを作成し、理論立てたプログラムを作成出来るよ

うになる。 
受講者へのコメント 特になし 
連絡先 ２０号館６階森研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Informatics and Applied Probability b 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 基礎離散数学を学び、コンピューターの仕組みを理解してもらう。その上で、コ

ンピュータのプログラミングに必要な論理的な思考を養う。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 離散集合と述語 

2 回 帰納法とアルゴリズム(1) 
3 回 帰納法とアルゴリズム(2) 
4 回 演習 
5 回 離散代数系(1) 
6 回 離散代数系(2) 
7 回 形式言語(1) 



8 回 形式言語(2) 
9 回 形式言語(3) 
10 回 演習 
11 回 有限順序集合と束 
12 回 ブール関数 
13 回 ブール代数(1) 
14 回 ブール代数(2) 
15 回 演習 

準備学習 1 回 大学で学んだ集合論を復習しておく。 
2 回 前回の講義内容を復習、理解しておく。 
3 回 前回の講義内容を復習、理解しておく。 
4 回 前回までの講義内容を復習、理解しておく。 
5 回 前回の演習問題を再度解いてみて苦手な部分を克服しておく。 
6 回 前回の講義内容を復習、理解しておく。 
7 回 前回の講義内容を復習、理解しておく。 
8 回 前回の講義内容を復習、理解しておく。 
9 回 前回の講義内容を復習、理解しておく。 
10 回 前回までの講義内容を復習、理解しておく。 
11 回 前回の演習問題を再度解いてみて苦手 

 



年度 2014 
授業コード MSM06710 
成績評価 講義中に出題のレポート、および講義中の質問に対する答えをそれぞれを５０％

として評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学専攻(13〜) 
見出し MSM06710 情報数理特論ｃ 
担当教員名 竹中 茂夫 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 差・和分、ランダムウォーク、拡散過程、拡散方程式、破産問題 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報数理特論ｃ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 W.Feller:Introduction of Probability theory and its applications I,II 

Knuth etc:コンピュータの数学：Concrete Mathematics 
授業形態 講義 
注意備考 離散数学に関係するので、アルゴリズムといった計算機に関連する概念も出てく

るので、ある程度計算機についての知識も仮定する。 
シラバスコード MSM06710 
実務経験のある教員  
達成目標 差分方程式の境界問題と、吸収壁または反射壁ランダムウォークの関係を理解す

ること。 
受講者へのコメント  
連絡先 takenaka@xmath.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 少人数のため特に意見は出なかった 
英文科目名 Informatics and Applied Probability c 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 差分方程式とランダムウォークの関連および微分方程式と拡散過程の関連の類

似性を理解すること。 また、簡単な確率過程の取り扱いと理解。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 確率論の基礎的な部分の準備が必要である。 学部での偶然の数理 I,II およびデ

ータの数理 I を受講、内容の理解が望ましい。 
 



年度 2014 
授業コード MSM06810 
成績評価 レポート提出により評価する． 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学専攻(13〜) 
見出し MSM06810 代数学特論ａ１ 
担当教員名 池⽥ 岳 
単位数 2 
教科書 セール「有限群の表現論」 
アクティブラーニング  
キーワード 表現，指標 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 問いかけが多くて授業に参加している気持ちになれたのがよかったとのこと．少

人数なので，それができます．学生の皆さんも積極的に参加してくれたので，そ
の分，内容を掘り下げることもできました．どうもありがとうございました． 

科目名 代数学特論ａ１ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSM06810 
実務経験のある教員  
達成目標 既約指標の計算が自分でできる． 
受講者へのコメント 講義内容に関連する書物も多いので勉強を続けてほしい． 
連絡先 11 号館 7 階池⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし． 
英文科目名 Advanced Algebra a1 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 特になし． 
講義目的 表現論の基礎を解説する． 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 群論の基礎，線型代数の基礎を復習する． 

 



年度 2014 
授業コード MSM06910 
成績評価 レポートによる(100％) 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学専攻(13〜) 
見出し MSM06910 代数学特論ａ２ 
担当教員名 山⽥ 紀美子 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 多変数多項式、割り算アルゴリズム、グレブナー基底、消去法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 代数学特論ａ２ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 コックス・リトル・オシー／グレブナ基底と代数多様体入門（上）／ 

シュプリンガー・フェアラーク東京： 
コックス・リトル・オシー／グレブナー基底１／シュプリンガー・フェアラーク
東京 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSM06910 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)多変数多項式環で「項順序・割り算アルゴリズム・グレブナー基底」を用いる

ことで、 
イデアルや剰余環の具体的な理解・計算ができるようになる。 
(2)応用として、多変数多項式が与える方程式を消去法で解くアイデアを理解で
きるようになる。 
(3)上記の内容を、計算機（Maple）で実行する方法を学ぶ。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 8 階山⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Algebra a2 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 一変数多項式では、整数と同様に「割り算とあまり」の計算ができ、 

それを使うとイデアルや剰余環が簡単に理解できる。 
多変数多項式では、「割り算とあまり」の計算を同様に行うことができず 



状況は困難になるが、「項順序・割り算アルゴリズム・グレブナー基底」を 
使って具体的なアプローチが可能になる。 
本講義では「項順序・割り算アルゴリズム・グレブナー基底が多変数多項式」を 
理解する強力な武器になる筋道を説明する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 １回  集合論で学んだ全射、単射、同値類の復習をしておくこと。 

２回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
３回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
４回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
５回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
６回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
７回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
８回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
９回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１０回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
１１回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
１２回 

 



年度 2014 
授業コード MSM07010 
成績評価 レポート（１００％）によって評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学専攻(13〜) 
見出し MSM07010 代数学特論ｂ 
担当教員名 荒谷 督司 
単位数 2 
教科書 代数概論／森⽥ 康夫／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 代数、環論、イデアル、加群 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 代数学特論ｂ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 この内容に触れている、抽象代数の参考書はたくさんある。各自、図書館で選べ

ばよい。 
授業形態 講義 
注意備考 講義を理解するために、積極的に質問される事を希望する。又、復習は必須であ

る。 
シラバスコード MSM07010 
実務経験のある教員  
達成目標 「イデアル」が持つ性質について学び、そこから導かれる環の性質を理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館５階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Algebra b 
関連科目 数理科学特論Ⅵ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 抽象代数学の「環」の復習から始め、多項式環、ネター環の諸性質を解説する。

これは、歴史的には、「数」から「環」への考察対象の変化に対応するものであ
る。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 環とイデアルについて講義する。 

2 回 剰余環と準同型定理について講義する。 
3 回 環の直和について講義する。 
4 回 素イデアルと極大イデアルについて講義する。 
5 回 局所化と商体について講義する。 



6 回 ネター環について講義する。 
7 回 部分加群と剰余加群について講義する。 
8 回 直積と直和について講義する。 
9 回 自由加群について講義する。 
10 回 テンソル積について講義する。 
11 回 局所化と平坦性について講義する。 
12 回 Hom の左完全性について講義する。 
13 回 射影加群と入射加群について 

準備学習 1 回 群論について復習しておくこと。 
2 回 第１回の内容を復習しておくこと。 
3 回 第２回の内容を復習しておくこと。 
4 回 第３回の内容を復習しておくこと。 
5 回 第４回の内容を復習しておくこと。 
6 回 第５回の内容を復習しておくこと。 
7 回 第６回の内容を復習しておくこと。 
8 回 第７回の内容を復習しておくこと。 
9 回 第８回の内容を復習しておくこと。 
10 回 第９回の内容を復習しておくこと。 
11 回 第１０回の内容を復習しておくこと。 
12 回 第１１回の内容を復習しておくこと。 
13 回 第１２回の内容 

 



年度 2014 
授業コード MSM07110 
成績評価 レポート（100%）により評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学専攻(13〜) 
見出し MSM07110 代数学特論ｃ 
担当教員名 浜畑 芳紀 
単位数 2 
教科書 とくに指定しない 
アクティブラーニング  
キーワード ゼータ関数、L-関数、ベルヌーイ数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 代数学特論ｃ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業内で適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSM07110 
実務経験のある教員  
達成目標 リーマンのゼータ関数とその値を理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Algebra c 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 解析的整数論の入門的講義を行う。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 有限アーベル群の指標 

2 回 mod m の指標 
3 回 原始指標 
4 回 ディリクレ級数 
5 回 リーマンのゼータ関数 
6 回 生成関数 
7 回 ディリクレの素数定理 
8 回 ディリクレの L-関数（１） 
9 回 ディリクレの L-関数（２） 



10 回 ベルヌーイ数 
11 回 ベルヌーイ多項式 
12 回 ベルヌーイ数の一般化 
13 回 多重ベルヌーイ数 
14 回 荒川−金子のゼータ関数 
15 回 まとめ 

準備学習 1 回 群の復習をしておくこと。 
2 回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
3 回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
4 回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
5 回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
6 回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
7 回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
8 回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
9 回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
10 回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
11 回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
12 回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
13 回 前 

 



年度 2014 
授業コード MSM07810 
成績評価 指導教員及び専攻内の複数の教員が協議して決定する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(13〜) 
見出し MSM07810 インターナショナルキャリア 
担当教員名 大江 貴司、澤江 隆一、竹中 茂夫、池⽥ 岳、高嶋 恵三、⽥中 敏、森 義

之、山 
単位数 2 
教科書 指導教員より指示 
アクティブラーニング  
キーワード 国際学会、英語プレゼンテーション、英語コミニュケーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 インターナショナルキャリア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員より指示 
授業形態 講義 
注意備考 海外発表の一か月前までに、履修登録を済ませること。 
シラバスコード MSM07810 
実務経験のある教員  
達成目標 １）発表内容を整理できること 

２）英文での発表原稿を作成できること 
３）プレゼンテーション用資料の作成ができること 
４）英語によるプレゼンテーションができること 
５）研究者間の英語でのコミニュケーションができること 

受講者へのコメント 特になし 
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 International Carrier 
関連科目 指導教員より指示 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 学生の国際学会での発表を、積極的にサポートする事を目的とする。 具体的に

は、発表内容の整理、英文での発表原稿、プレゼンテーション用資料の作成、発
表練習、現地での直前・直後も含めた発表指導、事後指導も含む。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 国際会議の情報収集・参加決定、発表題目登録等外国語による手続き指導 

2 回 英語による発表原稿の作成。 



5 回 プレゼンテーション用資料の作成及びそれを使った発表練習 
8 回 現地における、直前・発表時・直後の指導 
11 回 帰国後の事後指導。 他教員への報告も含む 
13 回 プロシーディング等の作成 

準備学習  
 



年度 2014 
授業コード MSM07820 
成績評価 指導教員及び専攻内の複数の教員が協議して決定する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(13〜) 
見出し MSM07820 インターナショナルキャリア 
担当教員名 大江 貴司、澤江 隆一、竹中 茂夫、池⽥ 岳、高嶋 恵三、⽥中 敏、森 義

之、山 
単位数 2 
教科書 指導教員より指示 
アクティブラーニング  
キーワード 国際学会、英語プレゼンテーション、英語コミニュケーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 インターナショナルキャリア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員より指示 
授業形態 講義 
注意備考 海外発表の一か月前までに、履修登録を済ませること。 
シラバスコード MSM07820 
実務経験のある教員  
達成目標 １）発表内容を整理できること 

２）英文での発表原稿を作成できること 
３）プレゼンテーション用資料の作成ができること 
４）英語によるプレゼンテーションができること 
５）研究者間の英語でのコミニュケーションができること 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 International Carrier 
関連科目 指導教員より指示 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学生の国際学会での発表を、積極的にサポートする事を目的とする。 具体的に

は、発表内容の整理、英文での発表原稿、プレゼンテーション用資料の作成、発
表練習、現地での直前・直後も含めた発表指導、事後指導も含む。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 国際会議の情報収集・参加決定、発表題目登録等外国語による手続き指導 

2 回 英語による発表原稿の作成。 



5 回 プレゼンテーション用資料の作成及びそれを使った発表練習 
8 回 現地における、直前・発表時・直後の指導 
11 回 帰国後の事後指導。 他教員への報告も含む 
13 回 プロシーディング等の作成 

準備学習  
 



年度 2014 
授業コード MSM07910 
成績評価 指導教員が、発表会参加教員と協議の上評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(13〜) 
見出し MSM07910 コンプリヘンシブ演習Ⅰ 
担当教員名 大江 貴司、澤江 隆一、竹中 茂夫、池⽥ 岳、高嶋 恵三、⽥中 敏、森 義

之、山 
単位数 2 
教科書 各指導教員より指示 
アクティブラーニング  
キーワード 文献収集、文献精読と整理、プレゼンテーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各指導教員より指示 
授業形態 演習 
注意備考 修士１年生に対する必修科目。 
シラバスコード MSM07910 
実務経験のある教員  
達成目標 １）各専門分野に関する文献などの資料を収集できること 

２）文献を読み、理解することができること 
３）それらをまとめたプレゼンテーションができること 

受講者へのコメント 特になし 
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Comprehensive Exercise I 
関連科目 各指導教員より指示 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 専攻する数学分野の基礎学習を主たる目的とする。 担当教員によるセミナーを

基本とするが、学習内容を広げ、整理することを目的として期の最後に担当教員
以外の複数教員の参加する発表会を開く。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 外書講読も含む、専門分野の基本的知識を得るためのセミナー及びその準

備。 
11 回 発表会を踏まえて、学習内容のまとめと発表準備 
14 回 他分野の教員も加えた形での発表会 



15 回 発表会の事後評価 
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード MSM08010 
成績評価 指導教員が、発表会参加教員と協議の上評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(13〜) 
見出し MSM08010 コンプリヘンシブ演習Ⅱ 
担当教員名 大江 貴司、澤江 隆一、竹中 茂夫、池⽥ 岳、高嶋 恵三、⽥中 敏、森 義

之、山 
単位数 2 
教科書 各指導教員より指示 
アクティブラーニング  
キーワード 文献収集、文献精読と整理、プレゼンテーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各指導教員より指示 
授業形態 演習 
注意備考 修士１年生に対する必修科目。 
シラバスコード MSM08010 
実務経験のある教員  
達成目標 １）各専門分野に関する文献などの資料を収集できること 

２）文献を読み、理解することができること 
３）それらをまとめたプレゼンテーションができること 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Comprehensive Exercise II 
関連科目 各指導教員より指示 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専攻する数学分野の基礎学習を主たる目的とする。 担当教員によるセミナーを

基本とするが、学習内容を広げ、整理することを目的として期の最後に担当教員
以外の複数教員の参加する発表会を開く。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 外書講読も含む、専門分野の基本的知識を得るためのセミナー及びその準

備。 
11 回 発表会を踏まえて、学習内容のまとめと発表準備 
14 回 他分野の教員も加えた形での発表会 



15 回 発表会の事後評価 
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード MSM08110 
成績評価 指導教員が、発表会参加教員と協議の上評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(13〜) 
見出し MSM08110 コンプリヘンシブ演習Ⅲ 
担当教員名 大江 貴司、澤江 隆一、竹中 茂夫、池⽥ 岳、高嶋 恵三、⽥中 敏、森 義

之、山 
単位数 2 
教科書 各指導教員より指示 
アクティブラーニング  
キーワード 文献収集、文献精読と整理、プレゼンテーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各指導教員より指示 
授業形態 演習 
注意備考 修士２年生に対する必修科目。 
シラバスコード MSM08110 
実務経験のある教員  
達成目標 １）各専門分野に関する文献などの資料を収集できること 

２）文献を読み、理解することができること 
３）それらをまとめたプレゼンテーションができること 

受講者へのコメント 特になし 
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Comprehensive Exercise III 
関連科目 各指導教員より指示 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 専攻する数学分野の基礎学習を主たる目的とする。 担当教員によるセミナーを

基本とするが、学習内容を広げ、整理することを目的として期の最後に担当教員
以外の複数教員の参加する発表会を開く。 

対象学年 2 年 
授業内容 1 回 外書講読も含む、専門分野の基本的知識を得るためのセミナー及びその準

備。 
11 回 発表会を踏まえて、学習内容のまとめと発表準備 
14 回 他分野の教員も加えた形での発表会 



15 回 発表会の事後評価 
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード MSM08210 
成績評価 指導教員が、発表会参加教員と協議の上評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(13〜) 
見出し MSM08210 コンプリヘンシブ演習Ⅳ 
担当教員名 大江 貴司、澤江 隆一、竹中 茂夫、池⽥ 岳、高嶋 恵三、⽥中 敏、森 義

之、山 
単位数 2 
教科書 各指導教員より指示 
アクティブラーニング  
キーワード 文献収集、文献精読と整理、プレゼンテーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各指導教員より指示 
授業形態 演習 
注意備考 修士２年生に対する必修科目。 
シラバスコード MSM08210 
実務経験のある教員  
達成目標 １）各専門分野に関する文献などの資料を収集できること 

２）文献を読み、理解することができること 
３）それらをまとめたプレゼンテーションができること 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Comprehensive Exercise IV 
関連科目 各指導教員より指示 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専攻する数学分野の基礎学習を主たる目的とする。 担当教員によるセミナーを

基本とするが、学習内容を広げ、整理することを目的として期の最後に担当教員
以外の複数教員の参加する発表会を開く。 

対象学年 2 年 
授業内容 1 回 外書講読も含む、専門分野の基本的知識を得るためのセミナー及びその準

備。 
11 回 発表会を踏まえて、学習内容のまとめと発表準備 
14 回 他分野の教員も加えた形での発表会 



15 回 発表会の事後評価 
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード MSP00310 
成績評価 講義への参加度（質疑応答など）30%，レポート（演習，実験内容を含む）70%

で評価 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用物理学専攻(13〜) 
見出し MSP00310 応用物理学特別講義Ⅰ 
担当教員名 蜷川 清隆、尾崎 眞啓、金子 敏明、川端 晃幸、豊⽥ 新、中川 幸子、中

川 益生 
単位数 1 
教科書 適宜資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用物理学特別講義Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて各担当教員が指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・講義日程や内容を変更する場合があるので，掲示板とか E-mail に注意するこ

と 
・受講者の連絡先を第１回の講義時に登録しておくこと 

シラバスコード MSP00310 
実務経験のある教員  
達成目標 1)物理学の考え方を理解し，身近な物理現象を説明できる。 

2)最近の物理学の研究を通して，物理学の目指しているものを知る。 
受講者へのコメント  
連絡先 各担当教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics in Applied Physics I 
関連科目 応用物理学専攻開講の各科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 最近の理学研究は研究分野が多岐にわたり学際的な傾向をもつものである。した

がって，自分が専攻する修士課程での研究分野だけでなく，それ以外の分野に関
する知見を得ることが望まれる。本講義では，応用物理学専攻所属の教員による
講義とそれに対する質疑応答を通して，さまざまな研究分野に関する理解を深め
るとともに実践的な研究能力を高めることを目的とする。また，物理学の各分野
における先端的研究開発の現状を聴講することによって，普遍的な研究開発の方



法論を修得することを目指す。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 イントロダクションを行う。 

2 回 加速された荷電粒子が媒質を通過する際に誘起される種々の物理現象を解
説する。 
3 回 量子物理学とその最近の発展について概説する。 
4 回 光・電子デバイスの駆動素子として近年利用され始めている分子性固体の
電子構造の特徴や研究の現状について解説する。 
5 回 新エネルギー開発の鍵を握る新材料・新素材について，研究開発の現状と将
来について講義する。 
6 回 再生可能エネルギー源として期待されている太陽電池の特徴や研究の現状
について講義する。 
7 回 放射線科学に関する最新の情報を 

準備学習 1 回 最近の物理学に関連したトピックスをウェブ等で調べておくこと。 
2 回 力学，電磁気学でのエネルギーと運動量の授受について調べておくこと。 
3 回 2001 年，2005 年ノーベル物理学賞の内容について調べておくこと。 
4 回 電荷移動錯体，カチオンラジカル塩，アニオンラジカル塩とはそれぞれ何
か，調べておく。 
5 回 本，雑誌，インターネット等で様々な新エネルギーについて調べておくこ
と。 
6 回 太陽電池について調べておくこと。 
7 回 事前に配布した資料を読んでおくこと。 
8 回 隕石について調べておく。 

 



年度 2014 
授業コード MSP01710 
成績評価 講義中に出題する演習課題（４０％）、定期試験でのレポート課題（６０％）にて

評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用物理学専攻(13〜) 
見出し MSP01710 半導体特論 
担当教員名 米⽥ 稔 
単位数 2 
教科書 プリント(資料）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード レーザー、ダイオード、太陽電池、発光素子、受光素子 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 半導体特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 高橋 清著/半導体⼯学/森北出版 

上浦洋一著/シリコン結晶欠陥の基礎物性とその評価法/リアライズ社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSP01710 
実務経験のある教員  
達成目標 ・半導体と金属、誘電体の違いを説明することができる。 

・半導体の伝導性について説明することができる。 
・基本的な半導体デバイスの特性を説明することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館１階米⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Semiconductor Physics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 半導体デバイス構造の微細化に伴い、物質の表面や内部に存在する格子欠陥の役

割を理解することが重要になってきている。格子欠陥の基本的な性質や挙動の理
解は、超格子を始めとする高機能薄膜を実現するに不可欠である。本講義では固
体物理学の基本的な知識の整理に触れながら、半導体中の格子欠陥の基本的な性
質や挙動に関して紹介する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 半導体の種類について講義する。 



2 回 半導体の特徴について講義する。 
3 回 結晶構造と固体の電子のエネルギーについて講義する。 
4 回 結晶構造と固体の電子のエネルギーについて講義する。 
5 回 電子・正孔の挙動について講義する。 
6 回 真性半導体と不純物半導体について講義する。 
7 回 結晶欠陥について講義する。 
8 回 欠陥の移動と拡散について講義する。 
9 回 電気的・光学的特性について講義する。 
10 回 欠陥の電子状態と欠陥反応について講義する。 
11 回 結晶欠陥の評価方法について講義する。 
12 回 

準備学習 1 回 半導体について調べてくること。 
2 回 半導体の特徴ついて調べてくること。 
3 回 シリコン半導体の結晶構造について調べてくること。 
4 回 前回の復習をしておくこと。 
5 回 前回の復習をしておくこと。 
6 回 前回の復習をしておくこと。 
7 回 前回の復習をしておくこと。 
8 回 前回の復習をしておくこと。 
9 回 前回の復習をしておくこと。 
10 回 前回の復習をしておくこと。 
11 回 前回の復習をしておくこと。 
12 回 前回の復習をしておくこと。 
13 回 前回の復習をしておくこと。 
14 回 前回の復習をしてお 

 



年度 2014 
授業コード MSP02710 
成績評価 特別研究への取り組みや発表内容を 100 点満点で評価する（各項目への配点は研

究室毎に異なる）。 
100 点満点で，60 点以上を合格とする。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用物理学専攻(13〜) 
見出し MSP02710 特別研究 
担当教員名 蜷川 清隆、蜷川 清隆、尾崎 眞啓、金子 敏明、金子 敏明、川端 晃幸、

豊⽥ 新 
単位数 12 
教科書 指導教員が適宜指示する 
アクティブラーニング  
キーワード 研究力，プレゼンテーション 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員が適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 (1)研究室毎に実施するので，具体的な内容・実施形態については指導教員の指示

に従うこと。 
(2)特に実験系の研究室において，事前に実験の安全について十分に講習を受け
ること。 

シラバスコード MSP02710 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)一つのテーマを解決するために必要な課題について，書籍，文献，ウェブ等で

調査する能力を身につける。 
(2)他のゼミ生，大学院生，指導教員等と協力して，問題を解決するともにプロジ
ェクトを完成させることができる。 
(3)研究した内容を聴衆を前にパワーポイントを使って簡潔に発表することがで
きる。 
(4)発表に対する質問に適確に答えることができるように，十分な準備を行う能
力を身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 （人数が少ないため，アンケート実施せず） 
英文科目名 Thesis Work 



関連科目 ゼミナール 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 応用物理学における一つのテーマについて，研究を行うための基礎能力を身につ

ける。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 (1)研究室の過去の特別研究論文（要旨）をあらかじめ読んでおくこと。 

(2)特別研究の具体的な内容等について，担当教員の指示に従うこと。 
(3)中間発表用資料を準備すること。 
(4)特別研究発表用資料を準備すること。 
(5)特別研究要旨作成の準備をすること。 

 



年度 2014 
授業コード MSP02910 
成績評価 講義中での質疑応答（講義への参加度）30%，レポート 70%で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用物理学専攻(13〜) 
見出し MSP02910 応用物理学特別講義Ⅱ 
担当教員名 蜷川 清隆、尾崎 眞啓、金子 敏明、川端 晃幸、豊⽥ 新、中川 幸子、中

川 益生 
単位数 1 
教科書 適宜資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用物理学特別講義Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて各担当教員が指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・講義日程や内容を変更する場合があるので，掲示板とか E-mail に注意するこ

と 
・受講者の連絡先を第１回の講義時に登録しておくこと 

シラバスコード MSP02910 
実務経験のある教員  
達成目標 1)物理学の考え方を理解し，身近な物理現象を説明できる。 

2)最近の物理学の研究を通して，物理学の目指しているものを知る。 
受講者へのコメント  
連絡先 各担当教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics in Applied Physics II 
関連科目 応用物理学専攻開講の各科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 最近の理学研究は，研究分野が多岐にわたり学際的な傾向をもつものである。し

たがって，自分が専攻する修士課程での研究分野だけでなく，それ以外の分野に
関する知見を得ることが望まれる。本講義では，応用物理学専攻所属の教員によ
る講義とそれに対する質疑応答を通して，さまざまな研究分野に関する理解を深
めるとともに実践的な研究能力を高めることを目的とする。また，物理学の各分
野における先端的研究開発の現状を聴講することによって，普遍的な研究開発の
方法論を修得することを目指す。 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 イントロダクションを行う。 

2 回 生命を育んだ惑星の大気の温室効果について，その原理を講義する。 
3 回 透析膜に吸着しない尿素の正確な除去効率を判断する新しい方法について
述べる。 
4 回 酸化ストレスによる細胞障害機構解明における物理分野の貢献とその展望
について講義する。 
5 回 最近の物理トピックスに関する理解を深めるため，実験を通して基礎的な
物理現象を紹介する。 
6 回 一次視覚野の発見について，過去の研究の歴史を紹介するとともに，脳磁図
による最近の研究を紹介する。 
7 回 マクロバブルやナノバブルとい 

準備学習 1 回 最近の物理学に関連したトピックスをウェブ等で調べておくこと。 
2 回 温室効果ガス（二酸化炭素など）と地球温暖化について書籍，インターネッ
トなどで調べておくこと。 
3 回 透析効率について書籍，インターネットなどで調べておくこと。 
4 回 活性酸素，フリーラジカル障害あるいは酸化ストレスについて調べておく
こと。 
5 回 自分が興味をもった物理現象について調べておくこと。 
6 回 視覚について，高校の生物の教科書，書籍，ウェブ等で調べておくこと。 
7 回 一般的な「泡」というものについて書籍等で調べておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード MSP04310 
成績評価 期末に課題を出し、レポートの提出を求める（100％）。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用物理学専攻(13〜) 
見出し MSP04310 地球物性物理 
担当教員名 豊⽥ 新 
単位数 2 
教科書 必要な資料は適宜配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 年代測定、放射線物性、電子スピン共鳴、ルミネッセンス年代測定、自然放射線 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球物性物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 池谷元伺「ＥＳＲ年代測定」アイオニクス, 1986M. J. Aitken, An Introduction to 

Optical Dating, Oxford Univerisyt Press, 1998 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSP04310 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）各種年代測定法の基礎的な事項を理解する。 

（２）放射線物性の基礎的な事項を理解する。 
（３）放射性物性を利用した年代測定法の原理とその方法の基礎を理解する。 
（４）年代測定の応用分野について理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 26 号館 3 階 086-256-9608toyoda@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Solid State Geophysics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 固体中の照射効果を利用した年代測定法の原理とその方法、またそれによって得

られる年代を用いた地球科学的また人類学的応用例について学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  年代測定法の概念 

2 回  同位体年代測定法（１） 
3 回  同位体年代測定法（２） 
4 回  照射効果を利用した年代測定法の原理 



5 回  各種放射線の性質 
6 回  放射線と物質との相互作用（１） 
7 回  放射線と物質との相互作用（２） 
8 回  年間線量率の測定方法 
9 回  放射平衡 
10 回  電子スピン共鳴の原理（１） 
11 回  電子スピン共鳴の原理（２） 
12 回  電子スピン共鳴年代測定の方法 
13 回  第四紀における人類の進化と年代測定 
14 回  第四紀における気候変動と年代測定 
15 回  第四紀 

準備学習 1 回  年代測定法の種類について調べておくこと 
2 回  安定同位体、放射性同位体について調べておくこと 
3 回  同位体年代測定法について復習しておくこと 
4 回  照射効果について調べておくこと 
5 回  放射線の種類と性質について調べておくこと 
6 回  α 線と物質の相互作用について調べておくこと 
7 回  β 及び γ 線と物質の相互作用について調べておくこと 
8 回  自然放射線について調べておくこと 
9 回  放射性平衡／非平衡とは何か調べておくこと 
10 回  電子スピン共鳴の原理について調べておくこと 
11 回 

 



年度 2014 
授業コード MSP05410 
成績評価 レポート(60%)および定期試験(40%)で評価する 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用物理学専攻(13〜) 
見出し MSP05410 核物理学 
担当教員名 宮川 和也 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 核物理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 場の理論／武⽥暁／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 学部で量子力学を履修しておくことが望ましい。 
シラバスコード MSP05410 
実務経験のある教員  
達成目標 ・「量子場の理論」の基礎となる古典力学、量子力学の要点をまとめ、理解する 

・調和振動子の量子化、“ひも”の振動の量子化、自由粒子の場の理論 など「量子
場の理論」の基礎となる部分を理解する 

受講者へのコメント  
連絡先 宮川研究室、24 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Nuclear Physics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「量子場の理論」は、幅広い量子現象を記述する最も基本的で強力な理論体系で

ある。この講義では、学部で学んだ「量子力学」を基礎として、「量子場の理論」
の基本的な内容を学ぶ。また、時間が許せば、いくつかの応用例 ― ボーズアイ
ンシュタイン凝縮、超伝導 ― について学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  講義全般の概要について説明する。 

2 回  力学系の量子化 ― 古典力学の運動法則について解説する。 
3 回  力学系の量子化 ― 古典力学から量子力学へ、について解説する。 
4 回  力学系の量子化 ― 古典力学から量子力学へ、について解説する。 



5 回  力学系の量子化 ― 調和振動子の量子化について解説する。 
6 回  力学系の量子化 ― 調和振動子の量子化について解説する。 
7 回 演習問題を解く。また、その解説を行う。 
8 回  “ひも”の振動の量子化について解説する。 
9 回  “ひも”の振動の量子化 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 古典力学の運動法則について、参考書の対応する部分を予習しておくこと。 
3 回 「古典力学から量子力学へ」について、参考書の対応する部分を予習してお
くこと。 
4 回 「古典力学から量子力学へ」について、参考書の対応する部分を予習してお
くこと。 
5 回 調和振動子の量子化について、参考書の対応する部分を予習しておくこと。 
6 回 調和振動子の量子化について、参考書の対応する部分を予習しておくこと。 
7 回 指示された問題を解いておくこと。 
8 回 “ひも”の振動の量子化について、参 

 



年度 2014 
授業コード MSP05510 
成績評価 講義への取り組み姿勢（質疑応答など）30%とレポート課題提出（70%）により

評価 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用物理学専攻(13〜) 
見出し MSP05510 金属物性 
担当教員名 平岡 裕 
単位数 2 
教科書 特になし（随時，資料配布） 
アクティブラーニング  
キーワード 金属，結晶構造，結合様式，欠陥，ミクロ組織，変形・破壊 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 金属物性 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSP05510 
実務経験のある教員  
達成目標 金属材料（結晶）の物性の一つである機械的性質（変形と破壊）と原子レベルか

ら微視的，巨視的レベルまでのさまざまな因子との関わり合いについて理解す
る。 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 3 階 平岡研究室 hiraoka@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 （人数が少ないため（2 名），アンケート実施せず） 
英文科目名 Physical Metallurgy 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 理想的な金属結晶の物性は，その結晶を構成する原子・分子の種類，結晶構造と

いった因子だけでなく，材料内に存在するさまざまな欠陥に大きく依存する。ま
た，結晶の大きさ，形状と云ったミクロ組織などの因子の影響も無視できない。
本講義では，理想的な金属結晶および実在的な金属材料を対象として，さまざま
な因子が材料（結晶）の変形・破壊挙動に及ぼす影響について講義する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 結合様式，用途別に材料を分類する。 

2 回 結晶，結晶構造について講義する。 



3 回 結晶を構成する原子・分子間の結合様式について講義する。 
4 回 結晶中に存在する結晶構造的な諸欠陥について講義する。 
5 回 結晶中に存在する化学組成的な諸欠陥について講義する。 
6 回 結晶（材料）における変形の基礎について講義する。 
7 回 理想結晶における変形のメカニズムについて講義する。 
8 回 理想結晶におけるすべり変形について講義する。 
9 回 実在材料における変形挙動について講義する。 
10 回 結晶（材料）における破 

準備学習 1 回 どのような材料がどの場所で使用されているか調べておくこと。 
2 回 結晶，結晶格子，結晶構造について調べておくこと。 
3 回 様々な材料の性質について調べておくこと。 
4 回 材料中にどのような欠陥が存在するのか，調べておくこと。 
5 回 材料中にどのような欠陥が存在するのか，調べておくこと。 
6 回 応力負荷と変形の関係について調べておくこと。 
7 回 理想結晶と実在結晶について調べておくこと。 
8 回 応力負荷と変形の関係について調べておくこと。 
9 回 応力負荷と変形の関係について調べておくこと。 
10 回 応 

 



年度 2014 
授業コード MSP05910 
成績評価 講義中の質問応答（80 点）と関連した論文購読の発表（20 点）で評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用物理学専攻(13〜) 
見出し MSP05910 惑星科学 
担当教員名 蜷川 清隆 
単位数 2 
教科書 シリーズ 現代の天文学９ 太陽系と惑星 （日本評論社） 
アクティブラーニング  
キーワード 太陽系、地球型惑星、⽊星型惑星、衛星、リング、小天体 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 惑星科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 宇宙・惑星化学 （培風館）など適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 出席できない場合は事前に連絡すること。 
シラバスコード MSP05910 
実務経験のある教員  
達成目標 惑星科学に関する基礎知識を得る。 
受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 3 階 蜷川研究室 E-mail: kninagawa@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Planetary Science 
関連科目 宇宙科学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球を含む太陽系、惑星の最新の知見を紹介する。また、惑星科学に関連した最

近の論文を講読し理解を深める。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  太陽系概観（１） 

2 回  太陽系概観（２） 
3 回  地球型惑星（１） 
4 回  地球型惑星（２） 
5 回  ⽊星型惑星（１） 
6 回  ⽊星型惑星（２） 
7 回  衛星とリング （１） 
8 回  衛星とリング （２） 



9 回  小天体（１） 
10 回  小天体（２） 
11 回  太陽系の起源（１） 
12 回  太陽系の起源（２） 
13 回  関連した論文の講読 （１）をする。 
14 回  関連した論文の講読 （２）をする。 
15 回  関連した論文の講読 （３）をする。 

準備学習 1 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
2 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
3 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
4 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
5 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
6 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
7 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
8 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
9 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
10 回  教科書の対応する部分を予習しておくこと。 
11 回  教科 

 



年度 2014 
授業コード MSP06110 
成績評価 ゼミナール形式ですすめて、発表内容を評価し（8 割）、加えて最終試験（2 割）

で評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用物理学専攻(13〜) 
見出し MSP06110 分子物理 
担当教員名 中川 幸子 
単位数 2 
教科書 特に指定しない。必要に応じて資料を提供する。 
アクティブラーニング  
キーワード クラスター、群、分子軌道法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 分子物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 物性研究者のための場の量子論 I／高橋康／培風館 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSP06110 
実務経験のある教員  
達成目標 系の対称性が重要な多原子分子の原子状態を、初歩の群論から理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 メール stnak@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Molecular Physics 
関連科目 量子力学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 量子力学を復習して、ボソンとフェルミオンについての生成消滅演算子による量

子力学の統一的な表現を学ぶ。さらに、多電子系、多原子系になって付加される
概念を整理しながら、原子構造体としての分子物理を学ぶ。とりわけ分子物理で
は、波動関数、エネルギー状態における系の対称性に関して、結晶点群の群論を
学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 量子力学の復習 

 



年度 2014 
授業コード MSP06210 
成績評価 レポートにより評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用物理学専攻(13〜) 
見出し MSP06210 界面物理 
担当教員名 中川 益生 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 化学センサ、バイオセンサ、拡散、濾過 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 界面物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Robert W. Cattrall: Chemical Sensors, Oxford Chemistry Primers, No.52 (1997) 

峰島三千男著「血液浄化器」日本メディカルセンター 
授業形態 講義 
注意備考 力学、電磁気学、微分積分学について復習しておくこと。 
シラバスコード MSP06210 
実務経験のある教員  
達成目標 化学物質や生体物質のセンシングの基礎となる物理学と化学についての理解を

深め、⼯業あるいは医療分野で使用されている種々の化学センサの動作機構を理
解することを目標とする。 
また、界面現象の一つとして、拡散と濾過による物質輸送について学ぶ。一例と
して透析用ダイアライザを取り上げ、その物質輸送過程に関する理論を理解する
ことを目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 masuo@dap.ous.ac.jp ２号館２階 Phone: 086-256-9450 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics at Surfaces 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 種々の界面現象を物理的に理解することを目的とする。そのため、化学センサに

おける電子的過程とダイアライザにおける物質輸送過程をとりあげる。化学セン
サ技術の背景をなす固体界面の電子現象や固体液体界面のイオン現象などに関
する広範な学際領域の知識を提供し、化学物質や生体物質のセンシングの基礎と
なる物理的・化学的現象を理解し応用する能力を身につけることを目的とする。



また、透析における物質輸送現象について理論的に理解することを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 配布したプリントの 1, 2, 5, 6, 7, 8, 9 章について予習しておくこと。 

また、「血液浄化器」の参考書については、1, 2 章 について予習しておくこと。 
 



年度 2014 
授業コード MSP06310 
成績評価 講義中の質疑応答 30%，レポート 70% 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用物理学専攻(13〜) 
見出し MSP06310 電気生理学 
担当教員名 畑中 啓作 
単位数 2 
教科書 適宜資料を配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード ニューロン，シナプス，活動電位，膜電位，脳 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気生理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Principles of Neural Science. 5th ed. /Kandel, Eric R. 他 . (McGraw-Hill 

Companies) 
授業形態 講義 
注意備考 生理学の講義を履修していない学生のために，生理学の基礎的な事項についても

講義する． 
シラバスコード MSP06310 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)ニューロンで電気信号が生成され伝達される機構を理解し，静止膜電位を単

純なモデルで計算できる． 
(2)膝蓋腱反射の場合に，感覚信号が生成され，処理され，最終的に筋肉が動くま
での仕組みを説明できる． 
(3)脳波，脳磁図などの脳の電気生理学的検査について理解を深め，基礎研究への
応用や臨床応用を知る． 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 3 階 畑中研究室 086-256-9713 hatanaka@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electrophysiology 
関連科目 生理学，臨床生理学，基礎電磁気学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ヒトの脳は 100 億を超える神経細胞ニューロンから構成され，情報のやりとりは

主に電気的に行われている．ヒトの示す複雑な行動も，多くは，ニューロンにお
ける電気的な活動に起因している．講義では，まずニューロンで電気信号が生成・
伝達される仕組みを単純な物理学的モデルをもとに理解した後，膝蓋腱反射を例



に，ニューロン間での情報伝達の基本的な機構を理解する．また，ニューロンに
おける電気的な活動を体外から無侵襲で計測する脳波や脳磁図などの電気生理
学的な生体計測がどのように行われ，測定結果をどう解釈したら良いかについて
も考 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 脳科学入門 

2 回 神経系の構成と脳 
3 回 ニューロンの構造 
4 回 ニューロンと信号伝達の仕組み 
5 回 単純な信号伝達の例：膝蓋腱反射 
6 回 膜電位 
7 回 ニューロンの物理モデル 
8 回 ニューロンの電気等価回路 
9 回 イオンチャネル 
10 回 生体の電磁気学 
11 回 脳の電気生理学と脳波 
12 回 脳の電気生理学と脳磁図 
13 回 電気生理学の基礎医学への応用 
14 回 電気生理学の臨床への応用 
15 回 ニューロンから脳へ 

準備学習 1 回 脳の構造と仕組みについて，テキスト，ウェブ等で調べる． 
2 回 神経科学のテキスト，ウェブ等で神経系について予習する． 
3 回 生理学のテキスト，ウェブ等でニューロンとグリアについて予習する． 
4 回 生理学のテキスト，ウェブ等で活動電位というキーワードをもとに予習す
る． 
5 回 生理学のテキスト，ウェブ等で膝蓋腱反射について調べる． 
6 回 生理学のテキスト，ウェブ等で膜電位について予習する． 
7 回 講義ノートをもとに，細胞膜を，電池，抵抗，コンデンサーから構成される
ネットワークとして考える． 
8 回 講義ノ 

 



年度 2014 
授業コード MSP06410 
成績評価 研究論文要約 20%および課題発表 80%により評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用物理学専攻(13〜) 
見出し MSP06410 病態医科学 
担当教員名 川端 晃幸 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 酸化ストレス、活性酸素、活性窒素、フリーラジカル、電子スピン共鳴 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 病態医科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 磁気共鳴-ESR／山内 淳／サイエンス社 
授業形態 講義 
注意備考 細胞の形態・生理および生化学についての基礎的な知識を有することが望まし

い。 
シラバスコード MSP06410 
実務経験のある教員  
達成目標 医学領域における酸化ストレス障害について説明できる。また、電子スピン共鳴

を用いた酸化ストレスの測定についてその原理と方法について説明できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 １号館２階 川端研究室 kawabata@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Medical Science and Pathology 
関連科目 解剖学、生化学、生理学、病理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 活性酸素・フリーラジカルはさまざまな疾患の病因および病態に深く関わってい

る。この講義では、活性酸素・フリーラジカルによる細胞傷害機構の基礎を学ぶ。
とくに、生体内に豊富に存在する鉄、銅などの遷移金属の関与に着目する予定で
ある。また、活性酸素・フリーラジカル研究に有効な電子スピン共鳴の基礎を医
学・生物学への応用例を通して学習する。テーマはできるだけ最新の総説などを
取り上げ、ラウンド・テーブル形式で講義を進める。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 医学分野における物理学の役割について解説する。 

2 回 細胞の構造と機能について解説する。 



3 回 細胞傷害機構について解説する。 
4 回 活性酸素・フリーラジカルの生化学について解説する。 
5 回 活性酸素・フリーラジカル傷害について解説する。 
6 回 生物学・医学の方法論について解説する。 
7 回 電子スピン共鳴の基礎について解説する。 
8 回 電子スピン共鳴の医学への応用について解説する。 
9 回 関連した論文の解説を行う。 
14 回 受講者が興味をもった研究論文を紹介をし、その内容についてその他の参
加者と議論 

準備学習 1 回 医学分野における物理学の役割について自分なりに考えてくること。 
2 回 細胞の形態と機能について復習しておくこと。 
3 回 細胞の病理について復習しておくこと。 
4 回 細胞障害の分子機構について復習しておくこと。 
5 回 細胞障害の分子機構について復習しておくこと。 
6 回 臨床医学におけるさまざまな検査方法について復習しておくこと。 
7 回  磁気共鳴について復習しておくこと。 
8 回 磁気共鳴について復習しておくこと。 
9 回 第１回から第８回までの内容を十分復習しておくこと。 
14 回 興味をもった細胞障害に 

 



年度 2014 
授業コード MSP06510 
成績評価 講義中に出題されるレポート課題の評価が約３０％、定期試験でのレポート課題

の評価が約７０％の割合で評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用物理学専攻(13〜) 
見出し MSP06510 量子線物理 
担当教員名 金子 敏明 
単位数 2 
教科書 講義ノートを中⼼に講義する。また、講義中に資料を適宜配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード イオンビーム、粒子線物理、散乱断面積、エネルギー損失、阻止能、２次電子放

出、電子励起、プラスモン、誘電関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 量子線物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「イオンビーム⼯学 ー イオン・固体相互作用編」（培風館）藤本・小牧編 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSP06510 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎となる物理現象（エネルギー保存則、運動量保存則）を理解して、散乱断面

積などの基本的な物理量を自分で導出できる。また、点電荷がクーロン力で誘起
する電子励起現象を発展させて、分子イオンやクラスターイオン入射にも応用で
きるような思考力を養うことを目的とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 金子敏明研究室 ２４号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Quantum Radiation Physics 
関連科目 学部での「量子力学の基礎」「量子力学Ⅰ，Ⅱ」「量子物性」「質点の力学」などを

参照しておいてください。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電子やイオンなどの荷電粒子線は、電子顕微鏡などの画像獲得と画像処理、およ

び、重粒子線による癌治療などの医療、半導体作製などの⼯業利用、品種改良な
どの農業利用など、現代社会において種々の分野で応用され利用されている。こ
の講義では、イオンビームが物質と衝突した際に誘起される電子励起過程などの
物理現象の理解を深めるため、力学、電磁気学、量子力学を基礎として、加速・



制御されたイオンビームが見せる物理学の世界を理解することを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 粒子線の性質、荷電粒子の加速器と応用について解説する。 

2 回 ローレンツ力による荷電粒子の運動について解説する。 
3 回 二体衝突におけるエネルギーと運動量の授受について、実験室系（L 系）と
重⼼系（CM 系）での散乱の違いに留意しながら解説する。 
4 回 実験室系（L 系）と重⼼系（CM 系）での散乱角の変換則について解説する。 
5 回 粒子線と原子との相互作用ポテンシャルについて解説する。 
6 回 散乱の古典論と散乱断面積について解説する。 
7 回 散乱の量子論と散乱断面積について解説する。 
8 回 イオンが原子を 

準備学習 1 回 日本原子力研究開発機構（JAEA）のホームページなどを見ておくこと 
2 回 ローレンツ力による荷電粒子の運動を予習しておくこと 
3 回 エネルギー保存則と運動量保存則を復習しておくこと 
4 回 三角関数の微分積分を復習しておくこと 
5 回 電磁気学における点電荷と非点電荷のポテンシャルの計算法を復習してお
くこと 
6 回 ラザフォード散乱での散乱角を予習しておくこと 
7 回 量子力学の教科書で遷移確率の計算項目に目を通しておくこと 
8 回 量子力学の教科書で遷移確率の計算項目に目を通しておくこと 
9 回 粒子線による 

 



年度 2014 
授業コード MSP07410 
成績評価 発表 70％と質疑応答 30％により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用物理学専攻(13〜) 
見出し MSP07410 インターナショナルキャリア 
担当教員名 蜷川 清隆、尾崎 眞啓、金子 敏明、川端 晃幸、豊⽥ 新、中川 幸子、中

川 益生 
単位数 2 
教科書 指導教員から指示する 
アクティブラーニング  
キーワード コミュニケーション能力，国際学会 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 インターナショナルキャリア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示する 
授業形態 講義 
注意備考 ・09 生以降対象科目 

・発表の一ヶ月前までに履修登録をすること 
シラバスコード MSP07410 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)国際学会において，研究成果を発表し質疑応答できる 

(2)英文の抄録，プロシーディングス，論文を作成するための基礎的な能力を身に
つける 

受講者へのコメント  
連絡先 指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 International Carrier 
関連科目 特別研究，コンプリへンシブ演習Ⅰ〜Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 外国語（主に英語）での研究発表および国際的なコミュニケーションを行うこと

ができるようになることを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 国際会議の情報を収集する。 
3 回 発表題目，発表要旨を作成する（１） 
4 回 発表題目，発表要旨を作成する（２） 



5 回 発表原稿およびプレゼンテーション資料を作成する（１） 
6 回 発表原稿およびプレゼンテーション資料を作成する（２） 
7 回 発表練習を行う（１） 
8 回 発表練習を行う（２） 
9 回 発表および他講演の聴講を行う（１） 
10 回 発表および他講演の聴講を行う（２） 
11 回 発表および他講演の聴講を行う（３） 
12 回 発表の事後評価を行う（１） 
13 回 発表の事後評価を 

準備学習 1 回 研究室でのこれまでの海外発表資料を調べておくこと。 
2 回 年度内に開催される国際会議の情報を収集すること。 
3 回 発表題目を検討すること。 
4 回 発表要旨の下書きを作成すること。 
5 回 発表原稿およびプレゼンテーション資料の作成に必要な資料を収集するこ
と。 
6 回 すでに作成した資料に手直しが必要な場合，そのための資料を収集するこ
と。 
7 回 発表練習の準備をすること。 
8 回 発表練習で指摘された事項に対応した発表資料を作成すること。 
9 回 発表練習で指摘された事項に対応した発表資料を作成すること。 
1 

 



年度 2014 
授業コード MSP07420 
成績評価 発表 70％と質疑応答 30％により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用物理学専攻(13〜) 
見出し MSP07420 インターナショナルキャリア 
担当教員名 蜷川 清隆、尾崎 眞啓、金子 敏明、川端 晃幸、豊⽥ 新、中川 幸子、中

川 益生 
単位数 2 
教科書 指導教員から指示する 
アクティブラーニング  
キーワード コミュニケーション能力，国際学会 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 インターナショナルキャリア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示する 
授業形態 講義 
注意備考 ・09 生以降対象科目 

・発表の一ヶ月前までに履修登録をすること 
シラバスコード MSP07420 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)国際学会において，研究成果を発表し質疑応答できる 

(2)英文の抄録，プロシーディングス，論文を作成するための基礎的な能力を身に
つける 

受講者へのコメント  
連絡先 指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 （該当者なし） 
英文科目名 International Carrier 
関連科目 特別研究，コンプリへンシブ演習Ⅰ〜Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 外国語（主に英語）での研究発表および国際的なコミュニケーションを行うこと

ができるようになることを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 国際会議の情報を収集する。 
3 回 発表題目，発表要旨を作成する（１） 
4 回 発表題目，発表要旨を作成する（２） 



5 回 発表原稿およびプレゼンテーション資料を作成する（１） 
6 回 発表原稿およびプレゼンテーション資料を作成する（２） 
7 回 発表練習を行う（１） 
8 回 発表練習を行う（２） 
9 回 発表および他講演の聴講を行う（１） 
10 回 発表および他講演の聴講を行う（２） 
11 回 発表および他講演の聴講を行う（３） 
12 回 発表の事後評価を行う（１） 
13 回 発表の事後評価を 

準備学習 1 回 研究室でのこれまでの海外発表資料を調べておくこと。 
2 回 年度内に開催される国際会議の情報を収集すること。 
3 回 発表題目を検討すること。 
4 回 発表要旨の下書きを作成すること。 
5 回 発表原稿およびプレゼンテーション資料の作成に必要な資料を収集するこ
と。 
6 回 すでに作成した資料に手直しが必要な場合，そのための資料を収集するこ
と。 
7 回 発表練習の準備をすること。 
8 回 発表練習で指摘された事項に対応した発表資料を作成すること。 
9 回 発表練習で指摘された事項に対応した発表資料を作成すること。 
1 

 



年度 2014 
授業コード MSP07510 
成績評価 評価シート（100%）をもとに評価する 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用物理学専攻(13〜) 
見出し MSP07510 コンプリヘンシブ演習Ⅰ 
担当教員名 金子 敏明、畑中 啓作、川端 晃幸、堀 純也、尾崎 眞啓、山本 薫、中川 

幸子、 
単位数 2 
教科書 指導教員が指示する 
アクティブラーニング  
キーワード 研究力，コミュニケーション能力 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員が指示する 
授業形態 演習 
注意備考 指導教員を中⼼に複数の教員（専攻外教員を含む）により指導する 
シラバスコード MSP07510 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)与えられたテーマについて，十分な準備を行い，発表しまた聴講者の質問に答

えることができる 
(2)他分野の研究者を含めた討議に積極的に加わり，そこでの意見等を有意義な
ものとすることができる 

受講者へのコメント  
連絡先 指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Comprehensive Exercise I 
関連科目 特別研究 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の下でセミナーまたは外書講読による専門分野の基礎学習と，その内容

を他分野の教員にも理解させる発表ができるようにすることを目的とする． 
対象学年 1 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（１） 
3 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講



読を行う（２） 
4 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（３） 
5 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（４） 
6 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（５） 
7 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナ 

準備学習 1 回 研究室における過去の研究内容を修士論文等で調べておくこと。 
2 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
3 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
4 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
5 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
6 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
7 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
8 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
9 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと 

 



年度 2014 
授業コード MSP07610 
成績評価 評価シート（100%）をもとに評価する 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用物理学専攻(13〜) 
見出し MSP07610 コンプリヘンシブ演習Ⅱ 
担当教員名 金子 敏明、畑中 啓作、川端 晃幸、堀 純也、尾崎 眞啓、山本 薫、瀬⼾ 

悟＊、 
単位数 2 
教科書 指導教員が指示する 
アクティブラーニング  
キーワード 研究力，コミュニケーション能力 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員が指示する 
授業形態 演習 
注意備考 指導教員を中⼼に複数の教員（専攻外教員を含む）により指導する 
シラバスコード MSP07610 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)与えられたテーマについて，十分な準備を行い，発表しまた聴講者の質問に答

えることができる 
(2)他分野の研究者を含めた討議に積極的に加わり，そこでの意見等を有意義な
ものとすることができる 

受講者へのコメント  
連絡先 指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 （人数が少ないため，アンケート実施せず） 
英文科目名 Comprehensive Exercise II 
関連科目 特別研究 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の下でセミナーまたは外書講読による専門分野の基礎学習と，その内容

を他分野の教員にも理解させる発表ができるようにすることを目的とする． 
対象学年 1 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（１） 
3 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講



読を行う（２） 
4 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（３） 
5 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（４） 
6 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（５） 
7 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナ 

準備学習 1 回 研究室における過去の研究内容を修士論文等で調べておくこと。 
2 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
3 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
4 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
5 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
6 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
7 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
8 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
9 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと 

 



年度 2014 
授業コード MSP07710 
成績評価 評価シート（100%）をもとに評価する 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用物理学専攻(13〜) 
見出し MSP07710 コンプリヘンシブ演習Ⅲ 
担当教員名 蜷川 清隆、尾崎 眞啓、金子 敏明、川端 晃幸、豊⽥ 新、中川 幸子、中

川 益生 
単位数 2 
教科書 指導教員が指示する 
アクティブラーニング  
キーワード 研究力，コミュニケーション能力 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員が指示する 
授業形態 演習 
注意備考 指導教員を中⼼に複数の教員（専攻外教員を含む）により指導する 
シラバスコード MSP07710 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)与えられたテーマについて，十分な準備を行い，発表しまた聴講者の質問に答

えることができる 
(2)他分野の研究者を含めた討議に積極的に加わり，そこでの意見等を有意義な
ものとすることができる 

受講者へのコメント  
連絡先 指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Comprehensive Exercise III 
関連科目 特別研究 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の下でセミナーまたは外書講読による専門分野の基礎学習と，その内容

を他分野の教員にも理解させる発表ができるようにすることを目的とする． 
対象学年 2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（１） 
3 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講



読を行う（２） 
4 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（３） 
5 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（４） 
6 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（５） 
7 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナ 

準備学習 1 回 研究室における過去の研究内容を修士論文等で調べておくこと。 
2 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
3 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
4 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
5 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
6 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
7 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
8 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
9 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと 

 



年度 2014 
授業コード MSP07810 
成績評価 評価シート（100%）をもとに評価する 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用物理学専攻(13〜) 
見出し MSP07810 コンプリヘンシブ演習Ⅳ 
担当教員名 蜷川 清隆、尾崎 眞啓、金子 敏明、川端 晃幸、豊⽥ 新、中川 幸子、中

川 益生 
単位数 2 
教科書 指導教員が指示する 
アクティブラーニング  
キーワード 研究力，コミュニケーション能力 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員が指示する 
授業形態 演習 
注意備考 指導教員を中⼼に複数の教員（専攻外教員を含む）により指導する 
シラバスコード MSP07810 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)与えられたテーマについて，十分な準備を行い，発表しまた聴講者の質問に答

えることができる 
(2)他分野の研究者を含めた討議に積極的に加わり，そこでの意見等を有意義な
ものとすることができる 

受講者へのコメント  
連絡先 指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Comprehensive Exercise IV 
関連科目 特別研究 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の下でセミナーまたは外書講読による専門分野の基礎学習と，その内容

を他分野の教員にも理解させる発表ができるようにすることを目的とする． 
対象学年 2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（１） 
3 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講



読を行う（２） 
4 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（３） 
5 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（４） 
6 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（５） 
7 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナ 

準備学習 1 回 研究室における過去の研究内容を修士論文等で調べておくこと。 
2 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
3 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
4 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
5 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
6 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
7 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
8 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
9 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと 

 



年度 2014 
授業コード MSP07910 
成績評価 途中で出す課題（20%）と最後に提出してもらうレポート（80%）で評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用物理学専攻(13〜) 
見出し MSP07910 輸送現象論 
担当教員名 堀 純也 
単位数 2 
教科書 必要に応じて講義で指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 輸送現象，拡散，熱伝導，電気伝導，流体力学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 輸送現象論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Transport Phenomena 2nd Edition／R. Byron Bird et al.／Wiley：移動現象論入

門／林茂雄／東洋書店：固体物理学入門／キッテル／丸善株式会社など 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSP07910 
実務経験のある教員  
達成目標 輸送現象の概念が説明できる。 

熱輸送，拡散による輸送などについて説明できる。 
物質内部で生じる輸送現象について説明できる。 
生体内で生じる輸送現象について説明できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 2 階，堀研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者が少ないためか，アンケートの結果が反ってきていません． 
英文科目名 Transport Phenomena 
関連科目 熱統計力学，物性物理学，生体物性などの基礎知識があることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物質は，その物質を構成している原子の配列や電子の振る舞いによって様々な性

質を示す。また周囲の熱や濃度に応じてこれらの物質の移動現象が起こる。この
講義では，金属・半導体・絶縁体などをはじめとした物質から生体内であるいは
人⼯臓器内で起こる様々輸送現象について適宜，論文などを紹介しながら触れ
る。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 物質の構成と輸送現象の概略 



「輸送現象」とはどのようなものかの概略について学習する。 
2 回 ボルツマンの輸送方程式 
ボルツマンの輸送方程式について学習する。 
3 回 気体の輸送現象 
輸送現象のひとつとして気体の輸送について学習する。 
4 回 液体の輸送現象 
輸送現象のひとつとして液体の輸送について学習する。 
5 回 熱伝導現象：エネルギーの移動 
輸送現象のひとつとしてエネルギー（熱）の輸送現象について学習する。 
6 回 拡散による物質の輸送現象 I 
輸送現象のひとつとして拡散による輸送の概略について学習する。 

準備学習 1 回 物質の基本的な構成について復習しておくこと。 
2 回 微分方程式等を含む数学の復習をしておくこと。 
3 回 物質の状態の一つである「気体」とはどのような状態なのか復習しておくこ
と。 
4 回 物質の状態の一つである「液体」とはどのような状態なのか復習しておくこ
と。 
5 回 「熱」とはどのようなものなのかについて復習しておくこと。 
6 回 濃度の単位等について復習しておくこと。 
7 回 Fick の法則について事前に調べておくこと。 
8 回 電子について復習しておくこと。 
9 回 イオンについて復習しておくこと。 
10 回 

 



年度 2014 
授業コード MSP08010 
成績評価 課題提出 50％，定期テスト 50％によって評価する。講義内外での積極的な議論

参加については特に評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用物理学専攻(14〜) 
見出し MSP08010 分子性固体物性 
担当教員名 山本 薫 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 固体物性，電子物性，分子性固体 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 分子性固体物性 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 [1] キッテル固体物理学入門〈上〉，C. Kittel, 丸善 (1998) 

[2] 光物性物理学，櫛⽥孝司，朝倉書店（2010） 
[3] 物質構造と誘電体入門 (物性科学入門シリーズ) ，高重正明，裳華房 (2003) 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSP08010 
実務経験のある教員  
達成目標 金属，半導体，絶縁体の電子構造の特徴を正しく理解し，電子輸送現象の代表的

なモデルについて説明できるようになる。赤外・ラマンスペクトルから導かれる
構造情報を正しく理解できるようになる。相転移の分類，強誘電体の機能特性に
ついて正しく説明できるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では，近年注目が高まっている機能性有機固体を念頭におきながら，電気

伝導特性や誘電性，光学特性の理解に必要とされる固体物性の基礎を学ぶ。固体
物性では量子力学や電磁気，統計，磁性，結晶学など広い学問領域の知識が総動
員されるため，本講義では，詳細な議論は参考図書に譲りつつ，重要性の高い題
材を多く紹介し，知識の充実を図る。 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 講義内容の概説を説明する。 

2 回 固体の電子構造論（バンド構造，強結合模型，移動積分，等）について解説
する。 
3 回 電子波の性質，群速度，半古典近似，有効質量などについて解説する。 
4 回 半導体の電子構造や化学ポテンシャルについて学び，ドーピング，電荷移動
錯体形成による導電性の付与ついて解説する。 
5 回 電荷輸送機構を理解するためのいくつかのモデルについて解説する。 
6 回 界面の電子構造について解説する。 
7 回 電荷と電場の相互作用について，ローレンツ振動子模型，デバイ緩和模型を
用いて理解する。 
8 

準備学習 1 回 シラバスを理解し，量子力学，統計力学，固体物理の復習を行っておくこと 
2 回 参考図書［１］の該当箇所を予習しておくこと 
3 回 参考図書［１］の該当箇所を予習しておくこと 
4 回 参考図書［１］の該当箇所を予習しておくこと 
5 回 配布プリントを学習すること 
6 回 電気二重層，Shottky モデルとは何か，予習しておくこと。 
7 回 参考図書［２］の該当箇所を予習しておくこと 
8 回 参考図書［２］の該当箇所を予習しておくこと 
9 回 配布プリントを学習すること 
10 回 参考図書［２］の該当箇所を予習しておくこ 

 



年度 2014 
授業コード MSP08110 
成績評価 レポートにより評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用物理学専攻(14〜) 
見出し MSP08110 臨床⼯学特論 
担当教員名 尾崎 眞啓 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 臨床⼯学、血液透析、dialyzer、透析効率 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床⼯学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 酒井清考、峰島三千男編集：わかりやすい透析⼯学、南江堂 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSP08110 
実務経験のある教員  
達成目標 血液透析の原理を理解し、血液透析の効率の評価法について詳細に説明できるこ

とを目的とする。 
受講者へのコメント  
連絡先 ozaki@dap.ous.ac.jp 

1 号館 2 階 
086-256-9572 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 生理学Ⅰ・Ⅱ、生体機能代行装置学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 臨床⼯学は、人⼯呼吸器、人⼯⼼肺装置、人⼯透析装置などの生命維持管理機器、

その他の医療用機器の操作、保守点検に必要な技術と機器利用に伴う臨床上の問
題とを合わせて研究する分野である。本邦では、昭和 29 年に渋沢先生が血液透
析を施行されて以来、約 60 年が経過する。その間試行錯誤の状態で血液透析が
行われていた。その過程および血液透析の将来像についての知識を本講座で提供
する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 透析の創世期について講義する。 



2 回 透析の黎明期について講義する。 
3 回 透析技術の開発（バスキュスラーアクセス）について講義する。 
4 回 透析技術の開発（透析液）（抗凝固剤）について講義する。 
5 回 透析膜の表面特性について講義する。 
6 回 透析装置⼯学について講義する。 
7 回 dialyzer 内における流動と物質移動について講義する。 
8 回 キネティクスモデリングについて講義する。 
9 回 尿素センサ−動作機構について講義する。 
10 回 透析効率の新しい指標について講義する。 
11 回 現在使用さ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習課程を把握しておくこと。 
2 回 テキスト 1 を予習しておくこと。 
3 回 テキスト２を予習しておくこと。 
4 回 テキスト３を予習しておくこと。 
5 回 テキスト４を予習しておくこと。 
6 回 テキスト 5 を予習しておくこと。 
7 回 テキスト６を予習しておくこと。 
8 回 テキスト７を予習しておくこと。 
9 回 テキスト８を予習しておくこと。 
10 回 テキスト９を予習しておくこと。 
11 回 テキスト１０を予習しておくこと。 
12 回 テキスト１１を予習しておくこと。 
13 回 テキスト１２を予 

 



年度 2014 
授業コード MSS00510 
成績評価 課題消化を含む受講状況（20%）、レポート（80%）による。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS00510 応用数理科学特論Ⅰ 
担当教員名 山崎 洋一 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 漸近展開, ランダウ記号, 広義積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用数理科学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 必要に応じて参考資料を配布する 
授業形態 講義 
注意備考 学部の微積分計算力についてよく復習しておくのが望ましい。 
シラバスコード MSS00510 
実務経験のある教員  
達成目標 複雑な関数、特に積分で与えられた関数について、ランダウ記号を用いた計算に

よって、 
1) 特異点や∞での主要部を求められること。 
2)必要なだけ漸近展開できること。 
3)収束・発散の判定や極限値を計算できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 5F 山崎洋一研究室 086-256-9498 ｙｏ＿ｙａｍａ＠ｍｄａｓ．ｏｕ

ｓ．ａｃ．ｊｐ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Applied Mathematical Science I 
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 応用解析上特に必要となる解析学の基礎技術として、関数および数列の極限挙動

の解析法（漸近展開など）について、演習を交えて学習する。微分可能性やリプ
シッツ連続性、ロピタルの定理、テイラー展開、広義積分の収束判定など学部の
解析学で学んだ概念も、すべてランダウのオーと漸近展開の概念で統一的に理解
でき、ほぼ機械的に計算・評価できるようになる。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 オリエンテーションののち、ランダウのオーの概念について解説する。 
2 回 漸近挙動の比較、漸近展開の概念について解説する。 
3 回 テイラー展開の合成法について解説する。 
4 回 漸近展開の積分について、ロピタルの定理との関係にも触れながら解説す
る。 
5 回 ランダウのオーによる解析学の諸概念（連続性・微分可能性・リプシッツ連
続性など）の定義について解説する。 
6 回 無限大での漸近展開について、注意点とともに説明する。特に数列や漸近線
について考察する。 
7 回 広義積分の収束発散と漸近展開の関係について解説す 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 第 1 回の内容を復習しておくこと。 
3 回 テイラー展開を復習し、主要な展開を記憶しておくこと。 
4 回 前回の課題を解いておくこと。 
5 回 前回の課題を解いておくこと。 
6 回 第 5 回までの内容をすべて復習しておくこと。 
7 回 第 6 回の内容と広義積分の復習をしておくこと。 
8 回 前回の課題を解いておくこと。 
9 回 前回の課題を解いておくこと。 
10 回 第 9 回の内容を復習しておくこと。 
11 回 第 10 回の内容を復習しておくこと。 
12 回 前回の課題を解いておくこと。 
13 回 第 12 回の内容を 

 



年度 2014 
授業コード MSS00610 
成績評価 レポート（100%）による。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS00610 応用数理科学特論Ⅱ 
担当教員名 山崎 洋一 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 測度、積分、完備性 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用数理科学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ルベーグ積分 30 講／志賀浩二／朝倉書店 
授業形態 講義 
注意備考 微積分の教科書で、特に上極限・下極限・開集合・閉集合の概念を復習しておく

こと。示された定義と性質を次々と繰り返し使うので、毎回の復習は必須である。 
シラバスコード MSS00610 
実務経験のある教員  
達成目標 1) 抽象的な外測度と、それによる測度空間の構成法について把握すること。 

2) Lebesbue 積分はなぜ必要であったかを把握し、簡潔に説明できること。 
3) 測度論の典型的議論に慣れ、簡単な演習問題が解けること。 
4) Lebesgue 積分の重要な収束定理とその相互関係を把握すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 5F 山崎洋一研究室 086-256-9498 ｙｏ＿ｙａｍａ＠ｍｄａｓ．ｏｕ

ｓ．ａｃ．ｊｐ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者なし 
英文科目名 Advanced Applied Mathematical Science II 
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 測度論と Lebesgue 積分論は現代解析学および確率論で必須の概念であり、測度

論と積分論は表裏一体の関係にある。その本質はいずれも“完備化”であり、可算
単調閉性をもつ集合族（関数族）の上で可算単調連続性を持つ正値加法的汎関数
をいかにして定義するか、がすべてといってよい。この哲学のもとに、Lebesgue
の思想と Caratheorory の手法を紹介し、また“完備化”の一意性とそれがもたらす
効用を学ぶことが目的である。 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 測度の概念について、歴史も交えて基本から説明する。 

2 回 有限加法族と有限加法的測度の基本性質について説明する。 
3 回 σ 加法族の概念と σ 加法的測度の性質について説明する。 
4 回 Caratheodory 外測度と Caratheodory 可測集合の概念について説明する。 
5 回 Caratheodory-Hoph の拡張定理の証明を説明する。 
6 回 Lebesgue 外測度と Lebesgue 測度空間、およびボレル集合について解説す
る。 
7 回 測度空間の正則性の概念について説明する。 
8 回 可測包および零集合 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 第 1 回の内容を復習しておくこと。 
3 回 第 2 回の内容を復習しておくこと。 
4 回 第 3 回の内容を復習しておくこと。 
5 回 第 4 回の内容を復習しておくこと。 
6 回 第 5 回の内容を復習しておくこと。 
7 回 第 6 回の内容を復習しておくこと。 
8 回 第 7 回の内容を復習しておくこと。 
9 回 第 8 回の内容を復習しておくこと。 
10 回 第 9 回の内容を復習しておくこと。 
11 回 第 10 回の内容を復習しておくこと。 
12 回 第 11 回の内容を復習しておくこと。 
13 回 第 12 回の内容を復習しておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード MSS00710 
成績評価 課題提出（１００％）によって評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS00710 応用数理科学特論Ⅲ 
担当教員名 伊代野 淳 
単位数 2 
教科書 特になし。 
アクティブラーニング  
キーワード 複素フーリエ変換、CT、ラドン変換 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用数理科学特論Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 画像処理アルゴリズム／⻫藤恒雄／(近代科学社) 
授業形態 講義 
注意備考 課題提出（１００％）によって評価する。 
シラバスコード MSS00710 
実務経験のある教員  
達成目標 フーリエ級数、フーリエ変換、逆フーリエ変換について理解を深め、ＣＴを題材

として使いこなせるようにする。あわせて、Ｃ言語(もしくは Java 言語）を使っ
たプログラミングでＣＴを実現できるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ７号館３階伊代野研究室 ０８６−２５６−９６０２ 

iyono[atmark]das.ous.ac.jp [atmark]を@に変更し送信すること。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者なし 
英文科目名 Advanced Applied Mathematical Science III 
関連科目 引き続き応用数理科学特論４の受講が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物質に X 線などのビームを照射したときに、物質内部を透過して形成される投影

データから、物体の任意の断面における２次元的な分布を求めることが出来る。
これを計算機によって画像化する手法をＣＴ（computer tomography）という。
講義では、画像データとデジタル信号処理、フーリエ変換と離散フーリエ変換、
ＣＴ技術の基礎であるＲＡＤＯＮ変換、再構成の原理並びにそのアルゴリズムに
ついて講義する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  デジタル画像とＣＴの概要について説明する。 



2 回  復習として，フーリエ級数について説明する。 
3 回   復習として，フーリエ変換について説明する。 
4 回  フーリエ変換の諸定理につて説明する。 
5 回  フーリエ変換：畳み込み積分について説明する。 
6 回  フーリエ変換：サンプリング定理について説明する。 
7 回  フーリエ変換：サンプリング定理の応用について説明する。 
8 回  デジタル信号処理について説明する。 
9 回  離散時間におけるインパルス関数について説明する。 
10 回  離散フーリエ変換に 

準備学習 1 回 シラバスを事前に確認し、学習過程を把握すること。 
2 回 学部の数学科目、特に級数について復習すること。 
3 回 前回のフーリエ級数、複素表示にくいて復習すること。 
4 回 複素表示でのフーリエ変換をマスターしておくこと。 
5 回 諸定理を使いこなせるように、演習をしておくこと。 
6 回 デジタル化、量子化について学習しておくこと。 
7 回 サンプリングの特性を理解しておくこと。 
8 回 信号処理（フィルター処理）としてのフーリエ変換について事前に調べてお
くこと。 
9 回 δ 関数、ステップ関数またその列について事前 

 



年度 2014 
授業コード MSS00810 
成績評価 定期試験は行わず，課題提出（１００％）によって評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS00810 応用数理科学特論Ⅳ 
担当教員名 伊代野 淳 
単位数 2 
教科書 特になし 
アクティブラーニング  
キーワード ＣＩＰ、流動現象、シミュレーション、粒子法シミュレーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用数理科学特論Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ＣＩＰ法／矢部孝／（森北出版）：ＣＩＰ法とＪＡＶＡによるＣＧシミュレーシ

ョン／矢部孝／（森北出版）：粒子法シミュレーション／越塚誠一／（培風館） 
授業形態 講義 
注意備考 定期試験は行わず，課題提出によって評価する。 
シラバスコード MSS00810 
実務経験のある教員  
達成目標 流動現象のシミュレーションについて、手法とその誤差評価が可能なスキルを身

に着ける。また、Ｃ言語などでシミュレーションを実現できる能力をつける。ま
た、最近発展しつつある粒子法をベースとしたシミュレーションについても解説
を行う。 

受講者へのコメント  
連絡先 ７号館３階伊代野研究室 ０８６−２５６−９６０２ 

iyono[atmark]das.ous.ac.jp [atmark]を@に変更し，送信すること。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Applied Mathematical Science IV 
関連科目 応用数理科学特論Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コンピュータシミュレーションが流体現象や宇宙物理現象の問題解決に使われ

ることが多くなってきた。本講義では、ＪＡＶＡ言語やＣ＋＋言語などを用いた
ＰＣ上で出来る数値シミュレーションの基本的な手法を紹介する。また、サンプ
ルプログラムを通して、流体現象を扱うプログラムやアルゴリズムを理解させ
る。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回  数値シミュレーションについて解説する。 
2 回  Ｃ言語による数値計算について説明する。 
3 回  Ｃ言語によるグラフィックスについて説明する。 
4 回  Ｃ言語による簡単な数値計算ついて説明し，実際のプログラミングを行う。 
5 回  流動現象の数理について説明する。 
6 回  宇宙の流動現象について説明する。 
7 回  １次元偏微分方程式の差分解法について説明する。 
8 回  ２次元偏微分方程式の差分解法について説明する。 
9 回  偏微分方程式の差分解法 SOR などについて説明する。 
10 回  流体科学における 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習過程を把握しておくこと。 
2 回 常微分方程式の数値積分を例に取り、Ｃ言語の復習を行うので、言語を復習
しておくこと。 
3 回 放物運動のような常微分方程式の数値積分の結果を表示させるので、解析
的な結果との比較ができるように準備すること。 
4 回 前回までのまとめとして常微分方程式の数値解を復習しておくこと。 
5 回 移流現象について事前に調べておくこと。 
6 回 希薄なガスから成る宇宙の流体現象について予習すること。 
7 回 移流方程式について調べておくこと。 
8 回 数値解法の特徴、誤差に 

 



年度 2014 
授業コード MSS00910 
成績評価 レポート(70%)及び講義中の質問に対する受け答え(30%)により評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS00910 応用数理科学特論Ⅴ 
担当教員名 ⻤塚 政一 
単位数 2 
教科書 「書店販売しない」プリントを適時配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 微分方程式、安定性、リヤプノフの直接法、自励系、線形系、半分線形系 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用数理科学特論Ⅴ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 イプシロン・デルタ論法 完全攻略／原惟行、松永秀章／共立出版：常微分方程式

の安定性／山本稔／実教出版：微分方程式入門（基礎数学シリーズ）／吉沢太郎
／朝倉書店：Ordinary Differential Equations／Jack K. Hale／Dover：Stability 
Theory by Liapunov's Direct Method ／ N. Rouche, P. Habets, M. Laloy ／
Springer-Verlag：Stability Theory by Liapunov's Se 

授業形態 講義 
注意備考 特に、微分方程式入門（基礎数学シリーズ）／吉沢太郎／朝倉書店を購入してお

くことが望ましい。 
シラバスコード MSS00910 
実務経験のある教員  
達成目標 常微分方程式の定性的理論の初歩を理解し、それを応用することができること。

特に、安定、吸収的、漸近安定、一様安定、一様吸収的、一様漸近安定、指数漸
近安定の定義をイプシロン・デルタ論法に基づいてよく理解し、それらの違いに
ついて明確に判別できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館８階 ⻤塚研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Applied Mathematical Science V 
関連科目 微分積分、微分方程式に関係する科目。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 非線形現象の基礎となる常微分方程式の解の振る舞いについて講義する。特に、

常微分方程式の定性的理論における解の安定性に焦点を当てる。講義の後半にお
いては、最新の研究成果を紹介すると共に、線形系の理論を非線形系へどのよう



に発展させるか、その技法について学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 １回 二次元線形自励系の求積法について復習しておくこと。 

２回 初回の講義及び二次元線形自励系の求積法について復習しておくこと。 
３回 数列の極限について復習しておくこと。 
４回 関数の極限について復習しておくこと。 
５回 イプシロン・デルタ論法について復習しておくこと。 
６回 解の安定性の定義を復習しておくこと。 
７回 安定及び一様安定の定義を理解しておくこと。 
８回 一様漸近安定の定義を理解しておくこと。 
９回 一様漸近安定と指数漸近安定の定義を理解しておくこと。 
１０回 非自励線形系の基本解行列と種 

 



年度 2014 
授業コード MSS01010 
成績評価 平常点（５０％）、レポート（５０％） 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS01010 応用数理科学特論Ⅵ 
担当教員名 高嶋 恵三 
単位数 2 
教科書 特に指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 確率空間、完全加法族、確率測度 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用数理科学特論Ⅵ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Chaos and Chance/A.Berger/Walter de Gruyter 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS01010 
実務経験のある教員  
達成目標 確率論の基礎概念を学習し、確率空間について基礎的な知識を習得する。確率空

間上の変換について学習し、基礎概念を習得すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Applied Mathematical Science VI 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 確率論の基礎概念を学習し、確率空間について基礎的な知識を学習する。確率空

間上の変換について学習し、基礎概念を習得する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 学部の１，２年生での微分積分学の基礎知識を仮定するので、リーマン積分につ

いて、一次元、及び多次元の場合の理論を復習しておくこと。 
 



年度 2014 
授業コード MSS02410 
成績評価 レポートによる(100%)。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS02410 数理科学特論Ⅰ 
担当教員名 ⻑渕 裕 
単位数 2 
教科書 適宜資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 解の一意存在性、延⻑可能性、線形微分方程式、基本行列、安定性 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数理科学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 山本 稔 著 「常微分方程式の安定性」 （実教出版） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS02410 
実務経験のある教員  
達成目標 ・具体的に与えられた微分方程式に対し、解の一意性や延⻑可能性を判定するこ

とができる。 
・線形微分方程式の解空間、基本行列による解の表現について理解する。 
・解の安定性について理解し、具体的に与えられた微分方程式に対して解の安定
性を判定することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館階 ⻑渕研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Mathematical Science I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 常微分方程式について、解の存在やパラメータ依存性に関する基礎定理から始

め、線形理論、漸近的性質（特に安定性）等を取り上げて講義し、定性的理論に
関する基礎的事項を理解することを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 Banach 空間とその例(1) 

2 回 Banach 空間とその例(2) 
3 回 微分方程式と初期値問題 



4 回 縮小写像の原理と解の一意存在性(1) 
5 回 縮小写像の原理と解の一意存在性(2) 
6 回 解の延⻑可能性とノルム評価 
7 回 解の初期値に関する連続的依存性 
8 回 解の初期値に関する微分可能性 
9 回 線形微分方程式(1) 
10 回 線形微分方程式(2) 
11 回 線形微分方程式(3) 
12 回 解の安定性(1) 
13 回 解の安定性(2) 
14 回 線形化原理 
15 回 安定多様体と不安定多様体 

準備学習 1 回 線形空間、内積空間について復習しておくこと。 
2 回 Cauchy の収束判定法、関数列の極限、一様収束について復習して（調べて）
おくこと。 
3 回 学部で学んだ微分方程式の解法について復習しておくこと。 
4 回 第 2、3 回の講義内容を復習しておくこと。 
5 回 第 4 回の講義内容について復習しておくこと。 
6 回 Heine-Borel の被覆定理について調べておくこと。 
7 回 解の存在と一意性について復習しておくこと。 
8 回 Gronwall の不等式について復習しておくこと。 
9 回 線形空間（1 次独立、1 次従属 

 



年度 2014 
授業コード MSS02510 
成績評価 レポートによる（100%）。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS02510 数理科学特論Ⅱ 
担当教員名 ⻑渕 裕 
単位数 2 
教科書 適宜資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 非線形方程式、写像度、不動点定理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数理科学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 増⽥久弥 著 「非線型数学」 (朝倉書店) 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS02510 
実務経験のある教員  
達成目標 ・写像度とその（関数）方程式への応用について理解する。 

・Banach 空間とその上の作用素、コンパクト作用素について理解する。 
・不動点定理とその（関数）方程式への応用について理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 ⻑渕研究室 nagabuti@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Mathematical Science II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 非線形解析への入門として、写像度理論、不動点定理等について解説する。また、

これらの微分方程式への応用についても述べる。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 曲線の回転数(1) 

2 回 曲線の回転数(2) 
3 回 写像度(1) 
4 回 写像度(2) 
5 回 写像度(3) 
6 回 写像度(4) 



7 回 写像度の非線形方程式への応用 
8 回 Banach 空間とその上の作用素(1) 
9 回 Banach 空間とその上の作用素(2) 
10 回 コンパクト作用素とその性質 
11 回 Leray-Schauder の写像度(1) 
12 回 Leray-Schauder の写像度(2) 
13 回 Leray-Schauder の不動点定理 
14 回 Leray-Schauder の不動点定理の応用 
15 

準備学習 1 回 学部の微分積分学を復習しておくこと。 
2 回 第 1 回の講義内容を復習しておくこと。 
3 回 曲線の回転数について復習しておくこと。 
4 回 第 3 回の講義内容を復習しておくこと。 
5 回 第 4 回の講義内容を復習しておくこと。 
6 回 第 5 回の講義内容を復習しておくこと。 
7 回 写像度の基本性質について復習しておくこと。 
8 回 Banach 空間とその例について復習しておくこと。 
9 回 Banach 空間とその例について復習しておくこと。 
10 回 コンパクト作用素とその基本性質について調べておくこと。 
11 回 写像度 

 



年度 2014 
授業コード MSS02610 
成績評価 レポートによる(100％) 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS02610 数理科学特論Ⅲ 
担当教員名 山崎 正之 
単位数 2 
教科書 必要に応じ資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 行列の基本変形 ねじれ ホワイトヘッド群 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 受講生が解く問題がもう少しあったら良かった：たしかに少なかったですね、先

に進むことを優先してしまいました。来年度の人にはもう少し配慮することにし
ます。 
ハンドルと行列の関係がよく理解できなかった、など：ハンドルが１つ下の次元
のハンドルにどう貼り付いているかを表すのに行列を使っているのですが、そこ
が見えにくかったようですね。もう少し具体例を多くして、わかｋるようにした
いと思います。 

科目名 数理科学特論Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS02610 
実務経験のある教員  
達成目標 正則行列の基本変形ができる。 

図形のハンドル分解から鎖複体を作ることができる。 
ｓコボルディズムのねじれを調べることができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２５号館５階 山崎正之研究室 masayuki＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Mathematical Science III 
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 位相幾何学に現れる「ねじれ」をテーマとする。「ねじれ」とは行列式の概念を拡

張したものであり、図形の位相的分類とホモトピー的分類の差を測るのに、非常
に有効な道具である。古くはレンズ空間の分類にライデマイスターのねじれが用



いられたが、ホワイトヘッドにより単純ホモトピー理論として理論構築がなされ
た。メーザーらによるｓ−コボルディズム定理は、その最も重要な応用であり、
多様体の分類に必須なものとなっている。さらにレイ‐シンガーによる解析的ね
じれのような見方も現れ、近年では、さらに一般化されたライデマイスターのね
じれ 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 行列の基本変形について、成分が実数の場合の解説をする。 

2 回 行列の基本変形について、成分が整数の場合の解説をする。 
3 回 行列の基本変形について、一般の環の要素を成分とする場合について解説
する。 
4 回 ホワイトヘッド群と行列のねじれを定義する。 
5 回 ホワイトヘッド群やねじれの色々な性質を解説する。 
6 回 図形のハンドル分解の概念を導入し、具体例を紹介する。 
7 回 図形のハンドル分解から鎖複体を構成する。 
8 回 可縮な鎖複体のねじれを定義する。 
9 回 ２次元Ｈコボルディズム定理について解説する。 
 

準備学習 1 回 行列の基本変形について復習しておくこと。 
2 回 行列の成分が整数の範囲で変形を行うときの違いを考えてみること。 
3 回 成分が整数の行列の基本変形を練習してみること。 
4 回 群の概念について復習しておくこと。 
5 回 ホワイトヘッド群の定義を復習しておくこと。 
6 回 空間の直積について復習しておくこと。 
7 回 線形空間の基底について復習しておくこと。 
8 回 ホワイトヘッド群の定義を復習しておくこと。 
9 回 境界のある曲面のハンドル分解の仕方を復習しておくこと。 
10 回 帯の正則ホモトピーによる分類につい 

 



年度 2014 
授業コード MSS02710 
成績評価 小テスト(30％)およびレポート(70％)による。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS02710 数理科学特論Ⅳ 
担当教員名 山崎 正之 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 粗同値 群の作用 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数理科学特論Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし。 
授業形態 講義 
注意備考 距離空間・群の基礎概念について復習しておいてほしい。 
シラバスコード MSS02710 
実務経験のある教員  
達成目標 与えられた写像の連続性・リプシッツ連続性の判定が（簡単な場合に）できる。 

与えられたふたつの空間がリプシッツ同値であるかどうか、簡単な場合に、判定
できる。 
与えられたふたつの空間が粗同値であるかどうか、簡単な場合に、判定できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館５階 山崎正之研究室 masayuki＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Mathematical Science IV 
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ここ数十年、ミルナーやグロモフらの仕事をきっかけとして、ある種のよい性質

をもつ距離空間における幾何学が重要であることがわかってきた。この講義では
群と距離空間との関係に焦点をあてて解説する。まず前半では、距離空間の間の
リプシッツ写像に関する復習を行い、距離空間の間のリプシッツ同値による関係
を調べる。特に、有限生成群の語距離について調べる。後半では、粗い同値の概
念について学び、群の距離空間への作用に関する Svarc-Milnor の定理を証明す
る。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 リプシッツ写像の定義と具体例について解説する。 
2 回 リプシッツ写像の性質について解説する。 
3 回 距離空間のリプシッツ同値の概念について解説する。 
4 回 群とその表示について復習する。 
5 回 群の表示の具体例を解説する。 
6 回 群からグラフを作る方法について解説する。 
7 回 群の語距離の概念を解説する。 
8 回 色々な群の語距離を検討する。 
9 回 弧⻑距離空間の概念を説明する。 
10 回 弧⻑距離空間の具体例を色々解説する。 
11 回 粗い写像の概念を解説する。 
12 回 粗い同値の具体例を解説する。 
1 

準備学習 1 回 距離空間の位相における基礎概念、特に連続写像について復習しておくこ
と。 
2 回 前回の課題を解いておくこと。 
3 回 前回の課題を解いておくこと。 
4 回 群の定義・具体例に目を通しておくこと。 
5 回 前回の課題を解いておくこと。 
6 回 前回の課題を解いておくこと。 
7 回 前回の課題を解いておくこと。 
8 回 前回の課題を解いておくこと。 
9 回 前回の課題を解いておくこと。 
10 回 前回の課題を解いておくこと。 
11 回 前回の課題を解いておくこと。 
12 回 粗い写像の具体例をいくつか構成してみること。 
13 

 



年度 2014 
授業コード MSS02810 
成績評価 レポート（１００％）によって評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS02810 数理科学特論Ⅴ 
担当教員名 荒谷 督司 
単位数 2 
教科書 代数概論／森⽥ 康夫／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 代数、環論、イデアル、加群 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数理科学特論Ⅴ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 この内容に触れている、抽象代数の参考書はたくさんある。各自、図書館で選べ

ばよい。 
授業形態 講義 
注意備考 講義を理解するために、積極的に質問される事を希望する。又、復習は必須であ

る。 
シラバスコード MSS02810 
実務経験のある教員  
達成目標 「イデアル」が持つ性質について学び、そこから導かれる環の性質を理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館５階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Mathematical Science V 
関連科目 数理科学特論Ⅵ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 抽象代数学の「環」の復習から始め、多項式環、ネター環の諸性質を解説する。

これは、歴史的には、「数」から「環」への考察対象の変化に対応するものであ
る。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 環とイデアルについて講義する。 

2 回 剰余環と準同型定理について講義する。 
3 回 環の直和について講義する。 
4 回 素イデアルと極大イデアルについて講義する。 
5 回 局所化と商体について講義する。 



6 回 ネター環について講義する。 
7 回 部分加群と剰余加群について講義する。 
8 回 直積と直和について講義する。 
9 回 自由加群について講義する。 
10 回 テンソル積について講義する。 
11 回 局所化と平坦性について講義する。 
12 回 Hom の左完全性について講義する。 
13 回 射影加群と入射加群について 

準備学習 1 回 群論について復習しておくこと。 
2 回 第１回の内容を復習しておくこと。 
3 回 第２回の内容を復習しておくこと。 
4 回 第３回の内容を復習しておくこと。 
5 回 第４回の内容を復習しておくこと。 
6 回 第５回の内容を復習しておくこと。 
7 回 第６回の内容を復習しておくこと。 
8 回 第７回の内容を復習しておくこと。 
9 回 第８回の内容を復習しておくこと。 
10 回 第９回の内容を復習しておくこと。 
11 回 第１０回の内容を復習しておくこと。 
12 回 第１１回の内容を復習しておくこと。 
13 回 第１２回の内容 

 



年度 2014 
授業コード MSS02910 
成績評価 レポート（１００％）によって評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS02910 数理科学特論Ⅵ 
担当教員名 荒谷 督司 
単位数 2 
教科書 代数概論／森⽥ 康夫／裳華房：代数学入門／永⽥ 雅宜、吉⽥ 憲一／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 代数、群論、環論、体論、ガロア理論 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数理科学特論Ⅵ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 この内容に触れている、抽象代数の参考書はたくさんある。各自、図書館で選べ

ばよい。 
授業形態 講義 
注意備考 講義を理解するために、積極的に質問される事を希望する。又、復習は必須であ

る。 
シラバスコード MSS02910 
実務経験のある教員  
達成目標 ３次方程式や４次方程式が解けるようになること。また、ガロア群の計算ができ

ること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館５階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Mathematical Science VI 
関連科目 数理科学得論Ｖ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ガロア理論を用いて代数方程式の可解性について講義をする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 部分群について講義する。 

2 回 剰余群と正規部分群について講義する。 
3 回 可解群について講義する。 
4 回 多項式の根について講義する。 
5 回 判別式について講義する。 
6 回 相反多項式・相反方程式について講義する。 



7 回 3 次方程式の解法について講義する。 
8 回 4 次方程式の解法について講義する。 
9 回 体の有限次拡大について講義する。 
10 回 体の自己同型群について講義する。 
11 回 ガロアの基本定理について講義する。 
12 回 ガロア群の具体例について講義する。 
13 回 ガロア群についての重要な 

準備学習 1 回 群論について復習しておくこと。 
2 回 第１回の内容を復習しておくこと。 
3 回 第２回の内容を復習しておくこと。 
4 回 第３回の内容を復習しておくこと。 
5 回 第４回の内容を復習しておくこと。 
6 回 第５回の内容を復習しておくこと。 
7 回 第６回の内容を復習しておくこと。 
8 回 第７回の内容を復習しておくこと。 
9 回 第８回の内容を復習しておくこと。 
10 回 第９回の内容を復習しておくこと。 
11 回 第１０回の内容を復習しておくこと。 
12 回 第１１回の内容を復習しておくこと。 
13 回 第１２回の内容 

 



年度 2014 
授業コード MSS03810 
成績評価 レポート課題(70%)と授業中の演習(30%)を合わせて評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS03810 総合理学特別講義Ⅲ 
担当教員名 坂⽥ 定久＊ 
単位数 1 
教科書 教科書は使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 微分方程式の安定性 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 総合理学特別講義Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 常微分方程式の安定性／山本 稔／実教出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS03810 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 線形微分方程式系の安定性に関する基本的な性質を理解すること。 

(2) 具体的な線形微分方程式系に対し，安定性が判定できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 5 階⻑渕研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics in Applied Science III 
関連科目 微分積分，微分方程式に関係する科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 理⼯学は勿論のこと経済学や数理生物学の分野においても微分方程式は重要な

知識の１つとなってきている。高階の線形微分方程式はベクトル表示により，１
階線形微分方程式系となる。この講義では，主として，線形微分方程式系の安定
性に関する基礎的知識について講述する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 微分方程式系の安定性と有界性を定義し，その例を示す。 

2 回 微分方程式系の漸近安定性を定義し，その例を示す。 
3 回 自励系および周期系の微分方程式系の漸近安定性について調べる。 
4 回 線形微分方程式系の基本解系の性質を調べる。 
5 回 基本解系を利用して，微分方程式系の漸近安定性を判定する。 



6 回 ラウス・フルヴィッツの判定法を用いて，定数係数線形微分方程式系の漸近
安定性を判定する。 
7 回 リヤプノフの方法を用いて微分方程式系の安定性，不安定性を判定する。 
8 回 リヤプノフの方法を用いて微分方程式系の 

準備学習 1 回 関数の極限の定義について復習しておくこと。 
2 回 安定性の定義とその例を見直しておくこと。 
3 回 微分方程式系の解の定義とその一意性について復習しておくこと。 
4 回 行列の指数関数を復習しておくこと。 
5 回 １階線形微分方程式の定数変化法の復習をしておくこと。 
6 回 行列式の計算方法の復習をしておくこと。 
7 回 積分の計算と１階線形微分方程式の解法を復習しておくこと。 
8 回 前回のリヤプノフの方法を復習しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード MSS03910 
成績評価 出席(40%)、レポート(60%)により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS03910 総合理学特別講義Ⅳ 
担当教員名 松永 秀章＊、⻤塚 政一 
単位数 1 
教科書 書店販売しない」プリントを適時配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 固有値、固有ベクトル、スペクトル分解、微分方程式、差分方程式、漸近挙動 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 総合理学特別講義Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ジョルダン標準形／韓太舜、伊理正夫／東京大学出版会： 

線形微分方程式序説−第１巻−基礎理論／申正善、内藤敏機／牧野書店： 
Differential Equations, Dynamical Systems, and an Introduction to Chaos, 2nd 
Edition／M. Hirsch, S. Smale, R. Devaney／Academic Press 

授業形態 講義 
注意備考 授業はできるだけ前の席に座ること。後ろの方に座っている者は授業に対する積

極性が乏しいと判断します。 
シラバスコード MSS03910 
実務経験のある教員  
達成目標 線形常微分方程式の解の表現公式を理解し、それを応用することができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館８階 ⻤塚研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics in Applied Science IV 
関連科目 微分積分、線形代数、微分方程式に関係する科目。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 線形空間の直和分解から得られる、行列のスペクトル分解の理論を紹介します。

その応用として、定数係数の線形常微分方程式や線形差分方程式の解構造を明ら
かにします。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 １回 固有値、固有ベクトルの求め方について復習しておくこと。 

２回 行列の対角化可能性について復習しておくこと。 



３回 ケーリー・ハミルトンの定理について復習しておくこと。 
４回 一般固有空間について復習しておくこと。 
５回 射影行列の求め方について復習しておくこと。 
６回 Am の表現公式について復習しておくこと。 
７回 ex のマクローリン展開について復習しておくこと。 
８回 exp(tA) の表現公式について復習しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード MSS04010 
成績評価 出席とレポートによる 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS04010 総合理学特別講義Ⅴ 
担当教員名 伊藤 國雄＊ 
単位数 1 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 総合理学特別講義Ⅴ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS04010 
実務経験のある教員  
達成目標 研究内容を英文２ページ程度に纏めること 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics in Applied Science V 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 英語で研究内容を表現できること 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 現在研究中の内容を、2 ページくらいの英語技術論文としてまとめておくこと（修

士以上） 
 



年度 2014 
授業コード MSS04110 
成績評価 集中講義での質疑に対する応答(50%)および、レポート課題(50%)により評価す

る。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS04110 総合理学特別講義Ⅵ 
担当教員名 小山 純弘＊、森 嘉久 
単位数 1 
教科書 特に指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 高圧、深海極限環境、深海生物、バイオテクノロジー 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 総合理学特別講義Ⅵ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 藤倉克則、奥谷喬司、丸山正（編著）潜水調査船から観た深海生物、東海大学出

版会（2008） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS04110 
実務経験のある教員  
達成目標  最新の深海生物や、マリンバイオテクノロジー分野に関する最先端の見識を理

解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 mori[at]das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics in Applied Science VI 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  最新の深海生物や、マリンバイオテクノロジー分野に関する見識を得るだけで

なく、新奇有用技術の創造が、最先端科学を発展進歩させていく点について、高
圧下の深海生命研究を通じて理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 深海生物の研究に関する新しい情報や深海環境（高圧）について調べておく。 

 



年度 2014 
授業コード MSS04210 
成績評価  レポート（５０％）、講義中の質疑応答（５０％）により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS04210 総合理学特別講義Ⅶ 
担当教員名 齊藤 惠逸＊ 
単位数 1 
教科書  教科書は使用しない。必要に応じて資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード  溶媒抽出 イオン交換 化学発光 蛍光 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 総合理学特別講義Ⅶ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS04210 
実務経験のある教員  
達成目標  微量成分の簡便で高感度な分析法を開発するための戦略を立てる能力を身に

つけることを目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics in Applied Science VII 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  大気・水・土壌中に排出された種々の微量物質による環境汚染が注目されてき

ており、微量成分の分離・分析法の開発が重要となっている。溶媒抽出やイオン
交換による物質の分離濃縮法、化学発光法や蛍光法による有害物質の簡便で高感
度な検出法を開発するための戦略について学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  溶媒抽出、イオン交換、化学発光および蛍光に関する基礎的事項を学習（復習）

しておくこと。 
 



年度 2014 
授業コード MSS04310 
成績評価 レポートにより評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS04310 総合理学特別講義Ⅷ 
担当教員名 阿部 司＊、齋藤 達昭 
単位数 1 
教科書 指定しない 
アクティブラーニング  
キーワード フィールドサイエンス、研究手法、生物多様性、魚類、生態、絶滅危惧種、保全、

岡山の自然 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 総合理学特別講義Ⅷ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の中で紹介 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS04310 
実務経験のある教員  
達成目標 ・フィールドサイエンスのプロセスを理解する。 

・論理的に考える力、現象の本質に迫る思考を身につける。 
・魚類を中⼼に、生態学や保全生物学に関する基礎知識を得る。 
・岡山の自然環境の理解を深める。 
・生物多様性、人と自然の共存を考える視点を会得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ７号館２階（齋藤研）saito@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics in Applied Science VIII 
関連科目 動物学特別講義Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 岡山の自然や魚類を題材に、群衆、生活史、生態、行動といった様々な切り口の

研究手法のケーススタディを行う。岡山の自然環境や魚類の特徴の理解を深める
とともに、多面的な研究手法および論理的な思考を身につける。地域の生物多様
性や絶滅危惧種の保全との関連を説明し、研究成果を社会問題の解決のために応
用する視点を学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 岡山の自然環境と魚類を概説するとともに、自然を相手にした研究に関し
て、テーマの設定から研究計画の立案、データの収集、解析、社会への発信およ
び応用に至るプロセスを説明する。 
2 回 岡山の魚類の特徴を、最新の河川生態学の視点から紐解く。河川には様々な
空間構造が存在し、それらが多様な魚類の生息を支えていることを理解する。 
3 回 魚類相や生物相互作用に関する研究を例に、生物地理および群衆レベルで
の研究手法を紹介する。 
4 回 魚類の生活史に関する研究を例に、発信機を用いた追跡やホルモンの測定
など様々な手法を用 

準備学習 1 回 岡山の地名や自然について予習しておくこと。 
2 回 前回の講義を復習しておくこと。 
3 回 前回までの講義を復習しておくこと． 
4 回 前回までの講義を復習しておくこと． 
5 回 前回までの講義を復習しておくこと． 
6 回 前回までの講義を復習しておくこと． 
7 回 前回までの講義を復習しておくこと． 
8 回 講義内容をすべて復習しておくこと． 

 



年度 2014 
授業コード MSS04710 
成績評価 演習（50％）とレポート（50％） 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS04710 地球環境科学特論Ⅰ 
担当教員名 北岡 豪一＊ 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 水循環，水の由来，環境汚染，温暖化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球環境科学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する． 
授業形態 講義 
注意備考 なし． 
シラバスコード MSS04710 
実務経験のある教員  
達成目標 ローカルからグローバルまでの種々の規模，種類の環境問題がそれぞれ基本的に

何に起因し，どう拡散しているのか，水と物質の循環に視点をおきながら，科学
的に理解できることを目指す。 

受講者へのコメント  
連絡先 E-mail: kitaoka@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Environmental Science of Earth I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 水の循環は地球表層における物質とエネルギーの移動に重要な役割を演じ，生き

物の生命活動の環境に深く関わっている。講義では，地球上のさまざまな時間空
間スケールの水循環のありかたを学びながら，地域から地球規模の環境問題を科
学的に捉えることの重要性を確認する。なお，受講生の研究分野を考慮して上記
講義計画を変更することがある。また野外での実習を計画している。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  地球表層における水の分布と循環 

2 回  速い水循環系 
3 回  遅い水循環系 



4 回  野外実習 
5 回  循環水の由来：水素と酸素の安定同位体（１） 
6 回  循環水の由来：水素と酸素の安定同位体（２） 
7 回  水循環の速度を測る：トリチウム（１） 
8 回  水循環の速度を測る：トリチウム（２） 
9 回  火山・温泉の現象（１） 
10 回  火山・温泉の現象（２） 
11 回  環境における水・熱・物質の拡散（１） 
12 回 環境における水・熱・物質の拡散（２） 
13 回  野外実習 
14 回  野外実習 
15 回  ま 

準備学習 1 回  シラバスを確認しておくこと． 
2 回  流域の水の循環の速さについて考えておくこと． 
3 回  温泉が枯れないのはどうしてか，考えておくこと． 
4 回  配布資料に目を通しておくこと。 
5 回  同位体効果について調べておくこと 
6 回  地球上の水の由来について考えておくこと． 
7 回  放射性同位体とは何か，調べておくこと． 
8 回  放射能の測定法について調べておくこと． 
9 回  温泉水や火山蒸気と雨水の関係について考えておくこと． 
10 回  温泉水や火山蒸気の由来について考えておくこと． 
11 回  拡散 

 



年度 2014 
授業コード MSS04810 
成績評価 演習（50％）とレポート（50％） 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS04810 地球環境科学特論Ⅱ 
担当教員名 北岡 豪一＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 環境問題，エネルギー問題，地球温暖化，環境汚染，放射能汚染 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球環境科学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する． 
授業形態 講義 
注意備考 野外実習も計画している． 
シラバスコード MSS04810 
実務経験のある教員  
達成目標 現在，我々が直面している環境問題の中で，とくに深刻な地球温暖化と放射能汚

染を取り上げ，気候変動の科学など，日進月歩にある地球科学と太陽化学を紹介
し，その科学的な視点から，問題を正しく見つめ直し，現状を把握し直し，自ら
将来への展望を探ろうとする意識を養うことを目指す． 

受講者へのコメント  
連絡先 E-mail: kitaoka@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Environmental Science of Earth II 
関連科目 地球環境科学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 人類が直面している環境問題とエネルギー問題は，我々に，環境の現状を正しく

把握し，将来への活路を見出すことを要求している．本講義は，これら問題に正
しく対処できる眼力を養うことを目指す． 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 環境・エネルギー問題とは何か 
3 回 地球温暖化とは何か． 
4 回 ローカル温暖化の証拠：地温の鉛直分布に温暖化の履歴が記録されている



観測データの紹介． 
5 回 気候変動に関する種々の研究を概観． 
6 回 太陽活動の変動と気候変動の関係． 
7 回 エネルギー問題を考える． 
8 回 放射能汚染：放射能と放射線量を学習する． 
9 回 環境放射線の概観：宇宙由来，大地由来，人⼯由来の放射線． 
10 回 環境水中の放射能：水爆実験による人⼯トリチウムの環境水中濃度の⻑期
変化． 
11 回 人間の体内被 

準備学習 1 回 シラバスを把握しておくこと． 
2 回 環境問題にはどういうものがあるか，調べておくこと． 
3 回 地球温暖化について調べておくこと． 
4 回 温暖化と言われる根拠について調べておくこと． 
5 回 氷河期について調べておくこと． 
6 回 太陽の⿊点活動について調べておくこと． 
7 回 人類が使用してきたエネルギーの種類と消費量の変遷を調べておくこと． 
8 回 放射線の定義を調べておくこと． 
9 回 天然の放射性物質を調べておくこと． 
10 回 安定同位体と放射性同位体について調べておくこと． 
11 回 人体の化学組成につ 

 



年度 2014 
授業コード MSS04910 
成績評価 レポートと課題発表(80%)と定期試験(20%)により評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS04910 地球環境科学特論Ⅲ 
担当教員名 山口 一裕 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 水文地質学 鉱物 粘土鉱物 やきもの 実習 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球環境科学特論Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 他の科目と合同で実施される予定の実習には必ず参加すること。 
シラバスコード MSS04910 
実務経験のある教員  
達成目標 水文地質学の基礎を理解する。 

水−岩石(鉱物)反応を PC を用いて理解する。 
野外実習をして実物に触れてみる。 
やきもの作成を通して粘土鉱物の性質について理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室 7 号館 1 階 yamaguti〔アトマーク〕das.opus.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Environmental Science of Earth III 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球環境問題として地下水汚染が注目されるようになり、水循環だけでなく、水

質の形成メカニズムを理解することが重要になって生きている。地下水の水質を
決める水−鉱物反応、粘土鉱物の生成について学習し、実際にパーソナルコンピ
ューターの汎用計算ソフトを利用して、より実践的な Chemical Hydrogeology の
講義を行いたい。後半では実習を取り入れ、粘土鉱物の有効利用について学習す
る。コンピューターで地球化学の基礎的な計算を実際に経験することによって、
より実践的な知識と技術を養うことを目標とする。他の科目とあ 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回  オリエンテーション 水―鉱物反応の熱力学的基礎 
2 回  地下水中で生じる平衡反応 
3 回  地下水水質のための分析化学 
4 回  造岩鉱物と風化作用による粘土鉱物の生成 
5 回  造岩鉱物の溶解：鉱物 1 成分系の固相液相反応 
6 回  造岩鉱物の溶解：鉱物 2 成分系，鉱物 3 成分系 
7 回  野外実習 造岩鉱物 
8 回  野外実習 造岩鉱物 
9 回  野外実習 水文調査 
10 回  粘土鉱物の加熱変化 
11 回  粘土鉱物の有効利用 やきものの科学 
12 回  釉薬の化学 
13 回  実習 粘土の可塑性 
14 回  実習 焼結 

準備学習 1 回  シラバスを読んで講義内容を把握する。 
2 回  エクセルの使い方を復習すること。 
3 回  前回提示した問題で予習しておくこと。 
4 回  前回提示した問題で予習しておくこと。 
5 回  前回提示した問題で予習しておくこと。 
6 回  前回提示した問題で予習しておくこと。 
7 回  造岩鉱物について復習しておくこと。 
10 回  粘土の用途について調べておくこと。 
11 回  粘土鉱物の構造について調べておくこと。 
12 回  釉薬について調べておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード MSS05110 
成績評価 講義中における質疑での理解度（50%）とレポート（50%）により評価する 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS05110 物理化学特論 
担当教員名 森 嘉久 
単位数 2 
教科書 C．キッテル著、「固体物理学入門(上・下）」 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理化学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS05110 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎物性の計算ができるようになること 
受講者へのコメント  
連絡先 mori[at]das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Physical Chemistry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 固体物性の基礎を理解すること 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 結晶の構造、単位構造と格子面 

2 回 結晶による回折と逆格子(1) 
3 回 結晶による回折と逆格子(2) 
4 回 結晶の結合と弾性 
5 回 格子振動・自由電子気体による比熱 
6 回 エネルギーバンド、周期的ポテンシャル 
7 回 金属の電気伝導、自由電子気体 
8 回 半導体の電気伝導、有効質量 
9 回 誘電体、マクスウェル方程式 



10 回 磁性体、磁化率 
11 回 超伝導体、ロンドン方程式、ジョセフソン効果 
12 回 合金、秩序−無秩序状態 
13 回 電磁場との相互作用、励起子 
14 回 表面界面構造、格子欠陥・転位 
15 回 

準備学習 1 回 結晶構造について予習しておく 
2 回 結晶の回折について予習しておく 
3 回 逆格子について予習しておく 
4 回 結晶の結合について予習しておく 
5 回 格子振動について予習しておく 
6 回 エネルギーバンドについて予習しておく 
7 回 金属の電気伝導について予習しておく 
8 回 半導体の電気伝導について予習しておく 
9 回 誘電体について予習しておく 
10 回 磁性体について予習しておく 
11 回 超電導について予習しておく 
12 回 無秩序状態について予習しておく 
13 回 励起子について予習しておく 
14 回 表面につ 

 



年度 2014 
授業コード MSS05310 
成績評価 レポートにより行なう。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS05310 量子物性 
担当教員名 財部 健一 
単位数 2 
教科書 C.Kittel Introduction to Solid State Physics(訳，固体物理学入門), John Wiley and 

Sons. Inc.(丸善) 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 量子物性 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義にて適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS05310 
実務経験のある教員  
達成目標 講義目的に挙げた項目の電子論的理解に親しくなることである 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Quantum Science of Solids 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 固体の結晶構造，凝集力，格子振動，エネルギーバンド構造，誘電的性質・緩和

機構を理解する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  固体の結晶構造１を説明する。 

2 回  固体の結晶構造２を説明する。 
3 回  凝集力１を説明する。 
4 回  凝集力２を説明する。 
5 回  格子振動１を説明する。 
6 回  格子振動２を説明する。 
7 回  格子振動３を説明する。 



8 回  エネルギーバンド構造１を説明する。 
9 回  エネルギーバンド構造２を説明する。 
10 回  エネルギーバンド構造３を説明する。 
11 回  誘電的性質１を説明する。 
12 回  誘電的性質２を説明する。 
13 回  誘電的性質３を説明する。 
14 回  誘電的性質４を説明する。 
 

準備学習 1 回  固体の結晶構造１よく予習しておくこと。 
2 回  固体の結晶構造２をよく予習しておくこと。 
3 回 凝集力１をよく予習しておくこと。 
4 回 凝集力２をよく予習しておくこと。 
5 回 格子振動１をよく予習しておくこと。 
6 回 格子振動２をよく予習しておくこと。 
7 回 格子振動３をよく予習しておくこと。 
8 回 エネルギーバンド構造１をよく予習しておくこと。 
9 回 エネルギーバンド構造２をよく予習しておくこと。 
10 回 エネルギーバンド構造３をよく予習しておくこと。 
11 回 誘電的性質１をよく予習しておくこと 

 



年度 2014 
授業コード MSS05610 
成績評価 特別研究論文で評価する(100%)。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS05610 特別研究 
担当教員名 山崎 正之、荒谷 督司、若村 国夫、小林 祥一、財部 健一、板谷 徹丸、

山口 一 
単位数 12 
教科書 適宜指示する 
アクティブラーニング  
キーワード 研究テーマ、問題解決能力、論理的思考、論文解読、データ整理、コミュニケー

ション力、プレゼンテーション力 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 指導教員から指示する 
シラバスコード MSS05610 
実務経験のある教員  
達成目標 １、文献の読解能力を身につけること 

２、特定の研究課題に取り組む中で、研究計画の実施が正しくできること 
３、特定の研究課題に従事し、得られた結果について正しい解釈ができること 
４、与えられた課題に対して、自主的に問題を解決し、自らの創造性を発揮でき
ること 
５、得られた結果を正しく整理し、プレゼンテーションができること 
６、得られた結果の発表に際して、的確なコミュニケーションがとれること 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員の研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work 
関連科目 総合理学専攻、基礎理学科のすべての開講科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 所属する指導教員の指導の下で，2 年間を通して最先端の数学(含情報数学)、お

よび物理（含エネルギー）、化学、生物、地球科学（含環境）に関するテーマの研
究を行う。また，特別研究論文の作成および研究発表を通して，自主的に学習お



よび研究することができる能力，文章作成および読解能力，プレゼンテーション
能力，コミュニケーション能力，論理的思考力，問題解決力，自己管理力を磨く
ことを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 １年目：修士課程に関するオリエンテーションを受講しておくこと 

２年目：１年間の特別研究の結果に対する評価をしておくこと 
 



年度 2014 
授業コード MSS05710 
成績評価 輪講形式で行うので、そのときの内容とレポートの総合評価 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS05710 エネルギー物質科学 
担当教員名 財部 健一 
単位数 2 
教科書 プリントを配布 
アクティブラーニング  
キーワード 輸送現象、気体分子運動論、統計力学、 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 エネルギー物質科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 学部で受講した基礎物理学、量子力学の教科書 
授業形態 講義 
注意備考 英文読解はどの分野でも必要であり、これに慣れる事が肝要です。テキストの内

容は熱力学の微視的取り扱いが中⼼になります。 
シラバスコード MSS05710 
実務経験のある教員  
達成目標 統計力学的考え方の習得と英文になれること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ７号館３階 財部研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Energy Transport in Materials 
関連科目 量子物性 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 エネルギー移動に関係した気体分子運動論を基礎とした統計力学の考え方、これ

を利用した輸送現象、例えば熱伝導、拡散、粘性係数の現象などを、英文の専門
書を交えて、輪講形式で学ぶ。英文で専門の内容を理解することは必要不可欠で
す。この点を考え、基礎理学科で余り学んでいない熱力学の微視的取り扱い、初
学者を前提として授業を進めます。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  講義内容を概観する。 

2 回  電気伝導を説明する。 
3 回  緩和時間を説明する。 
4 回  マックスウェルの速度分布則を説明する。 



5 回  平均自由行程と衝突を説明する。 
6 回  位相空間を説明する。 
7 回  ボルツマン方程式を説明する。 
8 回  アインシュタインの関係を説明する。 
9 回  理想気体の運動論を説明する。 
10 回  輸送現象を説明する。 
11 回  平均値を説明する。 
12 回  粘性を説明する。 
13 回  熱伝導を説明する。 
14 回  拡散を説明する。 
15 回  トピックを紹介する。 

準備学習 量子物性を受講していること 
 



年度 2014 
授業コード MSS06510 
成績評価 講義での討論への参加状況（30％）、レポート（70％）により成績を評価する。

採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS06510 地球惑星科学特論Ⅰ 
担当教員名 小林 祥一 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、成因、鉱床、合成、野外実習 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球惑星科学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Minerals:Their Constitution and Origin / H-R.Wenk and A.Bulakh / Cambridge 

ISBN: 0 521 52958 1 
授業形態 講義 
注意備考 野外実習に参加できること 

※しばしば電子教材を液晶プロジェクターで投影して授業を行う。 
シラバスコード MSS06510 
実務経験のある教員  
達成目標 主に地球表層物質がどのような環境下で生成してきたかを理解した上で、地球上

でおこる様々な地質現象にはどのような意味がある（あるいはあった）かがイメ
ージできることを目指す。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 3 階 小林研究室 086-256-9704 kobayashi＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Earth and Planetary Sciences I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球型惑星表層付近にみられる物質を理解するために、その最小の単位である鉱

物について、種類、物理化学的性質および産状について解説する。地球の表層付
近あるいは地殻中で行われている、これら鉱物の生成に関係する交代作用、風化
変質作用あるいはマグマ冷却に伴う元素の移動・濃集などについて解説する。ど
のような手法によって地球科学の謎が解き明かされてきたのかを総合的に理解
するために、講義内容に沿った野外実習を計画している。 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回  鉱物学とこれに関係する研究分野について説明する。 
3 回  地球表層物質の分類について説明する。 
4 回  地球表層物質の物理化学的性質について説明する。 
5 回  鉱物の生成環境Ⅰ  
蒸発,体積,生物,風化変質について説明する。 
6 回  鉱物の生成環境 II  
マグマ,熱水活動,交代作用について説明する。 
7 回  有用元素の濃集について説明する。 
8 回  鉱床生成に係わる地質現象について説明する。 
9 回  宝石鉱物および鉱物の合成について説明する。 
 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 鉱物学がどの分野に応用されているか具体例を調べておくこと。 
3 回 鉱物結晶の化学組成、結晶構造について確認しておくこと。 
4 回 結晶学の分野を復習しておくこと。 
5 回 地球の環境について調べておくこと。 
6 回 地球の環境について調べておくこと。 
7 回 私たちが利用している資源の種類を調べておくこと。 
8 回 マグマの生成から分化について調べておくこと。 
9 回 合成する際にはどんな条件が必要かを考えておくこと。 
10 回 太陽系の形成過程を復習しておく 

 



年度 2014 
授業コード MSS06610 
成績評価 複数回の小テストを実施し評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS06610 地球惑星科学特論Ⅱ 
担当教員名 板谷 徹丸 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 放射年代測定法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球惑星科学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS06610 
実務経験のある教員  
達成目標 ４６億年の地球史概略と事件史解明に必要な放射年代測定法を理解する． 
受講者へのコメント  
連絡先 新 6 号館 2 階 板谷徹丸研究室 itaya@rins.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Earth and Planetary Sciences II 
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ４６億年前に誕生した原始地球は以来様々な物理化学的環境変化を経験し変遷

してきている。その様々なレベルでの事件史（全地球史）を具体的に講述し地球
の未来を予測する。また，事件史解明に必要な放射年代測定法とその具体的な応
用例を紹介する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 地球型惑星誕生 

2 回 水の惑星 
3 回 生命誕生事件 
4 回 生命の進化 
5 回 人類誕生事件 
6 回 生物大量絶滅事件 



7 回 スノーボール地球事件 
8 回 地球の未来 
9 回 放射年代測定法の原理とアイソクロン法 
10 回 SHRIMP を用いた U-Pb 法とその応用 
11 回 CHIME 年代測定法とその応用 
12 回 タンデトロン炭素 14 法とその応用 
13 回 K-Aｒ法の原理とその応用 
14 回 レーザープローブ Ar-Ar 法とその応用 
15 回 隕石年代学 

準備学習 1 回 太陽系地球型惑星について調べておくこと 
2 回 水を持つ惑星について調べておくこと 
3 回 生命誕生における化学進化について調べておくこと 
4 回 ダーウィン進化論について調べておくこと 
5 回 猿人誕生について調べておくこと 
6 回 生物大量絶滅の要因について調べておくこと 
7 回 原生代後期の全地球凍結について調べておくこと 
8 回 人口爆発する地球の未来について考えておく 
9 回 放射性同位元素について調べておくこと 
10 回 二次イオン質量分析計について調べておくこと 
11 回 電子線微小部化学分析装置について 

 



年度 2014 
授業コード MSS06710 
成績評価 課題発表（70%）およびレポート（30%）により評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS06710 地球惑星科学特論Ⅲ 
担当教員名 兵藤 博信 
単位数 2 
教科書 指定しない 
アクティブラーニング  
キーワード 生命、進化、多様性、絶滅 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球惑星科学特論Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Planet Earth／C. Emiliani／Cambridge Univ. Press／ISBN 0-521-40949-7 
授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード MSS06710 
実務経験のある教員  
達成目標 生物の進化、多様性と絶滅について理解する。人類は進化の樹の枝分かれした末

端の部分にいるのであって頂点に君臨しているのは太い幹や根の部分のバクテ
リアであること、つまり進化の系統樹は向きが逆さまであることを理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 TEL: 086-256-9724 

e-mail: hhyodo@rins.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Earth and Planetary Sciences III 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 初期の地球で生命が発生して現在に至るまでの経過をセミクローズドシステム

である惑星としての地球の環境変化から理解する。環境に対する生命の対応と変
化（進化・絶滅）について考察し、現在の環境の変化と生物種の多様性について
考える。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 生命の誕生、アミノ酸について学習する。 

2 回 バクテリアについて学習する。 
3 回 光合成について学習する。 



4 回 生命の複製について学習する。 
5 回 先カンブリア代について学習する。 
6 回 生命の爆発的発生、バージェス頁岩について学習する。 
7 回 古生代の環境と生物について学習する。 
8 回 中生代の環境と生物について学習する。 
9 回 大陸の分裂と恐⻯の絶滅およびその関連について学習する。 
10 回 新生代の環境と生物について学習する。 
11 回 氷河期の環境と生物について学習する。 
12 回 進化と大量絶 

準備学習 1 回 DNA の機能と役割を理解しておくこと。 
2 回 生物の行う化学反応について理解しておくこと。 
3 回 光のもつエネルギーについて調べておくこと。 
4 回 DNA の機能と役割を理解しておくこと。 
5 回 地球の進化過程を調べておくこと。 
6 回 カンブリア紀とその直前の時代について調べておくこと。 
7 回 古生代の代表的生物を調べておくこと。 
8 回 中生代の代表的生物を調べておくこと。 
9 回 中生代までで絶滅した代表的生物を調べておくこと。 
10 回 新生代の代表的生物を調べておくこと。 
11 回 二酸化炭素の増減と 

 



年度 2014 
授業コード MSS07110 
成績評価 講義中の発表（20％）、課題提出（20％）と期末レポート（60%）で評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS07110 総合科学特論Ⅰ 
担当教員名 中島 弘徳 
単位数 2 
教科書 講義中に指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 精神分析、個人⼼理学、アルフレッド・アドラー 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 総合科学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS07110 
実務経験のある教員  
達成目標 ①力動的精神療法の概念について理解ができるようになる。 

②力動的精神療法による、性格分析、治療のアウトラインが理解できるようにな
る。 
③自己開示が高まる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Applied Science I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 臨床⼼理学のうち、特に力動的精神療法（精神分析、個人⼼理学など）について

科学的手法を用いながら学んでいく。その結果、科学的な性格分析の手法や治療
理論について理解していく。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 準備として力動的精神療法についての文献を可能な限り読んでおくこと。さら

に、力動的精神療法との比較のために行動理論などの文献も可能な限り読んでお
くこと。 



また、毎回、力動的精神療法による性格分析、事例理解、治療についてディスカ
ッションを行うので、発表ができる準備をしておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード MSS07310 
成績評価 輪講形式で行うので、講師に当たった時の内容とレポートの成績とを合わせて評

価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS07310 エネルギー科学特論 
担当教員名 若村 国夫 
単位数 2 
教科書 プリントを配布 
アクティブラーニング  
キーワード 、エネルギー保存則、位置エネルギー、ポテンシャルエネルギー、電気エネルギ

ー、電位、熱エネルギー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 エネルギー科学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 学部の時に習った基礎物理学および電気磁気学の教科書 
授業形態 講義 
注意備考 予習と復習とで、しっかり身につける事を⼼がける。 
シラバスコード MSS07310 
実務経験のある教員  
達成目標 上記の各種エネルギー知識の基礎を身につけ、微分や積分、微分方程式を用いた

現象の表現に慣れる 
受講者へのコメント  
連絡先 ７号館一階研究室：電話０８６−２５６−９４０４ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Elements of Energy 
関連科目 学部の基礎物理学、微分積分 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学部で学んだ各種のエネルギーの概念とそれに直結する事項を知り、把握するこ

とを目指し、実際にそれらを計算する。計算することで、その意味や要点を深く
認識でき、式を通して現象を観る訓練となる。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 【はじめに】 

2 回 【エネルギー保存則を導く】 
3 回 【ポテンシャルエネルギーの説明】 
4 回 【ポテンシャルエネルギーの計算１】 



5 回 【ポテンシャルエネルギーの計算２】 
6 回 【電界と電位の説明】 
7 回 【電界と電位の計算１】 
8 回 【電界と電位の計算２】 
9 回 【クーロンエネルギー】 
10 回 【静電エネルギー】 
11 回 【熱エネルギー】 
12 回 【磁気エネルギー】 
13 回 【量子論によるエネルギー１】 
必要な微分方程式は授業の中で扱う 
14 回 【量子論によるエネルギー２】 
必要な微分方程式は授業 

準備学習 1 回 特に無し 
2 回 初等関数の微分積分 
3 回 初等関数の微分積分 
4 回 初等関数の微分積分 
5 回 初等関数の微分積分 
6 回 初等関数の微分積分 
7 回 初等関数の微分積分 
8 回 初等関数の微分積分 
9 回 初等関数の微分積分 
10 回 初等関数の微分積分 
11 回 初等関数の微分積分 
12 回 初等関数の微分積分 
13 回 初等関数の微分積分 
14 回 初等関数の微分積分 
15 回 今までの授業の内容の理解 

 



年度 2014 
授業コード MSS07510 
成績評価 レポート（５０％）、課題発表（５０％）によって評価する。 
曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS07510 環境生物学特論Ⅰ 
担当教員名 八⽥ 貴 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 環境バイオテクノロジー、グリーンバイオテクノロジー、ホワイトバイオテクノ

ロジー、レッドバイオテクノロジー 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境生物学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 橋本直樹 著 『レクチャー バイオテクノロジー』 培風館塚越規弘 編集 「応

用微生物学」 朝倉書店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS07510 
実務経験のある教員  
達成目標 最近の環境生物学のトピックスについて理解し、自分の研究に役立てる。また、

英語学術論文を読むことにより理解を深める。さらに、プレゼンテーションを行
い他人に理解してもらえる能力を身につける事を目的とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館３階 八⽥ 教授室 086-256-9515 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Bioscience I 
関連科目 環境生物学特論ⅠI 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生命現象の基になる遺伝子／酵素の研究は近年めざましく、遺伝子レベルの解析

なしでは生命現象を論ずる事が難しいと思えるほどである。また、最近の微生物、
植物を中⼼とした遺伝子⼯学の研究は基礎から実用まで極めて高度に進展して
いるのが現状である。この講義では微生物・植物の DNA のクローニング方法、
導入方法、またそれらの遺伝情報がどのように利用されているかを述べる。さら
に、最近の専門書や研究論文を解説し、より理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション、遺伝子⼯学とは？ 全体像を説明する。 
2 回 遺伝子⼯学の歴史について説明する。 
3 回 遺伝子⼯学の現代の手法と応用について説明する。 
4 回 バイオテクノロジーの歴史について説明する。 
5 回 応用微生物・植物学・動物学の現代の手法と応用について説明する。 
6 回 植物遺伝子⼯学について説明する。 
7 回 植物への DNA 導入について説明する。 
8 回 iPS 細胞の役割について説明する。 
9 回 環境汚染物質除去における微生物と植物の役割について説明する。 
10 回 関連した論文の解説をする。I 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 遺伝子⼯学について調べておくこと。 
3 回 遺伝子⼯学の応用について調べておくこと。 
4 回 有用微生物について調べておくこと。 
5 回 微生物・植物・動物の産業への応用について調べておくこと。 
6 回 組み換え植物について調べておくこと。 
7 回 組み換え植物について調べておくこと。 
8 回 iPS 細胞について調べておくこと。 
9 回 環境汚染について調べておくこと。 
10 回 英語論文の和訳をしておくこと。 
11 回 英語論文の和訳をしておくこと。 
12 

 



年度 2014 
授業コード MSS07610 
成績評価 講義の理解度のヒアリング（50％）、課題発表（50％）による。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS07610 環境生物学特論Ⅱ 
担当教員名 猶原 順 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 大気環境、水質環境、廃棄物、循環型社会、環境計測、環境アセスメント、環境

ホルモン、ダイオキシン 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境生物学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 環境・循環型社会・生物多様性白書、環境省、平成 24 年度版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS07610 
実務経験のある教員  
達成目標 人間の生活活動に伴って生じた環境問題のうち、河川や湖沼の汚濁・汚染、海洋

環境の破壊、有機系有害物質による汚染、無機系有害物質による汚染、大気汚染、
酸性雨といった具体的な問題について理解する。また、生物に対する環境の変化
の影響や、バイオモニターとしての生物について理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 E-mail:jnaohara@bme.ous.ac.jp, Tel&Fax:086-256-9711、１２号館１階 猶原教

授室  
フィスアワー：金昼 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Bioscience II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 人間の生活活動に伴って生じた環境問題のうち、河川や湖沼の汚濁・汚染、海洋

環境の破壊、有機系有害物質による汚染、無機系有害物質による汚染、大気汚染、
酸性雨といった具体的な問題について解説し、理解を深める。また、生物に対す
る環境の変化の影響や、バイオモニターとしての生物について紹介し、理解を深
める。 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 水質汚濁（河川・湖沼・海洋）について説明する。 
3 回 高度水処理技術について説明する。 
4 回 大気汚染について説明する。 
5 回 地球温暖化・酸性雨について説明する。 
6 回 有機系有害物質の汚染（ダイオキシン,PCB）について説明する。 
7 回 有機系有害物質の汚染（環境ホルモン）について説明する。 
8 回 無機系有害物質の汚染（重金属）について説明する。 
9 回 生態系について説明する。 
10 回 バイオモニターについて説明する。 
11 回 循環型社会について説明する。 
12 回 低炭 

準備学習 1 回 環境生物学特論Ⅱの授業の進め方を説明するため、特に準備学習は無し。 
2 回 第 1 回に配布する資料（プリント）水質汚濁（河川・湖沼・海洋）を予習し
ておくこと。 
3 回 第 2 回に配布する資料（プリント）高度水処理技術を予習しておくこと。 
4 回 第 3 回に配布する資料（プリント）大気汚染を予習しておくこと。 
5 回 第 4 回に配布する資料（プリント）地球温暖化・酸性雨を予習しておくこ
と。 
6 回 第 5 回に配布する資料（プリント）有機系有害物質の汚染（ダイオキシ
ン,PCB）を予習しておくこと。 
7 回 第 6 回に配布する資 

 



年度 2014 
授業コード MSS07710 
成績評価 授業中の理解度（50%）と課題提出（50%）により評価する 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS07710 結晶学特論 
担当教員名 森 嘉久 
単位数 2 
教科書 特に指定しない 
アクティブラーニング  
キーワード 無機化合物、結晶構造、回折、対称性、空間群、構造相転移 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 結晶学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に指定しない 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS07710 
実務経験のある教員  
達成目標 論文に出てくる点群・空間群の表記や結晶構造パラメータの意味を理解して、

International Tables を使えるようになること。また、結晶の回折現象について理
解を深め、フーリエ変換との対応付けが理解できるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 mori[at]das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Crystallography 
関連科目 結晶学特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 無機化合物の結晶構造やその記述法を学び、結晶による回折現象の基礎を理解す

る。さらに対称性と物性との関係や、温度や圧力の変化に伴う構造相転移につい
て、実際の研究例をもとに理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 基本的な結晶構造について学習する。 

2 回 対称操作の分類と各操作の意味およびそれらの集合である群という概念に
ついて学ぶ。 
3 回 国際標準である International Table の対称性表記法を学ぶ。 
4 回 様々な立体模型を用いて、形状を不変に保つ対称操作の集合を理解する。 



5 回 点群について、その性質を理解する。 
6 回 対称性の表現法について学習する。 
7 回 結晶の対称性を表現する空間群の概念を学ぶ。 
8 回 ブラッグ条件、エワルド球と逆格子ベクトルといった回折現象の基礎を学
ぶ。 
9 回 原子散乱因 

準備学習 身の回りに存在する規則的・対称的な図形をスケッチあるいは写真で撮影し、そ
の図形を不変に保つにはどのような操作（回転や鏡映など）をしたらいいかを考
えてみる。 

 



年度 2014 
授業コード MSS07910 
成績評価 課題を渡し、その提出レポートに基づき採点する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS07910 生体分析学 
担当教員名 山崎 重雄 
単位数 2 
教科書 適宜資料を渡す。 
アクティブラーニング  
キーワード 液体クロマトグラフィー、ガスクロマトグラフィー、キャピラリー電気泳動法、 

可視・紫外部吸収、共鳴、選択検出法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体分析学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、教示する。 
授業形態 講義 
注意備考 幅広い知識が必要である。 
シラバスコード MSS07910 
実務経験のある教員  
達成目標 成分由来と化学構造から適した定量法を選択できる能力を身につける。 
受講者へのコメント  
連絡先 １４号館３階研究室。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Analytical Chemistry for Biological Substance 
関連科目 生体機能科学、分子生物学、臨床生命科学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生体中の多種多様な成分について、その定性法と定量法の原理と応用範囲につい

て把握すること。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 以下の知識が必要であるので、自主的に学習しておくこと。 

１）紫外・可視吸収スペクトル、赤外スペクトル、光の吸収などの分光学の初級
知識。 
２）細胞、特に酵素と酵素反応の初級知識。 
３）タンパク質の溶存状態の初級知識。 
４）緩衝液、イオン溶液などの溶液論の初級知識。 



５）器機分析の初級知識。 
 



年度 2014 
授業コード MSS08110 
成績評価 各回の小レポートと最終回のディベートにて総合的に評価する 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS08110 総合理学特別講義Ⅸ 
担当教員名 山本 真行＊ 
単位数 1 
教科書 特になし 
アクティブラーニング  
キーワード 地球、宇宙、太陽系、大気、発光、プラズマ、波動、スペクトル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 総合理学特別講義Ⅸ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 科学ポスター『一家に一枚』シリーズ（http://www.pcost.or.jp/pg42.html） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS08110 
実務経験のある教員  
達成目標 多面的な情報から自然を理解する手法について考える力を得ること 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics in Applied Science IX 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球や宇宙に関する理解を深め、持続的社会に必要な素養を得ること 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 人類の宇宙への挑戦について，講義する 

2 回 地球大気について講義する 
3 回 太陽と地球の物理について講義する 
4 回 オーロラとスプライトについて講義する 
5 回 太陽系小天体と流星について講義する 
6 回 超高層大気の観測について講義する 
7 回 インフラサウンドについて講義する 
8 回 「宇宙開発は人類に必要か？」について講義並び議論する 

準備学習 1 回 人類による宇宙を知る試みを１つ調べておくこと 



2 回 生存環境としての地球大気の描像を調べておくこと 
3 回 太陽は地球に何をもたらしているか調べておくこと 
4 回 蛍光灯やナトリウム灯はなぜ光るのか調べておくこと 
5 回 地球や惑星の形成過程を調べておくこと 
6 回 プラズマについて調べておくこと 
7 回 音波、超音波、衝撃波とは何か調べておくこと 
8 回 宇宙開発についての自身の意見をまとめておくこと 

 



年度 2014 
授業コード MSS08210 
成績評価 テストにより評価(100%) 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS08210 総合理学特別講義Ⅹ 
担当教員名 飯笹 幸吉＊、小林 祥一 
単位数 1 
教科書 特になし。 
アクティブラーニング  
キーワード プレートテクトニクス、資源、環境、地震、火山 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 総合理学特別講義Ⅹ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・ 飯笹幸吉（2010）：日本近海に大鉱床が眠る-海底熱水鉱床をめぐる資源

争奪戦、技術評論社 
・ 臼井朗（2010）：海底鉱物資源_未利用レアメタルの探査と開発、オーム
社 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS08210 
実務経験のある教員  
達成目標 地球表層の地学現象が地球内部エネルギーの移動によって引き起こされること

を理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 kobayashi@das.ous.ac.jp、7 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では、地球のダイナミズムがもたらす諸現象-地震、火山活動、鉱物資源に

ついて講義する。特に将来的な資源と目されている、海底熱水鉱床、マンガン団
塊、マンガンクラストの海底鉱物資源の実態について、プレートテクトニクスを
ベースに概観する。また、日本の EEZ 及び大陸棚延⻑海域における資源の将来
性について言及する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 ガイダンス：地球の歴史、プレートテクトニクスと海底熱水鉱床について講



義する． 
2 回 海底熱水鉱床１:高速拡大軸の東太平洋海膨等について講義する。 
3 回 海底熱水鉱床２:低速拡大軸の大⻄洋中央海嶺等について講義する． 
4 回 海底熱水鉱床３：超低速拡大軸のガッケル海嶺等について講義する． 
5 回 海底熱水鉱床４：島弧海溝系-沖縄トラフ，伊豆・小笠原弧等について講義
する． 
6 回 マンガン団塊・マンガンクラストの成因、鉱区等についてについて講義す
る． 
7 回 地震・火山活動とモニタリングについて講義する． 
8 回 

準備学習 1 回 地球の歴史、プレートテクトニクスについて予習をしておくこと。 
2 回 前回の講義を復習しておくこと。 
3 回 前回までの講義を復習しておくこと． 
4 回 前回までの講義を復習しておくこと． 
5 回 前回までの講義を復習しておくこと． 
6 回 前回までの講義を復習しておくこと． 
7 回 前回までの講義を復習しておくこと． 
8 回 講義内容をすべて復習しておくこと． 

 



年度 2014 
授業コード MSS08310 
成績評価 課題提出（レポート）により評価する(100%) 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用数学専攻(13〜) 
見出し MSS08310 数理科学特論Ⅶ 
担当教員名 橋爪 道彦 
単位数 2 
教科書 特になし 
アクティブラーニング  
キーワード 直交群、合同変換群、鏡映、有限部分群、軌道、文様 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数理科学特論Ⅶ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岩堀⻑慶著 初学者のための合同変換群の話 
授業形態 講義 
注意備考 予習復習をしっかりと行う事 
シラバスコード MSS08310 
実務経験のある教員  
達成目標 群に関する一般的な概念を理解し、具体的な群に関して応用することが出来る。 

群の作用によって得られる軌道を理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 橋爪道彦 ２０号館８Ｆ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Mathematical Science VII 
関連科目 学部の幾何学の科目、代数学の科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 群とその軌道の構造について具体的な群（直交群、合同変換群、さらにはその部

分群）を題材として講義する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 一般論について講義する。 

2 回 直交群とその軌道について講義する。（その１） 
3 回 直交群とその軌道について講義する。（その２） 
4 回 直交群とその軌道について講義する。（その３） 
5 回 直交群とその軌道について講義する。（その４） 
6 回 ユークリッド空間の合同変換群とその軌道について講義する。（その１） 
7 回 ユークリッド空間の合同変換群とその軌道について講義する。（その２） 



8 回 ユークリッド空間の合同変換群とその軌道について講義する。（その３） 
9 回 ユークリッド空間の合同変換群とその軌道につ 

準備学習 1 回 学部で学んだ代数学、幾何学を復習しておくこと。 
2 回 前回の復習を行い、一般論の理解を深めるておくこと。 
3 回 前回の復習を行っておくこと。 
4 回 前回の復習を行っておくこと。 
5 回 前回の復習を行っておくこと。 
6 回 前回の復習を行っておくこと。 
7 回 前回の復習を行っておくこと。 
8 回 前回の復習を行っておくこと。 
9 回 前回の復習を行っておくこと。 
10 回 前回の復習を行っておくこと。 
11 回 前回の復習を行っておくこと。 
12 回 前回の復習を行っておくこと。 
13 回 前回の復習を行っておくこ 

 



年度 2014 
授業コード MSS08410 
成績評価 レポート提出により評価する． 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS08410 数理科学特論Ⅷ 
担当教員名 池⽥ 岳 
単位数 2 
教科書 セール「有限群の表現論」 
アクティブラーニング  
キーワード 表現，指標 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数理科学特論Ⅷ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS08410 
実務経験のある教員  
達成目標 既約指標の計算が自分でできる． 
受講者へのコメント  
連絡先 11 号館 7 階池⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Mathematical Science VIII 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 表現論の基礎を解説する． 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 群論の基礎，線型代数の基礎を復習する． 

 



年度 2014 
授業コード MSS08510 
成績評価 課題を渡し、その提出レポートに基づき採点する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS08510 分離分析学 
担当教員名 山崎 重雄 
単位数 2 
教科書 適宜資料を渡す。 
アクティブラーニング  
キーワード 液体クロマトグラフィー、ガスクロマトグラフィー、キャピラリー電気泳動法、 

可視・紫外部吸収、共鳴、選択検出法、充填剤、流路反応、ポストカラム誘導法、 
プレカラム誘導法、蛍光検出法 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 分離分析学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、教示する。 
授業形態 講義 
注意備考 電気、生化学、化学などの幅広い知識が必要である。 
シラバスコード MSS08510 
実務経験のある教員  
達成目標 測定装置の原理から、目的成分に適した装置・手法を選択できる能力を身につけ

る。 
受講者へのコメント  
連絡先 １４号館３階研究室。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Separation and Analytical Chemistry 
関連科目 生体機能科学、分子生物学、臨床生命科学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 多種多様な分離分析法について、その原理と応用範囲について把握すること。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 以下の知識が必要であるので、自主的に学習しておくこと。 

１）疎水性 
２）酵素とタンパク質 
３）吸着等温式 
４）水溶液論の初級知識。 



５）器機分析の初級知識。 
 



年度 2014 
授業コード MSS09210 
成績評価 要旨(10%)、発表(60%)、質疑応答(30%) 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS09210 インターナショナルキャリア 
担当教員名 山崎 正之、板谷 徹丸、⻑渕 裕、伊代野 淳、兵藤 博信、若村 国夫、森 

嘉久、 
単位数 2 
教科書 指導教員から指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード プレゼンテーション、英会話 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 インターナショナルキャリア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 国際会議での発表の一ヶ月前までに履修登録をすること。 
シラバスコード MSS09210 
実務経験のある教員  
達成目標 英語で自分の研究結果を報告できる能力を身につけること 

他研究者の英語による発表を理解できること 
受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 International Carrier 
関連科目 特別研究、コンプリへンシブ数学／理科演習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 外国語での研究発表および国際的なコミュニケーションを行うことができるよ

うになることを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 指導教員の指示に従うこと。 

 



年度 2014 
授業コード MSS09220 
成績評価 要旨(10%)、発表(60%)、質疑応答(30%) 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS09220 インターナショナルキャリア 
担当教員名 山崎 正之、板谷 徹丸、⻑渕 裕、伊代野 淳、兵藤 博信、若村 国夫、森 

嘉久、 
単位数 2 
教科書 指導教員から指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード プレゼンテーション、英会話 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 インターナショナルキャリア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 国際会議での発表の一ヶ月前までに履修登録をすること。 
シラバスコード MSS09220 
実務経験のある教員  
達成目標 英語で自分の研究結果を報告できる能力を身につけること 

他研究者の英語による発表を理解できること 
受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 International Carrier 
関連科目 特別研究、コンプリへンシブ数学／理科演習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 外国語での研究発表および国際的なコミュニケーションを行うことができるよ

うになることを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 指導教員の指示に従うこと。 

 



年度 2014 
授業コード MSS09710 
成績評価 発表時の聴講者の評価シート(80％)とレポート(20%) 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS09710 コンプリヘンシブ数学演習Ⅰ 
担当教員名 ⻑渕 裕、山崎 正之、荒谷 督司、藤⽊ 利之、若村 国夫、小林 祥一、財

部 健一 
単位数 2 
教科書 指導教員から指示 
アクティブラーニング  
キーワード 研究力、コミュニケーション能力 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ数学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示 
授業形態 演習 
注意備考 指導教員を中⼼に複数の教員により指導する。 
シラバスコード MSS09710 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 与えられたテーマについて、十分な準備を行い発表して聴講者の質問に答え

ることができる。 
(2) 他分野の研究者を含めた討議に積極的に加わり、討議を有意義なものとする
ことができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Comprehensive Exercise in Mathematics I 
関連科目 特別研究 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員のもとでセミナーによる専門分野の基礎学習と、その内容を自ら他分野

の教員にも理解させる発表ができるようにすることを目標とする。 
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習 指導教員に指示をうけること。 

 



年度 2014 
授業コード MSS09810 
成績評価 発表時の聴講者の評価シート(80％)とレポート(20%) 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS09810 コンプリヘンシブ数学演習Ⅱ 
担当教員名 山崎 正之、板谷 徹丸、⻑渕 裕、伊代野 淳、兵藤 博信、若村 国夫、森 

嘉久、 
単位数 2 
教科書 指導教員から指示 
アクティブラーニング  
キーワード 研究力、コミュニケーション能力 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ数学演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示 
授業形態 演習 
注意備考 指導教員を中⼼に複数の教員により指導する。 
シラバスコード MSS09810 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 与えられたテーマについて、十分な準備を行い発表して聴講者の質問に答え

ることができる。 
(2) 他分野の研究者を含めた討議に積極的に加わり、討議を有意義なものとする
ことができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Comprehensive Exercise in Mathematics II 
関連科目 特別研究 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員のもとでセミナーによる専門分野の基礎学習と、その内容を自ら他分野

の教員にも理解させる発表ができるようにすることを目標とする。 
対象学年 2 年 
授業内容  
準備学習 指導教員に指示をうけること。 

 



年度 2014 
授業コード MSS09910 
成績評価 発表時の聴講者の評価シート(80％)とレポート(20%) 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS09910 コンプリヘンシブ理科演習Ⅰ 
担当教員名 山崎 正之、板谷 徹丸、⻑渕 裕、伊代野 淳、兵藤 博信、若村 国夫、森 

嘉久、 
単位数 2 
教科書 指導教員から指示 
アクティブラーニング  
キーワード 研究計画・実施、文献検索、英文講読、プレゼンテーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ理科演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示 
授業形態 演習 
注意備考 指導教員を中⼼に複数の教員により指導する。 
シラバスコード MSS09910 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 与えられたテーマについて、十分な準備を行い発表して聴講者の質問に答え

ることができる。 
(2) 他分野の研究者を含めた討議に積極的に加わり、討議を有意義なものとする
ことができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Comprehensive Exercise in Sciences I 
関連科目 特別研究 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員のもとでセミナーによる専門分野の基礎学習と、その内容を自ら他分野

の教員にも理解させる発表ができるようにすることを目標とする。 
コンプリヘンシブ理科演習は、環境・エネルギー科学および生物・化学の 2 系列
を対象としており、両系列を包括的に学習することで総合力・応用力を養う。 

対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習 指導教員に指示をうけること。 



 



年度 2014 
授業コード MSS10010 
成績評価 発表時会参加教員の評価(100％) 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS10010 コンプリヘンシブ理科演習Ⅱ 
担当教員名 山崎 正之、板谷 徹丸、⻑渕 裕、伊代野 淳、兵藤 博信、若村 国夫、森 

嘉久、 
単位数 2 
教科書 指導教員から指示 
アクティブラーニング  
キーワード 研究計画・実施、文献検索、英文講読、プレゼンテーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ理科演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示 
授業形態 演習 
注意備考 指導教員を中⼼に複数の教員により指導する。 
シラバスコード MSS10010 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 与えられた研究テーマの内容と意義を正しく理解し、研究の計画・実施・成

果の報告などができること 。 
(2) 他分野の研究者を含めた討議に積極的に加わり、討議を有意義なものとする
ことができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Comprehensive Exercise in Sciences II 
関連科目 特別研究 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の下でセミナーまたは外書講読による専門分野の基礎学習と，その内容

を自ら他分野の教員にも理解させる発表ができるようにすることを目的とする。 
修士論文としての研究内容の確定、専攻研究を把握、研究上必要とする知識等の
涵養を目的とする。 指導教員によるセミナーを基本とするが、研究内容の整理、
他分野との関連を知ることを目的として期の最後に担当教員以外の複数教員が
参加する発表会を開く。この発表会には、他専攻の教員、他機関の研究者が参加
し行われる。 



対象学年 2 年 
授業内容  
準備学習 指導教員に指示をうけること。 

 



年度 2014 
授業コード MSS10210 
成績評価 課題提出により行う 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS10210 環境生物学特論Ⅲ 
担当教員名 守⽥ 益宗 
単位数 2 
教科書 配布資料を中⼼に講義 
アクティブラーニング  
キーワード 花粉分析，古環境復元 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 環境生物学特論Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード MSS10210 
実務経験のある教員  
達成目標 他分野の資料を駆使する事により，自然現象の全体の関わりから，ある特定の事

象を復元する能力を身につける． 
受講者へのコメント レポートは必ず提出しましょう 
連絡先 ７号館４階守⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Environmental Bioscience III 
関連科目 生物学，地学，地理学，気候学，考古学，人類学，年代学 
次回に向けての改善変更予定 特に考えていない． 
講義目的 現在，我々が目にする植生も，大きな気候の変動や地形の変化に関わって、その

姿を変えてきたことを理解する． 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の進め方について説明する 

2 回 第四紀植物生態学の主な研究目的について説明する 
3 回 欧米における初期の研究史について説明する 
4 回 日本における研究史-その１：WWII 以前までの研究史について説明する 
5 回 日本における研究史-その２：1960 年ころまでの研究史について説明する 
6 回 日本における研究史-その３：1980 年ころまでの研究史について説明する 
7 回 日本における研究史-その４：2000 年ころまでの研究史について説明する 



8 回 最近のトピック的な研究を紹介する（そ 
準備学習 予習は特に必要ないが，前回の講義の復習をしておくこと 

 



年度 2014 
授業コード MSS10310 
成績評価 授業における学習態度（100%)で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS10310 生物科学特論Ⅰ 
担当教員名 齋藤 達昭 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物科学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS10310 
実務経験のある教員  
達成目標 自分の研究で必要な原著論文をみつけ、それを読解する能力を身につける。 
受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 2F  齋藤達昭 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 原著論文と接し、読会することによっで科学の国際的共通理解を深め、実験を通

じて得られた科学的根拠の発見や実験手法の⼯夫を理解することを目標とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 講義前にしっかりと英語の生物学のテキストや原著論文を翻訳し、英文構造にそ

った翻訳文になるように⼼がけること。もう一度翻訳した文章を読み直し、翻訳
文が正式な日本語になっているか確認すること。 

 



年度 2014 
授業コード MSS10410 
成績評価 各時間に出題する演習課題(50%)と期末に行うレポート課題(50%) の作成状況

により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 総合理学専攻(13〜) 
見出し MSS10410 生物科学特論Ⅱ 
担当教員名 齋藤 達昭 
単位数 2 
教科書 使用せず 
アクティブラーニング  
キーワード 分子生物学・生物情報学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物科学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岡崎康司 坊農秀雄 監訳 バイオインフォマティクス（ゲノム配列から機能解

析へ）メディカル・サイエンス・インターナショナル 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード MSS10410 
実務経験のある教員  
達成目標 データベースを活用した遺伝子等の解析の原理と手法をマスターする。 
受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 2F 齋藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では、基礎となる分子生物学の原理の復習とともに、データベースを活用

した遺伝子機能解析や発現解析・比較ゲノム解析・構造ゲノム解析・機能ゲノム
解析などの手法を系統的に解説し、その演習を行う。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  この講義の目標・手法について説明する。 

2 回  分子生物学の原理について説明する。 
3 回  分子生物学の原理について説明する。 
4 回  分子生物学の原理について説明する。 
5 回  遺伝子機能解析法について説明する。 



6 回  遺伝子機能解析法について説明する。 
7 回  遺伝子機能解析法について説明する。 
8 回  発現解析法について説明する。 
9 回  発現解析法について説明する。 
10 回  構造ゲノム解析法について説明する。 
11 回  構造ゲノム解析法について説明する。 
12 回  機能ゲノム解析法につ 

準備学習 1 回 シラバスをよく読むこと。 
2 回 今週行う範囲を復習しておくこと。 
3 回 今週行う範囲を復習しておくこと。 
4 回 今週行う範囲を復習しておくこと。 
5 回 指定された URL を見て、使用法を確認しておくこと。 
6 回 指定された URL を見て、使用法を確認しておくこと。 
7 回 指定された URL を見て、使用法を確認しておくこと。 
8 回 指定された URL を見て、使用法を確認しておくこと。 
9 回 指定された URL を見て、使用法を確認しておくこと。 
10 回 指定された URL を見て、使用法を確認しておくこと。 
11 回 

 



年度 2014 
授業コード MSS10510 
成績評価 レポートを提出してもらい、これで評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 総合理学専攻(14〜) 
見出し MSS10510 生物科学特論Ⅲ 
担当教員名 藤⽊ 利之 
単位数 2 
教科書 なし 資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 植物形態・植物分類・古生物学・古生態学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物科学特論Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS10510 
実務経験のある教員  
達成目標 植物の同定に必要な植物分類・植物形態に関する基礎知識を身に付け、身近な植

物について同定することができる力を付ける。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 種子植物は陸上植物で最も多様に進化したグループである。 

本講義では種子植物を同定するために必要な基礎を紹介し、実際に同定を試み
る。 
また様々な植物化石を利用した古植物の研究を紹介する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 植物分類学の成立と歴史 

植物分類学とはどのような分野であるのか、本講義で取り扱う内容について概略
を説明するとともに、植物分類学の歴史を解説する。 
2 回 身近な植物の名前を知る 
キャンパス内において、実際に植物の同定を行う。 



3 回 学名の読み方と付け方：命名規約について 
命名規約について説明する。 
4 回 植物の分類体系：分類群の階層性 
植物分類の分類体系について説明する。 
5 回 植物形態の基礎知識①：茎・根・葉について 
植物の茎・根・葉の様々な形態について説明する。 
6 回 植物形態の基礎知識②：花・果 

準備学習 1 回 植物分類学の成立と歴史 
植物分類学について、図書館の蔵書、web 等で確認しておくこと。 
2 回 身近な植物の名前を知る 
キャンパス内に生えている植物を気にしておく 
3 回 学名の読み方と付け方：命名規約について 
命名規約について、図書館の蔵書、web 等で確認しておくこと。 
4 回 植物の分類体系：分類群の階層性 
植物の分類体系について、図書館の蔵書、web 等で確認しておくこと。 
5 回 植物形態の基礎知識①：茎・根・葉について 
植物の茎・根・葉の形態について、図書館の蔵書、web 等で確認しておくこと。 
6 回 

 



年度 2014 
授業コード MSZ00110 
成績評価 授業中に行う各自の発表 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 動物学専攻(13〜) 
見出し MSZ00110 動物系統分類学特論 
担当教員名 小林 秀司 
単位数 2 
教科書 プリントを適宜配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 哺乳類、系統進化、収斂、適応放散 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物系統分類学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Eisenberg(1981), Mammalian RadiationCorbet&Hill(1991), A World List of 

Mammalian SpeciesWilson&Reeder(2005)Mammal Species of the World: A 
Taxonomic and Geographic Reference 

授業形態 講義 
注意備考 ・本授業は演習形式で行う・自分の発表の順番の時はレジメを作成し、講義前に

全員に配布すること 
シラバスコード MSZ00110 
実務経験のある教員  
達成目標 ・哺乳類にどの様な目があるか理解する・それぞれの目がどの湯女科によって構

成されるか理解する・科ごとの主要な分類群の特徴を理解する・科ごとの主要な
分類群の系統進化を理解する 

受講者へのコメント  
連絡先 保存科学棟二階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Systematic zoology 
関連科目 脊椎動物学 I・II・III 

霊⻑類学 
動物系統分類学 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球上には、多種多様な動物が生息している。哺乳類を題材に、その主要な目そ

れぞれについて、主に科レベルでどの様な系統関係にあるか理解することを目的
とする。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション。授業内容について説明する。 
2 回 哺乳類とは何かについて解説する。 
3 回 単孔目（カモノハシ目） Monotremata について準備されたレジメを元にな
された発表について解説する。 
4 回 アメリカ有袋大目 Ameridelphia について準備されたレジメを元になされた
発表について解説する。 
5 回 オーストラリア有袋大目 Australidelphia について準備されたレジメを元に
なされた発表について解説する。 
6 回 ローラシア獣上目 Laurasiatheria 1 ハリネズミ目 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等で調べ
てノートしておくこと。 
3 回 初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等で調べ
てノートしておくこと。 
4 回 初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等で調べ
てノートしておくこと。 
5 回 初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等で調べ
てノートしておくこと。 
6 回 初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウ 

 



年度 2014 
授業コード MSZ00210 
成績評価 レポート(50%)・課題発表(50%)による。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 動物学専攻(13〜) 
見出し MSZ00210 動物社会生態学特論 
担当教員名 高崎 浩幸 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 自然人類学、自然科学、生物学、動物学、解剖学、形態学、免疫学、分子生物学、

生態学、動物行動学、動物社会学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 少数の受講生のみでアンケートが返ってこず。 
科目名 動物社会生態学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⽊下 是雄『理科系の作文技術』中公新書 
授業形態 講義 
注意備考 ・受講者の能力、興味、関⼼にそって自然人類学の分野のなかから、より興味の

近そうなテーマに本講義・演習の内容を摺り会わせる。・本学内外に高度に整備
された ICT (Information and Communication Technology) 設備もうまく使いこ
なして、予習・復習や課題発表の準備に努めること。・霊⻑類学特論を履修してお
くことが望ましい。・受講者の知識・関⼼の広がりに応じて、講義展開を臨機応変
に修正する。 

シラバスコード MSZ00210 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 動物社会生態学は広範囲の自然科学に立脚していることを理解できている

こと。(2) 動物社会生態学を例として自然科学の一般的な研究論文スタイル構成
に慣れ親しんでいること。(3) 与えられた英文学術論文資料を読解して、任意の
⻑さで日本語の要旨を作れること。(4) 当該学期末時点での各自の修士研究計画
の要旨を 250 words 程度の英文で作成できること。 

受講者へのコメント 少数の受講生のみでアンケートが返ってこず。 
連絡先 21 号館 5 階高崎研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 少数の受講生のみでアンケートが返ってこず。 
英文科目名 Advanced Animal socioecology 
関連科目 動物学専攻開講科目のうち、野外動物に関連するもの 
次回に向けての改善変更予定 少数の受講生のみでアンケートが返ってこず。 
講義目的 動物社会生態学は、生物種としてのヒトの「自然界における位置」を考究する自



然人類学にもつながる学問であり、広範囲の自然科学に立脚している。最近の論
文から、この学問の特質が典型的にうかがわれるものを選んで講究する。あわせ
て、学術論文(英文)の論述形式に受講者が慣れ親しむことと、受講者の論文読解
ならびに論文作成や研究発表技術の基礎づくりを目指す。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  講義の概要を説明する。 

2 回  動物社会生態学とは応用生物学・応用動物学であることを説明する 
3 回  動物行動学的アプローチについて講義する。 
4 回  動物社会学的アプローチについて講義する。 
5 回  動物生態学的アプローチについて講義する。 
6 回  分子生物学的アプローチについて講義する。 
7 回  霊⻑類社会学的アプローチについて講義する。 
8 回  霊⻑類行動学的アプローチについて講義する。 
9 回  自然人類学的アプローチについて講義する。 
10 回  動物行動学や動物社会学的アプローチに関連した 

準備学習 1 回  本シラバスに目を通して、本科目のイメージを各自想定し、ノートしてお
くこと。 
2 回  初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等で調
べてノートしておくこと。 
3 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
4 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
5 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
6 回 

 



年度 2014 
授業コード MSZ00310 
成績評価 試験では、英語で書かれた１００問程度の問題集が用意されている。この解答状

況と中間で行うチェックによって評価する。割合としては，前者が約 70％，後者
が約 30％である。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 動物学専攻(13〜) 
見出し MSZ00310 動物解剖学特論 
担当教員名 名取 真人 
単位数 2 
教科書 プリントを配布（問題集を含む） 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物解剖学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Radinskey (1985): The Evolution of Vertebrate Design 

Romer & Parsons (1986): Vertebrate Body 
Kardon (2009): Vertebrates ?Comparative Anatomy, Function, Evolution- など 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSZ00310 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ 脊椎動物の体の基本構造の理解。 

・ 脊椎動物の体の構造の多様性の理解。 
受講者へのコメント  
連絡先 名取研究室 ２１号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Animal anatomy 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 動物学の基礎学問の 1 つである比較解剖学を学習する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 脊椎動物の基本構造（骨） 
3 回 脊椎動物の基本構造（神経系） 
4 回 脊椎動物の基本構造（感覚器・筋と脳神経の関係） 



5 回 講義の理解度のチェック（口頭試問） 
6 回 顎口類（顎を持つサカナ）の構造 
7 回 硬骨魚類の構造 
8 回 初期の陸上の脊椎動物の構造 
9 回 初期の有羊膜類の構造 
10 回 初期の主⻯類の構造 
11 回 恐⻯の構造 
12 回 鳥類の構造 
13 回 哺乳類型爬虫類の構造 
14 回 哺乳類の構造 
15 回 まとめ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 事前に配布したプリントを参考にして、脊椎動物の基本構造（骨）を図書館
等で調べておくこと。 
3 回 事前に配布したプリントを参考にして、脊椎動物の基本構造（神経系）を図
書館等で調べておくこと。 
4 回 事前に配布したプリントを参考にして、脊椎動物の基本構造（感覚器・筋と
脳神経の関係））を図書館等で調べておくこと。 
5 回 今までの復習をしておくこと。 
6 回 事前に配布したプリントを参考にして、顎口類（顎を持つサカナ）の構造を
図書館等で調べておくこと。 
 

 



年度 2014 
授業コード MSZ00410 
成績評価 レポート(50%)・課題発表(50%)による。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 動物学専攻(13〜) 
見出し MSZ00410 動物生理学特論 
担当教員名 清水 慶子 
単位数 2 
教科書 とくに指定しない。適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 細胞、組織、器官、生体のしくみ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 動物生理学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 動物生理学-環境への適応 クヌート・シュミット・ニールセン 著 東京大学出

版会 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSZ00410 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)動物の生理現象とメカニズムを体系的・総合的に理解すること 

(2)様々な動物の生理機能を比較、その特徴について説明できること 
(3)動物の環境適応について概説できること 

受講者へのコメント 自分で考え、文章を書き、全員参加型の授業ができた。 
連絡先 清水研究室 28 号館 2 階 shimizu@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者からは高評価が得られていた。 
英文科目名 Advanced Animal physiology 
関連科目 動物生理学、動物機能解剖学を履修しておくことが望ましい 
次回に向けての改善変更予定 他学科の受講生が多かったため、広い範囲からの内容で授業を行った。 

視野を広げる意味でメリットはあったと思われる。 
講義目的 動物の体は様々な制御機構により統合的に制御され恒常性が維持されている 。

体液調節、血液循環、運動制御、呼吸、代謝、神経系、免疫系、内分泌系 などに
ついて、細胞・組織から器官・個体のレベルまでを詳細に講じる。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 生理学特論の講義概要を説明する。 

2 回 ホメオスタシスについて解説する。 
3 回 行動の周期性について解説する。 



4 回 睡眠について解説する。 
5 回 ストレス応答について解説する。 
6 回 高次脳機能について解説する。 
7 回 低次脳機能について解説する。 
8 回 ホルモン分泌の神経調節について解説する。 
9 回 関連した最近の代表的論文の解説をおこなう-1。 
10 回 関連した最近の代表的論文の解説をおこなう-2。 
11 回 関連した最近の代表的論文の解説をおこなう-3。 
12 回 関連した最近の代表的論文の解説 

準備学習 1 回 本シラバスに目を通して、動物生理学のイメージを各自想定し、ノートして
おくこと。 
2 回 ホメオスタシスについて参考書等で調べておくこと。 
3 回 行動の周期性について参考書等で調べておくこと。 
4 回 睡眠について参考書等で調べておくこと。 
5 回 ストレス応答について参考書等で調べておくこと。 
6 回 高次脳機能について参考書等で調べておくこと。 
7 回 低次脳機能について参考書等で調べておくこと。 
8 回 ホルモン分泌の神経調節について参考書等で調べておくこと。 
9 回 前回までに配布された資料にもとづいて今回 

 



年度 2014 
授業コード MSZ00510 
成績評価 試験により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 動物学専攻(13〜) 
見出し MSZ00510 古脊椎動物学特論 
担当教員名 高橋 亮雄 
単位数 2 
教科書 資料を印刷のうえ、講義中に配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 脊椎動物、化石、動物分類学、古地理、生物多様性 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 古脊椎動物学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Benton M.J. (2005) Vertebrate Palaeontology. Third Edition. Blackwell 

Publishing. 
Kardong K.V. (2006) Vertebrates - Comparative Anatomy, Function, Evolution. 
Fourth Edition. McGraw Hill. 
松井正文 編（2006）バイオディバーシティシリーズ 7 脊椎動物の多様性と系
統．裳華房． 
佐藤ほか 編（2004）シリーズ進化学 1 マク 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSZ00510 
実務経験のある教員  
達成目標 日本の現生陸生脊椎動物相はどのようにして過程を経て成立したのか、日本とそ

の周辺域の地史もふくめ概要を理解すること 
受講者へのコメント  
連絡先 13 号館 1 階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Vertebrate paleontology 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 日本の陸生脊椎動物相は、主に過去の地殻変動と海水準変動による大陸との接続

と分断に強く影響をうけて成立している。この講義では、このような日本の陸生
脊椎動物相の変遷史と地史の概要を理解することを目標として、おもに中~新生
代の陸生脊椎動物と環境について、これまでに明らかになっている研究成果を紹



介する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 講義中に配布するプリントをよく読んでおくこと。 

 



年度 2014 
授業コード MSZ00610 
成績評価 レポート：40％、議論：20％、口頭試問：40％ 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 動物学専攻(13〜) 
見出し MSZ00610 実験動物学特論 
担当教員名 織⽥ 銑一 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 実験動物、動物実験、動物福祉、動物権利論 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 実験動物学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 実験動物の管理と使用に関する指針 第 8 版 監訳：日本実験動物学会 アドス

リー 2011 東京 
人道的な実験技術の倫理 W.M.S. Russell and R.L. Burch 1959（笠井憲雪訳） 
アドスリー 2012 東京 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSZ00610 
実務経験のある教員  
達成目標 生命を犠牲にするという意味ではセンセーショナルな話題になるが、冷静な対応

と動物実験と実験動物が人類福祉のためにどれだけ貢献してきたか、大学院生達
の思想形成の中で、社会一般の方に訴えられる論理構築できることを目標として
いる。 

受講者へのコメント  
連絡先 電話：086?256?9772 

内線：6822 
E-mail: oda@zool.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Experimental anima science 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 動物実験（それに利用される実験動物）は，医薬⾷品等の安全性や効能を調べる

場合にも、教育の場にも，ワクチン等の原材料にも、生命の仕組みを調べるため
にも必要である。動物の福祉を前提に社会的合意形成としての 3R を考えながら、



実験動物の存在意義を理解する講義とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 実験動物、あるいは動物実験関係の論文を読んでおくこと。 

John Webster: Animal Welfare a Cool Eye Towards Eden, Blackwell Science, 1994 
Oxford 等が参考になる。 

 



年度 2014 
授業コード MSZ00710 
成績評価 定期試験で評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 動物学専攻(13〜) 
見出し MSZ00710 動物行動学特論 
担当教員名 愛甲 博美 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 動物行動、⺟性行動、摂⾷行動、排泄行動 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 動物行動学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考 講義ノートを準備すること。 
シラバスコード MSZ00710 
実務経験のある教員  
達成目標 種々の家畜化された動物の行動パターンの理解を深め、動物間のコミュニケーシ

ョンと個体識別などによる違いの判断材料を享受してもらうのが目標である。 
受講者へのコメント もう少し講義ノートなどを用意してもらい、重要な事柄についてはメモして欲し

い。 
連絡先 20 号館 2F 愛甲研究室 TEL&FAX：086-256-9411 Mail: aikoh@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 いずれも高い評価を頂きありがとうございました。 
英文科目名 Advanced Ethology 
関連科目 動物行動学、動物環境学 
次回に向けての改善変更予定 今後は陸・海・空の動物などの行動・生体についてより詳細に教授したいと思い

ます。 
講義目的 野生動物から家畜化、肉⾷及び草⾷動物などの行動パターンについて広く知識を

学習することにより動物の行動学を理解してもらうことが講義の目的である。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 種々の動物に関する雌雄の行動パターンの違いや⺟性行動の全般的な特徴など

を種々の書物などから調べておくことが望ましい。 
 



年度 2014 
授業コード MSZ00810 
成績評価 英文の翻訳、議論、レポートなどの提出（１００％）で評価する。定期試験には

なじまない。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 動物学専攻(13〜) 
見出し MSZ00810 動物遺伝学特論 
担当教員名 淺⽥ 伸彦 
単位数 2 
教科書 指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 論文の翻訳、集団遺伝学、分子進化学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物遺伝学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「population and Biology of Genes and Molecules」/Eds. Naoyuki Takahata and 

James F. Crow/Baifukan 
授業形態 講義 
注意備考 講義計画は予定なので、変更が有り得る。 
シラバスコード MSZ00810 
実務経験のある教員  
達成目標 緻密な遺伝学の中で、数式を多用する集団遺伝学を理解して議論が可能な力が身

に付くことを目指す。 
受講者へのコメント  
連絡先 第７号館２階 淺⽥伸彦研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Genetics 
関連科目 動物学科で開講する「動物遺伝学」、「集団遺伝学」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 大学を卒業後に新たに試験を受けた大学院修士課程の学生として、有るべきスタ

イルを自己で発揮できるような指針を投じる。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 受講意思の確認、動物遺伝学特論を学ぶ動機付けについて概説する。 

2 回 洋書の論文集への解説として、洋書論文集への関⼼について概説する。 
3 回 1．⽊村資生著の成果への解説として、分子進化の理論について輪読する。 
4 回 １．⽊村資生氏の成果への解説として、分子進化の中立説について輪読す
る。 



5 回 4．颯⽥葉子、松浦悦子、千種（石和）貞夫氏らの成果への解説として、キ
イロショウジョウバエの DNA について輪読する。 
6 回 颯⽥葉子、松浦悦子、千種（石和）貞夫氏らの成果への解説として、ミトコ
ンドリア DNA につ 

準備学習 本シラバスを良く読み、受講前の当科目のイメージをノートに記しておくこと。 
 



年度 2014 
授業コード MSZ00910 
成績評価 レポートなどの提出ならびに試験などで総合的に評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 動物学専攻(13〜) 
見出し MSZ00910 動物保全育種学特論 
担当教員名 城ヶ原 貴通 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物保全育種学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・佐々⽊義之：動物の遺伝と育種 朝倉書店、東京、1994 

・糸魚川淳二：日本の自然史博物館 東京大学出版会、東京、1993 
・小池裕子・松井正文（編）：保全遺伝学 東京大学出版会、東京、2003 
・野生生物保護学会（編）：野生動物保護の事典 朝倉書店、東京、2010 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSZ00910 
実務経験のある教員  
達成目標 ・動物保全育種学とは広範囲の自然科学に立脚していることを理解できているこ

と。 
・国際条約、法律より動物保全育種学の社会的意義付けについての理解とともに、
国際条約、法律を解釈できること。 
・生物多様性の保全についての理解を深め、科学的な見方や考え方をできること。 

受講者へのコメント  
連絡先 城ヶ原研究室 28 号館 2 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Animal conservation and breeding science 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  動物保全育種学は、ヒトと動物の関係性、生物多様性、資源保全について考究

する学問であり、広範囲の自然科学に立脚している。本講義では、保全育種学に
関わる条例、法律を理解し、野生動物、実験動物、博物、遺伝など多岐にわたる
分野と生物進化・系統発生学的概念との相互関係により成立する動物保全育種学



についての理解に至るようにする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 講義概要について説明する。（保全育種学とは） 

2 回 育種保全に関わる法律（国際条約）について解説する。 
3 回 育種保全に関わる法律（国内法）について解説する。 
4 回 ヒトと動物のかかわりについて解説する。 
5 回 飼育動物化と歴史について解説する。 
6 回 飼育動物化と動物利用について解説する。 
7 回 生物多様性の危機と保全について解説する。 
8 回 生物多様性の保全Ⅰ（野生動物）について解説する。 
9 回 生物多様性の保全Ⅱ（実験動物）について解説する。 
10 回 生物多様性の保全Ⅲ（博物）について解説する 

準備学習 事前に配布する資料もしくは前の講義の最後に指定された内容について調べて
くること。 

 



年度 2014 
授業コード MSZ01010 
成績評価 レポートにより評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 動物学専攻(13〜) 
見出し MSZ01010 動物学特別講義Ⅰ 
担当教員名 阿部 司＊、小林 秀司 
単位数 2 
教科書 指定しない 
アクティブラーニング  
キーワード フィールドサイエンス、岡山の自然環境、野生動物、魚類、生態、絶滅危惧種、

保全 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物学特別講義Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の中で紹介 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSZ01010 
実務経験のある教員  
達成目標 ①フィールドでのデータのとり方を論理的に考える力を修得する。  

②学問分野の枠にとらわれない研究スタイルを身に付ける。  
③岡山の自然環境の特徴と課題の理解を深め、説明できるようになる。  
④環境問題の解決といった研究成果の社会的応用力を修得する。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 指定しない 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 岡山の自然環境・野生動物を題材に、研究計画から野外でのデータのとり方、解

析の方法、そして得ら れた知見の応用といった、地域に根ざしたフィールドサ
イエンスのケーススタディを行なう。特に魚類、中でも岡山を代表する淡水魚で
国の天然記念物であるア ユモドキに焦点を当て、生態学を中⼼に遺伝学、発生
学、行動学、生理学といった多分野の解析手法による多角的アプローチを概説す
る。また、得られた知見の アウトップとして、絶滅危惧種の保全といった社会活
動を紹介する。そこからは生物多様性・絶滅危惧種の保全を行う上での課題を読



み解 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。岡山の自然環境を概説する。淡水魚に焦点を当て、岡

山の環境の多様さや成立過程を概観する。その上でレッドデータブックから岡山
の自然環境の現状を読み解く。 
2 回 野外調査について、計画からフィールドワーク、さらに解析手法を概説す
る。魚類・鳥類・昆虫など動物を中⼼に様々なデータのとり方を紹介し、得られ
たデータの解析手法を解説する。また、自身の課題について応用できるように、
手法の検討方法も説明する。 
3 回 野外調査について、計画からフィールドワーク、さらに解析手法を概説す
る。魚類・鳥類・昆 

準備学習 1 回 岡山の地名や一般的な淡水魚の名前を理解しておく。岡山県版レッドデー
タブック（インターネットで公開）を見ておく。 
2 回 自分の研究課題や興味がある自然現象を整理しておく。 
3 回 自分の研究課題や興味がある自然現象を整理しておく。 
4 回 天然記念物アユモドキのことをインターネット等で調べておく。 
5 回 動物の移動・産卵について一般的な事柄を整理しておく。 
6 回 岡山では身近な魚であるフナ類やコイ、ナマズなどがどういう場所で産卵
するのか調べておく。 
7 回 身近な野生生物に関する社会的問題を整理しておく。 
 

 



年度 2014 
授業コード MSZ01410 
成績評価 指導教員及び専攻内の複数の教員が協議して決定する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 動物学専攻(13〜) 
見出し MSZ01410 インターナショナルキャリア 
担当教員名 愛甲 博美、淺⽥ 伸彦、高崎 浩幸、名取 真人、小林 秀司、清水 慶子、

城ヶ原 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 インターナショナルキャリア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード MSZ01410 
実務経験のある教員  
達成目標 １）発表内容を整理できること 

２）英文での発表原稿を作成できること 
３）プレゼンテーション用資料の作成ができること 
４）英語によるプレゼンテーションができること 
５）研究者間の英語でのコミニュケーションができること 

受講者へのコメント より詳細な動物に関する事項を学ぶ機会を得たことで将来的に参考になる事例
が多く得られたものと推察される。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 学生達の評価は概ね良好であった。 
英文科目名 International Carrier 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 世界的に活躍している研究者からの講義を聴けるよう準備する予定である。 
講義目的 学生の国際学会での発表を、積極的にサポートすることを目的とする。具体的に

は、発表内容の整理、英文での発表原稿、プレゼンテーション用資料の作成、発
表練習、現地での直前・直後も含めた発表指導、事後指導も含む。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 国際会議の情報収集・参加決定、発表題目登録等外国語による手続き指導 



2 回 英語による発表原稿の作成。 
3 回 英語による発表原稿の作成。 
4 回 英語による発表原稿の作成。 
5 回 プレゼンテーション用資料の作成及びそれを使った発表練習 
6 回 プレゼンテーション用資料の作成及びそれを使った発表練習 
7 回 プレゼンテーション用資料の作成及びそれを使った発表練習 
8 回 現地における、直前・発表時・直後の指導 
9 回 現地における、直前・発表時・直後の指導 
10 回 現地における、直前・発表時・直後の指導 
11 回 

準備学習 第 1 回目の講義前にシラバスをよく読んでおくこと。 
それ以降については、講義の際に資料などを配付するので、それらをよく読み、
理解しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード MSZ01420 
成績評価 指導教員及び専攻内の複数の教員が協議して決定する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 動物学専攻(13〜) 
見出し MSZ01420 インターナショナルキャリア 
担当教員名 愛甲 博美、淺⽥ 伸彦、高崎 浩幸、名取 真人、小林 秀司、清水 慶子、

城ヶ原 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 インターナショナルキャリア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード MSZ01420 
実務経験のある教員  
達成目標 １）発表内容を整理できること 

２）英文での発表原稿を作成できること 
３）プレゼンテーション用資料の作成ができること 
４）英語によるプレゼンテーションができること 
５）研究者間の英語でのコミニュケーションができること 

受講者へのコメント 講義に対する意欲が見受けら得た。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 なし 
英文科目名 International Carrier 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 なし 
講義目的 学生の国際学会での発表を、積極的にサポートすることを目的とする。具体的に

は、発表内容の整理、英文での発表原稿、プレゼンテーション用資料の作成、発
表練習、現地での直前・直後も含めた発表指導、事後指導も含む。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 国際会議の情報収集・参加決定、発表題目登録等外国語による手続き指導 

2 回 英語による発表原稿の作成。 



3 回 英語による発表原稿の作成。 
4 回 英語による発表原稿の作成。 
5 回 プレゼンテーション用資料の作成及びそれを使った発表練習 
6 回 プレゼンテーション用資料の作成及びそれを使った発表練習 
7 回 プレゼンテーション用資料の作成及びそれを使った発表練習 
8 回 現地における、直前・発表時・直後の指導 
9 回 現地における、直前・発表時・直後の指導 
10 回 現地における、直前・発表時・直後の指導 
11 回 

準備学習 第 1 回目の講義前にシラバスをよく読んでおくこと。 
それ以降については、講義の際に資料などを配付するので、それらをよく読み、
理解しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード MSZ01510 
成績評価 成績は，課題を確実にこなし，レポートがすべて提出され，それに値する内容で

あるか否かによって評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 動物学専攻(13〜) 
見出し MSZ01510 コンプリヘンシブ演習Ⅰ 
担当教員名 高崎 浩幸、名取 真人、小林 秀司、清水 慶子、高橋 亮雄 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 アンケートの返却なし。 
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード MSZ01510 
実務経験のある教員  
達成目標 ・科学的な思考ができる。 

・科学論文を効果的に読破できる。 
・野生動物の研究・調査法を理解し実践できる。 
・野生動物を扱う上での十分な倫理観を有している。 
・データの分析や処理が的確にできる。 

受講者へのコメント アンケートの返却なし。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 アンケートの返却なし。 
英文科目名 Comprehensive Exercise I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 アンケートの返却なし。 
講義目的 本講義では、野生動物を研究する上で必要な方法論（倫理面も含む）を実践的に

習得する。具体的には，演習とグループディスカッションを中⼼に授業が展開さ
れ、科学における問題点の抽出，仮説の設定，科学論文の読破、観察・実験によ
る仮説の検証，観察・実験データの分析・解釈、野生動物の扱い方等を経験させ
る。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 オリエンテーションをする。 
2 回 科学的証明について講義をする。 
3 回 科学の仮説と検証について講義をする。 
4 回 科学論文の効読法１（論文の速読と要約）について講義・演習をする。 
5 回 科学論文の効読法２（論文の構成の検討）について講義・演習をする。 
6 回 野生動物に関連する論文の解説について講義・演習をする。 
7 回 野生動物の野外調査法（観察を中⼼として）について講義・演習をする。 
8 回 野生動物の研究法（実験を伴う研究法）について講義・演習をする。 
9 回 野生動物研究における倫理について講義・ 

準備学習 1 回 シラバスを読み，事前に調べておくこと。 
2 回 科学的証明に関する事柄を事前に調べておくこと。 
3 回 科学の仮説と検証に関する事柄を事前に調べておくこと。 
4 回 事前に論文をよく読み，内容を掌握しておくこと。 
5 回 事前に論文をよく読み，内容を掌握しておくこと。 
6 回 野生動物に関する論文をよく読み，内容を掌握しておくこと。 
7 回 野生動物の野外調査法に関する事柄を事前に調べておくこと。 
8 回 野生動物の研究法に関する事柄を事前に調べておくこと。 
9 回 野生動物の倫理に関する事柄を事前に調べておくこと 

 



年度 2014 
授業コード MSZ01610 
成績評価 課題の達成度合いに基づいて評価する。 

基準は，オリエンテーションにて明示する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 動物学専攻(13〜) 
見出し MSZ01610 コンプリヘンシブ演習Ⅱ 
担当教員名 淺⽥ 伸彦、城ヶ原 貴通、織⽥ 銑一、愛甲 博美 
単位数 2 
教科書 必要に応じてプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード MSZ01610 
実務経験のある教員  
達成目標 ・科学的な思考ができる。 

・科学論文を効果的に読破できる。 
・飼育動物の研究・調査法を理解し実践できる。 
・飼育動物を扱う上での十分な倫理観を有している。 
・データの分析や処理が的確にできる 

受講者へのコメント なし 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 なし 
英文科目名 Comprehensive Exercise II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 なし 
講義目的 授業の概要 

本講義では、飼育動物を研究する上で必要な方法論（倫理面も含む）を実践的に
習得する。具体的には、演習とグループディスカッションを中⼼に授業が展開さ
れ、科学における問題点の抽出，仮説の設定，科学論文の読破、飼育法の習得，
実験による仮説の検証，実験データの分析・解釈等を経験する。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション。演習の概要を説明する。 
2 回 科学的証明について解説する。理解を深めるため，演習も行う。 
3 回 科学の仮説と証明について解説する。理解を深めるため，演習も行う。 
4 回 論文の速読と要約について解説する。理解を深めるため，演習も行う。 
5 回 論文の構成の検討について解説する。理解を深めるため，演習も行う。 
6 回 飼育動物に関連する論文を紹介する。 
7 回 げっ⻭類を対象にした飼育動物の飼育法を演習および解説をする。 
8 回 げっ⻭類以外の飼育動物の飼育法を演習および解説をする。 
9 回 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 科学的証明について，図書館等で調べておくこと。 
3 回 科学の仮説と検証について，図書館等で調べておくこと。 
4 回 論文の速読と要約法について，考えをまとめておくこと。 
5 回 論文の構成にについて，自身の考えをまとめておくこと。 
6 回 飼育胴部に関する論文を読破しておくこと。 
7 回 げっ⻭類を対象にした飼育動物について理解を深めること。 
8 回 げっ⻭類以外の飼育動物について理解を深めること。 
9 回 飼育動物の研究法について，図書館等で調べておくこと。 
10 回 飼育動物 

 



年度 2014 
授業コード MSZ01710 
成績評価 行った研究発表の内容を十分に精査し，成績を評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 動物学専攻(13〜) 
見出し MSZ01710 コンプリヘンシブ演習Ⅲ 
担当教員名 愛甲 博美、淺⽥ 伸彦、高崎 浩幸、名取 真人、小林 秀司、清水 慶子、

城ヶ原 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード MSZ01710 
実務経験のある教員  
達成目標 授業の到達目標及びテーマ 

・研究内容を論文として明瞭に表現できる技量を身につける。 
・研究内容を的確に発表できる技量を身につける。 
・指摘された問題点に対する解決力を身につける。 

受講者へのコメント 各学生のプレゼンテーションはよく研究を理解していたが、何をどこまで検討す
るかなどもう少し詳細な結果があるとよかったと思われる。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全体的には高評価であった。 
英文科目名 Comprehensive Exercise III 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 時間的には約 30 分と短時間ではあったが、表にデータを並べるだけはなくもう

少し図形などを活用して理解しやすいように⼯夫することを望む。 
講義目的  各自が行っている動物学に関する研究活動の発表とその論文作成を通して，プ

レゼンテーションの基本技法を身に着けるとともに，研究内容を文章としてまと
める力を養う。レポート作成については，明瞭な構成と平易で簡潔な文章が求め
られる。プレゼンテーションに関しては，専門に近い教員が聴衆となっているが，
発表内容の如何にかかわらず，見やすい原図や字配りを行うこと，時間内に発表



を終わること，わかりやすい口調であること，質疑応答には的確に答えることが
要求される。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 テーマの設定（野生動物系あるいは飼育動物系）をする。 

2 回 動物学の各系列における科学論文の作成法（論文の骨格や構成）について，
演習を行うとともに解説する。 
3 回 動物学の各系列における科学論文の作成法（図表の作成）について，演習を
行うとともに解説する。 
4 回 科学論文の文章表現について，演習を行うとともに解説する。 
5 回 各自の動物学的研究成果についてのレポートの作成について，演習を行う
とともに解説する。 
6 回 レポート内容の検討ついて，演習を行うとともに解説する。 
7 回 動物学におけるプレゼンテ 

準備学習 1 回 テーマ設定のための準備を行うこと。 
2 回 論文の骨格や構成について，十分に考えておくこと。 
3 回 論文を作成するに当たり，図表の作成についての素案をねること。 
4 回 科学論文の文章表現にいて，さまざま情報を集めること。 
5 回 動物学的研究についてのレポートの素案を練っておくこと。 
6 回 レポートの内容の検討を事前に検討をしておくこと。 
7 回 プレゼンターションについての素案を練っておくこと。 
8 回 プレゼンテーションにおけるシナリオを作成しておくこと。 
9 回 プレゼンターションのための資料を収集して 

 



年度 2014 
授業コード MSZ01810 
成績評価 プレゼンテーション能力および文章力が十分であること。 

質疑に対する応答が的確であること。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 動物学専攻(13〜) 
見出し MSZ01810 コンプリヘンシブ演習Ⅳ 
担当教員名 愛甲 博美、淺⽥ 伸彦、高崎 浩幸、名取 真人、小林 秀司、清水 慶子、

城ヶ原 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード MSZ01810 
実務経験のある教員  
達成目標 ・研究内容が決められた字数で的確に表現できる技量を身につけている。 

・的確な研究発表を行う技量を身につけている。 
・指摘された問題点に対する解決力を身身につけている。 

受講者へのコメント よく詳細に研究し、データ整理、プレゼンテーションも高評価である。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 なし 
英文科目名 Comprehensive Exercise IV 
関連科目 コンプリヘンシブ演習Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定 なし 
講義目的 ・研究内容が決められた字数で的確に表現できる技量を身につける。 

・的確な研究発表を行う技量を身につける。 
・指摘された問題点に対する解決力を身につける。 

対象学年 2 年 
授業内容  
準備学習 パワーポイントが十分に活用できるトレーニングをしておくこと。 

さまざまな論文等を参考に，文章力を高めるトレーニングをしておくこと。 



 



年度 2014 
授業コード MSZ02510 
成績評価 日々の研究活動の進め方と内容、各ゼミでの発表、中間発表会の方法と内容、修

士論文発表の方法と内容、修士論文内容を総合して評価する。また、学会発表や
学術雑誌への投稿は重視される。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 動物学専攻(13〜) 
見出し MSZ02510 特別研究 
担当教員名 愛甲 博美、淺⽥ 伸彦、高崎 浩幸、名取 真人、小林 秀司、清水 慶子、

城ヶ原 
単位数 12 
教科書 指導教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード データ収集、データ処理、検討、考察、論文作成、学会発表 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員の指示による。 
授業形態 実験実習 
注意備考 特別研究は、指導教員の指示に従って、研究室ごとに行う。 
シラバスコード MSZ02510 
実務経験のある教員  
達成目標 １．研究・調査計画を立てることができる。 

２．研究に関連した文献を自分で収集し内容を理解できる。 
３．収集したデータをまとめて図表を作成できる。 
４．学会などで発表することができる。 
５．得られた成果を論文として発表できる。 

受講者へのコメント 講義に対する受講者が真剣に対処しているように思えた。 
連絡先 指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 なし 
英文科目名 Thesis Work 
関連科目 動物学専攻のすべての科目 
次回に向けての改善変更予定 なし 
講義目的 指導教員のもとで、修士論文作成のための参考文献を収集し、研究計画を立案す

る。１年間の研究計画に基づき年度末まで実験、調査を行い成果を学会などで発
表する。また、研究論文としてまとめる。年度末には中間発表を行い、研究の進
捗状況を専攻の教員全員と議論する。 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 指導教員と相談し、研究に関連する文献を収集し内容を理解する。 

年間を通しての実験計画を立て、指導教員と打ち合わせを行う。 
 



年度 2014 
授業コード MT000110 
成績評価 各講義での質疑応答（２０％）やレポート（８０％）により総合的に評価する 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用化学専攻(14〜),電子⼯学専攻(14〜),情報⼯学専攻(14〜),機械システム⼯学

専攻(14〜),生体医⼯学専攻(14〜),建築学専攻(14〜) 
見出し MT000110 知能情報⼯学特論 
担当教員名 山⽥ 訓 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 知能情報処理、誤差逆伝搬法、連想記憶、強化学習、フィードバック誤差学習 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 知能情報⼯学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考 パソコンを用いてプログラミング演習を行う。授業受講の事前準備として Web

で学生に下調べをさせている。 
シラバスコード MT000110 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的な神経回路モデル（誤差逆伝搬法、連想記憶モデル）のプログラムを作成

し、具体的な課題に適用することができる。強化学習・フィードバック誤差学習
のプログラムを作成し、具体的な制御課題に適用することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館５階山⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Intelligent Information Processing 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高等動物の脳の情報処理機構について説明し、脳では感覚情報を如何に処理し、

高次の概念を形成しているか、高次の概念を如何に用いて、柔軟な処理をしてい
るかを説明する。さらに、脳を模擬した基本的な神経回路モデル（誤差逆伝播法、
連想記憶モデル）や、知的制御を行うための制御学習法（強化学習法、フィード
バック誤差学習）の理論、アルゴリズムを説明する。プログラミングの演習や使
用を通して、各モデルの特性と利点・限界を理解することを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回  脳の情報処理の概要について解説する。 
2 回  神経細胞の構造と機能及びニューロンモデルについて解説する。 
3 回  脳の構造と機能について解説する。 
4 回  視覚情報処理メカニズム（１）視覚情報処理の基本メカニズムについて解
説する。 
5 回  視覚情報処理メカニズム（２）領野間の相互作用メカニズムについて解説
する。 
6 回  運動制御メカニズムについて解説する。 
7 回  誤差逆伝搬法のプログラミング演習（１）ニューラルネットプログラムの
基礎について解説し、プログラミング演習をする。 
8 回  誤差逆伝搬法 

準備学習 1 回  知能情報処理Ⅰ、Ⅱの配布資料等を復習し、脳とコンピュータの違い、誤
差逆伝搬法・強化学習・フィードバック誤差学習のアルゴリズムを確認しておく
こと 
2 回  脳とコンピュータの違いを簡潔に説明できるようにしておくこと 
3 回  神経細胞の機能を簡潔に説明できるようにしておくこと 
4 回  脳における情報処理の流れを説明できるようにしておくこと 
5 回  視覚情報処理の大まかな流れを理解しておくこと 
6 回  視覚情報処理のメカニズム全体を見直し、その特徴を理解しておくこと 
7 回  誤差逆伝搬法に関する資料（例え 

 



年度 2014 
授業コード MT000120 
成績評価 資料調査・レポート(70%)、討論・発表点(30%)、 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用化学専攻(13〜),電子⼯学専攻(13〜),情報⼯学専攻(13〜),機械システム⼯学

専攻(13〜),知能機械⼯学専攻(13〜),生体医⼯学専攻(13〜),建築学専攻(13〜) 
見出し MT000120 科学技術倫理特論 
担当教員名 小林 泰男＊ 
単位数 2 
教科書 なし(適宜資料を配布) 
アクティブラーニング  
キーワード 法と倫理、公衆の利益、合意形成、技術のリスク評価、予防倫理、専門職の責務、

利益相反、組織の意志決定、知的財産 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学技術倫理特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 科学技術と倫理(シリーズ「人間論の 21 世紀的課題」)  石⽥三千雄他 ナカニ

シヤ出版、技術倫理(日本の事例から学ぶ) 佐伯昇/杉本泰治編著 丸善、 
第 3 版科学技術の倫理(その考え方と事例) C.E.Harris,Jr ら 日本技術士会訳編 
丸善、 
技術者のための倫理と法律 井野辺陽 ナカニシヤ出版 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MT000120 
実務経験のある教員  
達成目標 科学技術倫理に基づく自律の判断ができるように基本的考え方を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Science and Engineering Ethics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 科学技術倫理の理解と、事故事例について科学技術倫理の観点と現実の行為の過

程を考察することによって、技術専門職として社会の信頼に応えられる能力を養
う。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義全体の内容と進め方、科学技術倫理教育の背景



99 
2 回 科学技術のニーズ、科学技術倫理の課題、法と倫理の関係 
3 回 公衆の利益、研究者・技術者の責務 
4 回 科学技術的認識の目的合理性と倫理性 
5 回 科学技術の公益性、利害関係者の合意形成 
6 回 会社の社会的責任(CSR) 、コンプライアンス違反 
7 回 組織の意志決定プロセス、専門職の倫理的行為 
8 回 公害・⾷品中毒事件の事実認定、安全性重視の行為 
9 回 製品事故の事実認定、製造物責任法の要求 
10 回 大量輸送機関事故の事実認定、 

準備学習 1 回 科学技術倫理教育の背景を予習する。 
2 回 「法律と専門職倫理の関係」、「科学技術倫理とは何か」を考える。 
3 回 科学技術系の学会・協会の倫理綱領や規定を読み、技術者の行動規範につい
て考える。 
4 回 「技術開発は誰のためのものか」、期待と社会的な影響を考える。 
5 回 大規模公共事業の状況を調べて、科学技術の公益性、利害関係者の合意形成
の難しさ・取組み方について考える。 
6 回 技術者の関わりが深いコンプライアンス違反の事象、原因、処理などを調
べ、倫理的な課題と防止策を考える。事例「三菱自動車のリコール隠 

 



年度 2014 
授業コード MT000210 
成績評価 発表(40%)、概要・要約・査読報告の作成 (40%)、能動的な討論への参加(20%)

で評価し、60％以上の得点を合格とする。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用化学専攻(14〜),電子⼯学専攻(14〜),情報⼯学専攻(14〜),機械システム⼯学

専攻(14〜),生体医⼯学専攻(14〜),建築学専攻(14〜) 
見出し MT000210 ⼯学総合演習 
担当教員名 垣谷 公徳 
単位数 2 
教科書 特に指定しない。各指導教員に相談すること。 
アクティブラーニング  
キーワード 能動的学習、討論、プレゼンテーション、クリティカルリーディング 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⼯学総合演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 配布される要約内で指定される。 
授業形態 講義 
注意備考 この講義は、知能機械⼯学特別演習Ⅰと同時開講で行われる。受講者数により教

室、クラス編制が変更されるので、初回講義までに掲示物をよく確認すること。
また、初回講義には必ず出席すること。 

シラバスコード MT000210 
実務経験のある教員  
達成目標 ・発表内容についての適切な概要を書く事ができる。 

・専門分野について特別な予備知識がなくても理解できるプレゼンテーションが
できる。 
・研究発表を聴講した際、適切な要約を書くことができる。 
・文書の論理的な内容について評価することができる。 
・研究会やシンポジウムの運営に関わる作業について知り、実際に行うことがで
きる。 

受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 3F 垣谷研究室 オフィスアワー: ⽊曜日 13:15-15:00 

E-mail: kimi@ee.ous.ac.jp 
Web: http://sstxp.ee.ous.ac.jp/moodle/ 
この講義のスケジュールの確認、要約の配布、査読等の連絡のため上記 Web サ
イトを開設するので受講者は必ず使用登録を行うこと。 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Open seminar/colloquium 
関連科目 特別研究 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼯学総合演習では、最先端の研究事例を比較的⻑時間に及ぶ議論形式で紹介する

ことにより、プレゼンテーション能力や研究・開発活動におけるコミュニケーシ
ョン能力の育成を図る。特に、自らの学問領域を越えて広くその研究内容を伝え
る能力や他の⼯学領域の研究内容についてもその外観を理解し、議論する能力に
重点を置く。同時に概要や要約といった文書作成・評価の実習も行う。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 ・プレゼンテーション関連科目について復習をしておくこと。 

・自らの卒業研究について纏めておく事。 
・研究活動（論文講読、学会発表）のスケジュールについて 指導教員と相談して
おくこと。 
・一般発表発表者は発表内容の概要（アブストラクト）を作成し提出する。 
・前回の招待講演担当者は要約（レジュメ）を作成し提出する。 
・司会者（座⻑）は提出された概要（アブストラクト）を受講者に配布し、提出
された要約（レジュメ）を査読担当者に送付する。 
・査読担当者（レヴューアー）は担当する概要（アブストラクト）もしくは 要約
（ 

 



年度 2014 
授業コード MT000310 
成績評価 講義の中で出題する課題に対するレポートにより評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用化学専攻(14〜),電子⼯学専攻(14〜),情報⼯学専攻(14〜),機械システム⼯学

専攻(14〜),建築学専攻(14〜) 
見出し MT000310 バイオマテリアル特論 
担当教員名 中路 修平 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。特定の教科書は使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード バイオマテリアル、医用材料、生体材料、生体適合性、医療機器、人⼯臓器、再

生医療 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 バイオマテリアル特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の中で適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MT000310 
実務経験のある教員  
達成目標 バイオマテリアルに関する基礎知識、応用知識を習得する。医療機器、医療用具

の開発技術者、研究者として知っておくべきバイオマテリアル技術を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 生体材料⼯学研究室（２７号館３階３０８室）、オフィスアワー：月〜金 昼休み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Biomaterials 
関連科目 生体高分子化学特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 医療に応用されるさまざまなバイオマテリアル（医用材料）について学習する。

バイオマテリアルの種類と特性、バイオマテリアルの人⼯臓器、再生医療への応
用について学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションとして授業の進め方などを説明する。 

2 回 バイオマテリアルの基本的性質：生体適合性、安全性評価について解説す
る。 
3 回 高分子バイオマテリアル（１）：合成高分子の特性と医療器材への応用につ



いて解説する。 
4 回 高分子バイオマテリアル（１）：天然高分子、生分解性高分子の特性と医療
器材への応用について解説する。 
5 回 金属バイオマテリアル：金属材料の特性と医療器材への応用について解説
する。 
6 回 セラミックスバイオマテリアル：セラミックス材料の特性と医療器材への
応用について解説する。 
 

準備学習 1 回 バイオマテリアルについて調べておくこと。 
2 回 医療機器、医療用具に使用されている材料について調べておくこと。 
3 回 医療機器・医療用具に使用されている合成高分子材料を調べておくこと。 
4 回 医療機器・医療用具に使用されている天然高分子材料を調べておくこと。 
5 回 医療機器・医療用具に使用されている金属材料を調べておくこと。 
6 回 医療機器・医療用具に使用されているセラミックス材料を調べておくこと。 
7 回 滅菌法について調べておくこと。 
8 回 人⼯腎臓（ダイアライザー）に使用されている材料について調 

 



年度 2014 
授業コード MT000320 
成績評価 4 つのライティング課題を各 25％とし、100％で評価します。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用化学専攻(14〜),電子⼯学専攻(14〜),情報⼯学専攻(14〜),機械システム⼯学

専攻(14〜),知能機械⼯学専攻(14〜),生体医⼯学専攻(14〜),建築学専攻(14〜) 
見出し MT000320 技術英語表現法 
担当教員名 奥⻄ 有理 
単位数 2 
教科書 適宜ハンドアウトを配布します。 
アクティブラーニング  
キーワード Writing, Communication, Science & Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 技術英語表現法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 ・ライティング課題は、必ずパソコンを使用して作成の上、A4 紙に印刷し提出

のこと。 
・辞書を持参のこと。 
・受講希望人数により、受講者を制限する場合もあります。 

シラバスコード MT000320 
実務経験のある教員  
達成目標 英語のロジックや英文の構造に対する理解を深め、英語的にみて説得力のあるセ

ンテンスが作れるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号 2F 奥⻄研究室 

Email: yokunishi@bme.ous.ac.jp 
Tel: 086-256-9634 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 将来、理⼯系研究者や技術者として必要となるライティング・スキルの基礎力を

身に付ける。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：授業の目的と具体的内容について説明する。 



2 回 英語の文章の構成について、科学論文、エッセイ等を取り上げながら説明す
る。小グループに分かれて、論文やエッセイの構成についてディスカッションを
行う。IMRaD 構造について解説する。 
3 回 時制（現在形、現在完了形、過去形）について復習し、論文の中での使い分
けについて解説する。関連したライティングの練習をする。 
4 回 時制（現在形、現在完了形、過去形）について復習し、論文の中での使い分
けについて解説する。関連したライティングの練習をする 

準備学習 1 回 シラバスを読み、授業の流れと課題提出締め切りについて把握しておくこ
と。 
2 回 配布資料に目を通しておくこと。 
自分の興味のある科学論文を 1 本プリントアウトし、太字で書かれている見出し
を日本語に訳しておくこと。 
3 回 配布資料に目を通しておくこと。 
4 回 配布資料に目を通しておくこと。 
5 回 配布資料に目を通しておくこと。 
6 回 配布資料に目を通しておくこと。 
7 回 配布資料に目を通しておくこと。 
8 回 【ライティング課題１．実験の手順】に取り組むこと。 
9 回 配布資料に目を通しておくこと。 
10 回 

 



年度 2014 
授業コード MT000410 
成績評価 毎講義のレポート（２０％）、中間試験(出題対象：１回から７回、４０％)と定期

試験(出題対象：９回から１５回、４０％)の総合評価により、６０点以上を合格
とする。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用化学専攻(14〜),電子⼯学専攻(14〜),情報⼯学専攻(14〜),機械システム⼯学

専攻(14〜),知能機械⼯学専攻(14〜),生体医⼯学専攻(14〜),建築学専攻(14〜) 
見出し MT000410 技術者のための知的財産論 
担当教員名 藤原 貴典＊ 
単位数 2 
教科書 必要な資料をプリントとして適宜配布 
アクティブラーニング  
キーワード 知的財産権、産業財産権、特許、請求項、知的財産管理技能検定 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 アンケート集計結果を受け取っていないので，お答えできません。 
科目名 技術者のための知的財産論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 アイピーシー・新橋ゼミ監修／改訂２版 知的財産管理技能検定２級・３級完全

合格テキスト＆問題集／日本能率協会マネジメントセンター発行：アップロード
知財教育総合研究所編／知的財産管理技能検定３級過去問題集／アップロード
社発行 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MT000410 
実務経験のある教員  
達成目標 履歴書に書ける資格である厚生労働省認定の「知的財産管理技能検定３級」合格

相当の知識習得を目標とし、知的財産管理技能士３級取得を目指す。この資格は
就職に際して企業にアピールできるものである。 

受講者へのコメント 学部生と比較して欠席もほとんど無く，良好な出席状態でした。 
連絡先 藤原貴典（非常勤講師・岡山大学産学官融合センター） 

メール：takanori@crc.okayama-u.ac.jp 
電話：086-286-8002 
オフィスアワー：随時メールで受け付け 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 アンケート集計結果を受け取っていないので，お答えできません。 
英文科目名  
関連科目 技術マネジメント 
次回に向けての改善変更予定 ＰＤＦ化してタブレット端末でテキストを読んでいる学生が居たので，今後同種



の扱いをする学生には，テキストのＰＤＦファイルを渡したいと思います。 
講義目的 企業等で開発される技術は特許権や実用新案権、デザインは意匠権、トレードマ

ークは商標権、映画や音楽は著作権、植物の新品種は育成者権によって権利が保
護される。これらを体系的に学習する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 知的財産とは何かについて説明する。 

2 回 特許権について説明する。 
3 回 特許情報調査について説明する。 
4 回 発明を特許出願するまでの流れについて説明する。 
5 回 出願から特許取得までの流れについて説明する。 
6 回 外国での特許取得の方法について説明する。 
7 回 請求項作成演習および実用新案制度について説明し、前半の演習を行う。 
8 回 中間試験を行い、試験問題を解説する。 
9 回 意匠権について説明する。 
10 回 商標権について説明する。 
11 回 知的財産の利活用について説明する。 
12 回 著作権に 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義目的、講義内容、達成目標を把握しておくこと。 
2 回 特許権の内容と特徴について予習しておくこと。 
3 回 特許情報調査の目的と方法について予習しておくこと。 
4 回 特許出願までの各種手続きの順番を把握しておくこと。 
5 回 特許取得までの各種手続きの順番を把握しておくこと。 
6 回 外国での特許出願について、国内特許出願との違いを予習しておくこと。 
7 回 請求項の書き方と、特許と実用新案の違いを予習しておくこと。 
8 回 特許権および実用新案権について復習しておくこと。 
9 回 意匠権 

 



年度 2014 
授業コード MT000710 
成績評価 定期試験（７０％） レポート（３０％）。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用化学専攻(14〜),電子⼯学専攻(14〜),情報⼯学専攻(14〜),機械システム⼯学

専攻(14〜),知能機械⼯学専攻(14〜),建築学専攻(14〜) 
見出し MT000710 医用画像⼯学特論 
担当教員名 ⽊原 朝彦 
単位数 2 
教科書 はじめての CUDA プログラミング／⻘⽊ 尊之他／⼯学社／ISBN978-4-7775-

1477-9 
アクティブラーニング  
キーワード GPU, CUDA, 並列処理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 医用画像⼯学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 受講者数が多い場合には、演習はグループ単位で行う場合がある。 
シラバスコード MT000710 
実務経験のある教員  
達成目標 GPU による処理の高速化の原理を学び、簡単な演習を通じてその利用法を身に

つける。学生の研究対象において処理の高速化に応用できるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館３階３０５号室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Medical Image Processing and Engineering 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 画像診断装置の進歩は近年著しく、多くのモダリティで高精度の三次元ボリュー

ムデータの短時間での収集が可能となっている。これに伴い、これまで二次元画
像を対象に行われていた画像処理アルゴリズムの三次元データへの拡張が求め
られている。この次元拡張に伴う計算量の増加に対処するため、GPU（graphics 
processing unit）による GPGPU（general-purpose computing on GPUs）の応用
が広く研究されいる。 
本講義では、前半で GPGPU とその開発環境である CUDA についての 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容  
準備学習 計算機によるソフトウエア演習を行うので C 言語、C＋＋言語、開発環境として

の visual Studio を理解しておくこと。後半の演習で取り組む処理（例えば、ヒス
トグラム計算）について事前に考えておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード MT001210 
成績評価 講義おいて課す課題によって評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用化学専攻(14〜),電子⼯学専攻(14〜),情報⼯学専攻(14〜),機械システム⼯学

専攻(14〜),知能機械⼯学専攻(14〜),生体医⼯学専攻(14〜) 
見出し MT001210 建築学特別講義Ⅰ 
担当教員名 山崎 雅弘、⽥中 利幸、吉⽥ 治典、松下 大輔、小林 正実、中山 哲士、

弥⽥ 俊 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築学特別講義Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MT001210 
実務経験のある教員  
達成目標 建築計画学や建築構造⼯学、環境設備⼯学に関する原理や知識を建築設計に活用 

するための多様な方法や考え方を習得する 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics in Architecture and Building Engineering I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 各教員の専門分野における実際のプロジェクトを例示しながら、原理や知識を建 

築設計に活用する方法を講述する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 文化財保護の制度とその体制 

2 回 文化材保護と町並み保存の手法と課題 
3 回 建築設計プロセス（１） 
4 回 建築設計プロセス（２） 
5 回 建築人間⼯学の実プロジェクトへの活用法 



6 回 実プロジェクトにおける構造設計の流れと課題 
7 回 力学理論と構造設計 
8 回 建築計画と都市計画の関係 
9 回 建築・都市計画学の実プロジェクトへの活用法 
10 回 地震被害から得られた知見と建築設計 
11 回 建築・都市における建築環境設計 
12 回 都市エネルギー供給設備の省エネルギー・省 CO2 
13 回 建築設備の省エネルギー 

準備学習 前回の講義の課題に取り組む 
 



年度 2014 
授業コード MT001410 
成績評価 小テスト(10%)：各講義での小テストの評価 

筆記試験(90%)：全ての学習内容を対象として行う。 
多様な曲線の式が理解されていることを達成目標として、小テストとレポートの
合計得点が６０点以上を合格とする。 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用化学専攻(14〜),電子⼯学専攻(14〜),情報⼯学専攻(14〜),知能機械⼯学専攻

(14〜),生体医⼯学専攻(14〜),建築学専攻(14〜) 
見出し MT001410 生産システム特論 
担当教員名 ⽥中 雅次 
単位数 2 
教科書 講義中に適宜資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 製図, コンピュータグラフィックス, CAD/CAM/CAE 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生産システム特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 「CAD/CAM」の講義を履修しておくことが望ましい。 
シラバスコード MT001410 
実務経験のある教員  
達成目標 [A3]機械分野の問題を数値的に解決するために、コンピュータ操作に習熟すると

ともに、プログラミング技術および 
情報処理技術の基礎知識を修得する。特に、NURBS 曲線の有効性についてよく
理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⽥中雅次(５号館３階) 

電子メール tanaka@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9594，オフィスアワー月曜日
7-8 時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Production Systems 
関連科目 機械製図, CAD/CAM, CAE 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 3 次元 CAD における自由曲線・曲面の描画方法について次の事柄を学習する。 

(1)ファーガソンやベジエの自由曲線・曲面理論 



(2)有理ベジエ曲線での円錐曲線の作成方法 
(3)B スプライン曲線の漸化式とノットベクトルの性質 
(4)多様な形状を表現できる NURBS 曲線の作成方法 
(5)自由曲面のある物体のモデリング実習 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 CAD での高度なモデリング手法の概要について説明する。 

2 回 ソリッドモデルの概説について説明する。 
3 回 ファーガソンの曲線セグメントについて説明する。 
4 回 ベジエ曲線について説明する。 
5 回 高次のベジエ曲線について説明する。 
6 回 円錐曲線と射影変換について説明する。 
7 回 有理ベジエ曲線について説明する。 
8 回 有理ベジエ曲線による円弧の表現方法について説明する。 
9 回 B スプライン曲線について説明する。 
10 回 B スプライン曲線の漸化式について説明する。 
11 回 B スプライン曲線でのノッ 

準備学習 1 回 線形代数での空間図形について復習しておくこと。 
2 回 ２次元 CAD のプログラミング方法について、よく理解しておくこと。 
3 回 CAD での曲線の描画方法などを調べておくこと。 
4 回 ファーガソンの曲線セグメントについて、よく理解しておくこと。 
5 回 ベジエ曲線について、よく理解しておくこと。 
6 回 高次のベジエ曲線の表現方法について、よく理解しておくこと。 
7 回 円錐曲線と射影変換の概念をよく把握しておくこと。 
8 回 有理ベジエ曲線の表現方法について、よく理解しておくこと。 
9 回 有理ベジエ曲線と円弧 

 



年度 2014 
授業コード MT001610 
成績評価 レポート（100％）の提出による。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用化学専攻(14〜),電子⼯学専攻(14〜),情報⼯学専攻(14〜),機械システム⼯学

専攻(14〜),生体医⼯学専攻(14〜),建築学専攻(14〜) 
見出し MT001610 ユニバーサルデザイン特論 
担当教員名 松浦 洋司 
単位数 2 
教科書 講義中に資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ユニバーサルデザイン特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MT001610 
実務経験のある教員  
達成目標 ①ユニバーサルデザインの理念を理解している。 

②この理念を活かすことができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 松浦研究室（20 号館 4 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Universal Design 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ユニバーサルデザインの理念を理解し、この理念を活かす方法を学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  ユニバーサルデザインの背景について、設計技術における必要性や進展な

どを含めて説明する。 
2 回  ユニバーサルデザインの理念（７原則）を説明する。その際、具体的製品
の機能と関連付けながら説明する。 
3 回  都市のユニバーサルデザイン 1：「公共空間としての都市」について説明す
る。 
4 回  都市のユニバーサルデザイン 2：「都市づくり（都市設計）」におけるユニ



バーサルデザインの理念（バリアフリー新法など）を説明する。 
5 回 建築物（特に住宅）のユニバーサルデザインを説明する。 
6 回  サイン情報のユニバー 

準備学習 1 回 ユニバーサルデザインの歴史について調べておくこと。 
2 回 ユニバーサルデザインの７原則について調べておくこと。 
3 回 都市とは何か、定義を考えておくこと。 
4 回 福祉のまちづくり条例について調べておくこと。 
5 回 自分の住宅の問題点は何か考えておくこと。 
6 回 照明と色彩の基本事項について学習（復習）しておくこと。 
7 回 身近なサイン情報で見にくいと思われるものを調べておくこと。 
8 回 色覚異常について調べておくこと。 
9 回 色覚の三色説と反対色説について調べておくこと。 
10 回 高齢者の視覚特性に 

 



年度 2014 
授業コード MT002710 
成績評価 講義は前半を解説、後半を輪講形式で行う。輪講は教科書「私たちのエネルギー」

をプロジェクターを用い、熱と流れの基礎方程式の導出は⿊板で説明していく形
式で行う。成績は輪講を元に評価する。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用化学専攻(14〜),電子⼯学専攻(14〜),情報⼯学専攻(14〜),知能機械⼯学専攻

(14〜),生体医⼯学専攻(14〜),建築学専攻(14〜) 
見出し MT002710 熱流体⼯学特論Ⅰ 
担当教員名 桑⽊ 賢也 
単位数 2 
教科書 エネルギーと環境の技術開発／松岡譲編著／コロナ社／ISBN 4-339-06856-X 
アクティブラーニング  
キーワード エネルギー、資源、環境、熱、流れ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 熱流体⼯学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平野博之著、「流れの数値計算と可視化」丸善 
授業形態 講義 
注意備考 学部講義の「熱力学」、「熱と流れ」（伝熱⼯学）、「流体力学」を復習しておくこ

と。 
シラバスコード MT002710 
実務経験のある教員  
達成目標 エネルギー問題に関する輪講と熱と流れの基礎方程式の導出を学生自らが講義

形式で行ない、プレゼンテーション能力を向上させるとともに、熱⼯学、伝熱⼯
学の高度な専門知識を修得する。これらを行なうことにより、機械システム⼯学
分野の問題を解決する能力を養成し、また、新技術の研究・開発に携わる能力を
養成する。 

受講者へのコメント  
連絡先 桑⽊研究室（５号館４階），オフィスアワー：月曜日と水曜日随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 熱流体⼯学特論Ⅱ、流体力学特論Ⅲ、（以下学部科目）熱力学Ⅰ、熱力学Ⅱ、流体

力学Ⅰ、流体力学Ⅱ、熱と流れ、エネルギー⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現在のエネルギのほどんどは、熱エネルギを電気エネルギあるいは直接動力に変

換することにより利用されている。また近年クローズアップされている CO2 問



題もエネルギ問題の一つとして考えることができる。本講義では熱エネルギに関
連した様々な⼯業プロセス、例えば火力発電、廃棄物焼却などを取り上げ解説す
る。さらに近年、熱流動制御の分野にも多用されている数値シミュレーションの
基礎方程式を解説し、導出方法を習得する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。本講義の目的や必要性を説明し、さらに講義の進め

方を説明する。 
2 回  連続の式の導出（質量保存則）を解説する。 
3 回  運動方程式の導出（運動量保存則）を解説する。 
4 回  エネルギ式の導出（エネルギ保存則）を解説する。 
5 回  拡散方程式の導出（物質保存則）を解説する。 
6 回  エネルギ社会の輪講を行い、それに対して討論する。 
7 回  エネルギ技術の展望の輪講を行い、それに対して討論する。 
8 回  発電技術のベストミックスの輪講を行い、それに対して討論する。 
9 回  エネルギ 

準備学習 1 回 学部講義の「熱力学」、「熱と流れ」（伝熱⼯学）、「流体力学」を復習してお
くこと。 
2 回 学部講義の「流体力学」を復習しておくこと。 
3 回 学部講義の「流体力学」を復習しておくこと。 
4 回 学部講義の「熱力学」、「熱と流れ」（伝熱⼯学）を復習しておくこと。 
5 回 学部講義の「熱と流れ」（伝熱⼯学）を復習しておくこと。 
6 回 輪講の下調べと資料の準備をしておくこと。 
7 回 輪講の下調べと資料の準備をしておくこと。 
8 回 輪講の下調べと資料の準備をしておくこと。 
9 回 輪講の下調べと資料の準備をしておくこ 

 



年度 2014 
授業コード MT002910 
成績評価 課題発表(50 点)とレポート(50 点)によって評価し，60 点以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用化学専攻(14〜),電子⼯学専攻(14〜),機械システム⼯学専攻(14〜),知能機械

⼯学専攻(14〜),生体医⼯学専攻(14〜),建築学専攻(14〜) 
見出し MT002910 進化計算特論 
担当教員名 片山 謙吾 
単位数 2 
教科書 適宜，資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 組合せ最適化，遺伝的アルゴリズム，メタ戦略アルゴリズム，局所探索 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 進化計算特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 組合せ最適化−メタ戦略を中⼼として／柳浦睦憲・茨⽊俊秀／朝倉書店 

メタヒューリスティクスと応用／相吉英太郎・安⽥恵一郎 編著／電気学会 
授業形態 講義 
注意備考 上記の「関連科目」（学部講義）の基礎知識があることを前提とする。 
シラバスコード MT002910 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 組合せ最適化問題と実用問題との関連性について説明ができること 

(2) 進化計算手法や関連手法について説明ができること 
(3) クラス P と NP について説明ができること 
(4) 関連論文を理解し，その内容についてプレゼンテーションができること 
(5) 関連論文を理解し，数ページの論文・レポートとしてまとめ直すことができ
ること 

受講者へのコメント  
連絡先 片山謙吾 研究室： 4 号館 2 階 オフィスアワー：火・⽊ 昼休み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Evolutionary Computation 
関連科目 学部講義： データ構造とアルゴリズム，プログラミング，情報数学，人⼯知能 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼯学などの分野に現れる実用上重要な問題の多くは，組合せ最適化問題として定

式化される。この種の問題に対する代表的な手法として進化計算が注目されてい
る。進化計算とは，生物の遺伝・進化の過程を模倣することにより，最適化・学
習などの機能を計算機上で実現する問題解決戦略の総称である。進化計算法は，



従来の手法では解決が困難であった問題にも適用できる高いロバスト性を備え
ており，広範・多様な分野に応用されている。本講義では，進化計算の概要，主
要な適用対象である組合せ最適化問題とその計算困難性，⼯学などの実用問題と
の関連性 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 進化計算と最適化 

2 回 組合せ最適化問題と⼯学的実用問題 
3 回 グラフと計算量 
4 回 厳密解法と近似解法 
5 回 計算複雑性の理論 
6 回 進化計算法 1 遺伝的アルゴリズム 
7 回 進化計算法 2 様々な交叉操作 
8 回 進化計算法 3 進化的・遺伝的プログラミング 
9 回 進化計算法 4 群知能・アント最適化・PSO 
10 回 進化計算の関連手法 1 局所探索法 
11 回 進化計算の関連手法 2 メタ戦略アルゴリズム 
12 回 進化計算の関連手法 3 メタ戦略とその発展形 
13 回 関連論文の課題発表 
14 回 関連論文の課題発 

準備学習 1 回 進化の歴史について調べておくこと。 
2 回 組合せ最適化問題の特徴について調べておくこと。 
3 回 「データ構造とアルゴリズム」の内容（グラフと計算量）について学習して
おくこと。 
4 回 「データ構造とアルゴリズム」の内容（厳密解法と近似解法）について学習
しておくこと。 
5 回 クラス P，NP について調べておくこと。 
6 回 遺伝的アルゴリズムの特徴について調べておくこと。 
7 回 代表的な交叉操作について調べておくこと。 
8 回 進化的プログラミング，進化的戦略，遺伝的プログラミングについて調べて
おくこと。 
9 

 



年度 2014 
授業コード MT004110 
成績評価 評価の配分は、中間レポート（30％）、定期試験（70％） 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用化学専攻(14〜),情報⼯学専攻(14〜),知能機械⼯学専攻(14〜),生体医⼯学専

攻(14〜),建築学専攻(14〜) 
見出し MT004110 制御⼯学特論 
担当教員名 クルモフ バレリー 
単位数 2 
教科書 適宜にプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 線形微分方程式、現代制御理論 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 制御⼯学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 F. W. Fairman, Linear Control Theory: The State Space Approach, John Willey & 

Sons, 1998. 
授業形態 講義 
注意備考 ※対話型学習システム（ http://shiwasu.ee.ous.ac.jp/matweb-cs/ ）の使い方を学

習することが必要である。線形微分方程式、ラプラス変換を理解しておくことが
必須である。C 言語について基礎知識が問われる。 

シラバスコード MT004110 
実務経験のある教員  
達成目標 １）制御系の解析および基本的な設計ができる。２）行った解析・設計について

分かりやすく説明ができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 4F クルモフ研究室 val@ee.ous.ac.jp 086-256-9542 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Control Engineering 
関連科目 学部のときに習った数学、制御⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では、制御系の設計を重視し、システム制御理論と主な設計方法の理解を

目指す。具体的な内容は、状態空間表現、可制御性・可観測性、レギュレータ、
ＬＱＲ制御、オブザーバ、サーボ系の設計、ロバスト制御等について、多くの例
題を取り上げながら、講義をする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 「制御⼯学の概要」 



講義の進め方・評価方法を説明する。OHP・動画・シミュレーションを用いて、
制御⼯学の歴史・自動制御の意味および応用について述べる。 
2 回 「動的システムと状態方程式」 
状態方程式、システムの応答および伝達関数と状態方程式について説明する。 
3 回 「状態方程式の解とシステムの安定性理論」 
状態推移行列の重要な性質について復習をしてから状態方程式の解を導出して、
解析をする。次に、漸近安定性とシステムの極について述べ、リャプノフ方程式
と安定判別法を説明する。 
4 回 「リャプノフ安定性理 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んで、全体の流れを把握すること。対話型学習システム※
の使い方を理解する。 
2 回 微分方程式の解法を復習すること。制御⼯学で習った関連内容を復習する
こと。 
3 回 制御⼯学で習った関連内容を復習すること。 
4 回 1 回〜3 回の内容をよく復習すること。 
5 回 制御⼯学で習った関連内容を復習すること。 
6 回 制御⼯学で習った関連内容を復習すること。対話型学習システムを用いて、
システム応答性について調べること。 
7 回 与えられたレギュレータとオブザーバを設計し、対話型学習システムを用
いてシミュレ 

 



年度 2014 
授業コード MT004510 
成績評価 授業時間内の活動とレポート（50％）、課題発表（50％） 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 電子⼯学専攻(14〜),情報⼯学専攻(14〜),機械システム⼯学専攻(14〜),知能機械

⼯学専攻(14〜),生体医⼯学専攻(14〜),建築学専攻(14〜) 
見出し MT004510 生物⼯学Ⅰ 
担当教員名 滝澤 昇 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 微生物実験法、生育曲線、培地 

DNA 実験法、組換え DNA、PCR、電気泳動 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物⼯学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 環境バイオテクノロジー学会誌 

日本生物⼯学会編/未来をつくるバイオ/学進出版 
授業形態 講義 
注意備考 受講生は参考書を参考としてテーマを決め、調査し、20 分程度のプレゼンテーシ

ョンを行う。 
座学に加えて、実際に微生物と DNA の取扱操作を行う。そのため一部を土曜日
に集中的に行う予定である。詳しくはオリエンテーション時にお知らせします。 

シラバスコード MT004510 
実務経験のある教員  
達成目標 微生物実験手法を理解する 

DNA 取扱手法を理解する 
微生物実験と DNA 取扱実験に関する原書を読むことができる 
生物⼯学の先端的内容を理解する。 
自身が調べ、発表することができるようになる 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室：１２号館５階メール：takizawan[アトマーク]dac.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biotechnology I 
関連科目 学部の科目 

 生化学ⅠI、分子生物学、遺伝子⼯学、微生物バイオテクノロジー 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 技術系の実験書やマニュアルは英語で書かれていることが多い。この授業では、
微生物実験の原書や DNA 取扱実験書の原書を輪講し、微生物学と DNA の取扱
い方を修得するとともに、この分野の英語力をつける事を目的とする。また生物
⼯学をテーマとするプレゼンテーションにより、バイテクのロジーの現状を理解
しつつ、プレゼンテーション力を養う。この授業では座学に加えて、実際に操作
も行う。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

 説明を聞いて、この講義の進め方について理解し、分担を割り振る 
 授業は英語原書の実験書を読み、専門的英語力を付けつつ、微生物取扱操作お
よび DNA 取扱操作の手法を理解体得する 
2 回 生菌数の測定と増殖曲線について、原書を講読し理解する（１） 
3 回 生菌数の測定と増殖曲線について、原書を輪講し理解する（２） 
4 回 講読した実験書に基づき、生菌数の測定と、増殖曲線の作成を行う（１） 
5 回 講読した実験書に基づき、生菌数の測定と、増殖曲線の作成を行う（２） 
6 回 原書を講読し、突然変 

準備学習 1 回  シラバスをよく読んでおくこと 
2 回 配布されたプリントを読み、英語を訳しておくこと 
指定図書を読み、プレゼンテーションのテーマを考えておくこと 
3 回 配布されたプリントを読み、英語を訳しておくこと 
指定図書を読み、プレゼンテーションのテーマを考えておくこと 
4 回 配布されたプリントを読み、英語を訳しておくこと 
プレゼンテーションのための調査。準備をすること 
5 回 配布されたプリントを読み、英語を訳しておくこと 
プレゼンテーションのための調査。準備をすること 
6 回 配布されたプリントを読み、英語を訳 

 



年度 2014 
授業コード MT004710 
成績評価 課題提出（10 点）小テスト（10 点）定期試験（80％）で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 電子⼯学専攻(14〜),情報⼯学専攻(14〜),機械システム⼯学専攻(14〜),知能機械

⼯学専攻(14〜),生体医⼯学専攻(14〜),建築学専攻(14〜) 
見出し MT004710 魚類学特論 
担当教員名 山本 俊政 
単位数 2 
教科書 必要に応じて、プリントの配布を行う。 
アクティブラーニング  
キーワード 魚類学、魚類生理学、水槽設備、好適環境水 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 魚類学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 水産脊椎動物学Ⅱ/岩井保（著）/恒星社厚生閣：魚類学入門/岩井保（著）/恒星

社厚生閣：水産白書/水産庁：改定・魚病学概論/小川和夫・室賀清邦/恒星社厚生
閣 

授業形態 講義 
注意備考 アクアバイオ研究室に不在な時は、生命動物教育センターに連絡をすること。 
シラバスコード MT004710 
実務経験のある教員  
達成目標 魚類における分布・生態、構造などの知識の習得及び閉鎖循環式養殖にかかわる

基本的な飼育技術を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ・バイオ・応用化学科：12 号館 2 階（アクアバイオ研究室） 

・生命動物教育センター 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Ichthyology 
関連科目 水生動物学・魚類飼育論・魚病学・水槽設計論・水圏生物学実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では魚類の分布・構造・生態・魚病の防御など基本的知識に加え、一般的

な魚類の飼育方法あるいは好適環境水による閉鎖循環式養殖システムについて
理解すること。 
さらには、水槽内で蓄積する、アンモニア・亜硝酸・硝酸態窒素等が魚類に与え
る影響について概説する。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 魚類の乱獲・環境汚染など漁業を取り巻く問題と、好適環境水による海産魚
類養殖の未来について概説する。 
2 回 生命動物教育センターへの見学と装置類の概説をする。 
3 回 魚類飼育にかかわる装置について概説する。 
1）冷却装置 2）保温装置 3）殺菌装置 4）曝気装置 5）酸素発生装置 
4 回 一般的な魚病の原因と対策について概説する。 
1）淡水・海水由来の白点病について 
2）単生類（べネデニア類、エラムシ） 
3）トリコジナ・ウージ二ウム症について 
4）ビブリオ・エドワジュラタルダなどの細菌性疾患について 
5）リンホ 

準備学習 1 回 世界的な日本⾷ブームの影響から、マグロなどの水産魚類の乱獲が問題に
なっている。水産業を取り巻く状況を把握するため毎年、水産庁から発行される
[水産白書]について調べておくこと。 
2 回 閉鎖循環式魚類養殖について図書館、ネットから調べておくこと。さらに生
命動物教育センターへの見学を実施することにより、実体験から得た感想をレポ
ートにする。 
3 回 水槽設備に使用される装置はどのようなものか、図書館・ネットから調べて
おくこと。 
4 回 魚類養殖は魚病との戦いである。魚類生産を不安定とする魚病について図
書館・ネッ 

 



年度 2014 
授業コード MT005610 
成績評価 最終試験には実際にプログラム作成を課しその結果により評価するが、輪講を行

うので出席は必須である。また、実習課題の提出が無い場合、欠席と見なす。最
終試験の結果が 60%以上を合格とする。 

曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用化学専攻(14〜),情報⼯学専攻(14〜),機械システム⼯学専攻(14〜),知能機械

⼯学専攻(14〜),生体医⼯学専攻(14〜),建築学専攻(14〜) 
見出し MT005610 情報処理基礎演習 
担当教員名 垣谷 公徳 
単位数 2 
教科書 教科書は特に指定しないが、初回講義時に教科書として使用するドキュメント類

の URI を指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード オブジェクト指向言語, python, Scientific python, Visual tool kit 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報処理基礎演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に随時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 CD 起動の Linux の CD イメージは配布するが、自ら CD を作成する環境が必要

である。環境が用意できない学生は担当教員の研究室の機器の使用を許可するの
で申し出よ。また、実習では Linux システムをコマンドラインで使用できること
が必要である。 

シラバスコード MT005610 
実務経験のある教員  
達成目標 プログラミング言語 Python を用いて、簡単な科学・数学計算およびコンピュー

タグラフィックスのサンプルプログラムを作成し実行できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 3F 垣谷研究室 オフィスアワー: 金曜日 15:00-17:00 

E-mail: kimi@ee.ous.ac.jp 
Web: http://sstweb.ee.ous.ac.jp/ 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 情報処理特論Ⅱ、計算機特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近代プログラミングにおいては、高水準言語における構造化の概念と理解するこ



とは必須課題であり、これに加えて近年はオブジェクト指向のプログラミングス
タイルに習熟することが必要となっている。本講義ではオブジェクト指向プログ
ラミングが可能で、汎用性、実用性に優れた python を例に、オブジェクト指向
を取り入れた構造化プログラミングの習得を目指す。講義は 9 学舎 1 階での実習
と講義室での輪講とからなり、実習では CD 起動の Linux システムを用いてプロ
グラムの開発を行う。輪読は、python のチュートリアルや言語仕様につ 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  構造化言語とオブジェクト指向プログラミングについて説明する。 

2 回  実行環境についてゼミ形式の発表を行う。 
3 回  実行環境に関する実習を行う。 
4 回  データ構造についてゼミ形式の発表を行う。 
5 回  データ構造に関する実習を行う。 
6 回  制御構造についてゼミ形式の発表を行う。 
7 回  制御構造に関する実習を行う。 
8 回  関数についてゼミ形式の発表を行う。 
9 回  関数に関する実習を行う。 
10 回  クラスについてゼミ形式の発表を行う。 
11 回  クラスに関する実習を行う。 
12 回  科学 

準備学習 1 回 c 言語について復習をしておくこと。 
2 回 配布資料をよく読み「実行環境」について発表できるようまとめておくこ
と。 
3 回 配布した CD イメージから起動用 CD-R を作成し、大学の実習室で実行環
境を起動できるようにしておくこと。 
4 回 配布資料をよく読み「データ構造」について発表できるようまとめておくこ
と。 
5 回 配布資料中の「データ構造」に関するサンプルプログラムを実行できるよう
用意すること。 
6 回 配布資料をよく読み「制御構造」について発表できるようまとめておくこ
と。 
7 回 配布資料中の「制御構造」に 

 



年度 2014 
授業コード MT005710 
成績評価 講義の後半は輪読形式により進めるので、担当分のプレゼンテーション内容によ

り評価する。レポートを課す場合には、これも加味する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用化学専攻(14〜),情報⼯学専攻(14〜),機械システム⼯学専攻(14〜),知能機械

⼯学専攻(14〜),生体医⼯学専攻(14〜),建築学専攻(14〜) 
見出し MT005710 情報処理特論 
担当教員名 道⻄ 博行 
単位数 2 
教科書 プリント配布を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 形式言語、オートマトン 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報処理特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 オートマトン・形式言語と計算論／福村晃夫・稲垣康善／岩波著店 

形式言語と有限オートマトン入門／小倉久和／コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MT005710 
実務経験のある教員  
達成目標 状態推移図の簡略化および非決定性状態推移図を決定性状態推移図に変換でき

ること。 
受講者へのコメント  
連絡先 道⻄研究室 17 号館５階 mitinisi＠ee.ous.ac.jp,086-256-9728 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 論理回路設計のもととなるオートマトン理論をコンピュータによる記号処理系

としてとらえ、形式言語を中⼼にその理解を深めることを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション、数学的準備について解説する。 

2 回  写像(mapping)と関係について解説する。 
3 回  帰納的関数と帰納的集合および帰納的に加算な集合について解説する。 
4 回  形式言語について解説する。 



5 回  言語の生成について解説する。 
6 回  有限オートマトンについて解説する。 
7 回  決定性オートマトンについて解説する。 
8 回  非決定性オートマトンについて解説する。 
9 回  正規集合と正規言語について解説する。 
10 回  プッシュダウンオートマトンについて解説する。 
11 回 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。集合演算について
予習しておくこと。 
2 回 一般的な写像について理解しておくこと。 
3 回 有限集合と無限集合の違いについて理解しておくこと。 
4 回 文法による語の生成について予習しておくこと。 
5 回 生成系における生成ルールについて復習しておくこと。 
6 回 受理系としてのオートマトンについて予習しておくこと。 
7 回 オートマトンにおける状態推移について予習しておくこと。 
8 回 決定性オートマトンの状態推移動作を理解しておくこと。 
9 回 決定性オートマ 

 



年度 2014 
授業コード MTA00110 
成績評価 レポート(50%)と定期試験(50%)で評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用化学専攻(13〜) 
見出し MTA00110 タンパク質の物理化学Ⅰ 
担当教員名 竹⽥ 邦雄 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード タンパク質、タンパク質の構造変化、界面活性剤 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 タンパク質の物理化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 予習をしてこないものは対象としない。 
シラバスコード MTA00110 
実務経験のある教員  
達成目標 ・タンパク質の構造、構造変化、安定性などを理解する。・タンパク質の物性（の

一部）を測定する方法を理解する。・界面活性剤の基本的な物性を理解し、タンパ
ク質との相互作用も理解する。・辞書を引きながらでも、英語の論文を読み、その
内容を理解できるようになる。・論文の構成を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 竹⽥邦雄 研究室 12 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physical Chemistry of Protein I 
関連科目 タンパク質の物理化学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 タンパク質や合成ホモポリペプチドの高次構造、特に、二次構造の話を中⼼に、

適宜、英語の原論文を読みながら進める。タンパク質と低分子物質の相互作用の
研究の典型的な例として、タンパク質とイオン性界面活性剤との相互作用を中⼼
に講義を展開し、界面活性剤の特性についても学習する。講義はあえて英文の論
文輪読を中⼼に行うが、出てくる個々の事例についてはかなり詳しく説明もす
る。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 タンパク質の高次構造について概説する。英語の原論文を読みながら講義



を進めるので、英語力の必要性についても念をおし、この講義の単位認定の基準
についても説明する。 
2 回 ウシおよびヒト血清アルブミンの一次構造、高次構造について概説する。 
3 回 界面活性剤の基本的な溶液物性について概説する。 
4 回 関連した論文を輪読し、解説する（その 1）。 
5 回 関連した論文を輪読し、解説する（その 2）。 
6 回 関連した論文を輪読し、解説する（その 3）。 
7 回 関連した論文を輪読し、解説する（その 4）。 
8 回 関連した論 

準備学習 1 回 学部の応用生化学、タンパク質化学、コロイド界面化学（バイオ界面化学）
の復習をしておくこと。 
2 回 前回の配布プリントの予習・復習をすること。 
3 回 前回の配布プリントの予習・復習をすること。 
4 回 前回の配布プリントの予習・復習をすること。 
5 回 前回の配布プリントの予習・復習をすること。 
6 回 前回の配布プリントの予習・復習をすること。 
7 回 前回の配布プリントの予習・復習をすること。 
8 回 前回の配布プリントの予習・復習をすること。 
9 回 前回の配布プリントの予習・復習をすること。 
10 回 前回 

 



年度 2014 
授業コード MTA00210 
成績評価 レポートで評価する(100％)。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用化学専攻(13〜) 
見出し MTA00210 タンパク質の物理化学Ⅱ 
担当教員名 森山 佳子 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード タンパク質、タンパク質の構造、界面活性剤、タンパク質と界面活性剤の相互作

用 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 タンパク質の物理化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 予習をしてこないものは対象としない。 
シラバスコード MTA00210 
実務経験のある教員  
達成目標 ・タンパク質構造の形成、構造変化、安定性を理解する。  

・タンパク質の物性（の一部）を測定する方法を理解する。 
・界面活性剤とタンパク質の相互作用を理解する。  
・辞書を引きながらでも、英語の論文を読み、その内容を理解できるようになる。  
・論文の構成を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 森山佳子 研究室 12 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physical Chemistry of Protein II 
関連科目 『タンパク質の物理化学Ⅰ』 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 『タンパク質の二次構造変化』および『タンパク質と界面活性剤の相互作用』の

基本事項を理解する。そのため、タンパク質や合成ホモポリペプチドの高次構造、
特に、二次構造の話を中⼼に、適宜、英語の原論文を読みながら進める。タンパ
ク質と低分子物質の相互作用の研究の典型的な例として、タンパク質とイオン性
界面活性剤との相互作用を中⼼に講義を展開し、界面活性剤の特性についても学
習する。講義はあえて英文の論文輪読を中⼼に行うが、出てくる個々の事例につ



いてはかなり詳しく説明もする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 タンパク質の『天然状態』と『変性状態』について、配布する英語の原論文

を読みながら講義する。 
2 回 タンパク質の『立体構造形成と安定化』について、英語の原論文を読みなが
ら講義する。 
3 回 タンパク質の『変性と再生』について、英語の原論文を読みながら講義す
る。 
4 回 タンパク質の『変性と再生』の測定法について、英語の原論文を読みながら
講義する。 
5 回 関連した論文を輪読し、解説する。 
6 回 前回に続き、関連した論文を輪読し、解説する。 
7 回 前回に続き、関連した論文を輪読し、解説する。 
8 回 前回に続き 

準備学習 1 回 学部の『生化学』の教科書や『タンパク質化学』と『コロイド界面化学（バ
イオ界面化学）』で配布したプリントの本講義の目的に関連する箇所を復習して
おくこと。 
2 回 配布したプリントの今回の講義に該当する箇所を予習し、前回までの講義
内容を復習しておくこと。 
3 回 配布したプリントの今回の講義に該当する箇所を予習し、前回までの講義
内容を復習しておくこと。 
4 回 配布したプリントの今回の講義に該当する箇所を予習し、前回までの講義
内容を復習しておくこと。 
5 回 配布したプリントの今回の講義に該当する箇所を予習し、 

 



年度 2014 
授業コード MTA00410 
成績評価 レポートにより評価 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用化学専攻(13〜) 
見出し MTA00410 応用化学特別講義Ⅰ 
担当教員名 大塚 隆尚、久保 泰＊ 
単位数 1 
教科書 指定しない。プリント、研究学術論文を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 情報媒体、受容体、イオンチャネル、生理活性ペプチド、創薬 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 アンケートを受け取っていない 
科目名 応用化学特別講義Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指定しない。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTA00410 
実務経験のある教員  
達成目標 核酸、ペプチド、タンパク質の物性・機能特性に関する知識を高め、産業応用素

材としての興味を深める。 
受講者へのコメント アンケートを受け取っていない 
連絡先 ⼯学部・バイオ・応用化学科・大塚隆尚 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 アンケートを受け取っていない 
英文科目名 Topics in Applied Chemistry I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 アンケートを受け取っていない 
講義目的 バイオテクノロジーは近年めざましい発展をとげている。その基礎材料となる遺

伝子やタンパク質が有する機能物質、情報媒体としての新たな側面を紹介し、そ
れらの産業利用に向けた最近の研究開発動向を知る。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 遺伝子やタンパク質に関して予習しておくことが望ましい。 

 



年度 2014 
授業コード MTA00510 
成績評価 準備学習（30%）と授業内での報告（70%） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用化学専攻(13〜) 
見出し MTA00510 応用化学特別講義Ⅱ 
担当教員名 平野 博之 
単位数 1 
教科書 専門英語で書かれた資料配付 
アクティブラーニング  
キーワード ベクトル、テンソル、一般基底、反変成分と共変成分、移動現象 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 応用化学特別講義Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 James G. Simmonds; A Brief on Tensor Analysis, Springer. 
授業形態 講義 
注意備考 資料は全て専門英語 
シラバスコード MTA00510 
実務経験のある教員  
達成目標 ベクトルとテンソルについて、これらを用いた専門表記法を修得すること。 

運動の法則を一般テンソル表記を通して理解する。 
受講者へのコメント 引き続き，応用化学に関わる先端講義を行い，学位論文作成のための一助とした

い． 
連絡先 ３号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 アンケートを実施していない 
英文科目名 Topics in Applied Chemistry II 
関連科目 移動現象論 
次回に向けての改善変更予定 引き続き，応用化学に関わる先端講義を行い，学位論文作成のための一助とした

い． 
講義目的 移動現象と関わる運動の法則について、一般座標を用いたより一般的な表記法に

ついて学習する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションで講義内容を把握する 

2 回 ベクトルとテンソルの概要について学習する 
3 回 内積と外積のベクトル表記について学習する 
4 回 ２階のテンソルのカーテシアン成分について学習する 
5 回 一般基底について学習する 



6 回 総和規約について学習する 
7 回 相反基底ベクトルについて学習する 
8 回 ベクトルの反変成分と共変成分について学習する 
9 回 一般基底における外積について学習する 
10 回 基底の変換について学習する 
11 回 ニュートンの法則とテンソル解析の概要について学習する 
12 回 カーテ 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義内容を把握しておくこと 
2 回 ベクトル表記について調べておくこと 
3 回 内積と外積の違いについて調べておくこと 
4 回 テンソルについて調べておくこと 
5 回 微分幾何について調べておくこと 
6 回 アインシュタインの総和規約およびクロネッカーのデルタについて調べて
おくこと 
7 回 ベクトルの直交について調べておくこと 
8 回 相反基底ベクトルについて復習しておくこと 
9 回 反変成分と共変成分について復習しておくこと 
10 回 一般基底について復習しておくこと 
11 回 ニュートンの運動の法則 

 



年度 2014 
授業コード MTA01510 
成績評価 レポート(３０％)、課題発表(７０％) 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用化学専攻(13〜) 
見出し MTA01510 機器分析 
担当教員名 竹崎 誠 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布 
アクティブラーニング  
キーワード 赤外・ラマン分光法、近赤外分光、時間分解分光、 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 機器分析 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 尾崎幸洋著 分光学への招待-光が拓く新しい計測技術- 産業図書、⽥中・飯⽥ 

共著 機器分析 裳華房、日本分析化学会九州支部編 機器分析化学入門 南江
堂 

授業形態 講義 
注意備考 メールを利用して添付ファイルで課題の提出をおこなう。場合により、電子教材

を液晶プロジェクターで投影し授業をおこなっている。パソコンを使用して、パ
ワーポイント等の課題報告を液晶プロジェクターで投影し議論する。 

シラバスコード MTA01510 
実務経験のある教員  
達成目標 赤外・ラマン分光法等の構造決定のための分光法をはじめ定常状態ならびに時間

分解分光法等について、その原理や測定方法についての理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 竹崎誠（電子メール：mtake@dac.ous.ac.jp、Tel：086-256-9506）、 場所：１２

号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Instrumental Analysis 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 赤外・ラマン分光法等の構造決定のための分光法をはじめ近年盛んな多種多様な

時間分解レーザー分光法をふくむ多種多様な分光法について、その原理や測定方
法についての理解を深める。さらに分光測定を中⼼に機器分析法の応用までの解
説を行う。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション・分光の原理(1) 
分光学で用いられる単位系や光等について解説する。 
2 回 分光の原理(2) 
原子や分子の基底状態や励起状態等について解説する。 
3 回 赤外分光(1) 
赤外分光の原理等について解説する。 
4 回 赤外分光(2) 
赤外スペクトル等について解説する。 
5 回 赤外分光(3) 
赤外分光の応用等について解説する。 
6 回 ラマン分光(1) 
ラマン分光の原理等について解説する。 
7 回 ラマン分光(2) 
ラマンスペクトル等について解説する。 
8 回 ラマン分光(3) 
ラマン分光の応用等 

準備学習 1 回 物理化学や分光学等で用いられるエネルギーの単位(kJ/mol, kcal/mol, eV, 
1/cm 等)について調べておくこと。 
2 回 配布プリントの「分光の原理」の箇所を熟読すること。 
3 回 配布プリントの「赤外分光」の箇所を熟読すること。 
4 回 規準振動について調べてくること。 
5 回 Z-Matrix について調べてくること。 
6 回 配布プリントの「ラマン分光の原理」の箇所を熟読すること。 
7 回 配布プリントの「ラマン分光の装置」の箇所を熟読すること。 
8 回 配布プリントの「ラマン分光の応用」の箇 

 



年度 2014 
授業コード MTA01810 
成績評価 レポート(20%)および課題発表(80%)により行う。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用化学専攻(13〜) 
見出し MTA01810 分離⼯学Ⅰ 
担当教員名 宮原 敏郎 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 粘度、運動量、連続の式、運動方程式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 受講者なしで特になし。 
科目名 分離⼯学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 輸送現象／水科篤郎・荻野文丸／産業図書：流れの数値計算と可視化第 2 版／平

野博之／丸善(2004) 
授業形態 講義 
注意備考 微分、積分および簡単な微分方程式の解法を身につけて欲しい。 
シラバスコード MTA01810 
実務経験のある教員  
達成目標 物質移動を理解する上での物質収支の概念を習得する。 
受講者へのコメント 受講者なしで特になし。 
連絡先 3 号館 1 階 宮原研究室 

086-256-9586 
E-mail: miyahara@dac.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者なしで特になし。 
英文科目名 Separation Technology I 
関連科目 化学⼯学熱力学、物質移動論 
次回に向けての改善変更予定 受講者なしで特になし。 
講義目的 分離⼯学は、物質移動を研究する学問である。本講義では、物質移動に多大な影

響を及ぼす流動現象の理解のため、流れの問題に焦点を当てる。具体的には微視
的な運動量輸送および巨視的な運動量輸送について講述する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  粘度の定義と運動量輸送のメカニズムを説明する。 

2 回  ニュートン流体について説明する。 
3 回  非ニュートン流体について説明する。 
4 回  ガスの粘度の理論的解析を概説する。 



5 回  液の粘度の理論的解析を概説する。 
6 回  層流の速度分布(落下液膜)について理論的解析をする。 
7 回  層流速度分布(管内流、Hagen-Poiseulle の式)について説明する。 
8 回  固体の周りの流れについて説明する。 
9 回  連続の式を説明する。 
10 回  運動方程式を説明する。 
11 回  機械的エネルギー 

準備学習 1 回  流体の粘度について予習しておくこと。 
2 回  ニュートン流体の定義を理解しておくこと。 
3 回  非ニュートン流体とは何か予習しておくこと。 
4 回  ガスの粘度の特性について予備知識を得ておくこと。 
5 回  液の粘度の特性について予備知識を得ておくこと。 
6 回  層流の概念を把握しておくこと。 
7 回  層流の速度分布を得るモデルを理解しておくこと。 
8 回  固体周りの流れの特性を把握しておくこと。 
9 回  流れの問題を解く基礎式である連続の式の予備知識を得ておくこと。 
10 回  運動方程式とは何か把 

 



年度 2014 
授業コード MTA01910 
成績評価 レポート（６０％）、定期試験（４０％）による。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用化学専攻(13〜) 
見出し MTA01910 分離⼯学Ⅱ 
担当教員名 永谷 尚紀 
単位数 2 
教科書 バイオ生産物の分離⼯学／古崎新太郎、今井正直 共著／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード バイオ生産物 分離 精製 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 分離⼯学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTA01910 
実務経験のある教員  
達成目標 バイオ生産物に対する分離、精製の方法を学ぶと共に、その重要性を理解するこ

と。 
受講者へのコメント  
連絡先 ３号館 1F 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Separation Technology II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 バイオ生産物の製造⼯程において、分離精製は製品コストに及ぼす影響が大き

く、その適切な設計はバイオプロセスの成否の重要な要因となる。分離⼯程は、
多くの⼯程の組み合せから成っている。これらのステップの単位操作について学
ぶと共に、本講義では、バイオプロセスにおける分離の⼯程について具体例を示
し分かりやすく理解し分離⼯学を学ぶ事を目的とする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 バイオ生産物の製造⼯程において、分離精製は製品コストに及ぼす影響が大き

く、その適切な設計はバイオプロセスの成否の重要な要因となる。分離⼯程は、
多くの⼯程の組み合せから成っている。これらのステップの単位操作について大



まかに予習し各講義ごとの項目に関して講義前にどのような操作か調べておく
こと。 

 



年度 2014 
授業コード MTA02210 
成績評価 レポート（６０％）、課題発表（４０％）を基に評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用化学専攻(13〜) 
見出し MTA02210 無機材料化学Ⅰ 
担当教員名 福原 実 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード セラミックス、粘土、焼結、電子顕微鏡、Ｘ線回折 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 同上 
科目名 無機材料化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 加藤誠軌著「都市⼯学をささえ続けるセラミックス材料入門」アグネ技術センタ

ー 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード MTA02210 
実務経験のある教員  
達成目標 無機材料の特徴が説明できる。無機材料の合成方法が説明できる。結晶質と非晶

質の性質の違が説明できる。無機材料の主な評価方法が説明できる。 
受講者へのコメント 同上 
連絡先 ２２号館５階 福原研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 FTB03610 をみてください。 
英文科目名 Inorganic Materials Chemistry I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 同上 
講義目的 無機材料について、それらの歴史的な変遷、製造プロセス、組成と構造が物性に

及ぼす影響、将来性などについて講義する。無機物質の合成法や構造、また合成
した無機物質の評価方法への理解を深める． 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 無機材料と他の材料との違いを述べ、無機材料製造の歴史を講義する。 

2 回 ケイ酸塩を主成分とする伝統無機材料合成用原料について講義する。 
3 回 無機材料を構成する結晶質の構造について詳細に講義する。 
4 回 無機材料合成用各種原料を加熱したときの化学変化について講義する。 
5 回 ケイ酸塩化合物について、系統的に講義する。 



6 回 天然のケイ酸塩を使った陶磁器について、その製法や製品の特徴を講義す
る。 
7 回 ポルトランドセメントの水和反応について講義する。 
8 回 建築物の外装や内装に使われる無機質製品につい 

準備学習 1 回 金属元素と非金属元素の特徴を復習しておくこと。 
2 回 ケイ素について復習しておくこと。 
3 回 結晶質と非晶質の構造の違いについて復習しておくこと。 
4 回 熱電対の構造を予習しておくこと。 
5 回 ケイ酸塩の構造について復習しておくこと。 
6 回 陶磁器産業の歴史について調べておくこと。 
7 回 カルシウムの性質を復習しておくこと。 
8 回 建築用レンガについて調べておくこと。 
9 回 吸着現象について復習しておくこと。 
10 回 物質の伝熱特性について予習しておくこと。 
11 回 粉体の粒度について予習しておくこ 

 



年度 2014 
授業コード MTA02310 
成績評価 レポート（６０％）、課題発表（４０％）をもとに評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用化学専攻(13〜) 
見出し MTA02310 無機材料化学Ⅱ 
担当教員名 福原 実 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 先進セラミックス、、磁性、ガラス、遷移元素、色、相平衡図 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 無機材料化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 加藤誠軌著「都市⼯学をささえ続けるセラミックス材料入門」アグネ技術センタ

ー 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード MTA02310 
実務経験のある教員  
達成目標 高機能無機材料の機能発現の機構が説明できる。高機能無機材料の製造⼯程が説

明できる。無機材料中の遷移元素の役割が説明できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２２号館５階 福原研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Inorganic Materials Chemistry II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近年進歩が著しい先進無機材料の、従来の材料にない物性や原料と合成方法につ

いて述べる。ガラスや電子セラミックスを例にとって近代文明を支えている無機
材料への理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 伝統的無機材料と先進無機材料との違いを講義する。 

2 回 従来の強度関連無機材料と最新の強度関連無機材料について、合成法の違
いや物性の違いを講義する。 
3 回 各種のガラスの物性の違いを、それらの組成の違いを基に講義する。 
4 回 普通ガラス製造方法を講義する。 



5 回 ガラスファイバーを始めとする光学ガラスについて講義する。 
6 回 生体用ガラスについて講義する。 
7 回 軽量で耐熱性に富んだ炭素材料について講義する。 
8 回 代表的な無機電子部品である、セラミックスコンデンサーの構造とその製
造方法の進歩につい 

準備学習 1 回 無機材料化学 I の伝統的無機材料について復習しておくこと。 
2 回 ファインセラミックスの原料について調べておくこと。 
3 回 ガラスの化学組成について調べておくこと。 
4 回 Sn の物性を調べておくこと。 
5 回 高純度無機物質の作り方について調べておくこと。 
6 回 アルミナ製の人⼯⻭根について調べておくこと。 
7 回 炭素について、無機化学で学習した内容を復習しておくこと。 
8 回 半導体の原理について復習しておくこと。 
9 回 積層コンデンサーについて調べておくこと。 
10 回 電磁波について復習しておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード MTA02710 
成績評価 試験により評価する 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用化学専攻(13〜) 
見出し MTA02710 有機合成化学特論 
担当教員名 野上 潤造 
単位数 2 
教科書 必要に応じて資料（教材）を提供する。 
アクティブラーニング  
キーワード 有機合成、触媒反応、酸触媒、遷移金属触媒、有機金属、アリル化反応、ぺり環

状反応、人名反応 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 有機合成化学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 人名反応に学ぶ有機合成戦略（化学同人）など。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTA02710 
実務経験のある教員  
達成目標 研究が楽しくなる講義、講義が楽しくなる研究 
受講者へのコメント 理解度は大変よろしい。 
連絡先 12 号館３Ｆ 3-7 研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講生１名のためアンケートは実施せず。 
英文科目名 Advanced Synthetic Organic Chemistry 
関連科目 有機合成化学演習、特別研究 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 研究と学習が深く関連付けられるように配慮して議論を進める。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 日頃の研究の中で、自分が進めている有機合成についてよく考えること。 

 



年度 2014 
授業コード MTA03310 
成績評価 研究の遂行度（50%），特別研究の論文と発表（50%） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用化学専攻(13〜) 
見出し MTA03310 特別研究 
担当教員名 平野 博之、竹崎 誠、大塚 隆尚、永谷 尚紀、安藤 秀哉、野上 潤造、竹

⽥ 邦雄 
単位数 12 
教科書 担当教員が指示する 
アクティブラーニング  
キーワード なし 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 担当教員が指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 なし 
シラバスコード MTA03310 
実務経験のある教員  
達成目標 １．研究計画を立てて実施できるようになる 

２．研究結果をまとめ、客観的に解釈し、次への展開をはかれるようになる 
３．まとめた研究結果を他の人にわかりやすく説明できるようになる 
４．研究テーマに関連する論文を読み、理解できるようになる 

受講者へのコメント  
連絡先 担当教員の研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work 
関連科目 応用化学専攻の全ての開講科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の指導の下で，2 年間を通して最先端の応用化学に関するテーマの研究

を行う 
その過程を通して，専門性・専門に関する日本語と英語・プレゼンテーション・
コミュニケーション・論理的思考・問題解決の力を養い向上させることを目的と
する 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  



準備学習 １年次：オリエンテーションを受講し、２年間の計画を立てておくこと 
２年次：１年間の特別研究を振り返り、次年度の計画を立てておくこと 

 



年度 2014 
授業コード MTA03510 
成績評価 発表の内容(50%)，質問回数・内容(50%)から評価する． 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用化学専攻(13〜) 
見出し MTA03510 有機合成化学演習Ⅰ 
担当教員名 折⽥ 明浩、野上 潤造 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 有機合成化学，プレゼンテーション，質疑討論，学術講演 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 有機合成化学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 演習 
注意備考 発表の詳細は指導教員に相談すること。この講義は有機合成に関するトピックス

をあつかうことから最新の情報を収集する良い機会になるので、11 生およびそ
れ以前の学生（博士課程の学生や研究生など）の積極的な受講を勧める。 

シラバスコード MTA03510 
実務経験のある教員  
達成目標 ・有機合成化学の基礎事項を調べて、スライドや資料を利用してわかりやすく発

表することができる。・発表に対する質問内容を理解して、的確に答えることが
できる。・他の学生の発表に対して質問することができる。・学術講演を聞いて内
容がある程度理解できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２２号館４階 折⽥研究室、１２号館３階 野上研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講生２名のためアンケートは実施せず。 
英文科目名 Seminars in Synthetic Organic Chemistry I 
関連科目 有機合成化学演習 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 有機合成化学に関するワンポイント解説を行い、それに関する質疑・応答を通し

て、有機合成化学研究に必要な広い知識の獲得と基礎学力の充実のための演習を
行う。他の大学院生の発表に対して積極的に質問し、知識の理解度を確かめる。
第一線研究者（外国人を含む）による学術講演会を開催し、幅広い有機合成化学
の研究に触れる機会を設ける。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回  文献紹介発表と質疑応答１ 
2 回  文献紹介発表と質疑応答２ 
3 回  文献紹介発表と質疑応答３ 
4 回  文献紹介発表と質疑応答４ 
5 回  文献紹介発表と質疑応答５ 
6 回  文献紹介発表と質疑応答６ 
7 回  文献紹介発表と質疑応答７ 
8 回  学術講演会 
9 回  ワンポイント解説発表と質疑応答１ 
10 回  ワンポイント解説発表と質疑応答２ 
11 回  ワンポイント解説発表と質疑応答３ 
12 回  ワンポイント解説発表と質疑応答４ 
13 回  ワンポイント解説発表と質疑応答５ 
14 回  ワンポイント解説発表と質 

準備学習 1 回  文献紹介の発表内容に関する予習（発表者は発表準備）をしておくこと 
2 回  文献紹介の発表内容に関する予習（発表者は発表準備）をしておくこと 
3 回  文献紹介の発表内容に関する予習（発表者は発表準備）をしておくこと 
4 回  文献紹介の発表内容に関する予習（発表者は発表準備）をしておくこと 
5 回  文献紹介の発表内容に関する予習（発表者は発表準備）をしておくこと 
6 回  文献紹介の発表内容に関する予習（発表者は発表準備）をしておくこと 
7 回  文献紹介の発表内容に関する予習（発表者は発表準備）をしてお 

 



年度 2014 
授業コード MTA03610 
成績評価 発表の内容(50%)、質問回数・内容(50%)から評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用化学専攻(13〜) 
見出し MTA03610 有機合成化学演習Ⅱ 
担当教員名 折⽥ 明浩、野上 潤造 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 有機合成化学，プレゼンテーション，質疑討論，学術講演 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 有機合成化学演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 演習 
注意備考 発表の詳細は、指導教員に問い合わせること。11 生およびそれ以前の学生が受講

可能。 
シラバスコード MTA03610 
実務経験のある教員  
達成目標 ・自分の研究の背景と成果を、スライドや資料を利用してわかりやすく発表する

ことができる。・発表に対する質問内容を理解して、的確に答えることができる。・
他の学生の発表に対して質問することができる。・学術講演を聞いて内容がある
程度理解できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 22 号館４階 折⽥研究室、22 号館３階 野上研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminars in Synthetic Organic Chemistry II 
関連科目 有機合成化学演習 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 特別研究として各研究室で行っている研究を報告し、それに関する質疑・応答を

通して、研究に必要な専門的な知識の獲得を目指す。他の大学院生の発表に対し
て積極的に質問し、知識の理解度を確かめる。第一線研究者（外国人を含む）に
よる学術講演会を開催し、幅広い有機合成化学の研究に触れる機会を設ける。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  研究報告と質疑応答１ 

2 回  研究報告と質疑応答２ 



3 回  研究報告と質疑応答３ 
4 回  研究報告と質疑応答４ 
5 回  研究報告と質疑応答５ 
6 回  研究報告と質疑応答６ 
7 回  研究報告と質疑応答７ 
8 回  学術講演会 
9 回  研究報告と質疑応答８ 
10 回  研究報告と質疑応答９ 
11 回  研究報告と質疑応答１０ 
12 回  研究報告と質疑応答１１ 
13 回  研究報告と質疑応答１２ 
14 回  研究報告と質疑応答１３ 
15 回  学術講演会 

準備学習 1 回  研究報告の発表内容に関する予習（発表者は発表準備） 
2 回  研究報告の発表内容に関する予習（発表者は発表準備） 
3 回  研究報告の発表内容に関する予習（発表者は発表準備） 
4 回  研究報告の発表内容に関する予習（発表者は発表準備） 
5 回  研究報告の発表内容に関する予習（発表者は発表準備） 
6 回  研究報告の発表内容に関する予習（発表者は発表準備） 
7 回  研究報告の発表内容に関する予習（発表者は発表準備） 
8 回  学術講演会に関する研究分野の予習 
9 回  研究報告の発表内容に関する予習（発表者は 

 



年度 2014 
授業コード MTA04410 
成績評価 毎回、演習形式で講義を行なう。英文読解力（40％）、化学反応理解力（40％）、

説明・プレゼン能力（20％）で評価する。100 点満点とし 60 点以上で合格。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用化学専攻(13〜) 
見出し MTA04410 有機⼯業化学特論 
担当教員名 折⽥ 明浩 
単位数 2 
教科書 Organic Synthesis ／Christine L. Willis, Martin Wills (著) ／Oxford Chemistry 

Primers, 31) [ペーパーバック] 
アクティブラーニング  
キーワード 有機化学、化学英語 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 有機⼯業化学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTA04410 
実務経験のある教員  
達成目標 平易な化学英語の構文を解説できるようにする。また、その内容を理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 22 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Industrial Organic Chemistry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 有機化学の基本反応を習得するとともに、平易な化学英語で記述された有機反応

を理解する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 「Introduction to synthesi 1」を学習する。 

2 回 Introduction to synthesis ２を学習する。 
3 回 Retrosynthetic analysis I: the basic concepts１を学習する。 
4 回 Retrosynthetic analysis I: the basic concepts２を学習する。 
5 回 Retrosynthetic analysis II: Latent polarity and FGIs１を学習する。 
6 回 Re 



準備学習 教科書は「Organic Synthesis」を使用し、輪読・解説形式で、各学生に毎時間、
和訳と内容説明を行なってもらう。したがって、充分な予習が必要な授業である。
指示された部分を各人、和訳し内容を充分に理解した上で授業に臨むこと。 

 



年度 2014 
授業コード MTA04510 
成績評価 授業時間内の活動とレポート（50％）、課題発表（50％） 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用化学専攻(13〜) 
見出し MTA04510 生物⼯学Ⅰ 
担当教員名 滝澤 昇 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 微生物実験法、生育曲線、培地 

DNA 実験法、組換え DNA、PCR、電気泳動 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物⼯学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 環境バイオテクノロジー学会誌 

日本生物⼯学会編/未来をつくるバイオ/学進出版 
授業形態 講義 
注意備考 受講生は参考書を参考としてテーマを決め、調査し、20 分程度のプレゼンテーシ

ョンを行う。 
座学に加えて、実際に微生物と DNA の取扱操作を行う。そのため一部を土曜日
に集中的に行う予定である。詳しくはオリエンテーション時にお知らせします。 

シラバスコード MTA04510 
実務経験のある教員  
達成目標 微生物実験手法を理解する 

DNA 取扱手法を理解する 
微生物実験と DNA 取扱実験に関する原書を読むことができる 
生物⼯学の先端的内容を理解する。 
自身が調べ、発表することができるようになる 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室：１２号館５階メール：takizawan[アトマーク]dac.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biotechnology I 
関連科目 学部の科目 

 生化学ⅠI、分子生物学、遺伝子⼯学、微生物バイオテクノロジー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 技術系の実験書やマニュアルは英語で書かれていることが多い。この授業では、



微生物実験の原書や DNA 取扱実験書の原書を輪講し、微生物学と DNA の取扱
い方を修得するとともに、この分野の英語力をつける事を目的とする。また生物
⼯学をテーマとするプレゼンテーションにより、バイテクのロジーの現状を理解
しつつ、プレゼンテーション力を養う。この授業では座学に加えて、実際に操作
も行う。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

 説明を聞いて、この講義の進め方について理解し、分担を割り振る 
 授業は英語原書の実験書を読み、専門的英語力を付けつつ、微生物取扱操作お
よび DNA 取扱操作の手法を理解体得する 
2 回 生菌数の測定と増殖曲線について、原書を講読し理解する（１） 
3 回 生菌数の測定と増殖曲線について、原書を輪講し理解する（２） 
4 回 講読した実験書に基づき、生菌数の測定と、増殖曲線の作成を行う（１） 
5 回 講読した実験書に基づき、生菌数の測定と、増殖曲線の作成を行う（２） 
6 回 原書を講読し、突然変 

準備学習 1 回  シラバスをよく読んでおくこと 
2 回 配布されたプリントを読み、英語を訳しておくこと 
指定図書を読み、プレゼンテーションのテーマを考えておくこと 
3 回 配布されたプリントを読み、英語を訳しておくこと 
指定図書を読み、プレゼンテーションのテーマを考えておくこと 
4 回 配布されたプリントを読み、英語を訳しておくこと 
プレゼンテーションのための調査。準備をすること 
5 回 配布されたプリントを読み、英語を訳しておくこと 
プレゼンテーションのための調査。準備をすること 
6 回 配布されたプリントを読み、英語を訳 

 



年度 2014 
授業コード MTA04610 
成績評価 期末試験（30%）と授業内での報告（70%） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用化学専攻(13〜) 
見出し MTA04610 生物⼯学Ⅱ 
担当教員名 大塚 隆尚 
単位数 2 
教科書 Biotechnology, D.P. Clark et al, Elsevir 
アクティブラーニング  
キーワード 遺伝子導入、遺伝子治療、癌、⽼化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 アンケートを受け取っていない 
科目名 生物⼯学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Molecular Biology of the Cell, 5th edition, B. Albert et al, Garland Science 
授業形態 講義 
注意備考 英語の基礎学力が必要です 
シラバスコード MTA04610 
実務経験のある教員  
達成目標 生物⼯学的な物質の生産方法、遺伝子導入動物でできること、遺伝子治療につい

て説明できるようになり、癌や⽼化の抑制を分子レベルで理解する。 
受講者へのコメント アンケートを受け取っていない 
連絡先 12 号館 4-3 室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 アンケートを受け取っていない 
英文科目名 Biotechnology II 
関連科目 応用化学特別講義Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 アンケートを受け取っていない 
講義目的 現在の生物⼯学のトピックスについて学習する。 

生物⼯学的な物質の生産方法、遺伝子導入動物でできること、遺伝子治療につい
て学び、癌や⽼化を分子レベルで理解する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションで講義内容を把握する 

2 回 生物⼯学の基礎１，大腸菌とその他微生物の利用について学習する 
3 回 生物⼯学の基礎２，多細胞生物の利用について学習する 
4 回 タンパク質⼯学１，タンパク質の生産性の向上について学習する 
5 回 タンパク質⼯学２，タンパク質の安定性の向上について学習する 
6 回 遺伝子導入生物１，マウスを用いる遺伝子導入について学習する 



7 回 遺伝子導入生物２，マウスを用いる遺伝子導入の応用について学習する 
8 回 遺伝子導入生物３，その他の動物を用いる遺伝子導入について学習す 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義内容を把握しておくこと 
2 回 大腸菌やその他の微生物の生物⼯学的な利用法について調べておくこと 
3 回 多細胞生物の生物⼯学的な利用法について調べておくこと 
4 回 生物⼯学におけるタンパク質の生産性向上法について調べておくこと 
5 回 生物⼯学におけるタンパク質の安定性向上法について調べておくこと 
6 回 マウスにおける遺伝子導入法について調べておくこと 
7 回 遺伝子導入マウスがどのように使われているか調べておくこと 
8 回 マウス以外の遺伝子導入動物について調べておくこと 
9 回 遺伝子 

 



年度 2014 
授業コード MTA04710 
成績評価 課題提出（10 点）小テスト（10 点）定期試験（80％）で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用化学専攻(13〜) 
見出し MTA04710 魚類学特論 
担当教員名 山本 俊政 
単位数 2 
教科書 必要に応じて、プリントの配布を行う。 
アクティブラーニング  
キーワード 魚類学、魚類生理学、水槽設備、好適環境水 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 魚類学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 水産脊椎動物学Ⅱ/岩井保（著）/恒星社厚生閣：魚類学入門/岩井保（著）/恒星

社厚生閣：水産白書/水産庁：改定・魚病学概論/小川和夫・室賀清邦/恒星社厚生
閣 

授業形態 講義 
注意備考 アクアバイオ研究室に不在な時は、生命動物教育センターに連絡をすること。 
シラバスコード MTA04710 
実務経験のある教員  
達成目標 魚類における分布・生態、構造などの知識の習得及び閉鎖循環式養殖にかかわる

基本的な飼育技術を理解すること。 
受講者へのコメント なし 
連絡先 ・バイオ・応用化学科：12 号館 2 階（アクアバイオ研究室） 

・生命動物教育センター 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 解剖実習をプログラムに取り入れた。初めての経験であったことから⼾惑ったと
ころもあるが総じて好評であった。 

英文科目名 Advanced Ichthyology 
関連科目 水生動物学・魚類飼育論・魚病学・水槽設計論・水圏生物学実習 
次回に向けての改善変更予定 なし 
講義目的 本講義では魚類の分布・構造・生態・魚病の防御など基本的知識に加え、一般的

な魚類の飼育方法あるいは好適環境水による閉鎖循環式養殖システムについて
理解すること。 
さらには、水槽内で蓄積する、アンモニア・亜硝酸・硝酸態窒素等が魚類に与え
る影響について概説する。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 魚類の乱獲・環境汚染など漁業を取り巻く問題と、好適環境水による海産魚
類養殖の未来について概説する。 
2 回 生命動物教育センターへの見学と装置類の概説をする。 
3 回 魚類飼育にかかわる装置について概説する。 
1）冷却装置 2）保温装置 3）殺菌装置 4）曝気装置 5）酸素発生装置 
4 回 一般的な魚病の原因と対策について概説する。 
1）淡水・海水由来の白点病について 
2）単生類（べネデニア類、エラムシ） 
3）トリコジナ・ウージ二ウム症について 
4）ビブリオ・エドワジュラタルダなどの細菌性疾患について 
5）リンホ 

準備学習 1 回 世界的な日本⾷ブームの影響から、マグロなどの水産魚類の乱獲が問題に
なっている。水産業を取り巻く状況を把握するため毎年、水産庁から発行される
[水産白書]について調べておくこと。 
2 回 閉鎖循環式魚類養殖について図書館、ネットから調べておくこと。さらに生
命動物教育センターへの見学を実施することにより、実体験から得た感想をレポ
ートにする。 
3 回 水槽設備に使用される装置はどのようなものか、図書館・ネットから調べて
おくこと。 
4 回 魚類養殖は魚病との戦いである。魚類生産を不安定とする魚病について図
書館・ネッ 

 



年度 2014 
授業コード MTA04810 
成績評価 講義中の質問・小テスト（５０％）、レポート（５０％）。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス ⼯学部(13〜),応用化学専攻(13〜) 
見出し MTA04810 溶液物理化学 
担当教員名 冨永 敏弘 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 溶解度、疎水性水和、親水性水和、両親媒性物質、ミセル、ベシクル、逆ミセル、

導電率、拡散 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 溶液物理化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １）篠⽥耕三,「溶液と溶解度」丸善．２）鈴⽊啓三,「水および水溶液」共立出

版．３）Evans ＆ Wennerstrom, “The Colloidal Domain”, Wiley．４）花井哲也，
「膜とイオン」，化学同人．５）Robinson ＆ Stokes, “Electrolyte Solutions 

授業形態 講義 
注意備考 講義中に質問や議論をするので、積極的に発言すること。英語の原論文を適宜資

料として用いる。関数電卓を持参すること。 
シラバスコード MTA04810 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の項目について理解し、説明できること。溶質・溶媒の極性と溶解挙動の関

係、疎水性水和と親水性水和、両親媒性物質と分子集合体形成、電解質溶液の導
電率・モル導電率とイオン対形成の効果、自己拡散係数と相互拡散係数の違い、
イオンや分子の各種媒体中での拡散挙動、イオンの膜透過． 

受講者へのコメント  
連絡先 １２号館５階 ttominaga（アトマーク）dac.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physical Chemistry of Solution 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 溶液の平衡および非平衡的性質について、例を挙げながら解説し、知識と思考力

を養成する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  全体の授業内容を説明した後、無極性気体の有機溶媒中の溶解度につい



て解説する。 
2 回  無極性気体の水中の溶解度について解説する。 
3 回  気体の溶解度の理論について解説する。 
4 回  水の構造性と疎水性水和について解説する。 
5 回  イオンの水和について解説する。 
6 回  両親媒性物質と分子集合体形成について解説する。 
7 回  ミセル中への気体の溶解度について解説する。 
8 回  ミセルと水への各種分子の分配について解説する。 
9 回  電解質溶液の導電率とモル導電率について解説する。 
10 回  溶液 

準備学習 1 回  気体の溶解度に関するヘンリーの法則や各種有機溶媒の性質について復
習しておくこと。 
2 回  配布資料の該当部分について予習しておくこと。 
3 回  配布資料の該当部分について予習しておくこと。 
4 回  配布資料の該当部分について予習しておくこと。 
5 回  配布資料の該当部分について予習しておくこと。 
6 回  配布資料の該当部分について予習しておくこと。 
7 回  配布資料の該当部分について予習しておくこと。 
8 回  配布資料の該当部分について予習しておくこと。 
9 回  配布資料の該当部分について予習して 

 



年度 2014 
授業コード MTA04910 
成績評価 毎回のプレゼンテーション（50%）と、小テスト（50%）で評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用化学専攻(13〜) 
見出し MTA04910 生物⼯学Ⅲ 
担当教員名 安藤 秀哉 
単位数 2 
教科書 D.サダヴァ他著「アメリカ版 大学生物学の教科書 第 1〜3 巻」（講談社） 
アクティブラーニング  
キーワード 細胞、皮膚、紫外線、DNA、酵素 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物⼯学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 標準皮膚科学（医学書院） 

色素細胞（慶應義塾大学出版会） 
コスメティックサイエンス（共立出版） 

授業形態 講義 
注意備考 指定の教科書を購入しておくこと（参考書を購入する必要はありません）。 
シラバスコード MTA04910 
実務経験のある教員  
達成目標 しみやしわなどを予防する機能性化粧品の作用メカニズムを、細胞生物学的観点

から説明できるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先 12 号館 5 階 安藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biotechnology III 
関連科目 化粧品概論、香粧品学、化粧品の皮膚科学と安全学、コスメティックサイエンス

概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機能性化粧品の皮膚科学と細胞生物学の接点を学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。 

2 回 細胞の基本構造 / 皮膚の構造と皮膚を構成する細胞について学ぶ。 
3 回 細胞膜とその機能 / 皮膚における脂肪酸の効能について学ぶ。 
4 回 酵素とエネルギー代謝 / 色素細胞内におけるメラニン生成経路について学
ぶ。 



5 回 化学エネルギーの獲得経路 / 紫外線により真皮内に発生する活性酸素種に
ついて学ぶ。 
6 回 太陽光と光合成 / 紫外線による皮膚の⽼化現象について学ぶ。 
7 回 細胞周期、細胞分裂、細胞死 / 表皮の角化作用について学ぶ。 
8 回 DNA の構造と複製 / 紫外 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 教科書の第 1 章を読んでポイントをまとめておくこと。 
3 回 教科書の第 2 章を読んでポイントをまとめておくこと。 
4 回 教科書の第 3 章を読んでポイントをまとめておくこと。 
5 回 教科書の第 4 章を読んでポイントをまとめておくこと。 
6 回 教科書の第 5 章を読んでポイントをまとめておくこと。 
7 回 教科書の第 6 章を読んでポイントをまとめておくこと。 
8 回 教科書の第 8 章を読んでポイントをまとめておくこと。 
9 回 教科書の第 9 章を読んでポイントをまとめておくこと。 
10 回 

 



年度 2014 
授業コード MTA05010 
成績評価 提出課題５０％と課題発表５０％により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用化学専攻(14〜) 
見出し MTA05010 移動現象論 
担当教員名 平野 博之 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード 移動現象論，物質移動，次元解析 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 移動現象論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 R.B.Bird 他 “Transport Phenomena, 2nd ed.”, John Wiley & Sons (2002) 

平野博之，“流れの数値計算と可視化，第３版”，丸善(2011) 
浅野康一，物質移動の基礎と応用，丸善(2004) 

授業形態 講義 
注意備考 この講義は，学部の化学⼯学Ⅰ・Ⅱおよび，物理化学Ⅰ・Ⅱの内容をさらに深く

掘り下げたものであるので，これらの講義に関する復習を行っておくこと． 
シラバスコード MTA05010 
実務経験のある教員  
達成目標 １．移動現象論の概要を説明できるようになること。 

２．次元解析ができるようになること。 
３．無次元数を導けるようになること。 
４．境膜を通しての物質移動を説明できるようになること。 

受講者へのコメント 引き続き，移動現象に関わる講義を実施していきたい． 
連絡先 平野博之（３号館２階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 アンケートを実施していない 
英文科目名  
関連科目 分離⼯学Ⅰ，Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 引き続き，移動現象に関わる講義を実施していきたい． 
講義目的 流動，伝熱，拡散という，化学⼯学の基本要素である移動現象論について理解を

深めた上で，物質の移動機構とこれをともなう現象を中⼼に講述する。講義を通
して，自然現象や各種⼯業装置の中で見られる様々な移動現象を深く考察できる
ようになることを目指す。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 講義概要の説明を行う。 
2 回 移動現象論の考え方と、その基本法則について学習する。 
3 回 ニュートンの粘性の法則について学習する。 
4 回 フーリエの熱伝導の法則について学習する。 
5 回 フィックの拡散の法則について学習する。 
6 回 連続の式（全成分保存の式）について学習する。 
7 回 流体の運動方程式について学習する。 
8 回 流体のエネルギー方程式について学習する。 
9 回 連続の式（各成分保存の式）について学習する。 
10 回 物質移動と次元解析について学習する。 
11 回 物質移動と無次元数について学習 

準備学習 1 回 学部で学んだ、物理化学，化学⼯学，反応⼯学に関する科目について復習し
ておくこと。シラバスを熟読し、講義の概要について予習しておくこと。 
2 回 単位や次元について、定義や分類を中⼼に基本的な考え方を復習しておく
こと。 
3 回 化学⼯学における流動論を復習しておくこと。ニュートンの粘性の法則を
予習しておくこと。 
4 回 化学⼯学における伝熱論を復習しておくこと。フーリエの熱伝導の法則を
予習しておくこと。 
5 回 化学⼯学における拡散理論を復習しておくこと。フィックの拡散の法則を
予習しておくこと。 
6 回 化学⼯ 

 



年度 2014 
授業コード MTE00610 
成績評価 最終試験には実際にプログラム作成を課しその結果により評価するが、輪講を行

うので出席は必須である。また、実習課題の提出が無い場合、欠席と見なす。最
終試験の結果が 60%以上を合格とする。 

曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 電子⼯学専攻(13〜13) 
見出し MTE00610 情報処理特論Ⅰ 
担当教員名 垣谷 公徳 
単位数 2 
教科書 教科書は特に指定しないが、初回講義時に教科書として使用するドキュメント類

の URI を指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード オブジェクト指向言語, python, Scientific python, Visual tool kit 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報処理特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に随時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 CD 起動の Linux の CD イメージは配布するが、自ら CD を作成する環境が必要

である。環境が用意できない学生は担当教員の研究室の機器の使用を許可するの
で申し出よ。また、実習では Linux システムをコマンドラインで使用できること
が必要である。 

シラバスコード MTE00610 
実務経験のある教員  
達成目標 プログラミング言語 Python を用いて、簡単な科学・数学計算およびコンピュー

タグラフィックスのサンプルプログラムを作成し実行できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 3F 垣谷研究室 オフィスアワー: 金曜日 15:00-17:00 

E-mail: kimi@ee.ous.ac.jp 
Web: http://sstweb.ee.ous.ac.jp/ 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Information Processing I 
関連科目 情報処理特論Ⅱ、計算機特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近代プログラミングにおいては、高水準言語における構造化の概念と理解するこ

とは必須課題であり、これに加えて近年はオブジェクト指向のプログラミングス



タイルに習熟することが必要となっている。本講義ではオブジェクト指向プログ
ラミングが可能で、汎用性、実用性に優れた python を例に、オブジェクト指向
を取り入れた構造化プログラミングの習得を目指す。講義は 9 学舎 1 階での実習
と講義室での輪講とからなり、実習では CD 起動の Linux システムを用いてプロ
グラムの開発を行う。輪読は、python のチュートリアルや言語仕様につ 

対象学年 2 年 
授業内容 1 回  構造化言語とオブジェクト指向プログラミングについて説明する。 

2 回  実行環境についてゼミ形式の発表を行う。 
3 回  実行環境に関する実習を行う。 
4 回  データ構造についてゼミ形式の発表を行う。 
5 回  データ構造に関する実習を行う。 
6 回  制御構造についてゼミ形式の発表を行う。 
7 回  制御構造に関する実習を行う。 
8 回  関数についてゼミ形式の発表を行う。 
9 回  関数に関する実習を行う。 
10 回  クラスについてゼミ形式の発表を行う。 
11 回  クラスに関する実習を行う。 
12 回  科学 

準備学習 1 回 c 言語について復習をしておくこと。 
2 回 配布資料をよく読み「実行環境」について発表できるようまとめておくこ
と。 
3 回 配布した CD イメージから起動用 CD-R を作成し、大学の実習室で実行環
境を起動できるようにしておくこと。 
4 回 配布資料をよく読み「データ構造」について発表できるようまとめておくこ
と。 
5 回 配布資料中の「データ構造」に関するサンプルプログラムを実行できるよう
用意すること。 
6 回 配布資料をよく読み「制御構造」について発表できるようまとめておくこ
と。 
7 回 配布資料中の「制御構造」に 

 



年度 2014 
授業コード MTE00710 
成績評価 講義の後半は輪読形式により進めるので、担当分のプレゼンテーション内容によ

り評価する。レポートを課す場合には、これも加味する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 電子⼯学専攻(13〜13) 
見出し MTE00710 情報処理特論Ⅱ 
担当教員名 道⻄ 博行 
単位数 2 
教科書 プリント配布を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 形式言語、オートマトン 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報処理特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 オートマトン・形式言語と計算論／福村晃夫・稲垣康善／岩波著店 

形式言語と有限オートマトン入門／小倉久和／コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTE00710 
実務経験のある教員  
達成目標 状態推移図の簡略化および非決定性状態推移図を決定性状態推移図に変換でき

ること。 
受講者へのコメント  
連絡先 道⻄研究室 17 号館５階 mitinisi＠ee.ous.ac.jp,086-256-9728 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Information Processing II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 論理回路設計のもととなるオートマトン理論をコンピュータによる記号処理系

としてとらえ、形式言語を中⼼にその理解を深めることを目的とする。 
対象学年 2 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション、数学的準備について解説する。 

2 回  写像(mapping)と関係について解説する。 
3 回  帰納的関数と帰納的集合および帰納的に加算な集合について解説する。 
4 回  形式言語について解説する。 
5 回  言語の生成について解説する。 



6 回  有限オートマトンについて解説する。 
7 回  決定性オートマトンについて解説する。 
8 回  非決定性オートマトンについて解説する。 
9 回  正規集合と正規言語について解説する。 
10 回  プッシュダウンオートマトンについて解説する。 
11 回 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。集合演算について
予習しておくこと。 
2 回 一般的な写像について理解しておくこと。 
3 回 有限集合と無限集合の違いについて理解しておくこと。 
4 回 文法による語の生成について予習しておくこと。 
5 回 生成系における生成ルールについて復習しておくこと。 
6 回 受理系としてのオートマトンについて予習しておくこと。 
7 回 オートマトンにおける状態推移について予習しておくこと。 
8 回 決定性オートマトンの状態推移動作を理解しておくこと。 
9 回 決定性オートマ 

 



年度 2014 
授業コード MTE02310 
成績評価 提出課題で評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 電子⼯学専攻(13〜13) 
見出し MTE02310 電子物性特論Ⅰ 
担当教員名 河村 実生 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電子物性特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTE02310 
実務経験のある教員  
達成目標 超伝導ワイヤーの応用において重要な交流損失の現象を定性的に理解できるよ

うになる。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Solid State Electronics I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 超伝導体に関する基本的な実験事実、理論的背景を学び、磁束ピンニングなど超

伝導体の応用に重要な現象や超伝導デバイスなどの応用例について学習する。 
対象学年 2 年 
授業内容  
準備学習 前回の講義について復習を行い、当日の講義か所についてあらかじめ予習を行

い、理解困難な個所について、あらかじめ特定を行う。 
 



年度 2014 
授業コード MTE02410 
成績評価 レポート(10%)、課題発表(60%)、試験(30%) 
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 電子⼯学専攻(13〜13) 
見出し MTE02410 電子物性特論Ⅱ 
担当教員名 萬本 義徳 
単位数 2 
教科書 C.P.Slicter:「Principles of Magnetic Resonance」(Springer) の３章 
アクティブラーニング  
キーワード dipole interaction, local field, Zeeman energy, raising operator, lowering operator, 

second moment, matrix element, trace 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電子物性特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 関連する文献は適宜配布する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTE02410 
実務経験のある教員  
達成目標 磁気双極子相互作用を A〜F の項に別けた形式で Hamiltonian が導けること。

A〜F の項の物理的意味が理解出来ること。能率の方法が理解出来、マトリック
スの計算が出来ること。能率の方法により局所場についての式が導けること。具
体例について局所場が計算出来ること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Solid State Electronics II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 原子核は磁気モーメントを持っており、そのため原子核間には磁気的相互作用が

生じる。結晶は原子が規則的に配列した集団と見なせるから、この相互作用の結
果は局所磁場の概念で取り扱われる。個々の原子間の相互作用を計算するには
個々の原子の状態に対する波動関数の情報が必要であるが、波動関数についての
知見なしに局所場を求める方法が Van Vleck によって提案された有名な 
Second Moments の方法である。本講義ではこの方法と応用の詳細を述べる 

対象学年 2 年 



授業内容  
準備学習 １回  磁気双極子相互作用のエネルギーを古典的な方法で導いておくこと。  

２回  与えられた範囲を英訳し、dipolar Hamiltonian の式を導くこと。  
３回  与えられた範囲を英訳し、dipolar Hamiltonian の式を昇降演算子を用い
て A〜F の項に分けて表示すること。  
４回  与えられた範囲を英訳し、A〜F 項の物理的内容を考えておくこと。  
５回  与えられた範囲を英訳し、moment 方法について考えておくこと。  
６回  与えられた範囲を英訳し、簡単なマトリックスの計算に慣 

 



年度 2014 
授業コード MTE03310 
成績評価 数回の課題提出（４０％）と最終口頭発表（６０％）によって評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 電子⼯学専攻(13〜) 
見出し MTE03310 計算機特論 
担当教員名 小畑 正貴 
単位数 2 
教科書 資料配布 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 計算機特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 パターソン・ヘネシー 「コンピュータの構成と設計 上・下」 

Verilog 関連図書 
授業形態 講義 
注意備考 受講するためには、論理回路、ハードウェア記述言語、コンピュータ⼯学の基礎

知識が必須である。 
シラバスコード MTE3310 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）機械語命令の構成、高級言語との関係が理解できる。 

（２）ＣＰＵの構成と設計手順が理解できる。 
（３）ハードウェア記述言語によって簡単なＣＰＵを設計でき、シミュレーショ
ンで動作が説明できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 １８号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics in Computers 
関連科目 （学部）論理回路、コンピュータ⼯学、コンパイラ、情報⼯学実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ＣＰＵの構成と動作を深く理解することは、ハードウェア開発にはもちろん、ソ

フトウェア開発においても重要である。本講義では、ＣＰＵの構成と動作、設計
手法、高速化技術に関する講義と演習（ＣＰＵの設計）を行う。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 ＣＰＵの構成、設計手順について解説する。 

2 回 ＣＰＵの設計（命令セット）について解説する。 



3 回 ＣＰＵの設計（データパス回路）について解説する。 
4 回 ＣＰＵの設計（制御回路）について解説する。 
5 回 設計ツール、Verilog について解説する。 
6 回 組み合わせ回路、順序回路の設計について解説する。 
7 回 設計演習（命令セット、全体構成）を実施する。 
8 回 設計演習（ＡＬＵ、レジスタファイル）を実施する。 
9 回 設計演習（制御レジスタ、メモリ）を実施する。 
10 回 設計演習（制御回路）を実施す 

準備学習 1 回 コンピュータ⼯学、論理回路の内容を復習すること。 
2 回 機械語命令について復習すること。 
3 回 ＣＰＵの構成、ＡＬＵについて復習すること。 
4 回 制御回路について復習すること。 
5 回 論理回路、ハードウェア記述言語について復習すること。 
6 回 設計ツールが手元で使えるように各自で環境を準備すること。 
7 回 課題の回路を設計すること。 
8 回 課題の回路を設計すること。 
9 回 課題の回路を設計すること。 
10 回 課題の回路を設計すること。 
11 回 課題の回路を設計すること。 
12 回 課題の回路を設計する 

 



年度 2014 
授業コード MTE03710 
成績評価 課題に対するレポート提出(100%)による。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 電子⼯学専攻(13〜) 
見出し MTE03710 システム最適化特論 
担当教員名 太⽥垣 博一 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード Optimization, Linear Programming, Nonlinear Programming 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 システム最適化特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTE03710 
実務経験のある教員  
達成目標 ①⼯学応用のための最適化問題を定式化することができる。 

②線形計画問題を解くためのアルゴリズムを作ることができる。 
③非線形計画問題を解くためのアルゴリズムを作ることができる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Engineering Optimization 
関連科目 制御⼯学特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 システム最適化の各種の方法を習得する。これにより，⼯学的なシステムデザイ

ンをすることができる能力を涵養する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 【Introduction to Engineering Optimization】 

Historical Development, Engineering Application, Mathematical Formulation of 
Optimization Problems 
2 回 【Classical Optimization Techniques】 
Single Variable Optimization, Multivariable Optimization with No Constr 

準備学習  



 



年度 2014 
授業コード MTE03910 
成績評価 演習（30％）、試験（70％）により評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 電子⼯学専攻(13〜) 
見出し MTE03910 応用制御⼯学特論 
担当教員名 笠 展幸 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 安定性、補償器 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用制御⼯学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 堀洋一・大⻄公平 共著「制御⼯学の基礎」丸善 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード MTE03910 
実務経験のある教員  
達成目標 システム動特性の表現や、制御システムの安定性について理解し、モーションコ

ントロールと呼ばれる電気−機械の複合系の制御器の設計が可能になるように
する。 

受講者へのコメント  
連絡先 笠研究室（17 号館 5 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics in Applied Control Engineering 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 モータやロボットの制御・電力システム・電気自動車などの応用分野で使用され

る制御理論についての講義を行う。具体的には、システム動特性の表現や、制御
システムの安定性について説明した後、モーションコントロールと呼ばれる電気
−機械の複合系の制御器の設計を行う。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  制御⼯学の歴史 
3 回  システム動特性の表現（１） 
4 回  システム動特性の表現（２） 



5 回  制御システムの安定性（１） 
6 回  制御システムの安定性（２） 
7 回  制御システムの安定性（３） 
8 回  中間試験 
9 回  フィードバック制御系の基本特性（１） 
10 回  フィードバック制御系の基本特性（２） 
11 回  線形フィードバック系の補償（１） 
12 回  線形フィードバック系の補償（２） 
13 回  PID 補償器（１） 
14 回  PID 補償器（２） 
15 回  非線形系 

準備学習 1 回  学部での制御⼯学に関する講義を復習する 
2 回  古典制御、現代制御理論について復習する 
3 回  ラプラス変換について復習する 
4 回  伝達関数について復習する 
5 回  ラウスの方法について調べる 
6 回  根軌跡について調べる 
7 回  ナイキストの方法について調べる 
8 回  第７回目までの内容を復習する 
9 回  身の回りの自動制御器について調べる 
10 回  伝達関数での表現を理解する 
11 回  極配置を理解する 
12 回  補償器を設計できるようにする 
13 回  実際に PID 補償器を C 言語で作成する準 

 



年度 2014 
授業コード MTE04110 
成績評価 評価の配分は、中間レポート（30％）、定期試験（70％） 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 電子⼯学専攻(13〜) 
見出し MTE04110 制御⼯学特論 
担当教員名 クルモフ バレリー 
単位数 2 
教科書 適宜にプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 線形微分方程式、現代制御理論 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 制御⼯学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 F. W. Fairman, Linear Control Theory: The State Space Approach, John Willey & 

Sons, 1998. 
授業形態 講義 
注意備考 ※対話型学習システム（ http://shiwasu.ee.ous.ac.jp/matweb-cs/ ）の使い方を学

習することが必要である。線形微分方程式、ラプラス変換を理解しておくことが
必須である。C 言語について基礎知識が問われる。 

シラバスコード MTE04110 
実務経験のある教員  
達成目標 １）制御系の解析および基本的な設計ができる。２）行った解析・設計について

分かりやすく説明ができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 4F クルモフ研究室 val@ee.ous.ac.jp 086-256-9542 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Control Engineering 
関連科目 学部のときに習った数学、制御⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では、制御系の設計を重視し、システム制御理論と主な設計方法の理解を

目指す。具体的な内容は、状態空間表現、可制御性・可観測性、レギュレータ、
ＬＱＲ制御、オブザーバ、サーボ系の設計、ロバスト制御等について、多くの例
題を取り上げながら、講義をする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 「制御⼯学の概要」 

講義の進め方・評価方法を説明する。OHP・動画・シミュレーションを用いて、



制御⼯学の歴史・自動制御の意味および応用について述べる。 
2 回 「動的システムと状態方程式」 
状態方程式、システムの応答および伝達関数と状態方程式について説明する。 
3 回 「状態方程式の解とシステムの安定性理論」 
状態推移行列の重要な性質について復習をしてから状態方程式の解を導出して、
解析をする。次に、漸近安定性とシステムの極について述べ、リャプノフ方程式
と安定判別法を説明する。 
4 回 「リャプノフ安定性理 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んで、全体の流れを把握すること。対話型学習システム※
の使い方を理解する。 
2 回 微分方程式の解法を復習すること。制御⼯学で習った関連内容を復習する
こと。 
3 回 制御⼯学で習った関連内容を復習すること。 
4 回 1 回〜3 回の内容をよく復習すること。 
5 回 制御⼯学で習った関連内容を復習すること。 
6 回 制御⼯学で習った関連内容を復習すること。対話型学習システムを用いて、
システム応答性について調べること。 
7 回 与えられたレギュレータとオブザーバを設計し、対話型学習システムを用
いてシミュレ 

 



年度 2014 
授業コード MTE04210 
成績評価 輪講による課題発表 20%および課題提出 80%により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 電子⼯学専攻(13〜) 
見出し MTE04210 電子物性⼯学特論 
担当教員名 秋山 宜生 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。プリントおよび文献を用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード ナノワイヤー、格子欠陥⼯学、エネルギーバンド⼯学、光励起状態、量子閉じ込

め効果 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 アンケートなし 
科目名 電子物性⼯学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTE04210 
実務経験のある教員  
達成目標 格子欠陥⼯学とエネルギーバンド⼯学およびナノ材料⼯学について理解できる

基礎を養う。 
受講者へのコメント アンケートなし 
連絡先 研究室:17 号館 4 階、電子メール:akiyama@ee.ous.ac.jp、オフィスアワー:金曜日

7・8 時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 アンケートなし 
英文科目名 Advanced Solid State Engineering 
関連科目 電子物性特論 I, II 
次回に向けての改善変更予定 アンケートなし 
講義目的 エレクトロニクスの源泉を見つけるには、物質の性質を熟知することが必要であ

る。本講義では、格子欠陥を 制御することにより物質の特⻑を引き出す格子欠
陥⼯学および量子サイズ効果によりバンドギャップエネル ギーを変えるエネル
ギーバンド⼯学の⼯学的応用およびナノテクノロジーついて輪講する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 格子欠陥⼯学とエネルギーバンド⼯学およびナノテクノロジーの概観につ

いて解説する。 
2 回 結晶、半導体 の基礎、次元性結晶の基礎について解説する。 



3 回 次元性結晶の生成およびナノ結晶生成について解説する。 
4 回 次元性結晶およびナノ結晶の光学的性質について解説する。 
5 回 量子閉じ込め、量子サイズ効果について解説する。 
6 回 微結晶素子とその応用 について解説するとともに輪講を行う。 
7 回 微結晶素子とその応用 について解説するとともに輪講を行う。 
8 回 格子欠陥の生成、種類、 バンド構造について解 

準備学習 1 回 電子物性の基礎を復習しておくこと。 
2 回 結晶構造、半導体について物性の教科書の事項を見直しておくこと。バンド
の形成について物性の教科書の事項を見直しておくこと。 
3 回 配布資料を事前に読んでおくこと。 
4 回 配布資料を事前に読んでおくこと。 
5 回 配布資料を事前に読んでおくこと。 
6 回 配布資料を事前に読んでおくこと。 
7 回 これまで学んだ内容についてまとめておくこと。 
8 回 物質による光吸収の基礎について調べておくこと。 
9 回 吸収と発光の基礎事項について調べておくこと。 
10 回 量子力学の基礎 

 



年度 2014 
授業コード MTE04510 
成績評価 セミナーでの発表・討論および研究活動報告により、指導教員が総合的に評価を

行う。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 電子⼯学専攻(13〜) 
見出し MTE04510 特別研究Ⅰ 
担当教員名 河村 実生、垣谷 公徳、クルモフ バレリー、道⻄ 博行、笠 展幸、太⽥垣 

博一、 
単位数 3 
教科書 各指導教員に委ねる。 
アクティブラーニング  
キーワード 研究活動、能動的学習、セミナー、討論、プレゼンテーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各指導教員に委ねる。 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード MTE04510 
実務経験のある教員  
達成目標 電子⼯学における各分野の最先端の研究に触れ、実際に研究開発に携わること

で、創造力、思考力、人間力を育成する。具体的な到達目標としては、 
1. 研究課題に対する文献調査を含む調査研究ができること。 
2. 研究課題の社会的背景や調査研究を踏まえて、研究の展開を考えれること。 
3. 発表会、報告会において、論理的プレゼンテーションができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 各教員が指示する。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work I 
関連科目 具体的科目は各指導教員に委ねる。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 特別研究 I は、各教員の指導のもとに、電子⼯学に関する最先端の研究を行い、

修士論文としてまとめていくための研究を行う。これらの研究を通じ、技術者、
研究者として直面する問題を解決する能力、創造性などを養う。研究に当たって
は、最先端の理論、解法、実験技術などの情報を自主的に収集し、新規性に⼼が
け、自らの分野の専門知識を深めていくことに留意する。 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 指導教員の指導のもと、研究計画を立てること。 

 



年度 2014 
授業コード MTE04610 
成績評価 セミナーでの発表・討論および研究活動報告により、指導教員が総合的に評価を

行う。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 電子⼯学専攻(13〜) 
見出し MTE04610 特別研究Ⅱ 
担当教員名 河村 実生、垣谷 公徳、クルモフ バレリー、道⻄ 博行、笠 展幸、太⽥垣 

博一、 
単位数 3 
教科書 各指導教員に委ねる。 
アクティブラーニング  
キーワード 研究活動、能動的学習、セミナー、討論、プレゼンテーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 この講義は別途研究計画書を複数の教員でチェックしており授業アンケートは

実施していません。 
科目名 特別研究Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各指導教員に委ねる。 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード MTE04610 
実務経験のある教員  
達成目標 電子⼯学における各分野の最先端の研究に触れ、実際に研究開発に携わること

で、創造力、思考力、人間力を育成する。具体的な到達目標としては、 
1. 研究課題に対する文献調査を含む調査研究ができること。 
2. 研究課題の社会的背景や調査研究を踏まえて、研究の展開を考えれること。 
3. 発表会、報告会において、論理的プレゼンテーションができること。 

受講者へのコメント この講義は別途研究計画書を複数の教員でチェックしており授業アンケートは
実施していません。 

連絡先 各教員が指示する。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この講義は別途研究計画書を複数の教員でチェックしており授業アンケートは
実施していません。 

英文科目名 Thesis Work II 
関連科目 具体的科目は各指導教員に委ねる。 
次回に向けての改善変更予定 この講義は別途研究計画書を複数の教員でチェックしており授業アンケートは

実施していません。 
講義目的 特別研究 I は、各教員の指導のもとに、電子⼯学に関する最先端の研究を行い、



修士論文としてまとめていくための研究を行う。これらの研究を通じ、技術者、
研究者として直面する問題を解決する能力、創造性などを養う。研究に当たって
は、最先端の理論、解法、実験技術などの情報を自主的に収集し、新規性に⼼が
け、自らの分野の専門知識を深めていくことに留意する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 指導教員の指導のもと、研究計画を立てること。 

 



年度 2014 
授業コード MTE04710 
成績評価 セミナーでの発表・討論および研究活動報告により、指導教員が総合的に評価を

行う。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 電子⼯学専攻(13〜) 
見出し MTE04710 特別研究Ⅲ 
担当教員名 河村 実生、垣谷 公徳、クルモフ バレリー、道⻄ 博行、笠 展幸、太⽥垣 

博一、 
単位数 3 
教科書 各指導教員に委ねる。 
アクティブラーニング  
キーワード 研究活動、能動的学習、セミナー、討論、プレゼンテーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各指導教員に委ねる。 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード MTE04710 
実務経験のある教員  
達成目標 電子⼯学における各分野の最先端の研究に触れ、実際に研究開発に携わること

で、創造力、思考力、人間力を育成する。具体的な到達目標としては、 
1. 研究課題に対する文献調査を含む調査研究ができること。 
2. 研究課題の社会的背景や調査研究を踏まえて、研究の展開を考えれること。 
3. 発表会、報告会において、論理的プレゼンテーションができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 各教員が指示する。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work III 
関連科目 具体的科目は各指導教員に委ねる。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 特別研究 I は、各教員の指導のもとに、電子⼯学に関する最先端の研究を行い、

修士論文としてまとめていくための研究を行う。これらの研究を通じ、技術者、
研究者として直面する問題を解決する能力、創造性などを養う。研究に当たって
は、最先端の理論、解法、実験技術などの情報を自主的に収集し、新規性に⼼が
け、自らの分野の専門知識を深めていくことに留意する。 



対象学年 2 年 
授業内容  
準備学習 指導教員の指導のもと、研究計画を立てること。 

 



年度 2014 
授業コード MTE04810 
成績評価 セミナーでの発表・討論および研究活動報告により、指導教員が総合的に評価を

行う。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 電子⼯学専攻(13〜) 
見出し MTE04810 特別研究Ⅳ 
担当教員名 河村 実生、垣谷 公徳、クルモフ バレリー、道⻄ 博行、笠 展幸、太⽥垣 

博一、 
単位数 3 
教科書 各指導教員に委ねる。 
アクティブラーニング  
キーワード 研究活動、能動的学習、セミナー、討論、プレゼンテーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 この講義は別途研究計画書を複数の教員でチェックしており授業アンケートは

実施していません。 
科目名 特別研究Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各指導教員に委ねる。 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード MTE04810 
実務経験のある教員  
達成目標 電子⼯学における各分野の最先端の研究に触れ、実際に研究開発に携わること

で、創造力、思考力、人間力を育成する。具体的な到達目標としては、 
1. 研究課題に対する文献調査を含む調査研究ができること。 
2. 研究課題の社会的背景や調査研究を踏まえて、研究の展開を考えれること。 
3. 発表会、報告会において、論理的プレゼンテーションができること。 

受講者へのコメント この講義は別途研究計画書を複数の教員でチェックしており授業アンケートは
実施していません。 

連絡先 各教員が指示する。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この講義は別途研究計画書を複数の教員でチェックしており授業アンケートは
実施していません。 

英文科目名 Thesis Work IV 
関連科目 具体的科目は各指導教員に委ねる。 
次回に向けての改善変更予定 この講義は別途研究計画書を複数の教員でチェックしており授業アンケートは

実施していません。 
講義目的 特別研究 I は、各教員の指導のもとに、電子⼯学に関する最先端の研究を行い、



修士論文としてまとめていくための研究を行う。これらの研究を通じ、技術者、
研究者として直面する問題を解決する能力、創造性などを養う。研究に当たって
は、最先端の理論、解法、実験技術などの情報を自主的に収集し、新規性に⼼が
け、自らの分野の専門知識を深めていくことに留意する。 

対象学年 2 年 
授業内容  
準備学習 指導教員の指導のもと、研究計画を立てること。 

 



年度 2014 
授業コード MTE04910 
成績評価 課題発表 50%、質疑・討論の参加度 30%、レポート試験 20%により評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 電子⼯学専攻(13〜) 
見出し MTE04910 電子応用特論 
担当教員名 栗⽥ 満史 
単位数 2 
教科書 資料(電気主任技術者の理論分野のテキスト)を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 電気、磁気、計測 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電子応用特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎からの電磁気学／中川紀美雄ほか／日新出版／ 

学部で使用した電磁気学、センサ⼯学、電気電子計測等の教科書 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード MTE04910 
実務経験のある教員  
達成目標 ⼯学分野で基礎科目として重要である電磁気学の輪講、演習を通じて、電磁気学

の基礎知識と応用（電気主任技術者「理論分野」の解き方）を身につける。 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 4 階 栗⽥研究室 kurita@ee.ous.ac.jp オフィスアワー：水曜日 3-5 時

限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics in Applied Electronic Engineering 
関連科目 電磁気学、センサ⼯学、電子物性 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本授業では、学部で学んだ電磁気学、電気材料の基礎知識の確認、および電磁気

学の⼯学応用に関する基礎事項を習得することを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 学部の電磁気学の復習をかねて電場、電気力線、電位についての概念を説明

し、電気主任技術者（第１種・第２種）の国家試験程度の演習問題を解いていく。 
2 回 クーロンの法則及び導体の性質についての概念を説明した後、受講者が電
気主任技術者（第１種・第２種）の国家試験程度の演習問題を解いて、その解法
を説明、議論する。 



3 回 種々の導体形状の電場と電位について説明した後、受講者が電気主任技術
者（第１種・第２種）の国家試験程度の演習問題を解いて、その解法を説明、議
論する。 
4 回 損失のある平行電極コンデンサについて 

準備学習 本授業では、電磁気学の⼯学応用に関する基礎事項を、講義形式だけでなく、全
員で専門書（テキスト、配布資料）を読みながら理解をしてゆく輪講形式（課題
発表または演習）と講義形式の複合型で進めるので、輪講（課題発表）時には、
各自、担当箇所の内容を必ず予習し、授業の準備をしておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード MTE05010 
成績評価 テスト(60％） レポート（40％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 電子⼯学専攻(13〜) 
見出し MTE05010 光伝送論 
担当教員名 信吉 輝己 
単位数 2 
教科書 光導波路解析入門／薮／森北出版 
アクティブラーニング  
キーワード 光ファイバー、屈折率、光導波路、光伝搬シミュレーション、分布屈折率、モー

ド理論、半導体レーザ、波動方程式、光変調、ベクトル解析、光検出、光増幅器、
光干渉、MMI、光集積回路、光アイソレータ、フォトニック結晶、光伝送方式、
光多重化方式 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 光伝送論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 光ファイバ通信入門 第 4 版／末松、伊賀／オ−ム社 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード MTE05010 
実務経験のある教員  
達成目標 光ファイバーや光デバイス等の光伝搬評価を行うことが出来るようになること。

様々な通信用光デバイスやセンサーデバイスの特性について理解し、所望の特性
を有するデバイスの設計を行うことが出来るようになること。光電磁波に対する
波動方程式を用いた設計評価を行うことが出来るようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 4 階 信吉研究室 086-256-9560 nobuyosi＠ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Light Transmission Optics 
関連科目 光伝送論、応用電波⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 光デバイスや光センサなどの光導波路内の光伝搬において、その伝搬特性の設

計、評価に必要不可欠な光電磁波のシミュレーションの基礎知識を理解する。本
講義では、マクスウェルの方程式を基礎にした波動方程式を理解し、光導波路の
種類やその特性、光デバイスの構成や特性等の要素技術について解説し、光電磁
波のシミュレーション解析について幅広く理解することを目的とする。 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 光伝搬の概要について講述する。 

2 回  マクスウェルの方程式について講述する。 
3 回 光導波路のモードについて講述する。 
4 回 モードの直交性について講述する。 
5 回 導波路の結合について講述する。 
6 回 等価屈折率法について講述する。 
7 回 ビーム伝搬法について講述する。 
8 回 モード結合理論について講述する。 
9 回 合分波用導波路について講述する。 
10 回 導波路型回折格子について講述する。 
11 回 FDTD 法について講述する。 
12 回 時間領域解法について講述する。 
13 回 異方性媒質について 

準備学習 1 回 光伝搬について学部時代の学習内容を復習しておくこと 
2 回 光の伝搬を表す式について光電磁波⼯学などの学部時代の学習内容を復習
しておくこと 
3 回 光導波路の特性について Web や図書館などで調べてみておくこと 
4 回 直交関数系について、Web や図書館などで調べておくこと 
5 回 関数の畳み込み、相反性について、Web や図書館などで調べておくこと 
6 回 光導波路の伝送特性について、Web や図書館などで調べておくこと 
7 回 半導体レーザについて、学部時代の学習内容を復習しておくこと 
8 回 光回路と光コンポーネ 

 



年度 2014 
授業コード MTE05110 
成績評価 ２回の課題提出により成績評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 電子⼯学専攻(13〜) 
見出し MTE05110 集積回路特論 
担当教員名 道⻄ 博行 
単位数 2 
教科書 適宜資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード ハードウェア記述言語、検査容易化設計 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 集積回路特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ＶＬＳＩとデジタル信号処理／谷萩隆嗣／コロナ社 

デジタル集積回路／小林隆夫・高⽊茂孝／昭晃堂 
ＶＨＤＬで学ぶディジタル回路設計／吉⽥たけお・尾知 博／ＣＱ出版 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTE05110 
実務経験のある教員  
達成目標 VHDL を使って簡単な回路設計ができること。 
受講者へのコメント 課題レポート（２回実施）により、成績評価だけでなく、理解度の把握も行って

おりますので、できるだけもれなく課題提出してください。 
連絡先 道⻄研究室 17 号館５階 mitinisi＠ee.ous.ac.jp,086-256-9728 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ディジタル回路 I,同 II を受講していない場合には、これらの予習が必須となりま
すので、これにより理解度がかなり異なります。 

英文科目名 Topics in Integrated Circuits 
関連科目 計算機特論 
次回に向けての改善変更予定 復習を兼ねてディジタル回路 I（学部 2 年次）,同 II（学部 3 年次）および電子デ

バイス⼯学（学部 3 年次）の範囲の演習を 
増やすことで、理解度の向上を図りたい。 

講義目的 学部で習ったデジタル回路の基礎理論を復習しながら、集積回路技術を学ぶ。併
せて、集積回路の実装技術や高信頼化技術の紹介をする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  デジタル回路の設計プロセスについて解説する。 

2 回  ハードウェア記述言語と設計自動化について解説する。 



3 回  基本ゲート回路について解説する。 
4 回  論理回路と論理式について解説する。 
5 回  論理関数の簡単化について解説する。 
6 回  論理圧縮について解説する。 
7 回  組合せ回路とＶＨＤＬ記述について解説する。 
8 回  順序回路とＶＨＤＬ記述について解説する。 
9 回  ＶＬＳＩ設計技術（前⼯程）について解説する。 
10 回  ＶＬＳＩ設計技術（後行程）について解説する。 
11 回  ＶＬＳＩ 

準備学習 1 回 学部講義「ディジタル回路Ⅰ」「ディジタル回路Ⅱ」を復習しておくこと。 
2 回 配布資料の当該箇所をよく読んでおくこと。また、前回の内容を整理してお
くこと。 
3 回 配布資料の当該箇所をよく読んでおくこと。また、前回の内容を整理してお
くこと。 
4 回 配布資料の当該箇所をよく読んでおくこと。また、前回の内容を整理してお
くこと。 
5 回 配布資料の当該箇所をよく読んでおくこと。また、前回の内容を整理してお
くこと。 
6 回 配布資料の当該箇所をよく読んでおくこと。また、前回の内容を整理してお
くこと。 
7 回 配布資料 

 



年度 2014 
授業コード MTE05210 
成績評価 テスト(60％） レポート（40％） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 電子⼯学専攻(13〜) 
見出し MTE05210 電磁波動論 
担当教員名 信吉 輝己 
単位数 2 
教科書 光導波路解析入門／薮／森北出版 
アクティブラーニング  
キーワード 光ファイバー、屈折率、光導波路、光伝搬シミュレーション、分布屈折率、モー

ド理論、半導体レーザ、波動方程式、光変調、ベクトル解析、光検出、光増幅器、
光干渉、MMI、光集積回路、光アイソレータ、フォトニック結晶、光伝送方式、
光多重化方式 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電磁波動論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 光ファイバ通信入門 第 4 版／末松、伊賀／オ−ム社 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード MTE05210 
実務経験のある教員  
達成目標 光ファイバーや光デバイス等の光伝搬評価を行うことが出来るようになること。

様々な通信用光デバイスやセンサーデバイスの特性について理解し、所望の特性
を有するデバイスの設計を行うことが出来るようになること。光電磁波に対する
波動方程式を用いた設計評価を行うことが出来るようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 4 階 信吉研究室 086-256-9560 nobuyosi＠ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Theory of Electromagnetic Field 
関連科目 光伝送論、応用電波⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 光デバイスや光センサなどの光導波路内の光伝搬において、その伝搬特性の設

計、評価に必要不可欠な光電磁波のシミュレーションの基礎知識を理解する。本
講義では、マクスウェルの方程式を基礎にした波動方程式を理解し、光導波路の
種類やその特性、光デバイスの構成や特性等の要素技術について解説し、光電磁
波のシミュレーション解析について幅広く理解することを目的とする。 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 光伝搬の概要について講述する。 

2 回  マクスウェルの方程式について講述する。 
3 回 光導波路のモードについて講述する。 
4 回 モードの直交性について講述する。 
5 回 導波路の結合について講述する。 
6 回 等価屈折率法について講述する。 
7 回 ビーム伝搬法について講述する。 
8 回 モード結合理論について講述する。 
9 回 合分波用導波路について講述する。 
10 回 導波路型回折格子について講述する。 
11 回 FDTD 法について講述する。 
12 回 時間領域解法について講述する。 
13 回 異方性媒質について 

準備学習 1 回 光伝搬について学部時代の学習内容を復習しておくこと 
2 回 光の伝搬を表す式について光電磁波⼯学などの学部時代の学習内容を復習
しておくこと 
3 回 光導波路の特性について Web や図書館などで調べてみておくこと 
4 回 直交関数系について、Web や図書館などで調べておくこと 
5 回 関数の畳み込み、相反性について、Web や図書館などで調べておくこと 
6 回 光導波路の伝送特性について、Web や図書館などで調べておくこと 
7 回 半導体レーザについて、学部時代の学習内容を復習しておくこと 
8 回 光回路と光コンポーネ 

 



年度 2014 
授業コード MTE05310 
成績評価 課題提出レポートによる．100% 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 電子⼯学専攻(13〜) 
見出し MTE05310 応用電波⼯学 
担当教員名 松永 誠＊ 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード 分布定数線路 伝搬モード 偶・奇モード励振法 多端子回路網解析アンテナ  

アンテナ給電系 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用電波⼯学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中島将光，”マイクロ波⼯学”，森北出版 

内藤喜之，”マイクロ波・ミリ波⼯学”，コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTE05310 
実務経験のある教員  
達成目標 ・マイクロ波伝送路の伝搬特性にもとづいて、マイクロ波回路素子の機能を理解

できること． 
・多端子回路網解析法によるマイクロ波回路の電気設計、解析ができること． 
・衛星通信，レーダなどの応用電波システムのアンテナ給電系の基本動作原理を
理解できること． 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Applied Microwaves 
関連科目 マイクロ波回路 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 IT 社会で主要な役割を果たす移動体通信、衛星通信や宇宙船との通信、電波セン

サとしてのレーダなど電波を応用した機器・システムは現代の社会に不可欠にな
っている。このシステムを支えるキー技術がマイクロ波・アンテナ技術である。
電波応用⼯学では、レーダシステムで採用されているマイクロ波・アンテナ技術
の開発の流れを追いながら、そこで用いられている要素技術である伝送線路、分



配・結合線路、アンテナおよび給電回路、さらに、多端子を含む各種マイクロ波
回路の回路解析法、システムを左右する FET 増幅器などのキーデバイスや衛星
通信 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 電波を用いたシステム例を説明し、学習内容との関係を説明する． 

2 回 電波の伝送で基本となる分布定数線路の表現と解析方法について学習する． 
3 回 分布定数線路の伝搬特性．進行波，定在波について理解する． 
4 回 マクスウエルの方程式と、その物理的な意味、電波⼯学への応用について学
習する． 
5 回 一様導波路を伝搬する波動の基本方程式，および平面波について学習する． 
6 回 方形導波管の解析をとおして電磁界分布、伝搬モード、電波エネルギーの伝
わり方について学習する． 
7 回 広く使用されているマイクロストリップ 

準備学習 1 回 身近にある電波システムにどのようなものが有るか考えておくこと． 
2 回 線形微分方程式の解法について復習しておくこと． 
3 回 前回の復習をしておくこと． 
4 回 ベクトル解析の復習をしておくこと． 
5 回 マクスウエルの方程式の復習、複素表示と位相の関係を確認しておくこと． 
6 回 電磁界の金属壁面に対する境界条件について考えておくこと． 
7 回 分布定数線路の伝搬特性と境界条件について復習しておくこと． 
8 回 F 行列、散乱行列について復習しておくこと． 
9 回 ２端子対回路網の行列表示について復習しておくこと 

 



年度 2014 
授業コード MTE05410 
成績評価 提出課題で評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 電子⼯学専攻(14〜) 
見出し MTE05410 電子物性基礎論 
担当教員名 河村 実生 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電子物性基礎論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTE05410 
実務経験のある教員  
達成目標 超伝導ワイヤーの応用において重要な交流損失の現象を定性的に理解できるよ

うになる。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Foundations of Solid State Electronics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 超伝導体に関する基本的な実験事実、理論的背景を学び、磁束ピンニングなど超

伝導体の応用に重要な現象や超伝導デバイスなどの応用例について学習する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 前回の講義について復習を行い、当日の講義か所についてあらかじめ予習を行

い、理解困難な個所について、あらかじめ特定を行う。 
 



年度 2014 
授業コード MTE05510 
成績評価 レポート(10%)、課題発表(60%)、試験(30%) 
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 電子⼯学専攻(14〜) 
見出し MTE05510 電子物性特論 
担当教員名 萬本 義徳 
単位数 2 
教科書 C.P.Slicter:「Principles of Magnetic Resonance」(Springer) の３章 
アクティブラーニング  
キーワード dipole interaction, local field, Zeeman energy, raising operator, lowering operator, 

second moment, matrix element, trace 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電子物性特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 関連する文献は適宜配布する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTE05510 
実務経験のある教員  
達成目標 磁気双極子相互作用を A〜F の項に別けた形式で Hamiltonian が導けること。

A〜F の項の物理的意味が理解出来ること。能率の方法が理解出来、マトリック
スの計算が出来ること。能率の方法により局所場についての式が導けること。具
体例について局所場が計算出来ること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 原子核は磁気モーメントを持っており、そのため原子核間には磁気的相互作用が

生じる。結晶は原子が規則的に配列した集団と見なせるから、この相互作用の結
果は局所磁場の概念で取り扱われる。個々の原子間の相互作用を計算するには
個々の原子の状態に対する波動関数の情報が必要であるが、波動関数についての
知見なしに局所場を求める方法が Van Vleck によって提案された有名な 
Second Moments の方法である。本講義ではこの方法と応用の詳細を述べる 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容  
準備学習 １回  磁気双極子相互作用のエネルギーを古典的な方法で導いておくこと。  

２回  与えられた範囲を英訳し、dipolar Hamiltonian の式を導くこと。  
３回  与えられた範囲を英訳し、dipolar Hamiltonian の式を昇降演算子を用い
て A〜F の項に分けて表示すること。  
４回  与えられた範囲を英訳し、A〜F 項の物理的内容を考えておくこと。  
５回  与えられた範囲を英訳し、moment 方法について考えておくこと。  
６回  与えられた範囲を英訳し、簡単なマトリックスの計算に慣 

 



年度 2014 
授業コード MTE05610 
成績評価 最終試験には実際にプログラム作成を課しその結果により評価するが、輪講を行

うので出席は必須である。また、実習課題の提出が無い場合、欠席と見なす。最
終試験の結果が 60%以上を合格とする。 

曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 電子⼯学専攻(14〜) 
見出し MTE05610 情報処理基礎演習 
担当教員名 垣谷 公徳 
単位数 2 
教科書 教科書は特に指定しないが、初回講義時に教科書として使用するドキュメント類

の URI を指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード オブジェクト指向言語, python, Scientific python, Visual tool kit 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報処理基礎演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に随時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 CD 起動の Linux の CD イメージは配布するが、自ら CD を作成する環境が必要

である。環境が用意できない学生は担当教員の研究室の機器の使用を許可するの
で申し出よ。また、実習では Linux システムをコマンドラインで使用できること
が必要である。 

シラバスコード MTE05610 
実務経験のある教員  
達成目標 プログラミング言語 Python を用いて、簡単な科学・数学計算およびコンピュー

タグラフィックスのサンプルプログラムを作成し実行できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 3F 垣谷研究室 オフィスアワー: 金曜日 15:00-17:00 

E-mail: kimi@ee.ous.ac.jp 
Web: http://sstweb.ee.ous.ac.jp/ 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 情報処理特論Ⅱ、計算機特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近代プログラミングにおいては、高水準言語における構造化の概念と理解するこ

とは必須課題であり、これに加えて近年はオブジェクト指向のプログラミングス



タイルに習熟することが必要となっている。本講義ではオブジェクト指向プログ
ラミングが可能で、汎用性、実用性に優れた python を例に、オブジェクト指向
を取り入れた構造化プログラミングの習得を目指す。講義は 9 学舎 1 階での実習
と講義室での輪講とからなり、実習では CD 起動の Linux システムを用いてプロ
グラムの開発を行う。輪読は、python のチュートリアルや言語仕様につ 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  構造化言語とオブジェクト指向プログラミングについて説明する。 

2 回  実行環境についてゼミ形式の発表を行う。 
3 回  実行環境に関する実習を行う。 
4 回  データ構造についてゼミ形式の発表を行う。 
5 回  データ構造に関する実習を行う。 
6 回  制御構造についてゼミ形式の発表を行う。 
7 回  制御構造に関する実習を行う。 
8 回  関数についてゼミ形式の発表を行う。 
9 回  関数に関する実習を行う。 
10 回  クラスについてゼミ形式の発表を行う。 
11 回  クラスに関する実習を行う。 
12 回  科学 

準備学習 1 回 c 言語について復習をしておくこと。 
2 回 配布資料をよく読み「実行環境」について発表できるようまとめておくこ
と。 
3 回 配布した CD イメージから起動用 CD-R を作成し、大学の実習室で実行環
境を起動できるようにしておくこと。 
4 回 配布資料をよく読み「データ構造」について発表できるようまとめておくこ
と。 
5 回 配布資料中の「データ構造」に関するサンプルプログラムを実行できるよう
用意すること。 
6 回 配布資料をよく読み「制御構造」について発表できるようまとめておくこ
と。 
7 回 配布資料中の「制御構造」に 

 



年度 2014 
授業コード MTE05710 
成績評価 講義の後半は輪読形式により進めるので、担当分のプレゼンテーション内容によ

り評価する。レポートを課す場合には、これも加味する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 電子⼯学専攻(14〜) 
見出し MTE05710 情報処理特論 
担当教員名 道⻄ 博行 
単位数 2 
教科書 プリント配布を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 形式言語、オートマトン 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 アンケートを実施していない。 
科目名 情報処理特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 オートマトン・形式言語と計算論／福村晃夫・稲垣康善／岩波著店 

形式言語と有限オートマトン入門／小倉久和／コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTE05710 
実務経験のある教員  
達成目標 状態推移図の簡略化および非決定性状態推移図を決定性状態推移図に変換でき

ること。 
受講者へのコメント  
連絡先 道⻄研究室 17 号館５階 mitinisi＠ee.ous.ac.jp,086-256-9728 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 アンケートを実施していない。 
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 来年度から他の教員担当となる科目であるが、これまでの受講者の状況について

は、新担当者に連絡している。 
講義目的 論理回路設計のもととなるオートマトン理論をコンピュータによる記号処理系

としてとらえ、形式言語を中⼼にその理解を深めることを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション、数学的準備について解説する。 

2 回  写像(mapping)と関係について解説する。 
3 回  帰納的関数と帰納的集合および帰納的に加算な集合について解説する。 
4 回  形式言語について解説する。 



5 回  言語の生成について解説する。 
6 回  有限オートマトンについて解説する。 
7 回  決定性オートマトンについて解説する。 
8 回  非決定性オートマトンについて解説する。 
9 回  正規集合と正規言語について解説する。 
10 回  プッシュダウンオートマトンについて解説する。 
11 回 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。集合演算について
予習しておくこと。 
2 回 一般的な写像について理解しておくこと。 
3 回 有限集合と無限集合の違いについて理解しておくこと。 
4 回 文法による語の生成について予習しておくこと。 
5 回 生成系における生成ルールについて復習しておくこと。 
6 回 受理系としてのオートマトンについて予習しておくこと。 
7 回 オートマトンにおける状態推移について予習しておくこと。 
8 回 決定性オートマトンの状態推移動作を理解しておくこと。 
9 回 決定性オートマ 

 



年度 2014 
授業コード MTJ00910 
成績評価 課題提出（７０％）とプレゼンテーション（３０％）を実施し、総計で６０％以

上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報⼯学専攻(13〜) 
見出し MTJ00910 応用時系列解析特論 
担当教員名 南原 英生 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用時系列解析特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「ランダムデータの統計的処理」得丸英勝他訳、培風館「ADAPTIVE SIGNAL 

PROCESSING」Bernard Widrow, Samuel D.Stearns, Prentice-Hall, Inc. 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTJ00910 
実務経験のある教員  
達成目標 ①得られた実験データに対して χ2 検定を行い、ガウス性の検定ができる。 

②低次の FIR フィルタに対して Wiener-Hopf の最適解が求められる。 
③低次の FIR フィルタに対して LMS アルゴリズムに基づいて最適解が求められ
る。 
④関連した論文を読んで、重要なポイントが理解できる。 
⑤興味を持った学術的な内容について自ら調べ、発表することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 18 号館 1 階南原研究室 hideo@ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Applied Time Series Analysis 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼯学の分野において、時間の経過とともにその値が不規則に変動するようなデー

タを取り扱う必要がしばしば生じる。本講義では、そのような時系列データの処
理法を理解するとともに、統計学的な考え方について学ぶ。また、音響関係への
応用や適応信号処理についても講義する。さらに、確率過程論、時系列予測、情



報欠損問題、極値問題などに関する最近の論文を解説し、研究内容の討論を行う。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方について説明する。統計的基礎概念、パ

ラメータ推定いついて説明する。 
2 回 本講義に必要な確率分布について説明する。具体的には、正規分布、χ2 分
布、F 分布、Student の t 分布について説明する。 
3 回 「推定」の考え方について解説し、信頼区間について説明する。 
4 回 「検定」の考え方について解説し、仮説検定について説明する。 
5 回 χ2 検定について説明し、正規性の検定に関する演習を行う。 
6 回 不規則過程の解析を行う上での基礎的な考え方や内容について説明する。 
7 回 

準備学習 1 回 確率・統計の基礎的な内容について復習しておくこと。 
2 回  正規分布など、基本的な確率密度関数について調べておくこと。 
3 回 中⼼極限定理について調べておくこと。正規分布、χ2 分布について復習し
ておくこと。 
4 回 「第 1 種の誤り」、「第 2 種の誤り」について理解しておくこと。 
5 回 ヒストグラム、有意水準について調べておくこと。 
6 回 確定的データの分類について調べておくこと。また、ランダムデータはどの
ように取り扱われているかについて調べ、考えておくこと。 
7 回 確率密度関数、相関関数、周波数スペクト 

 



年度 2014 
授業コード MTJ01010 
成績評価 2 回の演習レポート，各 50%により成績を評価する。 

2 回の演習レポート点数の総計 60%以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報⼯学専攻(13〜) 
見出し MTJ01010 画像処理特論 
担当教員名 大倉 充 
単位数 2 
教科書 適宜，プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容に記載 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 画像処理特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 情報⼯学科 2 年生対象『画像処理と CG』講義ノート 

情報⼯学科 3 年生対象『情報処理実験』指導書 
Open CV プログラミングブック／奈良先端科学技術大学院大学 Open CV プロ
グラミングブック制作チーム／毎日コミュニケーションズ 

授業形態 講義 
注意備考 情報⼯学科 2 年生対象講義『画像処理と CG』を受講していることが望ましい。

また課題のレポート作成ではプログラミングが必要となるので，C, Java, VB な
どの言語を用いてプログラムを作成できなくてはならない（演習では C 言語を
用いる）。なお，演習は情報⼯学科第 2 実習室（4 号館 2 階）で行う。 

シラバスコード MTJ01010 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 画像からの特徴抽出法の一つである数理的特徴抽出法を理解すること。 

(2) 画像の領域分割処理におけるクラスターとクラスター生成法を理解するこ
と。 
(3) 画像からの形状抽出処理の一つである Hough 変換の原理を理解すること。 
(4) Open CV の使用法を修得し，基本的な画像処理アルゴリズムを C 言語によ
り具体化できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 大倉 充：大倉研究室 18 号館 2 階 ohkura＠ice.ous.ac.jp 

オフィスアワー 月・⽊：昼休み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Image Processing 



関連科目 学部講義：画像処理と CG，情報処理実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 画像処理に関する事項の中でも，特にパターン認識処理を行うために必要とな

る，画像からの数理的な特徴抽出法と領域分割法，および画像からの形状抽出処
理の一つである Hough 変換に関して説明する。また領域分割法を含む画像処理
の基本技法に関しては，Open CV（画像処理ライブラリ）を用いて演習を行う。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 パターン認識処理の概要を文字認識処理を題材として説明する。 

パターン認識とは・文字認識処理（歴史的背景・概要・棄却処理・文字認識手法
の基本的な分類） 
2 回 基本的なパターン認識法について説明する。 
特徴ベクトルと特徴空間・線形分離可能・最近傍法・特徴抽出法 
3 回 パターン認識・メディア理解分野における最新研究動向について説明する。 
人間の行動の認識・画像情報からの有意情報の抽出・一般情景内に存在する文字
の認識 
4 回 特徴抽出法の一つである数理的特徴抽出法について説明する（第 1 回目）。 
数理的特徴抽出 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 第 1 回に配布した講義資料を読んでおくこと。 
3 回 第 2 回に配布した講義資料を読んでおくこと。 
4 回 ベクトルの基礎的な演算を復習しておくこと。 
5 回 固有値と固有ベクトルについて復習し，3×3 行列の固有値・固有ベクトル
の計算ができるようにしておくこと。 
6 回 第 5 回の講義内容を理解しておくこと。 
7 回 学部講義『画像処理と CG』で配布された講義ノート中の「2 値画像処理」
に関する箇所を読んでおくこと。 
8 回 第 7 回講義内容を理解しておくこと。 
9 回 

 



年度 2014 
授業コード MTJ01110 
成績評価 数回の課題提出（４０％）と最終口頭発表（６０％）によって評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報⼯学専攻(13〜14) 
見出し MTJ01110 計算機⼯学特論 
担当教員名 小畑 正貴 
単位数 2 
教科書 資料配布 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 計算機⼯学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 パターソン・ヘネシー 「コンピュータの構成と設計 上・下」 

Verilog 関連図書 
授業形態 講義 
注意備考 受講するためには、論理回路、ハードウェア記述言語、コンピュータ⼯学の基礎

知識が必須である。 
シラバスコード MTJ01110 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）機械語命令の構成、高級言語との関係が理解できる。 

（２）ＣＰＵの構成と設計手順が理解できる。 
（３）ハードウェア記述言語によって簡単なＣＰＵを設計でき、シミュレーショ
ンで動作が説明できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 １８号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Computer Architecture 
関連科目 （学部）論理回路、コンピュータ⼯学、コンパイラ、情報⼯学実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ＣＰＵの構成と動作を深く理解することは、ハードウェア開発にはもちろん、ソ

フトウェア開発においても重要である。本講義では、ＣＰＵの構成と動作、設計
手法、高速化技術に関する講義と演習（ＣＰＵの設計）を行う。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 ＣＰＵの構成、設計手順について解説する。 

2 回 ＣＰＵの設計（命令セット）について解説する。 



3 回 ＣＰＵの設計（データパス回路）について解説する。 
4 回 ＣＰＵの設計（制御回路）について解説する。 
5 回 設計ツール、Verilog について解説する。 
6 回 組み合わせ回路、順序回路の設計について解説する。 
7 回 設計演習（命令セット、全体構成）を実施する。 
8 回 設計演習（ＡＬＵ、レジスタファイル）を実施する。 
9 回 設計演習（制御レジスタ、メモリ）を実施する。 
10 回 設計演習（制御回路）を実施す 

準備学習 1 回 コンピュータ⼯学、論理回路の内容を復習すること。 
2 回 機械語命令について復習すること。 
3 回 ＣＰＵの構成、ＡＬＵについて復習すること。 
4 回 制御回路について復習すること。 
5 回 論理回路、ハードウェア記述言語について復習すること。 
6 回 設計ツールが手元で使えるように各自で環境を準備すること。 
7 回 課題の回路を設計すること。 
8 回 課題の回路を設計すること。 
9 回 課題の回路を設計すること。 
10 回 課題の回路を設計すること。 
11 回 課題の回路を設計すること。 
12 回 課題の回路を設計する 

 



年度 2014 
授業コード MTJ01810 
成績評価 レポートによる 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報⼯学専攻(13〜) 
見出し MTJ01810 符号理論特論 
担当教員名 麻谷 淳 
単位数 2 
教科書 資料配布 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 符号理論特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Shu Lin, Daniel J.Costello,Jr.: Error Control Coding, Pearson EducationWilliam E. 

Ryan, Shu Lin: Channel Codes, Cambridge University PressW.Wesley Peterson, 
E.J.Weldon,Jr.: Error-Correcting Codes, MIT Press 和⽥山正：誤り訂正技術の基
礎，森北出版 

授業形態 講義 
注意備考 英語の文献を読むため，英和辞典を持ってくること． 
シラバスコード MTJ01810 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）線形ブロック符号の構成方法について理解する． 

（２）効率的な符号化，復号法を実現するための理論について理解を深める． 
（３）簡単な線形ブロック符号を用いて符号化ができる． 
（４）線形ブロック符号の復号法の誤り制御性能の評価ができる． 

受講者へのコメント 積極的に取り組む学生が多く良かった。 
連絡先 20 号館 3 階 麻谷研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし。 
英文科目名 Advanced Coding Theory 
関連科目 情報ネットワーク特論，ワイヤレスシステム特論 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 ディジタル情報の伝送，蓄積のときに生じる誤りを検出・訂正するための理論が

符号理論である．今日，⼯学的に広く応用され，様々な情報・通信システムの信
頼性向上に大きく貢献している．この講義では，線形ブロック符号について，誤
り検出・誤り訂正符号の構成法，符号化，復号法等について基礎的知識を習得す
ることを目的とする． 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 誤り訂正符号の基礎概念 

2 回 なぜ誤りの訂正・検出ができるのか 
3 回 通信路モデルと符号の種類 
4 回 １誤り訂正（７，４）ハミング符号 
5 回 ハミング距離と誤り訂正・検出の原理 
6 回 線形符号とパリティ検査行列 
7 回 線形符号の生成行列，符号化と復号法 
8 回 シフトレジスタを使った符号器と復号器 
9 回 多項式表現と巡回符号，ガロア体 
10 回 巡回符号の符号化と復号 
11 回 ガロア体上の多項式と符号の根 
12 回 ２重誤り訂正ＢＣＨ符号 
13 回 ＢＣＨ符号の符号化と復号 
14 回 リード・ソロモン符号 
1 

準備学習 1 回 線形代数の復習をしておくこと． 
2 回 第 1 回の復習をしておくこと． 
3 回 確率・統計の復習をしておくこと． 
4 回 通信路モデルの復習をしておくこと． 
5 回 ハミング符号の復習をしておくこと． 
6 回 第 5 回の内容を復習しておくこと． 
7 回 線形符号について復習しておくこと． 
8 回 第 7 回の内容について復習しておくこと． 
9 回 第 8 回の内容について復習しておくこと． 
10 回 巡回符号について調べておくこと． 
11 回 ガロア体について予習しておくこと． 
12 回 BCH 符号について調べておくこと． 
13 回 

 



年度 2014 
授業コード MTJ02610 
成績評価 演習レポート(50%)、最終課題(50%)の合計が 60%以上を合格とする。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報⼯学専攻(13〜) 
見出し MTJ02610 コンピュータグラフィックス特論 
担当教員名 島⽥ 英之 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画参照。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータグラフィックス特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 Java のプログラミング経験は問わないが、Ｃ言語を十分に習得し、基本的なデー

タ構造とアルゴリズムについての知識がある受講者を前提としている。実習形式
の講義を通じ、毎回相当量のプログラミングを課すので、履修の際には注意され
たい。※ 

シラバスコード MTJ02610 
実務経験のある教員  
達成目標 オブジェクト指向言語による実用的なプログラミング技術を身に付け、２次元お

よび３次元ＣＧの基本原理を理解し、２次元および３次元ＣＧ生成に必要なソー
スコードを自力で記述できることを目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 島⽥（英）研究室 18 号館 5 階 オフィスアワー月〜金昼 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Computer Graphics 
関連科目 画像処理特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コンピュータグラフィックスは、映像の制作のみならず、計算結果の可視化など

でもその威力を発揮する技術である。本講義では、２次元の直線や円弧の生成法
に始まり、３次元ＣＧの生成法に至るまでの各種技法について述べる。なお、プ
ログラムのソースレベルから完全に理解することを目的としているため、実際に
Java によるプログラミングを行いながら実習形式で講義を進める。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 Java 言語による開発環境の構築、Java 言語の基礎（１）を講義する。 
2 回 Java 言語の基礎（２）を講義する。 
3 回 ２次元ベクトルクラスの作成（１）を講義する。 
4 回 ２次元ベクトルクラスの作成（２）を講義する。 
5 回 点、直線、円弧の生成を講義する。 
6 回 ３次元ベクトルクラスの作成（１）を講義する。 
7 回 ３次元ベクトルクラスの作成（２）を講義する。 
8 回 ワイヤーフレームモデルのモデリングと描画を講義する。 
9 回 行列演算クラスの作成を講義する。 
10 回 マウスによるモデルの回転操作を講 

準備学習 1 回 Java 言語の特徴、各種開発環境について調査しておくこと。 
2 回 継承の概念について調査しておくこと。 
3 回 この回から本格的にプログラミングが始まる。クラスの概念について理解
しておくこと。 
4 回 前回の講義中に実装できなかった部分を完成させておくこと。 
5 回 ２次元ベクトルクラスを完成させ、テストデータで検証しておくこと。Java
のアプレットについて調査しておくこと。 
6 回 Bresenham の直線生成器を完成させ、テストデータで検証しておくこと。 
7 回 前回の講義中に実装できなかった部分を完成 

 



年度 2014 
授業コード MTJ02910 
成績評価 課題発表(50 点)とレポート(50 点)によって評価し，60 点以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報⼯学専攻(13〜) 
見出し MTJ02910 進化計算特論 
担当教員名 片山 謙吾 
単位数 2 
教科書 適宜，資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 組合せ最適化，遺伝的アルゴリズム，メタ戦略アルゴリズム，局所探索 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 進化計算特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 組合せ最適化−メタ戦略を中⼼として／柳浦睦憲・茨⽊俊秀／朝倉書店 

メタヒューリスティクスと応用／相吉英太郎・安⽥恵一郎 編著／電気学会 
授業形態 講義 
注意備考 上記の「関連科目」（学部講義）の基礎知識があることを前提とする。 
シラバスコード MTJ02910 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 組合せ最適化問題と実用問題との関連性について説明ができること 

(2) 進化計算手法や関連手法について説明ができること 
(3) クラス P と NP について説明ができること 
(4) 関連論文を理解し，その内容についてプレゼンテーションができること 
(5) 関連論文を理解し，数ページの論文・レポートとしてまとめ直すことができ
ること 

受講者へのコメント 様々な分野で適用・応用がすすめられている進化計算のおもしろさだけでなく，
その他関連する基礎的内容と，その基礎と応用，さらに適用・応用の具体例など
役立つ内容を講義しています。またプレゼンテーション能力の育成にも力を入れ
た講義になっています。 

連絡先 片山謙吾 研究室： 4 号館 2 階 オフィスアワー：火・⽊ 昼休み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Evolutionary Computation 
関連科目 学部講義： データ構造とアルゴリズム，プログラミング，情報数学，人⼯知能 
次回に向けての改善変更予定 2014 年度から，他専攻の学生も受講可能な講義となったため，前提となる知識

を説明することなど気をつけたいと思います。 
講義目的 ⼯学などの分野に現れる実用上重要な問題の多くは，組合せ最適化問題として定



式化される。この種の問題に対する代表的な手法として進化計算が注目されてい
る。進化計算とは，生物の遺伝・進化の過程を模倣することにより，最適化・学
習などの機能を計算機上で実現する問題解決戦略の総称である。進化計算法は，
従来の手法では解決が困難であった問題にも適用できる高いロバスト性を備え
ており，広範・多様な分野に応用されている。本講義では，進化計算の概要，主
要な適用対象である組合せ最適化問題とその計算困難性，⼯学などの実用問題と
の関連性 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 進化計算と最適化 

2 回 組合せ最適化問題と⼯学的実用問題 
3 回 グラフと計算量 
4 回 厳密解法と近似解法 
5 回 計算複雑性の理論 
6 回 進化計算法 1 遺伝的アルゴリズム 
7 回 進化計算法 2 様々な交叉操作 
8 回 進化計算法 3 進化的・遺伝的プログラミング 
9 回 進化計算法 4 群知能・アント最適化・PSO 
10 回 進化計算の関連手法 1 局所探索法 
11 回 進化計算の関連手法 2 メタ戦略アルゴリズム 
12 回 進化計算の関連手法 3 メタ戦略とその発展形 
13 回 関連論文の課題発表 
14 回 関連論文の課題発 

準備学習 1 回 進化の歴史について調べておくこと。 
2 回 組合せ最適化問題の特徴について調べておくこと。 
3 回 「データ構造とアルゴリズム」の内容（グラフと計算量）について学習して
おくこと。 
4 回 「データ構造とアルゴリズム」の内容（厳密解法と近似解法）について学習
しておくこと。 
5 回 クラス P，NP について調べておくこと。 
6 回 遺伝的アルゴリズムの特徴について調べておくこと。 
7 回 代表的な交叉操作について調べておくこと。 
8 回 進化的プログラミング，進化的戦略，遺伝的プログラミングについて調べて
おくこと。 
9 

 



年度 2014 
授業コード MTJ03010 
成績評価 レポート（５０％），試験（５０％）の合計点を 100 点とし，60 点以上を合格と

する． 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報⼯学専攻(13〜) 
見出し MTJ03010 情報ネットワーク特論 
担当教員名 小松 雅治 
単位数 2 
教科書 テキストを配布 
アクティブラーニング  
キーワード 情報ネットワーク，確率過程，マルコフ連鎖，離散時間待ち行列，ネットワーク

の性能評価 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報ネットワーク特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Ｍ． E. Woodward: Communication and Computer Networks, IEEE Computer 

Sosiety Press. 
授業形態 講義 
注意備考 テキストは英語なので，英語の辞書を持ってくること 
シラバスコード MTJ03010 
実務経験のある教員  
達成目標 確率の基礎をと確率過程を理解した上で，様々な離散時間待ち行列および離散時

間待ち行列ネットワークの解析技法を取得し，ネットワークの性能評価への応用
ができること． 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 3 階小松研究室．オフィスアワー：月 7，8 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Information Networks 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 情報ネットワークは IT 社会とか情報化社会と呼ばれる現代社会のインフラスト

ラクチャであり，その重要性は高まる一方である．本講義では，ネットワークを
設計する立場において重要なネットワークの確率モデル，特に，離散型待ち行列
によるモデル化と解析技法の理解，ならびに，その応用法を習熟することを目的
とする． 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 散時間待ち行列による解析を適用したネットワークの性能評価とその重要
性について説明する． 
2 回 事象の定義とその演算，確率の公理，条件付き確率，ベイズの公式，ランダ
ム変数について講述する． 
3 回 ランダム変数を特徴付ける確率分布関数，確率密度関数，モーメントについ
て説明し，更に，離散型確率変数に関する解析に用いられる⺟関数の定義，およ
び，⺟関数を用いたモーメントの導出法について講述する． 
4 回 ネットワークの性能解析に重要な確率分布として，一様分布，指数分布，幾
何分布，二項分布，ポアソン分布，正規分布 

準備学習 1 回 様々なネットワークを利用しているユーザの立場から，ネットワークの性
能とはどういうものかを考えておくこと 
2 回 学部の講義で学習した確率論の復習をしておくこと 
3 回 離散型および連続型の確率変数の分布とその特性とは何かを考えておくこ
と 
4 回 第 3 回の復習を行うとともに，具体的な確率分布にどのようなものがある
かを考えておくこと 
5 回 第 4 回の復習を行うとともに，ランダム変数が時間的に変動する確率過程
は，ネットワークの性能解析に重要である．その理由を考えておくこと 
6 回 ネットワークの性能解析ではマルコフ 

 



年度 2014 
授業コード MTJ03110 
成績評価 講義中に出す演習課題（３０％），提出課題(５０％)，最終レポート（２０％）に

より行う．60%以上で合格とする． 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報⼯学専攻(13〜) 
見出し MTJ03110 知識情報特論 
担当教員名 ⻄原 典孝 
単位数 2 
教科書 配布プリント 
アクティブラーニング  
キーワード 論理体系，推論，知識表現，導出原理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 知識情報特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する． 
授業形態 講義 
注意備考 集合論などの離散数学の基礎知識（学部授業の「情報数学Ⅱ」）があることを前提

とする． 
シラバスコード MTJ03110 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）命題論理の論理式の定義，意味論，公理体系について理解していること． 

（２）１階述語論理の論理式の定義，意味論，公理系について理解していること． 
（３）導出原理に基づく論理式上の推論が行なえること． 
（４）各種の様相論理の概要を理解していること． 
（５）高階論理，弱い論理の概要を理解していること． 
（６）日本語文の意味を形式的に分析して論じることができること． 

受講者へのコメント  
連絡先 18 号館 3 階 ⻄原研究室 nisihara＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Knowledge Information Engineering 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 計算機上で知識情報処理を実現するには，知識の表現および推論の仕方を厳密に

記述する必要がある．本講義では，様々な論理体系を取り上げ，論理による形式
的な知識の表現法および推論法に関して学ぶ． 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 授業概要，命題論理の構文，意味論について説明する。 
2 回 命題論理の同値関係，公理体系について説明する。 
3 回 命題論理の完全性，一階述語論理の構文，簡単な日本語文の表現について説
明する。 
4 回 一階述語論理の意味論，式の変換，公理体系について説明する。 
5 回 一階述語論理の完全性，一階述語論理による基本的な知識の表現法につい
て説明する。 
6 回 一階述語論理による知識の表現について説明する。 
7 回 導出原理に基づく推論手続き１：スコーレム標準形への変換について説明
する。 
8 回 導出原理に基づく推論手 

準備学習 1 回 離散数学の基礎（集合論など)，命題論理の真理値表に関して，学部時代に
学んだことを復習しておくこと。 
2 回 命題論理の構文，意味論について復習しておくこと。 
3 回 命題論理の公理体系について復習しておくこと。 
4 回 命題論理の構文，意味論，公理体系の３つの役割について復習しておくこ
と。 
5 回 命題論理の完全性について復習しておくこと。 
6 回 日本語文の意味を一階述語論理式で表せるか考えておくこと。 
7 回 一階述語論理の構文について復習しておくこと。 
8 回 スコーレム標準形について復習しておくこと。 
9 

 



年度 2014 
授業コード MTJ03210 
成績評価 ・レポート(70%)・課題発表(30%) 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報⼯学専攻(13〜) 
見出し MTJ03210 分散コンピューティング特論 
担当教員名 吉⽥ 誠 
単位数 2 
教科書 ・講義ノート、関連する文献を随時配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 分散コンピューティング特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 分散処理システム，真鍋義文，森北出版，2013；G.Coulouris, et al.／Distributed 

Systems Concepts and Design Fifth Edition／Addison-Wesley, 2012. 
授業形態 講義 
注意備考 オペレーティングシステム、データベース、ソフトウェア⼯学を履修しておくこ

とが望ましい。配布資料をもとに授業を行う。 
シラバスコード MTJ03210 
実務経験のある教員  
達成目標 分散システムの基本とその応用を理解し、システム設計の基本を身に付ける。 

・分散の利害得失を議論できる。 
・実際の分散システムの機構が把握できる。 
・分散システムの基本的設計ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 吉⽥研究室 18 号館２階 オフィスアワー：⽊７−８時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Distributed Computing 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 分散コンピューティングとは、一つの仕事を複数の独立したコンピュータで協力

して行う分散システム上で実行されるコンピューティングサービス、アプリケー
ションのことである。本講義では、基本ソフトウェア、ミドルウェア、分散アプ
リケーションを通して、分散コンピューティングのコアコンセプト、基本的技術、
実際の分散アプリケーションの構築について講義する。また、最近の分散コンピ
ューティングに関する文献を抽出し、その調査・発表を行う。 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションを実施する 

2 回 分散システムの概要について説明する 
3 回 分散システムアーキテクチャⅠについて説明する 
4 回 分散システムアーキテクチャⅡについて説明する 
5 回 ネットワークコミュニケーションについて説明する 
6 回 同時実行制御Ⅰ（分散排他制御）について説明する 
7 回 同時実行制御Ⅱ（分散デッドロック）について説明する 
8 回 分散システムの実際Ⅰについて説明する 
9 回 分散システムの実際Ⅱについて説明する 
10 回 トランザクション制御Ⅰ(ACID 特性)について説明する 
11 回 ト 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、全体構成を把握しておくこと 
2 回 集中と分散の相違、それぞれの利害得失について考えておくこと 
3 回 アーキテクチャについて文献を中⼼に調査しておくこと 
4 回 分散システムアーキテクチャに関する文献を読んでおくこと 
5 回 ネトワークプロトコルについて復習しておくこと 
6 回 排他制御について復習しておくこと 
7 回 デッドロックについて復習しておくこと 
8 回 ビジネスモデルについての文献を読み調べておくこと 
9 回 クラウドシステム、P2P システムの実際の例を調べておくこと 
10 回 トラン 

 



年度 2014 
授業コード MTJ03310 
成績評価 レポート 80％，課題発表 20％により成績を評価する。 

合計を 100 点に換算して評点とし，60 点以上を合格とする。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報⼯学専攻(13〜) 
見出し MTJ03310 並列処理特論 
担当教員名 上嶋 明 
単位数 2 
教科書 資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容に記載 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 並列処理特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 はじめての並列プログラミング／湯浅太一／共立出版：たのしくできる並列処理

コンピュータ／小畑正貴／東京電機大学出版局：並列処理技術／笠原博徳／コロ
ナ社 

授業形態 講義 
注意備考 C 言語によるプログラミングの能力が必要である。 
シラバスコード MTJ03310 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)各種並列処理方式の構成と動作について説明できる。 

(2)共有メモリ方式と分散メモリ方式について説明できる。 
(3)結合ネットワークの構成，中継方式，ルーティングについて説明できる。 
(4)自動並列化の方法について説明できる。 
(5)並列プログラミングの概略を説明できる。 
(6)P スレッド，OpenMP，MPI，SSE，CUDA，OpenCL による基礎的な並列プ
ログラムを記述できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 18 号館 3 階 上嶋研究室 086-256-9520 uejima＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Parallel Processing 
関連科目 計算機⼯学特論，分散コンピューティング特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 並列計算機は複数の演算器やプロセッサを同時に動かして処理能力を高めるも

のである。最近ではマルチコア CPU などの出現により特に並列処理技術の重要



性が増している。本講義では各種並列処理方式とプログラミングモデルの理解を
深め，実際に P スレッド，OpenMP，MPI，SSE，CUDA，OpenCL による並列
プログラミングを行う。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 並列処理概要について説明する。 

2 回 並列処理方式１について説明する。 
3 回 並列処理方式２について説明する。 
4 回 並列処理方式３について説明する。 
5 回 最新動向と関連した論文について解説する。 
6 回 最新動向と関連した論文について解説する。 
7 回 並列プログラミング概要について説明する。 
8 回 共有メモリ型並列プログラミング１（P スレッド）について説明する。 
9 回 共有メモリ型並列プログラミング２（OpenMP）について説明する。 
10 回 分散メモリ型並列プログラミング（MPI）について説明す 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し，学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 キーワード「並列コンピューティング」で Web 検索し，講義に関連する情
報を調べておくこと。 
3 回 キーワード「スーパーコンピュータ」で Web 検索し，講義に関連する情報
を調べておくこと。 
4 回 キーワード「マルチプロセッサシステム」で Web 検索し，講義に関連する
情報を調べておくこと。 
5 回 各自に与えられたテーマに関連する情報を十分に収集しておくこと。 
6 回 各自に与えられたテーマに関連する情報を十分に収集しておくこと。 
7 回 並列計算機の能力 

 



年度 2014 
授業コード MTJ03510 
成績評価 指導教員が総合評価し，合否を判定する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 情報⼯学専攻(13〜) 
見出し MTJ03510 特別研究Ⅰ 
担当教員名 小畑 正貴、大倉 充、島⽥ 恭宏、南原 英生、島⽥ 英之、片山 謙吾、尾

崎 亮、 
単位数 6 
教科書 各指導教員が指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 文献を含め，各指導教員が指示する。また，学生自身が自主的に見つけることを

推奨する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 中間発表会での発表は必須である。 
シラバスコード MTJ03510 
実務経験のある教員  
達成目標 自立的な研究能力を身につけるために，以下の能力を養う：（１）研究課題を見つ

ける。（２）関連分野の情報を収集し，研究課題の背景や位置づけを明確にする。
（３）研究を実施するための計画を立てる。（４）各研究室における報告やディス
カッションを通して，明瞭，かつ，論理正しい記述，コミュニケーションができ
る。（５）各研究室における発表，および，中間発表会を通して，他人が分かりや
すく，論理的なプレゼンテーションを行う。 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 特別研究Ⅰ，Ⅱは，指導教員（正・副）の指導のもとに，情報⼯学に関する研究

課題について研究を行い，その成果を修士論文としてまとめるものである。特別
研究Ⅰでは，専門分野に関する文献の調査を行い，研究課題を見つけ，研究実施
計画を立て，研究を遂行し，中間発表会で発表することによって，自立的な研究



実施能力を養う。 
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習 これまでの学習内容の復習すること。関連分野の文献調査・情報収集を行い，研

究内容・実施計画を検討すること。 
 



年度 2014 
授業コード MTJ03610 
成績評価 指導教員が総合評価し，合否を判定する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 情報⼯学専攻(13〜) 
見出し MTJ03610 特別研究Ⅱ 
担当教員名 小畑 正貴、大倉 充、島⽥ 恭宏、南原 英生、島⽥ 英之、片山 謙吾、尾

崎 亮、 
単位数 6 
教科書 各指導教員が指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 文献を含め，各指導教員が指示する。また，学生自身が自主的に見つけることを

推奨する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 研究中間発表会および修士論文発表会での発表は必須である。 
シラバスコード MTJ03610 
実務経験のある教員  
達成目標 総合的な研究能力を身につけるために，以下の能力を養う：（１）関連分野の情報

を継続的に収集し，研究課題の妥当性の検証を行い，必要であれば軌道修正を行
う。（２）研究を実施するための計画を立てる。（３）各研究室における報告やデ
ィスカッションを通して，明瞭，かつ，論理正しい記述，コミュニケーションが
できる。（４）実験や解析で得られた結果を評価する。（５）研究成果を論文とし
てまとめる。（６）他人が分かりやすく，論理的なプレゼンテーションを行う。 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work II 
関連科目 研究課題による。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 特別研究Ⅰ，Ⅱは，指導教員（正・副）の指導のもとに，情報⼯学に関する研究

課題について研究を行い，その成果を修士論文としてまとめるものである。特別
研究Ⅱでは，特別研究Ⅰに引き続き，専門分野に関する文献の調査を継続し，研
究課題の妥当性の検証を行い，研究実施計画を立て，研究を遂行し，９月には研



究中間発表会を行い，最終的に研究結果を修士論文としてまとめ，年度末に公開
で行う修士論文発表会で発表することによって，総合的な研究実施能力を養う。 

対象学年 2 年 
授業内容  
準備学習 関連分野の文献調査や情報収集を行うこと。研究内容・実施計画を検討すること。 

 



年度 2014 
授業コード MTJ03710 
成績評価 講義中の演習(50%)、最終課題(50%)の合計が 60%以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報⼯学専攻(13〜) 
見出し MTJ03710 データ⼯学特論 
担当教員名 尾崎 亮 
単位数 2 
教科書 資料を作成して配布する 
アクティブラーニング  
キーワード オブジェクト指向，データベース，データマイニング，XML 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 データ⼯学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 次世代データベースとデータマイニング（CQ 出版社） 
授業形態 講義 
注意備考 講義開始前に点呼を行う。 
シラバスコード MTJ03710 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) データマイニング手法について説明できること 

(2) テキストマイニング手法について説明できること 
(3) XML および関連技術について説明できること 
(4) 関連テーマについて，数ページのレポートとしてまとめられること 

受講者へのコメント  
連絡先 尾崎研究室：4 号館 2 階 オフィスアワー：金 5-6 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Data Engineering 
関連科目 学部講義：データベース，プログラミング言語論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 データは日常いたるところに存在するが、そこから有用な情報を抽出し活用する

ことは容易ではない。データから情報を抽出する方法として注目されているデー
タマイニング手法およびテキストマイニング手法に関連するテーマ、もしくは、
データを活用する方法として連合データベースや XML および XML データベー
スなどに関連するテーマを扱う。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 データベースの基本概念について説明する。 

2 回 オブジェクト指向とデータベースについて説明する。 



3 回 データマイニング技術のうち，相関ルールについて説明する。 
4 回 データマイニング技術のうち，分類について説明する。 
5 回 データマイニング技術のうち，回帰分析について説明する。 
6 回 データマイニング技術のうち，クラスタリングについて説明する。 
7 回 Web マイニングの基本概念について説明する。 
8 回 Web マイニング技術の前提条件となる Web とデータベースについて説明
する。 
9 回 Web マイニン 

準備学習 1 回 身近にあるデータベース利用のアプリケーションについて考えておくこと。 
2 回 オブジェクト指向について調べておくこと。 
3 回 知識発見の意義・利点・過程について調べておくこと。 
4 回 ベイズ分類器，決定⽊，サポートベクターマシンについて調べておくこと。 
5 回 線形回帰，ロジスティック回帰，サポートベクトル回帰について調べておく
こと。 
6 回 データ・クラスタリングについて調べておくこと。 
7 回 身近な Web マイニングの例について考えておくこと。 
8 回 情報検索の仕組みを調べておくこと。 
9 回 アクセスロ 

 



年度 2014 
授業コード MTJ03810 
成績評価 課題提出（報告書，製作物提出）（100%）により行う。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報⼯学専攻(13〜) 
見出し MTJ03810 ヒューマンコンピュータインタラクション特論 
担当教員名 島⽥ 恭宏 
単位数 2 
教科書 原則，ノート講義を実施する．必要に応じ資料を配布する．講義はパワーポイン

トを用いて進行させる。 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画の各回のカッコ内を参照すること。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ヒューマンコンピュータインタラクション特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岡⽥謙一，⻄⽥正吾他著：“IT Text ヒューマンコンピュータインタラクション”，

オーム社． 
椎尾 一郎著：“ヒューマンコンピュータインタラクション入門 ”， サイエンス
社． 

授業形態 講義 
注意備考 ８回以降は演習形式で授業を実施する。ＰＣは学科実習室のものを使用する。そ

れ以外（ソフトウェア、ハードウェア）については，担当教員が用意し貸与する。
そのため他専攻からの受講は遠慮願いたい。 

シラバスコード MTJ03810 
実務経験のある教員  
達成目標 1)人間の知覚・認知・理解について以下のような項目を説明できること 

・人間の記憶に関する情報処理モデル・メンタルモデル 
・操作の直接・間接，指示の直接・間接・アフォーダンス 
2)現在研究対象とされている新しいインタラクションスタイルについて，大まか
に説明できること 
・たとえば，VR,AR,マルチモーダル,タンジブル,ノンバーバル... 
3)この授業で扱う程度のセンサやアクチュエータ、処理系を用いて簡単な問題で
あれば、プロトタイピングができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 3 階 島⽥恭宏研究室 shimada×ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Human Computer Interaction 



関連科目 コンピュータグラフィックス特論，画像処理特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ヒューマンコンピュータインタラクション（HCI）とは，人間とコンピュータと

の相互的な交流作法を研究する分野である。従来型作法は，コンピュータを主体
として構築され，人間がその作法に合わせる努力を払ってきた。しかし現在では，
人間同士のコミュニケーションで使用されるさまざまなチャネルを用いて，より
自然な人間の振舞をコンピュータとのインタラクションに用いる手法が注目さ
れている。これらの分野には，インタラクションスタイルを決めるデバイス等の
物理的側面だけにとどまらず，人間の認知的側面をも併せ持つ。本講義では認知
的側 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 HCI の目的・意義について説明する。 

（インタフェース，HCI のゴール） 
2 回 人間の認知と理解について説明する。 
（ヒューマンパフォーマンスモデル，メンタルモデル，ノーマンの 7 段階モデル，
アフォーダンス） 
3 回 対話システムのデザインについて説明する。 
（指示の直接・間接，直接操作，間接操作，相互参照場，WYSIWYG） 
4 回 人とコンピュータのコミュニケーションについて説明する。 
（バーバル，ノンバーバル，マルチモーダル） 
5 回 情報の可視化について説明する。 
（フォーカス＋コンテクスト，ゲシュ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 知覚／認知について，図書館等で人間の，ことに視知覚に関する特性などを
調べてみておくこと。 
3 回 知覚／認知について，図書館等で人間の，ことに視知覚に関する特性などを
調べてみておくこと。 
4 回 人と人，人とコンピュータそれぞれの対話について，どうやって行われてい
るか，何が追加されればよりよい対話が可能かなど考えてみること。 
5 回 身の回りにどのような可視化の例があるか観察しておくこと。 
6 回 ゲームに代表される空間を使った入出力機器についてどのよ 

 



年度 2014 
授業コード MTJ03910 
成績評価  
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報⼯学専攻(13〜13) 
見出し MTJ03910 情報⼯学特別講義Ⅰ 
担当教員名 垣谷 公徳 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報⼯学特別講義Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTJ03910 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード MTJ04010 
成績評価  
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報⼯学専攻(13〜13) 
見出し MTJ04010 情報⼯学特別講義Ⅱ 
担当教員名 道⻄ 博行 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報⼯学特別講義Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTJ04010 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード MTM00110 
成績評価 レポート（５０％）、課題発表（５０％）によって評価する。 
曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス 生体医⼯学専攻(13〜) 
見出し MTM00110 生体遺伝子⼯学特論 
担当教員名 八⽥ 貴 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 環境バイオテクノロジー、グリーンバイオテクノロジー、ホワイトバイオテクノ

ロジー、レッドバイオテクノロジー 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体遺伝子⼯学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 橋本直樹 著 『レクチャー バイオテクノロジー』 培風館塚越規弘 編集 「応

用微生物学」 朝倉書店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTM00110 
実務経験のある教員  
達成目標 最近の環境生物学のトピックスについて理解し、自分の研究に役立てる。また、

英語学術論文を読むことにより理解を深める。さらに、プレゼンテーションを行
い他人に理解してもらえる能力を身につける事を目的とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館３階 八⽥ 教授室 086-256-9515 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Genetic Engineering 
関連科目 環境生物学特論ⅠI 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生命現象の基になる遺伝子／酵素の研究は近年めざましく、遺伝子レベルの解析

なしでは生命現象を論ずる事が難しいと思えるほどである。また、最近の微生物、
植物を中⼼とした遺伝子⼯学の研究は基礎から実用まで極めて高度に進展して
いるのが現状である。この講義では微生物・植物の DNA のクローニング方法、
導入方法、またそれらの遺伝情報がどのように利用されているかを述べる。さら
に、最近の専門書や研究論文を解説し、より理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション、遺伝子⼯学とは？ 全体像を説明する。 
2 回 遺伝子⼯学の歴史について説明する。 
3 回 遺伝子⼯学の現代の手法と応用について説明する。 
4 回 バイオテクノロジーの歴史について説明する。 
5 回 応用微生物・植物学・動物学の現代の手法と応用について説明する。 
6 回 植物遺伝子⼯学について説明する。 
7 回 植物への DNA 導入について説明する。 
8 回 iPS 細胞の役割について説明する。 
9 回 環境汚染物質除去における微生物と植物の役割について説明する。 
10 回 関連した論文の解説をする。I 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 遺伝子⼯学について調べておくこと。 
3 回 遺伝子⼯学の応用について調べておくこと。 
4 回 有用微生物について調べておくこと。 
5 回 微生物・植物・動物の産業への応用について調べておくこと。 
6 回 組み換え植物について調べておくこと。 
7 回 組み換え植物について調べておくこと。 
8 回 iPS 細胞について調べておくこと。 
9 回 環境汚染について調べておくこと。 
10 回 英語論文の和訳をしておくこと。 
11 回 英語論文の和訳をしておくこと。 
12 

 



年度 2014 
授業コード MTM00310 
成績評価 講義の中で出題する課題に対するレポートにより評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 生体医⼯学専攻(13〜) 
見出し MTM00310 バイオマテリアル特論 
担当教員名 中路 修平 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。特定の教科書は使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード バイオマテリアル、医用材料、生体材料、生体適合性、医療機器、人⼯臓器、再

生医療 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 バイオマテリアル特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の中で適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTM00310 
実務経験のある教員  
達成目標 バイオマテリアルに関する基礎知識、応用知識を習得する。医療機器、医療用具

の開発技術者、研究者として知っておくべきバイオマテリアル技術を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 生体材料⼯学研究室（２７号館３階３０８室）、オフィスアワー：月〜金 昼休み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Biomaterials 
関連科目 生体高分子化学特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 医療に応用されるさまざまなバイオマテリアル（医用材料）について学習する。

バイオマテリアルの種類と特性、バイオマテリアルの人⼯臓器、再生医療への応
用について学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションとして授業の進め方などを説明する。 

2 回 バイオマテリアルの基本的性質：生体適合性、安全性評価について解説す
る。 
3 回 高分子バイオマテリアル（１）：合成高分子の特性と医療器材への応用につ
いて解説する。 



4 回 高分子バイオマテリアル（１）：天然高分子、生分解性高分子の特性と医療
器材への応用について解説する。 
5 回 金属バイオマテリアル：金属材料の特性と医療器材への応用について解説
する。 
6 回 セラミックスバイオマテリアル：セラミックス材料の特性と医療器材への
応用について解説する。 
 

準備学習 1 回 バイオマテリアルについて調べておくこと。 
2 回 医療機器、医療用具に使用されている材料について調べておくこと。 
3 回 医療機器・医療用具に使用されている合成高分子材料を調べておくこと。 
4 回 医療機器・医療用具に使用されている天然高分子材料を調べておくこと。 
5 回 医療機器・医療用具に使用されている金属材料を調べておくこと。 
6 回 医療機器・医療用具に使用されているセラミックス材料を調べておくこと。 
7 回 滅菌法について調べておくこと。 
8 回 人⼯腎臓（ダイアライザー）に使用されている材料について調 

 



年度 2014 
授業コード MTM00410 
成績評価 レポートにより判定する 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 生体医⼯学専攻(13〜) 
見出し MTM00410 生体高分子化学特論 
担当教員名 二見 翠 
単位数 2 
教科書 配布資料を用いて講義を行う 
アクティブラーニング  
キーワード タンパク質⼯学・遺伝子⼯学・抗体医薬・蛋白質製剤 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体高分子化学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 細胞の分子生物学 第 5 版/Bruce Alberts（著）/ニュートンプレス:生物化学実験

法 45 組換えタンパク質生産法/塚越規弘（編著）/学会出版センター:図解で学ぶ
DDS/橋⽥充/じほう 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTM00410 
実務経験のある教員  
達成目標 タンパク質を作る・使う・調べるにあたって必要な基礎知識の習得を目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先 二見研究室（5 号館 3 階） e-mail;mfutami@bme.ous.ac.jp オフィスアワー;⽊曜

日午前中 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Chemistry of Biopolymer 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 タンパク質は生命活動の維持に重要な役割を果たしており、生体医⼯学分野にお

いてその理解と産業応用の重要性は高い。本講義ではこのタンパク質について基
本的性質から生産方法・分析方法まで、一連の取り扱いに必要な知識および基本
技術を講義する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 １回 タンパク質についてどんな産業利用をされているか調べてくること 

２回 アミノ酸の種類について予習すること 



３回 酸・塩基・pH について基本知識を復習しておくこと 
４回 水の化学的性質について調べておくこと 
５回 第 3,4 回の講義をよく復習しておくこと 
６回 「タンパク質の変性剤」というキーワードについて調べておくこと 
７回 「プロテアーゼ」というキーワードについて調べておくこと 
８回 DNA の基本構造や働きについて復習しておくこと 
９回 第 8 回の講義内容をよく復習しておくこと 
１０回 「液体クロマトグ 

 



年度 2014 
授業コード MTM00510 
成績評価 講義の理解度のヒアリング（50％）、課題発表（50％）による。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 生体医⼯学専攻(13〜) 
見出し MTM00510 人間環境⼯学特論 
担当教員名 猶原 順 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 大気環境、水質環境、廃棄物、循環型社会、環境計測、環境アセスメント、環境

ホルモン、ダイオキシン 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 人間環境⼯学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 環境・循環型社会・生物多様性白書、環境省、平成 24 年度版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTM00510 
実務経験のある教員  
達成目標 人間の生活活動に伴って生じた環境問題のうち、河川や湖沼の汚濁・汚染、海洋

環境の破壊、有機系有害物質による汚染、無機系有害物質による汚染、大気汚染、
酸性雨といった具体的な問題について理解する。また、生物に対する環境の変化
の影響や、バイオモニターとしての生物について理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 E-mail:jnaohara@bme.ous.ac.jp, Tel&Fax:086-256-9711、１２号館１階 猶原教

授室  
フィスアワー：金昼 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Environmental Engineering 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 人間の生活活動に伴って生じた環境問題のうち、河川や湖沼の汚濁・汚染、海洋

環境の破壊、有機系有害物質による汚染、無機系有害物質による汚染、大気汚染、
酸性雨といった具体的な問題について解説し、理解を深める。また、生物に対す
る環境の変化の影響や、バイオモニターとしての生物について紹介し、理解を深
める。 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 水質汚濁（河川・湖沼・海洋）について説明する。 
3 回 高度水処理技術について説明する。 
4 回 大気汚染について説明する。 
5 回 地球温暖化・酸性雨について説明する。 
6 回 有機系有害物質の汚染（ダイオキシン,PCB）について説明する。 
7 回 有機系有害物質の汚染（環境ホルモン）について説明する。 
8 回 無機系有害物質の汚染（重金属）について説明する。 
9 回 生態系について説明する。 
10 回 バイオモニターについて説明する。 
11 回 循環型社会について説明する。 
12 回 低炭 

準備学習 1 回 環境生物学特論Ⅱの授業の進め方を説明するため、特に準備学習は無し。 
2 回 第 1 回に配布する資料（プリント）水質汚濁（河川・湖沼・海洋）を予習し
ておくこと。 
3 回 第 2 回に配布する資料（プリント）高度水処理技術を予習しておくこと。 
4 回 第 3 回に配布する資料（プリント）大気汚染を予習しておくこと。 
5 回 第 4 回に配布する資料（プリント）地球温暖化・酸性雨を予習しておくこ
と。 
6 回 第 5 回に配布する資料（プリント）有機系有害物質の汚染（ダイオキシ
ン,PCB）を予習しておくこと。 
7 回 第 6 回に配布する資 

 



年度 2014 
授業コード MTM00610 
成績評価 各講義における質疑応答の内容や演習の達成状況、レポートにより総合的に評価

する 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 生体医⼯学専攻(13〜) 
見出し MTM00610 生体計測⼯学特論 
担当教員名 小畑 秀明 
単位数 2 
教科書 適時資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生体信号、アンプ、フィルタ、アナログ、デジタル、プログラミング 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体計測⼯学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本エム・イー学会 ME 技術教育委員会 監修，「ME の基礎知識と安全管理」，

南江堂岡⽥正彦，「生体計測の機器とシステム」，コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTM00610 
実務経験のある教員  
達成目標 生体から得られる各種信号の種類と計測原理について理解する。また生体信号の

取り扱い方法などについても理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ５号館３階 小畑研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Biomedical Measurement Engineering 
関連科目 医用画像⼯学特論、臨床医学特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生体は生命活動を行う間は常に数種類の生体信号を発信しており、医学の領域で

はこれらの信号を計測して、診断と治療に活用している。本講義ではこれらの生
体信号の種類と発生のメカニズム等に関する詳細について教授し、計測のための
機器とその原理および近年の研究動向や応用事例についても講義する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 生体計測⼯学の概要について説明する 

2 回 生体計測の特性について教授する 
3 回 生体から得られる信号の種類、雑音の種類について教授する 



4 回 生体信号の増幅について教授する 
5 回 雑音のフィルタリングについて教授する 
6 回 アナログ回路とデジタル回路について教授する 
7 回 生体電気現象の生理（１）生体電気の発生メカニズムについて教授する 
8 回 生体電気現象の生理（２）神経における信号伝達のメカニズムについて教授
する 
9 回 ⼼電計について教授する 
10 回 筋電計について教授する 
11 回 脳波計について 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 生体計測の種類について調べておくこと 
3 回 生体計測時に考えられる雑音の種類とその防護対策について調べておくこ
と 
4 回 生体計測における増幅器について調べておくこと 
5 回 雑音に対するフィルタの種類について調べておくこと 
6 回 アナログ回路とデジタル回路について調べておくこと 
7 回 生体で生じる電気現象の種類とその特性について調べておくこと 
8 回 信号伝達のメカニズムについて調べておくこと 
9 回 ⼼電計における基本特性について調べておくこと 
1 

 



年度 2014 
授業コード MTM00710 
成績評価 定期試験（７０％） レポート（３０％）。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 生体医⼯学専攻(13〜) 
見出し MTM00710 医用画像⼯学特論 
担当教員名 ⽊原 朝彦 
単位数 2 
教科書 はじめての CUDA プログラミング／⻘⽊ 尊之他／⼯学社／ISBN978-4-7775-

1477-9 
アクティブラーニング  
キーワード GPU, CUDA, 並列処理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 医用画像⼯学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 受講者数が多い場合には、演習はグループ単位で行う場合がある。 
シラバスコード MTM00710 
実務経験のある教員  
達成目標 GPU による処理の高速化の原理を学び、簡単な演習を通じてその利用法を身に

つける。学生の研究対象において処理の高速化に応用できるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館３階３０５号室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Medical Image Processing and Engineering 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 画像診断装置の進歩は近年著しく、多くのモダリティで高精度の三次元ボリュー

ムデータの短時間での収集が可能となっている。これに伴い、これまで二次元画
像を対象に行われていた画像処理アルゴリズムの三次元データへの拡張が求め
られている。この次元拡張に伴う計算量の増加に対処するため、GPU（graphics 
processing unit）による GPGPU（general-purpose computing on GPUs）の応用
が広く研究されいる。 
本講義では、前半で GPGPU とその開発環境である CUDA についての 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  



準備学習 計算機によるソフトウエア演習を行うので C 言語、C＋＋言語、開発環境として
の visual Studio を理解しておくこと。後半の演習で取り組む処理（例えば、ヒス
トグラム計算）について事前に考えておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード MTM00910 
成績評価 講義や文献内容発表における質疑応答，態度，質により評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 生体医⼯学専攻(13〜13) 
見出し MTM00910 バイオメカニクス特論Ⅱ 
担当教員名 内貴 猛 
単位数 2 
教科書 資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード バイオダイナミクス，運動のバイオメカニクス，生体数理モデル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 バイオメカニクス特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 運動のバイオメカニクス／牧川方昭・吉⽥正樹共著／コロナ社： 

身体運動のバイオメカニクス／日本エム・イー学会編／コロナ社： 
バイオメカニックスの探求 生物と運動／R マクニール アレクサンダー著／
日経サイエンス社 

授業形態 講義 
注意備考 定期試験を実施しない。 
シラバスコード MTM00910 
実務経験のある教員  
達成目標 バイオダイナミクス，運動のバイオメカニクス，数理モデルについて理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 3 階 304 室 tnaiki@bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Biomechanics II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生体の運動に着目したバイオダイナミクス，運動のバイオメカニクスに関して講

義する。具体的には筋生理や運動調節の基礎，人体や動物・昆虫の運動原理につ
いて解説する。また，電化製品や大型機器に利用されている生体を模倣した数理
モデルについて概要を解説する。 

対象学年 2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回 筋肉の構造，収縮のメカニズムについて説明する。 
3 回 骨格筋収縮の調節機構について説明する。 



4 回 ⼼筋の構造，収縮のメカニズムについて説明する。 
5 回 ⼼臓収縮の調節機構について説明する。 
6 回 昆虫の運動器官について説明する。 
7 回 バイオダイナミクスに関する文献の内容を要約し、紹介してもらう。 
8 回 生体数理モデル。ファジー制御の基礎について説明する。 
9 回 ファジー制御の応用について説明する。 
10 回 ニューラルネット１（基礎）について説明 

準備学習 1 回 講義予定、特に輪読発表の日程を自分の予定表に書き込んでおくこと。 
2 回 配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
3 回 配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
4 回 配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
5 回 配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
6 回 配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
7 回 事前に配布する文献を読み、要約し、発表用の資料を作成すること。 
8 回 配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
9 回 配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
10 回 配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
11 回 配付資 

 



年度 2014 
授業コード MTM01010 
成績評価 レポートおよび発表を総合的に評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 生体医⼯学専攻(13〜) 
見出し MTM01010 臨床医学特論 
担当教員名 松⽊ 範明 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 臨床医学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床医学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTM01010 
実務経験のある教員  
達成目標 各臓器における主要な疾患とその病態および治療法を理解する。 
受講者へのコメント 英語を主体にしたためやや難しかったかもしれなが、比較的良く出来ていた。 
連絡先 27 号館 3F 303 号室 

086-256-9776 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね好評であった。 
英文科目名 Advanced Clinical Medicine 
関連科目 臨床医学総論 Ⅰ?Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定 分かり易い解説を⼼掛ける。 
講義目的 各種疾患を理解するとともに臨床的な考え方とプロセスを理解する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 予め各項目について、各自の教科書?参考書や学部授業で配った資料（プリント）

に目を通し、基礎的な語句や知識について整理?確認しておくこと。 
 



年度 2014 
授業コード MTM01110 
成績評価  
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 生体医⼯学専攻(13〜) 
見出し MTM01110 医⼯学特論 
担当教員名 松宮 潔 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 医⼯学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTM01110 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Lectures on Medical Engineering 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2014 
授業コード MTM01210 
成績評価 学会での研究発表、学会誌への投稿、修士論文の作成・発表による。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 生体医⼯学専攻(13〜) 
見出し MTM01210 生体医⼯学特別講義Ⅰ 
担当教員名 内貴 猛、小畑 秀明、⽊原 朝彦、中路 修平、松宮 潔、二見 翠、松⽊ 範

明、猶 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体医⼯学特別講義Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTM01210 
実務経験のある教員  
達成目標 文献等による研究の背景や目的を調べ、課題設定、⻑期的研究計画、短期的研究

計画、問題解決法、実験結果などについて、日々議論し、研究活動を行うことを
達成目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics in Biomedical Engineering I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の下で研究課題を設定し、研究を行うための能力を養成することを目標

とする。また、学会での研究発表、修士論文の作成・発表を通して、自主的に研
究する能力、研究内容をまとめる能力、プレゼンテーション能力、コミュニケー
ション能力を養うことを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 準備学習として、文献等による研究の背景や目的を調べ、指導教員と課題設定、

⻑期的研究計画、短期的研究計画、問題解決法、実験結果などについて、日々議



論し、研究活動を行う。 
 



年度 2014 
授業コード MTM01510 
成績評価 日々の研究活動の進め方と研究の具体的内容と修士論文（指導教員による評価６

０％）、中間発表と修士論文研究発表会における研究発表と研究内容（指導教員
以外の教員による評価４０％）を総合して評価する。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 生体医⼯学専攻(12〜) 
見出し MTM01510 特別研究 
担当教員名 内貴 猛、中路 修平、松宮 潔、二見 翠、松⽊ 範明、猶原 順、八⽥ 貴、

小畑 
単位数 14 
教科書 配属された教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 配属された教員の指示による。 
授業形態 実験実習 
注意備考 配属された教員の指導に従って研究室ごとに行う。 
シラバスコード MTM01510 
実務経験のある教員  
達成目標 特別研究発表および修士論文作成を最終目標とし、それまでの様々な活動を通じ

て、以下のことを身につける。  
（１） 解決すべき問題について、その意義と内容を自分自身で分析することが
できる。  
（２） 問題の解決に必要な知識や情報を自分で獲得する手段を理解し、実践で
きる。  
（３） 研究計画を立て、自主的に実行することができる。  
（４） 自分が考えた内容を論理的かつ具体的に、簡潔な文章や図により表現で
きる。  
（５） 討論を通じ、自分の考えを相手に伝え、また、相手の意見を理解して、
よりよい結論に導くことができ 

受講者へのコメント  
連絡先 代表： 学科⻑ （原則は配属先研究室の指導教員） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work 



関連科目 生体医⼯学科のＡ群科目のうち、研究内容に関連する全ての科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 研究室に配属され指導教員の下で、社会の動向・ニーズを踏まえて研究課題を設

定し、限定された範囲で問題を解決する能力を養成することを目標とする。また、
また、学会での研究発表、修士論文の作成・発表を通して、自主的に研究する能
力、研究内容をまとめる能力、プレゼンテーション能力、コミュニケーション能
力を養うことを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 以下のことを修得するために、十分な準備学習を行うこと。 

特別研究発表および修士論文作成を最終目標とし、それまでの様々な活動を通じ
て、以下のことを身につける。  
（１） 解決すべき問題について、その意義と内容を自分自身で分析することが
できる。  
（２） 問題の解決に必要な知識や情報を自分で獲得する手段を理解し、実践で
きる。  
（３） 研究計画を立て、自主的に実行することができる。  
（４） 自分が考えた内容を論理的かつ具体的に、簡潔な文章や図により表現で
きる。  
（５） 討論を通じ、自分の考えを相手に伝え、 
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授業コード MTM01610 
成績評価 講義や文献内容発表における質疑応答，態度，質により評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 生体医⼯学専攻(14〜) 
見出し MTM01610 バイオメカニクス特論 
担当教員名 内貴 猛 
単位数 2 
教科書 資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード バイオダイナミクス，運動のバイオメカニクス，生体数理モデル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 バイオメカニクス特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 運動のバイオメカニクス／牧川方昭・吉⽥正樹共著／コロナ社： 

身体運動のバイオメカニクス／日本エム・イー学会編／コロナ社： 
バイオメカニックスの探求 生物と運動／R マクニール アレクサンダー著／
日経サイエンス社 

授業形態 講義 
注意備考 定期試験を実施しない。 
シラバスコード MTM01610 
実務経験のある教員  
達成目標 バイオダイナミクス，運動のバイオメカニクス，数理モデルについて理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 3 階 304 室 tnaiki@bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生体の運動に着目したバイオダイナミクス，運動のバイオメカニクスに関して講

義する。具体的には筋生理や運動調節の基礎，人体や動物・昆虫の運動原理につ
いて解説する。また，電化製品や大型機器に利用されている生体を模倣した数理
モデルについて概要を解説する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回 筋肉の構造，収縮のメカニズムについて説明する。 
3 回 骨格筋収縮の調節機構について説明する。 



4 回 ⼼筋の構造，収縮のメカニズムについて説明する。 
5 回 ⼼臓収縮の調節機構について説明する。 
6 回 昆虫の運動器官について説明する。 
7 回 バイオダイナミクスに関する文献の内容を要約し、紹介してもらう。 
8 回 生体数理モデル。ファジー制御の基礎について説明する。 
9 回 ファジー制御の応用について説明する。 
10 回 ニューラルネット１（基礎）について説明 

準備学習 1 回 講義予定、特に輪読発表の日程を自分の予定表に書き込んでおくこと。 
2 回 配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
3 回 配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
4 回 配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
5 回 配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
6 回 配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
7 回 事前に配布する文献を読み、要約し、発表用の資料を作成すること。 
8 回 配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
9 回 配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
10 回 配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
11 回 配付資 
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授業コード MTR00110 
成績評価 各講義での質疑応答（２０％）やレポート（８０％）により総合的に評価する 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 知能機械⼯学専攻(13〜) 
見出し MTR00110 知能情報⼯学特論 
担当教員名 山⽥ 訓 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 知能情報処理、誤差逆伝搬法、連想記憶、強化学習、フィードバック誤差学習 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 知能情報⼯学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考 パソコンを用いてプログラミング演習を行う。授業受講の事前準備として Web

で学生に下調べをさせている。 
シラバスコード MTR00110 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的な神経回路モデル（誤差逆伝搬法、連想記憶モデル）のプログラムを作成

し、具体的な課題に適用することができる。強化学習・フィードバック誤差学習
のプログラムを作成し、具体的な制御課題に適用することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館５階山⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Intelligent Information Processing 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高等動物の脳の情報処理機構について説明し、脳では感覚情報を如何に処理し、

高次の概念を形成しているか、高次の概念を如何に用いて、柔軟な処理をしてい
るかを説明する。さらに、脳を模擬した基本的な神経回路モデル（誤差逆伝播法、
連想記憶モデル）や、知的制御を行うための制御学習法（強化学習法、フィード
バック誤差学習）の理論、アルゴリズムを説明する。プログラミングの演習や使
用を通して、各モデルの特性と利点・限界を理解することを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  脳の情報処理の概要について解説する。 



2 回  神経細胞の構造と機能及びニューロンモデルについて解説する。 
3 回  脳の構造と機能について解説する。 
4 回  視覚情報処理メカニズム（１）視覚情報処理の基本メカニズムについて解
説する。 
5 回  視覚情報処理メカニズム（２）領野間の相互作用メカニズムについて解説
する。 
6 回  運動制御メカニズムについて解説する。 
7 回  誤差逆伝搬法のプログラミング演習（１）ニューラルネットプログラムの
基礎について解説し、プログラミング演習をする。 
8 回  誤差逆伝搬法 

準備学習 1 回  知能情報処理Ⅰ、Ⅱの配布資料等を復習し、脳とコンピュータの違い、誤
差逆伝搬法・強化学習・フィードバック誤差学習のアルゴリズムを確認しておく
こと 
2 回  脳とコンピュータの違いを簡潔に説明できるようにしておくこと 
3 回  神経細胞の機能を簡潔に説明できるようにしておくこと 
4 回  脳における情報処理の流れを説明できるようにしておくこと 
5 回  視覚情報処理の大まかな流れを理解しておくこと 
6 回  視覚情報処理のメカニズム全体を見直し、その特徴を理解しておくこと 
7 回  誤差逆伝搬法に関する資料（例え 
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授業コード MTR00210 
成績評価 質疑応答や演習内容・レポート・期末試験により総合的に評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 知能機械⼯学専攻(13〜) 
見出し MTR00210 ロボット制御特論 
担当教員名 藤本 真作 
単位数 2 
教科書 参考資料を適宜配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ダイナミカルシステム、安定解析、ロバスト安定性、外乱オブザーバ、システム

同定法、ARX モデル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ロボット制御特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 藤井隆雄監訳・フィードバック制御の理論・コロナ社野波健蔵編著・ＭＡＴＬＡ

Ｂによる制御系設計・東京電機大学出版局足立修一著・ＭＡＴＬＡＢによる制御
のためのシステム同定・東京電機大学出版局 

授業形態 講義 
注意備考 ＭＡＴＬＡＢ／ＳＩＭＵＬＩＮＫを使用する。 

講義場所：６号館２階 藤本実験室 
シラバスコード MTR00210 
実務経験のある教員  
達成目標 ①周波数領域における制御系設計法、特にロバスト制御についての基礎概念を理

解し、ＭＡＴＬＡＢによって設計仕様を満足する制御器が設計できる。②ＭＡＴ
ＬＡＢを利用することで、時間領域における制御系設計ができ、ＳＩＭＵＬＩＮ
Ｋによって基礎なシミュレーションができる。③基本的なパラメトリックモデル
（ＡＲＸモデル）のシステム同定ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室：２０号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Robot Control 
関連科目 制御⼯学Ⅰ・Ⅱ、ロボットダイナミクス、知能ロボット学、ロボット運動学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ロボットマニピュレータなどのダイナミカルシステムの運動学、動力学および、

安定解析について簡単に概説し、周波数領域における制御系設計法（２自由度制
御系、外乱オブザーバ、感度関数・相補感度関数、混合感度、ロバスト安定性等）



と、時間領域における制御系設計法（可制御・可観測性、極配置、オブザーバ、
最適レギュレータ、システム同定法の具体例を示しながら、それらの基本的な考
え方を理解することを目的としている。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 講義概要 

2 回 ロボットマニピュレータの動特性とその性質 
3 回 ダイナミカルシステムの安定解析 
4 回 周波数領域における制御系設計法 
5 回 ２自由度制御系の構成とシミュレーション 
6 回 外乱オブザーバの構成 
7 回 感度関数とロバスト安定性 
8 回 時間領域における制御系設計法 
9 回 可制御性（可安定性）と極配置・演習 
10 回 可観測性（可検出性）とオブザーバ・演習 
11 回 最適レギュレータ・演習 
12 回 システム同定の概要とパラメトリックモデルの同定 
13 回 ＡＲＸモデルと予測誤差法 
14 回 ＡＲＸモ 

準備学習 1 回 制御⼯学Ⅰ・Ⅱの復習をしておくこと 
2 回 ロボットダイナミクスの復習をしておくこと 
3 回 リアプノフの安定性理論を復習しておくこと 
4 回 制御⼯学Ⅰの復習をしておくこと 
5 回 フィードバックとフィードフォワードの役割を復習しておくこと 
6 回 フィルタの復習をしておくこと 
7 回 感度関数・相補感度関数を定義を確認しておくこと 
8 回 ＭＡＴＬＡＢ／ＳＩＭＵＬＩＮＫの基礎を理解しておくこと 
9 回 知能ロボット学の復習をしておくこと 
10 回 ロボット制御⼯学の復習をしておくこと 
11 回 制御⼯学Ⅱの復習をし 
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授業コード MTR00310 
成績評価 講義中の質疑応答（２０％）とレポート（８０％）で評価する． 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 知能機械⼯学専攻(13〜) 
見出し MTR00310 画像処理⼯学特論 
担当教員名 綴⽊ 馴 
単位数 2 
教科書 テキスト：Digital Image ProcessingRafael C. Gonzalez (著), Richard E. Woods 

(著) 
アクティブラーニング  
キーワード フーリエ変換，ガウス過程，画像修復，確率モデル， 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 画像処理⼯学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 参考書：Digital Image Processing Using MatlabRafael C. Gonzalez (著), Richard 

E. Woods (著), Steven L. Eddins (著) 
授業形態 講義 
注意備考 学部でロボットビジョンおよび数値計算法を履修済みで十分理解している事．ま

たはそれと同等の学力を持つ事．大卒程度の英語力および高等数学の実力を持っ
ている事． 

シラバスコード MTR00310 
実務経験のある教員  
達成目標 この授業における最先端の画像処理⼯学について学ぶ事で，画像処理⼯学の基礎

研究を行う能力を持つ事ができる． 
受講者へのコメント ロボットビジョンと同じです． 
連絡先 電子メール juntuzu@are.ous.ac.jp，オフィスアワー随時． 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 やはり，出来るだけのことをしたのでこんなものでしょう． 
英文科目名 Advanced Image Processing Engineering 
関連科目 プログラミング演習，数値計算法，画像処理⼯学 
次回に向けての改善変更予定 次回は厳しくします． 
講義目的 本講義では下記に示すテキストの輪読を行う．本講義で取り扱うテキストは，画

像処理の基本的な所から最先端の応用まで全てを網羅している．また，実例や図
表が非常に多く，説明も具体的にかつ丁寧にされている(800 ページ近くあるの
はそのため)．比較的平易な英語で書かれているので読む価値が非常に高い． 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする． 



2 回 画像処理⼯学の有用性について説明をする． 
3 回 デジタル画像⼯学の基礎を習得する． 
4 回 デジタル画像のフーリエ変換を学習する． 
5 回 ノイズ画像と人⼯画像の発生について学習する． 
6 回 古典的デジタル画像修復問題について説明する． 
7 回 空間的相関ノイズを持つ画像修復問題について説明する． 
8 回 統計力学による画像修復問題の数値解析について習得する． 
9 回 統計力学的解析による画像修復問題の数理解析について学習する． 
10 回 空間的相関ノイズの除去法について学習す 

準備学習 1 回 画像処理⼯学の復習すること． 
2 回 前回講義内容の復習すること． 
3 回 前回講義内容の復習すること． 
4 回 前回講義内容の復習すること． 
5 回 前回講義内容の復習すること． 
6 回 前回講義内容の復習すること． 
7 回 前回講義内容の復習すること． 
8 回 前回講義内容の復習すること． 
9 回 前回講義内容の復習すること． 
10 回 前回講義内容の復習すること． 
11 回 前回講義内容の復習すること． 
12 回 前回講義内容の復習すること． 
13 回 前回講義内容の復習すること． 
14 回 前回講義内容の復習すること 
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授業コード MTR00710 
成績評価 講義中に課す課題（50％）、レポート等（50％）により総合的に評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 知能機械⼯学専攻(13〜) 
見出し MTR00710 生体計測特論 
担当教員名 久野 弘明 
単位数 2 
教科書 適時資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生体信号、増幅器、フィルタ、アナログ、デジタル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体計測特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生体用センサと計測装置／山越憲一、⼾川達男／コロナ社 

生体計測の機器とシステム／岡⽥正彦／コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示す

る。 
シラバスコード MTR00710 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎研究から臨床検査に至るまでのさまざまな分野で用いられている生体計測

用機器やシステム、センサなどについて、原理、構造、使い方、データの解釈方
法などについて理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ６号館４階 久野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Measurement and Analysis of Human 
関連科目 福祉人間⼯学特論、リハビリテーション⼯学特論、バイオメカニクス特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生体機能は、生化学的現象、電気的現象、物理的現象など多彩な側面を有してい

る。その計測は基本的に、生体現象の変化量をとらえ電気信号に変換するセンサ、
微弱な信号を解析可能にする増幅器、増幅信号から特徴を抽出する解析装置、観
測者とのインターフェースとなる表示装置の４つによって行われており、総合的
な視点で解説する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  計測概要について説明する。 



2 回  信号と雑音について説明する。 
3 回  計測システムの特性について説明する。 
4 回  生体計測のセンシング方法について説明する。 
5 回  増幅器について説明する。 
6 回  フィルタについて説明する。 
7 回  デジタル回路について説明する。 
8 回  テレメトリについて説明する。 
9 回  安全性について説明する。 
10 回  ⼼電図について説明する。 
11 回  脳波について説明する。 
12 回  筋電図について説明する。 
13 回  血圧・脈波について説明する。 
14 回 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  生体信号の種類と混入する雑音について調べておくこと。 
3 回  生体計測用の機器について調べておくこと。 
4 回  生体計測用のセンサについて調べておくこと。 
5 回  増幅器について調べておくこと。 
6 回  フィルタについて調べておくこと。 
7 回  デジタル回路について調べておくこと。 
8 回  テレメトリについて調べておくこと。 
9 回  生体計測用機器の安全性について調べておくこと。 
10 回  ⼼電図について調べておくこと。 
11 回  脳波に 

 



年度 2014 
授業コード MTR00910 
成績評価 レポートとプレゼンテーション（60%）、定期試験（40%）により総合的に評価す

る。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 知能機械⼯学専攻(13〜) 
見出し MTR00910 制御機器特論 
担当教員名 堂⽥ 周治郎 
単位数 2 
教科書 配布資料 
アクティブラーニング  
キーワード メカトロニクス、アクチュエータ、センサ、ロボット、制御機器 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 制御機器特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 メカトロニクス／高森 年 編／オーム社 
授業形態 講義 
注意備考 与えられた課題に対して十分調べること。パソコンを使用して、パワーポイント

等電子教材をプロジェクタで提示する。 
シラバスコード MTR00910 
実務経験のある教員  
達成目標 各種制御機器について構造、動作原理、⻑所、短所、基礎式、基本特性が理解で

き、わかりやすく説明することができること。制御機器を応用した知能機械シス
テムやメカトロニクスシステムの構成を考え、プレゼンテーションすることがで
きること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館３階 堂⽥研究室 電話：086-256-9564 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Control Components 
関連科目 メカトロニクス特論、電気電子回路特論、制御システム設計論、ロボット制御特

論、生体計測特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 制御機器のうち、各種アクチュエータの動作原理、構造、基本特性に関する知識

を確実に身に付けるとともに、新しいセンサや知能機械システムの現状について
も把握することを目標とする。知能機械システムやメカトロニクスシステムの構
築にとって重要な制御機器は、コントローラ（コンピュータや電子回路）、アクチ
ュエータ、センサに大別される。この講義では、電気、油圧、空気圧など各種ア



クチュエータの動作原理、構造、基本特性を教授するとともに、新しいアクチュ
エータやセンサ、知能機械システムの現状について学生によるプレゼンテーショ
ン形 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 知能機械システムと制御機器について説明する。 
3 回 電気アクチュエータ−DC・AC・ステッピングモータなどについて説明す
る。 
4 回 電気アクチュエータの特性解析について説明する。 
5 回 油圧システムと油圧アクチュエータについて説明する。 
6 回 油圧アクチュエータの特性解析について説明する。 
7 回 空気圧システムと空気圧アクチュエータについて説明する。 
8 回 空気圧アクチュエータの特性解析について説明する。 
9 回 ニューアクチュエータに関するプレゼン１を行う。 
10 回 ニュー 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 自分の興味ある知能機械システムの構造や原理を調べておくこと。 
3 回 DC モータや AC モータなどの原理や種類を調べておくこと。 
4 回 モータのモデル化や基本特性について調べておくこと。 
5 回 油圧システムの構成や具体例について調べておくこと。 
6 回 油圧シリンダのモデル化や基本特性について調べておくこと。 
7 回 空気圧システムの構成や具体例について調べておくこと。 
8 回 空気圧モータのモデル化や基本特性について調べておくこと。 
9 回 ニューアクチュエータを調べ、プレゼ 

 



年度 2014 
授業コード MTR01010 
成績評価 課題への取り組みおよび小テストの結果 40％、定期試験 60％により成績を評価

する。採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。ただし、定期試
験において基準点を設け、得点が 30％未満の場合は不合格とする。また、授業回
数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には試験成績は無効とみなし、評価を E と
する。 

曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 知能機械⼯学専攻(13〜) 
見出し MTR01010 電気電子回路特論 
担当教員名 松下 尚史 
単位数 2 
教科書 インターフェースの電子回路入門／雨宮好文監修・藤原修著／オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード オペアンプ、トランジスタ、ＩＣゲート、フリップフロップ、カウンタ、Ａ／Ｄ

変換器、Ｄ／Ａ変換器 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気電子回路特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 メカトロニクス／高森年編著／オーム社 
授業形態 講義 
注意備考 ①実際に回路を設計・製作して動作を確認することがある。②試験は定期試験期

間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード MTR01010 
実務経験のある教員  
達成目標 ①オペアンプを使った各種回路を設計することができること。②ＩＣゲートを使

った各種回路を設計することができること。③Ａ／Ｄ変換器およびＤ／Ａ変換器
の原理を説明することができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 （研究室）20 号館 3 階、（電話）086-256-9503、（E-mail）hisashi@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Electric Circuit and Electronic Circuit 
関連科目 制御機器特論、メカトロニクス特論、制御システム設計論、生体計測特論、ロボ

ット制御特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1970 年代に誕生したマイクロプロセッサはアナログ制御技術から、より高精度

なディジタル制御技術へと発展の道を拓き、ＤＳＰやディジタル計算機を用いて



実システム（ロボットやメカトロニクス機器）への応用化を促進した。本講義で
は、ディジタルＩＣを中⼼とする集積回路を用いた電子装置の設計および製作方
法、コンピュータを組み込んで機械を知能化するためのインターフェースの設計
および製作方法、さらに、実用的な回路（例えば、フリップフロップ、カウンタ、
デコーダ、パラレル入出力インターフェースなど）の設計および製作方法を修得
す 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 ブリッジ回路の検出感度を上げる方法について解説する。 

2 回 オペアンプを安定に働かせる方法について解説する。 
3 回 いろいろな増幅回路の設計方法について解説する。 
4 回 オペアンプによる信号処理の方法について解説する。 
5 回 ダイオードによるパルス回路の設計方法について解説する。 
6 回 トランジスタによるパルス回路の設計方法について解説する。 
7 回 論理回路を動かす方法について解説する。 
8 回 ＩＣゲートで論理回路を設計方法について解説する。 
9 回 フリップフロップとラッチの違いについて解説する。 
 

準備学習 1 回 教科書 p.1〜p.7 を読んで、検出感度を最大にする条件を考えてくること。 
2 回 教科書 p.9〜p.19 を読んで、反転増幅回路と非反転増幅回路の相違点を考え
てくること。 
3 回 教科書 p.20〜p.25 を読んで、ボルテージホロワを反転増幅回路および非反
転増幅回路で設計する方法を考えてくること。 
4 回 教科書 p.27〜p.39 を読んで、エアコンで室温を一定に保つための制御回路
の構成を考えてくること。 
5 回 教科書 p.41〜p.48 を読んで、クリッパやリミッタの構成を説明できるよう
にしてくること。。 
6 回 

 



年度 2014 
授業コード MTR01110 
成績評価 講義中に課す課題（50％）、レポート等（50％）により総合的に評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 知能機械⼯学専攻(13〜) 
見出し MTR01110 制御システム設計論 
担当教員名 赤⽊ 徹也 
単位数 2 
教科書 授業中に配布する資料 
アクティブラーニング  
キーワード 流体アクチュエータ、モデル化、制御器設計、MATLAB、SIMULINK、シミュレ

ーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 アンケートを実施せず。 
科目名 制御システム設計論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 アクチュエータの駆動と制御（増補）／武藤高義著／コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 本講義は解析ソフト（MATLAB/SIMULINK）を用いるため、ライセンス数の制

限から、最大 8 名までしか受講できない。 
シラバスコード MTR01110 
実務経験のある教員  
達成目標 本講義では MATLAB/SIMULINK を用いて、流体アクチュエータを使った制御

対象のモデル化とシミュレーションプログラムを作成できる能力を育成するこ
とを目的とする。具体的には以下の内容ができることを目的とする。・油圧、空気
圧を用いた流体アクチュエータの数学モデルがたてることができる。・空気の音
速域と亜音速域などの流体の状態変化など非線形要素をモデル化でき、シミュレ
ーションプログラムを作成できる。・静止摩擦やクーロン摩擦などの摩擦モデル
を数式で表現でき、シミュレーションプログラムを作成できる。・流体アクチ 

受講者へのコメント アンケートを実施せず。 
連絡先 20 号館 5 階 赤⽊研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 アンケートを実施せず。 
英文科目名 Advanced Theory of Control Systems Design 
関連科目 「制御機器特論」「メカトロニクス特論」を受講するのが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 アンケートを実施せず。 
講義目的 制御システムに必要な制御機器として，アクチュエータやセンサ，弁などがある。

本講義では、特に福祉・メカトロニクス系で必要となる油圧・空気圧制御機器（ア
クチュエータ）に重点を置き，制御系 CAE ソフト（Matlab/Simulink）を用いて



各種アクチュエータや弁などの特性をシミュレーションし，制御システムを設計
する能力の育成を図る。特に、空気圧駆動機器のモデル化に必要な圧縮性などの
非線形要素を数学モデルで表現でき、シミュレーションを行う能力の育成を図
る。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションを実施する。 

2 回  MATLAB/SIMULINK の操作法１（線形要素）について解説する。 
3 回  MATLAB/SIMULINK の操作法２（条件分け・非線形要素）について解説
する。 
4 回  油圧シリンダ・制御弁のモデル化について解説する。 
5 回  シミュレーションについて解説する。 
6 回  油圧システム演習課題（シミュレーション）について解説する。 
7 回  空気圧シリンダ・制御弁のモデル化について解説する。 
8 回  高速 On/Off 弁の PWM 駆動制御モデルについて解説する。 
 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  MATLAB/SIMULINK に関して図書館やインタ−ネット等で調べてみて
おくこと。 
3 回  静止摩擦やクーロン摩擦などを含む摩擦の数学モデルに関して図書館や
インターネット等で調べてみておくこと。 
4 回  固定絞りを流れる油の流量の数学モデル（流体力学）に関して調べ、数式
で表しておくこと。 
5 回  一定容積内に油が流れ込んだ場合の容積内の圧力変化の数学モデルに関
して調べ、数式で表しておくこと。 
6 回  2 つの可変絞りを有する油圧の On/O 

 



年度 2014 
授業コード MTR01310 
成績評価 課題および内容の理解およびプレゼンテイションにより評価する。 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 知能機械⼯学専攻(13〜) 
見出し MTR01310 数理モデル特論 
担当教員名 神谷 茂保 
単位数 2 
教科書 Ｌ．Solymar: Lectures on Fourier Series (Oxford Science Publications) 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数理モデル特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 学部のとき用いた数学関連の教科書 
授業形態 講義 
注意備考 １回目は２０号館６階の神谷研究室にて行うので注意すること。 

教科書（英語で書かれている）を受講者が順に分担して読みそれを説明するとい
う輪講形式で行う。自分の担当部分を他の人に説明できるように準備をするこ
と。 
複数回準備不足の時は単位は認定しない。 

シラバスコード MTR01310 
実務経験のある教員  
達成目標 Fourier 変換を理解し応用できる。偏微分方程式（熱方程式など）が理解できる。

（また英語で書かれた本を読むことへの抵抗をなくす） 
受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館 6 階神谷研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Mathematical Modelling 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学部などで学習した数学的な知識を総動員して Fourier 変換について学習する。

その応用として偏微分方程式を学習し解の求め方を理解する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  On approximations 1 の部分を輪講する。 

2 回  Approximation to a cosine function, period function 1 の部分を輪講する。 
3 回  Approximation to a cosine function, period function 2 の部分を輪講する。 



4 回 Finding the Fourier series 1 の部分を輪講する。 
5 回  Finding the Fourier series 2 の部分を輪講する。 
6 回  F 

準備学習 1 回 三角関数の微積分を復習しておくこと。 
2 回 テイラー展開について復習しておくこと。 
3 回 テイラー展開について復習しておくこと。 
4 回 三角関数についての基本事項を確認しておくこと。 
5 回 内積空間についての基本事項を確認しておくこと。 
6 回  Fourier 級数展開について復習しておくこと。 
7 回  Fourier 級数展開について復習しておくこと 
8 回  Fourier 級数展開について復習しておくこと 
9 回 急減少関数の Fourier 変換の定義などを確認しておくこと。 
10 回 核関数について調べて 

 



年度 2014 
授業コード MTR01510 
成績評価 毎回の小レポート(60%), 期末レポート(40%) 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 知能機械⼯学専攻(13〜) 
見出し MTR01510 シミュレーション設計学特論 
担当教員名 荒⽊ 圭典 
単位数 2 
教科書 毎回、資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 構造化プログラミング 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 シミュレーション設計学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 結城, 『新版 C 言語プログラミングレッスン文法編』, ソフトバンククリエイテ

ィブ 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTR01510 
実務経験のある教員  
達成目標 構造化プログラミング、変数の扱いの基礎を習得し、プログラムの構造化ができ

るようになること。 
受講者へのコメント  
連絡先 担当：荒⽊圭典 E-mail: araki(_at_)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２

０号館６階、オフィスアワー： 随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Course of Design with Simulation 
関連科目 学部課程におけるコンピュータリテラシー１、同２、プログラミング演習、数値

計算法、シミュレーション設計学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コンピュータプログラミングにおけるプログラミング言語の特性を理解するコ

ンピュータ・シミュレーションを用いた研究の背景には、コンピュータの基礎知
識、アルゴリズムの基礎知識、ＯＳの知識など広汎な知識を必要とする。本講義
では単なるプログラミングの知識にとどまらず、プログラムの背景でのコンピュ
ータの動作を意識しながら、プログラミングとプログラミング言語、アルゴリズ
ムの関係を講述する。主にＣ言語を用いるが、比較の対象としてＨＴＭＬ，ＰＨ
Ｐ，ＪａｖａＳｃｒｉｐｔ等も講義する。 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 講義全体の概観を述べる。 

2 回 コンピュータの基本構成とプログラムの関連について解説する。 
3 回 Ｃ言語におけるブロック（複文）について解説する。 
4 回 Ｃ言語におけるインターフェース、関数について解説する。 
5 回 メモリアクセスのＣ言語での表現１：宣言文とは何かについて解説する。 
6 回 メモリアクセスのＣ言語での表現２：ポインタとは何か、どのように操作す
るかについて解説する。 
7 回 ＡＰＩ(Application Programming Interface)とは何かについて解説する。 
8 回 Ｃ＋＋ 

準備学習 各回の復習を十分に行い、次週以降はその知識を利用できるように習熟しておく
こと。 

 



年度 2014 
授業コード MTR01610 
成績評価 レポート（100％）の提出による。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 知能機械⼯学専攻(13〜) 
見出し MTR01610 ユニバーサルデザイン特論 
担当教員名 松浦 洋司 
単位数 2 
教科書 講義中に資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ユニバーサルデザイン特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTR01610 
実務経験のある教員  
達成目標 ①ユニバーサルデザインの理念を理解している。 

②この理念を活かすことができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 松浦研究室（20 号館 4 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Universal Design 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ユニバーサルデザインの理念を理解し、この理念を活かす方法を学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  ユニバーサルデザインの背景について、設計技術における必要性や進展な

どを含めて説明する。 
2 回  ユニバーサルデザインの理念（７原則）を説明する。その際、具体的製品
の機能と関連付けながら説明する。 
3 回  都市のユニバーサルデザイン 1：「公共空間としての都市」について説明す
る。 
4 回  都市のユニバーサルデザイン 2：「都市づくり（都市設計）」におけるユニ
バーサルデザインの理念（バリアフリー新法など）を説明する。 



5 回 建築物（特に住宅）のユニバーサルデザインを説明する。 
6 回  サイン情報のユニバー 

準備学習 1 回 ユニバーサルデザインの歴史について調べておくこと。 
2 回 ユニバーサルデザインの７原則について調べておくこと。 
3 回 都市とは何か、定義を考えておくこと。 
4 回 福祉のまちづくり条例について調べておくこと。 
5 回 自分の住宅の問題点は何か考えておくこと。 
6 回 照明と色彩の基本事項について学習（復習）しておくこと。 
7 回 身近なサイン情報で見にくいと思われるものを調べておくこと。 
8 回 色覚異常について調べておくこと。 
9 回 色覚の三色説と反対色説について調べておくこと。 
10 回 高齢者の視覚特性に 

 



年度 2014 
授業コード MTR01710 
成績評価 各講義での質疑応答（２０％）やレポート（８０％）により総合的に評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 知能機械⼯学専攻(13〜) 
見出し MTR01710 知能機械⼯学特別講義 
担当教員名 山⽥ 訓、赤⽊ 徹也、綴⽊ 馴、堂⽥ 周治郎、神谷 茂保、松下 尚史、藤

本 真作 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 知能機械⼯学特別講義 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTR01710 
実務経験のある教員  
達成目標 各テーマの最新のトピックスを紹介でき、今後の動向を説明できる。各自の研究

のその研究分野での位置づけを説明できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics in Intelligent Mechanical Engineering 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 知能機械⼯学専攻の各教員がその専門性を生かして、知能機械⼯学研究の最新の

動向を講義する。知能機械⼯学のそれぞれの分野での研究の概要を理解し、各自
の研究との関連性を理解することを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 各テーマの研究動向をインターネット等を用いて調べておくこと。前回の講義の

内容を復習し、内容を簡潔にまとめること。 
 



年度 2014 
授業コード MTR01810 
成績評価 発表(40%)、概要・要約・査読報告の作成 (40%)、能動的な討論への参加(20%)

で評価し、60％以上の得点を合格とする。 
曜日時限 ⽊曜日 1・2 時限 
対象クラス 知能機械⼯学専攻(13〜) 
見出し MTR01810 知能機械⼯学特別演習Ⅰ 
担当教員名 垣谷 公徳 
単位数 2 
教科書 特に指定しない。各指導教員に相談すること。 
アクティブラーニング  
キーワード 能動的学習、討論、プレゼンテーション、クリティカルリーディング 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 知能機械⼯学特別演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 配布される要約内で指定される。 
授業形態 演習 
注意備考 この講義は、⼯学総合演習と同時開講で行われる。受講者数により教室、クラス

編制が変更されるので、初回講義までに掲示物をよく確認すること。また、初回
講義には必ず出席すること。 

シラバスコード MTR01810 
実務経験のある教員  
達成目標 ・発表内容についての適切な概要を書く事ができる。 

・専門分野について特別な予備知識がなくても理解できるプレゼンテーションが
できる。 
・研究発表を聴講した際、適切な要約を書くことができる。 
・文書の論理的な内容について評価することができる。 
・研究会やシンポジウムの運営に関わる作業について知り、実際に行うことがで
きる。 

受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 3F 垣谷研究室 オフィスアワー: ⽊曜日 13:15-15:00 

E-mail: kimi@ee.ous.ac.jp 
Web: http://sstxp.ee.ous.ac.jp/moodle/ 
この講義のスケジュールの確認、要約の配布、査読等の連絡のため上記 Web サ
イトを開設するので受講者は必ず使用登録を行うこと。 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Intelligent Mechanical Engineering I 



関連科目 特別研究 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 知能機械⼯学特別演習Ⅰでは、最先端の研究事例を比較的⻑時間に及ぶ議論形式

で紹介することにより、プレゼンテーション能力や研究・開発活動におけるコミ
ュニケーション能力の育成を図る。特に、自らの学問領域を越えて広くその研究
内容を伝える能力や他の⼯学領域の研究内容についてもその外観を理解し、議論
する能力に重点を置く。同時に概要や要約といった文書作成・評価の実習も行う。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 ・プレゼンテーション関連科目について復習をしておくこと。 

・自らの卒業研究について纏めておく事。 
・研究活動（論文講読、学会発表）のスケジュールについて 指導教員と相談して
おくこと。 
・一般発表発表者は発表内容の概要（アブストラクト）を作成し提出する。 
・前回の招待講演担当者は要約（レジュメ）を作成し提出する。 
・司会者（座⻑）は提出された概要（アブストラクト）を受講者に配布し、提出
された要約（レジュメ）を査読担当者に送付する。 
・査読担当者（レヴューアー）は担当する概要（アブストラクト）もしくは 要約
（ 

 



年度 2014 
授業コード MTR01910 
成績評価 論文の理解度およびプレゼンテーションにより評価する（１００％）。 
曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 知能機械⼯学専攻(13〜) 
見出し MTR01910 知能機械⼯学特別演習Ⅱ 
担当教員名 神谷 茂保、久野 弘明、山⽥ 訓、赤⽊ 徹也、綴⽊ 馴、堂⽥ 周治郎、松

下 尚史 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 英語論文、英語読解力、論文理解力、プレゼンテーション、質疑応答、コミュニ

ケーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 知能機械⼯学特別演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 演習 
注意備考 紹介論文の選定は早めに行い、十分な準備をして論文紹介を行うこと。他人の発

表に対して積極的に質問したり討論に加わること。パソコンを使用して、パワー
ポイント等電子教材をプロジェクタで提示する。 

シラバスコード MTR01910 
実務経験のある教員  
達成目標 研究に関係した英語の論文を読み、理解することができること。論文の内容をわ

かりやすくまとめることができること。プレゼンテーションができること。プレ
ゼンテーションのためのパワーポイントが作成できること。質問を十分理解し適
切に答え、コミュニケーションすることができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 担当（代表）：２０号館３階 堂⽥研究室 電話：086-256-9564 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Intelligent Mechanical Engineering II 
関連科目 知能機械⼯学特別演習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 演習方式により、プレゼンテーションを行う。まず、学生は知能機械⼯学や各自

の研究内容に関連した英語で書かれた論文を取り上げる。つぎに、その論文を日
本語に訳し、内容を理解する。そして、それらをわかりやすく説明するためのプ
レゼンテーション資料やパワーポイントを作成する。最後に教員及び院生の前



で、論文内容紹介のプレゼンテーションや質疑応答を行う。すなわち、この演習
では、論文理解力、英語読解力、プレゼンテーション力、コミュニケーション力
の向上を目的とする。 

対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習 事前に指導教員と英語論文の読み合わせやプレゼンの練習などを十分行ってお

くこと。 
 



年度 2014 
授業コード MTR02010 
成績評価 論文の理解度およびプレゼンテーションにより評価する（１００％）。 
曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 知能機械⼯学専攻(13〜) 
見出し MTR02010 知能機械⼯学特別演習Ⅲ 
担当教員名 山⽥ 訓、赤⽊ 徹也、綴⽊ 馴、堂⽥ 周治郎、神谷 茂保、松下 尚史、藤

本 真作 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 英語論文、英語読解力、論文理解力、プレゼンテーション、質疑応答、コミュニ

ケーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 知能機械⼯学特別演習Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 演習 
注意備考 紹介論文の選定は早めに行い、十分な準備をして論文紹介を行うこと。他人の発

表に対して積極的に質問したり討論に加わること。パソコンを使用して、パワー
ポイント等電子教材をプロジェクタで提示する。 

シラバスコード MTR02010 
実務経験のある教員  
達成目標 研究に関係した英語の論文を読み、理解することができること。論文の内容をわ

かりやすくまとめることができること。プレゼンテーションができること。プレ
ゼンテーションのためのパワーポイントが作成できること。質問を十分理解し適
切に答え、コミュニケーションすることができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 担当（代表）：２０号館５階 山⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Intelligent Mechanical Engineering III 
関連科目 知能機械⼯学特別演習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 演習方式により、プレゼンテーションを行う。まず、学生は知能機械⼯学や各自

の研究内容に関連した英語で書かれた論文を取り上げる。つぎに、その論文を日
本語に訳し、内容を理解する。そして、それらをわかりやすく説明するためのプ
レゼンテーション資料やパワーポイントを作成する。最後に教員及び院生の前



で、論文内容紹介のプレゼンテーションや質疑応答を行う。すなわち、この演習
では、論文理解力、英語読解力、プレゼンテーション力、コミュニケーション力
の向上を目的とする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 事前に指導教員と英語論文の読み合わせやプレゼンの練習などを十分行ってお

くこと。 
 



年度 2014 
授業コード MTR02110 
成績評価 論文の理解度およびプレゼンテーションにより評価する（１００％）。 
曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 知能機械⼯学専攻(13〜) 
見出し MTR02110 知能機械⼯学特別演習Ⅳ 
担当教員名 神谷 茂保、堂⽥ 周治郎、松下 尚史、藤本 真作、松浦 洋司、荒⽊ 圭典、

久野 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 英語論文、英語読解力、論文理解力、プレゼンテーション、質疑応答、コミュニ

ケーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 知能機械⼯学特別演習Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 演習 
注意備考 紹介論文の選定は早めに行い、十分な準備をして論文紹介を行うこと。他人の発

表に対して積極的に質問したり討論に加わること。パソコンを使用して、パワー
ポイント等電子教材をプロジェクタで提示する。 

シラバスコード MTR02110 
実務経験のある教員  
達成目標 研究に関係した英語の論文を読み、理解することができること。論文の内容をわ

かりやすくまとめることができること。プレゼンテーションができること。プレ
ゼンテーションのためのパワーポイントが作成できること。質問を十分理解し適
切に答え、コミュニケーションすることができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 担当（代表）：２０号館３階 堂⽥研究室 電話：086-256-9564 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Intelligent Mechanical Engineering IV 
関連科目 知能機械⼯学特別演習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 演習方式により、プレゼンテーションを行う。まず、学生は知能機械⼯学や各自

の研究内容に関連した英語で書かれた論文を取り上げる。つぎに、その論文を日
本語に訳し、内容を理解する。そして、それらをわかりやすく説明するためのプ
レゼンテーション資料やパワーポイントを作成する。最後に教員及び院生の前



で、論文内容紹介のプレゼンテーションや質疑応答を行う。すなわち、この演習
では、論文理解力、英語読解力、プレゼンテーション力、コミュニケーション力
の向上を目的とする。 

対象学年 2 年 
授業内容  
準備学習 事前に指導教員と英語論文の読み合わせやプレゼンの練習などを十分行ってお

くこと。 
 



年度 2014 
授業コード MTR02310 
成績評価 研究の具体的な内容と修士論文（指導教員による評価：６０％）・プレゼンテーシ

ョンの内容と質疑応答（発表会参加の教員による評価：４０％）を総合して評価
する。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 知能機械⼯学専攻(13〜) 
見出し MTR02310 特別研究 
担当教員名 山⽥ 訓、赤⽊ 徹也、綴⽊ 馴、堂⽥ 周治郎、神谷 茂保、松下 尚史、藤

本 真作 
単位数 14 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード MTR02310 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）社会の動向・ニーズを踏まえて研究課題を設定できる。（２）研究計画を自

主的に立案し、実行できる。（３）自主的に問題を解決できる。（４）研究内容を
わかりやすく説明できる。 
なお、修士論文発表、その際の質疑応答、修士論文作成まで行うことが成績評価
の前提である。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表： 専攻⻑ （原則は配属先研究室の指導教員） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work 
関連科目 知能機械⼯学専攻の科目全て 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 研究室に配属され２年間で独自で新規な研究を行い、結果をまとめる。ロボティ

クス、メカトロニクス、知能情報⼯学、ユニバーサルデザイン、福祉人間⼯学の
うち、少なくとも一つの分野に関連した研究を指導教員の下で行う。社会の動向・
ニーズを踏まえて研究課題を設定し、問題を解決する能力を養成することを目標



とする。また、修士論文の中間発表、学会発表、修士論文発表を通して研究をま
とめる能力、プレゼンテーション能力、コミュニケーション能力を養成すること
を目標とする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 研究課題設定に必要な、その分野の研究動向・社会のニーズを調査しておくこと。

実験結果を分析し、次の研究計画を立案すること。 
 



年度 2014 
授業コード MTR02410 
成績評価 講義の中で出題する課題に対するレポートにより評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 知能機械⼯学専攻(14〜) 
見出し MTR02410 バイオマテリアル特論 
担当教員名 中路 修平 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。特定の教科書は使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード バイオマテリアル、医用材料、生体材料、生体適合性、医療機器、人⼯臓器、再

生医療 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 バイオマテリアル特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の中で適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTR02410 
実務経験のある教員  
達成目標 バイオマテリアルに関する基礎知識、応用知識を習得する。医療機器、医療用具

の開発技術者、研究者として知っておくべきバイオマテリアル技術を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 生体材料⼯学研究室（２７号館３階３０８室）、オフィスアワー：月〜金 昼休み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 生体高分子化学特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 医療に応用されるさまざまなバイオマテリアル（医用材料）について学習する。

バイオマテリアルの種類と特性、バイオマテリアルの人⼯臓器、再生医療への応
用について学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションとして授業の進め方などを説明する。 

2 回 バイオマテリアルの基本的性質：生体適合性、安全性評価について解説す
る。 
3 回 高分子バイオマテリアル（１）：合成高分子の特性と医療器材への応用につ
いて解説する。 



4 回 高分子バイオマテリアル（１）：天然高分子、生分解性高分子の特性と医療
器材への応用について解説する。 
5 回 金属バイオマテリアル：金属材料の特性と医療器材への応用について解説
する。 
6 回 セラミックスバイオマテリアル：セラミックス材料の特性と医療器材への
応用について解説する。 
 

準備学習 1 回 バイオマテリアルについて調べておくこと。 
2 回 医療機器、医療用具に使用されている材料について調べておくこと。 
3 回 医療機器・医療用具に使用されている合成高分子材料を調べておくこと。 
4 回 医療機器・医療用具に使用されている天然高分子材料を調べておくこと。 
5 回 医療機器・医療用具に使用されている金属材料を調べておくこと。 
6 回 医療機器・医療用具に使用されているセラミックス材料を調べておくこと。 
7 回 滅菌法について調べておくこと。 
8 回 人⼯腎臓（ダイアライザー）に使用されている材料について調 

 



年度 2014 
授業コード MTT00110 
成績評価 講義の輪講形式の発表内容、および与えられたトライボロジーに関する課題レポ

ートの内容の達成度で評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学専攻(13〜) 
見出し MTT00110 トライボロジー特論 
担当教員名 蜂谷 和明 
単位数 2 
教科書 教員作成のプリント 
アクティブラーニング  
キーワード 流体潤滑、油膜厚さ、摩擦係数、Reynolds 方程式、境界潤滑 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 トライボロジー特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 山本雄二他著・「トライボロジー」・理⼯学社、桜井俊男著・「新版潤滑の物理化

学」・幸書房、村⽊正芳著・「トライボロジー」・日刊⼯業新聞社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTT00110 
実務経験のある教員  
達成目標 流体潤滑の基礎方程式の導入の基礎から勉強し、最終的に Reynolds 方程式を厳

密に導出し、それを応用できる段階まで学習していく。また、物質の吸着によっ
て支配される境界潤滑についても学習する。 

受講者へのコメント  
連絡先 蜂谷（電子メール hachiya@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9573）オフィスアワー

水曜日 12:30-13:30、16:00-17:00、金曜日 16:00-17:00、場所１学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Tribology 
関連科目 加⼯学、機械要素、機械設計学、物理学、界面化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 トライボロジーは、相対する２つの部品が相対運動するときに引き起こされる、

化学的、物理的な諸現象を究明する学問である。実働中の機械故障の大半はトラ
イボロジーに絡むといわれており、その理解の理解が設計の善し悪しを決めると
いっても過言ではない。本講義では、主として流体潤滑を中⼼に説明し、一方で、
表面状態の物理的、化学的検討も行う。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回  トライボロジーについて説明する。 
2 回  流体力学の基礎方程式について説明する。 
3 回  Navier-Stokes の方程式の導出について説明する。 
4 回  トライボロジーでの次元解析を説明する。 
5 回  Reynolds の潤滑基礎方程式の厳密な導出について説明する。 
6 回  流体潤滑における摩擦力と摩擦係数について説明する。 
7 回  流体膜の発生機構について説明する。 
8 回  スラスト軸受での応力計算を行う（１回目）。 
9 回  スラスト軸受での応力計算を行う（２回目）。 
10 回  ジャーナル軸受 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  教科書を事前に読んで、流体力学の基礎方程式について調べること。 
3 回  第１回と２回の基礎方程式の講義を復習し、教科書を事前に読んで予習
しているとわかりやすい。 
4 回  式が込み入って複雑だが、冷静に一度教科書を読んでほしい。 
5 回  第４回の講義を復習し、大きさで無視できる項目に注意して教科書を読
んでほしい。 
6 回  教科書を事前に読んで、流体潤滑における摩擦力と摩擦係数の関係につ
いて調べること。 
7 回  教科書を事前に読んで、なぜ圧 

 



年度 2014 
授業コード MTT00210 
成績評価 レポート１００％ 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学専攻(13〜) 
見出し MTT00210 ロボット⼯学特論 
担当教員名 衣笠 哲也 
単位数 2 
教科書 特になし．必要に応じて資料を配付する． 

また，力学の教科書および以下の参考書を部分的に使用する． 
アクティブラーニング  
キーワード 解析力学，2 足歩行，リムレスホイール 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ロボット⼯学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ロボット制御⼯学入門，コロナ社，美多，大須賀 

原島鮮「力学 I」「力学 II」裳華房 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTT00210 
実務経験のある教員  
達成目標 Lagrange の運動方程式までの力学を理解する．また，2 足歩行の基本的な運動モ

ードであるリムレスホイールの運動について理解する． 
受講者へのコメント  
連絡先 4 号館 4 階衣笠研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Robotics 
関連科目 自動制御，ロボット⼯学，力学，微分方程式 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ロボット⼯学の基礎はそのモデルを如何に作るか？という点に尽きる．その基本

となるのが剛体の運動である．本講義の前半では剛体運動について学ぶ．後半で
は，連続系と衝突を含むハイブリッド系をポアンカレ写像を用いて解析すること
を学ぶ．これは，２足歩行の最新の安定解析手法の基礎となる． 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 ２足歩行の運動解析法について概説する． 

2 回 ２足歩行機の簡略化モデル：リムレスホイールについて講述する． 
3 回 リムレスホイールの片足支持期：１リンク倒立振子の運動方程式の導出法



について，モーメントの釣り合いを用いた方法について講述する． 
4 回 リムレスホイールの片足支持期：１リンク倒立振子の運動方程式の導出法
について，Lagrange の方法について講述する． 
5 回 リムレスホイールの片足支持期：１リンク倒立振子の運動方程式の線形化
と連続力学系としての安定性について講述する． 
6 回 ロボット⼯学特 

準備学習 1 回 ２足歩行ロボットについて調べておくこと． 
2 回 力学における回転運動，微分方程式とその解について復習しておくこと． 
3 回 力学における回転運動，微分方程式とその解について復習しておくこと． 
4 回 解析力学における Lagrange の運動方程式導出方法について調べておくこ
と． 
5 回 テーラー展開，ラプラス変換について復習しておくこと． 
6 回 コンピュータの取り扱いに慣れておくこと． 
7 回 コンピュータの取り扱いに慣れておくこと． 
8 回 線形常微分方程式の解と位相図について復習しておくこと． 
9 回 線形常 

 



年度 2014 
授業コード MTT00310 
成績評価 論文紹介（50%）、プレゼンテーション評価（50%） 

両者を合計し、総合評価する。６０点以上、合格。 
曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 機械システム⼯学専攻(13〜) 
見出し MTT00310 機械システム⼯学特別演習Ⅰ 
担当教員名 丸山 祐一、横山 隆、高見 敏弘、⽥中 雅次、中川 惠友、桑⽊ 賢也、衣

笠 哲也 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード 論文、英語、プレゼンテーション、機械材料学、エネルギー学、計測・制御⼯学、

機械設計・加⼯学 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 機械システム⼯学特別演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 演習 
注意備考 ・必須科目ではないが必ず履修すること。 

・この特別演習Ｉは、１年生対象開講科目です。 
 １年生は特別演習 II を受講することはできません。 

シラバスコード MTT00310 
実務経験のある教員  
達成目標 国際的に活躍できる技術者・研究者に成⻑できるよう、専門分野の最新情報を得

るとともに、「英語」の読解力を向上させ、プレゼンテーション能力を向上させ
る。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表世話役：高見敏弘（副代表：専攻⻑） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Mechanical Systems Engineering I 
関連科目 機械システム⼯学専攻の全科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 各自の研究テーマに関連する参考文献（英文）を題材とし、その内容を要約して

学会発表講演の形式で教員ならびに院生の面前で発表し、質疑応答することによ
り、専門分野の最新情報を得るとともに、英語の読解力ならびにプレゼンテーシ
ョン能力の向上を図る。 



対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習 英語論文の読解・理解、プレゼンテーション資料の作成など、 

各自の内容だけでなく、毎回、他者の論文紹介をよく学習すること。 
 



年度 2014 
授業コード MTT00410 
成績評価 論文紹介（50%）、プレゼンテーション評価（50%） 

両者を合計し、総合評価する。６０点以上、合格。 
曜日時限 ⽊曜日 9・10 時限 
対象クラス 機械システム⼯学専攻(13〜) 
見出し MTT00410 機械システム⼯学特別演習Ⅱ 
担当教員名 丸山 祐一、横山 隆、高見 敏弘、⽥中 雅次、中川 惠友、桑⽊ 賢也、衣

笠 哲也 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード 論文、英語、プレゼンテーション、機械材料学、エネルギー学、計測・制御⼯学、

機械設計・加⼯学 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 機械システム⼯学特別演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 演習 
注意備考 ・必須科目ではないが必ず履修すること。 

・この特別演習 II は、２年生対象開講科目です。 
 １年生は特別演習 II を受講することはできません。 

シラバスコード MTT00410 
実務経験のある教員  
達成目標 国際的に活躍できる技術者・研究者に成⻑できるよう、専門分野の最新情報を得

るとともに、「英語」の読解力を向上させ、プレゼンテーション能力を向上させ
る。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表世話役：高見敏弘（副代表：専攻⻑） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Mechanical Systems Engineering II 
関連科目 機械システム⼯学専攻の全科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 各自の研究テーマに関連する参考文献（英文）を題材とし、その内容を要約して

学会発表講演の形式で教員ならびに院生の面前で発表し、質疑応答することによ
り、専門分野の最新情報を得るとともに、英語の読解力ならびにプレゼンテーシ
ョン能力の向上を図る。 



対象学年 2 年 
授業内容  
準備学習 英語論文の読解・理解、プレゼンテーション資料の作成など、 

各自の内容だけでなく、毎回、他者の論文紹介をよく学習すること。 
 



年度 2014 
授業コード MTT00610 
成績評価 材料を強化する方法を理解するために、材料の変形機構を理解し、これに基づい

た材料強化法；実用化されている方法が理解できるかどうかによって、評価する。
定期試験（９０％）、中間試験（０％）、小テスト（０％）、レポート（１０％）、
ノート（０％） 

曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学専攻(13〜13) 
見出し MTT00610 機械材料学特論Ⅰ 
担当教員名 助台 榮一＊ 
単位数 2 
教科書 C. R. Barrett 他著：材料科学 2（岡村・堂山・井形訳）、(1980) 倍風館 
アクティブラーニング  
キーワード 変形機構、すべり変形、転位、変形様式、降伏現象、強化機構、破壊機構 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械材料学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 改訂 金属物理学序論：幸⽥ 成康 著、(2000) コロナ社 図書館備え付け 
授業形態 講義 
注意備考 独学で内容を理解することは非常に難しい。講義に出て、話を聞き、内容を理解

することを勧める。講義ではパワーポイントや VTR を使用し、学生の理解を促
している。 

シラバスコード MTT00610 
実務経験のある教員  
達成目標 機械分野の問題を解決するために、材料力学、熱力学、流体力学、機械力学、自

動制御、機械要素、加⼯学などの機械システム⼯学の専門知識を習得する。特に、
材料を強化する方法を理解するために、材料の変形機構を理解し、これに基づい
た材料強化法；実用化されている方法が理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 E-mail：sukedai@mech.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Mechanical Materials I 
関連科目 材料の破壊、マテリアルサイエンス I, II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械材料の強度は、材料の微細構造、特に材料中に存在する格子欠陥と機械的特

性との関係を明らかにする学問である。本講義では、材料を強度する具体的方法
について学ぶ；材料の強度は、力が作用した時に変形するかにより、決まる。そ



れ故、はじめに材料の変形機構を理解する。これに基づけば自ずと材料を強化す
る方法；実用化されている”変形が容易に起こらない方法”の開発が理解できる。 

対象学年 2 年 
授業内容 1 回 塑性変形・すべり面とすべり方向、について説明する。 

2 回 転位の運動と塑性変形の関係 I、について説明する。 
3 回 転位の運動と塑性変形の関係 II、について説明する。 
4 回 転位の増殖 I 、について説明する。 
5 回 転位の増殖 II、について説明する。 
6 回 結晶固体における他の変形様式、について説明する。 
7 回 強化の機構、について説明する。 
8 回 降伏現象を転位論に基づいて説明する。 
9 回 種々の強化機構・固溶強化、について説明する。 
10 回 種々の強化機構・析出強化、について説明する。 
1 

準備学習 1 回 テキスト図 7-6 のすべり面とすべる方向はどのように決まっているのか？
を考えること。 
2 回 １本転位の移動距離とそれによって生ずるひずみの大きさを考えること。 
3 回 N 本転位の移動距離とそれによって生ずるひずみの大きさを考えておくこ
と。 
4 回 １本転位の動きによって生ずるひずみの大きさは原子の間隔程度、10％の
ひずみはどのように生ずるか？を考えること。 
5 回 テキスト図 7-13、7-14 の転位の増殖機構を考えておく。 
6 回 結晶材料がすべり以外の様式で変形するが、その機構を想像しておくこと。 
7 回 強 

 



年度 2014 
授業コード MTT00710 
成績評価 中間試験では、材料の経済性、力学的性質および結晶学について 60％以上理解す

る。 
期末試験では、各種⼯業材料のヤング率の物理的基礎と実際にヤング率によって
決まる設計のケーススタディについて 60%以上理解する。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学専攻(13〜13) 
見出し MTT00710 機械材料学特論Ⅱ 
担当教員名 中川 惠友 
単位数 2 
教科書 毎回配布する講義資料を用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード 材料の構造と組織、⼯業材料の性質と機能、弾性率、ヤング率 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械材料学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎機械材料／鈴村 暁男・浅川 基男著／培風館、 

基礎からの機械金属材料／⻫藤、小林、中川著／日新出版 
大学基礎機械材料／門間 改三著／実教出版 

授業形態 講義 
注意備考 毎回必ず出席して、教員の指示に従うこと。学習相談の希望があれば、講義後に

担当教員に申し出ること。・講義ではパワーポイントを用いて解説する予定であ
る。 

シラバスコード MTT00710 
実務経験のある教員  
達成目標 材料の設計、力学、構造についての専門知識を修得し、また、実際の設計に関す

る諸問題を理解しながら、機械技術者として必要な材料を適切に選び、且つ諸問
題の解決ができる能力を養う。 

受講者へのコメント  
連絡先 中川研究室（場所：4 号館 3 階, オフィスアワー（⽊曜 11 時から 12 時), TEL：

086-256-9561,E-mail：nakagawa@mech.ous.ac.jp) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Mechanical Materials II 
関連科目 材料力学、塑性力学、マテリアルサイエンス、機能材料 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近年、地球温暖化対策と関連して機械材料への要求も高度で多様化している。本



講義では、各種材料特性について詳しく解説し、その特性を活かした使用方法を
種々のケーススタディによって理解することを目的とする。 

対象学年 2 年 
授業内容 1 回 ⼯業材料とその性質、経済性、物理的性質および力学的性質について例をあ

げながら解説する。 
2 回 材料の価格と入手しやすさ等の経済性を考慮した材料選択の方法を説明す
ると共に、今後の⼯業材料について解説する。 
3 回 機械の設計計算において重要な弾性率と応力の定義について解説する。 
4 回 材料のひずみの定義を確認すると共に、フックの法則について解説する。 
5 回 材料のヤング率の測定方法を理解すると共に、実際に使われている材料の
ヤング率を解説する。 
6 回 代表的な⼯業材用を例に挙げながら材料の力学的性質を決定 

準備学習 1 回 ⼯業材料と各種性質について理解する。 
2 回 材料の経済性と今後の⼯業材料について理解する。 
3 回 弾性率と応力の定義について理解する。 
4 回 ひずみと定義とフックの法則について理解する。 
5 回 材料のヤング率について理解する。 
6 回 原子の充填について理解する。 
7 回 結晶学と面指数および方向指数について理解する。 
8 回 ポリマーの原子充填について理解する。 
9 回 前期の試験範囲を復習し、試験準備をする。 
10 回 ヤング率の物理的基礎について理解する。 
11 回 ゴムとガラス転移温度について理解する。 

 



年度 2014 
授業コード MTT00910 
成績評価 課題発表（40%）・レポート（60%） 

具体的には、割り当てられた英文テキストの一部を読んで理解して説明すること
に 40 点、多自由度系および連続体の振動解析法に関する問題のレポート作成に
60 点とする 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム⼯学専攻(13〜) 
見出し MTT00910 機械力学特論 
担当教員名 横山 隆 
単位数 2 
教科書 S.S. Rao/ Mechanical Vibrations,３rd /Addison-Wesley Pub./1995/ 
アクティブラーニング  
キーワード 自由振動，強制振動，モード解析，固有値と固有ベクトル，連続体の振動，波動

伝ぱ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械力学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 原 文雄/機械力学/裳華房/1988 年/ 

芳村敏夫，横山 隆，日野順市/基礎 振動⼯学 新訂版/共立出版/2002 年/ 
授業形態 講義 
注意備考 電卓，レポート用紙必携 
シラバスコード MTT00910 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械システム⼯学の技術者が取り扱う主要分野の問題解決に必要な専門知

識の基礎を修得すること。とくに, 多自由度系および連続体の振動解析法を習得
すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室４号館３階（電子メール yokoyama@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9580）

オフィスアワー（毎週火曜９〜１０時限） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Dynamics of Machinery 
関連科目 微分方程式，線形代数，機械力学Ⅰ，機械力学Ⅱ，機械力学Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械構造物の動的解析に必要な多自由度系および連続体の振動解析法について、

とくにコンピュータ解析法に重点をおいて輪講を行う。 
対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 運動方程式のマトリクス表示について説明する 
2 回 ラグランジュの方程式について説明する 
3 回 演習問題を実施する 
4 回 固有円振動数と固有振動モードについて説明する 
5 回 固有振動モードの直交性について説明する 
6 回 強制振動のモード解析について説明する 
7 回 演習問題を実施する 
8 回 固有円振動数の近似計算法 1.ダンカレーの公式について説明する 
9 回 固有円振動数の近似計算法 2.レーリーの公式について説明する 
10 回 演習問題を実施する 
11 回 固有円振動数の逐次計算法 1.ホルツァー法につい 

準備学習 1 回 機械力学 III の内容の復習をしておくこと 
2 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
3 回 問題に事前に取り組んでおくこと 
4 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
5 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
6 回 教科書を読み、用語を学習しておくこと 
7 回 演習問題に事前に取り組んでおくこと 
8 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
9 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
10 回 演習問題に事前に取り組んでお 

 



年度 2014 
授業コード MTT01110 
成績評価 講義内容に関するレポート（50％）および試験結果（50％）より評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 機械システム⼯学専攻(13〜) 
見出し MTT01110 材料力学特論Ⅰ 
担当教員名 金谷 輝人 
単位数 2 
教科書 KLESNIL /LUKAS 著 「Fatigue of Metallic Materiales」, ELSEVIER PUB． 
アクティブラーニング  
キーワード 金属の疲労、微視⻲裂、ストライエーション、疲労限、S-N 曲線、表面効果、環

境効果 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 材料力学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻄谷弘信 編、「総合材料強度学講座６ 疲労強度学」、オーム社 
授業形態 講義 
注意備考 受身ではなく、積極的に授業に取り組むことを希望する。 
シラバスコード MTT01110 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために材料力学、熱力学、流体力学、機械力学、

自動制御、機械要素、加⼯学などの機械システム⼯学の専門知識を修得する。 
受講者へのコメント 特になし。 
連絡先 金谷研究室（４号館３階）オフィスアワー⽊曜日 G 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし。 
英文科目名 Advanced Material Strength I 
関連科目 材料力学特論 II、機械材料学特論 I、機械材料学特論 II 
次回に向けての改善変更予定 受講者の役に立ちそうな授業内容にしたいと思っています。 
講義目的 機械部品や構造物の設計において、材料力学は必要不可欠の学問分野である。こ

の講義は、材料力学が応用される金属疲労について、その基礎的な事項を中⼼に
輪講形式で行われる。なお、英語の読解力などの向上を目指す意味で原書を使用
する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション、材料力学と疲労の関係について説明する。 

2 回  事前配布資料に関する受講生の発表の後、「疲労とはどのような現象か？」
について説明する。 
3 回  事前配布資料に関する受講生の発表の後、「き裂の発生と伝播」について説



明する。 
4 回  事前配布資料に関する受講生の発表の後、「き裂の発生と伝播」について説
明する。 
5 回  事前配布資料に関する受講生の発表の後、「疲労機構の概略」について説明
する。 
6 回  事前配布資料に関する受講生の発表の後、「疲労機構（結晶学）」について
説明する。 
7 

準備学習 1 回  材料力学と疲労の関係について復習すること。第２回授業までに、参考書
などにより、「疲労とはどのような現象か」に関し予習を行なうこと。 
2 回  特に、「疲労とはどのような現象か」の内容について理解を深めるように
復習すること。第３回授業までに、参考書などにより「き裂の発生と伝播」に関
し予習を行なうこと。 
3 回  特に、「き裂の発生と伝播」の内容について理解を深めるように復習する
こと。第４回授業までに、参考書などにより「き裂の発生と伝播」に関し予習を
行なうこと。 
4 回  特に、「き裂の発生と伝播」の内容に 

 



年度 2014 
授業コード MTT01210 
成績評価 複合材料の種類や強度特性に関する宿題を課し、その採点結果（１００％）によ

り評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学専攻(13〜) 
見出し MTT01210 材料力学特論Ⅱ 
担当教員名 中井 賢治 
単位数 2 
教科書 教科書は使用せず、ノート講義と配布するプリントを併用する。 
アクティブラーニング  
キーワード 異方性材料，複合材料 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 材料力学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Engineering Mechanics of Composite Materials/ I.M. Daniel and O. Ishai/ Oxford 

University Press 
授業形態 講義 
注意備考 講義内容に関する質問や相談事がある時は、授業担当者（中井）の研究室（上記

連絡先参照）を訪ねてください。ただし、まずは疑問点に対する回答を自分なり
に調べておくこと。 

シラバスコード MTT01210 
実務経験のある教員  
達成目標 異方性材料の力学的特性を理解し、複合材料構造物の設計技術を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ４号館３階の中井研究室まで（電子メール：nakai@mech.ous.ac.jp；オフィスア

ワー：毎週⽊・金曜日随時） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Material Strength II 
関連科目 材料力学特論Ⅰ，機械材料学特論，材料強度学特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 複合材料は金属材料と比較して比強度，比剛性が高く、疲労寿命や耐⾷性にも優

れているため、近年航空機，自動車，スポーツ用具などの分野で広範に使用され
ている。本講義では、複合材料に代表される異方性材料の力学的特性について理
解することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 講義計画および複合材料の基礎知識について説明する。 



2 回 複合材料のヤング率や強度について解説する。 
3 回 等方性板のフックの法則について解説する。 
4 回 直交異方性板の主軸方向のフックの法則について解説する。 
5 回 直交異方性板の任意方向のフックの法則について解説する。 
6 回 異方性材料の構成方程式について解説する。 
7 回 一方向強化材の材料の主軸方向（繊維方向，面内横方向，板厚方向）におけ
る弾性特性の違いについて解説する。 
8 回 一方向強化材の弾性特性（ヤング率とポアソン比）の方位依存性について 

準備学習 1 回 複合材料とは何かを考えておくこと。 
2 回 材料力学の復習をしておくこと。 
3 回 等方性板の性質と弾性特性について調べておくこと。 
4 回 直交異方性板の性質と弾性特性について調べておくこと。 
5 回 直交異方性板の主軸方向の弾性特性について復習をしておくこと。 
6 回 異方性理論について予習をしておくこと。 
7 回 一方向強化材とは何かを考えておくこと。 
8 回 一方向強化材の材料の主軸方向における弾性特性の違いについて復習をし
ておくこと。 
9 回 一方向強化材の弾性特性の方位依存性について復習をしておくこと。 

 



年度 2014 
授業コード MTT01310 
成績評価 課題レポート(50％)とプレゼンテーション(50%)を総合的に評価する。100 点満

点の場合は 60 以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学専攻(13〜) 
見出し MTT01310 制御⼯学特論 
担当教員名 吉⽥ 浩治 
単位数 2 
教科書 適宜，印刷物を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 機構，運動学，動力学，ロボットマニピュレータ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 制御⼯学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Control Theory of Non-linear Mechanical Systems ／ Arimoto, S ． ／ Oxford 

University Press：その他多数 
授業形態 講義 
注意備考 講義時間中に述べられる連絡事項に十分注意すること 
シラバスコード MTT01310 
実務経験のある教員  
達成目標 機械分野の問題を解決するために、機械システム⼯学の専門知識を修得する。 

１）ロボットマニピュレータの運動学について理解し説明できる 
２）静力学的なつり合いについて理解し説明できる 
３）運動方程式の導出法を理解し説明できる 

受講者へのコメント  
連絡先 メール：k_yoshida@mech.ous.ac.jp， 電話：086-256-9743 

オフィスアワー：（火曜日，水曜日９・１０時限） 場所：４号館４階吉⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Control Engineering 
関連科目 力学，機械力学，機械要素，機械設計学，自動制御 ロボット⼯学 など 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では機械システムの一例であるロボットマニピュレータを題材に取り上

げる。機械は一般に多数の剛体が回転対偶などによって繋がれたシステムと考え
てよい場合が多くある。そのようなシステムは多体系の一つである。それらを制
御するためには、まずシステムを構成する各剛体の運動を必要に応じて記述する
必要がある。次に動特性を考察し、制御系を構成する。本講義ではマニピュレー



タの制御を目的としたそのような一連の理論のうちで特に剛体の運動の記述と
動特 
性の表現法に焦点を当てて学習する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 概要説明をする。ロボット⼯学の研究の歴史や背景について説明する。 

2 回 剛体の位置と方位について説明をする。 
3 回 座標変換について説明する。 
4 回 オイラー角とロール・ピッチ・ヨー角について説明する。 
5 回 同時変換行列について説明する。 
6 回 剛体リンクへの座標系の設定を説明する。 
7 回 開運動学鎖について説明する。 
8 回 運動学方程式と逆運動学について説明する。 
9 回 無限小回転と微分関係について説明する。 
10 回 開運動学鎖のヤコビ行列について説明する。 
11 回 速度分解について説明する。 
 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み，講義目的，講義内容，達成目標を把握しておくこと。
図書館の参考図書などによってロボットマニピュレータについて調べておくこ
と。 
2 回 力学の図書によって剛体とその運動について復習しておくこと。 
3 回 問題に取り組むことで剛体の位置と方位について復習をしておくこと。力
学や線形代数などの図書によって座標系と回転行列について復習することで準
備しておくこと。 
4 回 問題に取り組むことで座標変換について復習しておくこと。資料や参考図
書などによってオイラー角とロール・ピッチ・ヨー角について予習し 

 



年度 2014 
授業コード MTT01410 
成績評価 小テスト(10%)：各講義での小テストの評価 

筆記試験(90%)：全ての学習内容を対象として行う。 
多様な曲線の式が理解されていることを達成目標として、小テストとレポートの
合計得点が６０点以上を合格とする。 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 機械システム⼯学専攻(13〜) 
見出し MTT01410 生産システム特論 
担当教員名 ⽥中 雅次 
単位数 2 
教科書 講義中に適宜資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 製図, コンピュータグラフィックス, CAD/CAM/CAE 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生産システム特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 「CAD/CAM」の講義を履修しておくことが望ましい。 
シラバスコード MTT01410 
実務経験のある教員  
達成目標 [A3]機械分野の問題を数値的に解決するために、コンピュータ操作に習熟すると

ともに、プログラミング技術および 
情報処理技術の基礎知識を修得する。特に、NURBS 曲線の有効性についてよく
理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⽥中雅次(５号館３階) 

電子メール tanaka@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9594，オフィスアワー月曜日
7-8 時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Production Systems 
関連科目 機械製図, CAD/CAM, CAE 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 3 次元 CAD における自由曲線・曲面の描画方法について次の事柄を学習する。 

(1)ファーガソンやベジエの自由曲線・曲面理論 
(2)有理ベジエ曲線での円錐曲線の作成方法 



(3)B スプライン曲線の漸化式とノットベクトルの性質 
(4)多様な形状を表現できる NURBS 曲線の作成方法 
(5)自由曲面のある物体のモデリング実習 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 CAD での高度なモデリング手法の概要について説明する。 

2 回 ソリッドモデルの概説について説明する。 
3 回 ファーガソンの曲線セグメントについて説明する。 
4 回 ベジエ曲線について説明する。 
5 回 高次のベジエ曲線について説明する。 
6 回 円錐曲線と射影変換について説明する。 
7 回 有理ベジエ曲線について説明する。 
8 回 有理ベジエ曲線による円弧の表現方法について説明する。 
9 回 B スプライン曲線について説明する。 
10 回 B スプライン曲線の漸化式について説明する。 
11 回 B スプライン曲線でのノッ 

準備学習 1 回 線形代数での空間図形について復習しておくこと。 
2 回 ２次元 CAD のプログラミング方法について、よく理解しておくこと。 
3 回 CAD での曲線の描画方法などを調べておくこと。 
4 回 ファーガソンの曲線セグメントについて、よく理解しておくこと。 
5 回 ベジエ曲線について、よく理解しておくこと。 
6 回 高次のベジエ曲線の表現方法について、よく理解しておくこと。 
7 回 円錐曲線と射影変換の概念をよく把握しておくこと。 
8 回 有理ベジエ曲線の表現方法について、よく理解しておくこと。 
9 回 有理ベジエ曲線と円弧 

 



年度 2014 
授業コード MTT01510 
成績評価 教科書の内容を輪講形式で受講生に発表、かつ質疑応答させる。講義中は受講者

全員が積極的に参加し、発言、討論するすることを推奨する。実際の現場で超精
密加⼯部品の加⼯方法とそれの評価方法を具体的に把握しているかどうかを評
価し、60 点以上を合格とする。 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学専攻(13〜) 
見出し MTT01510 精密加⼯学特論 
担当教員名 金枝 敏明 
単位数 2 
教科書 ⼯作機械シリーズ−超精密加⼯ー／垣野義昭他／大河出版： 

加⼯技術シリーズ−超精密加⼯マニュアルー／井川直哉他／大河出版 
アクティブラーニング  
キーワード 超精密加⼯, 超精密切削機械, 精度, 雰囲気, 熱膨張, 原子レベル, ダイヤモンド

⼯具, 結晶面方位, ポリゴンミラー, 流体軸受 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 精密加⼯学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 超精密生産技術体系第１巻 基本技術／森脇俊道他／フジテクノシステム 

 同 第２巻 実用技術／森脇俊道他／フジテクノシステム 
超精密加⼯技術／日本機械学会編／コロナ社 

授業形態 講義 
注意備考 輪講での発表では、プリント等を各自で準備する。また予習で不明な点は、講義

の前に教員に質問する。そうすれば、調査する参考書、文献などを適宜指示する。
電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業を行っている。またパソコンを使用
して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示する。 

シラバスコード MTT01510 
実務経験のある教員  
達成目標 超精密加⼯が世の中で必要とされている重要性を認識し、それを実施するために

は⼯作機械、⼯具、被削材，加⼯環境など種々の観点からのアプローチが必要で
あること、また評価方法もそのサイズに対応した精度が必要であることを修得す
る。 

受講者へのコメント  
連絡先 ５号館１階金枝研究室 kaneeda@mech.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Ultra Precision Machining 



関連科目 精密加⼯学, 加⼯学, 機械材料, 機械要素ⅠⅠ, トライボロジ, マテリアルサイ
エンス, 機械設計学, 加⼯学実習 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 超精密加⼯として超精密切削（軟質金属)と超精密研削(脆性材料）を取り上げ、

その原理ならびにそれを具現化する⼯作機械について講義する。さらに加⼯精度
を評価する測定機器に関しても触れる。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  超精密加⼯概論を説明する。 

2 回  各種超精密加⼯を説明する。 
3 回  超精密加⼯機械の基礎技術 （主軸）を説明する。 
4 回  超精密加⼯機械の基礎技術 （案内、他）を説明する。 
5 回  超精密加⼯用機械の機械要素を説明する。 
6 回  同上 
7 回  超精密切削機械の熱変形の抑制を説明する。 
8 回  超精密加⼯面の表面性状を説明する。 
9 回  同上 
10 回  超精密切削用ダイヤモンド⼯具を説明する。 
11 回  ダイヤモンド⼯具と超精密切削用被削材を説明する。 
12 回  ポリゴンミラー加⼯機を説明する 

準備学習 1 回  世の中で出回っている超精密部品や機械を考え、超精密と言う根拠、加⼯
方法を思慮すること。 
2 回 １回目の講義内容を基に超精密加⼯を機械⼯学的に思慮すると同時に課題
について発表の準備をすること。 
3 回  通常の⼯作機械と超精密⼯作機械との差異を調査ならびに発表の準備をす
ること。 
4 回  超精密⼯作機械の軸受や案内が精度に及ぼす影響を思慮すると同時に課題
について発表の準備をすること。 
5 回  各種機械要素が精度に及ぼす影響を思慮すると同時に課題について発表の
準備をすること。 
6 回  各種機械要素が精度に 

 



年度 2014 
授業コード MTT02310 
成績評価 指導教員が総合的に評価を行う。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 機械システム⼯学専攻(13〜) 
見出し MTT02310 特別研究Ⅰ 
担当教員名 丸山 祐一、横山 隆、高見 敏弘、⽥中 雅次、中川 惠友、桑⽊ 賢也、衣

笠 哲也 
単位数 3 
教科書 各指導教員が指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 研究活動、専門知識と技術、応用、⼯学的問題発見・解決、プレゼンテーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各指導教員が指示する。また，学生自身が自主的に見つけることを推奨する。 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード MTT02310 
実務経験のある教員  
達成目標 達成目標として、つぎを挙げる。 

1. 研究課題に関して文献等による調査を行うことができ、高度な専門知識と技
術を応用することができる。 
2. 機械システム⼯学に関する問題を発見し、分析・解決することができる。 
3．発表会等で論理的にプレゼンテーションができる 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work I 
関連科目 具体的科目は各指導教員に委ねる。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 特別研究 I は、機械システム⼯学に関する研究を教員の指導のもとに実施し、最

終的に修士論文としてまとめていくために行う。 
この研究活動により、⼯学的問題を発見し解決する能力、研究計画の立案・遂行
能力、持続的に専門分野や関連分野での知識を獲得しながら課題に取り組む能力
などを養う。 
また、教員指導の元での研究活動を通して、人と社会の融和に配慮できるように



していく。 
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習 関連分野の文献等による調査を行うこと。研究内容・実施計画を検討しておくこ

と。 
 



年度 2014 
授業コード MTT02410 
成績評価 指導教員が総合的に評価を行う。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 機械システム⼯学専攻(13〜) 
見出し MTT02410 特別研究Ⅱ 
担当教員名 丸山 祐一、横山 隆、高見 敏弘、⽥中 雅次、中川 惠友、桑⽊ 賢也、衣

笠 哲也 
単位数 3 
教科書 各指導教員が指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 研究活動、専門知識と技術、応用、⼯学的問題発見・解決、プレゼンテーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各指導教員が指示する。また，学生自身が自主的に見つけることを推奨する。 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード MTT02410 
実務経験のある教員  
達成目標 達成目標として、つぎを挙げる。 

1. 研究課題に関して文献等による調査を行うことができ、高度な専門知識と技
術を応用することができる。 
2. 機械システム⼯学に関する問題を発見し、分析・解決することができる。 
3．発表会等で論理的にプレゼンテーションができる 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work II 
関連科目 具体的科目は各指導教員に委ねる。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 特別研究Ⅱは、機械システム⼯学に関する研究を教員の指導のもとに実施し、最

終的に修士論文としてまとめていくために行う。 
この研究活動により、⼯学的問題を発見し解決する能力、研究計画の立案・遂行
能力、持続的に専門分野や関連分野での知識を獲得しながら課題に取り組む能力
などを養う。 
また、教員指導の元での研究活動を通して、人と社会の融和に配慮できるように



していく。 
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習 関連分野の文献等による調査を行うこと。研究内容・実施計画を検討しておくこ

と。 
 



年度 2014 
授業コード MTT02510 
成績評価 指導教員が総合的に評価を行う。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 機械システム⼯学専攻(13〜) 
見出し MTT02510 特別研究Ⅲ 
担当教員名 丸山 祐一、横山 隆、高見 敏弘、⽥中 雅次、中川 惠友、桑⽊ 賢也、衣

笠 哲也 
単位数 3 
教科書 各指導教員が指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 研究活動、専門知識と技術、応用、⼯学的問題発見・解決、プレゼンテーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各指導教員が指示する。また，学生自身が自主的に見つけることを推奨する。 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード MTT02510 
実務経験のある教員  
達成目標 達成目標として、つぎを挙げる。 

1. 研究課題に関して文献等による調査を行うことができ、高度な専門知識と技
術を応用することができる。 
2. 機械システム⼯学に関する問題を発見し、分析・解決することができる。 
3．発表会等で論理的にプレゼンテーションができる 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work III 
関連科目 具体的科目は各指導教員に委ねる。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 特別研究Ⅲは、機械システム⼯学に関する研究を教員の指導のもとに実施し、最

終的に修士論文としてまとめていくために行う。 
この研究活動により、⼯学的問題を発見し解決する能力、研究計画の立案・遂行
能力、持続的に専門分野や関連分野での知識を獲得しながら課題に取り組む能力
などを養う。 
また、教員指導の元での研究活動を通して、人と社会の融和に配慮できるように



していく。 
対象学年 2 年 
授業内容  
準備学習 関連分野の文献等による調査を行うこと。研究内容・実施計画を検討しておくこ

と。 
 



年度 2014 
授業コード MTT02610 
成績評価 指導教員が総合的に評価を行う。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 機械システム⼯学専攻(13〜) 
見出し MTT02610 特別研究Ⅳ 
担当教員名 丸山 祐一、横山 隆、高見 敏弘、⽥中 雅次、中川 惠友、桑⽊ 賢也、衣

笠 哲也 
単位数 3 
教科書 各指導教員が指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 研究活動、専門知識と技術、応用、⼯学的問題発見・解決、プレゼンテーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各指導教員が指示する。また，学生自身が自主的に見つけることを推奨する。 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード MTT02610 
実務経験のある教員  
達成目標 達成目標として、つぎを挙げる。 

1. 研究課題に関して文献等による調査を行うことができ、高度な専門知識と技
術を応用することができる。 
2. 機械システム⼯学に関する問題を発見し、分析・解決することができる。 
3．発表会等で論理的にプレゼンテーションができる 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work IV 
関連科目 具体的科目は各指導教員に委ねる。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 特別研究Ⅳは、機械システム⼯学に関する研究を教員の指導のもとに実施し、最

終的に修士論文としてまとめていくために行う。 
この研究活動により、⼯学的問題を発見し解決する能力、研究計画の立案・遂行
能力、持続的に専門分野や関連分野での知識を獲得しながら課題に取り組む能力
などを養う。 
また、教員指導の元での研究活動を通して、人と社会の融和に配慮できるように



していく。 
対象学年 2 年 
授業内容  
準備学習 関連分野の文献等による調査を行うこと。研究内容・実施計画を検討しておくこ

と。 
 



年度 2014 
授業コード MTT02710 
成績評価 講義は前半を解説、後半を輪講形式で行う。輪講は教科書「私たちのエネルギー」

をプロジェクターを用い、熱と流れの基礎方程式の導出は⿊板で説明していく形
式で行う。成績は輪講を元に評価する。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学専攻(13〜) 
見出し MTT02710 熱流体⼯学特論Ⅰ 
担当教員名 桑⽊ 賢也 
単位数 2 
教科書 エネルギーと環境の技術開発／松岡譲編著／コロナ社／ISBN 4-339-06856-X 
アクティブラーニング  
キーワード エネルギー、資源、環境、熱、流れ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 熱流体⼯学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平野博之著、「流れの数値計算と可視化」丸善 
授業形態 講義 
注意備考 学部講義の「熱力学」、「熱と流れ」（伝熱⼯学）、「流体力学」を復習しておくこ

と。 
シラバスコード MTT02710 
実務経験のある教員  
達成目標 エネルギー問題に関する輪講と熱と流れの基礎方程式の導出を学生自らが講義

形式で行ない、プレゼンテーション能力を向上させるとともに、熱⼯学、伝熱⼯
学の高度な専門知識を修得する。これらを行なうことにより、機械システム⼯学
分野の問題を解決する能力を養成し、また、新技術の研究・開発に携わる能力を
養成する。 

受講者へのコメント  
連絡先 桑⽊研究室（５号館４階），オフィスアワー：月曜日と水曜日随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 熱流体⼯学特論Ⅱ、流体力学特論Ⅲ、（以下学部科目）熱力学Ⅰ、熱力学Ⅱ、流体

力学Ⅰ、流体力学Ⅱ、熱と流れ、エネルギー⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現在のエネルギのほどんどは、熱エネルギを電気エネルギあるいは直接動力に変

換することにより利用されている。また近年クローズアップされている CO2 問
題もエネルギ問題の一つとして考えることができる。本講義では熱エネルギに関



連した様々な⼯業プロセス、例えば火力発電、廃棄物焼却などを取り上げ解説す
る。さらに近年、熱流動制御の分野にも多用されている数値シミュレーションの
基礎方程式を解説し、導出方法を習得する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。本講義の目的や必要性を説明し、さらに講義の進め

方を説明する。 
2 回  連続の式の導出（質量保存則）を解説する。 
3 回  運動方程式の導出（運動量保存則）を解説する。 
4 回  エネルギ式の導出（エネルギ保存則）を解説する。 
5 回  拡散方程式の導出（物質保存則）を解説する。 
6 回  エネルギ社会の輪講を行い、それに対して討論する。 
7 回  エネルギ技術の展望の輪講を行い、それに対して討論する。 
8 回  発電技術のベストミックスの輪講を行い、それに対して討論する。 
9 回  エネルギ 

準備学習 1 回 学部講義の「熱力学」、「熱と流れ」（伝熱⼯学）、「流体力学」を復習してお
くこと。 
2 回 学部講義の「流体力学」を復習しておくこと。 
3 回 学部講義の「流体力学」を復習しておくこと。 
4 回 学部講義の「熱力学」、「熱と流れ」（伝熱⼯学）を復習しておくこと。 
5 回 学部講義の「熱と流れ」（伝熱⼯学）を復習しておくこと。 
6 回 輪講の下調べと資料の準備をしておくこと。 
7 回 輪講の下調べと資料の準備をしておくこと。 
8 回 輪講の下調べと資料の準備をしておくこと。 
9 回 輪講の下調べと資料の準備をしておくこ 

 



年度 2014 
授業コード MTT02810 
成績評価 レポート、課題発表、講義中の質問への受け答えにより総合的に評価する。 

レポートは、講義内容の中から各自が題材を選択して、その内容を要約する。講
義内容を正確に聞き取れているか、どこまで深く理解しているか、表現方法は適
切であるか、などにより評価する。 

曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 機械システム⼯学専攻(13〜) 
見出し MTT02810 熱流体⼯学特論Ⅱ 
担当教員名 丸山 祐一 
単位数 2 
教科書 中村育雄・大坂英雄 共著 「⼯科系 流体力学」 共立出版（3200 円＋税） 
アクティブラーニング  
キーワード 完全流体、連続の式、運動量方程式、ベルヌーイの定理、速度ポテンシャル、運

動量定理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 熱流体⼯学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 丸山祐一・喜多義範 共著 「理⼯系 ベクトル解析」 共立出版（2100 円＋

税） 
授業形態 講義 
注意備考 学部での授業「流体力学Ⅰ」「高速空気力学」「CAEⅡ」などで学んだことを踏ま

えて講義するので、不明なことがあれば、直ちに学部の教科書・ノートで確認す
ること。受講生が学部で履修した選択科目の種類に応じて、講義内容を一部変更
することがあるので、準備学習の内容もそれに対応させること。 

シラバスコード MTT02810 
実務経験のある教員  
達成目標 完全流体の基礎方程式について、その導出過程と物理的な内容について理解し、

数値解析などにも応用できるように、数学的な操作についても習熟する。 
受講者へのコメント  
連絡先 丸山研究室（５号館２階）オフィスアワー 水曜日 3-4 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 学部で開講されたエネルギー系のすべての科目、および数学と物理（力学を含む）

の基礎科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 主として完全流体（粘性の無視できる流体）に対象をしぼった上で、学部で学ん



だよりも一般的かつ数学的により厳密な形での原理の定式化を学び、各種の基礎
方程式に習熟するとともに、それらの持つ物理的な意味合いについても様々な切
り口から理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション、流れの分類 

2 回  流れ場の数学的表現（スカラー場） 
3 回  流れ場の数学的表現（ベクトル場） 
4 回  流れ場の積分定理（ガウスの定理） 
5 回  流れ場の積分定理（ストークスの定理） 
6 回  応力テンソル 
7 回  流体の微小要素に加わる力 
8 回  オイラー表示とラグランジュ表示 
9 回  運動量方程式 
10 回  ベルヌーイの定理（オイラー方程式からの導出） 
11 回  速度ポテンシャル 
12 回  運動量定理による抗力の算出 
13 回  運動量定理による揚力の算出 
14 回  エネルギー 

準備学習 1 回  教科書の１章を読んでおくこと。 
2 回  「スカラー場の勾配」について復習しておくこと。 
3 回  「ベクトル場の発散」「ローテーション」について復習しておくこと。 
4 回  ガウスの定理について関連図書（例：参考書の 10.1 節）により予習して
おくこと。 
5 回  ストークスの定理について関連図書（例：参考書の 10.1 節）により予習
しておくこと。 
6 回  教科書の 3.1 節を読んでおくこと。 
7 回  教科書の(3.1.6)式を証明するとともに、3.2 節を読んでおくこと。 
8 回  教科書の 3.3 節を読んでおく 

 



年度 2014 
授業コード MTT02910 
成績評価 課題提出３回、最終レポート１回および講義中の質疑応答を総合的に判断して評

価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 機械システム⼯学専攻(13〜) 
見出し MTT02910 熱流体⼯学特論Ⅲ 
担当教員名 高見 敏弘 
単位数 2 
教科書 中村育雄・大坂英雄共著「⼯学系流体力学」（共立出版） 
アクティブラーニング  
キーワード 流体力学、熱力学、熱と流れ、エネルギー⼯学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 熱流体⼯学特論Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 廣瀬幸治著「流れ学」（共立出版） 
授業形態 講義 
注意備考 講義には教科書と参考書の両者を持参すること。 
シラバスコード MTT02910 
実務経験のある教員  
達成目標 乱流における流体混合と流動抵抗を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 メール：takami @ mech.ous.ac.jp，  

電話：086-256-9540， 場所：５号館１階 高見 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 流体力学、熱力学、熱と流れ、エネルギー⼯学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 粘性流体の流れと乱流について、ナビエストークス方程式を用いて、流体力学の

基礎から実用まで詳述する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 【粘性応力】 

2 回 【ナビエストークス方程式】 
3 回 【力学的相似】 
4 回 【境界層】 
5 回 【境界層方程式】 
6 回 【遷移現象】 



7 回 【乱れの記述】 
8 回 【レイノルズ応力】 
9 回 【乱れエネルギの輸送方程式】 
10 回 【レイノルズ応力の輸送方程式】 
11 回 【壁面乱流】 
12 回 【管内乱流】 
13 回 【自由乱流】 
14 回 【ジェット（噴流）】 
15 回 【まとめ（レポート課題）】 

準備学習 流体力学特論Ⅰを必ず受講すること。 
古典力学の範囲では、最も取り扱いにくい３次元非線形方程式を数式展開するの
で、 
毎回の数式処理を十分に覚えておくよう要望する。 

 



年度 2014 
授業コード MTT03010 
成績評価 材料を強化する方法を理解するために、材料の変形機構を理解し、これに基づい

た材料強化法；実用化されている方法が理解できるかどうかによって、評価する。
定期試験（９０％）、中間試験（０％）、小テスト（０％）、レポート（１０％）、
ノート（０％） 

曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学専攻(14〜) 
見出し MTT03010 材料強度学特論 
担当教員名 助台 榮一＊ 
単位数 2 
教科書 C. R. Barrett 他著：材料科学 2（岡村・堂山・井形訳）、(1980) 倍風館 
アクティブラーニング  
キーワード 変形機構、すべり変形、転位、変形様式、降伏現象、強化機構、破壊機構 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 材料強度学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 改訂 金属物理学序論：幸⽥ 成康 著、(2000) コロナ社 図書館備え付け 
授業形態 講義 
注意備考 独学で内容を理解することは非常に難しい。講義に出て、話を聞き、内容を理解

することを勧める。講義ではパワーポイントや VTR を使用し、学生の理解を促
している。 

シラバスコード MTT03010 
実務経験のある教員  
達成目標 機械分野の問題を解決するために、材料力学、熱力学、流体力学、機械力学、自

動制御、機械要素、加⼯学などの機械システム⼯学の専門知識を習得する。特に、
材料を強化する方法を理解するために、材料の変形機構を理解し、これに基づい
た材料強化法；実用化されている方法が理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 E-mail：sukedai@mech.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 材料の破壊、マテリアルサイエンス I, II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械材料の強度は、材料の微細構造、特に材料中に存在する格子欠陥と機械的特

性との関係を明らかにする学問である。本講義では、材料を強度する具体的方法
について学ぶ；材料の強度は、力が作用した時に変形するかにより、決まる。そ



れ故、はじめに材料の変形機構を理解する。これに基づけば自ずと材料を強化す
る方法；実用化されている”変形が容易に起こらない方法”の開発が理解できる。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 塑性変形・すべり面とすべり方向、について説明する。 

2 回 転位の運動と塑性変形の関係 I、について説明する。 
3 回 転位の運動と塑性変形の関係 II、について説明する。 
4 回 転位の増殖 I 、について説明する。 
5 回 転位の増殖 II、について説明する。 
6 回 結晶固体における他の変形様式、について説明する。 
7 回 強化の機構、について説明する。 
8 回 降伏現象を転位論に基づいて説明する。 
9 回 種々の強化機構・固溶強化、について説明する。 
10 回 種々の強化機構・析出強化、について説明する。 
1 

準備学習 1 回 テキスト図 7-6 のすべり面とすべる方向はどのように決まっているのか？
を考えること。 
2 回 １本転位の移動距離とそれによって生ずるひずみの大きさを考えること。 
3 回 N 本転位の移動距離とそれによって生ずるひずみの大きさを考えておくこ
と。 
4 回 １本転位の動きによって生ずるひずみの大きさは原子の間隔程度、10％の
ひずみはどのように生ずるか？を考えること。 
5 回 テキスト図 7-13、7-14 の転位の増殖機構を考えておく。 
6 回 結晶材料がすべり以外の様式で変形するが、その機構を想像しておくこと。 
7 回 強 

 



年度 2014 
授業コード MTT03110 
成績評価 中間試験では、材料の経済性、力学的性質および結晶学について 60％以上理解す

る。 
期末試験では、各種⼯業材料のヤング率の物理的基礎と実際にヤング率によって
決まる設計のケーススタディについて 60%以上理解する。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム⼯学専攻(14〜) 
見出し MTT03110 機械材料学特論 
担当教員名 中川 惠友 
単位数 2 
教科書 毎回配布する講義資料を用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード 材料の構造と組織、⼯業材料の性質と機能、弾性率、ヤング率 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械材料学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎機械材料／鈴村 暁男・浅川 基男著／培風館、 

基礎からの機械金属材料／⻫藤、小林、中川著／日新出版 
大学基礎機械材料／門間 改三著／実教出版 

授業形態 講義 
注意備考 毎回必ず出席して、教員の指示に従うこと。学習相談の希望があれば、講義後に

担当教員に申し出ること。・講義ではパワーポイントを用いて解説する予定であ
る。 

シラバスコード MTT03110 
実務経験のある教員  
達成目標 材料の設計、力学、構造についての専門知識を修得し、また、実際の設計に関す

る諸問題を理解しながら、機械技術者として必要な材料を適切に選び、且つ諸問
題の解決ができる能力を養う。 

受講者へのコメント  
連絡先 中川研究室（場所：4 号館 3 階, オフィスアワー（⽊曜 11 時から 12 時), TEL：

086-256-9561,E-mail：nakagawa@mech.ous.ac.jp) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 材料力学、塑性力学、マテリアルサイエンス、機能材料 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近年、地球温暖化対策と関連して機械材料への要求も高度で多様化している。本



講義では、各種材料特性について詳しく解説し、その特性を活かした使用方法を
種々のケーススタディによって理解することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 ⼯業材料とその性質、経済性、物理的性質および力学的性質について例をあ

げながら解説する。 
2 回 材料の価格と入手しやすさ等の経済性を考慮した材料選択の方法を説明す
ると共に、今後の⼯業材料について解説する。 
3 回 機械の設計計算において重要な弾性率と応力の定義について解説する。 
4 回 材料のひずみの定義を確認すると共に、フックの法則について解説する。 
5 回 材料のヤング率の測定方法を理解すると共に、実際に使われている材料の
ヤング率を解説する。 
6 回 代表的な⼯業材用を例に挙げながら材料の力学的性質を決定 

準備学習 1 回 ⼯業材料と各種性質について理解する。 
2 回 材料の経済性と今後の⼯業材料について理解する。 
3 回 弾性率と応力の定義について理解する。 
4 回 ひずみと定義とフックの法則について理解する。 
5 回 材料のヤング率について理解する。 
6 回 原子の充填について理解する。 
7 回 結晶学と面指数および方向指数について理解する。 
8 回 ポリマーの原子充填について理解する。 
9 回 前期の試験範囲を復習し、試験準備をする。 
10 回 ヤング率の物理的基礎について理解する。 
11 回 ゴムとガラス転移温度について理解する。 

 



年度 2014 
授業コード MTT03210 
成績評価 成績は輪講を元に評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 機械システム⼯学専攻(14〜) 
見出し MTT03210 機械設計学特論 
担当教員名 關 正憲 
単位数 2 
教科書 トライボ設計のための転がり疲れ寿命と面圧強さ／吉⽥彰／日本理⼯出版会 
アクティブラーニング  
キーワード 機械設計、機械要素、機構 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械設計学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 機械要素設計／吉⽥彰、藤井正浩、小⻄大二郎、大上祐司、原野智哉、關正憲／

日本理⼯出版会 
授業形態 講義 
注意備考 講義には関数電卓を持参すること。 
シラバスコード MTT03210 
実務経験のある教員  
達成目標 転がり疲れの基礎を修得するとともに、輪講を通して産業界における転がり疲れ

の現実問題について理解すること。これらを行うことにより、機械システム⼯学
分野の問題を解決する能力を養成し、機械設計に携わる能力を養成すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 關 正憲（４号館４階） 

メール：seki@mech.ous.ac.jp 
電話：086-256-9424 
オフィスアワー：月曜日、水曜日９・１０限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 機械設計学、機械要素、材料力学、力学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 輸送機械、産業機械、⼯作機械などは、多くの機械要素によって構成され、その

機械要素の多くは滑りや転がりの相対運動をする。機械の故障は、滑り・転がり
接触部の損傷に起因することが多く、機械の設計においては滑り・転がり疲れ現
象を理解しておく必要がある。本講義では、滑り・転がり疲れの基礎や転がり疲
れ寿命と面圧強さの評価について解説する。さらに、面圧強さの評価に必要な接



触応力や弾性流体潤滑膜を解説し、計算方法を習得する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。転がり疲れ損傷を解説す

る。 
2 回 任意の曲面あるいは球と球における接触応力を解説する。 
3 回 平行二円筒における接触応力を解説する。 
4 回 弾性流体潤滑膜を解説する。 
5 回 転がり疲れ損傷の発生機構を解説する。 
6 回 転がり疲れ寿命と面圧強さの評価方法を解説する。 
7 回 転がり疲れに及ぼす試験条件の影響の輪講を行い、それに対して討論する。 
8 回 転がり疲れに及ぼす試験片形状の影響の輪講を行い、それに対して討論す
る。 
9 回 転がり疲れに及ぼす加⼯法の影響の輪 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義目的、講義内容、達成目標を把握しておくこと。 
2 回 接触応力について予習しておくこと。 
3 回 接触応力について復習しておくこと。 
4 回 弾性流体潤滑膜について予習しておくこと。 
5 回 転がり疲れ損傷の発生機構について予習しておくこと。 
6 回 転がり疲れ寿命と面圧強さの評価方法について予習しておくこと。 
7 回 転がり疲れに及ぼす試験条件の影響について予習しておくこと。 
8 回 転がり疲れに及ぼす試験片形状の影響について予習しておくこと。 
9 回 転がり疲れに及ぼす加⼯法の影響につい 

 



年度 2014 
授業コード MTZ00110 
成績評価 レポートの提出、及び学習状況により行う。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学専攻(13〜) 
見出し MTZ00110 建築計画特論 
担当教員名 李 明 
単位数 2 
教科書 毎回必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 人間行動、景観の視覚的構造、都市のイメージ、まもりやすい住空間、建築の設

計法、参加型の設計方法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築計画特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 J.J.ギブソン「生態学的視覚論」樋口忠彦「景観の構造」E.ホール「かくれた次元」

オスカーニューマン「まもりやすい住空間」ケビンリンチ著「都市のイメージ」
C.アレキサンダー著「パターンランゲ-ジ」、ピーター.ロウ著「デザインの思考過
程」ジョン.ラング著「建築理論の創造」、岡⽥光正等著「現代建築学 建築計画
Ⅰ」 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTZ00110 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の基礎知識の習得を目指す。1,空間と視覚についてアフォーダンスなどの視

点から環境デザインの基礎知識 2,人間の知覚の内、視知覚に絞って、建築環境と
知覚、視覚、距離感等の基礎知識 3,景観の視覚的構造と認知の基礎知識 4,景観と
住⺠の満足度の関係から都市景観の重要性の基礎知識 5,人間の空間記憶とイメ
ージ、イメージと都市景観等の都市のイメージの基礎知識 6,テリトリー、プロク
セミックス、社会交流の基礎知識 7,テリトリーを利用した犯罪からまもりやすい
住空間の基礎知識 8,環境改善行動と居住者意識の基礎知識 9,設計問題 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 4 階 李 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Architectural Planning 
関連科目 設計演習 2,3,4,5,都市計画、住宅計画 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 社会環境における建築のあり方と要求を分析し、これを建築化するための一般的
知識を与える。まず、建築空間の成り立ちを示し、ついで、人間の生理的要求、
視覚的な特性、人間行動等から生まれてくる建築要求の把握から、それら基づく
空間構成にいたる論理的な計画の原理と方法について講述する。次に、このよう
な人間的な要求に基づく具体的な建築を実現するために、設計方法を取得する必
要がある。設計法として建築計画プロセスに関する諸課題を具体的事例を用いて
解説する。まず、建築要求の把握のための調査・分析方法を示し、次いで、新た
な価値 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 建築計画の目的、授業の進め方、図で見る分かりやすい建築計画 

2 回 空間の形態ーかたちは何で決まるかー 
について講述する 
3 回 人間の知覚と行動について講述する 
4 回 寸法と規模の計画について講述する 
5 回 空間の性能（空間の機能、安全性、耐久性、経済性、持続可能性と省エネル
ギーの基礎知識について講述する） 
6 回 計画の技法１（計画のプロセスについて講述する） 
7 回 計画技法２（空間構成の技法について講述する） 
8 回 計画技法３（空間形成のエレメントー仕切りの技法について講述する） 
9 回 外部空間の構 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習過程を確認しておくこと 
2 回 地理的環境と形態、機能と形態、構造と形態、建築技術と形態、安全性と形
態、美しさと形態、象徴性と形態、法規と形態などについて、図書館などで調べ
てみること 
3 回 人間の感覚と形態感覚、⼼理的環境と形態、人間行動と形態、等について調
べてみること、J.J.ギブソン「生態学的視覚論」を読んでおくと良い 
4 回 寸法の単位、単位空間の寸法、寸法のシステム、等について図書館などで調
べてみること 
5 回 空間の利便性、快適性について、図書館などで調べてみること。 
 

 



年度 2014 
授業コード MTZ00210 
成績評価 課題（60％）と講義への取り組み姿勢（40％）で総合的に評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学専攻(13〜) 
見出し MTZ00210 住宅計画特論 
担当教員名 後藤 義明 
単位数 2 
教科書 適宜資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード ユニバーサルデザイン、暮らし、住要求、終の棲家、人、家族 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 住宅計画特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 第２版コンパクト建築設計資料集成「住居」 丸善 
授業形態 講義 
注意備考 住む人の視点に立ち、いつまでも住み続けられる住まいづくりを考えます。日々

の暮らしの中で住宅に関する問題点を見つけてください。 
シラバスコード MTZ00210 
実務経験のある教員  
達成目標 住宅を設計する際に必要な専門知識を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 5 階 後藤研究室 内線 6753 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Housing Design 
関連科目 建築計画特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 様々な生活動作や様式をより深く概説し、住要求の理解をさらに深める。日本に

おける住宅計画の変遷をふまえ、⼾建独立住宅と集合住宅の住⼾と敷地利用の計
画方法を事例を中⼼により深く講述する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 ガイダンス／住まうとは？を講義する。 

2 回 生活動作の内容と要素空間を知る 1 駐車、駐輪、外出、移動、就寝、休息、
収納について講義する。 
3 回 生活動作の内容と要素空間を知る２ 家事、排せつ、入浴、整容について講
義する。 
4 回 住空間のつながり 1 動線と平面計画について講義する。 



5 回 住空間のつながり 2 空間のボリュームと断面計画について講義する。 
6 回 ユニバーサルデザインと住環境設計について講義する。 
7 回 身体障がいと住環境設計について講義する。 
8 回 敷地計画について講義する。 
9 回 住宅 

準備学習 1 回 自分にとって「住まうとは何か？」を検討すること。 
2 回 学部科目「住宅計画」の配布テキストの該当箇所を復習すること。 
3 回 学部科目「住宅計画」の配布テキストの該当箇所を復習すること。 
4 回 学部科目「住宅計画」の配布テキストの該当箇所を復習すること。 
5 回 自宅、友人や知人宅の空間構成を思い起こすこと。 
6 回 学部科目「住宅計画」の配布テキストの該当箇所を復習すること。 
7 回 学部科目「住宅計画」の配布テキストの該当箇所を復習すること。 
8 回 学部科目「住宅計画」の配布テキストの該当箇所を復習する 

 



年度 2014 
授業コード MTZ00310 
成績評価 講義中における質疑応答や課題、レポート等により総合的に評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学専攻(13〜) 
見出し MTZ00310 日本建築史特論 
担当教員名 江面 嗣人 
単位数 2 
教科書 授業毎に作成資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 文化財保護法、重要文化財、登録有形文化財、伝統的建造物群、選定保存技術、

保存、活用、近代哲学、現代哲学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本建築史特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 文化庁文化財部監修「文化財保護関係法令集」ぎょうせい 
授業形態 講義 
注意備考 日本建築史および⻄洋建築史を学んでいることが望ましい。 
シラバスコード MTZ00310 
実務経験のある教員  
達成目標 文化財保護法の内容を講義し、文化財としての歴史的建築の現代に於ける活用方

法を学び、それらが各市町村におけるまちづくりや観光などを通してひとづくり
に寄与している事実を学ぶ。また、歴史的建造物の調査方法や実測の方法を実際
の歴史的建造物を使用して講義し、実測実習を行い、建築史学の調査研究の方法
論とその可能性について学ぶ。それによって歴史的建造物の現代における価値を
読み解く考え方を育成する。 

受講者へのコメント  
連絡先 建築学科建築歴史文化研究室（27 号館 5 階）江面嗣人岡山県岡山市北区理大町

１−１〒700-0005 電話；086-256-9742（直通・兼 fax） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced History of Japanese Architecture 
関連科目 特別研究 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 文化財保護法についての講義を通して、日本に於ける建築史学が現実の社会でど

のように応用されているかについて学び、また建築史学に於ける実証的な学問研
究方法について学び、さらに、日本の文化財建造物について学ぶことによって、
日本文化について哲学的に考える能力を育成する。 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 文化財保護の制度１（目的と成立過程） 

2 回 文化財保護の制度２（保存と活用） 
3 回 文化財保護の制度３（保護の範囲） 
4 回 重要文化財建造物の保護について 
5 回 文化財建造物の修理方法１（調査方法） 
6 回 文化財建造物の修理方法２ （手法と技術） 
7 回 登録有形文化財の保護について 
8 回 伝統的建造物群保存地区の制度 
9 回 選定保存技術保存の制度 
10 回 文化財建造物の修理方法２ 
11 回 社寺の実測調査方法について 
12 回 ⺠家の実測調査方法について 
13 回 文化財の思想性と規範性Ⅰ（文化財保護と観 

準備学習 1 回 講義内容について図書館等で調べておくこと 
2 回 講義内容について図書館等で調べておくこと 
3 回 講義内容について図書館等で調べておくこと 
4 回 講義内容について図書館等で調べておくこと 
5 回 講義内容について図書館等で調べておくこと 
6 回 講義内容について図書館等で調べておくこと 
7 回 講義内容について図書館等で調べておくこと 
8 回 講義内容について図書館等で調べておくこと 
9 回 講義内容について図書館等で調べておくこと 
10 回 講義内容について図書館等で調べておくこと 
11 回 講義内容について図書 

 



年度 2014 
授業コード MTZ00410 
成績評価 レポート２回・発表３回により成績を評価する。 
曜日時限 ⽊曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学専攻(13〜) 
見出し MTZ00410 建築デザイン論特論 
担当教員名 平山 文則 
単位数 2 
教科書 毎回必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 公共施設の設計手法、住⺠参加型設計手法、利用者満足度、建築デザインの歴史、

環境建築 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築デザイン論特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ケビンリンチ著「都市のイメージ」C.アレキサンダー著「パターンランゲ-ジ」、

ピーター.ロウ著「デザインの思考過程」ジョン.ラング著「建築理論の創造など。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTZ00410 
実務経験のある教員  
達成目標 ・形態発生の起源、人体比例・人間的尺度から形態と人間の関わりについて学ぶ。 

・建築空間の特性を理解したうえで⼼地よいと感じる空間について学ぶ。 
・建築空間と人間⼼理との関係について学ぶ。 
・「空間の動き」「空間における光と影」「触覚と材質感」について学ぶ。 
・環境と建築の関係性について学ぶ。 
・新しい時代の建築デザインの方向性について学ぶ。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 4 階平山文則研究室 hirayama@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Architectural Design Theory 
関連科目 設計演習Ⅰ〜Ⅴ、建築デザイン論、住宅デザイン論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代社会における建築デザインのあり方を分析し、具体的な設計において考慮す

べき事項を修得する。最初に建築空間の成り立ちを示し、ついで人間の⼼理的要
求、視覚的な特性、歴史環境等から生まれてくる建築空間の価値の把握から、そ
れらに基づく空間デザインにいたる論理的な計画の原理と方法について学ぶ。 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 ガイダンス、建築デザイン論の目的と課題について学ぶ。 

2 回 原初的形態としての円、直角の発見、などの歴史的な形と空間の発見につい
て学ぶ。 
3 回 人体の比例、人間的尺度、モヂュールについて学ぶ。 
4 回 自然の形態、人⼯の形態、人間と形態の関係について学ぶ。 
5 回 建築空間の認識のしかた、とらえ方、建築空間の特質について学ぶ。 
6 回 内部空間について。 
7 回 外部空間について。 
8 回 空間を規定する前提条件である構造について学ぶ。 
9 回 空間と人間⼼理について学ぶ。 
10 回 建築空間の「動き」について学 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習過程を確認しておくこと。 
2 回 人類の歴史における形態の発見について調べておくこと。 
3 回 ⻩金分割、モヂュロール、⽊割などについて調べておくこと。 
4 回 形態とは何か。形態はどのようなことから認識されるのか。関連する図書を
調べてみること。 
5 回 空間構成の要素について調べておくこと。 
6 回 最も印象に残っている内部空間について調べておくこと。 
7 回 最も印象に残っている外部空間について調べておくこと。 
8 回 アーチ構造、ドーム構造、トラス構造等の歴史的な発見について調べて 

 



年度 2014 
授業コード MTZ00510 
成績評価 毎回行う授業レポート、および期末試験の点数による。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学専攻(13〜) 
見出し MTZ00510 設計方法論特論 
担当教員名 松下 大輔 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 設計方法、問題解決、知識技術、アルゴリズム、最適化、ソフトコンピューティ

ング、ＣＡＤ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 設計方法論特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業時に配布する資料を用いる。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTZ00510 
実務経験のある教員  
達成目標 設計方法論の概要を理解し、種々の設計問題や問題解決において、習得した理論

や手法を応用的に用いることができるようになることが目標である。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館４階 松下 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Design Methodology 
関連科目 建築計画、住宅計画、建築デザイン、⻄洋建築史、設計演習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築分野の設計方法論に関する基本的知識の習得、および各種問題への応用を目

指す。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。設計方法論の体系、関連分野の概要を説明する。 

2 回 設計事例によるケーススタディを説明し、設計方法の具体例を把握する。 
3 回 前回に続き設計事例によるケーススタディを説明し、設計方法の具体例を
把握する。 
4 回 設計問題の特徴と解決に用いられる理論的体系、事例などについて説明す
る。 



5 回 問題解決行為について説明する。 
6 回 論理学の基礎と推論について説明する。 
7 回 認知⼼理学分野の基本的知識、歴史、研究動向について説明する。 
8 回 演繹、帰納、発見的手法について、論理学の理論、 

準備学習 1 回 設計方法に関する資料を調べること。 
2 回 前回授業の内容を復習しておくこと。 
3 回 前回授業の内容を復習しておくこと。 
4 回 前回授業の内容を復習しておくこと。設計問題に関する資料を調べておく
こと。 
5 回 前回授業の内容を復習しておくこと。設計問題における問題解決行為につ
いて資料を調べておくこと。 
6 回 前回授業の内容を復習しておくこと。論理学について基本的知識を把握し
ておくこと。 
7 回 前回授業の内容を復習しておくこと。認知⼼理学について調べておくこと。 
8 回 前回授業の内容を復習しておくこと。演 

 



年度 2014 
授業コード MTZ00610 
成績評価 講義中に課すレポート課題３題（各 33％）により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学専攻(13〜) 
見出し MTZ00610 都市計画特論 
担当教員名 弥⽥ 俊男 
単位数 2 
教科書 授業毎の配布資料 
アクティブラーニング  
キーワード 都市、建築、都市計画、都市環境、景観、まちづくり、地域活性化、地球環境 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 都市計画特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 佐藤圭二、杉野尚夫「新都市計画総論」、⿅島出版会 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTZ00610 
実務経験のある教員  
達成目標 これからの時代の都市において、人間が居住し活動する場としての都市の計画・

設計方法を考察し、環境に優しく持続的発展が可能な都市づくりを目指した都市
分野の現実的な課題を事例として、問題解決の実際的な方策を修学し、地域の特
性に応じて都市をデザインする都市計画手法についての知識を習得することを
目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 5 階 弥⽥研究室 yada@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced City Planning 
関連科目 都市計画、都市設計、環境デザイン 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ２１世紀を迎え、都市づくりの新たな諸課題に対して、都市の歴史を通して都市

計画の沿革や考え方を学び、現在の都市計画制度や仕組み、事業手法等および国
内外のまちづくりの事例を概説して、都市計画に関する実践的知識を習得すると
共に、今日的課題である住⺠主体・協働のまちづくり、地域活性化、地球環境問
題と都市問題などに関する議論を行うことにより、認識を深め理解することを目
的とする。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 オリエンテーションとして、都市計画を学ぶ意義や講義の構成について説
明、古代都市の成立から中世まで都市の成立過程について講述した上で、内容に
ついて議論する。 
2 回 現代ヨーロッパ諸都市の基盤を形成した中世ヨーロッパ都市を中⼼として、
近代以前の都市づくりについて講述した上で、内容について議論する。 
3 回 現代都市計画につながるイギリスの産業革命から始まった近代都市計画の
系譜について講述した上で、内容について議論する。 
4 回 都市を現実的に規定している我が国の都市計画法制度について、その意義
と内容について 

準備学習 1 回 学部科目「都市計画」の内容を復習し、古代都市の成立から中世まで都市の
成立過程について関連書籍等を調べておくこと。 
2 回 ヨーロッパ中世都市成立の背景と都市の特徴について関連書籍等を調べて
おくこと。 
3 回 イギリス産業革命の進展に伴い生じた都市問題について関連書籍等を調べ
ておくこと。 
4 回 都市計画法と市町村の総合計画および建築基準法との関係について関連書
籍等を調べておくこと。 
5 回 人々が安全で快適に住み働き憩うことができるまちとは、まちとしてどの
ような条件が必要であるかを考え、関連書籍等を調べてお 

 



年度 2014 
授業コード MTZ00710 
成績評価 授業で課す課題（１００％）によって評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学専攻(13〜) 
見出し MTZ00710 構造解析特論 
担当教員名 山崎 雅弘 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配付する 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 構造解析特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTZ00710 
実務経験のある教員  
達成目標 構造解析に用いられる有限要素法解析の基礎理論と実際の解析への適用方法を

習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 24 号館 5 階 山崎研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Structural Analysis 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 変分原理に基づく有限要素法の基礎理論を解説し、アイソパラメトリック要素な

どの種々の要素を用いた解析法について講述する．弾性域、弾塑性域における挙
動解析の原理・方法についても解説する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 概要 

2 回 FEM 解析の構造（１）トラス要素とトラス構造 
3 回 FEM 解析の構造（２）梁要素とラーメン構造 
4 回 FEM 解析の構造（３）境界条件 
5 回 仮想仕事の原理 
6 回 最小ポテンシャルエネルギーの原理 



7 回 三角形１次要素（１）変位場とひずみ 
8 回 三角形１次要素（２）要素マトリクスと全体マトリクス 
9 回 四辺形要素（１）変位場とひずみ 
10 回 四辺形要素（２）数値積分 
11 回 アイソパラメトリック要素 
12 回 ４面体要素、６面体要素 
13 回 弾性解析 
14 回 弾塑性解析 
15 回 まとめ 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 前回までの復習をしておくこと 
3 回 前回までの復習をしておくこと 
4 回 前回までの復習をしておくこと 
5 回 前回までの復習をしておくこと 
6 回 前回までの復習をしておくこと 
7 回 前回までの復習をしておくこと 
8 回 前回までの復習をしておくこと 
9 回 前回までの復習をしておくこと 
10 回 前回までの復習をしておくこと 
11 回 前回までの復習をしておくこと 
12 回 前回までの復習をしておくこと 
13 回 前回までの復習をしておくこと 
14 回 前回までの復習をしておくこと 
15 回 前回まで 

 



年度 2014 
授業コード MTZ00810 
成績評価 講義字の演習点（70%)と定期試験(30%)により評価する 
曜日時限 ⽊曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学専攻(13〜) 
見出し MTZ00810 構造設計特論 
担当教員名 ⽥中 利幸 
単位数 2 
教科書 「JSCA 版 RC 建築構造の設計」（社）日本建築構造技術者協会編、オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード 構造計画、構造設計、RC 造 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 構造設計特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「2007 年版建築物の構造関係技術基準解説書」 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTZ00810 
実務経験のある教員  
達成目標 構造設計社の役割を理解すること。 

構造設計の流れを理解すること。 
汎用ソフトの利用方法を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 24 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Structural Design 
関連科目 鉄筋コンクリート構造Ⅰ、鉄筋コンクリート構造、構造計画、構造設計演習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基本的な構造設計手順を理解し、RC 構造の設計を通じて構造設計の実務ともに、

構造設計者の役割を理解する。また、現在一般的に利用されている構造設計ソフ
ト SS3 を利用して構造設計の流れを習得する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 構造設計を学ぶために 

（構造設計者の役割、地震被害、耐震診断と判定） 
2 回 構造設計を学ぶために 
（性能設計） 
3 回 構造設計の実務 



（構造計画の進め方、構造計算の進め方） 
4 回 構造設計の実務 
（構造図の種類と⼯事監理） 
5 回 構造計画をたてる（RC 構造） 
6 回 構造図を作成する（構造伏図、軸組図） 
7 回 構造図を作成する（各部材リスト） 
8 回 床荷重、地震荷重他を設定する 
9 回 仮定断面を設定する 
10 回 構造設計一貫計算ソフトを利用するにあたって 
（⼼構え、適用範囲、各部材の定義、モデル化など 

準備学習 1 回 教科書に目を通すこと 
2 回 教科書に目を通すこと 
3 回 教科書に目を通すこと 
4 回 教科書に目を通すこと 
5 回 教科書に目を通すこと 
6 回 教科書に目を通すこと 
7 回 教科書に目を通すこと 
8 回 教科書に目を通すこと 
9 回 教科書に目を通すこと 
10 回 教科書に目を通すこと 
11 回 教科書に目を通すこと 
12 回 教科書に目を通すこと 
ソフトマニュアルに目を通すこと 
13 回 教科書に目を通すこと 
ソフトマニュアルに目を通すこと 
14 回 教科書に目を通すこと 
ソフトマニュアルに目を通すこと 
15 回 教科 

 



年度 2014 
授業コード MTZ00910 
成績評価 ・平常点（講義ごとの演習課題）４０％・期末試験 ６０％ 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 建築学専攻(13〜) 
見出し MTZ00910 耐震設計特論 
担当教員名 小林 正実 
単位数 2 
教科書 資料を配付する 
アクティブラーニング  
キーワード 地震学、設計用入力地震動、時刻歴応答解析、数値積分、限界耐力計算 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 耐震設計特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻄川孝夫ほか著：建築の振動 応用編、朝倉書店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTZ00910 
実務経験のある教員  
達成目標 時刻歴応答解析および限界耐力計算による耐震設計の基礎理論を理解し、高層建

物の時刻歴応答解析や種々の構造物の限界耐力計算ができるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２４号館５階 小林研究室 メール：kobayashi@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Seismic Design 
関連科目 構造解析特論、構造設計特論、学部科目：耐震・耐風設計 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地震時の構造物系の応答性状を把握するために、先ず、入力である地震動を扱う

地震学の基礎を講述する。次に、この入力外乱に対する構造物の非線形応答を予
測するための時刻歴応答解析法および限界耐力計算法について解説する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、耐震設計の考え方と計算ルート 

2 回 地震学の基礎 
3 回 表層地盤増幅特性 
4 回 設計用入力地震動 
5 回 時刻歴応答解析（１）運動方程式の数値計算法 
6 回 時刻歴応答解析（２）Excel を用いた１自由度系の応答解析 



7 回 時刻歴応答解析（３）多自由度系の応答解析 
8 回 時刻歴応答解析（４）多自由度系の応答解析の課題演習 
9 回 時刻歴応答解析（５）復元力特性のモデル化と非線形応答解析 
10 回 限界耐力計算（１）地震力に対する考え方と応答計算法 
11 回 限界耐力計算（２）耐震要素の復元 

準備学習 1 回 学部科目の耐震・耐風設計の講義内容を復習しておくこと 
2 回 配布資料に目を通すこと 
3 回 配布資料に目を通すこと 
4 回 配布資料に目を通すこと 
5 回 配布資料に目を通すこと 
6 回 配布資料に目を通すこと 
7 回 配布資料に目を通すこと 
8 回 前回授業の復習をすること 
9 回 配布資料に目を通すこと 
10 回 配布資料に目を通すこと 
11 回 配布資料に目を通すこと 
12 回 配布資料に目を通すこと 
13 回 前回授業の復習をすること 
14 回 配布資料に目を通すこと 
15 回 配布資料に目を通すこと 

 



年度 2014 
授業コード MTZ01010 
成績評価 設計課題を与え、そのレポートで評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 建築学専攻(13〜) 
見出し MTZ01010 建築設備システム設計特論 
担当教員名 吉⽥ 治典 
単位数 2 
教科書 空気調和設備計画設計の実務の知識（空気調和衛生⼯学会編） 
アクティブラーニング  
キーワード 空調熱源、空調二次側システム、省エネルギー、システムシミュレーション、ダ

クト・配管設計、空気線図 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築設備システム設計特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 建築設備学教科書（彰国社）、建築環境⼯学教科書（彰国社）、建築と⼯学・21 エ

ネルギー⼯学（彰国社） 
授業形態 講義 
注意備考 関連科目の内容を習得済みであること 
シラバスコード MTZ01010 
実務経験のある教員  
達成目標 事務所ビル、学校、病院など用途の異なる建物の特質を理解して熱源計画、空調

計画を提案出来る能力を養う。また、コンピューターシミュレーションを活用し
て空調の熱源システムと２次側空調システムの設計に必要な分析・検討ができる
技術力を養う。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 5 階 吉⽥研究室 hyoshida@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Building System Design 
関連科目 建築環境⼯学Ｉ、建築環境⼯学 II、建築設備Ｉ、建築設備 II、都市・地球環境学、

環境・設備⼯学演習、建築環境・設備設計 I、建築環境・設備設計 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学部の科目である建築設備Ⅰ、Ⅱのアドバンスド科目として位置付け、熱負荷計

算法、ダクト・配管設計法、熱源選定法、省エネルギー設計法などの原理と実用
設計法について講述する。具体的には、パーソナルコンピューターを利用した非
定常熱負荷計算、空気解析、空調システム設計、ダクト・配管設計の原理と手法、
ならびに空調システムの環境特性や省エネルギー性を、システムシミュレーショ



ンを用いて分析する原理と手法について解説する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 空気調和設備の計画と方式について解説する。 

2 回 湿り空気線図について解説する。 
3 回 空気調和熱負荷計算の具体的方法を解説する（１）。 
4 回 空気調和熱負荷計算方法の具体的方法を解説する（２）。 
5 回 熱源機器の選定方法を解説する。 
6 回 熱源機器のシミュレーションについて解説する（１） 
7 回 熱源機器のシミュレーションについて解説する（２） 
8 回 空調機器の選定について解説する。 
9 回 空調機器のシミュレーションについて解説する（１）。 
10 回 空調機器のシミュレーションについて解説する（２）。 

準備学習 1 回 建築設備 II の概要を復習しておくこと。 
2 回 建築設備 II の空気線図の章を復習しておくこと。 
3 回 建築設備 II の空気調和熱負荷計算の章を復習しておくこと。 
4 回 第 3 回の講義を復習しておくこと。 
5 回 建築設備 II の熱源機器の章を復習しておくこと。 
6 回 プログラミングの予習と第 5 回の復習をしておくこと。 
7 回 プログラミングの予習と第 6 回の復習をしておくこと。 
8 回 建築設備 II の空調機器の章を復習しておくこと。 
9 回 プログラミングの予習と第 8 回の復習をしておくこと。（１） 
10 回 プログラミ 

 



年度 2014 
授業コード MTZ01110 
成績評価 授業ごとのレポート（40%）、最終提出物及びプレゼンテーション（60%） 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学専攻(13〜) 
見出し MTZ01110 建築環境設計特論 
担当教員名 中山 哲士 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築環境設計特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTZ01110 
実務経験のある教員  
達成目標 専門的な知識の習得とともに、問題点の分析、調査の方法、データの分析方法、

レポート及び最終報告書の作成のための手順、プレゼンテーション技術等を習得
を目指す。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Building Environmental Design 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築環境⼯学、建築設備、都市環境についての専門知識について、自らのテーマ

を取り上げ、調査、分析を行うことにより、専門的な知識と分析手法を習得する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 建築環境⼯学、建築設備、都市環境等について、自ら考える問題点をテーマとし

て捉え、どのように分析し、解決するかを様々な角度から導いていくことになる。
そのためには、日頃から、何が問題になっているか常に意識しテーマを見つける
こと。 

 



年度 2014 
授業コード MTZ01210 
成績評価 講義おいて課す課題によって評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学専攻(13〜) 
見出し MTZ01210 建築学特別講義Ⅰ 
担当教員名 山崎 雅弘、江面 嗣人、後藤 義明、⽥中 利幸、吉⽥ 治典、松下 大輔、

小林 正 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築学特別講義Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTZ01210 
実務経験のある教員  
達成目標 建築計画学や建築構造⼯学、環境設備⼯学に関する原理や知識を建築設計に活用 

するための多様な方法や考え方を習得する 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics in Architecture and Building Engineering I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 各教員の専門分野における実際のプロジェクトを例示しながら、原理や知識を建 

築設計に活用する方法を講述する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 文化財保護の制度とその体制 

2 回 文化材保護と町並み保存の手法と課題 
3 回 建築設計プロセス（１） 
4 回 建築設計プロセス（２） 
5 回 建築人間⼯学の実プロジェクトへの活用法 
6 回 実プロジェクトにおける構造設計の流れと課題 



7 回 力学理論と構造設計 
8 回 建築計画と都市計画の関係 
9 回 建築・都市計画学の実プロジェクトへの活用法 
10 回 地震被害から得られた知見と建築設計 
11 回 建築・都市における建築環境設計 
12 回 都市エネルギー供給設備の省エネルギー・省 CO2 
13 回 建築設備の省エネルギー 

準備学習 前回の講義の課題に取り組む 
 



年度 2014 
授業コード MTZ01310 
成績評価 講義おいて課す課題によって評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学専攻(13〜) 
見出し MTZ01310 建築学特別講義Ⅱ 
担当教員名 山崎 雅弘、江面 嗣人、後藤 義明、⽥中 利幸、吉⽥ 治典、松下 大輔、

小林 正 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築学特別講義Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTZ01310 
実務経験のある教員  
達成目標 建築計画学や建築構造⼯学、環境設備⼯学に関する原理や知識を建築設計に活用 

するための多様な方法や考え方を習得する 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics in Architecture and Building Engineering II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 各教員の専門分野における実際のプロジェクトを例示しながら、原理や知識を建 

築設計に活用する方法を講述する。 
対象学年 2 年 
授業内容 1 回 環境負荷削減のための最適化手法の最前線 

2 回 文化財の保護と観光の関係をふまえた歴史的建造物の活用 
3 回 ユニバーサルデザイン（１）建築人間⼯学の応用 
4 回 ユニバーサルデザイン（２）身体機能障害に対応する環境設計 
5 回 耐震診断・耐震改修とその効果 
6 回 制震・免震⼯法とその効果 



7 回 構造設計における力学理論の適用（１） 
8 回 構造設計における力学理論の適用（２） 
9 回 都市環境問題と持続可能な建築・都市の計画 
10 回 新興国の都市部の現状と課題 
11 回 実プロジェクトにおける建築・都市計画学の 

準備学習 前回の講義の課題に取り組む 
 



年度 2014 
授業コード MTZ01410 
成績評価 課題によって評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 建築学専攻(13〜) 
見出し MTZ01410 建築⼯学設計特別演習Ⅰ 
担当教員名 ⽥中 利幸、吉⽥ 治典、松下 大輔、小林 正実、中山 哲士、弥⽥ 俊男、

平山 文 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築⼯学設計特別演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード MTZ01410 
実務経験のある教員  
達成目標 インターンシップの履修の準備段階として、意匠設計、構造設計または環境・設

備設計に関係して必要な基本的な知識と技術を習得すること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Architecture and Building Engineering I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専攻する意匠、構造、環境・設備のそれぞれの分野において、建築における様々

な知識を⼯学的に統合化して設計に活用できるようになること。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 与えられた課題について、指導教員の指導を参考にして、自ら情報収集と成果の

まとめを行い、次回の演習に臨むこと 
 



年度 2014 
授業コード MTZ01510 
成績評価 課題によって評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 建築学専攻(13〜14) 
見出し MTZ01510 建築⼯学設計特別演習Ⅱ 
担当教員名 ⽥中 利幸、吉⽥ 治典、松下 大輔、小林 正実、中山 哲士、弥⽥ 俊男、

平山 文 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築⼯学設計特別演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード MTZ01510 
実務経験のある教員  
達成目標 インターンシップの履修の準備段階として、意匠設計、構造設計または環境・設

備設計に関係して必要な基本的な知識と技術を習得すること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Architecture and Building Engineering II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専攻する意匠、構造、環境・設備のそれぞれの分野において、建築における様々

な知識を⼯学的に統合化して設計に活用できるようになること。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 与えられた課題について、指導教員の指導を参考にして、自ら情報収集と成果の

まとめを行い、次回の演習に臨むこと 
 



年度 2014 
授業コード MTZ01610 
成績評価 課題によって評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 建築学専攻(13〜) 
見出し MTZ01610 建築⼯学設計特別演習Ⅲ 
担当教員名 ⽥中 利幸、吉⽥ 治典、松下 大輔、小林 正実、中山 哲士、弥⽥ 俊男、

平山 文 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築⼯学設計特別演習Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード MTZ01610 
実務経験のある教員  
達成目標 インターンシップの履修の準備段階として、意匠設計、構造設計または環境・設

備設計に関係して必要な基本的な知識と技術を習得すること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Architecture and Building Engineering III 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専攻する意匠、構造、環境・設備のそれぞれの分野において、建築における様々

な知識を⼯学的に統合化して設計に活用できるようになること。 
対象学年 2 年 
授業内容  
準備学習 与えられた課題について、指導教員の指導を参考にして、自ら情報収集と成果の

まとめを行い、次回の演習に臨むこと 
 



年度 2014 
授業コード MTZ01710 
成績評価 研修中の指導担当者の評点、および研修成果発表会の評点を総合して評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 建築学専攻(13〜) 
見出し MTZ01710 インターンシップ 
担当教員名 ⽥中 利幸、吉⽥ 治典、松下 大輔、小林 正実、中山 哲士、弥⽥ 俊男、

平山 文 
単位数 4 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 インターンシップ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 受け入れ先（建築設計事務所、構造設計事務所、設備設計事務所、建設⼯事会社

の設計部門）を各自で探すこと。 
シラバスコード MTZ01710 
実務経験のある教員  
達成目標 一級建築士試験の受験資格の要件である、「設計・⼯事監理に必要な知識・能力を

得られる実務経験」として認められる内容の研修をインターンシップとして実施
する。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Internship for Practical Building Design 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 インターンシップを通して実践的に建築設計の基礎知識と設計方法を修得する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 建築士の社会的役割と職能、意匠、構造、設備との関連性、建物の様々なニーズ、

建築主と使用者の要求、建築設計に必要な種々の手続きなどに関して、予備知識
を得て演習に臨むこと。 

 



年度 2014 
授業コード MTZ01910 
成績評価 日々の研究活動の進め方、研究内容および修士論文（指導教員による評価：６

０％）、修士論文発表会における発表と研究内容（発表会参加教員による評価：４
０％）を総合して評価し、指導教員が合否を判定する。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 建築学専攻(13〜) 
見出し MTZ01910 特別研究 
担当教員名 ⽥中 利幸、吉⽥ 治典、松下 大輔、小林 正実、中山 哲士、弥⽥ 俊男、

平山 文 
単位数 14 
教科書 適宜指示をする。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示をする。 
授業形態 実験実習 
注意備考 配属された教員の指導に従って個別に行う。 
シラバスコード MTZ01910 
実務経験のある教員  
達成目標 修士論文の作成と成果発表を最終の達成目標とし、それまでの活動を通じて以下

の能力を身につける。 
(1)研究課題に関わる情報を分析し、内容や問題点を理解する。 
(2)問題解決に向けて情報を収集し、その内容を分析する。 
(3)研究計画を立て、自主的に実行する。 
(4)研究成果について論理的に記述し発表する。 
(5)議論を通じてより良い解を導く。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表：学科⻑（原則は配属先指導教員） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の下で、社会の動向・ニーズを踏まえて課題を発見する能力と与えられ

た条件の中で問題解決する能力を養うことを目的とする。また、修士論文の作成



と発表等によって、自主的に研究する能力、自分の考えをまとめる能力、プレゼ
ンテーション能力などを身につけることも目的とする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 研究指導を受ける前には、前回の研究指導の内容を参考にし、それまでの研究経

過と現状の成果をまとめて、研究指導に臨むこと。 
 


